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土佐光起筆『源氏物語画帖』より「朝顔」
雪まろばしの状景。邸内にいるのは源氏と紫の上。


 １． 桐壺 (きりつぼ)

第一章　光る源氏前史の物語

第一段　父帝と母桐壺更衣の物語

桐壺．１．１．１

■　いづれの御時おほむときにか1、女御にょうご、更衣2かういあまたさぶらひたまひけるなかに3、いとやむごとなき際きはにはあらぬが4、すぐれて時ときめきたまふありけり5。

◇　どの帝の御代であったか、女御や更衣が大勢お仕えなさっていたなかに、たいして高貴な身分ではない方で、きわだって御寵愛をあつめていらっしゃる方があった。


1 【いづれの御時にか】「御」は「おほむ」と読む。「御オヽムオホム」（色葉字類抄〔院政期〕）。「御時」は、ご治世の意味。「帝の」の意が省略されている。係助詞「か」（疑問の意、自問のニュアンス）は下に「ありけむ」などの語句が省略された形。

2 【女御更衣】この物語では、「女御（にようご）」は大臣（従二位）や親王の娘が、「更衣（かうい）」には大納言（正三位）以下の殿上人（昇殿を許された五位及び六位蔵人）以上の娘がなる。皇后または中宮について触れられていないことは、まだそれが空位であることをほのめかす。

3 【さぶらひたまひけるなかに】「さぶらふ」は「あり」の謙譲語。お仕えする。伺候する。尊敬の補助動詞「たまふ」（四段）は「女御」にあわせて付けられたもの。

4 【いとやむごとなき際にはあらぬが】「いと---ぬ」（打消の助動詞）は、「たいして--ではない」の意になる。「ぬ」は打消の助動詞「ず」の連体形。「が」（格助詞）は主格の意で、以下の「時めきたまふ」の主語となるので、その間に「方」などの語が省略された形。文脈上、「--で」と同格のようになる。

5 【時めきたまふありけり】「たまふ」（連体形）の下には、「方」などの語が省略されている。『新大系』は「「ありけり」は竹取物語や伊勢物語の冒頭部にも見え、「おったという」あるいは「今にありきたる」と、人物の登場を示す言い回し。桐壺更衣の紹介である」と注す。「けり」（過去の助動詞）は、同じく過去の助動詞「き」がその事象が過去にあったことまたはその人にとって過去に体験されたことなどを表すことに重点があるのに対して、過去の事象や記憶というものを現在に呼び起こし、それをそうと認識するとともにまた他人の前にそれをそうと提示しようとする意識の反映があることに重点のある表現である。「寵愛を蒙っていらっしゃる人がいたのである」というニュアンス。そして、以下の文章は、「けり」の付かない、いわゆる現在時制で語られていくというしくみである。


桐壺．１．１．２

■　はじめより1我われはと思おもひ上あがりたまへる御方おほむかたがた2、めざましきものにおとしめ嫉そねみたまふ3。

◇　最初から自分こそはと気位い高くいらっしゃった女御方は、不愉快な者だと見くだしたり嫉んだりなさる。

■　同おなじほど、それより下臈げらふの更衣かういたちは、まして5やすからず。

◇　同じ程度の更衣や、その方より下の更衣たちは、いっそう心穏やかでない。

■　朝夕あさゆふの宮仕みやづかへにつけても6、人ひとの心こころをのみ動うごかし、恨うらみを負おふ積つもり7にやありけむ8、いと篤あづしく9なりゆき、もの心細こころぼそげに里さとがちなるを、いよいよあかずあはれなるものに思おもほして10、人ひとのそしりをもP1え憚はばからせたまはず11、世よのためしにもなりぬべき12御おほむもてなしなり。

◇　朝晩のお側仕えにつけても、他の妃方の気持ちを不愉快ばかりにさせ、嫉妬を受けることが積もり積もったせいであろうか、とても病気がちになってゆき、何となく心細げに里に下がっていることが多いのを、ますますこの上なく不憫な方とおぼし召されて、誰の非難に対してもおさし控えあそばすことがおできになれず、後世の語り草にもなってしまいそうなお扱いぶりである。


P1 そしりをも--そしりをも（も/＃も）

1 【はじめより】入内当初から。

2 【思ひ上がりたまへる御方がた】「思ひ上がる」は「古くは、自惚れる、つけ上がるの意はなく、誇りを高く持って、低俗なるものを排し、より高貴であろうとする意欲を持つ意に用いられた」（小学館古語大辞典）。「御方がた」は女御たちをさす。

3 【めざましきものにおとしめ嫉みたまふ】目的語は「いとやむごとなき際にはあらぬがすぐれて時めきたまふ」方を。以下、助動詞「けり」を伴わない文が続き、一気に物語の渦中に入る。

4? 【同じほどほとそれより下臈の更衣たち】この物語の女主人公は中臈以上の更衣と知られる。

5 【まして】「やすからず」の度合についていう。女御たち以上に心穏やかでない。女御たちのような寵愛を期待できないからである。

6 【朝夕の宮仕へにつけても】「明ければ退下、暮れればまた参上とお側仕へをするにつけても」（今泉忠義訳）。帝の寝所に侍ること。「入内」（宮中に入ること、すなわち結婚）を「宮仕へ」といった。

7 【恨みを負ふ積もり】「負ふ」（連体形）＋「積もり」（名詞）。「恨みを負うことが、積もり積もった」という意。『休聞抄』は「あしかれと思はぬ山の峰にだにおふなる物を人の嘆きは」（悪いやつだと思ってもいない山の峰にさえ人の嘆き（＝木）は生えると言いうのに）（詞花集雑上三三二和泉式部）を指摘したが、別本の陽明文庫本には「うらみ」に対して「なけき」という異文があり、それならばことばが一致する。

8 【積もりにやありけむ】「に」（断定の助動詞）、「や」（係助詞、疑問）、「けむ」（過去推量の助動詞）、「積もり積もったのであろうか」の推量する人は、語り手。前の「恨みを負う」までが、物語の伝承的事実。「にやありけむ」は、この物語筆記編集者の物語世界に対する推量。読点で区切って文意の相違を示した。

9 【篤しく】衰弱がひどいさま。明融臨模本は「異例也」という注記と「つ」の左下に後世の筆になる濁点を表す二つの丸印が付いている。『岩波古語辞典』では、「金剛般若経集験記」の平安初期訓「アツシ」の他に院政期の「三蔵法師伝点」と『名義抄』の訓点「アヅシ」を掲載し、「その頃、アヅシの形もあった」と指摘。『小学館古語大辞典』でも「当時第二音節は濁音であったようだ」と記す。『集成』『古典セレクション』では「あつしく」と清音で読むが、『新大系』では「あづしく」と濁音で読む。

10 【いよいよあかずあはれなるものに思ほして】主語は帝。

11 【え憚らせたまはず】副詞「え」は下に打消の語を伴って、不可能の意を表す。「せたまはず」は帝に対して用いられた最高敬語。

12 【なりぬべき】「ぬ」（完了の助動詞、確述）＋「べし」（推量の助動詞、推量）、「きっとなってしまいそうな」の意。予想される結果や事態が無作為的・自然的に起こるニュアンス。


桐壺．１．１．３

■　上達部かむだちめ、上人1うへびとなども、あいなく目めを側そばめつつ2、

◇　上達部や殿上人なども、人ごとながら目をそらしそらしして、

■　「いとまばゆき3人ひとの御おほむおぼえなり4。

◇　「とても眩しいほどの御寵愛である。

■　唐土もろこしにも、かかる事ことの起おこりにこそ、世よも乱みだれ、悪あしかりけれ5」

◇　唐国でも、このようなことが原因となって、国も乱れ、悪くなったのだ」

■　と、やうやう天あめの下したにもあぢきなう、人ひとのもてなやみぐさになりて、楊貴妃やうきひの例6ためしも引ひき出いでつべく7なりゆくに、いとはしたなきこと多おほかれど、かたじけなき御心みこころばへのたぐひなきを8頼たのみにてまじらひたまふ9。

◇　と、しだいに国中でも困ったことの、人々のもてあましの種となって、楊貴妃の例までも引き合いに出されそうになってゆくので、たいそういたたまれないことが数多くなっていくが、もったいない御愛情の類のないのを頼みとして、宮仕え生活をしていらっしゃる。


1 【上達部上人】「上達部（かんだちめ）」は大臣・大中納言・参議および三位以上の人。「上人（うへびと）」は殿上人のことで、清涼殿の殿上の間に上がることを許された人。さらに院の御所・春宮御所に上がることを許された人をもいう。普通、上達部以外の四位・五位の者の一部、六位の蔵人をいう。

2 【あいなく目を側めつつ】「あいなく」（本来何の関係もないのに、の意）は、この物語筆記編集者の感想が交えられた表現。『異本紫明抄』は「目を側め」の表現に「京師長吏為之側目」〈京師の長吏之が為に目を側む〉（白氏文集巻第十二長恨歌伝陳鴻）を指摘。「そばめ」は、横目で睨む意と視線を逸らす意とがある。ここでは横目でちらりと注視したり、あるいは目を逸らしたり、という両義があろう。

3 【いとまばゆき】以下「悪しかりけれ」まで、上達部や殿上人の噂。

4 【人の御おぼえなり】「御おぼえの人なり」と同じだが、特に「御おほえ」を強調させた表現。

5 【唐土にもかかる事の起こりにこそ世も乱れ悪しかりけれ】『源氏釈』は、唐の玄宗皇帝と楊貴妃との故事を指摘。青表紙本の「あしかりけれ」は、やや不安定な感じを残す表現である。別本の御物本は「あしかりけれは」、陽明文庫本は「あしきこともいてきけれともてなやむほとに」、国冬本は「あしくはなりけれと」とある。「出で来」または「なる」などの語があると落ち着く。『源氏釈』所引「源氏物語」本文でも「もろこしにもかゝることにこそよはみたれあしきこともいてくれ」（冷泉家本）、「もろこしにもかゝることにてこそ世はみたれあしき事はいてきけれ」（前田家本）などとある。

6 【楊貴妃の例】先に「唐土（もろこし）にも」とあったが、ここで初めて「楊貴妃」の名を明かす。

7 【引き出でつべく】「つ」（完了の助動詞、確述）＋「べし」（推量の助動詞、推量）、「きっと引き合いに出されそうな」の意。予想される結果や事態が作為的・人為的に起こるニュアンス。

8 【かたじけなき御心ばへのたぐひなきを】「かたじけなき御心ばへ」と「たぐひなき（御心ばへ）を」は同格の構文。

9 【まじらひたまふ】宮仕え生活。帝の妃としての朝晩のお側仕え、他の女御更衣たちや廷臣たちとの社交生活をさす。


桐壺．１．１．４

■　父ちちの大納言だいなごんは亡なくなりて、母北ははきたの方かたなむいにしへの人**のよしあるにて1、親おやうち具ぐし、さしあたりて世よのおぼえはなやかなる御方おほむかたがたにもいたう劣おとらず2、なにごとの儀式ぎしきをももてなしたまひけれど、とりたててはかばかしき後見うしろみしなければ3、事ことある時ときは、なほ拠より所どころなく心細こころぼそげなり。

◇　父親の大納言は亡くなって、母親の北の方が古い家柄の人の教養ある人なので、両親とも揃っていて、今現在の世間の評判が勢い盛んな方々にもたいしてひけをとらず、どのような事柄の儀式にも対処なさっていたが、これといったしっかりとした後見人がいないので、こと改まった儀式の行われるときには、やはり頼りとする人がなく心細い様子である。

◆　 
ちち の だいなごん は なくなり て、 はは きたのかた なむ いにしへ の よし ある にて、 おや うち-ぐし、 さしあたり て よ の おぼえ はなやか なる おほむ-かたがた に も いたう おとら ず、 なにごと の ぎしき を も もてなし たまひ けれ ど、 とりたて て はかばかしき うしろみ し なけれ ば、 こと ある とき は、 なほ よりどころ なく こころぼそげ なり。


1 【父の大納言は亡くなりて母北の方なむいにしへの人のよしあるにて】桐壺更衣の家系は、父親が大納言。大臣に次ぐ、太政官の次官。正三位相当。しかし既に没している。母親は、由緒ある旧家の出で、教養のある人。兄弟について語られていないのは、はかばかしい人がいなかったことによる。「にしへの人のよしあるにて」は「にしへの人のよしある（人）にて」の文脈で「にしへの人」と「よしある（人）」は同格の構文。「にて」連語（断定の助動詞「なり」の連用形「に」＋接続助詞「て」）なので、の意。『新大系』は「何氏か不明。大納言で亡くなったことは没落を暗示するか。のちに出る紫上の故母の父も亡き大納言である点が類型的である」と注す。

2 【いたう劣らず】「いたく」副詞。下に打消、または禁止の語を伴って、それほど、たいして、の意を表す。「いたく」は平安時代から鎌倉時代にかけての和文に用いられた（小学館古語大辞典）。

3 【後見しなければ】副助詞「し」強調の意。形容詞「なけれ」已然形＋接続助詞「ば」は順接の確定条件を表す。後見人がいないので。


第二段　御子誕生（一歳）

桐壺．１．２．１

■　先さきの世よにも御契おほむちぎりや深ふかかりけむ1、世よになく清きよらなる玉たまの男御子をのこみこさへ生むまれたまひぬ2。

◇　前世でも御宿縁が深かったのであろうか、この世にまたとなく美しい玉のような男の御子までがお生まれになった。

■　いつしかと心こころもとながらせたまひて3、急いそぎ参まゐらせて御覧ごらんずるに、めづらかなる稚児ちごの御容貌おほむかたちなり4。

◇　早く早くとじれったくおぼし召されて、急いで参内させて御覧あそばすと、たぐい稀な嬰児のお顔だちである。


1 【先の世にも御契りや深かりけむ】「や」（係助詞、疑問）、「けむ」（過去推量の助動詞）、疑問の主体者は語り手。語り手の物語登場人物たちへの推測が挿入されている。

2 【玉の男御子さへ生まれたまひぬ】「さへ」（副助詞）、語り手の驚嘆が言い込められた表現。「玉」は当時の最高の美的形容。また「魂」とも通じて呪術的な霊力をもった意味もこめられている。

3 【いつしかと心もとながらせたまひて】主語は帝。「いつしか」（連語、代名詞「いつ」＋副助詞「し」強調の意＋係助詞「か」疑問の意）は、これから起こることを待ち望む気持ち、を表す。「せたまひて」は帝に対して用いられた最高敬語。

4 【めづらかなる稚児の御容貌なり】「めづらかなる御容貌の稚児なり」の語順を変えて、「御容貌」を強調した表現。


桐壺．１．２．２

■　一いちの皇子みこは、右大臣うだいじんの女御にょうごの御腹おほむはらにて1、寄よせ重おもく2、疑うたがひなき儲まうけの君きみと3、世よにもてかしづききこゆれど、この御おほむにほひには並ならびたまふべくもあらざりければ、おほかたのやむごとなき御思おほむおもひにて4、この君きみをば、私物わたくしものに思おもほしかしづきたまふこと限かぎりなし。

◇　第一皇子は、右大臣の娘の女御がお生みになった方なので、後見がしっかりしていて、正真正銘の皇太子になられる君だと、世間でも大切にお扱い申し上げるが、この御子の輝く美しさにはお並びになりようもなかったので、一通りの大切なお気持ちであって、この若君の方を、自分の思いのままにおかわいがりあそばされることはこの上ない。


1 【一の皇子は右大臣の女御の御腹にて】第一親王は、右大臣の娘の弘徽殿女御がお産みになった、の意。この物語の主人公の兄。三歳年長（若菜下）。

2 【寄せ重く】「寄せ」は心を寄せること、望みを託すこと。後見、支持の意。「重し」は行き届いて十分であるさま。右大臣の娘ということで後見がしっかりしていて、それゆえ世間の信望も厚い、という状況。

3 【疑ひなき儲の君と】この時点では、まだ皇太子は決定していない。「正真正銘の皇太子として」の意。帝も即位してまだ歳月の浅いことが想像される。

4 【おほかたのやむごとなき御思ひにて】主語は帝。第一皇子に対する思い。


桐壺．１．２．３

■　初はじめよりおしなべての上宮仕うへみやづかへ1したまふべき際きはにはあらざりき2。

◇　最初から女房並みの帝のお側用をお勤めなさらねばならない身分ではなかった。

■　おぼえいとやむごとなく3、上衆じゃうずめかしけれど、わりなくまつはさせたまふあまりに、さるべき御遊おほむあそびの折々4をりをり、何事なにごとにもゆゑある事ことのふしぶしには、まづ参まう上のぼらせたまふ。

◇　評判もとても高く、上流人の風格があったが、むやみにお側近くにお召しあそばされ過ぎて、しかるべき管弦の御遊の折々や、どのような催事でも雅趣ある催しがあるたびごとに、まっさきに参上させなさる。

■　ある時ときには大殿籠おほとのごもり過すぐして5、やがてさぶらはせたまひなど、あながちに御前去おまへさらずもてなさせたまひしほどに、おのづから軽かろき方かたにも見みえしを、この御子生みこうまれたまひて後のちは、いと心こころことに思おもほしおきてたれば、

◇　ある時にはお寝過ごしなされて、そのまま伺候させておきなさるなど、むやみに御前から離さずに御待遇あそばされたうちに、自然と身分の低い女房のようにも見えたが、この御子がお生まれになって後は、たいそう格別にお考えおきあそばされるようになっていたので、

■　「坊ばうにも、ようせずは、この御子みこの居ゐたまふべきなめり6」

◇　「東宮坊にも、ひょっとすると、この御子がおなりになるかもしれない」

■　と、一いちの皇子みこの女御にょうごは思おぼし疑うたがへり。

◇　と、第一皇子の母女御はお疑いになっていた。

■　人ひとより先さきに参まゐりたまひて、やむごとなき御思おほむおもひ7なべてならず、皇女みこたちなどもおはしませば、この御方おほむかたの御諌おほむいさめをのみぞ、なほわづらはしう心苦こころぐるしう思おもひきこえさせたまひける8。

◇　誰よりも先に御入内なされて、大切にお考えあそばされることは一通りでなく、皇女たちなども生まれていらっしゃるので、この御方の御諌めだけは、さすがにやはりうるさいことだが無視できないことだと、お思い申し上げあそばされるのであった。


1 【初めよりおしなべての上宮仕へ】主語は第二御子の母更衣。「上宮仕へ」は帝のお側近くに仕えて日常の身の回りの世話を勤める女房の仕事。妃たちにはそれぞれ妃付きの女房がいる。

2 【したまふべき際にはあらざりき】この前後の文脈は、いわゆる現在形や断定の助動詞「なり」で文末が結ばれているように、語り手の直接体験談または見聞談的な表現になって、臨場感を盛り上げている。ここの過去の助動詞「き」もそのような一つである。以下の文章にも、「き」が多用される。

3 【おぼえいとやむごとなく】宮廷人からの評判である。帝からの場合には「御」がつく。前に「まばゆき人の御おぼえなり」とあったのと区別される。

4 【さるべき御遊びの折々】「長恨歌」に「承歓侍寝無閑暇春従春遊夜専夜」〈歓を承け寝に侍して閑かなる暇無し春は春の遊びに従ひ夜は夜を専らにす〉（白氏文集巻第十二、感傷、五九六）とあるのを踏まえる。

5 【大殿籠もり過ぐして】「春宵苦短日高起従此君王不早朝」〈春の宵苦短くして日高けて起く此より君王早朝したまはず〉を踏まえる。

6 【坊にもようせずはこの御子の居たまふべきなめり】弘徽殿女御の心中。「べき」（推量の助動詞、推量）、「な（る）」（断定の助動詞）、「めり」（推量の助動詞、視界内推量）、見ている目の前でそれが実現しそうな推量のニュアンス。

7 【やむごとなき御思ひ】帝の弘徽殿女御に対する待遇。

8 【思ひきこえさせたまひける】過去の助動詞「けり」を使って、弘徽殿女御と帝との話題を切り上げる。


桐壺．１．２．４

■　かしこき御蔭みかげをば頼たのみきこえながら1、落おとしめ疵きずを求もとめたまふ人2ひとは多おほく、わが身みはか弱よわくものはかなきありさまにて、なかなかなるもの思おもひをぞしたまふ。

◇　もったいない御庇護をお頼り申してはいるものの、軽蔑したり落度を探したりなさる方々は多く、ご自身はか弱く何となく頼りない状態で、なまじ御寵愛を得たばっかりにしなくてもよい物思いをなさる。

■　御局みつぼねは桐壺きりつぼなり3。

◇　お局は桐壺である。

■　あまたの御方おほむかたがたを過すぎさせたまひて、ひまなき御前渡おまへわたりに4、人ひとの御心みこころを尽つくしたまふも、げにことわりと見みえたり5。

◇　おおぜいのお妃方の前をお素通りあそばされて、そのひっきりなしのお素通りあそばしに、お妃方がお気をもめ尽くしになるのも、なるほどごもっともであると見えた。

■　参まう上のぼりたまふにも6、あまりうちしきる折々をりをりは、打橋うちはし、渡殿わたどののここかしこの道みちに、あやしきわざをしつつ、御送おほむおくり迎むかへの人7ひとの衣きぬの裾すそ、堪たへがたく、まさなきこともあり。

◇　参上なさるにつけても、あまり度重なる時々には、打橋や、渡殿のあちこちの通路に、けしからぬことをたびたびして、送り迎えの女房の着物の裾が、がまんできないような、とんでもないことがある。

■　またある時ときには、え避さらぬ馬道めだうの戸とを鎖さしこめ、こなたかなた心こころを合あはせて、はしたなめわづらはせたまふ8時ときも多おほかり。

◇　またある時には、どうしても通らなければならない馬道の戸を鎖して閉じ籠め、こちら側とあちら側とで示し合わせて、進むも退くもならないように困らせなさることも多かった。

■　事ことにふれて9数知かずしらず苦くるしきことのみまされば、いといたう思おもひわびたるを、いとどあはれと御覧ごらんじて、後涼殿こうらうでんにもとよりさぶらひたまふ更衣かういの曹司ざうしを他ほかに移うつさせたまひて、上局うへつぼねに賜たまはす。

◇　何かにつけて数知れないほど辛いことばかりが増えていくので、たいそうひどく思い悩んでいるのを、ますますお気の毒におぼし召されて、後凉殿に以前から伺候していらっしゃった更衣の部屋を他に移させなさって、上局として御下賜あそばす。

■　その恨うらみましてやらむ方かたなし。

◇　その方の恨みはなおいっそうに晴らしようがない。


1 【かしこき御蔭をば頼みきこえながら】話題は更衣の方に転じる。

2 【疵を求めたまふ人】『紫明抄』は「なほき木に曲がれる枝もあるものを毛をふき疵を言ふがわりなさ」（まっすぐな木にも曲がった枝があるものなのに、髪の毛を吹いてまで疵を探し出すとはこまったこと）（後撰集、雑二、一一五六、高津内親王）と「有司吹毛求疵」〈有司毛を吹きて疵を求む〉（漢書、中山靖王伝）を指摘。漢籍では他にも『韓非子』大体に「不吹毛而求小疵」〈毛を吹きて小疵を求めず〉、『白氏文集』巻十三に「吹毛遂得疵」〈毛を吹きて遂に疵を得たり〉などとある。わが国では、和歌に詠まれるほど、広く知られたことわざ。

3 【御局は桐壺なり】局の名を端的に表現した。「桐壷」とは中庭に桐が植えられていたこに因む呼称。正式名称は淑景舎という。帝の御殿である清涼殿からは最も遠い東北の隅にあった。

4 【ひまなき御前渡りに】挿入句。主語は帝。文意は直前の「過ぎさせたまひて」と同じだが、さらに追い討ちをかけるように「ひっきりなしのお素通りに」と畳み重ねた表現をしている。

5 【げにことわりと見えたり】登場人物たちと語り手が一体化した評言である。萩原広道『源氏物語評釈』は「作者の自評なり」と指摘した。

6 【参う上りたまふにも】主語は桐壺更衣。帝のもとに参上するというので、尊敬の補助動詞「たまふ」が使われている。帝のお側や寝所に伺候するために参上する。

7 【御送り迎への人】桐壺更衣は彼女付きの女房たちを従えて帝のもとに参上し退下した。

8 【はしたなめわづらはせたまふ】「わづらふ」は自動詞。「わづらふ」人は桐壺更衣であるが、下に「せ」という使役の助動詞と尊敬の補助動詞「たまふ」が付いているので、女御たちが桐壺更衣を「わづらはせたまふ」ということである。実際は女御付きの女房たちをしていじわるをさせたのである。

9 【事にふれて】以下、視点は、桐壺更衣の様子から、帝の態度へと変じてゆき、上局の部屋を他に変えさせられた別の更衣の恨みが語られる。


第三段　若宮の御袴着（三歳）

桐壺．１．３．１

■　この御子三みこみつになりたまふ年1とし、御袴着おほむはかまぎのこと一いちの宮みやのたてまつりしに劣おとらず2、内蔵寮くらづかさ、納殿をさめどのの物ものを尽つくして、いみじうせさせたまふ3。

◇　この御子が三歳におなりの年に、御袴着の儀式を一宮がお召しになったのに劣らず、内蔵寮や納殿の御物をふんだんに使って、大変に盛大におさせあそばす。

■　それにつけても、世よの誹そしりのみ多おほかれど、この御子みこのおよすげ4もておはする御容貌心おほむかたちこころばへありがたくめづらしきまで見みえたまふを5、え嫉そねみあへたまはず6。

◇　そのことにつけても、世人の非難ばかりが多かったが、この御子が成長なさって行かれるお顔だちやご性質が世間に類なく素晴らしいまでにお見えになるので、お憎みきれになれない。

■　ものの心知こころしりたまふ人ひとは、

◇　ものごとの情理がお分かりになる方は、

■　「かかる人ひとも世よに出いでおはするものなりけり7」

◇　「このような方もこの末世にお生まれになるものであったよ」

■　と、あさましきまで目めをおどろかしたまふ。

◇　と、驚きあきれる思いで目を見張っていらっしゃる。


1 【この御子三つになりたまふ年】その後二年が経過し、御子三歳の物語が語られる。

2 【一の宮のたてまつりしに劣らず】以下、さまざまな儀式が兄一宮と比較されながら語られていく。「たてまつる」は「着る」の尊敬語。

3 【いみじうせさせたまふ】帝主催の袴着の儀式である。「せさせたまふ」は最高敬語。実際には官人をしてさせたもの。

4 【およすげ】「耆オヨス」（類聚名義抄）。「およす」に様子や気配などの意を表す「気」（け、「げ」にも転じる）が付いた語。活用語尾の清濁は不明。『河海抄』には濁付がある。『集成』『古典セレクション』は「およすけ」とし、『新大系』は「およすげ」とする。

5 【御容貌心ばへありがたくめづらしきまで見えたまふを】赤児から三歳（幼児）に成長した容貌や性質の類まれな素晴らしさが語られる。「を」を接続助詞の確定条件「ので」と見る説（今泉忠義・古典セレクション）と格助詞の目的格「を」と見る説（待井新一）とがある。

6 【え嫉みあへたまはず】「え--ず」（打消の助動詞）、「敢へ」は、「すっかり〜する」の意。それに、不可能の意が加わる。尊敬語「たまふ」があるので、主語は三位以上の高貴な男性貴族や女御たちである。

7 【かかる人も世に出でおはするものなりけり】「なり」（断定の助動詞）、「けり」（過去の助動詞、詠嘆）。物の情理が分かる人の、詞とも心とも考えらる。いずれにしても直接引用、直接話法的な一文である。


第四段　母御息所の死去

桐壺．１．４．１

■　その年としの夏1なつ、御息所3みやすむどころ、はかなき心地ここちにわづらひて2、まかでなむとしたまふを4、暇いとまさらに許ゆるさせたまはず5。

◇　その年の夏、御息所が、頼りない感じに落ち入って、退出しようとなさるのを、お暇を少しもお許しあそばさない。

■　年としごろ、常つねの篤あづしさ6になりたまへれば、御目馴おほむめなれて、

◇　ここ数年来、いつもの病状になっていらっしゃるので、お見慣れになって、

■　「なほしばしこころみよ」

◇　「このまましばらく様子を見よ」

■　とのみのたまはするに、日々ひびに重おもりたまひて、ただ五六日いつかむゆかのほどにいと弱よわうなれば、母君泣ははぎみなく泣なく奏そうして、まかでさせたてまつりたまふ7。

◇　とばかり仰せられるているうちに、日々に重くおなりになって、わずか五、六日のうちにひどく衰弱したので、母君が涙ながらに奏上して、退出させ申し上げなさる。

■　かかる折をりにも、あるまじき恥はぢもこそと心こころづかひして、御子みこをば留とどめたてまつりて8、忍しのびてぞ出いでたまふ。

◇　このような時にも、あってはならない失態を演じてはならないと配慮して、御子はお残し申して、人目につかないようにして退出なさる。


1 【その年の夏】御子の袴着の儀式が行われた年、すなわち、御子三歳の夏。物語は、初めて季節を背景として語られ出す。意識の中に、御子の袴着の儀式が春に盛大に催されたことが遡源され、その折の一情景が再現される。

2 【はかなき心地にわづらひて】病気の様子を夏を季節背景にして語ることは、この物語の常套手段の一つで、主題と季節との類同的発想である。

3 【御息所】「みやすみどころ」の撥音便「みやすんどころ」が撥音便が無表記化され「みやすどころ」と表記される。読みは「みやすンどころ」か「みやすどころ」か不明。両用可か。桐壺更衣。帝の御子を出産したので、こう呼ばれる。

4 【まかでなむとしたまふを】主語は桐壺更衣。「まかづ」は退出する、意。謙譲の意を含む語。「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞、意志）は、きっと退出しようというニュアンス。

5 【暇さらに許させたまはず】主語は帝。「せたまはず」最高敬語。冒頭には「もの心細げに里がちなるを」（第一章第一段）とあった。御子出産後は里への退出も許さなくなった。

6 【常の篤しさ】『新大系』は「あづしさ」と濁音で読む。『集成』『古典セレクション』は「あつしさ」と清音で読む。

7 【まかでさせたてまつりたまふ】「まかで」（謙譲語、宮中、帝に対する敬意）、「させ」（使役の助動詞、母北の方が更衣をして）、「たてまつり」（謙譲の補助動詞、母北の方が更衣にして差し上げる）、「たまふ」（尊敬の補助動詞、母北の方に対する敬意）。「母北の方が、娘の更衣を宮中からお下がらせ申し上げなさる」という意。母親が自分の娘に対して敬語を用いるのは、今日では奇異な感じがするが、娘とは言え、今や帝の御妻である。そうした敬意がはたらいている。

8 【かかる折にもあるまじき恥もこそと心づかひして御子をば留めたてまつりて】この後に「あれ」（已然形）などが省略された形。「もこそ（あれ）」は将来良くないことが起こることへの危惧の気持ちを表す。『集成』は「病気退出という折にも、（行列などに嫌がらせををされ）とんでもない恥を受けるかもしれないと用心して。御子が同行していれば、その体面がつけられる」、また『新大系』も「退出の行列が妨害されるようなことか」と解する。しかし、帝秘蔵っ子の御子が同行していれば、更衣の退出に対してかえっていじわるや妨害というのは仕掛けにくいのではないか。『古典セレクション』は「神聖な宮中を更衣の死で穢すような不面目があっては大変」と解する。病気重態による退出時に、あってはならない失態--すなわち、宮中を死で穢すこと--を冒すまい、という母北の方の考えである。宮中のみならず、退出中に御子にも死の穢れが及ぶかも知れないことを危惧して宮中に残してきたのだろう。


桐壺．１．４．２

■　限かぎりあれば、さのみもえ留とどめさせたまはず、御覧ごらんじだに送おくらぬおぼつかなさを、言いふ方かたなく思おもほさる。

◇　決まりがあるので、お気持ちのままにお留めあそばすこともできず、お見送りさえままならない心もとなさを、言いようもなく無念におぼし召される。

■　いとにほひやかに2うつくしげなる人ひとの、いたう面痩おもやせて、いとあはれとものを思おもひしみながら、言ことに出いでても聞きこえやらず3、あるかなきかに消きえ入いりつつものしたまふを御覧ごらんずるに4、来きし方行かたゆく末思すゑおぼし召めされず、よろづのことを泣なく泣なく契ちぎりのたまはすれど、御おほむいらへもえ聞きこえたまはず、まみなどもいとたゆげにて、いとどなよなよと、我われかの気色けしきにて臥ふしたれば、いかさまにと思おぼし召めしまどはる。

◇　たいそう照り映えるように美しくかわいらしい人が、ひどく顔がやつれて、まことにしみじみと物思うことがありながらも、言葉には出して申し上げることもできずに、生き死にもわからないほどに息も絶えだえでいらっしゃるのを御覧になると、あとさきもお考えあそばされず、すべてのことを泣きながらお約束あそばされるが、お返事を申し上げることもおできになれず、まなざしなどもとてもだるそうで、常よりいっそう弱々しくて、意識もないような状態で臥せっていたので、どうしたらよいものかとお惑乱あそばされる。

■　輦車てぐるまの宣旨5せんじなどのたまはせても、また入いらせたまひて6、さらにえ許ゆるさせたまはず。

◇　輦車の宣旨などを仰せ出されても、再びお入りあそばしては、どうしてもお許しあさばされることができない。


1? 【限りあればさのみもえ留めさせたまはす】「限り」は宮中における掟。病状が篤い場合には死の穢れを憚って退出させるのが決まり。以下、帝の更衣に対する執心を語る。似たような表現は後に、「限りあれば例の作法にをさめたてまつるを」（第一章第五段）と出てくる。

2 【いとにほひやかに】以下の長文「ものしたまふを」までは、語り手の視点から桐壺更衣の容態について語る。そして「御覧ずるに」以下は帝の視点へと自然と移り変わってゆく叙述の仕方である。

3 【言に出でても聞こえやらず】「言に出でても」は歌語。「言に出でて言はばゆゆしみ朝顔のほには咲きでて恋をするかな」（古今六帖第五「人知れぬ」二六七〇、万葉集巻十二二七九）、「言に出でて言はばゆゆしみ山川のたぎつ心は塞きあへにけり」（古今六帖第五「いはで思ふ」二六五二、万葉集巻十一二四三六、柿本集一八四）陰「言に出でて言はぬばかりぞ水無瀬川下に通ひて恋しきものを」（古今集恋二六〇七友則、古今六帖第五「いはで思ふ」二六五一友則、友則集四八）などの和歌がある。

4 【御覧ずるに】主語は帝。語り手の視点が移る。

5 【輦車の宣旨】勅許によって親王、大臣、女御、僧侶などが輦車で宮城門内を通ることが許される。桐壺更衣は更衣の身分であるにもかかわらず、それらの人と同等の破格の待遇を受けた。

6 【また入らせたまひて】桐壺更衣の臥せっている部屋に。上局か。


桐壺．１．４．３

■　「限かぎりあらむ道みちにも、後おくれ先立さきだたじ1と、契ちぎらせたまひけるを2。

◇　「死出の旅路にも、後れたり先立ったりするまいと、お約束あそばしたものを。

■　さりとも3、うち捨すてては、え行ゆきやらじ4」

◇　いくらそうだとしても、おいてけぼりにしては、行ききれまい」


1 【限りあらむ道にも後れ先立たじ】以下「え行きやらじ」まで、帝の詞。「それぞれに寿命の定められた人生であっても、あなたに先立たれ残されたり、また自分が先立ったりすることは、お互いにするまい、死ぬ時は一緒にと、お約束なさったのに。いくら何でも、わたし独りを残しては逝かすまい」の意。偕老同穴を契った。なお、『新大系』は「契らせたまひけるを」までを地の文と解する。

2 【契らせたまひけるを】「せたまひ」最高敬語。桐壺更衣の行為に対して使用。最高敬語は会話文の場合には帝以外の人（女房どうしの場合でも）に対しても使用される。なお『新大系』では地の文として、帝の行為に対する敬語とする。「を」について、接続助詞、順接の意（約束してをられたのだから）と解する説（今泉忠義・待井新一・新大系）、逆接の意（お約束なさったのに）と解する説（集成）、間投助詞、詠嘆の意（お約束なさったのだもの）と解する説（玉上琢弥・古典セレクション）等がある。会話文中の「を」なので、間投助詞、詠嘆の意が最も適切であろう。

3 【さりとも】接続詞。「さ」は更衣の重体をさす。

4 【え行きやらじ】「え」（副詞）--「じ」（打消の助動詞、意志）で不可能の意を表す。「やる」は補助動詞、その動作を最後までやり終える意を表す。下に打消の語を伴うと、最後まで--しきれない、完全に--できない、の意を表す。「行（ゆ）く」には、「里へ行く」意と、「逝く」意とが重ねられている。明融臨模本「えゆきやらし」とある。「えいきやらし」だと「行き」に「生き」を響かすことになってしまう。


桐壺．１．４．４

■　とのたまはするを、女をむなも1いといみじと、見みたてまつりて、

◇　と仰せになるのを、女もたいそう悲しいと、お顔を拝し上げて、


1 【女も】桐壺更衣を「女」と表現した。この物語では、身分を超越した男と女との恋の場面に、「男」「女」という呼称が使用される。


桐壺．１．４．５

■　「限かぎりとて別わかるる道みちの悲かなしきに

　　いかまほしきは命いのちなりけり1

　いとかく思おもひたまへましかば」

◇　「人の命には限りがあるものと、今、別れ路に立ち、悲しい気持ちでいますが、

わたしが行きたいと思う路は、生きている世界への路でございます。

ほんとうにこのようにと存じておりましたならば」


1 【限りとて別るる道の悲しきにいかまほしきは命なりけり】更衣の歌。「限りとて」は、帝の詞「限りあらむ道」に応えたもの。「人の寿命は定めがあるものと諦めてはみても」。「別るる道の」は、「里下がりのために別れる道」と「死出の道」との両意を掛ける。辞世の歌である。格助詞「の」は、同時に二つの機能をはたす。主格を表して、「別路が悲しいこと」。連体格を表して、「別路の悲しさ」。そして、第二句と第三句とを結び付けてゆく働きをもする。「悲しきに」の接続助詞「に」は、前者の文脈では、原因・理由の意を含んだ順接の働きをして、「別路が悲しいことなので」の意。後者の文脈では、逆接の働きをして、「別路の悲しさがあるけれども」の意となる。助詞の「の」や「に」の機能は、最後まで読まないと判断できない。上の句までの段階では、どちらとも判断できない。したがって、両意を合わせて読んでいくのが正しい読み方である。さて、両意の文脈を呼び込みながら、下句へと繋がっていくと、第四句「行（い）かまほしきは」の「行く」は、「行（い）く」と、「生（い）く」との両意を掛ける。明融臨模本「いかまほしき」とある。ここは「ゆかまほしき」ではない。「まほし」は希望・願望の助動詞。「わたしが生きて行きたいと思うのは」。第一句第二句で既に、この別れが永遠の別れになることを悟っている更衣が、再びここで「いかまほし」というのは、限りない生への願望と執着が表されている。したがって、上句と下句は、逆接の文脈と考えられる。「悲しいけれど、それはわかっているが、やはり、わたしの生きて行きたいと思う道は」となる。第五句「いのちなりけり」は、「寿命であることよ」「最期であることよ」「運命であることよ」等、さまざまな意がこめられている。一つのことばで表現してしまったら、この句がもっている豊かな表現性が削がれてしまう。「生きて行きたいのは、生の道なのでございます」、「生きて行きたいのは、生の道なのですが、それも叶わぬ寿命なのでございます」等。『全集』は「別れ路はこれや限りの旅ならむさらにいくべき心地こそせね」〈別れはこれが最期の死出の旅路の別れとなろう、まったく生きていけそうな気がしません〉（新古今集、離別、八七二、道命法師）を指摘する。


桐壺．１．４．６

■　と、息いきも絶たえつつ、聞きこえまほしげなることはありげなれど、いと苦くるしげにたゆげなれば、かくながら、ともかくもならむを御覧ごらんじはてむと2思おぼし召めすに、

◇　と、息も絶えだえに、申し上げたそうなことはありそうな様子であるが、たいそう苦しげに気力もなさそうなので、このままの状態で、最期となってしまうようなこともお見届けしたいと、お考えあそばされるが、

■　「今日始けふはじむべき3祈いのりども、さるべき人ひとびとうけたまはれる、今宵こよひより」

◇　「今日始める予定の祈祷などを、しかるべき僧たちの承っておりますのが、今宵から始めます」

■　と、聞きこえ急いそがせば、わりなく思おもほしながらまかでさせたまふ4。

◇　と言って、おせき立て申し上げるので、やむを得なくお思いあそばしながら退出させなさる。


1? 【いとかく思ひたまへましかばと】「いとかく」について、「ほんとにこんなことになろうと存じておりましたならば。（もっと申しあげておくことがたくさんございましたのに。）」「かく」は歌の意味（死別すること）をさす」（待井新一・今泉忠義・玉上琢弥・集成）、「ここでは初めからこうなることが分っていたら、なまじ帝のご寵愛をいただかなければよかったろうに、の意か。」（古典セレクション）などあるが、「まことにこのように（右の歌のごとくに）考えさせていただいてよいのであったら--。「かく」は歌の中の生きたいという思いを指す。生きる希望を満たされるのらうれしかろうに、そうでないのは悲しく無念だ、と万感を言いさす」（新大系）とあるように、「かく思ひたまへ」は右の歌の主旨をさし、「いかまほしきは命なりけり」がその直接的内容である。「ましか」は反実仮想の助動詞。「--ならば」。この後に、「--すべきであった」という内容の述語が省略されている。なお、青表紙本の肖柏本は、「ましかばと」の「と」がナシ、大島本は「と」を補入している。「ほんとうに、生きていたいと存じておりましたならば、もっと、気持ちを強く持ち、そして帝の御愛情にお応えすべきであったのに。それもできずにまことに無念です」というような内容である。

2 【かくながらともかくもならむを御覧じはてむと】「かく」は、更衣を宮中に置いたままの状態をさす。「ともかくもならむ」とは、最悪の状況を想定している。宮中は死穢を忌む場所である。その死の禁忌も憚らない帝の悲壮な気持ちが窺える。帝の心と地の文が融合した形。

3 【今日始むべき】以下「今宵より」まで、更衣の里邸からの使者の伝言。詞の語順が整っていなところに、緊迫感が表出されている。

4 【まかでさせたまふ】「させ」使役の助動詞。帝が桐壺更衣を退出おさせになる。


桐壺．１．４．７

■　御胸おほむむねつとふたがりて1、つゆまどろまれず、明あかしかねさせたまふ。

◇　お胸がひしと塞がって、少しもうとうとなされず、夜を明かしかねあそばす。

■　御使おほむつかひの行ゆき交かふほどもなきに、なほいぶせさを限かぎりなくのたまはせつるを、

◇　勅使が行き来する間もないうちに、しきりに気がかりなお気持ちをこの上なくお漏らしあそばしていらしたところ、

■　「夜半よなかうち過すぐるほどになむ、絶たえはてたまひぬる」

◇　「夜半少し過ぎたころに、お亡くなりになりました」

■　とて泣なき騒さわげば、御使おほむつかひもいとあへなくて帰かへり参まゐりぬ。

◇　と言って泣き騒ぐので、勅使もたいそうがっかりして帰参した。

■　聞きこし召めす御心みこころまどひ、何なにごとも思おぼし召めしわかれず、籠こもりおはします。

◇　お耳にあそばす御心の転倒、どのような御分別をも失われて、引き籠もっておいであそばす。


1 【御胸つとふたがりて】以下、後に残された帝の様子。「御使の行き交ふ」とあるから、最初に遣わされた使者が帰って来るのが待ちきれずにまた次の使者を発するというように、次々と使者が派遣されたことがわかる。明融臨模本には「御むねのみ」とあるが、「のみ」は後人の補入で、明融臨模本本来の本文ではない。大島本にも「のみ」は無い。『集成』『新大系』は「御胸つと」と校訂する。『古典セレクション』は後人の補入語を採用して「御胸のみつと」としている。校訂付記には掲載せず。


桐壺．１．４．８

■　御子みこは、かくても2いと御覧ごらんぜまほしけれど、かかるほどにさぶらひたまふ、例れいなきことなれば3、まかでたまひなむとす4。

◇　御子は、それでもとても御覧になっていたいが、このような折に宮中に伺候していらっしゃるのは、先例のないことなので、退出なさろうとする。

■　何事なにごとかあらむとも思おぼしたらず、さぶらふ人ひとびとの泣なきまどひ、主上うへも御涙おほむなみだのひまなく流ながれおはしますを、あやしと見みたてまつりたまへるを、よろしきことにだに6、かかる別わかれの悲かなしからぬはなきわざなるを、ましてあはれに言いふかひなし7。

◇　何事があったのだろうかともお分かりにならず、お仕えする人々が泣き惑い、父主上もお涙が絶えずおこぼれあそばしているのを、変だなと拝し上げなさっているのを、普通の場合でさえ、このような別れの悲しくないことはない次第なのを、いっそうに悲しく何とも言いようがない。


1? 【夜半うち過ぐるほどになむ絶え艦てたまひぬる】更衣の里邸の人々の詞。更衣の死去を告げる。

2 【かくても】「かくても」「かかるほど」は御子の母桐壺更衣の死とその服喪期間中をさす。

3 【例なきことなれば】延喜七年以後、七歳以下の子供は親の喪に服すに及ばないということになった。したがって、この物語は延喜七年以前を時代設定していることになる。

4 【まかでたまひなむとす】主語は御子。使役の助動詞「させ」はない。視点を帝から御子に移して叙述する。

5? 【主上も御涙のひまなく流れおはしますをあやしと見たてまつるを】「見たてまつる」という御子の視点と語り手の地の文とが融合した叙述で語られる。この前後の「流れおはしますを」や「わざなるを」とともに「を」は目的格を表す格助詞。これら三つの文章が語り手の評言「ましてあはれに言ふかひなし」に収束される。

6 【よろしきことにだに】「普通の親子の死別の場合でさえ」の意。以下に「まして」と呼応する。三歳の幼児ゆえ、母親の死去した意味を理解せず、いっそう悲しく何とも言いようがない、という、語り手の感情移入の込められた叙述。

7 【ましてあはれに言ふかひなし】「まして」は母を亡くした悲しみがわかれば、それなりに悲しいと言うこともできように、その悲しみさえわからないがゆえに、いっそう痛々しくも気の毒で、何とも言いようがない、という意。


第五段　故御息所の葬送

桐壺．１．５．１

■　限かぎりあれば、例れいの作法さほふにをさめたてまつるを1、母北ははきたの方かた、同おなじ煙けぶりにのぼりなむと、泣なきこがれたまひて、御送おほむおくり2の女房にょうばうの車くるまに慕したひ乗のりたまひて3、愛宕おたぎといふ所4ところにいといかめしうその作法さほふしたるに、おはし着つきたる心地ここち、いかばかりかはありけむ5。

◇　しきたりがあるので、先例の葬法どおりにお営み申すのを、母北の方は、娘と同じく煙となって死んでしまいたいと、泣きこがれなさって、御葬送の女房の車に後を追ってお乗りになって、愛宕という所でたいそう厳かにその葬儀を執り行っているところに、お着きになったお気持ちは、どんなであったであろうか。

■　「むなしき御骸おほむからを見みる見みる、なほおはするものと思おもふが、いとかひなければ、灰はひになりたまはむを6見みたてまつりて、今いまは亡なき人ひと、ひたぶるに思おもひなりなむ」

◇　「お亡骸を見ながら、なおも生きていらっしゃるものと思われるのが、たいして何にもならないので、遺灰におなりになるのを拝見して、今はもう死んだ人なのだと、きっぱりと思い諦めよう」

■　と、さかしうのたまひつれど、車くるまよりも落おちぬべうまろび7たまへば、さは思おもひつかし8と、人ひとびともてわづらひきこゆ。

◇　と、分別あるようにおっしゃっていたが、車から落ちてしまいそうなほどにお取り乱しなさるので、やはり思ったとおりだと、女房たちも手をお焼き申す。


1 【限りあれば例の作法にをさめたてまつるを】「限り」について、「いくら惜しんでもゐても限りもないので」（今泉忠義・町井新一）と解する説と「葬儀の定まった作法があるので。特別にあつく葬ろうとしてもできない」（古典セレクション）また「遺骸をいつまでもとどめておきたいのだが、という気持ち」（集成）などと解する説がある。「限りあれば」は多義性をもった表現である。「例の作法」とは、火葬に収めること。場所は、愛宕の火葬場である。

2 【御送り】野辺送りの葬送。夕刻から始まる。

3 【慕ひ乗りたまひて】「慕ふ」は後を追う、意。普通、女親は火葬場に行かなかった。男親や夫、兄弟たちが行った。

4 【愛宕といふ所】当時の火葬場のあった所。京都市東山区鳥辺野付近とも左京区修学院白河一帯ともいう。『新大系』は「今の東山区轆轤町あたり珍皇寺のことらしい」と注す。「愛宕於多木」（和名抄）。『集成』『新大系』は「おたぎ」と振り仮名を付ける。『古典セレクション』は「をたぎ」と振り仮名を付けるが適切でない。

5 【おはし着きたる心地いかばかりかはありけむ】「いかばかりかは」「けむ」（過去推量の助動詞）。『湖月抄』は「草子地に察していへり」と指摘。この過去推量は語り手が母北の方の心中を推測したものである。

6 【灰になりたまはむを】『紫明抄』は「燃え果てて灰となりなむ時にこそ人を思ひのやまむ期にせめ」（すっかり焼ききって灰となった時に死んだ人と諦める時としよう）（拾遺集、恋五、九二九、読人しらず）を指摘。

7 【まろび】「転マロブ」（名義抄）。なお、青表紙本系の明融臨模本、池田本、大島本、河内本系諸本、別本の御物本は、「まろび」（転げる）とある。青表紙本系のまた一方の横山本、肖柏本、三条西家本、書陵部本と別本の陽明文庫本、国冬本、麦生本は「まどひ」（惑乱する）ある。

8 【さは思ひつかし】女房の心。「つ」（完了の助動詞）、火葬場に出かける以前に思ったこと。


桐壺．１．５．２

■　内裏うちより御使おほむつかひあり。

◇　内裏からお勅使が参る。

■　三位みつの位1贈くらゐおくりたまふよし、勅使来ちょくしきてその宣命読せんみゃうよむなむ、悲かなしきことなりける。

◇　従三位の位を追贈なさる旨を、勅使が到着してその宣命を読み上げるのが、悲しいことであった。

■　女御りにょうごとだに2言いはせずなりぬるが、あかず口惜くちをしう思おぼさるれば、いま一階ひときざみの位くらゐをだにと、贈おくらせたまふなりけり。

◇　せめて女御とだけでも呼ばせずに終わったのが、心残りで無念に思し召されたので、せめてもう一段上の位階だけでもと、御追贈あそばすのであった。

■　これにつけても憎にくみたまふ人ひとびと多おほかり。

◇　このことにつけても非難なさる方々が多かった。

■　もの思おもひ知しりたまふは、様さま、容貌かたちなどのめでたかりしこと、心こころばせのなだらかにめやすく、憎にくみがたかりしこと3など、今いまぞ思おぼし出いづる。

◇　人の情理をお分かりになる方は、姿態や容貌などが素晴しかったことや、気立てがおだやかで欠点がなく、憎み難い人であったことなどを、今となってお思い出しになる。

■　さま悪あしき4御おほむもてなしゆゑこそ、すげなう嫉そねみたまひしか、人柄ひとがらのあはれに情なさけありし御心みこころを、主上うへの女房にょうばうなども恋こひしのびあへり。

◇　見苦しいまでの御寵愛ゆえに、冷たくお妬みなさったのだが、性格がしみじみと情愛こまやかでいらっしゃったご性質を、主上づきの女房たちも互いに恋い偲びあっていた。

■　なくてぞS1とは5、かかる折をりにやと見みえたり。

◇　亡くなってから人はと言うことは、このような時のことかと思われた。


S1 ある時はありのすさびに憎かりき亡くてぞ人は恋しかりける（源氏釈所引-出典未詳）

1 【三位の位】明融臨模本は「三位」に「ミツ」という訓点あり。また河内本系諸本に「みつのくらゐ」とある。正四位上であった更衣に従三位の位を追贈した。

2 【女御とだに】以下「贈らせたまふなりけり」まで、従三位の位を追贈した帝の胸中を補足説明した語り手の文章である。『弄花抄』は「そのいはれを釈したる詞也」と指摘し、『紹巴抄』は「双地の注也」と指摘。「后（皇后・中宮）どころか、女御とさえよばせないでしまったことが。「だに」は、軽いものをあげて重いものを言外に類推させる語で、「--さえ」の意」（待井新一）。

3 【様容貌などのめでたかりしこと心ばせのなだらかにめやすく憎みがたかりしこと】「--こと」「--こと」という並列の構文。桐壺更衣の美点である。姿形の美しさ、気立てのよさを挙げる。

4 【さま悪しき】以下「御心を」まで、主上付きの女房の詞と見ることも可能である。「こそ」--「しか」（過去助動詞）の係結びがあり、見聞者たちの発言のニュアンスである。ただ、末尾の「を」は詠嘆の終助詞であるとともに、以下の文がうける格助詞でもあり、地の文になるという構造である。

5 【なくてぞとは】『源氏釈』は「ある時は有りのすさびに憎かりきなくてぞ人は恋しかりける」（生きていた時は生きているというだけで憎らしかったが、死んでみると恋しく思い出されるものだ）（出典未詳、源氏釈所引）を指摘。明融臨模本は付箋でこの引歌を指摘する。類歌に「ある時は有りのすさびに語らはで恋しきものと別れてぞ知る」（生きていた時はいいかげんに親しくしなかったが恋しい人だと別れてから知った）（古今六帖第五、物語、二八〇五）というのがある。以下「見えたり」まで、『岷江入楚』は「前を釈しめして物語の作者の評したる詞歟」と指摘する。「見えたり」と判断するのは語り手である。


第二章　父帝悲秋の物語

第一段　父帝悲しみの日々

桐壺．２．１．１

■　はかなく日ひごろ過すぎて、後のちのわざ1などにもこまかにとぶらはせたまふ。

◇　いつのまにか日数は過ぎて、後の法要などの折にも情愛こまやかにお見舞いをお遣わしあそばす。

■　ほど経ふるままに、せむ方かたなう悲かなしう思おぼさるるに、御方おほむかたがたの御宿直おほむとのゐなども絶たえてしたまはず、ただ涙なみだにひちて2明あかし暮くらさせたまへば、見みたてまつる人ひとさへ露つゆけき秋あきなり3。

◇　時が過ぎて行くにしたがって、どうしようもなく悲しく思われなさるので、女御更衣がたの夜の御伺候などもすっかりお命じにならず、ただ涙に濡れて日をお送りあそばされているので、拝し上げる人までが露っぽくなる秋である。

■　「亡なきあとまで4、人ひとの胸むねあくまじかりける人ひとの御おほむおぼえかな」

◇　「亡くなった後まで、人の心を晴ればれさせなかった御寵愛の方だこと」

■　とぞ、弘徽殿5こうきでんなどにはなほ許ゆるしなうのたまひける。

◇　と、弘徽殿女御などにおかれては今もなお容赦なくおっしゃるのであった。

■　一いちの宮みやを見みたてまつらせたまふにも、若宮わかみやの御恋おほむこひしさ6のみ思おもほし出いでつつ、親したしき女房にょうばう、御乳母おほむめのとなどを遣つかはしつつ、ありさまを聞きこし召めす。

◇　一の宮を拝し上げあそばされるにつけても、若宮の恋しさだけがお思い出されお思い出されして、親しく仕える女房や御乳母などをたびたびお遣わしになっては、ご様子をお尋ねあそばされる。


1 【後のわざ】七日ごとの法事。四十九日忌まで続く。

2 【涙にひちて】「漬ヒタスヒチテ」（図書寮本類聚名義抄）。清音で読む。涙に濡れて。

3 【露けき秋なり】「露」は「秋」の縁語。「露」は涙を暗示する。帝の悲しみを秋を背景にして語る。

4 【亡きあとまで】以下「御おぼえかな」まで、弘徽殿女御の詞と後からわかる。「御」があることによって、帝の寵愛、という意。

5 【弘徽殿】「弘徽殿コウクヰテン」（色葉字類抄）。明融臨模本の傍注に「コウ」とあるので「こうきでん」と読む。

6 【若宮の御恋しさ】前には「御子」とあった。「一の宮」に対して「若宮」と呼称される。


第二段　靫負命婦の弔問

桐壺．２．２．１

■　野分立のわきだちて1、にはかに肌寒はださむき夕暮ゆふぐれのほど、常つねよりも思おぼし出いづること多おほくて、靫負命婦ゆげひのみゃうぶといふを遣つかはす。

◇　野分めいて、急に肌寒くなった夕暮どき、いつもよりもお思い出しになることが多くて、靫負命婦という者をお遣わしになる。

■　夕月夜ゆふづくよのをかしきほどに2出いだし立たてさせたまひて、やがて眺ながめおはします。

◇　夕月夜の美しい時刻に出立させなさって、そのまま物思いに耽ってておいであそばす。

■　かうやうの折をりは、御遊おほむあそびなどせさせたまひしに3、心こころことなる物もの音のねを掻かき鳴ならし、はかなく聞きこえ出いづる言ことの葉はも、人ひとよりはことなりしけはひ容貌4かたちの、面影おもかげにつと添そひて思おぼさるるにも、闇やみの現うつつS2にはなほ劣おとりけり5。

◇　このような折には、管弦の御遊などをお催しあそばされたが、とりわけ優れた琴の音を掻き鳴らし、ついちょっと申し上げる言葉も、人とは格別であった雰囲気や顔かたちが、面影となってひたとわが身に添うように思し召されるにつけても、闇の中の現実にはやはり及ばないのであった。


S2 むば玉の闇の現は定かなる夢にいくらもまさらざりけり（古今集恋三-六四七　読人しらず）

1 【野分立ちて】「野分たちて」と清音で読む説（大系・新大系）と読む説と「野分だちて」（講話、全書、対訳、対校、評釈、全集、集成、完訳、古典セレクション）と濁音で読む説がある。明融臨模本は後人の朱筆で「た」の左下に濁点符号と「清濁両説」とある。大島本では「達也野分ノヤウナル風也」とある。意味は同じく、野分めいて吹く風、の意。「風立つ」「気色立つ」などと同じく、様子が現れる、意。「野分」と「立つ」の連語であるから濁音で読む。季節は「野分」のころ。古来「野分の章段」の叙情的文章として名高い。

2 【夕月夜のをかしきほどに】夕月は、七日ころから十日の月までの夜半には沈む月。時刻の推移は月の位置で表現されている。

3 【御遊びなどせさせたまひしに】過去の助動詞「し」が使用されていることに注意。以下にも出てくる。前の「かやうの折は」以下「なほ劣りけり」までの文章は、語り手の客観的な地の文ではない。帝の直接体験、追懐の気持ちが織り混ぜられた表現で、帝の心中に即した表現となっている。

4 【ことなりしけはひ容貌】ここにも、過去の助動詞「し」が使用されている。帝が実感や体験に即したニュアンスである。

5 【闇の現にはなほ劣りけり】『源氏釈』は「むば玉の闇のうつつは定かなる夢にいくらもまさらざりけり」（真っ暗闇の中での逢瀬ははっきりと見た夢にいくらもまさっていなかった）（古今集恋三、六四七、読人しらず）を指摘。明融臨模本は付箋でこの引歌を指摘。更衣の幻影は、その真っ暗闇の中の現し身にはやはり劣った、夢同様にはかなかったの意。


桐壺．２．２．２

■　命婦みゃうぶ、かしこに参まで1着つきて、門引かどひき入いるるより2、けはひあはれなり。

◇　命婦は、あちらに参着して、門を潜り入るなり、しみじみと哀れ深い。

■　やもめ住ずみなれど、人一人ひとひとりの御おほむかしづきに、とかくつくろひ立たてて、めやすきほどにて過すぐしたまひつる、闇やみに暮くれて3臥ふし沈しづみたまへるほどに、草くさも高たかくなり、野分のわきにいとど荒あれたる心地ここちして、月影つきかげばかりぞ八重葎やへむぐらにも障さはらずS3,4差さし入いりたる。

◇　未亡人暮らしであるが、娘一人を大切にお世話するために、あれこれと手入れをきちんとして、見苦しくないようにしてお暮らしになっていたが、亡き子を思う悲しみに暮れて臥せっていらっしゃったうちに、雑草も高くなり、野分のためにいっそう荒れたような感じがして、月の光だけが八重葎にも遮られずに差し込んでいた。

■　南面みなみおもてに下おろして5、母君ははぎみも、とみにえものものたまはず。

◇　寝殿の南面で車から下ろして、母君も、すぐにはご挨拶できない。


S3 訪ふ人もなき宿なれど来る春は八重葎にもさはらざりけり（古今六帖二-一三〇六　読人しらず）

1 【参で】青表紙本系の池田本は「う」を補入、横山本は「か」を補入、肖柏本と三条西家本は書陵部本は「まかて」、大島本は「まて」。河内本系諸本と別本諸本は「まうて」とある。「参うづ」と「罷かづ」との相違。「参うで着く」といえば、参上し到着するの意。更衣の邸を敬った表現。「罷かで着く」といえば、宮中を退出して目的地に到着するの意。宮中を敬った表現になる。

2 【門引き入るるより】「より」（格助詞）は、「門を入るやいなや」の意を添える。

3 【闇に暮れて】「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（子を持つ親心は暗闇ではないが、わが子のことを思うとどうしてよいかわからなくなる）（後撰集雑一、一一〇二、兼輔朝臣）を指摘。藤原兼輔は紫式部の曾祖父に当る人。『源氏物語』中の引歌として最も多く引用される和歌である。

4 【八重葎にも障はらず】『源氏釈』は「八重葎茂れる宿の寂しきに人こそ見えね秋は来にけり」（拾遺集秋、一四〇、恵慶法師）を指摘。『奥入』は「訪ふ人もなき宿なれどくる春は八重葎にもさはらざりけり」（古今六帖二、宿、一三〇六）を指摘。『異本紫明抄』は「今更に訪ふべき人も思ほえず八重葎してかどさせりてへ」（古今集雑下、九七五、読人しらず）を指摘。

5 【南面に下ろして】普通の人は中門で下車するが、帝の使者なので、寝殿の正面の階段のもとに車を着けて下車した。寝殿の南廂間に迎え入れる。


桐壺．２．２．３

■　「今いままでとまりはべるが1いと憂うきを、かかる御使おほむつかひの蓬生よもぎふの露分つゆわけ入いりたまふにつけても2、いと恥はづかしうなむ」

◇　「今まで生きながらえておりましたのがとても情けないのに、このようなお勅使が草深い宿の露を分けてお訪ね下さるにつけても、とても恥ずかしうございます」


1 【今までとまりはべるが】以下「いと恥づかしうなむ」まで、母北の方の挨拶。「はべる」は丁寧語。会話文中に使用される。「なむ」の下には「侍る」また「思ひたまふる」などの語句が省略。言いさした形である。以下の母北の方の会話にも、言いさした形が多く見られる。

2 【蓬生の露分け入りたまふにつけても】『河海抄』は「いかでかは尋ね来つらむ蓬生の人も通はぬわが宿の道」（拾遺集、雑賀、一二〇三、読人しらず）を指摘。「露」は「蓬生」の縁語。


桐壺．２．２．４

■　とて、げにえ堪たふまじく泣ないたまふ1。

◇　と言って、ほんとうに身を持ちこらえられないくらいにお泣きになる。


1 【げにえ堪ふまじく泣いたまふ】「げに」（なるほど）という語には、語り手の感想が交えられた表現で、直接見てきて語っているような印象を与える。『湖月抄』は「草子地ともいふべき歟」と指摘した。


桐壺．２．２．５

■　「『参まゐりては1、いとど心苦こころぐるしう、心肝こころぎも尽もつくるやうになむ2』

◇　「『お訪ねいたしたところ、ひとしおお気の毒で、心も魂も消え入るようでした』

■　と、典侍3ないしの奏すけのそうしたまひし4を、もの思おもうたまへ知しらぬ心地ここちにも5、げにこそいと忍しのびがたうはべりけれ」

◇　と、典侍が奏上なさったが、物の情趣を理解いたさぬ者でも、なるほどまことに忍びがとうございます」


1 【参りては】以下「尽くるやうになむ」まで、典侍の詞を引用。「忍びがたうはべりけれ」まで命婦の詞。今までに帝の使者として、典侍が弔問に訪れたことがあったことが明かされる。

2 【尽くるやうになむ】下に「はべりき」「思ひたまへき」などの語句が省略された形。

3 【典侍】内侍司の次官、定員四名。長官は「尚侍」で、定員二名。

4 【奏したまひし】「奏す」は天皇に奏上する。後の「し」（過去の助動詞）は、命婦は典侍が帝に奏上した場面に立ち会っていた、というニュアンスである。

5 【もの思うたまへ知らぬ心地にも】命婦自身をいう。明融臨模本「おもふ（ふ＄ひ〈朱〉）たまへ」とある。大島本も「おもふたまへ」とある。語法としては連用形「たまひ」＋「たまへ」（下二段活用）であるが、ここは会話文中の用例であるから、ウ音便化した「思うたまへ」とする。


桐壺．２．２．６

■　とて、ややためらひて1、仰おほせ言2伝ごとつたへきこゆ。

◇　と言って、少し気持ちを落ち着かせてから、仰せ言をお伝え申し上げる。


1 【ややためらひて】帝の伝言を伝える前に悲しみに乱れる心を落ち着かせた。

2 【仰せ言】帝からのお言伝て。


桐壺．２．２．７

■　「『しばしは1夢ゆめかとのみたどられしを、やうやう思おもひ静しづまるにしも、覚さむべき方かたなく堪たへがたきは、いかにすべきわざにかとも、問とひあはすべき人ひとだになきを2、忍しのびては参まゐりたまひなむや3。

◇　「『しばらくの間は夢かとばかり思い辿られずにはいられなかったが、だんだんと心が静まるにつれてかえって、覚めるはずもなく堪えがたいのは、どのようにしたらよいものかとも、相談できる相手さえいないので、人目につかないようにして参内なさらぬか。

■　若宮わかみやのいとおぼつかなく、露つゆけき中なかに過すぐしたまふも、心苦こころぐるしう思おぼさるるを4、とく参まゐりたまへ5』

◇　若宮がたいそう気がかりで、湿っぽい所でお過ごしになっているのも、おいたわしくお思いあそばされますから、早く参内なさい』

■　など6、はかばかしうものたまはせやらず、むせかへらせたまひつつ、かつは人ひとも心弱こころよわく見みたてまつるらむ7と、思おぼしつつまぬにしもあらぬ御気色みけしきの心苦こころぐるしさに、承うけたまはり果はてぬやうに8てなむ、まかではべりぬる」

◇　などと、はきはきとは最後まで仰せられず、涙に咽ばされながら、また一方では人びともお気弱なと拝されるだろうと、お憚りあそばされないわけではない御様子がおいたわしくて、最後まで承らないようなかっこうで、退出いたして参りました」


1 【しばしは】以下「とく参りたまへ」まで帝の仰せ言。命婦の詞は、「まかではべりぬる」まで。「たどられしを」の「し」（過去の助動詞）は、帝の直接体験を表す。

2 【人だになきを】「を」は原因・理由を表す順接の接続助詞。

3 【忍びては参りたまひなむや】帝は母北の方にこっそりと参内なさらないかと促した。「たまひ」は、帝の母北の方に対する敬意。「な」（完了の助動詞、確述）、「む」（推量の助動詞、勧誘）、「や」（終助詞、呼び掛け）、親しく呼び掛けたニュアンス。

4 【心苦しう思さるるを】帝が自分の「思う」ことを尊敬語で表現した形になっているが、伝言文であるために、命婦の帝に対する敬意がこのような形で現れ出たもの。「を」は原因・理由を表す順接の接続助詞。

5 【とく参りたまへ】帝の母北の方への命令のようだが、まだ喪中であるので、やや実現性の困難な話である。

6 【など】以下「まかではべりぬる」まで、命婦はその時の帝の状況を故桐壺更衣の母北の方に語る。

7 【人も心弱く見たてまつるらむ】帝の気持ちを代弁したような文章。帝が自分を「見奉るらむ」というのもおかしな敬語表現になるので、命婦の帝に対する敬意が現れ出た表現。

8 【承り果てぬやうに】明融臨模本には「うけたまり（り＋も〈朱〉）はてぬやうに」とあるが、「も」は後人の補入で、明融臨模本本来の本文ではない。大島本にも「も」は無い。『集成』『新大系』は「うけたまはり」と校訂する。『古典セレクション』は「うけたまはりも」と後人の補入を採用して校訂する。


桐壺．２．２．８

■　とて、御文奉おほむふみたてまつる1。

◇　と言って、お手紙を差し上げる。


1 【御文奉る】帝のお手紙を北の方に差し上げる。命婦の動作行為には敬語は使われていない。


桐壺．２．２．９

■　「目めも見みえはべらぬに1、かくかしこき仰おほせ言ごとを光ひかりにてなむ」

◇　「目も見えませんが、このような畏れ多いお言葉を光といたしまして」

■　とて、見みたまふ。

◇　と言って、御覧になる。


1 【目も見えはべらぬに】以下「光にてなむ」まで北の方の詞。「目も見えはべらぬ」（子を亡くした心の闇で）といったのに関連して、「光にて」といった。縁語表現である。以下に「見侍る」などの語句が省略されている。


桐壺．２．２．１０

■　「ほど経へばすこしうち紛まぎるることもやと、待まち過すぐす月日つきひに添そへて、いと忍しのびがたきはわりなきわざになむ。

◇　「時がたてば少しは気持ちの紛れることもあろうかと、心待ちに過す月日がたつにつれて、たいそうがまんができなくなるのはどうにもならないことである。

■　いはけなき人ひとをいかにと思おもひやりつつ、もろともに育はぐくまぬおぼつかなさを2。

◇　幼い人をどうしているかと案じながら、一緒にお育てしていない気がかりさよ。

■　今いまは、なほ昔むかしのかたみになずらへて1、ものしたまへ」

◇　今は、やはり故人の形見と思って、参内なされよ」


1 【昔のかたみになずらへて】わたし（帝）を故人の縁者と思って、の意。また「若宮を亡き更衣の形見と見なす」（待井新一）。さらに母君を形見と見なす説。例えば「娘の身代りに立つつもりになって」（今泉忠義）などがある。

2 【おぼつかなさを】「を」は間投助詞、詠嘆の意。また格助詞「を」目的格の意とし、「かたみになずらへて」に係るとも。例えば、「一緒に育てない不安さを（残念に思っているから）」（待井新一）。また接続助詞、順接の意とする説がある。例えば「二人で育てたいのだが、それができないのが気がかりだから」（今泉忠義）。


桐壺．２．２．１１

■　など、こまやかに書かかせたまへり。

◇　などと、心こまやかにお書きあそばされていた。

桐壺．２．２．１２

■　「宮城野みやぎのの露吹つゆふきむすぶ風かぜの音おとに

小萩こはぎがもとを思おもひこそやれ1」

◇　「宮中の萩に野分が吹いて露を結ばせたり散らそうとする風の音を聞くにつけ、

幼子の身が思いやられる」


1 【宮城野の露吹きむすぶ風の音に小萩がもとを思ひこそやれ】帝の歌。我が子の身を案じる意の歌。「宮城野」は歌枕。宮城県仙台市東部の野、萩の名所として名高い。ここは宮中の意。「露吹きむすぶ風」は、野分が吹いて急に寒くなり萩に露が置くようになり、また風が吹いてはその露を散らそうとする気掛かりなさま。「小萩」は歌語。子供を暗喩する。「結ぶ」は「露」の縁語。「露」は涙を暗喩する。「嵐吹く風はいかにと宮城野の小萩が上を人の問へかし」（激しい風が吹いているがいかがですかと宮中の小萩の身の上を見舞いなさい）（新古今集雑下、一八一九、赤染衛門）、「宮城野のもとあらの小萩露を重み風を待つごと君をこそ待て」（宮中の根本もまばらな小萩は露が重いので風を待つようにあなたを待っています）（古今集恋四、六九四、読人しらず）。


桐壺．２．２．１３

■　とあれど、え見みたまひ果はてず。

◇　とあるが、最後までお読みきれになれない。

桐壺．２．２．１４

■　「命長いのちながさの1、いとつらう思***うたまへ2知しらるるに、松まつの思おもはむことS4だに、恥はづかしう3思おもうたまへはべれば4、百敷ももしきに行ゆきかひはべらむことは、ましていと憚はばかり多おほくなむ。

◇　「長生きが、とても辛いことだと存じられますうえに、高砂の松がどう思うかさえも、恥ずかしう存じられますので、内裏にお出入りいたしますことは、さらにとても遠慮いたしたい気持ちでいっぱいです。

■　かしこき仰おほせ言ごとをたびたび承うけたまはりながら6、みづからはえなむ思おもひたまへたつまじき。

◇　畏れ多い仰せ言をたびたび承りながらも、わたし自身はとても思い立つことができません。

■　若宮わかみやは、いかに思おもほし知しるにか、参まゐりたまはむことをのみなむ思おぼし急いそぐめれば7、ことわりに悲かなしう8見みたてまつりはべるなど、うちうちに思おもうたまふる9さまを奏そうしたまへ。

◇　若宮は、どのようにお考えなさっているのか、参内なさることばかりお急ぎになるようなので、ごもっともだと悲しく拝見しておりますなどと、ひそかに存じております由をご奏上なさってください。

■　ゆゆしき身10みにはべれば、かくておはしますも11、忌いま忌いましうかたじけなくなむ」

◇　不吉な身でございますので、こうして若宮がおいでになるのも、忌まわしくもあり畏れ多いことでございます」

◆　 
"いのち ながさ の、 いと つらう おもひ たまへ しら るる に、 まつ の おもは む こと だに、 はづかしう おもう たまへ はべれ ば、 ももしき に ゆきかひ はべら む こと は、 まして いと はばかり おほく なむ。 かしこき おほせごと を たびたび うけたまはり ながら、 みづから は え なむ おもひ たまへ たつ まじき。 わかみや は、 いかに おもほし しる に か、 まゐり たまは む こと を のみ なむ おぼし-いそぐ めれ ば、 ことわり に かなしう み たてまつり はべる など、 うちうち に おもう たまふる さま を そうし たまへ。 ゆゆしき み に はべれ ば、 かくて おはします も、 いまいましう かたじけなく なむ。"


S4 いかでなほありと知らせじ高砂の松の思はむことも恥づかし（古今六帖五-三〇五七　読人しらず）

1 【命長さの】以下「かたじけなく」まで、北の方の詞。
『紫明抄』は「寿則多辱」（荘子、外篇、天地第十二）を指摘。

2 【思うたまへ】明融臨模本「思給へ」送り仮名無し。大島本「思ふたまへ」と表記する。「ふ」はウ音便形の誤表記と見て、「思うたまへ」と校訂する。

3 【松の思はむことだに恥づかしう】「松」は長寿で名高い高砂の松。『源氏釈』は「いかでなほありと知らせじ高砂の松の思はむことも恥ずかし」（何とかして今でも生きていると知らせまい、長寿で有名な高砂の松にまだ生きているのかと思われるのも恥ずかしいから）（古今六帖五、名を惜しむ、三〇五七）を指摘。『源氏物語新釈』は「いたづらに世にふる物と高砂の松も我をや友と見るらむ」（無為に生きている者だと高砂の松もわたしのことを友達と思うことだろうか）（拾遺集雑上、四六三、紀貫之）を指摘する。

4 【思うたまへはべれば】明融臨模本「思給へ侍れは」、大島本「おもふたまへ侍れは」。語法的には「おもひたまへ」であるが、明融臨模本は送り仮名、無し。大島本では「おもふ」と仮名遣いを誤った表記（正しくはウ音便形「う」）である。会話文中の用例であるので、「思う」と校訂する。「たまへ」（謙譲の補助動詞）、「はべれ」（丁寧の補助動詞）、「恥ずかしく存じられますので」の意。

5? 【百敷きに行きかひはべらむことは】「百敷き」は歌語。「はべら」（丁寧の補助動詞）は謙譲の意と考える。「む」（推量の助動詞、婉曲）。

6 【かしこき仰せ言をたびたび承りながら】今回の命婦の訪問以前にも、北の方に対して帝からの度々の参内の勧誘があったことがわかる。

7 【急ぐめれば】「めり」（推量の助動詞、視界内推量）は北の方が若宮の態度を直接見て推量するニュアンス。接続助詞「ば」の受ける文脈がないので、文はここで切ってもよい。

8 【ことわりに悲しう】若宮の参内を急ぐ気持ちは、北の方からみれば「いかに思ほし知るにか」であるが、この「ことわり（道理）」は若宮の父親（帝）を恋しがる全般的な態度をさして「ことわりに悲しう」（もっともなことだと、悲しく）といっているのである。

9 【思うたまふる】明融臨模本には「思たまふ（ふ＄へ〈朱〉）る」とあり、後人の朱筆で「ふ」を「へ」と訂正する。本来の本文は「たまふる」。一方、大島本は「おもふたまへる」とある。大島本「桐壺」帖は、他の飛鳥井雅康筆の帖とは違って、後写の道増筆であるので、明融臨模本の訂正後の本文に従ったものか。なお他の定家本系の池田本は「思たまふる」とあり、明融臨模本の表記と同じ。定家本系の本来の本文。その他の定家本系では、横山本は大島本と同じく「おもふたまへる」とある。肖柏本も「思ひたまへる」。三条西家本と書陵部本は「思給へる」と表記する。定家本の校訂過程の反映（第二次本）と想像する。その他に「思」の送り仮名の有無と「ふ」のウ音便形の誤表記の異同の問題があるが、会話文中の用例なので「思う」と校訂する。なお、河内本系諸本と別本諸本は「思たまふる」とある。ここは、「たまふる」（謙譲の補助動詞、連体形）かまたは「たまへる」（謙譲の補助動詞＋完了の助動詞、存続の意）かの相違がある。後者には母北の方が以前から思っていたというニュアンスが出てくる。

10 【ゆゆしき身】娘に先立たれた逆縁の不吉な身の上。

11 【かくておはしますも】主語は若宮。敬語の存在によってわかる。


桐壺．２．２．１５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　宮みやは大殿籠おほとのごもりにけり1。

◇　若宮はもうお寝みになっていた。


1 【宮は大殿籠もりにけり】「に」（完了の助動詞）「けり」（過去の助動詞）。訪問が長時間に及んだため、若宮はすでにお寝みになってしまわれていた、というニュアンス。


桐壺．２．２．１６

■　「見みたてまつりて、くはしう1御みありさま3も奏そうしはべらまほしきを、待まちおはしますらむに2、夜更よふけはべりぬべし4」

◇　「拝見して、詳しくご様子も奏上いたしたいのですが、帝がお待ちあそばされていることでしょうし、夜も更けてしまいましょう」

■　とて急いそぐ5。

◇　と言って急ぐ。


1 【見たてまつりてくはしう】以下「夜ふけ侍ぬへし」まで命婦の詞。命婦が若宮を。

2 【待ちおはしますらむに】青表紙本系の明融臨模本、池田本、横山本、大島本は「まちおはしますらんに」。肖柏本、三条西家本、書陵部本は「まちおはしますらんを」。河内本系諸本、別本諸本は「まちおはしますらんに」。「らむ」は、推量の助動詞、視界外推量。帝が宮中で待っているだろうことを、命婦の推測するニュアンス。「に」は接続助詞、順接の意、「お待ちあそばしていることであろうから」。しかし、順接といっても下に直接受ける語句はない。並列の構文。

3 【御ありさま】明融臨模本「御」の傍注に「ミ」とある。「みありさま」と読む。

4 【夜更けはべりぬべし】「ぬ」（完了の助動詞、確述）「べし」（推量の助動詞、推量）、「夜が更けてしまいましょう」の意で、夜が更けてしまったのではない。

5 【とて急ぐ】「急ぐ」には、せく、急ぐ、意と、準備する意とがある。「といひながら帰り支度を始める」（今泉忠義）。


桐壺．２．２．１７

■　「暮くれまどふ心こころの闇やみもS5,1堪たへがたき片端かたはしをだに、はるくばかりに聞きこえまほしうはべるを2、私わたくしにも心こころのどかにまかでたまへ。

◇　「子を思う親心の悲しみの堪えがたいその一部だけでも、晴らすほどに申し上げとうございますので、個人的にでもゆっくりとお出くださいませ。

■　年としごろ、うれしく面おもだたしきついで3にて立たち寄よりたまひしものを4、かかる御消息おほむせうそこにて見みたてまつる、返かへす返がへすつれなき命いのちにもはべるかな。

◇　数年来、おめでたく晴れがましい時にお立ち寄りくださいましたのに、このようなお悔やみのお使いとしてお目にかかるとは、返す返すも情けない運命でございますこと。


S5 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【暮れまどふ心の闇も】以下「心の闇になむ」まで、北の方の詞。冒頭の「暮れまどふ心の闇も堪へがたき片端をだにはるくばかりに」は五七五七七の和歌の形式である。会話の中に和歌がひっそりと織り込められている。『源氏釈』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を指摘。「闇」は「暮れ」の縁語。古歌の語を引用して親心のぐちを語る。その中に更衣の宮仕えの理由も語られる。

2 【聞こえまほしうはべるを】北の方が命婦に。「まほし」（希望の助動詞）「はべる」（丁寧の補助動詞）「を」（接続助詞、順接）、「申し上げとうございますので」の意。

3 【うれしく面だたしきついで】若宮誕生、若宮御袴着の祝いなどの折をさす。

4 【立ち寄りたまひしものを】「し」（過去助動詞）、過去の体験が北の方にとって思い出される。「を」は、接続助詞の逆接とも、終助詞の詠嘆とも、特定できにくい。


桐壺．２．２．１８

■　生うまれし時ときより1、思おもふ心こころありし人ひとにて2、故大納言3こだいなごん、いまはとなるまで、

◇　生まれた時から、心中に期待するところのあった人で、亡き夫大納言が、臨終の際となるまで、

■　『ただ、この人ひとの宮仕みやづかへの本意ほい、かならず遂とげさせたてまつれ。

◇　『ともかく、わが娘の宮仕えの宿願を、きっと実現させ申しなさい。

■　我われ亡なくなりぬとて、口惜くちをしう思おもひくづほるな4』

◇　わたしが亡くなったからといって、落胆して挫けてはならぬ』

■　と、返かへす返がへす諌いさめおかれはべりしかば、はかばかしう後見思うしろみおもふ人5ひとP2もなき交まじらひは、なかなかなるべきことと思おもひたまへながら、ただかの遺言ゆいごんを違たがへじとばかりに、出いだし立たてはべりしを、身みに余あまるまでの御心みこころざしの、よろづにかたじけなきに、人ひとげなき恥はぢを隠かくしつつ、交まじらひたまふめりつるを、人ひとの嫉そねみ深ふかく積つもり、安やすからぬこと多おほくなり添そひはべりつるに、横様よこさまなるやうにて6、つひにかくなりはべりぬれば、かへりてはつらくなむ、かしこき御心みこころざしを思おもひたまへられはべる。

◇　と、繰り返し戒め遺かれましたので、これといった後見人のない宮仕え生活は、かえってしないほうがましだと存じながらも、ただあの遺言に背くまいとばかりに、出仕させましたところ、身に余るほどのお情けが、いろいろともったいないので、人にあるまじき恥を隠し隠ししては、宮仕え生活をしていられたようでしたが、人の嫉みが深く積もり重なり、心痛むことが多く身に添わってまいりましたところ、横死のようなありさまで、とうとうこのようなことになってしまいましたので、かえって辛いことだと、その畏れ多いお情けを存じております。

■　これもわりなき心こころの闇やみになむ」

◇　このような愚痴も理屈では割りきれない親心の迷いです」


P2 後見思ふ人--後見思へき（へき/＄）人

1 【生まれし時より】以下、更衣の宮仕えの理由を語る。

2 【思ふ心ありし人にて】望みをかけていた娘で、の意。具体的に当時における娘をもった親の望みといえば、宮中に入内させて、寵愛をうけて御子をもうけ、帝や皇室との関係をいっそう深め、家門一族の繁栄につながることを願うこと。

3 【故大納言】この巻では、「大納言」としか呼称されていない。後の「須磨」巻で、明石入道の口から叔父の「按察使大納言」という紹介がなされる。大納言の兄は、大臣であったという。この巻を読むかぎりでは、大納言の娘として入内すれば、更衣から始まって、女御、さらにあわよくば、父が健在で大臣の地位にまで上れば、中宮という可能性も開けてこよう、という家柄。

4 【ただこの人の宮仕への本意かならず遂げさせたてまつれ我れ亡くなりぬとて口惜しう思ひくづほるな】故大納言の北の方に対する遺言の内容。副詞「ただ」は命令や意志を表す語句と呼応して、「何でもいいから」「ともかく」の意を表す。『集成』『新大系』は「ただ」以下を故大納言の遺言とする。一方『古典セレクション』では「ただ」を「と返す返す諌めおかれはべりしかば」に係る語と解して「この人の」以下を故大納言の遺言とする。入内（結婚）を「宮仕え」という。「この人の宮仕えの本意」とは、娘自身の意志ではなく、父大納言の意志、宿願である。「させ」（使役の助動詞、娘をして）「たてまつれ」（謙譲の補助動詞、命令形）。

5 【後見思ふ人】明融臨模本の本行本文には「ゝしろみ思へき人」とあり、「へき」をやや細めの斜線二本で上からミセケチにする。後人のミセケチと考えられる他のミセケチが文字の左側に「ヒ」とあるのとは方法を異にする。大島本には「うしろみ思ふ人」とある。よって、ここは明融臨模本の親本（定家本）の書本には「へき」があったのだが、定家はそれをミセケチにしたものと推測する。明融臨模本では定家の校訂跡をそのままに書承したものと判断し、「へき」を削除する。

6 【横様なるやうにて】「横ヨコサマ」（北野本日本書紀・最勝王経古点）。清音で読む。横死のようなかたちで、寿命を全うすることなく、の意。


桐壺．２．２．１９

■　と、言いひもやらずむせかへりたまふほどに、夜よも更ふけぬ。

◇　と、最後まで言えないで涙に咽んでいらっしゃるうちに、夜も更けてしまった。

桐壺．２．２．２０

■　「主上うへもしかなむ1。

◇　「主上様もご同様でございまして。

■　『我わが御心みこころながら、あながちに人目ひとめおどろくばかり思おぼされしも2、長ながかるまじきなりけり3と、今いまはつらかりける人ひとの契ちぎりになむ4。

◇　『御自分のお心ながら、強引に周囲の人が目を見張るほど御寵愛なさったのも、長くは続きそうにない運命だったからなのだなあと、今となってはかえって辛い人との宿縁であった。

■　世よにいささかも5人ひとの心こころを曲まげたることはあらじと思おもふを、ただこの人ひとのゆゑにて、あまたさるまじき人ひとの恨うらみ6を負おひし果はて果はては、かううち捨すてられて、心こころをさめむ方かたなきに、いとど人悪ひとわろうかたくなになり果はつるも、前さきの世よゆかしうなむ7』

◇　決して少しも人の心を傷つけたようなことはあるまいと思うのに、ただこの人との縁が原因で、たくさんの恨みを負うなずのない人の恨みをもかったあげくには、このように先立たれて、心静めるすべもないところに、ますます体裁悪く愚か者になってしまったのも、前世がどんなであったのかと知りたい』

■　とうち返かへしつつ、御おほむしほたれがちにのみおはします」

◇　と何度も仰せられては、いつもお涙がちばかりでいらっしゃいます」

■　と語かたりて尽つきせず。

◇　と話しても尽きない。

■　泣なく泣なく8、

◇　泣く泣く、

■　「夜よいたう更ふけぬれば9、今宵過こよひすぐさず、御返おほむかへり奏そうせむ」

◇　「夜がたいそう更けてしまったので、今夜のうちに、ご報告を奏上しよう」

■　と急いそぎ参まゐる10。

◇　と急いで帰参する。


1 【主上もしかなむ】以下「おはします」まで、命婦の詞。命婦は帝のことを「主上（うへ）」と呼称する。副詞「しか」は、北の方の「かへりてはつらく」を受けて、「なむ」の下に省略された「ある」などの語にかかる。北の方と同じようにある、という意。

2 【思されしも】「思す」は「思う」の尊敬表現。ここも命婦の帝に対する敬意が紛れ込んだもの。「れ」（自発の助動詞）「し」（過去の助動詞）、帝が自らの体験に基づいて語っている。

3 【長かるまじきなりけり】「まじき」（打消し推量の助動詞、連体形）と「なり」（断定の助動詞）の間に「契り」「宿世」などの語が省略。「けり」過去の助動詞、詠嘆の意。

4 【つらかりける人の契りになむ】「人の契り」で一語。「人」は桐壺更衣をさすが特に意味はなく「契り」に意味がある。「因縁」「約束事」の意。

5 【世にいささかも】「世に」副詞は下の否定語「あらじ」に係る。決して--ない、少しも--ない、の意を表す。

6 【さるまじき人の恨み】連語「さるまじき」の「さ」は「恨みを負う」をさす。

7 【前の世ゆかしうなむ】現世のことはすべて前世からの因縁によるとする仏教思想。係助詞「なむ」の下に「おぼゆる」（連体形）などの語が省略。

8 【語りて尽きせず泣く泣く】命婦の会話の途中に地の文が挿入されているので、ナレーターの文章のなような印象を与える。

9 【夜いたう更けぬれば】以下「御返り奏せむ」まで命婦の詞の続き。

10 【急ぎ参る】「急いで帰参する」とあっても、すぐに場面が変わるわけでない。物語は、その辞去の場面を以下に詳細に語るのである。


桐壺．２．２．２１

■　月つきは入いり方がたの、空清そらきよう澄すみわたれるに1、風かぜいと涼すずしくなりて、草くさむらの虫むしの声こゑごゑもよほし顔がほなるも2、いと立たち離はなれにくき草くさのもとなり。

◇　月は入り方で、空が清く澄みわたっているうえに、風がとても涼しくなって、草むらの虫の声ごえが、涙を誘わせるようなのも、まことに立ち去りがたい庭の風情である。


1 【月は入り方の空清う澄みわたれるに】「月は入り方」の格助詞「の」は、同格を表し、ここで一呼吸おいて読むのが正しいのだろうが、最初音読した折には「入り方の空」というような連続した文章の印象を与えることも無視できない。ここの「の」には同格と時間の意の二重の表現性がある。接続助詞「に」は添加の意。なお大島本「月はいりかたに」とある。独自異文である。「夕月夜のをかしき程に」「夜更けぬべし」「夜も更けぬ」そして「月は入り方の」というように時間の経過が語られている。

2 【虫の声ごゑもよほし顔なるも】擬人法である。「もよほす」の目的語は「涙」を。


桐壺．２．２．２２

■　「鈴虫すずむしの声こゑの限かぎりを尽つくしても

長ながき夜よあかずふる涙なみだかな1」

◇　「鈴虫が声をせいいっぱい鳴き振るわせても

長い秋の夜を尽きることなく流れる涙でございますこと」


1 【鈴虫の声の限りを尽くしても長き夜あかずふる涙かな】命婦の歌。「ふる」は「振る」と「降る」との掛詞。「振る」は「鈴虫」の「鈴」と縁語。なお、「鈴虫」は今の「松虫」。虫の声そのものよりも、「ふる（涙を流しながらずっと暮して来た）」という語句を呼び起こすために、その縁語である「鈴」すなわち「鈴虫」が出てくる、という小道具の使われ方なのである。


桐壺．２．２．２３

■　えも乗のりやらず1。

◇　お車に乗りかねている。


1 【えも乗りやらず】副詞「え」は否定語「ず」（打消し助動詞）と呼応して不可能の意を表す。補助動詞「やる」は下に否定語を伴って、「--しきれない」の意を表す。


桐壺．２．２．２４

■　「いとどしく虫むしの音ねしげき浅茅生あさぢふに

露置つゆおき添そふる雲くもの上人1うへびと

かごと2も聞きこえつべくなむ」

◇　「ただでさえ虫の音のように泣き暮らしておりました荒れ宿に

さらに涙をもたらします内裏からのお使い人よ

恨み言もつい申し上げてしまいそうで」


1 【いとどしく虫の音しげき浅茅生に露置き添ふる雲の上人】北の方の返歌。相手の歌の語の「鈴虫」を「虫」、「声」を「音」、「涙」を「露」と言い替えて詠み返す。「雲の上人」とは命婦をいう。『紫明抄』は「五月雨に濡れし袖にいとどしく露置き添ふる秋のわびしさ」（後撰集秋中、二七七、近衛更衣）を指摘。『全集』は「わが宿や雲の中にも思ふらむ雨も涙もふりにこそ降れ」（伊勢集）も指摘する。

2 【かごと】「カコト[Cacoto]カゴト[Cagoto]」（日葡辞書）「カゴト[Cagoto]仮初ノ事」（日葡辞書補遺）。「かごと」（古典セレクション等）「かこと」（集成・新大系等）両方ある。恨み言、愚痴の意。


桐壺．２．２．２５

■　と言いはせたまふ1。

◇　と言わせなさる。

■　をかしき御贈おほむおくり物ものなどあるべき折をりにもあらねば、ただかの御形見おほむかたみにとて、かかる用ようもやと残のこしたまへりける御装束一領おほむさうぞくひとくだり、御髪上みぐしあげ2の調度てうどめく物添ものそへたまふ3。

◇　趣きのあるような御贈物などあらねばならない時でもないので、ただ亡き更衣のお形見にと、このような入用もあろうかとお残しになった御衣装一揃いに、御髪上げの調度のような物をお添えになる。


1 【言はせたまふ】「せ」（使役の助動詞）、北の方が女房をして、「言わせなさる」意。使者は帰参のため座をたち車の方に移動しかけている。

2 【御髪上げ】明融臨模本の傍注に「ミ」とあるので「みぐしあげ」と読む。

3 【調度めく物添へたまふ】「調度」は「てうど」（古典セレクション・新大系等）、「でうど」（集成）。「古くは「でうど」、色葉字類抄の雑物類に「調」「度」ともに濁点があり「畳字」の部には「調」に清、「度」に濁の点があって清濁は定まらない。あるいは呉音デウから漢音テウへの推移という一般的傾向を反映した現象（漢音読みのときの「度」は連濁）かと思われるが定かでない」（小学館古語大辞典）。命婦は形見の品を受け取って、ここで辞去した。


桐壺．２．２．２６

■　若わかき人ひとびと、悲かなしきことは1さらにも言いはず、内裏うちわたりを朝夕あさゆふにならひて、いとさうざうしく、主上うへの御おほむありさまなど思おもひ出いできこゆれば、とく参まゐりたまはむことをそそのかしきこゆれど2、

◇　若い女房たちは、悲しいことは言うまでもない、内裏の生活を朝な夕なと馴れ親しんでいるので、たいそう物足りなく、主上のご様子などをお思い出し申し上げると、早く参内なさるようにとお勧め申し上げるが、

■　「かく忌いま忌いましき身みの3添そひたてまつらむも4、いと人聞ひとぎき憂うかるべし、また、見みたてまつらで5しばしもあらむは、いとうしろめたう」

◇　「このように忌まわしい身が付き随って参内申すようなのも、まことに世間の聞こえが悪いであろうし、また、しばしも拝さずにいることも気がかりに」

■　思おもひきこえたまひて、すがすがともえ参まゐらせたてまつりたまはぬなりけり6。

◇　お思い申し上げなさって、気分よくさっぱりとは参内させなさることがおできになれないのであった。


1 【若き人びと悲しきことは】視点は命婦が辞去した後の若い女房たちの素直で率直な気持ちを語り、また一方で、そうとも決断できない北の方の複雑な心境を語る。

2 【そそのかしきこゆれど】主語は若宮付きの若い女房たち。

3 【かく忌ま忌ましき身の】以下「いとうしろめたう」まで北の方の心内文が後半は地の文に融合している。「人聞き憂かるべし」は北の方の憂慮。「後ろめたう思ひきこえて」というように地の文の「思う」を連用修飾した表現になっている。

4 【添ひたてまつらむも】我身が若宮にお付き添い申しての意。

5 【見たてまつらで】北の方が若宮を。

6 【すがすがともえ参らせたてまつりたまはぬなりけり】「すがすが（清清）と」（副詞）は心境的に迷いやためらいを捨てたすっきりした状態」（小学館古語大辞典）。若宮を今回はもちろんんのこと暫く先まで参内させなかったというニュアンスである。以上で、更衣の邸を舞台とした物語は切り上げられる。


第三段　命婦帰参

桐壺．２．３．１

■　命婦みゃうぶは、「まだ大殿籠おほとのごもらせたまはざりける」と1、あはれに見みたてまつる。御前おまへの壺前栽2つぼせんざいのいとおもしろき盛さかりなるを御覧ごらんずるやうにて、忍しのびやかに心こころにくき限かぎりの女房四五人にょうばうしごにんさぶらはせたまひて、御物語おほむものがたりせさせたまふなりけり3。このごろ、明あけ暮くれ御覧ごらんずる長恨歌ちゃうごんかの御絵おほむゑ、亭子院ていじの描ゐんのかかせたまひて5、伊勢いせ、貫之つらゆきに詠よませたまへる、大和言やまとことの葉はをも、唐土もろこしの詩うたをも6、ただその筋7すぢをぞ、枕言まくらごとにせさせたまふ。いとこまやかに8ありさま問とはせたまふ。あはれなりつること忍しのびやかに奏そうす。御返おほむかへり御覧ごらんずれば、

◇　命婦は、「まだお寝みあそばされなかったのだわ」と、しみじみと拝し上げる。御前にある壺前栽がたいそう美しい盛りに咲いているのを御覧あそばされるようにして、しめやかにおくゆかしい女房ばかり四、五人を伺候させなさって、お話をさせておいであそばすのであった。最近、毎日御覧なさる「長恨歌」の御絵、それは亭子院がお描きあそばされて、伊勢や貫之に和歌を詠ませなさったものだが、わが国の和歌や唐土の漢詩などをも、ひたすらその方面の事柄を、日常の話題にあそばされている。たいそう詳しく里の様子をお尋ねあそばす。しみじみとした趣きをひそかに奏上する。お返事を御覧になると、


1 【命婦はまだ大殿籠もらせたまはざりけると】場面は宮中の清涼殿に変わる。「まだ」以下「ざりける」まで、命婦の心内文、驚きの意。主語は帝。

2 【御前の壺前栽】清涼殿と後凉殿との間にある前栽。

3 【御物語せさせたまふなりけり】「させ」（尊敬の助動詞）と解し「お話をしていらっしゃのであった」（古典セレクション等）、「させ」（使役の助動詞）と解し「お話しをさせていらっしゃることだ」（新大系）。帝は主に聞き役に回っている場面であろう。

4? 【このころ明け暮れ御覧ずる長恨歌の御絵】以下「枕言にせさせたまふ」までは帝の最近の日常生活を語った文章が挿入されている。「長恨歌の御絵」は、『白氏文集』巻十二「長恨歌」の内容を屏風絵に描いたもの。

5 【亭子院の描かせたまひて】以下「伊勢、貫之に詠ませたまへる」まで「長恨歌の御絵」に対する説明を挿入。亭子院は宇多天皇（八八七年〜八九七年まで在位）。「せ」（尊敬の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）、最高敬語。実際は宇多天皇が絵師に命じて描かせたものでもこのように表現する。

6 【伊勢貫之に詠ませたまへる大和言の葉をも唐土の詩をも】伊勢は宇多天皇の皇后付きの女房、著名な歌人。『源氏物語』でも伊勢の名前とその引歌は女流歌人の中で最も多く出てくる。作者が意識していた歌人である。紀貫之は『古今和歌集』の撰者としても有名な歌人。貫之の歌も『源氏物語』に男性歌人中最も多く出てくる。「大和言の葉」は和歌のこと。「唐土の詩」は漢詩のこと。

7 【その筋】長恨歌の玄宗皇帝が愛妃楊貴妃に死別したような愛する人に先立たれた悲しい話題。

8 【いとこまやかに】以下再び物語の現時点に戻って語る。


桐壺．２．３．２

■　「いともかしこきは1置おき所どころもはべらず。

◇　「たいへんに畏れ多いお手紙を頂戴いたしましてはどうしてよいか分かりません。

■　かかる仰おほせ言2ごとにつけても、かきくらす乱みだり心地ごこちになむ。

◇　このような仰せ言を拝見いたしましても、心の中はまっくら闇に思い乱れておりまして。


1 【いともかしこきは】以下和歌の「静心なき」まで北の方の文。「かしこき」の下に「御手紙を賜りて」のような語句が省略されているとみてよい。

2 【かかる仰せ言】前に「ほど経ばすこしうち紛るることもやと」から「小萩がもとを思ひこそやれ」とあった帝の手紙の文と和歌に示された、北の方に参内せよという言葉と若君を心配している内容をさす。


桐壺．２．３．３

■　荒あらき風かぜふせぎし蔭かげの枯かれしより

小萩こはぎがうへぞ静心しづごころなき1」

◇　荒い風を防いでいた木が枯れてからは

小萩の身の上が気がかりでなりません」


1 【荒き風ふせぎし蔭の枯れしより小萩がうへぞ静心なき】北の方の返歌。帝の和歌にあった「風」「小萩」を詠み込んで返す。「蔭」は母桐壺更衣、「小萩」は若宮をさす。「ふせぎし蔭の枯れしより」とは母更衣の死をさすが、それ以後「静心なき」とは、父帝の存在を軽んじたと非難されかねない詠み方である。「静心」は連語なので「しづごころ」と濁音で読む。『集成』『新大系』は清音「いづこころ」と読む。


桐壺．２．３．４

■　などやうに乱みだりがはしきを、心こころをさめざりけるほどと御覧ごらんじ許ゆるすべし1。

◇　などと言うようにやや不謹慎なのを、気持ちが静まらない時だからとお見逃しになるのであろう。

■　いとかうしも見みえじと2、思おぼし静しづむれど、さらにえ忍しのびあへさせたまはず3、御覧ごらんじ初はじめし年月としつきのことさへかき集あつめ、よろづに思おぼし続つづけられて4、

◇　決してこう取り乱した姿を見せまいと、お静めなさるが、まったく堪えることがおできあそばされず、初めてお召しあそばした年月のことまであれこれと思い出され、何から何まで自然とお思い続けられて、

■　「時ときの間まも5おぼつかなかりしを、かくても6月日つきひは経へにけり」

◇　「片時の間も離れてはいられなかったのに、よくこうも月日を過せたものだ」

■　と、あさましう思おぼし召めさる。

◇　と、あきれてお思いあそばされる。


1 【などやうに乱りがはしきを心をさめざりけるほどと御覧じ許すべし】『一葉集』は「乱りがはしきを」からを「草子のことは也」と指摘。『湖月抄』は「などやうに」からを「草子地」と指摘する。「などやうに」という引用要約のしかたや「乱りがはし」という批評批判、そして「許すべし」という推量表現には、語り手の口調と意見が言い込められている。

2 【いとかうしも見えじと】「かう」は取り乱した姿をさす。

3 【さらにえ忍びあへさせたまはず】副詞「さらに」は否定語「ず」と呼応して、「全然、決して、少しも--ない」の意を表す。副詞「え」は可能の意を表す。

4 【思し続けられて】「られ」自発の助動詞。自然と思い浮かんできて、の意。

5 【時の間も】以下「月日は経にけり」まで帝の心。「時の間」は片時の間、「おぼつかなかりし」は気掛かりであった、の意で、その間に「見ずには」などの語句が省略されている。過去助動詞「し」（連体形）は帝の過去の体験、過去の助動詞「けり」は詠嘆の意。

6 【かくても】更衣が亡くなった後をさす。


桐壺．２．３．５

■　「故大納言こだいなごんの遺言1ゆいごんあやまたず、宮仕みやづかへの本意深ほいふかくものしたりしよろこびは、かひあるさまにとこそ思おもひわたりつれP3,2,3。

◇　「故大納言の遺言に背かず、宮仕えの宿願をよく果たしたお礼には、その甲斐があったようにと思い続けていたが。

■　言いふかひなしや」

◇　詮ないことだ」

■　とうちのたまはせて、いとあはれに思おぼしやる。

◇　とふと仰せになって、たいそう気の毒にと思いを馳せられる。

■　「かくても4、おのづから若宮わかみやなど生おひ出いでたまはば、さるべきついで5もありなむ。

◇　「そうではあるが、いずれ若宮がご成長されたならば、しかるべき機会がきっとあろう。

■　命長いのちながくとこそ思おもひ念ねんぜめ6」

◇　長生きをしてそれまでじっと辛抱するがよい」


P3 思ひわたりつれ--思（思/+わたり）つれ

1 【故大納言の遺言】以下「言ふかひなしや」まで帝の詞。入内することも「宮仕え」といった。「よろこび」はお礼を言うこと、お礼の気持ちを表すこと、の意。

2 【かひあるさまにとこそ思ひわたりつれ】入内した甲斐。女御への引き立て。ずっとそう考え続けていたという。

3 【思ひわたりつれ】明融臨模本「思わたりつれ」の「わたり」は本文と一筆の補入。大島本には「思ひわたりつれ」とある。

4 【かくても】以下「思ひ念ぜめ」まで帝の詞。命婦を前にして述べた詞であるが、北の方に対して述べたような内容になっている。したがって、この内容は再び北の方にも伝えられたものであろう。「かくて」は更衣が亡くなったことをさす。

5 【さるべきついで】更衣の出仕に報いるしかるべき機会、具体的にどのようなことか不明。もし立坊ということであれば、まず第一皇子に譲位をして、同時にその春宮にこの第二皇子の若宮を就けることになろう。右大臣の娘弘徽殿女御腹の第一皇子を飛び越えて、後見のない更衣腹の第二皇子を春宮に立たせることは不可能である。

6 【命長くとこそ思ひ念ぜめ】係助詞「こそ」「め」（推量の助動詞、已然形）係結び。強調のニュアンス。「思ひ念ず」は心でじっとこらえる、がまんする、意。推量の助動詞「め」（已然形）は適当の意。--するのがよい、の意。


桐壺．２．３．６

■　などのたまはす。

◇　などと仰せになる。

■　かの贈おくり物御覧ものごらんぜさす1。

◇　あの贈物を帝のお目に入れる。

■　「亡なき人ひとの住処尋すみかたづね出いでたりけむしるしの釵かむざしならましかば2」

◇　「亡くなった人の住処を探し当てたという証拠の釵であったならば」

■　と思おもほすもいとかひなし3。

◇　とお思いあそばしても、まったく甲斐がない。


1 【かの贈り物御覧ぜさす】命婦が帝のお目にかける。「さす」は使役の助動詞。主上の女房をして。「をかしき御贈り物」をさす。

2 【亡き人の住処尋ね出でたりけむしるしの釵ならましかば】『白氏文集』「長恨歌」の方術士が楊貴妃の霊魂のありかを探し当てて、その証拠に金釵鈿合を持って帰ったという故事をふまえる。「ましか」反実仮想の助動詞。

3 【いとかひなし】副詞「いと」は下に打消しの語を伴って「全然--ない」の意を表す。


桐壺．２．３．７

■　「尋たづねゆく幻まぼろしもがなつてにても

魂たまのありかをそこと知しるべく1」

◇　「亡き更衣を探し行ける幻術士がいてくれればよいのだがな、人づてにでも

魂のありかをどこそこと知ることができるように」


1 【尋ねゆく幻もがなつてにても魂のありかをそこと知るべく】帝の独詠歌。「幻」は幻術士、『長恨歌』の原文には「方士」とある。終助詞「もがな」願望の意を表す。「知るべく」の推量の助動詞「べく」（連用形、可能の意）は倒置法で「尋ねゆく幻もがな」に係る。


桐壺．２．３．８

■　絵ゑに描かける1楊貴妃やうきひの容貌かたちは、いみじき絵師ゑしといへども、筆限ふでかぎりありければいとにほひ少すくなし。大液芙蓉未央柳たいえきのふようびやうのやなぎS6も2、げに通かよひたりし容貌かたちを3、唐からめいたる4装よそひはうるはしうこそありけめP4, 5, 6、なつかしうらうたげなりしを7思おぼし出いづるに、花鳥はなとりの色いろにも音ねにもよそふべき方かたぞなき。朝夕あさゆふの言種ことぐさに8、「翼はねをならべ、枝えだを交かはさむS7」と9契ちぎらせたまひしに、かなはざりける命いのちのほどぞ、尽つきせず恨うらめしき10。

◇　絵に描いてある楊貴妃の容貌は、上手な絵師と言っても、筆力には限界があったのでまったく生気が少ない。「大液の芙蓉、未央の柳」の句にも、なるほど似ていた容貌だが、唐風の装いをした姿は端麗ではあったろうが、慕わしさがあって愛らしかったのをお思い出しになると、花や鳥の色や音にも喩えようがない。朝夕の口癖に「比翼の鳥となり、連理の枝となろう」とお約束あそばしていたのに、思うようにならなかった人の運命が、永遠に尽きることなく恨めしかった。


S6 大液芙蓉未央柳　対此如何不涙垂（白氏文集巻十二　長恨歌）

P4 ありけめ--ありけめありけめ（ありけめ〈後出〉/＄）

S7 在天願作比翼鳥　在地願為連理枝（白氏文集巻十二　長恨歌）

1 【絵に描ける】以下「よそふべき方ぞなき」まで帝の心内文と地の文とが融合したような性格の文章である。したがって、過去の助動詞「し」が二度使用されている。ここに示される感想や価値判断は帝の眼を通して語られたものである。

2 【大液芙蓉未央柳も】「長恨歌」に「大液芙蓉未央柳対此如何不涙垂」〈大液の芙蓉未央の柳此に対ひて如何にしてか涙垂れざらむ〉とあるのをふまえる。なお、『原中最秘抄』に「未央柳」について、藤原行成自筆本にはミセケチになっているという指摘がある。青表紙本系諸本にはすべて存在するが、河内本系諸本、別本の御物本、陽明文庫本、国冬本は「未央柳」の句がない。また『源氏釈』の一伝本の「源氏或抄物」所引の源氏物語の本文にもその句がない。

3 【げに通ひたりし容貌を】過去の助動詞「し」は、帝が「長恨歌」の屏風絵の楊貴妃の顔形を見て、それが詩に「大液芙蓉未央柳」と歌われていたのによく似ていたというニュアンス。「を」は逆接の接続助詞。

4 【唐めいたる】以下「ありけめ」までを挿入句とみて、「通ひたりし容貌」は「なつかしう」以下に続くとみる説（完訳）もある。

5 【うるはしうこそありけめ】過去推量の助動詞「けめ」は、実際の楊貴妃の姿を想像して「端麗であったろう」というのである。文脈は、楊貴妃の容貌から桐壺更衣の人柄へと比較され転じていくのであるから、逆接的な流れであるが、終止形とみてもよいだろう。

6 【ありけめ】明融臨模本「ありけめありけめ」とあり、後出の「ありけめ」を細い斜線三本でその上からミセケチにする。親本に存在した訂正跡をそのまま書承したものと判断する。同様の訂正跡「思へき」に見られる。明らかな衍字の訂正。

7 【なつかしうらうたげなりしを】以下桐壺更衣を思い出し比較する。過去の助動詞「し」は、帝が生前の桐壺更衣を思い出している。河内本系諸本には、「らうたけなりし」の下に「ありさまはをみなへしの風になひきたるよりもなよひてなてしこの露にぬれたるよりもらうたくなつかしかりしかたちけはひを」とあり、別本の陽明文庫本、国冬本も、同様の文章がある（若干の異同を含む）。

8 【朝夕の言種に】帝の日常生活の様子が挿入されて語られる。

9 【翼をならべ枝を交はさむと】「長恨歌」に「在天願作比翼鳥在地願為連理枝」〈天に在らば願はくは比翼の鳥作らむ地に在らば願はくは連理の枝為らむ〉とあるのをふまえる。ここから「尽きせず恨めしき」までも帝の心内文。「言種」とあるのでむしろ詞文に近い。それと地の文が融合したような文章である。視点は帝の心と語り手の地の文とを融通無碍に行き来し、心境も一体化している。

10 【尽きせず恨めしき】「長恨歌」に「此恨綿綿無絶期」〈此の恨み綿綿として絶ゆる期無けむ〉とあるのをふまえる。


桐壺．２．３．９

■　風かぜの音おと、虫むしの音ねにつけて1、もののみ悲かなしう思おぼさるるに、弘徽殿こうきでんには、久ひさしく上うへの御局2みつぼねにも参まう上のぼりたまはず、月つきのおもしろきに、夜更よふくるまで遊あそびをぞしたまふなる3。

◇　風の音や、虫の音を聞くにつけて、何とはなく一途に悲しく思われなさるが、弘徽殿女御におかれては、久しく上の御局にもお上がりにならず、月が美しいので、夜が更けるまで管弦の遊びをなさっているようである。

■　いとすさまじう、ものしと聞きこし召めす。

◇　実に興ざめで、不愉快だ、とお聞きあそばす。

■　このごろの御気色みけしきを見みたてまつる上人うへびと、女房にょうばうなどは、かたはらいたしと聞ききけり。

◇　最近のご様子を拝する殿上人や女房などは、はらはらする思いで聞いていた。

■　いとおし立たち4かどかどしきところものしたまふ御方おほむかたにて、ことにもあらず思おぼし消けちて5もてなしたまふなるべし6。

◇　たいへんに気が強くてとげとげしい性質をお持ちの方なので、何ともお思いなさらず無視して振る舞っていらっしゃるのであろう。

■　月つきも入いりぬ7。

◇　月も沈んでしまった。


1 【風の音虫の音につけて】物語は再び現在にもどる。

2 【上の御局】清涼殿の夜の御殿のすぐ北隣にある弘徽殿の上局の間。

3 【したまふなる】「なる」は伝聞推定の助動詞。帝の耳に入ってくるのである。

4 【いとおし立ち】以下「なるべし」まで、『首書源氏物語』は「地」と草子地であることを指摘。『岷江入楚』は「ことにもあらず」以下を「草子地なり」と指摘する。弘徽殿女御の強い性格を語る。

5 【ことにもあらず思し消ちて】主語は弘徽殿女御。桐壺更衣の死や帝の悲嘆を。問題にもせず無視する、意。

6 【もてなしたまふなるべし】「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）の主体者は語り手である。

7 【月も入りぬ】前に「夕月夜のをかしきほどに」とあった。十日頃までの月が沈んだ。時刻は夜半を回った。


桐壺．２．３．１０

■　「雲くもの上うへも涙なみだにくるる秋あきの月つき

いかですむらむ浅茅生あさぢふの宿1やど」

◇　「雲の上の宮中までも涙に曇って見える秋の月だ

ましてやどうして澄んで見えようか、草深い里で」


1 【雲の上も涙にくるる秋の月いかですむらむ浅茅生の宿】帝の独詠歌。「雲の上」は宮中をさす。「月」と縁語。「すむ」は「住む」と「澄む」の掛詞。「らむ」（推量の助動詞、視界外推量）は、帝が遠く離れて思いを馳せているニュアンス。「浅茅生の宿」は若宮のいる里邸をさす。


桐壺．２．３．１１

■　思おぼし召めしやりつつ、灯火ともしびをかかげ尽つくして1起おきS8おはします。

◇　お思いやりになりながら、灯芯をかき立てて油の尽きるまで起きておいであそばす。

■　右近うこんの司つかさの宿直奏との声2聞ゐまうしのこゑきこゆるは、丑うしになりぬるなるべし3。

◇　右近衛府の官人の宿直申しの声が聞こえるのは、丑の刻になったのであろう。

■　人目ひとめを思おぼして、夜よるの御殿おとどに入いらせたまひても、まどろませたまふことかたし4。

◇　人目をお考えになって、夜の御殿にお入りあそばしても、うとうととまどろみあそばすことも難しい。

■　朝あしたに起おきさせたまふとても5、

◇　朝になってお起きあそばそうとしても、

■　「明あくるも知しらで」S9

◇　「夜の明けるのも分からないで」

■　と6思おぼし出いづるにも、なほ朝政あさまつりごとは怠おこたらせたまひぬべかめり7。

◇　とお思い出しになられるにつけても、やはり政治をお執りになることは怠りがちになってしまいそうである。


S8 夕殿蛍飛思悄然　秋灯挑尽未能眠（白氏文集巻十二　長恨歌）

S9 春宵苦短日高起　従此君王不早朝（白氏文集巻十二　長恨歌）玉簾明くるも知らで寝しものを夢にも見じと思ひけるかな（伊勢集-五五）

1 【灯火をかかげ尽くして】「長恨歌」に「秋燈挑尽未能眠」〈秋の燈挑げ尽して未だ眠ること能はず〉とあるのをふまえる。

2 【右近の司の宿直奏の声】宮中の夜警は近衛府が勤める。まず、左近衛府が亥の一刻（午後九時）から子の四刻（午前一時）まで勤め、次いで、右近衛府が丑一刻（午前一時）から寅四刻（午前五時）まで勤める。なお、子の刻は午前〇時を中心にした前後二時間。一刻はそれを四等分した三十分である。したがって、子の四刻は午前〇時三十分から午前一時まで、丑一刻は午前一時から午前一時三十まで。

3 【丑になりぬるなるべし】丑の刻は午前二時を中心にした前後二時間。「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）、物語中の人物と語り手が一体化した推量。

4 【まどろませたまふことかたし】「長恨歌」に「秋燈挑尽未能眠」〈秋の燈挑げ尽して未だ眠ること能はず〉とあるのをふまえる。

5 【朝に起きさせたまふとても】帝の日常生活を語る。

6 【明くるも知らでと】『源氏釈』は「玉簾明くるも知らで寝しものを夢にも見じと思ひけるかな」〈夜が明けたことも知らずに寝ていたが、夢の中にさえ逢えなくなろうとは思ってもみなかったのに〉（伊勢集）を指摘。更衣在世中は、夜の明けるのも知らずに一緒に寝ていたのにの意。さらに、夢の中でさえ逢えなくなったという意も含むか。

7 【怠らせたまひぬべかめり】「ぬ」（完了の助動詞、確述）「べか」（推量の助動詞、連体形「べかる」の「る」が撥音便化して無表記化した形）「めり」（推量の助動詞、視界内推量）、物語中の人物と語り手が一体化した推量。語り手の位置は、帝に非常に近いところにいる。


桐壺．２．３．１２

■　ものなども聞きこし召めさず、朝餉1あさがれひのけしきばかり触ふれさせたまひて、大床子だいしゃうじの御膳2おものなどは、いと遥はるかに思おぼし召めしたれば、陪膳はいぜんにさぶらふ限かぎりは、心苦こころぐるしき御気色みけしきを見みたてまつり嘆なげく。

◇　お食物などもお召し上がりにならず、朝餉には形だけお箸をおつけになって、大床子の御膳などは、まったくお心に入らぬかのように手をおつけあそばさないので、お給仕の人たちは皆、おいたわしいご様子を拝して嘆く。

■　すべて、近ちかうさぶらふ限かぎりは、男女をとこをむな、

◇　総じて、お側近くお仕えする人たちは、男も女も、

■　「いとわりなきわざかな3」

◇　「たいそう困ったことですね」

■　と言いひ合あはせつつ嘆なげく。

◇　とお互いに言い合っては溜息をつく。

■　「さるべき契ちぎりこそ4はおはしましけめ。

◇　「こうなるはずの前世からの宿縁がおありあそばしたのでしょう。

■　そこらの人ひとの誹そしり、恨うらみをも憚はばからせたまはず、この御おほむことに触ふれたることをば、道理だうりをも失うしなはせたまひ、今いまはた、かく世よの中なかのことをも、思おもほし捨すてたるやうになりゆくは、いとたいだいしきわざなり」

◇　大勢の人びとの非難や嫉妬をもお憚りあそばさず、あの方の事に関しては、御分別をお失いあそばされ、今は今で、このように政治をお執りになることも、お捨てになったようになって行くのは、たいへんに困ったことである」

■　と、人ひとの朝廷みかどの例ためしまで引ひき出いで5、ささめき嘆なげきけり6。

◇　と、唐土の朝廷の例まで引き合いに出して、ひそひそと嘆息するのであった。


1 【朝餉】朝餉（あさがれい）の間で女房の配膳によって食べる簡単な食事。

2 【大床子の御膳】昼の御座で殿上人の配膳によって食べる正式な食事。

3 【いとわりなきわざかな】帝の身辺にお仕えする男女の詞。

4 【さるべき契りこそ】以下「いとたいだいしきわざなり」まで帝の身辺にお仕えする男女の詞。複数の人びとの詞であるが、対話というより噂の引用であるから、全体を一つの詞としておく。

5 【人の朝廷の例まで引き出で】先に「楊貴妃の例も引き出でつべうなりゆく」と、そこでは「つべくなりゆく」（--しそうになってゆく）という未来形で、地の文で語られていたが、ここでは物語中の人びとが、はっきり異国の朝廷の例、すなわち玄宗皇帝が楊貴妃に溺れて政治を顧みなくなったことを口に出して噂しているということで、それが現実のものとなったことをいう。

6 【ささめき嘆きけり】以上で、更衣の亡くなった年の秋の野分ころのある一夜を中心とした帝の日常生活を語った野分の章段が終わる。


第三章　光る源氏の物語

第一段　若宮参内（四歳）

桐壺．３．１．１

■　月日経つきひへて、若宮参わかみやまゐりたまひぬ1。

◇　月日がたって、若宮が参内なさった。

■　いとどこの世よのものならず清きよらにおよすげ2たまへれば、いとゆゆしう思おぼしたり。

◇　ますますこの世の人とは思われず美しくご成長なさっているので、たいへん不吉なまでにお感じになった。


1 【月日経て若宮参りたまひぬ】その年の冬ころか。

2 【およすげ】「およすけ」と読む説（集成、古典セレクション等）と「およすげ」と読む説（完訳、新大系）がある（第一章第三節、参照）。


桐壺．３．１．２

■　明あくる年としの春はる、坊定ばうさだまりたまふにも1、いと引ひき越こさまほしう思おぼせど2、御後見おほむうしろみすべき人ひともなく、また世よのうけひくまじきことなりければ、なかなか危あやふく思おぼし憚はばかりて、色いろにも出いださせたまはずなりぬるを、

◇　翌年の春に、東宮がお決まりになる折にも、とても第一皇子を超えさせたく思し召されたが、ご後見すべき人もなく、また世間が承知するはずもないことだったので、かえって危険であるとお差し控えになって、顔色にもお出しあそばされずに終わったので、

■　「さばかり思おぼしたれど、限かぎりこそありけれ3」

◇　「あれほどおかわいがっていらっしゃったが、限界があったのだなあ」

■　と、世人4よひとも聞きこえ、女御にょうごも御心落みこころおちゐたまひぬ5。

◇　と、世間の人びともお噂申し上げ、弘徽殿女御もお心を落ち着けなさった。


1 【明くる年の春坊定まりたまふにも】若宮の母更衣が亡くなった翌年の春、源氏四歳。

2 【いと引き越さまほしう思せど】帝は第一皇子を超えて第二皇子の若宮を春宮（皇太子）に立てたく思った、という地の文。

3 【さばかり思したれど限りこそありけれ】世間の人びとの声。過去の助動詞「けれ」詠嘆の意。

4 【世人】明融臨模本に「の口伝」とあり、大島本には「のもしをそへてよむ也世人後宇多御諱」とある。後宇多天皇は、諱は世仁、亀山天皇の第二子、在位1284〜87年。天皇の諱を避けて「よのひと」と読んでいた。明融臨模本及び大島本の書入注記の時代が窺える。

5 【女御も御心落ちゐたまひぬ】弘徽殿女御は自分の生んだ第一皇子が春宮に決まったので、安堵した。


桐壺．３．１．３

■　かの御祖母北おほむおばきたの方かた、慰なぐさむ方かたなく思おぼし沈しづみて1、おはすらむ所ところにだに尋たづね行ゆかむ2と願ねがひたまひししるしにや3、つひに亡うせたまひぬれば、またこれを悲かなしび思おぼす4こと限かぎりなし。

◇　あの祖母北の方は、悲しみを晴らすすべもなく沈んでいらっしゃって、せめて死んだ娘のいらっしゃる所にでも尋ねて行きたいと願っていらっしゃった現れか、とうとうお亡くなりになってしまったので、またこのことを悲しく思し召されること、この上もない。

■　御子六みこむつになりたまふ年としなれば5、このたびは思おぼし知しりて6恋こひ泣なきたまふ。

◇　御子は六歳におなりのお年なので、今度はお分かりになって、恋い慕ってお泣きになる。

■　年としごろ馴なれ睦むつびきこえたまひつるを、見みたてまつり置おく悲かなしびをなむ、返かへす返がへすのたまひける7。

◇　長年お親しみ申し上げなさってきたのに、後に残して先立つ悲しみを、繰り返し繰り返しおっしゃっていたのであった。


1 【かの御祖母北の方慰む方なく思し沈みて】桐壺更衣の母北の方。娘の死以来気持ちの晴れることなく沈みこんで、の意。孫の若宮が東宮につけなかったことを悲観するような思慮の浅い人ではない。

2 【おはすらむ所にだに尋ね行かむ】推量の助動詞「らむ」（連体形、視界外推量の意）副助詞「だに」（最小限を挙げて実現を願う意）せめて娘のいらっしゃるところにだけでも行きたい、すなわち死にたい、の意。

3 【願ひたまひししるしにや】「し」（過去の助動詞）、「に」（断定の助動詞）「や」（係助詞、疑問）、北の方の身近で見ていた語り手の推測というニュアンス。

4 【またこれを悲しび思す】帝が北の方の死をお悲しみになること。

5 【御子六つになりたまふ年なれば】若宮の六歳の年、祖母北の方死去する。

6 【このたびは思し知りて】母親の死去した折は、まだ幼くて理解できなかったが、祖母の死去は六歳になっていたので、死の悲しみを理解した。

7 【年ごろ馴れ睦びきこえたまひつるを見たてまつり置く悲しびをなむ返す返すのたまひける】「たまひつるを」の「を」は接続助詞、逆接の意。謙譲の補助動詞「きこえ」と「たてまつり」は祖母が孫の若宮に対する敬意。祖母北の方が孫の若宮に「長年お親しみ申し上げていらしたのに、後にお残し申す悲しみを、繰り返し繰り返しおっしゃるのであった」という意。


第二段　読書始め（七歳）

桐壺．３．２．１

■　今いまは4内裏うちにのみさぶらひたまふ1。

◇　今は内裏にばかりお暮らしになっている。

■　七ななつになりたまへば2、読書始ふみはじめ3などせさせたまひて、世よに知しらず聡さとう賢かしこくおはすれば、あまり恐おそろしきまで御覧ごらんず。

◇　七歳におなりになったので、読書始めなどをおさせになったところ、この世に類を知らないくらい聡明で賢くいらっしゃるので、空恐ろしいまでにお思いあそばされる。


1 【今は内裏にのみさぶらひたまふ】主語は若宮。

2 【七つになりたまへば】若宮七歳。祖母の死から一年を経過する。学問を始める年齢である。

3 【読書始め】読書始（ふみはじ）めの儀式。「せさせたまひて」の「させ」（使役の助動詞）「たまひ」（尊敬の補助動詞）、帝が若宮にさせなさる意。

4 【今は】以下「らうたうしたまへ」まで帝の詞。


桐壺．３．２．２

■　「今いまは誰たれも誰たれもえ憎にくみたまはじ。

◇　「今はどなたもどなたもお憎みなされまい。

■　母君ははぎみなくてだにらうたうしたまへ」

◇　母君がいないということだけでもおかわいがりください」

■　とて、弘徽殿こうきでんなどにも渡わたらせたまふ御供おほむともには、やがて御簾みすの内うちに入いれたてまつりたまふ1。

◇　と仰せになって、弘徽殿などにもお渡りあそばすお供としては、そのまま御簾の内側にお入れ申し上げなさる。

■　いみじき武士もののふ、仇敵あたかたきなりとも2、見みてはうち笑ゑまれぬべきさまのしたまへれば、えさし放はなちたまはず3。

◇　恐ろしい武士や仇敵であっても、見るとつい微笑まずにはいられない様子でいらっしゃるので、放っておくこともおできになれない。

■　女皇女をむなみこたち二ふたところ、この御腹おほむはらに4おはしませど、なずらひたまふべきだにぞなかりける5。

◇　姫皇女たちがお二方、この御方にはいらっしゃったが、お並びになりようもないのであった。

■　御方々おほむかたがたも隠かくれたまはず、今いまよりなまめかしう恥はづかしげにおはすれば、いとをかしううちとけぬ遊あそび種7ぐさに、誰たれも誰たれも思おもひきこえたまへり。

◇　他の女御がたもお隠れにならずに、今から優美で立派でいらっしゃるので、たいそう趣きがある一方で気のおける遊び相手だと、どなたもどなたもお思い申し上げていらっしゃった。


1 【やがて御簾の内に入れたてまつりたまふ】謙譲の補助動詞「たてまつり」は帝の若宮に対する敬意。「帝が若宮をそのまま妃方の部屋の中にお入れ申し上げなさる」。異例のかわいがりようである。

2 【いみじき武士仇敵なりとも】若宮の愛くるしい美貌を語る。

3 【えさし放ちたまはず】弘徽殿女御も若宮を放っておくことができない。

4 【女皇女たち二ところこの御腹に】弘徽殿女御には二人の姫宮がいる。

5 【なずらひたまふべきだにぞなかりける】比肩することさえできなかった。若宮の女御子以上に愛くるしく美しいさま。

6? 【御方がたも隠れたまはず】「その他の妃方も姿をお隠しにならない」。普通は、姿を隠し顔は見せないのだが、若宮が幼少なのでお側近くでお相手している。

7 【うちとけぬ遊び種】「ぬ」（打消の助動詞）、気づまり、気のおける遊び相手。幼少ではあるが成人同様に気のおける相手だというもの。


桐壺．３．２．３

■　わざとの御学問1ごがくもんはさるものにて、琴笛ことふえの音2ねにも雲居くもゐを響ひびかし3、すべて言いひ続つづけば、ことごとしう、うたてぞなりぬべき人ひとの御おほむさまなりける4。

◇　本格的な御学問はもとよりのこと、琴や笛の才能でも宮中の人びとを驚かせ、すべて一つ一つ数え上げていったら、仰々しく嫌になってしまうくらい、優れた才能のお方なのであった。


1 【わざとの御学問】正式の御学問。漢籍をさす。「学門ガクモン」（色葉字類抄）、「学文ガクモン」（文明本節用集）。

2 【琴笛の音】管弦の遊びの芸事。貴族にとって必要な嗜み。

3 【雲居を響かし】「雲居」は天空と宮中の両意をひびかす。

4 【すべて言ひ続けばことごとしううたてぞなりぬべき人の御さまなりける】『首書源氏物語』は「すべて」以下を「地也」と草子地であることを指摘。『紹巴抄』は「人の御さま」以下を「双地と見るべし」と指摘する。「すべて」と総括し、「言い続け」ると、「ことごとし」く「うたて」き感じがする、というのは、側で見ていた語り手の口吻がそのまま語られているのであるが、それは若宮があまりにも優れすぎていることとともに、そのような人もこの世にいたのだと、人物の現実性、存在感を確かなものとする。


第三段　高麗人の観相、源姓賜わる

桐壺．３．３．１

■　そのころ1、高麗人2こまうどの参まゐれる中なかに、かしこき相人さうにんありけるを聞きこし召めして3、宮みやの内うちに召めさむことは、宇多うだの帝みかどの御誡おほむいましめあれば4、いみじう忍しのびて、この御子みこを鴻臚館5こうろくわんに遣つかはしたり。

◇　その当時、高麗人が来朝していた中に、優れた人相見がいたのをお聞きあそばして、内裏の内に召し入れることは宇多帝の御遺誡があるので、たいそう人目を忍んで、この御子を鴻臚館にお遣わしになった。

■　御後見おほむうしろみだちて仕つかうまつる右大弁うだいべんの子このやうに6思おもはせて率ゐてたてまつるに、相人驚さうにんおどろきて、あまたたび傾かたぶきあやしぶ。

◇　後見役のようにしてお仕えする右大弁の子供のように思わせてお連れ申し上げると、人相見は目を見張って、何度も首を傾け不思議がる。


1 【そのころ】若宮七歳、学問を始めたころ。

2 【高麗人】高麗人（こまうど）。実際は渤海国の使節。

3 【聞こし召して】帝が「お耳にあそばして」。

4 【宮の内に召さむことは宇多の帝の御誡めあれば】『寛平御遺誡』に「外蕃之人、必可召見、在簾中見之、不可直対耳」〈外蕃の人は、必ず召見すべきときは、簾中に在りて之を見よ、直対すべからざるのみ〉とあるのをさす。正しくは、「宮の内」に召すことを禁じたのではなく、御簾を隔てず直接対面することを禁じたのである。

5 【鴻臚館】外国使節の宿泊施設。七条朱雀にある。

6 【御後見だちて仕うまつる右大弁の子のやうに】「御後見だちて仕うまつる」は「右大弁」を修飾する。「御子の御後見役としてお仕えしている右大弁」の意。右大弁は、太政官の三等官、従四位上相当。漢学に秀で実務にたけた者がなる。そのような右大弁が若宮の実質的後見役に任じられている。高麗人には、その右大弁の子供のように思わせての意。もちろん、高麗人は右大弁が御子の御後見役であることは知らない。物語の文章は、享受者には予め知らせておき、いっぽう物語中の人物は知らないでいることを並行して語ろうとする時、ままこのような表現をとることになる。


桐壺．３．３．２

■　「国くにの親おやとなりて1、帝王ていわうの上かみなき位くらゐに昇のぼるべき相さうおはします人ひとの、そなたにて見みれば、乱みだれ憂うれふることやあらむ2。

◇　「国の親となって、帝王の最高の地位につくはずの相をお持ちでいらっしゃる方で、そういう人として占うと、国が乱れ民の憂えることが起こるかも知れません。

■　朝廷おほやけの重鎮かためとなりて、天あめの下したを輔たすくる方かたにて見みれば3、またその相違さうたがふべし」

◇　朝廷の重鎮となって、政治を補佐する人として占うと、またその相ではないようです」

■　と言いふ。

◇　と言う。


1 【国の親となりて】以下「またその相違ふべし」まで、相人の占い。「国の親」は国の元首、日本国の場合、天皇をさす。「帝王の上なき位」の「の」は同格。「帝王としてこれ以上ない上の位」。「べき」（推量の助動詞、当然）、「きっと上るはずの相」。「おはします人の」の「の」も同格。「--でいらっしゃる方で」。「そなたにて見れば」の「そなた」は今まで見てきた「国の親となりて帝王の上なき位にのぼるべき相おはします人」をさす。「見れば」は順接の確定条件を表わす。「占ってみると」。

2 【乱れ憂ふることやあらむ】「乱れ憂ふること」は、若宮の一身上に起こる乱れ憂え事とする説（対校、大系）と国家が乱れ人民が苦しむこととする説（講話、集成、完訳）がある。

3 【朝廷の重鎮となりて天の下を輔くる方にて見れば】朝廷の柱石となって国政を補佐する人とは、臣下の重鎮の人。皇族は補佐される側の人である。「見れば」は順接の既定条件。「またその相違ふべし」の「また」は「前者同様に」の意。「その相」とは「朝廷の重鎮となりて、天の下を輔くる方」の相、「べし」（推量の助動詞、当然）、「きっと--であろう」。結局、相人は二通り観相したが、両方とも違うと否定した。


桐壺．３．３．３

■　弁べんも、いと才ざえかしこき博士1はかせにて、言いひ交かはしたることどもなむ、いと興きょうありける。

◇　右大弁も、たいそう優れた学識人なので、語り合った事柄は、たいへんに興味深いものであった。

■　文ふみなど2作つくり交かはして、今日明日帰けふあすかへり去さりなむとするに、かくありがたき人3ひとに対面たいめんしたるよろこび、かへりては4悲かなしかるべき心こころばへをおもしろく作つくりたるに、御子みこもいとあはれなる句くを作つくりたまへるを、限かぎりなうめでたてまつりて、いみじき贈おくり物ものどもを捧ささげたてまつる。

◇　漢詩文などを作り交わして、今日明日のうちにも帰国する時に、このようにめったにない人に対面した喜びや、かえって悲しい思いがするにちがいないという気持ちを趣き深く作ったのに対して、御子もたいそう心を打つ詩句をお作りになったので、この上なくお褒め申して、素晴らしいいくつもの贈物を差し上げる。

■　朝廷おほやけよりも多おほくの物賜ものたまはす。

◇　朝廷からもたくさんの贈物を御下賜なさる。


1 【博士】学識のある人。大学寮に諸道の博士がいるが、ここは普通名詞的に使われたもの。

2 【文など】漢詩文をさす。

3 【かくありがたき人】若宮をさす。

4 【かへりては】「却って」に「帰りて」をひびかす。お会いできてうれしかっただけに、かえって悲しい、の意。


桐壺．３．３．４

■　おのづから事広ことひろごりて、漏もらさせたまはねど、春宮とうぐうの祖父大臣1おほぢおとどなど、いかなることにかと思おぼし疑うたがひてなむありける2。

◇　自然と噂が広がって、お漏らしあそばさないが、東宮の祖父大臣などは、どのようなわけでかとお疑いになっているのであった。


1 【春宮の祖父大臣】一の親王の祖父。右大臣。弘徽殿女御の父親。

2 【思し疑ひてなむありける】以上で高麗人の相人の予言の段は終了。文末は「なむありける」で閉じられる。


桐壺．３．３．５

■　帝みかど、かしこき御心みこころに、倭相やまとさうを仰おほせて1、思おぼしよりにける筋すぢなれば、今いままでこの君きみを親王2みこにもなさせたまはざりけるを3、

◇　帝は、畏れ多い考えから、倭相をお命じになって、既にお考えになっていたところなので、今までこの若君を親王にもなさらなかったが、

■　「相人さうにんはまことにかしこかりけり4」

◇　「相人はほんとうに優れていた」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

■　「無品むほんの親王しんわうの外戚げしゃくの寄よせなきにては5漂ただよはさじ。

◇　「無品の親王で外戚の後見のない状態で彷徨わすまい。

■　わが御世みよもいと定さだめなきを6、ただ人うどにて朝廷おほやけの御後見おほむうしろみをする7なむ、行ゆく先さきも頼たのもしげなめること」

◇　わが御代もいつまで続くか分からないものだから、臣下として朝廷のご補佐役をするのが、将来も頼もしそうに思われることだ」

■　と思おぼし定さだめて、いよいよ道々みちみちの才ざえを習ならはさせたまふ。

◇　とお決めになって、ますます諸道の学問を習わせなさる。


1 【倭相を仰せて】「帝が日本流の観相をしかるべき人にお命じになって」。具体的にどのようなものか不明。「思しよりにける筋なれば」というように、帝は高麗人の観相以前に既に日本流の観相を行って考えを決めていた。

2 【親王】ここの「みこ」は親王をさす。今までの「みこ」は御子である。

3 【なさせたまはざりけるを】「を」接続助詞、順接の意。

4 【相人はまことにかしこかりけり】帝の心、高麗人の相人に対する感想。

5 【無品の親王の外戚の寄せなきにては】以下「頼もしげなめること」まで帝の心。親王の位は一品から四品まであり、それに叙せられない親王を「無品親王」という。母親の身分によって決まる。「外戚」は母方の親戚。

6 【わが御世もいと定めなきを】「を」接続助詞、順接、原因理由の意。わが治世もいつまで続くかわからないので。

7 【ただ人にて朝廷の御後見をする】「臣下として朝廷の御補佐をする」。「ただ人」は皇族以外の人、すなわち源氏に降籍することをさす。


桐壺．３．３．６

■　際きはことに賢かしこくて1、ただ人うどにはいとあたらしけれど、親王みことなりたまひなば、世よの疑うたがひ負おひたまひぬべく2ものしたまへば、宿曜すくえうの賢かしこき道みちの人ひとに勘かむがへさせたまふにも3、同おなじさま4に申まうせば、源氏げんじになしたてまつるべく思おぼしおきてたり5。

◇　才能は格別聡明なので、臣下とするにはたいそう惜しいけれど、親王とおなりになったら、世間の人から立坊の疑いを持たれるにちがいなさそうにいらっしゃるので、宿曜道の優れた人に占わせなさっても、同様に申すので、源氏にして上げるのがよいとお決めになっていた。


1 【際ことに賢くて】主語は若宮。

2 【世の疑ひ負ひたまひぬべく】親王は皇位継承の資格があるので、皇太子になるのではとの疑いを抱かれる。

3 【宿曜の賢き道の人に勘へさせたまふにも】占星術の専門家に占わせる。

4 【同じさま】高麗人の相人、倭相の占いと同様。

5 【源氏になしたてまつるべく思しおきてたり】「たてまつる」（謙譲の補助動詞）は、本来語り手の若宮に対する敬意であるのが、帝が若宮を処遇することなので、帝の若宮に対する敬意の表れのようになったものであろう。源氏は臣下であり、皇族から見れば下ることである。帝がそのような地位に下すことを「--して上げる」とはおかしな言い方である。語り手の地位から見れば、源氏も皇族圏の人なので、--して上げる」といってもおかしくない。「思しおきて」は「思し掟つ」（他タ下二、連用形）。「帝は若宮を源氏にして差し上げるのが良いとお決めになっていた」。源氏降籍が決定した。


第四段　先帝の四宮（藤壺）入内

桐壺．３．４．１

■　年月としつきに添そへて1、御息所みやすむどころの御おほむことを思おぼし忘わするる折をりなし。

◇　年月がたつにつれて、御息所のことをお忘れになる折がない。

■　「慰なぐさむ2や」

◇　「心慰めることができようか」

■　と、さるべき人ひとびと3参まゐらせたまへど、

◇　と、しかるべき婦人方をお召しになるが、

■　「なずらひに思おぼさるるだにいとかたき世よかな4」

◇　「せめて準ずる程に思われなさる人さえめったにいない世の中だ」

■　と、疎うとましうのみよろづに思おぼしなりぬるに、先帝せんだいの四しの宮みやの5、御容貌おほむかたちすぐれたまへる聞きこえ高たかくおはします、母后世ははぎさきよになくかしづききこえたまふを6、主上うへにさぶらふ典侍ないしのすけは、先帝せんだいの御時おほむときの人ひとにて、かの宮みやにも親したしう参まゐり馴なれたりければ、いはけなくおはしましし時ときより見みたてまつり、今いまもほの見みたてまつりて、

◇　と、厭わしいばかりに万事が思し召されていたところ、先帝の四の宮で、ご容貌が優れておいでであるという評判が高くいらっしゃる方で、母后がまたとなく大切にお世話申されていられる方を、主上にお仕えする典侍は、先帝の御代からの人で、あちらの宮にも親しく参って馴染んでいたので、ご幼少でいらっしゃった時から拝見し、今でもちらっと拝見して、

■　「亡うせたまひにし御息所みやすむどころの御容貌おほむかたちに7似にたまへる人ひとを、三代さむだいの宮仕みやづかへに8伝つたはりぬるに9、え見みたてまつりつけぬを10、后きさいの宮みやの姫宮ひめみやこそ、いとようおぼえて生おひ出いでさせたまへりけれ。

◇　「お亡くなりになった御息所のご容貌に似ていらっしゃる方を、三代の帝にわたって宮仕えいたしてまいりまして、一人も拝見できませんでしたが、后の宮の姫宮さまは、たいそうよく似てご成長あそばしていますわ。

■　ありがたき御容貌人おほむかたちびとになむ」

◇　世にもまれなご器量よしのお方でございます」

■　と奏そうしけるに、

◇　と奏上したところ、

■　「まことにや11」

◇　「ほんとうにか」

■　と、御心みこころとまりて、ねむごろに聞きこえさせたまひけり12。

◇　と、お心が止まって、丁重に礼を尽くしてお申し込みあそばしたのであった。


1 【年月に添へて】再び帝の故桐壺更衣思慕の物語が語られる。帝にとって桐壺更衣は「年月に添へて御息所の御ことを思し忘るる折なし」という故人である。

2 【慰む】気が紛れる。忘れられない気持ちを忘れさせること。

3 【さるべき人びと】帝の気持ちを紛らす適当な姫君たち。

4 【なずらひに思さるるだにいとかたき世かな】帝の心。「故御息所に比肩できそうな人さえめったにいない世の中だな」。

5 【先帝の四の宮の】明融臨模本「帝」の傍注に朱書で「タイ」とあり、さらに墨筆で濁点符号があるので、「せんだい」と読む。大島本の傍注には「光孝」とある。三番目の「の」は格助詞、同格を表す。「四の宮で」の意。下の「御容貌すぐれたまへる聞こえ高くおはします」と「母后世になくかしづききこえたまふ」は並列の構文。先帝と桐壺の帝との系譜は不明。「先帝」は桐壺の帝の直前の帝という意ではない。「先帝」という呼称に先の世の優れた帝、というニュアンスが込められている。

6 【かしづききこえたまふを】「を」格助詞、目的格を表す。前の並列の構文を受ける。「--方で、--方を」の意。

7 【亡せたまひにし御息所の御容貌に】以下「御容貌人になむ」まで、典侍の帝への奏上の詞。桐壺更衣との容貌の酷似をいう。

8 【三代の宮仕へに】典侍は先帝の時に任命された（集成）。桐壺の帝との間にもう一人の帝がいたことになる。『古典セレクション』では、先々代の時に任命された、とする。

9 【伝はりぬるに】「に」接続助詞、順接の意。

10 【え見たてまつりつけぬを】「を」接続助詞、逆接の意。

11 【まことにや】「本当かしら」。帝は、最初気持ちを紛らしてくれる人を求めていたが、今や故桐壺更衣に生き写しだという人に関心を寄せている。

12 【ねむごろに聞こえさせたまひけり】「丁重に礼儀を尽くして入内を申し入れあそばすのであった」。正式な入内の要請である。


桐壺．３．４．２

■　母后ははぎさき、

◇　母后は、

■　「あな恐おそろしや1。

◇　「まあ怖いこと。

■　春宮とうぐうの女御2にょうごのいとさがなくて、桐壺きりつぼの更衣3かういの、あらはにはかなくもてなされにし例ためしもゆゆしう」

◇　東宮の母女御がたいそう意地が悪くて、桐壺の更衣が、露骨に亡きものにされてしまった例も不吉で」

■　と、思おぼしつつみて、すがすがしうも思おぼし立たたざりけるほどに、后きさきも亡うせたまひぬ。

◇　と、おためらいなさって、すらすらとご決心もつかなかったうちに、母后もお亡くなりになってしまった。


1 【あな恐ろしや】以下「例もゆゆしう」まで、母后の詞。

2 【春宮の女御】弘徽殿の女御は今は東宮の母なので、母后は「春宮の女御」呼称する。「いとさがなくて」という評判を聞いている。

3 【桐壺の更衣】母后は、故桐壺更衣のことを「桐壺の更衣」と呼称している。これが当時の一般的な呼称のしかたであった。「あらはにはかなくもてなされし例」というように聞いている。


桐壺．３．４．３

■　心細こころぼそきさまにて1おはしますに、

◇　心細い有様でいらっしゃるので、

■　「ただ、わが女皇女をむなみこたちの同おなじ列つらに思おもひきこえむ」

◇　「ただ、わが姫皇女たちと同列にお思い申そう」

■　と、いとねむごろに聞きこえさせたまふ。

◇　と、たいそう丁重に礼を尽くしてお申し上げあそばす。

■　さぶらふ人ひとびと、御後見おほむうしろみたち、御兄おほむせうとの兵部卿ひゃうぶきゃうの親王3みこなど、

◇　お仕えする女房たちや、御後見人たち、ご兄弟の兵部卿の親王などは、

■　「かく心細こころぼそくておはしまさむよりは4、内裏住うちずみせさせたまひて、御心みこころも慰なぐさむべく」

◇　「こうして心細くおいでになるよりは、内裏でお暮らしあそばして、きっとお心が慰むように」

■　など思おぼしなりて、参まゐらせたてまつりたまへり。

◇　などとお考えになって、参内させ申し上げなさった。


1 【心細きさまにて】先帝は既に崩御されており、今母后も崩じられた。

2? 【ただわが女皇女たちとの同じ列に思ひきこえむ】皇女同様に後見の心配はいらない、帝がすべて世話しようの主旨。実質的な入内要請。

3 【兵部卿の親王】『源氏物語』では、蛍兵部卿親王、匂兵部卿親王等、風流な親王が兵部卿になっている。

4 【かく心細くておはしまさむよりは】以下「御心も慰むべく」まで、四の宮の周囲の人びとの考え。地の文と融合して語られている。「べく」の下に「奉らむ」などの語句が省略されている。


桐壺．３．４．４

■　藤壺ふぢつぼと聞きこゆ。

◇　藤壺と申し上げる。

■　げに、御容貌おほむかたちありさま、あやしきまでぞおぼえたまへる2。

◇　なるほど、ご容貌や姿は不思議なまでによく似ていらっしゃった。

■　これは、人ひとの御際おほむきはまさりて3、思おもひなしめでたく、人ひともえおとしめきこえたまはねば、うけばりて飽あかぬことなし。

◇　この方は、ご身分も一段と高いので、そう思って見るせいか素晴らしくて、お妃方もお貶み申すこともおできになれないので、誰に憚ることなく何も不足ない。

■　かれは、人ひとの許ゆるしきこえざりしに、御心みこころざしあやにくなりしぞかし4。

◇　あの方は、周囲の人がお許し申さなかったところに、御寵愛が憎らしいと思われるほど深かったのである。

■　思おぼし紛まぎるとはなけれど、おのづから御心移みこころうつろひて、こよなう思おぼし慰なぐさむやうなるも、あはれなるわざなりけり5。

◇　ご愛情が紛れるというのではないが、自然とお心が移って行かれて、格段にお慰みになるようなのも、人情の性というものであった。


1? 【藤壺ときこゆ】「藤壺と申し上げる」。この前に「御局は」などの語句が省略されているのであろう。先帝の四の宮をただ「藤壺」と呼ぶのはおかしい。他では「宮」が付けられて呼称されている。藤壺は飛香舎、清涼殿の北側、弘徽殿の西側にある。『源氏物語』では、この先帝の四の宮（後の藤壺中宮）、その異腹の妹（藤壺女御）など、先帝の四の宮ゆかりの王族の女御が住む。

2 【げに御容貌ありさまあやしきまでぞおぼえたまへる】「げに」（なるほど）とは帝の感想と語り手の感想が一致した表現である。桐壺の桐は薄紫の花をつける。また藤壺の藤も紫色の花をつける。後の紫の上も、その名のとおり「紫」である。なお葵の上との結婚の折の和歌にも「紫」の語句が出てくる。「紫」（高貴な色であるとともに褪せやすい色でもある）が隠された主題となっている。

3 【これは人の御際まさりて】藤壺をさす。後に「かれは人の許しきこえざりしに」と対比して語る。語り手の両者批評の文章である。

4 【かれは人の許しきこえざりしに御心ざしあやにくなりしぞかし】『岷江入楚』所引の三光院説に「草子地批判也」と指摘。「あやにくなり」「し」（過去の助動詞）「ぞ」「かし」という批評の言は語り手の意見である。しかし、草子地と指摘するなら、「これは」から以下をそうと指摘すべきである。

5 【思し紛るとはなけれどおのづから御心移ろひてこよなう思し慰むやうなるもあはれなるわざなりけり】『紹巴抄』は「双地なるへし」と指摘。帝の故桐壺更衣を愛情が薄らいでいくのを人間の自然の心のなせるわざとする、語り手の諦観がある。作者の言葉を選んだ微妙な表現である。「思し」「紛る」（自動詞）であって、「紛らす」（他動詞）とはない。更衣を思う気持ち、愛情が紛れる。「とはなけれど」、帝自身もちろん、周囲の人の目からもそのように見えるが。「おのづから」、自然と。「御心」「移ろひて」、元の人（故桐壺更衣）に対する御愛情が薄れて他の新しい人（藤壺）に移ってゆくようになって、「こよなく」は、以前の「慰むやとさるべき人びとを参らせたまへど」と比較して格段にの意。「思し」「慰む」、悲しみの気持ちが紛れる、また愛情が紛れる。「あはれなる」「わざ」「なりけり」、人情の自然というものであった、いかんともしがたい人間の心であるよ、という作者の気持ち。このような人間把握が人間の行動の底流に見据えられて物語は展開していく。


第五段　源氏、藤壺を思慕

桐壺．３．５．１

■　源氏げんじの君きみは1、御おほむあたり2去さりたまはぬを、ましてしげく渡わたらせたまふ御方3おほむかたは、え恥はぢあへたまはず。

◇　源氏の君は、お側をお離れにならないので、誰より頻繁にお渡りあそばす御方は、恥ずかしがってばかりいらっしゃれない。

■　いづれの御方おほむかたも、われ人ひとに劣おとらむと思おぼいたるやはある4、とりどりにいとめでたけれど、うち大人おとなびたまへる5に、いと若わかううつくしげにて6、切せちに隠かくれたまへど、おのづから漏もり見みたてまつる7。

◇　どのお妃方も自分が人より劣っていると思っていらっしゃる人があろうか、それぞれにとても素晴らしいが、お年を召しておいでになるのに対して、とても若くかわいらしい様子で、頻りにお姿をお隠しなさるが、自然と漏れ拝見する。


1 【源氏の君は】臣下に降ったので「源氏」という呼称で呼ばれる。

2 【御あたり】帝のお側。

3 【しげく渡らせたまふ御方】帝が頻繁にお渡りになるお方、すなわち藤壺。

4 【われ人に劣らむと思いたるやはある】挿入句。語り手の意見感想を間に入れて、後宮の妃方がいずれも気位い高く自負していらっしゃる方々であることを強調。

5 【うち大人びたまへる】他の妃方は既に年をめしている。

6 【いと若ううつくしげにて】藤壺は若々しくかわいらしげである。

7 【おのづから漏り見たてまつる】主語は源氏。自然と漏れ拝見する。先にも「おのづから御心移ろひて」とあったように、ここでも「おのづから」と語られている。父桐壺帝や子の光源氏の心の動きを、人情の自然、という趣旨で語っている。


桐壺．３．５．２

■　母御息所ははみやすむどころも、影かげだにおぼえたまはぬを1、

◇　母御息所は、顔かたちすらご記憶でないのを、

■　「いとよう似にたまへり2」

◇　「大変によく似ていらっしゃる」

■　と、典侍ないしの聞すけのきこえけるを、若わかき御心地みここちにいとあはれ3と思おもひきこえたまひて、常つねに参まゐらまほしく、

◇　と、典侍が申し上げたのを、幼心にとても慕わしいとお思い申し上げなさって、いつもお側に参りたく、

■　「なづさひ見みたてまつらばや4」

◇　「親しく拝見したい」

■　とおぼえたまふ。

◇　と思われなさる。


1 【影だにおぼえたまはぬを】母桐壺更衣が亡くなったのは、源氏三歳（数え年）の夏。「影」「だに」（副助詞）と強調されている。母の死去を理解できなかったことが、六歳の折の祖母死去の折に語られていた。

2 【いとよう似たまへり】典侍の詞には、容貌がとはないが、前後の文脈からそのように読める表現。

3 【いとあはれ】源氏の心。なつかしい、慕わしい、といったニュアンスが込められる。

4 【常に参らまほしくなづさひ見たてまつらばや】源氏の心。地の文から心内文に自然変化した文章表現。客観描写から主観描写へと心の高まりを感じさせる。


桐壺．３．５．３

■　主上うへも1限かぎりなき御思おほむおもひどちにて2、

◇　主上もこの上なくおかわいがりのお二方なので、

■　「な疎うとみたまひそ3。

◇　「お疎みなさいますな。

■　あやしくよそへきこえつべき心地ここちなむする。

◇　不思議と若君の母君となぞらえ申してもよいような気持ちがする。

■　なめしと思おぼさで5、らうたくしたまへ。

◇　失礼だとお思いなさらず、いとおしみなさい。

■　つらつき、まみなどは、いとよう似にたりしゆゑ6、かよひて見みえたまふも7、似にげなからずなむ8」

◇　顔だちや、目もとなど、大変によく似ているため、母君のようにお見えになるのも、母子として似つかわしくなくはない」

■　など聞きこえつけたまへれば、幼心地をさなごこちにも、はかなき花紅葉はなもみぢにつけても心こころざしを見みえたてまつる。

◇　などと、お頼み申し上げなさっているので、幼心にも、ちょっとした花や紅葉にことつけても、お気持ちを表し申す。

■　こよなう心寄こころよせきこえたまへれば9、弘徽殿こうきでんの女御にょうご、またこの宮みやとも御仲おほむなかそばそばしきゆゑ、うち添そへて、もとよりの憎にくさも立たち出いでて、ものしと思おぼしたり。

◇　この上なく好意をお寄せ申していらっしゃるので、弘徽殿の女御は、またこの宮ともお仲が好ろしくないので、それに加えて、もとからの憎しみももり返して、不愉快だとお思いになっていた。


1 【主上も】帝を「うへ」と呼称する。

2 【御思ひどちにて】帝にとってもこの上なく大切なお二人なので。

3 【な疎みたまひそ】以下「似げなからずなむ」まで帝の藤壺への詞。

4? 【よそへつべき】「あなたを若君の母君にお見立てしてよいような気がする」。藤壺にはこの言葉を聞いただけでは何のことか事情がわからないだろう。

5 【なめしと思さで】帝の唐突な発言を、また源氏が母君のようにお慕い申すことを、前後の文脈に掛かる両意を含んだ「なめし」であろう。

6 【つらつきまみなどはいとよう似たりしゆゑ】「似」「たり」「し」（過去の助動詞）は帝の実感を伝える。敬語のないことに注意すべきである。桐壺更衣が藤壺に似ている、という意である。若君と更衣はよくにているので（集成）、とする説もある。

7 【かよひて見えたまふも】若君にとってあなたが母親のようにお見えになるのも。

8 【似げなからずなむ】母子の関係として見ても不似合いではない、意。

9 【こよなう心寄せきこえたまへれば】源氏が藤壺に。


桐壺．３．５．４

■　世よにたぐひなしと見みたてまつりたまひ1、名高なだかうおはする宮みやの2御容貌おほむかたちにも、なほ匂にほはしさは3たとへむ方かたなく、うつくしげなるを、世よの人ひと、

◇　世の中にまたとないお方だと拝見なさり、評判高くおいでになる宮のご容貌に対しても、やはり照り映える美しさにおいては比較できないほど美しそうなので、世の中の人は、

■　「光ひかる君きみ」

◇　「光る君」

■　と聞きこゆ4。

◇　とお呼び申し上げる。

■　藤壺ふぢつぼならびたまひて、御おほむおぼえもとりどりなれば、

◇　藤壺もお並びになって、御寵愛がそれぞれに厚いので、

■　「かかやく日ひの宮みや」

◇　「輝く日の宮」

■　と聞きこゆ5。

◇　とお呼び申し上げる。


1 【見たてまつりたまひ】帝が藤壺を拝見なさる。『古典セレクション』では弘徽殿女御が東宮をとする。また『新大系』では源氏が藤壺をとする。

2 【名高うおはする宮の】藤壺の宮、評判高くおいでになる宮。「にも」は「に対しても」。藤壺と源氏の容貌の美しさが対比して語られる。

3 【なほ匂はしさは】「なほ」と「は」があることに注意。やはり、源氏の生き生きとした美しさは。

4 【世の人光る君と聞こゆ】世の中の人びとは「光る君」と申し上げる。後に「光る君といふ名は高麗人のめできこえてつけたてまつりける」とも語られる。

5 【かかやく日の宮と聞こゆ】「かかやく」は近世初期まで清音（日本霊異記、訓釈・新撰字鏡・日葡辞書）。「かかやく日の宮」。こうして、この物語のヒーロー、ヒロインが並び揃う。


第六段　源氏元服（十二歳）

桐壺．３．６．１

■　この君きみの御童姿おほむわらはすがた、いと変かへまうく思おぼせど、十二じふににて御元服おほんげんぷくしたまふ1。

◇　この君の御童子姿を、とても変えたくなくお思いであるが、十二歳で御元服をなさる。

■　居起ゐたち思おぼしいとなみて、限かぎりある事ことに事ことを添そへさせたまふ。

◇　御自身お世話を焼かれて、作法どおりの上にさらにできるだけの事をお加えあそばす。


1 【十二にて御元服したまふ】源氏十二歳で元服する。当時の一般的年齢である。明融臨模本「御」の右傍に「ン」とあるので「おほんげんぷく」と読む。


桐壺．３．６．２

■　一年ひととせの春宮とうぐうの御元服おほんげんぷく、南殿なでんにてありし儀式2,3ぎしき、よそほしかりし御響おほむひびきに落おとさせたまはず。

◇　先年の東宮の御元服が、紫宸殿で執り行われた儀式が、いかめしく立派であった世の評判にひけをおとらせにならない。

■　所々ところどころの饗きゃうなど4、内蔵寮くらづかさ、穀倉院こくさうゐんなど5、公事おほやけごとに仕つかうまつれる、おろそかなることもぞ6と、とりわき仰おほせ言ごとありて、清きよらを尽つくして仕つかうまつれり。

◇　各所での饗宴などにも、内蔵寮や穀倉院など、規定どおり奉仕するのでは、行き届かないことがあってはいけないと、特別に勅命があって、善美を尽くしてお勤め申した。


1? 【居立ち思しいとなみて】帝御自身で。

2 【一年の春宮の御元服南殿にてありし儀式】「一年（ひととせ）」は先年、或る年の意。東宮の御元服の儀式が南殿（紫宸殿）で行われた様子は語られない。

3 【儀式】『古典セレクション』では「儀式の」と校訂するが、明融臨模本・大島本「きしき」とあり格助詞「の」はナシ。

4 【所々の饗など】宮中の諸所の殿舎で賜るごちそう。

5 【内蔵寮穀倉院など】この前後、地の文からやがて心内文に移る。

6 【おろそかなることもぞ】連語「もぞ」（係助詞「も」＋係助詞「ぞ」）は将来起こる事態に対する危惧の意を表す。「行き届かないことがあってはいけない」、帝の心の表出である。


桐壺．３．６．３

■　おはします殿でんの東ひむがしの廂ひさし、東向ひむがしむきに椅子立いしたてて、冠者くわんざの御座2ござ、引入ひきいれの大臣おとどの御座3ござ、御前おまへにあり4。

◇　おいでになる清涼殿の東廂の間に、東向きに椅子を立てて、元服なさる君のお席と加冠役の大臣のお席とが、御前に設けられている。

■　申さるの時ときにて5源氏参げんじまゐりたまふ。

◇　儀式は申の時で、その時刻に源氏が参上なさる。

■　角髪結みづらゆひたまへるつらつき、顔かほのにほひ、さま変かへたまはむこと惜をしげなり。

◇　角髪に結っていらっしゃる顔つきや、童顔の色つやは、髪形をお変えになるのは惜しい感じである。

■　大蔵卿おほくらきゃう、蔵人仕くらびとつかうまつる6。

◇　大蔵卿が理髪役を奉仕する。

■　いと清きよらなる御髪みぐしを削そぐほど、心苦こころぐるしげなるを、主上うへは、

◇　たいへん美しい御髪を削ぐ時、いたいたしそうなのを、主上は、

■　「御息所みやすむどころの見みましかば7」

◇　「亡き母の御息所が見たならば」

■　と、思おぼし出いづるに、堪たへがたきを、心強こころづよく念ねんじかへさせたまふ。

◇　と、お思い出しになると、涙が抑えがたいのを、思い返してじっとお堪えあそばす。


1? 【おはします殿の東の廂の東向きに椅子立てて】帝が常時おいでになるお常御殿、すなわち清涼殿。東向きの殿である。その東廂の間に東向きに帝が座る御椅子を据えて。

2 【冠者の御座】冠者のお席、すなわち源氏の席。

3 【引入の大臣の御座】加冠役の大臣のお席。

4 【御前にあり】帝の御前に冠者の席と加冠役の大臣の席とがあるという配置。

5 【申の時にて】儀式は申の時で、の意。午後四時ころ。

6 【大蔵卿蔵人仕うまつる】大蔵卿が理髪係をお勤めする。「蔵人」は、ここでは官職名ではなく、帝の理髪係を勤めるので、こう呼んだもの。

7 【御息所の見ましかば】帝の心。故桐壺の更衣が生きていて、この儀式を見たならばどんなに嬉しく思ったことであろうに、の意。「ましかば」は反実仮想。


桐壺．３．６．４

■　かうぶりしたまひて、御休所おほむやすみどころにまかでたまひて、御衣奉おほむぞたてまつり替かへて1、下おりて拝はいしたてまつりたまふさまに、皆人涙落みなひとなみだおとしたまふ。

◇　加冠なさって、御休息所にお下がりになって、ご装束をお召し替えなさって、東庭に下りて拝舞なさる様子に、一同涙を落としなさる。

■　帝2みかどはた、ましてえ忍しのびあへたまはず、思おぼし紛まぎるる折をりもありつる昔むかしのこと3、とりかへし悲かなしく思おぼさる4。

◇　帝は帝で、誰にもまして堪えきれなされず、お悲しみの紛れる時もあった一時のことを、立ち返って悲しく思われなさる。

■　いとかう5きびはなるほどは、あげ劣おとりやと疑うたがはしく思おぼされつるを、あさましううつくしげさ添そひたまへり。

◇　たいそうこのように幼い年ごろでは、髪上げして見劣りをするのではないかと御心配なさっていたが、驚くほどかわいらしさも加わっていらっしゃった。


1 【御衣奉り替へて】「奉る」は動詞、「着る」の尊敬語。

2 【帝】この物語では、帝の呼称が場面によって「帝（みかど）」「主上（うへ）」「内裏（うち）」などと呼称し分けられている。「帝」は公的イメージ。

3 【思し紛るる折もありつる昔のこと】先に「思し紛るとはなけれとおのづから御心移ろひてこよなく思し慰むやうなるもあはれなるわざなりけり」をさす。しばし藤壺寵愛によって桐壺更衣を失った悲しみを忘れていたこと。

4 【とりかへし悲しく思さる】帝は今再び昔に帰った気持ちになって悲しみを新たにする。と共に、みずからの「御心移ろひ」を認めるものでもある。

5 【いとかう】以下「あげ劣りや」まで帝の心。


桐壺．３．６．５

■　引入ひきいれの大臣おとどの1皇女腹みこばらにただ一人ひとりかしづきたまふ御女おほむむすめ、春宮とうぐうよりも御みけしきあるを3、思おぼしわづらふことありける4、この君きみに奉たてまつらむの御心みこころなりけり。

◇　加冠役の大臣が皇女でいらっしゃる方との間に儲けた一人娘で大切に育てていらっしゃる姫君を、東宮からも御所望があったのを、ご躊躇なさることがあったのは、この君に差し上げようとのお考えからなのであった。

■　内裏うちにも、御みけしき賜たまはらせたまへりければ5、

◇　帝からの御内意を頂戴させていただいたところ、

■　「さらば、この折をりの後見うしろみなかめるを、添そひ臥ぶしにも6」

◇　「それでは、元服の後の後見する人がいないようなので、その添い臥しにでも」

■　ともよほさせたまひければ7、さ思おぼしたり。

◇　とお促しあそばされたので、そのようにお考えになっていた。


1 【引入の大臣の】以下「御心なりけり」まで、地の文からやがて語り手が大臣の躊躇していた心境の理由説明する文に変わっている。物語の時間もここから「さ思したり」まで、過去に遡って語られる。

2? 【皇女腹にただ一人かしづきたふ御女】大臣の北の方である皇女がお生みになった大切な一人娘。『源氏物語』では臣下に降嫁した例は、後に准太上天皇光源氏に朱雀院の皇女三の宮や太政大臣の嫡男柏木衛門督にその姉の女二の宮がいる。

3 【春宮よりも御けしきあるを】東宮からの入内の要請をさす。

4 【思しわづらふことありける】明融臨模本「おほしわつらふ事ありけるは」の「は」は後人の補入。大島本も「覚しわつらふ事ありける」とある。

5 【御けしき賜はらせたまへりければ】「御けしき」は帝の御内意、「賜ら」（「与える」の尊敬語、また「もらう」の謙譲語、為手受手の立場によって変わる）、「せ」（尊敬の助動詞）「たまへ」（尊敬の補助動詞）は最高敬語で帝の行為に対して使われた表現であるが、ここは受手側からの申し出であるので、大臣の最高にへりくだった表現、「帝の御内意を頂戴させていただく」というニュアンス。「帝からも御内諾を左大臣にいただかせてお置きになったことなので」（今泉忠義訳）という、帝を主導者にした解釈もあるが、下文の「さらばこの折の後見なかめるを添臥にも」という繋がりが不自然である。「りければ」の完了の助動詞「り」完了の意、過去の助動詞「けり」で、左大臣は元服の儀式前に既に御内意を得ていた、の意味。

6 【さらばこの折の後見なかめるを添ひ臥しにも】帝の引入の大臣に対する詞。「さらば」は大臣の源氏を婿にとの希望をさす。「添ひ臥にも」の下に「せよ」などの語句が省略されたかたち。

7 【もよほさせたまひければ】帝は、源氏と加冠役の大臣家の娘との結婚を表向きには「お促しあそばしたので」というかたちをとる。


桐壺．３．６．６

■　さぶらひにまかでたまひて、人ひとびと大御酒おほみきなど参まゐる1ほど、親王みこたちの御座おほむざの末すゑに源氏着げんじつきたまへり。

◇　御休息所に退出なさって、参会者たちが御酒などをお召し上がりになる時に、親王方のお席の末席に源氏はお座りになった。

■　大臣気色おとどけしきばみきこえたまふこと2あれど、もののつつましきほど3にて、ともかくもあへしらひきこえたまはず。

◇　大臣がそれとなく仄めかし申し上げなさることがあるが、気恥ずかしい年ごろなので、どちらともはっきりお答え申し上げなさらない。


1 【大御酒など参る】「参る」は「呑む」の尊敬語。

2 【大臣気色ばみきこえたまふこと】「気色ばみ」は源氏に対してわが娘婿にと結婚をほのめかしたこと。

3 【もののつつましきほど】気恥ずかしい年頃。


桐壺．３．６．７

■　御前おまへより、内侍1ないし、宣旨せんじうけたまはり伝つたへて、大臣参おとどまゐりたまふべき召めしあれば、参まゐりたまふ。

◇　御前から掌侍が宣旨を承り伝えて、大臣に御前に参られるようにとのお召しがあるので、参上なさる。

■　御禄おほむろくの物もの、主上うへの命婦取みゃうぶとりて賜たまふ。

◇　御禄の品物を、主上づきの命婦が取りついで賜わる。

■　白しろき大袿おほうちきに御衣一領おほむぞひとくだり、例れいのことなり。

◇　白い大袿に御衣装一領、例のとおりである。


1 【内侍】掌侍（内侍司の三等官）をいう。


桐壺．３．６．８

■　御盃おほむさかづきのついでに1、

◇　お盃を賜る折に、


1 【御盃のついでに】帝が左大臣に盃を廻す折に、和歌を一首詠んで廻す。


桐壺．３．６．９

■　「いときなき初元結はつもとゆひに長ながき世よを

契ちぎる心こころは結むすびこめつや1」

◇　「幼子の元服の折、末永い仲を

そなたの姫との間に結ぶ約束はなさったか」


1 【いときなき初元結ひに長き世を契る心は結びこめつや】帝から大臣への贈歌。「初元結ひ」は元服のこと。「初元結ひ」の縁語「結ぶ」に「髻を結ぶ」意と「契りを結ぶ」意とを掛ける。結婚の約束をなさったか、という問い掛け。


桐壺．３．６．１０

■　御心みこころばへありて、おどろかさせたまふ1。

◇　お心づかいを示されて、はっとさせなさる。


1 【おどろかさせたまふ】大臣をはっとさせなさる、気づかせなさるということだが、つまり、念を押しなさるという意である。


桐壺．３．６．１１

■　「結むすびつる心こころも深ふかき元結もとゆひに

濃こき紫むらさきの色いろし褪あせずは1」

◇　「元服の折、約束した心も深いものとなりましょう

その濃い紫の色さえ変わらなければ」


1 【結びつる心も深き元結ひに濃き紫の色し褪せずは】「ずは」連語、順接の仮定条件を表す。もしも、--ならば、の意。大臣の帝の歌に対する返歌。「濃き紫」に元結の紐の「紫」色と源氏の深い愛情の意をこめる。大臣は帝の「結びこめつや」という問い掛けに対して、第一句冒頭に「結びつる」と答えている。「色し褪せずは」（愛情が薄れなければ）は、そのようであってほしいと言葉に表した念願、言霊信仰とみてよいだろう。しかしまた、紫の色は褪色しやすい色、そのような親心の懸念は、物語の中で不吉な予言となってしまっている。


桐壺．３．６．１２

■　と奏そうして、長橋1ながはしより下おりて舞踏ぶたふしたまふ。

◇　と奏上して、長橋から下りて拝舞なさる。


1 【長橋】明融臨模本「か」に濁点符号あり。長橋、紫宸殿と清涼殿をつなぐ渡殿。


桐壺．３．６．１３

■　左馬寮ひだりの御馬つかさのおほむむま、蔵人所くらうどどころの鷹据たかすゑて賜たまはりたまふ1。

◇　左馬寮の御馬、蔵人所の鷹を留まり木に据えて頂戴なさる。

■　御階2みはしのもとに親王みこたち上達部かむだちめつらねて、禄ろくども品々しなじなに賜たまはりたまふ。

◇　御階のもとに親王方や上達部が立ち並んで、禄をそれぞれの身分に応じて頂戴なさる。


1 【賜はりたまふ】「鷹据ゑて」の「賜はり」は帝に対する敬語、「たまふ」は源氏に対する敬語。「品々に」の「賜はり」は帝に対する敬語、「たまふ」は親王たち上達部に対する敬語。

2 【御階】清涼殿の東庭に下りる階段。


桐壺．３．６．１４

■　その日ひの御前おまへの折櫃物をりびつもの、籠物こものなど、右大弁うだいべんなむ承うけたまはりて仕つかうまつらせける1。

◇　その日の御前の折櫃物や、籠物などは、右大弁が仰せを承って調えさせたのであった。

■　屯食とんじき、禄ろくの唐櫃からびつどもなど、ところせきまで、春宮とうぐうの御元服おほんげんぷくの折をりにも数かずまされり。

◇　屯食や禄用の唐櫃類など、置き場もないくらいで、東宮の御元服の時よりも数多く勝っていた。

■　なかなか限かぎりもなくいかめしうなむ2。

◇　かえっていろいろな制限がなくて盛大であった。


1 【右大弁なむ承りて仕うまつらせける】先に「御後見だちて仕うまつる右大弁」とあった。「仕うまつら」「せ」（使役の助動詞）「ける」（過去の助動詞）、右大弁が帝の仰せを承って人々に整えさせたのであった、の意。

2 【なかなか限りもなくいかめしうなむ】下に「ありける」などの語句が省略されている。語り手の口吻が感じられる文章。


第七段　源氏、左大臣家の娘（葵上）と結婚

桐壺．３．７．１

■　その夜よ、大臣おとどの御里おほむさとに源氏げんじの君きみまかでさせたまふ1。

◇　その夜、大臣のお邸に源氏の君を退出させなさる。

■　作法世さほふよにめづらしきまで、もてかしづききこえたまへり2。

◇　婿取りの儀式は世に例がないほど立派におもてなし申し上げなさった。

■　いときびはにておはしたるを、ゆゆしううつくしと思おもひきこえたまへり。

◇　とても若くおいでなのを、不吉なまでにかわいいとお思い申し上げなさった。

■　女君をむなぎみはすこし過すぐしたまへるほどに3、いと若わかうおはすれば4、似にげなく恥はづかし5と思おぼいたり6。

◇　女君は少し年長でおいでなのに対して、婿君がたいそうお若くいらっしゃるので、似つかわしくなく恥ずかしいとお思いでいらっしゃった。


1 【まかでさせたまふ】「させ」（使役の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）、帝の行為に対して使われている。帝が源氏を大臣邸にご退出させなさる。現在形の文末表現。

2 【作法世にめづらしきまでもてかしづききこえたまへり】「作法」、「きこえ」（謙譲の補助動詞）「たまへ」（尊敬の補助動詞）「り」（完了の助動詞、存続）。大臣の源氏婿取りの作法は世に前例がないほど立派にお整え申し上げなさっていた。以下、その夜以後の内容を語るので、文末は「り」「たり」（完了の助動詞、存続）で語られる。

3 【すこし過ぐしたまへるほどに】女君の年齢が源氏よりも少し年長でいらしたのに対して。

4 【いと若うおはすれば】主語は源氏。挿入句。源氏がたいそうお若くいらっしゃるので、という理由。

5 【似げなく恥づかし】女君の心。年齢が合わず恥ずかしい。あまりに若い婿を迎えた成人女性の恥じらいの気持ち。

6 【思いたり】女君はお思いでいらっしゃった。以上、婿取りの夜の儀式からそれ以後、現在までの大臣や女君の思いを語った。完了の助動詞、存続形の文末表現。


桐壺．３．７．２

■　この大臣おとどの御おほむおぼえいとやむごとなきに、母宮ははみや、内裏うちの一ひとつ后腹きさいばらになむおはしければ1、いづ方かたにつけても2いとはなやかなるに3、この君きみさへかくおはし添そひぬれば4、春宮とうぐうの御祖父おほむおほぢにて、つひに世よの中なかを知しりたまふべき右大臣みぎの御勢**ひは、ものにもあらず圧***されたまへり5。

◇　この大臣は帝のご信任が厚い上に、姫君の母宮が帝と同じ母后のお生まれでいらっしゃったので、どちらから言っても立派な上に、この君までがこのように婿君としてお加わりになったので、東宮の御祖父で、最後には天下を支配なさるはずの右大臣のご威勢も、敵ともなく圧倒されてしまった。

◆　 
この おとど の おほむ-おぼえ いと やむごとなき に、 ははみや、 うち の ひと-つ-きさいばら に なむ おはし けれ ば、 いづかた に つけ て も いと はなやか なる に、 この きみ さへ かく おはし そひ ぬれ ば、 とうぐう の おほむ-おほぢ にて、 つひに よのなか を しり たまふ べき みぎ-の-おとど の おほむ-いきほい は、 もの に も あら ず おさ れ たまへ り。


1 【母宮内裏の一つ后腹になむおはしければ】女君の母宮は帝と同腹の兄妹でいらしたので。

2 【いづ方につけても】大臣は帝の信任が厚く、また一方でその妻は帝の同腹の妹宮。

3 【いとはなやかなるに】「に」接続助詞、そのうえ、という意を表す。

4 【かくおはし添ひぬれば】帝の御子が婿として左大臣家にお加わりになったので。

5 【ものにもあらず圧されたまへり】完了の助動詞「り」（存続）は、源氏結婚後の帝と引入の左大臣家との結び付きが強まり、それ以後、一の親王の東宮を擁する右大臣家が圧倒されていることを語る。


桐壺．３．７．３

■　御子みこどもあまた腹々はらばらにものしたまふ1。

◇　ご子息たちが大勢それぞれの夫人方にいらっしゃる。

■　宮みやの御腹おほむは、蔵人少将らはくらうどのせうしゃうにて2いと若わかうをかしきを3、右大臣みぎの4、御仲おとどのおほむなかはいと好よからねど、え見過みすぐしたまはで、かしづきたまふ四しの君5きみにあはせたまへり。

◇　宮がお生みの方は、蔵人少将でたいそう若く美しい方なので、右大臣が、左大臣家とのお間柄はあまりよくないが、他人として放っておくこともおできになれず、大切になさっている四の君に婿取りなさっていた。

■　劣おとらず6もてかしづきたるは、あらまほしき御おほむあはひども7になむ。

◇　劣らず大切にお世話なさっているのは、両家とも理想的な婿舅の間柄である。


1 【御子どもあまた腹々にものしたまふ】主語は引入の大臣。その大臣の正妻北の方は帝と同腹の宮であるが、その他の夫人方との間にも大勢の子供たちがいるということを語る。現在形の文末表現。

2 【宮の御腹は蔵人少将にて】先の「女君」の他に男子もいて、蔵人兼少将（正五位下相当）であった。源氏には従兄弟でもある。

3 【いと若うをかしきを】接続助詞「を」は、順接の確定条件、原因・理由を表す。--なので。

4 【右大臣の】格助詞「の」主格を表す。「御仲はいと好からねど」は挿入句。

5 【四の君】右大臣家の四の君に蔵人兼少将は婿取りされる。一の親王の母弘徽殿女御の妹君に当たる。

6 【劣らず】左大臣家の婿扱いに比較して劣らない。

7 【御あはひども】接尾語「ども」複数の意は、左大臣家と右大臣家をさす。


桐壺．３．７．４

■　源氏げんじの君きみは、主上うへの常つねに召めしまつはせば、心安こころやすく里住さとずみもえしたまはず。心こころのうちには、ただ藤壺ふぢつぼの御おほむありさまを、類たぐひなしと思おもひきこえて、「さやうならむ人ひとをこそ1見みめ。似にる人ひとなくもおはしけるかな。大殿おほいどの君のきみ、いとをかしげにかしづかれたる人ひととは見みゆれど、心こころにもつかず」おぼえたまひて、幼をさなきほどの心一こころひとつにかかりて、いと苦くるしきまでぞおはしける2。

◇　源氏の君は、主上がいつもお召しになって放さないので、気楽に私邸で過すこともおできになれない。心中では、ひたすら藤壺のご様子を、またといない方とお慕い申し上げて、「そのような女性こそ妻にしたいものだ、似た方もいらっしゃらないな。大殿の姫君は、たいそう興趣ありそうに大切に育てられている方だと思われるが、少しも心惹かれない」というように感じられて、幼心一つに思いつめて、とても苦しいまでに悩んでいらっしゃるのであった。


1 【さやうならむ人をこそ】以下「心にもつかず」まで源氏の心。「心にもつかず」の下にいずれの諸本にも引用の格助詞「と」がなく、「心にもつかず」が「おぼえたまひて」を修飾する構文になっている。源氏の心をわざと韜晦させたものだろうか。心中文の文末が地の文に融合した形になっている。

2 【いと苦しきまでぞおはしける】係助詞「ぞ」と「おはしける」の間に「悩み」などの語が省略されている。


第八段　源氏、成人の後

桐壺．３．８．１

■　大人おとなになりたまひて後のちは1、ありしやうに御簾みすの内うちにも入いれたまはず2。

◇　元服なさってから後は、かつてのように御簾の内側にもお入れにならない。

■　御遊おほむあそびの折々をりをり、琴笛ことふえの音ねに聞きこえかよひ3、ほのかなる御声4おほむこゑを慰なぐさめにて、内裏住うちずみのみ好このましうおぼえたまふ。

◇　管弦の御遊の時々、琴と笛の音に心通わし合い、かすかに漏れてくるお声を慰めとして、内裏の生活ばかりを好ましく思っていらっしゃる。

■　五六日いつかむいかさぶらひたまひて、大殿おほいどのに二三日ふつかみかなど、絶たえ絶だえにまかでたまへど、ただ今いまは幼をさなき御おほむほどに、罪つみなく思おぼしなして5、いとなみかしづききこえたまふ。

◇　五、六日は内裏に伺候なさって、大殿邸には二、三日程度、途切れ途切れに退出なさるが、まだ今はお若い年頃であるので、つとめて咎めだてすることなくお許しになって、婿君として大切にお世話申し上げなさる。


1 【大人になりたまひて後は】以下の文末は現在形で語られる。

2 【ありしやうに御簾の内にも入れたまはず】帝は以前のように源氏を御簾の内側にお入れにならない。成人したからである。

3 【琴笛の音に聞こえかよひ】源氏の吹く笛の音色に御簾の内側から藤壺が琴の音を合わせて弾くことによって気持ちを通じ合わせている。音楽が源氏の心を通わす経路となっている。

4 【ほのかなる御声】藤壺のかすかなお声。

5 【罪なく思しなして】左大臣は咎めだてすることなくお許しになって、「なして」には無理してそうするというニュアンスがある。


桐壺．３．８．２

■　御方々おほむかたがたの人ひとびと1、世よの中なかにおしなべたらぬを選えりととのへすぐりてさぶらはせたまふ2。

◇　お二方の女房たちは、世間から並々でない人たちをえりすぐってお仕えさせなさる。

■　御心みこころにつくべき御遊おほむあそび3をし、おほなおほな思おぼしいたつく4。

◇　お気に入りそうなお遊びをし、せいいっぱいにお世話していらっしゃる。


1 【御方々の人びと】源氏と女君に仕える女房たち。

2 【さぶらはせたまふ】主語は左大臣。「せ」使役の助動詞。

3 【御心につくべき御遊び】源氏の気持ちに。

4 【おほなおほな思しいたつく】主語は左大臣。副詞「おほなおほな」は、我身を忘れて一生懸命に、の意。「いたつく（労）」は、古くは清音（日本書紀）、後世に濁音「いたづく」（日葡辞書）となる。


桐壺．３．８．３

■　内裏うちには、もとの淑景舎しげいさを御曹司おほむざうしにて1、母御息所ははみやすむどころの御方おほむかたの人ひとびとまかで散ちらずさぶらはせたまふ2。

◇　内裏では、もとの淑景舎をお部屋にあてて、母御息所にお仕えしていた女房を退出して散り散りにさせずに引き続いてお仕えさせなさる。


1 【内裏にはもとの淑景舎を御曹司にて】内裏では源氏にゆかりのある淑景舎（桐壺）をお部屋にあてて。

2 【まかで散らずさぶらはせたまふ】主語は帝である。以下、帝の指示によって「里の殿」の修繕などもなされる。


桐壺．３．８．４

■　里さとの殿1とのは、修理職すりしき、内匠寮たくみづかさに宣旨下せんじくだりて、二になう改あらため造つくらせたまふ。

◇　実家のお邸は、修理職や内匠寮に宣旨が下って、またとなく立派にご改造させなさる。

■　もとの木立こだち、山やまのたたずまひ、おもしろき所ところなりけるを2、池いけの心広こころひろくしなして、めでたく造つくりののしる。

◇　もとからの木立や、築山の様子、趣きのある所であったが、池をことさら広く造って、大騷ぎして立派に造営する。


1 【里の殿】桐壺更衣の邸。後に「二条院」と呼ばれる。

2 【おもしろき所なりけるを】接続助詞「を」順接の意。--であったのをさらに、の文脈。


桐壺．３．８．５

■　「かかる所ところに思おもふやうならむ人ひとを据すゑて住すまばや1」

◇　「このような所に、理想とするような女性を迎えて一緒に暮らしたい」

■　とのみ、嘆なげかしう思おぼしわたる2。

◇　とばかり、胸を痛めてお思い続けていらっしゃる。


1 【かかる所に思ふやうならむ人を据ゑて住まばや】源氏の心。「思うやうならむ人を据えて住まばや」という願望は、当時の政略的な婿取り結婚が一般的な世の中で清新でロマンチックな願望である。

2 【のみ嘆かしう思しわたる】既に正妻がありながらそれとの夫婦仲がうまくゆかず、さらに理想的な女性を求めて彷徨してゆくこの物語の主人公像が語られている。文末は現在形で結ばれる。以上、語り手が語られてきた物語世界に対して恣意を交えずに客観的にたんたんと語ったという印象を残す。


桐壺．３．８．６

■　「光ひかる君きみといふ名なは、高麗人こまうどのめできこえてつけたてまつりける」

◇　「光る君という名前は、高麗人がお褒め申してお付けしたものだ」

■　とぞ、言いひ伝つたへたるとなむ1。

◇　と、言い伝えているとのことである。


1 【光る君といふ名は高麗人のめできこえてつけたてまつりけるとぞ言ひ伝へたるとなむ】『万水一露』所引「宗碩説」は「光る君」以下を「注の詞也」と指摘し、また『岷江入楚』は「高麗人の」以下をいわゆる草子地と認め、『一葉抄』は「言ひ伝へたる」以下を、さらに『細流抄』は「となむ」だけを、いわゆる草子地と認めている。物語の主人公の名前の由来について、語り手は「高麗人のめできこえてつけたてまつりける」という別の伝承を「とぞ言い伝えたる」と紹介して、「となむ」と結ぶ。下に「ある」または「聞く」などの語が省略された形。この物語の筆記編集者である私（作者）は、そのように言い伝えていると聞くという体裁である。



 ２． 帚木 (ははきぎ)

第一章　雨夜の品定めの物語

第一段　長雨の時節

帚木．１．１．１

■　光ひかる源氏げんじ、名なのみことことしう1,2、言いひ消けたれたまふ3咎多とがおほかなるに4、いとど、かかる好すきごとどもを5、末すゑの世よにも聞きき伝つたへて、軽かろびたる名なをや流ながさむ6と、忍しのびたまひける隠かくろへごとをさへ、語かたり伝つたへけむ人7ひとのもの言いひさがなさよ8。

◇　光る源氏と、名前だけはご大層だが、非難されなさる取り沙汰が多いというのに、ますます、このような好色沙汰を、後世にも聞き伝わって、軽薄である浮き名を流すことになろうかと、隠していらっしゃった秘密事までを、語り伝えたという人のおしゃべりの意地の悪いことよ。

■　さるは、いといたく9世よを憚はばかり、まめだちたまひけるほど、なよびかにをかしきことはなくて、交野少将10かたののせうしゃうには笑わらはれたまひけむかし11。

◇　とは言うものの、大変にひどく世間を気にし、まじめになさっていたところは、艶っぽくおもしろい話はなくて、交野少将からは笑われなさったことであろうよ。


1 【光る源氏名のみことことしう】以下「語り伝へけむ人のもの言ひさがなさよ」まで、物語筆記編集者のそれまでの物語伝承者に対する批評。「光る源氏」という呼称は、これが初見。これより先には「桐壺」巻に「光る君」と二度あった。ところで、この下に「と」という引用の格助詞があるべきところ、省筆されているのは、その表現性を重視すべきであろう。別本の陽明文庫本に「ひかる源氏の名のみ」（「光る源氏」の名前だけ）というように格助詞「の」を伴う異本があるが、別のニュアンスが出て来る。ここは、巻頭、「光源氏」とずばり提示して、読者をびっくりさせ、しばし間を置き、改めて享受者に、その経緯を語っていこうとした筆運びである。文章上無駄を省いて格調高く語り出すことにも成功した。それにしても、ここに物語られる内容は、「桐壺」巻の主人公像とはあまりにかけ離れた意外な一面であり、享受者をして驚かせる。この物語の成立の問題や表現性を考えさせる。参考、和辻哲郎「源氏物語について」（『日本精神史研究』所収、全集第四巻）。

2 【ことことしう】形容詞「ことことし」は清音（日葡辞書）。『集成』『新大系』は清音で読むが、『古典セレクション』は濁音「ことごとしう」と濁音で読んでいる。下文に係らない。連用中止法で、逆接の意味で続く。本居宣長が「此下にてもじをそへて心得べし」（玉の小櫛、五）と指摘する。

3 【言ひ消たれたまふ】「光」の縁語で「言ひ消つ」と表現した（島津久基『講話』）。

4 【多かなるに】形容詞「多し」の連体形の活用語尾「る」が「ん」と撥音化されて無表記されたという説と、終止形「多かり」の「り」がナ行音の前で撥音化して無表記になったという説とがある。「なり」は、伝聞推定の助動詞。「に」は、接続助詞。下文の「いとど」との文脈から添加の意である。別本の陽明文庫本の「おほかめるに」（多いように見えるのに）は、語り手の視覚による推量となる。『全書』『集成』『完訳』に「多いそうだのに」「多いようだのに」「多いということだのに」とある。聞く人は物語享受者であるともに、源氏自身もまた聞き知って、「名をや流さむと忍びたまひける」という文脈。なお、『対訳』『大系』は「たくさんあるのに」「多くあるのに」という「なり」のニュアンスを訳出せず、『評釈』は「多いのだのに」という「なり」を断定の意味で訳出する。

5 【いとどかかる好きごとどもを】以下「名をや流さむ」まで全体を、源氏の自戒の念とも解釈しうる。その場合、「いとど」は「流さむ」に係る。また、「かかる好きごとども」とは、源氏が心中密かに思っている内容をさす。地の文とすれば、「いとど」は「聞き伝へて」に係り、物語伝承者の行為をいうことになる。「かかる好きごとども」は世の中に知られた源氏の色恋沙汰をさす。それは、いまだ語られていないが、物語伝承者と物語筆記編集者をそれを知っているので、このような語り方をしたことになる。両方に解釈しうるところは、両方に解釈して、その幅と含みをもって読んでいく。いずれにしても、物語享受者に期待感を抱かせる表現である。

6 【軽びたる名をや流さむ】源氏の心。「や」（係助詞、疑問）、「む」（推量の助動詞）の主体者は源氏。それを、物語筆記編集者が間接的に伝える。

7 【語り伝へけむ人】物語伝承者。「けむ」は過去推量の助動詞。伝承を伝え聞いての想像。

8 【もの言ひさがなさよ】物語筆記編集者の物語伝承者のおしゃべりに対する非難。古注『河海抄』他に「ここにしも何匂ふらむ女郎花人の物言ひさがにくき世に」（拾遺集、雑秋、一〇九八、僧正遍昭）の和歌が指摘される。

9 【さるはいといたく】「笑はれたまひけむかし」まで、物語筆記編集者の主人公光る源氏に対する批評。

10 【交野少将】交野少将は昔物語に色好みの人物として有名。しかし、当時の物語享受者は、物語中の人物も歴史上の人物も厳密に区別していなかった。

11 【笑はれたまひけむかし】物語筆記編集者がこの物語の主人公の行状に対して想像し（「けむ」）、かつ物語享受者に対し、同感を求め念を押した（「かし」）表現。


帚木．１．１．２

■　まだ中将ちゅうじゃうなどにものしたまひし時ときは、内裏2うちにのみさぶらひようしたまひて、大殿3おほいどのには絶たえ絶だえまかでたまふ。

◇　まだ近衛中将などでいらっしゃったころは、内裏にばかりよく伺候していらっしゃって、大殿邸には途切れ途切れに退出なさる。

■　忍しのぶの乱みだれS1やと、疑うたがひきこゆることもありしかど、さしもあだめき目馴めなれたるうちつけの好すき好ずきしさなどは好このましからぬ御本性ごほんじゃうにて、まれには、あながちに引ひき違たがへ心尽こころづくしなることを、御心みこころに思おぼしとどむる癖5くせなむ、あやにくにて6、さるまじき御振おほむふる舞まひもうち混まじりける7。

◇　お浮気事かと、お疑い申すこともあったが、そんなふうに浮気っぽいありふれた思いつきの色恋事などは好きでないご性格で、時たまには、やむにやまれない予想を狂わせる気苦労の多い恋を、お心に思いつめなさる性癖が、あいにくおありで、よろしくないご素行もないではなかった。


S1 春日野の若紫の摺衣忍ぶの乱れ限り知られず（古今六帖五-三三〇九）

1? 【まだ中将などにものしたまし時は】源氏が中将であることが初めて紹介される。中将は、従四位下相当官（定員、左右各一名）。「桐壺」巻では元服後でも「君」とあって、特に官職名で呼ばれていない。慣例によれば侍従となったか。「まだ」という語り方は、後の大将の物語を前提にした表現。古注『弄花抄』以下の注釈書に「まだ中将などに」から「うちまじりけり」までを草子地とする指摘（『孟津抄』）があるが、「まだ」「よう」「さしも」「あながちに」「あやにくにて」という表現には、物語筆記編集者の物語享受者を想定した語り方や物語の主人公に対する主観的判断が感じられなくもないが、物語伝承者と物語筆記編集者とを峻別することは難しい。「し」は、過去助動詞「き」（連体形）で、ここから、「けり」に代わって「き」が使われ出す。「ありしかど」にもある。物語筆記編集者の実際見聞した内容というニュアンスに近くなる。いよいよ物語の本題に入る。地の文（物語伝承者の話をそのまま筆記編集した文章）と考えてよい。

2 【内裏】宮中。そこには父桐壺帝と憧れの継母藤壺がいる。

3 【大殿】左大臣邸。そこには正妻の葵の上がいる。当時の結婚形態は夫が妻の家へ通うという通い婚形態であった。

4? 【忍ぶの乱や】底本の明融臨模本には朱合点有り。「春日野の若紫の摺衣忍の乱れ限り知られず」（『伊勢物語』初段）の語句を引用。『源氏釈』が初指摘。『伊勢物語』初段の元服したばかりの色好みの主人公の世界を踏まえる。

5 【癖】「さしもあだめき目馴れたるうちつけの好き好きしさなどは好ましからぬ御本性」と「まれにはあながちに引き違へ心尽くしなることを御心に思しとどむる癖」の相背反する性格づけが好色人の伝統を継承するこの物語の主人公固有性をかたどっている。参考、秋山虔「好色人と生活者」（『王朝の文学空間』所収）。

6 【あやにくにて】「おりもおりというときに望ましからぬ方向に物事が起こって迷惑する状態」「おり悪く困ったことに」（小学館古語大辞典）。語り手の感想が言い込められている。挿入句。

7 【うち混じりける】過去の助動詞「けり」で、序段を語り上げる。


第二段　宮中の宿直所、光る源氏と頭中将

帚木．１．２．１

■　長雨晴ながあめはれ間まなきころ1、内裏うちの御物忌おほむものいみさし続つづきて、いとど長居ながゐさぶらひたまふを、大殿おほいどのにはおぼつかなく恨うらめしく思おぼしたれど、よろづの御おほむよそひ何なにくれとめづらしきさまに調てうじ出いでたまひつつ2、御息子おほむむすこの君きみたちただこの御宿直所おほむとの3宮仕ゐどころのみやづかへを勤つとめたまふ。

◇　長雨の晴れ間のないころ、宮中の御物忌みが続いて、ますます長々と伺候なさるのを、大殿邸では待ち遠しく恨めしいとお思いになっていたが、すべてのご装束を何やかやと新しい様相に新調なさっては、ご子息の公達がひたすらこのご宿直所の宮仕えをお勤めになる。


1 【長雨晴れ間なきころ】物語が具体的に展開し始める。時は夏の五月雨の季節、宮中の物忌みも多く、外出するのも億劫になる折柄、何かと気晴しを考えたくなるころ。物語の主題と季節的背景が有効に働いている。

2 【調じ出でたまひつつ】接続助詞「つつ」は上に「よろづの」「何くれと」があるので、「調じ出づ」という動作の反復の意を表すと共に下文の御息子の君たちの「勤めたまふ」という動作も平行して行われている様子を表す。

3 【この御宿直所の】源氏の御宿直所、淑景舎（桐壺）。源氏を「この」という近称で呼称する。なお、青表紙本の大島本、伝冷泉為秀本には「御とのゐ所に」（御宿直所で）とある。その他の青表紙本、河内本、別本はすべて「--の」とある。『全集』『完訳』『新大系』が「に」とある本文を採用する。


帚木．１．２．２

■　宮腹みやばらの中将ちゅうじゃうは1、なかに親したしく馴なれきこえたまひて、遊あそび戯たはぶれをも人ひとよりは心安こころやすく、なれなれしく振ふる舞まひたり。

◇　宮がお生みになった中将は、中でも親しくお馴染み申されて、遊び事や戯れ事においても誰よりも気安く、親密に振る舞っていた。

■　右大臣みぎのおとどのいたはりかしづきたまふ住すみ処かは、この君きみもいともの憂うくして、好すきがましきあだ人びとなり2。

◇　右大臣が気を配ってお世話なさる住居には、この君もとても何となく気が進まずにいて、いかにも好色人らしい浮気人なのである。


1 【宮腹の中将は】頭中将。母が桐壺帝の妹宮（三の宮）である。前の「桐壺」巻には「宮の御腹は蔵人少将にて」とあった。今は中将に昇進。

2 【好きがましきあだ人なり】地の文とも読めるが、語り手の頭中将に対する批評が言い込められた表現。「あだ人」の語句について、『異本紫明抄』は「秋と言へばよそにぞ聞きしあだ人の我をふるせる名にこそありけれ」（古今集、恋五、八二四、読人しらず）「あだ人もなきにはあらずありながら我が身にはまだ聞きぞ習はぬ」（後撰集、恋三、一一九七、左大臣）を指摘する。


帚木．１．２．３

■　里さとにても、わが方1かたのしつらひまばゆくして、君きみの出いで入いりしたまふにうち連つれきこえたまひつつ2、夜昼よるひる、学問3がくもんをも遊あそびをももろともにして、をさをさ立たちおくれず4、いづくにてもまつはれきこえたまふほどに、おのづからかしこまりもえおかず5、心こころのうちに思おもふことをも隠かくしあへずなむ、睦むつれきこえたまひける。

◇　実家でも、ご自分の部屋の装飾を眩しくして、源氏の君がお出入りなさるのにいつもお供申し上げなさっては、昼も夜も、学問をも音楽をもご一緒申して、少しもひけをとらず、どこにでも親しくご一緒申し上げなさるうちに、自然と遠慮もしていられず、胸の中に思うことをも隠しきれず、お親しみ申されるのであった。


1 【里にてもわが方】ここの里は左大臣邸の源氏の部屋。

2 【うち連れきこえたまひつつ】主語は頭中将。接続助詞「つつ」は同じ動作の反復・継続の意。

3 【学問】「学門ガクモン」（『色葉字類抄』）「学文ガクモン」（『文明本節用集』）。

4 【をさをさ立ちおくれず】副詞「をさをさ」は下の打消の助動詞「ず」と呼応して、少しも--ない、の意を表す。

5 【かしこまりもえおかず】副詞「え」は下の打消の助動詞「ず」と呼応して、--できない、の意を表す。


帚木．１．２．４

■　つれづれと降ふり暮くらして、しめやかなる宵よひの雨あめに1、殿上てんじゃうにもをさをさ人少ひとずくなに、御宿直所3おほむとのゐどころも例れいよりはのどやかなる心地ここちするに、大殿油近おほとなぶらちかくて書ふみどもなど見みたまふ2,4。

◇　所在なく雨が一日中降り続いて、しっとりした夜の雨に、殿上の間でもろくに人少なで、ご宿直所もいつもよりはのんびりとした気分なので、大殿油を近くに寄せて漢籍などを御覧になる。

■　近ちかき御厨子みづしなる色々いろいろの紙かみなる文ふみどもを引ひき出いでて5、中将ちゅうじゃうわりなくゆかしがれば6、

◇　近くの御厨子にあるさまざまな色彩の紙に書かれた手紙類を取り出して、中将がひどく見たがるので、


1 【つれづれと降り暮らしてしめやかなる宵の雨に】再び物語の現在に戻る。夏の雨の夜、場所は淑景舎（桐壺）の源氏の部屋。

2 【書どもなど見たまふ】主語は源氏。『新大系』は「手紙類をいろいろと。書物ではあるまい」と注す。

3 【御宿直所】宮中の淑景舎（桐壺）、源氏の部屋

4 【書どもなど見たまふ】主語は源氏。この「書（ふみ）」は漢籍類。

5 【色々の紙なる文どもを引き出でて】主語は頭中将。この「文（ふみ）」は恋文。当時の恋文は美しい色の紙に仮名文字の連綿体散らし書きで書かれていた。

6 【ゆかしがれば】「ゆかし」は、見たい、の意。頭中将は手紙の上包みを見ていたので、その中身を見たいのである。


帚木．１．２．５

■　「さりぬべき1、すこしは見みせむ。

◇　「差し支えのないのを、少しは見せよう。

■　かたはなるべきもこそ2」

◇　不体裁なものがあってはいけないから」


1 【さりぬべき】以下「かたはなるべきもこそ」まで、源氏の詞。連語「さりぬべし」は、動詞「さり」＋完了の助動詞「ぬ」＋推量の助動詞「べし」、そうなっても差し支えない、の意。

2 【かたはなるべきもこそ】連語「もこそ」は、係助詞「も」＋係助詞「こそ」は危惧・懸念を表す。下に「あれ」などの語が省略。


帚木．１．２．６

■　と、許ゆるしたまはねば、

◇　と、お許しにならないので、

帚木．１．２．７

■　「そのうちとけて1かたはらいたしと思おぼされむこそゆかしけれ。

◇　「その気を許していて人に見られたら困ると思われなさ文こそ興味があります。

■　おしなべたるおほかたのは、数かずならねど2、程々ほどほどにつけて、書かき交かはしつつ3も見みはべりなむ。

◇　普通のありふれたのは、つまらないわたしでも、身分相応に、互いにやりとりしては見ておりましょう。

■　おのがじし、恨うらめしき折々をりをり、待まち顔がほならむ夕暮ゆふぐれなどのこそ、見所みどころはあらめ」

◇　それぞれが、恨めしく思っている折々や、心待ち顔でいるような夕暮などの文が、見る価値がありましょう」


1 【そのうちとけて】以下「見所はあらめ」まで、頭中将の詞。

2 【数ならねど】頭中将が謙遜して自分のことをいう。

3 【書き交はしつつ】接続助詞「つつ」は動作の反復・継続。


帚木．１．２．８

■　と怨ゑんずれば、やむごとなくせちに1隠かくしたまふべきなどは、かやうにおほぞうなる2御厨子みづしなどにうち置おき散ちらしたまふべくもあらず、深ふかくとり置おきたまふべかめれば、二にの町まちの心安こころやすきなるべし。

◇　と怨み言をいうので、高貴な方からの絶対にお隠しにならねばならない文などは、このようになおざりな御厨子などにちょっと置いて散らかしていらっしゃるはずはなく、奥深く別にしまって置かれるにちがいないようだから、これらは二流の気安いものであろう。

■　片端かたはしづつ見みるに3、

◇　少しずつ見て行くと、

■　「かくさまざまなる物ものどもこそはべりけれ4」

◇　「こんなにも、いろいろな手紙類がございますなあ」

■　とて、心こころあてに5

◇　と言って、当て推量に

■　「それか、かれか6」

◇　「これはあの人か、あれはこの人か」

■　など問とふなかに、言いひ当あつるもあり、もて離はなれたることをも思おもひ寄よせて疑うたがふも、をかしと思おぼせど7、言少ことずくなにてとかく紛まぎらはしつつ8、とり隠かくしたまひつ。

◇　などと尋ねる中で、言い当てるものもあり、外れているのをかってに推量して疑ぐるのも、おもしろいとお思いになるが、言葉少なに答えて何かと言い紛らわしては、取ってお隠しになった。


1 【やむごとなくせちに】以下「心安きなるべし」まで、語り手の推量。推量の助動詞「べし」（当然の意）四度、「めり」（視覚による推量の意）一度、いずれも、語り手の源氏の行為に対する推量である。『帚木別注』他では、草子地と指摘する。

2 【おほぞうなる】明融臨模本・大島本共に「おほそうなる」と表記する。「古写本の本文ではみな「おほぞう」で、「おほざう」ではない。」（岩波古語辞典）。『集成』は「おほざう」としている。

3 【片端づつ見るに】以下、再び物語の現在に戻って語る。主語は頭中将。「づつ」は接尾語、また副助詞とも。手紙の一部分ずつを見ていく。

4 【かくさまざまなる物どもこそはべりけれ】頭中将の詞。大島本を含め諸本「よく」とあるが、明融臨模本では「かく」と読める字形。「はべり」（動詞、丁寧の意を含む）＋「けれ」（過去の助動詞、詠嘆の意、「こそ」を受け已然形）。「ございますなあ」という驚きのニュアンス。

5 【心あてに】『河海抄』は「心あてに折らばや折らむ初霜の置きまどはせる白菊の花」（古今集、秋下、二七七、凡河内躬恒）を指摘する。

6 【それかかれか】頭中将の詞。その手紙は誰々からのものか、あの手紙は誰々からのものか。

7 【をかしと思せど】主語は源氏。

8 【とかく紛らはしつつ】接続助詞「つつ」は動作の反復・継続。何かとごまかしごまししては、の意。


帚木．１．２．９

■　「そこにこそ1多おほく集つどへたまふらめ。

◇　「そなたこそ、たくさんお有りだろう。

■　すこし見みばや2。

◇　少し見たいね。

■　さてなむ、この厨子づしも心こころよくP1開ひらくべき」

◇　そうしたら、この厨子も気持ちよく開けよう」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


P1 心よく--心き（き/＄）よく

1 【そこにこそ】以下「開くべき」まで、源氏の詞。「そこ」は懇意な間柄で使う二人称の代名詞。源氏は頭中将と従兄弟、かつその妹を正妻に迎え入れており、大変に親密な間柄であることは既に語られている。年齢は、頭中将が上であるが、血筋、身分の上では、源氏が上である。

2 【すこし見ばや】終助詞「ばや」は、話者の願望の意を表す。


帚木．１．２．１０

■　「御覧ごらんじ所どころあらむこそ1、難かたくはべらめ2」

◇　「御覧になる値打のものは、ほとんどないしょう」

■　など聞きこえたまふついでに3、

◇　などと申し上げなさる、そのついでに、

■　「女をむなの、これはしもと4難なんつくまじきは、難かたくもあるかなと、やうやうなむ見みたまへ知しる5。

◇　「女性で、これならば良しと難点を指摘しようのない人は、めったにいないものだなあと、だんだんと分かってまいりました。

■　ただうはべばかりの情なさけに、手走てはしり書かき、をりふしの答いらへ心得こころえて、うちしなどばかりは、随分ずいぶんによろしきも多おほかり6と見みたまふれど7、そもまことにその方かたを取とり出いでむ選えらびにかならず漏もるまじきは8、いと難かたしや。

◇　ただ表面だけの風情で、手紙をさらさらと走り書きしたり、時節に相応しい返答を心得て、ちょっとするぐらいのは、身分相応にまあまあ良いと思う者は多くいると拝見しますが、それも本当にその方面の優れた人を選び出そうとすると、絶対に選に外れないという者は、本当にめったにないものですね。

■　わが心得こころえたることばかりを、おのがじし心こころをやりて、人ひとをば落おとしめなど、かたはらいたきこと多おほかり。

◇　自分の得意なことばかりを、それぞれ得意になって、他人を貶めたりなどして、見ていられないことが多いです。


1 【御覧じ所あらむこそ】以下途中に「など聞こえたまふついでに」という地の文を介在させて、「なくなむあるべき」まで、頭中将の詞。「御覧ず」の主格は、あなた源氏。

2 【難くはべらめ】係助詞「こそ」の結び「はべらめ」已然形。強調のニュアンスを添える。ほとんどないでしょう。

3 【聞こえたまふついでに】申し上げる、その機会に、の意。

4 【女のこれはしもと】「女（をんな）」は、「男（をとこ）」の対。「女（め）」はやや卑しめられたニュアンスを伴う。「をんな」は、成人女性一般をさす。とくに結婚適齢期に達した女性、結婚関係を持つ女性に対して使われる。ここは、女性一般をさす。副助詞「しも」は強調の意。下に「めでたし」などの語が省略。頭中将の女性論。最初に結論を述べ、以下詳細に語るというのが、当時の論法である。

5 【見たまへ知る】「たまふ」は謙譲の補助動詞（下二段活用）。

6 【随分によろしきも多かり】「随分」は身分相応に、の意。「よろし」は、まあまあ良い、の意。「良し」よりは劣る。「わろし」よりは上。

7 【見たまふれど】「たまふ」は謙譲の補助動詞（下二段活用）已然形。

8 【かならず漏るまじきは】副詞「かならず」は下に打消し推量の助動詞「まじ」と呼応して、必ずしも--とは限らない、の意を表す。


帚木．１．２．１１

■　親おやなど立たち添そひもてあがめて、生おひ先籠さきこもれる窓まどの内うちなるほどはS2,1、ただ片かたかどを聞きき伝つたへて、心こころを動うごかすこともあめり2。

◇　親などが側で大切にかわいがって、将来性のある箱入娘時代は、ちょっとの才能の一端を聞き伝えて、関心を寄せることもあるようです。

■　容貌かたちをかしく3うちおほどき、若わかやかにて紛まぎるることなきほど、はかなきすさびP2をも、人ひとまねに心こころを入いるることもあるに、おのづから一ひとつゆゑづけてし出いづることもあり。

◇　容貌が魅力的でおっとりしていて、若々しくて家事にかまけることのないうちは、ちょっとした芸事にも、人まねに一生懸命に稽古することもあるので、自然と一芸をもっともらしくできることもあります。


S2 楊家有女初長成　養在深窓人未識（白氏文集十二-五九六　長恨歌）

P2 すさび--すま（ま/＄さ）ひ

1 【生ひ先籠れる窓の内なるほどは】明融臨模本は「まとの」に朱合点あり。『奥入』（自筆本）は「楊家有女初長成養在深窓人未識」（白氏文集、長恨歌）を指摘する（明融臨模本・大島本は「深宮」、流布本「白氏文集」では「深閨」とある）を指摘する。

2 【心を動かすこともあめり】「あめり」は「あるめり」が撥音便化して「あんめり」となり「ん」が無表記化された形。推量の助動詞「めり」（主観的推量のニュアンス）は話者である頭中将の推測。

3 【容貌をかしく】「をかし」は動詞「を（招）く」の形容詞形、好意をもって招き寄せたい、意。容貌に対しては、美しく心ひかれる、魅力的である、の意。


帚木．１．２．１２

■　見みる人1ひと、後おくれたる方かたをば言いひ隠かくし、さてありぬべき方2かたをばつくろひて、まねび出いだすに、

◇　世話をする人は、劣った方面は隠して言わず、まあまあと言った方面をとりつくろって、それらしく言うので、

■　『それ、しかあらじ』

◇　『それは、そうではあるまい』

■　と、そらにいかがは推おし量はかり思おもひくたさむ。

◇　と、見ないでどうしてあて推量で貶めることができましょう。

■　まことかと見みもてゆくに、見劣みおとりせぬやうは、なくなむあるべき3」

◇　本物かと思って付き合って行くうちに、がっかりしないというのは、きっとないでしょう」


1 【見る人】世話をする人。乳母や女房など。

2 【さてありぬべき方】「さ」は、人に話してもよさそうな内容、「ぬ」（完了の助動詞、確述）、「べき」（推量の助動詞、当然）、「人に話しても確実に請け合えそうな」という、ニュアンス。

3 【なくなむあるべき】係助詞「なむ」は「べき」（連体形）に係り強調のニュアンスを添える。「べき」（推量の助動詞、推量）、頭中将の確信に満ちた推量、「きっと--であろう」。


帚木．１．２．１３

■　と、うめきたる気色けしきも恥はづかしげなれば1、いとなべてはあらねど、われ思おぼし合あはすることやあらむ2、うちほほ笑ゑみて、

◇　と言って、嘆息している様子も気遅れするようなので、全部が全部というのではないが、ご自身でもなるほどとお思いになることがあるのであろうか、ちょっと笑みを浮かべて、


1 【恥づかしげなれば】源氏が頭中将の自信満々なのを見て、気後れする。

2 【われ思し合はすることやあらむ】明融臨模本「我（我＋モ）」の「モ」は後人の補入。大島本には「も」ナシ。『新大系』は大島本を底本として「我おぼしあはすること」とするが、『集成』『古典セレクション』は他本に拠って「我も思しあはする」と「も」を補っている。「われ」は源氏をさす。「思し合はする」の主語は、源氏。「や」（終助詞、疑問）、「む」（推量の助動詞）の疑問や推量の言語主体者は語り手。ここは語り手の源氏の心理を推量した挿入句。


帚木．１．２．１４

■　「その、片かたかどもなき人ひとは、あらむや1」

◇　「その、一つの才能もない人というのは、いるものだろうか」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【その片かどもなき人はあらむや】源氏の問い。


帚木．１．２．１５

■　「いと、さばかりならむあたりには1、誰たれかはすかされ寄よりはべらむ2。

◇　「さあ、それほどのような所には、誰が騙されて寄りつきましょうか。

■　取とるかたなく口惜くちをしき際きはと、優いうなりとおぼゆばかりすぐれたるとは、数等かずひとしくこそはべらめ。

◇　何の取柄もなくつまらない身分の者と、素晴らしいと思われるほどに優れた者とは、同じくらいございましょう。

■　人ひとの品高しなたかく生むまれぬれば3、人ひとにもてかしづかれて、隠かくるること多おほく、自然じねんにそのけはひこよなかるべし。

◇　家柄が高く生まれると、家人に大切に育てられて、人目に付かないことも多く、自然とその様子が格別でしょう。

■　中なかの品しなになむ、人ひとの心々こころごころ、おのがじしの立たてたるおもむきも見みえて、分わかるべきことかたがた多おほかるべき。

◇　中流の女性にこそ、それぞれの気質や、めいめいの考え方や趣向も見えて、区別されることがそれぞれに多いでしょう。

■　下しものきざみといふ際きはになれば、ことに耳みみたたずかし」

◇　下層の女という身分になると、格別関心もありませんね」


1 【いとさばかりならむあたりには】以下「ことに耳たたずかし」まで、頭中将の詞。源氏の問いに対する答え。「さばかり」は「片かどもなき人」をさす。

2 【誰れかはすかされ寄りはべらむ】反語表現の構文。誰がだまされ寄り付きましょうか、誰も騙されはしないの意。

3 【品高く生まれぬれば】「ぬれば」は（完了の助動詞「ぬ」已然形＋接続助詞「ば」）順接の確定条件。以下、女性を「上の品（かみのしな）」「中の品（なかのしな）」「下の品（しものしな）」の三階層に分ける。


帚木．１．２．１６

■　とて、いと隈くまなげなる気色1けしきなるも、ゆかしくて2、

◇　と言って、何でも知っている様子であるのも、興味が惹かれて、


1 【いと隈なげなる気色】頭中将の様子。

2 【ゆかしくて】主語は源氏。さらに聞きたい気持ち。


帚木．１．２．１７

■　「その品々しなじなや、いかに1。

◇　「その身分身分というのは、どのように考えたらよいのか。

■　いづれを三みつの品しなに置おきてか分わくべき。

◇　どれを三つの階級に分け置くことができるのか。

■　元もとの品高しなたかく生むまれながら、身みは沈しづみ、位くらゐみじかくて人ひとげなき2。

◇　元の階層が高い生まれでありながら、今の身の上は落ちぶれ、位が低くて人並みでない人。

■　また直人3なほびとの上達部4かむだちめなどまでP3なり上のぼり、我われは顔がほにて家いへの内うちを飾かざり、人ひとに劣おとらじと思おもへる。

◇　また一方で普通の人で上達部などまで出世して、得意顔して邸の内を飾り、人に負けまいと思っている人。

■　そのけぢめをば、いかが分わくべき」

◇　その区別は、どのように付けたらよいのだろうか」


P3 まで--まてまて（まて〈後出〉/＄）ひ

1 【その品々やいかに】以下「いかが分くべき」まで、源氏の問い。没落貴族と成り上がり貴族とはどうなるのか。その身分身分の相違はどのように考えたらよいのか、の意。

2 【人げなき】以下の「劣らじと思へる」とは並立。「--人げなき人と、--劣らじと思へる人との、そのけじめは」という構文。

3 【直人】平凡な家柄の人、ここでは五位あるいは六位くらいの人を想定してよいか。なお、五位にも従五位下、従五位上、正五位下、正五位上の四段階がある。

4 【上達部】大臣・大中納言・参議及び三位以上の人。


帚木．１．２．１８

■　と問とひたまふほどに、左馬頭ひだりのむまのかみ、藤式部丞1とうしきぶのじょう、御物忌おほむものいみに籠こもらむとて参まゐれり。

◇　とお尋ねになっているところに、左馬頭や藤式部丞が御物忌に籠もろうとして参上した。

■　世よの好すき者ものにて物ものよく言いひとほれるを、中将待ちゅうじゃうまちとりて、この品々しなじなをわきまへ定さだめ争あらそふ。

◇　当代の好色者で弁舌が達者なので、中将は待ち構えて、これらの品々の区別の議論を戦わす。

■　いと聞ききにくきこと多おほかり2。

◇　まことに聞きにくい話が多かった。


1 【藤式部丞】青表紙本の明融臨模本、伝冷泉為秀本は「藤しきふのせう」、大島本は「藤式部のせ（そ）う」（「せ」を「そ」と訂正）。なお別本の国冬本には「藤式部大輔」（藤原の式部大輔、式部省の次官）とある。なお、八省の次官（すけ）は、大輔（たいふ）・少輔（せう、「せうふ」の転、「せふ」とも）、三等官の判官（ぞう、発音はジョウの直音化）は、大丞（だいぞう）・少丞（せうぞう）である。令の規定では、三等官は一般に「ぞう、ジョウ」と呼称され、役所によって「祐」（神祇官）「丞」（八省）「允」（寮）「佑」（司）「尉」（衛門府、兵衛府、検非遺使庁）「六位蔵人」（蔵人所）「判官」（勘解由使、斎院司）「掾」（国司）「掌侍」（女官）など、漢字の当て方はさまざまであるが、読み方は「じょう」である。たまたま、八省の場合、「少輔」（せう）と「判官」（そう）と「丞」（しよう）との仮名遣いが紛らわしいので、ここは、その誤りから生じた異文である。

2 【いと聞きにくきこと多かり】語り手の登場人物たちの話の内容に対する評語。『一葉抄』他が草子地と指摘する。


第三段　左馬頭、藤式部丞ら女性談義に加わる

帚木．１．３．１

■　「なり上のぼれども1、もとよりさるべき筋すぢならぬは、世人よひとの思おもへることも、さは言いへど、なほことなり。

◇　「成り上がっても、元々の相応しいはずの家柄でない者は、世間の人の心証も、そうは言っても、やはり格別です。

■　また、元もとはやむごとなき筋すぢなれど、世よに経ふるたづき少すくなく、時世ときよに移うつろひて2、おぼえ衰おとろへぬれば、心こころは心こころとしてこと足たらず、悪わろびたることども出いでくるわざなめれば3、とりどりにことわりて、中なかの品しなにぞ置おくべき。

◇　また、元は高貴な家筋であるが、世間を渡る手づるが少なく、時勢におし流されて、声望も地に落ちてしまうと、気位だけは高くても思うようにならず、不体裁なことなどが生じてくるもののようですから、それぞれに分別して、中の品に置くのが適当でしょう。


1 【なり上れども】以下「多かりかし」まで、話者を（1）左馬頭とする説（講話・全書・対訳・対校・大系・評釈・全集・集成）と、（2）頭中将とする説（完訳・新大系・古典セレクション）がある。物語の経緯（左馬頭は今参上したばかり）、三階級説の提示と未説明部分を残すこと、話中の人物に対する身分意識（話者は身分のある人）などから、頭中将の三階級説として読んでみたい。

2 【時世に移ろひて】時勢に流されて、の意。

3 【出でくるわざなめれば】「なめれ」は「なるめれ」の「る」が撥音便化して「なんめれ」となり、さらに「ん」が無表記化された形。話者の断定と主観的推量のニュアンス。


帚木．１．３．２

■　受領ずりゃうと言いひて、人ひとの国くにのことにかかづらひ営いとなみて、品定しなさだまりたる中なかにも、またきざみきざみありて、中なかの品しなのけしうはあらぬ2、選えり出いでつべきころほひなり。

◇　受領と言って、地方の政治に掛かり切りにあくせくして、階層の定まった中でも、また段階段階があって、中の品で悪くはない者を、選び出すことができる時勢です。

■　なまなまの上達部かむだちめよりも非参議ひさむぎの四位しゐどもの1、世よのおぼえ口惜くちをしからず、もとの根ねざし卑いやしからぬ、やすらかに身みをもてなしふるまひたる、いとかはらかなりや。

◇　なまじっかの上達部よりも非参議の四位連中で、世間の信望もまんざらでなく、元々の生まれも卑しくない人が、あくせくせずに暮らしているのが、いかにもさっぱりした感じですよ。


1 【なまなまの上達部よりも非参議の四位どもの】「なまじっかの上達部（三位）よりも非参議の四位連中で」という発言は、左馬頭などの発言としてはやや不遜な言い方になろう。頭中将なら許容されよう。

2 【けしうはあらぬ】悪くはない者を。すなわち相当によい者、かなりの者。


帚木．１．３．３

■　家いへの内うちに足たらぬことなど、はたなかめるままに1、省はぶかずまばゆきまでもてかしづける女むすめなどの、おとしめがたく生おひ出いづるもあまたあるべし。

◇　暮らしの中で足りないものなどは、やはりないようなのにまかせて、けちらずに眩しいほど大切に世話している娘などが、非難のしようがないほどに成長しているのもたくさんいるでしょう。

■　宮仕みやづかへに出いで立たちて2、思おもひかけぬ幸さいはひとり出いづる例ためしども多おほかりかし」

◇　宮仕えに出て来て、思いもかけない幸運を得た例などもたくさんあるものです」

■　など言いへば3、

◇　などと言うと、


1 【はたなかめるままに】副詞「はた」は、また、やはり、の意。「なかめる」は「なかるめる」が撥音便化して「ん」が無表記化した形。推量の助動詞「めり」は話者の主観的推量のニュアンスを表す。

2 【宮仕へに出で立ちて】「宮仕へ」には、女房として出仕するというばかりでなく、帝の妃として仕えるという意もある。ここは後者の意。例えば、桐壺更衣の例などがある。

3 【など言へば】以上の話者には敬語が付いていない。


帚木．１．３．４

■　「すべて、にぎははしきによるべきななり1」

◇　「およそ、金持ちによるべきだということだね」

■　とて、笑わらひたまふを2、

◇　と言って、お笑いになるのを、


1 【すべてにぎははしきによるべきななり】源氏の間の手。「ななり」は「なるなり」（断定の助動詞＋推量の助動詞）が撥音便化して「ん」が無無表記化した形。

2 【笑ひたまふを】源氏の動作には「たまふ」という尊敬の補助動詞が付いて他の人々と区別される。


帚木．１．３．５

■　「異人ことひとの言いはむやうに、心得こころえず仰おほせらる」

◇　「他の人が言うように、意外なことをおっしゃる」

■　と、中将憎ちゅうじゃうにくむ2。

◇　と言って、中将は憎らしがる。


1? 【異人の言はむように心得ず仰せらる】頭中将の詞。源氏の君らしからぬ発言だ、という意。

2 【中将憎む】頭中将には、敬語が付かない。他者と区別するときは、「中将」と明記している。


帚木．１．３．６

■　「元もとの品1しな、時世ときよのおぼえうち合あひ、やむごとなきあたりの内々うちうちのもてなしけはひ後おくれたらむは、さらにも言いはず2、何なにをしてかく生おひ出いでけむと、言いふかひなくおぼゆべし。

◇　「元々の階層と、時勢の信望が兼ね揃い、高貴な家で内々の振る舞いや様子が劣っているようなのは、まったく今更言うまでもないが、どうしてこう育てたのだろうと、残念に思われましょう。

■　うち合あひてすぐれたらむもことわり、これこそはさるべきこととおぼえて3、めづらかなることと心こころも驚おどろくまじ。

◇　兼ね揃って優れているのも当たり前で、この女性こそは当然のことだと思われて、珍しいことだと気持ちも動かないでしょう。

■　なにがしが及およぶべきほどならねば4、上かみが上かみはうちP4おきはべりぬ。

◇　わたくしごとき者の手の及ぶ範囲ではないので、上の品の上は措いておきましょう。


P4 うち--（/+うち）

1 【元の品】以下「捨てがたきものをば」まで、左馬頭の詞。『新大系』は「引き続き頭中将の言か。それとも左馬頭の言か。複数の発言からなる議論とも取れる」と注す。一般的には左馬頭の詞とする。

2 【さらにも言はず】副詞「さらに」は舌の「ず」と呼応して、まったく--ない、の意。全然論外である。

3 【さるべきこととおぼえて】「さる」は「すぐれたらむ」をさす。

4 【なにがしが及ぶべきほどならねば】「なにがし」は、謙遜の自称。左馬頭の詞と知られる。


帚木．１．３．７

■　さて、世よにありと人ひとに知しられず、さびしくP5あばれたらむ葎むぐらの門1かどに、思おもひの外ほかにらうたげならむ人ひとの閉とぢられたらむこそ、限かぎりなくめづらしくはおぼえめ。

◇　ところで、世間で人に知られず、寂しく荒れたような草深い家に、思いも寄らないいじらしいような女性がひっそり閉じ籠められているようなのは、この上なく珍しく思われましょう。

■　いかで、はたかかりけむと2、思おもふより違たがへることなむ、あやしく心こころとまるわざなる。

◇　どうしてまあ、こんな人がいたのだろうと、想像していたことと違って、不思議に気持ちが引き付けられるものです。


P5 さびしく--（/+さ）ひしく

1 【葎の門】『伊勢物語』『宇津保物語』などに、零落した人の家に意外に美しい女を見つけ出した話がある。それらをふまえる。

2 【いかではたかかりけむと】「いかで--けむ」疑問表現の構文。「かかり」は、このような場所にこのような女性が、という内容をさす。「けむ」（過去推量の助動詞、「いかで」を受けて連体形）、どうして、このような場所にこのような素晴しい女性がいたのだろうと。


帚木．１．３．８

■　父ちちの年老としおい、ものむつかしげに太ふとりすぎ、兄せうとの顔憎かほにくげに、思おもひやりことなることなき閨ねやの内うちに1、いといたく思おもひあがり2、はかなくし出いでたることわざも、ゆゑなからず見みえたらむ、片かたかどにても、いかが思おもひの外ほかにをかしからざらむ3。

◇　父親が年を取り、見苦しく太り過ぎ、兄弟の顔が憎々しげで、想像するにたいしたこともない家の奥に、とてもたいそう誇り高く、ちょっとした芸事でも、雅趣ありげに見えるようなのは、生かじりの才能であっても、どうして意外なことでおもしろくないことがありましょうか。


1 【思ひやりことなることなき閨の内に】「思ひやり」は、よそから想像して、の意。格別すばらしいとも思われない家の奥に。

2 【いといたく思ひあがり】「思ひあがり」は、気位が高い、誇り高い、の意で、貴族としては賞賛される態度。

3 【いかが思ひの外にをかしからざらむ】「いかが--む」反語表現の構文。意外にも興味が惹かれる、の意。


帚木．１．３．９

■　すぐれて疵きずなき方かたの選えらびにこそ1及およばざらめ、さる方かたにて2捨すてがたきものをは3」

◇　特別に欠点のない方面の女性選びは実現難しいでしょうが、それはそうした者として捨てたものではないな」


1 【すぐれて疵なき方の選びにこそ】「すぐれて」は、副詞「すぐれて」特に、とりわけ、ひときわ、の意と動詞「すぐれ」＋接続助詞「て」、優れていて、の意と解せる。前者の意で解す。『新大系』は「正妻に決定する場合には及第しないにせよ、その程度の女としては、の意」と注す。

2 【さる方にて】父親は老人で見苦しく太り過ぎ、兄弟も憎々しげな様子、思っても大したことのなさそうな家に、誇り高く暮らして、書、和歌、琴などの芸事なども雅趣ありげにこなし、生かじりの才能が窺える女性をさす。

3 【捨てがたきものをは】「をは」は、間投助詞「を」＋終助詞「は」、共に詠嘆の意を表す。捨てたものではないなあ、の意。「をば」を格助詞「を」目的格＋係助詞「は」濁音化（動作の対象を取り立てて強調する意）と解すると、「捨てたものではない人をば」どうするのか、それを受ける語句がない。『古典セレクション』は「「を」は間投助詞で詠嘆、「は」は係助詞で感動を表す。「をは」として文末にあるときは詠嘆を表す」と注す（待井新一も同説）。


帚木．１．３．１０

■　とて、式部しきぶを見みやれば、わが妹いもうとどものよろしき聞きこえあるを思おもひてのたまふにや、とや心得こころうらむ1、ものも言いはず。

◇　と言って、式部を見やると、自分の妹たちがまあまあの評判であることを思っておっしゃるのか、と受け取ったのであろうか、何とも言わない。


1 【わが妹どものよろしき聞こえあるを思ひてのたまふにやとや心得らむ】「わが」は式部丞をさす。式部丞の娘たちが結構な評判であるのを。「思ひてののたまふ」の主語は左馬頭。「に」（断定の助動詞）「や」（間投助詞、疑問）、下に「あらむ」などの語句が省略された形。式部丞の心中。「心得」の、左馬頭の動作を断定し疑問に思う主体者は、式部丞。左馬頭は思っておっしゃるのだろうかと式部丞は合点する。「と」（格助詞、引用）の下接の「や」（間投助詞、疑問）の疑問の主体は、語り手の疑問でる。「らむ」（推量の助動詞、視界外）の推量する主体者も、語り手。「--のであろう」。この文全体の最後は、語り手による登場人物式部丞の態度に対する推量が言い込められた表現で統括されている。


帚木．１．３．１１

■　「いでや、上かみの品しなと思おもふP6にだに難かたげなる世よを」

◇　「さてどんなものか、上の品と思う中でさえ難しい世の中なのに」

■　と、君きみは思おぼすべし1。

◇　と、源氏の君はお思いのようである。

■　白しろき御衣おほむぞどもの2なよらかP7,3なるに、直衣なほしばかりをしどけなく着きなしたまひて4、紐ひもなどもうちP8捨すてて、添そひ臥ふしたまへる御火影おほむほかげ、いとめでたく、女をむなにて見みたてまつらまほし5。

◇　白いお召物で柔らかな物の上に、直衣だけを気楽な感じにお召しになって、紐なども結ばずに、物に寄り掛かっていらっしゃる灯影は、とても素晴らしく、女性として拝したいくらいだ。

■　この御おほむためには6上かみが上かみを選えり出いでても、なほ飽あくまじく見みえたまふ。

◇　この源氏の君のおんためには、上の上の女性を選び出しても、猶も満足ではなさそうにお見受けされる。


P6 思ふ--おもしつ（しつ/＄ふ〈朱〉）

P7 なよらか--なよ（よ/+ら〈右〉、+よ〈左〉〈朱〉）か

P8 うち--そ（そ/＄う）ち

1 【いでや上の品と思ふにだに難げなる世をと君は思すべし】「いでや」は「君」（源氏）の反発をこめた気持ちの発語。「思す」は「思ふ」の尊敬語。「べし」（推量の助動詞、推量）の推量する人は語り手。「確かに--と思っているようだ」のニュアンス。『首書源氏物語所引或抄』は「源氏の心を地より云なり」と指摘した。

2 【白き御衣どもの】以下、源氏の服装や態度を描写する。

3 【なよらか】明融臨模本では本文「なよか」とあり、「ら」と「よ」がそれぞれ朱筆で左右行間に補入されている。右側に朱筆で補入された「ら」を採用した。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「なよよか」とする。踊り字「ゝ」と「ら」の字体は大変よく似ている。『岩波古語辞典』は「なよよか」「なよらか」両語を掲出している。

4 【しどけなく着なしたまひて】わざとだらしなくお召しになって、の意。

5 【女にて見たてまつらまほし】主語は一座の男たち。源氏を女性として拝見したい。源氏は中性的な容貌姿態をしていたのであろう。

6 【この御ためには】源氏をさす。


帚木．１．３．１２

■　さまざまの人ひとの上うへどもを語かたり合あはせつつ1、

◇　さまざまな女性について議論し合っていって、


1 【語り合はせつつ】「語り合はす」は比較しながら議論する、意。接続助詞「つつ」は動作の反復の意。議論し合い議論し合いして、の意。


帚木．１．３．１３

■　「おほかたの世よにつけて1見みるには咎とがなきも、わがものとうち頼たのむべきを選えらむに、多おほかる中なかにも、えなむ思おもひ定さだむまじかりける2。

◇　「通り一遍の仲として付き合っているには欠点がなくい女でも、わが伴侶として信頼できる女性を選ぼうとするには、たくさんいる中でも、なかなか決め難いものですなあ。

■　男をの朝廷このおほやけに3仕つかうまつり、はかばかしき世よのかためとなるべきも、まことの器うつはものとなるべき4を取とり出いださむには、かたかるべしかし。

◇　男性が朝廷にお仕えし、しっかりとした世の重鎮となるような方々の中でも、真の優れた政治家と言えるような人物を数え上げるとなると、難しいことでしょうよ。

■　されど、賢かしこしとても、一人二人世ひとりふたりよの中なかをまつりごちしるべきならねば、上かみは下しもに輔たすけられ、下しもは上かみになびきて、こと広ひろきに譲ゆづろふらむ5。

◇　しかし、賢者と言っても、一人や二人で世の中の政治を執り行えるものではありませんから、上の人は下の者に助けられ、下の者は上の人に従って、政治の事は広いものですから互いに委ね合っていくのでしょう。


1 【おほかたの世につけて】以下「出でばえするやうもありかし」まで、左馬頭の詞。理想的な女性は少ないことを説く。「世」は男女の仲、「見る」は男女の交りをする、結婚する、の意であるから、ここは、世間一般の男女の仲についていうのではなく、自分の身の上に、通り一遍の男と女の仲としての付き合っていくには、の意。

2 【えなむ思ひ定むまじかりける】副詞「え」--打消推量の助動詞「まじかり」で不可能の意。係助詞「なむ」--過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意。係結びの法則、強調のニュアンスを表す。

3 【男の朝廷に】以下、男性官吏の国政の運営の難しさを例にあげて、やがて家政の運営の難しさへと進めていく論法である。

4 【世のかためとなるべきもまことの器ものとなるべき】「--べき、--べき」という並立の文章表現である。「世の固め」は世の中を治めること。国家の柱石。男性官吏でも国家の柱石となり大器を見つけ出すのは難しいと、結論から述べる。

5 【上は下に輔けられ下は上になびきてこと広きに譲ろふらむ】「広きに」の「に」は接続助詞、順接、原因理由を表す。広いので、の意。「譲ろふ」は「譲る」に「ひ」（接尾語）が付いて、反復継続の意を表す動詞。『古典セレクション』は「ゆつろふ」と清音で読み、「「ゆつる」（移る、の意）に継続の「ふ」がついた形、規格をゆるくして、それで何とか（融通して）都合をつけてゆくのであろう」と注す。推量の助動詞「らむ」視界外推量のニュアンス。推量者は話者左馬頭。『評釈』は「十七条憲法」の「上行下靡」を指摘した。すなわち「三曰。承詔必謹。君則天之。臣則地之。（中略）是以君言臣承。上行下靡」〈三に曰く。詔を承りては必ず謹め。君をば天とす。臣をば地とす。（中略）是を以て君言ふをば臣承る。上行ふときは下靡〉（訓読は『日本思想大系』による）。漢籍には、『論語』「顔淵」に「君子之徳風也、小人之徳草也。草尚之風必偃」〈君子の徳は風なり、小人の徳は草なり。草は之の風を尚びて必ず偃す〉、『説苑』「君道」に「上之化下、猶風靡草」〈上の下を化するは、猶風の草を靡かすがごとし〉などとある。


帚木．１．３．１４

■　狭せばき家いへの内1うちの主人あるじとすべき人一人ひとひとりを思おもひめぐらすに、足たらはで悪あしかるべき大事だいじどもなむ、かたがた多おほかる。

◇　狭い家の中の主婦とすべき女性一人について思案すると、できないでは済まされないいくつもの大事が、こまごまと多くあります。

■　とあればかかり、あふさきるさにてS3,2、なのめにさても3ありぬべき5人ひとの少すくなきを4、好すき好ずきしき心こころのすさびにて、人ひとのありさまをあまた見合みあはせむの好このみならねど、ひとへに思おもひ定さだむべきよるべとすばかりに、同おなじくは、わが力入ちからいりをし直なほしひきつくろふべき所ところなく、心こころにかなふやうにもやと、選えりそめつる人ひとの、定さだまりがたきなるべし。

◇　ああ思えばこうであったり、何かと食い違って、不十分ながらにもまあまあやって行けるような女性が少ないので、浮気心の勢いのままに、世の女性の有様をたくさん見比べようとの好奇心ではないが、ひたすら伴侶としたいばかりに、同じことなら、自ら骨を折って直したり教えたりしなければならないような所がなく、気に入るような女性はいないものかと、選り好みしはじめた人が、なかなか相手が決まらないのでしょう。


S3 そゑにとてとすればかかりかくすればあないひ知らずあふさきるさに（古今集俳諧歌-一〇六〇　読人しらず）

1 【狭き家の内】以下、国政の運営に対して、家庭経営と女性について述べて行く。

2 【とあればかかりあふさきるさにて】明融臨模本は「あふさきるさにて」に朱合点有り。『源氏釈』は「そゑにとてとすればかかりかくすればあないひしらずあふさきるさに」（古今集、俳諧、一〇六〇、読人しらず）を指摘した（ただし、第一句が「しかありと」または「しかあれは」とある）。『古今集』の本文は「とすればかかり」であるが、『源氏物語』の本文では「とあればかかり」とするものが多い。「あふさきるさ」は、一方が良ければ一方が悪いこと、行き違って物事がうまく行かないさま。

3 【なのめにさても】十分とは言えなくても、不十分ながらも、の意。

4 【少なきを】接続助詞「を」原因理由を表す。--ので、の意。

5 【さてもありぬべき】「さ」は家庭の主婦として。「ぬ」（完了の助動詞、確述）＋「べき」（推量の助動詞、可能）、家庭の主婦として必ずやって行けるだろう、のニュアンス。
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■　かならずしもわが思おもふにかなはねど、見みそめつる契ちぎりばかりを捨すてがたく思おもひとまる人1ひとは、ものまめやかなりと見みえ、さて、保たもたるる女をむなのためも、心こころにくくP9推おし量はからるるなり2。

◇　必ずしも自分の理想通りではないが、いったん見初めた前世の約束だけを破りがたく思い止まっている人は、誠実であると見え、そうして、一緒にいる女性のためにも、奥ゆかしいものがあるのだろうと自然と推量されるものです。

■　されど、何なにか3、世よのありさまを見みたまへ集あつむるままに、心こころに及およばずいとゆかしきこともなしや。

◇　しかし、なあに、世の中の夫婦の有様をたくさん拝見していくと、想像以上にたいして羨ましいと思われることもありませんよ。

■　君達きむだちの4上かみなき御選おほむえらびには、まして、いかばかりの人ひとかは足たらひたまはむ5。

◇　公達の最上流の奥方選びには、なおさらのこと、どれほどの女性がお似合いになりましょうか。


P9 心にくく--心にくし（し/=く〈朱〉）

1 【見そめつる契りばかりを捨てがたく思ひとまる人】「契り」は前世からの約束。後に登場する光る源氏の息子である夕霧がその典型的な人。

2 【推し量らるるなり】「るる」自発の助動詞。「なり」断定の助動詞。自然と想像されるのです、の意。

3 【されど何か】「何か」は下に係っていく語がない。よって、「何か」は感動詞、なんの、なあに、の意。「いやなあに、どうしてどうして。上のことを軽く打消し、反対のことを述べるときに用いる語」（待井新一）。

4 【君達の】ここでは、源氏や頭中将を念頭において言った表現である。

5 【足らひたまはむ】明融臨模本「たら（ら＝く）ひ」とある。「く」は後人の筆。大島本は「たくひ」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「たぐひ」と校訂する。明融臨模本の本行本文のままとする。推量の助動詞「む」連体形、推量の意。「いかばかりの人かは」と呼応して、疑問の意となる。反語とまではいえまい。
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■　容貌かたちきたなげなく、若わかやかなるほどの1、おのがじしは塵ちりもつかじと身みをもてなし、文ふみを書かけど、おほどかに言選ことえりをし、墨すみつきほのかに心こころもとなく思おもはせつつ2、またさやかにも見みてしがなとすべなく待またせ、わづかなる声聞こゑきくばかり言いひ寄よれど、息いきの下したにひき入いれ言少ことずくななるが3、いとよくもて隠かくすなりけり4。

◇　容貌がこぎれいで、若々しい年頃で、自分自身では塵もつけまいと身を振る舞い、手紙を書いても、おっとりと言葉選びをし、墨付きも淡く関心を持たせ持たせし、もう一度はっきりと見たいものだとじれったく待たせ、わずかばかりの声を聞く程度に言い寄っても、息を殺して声小さく言葉少ななのが、とてもよく欠点を隠すものですなあ。

■　なよびかに女をむなしと見みれば、あまり情なさけにひきこめられて、とりなせば、あだめく5。

◇　艶っぽくて女性的だと見えると、度を越して情趣にこだわって、調子を合わせると、浮わつきます。

■　これをはじめの難なんとすべし。

◇　これを、第一の難点と言うべきでしょう。


1 【若やかなるほどの】格助詞「の」同格を表す。若々しい年頃で、の意。

2 【思はせつつ】接続助詞「つつ」動作の反復・継続を表す。

3 【言少ななるが】「少な」形容詞、語幹、断定の助動詞「なる」連体形。以上の文の主語となっている。

4 【もて隠すなりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆を表す。

5 【とりなせばあだめく】「とりなせば」の主語は男、「あだめく」の主語は相手の女。相手の情趣に合わせて機嫌をとっていると、女はますます色っぽい態度をとるようになってくる、の意。
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■　事ことが中なかに1、なのめなるまじき人ひとの後見うしろみの方かたは、もののあはれ知しり過すぐし2、はかなきついでの情なさけあり、をかしきに進すすめる方かたなくてもよかるべしと見みえたるに3、また、まめまめしき筋すぢを立たてて4耳みみはさみがちに美びさうなき家刀自いへとうじの、ひとへにうちとけたる後見うしろみばかりをして5。

◇　家事の中で、疎かにできない夫の世話という点では、物の情趣が度を過ごし、ちょっとした折の風情があり、趣味性に過度になるのはなくてもよいことだろうと思われますが、また一方で、家事一点張りで、額髪を耳挟みがちに飾り気のない主婦で、ひたすら世帯じみた世話だけをして。


1 【事が中に】妻の仕事の中で。

2 【もののあはれ知り過ぐし】風流性に傾き過ぎるタイプの女性評。

3 【見えたるに】接続助詞「に」逆接の意。

4 【まめまめしき筋を立てて】家事一点張りのタイプの女性評。

5 【ばかりをして】これを受ける述語がない。したがって、ここで文が切れる。こうした女も困ったものだ、の意が下に略されている。
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■　朝夕あさゆふの出いで入いりにつけても1、公私おほやけわたくしの人ひとのたたずまひ、善よき悪あしきことの、目めにも耳みみにもとまるありさまを、疎うとき人ひとに、わざとうちまねばむやは2。

◇　朝夕の出勤や帰宅につけても、公事や私事での他人の振る舞いや、善いこと悪いことで、目にも耳にも止まった有様を、親しくもない他人にわざわざそっくり話して聞かせたりしましょうか。

■　近ちかくてP10見みむ人3ひとの聞ききわき思おもひ知しるべからむに語かたりも合あはせばやと、うちも笑ゑまれ、涙なみだもさしぐみ、もしは、あやなきおほやけ腹立はらだたしくP11、心こころひとつに思おもひあまることなどP12多おほかるを、何なににかは聞きかせむ5と思おもへば、うちそむかれて、人知ひとしれぬ思おもひ出いで笑わらひもせられ、

◇　親しい妻で理解してくれそうな者とこそ語り合いたいものだと思われ、つい微笑まれたり、涙ぐんだり、あるいはまた、無性に公憤をおぼえたり、胸の内に収めておけないことが多くあるのを、理解のない妻に、何で聞かせようか、聞かせてもしかたがない、と思いますと、ついそっぽを向きたくなって、人知れない思い出し笑いがこみ上げ、

■　『あはれ』

◇　『ああ』

■　とも、うち独ひとりごたるるに6、

◇　とも、つい独り言を洩らすと、

■　『何なにごとぞ』

◇　『何事ですか』

■　など、あはつかにさし仰あふぎゐたらむP13は、いかがは口惜くちをしからぬ7。

◇　などと、間抜けた顔で見上げるようなのは、どうして残念に思われないでしょうか。


P10 近くて--ちかえ（え/＄く）て

P11 腹立たしく--はら（はら/＄）はらたゝしく

P12 など--*なむと

P13 ゐたらむ--ね（ね/ゐ〈朱〉）たらむ

1 【朝夕の出で入りにつけても】以下、「まめまめしき筋を立てて耳はさみがちに美さうなき家刀自」の具体的な振る舞いの例。

2 【疎き人にわざとうちまねばむやは】係助詞「やは」反語の意を表す。親しくない他人にわざわざそっくり話して聞かせようか、そのようなことはしない、親しい妻と思えばこそ聞かせようとするのだ、意。

3 【見む人】妻をいう。

4? 【おほやけ腹立たしき】（1）「おほやけはらだたしき」（集成・新大系）、（2）「おほやけばら立たしき」（古典セレクション）。「公腹立つ」の語例は、『枕草子』二六八段にある。その形容詞形の「公腹立たし」であるが、どう連濁するか判然としない。『岩波古語辞典』『古語大辞典』では「おほやけはらだたし」を見出し語とする。

5 【何にかは聞かせむ】反語表現。「聞きわき思ひ知らぬ」妻であったら、の文意が省略されている。理解のない妻に、何で聞かせようか、聞かせてもしかたがない、の意。

6 【うち独りごたるるに】「るる」自発の助動詞。接続助詞「に」順接の意。

7 【いかがは口惜しからぬ】反語表現。どうして残念に思わないことがあろうか、そう思わずにはいられない、の意。以上、実務一点張りの妻の場合、家事や日常生活に埋没している妻の論。後に、夕霧の妻である雲居雁の例がこれに近い（「横笛」「夕霧」巻）。
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■　ただひたふるに子こめきて1柔やはらかならむ人ひとを、とかくひきつくろひてはなどか見みざらむ2。

◇　ただひたすら子供っぽくて柔軟な女を、いろいろと教え諭してはどうして妻としないでいられようか。

■　心こころもとなくとも、直なほし所どころある心地ここちすべし。

◇　心配なようでも、きっと直し甲斐のある気持ちがするでしょう。

■　げに、さし向むかひて見みむほどは、さてもらうたき方かたに3罪つみゆるし見みるべきを、立たち離はなれてさるべきことをも言いひやり、をりふし4にし出いでむわざのあだ事ごとにもまめ事ごとにも、わが心こころと思おもひ得うることなく深ふかきいたりなからむは、いと口惜くちをしく頼たのもしげなき咎とがや、なほ苦くるしからむ。

◇　なるほど、一緒に生活するぶんには、そんなふうでもかわいらしさに欠点も許され世話をしてやれようが、離れていては必要な用事などを言いやり、時節に行なうような事柄の風流事にも実用事などにも、自分では判断ができず深い思慮がないのは、まことに残念で頼りにならない欠点が、やはり困ったものでしょう。

■　常つねはすこしそばそばしく心こころづきなき人ひとの、をりふしにつけて出いでばえするやうもありかし」

◇　普段はちょっと無愛想で親しみの持てない女性が、何かの事に思わぬでき映えを発揮するようなこともありますからね」


1 【ただひたふるに子めきて】『色葉字類抄』（院政期）には「ヒタフル」と清音である。以下、まだ型にはまっていない女性についての論。紫の上の例がこれに近いであろう。

2 【などか見ざらむ】反語表現。「見る」は結婚する意。どうして結婚しないでいられようか、そうするのも悪くないことだ、の意。

3 【さてもらうたき方に】連語「さても」の「さ」は「心もとなくとも」をさす。

4 【をりふし】「時節ヲリフシ」（『名義抄』）。


帚木．１．３．２０

■　など、隈くまなきもの言いひも1、定さだめかねていたくうち嘆なげく。

◇　などと、至らない所のない論客も、結論を出しかねて大きく溜息をつく。


1 【隈なきもの言ひも】『河海抄』は「思ふてふ人の心のくまごとに立ち隠れつつ見る由もがな」（古今集、俳諧、一〇三八、読人しらず）を指摘した。「隈なき」の語から連想される和歌である。


第四段　女性論、左馬頭の結論

帚木．１．４．１

■　「今いまは、ただ1、品しなにもよらじ。

◇　「今は、ただもう、家柄にもよりません。

■　容貌かたちをばさらにも言いはじ2。

◇　容貌はまったく問題ではありません。

■　いと口惜くちをしくねぢけがましきおぼえだになくは3、ただひとへにものまめやかに、静しづかなる心こころのおもむきならむよるべをぞ、つひの頼たのみ所どころには思おもひおくべかりける4。

◇　ひどく意に満たないひねくれた性格でさえなければ、ただひたすら実直で、落ち着いた心の様子がありそうな女性を、生涯の伴侶としては考え置くのがよいですね。

■　あまりのゆゑよし心こころばせ5うち添そへたらむをば6、よろこびに思おもひ、すこし後おくれたる方かたあらむをも7、あながちに求もとめ加くはへじ。

◇　余分な情趣を解する心や気立てのよさが加わっているようなのを、それを幸いと思い、少し足りないところがあるようなのも、無理に期待し要求するまい。

■　うしろやすくのどけき所ところだに強つよくは8、うはべの情なさけは、おのづからもてつけつべきわざをや9。

◇　安心できてのんびりとした性格さえはっきりしていれば、表面的な情趣は、自然と身に付けることができるものですからね。


1 【今はただ】以下「さははべらぬか」まで、左馬頭の詞。夫婦間の寛容と知性を説く。

2 【さらにも言はじ】副詞「さらに」--打消推量の助動詞「じ」、決して--ない、少しも--ない、の意を表す。

3 【ねぢけがましきおぼえだになくは】副助詞「だに」は下に打消しの語を伴って、最低限・最小限のニュアンスを添える。「なくは」（形容詞、連用形＋係助詞「は」）は仮定条件を表す。「--さえなければ」の意。『河海抄』は「奈良山の児の手柏のふたおもてとににもかくにもねぢけ人かも」（古今六帖六、かしは、四三〇三）を指摘した。「ねぢけ」の語から連想される和歌である。

4 【よるべをぞつひの頼み所には思ひおくべかりける】係助詞「ぞ」は「べかりける」（推量の助動詞「べし」当然の意、連用形＋過去の助動詞「けり」連体形、詠嘆の意）に係る。

5 【あまりのゆゑよし心ばせ】「あまり」は余分の意。「ゆゑ」は教養・趣味の意。「よし」は情趣・風情の意。「ゆゑよし」は趣きを解する洗練された様子、奥ゆかしいさま。「心ばせ」の語に関して、青表紙本系の池田本、伝冷泉為秀本、三条西家本、別本群の陽明文庫本は「心はえ」とする。「心ばせ」は、機知、機転、気づかい、気立て、といったニュアンスが強い。「心ばへ」は、性質、心づかい、趣向、趣味、といったニュアンスが強い。

6 【うち添へたらむをば】推量の助動詞「む」連体形、仮定・婉曲の意味。下に「女」などの語が省略されている。格助詞「を」目的格＋係助詞「は」濁音化した形、動作の対象を取り立てて強調するニュアンスを表す。加わっているような女をば、の意。「よろこびに思ひ」に係る。

7 【後れたる方あらむをも】推量の助動詞「む」仮定・婉曲の意味。少し劣っている方面があるようでも、の意。係助詞「も」は同類を表す。「求め加へじ」に係る。

8 【所だに強くは】副助詞「だに」は最低限・最小限の希望ぼ意を表す。「強く」（連用形）＋係助詞「は」仮定条件を表す。「おのづからもてつけつべき」に係る。

9 【もてつけつべきわざをや】「もてつけ」＋「つ」（完了の助動詞、確述）＋「べき」（推量の助動詞、可能）＋「わざ」＋「をや」（間投助詞＋終助詞、詠嘆、強い感動の意を表す）。身に付けることがきっとできるものだからな、の意。


帚木．１．４．２

■　艶えんにもの恥はぢP14して、恨うらみ言いふべきことをも見知みしらぬさまに忍しのびて、上うへはつれなくみさをづくり、心一こころひとつに思おもひあまる時ときは、言いはむかたなくすごき言ことの葉は、あはれなる歌うたを詠よみおき、しのばるべき形見かたみをとどめて、深ふかき山里やまざと、世離よばなれたる海うみづらなどにはひ隠かくれぬるをり1。

◇　思わせぶりにはにかんで見せて、恨み言をいうべきことをも見知らないふうに我慢して、表面は何げなく平静を装い、胸に収めかね思いあまった時には、何とも言いようのないほどの恐ろしい言葉や、哀切な和歌を詠み残し、思い出になるにちがいない形見を残して、深い山里や、辺鄙な海浜などに姿を隠してしまう女がいます。


P14 もの恥ぢ--物はかり（かり/ち〈朱〉）

1 【はひ隠れぬるをり】完了の助動詞「ぬる」連体形のと動詞「をり」の間に「女」などの語が省略されている。青表紙本系の明融臨模本、松浦本、池田本、伝冷泉為秀本は「はひかくれぬるおり」とあり、一方、大島本は「はひかくれぬるおりかし」とあり、三条西家本や書陵部本、河内本系は「はひかくれぬるかし」とある。別本群の陽明文庫本は「はひかくれぬるをり」、国冬本は「はひかくれぬるを」とある。ただ、明融臨模本には「ぬる」と「おり」との間の右傍らに墨筆で「かし」とあり、早くから本文の混乱があったようである。


帚木．１．４．３

■　童わらはにはべりし時1とき、女房にょうばうなどの物語読ものがたりよみしを聞ききて2、いとあはれに悲かなしく、心深こころふかきことかなと、涙なみだをさへ4なむ落おとしはべりし。

◇　子供でございましたころ、女房などが物語を読んでいたのを聞いて、とても気の毒に悲しく、何と深く思いつめたことかと、涙までを落としました。

■　今思いまおもふには、いと軽々かるがるしく、ことさらびたることなり。

◇　今から思うと、とても軽薄で、わざとらしいことです。

■　心こころざし深ふかからむ男をとこをおきて、見みる目めの前まへにつらきことありとも5、人ひとの心こころを見知みしらぬやうに逃にげ隠かくれて、人ひとをまどはし、心こころを見みむとするほどに6、長ながき世よのもの思おもひになる、いとあぢきなきことなり。

◇　愛情の深い夫を残して、たとえ目の前に薄情なことがあっても、夫の気持ちを分からないかのように姿をくらまして、夫を慌てさせ、本心を見ようとするうちに、一生の後悔となるのは、大変につまらないことです。

■　『心深こころふかしや』

◇　『深い考えだ』

■　など、ほめたてられて、あはれ進すすみぬれば、やがて13尼あまになりぬかし7。

◇　などと、褒め立てられて、気持ちが昂じてしまうと、そのまま尼になってしまいますよ。

■　思おもひ立たつほどは、いと心澄こころすめるやうにて、世よに返かへり見みすべくも思おもへらず8。

◇　思い立った当座は、まことに気持ちも悟ったようで、世俗の生活を振り返ってみようなどとは思わない。

■　『いで、あな悲かなし。

◇　『まあ、何とおいたわしい。

■　かくはた思おぼしなりにけるよ3』

◇　こうもご決心されたとは』

■　などやうに、あひ知しれる人来ひときとぶらひ、ひたすらに憂うしとも思おもひ離はなれぬ男をとこ、聞ききつけて涙落なみだおとせば、使つかふ人ひと、古御達ふるごたちなど、

◇　などと言ったように、知り合いの人が見舞いに来たり、すっかり嫌だとも諦めてない夫が、聞きつけて涙を落とすと、召使いや、老女たちなどが、

■　『君きみの御心みこころは、あはれなりけるものを。

◇　『殿のお気持ちは、愛情深かったのに。

■　あたら御身おほむみを』

◇　惜しいおん身を』

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　みづから額髪ひたひがみをかきさぐりて、あへなく心細こころぼそければ9、うちひそみぬかし。

◇　自分でも額髪を触って、手応えなく心細いので、泣顔になってしまう。

■　忍しのぶれど涙なみだこぼれそめぬれば、折々をりをりごとにえ念ねんじえず11、悔くやしきこと多おほかめるに、仏ほとけもなかなか心こころぎたなしと、見みたまひつべし。

◇　堪えても涙がこぼれ出してしまうと、何かの時々には我慢もできず、後悔も多いようなので、仏もかえって未練がましいと、きっと御覧になるでしょう。

■　濁にごりにしめるほどよりもS4、なま浮うかびにては10、かへりて悪あしき道みちにも漂ただよひぬべくぞおぼゆる。

◇　濁世に染まっている間よりも、生悟りは、かえって悪道に堕ちさ迷うことになるに違いなく思われます。

■　絶たえぬ宿世浅すくせあさからで、尼あまにもなさで尋たづね取とりたらむも12、やがてあひ添そひて、とあらむ折をりもかからむきざみをも、見過みすぐしたらむ仲なかこそ14、契ちぎり深ふかくあはれならめ、我われも人ひとも、うしろめたく心こころおかれじやは15。

◇　切っても切れない前世からの宿縁も浅くなく、尼にもさせず捜し出したような仲も、そのまま連れ添うことになって、あのような時にもこのような時にも、知らないふうにしているような夫婦仲こそ、宿縁も深く愛情も厚いと言えましょうに、自分も相手も、不安で自然と気をつかわずにいられましょうか。


S4 蓮葉の濁りにしまぬ心もてなにかは露を玉と欺く（古今集夏-一九五　僧正遍昭）

1 【童にはべりし時】「はべり」は自動詞ラ変活用。丁寧語。過去の助動詞「し」（「き」連体形）は、自らの体験を表す。以下、左馬頭の子供のころの体験談。

2 【女房などの物語読みしを聞きて】国宝『源氏物語絵巻』「東屋」第一段に、一人の女房が物語を読み上げているのを、浮舟は絵を見ながら、また中君は髪を梳かせながら、周囲の女房らとともに聞いている様子が描かれている。

3 【いであな悲しかくはた思しなりにけるよ】知り合いの人の同情したことば。

4 【涙をさへ】副助詞「さへ」は添加の意を表す。

5 【見る目の前につらきことありとも】挿入句として置かれている。接続助詞「とも」は仮定条件を表す。たとえ--ても、の意。

6 【心を見むとするほどに】下に、夫婦の縁が切れて、の意が省略されている。

7 【やがて尼になりぬかし】副詞「やがて」は、そのままの意。「ぬかし」（完了の助動詞「ぬ」確述＋終助詞「かし」念押し）

8 【返り見すべくも思へらず】係助詞「も」強調の意。「思へらず」に係る。「思へ」已然形＋完了の助動詞「ら」未然形＋打消の助動詞「ず」。

9 【あへなく心細ければ】尼削ぎして髪が短くなっているので。

10 【濁りにしめるほどよりもなま浮かびにては】明融臨模本は「にこりに」に朱合点有り。『源氏釈』は「はちす葉の濁りにしまぬ心もて何かは露を玉とあざむく」（古今集、夏、一六五、僧正遍正）を指摘した。生半可な悟りようではかえって悪道に堕ちることになる、の意。光る源氏（作者紫式部のと言ってもよい）の出家観は「御法」巻（第一章一段）に語られている。

11 【折々ごとにえ念じえず】副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。「念ず」は堪える、我慢する、意。

12 【尋ね取りたらむも】推量の助動詞「む」仮定・婉曲の意。係助詞「も」は「契り深くあはれならめ」に係る。

13 【やがて】青表紙本系の大島本と別本群の国冬本には、この語の次に「そのおもひいてうらめしきふしあらんやあしくもよくも」（その時の思い出に恨めしいことがあるのだろうか、良くも悪くも）の句がある。

14 【見過ぐしたらむ仲こそ】係助詞「こそ」は「契り深くあはれならめ」に係る。推量の助動詞「め」已然形、下文に続く逆接用法。下の文との間に、それにも関わらず家出したりすると、の意が省略されている。

15 【心おかれじやは】自発の助動詞「れ」未然形、打消推量の助動詞「じ」終止形、係助詞「やは」反語の意。自然と気をつかわずにいられましょうか、気をつかわずにはいられません、の意。また、自然と気まずくならないでしょうか、気まずくならずにはいられません、の意。


帚木．１．４．４

■　また、なのめに移うつろふ方かたあらむ人ひとを恨うらみて、気色けしきばみ背そむかむ1、はたをこがましかりなむ2。

◇　また、いいかげんに愛情も冷めてきたような夫を恨んで、態度に表わして離縁するようなのは、これまたばかげたことでしょう。

■　心こころは移うつろふ方かたP15ありとも3、見みそめし心こころざしいとほしく思おもはば4、さる方かたのよすが5に思おもひてもありぬべきに6、さやうならむたぢろきに7、絶たえぬべきわざなり。

◇　愛情が他の女に移ることがあったとしても、結婚した当初の愛情をいとしく思うならば、そうした縁の伴侶と思っていることもきっとあるでしょうに、そのようなごたごたから、夫婦の仲まで切れてしまうのです。


P15 あらむ人を恨みて、気色ばみ背かむ、はたをこがましかりなむ。心は移ろふ方--（/+あらむ人をうらみてけしきはみそむかんはたをこかまし/+かりなん心はうつろふ方〈朱〉）

1 【気色ばみ背かむ】推量の助動詞「む」連体形、仮定・婉曲の意。下に「ことは」などの語句が省略されている。

2 【はたをこがましかりなむ】副詞「はた」は、「ある一面についを認めながら、それとは別の一面について述べる語」（小学館古語大辞典）の用法。それはそれとしてまた、の意。完了の助動詞「な」未然形、確述の意。推量の助動詞「む」推量の意。

3 【心は移ろふ方ありとも】接続助詞「とも」は、動詞の終止形に接続して逆接の仮定条件を表す。--があったとしても、の意。

4 【見そめし心ざしいとほしく思はば】接続助詞「ば」は未然形の下に接続して仮定条件を表す。

5 【さる方のよすが】「さる方」は「見そめし心ざし」をさす。

6 【思ひてもありぬべきに】係助詞「も」強調の意、「ありぬべき」に係る。完了の助動詞「ぬ」確述の意、推量の助動詞「べき」当然の意、接続助詞「に」逆接の意を表す。きっとあるでしょうに、の意。

7 【さやうならむたぢろきに】「さやうならむ」は「人の心を見知らぬやうに逃げ隠れて、人をまどはし」や「あはれ進みぬれば、やがて尼になりぬ」、「移ろふ方あらむ人を恨みて、気色ばみ背かむ」など、女の態度をさす。


帚木．１．４．５

■　すべて、よろづのこと1なだらかに、怨ゑんずべきことをば見知みしれるさまにほのめかし、恨うらむべからむふしをも憎にくからずかすめなさば、それにつけて、あはれもまさりぬべし。

◇　総じて、どのようなことでも心穏やかに、嫉妬することは知っている様子にほのめかし、恨み言をいうべき場合にもかわいらしくそれとなく言えば、それによって、愛情も一段と増すことでしょう。

■　多おほくは、わが心こころも見みる人ひとから2をさまりもすべし。

◇　一般に、自分の浮気心も妻の態度から収まりもするのです。

■　あまりむげにうちゆるべ見放みはなちたるも、心安こころやすくらうたきやうなれど、おのづから軽かろき方かたにぞおぼえはべるかし3。

◇　あまりやたらに勝手にさせ放任しておくのも、気が楽でかわいらしいようだが、いつのまにか軽く見られるものです。

■　繋つながぬ舟ふねの浮うきたる例4ためしもS5、げにあやなし5。

◇　繋がない舟の譬えもあり、なるほど思慮がない。

■　さははべらぬか」

◇　そうではございませんか」


S5 観身岸額離根草　論命江頭不繋舟（和漢朗詠集下-七九〇　羅維）

1 【すべてよろづのこと】以下、左馬頭の結論。夫の浮気に対する妻の賢い身の処し方が述べられる。

2 【わが心も見る人から】「わが心」は夫の浮気心、「見る人」は妻をさす。

3 【軽き方にぞおぼえはべるかし】妻が軽く見られる、意。

4 【繋がぬ舟の浮きたる例】明融臨模本は「つなかぬふねの」に朱合点有り。『源氏釈』は「観身岸額離根草論命江頭不繋船」（和漢朗詠集、無常、七九〇、羅維）を指摘。なお、『文選』に「泛乎若不繋之船」（巻十三）、『荘子』に「汎若不繋之舟」（列禦寇）ともある。

5 【げにあやなし】副詞「げに」は「繋がぬ舟の浮きたる例」を受ける。なるほど繋がない舟の喩えどおり、の意。


帚木．１．４．６

■　と言いへば1、中将ちゅうじゃううなづく2。

◇　と言うと、中将は頷く。


1 【と言へば】主語は左馬頭。敬語は使われない。

2 【中将うなづく】頭中将の納得する様子。
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■　「さしあたりて1、をかしともあはれとも心こころに入いらむ人2ひとの、頼たのもしげなき疑うたがひあらむこそ、大事だいじなるべけれ。

◇　「今さし当たって、美しいとも気立てがよいとも思って気に入っているような男が、不安な疑いがあるのは重大でしょう。

■　わが心こころあやまちなくて見過みすぐさば3、さし直なほしてもなどか見みざらむ4とおぼえたれど、それさしもあらじ5。

◇　自分が乱心せずに大目に見てやっていたら、気持ちを変えて添い遂げないこともないだろうと思われますが、そうとばかりも言えまい。

■　ともかくも、違たがふべきふしあらむを6、のどやかに見忍みしのばむよりほかに、ますことあるまじかりけり7」

◇　いずれにしても、夫婦仲がうまくいかないようことがあってもそれを、気長にじっと堪えているより以外に、良い手段はないようですな」


1 【さしあたりて】以下「あるまじかりけり」まで、頭中将の詞、寛大さと忍耐が大切と理解する。

2 【をかしともあはれとも心に入らむ人】夫とも妻ともとれる。両説ある。「「人」は妻。通説は夫」（古典セレクション）。『集成』も「女」説。『新大系』は「男」説。いま、夫の方に浮気をしているような疑いがある場合と解釈して読む。暗に「夫」を妹の夫である源氏のこととして読むと、下の頭中将の「わが妹の姫君は、この定めにかなひたまへりと思へば」や源氏にとって耳の痛い話なので「君のうちねぶりて言葉まぜたまはぬ」ことによく整合する。

3 【わが心あやまちなくて見過ぐさば】妻が夫の浮気の疑いに取り乱したり乱心したりせずに、知らないふりする、の意と解す。

4 【さし直してもなどか見ざらむ】主語は妻。「さし直す」は、気持ちを入れ直すこと。「など」（副詞）＋「か」（係助詞、反語）、「む」（推量の助動詞、推量）に係る。どうしてか、心を入れ変えて添い遂げることがないだろうか、きっと添い遂げるだろう、の意。

5 【それさしもあらじ】「それ」は「などか見ざらむ」をさす。副詞「さしも」は打消・反語の表現を伴って、そうとばかり、そのようには、の意を表す。打消推量の助動詞「じ」終止形、推量の意。

6 【違ふべきふしあらむを】推量の助動詞「む」連体形、仮定・婉曲の意。格助詞「を」目的格を表す。

7 【あるまじかりけり】ラ変動詞「ある」連体形＋打消推量の助動詞「まじかり」連用形＋過去の助動詞「けり」詠嘆の意。ないようですなあ。


帚木．１．４．８

■　と言いひて、わが妹いもうとの姫君1ひめぎみは、この定さだめにかなひたまへり2と思おもへば、君きみのうちねぶりて3言葉ことばまぜたまはぬを、さうざうしく心こころやましと思おもふ4。

◇　と言って、自分の妹の姫君は、この結論に当てはまっていらっしゃると思うと、源氏の君が居眠りをして意見をさし挟みなさらないのを、物足りなく不満に思う。

■　馬頭むまのかみ、物定ものさだめの博士はかせになりて、ひひらき5ゐたり。

◇　左馬頭がこの評定の博士になって、さらに弁じ立てていた。

■　中将ちゅうじゃうは、このことわり聞きき果はてむと、心入こころいれて、あへしらひゐたまへり6。

◇　頭中将は、この弁論を最後まで聴こうと、熱心になって、受け答えしていらっしゃった。


1 【わが妹の姫君】頭中将の妹、葵の上をさす。源氏の妻である。

2 【この定めにかなひたまへり】「たまへ」尊敬の補助動詞。自分の妹ではあるが、源氏の妻であるため敬語を用いている。多少嫉妬し忍耐と寛容をもっていること。

3 【君のうちねぶりて】源氏は議論に退屈して居眠りしたふりをしているが、実は源氏夫婦に当てはまる耳の痛い話なので寝たふりをしている。

4 【心やましと思ふ】主語は頭中将。

5 【ひひらき】「囀サヘヅルカマビスシヒヒラク」（『名義抄』）。清音である。

6 【あへしらひゐたまへり】尊敬の補助動詞「たまへ」は頭中将の態度・動作に対する敬語。


帚木．１．４．９

■　「よろづのことによそへて1思おぼせ。

◇　「いろいろのことに引き比べてお考えくだされ。

■　木きの道みちの匠2たくみのよろづの物ものを心こころにまかせて作つくり出いだすP16も3、臨時りんじのもてあそび物ものの4、その物ものと跡あとも定さだまらぬは5、そばつきさればみたるも6、げにかうもしつべかりけりと、時ときにつけつつさまを変かへて、今いまめかしきに目移めうつりてP17をかしきもあり。

◇　木工の道の匠がいろいろの物を思いのままに作り出すのも、その場限りの趣向の物で、そうした型ときまりのないものは、見た目には洒落ているのも、なるほどこういうふうにも作るのだと、時々に従って趣向を変えて、目新しいのに目が移って趣のあるものもあります。

■　大事だいじとして、まことにうるはしき人ひとの調度てうどの飾かざりとする7、定さだまれるやうある物ものを難なんなくし出いづることなむ8、なほまことの物もの上手のじゃうずは、さまことに見みえ分わかれはべる。

◇　重大な物として、本当にれっきとした人の調度類で装飾とする、一定の様式というようなのがあるものを立派に作り上げることは、やはり本当の名人は、違ったものだと見分けられるものでございます。


P16 出だす--い（い/+た）す

P17 移りて--うつも（も/=り〈朱〉）て

1 【よろづのことによそへて】以下「申しはべらむ」まで、左馬頭の詞、芸道の技に喩える。

2 【木の道の匠】指物師。木製の家具調度類を作る職人。

3 【作り出だすも】係助詞「も」は「をかしきもあり」に係る。

4 【臨時のもてあそび物の】「もてあそび物の」の格助詞「の」同格を表す。--で、の意。

5 【跡も定まらぬは】係助詞「は」は「そばつきさればみたる」に係る。

6 【そばつきさればみたるも】係助詞「も」は「かうもしつべかりけり」に係る。

7 【うるはしき人の調度の飾りとする】「人の」の格助詞「の」所有格、「調度の」の格助詞「の」同格。「--飾りとする」は下に「物を」が省略されている。次の「定まれるやうある物」と並列。「難なくし出づる」に続く。

8 【し出づることなむ】係助詞「なむ」は「見え分かれはべる」（連体形）に係る。


帚木．１．４．１０

■　また絵所1ゑどころに上手多じゃうずおほかれど、墨すみがきに選えらばれて2、次々つぎつぎにさらに3劣おとりまさるけぢめ、ふとしも見みえ分わかれず。

◇　また、画工司に名人が多くいますが、墨描きに選ばれて、順々に見るとまったく優劣の判断は、ちょっと見ただけではつきません。

■　かかれど、人ひとの見及みおよばぬ蓬莱ほうらいの山やま、荒海あらうみの怒いかれる魚4いをの姿すがた、唐国からくにのはげしき獣けだものの形かたち、目めに見みえぬ鬼おにの顔かほなどの5、おどろおどろしく作つくりたる物ものは、心こころにまかせてひときは目驚めおどろかして、実じちには似にざらめど、さてありぬべし6。

◇　けれども、人の見ることもできない蓬莱山や、荒海の恐ろしい魚の形や、唐国の猛々しい獣の形や、目に見えない鬼の顔などで、仰々しく描いた物は、想像のままに格別に目を驚かして、実物には似ていないでしょうが、それはそれでよいでしょう。


1 【絵所】宮中の絵画を扱う役所。令制の画工司。

2 【墨がきに選ばれて】墨で構図などの下絵を描く人。集団で製作する時の中心的役割をする人。彩色などは弟子が行った。なお『新大系』では「選はれて」と清音表記。『岩波古語辞典』では「えらひ」〈金光明最勝王経平安初期点〉の用例を挙げ、「奈良時代にハ行の活用をした動詞は、オモヒ（思）のように、平安中期以後ワ行に発音するのが普通だったが、シノヒ（偲）がシノビと変化したように、稀にバ行に発音したものがある。エラビもその一つ」と指摘する。

3 【次々にさらに】「次々に」の下に「見るに」または「書くに」などの語句が省略されている。副詞「さらに」は「見え分かれず」に係る。打消の助動詞「ず」と呼応して、全然--ない、の意を表す。

4 【魚】「魚、ウヲ、俗云、イヲ」（『名義抄』）、「魚、宇乎〈ウヲ〉、俗云、伊遠〈イヲ〉」（『和名抄』）。

5 【目に見えぬ鬼の顔などの】「顔などの」の格助詞「の」同格を表す。鬼の顔などで、の意。『古今和歌集』仮名序の「目に見えぬ鬼神をもあはれと思はせ」の表現を下に敷く。

6 【さてありぬべし】唐絵は唐絵としてそれで結構でしょう、の意。


帚木．１．４．１１

■　世よの常つねの山やまのたたずまひ1、水みづの流ながれ、目めに近ちかき人ひとの家居いへゐありさま、げにと見みえ2、なつかしくやはらいだる形かたなどを静しづかに描かきまぜて、すくよかならぬ山やまの景色けしき、木深こぶかく世離よばなれて畳たたみなし、け近ぢかき籬まがきの内うちをば3、その心こころしらひおきてなどをなむ、上手じゃうずはいと勢いきほひことに、悪わろ者ものは及およばぬ所多ところおほかめる。

◇　どこでも見かける山の姿や、川の流れや、見なれた人家の様子は、なるほどそれらしいと見えて、親しみやすくおだやかな方面などを心落ち着いた感じに配して、険しくない山の風景や、こんもりと俗塵を離れて幾重にも重ねたり、近くの垣根の中については、それぞれの心配りや配置などを、名人は大変に筆力も格別で、未熟な者は及ばない点が多いようです。


1 【世の常の山のたたずまひ】以下、倭絵について論じる。神護寺蔵の国宝「山水屏風」が参考になる。

2 【げにと見え】なるほど、見慣れた風景らしいと見えて、の意。

3 【け近き籬の内をば】『完訳』は「下に「描くに」ぐらいを補う」と指摘。この語句は、「上手は」と「悪ろ者は」に係る。


帚木．１．４．１２

■　手てを書かきたるにも1、深ふかきことはなくて、ここかしこの2、点長てんながに走はしり書かき3、そこはかとなく気色けしきばめるは4、うち見みるにかどかどしく気色けしきだちたれど、なほまことの筋すぢをこまやかに書かき得えたるは5、うはべの筆消ふできえて見みゆれど、今いまひとたびとり並ならべて見みれば6、なほ実じちになむよりける7。

◇　文字を書いたものでも、深い素養はなくて、あちらこちらが、点長にしゃれた走り書きをし、どことなく気取っているようなのは、ちょっと見ると才気がありひとかどのように見えますが、やはり正当の書法を丹念に習得しているものは、表面的な筆法は隠れていますが、もう一度取り比べて見ると、やはり本物の方に心が惹き付けられるものですな。


1 【手を書きたるにも】以下、書道について論じる。

2 【ここかしこの】格助詞「の」主格を表す、あちらこちらが、の意。「気色ばめるは」に続く。

3 【点長に走り書き】挿入句。点を続けるような感じに筆を走らせて書く気取った書き方。

4 【気色ばめるは】係助詞「は」は「気色だちたれど」に係る。

5 【書き得たるは】係助詞「は」は「消えて見ゆれど」に係る。

6 【とり並べて見れば】接続助詞「ば」は已然形に付いて順接の確定条件を表す。

7 【実になむよりける】係助詞「なむ」、過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意。係結びの法則、強調のニュアンスを添える。本物が良いものですなあ、の意。


帚木．１．４．１３

■　はかなきことだにかくこそはべれ1。

◇　つまらない芸事でさえこうでございます。

■　まして人ひとの心こころの2、時ときにあたりて気色けしきばめらむ見みる目めの情なさけをば、え頼たのむまじく思おもうたまへ得えてはべる3。

◇　まして人の気持ちの、折々に様子ぶっているような見た目の愛情は、信用がおけないものと存じております。

■　そのはじめのこと、好すき好ずきしくとも申まうしはべらむ4」

◇　その最初の例を、好色がましいお話ですが申し上げましょう」


1 【はかなきことだにかくこそはべれ】「だに---まして」の構文。副助詞「だに」は最低限、限定を表し、--でさえ、の意。結論へと導く。係助詞「こそ」「はべれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンスを添える。

2 【まして人の心の】「心の」の格助詞「の」は同格を表す。「見る目の情けをば」と共に「え頼むまじく思うたまへ得てはべる」に続く。

3 【え頼むまじく思うたまへ得てはべる】副詞「え」は打消推量の助動詞「まじく」連用形と呼応して不可能の意を表す。「思う」は「思ひ」連用形のウ音便形。「たまへ」下二段活用の謙譲の補助動詞。丁寧語「はべる」連体形、連体中止法。含みをもたせた余情的表現。

4 【そのはじめのこと好き好きしくとも申しはべらむ】以上、左馬頭の芸能に喩えた論。以下、体験談に移る。「そのはじめのこと」は、女性を知り始めたころのこと。


帚木．１．４．１４

■　とて、近ちかくゐ寄よれば1、君きみも目覚めさましたまふ。

◇　と言って、にじり寄るので、源氏の君も目をお覚ましになる。

■　中将ちゅうじゃういみじく信しんじて3、頬杖つらづえをつきて向むかひゐたまへり。

◇　中将はひどく本気になって、頬杖をついて向かい合いに座っていらっしゃる。

■　法のりの師しの世よのことわり説とき聞きかせむ所ところの心地ここちするも4、かつはをかしけれど、かかるついでは、おのおの睦言むつごともえ忍しのびとどめずなむありける5。

◇　法師が世の中の道理を説いて聞かせているような所の感じがするのも、もう一方ではおもしろいが、このような折には、それぞれがうちとけたお話などを隠しておくことができないのであった。


1 【とて近くゐ寄れば】左馬頭がにじり寄るので。興味深々の話をしようという態度。

2? 【君も目覚さましたまふ】源氏の君も目をお覚ましになる。再び興味をもって聞こうとする。

3 【中将いみじく信じて】頭中将はひどく本気になって。

4 【法の師の世のことわり説き聞かせむ所の心地するも】法師が説法をしている所の気がするのも。『花鳥余情』は、雨夜品定めの段の構成を『法華経』の三周説法による、と指摘する。すなわち、「法説一周」（方便品）、上根の者に直接仏の教えを説く。「ますことあるまじかりけり」まで、女性論の結論を述べる。次に「譬説一周」（譬喩品から薬草喩品）、中根の者に譬えをもって仏の教えを説く。「よろづのことによそへて思せ」以下「え頼むまじく思うたまへてはべる」まで、芸能の譬えをもって論じたところ。最後に「因縁説一周」（化城喩品）、下根の者に過去の因縁をもって仏の教えを説く。「そのはじめのこと好き好きしくとも申しはべらむ」以下に語られる体験談がそれに当る。

5 【かかるついではおのおの睦言もえ忍びとどめずなむありける】語り手の評言。


第二章　女性体験談

第一段　女性体験談（左馬頭、嫉妬深い女の物語）

帚木．２．１．１

■　「はやう、まだいと下臈げらふにはべりし時1とき、あはれと思おもふ人ひとはべりき。

◇　「若いころ、まだ下級役人でございました時、愛しいと思う女性がおりました。

■　聞きこえさせつるやうに2、容貌かたちなどいとまほにもはべらざりP18しかば、若わかきほどの好すき心3ごころには、この人ひとをとまりにとも思おもひとどめはべらず、よるべとは思おもひながら4、さうざうしくて、とかく紛まぎれはべりしを5、もの怨ゑんじをいたくしはべりしかば、心こころづきなく、いとかからで、おいらかならましかばと思おもひつつ6、あまりいと許ゆるしなく疑うたがひはべりしもうるさくて、かく数かずならぬ身みを7見みも放はなたで、などかくしも思おもふらむ8と、心苦こころぐるしき折々9をりをりもはべりてP19、自然じねんに心こころをさめらるるやうになむはべりし。

◇　申し上げましたように、容貌などもたいして優れておりませんでしたので、若いうちの浮気心から、この女性を生涯の伴侶とも思い決めませんで、通い所とは思いながら、物足りなくて、何かと他の女性にかかずらっておりましたところ、大変に嫉妬をいたしましたので、おもしろくなく、本当にこうではなくて、おっとりとしていたらば良いものをと思い思い、あまりにひどく厳しく疑いましたのも煩わしくて、このようなつまらない男に愛想もつかさず、どうしてこう愛しているのだろうと、気の毒に思う時々もございまして、自然と浮気心も収められるというふうでもございました。


P18 はべらざり--侍（侍/+ら）さり

P19 はべりて--侍（侍/+て）

1 【はやうまだいと下臈にはべりし時】以下「うるさくなむはべりし」まで、左馬頭の体験談。過去の助動詞「し」（「き」連体形）は自らの体験を表す。この人びとの中で、最年長者。しかし、位階や官職では、若い源氏や頭中将に劣る。語り方は、「侍り」を頻出した丁重な語り方であるとともに、経験豊な者の語り方である。「嫉妬深い女」の物語。

2 【聞こえさせつるやうに】実務一点張りの女、「まめまめしき筋を立てて耳はさみがちに美さうなき家刀自のひとへにうちとけたる後見ばかりして」をさす。

3 【若きほどの好き心】青表紙本系の明融臨模本と大島本は「すき心」、その他の青表紙本系の松浦本、池田本、伝冷泉為秀本、三条西家本、書陵部本と別本の国冬本は「すき心地」。河内本系諸本は「すさひ心」。別本群の陽明文庫本は「すさひ心」。すなわち、Ａ「好き心」（明大）、Ｂ「好き心地」（松池秀三証・国）、Ｃ「すさび心」（河・陽）となる。Ａは青表紙本系統内の単独共通異文、Ｂは青表紙本系諸本と別本の両方にわたる複数共通異文。Ｃは河内本系諸本と別本の両方にわたる共通異文である。『集成』『新大系』は「すき心」のまま、『古典セレクション』は「すき心地」と校訂する。

4 【とまりにとも思ひとどめはべらずよるべとは思ひながら】「とまり」は生涯の伴侶、正妻。「よるべ」は通い妻、側室。

5 【とかく紛れはべりしを】接続助詞「を」順接を表す。他の女性に浮気しておりましたところ、の意。

6 【おいらかならましかばと思ひつつ】反実仮想の助動詞「ましか」未然形、下に「うれしからまし」または「良からまし」などの語句が省略されている。接続助詞「つつ」は動作の反復を表す。

7 【かく数ならぬ身を】以下「思ふらむ」まで、左馬頭の自問自答の心。主語は女。『花鳥余情』は「かつ見つつ影離れ行く水の面にかく数ならぬ身をいかにせむ」（拾遺集、恋四、八七九、斎宮女御）を指摘。

8 【などかくしも思ふらむ】副助詞「しも」強調のニュアンスを添える。推量の助動詞「らむ」原因推量を表す。なぜこんなにも愛しているのだろうか、の意。

9 【心苦しき折々】左馬頭が女を気の毒と思う時々。


帚木．２．１．２

■　この女をむなのあるやう、もとより思おもひいたらざりけることにも、いかでこの人ひとのためにはとP20,1、なき手てを出いだし、後おくれたる筋すぢの心こころをも2、なほ口惜くちをしくは見みえじと思おもひはげみつつ3、とにかくにつけて、ものまめやかに後見うしろみ、つゆにても心こころに違たがふことはなくもがな4と思おもへりしほどに、進すすめる方5かたと思おもひしかど、とかくになびきてなよびゆき、醜みにくき容貌かたちをも、この人ひとに見みや疎うとまれむと6、わりなく思おもひつくろひ7、疎うとき人ひとに見みえば、面伏おもてぶせにや思おもはむと8、憚はばかり恥はぢて、みさをにもてつけて見馴みなるるままに、心こころもけしうはあらずはべりしかど、ただこの憎にくき方一かたひとつ9なむ、心こころをさめずはべりし。

◇　この女の性格は、もともと自分の考えの及ばないことでも、何とかして夫のためにはと、無理算段をし、不得手な方面をも、やはりつまらない女だと見られまいと努力しては、何かにつけて、熱心に世話をし、少しでも意に沿わないことのないようにと思っていたうちに、気の勝った女だと思いましたが、何かと言うことをきくようになって柔らかくなってゆき、美しくない容貌についても、このわたしに嫌われやしまいかと、むやみに思って化粧し、親しくない人に顔を見せたならば、夫の面目が潰れやしまいかと、遠慮し恥じて、身嗜みに気をつけて生活しているうちに、性格も悪いというのではありませんでしたが、ただこの憎らしい性質一つだけは、収まりませんでした。


P20 ためにはと--ためにい（い/＄は）と

1 【いかでこの人のためにはと】左馬頭をさす。

2 【なき手を出だし後れたる筋の心をも】無理な算段をして、不得手な方面も。

3 【思ひはげみつつ】接続助詞「つつ」動作の反復を表す。

4 【つゆにても心に違ふことはなくもがな】左馬頭が見たところの女の心。終助詞「もがな」願望を表す。夫の気持ちを損ねることがなければいいなあと、の意。

5 【進める方】「強ススム」（名義抄）。気の強い意。

6 【この人に見や疎まれむと】「この人」は、このわたしにの意。係助詞「や」疑問、受身の助動詞「れ」未然形、推量の助動詞「む」連体形、係り結びの法則。夫に嫌われやしないかと、の意。

7 【わりなく思ひつくろひ】『集成』は「いじらしくお化粧をし」、『完訳』は「懸命に化粧し」と訳す。「わりなく」のニュアンスは微妙。理屈に合わない、が原義。すると、化粧してもしがいのないのに化粧する、という、やや冷やかなニュアンスがあろうか。

8 【疎き人に見えば面伏せにや思はむと】「見え」未然形＋接続助詞「ば」仮定条件を表す。係助詞「や」疑問、「思はむ」の主語は夫。女の心。なお、「思はむと」の箇所について、青表紙本系の明融臨模本、大島本、松浦本、伝冷泉為秀本は「思はんと」。池田本は「みえんと」。三条西家本と書陵部本は「思はれんと」。河内本系や別本群の国冬本も明融臨模本等と同文。陽明文庫本は「をもはれむと」とある。すなわち、Ａ「思はんと」（明大松秀・河・国）、Ｂ「思はれんと」（三証・陽）、Ｃ「見えんと」（池）となる。Ｃは独自異文。Ａは青表紙本系統、河内本系統、別本群の三系統にわたって見られる本文であるのに対して、Ｂは青表紙本系統と別本群にわたる本文である。『集成』は「（私が）恥ずかしく思いはせぬかと」と注す。しかし、自分が思いはせぬか、とは、やや不可解。『完訳』は「夫の面目をつぶすことにならぬかと」と注し、その主体者を女に訳すが、意訳である。Ｂの受身の助動詞が付加した本文は、「面目をつぶすように思われよう」となる。文意はもっとも通りよい。底本は、親しくない来客があったような折に、この醜い顔をその人の前に曝したら、夫が恥だと思うだろうか、という意。下級官人の妻などは客人の前に出て顔を見せるようなこともあったのであろう。

9 【ただこの憎き方一つ】嫉妬深い欠点。


帚木．２．１．３

■　そのかみ思おもひはべりしやう、かうあながちに1従したがひ怖おぢたる人ひとなめりP21,2、いかで懲こるばかりのわざして、おどして、この方かたもすこしよろしくもなり、さがなさもやめむと思おもひて3、まことに憂うしなども4思おもひて絶たえぬべき気色けしきならば5、かばかり我われに従したがふ心こころならば思おもひ懲こりなむと6思おもうたまへ得えて7、ことさらに情なさけなくつれなきさまを見みせて8、例れいの腹立はらだち怨ゑんずるに9、

◇　その当時に思いましたことには、このようにむやみにわたしに従いおどおどしている女のようだ、何とか懲りるほどの思いをさせて、脅かして、この嫉妬の方面も少しはまあまあになり、性悪な性格も止めさせようと思って、本当に辛いなどと思って別れてしまいそうな態度をとったならば、それほどわたしに連れ添う気持ちがあるならば懲りるだろうと存じまして、わざと薄情で冷淡な態度を見せて、例によって怒って恨み言をいってくる折に、


P21 なめり--なめれ（れ/＄）り

1 【かうあながちに】以下「さがなさもやめむ」まで、左馬頭の心。

2 【あながちに従ひ怖ぢたる人なめり】「あながち」について、『岩波古語辞典』では「自分の内部的な衝動を止め得ず、やむにやまれないさま、相手の迷惑や他人の批評などに、かまうゆとりを持たないさまを言うのが原義。自分勝手の意から、むやみに程度をはずれて、の意」と注す。「従ひ怖ぢ」は、夫に従い、おどおどしている、の意。断定の助動詞「な」連体形が撥音便化して「ん」が無表記化した形。推量の助動詞「めり」話者の主観的推量を表す。

3 【さがなさもやめむと思ひて】「やめ」ヤ行下二段、他動詞。推量の助動詞「む」意志を表す。やめさせよう、と思っての意

4 【まことに憂しなども】以下「思ひ懲りなむ」まで、左馬頭の心。

5 【絶えぬべき気色ならば】完了の助動詞「ぬ」連用形、確述、推量の助動詞「べき」当然の意。断定の助動詞「なら」未然形＋接続助詞「ば」仮定条件を表す。

6 【思ひ懲りなむと】完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」推量の意。主語は女。女はきっと懲りるだろう、の意。

7 【思うたまへ得て】「思う」は「思ひ」連用形のウ音便化。「たまへ」下二段活用の謙譲の補助動詞。存じまして、の意。

8 【さまを見せて】「見せ」下二段活用、連用形、他動詞。接続助詞「て」順接を表す。態度を見せて、の意。「かくおぞましくは」云々の詞に続く。「見せますと」「見せたところ」と訳す説がある（今泉忠義・古典セレクション）。しかし「見すれば」（已然形＋接続助詞「ば」）ではない。

9 【例の腹立ち怨ずるに】連語「例の」は「怨ずる」を修飾する。主語は女。「に」を接続助詞と解して「恨んでかかって来ましたので」「恨みかかってきますので」（今泉忠義・古典セレクション）と訳す説がある。しかし、上の「見せて」が「態度を見せて」の意であると、続きがよくない。「に」を格助詞、時間を表す。「折」などの語が省略されている形と見ておく。


帚木．２．１．４

■　『かくおぞましくは1、いみじき契ちぎり深ふかくとも、絶たえてまた見みじ2。

◇　『こんなに我が強いなら、どんなに夫婦の宿縁が深くとも、もう二度と逢うまい。

■　限かぎりと思おもはば、かくわりなきもの疑うたがひはせよ。

◇　最後と思うならば、このようなめちゃくちゃな邪推をするがよい。

■　行ゆく先長さきながく見みえむと思おもはば、つらきことありとも、念ねんじてなのめに思おもひなりて3、かかる心こころだに失うせなば4、いとあはれとなむ思おもふべき。

◇　将来も長く連れ添おうと思うならば、辛いことがあっても、我慢してたいしたことなく思うようになって、このような嫉妬心さえ消えたならば、とても愛しい女と思おう。

■　人並々ひとなみなみにもなり、すこしおとなびむに添そへて、また並ならぶ人ひとなくあるべき』

◇　人並みに出世もし、もう少し一人前になったら、他に並ぶ人がない正妻になるであろう』

■　やうなど5、かしこく教をしへたつるかなと思おもひたまへて6、われたけく言いひそしはべるに7、すこしうち笑われひて8、

◇　などと、うまく教えたものよと存じまして、調子に乗って度を過ごして言いますと、少し微笑んで、


1 【かくおぞましくは】以下「あるべき」まで、左馬頭の女への詞。しかし、引用句の「と」がない。

2 【絶えてまた見じ】副詞「絶えて」は打消推量の助動詞「じ」意志と呼応して、すっかり二度と逢うまいの意。

3 【念じてなのめに思ひなりて】女がいいかげんにあきらめるようになって、の意。

4 【かかる心だに失せなば】副助詞「だに」最小限を表す。せめて嫉妬心さえなくなったなら、の意。

5 【また並ぶ人なくあるべきやうなど】正妻としての地位を与えようの意。『集成』は「あるべきやう」までを左馬頭の詞とするが、『完訳』では「あるべき」までを左馬頭の詞とし、「やう」に「直接話法から間接話法へと転換」と注す。

6 【思ひたまへて】「たまへ」謙譲の補助動詞。存じましての意。

7 【言ひそしはべるに】「に」接続助詞、順接を表す。

8 【すこしうち笑ひて】女が、少し微笑んで。冷笑のニュアンス。


帚木．２．１．５

■　『よろづに見立みだてなく1、ものげなきほどを見過みすぐして、人数ひとかずなる世よもやと待まつ方かたは、いとのどかに思おもひなされて2、心こころやましくもあらず3。

◇　『何かにつけて見栄えがしなく、一人前でないあいだをじっとこらえて、いつかは一人前にもなろうかと待っていることは、まことにゆっくりと待っていられますから、苦にもなりません。

■　つらき心こころを忍しのびて4、思おもひ直なほらむ折をりを見みつけむと、年月としつきを重かさねむあいな頼だのみは、いと苦くるしくなむあるべければ5、かたみに背そむきぬべききざみになむある』

◇　辛い浮気心を我慢して、その心がいつになったら直るのだろうかと、当てにならない期待をして年月を重ねていくことは、まことに辛くもありましょうから、お互いに別れるのによいときです』


1 【よろづに見立てなく】以下「きざみになむある」まで、女の詞。「よろづに見だてなく」は、自分のことではなく、夫の左馬頭が万事に見すぼらしく、と嫌味を言う。

2 【いとのどかに思ひなされて】「れ」可能の助動詞。思いなすことができる、意。

3 【心やましくもあらず】夫の出世が遅いのは苦にならない、という。

4 【つらき心を忍びて】「つらき心」は夫の浮気心をさす。

5 【いと苦しくなむあるべければ】夫の浮気心がいつまでも直らないのがつらい、という。


帚木．２．１．６

■　とねたげに言いふに1、腹立はらだたしくなりて、憎にくげなることどもを言いひはげましはべるに、女をむなもえをさめぬ筋2すぢにて、指およびひとつを引ひき寄よせて喰くひてはべりしを3、おどろおどろしくかこちて4、

◇　と憎らしげに言うので、腹立たしくなって、憎々しげな言葉を興奮して言いますと、女も黙っていられない性格で、指を一本引っ張って噛みついてまいりましたので、大げさに文句をつけて、


1 【ねたげに言ふに】主語は女。接続助詞「に」原因・理由を表す。憎らしげに言うので、の意。

2 【女もえをさめぬ筋】係助詞「も」同類を表す。わたし同様に、の意。「筋」は性格。『集成』は「黙っていられない問題なので」と解す。『完訳』は「黙っていられない性分で」と訳す。

3 【喰ひてはべりしを】接続助詞「て」が介在。「はべり」は「あり」の丁寧語。噛みついてまいりましたので、の意。

4 【おどろおどろしくかこちて】「かこつ」は口実にする意。


帚木．２．１．７

■　『かかる疵きずさへつきぬれば1、いよいよ交まじらひ2をすべきにもあらず。

◇　『このような傷まで付いてしまったので、ますます役人生活もできるものでない。

■　辱はづかしめたまふめる官位つかさくらゐ、いとどしく何なににつけてかは人ひとめかむ3。

◇　軽蔑なさるような官職で、ますます一層どのようにして出世して行けようか。

■　世よを背そむきぬべき身みなめり4』

◇　出家しかない身のようだ』

■　など言いひ脅おどして、

◇　などと言い脅して、

■　『さらば、今日けふこそは限かぎりなめれ5』

◇　『それでは、今日という今日がお別れのようだ』

■　と、この指およびをかがめてまかでぬ6。

◇　と言って、この指を折り曲げて退出しました。


1 【かかる疵さへつきぬれば】以下「世を背きぬべき身なめり」まで、左馬頭の詞。副助詞「さへ」添加を表す。「よろづに見立てなく」の上に傷までが付いてしまったので、の意。

2 【交じらひ】朝廷での官人どうしの交際。

3 【何につけてかは人めかむ】係助詞「かは」反語を表す。推量の助動詞「む」推量、連体形。

4 【世を背きぬべき身なめり】女の「かたみに背きぬべき」を受ける。売り言葉に買い言葉。離縁どころか、わたしは出家するしかない、と大袈裟に言う。

5 【さらば今日こそは限りなめれ】左馬頭の捨て台詞。係助詞「こそ」、推量の助動詞「めれ」已然形、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。

6 【まかでぬ】「まかで」連用形、「出る」の謙譲語。女の家を出てきました、の意。


帚木．２．１．８

■　『手てを折をりてあひ見みしことを数かぞふれば

これひとつやは君きみが憂うきふし1

えうらみじ2』

◇　『あなたとの結婚生活を指折り数えてみますと

この一つだけがあなたの嫌な点なものか

恨むことはできますまい』


1 【手を折りてあひ見しことを数ふればこれひとつやは君が憂きふし】左馬頭の歌。結婚生活を指折り数えてみると、これ一つだけがあなたの嫌なところであろうか、の意。「これ一つ」は、先程噛まれた指を折り曲げて見せた指。「やは」は反語。その他にもある、という気持ち。「ふし」（節）は、指（「手」）の縁語。『伊勢物語』第十六段に「手を折りてあひ見しことを数ふれば十といひつつ四は経にけり」とある歌の上の句をそのまま引用した歌。その歌も夫婦離縁の歌。

2 【えうらみじ】副詞「え」は打消推量の助動詞「じ」推量と呼応して不可能を表す。歌に添えたことば。


帚木．２．１．９

■　など言いひはべれば、さすがにうち泣なきて1、

◇　などと言いますと、そうは言うものの涙ぐんで、


1 【さすがにうち泣きて】形容動詞「さすがに」そうはいうものの、の意。そうは真実離縁すること。


帚木．２．１．１０

■　『憂うきふしを心こころひとつに数かぞへきて

こや君きみが手てを別わかるべきをり1』

◇　『あなたの辛い仕打ちを胸の内に堪えてきましたが

今は別れる時なのでしょうか』


1 【憂きふしを心ひとつに数へきてこや君が手を別るべきをり】女の返歌。係助詞「や」疑問を表す。左馬頭の歌の語句、「憂きふし」「ひとつ」「数へ」「こ（れ）」「や」「君」「手」「折」などを受けて、詠み返す。相手の歌の語句を多く引用して返すのは未練のある気持ちの表出。


帚木．２．１．１１

■　など、言いひしろひはべりしかど、まことには変かはるべきこととも思おもひたまへずながら、日ひごろ経ふるまで消息せうそこも遣つかはさず、あくがれまかり歩ありくに、臨時りんじの祭まつりP22の調楽1でうがくに、夜更よふけていみじう霙降みぞれふる夜よ、これかれまかりあかるる所ところにて2、思おもひめぐらせば、なほ家路いへぢと思おもはむ方かたはまたなかりけり3。

◇　などと、言い争いましたが、本当は別れようとは存じませんままに、何日も過ぎるまで便りもやらず、浮かれ歩いていたところ、臨時の祭の調楽で、夜が更けてひどく霙が降る夜、めいめい退出して分かれる所で、思いめぐらすと、やはり自分の家と思える家は他にはなかったのでしたなあ。


P22 臨時の祭--り（り/+む）しのまつり

1 【臨時の祭の調楽】賀茂の臨時の祭、陰暦十一月下の酉の日に行われる。調楽はその奏楽の練習。明融臨模本には「でうがく」と濁点が記されている。『集成』『古典セレクション』は「でうがく」と振り仮名を付ける。『新大系』は「てうがく」と振り仮名を付けている。『岩波古語辞典』では「でうがく」、『古語大辞典』では「てうがく」とある。

2 【これかれまかりあかるる所にて】「これかれ」は調楽の仲間。「まかり」は宮中を退出する意。

3 【またなかりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆を表す。「なかりき」ではない。


帚木．２．１．１２

■　内裏うちわたりの旅寝1たびねすさまじかるべく、気色けしきばめるあたり2はそぞろ寒さむくや3、と思おもひたまへられしかば4、いかが思おもへると、気色けしきも見みがてら、雪ゆきをうち払はらひつつ、なま人悪ひとわろく爪喰つめくはるれど、さりとも今宵日こよひひごろの恨うらみは解とけなむ5、と思おもうたまへしに6、火ひほのかに壁かべに背そむけ7、萎なえたる衣きぬどもの厚肥あつごえたる、大おほいなる籠こにうち掛かけて、引ひき上あぐべきものの帷子かたびらなどうち上あげて、今宵こよひばかりやと9、待まちけるさまなり。

◇　内裏あたりでの宿直は気乗りがしないし、気取った女の家は何となく寒くないだろうか、と存じられましたので、どう思っているだろうかと、様子見がてら、雪をうち払いながら、何となく体裁が悪くきまりも悪く思われるが、いくらなんでも今夜は数日来の恨みも解けるだろう、と存じましたところ、灯火を薄暗く壁の方に向け、柔らかな衣服の厚いのを、大きな伏籠にうち掛けて、引き上げておくべきの几帳の帷子などは引き上げてあって、今夜あたりはと、待っていた様子です。

■　さればよ10と、心こころおごりするに11、正身さうじみはなし。

◇　やはりそうであったよと、得意になりましたが、本人はいません。

■　さるべき女房にょうばうどもばかりとまりて12、

◇　しかるべき女房連中だけが残っていて、

■　『親おやの家いへに、この夜よさりなむ渡わたりぬる13』

◇　『親御様の家に、今晩は行きました』

■　と答こたへはべり。

◇　と答えます。


1 【内裏わたりの旅寝】以下「そぞろ寒くや」まで、左馬頭の思案。

2 【気色ばめるあたり】後に出てくる浮気な女の家。

3 【そぞろ寒くや】情愛よりも風流を優先するゆえに寒い思いをさせられるだろうと想像する。

4 【思ひたまへられしかば】謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、未然形。「られ」受身の助動詞、また自発を表すとも考えられる。過去の助動詞「しか」已然形。存じられましたので、の意。

5 【恨みは解けなむ】「解け」は前の「雪」の縁語。言葉の洒落。完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」推量。きっと解けるだろう、の意。

6 【思うたまへしに】「思う」は「思ひ」連用形のウ音便形、謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、連用形、過去の助動詞「し」連体形、接続助詞「に」順接。存じましたところ、の意。

7 【火ほのかに壁に背け】『白氏文集』「上陽人」の「耿々たる残灯壁に背ける影」を踏まえた表現。寝室用にほの暗くしていた。

8? 【引き上ぐべきものの帷子などはうち上げて】夫を迎える時は、帷子の垂れ絹を引き上げておくのが、通例であったらしい。『完訳』では「使わぬ際は引き上げておく」と注すが、下に「今宵ばかりや、と、待ちけるさまなり」とあるので、女は男の来訪を支度して待っていたと解釈すべき。

9 【今宵ばかりやと】係助詞「や」の下に「来らむ」等の語句が省略。女の心をを勝手に左馬頭が推測したもの。

10 【さればよ】やはりそうであったよ。『集成』『完訳』は「それ見たことよ」というニュアンスで訳す。

11 【心おごりするに】接続助詞「に」逆接。

12 【さるべき女房どもばかりとまりて】夫の世話をすべき女房。夫を迎える準備をしておきながら本人がことさらいないというのは、女側のまだ夫を許していない意思表示。

13 【親の家にこの夜さりなむ渡りぬる】女房の詞。係助詞「なむ」完了の助動詞「ぬる」連体形、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。この女は親とは別の家に夫を通わせていた。


帚木．２．１．１３

■　艶えんなる歌うたも詠よまず、気色けしきばめる消息せうそこもせで、いとひたや籠ごもり1に情なさけなかりしかば、あへなき心地ここちして、さがなく許ゆるしなかりしも、我われを疎うとみねと思おもふ方かたの心こころやありけむ2と、さしも見みたまへざりしことなれど3、心こころやましきままに思おもひはべりしに4、着きるべき物もの、常つねよりも心こころとどめたる色いろあひ、しざまいとあらまほしくて、さすがにわが見捨みすててむ後のちをさへ5なむ、思おもひやり後見うしろみたりし。

◇　艶やかな和歌も詠まず、思わせぶりな手紙も書き残さず、もっぱらそっけなく無愛想であったので、拍子抜けした気がして、口やかましく容赦なかったのも、自分を嫌になってくれ、と思う気持ちがあったからだろうかと、そのようには存じられなかったのですが、おもしろくないままそう思ったのですが、着るべき物が、いつもより念を入れた色合いや、仕立て方がとても素晴らしくて、やはり離別した後までも、気を配って世話してくれていたのでした。


1 【ひたや籠もり】家の中に閉じ籠もりきり、というのが原義。『集成』は「まったく無愛想で」と訳し、『完訳』『新大系』では原義のまま「まったく家に閉じこもったきりで」と訳す。

2 【我を疎みねと思ふ方の心やありけむ】「疎み」連用形、完了の助動詞「ね」命令形、確述。係助詞「や」は過去推量の助動詞「けむ」連体形に係る。左馬頭、女の心を推察。女の方から自分を嫌いになってください、という思いがあったのか、と左馬頭は解釈する。

3 【さしも見たまへざりしことなれど】挿入句。左馬頭の判断を加える。

4 【心やましきままに思ひはべりしに】接続助詞「に」逆接。『完訳』は「腹立ちまぎれに勘ぐったが」というニュアンスの注を付ける。

5 【わが見捨ててむ後をさへ】わたしの方から女を見捨てたのに、女は今でもわたしのために、という左馬頭の思い上がり。「わが」について『古典セレクション』は「喧嘩別れしているとはいえ、自分（女）が見限った後の私（左馬頭）のことまでも、気づかって世話をしていてくれていた。女に自分への愛情がまだあるとの観察である」と注す。


帚木．２．１．１４

■　さりとも、絶たえて思おもひ放はなつやうはあらじ1と思おもうたまへて、とかく言いひはべりしを2、背そむきもせずと3、尋たづねまどはさむとも隠かくれ忍しのびず、かかやかしからず答いらへつつ4、ただ、

◇　そうは言っても、すっかり愛想をつかすようなことはあるまいと存じまして、いろいろと言ってみましたが、別れるでもなくと、探し出させようと行方を晦ますのでもなく、きまり悪くないように返事をしいし、ただ、

■　『ありしながらは5、えなむ見過みすぐすまじき6。

◇　『以前のような心のままでは、とても我慢できません。

■　あらためてのどかに思おもひならばなむ、あひ見みるべき』

◇　改心して落ち着くならば、また一緒に暮らしましょう』

■　など言いひしを、さりともえ思おもひ離はなれじと思おもひたまへしかば、しばし懲こらさむの心こころにて、

◇　などと言いましたが、そうは言っても思い切れまいと存じましたので、少し懲らしめようという気持ちから、

■　『しかあらためむ』

◇　『そのように改めよう』

■　とも言いはず、いたく綱引つなびきてS6,7見みせしあひだに、いといたく思おもひ嘆なげきて、はかなくなりはべりにしかば8、戯たはぶれにくくS7,9なむおぼえはべりし。

◇　とも言わず、ひどく強情を張って見せていたところ、とてもひどく思い嘆いて、亡くなってしまいましたので、冗談もほどほどにと存じられました。


S6 引き寄せばただにはよらで春駒の綱引するぞなはたつと聞く（拾遺集雑賀-一一八五　平定文）

S7 ありぬやと心みがてらあひ見ねばたはぶれにくきまでぞ恋しき（古今集俳諧歌-一〇二五　読人しらず）

1 【さりとも絶えて思ひ放つやうはあらじ】左馬頭の期待。副詞「絶えて」は打消推量の助動詞「じ」と呼応して、すっかり愛想をつかすようなことはあるまい、の意。

2 【とかく言ひはべりしを】その後、縒りを戻そうとあれこれ言ってみましたが、の意。時間的経過がある。

3 【背きもせずと】青表紙本系の明融臨模本、大島本、松浦本、伝冷泉為秀本は「せすと」。池田本、三条西家本、書陵部本は「せす」とある。引用の格助詞「と」がない。明融臨模本は後人が朱筆で「と」をミセケチにしている。『集成』『古典セレクション』は「せず」の本文を採用する。『新大系』は底本の大島本「せずと」に従う。

4 【かかやかしからず答へつつ】接続助詞「つつ」動作の反復・継続を表す。

5 【ありしながらは】以下「あひ見るべき」まで、女の詞。夫に浮気の改心を求める。

6 【えなむ見過ぐすまじき】副詞「え」、係助詞「なむ」打消推量の助動詞「まじき」連体形。とても我慢できません、の意。

7 【いたく綱引きて】明融臨模本には「ひ」に朱濁点有り。『源氏釈』は「引き寄せばただには寄らで春駒の綱引きするぞ名は立つと聞く」（拾遺集、雑賀、一一五八、平定文）を指摘する。

8 【はかなくなりはべりにしかば】「はかなく」は亡くなる意。

9 【戯れにくく】『異本紫明抄』は「有りぬやと心見がてら逢ひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき」（古今集、俳諧、一〇二五、読人しらず）を指摘する。冗談もほどほどにすべきであった、という後悔。


帚木．２．１．１５

■　ひとへにうち頼たのみたらむ方かたは、さばかりにてありぬべくなむ思おもひたまへ出いでらるる1。

◇　一途に生涯頼みとするような女性としては、あの程度で確かに良いと思い出さずにはいられません。

■　はかなきあだ事ごとをもまことの大事だいじをも、言いひあはせたるにかひなからず2、龍田姫3たつたひめと言いはむにもつきなからず、織女たなばたの手4てにも劣おとるまじくその方かたも具ぐして、うるさくなむはべりし」

◇　ちょっとした風流事でも実生活上の大事でも、相談してもしがいがなくはなく、龍田姫と言っても不似合いでなく、織姫の腕前にも劣らないその方面の技術をもっていて、行き届いていたのでした」


1 【ありぬべくなむ思ひたまへ出でらるる】係助詞「なむ」、自発の助動詞「らるる」連体形、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。

2 【言ひあはせたるにかひなからず】接続助詞「に」順接。相談してもしがいがあって、の意。

3 【龍田姫】龍田姫は春の佐保姫に対して、秋の女神。紅葉を染めることから、染色の神様と見られていた。「見る毎に秋にもなるかな龍田姫紅葉染むとや山も霧るらむ」（後撰集、秋下、三七八、読人しらず）。

4 【織女の手】織姫の技術。裁縫の神様と見られていた。


帚木．２．１．１６

■　とて、いとあはれと思おもひ出いでたり1。

◇　と言って、とてもしみじみと思い出していた。

■　中将2ちゅうじゃう、

◇　中将が、


1 【思ひ出でたり】完了の助動詞「たり」存続を表す。

2 【中将】頭中将。


帚木．２．１．１７

■　「その織女たなばたの1裁たち縫ぬふ方かたをのどめて、長ながき契ちぎりにぞあえまし2。

◇　「その織姫の技量はひとまずおいても、永い夫婦の契りだけにはあやかりたいものだったね。

■　げに、その龍田姫たつたひめの錦にしきには、またしくものあらじ3。

◇　なるほど、その龍田姫の錦の染色の腕前には、誰も及ぶ者はいないだろうね。

■　はかなき花紅葉はなもみぢといふも、をりふしの色いろあひつきなく、はかばかしからぬは、露つゆのはえなく消きえぬるわざなり4。

◇　ちょっとした花や紅葉といっても、季節の色合いが相応しくなく、はっきりとしていないのは、何の見映えもなく、台なしになってしまうものだ。

■　さあるにより、難かたき世よとは定さだめかねたるぞや」

◇　そうだからこそ、難しいものだと決定しかねるのですな」


1 【その織女の】以下「定めかねたるぞや」まで、頭中将の詞。

2 【長き契りにぞあえまし】『異本紫明抄』は「逢ふ事は七夕姫に等しくて裁ち縫ふわざはあえずぞありける」（後撰集、秋上、二二五、閑院）を指摘する。係助詞「ぞ」、推量の助動詞「まし」連体形、反実仮想、係り結びの法則。あやかりたいものだったね。

3 【またしくものあらじ】『完訳』は「その女への男の尽くし方全般をさす」と注し、「「如く」に「敷く」をひびかし、「錦」の縁語とした」とも注す。

4 【露のはえなく消えぬるわざなり】「露」は副詞「つゆ」の意を懸ける。「消え」は「露」の縁語。


帚木．２．１．１８

■　と、言いひはやしたまふ。

◇　と、話をはずまされる。

第二段　左馬頭の体験談（浮気な女の物語）

帚木．２．２．１

■　「さて、また同おなじころ1、まかり通かよひし所ところは、人ひとも立たちまさり心こころばせまことにゆゑありと見みえぬべく、うち詠よみ、走はしり書かき、掻かい弾ひく爪音つまおと、手てつき口くちつき、みなたどたどしからず、見聞みききわたりはべりき。

◇　「ところで、また同じころに、通っていました女は、人品も優れ気の働かせ方もまことに嗜みがあると思われるように、素早く歌を詠み、すらすらと書き、掻いつま弾く琴の音色、その腕前や詠みぶりが、みな確かであると、見聞きしておりました。

■　見みる目めもこともなくはべりしかば、このさがな者ものを2、うちとけたる方かたにて、時々隠ときどきかくろへ見みはべりP23しほどは、こよなく心こころとまりはべりき。

◇　見た目にも無難でございましたので、先程の嫉妬深い女を気の置けない通い所にして、時々隠れて逢っていました間は、格段に気に入っておりました。

■　この人亡ひとうせて後のち、いかがはせむ3、あはれながらも過すぎぬるはかひなくて、しばしばまかり馴なるるには、すこしまばゆく艶えんに好このましきことは、目めにつかぬ所ところあるに4、うち頼たのむべくは見みえず、かれがれにのみ見みせはべるほどに5、忍しのびて心交こころかはせる人ひとぞありけらし6。

◇　今の女が亡くなって後は、どうしましょう、かわいそうだとは思いながらも死んでしまったものは仕方がないので、頻繁に通うようになってみますと、少し派手で婀娜っぽく風流めかしていることは、気に入らないところがあったので、頼りにできる女とは思わずに、途絶えがちにばかり通っておりましたら、こっそり心を通じている男がいたらしいのです。


P23 見はべり--（/+見）侍

1 【さてまた同じころ】以下「立てつべきものなり」まで、左馬頭の体験談。その二。「風流な女」の物語。

2 【このさがな者を】嫉妬深い女。

3 【いかがはせむ】反語表現。どうしましょう、どうすることもできません、の意。

4 【目につかぬ所あるに】気に入らないところ。接続助詞「に」順接を表す。『完訳』は「しだいに女への熱がさめてくる」と注す。

5 【かれがれにのみ見せはべるほどに】副助詞「のみ」限定を表す。途絶えがちにばかり顔を見せておりましたうちに。

6 【人ぞありけらし】係助詞「ぞ」、推量の助動詞「らし」連体形、係り結びの法則。「けらし」は「ける」（連体形）「らし」の「る」が撥音便化（「ん」）してさらに無表記化した形。


帚木．２．２．２

■　神無月かむなづきのころほひ、月つきおもしろかりし夜1よ、内裏うちよりまかではべるに、ある上人2来うへびときあひて、この車くるまにあひ乗のりてはべれば、大納言だいなごんの家3いへにまかり泊とまらむとするに、この人言ひといふやう、

◇　神無月の時節ごろ、月の美しかった夜に、内裏から退出いたしますに、ある殿上人が来合わせて、わたしの車に同乗していましたので、大納言殿の家へ行って泊まろうとすると、この人が言うことには、

■　『今宵人待こよひひとまつらむ宿やどなむ、あやしく心苦こころぐるしき4』

◇　『今宵は、わたしを待っているだろう女が、妙に気にかかるよ』

■　とてP24、この女をむなのP25家いへはた、避よきぬ道みちなりければ5、荒あれたる崩くづれ6より池いけの水みづかげ見みえて、月つきだに宿やどる7住処すみかを過すぎむもさすがにて8、下おりはべりぬかし9。

◇　と言って、先程の女の家は、なんとしても通らなけれならない道に当たっていたので、荒れた築地塀の崩れから池の水に月の光が映っていて、月でさえ泊まるこの宿をこのまま通り過ぎてしまうのも惜しいというので、降りたのでございました。


P24 とて--（/+とて）

P25 女の--（女/+の〈朱〉）

1 【神無月のころほひ月おもしろかりし夜】陰暦では初冬。二十四節気では立冬前後の晩秋から初冬の季節で、紅葉の美しい時節。

2 【ある上人】ある殿上人。この男が左馬頭が通っていた風流な女の「忍びて心交はせる人」。

3 【大納言の家】系図不明の人。『河海抄』は左馬頭の父親かとする。

4 【今宵人待つらむ宿なむあやしく心苦しき】上人（殿上人）の詞。推量の助動詞「らむ」視界外推量を表す。係助詞「なむ」は形容詞「心苦しき」連体形に係る、係り結びの法則。

5 【この女の家はた避きぬ道なりければ】風流な女の家。副詞「はた」は下に打消の助動詞「ぬ」連体形に係って、これを強める。なんといっても避けられない道であったので、の意。『古典セレクション』は「この下に脱文があるとする説もあるが、会話の文には、この種の破格・省略が多い」と注す。

6 【荒れたる崩れ】風流な女の家の築地塀の崩れ。

7 【月だに宿る】副助詞「だに」最小限を表す。美しい夜には月でさえ宿ります、まして心ある人間は宿るのが当然です、の意を含む。『異本紫明抄』は「雲居にて相語らはぬ月だにも我が宿過ぎて行く時はなし」（拾遺集、雑上、四三七、伊勢）を指摘する。

8 【過ぎむもさすがにて】通り過ぎるの気がきかない、無風流なので。『古典セレクション』は「いろいろ事情はあるにせよ、素通りするのはやはり心ないしわざということで」と注す。

9 【下りはべりぬかし】主語はわたし左馬頭。「はべり」は自分の動作「下り」につけられた丁寧の補助動詞。まず殿上人が車から下りてわたしも下りた、という趣旨。終助詞「かし」念押しのニュアンス。車から降りたのでございます。二人して、下りて、邸内に入り込んだ。『新大系』は「月でさえ泊まる住みかを通り過ぎるようなのはいくらなんでも（無風流だ）という次第で、車をおりてしまうことでござるぞ。その殿上人が口実を言いながら、ほかでもない左馬頭の女の家のわきで下りてしまうという場面か。その人がその折に口ずさむ歌があるとすれば「雲ゐにてあひ語らはぬ月だにもわが宿過ぎてゆく時はなし」（拾遺集・雑上・伊勢）。左馬頭も下車して様子を見て取る、という垣間見に似る展開」と注す。


帚木．２．２．３

■　もとよりさる心こころを交かはせるにやありけむ、この男2をとこいたくすずろきて、門近かどちかき廊らうの簀子すのこだつものに3尻しりかけて、とばかり月つきをP26見みる。

◇　以前から心を交わしていたのでしょうか、この男はとてもそわそわして、中門近くの渡廊の簀子のような所に腰を掛けて、暫く月を見ています。

■　菊きくいとおもしろく移うつろひわたり、風かぜに競きほへる紅葉もみぢの乱みだれ4など、あはれと、げに見みえたり。

◇　菊は一面にとても色美しく変色しており、風に勢いづいた紅葉が散り乱れているのなど、美しいものだなあと、なるほど思われました。


P26 月を--（月/+を）

1? 【もとより心を交はせるにやありけむ】左馬頭の想像。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「けむ」連体形、過去の推量を表す。係り結びの法則。同車してきた殿上人がこの屋敷の女と。

2 【この男】以下、左馬頭の目を通して、この男（殿上人）と女のやりとりを語る。

3 【門近き廊の簀子だつものに】「門」は中門であろう。大路に面した表門ではなかろう。中門は渡廊に繋がっておりその簀子に腰掛けたのであろう。

4 【菊いとおもしろく移ろひわたり風に競へる紅葉の乱れ】明融臨模本「うつろひわたり（り＋て）」とある。「て」は朱書による後人の補入。大島本は「うつろひわたり」とある。『集成』『新大系』は「うつろひわたり」のまま。『古典セレクション』は諸本に拠って「うつろひわたりて」と校訂する。『全集』は「秋をおきて時こそありけれ菊の花うつろふからに色のまされば」（古今集、秋下、二七九、平定文）と「秋の夜に雨と聞こえて降りつるは風に乱るる紅葉なりけり」（後撰集、秋下、四〇七、読人しらず）を指摘する。景情一致の描写。浮気な女、軽い女という性格を、変色（心変り）した菊や風に散る紅葉を描くことによって象徴し、この場の情調をつくる。


帚木．２．２．４

■　懐ふところなりける笛取ふえとり出いでて1吹ふき鳴ならし、

◇　懐にあった横笛を取り出して吹き鳴らし、

■　『蔭かげもよしS8,2』

◇　『月影も良い』

■　などつづしり謡うたふ3ほどに、よく鳴なる和琴わごんを、調しらべととのへたりける4、うるはしく掻かき合あはせたりしほど、けしうはあらずかし。

◇　などと合い間合い間に謡うと、良い音のする和琴を、調子が調えてあったもので、きちんと合奏していたところは、悪くはありませんでした。

■　律りちの調しらべは5、女をむなのものやはらかに掻かき鳴ならして、簾すの内うちより聞きこえたるも、今いまめきたる物ものの声こゑなれば、清きよく澄すめる月つきに折をりつきなからず。

◇　律の調子は、女性がもの柔らかく掻き鳴らして、御簾の内側から聞こえて来るのも、今風の楽の音なので、清く澄んでいる月にふさわしくなくもありません。

■　男をとこいたくめでて、簾すのもとに歩あゆみ来きて、

◇　その男はひどく感心して、御簾の側に歩み寄って、


S8 飛鳥井に　宿りはすべし　や　おけ　蔭もよし　御甕〈みもひ〉も寒し　御秣〈みまくさ〉もよし（催馬楽-飛鳥井）

1 【懐なりける笛取り出でて】男は懐にあった横笛を取り出して。

2 【蔭もよし】催馬楽の「飛鳥井」の一節。「飛鳥井に宿りはすべしやおけ蔭もよしみもひも寒し御秣もよし」。ここに泊まりたい、の意。

3 【つづしり謡ふ】『集成』は「ぽつりぽつり歌う」と解し、『完訳』は「笛を吹きつつ合い間に歌う」と解す。「小食ツヅシル」（『名義抄』）。

4 【調べととのへたりける】挿入句。既に調子が調整されていたもので、の意。男がいつやってきてもよいように準備していたもの。

5 【律の調べは】係助詞「は」は、「今めきたる物の声なれば」に係る。わが国固有の俗楽的音階、ややくだけた感じの調子。


帚木．２．２．５

■　『庭にはの紅葉もみぢこそ、踏ふみ分わけたる跡あともなけれ1』

◇　『庭の紅葉を、踏み分けた跡がないですね』

■　などねたます2。

◇　などと嫌がらせを言います。

■　菊きくを折をりて、

◇　菊を手折って、


1 【庭の紅葉こそ踏み分けたる跡もなけれ】この男の詞。係助詞「こそ」形容詞「なけれ」已然形、係り結びの法則。誰も訪ねて来ませんねという、女への揶揄。『異本紫明抄』は「秋は来ぬ紅葉は宿にふりしきぬ道ふみ分けて訪ふ人はなし」（古今集、秋下、二八七、読人しらず）を指摘する。

2 【などねたます】「す」は使役の助動詞。などと言って、女を悔しがらせる、意。


帚木．２．２．６

■　『琴ことの音ねも月つきもえならぬ宿やどながら

つれなき人ひとをひきやとめける1

◇　『琴の音色も月も素晴らしいお宅ですが

薄情な方を引き止めることができなかったようですね


1 【琴の音も月もえならぬ宿ながらつれなき人をひきやとめける】男の歌。係助詞「や」は反語、「つれなき人」は第三者をの男をさす。「引き止めることができたでしょうか、できなかったようですね」の意。『新大系』は「この風情に引きとめられない男は冷淡だ、の意。自分はそうではないという気持を含ませる」と注す。「ひく」は「引く」と「弾く」の掛詞。「弾く」は「琴」の縁語。


帚木．２．２．７

■　悪わろかめり1』

◇　悪いことを言ったかしら』

■　など言いひて、

◇　などと言って、

■　『今いまひと声2こゑ、聞ききはやすべき人3ひとのある時とき、手てな残のこいたまひそ4』

◇　『もう一曲、喜んで聞きたいというわたしがいる時に、弾き惜しみなさいますな』

■　など、いたくあざれかかれば、女をむな、いたう声こゑつくろひて、

◇　などと、ひどく色っぽく言いかけますと、女は、声をとても気取って出して、


1 【悪ろかめり】「悪ろかるめり」の「る」が撥音便化（「ん」）してさらに無表記化された形。「めり」は推量の助動詞、主観的推量を表す。悪いことを言ったようですね、のニュアンス。『集成』は「不体裁なことのようですな。訪ねて来る男もないとはと、からかった冗談」と注し、『古典セレクション』は「ぱっとしませんねえ。珍しく来たのは私のような者でお気の毒でした、の意か」と注す。『新大系』「不釣合いのようです。せっかく引きとめられても、と自分の笛を謙遜するか。難解」と注す。

2 【今ひと声】以下「手な残いたまひそ」まで、引き続き、この男の詞。

3 【聞きはやすべき人】自分のこと。

4 【手な残いたまひそ】副詞「な」は終助詞「そ」と呼応して禁止を表す。


帚木．２．２．８

■　『木枯こがらしに吹ふきあはすめる笛ふえの音ねを

ひきとどむべき言ことの葉はぞなき1』

◇　『冷たい木枯らしに合うようなあなたの笛の音を

引きとどめる術をわたしは持ち合わせていません』


1 【木枯に吹きあはすめる笛の音をひきとどむべき言の葉ぞなき】女の返歌。男の「引きや止める」を受けて、「ひき」に「引き」と「弾き」を掛け、「こと」に「言」と「琴」を掛け、「弾く」と「琴」、「木枯」と「葉」は縁語。わたしはあなたを引き止めようとはしません、と切り返す。


帚木．２．２．９

■　となまめき交かはすに、憎にくくなるをも知しらで1、また、箏さうの琴ことを盤渉調ばんしきでうに調しらべて2、今いまめかしく掻かい弾ひきたる爪音つまおと、かどなきにはあらねど、まばゆき心地ここちなむしはべりし3。ただ時々ときどきうち語かたらふ宮仕みやづかへ人びとなどの4、あくまでさればみ好すきたるは、さても見みる限かぎりは5をかしくもありぬべし。時々ときどきにても、さる所ところにて6忘わすれぬよすがと思おもひたまへむには7、頼たのもしげなくさし過すぐいたりと心こころおかれて、その夜よのことにことつけてこそ、まかり絶たえにしか8。

◇　と色っぽく振る舞い合います。憎らしくなってきたのも知らずに、今度は、筝の琴を盤渉調に調えて、今風に掻き鳴らす爪音は、才能が無いではないが、目を覆いたい気持ちが致しました。ただ時々に言葉を交わす宮仕え人などで、どこまでも色っぽく風流なのは、そうであっても付き合うには興味もありましょう。時々であっても、通い妻として生涯の伴侶と致しますには、頼りなく風流すぎると嫌気がさして、その夜のことに口実をつくって、通うのをやめてしまいました。


1 【憎くなるをも知らで】自分が聞いていて、憎らしく思っているのも、女は知らないで、の意。左馬頭はこの男と女のやりとりがだんだん癪に障ってきた。

2 【箏の琴を盤渉調に調べて】「箏シャウ」（色葉字類抄）。呉音。「盤渉調」は「色葉字類抄には「盤」に濁符、「渉」に清符があって、バンシキと読んでいる。「調」については色葉字類抄には声点がなく不明であるが、運歩色葉集では濁音であり、楽家禄にも「浪牟志気伝宇」。調字濁」とあるので、古くから連濁仕手板と思われる」（小学館古語大辞典）。冬の調子。神無月（陰暦の冬）のころの曲としてふさわしい。

3 【まばゆき心地なむしはべりし】主語は左馬頭。「なむ」係助詞、「し」サ変動詞、連用形、「はべり」丁寧の補助動詞、「し」過去の助動詞、連体形。係り結びの法則。

4 【宮仕へ人などの】格助詞「の」同格を表す。宮仕え人などで、の意。

5 【さても見る限りは】風流で浮気な女と知ったうえで付き合うぶんには、の意。

6 【時々にてもさる所にて】通い婚であったので、このような表現が出てくる。

7 【思ひたまへむには】謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、未然形、推量の助動詞「む」婉曲を表す。

8 【ことつけてこそまかり絶えにしか】係助詞「こそ」、過去の助動詞「しか」已然形、係り結びの法則。


帚木．２．２．１０

■　この二ふたつのこと1を思おもうたまへあはするに2、若わかき時ときの心こころにだに3、なほさやうにもて出いでたることは4、いとP27あやしく頼たのもしげなくおぼえはべりき。

◇　この二つの例を考え合わせますと、若い時の考えでさえも、やはりそのように派手な女の例は、とても不安で頼りなく思われました。

■　今いまより後のちは、ましてさのみなむ思おもひたまへらるべき5。

◇　今から以後は、いっそうそのようにばかり思わざるを得ません。

■　御心みこころのままに6、折をらば落おちぬべき萩はぎの露7つゆ、拾ひろはば消きえなむと見みる玉笹たまざさの上うへS9の霰8あられなどの、艶えんにあえかなる好すき好ずきしさのみこそ、をかしく思おぼさるらめ9、今いまさりとも、七年ななとせあまりがほどに思おぼし知しりはべなむ10。

◇　お気持ちのままに、手折るとこぼれ落ちてしまいそうな萩の露や、拾ったと思うと消えてしまう玉笹の上の霰などのような、しゃれていてか弱く風流なのばかりが、興味深くお思いでしょうが、今はそうであっても、七年余りのうちにお分かりになるでしょう。

■　なにがしがいやしき諌いさめにて、好すきたわめらむ女をむなに心こころおかせたまへ11。

◇　わたくしめごとき、わたくしごとき卑賤の者の忠告として、色っぽくなよなよとした女性にはお気をつけなさいませ。

■　過あやまちP28して、見みむ人ひとの12かたくななる名なをも立たてつべきものなり」

◇　間違いを起こして、相手の男の愚かな評判までも立ててしまうものです」


P27 いと--（/+いと）

S9 いづこにか宿りとるらむあさひこがさすや岡辺の玉笹の上に（古今六帖一-二六九）

P28 過ち--あやあや（あや/＄）まち

1 【この二つのこと】嫉妬深い女の例と風流好みの女の例。

2 【思うたまへあはするに】「思う」は「思ひ」のウ音便形、謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、連用形、動詞「あはする」下二段、連体形、接続助詞「に」順接を表す。

3 【若き時の心にだに】副助詞「だに」最小限を表す。「今より後はまして」に続く構文。

4 【さやうにもて出でたることは】風流好みの女の例をさす。係助詞「は」は「頼もしげなくおぼえはべりき」に係る。

5 【さのみなむ思ひたまへらるべき】副助詞「のみ」限定を表す。係助詞「なむ」は推量の助動詞「べき」連体形、当然の意に係る、係り結びの法則。謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、未然形、自発の助動詞「らる」終止形。そのように思うほかございません、の意。

6 【御心のままに】源氏や頭中将のお気持ちのままに、という意。敬語「御」が付いている。

7 【折らば落ちぬべき萩の露】『異本紫明抄』は「折りてみば落ちぞしぬべき秋萩の枝もたわわにおける白露」（古今集、秋上、二二三、読人しらず）を指摘する。

8 【拾はば消えなむと見る玉笹の上の霰】明融臨模本「み（み＋ゆ）る」とある。「ゆ」は朱書による後人の補入。大島本は「見る」とある。『新大系』は「見る」のまま。『集成』『古典セレクション』は「見ゆる」と校訂する。『源氏釈』は「いづこにか宿りとるらむあさひこがさすや岡辺の玉笹の上に」（古今六帖一、照日、二六九）を指摘する。

9 【好き好きしさのみこそをかしく思さるらめ】副助詞「のみ」限定を表す。係助詞「こそ」は「らめ」已然形に係る係り結びの法則、読点、逆接で下文に続く。「る」尊敬の助動詞、終止形。

10 【七年あまりがほどに思し知りはべなむ】「はべなむ」は「はべりなむ」の「り」が撥音便化してさらに無表記化された形。完了の助動詞「な」確述、推量の助動詞「む」推量を表す。左馬頭は源氏より七歳年長のようである。

11 【心おかせたまへ】「せ」「たまへ」二重敬語。会話文中での用法。

12 【過ちして見む人の】「過ちして」の主語は女。「見む人」は交際相手の男性。


帚木．２．２．１１

■　と戒いましむ。

◇　と、忠告する。

■　中将ちゅうじゃう、例れいのうなづく。

◇　頭中将は例によってうなずく。

■　君きみすこしかた笑ゑみて、さることとは思おぼすべかめり1。

◇　源氏の君は少し微笑んで、そういうものだろうとお思いのようである。


1 【さることとは思すべかめり】語り手が源氏の心を推察した文。『岷江入楚』は「物語の作者のいふ詞なり」と注す。


帚木．２．２．１２

■　「いづ方かたにつけても1、人悪ひとわろくはしたなかりける身物語2みものがたりかな」

◇　「どちらの話にしても、体裁の悪くみっともない体験談だね」

■　とて、うち笑わらひおはさうず。

◇　と言って、皆でどっと笑い興じられる。


1 【いづ方につけても】以下「身物語かな」まで、源氏の詞。嫉妬深い女の話と浮気な女の話をさす。

2 【身物語】明融臨模本と大島本は「み物かたり」と表記する。話者源氏の「身」と「御」を掛けた発言だろう。「身物語」は身の上を語った物語の意。


第三段　頭中将の体験談（常夏の女の物語）

帚木．２．３．１

■　中将ちゅうじゃう、

◇　中将は、

■　「なにがしは、痴者しれもののP29物語**をせむ1」

◇　「わたしは、馬鹿な体験談をお話しましょう」

■　とて、

◇　と言って、

■　「いと忍しのびて見みそめたりし人ひとの2、さても見みつべかりしけはひなりしかば3、ながらふべきものとしも思おもひたまへざりしかど4、馴なれゆくままに、あはれとおぼえしかば、絶たえ絶だえ忘わすれぬものに思おもひたまへしを、さばかりになれば5、うち頼たのめるけしき6も見みえき。

◇　「ごくこっそりと通い始めた女で、そうした関係を長く続けてもよさそうな様子だったので、長続きのする仲とは存じられませんでしたが、馴れ親しんで行くにつれて、愛しいと思われましたので、途絶えがちながらも忘れられない女と存じておりましたが、それほどの仲になると、わたしを頼りにしている様子にも見えました。

■　頼たのむにつけては、恨うらめしと思おもふこともあらむと7、心こころながらおぼゆるをりをりもはべりしを、見知みしらぬやうにて、久ひさしきとだえをも、かうたまさかなる人ひととも思おもひたらず、ただ朝夕あさゆふにもてつけたらむありさま9に見みえて、心苦こころぐるしかりしかば10、頼たのめわたることなどもありきかし11。

◇　頼りにするとなると、恨めしく思っていることもあるだろうと、我ながら思われる折々もございましたが、女は気に掛けぬふうをして、久しく通って行かないのを、こういうたまにしか来ない男とも思っていないで、ただ朝夕にいつも心に掛けているという態度に見えて、いじらしく思えたので、ずっと頼りにしているようにと言ったこともあったのでした。

◆　 
ちゅうじゃう、
 "なにがし は、 しれもの の ものがたり せ む" とて、 "いと しのび て みそめ たり し ひと の、 さても み つ べかり し けはひ なり しか ば、 ながらふ べき もの と しも おもひ たまへ ざり しか ど、 なれ ゆく まま に、 あはれ と おぼえ しか ば、 たえだえ わすれ ぬ もの に おもひ たまへ し を、 さばかり に なれ ば、 うち-たのめ る けしき も みえ き。 たのむ に つけ て は、 うらめし と おもふ こと も あら む と、 こころ ながら おぼゆる をりをり も はべり し を、 みしら ぬ やう にて、 ひさしき とだえ を も、 かう たまさか なる ひと と も おもひ たら ず、 ただ あさゆふ に もて-つけ たら む ありさま に みえ て、 こころぐるしかり しか ば、 たのめ わたる こと など も あり き かし。


P29 痴者の--しれ（れ/+ものゝ）

1 【なにがしは痴者の物語をせむ】頭中将の詞。「痴者」を男（頭中将）とする説と女（夕顔）とする説がある。愚か者の話を語ろう、の意。二者択一とは言いがたい。両義性をもった言い方。自分としてはやや自嘲気味にかつ相手の女としては気の毒にという微妙なニュアンスを含んだ複雑な心理表現。『集成』は「阿呆な男の話」と解し、『新大系』は「愚か者の話であると称して頭中将の体験談を語る。先に左馬頭によって落としめられた逃げ隠れする女の例なので「痴者」というか。順送りの二人目」と注す。なお、頭中将には右大臣家の娘で正妻の四君がいる。

2 【いと忍びて見そめたりし人の】以下「撫子の花を折りておこせたりし」まで、頭中将の物語。格助詞「の」同格を表す。常夏の女（のちの夕顔）の物語。

3 【さても見つべかりしけはひなりしかば】「さ」は、通い妻（側室）をさす。完了の助動詞「つ」確述、終止形、推量の助動詞「べかり」適当、連用形、過去の助動詞「し」連体形。断定の助動詞「なり」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」、順接の確定条件を表す。側室の一人としてもよかった様子だったので、の意。「馴れゆくままに」に続く。

4 【ながらふべきものとしも思ひたまへざりしかど】挿入句。推量の助動詞「べき」当然、連体形、副助詞「しも」強調、謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、未然形、打消の助動詞「ざり」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ど」逆接。

5 【さばかりになれば】「馴れゆくままに」から「忘れぬものに思ひたまへし」までの内容をさす。

6 【うち頼めるけしき】女が頭中将を頼りにする様子。

7 【恨めしと思ふこともあらむと】頭中将が女の心中を推測。動詞「あら」ラ変、未然形、推量の助動詞「む」終止形。例えば、途絶えがちに通っているさまなど。

8? 【見知らぬやうて】女は気に掛けない態度で。恨めしさを表面に出さない。

9 【朝夕にもてつけたらむありさま】朝に夕なに従順な態度。夫を、送り出し、出迎える、従順な妻の態度をいう。

10 【心苦しかりしかば】形容詞「心苦しかり」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」、順接の確定条件。

11 【頼めわたることなどもありきかし】末長く側室の一人として処遇するという約束などもした、という意。


帚木．２．３．２

■　親おやもなく、いと心細こころぼそげにて、さらばこの人ひとこそはと1、事ことにふれて思おもへるさまもらうたげなりき。

◇　親もなく、とても心細い様子で、それならばこの人だけをと、何かにつけて頼りにしている様子もいじらしげでした。

■　かうのどけきにおだしくて、久ひさしくまからざりしころ、この見みたまふるわたりより2、情なさけなくうたてあることをなむ3、さるたよりありてかすめ言いはせたりける4、後のちにこそ聞ききはべりしか5。

◇　このようにおっとりしていることに安心して、長い間通って行かないでいたころ、わたしの妻の辺りから、情けのないひどいことを、ある手づるがあってそれとなく言わせたことを、後になって聞きました。


1 【さらばこの人こそはと】「さ」は頭中将が約束したことをさす。頭中将を頼りにしよう、という意。

2 【この見たまふるわたりより】わたしの妻（右大臣の四君）の辺りから。右大臣家から。

3 【情けなくうたてあることをなむ】正妻側から側室への脅迫。係助詞「なむ」は過去の助動詞「ける」連体形に係る係り結びの法則。

4 【さるたよりありてかすめ言はせたりける】女に伝えるのに適当な機会、便宜。完了の助動詞「たり」連用形、過去の助動詞「ける」連体形、伝聞を表す。人づてに聞いた状況が現れている。

5 【後にこそ聞きはべりしか】係助詞「こそ」は、過去の「助動詞「しか」已然形に係る、係り結びの法則。丁寧の補助動詞「はべり」連用形。自身の直接体験であることを示す。


帚木．２．３．３

■　さる憂うきことやあらむとも知しらず1、心こころには忘わすれずながら、消息せうそこなどもせで久ひさしくはべりしに、むげに思おもひしをれて心細こころぼそかりければ、幼をさなき者ものなども2ありしに思おもひわづらひて、撫子なでしこの花はなを3折をりておこせたりし」

◇　そのような辛いことがあったのかとも知らず、心中では忘れていないとはいうものの、便りなども出さずに長い間おりましたところ、すっかり悲観して不安だったので、幼い子供もいたので思い悩んで、撫子の花を折って、送って寄こしました」

■　とて涙なみだぐみたり。

◇　と言って涙ぐんでいる。


1 【さる憂きことやあらむとも知らず】係助詞「や」は推量の助動詞「む」連体形に係る。「この見たまふるわたりより情けなくうたてあることをなむさるたよりありてかすめ言はせたりける」をさす。

2 【幼き者なども】頭中将と常夏の女の間にできた子。後の玉鬘をいう。

3 【撫子の花を】「撫子」は幼い子供を連想させる歌ことば。


帚木．２．３．４

■　「さて、その文ふみの言葉ことばは1」

◇　「それで、その手紙には」

■　と問とひたまへば、

◇　とお尋ねになると、

■　「いさや2、ことなることもなかりきや3。

◇　「いや、格別なことはありませんでしたよ。


1 【さてその文の言葉は】源氏の頭中将に対する問い。尊敬語「たまふ」が付いている。

2 【いさや】以下「わびしかりぬべけれ」まで、頭中将の詞。「いさや」は、さあね。いや。否定のことば。

3 【ことなることもなかりきや】形容詞「なかり」連用形、過去の助動詞「き」終止形、間投助詞「や」詠嘆を表す。


帚木．２．３．５

■　『山やまがつの垣かきほ荒あるとも折々をりをりに

あはれはかけよ撫子なでしこの露1つゆ』

◇　『山家の垣根は荒れていても時々は

かわいがってやってください撫子の花を』


1 【山がつの垣ほ荒るとも折々にあはれはかけよ撫子の露】女の贈歌。「山がつ」は自分を謙称。「撫子」は、幼い子供をさす。「露」は愛情をいう。動詞「荒る」終止形＋接続助詞「とも」逆接を表す。『源氏釈』は「あな恋し今も見てしが山がつの垣ほに咲ける大和撫子」（古今集、恋四、六九五、読人しらず）を指摘する。


帚木．２．３．６

■　思おもひ出いでしままにまかりたりしかば1、例れいのうらもなきものから2、いと物思ものおもひ顔がほにて、荒あれたる家いへの露つゆしげきを眺ながめて3、虫むしの音ねに競きほへるけしき4、昔物語むかしものがたりめきておぼえはべりし5。

◇　思い出したままに行きましたところ、いつものように無心なようでいながら、ひどく物思い顔で、荒れた家の露のしっとり濡れているのを眺めて、虫の鳴く音と競うかのように泣いている様子は、昔物語めいて感じられました。


1 【まかりたりしかば】「まかり」は「行く」の謙譲語。完了の助動詞「たり」連用形、完了の意、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。行きましたところ、の意。

2 【うらもなきものから】係助詞「も」強調のニュアンス、接続助詞「ものから」逆接の確定条件を表す。信じきっているようでいてその一面では、という表現。

3 【荒れたる家の露しげきを眺めて】格助詞「の」所有格。「露」は涙を暗示する。「しげき」の下に「庭」などの語が省略されている。

4 【虫の音に競へるけしき】泣くさま。虫の音と泣き競っているかの様子。

5 【昔物語めきておぼえはべりし】「はべり」丁寧の補助動詞、「過去の助動詞「し」連体形止め、余情を残した表現。作品としての昔物語。陋屋に悲しみに暮れている姫君といった趣向の物語。


帚木．２．３．７

■　『咲さきまじる色いろはいづれと分わかねども

なほ常夏とこなつにP30しくものぞなき』

◇　『庭にいろいろ咲いている花はいずれも皆美しいが

やはり常夏の花が一番美しく思われます』


P30 常夏に--とこ夏になつに（夏に/＄）


帚木．２．３．８

■　大和撫子やまとなでしこをばさしおきて2、まづ

◇　大和撫子のことはさておいて、まず

■　『塵ちりをだに3』S10

◇　『せめて塵だけは払おう』

■　など、親おやの心こころをとる。

◇　などと、親の機嫌を取ります。


S10 塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹とわが寝る常夏の花（古今集夏-一六七　凡河内躬恒）

1? 【咲きまじる花はいづれと分かねどもなほ常夏にしくものぞなき】頭中将の返歌。動詞「分か」未然形、打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ども」逆接を表す。動詞「しく」は漢文訓読系の語彙。男性的語彙のニュアンス。係助詞「ぞ」は形容詞「なき」連体形に係る、係り結びの法則、強調のニュアンスを添える。「常夏」は「撫子」の異名。歌語である。「常」は「床」を連想させ、夫婦を連想させる。子供をさす言葉から親をさす言葉へと、すり変える。母と娘とどちらがと言われても、やはり、あなたが一番です、という主旨。

2 【大和撫子をばさしおきて】「大和撫子」は「子」を譬喩する。子供のことは、差し置いて。

3 【まづ塵をだに】『源氏釈』は「塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹と我がぬる常夏の花」（古今集、夏、一六七、凡河内躬恒）を指摘する。床に塵が積もるようにはしません、これからは訪れますよ、の意。『新大系』は「床の塵を払うと男が訪ねてくるとの俗信（万葉集以下に見える）が背景にある歌」と注す。


帚木．２．３．９

■　『うち払はらふ袖そでも露つゆけき常夏とこなつに

あらし吹ふきそふ秋あきも来きにけり1』

◇　『床に積もる塵を払う袖を涙に濡れている常夏に

さらに激しい風の吹きつける秋までが来ました』


1 【うち払ふ袖も露けき常夏にあらし吹きそふ秋も来にけり】女の返歌。相手の「常夏」を用いて返す。「うち払ふ」は頭中将の引歌「塵をだに」を踏まえた表現。「常夏」は自分をいう。来ないあなたを待ちながら床に積もる塵を払って涙しているわたしに、の意。「あらし吹きそふ」は頭中将の北の方あたりからの脅迫を暗示する。「秋」には「飽き」を掛ける。愛情が冷めたのですね、という恨みを含む。初めて、恨み言めいたことをいう。


帚木．２．３．１０

■　とはかなげに言いひなして1、まめまめしく恨うらみたるさまも見みえず。

◇　とさりげなく言いつくろって、本気で恨んでいるようにも見えません。

■　涙なみだをもらし落おとしても、いと恥はづかしくつつましげに紛まぎらはし隠かくして、つらきをも思おもひ知しりけりと見みえむは、わりなく苦くるしきものと思おもひたりしかば2、心こころやすくて3、またとだえ置おきはべりしほどに、跡あともなくこそかき消けちて失うせにしか4。

◇　涙をもらし落としても、とても恥ずかしそうに遠慮がちに取り繕い隠して、薄情を恨めしく思っているということを知られるのが、とてもたまらないらしいことのように思っていたので、気楽に構えて、再び通わずにいましたうちに、跡形なく姿を晦ましていなくなってしまったのでした。


1 【とはかなげに言ひなして】以下、頭中将から見た女の様子や態度。

2 【つらきをも思ひ知りけりと見えむはわりなく苦しきものと思ひたりしかば】「思ひ知りけり」の主語は女。「見えむ」は見える、表れる、の意。頭中将から知られること。「思ひたりしかば」の主語は女。女は、頭中将の薄情を恨めしく思っているのだと、男から知られることを、ひどく苦にしていた、の意。

3 【心やすくて】主語は頭中将。

4 【跡もなくこそかき消ちて失せにしか】係助詞「こそ」は過去の助動詞「しか」已然形に係る、係り結びの法則。動詞「失せ」下二段、連用形、完了の助動詞「に」完了の意。跡形もなく姿を隠していなくなってしまった、行方不明となってしまった、の意。


帚木．２．３．１１

■　まだ世よにあらば1、はかなき世よにぞさすらふらむ2。

◇　まだ生きていれば、みじめな生活をしていることでしょう。

■　あはれと思おもひしほどに、わづらはしげに思おもひまとはすけしき見みえましかば、かくもあくがらさざらまし3。

◇　愛しいと思っていましたころに、うるさいくらいにまつわり付くような様子に見えたならば、こういうふうには行方不明にはさせなかったものを。

■　こよなきとだえおかず、さるものにしなして4長ながく見みるやうもはべりなまし5。

◇　こんなにも途絶えはせずに、通い妻の一人として末永く関係を保つこともあったでしょうに。

■　かの撫子6なでしこのらうたくはべりしかば、いかで尋たづねむと思おもひたまふるを7、今いまもえこそ聞ききつけはべらね8。

◇　あの撫子がかわいらしうございましたので、何とか捜し出したいものだと存じておりますが、今でも行方を知ることができません。


1 【まだ世にあらば】動詞「あら」ラ変、未然形＋接続助詞「ば」、仮定条件を表す。

2 【はかなき世にぞさすらふらむ】係助詞「ぞ」は推量の助動詞「らむ」視界外推量、連体形に係る、係り結びの法則。

3 【けしき見えましかばかくもあくがらさざらまし】「ましかば--まし」の反実仮想の構文。態度が見えたらあのように行方不明にはさせなかったろうに、の意。

4 【さるものにしなして】側室の中でも相当な地位の人として待遇しよう、の意。

5 【長く見るやうもはべりなまし】「はべり」連用形は「有り」の丁寧語。完了の助動詞「な」未然形、完了の意、推量の助動詞「まし」反実仮想。反実仮想の構文。

6 【かの撫子】のちの玉鬘のこと。女が「撫子」と詠んできたことばを受けて、用いる。

7 【いかで尋ねむと思ひたまふるを】副詞「いかで」、推量の助動詞「む」意志、謙譲の補助動詞「たまふる」下二段、連体形、接続助詞「を」逆接。

8 【今もえこそ聞きつけはべらね】係助詞「も」強調のニュアンスを添える。副詞「え」は打消の助動詞「ね」已然形と呼応して不可能の意を表す。係助詞「こそ」は「ね」已然形に係る、係り結びの法則。


帚木．２．３．１２

■　これこそのたまへるはかなき例ためしなめれ1。

◇　これがおっしゃられた頼りない女の例でしょう。

■　つれなくてつらしと思おもひけるも知しらで2、あはれ絶たえざりしも3、益やくなき片思かたおもひなりけり。

◇　平気をよそおって辛いと思っているのも知らないで、愛し続けていたのも、無益な片思いでした。

■　今いまやうやう忘わすれゆく際きはに、かれはたえしも思おもひ離はなれず4、折々人をりをりひとやりならぬ胸焦むねこがるる夕ゆふべもあらむとおぼえはべり5。

◇　今はだんだん忘れかけて行くころになって、あの女は女でまたわたしを忘れられず、時折自分のせいで胸を焦がす夕べもあるであろうと思われます。

■　これなむ、え保たもつまじく頼たのもしげなき方かたなりける6。

◇　この女は、永続きしそうにない頼りない例でしたなあ。


1 【これこそのたまへるはかなき例なめれ】「のたまへる」の主語は左馬頭。前の「艶にもの恥ぢして、恨み言ふべきことをも見知らぬさまに忍びて」から「海づらなどにはひ隠れぬるをり」をさす。係助詞「こそ」、尊敬の補助動詞「のたまへ」已然形、完了の助動詞「る」連体形、完了の意。断定の助動詞「な」連体形は「る」が撥音便化（「ん」）してさらに無表記化された形、推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量の意、係り結びの法則。

2 【つれなくてつらしと思ひけるも知らで】「つれなくて」の主語は女。「知らで」の主語は自分頭中将。

3 【あはれ絶えざりしも】「絶え」下二段、未然形、打消の助動詞「ざり」連用形、過去の助動詞「し」連体形、係助詞「も」。

4 【かれはたえしも思ひ離れず】副詞「はた」一面を認めながら別の一面を述べる、意。副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意、副助詞「しも」強調。女は女で、またわたしのことを忘れられず。

5 【あらむとおぼえはべり】「あら」ラ変、未然形、推量の助動詞「む」推量。丁寧の補助動詞「はべり」終止形。

6 【これなむえ保つまじく頼もしげなき方なりける】係助詞「なむ」は過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意に係る、係り結びの法則。副詞「え」は打消推量の助動詞「まじく」連用形と呼応して不可能の意を表す。


帚木．２．３．１３

■　されば、かの1さがな者2ものも、思おもひ出いである方かたに忘わすれがたけれど、さしあたりて見みむにはわづらはしくよ、よくせずは3、飽あきたきこともありなむや4。

◇　それだから、あの嫉妬深い女も、思い出される女としては忘れ難いけれども、実際に結婚生活を続けて行くのにはうるさいしね、悪くすると、嫌になることもありましょうよ。

■　琴ことの音ねすすめけむ5かどかどしさも、好すきたる罪重つみおもかるべし。

◇　琴が素晴らしい才能だったという女も、浮気な欠点は重大でしょう。

■　この心こころもとなきも6、疑うたがひ添そふべければ、いづれとつひに思おもひ定さだめずなりぬるこそ。

◇　この頼りない女も、疑いが出て来ましょうから、どちらが良いとも結局は決定しがたいのだ。

■　世よの中なかや、ただかくこそ7。

◇　男女の仲は、ただこのようなものだ。

■　とりどりに比くらべ苦くるしかるべき8。

◇　それぞれに優劣をつけるのは難しいことで。

■　このさまざまのよき限かぎりをとり具ぐし、難なんずべきくさはひまぜぬ人ひとは、いづこにかはあらむ9。

◇　このそれぞれの良いところばかりを身に備えて、非難される点を持たない女は、どこにいましょうか。

■　吉祥天女きちじゃうてんにょを思おもひかけむ10とすれば、法気ほふけづき、くすしからむこそ11、また、わびしかりぬべけれ」

◇　吉祥天女に思いをかけようとすれば、抹香臭くなり、人間離れしているのも、また、おもしろくないでしょう」

■　とて、皆笑みなわらひぬ12。

◇　と言って、皆笑った。


1 【さればかの】以下を左馬頭の詞とする説もある。『新大系』は「以下、頭中将の言のほか、左馬頭らの言をも交えた会話文かもしれない」と注す。

2 【かのさがな者】左馬頭の体験談中の嫉妬深い女の例。

3 【わづらはしくよよくせずは】明融臨模本には「よ」が二つある。大島本は「わつらハしくよくせすは」とある。前の「よ」に後人の朱筆でミセケチにするが、訂正以前本文の形を採用。これらの「よ」は行末と行頭にあるので、行移りの際の衍字か。終助詞また間投助詞「よ」とみた場合、その接続も連体形であってほしい所。

4 【飽きたきこともありなむや】完了の助動詞「な」確述。推量の助動詞「む」推量、間投助詞「や」詠嘆。嫌になることもきっとありましょうよ、の意。

5 【琴の音すすめけむ】左馬頭の体験談中の風流好みの浮気な女の例。

6 【この心もとなきも】頭中将の体験談中の常夏の女の例。

7 【思ひ定めずなりぬるこそ世の中やただかくこそ】二つの係助詞「こそ」はいずれも受ける語句がない。そこで文は切れる。初めの「こそ」の下には「わりなけれ」などの語が省略。後の「こそ」の下には「あれ」などの語が省略。

8 【比べ苦しかるべき】連体中止法。余韻余情を表す。

9 【いづこにかはあらむ】反語表現。どこにもいない、の意。

10 【吉祥天女を思ひかけむ】『日本霊異記』中巻第十三や『古本説話集』巻下第六十二に吉祥天女に恋をした男の話がある。

11 【くすしからむこそ】「霊異クスシキ」（西域記長寛点）。係助詞「こそ」は推量の助動詞「べけれ」已然形に係る、係り結びの法則。

12 【とて皆笑ひぬ】頭中将の物語が終わって、一同どっと笑った。


第四段　式部丞の体験談（畏れ多い女の物語）

帚木．２．４．１

■　「式部しきぶがところにぞ1、けしきあることはあらむ。

◇　「式部のところには、変わった話があろう。

■　すこしづつ語かたり申まうせ」

◇　少しずつ、話して聞かせよ」

■　と責せめらる2。

◇　と催促される。


1 【式部がところにぞ】以下「語り申せ」まで、頭中将の詞。副助詞「づつ」は反復の意味を表す。「申す」は謙譲語。相手の動作に対して用いている。尊大な言葉づかいである。いくつかの話の少しずつを申し上げよ、というニュアンス。

2 【責めらる】「らる」は受身の助動詞。主語は藤式部丞。『古典セレクション』は「頭中将が催促される」と尊敬の助動詞とする。しかし下文に頭中将の動作には「責めたまへば」という尊敬の補助動詞「たまふ」が使用されているので、ここは受身の助動詞と解す。


帚木．２．４．２

■　「下しもが下しもの中なかには、なでふことか、聞きこし召めしどころはべらむ1」

◇　「下の下のわたくしめごとき者には、何の、お聞きあそばす話がありましょう」


1 【下が下の中にはなでふことか聞こし召しどころはべらむ】藤式部丞の詞。式部丞は、従六位上から正六位下相当官。連体詞「なでふ」は「何でふ」の撥音便無表記化。反語表現。係助詞「か」推量の助動詞「む」推量、連体形に係る、係り結びの法則。何のお聞きあそばす話がありましょうか、ありません、の意。


帚木．２．４．３

■　と言いへど、頭とうの君1きみ、まめやかに

◇　と言うけれど、頭中将の君が、真面目に

■　「遅おそし」

◇　「早く早く」

■　と責せめたまへば、何事なにごとをとり申まうさむ2と思おもひめぐらすに、

◇　とご催促なさるので、何をお話し申そうかと思案したが、


1 【頭の君】頭中将のこと。近衛府の中将（次官）で蔵人所の頭（長官）を兼任。

2 【何事をとり申さむ】藤式部丞の心、思案。


帚木．２．４．４

■　「まだ文章生2もんじゃうのしゃうにはべりし時1とき、かしこき女3をむなの例ためしをなむ見みたまへし4。

◇　「まだ文章生でございました時、畏れ多い女性の例を拝見しました。

■　かの、馬頭5むまの申かみのまうしたまへるやうに6、公事おほやけごとをも言いひあはせ、私わたくしざまの世よに住すまふべき心こころおきてを思おもひめぐらさむ方かたもいたり深ふかく、才ざえの際きはなまなまの博士恥はかせはづかしく、すべて口くちあかすべくなむはべらざりし。

◇　先程、左馬頭が申されましたように、公事をも相談し、私生活の面での心がけも考え廻らすこと深く、漢学の才能はなまじっかの博士が恥ずかしくなる程で、万事口出すことは何もございませんでした。


1 【まだ文章生にはべりし時】以下「仔細なきものははべめる」まで、藤式部丞の体験談。学者の娘の物語。

2 【文章生】伝冷泉為秀筆本には仮名表記で「もんしやうのしやう」とある。

3 【かしこき女】『新大系』は「「かしこし」は、畏怖すべきだ。「賢い」という意味の原義である」と注す。

4 【見たまへし】謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、連用形。過去の助動詞「し」連体形、係助詞「なむ」の係り結びの法則。自己の体験を語るニュアンス。

5 【馬頭】左馬頭のこと。話の中では、こう呼んでいる。

6 【申したまへるやうに】「公私の人のたたずまひ善き悪しきこと」云々をさす。源氏や頭中将を意識して左馬頭の発言を「申す」という謙譲語を用い、左馬頭に対しては「たまふ」という尊敬の補助動詞を用いている。


帚木．２．４．５

■　それは、ある博士はかせのもとに学問がくもんなどしはべるとて1、まかり通かよひしほどに、主人あるじのむすめども多おほかりと聞ききたまへて2、はかなきついでに言いひ寄よりてはべりしを、親聞おやききつけて、盃持さかづきもて出いでて、

◇　それは、ある博士のもとで学問などを致そうと思って、通っておりましたころに、主人の博士には娘が多くいるとお聞き致しまして、ちょっとした折に言い寄りましたところ、父親が聞きつけて、盃を持って出て来て、

■　『わが両ふたつの途歌みちうたふを聴きけ3』S11

◇　『わたしが両つの途を歌うのを聴け』

■　となむ、聞きこえごちはべりしかど4、をさをさうちとけてもまからず5、かの親おやの心こころを憚はばかりて、さすがにかかづらひはべりしほどに、いとあはれに思おもひ後見6うしろみ、寝覚ねざめの語かたらひにも、身みの才ざえつき、朝廷おほやけに仕つかうまつるべき道々みちみちしきことを教をしへて、いときよげに消息文せうそこぶみにも仮名かんなといふもの7書かきまぜず、むべむべしく言いひまはし8はべるに、おのづからえまかり絶たえで、その者ものを師しとしてなむ、わづかなる腰折文9作こしをれぶみつくることなど習ならひはべりしかば、今いまにその恩10おんは忘わすれはべらねど、なつかしき妻子さいしとうち頼たのまむには11、無才むざいの人ひと、なま悪わろならむ振ふる舞まひなど見みえむに12、恥はづかしくなむ見みえはべりし13。

◇　と謡いかけてきましたが、少しも結婚してもよいと思って通っていませんで、あの父親の気持ちに気兼ねして、そうは言うもののかかずらっておりましたところ、とても情け深く世話をし、閨房の語らいにも、身に学問がつき、朝廷に仕えるのに役立つ学問的なことを教えてくれて、とても見事に手紙文にも仮名文字というものを書き交ぜず、本格的に漢文で表現しますので、ついつい別れることができずに、その女を先生として、下手な漢詩文を作ることなどを習いましたので、今でもその恩は忘れませんが、慕わしい妻として頼りにするには、無学のわたしは、どことなく劣った振る舞いなど見られましょうから、恥ずかしく思われました。

■　まいて君達きむだちの御おほむため、はかばかしくしたたかP31なる御後見おほむうしろみは、何なににかせさせたまはむ14。

◇　ましてあなた様方の御ためには、しっかりして手ぬかりのない奥方様は、何の必要がおありあそばしましょうか。

■　はかなし、口惜くちをし、とかつ見みつつも、ただわが心こころにつき、宿世すくせの引ひく方かたはべるめれば15、男をのこしもなむ、仔細しさいなきものははべめる16」

◇　つまらない、残念だ、と一方では思いながらも、ただ自分の気に入り、宿縁もあるようでございますので、男という者は、他愛のないもののようでございます」


S11 富家女易嫁　嫁早軽其夫　貧家女難嫁　嫁晩孝於姑（白氏文集二-七五　議婚）

P31 したたか--したし（し/＄た〈朱〉）か

1 【学問などしはべるとて】丁寧の補助動詞「はべる」。謙譲の意を表す。

2 【聞きたまへて】謙譲の補助動詞「ためへ」下二段、連用形。

3 【わが両つの途歌ふを聴け】『白氏文集』秦中吟「議婚」の「聴我歌両途」の句。自分は貧しいが、貧家には姑に孝行を尽くす良い嫁がいる、と結婚を積極的に勧める意。式部丞の将来性を見込んでいるか、またはこの博士の家より少しは家柄や身分が高かったのでもあろうか。

4 【聞こえごちはべりしかど】丁寧の補助動詞「はべり」が第三者（博士）の動作に対して使用されている。こちらにはその気もなく、迷惑な、というニュアンスがある。

5 【をさをさうちとけてもまからず】副詞「をさをさ」は打消しの語と呼応して、少しも、ほとんど、の意。少しも気を許して通っていない。結婚してもよいという気持ちのないこと。

6 【いとあはれに思ひ後見】博士の娘が藤式部丞を。

7 【仮名といふもの】仮名文字という物を。当時、仮名は女性が多く使うものという考えがあり、男同士の話なので、「と言ふもの」と言っている。

8 【むべむべしく言ひまはし】正式な漢文体で表現する。

9 【腰折文】稚拙な漢詩文。謙遜して言ったもの。

10 【恩】学者の物言いとして、以下「妻子」「無才」「仔細」などの漢語が続出する。なお「妻子」の「子」には意味はなく「妻」の意。

11 【うち頼まむには】明融臨模本「は」の文字上に朱筆で「ヒ」とミセケチにする。後人の筆である。大島本にも「うちたのまむにハ」とある。『集成』『新大系』は「うち頼まむには」だが、『古典セレクション』では「うち頼まむに」と校訂する。

12 【見えむに】無才の人、すなわち、わたしがみっともない振る舞いをし出かすだろう、の意。

13 【恥づかしくなむ見えはべりし】係助詞「なむ」、過去の助動詞「し」連体形、係り結びの法則。わたしには思われました。

14 【何にかせさせたまはむ】係助詞「か」反語、動詞「せ」サ変、未然形、尊敬の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまは」未然形、最高敬語。推量の助動詞「む」連体形、係助詞「なむ」の係り結びの法則。何の必要がおありあそばしましょうか、何の必要もございますまい。

15 【宿世の引く方はべるめれば】丁寧語「はべる」連体形、推量の助動詞「めれ」主観的推量、已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。

16 【男しもなむ仔細なきものははべめる】副助詞「しも」強調。係助詞「なむ」は推量の助動詞「める」主観的推量、連体形に係る、係り結びの法則。「はべめる」は「はべるめる」の撥音便無表記化。『古典セレクション』は「「ものははべる」は、慣用的語法。「ものにはあれ」と同意の「ものはあれ」に准ずるか」と注す。


帚木．２．４．６

■　と申まうせば、残のこりを言いはせむとて1、

◇　と申し上げるので、続きを言わせようとして、

■　「さてさてをかしかりける女をむなかな2」

◇　「それにしてもまあ、何と興味ある女だろうか」

■　とすかいたまふを、心こころは得えながら、鼻はなのわたりをこづきて語かたりなす3。

◇　と、おだてなさるのを、そうとは知りながらも、鼻のあたりをおかしなかっこうさせて語り続ける。


1 【残りを言はせむとて】頭中将の心。

2 【さてさてをかしかりける女かな】頭中将の詞。頭中将の動作には「すかいたまふ」と敬語表現がある。藤式部丞をおだてる。

3 【鼻のわたりをこづきて語りなす】『古典セレクション』は「をこつきて」と清音に読む。『集成』は「うごめかせて」、『完訳』は「おどけて見せながら」と解す。おだてられていると十分承知していながら、調子に乗って話し続けている様子か。


帚木．２．４．７

■　「さて、いと久ひさしくまからざりしに1、もののたよりに立たち寄よりてはべれば、常つねのうちとけゐたる方かたにははべらで、心こころやましき物越ものごしにてなむ逢あひてはべる。

◇　「そうして、ずいぶん長く行きませんでしたが、何かのついでに立ち寄ってみましたところ、いつものくつろいだ部屋にはおりませんで、不愉快な物を隔てて逢のでございます。

■　ふすぶるにやと、をこがましくも、また、よきふしなりとも思おもひたまふるに3、このさかし人びとはた、軽々かろがろしきもの怨ゑんじすべきにもあらず、世よの道理だうりを4思おもひとりて恨うらみざりけり。

◇　嫉妬しているのかと、ばかばかしくもあり、また、別れるのにちょうど良い機会だと存じましたが、この畏れ多い女という者は、軽々しい嫉妬をするはずもなく、男女の仲を心得ていて恨み言を言いませんでした。


1 【さていと久しくまからざりしに】過去の助動詞「し」連体形＋接続助詞「に」逆接。以下「口疾くなどははべりき」まで、藤式部丞の詞。

2? 【物越しにて簡む逢ひてはべる】係助詞「なむ」、完了のの助動詞「て」連用形、確述の意、丁寧の補助動詞「はべる」連体形、係り結びの法則。いつもと違うことを強調するニュアンス。

3 【よきふしなりとも思ひたまふるに】謙譲の補助動詞「たまふる」下二段、連体形＋接続助詞「に」逆接。別れるのにちょうどよい機会だと存じましたが、の意。

4 【世の道理を】男女の仲。


帚木．２．４．８

■　声こゑもはやりかにて言いふやう、

◇　声もせかせかと言うことには、

帚木．２．４．９

■　『月つきごろ、風病重ふびゃうおもきに堪たへかねて1、極熱ごくねちの草薬さうやくを服ぶくして、いと臭くさきによりなむ、え対面賜たいめんたまはらぬ2。

◇　『数月来、風邪が重いのに堪え兼ねて、極熱の薬草を服して、大変に臭いので、面会は御遠慮申し上げます。

■　目まのあたりならずとも、さるべからむ雑事ざうじらは承うけたまはらむ』

◇　直接にでなくても、しかるべき雑用などは承りましょう』


1 【月ごろ風病重きに堪へかねて】以下「雑事らは承らむ」まで、博士の娘の詞。藤式部丞以上に漢語的または男性的な言い回しが頻出する。

2 【え対面賜はらぬ】副詞「え」、打消の助動詞「ぬ」連体形と呼応して不可能の意。係助詞「なむ」「ぬ」の係り結びの法則。


帚木．２．４．１０

■　と、いとあはれにむべむべしく言いひはべり。

◇　と、いかにも殊勝にもっともらしく言います。

■　答いらへに何なにとかは1。

◇　返事には何と言えようか。

■　ただ、

◇　ただ、

■　『承うけたまはりぬ2』

◇　『承知しました』

■　とて、立たち出いではべるに、さうざうしくやおぼえけむ3、

◇　とだけ言って、立ち去ります時に、物足りなく思ったのでしょうか、


1 【答へに何とかは】係助詞「かは」下に「言はむ」などの語句が省略。反語表現。

2 【承りぬ】男の詞。

3 【さうざうしくやおぼえけむ】主語は女。藤式部丞の推測。係助詞「や」疑問、過去推量の助動詞「けむ」連体形に係る、係り結びの法則。


帚木．２．４．１１

■　『この香失かうせなむ時ときに立たち寄よりたまへ1』

◇　『この臭いが消えた時にお立ち寄り下さい』

■　と高たかやかに言いふを、聞きき過すぐさむもいとほし、しばしやすらふべきに、はたはべらねば、げにそのにほひさへ、はなやかにたち添そへるも術すべなくて、逃にげ目めをつかひて2、

◇　と声高に言うのを、聞き捨てるのも気の毒ですが、しばしの間でもためらっている場合でもありませんので、言うとおり、その臭いまでが、ぷんぷんと漂って来るのも堪りませんので、きょろきょろと逃げ時をうかがって、


1 【この香失せなむ時に立ち寄りたまへ】女の詞。「高やかに言ふ」のは、たしなみのある女性の物言いでない。また、口臭も現れ出よう。「失せ」下二段、連用形、完了の助動詞「な」未然形、推量の助動詞「む」連体形。

2 【逃げ目をつかひて】『集成』は「目つきもうろうろと」、『完訳』は「どうやって逃げだそうかと様子をうかがう」と解す。


帚木．２．４．１２

■　『ささがにのふるまひしるき夕暮ゆふぐれに

ひるま過すぐせといふがあやなさ

いかなることつけぞや2』

◇　『蜘蛛の動きでわたしの来ることがわかっているはずの夕暮に

蒜が臭っている昼間が過ぎるまでまで待てと言うのは訳がわかりません

どのような口実ですか』


1? 【ささがにのふるまひしるき夕暮れにひるま過ぐせといふがあやなき】男の贈歌。『異本紫明抄』は「わがせこが来べき宵なり笹がにの蜘蛛の振る舞ひかねてしるしも」（古今集、墨滅歌、衣通姫）を指摘する。「ひる」に「昼」と「蒜」とを掛ける。夫のわたしが来るというのはかねて知っていながら、「昼間」（蒜の臭っている間）は待て、というのが分からない、の意。蜘蛛がしきりに動くのは男が来訪することの前兆という俗信があった。

2 【いかなることつけぞや】歌に添えた言葉。


帚木．２．４．１３

■　と、言いひも果はてず走はしり出いではべりぬるに1、追おひて2、

◇　と、言い終わらず逃げ出しましたところ、追いかけて、


1 【言ひも果てず走り出ではべりぬるに】「言ひ果つ」の間に係助詞「も」が挿入された形。完了の助動詞「ぬる」連体形＋接続助詞「に」順接。

2 【追ひて】主語は女。女が男の後を追って、の意。


帚木．２．４．１４

■　『逢あふことの夜よをし隔へだてぬ仲なかならば

ひる間まも何なにかまばゆからまし1』

◇　『逢うことが一夜も置かずに逢っている夫婦仲ならば

蒜の臭っている昼間逢ったからとてどうして恥ずかしいことがありましょうか』


1 【逢ふことの夜をし隔てぬ仲ならばひる間も何かまばゆからまし】女の返歌。「ひるま」に「昼間」と「蒜」とを掛ける。夫婦なら昼間（蒜の臭っている間）に逢ったからとて、何の恥ずかしいことがありましょうか、という応酬。断定の助動詞「なら」未然形＋接続助詞「ば」仮定条件、連語「なにか」（代名詞「何」＋係助詞「か」）強い反語を表す。形容詞「まがゆから」未然形＋推量の助動詞「まし」ためらいを表す。何の恥ずかしいことがありましょうか、少しも恥ずかしいことはない、の意。


帚木．２．４．１５

■　さすがに口疾くちとくなどははべりき1」

◇　さすがに返歌は素早うございました」


1 【さすがに口疾くなどははべりき】男の批評。「さすがに」は、歌の内容は感心しないが、返歌だけは早かったの意。係助詞「は」は「口疾くなど」を取り立てて強調するニュアンス。


帚木．２．４．１６

■　と、しづしづとP32申まうせば、君達きみたちあさましと思おもひて、

◇　と、落ち着いて申し上げるので、公達は興醒めに思って、

■　「嘘言そらごと」

◇　「嘘だ」

■　とて笑わらひたまふ。

◇　と言ってお笑いになる。


P32 しづしづと--しつ／＼に（に/=と〈朱〉）か


帚木．２．４．１７

■　「いづこのさる女をむなかあるべき1。

◇　「どこにそのような女がいようか。

■　おいらかに鬼おにとこそ向むかひゐたらめ2。

◇　おとなしく鬼と向かい合っていたほうがましだ。

■　むくつけきこと」

◇　気持ちが悪い話よ」


1 【いづこのさる女かあるべき】以下「むくつけきこと」まで、三つの文に分けられるが、誰の詞かまた何人の詞か、判然としない。代名詞「いづこ」、係助詞「か」、推量の助動詞「べき」連体形、反語表現。どこにそのような女がいようか、どこにもいまい。「おいらか」は「老い＋らか」。

2 【鬼とこそ向かひゐたらめ】係助詞「こそ」、完了の助動詞「たら」未然形、推量の助動詞「め」已然形。鬼と向かい合っていよう、そのほうがましだ、の意。


帚木．２．４．１８

■　と爪弾つまはじきをして1、

◇　と爪弾きして、

■　「言いはむ方かたなし」

◇　「何とも評しようがない」

■　と、式部しきぶをあはめ憎にくみて、

◇　と、藤式部丞を軽蔑し非難して、


1 【爪弾きをして】『新大系』は「不愉快な気持を晴らすしぐさ。いま話題に「鬼」が出たのでそれに向けられる除祓でもあろう」と注す。


帚木．２．４．１９

■　「すこしよろしからむことを申まうせ1」

◇　「もう少しましな話を申せ」

■　と責せめたまへど、

◇　とお責めになるが、


1 【すこしよろしからむことを申せ】頭中将の詞。「よろし」は満足できる程度、まあまあ良い意。下文に尊敬の補助動詞「たまへ」があるので、話者は頭中将。


帚木．２．４．２０

■　「これよりめづらしきことはさぶらひなむや」

◇　「これ以上珍しい話がございましょうか」

■　とて、をり。

◇　と言って、澄ましている。

帚木．２．４．２１

■　「すべて男をとこも女をむなも2悪わろ者ものは、わづかに知しれる方かたのことを残のこりなく見みせ尽つくさむと思おもへるこそ、いとほしけれ。

◇　「すべて男も女も未熟者は、少し知っている方面のことをすっかり見せようと思っているのが、困ったものです。


1? 【これよりめつらしきことはさぶらひなむや】藤式部丞の詞。完了の助動詞「な」確述、推量の助動詞「む」推量、係助詞「や」反語を表す。これ以上珍しい話がございましょうか、もうありません、の意。

2 【すべて男も女も】以下「過ぐすべくなむあべかりける」まで、左馬頭の詞。女性論のまとめを言う。


帚木．２．４．２２

■　三史五経さむしごきゃう、道々みちみちしき方かたを、明あきらかに悟さとり明あかさむこそ、愛敬あいぎゃうなからめP33,2、などかは、女をむなといはむからに3、世よにあることの公私おほやけわたくしにつけて、むげに知しらずいたらずしもあらむ。

◇　三史五経といった学問的な方面を、本格的に理解するというのは、好感の持てないことですが、どうして女だからといって、世の中の公私の事々につけて、まったく知りませんできませんと言っていられましょうか。

■　わざと習ならひまねばねど、すこしもかどあらむ人ひとの、耳みみにも目めにもとまること、自然じねんに多おほかるべし。

◇　本格的に勉強しなくても、少しでも才能のあるような人は、耳から目から入って来ることが、自然に多いはずです。


P33 なからめ--な（な/+か）らめ

1? 【三史五経の】『史記』『漢書』『後漢書』と『易経』『書経』『詩経』『春秋』『礼記』をさす。当時の大学寮で教えていた標準的な教科書類。

2 【悟り明かさむこそ愛敬なからめ】係助詞「こそ」、推量の助動詞「め」已然形、係り結び、逆接用法で下文に続く。

3 【などかは女といはむからに】連語「などかは」（副詞「など」＋係助詞「か」＋係助詞「は」）は、「あらむ」に係る、反語表現。動詞「いは」未然形、推量の助動詞「む」連体形、仮定の意、格助詞「から」、接続助詞「に」。「む」と「から」の間には「こと」などの語が省略。


帚木．２．４．２３

■　さるままに1は、真名まんなを走はしり書かきて、さるまじきどちの女文をむなぶみに、なかば過すぎて書かきすすめたる、あなうたて、この人ひとのたをやかならましかば2と見みえたり。

◇　そのようなことから、漢字をさらさらと走り書きして、お互いに書かないはずの女どうしの手紙文にも、半分以上書き交ぜているのは、ああ何と厭味な、この人が女らしかったらいいのになあと思われます。

■　心地ここちにはさしも思おもはざらめど、おのづからこはごはしき声こゑに3読よみなされなどしつつ、ことさらびたり。

◇　気持ちの上ではそんなにも思わないでしょうが、自然とごつごつした声に読まれ読まれして、わざとらしく感じられます。

■　上臈じゃうらふの中なかにも、多おほかることぞかし4。

◇　上流の中にも多く見られることです。


1 【さるままに】「さ」は、上文の内容、自然に漢字を聞いたり見たりして覚えた状態をさす。

2 【あなうたてこの人のたをやかならましかば】左馬頭の感想を挿入。推量の助動詞「ましか」未然形、仮想の意＋接続助詞「ば」、下に「よからまし」などの語句が省略。反実仮想の構文。

3 【おのづからこはごはしき声に】漢字が混じった手紙文を声を出して読むと、自然と重々しくこわばった感じに読み上げられてしまう、という意。

4 【多かることぞかし】連語「ぞかし」（係助詞「ぞ」＋終助詞「かし」）念押し、の意。


帚木．２．４．２４

■　歌詠うたよむと思おもへる人ひとの1、やがて歌うたにまつはれ、をかしき古言ふることをも初はじめより取とり込こみつつ2、すさまじき折々3をりをり、詠よみかけたるこそ、ものしきことなれ4。

◇　和歌を詠むことを鼻にかけている人が、そのまま和歌のとりことなって、趣のある古歌を初句から取り込み取り込みして、相応しからぬ折々に、それを詠みかけて来ますのは、不愉快なことです。

■　返かへしせねば情なさけなし、えせざらむ人5ひとははしたなからむ。

◇　返歌しないと人情がないし、出来ないような人は体裁が悪いでしょう。


1 【歌詠むと思へる人の】和歌を詠むことを得意に思っている人。格助詞「の」主格を表す。

2 【取り込みつつ】接続助詞「つつ」動作の反復・継続を表す。

3 【すさまじき折々】『集成』は「こちらが迷惑するような時」と解し、『古典セレクション』は「場違いで歌を詠む気持になれないとき」と注す。

4 【詠みかけたるこそものしきことなれ】係助詞「こそ」、断定の助動詞「なれ」已然形、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。

5 【えせざらむ人】『集成』は「できない事情にある人」と解す。副詞「え」は打消の助動詞「ざら」未然形と呼応して不可能の意を表す。推量の助動詞「む」連体形、婉曲を表す。


帚木．２．４．２５

■　さるべき節会1せちゑなど、五月さつきの節2せちに急いそぎ参まゐる朝あした、何なにのあやめも3思おもひしづめられぬに、えならぬ根ねを引ひきかけ、九日ここぬかの宴4えんに、まづ難かたき詩しの心こころを思おもひめぐらして5暇いとまなき折をりに、菊きくの露つゆをかこち寄よせなどやうの、つきなき営いとなみにあはせ、さならでもおのづから、げに後のちに思おもへば6をかしくもあはれにもあべかりけることの7、その折をりにつきなく、目めにとまらぬなどを、推おし量はからず詠よみ出いでたる、なかなか心後こころおくれて見みゆ。

◇　しかるべき節会などで、五月の節会に急いで参内する朝に、落ち着いて分別などしていられない時に、素晴らしい根にかこつけてきたり、重陽の節会の宴会のために、何はともあれ難しい漢詩の趣向を思いめぐらしていて暇のない折に、菊の露にかこつけたような、相応しからぬことに付き合わせ、そういう場合ではなくとも自然と、なるほどと後から考えればおもしろくもしみじみともあるはずのものが、その場合には相応しくなく、目にも止まらないのを、察しもせずに詠んで寄こすのは、かえって気がきかないように思われます。


1 【さるべき節会】天皇が臨席し、群臣に宴を賜る宴会。

2 【五月の節】五月の節句、すなわち、端午の節会。

3 【何のあやめも】五月の節会にちなんで、「文目」に「菖蒲（あやめ）」を掛けた言葉のしゃれ。

4 【九日の宴】九月九日の宴、すなわち、重陽の節会。

5 【思ひめぐらして】明融臨模本「思めくらし・て（て＄）」とある。ミセケチは朱筆で「ヒ」とあるので、後人の訂正。句点もその時に付けられたもの。大島本は「思めくらし」とある。『集成』は「思ひめぐらして」、『新大系』『古典セレクション』は「思ひめぐらし」とする。

6 【げに後に思へば】副詞「げに」は「あべかりける」にかかる。

7 【あべかりけることの】「あるべかり」の「る」が撥音便化しさらに無表記の形。


帚木．２．４．２６

■　よろづのことに、などかは、さても1、とおぼゆる折をりから、時々ときどき、思おもひわかぬばかりの心こころにては、よしばみ情なさけ立だたざらむなむ目めやすかるべき2。

◇　万事につけて、どうしてそうするのか、そうしなくとも、と思われる折々に、時々、分別できない程度の思慮では、気取ったり風流めかしたりしないほうが無難でしょう。


1 【などかはさても】どうしてそんなことをするのか、そうしなくともよいに、の意。

2 【よしばみ情け立たざらむなむ目やすかるべき】打消の助動詞「ざら」未然形、推量の助動詞「む」連体形、係助詞「なむ」は、推量の助動詞「べき」連体形、推量に係る、係り結びの法則。


帚木．２．４．２７

■　すべて、心こころに知しれらむことをも1、知しらず顔がほにもてなし、言いはまほしからむことをも2、一ひとつ二ふたつのふしは過すぐすべくなむあべかりける3」

◇　総じて、心の中では知っているようなことでも、知らない顔をして、言いたいことも、一つ二つは言わないでおくのが良いというものでしょう」


1 【心に知れらむことをも】「知れ」已然形、完了の助動詞「ら」未然形、存続の意、推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。下の「言はまほしからむことをも」と対句表現。

2 【言はまほしからむことをも】希望の助動詞「まほしから」未然形、推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。

3 【過ぐすべくなむあべかりける】推量の助動詞「べく」連用形、適当の意、係助詞「なむ」は過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意に係る、係り結びの法則。「あべかり」は「あるべかり」（「ある」連体形＋推量の助動詞「べかり」連用形、当然の意）の「る」が撥音便化しそれが無表記の形。言わないでおくのが良いのである。以上、雨夜の品定めの議論が終わる。


帚木．２．４．２８

■　と言いふにも、君きみは、人一人ひとひとりの御おほむありさまを1、心こころの中うちに思おもひつづけたまふ。

◇　と言うにつけても、源氏の君は、お一方の御様子を、胸の中に思い続けていらっしゃる。

■　「これにP34足たらず2またさし過すぎたることなくものしたまひけるかな3」

◇　「この結論に足りないことまた出過ぎたところもない方でいらっしゃるなあ」

■　と、ありがたきにも、いとど胸むねふたがる。

◇　と、比類ないことにつけても、ますます胸がいっぱいになる。


P34 これに--*これは

1 【君は人一人の御ありさまを】源氏の君は、お一方の御様子を。藤壺宮をさす。「桐壺」巻の「心のうちには、ただ藤壺の御ありさまを、たぐひなしと思ひきこえて、さやうならむ人をこそ見め、似る人なくもおはしけるかな、大殿の君、いとをかしげにかしづかれたる人とは見ゆれど、心にもつかずおぼえたまひて、幼きほどの心ひとつにかかりて、いと苦しきまでぞおはしける」（第三章七段）を受ける。

2 【これに足らず】以下「ものしたまひけるかな」まで、源氏の心。「これ」は左馬頭の意見をさす。

3 【ものしたまひけるかな】主語は藤壺宮。過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意。終助詞「かな」詠嘆の意。


帚木．２．４．２９

■　いづ方かたにより果はつともなく1、果はて果はてはあやしきことどもになりて2、明あかしたまひつ3。

◇　どういう結論に達するというでもなく、最後は聞き苦しい話に落ちて、夜をお明かしになった。


1 【いづ方により果つともなく】『完訳』は「明確な結論がでなかったとする」と注す。

2 【あやしきことどもになりて】『集成』は「要領を得ない話になって」と注し、『完訳』は「埒もない話の数々になって」と訳す。『新大系』は「怪談やとりとめない世間話その他に落ちて行った感じ。夜を徹しての語りあいやその批評である」と注す。

3 【明かしたまひつ】主語は源氏の君たち。


第三章　空蝉の物語

第一段　天気晴れる

帚木．３．１．１

■　からうして1今日けふは日ひのけしきも直なほれり。

◇　やっと今日は天気も好くなった。

■　かくのみ籠こもりさぶらひたまふも、大殿おほいどのの御心2みこころいとほしければ、まかでたまへり。

◇　こうしてばかり籠っていらっしゃるのも、左大臣殿のお気持ちが気の毒なので、退出なさった。


1 【からうして】「からうしてCaroxite」（『日葡辞書』）。『岩波古語辞典』には「カラクシテの音便形。古くはカラウシテと清音か」とある。『集成』『新大系』は清音。『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読む。梅雨が明けた趣。『新大系』は「かつがつ。長い雨期をようやく越えて」と注す。

2 【大殿の御心】左大臣をさす。


帚木．３．１．２

■　おほかたの気色けしき、人ひとのけはひ1も、けざやかにけ高だかく、乱みだれたるところまじらず、なほ、これこそは3、かの、人ひとびとの捨すてがたく取とり出いでし4まめ人びとには頼たのまれぬべけれ、と思おぼすものから、あまりうるはしき御おほむありさまの、とけがたく恥はづかしげに思おもひしづまりたまへるをさうざうしくて6、中納言ちゅうなごんの君きみ、中務なかつかさなどやうの7、おしなべたらぬ若人わかうどどもに、戯たはぶれ言ごとなどのたまひつつ8、暑あつさにP35乱みだれたまへる御おほむありさま9を、見みるかひありと思おもひきこえたり10。

◇　邸内の有様や、姫君の様子も、端麗で気高く、くずれたところがなく、やはり、この女君こそは、あの、人びとが捨て置き難く取り上げた実直な妻としては信頼できるだろう、とお思いになる一方では、度を過ぎて端麗なご様子で、打ち解けにくく気づまりな感じにとり澄ましていらっしゃるのが物足りなくて、中納言の君や中務などといった、人並み優れている若い女房たちに、冗談などをおっしゃりおっしゃりして、暑さにお召し物もくつろげていらっしゃるお姿を、素晴らしく美しい、と思い申し上げている。


P35 暑さに--あつま（ま/＄さ）に

1 【人のけはひ】姫君の様子、雰囲気。葵の上。

2? 【けざやかにけ高く乱れたるところまじらす】葵の上の性格。はっきりと、端麗で気品高く見え、何事にもきちんとしている、という、源氏の目から見た鮮明な印象。「桐壺」巻の楊貴妃と桐壺更衣とを比較した「絵に描ける楊貴妃の容貌は、いみじき絵師といへども、筆限りありければいとにほひ少なし。「太液芙蓉未央柳」も、げに通ひたりし容貌を、唐めいたる装ひはうるはしうこそありけめ、（桐壺更衣の）なつかしうらうたげなりしを思し出づるに、花鳥の色にも音にもよそふべき方ぞなき」（第二章三段）を想起すれば、源氏が思慕する母桐壺更衣のイメージとは違った個性の人物である。

3 【なほこれこそは】以下「頼まれぬべけれ」まで、源氏の心。「これ」は正妻の葵の上をさす。

4 【かの人びとの捨てがたく取り出でし】左馬頭たちが高く評価した。

5? 【あまりうるはしき御ありさまのとけがたく恥づかしげにのみ思ひしづまりたまへる】源氏の目から見た葵の上。度を過ぎて端麗な態度で、心が打ち解けず、こちらが気づまりに感じるばかりに相手はとり澄ましていらっしゃる、という印象。

6 【さうざうしくて】源氏は、そのような妻に物足りなさを感じる。

7 【中納言の君中務などやうの】女房であるが、源氏のお手つきの女房。召人（めしうど）という。

8 【戯れ言などのたまひつつ】接続助詞「つつ」動作の反復・継続を表す。

9 【暑さに乱れたまへる御ありさま】暑さのためにお召物をくつろげていらっしゃる源氏の様子。

10 【見るかひありと思ひきこえたり】主語は女房たち。


帚木．３．１．３

■　大臣おとども渡わたりたまひて、うちとけたまへれば1、御几帳隔みきちゃうへだてて2おはしまして、御物語聞おほむものがたりきこえたまふを3、

◇　左大臣殿もお渡りになって、くつろいでいらっしゃるので、御几帳を間に立ててお座りになって、お話を申し上げなさるのを、

■　「暑あつきに」

◇　「暑いのに」

■　とにがみたまへば、人ひとびと笑わらふ4。

◇　と苦い顔をなさるので、女房たちは笑う。

■　「あなかま5」

◇　「お静かに」

■　とて、脇息けふそくに寄よりおはす6。

◇　と制して、脇息に寄り掛かっていらっしゃる。

■　いとやすらかなる御振おほむふる舞まひなりや7。

◇　いかにも大君らしい鷹揚なお振る舞いであるよ。


1 【うちとけたまへれば】主語は源氏。

2 【御几帳隔てて】くつろいでいるところに直接対座するのは不躾であろうと、左大臣と源氏の間に御几帳を立てて会った。舅である左大臣の聟である源氏に対する大変な気のつかいようが窺われる。

3 【御物語聞こえたまふを】左大臣が源氏に。源氏の官職は宰相兼中将。その人に左大臣が「聞こえたまふ」という敬意表現を用いるのは、桐壺帝の御子だからである。

4 【暑きにとにがみたまへば人びと笑ふ】源氏が苦々しい顔をすると、女房たちが笑う、というように、源氏は女房たちに囲まれた中にいる。

5 【あなかま】源氏の詞。

6 【おはす】前の「おはします」よりやや敬意は低い敬語である。左大臣より低く語られているが、次の批評の言葉と連動してであろう。

7 【いとやすらかなる御振る舞ひなりや】断定の助動詞「なり」終止形、係助詞「や」詠嘆の意。源氏の態度に対する語り手の感想。『岷江入楚』は「草子の評也」と注す。『古典セレクション』は「貴人らしいおおような源氏の態度についての、語り手の賞賛」と注す。


帚木．３．１．４

■　暗くらくなるほどに、

◇　暗くなるころに、

■　「今宵、中神こよひ、内裏なかがみうちよりは塞ふたがりてはべりけり1」

◇　「今夜は、天一神が、内裏からこちらの方角へは方塞がりになっております」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【今宵中神内裏よりは塞がりてはべりけり】女房の詞。「中神」は陰陽道で説く天一神の神様。六十日を一周期として、癸巳の日から天上にいること十六日間、この間は人はどの方向へ行っても良い。残り四十四日を己酉の日から八方に遊行し廻り、五または六日で次の方角に移る。その間を、「方塞がり」といって、その方向を忌み避け、「方違へ」をする。過去の助動詞「けり」詠嘆の意、今初めて気付いたというニュアンス。内裏から見て、左大臣邸は今夜はその方塞がりになっている、という。


帚木．３．１．５

■　「さかし、例れいは忌いみたまふ方かたなりけり1」

　「二条にでうの院ゐんにも同おなじ筋すぢにて2、いづくにか違たがへむ。いと悩なやましきに」

◇　「そうですわ。普通は、お避けになる方角でありますよ」

「二条院も同じ方角であるし、どこに方違えをしようか。とても気分が悪いのに」


1 【さかし例は忌みたまふ方なりけり】女房の詞。「忌みたまふ」という敬語表現があるので、別の女房の詞と解しておく。『集成』は女房の詞。『古典セレクション』は「語り手の言葉」と注す。『新大系』は源氏の詞とする。とすると「忌みたまふ」は、源氏自身の動作ではななく、中神に対する敬語の意か。

2 【二条の院にも同じ筋にて】源氏の詞。左大臣邸と源氏の二条院邸が内裏から同じ方角にあった。当時の摂関家の邸宅は左京二条大路に面して建てられていた。内裏から東南の方角に当たる。


帚木．３．１．６

■　とて大殿籠おほとのごもれり。

◇　と言って寝所で横になっていらっしゃる。

■　「いと悪あしきことなり1」

◇　「大変に具合悪いことです」

■　と、これかれ聞きこゆ。

◇　と、誰彼となく申し上げる。


1 【いと悪しきことなり】女房の詞だが、語り手が要約し引用した間接話法であろう。


帚木．３．１．７

■　「紀伊守きのかみにて親したしく仕つかうまつる人ひとの1、中川なかがはのわたりなるP36家いへなむ2、このころ水みづせき入いれて3、涼すずしき蔭かげにはべる」

◇　「紀伊守で親しくお仕えしております者の、中川の辺りにある家が、最近川の水を堰き入れて、涼しい木蔭でございます」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


P36 なる--なり（り/＄ル〈朱〉）

1 【紀伊守にて親しく仕うまつる人の】これは男の侍者の詞であろう。左大臣家に仕えている家司か。御簾の外から中の女房に取り次いで申し上げたのであろう。紀伊守は上国の国守。従五位下相当官。受領であるがこの時は任国に赴任していなくて京にいる。「人の」所有格は「家なむ」に続く。

2 【中川のわたりなる家なむ】二条以北の京極川の呼称。内裏からは東の方角に当たる。係助詞「なむ」は「はべる」連体形に係る、係り結びの法則。

3 【水せき入れて】京極川から水を邸内に堰き入れて。


帚木．３．１．８

■　「いとよかなり1。

◇　「とても良い考えである。

■　悩なやましきに、牛うしながら引ひき入いれつべからむP37,2所ところを」

◇　気分が悪いから、牛車のままで入って行かれる所を」


P37 べからむ--へき（き/＄か）らむ

1 【いとよかなり】以下「所を」まで、源氏の詞。御簾の中から答えたもの。侍者は、その言葉を女房から受けて、さっそく、紀伊守を呼びに行ったろう。

2 【牛ながら引き入れつべからむ】接尾語「ながら」、牛車のまま、の意。


帚木．３．１．９

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　忍しのび忍しのびの御方違おほむかたたがへ所どころは、あまたありぬべけれど1、久ひさしくほど経へて渡わたりたまへるに2、方塞かたふたげて、ひき違たがへ他ほかざまへと思おぼさむは、いとほしきなるべし3。

◇　内密の方違えのお邸は、たくさんあるに違いないが、長いご無沙汰の後にいらっしゃったのに、方角が悪いからといって、期待を裏切って他へ行ったとお思いになるのは、気の毒だと思われたのであろう。

■　紀伊守きのかみに仰おほせ言賜ごとたまへば4、承うけたまはりながら、退しりぞきて5、

◇　紀伊守に御用を言い付けなさると、お引き受けは致したものの、引き下がって、


1 【忍び忍びの御方違へ所はあまたありぬべけれど】完了の助動詞「ぬ」確述、推量の助動詞「べし」当然、意。語り手の思い入れが窺える表現。「三光院実枝説」は「草子の地なるへし」と注す。

2 【久しくほど経て渡りたまへるに】接続助詞「に」逆接を表す。源氏が左大臣邸へいらっしゃったのに。

3 【と思さむはいとほしきなるべし】左大臣が、とお思いになるのは、お気の毒だと源氏は思われたのであろう、の意。「なる」「べし」は語り手が源氏の心を推測した表現。『古典セレクション』は「なるべし」の下に読点を打つ。語り手の挿入句と解する。

4 【紀伊守に仰せ言賜へば】主語は源氏。源氏のご意向を男の侍者が紀伊守に命じる。

5 【承りながら退きて】接続助詞「ながら」逆接を表す。『新大系』は「（直接に）お下しになると、承諾しつつ（源氏のもとから）退出して。以下は紀伊守の嘆き」と注す。場面は源氏のいる所とは離れた所で。


帚木．３．１．１０

■　「伊予守いよの朝臣かみの家***に1慎***むことはべりて、女房***なむまかり移***れるころにて2、狭***き所***にはべれば、なめげなることやはべらむ3」

◇　「伊予守の朝臣の家に、慎み事がございまして、女房たちが来ている時なので、狭い家でございますので、失礼に当たる事がありはしないか」

◆　 
"いよのかみ の あそむ の いへ に つつしむ こと はべり て、 にょうばう なむ まかり うつれ る ころ にて、 せばき ところ に はべれ ば、 なめげ なる こと や はべら む。"


1 【伊予守の朝臣の家に】以下「ことやはべらむ」まで、紀伊守の詞。丁寧語「はべる」は源氏に対しての敬意表現。伊予守は上国の国守。しかし、後文によると、「介」とあり、次官である。おそらく守が赴任せず、次官のこの介が赴任しているので、会話の中では「守」と言ったのであろう。紀伊守の父親。

2 【女房なむまかり移れるころにて】係助詞「なむ」は「移れる」に係るが、下文に続くため、結びの流れ。

3 【なめげなることやはべらむ】係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形に係る、係り結びの法則。


帚木．３．１．１１

■　と、下したに嘆なげくを聞ききたまひて1、

◇　と、陰で嘆息しているのをお聞きになって、


1 【と下に嘆くを聞きたまひて】主語は源氏。紀伊守の困惑の詞は間接的に聞いたものであろう。


帚木．３．１．１２

■　「その人近ひとちかからむなむ1、うれしかるべき。

◇　「そうした人が近くにいるのが、嬉しいのだ。

■　女遠をむなとほき旅寝たびねは、もの恐おそろしき心地ここちすべきを2。

◇　女気のない旅寝は、何となく不気味な心地がするからね。

■　ただその几帳きちゃうのうしろに」

◇　ちょうどその几帳の後ろに」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、


1 【その人近からむなむ】以下「几帳のうしろに」まで、源氏の詞。係助詞「なむ」は形容詞「うれしかる」連体形＋「べき」連体形、当然の意に係る、係り結びの法則。この詞の主旨も取次ぎを通じて紀伊守に伝えられたものであろう。

2 【もの恐ろしき心地すべきを】推量の助動詞「べき」当然の意、間投助詞「を」詠嘆を表す。


帚木．３．１．１３

■　「げに、よろしき御座所おましどころにも1」

◇　「なるほど、適当なご座所で」

■　とて、人走ひとはしらせやる2。

◇　と言って、使いの者を走らせる。

■　いと忍しのびて、ことさらにことことしからぬ所ところをと3、急いそぎ出いでたまへば、大臣おとどにも聞きこえたまはず4、御供おほむともにも睦むつましき限かぎりしておはしましぬ5。

◇　とてもこっそりと、格別に大げさでない所をと、急いでお出になるので、左大臣殿にもご挨拶なさらず、お供にも親しい者ばかり連れておいでになった。


1 【げによろしき御座所にも】源氏の従者の詞か。源氏の習性、性癖を知っている者の発言であろう。『評釈』は侍女たちの詞と解す。『新大系』は「紀伊守の受け答え。ごもっとも。悪くないご座所としてでも。源氏との何らかの合意が成り立った感じで自宅に使いの者を走らせる」と注す。

2 【人走らせやる】主語は紀伊守。使いの者を邸に遣わして源氏来訪の旨を伝えその準備をさせる。

3 【ことさらにことことしからぬ所をと】源氏の心。「ことことし」清音。「コトコトシイCotocotoxij」（日葡辞書）。『古典セレクション』は「ことごとし」と濁音に読む。

4 【大臣にも聞こえたまはず】お暇乞いの挨拶を。行く先は告げずとも状況からして自ずと判断されたろう。

5 【御供にも睦ましき限りしておはしましぬ】紀伊守邸に御到着になった、という意。「おはします」という最高敬語は源氏と紀伊守との身分格差を印象づける。


第二段　紀伊守邸への方違へ

帚木．３．２．１

■　「にはかに」

◇　「あまりに急なことで」

■　と1わぶれど、人ひとも聞きき入いれず2。

◇　と迷惑がるが、誰も聞き入れない。

■　寝殿しんでんの東面払ひむがしおもてはらひあけさせて、かりそめの御おほむしつらひしたり。

◇　寝殿の東面をきれいに片づけさせて、急拵えのご座所を設けた。

■　水みづの心こころばへなど、さる方かたにをかしくしなしたり。

◇　遣水の趣向などは、それなりに趣深く作ってある。

■　田舎家ゐなかいへだつ柴垣しばがきして3、前栽4せんさいなど心こころとめて植うゑたり。

◇　田舎家風の柴垣を廻らして、前栽など気を配って植えてある。

■　風涼かぜすずしくて、そこはかとなき虫むしの声々聞こゑごゑきこえ、蛍ほたるしげく飛とびまがひて、をかしきほどなり。

◇　風が涼しく吹いて、どこからともない微かな虫の声々が聞こえ、蛍がたくさん飛び交って、趣のある有様である。


1 【にはかにと】青表紙本系の明融臨模本、大島本、松浦本は「にはかにと」。池田本、伝冷泉為秀筆本、書陵部本と河内本や別本の陽明文庫本、国冬本は「守にはかにと」。三条西家本は「かみ」を補入。紀伊守邸の人々。まだ源氏を迎え入れる準備が十分に整っていない。

2 【人も聞き入れず】「人」は源氏の供人たち。係助詞「も」強調のニュアンス。

3 【田舎家だつ柴垣して】京都神護寺蔵国宝「山水屏風」に似た風景が描かれている。

4 【前栽】「平安時代はセンサイと清音」（岩波古語辞典）。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「せんざい」と濁音に読む。


帚木．３．２．２

■　人ひとびと1、渡殿わたどのより出いでたる泉いづみにのぞきゐて、酒呑さけのむ。

◇　供人たちは、渡殿の下から湧き出ている泉に臨んで座って、酒を飲む。

■　主人あるじも肴求さかなもとむと、こゆるぎのいそぎS12ありくほど、君きみは2のどやかに眺ながめたまひて、かの、中なかの品しなに3取とり出いでてP38言いひし、この並なみならむかしと4思おぼし出いづ。

◇　主人の紀伊守もご馳走の準備に走り回っている間、源氏の君はゆったりとお眺めになって、あの人たちが、中の品の例に挙げていたのは、きっとこういう程度の家の女性なのだろう、とお思い出しになる。


S12 玉垂れの　小瓶を中に据ゑて　主はも　や　魚求きに　魚取りに　こゆるぎの　磯の若藻　刈り上げに（風俗歌-玉垂れ）

P38 取り出でて--とり（り/+い）てゝ

1 【人びと】源氏一行の人々。

2 【主人も肴求むとこゆるぎのいそぎありくほど君は】『源氏釈』は「玉垂れの小瓶を中に据ゑてあるじはもや肴まぎに肴りにこゆるぎの磯の若布と（わかめ）刈り上げに」（風俗歌玉垂れ）を指摘する。その歌句によった表現である。「主人も」の係助詞「も」は、家人たちだけでなく主人も、の意。紀伊守が肩を揺すって忙しそうに接待に追われているのに対し、「君は」というように、源氏は一人悠然と構えている様子が対比されて語られる。

3 【かの中の品に】以下「この並ならむかし」まで、源氏の心。昨夜の議論を想起する。「かの」は、あの人たちが、の意。

4 【この並ならむかしと】断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」終止形、終助詞「かし」念押しを表す。。


帚木．３．２．３

■　思おもひ上あがれる気色けしきに聞ききおきたまへる女むすめなれば、ゆかしくて耳みみとどめたまへるに、この西面にしおもてにぞ人ひとのけはひする2。

◇　高い望みをもっていたようにお耳になさっていた女性なので、どのような女性かと知りたくて耳を澄ましていらっしゃると、この寝殿の西面に人のいる様子がする。

■　衣きぬの音おとなひ3はらはらとして、若わかき声こゑどもにくからず4。

◇　衣ずれの音がさらさらとして、若い女性の声々が愛らしい。

■　さすがに忍しのびて5、笑わらひなどするけはひP39、ことさらびたり6。

◇　そうは言っても小声で、笑ったりなどする様子は、わざとらしい。

■　格子かうしを上あげたりけれど7、守かみ、

◇　格子を上げてあったが、紀伊守が、

■　「心こころなし8」

◇　「不用意な」

■　とむつかりて下おろしつれば、火灯ひともしたる透影すきかげ、障子さうじの上かみより漏もりたるに9、やをら寄よりたまひて、

◇　と小言を言って下ろしてしまったので、火を灯している明りが、襖障子の上から漏れているので、そっとお近寄りになって、

■　「見みゆや10」

◇　「見えるだろうか」

■　と思おぼせど、隙ひまもなければ、しばし聞ききたまふに、この近ちかき母屋もやに集つどひゐたるなるべし11、うちささめき言いふことどもを聞ききたまへば12、わが御上おほむうへなるべし13。

◇　とお思いになるが、隙間もないので、少しの間お聞きになっていると、自分に近い方の母屋に集っているのであろう、ひそひそ話している内容をお聞きになると、ご自分の噂話のようである。


P39 けはひ--を（を/＄けはひ）

1? 【思ひ上がれる気色に聞き置きたまへる女なれば】空蝉のことをさす。源氏は、すでにこの邸に来ている女について知っていたという語り方である。前の紀伊守の「伊予守の朝臣の家に慎むことはべりて、女房なむまかり移れるころにて」という「女房」の中に空蝉のことも含まれていたのである。当時は「女（むすめ）」は既婚女性でも若ければ「むすめ」と言った。

2 【この西面にぞ人のけはひする】「この」は源氏のいる場所を軸にして。寝殿の西面。係助詞「ぞ」は「する」連体形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンス。

3 【衣の音なひ】以下の描写は、源氏の耳を通して語った表現。

4 【若き声どもにくからず】若い女たちの声が愛らしい。源氏の感情を交えて語った表現。

5 【さすがに忍びて】活発で若い女房とはいえ客人に遠慮して、というニュアンス。

6 【ことさらびたり】来客を意識した振る舞い、と源氏は思う。

7 【格子を上げたりけれど】日中は金具で釣り下げてあった蔀格子。

8 【心なし】紀伊守の詞。

9 【障子の上より漏りたるに】障子は襖のこと。「上（かみ）」は、上長押の上から光が漏れてくるのであろう。「かみ」を「紙」と解する説もある。『評釈』は「障子の紙よりもりたるに」とし、「「障子の紙」は「障子の上」と解する説もある。「上」説の理由は、襖障子の紙を透して火影がもれるはずがないからというのである。「紙より」と解して「障子の紙の間より漏る（障子ノ紙スナワチ襖ノ間カラ漏ル）」というのを、「障子の紙より漏る」と慣用句的に言ったのではないか、「襖の閉めてある合せ目から火影が漏れ出るのであろう」という島津久基博士説に従う」と注す。

10 【見ゆや】源氏の心。

11 【この近き母屋に集ひゐたるなるべし】源氏の耳からの推察。完了の助動詞「たる」連体形、存続の意、断定の助動詞「なる」連体形、推量の助動詞「べし」推量の意は、源氏の判断。語り手と登場人物の視点が一体化している。

12 【うちささめき言ふことどもを聞きたまへば】地の文。源氏に添った表現である。

13 【わが御上なるべし】源氏の耳からの推察。伝聞推定の助動詞「なる」連体形、推量の助動詞「べし」推量の意は、前同様に源氏の判断。自分で自分の事を「わが御上」という敬語の使い方は、今ではおかしいが、語り手の源氏に対する敬意が表れたものである。


帚木．３．２．４

■　「いといたう1まめだちて。

◇　「とてもたいそう真面目ぶって。

■　まだきに、やむごとなきよすが定さだまりたまへるこそ、さうざうしかめれ2」

◇　まだお若いのに、高貴な北の方が定まっていらっしゃるとは、なんとつまらないのでしょう」

■　「されど、さるべき隈くまには、よくこそ、隠かくれ歩ありきたまふなれ3」

◇　「でも、人の知らない所では、うまくもまあ、隠れて通っていらっしゃるということですよ」


1 【いといたう】以下「隠れ歩きたまふなれ」まで、女たちの詞。二人の会話とみる。「いといたう」以下「さうさうしかめれ」まで、最初の女。しかし、『集成』は区別しない。この巻の冒頭にあったような源氏の性格の一面をいう。「されど」以下、もう一人の女の詞。別の噂も聞いているという。

2 【定まりたまへるこそさうざうしかめれ】完了の助動詞「る」連体形、係助詞「こそ」。形容詞「さうざうしかる」連体形「る」が撥音便化し無表記の形。推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量のを表す。係り結びの法則。

3 【よくこそ隠れ歩きたまふなれ】係助詞「こそ」、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なれ」已然形、係り結びの法則。


帚木．３．２．５

■　など言いふにも、思おぼすことのみ心こころにかかりたまへば1、まづ胸むねつぶれて、

◇　などと噂しているのにつけても、胸の内にあることばかりが気にかかっていらっしゃるので、まっさきにどきりとして、

■　「かやうのついでにも2、人ひとの言いひ漏もらさむを3、聞ききつけたらむ時4とき」

◇　「このような噂話の折にも、人が言い漏らすようなことを、人が聞きつけるような事が起こったら」

■　などおぼえたまふ。

◇　などとご心配なさる。


1 【思すことのみ心にかかりたまへば】明融臨模本「心にかゝり給へ（へ＋レ）は」とある。「レ」は後人の補入。大島本には「心にかゝり給へハ」とある。藤壺のことをさす。『集成』『新大系』は「心にかかりたまへば」。『新大系』は「心にかかりたまへれば」と校訂する。

2 【かやうのついでにも】以下「聞きつけたらむ時」まで、源氏の心。女房どうしの所在ない時の世間話。前に宿直の夜に男どうしの女性体験談が語られていた。

3 【人の言ひ漏らさむを】女房などが、藤壺と自分との関係を言い漏らすようなのを。

4 【聞きつけたらむ時】主語は他人と解す。完了の助動詞「たら」未然形、推量の助動詞「む」仮定の意。


帚木．３．２．６

■　ことなることなければ、聞ききさしたまひつ。

◇　別段のこともないので、途中まで聞いてお止めになった。

■　式部卿宮しきぶきゃうの姫君みやのひめぎみに朝顔奉あさがほたてまつりたまひし歌1うたなどを、すこしほほゆがめて語かたる2も聞きこゆ。

◇　式部卿宮の姫君に、朝顔の花を差し上げなさった時の和歌などを、少し文句を違えて語るのが聞こえる。

■　「くつろぎがましく3、歌誦うたずんじがちにもあるかな4、なほ見劣みおとりはしなむかし5」

◇　「ゆったりと和歌を口にすることよ、やはり見劣りすることだろう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【式部卿宮の姫君に朝顔奉りたまひし歌】この話は物語に語られていない。噂話として語られる。明融臨模本には傍書（後人注記）に「槿斎院ナリ源氏ニ心ツヨクテヤミニシ人也」とある。

2 【すこしほほゆがめて語る】動詞「頬歪め」下二段、連用形。事実を歪める、意。少し歌の文句を違えて語る。

3 【くつろぎがましく】以下「しなむかし」まで、源氏の心。明融臨模本の傍書に「カルカルシクシトケナキ也」とある。『集成』は「有閑婦人気取りで」と解し、『完訳』は「気楽な世間話の歌語り」と解す。

4 【歌誦じがちにもあるかな】何かと機会あれば、歌を口ずさむことよ、の意。

5 【なほ見劣りはしなむかし】完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」推量、終助詞「かし」念押し、の意。『古典セレクション』は「風流めかしていてもしょせん中流と見てとる。この軽蔑が、以下の好色の行動をたやすくさせる」と注す。


帚木．３．２．７

■　守出かみいで来きて、灯籠掛とうろかけ添そへ、灯明ひあかくかかげなどして、御おほむくだものばかり参まゐれり2。

◇　紀伊守が出て来て、灯籠を掛け添え、灯火を明るく掻き立てたりして、お菓子ぐらいのものを差し上げた。


1? 【守出で来て灯籠かけ添へ灯明くかかげなどして】「灯籠」は「とうろう」「とうろ」の両方ある。明融臨模本では「とうろ」とある。紀伊守登場。源氏のいる部屋の前の軒先に釣り灯籠を掛け加え、室内の灯台の芯を引き出し、さらに明るくする。「添へ」は数を増やしたことを意味し、「かかげ」は「掻き上げ」の意で、芯を引き出すこと。時間の経過したことをも表す。

2 【御くだものばかり参れり】菓子、果物類。紀伊守は酒の肴類だけを差し上げる。副助詞「ばかり」は程度を表す。言外にこの程度では不足であるというニュアンスが下文の源氏の詞を導き出す。「参る」謙譲語は、差し上げる。


帚木．３．２．８

■　「とばり帳ちゃうもS13、いかにぞは1。

◇　「帷帳の準備も、いかがなっておるか。

■　さる方かたの心こころもとなくては2、めざましき饗応あるじならむ」

◇　そうした方面の趣向もなくては、興醒めなもてなしであろう」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


S13 我家は　帷〈とばり〉帳〈ちやう〉も　垂れたるを　大君来ませ　聟にせむ　御肴〈みさかな〉に　何よけむ　鮑〈あはび〉栄螺〈さだを〉か　石陰子〈かせ〉よけむ　鮑栄螺か　石陰子よけむ（催馬楽-我家）

1 【とばり帳もいかにぞは】以下「めざましき饗応ならむ」まで、源氏の詞。『源氏釈』は「我家〈わいへん〉は帷帳〈とばりちやう〉も垂れたるを大君来ませ聟にせむ御肴〈みさかな〉に何よけむ鮑〈あはび〉栄螺〈さだをか〉か石陰子〈かせ〉よけむ鮑栄螺か石陰子よけむ」（催馬楽、我家）を指摘する。鮑はその形が女陰に似ている。源氏は、催馬楽「我家」の文句を引用して、女の準備はどうなっているかと紀伊守に要求。

2 【さる方の心もとなくては】明融臨模本「心もとなくては」とある。大島本には「心もなくてハ」とある。明融臨模本のままとするが、『集成』『新大系』『古典セレクション』は「心もなくては」と校訂する。「さる方」は女のもてなし、の意。


帚木．３．２．９

■　「何なによけむとも、えうけたまはらず1」

◇　「はて、何がお気に召しますやら、わかりませんので」

■　と、かしこまりてさぶらふ。

◇　と、恐縮して控えている。

■　端はしつ方かたの御座おましに、仮かりなるやうにて大殿籠おほとのごもれば、人ひとびとも静しづまりぬ。

◇　端の方のご座所に、うたた寝といったふうに横におなりになると、供人たちも静かになった。


1 【何よけむともえうけたまはらず】紀伊守の返答。「よけむ」は「よからむ」の古い形。副詞「え」、打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。何がお気に召しますやら、分かりませんのでと言うが、実はその「我家」の文句「何よけむ」を引用して答えているので、十分にわかっております、という意になる。


帚木．３．２．１０

■　主人あるじの子こども1、をかしげにてあり。

◇　主人の子供たちが、かわいらしい様子をしている。

■　童わらはなる、殿上てんじゃうのほどに2御覧ごらんじ馴なれたるもあり。

◇　その子供で、童殿上している間に見慣れていらっしゃっるのもいる。

■　伊予介いよの子すけのこもあり3。

◇　伊予介の子もいる。

■　あまたある中なかに、いとけはひあてはかにて、十二じふに、三さむばかりなるもあり4。

◇　大勢いる中で、とても感じが上品で、十二、三歳くらいになるのもいる。


1 【主人の子ども】以下、源氏の目と語り手の目とが重なった描写である。紀伊守の子ども。時間は遡って、「端つ方の御座に仮なるやうにて大殿籠もれば人びとも静まりぬ」となる前までのこと。

2 【童なる殿上のほどに】殿上童のこと。貴族の子弟で容姿端麗な子どもが殿上間で小間使いを努める。

3 【伊予介の子もあり】紀伊守の弟たち。

4 【十二三ばかりなるもあり】後文から、小君、故衛門督の子で空蝉の弟と知れる。


帚木．３．２．１１

■　「いづれかいづれ1」

◇　「どの子が誰の子か」

■　など問とひたまふに、

◇　などと、お尋ねになると、


1 【いづれかいづれ】源氏の詞。紀伊守に尋ねる。


帚木．３．２．１２

■　「これは1、故衛門督こえもんの末かみの子すゑのこにて2、いとかなしくしはべりけるを、幼をさなきほどに後おくれはべりて、姉あねなる人ひとのよすがに3、かくてはべるなり。

◇　「この子は、故衛門督の末っ子で、大変にかわいがっておりましたが、まだ幼いうちに親に先立たれまして、姉につながる縁で、こうしてここにいるわけでございます。

■　才ざえなどもつきはべりぬべく、けしうははべらぬを、殿上てんじゃうなども思おもひたまへかけながら、すがすがしうはえ交まじらひはべらざめる4」

◇　学問などもできそうで、悪くはございませんが、童殿上なども考えておりますが、すらすらとはできませんようで」

■　と申まうす5。

◇　と申し上げる。


1 【これは】以下「はべらざめる」まで、紀伊守の返答。前の十二、三歳くらいの男の子をさして言う。

2 【故衛門督の末の子にて】衛門府の長官。従四位下相当。後に柏木が衛門督として有名。名門の貴族子弟が着任している。

3 【姉なる人のよすがに】その子の姉が伊予介と結婚した縁で、ここに一緒にいる。

4 【え交じらひはべらざめる】副詞「え」、打消の助動詞「ざる」と呼応して不可能の意。丁寧の補助動詞「はべら」未然形。打消の助動詞「ざ」は「ざる」連体形の「る」が撥音便化して無表記の形。推量の助動詞「める」連体形、主観的推量を表す。言い切らずに余情を残した連体中止法。

5 【と申す】明融臨模本は「申す」の次に朱筆で「ニ」を補入する。後人の筆であろう。大島本には「申」とある。


帚木．３．２．１３

■　「あはれのことや。

◇　「気の毒なことだ。

■　この姉君あねぎみや、まうとの後のちの親1おや」

◇　この子の姉君が、そなたの継母か」


1 【あはれのことやこの姉君やまうとの後の親】源氏の問い。気の毒なことだ、すると、その姉君があなたの継母になるわけか、という確認の問い。


帚木．３．２．１４

■　「さなむはべる1」

◇　「さようでございます」

■　と申まうすに、

◇　と申し上げると、


1 【さなむはべる】紀伊守の返答。


帚木．３．２．１５

■　「似にげなき親おやをも1、まうけたりけるかな。

◇　「年に似合わない継母を、持ったことだなあ。

■　主上うへにも聞きこし召めしおきて、

◇　主上におかれてもお耳にお忘れにならず、

■　『宮仕みやづかへに出いだし立たてむと漏もらし奏そうせし2、いかになりにけむ』

◇　『宮仕えに差し上げたいと、ちらと奏上したことは、その後どうなったのか』

■　と、いつぞやのたまはせし。

◇　と、いつであったか仰せられた。

■　世よこそ定さだめなきものなれ4」

◇　人の世とは無常なものだ」

■　と、いとおよすけのたまふ3。

◇　と、とても大人びておっしゃる。


1 【似げなき親をも】以下「定めなきものなれ」まで、源氏の詞。年齢にふさわしくない若い継母だという意。

2 【宮仕へに出だし立てむと漏らし奏せし】衛門督は、その娘を入内させようと、内々に帝に奏上していた、それを源氏は聞き知っていたという経緯である。「宮仕へ」は更衣として入内させること。推量の助動詞「む」意志を表す。「奏す」は天皇に申し上げる。

3 【いとおよすけのたまふ】『集成』『古典セレクション』は「およすけ」と清音で読み、『新大系』は「およすげ」と濁音で読む。『河海抄』には濁符がある。『全集』は「不自然の感を免れるための作者の弁解でもある」と注す。

4 【世こそ定めなきものなれ】係助詞「こそ」「、断定の助動詞「なれ」已然形、係り結びの法則。強調のニュアンス。


帚木．３．２．１６

■　「不意ふいに、かくて1ものしはべるなり。

◇　「思いがけず、こうしているのでございます。

■　世よの中なかといふもの、さのみこそ、今いまも昔むかしも、定さだまりたることはべらね2。

◇　男女の仲と言うものは、所詮、そのようなものばかりで、今も昔も、どうなるか分からないものでございます。

■　中なかについても、女をむなの宿世すくせは浮うかびたるなむ、あはれにはべる3」

◇　中でも、女の運命は定めないのが、哀れでございます」

■　など聞きこえさす4。

◇　などと申し上げて途中で止める。


1 【不意にかくて】以下「あはれにはべる」まで、紀伊守の詞。

2 【さのみこそ今も昔も定まりたることはべらね】係助詞「こそ」、打消の助動詞「ね」已然形、係り結びの法則。

3 【女の宿世は浮かびたるなむあはれにはべる】明融臨模本「うかひ（ひ＝ミ）たる」とある。大島本は「いとうかひたる」と副詞「いと」がある。『集成』は「浮かびたる」のまま。『新大系』『古典セレクション』は「いと浮くかびたる」と校訂する。完了の助動詞「たる」連体形、主格となる。係助詞「なむ」は丁寧の補助動詞「はべる」連体形に係る、係り結びの法則。

4 【聞こえさす】「さす」は、中途で止める意。紀伊守は、少しでしゃばって物を言い過ぎたと感じたか、源氏の顔色を見て、議論を言いさした。


帚木．３．２．１７

■　「伊予介いよのすけは、かしづくや。

◇　「伊予介は、大事にしているか。

■　君きみと思おもふらむな1」

◇　主君と思っているだろうな」


1 【伊予介はかしづくや君と思ふらむな】源氏の詞。推量の助動詞「らむ」視界外推量、終助詞「な」念押しを表す。宮中に入内するはずだった女性なので、伊予介はその女を主君と思って大切にしているだろうな、という高飛車な言い方。


帚木．３．２．１８

■　「いかがは1。

◇　「どう致しまして。

■　私わたくしの主しゅうとこそは思おもひてはべるめるを2、好すき好ずきしきことと、なにがしよりはじめて3、うけひきはべらずなむ4」

◇　内々の主君として世話しておりますようですが、好色がましいことだと、わたくしめをはじめとして、納得できないほどでございます」

■　と申まうす。

◇　などと申し上げる。


1 【いかがは】以下「うけひきはべらずなむ」まで、紀伊守の返答。反語表現。もちろんです、の意。老父の女好みを苦々しく思っている、という意。

2 【私の主とこそは思ひてはべるめるを】明融臨模本「こそは（は＄）」とあるが、「は」の左側に朱筆で「ヒ」と記された後人のミセケチ。大島本にも「こそハ」とある。『古典セレクション』は「こそ」と校訂。係助詞「こそ」は、「はべる」にかかるが、下文に続くため、結びの流れとなっている。推量の助動詞「める」連体形、話者の主観的推量を表す。接続助詞「を」逆接を表す。

3 【なにがしよりはじめて】自分をはじめとして兄弟一同、の意。

4 【うけひきはべらずなむ】係助詞「なむ」は結びの省略。


帚木．３．２．１９

■　「さりとも1、まうとたちのつきづきしく今いまめきたらむP40に、おろしたてむやは2。

◇　「そうは言っても、そなたたちのような年に相応しく当世風の人に、譲るであろうか。

■　かの介すけは、いとよしありて気色けしきばめるをや3」

◇　あの伊予介は、なかなか風流心があって、気取っているからな」

■　など、物語ものがたりしたまひて、

◇　などと、お話なさって、


P40 たらむ--たる（る/＄ら）む

1 【さりとも】以下「けしきばめるをや」まで、源氏の詞。

2 【おろしたてむやは】推量の助動詞「む」推量、連語「やは」（「や」係助詞「は」係助詞）反語を表す。伊予介は後妻の空蝉を子の紀伊守に譲ろうか、譲るまい、の意。

3 【かの介はいとよしありて気色ばめるをや】連語「をや」（終助詞「を」終助詞「や」）感動を表す。紫式部が結婚した相手の藤原宣孝も晩年に息子たちと同年齢の紫式部を後添えに迎えている。その彼も風流人であったエピソードが伝わっている。


帚木．３．２．２０

■　「いづかたにぞ1」

◇　「で、どこに」


1 【いづかたにぞ】源氏の詞。係助詞「ぞ」の下に「ある」連体形、などの語が省略。真意は、その女はどこに、の意。だが、漠然と含みのある尋ね方をする。


帚木．３．２．２１

■　「皆みな、下屋しもやに1おろしはべりぬるを2、えやまかりおりあへざらむ3」

◇　「皆、下屋に下がらせましたが、まだ下がりきらないで残っているかも知れません」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【皆下屋に】以下「下りあへざらむ」まで、紀伊守の返答。ややずらして答えているが、用意してありますという含みのある表現をする。『新大系』は「母屋に女が残してあるとの暗示にも聞こえる」と注す。

2 【おろしはべりぬるを】完了の助動詞「ぬる」連体形、完了の意、接続助詞「を」逆接を表す。

3 【えやまかりおりあへざらむ】副詞「え」は打消の助動詞「ざら」と呼応して不可能の意を表す。係助詞「や」疑問の意、推量の助動詞「む」連体形、推量の意を表す。身分卑しい女たちは皆下屋に下ろしたが、全員は下ろしきれず、やや高い女は残っている、という意。


帚木．３．２．２２

■　酔ゑひすすみて、皆人みなひとびと簀子すのこに臥ふしつつ、静しづまりぬ1。

◇　酔いが回って、供人は皆は簀子にそれぞれ横になって、寝静まってしまった。


1 【酔ひすすみて皆人びと簀子に臥しつつ静まりぬ】時間は前に「端つ方の御座に仮なるやうにて大殿籠もれば人びとも静まりぬ」とあった時点に戻る。接続助詞「つつ」は同じ動作の繰り返しのニュアンスを添える。めいめい臥せっている意。


第三段　空蝉の寝所に忍び込む

帚木．３．３．１

■　君きみは、とけても寝ねられたまはず1、いたづら臥ぶしと思おぼさるるに御目覚おほむめさめて、この北きたの障子さうじのあなたに人ひとのけはひするを、

◇　源氏の君は、気を落ち着けてお寝みにもなれず、空しい一人寝だと思われるとお目も冴えて、この北の襖障子の向こう側に人のいる様子がするので、

■　「こなたや3、かくいふ人ひとの隠かくれたる方かたならむ、あはれや」

◇　「ここが、話に出た女が隠れている所であろうか、かわいそうな」

■　と御心みこころとどめて、やをら起おきて立たち聞ききたまへば4、ありつる子この声こゑにて、

◇　とご関心をもって、静かに起き上がって立ち聞きなさると、先程の子供の声で、


1 【とけても寝られたまはず】可能の助動詞「られ」連用形。

2? 【いたづら臥し思さるるに】源氏の心。自発の助動詞「るる」連体形。接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

3 【こなたや】以下「あはれや」まで、源氏の心。「あはれや」を、『集成』は「どうしているだろう」と解し、『完訳』は「かわいそうな」と訳す。『新大系』は「老受領の後妻になっている女への哀れみである。中の品に転じているらしい女への興味がかきたてられて様子を窺う」と注す。

4 【立ち聞きたまへば】以下、源氏の耳を通して語る描写。


帚木．３．３．２

■　「ものけたまはる1。

◇　「もしもし。

■　いづくにおはしますぞ」

◇　どこにいらっしゃいますか」


1 【ものけたまはる】以下「おはしますぞ」まで、小君の詞。姉の空蝉に言う。「ものけたまはる」は「物承る」の約。


帚木．３．３．３

■　と、かれたる声こゑの1をかしきにて言いへば、

◇　と、かすれた声で、かわいらしく言うと、


1 【かれたる声の】格助詞「の」同格を表す。変声期ころの少年。


帚木．３．３．４

■　「ここにぞ臥ふしたる1。

◇　「ここに臥せっています。

■　客人まらうとは寝ねたまひぬるか2。

◇　お客様はお寝みになりましたか。

■　いかに近ちかからむと思おもひつるを3、されど、け遠どほかりけり4」

◇　どんなにお近かろうかと心配していましたが、でも、遠そうだわね」


1 【ここにぞ臥したる】以下「け遠かりける」まで、姉君の返答。係助詞「ぞ」、完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。係り結びの法則。

2 【客人は寝たまひぬるか】「客人」は源氏の君をさす。完了の助動詞「ぬる」連体形、係助詞「か」疑問の意。

3 【いかに近からむと思ひつるを】副詞「いかに」、推量の助動詞「む」終止形、完了の助動詞「つる」連体形、完了の意。接続助詞「を」逆接を表す。

4 【け遠かりけり】接頭語「け」は、なんとなく、いくらか、などのニュアンスを添える。過去の助動詞「けり」詠嘆の意。


帚木．３．３．５

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　寝ねたりける声こゑのしどけなき1、いとよく似通にかよひたれば、いもうとと聞ききたまひつ。

◇　寝ていた声で取り繕わないのが、とてもよく似ていたので、その姉だなとお聞きになった。


1 【声のしどけなき】格助詞「の」同格を表す。「しどけなき」連体形は主格となる。声で取り繕わないのが、の文意。


帚木．３．３．６

■　「廂ひさしにぞ2大殿籠おほとのごもりぬる。

◇　「廂の間にお寝みになりました。

■　音おとに聞ききつる御おほむありさまを見みたてまつりつる3、げにこそめでたかりけれ4」

◇　噂に聞いていたお姿を拝見いたしましたが、噂通りにご立派でしたよ」

■　と、みそかに言いふ。

◇　と、ひそひそ声で言う。


1? 【いもうと聞きたまひつ】「いもうと」は男からみた異性の姉妹。ここは姉をいう。男の子（小君）の姉と理解。

2 【廂にぞ】以下「めでたかりけれ」まで、小君の詞。源氏の君は、廂の間にお寝みになりましたという。廂の間は、女の寝ている母屋の外側になる。係助詞「ぞ」、完了の助動詞「ぬる」連体形、係り結びの法則。

3 【見たてまつりつる】完了の助動詞「つる」連体形、下に接続助詞「に」順接などの語が省略。

4 【げにこそめでたかりけれ】係助詞「こそ」過去の助動詞「けれ」已然形、詠嘆の意。係り結びの法則。


帚木．３．３．７

■　「昼ひるならましかば、覗のぞきて見みたてまつりてまし1」

◇　「昼間であったら、覗いて拝見できるのにね」


1 【昼ならましかば覗きて見たてまつりてまし】姉君の詞。推量の助動詞「ましか」未然形、仮想の意＋接続助詞「ば」順接の仮定条件、推量の助動詞「まし」終止形、反実仮想の構文。


帚木．３．３．８

■　とねぶたげに言いひて、顔かほひき入いれつる声こゑす。

◇　と眠そうに言って、顔を衾に引き入れた声がする。

■　「ねたう、心こころとどめても問とひ聞きけかし1」

◇　「惜しいな、気を入れてもっと聞いていろよ」

■　とあぢきなく思おぼす。

◇　と残念にお思いになる。


1 【ねたう心とどめても問ひ聞けかし】源氏の心。「問ひ聞け」命令形。終助詞「かし」念押し。聞いていろよ、の意。小君と姉の空蝉の会話をもっと聞いていたい気持ち。


帚木．３．３．９

■　「まろは端はしに寝ねはべらむ。

◇　「わたしは、端に寝ましょう。

■　あなくるし1」

◇　ああ、疲れた」


1 【まろは端に寝はべらむあなくるし】小君の詞。明融臨模本「まろはゝし（ゝし＝こゝ）に」とある。傍書の「こゝ」は後人の朱書である。大島本には「まろはハしに」とある。「端（はし）に」について、青表紙本系の明融臨模本、大島本、三条西家本は「はしに」とあり、一方、松浦本、池田本、伝冷泉為秀本と書陵部本は「こゝに」とある。『集成』『新大系』は「端に」。『古典セレクション』は「ここに」と校訂する。また「くるし」について、明融臨模本は「くるし」とある。大島本は「くら」とある。『新大系』は「あな暗」。『集成』『古典セレクション』は「あな苦し」。青表紙本系の明融臨模本、松浦本、伝冷泉為秀筆本は「あなくるし」（ああ、疲れた）とあり、大島本、三条西家本と書陵部本は「あなくら」（ああ、暗い）とある。池田本は「あなくらるし」とある。定家本原本は「あなくるし」とあったのであろう。


帚木．３．３．１０

■　とて、灯ひかかげなどすべし1。

◇　と言って、灯心を引き出したりしているのであろう。

■　女君をむなぎみは、ただこの障子口筋交さうじぐちすぢかひたるほどにぞ臥ふしたるべき2。

◇　女君は、ちょうどこの襖障子口の斜め向こう側に臥しているのであろう。


1 【灯かかげなどすべし】副助詞「など」、推量の助動詞「べし」推量の意、などの推量表現は源氏の耳に添った表現である。次の「中将の君は」の文との間には、小君が端の方に出て行って後、少し時間の経過があろう。

2 【ほどにぞ臥したるべき】係助詞「ぞ」、推量の助動詞「べき」連体形、係り結びの法則。


帚木．３．３．１１

■　「中将ちゅうじゃうの君きみは1いづくにぞ2。

◇　「中将の君はどこですか。

■　人ひとげ遠とほき心地ここちして、もの恐おそろし」

◇　誰もいないような感じで、何となく恐い」


1 【中将の君は】以下「もの恐ろし」まで、女（空蝉）の詞。「中将の君」は女房名。その女房を呼ぶ。

2 【いづくにぞ】係助詞「ぞ」の下に「をる」連体形、などの語が省略。


帚木．３．３．１２

■　と言いふなれば1、長押なげしの下しもに、人ひとびと臥ふして答いらへすなり2。

◇　と言うらしい、すると、長押の下の方で、女房たちは臥したまま答えているらしい。


1 【言ふなれば】「言ふ」終止形、伝聞推定の助動詞「なれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。ある事態を契機として、たまたま以下の事態が起きた、という接続。--たところ、--と、という文意。を表す。源氏の耳を通してかたる描写。「ば」は単なる継起的前後関係を表す。言うらしい、するとの意。

2 【答へすなり】「す」終止形、伝聞推定の助動詞「なり」終止形。源氏の耳を通して語る描写。


帚木．３．３．１３

■　「下しもに湯ゆにおりて。

◇　「下屋に、お湯を使いに下りていますが。

■　『ただ今参いままゐらむ』

◇　『すぐに参ります』

■　とはべる1」

◇　とのことでございます」

■　と言いふ。

◇　と言う。


1 【下に湯におりてただ今参らむとはべる】女房の返答。「はべる」について、明融臨模本・大島本「侍」と表記する。『集成』は「はべる」（連体形）と読む。『新大系』『古典セレクション』は「はべり」（終止形）と読む。「ただ今参らむ」という中将の君の詞を引用して答える。当時の入浴法は沐浴で、湯を浴びて体を清めた。


帚木．３．３．１４

■　皆静みなしづまりたるけはひなれば、掛金かけがねを試こころみに引ひきあけたまへれば1、あなたよりは鎖ささざりけり2。

◇　皆寝静まった様子なので、掛金を試しに開けて御覧になると、向こう側からは鎖してないのであった。

■　几帳きちゃうを障子口さうじぐちには立たてて、灯ひはほの暗くらきに3、見みたまへば唐櫃からびつだつ物ものどもを置おきたれば、乱みだりがはしき中なかを、分わけ入いりたまへれば、ただ一人ひとりいとささやかにて臥ふしたり。

◇　几帳を襖障子口に立てて、灯火はほの暗いが、御覧になると唐櫃のような物どもを置いてあるので、ごたごたした中を、掻き分けて入ってお行きになると、ただ一人だけでとても小柄な感じで臥せっていた。

■　なまわづらはしけれど4、上うへなる衣押きぬおしやるまで、求もとめつる人5ひと思とおもへり。

◇　何となく煩わしく感じるが、上に掛けてある衣を押しのけるまで、呼んでいた女房だと思っていた。


1 【引きあけたまへれば】「たまへ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。ある事態を契機として、たまたま以下の事態が起きた、という接続。

2 【あなたよりは鎖さざりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆の意。その意外さに驚く。源氏の驚きの気持ちと語り手の気持ちが一体化したような表現。紀伊守が外しておいたものであろう。

3 【灯はほの暗きに】「暗き」連体形＋接続助詞「に」逆接。

4 【なまわづらはしけれど】『集成』は「何となく気が咎めるけれども」と、源氏の君の心中と解す。『古典セレクション』は「うとうとししかけたところを寄り添われた女の意識」と解す。『新大系』も同じ。ここまで、源氏の耳、目を通して語ってきたが、ここで主語（語り手の視点）が女に転じたとみる。

5 【求めつる人】空蝉が召した人、女房の中将の君。


帚木．３．３．１５

■　「中将召ちゅうじゃうめしつればなむ1。

◇　「中将をお呼びでしたので。

■　人知ひとしれぬ思おもひの、しるしある心地ここちして」

◇　人知れずお慕いしておりました、その甲斐があった気がしまして」


1 【中将召しつればなむ】以下「心地して」まで、源氏の詞。係助詞「なむ」の下に「まゐりぬ」などの語句が省略。女が呼んだのは、女房の「中将の君」であった。源氏も近衛府の中将であった。それで「中将召しつれば」と言った。


帚木．３．３．１６

■　とのたまふを、ともかくも思おもひ分わかれず、物ものに襲おそはるる心地ここちして、

◇　とおっしゃるのを、すぐにはどういうことかも分からず、魔物にでも襲われたような気がして、

■　「や」

◇　「きゃっ」

■　とおびゆれど、顔かほに衣きぬのさはりて1、音おとにも立たてず。

◇　と脅えたが、顔に衣が触れて、声にもならない。


1 【顔に衣のさはりて】源氏の直衣の袖が空蝉の顔に触れて。『古典セレクション』は顔に衾がかぶさって、と解す。


帚木．３．３．１７

■　「うちつけに1、深ふかからぬ心こころのほどと見みたまふらむ2、ことわりなれど、年としごろ思おもひわたる心こころのうち3も、聞きこえ知しらせむとてなむ4。

◇　「突然のことで、一時の戯れ心とお思いになるのも、ごもっともですが、長年、恋い慕っていましたわたしの気持ちを、聞いていただきたいと思いまして。

■　かかるをりを待まち出いでたるも、さらに浅あさくはあらじ5と、思おもひなしたまへ」

◇　このような機会を待ち受けていたのも、決していい加減な気持ちからではない深い前世からの縁と、お思いになって下さい」


1 【うちつけに】以下「思ひなしたまへ」まで、源氏の詞。

2 【見たまふらむ】主語はあなた（空蝉）が。「たまふ」終止形＋推量の助動詞「らむ」視界外推量を表す。下に「ことは」などの語句が省略、主格となって下文に続く。

3 【年ごろ思ひわたる心のうち】源氏の女を口説くときの常套句。

4 【聞こえ知らせむとてなむ】推量の助動詞「む」意志、係助詞「なむ」の下に「まゐりぬ」などの語句が省略。

5 【さらに浅くはあらじ】前の「深からぬ心のほど」と照応するが、またあなたとわたしの縁が浅くはない、の意も込められている。両義性をもった掛詞的な表現。副詞「さらに」は打消の助動詞「じ」と呼応して、決して、少しも、全然、の意を表す。


帚木．３．３．１８

■　とP41、いとやはらかにのたまひて、鬼神おにがみも荒あらだつまじきけはひなれば1、はしたなく、

◇　と、とても優しくおっしゃって、鬼神さえも手荒なことはできないような態度なので、ぶしつけに

■　「ここに、人ひと」

◇　「ここに、変な人が」

■　とも、えののしらず2。

◇　とも、大声が出せない。

■　心地ここちはた、わびしくP42、あるまじきこと3と思おもへば、あさましく、

◇　気分は辛く、あってはならない事だと思うと、情けなくなって、


P41 と--は（は/＄と〈朱〉）

P42 わひしく--わる（る/＄ひ）しく

1 【鬼神も荒だつまじきけはひなれば】係助詞「も」強調を表す。猛々しく恐ろしい鬼神でさえも源氏の物腰には手荒なことができない、まして弱い女人の身では、のニュアンス。

2 【えののしらず】副詞「え」打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。大声を出すことができない。

3 【あるまじきこと】空蝉は人妻である。他の男性との逢瀬はあってはならないこと。


帚木．３．３．１９

■　「人違ひとたがへにこそはべるめれ1」

◇　「お人違いでございましょう」

■　と言いふも息いきの下したなり。

◇　と言うのもやっとである。

■　消きえまどへる気色けしき、いと心苦こころぐるしくらうたげなれば、をかし2と見みたまひて、

◇　消え入らんばかりにとり乱した様子は、まことにいたいたしく可憐なので、いい女だと御覧になって、


1 【人違へにこそはべるめれ】女の詞。係助詞「こそ」、推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量の意。係り結びの法則。強調のニュアンス。

2 【消えまどへる気色いと心苦しくらうたげなればをかし】源氏は、こうした状況下にある女とその態度に対して「いと心苦し」と思いやる一方で、自身「らうたげ」だと思いながら、そうした女に「をかし」と心惹かれていく。


帚木．３．３．２０

■　「違たがふべくもあらぬ1心こころのしるべを2、思おもはずにもおぼめいたまふかな3。

◇　「間違えるはずもない心の導きを、意外にも理解しても下さらずはぐらかしなさいますね。

■　好すきがましきさまには、よに見みえたてまつらじ4。

◇　好色めいた振る舞いは、決して致しません。

■　思おもふことすこし聞きこゆべきぞ5」

◇　気持ちを少し申し上げたいのです」


1 【違ふべくもあらぬ】以下「聞こゆべきぞ」まで、源氏の詞。

2 【心のしるべを】格助詞「を」目的格を表す。

3 【思はずにもおぼめいたまふかな】「思はずにも」は、意外にも、理解せずに、の両義性をもった掛詞的表現。終助詞「かな」詠嘆を表す。

4 【よに見えたてまつらじ】副詞「よに」は下に打消推量の助動詞「じ」終止形、意志と呼応して、決して、の意を表す。

5 【聞こゆべきぞ】係助詞「ぞ」、文末にある場合、文全体を強調する。


帚木．３．３．２１

■　とて、いと小ちひさやかなれば1、かき抱いだきて障子さうじのもと出いでたまふにぞ2、求もとめつる中将ちゅうじゃうだつ人来ひときあひたる。

◇　と言って、とても小柄なので、抱き上げて襖障子までお出になるところへ、呼んでいた中将らしい女房が来合わせた。


1 【いと小さやかなれば】女の体つき。当時は小柄を美人とした。

2 【障子のもと出でたまふにぞ】「もと」の次に格助詞「に」場所が省略。係助詞「ぞ」は完了の助動詞「たる」連体形に係る、係り結びの法則。


帚木．３．３．２２

■　「やや」

◇　「これ、これ」

■　とのたまふに1、あやしくて探さぐり寄よりたるにぞ2、いみじく匂にほひみちて、顔かほにもくゆりかかる心地ここちするに、思おもひ寄よりぬ3。

◇　とおっしゃると、不審に思って手探りで近づいたところ、大変に薫物の香があたり一面に匂っていて、顔にまで匂いかかって来るような感じがするので、理解がついた。

■　あさましう、こはいかなることぞ4と思おもひまどはるれど、聞きこえむ方かたなし。

◇　意外なことで、これはどうしたことかと、おろおろしないではいられないが、何とも申し上げようもない。

■　並々なみなみの人ひとならばこそ5、荒あららかにも引ひきかなぐらめ、それだに人ひとのあまた知しらむは6、いかがあらむ。

◇　普通の男ならば、手荒に引き放すこともしようが、それでさえ大勢の人が知ったらどうであろうか。

■　心こころも騷さわぎて、慕したひ来きたれど、動どうもなくて7、奥おくなる御座8おましに入いりたまひぬ。

◇　胸がどきどきして、後からついて来たが、平然として、奥のご座所にお入りになった。


1 【ややとのたまふに】源氏が中将の君に、もしもし、と声を掛けた。

2 【あやしくて探り寄りたるにぞ】完了の助動詞「たる」連体形＋接続助詞「に」順接＋係助詞「ぞ」。「ぞ」は「心地する」に係るが、下文に続いて、結びの流れ。中将の君は不審に思って手探りで近付いたところ、の意。

3 【思ひ寄りぬ】その声の主が源氏であると理解した。

4 【こはいかなることぞ】中将の君の心。係助詞「ぞ」、文末にある場合、文全体を強調する。源氏の君がわが主人の空蝉を抱いて部屋から連れ出そうとしているので。

5 【並々の人ならばこそ】以下「いかがはあらむ」まで、中将の君の心。係助詞「こそ」は「引きかなぐらめ」に係る、下文に続く逆接用法。

6 【それだに人のあまた知らむは】副助詞「だに」最小限を表す。推量の助動詞「む」婉曲を表す。

7 【動もなくて】主語は源氏。源氏の君の平然とした態度。

8 【奥なる御座】『評釈』は「端つ方の御座」に対して「母屋に設けられた源氏の寝所」と注す。『新大系』は「東の廂にある奥の座所。正式の寝所がしつらえられていたのだろうと言う」と注す。『古典セレクション』は「障子口の向こうの源氏の寝室にあてられた母屋の南半分」と注す。いずれにしても、紀伊守は源氏のために、「端つ方の御座」とは別に正式の寝所を準備していた。


帚木．３．３．２３

■　障子さうじをひきたてて、

◇　襖障子を引き閉てて、

■　「暁あかつきに御迎おほむむかへにものせよ1」

◇　「明朝、お迎えに参られよ」

■　とのたまへば、女をむなは、この人ひとの思おもふらむことさへ2、死しぬばかりわりなきに、流ながるるまで汗あせになりて、いと悩なやましげなる3、いとほしけれど、例れいの4、いづこより取とう出でたまふ言ことの葉はにかあらむ、あはれ知しらるばかり、情なさけ情なさけしくのたまひ尽つくすべかめれど、なほいとあさましきに5、

◇　とおっしゃるので、女は、この女房がどう思うかまでが、死ぬほど耐えられないので、流れ出るほどの汗びっしょりになって、とても悩ましい様子でいる、それは、気の毒であるが、例によって、どこから出てくる言葉であろうか、愛情がわかるほどに、優しく優しく、言葉を尽くしておっしゃるようだが、やはりまことに情けないので、


1 【暁に御迎へにものせよ】源氏から中将の君への詞。「暁」は明朝早くの意。

2 【女はこの人の思ふらむことさへ】「女」は空蝉、「この人」は中将の君。推量の助動詞「らむ」視界外推量、副助詞「さへ」添加を表す。

3 【いと悩ましげなる】断定の助動詞「なる」連体中止法で下文に続く。

4 【例の】以下「べかめれど」まで、「例の」「にかあらむ」（疑問、推量）「べかめれど」（推量）は、語り手が源氏の態度に対して発したものである。挿入句。『湖月抄』は「地」と記して、いわゆる草子地であることを指摘する。

5 【なほいとあさましきに】主語は女に転じる。接続助詞「に」順接、原因理由を表す。やはりまことに情けないので。


帚木．３．３．２４

■　「現うつつともおぼえずこそ1。

◇　「真実のこととは思われません。

■　数かずならぬ身みながらも、思おぼしくたしける2御心みこころばへのほども、いかが浅あさくは思おもうたまへざらむ3。

◇　しがない身の上ですが、お貶みなさったお気持ちのほどを、どうして浅いお気持ちと存ぜずにいられましょうか。

■　いとかやうなる際きは、際はきはとこそはべなれ4」

◇　まことに、このような身分の女には、それなりの生き方がございます」


1 【現ともおぼえずこそ】以下「はべるなれ」まで、女の詞。係助詞「こそ」の下に「あれ」などの語が省略。

2 【思しくたしける】「くたす」は清音、「腐す」意。「下す」ではない。

3 【いかが浅くは思うたまへざらむ】反語表現。浅くは思わない、すなわち深く思う、の意。ただしかし、源氏の愛情を深く理解するというのではなく、源氏が私（空蝉）を蔑んだ気持ちが深い、というもの。『新大系』は「人数にも入らぬいやしいわが身のままであれ、その私を心から見下してこられた、あなたさまのお気持の程度につけてもどうして浅いと思い申さずにはいられよう。前頁に「さらに浅くはあらじ」とあった源氏の言葉を受けて、あなたの私への見下す心もまた浅からぬとせいいっぱい言い返す」と注す。『古典セレクション』でも「前文に源氏が「さらに浅くはあらじ」と言ったのを受けて、「心ばへ」の内容を自分に対する軽蔑にすりかえて、切り返したもの」と注す。

4 【かやうなる際は際とこそはべなれ】「はべなれ」は「はべる」連体形の「る」が撥音便化してさらに無表記の形。断定の助動詞「なれ」已然形、係結びの法則。このようなしがない身分のわたしには、わたしらなりの、生き方というものがございます、源氏の君のような高貴な方とは無縁は世界の女です、の意。


帚木．３．３．２５

■　とて、かくおし立たちたまへるを、深ふかく情なさけなく憂うしと思おもひ入いりたるさまも、げにいとほしく1、心恥こころはづかしきけはひなれば2、

◇　と言って、このように無体なことをなさっているのを、深く思いやりがなく嫌なことだと思い込んでいる様子も、なるほど気の毒で、気後れがするほど立派な態度なので、


1 【げにいとほしく】源氏と語り手の気持ちが一体化した表現。

2 【心恥づかしきけはひなれば】女（空蝉）の態度。こちらが恥じ入るほど立派な態度。


帚木．３．３．２６

■　「その際々きはぎはを1、まだ知しらぬ、初事うひごとぞや2。

◇　「おっしゃる身分身分の違いを、まだ知りません、初めての事ですよ。

■　なかなか、おしなべたる列つらに思おもひなしたまへるなむうたてありける。

◇　かえって、わたしを普通の人と同じように思っていらっしゃるのが残念です。

■　おのづから聞ききたまふやうもあらむ。

◇　自然とお聞きになっているようなこともありましょう。

■　あながちなる好すき心3ごころは、さらにならはぬを。

◇　むやみな好色心は、まったく持ち合わせておりませんものを。

■　さるべきにや4、げに、かくあはめられたてまつるも5、ことわりなる心こころまどひを、みづからもあやしきまでなむ6」

◇　前世からの因縁でしょうか、おっしゃるように、このように軽蔑されいただくのも、当然なわが惑乱を、自分でも不思議なほどで」


1 【その際々を】以下「あやしきまでなむ」まで、源氏の詞。

2 【初事ぞや】係助詞「ぞ」文末におかれて強調の意、間投助詞「や」詠嘆を表す。

3 【あながちなる好き心】「帚木」巻冒頭部に源氏の本性について、「さしもあだめき目馴れたるうちつけの好き好きしさなどは好ましからぬ御本性にてまれにはあながちに引き違へ心尽くしなることを御心に思しとどむる癖なむあやにくにて」とあった。源氏は口では否定しても性分では「あながちなる好き心」の人間である。

4 【さるべきにや】前世からの宿縁であろうか、の意。

5 【あはめられたてまつるも】あなたからわたしが「あはめられ」、軽蔑される、見下される。謙譲の補助動詞「たてまつる」、いただく。「見下されいただく」とはおかしな言い方だが、語法としては適っている。嫌味な言い方をしたもの。

6 【あやしきまでなむ】係助詞「なむ」の下に「ある」連体形などの語が省略。


帚木．３．３．２７

■　など、まめだちてよろづにのたまへど、いとたぐひなき御おほむありさまの1、いよいようちとけきこえむことわびしければ、すくよかに2心こころづきなしとは見みえたてまつるとも、さる方かたの言いふかひなきにて3過すぐしてむと思おもひて、つれなくのみ4もてなしたり。

◇　などと、真面目になっていろいろとおっしゃるが、まことに類ないご立派さで、ますます打ち解け申し上げることが辛く思われるので、無愛想な気にくわない女だとお見受け申されようとも、そうしたつまらない女として押し通そうと思って、ただそっけなく身を処していた。

■　人柄ひとがらのたをやぎたるに、強つよき心こころをしひて加くはへたれば、なよ竹たけの心地ここちして5、さすがに折をるべくもあらず。

◇　人柄がおとなしい性質なところに、無理に気強く張りつめているので、しなやかな竹のような感じがして、さすがにたやすく手折れそうにもない。


1 【いとたぐひなき御ありさまの】源氏の姿をさす。主語は女に転じる。格助詞「の」同格を表す。以下、空蝉の視点から語られていく。

2 【すくよかに】以下「過ぐしてむ」まで、女の心。

3 【さる方の言ふかひなきにて】「さる方」は「くよかに心づきなし」をさす。

4 【つれなくのみ】本心を隠してただそっけなくのみ振る舞っているというニュアンス。

5 【なよ竹の心地して】源氏には女がしなやかな竹のように感じられて。主語は源氏に転じる。『古典セレクション』は「次の「まことに--」の文文との間に、それまで拒み続けた女との間に、強姦に近い形で契りが果されたことが省かれている」と注す。


帚木．３．３．２８

■　まことに心こころやましくて1、あながちなる御心みこころばへ2を、言いふ方かたなしと思おもひてP43、泣なくさまなど、いとあはれなり3。

◇　本当に辛く嫌な思いで、無理無体なお気持ちを、何とも言いようがないと思って、泣いている様子など、まことに哀れである。

■　心苦こころぐるしくはあれど、見みざらましかば4口惜くちをしからまし、と思おぼす。

◇　気の毒ではあるが、逢わなかったら心残りであったろうに、とお思いになる。

■　慰なぐさめがたく、憂うしと思おもへれば5、

◇　気持ちの晴らしようもなく、情けないと思っているので、


P43 思ひて--思ひ（ひ/+て）

1 【まことに心やましくて】主語は女。「まことに」は、心底からのニュアンス。「心やまし」は、不愉快、辛いのニュアンス。

2 【あながちなる御心ばへ】源氏の無理無体ななされようをさす。

3 【言ふ方なしと思ひて泣くさまなどいとあはれなり】女に諦め折れたさまが読み取れる。『紹巴抄』は「空心を双地」と、空蝉の心を草子地で表現した、と指摘する。「あはれなり」は、空蝉に対する語り手の評言である。

4 【心苦しくはあれど見ざらましかば】主語は源氏。女に対する同情に気持ちはあるが、自己満足を優先させている。「ましかば」は下文の「まし」と呼応して、反実仮想の意を表す。

5 【慰めがたく憂しと思へれば】女の態度。


帚木．３．３．２９

■　「など、かく1疎うとましきものにしも思おぼす2べき。

◇　「どうして、こうお嫌いになるのですか。

■　おぼえなきさまなるしもこそ、契ちぎりあるとは思おもひたまはめ3。

◇　思いがけない逢瀬こそ、前世からの因縁だとお考えなさい。

■　むげに世よを思おもひ知しらぬやうに4、おぼほれ5たまふなむ、いとつらき」

◇　むやみに男女の仲を知らない者のように、泣いていらっしゃるのが、とても辛い」

■　と恨うらみられて6、

◇　と、恨み言をいわれて、


1 【などかく】以下「いとつらき」まで、源氏の詞。

2 【疎ましきものにしも思す】副助詞「しも」強調。あなたはわたしを嫌な男とお思いになる。

3 【契りあるとは思ひたまはめ】推量の助動詞「め」已然形、「こそ」の係り結び。

4 【世を思ひ知らぬやうに】「世」は男女の仲。既に人妻であり男を知っていながらそれを知らない生娘のように、の意。

5 【おぼほれ】『集成』は「悲しみに沈んで」と訳し、『完訳』は「ぼんやりして」と訳す。『古典セレクション』『新大系』は「とぼけていらっしゃる」と訳す。涙にむせんで、何もわからなくなっているさま、というニュアンスであろう。

6 【恨みられて】マ上二段動詞「恨む」未然形、受身の助動詞「られ」連用形。源氏の君から恨まれて、の文意。


帚木．３．３．３０

■　「いとかく憂うき身みの1ほどの定さだまらぬ、ありしながらの身みにてS14,2、かかる御心みこころばへを見みましかば3、あるまじき我わが頼たのみにて、見直みなほしたまふ後瀬のちせをもS15,5思おもひたまへ慰なぐさめましを6、いとかう仮かりなる浮うき寝ねのほどを思おもひはべるに、たぐひなく思おもうたまへ惑まどはるるなり7。

◇　「とてもこのような情けない身の運命が定まらない、昔のままのわが身で、このようなお気持ちを頂戴したのならば、とんでもない身勝手な希望ですが、愛していただける時もあろううかと存じて慰めましょうに、とてもこのような、一時の仮寝のことを思いますと、どうしようもなく心惑いされてならないのです。

■　よし、今いまは見みきとなかけそS16,8」

◇　たとえ、こうとなりましても、逢ったと言わないで下さいまし」


S14 取り返すものにもがなや世の中をありしながらのわが身と思はむ（出典未詳）

S15 若狭なる後背の山の後も逢はむわが思ふ人に今日ならずとも（古今六帖二-一二七二）

S16 それをだに思ふ事とてわが宿を見きとな言ひそ人の聞かくに（古今集恋五-八一一　読人しらず）

1 【いとかく憂き身の】以下「見きとなかけそ」まで、女の詞。

2 【ありしながらの身にて】『異本紫明抄』は「取り返すものにもがなや世の中をありしながらのわが身と思はむ」〈昔の時代に戻りたいものだ、そうしたら今のあなたとの関係も昔のままのわたしでと思おう、できぬことで残念だ〉（出典未詳）を指摘する。

3 【かかる御心ばへを見ましかば】反実仮想の助動詞「ましか」未然形＋接続助詞「ば」、「慰めまし」に係る。

4? 【あるまじき我頼みにて】挿入句。

5 【後瀬をも】『源氏釈』は「若狭なる後瀬の山の後に逢はむわが思ふ人にけふならずとも」（古今六帖二、国、一二七二）を指摘する。「若狭なる後瀬の山の」は「後に」に係る序詞。

6 【思ひたまへ慰めましを】謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、連用形。反実仮想の助動詞「まし」連体形＋接続助詞「を」逆接。

7 【たぐひなく思うたまへ惑はるるなり】「おもう」は「思ひ」連用形のウ音便形。謙譲の補助動詞「たまへ」下二段、連用形、自発の助動詞「るる」連体形、断定の助動詞「なり」終止形。

8 【よし今は見きとなかけそ】副詞「よし」。『源氏釈』は「それをだに思ふこととて我が宿を見きとないひそ人の聞かくに」（古今集、恋五、八一一、読人しらず）を指摘する。過去の助動詞「き」終止形。副詞「な」は終助詞「そ」と呼応して禁止を表す。


帚木．３．３．３１

■　とて、思おもへるさま、げにいとことわりなり。

◇　と言って、悲しんでいる様子は、いかにも道理である。

■　おろかならず2契ちぎり慰なぐさめたまふこと多おほかるべし。

◇　並々ならず行く末を約束し慰めなさる言葉は、きっと多いことであろう。


1? 【げにことわりなり】「げに」と同意し、「ことわりなり」と断定するのは、語り手の評言。『一葉抄』は「双紙の地也」と指摘し、『新釈』は「作者の空蝉の態度に対する批判であり、同情である。紫式部も人妻として当然なことをいつてゐるのである」と評す。

2 【おろかならず】以下「多かるべし」までの一文は、語り手の推量。『万水一露』は「双紙の批判の詞也」と指摘する。語り手は、その現場は見ていないが、きっとそうであったろう、という表現。


帚木．３．３．３２

■　鶏とりも鳴なきぬ1。

◇　鶏も鳴いた。

■　人ひとびと起おき出いでて、

◇　供びとが起き出して、


1 【鶏も鳴きぬ】夜が明けた。人目に付かぬうちに別れなばならない。


帚木．３．３．３３

■　「いといぎたなかりける夜よかな」

◇　「ひどく寝過ごしてしまったなあ」

■　「御車みくるまひき出いでよ」

◇　「お車を引き出せよ」

帚木．３．３．３４

■　など言いふなり1。

◇　などと言っているようだ。

■　守かみも出いで来きて、

◇　紀伊守も起き出して来て、


1 【など言ふなり】「言ふ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なり」。語り手の位置は部屋の中で、外の声を聞いているというふうである。


帚木．３．３．３５

■　「女をむななどの1御方違おほむかたたがへこそ。

◇　「女性などの方違えならばともかく。

■　夜深よぶかく急いそがせたまふべきかは2」

◇　暗いうちからお急きあそばさずとも」

■　など言いふもあり。

◇　などと言っているのも聞こえる。


1 【女などの】以下「急がせたまふへきかは」まで、紀伊守の詞。係助詞「こそ」の下に「急がめ」などの語句が省略されている。女性の方違えと男性の方違えでは帰る時刻が相違したものか、未詳。『集成』は「女などの」以下を紀伊守の詞とする。しかし『新大系』『古典セレクション』は下の「御方違へこそ」以下を、女房の詞と解す。

2 【急がせたまふべきかは】「せ」「たまふ」最高敬語。連語「かは」反語表現。


帚木．３．３．３６

■　君きみは1、またかやうの2ついであらむこともいとかたく、さしはへてはいかでか3,7、御文おほむふみなども通かよはむことのいとわりなきを4思おぼすに、いと胸むねいたし。

◇　源氏の君は、再びこのような機会があろうこともとても難しいし、わざわざ訪れることはどうしてできようか、お手紙などもを通わすことはとても無理なことをお思いになると、ひどく胸が痛む。

■　奥おくの中将5ちゅうじゃうも出いでて、いと苦くるしがれば、許ゆるしたまひても、また引ひきとどめたまひつつ6、

◇　奥にいた中将の君も出て来て、とても困っているので、お放しになっても、再びお引き留めになっては、


1 【君は】「思すに」に係る。その間に、源氏の心が挿入される。

2 【またかやうの】以下「いとわりなき」まで、源氏の心。

3 【さしはへてはいかでか】「さしはへて」の下に「訪れむこと」などの語句が省略。「いかでか」反語表現。

4 【いとわりなきを】「わりなき」までが源氏の心。それを「を」で受けて、地の文に続ける。したがって、現行の括弧では括れない、心と地とが融合した源氏物語特有の表現構造である。

5 【奥の中将】女房の中将の君。奥から出てきてのニュアンスを「奥の」と表す。語り手の位置もわかる。

6 【許したまひてもまた引きとどめたまひつつ】「桐壺」巻の「輦車の宣旨などのたまはせても、また入らせたまひて、さらにえ許させたまはず」という帝が更衣の里下がりをなかなか許そうとしない態度に類似する。

7 【いかでか】以下「例かな」まで、源氏の詞。


帚木．３．３．３７

■　「いかでか、聞きこゆべき。

◇　「どのようにして、お便りを差し上げたらよかろうか。

■　世よに知しらぬ1御心みこころのつらさも、あはれも2、浅あさからぬ世よの思おもひ出いで3は、さまざまめづらかなるべき例ためしかな」

◇　ほんとうに何とも言いようのない、あなたのお気持ちの冷たさといい、慕わしさといい、深く刻みこまれた思い出は、いろいろとめったにないことであったね」


1 【世に知らぬ】副詞「世に」程度のはなはだしいさまを表す。ほんとうに

2 【御心のつらさもあはれも】『古典セレクション』は「あなたのつれなさにつけ、またわたしのせつなさにつけ」と訳す。

3 【浅からぬ世の思ひ出で】「浅からぬ世」は、男女の縁が浅くないという意と、夏の夜の短さを背後に響かせた表現となっている。


帚木．３．３．３８

■　とて、うち泣なきたまふ気色けしき、いとなまめきたり。

◇　と言って、お泣きになる様子は、とても優美である。

■　鶏とりもしばしば鳴なくに1、心こころあわたたしくて、

◇　鶏もしきりに鳴くので、気もせかされて、


1 【鶏もしばしば鳴くに】前に「鶏も鳴きぬ」とあった。それからの時刻の経過と次の和歌を詠み出す契機となる。


帚木．３．３．３９

■　「つれなきを恨うらみも果はてぬしののめに

とりあへぬまでおどろかすらむ1」

◇　「あなたの冷たい態度に恨み言を十分に言わないうちに夜もしらみかけ

鶏までが取るものも取りあえぬまであわただしく鳴いてわたしを起こそうとするのでしょうか」


1 【つれなきを恨みも果てぬしののめにとりあへぬまでおどろかすらむ】源氏の贈歌。「しののめ」は東の空の明らむ時刻、歌語。「とりあへぬ」に「鶏」と「取りあへぬ」を掛ける。推量の助動詞「らむ」原因推量を表す。どうして--するのだろうか、の意。第一句「つれなきを」の詠嘆の間投助詞「を」、第二句「恨みも果てぬ」の「ぬ」（打消の助動詞、終止形）というように、いずれも句が切れるかなり強い恨み言と詠嘆を詠み込んだ歌である。


帚木．３．３．４０

■　女をむな、身みのありさまを思おもふに、いとつきなくまばゆき心地ここちして1、めでたき御おほむもてなしも、何なにともおぼえず、常つねはいとすくすくしく心こころづきなしと思おもひあなづる伊予いよの方かたの思おもひやられて2、

◇　女は、わが身の上を思うと、まことに不似合いで眩しい気持ちがして、源氏の君の素晴らしいお持てなしも、何とも感ぜず、平生はとても生真面目過ぎて嫌な男だと侮っている伊予国の方角が思いやられて、

■　「夢ゆめにや見みゆらむ3」

◇　「夢に現われやしないか」

■　と、そら恐おそろしくつつまし。

◇　と思うと、何となく恐ろしくて気がひける。


1 【いとつきなくまばゆき心地して】源氏を前にして感じた女の境遇や身分や容貌などのいずれも格段に劣ったみすぼらしさをいう表現である。「まばゆき心地」は恥ずかしくて顔を合せられない意。

2 【伊予の方の思ひやられて】明融臨模本「いよのかたの（の＋ミ）」とあるが、「ミ」は後人による朱書の補入。大島本は「いよのかたの」とある。『集成』『新大系』は「伊予のかたの」。『古典セレクション』は「伊予の方のみ」と校訂。自発の助動詞「れ」連用形。

3 【夢にや見ゆらむ】空蝉の心中の思い。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量を表す。当時はものを思えば魂があくがれ出てその人の前に現れると信じられていた。「見ゆ」は現れる、意。わたしが伊予介の夢の中に。


帚木．３．３．４１

■　「身みの憂うさを嘆なげくにあかで明あくる夜よは

とり重かさねてぞ音ねもなかれける1」

◇　「わが身の辛さを嘆いても嘆き足りないうちに明ける夜は

鶏の鳴く音に取り重ねて、わたしも泣かれてなりません」


1 【身の憂さを嘆くにあかで明くる夜はとり重ねてぞ音もなかれける】女の返歌。係助詞「ぞ」は「詠嘆の助動詞「ける」連体形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。自発の助動詞「れ」連用形。源氏の「とりあへぬまで」の語句を受けて、「とりかさねてぞ」と返す。「とりかさね」に「鶏」と「取り重ね」を掛ける。


帚木．３．３．４２

■　ことと明あかくなれば、障子口さうじぐちまで送おくりたまふ。

◇　ずんずんと明るくなるので、襖障子口までお送りになる。

■　内うちも外とも人騒ひとさわがしければ、引ひき立たてて1、別わかれたまふほど、心細こころぼそく、隔へだつる関2せきS17と見みえたり。

◇　家の内も外も騒がしいので、引き閉てて、お別れになる時、心細い気がして、仲を隔てる関のように思われた。


S17 逢坂の名をば頼みて来しかども隔つる関のつらくもあるかな（新勅撰集恋二-七三一　読人しらず）

1 【引き立てて】襖障子を引き閉めて。

2 【隔つる関】『源氏釈』は「逢坂の名をば頼みてこしかども隔つる関のつらくもあるかな」（新勅撰集、恋二、七三三、読人しらず）を指摘する。『伊勢物語』にも「彦星に恋はまさりぬ天の川隔つる関を今はやめてよ」（九十五段）とある。歌語である。


帚木．３．３．４３

■　御直衣おほむなほしなど着きたまひて、南みなみの高欄かうらんに1しばしうち眺ながめたまふ。

◇　御直衣などをお召しになって、南面の高欄の側で少しの間眺めていらっしゃる。

■　西面にしおもての格子かうしそそき上あげて、人ひとびと覗のぞくべかめる2。

◇　西面の格子を忙しく上げて、女房たちが覗き見しているようである。

■　簀子すの中このなかのほどに立たてたる小障子こさうじの上かみより仄ほのかに見みえたまへる御おほむありさまを、身みにしむばかり思おもへる好すき心ごころどもあめり3。

◇　簀子の中央に立ててある小障子の上から、わずかにお見えになるお姿を、身に感じ入っている好色な女もいるようである。


1 【南の高欄に】格助詞「に」場所を表す。高欄の側で、高欄に寄り掛かって、の意。

2 【人びと覗くべかめる】推量の助動詞「べか」連体形は「る」が撥音便化しさらに無表記の形。推量の助動詞「める」連体形は主観的推量を表す。語り手と源氏の目が一体になった推量、判断の表現。連体中止法で余情表現。

3 【好き心どもあめり】「ある」連体形の「る」が溌音便化してさらに無表記化された形。推量の助動詞「めり」主観的推量を表す。語り手と源氏の視覚が一体化して捉えた推量の表現。


帚木．３．３．４４

■　月つきは有明ありあけにて1、光ひかりをさまれるものから、かげP44けざやかに見みえて2、なかなかをかしき曙あけぼのなり。

◇　月は有明で、光は弱くなっているとはいうものの、面ははっきりと見えて、かえって趣のある曙の空である。

■　何心なにごこころなき空そらのけしきも、ただ見みる人ひとから、艶えんにもすごくも見みゆる3なりけり。

◇　無心なはずの空の様子も、ただ見る人によって、美しくも悲しくも見えるのであった。

■　人知ひとしれぬ御心みこころには、いと胸むねいたく、言伝ことづてやらむよすがだになきをと4、かへりみがちにて出いでたまひぬ。

◇　人に言われぬお心には、とても胸痛く、文を通わす手立てさえないものをと、後ろ髪引かれる思いでお出になった。


P44 かげ--かほ（ほ/=け歟）

1 【月は有明にて】西の空に残っている月。時刻の経過をも表す。

2 【かげけざやかに見えて】明融臨模本「かほ（ほ＝け歟、ほ＄）けさやかにみえて」とある。傍書の「け歟」は本文と一筆と見られる。ただしミセケチ「ヒ」は後人の朱筆。大島本は「かけさやかに見えて」とある。『集成』は「かほけざやかに見えて」（月のおもてはくっきりと）と校訂、『新大系』『古典セレクション』は「影さやかに見えて」と校訂する。明融臨模本の本文一筆の「け歟」に従う。

3 【艶にもすごくも見ゆる】『集成』は「色めかしい感じにも、またもの悲しい感じにも」と解し、『新大系』は「華やかにも殺風景にも」と解し、『古典セレクション』は「ほのぼのと美しくも、あるいは恐ろしくも」と解す。

4 【言伝てやらむよすがだになきをと】推量の助動詞「む」婉曲、副助詞「だに」最小限、間投助詞「を」詠嘆を表す。手紙を遣る手段さえない、まして直接逢うことは、というニュアンス。


帚木．３．３．４５

■　殿とのに帰かへりたまひても1、とみにもまどろまれたまはず2。

◇　お邸にお帰りになっても、すぐにもお寝みになれない。

■　またあひ見みるべき方かたなきを3、まして、かの人ひとの4思おもふらむ心こころの中うち、いかならむと、心苦こころぐるしく思おもひやりたまふ。

◇　再び逢える手立てのないのが、自分以上に、あの女が悩んでいるであろう心の中は、どんなであろうかと、気の毒にご想像なさる。

■　「すぐれたることはなけれど5、めやすくもてつけてもありつる中なかの品しなかな。

◇　「特に優れた所はないが、見苦しくなく身嗜みもとりつくろっていた中の品の女であったな。

■　隈くまなく見集みあつめたる人6ひとの言いひしことは、げに」

◇　何でもよく知っている人の言ったことは、なるほど」

■　と思おぼし合あはせられけり7。

◇　とうなずかれるのであった。


1 【殿に帰りたまひても】二条院に。

2 【まどろまれたまはず】可能の助動詞「れ」連用形。

3 【あひ見るべき方なきを】接続助詞「を」逆接を表す。

4 【ましてかの人の】以下「いかならむ」まで、地の文から源氏の心の文へと融合したような表現。

5 【すぐれたることはなけれど】以下「げに」まで、源氏の心。

6 【隈なく見集めたる人】左馬頭をいう。

7 【思し合はせられけり】自発の助動詞「られ」連用形、詠嘆の助動詞「けり」。


帚木．３．３．４６

■　このほどは1大殿おほいどのに2のみおはします。

◇　最近は左大臣邸にばかりいらっしゃる。

■　なほいとかき絶たえて3、思おもふらむことのいとほしく御心みこころにかかりて、苦くるしく思おぼしわびて、紀伊守きのかみを召めしたり。

◇　やはり、すっかりあれきり途絶えているので、思い悩んでいるであろうことが、気の毒にお心にかかって、心苦しく思い悩みなさって、紀伊守をお召しになった。


1 【このほどは】紀伊守邸から帰宅して以後の生活。場面は変わる。

2 【大殿に】左大臣邸。正妻の葵の上のもとに。

3 【なほいとかき絶えて】副詞「なほ」は「御心にかかりて」に係る。「かき絶えて」は挿入句。副詞「いと」は「苦しく思しわびて」に係る。


帚木．３．３．４７

■　「かの、ありし中納言ちゅうなごんの子こは1、得えさせてむや2。

◇　「あの、先日の故中納言の子は、わたしに下さらないか。

■　らうたげに見みえしを3。

◇　かわいらしげに見えたが。

■　身近みぢかく使つかふ人ひとにせむ。

◇　身近に使う者としたい。

■　主上うへにも我奉われたてまつらむ」

◇　主上にも、わたしが差し上げたい」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【かのありし中納言の子は】以下「我奉らむ」まで、源氏の詞。「中納言の子」は、前に「衛門督の末の子」とあった子。父は中納言兼衛門督であった。従三位相当官である。主上にもわたしから殿上童として差し上げたい、の意。

2 【得させてむや】使役の助動詞「させ」連用形、完了の助動詞「て」連用形、推量の助動詞「む」、係助詞「や」疑問を表す。

3 【らうたげに見えしを】過去の助動詞「し」連体形、間投助詞「を」詠嘆を表す。


帚木．３．３．４８

■　「いとかしこき1仰おほせ言ごとにはべるなり。

◇　「とても恐れ多いお言葉でございます。

■　姉あねなる人ひとにのたまひみむ2」

◇　姉に当たる人に仰せ言を申し聞かせてみましょう」


1 【いとかしこき】以下「のたまひみむ」まで、紀伊守の詞。仰せ言をお伝えしてみましょう、の意。

2 【姉なる人にのたまひみむ】尊敬の動詞「のたまふ」四段は、「上位者との対話において、話者自身の支配下の身内をまたは目下に言い聞かせる意」（小学館古語大辞典）。


帚木．３．３．４９

■　と申まうすも、胸むねつぶれて思おぼせど1、

◇　と、申し上げるにつけても、どきりとなさるが、


1 【胸つぶれて思せど】その女のことが話題に出るだけで、源氏は胸がどきりとする。源氏のうぶさを表す。


帚木．３．３．５０

■　「その姉君あねぎみは、朝臣あそむの弟おとうとや持もたる1」

◇　「その姉君は、そなたの弟をお持ちか」


1 【その姉君は朝臣の弟や持たる】源氏の問い。係助詞「や」疑問。「持たる」は「持ちたる」が約った語形。完了の助動詞「たる」連体形、係り結び。伊予介との夫婦間に子供がいるか、という問いを、あなたの異母弟がいるかと遠回しに尋ねた。「朝臣」は、あなたの意。敬称。


帚木．３．３．５１

■　「さもはべらず1。

◇　「いえ、ございません。

■　この二年ふたとせばかりぞ、かくてものしはべれど、親おやのおきて2に違たがへりと思おもひ嘆なげきて、心こころゆかぬやうになむ、聞ききたまふる3」

◇　この二年ほどは、こうして暮らしておりますが、父親の意向と違ったと嘆いて、気も進まないでいるように、聞いております」


1 【さもはべらず】以下「聞きたまふる」まで、紀伊守の答え。

2 【親のおきて】前に「宮仕へに出だしたてむと漏らし奏せし」とあったことをさす。

3 【聞きたまふる】謙譲の補助動詞「たまふる」連体形、係助詞「なむ」と係り結びの法則。


帚木．３．３．５２

■　「あはれのことや1。

◇　「気の毒なことよ。

■　よろしく聞きこえし人ひとぞかし2。

◇　まあまあの評判であった人だ。

■　まことによしや3」

◇　本当に、器量が良いか」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【あはれのことや】以下「よしや」まで、源氏の詞。

2 【よろしく聞こえし人ぞかし】連語「ぞかし」文末に用いられて強く念を押す意。まずまずの器量よしとの評判の人であった、の意。しかし、空蝉の容貌は、『源氏物語』の中ではむしろ不器量の部類に入る人である。ここは、実際以上のお世辞を使って尋ねたものか。

3 【まことによしや】「よし」は「よろし」よりも良い意。『古典セレクション』は「ほの暗い所で逢ったので、源氏はよく見ていない。先夜女との間に何事もなかったと思わせ、かつ小君についての斡旋の底意を、守に勘づかせないための用意もあろう」と注す。


帚木．３．３．５３

■　「けしうははべらざるべし1。

◇　「悪くはございませんでしょう。

■　もて離はなれてうとうとしくはべれば、世よのたとひにて2、睦むつびはべらず」

◇　離れて疎遠に致しておりますので、世間の言い草のとおり、親しくしておりません」

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。


1 【けしうははべらざるべし】以下「睦びはべらず」まで、紀伊守の詞。悪くはないでございましょう、の意。源氏に合わせた答え方。また、紀伊守の価値基準から見た答えであろう。源氏やこの物語の作者の評価基準とは異なる。

2 【世のたとひにて】継母と継子の関係は疎遠であるという世間一般の道理。


第四段　それから数日後

帚木．３．４．１

■　さて、五六日いつかむいかありて1、この子率こゐて参まゐれり2。

◇　そうして、五、六日が過ぎて、この子を連れて参上した。

■　こまやかにをかしとはなけれど、なまめきたるさまして、あて人びと見とみえたり3。

◇　きめこまやかに美しいというのではないが、優美な姿をしていて、良家の子弟と見えた。

■　召めし入いれて、いとなつかしく語かたらひたまふ。

◇　招き入れて、とても親しくお話をなさる。

■　童心地わらはごこちに、いとめでたくうれしと思おもふ。

◇　子供心に、とても素晴らしく嬉しく思う。

■　いもうとの君4きみのことも詳くはしく問とひたまふ。

◇　姉君のことも詳しくお尋ねになる。

■　さるべきことは答いらへ聞きこえなどして、恥はづかしげにしづまりたれば5、うち出いでにくし。

◇　答えられることはお答え申し上げなどして、こちらが恥ずかしくなるほどきちんとかしこまっているので、ちょっと言い出しにくい。

■　されど、いとよく言いひ知しらせたまふ6。

◇　けれど、とても上手にお話なさる。


1 【さて五六日ありて】逢瀬から五、六日後。

2 【この子率て参れり】主語は紀伊守。

3 【なまめきたるさましてあて人と見えたり】源氏の目から見た判断である。小君が中納言兼衛門督の子という高貴な血筋の家柄であることを思わせる。

4 【いもうとの君】小君の姉君。

5 【恥づかしげにしづまりたれば】源氏が気恥ずかしくなるほど相手の小君が畏まっているので、の意。

6 【いとよく言ひ知らせたまふ】小君に彼の姉と源氏の間を手引きさせるべく言葉巧みに言い聞かせる意。


帚木．３．４．２

■　かかることこそはと1、ほの心得こころうるも、思おもひの外ほかなれど、幼をさな心地ごこちに深ふかくしもたどらず。

◇　このようなことであったかと、ぼんやりと分かるのも、意外なことではあるが、子供心に深くも考えない。

■　御文おほむふみを持もて来きたれば2、女をむな、あさましきに涙なみだも出いで来きぬ3。

◇　お手紙を持って来たので、女は、あまりのことに涙が出てしまった。

■　この子この思おもふらむこともはしたなくて、さすがに、御文おほむふみを面隠おもがくしに広ひろげたり。

◇　弟がどう思っていることだろうかときまりが悪くて、そうは言っても、お手紙で顔を隠すように広げた。

■　いと多おほくて、

◇　とてもたくさん書き連ねてあって、


1 【かかることこそはと】小君の心。「こそは」の下に「ありけれ」などの語句が省略。源氏と姉君の間に何らかの関係が前々からあったのだ、という意。

2 【御文を持て来たれば】小君が源氏のもとから姉君の所へ。

3 【あさましきに涙も出で来ぬ】『新大系』は「激しい動揺や悔悟の念いから」と注す。


帚木．３．４．３

■　「見みし夢ゆめを逢あふ夜よありやと嘆なげくまに

目めさへあはでぞころも経へにける1

寝ぬる夜よなければS18,2」

◇　「夢が現実となったあの夜以来、再び逢える夜があろうかと嘆いているうちに

目までが合わさらないで眠れない夜を幾日も送ってしまいました

眠れる夜がないので」


S18 恋しきを何につけてか慰めむ夢だに見えず寝る夜なければ（拾遺集恋二-七三五　源順）

1 【見し夢を逢ふ夜ありやと嘆くまに目さへあはでぞころも経にける】源氏の贈歌。「あふ」に「夢が合う」（正夢となる）と「あなたに逢ふ」を掛け、次の「あはで」に「目が合はない」（眠れない）と「あなたに逢えない」を掛ける。「あう」を二度用いた執念き歌である。

2 【寝る夜なければ】歌に添えたことば。明融臨模本は朱合点と「恋しさのなにゝつけてかなくさまん夢たにもみえすぬるよなけれは」という付箋あり。『源氏釈』は「恋しきを何につけてか慰めむ夢だに見えず寝る夜なければ」（拾遺集、恋二、七三五、源順）を指摘する。現実はもちろんのこと、夢の中でさえあなたに会えない、の意。


帚木．３．４．４

■　など、目めも及およばぬ御書おほむかきざまも、霧きり塞ふたがりて1、心得こころえぬ宿世すくせうち添そへりける身みをP45思おもひ続つづけて臥ふしたまへりP46,2。

◇　などと、見たこともないほどの、素晴らしいご筆跡も、目も涙に曇って、不本意な運命がさらにつきまとう身の上を思い続けて臥せってしまわれた。


P45 身を--身（身/+を）

P46 たまへり--給へりける（ける/＄）

1 【霧り塞がりて】譬喩表現。涙に目が曇って、の意。

2 【身を思ひ続けて臥したまへり】明融臨模本は「ふし給へりける」とあり、「ける」にミセケチ符号が付いている。女の態度に対して初めて敬語が付く。『評釈』は「この女とても自分の邸では多くの人にかしずかれる女主人公である。こういう敬語の出てくる場合、自邸内での女主人公としての女を、読者は感ずるのであろう、と思う」と注す。今や源氏の愛人の一人になったことによる待遇の変化であろう。


帚木．３．４．５

■　またの日ひ、小君召こぎみめしたれば、参まゐるとて御返おほむかへり乞こふ1。

◇　翌日、小君をお召しになっていたので、参上しますと言って、お返事を催促する。


1 【またの日小君召したれば参るとて御返り乞ふ】翌日、源氏が小君を呼び寄せていたので、小君は源氏のもとへ参上しようとして、その前に姉君に源氏への返事を催促した、という経緯。


帚木．３．４．６

■　「かかる御文見おほむふみみるべき人ひともなし、と聞きこえよ1」

◇　「このようなお手紙を見るような人はいません、と申し上げなさい」


1 【かかる御文見るべき人もなしと聞こえよ】姉君の詞。


帚木．３．４．７

■　とのたまへば1、うち笑ゑみて2、

◇　とおっしゃると、にこっと微笑んで、


1 【のたまへば】女の行為に対する敬語。二例め。

2 【うち笑みて】小君の表情。自信ある顔つき。


帚木．３．４．８

■　「違たがふべくも1のたまはざりしものを。

◇　「人違いのようにはおっしゃらなかったのに。

■　いかが、さは申まうさむ」

◇　どうして、そのように申し上げられましょうか」


1 【違ふべくも】以下「さは申さむ」まで、小君の詞。源氏の君がお間違いになっておっしゃるはずもない、の意。『新大系』は「人違いでもあるように（君は）おっしゃらなかったのに」と訳す。


帚木．３．４．９

■　と言いふに、心こころやましく1、残のこりなくのたまはせ、知しらせてける2と思おもふに、つらきこと限かぎりなし。

◇　と言うので、不愉快に思い、すっかりおっしゃられ、知らせてしまったのだ、と思うと、辛く思われること、この上ない。


1 【心やましく】弟小君の小生意気な言い方に対する感情。

2 【残りなくのたまはせ知らせてける】女の心。源氏の君は弟の小君に自分と源氏の君との関係を。


帚木．３．４．１０

■　「いで1、およすけたることは言いはぬぞよき。

◇　「いいえ、ませた口をきくものではありませんよ。

■　さは2、な参まゐりたまひそ3」

◇　それなら、もう参上してはいけません」

■　とむつかられP47て4、

◇　と不機嫌になられたが、


P47 むつかられ--むつか（か/+ら）れ

1 【いで】以下「な参りたまひそ」まで、姉君の詞。感動詞「いで」は他者の言動に対して否定する気持ちを表す。

2 【さは】接続詞「さは」それならばの意。『古典セレクション』では「さば」と濁音に読む。

3 【な参りたまひそ】副詞「な」は終助詞「そ」と呼応して禁止を表す。

4 【むつかられて】動詞「むつから」未然形＋尊敬の助動詞「れ」連用形。


帚木．３．４．１１

■　「召めすには、いかでか1」

◇　「お召しになるのに、どうして」

■　とて、参まゐりぬ。

◇　と言って、参上した。


1 【召すにはいかでか】小君のぶつぶつ言った詞。連語「いかでか」（副詞「いかで」＋係助詞「か」）反語表現。下に「参らざらむ」などの語句が省略。どうして参上しないでいられましょう、の意。返事も持たないで参上する。


帚木．３．４．１２

■　紀伊守きのかみ、好すき心ごころにこの継母ままははのありさまをあたらしきものに思おもひて、追従ついそうしありけば、この子こをもてかしづきて、率ゐてありく1。

◇　紀伊守は、好色心をもってこの継母の様子をもったいない人と思って、何かとおもねっているので、この子も大切にして、連れて歩いている。


1 【率てありく】紀伊守が小君を連れて行く。「紀伊守好き心に」以下「率てありく」まで、「参りぬ」の、補足説明的文が挿入されたもの。


帚木．３．４．１３

■　君きみ、召めし寄よせて1、

◇　源氏の君は、お召しになって、


1 【君召し寄せて】源氏の君は小君を召し寄せて、の意。


帚木．３．４．１４

■　「昨日1待きのふまち暮くらししを2。

◇　「昨日一日中待っていたのに。

■　なほあひ思おもふまじきなめり3」

◇　やはり、わたしほどには思ってくれないようだね」


1 【昨日】以下「なめり」まで、源氏の詞。「あひ」は源氏と小君の相互をさし、わたしはおまえを思っているのにおまえはわたしを思ってくれないようだ、の意。同性愛的関係の物言い。

2 【待ち暮らししを】「暮らし」連用形、過去の助動詞「し」連体形、接続助詞「を」逆接を表す。

3 【あひ思ふまじきなめり】打消推量の助動詞「まじき」連体形、「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形＋推量の助動詞「めり」の「る」が撥音便化してさらに無表記の形、「めり」は主観的推量を表す。


帚木．３．４．１５

■　と怨ゑんじたまへば、顔かほうち赤あかめてゐたり1。

◇　とお恨みになると、顔を赤らめて畏まっている。


1 【顔うち赤めてゐたり】主語は小君に変わる。


帚木．３．４．１６

■　「いづら1」

◇　「どこに」

■　とのたまふに、しかしか2と申まうすに、

◇　とおっしゃると、これこれしかじかです、と申し上げるので、


1 【いづら】源氏の詞。返事はどこに、の意。

2 【しかしか】小君の詞。語り手が言い換えた表現。これこれしかじかの理由でいただけませんでした、の意。『岩波古語辞典』に「江戸時代以後シカジカと濁音化した」とある。『古典セレクション』は「しかじか」と濁音に読む。


帚木．３．４．１７

■　「言いふかひなのことや。

◇　「だめだね。

■　あさまし1」

◇　呆れた」

■　とて、またも賜たまへり2。

◇　と言って、またもお与えになった。


1 【言ふかひなのことやあさまし】源氏の詞。「言ふかひなし」の約。間投助詞「や」詠嘆。

2 【またも賜へり】再び手紙をお与えになった。係助詞「も」は強調のニュアンスを添える。


帚木．３．４．１８

■　「あこは知しらじな1。

◇　「おまえは知らないのだね。

■　その伊予いよの翁おきなよりは、先さきに見みし人ひとぞ2。

◇　わたしはあの伊予の老人よりは、先に関係していた人だよ。

■　されど、頼たのもしげなく頚細くびほそし3とて、ふつつかなる後見うしろみまうけて、かく侮あなづりたまふなめり4。

◇　けれど、頼りなく弱々しいといって、不恰好な夫をもって、このように馬鹿になさるらしい。

■　さりとも、あこはわが子こにてをあれよ5。

◇　そうであっても、おまえはわたしの子でいてくれよ。

■　この頼たのもし人びとは、行ゆく先短さきみじかかりなむ6」

◇　あの頼りにしている人は、どうせ老い先短いでしょう」


1 【あこは知らじな】以下「短かりなむ」まで、源氏の詞。「あこ」は目下の者に対する親愛の情をこめた呼びかけ。打消推量の助動詞「じ」終止形＋終助詞「な」詠嘆を表す。

2 【先に見し人ぞ】「見し」（動詞「見」連用形＋過去の助動詞「し」連体形）は、関係をもった、契りを結んだ、の意。係助詞「ぞ」文末にあって文全体を強調する。

3 【頼もしげなく頚細し】空蝉が源氏を評した言として、源氏が引用した文である。首が細い。頼りない、の意のニュアンスがある。源氏の容貌姿態を表現とすれば珍しい箇所である。

4 【かく侮りたまふなめり】主語は空蝉。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化してさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」主観的推量。

5 【あこはわが子にてをあれよ】間投助詞「を」詠嘆、間投助詞「よ」呼びかけの意を表す。

6 【行く先短かりなむ】形容詞「短かり」連用形＋完了の助動詞「な」未然形、確述の意＋推量の助動詞「む」推量。どうせこの先長いことないでしょうよ、の意。


帚木．３．４．１９

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「さもやありけむ、いみじかりけることかな1」

◇　「そういうこともあったのだろうか、大変なことだな」

■　と思おもへる、

◇　と思っているのを、

■　「をかし」

◇　「かわいいい」

■　と思おぼす2。

◇　とお思いになる。


1 【さもやありけむいみじかりけることかな】小君の心中の思い。係助詞「や」、過去推量の助動詞「けむ」連体形。終助詞「かな」詠嘆を表す。

2 【と思へるをかしと思す】完了の助動詞「る」連体中止法、そのまま下文の目的格になる。


帚木．３．４．２０

■　この子こをまつはしたまひて1、内裏うちにも率ゐて参まゐりなどしたまふ。

◇　この子を連れて歩きなさって、内裏にも連れて参上などなさる。

■　わが御匣殿2みくしげどのにのたまひて、装束さうぞくなどもせさせ3、まことに親おやめきて4あつかひたまふ。

◇　ご自分の御匣殿にお命じになって、装束なども調達させ、本当に親のように面倒見なさる。


1 【この子をまつはしたまひて】主語は源氏。

2 【御匣殿】摂関家などの上流貴族の家では裁縫する建物を自前で持っていた。それを宮中の貞観殿にあった裁縫所の呼び名に倣って同様に呼称した。

3 【装束などもせさせ】童殿上の装束。使役の助動詞「させ」連用形。

4 【まことに親めきて】「まことに」は「あこはわが子にてあれよ」を受ける。語り手の感想を交えた表現である。


帚木．３．４．２１

■　御文おほむふみは常つねにあり1。

◇　お手紙はいつもある。

■　されど、この子こもいと幼をさなし2、心こころよりほかに散ちりもせば3、軽々かろがろしき名なさへとり添そへむ4、身みのおぼえをいとつきなかるべく思おもへば5、めでたきこともわが身みからこそ6と思おもひて、うちとけたる御答おほむいらへも聞きこえず。

◇　けれど、この子もとても幼い、うっかり落としでもしたら、軽々しい浮名まで背負い込む、我が身の風評も相応しくなく思うと、幸せも自分の身分に合ってこそはと思って、心を許したお返事も差し上げない。

■　ほのかなりし御おほむけはひ7ありさまは、

◇　ほのかに拝見した感じやご様子は、

■　「げに、なべてにやは8」

◇　「本当に、並々の人ではなく素晴らしかった」

■　と、思おもひ出いできこえぬにはあらねど、

◇　と、思い出し申さずにはいられないが、

■　「をかしきさまを見みえたてまつりても9、何なににかはなるべき10」

◇　「お気持ちにお応え申しても、今さら何になることだろうか」

■　など、思おもひ返かへすなりけり。

◇　などと、考え直すのであった。


1 【御文は常にあり】空蝉の側に立った語り。

2 【この子もいと幼し】以下「いとつきなかるべく」まで、女の心。しかし、冒頭は「されど」「この子も」云々というように、地の文と空蝉の心の文が融合したような表現で始まる。

3 【心よりほかに散りもせば】源氏への返事を。サ変動詞「せ」未然形＋接続助詞「ば」順接の仮定条件。

4 【軽々しき名さへとり添へむ】副助詞「さへ」添加は、身を受領の後妻に落とした上に源氏の君との不倫の噂まで立てたら、意。推量の助動詞「む」について、『集成』は、連体中止法。『古典セレクション』と『新大系』は連体形で「身」に係けて読む。

5 【つきなかるべく思へば】「つきなかるべく」が「思へば」を修飾しているように、心の文が地の文に融合した表現。いわば間接話法的心の文である。

6 【めでたきこともわが身からこそ】女の心。「わが身からこそ」について、『集成』は「結構なことも自分の身分次第のことなのだ」と解す。自分の身分が相手の身分に適う意であろう。

7 【ほのかなりし御けはひ】女の目や体験を通しての叙述。源氏の様子や態度について。過去の助動詞「し」連体形は自らの直接体験を表す助動詞。

8 【げになべてにやは】副詞「げに」は世間の噂通りだと納得する女の気持ちの現れ。女の心を語る。係助詞「やは」反語を表す。下に「おはせむ」などの語句が省略。

9 【をかしきさまを見えたてまつりても】源氏の愛情に対して、自分の気持ちをお応え申し上げたとしても、というニュアンス。

10 【何にかはなるべき】係助詞「かは」反語表現を表す。


帚木．３．４．２２

■　君きみは思おぼしおこたる時ときの間まもなく1、心苦こころぐるしくも恋こひしくも思おぼし出いづ。

◇　源氏の君は、お忘れになる時の間もなく、心苦しくも恋しくもお思い出しになる。

■　思おもへりし気色けしきなどのいとほしさも2、晴はるけむ方かたなく思おぼしわたる。

◇　悩んでいた様子などのいじらしさも、払い除けようもなく思い続けていらっしゃる。

■　軽々かろがろしく這はひ紛まぎれ立たち寄よりたまはむも、人目ひとめしげからむ所ところに3、便びんなき振ふる舞まひやあらはれP48むと4、人ひとのためもいとほしく、と思おぼしわづらふ。

◇　軽々しくひそかに隠れてお立ち寄りなさるのも、人目の多い所で、不都合な振る舞いを見せはしまいかと、相手にも気の毒である、と思案にくれていらっしゃる。


P48 あらはれ--あら（ら/+はれ）

1 【君は思しおこたる時の間もなく】以下は源氏についての語り。

2 【思へりし気色などのいとほしさも】空蝉がつらそうに悩んでいた様子を。形容詞「いとほし」は、かわいい、いじらしい、気の毒だ、不憫だ、などの幅広い意味がある。一義的には現代語訳できない。

3 【人目しげからむ所に】以下「いとほしく」まで、源氏の心を語る。しかし、その前の「這ひ紛れ立ち寄り」あたりから源氏の心のような文であるが、「立ち寄りたまはむも」と敬語があるので、地の文である。源氏の心に添った描写である。

4 【あらはれむと】明融臨模本「あら（ら＋はれ）むと」とある。「補入「はれ」は本文と一筆みられ、親本の定家本にも補入の形で存在したものと思われる。大島本も「あらハれんと」とある。『古典セレクション』は他本に従って「あらはれむ」と校訂する。『集成』『新大系』は「あらはれむと」。


帚木．３．４．２３

■　例れいの、内裏うちに日数経ひかずへたまふころ1、さるべき方かたの忌いみ待まち出いでたまふ2。

◇　例によって、内裏に何日もいらっしゃるころ、都合のよい方違えの日をお待ちになる。

■　にはかにまかでたまふまねして3、道みちのほどよりおはしましたり。

◇　急に退出なさるふりをして、途中からお越しになった。


1 【例の内裏に日数経たまふころ】「例の」は「帚木」冒頭の「内裏にのみさぶらひようしたまひて、大殿には絶え絶えまかでたまふ」という源氏の生活態度をさす。

2 【さるべき方の忌み待ち出でたまふ】『評釈』によれば「中神」は中央に十六日間、次に四方に五日間ずつ、四隅に六日間ずつ遊行し、六十日で一巡するという。宮中から左大臣邸が方塞がりとなり紀伊守邸に方違えするのに都合の良い日。『古典セレクション』は「前の紀伊守邸への方違え後、暦のうえからいえば、中神の巡行周期の約六十日がたっているはずで、陰暦七月、初秋のころとなるが、文の内容からいえばやはり夏で、やや不審」と注す。

3 【にはかにまかでたまふまねして】源氏は左大臣邸へ行くように見せて、途中から中川の紀伊守邸へ行く。


帚木．３．４．２４

■　紀伊守きのかみおどろきて、遣水やりみづの面目1めいぼくとかしこまり喜よろこぶ。

◇　紀伊守は驚いて、先日の遣水を光栄に思い、恐縮し喜ぶ。

■　小君こぎみには、昼ひるより、

◇　小君には、昼から、

■　「かくなむ思おもひよれる」

◇　「こうしようと思っている」

■　とのたまひ契ちぎれり。

◇　とお約束なさっていた。

■　明あけ暮くれまつはし馴ならしたまひければ、今宵こよひもまづ召めし出いでたり。

◇　朝に夕に連れ従えていらっしゃったので、今宵も、まっさきにお召しになっていた。


1 【遣水の面目】遣水がお気に召した光栄、実は女を提供したこと、の意。


帚木．３．４．２５

■　女をむなも、さる御消息2おほむせうそこありけるに、思おぼしたばかりつらむほどは3、浅あさくしも思おもひなされねど4、さりとて5、うちとけ、人ひとげなきありさまを見みえたてまつりても、あぢきなく6、夢ゆめのやうにて過すぎにし嘆なげきを、またや加くはへむ、と思おもひ乱みだれて、なほさて7待まちつけきこえさせP49むことのまばゆければ、小君こぎみが出いでて往いぬるほどに、

◇　女も、そのようなお手紙があったので、工夫をこらしなさるお気持ちのほどは、浅いものとは思われないが、そうだからといって、気を許して、みっともない様をお見せ申すのも、つまらなく、夢のようにして過ぎてしまった嘆きを、さらにまた味わおうとするのかと、思い乱れて、やはりこうしてお待ち受け申し上げることが気恥ずかしいので、小君が出て行った間に、


P49 きこえさせ--あきこえ（え/+させ）

1? 【かくなむ思よれる】源氏の詞を間接話法的に表現した。紀伊守邸に行き女に再び逢うつもりでいることを告げる。

2 【さる御消息】源氏が小君に言った内容、すなわち今夜訪れるという事。この文遣いをしたのは小君である。

3 【思したばかりつらむほどは】主語は源氏。完了の助動詞「つ」終止形、完了の意＋推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量の意。正妻の葵の上を欺いてやって来る源氏の気持ち。

4 【浅くしも思ひなされねど】主語は空蝉。副助詞「しも」強調、可能の助動詞「れ」未然形、打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ど」逆接。

5 【さりとて】以下「またや加へむ」まで、女の心を語る。「さりとて」は接続詞。

6 【あぢきなく】「またや加へむ」に係る。

7 【なほさて】「なほ」は「まばゆければ」に係る。「さて」は、源氏の手紙に言いなりにの意。


帚木．３．４．２６

■　「いとけ近ぢかければ、かたはらいたし。

◇　「とても近いので、気が引けます。

■　なやましければ、忍しのびてうち叩たたかせなどせむに、ほど離はなれてを2」

◇　気分が悪いので、こっそりと肩腰を叩かせたりしたいので、少し離れた所でね」


1? 【いと近ければ】以下「ほど離れてを」まで、空蝉の詞。周囲の女房に言ったもの。客人の源氏の御座所と大変に近い位置なので、の意。

2 【ほど離れてを】間投助詞「を」詠嘆の意。


帚木．３．４．２７

■　とて、渡殿わたどのに、中将ちゅうじゃうといひしが局つぼねしたる隠かくれに1、移うつろひぬ。

◇　と言って、渡殿に、中将の君といった者が部屋を持っていた奥まった処に、移ってしまった。


1 【中将といひしが局したる隠れに】「中将」は前出の女房。過去の助動詞「し」連体形、下に「者」などの語が省略。格助詞「が」主格。


帚木．３．４．２８

■　さる心こころして1、人ひととく静しづめて、御消息おほむせうそこあれど、小君こぎみは尋たづねあはず。

◇　そのつもりで、供人たちを早く寝静まらせて、お便りなさるが、小君は尋ね当てられない。

■　よろづの所求ところもとめ歩ありきて、渡殿わたどのに分わけ入いりて、からうして2たどり来きたり。

◇　すべての場所を探し歩いて、渡殿に入りこんで、やっとのことで探し当てた。

■　いとあさましくつらし3、と思おもひて、

◇　ほんとうにあんまりなひどい、と思って、


1 【さる心して】源氏は空蝉に逢う魂胆で。

2 【からうして】「カラウシテ[Caroxite]」（日葡辞書補遺）。『集成』と『新大系』は清音。『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読む。

3 【いとあさましくつらし】小君の心。


帚木．３．４．２９

■　「いかにかひなしと思おぼさむ1」

◇　「どんなにか、役立たずな者と、お思いになるでしょう」

■　と、泣なきぬばかり言いへば、

◇　と、泣き出してしまいそうに言うと、


1 【いかにかひなしと思さむ】小君の詞。「思す」の主語は源氏。


帚木．３．４．３０

■　「かく、けしからぬ心こころばへP50は1、つかふものか2。

◇　「このような、不埒な考えは、持っていいものですか。

■　幼をさなき人ひとのかかること言いひ伝つたふるは、いみじく忌いむなるものを3」

◇　子供がこのような事を取り次ぐのは、ひどく悪いことと言うのに」

■　と言いひおどして、

◇　ときつく言って、

■　「『心地悩ここちなやましければ4、人ひとびと避さけず5おさへさせてなむ6』

◇　「『気分がすぐれないので、女房たちを側に置いて揉ませております』

■　と聞きこえさせよ7。

◇　とお伝え申し上げなさい。

■　あやしと誰たれも誰たれも見みるらむ8」

◇　変だと皆が見るでしょう」


P50 心ばへ--（所/＄心）はえ

1 【かくけしからぬ心ばへは】以下「忌むなるものを」まで、姉君の詞。小君を戒める。

2 【つかふものか】動詞「つかふ」連体形＋終助詞「ものか」反語表現。諌める気持ちを表す。

3 【忌むなるものを】「忌む」終止形＋伝聞推定の助動詞「なる」連体形＋接続助詞「ものを」逆接の意を表す。

4 【心地悩ましければ】以下「見るらむ」まで、姉君の詞。途中「おさへさせてなむ」まで、小君に源氏へ言わせた伝言。

5 【人びと避けず】女房たちを側に置いての意。

6 【おさへさせてなむ】使役の助動詞「させ」連用形、接続助詞「て」、係助詞「なむ」、下に「はべる」連体形などの語が省略。

7 【聞こえさせよ】源氏に申し上げなさい。「聞こえさす」は「聞こゆ」より一段と謙った謙譲語。

8 【あやしと誰も誰も見るらむ】『集成』は「お前がこんな所にうろうろしていては」と注す。「見るらむ」について、明融臨模本、大島本、松浦本は「みるらむ」とある。池田本、伝冷泉為秀筆本と書陵部本は「思らん」とある。三条西家本は「みる」をミセケチにして「思」と訂正する。


帚木．３．４．３１

■　と言いひ放はなちて1、心こころの中うちには、

◇　とつっぱねたが、心中では、

■　「いと、かく2品定しなさだまりぬる身みのおぼえならで、過すぎにし親おやの御おほむけはひとまれるふるさとながら、たまさかにも待まちつけたてまつらば、をかしうもやあらまし3。

◇　「ほんとうに、このように身分の定まってしまった身の上でなく、亡くなった親の御面影の残っている邸にいたままで、たまさかにでもお待ち申し上げるならば、喜んでそうしたいところであるが。

■　しひて思おもひ知しらぬ顔かほに見消みけつも、いかにほど知しらぬやうに思おぼすらむ」

◇　無理にお気持ちを分からないふうを装って無視したのも、どんなにか身の程知らぬ者のようにお思いになるだろう」

■　と、心こころながらも4、胸むねいたく、さすがに思おもひ乱みだる。

◇　と、心に決めたものの、胸が痛くて、そうはいってもやはり心が乱れる。

■　「とてもかくても5、今いまは言いふかひなき宿世しゅくせなりければ、無心むじんに6心こころづきなくて止やみなむ」

◇　「どっちみち、今はどうにもならない運命なのだから、非常識な気にくわない女で、押しとおそう」

■　と思おもひ果はてたり。

◇　と思い諦めた。


1 【言ひ放ちて】接続助詞「て」は、逆接の文脈で使われている。

2 【いとかく】以下「思すらむ」まで、空蝉の心。

3 【をかしうもやあらまし】間投助詞「や」詠嘆を表す。「まし」反実仮想の助動詞。

4 【心ながらも】空蝉が自分から思い決めたことながら、の意。

5 【とてもかくても】以下「止みなむ」まで、空蝉の心。

6 【無心に】明融臨模本「し」の左側に朱筆で濁点を付けている。『集成』『古典セレクション』は濁音「むじん」と読む。『新大系』は清音「むしん」と読む。


帚木．３．４．３２

■　君きみは、いかにたばかりなさむ1と、まだ幼をさなきをうしろめたく待まち臥ふしたまへるに、不用ふようなるよしを聞きこゆれば、あさましくめづらかなりける心こころのほどを、

◇　源氏の君は、どのように手筈を調えるかと、まだ小さいので不安に思いながら横になって待っていらっしゃると、不首尾である旨を申し上げるので、驚くほどにも珍しかった強情さなので、

■　「身みもいと恥はづかしくこそなりぬれ2」

◇　「わが身までがまことに恥ずかしくなってしまった」

■　と、いといとほしき御気色みけしきなり。

◇　と、とてもお気の毒なご様子である。

■　とばかりものものたまはず、いたくうめきて、憂うしと思おぼしたり。

◇　しばらくは何もおっしゃらず、ひどく嘆息なさって、辛いとお思いになっていた。


1 【いかにたばかりなさむ】小君がどのように手筈を整えるだろうか。源氏の心。

2 【身もいと恥づかしくこそなりぬれ】源氏の心。面目丸つぶれだ、の意。


帚木．３．４．３３

■　「帚木ははきぎの心こころを知しらで園原その

道はらのみちにあやなく惑まどひぬるかな1

聞きこえむ方かたこそなけれ2」

◇　「近づけば消えるという帚木のような、あなたの心も知らないで

園原への道に、空しく迷ってしまったことです

申し上げるすべもありません」


1 【帚木の心を知らで園原の道にあやなく惑ひぬるかな】源氏から空蝉への贈歌。「帚木」は歌語。信濃国の園原の伏屋に生えていたという箒を逆さにしたような恰好をした木で、遠くから見ると見えるが、側に近づくと消えてしまうという伝説上の木。『異本紫明抄』は「園原や伏屋に生ふる帚木のありとは見えて逢はぬ君かな」（古今六帖五、くれどあはず、三〇一九、坂上是則）を指摘する。空蝉を喩える。

2 【聞こえむ方こそなけれ】歌に添えた言葉。


帚木．３．４．３４

■　とのたまへり。

◇　と詠んで贈られた。

■　女をむなも1、さすがに、まどろまざりければ、

◇　女も、やはり、まどろむこともできなかったので、


1 【女も】係助詞「も」は源氏と同様の気持ちでいることを表す。


帚木．３．４．３５

■　「数かずならぬ伏屋ふせやに生おふる名なの憂うさに

あるにもあらず消きゆる帚木1ははきぎ」

◇　「しがない境遇に生きるわたしは情けのうございますから

見えても触れられない帚木のようにあなたの前から姿を消すのです」

■　と聞きこえたり。

◇　とお答え申し上げた。


1 【数ならぬ伏屋に生ふる名の憂さにあるにもあらず消ゆる帚木】空蝉から源氏への返歌。贈歌の「帚木」の語句を受け、「園原」の原歌にちなむ「伏屋」の語句を用いて答える。空蝉の教養の高さを示す。『新大系』は「低い身分のうちにはかなく消えてゆく自分を嘆く」と注す。


帚木．３．４．３６

■　小君こぎみ、いといとほしさに1眠ねぶたくもあらでまどひ歩ありく2を、人ひとあやしと見みるらむ3、とわびたまふ4。

◇　小君が、とてもお気の毒に思って眠けを忘れてうろうろと行き来するのを、女房たちが変だと思うだろう、と心配なさる。


1 【いといとほしさに】源氏の君を気の毒に思って。

2 【まどひ歩く】源氏と姉君との間をうろうろと往復する。

3 【人あやしと見るらむ】空蝉の心。「人」は女房たち。推量の助動詞「らむ」視界外推量を表す。

4 【わびたまふ】主語は空蝉。「たまふ」という敬語が付く。源氏の愛人の一人としての待遇であろう。


帚木．３．４．３７

■　例れいの、人ひとびとはいぎたなきに1、一所ひとところすずろにすさまじく思おぼし続つづけらるれど2、人ひとに似にぬ心こころざまの3、なほ消きえず立たち上のぼれりける4、とねたく、かかるにつけてこそ心こころもとまれ5と、かつは思おぼしながら、めざましくつらければ、さばれと思おぼせども、さも思おぼし果はつまじく、

◇　例によって、供人たちは眠りこけているが、お一方はぼうっと白けた感じで思い続けていらっしゃるが、他の女と違った気の強さが、やはり消えるどころかはっきり現れている、と悔しく、こういう女であったから心惹かれたのだと、一方ではお思いになるものの、癪にさわり情けないので、ええいどうともなれとお思いになるが、そうともお諦めきれず、


1 【人びとはいぎたなきに】形容詞「いぎたなき」連体形＋接続助詞「に」逆接を表す。

2 【一所すずろにすさまじく思し続けらるれど】「一所」は下に「かつは思しながら」と敬語表現があるので、源氏とわかる。自発の助動詞「らるれ」已然形。以下、源氏の心に添った叙述となる。

3 【人に似ぬ心ざまの】以下「上れりける」まで、源氏の心。空蝉の心ばえを賞賛。

4 【消えず立ち上れりける】「消えず」は女の返歌の「消ゆる」の語句を受ける。「立ち上る」は「消えず」の縁語。気位高く構えていたこと。

5 【かかるにつけてこそ心もとまれ】源氏の心。係助詞「こそ」「とまれ」已然形、係り結びの法則。強調のニュアンス。女の魅力が顧みられる。


帚木．３．４．３８

■　「隠かくれたらむ所ところに、なほ率ゐて行いけ1」

◇　「隠れている所に、それでも連れて行け」

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、


1 【隠れたらむ所になほ率て行け】源氏の小君への詞。


帚木．３．４．３９

■　「いとむつかしげに1さし籠こめられて、人ひとあまたはべるめれば2、かしこげに3」

◇　「とてもむさ苦しい所に籠もっていて、女房が大勢いますようなので、恐れ多いことで」


1 【いとむつかしげに】以下「かしこげに」まで、小君の詞。できない旨を答える。

2 【人あまたはべるめれば】「人」は女房たち。推量の助動詞「めれ」主観的推量を表す。

3 【かしこげに】下に「はべり」などの語が省略。


帚木．３．４．４０

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　いとほしと思おもへり1。

◇　気の毒にと思っていた。


1 【いとほしと思へり】主語は小君。


帚木．３．４．４１

■　「よし、あこだに、な捨すてそ1」

◇　「それでは、おまえだけは、わたしを裏切るでないぞ」


1 【よしあこだにな捨てそ】源氏の詞。副助詞「だに」最小限を表す。副詞「な」は終助詞「そ」と呼応して禁止を表す。


帚木．３．４．４２

■　とのたまひて、御おほむかたはらに臥ふせたまへり1。

◇　とおっしゃって、お側に寝かせなさった。

■　若わかくなつかしき御おほむありさま2を、うれしくめでたしと思おもひたれば、つれなき人ひとよりは4、なかなかあはれに思おぼさるとぞ5。

◇　お若く優しいご様子を、嬉しく素晴らしいと思っているので、あの薄情な女よりも、かえってかわいく思われなさったということである。


1 【御かたはらに臥せたまへり】「臥せ」は他動詞。源氏がお側に小君を横にならせなさるの意。

2 【若くなつかしき御ありさま】源氏の様子。

3? 【うれしくめでたしと思ひければ】主語は小君。

4 【つれなき人よりは】空蝉をさす。主語は源氏に移る。

5 【なかなかあはれに思さるとぞ】女よりは、かえって小君のほうを可愛くお思われなさる、の意。「とぞ」は、この巻、この空蝉物語の語り収めの言葉。「とぞ」の下に「ある」などの語が省略されたかたち。『一葉集』は「紫式部か詞也」と注す。『評釈』では「以上は、ある人が語った話だ、というのである。この巻の冒頭にいう「語り伝へけむ」人の話はこうだったという、とことわるのである」とある。



 ３． 空蝉 (うつせみ)

第一章　光る源氏十七歳夏の物語

第一段　空蝉の物語

空蝉．１．１．１

■　寝ねられたまはぬままには1、

◇　お寝みになれないままには、

■　「我われは、かく人ひとに2憎にくまれてもならはぬを、今宵こよひなむ3、初はじめて憂うしと世よを思おもひ知しりぬれば、恥はづかしくて、ながらふまじうこそ、思おもひなりぬれ」

◇　「わたしは、このように人に憎まれたことはないのに、今晩、初めて辛いと男女の仲を知ったので、恥ずかしくて、生きて行けないような気持ちになってしまった」

■　などのたまへば、涙なみだをさへこぼして臥ふしたり4。

◇　などとおっしゃると、涙まで流して臥している。

■　いとらうたしと思おぼす5。

◇　とてもかわいいとお思いになる。

■　手てさぐりの6、細ほそく小ちひさきほど、髪かみのいと長ながからざりしけはひのさまかよひたるも、思おもひなしにや7あはれなり。

◇　手触りから、ほっそりした小柄な体つきや、髪のたいして長くはなかった感じが似通っているのも、気のせいか愛しい。

■　あながちに8かかづらひたどり寄よらむも、人悪ひとわろかるべく、まめやかにめざましと思おぼし明あかしつつ、例れいのやうにものたまひまつはさず9。

◇　むやみにしつこく探し求めるのも、体裁悪いだろうし、本当に癪に障るとお思いになりながら夜を明かしては、いつものように側につきまとわせおっしゃることもない。

■　夜深よぶかう出いでたまへば10、この子こは、いといとほしく、さうざうし11と思おもふ。

◇　夜の深いうちにお帰りになるので、この子は、たいそうお気の毒で、つまらないと思う。


1 【寝られたまはぬままには】他の青表紙本系統諸本には係助詞「は」ナシ。『集成』『新大系』は底本どおり。『古典セレクション』は「は」を削除する。主語は源氏。「帚木」巻の巻末、空蝉との逢瀬が不首尾に終わったという後を受けて、この巻は始まる。場面は、紀伊守邸の一室。

2 【我はかく人に】以下「思ひなりぬれ」まで、源氏の詞。小君に向かって言う。

3 【今宵なむ】係助詞「なむ」は「知りぬれ」に係るが、下文に続いて、結びの流れとなっている。「今宵なむ世を憂しと初めて思ひ知りぬれば」が通常の語順。

4 【涙をさへこぼして臥したり】主語は小君。

5 【いとらうたしと思す】主語は源氏。小君を可愛いとお思いになる。

6 【手さぐりの】以下、源氏は小君を愛撫しながら、先夜、空蝉と契った時の感触を思い出す。

7 【思ひなしにや】小君を空蝉の姉弟と思うせいか。

8 【あながちに】以下「めざまし」まで、源氏の心を語る。

9 【例のやうにものたまひまつはさず】源氏は、いつものように、小君を側に召していろいろとものを命じることをなさらない。

10 【夜深う出でたまへば】「夜深し」は明け方からみて、夜がまだ深い、深夜、の意。「夜更け」は宵からみて夜が更けていく、意。女のもとから帰るには早すぎる時刻。

11 【いといとほしくさうざうし】小君の源氏に対する気持ち。


空蝉．１．１．２

■　女をむなも1、並々なみなみならずかたはらいたしと思おもふに、御消息おほむせうそくもP1絶たえてなし2。

◇　女も、大変に気がとがめると思うと、お手紙もまったくない。

■　思おぼし懲こりにけると思おもふにも3、

◇　お懲りになったのだと思うにつけても、

■　「やがてつれなくて4止やみたまひなましかば憂うからまし5。

◇　「このまま冷めておやめになってしまったら嫌な思いであろう。

■　しひていとほしき御振おほむふる舞まひの絶たえざらむもうたてあるべし6。

◇　強引に困ったお振る舞いが絶えないのも嫌なことであろう。

■　よきほどに7、かくて閉とぢめてむ」

◇　適当なところで、こうしてきりをつけたい」

■　と思おもふものから、ただならず、ながめがちなり。

◇　と思うものの、平静ではなく、物思いがちである。


P1 御消息も--御消息（息/+も）

1 【女も】空蝉をさす。「女」と呼称する。以下、源氏の帰った後の空蝉。その心中を語る。

2 【御消息も絶えてなし】接頭語「御」があるので源氏からの手紙の意。副詞「絶えて」、下に打消しの語を伴って、全然、まったく、の意を表す。源氏からの御消息もまったく来ない。

3 【思し懲りにけると思ふにも】主語は空蝉。源氏の君は懲り懲りとお思いになっているのだと思うと、の意。

4 【やがてつれなくて】以下「閉ぢめてむ」まで、空蝉の心を語る。「止みたまひなましかば」の主語は源氏。「ましかば--まし」の反実仮想の構文。源氏が、あのまま音沙汰なしでおやめになってしまったら嫌な思いがするだろうが、そうともなるまい、の意。

5 【憂からまし】嫌な思いをすることであろう。源氏に対する同情の気持ちとも、また自分自身のつらい気持ちともとれるが、前者に解す。『集成』は「あのまま音沙汰なしでおやめになってしまったら、つらい思いをしていることであろう」と解し、『完訳』は「もしこのまま、何事もなくそれきりになってしまうとしたなら、恨めしいことだろうに」と解す。

6 【うたてあるべし】自分にとって、困ったことであろう。

7 【よきほどに】『古典セレクション』は諸本に従って「よきほどにて」と校訂する。


空蝉．１．１．３

■　君きみは、心こころづきなしと思おぼしながら、かくてはえ止やむまじう御心みこころにかかり、人悪ひとわろく思おもほしわびて、小君こぎみに、

◇　源氏の君は、気にくわないとお思いになる一方で、このままではやめられなくお心にかかり、体裁悪くまでお困りになって、小君に、

■　「いとつらうも1、うれたうもおぼゆるに、しひて思おもひ返かへせど、心こころにしも従したがはず苦くるしきを2。

◇　「とても辛く、情けなくも思われるので、無理に忘れようとするが、思いどおりにならず苦しいのだよ。

■　さりぬべきをり見みて、対面たいめんP2すべくたばかれ」

◇　適当な機会を見つけて、逢えるように手立てせよ」

■　とのたまひわたれば、わづらはしけれど3、かかる方かたにても、のたまひまつはすは、うれしうおぼえけり。

◇　とおっしゃり続けるので、やっかいに思うが、このような事柄でも、お命じになって使ってくださることは、嬉しく思われるのであった。


P2 対面--た（た/+い）めむ

1 【いとつらうも】以下「たばかれ」まで、源氏の詞。

2 【心にしも従はず苦しきを】副助詞「しも」強調。間投助詞「を」詠嘆の意、と解す。

3 【わづらはしけれど】主語は小君。


第二段　源氏、再度、紀伊守邸へ

空蝉．１．２．１

■　幼をさなき心地ここちに、いかならむ折をりと待まちわたるに、紀伊守国きのかみくに下にくだりなどして1、女をむなどちのどやかなる夕闇ゆふやみの道みちたどたどしげなるS1紛まぎれに2、わが車くるまにて3率ゐてたてまつる。

◇　子供心に、どのような機会にと待ち続けていると、紀伊守が任国へ下ったりなどして、女たちがくつろいでいる夕闇頃の道がはっきりしないのに紛れて、自分の車で、お連れ申し上げる。


S1 夕闇は道たどたどし月待ちて帰れわが背子そのまにも見む（古今六帖一-三七一　大宅娘女）

1 【紀伊守国に下りなどして】紀伊守が任国の紀伊国に政務のため下る。

2 【夕闇の道たどたどしげなる紛れに】『源氏釈』は「夕闇は道たどたどし月待ちて帰れわが背子その間にも見む」（古今六帖一、夕闇、三七一）を指摘する。この和歌の上の句の言葉を使って表現する。

3 【わが車にて】小君の車で源氏を。


空蝉．１．２．２

■　この子こも幼をさなきを1、いかならむと思おぼせど、さのみもえ思おぼしのどむまじければ2、さりげなき姿すがたにて3、門かどなど鎖ささぬ先さきにと、急いそぎおはす。

◇　この子も子供なので、どうだろうかとご心配になるが、そう悠長にも構えていらっしゃれなかったので、目立たない服装で、門などに鍵がかけられる前にと、急いでいらっしゃる。


1 【この子も幼きを】接続助詞「を」順接の確定条件、原因理由を表す。

2 【のどむまじければ】大島本「のとむましけれは」とある。打消助動詞「まじけれ」已然形＋接続助詞「ば」の形。『集成』『古典セレクション』は「まじかりければ」と諸本に従って校訂。『新大系』も「底本「ましけれは」、青表紙諸本「ましかりけれは」。底本の誤記と認めて訂正する」と「かり」を補訂する。とすれば、打消助動詞「まじかり」連用形＋過去助動詞「けれ」已然形＋接続助詞「ば」の形となり、過去の意味が明確化する。

3 【さりげなき姿にて】お忍びの姿。狩衣であろう。


空蝉．１．２．３

■　人見ひとみぬ方かたより引ひき入いれて1、降おろしたてまつる。

◇　人目のない方から引き入れて、お降ろし申し上げる。

■　童わらはなれば、宿直人とのゐびとなどもことに見入みいれ追従ついせうせず2、心こころやすし。

◇　子供なので、宿直人なども特別に気をつかって機嫌をとらず、安心である。


1 【人見ぬ方より引き入れて】表門からではなく通用門か裏門などからであろう。

2 【追従せず】大島本「ついせう」と表記する。『岩波古語辞典』は「ついしょう」を見出語とする。他に「ついそう」を立項し「ソウはショウの直音化」と説明。小学館『古語大辞典』では「ついしょう」の他に「ついせう」「ついそう」も立項し同様の説明をする。


空蝉．１．２．４

■　東ひむがしの妻戸つまどに1、立たてたてまつりて2、我われは南みなみの隅すみの間3まより、格子叩かうしたたきののしりて入いりぬ。

◇　東の妻戸の側に、お立たせ申し上げて、自分は南の隅の間から、格子を叩いて声を上げて入った。

■　御達ごたち、

◇　御達は、


1 【東の妻戸に】寝殿の南東の妻戸口。

2 【立てたてまつりて】小君が源氏の君をお待たせ申して。

3 【我は南の隅の間】寝殿の南面に回ってその東隅の間から。


空蝉．１．２．５

■　「あらはなり」

◇　「丸見えです」

■　と言いふなり。

◇　と言っているようだ。

空蝉．１．２．６

■　「なぞ、かう暑あつきに2、この格子かうしは下おろされたる3」

◇　「どうして、こう暑いのに、この格子を下ろしておられるの」

■　と問とへば、

◇　と尋ねると、


1? 【御達あらはなりと言ふなり】「言ふ」終止形＋「なり」は伝聞推定の助動詞。部屋の中の御達の声が源氏の耳に聞こえてくる。

2 【なぞかう暑きに】以下「下ろされたる」まで、小君の詞。

3 【下ろされたる】尊敬の助動詞「れ」連用形。軽い尊敬の意。


空蝉．１．２．７

■　「昼ひるより、西にしの御方1おほむかたの渡わたらせたまひて、碁打ごうたせたまふ2」

◇　「昼から、西の御方がお渡りあそばして、碁をお打ちあそばしていらっしゃいます」

■　と言いふ。

◇　と言う。


1 【西の御方】紀伊守の妹。軒端荻と呼ばれる。

2 【渡らせたまひて碁打たせたまふ】尊敬の助動詞「せ」＋尊敬の補助動詞「たまひ」、最高敬語。会話文中では軒端荻のような人に対しても使われる。


空蝉．１．２．８

■　さて向むかひゐたらむを見みばや1、と思おもひて、やをら歩あゆみ出いでて、簾すだれのはさま2に入いりたまひぬ。

◇　そうして向かい合っているのを見たい、と思って、静かに歩を進めて、簾の隙間にお入りになった。


1 【さて向かひゐたらむを見ばや】源氏の心。「さて」は二人が碁を打っているさま、をさす。終助詞「ばや」話し手の願望を表す。

2 【はさま】「交アハヒハサマ」（名義抄）。室町時代以後「はざま」と濁音化する。


空蝉．１．２．９

■　この入いりつる格子かうしは1まだ鎖ささねば、隙見ひまみゆるに、寄よりて西にしざまに2見通みとほしたまへば、この際きはに立たてたる屏風3びゃうぶ、端はしの方かたおし畳たたまれたるに4、紛まぎるべき几帳きちゃうなども、暑あつければにや5、うち掛かけて6、いとよく見入みいれらる7。

◇　先程入った格子はまだ閉めてないので、隙間が見えるので、近寄って西の方を見通しなさると、こちら側の際に立ててある屏風は、端の方が畳まれているうえに、目隠しのはずの几帳なども、暑いからであろうか、うち掛けてあって、とてもよく覗き見ることができる。


1 【この入りつる格子は】先程、小君が入った格子。

2 【隙見ゆるに寄りて西ざまに】源氏は寝殿の東面の妻戸口から小君が入っていったに南面の格子の所に移動し、その簾の脇の隙間から母屋の中を東から西の方角に覗く。

3 【この際に立てたる屏風】「この」は小君が上げて入っていった格子のもと。

4 【おし畳まれたるに】接続助詞「に」は添加の意を表す。畳まれているうえに、の意。

5 【暑ければにや】断定の助動詞「に」、疑問の係助詞「や」は、源氏の判断や推量を表す。源氏の目を通して語る。

6 【うち掛けて】几帳の帷子をまくり上げてそれを几帳の上の横木に掛けてある様子。

7 【いとよく見入れらる】可能の助動詞「らる」終止形。


第三段　空蝉と軒端荻、碁を打つ

空蝉．１．３．１

■　火近ひちかう灯ともしたり1。

◇　灯火が近くに灯してある。

■　母屋もやの中柱なかばしらに側そばめる人ひとやわが心こころかくる2と、まづ目めとどめたまへば、濃こき綾あやの単衣襲ひとへがさねなめり3。

◇　母屋の中柱に横向きになっている人が自分の思いを寄せている人かと、まっさきに目をお留めになると、濃い紫の綾の単重襲のようである。

■　何なににかあらむ4表うへに着きて、頭かしらつき細ほそやかに5小ちひさき人ひとの、ものげなき姿すがたぞしたる6。

◇　何であろうか、その上に着て、頭の恰好は小さく小柄な人で、見栄えのしない姿をしているのだ。

■　顔かほなどは、差さし向むかひたらむ人ひとなどにも、わざと見みゆまじうもてなしたり7。

◇　顔などは、向かい合っている人などにも、特に見えないように気をつけている。

■　手てつき痩やせ痩やせにて、いたうひき隠かくしためり8。

◇　手つきも痩せ痩せした感じで、ひどく袖の中に引き込めているようだ。


1 【火近う灯したり】灯火が碁打っている女たちの近くに灯してある。

2 【母屋の中柱に側める人やわが心かくる】語り手の文章、すなわち地の文と、源氏の心を語る文とが融合したような性格の叙述である。

3 【濃き綾の単衣襲なめり】以下、源氏の目を通して語る叙述のしかた。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記化された形。推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量の意。空蝉の服装は、濃い紫の綾の単衣の上に何かよくわからないがやはり単衣の表着を襲着している。「単衣襲（ひとえがさね）」とは、夏、表着（うわぎ）の下に着る単（ひとえ）。すなわち、単（ひとえ）を二枚を重ね着したもの。

4 【何にかあらむ】源氏の推測。

5 【頭つき細やかに】頭の恰好が小さいのは、源氏物語絵巻などに見える。美しい形である。

6 【ものげなき姿ぞしたる】『集成』は「見ばえのしない姿」、『完訳』は「目だたぬ姿」、『新大系』は「いかにも貫祿のない。物々しくない。見栄えのしない空蝉のさま」と注す。係助詞「ぞ」とその係結び、強調のニュアンス。初めて明かりの中で見る空蝉の姿。質素で地味な姿をいうのであろう。

7 【わざと見ゆまじうもてなしたり】空蝉の慎み深い態度をいう。

8 【いたうひき隠しためり】空蝉の慎み深い態度。完了の助動詞「たる」連体形の「る」が撥音便化してさらに無表記の形。推量の助動詞「めり」は見る人源氏の主観的推量のニュアンス。


空蝉．１．３．２

■　いま一人ひとりは、東向ひむがしむきにて1、残のこるところなく見みゆ。

◇　もう一人は、東向きなので、すっかり見える。

■　白しろき羅うすものの単衣襲ひとへがさね、二藍ふたあゐの小袿こうちきだつもの2、ないがしろに着きなして、紅くれなゐの腰こしひき結ゆへる際きはまで胸むねあらはに、ばうぞくなるもてなしなり3。

◇　白い羅の単衣に、二藍の小袿のようなものを、しどけなく引っ掛けて、紅の袴の腰紐を結んでいる際まで胸を露わにして、嗜みのない恰好である。

■　いと白しろうをかしげに、つぶつぶと肥こえて、そぞろかなる人ひとの、頭かしらつき額ひたひつきものあざやかに、まみ口くちつき、いと愛敬あいぎゃうづき、はなやかなる容貌かたちなり。

◇　とても色白で美しく、まるまると太って、大柄の背の高い人で、頭の恰好や額の具合は、くっきりとしていて、目もと口もとが、とても愛嬌があり、はなやかな容貌である。

■　髪かみはいとふさやかにて、長ながくはあらねど、下さがり端ば、肩かたのほどきよげに、すべていとねぢけたるところなく、をかしげなる人ひと見とみえたり4。

◇　髪はとてもふさふさとして、長くはないが、垂れ具合や、肩のところがすっきりとして、どこをとっても悪いところなく、美しい女だ、と見えた。


1 【いま一人は東向きにて】前に「差し向かひたらむ人」とあった人。源氏は東の妻戸のもとから南面の東の格子を上げた簾の隙間から母屋の西の方角を覗いているから軒端荻をほぼ真正面から見える。

2 【白き羅の単衣襲二藍の小袿だつもの】軒端荻の服装は、白い羅の単衣の上に紅と藍の中間色の小袿らしいものを着ている。襲の色目では、「二藍」は表が赤みがかった濃い縹色で、裏は縹色をいうが、ここは夏だから、紅色と藍色の中間色をいうものであろうか。婦人の略礼装の姿である。

3 【ばうぞくなるもてなしなり】しまりのない姿。「放俗」また「凡俗」かとされる。

4 【をかしげなる人と見えたり】源氏の視点を通しての叙述。


空蝉．１．３．３

■　むべこそ1親おやの世よになくは思おもふらめと、をかしく見みたまふ。

◇　道理で親がこの上なくかわいがることだろうと、興味をもって御覧になる。

■　心地ここちぞ、なほ静しづかなる気けを添そへばやと2、ふと見みゆる。

◇　心づかいに、もう少し落ち着いた感じを加えたいものだと、ふと思われる。

■　かどなきにはあるまじ3。

◇　才覚がないわけではないらしい。

■　碁打ごうち果はてて、結けちさすわたり4、心こころとげに見みえて、きはぎはとさうどけば、奥おくの人ひとはいと静しづかにのどめて、

◇　碁を打ち終えて、だめを押すあたりは、機敏に見えて、陽気に騷ぎ立てると、奥の人は、とても静かに落ち着いて、


1 【むべこそ】源氏の感想。伊予介の自慢の娘だと聞いていたとおりだ。

2 【なほ静かなる気を添へばやと】終助詞「ばや」話者の願望を表す。

3 【かどなきにはあるまじ】『岷江入楚』に「三光院実枝説」として「草子地なり」、また萩原広道の『源氏物語評釈』に「源氏君の心になりて草子地より評じたる也」とある。源氏の批評と語り手の批評が重なったような表現。

4 【結さすわたり】「結」は囲碁用語。いわゆる「だめ」。『集成』は「「闕」は、双方の地の境界で、どちらの地にもならない所」と注す。


空蝉．１．３．４

■　「待まちたまへや1。

◇　「お待ちなさいよ。

■　そこは持2ぢにこそあらめ。

◇　そこは、持でありましょう。

■　このわたりの劫こふをこそ3」

◇　このあたりの、劫を先に数えましょう」

■　など言いへど、

◇　などと言うが、


1 【待ちたまへや】以下「劫をこそ」まで、空蝉の詞。

2 【持】大島本は「持」と表記。勝ち負けのない所。『集成』は「勝ち負けのない個所。いわゆる「せき」であろう。攻め合いでどちらが先に石を置いても置いた方が取られてしまうような形になった所」と注す。

3 【劫をこそ】『集成』は「「劫」は、一目を交互に取り返す形になった所。互いにほかの所に打って相手に受けさせてから取る。ここは石の死活には関係のないいわゆる半劫であろう」と注す。


空蝉．１．３．５

■　「いで、このたびは1負まけにけり。

◇　「いやはや、今度は負けてしまいましたわ。

■　隅すみのところ2、いでいで」

◇　隅の所は、どれどれ」

■　と指およびをかがめて、

◇　と指を折って、

■　「十、二十とをP3、三十はた、四十みそよそ」

◇　「十、二十、三十、四十」

■　などかぞふるP4さま、伊予いよの湯桁ゆげたも3たどたどしかるまじうS2見みゆ。

◇　などと数える様子は、伊予の湯桁もすらすらと数えられそうに見える。

■　すこし品しなおくれたり4。

◇　少し下品な感じがする。


P3 二十--はたち（ち/＄〈朱〉）

P4 かぞふる--*かさふる

S2 伊予の湯の　湯桁はいくつ　いさ知らず　や　算へず　よまず　やれ　そよや　なよや　君ぞ知るらうや（風俗歌-伊予湯）

1 【いでこのたびは】以下「いでいで」まで、軒端荻の詞。初めの「いで」（感動詞）は他の言動に対して疑い、また、否定する気持ち。「いやはや」「いいえ」。終わりの「いでいで」は自分が決意する気持ち。「さてさて」「どれどれ」。

2 【隅のところ】大島本「すみの所」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「隅の所どころ」と校訂する。

3 【伊予の湯桁も】『体源抄』所引「風俗歌」に「伊予の湯の湯桁は幾ついさ知らずや算（かず）へず数（よ）まずやれそよやなよや君ぞ知るらうや」とある。伊予の湯は湯桁の数多いことで知られていた。

4 【すこし品おくれたり】萩原広道の『源氏物語評釈』は「源氏君の心になりて草子地より評じたる也」と指摘する。源氏の批評と語り手の批評が重なったような表現。


空蝉．１．３．６

■　たとしへなく口くちおほひて、さやかにも見みせねど1、目めをしつけたまへれば2、おのづから側目そばめもP5見みゆ。

◇　極端に口を覆って、はっきりとも見せないが、目を凝らしていらっしゃると、自然と横顔も見える。

■　目めすこし腫はれたる心地ここちして、鼻はななどもあざやかなるところなうねびれて、にほはしきところも見みえず。

◇　目が少し腫れぼったい感じがして、鼻筋などもすっきり通ってなく老けた感じで、はなやかなところも見えない。

■　言いひ立たつれば3、悪わろきによれる容貌かたちを4いといたうもてつけて、このまされる人ひとよりは5心こころあらむと、目めとどめつべきさましたり。

◇　言い立てて行くと、悪いことばかりになる容貌をとてもよく取り繕って、傍らの美しさで勝る人よりは嗜みがあろうと、目が引かれるような態度をしている。


P5 側目も--そはめも（も/=にイ〈朱〉）

1 【さやかにも見せねど】空蝉は顔を見せないが、の意。

2 【目をしつけたまへれば】主語は源氏。大島本「めをしつけたまへれは」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「目をしつとつけたまへれば」と校訂する。「し」は強意の副助詞、「つと」はぴったりとの意の副詞。『新大系』は底本のまま。「目をばとめていらっしゃると。「目押し付けたまへれば」ではあるまい。他本多く「めをしつとつけたまへれは」。底本は尾州家本に一致する」と注している。

3 【言ひ立つれば】源氏の心と語り手のことばが一体化した表現。

4 【悪ろきによれる容貌を】「帚木」巻では、空蝉の容貌について、源氏の発言「よろしく聞こえし人ぞかし」に対して、紀伊守も「けしうははべらざるべし」と答え（第三章三段）、空蝉の父衛門督が「宮仕へに出だし立てむと漏らし奏せし」（第三章二段）と考えていたくらいだから、まずまずの美人であったはず。ところが、「空蝉」巻では不美人だが嗜みのよさによって素晴しい女性として語られている。

5 【このまされる人よりは】軒端荻をさす。


空蝉．１．３．７

■　にぎははしう愛敬あいぎゃうづき1をかしげなるを、いよいよほこりかにうちとけて、笑わらひなどそぼるれば2、にほひ多おほく見みえて、さる方かたに3いとをかしき人ひとざまなり。

◇　朗らかで愛嬌があって美しいそうなのを、ますます得意満面に気を許して、笑い声などを上げてはしゃいでいるので、はなやかさが多く見えて、そうした方面ではそれなりにとても美しい人である。

■　あはつけしとは思おぼしながら、まめならぬ御心みこころは4、これもえ思おぼし放はなつまじかりけり。

◇　軽率であるとはお思いになるが、お堅くないお心には、この女も捨てておけないのであった。


1 【にぎははしう愛敬づき】以下、軒端荻についての描写。

2 【笑ひなどそぼるれば】「戯（そぼ）る」自ラ下二段動詞、「戯（そば）ふ」と同根。

3 【さる方に】少し下品はするが、それなりに、の意。

4 【まめならぬ御心は】「御心」は源氏の心。語り手の批評の加わった表現。『岷江入楚』所引の三光院実枝説に「草子地なり」と指摘、萩原広道の『源氏物語評釈』には「草子地より戯れて評じたるなり」とある。


空蝉．１．３．８

■　見みたまふかぎりの人ひとは1、うちとけたる世よなく、ひきつくろひ側そばめたるうはべをのみこそ見みたまへ2、かくうちとけたる人ひとのありさまかいま見みなどは、まだしたまはざりつることなれば、何心なにごころもなうさやかなるはいとほしながら3、久ひさしう見みたまはP6まほしきに4、小君出こぎみいで来くる心地ここちすれば、やをら出いでたまひぬ。

◇　ご存じの範囲の女性は、くつろいでいる時がなく、取り繕って横顔を向けたよそゆきの態度ばかりを御覧になるだけだが、このように気を許した女の様子ののぞき見などは、まだなさらなかったことなので、気づかずにすっかり見られているのは気の毒だが、しばらく御覧になりたいとは思いながらも、小君が出て来そう気がするので、そっとお出になった。


P6 見たまは--みたまふ（ふ/＄は）

1 【見たまふかぎりの人は】以下、源氏の女性体験について語る。

2 【うはべをのみこそ見たまへ】係助詞「こそ」は尊敬の補助動詞「たまへ」已然形に係るが、下文に続く逆接用法。

3 【何心もなうさやかなるはいとほしながら】源氏と語り手の気持ちが一体化した叙述。

4 【久しう見たまはまほしきに】希望の助動詞「まほしき」連体形、接続助詞「に」逆接。


空蝉．１．３．９

■　渡殿わたどのの戸口とぐちに1寄よりゐたまへり。

◇　渡殿の戸口に寄り掛かっていらっしゃっる。

■　いとかたじけなしと思おもひて2、

◇　とても恐れ多いと思って、


1 【渡殿の戸口に】寝殿の東面と東の対屋を結ぶ渡殿の戸口。源氏は最初立っていた寝殿の「東の妻戸」から離れて簀子をはさんで相対している渡殿の戸口側に立っている。

2 【いとかたじけなしと思ひて】主語は小君。源氏をいつまでも待たせたことに。


空蝉．１．３．１０

■　「例れいならぬ人ひとはべりて、え近ちかうも寄よりはべらず1」

◇　「珍しくお客がおりまして、近くにまいれません」


1 【例ならぬ人はべりてえ近うも寄りはべらず】小君の詞。「例ならぬ人」とは軒端荻をさす。副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。


空蝉．１．３．１１

■　「さて、今宵こよひもや1帰かへしてむとする。

◇　「それでは、今夜も帰そうとするのか。

■　いとあさましう、からうこそあべけれ2」

◇　まったくあきれて、ひどいではないか」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【さて今宵もや】以下「こそあべけれ」まで、源氏の詞。係助詞「も」同趣・同類を表す。係助詞「や」疑問を表す。

2 【あべけれ】「あるべけれ」の「る」が撥音便化してさらに無表記の形。


空蝉．１．３．１２

■　「などてか1。

◇　「いいえ決して。

■　あなたに帰かへりはべりなば2、たばかりはべりなむ3」

◇　あちらに帰りましたら、きっと手立てを致しましょう」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【などてか】以下「たばかりはべりなむ」まで、小君の詞。連語「などてか」反語の意。

2 【あなたに帰りはべりなば】主語は軒端荻。完了の助動詞「な」未然形＋接続助詞「ば」仮定条件を表す。

3 【たばかりはべりなむ】完了の助動詞「な」未然形、推量の助動詞「む」意志を表す。


空蝉．１．３．１３

■　「さもなびかしつべき1気色けしきにこそはあらめ。

◇　「そのように何とかできそうな様子なのであろう。

■　童わらはなれど、ものの心こころばへ、人ひとの気色見けしきみつべくしづまれるを2」

◇　子供であるが、物事の事情や、人の気持ちを読み取れるくらい落ち着いているから」

■　と、思おぼすなりけり。

◇　と、お思いになるのであった。


1 【さもなびかしつべき】以下「しづまれるを」まで、源氏の心。「なびかす」は小君が姉の空蝉の心を源氏の意向にしむける意。源氏は小君の才覚を信頼する。

2 【しづまれるを】接続助詞「を」理由を表す。


空蝉．１．３．１４

■　碁打ごうち果はてつるにやあらむ1、うちそよめく心地ここちして、人ひとびとあかるる2けはひなどすなり3。

◇　碁を打ち終えたのであろうか、衣ずれの音のする感じがして、女房たちが各部屋に下がって行く様子などがするようである。


1 【碁打ち果てつるにやあらむ】源氏の想像。場面は源氏と小君のいる所から、物音で隣の部屋の様子を語る。

2 【人びとあかるる】空蝉、軒端荻付きの女房たち。このような遊び事の場面には必ず女房たちも女主人の側に付きしたがっているものである。

3 【けはひなどすなり】サ変動詞「す」終止形＋「なり」伝聞推定の助動詞。


空蝉．１．３．１５

■　「若君わかぎみは1いづくにおはしますならむ2。

◇　「若君はどこにいらっしゃるのでしょうか。

■　この御格子みかうしは鎖さしてむ3」

◇　この御格子は閉めましょう」

■　とて、鳴ならすなり4。

◇　と言って、物音を立てさせているのが聞こえる。


1 【若君は】以下「鎖してむ」まで、女房の声。

2 【いづくにおはしますならむ】指示代名詞「いづく」。「おはします」連体形は小君に対する敬語表現。「おはす」より高い敬意。断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」連体形。

3 【この御格子は鎖してむ】先程小君が入ってきたところの御格子。完了の助動詞「て」連用形、確述の意、推量の助動詞「む」意志を表す。閉めてしまいましょう、のニュアンス。

4 【鳴らすなり】使役の助動詞「す」終止形＋伝聞推定の助動詞「なり」終止形。


空蝉．１．３．１６

■　「静しづまりぬなり。

◇　「静かになったようだ。

■　入いりて、さらば、たばかれ1」

◇　入って、それでは、うまく工夫せよ」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【静まりぬなり入りてさらばたばかれ】源氏の小君への命令。完了の助動詞「ぬ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なり」終止形。接続詞「さらば」は、では、それでは、の意。


空蝉．１．３．１７

■　この子こも1、いもうとの御心3みこころはたわむところなくまめだちたれば2、言いひあはせむ方かたなくて、人少ひとずくなならむ折をりに入いれたてまつらむ4と思おもふなりけり。

◇　この子も、姉のお気持ちは曲がりそうになく堅物でいるので、話をつけるすべもなくて、人少なになった時にお入れ申し上げようと考えるのであった。


1 【この子も】述語は「言ひあはせむ方なくて」。姉に約束を取り付けることなく、の意。

2 【いもうとの御心はたわむところなくまめだちたれば】姉の空蝉の性格について説明した挿入句。

3 【いもうとの御心】「いもうと」は小君の姉、空蝉。

4 【人少なならむ折に入れたてまつらむ】小君の心。女房などが空蝉の側から少なくなったころに、の意。


空蝉．１．３．１８

■　「紀伊守きの妹***も1こなたにあるか。

◇　「紀伊守の妹も、ここにいるのか。

■　我われにかいま見みせさせよ」

◇　わたしにのぞき見させよ」

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

◆　 
"きのかみ の いもうと も こなた に ある か? われ に かいまみ せ させ よ。" と のたまへ ど、 


1 【紀伊守の妹も】以下「かいま見せさせよ」まで、源氏の詞。源氏は既に囲碁を打っていた軒端荻をほぼ真正面から見ていた。そのことを隠して言ったもの。


空蝉．１．３．１９

■　「いかでか1、さははべらむ2。

◇　「どうして、そのようなことができましょうか。

■　格子かうしには几帳添きちゃうそへてはべり」

◇　格子には几帳が添え立ててあります」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【いかでか】以下「几帳添へてはべり」まで、小君の返事。連語「いかでか」、推量の助動詞「む」連体形に係って、反語表現。

2 【さははべらむ】連語「さは」。推量の助動詞「む」連体形。


空蝉．１．３．２０

■　さかし、されども1をかしく思おぼせど、

◇　もっともだ、しかしそれでも興味深くお思いになるが、

■　「見みつとは知しらせじ、いとほし2」

◇　「見てしまったとは言うまい、気の毒だ」

■　と思おぼして、夜更よふくることの心こころもとなさをのたまふ。

◇　とお思いになって、夜の更けて行くことの遅いことをおっしゃる。


1 【さかしされども】大島本は「さかしされとも」とある。他の青表紙諸本は「さかしされともと」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さかしされどもと」と校訂。『新大系』も「そうは言っても、と。底本「されとも」を、青表紙他本により下に「と」を補って訂正する」と注す。それら諸本に従えば、源氏の心中文となる。今、「と」のない表現すなわち「さかし」を源氏と語り手との一体化した納得の気持ちと解する。

2 【見つとは知らせじいとほし】源氏の心中。完了の助動詞「つ」終止形、既に見てしまった、の意。打消推量の助動詞「じ」終止形、意志の打消し。「いとほし」は小君に対する、気の毒だ、の気持ち。


空蝉．１．３．２１

■　こたみは妻戸つまどを叩たたきて入いる1。

◇　今度は、妻戸を叩いて入って行く。

■　皆人みなひとびと静しづまり寝ねにけり2。

◇　女房たちは皆静かに寝静まっていた。


1 【こたみは妻戸を叩きて入る】主語は小君。前には「我は南の隅の間より格子叩きののしりて入りぬ」（第一章二段）とあった。妻戸を開けさせて廂の間に入った。

2 【皆人びと静まり寝にけり】女房たち。完了の助動詞「に」連用形、完了の意。過去の助動詞「けり」終止形。静かになってなって眠った。


空蝉．１．３．２２

■　「この障子口さうじぐちに1、まろは寝ねたらむ2。

◇　「この障子の口に、僕は寝ていよう。

■　風吹かぜふきとほせ」

◇　風よ吹き抜けておくれ」

■　とて、畳広たたみひろげて臥ふす3。

◇　と言って、畳を広げて横になる。

■　御達ごたち、東ひむがしの廂ひさしにいとあまた寝ねたるべし4。

◇　女房たちは、東廂に大勢寝ているのだろう。

■　戸放とはなちつる童わらはべP7もそなたに入いりて臥ふしぬれば、とばかり空寝そらねして、灯明ひあかき方かたに屏風びゃうぶを広ひろげて、影かげほのかなるに6、やをら入いれたてまつる。

◇　妻戸を開けた女童もそちらに入って寝てしまったので、しばらく空寝をして、灯火の明るい方に屏風を広げて、うす暗くなったところに、静かにお入れ申し上げる。


P7 童--わら（ら/+は）へ

1 【この障子口に】以下「風吹きとほせ」まで、小君の詞。『評釈』は「かつて源氏第一回の方違えの時の、あの障子口であろう」と注す。源氏を手引するために、戸締りをしないことをわざという。『新大系』は「母屋と廂の間との仕切りにある襖障子を開けっ放しにさせる魂胆」と注す。『異本紫明抄』は「風吹くと人には云ひて戸はささじ逢はむと君に云ひてし物を」（古今六帖二、戸、一三七一）を指摘する。

2 【まろは寝たらむ】完了の助動詞「たら」未然形、存続の意。推量の助動詞「む」意志を表す。

3 【畳広げて臥す】上敷きの畳。当時の寝殿造りの室内には一部に畳が敷かれている。平安末期に作製された国宝「源氏物語絵巻」鈴虫第二段など参照。後世の源氏絵では室内一面に畳が敷き詰められている。

4 【寝たるべし】推量の助動詞「べし」は、小君と語り手の視点が一体化した叙述。

5? 【灯明かき方に屏風広げて】光を遮るためである。

6 【影ほのかなるに】断定の助動詞「なる」連体形、下に「ところ」などの語が省略されている。格助詞「に」場所を表す。


空蝉．１．３．２３

■　「いかにぞ、をこがましきこともこそ1」

◇　「どうなることか、愚かしいことがあってはならない」

■　と思おぼすに、いとつつましけれど、導みちびくままに2、母屋もやの几帳きちゃうの帷子引かたびらひき上あげて、いとやをら入いりたまふとすれど、皆静みなしづまれる夜よの、御衣おほむぞのけはひやはらかなるしも、いとしるかりけり3。

◇　とご心配になると、とても気後れするが、手引するのに従って、母屋の几帳の帷子を引き上げて、たいそう静かにお入りになろうとするが、皆寝静まっている夜の、お召物の衣ずれの様子は、柔らかであるのが、かえってはっきりとわかるのであった。


1 【いかにぞをこがましきこともこそ】源氏の心配。連語「もこそ」（係助詞「も」＋係助詞「こそ」）将来の事態を予測して危ぶむ気持ち、懸念を表す。

2 【導くままに】主語は小君。

3 【やはらかなるしもいとしるかりけり】副助詞「しも」強調の意。源氏の高貴な柔らかな衣装の音がかえって静かな室内に顕著に際立たせる様子。


第四段　空蝉逃れ、源氏、軒端荻と契る

空蝉．１．４．１

■　女をむなは1、さこそ忘わすれたまふをうれしきに思おもひなせど、あやしく夢ゆめのやうなることを、心こころに離はなるる折をりなきころにて、心こころとけたる寝いだに寝ねられず2なむ、昼ひるはながめ、夜よるは寝覚ねざめがちなれば3、春はるならぬ木この芽4めも、いとなく嘆なげかしきに5、碁打ごうちつる君6きみ、「今宵こよひは、こなたに」と、今いまめかしくうち語かたらひて7、寝ねにけり8。

◇　女は、あれきりお忘れなのを嬉しいと努めて思おうとはするが、不思議な夢のような出来事を、心から忘れられないころなので、ぐっすりと眠ることさえできず、昼間は物思いに耽り、夜は寝覚めがちなので、春ではないが、「木の芽」ならぬ「この目」も、休まる時なく物思いがちなのに、碁を打っていた君は、「今夜は、こちらに」と言って、今の子らしくおしゃべりして、寝てしまったのだった。


1 【女は】空蝉をさす。

2 【心とけたる寝だに寝られず】副助詞「だに」打消の助動詞「ず」を伴って、述語の表す動作・状態に対して、例外的、逆接的な事物、事態であることを示す。--でさえ、--さえも、の意。『紫明抄』は「君恋ふる涙の凍る冬の夜は心とけたるいやは寝らるる」（拾遺集、恋二、七二七、読人しらず）を指摘する。

3 【昼はながめ夜は寝覚めがちなれば】『河海抄』は「夜は覚め昼はながめに暮らされて春はこのめぞいとなかりける」（一条摂政御集、一三二）を指摘する。

4 【春ならぬ木の芽】「木の芽」と「この目」を掛ける。

5 【いとなく嘆かしきに】形容詞「暇（いと）なく」連用形。接続助詞「に」逆接を表す。

6 【碁打ちつる君】軒端荻。

7 【今めかしくうち語らひて】軒端荻と空蝉は継子と継母の関係で、昔の古物語では仲好くないというのが通例。それに比して、仲良く一緒に寝ようというので、当世風にといったもの。

8 【寝にけり】完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「けり」終止形。語り手が読者だけにそっと事情を知らせたニュアンス。源氏はこのことを知らない。


空蝉．１．４．２

■　若わかき人ひとは、何心なにごころなくいとようまどろみたるべし1。

◇　若い女は、無心にとてもよく眠っているのであろう。

■　かかるけはひ2の、いと香かうばしくうち匂にほふに3、顔かほをもたげたるに4、単衣ひとへうち掛かけたる几帳きちゃうの隙間すきまに5、暗くらけれど、うち身みじろき寄よるけはひ、いとしるし。

◇　このような感じが、とても香り高く匂って来るので、顔を上げると、単衣の帷子を打ち掛けてある几帳の隙間に、暗いけれども、にじり寄って来る様子が、はっきりとわかる。

■　あさましくおぼえて6、ともかくも思おもひ分わかれず、やをら起おき出いでて、生絹すずしなる単衣ひとへを一ひとつ着きて、すべり出いでにけり。

◇　あきれた気持ちで、何とも分別もつかず、そっと起き出して、生絹の単衣を一枚着て、そっと抜け出したのだった。


1 【まどろみたるべし】推量の助動詞「べし」は語り手の想像。叙述の視点がやがて空蝉のそれへと移行していく。

2 【かかるけはひ】源氏が忍び込んで来た様子。

3 【うち匂ふに】接続助詞「に」原因・理由を表す。

4 【顔をもたげたるに】主語は空蝉。接続助詞「に」順接、--すると、の意を表す。

5 【単衣うち掛けたる几帳の隙間に】几帳の単衣の帷子。風通しをよくするためうち掛けてあったのだろう。夏用の几帳。『集成』は「几帳の帷（かたびら）（表と裏二枚）のうち裏一枚を几帳の手（横木）に掛けてあるのであろう」と注す。『古典セレクション』は「空蝉の寝床のすぐ傍らの几帳で。前文の「母屋の几帳の帷子（かたびら）ひき上げて」とあったものとは別」と注す。

6 【あさましくおぼえて】空蝉の気持ち。


空蝉．１．４．３

■　君きみは1入いりたまひて、ただひとり臥ふしたるを心こころやすく思おぼす。

◇　源氏の君はお入りになって、ただ一人で寝ているのを安心にお思いになる。

■　床ゆかの下しもに二人ふたりばかり2ぞ臥ふしたる。

◇　床の下の方に二人ほど寝ている。

■　衣きぬを押おしやりて3寄よりたまへるに、ありしけはひよりは、ものものしくおぼゆれど、思おもほしうも寄よらずかし4。

◇　衣を押しやってお寄り添いになると、先夜の様子よりは、大柄な感じに思われるが、お気づきなさらない。

■　いぎたなきさまなどぞ、あやしく変かはりて、やうやう見みあらはしたまひて、あさましく心こころやましけれど、

◇　目を覚まさない様子などが、妙に違って、だんだんとおわかりになって、意外なことに癪に思うが、

■　「人違ひとたがへとたどりて見みえむも5、をこがましく、あやしと思おもふべし、本意ほいの人ひとを尋たづね寄よらむも、かばかり逃のがるる心こころあめれば6、かひなう、をこにこそ思おもはめ」

◇　「人違いをしてまごまごしていると見られるのも愚かしく、変だと思うだろう、目当ての女を探し求めるのも、これほど避ける気持ちがあるようなので、甲斐なく、間抜けなと思うだろう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　かのをかしかりつる灯影ほかげならば7、いかがはせむに8思おぼしなるも、悪わろき御心浅みこころあささなめりかし9。

◇　あの美しかった灯影の女ならば、何ということはないとお思いになるのも、けしからぬご思慮の浅薄さと言えようよ。


1 【君は】源氏。

2 【床の下に二人ばかり】この「床」は、御帳台の浜床ではなく、紀伊守という中流貴族の別荘のような建物の中だから、普通の板間よりはわずかに高くなっている所を「床」と呼称したものであろう。『古典セレクション』は「母屋の下長押（しもなげし）の下で、北廂。廂は母屋よりも一段低い」と注す。「二人ばかり」は女房。

3 【衣を押しやりて】寝るとき上に掛けてある夜着。

4 【思ほしうも寄らずかし】語り手の源氏を評した文章。『集成』は「草子地（作者の口吻のそのまま出た文章）である」と指摘する。「思ほしう」（形容詞シク活用、連用形ウ穏便形）の「う」。『岩波古語辞典』『古語大辞典』（小学館）も「思ほし」（形容詞シク活用）を立項する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ほしも」と校訂。『新大系』は「他の多くの青表紙本により「う」を衍字と認めて削除する」とする。

5 【人違へとたどりて見えむも】以下「をこにこそ思はめ」まで、源氏の心。「見ゆ」は見られる、意。

6 【心あめれば】「あるめれば」の「る」が撥音便化してさらに無表記の形。推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

7 【かのをかしかりつる灯影ならば】以下「いかがはせむ」まで、源氏の心。軒端荻であったら、その女でも構わないという気持ち。「灯影」は軒端荻の譬喩。断定の助動詞「なら」未然形＋接続助詞「ば」順接の仮定条件を表す。

8 【いかがはせむに】「いかがはせむ」反語表現。推量の助動詞「む」連体形の下に「こと」などの語が省略。格助詞「に」帰結を表す。

9 【悪ろき御心浅さなめりかし】語り手の源氏の心に対する批評。「なるめり」の「る」が撥音便化してさらに無表記形。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『評釈』は「この一文を、むかしの注釈家は「草子地」といっている。作中世界の外の人、物語の語り手が源氏を批評していう言葉である」と指摘する。


空蝉．１．４．４

■　やうやう目覚めさめて1、いとおぼえずあさましきに2、あきれたる気色けしきにて、何なにの心深こころふかくいとほしき用意よういもなし。

◇　だんだんと目が覚めて、まことに思いもよらぬあまりのことに、あきれた様子で、特にこれといった思慮があり気の毒に思うような心づかいもない。

■　世よの中なかをまだ思おもひ知しらぬほどよりは、さればみたる方かたにて、あえかにも思おもひまどはず。

◇　男女の仲をまだ知らないわりには、ませたところがある方で、消え入るばかりに思い乱れるでもない。

■　我われとも知しらせじと思おもほせど3、いかにしてかかることぞと4、後のちに思おもひめぐらさむも、わがためには事ことにもあらねど、あのつらき人5ひとの、あながちに名なをつつむも、さすがにいとほしければ6、たびたびの御方違おほむかたたがへにことつけたまひしさまを7、いとよう言いひなしたまふ。

◇　自分だとは知らせまいとお思いになるが、どうしてこういうことになったのかと、後から考えるだろうことも、自分にとってはどうということはないが、あの薄情な女が、強情に世間体を憚っているのも、やはり気の毒なので、度々の方違えにかこつけてお越しになったことを、うまくとりつくろってお話しになる。

■　たどらむ人ひとは8心得こころえつべけれど、まだいと若わかき心地ここちに、さこそさし過すぎたるやうなれど、えしも思おもひ分わかず。

◇　よく気のつく女ならば察しがつくであろうが、まだ経験の浅い分別では、あれほどおませに見えたようでも、そこまでは見抜けない。


1 【やうやう目覚めて】主語は軒端荻。

2 【あさましきに】形容詞「あさましき」連体形、下に「こと」などの語が省略。格助詞「に」対象を表す。

3 【我とも知らせじと思ほせど】主語は源氏。

4 【いかにしてかかることぞと】以下、源氏の心中文が地の文に自然と移っていく。

5 【あのつらき人】空蝉をさす。

6 【さすがにいとほしければ】空蝉との関係が軒端荻に知られるのは、やはり、空蝉に対して気の毒である、の意。『古典セレクション』は「軒端荻が後日、どうしてかといろいろ推測すれば、源氏と空蝉との仲を疑うだろう、そうなると空蝉に気の毒だ」と注す。

7 【たびたびの御方違へにことつけたまひしさまを】心中文に語り手の源氏に対する尊敬の補助動詞「たまふ」が混じった叙述となって以下は地の文へと流れている。

8 【たどらむ人は】察しのつく女なら、の意。以下、語り手の軒端荻に対する批評を交えた文。


空蝉．１．４．５

■　憎にくしとはなけれど1、御心みこころとまるべきゆゑもなき心地ここちして、なほかのうれたき人2ひとの心こころをいみじく思おぼす。

◇　憎くはないが、お心惹かれるようなところもない気がして、やはりあのいまいましい女の気持ちを恨めしいとお思いになる。

■　「いづくにはひ紛まぎれて3、かたくなしと思おもひゐたらむ。

◇　「どこにはい隠れて、愚か者だと思っているのだろう。

■　かく執念しふねき人ひとはありがたきものを4」

◇　このように強情な女はめったにいないものを」

■　と思おぼすしも5、あやにくに6、紛まぎれがたう思おもひ出いでられたまふ7。

◇　とお思いになるのも、困ったことに、気持ちを紛らすこともできず思い出さずにはいらっしゃれない。

■　この人ひとの8、なま心こころなく、若わかやかなる9けはひもあはれなれば、さすがに情なさけ情なさけしく契ちぎりおかせたまふ10。

◇　この女の、何も気づかず、初々しい感じもいじらしいので、それでも愛情こまやかに将来をお約束しおかせなさる。


1 【憎しとはなけれど】源氏の軒端荻に対する感想。

2 【かのうれたき人】空蝉をさす。

3 【いづくにはひ紛れて】以下「ありかたきものを」まで、源氏の心。空蝉のことを思う。

4 【ありがたきものを】間投助詞「を」詠嘆を表す。

5 【と思すしも】大島本「とおほすしも」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「と思すにしも」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

6 【あやにくに】語り手の源氏の心に対する批評を交えた表現。

7 【思ひ出でられたまふ】「られ」は自発の助動詞。

8 【この人の】軒端荻。

9 【なま心なく若やかなる】『今泉忠義訳』では「何も気づかずにゐる、若々しい」と訳す。『集成』は「別に気に病むふうもなく屈託なげな」と解す。『古典セレクション』は「なまじ無邪気で若々しい」と解す。「なま心」は、生半可な心。はっきりと思慮分別の定まらない気持ち。さらに、軽い恋情、好き心、という意もあるが、ここでは前者の意。

10 【契りおかせたまふ】「せ」は使役の助動詞。源氏は軒葉荻にお約束し置かせなさる意。


空蝉．１．４．６

■　「人知ひとしりたることよりも1、かやうなるは、あはれも添そふこととなむ、昔人むかしびとも言いひける。

◇　「世間に認められた仲よりも、このような仲こそ、愛情も勝るものと、昔の人も言っていました。

■　あひ思おもひたまへよ。

◇　あなたもわたし同様に愛してくださいよ。

■　つつむことなきにしもあらねば2、身みながら心こころにもえまかすまじくなむありける。

◇　世間を憚る事情がないわけでもないので、わが身ながらも思うにまかすことができなかったのです。

■　また、さるべき人ひとびとも許ゆるされじかし3と、かねて胸むねいたくなむ。

◇　また、あなたのご両親も許されないだろうと、今から胸が痛みます。

■　忘わすれで待まちたまへよ」

◇　忘れないで待っていて下さいよ」

■　など、なほなほしく語かたらひたまふ。

◇　などと、いかにもありきたりにお話しなさる。


1 【人知りたることよりも】以下「待ちたまへよ」まで、源氏の詞。

2 【つつむことなきにしもあらねば】なきにしもあらずという二重否定は、あるということ。高貴な身分ゆえに自由な振る舞いも思うにまかせない、という意。

3 【さるべき人びとも許されじかし】軒端荻の後見人をいう。父伊予介と継母の空蝉。『評釈』は「こっちの都合で望むのでなく、そっちの都合でやむなくこうせざるをえないのだ、という運び方である」と指摘する。


空蝉．１．４．７

■　「人ひとの思おもひはべらむことの1恥はづかしきになむ、え聞きこえさすまじき2」

◇　「人が何と思いますことかと恥ずかしくて、お手紙を差し上げることもできないでしょう」

■　とうらもなく言いふ。

◇　と無邪気に言う。


1 【人の思ひはべらむことの】以下「え聞こえさすまじき」まで、軒端荻の詞。純情無垢な娘である。

2 【恥づかしきになむえ聞こえさすまじき】係助詞「なむ」は打消推量の助動詞「まじき」連体形に係る、係り結びの法則。副詞「え」は打消推量の助動詞「まじき」と呼応して不可能の意を表す。


空蝉．１．４．８

■　「なべて、人ひとに1知しらせばこそあらめ2、この小ちひさき上人うへびとに3伝つたへて聞きこえむ。

◇　「誰彼となく、他人に知られては困りますが、この小さい殿上童に託して差し上げましょう。

■　気色けしきなくもてなしたまへ」

◇　何げなく振る舞っていて下さい」


1 【なべて人に】以下「もてなしたまへ」まで、源氏の詞。

2 【知らせばこそあらめ】主語はあなた軒端荻。「こそあらめ」は、係り結びの下文に続く逆接用法。--しては困るが、という懸念の意。

3 【この小さき上人に】小君をさす。童殿上しているので「小さき上人」という。


空蝉．１．４．９

■　など言いひおきて、かの脱ぬぎすべしたると見みゆる薄衣1うすごろもを取とりて出いでたまひぬ。

◇　などと言い置いて、あの脱ぎ捨てて行ったと思われる薄衣を手に取ってお出になった。


1 【かの脱ぎすべしたると見ゆる薄衣】空蝉が脱ぎ残していった薄衣。


空蝉．１．４．１０

■　小君近こぎみちかう臥ふしたるを起おこしたまへば、うしろめたう思おもひつつ寝ねければ、ふとおどろきぬ。

◇　小君が近くに寝ていたのをお起こしになると、不安に思いながら寝ていたので、すぐに目を覚ました。

■　戸とをやをら押おし開あくる1に、老おいたる御達ごたちの声こゑにて、

◇　妻戸を静かに押し開けると、年老いた女房の声で、


1 【戸をやをら押し開くる】妻戸である。


空蝉．１．４．１１

■　「あれは誰たそ1」

◇　「そこにいるのは誰ですか」


1 【あれは誰そ】御達の声。


空蝉．１．４．１２

■　とおどろおどろしく問とふ。

◇　と仰々しく尋ねる。

■　わづらはしくて1、

◇　厄介に思って、


1 【わづらはしくて】小君の気持ち。


空蝉．１．４．１３

■　「まろぞ1」

◇　「僕です」

■　と答いらふ。

◇　と答える。


1 【まろぞ】小君の詞。


空蝉．１．４．１４

■　「夜中よなかに、こは、なぞ外歩とありかせたまふ1」

◇　「夜中に、これはまた、どうして外をお歩きなさいますか」


1 【夜中にこはなぞ外歩かせたまふ】御達の声。小君に尋ねる。「と（外）」について、大島本、御物本、伝冷泉為秀筆本は「なそと」、池田本は「と」をミセケチにする。横山本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「なそ」とある。河内本系諸本、別本諸本も横山本等と同文である。『評釈』『集成』は「なぞ」と本文を改めるが、『完訳』『新大系』『古典セレクション』は「なぞと」と本文のままとする。「と」を「外」と解し、「外歩かせたまふ」と整定する。


空蝉．１．４．１５

■　とさかしがりて、外とざまへ来1く。

◇　と世話焼き顔で、外へ出て来る。

■　いと憎にくくて2、

◇　とても腹立たしく、


1 【外ざまへ来】御達が室の奥から源氏と小君の方のいる戸口の方へ近づいて来る。

2 【いと憎くて】小君の気持ち。


空蝉．１．４．１６

■　「あらず。

◇　「何でもありません。

■　ここもとへ出いづるぞ1」

◇　ここに出るだけです」


1 【あらずここもとへ出づるぞ】小君の詞。「ここ」は簀子であろう。


空蝉．１．４．１７

■　とて、君きみを押おし出いでたてまつるに、暁近あかつき月ちかきつき、隈くまなくさし出いでて、ふと人ひとの影見かげみえければ1、

◇　と言って、源氏の君をお出し申し上げると、暁方に近い月の光が明るく照っているので、ふと人影が見えたので、


1 【ふと人の影見えければ】これまでは主として聴覚と暗い中での人影で認めていた。


空蝉．１．４．１８

■　「またおはするは、誰たそ1」

◇　「もう一人いらっしゃるのは、誰ですか」

■　と問とふ。

◇　と尋ねる。


1 【またおはするは誰そ】御達の声。小君はこの問いに答えないでいる。


空蝉．１．４．１９

■　「民部みんぶのおもとなめり1。

◇　「民部のおもとのようですね。

■　けしうはあらぬおもとの丈たけだちかな」

◇　けっこうな背丈ですこと」


1 【民部のおもとなめり】以下「丈だちかな」まで、御達の声。独り合点して言う。「なめり」は「なるめり」の「る」が撥音便化してさらに無表記の形。話者の断定と主観的推量を表す。


空蝉．１．４．２０

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　丈高たけたかき人ひとの常つねに笑わらはるるを言いふなりけり1。

◇　背丈の高い人でいつも笑われている人のことを言うのであった。

■　老人おいびと、これを連つらねて歩ありきけると思おもひて、

◇　老女房は、その人を連れて歩いていたのだと思って、


1 【丈高き人の常に笑はるるを言ふなりけり】格助詞「の」同格を表す。--で。語り手の補足説明的な文章。当時は、小柄な女性が良しとされていた。『岷江入楚』は「草子の地歟」と指摘する。


空蝉．１．４．２１

■　「今いま、ただ今立いまたちならびたまひなむ1」

◇　「今そのうちに、同じくらいの背丈におなりになるでしょう」


1 【今ただ今立ちならびたまひなむ】御達の声。完了の助動詞「な」未然形、確述の意＋推量の助動詞「む」終止形、推量の意。小君ももうすぐ民部のおもとと同じくらい背が高くなるでしょう、の意。


空蝉．１．４．２２

■　と言いふ言いふ、我われも1この戸とより出いでて来く。

◇　と言い言い、自分もこの妻戸から出て来る。

■　わびしければ2、えはた押おし返かへさで3、渡殿わたどのの口くちにかい添そひて隠かくれ立たちたまへれば4、このおもとさし寄よりて5、

◇　困ったが、押し返すこともできず、渡殿の戸口に身を寄せて隠れて立っていらっしゃると、この老女房が近寄って、


1 【我も】自分も、すなわち御達も小君らが出た同じ妻戸から後を追って出て来る。

2 【わびしければ】大島本のみ「わひしけれは」とある。他の青表紙本系諸本「わひしけれと」とある。逆接の接続助詞「ど」の方が通りよいが、本文のままとする。『新大系』でも「わびしければ」のままとする。

3 【押し返さで】主語は小君。民部のおもとを室内へ押しもどすことができなくて。

4 【隠れ立ちたまへれば】主語は源氏。

5 【このおもとさし寄りて】老いたる御達。


空蝉．１．４．２３

■　「おもとは1、今宵こよひは、上うへにやさぶらひたまひつる。

◇　「お前様は、今夜は、上に詰めていらっしゃったのですか。

■　一昨日をととひより腹はらを病やみて2、いとわりなければ、下しもにはべりつるを、人少ひとずくななりとて召めししかば3、昨夜参よべまう上のぼりしかど、なほえ堪たふP8まじくなむ」

◇　一昨日からお腹の具合が悪くて、我慢できませんでしたので、下におりていましたが、人少なであると言ってお召しがあったので、昨夜参上しましたが、やはり我慢ができないようなので」


P8 え堪ふ--え（え/+た）ふ

1 【おもとは】以下「え堪ふまじくなむ」まで、御達の詞。御達は源氏を民部のおもとと勘違いして、「おもとは」と話し掛けている。

2 【一昨日より腹を病みて】主語は、わたし老いたる御達。

3 【召ししかば】御達の主人である空蝉が。


空蝉．１．４．２４

■　と、憂うれふ。

◇　と苦しがる。

■　答いらへも聞きかで、

◇　返事も聞かないで、

空蝉．１．４．２５

■　「あな、腹々はらはら。

◇　「ああ、お腹が、お腹が。

■　今聞いまきこえむ1」

◇　また後で」

■　とて過すぎぬるに、からうして2出いでたまふ。

◇　と言って通り過ぎて行ったので、ようやくのことでお出になる。

■　なほかかる歩ありきは3軽々かろがろしくあやしかりけり4と、いよいよ思おぼし懲こりぬべし。

◇　やはりこうした忍び歩きは軽率で良くないものだと、ますますお懲りになられたことであろう。


1 【あな腹々今聞こえむ】御達の詞。お腹が痛い、後で、という意。

2 【からうして】「カラクシテの音便形。古くはカラウシテと清音か。「カラウシテ」〈日葡〉」（岩波古語辞典）。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読んでいる。

3 【なほかかる歩きは】以下「あやしかりけり」まで、源氏の心を語り手が推測して語る。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『評釈』は「作者はぬけぬけと、こんな道学者めいた物言いをする（中略）光る源氏とその物語について、読者に弁解するのだ」と指摘する。

4 【あやしかりけり】大島本は「あやしかりけり」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あやふかりけり」と校訂。『新大系』は底本のままとする。


第五段　源氏、空蝉の脱ぎ捨てた衣を持って帰る

空蝉．１．５．１

■　小君こぎみ、御車みくるまの後しりにて1、二条院にでうのゐんにおはしましぬ。

◇　小君を、お車の後ろに乗せて、二条院にお帰りになった。

■　ありさまのたまひて、

◇　出来事をおっしゃって、

■　「幼をさなかりけり」

◇　「幼稚であった」

■　とあはめたまひて、かの人ひとの心こころを2爪弾つまはじきをしつつ恨うらみたまふ3。

◇　と軽蔑なさって、あの女の気持ちを爪弾きをしいしいお恨みなさる。

■　いとほしうて4、ものもえ聞きこえず5。

◇　気の毒で、何とも申し上げられない。


1 【小君御車の後にて】貴人が前方に乗り、次の人がその後方に乗る。

2 【かの人の心を】空蝉の心。

3 【爪弾きをしつつ恨みたまふ】接続助詞「つつ」動作の反復継続を表す。--をしいしい。

4 【いとほしうて】小君は源氏を。

5 【ものもえ聞こえず】副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能を表す。


空蝉．１．５．２

■　「いと深ふかう1憎にくみたまふべかめれば2、身みも憂うく思おもひ果はてぬ。

◇　「とてもひどく嫌っておいでのようなので、わが身もすっかり嫌になってしまった。

■　などか、よそにても3、なつかしき答いらへばかりは4したまふまじき。

◇　どうして、逢って下さらないまでも、親しい返事ぐらいはして下さらないのだろうか。

■　伊予介いよのすけに劣おとりける身みこそ」

◇　伊予介にも及ばないわが身だ」


1 【いと深う】以下「身こそ」まで、源氏の詞。

2 【憎みたまふべかめれば】主語は空蝉。「べかめれ」は「べかるめれ」の「る」が撥音便化してさらに無表記の形。源氏はそのように想像する。

3 【などかよそにても】連語「などか」は打消推量の助動詞「まじき」連体形に係る。どうして、--してくださらないのだろうか。「よそにても」は、逢ってくれないまでも、の意。

4 【答へばかりは】副助詞「ばかり」程度を表す。--ぐらいは、の意。


空蝉．１．５．３

■　など、心こころづきなしと思おもひてのたまふ。

◇　などと、気にくわないと思っておっしゃる。

■　ありつる小袿こうちきを1、さすがに、御衣おほむぞの下したに引ひき入いれて2、大殿籠おほとのごもれり。

◇　先程の小袿を、そうは言うものの、お召物の下に引き入れて、お寝みになった。

■　小君こぎみを御前おまへに臥ふせて、よろづに恨うらみ、かつは、語かたらひたまふ。

◇　小君をお側に寝かせて、いろいろと恨み言をいい、かつまた、優しくお話しなさる。


1 【ありつる小袿を】「かの脱ぎすべしたると見ゆる薄衣」（第四段）とあったもの。

2 【御衣の下に引き入れて】『評釈』は「御衣」は「寝る時、上にかける衣であろう」と注す。


空蝉．１．５．４

■　「あこは1、らうたけれど、つらきゆかりにこそ、え思おもひ果はつまじけれ2」

◇　「おまえは、かわいいけれど、つれない女の弟だと思うと、いつまでもかわいがってやれるともわからない」


1 【あこは】以下「え思ひ果つまじけれ」まで、源氏の詞。「あこ」は親しみをこめて呼ぶ言い方。源氏と小君の寝物語。

2 【つらきゆかりにこそえ思ひ果つまじけれ】係助詞「こそ」打消推量の助動詞「まじけれ」已然形、係り結びの法則。副詞「え」は「まじけれ」と呼応して不可能を表す。


空蝉．１．５．５

■　とまめやかにのたまふを、いとわびしと思おもひたり1。

◇　と真面目におっしゃるので、とても辛いと思っている。


1 【いとわびしと思ひたり】主語は小君。完了の助動詞「たり」終止形、存続の意を表す。


空蝉．１．５．６

■　しばしうち休やすみたまへど、寝ねられたまはず。

◇　しばらくの間、横になっていられたが、お眠りになれない。

■　御硯急おほむすずりいそぎ召めして、さしはへたる御文1おほむふみにはあらで、畳紙たたうがみに手習てならひのやうに書かきすさびたまふ。

◇　御硯を急に用意させて、わざわざのお手紙ではなく、畳紙に手習いのように思うままに書き流しなさる。


1 【さしはへたる御文】わざわざ書き遣わす手紙。後朝（きぬぎぬ）の文、のようにではなくの意。


空蝉．１．５．７

■　「空蝉うつせみの身みをかへてける木このもとに

なほ人ひとがらのなつかしきかな1」

◇　「蝉が殻を脱ぐように、衣を脱ぎ捨てて逃げ去っていったあなたですが

やはり人柄が懐かしく思われます」


1 【空蝉の身をかへてける木のもとになほ人がらのなつかしきかな】「人柄」に「殻」を掛ける。「木のもと」は「蝉」の縁語。空蝉の人柄を懐かしむ歌である。


空蝉．１．５．８

■　と書かきたまへるを、懐ふところに引ひき入いれて持もたり1。

◇　とお書きになったのを、懐に入れて持っていた。

■　かの人ひとも2いかに思おもふらむと、いとほしけれど、かたがた思おもほしかへして、御おほむことつけもなし3。

◇　あの女もどう思っているだろうかと、気の毒に思うが、いろいろとお思い返しなさって、お言伝てもない。

■　かの薄衣うすごろもは4、小袿こうちきのいとなつかしき人香ひとがに染しめるを5、身近みちかくならして見みゐたまへり。

◇　あの薄衣は、小袿のとても懐かしい人の香が染み込んでいるので、それをいつもお側近くに置いて見ていらっしゃった。


1 【懐に引き入れて持たり】主語は小君。「持（も）たり」は「もちたり」の「ち」が促音便化さらに無表記の形。

2 【かの人も】軒端荻をさす。

3 【御ことつけもなし】源氏からは軒端荻へは何のお伝言もない、の意。源氏は軒端荻には小君に伝言すると言っていた。「ことつけ」には「ことづけ」「ことつけ」の清濁二説ある。『日葡辞書』では濁音。『集成』は濁音表記。『新大系』『古典セレクション』は清音表記。

4 【かの薄衣は】「かの脱ぎすべしたると見ゆる薄衣」（第四段）とあったもの。小袿の薄衣。

5 【人香に染めるを】「を」について、『今泉忠義訳』は接続助詞、順接の確定条件と解し、「--だから」と訳し、『古典セレクション』では、格助詞、目的格と解し、「しみている、それを」と訳す。この「を」は二者択一的には決めがたい、両義性の語。


空蝉．１．５．９

■　小君こぎみ、かしこに1行いきたれば、姉君待あねぎみまちつけて、いみじくのたまふ2。

◇　小君が、あちらに行ったところ、姉君が待ち構えていて、厳しくお叱りになる。


1 【かしこに】紀伊守邸の空蝉のもと。

2 【いみじくのたまふ】主語は空蝉。小君との対座の場面では空蝉に敬語がつく。相対的地位の高さを表す。


空蝉．１．５．１０

■　「あさましかりしに1、とかう紛まぎらはしても、人ひとの思おもひけむことさりどころなきに、いとなむわりなき。

◇　「とんでもないことであったのに、何とか人目はごまかしても、他人の思惑はどうすることもできないので、ほんとうに困ったこと。

■　いとかう心幼こころをさなきを、かつはいかに思おもほすらむ3」

◇　まことにこのように幼く浅はかな考えを、また一方でどうお思いになっていらっしゃろうか」


1 【あさましかりしに】以下「思ほすらむ」まで、空蝉の詞。接続助詞「に」順接の確定条件、下文の「さりどころなきに」と共に「いとなむわりなき」に続く。

2? 【人の思けむこと】世間の人、おもに女房の間で噂に立つことをいう。

3 【いかに思ほすらむ】主語は源氏。推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量を表す。


空蝉．１．５．１１

■　とて、恥はづかしめたまふ。左右ひだりみぎに苦くるしう思おもへど1、かの御手習2取おほむてならひとり出いでたり。さすがに、取とりて見みたまふ3。かのもぬけを、いかに、伊勢いせをの海人あまの4しほなれてやS3、など思おもふもただならず、いとよろづに乱みだれて5。

◇　と言って、お叱りになる。どちらからも叱られて辛く思うが、あの源氏の君の手すさび書きを取り出した。お叱りはしたものの、手に取って御覧になる。あの脱ぎ捨てた小袿を、どのように、「伊勢をの海人」のように汗臭くはなかったろうか、と思うのも気が気でなく、いろいろと思い乱れて。


S3 鈴鹿山伊勢をの海人の捨て衣しほなれたりと人や見るらむ（後撰集恋三-七一八　藤原伊尹）

1 【左右に苦しう思へど】主語は小君。『古典セレクション』は「諸本に従って「心苦しく」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま。

2 【かの御手習】源氏の歌「空蝉の身をかへてける木のもとになほ人がらのなつかしきかな」を小君は「懐に引き入れて持たり」。

3 【取りて見たまふ】主語は空蝉。

4 【伊勢をの海人の】『源氏釈』は「鈴鹿山伊勢をの海人の捨て衣潮なれたりと人や見るらむ」を引歌として指摘。その歌の詞書には「女のもとに衣を脱ぎ置きて取りに遣はすとて」（後撰集、恋三、七一八、伊尹朝臣）とある。『新大系』は「引歌の歌意により、いかにしてその衣を取り返すか、という気持を下に込める。（中略）衣を取り返すことは源氏との関係が完全に断ち切られることを意味する」と注す。

5 【いとよろづに乱れて】この句を受ける語句がない。余韻余情を残して文がここで切れている。


空蝉．１．５．１２

■　西にしの君きみも1、もの恥はづかしき心地ここちしてわたりたまひにけり2。

◇　西の君も、何とはなく恥ずかしい気持ちがしてお帰りになった。

■　また知しる人ひともなきことなれば、人知ひとしれずうちながめてゐたり。

◇　他に知っている人もいない事なので、一人物思いに耽っていた。

■　小君こぎみの渡わたり歩ありくにつけても、胸むねのみ塞ふたがれど、御消息おほむせうそこもなし4。

◇　小君が行き来するにつけても、胸ばかりが締めつけられるが、お手紙もない。

■　あさましと思おもひ得うる方かたもなくて、されたる心こころに、ものあはれなるべし5。

◇　あまりのことだと気づくすべもなくて、陽気な性格ながら、何となく悲しい思いをしているようである。


1 【西の君も】軒端荻。

2 【わたりたまひにけり】自分の部屋である西の対に。『古典セレクション』は「軒端荻の行為に敬語をつけるのは不審。彼女が源氏と逢ったことを意識して、誇らしげな様子を見せることに対する作者の揶揄かという説もある」と注す。

3? 【また知る人なき】『異本紫明抄』は「枕よりまた知る人もなき恋を涙せきあへずもらしつるかな」（古今集、恋三、六七〇、平定文）を指摘する。

4 【御消息もなし】源氏から軒端荻への手紙。後朝の文。

5 【あさましと思ひ得る方もなくてされたる心にものあはれなるべし】語り手の推量。『細流抄』は「草子地也」と指摘する。


空蝉．１．５．１３

■　つれなき人ひとも1、さこそしづむれ2、いとあさはかにもあらぬ御気色みけしきを、ありしながらのわが身みならば3と、取とり返かへすものならねどS4、忍しのびがたければ、この御畳紙おほむたたうがみの片かたつ方かたに、

◇　薄情な女も、そのように落ち着いてはいるが、通り一遍とも思えないご様子を、結婚する前のわが身であったらと、昔に返れるものではないが、堪えることができないので、この懐紙の片端の方に、


S4 取り返すものにもがなや世の中をありしながらのわが身と思はむ（出典未詳）

1 【つれなき人も】空蝉をさす。

2 【さこそしづむれ】挿入句。係助詞「こそ」「しづむれ」已然形。係り結び、逆接用法。

3 【ありしながらのわが身ならば】『源氏釈』は「取り返すものにもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（源氏釈所引、出典未詳歌）を指摘する。


空蝉．１．５．１４

■　「空蝉うつせみの羽はに置おく露つゆの木隠こがくれて

忍しのび忍しのびに濡ぬるる袖そでかな1」

◇　「空蝉の羽に置く露が木に隠れて見えないように

わたしもひそかに、涙で袖を濡らしております」


1 【空蝉の羽に置く露の木隠れて忍び忍びに濡るる袖かな】空蝉が書き添えた古歌。『伊勢集』にある歌とされるが、この和歌の無い写本もあって問題は複雑。『新大系』は「伊勢集に見える古歌だと知られている。とすれば空蝉は古歌をそのまま引用することによってかろうじて返し歌に仕立てたことになる。歌をもって終りとする奇抜な巻末になっている」と注す。



 ４． 夕顔 (ゆふがほ)

第一章　夕顔の物語　夏の物語

第一段　源氏、五条の大弐乳母を見舞う

夕顔．１．１．１

■　六条ろくでうわたりの御忍おほむしのび歩ありきのころ1、内裏うちよりまかでたまふ中宿2なかやどりに、大弐だいにの乳母めのとのいたくわづらひて尼あまになりにける4、とぶらはむとて、五条ごでうなる家尋いへたづねて5おはしたり。

◇　六条辺りのお忍び通いのころ、内裏からご退出なさる休息所に、大弍の乳母がひどく病んで尼になっていたのを、見舞おうとして、五条にある家を尋ねていらっしゃった。


1 【六条わたりの御忍び歩きのころ】源氏の六条辺りの女性へのお忍び通いのころの物語。夏の最も暑い六月ころの物語。六条は、当時都の場末といった感じの所。

2 【中宿】途中の休憩所。旅や遠出の折に使用した知人の家や邸宅。

3? 【大弍の乳母】源氏の乳母の一人。大弍は従四位下相当官。その人の妻。なお源氏にはもう一人の乳母がいる。「末摘花」巻に登場する左衛門の乳母。

4 【尼になりにける】諸本すべて格助詞「を」を持たない。尼になった、その人を、というニュアンスの構文。

5 【五条なる家尋ねて】源氏はこの家をしばらく訪問していなかった趣きである。あるいは初めての訪問か。


夕顔．１．１．２

■　御車入みくるまいるべき門1かどは鎖さしたりければ、人ひとして惟光召これみつめさせて2、待またせたまひけるほど3、むつかしげなる大路おほぢのさま4を見みわたしたまへるに5、この家いへのかたはらに、桧垣ひがきといふもの6新あたらしうして、上かみは半蔀四五間はじとみしごけむばかり上あげわたして7、簾すだれなど8もいと白しろう涼すずしげなるに9、をかしき額ひたひつきの透影10すきかげ、あまた見みえて覗のぞく11。

◇　お車が入るべき正門は施錠してあったので、供人に惟光を呼ばせて、お待ちあそばす間、むさ苦しげな大路の様子を見渡していらっしゃると、この家の隣に、桧垣という板垣を新しく作って、上方は半蔀を四、五間ほどずらりと吊り上げて、簾などもとても白く涼しそうなところに、美しい額つきをした簾の透き影が、たくさん見えてこちらを覗いている。

■　立たちさまよふらむ下しもつ方12思**ひやるに、あながちに丈高たけたかき心地ここちぞする13。

◇　立ち動き回っているらしい下半身を想像すると、やたらに背丈の高い感じがする。

■　いかなる者ものの集つどへるならむ14と、やうかはりて思おぼさる。

◇　どのような者が集まっているのだろうと、一風変わった様子にお思いになる。

◆　 
みくるま いる べき かど は さし たり けれ ば、 ひと して これみつ めさ せ て、 また せ たまひ ける ほど、 むつかしげ なる おほぢ の さま を みわたし たまへ る に、 この いへ の かたはら に、 ひがき と いふ もの あたらしう し て、 かみ は はじとみ し、 ご けむ ばかり あげわたし て、 すだれ など も いと しろう すずしげ なる に、 をかしき ひたひつき の すきかげ、 あまた みえ て のぞ く。 たちさまよふ らむ しもつかた おもいやる に、 あながち に たけ たかき ここち ぞ する。 いかなる もの の つどへ る なら む と、 やう かはり て おぼさ る。


1 【御車入るべき門】賓客の出入りする門。表門。普段は使用されない。家人は通用門を使用。

2 【惟光召させて】大弍の乳母の子、すなわち源氏の乳母子。使役の助動詞「せ」連用形。

3 【待たせたまひけるほど】主語は源氏。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、最高敬語。

4 【むつかしげなる大路のさま】五条大路であろう。

5 【見わたしたまへるに】主語は源氏。接続助詞「に」順接。--していると、の意。以下、源氏の目を通して語る叙述。

6 【桧垣といふもの】檜の薄い板を網代形に組んで作った垣。庶民の家の作り物。桧垣の絵が「春日権現験記絵」（宮内庁三の丸尚蔵館）に見える。上流貴族には縁遠い物なので「といふもの」と語られる。しかしここでは垣としてではなく下半分のはめ込み戸代わりに使用したものであろう。「扇面古写経」にその絵が見られる。その図が『評釈』に掲載されている。

7 【上は半蔀四五間ばかり上げわたして】半蔀は戸の一種。下半分は桧垣戸をはめ込み、上半分は蔀戸を外側に釣り上げていた。

8 【簾など】身分の低い者の家では「簾」といい、高貴な家では「御簾」といって、使い分けられている。

9 【涼しげなるに】「涼しげなる」の下に「所」などの語が省略されている。格助詞「に」場所を表す。

10 【をかしき額つきの透影】美しい額つきをした女の影が簾の内側に見える、という意。

11 【見えて覗く】透き影が外の源氏の方を覗いている意。

12 【立ちさまよふらむ下つ方】下半分が桧垣によって見えない。推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量のニュアンス。

13 【あながちに丈高き心地ぞする】女たちは踏み台の上などに乗って外を覗いているのだろう。

14 【いかなる者の集へるならむ】源氏の心。


夕顔．１．１．３

■　御車みくるまもいたくやつしたまへり1、前駆さきも追おはせたまはず2、誰たれとか知しらむ3とうちとけたまひて、すこしさし覗のぞきたまへれば4、門かどは蔀しとみのやうなる、押おし上あげたる、見入みいれのほどなく5、ものはかなき住すまひを、あはれに、

◇　お車もひどく地味になさり、先払いもおさせにならず、誰と分かろうかと気をお許しなさって、少し顔を出して御覧になっていると、門は蔀のようなのを押し上げてあって、その奥行きもなく、ささやかな住まいを、しみじみと、

■　「何処いづこかさしてS1,6」

◇　「どの家を終生の宿とできようか」

■　と思おもほしなせば、玉たまの台うてなも同おなじことS2なり7。

◇　とお考えになってみると、立派な御殿も同じことである。


S1 世の中はいづれかさして我がならむ行きとまるをぞ宿と定むる（古今集雑下-九八七　読人しらず）

S2 何せむに玉の台も八重葎はへらむ宿に二人こそ寝む（古今六帖六-三八七四）

1 【御車もいたくやつしたまへり】この文は、以下「同じことなり」まで、読点によって続く一文である。源氏の気持ちが重ね合わされた表現である。

2 【前駆も追はせたまはず】「御車もいたくやつしたまへり」と並列する。

3 【誰れとか知らむ】反語表現。右の二文の並列を受けて、それゆえ、わたしを誰と分かろうか、誰とも分かるまい、という意の構文。

4 【すこしさし覗きたまへれば】源氏が牛車の窓から。完了の助動詞「れ」存続の意。しばらく覗いているニュアンス。

5 【門は蔀のやうなる押し上げたる見入れのほどなく】蔀戸を棒などで押し上げてある門。「春日権現験記」に竹を格子状に編んだ形の門の絵が見られる。断定の助動詞「なる」連体形の下に目的格を表す格助詞「を」ナシ。半蔀のような、それを押し上げてあり、その奥行きもなく、という一続きの視点で語られている構文。

6 【何処かさして】『源氏釈』は「世の中はいづれかさしてわがならむ行きとまるをぞ宿と定むる」（古今集雑下九八七読人しらず」を指摘する。

7 【玉の台も同じことなり】『河海抄』は「何せむに玉の台も八重葎はべらむ中に二人こそ寝め」（古今六帖六葎）を指摘する。「玉の台」は歌語。金殿玉楼の立派な御殿に住むことも卑しい宿に住むことも同じく無常の世に住むことだ、違いはない。引歌の「二人こそ寝め」に源氏と夕顔の物語の将来を暗示させる。


夕顔．１．１．４

■　切懸きりかけだつ物ものに1、いと青あをやかなる葛かづらの心地ここちよげに2這はひかかれるに3、白しろき花はなぞ、おのれひとり笑ゑみの眉開まゆひらけたる4。

◇　切懸の板塀みたいな物に、とても青々とした蔓草が気持ちよさそうに這いまつわっているところに、白い花が、自分ひとり微笑んで咲いている。


1 【切懸だつ物に】瓦屋根の葺き方のように横板を下から少しずつ立て重ねて作った板塀。

2 【いと青やかなる葛の心地よげに】格助詞「の」主格を表す。

3 【這ひかかれるに】格助詞「に」場所を表す。

4 【おのれひとり笑みの眉開けたる】擬人法。係助詞「ぞ」--「完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。係り結びの法則。強調のニュアンス。


夕顔．１．１．５

■　「遠方人をちかたびとにもの申まうすS3,1」

◇　「遠方の人にお尋ねする」


S3 うち渡す遠方人に物申す我そのそこに白く咲けるは何の花ぞも（古今集旋頭歌-一〇〇七　読人しらず）

1 【遠方人にもの申す】源氏の独り言。『源氏釈』は「うち渡す遠方人に物申す我そのそこに白く咲けるは何の花ぞも」（古今集旋頭歌一〇〇七読人しらず）を指摘する。その和歌の語句を引用したもの。「何の花ぞも」と問うのが真意。


夕顔．１．１．６

■　と独ひとりごちたまふを1、御隋身みずいじんついゐて2、

◇　と独り言をおっしゃると、御随身がひざまずいて、


1 【独りごちたまふを】主語は源氏。接続助詞「を」順接を表す。

2 【御隋身ついゐて】中将の源氏には四人の随身が付く。


夕顔．１．１．７

■　「かの白しろく咲さけるをなむ1、夕顔ゆふがほと申まうしはべる。

◇　「あの白く咲いている花を、夕顔と申します。

■　花はなの名なは人ひとめきて2、かうあやしき垣根かきねになむ咲さきはべりける3」

◇　花の名は人並のようでいて、このような賤しい垣根に咲くのでございます」


1 【かの白く咲けるをなむ】以下「咲きはべりける」まで、御随身の返答。源氏の引歌を理解して適切に答える。「白く咲ける」は、その『古今集』歌の語句を踏まえて答えたもの。嗜みのある風雅な返答。係助詞「なむ」、丁寧の補助動詞「はべる」連体形、係り結びの法則。

2 【人めきて】「顔」という言葉が付くので人のようだという意と、「人めく」の人並みの身分、すなわち貴族のようなという意を掛けた返答になっている。接続助詞「て」逆接を表す。

3 【垣根になむ咲きはべりける】係助詞「なむ」、過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意。係り結びの法則。


夕顔．１．１．８

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。

■　げにいと小家こいへがちに1、むつかしげなるわたりの2、このもかのもS4,3、あやしくうちよろぼひて、むねむねしからぬ軒のきのつまなどに這はひまつはれたるを、

◇　なるほどとても小さい家が多くて、むさ苦しそうな界隈で、この家もかの家も、見苦しくちょっと傾いて、頼りなさそうな軒の端などに這いまつわっているのを、


S4 筑波嶺のこのもかのもに影はあれど君が御影に増す影はなし（古今集東歌-一〇九五　常陸歌）

1 【げにいと小家がちに】「げに」という言葉は源氏と語り手のどちらの感想ともとれる表現。

2 【むつかしげなるわたりの】格助詞「の」同格を表す。

3 【このもかのも】『源氏釈』は「筑波嶺のこのもかのもに蔭はあれど君が御蔭にます蔭はなし」（古今集東歌一〇九五常陸歌）を指摘。他に『河海抄』は「山風の吹きのまにまに紅葉ばはこのもかのもに散りぬべらなり」（後撰集秋下四〇六読人しらず）を指摘する。「このもかのも」は歌語。


夕顔．１．１．９

■　「口惜くちをしの花はなの契ちぎりや。

◇　「気の毒な花の運命よ。

■　一房折ひとふさをりて参まゐれ1」

◇　一房手折ってまいれ」


1 【口惜しの花の契りや一房折りて参れ】源氏の詞。夕顔という花の名は、ひとかどの身分を持っていながら卑しい界隈に身を落として咲くという花だから。非運な花よ。後に登場してくる女主人公夕顔の身の上を象徴する。


夕顔．１．１．１０

■　とのたまへば、この押おし上あげたる門かどに入いりて折をる1。

◇　とおっしゃるので、この押し上げてある門から入って折る。

■　さすがに、されたる2遣戸口3やりどぐちに、黄きなる生絹すずしの単袴ひとへばかま、長ながく着きなしたる童わらはの4、をかしげなる5出いで来きて、うち招まねく6。

◇　そうは言うものの、しゃれた遣戸口に、黄色い生絹の単重袴を、長く着こなした女童で、かわいらしげな子が出て来て、ちょっと招く。

■　白しろき扇あふぎの7いたうこがしたるを、

◇　白い扇でたいそう香を薫きしめたのを、


1 【門に入りて折る】主語は御隋身。夕顔の花を手折る。

2 【さすがにされたる】「さすがに」という言葉は源氏と語り手のどちらの目から見た感想ともとれる表現。粗末な家とはいうものの、の意。

3 【遣戸口】遣戸は身分の低い者の家の戸。立派な寝殿造りでは妻戸。遣戸は寝殿の北側や裏手に付けられている。

4 【童の】女の童。格助詞「の」同格を表す。

5 【をかしげなる】連体形、主語となって下文に係る。

6 【うち招く】『完訳』は「秋の野の草の袂か花薄ほに出でて招く袖と見ゆらむ」（古今集秋上二四三在原棟梁）や唐代伝奇『任氏伝』を指摘する。

7 【白き扇の】格助詞「の」同格を表す。


夕顔．１．１．１１

■　「これに置おきて1参まゐらせよ。

◇　「これに載せて差し上げなさいね。

■　枝えだも情なさけなげなめる花はなを2」

◇　枝も風情なさそうな花ですもの」


1 【これに置きて】以下「情けなげなめる花を」まで、女童の詞。

2 【情けなげなめる花を】「なめる」は「なるめる」が撥音便化して「なんめる」さらに「ん」の無表記形。断定の助動詞「なる」連体形＋推量の助動詞「める」連体形、主観的推量を表す。間投助詞「を」詠嘆の意を表す。


夕顔．１．１．１２

■　とて取とらせたれば1、門開かどあけて惟光朝臣出これみつのあそむいで来きたるして2、奉たてまつらす。

◇　と言って与えたところ、門を開けて惟光朝臣が出て来たのを取り次がせて、差し上げさせる。


1 【取らせたれば】緩やかな順接。与えたところ、門をあけて云々と続く。

2 【惟光朝臣出で来たるして】格助詞「して」--に命じて、--を使って、の意。御随身は、ちょうどそこへ惟光朝臣が出て来たので、惟光から源氏に、という意。「出て来たる惟光の朝臣して」の語順を転換した構文。惟光の登場を強調した表現である。


夕顔．１．１．１３

■　「鍵かぎを置おきまどはしはべりて1、いと不便ふびんなるわざなりや2。

◇　「鍵を置き忘れまして、大変にご迷惑をお掛けいたしました。

■　もののあやめ見みたまへ分わくべき人ひともはべらぬわたりなれど、らうがはしきP1大路おほぢに立たちおはしまして」

◇　どなた様と分別申し上げられる者もおりませぬ辺りですが、ごみどみした大路にお立ちあそばして」

■　とかしこまり申まうす。

◇　とお詫び申し上げる。


P1 らうがはしき--らうる（る/＄か〈朱〉）はしき

1 【鍵を置きまどはしはべりて】以下「立ちおはしまして」まで、惟光の挨拶。表門は普段は使用しないので、鍵がどこにあるか分からなかった、という言い訳。

2 【いと不便なるわざなりや】終助詞「や」詠嘆。


夕顔．１．１．１４

■　引ひき入いれて、下おりたまふ1。

◇　車を引き入れて、お下りになる。

■　惟光これみつが兄あにの阿闍梨あざり、婿むこの三河守みかはのかみ、娘むすめなど2、渡わたり集つどひたるほどに、かくおはしましたる喜よろこびを、またなきことにかしこまる。

◇　惟光の兄の阿闍梨や、娘婿の三河守、娘などが、寄り集まっているところに、このようにお越しあそばされたお礼を、この上ないことと恐縮して申し上げる。


1 【引き入れて下りたまふ】惟光の邸宅に牛車を引き入れて、建物の入り口で下りる。

2 【惟光が兄の阿闍梨婿の三河守娘など】惟光の兄の阿闍梨、尼君の娘婿の三河守、尼君の娘など、大弐乳母の子供たちが集まっている。


夕顔．１．１．１５

■　尼君あまぎみも起おき上あがりて1、

◇　尼君も起き上がって、


1 【尼君も起き上がりて】病床から身を起こして。貴人を迎える礼儀。


夕顔．１．１．１６

■　「惜をしげなき身みなれど1、捨すてがたく思おもうたまへつること2は、ただ、かく御前おまへにさぶらひ3、御覧ごらんぜらるること4の変かはりはべりなむこと5を口惜くちをしく思おもひたまへ、たゆたひしかど、忌いむことのしるしによみがへりてなむ6、かく渡わたりおはしますを、見みたまへはべりぬれば7、今いまなむ8阿弥陀仏9あみだぶつの御光おほむひかりも、心清こころきよく待またれはべるべき10」

◇　「惜しくもない身の上ですが、出家しがたく存じておりましたことは、ただ、このようにお目にかかり、御覧に入れる姿が変わってしまいますことを残念に存じて、ためらっておりましたが、受戒の効果があって生き返って、このようにお越しあそばされましたのを、お目にかかれましたので、今は、阿弥陀様のご来迎も、心残りなく待つことができましょう」


1 【惜しげなき身なれど】以下「待たれはべるべき」まで、尼君の詞。源氏のお見舞いに対する感謝の挨拶。

2 【捨てがたく思うたまへつること】大島本「すてかたくおもふたまへつる事」とある。「思う」は「思ひ」（連用形）のウ音便化。謙譲の補助動詞「たまへ」（下二段活用、連用形）。完了の助動詞「つる」（連体形）。存じておりました。『集成』は「思うたまへ」と整定。『新大系』は「思ふ（う）たまへ」と底本を生かし、『古典セレクション』は他本に従って「思ひたまへ」と改める。

3 【かく御前にさぶらひ】「御前」は源氏をさす。「さぶらひ」の主語は自分尼君。

4 【御覧ぜらるること】受身の助動詞「らるる」連体形。源氏から見られる、意。

5 【変りはべりなむこと】完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」連体形、推量の意。

6 【よみがへりてなむ】係助詞「なむ」は下に「はべる」などの語が省略されていると解される。

7 【見たまへはべりぬれば】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、丁寧の補助動詞「はべり」連用形、完了の助動詞「ぬれ」已然形、原因理由を表す。

8 【今なむ】係助詞「なむ」は「待たれはべるべき」連体形に係る。係り結びの法則。

9 【阿弥陀仏】底本の大島本には「あみた仏」とある。読みは「あみだぼとけ」か、または「あみだぶつ」か不明。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「あみだほとけ」と読んでいる。

10 【待たれはべるべき】可能の助動詞「れ」連用形。


夕顔．１．１．１７

■　など聞きこえて、弱よわげに泣なく。

◇　などと申し上げて、弱々しく泣く。

夕顔．１．１．１８

■　「日ひごろ、おこたりがたく1ものせらるるを2、安やすからず嘆なげきわたりつるに3、かく、世よを離はなるるさまにものしたまへば、いとあはれに口惜くちをしうなむ4。

◇　「いく日も、思わしくなくおられるのを、案じて心痛めていましたが、このように、世を捨てた尼姿でいらっしゃると、まことに悲しく残念です。

■　命長いのちながくて、なほ位高くらゐたかくなど5見みなしたまへ。

◇　長生きをして、さらにわたしの位が高くなるのなども御覧下さい。

■　さてこそ6、九品ここの上しなのかみにも7、障さはりなく生むまれたまはめ。

◇　そうしてから、九品浄土の最上位にも、差し障りなくお生まれ変わりなさいさい。

■　この世よにすこし恨うらみ残のこるは、悪わろきわざとなむ聞きく」

◇　この世に少しでも執着が残るのは、悪いことと聞いております」

■　など、涙なみだぐみてのたまふ。

◇　などと、涙ぐんでおっしゃる。


1 【日ごろおこたりがたく】以下「悪ろきわざとなむ聞く」まで、源氏の見舞いの詞。

2 【ものせらるるを】主語はあなた尼君。尊敬の補助動詞「らるる」連体形。尊敬の補助動詞「たまふ」四段活用よりも軽い敬意。「おられる」くらいの意。

3 【安からず嘆きわたりつるに】主語は自分源氏。接続助詞「に」弱い逆接を表す。お姿を拝して少しは安心したが、しかしこのように、というニュアンスで下文に続く。

4 【口惜しうなむ】係助詞「なむ」の下には「思ふ」また「思ひ給ふる」などの語（連体形）が省略されている。

5 【なほ位高くなど】わたしの位が高くなるのなどをの意。「高く」の下に「なりなむを」などの語句が省略された形。大島本「なと」とあるが、『集成』『古典セレクション』は他本に従って「なども」と改める。『新大系』は底本のまま。

6 【さてこそ】副詞「さて」そうじう状態で、そうあって、の意。係助詞「こそ」と共に「生まれたまはめ」已然形に係る係り結びの法則。

7 【九品の上にも】九品浄土の最上位、極楽浄土の上品上生。


夕顔．１．１．１９

■　かたほなるをだに1、乳母めのとやうの思おもふべき人ひとは、あさましうまほに見みなすものを、まして、いと面立おもだたしう2、なづさひ仕つかうまつりけむ身みも、いたはしうかたじけなく思おもほゆべかめれば3、すずろに涙なみだがちなり。

◇　不出来な子でさえも、乳母のようなかわいがるはずの人には、あきれるくらいに完全無欠に思い込むものを、まして、まことに光栄にも、親しくお世話申し上げたわが身も、大切にもったいなく思われるようなので、わけもなく涙に濡れるのである。


1 【かたほなるをだに】以下「すずろに涙がちなり」まで、語り手の乳母に対する批評を含んだ表現。「--だに--まして--」という構文。副助詞「だに」最小限を表す。「べき」「べかめる」は語り手の感情移入の語。『岷江入楚』は「草子の地歟」と注す。

2 【いと面立たしう】源氏の君の乳母となったことを光栄だと思う。

3 【思ほゆべかめれば】「べかめる」は推量の助動詞「べかる」連体形＋推量の助動詞「める」連体形、話者の主観的推量の形。「べかる」の「る」が撥音便化し、さらに「ん」が無表記の形。


夕顔．１．１．２０

■　子こどもは1、いと見苦みぐるしと思おもひて、

◇　子供たちは、とてもみっともないと思って、

■　「背そむきぬる世よの2去さりがたきやうに、みづからひそみ御覧ごらんぜられたまふ3」

◇　「捨てたこの世に未練があるようで、ご自身から泣き顔をお目にかけていなさる」

■　と、つきしろひ目めくはす。

◇　と言って、突き合い目配せし合う。


1 【子どもは】大弐の乳母の子供たち。

2 【背きぬる世の】以下「御覧ぜられたまふ」まで、乳母の子供たちの詞。

3 【御覧ぜられたまふ】受身の助動詞「られ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」、話者（子供たち）の乳母（母親）に対する敬意。「御覧ず」は源氏の君を想定した表現。


夕顔．１．１．２１

■　君きみは、いとあはれと思おもほして1、

◇　源氏の君は、とてもしみじみと感じられて、


1 【いとあはれと思ほして】「あはれ」は、しみじみといたわしい気持ち。「思ほす」は「思ふ」の尊敬表現。


夕顔．１．１．２２

■　「いはけなかりけるほどに1、思おもふべき人ひとびと2のうち捨すててものしたまひにけるなごり、育はぐくむ人ひとあまたあるやうなりしかど3、親したしく思おもひ睦むつぶる筋すぢは、またなくなむ思おもほえし4。人ひととなりて後のちは、限かぎりあれば5、朝夕あさゆふにしもえ見みたてまつらず6、心こころのままに訪とぶらひ参まうづることはなけれど、なほ久ひさしう対面たいめんせぬ時ときは、心細こころぼそくおぼゆるを、『さらぬ別わかれはなくもがなS5, 7』」

◇　「幼かったころに、かわいがってくれるはずの方々が亡くなってしまわれた後は、養育してくれる人々はたくさんいたようでしたが、親しく甘えられる人は、他にいなく思われました。成人して後は、きまりがあるので、朝に夕にというようにもお目にかかれず、思い通りにお訪ね申すことはなかったが、やはり久しくお会いしていない時は、心細く思われましたが、『避けられない別れなどはあってほしくないものだ』と思われます」


S5 老いぬれば去らぬ別れもなくもがないよいよ見まくほしき君かな（古今集雑上-九〇〇　在原業平の母）

1 【いはけなかりけるほどに】以下「なくもがな」まで、源氏の詞。源氏は三歳で母桐壺更衣に死別、六歳で祖母に死別。

2 【思ふべき人びと】母親や祖母をさす。

3 【あるやうなりしかど】過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ど」逆接を表す。

4 【またなくなむ思ほえし】あなた（大弐の乳母）以外にはいない。係助詞「なむ」、過去の助動詞「し」連体形に係る係り結びの法則。「思ほゆ」自発の意味がこもる。

5 【限りあれば】高貴な身分から生じるさまざまな制約、きまり。

6 【朝夕にしもえ見たてまつらず】副助詞「しも」強調の意。副助詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。

7 【さらぬ別れはなくもがな】「さらぬ」は避けられない、の意。「避る」の未然形＋打消の助動詞「ぬ」連体形。「世の中にさらぬ別れのなくもがな千代もと嘆く人の子のため」（伊勢物語・古今集雑上九〇一在原業平）の第二句第三句の文句を助詞を変えて引用する。


夕顔．１．１．２３

■　となむ、こまやかに語かたらひたまひて、おし拭のごひたまへる袖そでのにほひも、いと所狭ところせきP2まで薫かをり満みちたるに、げに、よに思おもへば2、おしなべたらぬ人ひとの御宿世3みすくせぞかしと、尼君あまぎみをもどかしと見みつる子こども、皆みなうちしほたれけり。

◇　と、懇ろにお話なさって、お拭いになった袖の匂いも、とても辺り狭しと薫り満ちているので、なるほど、ほんとうに考えてみれば、並々の人でないご運命であったと、尼君を非難がましく見ていた子供たちも、皆涙ぐんだ。


P2 所狭き--（/+所〈朱〉）せき

1? 【なくもがなとなむ】大島本「なくもかなとなん」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「など」の語句を補う。『新大系』は底本のまま。係助詞「なむ」は「語らふ」に係るが、下文に続いて係り結びの流れとなっている。

2 【げによに思へば】以下「人の御宿世ぞかし」まで、語り手と尼君の子供たちの心理が一体化した表現である。副詞「げに」は源氏がいかに大弐の乳母を大事な人と思っていたかという発言をうける。副詞「よに」は、程度のはなはだしいさま。ほんとうに、とりわけ、の意。

3 【御宿世】大島本「みすくせ」と仮名表記。よって「御」は「み」と読む。


夕顔．１．１．２４

■　修法1すほふなど、またまた始はじむべきことなど掟おきてのたまはせて、出いでたまふとて、惟光これみつに紙燭召しそくめして、ありつる扇2御覧あふぎごらんずれば、もて馴ならしたる移うつり香が、いと染しみ深ふかうなつかしくて、をかしうすさみ書かきたり3。

◇　修法などを、再び重ねて始めるべき事などをお命じあそばして、お立ちになろうとして、惟光に紙燭を持って来させて、先程の扇を御覧になると、使い慣らした主人の移り香が、とても深く染み込んで慕わしくて、美しく書き流してある。


1 【修法】大島本「すほう」と表記し、「修法也シユワウトヨムヘシ」と注記する。「従来第一音節を濁って「ずほふ」とするものが多いが、「修」の字音が漢音シウ・呉音シュで、清音であること（中国の中古音でも清音）、「しゅほふ」の場合の「しゅ」も清音であること、接頭語「み」を冠した形が転じて「みしほ」となる場合の「し」も清音であること、濁音表記の比較的に多い首書源氏物語の中の仮名書きの用例三一例がすべて清音表記であることなどからみて、古くは、「ふほふ」と清んでいたらしい。なお源氏物語湖月抄には「ずほふ」〈夕霧〉などのように、濁った形が認められるから、江戸初期ごろに濁音形が成立したものと思われる（岡崎正継）」（小学館古語大辞典）。『集成』『古典セレクション』は「ずほふ」と濁音に読んでいるが、『新大系』は「すほふ」と清音に読む。

2 【ありつる扇】夕顔の花の咲いていた宿の女から贈られた扇。

3 【すさみ書きたり】大島本「すさみかきたり」とある。『集成』『古典セレクション』は「すさび書きたり」と諸本に従って校訂。『新大系』は底本のまま。大島本において「すさむ」は多く下二段活用語として使用されている。四段活用語「すさむ」は複合語で用いられ、「すさみ書く」は「夕顔」１例。「書きすさむ」は「初音」「浮舟」に各１例ずつあるのみ。「書きすさぶ」は「空蝉」「紅葉賀」「葵」「須磨」「絵合」「蜻蛉」に各１例ずつ、計６例あるが、「すさび書く」の用例はない。


夕顔．１．１．２５

■　「心こころあてにそれかとぞ見みる白露しらつゆの

光ひかりそへたる夕顔ゆふがほの花1はな」

◇　「当て推量に貴方さまでしょうかと思います

白露の光を加えて美しい夕顔の花は」


1 【心あてにそれかとぞ見る白露の光そへたる夕顔の花】女の贈歌。『異本紫明抄』は「心あてに折らばや折らむ初霜の置き惑はせる白菊の花」（古今集秋下二七七凡河内躬恒）を指摘する。「白露の光そへたる」という言葉から、光源氏を暗示する。この和歌をめぐっては諸説ある。『新大系』は「この歌の詠み手は夕顔その人ではないとする説、末句を「夕顔の花は」と解して夕顔自身が名告っているとする説、花は女性の隠喩であるとしてこの歌に挑発の気持がこもると見る説、男を元の愛人（頭中将）かと女が推量していると取る説など、諸説がある」と注す。いずれとも解せるところに和歌特有の表現機能がある。


夕顔．１．１．２６

■　そこはかとなく書かき紛まぎらはしたるも、あてはかにゆゑづきたれば1、いと思おもひのほかに、をかしうおぼえたまふ。

◇　誰とも分からないように書き紛らわしているのも、上品に教養が見えるので、とても意外に、興味を惹かれなさる。

■　惟光これみつに、

◇　惟光に、


1 【ゆゑづきたれば】「ゆゑづく」は趣きがそなわっている、奥ゆかしい、意。


夕顔．１．１．２７

■　「この西にしなる家いへは1何人なにびとの住すむぞ2。

◇　「この家の西にある家にはどんな者が住んでいるのか。

■　問とひ聞ききたりや3」

◇　尋ね聞いているか」


1 【この西なる家は】以下「問ひ聞きたりや」まで、源氏の詞。助動詞「なる」連体形は「にあり」の約。存在を表す。

2 【何人の住むぞ】係助詞「ぞ」は疑問の語（「何人」）と共に用いて問いただす意を表す。

3 【問ひ聞きたりや】完了の助動詞「たり」終止形、存続の意。係助詞「や」疑問の意を表す。


夕顔．１．１．２８

■　とのたまへば、例れいのうるさき御心1みこころとは思おもへども、えさは申まうさで2、

◇　とお尋ねになると、いつもの厄介なお癖とは思うが、そうは申し上げず、


1 【例のうるさき御心】「例の」とあることによって、源氏と惟光の親密な関係や普段の源氏の行動が過去に遡って想像される表現である。

2 【えさは申さで】大島本「えさハ申さて」とある。副詞「え」は打消の語「で」（否定の接続助詞）と呼応して、不可能の意を表す。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「え」を削除する。『新大系』は底本のまま。惟光は源氏と親しい乳母子の関係にあるとはいえ、はっきりそうと明言することはできないで、というニュアンスがある。


夕顔．１．１．２９

■　「この五ご、六日ろくにちここに1はべれど、病者2ばうざのことを思おもうたまへ扱あつかひはべる3ほどに、隣となりのことはえ聞ききはべらず」

◇　「この五、六日この家におりますが、病人のことを心配して看護しております時なので、隣のことは聞けません」


1 【この五六日ここに】以下「え聞きはべらず」まで、惟光の返答。惟光も日頃は源氏と行動を共にしていて、実家にここ五、六日は帰ってきているとは言っても近所のことはよく知らないという状況。

2 【病者】大島本「はうさ」と表記し、「病者也ヒヤウシヤトヨムヘシ」と注記する。「ばうざ」は「びょうじゃ」の直音表記。

3 【思うたまへ扱ひはべる】「思う」は「思ひ」（連用形）がイ音便化し、さらに「う」と表記された形。謙譲の補助動詞「たまへ」下二段活用、連用形。丁寧の補助動詞「はべる」連体形。


夕顔．１．１．３０

■　など、はしたなやかに1聞きこゆれば、

◇　などと、無愛想に申し上げるので、


1 【はしたなやかに】取りつく島もない、無愛想だ、という意。


夕顔．１．１．３１

■　「憎にくしとこそ思おもひたれな1。

◇　「気に入らないと思っているな。

■　されど、この扇あふぎの2、尋たづぬべきゆゑありて見みゆるを3。

◇　けれど、この扇について、尋ねなければならない理由がありそうに思われるのですよ。

■　なほ、このわたりの心知こころしれらむ者ものを4召めして問とへ」

◇　やはり、この界隈の事情を知っていそうな者を呼んで尋ねよ」


1 【憎しとこそ思ひたれな】以下「召して問へ」まで、源氏の詞。係助詞「こそ」は完了の助動詞「たれ」已然形に係る。係結びの法則。終助詞「な」詠嘆を表す。「憎し」は気に入らない、見苦しい、などの意。わたしの言うことがあなたは気に入らないのだな、あるいは、わたしの言うことがみっともないというのだな、というニュアンス。

2 【されどこの扇の】逆接の接続助詞。格助詞「の」動作の対象を表す。この扇について、の意。

3 【見ゆるを】間投助詞「を」詠嘆の意を表す。

4 【心知れらむ者を】四段動詞「心知れ」已然形（あるいは命令形）＋完了の助動詞「ら」未然形、存続の意＋推量の助動詞「む」連体形。


夕顔．１．１．３２

■　とのたまへば、入いりて1、この宿守やどもりなる男2をのこを呼よびて問とひ聞きく。

◇　とおっしゃるので、入って行って、この家の管理人の男を呼んで尋ねる。


1 【入りて】主語は惟光。奥に入っていって、母の家の管理人（宿守）に尋ねる。

2 【この宿守なる男】乳母の家の管理人。


夕顔．１．１．３３

■　「揚名介やうめいのすけなる人ひとの1家いへになむはべりける。

◇　「揚名介である人の家だそうでございました。

■　男をとこは田舎ゐなかにまかりてP3,2、妻めなむ若わかく事好ことこのみて、はらからなど宮仕人みやづかへびとにて来通きかよふ、と申まうす。

◇　男は地方に下向して、妻は若く派手好きで、その姉妹などが宮仕え人として行き来している、と申します。

■　詳くはしきことは、下人しもびとのえ知しりはべらぬにやあらむ3」

◇　詳しいことは、下人にはよく分からないのでございましょう」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


P3 まかりて--さ（さ/＄ま〈朱〉）かりて

1 【揚名介なる人の】以下「にやあらむ」まで、惟光の返答。「揚名介」は名前だけで実務や俸給も伴わない地方官の次官で、名誉職。裕福な者がお金を収めてその名をもらった。

2 【男は田舎にまかりて】以下「宮仕人にて来通ふ」まで下人の報告を惟光が引用して報告。西隣の家の主人。「田舎にまかりて」は商用などのために地方に下っているのであろう。

3 【え知りはべらぬにやあらむ】副詞「え」打消の語「ぬ」と共に用いられて不可能の意を表す。打消の助動詞「ぬ」連体形、断定の助動詞「に」連用形。係助詞「や」疑問の意で、推量の助動詞「む」連体形に係る。


夕顔．１．１．３４

■　「さらば、その1宮仕人みやづかへびとななり2。

◇　「それでは、その宮仕人のようだ。

■　したり顔がほにもの馴なれて言いへるかな3」

◇　得意顔になれなれしく詠みかけてきたものよ」

■　と、「めざましかるべき際きはにやあらむ4」

◇　と、「きっと興覚めしそうな身分ではなかろうか」

■　と思おぼせど、さして聞きこえかかれる心こころの、憎にくからず過すぐしがたきぞ、例れいの5、この方かたには重おもからぬ御心みこころなめるかし。

◇　とお思いになるが、名指して詠みかけてきた気持ちが、憎からず見過ごしがたいのが、例によって、こういった方面には、重々しくないご性分なのであろう。

■　御畳紙おほむたたうがみにいたうあらぬさまに書かき変かへ6たまひて、

◇　御畳紙にすっかり別筆にお書きになって、


1 【さらばその】以下「際にやあらむ」まで、源氏の心に添った叙述。

2 【宮仕人ななり】断定の助動詞「なる」連体形「る」の撥音便化さらに無表記の形＋伝聞推定の助動詞「なり」終止形。宮仕え人であるらしいの意。

3 【言へるかな】「言ふ」は歌を詠むこと。「言へ」已然形、完了の助動詞「る」連体形、存続の意、終助詞「かな」詠嘆の意。

4 【めざましかるべき際にやあらむ】形容詞「目覚まし」は「本来は、単に目が覚めるほど意外だという意だったが、平安文学などの用例では、階級意識・上下意識に支えられており、上者から見て、下者の言動に身分・分際を越えたものがあると感じられた場合に、用いられている。従って、けなすときには、身の程を知らない失敬なことだという感じ、また、ほめるときには、身分の低いわりには大したものだという感じを伴う」（小学館古語大辞典）。ここでは、興味がそがれる、意。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形。『新大系』は「源氏は、宮仕え人だとしても低い分際の女だろうと思い、興ざめしている」と注す。

5 【例の】以下「御心なめるかし」まで、語り手の源氏の性格に対する批評を交えた表現。「なめる」は断定の助動詞「なる」連体形「る」が撥音便化さらに無表記の形＋推量の助動詞「める」連体形、話者の主観的推量の意。終助詞「かし」念押しの意。『岷江入楚』所引の三光院実枝説は「作者の評なり」と指摘する。『評釈』は「君がこう思って、それでやめてしまったら、物語にならない。「例の、このかたに」と、ことわって、作者は君に返歌さすのである」と注す。

6 【あらぬさまに書き変へ】返歌の主が源氏と知られないように書き紛らす。『新大系』は「あらぬ筆跡の返歌をさっきの随身に持たせることによって、この随身が仕える人は女が考えるような光源氏ではない、という重要なアピールになる」と注す。


夕顔．１．１．３５

■　「寄よりてこそそれかとも見みめたそかれに

ほのぼの見みつる花はなの夕顔ゆふがほ」

◇　「もっと近寄って誰ともはっきり見たらどうでしょう

黄昏時にぼんやりと見えた花の夕顔を」

夕顔．１．１．３６

■　ありつる御随身みずいじんして2遣つかはす。

◇　先程の御随身をお遣わしになる。


1? 【寄りてこそそれとも見めたそかれにほのぼの見つる花の夕顔】源氏の返歌。「それかとぞ見る」を「それかとも見め」、「夕顔の花」を「花の夕顔」と言い換えて返す。「見る」及び「花の夕顔」の主体また客体を誰と解するかによって解釈が別れる。和歌とはそもそも多義性をはらんだ表現世界である。したがって、第一義的には何をいい、副次的また裏の意で何と言っているのか、考えておく必要がある。『古典セレクション』は「見る」の主語を自分とし「夕顔」を相手と解して「もっと近くに寄って、はっきりお目にかかろうと思います。夕暮時にぼんやりと見た花の夕顔を」と訳す。反対に『新大系』は「見る」の主語を相手とし「夕顔」を自分と解して「近くに寄って見て誰それかと分かろうものですよ、黄昏時にぼんやりとご覧になったばかりの花の（花みたいに美しい）夕顔（夕方の顔）をね」と訳す。贈答歌の返歌は相手の言葉を引用しながらそれをずらして用いて切り返すのが常套。相手にもっと近づいてはっきりわたしをみたらどうですか、という挑み返した歌。

2 【ありつる御随身して】花を折りに夕顔の宿に入っていって女童から扇を受け取った随身。


夕顔．１．１．３７

■　まだ見みぬ御おほむさまなりけれど、いとしるく思おもひあてられたまへる御側目おほむそばめを見過みすぐさで1、さしおどろかしけるを、答いらへたまはでほど経へければ、なまはしたなきに、かくわざとめかしければ、あまえて、

◇　まだ見たことのないお姿であったが、まことにはっきりと推察されなさるおん横顔を見過ごさないで、さっそく詠みかけたのに、返歌を下さらないで時間が過ぎたので、何となく体裁悪く思っていたところに、このようにわざわざ来たというふうだったので、いい気になって、

■　「いかに聞きこえむ」

◇　「何と申し上げよう」

■　など言いひしろふべかめれど2、めざましと思おもひて、随身ずいじんは参まゐりぬ。

◇　などと言い合っているようだが、生意気なと思って、随身は帰参した。


1 【まだ見ぬ御さまなりけれどいとしるく思ひあてられたまへる御側目を見過ぐさで】視点は夕顔の宿の女に移り、源氏が返歌してくるまでの間を語る。「御さま」「御側目」は源氏をさす。「見過ぐす」の主語は夕顔の宿の女。夕顔の宿の女方は、まだ見たこともない源氏の姿であっが、実にはっきりと、その人と推察して歌を詠みかけたが、というふうに語り手は叙述する。

2 【言ひしろふべかめれど】「べか」は推量の助動詞「べかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形。推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量の主体者は御随身。


夕顔．１．１．３８

■　御前駆おほむさきの松明まつほのかにて1、いと忍しのびて出いでたまふ2。

◇　御前駆の松明を弱く照らして、とてもひっそりとお出になる。

■　半蔀はじとみは下おろしてけり3。

◇　半蔀は既に下ろされていた。

■　隙々ひまひまより見みゆる灯ひの光ひかり、蛍ほたるよりけにほのかに4あはれなり。

◇　隙間隙間から見える灯火の明りは、蛍よりもさらに微かでしみじみとした思いである。


1 【松明ほのかにて】目立たぬように配慮したもの。

2 【いと忍びて出でたまふ】源氏一行は大弐乳母の家を出て六条辺りのお忍び所に向かう。

3 【半蔀は下ろしてけり】前に「半蔀四五間ばかり上げわたして」とあった夕顔の宿の半蔀。完了の助動詞「て」連用形。過去の助動詞「けり」終止形。見る者からは軽い失望のニュアンスが伝わってくる。

4 【蛍よりけにほのかに】『河海抄』は「夕されば蛍よりけに燃ゆれども光見ねばや人のつれなき」（古今集恋二五六二紀友則）を指摘する。五条界隈の単なる風景描写に留まらず、この引歌の語句から背後に源氏のこの宿の女に対する恋の思いが裏打ちされている。


夕顔．１．１．３９

■　御心みこころざしの所1ところには、木立前栽2こだちせんさいなど、なべての所ところに似にず、いとのどかに心こころにくく住すみなしたまへり。

◇　お目当ての所では、木立や前栽などが、世間一般の所とは違い、とてもゆったりと奥ゆかしく住んでいらっしゃる。

■　うちとけぬ御おほむありさま3などの、気色けしきことなるに、ありつる垣根4思かきねおもほし出いでらるべくもあらずかし5。

◇　気の置けるご様子などが、他の人とは格別なので、先程の垣根の女などはお思い出されるはずもない。


1 【御心ざしの所】冒頭の「六条わたりの御忍びありき」の女性。

2 【前栽】「平安時代にはセンサイと清音」（岩波古語辞典）。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「せんざい」と濁音に読む。

3 【うちとけぬ御ありさま】打消の助動詞「ぬ」連体形。近寄りがたい、気骨が折れる、意。

4 【ありつる垣根】さきほどの夕顔の宿の女。譬喩表現。

5 【思ほし出でらるべくもあらずかし】自発の助動詞「らる」終止形、推量の助動詞「べく」連用形、当然の意、係助詞「も」強調の意、打消の助動詞「ず」終止形、終助詞「かし」念押しの意。語り手の口吻が伝わってくる。


夕顔．１．１．４０

■　翌朝つとめて、すこし寝過ねすぐしたまひて1、日ひさし出いづるほどに出いでたまふ。

◇　翌朝、少しお寝過ごしなさって、日が差し出るころにお帰りになる。

■　朝明あさけの姿2すがたは、げに人ひとのめできこえむも、ことわりなる御おほむさまなりけり。

◇　朝帰りの姿は、なるほど世間の人がお褒め申し上げるようなのも、ごもっともなお美しさであった。


1 【翌朝すこし寝過ぐしたまひて】六条辺りの貴婦人の邸に泊まった。「寝過ごす」とは夫婦きどりの愛人宅である。

2 【朝明の姿】朝の光の中に映し出された姿形。まぶしいほど美しい様子。『河海抄』は「わがせこが朝明の姿よく見ずて今日の間を恋ひ暮らすかも」（万葉集巻十二二八五二）を指摘する。歌語。


夕顔．１．１．４１

■　今日けふもこの蔀しとみの前渡まへわたりしたまふ1。

◇　今日もこの半蔀の前をお通り過ぎになる。

■　来きし方かたも過すぎたまひけむわたり2なれど、ただはかなき一ひとふしに3御心みこころとまりて、

◇　今までにも通り過ぎなさった辺りであるが、わずかちょっとしたことでお気持ちを惹かれて、

■　「いかなる人ひとの住すみ処かならむ4」

◇　「どのような女が住んでいる家なのだろうか」

■　とは、往ゆき来きに御目おほむめとまりたまひけり。

◇　と思っては、行き帰りにお目が止まるのであった。


1 【今日もこの蔀の前渡りしたまふ】「この蔀」は夕顔の宿の半蔀。その前を素通りする。

2 【来し方も過ぎたまひけむわたり】今までにも六条辺りへのお忍び通いの折には通った所、の意。

3 【ただはかなき一ふしに】夕顔の宿の女が扇に和歌を書き付けて寄こしたことをさす。

4 【いかなる人の住み処ならむ】源氏の心。


第二段　数日後、夕顔の宿の報告

夕顔．１．２．１

■　惟光これみつ、日頃ひごろありて参まゐれり。

◇　惟光が、数日して参上した。

夕顔．１．２．２

■　「わづらひはべる人1ひと、なほ弱よわげにはべれば、とかく見みたまへP4あつかひてなむ2」

◇　「患っております者が、依然として弱そうでございましたので、いろいろと看病いたしておりまして」


P4 見たまへ--*見たまひ

1 【わづらひはべる人】以下「あつかひてなむ」まで、惟光の挨拶。「わづらひはべる人」とは惟光の母親のこと。

2 【見たまへあつかひてなむ】大島本「見たまひあつかひてなむ」とある。主語は話者の惟光であるから「たまひ」（四段活用、尊敬の補助動詞）は不適切。誤写と認めて謙譲の補助動詞「たまへ」（下二段活用）に改める。『新大系』『古典セレクション』は底本のまま。『集成』は「見たまへあつかひてなむ」と校訂する。複合語「見あつかふ」の間に謙譲の補助動詞「たまへ」下二段の連用形が介在した形。係助詞「なむ」の下に「はべりける」あるいは「えまうで来ざりける」などの語句が省略。言いさした形。


夕顔．１．２．３

■　など、聞きこえて、近ちかく参まゐり寄よりて聞きこゆ1。

◇　などと、ご挨拶申し上げて、近くに上って申し上げる。


1 【近く参り寄りて聞こゆ】内緒話のおもむき。


夕顔．１．２．４

■　「仰おほせられしのちなむ1、隣となりのこと知しりてはべる者ものよびて、呼***びて問とはせはべりしかど、はかばかしくも申まうしはべらず。

◇　「仰せ言のございました後に、隣のことを知っております者を、呼んで尋ねさせましたが、はっきりとは申しません。

■　『いと忍しのびて2、五月さつきのころほひよりものしたまふ人ひとなむあるべけれど3、その人ひととは、さらに家いへの内うちの人ひとにだに知しらせず4』

◇　『ごく内密に、五月のころからおいでの方があるようですが、誰それとは、全然その家の内の人にさえ知らせません』

■　となむ申まうす5。

◇　と申します。

■　時々、中垣ときどきなかがきのかいま見みしはべるに6、げに若わかき女をむなどもの7透影見すきかげみえはべり。

◇　時々、中垣から覗き見いたしますと、なるほど、若い女たちの透き影が見えます。

■　褶しびらだつもの8、かことP5ばかり9引ひきかけて10、かしづく人ひとはべるなめり11。

◇　褶めいた物を、申しわけ程度にひっかけているので、仕えている主人がいるようでございます。

■　昨日、夕日きのふゆふひのなごりなくさし入いりてはべりしに12、文書ふみかくとてゐてはべりし人ひとの、顔かほこそいとよくはべりしか13。

◇　昨日、夕日がいっぱいに射し込んでいました時に、手紙を書こうとして座っていました女人の顔が、とてもようございました。

■　もの思おもへるけはひして、ある人ひとびとも14忍しのびてうち泣なくさまなどなむ、しるく見みえはべる15」

◇　憂えに沈んでいるような感じがして、側にいる女房たちも涙を隠して泣いている様子などが、はっきりと見えました」

◆　 
"おほせ られ し のち なむ、 となり の こと しり て はべる もの よび て、 とは せ はべり しか ど、 はかばかしく も まうし はべら ず。 'いと しのび て さつき の ころほひ より ものし たまふ ひと なむ ある べけれ ど、 その ひと と は、 さらに いへ の うち の ひと に だに しら せ ず' と なむ まうす。 
 ときどき なかがき の かいまみ し はべる に、 げに わかき をむな-ども の すきかげ みえ はべり。 しびら だつ もの、 かこと ばかり ひき-かけ て、 かしづく ひと はべる な' めり。 
 きのふ、 ゆふひ の なごり なく さし-いり て はべり し に、 ふみ かく とて ゐ て はべり し ひと の、 かほ こそ いと よく はべり しか。 ものおもへ る けはひ し て、 ある ひとびと も しのび て うち-なく さま など なむ、 しるく みえ はべる。"


P5 かこと--かう（う/＄こ〈朱〉）と

1 【仰せられしのちなむ】以下「しるく見えはべる」まで、惟光の報告。「仰せ」の主語は源氏。仰せ言。過去の助動詞「し」連体形。係助詞「なむ」は「呼びて問はせ」に係るが、下文に続いて結びの流れ。

2 【いと忍びて】以下「知らせず」まで、隣の事情を知っている者の話を間接的に惟光が語る。前の、宿守の揚名介の家で宮仕え人が行き来しているという情報とどう関わるのか、やや不分明。あれは誤情報で、これが真実ということか。

3 【人なむあるべけれど】係助詞「なむ」は「ある」連体形に係るが、下文「べけれど」に続いて結びの流れ。

4 【さらに家の内の人にだに知らせず】副詞「さらに」は打消の助動詞「ず」終止形、と呼応して、ぜんぜん、まったく--ない、の意を表す。副助詞「だに」最小限、--にさえ、の意を表す。

5 【となむ申す】係助詞「なむ」は「申す」連体形に係る、係り結びの法則。

6 【時々中垣のかいま見しはべるに】以下、惟光の観察の報告である。丁寧の補助動詞「はべり」は謙譲のニュアンス。接続助詞「に」順接、--すると、の意。

7 【げに若き女どもの】副詞「げに」は隣のことを知っている者が申したとおり、の意。

8 【褶だつもの】褶〈しびら〉は上裳。主人の前に出る時に下裳の上に付けるという。それを付けていたというので、主人のいることが分かる。

9 【かことばかり】大島本「かう（う＄こ〈朱〉）とハかり」とある。「かこと」は「カコト」[Cacoto]「カゴト」[Cagoto]（日葡辞書）両方ある。『集成』『新大系』は「かことばかり」と清音で読む。『古典セレクション』は「かごとばかり」と濁音で読んでいる。

10 【引きかけて】接続助詞「て」順接、原因・理由を表す。--ところから、--ので。

11 【かしづく人はべるなめり】若い女たちがお仕えしている主人。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形と推量の助動詞「めり」終止形は話者惟光の主観的のニュアンス。

12 【さし入りてはべりしに】「はべり」連用形は「あり」の丁寧語。過去の助動詞「し」連体形、下に「時」などの語が省略。格助詞「に」は時を表す。

13 【顔こそいとよくはべりしか】係助詞「こそ」は過去の助動詞「しか」已然形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。

14 【ある人びとも】「ある」は、側にいる意。

15 【さまなどなむしるく見えはべる】係助詞「なむ」は「はべる」連体形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。


夕顔．１．２．５

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　君きみうち笑ゑみたまひて、

◇　源氏の君はにっこりなさって、

■　「知しらばや1」

◇　「知りたいものだ」

■　と思おもほしたり2。

◇　とお思いになった。


1 【知らばや】終助詞「ばや」は自分の願望を表す。

2 【思ほしたり】「思ほし」連用形は「思ふ」の尊敬表現。完了の助動詞「たり」終止形。


夕顔．１．２．６

■　おぼえこそ重おもかるべき御身おほむみのほどなれど1、御おほむよはひのほど、人ひとのなびきめできこえたるさまなど思おもふには2、好すきたまはざらむも3、情なさけなくさうざうしかるべしかし4、人ひとのうけひかぬほどにてだに5、なほ、さりぬべきあたりのことは6、このましうおぼゆるものを7、と思おもひをり8。

◇　ご声望こそ重々しいはずのご身分であるが、ご年齢のほど、女性たちがお慕いしお褒め申し上げている様子などを考えると、興味をお感じにならないのも、風情がなくきっと物足りない気がするだろうが、世間の人が承知しない身分でさえ、やはり、しかるべき身分の人には、興味をそそられるものだから、と思っている。


1 【おぼえこそ重かるべき御身のほどなれど】以下「おぼゆるものを」まで、惟光の心に即した視点からの叙述。源氏に対する感想。係助詞「こそ」は「なれ」已然形に係るが、接続助詞「ど」に続いて結びの流れとなっている。

2 【さまなど思ふには】主語は惟光。自問自答。

3 【好きたまはざらむも】主語は源氏。源氏がそのような女性達を。自分惟光のことには敬語はつかない。

4 【さうざうしかるべしかし】推量の助動詞「べし」終止形、終助詞「かし」。句点でもよいところであるが、惟光の心中に沿った一連の文章なので、読点で処理した。

5 【人のうけひかぬほどにてだに】「人」は世間の人、貴族一般。打消の助動詞「ぬ」連体形。「ほど」は低い身分の女性。副助詞「だに」最低限を表し、後文に、まして源氏の君は、というニュアンスを生む。

6 【なほさりぬべきあたりのことは】貴族の女性としてある程度の身分の女性には、という意。

7 【このましうおぼゆるものを】主語は惟光自身、一般論。上文の「だに」と呼応して、まして源氏の君はわたし以上に関心を寄せられることだろう、の意。接続助詞「を」順接、原因・理由を表す。

8 【と思ひをり】主語は惟光。


夕顔．１．２．７

■　「もし、見みたまへ得うることもやはべると1、はかなきついで作つくり出いでて2、消息せうそこなど遣つかはしたりき3。

◇　「もしや、何か発見いたすこともありましょうかと、ちょっとした機会を作って、恋文などを出してみました。

■　書かき馴なれたる手てして、口くちとく返かへり事ごとなどしはべりき4。

◇　書きなれている筆跡で、素早く返事など寄こしました。

■　いと口惜くちをしうはあらぬ若人わかうどどもなむはべるめる5」

◇　たいして悪くはない若い女房たちがいるようでございます」


1 【もし見たまへ得ることもやはべると】以下「若人どもなむはべるめる」まで、惟光の詞。「見たまへ得る」の「たまへ」連用形は謙譲補助動詞。複合動詞「見得る」の間に介在した形。係助詞「も」強調、係助詞「や」疑問の意。「はべる」連体形は「あり」の丁寧語。わたし惟光が何か発見できることがございましょうかと、の意。

2 【はかなきついで作り出でて】夕顔の宿の別の女に関係をつけたことをいう。

3 【消息など遣はしたりき】完了の助動詞「たり」連用形、過去の助動詞「き」終止形、自分の過去の体験のニュアンス。以下にも「しはべりき」と出てくる。

4 【口とく返り事などしはべりき】返歌の反応が早いということは上出来。

5 【いと口惜しうはあらぬ若人どもなむはべるめる】仕えてる女房たちが優れていれば、その女主人の人柄教養も想像され保証される。係助詞「なむ」は推量の助動詞「める」連体形、話者の主観的推量の意に係る、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。


夕顔．１．２．８

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

夕顔．１．２．９

■　「なほ言いひ寄よれ1。

◇　「さらに近づけ。

■　尋たづね寄よらでは、さうざうしかりなむ2」

◇　突き止めないでは、きっと物足りない気がしよう」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【なほ言ひ寄れ】以下「さうざうしかりなむ」まで、源氏の詞。惟光に更に探索を命じる。

2 【さうざうしかりなむ】形容「さうざうしかり」連用形。「なむ」は、完了の助動詞「な」未然形、確述の意と推量の助動詞「む」終止形、強調の意を表す。


夕顔．１．２．１０

■　かの、下しもが下しもと1、人ひとの思おもひ捨すてし住すまひなれど、その中なかにも、思おもひのほかに口惜くちをしからぬを見みつけたらば2と、めづらしく思おもほすなりけり3。

◇　あの、下層の最下層だと、人が見下した住まいであるが、その中にも、意外に結構なのを見つけたらばと、心惹かれてお思いになるのであった。


1 【かの下が下と】以下「見つけたらば」まで、源氏の心。「帚木」巻に「下のきざみといふ際になれば、ことに耳たたずかし」とあったことを受ける。「人の思ひ捨てし」の「人」は頭中将である（「帚木」第一章二段）。

2 【その中にも思ひのほかに口惜しからぬを見つけたらば】同じく「帚木」巻に「さびしくあばれたらむ葎の門に、思ひの外にらうたげならむ人の閉ぢられたらむこそ、限りなくめづらしくはおぼえめ」（第一章三段）を受ける。

3 【めづらしく思ほすなりけり】「めづらしく」連用形は、賞美する価値がある、心が惹かれる、意。「おもほす」連体形は「思ふ」の尊敬表現。断定の助動詞「なり」連用形、「過去の助動詞「けり」終止形。


第二章　空蝉の物語

第一段　空蝉の夫、伊予国から上京す

夕顔．２．１．１

■　さて、かの空蝉うつせみの1あさましくつれなきを2、この世よの人ひとには違たがひて思おぼすに3、おいらかならましかば4、心苦こころぐるしき過あやまちにて5もやみぬべきを6、いとねたく、負まけてやみなむを、心こころにかからぬ折をりなし。

◇　ところで、あの空蝉のあきれるほど冷淡だったのを、今の世間一般の女性とは違っているとお思いになると、素直であったならば、気の毒な過ちをしたと思ってやめられようが、まことに悔しく、振られて終わってしまいそうなのが、気にならない時がない。

■　かやうの並々なみなみまでは7思おもほしかからざりつるを、ありし

◇　このような並々の女性までは、お思いにならなかったのだが、先日の

■　「雨夜あまよの品定しなさだめ8」

◇　「雨夜の品定め」

■　の後のち、いぶかしく思おもほしなる品々しなじなあるに、いとど隈くまなくなりぬる御心みこころなめりかし9。

◇　の後は、興味をお持ちになった階層階層があることによって、ますます残る隈なくご関心をお持ちになったようであるよ。


1 【さてかの空蝉の】「さて」は話題転換。ところで話は変わって、の意。後出の格助詞「の」は、のようにの意。『集成』は「あの、蝉の脱殻のように、小袿だけを残して逃げていった女」と注す。

2 【あさましくつれなきを】格助詞「を」目的格を表す。

3 【違ひて思すに】接続助詞「に」順接を表す。--と、の意。

4 【おいらかならましかば】以下「やみぬべきを」まで、源氏の心に添った語り方。「オイは老いの意。ラカは状態を示す接尾語。年老いて感情が淡く、気持の波立ちが少なくなるように、執心が少なく平静なこと。多く人の性質や態度にいう」（岩波古語辞典）。「ましかば」は反実仮想。

5 【心苦しき過ちにて】『集成』は「出来心からの過ちとしてすませてしまうはずのところを。空蝉がそののち二度も自分を拒んだので、自尊心が許さず、諦められないのである」と注す。

6 【やみぬべきを】接続助詞「を」逆接を表す。

7 【かやうの並々までは】空蝉のような受領の後妻の身分の女性。

8 【ありし雨夜の品定め】「帚木」巻の「雨夜の品定め」の段をさす。語り手自身このように呼称する。

9 【御心なめりかし】「御心」は源氏の御心。性癖。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、話者の主観的推量を表す。終助詞「かし」念押しの意。この話者は語り手。『岷江入楚』所引「三光院実枝説」は「かやうの」から「草子の地」と指摘。『首書源氏物語』所引「或抄」は「いとど」から「地よりいへり」と指摘する。


夕顔．２．１．２

■　うらもなく待まちきこえ顔がほなる片かたつ方人1かたびとを、あはれと思おぼさぬにしもあらねど2、つれなくて聞ききゐたらむこと3の恥はづかしければ、

◇　疑いもせずにお待ち申しているもう一人の女を、いじらしいとお思いにならないわけではないが、何くわぬ顔で聞いていたろうことが恥ずかしいので、

■　「まづ、こなたの心見果こころみはてて4」

◇　「まずは、この女の気持ちを見定めてから」

■　と思おぼすほどに、伊予介上いよのすけのぼりぬ5。

◇　とお思いになっているうちに、伊予介が上京してきた。


1 【片つ方人】軒端荻。

2 【あはれと思さぬにしもあらねど】主語は源氏。「思さ」未然形は「思ふ」の尊敬表現。打消の助動詞「ぬ」連体形、断定の助動詞「に」連用形、副助詞「しも」強調のニュアンス、「あら」ラ変未然形、打消の助動詞「ね」已然形。

3 【つれなくて聞きゐたらむこと】空蝉が何くわぬ顔で聞いていたろうこと。

4 【まづこなたの心見果てて】源氏の心。空蝉の本心を。

5 【伊予介上りぬ】空蝉の夫。任期中に都に用向きがあって上京したもの。


夕顔．２．１．３

■　まづ急いそぎ参まゐれり1。

◇　まっさきに急いで参上した。

■　舟路ふなみちのしわざとて、すこし黒くろみやつれたる旅姿たびすがた、いとふつつかに心こころづきなし2。

◇　船路のせいで、少し黒く日焼けしている旅姿は、とてもぶこつで気に入らない。

■　されど、人ひともいやしからぬ筋すぢに3、容貌かたちなどねびたれど、きよげにて、ただならず、気色けしきよしづきてなどぞありける4。

◇　けれど、人品も相当な血筋で、容貌などは年はとっているが、小綺麗で、普通の人とは違って、風雅のたしなみなどがそなわっているのであった。


1 【まづ急ぎ参れり】源氏のお世話で任官したのであろう。源氏一派の人。上京の折には手土産を持参してまずは挨拶に参上。

2 【いとふつつかに心づきなし】語り手の評。女房の視点からの批評であろう。「ふつつか」は「太く強い意が、情趣に乏しい意を帯びるに至るのは、平安時代の優美繊細を美とする思潮の所産で、源氏物語の時代は、太く強い意に、場面や文脈によって非情趣性が意識される段階であり、平安末期までは大した変化はなかったであろう。中世以降は、たしなみのなさ、無教養さ、心の浅さが意味の中核となったと思われる。近世語では無教養や不調法の意味のものがほとんどである」（小学館古語大辞典）。

3 【人もいやしからぬ筋に】人品卑しからぬ血筋。

4 【気色よしづきてなどぞありける】「よしづく」は風雅のたしなみがそなわっている。係助詞「ぞ」は過去の助動詞「ける」連体形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンス。


夕顔．２．１．４

■　国くにの物語ものがたりなど申まうすに1、

◇　任国の話などを申すので、

■　「湯桁ゆげたはいくつ2」

◇　「伊予の湯の湯桁はいくつあるか」

■　と、問とはまほしく思おぼせど3、あいなくまばゆくて4、御心みこころのうちに思おぼし出いづることもさまざまなり5。

◇　と、お尋ねしたくお思いになるが、わけもなく正視できなくて、お心の中に思い出されることもさまざまである。


1 【物語など申すに】接続助詞「に」順接を表す。

2 【湯桁はいくつ】伊予国の様子を尋ねてみたい。「空蝉」巻に軒端荻が碁を打ち終えて「十、二十、三十、四十」と数えていた言葉を思い出して、このように語ったもの。

3 【問はまほしく思せど】願望の助動詞「まほしく」連用形。

4 【あいなくまばゆくて】大島本「あひなく」と表記する。「古写本には「あいなし」「あひなし」の二つの表記があるが、おそらく語源は「あひ（合）なし（無）」であろう。はじめは、本来何も関係がない、筋ちがいである、という意で使われたが、筋ちがいで気持がよくない、違和感があっていやな気持である、など微妙な感情をこめて使われるようになり、副詞的には、本来何の関係もないのに、の意から、ひとごとながら、よそながら、などの意に発展した。平安時代末期にはすでに「愛無し」とも書かれ、かまくら時代には「愛無し」「間（あひ）無し」という二つの言葉が合流したものかと考えられるほど意味が不分明になっていた」（岩波古語辞典）。『集成』『古典セレクション』は「あいなく」と整定。『新大系』は「あひ（い）なく」と「い」を傍記する。源氏の伊予介に対する後ろめたい気持ちの現れ。

5 【御心のうちに思し出づることもさまざまなり】空蝉や軒端荻に対する気持ち。


夕顔．２．１．５

■　「ものまめやかなる大人おとなを1、かく思おもふも2、げにをこがましく、うしろめたきわざなりや。

◇　「実直な年配者を、このように思うのも、いかにも馬鹿らしく後ろ暗いことであるよ。

■　げに、これぞ、なのめならぬ片かたはなべかりP6ける3」

◇　いかにも、これが、尋常ならざる不埒なことだった」

■　と、馬頭むまの諌かみのいさめ4思おぼし出いでて、いとほしきに5、

◇　と、左馬頭の忠告をお思い出しになって、気の毒なので、

■　「つれなき心こころはねたけれど、人ひとのためは、あはれ」

◇　「冷淡な気持ちは憎いが、夫のためには、立派だ」

■　と思おぼしなさる。

◇　とお考え直しになる。


P6 なべかり--（/+な）へかり

1 【ものまめやかなる大人を】以下「片はなべかりける」まで、源氏の心。『完訳』は「げにをこがましく」以下を、「以下、源氏の反省」と注す。

2 【かく思ふも】空蝉との一件から後ろめたく思う気持ち。

3 【片はなべかりける】「なべかりける」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化し無表記化された形＋推量の助動詞「べかり」連用形＋過去の助動詞「ける」連体形、「ぞ」の係り結びの法則、という語形。

4 【馬頭の諌め】「帚木」巻の左馬頭の言葉。「なにがしがいやしき諌めにて、好きたわめらむ女に心おかせたまへ。過ちして、見む人のかたくななる名をも立てつべきものなり」（第二章第二段）をさす。妻の不実は夫の恥になるという意見。

5 【いとほしきに】伊予介が気の毒。接続助詞「に」順接を表す。


夕顔．２．１．６

■　「娘むすめをばさるべき人ひとに預あづけて2、北きたの方3かたをば率ゐて下くだりぬべし」

◇　「娘を適当な人に縁づけて、北の方を連れて下るつもりだ」

■　と、聞ききたまふに、ひとかたならず心こころあわたたしくて、

◇　と、お聞きになると、あれやこれやと気持ちが落ち着かなくて、

■　「今一度いまひとたびはえあるまじきことにや4」

◇　「もう一度逢うことができないものだろうか」

■　と、小君こぎみを語かたらひたまへど、人ひとの心こころを合あはせたらむことにてだに5、軽かろらかにえしも紛まぎれたまふまじきを、まして、似にげなきこと6に思おもひて、今いまさらに見苦みぐるしかるべし7、と思おもひ離はなれたり。

◇　と、小君に相談なさるが、相手が同意したようなことでさえ、軽々とお忍びになるのは難しいのに、まして、相応しくない関係と思って、今さら見苦しかろうと、思い絶っていた。


1? 【つれなき心はねたけれど人のためにはあはれ】源氏の心。空蝉の態度を悔しいが夫のためには立派だと褒める。

2 【娘をばさるべき人に預けて】以下「下りぬべし」まで、伊予介の詞を間接話法的に叙述したもの。「娘」は軒端荻。「預く」は人手に任せる、すなわち結婚させる意。

3 【北の方】空蝉をさす。

4 【今一度はえあるまじきことにや】源氏の心。副詞「え」は打消の推量の助動詞「まじき」連体形と呼応して不可能の意を表す。「にや」は断定の助動詞「に」連体形＋係助詞「や」疑問の意。下に「あらむ」などの語句が省略されている形。

5 【人の心を合せたらむことにてだに】「--だに--まして」の構文。相手が示し合わせた場合でさえ難しい、まして相手が避けようとしているからさらに困難だ。前半は源氏の心に沿った叙述で敬語「たまふ」があり、後半は空蝉の心に沿った叙述に移って敬語がない。

6 【似げなきこと】空蝉の心を叙述。

7 【今さらに見苦しかるべし】空蝉の心を叙述。


夕顔．２．１．７

■　さすがに1、絶たえて2思おもほし忘わすれなむこと3も、いと言いふかひなく、憂うかるべきことに思おもひて、さるべき折々をりをりの御答おほむいらへなど、なつかしく4聞きこえつつ、なげの筆ふでづかひにつけたる言ことの葉は、あやしくらうたげに、目めとまるべき5ふし加くはへなどして、あはれと思おぼしぬべき6人ひとのけはひなれば、つれなくねたきものの、忘わすれがたきに思おぼす7。

◇　そうは言っても、すっかりお忘れになられることも、まことにつまらなく、嫌にちがいないことと思って、しかるべき折々のお返事など、親しく度々差し上げては、何気ない書きぶりに詠み込まれた返歌は、不思議とかわいらしげに、お目に止まるようなことを書き加えなどして、恋しく思わずにはいられない人の様子なので、冷淡で癪な女と思うものの、忘れがたい人とお思いになっている。


1 【さすがに】直前の「思ひ離れたり」を受ける。きっぱり思いきっている、とはいえ、という文脈で、空蝉にも源氏に惹かれるところがあることを語る。初めは空蝉の心に沿った叙述の仕方であるが、最後は「忘れがたきに思す」という源氏の視点で結ばれる。

2 【絶えて】以下「憂かるべきこと」まで、空蝉の心。

3 【思ほし忘れなむこと】完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」連体形。源氏がわたしのことをすかっかりお忘れになってしまうこと。

4 【なつかしく】以下、空蝉の源氏の和歌に対する返歌のしかたをいう。

5 【目とまるべき】源氏の目にとまるよう。

6 【あはれと思しぬべき】源氏が恋しく思わずにはいられない。

7 【つれなくねたきものの忘れがたきに思す】源氏の空蝉に対する印象。「忘れがたき」連体形と格助詞「に」の間に「女」などの語が省略されている形。


夕顔．２．１．８

■　いま一方ひとかたは1、主強ぬしつよくなるとも2、変かはらずうちとけぬべく見みえしさまなるを頼たのみて、とかく聞ききたまへど3、御心みこころも動うごかずぞありける4。

◇　もう一人は、たとえ夫が決まったとしても、変わらず心を許しそうに見えたのを当てにして、いろいろとお聞きになるが、お心も動かさないのであった。


1 【いま一方は】軒端荻。

2 【主強くなるとも】たとえ夫が決まったとしてもの意。接続助詞「とも」仮定条件のもと意志を表す。たとえ--ても、の意。

3 【とかく聞きたまへど】あれこれと婿取りの噂をお聞きになるが。

4 【御心も動かずぞありける】主語は源氏。係助詞「ぞ」、過去の助動詞「ける」連体形、係り結びの法則。


第三章　六条の貴婦人の物語　初秋の物語

第一段　霧深き朝帰りの物語

夕顔．３．１．１

■　秋あきにもなりぬ。

◇　秋にもなった。

■　人ひとやりならず、心こころづくしに思おぼし乱みだるることどもありて1、大殿おほとのには、絶たえ間置まおきつつ2、恨うらめしくのみ思おもひ聞きこえたまへり3。

◇　誰のせいからでもなく、自ら求めて物思いに心を尽くされることどもがあって、大殿邸には、と絶えがちなので、恨めしくばかりお思い申し上げていらっしゃった。


1 【心づくしに思し乱るることどもありて】『河海抄』は「木の間より漏り来る月の影見れば心づくしの秋は来にけり」（古今集秋上一八四読人しらず）を指摘する。一般にも秋は物思いの季節である。源氏にとっては人一倍、という意。主として藤壺への物思いをさすとされている。

2 【大殿には絶え間置きつつ】主語は源氏。以下、主語は女君に転換し、二人の夫婦関係を源氏側からと女君側からとの両面から語る。接続助詞「つつ」の下に「あれば」などの原因理由を表す語句が省略されている。

3 【恨めしくのみ思ひ聞こえたまへり】主語は女君。葵の上。


夕顔．３．１．２

■　六条ろくでうわたりにも1、とけがたかりし御気色2みけしきをおもむけ聞きこえたまひて3後のち、ひき返かへし、なのめならむはいとほしかし4。

◇　六条辺りの御方にも、気の置けたころのご様子をお靡かせ申し上げてから後は、うって変わって、通り一遍なお扱いのようなのは気の毒である。

■　されど、よそなりし御心惑みこころまどひのやうに、あながちなる事ことはなきも、いかなることにかと見みえたり5。

◇　けれど、他人でいたころのご執心のように、無理無体なことがないのも、どうしたことかと思われた。


1 【六条わたりにも】『古典セレクション』は諸本に従って「六条わたりも」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま。前に「六条わたりの御忍びありきのころ」「御心ざしの所」とあった女君。後の「葵」巻で、故前坊妃で六条御息所と呼称される人。ここでは、まだ「六条わたりの人」といった漠然とした表現。

2 【とけがたかりし御気色】前に「うちとけぬ御ありさまなどの気色ことなるに」とあった。なかなか源氏を受け入れてくれなかったご様子。

3 【おもむけ聞こえたまひて】源氏がお靡かし申し上げなさって。源氏の動作について「きこゆ」という謙譲の補助動詞が使われていることから、相手の女性がかなり高貴な方であると想像される。

4 【いとほしかし】語り手の評言。『源氏物語玉の小櫛』は「冊子地よりいへる也」と指摘する。『完訳』は「語り手の評言を混じえて叙述」と注す。

5 【いかなることにかと見えたり】語り手の評言。『休聞抄』は「よそなりし」から「双紙地也」と指摘。萩原広道『源氏物語評釈』は「あなかちなる」から「草子地より評していへるなり」と指摘。『一葉抄』は「いかなる」以下を「双紙詞也」と指摘する。


夕顔．３．１．３

■　女をむなは、いとものをあまりなるまで、思おぼししめたる御心みこころざまにて1、齢よはひのほども似にげなく2、人ひとの漏もり聞きかむに3、いとどかくつらき御夜おほむよがれの寝覚ねざめ寝覚ねざめ、思おぼししをるること、いとさまざまなり。

◇　この女性は、たいそうものごとを度を越すほどに、深くお思い詰めなさるご性格なので、年齢も釣り合わず、人が漏れ聞いたら、ますますこのような辛い君のお越しにならない夜な夜なの寝覚めを、お悩み悲しまれることが、とてもあれこれと多いのである。


1 【女はいとものをあまりなるまで思ししめたる御心ざまにて】六条の御方の性格。ものを深く思い詰める性格の女性。「女」という呼称は恋の場面の常套表現。身分や地位などを一切切り捨てた男と女との関係を強調する。

2 【齢のほども似げなく】源氏と年齢も釣り合わない。後の「賢木」巻で「三十」とあり、源氏より七歳年長となる。この巻では二十四歳くらい。源氏は十七歳。

3 【人の漏り聞かむに】推量の助動詞「む」連体形、接続助詞「に」順接続、人がもし漏れ聞いたら、のニュアンス。この語の下に「つらきに」など、何か省略された語句がある。


夕顔．３．１．４

■　霧きりのいと深ふかき朝あした、いたくそそのかされたまひて1、ねぶたげなる気色けしきに、うち嘆なげきつつ出いでたまふを、中将ちゅうじゃうのおもと2、御格子一間上みかうしひとまあげて、見みたてまつり送おくりたまへ3、とおぼしく4、御几帳引みきちゃうひきやりたれば、御頭みぐしもたげて見出みいだしたまへり5。

◇　霧のたいそう深い朝、ひどくせかされなさって、眠そうな様子で、溜息をつきながらお出になるのを、中将のおもとが、御格子を一間上げて、お見送りなさいませ、という心遣いらしく、御几帳を引き開けたので、御頭をもち上げて外の方へ目をお向けになっていらっしゃる。


1 【いたくそそのかされたまひて】主語は源氏。受身の助動詞「れ」連用形。女房からせかされる。

2 【中将のおもと】六条の御方の女房。

3 【見たてまつり送りたまへ】中将のおもとの心。主人の女君に源氏の君をお見送り申し上げなさいませという心遣い。

4 【とおぼしく】形容詞「おぼしく」連用形。

5 【見出だしたまへり】主語は女君。完了の助動詞「り」存続の意。外の方を御覧になっていらっしゃるというニュアンス。


夕顔．３．１．５

■　前栽せんさいの色々1乱いろいろみだれたるを、過すぎがてにやすらひたまへるさま2、げに3たぐひなし。

◇　前栽の花が色とりどりに咲き乱れているのを、見過ごしにくそうにためらっていらっしゃる姿が、評判どおり二人といない。

■　廊らうの方かたへおはするに4、中将ちゅうじゃうの君5きみ、御供おほむともに参まゐる。

◇　渡廊の方へいらっしゃるので、中将の君が、お供申し上げる。

■　紫苑色しをにろの6折をりにあひたる、羅うすものの裳も、鮮あざやかに引ひき結ゆひたる腰こしつき、たをやかになまめきたり7。

◇　紫苑色で季節に適った、薄絹の裳、それをくっきりと結んだ腰つきは、しなやかで優美である。


1 【前栽の色々】以下、語り手の視点は室内の女君の方から外を見る。

2 【過ぎがてにやすらひたまへるさま】女君が見た源氏の姿。源氏が立ち去り難げにためらっている様子。「本来、こらえられずの意の「かて（克）に」であったが、すでに奈良時代からその語源意識がうすれ、カテはカタシ（難）の語幹と混同され、ニは格助詞と意識され、ガテニが成立した」（岩波古語辞典）。

3 【げに】女君の、なるほど、評判どおりという感想と語り手の感想が一致した表現。

4 【廊の方へおはするに】主語は源氏。中門廊の方へ行く。語り手の視点は、簀子に出て、二人の姿を後から追う。接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

5 【中将の君】中将のおもとと同人。女房。

6 【紫苑色の】以下、中将の君の服装の描写。

7 【たをやかになまめきたり】主語は中将のおもと。「たり」は完了の助動詞、存続の意。物柔らかで優美でいるというニュアンス。


夕顔．３．１．６

■　見返みかへりたまひて1、隅すみの間まの高欄かうらんに2、しばし、ひき据すゑたまへり3。

◇　振り返りなさって、隅の間の高欄に、少しの間、お座らせになった。

■　うちとけたらぬもてなし4、髪かみの下さがりば、めざましくも5、と見みたまふ。

◇　きちんとした態度、黒髪のかかり具合、見事なものよ、と御覧になる。


1 【見返りたまひて】主語は源氏。

2 【隅の間の高欄に】ここは室内の女君の目からは見えない場所。

3 【ひき据ゑたまへり】「据ゑ」は他動詞。完了の助動詞「り」完了の意。『古典セレクション』は「手をかけてすわらせる動作」と注す。

4 【うちとけたらぬもてなし】主語は中将の君。打消の助動詞「ぬ」連体形。気を許さず、きちんとした態度である。

5 【めざましくも】源氏の感想。この場合の「めざまし」は、見事なという賞賛の感想。


夕顔．３．１．７

■　「咲さく花はなに移うつるてふ名なはつつめども

折をらで過すぎ憂うき今朝けさの朝顔1あさがほ

いかがすべき2」

◇　「咲いている花に心を移したという風評は憚られますが

やはり手折らずには素通りしがたい今朝の朝顔の花です

どうしよう」


1 【咲く花に移るてふ名はつつめども折らで過ぎ憂き今朝の朝顔】源氏から中将の君への贈歌。「てふ」は「といふ」の約まった語。「移る」は心を移す。しいていえば、主人の女君からその女房のあなたに心を移す、という意が含まれる。中将の君を「咲く花」「朝顔」に喩える。「折る」とは自分のものとするという意。社交辞令的に褒めた歌。

2 【いかがすべき】和歌に添えた詞。


夕顔．３．１．８

■　とて、手てをとらへたまへれば1、いと馴なれてとく2、

◇　と言って、手を捉えなさると、まことに馴れたふうに素早く、


1 【手をとらへたまへれば】源氏が中将の君の手を。完了の助動詞「れ」完了の意。

2 【いと馴れてとく】主語は中将の君。「いと馴れて」は次の「とく」に係る。源氏に馴れ馴れし態度での意ではない。返歌を素早く詠み返す態度が「馴れて」の意である。『集成』は「あわてずに」と訳し、『完訳』も「あわてず落ち着いた様子で」と訳す。


夕顔．３．１．９

■　「朝霧あさぎりの晴はれ間まも待またぬ気色けしきにて

花はなに心こころを止とめぬとぞ見みる1」

◇　「朝霧の晴れる間も待たないでお帰りになるご様子なので

朝顔の花に心を止めていないものと思われます」


1 【朝霧の晴れ間も待たぬ気色にて花に心を止めぬとぞ見る】中将の君の返歌。源氏の歌の中から「花」の語を受けて、「心を止めぬ」というように、朝霧が晴れる間も待たずにお帰りになるとは、お心を止めなさらないのでしょう、と切り返し、「とぞ見る」と他人事のように答えて、「咲く花」「朝顔」を自分ではなく主人の女君のことに移し変えた点に機転の働いた返歌となっている。女房の優れた態度からその女主人までが想像される。


夕顔．３．１．１０

■　と、おほやけごとにぞ聞きこえなす1。

◇　と、主人のことにしてお返事申し上げる。


1 【おほやけごとにぞ聞こえなす】「公事」は主人のこと。「聞こえなす」という表現にあえてそのような形でというニュアンスを添える。


夕顔．３．１．１１

■　をかしげなる侍童さぶらひわらはの1、姿すがたこのましう、ことさらめきたる2、指貫さしぬきのP7裾すそ、露つゆけげに、花はなの中なかに混まじりて、朝顔折あさがほをりて参まゐるほどなど、絵ゑに描かかまほしげなり3。

◇　かわいらしい男童で、姿が目安く、格別の格好をしているのが、指貫の裾を、露っぽく濡らし、花の中に入り混じって、朝顔を手折って差し上げるところなど、絵に描きたいほどである。


P7 指貫の--指貫（貫/+の〈朱〉）

1 【侍童の】男の子。格助詞「の」同格。

2 【ことさらめきたる】完了の助動詞「たる」連体形、主語となる。とともに下の「指貫」をも修飾している。

3 【絵に描かまほしげなり】語り手の評言。『首書源氏物語』所引「或抄」は「花の中に」から「地より云也」と指摘する。『評釈』は「庭上の侍い童、高欄による源氏と中将の君。まさに一幅の絵だ、と作者はいう」と指摘する。


夕顔．３．１．１２

■　大方おほかたに1、うち見みたてまつる人ひとだに2、心こころとめたてまつらぬはなし。

◇　通り一遍に、ちょっと拝見する人でさえ、心を止め申さない者はない。

■　物ものの情なさけ知しらぬ山やまがつも、花はなの蔭かげには3、なほやすらはまほしきにや4、この御光おほむひかりを5見みたてまつるあたりは、ほどほどにつけて、我わがかなしと思おもふ女むすめを、仕つかうまつらせばやと願ねがひ、もしは、口惜くちをしからずと思おもふ妹いもうとなど持もたる人ひとは、卑いやしきにても、なほ、この御おほむあたりにさぶらはせむと、思おもひ寄よらぬはなかりけり。

◇　物の情趣を解さない山人も、花の下では、やはり休息したいものではないか、このお美しさを拝する人々は、身分身分に応じて、自分のかわいいと思う娘を、ご奉公に差し上げたいと願い、あるいは、恥ずかしくないと思う姉妹などを持っている人は、下仕えであっても、やはり、このお方の側にご奉公させたいと、思わない者はいなかった。


1 【大方に】以下「思ふべかめり」まで、語り手の評言。源氏の美しさと魅力を絶賛。『細流抄』は「草子地也」と注す。『評釈』は「この作者には理屈っぽいところがある。（中略）この場面では、中将の君や六条の女君が立派に見える。源氏のほうがワキ役である。読者のそういう印象を訂正しておきたい。作者は、こう思って、この一節をおいたのである」と指摘する。

2 【うち見たてまつる人だに】副助詞「だに」最小限を表す。次段落の「ましてさりぬべきついでの」と呼応して、「--だに--まして--」という構文。

3 【物の情け知らぬ山がつも花の蔭には】『集成』『完訳』は「古今集」仮名序の「大友黒主はそのさまいやし、いはば薪負へる山人の花の蔭に休めるがごとし」を指摘する。

4 【なほやすらはまほしきにや】希望の助動詞「まほしき」連体形、断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問の意を表す。語り手の推測。

5 【この御光を】源氏をさす。「光」は美しさの最高の形容。


夕顔．３．１．１３

■　まして1、さりぬべきついでの御言おほむことの葉はも、なつかしき御気色みけしきを見みたてまつる人ひとの2、すこし物ものの心思こころおもひ知しるは、いかがはおろかに思おもひきこえむ3。

◇　まして、何かの折のお言葉でも、優しいお姿を拝する人で、少し物の情趣を解せる人は、どうしていい加減にお思い申し上げよう。

■　明あけ暮くれうちとけてしもおはせぬを4、心こころもとなきことに思おもふべかめり5。

◇　一日中くつろいだご様子でおいでにならないのを、物足りなく不満なことと思うようである。


1 【まして】前段落の「うち見たてまつる人だに--」を受けて、「まして」とこの段落が始まる。

2 【見たてまつる人の】格助詞「の」同格を表す。

3 【いかがはおろかに思ひきこえむ】反語表現。連語「いかがは」（副詞「いかが」＋係助詞「は」）、推量の助動詞「む」連体形。係り結びの法則。

4 【明け暮れうちとけてしもおはせぬを】中将の君から見た六条の女君の邸における源氏の態度をいう。

5 【心もとなきことに思ふべかめり】「思ふ」とあるので、主語が中将の君とわかる。「べかめり」は推量の助動詞「べかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形、推量の助動詞「めり」語り手の主観的推量を表す。『評釈』は「気が気でなく」と訳し、『新大系』では「気掛かりなこと」と訳す。


第四章　夕顔の物語(2)　仲秋の物語

第一段　源氏、夕顔の宿に忍び通う

夕顔．４．１．１

■　まことや1、かの惟光これみつが預あづかりのかいま見みは2、いとよく案内見あないみとりて申まうす。

◇　それはそうと、あの惟光が受け持ちの偵察は、とても詳しく事情を探ってご報告する。


1 【まことや】感動詞。語り手の話題転換の語句。この物語の常套句。忘れていたことを思い出したり、話の途中で別の話題を思いついたときなどに発する語。

2 【かの惟光が預かりのかいま見は】格助詞「が」主格を表す。「預かり」は名詞。受け持ち。「預かりし」（過去の助動詞「し」連体形）とあるべきところを「預かりの」（格助詞「の」）とねじれて続ける。


夕顔．４．１．２

■　「その人ひととは1、さらにえ思おもひえはべらずP8,2。

◇　「誰であるかは、まったく分かりません。

■　人ひとにいみじく隠かくれ忍しのぶる気色けしきになむ見みえはべるを3、つれづれなるままに、南みなみの半蔀はじとみある長屋ながやにわたり来きつつ4、車くるまの音おとすれば、若わかき者ものどもの覗のぞきなどすべかめるに5、この主6しゅうとおぼしきも、はひわたる時ときはべかめる7。

◇　世間にひどく隠れ潜んでいる様子に見えますが、暇にまかせて、南側の半蔀のある長屋に移って来ては、牛車の音がすると、若い女房たちが覗き見などをするようですが、この主人と思われる女も、来る時があるようでございまして。

■　容貌かたちなむ、ほのかなれど、いとらうたげにはべる8。

◇　容貌は、ぼんやりとではありますが、とてもかわいらしげでございます。


P8 えはべらず--み（み/＄え〈朱〉）侍らす

1 【その人とは】以下「言ひはべりし」まで、惟光の報告。西隣の女の情報については、実のところまったく不明。今までの情報も誤りがあったりほんの一部であったりして、読者はすべてを知っているが、この物語の登場人物たちには徐々に真実が判明してくる、という仕組み。

2 【え思ひえはべらず】打消の助動詞「ず」のまえに「え」が二度使われ、不可能の意を強調したニュアンス。『新大系』は「誤りがあろう。底本「み」を消して右に「え」（朱）。異文が多い」と注す。

3 【なむ見えはべるを】係助詞「なむ」は「はべる」に係るが、接続助詞「を」が下接してさらに文が続くので、係り結びの法則が消滅した構文。

4 【来つつ】接続助詞「つつ」は「来る」という動作が繰り返される意を表す。

5 【べかめるに】「べかる」（推量の助動詞「べし」の連体形）「める」（推量の助動詞、視界内推量）「に」（接続助詞）。自分が覗き見したというニュアンス。

6 【主】大島本「しう」と仮名表記する。

7 【はひわたる時はべかめる】大島本「はべかめる」は「はべるべかるめる」（自ラ変「はべる」連体形、「あり」「をり」の丁寧語の「る」が撥音便化し無表記形「はべ」、推量の助動詞「べかる」連体形の「べ」が促音便化し無表記形、かつ「る」が撥音便化し無表記形、推量の助動詞「める」連体中止法で、余韻余情を表す）の詰まった形。なお他の青表紙本系諸本は「はべべかめる」とある。『集成』『古典セレクション』は他本に従って「はべべかめる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。会話文中の用例なので実際の発音どおりの表記なのであろう。

8 【いとらうたげにはべる】「はべる」（連体形）は「あり」「をり」の丁寧語。連体形で言いさした形、余韻余情効果がある。


夕顔．４．１．３

■　一日ひとひ、前駆追さきおひて渡わたる車くるまのはべりしを1、覗のぞきて、童女わらはべの急いそぎて2、

◇　先日、先払いをして通る牛車がございましたのを、覗き見て、女童が急いで、

■　『右近うこんの君きみこそ3、まづ物見ものみたまへ。

◇　『右近の君さん、早く御覧なさい。

■　中将殿ちゅうじゃうどのこそ4、これより渡わたりたまひぬれ5』

◇　中将殿が、ここをお通り過ぎになってしまいます』

■　と言いへば、また、よろしき大人出おとないで来きて、

◇　と言うと、もう一人、見苦しくない女房が出て来て、

■　『あなかま6』

◇　『お静かに』

■　と、手てかくものから、

◇　と、手で制しながらも、

■　『いかでさは知しるぞ、いで、見みむ7』

◇　『どうしてそうと分かりますか、どれ、見てみよう』

■　とて、はひ渡わたる8。

◇　と言って、渡って来ます。

■　打橋うちはしだつものを道みちにてなむ通かよひはべる9。

◇　打橋のようなものを通路にして、行き来するのでございます。

■　急いそぎ来くるものは10、衣きぬの裾すそを物ものに引ひきかけて、よろぼひ倒たふれて、橋はしよりも落おちぬべければ、

◇　急いで来ると、なんとまあ大変、衣の裾を何かに引っ掛けて、よろよろと倒れて、橋から落ちてしまいそうになったので、

■　『いで、この11葛城かづらきの神かみこそ12、さがしう13しおきたれ』

◇　『まあ、この葛城の神は、危なっかしく拵えたこと』

■　と、むつかりて、物覗もののぞきの心こころも冷さめぬめりき14。

◇　と、文句を言って、覗き見の興味も冷めてしまったようでした。

■　『君きみは、御直衣姿おほむなほしすがたにて15、御随身みずいじんどももありし16。

◇　『頭の君は、直衣姿で、御随身たちもいましたが。

■　なにがし、くれがし』

◇　あの人は誰、この人は誰』

■　と数かずへしは、頭中将とうの随身***、その小舎人童ずいじんそのこどねりわらはをなむ、しるしに言いひはべりし17」

◇　と数えたのは、頭中将の随身や、その小舎人童を、証拠に言っていたのです」

■　など聞きこゆれば、

◇　などと申し上げると、

◆　 
ひとひ、 さき おひ て わたる くるま の はべり し を、 のぞき て、 わらはべ の いそぎ て、 'うこんのきみ こそ、 まづ もの み たまへ。 ちゅうじゃうどの こそ、 これ より わたり たまひ ぬれ。' と いへ ば、 また、 よろしき おとな いでき て、 'あなかま!' と、 て かく ものから、 'いかで さ は しる ぞ? いで、 み む。' とて、 はひ わたる。 うちはし だつ もの を みち にて なむ かよひ はべる。 いそぎ くる もの は、 きぬ の すそ を もの に ひき-かけ て、 よろぼひ たふれ て、 はし より も おち ぬ べけれ ば、 'いで、 この かづらきのかみ こそ、 さがしう し おき たれ。' と、 むつかり て、 もの のぞき の こころ も さめ ぬ めり き。 'きみ は、 おほむ-なほし すがた にて、 みずいじん-ども も あり し。 なにがし、 くれがし。' と かずへ し は、 とうのちゅうじゃう の ずいじん、 その こどねりわらは を なむ、 しるし に いひ はべり し。" など きこゆれ ば、


1 【車のはべりしを】過去の助動詞「し」連体形、格助詞「を」目的格を表す。自ら見たというニュアンス。

2 【覗きて童女の急ぎて】「覗く」の主語は童女。「童女の覗きて急ぎて」。

3 【右近の君こそ】以下、女童の詞を引用。「こそ」は接尾語、呼び掛けに使用。相手を自分と対等以下ととらえて呼び掛ける。また子どもなどが無頓着に使用する。

4 【中将殿こそ】頭中将をさす。係助詞「こそ」は「渡りたまひぬれ」（已然形）に係る、係結びの法則。

5 【渡りたまひぬれ】完了の助動詞「ぬれ」確述の意。今、まさに通ろうとしている意。

6 【あなかま】女房の詞を引用、間接話法。

7 【いかでさは知るぞいで見む】女房の詞を引用。「いで」は、感動詞。どれ、見てみようの意。

8 【はひ渡る】もともとは膝ではって行く意であるが、這うようにそっと歩く、気軽に歩いて行く、わずかの距離を行く、などの意味もある。室内とはいえ、このような折に打橋や廊下などのあるところを膝行して行くと考えるのは非現実的である。はうようにそっと行く、の意であろう。

9 【なむ通ひはべる】係助詞「なむ」は「はべる」連体形に係る、係結びの法則。強調のニュアンスが加わる。

10 【急ぎ来るものは】接続助詞「ものは」。「者は」でない。活用形の連体形に付いて、「--と、まあ」「--ところが、なんとまあ」などの意を表す。順接・逆接の両用がある。偶発といってよい接続のニュアンス。また下に「けり」で結び、不測の事態などの生じたことを表すとされる。せっかく急いで来たから、さあ大変、落ちてしまいそうになった、というニュアンス。完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意。推量の助動詞「べけれ」已然形、推量の意。落ちてしまいそうになったので、の意。

11 【いでこの】以下「しおきたれ」まで、女房の詞を間接話法的に引用する。

12 【葛城の神こそ】「かづらきのかみ」と読む。葛城の神が金峯山から葛城山まで岩橋を掛けたが完成しなかったという伝説にもとづく。係助詞「こそ」は完了の助動詞「たれ」已然形に係る、係り結びの法則。

13 【さがしう】『集成』は「さかしう」と清音で読む。『古典セレクション』『新大系』は「さがしう」と濁音で読む。「古事記」仁徳・歌謡七〇に「佐賀斯」とあり、また『名義抄』にも「峻サガシ」とあるので、後者が適切である。

14 【物覗きの心も冷めぬめりき】完了の助動詞「ぬ」終止形、推量の助動詞「めり」連用形、話者の主観的推量の意、過去の助動詞「き」終止形、話者の体験を表す。

15 【君は御直衣姿にて】頭中将をさしていう。

16 【御随身どももありし】過去の助動詞「し」連体形。連体中止法で余韻余情効果を表す。

17 【なむしるしに言ひはべりし】係助詞「なむ」、過去の助動詞「し」連体形に係る、係結びの法則。強調のニュアンスを添える。


夕顔．４．１．４

■　「たしかにその車くるまをぞ見みまし1」

◇　「確かにその車を見たのならよかったのに」


1 【たしかにその車をぞ見まし】係助詞「ぞ」。推量の助動詞「まし」連体形。反実仮想の意。係結びの法則。確かにその車を確認したのならよかったのにの意。『新大系』「しっかりとその車が頭中将のそれであるかを見られるなら見たいもの、の意」と注す。


夕顔．４．１．５

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

■　「もし、かのあはれに忘わすれざりし人ひとにや1」

◇　「もしや、あの頭中将が愛しく忘れ難かった女であろうか」

■　と、思おもほしよるも、いと知しらまほしげなる御気色みけしきを見みて2、

◇　と、思いつかれるにつけても、とても知りたげなご様子を見て、


1 【もしかのあはれに忘れざりし人にや】源氏の心。頭中将が雨夜の品定め（「帚木」巻）の折に話していた女ではないか、と疑う。

2 【思ほしよるもいと知らまほしげなる御気色を見て】「思ほしよる」の主語は源氏だが、「見て」の主語は源氏から惟光へと移っている。源氏の心中が惟光からから見てとられる、という語り方。しかし惟光は雨夜の品定めの折に居合わせていないので、源氏が「思ほしよる」内容は知らない。ただ源氏が夕顔の宿の女に関心を寄せているということだけを理解して次の説明に入る。


夕顔．４．１．６

■　「私わたくしの懸想けさうも1いとよくしおきて、案内あないも残のこるところなく見みたまへおきながら2、ただ、我われどちと知しらせて3、物ものなど言いふ若わかきおもとのはべるを4、そらおぼれしてなむ5、隠かくれまかりP9歩ありく。

◇　「わたくし自身の懸想も首尾よく致して、家の内情もすっかり存じておりますが、相手の女は、ただ、同じ同輩どうしの女がいるだけだと思わせて、話しかけてくる若い近習がございますので、わたしも空とぼけたふりして、隠れて通っています。

■　いとよく隠かくしたりと思おもひて、小ちひさき子こどもなどのはべるが言誤ことあやまりしつべきも、言いひ紛まぎらはして6、また人ひとなきさまを7強しひてつくりはべる8」

◇　とてもうまく隠していると思って、小さい子供などのございますのが言い間違いそうになるのも、ごまかして、別に主人のいない様子を無理に装っております」

■　など、語かたりて笑わらふ9。

◇　などと、話して笑う。


P9 まかり--（/+ま〈朱〉）かり

1 【私の懸想も】以下「強ひてつくりはべる」まで、惟光の詞。「私」は「公」に対する言葉。惟光は、主人源氏の恋に対して、自分の恋という意味でこう表現した。「懸想」は語源不明の語。「懸想」と表記した古例はない。『色葉字類抄』は「気装」と表記、『今昔物語集』は「仮借」と表記、中世の『温故知新書』は「懸相ケサウ」と表記。近世の『書言字考節用集』に「懸想」と見えるという（古語大辞典）。『新大系』は「案内も残るところなく」以下を惟光の詞とする。

2 【案内も残るところなく見たまへおきながら】主語は惟光。

3 【ただ我れどちと知らせて】主語は、相手方の女。ここにいるのは皆同じ女房どうしである、主人はいない、と惟光に思わせての意。

4 【若きおもとのはべるを】接続助詞「を」原因・理由を表す。惟光の語らい人。

5 【そらおぼれしてなむ】主語は惟光。係助詞「なむ」は「まかり歩く」（連体形）に係る、係結びの法則。

6 【言ひ紛らはして】主語は「若きおもと」。

7 【また人なきさまを】「人」は女主人をいう。

8 【強ひてつくりはべる】大島本「しゐてつくり侍」と表記する。『新大系』『古典セレクション』は「はべり」と終止形で読み、『集成』は「はべる」と連体形で読む。「はべる」連体中止法、余韻余情効果を表す。

9 【など語りて笑ふ】主語は惟光。


夕顔．４．１．７

■　「尼君あまぎみの1訪とぶらひにものせむついでに2、かいま見みせさせよ」

◇　「尼君のお見舞いに伺った折に、垣間見させよ」

■　とのたまひけり。

◇　とおっしゃるのであった。


1 【尼君の】以下「かいま見せさせよ」まで、源氏の詞。

2 【ものせむついでに】主語は話者の源氏。「ものす」は「行く」の婉曲表現。


夕顔．４．１．８

■　かりにても、宿やどれる住すまひのほどを思おもふに、

◇　一時的にせよ、住んでいる家の程度を思うと、

■　「これこそ1、かの人ひとの定さだめ、あなづりし2下しもの品しなならめ3。

◇　「これこそ、あの左馬頭が判定して、貶んだ下の品であろう。

■　その中なかに、思おもひの外ほかに4をかしきこともあらば」

◇　その中に予想外におもしろい事があったら」

■　など、思おぼすなりけり5。

◇　などと、お思いになるのであった。


1 【これこそ】以下「をかしきこともあらば」まで、源氏の心。「これ」は夕顔の宿の女をさす。

2 【かの人の定めあなづりし】「帚木」巻の雨夜の品定めの折の頭中将が下の品の女と貶んだことをさす。

3 【下の品ならめ】断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「め」已然形。係助詞「こそ」の係結びの法則。

4 【思ひの外に】「帚木」巻の「さびしくあばれたらむ葎の門に、思ひの外にらうたげならむ人の閉ぢられたらむこそ、限りなくめづらしくはおぼえめ」（第一章三段）とあった。またこの巻にも「かの、下が下と、人の思ひ捨てし住まひなれど、その中にも、思ひのほかに口惜しからぬを見つけたらばと、めづらしく思ほすなりけり」（第一章二段）とあった。

5 【など思すなりけり】語り手が読者に対して、源氏の心中について、はっと気付かせるようなあるいは注意の喚起を促すようなの説明的な叙述の仕方。以下、語り手の文章表現。


夕顔．４．１．９

■　惟光これみつ、いささかのことも御心みこころに違たがはじと思おもふに1、おのれも隈くまなき好すき心ごころにて、いみじくたばかりまどひ歩ありきつつ2、しひておはしまさせ初そめてけり3。

◇　惟光は、どんな些細なことでも君のお心に違うまいと思うが、自分も抜けめない好色人なので、大変に策を労しあちこち段取りをつけ、しゃにむにお通わし始めたのであった。

■　このほどのこと、くだくだしければ、例れいのもらしつ4。

◇　この辺の事情は、こまごまと煩わしくなるので、例によって省略した。


1 【御心に違はじと思ふに】「御心」は源氏の御心、お考え。接続助詞「に」逆接を表す。

2 【たばかりまどひ歩きつつ】接続助詞「つつ」は同じ動作、「たばかりまどひ歩く」の繰り返しのニュアンスを添える。

3 【おはしまさせ初めてけり】「おはしまさ」（未然形）は「おはす」よりさらに高い敬語表現。使役の助動詞「せ」連用形、完了の助動詞「て」連用形、確述の意、過去の助動詞「けり」。

4 【このほどのことくだくだしければ例のもらしつ】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『評釈』は「いつもの通り省略する、と、作者はいう」。『全集』は「物語の筆録者を装って、話を省略する際の常套的な手法」と注す。「もらす」は省略する意。


夕顔．４．１．１０

■　女をむな、さしてその人ひと1尋とたづね出いでたまはねば2、我われも名なのりをしたまはで、いとわりなくやつれたまひつつ3、例れいならず下おり立たちありきたまふは4、おろかに思おぼされぬなるべし5、と見みれば、我わが馬むまをばたてまつりて6、御供おほむともに走はしりありく。

◇　女を、はっきり誰とお確かめになれないので、ご自分も名乗りをなさらず、ひどくむやみに粗末な身なりをなさっては、いつもと違って直接に身を入れてお通いになるのは、並々ならぬご執心なのであろう、と考えると、自分の馬を差し上げて、お供して走りまわる。


1 【女さしてその人と】源氏が女の素性をはっきり誰それと、の意。「女」と表現され、恋の場面に変わる。

2 【尋ね出でたまはねば】打消の助動詞「ね」已然形は、源氏が素性を明らかにしようとしてもお出来になれないニュアンス。後文の「我も名のりしたまはで」となる。

3 【やつれたまひつつ】接続助詞「つつ」動作の並行を表す。身を「やつす」という動作と「下りたち歩く」という行動が並行して行われるニュアンス。

4 【例ならず下り立ちありきたまふは】源氏の並々ならぬ熱の入れよう。『評釈』は「いつもになく（車にも召れず）お徒歩（ひろい）なさるのは」と訳す。「下り立つ」（自タ四）は、身を入れてそのことをする、意。

5 【おろかに思されぬなるべし】断定の助動詞「なる」終止形、推量の助動詞「べし」終止形、惟光が源氏の心を推量したもの。視点が惟光に移動。

6 【我が馬をばたてまつりて】惟光の身分は既に隣の懸想相手の女には知られていよう。惟光ふぜいの男が乗る馬に乗って通って来る男、彼より身分が上の友人くらいに見えたことであろう。


夕顔．４．１．１１

■　「懸想人けさうびとの1いとものげなき足あしもとを、見みつけられてはべらむ時とき、からくもあるべきかなP10」

◇　「懸想人のひどく人げない徒ち歩き姿を、見つけられましては、辛いものですね」

■　と2わぶれど、人ひとに知しらせたまはぬままに、かの夕顔ゆふがほのしるべせし随身3ずいじんばかり、さては、顔かほむげに知しるまじき童一人わらはひとりばかりぞ、率ゐておはしける。

◇　とこぼすが、誰にもお知らせなさらないことにして、あの夕顔の案内をした随身だけ、その他には、顔をまったく知られてないはずの童一人だけを、連れていらっしゃるのであった。

■　「もし思おもひよる気色けしきもや4」

◇　「万一思い当たる気配もあろうか」

■　とて、隣となりに中宿なかやどりをだにしたまはず5。

◇　と慮って、隣に中休みをさえなさらない。


P10 あるべきかな--*あるへかな

1 【懸想人の】以下「あるべきかな」まで、惟光の愚痴。

2 【あるべきかな」と】大島本「あるへかなと（ゝ＆と）わふれと」。「ゝ」を摺り消して「と」と訂正する。本文と一筆に見える。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あるべきかななど」と校訂。『新大系』は底本「あるべきかなと」のまま。

3 【かの夕顔のしるべせし随身】『完訳』は「顔を知られているはずの随身を従えるのは不自然。作者の不注意か」と注す。『新大系』では「源氏らしからぬ筆跡の返歌を女がたへ取り次いだから、この随身を連れていることにより、通う男は女がたの推測する光源氏という人ではない、というメッセージを送っていることになる」と注す。

4 【もし思ひよる気色もや】源氏の懸念。連語「もや」（係助詞「も」＋係助詞「や」）疑問の意を表す。また多くは危ぶむ気持ちを含む。--かもしれない、意。

5 【隣に中宿をだにしたまはず】副助詞「だに」最小限を表す。隣の家に足を止めることさえなさらない。


夕顔．４．１．１２

■　女をむなも、いとあやしく心得こころえぬ心地ここちのみして、御使おほむつかひに人ひとを添そへ1、暁あかつきの道みちをうかがはせ2、御在処見おほむありかみせむと尋たづぬれど、そこはかとなくまどはしつつ3、さすがに、あはれに見みではえあるまじく4、この人ひとの御心みこころにかかりたれば5、便びんなく軽々かろがろしきこと6と、思おもほし返かへしわびつつ、いとしばしばおはします。

◇　女方も、とても不審に合点のゆかない気ばかりがして、お文使いに跡を付けさせたり、払暁の道を尾行させ、お住まいを現すだろうと追跡するが、どこと分からなく晦まし晦ましして、そうは言っても、かわいく逢わないではいられず、この女がお心に掛かっているので、不都合で軽々しい行為だと、反省してはお困りながらも、とても頻繁にお通いになる。


1 【御使に人を添へ】源氏のきぬぎぬの文を届けにきた使者の跡を付けさせる。

2 【暁の道をうかがはせ】源氏の朝帰りの道を探らせる。

3 【まどはしつつ】接続助詞「つつ」動作の反復を表す。惑わす行動が繰り返されるニュアンスを添える。

4 【さすがにあはれに見ではえあるまじく】以下、主語は源氏に移る。源氏は姿を晦ます一方で愛しく思わずにはいられないという心境。副詞「え」は打消推量の助動詞「まじく」連用形と呼応して不可能の意を表す。

5 【この人の御心にかかりたれば】この女夕顔のことが源氏のお心にかかって離れないので、の意。

6 【便なく軽々しきこと】源氏の反省。


夕顔．４．１．１３

■　かかる筋すぢは2、まめ人びとの乱みだるる折をりもあるを3、いとめやすくしづめたまひて、人ひとのとがめきこゆべき振ふる舞まひはしたまはざりつるを4、あやしきまで、今朝けさのほど、昼間ひるまの隔へだても、おぼつかなく5など、思おもひわづらはれたまへば6、かつは、いともの狂ぐるほしく7、さまで心こころとどむべきことのさまにもあらずと、いみじく思おもひさましたまふに8、人ひとのけはひ9、いとあさましくやはらかにおほどきて、もの深ふかく重おもき方かたはおくれて10、ひたぶるに若わかびたるものから、世よをまだ知しらぬにもあらず11。

◇　このような方面では、実直な人も乱れる時があるものだが、とても見苦しくなく自重なさって、人が非難申し上げるような振る舞いはなさらなかったが、不思議なまでに、今朝の間、昼間の逢わないでいる間も、逢いたく気が気でないなどと、お思い悩みになるので、他方では、ひどく気違いじみており、それほど熱中するに相応しいことではないと、つとめて熱をお冷ましになるが、女の感じは、とても驚くほど従順でおっとりとしていて、物事に思慮深く慎重な方面は少なくて、一途に子供っぽいようでいながら、男女の仲を知らないでもない。

■　いとやむごとなきにはあるまじ12、いづくにいとかうしもとまる心こころぞ13、と返かへす返がへす思おぼす。

◇　たいして高い身分ではあるまい、どこにひどくこうまで心惹かれるのだろうか、と繰り返しお思いになる。


1? 【思ほし返しつつ】接続助詞「つつ」動作の並行を表す。反省する一方では「いとしばしばおはします」という二つの動作が並行して行われる意。

2 【かかる筋は】恋の道。源氏の夕顔への恋狂いの内容が語られる。

3 【まめ人の乱るる折もあるを】接続助詞「を」逆接を表す。源氏は一般の「まめ人」とは違うと語る。

4 【振る舞ひはしたまはざりつるを】接続助詞「を」逆接を表す。源氏が夕顔にのめり込んでいくさまを、逆接の接続助詞を続けて「--を、--を、」と語っていく。

5 【今朝のほど昼間の隔てもおぼつかなく】源氏の夕顔への思い。

6 【思ひわづらはれたまへば】自発の助動詞「れ」連用形。

7 【いともの狂ほしく】以下「さまにもあらす」まで、源氏の反省。

8 【いみじく思ひさましたまふに】接続助詞「に」逆接を表す。

9 【人のけはひ】以下「とまる心ぞ」まで、源氏の目から見た夕顔の印象と思い。夕顔のもっている雰囲気や感じは驚くほどやわやわとした感じでおっとりとしている。

10 【もの深く重き方はおくれて】物事に思慮深く慎重であるという点は劣っている、またはないといったような感じ。

11 【ひたぶるに若びたるものから世をまだ知らぬにもあらず】接続助詞「ものから」逆接の確定条件を表す。打消の助動詞「ぬ」連体形、断定の助動詞「に」連用形、係助詞「も」。まったくの幼ない処女のような感じがする一方でまだ結婚の経験がないではないような感じがする。源氏は夕顔が頭中将の女らしいとは感じ取っているが、まだ確証は得ていない。

12 【いとやむごとなきにはあるまじ】たいして高貴な身分の家の姫君ではあるまいという印象。ただし、源氏のような身分から見た場合である。

13 【いづくにいとかうしもとまる心ぞ】大島本「いつくに」と表記する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いづこに」と校訂。『新大系』は底本のまま。副助詞「しも」強調、係助詞「ぞ」文末にあってその文全体を強調する。


夕顔．４．１．１４

■　いとことさらめきて1、御装束おほむさうぞくをもやつれたる狩かりの御衣おほむぞをたてまつりP11,2、さまを変かへ、顔かほをもほの見みせたまはず3、夜深よぶかきほどに、人ひとをしづめて4出いで入いりなどしたまへば、昔むかしありけむものの変化へんげめきて5、うたて思おもひ嘆なげかるれど6、人ひとの御おほむけはひP12、はた、手てさぐりもしるべきわざなりければ7、

◇　とてもわざとらしくして、ご装束も粗末な狩衣をお召しになり、姿を変え、顔も少しもお見せにならず、深夜ごろに、人の寝静まるのを待ってお出入りなどなさるので、昔あったという変化の者じみて、気味悪く嘆息されるが、男性のご様子は、そうは言うものの、手触りでも分かることができたので、

■　「誰たればかりにかはあらむ8。

◇　「いったい、どなたであろうか。

■　なほこの好すき者もののし出いでつるわざなめり9」

◇　やはりこの好色人が手引きして始まったことらしい」

■　と、大夫たいふを疑うたがひながら10、せめてつれなく知しらず顔がほにて11、かけて思おもひよらぬさまに12、たゆまずP13あざれありけば、いかなることにかと心得こころえがたく、女方をむながたもあやしうやう違たがひたるもの思おもひをなむしける13。

◇　と、大夫を疑ってみるが、つとめて何くわぬ顔を装って、まったく知らない様子に、せっせと色恋に励んでいるので、どのようなことかとわけが分からず、女の方も不思議な一風変わった物思いをするのであった。


P11 たてまつり--*たてまつる

P12 御けはひ--さ（さ/＄御〈朱〉）けはひ

P13 たゆまず--たゆま（ま/＄ま〈朱〉）す

1 【いとことさらめきて】主語は源氏。

2 【狩の御衣をたてまつり】「たてまつり」連用形は「着る」の尊敬表現。

3 【顔をもほの見せたまはず】『完訳』は「覆面と解されているが、いかが。相手からまともに見られぬよう務めているというのではないか」と注す。『新大系』でも「顔を袖などで隠し続けて正体を見せないでいる。布などどによる覆面ではあるまい」と注す。

4 【人をしづめて】「しづめ」（他下二）、寝静まらせる。女房たちが寝静まるのを待っての意。

5 【昔ありけむものの変化めきて】三輪山神婚説話が知られていた。過去推量の助動詞「けむ」連体形。

6 【うたて思ひ嘆かるれど】主語は女。自発の助動詞「るれ」已然形。接続助詞「ど」逆接の確定条件を表す。

7 【手さぐりもしるべきわざなりければ】大島本「てさくりもしるへきわさなりけれハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しるき」と校訂。『新大系』は「知るべき」のまま。女が源氏を手で触っただけでも高貴な方とはっきりと知ることができる状態であったから。

8 【誰ればかりにかはあらむ】以下「わざなめり」まで、女の思い。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「か」疑問を表す、係助詞「は」、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

9 【し出でつるわざなめり】「なめり」は「なるめり」の断定の助動詞「なる」の「る」が撥音便化しさらに無表記の形、推量の助動詞「めり」終止形、話者の主観的推量を表す。

10 【大夫を疑ひながら】「大夫」は惟光をさす。五位なのでこう呼ぶ。接続助詞「ながら」逆接を表す。

11 【せめてつれなく知らず顔にて】以下、主語は惟光に移る。

12 【かけて思ひよらぬさまに】女方があの男は源氏ではないかと鎌かけてくることに対して、惟光は全く的外れだという態度をさすのであろう。

13 【もの思ひをなむしける】係助詞「なむ」は過去の助動詞「ける」連体形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンスを添える。


第二段　八月十五夜の逢瀬

夕顔．４．２．１

■　君きみも、

◇　源氏の君も、

■　「かくうらなくたゆめて1はひ隠かくれなば、いづこをはかりとか、我われも尋たづねむ2。

◇　「このように無心なように油断させてそっと隠れてしまったなら、どこを目当てにしてか、わたしも尋ねられよう。

■　かりそめの隠かくれ処がと、はた見みゆめれば、いづ方かたにもいづ方かたにも、移うつろひゆかむ日ひを、いつとも知しらじ」

◇　一時の隠れ家と、また一方では思われるので、どこへともどこへとも、移って行くような日を、いつとも分からないだろう」

■　と思おぼすに3、追おひまどはして4、なのめに思おもひなしつべくは5、ただかばかりのすさびにても過すぎぬべきことを6、さらにさて過すぐしてむ7と思おぼされずP14。

◇　とお思いになると、跡を追っているうちに見失って、どうでもよく諦めがつくものなら、ただこのような遊び事で終わっても済まされることなのに、まったくそうして過そうとはお思いになれない。


P14 思されず--おほされすと（と/＄〈朱〉）

1 【かくうらなくたゆめて】以下「いつとも知らせじ」まで、源氏の心。主語は女。

2 【いづこをはかりとか我も尋ねむ】「はかり」は目処、目当て。係助詞「か」疑問、推量の助動詞「む」連体形。係結びの法則。反語表現。探し当てることができない。

3 【いつとも知らじと思すに】打消推量の助動詞「じ」終止形。接続助詞「に」順接。

4 【追ひまどはして】『完訳』は以下「思されず」までを挿入句と解す。跡を追っているうちに見逃す、取り逃がす。

5 【なのめに思ひなしつべくは】完了の助動詞「つ」確述、推量の助動詞「べく」連用形＋係助詞「は」順接の仮定条件を表す。

6 【過ぎぬべきことを】完了の助動詞「ぬ」確述、推量の助動詞「べき」連体形。接続助詞「を」逆接、体言を受けて「なるを」の意を表し、--なのに、--であるのに。

7 【さらにさて過ぐしてむ】源氏の心を叙述する。副詞「さらに」は打消の助動詞「ず」に係り、まったく--でない、意。


夕顔．４．２．２

■　人目ひとめを思おぼして、隔へだておきたまふ夜よな夜よななどは、いと忍しのびがたく1、苦くるしきまでおぼえたまへば2、

◇　人目をお憚りになって、お途絶えになる夜な夜ななどは、とても我慢ができず、苦しいまでに思われなさるので、

■　「なほ誰たれとなくて二条院にでうのゐんに迎むかへてむ3。

◇　「やはり誰とも知らせずに二条院に迎えてしまおう。

■　もし聞きこえありて便びんなかるべきことなりとも、さるべきにこそは4。

◇　もし世間に評判になって不都合なことであっても、そうなるはずの運命なのだ。

■　我わが心こころながら、いとかく人ひとにしむことはなきを5、いかなる契ちぎりにかはありけむ6」

◇　我ながら、ひどくこう女に惹かれることはなかったのに、どのような宿縁であったのだろうか」

■　など思おもほしよる7。

◇　などとお思いつきになる。


1 【いと忍びがたく】主語は源氏。

2 【おぼえたまへば】大島本「おほえ給へは」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「思ほえ」と校訂。『集成』『新大系』は底本のまま「おぼえ」とする

3 【なほ誰れとなくて二条院に迎へてむ】以下「いかなる契りにかはありけむ」まで、源氏の思い。「誰れとなくて」は二条院の人たちにこの女性がどのような素性の女であるかを知らせず、の意。完了の助動詞「て」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、意志。強い意志を表す。

4 【さるべきにこそは】そうなる前世からの宿縁だったのだ、の意。下に「あれ」（已然形）などの語が省略。

5 【いとかく人にしむことはなきを】接続助詞「を」逆接を表す。

6 【いかなる契りにかはありけむ】連語「かは」（係助詞「か」＋係助詞「は」）疑問を表す、過去の助動詞「けむ」連体形、係結びの法則。

7 【思ほしよる】「二条院に迎へてむ」ことを。


夕顔．４．２．３

■　「いざ、いと心安こころやすき所ところにて、のどかに聞きこえむ1」

◇　「さあ、とても気楽な所で、のんびりとお話し申そう」


1 【いざいと心安き所にてのどかに聞こえむ】源氏の詞。女を誘い出す。


夕顔．４．２．４

■　など、語かたらひたまへば、

◇　などと、お誘いになると、

夕顔．４．２．５

■　「なほ、あやしう1。

◇　「やはり、変でございすわ。

■　かくのたまへど、世よづかぬ御おほむもてなしなれば、もの恐おそろしくこそあれ2」

◇　そうおっしゃいますが、普通とは違ったお持てなしなので、何となく空恐ろしい気がしますわ」


1 【なほあやしう】以下「こそあれ」まで、女の返事。この句を受ける述語がない。下に「おぼゆる」（連体中止法）などの語が省略。

2 【もの恐ろしくこそあれ】係助詞「こそ」、「あれ」（已然形）、係結びの法則。


夕顔．４．２．６

■　と、いと若わかびて言いへば1、

◇　と、とても子供っぽく言うので、

■　「げに」

◇　「なるほど」

■　と、ほほ笑ゑまれたまひて2、

◇　と、思わずにっこりなさって、


1 【いと若びて言へば】子どもじみて言う。

2 【げにとほほ笑まれたまひて】源氏が素性も教えず顔も見せないようにして連れ出そうとするのを、女が普通の扱いとは変だと言ったことに対して、もっともだと思う。


夕顔．４．２．７

■　「げに、いづれか狐きつねなるらむな1。

◇　「なるほど、どちらが狐でしょうかね。

■　ただはかられたまへかし2」

◇　ただ、化かされなさいな」


1 【げにいづれか狐なるらむな】源氏の詞。相手の言葉を「なるほど」といったんは受け止める。しかし相手も素性も名前も明かしてくれない。同じだと考える。そこで「いづれか」となる。推量の助動詞「らむ」視界外推量、目前にしながら、さあどちらが化かすことで有名な狐なのでしょうね、と言う。終助詞「な」詠嘆の気持ちを表す。

2 【ただはかられたまへかし】受身の助動詞「れ」連用形、終助詞「かし」念押しの意。


夕顔．４．２．８

■　と、なつかしげにのたまへば、女をむなもいみじくなびきて、さもありぬべく思おもひたり1。

◇　と、優しそうにおっしゃると、女もすっかりその気になって、そうであってもいいと思っている。

■　「世よになく2、かたはなることなりとも、ひたぶるに従したがふ心こころは、いとあはれげなる人ひと」

◇　「世間に例のない、不都合なことであっても、一途に従順な心は、実にかわいい女だ」

■　と見みたまふに、なほ、かの頭中将とうの常夏疑ちゅうじゃうのとこなつうたがはしく3、語かたりし心こころざま4、まづ思おもひ出いでられたまへど5、

◇　と、ご覧になると、やはり、あの頭中将の常夏の女かと疑われて、話された性質、それをまっさきにお思い出さずにはいらっしゃれないが、

■　「忍しのぶるやうこそは6」

◇　「きっと隠すような事情があるのだろう」

■　と、あながちにも問とひ出いでたまはず。

◇　と、むやみにお聞き出しなさらない。


1 【さもありぬべく思ひたり】副詞「さ」上の叙述を指示する。そのように、の意。連語「ぬべく」（完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意＋推量の助動詞「べし」）当然の意を表す。

2 【世になく】以下「あはれげなる人」まで、源氏の心。

3 【かの頭中将の常夏疑はしく】あの頭中将が雨夜の品定めの折に語った常夏の花を詠んで贈ったという女ではないかの意。「常夏」は渾名になっている。

4 【語りし心ざま】過去の助動詞「し」連体形。頭中将が語った、意。

5 【まづ思ひ出でられたまへど】自発の助動詞「られ」連用形。接続助詞「ど」逆接の確定条件を表す。

6 【忍ぶるやうこそは】係助詞「こそ」、下に「あれ」（已然形）などの語が省略、係結びの省略。


夕顔．４．２．９

■　気色けしきばみて1、ふと背そむき隠かくるP15べき心こころざまなどはなければ、

◇　表情に現して、不意に逃げ隠れするような性質などはないので、

■　「かれがれに2とだえ置おかむ折をりこそは、さやうに思おもひ変かはることもあらめ3、心こころながらも、すこし移うつろふことあらむこそあはれなるべけれ4」

◇　「離れ離れに、絶え間を置いたような折には、そのように気を変えることもあろうが、女のほうから、少し浮気することがあったほうが愛情も増さるであろう」

■　とさへ、思おぼしけり5。

◇　とまで、お思いになった。


P15 隠る--かへ（へ/＄く〈朱〉）る

1 【気色ばみて】夕顔の態度。

2 【かれがれに】以下「あはれなるべけれ」まで、源氏の心。

3 【折こそはさやうに思ひ変ることもあらめ】「さやうに」は「気色ばみてふと背き隠る」ことをさす。係助詞「こそ」は「あらめ」（已然形）に係る、係結の法則、下文に逆接で続く、逆接用法。

4 【心ながらもすこし移ろふことあらむこそあはれなるべけれ】「心ながら」を源氏の「心ながら」と解す説と夕顔の「心ながら」と解す説とがある。『集成』は「（源氏は）わが心ながら、（こんなにいちずに溺れ込むのではなく）少し飽きでもきた方が、（女のひたむきな従順さに）いとしさがまさるであろうとまで思われた。夕顔の人柄をもっと味わい楽しみたい気持」と注す。『新大系』も「自分の心と言いながら少々心が外の女に移るようなことがことがあるとしたら気の毒であろうよ」と注す。一方、島津久基『源氏物語講話』は「いや自分勝手の妙な注文かも知れぬけれど、却って女の方でちょっとぐらいは移り気でも見せてくれる方が、張合があって、別の興味が湧くだろうに。あんまり素直過ぎて曲が無い、とさえ思ったりされるのであった」と訳す。『古典セレクション』も「我ながら（変なことを考えるようだが）、少しは女のほうでほかの男に心を移すようなようなことがあったほうがかえっていとしさが募るだろう。「移ろふ」を男の心ととる説もある」と注す。

5 【とさへ思しけり】副助詞「さへ」添加の意を表す。


夕顔．４．２．１０

■　八月十五夜1はちぐわちじふごや、隈くまなき月影つきかげ、隙多ひまおほかる板屋いたや、残のこりなく漏もり来きて、見慣みならひたまはぬ住すまひのさまも珍めづらしきに2、暁近あかつきちかくなりにけるなるべし3、隣となりの家々いへいへ、あやしき賤しづの男をの声々こゑごゑ、目覚めさまして、

◇　八月十五日夜、満月の光が、隙間の多い板葺きの家に、すっかり射し込んで来て、ご経験のない住居の様子も珍しいが、払暁近くなったのであろう、隣の家々から、賤しい男たちの声々が、目を覚まして、


1 【八月十五夜】大島本は「八月十五夜」と表記し、「ハツキトモヨム」と注記している。したがって「はちがつ」と読むことをいう。「月ぐゎち呉音」（岩波古語辞典）。中秋の名月の夜。以下、助詞を省略した表現法に留意。非散文的叙述。

2 【住まひのさまも珍しきに】接続助詞「に」弱い逆接で下文に続ける。

3 【暁近くなりにけるなるべし】語り手の時間の経過をいう挿入句。


夕顔．４．２．１１

■　「あはれ、いと寒さむしや1」

◇　「ああ、ひどく貧しいことよ」


1 【あはれいと寒しや】隣の男の声。「寒し」はまだ秋の季節であるし次の言葉からも、ここは生業のうまくいかないこと、貧しいことの意であろう。


夕顔．４．２．１２

■　「今年ことしこそ1、なりはひにも頼たのむところすくなく、田舎ゐなかの通かよひも思おもひかけねば2、いと心細こころぼそけれ。

◇　「今年は、商売も当てになる所も少なく、田舎への行き来も望めないから、ひどく心細いなあ。

■　北殿きたどのこそ3、聞ききたまふや」

◇　北隣さん、お聞きなさるか」


1 【今年こそ】以下「聞きたまふや」まで、もう一人の男の声。係助詞「こそ」は「心細けれ」（已然形）に係る、係結びの法則。

2 【思ひかけねば】打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

3 【北殿こそ】接尾語「こそ」呼び掛け。


夕顔．４．２．１３

■　など、言いひ交かはすも聞きこゆ。

◇　などと、言い交わしているのも聞こえる。

夕顔．４．２．１４

■　いとあはれなるおのがじしの営いとなみに起おき出いでて、そそめき騒さわぐもほどなきを、女をむないと恥はづかしく思おもひたり1。

◇　まことにほそぼそとした各自の生計のために起き出して、ざわめいているのも間近なのを、女はとても恥ずかしく思っている。


1 【女いと恥づかしく思ひたり】他人事ながらこのような界隈に身を置く自分を恥じたものであろう。


夕顔．４．２．１５

■　艶えんだち気色けしきばまむ人ひとは1、消きえも入いりぬべき2住すまひのさまなめりかし3。

◇　風流ぶって気取りたがるような人は、消え入りたいほどの住居の様子のようである。

■　されど、のどかに、つらきも憂うきもかたはらいたきことも、思おもひ入いれたるさまならで4、我わがもてなしありさまは5、いとあてはかにこめかしくて、またなくらうがはしき隣となりの用意よういなさを、いかなる事こととも聞きき知しりたるさまならねば6、なかなか、恥はぢかかやかむよりは、罪許つみゆるされてぞ見みえける7。

◇　けれでも、のんびりと、辛いことも嫌なことも気恥ずかしいことも、苦にしている様子でなく、自身の態度や様子は、とても上品でおっとりして、またとないくらい下品な隣家のぶしつけさを、どのようなこととも知っている様子でないので、かえって恥ずかしがり赤くなるよりは、罪がないように思われるのであった。


1 【艶だち気色ばまむ人は】推量の助動詞「む」婉曲の意。『評釈』は「作者の批評の言葉であろうか」と注し、『完訳』は「語り手の一般的な感想に発して、「されど」以下の夕顔評へ転ずる」と注す。

2 【消えも入りぬべき】係助詞「も」強調、連語「ぬべき」当然の意。

3 【さまなめりかし】語り手の感想を交えた表現。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形、推量の助動詞「めり」終止形、話者すなわち語り手の主観的推量を表す。終助詞「かし」念押し。

4 【思ひ入れたるさまならで】夕顔の態度。前に「恥づかしく思ひたり」とあった。ここは、苦にする、ふさぎこむ、という意であろう。

5 【我がもてなしありさまは】夕顔の態度。このような中にあっても気品を失わない態度。

6 【いかなる事とも聞き知りたるさまならねば】下情に通じていない、ということは上流の人のさま。

7 【罪許されてぞ見えける】源氏の感想。係助詞「ぞ」。過去の助動詞「ける」連体形、係結びの法則。


夕顔．４．２．１６

■　ごほごほと鳴なる神1かみよりもおどろおどろしく、踏ふみ轟とどろかす唐臼からうすの音おとも枕上まくらがみとおぼゆる2。

◇　ごろごろと鳴る雷よりも騒がしく、踏み轟かす唐臼の音も枕元のように聞こえる。

■　「あな、耳みみかしかまし3」

◇　「ああ、やかましい」

■　と、これにぞ思おぼさるる。

◇　と、これには閉口されなさる。

■　何なにの響ひびきとも聞きき入いれたまはず、いとあやしうめざましき音おとなひ4とのみ聞ききたまふ。

◇　何の響きともお分りにならず、とても不思議で耳障りな音だとばかりお聞きになる。

■　くだくだしきことのみ多おほかり5。

◇　ごたごたしたことばかり多かった。


1 【鳴る神】名詞。「鳴る」は前の「ごほごほ」を受け、掛け詞的に使用されている。

2 【枕上とおぼゆる】格助詞「と」状態を指示して下へ続ける。--のように、--というふうに。「おぼゆる」連体形、連体中止法、余情・余韻を表す。

3 【あな耳かしかまし】源氏の感想。「かしかまし」は清音。「姦カシカマシ」（名義抄）「カシカマシイ」（日葡辞書）。第三音節が濁音化するのは近世以後のこと（小学館古語大辞典）。『集成』『新大系』は清音で読むが、『古典セレクション』は「かしがまし」と濁音で読んでいる。

4 【いとあやしうめざましき音なひ】源氏の心を叙述する。

5 【くだくだしきことのみ多かり】語り手の批評。『岷江入楚』は「作者のかきのこしたるとなり」と指摘。『評釈』は「読み手たる女房は（中略）地声を出して、読み手個人の批評をさしはさむ」と注す。『集成』は「身分の高い読者に対して、下層の話題を提供したことを弁解する草子地」と注す。


夕顔．４．２．１７

■　白妙しろたへの衣ころもうつ砧きぬたの音1おとも、かすかにこなたかなた聞ききわたされ、空飛そらとぶ雁かりの声こゑ、取とり集あつめて、忍しのびがたきこと多おほかり2。

◇　衣を打つ砧の音も、かすかにあちらこちらからと聞こえて来て、空を飛ぶ雁の声も、一緒になって、堪えきれない情趣が多い。

■　端近はしちかき御座所おましどころなりければ、遣戸やりどを引ひき開あけて、もろともに見出みいだしたまふ。

◇　端近いご座所だったので、遣戸を引き開けて、一緒に外を御覧になる。

■　ほどなき庭にはに、されたる呉竹くれたけP16、前栽3せんさいの露つゆは、なほかかる所ところも同おなじごときらめきたり4。

◇　広くもない庭に、しゃれた呉竹や、前栽の露は、やはりこのような所も同じように光っていた。

■　虫むしの声々乱こゑごゑみだりがはしく、壁かべのなかの蟋蟀5きりぎりすだにS6間遠まどほに聞きき慣ならひたまへる御耳おほむみみに、さし当あてたるやうに鳴なき乱みだるるを、なかなかさまかへて思おぼさるるも、御心みこころざし一ひとつの浅あさからぬに、よろづの罪許つみゆるさるるなめりかし6。

◇　虫の声々が入り乱れ、壁の内側のこおろぎでさえ、時たまお聞きになっているお耳に、じかに押し付けたように鳴き乱れているのを、かえって違った感じにお思いなさるのも、お気持ちの深さゆえに、すべての欠点が許されるのであろうよ。


P16 呉竹--くれ（れ/+竹〈朱〉）

S6 季夏之月---蟋蟀居壁（礼記-月令）

1 【白妙の衣うつ砧の音】以下、『和漢朗詠集』の「北斗の星の前に旅雁を横たふ南楼の月の下に寒衣を擣つ」（巻上、秋）や『白氏文集』の「月は新霜の色を帯び砧は遠雁の声に和す」（巻第六十六）を踏まえる。「白妙の」は「衣」の枕詞。したがって特に訳し出さなくともよい語。

2 【忍びがたきこと多かり】秋の情趣。「大底四時は心惣べて苦（ねんごろ）なり就中（このうち）腸の断ゆることは是れ秋の天なり」（白氏文集・和漢朗詠集）。

3 【前栽】大島本「せむさい」と表記。前田本「字類抄」に「センサイ」とある。「平安時代はセンサイと清音」（岩波古語辞典）。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「せむざい」と濁音で読む。

4 【かかる所も同じごときらめきたり】前に「門は蔀のやうなる、押し上げたる、見入れのほどなく、ものはかなき住まひを、あはれに「何処かさして」と思ほしなせば、玉の台も同じことなり」（第一章一段）とあった。

5 【壁のなかの蟋蟀】『礼記』月令の「季夏（中略）蟋蟀壁に居る」。出典の季節は「季夏」（六月）で「八月十五夜」（中秋）と異なるが、こおろぎの鳴く声が壁の内側から聞こえてくる、という趣。季節の推移とともに、夏の壁の外側（庭）で鳴いていたこおろぎがやがて季節が秋ともなると壁の内側（室内）で鳴くようになる、という変化が記されている。

6 【御心ざし一つの浅からぬによろづの罪許さるるなめりかし】「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、話者すなわち語り手の主観的推量を表す。終助詞「かし」念押し。『岷江入楚』所引「三光院実枝説」は「なかなか」からを「草子地と見るべし又只も見るべし」とあり、『岷江入楚』（中院通勝）は「罪許さるる」以下を「草子地なり」と指摘する。


夕顔．４．２．１８

■　白しろき袷あはせ、薄色うすいろの1なよよかなるを重かさねて、はなやかならぬ姿すがた、いとらうたげにあえかなる心地ここちして、そこと取とり立たててすぐれたることもなけれど、細ほそやかにたをたをとして、ものうち言いひたるけはひ、

◇　白い袷、薄紫色の柔らかい衣を重ね着て、地味な姿態は、とてもかわいらしげに華奢な感じがして、どこそこと取り立てて優れた所はないが、か細くしなやかな感じがして、何かちょっと言った感じは、

■　「あな、心苦こころぐるし2」

◇　「ああ、いじらしい」

■　と、ただいとらうたく見みゆ。

◇　と、ただもうかわいく思われる。

■　心こころばみたる方かたをすこし添そへたらば3、と見みたまひながら、なほうちとけて見みまほしく思おぼさるれば4、

◇　気取ったところをもう少し加えたらと、御覧になりながら、なおもくつろいで逢いたく思われなさるので、


1 【白き袷薄色の】以下、夕顔の服装の描写。当時、「薄色」といえば薄紫色をいった。「濃き色」といえば、濃い紫色または濃い紅色をいった。

2 【あな心苦し】源氏の惑溺した感情。

3 【心ばみたる方をすこし添へたらば】源氏の夕顔に対する誂えの気持ち。夕顔に気取った感じがもう少しあったら、の意。

4 【見まほしく思さるれば】自発の助動詞「るれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


夕顔．４．２．１９

■　「いざ、ただこのわたり近ちかき所ところに1、心安こころやすくて明あかさむ。

◇　「さあ、ちょっとこの辺の近い所で、気楽に夜を明かそう。

■　かくてのみは、いと苦くるしかりけり2」

◇　こうしてばかりいては、とても辛いなあ」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【いざただこのわたり近き所に】以下「いと苦しかりけり」まで、源氏の詞。夕顔を誘い出す。

2 【いと苦しかりけり】過去の助動詞「けり」終止形、詠嘆の意。


夕顔．４．２．２０

■　「いかでかP17,1。

◇　「とてもそんな。

■　にはかならむ2」

◇　急でしょう」


P17 いかでか--いかて（て/+か〈朱〉）

1 【いかでか】反語表現。下に「行かむ」などの語句が省略。

2 【にはかならむ】推量の助動詞「む」終止形。


夕顔．４．２．２１

■　と、いとおいらかに言いひてゐたり1。

◇　と、とてもおっとりと言ってじっとしている。

■　この世よのみならぬ契ちぎりなどまで頼たのめたまふに2、うちとくる心こころばへなど、あやしくやう変かはりて、世馴よなれたる人ひとともおぼえねば、人ひとの思おもはむ所ところもえ憚はばかりたまはで3、右近うこんを召めし出いでて4、随身ずいじんを召めさせたまひて5、御車引みくるまひき入いれさせたまふ6。

◇　この世だけでない来世の約束などまで相手に期待させていらっしゃるので、気を許す心根などが、不思議に普通と違って、世慣れた女とも思われないので、他人がどう思うかを慮ることもおできになれず、右近を召し出して、随身を呼ばせなさって、お車を引き入れさせなさる。

■　このある人ひとびとも7、かかる御心みこころざしのおろかならぬを見知みしれば、おぼめかしながら8、頼たのみかけきこえたり。

◇　この家の女房たちも、このようなお気持ちが並大抵でないのが分かるので、不安に思いながらも、期待をかけ申していた。


1 【言ひてゐたり】ワ上一動詞「ゐ」連用形、座っている。じっとしている。『古典セレクション』は「動こうともしない」と訳す。

2 【頼めたまふに】タ下二動詞「頼め」連用形、頼りにさせる、期待させる、意。接続助詞「に」原因理由を表す。

3 【え憚りたまはで】副詞「え」は打消の接続助詞「で」と呼応して不可能の意を表す。

4 【右近を召し出でて】夕顔付きの女房。主語は源氏。

5 【随身を召させたまひて】使役の助動詞「させ」連用形。右近をして随身を呼び出させる。

6 【御車引き入れさせたまふ】使役の助動詞「させ」連用形。随身をして牛車を縁先に付けさせる。

7 【このある人びとも】この家に居合わせた女房たち。

8 【おぼめかしながら】形容詞「おぼめかし」。『岩波古語辞典』では「オボメキの形容詞形。状態・知識・記憶・態度などがはっきりしない、曖昧で判断がつけにくい意」という。


夕顔．４．２．２２

■　明あけ方がたも近ちかうなりにけり。

◇　夜明けも近くなってしまった。

■　鶏とりの声こゑなどは聞きこえで、御嶽精進みたけさうじにやあらむ1、ただ翁おきなびたる声こゑにぬかづくぞ聞きこゆる2。

◇　鶏の声などは聞こえないで、御嶽精進であろうか、ただ老人めいた声で礼拝するのが聞こえる。

■　起たち居ゐのけはひ、堪たへがたげに行おこなふ。

◇　立ったり座ったりの様子、難儀そうに勤行する。

■　いとあはれに、

◇　たいそうしみじみと、

■　「朝あしたの露つゆに異ことならぬ世よを、何なにを貧むさぼる身みの祈いのりにかS7」

◇　「朝の露と違わないはかないこの世を、何を欲張りわが身の利益を祈るのだろうか」

■　と、聞ききたまふ。

◇　と、お聞きになる。

■　「南無当来導師4なむたうらいだうし」

◇　「南無当来導師、弥勒菩薩」

■　とぞ拝おがむなる5。

◇　と言って拝んでいるようだ。


S7 朝露貪名利　夕陽憂子孫（白氏文集二-七九　不致仕）

1 【御嶽精進にやあらむ】吉野の金峰山に参籠するのに先立って行う精進潔斎。千日間行うという。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形。語り手が介入して推測。

2 【ぬかづくぞ聞こゆる】係助詞「ぞ」「聞こゆる」連体形、係結びの法則。

3? 【朝の露に異ならぬ世を何を貪る身の祈りにか】『白氏文集』巻二に「朝露貪名利夕陽憂子孫〈朝の露に名利を貪り夕の陽に子孫を憂ふ〉」（秦中吟「不致仕」）を踏まえる。源氏の思い。この「夕顔」巻全体を支配する無常観の基調。

4 【南無当来導師】「南無当来導師」は弥勒菩薩のこと。弥勒菩薩が出現して衆生を救う、という信仰。

5 【とぞ拝むなる】係助詞「ぞ」、「拝む」終止形、伝聞推定の助動詞「なる」連体形、係結びの法則。


夕顔．４．２．２３

■　「かれ、聞ききたまへ1。

◇　「あれを、お聞きなさい。

■　この世よとのみは思おもはざりけり」

◇　この世だけとは思っていないのだね」

■　と、あはれがりたまひて2、

◇　と、しみじみと感じられて、


1 【かれ聞きたまへ】以下「思はざりけり」まで、源氏の詞。

2 【あはれがりたまひて】接尾語「がる」は、そのように感じる、そのように振る舞うの意。『古典セレクション』は「感慨をもよおされて」、『新大系』は「感銘を受けなさって」と訳す。


夕顔．４．２．２４

■　「優婆塞うばそくが行おこなふ道みちをしるべにて

来こむ世よも深ふかき契ちぎり違たがふな1」

◇　「優婆塞が勤行しているのを道しるべにして

来世にも深い約束に背かないで下さい」


1 【優婆塞が行ふ道をしるべにて来む世も深き契り違ふな】源氏の贈歌。優婆塞は在俗のまま仏道修業する人。隣の老人の御嶽精進の声を聞きながら詠んだ和歌。来世でも約束に背かないでください、と現世来世の二世を契った歌である。


夕顔．４．２．２５

■　長生殿ちゃうせいでんの古ふるき例ためしはS8ゆゆしくて、翼はねを交かはさむとはS9引ひきかへて、弥勒みろくの世よをかねたまふ2。

◇　長生殿の昔の例は縁起が悪いので、翼を交そうとは言わずに、弥勒菩薩が出現する未来までの愛を約束なさる。

■　行ゆく先さきの御頼おほむたのめ、いとこちたし3。

◇　そのような長いお約束とは、まことに大げさである。


S8 七月七日長生殿　夜半無人私語時（白氏文集十二-五九六　長恨歌）

S9 在天願作比翼鳥　在地願為連理枝（白氏文集十二-五九六　長恨歌）

1? 【長生殿の古き例はゆゆしくて翼を交はさむとは引きかへて】『白氏文集」巻十二に「七月七日長生殿夜半無人私語時在天願作比翼鳥在地願為連理枝〈七月七日長生殿に夜半に人無くして私語せし時天に在らば願はくは比翼の鳥作らむ地に在らば願はくは連理の枝為らむ〉」（長恨歌）を踏まえる。しかし、楊貴妃は殺されたので、今はそれは不吉であるとする。

2 【弥勒の世をかねたまふ】「かね」連用形、将来のことを心配する、未来のことを考える、意。弥勒菩薩は、釈迦入滅後、五十六億七千万年後に出現するという。その出現までの永い約束をする。

3 【行く先の御頼めいとこちたし】語り手の評言。源氏の将来までの約束があまりに大袈裟だという、作者の弁解でもある。『首書源氏物語』は「長生殿の」から「地也」と指摘し、『湖月抄』は「行先の」から「地」と指摘する。いずれもいわゆる「草子地」であるとの指摘である。


夕顔．４．２．２６

■　「前さきの世よの契ちぎり知しらるる身みの憂うさに

行ゆく末すゑかねて頼たのみがたさよ」

◇　「前世の宿縁の拙さが身につまされるので

来世まではとても頼りかねます」

夕顔．４．２．２７

■　かやうの筋すぢなども、さるは、心こころもとなかめり2。

◇　このような返歌のし方なども、実のところ、心細いようである。


1? 【前の世の契り知らるる身の憂さに行く末かねてた頼みがたさよ】夕顔の返歌。わが身の不運を前世からの因縁だと嘆き、したがってとても来世までは信頼できないとする歌。

2 【かやうの筋などもさるは心もとなかめり】接続詞「さるは」補足的説明をする。実のところ、それというのは、の意。「なかめり」は形容詞「心もとなかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量。語り手の推量。『古典セレクション』は「夕顔の歌を受けつつ、しかし実際のところは頼りなさそうだ、と語り手の感想を述べる」と注す。


第三段　なにがしの院に移る

夕顔．４．３．１

■　いさよふ月つきに1、ゆくりなくあくがれむことを、女をむなは思おもひやすらひ、とかくのたまふ2ほど、にはかに雲隠くもがくれて、明あけ行ゆく空そらいとをかし3。

◇　ためらっている月のように、出し抜けに行く先も分からず出かけることを、女は躊躇し、いろいろと説得なさるうちに、急に雲に隠れて、明け行く空は実に美しい。

■　はしたなきほどにならぬ先さきにと、例れいの急いそぎ出いでたまひて4、軽かろらかにうち乗のせたまへれば5、右近うこんぞ乗のりぬる6。

◇　体裁の悪くなる前にと、いつものように急いでお出になって、軽々とお乗せになったので、右近が乗った。


1 【いさよふ月に】山の端に入りそうでなかなか入らない月。時刻の経過を表す。『評釈』は「たゆとう月とともに」と訳す。『新大系』は「（山の端に）入りかねる月（に誘われるよう）に」と注す。格助詞「に」のように。下文の「思ひやすらひ」に係る。

2 【とかくのたまふ】主語は源氏。あれこれと説得なさる。

3 【にはかに雲隠れて明け行く空いとをかし】月が急に雲に隠れたかと思うと、東の空が明けて行くのがとても美しい。明けて十六日の朝となる。

4 【例の急ぎ出でたまひて】六条の貴婦人の邸から帰る折とは対照的。

5 【うち乗せたまへれば】完了の助動詞「れ」已然形、完了の意。源氏が夕顔を車に乗せてしまったので、というニュアンス。

6 【右近ぞ乗りぬる】係助詞「ぞ」「乗る」連体形、係結びの法則。誰が同乗するかといえば、右近が乗ったのだ、というニュアンス。


夕顔．４．３．２

■　そのわたり近ちかきなにがしの院ゐんに1おはしまし着つきて、預あづかり2召めし出いづるほど、荒あれたる門かどの忍しのぶ草茂ぐさしげりて見上みあげられたる3、たとしへなく木暗こぐらし。

◇　その辺りに近い某院にお着きあそばして、管理人をお呼び出しになる間、荒れた門の忍草が生い茂っていて見上げられるのが、譬えようなく木暗い。

■　霧きりも深ふかく、露つゆけきに4、簾すだれをさへ上あげたまへれば、御袖おほむそでもいたく濡ぬれにけり5。

◇　霧も深く、露っぽいところに、簾までを上げていらっしゃるので、お袖もひどく濡れてしまった。


1 【そのわたり近きなにがしの院に】五条から近い某の院。古来、源融の河原院が想定されている。「院」という呼称の邸と建物は皇室の御領。

2 【預り】某院の管理人。

3 【見上げられたる】完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。主格となって下文に続く。

4 【露けきに】形容詞「露けき」連体形、接続助詞「に」順接を表す。

5 【御袖もいたく濡れにけり】牛車の簾を上げ、袖を外に出していたので草露に濡れた。


夕顔．４．３．３

■　「まだかやうなることを慣ならはざりつるを2、心尽こころづくしなることにもありけるかな3。

◇　「まだこのようなことを経験しなかったが、いろいろと気をもむことであるなあ。


1? 【まだかやうなることも】以下「慣らひたまへりや」まで、源氏の詞。

2 【慣らはざりつるを】完了の助動詞「つる」連体形、接続助詞「を」逆接的な意を表す。

3 【心尽くしなることにもありけるかな】断定の助動詞「なる」連体形、格助詞「に」動作の対象、係助詞「も」強調の意、過去の助動詞「ける」詠嘆の意、終助詞「かな」詠嘆の意を表す。


夕顔．４．３．４

■　いにしへもかくやは人ひとの惑まどひけむ

我わがまだ知しらぬしののめの道みち

◇　昔の人もこのように恋の道に迷ったのだろうか

わたしには経験したことのない明け方の道だ

夕顔．４．３．５

■　慣ならひたまへりや2」

◇　ご経験なさいましたか」


1? 【いにしへもかくやは人の惑ひけむ我まだ知らぬしののめの道】源氏の贈歌。副詞「かく」は「惑ひけむ」に係る。係助詞「やは」疑問の意を表す。過去推量の助動詞「けむ」連体形。昔の人もこのように恋の道に迷ったのだろうか、わたしには初めての経験だという歌。『新大系』は「「人」は頭中将を暗示して言う」と注す。

2 【慣らひたまへりや】尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「り」終止形、係助詞「や」疑問の意を表す。


夕顔．４．３．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　女をむな、恥はぢらひて1、

◇　女は、恥ずかしがって、


1 【女恥ぢらひて】「女」は恋の場面の呼称。自ハ四「恥ぢらひ」連用形。


夕顔．４．３．７

■　「山やまの端はの心こころも知しらで行ゆく月つきは

うはの空そらにて影かげや絶たえなむ1

心細こころぼそく2」

◇　「山の端をどこと知らないで随って行く月は

途中で光が消えてしまうのではないでしょうか

心細くて」


1 【山の端の心も知らで行く月はうはの空にて影や絶えなむ】夕顔の返歌。係助詞「や」疑問、完了の助動詞「な」未然形、推量の助動詞「む」連体形。「山の端の心」を源氏の心、「月」を自分に喩える。不安な気持ちを表明した歌。

2 【心細く】歌に添えた言葉。「心細く」連用中止法、余情を表す。


夕顔．４．３．８

■　とて、もの恐おそろしうすごげに思おもひたれば、

◇　と言って、何となく怖がって気味悪そうに思っているので、

■　「かのさし集つどひたる住すまひの慣ならひならむ1」

◇　「あの建て込んでいる小家に住み慣れているからだろう」

■　と、をかしく思おぼす。

◇　と、おもしろくお思いになる。


1 【かのさし集ひたる住まひの慣らひならむ】断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」終止形。夕顔は今まで狭く立て込んだ小家に住み慣れているためだろうという、源氏の推察。


夕顔．４．３．９

■　御車入みくるまいれさせて1、西にしの対たいに御座おましなどよそふほど、高欄かうらんに御車みくるまひきかけて立たちたまへり2。

◇　お車を入れさせて、西の対にご座所などを準備する間、高欄に轅を掛けて待っていらっしゃる。

■　右近うこん、艶えんなるP18心地3ここちして、来きし方かたのことなども、人知ひとしれず思おもひ出いでけり4。

◇　右近は、心浮き立つ優美な心地がして、過去のことなども、一人思い出すのであった。

■　預あづかりいみじく経営けいめいしありく気色けしきに5、この御おほむありさま知しりはてぬ6。

◇　管理人が一生懸命奔走している様子から、このご様子をすっかり知った。


P18 艶なる--*ゑんある

1 【御車入れさせて】某院の中門内に。使役の助動詞「させ」連用形。某院の人をして、の意。

2 【高欄に御車ひきかけて立ちたまへり】牛車から牛を外して、轅（ながえ）を高欄に掛けた形で、源氏一行は車の中で準備の整うまで待つ。

3 【艶なる心地】大島本「ゑんある心ち」とある。「縁ある心地」ではあるまい。諸本に従って「艶なる心地」と改める。『集成』は「はなやいだ気分になって」と解し、『完訳』は「傍観者ながら、浮き立つ気持」と解す。

4 【来し方のことなども人知れず思ひ出でけり】かつて主人の夕顔のもとに頭中将が通ってきたころのこと。

5 【預りいみじく経営しありく気色に】院の管理人が一生懸命に準備に奔走する様子。

6 【この御ありさま知りはてぬ】この男君の身分を皇室関係の方だと知った。『集成』は「皇室御領の院を自由に使い、管理人が懸命にご接待するのを見て、源氏だとはっきり分った」と注す。


夕顔．４．３．１０

■　ほのぼのと物見ものみゆるほどに、下おりたまひぬめり1。

◇　ほのかに物が見えるころに、お下りになったようである。

■　かりそめなれど、清きよげにしつらひたり2。

◇　仮ごしらえだが、こざっぱりと設けてある。


1 【ほのぼのと物見ゆるほどに下りたまひぬめり】完了の助動詞「ぬ」終止形、完了の意。推量の助動詞「めり」主観的推量。語り手の視点である。同じく十六日の朝、物の形がほのぼのと見える時刻である。

2 【かりそめなれど清げにしつらひたり】仮ごしらえの御座所。


夕顔．４．３．１１

■　「御供おほむともに1人ひともさぶらはざりけり2。

◇　「お供にどなたもお仕えいたしておりませんな。

■　不便ふびんなるわざかな」

◇　不都合なことですな」

■　とて、むつましき下家司しもげいしにて、殿とのにも仕つかうまつる者3ものなりければ、参まゐりよりて4、

◇　と言って、親しい下家司で、大殿にも仕えている者だったので、参り寄って、

■　「さるべき人召ひとめすべきにや5」

◇　「適当な人を、お呼びなさるべきではありませんか」

■　など、申まうさすれど6、

◇　などと、申し上げさせるが、


1 【御供に】以下「不便なるわざかな」まで、管理人の詞。

2 【さぶらはざりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆、気付いて驚きを表す。

3 【殿にも仕うまつる者】『集成』は「二条の院にも仕えている者」と解し、『古典セレクション』『新大系』は「左大臣（葵の上の父）家」と解す。

4 【参りよりて】簀子または廂間まで、長押の外であろう。源氏は母屋の中、御帳台にいる。

5 【さるべき人召すべきにや】管理人の詞。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問の意。

6 【申さすれど】使役の助動詞「すれ」已然形。管理人が右近をして申し上げさせるが、の意。


夕顔．４．３．１２

■　「ことさらに1人来ひとくまじき隠かくれ家求がもとめたるなりP19。

◇　「特に人の来ないような隠れ家を求めたのだ。

■　さらに心こころよりほかに漏もらすな2」

◇　決して他人には言うな」

■　と口くちがためさせたまふ3。

◇　と口封じさせなさる。


P19 なり--なる（る/＄り〈朱〉）

1 【ことさらに】以下「漏らすな」まで、源氏の詞。

2 【さらに心よりほかに漏らすな】副詞「さらに」は下に打消しの語を伴って、全然、決しての意。終助詞「な」禁止の意。

3 【口がためさせたまふ】使役の助動詞「させ」。右近をして管理人に言わせる。


夕顔．４．３．１３

■　御粥1おほむかゆなど急いそぎ参まゐらせたれど、取とり次つぐ御おほむまかなひうち合あはず。

◇　お粥などを準備して差し上げたが、取り次ぐお給仕が揃わない。

■　まだ知しらぬことなる御旅寝おほむたびねに、

◇　まだ経験のないご外泊に、

■　「息長川2おきながかは」S10

◇　「鳰鳥の息長川」

■　と契ちぎりたまふことよりほかのことなし。

◇　よりもいついつまでもとお約束なさること以外ない。


S10 鳰鳥の息長川は絶えぬとも君に語らむこと尽きめやも（万葉集二十-四四五八　馬史国人）

1 【御粥】朝食である。『新大系』は「ご飯。固粥（かたかゆ）であろう」と注す。

2 【息長川】『奥入』は「鳰鳥の息長川は絶えぬとも君に語らふこと尽きめやも」（古今六帖第三鳰一四九九）を指摘する。いついつまでもの意。


夕顔．４．３．１４

■　日ひたくるほどに起おきたまひて1、格子手かうしてづから上あげたまふ。

◇　日が高くなったころにお起きになって、格子を自らお上げになる。

■　いといたく荒あれて2、人目ひとめもなくはるばると見渡みわたされて、木立こだちいとうとましくものふりたり。

◇　とてもひどく荒れて、人影もなく広々と見渡されて、木立がとても気味悪く鬱蒼と古びている。

■　け近ぢかき草木くさきなどは、ことに見所みどころなく、みな秋あきのの野**らP20にて3、池いけも水草みくさに埋うづもれたれば、いとけうとげP21になりにける所ところかな4。

◇　側近くの草木などは、格別見所もなく、すっかり秋の野原となって、池も水草に埋もれているので、まことに恐ろしくなってしまった所であるよ。

■　別納べちなふの方かたにぞ5、曹司ざうしなどして、人住ひとすむべかめれど6、こなたは離はなれたり。

◇　別納の方に、部屋などを設えて、人が住んでいるようだが、こちらは離れている。

◆　 
ひ たくる ほど に おき たまひ て、 かうし てづから あげ たまふ。 いと いたく あれ て、 ひとめ も なく はるばる と みわたさ れ て、 こだち いと うとましく もの-ふり たり。 けぢかき くさき など は、 こと に みどころ なく、 みな あき の のら に て、 いけ も みくさ に うづもれ たれ ば、 いと けうとげ に なり に ける ところ かな! べちなふ の かた に ぞ、 ざうし など し て、 ひと すむ べか' めれ ど、 こなた は はなれ たり。


P20 野ら--ゝ（ゝ/+ら〈朱〉）

P21 けうとげ--けゝ（ゝ/＄う〈朱〉）とけ

1 【日たくるほどに起きたまひて】源氏は、朝粥を摂った後、いったん眠って、日が高くなったころに起きた。

2 【いといたく荒れて】以下、源氏の目を通して語る。

3 【秋の野らにて】大島本「秋のゝ（ゝ＋ら）にて」とある。大島本の補入は墨筆で丸印を付けて行間に小さく「羅」と書いたもの。夕顔の訂正跡を見ると、朱筆によるものと墨筆によるものとがある。元の文字を摺り消してその上に墨筆で訂正した筆跡は本文と一筆である。朱筆による訂正は字形を正したものや訂正したもので、後からのものと見られる。この箇所には行間に朱筆で引き歌「里ハアレテ」（古今集）歌がカタカナ表記で指摘されている。その注記は補入文字「ら」を避けて書いているので、この補入はそれよりも古いものである。御物本も「ら」を補入。横山本、榊原家本、池田本は「秋のゝ」とある。なお、別本の陽明文庫本は「あきのゝへ」とある。『異本紫明抄』は「秋のゝらにて」云々の本文を引用して「里は荒れて人はふりにし宿なれや庭も籬も秋の野らなる」（古今集秋上二四八僧正遍昭）を指摘する。「ら」が無ければ「里は荒れて」の引き歌は発生しない。

4 【いとけうとげになりにける所かな】以下「離れたり」まで、源氏の心中を語る。しかし、終わりは地の文になっている。終助詞「かな」詠嘆は、源氏の感想。『集成』は「格子を上げて、外を見渡している源氏の視線を追って、木立や前栽の様を叙べてきたので、源氏の心中の感想が、そのまま地の文になっているのであろう。あとに、ほとんど同文が源氏の言葉として出る」と注す。『完訳』は「ほぼ同文が次行に重出。不審」と注す。『新大系』は「源氏の心内である。すぐあとに会話文でも繰り返される」と注す。

5 【別納の方にぞ】別納は母屋などから離れた雑舎などの建物。

6 【人住むべかめれど】「べかめれ」は推量の助動詞「べかる」の「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量。源氏の判断と推測。


夕顔．４．３．１５

■　「けうとくP22もなりにける所ところかな1。

◇　「気味悪そうになってしまった所だね。

■　さりとも、鬼おになども我われをば見許みゆるしてむ2」

◇　いくら何でも、鬼などもわたしならきっと見逃すだろう」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


P22 けうとく--けうそ（そ/＄と〈朱〉）く

1 【けうとくもなりにける所かな】以下「見許してむ」まで、源氏の詞。夕顔に向かって言ったものであろう。

2 【鬼なども我をば見許してむ】完了の助動詞「て」連用形、確述の意。推量の助動詞「む」終止形。『新大系』は「死者の霊魂など超自然的な存在で、人に危害を加えることがある。気味悪さを打ち消すために言ってみる源氏の言葉はかえって屋敷に棲息する鬼を呼び起こすことになる危険を伴う」と注す。


夕顔．４．３．１６

■　顔かほはなほ隠かくしたまへれど1、女をむなのいとつらしと思おもへれば、

◇　お顔は依然として隠していらっしゃるが、女がとても辛いと思っているので、

■　「げに、かばかりにて2隔へだてあらむも、ことのさまに違たがひたり3」

◇　「なるほど、これ程深い仲になって隠しているようなのも、男女のあるべきさまと違っている」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【顔はなほ隠したまへれど】袖で顔を隠している。

2 【げにかばかりにて】以下「違ひたり」まで、源氏の心。

3 【ことのさまに違ひたり】恋の成就した男女のあるべきさまと違っている。


夕顔．４．３．１７

■　「夕露ゆふつゆに紐ひもとく花はなは玉鉾たまぼこの

たよりに見みえし縁えにこそありけれ1

露つゆの光ひかりやいかに2」

◇　「夕べの露を待って花開いて顔をお見せするのは

道で出逢った縁からなのですよ

露の光はどうですか」


1 【夕露に紐とく花は玉鉾のたよりに見えし縁にこそありけれ】源氏の贈歌。「夕露に」というが、まだ夕方にはなっていない。「夕顔」の花の縁で、こう詠みだ出す。「紐とく花」は花が開く意と顔を見せる意を込める。自分が今顔を見せる意。「玉鉾の」は「道」に係る枕詞。ここでは「道」の意で使う。今、わたしがこうして顔を見せるのは、五条大路で出会った縁によるのですよ、の意。源氏は初めて、歌言葉を多用する。『新大系』は「夕べの露を待って開く花は花のかんばせは、あの道すがらにあなたによって見られたご縁であったことよ。（中略）あの夕べに見られた顔はわたし（源氏）であったと明かす」と注す。一方『古典セレクション』は「「夕露」は源氏。「花」は女。「紐とく」は下紐を解いて契りを交すの意で、二人が深い仲となったのは、五条の宿の通りすがりに見かけた奇縁によるのだ、の意」と注す。両義解釈可能である。

2 【露の光やいかに】歌に添えた源氏の言葉。「露の光」は源氏の顔をいう。前に女の歌に「白露の光」の語句を受けてこう言う。自分で自分の顔を「光」と褒めた言い方するのは戯れた言い方。また「光」の語に「光る源氏」であることを名乗ってもいる。


夕顔．４．３．１８

■　とのたまへば、後目しりめに見みおこせて1、

◇　とおっしゃると、流し目に見やって、


1 【後目に見おこせて】夕顔は流し目にこちらを見て。色っぽさが含まれていよう。


夕顔．４．３．１９

■　「光ひかりありと見みし夕顔ゆふがほのうは露つゆは

たそかれ時どきのそら目めなりけり1」

◇　「光輝いていると見ました夕顔の上露は

たそがれ時の見間違いでした」


1 【光ありと見し夕顔のうは露はたそかれ時のそら目なりけり】「夕顔のうは露」は源氏の顔をいう。素晴らしいと思ったのは夕暮時の見間違いで、たいしたことありませんよという意。切り返して答えた歌。『評釈』は「あれは間違い、そんな光るなんて、と甘えて、うちけす」と解す。『新大系』では「比較を絶する美しさである、というメッセージにもなろう」と注す。『古典セレクション』では「さほどとは思えないと、わざと本心とは逆のことを言って戯れる媚態。前の扇の歌と同じく、機知に富み、夕顔の感性、才気が見える」と評す。


夕顔．４．３．２０

■　とほのかに言いふ。

◇　とかすかに言う。

■　をかしと思おぼしなす1。

◇　おもしろいとお思いになる。

■　げに2、うちとけたまへるさま3、世よになく、所ところから4、まいてゆゆしきまで見みえたまふ5。

◇　なるほど、うちとけていらっしゃるご様子は、またとなく、場所が場所ゆえ、いっそう不吉なまでにお美しくお見えになる。


1 【思しなす】「なす」は、源氏が夕顔の返事をことさらおもしろいと思い込むというニュアンス。

2 【げに】「げに」は語り手の同意。以下「見えたまふ」まで、語り手の感想を交えた表現。

3 【うちとけたまへるさま】源氏の態度。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「る」連体形、存続の意。

4 【所から】『集成』『新大系』は「所から」と清音に読み、『古典セレクション』は「所がら」と濁音に読む。

5 【ゆゆしきまで見えたまふ】源氏の不吉なまでに美しい姿態。


夕顔．４．３．２１

■　「尽つきせず隔へだてたまへるつらさに1、あらはさじと思おもひつるものを2。

◇　「いつまでも隠していらっしゃる辛さに、顕すまいと思っていたが。

■　今いまだに名なのりしたまへ。

◇　せめて今からでもお名乗り下さい。

■　いとむくつけし」

◇　とても気味が悪い」


1 【尽きせず隔てたまへるつらさに】以下「いとむくつけし」まで、源氏の詞。サ変動詞「尽きせ」未然形。

2 【思ひつるものを】接続助詞「を」逆接を表す。


夕顔．４．３．２２

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

■　「海人あまの子こなれば1」S11

◇　「海人の子なので」

■　とて、さすがにうちとけぬさま2、いとあいだれたり3。

◇　と言って、依然としてうちとけない態度は、とても甘え過ぎている。


S11 白波の寄する渚に世を過ぐす海人の子なれば宿も定めず（和漢朗詠下-七二二　海人詠）

1 【海人の子なれば】『異本紫明抄』は「白浪の寄する渚に世を過ぐす海人の子なれば宿も定めず」（和漢朗詠集下遊女七二二）を指摘する。卑しい身分なので、名乗るほどでもありませんの意。

2 【さすがにうちとけぬさま】形容動詞「さすがに」連用形、上の事柄と食い違うさま、矛盾するさま。そうはいうものの、それとは違う様子だ、の意。打消の助動詞「ぬ」連体形。『新大系』「（名のるとまでは）さすがにうちとけない」と注す。

3 【あいだれたり】『集成』は「甘えている」と解し、『完訳』は「なよやかに色っぽい様子」と解す。


夕顔．４．３．２３

■　「よし、これも我われからなめりS12, 1」と、怨うらみかつは語かたらひ、暮くらしたまふ2。

◇　「それでは、これも『われから』のようだ」と、怨みまた一方では睦まじく語り合いながら、一日お過ごしになる。


S12 海人の刈る藻に棲む虫の我からとねをこそ泣かめ世をば恨みじ（古今集恋五-八〇七　藤原直子）

1 【よしこれも我からなめり】大島本「我からなめり」とある。肖柏本は「なめり」。御物本は「な〔な−補入〕なり」。横山本、榊原家本、池田本と書陵部本は「なり」。三条西家本は「なゝり」とある。河内本は「ななり」。別本の陽明文庫本は「なり」。『集成』は「ななり」と本文を改める。『古典セレクション』は「なり」と本文を改める。『新大系』は底本のまま。「ななり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋伝聞推定の助動詞「なり」終止形で、であるようだというやや婉曲的なニュアンス。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量を表し、もっとも柔らかいニュアンスとなる。源氏の詞。「海人」に因んで「われから」（海草にすむ虫）という語を用いる。『源氏釈』は「海人の刈る藻にすむ虫のわれからと音にこそ泣かめ世をば恨みじ」（古今集恋五八〇七藤原直子）を指摘する。

2 【怨みかつは語らひ暮らしたまふ】こうして、一日が過ぎていく。


夕顔．４．３．２４

■　惟光これみつ、尋たづねきこえて、御おほむくだものなど参まゐらす1。

◇　惟光が、お探し申して、お菓子などを差し上げさせる。

■　右近うこんが言いはむこと、さすがにいとほしければ、近ちかくもえさぶらひ寄よらず2。

◇　右近が文句言うことは、やはり気の毒なので、お側に伺候することもできない。

■　「かくまでたどり歩ありきたまふ、をかしう、さもありぬべきありさまにこそは4」

◇　「こんなにまでご執心でいられるのは、魅力的で、きっとそうに違いない様子なのだろう」

■　と推おし量はかるにも、

◇　と推量するにつけても、

■　「我わがいとよく5思おもひ寄よりぬべかりしことを、譲ゆづりきこえて、心こころひろさよ」

◇　「自分がうまく言い寄ろうと思えばできたのを、お譲り申して、なんと寛大なことよ」

■　など、めざましう思おもひをる6。

◇　などと、失敬なことを考えている。


1 【御くだものなど参らす】使役の助動詞「す」。惟光が右近をして差し上げさせる意。

2 【えさぶらひ寄らず】副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。惟光は源氏のお側に伺候することもできない。

3? 【かくまでたどり歩きたまふも】以下「ありさまにこそは」まで、惟光の心。

4 【さもありぬべきありさまにこそは】係助詞「こそ」「は」の下に「あらめ」已然形などの語句が省略されている。『新大系』は「美しい女のさまなのだろうと推測する」と注す。

5 【我がいとよく】以下「心ひろさよ」まで、惟光の心中の思い。夕顔を源氏に譲ったことを寛大な心だとうぬぼれる。

6 【めざましう思ひをる】語り手が惟光は不埒なことを考えているという批評。『完訳』は「「めざましう」は語り手の評言」と注す。


夕顔．４．３．２５

■　たとしへなく静しづかなる夕ゆふべの空そらを1眺ながめたまひて、奥おくの方かたは暗くらうものむつかしと、女をむなは思おもひたれば、端はしの簾すだれを上あげて、添そひ臥ふしたまへり。

◇　譬えようもなく静かな夕方の空をお眺めになって、奥の方は暗く何となく気味が悪いと、女は思っているので、端の簾を上げて、添い臥していらっしゃる。

■　夕映ゆふばえを見交みかはして、女をむなも、かかるありさまを、思おもひのほかにあやしき心地ここちはしながら、よろづの嘆なげき忘わすれて、すこしうちとけゆく気色けしき、いとらうたし。

◇　夕映えのお顔を互いに見交わして、女も、このような出来事を、意外に不思議な気持ちがする一方で、すべての嘆きを忘れて、少しずつ打ち解けていく様子は、実にかわいい。

■　つと御おほむかたはらにP23,2添そひ暮くらして、物ものをいと恐おそろしと思おもひたるさま、若わかう心苦こころぐるし。

◇　ぴったりとお側に一日中添ったままで、何かをとても怖がっている様子は、子供っぽくいじらしい。

■　格子かうしとく下おろしたまひて、大殿油参おほとなぶらまゐらせて、

◇　格子を早くお下ろしになって、大殿油を点灯させて、

■　「名残なごりなく3なりにたる御おほむありさまにて、なほ心こころのうちの隔へだて残のこしたまへるなむつらき」

◇　「すっかり深い仲となったご様子でいて、依然として心の中に隠し事をなさっているのが辛い」

■　と、恨うらみたまふ。

◇　と、お恨みになる。


P23 御かたはらに--御かたはらに（に/＄に）く

1 【たとしへなく静かなる夕べの空を】時刻は夕方に移る。不気味なまでの静けさ。

2 【つと御かたはらに】源氏のお側に。

3 【名残りなく】以下「つらき」まで、源氏の詞。


夕顔．４．３．２６

■　「内裏うちに、いかに求もとめさせたまふらむを1、いづこに尋たづぬらむ2」

◇　「主上には、どんなにかお探しあそばしているだろうから、人々はどこを探しているだろうか」

■　と、思おぼしやりて、かつは、

◇　と、思いをおはせになって、また一方では、

■　「あやしの心こころや3。

◇　「不思議な気持ちだ。

■　六条ろくでうわたりにも4、いかに思おもひ乱みだれたまふらむ5。

◇　六条辺りでも、どんなにお思い悩んでいらっしゃることだろう。

■　恨うらみられむに6、苦くるしう、ことわりなり」

◇　怨まれることも、辛いことだし、もっともなことだ」

■　と、いとほしき筋すぢは、まづ思おもひきこえたまふ。

◇　と、おいたわしい方としては、まっさきにお思い出し申し上げなさる。

■　何心なにごころもなきさしむかひを、あはれと思おぼすままに、

◇　無心に向かい合って座っているのを、かわいいとお思いになるにつれて、

■　「あまり心深こころふかく7、見みる人ひとも苦くるしき御おほむありさまを、すこし取とり捨すてばや」

◇　「あまり思慮深く、対座する者までが息が詰るようなご様子を、少し取り除きたいものだ」

■　と、思おもひ比くらべられたまひける8。

◇　と、ついご比較されるのであった。


1 【内裏にいかに求めさせたまふらむを】以下「尋ぬらむ」まで、源氏の心。「内裏」は帝をさす。尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、最高敬語。推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量を表す。接続助詞「を」順接、--のでの意。

2 【いづこに尋ぬらむ】主語は探索者たち。「尋ぬ」終止形、下に敬語がない。推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量を表す。

3 【あやしの心や】以下「ことわりなり」まで、源氏の心。

4 【六条わたりにも】「六条わたりの御忍び歩き」「御心ざしの所」「六条わたりにもとけがたかりし御けしきを」とあった方。六条御息所。

5 【いかに思ひ乱れたまふらむ】主語は六条御息所。尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量を表す。

6 【恨みられむに】受身の助動詞「られ」未然形、推量の助動詞「む」連体形、接続助詞「に」順接を表す。

7 【あまり心深く】以下「取り捨てばや」まで、源氏の心。この夕顔と比較した六条わたりの女についての感想。

8 【思ひ比べられたまひける】自発の助動詞「られ」連用形、尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、過去の助動詞「ける」連体形、余韻を残した表現。


第四段　夜半、もののけ現われる

夕顔．４．４．１

■　宵過よひすぐるほど1、すこし寝入ねいりたまへるに2、御枕上おほむまくらがみに、いとをかしげなる女をむなゐて、

◇　宵を過ぎるころ、少し寝入りなさった頃に、おん枕上に、とても美しそうな女が座って、


1 【宵過ぐるほど】時刻は夜に移る。宵は日没から午後十時ころまでの間。それを少し過ぎたころ。

2 【寝入りたまへるに】完了の助動詞「る」連体形、存続の意。接続助詞「に」順接。『古典セレクション』は「少しとろとろとなさると」と訳す。少し寝入りなさると、の意。現実か夢か不分明な源氏の意識の世界。


夕顔．４．４．２

■　「己おのがいとめでたしと見みたてまつるをば、尋たづね思おもほさで1、かく、ことなることなき人ひとを率ゐておはして、時ときめかしたまふこそ、いとめざましくつらけれ」

◇　「わたしがあなたをとても素晴らしいとお慕い申し上げているそのわたしには、お訪ねもなさらず、このような、特に優れたところもない女を連れていらっしゃって、おかわいがりになさるのは、まことに癪にさわり辛い」


1 【己がいとめでたしと見たてまつるをば尋ね思ほさで】以下「いとめざましくつらけれ」まで、夢の中の女の声。『今泉訳』では「私はあなたさまをほんとにお立派なお方だとお慕ひ申しあげてをりますのに、その私を、尋ねてやろうともお思ひにならないどころか」と訳す。連語「をば」（格助詞「を」＋係助詞「は」）を、「をりますのに、その私を」と意訳する。『評釈』は「ほんとに御立派とお見あげ申しておりますわたくしを尋ねようともなさらないで」と冒頭の「己が」の語順を移動させて「わたしを」と訳す。なお『集成』が「私が大層ご立派なお方とお慕い申していますのに」とだけ注しているのは不十分。『古典セレクション』も「この私が、まことにご立派なお方とお慕い申しているのに、訪ねようともお思いにならず」と訳すのも同じ。「をば」を逆接の接続助詞のように解すには語法的に問題がある（今泉訳のように「その私を」と補えば問題ない）。「そのわたしを」とあれば、『今泉訳』『評釈』と同じになる。また、「おのが」は「見たてまつるをば」に係る構文とも解せる。『新大系』では「われがいかにもめでたしと見申すお方をば心してお求めにもなることなく、かかる格別のことなき女を率いてここにおわしてご寵愛になることはまことに心外に恨めしいことよ。「をば」の下に「人」が略されていると見ておく」と訳し注す（「下に」は「上に」の誤りで、「お方をば」の個所をさすか）。すなわち「尋ね」の対象を「お方（六条の貴婦人）をば」と解す。そうすると、「おせっかいなもののけになってしまう」（評釈）とも評される。「夢の中でもののけが言う言葉なのだから、少しは変でもしようがなかろうか」（評釈）といえるが、女の怨み嫉妬の言葉である。よって、もののけの言葉は、整然とした文章語として解すよりも源氏と対峙して怨み言をいう口語として解すべきだろう。「をば」の上には「そのわたし」が省略されているとみる。「おのが（あなたを）いとめでたしと見たてまつる（そのおのれ）をば尋ね思ほさで」という構文である。


夕顔．４．４．３

■　とて、この御おほむかたはらの人1ひとをかき起おこさむとす、と見みたまふ2。

◇　と言って、自分のお側の人を引き起こそうとしているる、と御覧になる。


1 【この御かたはらの人】夕顔をさす。

2 【と見たまふ】以上、「御枕上に」から夢の中の出来事である。この「見たまふ」も夢の中で見ていること。下文に「おどろきたまへれば」とある。


夕顔．４．４．４

■　物ものに襲おそはるる心地ここちして、おどろきたまへれば1、火ひも消きえにけり2。

◇　魔物に襲われる気持ちがして、目をお覚ましになると、火も消えていた。

■　うたて思おぼさるれば3、太刀たちを引ひき抜ぬきて4、うち置おきたまひて、右近うこんを起おこしたまふ。

◇　気持ち悪くお思いになるので、太刀を引き抜いて、そっとお置きになって、右近をお起こしになる。

■　これも恐おそろしと思おもひたるさまにて、参まゐり寄よれり5。

◇　この人も怖がっている様子で、参り寄った。


1 【おどろきたまへれば】完了の助動詞「れ」已然形、存続、目を覚まして暫く見回すと、というニュアンス。

2 【消えにけり】完了の助動詞「に」連用形、完了の意。過去の助動詞「けり」終止形。既に消えていたのであった。

3 【うたて思さるれば】自発の助動詞「るれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

4 【太刀を引き抜きて】魔除けのための行為。

5 【参り寄れり】右近は源氏と夕顔の寝所からは少し離れた所に寝ていた。完了の助動詞「り」完了の意。


夕顔．４．４．５

■　「渡殿わたどのなる1宿直人起とのゐびとおこして、

◇　「渡殿にいる宿直人を起こして、

■　『紙燭しそくさして参まゐれ』

◇　『紙燭をつけて参れ』

■　と言いへ」

◇　と言いなさい」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【渡殿なる】以下「参れと言へ」まで、源氏の詞。右近に命じた言葉。


夕顔．４．４．６

■　「いかでかまからむ。

◇　「どうして行けましょうか。

■　暗くらうて1」

◇　暗くて」

■　と言いへば、

◇　と言うので、


1 【いかでかまからむ暗うて】右近の返事。連語「いかでか」（副詞「いかで」＋係助詞「か」）反語表現。推量の助動詞「む」連体形。できません、と答える。


夕顔．４．４．７

■　「あな、若々わかわかし1」

◇　「ああ、子供みたいな」

■　と、うち笑わらひたまひて、手てをたたきたまへば2、山彦やまびこの答こたふる声こゑ、いとうとまし。

◇　と、ちょっとお笑いになって、手をお叩きになると、こだまが応える音、まことに気味が悪い。

■　人ひとえ聞ききP24つけで参まゐらぬに3、この女君をむなぎみ、いみじくわななきまどひて、いかさまにせむと思おもへり4。

◇　誰も聞きつけないで参上しないので、この女君は、ひどくふるえ脅えて、どうしてよいか分からなく思っている。

■　汗あせもしとどになりて、我われかの気色けしきなり。

◇　汗もびっしょりになって、正気を失った様子である。


P24 人え聞き--人は（は/＄え〈朱〉）きゝ

1 【あな若々し】源氏の詞。

2 【手をたたきたまへば】人を呼ぶ合図。

3 【参らぬに】打消の助動詞「ぬ」連体形、接続助詞「に」順接について、『集成』は「参上しない上に」と訳し、『古典セレクション』は「まいる者もいないが、その間」と訳す。

4 【いかさまにせむと思へり】『新大系』は「源氏から判断する女君のさま」と注す。


夕顔．４．４．８

■　「物怖ものおぢをなむ1わりなくせさせたまふ本性ほんじゃうにて、いかに思おぼさるるにか2」

◇　「むやみにお怖がりあそばすご性質ですから、どんなにかお怖がりのことでしょうか」

■　と、右近うこんも聞きこゆ。

◇　と、右近も申し上げる。

■　「いとか弱よわくて3、昼ひるも空そらをのみ見みつるものを4、いとほし」

◇　「ほんとうにか弱くて、昼も空ばかり見ていたものだな、気の毒に」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【物怖ぢをなむ】以下「思さるるにか」まで、右近の詞。夕顔の性格を心配して言う。係助詞「なむ」は「せさせたまふ」に係るが、下文に続くため、結びの流れ。

2 【いかに思さるるにか】自発の助動詞「るる」連体形。断定の助動詞「に」連用形。係助詞「か」疑問、下に「おはさむ」（連体形）などの語句が省略。

3 【いとか弱くて】以下「いとほし」まで、源氏の心。

4 【昼も空をのみ見つるものを】副助詞「のみ」限定。完了の助動詞「つる」連体形、終助詞「ものを」詠嘆を表す。


夕顔．４．４．９

■　「我われ、人ひとを起おこさむ1。

◇　「わたしが、誰かを起こそう。

■　手てたたけば、山彦やまびこの答こたふる2、いとうるさし。

◇　手を叩くと、こだまが応える、まことにうるさい。

■　ここに、しばし、近ちかく」

◇　こちらに、しばらくは、近くへ」


1 【我人を起こさむ】以下「しばし近く」まで、源氏の詞。推量の助動詞「む」意志を表す。

2 【山彦の答ふる】「答ふる」連体形。


夕顔．４．４．１０

■　とて、右近うこんを引ひき寄よせたまひて、西にしの妻戸つまどに出いでて1、戸とを押おし開あけたまへれば2、渡殿わたどのの火ひも消きえにけり。

◇　と言って、右近を引き寄せなさって、西の妻戸に出て、戸を押し開けなさると、渡殿の火も既に消えていた。


1 【西の妻戸に出でて】月光の明るい方へ出ようとしたものであろう。

2 【押し開けたまへれば】完了の助動詞「れ」已然形、完了の意＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


夕顔．４．４．１１

■　風かぜすこしうち吹ふきたるに、人ひとは少すくなくて、さぶらふ限かぎりみな寝ねたり。

◇　風がわずかに吹いているうえに、人気も少なくて、仕えている者は皆寝ていた。

■　この院ゐんの預あづかりの子こ、むつましく使つかひたまふ若わかき男1をのこ、また上童一人2うへわらはひとり、例れいの随身ずいじんばかりぞありける3。

◇　この院の管理人の子供で、親しくお使いになる若い男、それから殿上童一人と、いつもの随身だけがいるのであった。

■　召めせば、御答おほむこたへして起おきたれば4、

◇　お呼び寄せになると、お返事して起きたので、


1 【この院の預りの子むつましく使ひたまふ若き男】「この院の預りの子」と「むつましく使ひたまふ若き男」とは同一人物。同格。

2 【また上童一人】前に「顔むげに知るまじき童一人ばかり」とあった殿上童。

3 【例の随身ばかりぞありける】前に「かの夕顔のしるべせし随身ばかり」とあった随身。係助詞「ぞ」、過去の助動詞「ける」連体形、係結びの法則。強調のニュアンス。以上、「若き男」「上童」「随身」の三人。

4 【御答へして起きたれば】起きて来たのは、預りの子。下文に「随身も弦打して絶えず声づくれと仰せよ」と命じているので、随身以外の人。「滝口なりければ」とあるので上童でもない。


夕顔．４．４．１２

■　「紙燭しそくさして参まゐれ1。

◇　「紙燭を点けて持って参れ。

■　『随身ずいじんも、弦打つるうちして、絶たえず声こわづくれ』

◇　『随身にも、弦打ちをして、絶えず音を立てていよ』

■　と仰おほせよ。

◇　と命じよ。

■　人離ひとはなれたる所ところに、心こころとけて寝いぬるものか2。

◇　人気のない所に、気を許して寝ている者があるか。

■　惟光朝臣これみつの来あそむのきたりつらむは3」

◇　惟光朝臣が来ていたようなのは」

■　と、問とはせたまへば4、

◇　と、お尋ねあそばすと、


1 【紙燭さして参れ】以下「惟光朝臣の来たりつらむは」まで、源氏の詞。

2 【心とけて寝ぬるものか】「寝ぬる」連体形、「ものか」は連語（形式名詞＋終助詞）また終助詞、感動を表す。

3 【来たりつらむは】下に「いかに」などの語句が省略。動詞「来たり」連用形、完了の助動詞「つ」終止形、存続の意、推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量を表す。「来たり」は漢文訓読系で使う語とされる。やや堅い表現。

4 【問はせたまへば】尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」連用形、最高敬語。源氏の高貴さを際立たせた表現。


夕顔．４．４．１３

■　「さぶらひつれど1、仰おほせ言ごともなし。

◇　「控えていましたが、ご命令もない。

■　暁あかつきに御迎おほむむかへに参まゐるべきよし申まうしてなむ、まかではべりぬる」

◇　早暁にお迎えに参上すべき旨申して、帰ってしまいました」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　この、かう申まうす者ものは、滝口たきぐちなりければ2、弓弦ゆづるいとつきづきしくうち鳴ならして3、

◇　この、こう申す者は滝口の武士であったので、弓の弦をまことに手馴れた様子に打ち鳴らして、

■　「火ひあやふし4」

◇　「火の用心」

■　と言いふ言いふ、預あづかりが曹司ざうしP25の方かたに去いぬなり5。

◇　と言いながら、管理人の部屋の方角へ行ったようだ。

■　内裏うちを思おぼしやりて6、

◇　内裏をお思いやりになって、

■　「名対面なだいめんは7過すぎぬらむ、滝口たきぐちの宿直奏とのゐまうし8、今いまこそ」

◇　「名対面は過ぎたろう、滝口の宿直奏しは、ちょうど今ごろか」

■　と、推おし量はかりたまふは、まだ、いたう更ふけぬにこそは9。

◇　と、ご推量になるのは、まだ、さほど夜も更けていないのでは。


P25 曹司--さこ（こ/＄う〈朱〉）

1 【さぶらひつれど】以下「まかではべりぬる」まで、管理人の子の答え。『新大系』は「直接話法と間接話法とがまじる」と注す。

2 【滝口なりければ】清涼殿の滝口の武士。「なり」（断定の助動詞）「けれ」（過去の助動詞）。滝口の武士だったので。後から気づいたというニュアンス。

3 【弓弦いとつきづきしくうち鳴らして】警戒と魔除けの行為。

4 【火あやふし】夜の見張りの時に使う言葉。慣用句。火の用心、の意。

5 【去ぬなり】「去ぬ」終止形、伝聞推定の助動詞「なり」終止形。滝口の声がだんだん小さく遠ざかって行ったニュアンス。

6 【内裏を思しやりて】主語は源氏。

7 【名対面は】以下「今こそ」まで、源氏の想像。亥の一刻（午後九時）に行われる宿直の名乗り。

8 【滝口の宿直奏し】名対面の後に行われる滝口の武士の名乗り。

9 【いたう更けぬにこそは】打消の助動詞「ぬ」連体形。たいして夜が更けていないのでは、の意。「こそは」の下に「あらめ」已然形などの語句が省略された形。


夕顔．４．４．１４

■　帰かへり入いりて1、探さぐりたまへば、女君をむなぎみはさながら臥ふして、右近うこんはかたはらにうつぶし臥ふしたり。

◇　戻って入って、お確かめになると、女君はそのままに臥していて、右近は傍らにうつ伏していた。


1 【帰り入りて】主語は源氏。簀子あたりから寝所に戻る。


夕顔．４．４．１５

■　「こはなぞ1。

◇　「これはどうしたことか。

■　あな、もの狂ぐるほしの物怖ものおぢや2。

◇　何と、気違いじみた怖がりようだ。

■　荒あれたる所ところは、狐きつねなどやうのものの、人ひとを脅おびやかさむとて3、け恐おそろしう思おもはするならむ4。

◇　荒れた所には、狐などのようなものが、人を脅かそうとして、怖がらせるのだろう。

■　まろあれば5、さやうのものには脅おどされじ」

◇　わたしがいるからには、そのようなものからは脅されない」

■　とて、引ひき起おこしたまふ6。

◇　と言って引き起こしなさる。


1 【こはなぞ】以下「脅されじ」まで、源氏の詞。右近に対して言ったもの。連語「なぞ」、「な」は副詞「なに」の約。「ぞ」は係助詞の終止的用法。文末に用いられる。強い疑問や非難の気持ち。

2 【もの狂ほしの物怖ぢや】終助詞「や」詠嘆の意。

3 【人を脅やかさむとて】大島本「人をおひやかさんとて」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人おびやかさむとて」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

4 【思はするならむ】使役の助動詞「する」連体形、断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」終止形、推量の意。思わせるのであろう。

5 【まろあれば】「あれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。わたしがいるので。

6 【引き起こしたまふ】源氏が右近を。


夕顔．４．４．１６

■　「いとうたて1、乱みだり心地ごこちの悪あしうはべれば2、うつぶし臥ふしてはべるや。

◇　「とても気味悪くて、取り乱している気分も悪うございますので、うつ伏しているのでございますよ。

■　御前おまへにこそ3わりなく思おぼさるらめ4」

◇　ご主人さまこそ、ひどく怖がっていらっしゃるでしょう」

■　と言いへば、

◇　と言うので、


1 【いとうたて】以下「思さるらめ」まで、右近の返事。

2 【乱り心地の悪しうはべれば】丁寧の補助動詞「はべれ」已然形は自分の容態をいう。

3 【御前にこそ】右近が主人の夕顔をさして言う。

4 【思さるらめ】「思さ」は「思う」の尊敬表現の位相語。自発の助動詞「る」終止形、推量の助動詞「らめ」已然形、視界外推量。上の係助詞「こそ」との、係結びの法則。恐がっておいででしょう。暗くて見えないのでこう言っている。


夕顔．４．４．１７

■　「そよ。

◇　「そうだ。

■　などかうは1」

◇　どうしてこんなに」

■　とて、かい探さぐりたまふに、息いきもせず。

◇　と言って、探って御覧になると、息もしていない。

■　引ひき動うごかしたまへど、なよなよとして、我われにもあらぬさまなれば、

◇　揺すって御覧になるが、ぐったりとして、正体もない様子なので、

■　「いといたく2若わかびたる人ひとにて、物ものにけどられぬるなめり3」

◇　「ほんとうにひどく子供じみた人なので、魔性のものに魅入られてしまったらしい」

■　と、せむかたなき心地ここちしたまふ。

◇　と、なすべき方法もない気がなさる。


1 【そよなどかうは】源氏の詞。感動詞「そよ」相づち。

2 【いといたく】以下「ぬるなめり」まで、源氏の心。

3 【物にけどられぬるなめり】完了の助動詞「ぬる」連体形、完了の意。「なめり」の「な」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形、推量の助動詞「めり」終止形、視界内推量。魔性の物に魅入られてしまったものらしい。


夕顔．４．４．１８

■　紙燭持しそくもて参まゐれり1。

◇　紙燭を持って参った。

■　右近うこんも動うごくべきさまにもあらねば2、近ちかき御几帳みきちゃうを引ひき寄よせて、

◇　右近も動ける状態でないので、近くの御几帳を引き寄せて、


1 【紙燭持て参れり】預りの子が。前に「紙燭さして参れ」とあった。

2 【右近も動くべきさまにもあらねば】推量の助動詞「べき」連体形、可能の意。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「も」。打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。


夕顔．４．４．１９

■　「なほ持もて参まゐれ1」

◇　「もっと近くに持って参れ」


1 【なほ持て参れ】源氏の詞。紙燭を持って来た預りの子に対する言葉。


夕顔．４．４．２０

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　例れいならぬことにて1、御前近おまへちかくもえ参まゐらぬ、つつましさに、長押なげしにもえ上のぼらず2。

◇　いつもと違ったことなので、御前近くに参上できず、ためらっていて、長押にも上がれない。


1 【例ならぬことにて】断定の助動詞「に」連用形。従者主人と女がいる寝所近くまで呼び寄せられるのは異例。

2 【長押にもえ上らず】下長押。母屋と廂間の境。副詞「え」、打消の助動詞「ず」終止形と呼応して不可能の意を表す。


夕顔．４．４．２１

■　「なほ持もて来こや、所ところに従したがひてこそ1」

◇　「もっと近くに持って来なさい。場所によるぞ」


1 【なほ持て来や所に従ひてこそ】源氏の詞。カ変動詞「来（こ）」命令形。終助詞「や」詠嘆の意。係助詞「こそ」、下に「あれ」已然形などの語が省略されている。


夕顔．４．４．２２

■　とて、召めし寄よせて見みたまへば1、ただこの枕上まくらがみに、夢ゆめに見みえつる容貌かたちしたる女2をむな、面影おもかげに見みえて3、ふと消きえP26失うせぬ4。

◇　と言って、召し寄せて御覧になると、ちょうどこの枕上に、夢に現れた姿をしている女が、幻影のように現れて、ふっと消え失せた。


P26 消え--きこ（こ/＄〈朱〉）え

1 【召し寄せて見たまへば】源氏が預りの子を召し寄せて紙燭を受け取って夕顔を御覧になると。

2 【夢に見えつる容貌したる女】「見え」は、現れる、客体の方から出現するニュアンス。完了の助動詞「つる」連体形、完了の意。完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。

3 【面影に見えて】「面影」幻影、幻。格助詞「に」状態を指示してしたへ修飾的に続ける、〜として、〜のように。「見え」は、現れて。客体の方から出現するニュアンス。見た人は源氏。

4 【消え失せぬ】完了の助動詞「ぬ」終止形、完了の意。自然に消えてしまった、というニュアンス。


夕顔．４．４．２３

■　「昔むかしの物語ものがたりなどにこそ1、かかることは聞きけ2」

◇　「昔の物語などに、このようなことは聞くけれど」

■　と、いとめづらかにむくつけけれど、まづ、

◇　と、まことに珍しく気味悪いが、まず、

■　「この人ひといかになりぬるぞ3」

◇　「この女はどのようになったのか」

■　と思おもほす心騒こころさわぎに、身みの上うへも知しられたまはず4、添そひ臥ふして、

◇　とお思いになる不安に、わが身の上の危険もお顧みにならず、添い臥して、

■　「やや」

◇　「もし、もし」

■　と、おどろかしたまへど、ただ冷ひえに冷ひえ入いりて、息いきは疾とく絶たえ果はてにけり。

◇　と、お起こしになるが、すっかりもう冷たくなっていて、息はとっくにこと切れてしまっていたのであった。

■　言いはむかたなし。

◇　どうすることもできない。

■　頼たのもしく、いかにと言いひ触ふれたまふべき人ひともなし。

◇　頼りになる、どうしたらよいかとご相談できるような方もいない。

■　法師ほふしなどをこそは、かかる方かたの頼たのもしきものには思おぼすべけれど5。

◇　法師などは、このような時の頼みになる人とはお思いになるが。

■　さこそ強つよがりたまへど6、若わかき御心みこころにて、いふかひなくなりぬるを見みたまふに、やるかたなくて、つと抱いだきて、

◇　それほどお強がりになるが、お若い考えで、空しく死んでしまったのを御覧になると、どうしようもなくて、ひしと抱いて、


1 【昔の物語などにこそ】大島本「むかしの物かたり」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「昔物語」と校訂する。『新大系』は底本のまま。以下「ことは聞け」まで、源氏の心中を語る。昔、河原院に宇多法皇が京極御息所を連れて一夜を明かした時、その院の元の主、源融の霊が現れて、御息所が気絶したという話が伝えられていた。後に『江談抄』に記載されている。

2 【ことは聞け】係助詞「こそ」「聞け」已然形の係結びの法則。文脈的には逆接で続く。格助詞「と」は引用の意。

3 【この人いかになりぬるぞ】係助詞「ぞ」文末にあって、文全体を強調。

4 【身の上も知られたまはず】自発の助動詞「れ」連用形。もののけに取りつかれた人に近付く危険。

5 【思すべけれど】係助詞「こそ」は「べけれ」已然形に係るが、接続助詞「ど」逆接に続き、この句を受ける句がないので句点。下の文「さこそ強がりたまへど」と並列の構文とも見られるが、前文「頼もしくいかにと言ひ触れたまふべき人もなし」の補足説明的な一文と見る。

6 【さこそ強がりたまへど】係助詞「こそ」は「たまへ」已然形に係るが、接続助詞「ど」逆接に続き、結びの流れ。「さ」は口に出して強がりを言うこと。


夕顔．４．４．２４

■　「あが君1きみ、生いき出いでたまへ。

◇　「おまえさま、生き返っておくれ。

■　いといみじき目めな見みせたまひそ2」

◇　とても悲しい目に遭わせないでおくれ」


1 【あが君】以下「見せたまひそ」まで、源氏の詞。夕顔に呼び掛けた言葉。

2 【な見せたまひそ】副詞「な」終助詞「そ」と呼応して禁止を表す。


夕顔．４．４．２５

■　とのたまへど、冷ひえ入いりにたれば1、けはひものうとくなりゆく2。

◇　とおっしゃるが、冷たくなっていたので、感じも気味悪くなって行く。


1 【冷え入りにたれば】完了の助動詞「に」連用形、完了の意。完了の助動詞「たれ」已然形、存続の意。すっかり冷たくなってしまっている様子。

2 【けはひものうとくなりゆく】死相が窺われる様子。


夕顔．４．４．２６

■　右近うこんは、ただ

◇　右近は、ただ

■　「あな、むつかし」

◇　「ああ、気味悪い」

■　と思おもひける心地ここちみな冷さめて、泣なき惑まどふさまいといみじ。

◇　と思っていた気持ちもすっかり冷めて、泣いて取り乱す様子はまことに大変である。

夕顔．４．４．２７

■　南殿なでんの鬼おにの、なにがしの大臣脅おとどおびやかしけるたとひを1思おぼし出いでて、心強こころづよく、

◇　南殿の鬼が、某大臣を脅かした例をお思い出しになって、気強く、


1 【南殿の鬼のなにがしの大臣脅やかしけるたとひを】藤原忠平が紫宸殿で鬼と出会ったが、一喝して退散させたという話。同時代の『大鏡』に記載されている。


夕顔．４．４．２８

■　「さりとも1、いたづらになり果はてたまはじ2。

◇　「いくら何でも、死にはなさるまい。

■　夜よるの声こゑはおどろおどろし。

◇　夜の声は大げさだ。

■　あなかま3」

◇　静かに」


1 【さりとも】以下「あなかま」まで、源氏の詞。

2 【いたづらになり果てたまはじ】「いたづら」は死ぬこと。打消推量の助動詞「じ」終止形。

3 【あなかま】感動詞「あな」＋「かま」「かま」は形容詞「かまし」の語幹。人の発言を制止することば。


夕顔．４．４．２９

■　と諌いさめたまひて1、いとあわたたしきに2、あきれたる心地ここちしたまふ。

◇　とお諌めになって、まったく突然の事なので、茫然とした気持ちでいらっしゃる。


1 【諌めたまひて】主語は源氏。右近が取り乱して大声で泣くのを制した。

2 【いとあわたたしきに】接続助詞「に」原因理由を表す。


夕顔．４．４．３０

■　この男をとこを召めして1、

◇　先ほどの男を呼び寄せて、


1 【この男を召して】源氏は管理人の子供を呼び寄せて右近を介してではなく直接命じる。


夕顔．４．４．３１

■　「ここに、いとあやしう1、物ものに襲おそはれたる人ひとのなやましげなるを2、ただ今いま、惟光朝臣これみつの宿***る所ところにまかりて3、急いそぎ参まゐるべきよし言いへ、と仰おほせよ4。

◇　「ここに、まことに不思議に、魔性のものに魅入られた人が苦しそうなので、今すぐに、惟光朝臣の泊まっている家に行って、急いで参上するように言え、と命じなさい。

■　なにがし阿闍梨5あざり、そこにものするほどならば、ここに来くべきよし、忍しのびて言いへ。

◇　某阿闍梨が、そこに居合わせていたら、ここに来るよう、こっそりと言いなさい。

■　かの尼君あまぎみなどの聞きかむに6、おどろおどろしく言いふな。

◇　あの尼君などが聞こうから、大げさに言うな。

■　かかる歩ありき許ゆるさぬ人ひとなり」

◇　このような忍び歩きは許さない人だ」

◆　 
"ここ に、 いと あやしう、 もの に おそは れ たる ひと の なやましげ なる を、 ただいま、 これみつのあそむ の やどる ところ に まかり て、 いそぎ まゐる べき よし いへ、 と おほせ よ。 なにがしあざり、 そこ に ものする ほど なら ば、 ここ に く べき よし、 しのび て、 いへ。 かの あまぎみ など の きか む に、 おどろおどろしく いふ な。 かかる ありき ゆるさ ぬ ひと なり。"


1 【ここにいとあやしう】以下「許さぬ人なり」まで、源氏の詞。

2 【物に襲はれたる人のなやましげなるを】格助詞「の」主格、接続助詞「を」原因理由を表す。

3 【惟光朝臣の宿る所にまかりて】五条にある大弐乳母の家。「まかり」の主語は管理人の子ではなく源氏の随身。

4 【言へと仰せよ】惟光に言えと随身に命じなさい。

5 【なにがし阿闍梨】惟光の兄。実際は実名を言っているところを語り手が「某」と言い換えたもの。

6 【かの尼君などの聞かむに】源氏の乳母、大弍の乳母。推量の助動詞「む」仮定を表す。接続助詞「に」順接を表す。


夕顔．４．４．３２

■　など、物もののたまふやうなれど、胸塞むねふたがりて1、この人ひとを空むなしくしなしてむことの2いみじく思おぼさるるに添そへて3、大方おほかたのむくむくしさ、たとへむ方かたなし。

◇　などと、用件をおっしゃるようだが、胸が一杯で、この人を死なせてしまったらどうまるのかがたまらなくお思いになるのに加えて、辺りの不気味さは、譬えようもない。


1 【胸塞がりて】大島本「むねふたかりて」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「胸はふたがりて」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【この人を空しくしなしてむことの】完了の助動詞「て」未然形、完了の意、推量の助動詞「む」連体形、仮定の意。格助詞「の」対象を表す。

3 【思さるるに添へて】自発の助動詞「るる」連体形。


夕顔．４．４．３３

■　夜中よなかも過すぎにけむかし1、風かぜのやや荒々あらあらしう吹ふきたるは。

◇　夜中も過ぎたのだろうよ、風がやや荒々しく吹いているのは。

■　まして、松まつの響ひびき2、木深こぶかく聞きこえて、気色けしきある鳥とりのから声ごゑに鳴なきたるも、

◇　その上に、松風の響きが、木深く聞こえて、異様な鳥がしわがれ声で鳴いているのも、

■　「梟ふくろふ」

◇　「梟」

■　はこれにやS13とおぼゆ。

◇　と言う鳥はこのことかと思われる。

■　うち思おもひめぐらすに3、こなたかなた、けどほく疎うとましきに4、人声ひとごゑはせず5、

◇　あれこれと考え廻らすと、あちらこちらと、何となく遠く気味悪いうえに、人声はせず、

■　「などて、かくはかなき宿やどりは取とりつるぞ6」

◇　「どうして、このような心細い外泊をしてしまったのだろう」

■　と、悔くやしさもやらむ方かたなし。

◇　と、後悔してもしようがない。


S13 梟鳴松桂枝　狐蔵蘭菊叢（白氏文集一-四　凶宅詩）

1 【夜中も過ぎにけむかし】完了の助動詞「に」連用形、完了の意。過去推量の助動詞「けむ」終止形、終助詞「かし」強調。下の「風の荒々しう吹きたるは」と語順が倒置されている。「けむかし」は語り手の推量。時刻の経過が語られる。

2 【松の響き】下の「梟はこれにや」など、『白氏文集』凶宅詩の「梟は松桂の枝に鳴き狐は蘭菊の叢に蔵る蒼苔紅葉の地日暮れて旋風多し」の表現に基づく。

3 【うち思ひめぐらすに】この句は「悔しさもやらむ方なし」に係る。

4 【けどほく疎ましきに】接続助詞「に」そのうえ、という意で下に続ける。

5 【人声はせず】打消の助動詞「ず」連体形、下文に続く。

6 【などてかくはかなき宿りは取りつるぞ】源氏の後悔。


夕顔．４．４．３４

■　右近うこんは、物ものもおぼえず、君きみにつと添そひたてまつりて、わななき死しぬべし1。

◇　右近は、何も考えられず、源氏の君にぴったりと寄り添い申して、震え死にそうである。

■　「また、これもいかならむ2」

◇　「また、この人もどうなるのだろうか」

■　と、心こころそらにて捉とらへたまへり。

◇　と、気も上の空で掴まえていらっしゃる。

■　我一人われひとりさかしき人ひとにて、思おぼしやる方かたぞなきや3。

◇　自分一人がしっかりした人で、途方に暮れていらっしゃるのであったよ。


1 【死ぬべし】「べし」（推量の助動詞）は語り手の見た推量。

2 【またこれもいかならむ】源氏の不安な気持ち。「これ」は右近をさす。

3 【思しやる方ぞなきや】係助詞「ぞ」形容詞「なき」連体形、係結びの法則。間投助詞「や」詠嘆は語り手の詠嘆。


夕顔．４．４．３５

■　火ひはほのかにまたたきて、母屋もやの際きはに立たてたる屏風びゃうぶの上かみ、ここかしこの隈々くまぐましくおぼえたまふに1、物ものの足音あしおと、ひしひしと踏ふみ鳴ならしつつ、後うしろより寄より来くる心地ここちす。

◇　灯火は微かにちらちらとして、母屋の境に立ててある屏風の上が、あちらこちらと陰って見えなさるうえに、魔性の物の足音が、みしみしと踏み鳴らしながら、後方から近寄って来る気がする。

■　「惟光、とく参まゐらなむ2」

◇　「惟光よ、早く来て欲しい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　ありか定さだめぬ者ものにて3、ここかしこ尋たづねけるほどに、夜よの明あくるほどの久ひさしさは、千夜ちよを過すぐさむ心地4ここちS14したまふ。

◇　居場所が定まらぬ者なので、あちこち探したうちに、夜の明けるまでの待ち遠しさは、千夜を過すような気がなさる。


S14 暮るる間の千歳を過ぐす心地して待つはまことに久しかりけり（後撰集恋二-六六七　藤原隆方）

1 【隈々しくおぼえたまふに】接続助詞「に」順接、添加の意を表す。

2 【惟光とく参らなむ】源氏の思い。「まゐら」未然形＋終助詞「なむ」他に対する願望。惟光早く来てほしいの意。

3 【ありか定めぬ者にて】下二動詞「定め」未然形＋打消の助動詞「ぬ」連体形。断定の助動詞「に」連用形、接続助詞「て」順接の確定条件。

4 【千夜を過ぐさむ心地】『源氏釈』は「暮るる間は千歳を過ぐす心地して待つは誠に久しかりけり」（後拾遺集恋二六六七藤原隆方）を指摘。『大系』他は「秋の夜の千夜を一夜になせりとも言葉残りて鶏や鳴きなむ」（伊勢物語二十二段）を指摘する。


夕顔．４．４．３６

■　からうしてP27,1、鶏とりの声こゑはるかに聞きこゆるに、

◇　ようやくのことで、鶏の声が遠くで聞こえるにつけ、

■　「命いのちをかけて2、何なにの契ちぎりに、かかる目めを見みるらむ3。

◇　「危険を冒して、何の因縁で、このような辛い目に遭うのだあろう。

■　我わが心こころながら、かかる筋すぢに、おほけなくあるまじき心こころの報むくいに4、かく、来きし方行かたゆく先さきの例ためしとなりぬべきことはあるなめり5。

◇　我ながら、このようなことで、大それたあってはならない恋心の報復として、このような、後にも先にも語り草となってしまいそうなことが起こったのだろう。

■　忍しのぶとも、世よにあること隠かくれなくて、内裏うちに聞きこし召めさむをはじめて、人ひとの思おもひ言いはむこと、よからぬ童わらはべの口くちずさびになるべきなめり6。

◇　隠していても、実際に起こった事は隠しきれず、主上のお耳に入るだろうことを始めとして、世人が推量し噂するだろうことは、良くない京童べの噂になりそうだ。

■　ありありて、をこがましき名なをとるべきかな7」

◇　あげくのはて、馬鹿者の評判を立てられるにちがいないなあ」

■　と、思おぼしめぐらす。

◇　と、ご思案される。


P27 からうして--から（ら/+う）して

1 【からうして】清音。「カラウシテ[Caroxite]」（日葡辞書）。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読んでいる。

2 【命をかけて】以下「名をとるべきかな」まで、源氏の後悔の思い。

3 【かかる目を見るらむ】推量の助動詞「らむ」終止形、原因理由推量。

4 【かかる筋におほけなくあるまじき心の報いに】「かかる筋」とは恋愛事をいう。「おほけなくあるまじき」とは身分を弁えずあってはならないという意。その「心の報い」というので、夕顔などの身分の女に対する恋心ではなく、また六条辺りの御方に対する恋心でもない。次の「若紫」巻で、藤壺宮にする恋心と判明する。

5 【なりぬべきことはあるなめり】「ぬべき」は完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意＋推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。きっとなってしまいそうなの意。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量の意。

6 【口ずさびになるべきなめり】推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量の意。

7 【をこがましき名をとるべきかな】推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。終助詞「かな」詠嘆の意。


第五段　源氏、二条院に帰る

夕顔．４．５．１

■　からうして1、惟光朝臣参これみつのあそむまゐれり。

◇　ようやくのことで、惟光朝臣が参上した。

■　夜中よなか、暁あかつきといはず、御心みこころに従したがへる者ものの2、今宵こよひしもさぶらはで、召めしにさへおこたりつるを3、憎にくしと思おぼすものから4、召めし入いれて、のたまひ出いでむことのあへなきに、ふとも物言ものいはれたまはず5。

◇　夜中、早朝の区別なく、御意のままに従う者が、今夜に限って控えていなくて、お呼び出しにまで遅れて参ったのを、憎らしいとお思いになるものの、呼び入れて、おっしゃろうとする内容があっけないので、すぐには何もおっしゃれない。

■　右近うこん、大夫たいふのけはひ聞きくに6、初はじめよりのこと、うち思おもひ出いでられて泣なくを7、君きみもえ堪たへたまはで8、我一人9われひとりさかしがり抱いだき持もたまへりけるに10、この人ひとに息いきをのべたまひてぞ11、悲かなしきことも思おぼされける、とばかり、いといたく、えもとどめず泣なきたまふ12。

◇　右近は、大夫の様子を聞くと、初めからのことが、つい思い出されて泣くと、源氏の君も我慢がおできになれず、自分一人気丈夫に抱いていらっしゃったところ、この人を見てほっとなさって、悲しい気持ちにおなりになるのであったが、しばらくは、まことに大変にとめどもなくお泣きになる。


1 【からうして】清音。「カラウシテ[Caroxite]」（日葡辞書）。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読んでいる。

2 【御心に従へる者の】格助詞「の」主格を表す。「おこたりつるを」に係る。

3 【召しにさへおこたりつるを】副助詞「さへ」添加を表す。控えていなかった上に遅刻までしたことを。

4 【憎しと思すものから】接続助詞「ものから」逆接の確定条件を表す。

5 【ふとも物言はれたまはず】大島本「ふともゝのいはれ給ハす」とある。『集成』『新大系』は底本のまま。『古典セレクション』は諸本に従って「ふとものも言はれたまはず」と校訂する。可能の助動詞「れ」連用形。とっさにお言葉も出ないほどである、の意。

6 【右近大夫のけはひ聞くに】右近は惟光大夫が参上した様子を耳にすると、の意。「右近」は「初めよりのことうち思ひ出でられて」に続く。

7 【うち思ひ出でられて泣くを】自発の助動詞「られ」連用形。接続助詞「を」順接。--すると。

8 【君もえ堪へたまはで】係助詞「も」同類を表す。右近が泣き、源氏も泣き出す。「えもとどめず泣きたまふ」に係る。

9 【我一人】以下「思されける」まで、『完訳』は挿入句と解す。

10 【抱き持たまへりけるに】大島本「いたきも給へりけるに」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「抱き持ちたまへりけるに」と校訂。『新大系』は底本のままとする。源氏が夕顔を。今泉訳では「右近を」とする。接続助詞「に」順接。

11 【この人に息をのべたまひてぞ】惟光をさす。係助詞「ぞ」、過去の助動詞「ける」連体形、係結びの法則。

12 【えもとどめず泣きたまふ】副詞「え」打消の助動詞「ず」連用形と呼応して不可能の意を表す。尊敬の補助動詞「たまふ」終止形。


夕顔．４．５．２

■　ややためらひて、

◇　やっと気持ちを落ち着けて、

■　「ここに、いとあやしきことの1あるを、あさましと言いふにもあまりてなむあるP28。

◇　「ここで、まことに奇妙な事件が起こったが、驚くと言っても言いようのないほどだ。

■　かかるとみの事ことには、誦経ずきゃうなどをこそはすなれとて2、その事ことどももせさせむ3。

◇　このような危急のことには、誦経などをすると言うので、その手配をさせよう。

■　願ぐわんなども立たてさせむとて、阿闍梨4あざりP29ものせよ、と言いひつるは5」

◇　願文なども立てさせようと思って、阿闍梨に来るようにと、言ってやったのは」

■　とのたまふに、

◇　とおっしゃると、


P28 ある--*あり

P29 阿闍梨--あま（ま/＄さ〈朱〉）り

1 【ここにいとあやしきことの】以下「と言ひつるは」まで、源氏の詞。源氏の言葉の末尾、大島本のみ「やり」ナシ。『集成』『古典セレクション』は「言ひやりつるは」と本文を改める。「つる」（完了の助動詞完了）「は」（係助詞）。下に「いかに」などの語句が省略された形。

2 【誦経などをこそはすなれとて】「誦経」の「ず」は「じゅ」の直音表記。係助詞「こそ」、サ変動詞「す」終止形、伝聞推定の助動詞「なれ」已然形、係結びの法則。

3 【その事どももせさせむ】使役の助動詞「させ」未然形、推量の助動詞「む」終止形。阿闍梨に誦経をさせよう、の趣旨。

4 【阿闍梨】「阿闍梨」の「ざ」は「じゃ」の直音表記。

5 【言ひつるは】大島本「いひつるハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「言ひやりつるは」と校訂。『新大系』は底本のままとする。


夕顔．４．５．３

■　「昨日きのふ、山やまへまかり上のぼりにけり1。

◇　「昨日、帰山してしまいました。

■　まづ、いとめづらかなることにもはべるかな2。

◇　それにしても、まことに奇妙なことでございますね。

■　かねて、例れいならず御心地みここちものせさせたまふことやはべりつらむ3」

◇　以前から、常とは違ってご気分のすぐれないことでもございましたのでしょうか」


1 【昨日山へまかり上りにけり】以下「はべりつらむ」まで、惟光の返事。「山」は比叡山をさす。完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「けり」終止形。

2 【ことにもはべるかな】断定の助動詞「に」連用形、係助詞「も」強調のニュアンス、終助詞「かな」詠嘆を表す。

3 【御心地ものせさせたまふことやはべりつらむ】夕顔の健康状態についていう。尊敬の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」連用形、最高敬語の形。会話文中なのでこのような言い方をする。係助詞「や」疑問の意、完了の助動詞「つ」終止形、推量の助動詞「らむ」連体形、原因推量の意、係結びの法則。


夕顔．４．５．４

■　「さることもなかりつ1」

◇　「そのようなこともなかった」

■　とて、泣なきたまふさま、いとをかしげにらうたく、見みたてまつる人ひとも2いと悲かなしくて、おのれもよよと泣なきぬ3。

◇　と言って、お泣きになる様子、とても優美でいたわしく、拝見する人もほんとうに悲しくて、自分もおいおいと泣いた。


1 【さることもなかりつ】源氏の詞。

2 【見たてまつる人も】惟光。

3 【よよと泣きぬ】副詞「よよ」はしゃくりあげて泣くさま。おいおいと泣く。完了の助動詞「ぬ」終止形。


夕顔．４．５．５

■　さいへど1、年としうちねび2、世よの中なかのとあることと、しほじみぬる人ひとこそ、もののをりふしは頼たのもしかりけれ3、いづれもいづれも4若わかきどちにて、言いはむ方**もなけれど、

◇　そうは言っても、年も相当とり、世の中のあれやこれやと、経験を積んだ人は、非常の時には頼もしいのであるが、どちらもどちらも若者同士で、どうしようもないが、

◆　 
さ いへ ど、 とし うち-ねび、 よのなか の とある こと と、 しほじみ ぬる ひと こそ、 もの の をりふし は たのもしかり けれ、 いづれも いづれも わかき-どち にて、 いはむかたなけれ ど、


1 【さいへど】惟光が来たとはいえ。

2 【年うちねび】惟光をいう。惟光は源氏と乳母兄弟とはいえ、必ずしも同い年ではない。『評釈』は「同年である」と注す。

3 【頼もしかりけれ】前の「人こそ」〜「けれ」（過去の助動詞、詠嘆、已然形）の係結びであるが、文は逆接で以下に続く。いわゆる係結びの逆接用法。

4 【いづれもいづれも】『新大系』は源氏と惟光の二人とする。『古典セレクション』は源氏、惟光、右近の三人とする。


夕顔．４．５．６

■　「この院守ゐんもりなどに1聞きかせむことは2、いと便びんなかるべし。

◇　「この院の管理人などに聞かせるようなことは、まことに不都合なことでしょう。

■　この人一人ひとひとりこそ3睦むつましくもあらめ、おのづから物言ものいひ漏もらしつべき4眷属5くえんぞくも立たちまじりたらむ。

◇　この管理人一人は親密であっても、自然と口をすべらしてしまう身内も中にはいることでしょう。

■　まづ、この院ゐんを出いでおはしましね6」

◇　まずは、この院をお出なさいましね」

■　と言いふ。

◇　と言う。


1 【この院守などに】以下「出でおはしましね」まで、惟光の詞。

2 【聞かせむことは】下二段動詞「聞かせ」未然形、推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。『集成』は「相談する」と解し、『完訳』は「耳に入ったら」と解す。『新大系』「評判が立つことを恐れる」と注す。聞かせるようなことは、の意。

3 【この人一人こそ】前に「むつましき下家司にて、殿にも仕うまつる者なりければ」とあった。係助詞「こそ」は「あらめ」已然形に係る、係結びの逆接用法。

4 【言ひ漏らしつべき】完了の助動詞「つ」終止形、確述の意、推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。きっと言い漏らしてしまうにちがいない、というニュアンス。

5 【眷属】大島本は「くゑそく」と表記し、「ケンソクトヨム」と注記する。

6 【この院を出でおはしましね】完了の助動詞「ね」命令形。


夕顔．４．５．７

■　「さて1、これより人少ひとずくななる所ところはいかでかあらむ2」

◇　「ところで、ここより人少なな所がどうしてあろうか」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【さて】以下「あらむ」まで、源氏の詞。

2 【いかでかあらむ】連語「いかでか」（副詞「いかで」＋係助詞「か」）反語表現。どうしてあろうか、ここしかない、の意。


夕顔．４．５．８

■　「げに、さぞはべらむ1。

◇　「なるほど、そうでございましょう。

■　かの故里ふるさとは2、女房6にょうばうなどの、悲かなしびに堪たへず、泣なき惑まどひはべらむに3、隣となりしげく、とがむる里人多さとびとおほくはべらむに、おのづから聞きこえはべらむを4、山寺やまでらこそ、なほかやうのこと、おのづから行ゆきまじり、物紛ものまぎるることはべらめ」

◇　あの元の家は、女房などが、悲しみに耐えられず、泣き取り乱すでしょうし、隣家が多く、見咎める住人も多くございましょうから、自然と噂が立ちましょうが、山寺は、何と言ってもこのようなことも、自然ありがちで、目立たないことでございましょう」

■　と、思おもひまはして、

◇　と言って、思案して、

■　「昔、見むかしみたまへし女房にょうばうの5、尼あまにてはべる東山ひむがしやまの辺あたりに、移うつしたてまつらむ。

◇　「昔、親しくしておりました女房で、尼になって住んでおります東山の辺に、お移し申し上げましょう。

■　惟光これみつが父ちちの朝臣あそむの乳母めのとにはべりし者ものの7、みづはぐみて8住すみはべるなり9。

◇　惟光めの父朝臣の乳母でございました者が、年老いて住んでいるのです。

■　辺あたりは、人ひとしげきやうにはべれど、いとかごかにはべり10」

◇　周囲は、人が多いようでございますが、とても閑静でございます」


1 【げにさぞはべらむ】以下「ことはべらめ」まで、惟光の詞。副詞「げに」は源氏の言葉を受ける。係助詞「ぞ」推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

2 【かの故里は】夕顔の宿の実家をさしていう。『新大系』は「惟光は五条の夕顔の宿りに知らせてもやはり最後には世間に評判になろう、と心配する。やや不自然な設定ながら、夕顔の死は「古里」に秘密にされることによって玉鬘の物語への長編化が試みられる。構想上の要請である」と注す。

3 【泣き惑ひはべらむに】「多くはべらむに」と並列の構文。接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

4 【おのづから聞こえはべらむを】推量の助動詞「む」終止形、推量の意。接続助詞「を」逆接を表す。

5 【昔見たまへし女房の】以下「いとかごかにはべり」まで、惟光の詞。「見たまへし」は、謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、過去の助動詞「し」連体形。格助詞「の」同格を表す。自分の過去の体験をいう。知己あるいは良く知った、の意。後文から父親の乳母であった女性とわかる。

6 【女房】大島本は「女房」と表記する。御物本、榊原家本、池田本、三条西家本は「女はら」とある。肖柏本は大島本と同文。『集成』は「女ばら」と本文を改める。

7 【惟光が父の朝臣の乳母にはべりし者の】自分の名前を言って、こう言う。他のところでは「某の」と表現されることが多いが、実際はこのように言ったのである。惟光が「昔見たまへし女房」とこの「父朝臣の乳母」は同一人物をさす。父親の乳母だった女であるから相当な老尼である。

8 【みづはぐみて】大島本は「みつわくみて」と表記する。御物本は「は」の傍らに「わ」とある。「支離ミツハサスミツワクム」（黒川本色葉字類抄）。『集成』は「みつはくみて」と清音で読む。一般には「みづは（瑞歯）ぐみて」と濁音で読む。

9 【住みはべるなり】断定の助動詞「なり」終止形。「昔見たまへし女房」の詳細な説明だから。

10 【いとかごかにはべり】「かごか」は「かごやか」と同義（接尾語「やか」が付くと、それよりもやや強調された語気が伴う）。「静寂などの静か静かではなくこぢんまりとして人の出入りが少なく、人目に触れない、ざわざわしない意に中心があることは「かごか」「かごやか」の全用例を通じて認められる。普通、第二音節を濁るが、あるいは「かこやか」で「かこむ」「かこふ」と同根であり、四方を囲まれて、静かに籠る状態をいったものか」（小学館古語大辞典）。


夕顔．４．５．９

■　と聞きこえて、明あけはなるるほどの紛まぎれに1、御車寄みくるまよす。

◇　と申し上げて、夜がすっかり明けるころの騒がしさに紛れて、お車を寄せる。


1 【明けはなるるほどの紛れに】夜が明けて人通りが増えて来るころに紛れて源氏の車を某院に引き入れる。


夕顔．４．５．１０

■　この人1ひとをえ抱いだきたまふまじければ2、上蓆うはむしろにおしくくみて3、惟光乗これみつのせたてまつる。

◇　この女をお抱きになれそうもないので、上筵に包んで、惟光がお乗せ申す。

■　いとささやかにて、疎うとましげもなく、らうたげなり。

◇　とても小柄で、気味悪くもなく、かわいらしげである。

■　したたかにしもえせねば4、髪かみはこぼれ出いでたるも、目めくれ惑まどひて、あさましう悲かなし5、と思おぼせば、なり果はてむさまを見みむ6と思おぼせど、

◇　しっかりとしたさまにもくるめないので、髪の毛がこぼれ出ているのを見るにつけ、目の前が真っ暗になって、何とも悲しい、とお思いになると、最後の様子を見届けたい、とお思いになるが、


1 【この人】夕顔をさす。

2 【え抱きたまふまじければ】副詞「え」は打消推量の助動詞「まじけれ」已然形と呼応して不可能の意を表す。

3 【上蓆におしくくみて】「上蓆（うはむしろ）」は御帳台に敷く上等な敷物。「おしくくむ」は、包む、くるむ、意。上等な敷物の上に寝かせて、それでくるんだような形にして牛車に乗せたものか。

4 【したたかにしもえせねば】死者に対して手荒に扱えないので、しっかりとしたさまにつつむことができない、意。

5 【あさましう悲し】源氏の気持ち。

6 【なり果てむさまを見む】源氏の思い。火葬の場に立ち会って、最後の様子を見届けようとする気持ち。


夕顔．４．５．１１

■　「はや、御馬おほむむまにて1、二条院にでうのゐんへおはしまさむ2。

◇　「早く、お馬で、二条院へお帰りあそばすのがよいでしょう。

■　人騒ひとさわがしくなりはべらぬほどに」

◇　人騒がしくなりませぬうちに」


1 【はや御馬にて】以下「ほどに」まで、惟光の詞。

2 【おはしまさむ】推量の助動詞「む」終止形、適当の意。お帰りあそばすのがよいでしょう。


夕顔．４．５．１２

■　とて、右近うこんを添そへて乗のすれば、徒歩かちより1、君きみに馬**はたてまつりて、くくり引ひき上あげなどして、かつは、いとあやしく、おぼえぬ送おくりなれど3、御気色みけしきのいみじきを見みたてまつれば4、身みを捨すてて行ゆくに5、君きみは物ものもおぼえたまはず、我われかのさまにて、おはし着つきたり6。

◇　と言って、右近を添えて乗せると、徒歩で、源氏の君に馬はお譲り申して、裾を括り上げなどをして、かつ一方では、とても変で、奇妙な野辺送りだが、君のお悲しみの深いことを拝見すると、自分のことは考えずに行くが、源氏の君は何もお考えになれず、茫然自失の態で、お帰りになった。

◆　 
とて、 うこん を そへ て のすれ ば、 かち より、 きみ に むま は ててまつり て、 くくり ひきあげ など し て、 かつ は、 いと あやしく、 おぼえ ぬ おくり なれ ど、 みけしき の いみじき を み たてまつれ ば、 み を すて て ゆく に、 きみ は もの も おぼえ たまは ず、 われか の さま にて、 おはし つき たり。


1 【右近を添へて乗すれば徒歩より】惟光は右近を夕顔と共に牛車に乗せて、自分は徒歩で、の意。

2? 【君に馬をたてまつりて】挿入句。

3 【おぼえぬ送りなれど】野辺送り。惟光が付き随った。

4 【御気色のいみじきを見たてまつれば】挿入句。

5 【身を捨てて行くに】接続助詞「に」弱い逆接の意。

6 【我かのさまにておはし着きたり】二条院にお帰りになった。源氏単独ではない。物語には語られていないが必ず前出の随身などが随行している。


夕顔．４．５．１３

■　人ひとびと1、

◇　女房たちは、

■　「いづこより、おはしますにか2。

◇　「どこから、お帰りあそばしましたのか。

■　なやましげに見みえさせたまふ3」

◇　ご気分が悪そうにお見えあそばします」

■　など言いへど、御帳みちゃうの内うちに4入いりたまひて、胸むねをおさへて思おもふに5、いといみじければ、

◇　などと言うが、御帳台の内側にお入りになって、胸を押さえて思うと、まことに悲しいので、

■　「などて6、乗のり添そひて行いかざりつらむ7。

◇　「どうして、一緒に乗って行かなかったのだろうか。

■　生いき返かへりたらむ8時とき、いかなる心地ここちせむ9。

◇　もし生き返った場合、どのような気がするだろう。

■　見捨みすてて行ゆきあかれにけりと、つらくや思おもはむ10」

◇　見捨てて行ってしまったと、辛く思うであろうか」

■　と、心惑こころまどひのなかにも、思おもほすに、御胸おほむむねせきあぐる心地ここちしたまふ。

◇　と、気が動転しているうちにも、お思いやると、お胸のせき上げてくる気がなさる。

■　御頭みぐしも痛いたく、身みも熱あつき心地ここちして、いと苦くるしく、惑まどはれたまへば11、

◇　お頭も痛く、身体も熱っぽい感じがして、とても苦しく、どうしてよいやら分からない気がなさるので、

■　「かくはかなくて12、我われもいたづらになりぬるなめり13」

◇　「こう元気がなくて、自分も死んでしまうのかも知れない」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【人びと】二条院の女房たち。場面は、二条院に変わる。

2 【いづこよりおはしますにか】以下「見えさせたまふ」まで、女房たち同士の詞。「申す」「きこゆ」などの敬意表現がない。ひそひそ話の趣き。断定の助動詞「に」連用形。係助詞「か」疑問を表す。結びの省略。

3 【見えさせたまふ】「させ」（尊敬の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）、二重敬語。会話文中で使用される。

4 【御帳の内に】寝室。

5 【胸をおさへて思ふに】接続助詞「に」順接を表す。

6 【などて】以下「思はむ」まで、源氏の心。後悔。

7 【行かざりつらむ】打消の助動詞「ざり」連用形。完了の助動詞「つ」終止形、完了の意。推量の助動詞「らむ」連体形、理由を表す。反語表現の構文。どうして自分は行かなかったのだろう、行けばよかったの意。

8 【生き返りたらむ】完了の助動詞「たら」未然形、完了の意。推量の助動詞「む」連体形、仮定の意。夕顔がもし生き返ったなら、というニュアンス。

9 【いかなる心地せむ】主語は夕顔。

10 【つらくや思はむ】係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

11 【惑はれたまへば】自発の助動詞「れ」連体形。接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

12 【かくはかなくて】以下「いたづらになりぬるなめり」まで、源氏の思い。

13 【なりぬるなめり】完了の助動詞「ぬる」連体形、完了の意、「な」は断定の助動詞「なる」連体形「る」が撥音便化しさらに無表記の形。推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量を表す。死んでしまいそうだ、というニュアンス。


夕顔．４．５．１４

■　日高ひたかくなれど、起おき上あがりたまはねば、人ひとびとあやしがりて、御粥おほむかゆなどそそのかしきこゆれど、苦くるしくて、いと心細こころぼそく思おぼさるるに1、内裏うちより御使おほむつかひあり。

◇　日は高くなったが、起き上がりなさらないので、女房たちは不思議に思って、お粥などをお勧め申し上げるが、気分が悪くて、とても気弱くお思いになっているところに、内裏からお使者が来る。

■　昨日2きのふ、え尋たづね出いでたてまつらざりしより3、おぼつかながらせたまふ4。

◇　昨日、お探し申し上げられなかったことで、御心配あそばしていらっしゃる。

■　大殿おほとのの君達参きんだちまゐりたまへど、頭中将とうのちゅうじゃうばかりを、

◇　大殿の公達が参上なさったが、頭中将だけを、

■　「立たちながら、こなたに入いりたまへ5」

◇　「立ったままで、ここにお入り下さい」

■　とのたまひて、御簾みすの内うちながら6のたまふ。

◇　とおっしゃって、御簾の内側のままでお話しなさる。


1 【いと心細く思さるるに】自発の助動詞「るる」連体形。接続助詞「に」順接、--と、たところ、の意。

2 【昨日】以下「おぼつかながらせたまふ」まで、『完訳』は挿入句と解す。内裏からの使者の詞のようにも思われる一文である。「たてまつらざりし」の過去の助動詞「し」は自分の体験をいう時に使う言葉だからである。

3 【え尋ね出でたてまつらざりしより】謙譲の補助動詞「たてまつら」未然形は、源氏に対する敬意の表れ。主語は探索者。お訪ね申し上げられなかったので。

4 【おぼつかながらせたまふ】主語は帝。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、最高敬語。地の文における使用は、原則として、帝、中宮、春宮、院などの方々だけ。

5 【立ちながらこなたに入りたまへ】源氏の詞。「立ちながら」と言うのは、座ると死穢に触れるので、それを避けるために配慮してこう言ったもの。

6 【御簾の内ながら】御帳台の御簾。接続助詞「ながら」--のままで、の意。


夕顔．４．５．１５

■　「乳母めのとにてはべる者ものの1、この五月ごぐわちのころほひより、重おもくわづらひはべりしが2、頭剃かしらそり忌いむこと受うけなどして、そのしるしにや、よみがへりたりしを、このごろ3、またおこりて、弱よわくなむなりにたる4、

◇　「乳母でございます者で、この五月のころから、重く患っておりました者が、髪を切り受戒などをして、その甲斐があってか、生き返っていましたが、最近、再発して、弱くなっていますのが、

■　『今一度、とぶらひ見みよ』

◇　『今一度、見舞ってくれ』

■　と申まうしたりしかば5、いときなきよりなづさひし者ものの、今いまはのきざみに、つらしとや思おもはむ、と思おもうたまへて6まかれりしに7、その家いへなりける下人しもびとの8、病やまひしけるが9、にはかに出いであへで10亡なくなりにけるを、怖おぢ憚はばかりて11、日ひを暮くらしてなむ取とり出いではべりけるを12、聞ききつけはべりしかば13、神事かむわざなるころ14、いと不便ふびんなること、と思おもうたまへかしこまりて15、え参まゐらぬなり16。

◇　と申していたので、幼いころから馴染んだ人が、今はの際に、薄情なと思うだろうと、存じて参っていたところ、その家にいた下人で、病気していた者が、急に暇をとる間もなく亡くなってしまったのを、恐れ遠慮して、日が暮れてから運び出したのを、聞きつけましたので、神事のあるころで、まことに不都合なこと、と存じ謹慎して、参内できないのです。

■　この暁あかつきより、しはぶき病やみにやはべらむ17、頭かしらいと痛いたくて苦くるしくはべれば、いと無礼むらいにて聞きこゆること18」

◇　この早朝から、風邪でしょうか、頭がとても痛くて苦しうございますので、大変失礼したまま申し上げます次第」


1 【乳母にてはべる者の】以下「聞こゆること」まで、源氏の詞。源氏の乳母、大弍の乳母をいう。前半は真実、後半は虚偽。格助詞「の」同格を表す。

2 【わづらひはべりしが】「が」は格助詞、主格を表す。患っておりました者が、の意。

3 【このごろ】「比日コノゴロ」（図書寮本名義抄）。

4 【弱くなむなりにたる】係助詞「なむ」は「たる」連体形に係るが、この句が主格となって、以下の文に続く。完了の助動詞「に」連用形、完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。

5 【申したりしかば】完了の助動詞「たり」連用形、存続、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。申していたので、「まかれりしに」に係る。

6 【いときなきよりなづさひし者の今はのきざみにつらしとや思はむと思うたまへて】挿入句。主語は話者の源氏。過去の助動詞「し」連体形、自分の体験。格助詞「の」主格を表す。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。「思うたまへて」は動詞「思ひ」連用形の音便形＋謙譲の補助動詞「たまへ」連用形＋接続助詞「て」順接を表す。

7 【まかれりしに】完了の助動詞「り」連用形、存続の意。過去の助動詞「し」連体形、接続助詞「に」順接、--していたところ。退出いたしておりましたところ。

8 【その家なりける下人の】「なり」「ける」は、その家にいたの意。格助詞「の」同格を表す。以下は源氏の虚言である。

9 【病しけるが】過去の助動詞「ける」連体形、格助詞「が」は主格を表す。病気だった者が。

10 【出であへで】横山本は「え〔え−補入〕いてあへて」、肖柏本と三条西家本は「えいてあへて」とある。河内本も「えいてあへて」、別本の陽明文庫本は「えいてあはす」とある。いずれも副詞「え」がある。家から出る余裕もなくの意。死の穢れを避けるために主人の家からその前に退出させるのが通例であった。

11 【怖ぢ憚りて】客人の源氏に遠慮した。

12 【取り出ではべりけるを】下人の死骸を運び出しましたのを。過去の助動詞「ける」連体形は係助詞「なむ」の結びであるが、下文に続き係結びの流れ。格助詞「を」目的格を表す。

13 【聞きつけはべりしかば】丁寧の補助動詞「はべり」、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。「え参らぬなり」に係る。

14 【神事なるころ】『古典セレクション』では「かむわざ」と振り仮名を付ける。大島本「神事」と表記。『新大系』「「かむわざ」と訓むか」と注す。神事の多い時期。今九月である。

15 【思うたまへかしこまりて】大島本「思たまへ・かしこまりて」とある。送り仮名が無い。『古典セレクション』は「思ひたまへ」と読み、『集成』『新大系』は「思うたまへ」と読む。「思うたまへ」は動詞「思ひ」連用形の音便形＋謙譲の補助動詞「たまへ」連用形。接続助詞「て」順接を表す。

16 【え参らぬなり】副詞「え」は打消の助動詞「ぬ」連体形と呼応して不可能の意を表す。断定の助動詞「なり」終止形。

17 【しはぶき病みにやはべらむ】挿入句。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

18 【いと無礼にて聞こゆること】御帳台の中から簾越しで申し上げることを大変に失礼なことで、と詫びる。下に「許したまへ」などの語句が省略されている。


夕顔．４．５．１６

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　中将ちゅうじゃう、

◇　頭中将は、

夕顔．４．５．１７

■　「さらば、さるよしをこそ奏そうしはべらめ1。

◇　「それでは、そのような旨を奏上しましょう。

■　昨夜よべも、御遊おほむあそびに、かしこく求もとめたてまつらせたまひて2、御気色悪みけしきあしくはべりき」

◇　昨夜も、管弦の御遊の折に、畏れ多くもお探し申しあそばされて、御機嫌お悪うございました」

■　と聞きこえたまひて、立たち返かへり3、

◇　と申し上げなさって、また引き返して、

■　「いかなる行いき触ぶれに4かからせたまふぞや5。

◇　「どのような穢れにご遭遇あそばしたのですか。

■　述のべやらせたまふことこそ6、まことと思おもうたまへられね7」

◇　ご説明なされたことは、本当とは存じられません」


1 【さらばさるよしをこそ奏しはべらめ】以下「御気色悪しくはべりき」まで、頭中将の詞。接続詞「さらば」それでは、そうであるならば、の意。係助詞「こそ」は「はべらめ」（已然形に係る、係結びの法則。「奏す」は帝に申し上げるときに使用する語。推量の助動詞「め」已然形は意志を表す。

2 【求めたてまつらせたまひて】謙譲の補助動詞「たてまつら」未然形は源氏に対する敬意、尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまひ」連用形の二重敬語は、帝に対する最高敬語。接続助詞「て」は順接を表す。お探しになって、しかし探し当てられなかったので、とう内容が省略されて、「御気色悪しくはべりき」に続く。

3 【立ち返り】『新大系』は「一度去るしぐさをして引き返す。内裏のお使いとしての口上と別に、とってかえして真相を聞き出そうとする」と注す。

4 【いかなる行き触れに】以下「思うたまへられね」まで、頭中将の詞。

5 【かからせたまふぞや】尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形の二重敬語は、会話文中における使用。係助詞「ぞ」文末に置かれて文全体を強調、係助詞「や」疑問の意。

6 【述べやらせたまふことこそ】尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」連体形の二重敬語は、会話文中における使用。係助詞「こそ」は打消の助動詞「ね」已然形に係る、係結びの法則。

7 【まことと思うたまへられね】大島本「まことゝ思給へられね」とある。送り仮名が無い。『古典セレクション』は「思ひたまへ」と読み、『集成』『新大系』は「思うたまへ」と読む。「思うたまへ」は「思ひ」連用形の音便形＋謙譲の補助動詞「たまへ」未然形。可能の助動詞「られ」未然形。打消の助動詞「ね」已然形。


夕顔．４．５．１８

■　と言いふに1、胸むねつぶれたまひて2、

◇　と言うので、胸がどきりとなさって、


1 【と言ふに】接続助詞「に」原因理由を表す。

2 【胸つぶれたまひて】源氏は頭中将から嘘を見破られたのでどきりとした。


夕顔．４．５．１９

■　「かく、こまかにはあらで1、ただ、おぼえぬ穢けがらひに触ふれたるよしを、奏そうしたまへ。

◇　「このように、詳しくではなく、ただ、思いがけない穢れに触れた由を、奏上なさって下さい。

■　いとこそたいだいしくはべれ2」

◇　まったく不都合なことでございます」


1 【かくこまかにはあらで】以下「たいだいしくはべれ」まで、源氏の詞。

2 【たいだいしくはべれ】『集成』は「不都合な次第でございます」と訳し、『古典セレクション』は「まったくもってのほかの申し訳ないことでございます」と訳す。係助詞「こそ」「はべれ」已然形の係結びの法則。


夕顔．４．５．２０

■　と、つれなくのたまへど、心こころのうちには、言いふかひなく悲かなしきことを思おぼすに、御心地みここちも悩なやましければ、人ひとに目めも見合みあはせたまはず。

◇　と、さりげなくおっしゃるが、心中は、どうしようもなく悲しい事とお思いになるにつけ、ご気分もすぐれないので、誰ともお顔を合わせなさらない。

■　蔵人弁1くらうどのべんを召めし寄よせて、まめやかにかかるよし2を奏そうせさせたまふ3。

◇　蔵人の弁を呼び寄せて、きまじめにその旨を奏上させなさる。

■　大殿おほとのなどにも4、かかることありて、え参まゐらぬ御消息おほむせうそこなど聞きこえたまふ。

◇　大殿などにも、これこれの事情があって、参上できないお手紙などを差し上げなさる。


1 【蔵人弁】蔵人で弁官を兼官する者。蔵人は天皇に近侍して取り次いで奏上する。頭中将の弟と後の巻々からわかる。

2 【かかるよし】ある穢れに触れてしばらく謹慎するという内容。

3 【奏せさせたまふ】「奏す」は帝に対して申し上げる時だけ使う語。使役の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形。源氏が蔵人の弁をして帝に奏上させなさる意。

4 【大殿などにも】左大臣家をさす。『集成』はそのルビに「おほいとの」と付けるが、御物本に「い」を補入している例がある。


第六段　十七日夜、夕顔の葬送

夕顔．４．６．１

■　日暮ひくれて1、惟光参これみつまゐれり2。

◇　日が暮れて、惟光が参上した。

■　かかる穢けがらひありとのたまひて3、参まゐる人ひとびと4も、皆立みなたちながらまかづれば5、人ひとしげからず。

◇　これこれの穢れがあるとおっしゃったので、お見舞いの人々も、皆立ったままで退出するので、人目は多くない。

■　召めし寄よせて6、

◇　呼び寄せて、


1 【日暮れて】場面は夕方となる。

2 【参れり】完了の助動詞「り」完了、参上して控えている、というニュアンス。

3 【かかる穢らひありとのたまひて】接続助詞「て」確定条件で続ける。--ので。主語は源氏。

4 【参る人びと】二条院にお見舞いに参上する人々。

5 【皆立ちながらまかづれば】「まかづれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

6 【召し寄せて】源氏が惟光を呼び寄せて。


夕顔．４．６．２

■　「いかにぞ。

◇　「どうであったか。

■　今いまはと見果みはてつや1」

◇　もうだめだと見えてしまったか」


1 【いかにぞ今はと見果てつや】源氏の質問。どうだ、夕顔は亡くなってしまったのか、というニュアンス。係助詞「ぞ」文全体の強調、係助詞「や」疑問。


夕顔．４．６．３

■　とのたまふままに1、袖そでを御顔おほむかほに押おしあてて泣なきたまふ。

◇　とおっしゃると同時に、袖をお顔に押し当ててお泣きになる。

■　惟光これみつも泣なく泣なく、

◇　惟光も泣きながら、


1 【のたまふままに】連語「ままに」（名詞「まま」＋格助詞「に」）と同時にの意。おっしゃるやいなやというニュアンス。


夕顔．４．６．４

■　「今いまは限かぎりにこそは1ものしたまふめれ2。

◇　「もはやご最期のようでいらっしゃいます。

■　長々ながながと籠こもりはべらむも便びんなきを3、明日あすなむ、日ひよろしくはべればP30,4、とかくの事5こと、いと尊たふとき老僧らうそうの、あひ知しりてはべるに6、言いひ語かたらひつけはべりぬる7」

◇　いつまでも一緒に籠っておりますのも不都合なので、明日は、日柄がよろしうございますので、あれこれ葬儀のことを、大変に尊い老僧で、知っております者に、連絡をつけました」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


P30 はべれば--*侍らは

1 【今は限りにこそは】以下「言ひ語らひつけはべりぬる」まで、惟光の答え。係助詞「こそ」「めれ」已然形に係る係結びの法則。

2 【ものしたまふめれ】推量の助動詞「めれ」已然形、惟光の主観の加わった想像。のようでいらっしゃいます、というニュアンス。

3 【長々と籠もりはべらむも便なきを】推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。係助詞「も」強調のニュアンス。接続助詞「を」順接、ので、から、の意で下文に続ける。「言ひ語らひつけはべりぬる」に係る。

4 【明日なむ日よろしくはべれば】葬儀を行うのに日柄がよいの意。大島本のみ「侍らは」（仮定形）とある。榊原家本は「侍は」とある。諸本に従って「はべれば」（順接続の確定条件）と本文を改める。係助詞「なむ」は「はべれ」に係るが、下文に続き結びの流れとなっている。

5 【とかくの事】葬儀に関する事。

6 【いと尊き老僧のあひ知りてはべるに】格助詞「の」同格を表す。--で、の意。丁寧の補助動詞「はべる」連体形と格助詞「に」の間に「者」が省略されている形。

7 【言ひ語らひつけはべりぬる】完了の助動詞「ぬる」連体形、連体中止法。余情。


夕顔．４．６．５

■　「添そひたりつる女をむなはいかに1」

◇　「付き添っていた女はどうしたか」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【添ひたりつる女はいかに】源氏の質問。「女」は右近をさす。完了の助動詞「たり」連用形、存続の意。完了の助動詞「つる」連体形、完了の意。


夕顔．４．６．６

■　「それなむ、また、え生いくまじくはべるめる1。

◇　「その者も、同様に、生きられそうにございませんようです。

■　我われも後おくれじと惑まどひはべりて2、今朝けさは谷たに落におち入いりぬとなむ見みたまへつる3。

◇　自分も死にたいと取り乱しまして、今朝は谷に飛び込みそうになったのを拝見しました。

■　『かの故里人ふるさとびとに告つげやらむ4』

◇　『あの前に住んでいた家の人に知らせよう』

■　と申まうせど、

◇　と申しますが、

■　『しばし、思おもひしづめよ、と5。

◇　『今しばらく、落ち着きなさい、と。

■　ことのさま思おもひめぐらして』

◇　事情をよく考えてからに』

■　となむ、こしらへおきはべりつる6」

◇　と、宥めておきました」


1 【それなむまたえ生くまじくはべるめる】以下「こしらへおきはべりつる」まで、惟光の返事。係助詞「なむ」は「はべるめる」連体形に係る、係り結びの法則。強調のニュアンス。副詞「え」は打消の助動詞「まじく」連用形と呼応して不可能の意を表す。推量の助動詞「める」連体形は話者惟光の主観的推量、--のようだ、--らしい、の意を表す。

2 【我も後れじと惑ひはべりて】「我」は右近をさす。

3 【谷に落ち入りぬとなむ見たまへつる】『河海抄』は「世の中の憂きたびごとに身を投げば深き谷こそ浅くなりなめ」（古今集俳諧歌一〇六一読人知らず）を指摘する。完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意。落ち入ってしまいかねないほどと。係助詞「なむ」は完了の助動詞「つる」連体形に係る、係結びの法則。

4 【かの故里人に告げやらむ】右近の詞を惟光が間接話法で言ったもの。「故里人」は夕顔の宿に残った女房たち。

5 【しばし思ひしづめよと】大島本「しハし思ひしつめよと」とある。他の青表紙本は引用の格助詞「と」ナシ。『集成』『古典セレクション』は「しばし思ひしづめよ」と校訂。『新大系』は底本のままとする。以下「思ひめぐらして」まで、惟光が右近に言った言葉を引用。

6 【となむこしらへおきはべりつる】係助詞「なむ」は完了の助動詞「つる」連体形に係る、係結びの法則。


夕顔．４．６．７

■　と、語かたりきこゆるままに1、いといみじと思おぼして2、

◇　と、ご報告申すにつれて、とても悲しくお思いになって、


1 【と語りきこゆるままに】主語は惟光。連語「ままに」時間的経過、--につれて。

2 【いといみじと思して】主語は源氏。


夕顔．４．６．８

■　「我われも、いと心地悩ここちなやましく1、いかなるべきにかとなむおぼゆる2」

◇　「わたしも、とても気分が悪くて、どうなってしまうのであろうかと思われる」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【我もいと心地悩ましく】以下「おぼゆる」まで、源氏の詞。

2 【いかなるべきにかとなむおぼゆる】推量の助動詞「べき」連体形、推量の意。断定の助動詞「に」連用形。係助詞「か」疑問。係助詞「なむ」「おぼゆる」連体形に係る、係結びの法則。


夕顔．４．６．９

■　「何なにか、さらに1思おもほしものせさせたまふ2。

◇　「何を、この上くよくよお考えあそばしますか。

■　さるべきにこそ、よろづのことはべらめ3。

◇　そうなる運命に、万事決まっていたのでございましょう。

■　人ひとにも漏もらさじと思おもうたまふれば4、惟光これみつおり立たちて5、よろづはものしはべる6」

◇　誰にも聞かせまいと存じますので、惟光めが身を入れて、万事始末いたします」

■　など申まうす。

◇　などと申す。


1 【何かさらに】以下「ものしはべる」まで、惟光の詞。感動詞「何か」なんの、なんですか。

2 【ものせさせたまふ】尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、二重敬語。源氏に対する最高敬語、会話文中での使用。

3 【さるべきにこそよろづのことはべらめ】「さるべき」は前世からの約束事。格助詞「に」指定。係助詞「こそ」は「はべらめ」已然形に係る、係結びの法則。

4 【人にも漏らさじと思うたまふれば】打消推量の助動詞「じ」終止形、話者惟光の--するまいという打消しの意志。「思う」は「思ひ」連用形のウ音便形、謙譲の補助動詞「たまふれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件、-存じますので。

5 【惟光おり立ちて】会話文中で自分の名前をいう例である。「なにがし」などと表現されることもあるが、身分の下の者が上の者に向かって言う場合は、はっきりこう言った。また責任をもって事に当たります、という表明。

6 【よろづはものしはべる】丁寧の補助動詞「はべる」連体形、連体中止法。


夕顔．４．６．１０

■　「さかし1。

◇　「そうだ。

■　さ皆思みなおもひなせど、浮うかびたる心こころのすさびに、人ひとをいたづらになしつるかごと負おひぬべきが2、いとからきなり。

◇　そのように何事も思ってはみるが、いい加減な遊び心から、人を死なせてしまった非難を受けねばならないのが、まことに辛いのだ。

■　少将せうしゃうの命婦みゃうぶなどにも聞きかすな3。

◇　少将命婦などにも聞かせるな。

■　尼君4あまぎみましてかやうのことなど、諌いさめらるるを5、心恥こころはづかしくなむおぼゆべき6」

◇　尼君はましてこのようなことなど、お叱りになるから、恥ずかしい気がしよう」

■　と、口くちかためたまふ7。

◇　と、口封じなさる。


1 【さかし】以下「おぼゆべき」まで、源氏の詞。

2 【人をいたづらになしつるかごと負ひぬべきが】完了の助動詞「つる」連体形。完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意＋推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。格助詞「が」主格を表す。

3 【少将の命婦などにも聞かすな】惟光の姉妹か。下に「尼君まして」とあるので、惟光の縁者であろう。終助詞「な」強い禁止を表す。

4 【尼君】大弍の乳母をさす。

5 【諌めらるるを】尊敬の助動詞「らるる」連体形、軽い敬意。接続助詞「を」順接、--ので、から。

6 【心恥づかしくなむおぼゆべき】係助詞「なむ」は「推量の助動詞「べき」連体形、当然の意に係る、係結びの法則。

7 【口かためたまふ】「口堅クチカタメ」（易林本節用集）「クチガタメ[Cuchigatame]ヲスル」（日葡辞書）。『集成』『古典セレクション』は「口がため」と濁音に読み、『新大系』は清音に読む。『岩波古語辞典』では動詞（下二段）の場合は清音、名詞の場合は濁音としている。今、清音で読んでおく。


夕顔．４．６．１１

■　「さらぬ法師ほふしばら1などにも、皆みな、言いひなすさま異ことにはべる2」

◇　「その他の法師たちなどにも、すべて、説明は別々にしてございます」


1 【さらぬ法師ばら】以下「異にはべる」まで、惟光の詞。連語「さらぬ」（動詞「さら」未然形＋打消の助動詞「ぬ」連体形）その他の。接尾語「ばら」複数を表す。「殿ばら」「宮ばら」「法師ばら」など、身分の高い者にもついたが、時代が下るとともに軽蔑する者につくようになっていった。「奴ばら」「海賊ばら」など。

2 【言ひなすさま異にはべる】「はべる」連体形、連体中止法。


夕顔．４．６．１２

■　と聞きこゆるにぞ、かかりたまへる1。

◇　と申し上げるので、頼りになさっている。


1 【と聞こゆるにぞかかりたまへる】係助詞「ぞ」は完了の助動詞「る」連体形に係る、係結びの法則、強調。『古典セレクション』は「「かかる」は、生死がかかっている、の意。ただ一つの頼りとしてすがりつく思いだ」と注す。


夕顔．４．６．１３

■　ほの聞きく女房にょうばうなど1、

◇　わずかに会話を聞く女房などは、

■　「あやしく2、何なにごとならむ、穢けがらひのよしのたまひて、内裏うちにも参まゐりたまはず、また、かくささめき嘆なげきたまふ」

◇　「変だわ、何事だろうか、穢れに触れた旨をおっしゃって、宮中へも参内なさらず、また、このようにひそひそと話して嘆いていらっしゃる」

■　と、ほのぼのあやしがる。

◇　と、ぼんやり不思議がる。


1 【ほの聞く女房など】源氏と惟光とのひそひそ話をかすかに聞く、ちょっと聞く意。

2 【あやしく】以下「嘆きたまふ」まで、女房たちのひそひそ声。


夕顔．４．６．１４

■　「さらに事ことなくしなせ1」

◇　「重ねて無難に取り計らえ」

■　と、そのほどの作法2さほふのたまへど、

◇　と、葬式の作法をおっしゃるが、


1 【さらに事なくしなせ】源氏の詞。副詞「さらに」重ねて、引き続き、の意。また下に打消しの語を伴って決して--ないようにの意を表す。ここは重ねて無難に取り計らえ、の意。

2 【そのほどの作法】葬儀。火葬に付する儀礼。


夕顔．４．６．１５

■　「何なにか、ことことしくすべきにもはべらず1」

◇　「いやいや、大げさにする必要もございません」


1 【何かことことしくすべきにもはべらず】惟光の返事。感動詞「何か」なんですか、なんの、にの意。源氏があれこれとこまかく指図したことに対して否定する言葉。推量の助動詞「べき」連体形、当然の意は下の打消の助動詞「ず」終止形と呼応して、--する必要はない。大げさにする必要はございません、と惟光は言う。


夕顔．４．６．１６

■　とて立たつが1、いと悲かなしく思おぼさるれば2、

◇　と言って立つのが、とても悲しく思わずにはいらっしゃれないので、


1 【とて立つが】格助詞「が」希望や好悪などの主観的な意味の対象を表す。と言って席を立つのが悲しく思われる、の意。接続助詞「が」は平安末期に成立。源氏物語では格助詞とされる。

2 【いと悲しく思さるれば】自発の助動詞「るれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。思わずにはいられないのニュアンス。惟光が側を離れるのを寂しく思うと共に、夕顔の葬儀が簡略に行われるのを悲しむ。


夕顔．４．６．１７

■　「便びんなしと1思おもふべけれど2、今一度いまひとたび、かの亡骸なきがらを見みざらむが3、いといぶせかるべきを4、馬むまP31にてものせむ5」

◇　「きっと不都合なことと思うだろうが、今一度、あの亡骸を見ないのが、とても心残りだから、馬で行ってみたい」


P31 馬--あ（あ/＄む〈朱〉）ま

1 【便なしと】以下「馬にてものせむ」まで、源氏の詞。

2 【思ふべけれど】主語はあなた、惟光。推量の助動詞「べけれ」已然形、当然の意＋接続助詞「ど」逆接の確定条件を表す。きっと思うだろうが。

3 【かの亡骸を見ざらむが】推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。格助詞「が」対象を表す。見ないのが、心の残りである。

4 【いといぶせかるべきを】接続助詞「を」順接を表す。--ので。

5 【馬にてものせむ】格助詞「にて」手段を表す。馬で。推量の助動詞「む」終止形、意志。


夕顔．４．６．１８

■　とのたまふを1、いとたいだいしきこととは思おもへど、

◇　とおっしゃるので、とんでもない事だとは思うが、


1 【とのたまふを】接続助詞「を」順接を表す。おっしゃるので。


夕顔．４．６．１９

■　「さ思おぼされむは2、いかがせむ3。

◇　「そのようにお思いになるならば、仕方ございません。

■　はや、おはしまして、夜更よふけぬ先さきに帰かへらせおはしませ4」

◇　早く、お出かけあそばして、夜が更けない前にお帰りあそばしませ」


1? 【いとたいだいしきことと思へど】主語は惟光。「たいだいし」は軽々しくあるまじきことだ、の意。『集成』は「全くおだやかならぬことだとは思うが」と解し、『完訳』は「軽率きわまりない、の意」と解す。

2 【さ思されむは】以下「おはしませ」まで、惟光の詞。自発の助動詞「れ」未然形、推量の助動詞「む」連体形、仮定の意。係助詞「は」仮定条件を表す。そのようにお思いになられるようでしたらの意。

3 【いかがせむ】連語「いかがはせむ」（副詞「いかが」＋係助詞「は」＋サ変動詞「せ」未然形＋推量の助動詞「む」連体形）反語表現。どうしよう、どうすることもできない。

4 【夜更けぬ先に帰らせおはしませ】尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の意＋「おはしませ」（「おはす」よりさらに高い敬語表現）。会話文中の最高敬語表現。


夕顔．４．６．２０

■　と申まうせば、このごろの御おほむやつれに1まうけたまへる、狩かりの御装束着替おほむさうぞくきかへなどして出いでたまふ。

◇　と申し上げるので、最近のお忍び用にお作りになった、狩衣のご衣装に着替えなどしてお出かけになる。


1 【このごろの御やつれに】「比日コノゴロ」（図書寮本名義抄）。上代には清音「このころ」。


夕顔．４．６．２１

■　御心地みここちかきくらし、いみじく堪たへがたければ、かくあやしき道みちに出いで立たちても1、危あやふかりし物懲ものごりに2、いかにせむと思おぼしわづらへど、なほ悲かなしさのやる方かたなく、

◇　お心はまっ暗闇で、大変に堪らないので、このような変な道に出かけようとするにつけても、危なかった懲り事のために、どうしようかとお悩みになるが、やはり悲しみの晴らしようがなく、

■　「ただ今いまの骸からを見みでは3、またいつの世よにかありし容貌かたちをも見みむ4」

◇　「現在の亡骸を見ないでは、再び来世で生前の姿を見られようか」

■　と、思おぼし念ねんじて、例れいの大夫たいふ、随身ずいじんを具ぐして出いでたまふ。

◇　と、悲しみを堪えなさって、いつものように惟光大夫、随身を連れてお出掛けになる。


1 【かくあやしき道に出で立ちても】係助詞「も」強調を表す。

2 【危かりし物懲りに】過去の助動詞「し」連体形、自分の体験。昨夜十六日の夜、某院で怪異に遭遇した経験。格助詞「に」動作の原因・理由を表す。--のために。

3 【ただ今の骸を見では】以下「容貌をも見む」まで、源氏の気持ちを叙述する。係助詞「は」否定の語の下に付いて、接続助詞的に順接の仮定条件を表す。見なくては、見なければ。

4 【またいつの世にかありし容貌をも見む】再び来世で、の意。係助詞「か」「見む」連体形、係結びの法則。反語表現。見ることができようか、できまい。


夕顔．４．６．２２

■　道遠みちとほくおぼゆ1。

◇　道中が遠く感じられる。

■　十七日じふしちにちの月2つきさし出いでて、河原かはらのほど3、御前駆おほむさきの火ひもほのかなるに4、鳥辺野とりべのの方5かたなど見みやりたるほどなど、ものむつかしきも6、何なにともおぼえたまはず、かき乱みだる心地ここちしたまひて、おはし着つきぬ。

◇　十七日の月がさし昇って、河原の辺りでは、御前駆の松明も仄かであるし、鳥辺野の方角などを見やった時など、何となく気味悪いのも、何ともお感じにならず、心乱れなさって、お着きになった。


1 【道遠くおぼゆ】二条院から五条辺までの距離。早く逢いたいという、心理的な遠さ。

2 【十七日の月】別名、立ち待ちの月。宵のうちに出る。

3 【河原のほど】二条院から清水寺の方へ向かう途中の鴨川の辺り。

4 【御前駆の火もほのかなるに】御前駆が持っている松明の火。微行なので松明の火も弱くしている。接続助詞「に」順接を表す。添加の意はない。

5 【鳥辺野の方】鳥辺野は当時の火葬場。五条から七条辺にかけて東山麓をさす。

6 【ものむつかしきも】係助詞「も」強調の意。


夕顔．４．６．２３

■　辺あたりさへすごきに1、板屋いたやのかたはらに堂建だうたてて行おこなへる尼あまの住すまひ、いとあはれなり。

◇　周囲一帯までがぞっとする所だが、板屋の隣に堂を建ててお勤めしている尼の家は、まことにもの寂しい感じである。

■　御燈明みあかしの影かげ、ほのかに透すきて見みゆ。

◇　御燈明の光が、微かに隙間から見える。

■　その屋やには、女一人泣をむなひとりなく声2こゑのみして、外との方かたに、法師ほふしばら二に、三人物語さむにんものがたりしつつ、わざとの声立こゑたてぬ念仏ねんぶつぞする。

◇　その家には、女一人の泣く声ばかりして、外の方に、法師たち二、三人が話をしいしい、特に声を立てない念仏を唱えている。

■　寺々てらでらの初夜そやも、みな行おこなひ果はてて、いとしめやかなり。

◇　寺々の初夜も、皆、お勤めが終わって、とても静かである。

■　清水きよみづの方かたぞ、光多ひかりおほく見みえ、人ひとのけはひもしげかりける。

◇　清水寺の方角は、光が多く見え、人の気配がたくさんあるのであった。

■　この尼君あまぎみの子こなる大徳だいとこの声尊こゑたふとくて、経きゃううち読よみたるに、涙なみだのの残こりなく思おぼさる。

◇　この尼君の子である大徳が尊い声で、経を読んでいるので、涙も涸れんばかりに思わずにはいらっしゃれない。


1 【すごきに】接続助詞「に」弱い逆接の意。--だが、の意。

2 【女一人泣く声】右近の泣き声をいう。


夕顔．４．６．２４

■　入いりたまへれば、火取ひとり背そむけて、右近うこんは屏風隔びゃうぶへだてて臥ふしたり。

◇　お入りになると、灯火を遺骸から背けて、右近は屏風を隔てて臥していた。

■　いかにわびしからむと、見みたまふ。

◇　どんなに侘しく思っているだろう、と御覧になる。

■　恐おそろしきけもおぼえず、いとらうたげなるさまして、まだいささか変かはりたるところなし。

◇　気味悪さも感じられず、とてもかわいらしい様子をして、まだ少しも変わった所がない。

■　手てをとらへて、

◇　手を握って、

夕顔．４．６．２５

■　「我われに、今一度***、声***をだに聞***かせたまへ。

◇　「わたしに、もう一度、声だけでもお聞かせ下さい。

■　いかなる昔***の契***りにかありけむ、しばしのほどに、心***を尽***くしてあはれに思***ほえしを、うち捨***てて、惑***はしたまふが、いみじきこと」

◇　どのような前世からの因縁があったのだろうか、少しの間に、心の限りを尽くして愛しいと思ったのに、残して逝って、途方に暮れさせなさるのが、あまりのこと」

◆　 
"われ に、 いま ひとたび こゑ を だに きか せ たまへ。 いか なる むかし の ちぎり に か あり けむ、 しばし の ほど に、 こころ を つくし て あはれ に おもほえ し を、 うち-すて て、 まどはし たまふ が、 いみじき こと。"

夕顔．４．６．２６

■　と、声こゑも惜をしまず、泣なきたまふこと、限かぎりなし。

◇　と、声も惜しまず、お泣きになること、際限がない。

夕顔．４．６．２７

■　大徳だいとこたちも、誰たれとは知しらぬに、あやしと思おもひて、皆みな、涙落なみだおとしけり。

◇　大徳たちも、この方たちを誰とは知らないが、子細があると思って、皆、涙を落としたのだった。

夕顔．４．６．２８

■　右近うこんを、

◇　右近に、

■　「いざ、二条にでうへ」

◇　「さあ、二条へ」

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

夕顔．４．６．２９

■　「年としごろ、幼をさなくはべりしより、片時かたときたち離はなれたてまつらず、馴なれきこえつる人ひとに、にはかに別わかれたてまつりて、いづこにか帰かへりはべらむ。

◇　「長年、幼うございました時から、片時もお離れ申さず、馴れ親しみ申し上げてきた方に、急にお別れ申して、どこに帰ったらよいのでございましょう。

■　いかになりたまひにきとか、人ひとにも言いひはべらむ。

◇　どのようにおなりになったと、皆に申せましょう。

■　悲かなしきことをばさるものにて、人ひとに言いひ騒さわがれはべらむが、いみじきこと」

◇　悲しいことはさておいて、皆にとやかく言われましょうことが、辛いことで」

■　と言いひて、泣なき惑まどひて、

◇　と言って、泣き崩れて、

■　「煙けぶりにたぐひて、慕したひ参まゐりなむ」

◇　「煙と一緒になって、後をお慕い申し上げましょう」

■　と言いふ。

◇　と言う。

夕顔．４．６．３０

■　「道理ことわりなれど、さなむ世よの中なかはある。

◇　「ごもっともだが、世の中はそのようなものである。

■　別わかれと言いふもの、悲かなしからぬはなし。

◇　別れというもので、悲しくないものはない。

■　とあるもかかるも、同おなじ命いの限ちのかぎりあるものになむある。

◇　先立つのも残されるのも、同じく寿命で定まったものである。

■　思おもひ慰なぐさめて、我われを頼たのめ」

◇　気を取り直して、わたしを頼れ」

■　と、のたまひこしらへて、

◇　と、お慰めになりながらも、

■　「かく言いふ我わが身みこそは、生いきとまるまじき心地ここちすれ」

◇　「このように言う我が身こそが、生きながらえられそうにない気がする」

夕顔．４．６．３１

■　とのたまふも、頼たのもしげなしや。

◇　とおっしゃるのも、頼りない話であるよ。

夕顔．４．６．３２

■　惟光これみつ、

◇　惟光が、

■　「夜よは、明あけ方がたになりはべりぬらむ。

◇　「夜は、明け方になってしまいましょう。

■　はや帰かへらせたまひなむ」

◇　早くお帰りあそばしますように」

夕顔．４．６．３３

■　と聞きこゆれば、返かへりみのみせられて、胸むねもつと塞ふたがりて出いでたまふ。

◇　と申し上げるので、振り返り振り返りばかりされて、胸をひしと締め付けられた思いでお出になる。

夕顔．４．６．３４

■　道みちいと露つゆけきに、いとどしき朝霧あさぎりに、いづこともなく惑まどふ心地ここちしたまふ。

◇　道中とても露っぽいところに、更に大変な朝霧で、どこだか分からないような気がなさる。

■　ありしながらうち臥ふしたりつるさま、うち交かはしたまへりしが、我わが御紅おほむくれなゐの御衣おほむぞの着きられたりつるなど、いかなりけむ契ちぎりにかと道みちすがら思おぼさる。

◇　生前の姿のままで横たわっていた様子、互いにお掛け合いになって寝たのや、その自分の紅のご衣装がそのまま着せ掛けてあったことなどが、どのような前世の因縁であったのかと、道すがらお思いにならずにはいらっしゃれない。

■　御馬おほむむまにも、はかばかしく乗のりたまふまじき御おほむさまなれば、また、惟光添これみつそひ助たすけておはしまさするに、堤つつみのほどにて、御馬おほむむまよりすべり下おりて、いみじく御心地惑みここちまどひければ、

◇　お馬にも、しっかりとお乗りになることができそうにないご様子なので、再び、惟光が介添えしてお連れしていくと、堤の辺りで、馬からすべり下りて、ひどくご惑乱なさったので、

夕顔．４．６．３５

■　「かかる道みちの空そらにて、はふれぬべきにやあらむ。

◇　「こんな道端で、野垂れ死んでしまうのだろうか。

■　さらに、え行いき着つくまじき心地ここちなむする」

◇　まったく、帰り着けそうにない気がする」

夕顔．４．６．３６

■　とのたまふに、惟光心地惑これみつここちまどひて、

◇　とおっしゃるので、惟光も困惑して、

■　「我わがはかばかしくは、さのたまふとも、かかる道みちに率ゐて出いでたてまつるべきかは」

◇　「自分がしっかりしていたら、あのようにおっしゃっても、このような所にお連れ出し申し上げるべきではなかった」

■　と思おもふに、いと心こころあわたたしければ、川かはP32の水みづに手てを洗あらひて、清水きよみづの観音くわんおんを念ねんじたてまつりても、すべなく思おもひ惑まどふ。

◇　と反省すると、とても気ぜわしく落ち着いていられないので、鴨川の水で手を洗い清めて、清水の観音をお拝み申しても、どうしようもなく途方に暮れる。


P32 川--か（か/+わ〈朱〉）


夕顔．４．６．３７

■　君きみも、しひて御心みこころを起おこして、心こころのうちに仏ほとけを念ねんじたまひて、また、とかく助たすけられたまひてなむ、二条院にでうのゐんへ帰かへりたまひける。

◇　源氏の君も、無理に気を取り直して、心中に仏を拝みなさって、再び、あれこれ助けられなさって、二条院へお帰りになるのであった。

夕顔．４．６．３８

■　あやしう夜深よぶかき御歩おほむありきを、人ひとびと、

◇　奇妙な深夜のお忍び歩きを、女房たちは、

■　「見苦みぐるしきわざかな。

◇　「みっともないこと。

■　このごろ、例れいよりも静心しづごころなき御忍おほむしのび歩ありきの、しきるなかにも、昨日きの御気色ふの、いと悩なやましう思おぼしたりしに。

◇　近ごろ、いつもより落ち着きのないお忍び歩きが、うち続く中でも、昨日のご様子が、とても苦しそうでいらっしゃいましたが。

■　いかでかく、たどり歩ありきたまふらむ」

◇　どうしてこのように、ふらふらお出歩きなさるのでしょう」

■　と、嘆なげきあへり。

◇　と、嘆き合っていた。

夕顔．４．６．３９

■　まことに、臥ふしたまひぬるままに、いといたく苦くるしがりたまひて、二に、三日さむにちになりぬるに、むげに弱よわるやうにしたまふ。

◇　ほんとうに、お臥せりになったままで、とてもひどくお苦しみになって、二、三日にもなったので、すっかり衰弱のようでいらっしゃる。

■　内裏うちにも、聞きこしめし、嘆なげくこと限かぎりなし。

◇　帝におかせられても、お耳にあそばされ、嘆かれることはこの上ない。

■　御祈おほむいのり、方々かたがたに隙ひまなくののしる。

◇　御祈祷を、方々の寺々にひっきりなしに大騒ぎする。

■　祭まつり、祓はらへ、修法すほふなど、言いひ尽つくすべくもあらず。

◇　祭り、祓い、修法など、数え上げたらきりがない。

■　世よにたぐひなくゆゆしき御おほむありさまなれば、世よに長ながくおはしますまじきにやと、天あめの下したの人ひとの騷さわぎなり。

◇　この世にまたとなく美しいご様子なので、長生きあそばされないのではないかと、国中の人々の騷ぎである。

夕顔．４．６．４０

■　苦くるしき御心地みここちにも、かの右近うこんを召めし寄よせて、局つぼねなど近ちかくたまひて、さぶらはせたまふ。

◇　苦しいご気分ながらも、あの右近を呼び寄せて、部屋などを近くにお与えになって、お仕えさせなさる。

■　惟光これみつ、心地ここちも騒さわぎ惑まどへど、思おもひのどめて、この人ひとのたづきなしと思おもひたるを、もてなし助たすけつつさぶらはす。

◇　惟光は、気が気でなくどうしてよいかわからないでいるが、気を落ち着けて、この右近が主人を亡くして悲しんでいるのを、支え助けてやりながら仕えさせる。

夕顔．４．６．４１

■　君きみは、いささか隙ひまありて思おぼさるる時ときは、召めし出いでて使つかひなどすれば、ほどなく交まじらひつきたり。

◇　源氏の君は、少し気分のよろしく思われる時は、呼び寄せてご用を言いつけたりなどなさるので、まもなく馴染んだ。

■　服***、いと黒くろくして、容貌かたちなどよからねど、かたはに見苦みぐるしからぬ若人わかうどなり。

◇　喪服は、とても黒いのを着て、器量など良くはないが、不器量で見苦しいというほどでもない若い女性である。

◆　 
きみ は、 いささか ひま あり て おぼさ るる とき は、 めし いで て つかひ など すれ ば、 ほど なく まじらひ つき たり。 ぶく いと くろく し て、 かたち など よから ね ど、 かたは に みぐるしから ぬ わかうど なり。

夕顔．４．６．４２

■　「あやしう短みじかかりける御契おほむちぎりにひかされて、我われも世よにえあるまじきなめりP33。

◇　「不思議に短かったご宿縁に引かれて、わたしもこの世に生きていられないような気がする。

■　年としごろの頼たのみ失うしなひて、心細こころぼそく思おもふらむ慰なぐさめにも、もしながらへば、よろづに育はぐくまむとこそ思おもひしか、ほどなくまたたち添そひぬべきが、口惜くちをしくもあるべきかな」

◇　長年の主人を亡くして、心細く思っていましょう慰めにも、もし生きながらえたら、いろいろと面倒を見たいと思ったが、まもなく自分も後を追ってしまいそうなのが、残念なことだなあ」


P33 なめり--なめ（め/+り〈朱〉）


夕顔．４．６．４３

■　と、忍しのびやかにのたまひて、弱よわげに泣なきたまへば、言いふかひなきことをばおきて、

◇　と、ひっそりとおっしゃって、弱々しくお泣きになるので、今さら言ってもしかたないことはさて措いても、

■　「いみじく惜をし」

◇　「はなはだもったいないことだ」

■　と思おもひきこゆ。

◇　とお思い申し上げる。

夕顔．４．６．４４

■　殿とののうちの人ひと、足あしを空そらにて思おもひ惑まどふ。

◇　お邸の人々は、足も地に着かないほどどうしてよいか分からないでいる。

■　内裏うちより、御使おほむつかひ、雨あめの脚あしよりもけにしげし。

◇　内裏から、御勅使が、雨脚よりも格段に頻繁にある。

■　思おぼし嘆なげきおはしますを聞ききたまふに、いとかたじけなくて、せめて強つよく思おぼしなる。

◇　ご心配あそばされていらっしゃるのをお聞きになると、まことに恐れ多くて、無理に気を強くお持ちになる。

■　大殿おほとのも経営けいめいしたまひて、大臣おとど、日々ひびに渡わたりたまひつつ、さまざまのことをせさせたまふ、しるしにや、二十余日にじふよにち、いと重おもくわづらひたまひつれど、ことなる名残なごりのこらず、おこたるさまに見みえたまふ。

◇　大殿邸でも懸命にお世話なさって、左大臣が、毎日お越しになっては、さまざまな加持祈祷をおさせなさる、その効果があってか、二十余日間、ひどく重く患っていらしゃったが、格別の余病もなく、回復された様子にお見えになる。

夕顔．４．６．４５

■　穢けがらひ忌いみたまひしも、一ひとつにP34満みちぬる夜よなれば、おぼつかながらせたまふ御心みこころ、わりなくて、内裏うちの御宿直所おほむとのゐどころに参まゐりたまひなどす。

◇　死穢によって籠っていらっしゃった忌中明けの日が、病気回復の床上げの日と同日の夜になったので、御心配あそばされていらっしゃるお気持ちが、どうにも恐れ多いので、宮中のご宿直所に参内などなさる。

■　大殿おほとの、我わが御車みくるまにて迎むかへたてまつりたまひて、御物忌おほむものいみなにやと、むつかしう慎つつしませたてまつりたまふ。

◇　大殿は、ご自分のお車でお迎え申し上げなさって、御物忌みや何やかやと、うるさくお慎みさせ申し上げなさる。

■　我われにもあらず、あらぬ世よによみがへりたるやうに、しばしはおぼえたまふ。

◇　ぼんやりとして、別世界にでも生き返ったように、暫くの間はお感じになっていた。


P34 一つに--*ひとへに


第七段　忌み明ける

夕顔．４．７．１

■　九月二十日くぐわちはつかのほどにぞ1、おこたり果はてたまひて、いといたく面痩おもやせたまへれど、なかなか、いみじくP35なまめかしくて、ながめがちに、ねをのみ泣なきたまふ。

◇　九月二十日のころに、病状がすっかりご回復なさって、とてもひどく面やつれしていらっしゃるが、かえって、たいそう優美で、物思いに沈みがちに、声を立てて泣いてばかりいらっしゃる。

■　見みたてまつりとがむる人ひともありて、

◇　拝見して怪しむ女房もいて、

■　「御物おほむもの怪のけなめり2」

◇　「お物の怪がお憑きのようだわ」

■　など言いふもあり。

◇　などと言う者もいる。


P35 いみじく--いみ（み/+しく〈朱〉）

1 【九月二十日のほどにぞ】忌明けからさらに数日経過して、九月二十日ころ。季節は晩秋のころとなる。係助詞「ぞ」は「おこたり果てたまひ」に係るが、下文に続き、結びの流れとなっている。

2 【御物の怪なめり】「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量を表す。源氏の身近で見ている女房のひそひそ声。


夕顔．４．７．２

■　右近うこんを召めし出いでて1、のどやかなる夕暮ゆふぐれに、物語ものがたりなどしたまひて、

◇　右近を呼び出して、気分もゆったりとした夕暮に、お話などなさって、


1 【右近を召し出でて】主語は源氏。


夕顔．４．７．３

■　「なほ、いとなむあやしき1。

◇　「やはり、とても不思議だ。

■　などてその人ひと知としられじ2とは、隠かくいたまへりしぞ3。

◇　どうして誰とも知られまいと、お隠しになっていたのか。

■　まことに海人あまの子こなりとも4、さばかりに思おもふを知しらで5、隔へだてたまひしかばなむ6、つらかりし」

◇　本当に賤しい身分であったとしても、あれほど愛しているのを知らず、隠していらっしゃったので、辛かった」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【なほいとなむあやしき】以下「つらかりし」まで、源氏の詞。係助詞「なむ」は「あやしき」連体形に係る、係結びの法則、強調のニュアンス。

2 【知られじ】主語は夕顔。受身の助動詞「れ」連用形、打消推量の助動詞「じ」終止形、意志の打消し。誰とも知られまいの意。

3 【隠いたまへりしぞ】「隠い」は「隠し」のイ音便形。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「り」連用形、過去の助動詞「し」連体形、係助詞「ぞ」文末にあって文全体を強調。

4 【海人の子なりとも】前に夕顔の返事「海人の子なれば」とあったのをさす。断定の助動詞「なり」終止形、接続助詞「とも」既定の事態を仮定条件として下文に続ける。

5 【さばかりに思ふを知らで】「思ふ」は源氏が愛する意。「知らで」は夕顔が理解しないで、の意。接続助詞「で」活用語の未然形に接続して打消の意を表す。

6 【隔てたまひしかばなむ】尊敬の補助動詞「たまひ」連用形。過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。係助詞「なむ」は「つらかりし」の過去の助動詞「し」連体形に係る、係結びの法則。


夕顔．４．７．４

■　「などてか1、深ふかく隠かくしきこえたまふことははべらむ。

◇　「どうして、深くお隠し申し上げなさる必要がございましょう。

■　いつのほどにてかは2、何なにならぬ御名おほむなのりを聞きこえたまはむ3。

◇　いつの折にか、たいした名でもないお名前を申し上げなさることができましょう。

■　初はじめより、あやしうおぼえぬさまなりし御おほむことなれば、

◇　初めから、不思議な思いもかけなかったご関係なので、

■　『現うつつともおぼえずなむある4』

◇　『現実の事とは思えない』

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

■　『御名隠おほむながくしも、さばかりにこそは5』

◇　『お名前を隠していらしたのも、あなた様でいらっしゃるからでしょう』

■　と聞きこえたまひながら6、

◇　と存じ上げておられながら、

■　『なほざりにこそ紛まぎらはしたまふらめ7』

◇　『いい加減な遊び事として、お名前を隠していらっしゃるのだろう』

■　となむ、憂うきことに思おぼしたりし8」

◇　と辛いことに、お思いになっていました」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げるので、


1 【などてか】以下「思したりし」まで、右近の返事。「などてか」の主語は夕顔。「--はべらむ」反語表現の構文。

2 【いつのほどにてかは】知り合って日も浅いのに、いつの機会に、の意。係助詞「か」疑問の意、係助詞「は」取り立てて強調するニュアンス。

3 【聞こえたまはむ】推量の助動詞「む」連体形、「いつのほどにてかは」「たまはむ」連体形の係結び。反語表現。「などてか」の文と並列される。

4 【現ともおぼえずなむある】夕顔の言を右近が代弁する。

5 【御名隠しもさばかりにこそは】夕顔の言を右近が代弁する。下に「おはすらめ」などの語句が省略された形。「さばかり」の「さ」は源氏をさす。おおかた源氏の君でいらっしゃるからにちがいなかろう、という意。はっきり明言はしないのが当時の作法。

6 【聞こえたまひながら】主語は夕顔。「聞こえ」は、夕顔の源氏に対する敬語。接続助詞「ながら」逆接を表す。

7 【なほざりにこそ紛らはしたまふらめ】夕顔の言を右近が代弁する。主語は源氏。係助詞「こそ」推量の助動詞「らめ」已然形、原因推量の意、の係結び。源氏の心中を推量するニュアンス。

8 【思したりし】主語は夕顔。「思し」は「思ふ」の尊敬語、完了の助動詞「たり」連体形、存続。過去の助動詞「し」連体形、係助詞「なむ」との係結び。身近に見てきた体験として語るニュアンス。


夕顔．４．７．５

■　「あいなかりける心比こころくらべどもかな1。

◇　「つまらない意地の張り合いであったな。

■　我われは、しか隔へだつる心こころもなかりき2。

◇　自分は、そのように隠しておく気はなかった。

■　ただ、かやうに人ひとに許ゆるされぬ振ふる舞まひをなむ、まだ慣ならはぬことなる3。

◇　ただ、このように人から許されない忍び歩きを、まだ経験ないことなのだ。

■　内裏うちに諌いさめのたまはするをはじめ4、つつむこと多おほかる身みP36にて、はかなく人ひとにたはぶれごとを言いふも5、所狭ところせう、取とりなしうるさき身みのありさまになむあるを6、はかなかりし夕ゆふべより7、あやしう心こころにかかりて、あながちに見みたてまつりしも8、かかるべき契ちぎりこそはものしたまひけめ9と思おもふも、あはれになむ10。

◇　主上が御注意あそばすことを始め、憚ることの多い身分で、ちょっと人に冗談を言っても、窮屈で、取り沙汰が大げさな身の上の有様なので、ふとした夕方の事から、妙に心に掛かって、無理算段してお通い申したのも、このような運命がおありだったのだろうと思うにつけても、お気の毒で。

■　またうち返かへしP37、つらうおぼゆる。

◇　また反対に、恨めしく思われてならない。

■　かう長ながかるまじきにては11、など、さしも心こころに染しみて、あはれとおぼえたまひけむ12。

◇　こう長くはない宿縁であったれば、どうして、あれほど心底から愛しく思われなさったのだろう。

■　なほ詳くはしく語かたれ。

◇　もう少し詳しく話せ。

■　今いまは、何なにごとを隠かくすべきぞ13。

◇　今はもう、何を隠す必要があろう。

■　七日七日なぬかなぬかに仏描ほとけかかせても14、誰たが為ためとか、心こころのうちにも思おもはむ」

◇　七日毎に仏画を描かせても、誰のためと、心中にも祈ろうか」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


P36 身--*事

P37 返し--かへ（へ/＄へ〈朱〉）し

1 【あいなかりける心比べどもかな】以下「心のうちにも思はむ」まで、源氏の詞。

2 【我はしか隔つる心もなかりき】副詞「しか」そのように、の意。「なほざりにこそ紛らはしたまふらめ」を受ける。係助詞「も」強調を表す。過去の助動詞「き」終止形、自己の体験。

3 【まだ慣らはぬことなる】断定の助動詞「なる」連体形は、係助詞「なむ」の係結び。

4 【内裏に諌めのたまはするをはじめ】帝をさす。源氏は右近を前にして父帝を「内裏」と言っている。

5 【はかなく人にたはぶれごとを言ふも】接続助詞「も」逆接の仮定条件を表す。

6 【取りなしうるさき身のありさまになむあるを】係助詞「なむ」、「ある」連体形、係結の法則。接続助詞「を」順接を表す。--ので。「あながちに見たてまつりしも」に係る。

7 【はかなかりし夕べより】「夕顔」巻冒頭の出会いをさす。

8 【見たてまつりしも】主語は源氏。謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形は源氏の夕顔に対する敬語。過去の助動詞「し」連体形、自らの体験をいうニュアンス。

9 【ものしたまひけめ】尊敬の補助動詞「たまひ」連用形は夕顔に対する敬語。係助詞「こそ」過去推量の助動詞「けめ」已然形の係結び。おありだったのだろうの意。

10 【と思ふもあはれになむ】係助詞「も」強調を表す。係助詞「なむ」、下に「ある」などの語句が省略された形。最後まで言い切らない、余情及び悲しみの深さを表す。

11 【かう長かるまじきにては】打消推量の助動詞「まじき」連体形、断定の助動詞「に」連用形、連語「ては」（接続助詞「て」＋係助詞「は」）特に取り立てて提示する。上の事実が実現した場合、確定的事実、恒常的事実、仮定的事実の三通りがある。『今泉訳』は「かう永くつづきさうもない御縁だつたのに」と確定的事実に、『古典セレクション』は「こうして長続きするはずのなかった縁だったにしては」と仮定的事実に訳す。

12 【などさしも心に染みてあはれとおぼえたまひけむ】「心に染みて」「あはれと」思う人は源氏だが、尊敬の補助動詞「たまひ」連用形はその思われた人、夕顔に対する敬語。過去推量の助動詞「けむ」終止形。『今泉訳』「どうしてあれ程奥底からかはいくお思はれになつたのだらう」と訳す。しかし「心に染みて」以下を夕顔を主語とする節もある。『古典セレクション』は「どうしてあの人はあんなにも胸にしみて、いとしく思われなさったのだろう」と訳す。

13 【今は何ごとを隠すべきぞ】推量の助動詞「ぞ」連体形、係助詞「ぞ」文の終わりにあって文全体を強調。

14 【七日七日に仏描かせても】七日毎の法事をいう。三十日の忌明け過ぎは、五七日、六七日、七七日をさす。使役の助動詞「せ」連用形、絵師をして仏画を描かせる意。


夕顔．４．７．６

■　「何なにか、隔へだてきこえさせはべらむ1。

◇　「どうして、お隠し申し上げましょう。

■　自みづから、忍しのび過すぐしたまひしことを2、亡なき御おほむうしろに、口くちさがなくやは3、と思おもうたまふばかりになむ4。

◇　ご自身が、お隠し続けていらしたことを、お亡くなりになった後に、口軽く言い洩らしてはいかがなものか、と存じおりますばかりです。


1 【なにか隔てきこえさせはべらむ】以下「御覧ぜられたてまつりたまふめりし」まで、右近の返事。連語「なにか」（代名詞「なに」＋係助詞「か」）強い反語を表す。「きこえさせ」は補助動詞的用法、「きこゆ」よりも一段と深い謙譲表現。推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

2 【自ら忍び過ぐしたまひしことを】主語は夕顔。過去の助動詞「し」連体形、以下、右近が身近で見てきたニュアンスで語る。

3 【口さがなくやは】「言ひ漏らさむは」などの語句が省略。また係助詞「やは」の下に「はべらむ」連体形などの語句が省略されている。

4 【と思うたまふばかりになむ】「思う」は「思ひ」がウ音便化した形。謙譲の補助動詞「たまふ」下二段、終止形。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「なむ」。下に「はべる」連体形などの語が省略された形。


夕顔．４．７．７

■　親おやたちは、はや亡うせたまひにき。

◇　ご両親は、早くお亡くなりになりました。

■　三位中将1さむゐのちゅうじゃうとなむ聞きこえし。

◇　三位中将と申しました。

■　いとらうたきものに思おもひきこえたまへりしかど2、我わが身みのほどの3心こころもとなさを思おぼすめりしに4、命いのちさへ5堪たへたまはずなりにしのち、はかなきもののたよりにて、頭中将6とうのちゅうじゃうなむ、まだ少将せうしゃうにものしたまひし時とき、見初みそめたてまつらせたまひて7、三年みとせばかりは、志こころざしあるさまに通かよひたまひしを、去年こぞの秋あきごろ、かの右みぎの大殿おほとのより8、いと恐おそろしきことの聞きこえ参まで来こしに9、物怖ものをぢをわりなくしたまひし御心みこころに10、せむかたなく思おぼし怖をぢて11、西にしの京きゃうに、御乳母住おほむめのとすみはべる所ところに12なむ、はひ隠かくれたまへりし13。

◇　とてもかわいい娘とお思い申し上げられていましたが、ご自分の出世が思うにまかせぬのをお嘆きのようでしたが、お命までままならず亡くなってしまわれた後、ふとした縁で、頭中将殿が、まだ少将でいらした時に、お通い申し上げあそばすようになって、三年ほどの間は、ご誠意をもってお通いになりましたが、去年の秋ごろ、あの右大臣家から、とても恐ろしい事を言って寄こしたので、ものをむやみに怖がるご性質ゆえに、どうしてよいか分からなくお怖がりになって、西の京に、御乳母が住んでおります所に、こっそりとお隠れなさいました。

■　それもいと見苦みぐるしきに14、住すみわびたまひて、山里やまざとに移うつろひなむと15思おぼしたりしを、今年ことしよりは塞ふたがりける方かたにはべりければ、違たがふとて17、あやしき所ところに18ものしたまひしを、見みあらはされたてまつりぬること19と、思おぼし嘆なげくめりし20。

◇　そこもとてもむさ苦しい所ゆえ、お住まいになりにくくて、山里に移ってしまおうと、お思いになっていたところ、今年からは方塞がりの方角でございましたので、方違えしようと思って、賤しい家においでになっていたところを、お見つけ申されてしまった事と、お嘆きのようでした。

■　世よの人ひとに似にず、ものづつみをしたまひて人ひとに物思ものおもふ気色けしきを見みえむを21、恥はづかしきものにしたまひて、つれなくのみもてなして、御覧ごらんぜられたてまつりたまふめりしか22」

◇　世間の人と違って、引っ込み思案をなさって、他人から物思いしている様子を見られるのを、恥ずかしいこととお思いなさって、さりげないふうを装って、お目にかかっていらっしゃるようでございました」


1 【三位中将】「三位」は上達部に入る。夕顔は上の品の出身ということになる。

2 【いとらうたきものに思ひきこえたまへりしかど】父親の三位中将が娘の夕顔を。謙譲の補助動詞「きこえ」連用形、父親の娘に対する敬意。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、右近の三位中将に対する敬意。完了の助動詞「り」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ど」逆接の確定条件を表す。

3 【我が身のほどの】父三位中将ご自身の出世。

4 【思すめりしに】「思す」は「思ふ」の尊敬語、三位中将に対する敬語。推量の助動詞「めり」連用形、視界内推量。右近が側で見てきたニュアンス。過去の助動詞「し」連体形、接続助詞「に」弱い順接を表す。右近の観察として語る。

5 【命さへ】副助詞「さへ」は「我が身のほどの心もとなさ」の上に、「命」（寿命）まで「堪へたまはず」というニュアンス。

6 【頭中将】左大臣家の嫡男。右大臣家の四の君の婿君。また、葵の上の兄。源氏の従兄弟で義兄弟。以上が右近の承知しているところであろう。

7 【見初めたてまつらせたまひて】謙譲の補助動詞「たてまつら」未然形は夕顔を敬った表現、尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまひ」連用形は二重敬語、頭中将を敬った表現。会話文中の通例。お通い申し上げあそばすようになって、の意。

8 【去年の秋ごろかの右の大殿より】「帚木」巻の雨夜の品定めの頭中将の話と符合する。

9 【聞こえ参で来しに】「参（ま）で」は「まゐりいで」が縮まった形。過去の助動詞「し」連体形、接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

10 【物怖ぢをわりなくしたまひし御心に】夕顔の性質を語る挿入句。

11 【せむかたなく思し怖ぢて】主語は夕顔に移る。

12 【西の京に御乳母住みはべる所に】朱雀大路を境にして西側。右京。西の京は、当時寂しい所であった。「御」とあるので、夕顔のもう一人の乳母をさす。

13 【はひ隠れたまへりし】完了の助動詞「り」連用形、存続の意。過去の助動詞「し」連体形、係助詞「なむ」との係結びの法則。こっそりと隠れていらっしゃった。

14 【それもいと見苦しきに】接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

15 【山里に移ろひなむと】ハ四段「移ろひ」連用形＋完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、意志の意。引っ越してしまおうというニュアンス意。

16? 【今年より塞がりける方に】今年から方角が悪くなった。『完訳』は「三年塞がり・大塞がり」と注す。

17 【違ふとて】方違えをしようとしての意。

18 【あやしき所に】五条の夕顔の宿をさす。

19 【見あらはされたてまつりぬること】受身の助動詞「され」連用形、謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形、夕顔を敬った表現、完了の助動詞「ぬる」連体形、完了の意。あなた様から発見申されてしまった、の意。夕顔の言を代わって右近がいう。

20 【思し嘆くめりし】主語は夕顔。推量の助動詞「めり」連用形、主観的推量を表す。過去の助動詞「し」連体形、連体中止法、余情表現。身近で見てきたというニュアンス。

21 【人に物思ふ気色を見えむを】ヤ下二段「見え」未然形、見られる意。推量の助動詞「む」連体形、婉曲を表す。

22 【御覧ぜられたてまつりたまふめりしか】一語一語見れば、「御覧ぜ」未然形は「見る」の尊敬語で、その動作の主体者源氏を敬った表現。受身の助動詞「られ」連用形は、「御覧になられる」人すなわち夕顔。謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形は、夕顔を謙らせて源氏を敬った表現であろう。とすると、夕顔が源氏に「御覧ぜられ」「たてまつり」「たまふ」ということで、「御覧ぜらる」全体の主体者は夕顔ということになる。尊敬の補助動詞「たまふ」終止形は、「たてまつる」人すなわち夕顔を敬った表現。推量の助動詞「めり」連用形、主観的推量、過去の助動詞「しか」已然形。係助詞「こそ」が無くて已全然形止めは異例。『今泉訳』は「あなた様にも何気ない風を装つて御覧になつておいただきの御様子に見えました」と訳す。『古典セレクション』では「たださりげないふうにして、お目にかかっていらっしゃるようでございました」と訳す。右近の見聞きした体験として語る。


夕顔．４．７．８

■　と、語かたり出いづるに1、

◇　と、話し出すと、

■　「さればよ2」

◇　「そうであったのか」

■　と、思おぼしあはせて、いよいよあはれまさりぬ。

◇　と、お思い合わせになって、ますます不憫さが増した。


1 【と語り出づるに】「語り出づる」連体形＋接続助詞「に」順接を表す。

2 【さればよ】源氏の心。連語「さればよ」（感動詞「されば」＋間投助詞「よ」）予想が適中した気持ちを「表す。頭中将が雨夜の品定めで語った「常夏の女」と同人かと思い当たる。


夕顔．４．７．９

■　「幼をさなき人惑ひとまどはしたりと、中将ちゅうじゃうの愁うれへしは、さる人ひとや1」

◇　「幼い子を行く方知れずにしたと、頭中将が残念がっていたのは、そのような子でもいたのか」

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。


1 【幼き人惑はしたりと中将の愁へしはさる人や】源氏の問い。娘のことを尋ねる。完了の助動詞「たり」終止形。「中将」は頭中将。過去の助動詞「し」連体形、係助詞「は」取り立てて強調のニュアンス。連体詞「さる」。係助詞「や」の下に「ありし」連体形などの語句が省略。


夕顔．４．７．１０

■　「しか1。

◇　「さようでございます。

■　一昨年をととしの春はるぞ、ものしたまへりし2。

◇　一昨年の春に、お生まれになりました。

■　女をむなにて、いとらうたげになむ3」

◇　女の子で、とてもかわいらしくて」

■　と語かたる。

◇　と話す。


1 【しか】以下「いとらうたげになむ」まで、右近の返事。副詞「しか」相手の言葉を受けて肯定して相づちをうつ。

2 【一昨年の春ぞものしたまへりし】「ものし」は生まれるの意。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「り」連用形、完了の意、過去の助動詞「し」連体形、係助詞「ぞ」の係り結び。一昨年の春に生まれたという。

3 【女にていとらうたげになむ】後の玉鬘。数え年三歳。係助詞「なむ」の下に「はべりし」連体形などの語句が省略。


夕顔．４．７．１１

■　「さて、いづこにぞ1。

◇　「それで、どこに。

■　人ひとにさとは知しらせで、我われに得えさせよ。

◇　誰にもそうとは知らせないで、わたしに下さい。

■　あとはかなく、いみじと思おもふ御形見おほむかたみに、いとうれしかるべくなむ2」

◇　あっけなくて、悲しいと思っている人のお形見として、どんなにか嬉しいことだろう」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　「かの中将ちゅうじゃうにも3伝つたふべけれど4、言いふかひなきかこと負おひなむ5。

◇　「あの中将にも伝えるべきだが、言っても始まらない恨み言を言われるだろう。

■　とざまかうざまにつけて、育はぐくまむに咎とがあるまじきを6。

◇　あれこれにつけて、お育てするに不都合はあるまいからね。

■　そのあらむ乳母めのとなど7にも、ことざまに言いひなして、ものせよかし」

◇　その一緒にいる乳母などにも違ったふうに言い繕って、連れて来てくれ」

■　など語かたらひたまふ。

◇　などと相談をもちかけなさる。


1 【さていづこにぞ】以下「うれしかるべくなむ」まで、源氏の問い。接続詞「さて」そして、それで、の意。係助詞「ぞ」の下に「ものする」連体形などの語が省略。

2 【いとうれしかるべくなむ】推量の助動詞「べく」連用形、当然の意。係助詞「なむ」の下に「思ふ」連体形などの語が省略。

3 【かの中将にも】以下「ものせよかし」まで、続けて源氏の詞。頭中将をさしていう。

4 【伝ふべけれど】推量の助動詞「べけれ」已然形、当然の意。接続助詞「ど」逆接を表す。伝えるべきだが、の意。

5 【かこと負ひなむ】ハ四動詞「負ひ」連用形＋完了の助動詞「な」未然形、確述の意。推量の助動詞「む」連体形。きっと負うことになろう。「かこと」は「カコト」[Cacoto]「カゴト」[Cagoto]（日葡辞書）両方ある。『集成』『新大系』は「かこと」と清音で読む。『古典セレクション』は「かごと」と濁音で読んでいる。

6 【育まむに咎あるまじきを】推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。接続助詞「に」順接を表す。間投助詞「を」詠嘆の意。

7 【そのあらむ乳母など】玉鬘の乳母。


夕顔．４．７．１２

■　「さらば、いとうれしくなむはべるべき1。

◇　「それならば、とても嬉しいことでございましょう。

■　かの西にしの京きゃうにて生おひ出いでたまはむは、心苦こころぐるしくなむ2。

◇　あの西の京でご成育なさるのは、不憫でございまして。

■　はかばかしく扱あつかふ人ひとなしとて3、かしこに4」

◇　これといった後見人もいないというので、あちらで」

■　など5聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。


1 【さらばいとうれしくなむはべるべき】以下「かしこに」まで、右近の返事。接続詞「さらば」そうであるならば。係助詞「なむ」は推量の助動詞「べき」連体形、当然の意に係る、係結びの法則。

2 【生ひ出でたまはむは心苦しくなむ】主語は夕顔の娘。推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。お育ちなさるようなことはのニュアンス。係助詞「なむ」の下には「はべるべき」連体形などの語句が省略。

3 【はかばかしく扱ふ人なしとて】五条の家ではしっかりした養育者もいないということで、の意。

4 【かしこに】西の京の乳母の家をさしていう。

5 【など】大島本と御物本は「なと」とある。横山本は「なん〔ん−補入〕と」、他は「なんと」とある。『集成』『古典セレクション』は「なむと」と改める。『新大系』は「など」のまま。


夕顔．４．７．１３

■　夕暮ゆふぐれの静しづかなるに、空そらの気色けしきいとあはれに、御前おまへの前栽枯せんさいかれ枯がれに、虫むしの音ねも鳴なきかれて、紅葉もみぢのやうやう色いろづくほど、絵ゑに描かきたるやうにおもしろきを見みわたして2、心こころよりほかにをかしき交まじらひかな3と、かの夕顔ゆふがほの宿やどりを思おもひ出いづるも恥はづかし4,5。

◇　夕暮の静かなころに、空の様子はとてもしみじみと感じられ、お庭先の前栽は枯れ枯れになり、虫の音も鳴き弱りはてて、紅葉がだんだん色づいて行くところが、絵に描いたように美しいのを見渡して、思いがけず結構な宮仕えをすることになったと、あの夕顔の宿を思い出すのも恥ずかしい。

■　竹たけの中なかに家鳩いへばとといふ鳥とりの、ふつつかに鳴なくを聞ききたまひて6、かのありし院ゐんに7この鳥とりの鳴なきしを8、いと恐おそろしと思おもひたりしさまの9、面影おもかげにらうたく思おぼし出いでらるれば10、

◇　竹薮の中に家鳩という鳥が、太い声で鳴くのをお聞きになって、あの先日の院でこの鳥が鳴いたのを、とても怖いと思っていた様子が、まぶたにかわいらしくお思い出されるので、


1? 【夕暮の静かなるに空の気色もいとあはれに御前の前栽枯れ枯れに虫の音も鳴きかれて紅葉のやうやう色づくほど】晩秋の物寂しい様子。源氏、右近の心象風景となって語られる。景情一致の描写。人を亡くした悲しみや寂しさ、それと時の推移が風景描写に象徴的に語られている。

2 【見わたして】主語は右近。

3 【心よりほかにをかしき交じらひかな】右近の感慨。

4 【かの夕顔の宿りを思ひ出づるも恥づかし】作者は夕顔のいた五条の家を「夕顔の宿り」と名付けている。

5 【恥づかし】右近と語り手が一体となった感想。

6 【聞きたまひて】主語は源氏。

7 【かのありし院に】某の院をさす。

8 【この鳥の鳴きしを】家鳩をさす。某の院では梟の鳴き声が語られていたが、家鳩が鳴いたという描写はない。『古典セレクション』では「昼間その声がしたのであろう」と注す。

9 【いと恐ろしと思ひたりしさまの】主語は夕顔。完了の助動詞「たり」連用形、存続の意。過去の助動詞「し」連体形。この描写もない。新たに付加したもの。

10 【面影にらうたく思し出でらるれば】大島本「おほしいてらるれハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ほし出でらるれば」と校訂する。『新大系』は底本のまま。『古典セレクション』は「夕顔が幻となって。実体のないものが目に見えることを、「面影に見ゆ」などという」と注す。ここは下に「思し出でらる」とあるので、まぶたに思い浮かぶぐらいの意であろう。自発の助動詞「るれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


夕顔．４．７．１４

■　「年としはいくつにかものしたまひし1。

◇　「年はいくつにおなりだったか。

■　あやしく世よの人ひとに似にず、あえかに見みえたまひしも、かく長ながかるまじくてなりけり2」

◇　不思議に普通の人と違って、か弱くお見えであったのも、このように長生きできなかったからなのだね」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【年はいくつにかものしたまひし】以下「なりけり」まで、源氏の問い。夕顔の年齢を尋ねる。係助詞「か」は、過去の助動詞「し」連体形に係る、係結びの法則。

2 【かく長かるまじくてなりけり】接続助詞「て」。このように長生きできなくて、そういうわけだったのだね、というニュアンス。「なりけり」の前に副詞「さ」などの語が省略されたものか。


夕顔．４．７．１５

■　「十九じふくにやなりたまひけむ1。

◇　「十九歳におなりだったでしょうか。

■　右近うこんは2、亡なくなりにける御乳母おほむめの捨とのすて置おきてはべりければ3、三位さむゐの君きみの4らうたがりたまひて5、かの御おほむあたり去さらず6、生おほしたてたまひしを思おもひたまへ出いづれば7、いかでか世よにはべらむずらむ8。

◇　右近めは、亡くなった乳母があとに残して逝きましたので、三位の君様がわたしをかわいがって下さって、お側離れず一緒に、お育て下さいましたのを思い出しますと、どうして生きておられましょう。

■　いとしも人ひとにとS15,9、悔くやしくなむ10。

◇　どうしてこう深く親しんだのだろうと、悔やまれて。

■　ものはかなげにものしたまひし人ひとの御心みこころを、頼たのもしき人ひとにて、年としごろならひはべりけること」

◇　気弱そうでいらっしゃいました女君のお気持ちを、頼むお方として、長年仕えてまいりましたことでございます」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


S15 思ふとていとこそ人になれざらめしかならひてぞ見ねば恋しき（拾遺集恋四-900　読人しらず）

1 【十九にやなりたまひけむ】以下「年ごろならひはべりけること」まで、右近の返事。夕顔は十九歳であったろうかと答える。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問の意は、過去推量の助動詞「けむ」連体形に係る、係結びの法則。

2 【右近は】目上の人の前では自分の呼称は、例えば「右近」と名乗るのが作法であった。

3 【亡くなりにける御乳母の捨て置きてはべりければ】右近の母をさしていう。「亡くなり」は死ぬの意。完了の助動詞「に」連用形、完了の意。過去の助動詞「ける」連体形。「御乳母」とは夕顔の乳母という意味で敬語が使われている。「捨て置き」は後に遺すの意。丁寧の補助動詞「はべり」連用形、過去の助動詞「けれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。丁寧語が使われ尊敬語でないところに自分の母親である関係がうかがえる。右近の母親、夕顔の乳母は早く亡くなってしまったが、右近はそのまま乳母子として夕顔に仕え、一緒に育って来たという経緯がわかる。

4 【三位の君の】右近は夕顔の父親を「三位の君」と呼んでいる。

5 【らうたがりたまひて】右近を。

6 【かの御あたり去らず】夕顔の側をさしていう。

7 【思ひたまへ出づれば】ハ四動詞「思ひ」連用形、謙譲の補助動詞「たまへ」連用形。「出づれ」已然形＋接続助詞「ば」順接を表す。

8 【いかでか世にはべらむずらむ】連語「いかでか」（副詞「いかで」＋係助詞「か」）、動詞「はべら」未然形、推量の助動詞「むず」終止形、意志を表す。推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量。どうして生きていられましょうか、生きてはいられない。なお他の青表紙本系諸本は「はへらんとすらん」とある。『集成』『古典セレクション』は「はべらんとすらん」と改める。『新大系』は底本のまま。

9 【いとしも人にと】『源氏釈』に「思ふとていとしも人にむつれけむしかならひてぞ見ねば恋しき」（出典未詳）を指摘する。『拾遺集』には「思ふとていとこそ人に馴れざらめしか習ひてぞ見ねば恋しき」（恋四、九〇〇、読人しらず）の類歌がある。引歌として、『集成』は『源氏釈』所引の歌を指摘し、『古典セレクション』では『拾遺抄』巻第八、恋下、三二六、読人知らず歌を指摘する。『拾遺抄』歌が『源氏釈』所引歌と一致する。

10 【悔しくなむ】係助詞「なむ」の下に「思ひたまふる」連体形などの語句が省略。


夕顔．４．７．１６

■　「はかなびたるこそは1、らうたけれ。

◇　「頼りなげな人こそ、女はかわいらしいのだ。

■　かしこく人ひとになびかぬ、いと心こころづきなきわざなり。

◇　利口で我の強い人は、とても好きになれないものだ。

■　自みづからはかばかしくすくよかならぬ心こころならひに2、女をむなはただやはらかに、とりはづして人ひとに欺あざむかれぬべきが3、さすがにものづつみし、見みむ人ひとの心**には従**はむなむ4、あはれにて、我わが心こころのままにとり直なほして見みむに、なつかしくおぼゆべき」

◇　自分自身がてきぱきとしっかりしていない性情だから、女はただ素直で、うっかりすると男に欺かれてしまいそうなのが、そのくせ引っ込み思案で、男の心にはついていくのが、愛しくて、自分の思いのままに育てて一緒に暮らしたら、慕わしく思われることだろう」

■　などのたまへば、

◇　などと、おっしゃると、

◆　 
"はかなび たる こそ は、 らうたけれ。 かしこく ひと に なびか ぬ、 いと こころづきなき わざ なり。 みづから はかばかしく すくよか なら ぬ こころならひ に、 をむな は ただ やはらか に、 とりはづし て ひと に あざむか れ ぬ べき が、 さすが に ものづつみ し、 み む ひと の こころ に したがは む なむ、 あはれ に て、 わが こころ の まま に とりなほし て み む に、 なつかしく おぼゆ べき。" など のたまへ ば、 


1 【はかなびたるこそは】以下「おぼゆべき」まで、源氏の詞。源氏の女性論が語られる。係助詞「こそ」は「らうたけれ」已然形に係る、係結びの法則。強調を表す。

2 【自らはかばかしくすくよかならぬ心ならひに】自分自身、すなわち、源氏自身をさしていう。「心ならひに」まで挿入句。

3 【人に欺かれぬべきが】受身の助動詞「れ」連用形、完了の助動詞「ぬ」終止形、確述を表す。推量の助動詞「べき」連体形、推当然の意。格助詞「が」主格を表す。男にだまされてしまいそうなのが、の意。

4 【見む人の心には従はむなむ】「見」未然形、推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。結婚相手すなわち夫をいう。「従は」未然形、推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。係助詞「なむ」は「おぼゆべき」連体形に係る、係結びの法則。


夕顔．４．７．１７

■　「この方かたの御好おほむこのみには1、もて離はなれたまはざりけり2、と思おもひたまふるにも3、口惜くちをしくはべるわざかな」

◇　「こちらのお好みには、きっとお似合いだったでしょうと、存じられますにつけても、残念なことでございますわ」

■　とて泣なく。

◇　と言って泣く。


1 【この方の御好みには】以下「はべるわざかな」まで、右近の詞。「この方」は源氏をさす。

2 【もて離れたまはざりけり】主語は夕顔。外れていらっしゃらなかった、の意。

3 【と思ひたまふるにも】謙譲の補助動詞「たまふる」連体形。


夕顔．４．７．１８

■　空そらのうち曇くもりて、風冷かぜひややかなるに、いといたく眺ながめたまひて1、

◇　空が少し曇って、風も冷たく感じられる折柄、とても感慨深く物思いに沈んで、


1 【空のうち曇りて風冷やかなるにいといたく眺めたまひて】晩秋の天候描写は、源氏と右近の心象風景でもある。「風冷やかなるに」の「に」は格助詞、時間を表す。


夕顔．４．７．１９

■　「見みし人ひとの煙けぶりを雲くもと眺ながむれば

夕ゆふべの空そらもむつましきかな1」

◇　「契った人の火葬の煙をあの雲かと思って見ると

この夕方の空も親しく思われるよ」


1 【見し人の煙を雲と眺むれば夕べの空もむつましきかな】源氏の独詠歌。夕顔を偲ぶ歌。「見し人」は夕顔をさす。火葬の煙を雲に見立てる。『岷江入楚』は「見し人の煙となりし夕べより名もむつましき塩釜の浦」（紫式部集）を指摘する。また『源注余滴』は「見し人の雲となりにし空なれば降る雪さへも珍しきかな」（斎宮集）を指摘する。


夕顔．４．７．２０

■　とP38独ひとりごちたまへど、えさし答いらへも聞きこえず1。

◇　と独り詠じられたが、ご返歌も申し上げられない。

■　かやうにて、おはせましかば2、と思おもふにも、胸塞むねふたがりておぼゆ。

◇　このように、生きていらしたならば、と思うにつけても、胸が一杯になる。

■　耳みみかしかましかりし砧きぬたの音おとを3、思おぼし出いづるさへ恋こひしくて4、

◇　耳障りであった砧の音を、お思い出しになるのまでが、恋しくて、

■　「正まさに長ながき夜5よS16」

◇　「八月九月正に長き夜」

■　とうち誦ずんじて、臥ふしたまへり。

◇　と口ずさんで、お臥せりになった。


P38 と--（/+と〈朱〉）

S16 八月九月正長夜　千声万声無了時（白氏文集十九-一二八七　聞夜砧）

1 【えさし答へも聞こえず】主語は右近。副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。

2 【かやうにておはせましかば】夕顔が。推量の助動詞「ましか」未然形、反実仮想を表す＋接続助詞「ば」、下に「うれしからまし」などの語句が省略。反実仮想の構文。右近の心。「かやうにて」は源氏と夕顔が二人並んでいる様を仮想する。

3 【耳かしかましかりし砧の音を】「白妙の衣うつ砧の音も、かすかにこなたかなた聞きわたされ」（第四章二段）とあった。「かしかましか」ったのは「ごほごほと、鳴る神よりも、おどろおどろしく踏み轟かす唐臼の音」（同）であった。第三音は清音。近世以降「かしがまし」と濁音化した。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「かしがまし」と濁音に読んでいる。

4 【思し出づるさへ恋しくて】副助詞「さへ」一つを挙げて他を類推させる意。思い出すだけでも夕顔のことが恋しく思われるので。

5 【正に長き夜】『白氏文集』巻十九の「八月九月正に長き夜千声万声了む時なし」（聞夜砧）の詩句。


第五章　空蝉の物語(2)

第一段　紀伊守邸の女たちと和歌の贈答

夕顔．５．１．１

■　かの、伊予いよの家いへの小君こぎみ、参まゐる折をりあれど1、ことにありしやうなる言伝ことづてもしたまはねば、憂うしと思おぼし果はてにけるを、いとほしと思おもふに3、かくわづらひたまふを聞ききて4、さすがにうち嘆なげき5けり。

◇　あの、伊予介の家の小君は、参上する折はあるが、特別に以前のような伝言もなさらないので、嫌なとお見限りになられたのを、つらいと思っていた折柄、このようにご病気でいらっしゃるのを聞いて、やはり悲しい気がするのであった。

■　遠とほく下くだりなど7するを6、さすがに心細こころぼそければ、思おぼし忘わすれぬるか8と、試こころみに、

◇　遠くへ下るのなどが、何といっても心細い気がするので、お忘れになってしまったかと、試しに、


1 【かの伊予の家の小君参る折あれど】物語は「空蝉の物語」に変わる。「伊予の家の小君」、すなわち伊予介の妻空蝉の弟小君のこと。源氏のもとに「参る」。こう語り出す。

2? 【ことにありしやうなる事伝てもしたまはねば】主語は源氏。

3 【憂しと思し果てにけるをいとほしと思ふに】「憂しと思し果てにける」の主語は源氏。「いとほしと思ふ」の主語は空蝉。自分自身に対して、つらいと思う意。「思ふに」の「に」は格助詞。時間を表す。思っていた折柄。

4 【かくわづらひたまふを聞きて】「わづらひたまふ」の主語は源氏。病気であることをさす。「聞きて」の主語は空蝉。

5 【嘆き】御物本、横山本、榊原家本、池田本は「なき」とある。大島本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「なけき」とある。なお、河内本は「なき」とあり、別本の陽明文庫本は「なけき」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「泣き」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「嘆き」とする。

6 【遠く下りなどするを】前に「娘をばさるべき人に預けて、北の方をば率て下りぬべし」（第二章）とあったことを受ける。夫の伊予介は空蝉を伴って任国に下る。以下、空蝉をの心を視点にして語る。

7 【下りなど】大島本のみ「くたりなと」とある。副助詞「など」婉曲のニュアンスを添える。他は「くたりなむと」とある。『集成』『古典セレクション』共に本文を「なむと」と改める。『新大系』は底本のまま。完了の助動詞「な」未然形、確述の意、推量の助動詞「む」終止形、意志の意。

8 【思し忘れぬるか】完了の助動詞「ぬる」連体形、源氏の君はわたしのことをお忘れになってしまっただろうか、の意。空蝉の心。


夕顔．５．１．２

■　「承うけたまはりP39、悩なやむを1、言ことに出いでては、えこそ2、

◇　「承りまして、案じておりますが、口に出しては、とても、


P39 承り--*うけ給

1 【承り悩むを】以下「まことになむ」まで、空蝉の手紙文。「悩むを」「承り」と倒置されたような文であるが、「承り」の前に「御病気と」などの内容が省略され、「悩むを」案じておりますが、と後から具体的に書いた文と考えられる。

2 【えこそ】副詞「え」は打消しの語句と呼応して不可能の意を表す。係助詞「こそ」の下に「問はね」已然形などの語句が続くところを、次の和歌に続かせた文脈。


夕顔．５．１．３

■　問とはぬをもなどかと問とはでほどふるに

いかばかりかは思おもひ乱みだるる1

◇　お見舞いできませんことをなぜかとお尋ね下さらずに月日が経ましたが

わたしもどんなにか思い悩んでいます

■　『益田』

◇　『益田の池の生きている甲斐ない』

■　はまことにS17なむ2」

◇　とは本当のことで」


S17 ねぬなはの苦しかるらむ人よりぞ我ぞ益田の生けるかひなき（拾遺集恋四-八九四　読人しらず）

1 【問はぬをもなどかと問はでほどふるにいかばかりかは思ひ乱るる】空蝉の贈歌。「問はぬ」の主語は空蝉、「などかと問はぬ」の主語は源氏、「いかばかりかは思ひ乱るる」の主語は再び空蝉。

2 【益田はまことになむ】空蝉の和歌に添えた文句。『源氏釈』は「ねぬなはの苦しかるらむ人よりもわれも益田の生けるかひなき」（拾遺集、恋四、八九四、読人しらず）を指摘。「生けるかひなき」（生きている甲斐がない）を言おうとする。


夕顔．５．１．４

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　めづらしきに1、これもあはれ忘わすれたまはず。

◇　久しぶりにうれしいので、この女へも愛情はお忘れにならない。


1 【めづらしきに】主語は源氏に転じる。久しぶりでうれしい気持ち。


夕顔．５．１．５

■　「生いけるかひなきや1、誰たが言いはましことにか。

◇　「生きている甲斐がないとは、誰が言ったらよい言葉でしょうか。


1 【生けるかひなきや】以下「はかなしや」まで、源氏の返信。引歌「ねぬなはの」の文句「生けるかひなき」を引用して言う。


夕顔．５．１．６

■　空蝉うつせみの世よは憂うきものと知しりにしを

またP40言ことの葉はにかかる命いのちよ2

はかなしや3」

◇　あなたとのはかない仲は嫌なものと知ってしまったのに

またもあなたの言の葉に期待を掛けて生きていこうと思います

頼りないことよ」


P40 また--たま（たま/＄また〈朱〉）

1? 【誰が言はましことか】推量の助動詞「まし」連体形、反実仮想を表す。誰の言う言葉でしょうか、あなたではなく、わたしが言いたい言葉です、の意。『新大系』『古典セレクション』は「言はましごと」と濁音に読み、『集成』は「言はましこと」と清音に読む。

2 【空蝉の世は憂きものと知りにしをまた言の葉にかかる命よ】源氏の返歌。「空蝉の」は「世」の枕詞。また空蝉が脱ぎ置いていった薄衣をさし、「世」は源氏と空蝉との男女の仲。完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「し」連体形＋接続助詞「を」逆接を表す。

3 【はかなしや】源氏の返歌に添えた文句。


夕顔．５．１．７

■　と、御手おほむてもうちわななかるるに1、乱みだれ書かきたまへる、いとどうつくしげなり。

◇　と、お手も震えなさるので、乱れ書きなさっているのが、ますます美しそうである。

■　なほ、かのもぬけを2忘わすれたまはぬを、いとほしうもをかしうも3思おもひけり。

◇　今だに、あの脱ぎ衣をお忘れにならないのを、気の毒にもおもしろくも思うのであった。


1 【御手もうちわななかるるに】自発の助動詞「るる」連体形＋接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

2 【なほかのもぬけを】主語は空蝉。脱ぎ捨てた小袿をさす。

3 【いとほしうもをかしうも】主語は空蝉。「いとほし」は源氏に対する気の毒なという同情の感情、「をかし」は源氏から今でも思われていることに心ときめかす感情。


夕顔．５．１．８

■　かやうに憎にくからずは、聞きこえ交かはせど、け近ぢかくとは思おもひよらず、さすがに、言いふかひなからずは見みえたてまつりてやみなむ1、と思おもふなりけり。

◇　このように愛情がなくはなく、やりとりなさるが、身近にとは思ってもいないが、とはいえ、情趣を解さない女だと思われない格好で終わりにしたい、と思うのであった。


1 【言ふかひなからずは見えたてまつりてやみなむ】空蝉の心。『集成』は「木石のような女だと思われてしまいたくない」と解す。「やみ」連用形＋完了の助動詞「な」未然形、推量の助動詞「む」終止形、意志を表す。


夕顔．５．１．９

■　かの片かたつ方かたは1、蔵人少将くらうどのせうしゃうをなむ通かよはす2、と聞ききたまふ。

◇　あのもう一方は、蔵人少将を通わせていると、お聞きになる。

■　「あやしや。

◇　「おかしなことだ。

■　いかに思おもふらむ3」

◇　どう思っているだろう」

■　と、少将せうしゃうの心こころのうちもいとほしく、また、かの人ひとの気色けしきも4ゆかしければ、小君こぎみして、

◇　と、少将の気持ちも同情し、また、あの女の様子も興味があるので、小君を使いにして、

■　「死しに返かへり思おもふ心こころは、知しりたまへりや5」

◇　「死ぬほど思っている気持ちは、お分かりでしょうか」

■　と言いひ遣かはす。

◇　と言っておやりになる。


1 【かの片つ方は】軒端荻をいう。

2 【蔵人少将をなむ通はす】系図不詳の人。軒端荻は蔵人少将と結婚。係助詞「なむ」は「通はす」連体形に係る、係結びの法則。

3 【あやしやいかに思ふらむ】源氏の心。源氏が蔵人少将の心中を推測している文。間投助詞「や」詠嘆の意。「あやしや」は源氏の心とも、また蔵人少将の心ともとれる。「いかに思ふらむ」の主語は蔵人少将。推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量。『新大系』は「女が心を通わせているらしい別の男がいる、と疑う少将の心を推し量る」と注す。『古典セレクション』では「軒端荻が意外にも処女ではなかったことを知って変だと思うだろう、の意」と注す。

4 【かの人の気色も】軒端荻をさす。

5 【死に返り思ふ心は知りたまへりや】源氏の消息。その主旨。係助詞「や」疑問の意。


夕顔．５．１．１０

■　「ほのかにも軒端のきばの荻をぎを結むすばずは

露つゆのかこと2を何なににかけまし1」

◇　「一夜の逢瀬なりとも軒端の荻を結ぶ契りをしなかったら

わずかばかりの恨み言も何を理由に言えましょうか」


1 【ほのかにも軒端の荻を結ばずは露のかことを何にかけまし】源氏の贈歌。「荻を結ぶ」は契りを結ぶの象徴表現。「結ぶ」「掛く」は「露」の縁語。打消の助動詞「ず」連用形＋係助詞「は」仮定条件を表す。カ下二「かけ」未然形＋仮想の助動詞「まし」終止形。

2 【かこと】『集成』『新大系』は「かこと」と清音で読む。『岩波古語辞典』は「かこと」、『小学館古語大辞典』は「かごと」を見出語とする。『日葡辞書』にも両方の表記がある。『古典セレクション』は「かごと」と濁音に読む。


夕顔．５．１．１１

■　高たかやかなる荻をぎに付つけて、

◇　丈高い荻に結び付けて、

■　「忍しのびて」

◇　「こっそりと」

■　とのたまへれどP41、

◇　とおっしゃっていたが、

■　「取とり過あやまちて1、少将せうしゃうも見みつけて、我われなりけりと思おもひあはせば2、さりとも、罪つみゆるしてむ3」

◇　「間違って、少将が見つけて、わたしだったのだと分かってしまったら、それでも、許してくれよう」

■　と思おもふ、御心みこころおごりぞ、あいなかりける4。

◇　と思う、高慢なお気持ちは、困ったものである。


P41 のたまへれど--の給つ（つ/＄へ）れと

1 【取り過ちて】以下「罪ゆるしてむ」まで、源氏の心。

2 【我なりけりと思ひあはせば】「我」は源氏をさす。「思ひあはせ」未然形＋接続助詞「ば」順接の仮定条件を表す。

3 【さりとも罪ゆるしてむ】接続詞「さりとも」逆接を表す。いくらなんでも、そうはいっても。完了の助動詞「て」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、当然の意。きっと許すことだろうというニュアンス。

4 【御心おごりぞあいなかりける】『岷江入楚』所引「三光院実枝説」は「草子地なり」と指摘。語り手の源氏の態度に対する評言。係助詞「ぞ」過去の助動詞「ける」連体形、係結びの法則。強調のニュアンス。


夕顔．５．１．１２

■　少将せうしゃうのなき折をりP42に見みすれば、心憂こころうしと思おもへど1、かく思おぼし出いでたるも、さすがにて2、御返おほむかへり、口くちときばかりをかこと3にて取とらす。

◇　少将のいない時に見せると、嫌なことと思うが、このように思い出してくださったのも、やはり嬉しくて、お返事を、早いのだけを申し訳にして与える。


P42 折--かほ（かほ/＄おり〈朱〉）

1 【心憂しと思へど】主語は軒端荻。

2 【かく思し出でたるもさすがにて】「思し出でたる」の主語は源氏。副詞「さすが」、それでも、やはり、の意。断定の助動詞「に」連用形＋接続助詞「て」。その間に形容詞「うれしく」連用形などの語が省略。

3 【かこと】『集成』『新大系』は「かこと」と清音で読む。『岩波古語辞典』は「かこと」、『小学館古語大辞典』は「かごと」を見出語とする。『日葡辞書』にも両方の表記がある。『古典セレクション』は「かごと」と濁音に読む。


夕顔．５．１．１３

■　「ほのめかす風かぜにつけても下荻したをぎの

半なかばは霜しもにむすぼほれつつ1」

◇　「ほのめかされるお手紙を見るにつけても下荻のような

身分の賤しいわたしは、嬉しいながらも半ばは思い萎れています」


1 【ほのめかす風につけても下荻の半ばは霜にむすぼほれつつ】軒端荻の返歌。源氏の贈歌の語句を「ほのかにも」を「ほのめかす」に、「軒端荻の」を「下荻」に、「露」を「霜」に、「結ぶ」は「結ぼほる」と巧みに少しずつ変えて返す。「風」と「荻」、「霜」と「結ぼほる」は縁語。源氏の便りを「風」に、自分を「下荻」に喩える。


夕顔．５．１．１４

■　手ては悪あしげなるを1、紛まぎらはしさればみて書かいたるさま、品しななし2。火影ほかげに見みし顔かほ、思おぼし出いでらる3。「うちとけで4向むかひゐたる人5ひとは、え疎うとみ果はつまじきさまもしたりしかな6。何なにの心こころばせありげもなく7、さうどき誇ほこりたりしよ」と思おぼし出いづるに、憎にくからず。なほ「こりずまに9、またもあだ名立なたちぬべき」S18御心みこころのすさびなめり8。

◇　筆跡は下手なのを、分からないようにしゃれて書いている様子は、品がない。灯火で見た顔を、自然と思い出されなさる。「気を許さず対座していたあの人は、今でも思い捨てることのできない様子をしていたな。何の嗜みもありそうでなく、はしゃいで得意でいたことよ」とお思い出しになると、憎めなくなる。相変わらず、「性懲りも無く、また浮き名が立ってしまいそうな」好色心のようである。


S18 こりずまに又もなき名は立ちぬべし人憎からぬ世にしすまへば（古今集恋三-六〇一　読人しらず）

1 【手は悪しげなるを】「手」は筆跡。格助詞「を」目的格を表す。

2 【品なし】語り手の軒端荻の筆跡に対する評言。

3 【思し出でらる】「らる」自発の助動詞。

4 【うちとけで】以下「誇りたりしよ」まで、源氏の心。空蝉と軒端荻の人柄を比較する。カ下二「うちとけ」連用形＋接続助詞「で」打消の意。

5 【向ひゐたる人】空蝉をさす。

6 【え疎み果つまじきさまもしたりしかな】副詞「え」打消推量の助動詞「まじき」連体形と呼応して不可能の意を表す。過去の助動詞「し」連体形＋終助詞「かな」詠嘆。自己の体験。

7 【何の心ばせありげもなく】軒端荻についていう。

8 【なほこりずまにまたもあだ名立ちぬべき御心のすさびなめり】完了の助動詞「ぬ」終止形、確述＋推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量を表す。『湖月抄』は「地」（草子地）と指摘。語り手の物語の今後の展開を推測した文である。

9 【こりずまに】『源氏釈』は「こりずまにまたもなき名は立ちぬべし人にくからぬ世にし住まへば」（古今集、恋三、六三一、読人しらず）を指摘する。


第六章　夕顔の物語(3)

第一段　四十九日忌の法要

夕顔．６．１．１

■　かの人ひとの四十九日1なななぬか、忍しのびて比叡ひえの法華堂ほけだうにて2、事ことそがず、装束さうぞくよりはじめて3、さるべきものども、こまかに、誦経ずきゃうなどせさせたまひぬ4。

◇　あの人の四十九日忌を、人目を忍んで比叡山の法華堂において、略さずに、装束をはじめとして、お布施に必要な物どもを、心をこめて準備し、読経などをおさせになった。

■　経きゃう、仏ほとけの飾かざりまでおろかならず、惟光これみつが兄あにの阿闍梨5あざり、いと尊たふとき人ひとにて、二になうしけり。

◇　経巻や、仏像の装飾まで簡略にせず、惟光の兄の阿闍梨が、大変に高徳の僧なので、見事に催したのであった。


1 【かの人の四十九日】大島本に「ナヽナヌカトヨム」と注記する。故夕顔の四十九日の法事。

2 【比叡の法華堂にて】比叡山延暦寺の法華三昧堂。

3 【装束よりはじめて】お布施としての供物。

4 【さるべきものどもこまかに誦経などせさせたまひぬ】文末を『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「せさせたまふ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。しかるべきお布施の物どもを心こめて準備して読経などをおさせなさった。

5 【惟光が兄の阿闍梨】この巻の冒頭に登場。


夕顔．６．１．２

■　御書おほむふみの師1しにて、睦むつましく思おぼす文章博士2召もんじゃうはかせめして、願文作ぐわんもんつくらせたまふ。

◇　ご学問の師で、親しくしておられる文章博士を呼んで、願文を作らせなさる。

■　その人ひととなくて、あはれと思おもひし人ひとのはかなきさまになりにたるを3、阿弥陀仏あみだぶつに譲ゆづりきこゆるよし、あはれげに書かき出いでたまへれば4、

◇　誰それと言わないで、愛しいと思っていた女性が亡くなってしまったのを、阿弥陀様にお譲り申す旨を、しみじみとお書き表しになったので、


1 【御書の師】源氏の御学問の先生。

2 【文章博士】大島本「もんさうはかせ」と表記し、「文章博士〈モンジヤウハカセ〉トヨム」と注記する。御物本、池田本、肖柏本は「もんしやうはかせ」、横山本は「文章博士」と表記する。初出の人。源氏には文章博士が親しく学問の指導をしていたことがわかる。

3 【あはれと思ひし人のはかなきさまになりにたるを】格助詞「の」主格を表す。完了の助動詞「に」連用形、完了の意＋完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。

4 【あはれげに書き出でたまへれば】主語は源氏。その草稿をさす。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋完了の助動詞「れ」已然形、完了の意＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。『完訳』は「胸迫るように君が草案をお書き出しになると」と、その場で書いているように解す。


夕顔．６．１．３

■　「ただかくながら、加くはふべきことはべらざめり1」

◇　「まったくこのまま、何も書き加えることはございませんようです」

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。


1 【ただかくながら加ふべきことはべらざめり】文章博士の詞。ハ四段「加ふ」終止形、推量の助動詞「べき」連体形、当然の意、「ざ」は打消の助動詞「ざる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量の意を表す。


夕顔．６．１．４

■　忍しのびたまへど、御涙おほむなみだもこぼれて、いみじく思おぼしたれば1、

◇　堪えていらっしゃったが、お涙もこぼれて、ひどくお悲しみでいるので、


1 【いみじく思したれば】ひどく悲しく思う。完了の助動詞「たれ」已然形、存続の意＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


夕顔．６．１．５

■　「何人なにびとならむ1。

◇　「どのような方なのでしょう。

■　その人ひと聞ときこえもなくて、かう思おぼし嘆なげかすばかりなりけむ2宿世すくせの高たかさ」

◇　誰それと噂にも上らないで、これほどにお嘆かせになるほどだった、宿運の高いこと」


1 【何人ならむ】以下「宿世の高さ」まで、文章博士の詞。

2 【かう思し嘆かすばかりなりけむ】使役の助動詞「す」終止形＋副助詞「ばかり」、断定の助動詞「なり」連用形、過去推量の助動詞「けむ」連体形、「宿世」に係る。。お嘆かせになるほどであったようなというニュアンス。


夕顔．６．１．６

■　と言いひけり。

◇　と言うのであった。

■　忍しのびて調てうぜさせたまへりける装束さうぞくの袴1はかまを取とり寄よせさせたまひて、

◇　内々にお作らせになっていた布施の装束の袴をお取り寄させなさって、


1 【忍びて調ぜさせたまへりける装束の袴】使役の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「り」連用形、過去の助動詞「ける」連体形。お布施用の袴。


夕顔．６．１．７

■　「泣なく泣なくも今日けふは我わが結ゆふ下紐したひもを

いづれの世よにかとけて見みるべき1」

◇　「泣きながら今日はわたしが結ぶ袴の下紐を

いつの世にかまた再会して心打ち解けて下紐を解いて逢うことができようか」


1 【泣く泣くも今日は我が結ふ下紐をいづれの世にかとけて見るべき】源氏の独詠歌。「とけて」に下紐を「解いて」と心「解けて」の意を掛ける。また「見る」に「逢う」の意を掛ける。


夕顔．６．１．８

■　「このほどまでは漂ただよふなるを1、いづれの道みちに定さだまりて赴おもむくP43らむ2」

◇　「この日までは霊魂が中有に彷徨っているというが、どの道に定まって行くことのだろうか」

■　と思おもほしやりつつ、念誦3ねんずをいとあはれにしたまふ。

◇　とお思いやりになりながら、念誦をとても心こめてなさる。

■　頭中将とうのちゅうじゃうを見みたまふにも、あいなく胸騒むねさわぎて4、かの撫子5なでしこの生おひ立たつありさま、聞きかせまほしけれど6、かことに怖おぢて7、うち出いでたまはず。

◇　頭中将とお会いになる時にも、むやみに胸がどきどきして、あの撫子が成長している有様を、聞かせてやりたいが、非難されるのを警戒して、お口にはお出しにならない。


P43 赴く--を（を/+も）むく

1 【このほどまでは漂ふなるを】以下「赴くらむ」まで、源氏の心。「このほど」は四十九日忌。ハ四段「漂ふ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なる」連体形＋接続助詞「を」逆接を表す。

2 【いづれの道に定まりて赴くらむ】六道すなわち、地獄、餓鬼、畜生、修羅、人、天の道。カ四段「赴く」終止形＋推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量を表す。

3 【念誦】『岩波古語辞典』に「心に念じ、口に仏の名号・経文などを唱えること」「念誦ネンジュ」（色葉字類抄）とある。

4 【あいなく胸騒ぎて】『完訳』は「「あいなく」は語り手の評。動じなくともよいのに、あいにくと」と注す。

5 【かの撫子】夕顔の遺児、後の玉鬘。「帚木」巻で、頭中将が女の歌の中に「撫子」と詠んでよこしたという話を踏まえて、「撫子」と呼ぶ。

6 【聞かせまほしけれど】使役の助動詞「せ」未然形、希望の助動詞「まほしけれ」已然形＋接続助詞「ど」逆接を表す。

7 【かことに怖ぢて】『集成』『新大系』は「かこと」と清音に読むが、『古典セレクション』は「かごと」と濁音に読んでいる。


夕顔．６．１．９

■　かのP44夕顔ゆふがほの宿やどりには1、いづ方かたにと思おもひ惑まどへど、そのままにえ尋たづねきこえず2。

◇　あの夕顔の宿では、どこに行ってしまったのかと心配するが、そのままで尋ね当て申すことができない。

■　右近うこんだに訪おとづれねば3、あやしと思おもひ嘆なげきあへり。

◇　右近までもが音信ないので、不思議だと思い嘆き合っていた。

■　確たしかならねど、けはひをさばかりにや4と、ささめきしかば5、惟光これみつをかこちけれど、いとかけ離はなれ6、気色けしきなく言いひなして、なほ同おなじごと好すき歩ありきければ、いとど夢ゆめの心地ここちして、

◇　はっきりしないが、様子からそうではあるまいかと、ささめき合っていたので、惟光のせいにしたが、まるで問題にもせず、関係なく言い張って、相変わらず同じように通って来たので、ますます夢のような気がして、

■　「もし、受領ずりゃうの子こどもの7好すき好ずきしきが、頭とうの君きみに怖おぢきこえて、やがて、率ゐて下くだりにけるにや」

◇　「もしや、受領の子息で好色な者が、頭の君に恐れ申して、そのまま、連れて下ってしまったのだろうか」

■　とぞ、思おもひ寄よりける。

◇　と、想像するのだった。


P44 かの--かれ（かれ/＄）かの

1 【かの夕顔の宿りには】夕顔が仮住まいしていた五条の家を「夕顔の宿り」と呼ぶ。

2 【そのままにえ尋ねきこえず】副詞「え」は打消の助動詞「ず」と呼応して不可能の意を表す。謙譲の補助動詞「きこえ」未然形は間接的に夕顔を敬った表現。

3 【右近だに訪れねば】副助詞「だに」は下に打消の助動詞「ね」已然形を伴って、せめてそれだけでもと思うのにそれさえない、という気持ちを表す。

4 【確かならねどけはひをさばかりにや】「さばかり」を『集成』『完訳』共に「源氏」と解す。

5 【ささめきしかば】過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

6 【いとかけ離れ】主語は惟光。

7 【もし受領の子どもの】以下「下りにけるにや」まで、女房たちの想像。完了の助動詞「に」連用形、完了の意、過去の助動詞「ける」連体形、断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問の意。下ってしまったのではないかという、事態が強調されるニュアンス。


夕顔．６．１．１０

■　この家主人いへあるじぞ、西にしの京きゃうの乳母めの女とのむすめなりける1。

◇　この家の主人は、西の京の乳母の娘なのであった。

■　三人みたりその子こはありて、右近うこんは他人ことびとなりければ2、

◇　三人乳母子がいたが、右近は他人だったので、

■　「思おもひ隔へだてて3、御おほむありさまを4聞きかせぬなりけり」

◇　「分け隔てして、ご様子を知らせないのだわ」

■　と、泣なき恋こひけり。

◇　と、泣き慕うのであった。

■　右近うこんはたP45、かしかましく言いひ騒さわがむを思おもひて5、君きみも今いまさらに漏もらさじと忍しのびたまへば、若君わかぎみの上うへをだにえ聞きかず6、あさましく行方ゆくへなくて過すぎゆくP46。

◇　右近は右近で、口やかましく非難するだろうことを思って、源氏の君も今になって洩らすまいと、お隠しになっているので、若君の噂さえ聞けず、まるきり消息不明のまま過ぎて行く。


P45 はた--い（い/＄は〈朱〉）た

P46 ゆく--（/+ゆく〈朱〉）

1 【この家主人ぞ西の京の乳母の女なりける】夕顔の宿の主人、揚名介の妻をさす。夕顔には右近の母と西の京の乳母の二人がいた。係助詞「ぞ」--「なりける」（断定の助動詞、連用形＋過去の助動詞、連体形）係結びの法則。もう一人の乳母の娘が夕顔の宿の女主人であった、明かされる。

2 【右近は他人なりければ】右近はもう一人の乳母の子で他人。

3 【思ひ隔てて】以下「なりけり」まで、残された女房たちの嘆き。

4 【御ありさまを】夕顔の様子をさす。主人にあたるので「御」という敬語が付く。

5 【かしかましく言ひ騒がむを思ひて】大島本「いひさハかんを」とある。『集成』『新大系』は諸本に従って「言ひ騒がれむを」と校訂。『古典セレクション』は底本のまま。右近は他の女房や乳母子たちが非難するだろうことを思って。推量の助動詞「む」連体形、推量の意。「カシカマシイ」（和英語林集成）。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「かしがましく」と濁音に読む。

6 【若君の上をだにえ聞かず】前に「撫子」とあった玉鬘をさす。主語は右近。「上」は噂の意。副助詞「だに」最小限を表す。撫子の噂さえ聞くことができない、というニュアンス。


夕顔．６．１．１１

■　君きみは、

◇　源氏の君は、

■　「夢ゆめをだに見みばや1」

◇　「せめて夢にでも逢いたい」

■　と、思おぼしわたるに2、この法事ほふじしたまひて、またの夜よ、ほのかに、かのありし院ゐんながら3、添そひたりし女をむなのさま4も同おなじやうにて見みえければ、

◇　と、お思い続けていると、この法事をなさって、次の夜に、ぼんやりと、あの某院そのままに、枕上に現れた女の様子も同じようにして見えたので、

■　「荒あれたりし所ところに住すみけむ物ものの5、我われに見入みいれけむたよりに、かくなりぬること」

◇　「荒れ果てた邸に住んでいた魔物が、わたしに取りついたことで、こんなことになってしまったのだ」

■　と、思おぼし出いづるにもゆゆしくなむ6。

◇　と、お思い出しになるにつけても、気味の悪いことである。


1 【夢をだに見ばや】副助詞「だに」最小限を表す。せめて--だけでも。終助詞「ばや」自らの願望を表す。せめて夢の中でも逢いたい。

2 【思しわたるに】接続助詞「に」順接を表す。

3 【ありし院ながら】夕顔が亡くなった某院をさす。

4 【添ひたりし女のさま】枕上に現れた女の姿。前に「御枕上にいとをかしげなる女ゐて」とあった。厳密には「添ひ」ではなく「居」である。

5 【荒れたりし所に住みけむ物の】以下「かくなりぬること」まで、源氏の心。「けむ」は過去推量の助動詞。住んでいたのであろう、というニュアンス。源氏は某院の「物の怪」を荒れた邸に住みついた霊魂と考えている。

6 【ゆゆしくなむ】係助詞。結びの省略。「ありける」などの語句が省略。余情を残して言いさしたかたち。


第七章　空蝉の物語(3)

第一段　空蝉、伊予国に下る

夕顔．７．１．１

■　伊予介いよのすけ、神無月かむなづきの朔日ついたちごろに下くだる1。

◇　伊予介は、神無月の朔日ころに下る。

■　女房にょうばうの下くだらむにとて2、たむけ心こころことにせさせたまふ3。

◇　女方が下って行くのでということで、餞別を格別に気を配っておさせになる。

■　また、内々うちうちにもわざとしたまひて、こまやかにをかしきさまなる櫛くし、扇多あふぎおほくして、幣ぬさなどわざとがましくて、かの小袿4こうちきも遣つかはす。

◇　別に、内々にも特別になさって、きめ細かな美しい格好の櫛や、扇を、たくさん用意して、幣帛などを特別に大げさにして、あの小袿もお返しになる。


1 【伊予介神無月の朔日ごろに下る】物語は空蝉物語に転じる。十月の上旬、初冬のころになる。

2 【女房の下らむにとて】北の方（空蝉）とその女房を含めた女方をさす。推量の助動詞「む」連体形、接続助詞「に」順接。『古典セレクション』は「上長者としての源氏の表向きの言葉を直叙する」と注す。

3 【心ことにせさせたまふ】尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形。源氏と伊予介では身分の格差が違い過ぎるので、二重敬語で表現したのであろう。

4 【かの小袿】源氏が持ち帰った空蝉の小袿。「うちき」と清音で読む。図書寮本『類聚名義抄』による。


夕顔．７．１．２

■　「逢あふまでの形見かたみばかりと見みしほどに

ひたすら袖そでの朽くちにけるかな1」

◇　「再び逢う時までの形見の品ぐらいに思って持っていましたが

すっかり涙で朽ちるまでになってしまいました」


1 【逢ふまでの形見ばかりと見しほどにひたすら袖の朽ちにけるかな】源氏の贈歌。副助詞「ばかり」程度を表す。過去の助動詞「し」連体形。完了の助動詞「に」連用形＋過去の助動詞「ける」連体形＋終助詞「かな」詠嘆を表す。『異本紫明抄』は「逢ふまでの形見とてこそとどめけめ涙に浮かぶ藻屑なりけり」（古今集恋四四二〇藤原興風）を指摘。『集成』は「この歌は、空蝉の巻の筋立てに影響を与えたと考えられる」という。


夕顔．７．１．３

■　こまかなることどもあれど、うるさければ書かかず1。

◇　こまごまとした事柄があるが、煩雑になるので書かない。


1 【こまかなることどもあれどうるさければ書かず】語り手の省筆の文。『細流抄』は「草子地也」と指摘、『全集』は「草子地。物語の筆録者の弁という体裁」という。


夕顔．７．１．４

■　御使おほむつかひ、帰かへりにけれど1、小君こぎみして2、小袿こうちきの御返おほむかへりばかりは聞きこえさせたり3。

◇　お使いの者は、帰ったけれど、小君を使いにして、小袿のお礼だけは申し上げさせた。


1 【御使帰りにけれど】源氏からの使者。完了の助動詞「に」連用形＋過去の助動詞「けれ」已然形＋接続助詞「ど」逆接を表す。

2 【小君して】主語は空蝉。後から私的に弟の小君を使者として。

3 【小袿の御返りばかりは聞こえさせたり】副助詞「ばかり」程度を表す。「聞こえさせ」連用形、「聞こゆ」よりさらに謙った表現。完了の助動詞「たり」終止形。


夕顔．７．１．５

■　「蝉せみの羽はもたちかへてける夏衣なつごろも

かへすを見みてもねは泣なかれけり1」

◇　「蝉の羽の衣替えの終わった後の夏衣は

返してもらっても自然と泣かれるばかりです」


1 【蝉の羽もたちかへてける夏衣かへすを見てもねは泣かれけり】空蝉の返歌。「たち」は衣を「裁つ」と冬「立つ」の掛詞。「かへす」は「衣」の縁語。自発の助動詞「れ」連用形＋過去の助動詞「けり」終止形、詠嘆の意。『集成』は「鳴く声はまだ聞かねども蝉の羽のうすき衣は裁ちぞ着てける」（拾遺集夏七九大中臣能宣）と「忘らるる身を空蝉の唐衣返すはつらき心なりけり」（後撰集恋四八〇四源巨城）の二首を指摘する。


夕顔．７．１．６

■　「思おもへど、あやしう1人ひとに似にぬ心強こころづよさにても、ふり離はなれぬるかな2」

◇　「考えても、不思議に人並みはずれた意志の強さで、振り切って行ってしまったなあ」

■　と思おもひ続つづけたまふ。

◇　と思い続けていらっしゃる。

■　今日けふぞ冬立ふゆたつ日ひなりけるも、しるく3、うちしぐれて、空そらの気色けしきいとあはれなり。

◇　今日はちょうど立冬の日であったが、いかにもそれと、さっと時雨れて、空の様子もまことに物寂しい。

■　眺ながめ暮くらしたまひて4、

◇　一日中物思いに過されて、


1 【思へどあやしう】以下「ふり離れぬるかな」まで、源氏の心。空蝉の意志の強さ。

2 【ふり離れぬるかな】完了の助動詞「ぬる」連体形＋終助詞「かな」詠嘆の意。振り切って去っていってしまったなあ。

3 【今日ぞ冬立つ日なりけるもしるく】係助詞「ぞ」は過去の助動詞「ける」連体形に係るが、文が係助詞「も」と続き、いわゆる結びの消滅。今日は立冬の日であったが、いかにもその日らしく。

4 【眺め暮らしたまひて】主語は源氏。


夕顔．７．１．７

■　「過すぎにしも今日別けふわかるるも二道ふたみちに

行ゆく方知かたしらぬ秋あきの暮くれかな1」

◇　「亡くなった人も今日別れて行く人もそれぞれの道に

どこへ行くのか知れない秋の暮れだなあ」


1 【過ぎにしも今日別るるも二道に行く方知らぬ秋の暮かな】源氏の独詠歌。「過ぎにしも」（完了の助動詞「に」連用形＋過去の助動詞「し」連体形＋係助詞「も」）は夕顔、「今日別るるも」は空蝉をさす。「二道」は死出の道と旅路。『河海抄』は「過ぎにしも今行く末も二道になべて別れのなき世なりせば」（斎宮女御集）を指摘する。


夕顔．７．１．８

■　なほ、かく人知ひとしれぬことは1苦くるしかりけりと、思おぼし知しりぬらむかし2。

◇　やはり、このような秘密の恋は辛いものだと、お知りになったであろう。

■　かやうのくだくだしきことは3、あながちに隠かくろへ忍しのびたまひしもいとほしくて、みな漏もらしとどめたるを4、

◇　このような煩わしいことは、努めてお隠しになっていらしたのもお気の毒なので、みな書かないでおいたのに、

■　「など、帝みかどの御子みこならむからに5、見みむ人ひとさへ6、かたほならずものほめがちなる」

◇　「どうして、帝の御子であるからといって、それを知っている人までが、欠点がなく何かと褒めてばかりいる」

■　と、作つくりごとめきてとりなす人ひとものしたまひければなむ7。

◇　と、作り話のように受け取る方がいらっしゃったので。

■　あまりP47もの言いひさがなき罪つみ、さりどころなく8。

◇　あまりにも慎みのないおしゃべりの罪は、免れがたいことで。


P47 あまり--あま（ま/＄ま〈朱〉）り

1 【なほかく人知れぬことは】以下の叙述は、語り手の感想を交えた文章。『細流抄』は「これより草子地也」と指摘。萩原広道の『評釈』は「地。空蝉と夕顔との事を一つにすべて結びたる詞也。苦しかりけりとおぼし知ぬらんとは心しらひの多くて苦しき事とこれらによりて知り給ふべしと地より評じたる也」とある。

2 【思し知りぬらむかし】完了の助動詞「ぬ」終止形、確述。推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量。終助詞「かし」念押しの意。きっとお分かりになったことであろう。

3 【かやうのくだくだしきことは】以下の文、『花鳥余情』は「物語の作者の詞也」と指摘。『評釈』は「語り伝えた古女房が筆記編集者に語った言葉である。自己批判であり自己弁護である」とある。

4 【いとほしくてみな漏らしとどめたるを】主語は語り手。接続助詞「を」逆接を表す。

5 【など帝の御子ならむからに】以下「ものほめがちなる」まで、読者の声を引用。断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」連体形、婉曲。格助詞「から」原因理由を表す。御子であるからといって。

6 【見む人さへ】源氏を実際見知っている人、すなわち第一次の語り手。副助詞「さへ」添加の意。

7 【ものしたまひければなむ】係助詞「なむ」。下に「ものしはべりぬる」などの語句が省略。源氏の裏話を書いたのです、の意。余情を残して言いさした形。

8 【あまりもの言ひさがなき罪さりどころなく】自己批判めかした文。余韻を残して言いさした形でこの巻を語り収める。「帚木」冒頭文章と呼応して、中品の物語にいったんけりをつけた。



 ５． 若紫 (わかむらさき)

第一章　紫上の物語　若紫の君登場、三月晦日から初夏四月までの物語

第一段　三月晦日、加持祈祷のため、北山に出向く

若紫．１．１．１

■　瘧病わらはやみにわづらひP1たまひて1、よろづにまじなひ加持かぢなど参まゐらせたまへど2、しるしなくて、あまたたびおこりたまひければ、ある人3ひと、

◇　瘧病みに罹りなさって、いろいろと呪術や加持などして差し上げさせなさるが、効果がなくて、何度も発作がお起こりになったので、ある人が、

■　「北山きたやまになむ、なにがし寺でらといふ所ところに4、かしこき行おこなひ人びとはべる。

◇　「北山に、某寺という所に、すぐれた行者がございます。

■　去年こぞの夏なつも世よにおこりて、人ひとびとまじなひわづらひしを5、やがてとどむるたぐひ、あまたはべりき6。

◇　去年の夏も世間に流行して、人々がまじないあぐねたのを、たちどころに治した例が、多数ございました。

■　ししこらかしP2つる時ときはうたてはべるを7、とくこそ試こころみさせたまはめ8」

◇　こじらせてしまうと厄介でございますから、早くお試しあそばすとよいでしょう」

■　など聞きこゆればP3、召めしに遣つかはしたるに9、

◇　などと申し上げるので、呼びにおやりになったところ、

■　「老おいかがまりて、室むろの外とにもまかでず11」

◇　「老い曲がって、室の外にも外出いたしません」

■　と申まうしたれば12、

◇　と申したので、

■　「いかがはせむ。

◇　「しかたない。

■　いと忍しのびてものせむ13」

◇　ごく内密に行こう」

■　とのたまひて、御供おほむともにむつましき四し、五人ごにんばかりして、まだ暁あかつきにおはす。

◇　とおっしゃって、お供に親しい者四、五人ほど連れて、まだ夜明け前にお出かけになる。


P1 わづらひ--わ（わ/+つ〈朱〉）らひ

P2 ししこらかし--しゝこらう（う/＄か〈朱〉）し

P3 聞こゆれば--きこゆ（こゆ/＃こゆ＆〈朱墨〉）れは

1 【瘧病にわづらひたまひて】大島本「わらハやミに・わ（わ＋つ〈朱〉）らひ給て」とある。今から見れば明らかな「つ」の脱字であるが、大島本「若紫」にはもう１例「わらハやみにわ（わ＋つ〈朱墨〉）らひ侍る越」（12丁表２行）と「つ」の脱字がある。大島本「若紫」の親本には「わらひたまひて」とあったものか。それを忠実に書写しながらも「つ」の誤脱と考えて朱筆で後から補入したものであろう。大島本「若紫」の親本の性格と朱筆訂正を考える上で重要な事例となる。主語は源氏。以下、途中会話文を挿入して、「まだ暁におはす」まで、くどくどと経緯を述べた冒頭文である。空蝉や夕顔と会った翌年の春三月晦。

2 【参らせたまへど】「参ら」未然形（して差し上げる、謙譲の意を含む動詞）、使役の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形。受手（源氏）尊敬で、おさせなさるが、の意になる。

3 【ある人】以下会話文が挿入され、「など聞こゆれば」に係る。

4 【北山になむ、なにがし寺といふ所に】以下「試みさせたまはめ」まで、「ある人」の言葉。実際は「何々寺」と実名を言ったものを、語り手がおぼめかして表現したもの。古来鞍馬寺や何々寺かとモデルが詮索されてきたが、漠然と北山方面にある行者が住んでいる寺というぐらいの意。わざと読む人それぞれが勝手にイメージしたり想定したりするように配慮した語り方。係助詞「なむ」は「はべる」連体形に係る、係結びの法則。

5 【まじなひわづらひしを】過去の助動詞「し」連体形は「ある人」の身近な体験を語るニュアンス。

6 【あまたはべりき】過去の助動詞「き」終止形も同じく身近な体験を語るニュアンス。

7 【うたてはべるを】丁寧の補助動詞「はべる」連体形＋接続助詞「を」順接、原因理由を表す。やっかいでございますから。

8 【とくこそ試みさせたまはめ】係助詞「こそ」は推量の助動詞「め」已然形、適当の意に係る、係結びの法則。尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまは」未然形、二重敬語。会話文中の用例。

9 【召しに遣はしたるに】主語は源氏にもどる。源氏が「かしこき行ひ人」を。完了の助動詞「たる」連体形＋接続助詞「に」弱い順接。--すると。

10? 【老いかがまりて室の外にもまかてでず】「かしこき行ひ人」の言葉を、使者が伝える。

11 【まかでず】「まかづ」は「出る」の謙譲語。外出いたしません、というニュアンス。

12 【申したれば】主語は使者。完了の助動詞「たれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。この段は「たり」（完了の助動詞）を基調にして語られる。

13 【いかがはせむいと忍びてものせむ】源氏の詞。「ものせむ」は、行こう、の意。


若紫．１．１．２

■　やや深ふかう入いる所ところなりけり1。

◇　やや山深く入った所なのであった。

■　三月やよひのつごもりなれば2、京きゃうの花盛はなさかりはみな過すぎにけり。

◇　三月の晦日なので、京の花盛りはみな過ぎてしまっていた。

■　山やまの桜さくらはまだ盛さかりにて3、入いりもておはするままに4、霞かすみのたたずまひ5もをかしう見みゆれば6、かかるありさまもならひたまはず、所狭ところせき御身おほむみにて7、めづらしう思おぼされけり8。

◇　山の桜はまだ盛りで、入って行かれるにつれて、霞のかかった景色も趣深く見えるので、このような山歩きもご経験なく、窮屈なご身分なので、珍しく思われなさるのであった。


1 【やや深う入る所なりけり】場面は北山に変わる。断定の助動詞「なり」連用形＋過去の助動詞「けり」終止形。一転して簡潔な文章で情景描写も鮮明な表現へと変わる。

2 【三月のつごもりなれば】季節が語られる。三月晦、晩春の山景。

3 【京の花盛りはみな過ぎにけり山の桜はまだ盛りにて】「京の花」と「山の桜」とが対比された対句じたての文。完了の助動詞「に」連用形＋過去の助動詞「けり」終止形。『異本紫明抄』は引歌として、「里はみな散り果てにしを足引の山の桜はまだ盛りなりけり」（玉葉集春下二二七躬恒）を指摘する。

4 【入りもておはするままに】主語は源氏。「おはす」は「行く」の尊敬語。

5 【霞のたたずまひ】春の景物として霞が描かれる。

6 【をかしう見ゆれば】「をかしう見ゆれば」は「めづらしう思されけり」に続く。「かかるありさまも」から「御身にて」までは、源氏の体験や日常の生活状況を説明した挿入句。

7 【所狭き御身にて】断定の助動詞「に」連用形。

8 【めづらしう思されけり】「思さ」未然形は「思ふ」の尊敬表現。自発の助動詞「れ」連用形。過去の助動詞「けり」終止形。


若紫．１．１．３

■　寺てらのさまもいとあはれなり。

◇　寺の有様も実にしんみりと趣深い。

■　峰高みねたかく、深ふかき巖屋いはやP4の中なかにぞ、聖入ひじりいりゐたりける2。

◇　峰高く、深い岩屋の中に、聖は入っているのだった。

■　登のぼりたまひて、誰たれとも知しらせたまはず、いといたうやつれたまへれど、しるき御おほむさまなれば、

◇　お登りになって、誰ともお知らせなさらず、とてもひどく粗末な身なりをしていらっしゃるが、はっきり誰それと分かるご風采なので、


P4 巖屋--いは（は/+や）

1? 【巌屋の中にぞ】大島本は「いは（は＋屋）の中にそ」とあり、墨筆による「屋」の補入がある。『大成』は「やハ補入シテミセケチニセリ」と注す。確かにDVD-ROMでその箇所を拡大して見れば「屋」の文字上に朱色が確認できる。指摘どおりミセケチであれば後に削除したとなろう。またあるいは最初朱書したのを再度重ねて「屋」と墨書したものであっても補入の意義は変わらない。御物本と横山本は「いはのなかにそ」とある。

2 【聖入りゐたりける】大島本は「ゐ」と表記する。完了の助動詞「たり」連用形。過去の助動詞「ける」連体形、係助詞「ぞ」の係結びの法則。強調を表す。聖は岩屋の中に座っていたのであった、というニュアンス。源氏たち一行が見た描写。


若紫．１．１．４

■　「あな、かしこや2。

◇　「ああ、恐れ多いことよ。

■　一日ひとひ、召めしはべりしにやおはしますらむ3。

◇　先日、お召しになった方でいらっしゃいましょうか。

■　今いまは、この世よのことを思おもひたまへねば4、験方げんがたの行おこなひも捨すて忘わすれてはべるを5、いかで、かうおはしましつらむ6」

◇　今は、現世のことを考えておりませんので、修験の方法も忘れておりますのに、どうして、このようにわざわざお越しあそばしたのでしょうか」


1? 【登りたまひて誰とも知らせず】主語は源氏。

2 【あなかしこや】以下「おはしましつらむ」まで、聖の詞。

3 【召しはべりしにやおはしますらむ】「召しはべりし方にや」の意。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問の意、推量の助動詞「らむ」連体形に係る、係結びの法則。「おはします」は「おはす」よりさらに高い敬語表現。源氏の姿を眼前にしながら「らむ」（視界外推量）というのは、心理的距離感を表す。

4 【思ひたまへねば】謙譲の補助動詞「たまへ」未然形＋打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

5 【捨て忘れてはべるを】丁寧の補助動詞「はべる」連体形＋接続助詞「を」逆接。

6 【いかでかうおはしましつらむ】「おはします」は「おはす」より高い敬語表現。完了の助動詞「つ」終止形。推量の助動詞「らむ」連体形（原因推量）は、上に副詞「いかで」疑問の意があるので。


若紫．１．１．５

■　と、おどろき騒さわぎ、うち笑ゑみつつ見みたてまつる1。

◇　と、驚き慌てて、にっこりしながら拝する。

■　いと尊たふとき大徳だいとこなりけり2。

◇　まことに立派な大徳なのであった。

■　さるべきもの作つくりて、すかせたてまつり3、加持かぢなど参まゐるほど、日高ひたかくさし上あがりぬ。

◇　しかるべき薬を作って、お呑ませ申し、加持などして差し上げるうちに、日が高くなった。


1 【うち笑みつつ見たてまつる】主語は聖。源氏の姿を。

2 【いと尊き大徳なりけり】『首書源氏物語』は「地」といわゆる「草子地」であると指摘。『評釈』も「男君の美を認める目は持ち続けたこの老僧に、作者は、読者とともに讃辞を呈している」と注す。

3 【すかせたてまつり】『古典セレクション』は諸本に従って「すかせたてまつる」と終止形に改める。『集成』『新大系』は底本のまま。


第二段　山の景色や地方の話に気を紛らす

若紫．１．２．１

■　すこし立たち出いでつつ1見渡みわたしたまへば、高たかき所ところにて、ここかしこ、僧坊そうばうどもあらはに見みおろさるる2、ただこのつづら折をりの下しもに3、同おなじ小柴こしばなれど、うるはしくし渡わたして4、清きよげなる屋や、廊らうなど続つづけて、木立こだちいとよしあるは、

◇　少し外に出て見渡しなさると、高い所なので、あちこちに、僧坊どもがはっきりと見下ろされる、ちょうどこのつづら折の道の下に、同じような小柴垣であるが、きちんとめぐらして、こざっぱりとした建物に、廊などを建て続けて、木立がとても風情あるのは、


1 【すこし立ち出でつつ】主語は源氏。「つつ」は単に前件を後件につなぐ接続助詞。以下、再び長文が続く。ここは源氏一行の視点を通して語る。あたかもカメラの眼が移動しながら流れていくような描写である。

2 【見おろさるる】語り手と源氏の目とが一体化した表現。可能の助動詞「るる」連体形。

3 【ただこのつづら折の下に】以下「何人の住むにか」までを源氏の詞とみる説もある。

4 【うるはしくし渡して】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うるわしう」とウ音便形に改める。『新大系』は底本のまま。


若紫．１．２．２

■　「何人なにびとの住すむにか1」

◇　「どのような人が住んでいるのか」


1 【何人の住むにか】源氏の詞。しかし、前の文章との関係から、源氏の詞を間接話法的に要約したものか。直接話法ならば、「ただこのつづら折の下に」からを源氏の詞とすべきだが、やや冗長で、語り手の説明的な感じが交じる。いずれにしても、地の文と会話文とが融合したような文章が続き、最後にはっきりと会話文的な文があるというもの。地の文がだんだんとせりあがっていき、ついに本人の詞となるという表現法。「住む」連体形、断定の助動詞「に」連用形、係助詞「か」疑問の意。


若紫．１．２．３

■　と問とひたまへば、御供おほむともなる人1ひと、

◇　とお尋ねになると、お供である人が、


1 【御供なる人】断定の助動詞「なる」連体形。「御供人」といわず「御供なる人」とわざわざもってまわった言い方をしている。


若紫．１．２．４

■　「これなむ、なにがし僧都そうづの1、二年2籠ふたとせこもりはべる方かたにはべるなる3」

◇　「これが、某僧都が、二年間籠もっております所だそうでございます」


1 【これなむなにがし僧都の】以下「方にはべるなる」まで、供人の返事。榊原家本と池田本は「なにかしのそうつ」とある。実際には実名を答えているのであるが、語り手がそれを「なにがし」と言い換えた。係助詞「なむ」は「なる」連体形に係る、係結びの法則。

2 【二年】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「この二年」と改める。『新大系』は底本のままとする。

3 【籠もりはべる方にはべるなる】前者の「はべる」は丁寧の補助動詞、連体形。後者の「はべる」は丁寧の動詞、連体形＋伝聞推定の助動詞「なる」連体形、係結びの法則。


若紫．１．２．５

■　「心恥こころはづかしき人1住ひとすむなる所ところにこそあなれ2。

◇　「気おくれするほど立派な人が住んでいるという所だな。

■　あやしうも、あまりやつしけるかな。

◇　何とも、あまりに粗末な身なりであったなあ。

■　聞ききもこそすれ3」

◇　聞きつけたら困るな」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【心恥づかしき人】以下「聞きもこそすれ」まで、源氏の詞。「心恥づかし」はこちらが気おくれするほど相手が立派だ、の意。

2 【住むなる所にこそあなれ】マ四動詞「住む」終止形＋伝聞推定の助動詞「なる」連体形。「あなれ」の「あ」はラ変動詞「ある」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記＋伝聞推定の助動詞「なれ」已然形、係結びの法則。

3 【聞きもこそすれ】連語「もこそ」（助詞「も」＋係助詞「こそ」）懸念を表す。聞き付けられたら大変だ、困ったな、というニュアンス。サ変動詞「すれ」已然形。係結びの法則。


若紫．１．２．６

■　清きよげなる童わらはなどあまた出いで来きて、閼伽あかたてまつり、花折はなをりなどするもあらはに見みゆ。

◇　美しそうな童女などが、大勢出て来て、閼伽棚に水をお供えしたり、花を折ったりなどするのも、はっきりと見える。

若紫．１．２．７

■　「かしこに、女をむなこそありけれ1」

◇　「あそこに、女がいるぞ」

■　「僧都そうづは、よも、さやうには、据すゑたまはじを2」

◇　「僧都は、まさか、そのようには、囲って置かれまいに」


1 【かしこに女こそありけれ】以下「いかなる人ならむ」まで、供人たちの詞。係助詞「こそ」、過去の助動詞「けれ」已然形、詠嘆の意、係結び。山奥の僧坊に女人がいることに対する驚きのニュアンスを表す。

2 【僧都はよもさやうには据ゑたまはじを】副詞「よも」下に打消推量の語を伴って、まさか--まい、の意を表す。断定の助動詞「に」連用形。ワ下二動詞「据ゑ」連用形。尊敬の補助動詞「たまは」未然形。打消推量の助動詞「じ」連体形。接続助詞「を」逆接を表す。


若紫．１．２．８

■　「いかなる人ひとならむ1」

◇　「どのような女だろう」


1 【いかなる人ならむ】断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」連体形、推量の意。


若紫．１．２．９

■　と口々言くちぐちいふ。

◇　と口々に言う。

■　下おりて覗のぞくもあり。

◇　下りて覗く者もいる。

若紫．１．２．１０

■　「をかしげなる1女子をむなごども、若わかき人ひと、童女わらはべなむ見みゆる2」

◇　「きれいな女の子たちや、若い女房、童女が見える」

■　と言いふ。

◇　と言う。


1 【をかしげなる】以下「なむ見ゆる」まで、供人の詞。間接話法的にその要旨を述べたものか。『集成』は括弧を付けない。

2 【童女なむ見ゆる】係助詞「なむ」--ヤ下二動詞「見ゆる」連体形、係結びの法則。


若紫．１．２．１１

■　君きみは、行おこなひしたまひつつ1、日ひたくるままに2、いかならむと思おぼしたるを3、

◇　源氏の君は、勤行なさりながら、日盛りになるにつれて、どうだろうかとご心配なさるのを、


1 【行ひしたまひつつ】接続助詞「つつ」動作の並行を表す。--しながらの意。「いかならむと思したるを」に続く。

2 【日たくるままに】前に「日高くさし上がりぬ」とあった。時間の推移を表す。

3 【いかならむと思したるを】完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。接続助詞「を」弱い順接。


若紫．１．２．１２

■　「とかう紛まぎらはさせたまひて1、思おぼし入いれぬなむ2、よくはべる」

◇　「何かとお紛らわしあそばして、お気になさらないのが、よろしうございます」


1 【とかう紛らはさせたまひて】以下「なむよくはべる」まで、供人の詞。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形。二重敬語、会話文中の使用。

2 【思し入れぬなむ】打消の助動詞「ぬ」連体形。係助詞「なむ」は「はべる」連体形に係る、係結び。


若紫．１．２．１３

■　と聞きこゆれば1、後しりへの山やまに立たち出いでて、京きゃうの方かたを見みたまふ。

◇　と申し上げるので、後方の山に立ち出でて、京の方角を御覧になる。

■　はるかに霞かすみわたりて2、四方よもの梢こずゑそこはかとなう煙けぶりわたれるほど、

◇　遠くまで霞がかかっていて、四方の梢がどことなく霞んで見える具合、


1 【と聞こゆれば】ヤ下二「聞こゆれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。--ので。

2 【はるかに霞みわたりて】以下「あらじかし」までを、源氏の詞とみる説（待井『文法全解』）もある。地の文から会話文（源氏の発言）へと移っていく文章である。


若紫．１．２．１４

■　「絵ゑにいとよくも似にたるかな1。

◇　「絵にとてもよく似ているなあ。

■　かかる所ところに住すむ人ひと、心こころに思おもひ残のこすことはあらじかし2」

◇　このような所に住む人は、心に思い残すことはないだろうよ」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【絵にいとよくも似たるかな】以下「あらじかし」まで源氏の、源氏の詞。『古典セレクション』『新大系』はここから詞とする。一方『集成』は「かかる所に住む人」以下を源氏の詞とし、「絵にいとよくも似たるかな」は地の文と解し「「かな」は、普通地の文には使われないが、ここは、見渡している源氏の気持をそのまま地の文としたものであろう」と注す。この絵は大和絵。神護寺蔵山水屏風などが参考になる。

2 【あらじかし】ラ変「あら」未然形＋打消推量の助動詞「じ」終止形＋終助詞「かし」念押し、を表す。


若紫．１．２．１５

■　「これは、いと浅あさくはべり1。

◇　「これは、まことに平凡でございます。

■　人ひとの国くになどにはべる海うみ、山やまのありさまなどを御覧ごらんぜさせてP5はべらば2、いかに、御絵おほむゑいみじうまさらせたまはむ。

◇　地方などにございます海、山の景色などを御覧に入れましたならば、どんなにか、お絵も素晴らしくご上達あそばしましょう。

■　富士ふじの山やま、なにがしの嶽3たけ」

◇　富士の山、何々の嶽」


P5 させて--させ（せ/+て）

1 【これはいと浅くはべり】以下「なにがしの嶽」まで、供人の詞。

2 【御覧ぜさせてはべらば】使役の助動詞「させ」連用形＋接続助詞「て」＋丁寧の補助動詞「はべら」未然形＋接続助詞「ば」順接の仮定条件を表す。人をして（誰かが）源氏に（それらの景色を）御覧に入れさせましたならば、の意。

3 【富士の山なにがしの嶽】「なにがしの嶽」は、古来浅間山かとされる。とすると、いずれも当時は噴煙を上げていた活火山である。


若紫．１．２．１６

■　など、語かたりきこゆるもあり。

◇　などと、お話し申し上げる者もいる。

■　また西国1にしくにのおもしろき浦々うらうら、磯いその上うへを言いひ続つづくるもありて、よろづに紛まぎらはしP6きこゆ2。

◇　また、西国の美しい浦々や、海岸辺りについて話し続ける者もいて、何かとお気を紛らし申し上げる。


P6 紛らはし--まきゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）はし

1 【西国】底本の大島本には仮名表記で「にしくに」とある。

2 【紛らはしきこゆ】主語は供人。謙譲の補助動詞「きこゆ」終止形。


若紫．１．２．１７

■　「近ちかき所ところには1、播磨はりまの明石あかしの浦うらこそ、なほことにはべれ2。

◇　「近い所では、播磨国の明石の浦が、やはり格別でございます。

■　何なにの至いたり深ふかき隈くまはなけれど、ただ、海うみの面おもてを見みわたしたるほどなむ、あやしく異所ことどころに似にず、ゆほびかなるP7所ところにはべる。

◇　どこといって奥深い趣はないが、ただ、海の方を見渡しているところが、不思議と他の海岸とは違って、ゆったりと広々した所でございます。


P7 ゆほびかなる--ゆほひる（る/＃か）なる

1 【近き所には】以下「人になむはべりける」まで、供人の詞。その内容から良清と呼ばれる人。

2 【明石の浦こそなほことにはべれ】係助詞「こそ」--「はべれ」已然形、係結びの法則。強調の意。副詞「なほ」やはり。『古典セレクション』は「もともと名所だが、やはり格別で」と注す。「明石」は播磨国の歌枕。「あまさかる鄙（ひな）の長道（ながぢ）ゆ恋ひ来れば明石の門（と）より大和島見ゆ」（万葉集巻三）「ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ」（古今集、羇旅）などが有名。


若紫．１．２．１８

■　かの国くにの前さきの守かみ、新発意しぼちの、女むすめかしづきたる家1いへ、いといたしかし。

◇　あの国の前国司で、出家したての人が、娘を大切に育てている家は、まことにたいしたものです。

■　大臣だいじんのの後ちにて2、出いで立たちもすべかりける人ひとの3、世よのひがものにて、交まじらひもせず、近衛この中将4ゑのちゅうじゃうを捨すてて、申まうし賜たまはれりける司つかさP8なれど5、かの国くにの人ひとにもすこしあなづられて6、

◇　大臣の後裔で、出世もできたはずの人なのですが、たいそうな変わり者で、人づき合いをせず、近衛の中将を捨てて、申し出て頂戴した官職ですが、あの国の人にも少し馬鹿にされて、

■　『何なにの面目めいぼくにてか、また都みやこにも帰かへらむ7』

◇　『何の面目があって、再び都に帰られようか』

■　と言いひて、頭かしらも下おろしはべりにけるを8、すこし奥おくまりたる山住やまずみもせで、さる海うみづらに出いでゐたる9、ひがひがしきやうなれど、げに10、かの国くにのうちに、さも11、人ひとの籠こもりゐぬべき所々ところどころはありながら12、深ふかき里さとは、人離ひとばなれ心こころすごく、若わかき妻子さいしの思おもひわびぬべきにより13、かつは心こころをやれる住すまひになむはべる。

◇　と言って、剃髪してしまったのでございますが、少し奥まった山中生活もしないで、そのような海岸に出ているのは、間違っているようですが、なるほど、あの国の中に、そのように、人が籠もるにふさわしい所々は方々にありますが、深い山里は、人気もなくもの寂しく、若い妻子がきっと心細がるにちがいないので、一方では気晴らしのできる住まいでございます。


P8 司--つる（る/＄か〈朱〉）さ

1 【女かしづきたる家】完了の助動詞「たる」連体形、存続の意。娘を大切に育てているの意。娘の年齢に問題があるが、良清が求婚した経緯から、過去から今現在に続く話と解す。後に明石の御方と呼ばれる人。

2 【大臣の後にて】後に、源氏の祖父按察使大納言（母桐壺更衣の父親）の兄に当たる人であることが「明石」巻で判明する。しかし、この巻でその構想があれば、源氏の縁者にあたる人の噂を以下に語るように何の考慮せずに語ったろうか、不審。

3 【出で立ちもすべかりける人の】サ変「す」終止形＋推量の助動詞「べかり」連用形、可能＋過去の助動詞「ける」連体形、格助詞「の」主格を表す。できたはずの人がの意。「世のひがものにて」を挿入句として、以下の文の総主語のような形になっている。いかにも会話文的表現である。

4 【近衛の中将】従四位下相当の官職。若い貴公子の京官（太政官）出世コース。一方、播磨守は従五位上相当の地方官（受領）。ただし、大国であり、物質的利益には大変に恵まれた国。実益は大いに期待できる。

5 【申し賜はれりける司なれど】主語は「かの国の前の守」。「申し」連用形、謙譲語、「賜はれ」已然形、謙譲語、完了の助動詞「り」連用形、過去の助動詞「ける」連体形。断定の助動詞「なれ」已然形＋接続助詞「ど」逆接の確定条件を表す。自分から申し出て頂戴した官職であるが、の意。

6 【かの国の人にもすこしあなづられて】係助詞「も」同類を表す。都の人のみならず明石の住人からも。受身の助動詞「られ」連用形。

7 【何の面目にてかまた都にも帰らむ】前播磨守の詞を引用。「何の--か--帰らむ」は反語表現。再び都には帰れないの意。

8 【頭も下ろしはべりにけるを】丁寧の補助動詞「はべり」連用形、完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「ける」連体形、接続助詞「を」逆接を表す。髪を下ろしてしまった、すなわち出家してしまった、のでございますが、の意。

9 【さる海づらに出でゐたる】完了の助動詞「たる」連体形。上文を受け、それは、と下文に続ける。

10 【げに】語り手の入道の出家生活に納得する気持ち。

11 【さも】「さ」は「すこし奥まりたる山住み」をさす。

12 【籠もりゐぬべき所々はありながら】完了の助動詞「ぬ」終止形、確述＋推量の助動詞「べき」連体形、適当の意。籠もってしまうに相応しい所々はのニュアンス。

13 【思ひわびぬべきにより】完了の助動詞「ぬ」終止形、確述、推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。格助詞「に」起点を表す、ラ四「より」連用形。きっと心細がるにちがいないことによって、の意。


若紫．１．２．１９

■　先さいつころ、まかり下くだりてはべりしついでに、ありさま見みたまへに寄よりてはべりしかば1、京きゃうにてこそ2所得ところえぬやうなりけれ、そこらP9はるかに3、いかめしう占しめて造つくれるさま、さは言いへど4、国くにの司つかさにてし置おきけることなれば、残のこりの齢よはひゆたかに経ふべき心構こころがまへも、二になくしたりけり。

◇　最近、下向いたしました機会に、様子を拝見するために立ち寄ってみましたところ、都でこそ不遇のようでしたが、はなはだ広々と、豪勢に占有して造っている様子は、そうは言っても、国司として造っておいたことなので、余生を豊かに過ごせる準備も、またとなくしているのでした。

■　後のちの世よの勤つとめも、いとよくして、なかなか法師ほふしまさりしたる人ひとになむはべりける」

◇　後世の勤行も、まことによく勤めて、かえって出家して人品が上がった人でございました」

■　と申まうせば、

◇　と申し上げると、


P9 そこら--そこえ（え/＃ら）

1 【見たまへに寄りてはべりしかば】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、格助詞「に」動作の目的を表す。拝見するためにの意。過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」--したところ、--であった、という構文。

2 【京にてこそ】係助詞「こそ」は「やうなりけれ」已然形に係るが、係結びの逆接用法で、下文に続く。

3 【そこらはるかに】『新大系』は「見渡す限りいっぱい大規模に土地を所有して造営しているさまは、の意。長者屋敷の感じがある」と注す。

4 【さは言へど】「さ」は「かの国の人にもすこしあなづられ」をさす。


若紫．１．２．２０

■　「さて、その女むすめは1」

◇　「ところで、その娘は」

■　と、問とひたまふ。

◇　と、お尋ねになる。


1 【さてその女は】源氏の問い。接続詞「さて」話題転換を表す。


若紫．１．２．２１

■　「けしうはあらず1、容貌かたち、心こころばせなどはべるなり。

◇　「悪くはありません、器量や、気立てなども結構だということでございます。

■　代々だいだいの国くにの司つかさなど3、用意よういことにして、さる心こころばへ見みすなれど4、さらにうけひかず5。

◇　代々の国司などが、格別懇ろな態度で、結婚の申し込みをするようですが、全然承知しません。

■　『我わが身みのかくいたづらに6沈しづめるだにあるを7、この人ひとひとりにこそあれ8、思おもふさまことなり9。

◇　『自分の身がこのようにむなしく落ちぶれているのさえ無念なのに、この娘一人だけだが、特別に考えているのだ。

■　もし我われに後おくれてその志こころざしとげず、この思おもひおきつる宿世違すくせたがはば、海うみに入いりね10』

◇　もし、わたしに先立たれて、その素志を遂げられず、わたしの願っていた運命と違ったならば、海に入ってしまえ』

■　と、常つねに遺言ゆいごんP10しおきてはべるなる11」

◇　と、いつも遺言をしているそうでございます」


P10 遺言--*ゆいこ

1 【けしうはあらず】以下「遺言しおきてはべるなる」まで、良清の答え。

2? 【けしうはあらす容貌心ばせなどはべるなり】「はべる」連体形（ラ変型活用）＋伝聞推定の助動詞「なり」終止形。『例解古語辞典』ではこの例文をあげて「明石の入道という人物の娘の話を、光源氏に、家来が申しあげていることば。娘の容貌などが「けしうはあらず」とか、父入道が「遺言しおきて侍る」とかいうことは、直接知っていることではなくて、女房などからの話などで得ているものだということが、それぞれ「なり」「なる」を添えるということで明らかにされている。話し手はこれで責任のがれにもなるわけである。もし、「けしうはあらず侍り」とか、「遺言しおきて侍る」とか言えば、ことばの上では、直接知っている事がらと理解され、その言に責任をおわされてもやむをえないはずのところ」と解説する。「容貌心ばせなどけしうはあらずはべるなり」の倒置表現。

3 【代々の国の司など】明石入道が国司を辞して後、播磨国の国司が二、三代交替する。国司の任期は四年だが必ずしも任期満了とは限らない。

4 【さる心ばへ見すなれど】「さる心ばへ」とは求婚の意志をいう。伝聞推定の助動詞「なれ」已然形。

5 【さらにうけひかず】副詞「さらに」は打消の助動詞「ず」終止形と呼応して、全然承知しないの意。

6 【我が身のかくいたづらに】以下「海に入りね」まで、前国司の詞を引用。

7 【我が身のかくいたづらに沈めるだにあるを】連語「だにある」は副助詞「だに」＋ラ変「ある」連体形の形。「ある」の前に無念であるなど語が省略されている形。落ちぶれているのさえ無念であるのに、の意。『新大系』は「明石巻、さらには若菜巻で明かされる大きな構想が早くもここにあるらしい」と指摘。しかし、それにしては明石の君の年齢や明石の入道の系譜などの点で不自然さがある。

8 【この人ひとりにこそあれ】前の副助詞「だに」を受けて、「まして」の気持ちが加わる。「この人」は娘をさす。子供はこの娘一人だの意。期待するところの大きさをいう。『集成』『新大系』はこの文を、前後読点で、はさみ込まれた挿入句のごとく解す。『完訳』は前後句点で、独立した一文と解すが、『古典セレクション』では読点に改める。

9 【思ふさまことなり】断定の助動詞「なり」終止形。

10 【宿世違はば海に入りね】「違は」未然形＋接続助詞「ば」仮定条件を表す。完了の助動詞「ね」命令形。

11 【しおきてはべるなる】丁寧の補助動詞「はべる」連体形（ラ変型活用）＋伝聞推定の助動詞「なる」連体形。連体中止法、余情表現。まだ話の続きがあるというニュアンス。


若紫．１．２．２２

■　と聞きこゆれば、君きみもをかしと聞ききたまふ。

◇　と申し上げると、源氏の君もおもしろい話だとお聞きになる。

■　人ひとびと、

◇　供人たちは、

若紫．１．２．２３

■　「海龍王かいりゅわうの后きさきになるべきいつき女むすめななり1」

◇　「きっと海龍王の后になる大切な娘なのだろう」

■　「心高こころたかさ苦くるしや2」

◇　「気位いの高いことも、困ったものだね」

■　とて笑わらふ。

◇　と言って笑う。


1 【海龍王の后になるべきいつき女ななり】供人の詞。海龍王の后とは、からかった表現。「ななり」は断定の助動詞「なる」連体形「る」が撥音便化しさらに無表記形（ラ変型活用）＋伝聞推定の助動詞「なり」終止形。大切な娘なのでしょうの意。

2 【心高さ苦しや】「人びと」とあるので、別人の詞とみる。「苦しや」について『集成』と『古典セレクション』は「つらいものよ」と解す。『新大系』は「厄介なことよ」と解す。


若紫．１．２．２４

■　かく言いふは、播磨守はりまの子かみの、蔵人このくらうどより、今年ことし、かうぶり得えたるなりけり1。

◇　このように話すのは、播磨守の子で、六位蔵人から、今年、五位に叙された者なのであった。


1 【かく言ふは播磨守の子の蔵人より今年かうぶり得たるなりけり】「須磨」巻で良清という名であることがわかる。六位蔵人から従五位下に叙された。『湖月抄』は「草子地」と注す。


若紫．１．２．２５

■　「いと好すきたる者ものなれば1、かの入道にふだうの遺言破ゆいごんやぶりつべき心こころはあらむかし2」

◇　「大変な好色者だから、あの入道の遺言をきっと破ってしまおうという気なのだろうよ」

■　「さて、たたずみ寄よるならむ3」

◇　「それで、うろうろしているのだろう」


1 【いと好きたる者なれば】以下「さてたたずみ寄るならむ」まで、供人たちの詞。断定の助動詞「なれ」＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。--なので。--だから。

2 【破りつべき心はあらむかし】連語「つべき」（完了の助動詞「つ」終止形、確述の意＋推量の助動詞「べき」連体形、当然の意）確実な推量を表す。きっと--するにちがいない。ラ変「あら」未然形＋推量の助動詞「む」終止形＋終助詞「かし」念押し。

3 【さてたたずみ寄るならむ】接続詞「さて」それで。「たたずみ寄る」連体形＋断定の助動詞「なら」未然形＋推量の助動詞「む」終止形。それで、うろうろしているのであろう。


若紫．１．２．２６

■　と言いひあへり。

◇　と言い合っている。

若紫．１．２．２７

■　「いで、さ言いふとも1、田舎いなかびたらむ2。

◇　「いやもう、そうは言っても、田舎びているだろう。

■　幼をさなくよりさる所ところに生おひ出いでて、古ふるめいたる親おやにのみ従したがひたらむは3」

◇　幼い時からそのような所に成長して、古めかしい親にばかり教育されていたのでは」


1 【いでさ言ふとも】以下「従ひたらむは」まで、供人の詞。『集成』は「いでや、さいふとも」と本文を改め、『古典セレクション』は「いで、なにしに。さいふとも」と本文を改める。『新大系』は底本のままとする。感動詞「いで」さあ、いやもう。

2 【田舎びたらむ】バ上二「田舎び」連用形＋完了の助動詞「たら」未然形＋推量の助動詞「む」終止形。

3 【親にのみ従ひたらむは】副助詞「のみ」限定・強調、完了の助動詞「たら」未然形＋推量の助動詞「む」連体形＋終助詞「は」詠嘆の意、また「従ひたらむは、田舎びたらむ」という倒置法による係助詞「は」とも解せる。


若紫．１．２．２８

■　「母ははこそゆゑあるべけれ1。

◇　「母親はきっと由緒ある家の出なのだろう。

■　よき若人わかうど、童わらはなど、都みやこのやむごとなき所々ところどころより、類るいにふれて尋たづねとりて、まばゆくこそもてなすなれ2」

◇　美しい若い女房や、童女など、都の高貴な家々から、縁故を頼って探し集めて、眩しく育てているそうだ」


1 【母こそゆゑあるべけれ】以下「もてなすなれ」まで、良清の詞。係助詞「こそ」、ラ変「ある」連体形＋推量の助動詞「べけれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンス。

2 【まばゆくこそもてなすなれ】係助詞「こそ」、「もてなす」終止形＋伝聞推定の助動詞「なれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンス。


若紫．１．２．２９

■　「情なさけなき人ひとなりて行ゆかば1、さて心安こころやすくてしも、え置おきたらじをや2」

◇　「心ない人が国司になって赴任して行ったら、そんなふうに安心して、置いておけないのでは」


1 【情けなき人なりて行かば】御物本は「人に（に−補入）なりて（て−ミセケチ）ゆかは」、横山本、榊原家本、三条西家本は「人になりてゆかは」、池田本は「人になりて（て−ミセケチ）ゆかは」、肖柏本は「人に成ゆかは」とある。河内本も七毫源氏と鳳来寺本は「人になりゆかは」、高松宮家本と尾州家本は「人になりてゆかは」、河内本の大島本は「人なりてゆかは」とある。『集成』は「人になりてゆかば」に本文を改め、「娘が風情のない人間に育っていったなら」と解し、同じ供人の詞とする。『古典セレクション』『新大系』は「人なりてゆかば」で、「心ない人が国司になって赴任したら」と解す。

2 【え置きたらじをや】副詞「え」は打消推量の助動詞「じ」終止形と呼応して不可能の意を表す。連語「をや」（間投助詞「を」詠嘆＋間投助詞「や」詠嘆）強い感動を表す。


若紫．１．２．３０

■　など言いふもあり。

◇　などと言う者もいる。

■　君きみ、

◇　源氏の君は、

若紫．１．２．３１

■　「何心なにごころありて1、海うみの底そこまで深ふかう思おもひ入いるらむ2。

◇　「どのような考えがあって、海の底まで深く思い込んでいるのだろうか。

■　底そこの

◇　海底の

■　「みるめ3」

◇　「海松布」

■　も、S1ものP11むつかしうS1」

◇　も何となく見苦しい」


S1 海人の住む底のみるめも恥づかしく磯に生ひたるわかめをぞ摘む（出典未詳、源氏釈所引）

P11 もの--も（も/＃）もの

S1 海人の住む底のみるめも恥づかしく磯に生ひたるわかめをぞ摘む（出典未詳、源氏釈所引）

1 【何心ありて】以下「ものむつかしう」まで、源氏の詞。

2 【海の底まで深う思ひ入るらむ】「深う」連用形「く」のウ音便形。ラ四「入る」終止形＋推量の助動詞「らむ」終止形、原因推量の意。なぜ--なのだろうか。

3 【底のみるめ】「みるめ」に「見る目」と「海松布」を掛ける。ちゃかした言い方。


若紫．１．２．３２

■　などのたまひて、ただならずP12思おぼしたり。

◇　などとおっしゃって、少なからず関心をお持ちになっている。

■　かやうにても1、なべてならず、もてひがみたること好このみたまふ御心みこころなれば2、御耳おほむみみとどまらむをや3、と見みたてまつる。

◇　このような話でも、普通以上に、一風変わったことをお好みになるご性格なので、お耳を傾けられるのだろう、と拝見する。


P12 ただならず--たゝなら△（△/＃す）

1 【かやうにても】以下「とどまらむをや」まで、供人の心中。

2 【もてひがみたること好みたまふ御心なれば】『古典セレクション』は「風変りを好む性癖があるとして、語り手が源氏の関心を強調する」と注す。

3 【御耳とどまらむをや】推量の助動詞「む」終止形＋連語「をや」（間投助詞「を」詠嘆＋間投助詞「や」詠嘆）強い感動を表す。


若紫．１．２．３３

■　「暮くれかかりぬれど、おこらせたまはずなりぬるにこそはあめれ2。

◇　「暮れかけてきましたが、ご発作がおこりあそばさなくなったようでございます。

■　はや帰かへらせたまひなむ3」

◇　早くお帰りあそばされのがよいでしょう」


1? 【暮かかりぬれど】以下「帰らせたまひなむ」まで、供人の詞。完了の助動詞「ぬれ」已然形＋接続助詞「ど」逆接おw表す。

2 【おこらせたまはずなりぬるにこそはあめれ】「せたまは」は尊敬の助動詞「せ」連用形＋「尊敬の補助動詞「たまは」未然形の最高敬語、会話文中の使用。打消の助動詞「ず」連用形。ラ四「なり」連用形、完了の助動詞「ぬる」連体形、格助詞「に」動作の帰着を表す。係助詞「こそ」、係助詞「は」、「あめれ」はラ変「ある」連体形「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量の意、係結びの法則。強調のニュアンス。

3 【はや帰らせたまひなむ】副詞「はや」。「たまひ」は尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、二重敬語。「なむ」は完了の助動詞「な」未然形＋推量の助動詞「む」終止形、適当の意。


若紫．１．２．３４

■　とあるを、大徳1だいとこ、

◇　と言うのを、大徳は、


1 【とあるを大徳】ラ変「ある」連体形＋格助詞「を」目的格を表す。


若紫．１．２．３５

■　「御おほむもののけP13など1、加くははれるP14さまにおはしましけるを、今宵こよひは、なほ静しづかに加持かぢなど参まゐりて、出いでさせたまへ2」

◇　「おん物の怪などが、憑いている様子でいらっしゃいましたが、今夜は、やはり静かに加持などをなさって、お帰りあそばされませ」

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。


P13 御もののけ--御もの（の/+の）け

P14 加はれる--くはら（ら/＄は〈朱〉）れる

1 【御もののけなど】以下「いでさせたまへ」まで、行者（大徳）の詞。

2 【加持など参りて出でさせたまへ】「参り」は尊敬語。加持などを奉仕させる、加持などなさる。「させたまへ」は尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」命令形、二重敬語。


若紫．１．２．３６

■　「さもあること1」

◇　「それも、もっともなこと」

■　と、皆人申みなひとまうす。

◇　と、供人皆が申し上げる。

■　君きみも、かかる旅寝たびねも慣ならひたまはねば2、さすがにをかしくて、

◇　源氏の君も、このような旅寝もご経験ないことなので、何と言っても興味があって、


1 【さもあること】供人の詞。

2 【慣らひたまはねば】尊敬の補助動詞「たまは」未然形、打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


若紫．１．２．３７

■　「さらば暁あかつきに1」

◇　「それでは、早朝に」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【さらば暁に】源氏の詞。以下に「帰らむ」などの語句が省略。行者や供人の言葉に同意する。「さらば」接続詞、それならばの意。


第三段　源氏、若紫の君を発見す

若紫．１．３．１

■　人ひとなくて1、つれづれなれば、夕暮ゆふぐれのいたう霞かすみP15たるに紛まぎれて、かの小柴垣こしばがきのほどに2立たち出いでたまふ。

◇　人もいなくて、何もすることがないので、夕暮のたいそう霞わたっているのに紛れて、あの小柴垣の付近にお立ち出でになる。

■　人ひとびとは帰かへしたまひて3、惟光朝臣これみつのあそむと4覗のぞきたまへば、ただこの西面にしおもてにしも5、仏据ほとけすゑたてまつりて行おこなふ、尼あまなりけり6。

◇　供人はお帰しになって、惟光朝臣とお覗きになると、ちょうどこの西面に、仏を安置申して勤行している、それは尼なのであった。

■　簾すだれすこし上あげて、花はなたてまつるめり7。

◇　簾を少し上げて、花を供えているようである。

■　中なかの柱はしらに寄よりゐて、脇息けふそくの上うへに経きゃうを置おきて、いとなやましげに読よみゐたる尼君あまぎみ、ただ人びと見とみえず。

◇　中の柱に寄り掛かって座って、脇息の上にお経を置いて、とても大儀そうに読経している尼君は、普通の人とは見えない。

■　四十余しじふよばかりにて、いと白しろうあてに、痩やせたれど、つらつきふくらかに、まみのほど、髪かみのうつくしげにそがれたる末すゑも、なかなか長ながきよりもこよなう今いまめかしきものかなと、あはれに見みたまふ8。

◇　四十過ぎくらいで、とても色白で上品で、痩せてはいるが、頬はふっくらとして、目もとのぐあいや、髪がきれいに切り揃えられている端も、かえって長いのよりも、この上なく新鮮な感じだなあ、と感心して御覧になる。


P15 霞み--かす（す/+み〈朱〉）

1 【人なくて】大島本と伏見天皇本は「人なくて」とある。他の青表紙本諸本は「日もいとなかきに」とある。『評釈』『集成』『古典セレクション』等は「日もいと長きに」と本文を改める。『新大系』は「人なくて」のまま、「相手になる人もなくて」と注す。

2 【かの小柴垣のほどに】前に「同じ小柴なれどうるはしくし渡して」とあったのをさす。『集成』『古典セレクション』は「かの小柴垣のもとに」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【人びとは帰したまひて】供人を京に帰す。

4 【惟光朝臣と】榊原家本、池田本、三条西家本は「これみつはかり御ともにて」とある。河内本も「惟光はかり御ともにて」とある。源氏の乳母子。「夕顔」巻に初出。

5 【ただこの西面にしも】以下、源氏の目を通して語られる叙述。

6 【仏据ゑたてまつりて行ふ尼なりけり】『集成』『古典セレクション』は「持仏すゑたてまつりて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。「行ふ」連体形は、間合いを置いて下文に続く。それは、--なのであったという構文。断定の助動詞「なり」連用形、過去の助動詞「けり」終止形、詠嘆の意。源氏の目を通して語られた描写。驚きの気持ち。敬語が省略され臨場感がある。『首書源氏物語』所引或抄は「地よりことはりたる也」と注す。『完訳』は「源氏の視覚にもとづく推量。「けり」「めり」「見えず」は源氏の視線にそう表現。「あはれに見たまふ」などは語り手を通した表現。両様の視点の重層によって、かいま見の奥行が深められる」と注す。

7 【花たてまつるめり】推量の助動詞「めり」終止形、視界内推量。源氏の主観的推量のニュアンス。

8 【とあはれに見たまふ】源氏の視点から語り手の視点に戻る。


若紫．１．３．２

■　清きよげなる大人1二人おとなふたりばかり、さては童女わらはべぞ出いで入いり遊あそぶ2。

◇　小綺麗な女房二人ほど、他には童女が出たり入ったりして遊んでいる。

■　中なかに十とをばかりやあらむとP16見みえて3、白しろき衣きぬ、山吹やまぶきなどの萎なえたる4着きて、走はしり来きたる女子をむなご、あまた見みえつる子こどもに似にるべうもあらず、いみじく生おひさき見みえて、うつくしげなる容貌かたちなり。

◇　その中に、十歳くらいかと見えて、白い袿の上に、山吹襲などの、糊気の落ちた表着を着て、駆けてきた女の子は、大勢見えた子供とは比べものにならず、たいそう将来性が見えて、かわいらしげな顔かたちである。

■　髪かみは扇あふぎを広ひろげたるやうにゆらゆらとして、顔かほはいと赤あかくすりなして立たてり。

◇　髪は扇を広げたようにゆらゆらとして、顔はとても赤く手でこすって立っている。


P16 あらむと--あらむ（む/+と〈朱〉）

1 【清げなる大人】以下、再び源氏の目を通して語られる描写。

2 【さては童女ぞ出で入り遊ぶ】接続詞「さては」そして、その他には。係助詞「ぞ」「遊ぶ」連体形、係結びの法則。

3 【中に十ばかりやあらむと見えて】後の紫の上の初登場。

4 【萎えたる】『集成』は「なれたる」と本文を改め「糊気の落ちた表着を着て。ふだん着の感じである」と注し、『完訳』は「萎えたる」とし「「萎ゆ」は糊気が落ちる意」と注す。


若紫．１．３．３

■　「何なにごとぞや1。

◇　「どうしたの。

■　童女わらはべと腹立はらだちたまへるか」

◇　童女とけんかをなさったのですか」


1 【何ごとぞや】以下「腹立ちたまへるか」まで、尼君の詞。


若紫．１．３．４

■　とて、尼君あまぎみの見上みあげたるに1、すこしおぼえたるところあれば、

◇　と言って、尼君が見上げた顔に、少し似ているところがあるので、

■　「子こなめり2」

◇　「その子どもなのだろう」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1 【とて尼君の見上げたるに】尼君が紫の君を見上げる。紫の君は立っているので、座っている尼君よりも背が高い。格助詞「に」対象を示す。見上げた顔に、少女の顔が少し似ている、という文意。

2 【子なめり】「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形「る」が撥音便化しさらに無表記＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量を表す。源氏の推測である。


若紫．１．３．５

■　「雀すずめの子こを1犬君いぬきが逃にがしつる2。

◇　「雀の子を、犬君が逃がしちゃったの。

■　伏籠ふせごのうちに籠こめたりつるものを3」

◇　伏籠の中に、閉じ籠めておいたのに」


1 【雀の子を】以下「籠めたりつるものを」まで、紫の君の詞。

2 【犬君が逃がしつる】童女の名。完了の助動詞「つる」連体形、連体中止法。余意余情表現。

3 【籠めたりつるものを】完了の助動詞「たり」連用形、存続の意＋完了の助動詞「つる」連体形、完了の意＋終助詞「ものを」。ずっと閉じ籠めておいたのになあ、の意。


若紫．１．３．６

■　とて、いと口惜くちをしと思おもへり。

◇　と言って、とても残念がっている。

■　このゐたる大人1おとな、

◇　ここに座っていた女房が、


1 【このゐたる大人】少納言の乳母。後から名が明かされる。


若紫．１．３．７

■　「例れいの、心こころなしの1、かかるわざをして、さいなまるるこそ、いと心こころづきなけれ2。

◇　「いつもの、うっかり者が、このようなことをして、責められるとは、ほんと困ったことね。

■　いづ方かたへかまかりぬる3。

◇　どこへ飛んで行ってしまいましたか。

■　いとをかしう、やうやうなりつるものを4。

◇　とてもかわいらしく、だんだんなってきましたものを。

■　烏からすなどもこそ見みつくれ5」

◇　烏などが見つけたら大変だわ」


1 【例の心なしの】以下「見つくれ」まで、少納言乳母の詞。格助詞「の」主格を表す。

2 【さいなまるるこそいと心づきなけれ】受身の助動詞「るる」連体形。係助詞「こそ」「心づきなけれ」已然形、係結びの法則。

3 【いづ方へかまかりぬる】係助詞「か」疑問、完了の助動詞「ぬる」連体形、係結びの法則。

4 【いとをかしうやうやうなりつるものを】「やうやういとをかしうなりつるものを」という文を「いとをかしう」を強調した倒置表現。完了の助動詞「つる」連体形、完了の意＋終助詞「ものを」。

5 【烏などもこそ見つくれ】係助詞「も」＋係助詞「こそ」--カ下二「見つくれ」已然形、危惧の念を表す。烏などが見つけたら大変だ。


若紫．１．３．８

■　とて、立たちて行ゆく。

◇　と言って、立って行く。

■　髪かみゆるるかにP17いと長ながく、めやすき人ひとなめり1。

◇　髪はゆったりととても長く、見苦しくない女のようである。

■　少納言せうなごんの乳母めのととこそ人言ひといふめるは、この子この後見うしろみなるべし2。

◇　少納言の乳母と皆が呼んでいるらしい人は、この子のご後見役なのだろう。


P17 髪ゆるるかに--かみの（の/＄ゆ）るゝかに

1 【めやすき人なめり】源氏の視覚を通じて語る描写。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形＋推量の助動詞「めり」主観的推量を表す。

2 【少納言の乳母とこそ人言ふめるはこの子の後見なるべし】源氏の推量。物語には語られていないが、周囲の人たちがこの人を少納言の乳母と呼んでいるのを源氏は耳にしていて、今眼前の人をその人かと判断した。係助詞「こそ」は結びの流れ。断定の助動詞「なる」連体形＋推量の助動詞「べし」終止形は、源氏の推測。なお大島本のみ「とこそ」とある。『集成』『古典セレクション』共に諸本に従って「とぞ」と本文を改める。『新大系』は底本のままとする。


若紫．１．３．９

■　尼君あまぎみ、

◇　尼君が、

■　「いで、あな幼をさなや1。

◇　「何とまあ、幼いことよ。

■　言いふかひなうものしたまふかな。

◇　聞き分けもなくいらっしゃることね。

■　おのが、かく2、今日明日けふあすにおぼゆる命いのちをば、何なにとも思おぼしたらで、雀慕すずめしたひたまふほどよ。

◇　わたしが、このように、今日明日にも思われる寿命を、何ともお考えにならず、雀を追いかけていらっしゃることよ。

■　罪得つみうることぞと3、常つねに聞きこゆるを、心憂こころうく4」

◇　罪を得ることですよと、いつも申し上げていますのに、情けなく」

■　とて、

◇　と言って、

■　「こちや5」

◇　「こちらへ、いらっしゃい」

■　と言いへば、ついゐたり6。

◇　と言うと、ちょこんと座った。


1 【いであな幼や】以下「心憂く」まで、尼君の詞。感動詞「いで」何とまあ。形容詞「幼し」の語幹＋間投助詞「や」詠嘆の意。

2 【おのがかく】『新大系』は「重々しい尼君らしい言い方。夕顔巻に出てきた物の怪が「おのがいとめでたしと見たてまつるをば尋ね思ほさで」と言うのと似るところがある言いざまである」と注す。

3 【罪得ることぞと】生き物を捕えることは仏教の教えからは罪に当る。

4 【常に聞こゆるを心憂く】接続助詞「を」逆接で続ける。--なのに、残念なことです。

5 【こちや】尼君の詞。間投助詞「や」詠嘆。

6 【ついゐたり】主語は紫の君。完了の助動詞「たり」終止形。膝をついて座った、の意。


若紫．１．３．１０

■　つらつきいとらうたげにて、眉まゆのわたりうちけぶり1、いはけなくかいやりたる額ひたひつき、髪かむざし、いみじううつくし。

◇　顔つきがとてもかわいらしげで、眉のあたりがほんのりとして、子供っぽく掻き上げた額つきや、髪の生え際は、大変にかわいらしい。

■　「ねびゆかむさまゆかしき人ひとかな2」

◇　「成長して行くさまが楽しみな人だなあ」

■　と、目めとまりたまふ。

◇　と、お目がとまりなさる。

■　さるは3、

◇　それと言うのも、

■　「限かぎりなう心こころを尽つくしきこゆる人ひとに4、いとよう似にたてまつれるが、まもらるるP18,5なりけり」

◇　「限りなく心を尽くし申し上げている方に、とてもよく似ているので、目が引きつけられるのだ」

■　と、思おもふにも涙なみだぞ落おつる6。

◇　と、思うにつけても涙が落ちる。


P18 まもらるる--*まもらる戻る

1 【眉のわたりうちけぶり】成人女性の引き眉ではなくまだ剃り落してない眉毛の様。

2 【ねびゆかむさまゆかしき人かな】源氏の感想。

3 【さるは】接続詞「さるは」下の文や句が補足的説明をする。それと言うのも。語り手の、その実は、という文脈。少女の将来像を想像すると、それが自然と藤壺の姿に重なってくるという意識の流れ。地の文からスライドして源氏の心内に立ち入った語り口。

4 【限りなう心を尽くしきこゆる人に】藤壺をさす。以下、源氏の心内。

5 【まもらるる】大島本のみ「まもらる」とある。断定の助動詞「なり」連用形が下接するので、「まもらるる」と連体形に本文を改める。ラ四「まもら」未然形＋自発の助動詞「るる」連体形。過去の助動詞「けり」終止形、詠嘆の意。自らそうだったからなのだなあと気づくニュアンス。

6 【思ふにも涙ぞ落つる】係助詞「も」強調のニュアンス。係助詞「ぞ」--タ上二「落つる」連体形、係結びの法則。強調のニュアンス。


若紫．１．３．１１

■　尼君あまぎみ、髪かみをかき撫なでつつ、

◇　尼君が、髪をかき撫でながら、

■　「梳けづることをうるさがりたまへど1、をかしの御髪みぐしや。

◇　「梳くことをお嫌がりになるが、美しい御髪ですね。

■　いとはかなうものしたまふこそ、あはれにうしろめたけれ。

◇　とても子供っぽくいらっしゃることが、かわいそうで心配です。

■　かばかりになれば、いとかからぬ人ひともあるものを。

◇　これくらいの年になれば、とてもこんなでない人もありますものを。

■　故姫君こひめぎみは2、十とをばかりにて3殿とのに後おくれたまひしほど4、いみじうものは思おもひ知しりたまへりしぞかし。

◇　亡くなった母君は、十歳程で父殿に先立たれなさった時、たいそう物事の意味は弁えていらっしゃいましたよ。

■　ただ今いま、おのれ見捨みすてたてまつらば5、いかで世よにおはせむとすらむ6」

◇　この今、わたしがお残し申して逝ってしまったら、どのように過ごして行かれるおつもりなのでしょう」


1 【梳ることをうるさがりたまへど】以下「おはせむとすらむ」まで、尼君の詞。

2 【故姫君は】自分の娘でありまた幼い紫の君の母君をさしていう。当時は自分の娘に対しても「君」「たまふ」などと敬語を使う。

3 【十ばかりにて】榊原家本、肖柏本、三条西家本と書陵部本は「十二にて」とある。池田本は「十二（二、ミセケチ、はかりト訂正）にて」とある。御物本と横山本が大島本と同文。河内本も「とをはかりにて」とある。

4 【殿に後れたまひしほど】尼君の夫。故姫君の父親。紫の君の祖父。

5 【おのれ見捨てたてまつらば】謙譲の補助動詞「たてまつら」未然形＋接続助詞「ば」仮定条件を表す。

6 【いかで世におはせむとすらむ】サ変「おはせ」未然形＋推量の助動詞「む」終止形、意志の意。サ変「す」終止形＋推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量を表す。


若紫．１．３．１２

■　とて、いみじく泣なくを見みたまふも、すずろに悲かなし1。

◇　と言って、たいそう泣くのを御覧になると、何とも言えず悲しい。

■　幼心地をさなごこちにも、さすがにうちまもりて、伏目ふしめになりてうつぶしたるに、こぼれかかりたる髪2かみ、つやつやとめでたう見みゆ。

◇　子供心にも、やはりじっと見つめて、伏し目になってうつむいているところに、こぼれかかった髪が、つやつやとして素晴らしく見える。


1 【見たまふもすずろに悲し】視点が源氏に戻り、源氏の心内を語る。

2 【うつぶしたるにこぼれかかりたる髪】完了の助動詞「たる」連体形＋格助詞「に」場所を表す。


若紫．１．３．１３

■　「生おひ立たたむありかも知しらぬ若草わかくさを

おくらす露つゆぞ消きえむそらなき1」

◇　「これからどこでどう育って行くのかも分からない若草のようなあなたを

残してゆく露のようにはかないわたしは死ぬに死ねない思いです」


1 【生ひ立たむありかも知らぬ若草をおくらす露ぞ消えむそらなき】尼君の歌。「若草」は少女を、「露」は自分をそれぞれ喩える。それぞれ歌語。「若草」には「若草の新手枕をまきそめて夜をや隔てむ憎くあらなくに」（万葉集巻十）「うら若みねよげに見ゆる若草を人の結ばむことをしぞ思ふ」（伊勢物語・四十九段）等の若い女性、乙女のイメージがある。「露」には「濡れてほす山路の菊の露の間にいつか千歳を我は経にけむ」（古今集秋下・素性法師）「侘びわたる我が身は露と同じくは君が垣根の草に消えなむ」（後撰集恋一）等のはかない寿命というイメージがある。また「草」と「露」と「おく」は縁語。少女の将来が不安で死ぬに死ねないの意。


若紫．１．３．１４

■　またゐたる大人おとな、

◇　もう一人の座っている女房が、

■　「げに」

◇　「本当に」

■　と、うち泣なきて、

◇　と、涙ぐんで、

若紫．１．３．１５

■　「初草はつくさの生おひ行ゆく末すゑも知しらぬまに

いかでか露つゆの消きえむとすらむ1」

◇　「初草のように若い姫君のご成長も御覧にならないうちに

どうして尼君様は先立たれるようなことをお考えになるのでしょう」


1 【初草の生ひ行く末も知らぬまにいかでか露の消えむとすらむ】女房の返歌。「若草」を「初草」と変え、「生ふ」「露」「消ゆ」の語を受けて応じる。「初草」は姫君を、「露」は尼君を喩える。ともに歌語。「初草のなどめづらしき言の葉ぞうらなく物を思ひけるかな」（伊勢物語・四十九段）、若い女性の意。連語「いかでか」（副詞「いかで」＋係助詞「か」）--サ変「す」終止形＋推量の助動詞「らむ」連体形、原因推量の意。反語表現。長生きあそばしませ、の意。


若紫．１．３．１６

■　と聞きこゆるほどに、僧都そうづ、あなたより来きて、

◇　と申し上げているところに、僧都が、あちらから来て、

若紫．１．３．１７

■　「こなたはあらはにやはべらむ1。

◇　「ここは人目につくのではないでしょうか。

■　今日けふしも、端はしにおはしましけるかな。

◇　今日に限って、端近にいらっしゃいますね。

■　この上かみの聖ひじりの方かたに、源氏げんじの中将ちゅじゃうの2瘧病わらはやみまじなひにものしたまひけるを、ただ今いまなむ、聞ききつけはべる3。

◇　この上の聖の坊に、源氏中将が瘧病のまじないにいらっしゃったのを、たった今、聞きつけました。

■　いみじう忍しのびたまひければ、知しりはべらで、ここにはべりながら、御おほむとぶらひにもまでざりける4」

◇　ひどくお忍びでいらっしゃったので、知りませんで、ここにおりながら、お見舞いにも上がりませんでした」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【こなたはあらはにやはべらむ】以下「までざりける」まで、僧都の詞。係助詞「や」、丁寧の補助動詞「はべら」未然形、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

2 【源氏の中将の】僧都は「源氏の中将」「光る源氏」と呼称する。

3 【ただ今なむ聞きつけはべる】係助詞「なむ」、丁寧の補助動詞「はべる」連体形、係結びの法則。

4 【までざりける】「まで」はダ下二「まうで」未然形の縮。他の青表紙諸本は「まうて」とある。『古典セレクション』は「まうで」と改める。『集成』『新大系』は底本のまま。


若紫．１．３．１８

■　「あないみじや1。

◇　「まあ大変。

■　いとあやしきさまを、人ひとや見みつらむ2」

◇　とても見苦しい様子を、誰か見たでしょうかしら」

■　とて、簾下すだれおろしつ。

◇　と言って、簾を下ろしてしまった。


1 【あないみじや】以下「人や見つらむ」まで、尼君の詞。

2 【人や見つらむ】係助詞「や」疑問、マ上一「見」連用形、完了の助動詞「つ」終止形、推量の助動詞「らむ」連体形、視界外推量。係結びの法則。


若紫．１．３．１９

■　「この世よに1、ののしりたまふ光ひかる源氏げんじ、かかるついでに見みたてまつりたまはむや2。

◇　「世間で、大評判でいらっしゃる光源氏を、この機会に拝見なさいませんか。

■　世よを捨すてたる法師ほふしの心地ここちにも、いみじう世よの憂うれへ忘わすれ、齢延よはひのぶる人3ひとの御おほむありさまなり。

◇　俗世を捨てた法師の気持ちにも、たいそう世俗の憂えを忘れ、寿命が延びるご様子の方です。

■　いで、御消息聞おほむせうそこきこえむ」

◇　どれ、ご挨拶を申し上げよう」


1 【この世に】以下「聞こえむ」まで、僧都の詞。

2 【見たてまつりたまはむや】謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形、源氏に対する敬語表現。尊敬の補助動詞「たまは」未然形、尼君に対する敬語表現。推量の助動詞「む」終止形、勧誘の意。終助詞「や」疑問。拝見なさいませんかの意。

3 【世の憂へ忘れ齢延ぶる人】源氏のすぐれた魅力の一つ。その姿を拝見すると、世の物思いは消え寿命も延びる気持ちになる。あたかも仏様のような人柄。


若紫．１．３．２０

■　とて、立たつ音おとすれば、帰かへりたまひぬ1。

◇　と言って、立ち上がる音がするので、お帰りになった。


1 【とて立つ音すれば帰りたまひぬ】僧都の立ち上がる音がするので、源氏は庵室にお戻りになった、の意。


第四段　若紫の君の素性を聞く

若紫．１．４．１

■　「あはれなる人ひとを1見みつるかな。

◇　「しみじみと心惹かれる人を見たなあ。

■　かかれば、この好すき者ものどもは、かかる歩ありきをのみして、よくさるまじき人2ひとをも見みつくるなりけり。

◇　これだから、この好色な連中は、このような忍び歩きばかりをして、よく意外な人を見つけるのだな。

■　たまさかに立たち出いづるだに3、かく思おもひのほかなることを見みるよ」

◇　まれに外出しただけでも、このように思いがけないことに出会うことよ」

■　と、をかしう思おぼす。

◇　と、興味深くお思いになる。

■　「さても4、いとうつくしかりつる児ちごかな。

◇　「それにしても、とてもかわいかった少女であるよ。

■　何人なにびとならむ。

◇　どのような人であろう。

■　かの人ひとの御代おほむかはりに5、明あけ暮くれの慰なぐさめにも見みばや6」

◇　あのお方の代わりとして、毎日の慰めに見たいものだ」

■　と思おもふ心こころ、深ふかうつきぬ。

◇　という考えが、強く起こった。


1 【あはれなる人を】以下「思ひのほかなることを見るよ」まで、源氏の心内。

2 【さるまじき人】普通なら見つけられないような人、すなわち意外な人。

3 【たまさかに立ち出づるだに】副助詞「だに」最小限を表す。--だけでも。

4 【さても】以下「慰めにも見ばや」まで、再び源氏の心内。

5 【かの人の御代はりに】藤壺宮をさす。

6 【明け暮れの慰めにも見ばや】「明け暮れ」は毎日の意。「慰め」は気持ちを紛らしたり慰めたりする意だが、藤壺に対する思いが叶えられない代償行為として。「見ばや」は結婚する、一緒に暮らす意。


若紫．１．４．２

■　うち臥ふしたまへるに1、僧都そうづの御弟子みでし、惟光これみつを呼よび出いでさす2。

◇　横になっていらっしゃると、僧都のお弟子が、惟光を呼び出させる。

■　ほどなき所ところなれば、君きみもやがて聞ききたまふ。

◇　狭い所なので、源氏の君もそのままお聞きになる。


1 【うち臥したまへるに】源氏が庵室で横になっていらっしゃると。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「る」連体形、接続助詞「に」順接。

2 【惟光を呼び出でさす】使役の助動詞「さす」終止形。惟光を呼び出させる意。


若紫．１．４．３

■　「過よきりおはしましけるよし1、ただ今いまなむ、人申ひとまうすに2、おどろきながら、さぶらべきを3、なにがしこの寺てらに籠こもりはべりとは、しろしめしながら、忍しのびさせたまへるを4、憂うれはしく思おもひたまへてなむ5。

◇　「お立ち寄りあそばしていらっしゃることを、たった今、人が申したので、聞いてすぐに、ご挨拶に伺うべきところを、拙僧がこの寺におりますことを、ご存知でいらっしゃりながらも、お忍びでいらしていることを、お恨みに存じまして。

■　草くさの御おほむむしろも6、この坊ばうにこそ設まうけはべるべけれ7。

◇　旅のお宿も、拙僧の坊でお支度致しますべきでしたのに。

■　いと本意ほいなきこと」

◇　残念至極です」

■　と申まうしたまへり8。

◇　と申し上げなさった。


1 【過りおはしましけるよし】以下「いと本意なきこと」まで、僧都の詞。「過り」は、古くは「よきり」と清音、室町以後「よぎり」と濁音化する。平安末期の『名義抄』には「過、ヨキル」、室町時代の『和玉篇』では「過、ヨギル」とある。『完古典セレクション』『新大系』は「よきり」と清音のルビを付ける。

2 【ただ今なむ人申すに】係助詞「なむ」は「申す」に係るが、接続助詞「に」が続き、結びの流れとなっている。

3 【おどろきながらさぶらべきを】主語は自分。僧都。接続助詞「ながら」一つの動作と同時に他の動作を行うことを表す。接続助詞「を」逆接。気がつくと同時にさっそく伺うべきところを。

4 【しろしめしながら忍びさせたまへるを】主語は源氏。御存知でいらっしゃりながら。尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、二重敬語。完了の助動詞「る」連体形＋格助詞「を」目的格を表す。

5 【憂はしく思ひたまへてなむ】主語は僧都に変わる。謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、接続助詞「て」、係助詞「なむ」、結びの省略。お恨みに存じまして。下に、今まで控えておりましたの意をこめる。

6 【草の御むしろも】お宿泊の御座所を、という意を、旅にかけて風流にかつ謙虚に申し出たもの。

7 【この坊にこそ設けはべるべけれ】係助詞「こそ」--推量の助動詞「べけれ」已然形、当然の意。係結びの法則。こちらで御準備いたすべきでした。実際は、しなかったの意。

8 【申したまへり】「申し」（「言う」の謙譲語、源氏に対する敬意）連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、僧都に対する敬意、完了の助動詞「り」終止形。敬語が付いていることによって、僧都の伝言という趣。


若紫．１．４．４

■　「いぬる十余日じふよにちのほどより1、瘧病わらはやみにわづらひP19はべるを2、度重たびかさなりて堪たへがたく3はべれば、人ひとの教をしへのまま4、にはかに尋たづね入いりはべりつれど、かやうなる人5ひとの験しるしあらはさぬ時とき、はしたなかるべきも、ただなるよりは6、いとほしう思おもひたまへつつみてなむ、いたう忍しのびはべりつる。

◇　「去る十何日のころから、瘧病を患っていますが、度重なって我慢できませんので、人の勧めに従って、急遽訪ねて参りましたが、このような方が効験を現さない時は、世間体の悪いことになるにちがいないのも、普通の人の場合以上に、お気の毒と遠慮致しまして、ごく内密に参ったのです。

■　今いま、そなたにも」

◇　今、そちらへも」

■　とのたまへり。

◇　とおっしゃった。


P19 わづらひ--わ（わ/+つ）らひ

1 【いぬる十余日のほどより】以下「今そなたにも」まで、源氏が惟光をして言わせた詞。あたかも直接話法のような表現（「はべり」「たまへ」、丁寧の補助動詞、謙譲の補助動詞）であるが、伝言である。

2 【瘧病にわづらひはべるを】接続助詞「を」弱い順接。

3 【堪へがたく】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「堪えがたう」と改める。『新大系』は底本のまま。

4 【人の教へのまま】。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人の教へのままに」と改める。『新大系』は底本のまま。

5 【かやうなる人】源氏に験方の行をした聖をさす。

6 【ただなるよりは】普通の行者。


若紫．１．４．５

■　すなはち、僧都参そうづまゐりたまへり。

◇　折り返し、僧都が参上なさった。

■　法師ほふしなれど、いと心恥こころはづかしく人柄ひとがらもやむごとなく、世よに思おもはれたまへる人ひとなれば1、軽々かるがるしき御おほむありさまを、はしたなう思おぼす2。

◇　法師であるが、とても気がおけて人品も重々しく、世間からもご信頼されていらっしゃる方なので、軽々しいお姿を、きまり悪くお思いになる。

■　かく籠こもれるほどの御物語おほむものがたりなど聞きこえたまひて、

◇　このように籠っている間のお話などを申し上げなさって、

■　「同おなじ柴しばの庵いほりなれど3、すこし涼すずしき水みづの流ながれも御覧ごらんぜさせむ4」

◇　「同じ草庵ですが、少し涼しい遣水の流れも御覧に入れましょう」

■　と、せちに聞きこえたまへば、かの、まだ見みぬ人ひとびと5にことことしう6言いひ聞きかせつるを、つつましう思おぼせど7、あはれなりつるありさまもいぶかしくて、おはしぬ。

◇　と、熱心にお勧め申し上げなさるので、あの、まだ自分を見ていない人々に大げさに吹聴していたのを、気恥ずかしくお思いになるが、かわいらしかった有様も気になって、おいでになった。


1 【世に思はれたまへる人なれば】受身の助動詞「れ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋完了の助動詞「る」連体形、存続の意。断定の助動詞「なれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

2 【軽々しき御ありさまをはしたなう思す】主語は源氏。

3 【同じ柴の庵なれど】以下「御覧ぜさせむ」まで、僧都の詞。「柴の庵」は、自分の庵を謙って言った表現。

4 【御覧ぜさせむ】サ変「御覧ぜ」未然形＋使役の助動詞「させ」未然形＋推量の助動詞「む」終止形、意志を表す。

5 【かのまだ見ぬ人びと】まだ源氏の姿を見てない尼君や女房たちの意。

6 【ことことしう】『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「ことごとしう」と濁音に読む。

7 【言ひ聞かせつるをつつましう思せど】完了の助動詞「つる」連体形＋格助詞「を」目的格を表す。「思せ」已然形（「思ふ」の尊敬語）＋接続助詞「ど」逆接を表す。


若紫．１．４．６

■　げに、いと心こころことによしありて、同おなじ木草きくさをも植うゑなしたまへり1。

◇　なるほど、とても格別に風流を凝らして、同じ木や草を植えていらっしゃった。

■　月つきもなきころなれば2、遣水やりみづに篝火かがりびともし、灯籠とうろP20なども3参まゐりたり。

◇　月もないころなので、遣水に篝火を照らし、灯籠などにも火を灯してある。

■　南面みなみおもていと清きよげにしつらひたまへり。

◇　南面はとてもこざっぱりと整えていらっしゃる。

■　そらだきもの、いと心こころにくく4薫かをり出いで、名香みゃうがうの香かなど匂にほひみちたるに、君きみの御追風おほむおひかぜいとことなれば、内うちの人ひとびとも心こころづかひすべかめり5。

◇　空薫物が、たいそう奥ゆかしく薫って来て、名香の香などが、匂い満ちているところに、源氏の君のおん佃い風がとても格別なので、奥の人々も気を使っている様子である。


P20 灯籠--とこ（こ/+う〈朱〉）ろ

1 【いと心ことによしありて同じ木草をも植ゑなしたまへり】語順転換がある。「同じ木草をも心ことによしありて植ゑなしたまへり」が普通の語順。「心ことによしありて」を強調した表現である。

2 【月もなきころなれば】前に「三月の晦なれば」とあった。旧暦では月のないころである。

3 【灯籠なども】大島本「とゝ（ゝ＄う〈朱〉）ろなとも」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「灯籠などにも」と「に」を補う。『新大系』は底本のまま。

4 【いと心にくく】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心にくく」と「いと」を削除する。『新大系』は底本のまま。

5 【心づかひすべかめり】サ変「す」終止形＋「べかめり」は推量の助動詞「べかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「めり」終止形、視界内推量の意。語り手の推量。


若紫．１．４．７

■　僧都そうづ、世よの常つねなきP21御物語おほむものがたり、後世のちせのこと1など聞きこえ知しらせたまふ。

◇　僧都は、この世の無常のお話や、来世の話などを説いてお聞かせ申し上げなさる。

■　我わが罪つみのほど2恐おそろしう、

◇　ご自分の罪障の深さが恐ろしく、

■　「あぢきなきことにP22心こころをしめて、生いける限かぎりこれを思おもひ悩なやむべきなめり3。

◇　「どうにもならないことに心を奪われて、一生涯このことを思い悩み続けなければならないようだ。

■　まして後のちの世よのいみじかるべき4」

◇　まして来世は大変なことになるにちがいない」

■　。思おぼし続つづけて、かうやうなる住すまひ5もせまほしうおぼえたまふものから6、昼ひるの面影心おもかげこころにかかりて恋こひしければ、

◇　。お考え続けて、このような出家生活もしたく思われる一方では、昼間の面影が心にかかって恋しいので、


P21 常なき--つほ（ほ/＄）ねなき

P22 ことに--こゝ（ゝ/＄と〈朱〉）に

1 【後世のこと】大島本「のち世の事」と表記する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「後の世のこと」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「のち世のこと」とする。

2 【我が罪のほど】以下「いみじかるへきこと」まで、源氏の心内を間接的に叙述。「我が罪」とは、継母である藤壺の宮を恋慕することをさす。

3 【あぢきなきことに心をしめて生ける限りこれを思ひ悩むべきなめり】「あぢきなきこと」とは継母の藤壺恋慕の不可能な恋。愛執の罪。源氏は「生ける限りこれを思ひ悩む」「べき」（推量の助動詞）「な」（断定の助動詞）「めり」（推量の助動詞、視界内推量）と自制自覚する。

4 【いみじかるべき】推量の助動詞「べき」連体形の下に、御物本は「ことゝ」があり、横山本は「を」を補入。河内本は「ことゝ」とある。「こと」は「を」に誤写される可能性もある。大島本等はナシ。源氏の心内文が地の文に融合して続く。『古典セレクション』は「源氏の心内語。その末尾が切れ目なく地の文に続く」と注す。『源氏物語』には心内文が自然と地の文に変化したり、逆に地の文が競り上がって心内文になっていく叙述法がある。そうした表現世界として鑑賞すべき。

5 【かうやうなる住まひ】物思いを断ち切った出家生活、草庵生活。

6 【おぼえたまふものから】逆接の接続助詞「ものから」によって、源氏の心の両面を語る叙述。この語句によって理不尽複雑な人間心理を語り、この物語に深みを出すことに成功。


若紫．１．４．８

■　「ここにものしたまふは、誰たれにか1。

◇　「ここにおいでの方は、どなたですか。

■　尋たづねきこえまほしき夢ゆめを見みたまへしかな2。

◇　お尋ね申したい夢を拝見しましたよ。

■　今日けふなむ思おもひあはせつる3」

◇　今日、思い当たりました」


1 【ここにものしたまふは誰れにか】以下「思ひあはせつる」まで、源氏の問い。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「か」疑問。下に「おはする」などの語が省略。夢の話は源氏の虚偽であろう。

2 【尋ねきこえまほしき夢を見たまへしかな】謙譲の補助動詞「きこえ」未然形。マ上一「見」連用形＋謙譲の補助動詞「たまへ」連用形＋過去の助動詞「し」連体形＋終助詞「かな」詠嘆。

3 【今日なむ思ひあはせつる】係助詞「なむ」--完了の助動詞「つる」連体形、係結びの法則。強調のニュアンス。


若紫．１．４．９

■　と聞きこえたまへば、うち笑わらひて、

◇　と申し上げなさると、にっこり笑って、

若紫．１．４．１０

■　「うちつけP23なる御夢語おほむゆめがたりにぞはべるなる1。

◇　「唐突な夢のお話というものでございますな。

■　尋たづねさせたまひても2、御心劣みこころおとりせさせたまひぬべし3。

◇　お知りあそばされたても、きっとがっかりあそばされることでございましょう。

■　故按察使大納言こあぜちのだいなごんは、世よになくて久ひさしくなりはべりぬれば、えしろしめさじかし4。

◇　故按察使大納言は、亡くなってから久しくなりましたので、ご存知ありますまい。

■　その北きたの方かたなむ、なにがしが妹いもうとにはべる。

◇　その北の方が拙僧の妹でございます。

■　かの按察使あぜちかくれて後のち、世よを背そむきてはべるが5、このごろ6、わづらふことはべるにより、かく京きゃうにもまかでねば7、頼たのもし所どころに籠こもりてものしはべるなり」

◇　あの按察使が亡くなって後、出家しておりますのが、最近、患うことがございましたので、こうして京にも行かずにおりますので、頼り所として籠っているのでございます」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになる。


P23 うちつけ--うち（ち/+つ〈朱〉）け

1 【うちつけなる御夢語りにぞはべるなる】以下「ものしはべるなり」まで、僧都の返事。断定の助動詞「に」連用形、係助詞「ぞ」、丁寧の動詞「はべる」連体形＋断定の助動詞「なる」連体形、係結びの法則。

2 【尋ねさせたまひても】尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、二重敬語。接続助詞「て」＋係助詞「も」含みをもたせて表現を和らげる。逆接的文脈となる。

3 【御心劣りせさせたまひぬべし】サ変「せ」未然形＋尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、二重敬語、完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意＋推量の助動詞「べし」終止形。

4 【えしろしめさじかし】副詞「え」は打消推量の助動詞「じ」終止形と呼応して不可能の意を表す。「しろしめす」は「知る」の尊敬語。

5 【世を背きてはべるが】この「が」は格助詞とも接続助詞とも解せる。

6 【このごろ】『集成』は「このころ」と清音、『古典セレクション』『新大系』は「このごろ」と濁音で読む。『岩波古語辞典』には「奈良時代にはコノコロと清音。平安時代にはコノゴロ」とあり、『名義抄』に「今来・比日・今属、コノゴロ」とあるのを典拠とする。

7 【かく京にもまかでねば】主語は僧都。期限を限って山籠もりしている最中。


若紫．１．４．１１

■　「かの大納言だいなごんの御女1みむすめ、ものしたまふと聞ききたまへしは2。

◇　「あの大納言のご息女が、おいでになると伺っておりましたのは。

■　好すき好ずきしき方かたにはあらで、まめやかに聞きこゆるなり」

◇　好色めいた気持ちからではなく、真面目に申し上げるのです」

■　と、推おし当あてにのたまへば、

◇　と当て推量におっしゃると、


1 【かの大納言の御女】以下「聞こゆるなり」まで、源氏の問い。「御女」は大島本「ミむすめ」と仮名表記する。

2 【聞きたまへしは】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形＋過去の助動詞「し」連体形。下に「方はこの姫君か」という内容が省略。『古典セレクション』は「源氏は例の少女を、尼君の娘であると思っているから、このように聞き尋ねる」と注す。


若紫．１．４．１２

■　「女むすめただ一人ひとりはべりし1。

◇　「娘がただ一人おりました。

■　亡うせて、この十余年じふよねんにやなりはべりぬらむ2。

◇　亡くなって、ここ十何年になりましょうか。

■　故大納言こだいなごん、内裏うちにたてまつらむなど、かしこういつきはべりしを、その本意ほいのごとくもものしはべらで、過すぎはべりにしかば3、ただこの尼君一人あまぎみひとりもてあつかひはべりしほどに、いかなる人ひとのしわざにか、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやなむ4、忍しのびて語かたらひつきたまへりけるを、本もとの北きたの方かた、やむごとなくなどして、安やすからぬこと多おほくて、明あけ暮くれ物ものを思おもひてなむ、亡なくなりはべりにし5。

◇　故大納言は、入内させようなどと、大変大切に育てていましたが、その本願のようにもなりませず、亡くなってしまいましたので、ただこの尼君が一人で苦労して育てておりましたうちに、誰が手引をしたものか、兵部卿宮がこっそり通って来られるようになったのですが、本妻の北の方が、ご身分の高い人であったりして、気苦労が多くて、明け暮れ物思いに悩んで、亡くなってしまいました。

■　物思ものおもひに病やまひづくものと、目めに近ちかく見みたまへし6」

◇　物思いから病気になるものだと、目の当たりに拝見致しました次第です」


1 【女ただ一人はべりし】以下「近く見たまへし」まで、僧都の返事。過去助動詞「し」連体形、連体形止めで文をいったん中止して、かつ、「その者が」の意をこめて、下文の主語となってつながる構文。話者の口調をよく表している。

2 【この十余年にやなりはべりぬらむ】断定の助動詞「に」連用形＋係助詞「や」疑問。完了の助動詞「ぬ」終止形、推量の助動詞「らむ」視界外推量。

3 【過ぎはべりにしかば】丁寧の補助動詞「はべり」連用形、完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。亡くなってしまいましたので。

4 【兵部卿宮なむ】藤壺の宮の兄。「桐壺」巻に初出。係助詞「なむ」は「語らひつきたまへりける」に係るが、下に接続助詞「を」弱い逆接が続き、結びの流れとなっている。

5 【なむ亡くなりはべりにし】係助詞「なむ」--過去の助動詞「し」連体形、係結びの法則。丁寧の補助動詞「はべり」連用形、完了の助動詞「に」連用形。

6 【目に近く見たまへし】過去の助動詞「し」連体形、連体中止法。下に体言または感動を表す終助詞「かな」などを言いさした余韻を残した言い方。


若紫．１．４．１３

■　など申まうしたまふ。

◇　などとお申し上げなさる。

■　「さらば、その子こなりけり1」

◇　「それでは、その人の子であったのだ」

■　と思おぼしあはせつ。

◇　とご理解なさった。

■　「親王みこの御筋おほむすぢにて2、かの人ひとにもかよひきこえたるにや」

◇　「親王のお血筋なので、あのお方にもお似通い申しているのであろうか」

■　と、いとどあはれに見みまほし3。

◇　と、ますます心惹かれて世話をしたい。

■　「人ひとのほどもあてにをかしう、なかなかのさかしらP24心ごころなく、うち語かたらひて、心こころのままに教をしへ生おほし立たてて見みばや」

◇　「人柄も上品でかわいらしくて、なまじの小ざかしいところもなく、一緒に暮らして、自分の理想通りに育ててみたいものだなあ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


P24 さかしら--さかしゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）

1 【さらばその子なりけり】源氏の心内。断定の助動詞「なり」連用形＋過去の助動詞「けり」終止形、詠嘆の意。尼君の孫娘、兵部卿宮の娘で藤壺の宮には姪に当たる女の子と感動をもって理解。

2 【親王の御筋にて】以下「かよひきこえたるにや」まで、源氏の心内。「かの人」は藤壺の宮をさす。

3 【見まほし】「見る」は異性を世話する、結婚する意。マ上一「見」未然形＋希望の助動詞「まほし」終止形。養女としたいまたは妻としたいの意。


若紫．１．４．１４

■　「いとあはれに1ものしたまふことかな。

◇　「とてもお気の毒なことでいらっしゃいますね。

■　それは、とどめたまふ形見かたみもなきか」

◇　その方には、後に遺して行かれた人はいないのですか」


1 【いとあはれに】以下「形見もなきか」まで、源氏の問い。兵部卿宮が尼君の娘に通うようになったことまではわかった。しかし、昼間見た少女がその子どもなのか否かまではまだ聞いていない。そこで確認のために尋ねる。


若紫．１．４．１５

■　と、幼をさなかりつる行方ゆくへの、なほ確たしかに知しらまほしくて、問とひたまへば、

◇　と、幼なかった子の将来が、もっとはっきりと知りたくて、お尋ねになると、

若紫．１．４．１６

■　「亡なくなりはべりしほどに1こそ、はべりしか。

◇　「亡くなりますころに、生まれました。

■　それも、女をむなにてぞ2。

◇　それも、女の子で。

■　それにつけて物思ものおもひのもよほしになむ、齢よはひの末すゑに思おもひたまへ嘆なげきはべるめる3」

◇　それにつけても心配の種として、余命少ない年に思い悩んでおりますようでございます」

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。


1 【亡くなりはべりしほどに】以下「嘆きはべるめる」まで、僧都の返事。「し」「しか」共に過去の助動詞。「はべりしか」の「はべり」は生まれるの意、死ぬと同時に生まれたというニュアンス。出産後まもなく亡くなったの意。

2 【女にてぞ】係助詞「ぞ」、下に「ものせ」「し」連体形などの語句が省略。

3 【なむ齢の末に思ひたまへ嘆きはべるめる】係助詞「なむ」--推量の助動詞「める」連体形、主観的推量の意、係結びの法則。謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、丁寧の補助動詞「はべる」連体形。『古典セレクション』は「謙譲の「たまふ」が、第三者の尼君の動作につけて用いられているのは、僧都が尼君の立場に身をおいて代弁しているから」と注す。


若紫．１．４．１７

■　「さればよ1」

◇　「やはりそうであったか」

■　と思おぼさる。

◇　とお思いになる。


1 【さればよ】源氏の心内。予想が適中したときに用いる。後見人のない女の子の不幸なことを思う。


若紫．１．４．１８

■　「あやしきことなれど1、幼をさなき御後見おほむうしろみに思おぼすべく、聞きこえたまひてむや2,4。

◇　「変な話ですが、その少女のご後見とお思い下さるよう、お話し申し上げていただけませんか。

■　思おもふ心こころありて3、行ゆきかかづらふ方かたもはべりながら、世よに心こころの染しまぬにやあらむ、独ひとり住ずみにてのみなむ。

◇　考えるところがあって、通い関わっています所もありますが、本当にしっくりいかないのでしょうか、独り暮らしばかりしています。

■　まだ似にげなきほどと5常つねの人ひとに思おぼしなずらへて、はしたなくやP25,6」

◇　まだ不似合いな年頃だと世間並の男同様にお考えになっては、体裁が悪い」

■　などのたまへば、

◇　などとおっしゃると、


P25 はしたなくや--はしたなし（し/＄く〈朱〉）や

1 【あやしきことなれど】以下「はしたなくや」まで、源氏の詞。「幼き御後見に思すべく」とは、養女とする、または妻とする、ということを意味する。

2 【聞こえたまひてむや】あなたから尼君に。「聞こえ」は「言ふ」の謙譲語。尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、完了の助動詞「て」未然形、確述の意、推量の助動詞「む」終止形、勧誘の意、係助詞「や」疑問の意。お話し申し上げてくださいませんか。

3 【思ふ心ありて】「独り住みにてのみなむ」に係る。途中「行きかかづらふ方もはべりながら世に心の染まぬにやあらむ」は挿入句。妻（左大臣家の娘の葵の上）はいるが、意に添わない、の意。

4 【聞こえたまひてむや】僧都に尼君への伝言を依頼する。

5 【まだ似げなきほどと】女の子の年齢（十歳くらい）が結婚にはまだ早すぎる意。

6 【はしたなくや】主語は自分、源氏をさす。結婚するにはまだ幼い十歳くらいの女の子を迎え取るなど、中途半端なことであろうか、そうではない、親代りになるつもりだ、という決意。『岩波古語辞典』は「ナシは甚だしいの意。落度や失礼・欠点などがあって無作法・ぶしつけであるの意。その結果、体裁がわるくて引込みがつかない状態。また、まともな愛想や情が欠けている意」と解説する。『評釈』は「いても立ってもいられない、穴があったら入りたい、という気持」と注す。


若紫．１．４．１９

■　「いとうれしかるべき仰おほせ言ごとなるを1、まだむげにいはきなき2ほどにはべるめれば、たはぶれにても、御覧ごらんじがたくや3。

◇　「たいそう嬉しいはずの仰せ言ですが、まだいっこうに幼い年頃のようでございますので、ご冗談にも、お世話なさるのは難しいのでは。

■　そもそも、女人にょにんは、人ひとにもてなされて大人おとなにもなりたまふものなれば4、詳くはしくはえとり申まうさず5、かの祖母おばに語かたらひはべりて聞きこえさせむ6」

◇　もっとも、女性というものは、人に世話されて一人前にもおなりになるものですから、詳しくは申し上げられませんが、あの祖母に相談しまして、お返事申し上げさせましょう」


1 【いとうれしかるべき仰せ言なるを】以下「聞こえさせむ」まで、僧都の返事。推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。断定の助動詞「ねる」連体形、接続助詞「を」逆接を表す。

2 【いはきなき】大島本「いはきなき」とあり。他の青表紙諸本「いはけなき」とある。多くの校訂本は「いはけなき」とするが、『新大系』は「いはきなき」のままとする。

3 【御覧じがたくや】接尾語ク型「がたく」連用形＋係助詞「や」疑問の意。下に「あらむ」（連体形）などの語句が省略。

4 【そもそも女人は人にもてなされて大人にもなりたまふものなれば】大島本「そも／＼女人は」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「そもそも女は」と「人」を削除する。『新大系』は底本のままとする。女性は男性（父親または夫）に世話されて一人前の人（女）となる、という当時の考えを引く。断定の助動詞「なれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

5 【詳しくはえとり申さず】副詞「え」打消の助動詞「ず」終止形と呼応して不可能の意を表す。わたしは僧侶の手前男女関係の事柄には立ち入ることはできないが、という意。挿入句。

6 【かの祖母に語らひはべりて聞こえさせむ】「祖母（おば）」は「おほば」の約。使役の助動詞「させ」未然形、推量の助動詞「む」終止形。祖母からお返事をさせましょう、の意。


若紫．１．４．２０

■　と、すくよかに言いひて1、ものごはきさましたまへれば2、若わかき御心みこころに恥はづかしくて、えよくも聞きこえたまはず。

◇　と、無愛想に言って、こわごわとした感じでいらっしゃるので、若いお心では恥ずかしくて、上手にお話し申し上げられない。


1 【すくよかに言ひて】僧侶らしい振る舞い。

2 【ものごはきさましたまへれば】『集成』は「取りつく島もないご様子なので」と解し、『古典セレクション』は「堅苦しい様子をしておられるので」と解す。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「れ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。


若紫．１．４．２１

■　「阿弥陀仏あみだぶつものしたまふ堂だうに1、することはべるころになむ2。

◇　「阿弥陀仏のおいでになるお堂で、勤行のございます時刻です。

■　初夜そや、いまだ勤つとめはべらず3。

◇　初夜のお勤めを、まだ致しておりません。

■　過すぐしてさぶらはむ」

◇　済ませて参りましょう」

■　とて、上のぼりたまひぬ。

◇　と言って、お上りになった。


1 【阿弥陀仏ものしたまふ堂に】以下「過ぐしてさぶらはむ」まで、僧都の詞。中座する挨拶。

2 【することはべるころになむ】係助詞「なむ」下に「なりぬ」（連体形）などの語句が省略、係結びの結びの省略。

3 【初夜いまだ勤めはべらず】「初夜」の勤行は、午後六時頃から十時頃までに行う勤行。


若紫．１．４．２２

■　君きみは、心地ここちもいと悩なやましきに1、雨あめすこしうちそそき2,3、山風やまかぜひややかに吹ふきたるに4、滝たきのよどみもまさりて5、音高おとたかう聞きこゆ。

◇　源氏の君は、気分もとても悩ましいところに、雨が少し降りそそいで、山風が冷やかに吹いてきて、滝壺の水嵩も増して、音が大きく聞こえる。

■　すこしねぶたげなる読経どきゃうP26の絶たえ絶だえすごく聞きこゆるなど、すずろP27なる人ひとも、所ところからものあはれなり6。

◇　少し眠そうな読経が途絶え途絶えにぞっとするように聞こえるなども、何でもない人も、場所柄しんみりとした気持ちになる。

■　まして7、思おぼしめぐらすこと多おほくて、まどろませたまはず8。

◇　まして、いろいろとお考えになることが多くて、お眠りになれない。

■　初夜そやと言いひしかども9、夜よるもいたう更ふけにけり。

◇　初夜と言ったが、夜もたいそう更けてしまった。

■　内うちにも、人ひとの寝ねぬけはひ10しるくて、いと忍しのびたれど、数珠ずずの脇息けふそくに引ひき鳴ならさるる音おとほの聞きこえ、なつかしううちそよめく音おとなひ、あてはかなりと聞ききたまひて、ほどもなく近ちかければ、外とに立たてわたしたる屏風びゃうぶの中なかを、すこし引ひき開あけて、扇あふぎを鳴ならしたまへば11、おぼえなきP28心地ここちすべかめれど12、聞きき知しらぬやうにや13とて、ゐざり出いづる人ひとあなり14。

◇　奥でも、人々の寝ていない様子がよく分かって、とても密かにしているが、数珠の脇息に触れて鳴る音がかすかに聞こえ、ものやさしくそよめく衣ずれの音を、上品だとお聞きになって、広くなく近いので、外側に立てめぐらしてある屏風の中を、少し引き開けて、扇を打ち鳴らしなさると、意外な気がするようだが、聞こえないふりもできようかということで、いざり出て来る人がいるようだ。

■　すこし退しぞきて15、

◇　少し後戻りして、


P26 読経--（/+と）経

P27 すずろ--する（る/＄す〈朱〉）ろ

P28 おぼえなき--おほえ（え/+なき〈朱〉）

1 【君は心地もいと悩ましきに】係助詞「は」題目を提示。源氏の君はどうかといえば、のニュアンス。格助詞「に」時間を表す。

2 【雨すこしうちそそき】時は弥生の晦、月のないころ、しかも雨が降り出した夜。外は漆黒の闇。外の滝の音に混じって室内のかすかな物音が源氏の耳に入ってくる。

3 【そそき】清音。『岩波古語辞典』に「江戸時代初期頃からソソギと濁音化した」という。

4 【山風ひややかに吹きたるに】格助詞「に」時間を表す。

5 【滝のよどみもまさりて】『河海抄』は「滝つ瀬の中にも淀はありてふをなど我が恋の淵瀬ともなき」（古今集、恋一、四九三読人しらず）を指摘する。『完訳』も引歌として引用する。

6 【所からものあはれなり】「所から」は『易林本節用集』に「所柄トコロカラ」とあり、『日葡辞書』には「トコロカラトコロガラ」の両方がある。なお『古典セレクション』はこの句、読点。「神妙な思いにもなるが、まして君は」と文を続けて訳す。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「所がら」と濁音に読んでいる。

7 【まして】以下、主語は源氏。

8 【まどろませたまはず】尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまは」未然形、二重敬語。他の青表紙諸本「まとろまれ給はす」。『集成』『古典セレクション』は「まどろまれたまはず」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

9 【初夜と言ひしかども】先程、僧都が「初夜」と言ったがの意。

10 【人の寝ぬけはひ】ナ下二「寝」未然形＋打消の助動詞「ぬ」連体形。まだ寝ていない様子。なお「ぬ」が完了の助動詞ならば、「けはひ」（名詞）の前は連体形「ぬる」となる。

11 【扇を鳴らしたまへば】主語は源氏。人を呼ぶ合図。

12 【おぼえなき心地すべかめれど】主語は奥の女房。「べかめれ」は推量の助動詞「べかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記＋推量の助動詞「めれ」已然形、視界内推量。源氏側からの推量。語り手と源氏の気持ちが一体化している表現。

13 【聞き知らぬやうにや】打消の助動詞「ぬ」連体形、断定の助動詞「に」連用形、係助詞「や」疑問、下に「ものせむ」などの語句が省略。反語表現。知らないふりはできない、の意。語り手が奥の女房の気持ちを推測した挿入句的表現。

14 【ゐざり出づる人あなり】「あなり」はラ変「ある」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記＋推定の助動詞「なり」終止形。源氏側からの推量。語り手と源氏の気持ちが一体化している表現。

15 【すこし退きて】主語は奥の女房。出てきた女房が誰も見えないので戻ろうとしたところ。


若紫．１．４．２３

■　「あやし、ひが耳みみP29にや1」

◇　「おかしいわ、聞き違いかしら」

■　とたどるを、聞ききたまひて、

◇　と不審がっているのを、お聞きになって、


P29 ひが耳--い（い/＄ひ〈朱〉）かみゝ

1 【あやしひが耳にや】女房の詞。断定の助動詞「に」連用形＋係助詞「や」疑問の意。下に「あらむ」などの語句が省略。


若紫．１．４．２４

■　「仏ほとけの御おほむしるべは1、暗くらきに入いりてもS2,2、さらに違たがふまじかなるものを3」

◇　「仏のお導きは、暗い中に入っても、決して間違うはずはありませんが」


S2 従冥入於冥　永不聞仏名（法華経三-化城喩品）

1 【仏の御しるべは】以下「なるものを」まで、源氏の詞。

2 【暗きに入りても】『源氏釈』は『法華経』の「従冥入於冥、永不聞仏名（冥きより冥きに入りて、永く仏名を聞かざりしなり）」（化城喩品）を指摘する。『古典セレクション』は「案内を頼む女房を釈尊に見立てる」と注す。

3 【さらに違ふまじかなるものを】副詞「さらに」は打消推量の助動詞「まじか」と呼応して、決して--ない、全然--ない、の意を表す。「まじかなる」は打消推量の助動詞「まじかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記形＋断定の助動詞「なる」連体形。接続助詞「ものを」逆接の意。下文を言いさした余意・余情表現。


若紫．１．４．２５

■　とのたまふ御声おほむこゑの、いと若わかうあてなるに、うち出いでむ声こわづかひも、恥はづかしけれど、

◇　とおっしゃるお声が、とても若く上品なので、お返事する声づかいも、気がひけるが、

若紫．１．４．２６

■　「いかなる方かたの、御おほむP30しるべにか1。

◇　「どのお方への、ご案内でしょうか。

■　おぼつかなく」

◇　分かりかねますが」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


P30 御--をん（をん/＄御〈朱〉）

1 【いかなる方の御しるべにか】大島本「いかなるかたのをん（をん＄御〈朱〉）しるへにか」とある。『集成』は「どういうご案内をいたせばよろしいものやら」と解し、『古典セレクション』は「どちらへのご案内でございましょう」と解す。いずれも諸本に従って「御しるべにかは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。「いかなる方」は方角や手立ての意、「しるべ」は案内や手引の意。断定の助動詞「に」連用形＋係助詞「か」疑問の意。下に「はべらむ」などの語句が省略。


若紫．１．４．２７

■　「げに、うちつけなりと1おぼめきたまはむも2、道理ことわりなれど、

◇　「なるほど、唐突なことだとご不審になるのも、ごもっともですが、


1 【げにうちつけなりと】以下「と聞こえたまひてむや」まで、源氏の詞と和歌。

2 【おぼめきたまはむも】尊敬の補助動詞「たまは」未然形＋推量の助動詞「む」連体形、婉曲の意。


若紫．１．４．２８

■　初草はつくさの若葉わかばの上うへを見みつるより

旅寝たびねの袖そでも露つゆぞ乾かはかぬ1

◇　初草のごときうら若き少女を見てからは

わたしの旅寝の袖は恋しさの涙の露ですっかり濡れております


1 【初草の若葉の上を見つるより旅寝の袖も露ぞ乾かぬ】源氏の贈歌。「初草の若葉の上」は少女の身の上、後の紫の上をさす。「旅寝の袖」は自分を喩える。「初草」「若」「露」は、先の尼君と女房の贈答歌の語句を引用したもの。「つゆ」は「露」と副詞「つゆ」、打消の助動詞「ぬ」連体形と呼応して、まったく--ない、の意の掛詞。


若紫．１．４．２９

■　と聞きこえたまひてむや1」

◇　と申し上げて下さいませんか」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【と聞こえたまひてむや】歌に添えた源氏の詞。「てむ」は完了の助動詞「て」未然形＋推量の助動詞「む」終止形の連語。終助詞「や」疑問、強い希望を述べたニュアンス。


若紫．１．４．３０

■　「さらに、かやうの1御消息おほむせうそこ、うけたまはりわくべきP31人ひともものしたまはぬさまは、しろしめしたりげなるを2。

◇　「まったく、このようなお言葉を、頂戴して分かるはずの人もいらっしゃらない有様は、ご存知でいらっしゃりそうなのに。

■　誰たれにかは3」

◇　どなたに」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


P31 わくべき--わゝ（ゝ/＄く〈朱〉）へき

1 【さらにかやうの】以下「誰れにかは」まで、女房の詞。副詞「さらに」は「ものしたまはぬ」に係り、全然--ない、の意を表す。

2 【しろしめしたりげなるを】「しろしめしたりげ」は「しろしめし」連用形（「知る」の尊敬語）＋完了の助動詞「たり」終止形＋接尾語「げ」。断定の助動詞「なる」連体形＋間投助詞「を」詠嘆。

3 【誰れにかは】係助詞「か」疑問＋係助詞「は」。下に「とりつがむ」などの語句が省略。どなたに取り次いだらよろしいのでしょうか、の意。


若紫．１．４．３１

■　「おのづから1さるやうありて聞きこゆるならむP32と2思おもひなしたまへかし」

◇　「自然と、しかるべきわけがあって申し上げているのだろうとお考え下さい」


P32 ならむ--な（な/+ら）ん

1 【おのづから】以下「思ひなしたまへかし」まで、源氏の詞。

2 【聞こゆるならむと】断定の助動詞「なら」未然形＋推量の助動詞「む」終止形。


若紫．１．４．３２

■　とのたまへば、入いりて聞きこゆ1。

◇　とおっしゃるので、奥に行って申し上げる。


1 【入りて聞こゆ】女房が奥の尼君に伝える。


若紫．１．４．３３

■　「あな、今いまめかし1。

◇　「まあ、華やいだことを。

■　この君きみや2、世よづいたるほどにおはするとぞ、思おぼすらむ3。

◇　この姫君を、年頃でいらっしゃると、お思いなのだろうか。

■　さるにては、かの

◇　それにしては、あの

■　『若草』

◇　『若草を』

■　を、いかで聞きいたまへることぞ」

◇　と詠んだのを、どうしてご存知でいらっしゃることか」

■　とP33、さまざまあやしきに、心乱こころみだれて、久ひさしうなれば、情なさけなしとて、

◇　と、あれこれと不思議なので、困惑して、遅くなっては、失礼になると思って、


P33 ことぞ」と--こそ（そ/＄と〈朱〉）そと

1 【あな今めかし】以下「聞いたまへることぞ」まで、『集成』は「以下、尼君の心中である」と解し、『古典セレクション』は「」で括るが、心内とも詞とも注してない。「今めかし」について『集成』は「源氏の大胆さに驚く気持」と注し、『古典セレクション』は「隅におけない」と訳す。「今めかし」とは当世風なの意だが、ここは源氏の大胆な態度が今風だという意。尼君の価値観や時代差を窺わせる評言。

2 【この君や】係助詞「や」疑問、「おはする」連体形に係る、係結びの法則。

3 【とぞ思すらむ】係助詞「ぞ」、推量の助動詞「らむ」連体形、係結びの法則。


若紫．１．４．３４

■　「枕結まくらゆふ今宵こよひばかりの露つゆけさを

深山みやまの苔こけに比くらべざらなむ1

◇　「今晩だけの旅の宿で涙に濡れていらっしゃるからといって

深山に住むわたしたちのことを引き合いに出さないでくださいまし


1 【枕結ふ今宵ばかりの露けさを深山の苔に比べざらなむ】尼君の返歌。「枕結ふ」は源氏の旅寝をさし、「深山の苔」は自分をさしていう。源氏の上句の恋の心を無視し、下句の「露」だけを受けて応える。打消の助動詞「ざら」未然形＋終助詞「なむ」相手に対する願望。あなたの今夜だけの寂しさとわたしどもの寂しさを同じようにお考えにならないで下さい。『花鳥余情』は「奥山の苔の衣に比べ見よいづれか露の置きはまさると」（多武峯少将物語）を指摘し、『古典セレクション』でも引歌として指摘する。


若紫．１．４．３５

■　乾ひがたうはべるものを1」

◇　乾きそうにございませんのに」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とご返歌申し上げなさる。


1 【乾がたうはべるものを】歌に添えた詞。『細流抄』は「夕さればいとど干難き我が袖に秋の露さへ置き添はりつつ」（古今集恋一五四五読人しらず）を指摘、『古典セレクション』も引歌として指摘する。返歌のあとに古歌の文句を添えるのは教養ある人。終助詞「ものを」詠嘆の気持ち。


若紫．１．４．３６

■　「かうやうのついでなる1御消息おほむせうそこは、まださらに聞きこえ知しらず、ならはぬことになむ2。

◇　「このような機会のご挨拶は、まだまったく致したことがなく、初めてのことです。

■　かたじけなくとも、かかるついでに、まめまめしう聞きこえさすべきことなむ」

◇　恐縮ですが、このような機会に、真面目にお話させていただきたいことがあります」

■　と聞きこえたまへれば、尼君あまぎみ、

◇　と申し上げなさると、尼君、


1 【かうやうのついでなる】以下「聞こえさすべきことなむ」まで、源氏の詞。なお大島本は「つゐてなる」とあるが、他の青表紙諸本の多くは「つて」とある。『集成』は明融本に従って「人伝（ひとづて）なる」は校訂し、『古典セレクション』も「伝（つて）なる」と校訂するが、『新大系』は底本のままとする。

2 【ならはぬことになむ】係助詞「なむ」。下に「はべる」連体形などの語が省略。


若紫．１．４．３７

■　「ひがこと聞ききたまへるならむ1。

◇　「聞き違いをなさっていらっしゃるのでしょう。

■　いとむつかしき2御おほむけはひに、何なにごとをかは答いらへきこえむ3」

◇　まことに厄介なお方に、どのようなことをお返事申せましょう」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【ひがこと聞きたまへるならむ】以下「答へきこえむ」まで、尼君の詞。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「る」連体形、断定の助動詞「なら」未然形、推量の助動詞「む」終止形。

2 【むつかしき】大島本は「むつかしき」とある。その他の青表紙諸本は「はつかしき」とある。『評釈』『集成』『古典セレクション』等は「はづかしき」と本文を改める。『新大系』は底本のままとする。

3 【何ごとをかは答へきこえむ】連語「かは」（係助詞「か」＋係助詞「は」）推量の助動詞「む」連体形、反語表現の構文。どうお答えしてよいかわからない、の意。


若紫．１．４．３８

■　「はしたなうもこそ思おぼせ1」

◇　「きまりの悪い思いをおさせになってはいけません」

■　と人ひとびと聞きこゆ。

◇　と女房たちが申す。


1 【はしたなうもこそ思せ】女房の詞。連語「もこそ」（係助詞「も」＋係助詞「こそ」）「思せ」已然形、係結びの法則。懸念・危惧を表す。尼君に応対することを勧める。


若紫．１．４．３９

■　「げに、若わかやかなる人ひとこそ1うたてもあらめ2、まめやかにのたまふ、かたじけなし3」

◇　「なるほど、若い人なら嫌なことでしょうが、真面目におっしゃっているのは、恐れ多い」


1 【げに若やかなる人こそ】以下「かたじけなし」まで、尼君の詞。

2 【うたてもあらめ】係助詞「こそ」の係結び「あらめ」已然形。『集成』は読点。『古典セレクション』は句点。あなたがた若い人が応対するのは嫌でしょうが、年老いたわたしなら構わないでしょう、の気持ち。下文が省略。

3 【まめやかにのたまふかたじけなし】源氏が真剣におっしゃているのは畏れ多い、応対しなければ、の気持ち。


若紫．１．４．４０

■　とて、ゐざり寄よりたまへり1。

◇　と言って、いざり寄りなさった。


1 【ゐざり寄りたまへり】几帳のもとにいざり寄りなさった、の意。


若紫．１．４．４１

■　「うちつけに1、あさはかなりと、御覧ごらんぜられぬべきついでなれど2、心こころにはさもおぼえはべらねば3。

◇　「突然で、軽薄な振る舞いと、きっとお思いになられるにちがいないような機会ですが、わたし自身にはそのように思われませんので。

■　仏ほとけはおのづから4」

◇　仏はもとよりお見通しでいらっしゃいましょう」


1 【うちつけに】以下「仏はおのづから」まで、源氏の詞。

2 【御覧ぜられぬべきついでなれど】完了の助動詞「ぬ」終止形、確述＋推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。

3 【心にはさもおぼえはべらねば】丁寧の補助動詞「はべら」未然形、打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

4 【仏はおのづから】下に「見知りたまひぬらむ」などの語句が省略された形。


若紫．１．４．４２

■　とて1、おとなおとなしう2、恥はづかしげなるにつつまれて3、とみにもえうち出いでたまはず4。

◇　と言ったが、落ち着いていて、気の置ける様子に気後れして、すぐにはお切り出しになれない。


1 【とて】と言ったが、と言ってはみたものののニュアンス。『完訳』は「と言いさして」と訳す。

2 【おとなおとなしう】尼君の態度。

3 【つつまれて】遠慮されて。主語は源氏。

4 【とみにもえうち出でたまはず】主語は源氏。副詞「え」は打消の助動詞「ず」終止形と呼応して不可能の意を表す。この後、少し間合いがあって、尼君の方から切り出す。


若紫．１．４．４３

■　「げに、思おもひたまへ寄より1がたきついでに、かくまでのたまはせ、聞きこえさするも2、いかが3」

◇　「おっしゃるとおり、思い寄りも致しませぬ機会に、こうまでおっしゃっていただいたり、お話させていただけますのも、どうして浅い縁と申せましょう」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【げに思ひたまへ寄り】以下「聞こえさするもいかが」まで、尼君の詞。

2 【のたまはせ聞こえさするも】「のたまはせ」の主語は源氏、「聞こえさする」の主語は尼君。それぞれ「言ふ」の最も高い敬語表現、「言ふ」の最も謙った謙譲表現。

3 【いかが】榊原家本、池田本、肖柏本、三条西家本は「あさくはいかゝ」とある。横山本は「あさくは」を補入する。御物本と書陵部本が大島本と同文。「あさくは思はむ」（反語表現）などの語句が省略されている。『集成』は「浅くはいかが」と本文を改める。『古典セレクション』は「いかが」のままとし「浅くはいかが思ひたまへむ」ぐらいの意と注す。


若紫．１．４．４４

■　「あはれにうけたまはる御おほむありさまを1、かの過すぎたまひにけむ御おほむかはりに2、思おぼしないてむや3。

◇　「お気の毒な身の上と承りましたご境遇を、あのお亡くなりになった方のお代わりと、わたしをお思いになって下さいませんか。

■　言いふかひなきほどの齢4よはひにて、むつましかるべき人ひとにも立たち後おくれはべりにければ5、あやしう浮うきたるやうにて、年月としつきをこそ重かさねはべれ6。

◇　わたしも幼いころに、かわいがってくれるはずの母親に先立たれましたので、妙に頼りない有様で、年月を送っております。

■　同おなじさまにものしたまふなるを7、たぐひになさせたまへと8、いと聞きこえまほしきを9、かかる折をりはべりがたくてなむ、思おぼされむところをも憚はばからず、うち出いではべりぬる」

◇　同じような境遇でいらっしゃるというので、お仲間にしていただきたいと、心から申し上げたいのですが、このような機会がめったにございませんので、どうお思いになられるかもかまわずに、申し出たのでございます」

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、


1 【あはれにうけたまはる御ありさまを】以下「うち出ではべりぬる」まで、源氏の詞。格助詞「を」目的格を表す。「思しないて」の下に「譲りたまひて」などの語句が省略され、文脈のねじれとなっている。『古典セレクション』は「「御ありさまなるを」の意」と注し「を」接続助詞「身の上なのですから」と順接の原因理由を表す文脈に解す。

2 【かの過ぎたまひにけむ御かはりに】少女の亡き母親の代りに。過去推量の助動詞「けむ」連体形の下に「人の」などの語句が省略。母親代りの後見を申し出る。

3 【思しないてむや】「思しない」の「い」は「し」のイ音便化。完了の助動詞「て」未然形、確述の意＋推量の助動詞「む」終止形＋係助詞「や」疑問。相手の意向を問う。

4 【言ふかひなきほどの齢】源氏自身の体験をいう。三歳の時に母親に死別。

5 【立ち後れはべりにければ】丁寧の補助動詞「はべり」連用形、完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「けれ」已全然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。先立たれてしまったので、というニュアンス。

6 【年月をこそ重ねはべれ】係助詞「こそ」、丁寧の補助動詞「はべれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンスを添える。

7 【同じさまにものしたまふなるを】尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、伝聞推定の助動詞「なる」連体形、接続助詞「を」順接、原因理由を表す。いらっしゃるというので、の意。

8 【たぐひになさせたまへと】尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」命令形、二重敬語。会話文中での用法。

9 【いと聞こえまほしきを】接続助詞「を」逆接を表す。


若紫．１．４．４５

■　「いとうれしう思おもひたまへぬべき御おほむことP34ながらも1、聞きこしめしひがめたることなP35どやはべらむと、つつましうなむ2。

◇　「とても嬉しく存じられるはずのお言葉ですが、お聞き違えていらっしゃることがございませんでしょうかと、憚られるのです。

■　あやしき身一みひとつを頼たのもし人びとにする人4ひとなむはべれど、いとまだ言いふかひなきほどにて、御覧ごらんじ許ゆるさるる方かたもはべりがたげなれば3,5、えなむうけたまはりとどめられざりける6」

◇　年寄一人を頼りにしている孫がございますが、とてもまだ幼い年頃で、大目に見てもらえるところもございませんようなので、お承りおくこともできないのでございます」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


P34 御こと--（/+御）事戻る

P35 がらも、聞こしめしひがめたることな--（/+からもきこしめしひかめたる事な）

1 【いとうれしう思ひたまへぬべき御ことながらも】以下「とどめられざりける」まで、尼君の返答。謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意、推量の助動詞「べき」連体形、陶然の意。接続助詞「ながら」逆接を表す。係助詞「も」表現を和らげるニュアンスを添える。

2 【つつましうなむ】係助詞「なむ」。下に「思ふたまふる」などの語句が省略。

3 【はべりがたげなれば】大島本「侍りかたけなれハ」とある。御物本は「侍かたな〔な−補入〕けれは」、横山本、榊原家本、池田本、三条西家本は書陵部本は「侍りかたけれは」。肖柏本が大島本と同文。『集成』『新大系』は底本のまま。『古典セレクション』は「はべりがたければ」と本文を改める。

4 【あやしき身一つを頼もし人にする人】「あやしき身一つ」は尼君、自ら謙った表現。「頼もし人にする人」は孫の姫君、紫の君。

5 【御覧じ許さるる方もはべりがたげなれば】「御覧じ」の主体は源氏。受身の助動詞「るる」連体形。断定の助動詞「なれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。あなた様から大目に見てもらえるところもございませんようなので。

6 【えなむうけたまはりとどめられざりける】副詞「え」は打消の助動詞「ざり」連用形と呼応して不可能の意を表す。係助詞「なむ」は過去の助動詞「ける」連体形に係る、係結びの法則。強調のニュアンスを添える。可能の助動詞「られ」未然形。


若紫．１．４．４６

■　「みな、おぼつかなからず1うけたまはるものを2、所狭ところせう思おぼし憚はばからで、思おもひたまへ寄よるさま3ことなる心こころのほどを、御覧ごらんぜよ」

◇　「みな、はっきりと承知致しておりますから、窮屈にご遠慮なさらず、深く思っております格別な心のほどを、御覧下さいませ」


1 【みなおぼつかなからず】以下「御覧ぜよ」まで、源氏の詞。

2 【うけたまはるものを】接続助詞「ものを」順接、原因理由を表す。ので、のだから。

3 【思ひたまへ寄るさま】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形。


若紫．１．４．４７

■　と聞きこえたまへど、いと似にげなきことを、さも知しらでのたまふ1、と思おぼして、心解こころとけたる御答おほむいらへもなし。

◇　と申し上げなさるが、まだとても不似合いなことを、そうとも知らないでおっしゃる、とお思いになって、打ち解けたご返事もない。

■　僧都そうづおはしぬれば、

◇　僧都がお戻りになったので、


1 【いと似げなきことをさも知らでのたまふ】尼君の心中。源氏の申し出について。連語「さも」（「さ」＋係助詞「も」）そのようにも。


若紫．１．４．４８

■　「よし1、かう聞きこえそめはべりぬれば、いと頼たのもしうなむ」

◇　「それでは、このように申し上げましたので、心丈夫です」

■　とて、おし立たてたまひつ2。

◇　と言って、屏風をお閉てになった。


1 【よし】以下「頼もしうなむ」まで、源氏の詞。

2 【おし立てたまひつ】「おし立て」は、「外に立てわたしたる屏風少し引き開けて」を受ける。屏風を閉めた。


若紫．１．４．４９

■　暁方あかつきがたになりにければ1、法華三昧行ほけざむまいおこなふ堂だうの懺法せんぼふの声こゑ、山やまおろしにつきて聞きこえくる2、いと尊たふとく、滝たきの音おとに響ひびきあひたり。

◇　暁方になったので、法華三昧を勤めるお堂の懺法の声が、山下ろしの風に乗って聞こえて来るのが、とても尊く、滝の音に響き合っていた。


1 【暁方になりにければ】時刻の推移を表す。

2 【聞こえくる】「来る」（連体形）、文の連体中止であるとともに、以下の文の主語ともなる。余情を湛えて次に係ってゆく構文。


若紫．１．４．５０

■　「吹ふきまよふ深山みやまおろしに夢ゆめさめて

涙なみだもよほす滝たきの音おとかな1」

◇　「深山おろしの懺法の声に煩悩の夢が覚めて

感涙を催す滝の音であることよ」


1 【吹きまよふ深山おろしに夢さめて涙もよほす滝の音かな】源氏の歌。「深山」は前の尼君の「深山の苔」とあったのを踏まえる。迷いの夢から覚める気持ちがする。『古典セレクション』は「「夢」に、煩悩の意をも含める。暁方の懺法の声をのせた音響に、紫の上への執心の浄化される思いを詠んだ歌」と注す。


若紫．１．４．５１

■　「さしぐみに袖そでぬらしける山水やまみづに

澄すめる心こころは騒さわぎやはする1

耳馴みみなれはべりにけりや」

◇　「不意に来られてお袖を濡らされたという山の水に

心を澄まして住んでいるわたしは驚きません

耳慣れてしまったからでしょうか」

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。


1 【さしぐみに袖ぬらしける山水に澄める心は騒ぎやはする】僧都の返歌。「さしぐみ」は不意にの意と、涙が「さし汲み」の意を響かせる。「すめる」は「住める」と「澄める」の両意を掛ける。「汲み」「濡らし」「山水」「澄める」は縁語。連語「やは」（係助詞「や」＋係助詞「は」）反語、サ変「する」連体形、係結びの法則。『異本紫明抄』は「古の野中の清水見るからにさしぐむものは涙なりけり」（後撰集恋四八一四読人しらず）を指摘するが、『完訳』は「昔より山水にこそ袖ひづれ君がぬるらむ露はものかは」（多武峯少将物語）を引歌として指摘する。


第五段　翌日、迎えの人々と共に帰京

若紫．１．５．１

■　明あけゆく空そらは1、いといたう霞かすみて、山やまの鳥とりどもそこはかとなう2さへづりあひたり。

◇　明けて行く空は、とてもたいそう霞んで、山の鳥どもがどこかしことなく囀り合っている。

■　名なも知しらぬ木草きくさの花はなどもも3、いろいろに散ちりまじり、錦にしきを敷しけると見みゆるに4、鹿しかのたたずみ歩ありくも、めづらしく見みたまふに5、悩なやましさも紛まぎれ果はてぬ。

◇　名も知らない木や草の花々が、色とりどりに散り混じり、錦を敷いたと見える所に、鹿があちこちと立ち止まったり歩いたりしているのも、珍しく御覧になると、気分の悪いのもすっかり忘れてしまった。


1 【明けゆく空は】夜の明けていく様子と源氏の心が晴れやかになっていくのが象徴的に重なって描かれている景情一致の表現。

2 【そこはかとなう】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「そこはかとなく」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

3 【木草の花どもも】大島本「はなとも・ゝ」とある。・（朱点）は後のものである。踊り字（ゝ）と読める文字が存在する。『集成』『古典セレクション』『新大系』は「ゝ」を無視して「木草の花ども」と校訂する。

4 【錦を敷けると見ゆるに】格助詞「に」場所を表す。「見ゆる」と「に」の間に「所」などの語が省略。

5 【めづらしく見たまふに】接続助詞「に」順接を表す。御覧になると、の意。


若紫．１．５．２

■　聖ひじり、動うごきもえせねど1、とかうして護身参ごしんまゐらせたまふ。

◇　聖は、身動きも不自由だが、やっとのことで護身法をして差し上げなさる。

■　かれたる声こゑの2、いといたうすきひがめるも、あはれに功くうづきて、陀羅尼誦だらによみたり。

◇　しわがれた声で、とてもひどく歯の間から洩れて聞きにくいのも、しみじみと年功を積んだようで、陀羅尼を誦していた。


1 【動きもえせねど】副詞「え」、打消の助動詞「ね」已然形と呼応して不可能の意を表す。

2 【かれたる声の】格助詞「の」同格を表す。しわがれた声で、の意。


若紫．１．５．３

■　御迎おほむむかへの人ひとびと参まゐりて1、おこたりたまへる喜よろこび聞きこえ、内裏うちよりも御おほむとぶらひあり。

◇　お迎えの人々が参って、ご回復されたお祝いを申し上げ、帝からもお見舞いがある。

■　僧都そうづ、世よに見みえぬ2さまの御おほむくだもの、何なにくれと、谷たにの底そこまで堀ほり出いで、いとなみきこえたまふ。

◇　僧都は、見慣れないような果物を、あれこれと、谷の底から採ってきては、ご接待申し上げなさる。


1 【御迎への人びと参りて】源氏邸の家臣たち。

2 【世に見えぬ】大島本「世にみえぬ」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「見えぬ」と「世に」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


若紫．１．５．４

■　「今年ことしばかりの誓ちかひ1深ふかうはべりて、御送おほむおくりにもえ参まゐりはべるまじきこと。

◇　「今年いっぱいの誓いが固うございまして、お見送りに参上できませぬ次第。

■　なかなかにも思おもひたまへらるべきかな」

◇　かえって残念に存じられてなりません」


1 【今年ばかりの誓ひ】以下「思ひたまへらるべきかな」まで、僧都の詞。前に「某僧都のこの二年籠りはべるかたに」とあった。とすると、もう一年、すなわち、千日籠もりの修業である。


若紫．１．５．５

■　など聞きこえたまひて、大御酒参おほみきまゐりたまふ2。

◇　などと申し上げなさって、お酒を差し上げなさる。


1? 【なかなかにも思ひたまへるかな】『集成』は「かえって執心が残りそうにおもわれることでございます」と解し、『完訳』は「なまじ源氏と会ったために、かえって別れがたくつらい気持」と注し、「かえってお名残り惜しゅう存ぜられるしだいでございます」と解す。「たまへ」（下二段、謙譲の補助動詞）「らる」（自発の助動詞）「べき」（推量の助動詞）「かな」（詠嘆の終助詞）。

2 【大御酒参りたまふ】「大御酒」（接頭語「大御」）は神や天皇・主君に差し上げる酒。


若紫．１．５．６

■　「山水やまみづに1心こころとまりはべりぬれど2、内裏うちよりもおぼつかながらせたまへるも3、かしこければなむ4。

◇　「山や谷川に心惹かれましたが、帝にご心配あそばされますのも、恐れ多いことですので。

■　今いま、この花はなの折過をりすぐさず参まゐり来こむ5。

◇　そのうち、この花の時期を過ごさずに参りましょう。


1 【山水に】以下「来ても見るべく」まで、源氏の詞と歌。

2 【心とまりはべりぬれど】丁寧の補助動詞「はべり」連用形、完了の助動詞「ぬれ」已全然形＋接続助詞「ど」逆接を表す。

3 【内裏よりもおぼつかながらせたまへるも】「内裏」は帝をさす。格助詞「より」起点を表す。係助詞「も」同類を表す。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」連体形、最高敬語。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「内裏より」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

4 【かしこければなむ】係助詞「なむ」の下に「まからむ」連体形などの語句が省略。帰らねばなりません、の意が省略。

5 【今この花の折過ぐさず参り来む】辞去の挨拶。改めてお礼に参りましょうという意であるが、本人自身がではなく使者が代わって参上することであろう。


若紫．１．５．７

■　宮人みやびとに行ゆきて語かたらむ山桜やまざくら

風かぜよりさきに来きても見みるべく1」

◇　大宮人に帰って話して聞かせましょう、この山桜の美しいことを

風の吹き散らす前に来て見るようにと」


1 【宮人に行きて語らむ山桜風よりさきに来ても見るべく】源氏の贈歌。当山の桜の美しさを讃えて、もう一度訪れたいという当地を讃える挨拶の歌。


若紫．１．５．８

■　とのたまふ御おほむもてなし1、声こわづかひさへ、目めもあやなるに2、

◇　とおっしゃる態度や、声づかいまでが、眩しいくらい立派なので、


1 【とのたまふ御もてなし】以下、源氏の様子。

2 【声づかひさへ目もあやなるに】副助詞「さへ」添加の意。断定の動詞「なる」連体形＋接続助詞「に」順接、原因理由を表す。


若紫．１．５．９

■　「優曇華うどんげの花待はなまち得えたる心地ここちして

深山桜みやまざくらに目めこそ移うつらね1」

◇　「三千年に一度咲くという優曇華の花の

咲くのにめぐり逢ったような気がして深山桜には目も移りません」


1 【優曇華の花待ち得たる心地して深山桜に目こそ移らね】僧都の唱和歌。源氏の和歌中より「山桜」の語句を用いて返す。いえ、あなたさまは山桜ではなく優曇華の花のように美しいという挨拶の歌。係助詞「こそ」、打消の助動詞「ね」已然形、係結びの法則。強調のニュアンス。


若紫．１．５．１０

■　と聞きこえたまへば、ほほゑみて、

◇　と申し上げなさると、君は微笑みなさって、

■　「時ときありて1、一度開ひとたびひらくなるは、かたかなるものを2」

◇　「その時節に至って、一度咲くという花は、難しいといいますのに」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【時ありて】以下「かたかなるものを」まで、源氏の詞。『集成』『完訳』共に『法華経』「方便品」の「かくの如きの妙法は諸仏如来の、時に乃ち之を説きたまふこと、優曇鉢華の時に一たび現るるが如きのみ」を踏まえた当意即妙の返答と指摘する。『集成』は「時あって一度咲くというその花は、めったに出会えぬということですのに」、『完訳』は「時あって、ただ一度咲くと言いますが、それはめったにないことだそうですのに」と、「なる」を共に伝聞推定の助動詞と解す。

2 【かたかなるものを】「かたか」は形容詞「かたかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記の形。伝聞推定の助動詞「なる」連体形＋接続助詞「ものを」逆接を表す。難しいというのに。


若紫．１．５．１１

■　聖ひじり、御土器賜おほむかはらけたまはりてP36,1、

◇　聖は、お杯を頂戴して、


P36 賜はりて--*給て

1 【聖御土器賜はりて】聖が源氏から素焼きの盃に酒をいただく、意。上位の者から下位の者へと順に流れていく。


若紫．１．５．１２

■　「奥山おくやまの松まつのとぼそをまれに開あけて

まだ見みぬ花はなの顔かほを見みるかな1」

◇　「奥山の松の扉を珍しく開けましたところ

まだ見たこともない花のごとく美しいお顔を拝見致しました」


1 【奥山の松のとぼそをまれに開けてまだ見ぬ花の顔を見るかな】聖の唱和歌。源氏の和歌中の言葉「山」「見る」、僧都の和歌中の言葉「花」を引用して詠む。聖も僧都同様に源氏を讃美する。


若紫．１．５．１３

■　と、うち泣なきて見みたてまつる。

◇　と、ちょっと感涙に咽んで君を拝し上げる。

■　聖ひじり、御おほむまもりに、独鈷とこたてまつる1。

◇　聖は、ご守護に、独鈷を差し上げる。

■　見みたまひて、僧都そうづ、聖徳太子さうとくたいしの百済くだらより得えたまへりける金剛子こむがうじの数珠ずずの2、玉たまの装束さうぞくしたる、やがてその国くにより入いれたる筥はこの3、唐からめいたるを、透すきたる袋ふくろに入いれて、五葉ごえふの枝えでに付つけて4、紺瑠璃こんるりの壺つぼどもに、御薬おほむくすりども入いれて、藤ふぢ、桜さくらなどに付つけて、所ところにつけたる御贈物おほむおくりものども、ささげたてまつりたまふ。

◇　それを御覧になって、僧都は、聖徳太子が百済から得られた金剛子の数珠で、玉の飾りが付いているのを、そのままその国から入れてあった箱で、唐風なのを、透かし編みの袋に入れて、五葉の松の枝に付けて、紺瑠璃の壺々に、お薬類を入れて、藤や桜などに付けて、場所柄に相応しいお贈物類を、捧げて差し上げなさる。


1 【御まもりに独鈷たてまつる】「独鈷」は真言密教で用いる煩悩を払い悟りを求める仏具。

2 【聖徳太子の百済より得たまへりける金剛子の数珠の】「聖徳太子の」の「の」は格助詞、主格を表し、「数珠の」の「の」は格助詞、同格を表す。『岩波古語辞典』に「室町時代までクタラと清音か」とあり、図書寮本「類聚名義抄」に「百済瑟、久太良古度」とあり明確に清点があるという。なお、書陵部本は「くたらく」とある。御物本も書陵部本同様に「くたらく」とあり後出の「く」をミセケチにする。一方、横山本は「くたらく」と後出の「く」を補入、榊原家本、池田本、三条西家本は「ふたらく」とある。

3 【やがてその国より入れたる筥の】「筥の」の「の」は格助詞、同格を表す。

4 【五葉の枝に付けて】「藤、桜などに付けて」と共に贈り物を時節や場所柄に応じて植物の枝に結んで贈る。


若紫．１．５．１４

■　君きみ、聖ひじりよりはじめ1、読経どきゃうしつるP37法師ほふしの布施ふせども、まうけの物ものども、さまざまに取とりにつかはしたりければ2、そのわたりの山やまがつまで、さるべき物ものども賜たまひ、御誦経みずきゃうなどして出いでたまふ3。

◇　源氏の君は、聖をはじめとして、読経した法師へのお布施類、用意の品々を、いろいろと京へ取りにやっていたので、その近辺の樵人にまで、相応の品物をお与えになり、御誦経の布施をしてお出になる。


P37 しつる--しつか（か/＄る〈朱〉）

1 【聖よりはじめ】格助詞「より」起点を表す。

2 【法師の布施どもまうけの物どもさまざまに取りにつかはしたりければ】語られてはいないが、源氏は昨日京に帰した供人に迎えに来るときに、お礼のお布施の品々を持参するよう申し伝えていた。『古典セレクション』は「さまざまに取り遣はしたりければ」としている。

3 【出でたまふ】いったん「出でたまふ」といってからその間の内容を後から詳しく語る。


若紫．１．５．１５

■　内うちに僧都入そうづいりたまひて、かの聞きこえたまひしこと1、まねびきこえたまへど2、

◇　室内に僧都はお入りになって、あの君が申し上げなさったことを、そのままお伝え申し上げなさるが、


1 【かの聞こえたまひしこと】源氏が僧都に少女を後見したいと言ったこと。「聞こえ」は「言ふ」の謙譲語。

2 【まねびきこえたまへど】謙譲の補助動詞「聞こえ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋接続助詞「ど」逆接を表す。僧都がそっくりそのまま尼君に申し上げなさるが。


若紫．１．５．１６

■　「ともかくも1、ただ今いまは、聞きこえむかたなし。

◇　「何ともこうとも、今すぐには、お返事申し上げようがありません。

■　もし、御志みこころざしあらば、いま四よとせ、五年いつとせを過すぐしてこそは2、ともかくも」

◇　もし、君にお気持ちがあるならば、もう四、五年たってから、ともかくも」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「さなむ3」

◇　「しかじか」

■　と同おなじさまにのみあるを、本意ほいなしと思おぼす4。

◇　と同じようにばかりあるので、つまらないとお思いになる。


1 【ともかくも】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ともかうも」とウ音便形表記。『新大系』は底本のまま。以下「ともかくも」まで、尼君の詞。兄の僧都に対して言った詞。

2 【いま四五年を過ぐしてこそは】大島本「四五年」と表記。尼君の詞中の語句なので、「よとせ、いつとせ」と読んでおく。係助詞「こそ」、「ともかくも」の下に「考えめ」已然形などの語句が省略。

3 【さなむ】尼君の詞を源氏に伝言。語り手がそれを省略して「さなむ」と表現したもの。係助詞「なむ」、下に「はべりき」連体形などの語句が省略。

4 【本意なしと思す】『集成』は「がっかりなさる」と解し、『完訳』は「はがゆい気持」と解す。


若紫．１．５．１７

■　御消息おほむせうそこ、僧都そうづのもとなる小ちひさき童わらはして1、

◇　お手紙は、僧都のもとに仕える小さい童にことづけて、


1 【御消息僧都のもとなる小さき童して】源氏から尼君への手紙。


若紫．１．５．１８

■　「夕ゆふまぐれほのかに花はなの色いろを見みて

今朝けさは霞かすみの立たちぞわづらふ1」

◇　「昨日の夕暮時にわずかに美しい花を見ましたので

今朝は霞の空に立ち去りがたい気がします」


1 【夕まぐれほのかに花の色を見て今朝は霞の立ちぞわづらふ】源氏の贈歌。「黄昏ユフマクレ」（名義抄）「ユウマグレ[Yumagure]夕暮れと着あるいは夜の初め」（日葡辞書）「花の色」は少女を喩える。「霞」「立ち」は縁語。「立ちぞわづらふ」は「霞立つ」を響かす。


若紫．１．５．１９

■　御返おほむかへし1、

◇　お返事、


1 【御返し】「御」は客体の源氏に対する敬語表現。


若紫．１．５．２０

■　「まことにや花はなのあたりは立たち憂うきと

霞かすむる空そらの気色けしきをも見みむ1」

◇　「本当に花の辺りを立ち去りにくいのでしょうか

そのようなことをおっしゃるお気持ちを見たいものです」


1 【まことにや花のあたりは立ち憂きと霞むる空の気色をも見む】尼君の返歌。「花」「霞」「立つ」の語句を用いて返す。「花」に孫娘を、「霞むる空」に源氏を喩える。なお下二段「霞むる」連体形の用例は中古では珍しい。下二段の「かすむ」は「掠むる」なので（「帚木」に用例がある）、源氏が少女を奪おうとする、の意が響かされている。源氏の真意を確かめたいという返歌。


若紫．１．５．２１

■　と、よしある手ての1、いとあてなるを2、うち捨すて書かいたまへり。

◇　と、教養ある筆跡で、とても上品であるのを、無造作にお書きになっている。


1 【とよしある手の】格助詞「の」同格を表す。

2 【いとあてなるを】『集成』『古典セレクション』は「気品のある文字を」と格助詞「を」目的格で訳す。接続助詞「を」逆接、とても上品であるが、とも訳せよう。


若紫．１．５．２２

■　御車みくるまにたてまつるほど1、大殿おほいどのより、

◇　お車にお乗りになるころに、左大臣邸から、

■　「いづちともなくて、おはしましにけること2」

◇　「どちらへ行くともおっしゃらなくて、お出かけあそばしてしまったこと」

■　とて、御迎おほむむかへの人ひとびと、君達きみたちなどあまた参まゐりたまへり。

◇　と言って、お迎えの供人、ご子息たちなどが大勢参上なさった。

■　頭中将とうのちゅうじゃう、左中弁3さちゅうべん、さらぬ君達きみたちも慕したひきこえて、

◇　頭中将、左中弁、その他のご子息もお慕い申して、


1 【御車にたてまつるほど】「たてまつる」は「乗る」の尊敬表現。主語は源氏。

2 【いづちともなくておはしましにけること】左大臣の詞を迎えの人々が言上した間接話法的詞。「おはします」は「おはす」よりさらに一段高い尊敬語。

3 【頭中将左中弁】頭中将は「桐壺」巻に蔵人少将として初出、「帚木」巻に頭中将、「夕顔」巻に三位中将。左中弁は「夕顔」巻に蔵人弁として初出。頭中将の異母の弟。


若紫．１．５．２３

■　「かうやうの御供おほむともには1、仕つかうまつりはべらむ、と思おもひたまふるを2、あさましく、おくらさせP38たまへること3」

◇　「このようなお供には、お仕え申しましょうと、存じておりますのに、あまりにも、お置き去りあそばして」

■　と恨うらみきこえて、

◇　とお怨み申して、

■　「いといみじき花はなの蔭かげに4、しばしもやすらはず、立たち帰かへりはべらむは5、飽あかぬわざかな」

◇　「とても美しい桜の花の下に、しばしの間も足を止めずに、引き返しますのは、もの足りない気がしますね」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


P38 おくらさせ--おくら（ら/+さ〈朱〉）せ

1 【かうやうの御供には】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御供は」と「に」を削除する。『新大系』は底本のままとする。以下「させたまへること」まで、迎えの公達の詞。

2 【と思ひたまふるを】謙譲の補助動詞「たまふる」連体形、接続助詞「を」逆接を表す。

3 【おくらさせたまへること】大島本「おくらせ」の「ら」と「せ」の間に朱筆で「さ」を補入。なお「後る」は自ラ下二段動詞であって、四段動詞ではない。その他動詞形は「後（おく）らす」（他サ四）「後（おく）らかす」（他サ四）である。よって「後らさ」未然形＋尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋完了の助動詞「る」連体形。

4 【いといみじき花の蔭に】以下「飽かぬわざかな」まで、迎えの公達の詞。「花の蔭」は歌語。桜の花の咲いている木の蔭。『新大系』は「いざ今日は春の山辺にまじりなむ暮れなばなげの花の蔭かは」（古今集・春下・素性）を参考として指摘。他に「春来れば木隠れ多き夕月夜おぼつかなしも花蔭にして」（後撰集・春中・読人しらず）などがある。

5 【立ち帰りはべらむは】丁寧の補助動詞「はべら」未然形＋推量の助動詞「む」連体形、仮定の意を表す。


若紫．１．５．２４

■　岩隠いはがくれの苔こけの上うへに並なみゐて、土器参かはらけまゐる1。

◇　岩蔭の苔の上に並び座って、お酒を召し上がる。

■　落おち来くる水みづのさまなど、ゆゑある滝たきのもとなり。

◇　落ちて来る水の様子など、風情のある滝のほとりである。

■　頭中将とうのちゅうじゃう、懐ふところなりける笛取ふえとり出いでて、吹ふきすましたり。

◇　頭中将は、懐にしていた横笛を取り出して、吹き澄ましている。

■　弁べんの君きみ、扇あふぎはかなううち鳴ならして、

◇　弁の君は、扇を軽く打ち鳴らして、

■　「豊浦とよらの寺てらの、西にしなるや2」S3

◇　「豊浦の寺の、西なるや」

■　と歌うたふ。

◇　と謡う。

■　人ひとよりは異ことなる君達きみたちを3、源氏げんじの君きみ、いといたううち悩なやみて、岩いはに寄よりゐたまへる4は、たぐひなくゆゆしき御おほむありさまにぞ、何なにごとにもP39目移めうつるまじかりける。

◇　普通の人よりは優れた公達であるが、源氏の君の、とても苦しそうにして、岩に寄り掛かっておいでになるのは、またとなく不吉なまでに美しいご様子に、他の何人にも目移りしそうにないのであった。

■　例れいの、篳篥吹ひちりきふく随身ずいじん、笙しゃうの笛***P40持ふえもたせたる好すき者ものなどあり。

◇　いつものように、篳篥を吹く随身、笙の笛を持たせている風流人などもいる。

◆　 
いはがくれ の こけ の うへ に なみ ゐ て、 かはらけ まゐる。 おち くる みづ の さま など、 ゆゑ ある たき の もと なり。 とうのちゅうじゃう、 ふところ なり ける ふえ とり いで て、 ふき すまし たり。 べんのきみ、 あふぎ はかなう うち-ならし て、 "とよらのてら の、 にし なる や" と うたふ。 ひと より は ことなる きみたち を、 げんじのきみ、 いと いたう うち-なやみ て、 いは に より ゐ たまへ る は、 たぐひ なく ゆゆしき おほむ-ありさま に ぞ、 なにごと に も め うつる まじかり ける。 れい の、 ひちりき ふく ずいじん、 しゃうのふえ もた せ たる すきもの など あり。


S3 葛城の　寺の前なるや　豊浦の寺の　西なるや　榎の葉井に　白璧沈くや　真白璧沈くや　おおしとど　おしとど　しかしてば　国ぞ栄えむや　我家らぞ　富せむや　おおしとど　としとんど　おおしとど　としとんど（催馬楽　葛城）

P39 何ごとにも--なに事に（に/+も〈朱〉）

P40 笛--ふえ（え/＄え〈朱〉）

1 【土器参る】「参る」は「呑む」の尊敬語。

2 【豊浦の寺の西なるや】催馬楽「葛城」の一節。「葛城（かづらき）の寺の前なるや豊浦（とよら）の寺の西なるや榎（え）の葉井に白璧（しらたま）沈（しづ）くや真白璧沈くやおおしととおしとどしかしては国ぞ栄えむや我家（わいへ）らぞ富せむやおおしとととしとんどおおしとんどとしとんど」。源氏の資質を讃美した。

3 【人よりは異なる君達を】接続助詞「を」逆接を表す。この二人は普通の公達以上に優れた方であるが、それでも源氏の君の素晴しさには、という文脈。

4 【源氏の君いといたううち悩みて岩に寄りゐたまへる】国宝『源氏物語絵巻』「若紫」断簡（東京国立博物館蔵）に描かれている。


若紫．１．５．２５

■　僧都そうづ、琴2きむをみづから持もて参まゐりて3、

◇　僧都は、七絃琴を自分で持って参って、


1? 【たぐひなくゆゆしき御ありさまにて】この世にまたとなく不吉なまでに美しいお姿なのでの意。

2 【琴】大島本「きむ」とある。七絃琴をさす。

3 【持て参りて】「持て」は「持ちて」の約。


若紫．１．５．２６

■　「これ、ただ御手一おほむてひとつ1あそばして、同おなじうは、山やまの鳥とりもおどろかしはべらむ」

◇　「これで、ちょっとひと弾きあそばして、同じことなら、山の鳥をも驚かしてやりましょう」


1 【これただ御手一つ】以下「おどろかしはべらん」まで、僧都の詞。


若紫．１．５．２７

■　と切せちに聞きこえたまへば1、

◇　と熱心にご所望申し上げなさるので、


1 【と切に聞こえたまへば】「聞こえ」は「言ふ」の謙譲語。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件。


若紫．１．５．２８

■　「乱みだり心地ごこち、いと堪たへがたきものを1」

◇　「気分が悪いので、とてもできませんのに」

■　と聞きこえたまへど、けに憎にくからずP41,2かき鳴ならして、皆立みなたちたまひぬ3。

◇　とお答え申されるが、ことに無愛想にはならない程度に琴を掻き鳴らして、一行はお立ちになった。


P41 けに憎からず--けにゝ（ゝ/+く〈朱〉）からす

1 【乱り心地いと堪へがたきものを】源氏の詞。「乱り心地」の下に格助詞「に」などの語が省略。接続助詞「ものを」逆接の意を表す。

2 【けに憎からず】大島本は「けにゝ（ゝ＋く〈朱〉）からす」とある。『集成』『古典セレクション』共に「けにくからず」と本文を改める。『新大系』は「げににくからず」と整定する。

3 【皆立ちたまひぬ】一行は北山を出発なさった。


若紫．１．５．２９

■　飽あかず口惜くちをしと1、言いふかひなき法師ほふし、童わらはべも、涙なみだを落おとしあへり。

◇　名残惜しく残念だと、取るに足りない法師や、童子も、涙を落とし合っていた。

■　まして、内うちには、年老としおいたる尼君あまぎみたちなど、まださらにかかる人ひとの御おほむありさまを見みざりつれば、

◇　彼ら以上に、室内では、年老いた尼君たちなどは、まだこのようにお美しい方の姿を見たことがなかったので、

■　「この世よのものともおぼえたまはず2」

◇　「この世の人とは思われなさらない」

■　と聞きこえあへり。

◇　とお噂申し上げ合っていた。

■　僧都そうづも、

◇　僧都も、


1 【飽かず口惜しと】以下、場面変わって残った人々の様子を語る。

2 【この世のものともおぼえたまはず】尼君たちの噂の詞。「たまふ」（四段尊敬の補助動詞）は、源氏に対する敬語表現。思われなさらないの意。仏菩薩の化身かと思う、という意。


若紫．１．５．３０

■　「あはれ、何なにの契ちぎりにて1、かかる御おほむさまながら2、いとむつかしき日本ひの末もとの世すゑのよに生むまれたまへらむと3見みるに、いとなむ悲かなしき」

◇　「ああ、どのような因縁で、このような美しいお姿でもって、まことにむさ苦しい日本国の末世にお生まれになったのであろうと思うと、まことに悲しい」

■　とて、目めおしのごひたまふ。

◇　と言って、目を押し拭いなさる。


1 【あはれ何の契りにて】以下「悲しき」まで、僧都の源氏賛嘆の詞。

2 【かかる御さまながら】接続助詞「ながら」連用修飾をする。そのままで、の意。

3 【生まれたまへらむと】尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋完了の助動詞「ら」未然形＋推量の助動詞「む」連体形、推量の意。


若紫．１．５．３１

■　この若君1わかぎみ、幼をさな心地ごこちに、

◇　この若君は、子供心に、

■　「めでたき人ひとかな」

◇　「素晴らしい人だわ」

■　と見みたまひP42て、

◇　と御覧になって、


P42 見たまひ--みた（た/+ま）ひて

1 【この若君】紫の君をさす。


若紫．１．５．３２

■　「宮みやの御おほむありさまよりも1、まさりたまへるかな」

◇　「父宮のお姿よりも、優れていらっしゃいますわ」

■　などP43のたまふ。

◇　などとおっしゃる。


P43 かな」など--かなら（ら/＄な〈朱〉）と

1 【宮の御ありさまよりも】以下「まさりたまへるかな」まで、紫の君の詞。宮は父兵部卿宮をさす。紫の君は「宮」とだけいうが、それで当事者には、父宮をさすことが分かる。


若紫．１．５．３３

■　「さらば、かの人ひとの1御子みこになりておはしませよ2」

◇　「それでは、あの方のお子様におなりあそばせな」


1 【さらばかの人の】以下「おはしませよ」まで、女房の詞。接続詞「さらば」それでは。「かの人」は源氏をさす。

2 【なりておはしませよ】接続助詞「て」順接、「おはしませ」命令形＋終助詞「よ」強調のニュアンス。


若紫．１．５．３４

■　と聞きこゆれば、うちうなづきて、

◇　と申し上げると、こっくりと頷いて、

■　「いとようありなむ1」

◇　「とてもすてきなことだわ」

■　と思おぼしたり。

◇　とお思いになっている。

■　雛遊ひひなあそびにも、絵描ゑかいたまふにも、

◇　お人形遊びにも、お絵描きなさるにも、

■　「源氏げんじの君きみ」

◇　「源氏の君」

■　と作つくり出いでて、きよらなる衣着きぬきせ、かしづきたまふ。

◇　と作り出して、美しい衣装を着せ、お世話なさる。


1 【いとようありなむ】紫の君の心中。「よう」は形容詞「よく」連用形のウ音便形。ラ変「あり」連用形＋完了の助動詞「な」未然形＋推量の助動詞「む」終止形。


第六段　内裏と左大臣邸に参る

若紫．１．６．１

■　君きみは、まづ内裏うちに参まゐりたまひて1、日ひごろの御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふ。

◇　源氏の君は、まず内裏に参内なさって、ここ数日来のお話などを申し上げなさる。

■　「いといたう衰おとろへにけり2」

◇　「とてもひどくお痩せになってしまったものよ」

■　とて、ゆゆしと思おぼし召めしたり3。

◇　とおっしゃって、ご心配あそばした。

■　聖ひじりの尊たふとかりP44けることなど、問とはせたまふ4。

◇　聖の霊験あらたかであったことなどを、お尋ねあそばす。

■　詳くはしく奏そうしたまへば、

◇　詳しく奏上なさると、


P44 尊かり--たうと（と/＄と〈朱〉）かり

1 【君はまづ内裏に参りたまひて】段落変わって、京に帰ってからの物語。

2 【いといたう衰へにけり】桐壺帝の詞。「いたう」は形容詞「いたく」連用形のウ音便形。完了の助動詞「に」連用形＋過去の助動詞「けり」終止形、詠嘆の意。

3 【ゆゆしと思し召したり】「思し召し」は「思ふ」の最高敬語。

4 【問はせたまふ】尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、二重敬語。


若紫．１．６．２

■　「阿闍梨あざりなどにも1なるべき者ものにこそあなれ2。

◇　「阿闍梨などにも任ぜられてもよい人であったのだな。

■　行おこなひの労らうは積つもりて3、朝廷おほやけにしろしめされざりけること4」

◇　修行の功績は大きいのに、朝廷からご存知になられなかったことよ」

■　と、尊たふとがりのたまはせけり5。

◇　と、尊重なさりたく仰せられるのであった。


1 【阿闍梨などにも】以下「しろしめされざりけること」まで、帝の詞。

2 【なるべき者にこそあなれ】推量の助動詞「べき」連体形、適当の意。断定の助動詞「に」連用形、係り助詞「こそ」。「あなれ」は「あるなれ」の「る」が撥音便化しさらに無表記の形。推定の助動詞「なれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンス。

3 【行ひの労は積もりて】接続助詞「て」逆接の意。

4 【朝廷にしろしめされざりけること】「しろしめさ」未然形は「知る」の最高敬語。受身の助動詞「れ」未然形＋打消の助動詞「ざり」連用形＋過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意。

5 【尊がりのたまはせけり】「のたまはせ」連用形は「言ふ」の最高敬語。


若紫．１．６．３

■　大殿おほいどの、参まゐりあひたまひて1、

◇　大殿が、参内なさっておられて、


1 【大殿参りあひたまひて】左大臣がちょうど出仕していて来合わせなさっての意。


若紫．１．６．４

■　「御迎おほむむかへにもと1思おもひたまへつれど2、忍しのびたる御歩おほむありきに3、いかがと思おもひ憚はばかりてなむ4。

◇　「お迎えにもと存じましたが、お忍びの外出なので、どんなものかと遠慮して。

■　のどやかに一いち、二日5ににちうち休やすみたまへ」

◇　のんびりと、一、二日、お休みなさい」

■　とて、

◇　と言って、

■　「やがて、御送おほむおくり仕つかうまつらむ6」

◇　「このまま、お供申しましょう」

■　と申まうしたまへば、さしも思おぼさねど7、引ひかされてまかでたまふ8。

◇　と申し上げなさるので、そうしたいとはお思いにならないが、連れられて退出なさる。


1 【御迎へにもと】以下「うち休みたまへ」まで、左大臣の詞。源氏の来訪を勧める。

2 【思ひたまへつれど】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形＋完了の助動詞「つれ」已然形＋接続助詞「ど」逆接を表す。

3 【忍びたる御歩きに】格助詞「に」事の起こるもとを示す。によって、の意。

4 【いかがと思ひ憚りてなむ】係助詞「なむ」、下に「はべり」＋過去の助動詞「き」連体形などの語句が省略。

5 【一二日】大島本に「一二日」と漢字表記である。いま「いち、ににち」と字音で読んでおく。和読み「ひとひ、ふつか」。

6 【やがて御送り仕うまつらむ】左大臣の詞。ラ四動詞「仕うまつら」未然形＋推量の助動詞「む」終止形、意志。

7 【さしも思さねど】主語は源氏。副詞「さしも」。「思さ」未然形＋打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ど」確定逆接。

8 【引かされてまかでたまふ】ラ下二動詞「引かされ」連用形＋接続助詞「て」。


若紫．１．６．５

■　我わが御車みくるまに乗のせたてまつりたまうて1、自みづからは引ひき入いりてたてまつれり2。

◇　ご自分のお車にお乗せ申し上げなさって、自分は遠慮してお乗りになる。

■　もてかしづききこえたまへる御心みこころばへのあはれなるをぞ、さすがに3心苦こころぐるしく思おぼしける4。

◇　大切にお世話申し上げなさるお気持ちの有り難いことを、やはり胸のつまる思いがなさるのであった。


1 【我が御車に乗せたてまつりたまうて】左大臣は源氏を。謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形、尊敬の補助動詞「たまう」は「たまひ」連用形のウ音便形、接続助詞「て」。

2 【自らは引き入りてたてまつれり】男性の場合、牛車の最上席は前方右側である。第二席がその向かいの左側、第三席は左側後ろ、第四席は右側後ろ席となる。時計の反対回り。女性の場合は、前方左側の席が最上席で、反対の時計回りの順。男女相乗りの場合は前方右側が男性、左側が女性となる。ラ四「たてまつれ」已然形（「乗る」の尊敬語）＋完了の助動詞「り」終止形。

3 【さすがに】やはりの意。『完訳』は「葵の上には気がすすまないが、それでも左大臣に対しては」と解す。

4 【心苦しく思しける】胸のつまる思い、気の毒なの意。『古典セレクション』は「おいたわしくお思いになるのだった」と訳す。


若紫．１．６．６

■　殿とのにも、おはしますらむと心こころづかひしたまひて1、久ひさしく見みたまはぬほど2、いとど玉たまの台うてなに磨みがきしつらひ、よろづをととのへたまへり。

◇　大殿邸でも、おいであそばすだろうとご用意なさって、久しくお見えにならなかった間に、ますます玉の台のように磨き上げ飾り立て、用意万端ご準備なさっていた。


1 【おはしますらむと心づかひしたまひて】「おはします」終止形は最高敬語。推量の助動詞「らむ」終止形、視界外推量を表す。尊敬の助動詞「たまひ」連用形＋接続助詞「て」。

2 【久しく見たまはぬほど】主語は源氏。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「久しう」とウ音便形に改める。『』は底本のまま。


若紫．１．６．７

■　女君をむなぎみ、例れいの、はひ隠かくれて1、とみにも出いでたまはぬを2、大臣おとど、切せちに聞きこえたまひて、からうして3渡わたりたまへり4。

◇　女君は、例によって、物蔭に隠れて、すぐには出ていらっしゃらないのを、父大臣が、強くご催促申し上げなさって、やっと出ていらっしゃった。

■　ただ絵ゑに描かきたるものの姫君ひめぎみのやうに5、し据すゑられて6、うちみじろきたまふこともかたく、うるはしうてものしたまへば、思おもふこともうちかすめ7、山道やまみちの物語ものがたりをも聞きこえむ、言いふかひP45ありて、をかしういらへたまはばこそ、あはれならめ8、世よには心こころも解とけずP46,9、うとく恥はづかしきものに思おぼしてP47,10、年としのかさなるに添そへて11、御心みこころの隔へだてもまさるを、いと苦くるしく、思おもはずに12、

◇　まるで絵に描いた姫君のように、座らされて、ちょっと身体をお動かしになることも難しく、きちんと行儀よく座っていらっしゃるので、心の中の思いを話したり、北山行きの話をもお聞かせたりするにも、話のしがいがあって、興味をもってお返事をなさって下さろうものなら、情愛もわこうが、少しも打ち解けず、源氏の君をよそよそしく気づまりな相手だとお思いになって、年月を重ねるにつれて、お気持ちの隔たりが増さるのを、とても辛く、心外なので、


P45 言ふかひ--は（は/＄い〈朱〉）ふかひ

P46 解けず--とけ（け/＄け〈朱〉）す

P47 思して--おほし（し/+て〈朱〉）

1 【女君例のはひ隠れて】正妻の葵の上。「例の」とあるように習慣化している。

2 【とみにも出でたまはぬを】係助詞「も」強調のニュアンス。格助詞「を」目的格を表す。

3 【からうして】『集成』『新大系』は「からうして」と清音、『古典セレクション』は「からうじて」と濁音で読む。『岩波古語辞典』は「古くは清音か」といい、語源と『日葡辞書』の用例を典拠にあげる。

4 【渡りたまへり】主語は葵の上。大殿邸の源氏の部屋に葵の上のほうが出て来たという意。『完訳』は「女君の部屋から源氏の前へ」と解す。

5 【ただ絵に描きたるものの姫君のやうに】当時の物語絵の中の姫君のように美しく着飾られているがじっとしていて動かない。

6 【し据ゑられて】ワ下二動詞「し据ゑ」未然形＋受身の助動詞「られ」連用形、接続助詞「て」。

7 【思ふこともうちかすめ】以下「御心の隔てもまさるを」まで、源氏の心中と地の文とが融合したような叙述である。その長文が源氏の屈曲した心の綾を表現する。「思ふこともうちかすめ」と「山道の物語をも聞こえむ」は並列の構文。

8 【言ふかひありてをかしういらへたまはばこそあはれならめ】挿入句。係助詞「こそ」推量の助動詞「め」已然形、係結びの法則、逆接用法で下文に続く。

9 【世には心も解けず】『古典セレクション』「「世には」は強調の語法。じつにまあ、ことのほかに、の意」と注す。副詞「世に」実に。

10 【うとく恥づかしきものに思して】主語は葵の上。

11 【年のかさなるに添へて】源氏と葵の上の結婚は「桐壺」巻の源氏十二歳の元服の夜であった。当「若紫」巻は、新年立によれば、源氏十八歳。六年の歳月が流れる。

12 【いと苦しく思はずに】主語は源氏。「思はずに」は連語「思はず」連用形、意外だの意＋断定の助動詞「に」連用形。いわゆる形容動詞「思はずなり」の連用形。


若紫．１．６．８

■　「時々ときどきは1、世よの常つねなる御気色みけしきを見みばや2。

◇　「時々は、世間並みの妻らしいご様子を見たいですね。

■　堪たへがたうわづらひはべりしをも、いかがとだに3、問とひたまはぬこそ4、めづらしからぬことなれど、なほうらめしう5」

◇　私がひどく苦しんでおりました時にも、せめてどうですかとだけでも、お見舞い下さらないのは、今に始まったことではありませんが、やはり残念で」


1 【時々は】以下「めづらしう」まで、源氏の詞。

2 【世の常なる御気色を見ばや】「世」は夫婦仲。終助詞「ばや」話者の願望を表す。

3 【いかがとだに】副助詞「だに」最小限を表す。せめて--だけでも。

4 【問ひたまはぬこそ】御物本、榊原家本、池田本、三条西家本は「とはせ給はぬこそ」という二重敬語表現。横山本は「とうたまはぬこそ」、肖柏本は「とふらひ給はぬこそ」とある。書陵部本が大島本と同文。河内本は「とはせ給はぬも」とある。『集成』は「とはせ給はぬこそ」と本文を改める。『古典セレクション』『新大系』は底本のままとする。係助詞「こそ」は断定の助動詞「なれ」已然形に係るが、下に接続助詞「ど」逆接が続いたために、結びの流れとなっている。

5 【なほうらめしう】「うらめしく」のウ音便形。言いさした形で余意余情表現。


若紫．１．６．９

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　からうして、

◇　ようやくのことで、

若紫．１．６．１０

■　「問とはぬは、つらきものにやS4あらむ1」

◇　「『尋ねないのは、辛いものなの』でしょうか」


S4 君をいかで思はむ人に忘らせて訪はぬはつらきものと知らせむ（出典未詳、源氏釈所引）

1 【問はぬはつらきものにやあらむ】葵の上の詞。『源氏釈』は「君をいかで思はむ人に忘らせてとはぬはつらきものとしらせむ」（源氏釈所引、出典未詳）を指摘。その他「とはぬはつらきもの」という句を含む和歌として、「忘れねと言ひしにかなふ君なれど問はぬはつらきものにぞありける」（後撰集恋五九二八本院のくら）、「言も尽きほどはなけれど片時も問はぬはつらきものにぞありける」（古今六帖五）などもある。尋ねないというのは本当に辛いことなのでしょうか、もしそうなら、訪ねてくださらないわたしの辛い気持ちもお分かりでしょう、と「問ふ（見舞う）」を「訪ふ」の意に変えて切り返した。『古典セレクション』は「心を開いて素直に源氏を待ち迎えることのできない葵の上は、かろうじて古歌によりつつ恨みを述べる」と注す。


若紫．１．６．１１

■　と、後目しりめにP48見みおこせたまへるまみ、いと恥はづかしげに1、気高けだかううつくしげなる御容貌おほむかたちなり。

◇　と、流し目に御覧になっている目もとは、とても気後れがしそうで、気品高く美しそうなご容貌である。


P48 後目に--しりめかり（かり/＄に〈朱〉）

1 【いと恥づかしげに】『集成』は「近づきがたい感じ」と解す。


若紫．１．６．１２

■　「まれまれは1、あさましの御おほむことP49や。

◇　「たまさかにおっしゃるかと思えば、心外なお言葉ですね。

■　訪とはぬ、など言いふ際きは2、異はことにこそはべるなれ3。

◇　訪ねない、などという間柄は、他人が使う言葉でございましょう。

■　心憂こころうくものたまひなすかな。

◇　嫌なふうにおっしゃいますね。

■　世よとともにはしたなき御おほむもてなし4を、もし、思おぼし直なほる折をりもやと、とざまかうさまに5試こころみきこゆるほどP50、いとど思おもほし疎うとむなめりかし6。

◇　いつまでたっても変わらない体裁の悪い思いをさせるお振る舞いを、もしや、お考え直しになるときもあろうかと、あれやこれやとお試し申しているうちに、ますますお疎んじなられたようですね。

■　よしや、命いのちだに7」

◇　仕方ない、長生きさえしたら」


P49 御こと--（/+御〈朱〉）事

P50 試みきこゆるほど--心みきこゆるを（を/＄ほ）と

1 【まれまれは】以下「よしや命だに」まで、源氏の詞。「まれまれは」は、たまさかにおっしゃるかと思えばの意。

2 【訪はぬなど言ふ際は】葵の上の「問はぬはつらき」を受けて切り返す。『古典セレクション』は「「問はぬはつらき」などという言葉は、忍んで通う程度の関係ならともかく、世間公認の夫婦である源氏と葵の上との仲で言うべきことではない、といなした」と注す。

3 【異にこそはべるなれ】「異」は他の夫婦。係助詞「こそ」、丁寧語「はべる」連体形、断定の助動詞「なれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンス。

4 【はしたなき御もてなし】『集成』は「取り付く島もないお仕打ち」と解す。

5 【とざまかうさまに】「左之右之、トザマカウサマ、自由自在義也（文明本節用集）」（岩波古語辞典）。

6 【いとど思ほし疎むなめりかし】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思し」と校訂。『新大系』は底本のまま。「思ほし」のまま。「なめり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「めり」終止形、主観的推量、終助詞「かし」念押し。

7 【よしや命だに】『奥入』は「命だに心にかなふものならば何か別れの悲しからまし」（古今集離別三八七しろめ）を指摘する。生きているうちにいつか直る時があろうの意。『集成』は「引歌があろうが、明らかでない」と注す。『完訳』は「やや不審」という。


若紫．１．６．１３

■　とて、夜よるの御座おましに入いりたまひぬ。

◇　と言って、夜のご寝所にお入りになった。

■　女君をむなぎみ、ふとも入いりたまはず、聞きこえわづらひたまひて、うち嘆なげきて臥ふしたまへるも1、なま心こころづきなきにやあらむ2、ねぶたげにもてなして3、とかうP51世よを思おぼし乱みだるること多おほかり。

◇　女君は、すぐにもお入りにならず、お誘い申しあぐねなさって、溜息をつきながら横になっているものの、何となくおもしろくないのであろうか、眠そうなふりをなさって、あれやこれやと夫婦仲を思い悩まれることが多かった。


P51 とかう--と（と/+か〈朱〉）う

1 【きこえわづらひたまひてうち嘆きて臥したまへるも】主語は源氏。『集成』は「〔源氏は〕誘いあぐねなさって」「よこになられたが」と解すが、『古典セレクション』は「「聞こえ…臥したまへるも」は、葵の上の動作と解す」と注し、「申し上げる言葉もさがしあぐねられて、ため息をついて横におなりになるが」と訳す。

2 【なま心づきなきにやあらむ】語り手が源氏の心情を想像した挿入句。『休聞抄』に「双也」とあり草子地と指摘。

3 【ねぶたげにもてなして】『古典セレクション』は「源氏の、葵の上を避ける態度」と注す。


若紫．１．６．１４

■　この1若草わかくさの2生おひ出いでむほどのなほゆかしきを3、

◇　この若草の君が成長していく間がやはり気にかかるので、

■　「似にげないほどと思おもへりしも4、道理ことわりぞかし。

◇　「まだ相応しくない年頃と思っているのも、もっともである。

■　言いひ寄よりがたきことにもあるかな。

◇　申し込みにくいものだなあ。

■　いかにかまへて、ただ心こころやすく迎むかへ取とりて、明あけ暮くれの慰なぐさめに見みむ。

◇　何とか手段を講じて、ほんの気楽に迎え取って、毎日の慰めとして一緒に暮らしたい。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやは、いとあてになまめいたまへれど、匂にほひやかになどもあらぬを5、いかで、かの一族6ひとぞうにおぼえたまふらむ7。

◇　父兵部卿宮は、とても上品で優美でいらっしゃるが、つややかなお美しさはないのに、どうして、あの一族に似ていらっしゃるのだろう。

■　ひとつ后腹きさきばらなればにや8」

◇　父宮が同じお后様からお生まれになったからだろうか」

■　など思おぼす。

◇　などとお考えになる。

■　ゆかりいとむつましきに、いかでかと、深ふかうおぼゆ。

◇　血縁がとても親しく感じられて、何とかしてと、深く思われる。


1 【この】横山本、榊原家本、池田本、三条西家本は「かの」とある。御物本と肖柏本、書陵部本が大島本と同文。河内本は「かの」とある。

2 【この若草の】『集成』は「以下、源氏の心中」と解す。「この若草」という呼び方は源氏の心中に即したような表現。『完訳』は「似げないほど」以下「ひとつ后腹なればにや」までを源氏の心中と解す。

3 【なほゆかしきを】接続助詞「を」順接、原因理由を表す。ので。

4 【似げないほどと思へりしも】主語は尼君。尼君の態度に対して特に敬語を使っていない。

5 【匂ひやかになどもあらぬを】接続助詞「を」逆接を表す。

6 【かの一族】先帝の一族。具体的には叔母の藤壺宮。大島本「ひとそう」と訓読した仮名表記。

7 【おぼえたまふらむ】主語は紫の上。「おぼえ」は、似る意。

8 【ひとつ后腹なればにや】主語は兵部卿宮。断定の助動詞「なれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。断定の助動詞「に」連用形＋係助詞「や」疑問を表す。


第七段　北山へ手紙を贈る

若紫．１．７．１

■　またの日1ひ、御文おほむふみたてまつれたまへり2。

◇　翌日、お手紙を差し上げなさった。

■　僧都そうづにもほのめかしたまふべし3。

◇　僧都にもそれとなくお書きになったのであろう。

■　尼上あまうへには、

◇　尼上には、


1 【またの日】北山から帰っての翌日。

2 【御文たてまつれたまへり】他下二「たてまつれ」連用形。人をして手紙を差し上げ、の意。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「り」終止形。

3 【僧都にもほのめかしたまふべし】推量の助動詞「べし」終止形、語り手の想像。


若紫．１．７．２

■　「もて離はなれたりし1御気色みけしきのつつましさに、思おもひたまふるさまをも2、えあらはし果はてはべらずなりにしをなむ3。

◇　「取り合って下さらなかったご様子に気がひけますので、思っておりますことをも、十分に申せずじまいになりましたことを。

■　かばかり聞きこゆるにても、おしなべたらぬ志こころざしのほどを4御覧ごらんじ知しらば5、いかにうれしう6」

◇　これほどに申し上げておりますことにつけても、並々ならぬ気持ちのほどを、お察しいただけたら、どんなに嬉しいことでしょうか」


1 【もて離れたりし】以下「いかにうれしう」まで、源氏の手紙文。相手の態度に対して特に敬語を付けていない。

2 【思ひたまふるさまをも】主語は源氏。謙譲の補助動詞「たまふる」連体形。

3 【えあらはし果てはべらずなりにしをなむ】副詞「え」は打消の助動詞「ず」連用形と呼応して不可能の意を表す。丁寧の補助動詞「はべら」未然形、手紙文中の用例。官僚の助動詞「に」連用形＋過去の助動詞「し」連体形＋格助詞「を」目的格＋係助詞「なむ」。下に「口惜しう思ひ給ふる」などの語句が省略。言いさした形で、余意余情表現。

4 【おしなべたらぬ志のほどを】バ下二「おしなべ」連用形＋完了の助動詞「たら」未然形＋打消の助動詞「ぬ」連体形。並々ならない、の意。

5 【御覧じ知らば】「知ら」未然形＋接続助詞「ば」順接の仮定条件を表す。

6 【いかにうれしう】「うれしう」連用中止法。下に「思はむ」などの語句が省略。


若紫．１．７．３

■　などあり。

◇　などと書いてある。

■　中なかに、小ちひさく引ひき結むすびて1、

◇　中に、小さく結んで、


1 【小さく引き結びて】尼君への正式な立て文の書状の中に結び文を鋏み込んだもの。結び文は恋文の形式。少女宛てなので小さく結んだ。


若紫．１．７．４

■　「面影おもかげは身みをも離はなれずP52山桜やまざくら

心こころの限かぎりとめて来こしかど1

◇　「あなたの山桜のように美しい面影はわたしの身から離れません

心のすべてをそちらに置いて来たのですが


P52 離れず--はな（な/+れ〈朱〉）す

1 【面影は身をも離れず山桜心の限りとめて来しかど】源氏の贈歌。「面影」は少女の面影、「山桜」に喩える。「とめて」は「止めて」の意。大島本は仮名表記「こしかと」。カ変「来（こ）」未然形＋過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ど」逆接。過去の助動詞「き」は本来連用形に続くが、カ変「来」の場合、「し」連体形及び「しか」已然形は「こし」「こしか」、「きし」「きしか」と、未然形「こ」と連用形「き」の両方に続く。中世になると「こし」「こしか」が普通となる。


若紫．１．７．５

■　夜よの間まの風かぜも、うしろめたくS5なむ1」

◇　夜間に吹く風が、心配に思われまして」


S5 浅まだき起きてぞ見つる梅の花夜の間の風のうしろめたさに（拾遺集春-二九　元良親王）

1 【夜の間の風もうしろめたくなむ】和歌に添えた言葉。『異本紫明抄』は「朝まだき起きてぞ見つる梅の花夜の間の風の後めたさに」（拾遺集春二九元良親王）を指摘。『古典セレクション』は「山桜にたとえられる紫の上が今にもどこかへ引き取られはせぬかと危惧する気持」と注す。


若紫．１．７．６

■　とあり。

◇　と書いてある。

■　御手おほむてなどはさるものにて、ただはかなうおし包つつみたまへるさまも、さだP53,1すぎたる御目おほむめどもには、目めもあやにこのましう見みゆ。

◇　ご筆跡などはさすがに素晴らしくて、ほんの無造作にお包みになった様子も、年配の人々のお目には、眩しいほどに素晴らしく見える。


P53 さだ--*ま（ま/=さイ）

1 【さだ】大島本は「また」とある。大島本の独自異文。変体仮名の字母「左」と「万」の類似から生じた誤写であろう。諸本によって改める。


若紫．１．７．７

■　「あな、かたはらいたや。

◇　「まあ、困ったこと。

■　いかが聞きこえむ1」

◇　どのようにお返事申し上げましょう」

■　と、思おぼしわづらふ。

◇　と、お困りになる。


1 【あなかたはらいたやいかが聞こえむ】尼君の心中。「かたはらいた」は形容詞「かたはらいたし」の語幹。間投助詞「や」詠嘆。推量の助動詞「む」連体形。


若紫．１．７．８

■　「ゆくての御おほむことは1、なほざりにも思おもひたまへなされしを2、ふりはへさせたまへるに、聞きこえさせむかたなくなむ。

◇　「行きがかりのお話は、ご冗談ごとと存じられましたが、わざわざお手紙を頂戴いたしましたのに、お返事の申し上げようがなくて。

■　まだ「難波津**」S6

◇　まだ「難波津」

■　をだに3、はかばかしう続つづけはべらざめれば4、かひなくなむ5。

◇　をさえ、ちゃんと書き続けませんようなので、お話になりません。

■　さても6、

◇　それにしても、

◆　 
"ゆくて の おほむ-こと は、 なほざり に も おもひ たまへ なさ れ し を、 ふりはへ させ たまへ る に、 きこえさせ む かた なく なむ。 まだ 'なにはづ' を だに、 はかばかしう つづけ はべら ざ' めれ ば、 かひなく なむ。 さても、


S6 難波津に咲くやこの花冬ごもり今は春べと咲くやこの花（古今六帖六-四〇三二）

1 【ゆくての御ことは】以下「うしろめたう」まで、尼君の返書。「ゆくて」は行きががりの意。

2 【思ひたまへなされしを】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、自発の助動詞「れ」連用形、過去の助動詞「し」連体形＋接続助詞「を」逆接を表す。

3 【まだ難波津をだに】『紫明抄』は「難波津に咲くやこの花冬ごもり今は春べと咲くやこの花」（古今集仮名序）を指摘。初心者の手習い歌である。副助詞「だに」最小限を表す。

4 【はかばかしう続けはべらざめれば】仮名文字を連綿体で書くこと。「ざめれ」は「打消の助動詞「ざる」連体形「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「めれ」已然形、主観的推量＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

5 【かひなくなむ】係助詞「なむ」、下に「はべる」連体形などの語が省略。

6 【さても】連語（副詞「さて」＋係助詞「も」）そんな状態でもやはり。


若紫．１．７．９

■　嵐吹あらしふく尾をの上への桜散さくらちらぬ間まを

心こころとめけるほどのはかなさ1

いとどうしろめたうP54,2」

◇　激しい山風が吹いて散ってしまう峰の桜に

その散る前にお気持ちを寄せられたように頼りなく思われます

ますます気がかりでございまして」


P54 うしろめたう」と--うしろめたかう（か/＄〈朱〉、う/+と〈朱〉）

1 【嵐吹く尾の上の桜散らぬ間を心とめけるほどのはかなさ】尼君の返歌。源氏の歌に添えた「夜の間の風」を「嵐吹く」と受け、また「山桜」を「尾の上の桜」と受けて応える。束の間の心寄せではないかとして切り返す。

2 【いとどうしろめたう】歌に添えた言葉。源氏が気掛かりに思う以上にこちらは一層心配だ、の意。形容詞「うしろめたう」連用形、ウ音便形。連用中止法。言い切らない余意余情表現。


若紫．１．７．１０

■　とP54あり。

◇　とある。

■　僧都そうづの御返おほむかへりも同おなじさまなれば、口惜くちをしくて、二に、三日さむにちありて1、惟光これみつをぞたてまつれたまふ2。

◇　僧都のお返事も同じようなので、残念に思って、二、三日たって、惟光を差し向けなさる。


P54 うしろめたう」と--うしろめたかう（か/＄〈朱〉、う/+と〈朱〉）

1 【二三日ありて】大島本は漢字表記で「二三日」とある。字音で「にさむにち」と読んでおく。

2 【惟光をぞたてまつれたまふ】係助詞「ぞ」は尊敬の補助動詞「たまふ」連体形に係る、係結びの法則。強調のニュアンス。下二「たてまつれ」連用形、使者を差し上げる、意。


若紫．１．７．１１

■　「少納言せうなごんの乳母1めのと言といふ人ひとあべし2。

◇　「少納言の乳母という人がいるはずだ。

■　尋たづねて、詳くはしう語かたらへ」

◇　その人を尋ねて、詳しく相談せよ」

■　などのたまひ知しらす。

◇　などとお言い含めなさる。

■　「さも、かからぬ隈くまなき3御心みこころかな。

◇　「何とも、どのようなことにもご関心を寄せられる好き心だなあ。

■　さばかりいはけなげなりしけはひを4」

◇　あれほど子供じみた様子であった様子なのに」

■　と、まほならねども、見みしほどを思おもひやるもをかし。

◇　と、はっきりとではないが、少女を見た時のことを思い出すとおかしい。


1 【少納言の乳母】以下「詳しう語らへ」まで、源氏の詞。前に「少納言の乳母とぞ人いふめるはこの子の後見なるべし」とあった。

2 【と言ふ人あべし】「あべし」はラ変「ある」連体形「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「べし」終止形。

3 【さもかからぬ隈なき】以下「いはけなげなかりしけはひを」まで、惟光の心中。副詞「さも」まったく、いかにも。「かから」未然形は「関る・係る・懸る・掛る」の意＋打消の助動詞「ぬ」連体形。抜け目ない。

4 【さばかりいはけなげなりしけはひを】副詞「さばかり」。過去の助動詞「し」連体形。接続助詞「を」逆接を表す。あれほど幼げな様子だったのに。


若紫．１．７．１２

■　わざと、かう御文おほむふみあるを1、僧都そうづもかしこまり聞きこえたまふ。

◇　わざわざ、このようにお手紙があるので、僧都も恐縮の由申し上げなさる。

■　少納言せうなごんに消息せうそこして会あひたり。

◇　少納言の乳母に申し入れて面会した。

■　詳くはしく、思おぼしのたまふさま、おほかたの御おほむありさまなど語かたる2。

◇　詳しく、お考えになっておっしゃったご様子や、日頃のご様子などを話す。

■　言葉多ことばおほかる人ひとにて3、つきづきしう言いひ続つづくれど、

◇　多弁な人なので、もっともらしくいろいろ話し続けるが、

■　「いとわりなき御おほむほどを、いかに思おぼすにか4」

◇　「とても無理なお年なのに、どのようにお考えなのか」

■　と、ゆゆしうなむ、誰たれも誰たれも思おぼしける5。

◇　と、大変心配なことと、どなたもどなたもお思いになるのであった。


1 【かう御文あるを】接続助詞「を」順接を表す。お手紙があったので。

2 【詳しく思しのたまふさまおほかたの御ありさまなど語る】主語は惟光。「詳しく」は「語る」に掛かる。「思しのたまふさま」と「おほかたの御ありさま」は並列の構文。

3 【言葉多かる人にて】惟光の人柄。『集成』は「多弁な人物で」と解し、『完訳』は「口の達者な男」と解す。

4 【いとわりなき御ほどをいかに思すにか】尼君と僧都の心中。源氏の心を思う。

5 【誰も誰も思しける】「誰も誰も」は「思す」という敬語表現なので、僧都と尼上のこと。過去の助動詞「ける」連体形、係助詞「なむ」の係結びの法則。


若紫．１．７．１３

■　御文おほむふみにも、いとねむごろに書かいたまひて、例れいの、中なかに、

◇　お手紙にも、とても心こめてお書きになって、例によって、その中に、

■　「かの御放おほむはなち書がき1なむ、なほ見みたまへまほしき2」

◇　「あの一字一字のお書きなのを、やはり拝見したいのです」

■　とて、

◇　とあって、


1 【かの御放ち書き】尼君の返書に「まだ「難波津」をだにはかばかしう続けはべらざめれば」とあったのを受ける。

2 【なほ見たまへまほしき】謙譲の補助動詞「たまへ」連用形、希望の助動詞「まほしき」連体形、係助詞「なむ」の係結びの法則。


若紫．１．７．１４

■　「あさか山浅やまあさくも人ひとを思おもはぬにS7

など山やまの井ゐのかけ離はなるらむ1」

◇　「浅香山のように浅い気持ちで思っているのではないのに

どうしてわたしからかけ離れていらっしゃるのでしょう」


S7 あさ山影さへ見ゆる山の井の浅くは人を思ふものかは（古今六帖二-九八五）

1 【あさか山浅くも人を思はぬになど山の井のかけ離るらむ】源氏の贈歌。『紫明抄』は「浅香山影さへ見ゆる山の井の浅き心を我が思はなくに」（古今集仮名序）を指摘。尼君の「難波津」に寄せて、和歌の手習い歌である「浅香山」の歌を踏まえた歌を贈った。「かけ離る」は「影離る」との掛詞。当時は濁音表記がないので文字表記だけから見れば共に「かけはなれ」となる。


若紫．１．７．１５

■　御返おほむかへし、

◇　お返事、

若紫．１．７．１６

■　「汲くみ初そめてくやしS8と聞ききし山やまの井ゐの

浅あさきながらや影かげを見みるべき1」

◇　「うっかり薄情な人と契りを結んで後悔したと聞きました山の井のような

浅いお心のままどうして孫娘を御覧に入れられましょう」


S8 悔しくぞ汲みそめてける浅ければ袖のみ濡るる山の井の水（古今六帖二-九八七）

1 【汲み初めてくやしと聞きし山の井の浅きながらや影を見るべき】尼君の返歌。『異本紫明抄』は「悔しくぞ汲みそめてける浅ければ袖のみ濡るる山の井の水」（古今六帖二山の井）を指摘。係助詞「や」、推量の助動詞「べき」連体形、係結びの法則。反語表現。「影」は孫娘をさす。孫娘をお見せすることができましょうか、いえできませんの意。


若紫．１．７．１７

■　惟光これみつも同おなじことを聞きこゆ。

◇　惟光も同じ意味のご報告を申し上げる。

若紫．１．７．１８

■　「このわづらひたまふことよろしくは1、このごろ2過すぐして、京きゃうの殿とのに渡わたりたまひてなむ、聞きこえさすべき3」

◇　「このご病気が多少回復したら、しばらく過ごして、京のお邸にお帰りになってから、改めてお返事申し上げましょう」

■　とあるを、心こころもとなう思おぼす4。

◇　とあるのを、待ち遠しくお思いになる。


1 【このわづらひたまふことよろしくは】以下「聞こえさすべき」まで、少納言の乳母の詞。「この」は尼君をさす。「よろしく」未然形＋接続助詞「は」、順接の仮定条件を表す。多少よくなったら。

2 【このごろ】『古典セレクション』は「このごろ」と濁音に読む。『集成』『新大系』は清音に読んでいる。「今来・比日・今属、コノゴロ」（名義抄）。「奈良時代にはコノコロと清音。平安時代以後コノゴロ」（岩波古語辞典）。

3 【聞こえさすべき】「聞こえさす」終止形は「言ふ」の最も丁重な謙譲語。推量の助動詞「べき」連体形、係助詞「なむ」と係結びの法則。

4 【とあるを心もとなう思す】助詞「を」について、『今泉忠義訳』は「と少納言からの口上なので」と接続助詞、順接の意に、『古典セレクション』は「少納言の乳母の返事があるのを」と格助詞、目的格の意に、それぞれ訳す。


第二章　藤壺の物語　夏の密通と妊娠の苦悩物語

第一段　夏四月の短夜の密通事件

若紫．２．１．１

■　藤壺ふぢつぼの宮みや、悩なやみたまふことありて1、まかでたまへり2。

◇　藤壺の宮に、ご不例の事があって、ご退出された。

■　上うへの、おぼつかながり、嘆なげききこえたまふ御気色みけしきも、いといとほしう見みたてまつりながら3、かかる折をりだにと4、心こころもあくがれ惑まどひて、何処いづくにも何処いづくにもP55、まうでたまはず、内裏うちにても里さとにても、昼ひるはつれづれと5眺ながめ暮くらして、暮くるれば、王命婦6わうみゃうぶを責せめ歩ありきたまふ。

◇　主上が、お気をもまれ、ご心配申し上げていらっしゃるご様子も、まことにおいたわしく拝見しながらも、せめてこのような機会にもと、魂も浮かれ出て、どこにもかしこにもお出かけにならず、内裏にいても里邸にいても、昼間は所在なくぼうっと物思いに沈んで、夕暮れになると、王命婦にあれこれとおせがみになる。


P55 何処にも何処にも--いつくにもゝ（ゝ/＄／＼〈朱〉）

1 【藤壺の宮悩みたまふことありて】物語は変わって、藤壺の物語。源氏、北山帰京の後、季節は夏四月。源氏と藤壺のスリリングな逢瀬が夏の季節の短夜を背景にして語られる。

2 【まかでたまへり】後の「賢木」巻に三条宮邸と知られる。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋完了の助動詞「り」完了の意。

3 【いといとほしう見たてまつりながら】主語は源氏。父帝に対する気持ち。

4 【かかる折だにと】副助詞「だに」最小限の願望。せめてこのような機会にでもと。

5 【つれづれと】御物本は「つく（く＄れ）つく（く＄れ）と」。榊原家本、池田本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「つくつくと」とある。横山本は大島本と同文。河内本は「つくつくと」とある。

6 【王命婦】藤壺の宮付きの女房。その呼称によって皇族出身の命婦と知られる。


若紫．２．１．２

■　いかがたばかりけむ1、いとわりなくて見みたてまつるほどさへ、現うつつとはおぼえぬぞ、わびしきや2。

◇　どのように手引したのだろうか、とても無理してお逢い申している間さえ、現実とは思われないのは、辛いことであるよ。

■　宮みやも、あさましかりしを思おぼし出いづるだに3、世よとともの御おほむもの思おもひなるを、さてだにやみなむと4深ふかう思おぼしたるに5、いと憂うくて6、いみじき御気色みけしきなるものから、なつかしうらうたげに7、さりとてうちとけず8、心深こころふかう恥はづかしげなる御おほむもてなしなどの、なほ人ひとに似にさせたまはぬを9、

◇　宮も、思いもしなかった出来事をお思い出しになるだけでも、生涯忘れることのできないお悩みの種なので、せめてそれきりで終わりにしたいと深く決心されていたのに、とても情けなくて、ひどく辛そうなご様子でありながらも、優しくいじらしくて、そうかといって馴れ馴れしくなく、奥ゆかしく気品のある御物腰などが、やはり普通の女人とは違っていらっしゃるのを、

■　「などか10、なのめなることだに11うち交まじりたまはざりけむ」

◇　「どうして、わずかの欠点すら少しも混じっていらっしゃらなかったのだろう」

■　と、つらうさへぞ思おぼさるる12。

◇　と、辛くまでお思いになられる。

■　何なにごとをかは聞きこえ尽つくしたまはむ13。

◇　どのようなことをお話し申し上げきれようか。

■　くらぶの山やまにS9,14宿やどりも取とらまほしげなれど、あやにくなる15短夜みじかよにて16、あさましう、なかなかなり17。

◇　鞍馬の山に泊まりたいところだが、あいにくの短夜なので、情けなく、かえって辛い逢瀬である。


S9 墨染めの鞍馬の山に入る人はたどるたどるも帰り来ななむ（後撰集恋四-八三二　平中興女）

1 【いかがたばかりけむ】語り手の挿入句。『休聞抄』は「双書様のならひ也」と指摘。『完訳』は「語り手の言葉。「いかがたばかりけむ」で、その経過の詳細を省き、一挙に密会場面へと展開」と指摘する。過去推量の助動詞「けむ」連体形。

2 【わびしきや】間投助詞「や」詠嘆。語り手の感想を交えた叙述。萩原広道『評釈』は「源氏の心を評じたる也」と指摘。『集成』は「たまさかの、はかない逢瀬を悲しむ源氏の気持」と解し、『完訳』は「予想外の事態に処しかねる気持」と解す。この逢瀬が夢ではなく現実であるにもかかわらず、それが現実のことと思えない、つらさ。

3 【宮もあさましかりしを思し出づるだに】「あさましかり」連用形、過去の助動詞「し」連体形、格助詞「を」目的格、「思し出づる」連体形、副助詞「だに」最小限。源氏と藤壺宮の逢瀬が過去にも一度あったという叙述のしかたである。

4 【さてだにやみなむと】藤壺の心中。副助詞「だに」最小限。完了の助動詞「な」未然形、確述の意＋推量の助動詞「む」終止形、意志。せめてそれきりだけで終わりにしたい、の意。

5 【深う思したるに】主語は藤壺。接続助詞「に」逆接を表す。

6 【いと憂くて】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心憂くて」と「心」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は「この「心憂し」は「憂し」とほぼ同意。「憂し」は、自分自身のせいでつらく思う意で、自らの運命を痛恨する気持。藤壺は、源氏との関係を避けがたい宿運として嘆く」と注す。

7 【いみじき御気色なるものからなつかしうらうたげに】藤壺の心中叙述から源氏の見た藤壺像へと文章は変化し移ってゆく。

8 【さりとてうちとけず】すっかり馴れ馴れしくはならないのは、高貴な貴族にとって品位を保つ上で大切なこと。

9 【なほ人に似させたまはぬを】副詞「なほ」。尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまは」未然形、最高敬語。打消の助動詞「ぬ」連体形＋格助詞「を」目的格を表す。

10 【などか】以下「たまはざりけむ」まで、源氏の心中。

11 【なのめなることだに】「なのめ」は普通、平凡の意。副助詞「だに」最小限を表す。

12 【つらうさへぞ思さるる】副助詞「さへ」添加を表す。係助詞「ぞ」、自発の助動詞「るる」連体形、係結びの法則。

13 【何ごとをかは聞こえ尽くしたまはむ】以下、語り手の評言。『集成』は句点にして、文を完結する。連語「かは」（係助詞「か」＋係助詞「は」）、推量の助動詞「む」連体形。反語表現の構文。

14 【くらぶの山に】歌語「暗部山」。「鞍馬山」のこと。「比ぶ」「暗し」のイメージを内包する語句。ここは後者の意。『源氏釈』は「墨染の鞍馬の山に入る人はたどるたどるも帰り来ななむ」（後撰集恋四八三三平中興が女）を指摘。「秋の夜の月の光し明かければ暗部の山も越えぬべらなり」（古今集・秋上・元方）。『集成』『完訳』は、歌枕として指摘する。

15 【あやにくなる】語り手の感情を交えた表現。

16 【短夜にて】夏四月頃の短夜。

17 【あさましうなかなかなり】「あさまし」は、あきれて情けない意。副詞「なかなか」かえって--しない方がましなくらいである、の意。


若紫．２．１．３

■　「見みてもまた逢あふ夜よまれなる夢ゆめのうちに

やがて紛まぎるる我わが身みともがな1」

◇　「お逢いしても再び逢うことの難しい夢のようなこの世なので

夢の中にそのまま消えてしまいとうございます」


1 【見てもまた逢ふ夜まれなる夢のうちにやがて紛るる我が身ともがな】源氏の贈歌。夢が実現する意味の「合ふ世」と男女の「逢ふ世」の掛詞。「見る」「あふ」「夢」は縁語。夢の中にこのまま紛れ込んでしまいたいの意。「夢」の贈答歌について、『完訳』は「『伊勢物語』六十九段の投影」と指摘する。小野小町の「思ひつつ寝ればや人の見えつらむ夢と知りせば覚めざらましを」（古今集恋歌二五五二）歌他の「夢」と「現」の文学伝統が通底している。連語「ともがな」（格助詞「と」＋終助詞「もがな」）願望を表す。


若紫．２．１．４

■　と、むせかへりたまふさまも1、さすがにいみじければ2、

◇　と、涙にひどくむせんでいられるご様子も、何と言ってもお気の毒なので、


1 【むせかへりたまふさまも】源氏の振るまい。『古典セレクション』「「かへる」は動作状態の反復、転じて窮まったさまを表す」と注す。涙にひどくむせぶ。

2 【さすがにいみじければ】藤壺の源氏を拒絶しきれない心情。


若紫．２．１．５

■　「世語よがたりに人ひとや伝つたへむたぐひなく

憂うき身みを覚さめぬ夢ゆめになしても1」

◇　「世間の語り草として語り伝えるのではないでしょうか、

この上なく辛い身の上を覚めることのない夢の中のこととしても」


1 【世語りに人や伝へむたぐひなく憂き身を覚めぬ夢になしても】藤壺の返歌。源氏の「夢」「身」の語句を用いて返す。『新大系』「藤壺の返しは世間の目への恐れを全面に立てつつも、歌の贈答を成立させることによって深くも源氏の無謀な恋情を受け入れている」と注す。係助詞「や」、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。


若紫．２．１．６

■　思おぼし乱みだれたるさまも1、いと道理ことわりにかたじけなし。

◇　お悩みになっている様子も、まことに道理で恐れ多い。

■　命婦みゃうぶの君きみぞ、御直衣おほむなほしなどは、かき集あつめ持もて来きたる2。

◇　命婦の君が、お直衣などは、取り集めて持って来た。


1 【思し乱れたるさまも】以下、語り手の感想を交えた評言。敬語が付かない。

2 【かき集め持て来たる】『集成』は「悲しみに茫然として帰ろうとしない源氏に、脱ぎ捨てておいた直衣などをかき集めて持って来て、帰り支度をうながすのである」と解す。部屋の中での出来事とする。


若紫．２．１．７

■　殿とのにおはして1、泣なき寝ねに臥ふし暮くらしたまひつ。

◇　お邸にお帰りになって、泣き臥してお暮らしになった。

■　御文おほむふみなども2、例れいの、御覧ごらんじ入いれぬよしのみあれば3、常つねのことながらも、つらういみじう思おぼしほれて、内裏うちへも参まゐらで、二に、三日4籠さむにちこもりおはすれば、また、

◇　お手紙なども、例によって、御覧にならない旨ばかりなので、いつものことながらも、全く茫然自失とされて、内裏にも参内せず、二、三日閉じ籠もっていらっしゃるので、また、

■　「いかなるにか」

◇　「どうかしたのだろうか」

■　と5、御心***P56動***かせたまふべかめるも6、恐おそろしうのみおぼえたまふ7。

◇　と、ご心配あそばされているらしいのも、恐ろしいばかりに思われなさる。

◆　 
との に おはし て、 なき ね に ふし くらし たまひ つ。 おほむ-ふみ など も、 れい の、 ごらんじ いれ ぬ よし のみ あれ ば、 つね の こと ながら も、 つらう いみじう おぼし ほれ て、 うち へ も まゐら で、 に、 さむにち こもり おはすれ ば、 また、 "いか なる に か?" と、 みこころ うごか せ たまふ べか' める も、 おそろしう のみ おぼえ たまふ。


P56 御心--御（御/+心〈朱〉）

1 【殿におはして】二条院。主語は源氏。

2 【御文なども】源氏から藤壺への後朝の手紙。

3 【例の御覧じ入れぬよしのみあれば】例の」は「御覧じ入れぬ」を修飾。『古典セレクション』は「藤壺は源氏の消息を受け付けない。「例の」とあり、それが習慣化している」と注す。王命婦から源氏へ、藤壺は源氏の手紙を御覧になりません、という返事の意。

4 【二三日】大島本は漢字表記で「二三日」とある。今字音で「にさむにち」と読んでおく。

5 【またいかなるにかと】前にわらわ病みを心配。

6 【御心動かせたまふべかめるも】主語は帝。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形。「べかめる」は推量の助動詞「べかる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「める」連体形、主観的推量、係助詞「も」。きっと御心配あそばすにちがいないらしいにつけてもというニュアンス。

7 【恐ろしうのみおぼえたまふ】源氏の心理。『集成』は「罪深いことだ」と解す。『完訳』は「帝の自分へのいたわりにつけても、源氏は犯した罪を恐れる」と解す。源氏は再犯である。


第二段　妊娠三月となる

若紫．２．２．１

■　宮みやも、なほいと心憂こころうき身みなりけりと、思おぼし嘆なげくに、悩なやましさもまさりたまひて、とく参まゐりたまふべき御使1おほむつかひ、しきれど、思おぼしも立たたず2。

◇　藤壺宮も、やはり実に情けないわが身であったと、お嘆きになると、ご気分の悪さもお加わりになって、早く参内なさるようにとの御勅使が、しきりにあるが、ご決心もつかない。


1 【とく参りたまふべき御使】桐壺帝から藤壺へ内裏に帰参するようにとの勅使。

2 【思しも立たず】主語は藤壺。係助詞「も」強調のニュアンス。


若紫．２．２．２

■　まことに、御心地みここち、例れいのやうにもおはしまさぬは1、いかなるにかと、人知ひとしれず思おぼすこと2もありければ、心憂こころうく、

◇　本当に、ご気分が、普段のようにおいであそばさないのは、どうしたことかと、密かにお思い当たることもあったので、情けなく、

■　「いかならむ」

◇　「どうなることだろうか」

■　とのみ思おぼし乱みだる。

◇　とばかりお悩みになる。


1 【御心地例のやうにもおはしまさぬは】妊娠二、三か月の悪阻の徴候。

2 【人知れず思すこと】源氏との逢瀬。


若紫．２．２．３

■　暑あつきほどは1、いとど起おきも上あがりたまはず。

◇　暑いころは、ますます起き上がりもなさらない。

■　三月みつきになりたまへば2、いとしるきほどにて、人ひとびと見みたてまつりとがむるに3、あさましき御宿世おほむすくせのほど、心憂こころうし4。

◇　三か月におなりになると、とてもよく分かるようになって、女房たちもそれとお気付き申すにつけ、思いもかけないご宿縁のほどが、恨めしい。

■　人ひとは思おもひ寄よらぬことなれば、

◇　他の人たちは、思いもよらないことなので、

■　「この月つきまで、奏そうせさせたまはざりけること5」

◇　「この月まで、ご奏上あそばされなかったこと」

■　と、驚おどろききこゆ。

◇　と、意外なことにお思い申し上げる。

■　我わが御心一みこころひとつには、しるう思おぼしわくこともありけり6。

◇　ご自身一人には、はっきりとお分かりになる節もあるのであったのだ。


1 【暑きほどは】夏六月ころの気候。

2 【三月になりたまへば】妊娠して三か月。源氏との密通事件は四月の短夜、今は、夏の最も暑い六月。密通・妊娠という主題が夏の暑苦しさを季節的背景としてかたられていく。この物語の主題と季節との類同的発想の一つ。

3 【人びと見たてまつりとがむるに】注目する、不審がる、の意。女房たちは事の真実を知らないから、非難する、という意ではない。接続助詞「に」順接を表す。

4 【あさましき御宿世のほど心憂し】「心憂し」とは、語り手と登場人物藤壺の心が一体化したような表現。敬語が付かない。『新大系』「子種をさずかることは前世からの宿縁によるという考え方」と注す。

5 【この月まで奏せさせたまはざりけること】女房たちの詞。どうして今までめでたいことを隠していたのかという驚き。「奏す」は帝に申し上げる意。尊敬の助動詞「させ」未然形＋尊敬の補助動詞「たまは」未然形＋打消の助動詞「ざり」連用形＋過去の助動詞「ける」連体形。

6 【我が御心一つにはしるう思しわくこともありけり】源氏の子をみごもったという事をさす。王命婦を除く他の女房たちは知らない。「ありけり」というように、語り手は、読者の前に秘話を語る。


若紫．２．２．４

■　御湯殿1おほむゆどのなどにも親したしう仕つかうまつりて、何事なにごとの御気色みけしきをもしるく見みたてまつり知しれる、御乳母子おほむめの弁とごのべん、命婦2みゃうぶなどぞ、あやしと思おもへど、かたみに言いひあはすべきにあらねば、なほ逃のがれがたかりける御宿世おほむすくせをぞ3、命婦みゃうぶはあさましと思おもふ。

◇　お湯殿などにも身近にお仕え申し上げて、どのようなご様子もはっきり存じ上げている、おん乳母子の弁や、命婦などは、変だと思うが、お互いに口にすべきことではないので、やはり逃れられなかったご運命を、命婦は驚きあきれたことと思う。


1 【御湯殿】当時は入浴法は沐浴である。日光田母沢御用邸記念公園の御湯殿を見ることができる。

2 【御乳母子の弁命婦】藤壺の乳母子の弁と王命婦。下文に「命婦は」とあり、弁はともかくも、源氏の手引きをした命婦は運命を感じ取っている、という叙述。

3 【なほ逃れがたかりける御宿世をぞ】地の文であるが、「なほ」には王命婦の感想が交えられた表現である。


若紫．２．２．５

■　内裏うちには1、御物おほむもの怪のけの紛まぎれにて、とみに気色けしきなうおはしましけるやうに2ぞ奏そうしけむかし3。

◇　帝に対しては、おん物の怪のせいで、すぐには兆候がなくあそばしたように奏上したのであろう。

■　見みる人ひとも4さのみ思おもひけり。

◇　周囲の人もそうとばかり思っていた。

■　いとどあはれに5限かぎりなう思おぼされて、御使おほむつかひなどのひまP57なきも、そら恐おそろしう6、ものを思おぼすこと、ひまなし。

◇　ますますこの上なく愛しくお思いあそばして、御勅使などがひっきりなしにあるにつけても、空恐ろしく、物思いの休まる時もない。


P57 ひま--（/+ひ）ま

1 【内裏には】以下「奏しけむかし」まで、語り手の推測として語る。『休聞抄』は「双也」と注し、『評釈』は「奏上の言葉をこの物語の語り手（作者）は知っているのではない、という気持」と注す。

2 【おはしましけるやうに】主語は藤壺。

3 【奏しけむかし】過去推量の助動詞「けむ」終止形＋終助詞「かし」念押し。奏上したのであろうよの意。『集成』は「奏上したらしかった」と解し、『完訳』は「奏上したようである」と解す。

4 【見る人も】御物本、横山本、肖柏本は「みな人も」とある。榊原家本、池田本、三条西家本は大島本と同文。『新大系』「判断する人、占いを見る人のたぐいか」と注す。

5 【いとどあはれに】主語は帝。寵妃の藤壺が懐妊したことを喜ぶ気持ち。

6 【そら恐ろしう】主語は藤壺。


若紫．２．２．６

■　中将ちゅうじょうの君きみも1、おどろおどろしうさま異ことなる夢2ゆめを見みたまひて、合あはする者3ものを召めして、問とはせたまへば4、及およびなう思おぼしもかけぬ筋すぢのこと5を合あはせけり。

◇　源氏中将の君も、ただごとではない異様な夢を御覧になって、夢解きをする者を呼んで、ご質問させなさると、及びもつかない思いもかけない方面のことを判断したのであった。


1 【中将の君も】源氏をさす。官職名で呼ぶ。公人としてのニュアンスをこめる。

2 【おどろおどろしうさま異なる夢】通常の夢とは違った異様な夢、霊夢。予言的な意味のある夢。

3 【合はする者】夢占いをする者。

4 【問はせたまへば】使役の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。夢占いをして占わせなさると。

5 【及びなう思しもかけぬ筋のこと】実に尊い子を授かるだろう、という内容か。当時の感覚でいえば、神の子の異常出生か将来に帝となる子ということだろう。『集成』は「源氏が天子の父となるであろうということ」と注す。『古典セレクション』も同じ。『真大系』「分に過ぎたるお思い寄りもせぬ方面の内容を合せたことだ。謎として読者に与えられる」と注す。


若紫．２．２．７

■　「その中なかに、違たがひ目めありて、慎つつしませたまふべきことなむはべる1」

◇　「その中に、順調に行かないところがあって、お身を慎みあそばさななければならないことがございます」


1 【その中に違ひ目ありて慎しませたまふべきことなむはべる】夢解の詞。その夢を見た人の運勢の中には一時順調に行かないことがあるという意。のちに源氏の須磨明石流離となって現実化する。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、二重敬語。推量の助動詞「べき」連体形、当然の意。しなければならない。係助詞「なむ」、「はべる」連体形、係結びの法則。


若紫．２．２．８

■　と言いふに1、わづらはしくおぼえて、

◇　と言うので、面倒に思われて、


1 【と言ふに】接続助詞「に」順接の意。


若紫．２．２．９

■　「みづからの夢ゆめにはあらず1、人ひとの御おほむことを2語かたるなり。

◇　「自分の夢ではない、他の方の夢を申すのだ。

■　この夢合ゆめあふまで、また人ひとにまねぶな3」

◇　この夢が現実となるまで、誰にも話してはならぬ」


1 【みづからの夢にはあらず】以下「人にまねぶな」まで、源氏の詞。源氏は他人の夢の話だと言いながら、一方で夢占の者に他言を制す。

2 【人の御ことを】敬語「御」が付いているので帝を想定した発言。

3 【また人にまねぶな】副詞「また」は他にの意。「なねぶ」は見聞きしたことを他人に言う意。


若紫．２．２．１０

■　とのたまひて、心こころのうちには、

◇　とおっしゃって、心中では、

■　「いかなることならむ」

◇　「どのようなことなのだろう」

■　と思おぼしわたるに、この女宮をむなみやの御おほむこと1聞ききたまひて、

◇　とお考えめぐらしていると、この女宮のご懐妊のことをお聞きになって、

■　「もしさるやうもや2」

◇　「あの夢はもしやそのようなことか」

■　と、思おぼし合あはせたまふP58に、いとどしくいみじき言ことの葉尽はつくしきこえたまへど、命婦みゃうぶも思おもふに、いとむくつけう、わづらはしさまさりて、さらにたばかるP59べきかたなし3。

◇　と、お思い合わせになると、ますます熱心に言葉のあらん限りを尽くして申し上げなさるが、命婦も考えると、まことに恐ろしく、難儀な気持ちが増してきて、まったく逢瀬を手立てする方法がない。

■　はかなき一行ひとくだりの御返おほむかへりのたまさかなりしも、絶たえ果はてにたり4。

◇　ほんの一行のお返事がまれにはあったのも、すっかり絶えはててしまった。


P58 「もしさるやうもや」と、思し合はせたまふ--（/+もしさるやうもやとおほしあはせたまふ）

P59 たばかる--たい（い/＄は）かる

1 【この女宮の御こと】藤壺の宮の御懐妊の事をさしていう。

2 【もしさるやうもや】『集成』は「もしや自分のお子ではないか」と解す。『完訳』は「もしかするとあの夢はこういうわけがあってのことでもあろうか」と解す。

3 【さらにたばかるべきかたなし】副詞「さらに」、形容詞「なし」と呼応して、全然ない、意。

4 【たまさかなりしも絶え果てにたり】断定の助動詞「なり」連用形、過去の助動詞「し」連体形、係助詞「も」、完了の助動詞「に」連用形、完了の助動詞「たり」終止形。


第三段　初秋七月に藤壺宮中に戻る

若紫．２．３．１

■　七月ふづきになりて1ぞ参まゐりたまひける。

◇　七月になって宮は参内なさった。

■　めづらしうあはれにて2、いとどしき御思おほむおもひのほど限かぎりなし。

◇　珍しい事で感動深くて、以前にも増す御寵愛ぶりはこの上もない。

■　すこしふくらかになりたまひて3、うちなやみ、面痩おもやせたまへる、はた、げに似にるものなくめでたし4。

◇　少しふっくらとおなりになって、ちょっと悩ましげに、面痩せしていらっしゃるのは、それはそれでまた、なるほど比類なく素晴らしい。


1 【七月になりて】季節は初秋七月に移る。大島本は漢字表記で「七月」とあり、行間注記には「フツキ」と振り仮名がある。

2 【めづらしうあはれにて】「めづらし」には四か月ぶりの参内と御懐妊の事の両方の気持ちがある。

3 【すこしふくらかになりたまひて】藤壺の妊娠の具合をさしていう。接続助詞「て」弱い逆接的接続。

4 【はたげに似るものなくめでたし】副詞「はた」ある一面を認めながらそれとはべつの一面について述べる。副詞「げに」帝の御寵愛が深いのももっともだという、語り手の感情移入表現。


若紫．２．３．２

■　例れいの、明あけ暮くれ、こなたにのみおはしまして1、御遊おほむあそびもやうやうをかしき空そらなれば、源氏げんじの君きみも暇いとまなく召めしまつはしつつ2、御琴おほむこと、笛ふえなど、さまざまに仕つかうまつらせたまふ。

◇　例によって、明け暮れ、帝はこちらにばかりお出ましになって、管弦の御遊もだんだん興の乗る季節なので、源氏の君も暇のないくらいお側にたびたびお召しになって、お琴や、笛など、いろいろと君にご下命あそばす。

■　いみじうつつみたまへど、忍しのびがたき気色けしきの漏もり出いづる折々3をりをり、宮みやも、さすがなる事ことどもを多おほく思おぼし続つづけけり4。

◇　つとめてお隠しになっているが、我慢できない気持ちが外に現れ出てしまう折々、藤壺宮も、さすがに忘れられない事どもをあれこれとお思い悩み続けていらっしゃるのであった。


1 【例の明け暮れこなたにのみおはしまして】以下、主語は帝。「こなた」は藤壺の局である藤壺すなわち飛香舎または清涼殿の藤壺の上局。

2 【源氏の君も暇なく召しまつはしつつ】係助詞「も」同類を表す。藤壺の他に源氏も。接続助詞「つつ」同じ動作の繰り返し。

3 【いみじうつつみたまへど忍びがたき気色の漏り出づる折々】源氏の藤壺思慕の態度。時々は外に現れることがあったと語る。「桐壺」巻に「琴笛の音に聞こえ通ひ」とあった。

4 【宮もさすがなる事どもを多く思し続けけり】藤壺の悩む態度。『完訳』は「「さすがに」は、源氏への感情を抑えようにも抑え切れない気持」と指摘。物語には帝について何とも語られていないが、やがて二人の関係を知って行くのではなかろうか。それが自然なふうに布石されているように思われる。


第三章　紫上の物語(2)　若紫の君、源氏の二条院邸に盗み出される物語

第一段　紫の君、六条京極の邸に戻る

若紫．３．１．１

■　かの山寺やまでらの人ひとは、よろしくなりて1出いでたまひにけり2。

◇　あの山寺の人は、少しよくなってお出になられたのであった。

■　京きゃうの御住処おほむすみかたづねてP60尋**ねて、時々ときどきの御消息おほむせうそこなどあり。

◇　京のお住まいを尋ねて、時々お手紙などがある。

■　同おなじさまにのみあるも道理ことわりなるうちに、この月つきごろは、ありしにまさる物思ものおもひに3、異事ことごとなくて4過すぎゆく。

◇　同じような返事ばかりであるのももっともであるが、ここ何か月は、以前にも増す物思いによって、他の事を思う間もなくて過ぎて行く。

◆　 
かの やまでら の ひと は、 よろしく なり て いで たまひ に けり。 きゃう の おほむ-すみか たづね て、 ときどき の おほむ-せうそこ など あり。 おなじ さま に のみ ある も、 ことわり なる うち に、 この つきごろ は、 ありし に まさる もの-おもひ に、 ことごと なく て すぎ ゆく。


P60 御住処--（/+御）すみか

1 【かの山寺の人はよろしくなりて】北山の尼君をさす。やや話題から遠く離れた感じを与える紹介の仕方である。物語は再び紫の上の物語に転じる。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「よろしう」とウ音便形にする。『新大系』は底本のまま。

2 【出でたまひにけり】完了の助動詞「に」連用形、過去の助動詞「けり」終止形。その間に山から京の邸に帰って来ていたのであったというニュアンス。

3 【この月ごろはありしにまさる物思ひに】藤壺の宮との事件以後の悩みをさす。

4 【異事なくて】他の事を省みる間もなくての意。


若紫．３．１．２

■　秋あきの末すゑつ方1かた、いともの心細こころぼそくて嘆なげきたまふ2。

◇　秋の終わりころ、とても物寂しくお嘆きになる。

■　月つきのをかしき夜よ、忍しのびたる所ところにからうして思おもひ立たちたまへるを3、時雨しぐれP61めいてうちそそく。

◇　月の美しい夜に、お忍びの家にやっとのことでお思い立ちになると、時雨めいてさっと降る。

■　おはする所ところは六条京極ろくでうきゃうごくわたりにて4、内裏うちよりなれば、すこしほど遠とほき心地ここちするに5、荒あれたる家いへの6木立こだちいともの古ふりて木暗こぐらく見みえたるあり7。

◇　おいでになる先は六条京極辺りで、内裏からなので、少し遠い感じがしていると、荒れた邸で木立がとても年代を経て鬱蒼と見えるのがある。

■　例れいの御供おほむともに離はなれぬ惟光これみつなむ、

◇　いつものお供を欠かさない惟光が、


P61 時雨--しら（ら/＄く〈朱〉）れ

1 【秋の末つ方】季節は晩秋に移る。藤壺の物語は夏から初秋そして中秋まで語られていた。

2 【いともの心細くて嘆きたまふ】主語は源氏。

3 【からうして思ひ立ちたまへるを】接続助詞「を」弱い逆接。やっとのことで思い立って出掛けたのに、あいにく時雨が降ってきて、というニュアンス。『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読む。

4 【おはする所は六条京極わたりにて】「夕顔」巻に「六条わたりの御忍びありきのころ」とあった。六条の貴婦人のもと。

5 【すこしほど遠き心地するに】接続助詞「に」弱い順接。--していると。

6 【荒れたる家の】格助詞「の」同格を表す。荒れた邸で。

7 【木暗く見えたるあり】大島本「こくらく」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「木暗う」とウ音便形に改める。『新大系』は底本のまま。


若紫．３．１．３

■　「故按察使大納言こあぜちの家***にはべりて1,2、もののたよりにとぶらひて3はべりしかば4、かの尼上5***、いたう弱***りたまひにたれば、何***ごともおぼえず、となむ申***してはべりし6」

◇　「故按察大納言の家でございまして、ちょっとしたついでに立ち寄りましたところ、あの尼上は、ひどくご衰弱されていらっしゃるので、どうして良いか分からないでいる、と申しておりました」

■　と聞***こゆれば、

◇　と申し上げると、

◆　 
"こ-あぜちのだいなごん の いへ に はべり て、 もの の たより に とぶらひ て はべり しか ば、 かの あまうへ、 いたう よわり たまひ に たれ ば、 なにごと も おぼえ ず、 と なむ まうし て はべり し。" と きこゆれ ば、


1 【故按察使大納言の家にはべりて】以下「となむ申してはべりし」まで、惟光の詞。

2 【はべりて】御物本、横山本、榊原家本、池田本、三条西家本、書陵部本は「侍り一日」とある。肖柏本は「侍る」とある。河内本は「はへる一日」とある。『集成』『古典セレクション』は「はべり。一日」と本文を改める。『新大系』は大島本のまま「侍りて」とする。

3 【とぶらひて】御物本は「〔せうなこん−補入〕とふらひて」、榊原家本は「少納言とふらひて」とある。

4 【とぶらひてはべりしかば】丁寧の補助動詞「はべり」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。ある事態を契機として、たまたま以下の事態が起きたことに気付いたことを表す。--したところ。

5 【かの尼上】惟光は詞文の中では、敬意をもって「尼上」と呼称する。

6 【となむ申してはべりし】主語は少納言の乳母。惟光が要約した間接話法的表現であろう。係助詞「なむ」、丁寧の補助動詞「はべり」連用形、過去の助動詞「し」連体形、係結びの法則。


若紫．３．１．４

■　「あはれのことや1。

◇　「お気の毒なことよ。

■　とぶらふべかりけるを2。

◇　お見舞いすべきであったのに。

■　などか、さなむとものせざりし3。

◇　どうして、そうと教えなかったのか。

■　入いりて消息せうそこせよ」

◇　入って行って、挨拶をせよ」


1 【あはれのことや】以下「消息せよ」まで、源氏の詞。間投助詞「や」詠嘆の意。

2 【とぶらふべかりけるを】ハ四「とぶらふ」終止形、推量の助動詞「べかり」連用形、当然の意、過去の助動詞「ける」連体形、接続助詞「を」逆接を表す。お見舞いをすべきであったのに。

3 【などかさなむとものせざりし】連語「などか」（副詞「など」＋係助詞「か」疑問）、過去の助動詞「し」連体形に係る。副詞「さ」は惟光の詞を受ける。係助詞「なむ」の下に「はべる」連体形などの語が省略。サ変「ものせ」未然形、は「言ふ」「告ぐ」などの代動詞。打消の助動詞「ざり」連用形、過去の助動詞「し」連体形。


若紫．３．１．５

■　とのたまへば、人入ひといれて案内あないせさす1。

◇　とおっしゃるので、惟光は供人を入れて案内を乞わせる。

■　わざとかう立たち寄よりたまへることと言いはせたれば、入いりて、

◇　わざわざこのようにお立ち寄りになった旨を言わせたので、入って行って、


1 【とのたまへば人入れて案内せさす】ハ四「のたまへ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件、原因理由を表す。源氏がおっしゃるので。以下の主語は惟光。「人」は供人。使役の助動詞「さす」終止形。


若紫．３．１．６

■　「かく御おほむとぶらひになむおはしましたる2」

◇　「このようにお見舞いにいらっしゃいました」

■　と言いふに、おどろきて、

◇　と言うと、驚いて、


1? 【わざとかく立ち寄りたまへること】間接話法であろう。わざわざとは、虚偽である。

2 【かく御とぶらひになむおはしましたる】惟光から源氏の伝言を託された供人の挨拶詞。「かく」は「わざと」の内容を要約したもの。係助詞「なむ」、完了の助動詞「たる」連体形、係結びの法則、強調のニュアンス。


若紫．３．１．７

■　「いとかたはらいたきこと1かな。

◇　「とても困ったことですわ。

■　この日ひごろ、むげにいと頼たのもしげなくならせたまひにたれば2、御対面おほむたいめんなどもあるまじ」

◇　ここ数日、ひどくご衰弱あそばされましたので、お目にかかることなどはとてもできそうにありません」


1 【いとかたはらいたきこと】以下「御対面などもあるまじ」まで、女房の詞。

2 【ならせたまひにたれば】尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、二重敬語、会話文中の用例。完了の助動詞「に」連用形、完了の助動詞「たれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件、原因理由を表す。


若紫．３．１．８

■　と言いへども、帰かへしたてまつらむはかしこしとて、南みなみの廂ひさしひきつくろひてP62,1、入いれたてまつる。

◇　とは言っても、お帰し申すのも恐れ多いということで、南の廂の間を片づけて、お入れ申し上げる。


P62 つくろひて--つくろひひ（ひ/＄〈朱〉）て

1 【南の廂ひきつくろひて】寝殿の南の廂の間。正客を迎え入れる場所。


若紫．３．１．９

■　「いとむつかしげにはべれど1、かしこまりをだにとて。

◇　「たいそうむさ苦しい所でございますが、せめてお礼だけでもとのことで。

■　ゆくりなう2、もの深ふかき御座所おましどころになむ3」

◇　何の用意もなく、鬱陶しいご座所で恐縮です」


1 【いとむつかしげにはべれど】以下「御座所になむ」まで、女房の詞。この場面、『集成』は「ぶしつけに、こうした奥まったうっとうしい御座所にご案内申し上げまして（恐縮でございます）。尼君の病床のある対の屋などに迎えたからこう言ったのであろう。普通は寝殿の南面に招じる」と注す。『完訳』は「正客を迎える寝殿南面の廂の間。尼君はその奥の母屋に病臥」「薄暗くうっとうしい雰囲気の意か。病人のいる古家の気分をいい、奥まった場所の意ではない」と注す。

2 【ゆくりなう】『集成』は「ぶしつけに」と解し、『完訳』は「思いがけぬご訪問で」と解す。

3 【もの深き御座所になむ】大島本は仮名表記で「おまし所」とある。係助詞「なむ」の下に「はべる」連体形などの語が省略。『古典セレクション』は「実際には源氏の御座所は建物の外側に近い廂の間だから、「もの深き」と矛盾し、古来不審とされてきた。ここでは、源氏のいる位置そのものはなく、気分的に薄暗くうっとうしい雰囲気をさすものとみておく。木立も鬱蒼とした古家で、しかも病人が近くに臥している」と注す。


若紫．３．１．１０

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　げにかかる所ところは、例れいに違たがひて思おぼさる1。

◇　なるほどこのような所は、普通とは違っているとお思いになる。


1 【げにかかる所は例に違ひて思さる】『集成』の説のように対の屋の部屋に招じ入れられたのであれば、そうとも一応理解されるが、源氏のような高貴な身分の人がこのようなもの古りた邸に病気の老女を見舞うなどという経験のないことをいうのであろう。


若紫．３．１．１１

■　「常つねに思おもひたまへ立たちながら1、かひなきさまにのみもてなさせたまふに2、つつまれはべりてなむ3。

◇　「常にお見舞いにと存じながら、すげないお返事ばかりあそばされますので、遠慮いたされまして。

■　悩なやませたまふこと、重おもくとも、うけたまはらざりP63けるおぼつかなさ4」

◇　ご病気でいらっしゃること、重いこととも、存じませんでしたもどかしさを」

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。


P63 うけたまはらざり--うけたまはゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）さり

1 【常に思ひたまへ立ちながら】以下「おぼつかなさ」まで、源氏の詞。謙譲の補助動詞「たまへ」連用形。

2 【もてなさせたまふに】尊敬の助動詞「せ」＋尊敬の補助動詞「たまふ」連体形、二重敬語。会話文中での用例。下にも「悩ませたまふ」とある。接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

3 【つつまれはべりてなむ】自発の助動詞「れ」連用形。係助詞「なむ」、下に「参らざりし」などの語句が省略。

4 【おぼつかなさ】体言止め、詠嘆の気持ちを表す。「おぼつかなきことよ」に同じ。


若紫．３．１．１２

■　「乱みだり心地ごこちは1、いつともなくのみはべるが、限かぎりのさまになりはべりて、いとかたじけなく、立たち寄よらせたまへるに、みづから聞きこえさせぬこと2。

◇　「気分のすぐれませんことは、いつも変わらずでございますが、いよいよの際となりまして、まことにもったいなくも、お立ち寄りいただきましたのに、自分自身でお礼申し上げられませんこと。

■　のたまはすることの筋3すぢ、たまさかにも思おぼし召めし変かはらぬやうはべらば、かくわりなき齢過よはひすぎはべりて、かならず数かずまへさせたまへ4。

◇　仰せられますお話の旨は、万一にもお気持ちが変わらないようでしたら、このような頑是ない時期が過ぎましてから、きっとお目をかけて下さいませ。

■　いみじう心細こころぼそげP64に見みたまへ置おくなむ、願ねがひはべる道みちのほだしに5思おもひたまへられぬべき6」

◇　ひどく頼りない身の上のまま残して逝きますのが、願っております仏道の妨げに存ぜずにはいられません」

■　など聞きこえたまへり7。

◇　などと、申し上げなさった。


P64 心細げ--心ほそき（き/＄け〈朱〉）

1 【乱り心地は】以下「思ひたまへられぬべき」まで、尼君の詞。実際はそれを取り次ぎの女房が言う。『完訳』は「以下、取次の女房による伝言」と注す。

2 【みづから聞こえさせぬこと】直接申し上げられないこと。この言葉によって女房を介しての詞とわかる。

3 【のたまはすることの筋】「あやしきことなれど、幼き御後見に思すべく、聞こえたまひてむや」（第一章第四段「若紫の君の素性を聞く」）など、源氏が紫の君を引き取りたいという意向。

4 【かならず数まへさせたまへ】尊敬の助動詞「させ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」命令形。「数まふ」は人並み（皇族の一人）として扱う意だが、ここは孫女を源氏に託すと許した言葉。

5 【願ひはべる道のほだしに】『古典セレクション』は「本願である極楽往生を遂げるための支障。当時、親子夫婦など人間的な絆が往生の最大の支障と考えられていた」と注す。

6 【思ひたまへられぬべき】謙譲の補助動詞「たまへ」未然形、自発の助動詞「られ」連用形、完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意、推量の助動詞「べき」連体形、係助詞「なむ」の係結び。強調のニュアンス。

7 【など聞こえたまへり】実際には女房が言っているのではあるが、尼君の伝言なので敬語が付く。


若紫．３．１．１３

■　いと近ちかければ1、心細こころぼそげなる御声絶おほむこゑたえ絶だえ聞きこえて、

◇　すぐに近いところなので、不安そうなお声が途切れ途切れに聞こえて、


1 【いと近ければ】尼君の病床が源氏の御座所から近くにある。


若紫．３．１．１４

■　「いと、かたじけなき1わざにもはべるかな。

◇　「まことに、もったいないことでございます。

■　この君きみだに2、かしこまりも聞きこえたまつべき3ほどならましかば4」

◇　せめてこの姫君が、お礼申し上げなされるお年でありましたならよいのに」


1 【いとかたじけなき】以下「ほどならましかば」まで、尼君の詞。これは「いと近ければ心細げなる御声絶え絶え聞こえて」とあるので、直接に言ったものか。

2 【この君だに】副助詞「だに」最小限の希望。

3 【聞こえたまつべき】大島本「きこえたまつへき」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「聞こえたまひつべき」と「ひ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま。

4 【ほどならましかば】仮想の助動詞「ましか」未然形＋接続助詞「ば」、反実仮想の構文。下に「よからまし」などの語句が省略されている。


若紫．３．１．１５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　あはれに聞ききたまひて、

◇　しみじみとお聞きになって、

若紫．３．１．１６

■　「何なにか、浅あさう思おもひたまへむことP65ゆゑ1、かう好すき好ずきしきさまを見みえたてまつらむ。

◇　「どうして、浅く思っております気持ちから、このような好色めいた態度をお見せ申し上げましょうか。

■　いかなる契ちぎりにか、見みたてまつりそめしより、あはれに思おもひきこゆるも、あやしきまで、この世よのことにはおぼえはべらぬ2」

◇　どのような前世からの因縁によってか、初めてお目にかかった時から、愛しくお思い申しているのも、不思議なまでに、この世の縁だけとは思われません」

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

■　「かひなき心地ここちのみしはべるを3、かのいはけなうものしたまふ御一声おほむひとこゑ、いかで4」

◇　「いつも甲斐ない思いばかりしていますので、あのかわいらしくいらっしゃるお一声を、ぜひとも」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


P65 たまへむこと--給へ△（へ/+む、△/＃）事

1 【何か浅う思ひたまへむことゆゑ】以下「おぼえはべらぬ」まで、源氏の詞。連語「なにか」（代名詞「なに」＋係助詞「か」疑問）、「見えたてまつらむ」（連体形）に係る。反語表現の構文。どうして--お目にかけられましょうか、しません。「浅う」は連用形「く」のウ音便形。謙譲の補助動詞「たまへ」未然形、推量の助動詞「む」婉曲の意。

2 【この世のことにはおぼえはべらぬ】『古典セレクション』は「現世だけの縁ではないとする。前の「契り」に照応」と注す。『集成』は「この世だけのご縁とは思われません」と訳す。すなわち、現世だけの縁とは思われない、来世までの縁、夫婦二世の縁と思われるの意。夫婦となるべく運命づけられていることをいう。

3 【かひなき心地のみしはべるを】以下「御一声いかで」まで、引続いて源氏の詞。サ変「し」連用形、丁寧の補助動詞「はべる」連体形＋接続助詞「を」順接、原因理由を表す。

4 【いかで】副詞「いかで」、下に「聞かばや」などの願望の語句が省略。


若紫．３．１．１７

■　「いでや1、よろづ思おぼし知しらぬさまに、大殿籠おほとのごもり入いりて2」

◇　「いやはや、何もご存知ないさまで、ぐっすりお眠りになっていらっしゃって」


1 【いでや】以下「大殿籠もり入りて」まで、女房の詞。感動詞「いでや」いやはや、いやもう。

2 【大殿籠もり入りて】「大殿籠もり入り」で一語。「寝入る」の尊敬表現。下に「おはします」などの語が省略。


若紫．３．１．１８

■　など聞きこゆる折をりしも1、あなたより来くる音おとして2、

◇　などと申し上げている、ちょうどその時、あちらの方からやって来る足音がして、


1 【など聞こゆる折しも】女房が源氏に申し上げている折しも。連語「しも（副助詞「し」＋係助詞「も」）強調を表す。

2 【あなたより来る音して】紫の君が。対の屋からであろうか。


若紫．３．１．１９

■　「上うへこそ1、この寺てらにありし2源氏げんじの君きみこそ3おはしたなれ4。

◇　「祖母上さま、先日の寺にいらした源氏の君さまがいらしているそうですね。

■　など見みたまはぬ5」

◇　どうしてお会いさらないの」


1 【上こそ】以下「など見たまはぬ」まで、紫の君の詞。「上」は祖母の尼君をさす。接尾語「こそ」呼び掛けに用いる。対等以下の人に用いるのが普通。また子供などがそれに無頓着に用いる。

2 【この寺にありし】「この」は以前に話題になった物事をさす語。今の「あの」「その」に当たる。

3 【源氏の君こそ】紫の君にとっての源氏の呼称。前にも「源氏の君と作り出でて」とあった。接尾語「こそ」呼び掛けを表す。

4 【おはしたなれ】「たなれ」は完了の助動詞「たる」の連体形「る」が撥音便化しさらに無表記形「た」＋伝聞推定の助動詞「なれ」已然形、係助詞「こそ」の係結びの法則。おいでになっているそうですね、の意。

5 【など見たまはぬ】副詞「など」疑問の意。尊敬の補助動詞「たまは」未然形、打消の助動詞「ぬ」連体形。どうしてお会いなさらないの。


若紫．３．１．２０

■　とのたまふを1、人ひとびと、いとかたはらいたしと思おもひて、

◇　とおっしゃるのを、女房たちは、とても具合悪く思って、

■　「あなかま2」

◇　「お静かに」

■　と聞きこゆ。

◇　と制止申し上げる。


1 【とのたまふを】「を」について、『今泉忠義訳』は「とおっしゃるので」と接続助詞、順接として訳し、『古典セレクション』は「とおっしゃるのを」と格助詞、目的格として訳す。

2 【あなかま】連語「あなかま」。感動詞「あな」＋形容詞「かまし」または「かまびすし」の語幹「かま」の形。制止する際に用いる語句。


若紫．３．１．２１

■　「いさ、

◇　「あら、だって、

■　『見みしかば1心地ここちの悪あしさなぐさみき2』

◇　『会ったので気分の悪いのも良くなった』

■　とのたまひしかばぞかし3」

◇　とおっしゃったからよ」


1 【いさ見しかば】以下「のたまひしかばぞかし」まで、紫の君の詞。僧都の言葉に「この世に、ののしりたまふ光る源氏、かかるついでに見たてまつりたまはむや。世を捨てたる法師の心地にも、いみじう世の憂へ忘れ、齢延ぶる人の御ありさまなり」（第一章三段）とあった。尼君も同じようなことを言ったのだろう。感動詞「いさ」、ここは相手の発言に賛成しがたく、軽く否定した返答の言葉。

2 【見しかば心地の悪しさなぐさみき】マ上一「見」連用形、過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。見たのでの意。『今泉忠義訳』『古典セレクション』等「見たら」と訳すが、仮定条件ではない。過去の助動詞「き」終止形、自己の体験。

3 【とのたまひしかばぞかし】「のたまひ」（連用形）は「言ふ」の尊敬表現。過去の助動詞「しか」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。終助詞「かし」念押し。おっしゃったからですよ。


若紫．３．１．２２

■　と、かしこきこと聞きこえたり1と思おぼしてのたまふ。

◇　と、利口なことを申し上げたとお思いになっておっしゃる。


1 【聞こえたり】大島本は「きこえたり」とある。その他の青表紙諸本は「きゝえたり」とある。『集成』『古典セレクション』共に「聞きえたり」と本文を改める。


若紫．３．１．２３

■　いとをかしと聞きいたまへど、人ひとびとの苦くるしと思おもひたれば、聞きかぬやうにて、まめやかなる御おほむとぶらひを聞きこえ置おきたまひて、帰かへりたまひぬ。

◇　とてもおもしろいとお聞きになるが、女房たちが困っているので、聞かないようにして、行き届いたお見舞いを申し上げおかれて、お帰りになった。

■　「げに、言いふかひなの1けはひや。

◇　「なるほど、まるで子供っぽいご様子だ。

■　さりとも、いとよう教をしへてむ2」

◇　けれども、よく教育しよう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【げに言ふかひなの】以下「教へてむ」まで、源氏の心中。「言ふかひな」は形容詞「言ふかひなし」の語幹。

2 【さりともいとよう教へてむ】接続詞「さりとも」逆接。下二「教へ」連用形、完了の助動詞「て」未然形、確述、推量の助動詞「む」終止形、意志。よく教育しよう。


若紫．３．１．２４

■　またの日ひも、いとまめやかにとぶらひきこえたまふ1。

◇　翌日も、とても誠実なお見舞いを差し上げなさる。

■　例れいの、小ちひさくて、

◇　いつものように、小さく結んで、


1 【またの日もいとまめやかにとぶらひきこえたまふ】翌日。この「とぶらひ」はお見舞いの手紙で、源氏本人は出向いてはいない。


若紫．３．１．２５

■　「いはけなき鶴たづの一声聞ひとこゑききしより

葦間あしまになづむ舟ふねぞえならぬ1

同おなじ人ひとにやS10,2」

◇　「かわいい鶴の一声を聞いてから

葦の間を行き悩む舟はただならぬ思いをしています

同じ人を慕い続けるだけなのでしょうか」


S10 堀江漕ぐ棚なし小舟漕ぎ返り同じ人にや恋ひわたりなむ（古今集恋四-七三二　読人しらず）

1 【いはけなき鶴の一声聞きしより葦間になづむ舟ぞえならぬ】源氏の贈歌。「鶴の一声」は紫の上の昨日の声をさす。「たづ」は「つる（鶴）」の歌語。「舟」は源氏を喩える。「え」は副詞「え」と「江」の掛詞。「鶴」「葦間」「舟」「江」は縁語。『奥入』は「みなと入りの葦わけ小舟障り多みわが思ふ人に逢はぬころかな」（拾遺集恋四八五三人麿）を指摘、『集成』も引歌として指摘する。

2 【同じ人にや】和歌に添えた引歌の文句。『源氏釈』は「堀江漕ぐ棚なし小舟漕ぎ返り同じ人にや恋ひわたりなむ」（古今集恋四七三二読人しらず）を指摘。「恋ひわたりなむ」に主旨がある。係助詞「や」疑問、「推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。


若紫．３．１．２６

■　と、ことさら幼をさなく書かきなしたまへるも、いみじうをかしげなれば、

◇　と、殊更にかわいらしくお書きになっているのも、たいそう見事なので、

■　「やがて御手本おほむてほんに」

◇　「そのままお手本に」

■　と、人ひとびと聞きこゆ。

◇　と、女房たちは申し上げる。

■　少納言せうなごんぞ聞きこえたる1。

◇　少納言がお返事申し上げた。


1 【少納言ぞ聞こえたる】尼君に代わって少納言が返事申し上げる。係助詞「ぞ」、完了の助動詞「たる」連体形、係結びの法則。尼君に代わって少納言がという強調のニュアンス。


若紫．３．１．２７

■　「問とはせたまへるは1、今日けふをも過すぐしがたげなるさまにて、山寺やまでらにまかりわたるほどにて2。

◇　「お見舞いいただきました方は、今日一日も危いような状態なので、山寺に移るところでして。

■　かう問とはせたまへるかしこまりは、この世よならでも聞きこえさせむ3」

◇　このよう緩お見舞いいただきましたお礼は、あの世からでもお返事をさせていただきましょう」


1 【問はせたまへるは】以下「聞こえさせむ」まで、少納言の返信。「たまへる」と「は」の間に「方」が省略。

2 【山寺にまかりわたるほどにて】北山の僧坊。尼君の死期の近いことをいう。

3 【この世ならでも聞こえさせむ】「聞こえさせ」未然形は「言ふ」最も丁重な謙譲表現。推量の助動詞「む」終止形。尼君の立場になって返事を結んでいる。


若紫．３．１．２８

■　とあり。

◇　とある。

■　いとあはれと思おぼす。

◇　とてもお気の毒とお思いになる。

若紫．３．１．２９

■　秋あきの夕ゆふべは、まして、心こころのいとまなく思おぼし乱みだるる人ひとの御おほむあたり1に心こころをかけて、あながちなるゆかりも尋たづねまほしき2心こころもまさりたまふなるべし3。「消きえむ空そらなき4」とありし夕ゆふべ思おぼし出いでられて、恋こひしくも、また、見みば劣おとりやせむ5と、さすがにあやふし6。

◇　秋の夕暮れは、常にも増して、心の休まる間もなく恋い焦がれている人のことに思いが集中して、無理にでもそのゆかりの人を尋ね取りたい気持ちもお募りなさるのであろう。尼君が「死にきれない」と詠んだ夕暮れを自然とお思い出しになられて、恋しく思っても、また、実際に逢ってみたら見劣りがしないだろうかと、やはり不安である。


1 【思し乱るる人の御あたり】藤壺の宮をさす。

2 【ゆかりも尋ねまほしき】紫の君をさす。「ゆかり」は縁。藤壺の姪にあたる。

3 【心もまさりたまふなるべし】大島本「心もまさり給ふなるへし」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「心まさり」と「も」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま。断定の助動詞「なる」連体形＋推量の助動詞「べし」終止形は語り手の推測。『完訳』は読点で文を続けて読む。

4 【消えむ空なき】前出の尼君の「生ひ立たむ」歌の一節。

5 【恋しくもまた見ば劣りやせむ】源氏の心中。マ上一「見」未然形＋接続助詞「ば」、順接の仮定条件を表す。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結びの法則。

6 【さすがにあやふし】語り手の評言。源氏の気持ちを忖度してみせる。


若紫．３．１．３０

■　「手てに摘つみていつしかも見みむ紫むらさきのS11

根ねにかよひける野辺のべの若草1わかくさ」

◇　「手に摘んで早く見たいものだ

紫草にゆかりのある野辺の若草を」


S11 紫の一本ゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ思ふ（古今集雑上-八六七　読人しらず）

1 【手に摘みていつしかも見む紫の根にかよひける野辺の若草】源氏の独詠歌。「紫」は紫草。その根を染料とした。藤壺の宮をさし、「根に通ふ」はその姪に当たることを言い、「若草」は紫の君をさす。『河海抄』は「紫のひともとゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ見る」（古今集雑歌上八六七読人しらず）を指摘。


第二段　尼君死去し寂寥と孤独の日々

若紫．３．２．１

■　十月かむなづきに朱雀院すじゃくゐんの行幸ぎゃうがうあるべし1。

◇　神無月に朱雀院への行幸が予定されている。

■　舞人まひびとなど、やむごとなき家いへの子こども、上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびとどもなども、その方かたにつきづきしきは、みな選えらせたまへれば2、親王達みこたち、大臣だいじんよりはじめて、とりどりの才ざえども習ならひたまふ、いとまなし。

◇　舞人などを、高貴な家柄の子弟や、上達部、殿上人たちなどの、その方面で適当な人々は、皆お選びあそばされたので、親王たちや、大臣をはじめとして、それぞれ伎芸を練習をなさり、暇がない。


1 【十月に朱雀院の行幸あるべし】桐壺帝の朱雀院行幸は「末摘花」「紅葉賀」両巻にも語られる。推量の助動詞「べし」は予定であるの意。

2 【みな選らせたまへれば】尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、二重敬語。帝主導による朱雀院行幸の準備である。完了の助動詞「れ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


若紫．３．２．２

■　山里人やまざとびとにも、久ひさしく1訪おとづれたまはざりけるを、思おぼし出いでて、ふりはへ遣つかはしたりければ2、僧都そうづの返かへり事ごとのみあり。

◇　山里の人にも、久しくご無沙汰なさっていたのを、お思い出しになって、わざわざお遣わしになったところ、僧都の返事だけがある。


1 【山里人にも久しく】北山の尼君。『古典セレクション』は諸本に従って「久しう」とウ音便形に改める。『集成』『新大系』は底本のまま。

2 【ふりはへ遣はしたりければ】副詞「ふりはへ」わざわざ。完了の助動詞「たり」連用形、過去の助動詞「けれ」已然形＋接続助詞「ば」順接の確定条件、--したところ。


若紫．３．２．３

■　「立たちぬる月つきの二十日はつかのほどになむ1、つひに空むなしく見みたまへなして、世間せけんの道理2だうりなれど、悲かなしび思おもひたまふるP66,3」

◇　「先月の二十日ごろに、とうとう臨終をお見届けいたしまして、人の世の宿命だが、悲しく存じられます」


P66 たまふる--給ふる（る/＄る〈朱〉）

1 【立ちぬる月の二十日のほどになむ】以下「悲しび思ひたまふる」まで、僧都の返信。九月二十日ころに尼君死去。係助詞「なむ」は「たまふる」に係る。

2 【世間の道理】「世間」「道理」、僧侶の漢語仏語を多用した物の言い方。

3 【悲しび思ひたまふる】語誌的には「悲しぶ」から「悲しむ」に変化していき、源氏物語には両方見られる。「悲しぶ」はやや古風で男性的な物の言い方。謙譲の補助動詞「たまふる」連体形、係助詞「なむ」の係結び。


若紫．３．２．４

■　などあるを見みたまふに、世よの中なかのはかなさもあはれに、

◇　などとあるのを御覧になると、世の中の無常をしみじみと思われて、

■　「うしろめたげに思おもへりし人1ひともいかならむ。

◇　「心配していた人もどうしているだろう。

■　幼をさなきほどに、恋こひやすらむ。

◇　子供心にも、尼君を恋い慕っているだろうか。

■　故御息所こみやすむどころP67に後おくれたてまつりし2」

◇　わたしも亡き母御息所に先立たれた頃には」

■　など、はかばかしP68からねど、思おもひ出いでて、浅あさからずとぶらひたまへり。

◇　などと、はっきりとではないが、思い出して、丁重にお弔いなさった。

■　少納言せうなごん、ゆゑなからず御返おほむかへりなど聞きこえたり。

◇　少納言の乳母が、心得のある返礼などを申し上げた。


P67 故御息所--こみや（や/+す）所

P68 はかばかし--はる（る/＄か〈朱〉）／＼し

1 【うしろめたげに思へりし人】以下「後れたてまつりし」まで、源氏の心中。「うしろめたげに思へりし」の主語は尼君。「人」は孫娘の紫の君。

2 【故御息所に後れたてまつりし】以下、わが身の上を引き比べて思う。「故御息所」は母桐壺更衣をさす。過去の助動詞「し」連体形、自己の体験。下に「ほど」云々の内容が省略。


若紫．３．２．５

■　忌いみなど過すぎて1京きゃうの殿とのに2など聞ききたまへば、ほど経へて、みづから、のどかなる夜よおはしたり。

◇　忌みなどが明けて京の邸に戻られたなどとお聞きになったので、暫くしてから、ご自身で、お暇な夜にお出かけになった。

■　いとすごげに荒あれたる所ところの、人少ひとずくななるに3、いかに幼をさなき人恐ひとおそろしからむ4と見みゆ。

◇　まことにぞっとするくらい荒れた所で、人気も少ないので、どんなに小さい子には怖いことだろうと思われる。

■　例れいの所ところに入いれたてまつりて5、少納言せうなごん、御おほむありさまなど、うち泣なきつつ聞きこえ続つづくるに、あいなう6、御袖おほむそでもただならず。

◇　いつもの所にお通し申して、少納言が、ご臨終の有様などを、泣きながらお話申し上げると、他人事ながら、お袖も涙でつい濡れる。


1 【忌みなど過ぎて】『集成』は「期間は三十日であるから、十月の二十日頃忌みが終わったものと見られる」と注し、『新大系』も『ここは三十日間であろう」と注す。『古典セレクション』は「『拾芥抄』服忌部によれば、母方の祖父母死亡の際、二十日間忌み、三月間喪服を着る。ここは前者の二十日間をいう」と注す。

2 【京の殿に】京極の邸に。下に戻ったという内容が省略。

3 【荒れたる所の人少ななるに】格助詞「の」同格を表す。--で。断定の助動詞「なる」連体形＋接続助詞「に」順接、原因理由を表す。--ので。

4 【いかに幼き人恐ろしからむ】源氏の心中。

5 【例の所に入れたてまつりて】寝殿の南廂の間。前回尼君を見舞った折の御座所。

6 【あいなう】他人事ながら。語り手の感情移入の語。源氏の気持ちに沿った表現。


若紫．３．２．６

■　「宮みやに渡わたしたてまつらむとはべるめるを1、

◇　「父兵部卿宮邸にお引き取り申し上げようとの事でございますようですが、

■　『故姫君こひめぎみの2、いと情なさけなく憂うきものに思おもひきこえたまへりしに3、いとむげに児ちごならぬ齢よはひの4、まだはかばかしう5人ひとのおもむけをも見知みしりたまはず、中空なかぞらなる御おほむほどにて、あまたものしたまふなる中なかの6、あなづらはしき人ひとにてや交まじりたまはむ7』

◇　『亡き姫君が、北の方をとても情愛のない嫌な人とお思い申していらしたのに、まったく子供というほどでもないお年で、まだしっかりと人の意向を聞き分けることもおできになれず、中途半端なお年頃で、大勢いらっしゃるという中で、軽んじられてお過ごしになるのではないか』

■　など、過すぎたまひぬるも8、世よとともに思おぼし嘆なげきつること9、しるきこと多おほくはべるに、かくかたじけなきなげの御言おほむことの葉はは10、後のちの御心みこころもたどりきこえさせず、いとうれしう思おもひたまへられぬべき折節をりふしにはべりながら11、すこしもなぞらひ12なるさまにもものしたまはず、御年おほむとしよりも若わかびてならひたまへれば、いとかたはらいたくはべる」

◇　などと、お亡くなりになった尼上も、始終ご心配されていらしたこと、明白なことが多くございましたので、このようにもったいないかりそめのお言葉は、後々のご配慮までもご推察申さずに、とても嬉しく存ぜずにはいられない時ではございますが、全く相応しい年頃でいらっしゃらないし、お年のわりには幼くていらっしゃいますので、とても見ていられない状態でございます」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【宮に渡したてまつらむとはべるめるを】以下「かたはらいたくはべる」まで、少納言の詞。「宮」は紫の君の父兵部卿宮邸。推量の助動詞「める」連体形、話者の主観的推量接続助詞「を」逆接。

2 【故姫君の】紫の君の母君をさす。以下「交じりたまはむ」まで、生前の尼君の言葉を引用。

3 【思ひきこえたまへりしに】紫の君の母親が兵部卿宮の北の方を。謙譲の補助動詞「きこえ」連用形、母親の北の方に対する敬意。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、話者祖母の紫の君の母親に対する敬意。完了の助動詞「り」連用形、過去の助動詞「し」連体形、祖母の自己の体験。接続助詞「に」逆接。

4 【いとむげに児ならぬ齢の】格助詞「の」同格を表す。

5 【まだはかばかしう】『集成』は「まだ」と濁音で、『古典セレクション』『新大系』は「また」と清音で読む。副詞「まだ」は「見知りたまはず」に係る。

6 【あまたものしたまふなる中の】北の方に大勢の子供がいる。尊敬の補助動詞「たまふ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なる」連体形、格助詞「の」同格を表す。

7 【あなづらはしき人にてや交じりたまはむ】断定の助動詞「に」連用形、接続助詞「て」、係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形に係る、係り結び。

8 【過ぎたまひぬるも】尼君の亡くなったことをさしていう。完了の助動詞「ぬる」連体形と係助詞「も」の間に「方」などの語が省略。

9 【嘆きつること】大島本は「なけきつること」とある。その他の青表紙諸本は「なけきつるも」とある。『集成』『古典セレクション』共に「嘆きつるも」と本文を改める。『新大系』は底本のままとする。

10 【かくかたじけなきなげの御言の葉は】「なげの」はかりそめの、口先だけの、の意。「かたじけなき」とはいいながらもまだ源氏の言葉を信じ切っていない。

11 【いとうれしう思ひたまへられぬべき折節にはべりながら】尼君が亡くなった矢先のことなので。謙譲の補助動詞「たまへ」未然形、自発の助動詞「られ」連用形、完了の助動詞「ぬ」終止形、推量の助動詞「べき」連体形、強調の意。

12 【なぞらひ】大島本は「なそらひ」とある。横山本は「なすらへ」、その他の青表紙諸本は「なすらひ」とある。『集成』『古典セレクション』は「なずらひ」と本文を改める。『新大系』は底本のままとする。


若紫．３．２．７

■　「何なにか1、かう繰くり返かへし聞きこえ知しらする心こころのほどを、つつみたまふらむ。

◇　「どうして、このように繰り返して申し上げている気持ちを、気兼ねなさるのでしょう。

■　その言いふかひなき御心みこころのありさまの2、あはれにゆかしうおぼえたまふも3、契ちぎりことになむ、心こころながら思おもひ知しられける4。

◇　その、幼いお考えの様子がかわいく愛しく思われなさるのも、宿縁が特別なものと、わたしの心には自然と思われてくるのです。

■　なほ、人伝ひとづてならで、聞きこえ知しらせばや。

◇　やはり、人を介してではなく、直接お伝え申し上げたい。


1 【何か】以下「めざましからむ」まで、源氏の詞。「何か」は「つつみたまふらむ」に係る。反語表現の構文。どうして気兼ねなさるのか、なさる必要はありません。

2 【御心のありさまの】大島本は「御心のありさまの」とある。その他の青表紙諸本は「御ありさまの」とある。『集成』『古典セレクション』は「御ありさまの」と本文を改める。『新大系』は底本のままとする。「ありさまの」の格助詞「の」動作の対象

3 【ゆかしうおぼえたまふも】尊敬の補助動詞「たまふ」は客体の紫の君に対する敬意。

4 【心ながら思ひ知られける】自分の心には自然と。自発の助動詞「れ」連用形、過去の助動詞「ける」連体形、詠嘆の意、「なむ」の係り結び。


若紫．３．２．８

■　あしわかの浦うらにみるめはかたくとも

こは立たちながらかへる波なみかは1

めざましからむ2」

◇　若君にお目にかかることは難しかろうとも

和歌の浦の波のようにこのまま立ち帰ることはしません

失礼でしょう」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【あしわかの浦にみるめはかたくともこは立ちながらかへる波かは】源氏の贈歌。『奥入』は「あしわかの浦に来寄する白波の知らじな君は我は言ふとも」（古今六帖五言ひ始む）を指摘。『集成』も引歌として指摘する。「わか」は「葦若」と「和歌の浦」の掛詞。紫の君を譬える。「見る目」と「海松布」の掛詞。「立ち」「帰る」は「波」の縁語。「波」は源氏自身を譬える。「かは」は反語。わたしはこのままでは帰らないの意。

2 【めざましからむ】歌に添えた言葉。『集成』は「失礼になろう。このまま帰すのはひどかろう」というニュアンスで解し、『完訳』は「このまま帰るのは不本意」というニュアンスで解す。やや脅迫めいた物言いである。


若紫．３．２．９

■　「げにこそ、いとかしこけれ1」

◇　「なるほど、恐れ多いこと」

■　とて、

◇　と言って、


1 【げにこそいとかしこけれ】少納言の詞。副詞「げに」は源氏の「めざましからむ」という言葉を受けて、おっしゃるとおり、の意。係助詞「こそ」、「かしこけれ」已然形、係結びの法則。強調のニュアンス。


若紫．３．２．１０

■　「寄よる波なみの心こころも知しらでわかの浦うらに

玉藻たまもなびかむP69ほどぞ浮うきたる1

わりなきこと2」

◇　「和歌の浦に寄せる波に身を任せる玉藻のように

相手の気持ちをよく確かめもせずに従うことは頼りないことです

困りますこと」


P69 なびかむ--*なひかぬ

1 【寄る波の心も知らでわかの浦に玉藻なびかむほどぞ浮きたる】少納言の返歌。「寄る波」に源氏を譬え、「玉藻」に紫の君を喩える。「波」「靡く」「浮く」「藻」は縁語。不安ですと言いながら、やはり従う気持ちを表出する。なお、大島本は「なひかぬ」（否定表現）とある。その他の諸本は「なひかん」とある。打消の助動詞「ぬ」では下の「浮きたる」とつじつまが合わない。『新大系』も「なびかん」と校訂。諸本に従って「なびかむ」と本文を改める。

2 【わりなきこと】歌に添えた言葉。


若紫．３．２．１１

■　と聞きこゆるさまの馴なれたるに、すこし罪つみゆるされたまふ1。

◇　と申し上げる態度がもの馴れているので、すこし大目に見る気になられる。

■　「なぞ越こえざらむ2」S12

◇　「どうして逢わずにいられようか」

■　と、うち誦ずじたまへるを、身みにしみて若わかき人ひとびと思おもへり。

◇　と、口ずさみなさるのを、ぞくぞくして若い女房たちは感じ入っていた。


S12 人知れぬ身は急げども年をへてなど越えがたき逢坂の関（後撰集恋三-七三一　藤原伊尹）

1 【すこし罪ゆるされたまふ】自発の助動詞「れ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形。

2 【なぞ越えざらむ】大島本「なそこえさらん」とある。御物本、榊原家本、池田本、三条西家本は「なそこひさらん」、横山本は「なそこひ（ひ＝え）さらん」とあり、肖柏本と書陵部本は大島本と同文。河内本では尾州家本、大島本、鳳来寺本は「なそこひさらん」、七毫源氏は「こなそひ（ひ＝え）さらむ」、高松宮家本は「なそこえさらん」とある。変体仮名の「江」と「比」のくずし字体の類似から生じた誤写である。定家本では「越ゆ」（ヤ行下二）の連用形は「江」で表記されるので、それから生じたものである。「人知れぬ身は急げども年を経てなど越えがたき逢坂の関」（後撰集恋三七三一伊尹朝臣）の文句を変えて口ずさんだもの。反語表現。『古典セレクション』は「なぞ恋ひざらん」と本文を改めながら、訳文では「「なぞ越えざらむ」とお口ずさみになるのを」と訳している。『集成』『新大系』は底本のままである。


若紫．３．２．１２

■　君きみは、上うへを恋こひきこえたまひて1泣なき臥ふしたまへるに、御遊おほむあそびがたきどもの、

◇　姫君は、祖母上をお慕い申されて泣き臥していらっしゃったが、お遊び相手たちが、


1 【君は上を恋ひきこえたまひて】紫の君は祖母上を。謙譲の補助動詞「きこえ」連用形、尊敬の補助動詞「たまひ」連用形。


若紫．３．２．１３

■　「直衣着なほしきたる人ひとの1おはする、宮みやのおはしますなめり2」

◇　「直衣を着ている方がいらっしゃってるのは、父宮さまがおいであそばしたのらしいわ」


1 【直衣着たる人の】以下「なめり」まで、童女の詞。

2 【宮のおはしますなめり】「おはします」連体形。「な」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「めり」終止形、話者の主観的推量。


若紫．３．２．１４

■　と聞きこゆれば、起おき出いでたまひて、

◇　と申し上げると、起き出しなさって、

若紫．３．２．１５

■　「少納言せうなごんよ1。

◇　「少納言や。

■　直衣着なほしきたりつらむは2、いづらP70。

◇　直衣を着ているという方は、どちら。

■　宮みやのおはするか」

◇　父宮がいらしたの」


P70 いづら--いたつらに（た/＄、に/＄）

1 【少納言よ】以下「おはするか」まで、紫の君の詞。紫の君は「おはす」という。童女たちの物言いと区別されている。間投助詞「よ」呼び掛けに用いる。

2 【直衣着たりつらむは】完了の助動詞「たり」連用形、完了の助動詞「つ」終止形、推量の助動詞「らむ」連体形、係助詞「は」。「らむ」と「は」の間に「人」などの語が省略。


若紫．３．２．１６

■　とて、寄よりおはしたる御声おほむこゑ、いとらうたしP71,1。

◇　と言って、近づいて来るお声が、とてもかわいらしい。


P71 らうたし--らら（ら/＄う）たし

1 【いとらうたし】源氏と語り手が一体化した表現。


若紫．３．２．１７

■　「宮みやにはあらねど1、また思おぼし放はなつべうもあらず。

◇　「宮さまではありませんが、必ずしも関係ない人ではありません。

■　こち」

◇　こちらへ」


1 【宮にはあらねど】以下「こち」まで、源氏の詞。


若紫．３．２．１８

■　とのたまふを1、恥はづかしかりし人2ひと、さすがに聞ききなして、悪あしう言いひてけりと思おぼして、乳母めのとにさし寄よりて、

◇　とおっしゃると、あの素晴らしかった方だと、子供心にも聞き分けて、まずいことを言ってしまったとお思いになって、乳母の側に寄って、


1 【とのたまふを】「を」について、『今泉忠義訳』は「おつしやると」と接続助詞に訳し、『古典セレクション』は「おっしゃるのを」と格助詞、目的格に訳す。

2 【恥づかしかりし人】紫の君の心中。源氏をさしていう。


若紫．３．２．１９

■　「いざかし、ねぶたきに1」とのたまへば、

◇　「ねえ、行きましょうよ。眠いから」とおっしゃるので、


1 【いざかしねぶたきに】紫の上の詞。連語「いざかし」（感動詞「いざ」＋終助詞「かし」）相手を促す意。さあ、--しよう。形ク「ねぶたき」連体形＋接続助詞「に」順接、原因理由を表す。


若紫．３．２．２０

■　「今いまさらに1、など忍しのびたまふらむ2。

◇　「今さら、どうして逃げ隠れなさるのでしょう。

■　この膝ひざの上うへに大殿籠おほとのごもれよ。

◇　わたしの膝の上でお寝みなさいませ。

■　今いますこし寄よりたまへ」

◇　もう少し近くへいらっしゃい」


1 【今さらに】以下「すこし寄りたまへ」まで、源氏の詞。

2 【など忍びたまふらむ】副詞「など」、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、推量の助動詞「らむ」連体形、原因推量。どうして逃げ隠れなさるのでしょう、そうする必要はありませんよ。


若紫．３．２．２１

■　とのたまへば、乳母めの、

◇　とおっしゃると、乳母が、

若紫．３．２．２２

■　「さればこそ1。

◇　「これですから。

■　かう世よづかぬ御おほむほどにてなむ2」

◇　このようにまだ頑是ないお年頃でして」


1 【さればこそ】以下「ほどにてなむ」まで、少納言の乳母の詞。係助詞「こそ」の下に「きこえさせしか」などの語句が省略。

2 【御ほどにてなむ】係助詞「なむ」の下に「おはします」などの語が省略。


若紫．３．２．２３

■　とて、押おし寄よせたてまつりたれば1、何心なにごころもなくゐたまへるに2、手てをさし入いれて探さぐりたまへれば3、なよらかなる御衣おほむぞに4、髪かみはつやつやとかかりて、末すゑのふさやかに探さぐりつけられたる5、いとうつくしう思おもひやらるP72,6。

◇　と言って、押しやり申したところ、無心にお座りになったので、お手を差し入れてお探りになると、柔らかなお召物の上に、髪がつやつやと掛かって、末の方までふさふさしているのが、とてもかわいらしく想像される。

■　手てをとらへたまへれば、うたて例れいならぬ人ひとの、かく近ちかづきたまへるは、恐おそろしうて7、

◇　お手を捉えなさると、気味の悪いよその人が、このように近くにいらっしゃるのは、恐ろしくなって、


P72 やらる--*やらる（る/+る）

1 【押し寄せたてまつりたれば】少納言が紫の君を源氏の側近くへ。謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形、完了の助動詞「たれ」已然形；接続助詞「ば」順接、--したところ。

2 【何心もなくゐたまへるに】主語は紫の君。母屋の御簾または几帳の内側に座った様子である。

3 【手をさし入れて探りたまへれば】主語は源氏。御簾または几帳などの下から手をさし入れて探った様子である。

4 【なよらかなる御衣に】大島本「なよらかなる」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なよよかなる」と校訂し、『新大系』は「なよらかなる」と校訂する。糊けの落ちて柔らかくなった様子。「ら」と「ゝ」の字体の近さから生じた異文である。「艶ナヨヨカナリ」（名義抄）。「なよらか」という語も存在する。

5 【探りつけられたる】大島本は「さくりつけられたる」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「探りつけられたるほど」と「ほど」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

6 【やらる】大島本は「やらるる」とある。肖柏本が「やらるる」、他の青表紙諸本は「やらる」とある。諸本に従って「やらる」（「思ひやら」＋自発の助動詞「る」終止形）と本文を改める。

7 【うたて例ならぬ人のかく近づきたまへるは恐ろしうて】他人がこのように接近し手を握るなどということは深窓に育った姫君には経験のないことなので、気味悪く恐ろしくも思う。


若紫．３．２．２４

■　「寝ねなむ、と言いふものを1」

◇　「寝よう、と言っているのに」


1 【寝なむと言ふものを】紫の上の詞。下二段「寝（ね）」連用形。完了の助動詞「な」未然形、確述の意。推量の助動詞「む」終止形、意志。接続助詞「もの」逆接を表す。


若紫．３．２．２５

■　とて、強しひて引ひき入いりたまふにつきてすべり入いりて、

◇　と言って、無理に奥に入って行きなさるのに後から付いて御簾の中にすべり入って、

若紫．３．２．２６

■　「今いまは1、まろぞ2思おもふべき人ひと。

◇　「今は、わたしが世話して上げる人ですよ。

■　な疎うとみたまひそ3」

◇　お嫌いにならないでね」


1 【今は】以下「な疎みたまひそ」まで、源氏の詞。

2 【まろぞ】「まろ」は親しい者どうしの間で使う一人称。男女共使用。親しみをこめていう。係助詞「ぞ」、「人」の下に「なる」（連体形）などの語が省略。

3 【な疎みたまひそ】副詞「な」--終助詞「そ」禁止の構文を作る。


若紫．３．２．２７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　乳母めのと、

◇　乳母が、

若紫．３．２．２８

■　「いで、あなうたてや1。

◇　「あら、まあ嫌でございますわ。

■　ゆゆしうもはべるかな。

◇　あまりのなさりようでございますわ。

■　聞きこえさせ知しらせたまふとも2、さらに何なにのしるしもはべらじものを3」

◇　いくらお話申し上げあそばしても、何の甲斐もございませんでしょうに」

■　とて、苦くるしげに思おもひたれば、

◇　といって、つらそうに困っているので、


1 【いであなうたてや】以下「はべらじものを」まで、少納言の乳母の詞。感動詞「いで」打消しの気持ち。感動詞「あな」。「うたて」は形容詞「うたてし」の語幹、間投助詞「や」。

2 【聞こえさせ知らせたまふとも】姫君にあなたさま（源氏）が。「聞こえさせ」は「聞こゆ」より丁重な謙譲語。姫君を敬う。尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、二重敬語は源氏の動作に対する敬語。接続助詞「とも」逆接を表す。

3 【さらに何のしるしもはべらじものを】副詞「さらに」打消推量の助動詞「じ」と呼応して全然--ないでしょう、の意を表す。接続助詞「ものを」逆接を表す。


若紫．３．２．２９

■　「さりとも1、かかる御おほむほどをいかがはあらむ2。

◇　「いくらなんでも、このようなお年の方をどうしようか。

■　なほ、ただ世よに知しらぬ心こころざしのほどを見果みはてたまへ3」

◇　やはり、ただ世間にないほどのわたしの愛情をお見届けください」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【さりとも】以下「見果てたまへ」まで、源氏の詞。接続詞「さりとも」は前文を認めながらもなお別の事態を望む気持ちで文を続ける。たとえそうであったとしても。

2 【いかがはあらむ】反語表現の構文。何としようか、どうすることもない。

3 【見果てたまへ】源氏が少納言の乳母に対して言った言葉。尊敬の補助動詞「たまへ」が使われている。


若紫．３．２．３０

■　霰降あられふり荒あれて、すごき夜よのさまなり1。

◇　霰が降り荒れて、恐ろしい夜の様子である。


1 【霰降り荒れてすごき夜のさまなり】季節は初冬の十月末方、霰が降り荒れる。霰は雪より非情のものとして描かれる。『完訳』は「夜の外界の点描から邸内の人々の心細さに移る」と注す。


若紫．３．２．３１

■　「いかで、かう1人少ひとずくなに心細こころぼそうて、過すぐしたまふらむ」

◇　「どうして、このような少人数な所で頼りなく過ごしていらっしゃれようか」


1 【いかでかう】以下「過ぐしたまふらむ」まで、源氏の心中。「いかで」は、理由と方法の両方の疑問の意がある。どうして、どのようにして。『集成』『新大系』は「どうして、こんな小人数で、頼りなくお暮らしになっているのか」と疑問の意に解し、『古典セレクション』『評釈』は「幼い方が、こんなに小人数で心細くてて、どうしてお過ごしになれるものか」と反語の意に解す。


若紫．３．２．３２

■　と、うち泣ないたまひて、いと見棄みすてがたきほどなれば1、

◇　と思うと、ついお泣きになって、とても見捨てては帰りにくい有様なので、


1 【いと見棄てがたきほどなれば】このまま見捨てて帰るのが気の毒な様子。


若紫．３．２．３３

■　「御格子参みかうしまゐりね1。

◇　「御格子を下ろしなさい。

■　もの恐おそろしき夜よのさまなめるを2、宿直人とのゐびとにてはべらむ。

◇　何となく恐そうな夜の感じのようですから、宿直人となってお勤めしましょう。

■　人ひとびと、近ちかうさぶらはれよかし3」

◇　女房たち、近くに参りなさい」


1 【御格子参りね】以下「さぶらはれよかし」まで、源氏の詞。「参る」は上げる、下ろす、の両方に用いる。ここは後者の意。完了の助動詞「ね」命令形。

2 【夜のさまなめるを】「なめる」は断定の助動詞「なる」の連体形「る」が撥音便化しさらに無表記形＋推量の助動詞「める」連体形、視界内推量、接続助詞「を」順接、原因理由を表して下文に続ける。

3 【人びと近うさぶらはれよかし】「人々」は女房たち。尊敬の助動詞「れよ」命令形、終助詞「かし」念押し。前に少納言の乳母に対しては尊敬の補助動詞「たまふ」が使われていたが、たの女房たちに対しては、やや軽い尊敬の助動詞「る」が使い分けられている。


若紫．３．２．３４

■　とて、いと馴なれ顔がほに御帳みちゃうのうちに1入いりたまへば、あやしう思おもひのほかにも2と、あきれて、誰たれも誰たれもゐたり。

◇　と言って、とても物馴れた態度で御帳の内側にお入りになるので、奇妙な思いも寄らないことをと、あっけにとられて、一同茫然としている。

■　乳母めのとは、うしろめたなうわりなしと思おもへどP73、荒あらましう聞きこえ騒さわぐべきならねば3、うち嘆なげきつつゐたり。

◇　乳母は、心配で困ったことだと思うが、事を荒立て申すべき場合でないので、嘆息しながら見守っていた。


P73 思へど--おもひ（ひ/＄へ〈朱〉）と

1 【御帳のうちに】紫の君の寝室が正式の御帳台であるかどうかは不明。国宝『源氏物語絵巻』に描かれている「柏木」第一段の女三宮の寝室は御帳台で、浜床が見える。それに対して「柏木」第二段の柏木が病臥している部屋や「横笛」の夕霧夫妻の寝室は回りに御帳と御簾を垂らした厚床畳の寝室である。

2 【あやしう思ひのほかにも】女房の心中。少女と添い寝する源氏を、奇妙に思う。

3 【荒ましう聞こえ騒ぐべきならねば】大島本「きこえさハくへきならねハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「聞こえ騒ぐべきほどならねば」と「ほど」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


若紫．３．２．３５

■　若君わかぎみは1、いと恐おそろしう、いかならむとわななかれて2、いとうつくしき御肌おほむはだつきも、そぞろ寒さむげに思おぼしたるを、らうたくおぼえて、単衣ひとへばかりを押おしくくみて3、わが御心地みここちも、かつは4うたておぼえたまへど、あはれにうち語かたらひたまひて、

◇　若君は、とても恐ろしく、どうなるのだろうと自然と震えて、とてもかわいらしいお肌も、ぞくぞくと粟立つ感じがなさるのを、源氏の君はいじらしく思われて、肌着だけで包み込んで、ご自分ながらも、一方では変なお気持ちがなさるが、しみじみとお話なさって、


1 【若君は】紫の君。以下、地の文に源氏の視点と心中がない交ぜになった叙述。

2 【いかならむとわななかれて】自発の助動詞「れ」連用形。どうなるのだろうとぶるぶると震えずにはいられないで。

3 【単衣ばかりを押しくくみて】『集成』は「単（肌着）だけで（若君の身体を）包みこんで」と解す。

4 【かつは】もう一方ではの意。源氏の意識の両面を語り、人間性の思考と行動の不可解さに深みや奥行きを与えている。


若紫．３．２．３６

■　「いざ、たまへよ1。

◇　「さあ、いらっしゃいよ。

■　をかしき絵ゑなど多おほく、雛遊ひひなあそびなどする所ところに」

◇　美しい絵などが多く、お人形遊びなどする所に」


1 【いざたまへよ】以下「などする所に」まで源氏の詞。紫の上を自邸に二条院へ誘う。「たまへ」は「来たまへ」の意。倒置表現。


若紫．３．２．３７

■　と、心こころにつくべきことをのたまふけはひの、いとなつかしきを1、幼をさなき心地ここちにも、いといたう怖おぢず、さすがに2、むつかしう寝ねも入いらずおぼえて、身みじろき臥ふしたまへり。

◇　と、気に入りそうなことをおっしゃる様子が、とても優しいので、子供心にも、そう大して物怖じせず、とは言っても、気味悪くて眠れなく思われて、もじもじして横になっていらっしゃった。


1 【いとなつかしきを】「を」について、『今泉忠義訳』では「いかにもおやさしく感じられるので」と接続助詞に訳し、『古典セレクション』では「ほんとに優しそうなのを」と格助詞、目的格の意で訳す。

2 【さすがに】「かつは」と同様に、紫の君の気持ちの両面を語り、人間性の複雑さに奥行きと幅を与えている。


若紫．３．２．３８

■　夜一夜よひとよ、風吹かぜふき荒あるるに1、

◇　一晩中、風が吹き荒れているので、


1 【夜一夜風吹き荒るるに】『完訳』は「荒寥の外界の点描によって邸内の人の心を照らし出す」と注す。心象風景となっている。前には「霰降り荒れてすごき夜のさまなり」とあった。接続助詞「に」順接、原因理由を表す。


若紫．３．２．３９

■　「げに、かう1、おはせざらましかば、いかに心細こころぼそからまし」

◇　「ほんとうに、このように、お越し下さらなかったら、どんなに心細かったことでしょう」

■　「同おなじくは2、よろしきほどにおはしまさましかば」

◇　「同じことなら、お似合いの年でおいであそばしたら」


1 【げにかう】以下「心細からまし」まで、女房の詞。「げに」について『古典セレクション』は「他の女房の言葉を受けるか」と注す。仮想の助動詞「ましか」已然形＋接続助詞「ば」--「まし」終止形、反実仮想の構文。

2 【同じくは】以下「おはしまさましかば」まで、別の女房の詞。「ましかば」の下に「うれしからまし」などの語句が省略。


若紫．３．２．４０

■　とささめきあへり。

◇　とささやき合っている。

■　乳母めのとは、うしろめたさに、いと近ちかうさぶらふ。

◇　少納言の乳母は、心配で、すぐ近くに控えている。

■　風かぜすこし吹ふきやみたるに、夜深よぶかう出いでたまふも1、ことあり顔がほなりや2。

◇　風が少し吹き止んだので、夜の深いうちにお帰りになるのも、いかにもわけありそうな朝帰りであるよ。


1 【夜深う出でたまふも】「夜深し」は朝からみて、まだ夜が深い。「夜更け」は夕方からみて夜が更けていく、意。

2 【ことあり顔なりや】『集成』は「草子地」と指摘。『湖月抄』は「風すこし」以下を「草子地也」と指摘。『完訳』は「夜明け直前に帰る後朝の風情から、あたかも逢瀬を遂げたかのようだとする語り手の評言」と指摘する。断定の助動詞「なり」終止形、間投助詞「や」詠嘆は、語り手の口吻を表す。


若紫．３．２．４１

■　「いとあはれに1見みたてまつる御おほむありさまを、今いまはまして、片時かたときの間まもおぼつかなかるべし。

◇　「とてもお気の毒にお見受け致しましたご様子を、今では以前にもまして、片時の間も見なくては気がかりでならないでしょう。

■　明あけ暮くれ眺ながめはべる所ところに2渡わたしたてまつらむ。

◇　毎日物思いをして暮らしている所にお迎え申し上げましょう。

■　かくてのみは、いかが3。

◇　こうしてばかりいては、どんなものでしょうか。

■　もの怖おぢしたまはざりけり」

◇　姫君はお恐がりにはならなかった」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【いとあはれに】以下「もの怖ぢしたまはざりけり」まで、源氏の詞。

2 【明け暮れ眺めはべる所に】源氏の自邸二条院。

3 【かくてのみはいかが】副詞「いかが」。下に「過ごされむ」などの語句が省略。反語表現。どうして過ごされましょう、できないでしょう。


若紫．３．２．４２

■　「宮みやも御迎おほむむかへに1など聞きこえのたまふめれど、この御四十九日過おほむなななぬかすぐして2や、などP74思おもうたまふる3」

◇　「父宮もお迎えになどと申していらっしゃるようですが、故尼君の四十九日忌が過ぎてからか、などと存じます」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、


P74 など--（/+なと〈朱〉）

1 【宮も御迎へに】以下「思うたまふる」まで、少納言の乳母の詞。父兵部卿宮。

2 【この御四十九日過ぐして】尼君の逝去は八月二十日。その四十九日忌は、十一月九日頃となる。

3 【思うたまふる】大島本「思ふ給ふる」とある。「思ふ」の「ふ」は「思ひ」のウ音便化「う」を「ふ」と誤表記した形。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひたまふる」と校訂する。『新大系』は底本のまま。謙譲の補助動詞「たまふる」連体形、連体中止法。言い切らない余意余情表現。


若紫．３．２．４３

■　「頼たのもしき筋すぢながら1も、よそよそにてならひたまへるは、同おなじうこそ疎うとうおぼえたまはめ。

◇　「頼りになる血筋ではあるが、ずっと別々に暮らして来られた方は、他人同様に疎々しくお思いでしょう。

■　今いまより見みたてまつれど、浅あさからぬ心こころざしはまさりぬべくなむ2」

◇　今夜初めてお会いしたが、わたしの深い愛情は父宮様以上でしょう」


1 【頼もしき筋ながら】以下「まさりぬべくなむ」まで、源氏の詞。

2 【浅からぬ心ざしはまさりぬべくなむ】わたしの愛情は実の父以上だ、の意。完了の助動詞「ぬ」終止形、確述、推量の助動詞「べく」連用形、係助詞「なむ」、下に「ある」などの語が省略。


若紫．３．２．４４

■　とて、かい撫なでつつ1、かへりみがちにて出いでたまひぬ。

◇　と言って、かき撫でかき撫でして、後髪を引かれる思いでお出になった。


1 【かい撫でつつ】接続助詞「つつ」動作の反復継続を表す。


若紫．３．２．４５

■　いみじう霧きりわたれる空そらもただならぬに、霜しもはいと白しろうおきて1、まことの懸想けさうもをかしかりぬべきに2、さうざうしう思おもひおはすP75。

◇　ひどく霧の立ちこめた空もいつもとは違った風情であるうえに、霜は真白に置いて、実際の恋であったら興趣あるはずなのに、何か物足りなく思っていらっしゃる。

■　いと忍しのびて通かよひたまふ所ところの道3みちなりけるを思おぼし出いでて、門かどうちたたかせたまへど、聞ききつくる人ひとなし。

◇　たいそう忍んでお通いになる方への道筋であったのをお思い出しになって、門を叩かせなさるが、聞きつける人がいない。

■　かひなくて、御供おほむともに声こゑある人ひとして歌うたはせたまふ。

◇　しかたなくて、お供の中で声の良い者に歌わせなさる。


P75 さうざうしう思ひおはす--さう／＼しのひおも（の/＄うおも〈朱〉、も/＄〈朱〉）はす

1 【いみじう霧りわたれる空もただならぬに霜はいと白うおきて】初冬の朝の様子。接続助詞「に」添加の意を表す。--の上に。

2 【まことの懸想もをかしかりぬべきに】係助詞「も」仮定の意を表す。語り手の感情移入された評言である。少女の紫の君の家からの朝帰り、これが成人女性の家からの朝帰りであったら、というニュアンス。接続助詞「に」逆接で下文に続ける。

3 【いと忍びて通ひたまふ所の道】『集成』は「誰か不明である。前に出た「六条京極わたり」の女性らしくもあるが、位置関係からいうと逆の位置のように読める」と解し、『完訳』でも「誰であるか不明」と注す。『新大系』は「先に「忍びたる所」とあったのとは別の女」と注す。


若紫．３．２．４６

■　「朝あさぼらけ霧立きりたつ空そらのまよひにも

行ゆき過すぎがたき妹いもが門かどS13かな1」

◇　「曙に霧が立ちこめた空模様につけても

素通りし難い貴女の家の前ですね」


S13 婦が門　夫が門　行き過ぎかねてや　我が行かば　肱笠の　肱笠の　雨もや降らなむ　郭公　雨やどり　笠やどり　舎りてまからむ　郭公（催馬楽　婦が門）

1 【朝ぼらけ霧立つ空のまよひにも行き過ぎがたき妹が門かな】源氏の贈歌。素通りしにくいあなたの家の前だ、ちょっと寄らせてくださいの意。『細流抄』は「妹（いも）が門（かど）夫（せな）が門行き過ぎかねてや我が行かば肱笠（ひぢがさ）の肱笠の雨もや降らなむしでたをさ雨やどり笠やどり宿りてまからむしでたをさ」（催馬楽、妹が門）を指摘。


若紫．３．２．４７

■　と、二返ふたかへりばかり歌うたひたるに1、よしある下仕しもづかひを出いだして、

◇　と、二返ほど歌わせたところ、心得ある下仕え人を出して、


1 【二返りばかり歌ひたるに】接続助詞「に」順接で下文に続ける。--したところ。


若紫．３．２．４８

■　「立たちとまり霧きりのまがきの過すぎうくは

草くさのとざしにさはりしもせじ1」

◇　「霧の立ちこめた家の前を通り過ぎ難いとおっしゃるならば

生い茂った草が門を閉ざしたことぐらい何でもないでしょうに」


1 【立ちとまり霧のまがきの過ぎうくは草のとざしにさはりしもせじ】女の返歌。『新大系』は『立ち止まって、霧がとざす垣根が通り過ぎにくいというぐらいなら、草が覆う門に邪魔されはするまい。はいろうと思うならはいれるではないか、はいるつもりがないくせに、と言い返す女歌」と注す。「草のとざし」は歌語。「秋の夜の草のとざしのわびしきは明くれどあけぬものにぞありける」（後撰集恋四九〇〇兼輔朝臣）「言ふからに辛さぞまさる秋の夜の草のとざしに障るべしやは」（同九〇一読人しらず）の贈答歌による。


若紫．３．２．４９

■　と言いひかけて、入いりぬ。

◇　と詠みかけて、入ってしまった。

■　また人ひとも出いで来こねば1、帰かへるも情なさけなけれど、明あけゆく空そらもはしたなくて殿とのへおはしぬ。

◇　他に誰も出て来ないので、帰るのも風情がないが、空が明るくなって行くのも体裁が悪いので邸へお帰りになった。


1 【また人も出で来ねば】副詞「また」他に、再び、の意。「出（い）で来（こ）」未然形、打消の助動詞「ね」已然形＋接続助詞「ば」然接の確定条件を表す。もう誰も出て来ないので。


若紫．３．２．５０

■　をかしかりつる人1ひとのなごり恋こひしく、独ひとり笑ゑみしつつ臥ふしたまへり。

◇　かわいらしかった方の面影が恋しく、独り微笑みながら臥せっていらっしゃった。

■　日高ひたかう大殿籠おほとのごもり起おきて、文ふみやりたまふに2、書かくべき言葉ことばも例れいならねば、筆ふでうち置おきつつすさびゐたまへり3。

◇　日が高くなってからお起きになって、手紙を書いておやりになる時、書くはずの言葉も普通と違うので、筆を書いては置き書いては置きと、気の向くままにお書きになっている。

■　をかしき絵ゑなどをやりたまふ。

◇　美しい絵などをお届けなさる。


1 【をかしかりつる人】少女紫の君。

2 【文やりたまふに】後朝（きぬぎぬ）の文。接続助詞「に」逆接で下文に続ける。

3 【筆うち置きつつすさびゐたまへり】接続助詞「つつ」動作の反復を表す。『古典セレクション』は「この「すさび」は、心がすすんで熱中する意」と注す。


若紫．３．２．５１

■　かしこには1、今日けふしも2、宮みやわたりたまへり。

◇　あちらでは、ちょうど今日、父宮がおいでになった。

■　年としごろよりも3こよなう荒あれまさり、広ひろうもの古ふりたる所ところの、いとど人少ひとずくなに久ひさしければ4、見みわたしたまひて5、

◇　数年来以上にすっかり荒れ行き、広く古めかしくなった邸が、ますます人数が少なくなって月日を経ているので、ずっと御覧になって、


1 【かしこには】紫の君の六条京極邸。

2 【今日しも】源氏が朝帰りして後朝の文を送った、その日。

3 【年ごろよりも】以下、兵部卿宮の目を通して語られる。

4 【久しければ】大島本は「ひさしけれは」とある。その他の青表紙諸本は「さひしけれは」とある。『集成』『古典セレクション』は「さびしければ」と本文を改める。

5 【見わたしたまひて】主語は兵部卿宮。


若紫．３．２．５２

■　「かかる所ところには1、いかでか、しばしも幼をさなき人ひとの過すぐしたまはむ2。

◇　「このような所には、どうして、少しの間でも幼い子供がお過しになれよう。

■　なほ、かしこに渡わたしたてまつりてむ3。

◇　やはり、あちらにお引き取り申し上げよう。

■　何なにの所狭ところせきほどにもあらず。

◇　けっして窮屈な所ではない。

■　乳母めのとは、曹司ざうしなどしてさぶらひなむ4。

◇　乳母には、部屋をもらって仕えればよい。

■　君きみは、若わかき人ひとびとあれば5、もろともに遊あそびて、いとようものしたまひなむ6」

◇　姫君は、若い子たちがいるので、一緒に遊んで、とても仲良くやって行けよう」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【かかる所には】以下「ものしたまひなむ」まで、兵部卿宮の詞。姫君と乳母たちを本邸に引き取ることを言う。

2 【いかでかしばしも幼き人の過ぐしたまはむ】連語「いかでか」は「過ぐしたまはむ」に係る、反語表現の構文。どうしてお過ごしになれよう、できまい。

3 【かしこに渡したてまつりてむ】兵部卿宮邸。謙譲の補助動詞「たてまつり」（連用形）は紫の君を敬った表現。完了の助動詞「て」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、意志。きっと--しよう。

4 【曹司などしてさぶらひなむ】部屋を決めて。完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、適当・勧誘。お仕えするのがよかろう。

5 【若き人びとあれば】大島本「わかき人／＼あれハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「若き人々などあれば」と「など」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

6 【いとようものしたまひなむ】完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、推量。


若紫．３．２．５３

■　近ちかう呼よび寄よせたてまつりたまへるに1、かの御移おほむうつり香がの2、いみじう艶えんに染しみかへらせたまへれば3、

◇　近くにお呼び寄せになると、あの源氏の君のおん移り香が、たいそうよい匂いに深く染み着いていらっしゃるので、

■　「をかしの御匂おほむにほひや。

◇　「いい匂いだ。

■　御衣おほむぞはいと萎なえて4」

◇　お召し物はすっかりくたびれているが」

■　と、心苦こころぐるしげに思おぼいたり。

◇　と、お気の毒にお思いになった。


1 【近う呼び寄せたてまつりたまへるに】紫の君を。謙譲の補助動詞「たてまつり」（連用形）は紫の君を敬った表現。尊敬の補助動詞「たまへ」（已然形）は兵部卿宮を敬った表現。完了の助動詞「る」連体形、接続助詞「に」順接、--したところ。

2 【かの御移り香の】源氏の移り香。

3 【染みかへらせたまへれば】大島本「しみかへらせ給へれハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「染みかへりたまへれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。補助動詞「--かへる」は程度のはなはだしいさまを表す。尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「れ」已然形、存続＋接続助詞「ば」順接、原因理由を表し、下文に続ける。

4 【をかしの御匂ひや御衣はいと萎えて】宮の心中とも詞ともとれる文。『集成』『古典セレクション』は詞と解す。接続助詞「て」逆接。


若紫．３．２．５４

■　「年としごろも1、あつしくさだ過すぎたまへる人ひとに2添そひたまへるよ3、かしこにわたりて見みならしたまへなど、ものせしを、あやしう疎うとみたまひて4、人ひとも心置こころおくめりしを5、かかる折をりにしもものしたまはむも、心苦こころぐるしう」

◇　「これまでは、病気がちのお年寄と一緒においでになったことよ、あちらに引っ越してお馴染みなさいなどと、言っていましたが、変にお疎んじなさって、妻もおもしろからぬようでいたが、このような時に移って来られるのも、おかわいそうに」

■　などのたまへば、

◇　などとおっしゃると、


1 【年ごろも】以下「心苦しう」まで、兵部卿宮の詞。

2 【あつしくさだ過ぎたまへる人に】尼君をさしていう。

3 【添ひたまへるよ】間投助詞「よ」詠嘆。他の青表紙諸本この語が無い。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「添ひたまへる」と「よ」を削除する。『新大系』は底本のまま。

4 【あやしう疎みたまひて】主語は亡くなった尼君。

5 【人も心置くめりしを】北の方をさしていう。推量の助動詞「めり」連用形、視界内推量の意。過去の助動詞「し」連体形、自己の体験のニュアンス。接続助詞「を」逆接で下文に続ける。


若紫．３．２．５５

■　「何なにかは1。

◇　「いえどう致しまして。

■　心細こころぼそくとも、しばしはかくておはしましなむ2。

◇　心細くても、今暫くはこうしておいであそばしましょう。

■　すこしものの心思こころおぼし知しりなむにわたらせたまはむこそ、よくははべるべけれ3」

◇　もう少し物の道理がお分かりになりましたら、お移りあそばされることが良うございましょう」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【何かは】以下「よくははべるべけれ」まで、少納言の乳母の詞。反語表現、下に「渡らせたまはむ」などの語句が省略。どうして、お移りなさいましょうか、移りません、の意。

2 【おはしましなむ】「おはします」は最も高い尊敬表現。姫君に対して使っている。完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、強調のニュアンス。

3 【こそよくははべるべけれ】係り助詞「こそ」、推量の助動詞「べけれ」已然形、係結びの法則。


若紫．３．２．５６

■　「夜昼***P76恋よるひるこひきこえたまふに1、はかなきものもきこしめさず」

◇　「夜昼となくお慕い申し上げなさって、ちょっとした物もお召し上がりになりません」

◆　 
"よる ひる こひ きこえ たまふ に、 はかなき もの も きこしめさ ず。"


P76 夜昼--よる（る/+ひる〈朱〉）

1 【夜昼恋ひきこえたまふに】以下「きこしめさず」まで、少納言の乳母の詞。紫の君が故尼君を。接続助詞「に」順接、原因理由を表して下文に続ける。


若紫．３．２．５７

■　とて、げに1いといたう面痩おもやせたまへれど、いとあてにうつくしく、なかなか見みえたまふ2。

◇　と申して、なるほど、とてもひどく面痩せなさっているが、まことに上品でかわいらしく、かえって美しくお見えになる。


1 【げに】なるほど、という同意は語り手の感情移入の語。

2 【いとあてにうつくしくなかなか見えたまふ】副詞「なかなか」は語順倒置、「なかなかいとあてにうつくしく見えたまふ」。


若紫．３．２．５８

■　「何なにか、さしも1思おぼす。

◇　「どうして、そんなにお悲しみなさる。

■　今いまは世よに亡なき人ひとの御おほむことはかひなし。

◇　今はもうこの世にいない方のことは、しかたがありません。

■　おのれあれば2」

◇　わたしがついているので」


1 【何かさしも】以下「おのれあれば」まで、兵部卿宮の詞。宮は自分のことを「おのれ」（己）という。源氏は先に「今はまろぞ思ふべき人」と言った。「まろ」は親しみをこめた言い方、「おのれ」は卑下した言い方、ややよそよそしい言い方、というニュアンスの相違。

2 【おのれあれば】下に「思しわづらふな」「心頼もしからむ」などの語句が省略。


若紫．３．２．５９

■　など語かたらひきこえたまひて、暮くるれば帰かへらせたまふを1、いと心細こころぼそしと思おぼいて泣ないたまへば2、宮みやうち泣なきたまひて、

◇　などとやさしくお話申し上げなさって、日が暮れるとお帰りあそばすのを、とても心細いとお思いになってお泣きになると、宮ももらい泣きなさって、


1 【暮るれば帰らせたまふを】主語は兵部卿宮、尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまふ」連体形、二重敬語。地の文における宮に対する使用。昨日の源氏の泊った態度と対照的に語られる。最高敬語はむしろ皮肉またはよそよそしい態度の表出。「を」について、『今泉忠義訳』は接続助詞とし「帰ろうとなさるので」、『古典セレクション』は格助詞とし「お帰りになるのを」と訳す。

2 【いと心細しと思いて泣いたまへば】主語は紫の君。挿入句。


若紫．３．２．６０

■　「いとかう1思おもひな入いりたまひそ2。

◇　「けっして、そんなにご心配なさるな。

■　今日明日けふあす、渡わたしたてまつらむ」

◇　今日明日のうちに、お移し申そう」

■　など、返かへす返がへすこしらへおきて、出いでたまひぬ。

◇　などと、繰り返しなだめすかして、お帰りになった。


1 【いとかう】以下「渡したてまつらむ」まで、兵部卿宮の詞。

2 【思ひな入りたまひそ】「思ひ入る」の間に副詞「な」が介入、終助詞「そ」禁止を表す。


若紫．３．２．６１

■　なごりも慰なぐさめがたう泣なきゐたまへり1。

◇　その後の寂しさも慰めようがなく泣き沈んでいらっしゃった。

■　行ゆく先さきの身みのあらむことなどまでも思おぼし知しらず、ただ年としごろ立たち離はなるる折をりなうまつはしならひて2、今いまは亡なき人ひととなりたまひにける、と思おぼすがいみじきに、幼をさなき御心地みここちなれど、胸むねつとふたがりて、例れいのやうにも遊あそびたまはず、昼ひるはさても紛まぎらはしたまふを、夕暮ゆふぐれとなれば、いみじく屈くしたまへば、かくてはいかでか過すごしたまはむ3と、慰なぐさめわびて、乳母めのとも泣なきあへり。

◇　将来の身の上のことなどはお分りにならず、ただ長年離れることなく一緒にいて、今はお亡くなりになってしまったと、お思いになるのが悲しくて、子供心であるが、胸がいっぱいにふさがって、いつものようにもお遊びはなさらず、昼間はどうにかお紛らわしになるが、夕暮時になると、ひどくおふさぎこみなさるので、これではどのようにお過ごしになられようかと、慰めあぐねて、乳母たちも一緒に泣いていた。


1 【なごりも慰めがたう泣きゐたまへり】主語は紫の君。以下、父兵部卿宮が帰って後の紫の君の幼さと孤児を強調した叙述。

2 【立ち離るる折なうまつはしならひて】「まつはしならひて」の主語について、『今泉忠義訳』では紫の君が「片時も離れず付き纏ふことにしていたのに」と訳し、『古典セレクション』では「尼君がいつもずっとおそばにおいてくださったのに」と訳す。

3 【かくてはいかでか過ごしたまはむ】大島本「すこし給はむ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「過ぐしたまはむ」と校訂する。『新大系』は底本のまま。乳母の心中。主語は紫の上。副詞「いかで」＋係助詞「か」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結び、反語表現の構文。


若紫．３．２．６２

■　君きみの御おほむもとよりは、惟光これみつをたてまつれたまへり1。

◇　源氏の君のお邸からは、惟光をお差し向けなさった。


1 【たてまつれたまへり】「たてまつれ」ラ下二の謙譲の動詞、連用形。尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「り」終止形。


若紫．３．２．６３

■　「参まゐり来くべきを1、内裏うちより召めしあればなむ2。

◇　「私自身参るべきところ、帝からお召しがありまして。

■　心苦こころぐるしう見みたてまつりしも3、しづ心ごころなく」

◇　お気の毒に拝見致しましたのにつけても、気がかりで」

■　とて、宿直人とのゐびとたてまつれたまへり。

◇　と伝えて、宿直人を差し向けなさった。


1 【参り来べきを】以下「しづ心なく」まで、源氏の伝言。主語は源氏。接続助詞「を」逆接で下文に続ける。

2 【内裏より召あればなむ】係助詞「なむ」の下に「え参らぬ」などの語句が省略。

3 【心苦しう見たてまつりしも】過去の助動詞「し」連体形、係助詞「も」強調の意。


若紫．３．２．６４

■　「あぢきなうもあるかな1。戯たはぶれにても、もののはじめ2にこの御おほむことよ」

　「宮聞みやきこし召めしつけば、さぶらふ人ひとびとのおろかなるにぞさいなまむ3」

　「あなかしこ、もののついでに、いはけなくうち出いできこえP77させたまふな4」P78

◇　「情けないことですわ。ご冗談にも結婚の最初からして、このようなお事とは」

「宮さまがお耳にされたら、お仕えする者の落度として叱られましょう」

「ああ、大変だわ。何かのついでに、父宮にうっかりお口にあそばされますな」


P77 きこえ--き（き/+こ）え

P78 な」など--なら（ら/＄な〈朱〉）と

1 【あぢきなうもあるかな】以下「きこえさせたまふな」まで、『集成』は少納言の乳母の詞と解し、『完訳』は他の女房の詞と解す。全般は他の女房の物の言い方であるが、最後の紫の上に忠告するあたりは乳母の物の言い方のような感じがする。一人の詞と解さず、複数の詞と解すべきか。

2 【もののはじめ】「もの」は結婚をさす。成婚の当初からの意。

3 【さいなまむ】大島本と池田本は「さいなむ」とある。主語は兵部卿宮。御物本は「さいなみ給はん」とあり敬語が付く。榊原家本と肖柏本は「さいなまれん」とあり、受身の助動詞があって、主語は女房たちとなる。横山本と書陵部本「さいなま（＋れ）」、三条西家本も「さいなま（＋れ）む」と「れ」を補入。

4 【うち出できこえさせたまふな】紫の君に対して言った詞。「きこえさせ」（「きこゆ」よりさらに謙った謙譲語、宮を敬った表現）、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形、紫の上に対する敬語、終助詞「な」禁止。


若紫．３．２．６５

■　などP78言いふも、それをば何なにとも思おぼしたらぬぞ、あさましきや。

◇　などと言うにつけても、そのことを何ともお分りでいらっしゃらないのは、困ったことであるよ。


P78 な」など--なら（ら/＄な〈朱〉）と


若紫．３．２．６６

■　少納言せうなごんは、惟光これみつにあはれなる物語ものがたりどもして2、

◇　少納言の乳母は、惟光に気の毒な身の上話をいろいろとして、


1? 【それをば何とも思したらぬぞあさましや】「それ」は少納言の乳母の忠告をさす。語り手の紫の君に対する評言。『湖月抄』は「紫のさまを草子地に云也」と注す。『完訳』も「語り手の評」と注す。『集成』は「張り合いのないことである」と解す。

2 【あはれなる物語どもして】「ども」とあるので、いろいろと話したニュアンス。


若紫．３．２．６７

■　「あり経へて後のちや1、さるべき御宿世2おほむすくせ、逃のがれきこえたまはぬやうもあらむ3。

◇　「これから先いつか、ご一緒になるようなご縁から、お逃れ申されなさらいものかも知れません。

■　ただ今いまは、かけてもいと似にげなき御おほむことと見みたてまつるを、あやしう思おぼしのたまはするも、いかなる御心みこころにかP79、思おもひ寄よるかたなう乱みだれはべる。

◇　ただ今は、まったく不釣り合いなお話と拝察致しておりますが、不思議にご熱心に思ってくださり、またおっしゃってくださいますのを、どのようなお気持ちからかと、判断つかないで悩んでおります。

■　今日けふも、宮渡みやわたらせたまひて4、

◇　今日も、宮さまがお越しあそばして、

■　『うしろやすく5仕つかうまつれ。

◇　『安心の行くように仕えなさい。

■　心幼こころをさなくもてなしきこゆな6』

◇　うっかりしたことは致すな』

■　とのたまはせつるも、いとわづらはしう、ただなるよりは、かかる御好おほむすき事ごとも思おもひ出いでられはべりつる7」

◇　と仰せられたのも、とても厄介で、なんでもなかった時より、このような好色めいたことも改めて気になるのでございました」


P79 思しのたまはするも、いかなる御心にか--（/+おほしの給はするもいかなる御こゝろにか）

1 【あり経て後や】以下「思ひ出でられはべりつる」まで、少納言の乳母の詞。係助詞「や」疑問の意、「あらむ」（連体形）に係る、係結びの法則。

2 【さるべき御宿世】前世からの御縁、すなわち結婚。

3 【逃れきこえたまはぬやうもあらむ】謙譲の補助動詞「きこえ」連用形、紫の君を謙らせて源氏を敬う、尊敬の補助動詞「たまは」未然形、紫の君に対する敬意。打消の助動詞「ぬ」連体形。推量の助動詞「む」連体形、係助詞「や」の係り結び。

4 【宮渡らせたまひて】尊敬の助動詞「せ」連用形＋尊敬の補助動詞「たまひ」連用形、二重敬語、会話文中の用例。

5 【うしろやすく】以下「きこゆな」まで、兵部卿宮の詞を引用。横山本と肖柏本は「うしろやすう」とある。

6 【心幼くもてなしきこゆな】幼稚な考え、あさはkな考え、の意。

7 【思ひ出でられはべりつる】自発の助動詞「られ」連用形、完了の助動詞「つる」連体形、確述。連体中止法。思わずにはいられないという気持ちと余情または含みを残した言い方。


若紫．３．２．６８

■　など言いひて、

◇　などと言って、

■　「この人ひとも1ことあり顔がほにや思おもはむ」

◇　「この人も何か特別の関係があったように思うだろうか」

■　などP80、あいなければ2、いたう嘆なげかしげにも言いひなさず。

◇　など思われるのも、不本意なので、ひどく悲しんでいるようには言わない。

■　大夫たいふも3、

◇　惟光大夫も、

■　「いかなることにかあらむ」

◇　「どのような事なのだろう」

■　と、心得こころえがたう思おもふ。

◇　と、ふに落ちなく思う。


P80 言ひて、「この人もことあり顔にや思はむ」など--（/+いひてこの人も事ありかほにや思はむなと）

1 【この人も】以下「思はむ」まで、乳母の心中。「この人」は惟光をさす。「ことあり顔」は、源氏と紫の君の特別の関係、すなわち夫婦関係をさす。

2 【あいなければ】乳母は、源氏が来ないのを気にしているが、それを惟光に察せられたくないでいる。『完訳』は「局外者の惟光からあれこれ忖度されるのは不本意、の気持」と注す。

3 【大夫も】惟光をさす。源氏の使者としての一個人というより、「大夫」という公人かつ身分ある（五位）一人格者としてのニュアンスを強調した表現。


若紫．３．２．６９

■　参まゐりて、ありさまなど聞きこえければ1、あはれに思おぼしやらるれど2、さて通かよひたまはむも、さすがにすずろなる心地3ここちして、

◇　帰参して、様子などをご報告すると、しみじみと思いをお馳せになるが、先夜のようにお通いなさるのも、やはり似合わしくない気持ちがして、

■　「軽々かるがるしう4もてひがめたると、人ひともや漏もり聞きかむ5」

◇　「軽率な風変わりなことをしていると、世間の人が聞き知るかも知れない」

■　など、つつましければ、

◇　などと、遠慮されるので、

■　「ただ迎むかへてむ6」

◇　「いっそ迎えてしまおう」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。


1 【参りてありさまなど聞こえければ】惟光が二条院に帰参して源氏に報告申し上げると。

2 【あはれに思しやらるれど】以下、主語は源氏。自発の助動詞「るれ」已然形＋接続助詞「ど」逆接で下文に続ける。

3 【すずろなる心地】『集成』は「どうかと思われて」と解し、『完訳』は「行き過ぎという感じ」と解す。

4 【軽々しう】以下「漏り聞かむ」まで、源氏の心中。

5 【人もや漏り聞かむ】係助詞「も」仮定のニュアンス、係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結び。

6 【ただ迎へてむ】完了の助動詞「て」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形。いっそ迎えてしまおう、という強いニュアンスを表す。


若紫．３．２．７０

■　御文おほむふみはたびたびたてまつれたまふ。

◇　お手紙は頻繁に差し上げなさる。

■　暮くるれば、例れいの大夫たいふをぞたてまつれたまふ1。

◇　暮れると、いつものように惟光大夫をお差し向けなさる。

■　「障さはる事ことどもの2ありて、え参まゐり来こぬをP81、おろかにや」

◇　「差し障りがあって参れませんのを、不熱心なとでも」

■　などあり。

◇　などと、伝言がある。


P81 来ぬを--こぬ（ぬ/+を）

1 【例の大夫をぞたてまつれたまふ】「例の」とあるように惟光がその任に当たっている。係助詞「ぞ」--尊敬の助動詞「たまふ」連体形、係結びの法則、強調のニュアンス。

2 【障はる事どもの】以下「おろかにや」まで、源氏の伝言。『集成』と『新大系』は「源氏の手紙の文面」と解す。「おろかにや」の下に「思さむ」などの語句が省略。


若紫．３．２．７１

■　「宮みやより1、明日あすにはかに御迎おほむむかへにとのたまはせたりつれば、心こころあわたたしくてなむ2。

◇　「宮さまから、明日急にお迎えに参ると仰せがありましたので、気ぜわしくて。

■　年としごろの蓬生よもぎふを離かれなむも3、さすがに心細こころぼそく4、さぶらふ人ひとびとも思おもひ乱みだれP82て5」

◇　長年住みなれた蓬生の宿を離れますのも、何と言っても心細く、お仕えする女房たちも思い乱れております」


P82 乱れ--（/+み〈朱〉）たれ

1 【宮より】以下「思ひ乱れて」まで、少納言の乳母の詞。

2 【心あわたたしくてなむ】係助詞「なむ」の下には「はべる」（連体形）などの語が省略。「アワタタシイ」（日葡辞書）。

3 【蓬生を離れなむも】歌語「蓬生」は自邸を謙って言った表現。「荒れたる宿をばよもぎふといふ」（能因歌枕）。「かれ」は「離れ」と「枯れ」との掛詞、「蓬生」と「枯れ」は縁語。完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」連体形、強調のニュアンス。

4 【さすがに心細く】大島本「心ほそく」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心細う」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

5 【思ひ乱れて】接続助詞「て」の下には「はべる」（連体中止法）などの語が省略。


若紫．３．２．７２

■　と、言少ことずくなに言いひて、をさをさあへしらはず1、もの縫ぬひいとなむけはひなどしるければ2、参まゐりぬ。

◇　と、言葉数少なに言って、ろくにお相手もせずに、繕い物をする様子がはっきり分かるので、帰参した。


1 【をさをさあへしらはず】少納言の乳母が惟光大夫を。

2 【もの縫ひいとなむけはひなどしるければ】引越しの際の常套場面。国宝『源氏物語絵巻』「早蕨」参照。


第三段　源氏、紫の君を盗み取る

若紫．３．３．１

■　君きみは大殿おほいどのにおはしけるに1、例れいの、女君をむなぎみとみにも対面たいめんしたまはず。

◇　源氏の君は左大臣邸においでになったが、例によって、女君はすぐにはお会いなさらない。

■　ものむつかしくおぼえたまひて2、あづまを3すががきP83て4、

◇　君は何となくおもしろくなくお思いになって、和琴を即興に掻き鳴らして、

■　「常陸ひたちには田たをこそ作つくれ5」S14

◇　「常陸では田を作っているが」

■　といふ歌うたを、声こゑはいとなまめきて、すさびゐたまへり。

◇　という歌を、声はとても優艶に、口ずさんでおいでになる。


P83 すががき--すかか（か/＄か〈朱〉）き

S14 常陸には　田をこそ作れ　あだ心　や　かぬとや君が　山を越え　雨夜来ませる（風俗歌　常陸）

1 【君は大殿におはしけるに】源氏が左大臣邸に。接続助詞「に」逆接で下文に続ける。

2 【ものむつかしくおぼえたまひて】主語は源氏。

3 【あづまを】東琴の略、すなわち和琴をさす。

4 【すががきて】主語は源氏。軽い即興的な奏法。

5 【常陸には田をこそ作れ】源氏の口ずさみ。「風俗歌」の「常陸」の一節。「常陸にも田をこそ作れあだ心やかぬとや君が山を越え雨夜来ませる」。本来、女性側から歌う内容であるが、源氏がこう歌ったのは皮肉なあてこすり。『古典セレクション』は「相手になってくれない葵の上への不満をかこつ」と注す。


若紫．３．３．２

■　参まゐりたれば、召めし寄よせてありさま問とひたまふ。しかしかなど1聞きこゆれば、口惜くちをしう思おぼして、「かの宮みやに渡わたりなば2、わざと迎むかへ出いでむも、好すき好ずきしかるべし。幼をさなき人ひとを盗ぬすみ出いでたりと、もどきおひP84なむ3。そのさきに、しばし、人ひとにも口固くちかためて、渡わたしてむ4」と思おぼして、

◇　参上したので、呼び寄せて様子をお尋ねになる。「これこれしかじかです」と申し上げるので、残念にお思いになって、「あの宮邸に移ってしまったら、わざわざ迎え取ることも好色めいたことであろう。子供を盗み出したと、きっと非難されるだろう。その前に、暫くの間、女房の口を封じさせて、連れて来てしまおう」とお考えになって、


P84 おひ--おも（も/＄〈朱〉）ひ

1 【しかしかなど】清音「しかしか」（日本書紀・用明即位前紀、ロドリゲス大文典）、江戸時代以降「しかじか」と濁音化する。明日、兵部卿宮が紫の上を迎え取りに来る、ということ。大島本と横山本、肖柏本は「なと」。御物本、榊原家本、池田本、三条西家本、書陵部は「なんと」とある。『古典セレクション』は「しかじか」と濁音に読み、「なんと」と本文を改める。『集成』『古典セレクション』は清音に読み、底本のままとする。

2 【かの宮に渡りなば】以下「渡してむ」まで、源氏の心中。完了の助動詞「な」未然形＋接続助詞「ば」順接の仮定条件を表す。

3 【もどきおひなむ】完了の助動詞「な」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、きっと--となろう、自然的事態の強調ニュアンス。

4 【渡してむ】完了の助動詞「て」未然形、確述＋推量の助動詞「む」終止形、きっと--してしまおう、人為的事態の強調のニュアンス。


若紫．３．３．３

■　「暁あかつきかしこに1ものせむ。

◇　「早朝にあちらに行こう。

■　車くるまの装束さうぞくさながらP85。

◇　車の準備はそのままに。

■　随身一人二人仰ずいじんひとりふたりおほせおきたれ2」

◇　随身を一、二名を申し付けておけ」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　うけたまはりて立たちぬ。

◇　承知して下がった。


P85 さながら--（/+さ）なから

1 【暁かしこに】以下「仰せおきたれ」まで、源氏の詞。

2 【仰せおきたれ】『古典セレクション』は「「おきたれ」は「おきてあれ」。「おき（掟）つ」は、計画をたてる意」と注す。


若紫．３．３．４

■　君きみ、

◇　源氏の君は、

■　「いかにせまし1。

◇　「どうしようか。

■　聞きこえありて好すきがましきやうなるべきこと。

◇　噂が広がって好色めいたことになりそうな事よ。

■　人ひとのほどだにものを思おもひ知しり2、女をむなの心交こころかはしけることと推おし測はかられぬべくは3、世よの常つねなり。

◇　せめて相手の年齢だけでも物の分別ができ、女が情を通じてのことだと想像されるようなのは、世間一般にもある事だ。

■　父宮ちちみやの尋たづね出いでたまへらむも4、はしたなう、すずろなるべきを5」

◇　もし父宮がお探し出された場合も、体裁が悪く、格好もつかないことになるだろうから」

■　と、思おぼし乱みだるれど、さて外はづしてむはいと口惜くちをしかべければ6、まだ夜深よぶかう出いでたまふ。

◇　と、お悩みになるが、この機会を逃したら大変後悔することになるにちがいないので、まだ夜の深いうちにお出になる。


1 【いかにせまし】以下「すずろなるべきを」まで、源氏の心中。仮想の助動詞「まし」連体形。

2 【人のほどだにものを思ひ知り】副助詞「だに」最小限を表す。せめて--だけでも。

3 【女の心交はしけることと推し測られぬべくは】女が合意の上で引き取られることになった、と推測されるようなのは。

4 【尋ね出でたまへらむも】尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、完了の助動詞「ら」未然形、推量の助動詞「む」連体形、仮定の意、係助詞「も」。

5 【すずろなるべきを】『集成』は「言いわけも立たないことだと」、『古典セレクション』は「格好のつかないことになるだろう」と訳す。接続助詞「を」順接、原因理由を表す。きっと--になるだろうから。下に「いかにせむ」などの語句が省略。

6 【いと口惜しかべければ】「かべけれ」は「かるべけれ」の「る」が撥音便化しさらに無表記形。推量の助動詞「べけれ」已然形、当然の意、接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。


若紫．３．３．５

■　女君をむなぎみ、例れいのしぶしぶに、心こころもとけず1ものしたまふ。

◇　女君は、いつものように気が進まない様子で、かしこまった感じでいらっしゃる。


1 【心もとけず】『集成』は「ご機嫌もよろしくない」、『完訳』は「不機嫌な御面持でいらっしゃる」と解す。


若紫．３．３．６

■　「かしこに1、いとせちに見みるべきことのはべるを思おもひたまへ出いでて2、立たちかへり参まゐり来きなむ3」

◇　「あちらに、どうしても処理しなければならない事がございますのを思い出しまして、すぐに戻って来ます」

■　とて、出いでたまへば、さぶらふ人ひとびとも知しらざりけり。

◇　と言って、お出になるので、お側の女房たちも知らないのであった。

■　わが御方おほむかたにて4、御直衣おほむなほしなどはたてまつる5。

◇　ご自分のお部屋の方で、お直衣などはお召しになる。

■　惟光これみつばかりを馬むまに乗のせておはしぬ6。

◇　惟光だけを馬に乗せてお出になった。


1 【かしこに】以下「参り来なむ」まで、源氏の詞。「かしこ」は本邸の二条院をさしていう。

2 【思ひたまへ出でて】大島本「おもひ給へいてゝ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひたまへ出でてなむ」と「なむ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【立ちかへり参り来なむ】カ変「来（き）」連用形、完了の助動詞「な」未然形、確述の意、推量の助動詞「む」終止形、意志。きっと帰ってまいりましょう。

4 【わが御方にて】源氏は左大臣邸でも私的な部屋がある。

5 【御直衣などはたてまつる】「たてまつる」は「着る」の尊敬語。

6 【惟光ばかりを馬に乗せておはしぬ】源氏は牛車で。副助詞「ばかり」限定。


若紫．３．３．７

■　門かどうちたたかせたまへば1、心知こころしらぬ者ものの開あけたるに、御車みくるまをやをら引ひき入いれさせて、大夫たいふ、妻戸つまどを鳴ならして、しはぶけば2、少納言聞せうなごんき知きしりて、出いで来きたり。

◇　門を打ち叩かせなさると、何も事情を知らない者が開けたので、お車を静かに引き入れさせて、惟光大夫が、妻戸を叩いて、合図の咳払いをすると、少納言の乳母が察して、出て来た。


1 【門うちたたかせたまへば】六条京極の紫の君邸の表門。使役の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、接続助詞「ば」順接、源氏が惟光をして門を叩かせなさると。

2 【妻戸を鳴らしてしはぶけば】来訪を告げる合図。


若紫．３．３．８

■　「ここに、おはします1」

◇　「ここに、おいでになっています」

■　と言いへば、

◇　と言うと、


1 【ここにおはします】惟光の詞。来意を告げる挨拶詞。


若紫．３．３．９

■　「幼をさなき人ひとは1、御殿籠おほむとのごもりてなむ2。

◇　「若君は、お寝みになっております。

■　などか、いと夜深よぶかうは出いでさせたまへる3」

◇　どうして、こんな暗いうちにお出あそばしたのでしょうか」

■　と、もののたよりと思おもひて4言いふ。

◇　と、どこかからの帰りがけと思って言う。


1 【幼き人は】以下「出でさせたまへる」まで、少納言の乳母の詞。

2 【御殿籠もりてなむ】接続助詞「て」、係助詞「なむ」、下に「おはします」（連体形）などの語が省略。

3 【などかいと夜深うは出でさせたまへる】連語「などか」（副詞「など」＋係助詞『か」）は、「出でさせたまへる」（尊敬の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形、二重敬語、完了の助動詞「る」連体形）に係る、係結びの法則。

4 【もののたよりと思ひて】どこかの女の家からの帰りがけと思って、の意。


若紫．３．３．１０

■　「宮みやへ渡わたらせたまふべかなるを1、そのさきに聞きこえ置おかむとてなむ2」

◇　「宮邸へお移りあそばすそうですが、その前にお話し申し上げておきたいと思って参りました」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【宮へ渡らせたまふべかなるを】以下「聞こえ置かむとてなむ」まで、源氏の詞。「べかなる」は「べかるなる」の「る」が撥音便化しさらに無表記形。「せたまふ」二重敬語。伝聞の助動詞「なる」連体形。

2 【聞こえ置かむとてなむ】係助詞「なむ」の下に「参りぬ」などの語句が省略。


若紫．３．３．１１

■　「何なにごとにかP86,1はべらむ。

◇　「どのようなことでございましょうか。

■　いかにはかばかしき御答おほむいらへ聞きこえさせたまはむ2」

◇　どんなにしっかりしたお返事ができましょう」


P86 何ごとにか--なに事も（も/＄に）か

1 【何ごとにか】以下「聞こえさたまはむ」まで、少納言の乳母の詞。

2 【いかにはかばかしき御答へ聞こえさせたまはむ】主語は姫君、紫の君が。「きこえさせ」（「きこゆ」よりさらに丁重な謙譲語）、尊敬の補助動詞「たまは」未然形、推量の助動詞「む」連体形。反語表現の構文だが、表の意だけで言ったもの。よって、冗談なので「とて、うち笑ひてゐたり」とある。『集成』は「どんなにか、はきはきしたお返事を申し上げなさることでしょう。源氏の意図を察せず、のんきに冗談を言っている」、『古典セレクション』も「紫の上がさぞはきはきと応答するだろうと、わざと戯れて言った」と注す。


若紫．３．３．１２

■　とて、うち笑わらひてゐたり1。

◇　と言って、微笑んでいた。

■　君きみ、入いりたまへば2、いとかたはらいたく、

◇　源氏の君が、お入りになると、とても困って、


1 【うち笑ひてゐたり】主語は少納言乳母。苦笑い。

2 【君入りたまへば】源氏が紫の君の寝所に。


若紫．３．３．１３

■　「うちとけて1、あやしき古人ふるびとどものはべるに2」

◇　「気を許して、見苦しい年寄たちが寝ておりますので」

■　と聞きこえさす3。

◇　とお制し申し上げる。


1 【うちとけて】以下「はべるに」まで、乳母の詞。

2 【古人どものはべるに】接続助詞「に」順接、原因理由を表す。下に「おそれおほし」などの語句が省略。

3 【聞こえさす】「言ふ」の最も丁重な謙譲語。


若紫．３．３．１４

■　「まだ、おどろいたまはじな1。

◇　「まだ、お目覚めではありますまいね。

■　いで、御目覚おほむめさましきこえむ。

◇　どれ、お目をお覚まし申しましょう。

■　かかる朝霧あさぎりを知しらでは、寝ぬるものか2」

◇　このような素晴らしい朝霧を知らないで、寝ていてよいものですか」


1 【まだおどろいたまはじな】以下「寝るものか」まで、源氏の詞。尊敬の補助動詞「たまは」未然形、打消推量の助動詞「じ」終止形、終助詞「な」詠嘆。

2 【寝るものか】連語「ものか」意外なことに対して驚きを表す。


若紫．３．３．１５

■　とて、入いりたまへば、

◇　とおっしゃって、ご寝所にお入りになるので、

■　「や」

◇　「もし」

■　とも、え聞きこえず1。

◇　とも、お止めできない。


1 【やともえ聞こえず】少納言乳母が源氏を。


若紫．３．３．１６

■　君きみは何心なにごころもなく寝ねたまへるを1、抱いだきおどろかしたまふに、おどろきて、宮みやの御迎おほむむかへにおはしたる2と、寝ねおびれて思おぼしたり。

◇　紫の君は何も知らないで寝ていらっしゃったが、源氏の君が抱いてお起こしなさるので、目を覚まして、父宮がお迎えにいらっしゃったと、寝惚けてお思いになった。


1 【君は何心もなく寝たまへるを】紫の君は無心に眠っていらっしゃったが。「君」は紫の君。接続助詞「を」逆接で文を続ける。「君は」の下に読点を付けて、「抱きおどろかしたまふ」に係ると見れば、源氏をさすことになる。その際に「を」は格助詞、目的格、紫の君を、の文意になる。『古典セレクション』は「君」を源氏とする。

2 【宮の御迎へにおはしたる】紫の君の心。


若紫．３．３．１７

■　御髪みぐしかき繕つくろひなどしたまひて1、

◇　お髪を掻き繕いなどなさって、


1 【御髪かき繕ひなどしたまひて】主語は源氏。


若紫．３．３．１８

■　「いざ、たまへ1。

◇　「さあ、いらっしゃい。

■　宮みやの御使おほむつかひにて参まゐり来きつるぞ」

◇　父宮さまのお使いとして参ったのですよ」


1 【いざたまへ】以下「参り来つるぞ」まで、源氏の詞。虚言。係助詞「ぞ」を「にて」の下に置けば「参り来つる」（連体形）係結び。強調の意がよくわかる。


若紫．３．３．１９

■　とのたまふに、

◇　とおっしゃる声に、

■　「あらざりけり1」

◇　「違う人であったわ」

■　と、あきれて、恐おそろしと思おもひたれば、

◇　と、びっくりして、恐いと思っているので、


1 【あらざりけり】過去の助動詞「けり」終止形、今気がついた驚きを表す。


若紫．３．３．２０

■　「あな、心憂***。

◇　「ああ、情けない。

■　まろも同おなじ人ひとぞ1」

◇　わたしも同じ人ですよ」

◆　 
"あな、 こころう! まろ も おなじ ひと ぞ。"


1 【あな心憂まろも同じ人ぞ】源氏の詞。「心憂」は「心憂し」の語幹。


若紫．３．３．２１

■　とて、かき抱いだきて出いでたまへば、大輔1たいふ、少納言せうなごんなど、

◇　と言って、抱いてお出なさるので、大輔や少納言の乳母などは、

■　「こは、いかに2」

◇　「これは、どうなさいますか」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【大輔】大島本は「たいふ」と表記する。『集成』は「大輔」の字をあて、女房名と解す。『新大系』も「「たいふ」は大輔という名の侍女かもしれない」と注す。『古典セレクション』は「惟光。「たいふ」に「大輔」をあてて、女房の一人とみる説もある」と注す。惟光は源氏と行動を共にしているのだから、少納言乳母と同じ発言はしないだろう。

2 【こはいかに】大輔と少納言の乳母の詞。


若紫．３．３．２２

■　「ここには1、常つねにもえ参まゐらぬがおぼつかなければ、心こころやすき所ところにと聞きこえしを2、心憂こころうく、渡わたりたまへるなれば3、まして聞きこえがたかべければ4。

◇　「ここには、常に参れないのが気がかりなので、気楽な所にと申し上げたが、残念なことに、宮邸にお移りになるそうなので、ますますお話し申し上げにくくなるだろうから。

■　人一人参ひとひとりまゐられよかし」

◇　誰か一人付いて参られよ」


1 【ここには】以下「人一人参られよかし」まで、源氏の詞。

2 【心やすき所にと聞こえしを】前出「いざ給へよ。をかしき絵など多く、雛遊びなどする所に」をさす。

3 【心憂く渡りたまへるなれば】大島本「心うくわたり給へるなれハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心憂く渡りたまふべかなれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。紫の君が父兵部卿宮邸に。伝聞推定の助動詞「なれ」已然形、接続助詞「ば」順接の確定条件を表す。

4 【聞こえがたかべければ】接続助詞「ば」順接の確定条件。下に「渡したてまつらむ」などの語句が省略。


若紫．３．３．２３

■　とのたまへば、心こころあわたたしくて1、

◇　とおっしゃるので、気がせかれて、


1 【心あわたたしくて】主語は乳母。


若紫．３．３．２４

■　「今日けふは1、いと便びんなくなむはべるべき2。

◇　「今日は、まことに都合が悪うございましょう。

■　宮みやの渡わたらせたまはむには3、いかさまにか聞きこえやらむ。

◇　宮さまがお越しあそばした時には、どのようにお答え申し上げましょう。

■　おのづから、ほど経へて、さるべきP87におはしまさば4、ともかうもはべりP88なむを、いと思おもひやりなきほどの5ことにはべれば、さぶらふ人ひとびと苦くるしうはべるべし」

◇　自然と、年月をへて、そうなられるご縁でいらっしゃれば、ともかくなられましょうが、何とも考える暇もない急な事でございますので、お仕えする者どももきっと困りましょう」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、


P87 さるべき--さ（さ/+る）へき

P88 はべり--侍（侍/+り）る（る/＃）

1 【今日は】以下「苦しうはべるべし」まで、少納言の乳母の詞。

2 【いと便なくなむはべるべき】係助詞「なむ」、推量の助動詞「べき」連体形、係結びの法則。

3 【宮の渡らせたまはむには】尊敬の助動詞「せ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」未然形、二重敬語。推量の助動詞「む」連体形、仮定の意。

4 【さるべきにおはしまさば】大島本は「さ（さ＋る）へきにおハしまさハ」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「さべきに」と校訂する。『集成』『新大系』は「さるべきに」とする。

5 【いと思ひやりなきほどの】「思ひやり」は、思いをはせること、考えおよぼすこと。あれこれ考える間もない。


若紫．３．３．２５

■　「よし、後のちにも人ひとは参まゐりなむ1」

◇　「よし、後からでも女房たちは参ればよかろう」

■　とて、御車寄みくるまよせさせたまへば、あさましう、いかさまにと思おもひあへり。

◇　と言って、お車を寄せさせなさるので、驚きあきれて、どうしたらよいものかと困り合っていた。


1 【よし後にも人は参りなむ】源氏の詞。完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」終止形、適当・勧誘の意。


若紫．３．３．２６

■　若君わかぎみも、あやしと思おぼして泣ないたまふ。

◇　若君も、変な事だとお思いになってお泣きになる。

■　少納言せうなごん、とどめきこえむかたなければ、昨夜縫よべぬひし御衣おほむぞどもひきさげて、自みづからもよろしき衣着きぬきかへて、乗のりぬ。

◇　少納言の乳母は、お止め申し上げるすべもないので、昨夜縫ったご衣装類をひっさげて、自分も適当な着物に着替えて、車に乗った。

若紫．３．３．２７

■　二条院にでうのゐんは近ちかければ、まだ明あかうもならぬほどにおはして、西にしの対たいに御車寄みくるまよせて1下おりたまふ。

◇　二条院は近いので、まだ明るくならないうちにお着きになって、西の対にお車を寄せてお下りになる。

■　若君わかぎみをば、いと軽かろらかにかき抱いだきて下おろしたまふ2。

◇　若君を、とても軽々と抱いてお下ろしになる。


1 【西の対に御車寄せて】二条院の寝殿は空けてある。東の対は源氏の居室、西の対を紫の君の居室にあてる。

2 【かき抱きて下ろしたまふ】源氏が紫の君を。


若紫．３．３．２８

■　少納言せうなごん、

◇　少納言の乳母が、

■　「なほ、いと夢ゆめの心地ここちしはべるを1、いかにしはべるべきことにか」

◇　「やはり、まるで夢のような心地がしますが、どういたしましたらよいことなのでしょうか」

■　と、やすらへば2、

◇　と、ためらっているので、


1 【なほいと夢の心地しはべるを】以下「しはべるべきことにか」まで、乳母の詞。主語は乳母。接続助詞「を」逆接で続ける。わたしはどういたしましたらよい事なのでしょうかの意。

2 【いかにしはべるべきことにかとやすらへば】紫の君と共に二条院まで来たが、それは見送りのためで到着後は帰るべきか、とどまるべきか。主人の紫の君だけでなく源氏の意向も聞かなければならない。


若紫．３．３．２９

■　「そは、心こころななりP89,1。

◇　「それはあなたの考え次第でしょう。

■　御自おほむみづから渡わたしたてまつりつれば2、帰かへりなむとあらば3、送おくりせむかし」

◇　ご本人はお移し申し上げてしまったのだから、帰ろうと思うなら、送ってやろうよ」


P89 ななり--なゝ（ゝ/＄な〈朱〉）り

1 【そは心ななり】以下「送りせむかし」まで、源氏の詞。「ななり」は断定の助動詞「なる」連体形の「る」が撥音便化しさらにむ表記形、伝聞推定の助動詞「なり」終止形。『完訳』は「源氏のやや居直った発言」と注す。

2 【御自ら渡したてまつりつれば】「御自ら」は紫の君をさす。謙譲の補助動詞「たてまつり」連用形、完了の助動詞「つれ」已然形、接続助詞「ば」順接の確定条件、原因理由を表す。

3 【帰りなむとあらば】完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」終止形、意志


若紫．３．３．３０

■　とのたまふに、笑わらひて1下おりぬ。

◇　とおっしゃるので、苦笑して下りた。

■　にはかに、あさましう、胸むねも静しづかならず。

◇　急な事で、驚きあきれて、心臓がどきどきする。

■　「宮みやの2思おぼしのたまはむこと、いかになり果はてたまふべき御おほむありさまにか、とてもかくても、頼たのもしき人ひとびとに後おくれたまへるがいみじさ」

◇　「宮さまがお叱りになられることや、どうおなりになる姫君のお身の上だろうか、とにもかくにも、身内の方々に先立たれたことが本当にお気の毒」

■　と思おもふに、涙なみだの止とまらぬを、さすがにゆゆしければP90,4、念ねんじゐたり。

◇　と思うと、涙が止まらないのを、何と言っても不吉なので、じっと堪えていた。


P90 ゆゆしければ--ゆゝしそ（そ/＄け）れは

1 【笑ひて】肖柏本と書陵部本は「わりなくて」。三条西家本は「わらひ（らひ＝りなく）て」。その他の青表紙諸本は大島本と同文。河内本は「わりなくて」とある。『集成』は「わりなくて」を採る。『完訳』は「わらひて」を採り、「苦笑して。以下、意外な事態に困惑する少納言の心中を叙述」と注す。

2 【宮の】以下「いみじさ」まで、少納言の乳母の心中。

3? 【いかになりはてたまふべき】紫の上が。

4 【さすがにゆゆしければ】新しい生活の出発にさいして、涙は縁起でもないとする考え。


若紫．３．３．３１

■　こなたは住すみたまはぬ対たいなれば、御帳みちゃうなどもなかりけり。

◇　こちらはご使用にならない対の屋なので、御帳などもないのであった。

■　惟光召これみつめして、御帳みちゃう、御屏風みびゃうぶなど、あたりあたり仕立したてさせたまふ1。

◇　惟光を呼んで、御帳や、御屏風など、ここかしこに整えさせなさる。

■　御几帳みきちゃうの帷子引かたびらひき下おろし、御座おましなどただひき繕つくろふばかりにてあれば、東ひむがしの対たいに、御宿直物召おほむとのゐものめしに遣つかはして、大殿籠おほとのごもりぬ2。

◇　御几帳の帷子を引き下ろし、ご座所など、ちょっと整えるだけで使えるので、東の対にお寝具類などを取り寄せに人をやって、お寝みになった。


1 【あたりあたり仕立てさせたまふ】使役の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまふ」終止形。源氏が惟光をして準備させなさる。

2 【御宿直物召しに遣はして大殿籠もりぬ】源氏の寝具類か。源氏は紫の君とお寝みになった。


若紫．３．３．３２

■　若君わかぎみは、いとむくつけく1、いかにすることならむP91と、ふるはれたまへど2、さすがに声立こゑたててもえ泣なきたまはず。

◇　若君は、とても気味悪くて、どうなさる気だろうと、ぶるぶると震えずにはいらっしゃれないが、やはり声を出してお泣きになれない。


P91 ならむ--な（な/+ら〈朱〉）む

1 【いとむくつけく】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「むくつけう」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のまま。

2 【ふるはれたまへど】自発の助動詞「れ」連用形、尊敬の補助動詞「たまへ」已然形。


若紫．３．３．３３

■　「少納言せうなごんがもとに寝ねむ1」

◇　「少納言の乳母の所で寝たい」


1 【少納言がもとに寝む】紫の君の詞。推量の助動詞「む」終止形、意志。


若紫．３．３．３４

■　とのたまふ声こゑ、いと若わかし1。

◇　とおっしゃる声は、まことに幼稚である。


1 【いと若し】語り手の紫の君に対して幼いとする評言。


若紫．３．３．３５

■　「今いまは、さは大殿籠おほとのごもるまじきぞよ1」

◇　「今からは、もうそのようにお寝みになるものではありませんよ」


1 【今はさは大殿籠もるまじきぞよ】源氏の詞。「さ」は乳母と一緒に寝ることをさす。打消推量の助動詞「まじき」連体形、係助詞「ぞ」、間投助詞「よ」詠嘆、呼び掛け。


若紫．３．３．３６

■　と教をしへきこえたまへば、いとわびしくて泣なき臥ふしたまへり。

◇　とお教え申し上げなさると、とても悲しくて泣きながら横におなりになった。

■　乳母めのとはうちも臥ふされず1、ものもおぼえず起おきゐたり。

◇　少納言の乳母は横になる気もせず、何も考えられず起きていた。


1 【乳母はうちも臥されず】可能の助動詞「れ」未然形。


若紫．３．３．３７

■　明あけゆくままに1、見みわたせば2、御殿おとどの造つくりざま、しつらひざま、さらにも言いはず、庭にはの砂子すなごも玉たまを重かさねたらむやうに見みえて、かかやく心地ここちするに3、はしたなく4思おもひゐたれど、こなたには女をむななどもさぶらはざりけり。

◇　夜が明けて行くにつれて、見渡すと、御殿の造りざまや、調度類の様子は、改めて言うまでもなく、庭の白砂も宝石を重ね敷いたように見えて、光り輝くような感じなので、きまり悪い感じでいたが、こちらの対には女房なども控えていないのであった。

■　け疎うとき客人まらうとなどの参まゐる折節をりふしの方かたなりければ、男をとこどもぞ御簾みすの外とにありける。

◇　たまのお客などが参った折に使う部屋だったので、男たちが御簾の外に控えているのであった。


1 【明けゆくままに】翌朝となる。季節は初冬、冴えわたった朝の風景である。

2 【見わたせば】少納言の乳母の視点から語られる。

3 【かかやく心地するに】「かかやく」の第二音節は近世前期まで清音。

4 【はしたなく】『集成』は「（今までわびしい暮しに馴れてきたみすぼらしい自分など）場違いだときまり悪い思いでいたが」と解し、『完訳』は「邸にふさわしい女房も大勢いるかと恥ずかしい」と解す。


若紫．３．３．３８

■　かく、人迎ひとむかへたまへりと、聞きく人1ひと、

◇　このように、女をお迎えになったと、聞いた人は、

■　「誰たれならむ。

◇　「誰であろうか。

■　おぼろけP92にはあらじ2」

◇　並大抵の人ではあるまい」

■　と、ささめく。

◇　と、ひそひそ噂する。

■　御手水みてうづ、御粥おほむかゆなど、こなたに参まゐる。

◇　御手水や、お粥などを、こちらの対に持って上がる。

■　日高ひたかう寝起ねおきたまひて3、

◇　日が高くなってお起きになって、


P92 おぼろけ--お（お/+ほ）ろけ

1 【聞く人】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ほの聞く人」と「ほの」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【誰れならむおぼろけにはあらじ】西の対の家来たちのひそひそ声。

3 【日高う寝起きたまひて】時刻は日が高くなるころ、主語は源氏。


若紫．３．３．３９

■　「人ひとなくて1、悪あしかめるを2、さるべき人ひとびと、夕ゆふづけてこそは迎むかへさせたまはめ3」

◇　「女房がいなくて、不便であろうから、しかるべき人々を、夕方になってから、お迎えなさるとよいだろう」


1 【人なくて】以下「迎へさせたまはめ」まで、源氏の詞。少納言の乳母に言った詞であろう。

2 【悪しかめるを】「悪しかるめる」の「る」が撥音便化しさらに無表記形。推量の助動詞「める」連体形、視界内推量。

3 【迎へさせたまはめ】使役の助動詞「させ」連用形、尊敬の補助動詞「たまは」未然形、推量の助動詞「め」適当の意。あなたが女房たちを迎えさせなさるがよかろう。


若紫．３．３．４０

■　とのたまひて、対たいに童女召わらはべめしにつかはす。

◇　とおっしゃって、東の対に童女を呼びに人をやる。

■　「小ちひさき限かぎり、ことさらに参まゐれ1」

◇　「小さい子たちだけ、特別に参れ」

■　とP93ありければ、いとをかしげにて、四人参よたりまゐりたり。

◇　と言ったので、とてもかわいらしい格好して、四人が参った。


P93 参れ」と--まいれて（て/＄と〈朱〉）

1 【小さき限りことさらに参れ】源氏の詞。語り手がその要旨を言った間接的な詞であろう。源氏のもとに仕えている女童。


若紫．３．３．４１

■　君きみは御衣おほむぞにまとはれて臥ふしたまへるを、せめて起おこして、

◇　紫の君はお召物にくるまって臥せっていらっしゃったのを、無理に起こして、

若紫．３．３．４２

■　「かう、心憂こころうくなおはせそ1。

◇　「こんなふうに、お嫌がりなさいますな。

■　すずろなる人ひとは、かうはありなむや2。

◇　いい加減な男は、このように親切にしましょうか。

■　女をむなは心柔こころやはらかなるなむよき」

◇　女性というものは、気持ちの素直なのが良いのです」


1 【かう心憂くなおはせそ】以下「心は柔らかなるなむよき」まで、源氏の詞。源氏にとって「心憂く」であり、「おはす」の主語は紫の君。「な（副詞）---そ（終助詞）」の禁止の構文。

2 【かうはありなむや】完了の助動詞「な」未然形、確述、推量の助動詞「む」終止形、係助詞「や」疑問の意。反語表現の構文。こんなに親切になさいましょうか、しませんよ。『集成』は「こんなに親切にするものですか」と解す。


若紫．３．３．４３

■　など、今いまより教をしへきこえたまふ。

◇　などと、今からお教え申し上げなさる。

若紫．３．３．４４

■　御容貌おほむかたちは、さし離はなれて見みしよりも、清きよらにて1、なつかしううち語かたらひつつ、をかしき絵ゑ、遊あそびものども取とりに遣つかはして2、見みせたてまつり、御心みこころにつくことどもをしたまふ。

◇　ご容貌は、遠くから見ていた時よりも、美しいので、優しくお話をなさりながら、興趣ある絵や、遊び道具類を取りにやって、お見せ申し上げ、お気に入ることどもをなさる。


1 【清らにて】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いみじうきよらにて」と「いみじう」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【取りに遣はして】東の対の源氏の居室に。


若紫．３．３．４５

■　やうやう起おきゐて見みたまふに1、鈍色にびいろのこまやかなるが2、うち萎なえたるどもを着きて、何心なにごころなくうち笑ゑみなどしてゐたまへるが、いとうつくしきにP94、我われもうち笑ゑまれて見みたまふ3。

◇　だんだん起き出して座って御覧になるが、鈍色の色濃い喪服の、ちょっと柔らかくなったのを着て、無心に微笑んでいらっしゃるのが、とてもかわいらしいので、ご自身もつい微笑んで御覧になる。


P94 うつくしきに--うつくしきかり（かり/＄に〈朱〉）

1 【やうやう起きゐて見たまふに】主語は紫の君。しかし、以下の文章の視点は源氏に移っている。

2 【鈍色のこまやかなるが】外祖母の服喪は三か月。喪服の色。格助詞「が」同格を表す。「鈍色のこまやかなる」と「うち萎えたるども」が同じものをさし、共に「着て」に係る。「やむごとなき際にはあらぬが、すぐれてときめきたまふありけり」（桐壺）と同例。

3 【我もうち笑まれて見たまふ】「我」は源氏をさす。自発の助動詞「れ」連用形。


若紫．３．３．４６

■　東ひむがしの対たいに渡わたりたまへるに、立たち出いでて1、庭にはの木立こだち、池いけの方かたなど覗のぞきたまへば、霜枯しもがれの前栽せんさい、絵ゑに描かけるやうにおもしろくて、見みも知しらぬ四位しゐ、五位ごゐこきまぜに2、隙ひまなう出いで入いりつつ3、

◇　東の対にお渡りになったので、端に出て行って、庭の木立や、池の方などを、お覗きになると、霜枯れの前栽が、絵に描いたように美しくて、見たこともない四位や五位の人々の服装が色とりどりに入り乱れて、ひっきりなしに出入りしていて、

■　「げに、をかしき所ところかな4」

◇　「なるほど、素晴らしい所だわ」

■　と思おぼす。

◇　と、お思いになる。

■　御屏風みびゃうぶどもなど、いとをかしき絵ゑを見みつつ、慰なぐさめておはするもはかなしや5。

◇　御屏風類などの、とても素晴らしい絵を見ては、機嫌を良くしていらっしゃるのも、あどけないことよ。


1 【立ち出でて】主語は紫の君。

2 【四位五位こきまぜに】四位は黒色の袍、五位は赤色の袍を着る。

3 【隙なう出で入りつつ】接続助詞「つつ」動作の反復を表す。下文の「いとをかしき絵を見つつ」も同じ用法。

4 【げにをかしき所かな】紫の君の心中。「げに」は源氏が言っていたとおりの意。

5 【はかなしや】語り手の紫の上に対する評言。『首書源氏物語』所引「或抄」に「地よりいへり」と注す。『集成』は「何といっても子供のことではある。草子地」、『完訳』は「悲しみや不安を早くも紛らわす無心な姿への、語り手の評言」と注す。


若紫．３．３．４７

■　君きみは、二に、三日さむにち、内裏うちへも参まゐりたまはで、この人ひとをなつけ語かたらひきこえたまふ。

◇　源氏の君は、二、三日、宮中へも参内なさらず、この人を手懐けようとお相手申し上げなさる。

■　やがて本ほんにと思おぼすにや1、手習てならひ、絵ゑなどさまざまに書かきつつ2、見みせたてまつりたまふ。

◇　そのまま手本にとのお考えか、手習いや、お絵描きなど、いろいろと書いては描いては、御覧に入れなさる。

■　いみじうをかしげに書かき集あつめたまへり。

◇　とても素晴らしくお書き集めになった。

■　「武蔵野むさしのと言いへばかこたれぬ3」S15

◇　「武蔵野と言うと文句を言いたくなってしまう」

■　と、紫むらさきの紙かみに書かいたまへる墨すみつきの、いとことなるを取とりて見みゐたまへり4。

◇　と、紫の紙にお書きになった墨の具合が、とても格別なのを取って御覧になっていらっしゃった。

■　すこし小ちひさくて、

◇　少し小さくて、


S15 知らねども武蔵野といへばかこたれぬよしやそこそは紫のゆゑ（古今六帖五-三五〇七）

1 【やがて本にと思すにや】「に」（断定の助動詞）「や」（疑問の間投助詞）、そのまま手本にとお考えでかの意か。語り手の想像を介入させた挿入文。

2 【さまざまに書きつつ】接続助詞「つつ」動作の繰り返し。

3 【武蔵野と言へばかこたれぬ】『源氏釈』は「知らねども武蔵野といへばかこたれぬよしやさこそは紫のゆゑ」（古今六帖第五紫）を指摘。その第四句の文句。『集成』はさらに「紫の一本ゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ思ふ」（古今集雑上八六七読人しらず）をも引歌として指摘する。自発の助動詞「れ」連用形、完了の助動詞「ぬ」終止形、確述の意。藤壺のゆかりの人だと思うと懐かしく思われてしまうの意。しかし、紫の君はこのような事情とは知らない。

4 【取りて見ゐたまへり】主語は紫の君。


若紫．３．３．４８

■　「ねは見みねどあはれとぞ思おもふ武蔵野むさしのの

露分つゆわけわぶる草くさのゆかりを1」

◇　「まだ一緒に寝てはみませんが愛しく思われます

武蔵野の露に難儀する紫のゆかりのあなたを」


1 【ねは見ねどあはれとぞ思ふ武蔵野の露分けわぶる草のゆかりを】源氏の贈歌。「ね」は「根」と「寝」の掛詞。「根」「野」「露」「草」は縁語。「露分けわぶる草」は藤壺の意を込めている。


若紫．３．３．４９

■　とあり。

◇　とある。

■　「いで、君きみも書かいたまへ1」

◇　「さあ、あなたもお書きなさい」

■　とあれば、

◇　と言うと、

■　「まだ、ようは書かかず2」

◇　「まだ、うまく書けません」


1 【いで君も書いたまへ】源氏の詞。源氏の紫の君に対する二人称は「君」。

2 【まだようは書かず】紫の君の返事。


若紫．３．３．５０

■　とて、見上みあげたまへるが、何心なにごころなくうつくしげなれば、うちほほ笑ゑみて、

◇　と言って、顔を見上げていらっしゃるのが、無邪気でかわいらしいので、つい微笑まれて、

若紫．３．３．５１

■　「よからねど1、むげに書かかぬこそ悪わろけれ。

◇　「うまくなくても、まったく書かないのは良くありません。

■　教をしへきこえむかし」

◇　お教え申し上げましょうね」


1 【よからねど】以下「教へきこえむかし」まで、源氏の詞。


若紫．３．３．５２

■　とのたまへば、うちそばみて書かいたまふ手てつき、筆ふでとりたまへるさまの幼をさなげなるも、らうたうのみおぼゆれば、心こころながらあやしと思おぼす1。

◇　とおっしゃると、ちょっと横を向いてお書きになる手つきや、筆をお持ちになる様子があどけないのも、かわいらしくてたまらないので、我ながら不思議だとお思いになる。

■　「書かきそこなひつ2」

◇　「書き損ってしまった」

■　と恥はぢて隠かくしたまふを、せめて見みたまへば、

◇　と、恥ずかしがってお隠しになるのを、無理に御覧になると、


1 【心ながらあやしと思す】主語は源氏。わが心ながら。

2 【書きそこなひつ】紫の上の詞。


若紫．３．３．５３

■　「かこつべきゆゑを知しらねばおぼつかな

いかなる草くさのゆかりなるらむ1」

◇　「恨み言を言われる理由が分かりません

わたしはどのような方のゆかりなのでしょう」


1 【かこつべきゆゑを知らねばおぼつかないかなる草のゆかりなるらむ】紫の上の返歌。わたしには何のことだかわかりませんの意。『新大系』は「書かれて与えられている引歌から「かこつ」「ゆゑ」「知らぬ」という語を受け取って源氏の歌に素直に応じるとともに、女歌らしい切り返しの歌にもなっている。和歌作りの才能が豊であることが知られる」と評す。わたしはいった誰のゆかりの人なのだろう、という疑問は生涯もち続けるだろう。


若紫．３．３．５４

■　と、いとP95若わかけれど、生おひ先見さきみえて、ふくよかに書かいたまへり。

◇　と、とても幼稚だが、将来の成長が思いやられて、ふっくらとお書きになっている。

■　故尼君こあまぎみのにぞ似にたりP96ける。

◇　亡くなった尼君の筆跡に似ているのであった。

■　「今いまめかしき1手本習てほんならはば、いとよう書かいたまひてむ2」

◇　「当世風の手本を習ったならば、とても良くお書きになるだろう」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


P95 いと--（/+いと）

P96 似たり--わ（わ/＄に）たり

1 【今めかしき】以下「書いたまひてむ」まで、源氏の心中。

2 【いとよう書いたまひてむ】「よう」は「よく」のウ音便形。完了の助動詞「て」連用形、確述、推量の助動詞「む」終止形、推量の意。きっと上手にお書きになるだろう。


若紫．３．３．５５

■　雛ひひななど、わざと屋やども作つくり続つづけて、もろともに遊あそびつつ、こよなきもの思おもひの紛まぎらはしなり1。

◇　お人形なども、特別に御殿をいくつも造り並べて、一緒に遊んでは、この上ない憂さ晴らしの相手である。


1 【こよなきもの思ひの紛らはしなり】最高の藤壺の宮の代償であるという語り手の評言。『古典セレクション』は「紫の上が藤壺の形代として実現されている」と注す。


若紫．３．３．５６

■　かのとまりにし人ひとびと、宮渡みやわたりたまひて、尋たづねきこえたまひけるに1、聞きこえやる方かたなくてぞ、わびあへりける。

◇　あの残った女房たちは、兵部卿宮がお越しになって、お尋ね申し上げなさったが、お答え申し上げるすべもなくて、困り合っているのであった。

■　「しばし、人ひとに知しらせじ」

◇　「暫くの間、他人に聞かせてはならぬ」

■　と君きみものたまひ、少納言せうなごんも思おもふことなれば、せちに口固くちかためやりたり。

◇　と源氏の君もおっしゃるし、少納言の乳母も考えていることなので、固く口止めさせていた。

■　ただ、

◇　ただ、

■　「行方ゆくへも知しらず、少納言せうなごんが率ゐて隠かくしきこえたる3」

◇　「行く方も知れず、少納言の乳母がお連れしてお隠し申したことで」

■　とのみ聞きこえさするに、宮みやも言いふかひなう思おぼして、

◇　とばかりお答え申し上げるので、宮もしょうがないとお思いになって、

■　「故尼君こあまぎみも4、かしこに渡わたりたまはむことを、いとものしと思おぼしたりしことなれば、乳母めの、いとさし過すぐしたる心こころばせのあまり、おいらかに渡わたさむを、便びんなし、などは言いはで5、心こころにまかせ6、率ゐてはふらかしつるなめり」

◇　「亡くなった尼君も、あちらに姫君がお移りになることを、とても嫌だとお思いであったことなので、乳母が、ひどく出過ぎた考えから、すんなりとお移りになることを、不都合だ、などと言わないで、自分の一存で、連れ出してどこかへやってしまったのだろう」

■　と、泣なく泣あんく帰かへりたまひぬ。

◇　と、泣く泣くお帰りになった。

■　「もし、聞きき出いでたてまつらば、告つげよ7」

◇　「もし、消息をお聞きつけ申したら、知らせなさい」

■　とのたまふも、わづらはしく8。

◇　とおっしゃる言葉も、厄介で。

■　僧都そうづの御おほむもとにも、尋たづねきこえたまへど、あとはかなくて、あたらしかりし御容貌おほむかたちなど、恋こひしく悲かなしと思おぼす。

◇　僧都のお所にも、お尋ね申し上げなさるが、はっきり分からず、惜しいほどであったご器量など、恋しく悲しいとお思いになる。


1 【尋ねきこえたまひけるに】謙譲の補助動詞「きこえ」は紫の君を敬った表現。

2? 【しばしは人に知らせじ】前に「しばし人にも口固めて」（第三章三段）とあったのを踏まえる。

3 【行方も知らず少納言が率て隠しきこえたる】女房たちの宮に対する返事の要旨。謙譲の補助動詞「聞こえ」連用形、完了の助動詞「たる」連体形、連体中止法。言いさして余情を残した。

4 【故尼君も】以下「率てはふらかしつるなめり」まで、兵部卿宮の心中。

5 【おいらかに渡さむを便なしなどは言はで】「おいらかに」は「渡さむ」に係る。また「言はで」に係るとする説もある。

6 【心にまかせ】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心にまかせて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

7 【もし聞き出でたてまつらば告げよ】宮の女房たちへの詞。

8 【わづらはしく】連用中止法。余情を残して言いさした文型。「わづわし」は女房と語り手の感情が一体化した表現。


若紫．３．３．５７

■　北きたの方かたも、母君ははぎみを憎にくしと思おもひきこえたまひける心こころも失うせて、わが心こころにまかせつべう思おぼしけるに1違たがひぬるは、口惜くちをしうP97思おぼしけり。

◇　北の方も、その母親を憎いとお思い申し上げなさっていた感情も消えて、自分の思いどおりにできようとお思いになっていた当てが外れたのは、残念にお思いになるのであった。


P97 口惜しう--お（お/＄く〈朱〉）ちをしう

1 【わが心にまかせつべう思しけるに】『古典セレクション』は「ここでは、実の娘のように愛育するというよりも、紫の上の美質ゆえに、親権を行使し将来の縁組などを期待し楽しむといった気持」と注す。


若紫．３．３．５８

■　やうやう人参ひとまゐり集あつまりぬ。

◇　次第に女房たちが集まって来た。

■　御遊おほむあそびがたきの童女わらはべ、児ちごども、いとめづらかに今いまめかしき御おほむありさまどもなれば1、思おもふことなくて遊あそびあへり2。

◇　お遊び相手の童女や、幼子たちも、とても珍しく当世風なご様子なので、何の屈託もなくて遊び合っていた。


1 【いとめづらかに今めかしき御ありさまどもなれば】尊敬語「御」があり、接尾語「ども」とあるので、源氏と紫の君をさす。

2 【思ふことなくて遊びあへり】敬語がないので、主語は「童女、児ども」。


若紫．３．３．５９

■　君きみは、男君をとこぎみのおはせずなどして1、さうざうしき夕暮ゆふぐれなどばかりぞ2、尼君あまぎみを恋こひきこえたまひて、うち泣なきなどしたまへど、宮みやをば3ことに思おもひ出いできこえたまはず。

◇　紫の君は、男君がおいでにならなかったりして、寂しい夕暮時などだけは、尼君をお思い出し申し上げなさって、つい涙ぐみなどなさるが、父宮は特にお思い出し申し上げなさらない。

■　もとより見みならひきこえたまはでならひたまへれば、今いまはただこの後のちの親おやを4、いみじう6睦むつびまつはしきこえたまふ。

◇　最初からご一緒ではなく過ごして来られたので、今ではすっかりこの後の親を、たいそう馴れお親しみ申し上げていらっしゃる。

■　ものよりおはすれば、まづ出いでむかひて、あはれにうち語かたらひ、御懐おほむふところに入いりゐて、いささか疎うとく恥はづかしとも思おもひたらず。

◇　外出からお帰りになると、まっさきにお出迎えして、親しくお話をなさって、お胸の中に入って、少しも嫌がったり恥ずかしいとは思っていない。

■　さるかたに5、いみじうらうたきわざなりけり。

◇　そうしたことでは、ひどくかわいらしい態度でなのあった。


1 【君は男君のおはせずなどして】「君」は紫の上をさす。『集成』は「今まで若君と呼んで来たが、ここではじめて「君」と呼ぶ。「女君」（夫人）に准じた書きぶりで、下の「男君」（夫君）と照応する」と注す。

2 【夕暮などばかりぞ】係助詞「ぞ」は「うち泣きなどしたまふ」に係るが、接続助詞「ど」が下続したために、結びの流れとなっている。

3 【宮をば】父兵部卿宮をさす。

4 【この後の親を】源氏をさす。親代り、という立場である。

5 【さるかたに】そうした関係の意。『集成』は「実際の夫婦ではないが、という含み」と解し、『古典セレクション』は「無邪気な遊び相手という点で。親子という方面からみると、とする説もある」と注す。

6 【いみじう】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いみじく」と校訂。『新大系』は底本のまま。


若紫．３．３．６０

■　さかしらP98心ごころあり1、何なにくれとむつかしき筋2すぢになりぬれば、わが心地ここちもすこし違たがふふしも出いで来くやと、心こころおかれ、人ひとも恨うらみがちに、思おもひのほかのこと、おのづから出いで来くるを、いとをかしきもてあそびなり。

◇　小賢しい智恵がつき、何かとうっとうしい関係となってしまうと、自分の気持ちと多少ぴったりしない点も出て来たのかしらと、心を置かれて、相手も嫉妬しがちになり、意外なもめ事が自然と出て来るものなのに、まことにかわいらしい遊び相手である。

■　女むすめなど3はた、かばかりになれば、心こころやすく4うちふるまひ、隔へだてなきさまに臥ふし起おきなどは、えしもすまじきP99を、これは5、いとさまかはりたるかしづきぐさなりと、思おもほいためり6。

◇　自分の娘などでも、これほどの年になったら、気安く振る舞ったり、一緒に寝起きなどは、とてもできないものだろうに、この人は、とても風変わりな大切な娘であると、お思いのようである。


P98 さかしら--さかしう（う/＄ら）

P99 すまじき--*すさましき

1 【さかしら心あり】『古典セレクション』は「「さかしら心」以下、源氏の心内に即した叙述。二行後の「おのづから出で来るを」までは、世間の男女関係一般についての感想であり、それと対比的に紫の上の美質をとらえている。「さかしら心」は、小賢しい心。嫉妬心などをさす」と注す。

2 【むつかしき筋】夫婦関係が長くなりうっとうしく思われる関係。

3 【女など】自分の実の娘でもの意。前に「後の親」とあったのを受ける。

4 【心やすく】大島本は、「心やすく」以下の改丁から書体が藤原俊成ふうのものに変わる。親本の書体を参考に書きとどめたものか、とされる。

5 【これは】源氏からみた紫の上。

6 【思ほいためり】御物本は「おほいたり」。横山本、榊原家本、池田本、三条西家本は書陵部本は「おほいためり」。肖柏本は大島本と同文。河内本は「おほしためり」とある。『集成』『古典セレクション』は「おぼいためり」と本文を改める。『新大系』は底本のまま。主語は源氏。「ためり」の「た」は完了の助動詞「たる」連体形の「る」が撥音便化しさらに無表記形。推量の助動詞「めり」終止形、視界内推量。語り手が源氏と紫の上の側近くで見て推測しているニュアンスである。



 ６． 末摘花 (すゑつむはな)

第一章　末摘花の物語

第一段　亡き夕顔追慕

末摘花．１．１．１

■　思おもへどもなほ飽あかざりし夕顔ゆふがほの露つゆに後おくれし心地ここちを1、年月経としつきふれど2、思おぼし忘わすれず、ここもかしこも、うちとけぬ限かぎりの、気色けしきばみ心深こころふかきかたの御おほむいどましさに、け近ぢかくうちとけたりしあはれに、似にるものなう恋こひしく思おもほえたまふ。

◇　どんなに思ってもなお飽き足りなかった夕顔の露のように先立たれた時の悲しみを、年月を経てもお忘れにならず、いずれもいずれも気の置ける方ばかりで、気取って思慮深さを競い合っているのに対して、人なつこく気を許していたかわいらしさに、二人となく恋しくお思い出しなさる。


1 【思へどもなほ飽かざりし夕顔の露に後れし心地を】五七五七七の和歌的リズムの地の文。『完訳』は「思へども身をし分けねば目に見えぬ心を君にたぐへてぞやる」（古今集、離別、三七三、伊香子淳行）「あかざりし袖の中にや入りにけむ我が魂のなき心地する」（古今集、雑下、九九二、陸奥）「時雨つつ梢々にうつるとも露に後れし秋な忘れそ」（朝忠集）を引歌として指摘、歌中の語句を引用して綴った文である。

2 【年月経れど】夕顔の死は、昨年の源氏十七歳秋八月のこと。


末摘花．１．１．２

■　いかで、ことことしき1おぼえはなく、いとらうたげならむ人ひとの、つつましきことなからむ、見みつけてしがなと、こりずまに2思おぼしわたれば、すこしゆゑづきて聞きこゆるわたりは、御耳おほむみみとどめたまはぬ隈くまなきに、さてもやと、思おぼし寄よるばかりのけはひあるあたりにこそ、一行ひとくだりをもほのめかしたまふめるに、なびききこえずもて離はなれたるは、をさをさあるまじきぞ、いと目馴めなれたるや3。

◇　何とかして、大層な評判はなく、とてもかわいらしげな女性で、気の置けないようなのを、見つけたいものだと、性懲りもなく思い続けていらっしゃるので、少しでも風流人らしく評判されるあたりには、漏れなくお耳を留めにならないことはないのに、それではと、お考え立たれるほどの人には、ちょっと手紙をおやりになるらしいが、お靡き申さずよそよそしく振る舞う人は、めったにいないらしいのには、まったく見飽きたことだ。


1 【ことことしき】『集成』『新大系』は清音に読むが、『古典セレクション』は「ことごとしき」と濁音に読む。

2 【こりずまに】性懲りもなく、の意。『河海抄』は「こりずまにまたもなき名は立ちぬべし人にくからぬ世にし住まへば」（古今集、恋三、六三一、読人しらず）を指摘、その文句を使った表現。

3 【いと目馴れたるや】語り手の評言。『細流抄』が「草子地評して云也」と指摘、『全集』も「草子地。（中略）虚構された物語の語り手が、物語の内容をみずから批評する形をとった技法」と注す。


末摘花．１．１．３

■　つれなう心強こころづよきは、たとしへなう情なさけおくるるまめやかさなど、あまりもののほど知しらぬやうに、さてしも過すぐしはてず、名残なごりなくくづほれて、なほなほしき方かたに定さだまりなどするもあれば、のたまひさしつるも多おほかりける1。

◇　すげなく強情な人は、いいようのないほど情愛に欠けた真面目一方など、大して人情の機微を知らないようで、そのくせ最後までそれを貫き通せず、すっかり曲げて、いかにも平凡な男におさまったりなどする人もいるので、中途でやめておしまいになる人も多いのであった。


1 【多かりける】大島本「おほかりける」とある。『集成』『新大系』は諸本に従って「多かりけり」と校訂するが、『古典セレクション』は底本のままとする。


末摘花．１．１．４

■　かの空蝉うつせみを1、ものの折々をりをりには、ねたう思おぼし出いづ。

◇　あの空蝉を、何かの折節には、妬ましくお思い出しになる。

■　荻をぎの葉はも2、さりぬべき風かぜのたより3ある時ときは、おどろかしたまふ折をりもあるべし。

◇　荻の葉も、適当な機会がある時は、気をお引きなさる時もあるのだろう。

■　火影ほかげの乱みだれたりしさまは4、またさやうにても見みまほしく思おぼす。

◇　燈火に照らされてしどけなかった姿は、もう一度そうして見たいものだとお思いになる。

■　おほかた、名残なごりなきもの忘わすれをぞ、えしたまはざりける。

◇　総じて、すっかりお忘れになることは、できないご性分なのであった。


1 【かの空蝉を】伊予介の後妻、語り手は登場人物をこのような渾名で呼称する。「夕顔」巻でも同じ呼称がされている。

2 【荻の葉も】伊予介の先妻の娘、軒端荻と呼称される人。語り手は「荻の葉」と呼称する。

3 【風のたより】「荻の葉」と「風」は縁語。地の文に和歌の技法を用いて叙述する。

4 【火影の乱れたりしさまは】「空蝉」巻の空蝉と軒端荻が碁をうっていた場面をさす。


第二段　故常陸宮の姫君の噂

末摘花．１．２．１

■　左衛門さゑもんの乳母1めのととて、大弐だいにのさしつぎに思おぼいたるが女むすめ、大輔たいふの命婦2みゃうぶとて、内裏うちにP1さぶらふ、わかむどほりの兵部大輔ひゃうぶのたいふなる女むすめなりけり。

◇　左衛門の乳母といって、大弍の次に大切に思っていらっしゃる者の娘で、大輔の命婦といって、内裏に仕えている者は、皇族の血筋を引く兵部の大輔という人の娘であった。

■　いといたう色好いろこのめる若人わかうどにてありけるを、君きみも召めし使つかひなどしたまふ。

◇　とても大層な色好みの若女房であったのを、君も召し使ったりなどなさる。

■　母はは筑前守はちくぜんの妻かみのめにて4、下くだりにければ、父君ちちぎみのもとを里さとにて行ゆき通かよふ。

◇　母親は、筑前守と再婚して、赴任していたので、父君の家を里として通っている。


P1 内裏に--（/+うちに）

1 【左衛門の乳母】源氏の乳母の一人。

2 【大輔の命婦】源氏の乳母子に当たる。女性である。

3? 【わかむどほりの兵部大輔なるむすめ】父親は皇族の血筋をひく兵部大輔という人の娘。

4 【母は筑前守の妻にて】大輔命婦の母親である左衛門乳母は筑前守と再婚しての意。兵部大輔の生活ぶりは、あまりおもわしくなかったようである。財力のある地方官と再婚した中流の女房の実生活面をうかがわせる。


末摘花．１．２．２

■　故常陸親王こひたちの、末みこのすゑにまうけて1いみじうかなしうかしづきたまひし御女おほむむすめ、心細こころぼそくて残のこりゐたるを、もののついでに語かたりきこえ2ければ、あはれのことやとて、御心みこころとどめて問とひ聞ききたまふ。

◇　故常陸親王が晩年に儲けて、大層大切にお育てなさったおん姫君が、心細く遺されて暮らしているのを何かの折に、お話申し上げたところ、気の毒なことだと、お心に留めてお尋ねなさる。


1 【故常陸親王の末にまうけて】この巻の女主人公、末摘花と呼称される人の紹介。

2 【語りきこえ】大輔命婦が源氏にお話し申し上げるの意。


末摘花．１．２．３

■　「心こころばへ容貌かたちなど1、深ふかき方かたはえ知しりはべらず。

◇　「気立てや器量など、詳しくは存じません。

■　かいひそめ、人疎ひとうとうもてなしたまへば、さべき宵よひなど、物越ものごしにてぞ、語かたらひはべる。

◇　控え目で、人と交際していらっしゃらないので、何か用のあった宵などに、物を隔ててお話しております。

■　琴きんをぞなつかしき語かたらひ人びと思とおもへる」

◇　琴を親しい話相手と思っています」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、


1 【心ばへ容貌など】以下「なつかしき語らひ人と思へる」まで、命婦の詞、常陸宮の姫君について語る。「琴」（きん）は七絃琴をさし、当時は弾く人がまれであった絃楽器。この物語では源氏や皇族の一部の人々が弾く楽器である。


末摘花．１．２．４

■　「三みつの友ともS1にて1、今一種いまひとくさやうたてあらむ」

◇　「三つの友として、もう一つは不向きだろう」

■　とて、

◇　と言って、

■　「我われに聞きかせよ。

◇　「わたしに聞かせよ。

■　父親王ちちみこの、さやうの方かたにいとよしづきてものしたまうければ、おしなべての手てには2あらじ、となむ思おもふ3」

◇　父親王が、その方面でとても造詣が深くていらしたので、並大抵の手ではあるまい、と思う」

■　とのたまへば4、

◇　とおっしゃると、


S1 欣然得三友　三友者為誰　琴罷＊挙酒　酒罷＊吟詩　三友逓相引　循環無已時（白氏文集巻六二-二九八五　北窓三友　＊「すなはち」）

1 【三つの友にて】途中、語り手の引用句「とて」をはさんで、「あらじとなむ思ふ」まで、源氏の詞。「三の友」とは、琴・酒・詩をさす。『白氏文集』巻第六十二「北窓三友」にもとづく。

2 【おしなべての手には】大島本「をしなへてのてにハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おしなべての手づかひには」と校訂するが、『新大系』は底本のままとする。

3 【となむ思ふ】大島本「となむおもふ」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「と思ふ」と「なむ」を削除するが、『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【とのたまへば】大島本「との給へハ」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「と語らひたまふ」と校訂するが、『集成』『新大系』は底本のままとする。


末摘花．１．２．５

■　「さやうに1聞きこし召めすばかりにはあらずやはべらむ2」

◇　「そのようにお聞きあそばすほどのことではございませんでしょう」

■　と言いへど3、御心みこころとまるばかり聞きこえなすを4、

◇　と言うが、お心惹かれるようにわざと申し上げるので、

■　「いたうけしきばましや5。

◇　「ひどくもったいぶるね。

■　このころのおぼろ月夜7づきよに忍しのびてものせむ。

◇　このごろの朧月夜にこっそり行こう。

■　まかでよ8」

◇　退出せよ」


1 【さやうに】以下「あらずやはべらむ」まで、命婦の詞、源氏に姫君への気をもたせる。

2 【あらずやはべらむ】大島本「あらすや侍らむ」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「はべらずやあらむ」と校訂するが、『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【と言へど】大島本「といへと」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「と言へば」と順接に校訂するが、『集成』『新大系』は底本のまま逆接とする。

4 【御心とまるばかり聞こえなすを】大島本「御心とまるはかりきこえなすを」とある。『古典セレクション』は諸本に従って削除するが、『集成』『新大系』は底本のままとする。

5 【いたうけしきばましや】以下「まかでよ」まで、源氏の詞。命婦に姫君への手引を依頼する。

6? 【このごろ】「今来・比日・今属、コノゴロ」（名義抄）。「奈良時代にはコノコロと清音。平安時代以後コノゴロ」（岩波古語辞典）。『集成』は清音で読んでいる。

7 【おぼろ月夜】春の月のある夜。

8 【まかでよ】わたしが常陸宮邸に行く夜は、そなたがそこに退出していてくれ、の意。


末摘花．１．２．６

■　とのたまへば、わづらはしと思おもへど、内裏うちわたりものどやかなる春はるのつれづれにまかでぬ。

◇　とおっしゃるので、面倒なと思うが、内裏でものんびりとした春の所在ない折に退出した。

末摘花．１．２．７

■　父ちちの大輔たいふの君きみは他ほかにぞ住すみける1。

◇　父親の大輔の君は他に住んでいるのであった。

■　ここには時々ときどきぞ通かよひける2。

◇　ここには時々通って来るのであった。

■　命婦みゃうぶは、継母ままははのあたりは住すみもつかず、姫君ひめぎみの御おほむあたりをむつびて、ここには来くるなりけり。

◇　命婦は、継母の家には住まず、姫君の家と懇意にして、ここには来るのであった。


1 【父の大輔の君は他にぞ住みける】父兵部大輔は新しい妻のもとに住んでいるのであった、の意。

2 【ここには時々ぞ通ひける】娘の命婦はここ常陸宮邸に時々出入りしていた、の意。


第三段　新春正月十六日の夜に姫君の琴を聴く

末摘花．１．３．１

■　のたまひしもしるく、十六夜いざよひの月つきをかしきほどにおはしたり。

◇　おっしゃったとおりに、十六夜の月が美しい晩にいらっしゃった。

末摘花．１．３．２

■　「いと、かたはらいたき1わざかな。

◇　「とても、困りましたことですわ。

■　ものの音澄ねすむべき夜よのさまにもはべらざめるに」

◇　楽の音が冴え渡って聞こえる夜でもございませんようなので」

■　と聞きこゆれど、

◇　と申し上げるが、


1 【いとかたはらいたき】以下「はべらざめるに」まで、命婦の詞。


末摘花．１．３．３

■　「なほ、あなたに1わたりて、ただ一声ひとこゑも、もよほしきこえよ。

◇　「もっと、あちらに行って、たった一声でも、お勧め申せ。

■　むなしくて帰かへらむが、ねたかるべきを」

◇　聞かないで帰るようなのが、癪だろうから」


1 【なほあなたに】以下「ねたかるべきを」まで、源氏の詞。


末摘花．１．３．４

■　とのたまへば、うちとけたる住すみ処1かに据すゑたてまつりて、うしろめたうかたじけなし2と思おもへど、寝殿しんでんに3参まゐりたれば、まだ格子かうしもさながら、梅むめの香かをかしきを見出みいだして4ものしたまふ。

◇　とおっしゃるので、くつろいだ部屋でお待ちいただいて、気がかりでもったいないと思うが、寝殿に参上したところ、まだ格子を上げたままで、梅の香の素晴らしいのを眺めていらっしゃる。

■　よき折をりかな5、と思おもひて、

◇　ちょうど良い折だと思って、


1 【うちとけたる住み処】常陸宮邸で命婦が私用している部屋をさす。取り散らした部屋の意。

2 【うしろめたうかたじけなし】命婦の心配。源氏に対して、失礼はないか、恐れ多いという気持ち。

3 【寝殿に】常陸宮の姫君は寝殿に住んでいる。身分の高貴さを窺わせる。

4 【梅の香をかしきを見出だして】季節は一月下旬ころ。白梅が馥郁たる香を発している様子。

5 【よき折かな】命婦の心。


末摘花．１．３．５

■　「御琴おほむことの音1ね、いかにまさりはべらむ2と、思おもひたまへらるる3夜よのけしきに、誘さそはれはべりてなむ4。

◇　「お琴の音は、どんなに聞き優ることでございましょうと、思わずにはいられません今夜の風情に、心惹かれまして。

■　心こころあわたたし5き出いで入いりに、えうけたまはらぬこそ口惜くちをしけれ」

◇　気ぜわしくお伺いして、お聞かせ頂けないのが残念でございます」

■　と言いへば、

◇　と言うと、


1 【御琴の音】以下「口惜しけれ」まで、命婦の姫君への詞。琴を弾かせようと下心のある発言。

2 【まさりはべらむ】梅の香の素晴らしい夜に、琴の音色が一段と趣深く聴かれようの意。

3 【思ひたまへらるる】「たまへ」（謙譲の補助動詞）「らるる」（自発の助動詞）、思わずにはいられませんの意。

4 【誘はれはべりてなむ】下に「参りつる」などの意が省略。

5 【心あわたたし】上に「常は」などの意が省略されている。


末摘花．１．３．６

■　「聞きき知しる人ひとS2こそ1あなれ。

◇　「分かる人がいるというのですね。

■　百敷ももしきに行ゆき交かふ人ひとの聞きくばかりやは2」

◇　宮中にお出入りしている人が聞くほどでも」


S2 伯牙善鼓琴　鐘子期善聴（列子、湯問篇）

1 【聞き知る人こそ】以下「聞くばかりやは」まで、姫君の詞。『異本紫明抄』は「琴の音を聞き知る人のありければ今ぞ立ち出でて緒をもすぐべき」（古今六帖、琴）を指摘。その和歌の言葉を引用して言ったもの。その下に中国の『列子』湯問篇の伯牙断絃の故事がある。教養あり素直で謙虚な発言である。

2 【やは】以下に「あらむ」などの意が省略。


末摘花．１．３．７

■　とて、召めし寄よするも、あいなう1、いかが聞ききたまはむ2と、胸むねつぶる。

◇　と言って、取り寄せるので、人ごとながら、どのようにお聞きになるだろうかと、どきどきする。


1 【あいなう】他人ごとながらと心配する命婦の心。

2 【いかが聞きたまはむ】主語は源氏。命婦の心中。


末摘花．１．３．８

■　ほのかに掻かき鳴ならしたまふ、をかしう聞きこゆ。

◇　かすかに掻き鳴らしなさるのが、趣あるように聞こえる。

■　何なにばかり深ふかき手てならねど1、ものの音ねがらの筋すぢことなるものなれば2、聞ききにくくも思おぼされず。

◇　特に上手といったほどでもないが、楽器の音色が他とは違って格式高い物なので、聞きにくいともお思いにならない。


1 【なにばかり深き手ならねど】語り手と源氏の価値判断が一体化したような表現である。

2 【ものの音がらの筋ことなるものなれば】『集成』は「琴という特別格式の高い楽器の音なので」と注す。


末摘花．１．３．９

■　「いといたう荒あれわたりて1寂さびしき所ところに、さばかりの人2ひとの、古ふるめかしう、ところせく、かしづき据すゑたりけむ名残なごりなく、いかに思おもほし残のこすことなからむ。

◇　「とてもひどく一面に荒れはた寂しい邸に、これほどの女性が、古めかしく、格式ばって、大切にお育てしていたのであろう面影もすっかりなくなって、どれほど物思いの限りを尽くしていらっしゃることだろう。

■　かやうの所ところにこそは、昔物語むかしものがたりにもあはれなることどもありけれ」

◇　このような所にこそ、昔物語にもしみじみとした話がよくあったものだ」

■　など思おもひ続つづけても、ものや言いひ寄よらまし3、と思おぼせど、うちつけにや思おぼさむ4と、心恥こころはづかしくて、やすらひたまふ。

◇　などと連想して、言い寄ってみようかしら、とお思いになるが、唐突だとお思いになるであろうかと、気がひけて、躊躇なさる。


1 【いといたう荒れわたりて】以下、源氏の心をとおして叙述する。

2 【さばかりの人】常陸宮をさす。

3 【ものや言ひ寄らまし】源氏の心。

4 【うちつけにや思さむ】源氏の心。主語は姫君。


末摘花．１．３．１０

■　命婦みゃうぶ、かどある者ものにて、いたう耳みみならさせたてまつらじ1、と思おもひければ、

◇　命婦は、よく気の利く者で、たくさんお聞かせ申すまい、と思ったので、


1 【いたう耳ならさせたてまつらじ】命婦の心。


末摘花．１．３．１１

■　「曇くもりがちに1はべるめり。

◇　「曇りがちのようでございます。

■　客人まらうとの来こむとはべりつる2、いとひ顔がほにもこそ3。

◇　お客が来ることになっておりました、嫌っているようにも受け取られては。

■　いま心こころのどかにを。

◇　そのうち、ゆっくりと。

■　御格子参みかうしまゐりなむ4」

◇　御格子を下ろしましょう」


1 【曇りがちに】以下「参りなむ」まで、命婦の姫君への詞。曇ってきては琴の音色も冴えないと言って、琴を弾くのをやめさせようとする。

2 【客人の来むとはべりつる】自分の所に客人が来ることになっていましたの意。

3 【いとひ顔にもこそ】「も」「こそ」は危惧の念を表す。自分の部屋に居なくては嫌っているように思われるの意。

4 【御格子参りなむ】御格子を下ろしましょうの意。


末摘花．１．３．１２

■　とて、いたうもそそのかさで帰かへりたれば、

◇　と言って、あまりお勧めしないで帰って来たので、

末摘花．１．３．１３

■　「なかなかなるほどにて1も止やみぬるかな。

◇　「中途半端な所で終わってしまったね。

■　もの聞きき分わくほどにもあらで、ねたう」

◇　十分聞き分けられる間もなくて、残念に」


1 【なかなかなるほどにて】以下「ねたう」まで、源氏の詞。「ねたう」は連用中止法。余情を残した物の言い方。


末摘花．１．３．１４

■　とのたまふけしき、をかしと思おぼしたり。

◇　とおっしゃる様子は、ご関心をお持ちである。

末摘花．１．３．１５

■　「同おなじくは1、け近ぢかきほどの立たち聞ぎきせさせよ」

◇　「同じことなら、もっと近い所で立ち聞きさせよ」


1 【同じくは】以下「立ち聞きせさせよ」まで、源氏の詞。さらに身近で聴かせよという要請。


末摘花．１．３．１６

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

■　「心こころにくくて1」

◇　「もっと聞きたいと思うところで」

■　と思おもへば、

◇　と思うので、


1 【心にくくて】命婦の心。源氏がもっと聴きたいと思う所でという意。


末摘花．１．３．１７

■　「いでや1、いとかすかなるありさまに思おもひ消きえて、心苦こころぐるしげにものしたまふめるを、うしろめたきさまにや」

◇　「さあ、いかがなものでしょうか、とてもひっそりとした様子に思い沈んで、気の毒そうでいらっしゃるようなので、案じられまして」


1 【いでや】以下「うしろめたきさまにや」まで、命婦の詞。


末摘花．１．３．１８

■　と言いへば、

◇　と言うと、

■　「げに、さもあること1。

◇　「なるほど、それももっともだ。

■　にはかに我われも人ひともうちとけて語かたらふべき人ひとの際きは、際はきはとこそあれ2」

◇　急に自分も相手も親しくなるような身分の人は、その程度の者なのだ」

■　など、あはれに思おぼさるる人ひとの御おほむほどなれば、

◇　などと、お気の毒に思われるご身分のお方なので、


1 【げにさもあること】以下「際とこそあれ」まで、源氏の心中文。

2 【うちとけて語らふべき人の際は際とこそあれ】すぐに互いに親しくなる身分とは別であるとする考え。皇族出身どうしの気位高い身分意識が窺える。


末摘花．１．３．１９

■　「なほ1、さやうのけしきをほのめかせ」

◇　「やはり、気持ちをそれとなく伝えてくれよ」

■　と、語かたらひたまふ。

◇　と、言い含めなさる。


1 【なほ】以下「ほのめかせ」まで、源氏の命婦への詞。


末摘花．１．３．２０

■　また契ちぎりたまへる方かたやあらむ1、いと忍しのびて帰かへりたまふ。

◇　他に約束なさった所があるのだろうか、とてもこっそりとお帰りになる。


1 【また契りたまへる方やあらむ】他に約束している女がいるのだろうか、という語り手の挿入句。源氏のそわそわした態度をいうのであろう。


末摘花．１．３．２１

■　「主上うへの1、まめにおはしますと、もてなやみきこえさせたまふこそ、をかしう思おもうたまへらるる折々をりをりはべれ。

◇　「お上が、き真面目でいらっしゃると、お困りあそばさしていらっしゃるのが、おかしく存じられる時々がございます。

■　かやうの御おほむやつれ姿すがたを、いかでかはP2御覧ごらんじつけむ」

◇　このようなお忍び姿を、どうして御覧になれましょう」


P2 いかでかは--いかてか（か/+は）

1 【主上の】以下「御覧じつけむ」まで、命婦の詞。帝を「主上」と呼称する。源氏への軽い揶揄を含む。


末摘花．１．３．２２

■　と聞きこゆれば、たち返かへり、うち笑わらひて、

◇　と申し上げると、引き返して来て、ちょっと微笑んで、

末摘花．１．３．２３

■　「異人ことびとの1言いはむやうに、咎とがなあらはされそ。

◇　「他人が言うように、欠点を言い立てなさるな。

■　これをあだあだしきふるまひと言いはば、女をむなのありさま2苦くるしからむ」

◇　これを好色な振る舞いと言ったら、どこかの女の有様は、弁解できないだろう」


1 【異人の】以下「苦しからむ」まで、源氏の詞。

2 【女のありさま】『完訳』は「「女」は、暗に命婦をさす」と注す。源氏の皮肉な揶揄。


末摘花．１．３．２４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

■　「あまり色いろめいたり1と思おぼして、折々をりをりかうのたまふを、恥はづかし」

◇　「あまりに好色めいているとお思いになって、時々このようにおっしゃるのを、恥ずかしい」

■　と思おもひて、ものも言いはず。

◇　と思って、何とも言わない。


1 【あまり色めいたり】以下「恥づかし」まで、命婦の心中。「あまり色めいたり」とは命婦自身の態度をさす。


末摘花．１．３．２５

■　寝殿しんでんの方かたに、人ひとのけはひ聞きくやうもや1と思おぼして、やをら立たち退のきたまふ。

◇　寝殿の方に、姫君の様子が聞けようかとお思いになって、静かにお立ち下がりになる。

■　透垣すいがいのただすこし折をれ残のこりたる隠かくれの方かたに、立たち寄よりたまふに、もとより立たてる男をとこありけり。

◇　透垣がわずかに折れ残っている物蔭に、お立ち添いになると、以前から立っている男がいるのであった。

■　「誰たれならむ2。

◇　「誰だろう。

■　心こころかけたる好すき者ものありけり」

◇　懸想している好色人がいたのだなあ」

■　と思おぼして、蔭かげにつきて立たち隠かくれたまへば、頭中将とうのちゅうじゃうなりけり3。

◇　とお思いになって、蔭に寄って隠れなさると、頭中将なのであった。


1 【人のけはひ聞くやうもや】源氏の心。「人」は常陸宮の姫君をさす。

2 【誰れならむ】以下「ありけり」まで、源氏の心中。

3 【頭中将なりけり】語り手の読者への説明。源氏はこの時まだ誰とも分かっていない。『評釈』は「「頭中将なりけり」という判断は、作者が読者に明したもので、源氏自身は、頭中将に話しかけられるまで、それと気づかなかったのである」と注す。以下「下待つなりけり」まで、「なりけり」の叙述で、当日の頭中将の行動を説明する文章が続く。


末摘花．１．３．２６

■　この夕ゆふつ方かた、内裏うちよりもろともにまかでたまひける、やがて大殿おほいどのにも寄よらず、二条院にでうのゐんにもあらで、引ひき別わかれたまひけるを、いづちならむ1と、ただならで、我われも行ゆく方かたあれど、後あとにつきてうかがひけり。

◇　この夕方、内裏から一緒に退出なさったが、そのまま大殿にも寄らず、二条の院でもなく、別の方角に行ったのを、どこへ行くのだろうと、好奇心が湧いて、自分も行く所はあるが、後を付けて窺うのであった。

■　あやしき馬むまに2、狩衣姿かりぎぬすがたのないがしろにて来きければ、え知しりたまはぬに3、さすがに、かう異方ことかたに入いりたまひぬれば4、心こころも得えず思おもひけるほどに、ものの音ねに聞ききついて立たてるに、帰かへりや出いでたまふと、下待したまつなりけり。

◇　粗末な馬で、狩衣姿の身軽な恰好で来たので、お気付きにならないが、予想と違って、あのような別の建物にお入りになったので、合点が行かずにいた時に、琴の音に耳をとられて立っていたが、帰りにはお出になるだろうかと、心待ちしているのであった。


1 【いづちならむ】頭中将の心。源氏はいったいどこの女のもとへ行くのだろうの意。

2 【あやしき馬に】以下、頭中将の姿。

3 【え知りたまはぬに】源氏は着替えて身なりをやつしている頭中将を彼と見抜けないでいる。

4 【異方に入りたまひぬれば】頭中将は源氏が姫君のいる寝殿に入らず女房の部屋に入って行ったことを不審に思う。『新大系』「意外な所。源氏の入った末摘花邸をさす」と注す。


末摘花．１．３．２７

■　君きみは、誰たれともえ見分みわきたまはで、我われと知しられじと、抜ぬき足あしに歩あゆみたまふに1、ふと寄よりて2、

◇　君は、誰ともお分かりにならず、自分と知られまいと、抜き足に通ろうとなさると、急に近寄って来て、


1 【歩みたまふに】大島本「あゆミ給ふに」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「歩みのきたまふに」と「のき」を補入するが、『新大系』は底本のままとする。

2 【ふと寄りて】主語は頭中将。


末摘花．１．３．２８

■　「ふり捨すてさせたまへるつらさに、御送おほむおくり仕つかうまつりつるは。

◇　「置いてきぼりあそばされた悔しさに、お見送り申し上げたのですよ。

■　もろともに大内山おほうちやまは出いでつれど

入いる方見かたみせぬいさよひの月つき」

◇　ご一緒に宮中を退出しましたのに

行く先を晦ましてしまわれる十六夜の月ですね」

末摘花．１．３．２９

■　と恨うらむるもねたけれど、この君きみと見みたまふ、すこしをかしうなりぬ。

◇　と恨まれるのが癪だが、この君だとお分かりになると、少しおかしくなった。

末摘花．１．３．３０

■　「人ひとの思おもひよらぬことよ」

◇　「人が驚くではないか」

■　と憎にくむ憎にくむ、

◇　と憎らしがりながら、

■　「里さとわかぬかげをば見みれどゆく月つきの

いるさの山やまを誰たれか尋たづぬる」

◇　「どの里も遍く照らす月は空に見えても

その月が隠れる山まで尋ねる人はいませんよ」

末摘花．１．３．３１

■　「かう慕したひありかば、いかにせさせたまはむ」

◇　「このように後を付け廻したら、どうあそばされますか」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお尋ねなさる。

■　「まことは、かやうの御歩おほむありきには、随身ずいじんからこそはかばかしきこともあるべけれ。

◇　「本当は、このようなお忍び歩きには、随身によって埒も開こうというものです。

■　後おくらさせたまはでこそあらめ。

◇　置いてきぼりあそばさないのがよいでしょう。

■　やつれたる御歩おほむありきは、軽々かるがるしき事ことも出いで来きなむP3」

◇　身をやつしてのお忍び歩きには、軽率なことも出て来ましょう」


P3 なむ」と--*なと


末摘花．１．３．３２

■　とP3、おし返かへしいさめたてまつる。

◇　と、反対にご忠告申し上げる。

■　かうのみ見みつけらるるを、ねたしと思おぼせど、かの撫子なでしこはえ尋たづね知しらぬを、重おもき功こうに、御心みこころのうちに思おぼし出いづ。

◇　このようにしかと見つけられたのを、悔しくお思いになるが、あの撫子は見つけ出せないのを、大きな手柄だと、ご内心お思い出しになる。


P3 なむ」と--*なと


第四段　頭中将とともに左大臣邸へ行く

末摘花．１．４．１

■　おのおの契ちぎれる方かたにも、あまえて、え行ゆき別わかれたまはず、一ひとつ車くるまに乗のりて、月つきのをかしきほどに雲隠くもがくれたる道みちのほど、笛吹ふえふき合あはせて大殿おほいどのにおはしぬ。

◇　お二方とも約束した女の所にも、照れくさくて、別れて行くこともおできになれず、一台の車に乗って、月の風情ある雲に隠れた道中を、笛を合奏して大殿邸にお着きになった。

末摘花．１．４．２

■　前駆さきなども追おはせたまはず、忍しのび入いりて、人見ひとみぬ廊らうに御直衣おほむなほしども召めして、着替きかへたまふ。

◇　先払いなどおさせになさらず、こっそりと入って、人目につかない渡殿にお直衣を持って来させて、お召し替えになる。

■　つれなう、今来いまくるやうにて、御笛おほむふえども吹ふきすさびておはすれば、大臣おとど、例れいの聞きき過すぐしたまはで、高麗笛取こまぶえとり出いでたまへり。

◇　何食わぬ顔で、今来たようなふうをして、お笛を吹き興じて合っていらっしゃると、大臣が、いつものようにお聞き逃さず、高麗笛をお取り出しになって来た。

■　いと上手じゃうずにおはすれば、いとおもしろう吹ふきたまふ。

◇　大変に上手でいらっしゃるので、大層興趣深くお吹きになる。

■　御琴召おほむことめして、内うちにも1、この方かたに心得こころえたる人ひとびとに弾ひかせたまふ。

◇　お琴を取り寄せて、簾の内でも、この方面に堪能な女房たちにお弾かせになる。


1 【内にも】葵の上のいる御簾の内側をさす。


末摘花．１．４．３

■　中務なかつかさの君1きみ、わざと琵琶びは弾はひけど、頭とうの君2心きみこころかけたるをもて離はなれて、ただこのたまさかなる御みけしき3のなつかしきをば、え背そむききこえぬに4、おのづから隠かくれなくて、大宮5おほみやなどもよろしからず思おぼしなりたれば、もの思おもはしく、はしたなき心地ここちして、すさまじげに寄より臥ふしたり。

◇　中務の君、特に琵琶はよく弾くが、頭の君が思いを寄せていたのを振り切って、ただこのたまにかけてくださる情愛の慕わしさを、お断り申し上げられないでいると、自然と人の知るところとなって、大宮などもけしからぬことだとお思いになっているので、何となく憂鬱で、その場に居ずらい気持ちがして、おもしろくなさそうに寄り伏している。

■　絶たえて見みたてまつらぬ所ところに6、かけ離はなれなむも7、さすがに心細こころぼそく思おもひ乱みだれたり。

◇　まったくお目にかかれない所に、暇をもらって行ってしまうのも、やはり心細く思い悩んでいる。


1 【中務の君】葵の上づきの女房。琵琶を上手に弾くと紹介されるが、その女房名といい、この物語で他に琵琶を弾く女性として明石御方がいるが、その本来の血筋のよさを思わせる。

2 【頭の君】地の文中、頭中将をさしてこう呼称する。

3 【このたまさかなる御けしき】源氏の愛情をさす。

4 【え背ききこえぬに】源氏の愛情を拒み切れないでいると紹介されるが、いわゆるお手つきの女房。召人（情交関係のある女房）と呼ばれる女房である。

5 【大宮】左大臣の北の方、葵の上の母親。桐壷帝の妹三の君なので、大宮と呼称される。

6 【見たてまつらぬ所に】中務の君が源氏にお目にかかれない所の意。

7 【かけ離れなむも】左大臣邸から暇を出されることをいう。


末摘花．１．４．４

■　君きみたちは、ありつる琴きんの音ねを1思おぼし出いでて、あはれげなりつる住すまひのさまなども、やう変かへてをかしう思おもひつづけ、

◇　君たちは、先程の七絃琴の音をお思い出しになって、見すぼらしかった邸宅の様子なども、一風変わって興趣あると思い続け、

■　「あらましごとに2、いとをかしうらうたき人ひとの、さて年月としつきを重かさねゐたらむ時とき、見みそめて、いみじう心苦こころぐるしくは、人ひとにももて騒さわがるばかりや、わが心こころもさま悪あしからむ」

◇　「もし仮に、とても美しくかわいい女が、寂しく年月を送っているような時、結ばれて、ひどくいじらしくなったら、世間の評判になるほどなのは、自分ながら体裁の悪いことだろう」

■　などさへ、中将ちゅうじゃうは思おもひけり。

◇　などとまで、中将は思うのであった。

■　この君3きみのかう気色けしきばみありきたまふを、

◇　この君がこのように懸想しあるいていらっしゃるのを、

■　「まさに、さては、過すぐしたまひてむや4」

◇　「とても、あのままで、お済ましになれようか」

■　と、なまねたう危あやふがりけり。

◇　と、小憎らしく心配するのであった。


1 【ありつる琴の音を】常陸宮邸の姫君が弾いていた七絃琴の音色。

2 【あらましごとに】以下「さま悪しからむ」まで、頭中将の心中。「あらましごとに」について、『完訳』は「「思ひけり」にかかる。まさかそんなこともあるまいが、とする語り手の気持」と注す。

3 【この君】源氏をさす。

4 【まさにさては過ぐしたまひてむや】頭中将の心中。「て」（完了の助動詞、強調）「む」（推量の助動詞）「や」（係助詞、反語）。とてもあのままでお済ましになられようか、そんなことはないの意。


末摘花．１．４．５

■　その後のち、こなたかなたより、文ふみなどやりたまふべし1。

◇　その後、こちらからもあちらからも、恋文などおやりになるようだ。

■　いづれも返かへり事見ごとみえず、おぼつかなく心こころやましきにP4、

◇　どちらへもお返事がなく、気になっていらいらするので、

■　「あまりうたてもあるかな2。

◇　「あまりにもひどいではないか。

■　さやうなる住すまひする人ひとは、もの思おもひ知しりたるけしき、はかなき木草きくさ、空そらのけしきにつけても、とりなしなどして、心こころばせ推おし測はからるる折々をりをりあらむこそあはれなるべけれ、重おもしとても、いとかうあまり埋うもれたらむは、心こころづきなく、悪わるびたり」

◇　あのような生活をしている人は、物の情趣を解する風情や、ちょっとした木や草、空模様につけても、かこつけたりなどして、気立てが自然と推量される折々もあるようなのが、かわいらしいというものであろうに、重々しいといっても、とてもこうあまりに引っ込み思案なのは、おもしろくなく、よろしくない」

■　と、中将ちゅうじゃうは、まいて3心焦こころいられしけり。

◇　と、中将は、君以上にやきもきするのであった。

■　例れいの、隔へだてきこえたまはぬ心こころにて、

◇　いつものように、お隔て申し上げなさらない性格から、


P4 心やましきに--心やましき（き/+に）

1 【その後こなたかなたより文などやりたまふべし】『細流抄』は「草子地也」と注す。「こなた」は源氏方、「かなた」は頭中将方をさす。

2 【あまりうたてもあるかな】以下「悪びたり」まで、頭中将の心中。『集成』は「源氏と頭の中将の心中」と注す。二人の共通した心境だが、「と中将はまして」とあるので、頭中将の心中に重点がある。

3 【まいて】頭中将は源氏以上にの意。


末摘花．１．４．６

■　「しかしかの1返かへり事ごとは見みたまふや。

◇　「これこれしかじかのお返事は御覧になりますか。

■　試こころみにかすめたりしこそ、はしたなくて止やみにしか」

◇　試しにちょっと手紙を出してみたが、中途半端で、終わってしまった」


1 【しかしかの】以下「なくて止みにしか」まで、頭中将の詞。「しかしか」は『集成』は「作者が省略した形で言ったもの」と解し、『完訳』は「語り手の、ぼかした表現」と解す。語り手の間接話法的言い方がまじっている。なお、『集成』『新大系』は清音、『古典セレクション』は「しかじか」と濁音に読む。江戸時代以後、濁音化したとされる。


末摘花．１．４．７

■　と、憂うれふれば、

◇　と、残念がるので、

■　「さればよ、言いひ寄よりにけるをや」

◇　「やっぱりそうか、懸想文を贈ったのだな」

■　と、ほほ笑ゑまれて、

◇　と、つい微笑まれて、

末摘花．１．４．８

■　「いさ2、見みむとしも思おもはねばにや、見みるとしもなし」

◇　「さあ、しいて見たいとも思わないからか、見ることもない」


1? 【さればよ言ひ寄りたるをや】源氏の心中。

2 【いさ】以下「見るともなし」まで、源氏の返事。


末摘花．１．４．９

■　と、答いらへたまふを、

◇　と、お返事なさるのを、

■　「人ひとわきしけるP5」

◇　「分け隔てしたな」

■　と思おもふに、いとねたし。

◇　と思うと、まことに悔しい。


P5 人わきしける--人わきゝ（ゝ/＃し）ける


末摘花．１．４．１０

■　君きみは1、深ふかうしも思おもはぬことの、かう情なさけなきを、すさまじく思おもひなりたまひにしかど、かうこの中将2ちゅうじゃうの言いひありきけるを、

◇　君は、必ずしも深く思い込んでいるのではないが、このようにつれないのを、興醒めにお思いになったが、このようにこの中将がしきりに言い寄っているのを、

■　「言多ことおほく言いひなれたらむ方3かたにぞ靡なびかむかし。

◇　「言葉数多く懸想文を贈った者の方に靡くだろう。

■　したり顔がほにて、もとのこと4を思おもひ放はなちたらむけしきこそ、憂うれはしかるべけれ」

◇　得意顔して、最初の関係を振ったような恰好をされたら、まことおもしろくなかろう」

■　と思おぼして、命婦みゃうぶをまめやかに語かたらひたまふ。

◇　とお思いになって、命婦に真剣に相談なさる。


1 【君は】源氏をさす。

2 【この中将】頭中将をさす。

3 【言多く言ひなれたらむ方】以下「憂はしかるべけれ」まで、源氏の心中。「言多く言ひなれたらむ方」は頭中将をさす。『集成』は「女は言葉数の多い、恋文を書き馴れている方になびくであろう」と注す。

4 【もとのこと】自分が最初に懸想したことをさす。『完訳』は「もともと、源氏が、頭中将よりも先に姫君に懸想しはじめたこと」と注す。


末摘花．１．４．１１

■　「おぼつかなく1、もて離はなれたる御みけしきなむ、いと心憂こころうき2。

◇　「はっきりせずに、よそよそしいご様子なのが、まことにたまらない。

■　好すき好ずきしき方かたに疑うたがひ寄よせたまふにこそあらめ。

◇　浮気心とお疑いなのだろう。

■　さりともP6,3、短みじかき心こころばへつかはぬものを。

◇　いくら何でも、すぐ変わる心は持ちあわせていないのに。

■　人ひとの心こころの4のどやかなることなくて、思おもはずにのみあるになむ、おのづからわがあやまちにもなりぬべき。

◇　相手の気持ちがゆったりとしたところがなくて、心外なことばかりあるので、自然とわたしの方の落度のようにもなってしまいそうだ。

■　心こころのどかにて、親おやはらからのもてあつかひ恨うらむるもなう、心こころやすからむ人ひとは、なかなかなむらうたかるべきを」

◇　気長に、親兄弟などのお世話をしたり恨んだりする者もなく、気兼ねのいらない人は、かえってかわいらしかろうに」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


P6 さりとも--*さりと

1 【おぼつかなく】大島本「おほつかなく」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おぼつかなう」とウ音便形に改める。『新大系』は底本のまま。以下「らうたかるべきを」まで、源氏の詞。

2 【おぼつかなくもて離れたる御けしきなむいと心憂き】『集成』は「（私の気持をどう思っているのか）さっぱり事情が分からず、（私の文にも）見向きもなさらぬご様子が、とても情けない。末摘花から反応のないことをいう」と注す。

3 【さりとも】大島本「さりと」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さりとも」と「も」を補訂する『新大系』も「も」を補う。底本「も」の脱字と判断する。

4 【人の心の】以下「なりぬべき」まで、『完訳』は「相手のほうでいつまでもわたしを信じようという気持がないと、結局不本意なことにばかりなる、それでしぜんこちらの落度ということにもなってしまうのだろう」と訳す。


末摘花．１．４．１２

■　「いでや1、さやうにをかしき方かたの御笠宿おほむかさやどりS3,2には、えしもやP7と、つきなげにこそ見みえはべれ。

◇　「さあ、おっしゃるように興趣あるお立ち寄り所には、とてもどうかしらと、お相応しくなく見えます。

■　ひとへにものづつみし、ひき入いりたる方かたはしも、ありがたうものしたまふ人ひとになむ」

◇　ひたすら恥ずかしがって、内気な点では、世にも珍しいくらいのお方です」


S3 婦が門　夫が門　行き過ぎかねてや　我が行かば　肱笠の　肱笠の　雨も降らなむ　郭公　雨やどり　笠やどり　舎りてまからむ　郭公（催馬楽　婦が門）

P7 えしもや--えに（に/＆〈朱〉）しもや

1 【いでや】以下「人になむ」まで、命婦の返事。

2 【御笠宿り】源氏の立ち寄り所という意を優雅に言ったもの。催馬楽「妹が門」の「妹が門夫が門行き過ぎかねてや我が行かば肱笠の肱笠の雨もや降らなむしでたをさ雨やどり笠やどり宿りてまからむしでたをさ」の歌句。


末摘花．１．４．１３

■　と、見みるありさま語かたりきこゆ。

◇　と、見た様子をお話し申し上げる。

■　「らうらうじう1、かどめきたる心こころはなきなめり。

◇　「気が利いていて、才覚だったところはないようだ。

■　いと子こめかしうおほどかならむこそ、らうたくはあるべけれ」

◇　とても子供のようにおっとりしているのが、かわいいものだ」

■　と思おぼし忘わすれず、のたまふ。

◇　とお忘れにならず、お頼みになる。


1 【らうらうじう】以下「あるべけれ」まで、源氏の心。


末摘花．１．４．１４

■　瘧病わらはやみにわづらひたまひ、人知ひとしれぬもの思おもひの紛まぎれも、御心みこころのいとまなきやうにて、春夏過はるなつすぎぬ1。

◇　瘧病みをお患いになったり、秘密の恋愛事件があったりして、お心にゆとりのないような状態で、春夏が過ぎた。


1 【瘧病みにわづらひたまひ人知れぬもの思ひの紛れも御心のいとまなきやうにて春夏過ぎぬ】「若紫」巻冒頭の三月晦日の源氏の北山行きや夏の短夜の藤壷との密通事件などをさす。この巻は「夕顔」巻の夕顔の死（秋八月）の後、「若紫」と同年の春正月から始まる物語である。


第五段　秋八月二十日過ぎ常陸宮の姫君と逢う

末摘花．１．５．１

■　秋あきのころほひ、静しづかに思おぼしつづけて、かの砧きぬたの音1おとも耳みみにつきて聞ききにくかりしさへ、恋こひしう思おぼし出いでらるるままに、常陸宮ひたちのみやにはしばしば聞きこえたまへど、なほおぼつかなうのみあれば、世よづかず、心こころやましう、負まけては止やまじの御心みこころさへ添そひて、命婦みゃうぶを責せめたまふ。

◇　秋のころ、静かにお思い続けになって、あの砧の音も耳障りであったのまでが、自然に恋しくお思い出されるにつけて、常陸宮邸には度々お手紙を差し上げなさるが、相変わらず一向にお返事がないばかりなので、世間知らずで、おもしろくなく、負けてはなるものかという意地まで加わって、命婦をご催促なさる。


1 【かの砧の音】「夕顔」巻の夕顔の宿に泊まって聞いた砧の音。


末摘花．１．５．２

■　「いかなるやうぞ1。

◇　「どういうことか。

■　いとかかる事ことこそ、まだ知しらね」

◇　いったいこのようなことは、今までにない」


1 【いかなるやうぞ】以下「まだ知らね」まで、源氏の詞。


末摘花．１．５．３

■　と、いとものしと思おもひてのたまへば、いとほしと思おもひて、

◇　と、とても不愉快に思っておっしゃるので、お気の毒に思って、

末摘花．１．５．４

■　「もて離はなれて1、似にげなき御事おほむこととも、おもむけはべらず。

◇　「かけ離れて、不釣り合いなご縁だとも、申し上げたことはありません。

■　ただ、おほかたの御おほむものづつみのわりなきに、手てをP8えさし出いでたまはぬとなむ見みたまふる」

◇　ただ、万事につけて内気な性格が強すぎて、お返事なさらないのだろうと存じます」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、


P8 手を--て（て/+を）

1 【もて離れて】以下「見たまふる」まで、命婦の返事。


末摘花．１．５．５

■　「それこそは1世よづかぬ事ことなれ。

◇　「それが世間知らずというものだ。

■　物思ものおもひ知しるまじきほど、独ひとり身みをえ心こころにまかせぬほどこそ、ことわりなれ2、何事なにごとも思おもひしづまりたまへらむ、と思おもふこそ。

◇　分別のつけられない年頃や、親がかりで自分では身を処せられない間は、もっともなことだが、何事もじっくりお考えになられるのだろう、と思うからだ。

■　そこはかとなく、つれづれに心細こころぼそうのみおぼゆるを、同おなじ心こころに答いらへたまはむは、願ねがひかなふ心地ここちなむすべき。

◇　どことなく、所在なく心細くばかり思われるのを、同じような気持ちでお返事下さったら、願いが叶った気がしよう。

■　何なにやかやと、世よづける筋すぢならで、その荒あれたる簀子すのこにたたずままほしきなり。

◇　何やかやと、色めいたことではなくて、あの荒れた簀子に佇んでみたいのだ。

■　いとうたて心得こころえぬ3心地ここちするを、かの御許おほむゆるしなくともP9,4、たばかれかし。

◇　とても嫌な理解できない思いがするから、あの方のお許しがなくても、うまく計らってくれ。

■　心苛こころいられし5、うたてあるもてなしには、よもあらじ6」

◇　気がせいて、けしからぬ振る舞いは、決してせぬ」

■　など、語かたらひたまふ。

◇　などと、ご相談なさる。


P9 御許しなくとも--御ゆるしなう（う/＄く）とも

1 【それこそは】以下「よもあらじ」まで、源氏の詞。

2 【ことわりなれ】大島本「事ハりなれ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さやうにかかやかしきもことわりなれ」と補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【いとうたて心得ぬ】大島本「いとうたて心えぬ」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「いとおぼつかなう心得ぬ」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【御許しなくとも】大島本「御ゆるしなう（う＄く）とも」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御ゆるしなうとも」とウ音便形にする。『新大系』は底本のミセケチ訂正に従う。

5 【心苛られし】『完訳』は「「心いられ」の主語は命婦、「もてなし」の主語は源氏。この動作主体を逆にとる説などもある」と注す。いずれも源氏ともとれる。

6 【うたてあるもてなしにはよもあらじ】主語は源氏、自分自身。相手が嫌がるような振る舞いは決してしないの意。


末摘花．１．５．６

■　なほ世よにある人ひとの1ありさまを、おほかたなるやうにて聞きき集あつめ、耳みみとどめたまふ癖くせのつきたまへるを、さうざうしき宵居よひゐなどP10,2、はかなきついでに、さる人ひとこそと3ばかり聞きこえ出いでたりしに、かくわざとがましうのたまひわたれば、

◇　やはり世間一般の女性の様子を、一通りのこととして聞き集め、お耳を留めなさる癖がついていらっしゃるので、もの寂しい夜の席などで、ちょっとした折に、このような女性がと申し上げたことに、このように殊更におっしゃり続けるので、

■　「なまわづらはしく4、女君をむなぎみの御おほむありさまも、世よづかはしく、よしめきなどもあらぬを、なかなかなる導みちびきに、いとほしき事ことや見みえむなむ」

◇　「何となく気が重く、女君のご様子も、恋愛の経験や、風流らしくもないのに、かえって手引したことによって、きっと気の毒なことになりはしないか」

■　と5思おもひけれど、君きみのかうまめやかにのたまふに、

◇　と思ったが、君がこのように本気になっておっしゃるので、

■　「聞きき入いれざらむも6、ひがひがしかるべし。

◇　「聞き入れないのも、いかにも変わり者のようだろう。

■　父親王ちちみこおはしける折をりにだに、旧ふりにたるあたりとて、おとなひきこゆる人ひともなかりけるを、まして、今いまは7浅茅分あさぢわくる人ひとも跡絶あとたえたるに」

◇　父親王が生きていらしたころでさえ、時代遅れの所だと言って、ご訪問申し上げる人もなかったのだが、まして、今となっては浅茅生を分けて訪ねて来る人もまったく絶えているのに」

■　。

◇　。


P10 など--なとに（に/＄〈朱〉）

1 【なほ世にある人の】以下、源氏の性癖について語り、時間は末摘花を知るようになる以前に遡って語られる。萩原広道『源氏物語評釈』は「命婦が媒をうけがへる心と末摘花の返事し給はぬ故とを草子地に説あらはしたる文の法也」と注す。

2 【宵居など】大島本「よひゐなとに（に＄〈朱墨〉）」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「宵居などに」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のミセケチ訂正に従う。

3 【さる人こそと】故常陸宮の姫君をさす。

4 【なまわづらはしく】以下「いとほしき事や見えむ」まで、命婦の心中。

5 【見えむなむと】大島本「みえむなむと」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見えむなど」と「む」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

6 【聞き入れざらむも】以下「跡絶えたるに」まで、再び命婦の心中が続く。しかし、それを受ける引用句はない。しかし『完訳』は「命婦の心に即した語り手の感想」と解す。

7 【まして今は】『首書源氏物語』所引「或抄」は「命婦か心より物語の地にうつる也」と指摘し、以下、地の文と解す。


末摘花．１．５．７

■　かく世よにめづらしき御おほむけはひの1、漏もりにほひくるをば、なま女をむなばらなども笑ゑみ曲**げて、

◇　このように世にも珍しいお方から、時々お手紙が届くのを、なま女房どもも笑顔をつくって、

■　「なほ聞きこえたまへ2」

◇　「やはりお返事をなさいませ」

■　と、そそのかしたてまつれど、あさましう3ものづつみしたまふ心こころにて、ひたぶるに見みも入いれたまはぬなりけり。

◇　と、お勧め申し上げるが、あきれるくらい内気なご性格で、全然御覧になろうともなさらないのであった。

◆　 
かく よ に めづらしき おほむ-けはひ の、 もり にほひ くる を ば、 なま-をむな-ばら など も ゑみまけ て、 "なほ きこえ たまへ" と、 そそのかし たてまつれ ど、 あさましう もの-づつみ し たまふ こころ にて、 ひたぶる に み も いれ たまは ぬ なり けり。


1 【かく世にめづらしき御けはひの】源氏をさす。

2 【なほ聞こえたまへ】女房の末摘花への詞。

3 【あさましう】語り手の感情移入された表現。


末摘花．１．５．８

■　命婦みゃうぶは、

◇　命婦は、

■　「さらば1、さりぬべからむ折をりに、物越ものごしに聞きこえたまはむほど、御心みこころにつかずは、さても止やみねかし。

◇　「それでは、適当な機会に、物越しにお話申し上げなさって、お気に召さなかったら、そのまま終わってしまってよし。

■　また、さるべきにて、仮かりにもおはし通かよはむを、とがめたまふべき人ひとなし」

◇　また、ご縁があって、一時的にでもお通いになるとしても、誰もお咎めなさるはずの方もいない」

■　など、あだめきたるはやり心ごころはうち思おもひて、父君ちちぎみにも、かかる事ことなども言いはざりけり2。

◇　などと、色事にかけては軽率な性分でふと考えて、父君にも、このようなことなど、話さなかったのであった。


1 【さらば】以下「人なし」まで、命婦の心中。

2 【父君にもかかる事なども言はざりけり】『集成』は「命婦の父、兵部の大輔。この書き方から、兵部の大輔は末摘花の兄かとも考えられる」と注す。


末摘花．１．５．９

■　八月二十余日1はちぐわちにじふよにち、宵過よひすぐるまで待またるる月つきの心こころもとなきに2、星ほしの光ひかりばかりさやけく、松まつの梢吹こずゑふく風かぜの音心細おとこころぼそくて、いにしへの事語ことかたり出いでて、うち泣なきなどしたまふ3。

◇　八月二十日過ぎ、夜の更けるまで待ち遠しい月の出の遅さに、星の光ばかりさやかに照らし、松の梢を吹く風の音も心細くて、昔のことをお話し出しなさって、お泣きになったりなどなさる。

■　「いとよき折をりかな4」

◇　「ちょうど良い機会だ」

■　と思おもひて、御消息おほむせうそこや聞きこえつらむ5、例れいのいと忍しのびておはしたり。

◇　と思って、ご案内を差し上げたのだろうか、いつものようにお忍びでいらっしゃった。


1 【八月二十余日】季節は、中秋八月の下旬となる。

2 【待たるる月の心もとなきに】『源氏釈』は「下にのみ恋ふれば苦し山の端に出で来る月のあらはればいかに」（古今六帖第一、雑の月）、第四句「またるる月の」とある和歌を引歌として指摘する。

3 【いにしへの事語り出でてうち泣きなどしたまふ】主語は末摘花。

4 【いとよき折かな】命婦の心。

5 【御消息や聞こえつらむ】語り手の挿入句。命婦が源氏にご案内を差し上げたのだろうかの意。


末摘花．１．５．１０

■　月つきやうやう出いでて、荒あれたる籬まがきのほどうとましくうち眺ながめたまふに、琴1きんそそのかされて2、ほのかにかき鳴ならしたまふほど、けしうはあらず3。

◇　月がようやく出て、荒れた垣根の状態を気味悪く眺めていらっしゃると、琴を勧められて、かすかにお弾きになるのは、悪くはない。

■　「すこし、け近ぢかう4今いまめきたる気けをつけばや」

◇　「もう少し、親しみやすい、今風の感じを加えたいものだ」

■　とぞP11、乱みだれたる心こころには、心こころもとなく思おもひゐたる。

◇　と、蓮っ葉な性分から、じれったく思っていた。

■　人目ひとめしなき所ところなれば、心こころやすく入いりたまふ。

◇　人目のない邸なので、安心してお入りになる。

■　命婦みゃうぶを呼よばせたまふ。

◇　命婦をお呼ばせになる。

■　今いましもおどろき顔がほに、

◇　今初めて、気がついた顔して、


P11 ばや」とぞ--はや（や/+と）そ

1 【琴】大島本「きむ」と仮名表記。七絃琴をさす。

2 【そそのかされて】「れ」（受身の助動詞）。末摘花が命婦から琴を勧められての意。

3 【けしうはあらず】源氏と語り手の感想が一体化した表現。『完訳』は「源氏の感想」と解す。

4 【すこしけ近う】以下「気をつけばや」まで、命婦の感想。『完訳』は「以下、命婦の評」と注す。これを受【命婦を呼ばせたまふ】−「せ」（使役の助動詞）。源氏が取次の女房をして命婦を呼ばせなさる意。


末摘花．１．５．１１

■　「いとかたはらいたきわざかな1。

◇　「とても困りましたわ。

■　しかしかこそ2、おはしましたなれ。

◇　これこれということで、お越しあそばしたそうですわ。

■　常つねに、かう恨うらみきこえたまふを、心こころにかなはぬ3由よしをのみ、いなびきこえはべれば4、

◇　いつも、このようにお恨み申していらっしゃったが、一存ではまいらぬ旨ばかり、お断り申しておりますので、

■　『みづからことわりも聞きこえ知しらせむ』

◇　『自身でお話をおつけ申し上げよう』

■　と、のたまひわたるなり。

◇　とかねておっしゃっていたのです。

■　いかが聞きこえ返かへさむ。

◇　どのようにお返事申し上げましょうか。

■　なみなみのたはやすき御おほむふるまひならねば、心苦こころぐるしきを。

◇　並大抵の軽いお出ましではありませんので、困ったことで。

■　物越ものごしにて、聞きこえたまはむこと、聞きこしめせ6」

◇　物越しにでも、おっしゃるところを、お聞きあそばしませ」


1 【いとかたはらいたきわざかな】以下「聞こしめせ」まで、命婦の詞。

2 【しかしかこそ】命婦が姫君に説明した内容、実際には詳しく説明したのだが、語り手が省略して「しかしか」と言ったもの。『古典セレクション』は「しかじか」と濁音で読む。「江戸時代以後シカジカと濁音化した」（岩波古語辞典）。

3 【心にかなはぬ】命婦の一存ではいかないの意。

4 【いなびきこえはべれば】命婦が源氏にお断り申し上げておりますとの意。

5? 【みづからもことわりも聞こえ知らせむ】源氏の詞を引用。

6 【聞こえたまはむこと聞こしめせ】源氏が末摘花に申し上げなさるところをお聞き入れあそばしませの意。


末摘花．１．５．１２

■　と言いへば、いと恥はづかしと思おもひて、

◇　と言うと、とても恥ずかしい、と思って、

末摘花．１．５．１３

■　「人ひとにもの聞きこえむやうも知しらぬを1」

◇　「人とお話する仕方などは知らないのに」


1 【人にもの聞こえむやうも知らぬを】末摘花の詞。


末摘花．１．５．１４

■　とて、奥おくざまへゐざり入いりたまふさま、いとうひうひしげなり1。

◇　と言って、奥の方へいざってお入りになる態度は、とてもうぶな様子である。

■　うち笑わらひて2、

◇　微笑んで、


1 【いとうひうひしげなり】語り手の末摘花に対するうぶだという評言。『集成』は「いかにもぎこちない」と解す。

2 【うち笑ひて】主語は命婦。


末摘花．１．５．１５

■　「いと若々わかわかしう1おはしますこそ、心苦こころぐるしけれ。

◇　「とても、子供じみていらっしゃいますのが、気がかりですわ。

■　限かぎりなき人ひとも、親おやなどおはしてあつかひ後見うしろみきこえたまふほどこそ、若わかびたまふもことわりなれ、かばかり心細こころぼそき御おほむありさまに、なほ世よを尽つきせず思おぼし憚はばかる2は、つきなうこそ」

◇　ご身分の高い方も、ご両親様が生きていらっして、手を掛けてお世話申していらっしゃる間なら、子供っぽくいらっしゃるのも結構ですが、このような心細いお暮らし向きで、相変わらず世間を知らずに引っ込み思案でいらっしゃるのは、よろしうございません」

■　と教をしへきこゆ。

◇　とお教え申し上げる。


1 【いと若々しう】以下「つきなうこそ」まで、命婦の詞。「若々し」は幼稚、心幼い、等の意。

2 【世を尽きせず思し憚る】「世」は男女の仲をさす。「尽きせず思し憚る」とはどこまでも引っ込み思案に振る舞うこと。


末摘花．１．５．１６

■　さすがに、人ひとの言いふことは強つようもいなびぬ御心みこころにて、

◇　何と言っても、人の言うことには強く拒まないご性質なので、

■　「答いらへきこえで1、ただ聞きけ、とあらば。

◇　「お返事申さずに、ただ聞いていよ、というのであれば。

■　格子かうしなど鎖さしてはありなむ」

◇　格子など閉めてお会いするならいいでしょう」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【答へきこえで】以下「ありなむ」まで、末摘花の詞。


末摘花．１．５．１７

■　「簀子すのこなどは2便びんなうはべりなむ。

◇　「簀子などでは失礼でございましょう。

■　おしたちて、あはあはしき御心みこころなどは、よも」

◇　強引で、軽薄なお振る舞いは、間違っても」

■　など、いとよく言いひなして、二間ふたまの際きはなる障子さうじ、手てづからいと強つよく鎖さして、御茵おほむしとねうち置おきひきつくろふ。

◇　などと、うまく言い含めて、二間の端にある障子を、自分で固く錠鎖して、お座蒲団を敷いて整える。


1? 【格子など鎖してありなむ】「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞）、閉めてならいいでしょうの意。末摘花は源氏を格子の向こう側、すなわち、簀子に迎えようと言う。

2 【簀子などは】以下「などはよも」まで、命婦の詞。簀子では失礼である、庇の間に迎え入れるべきことを言う。


末摘花．１．５．１８

■　いとつつましげに思おぼしたれど1、かやうの人ひとにもの言いふらむ心こころばへなども、夢ゆめに知しりたまはざりければ、命婦みゃうぶのかう言いふを、あるやうこそはと思おもひてものしたまふ。

◇　とても恥ずかしくお思いになっているが、このような方に応対する心得なども、まったくご存じなかったので、命婦がこのように言うのを、そういうものなのであろうと思って任せていらっしゃる。

■　乳母めのとだつ老おい人2びとなどは、曹司ざうしに入いり臥ふして、夕ゆふまどひしたるほどなり。

◇　乳母のような老女などは、部屋に入って横になってうつらうつらしている時分である。

■　若わかき人ひと、二に、三人3さむにんあるは、世よにめでられたまふ御おほむありさま4を、ゆかしきものに思おもひきこえて、心こころげさうしあへり。

◇　若い女房、二、三人いるのは、世間で評判高いお姿を、見たいものだとお思い申し上げて、期待して緊張し合っている。

■　よろしき御衣おほむぞたてまつり変かへ、つくろひきこゆれば、正身さうじみは、何なにの心こころげさうもなくておはす5。

◇　結構なご衣装にお召し替え申し、身繕い申し上げると、ご本人は、何の頓着もなくいらっしゃる。


1 【いとつつましげに思したれど】主語は末摘花。

2 【乳母だつ老い人】『完訳』は「乳母の代りのような老女。身辺を世話し教育する乳母はいない」と注す。

3 【若き人二三人】若い女房である。

4 【世にめでられたまふ御ありさま】源氏をさす。

5 【何の心げさうもなくておはす】先に若い女房が「心げさうしあへり」とあり、当のご本人は「何の心げさうもなく」というように対照的に語られる。


末摘花．１．５．１９

■　男をとこはP12,1、いと尽つきせぬ御おほむさまを、うち忍しのび用意よういしたまへる御おほむけはひ、いみじうなまめきて、

◇　男は、まことこの上ないお姿を、お忍びで心づかいしていらっしゃるご様子、何とも優美で、

■　「見知みしらむ人ひとに2こそ見みせめ、栄はえあるまじきわたりを、あな、いとほし3」

◇　「風流を解する人にこそ見せたいが、見栄えもしない邸で、ああ、お気の毒な」

■　と、命婦みゃうぶは思おもへど、ただおほどかにものしたまふをぞ、

◇　と、命婦は思うが、ただおっとりしていらっしゃるのを、

■　「うしろやすう4、さし過すぎたることは見みえたてまつりたまはじ」

◇　「安心で、出過ぎたところはお見せ申さるまい」

■　と思おもひける。

◇　と思うのであった。

■　「わが常つねに5責せめられたてまつる罪つみさりごとに、心苦こころぐるしき人ひとの御おほむもの思おもひや出いでこむ」

◇　「自分がいつも責められ申していた責任逃れに、気の毒な姫の物思いが生じてきはしまいか」

■　など、やすからず思おもひゐたり。

◇　などと、不安に思っている。


P12 男は--おとゝ（ゝ/＆）こは

1 【男は】源氏をさす。恋の場面になって、「男」と呼称される。『集成』は「男女対座の場面ではしばしばこう呼ぶ」と注す。

2 【見知らむ人に】以下「いとほし」まで、命婦の心中。

3 【あないとほし】源氏への同情。

4 【うしろやすう】以下「見えたてまつりたまはじ」まで、命婦の心中。

5 【わが常に】以下「出でこむ」まで、命婦の心中。


末摘花．１．５．２０

■　君きみは、人ひとの御おほむほどを思おぼせば、

◇　君は、相手のご身分を推量なさると、

■　「されくつがへる1今様いまやうのよしばみよりは、こよなう奥おくゆかしう」

◇　「しゃれかえった当世風の風流がりやよりは、この上なく奥ゆかしい」

■　と思おぼさるるに、いたう2そそのかされて、ゐざり寄よりたまへるけはひ、忍しのびやかに、衣被えひの香かいとなつかしう薫かをり出いでて、おほどかなるを、

◇　と思い続けていたところ、たいそう勧められて、いざり寄っていらっしゃる様子、もの静かで、えびの薫香がとてもやさしく薫り出して、おっとりとしてしているので、

■　「さればよ3」

◇　「やはり思ったとおりであった」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　年としごろ思おもひわたるさまなど、いとよくのたまひつづくれど、まして近ちかき御答おほむいらへは絶たえてなし。

◇　長年恋い慕っている胸の中など、言葉巧みにおっしゃり続けるが、なおさら身近な所でのお返事はまったくない。

■　「わりなのわざや4」

◇　「どうにも困ったことだ」

■　と、うち嘆なげきたまふ。

◇　と、つい嘆息なさる。


1 【されくつがへる】以下「奥ゆかしう」まで、源氏の心中。

2 【奥ゆかしうと思さるるにいたう】『古典セレクション』は諸本に従って「奥ゆかし思しわたるにとかう」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする

3 【さればよ】源氏の心。

4 【わりなのわざや】『集成』は括弧で括り、「弱りましたね」と詞に解す。『完訳』等は地の文にする。


末摘花．１．５．２１

■　「いくそたび君きみがしじまにまけP13ぬらむ

ものな言いひそと言いはぬ頼たのみに1

のたまひも捨すててよかし2。

◇　「何度あなたの沈黙に負けたことでしょう

ものを言うなとおっしゃらないことを頼みとして

嫌なら嫌とおっしゃってくださいまし。

■　玉たまだすきS4苦くるし3」

◇　玉だすきでは苦しい」


P13 まけ--さ（さ/ま〈朱〉）

S4 ことならば思はずとやは言ひはてぬなぞ世の中の玉だすきなる（古今集俳諧歌-一〇三七　読み人しらず）

1 【いくそたび君がしじまにまけぬらむものな言ひそと言はぬ頼みに】源氏の姫君への贈歌。「しじま」は法華八講の論議の折、鐘を合図に沈黙することを「しじま」と言ったことにもとづく語。

2 【のたまひも捨ててよかし】以下「苦し」まで、歌に添えた詞。「のたまひ」「捨て」は、嫌だとおっしゃるの意。

3 【玉だすき苦し】『源氏釈』は「ことならば思はずとやはいひ果てむなぞ世の中の玉だすきなる」（古今集、俳諧、一〇三七、読人しらず）を指摘。はっきりおっしゃってくださらなくてはつらいの意。


末摘花．１．５．２２

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　女君をむなぎみの御乳母子おほむめのとご、侍従じじゅうとて、はやりかなる若人わかうど、

◇　女君の御乳母子で、侍従といって、才気走った若い女房は、

■　「いと心こころもとなう、かたはらいたし1」

◇　「とてもじれったくて、見ていられない」

■　と思おもひて、さし寄よりて、聞きこゆ。

◇　と思って、お側によって、お返事申し上げる。


1 【いと心もとなうかたはらいたし】侍従の心中。


末摘花．１．５．２３

■　「鐘かねつきてとぢめむことはさすがにて

答こたへまうきぞかつはあやなき1」

◇　「鐘をついて論議を終わりにするように

何も言うなとはさすがに言いかねますただお答えしにくいのが、何ともうまく説明できないのです」


1 【鐘つきてとぢめむことはさすがにて答へまうきぞかつはあやなき】侍従の代作した返歌。「鐘つきて」とは、源氏が「しじま」と詠み贈ったことに対する連想から。


末摘花．１．５．２４

■　いと若わかびたる声こゑの、ことに重おもりかならぬを、人伝ひとづてにはあらぬやうに聞きこえなせば、「ほどよりはあまえて1」と聞ききたまへど、

　「めづらしきが2、なかなか口くちP14ふたがるわざかな

　　言いはぬをも言いふにまさると知しりながら

　　おしこめたるは苦くるしかりけり3」

◇　とても若々しい声で、格別重々しくないのを、人伝てではないように装って申し上げると、「ご身分の割には馴れ馴れしいな」とお聞きになるが、

「珍しいことなのが、かえって言葉に窮しますよ。

何もおっしゃらないのは口に出して言う以上なのだとは知っていますが、

やはりずっと黙っていらっしゃるのは辛いものですよ」


P14 口--くれ（れ/＄ち）

1 【ほどよりはあまえて】姫君のご身分の割には馴れ馴れしいの意。

2 【めづらしきが】以下「わざかな」まで、源氏の詞。横山本、池田本、三条西家本は「めつらしきに」とある。肖柏本、書陵部本は大島本と同文。河内本は大島本と同文。別本の御物本は「めつらしき」、陽明文庫本は横山本等と同文である。『集成』は「めづらしきに」を採り、「はじめてのお返事なので」と解し、『完訳』は「めづらしきが」を採り、「この珍しいご返事は」と主格に解す。「に」の連用修飾が文意は通りやすいが、「が」の主格でも解せないことはない。『集成』『新大系』は「めづらしきに」までを地の文とし、「なかなか」以下を源氏の詞と解す。『完訳』は「めづらしきが」以下を「源氏の心に即した語り手の言葉」と解す。

3 【言はぬをも言ふにまさると知りながらおしこめたるは苦しかりけり】源氏の返歌。『源氏物語古注』は「心には下行く水の湧き返り言はで思ふぞ言ふにまされる」（古今六帖五）を指摘。


末摘花．１．５．２５

■　何なにやかやと、はかなきことなれど、をかしきさまにも、まめやかにものたまへど、何なにのかひなし。

◇　何やかやと、とりとめのないことであるが、関心を引くようにも、まじめなようにもおっしゃるが、何の反応もない。

■　「いとかかるも1、さまかはり、思おもふ方かたことにものしたまふ人ひとにや2」

◇　「まことにこんなに言うにも、態度が変わっていて、思う人が別にいらっしゃるのだろうか」

■　と、ねたくて、やをら押おし開あけて入いりたまひにけり3。

◇　と、癪になって、そっと押し開けて中に入っておしまいになった。


1 【いとかかるも】以下「人にや」まで、源氏の心中。

2 【思ふ方ことにものしたまふ人にや】『集成』は「世間の女とは違った考えの（男のことなど問題にしない）人かと」の意に解す。『完訳』は「気持が他の男にある意。一説には、考えることが普通とは異なる」の意に解す。二者択一というより両義性をもった表現。

3 【押し開けて入りたまひにけり】前に「二間の際なる障子手づからいと強く鎖して」とあったのと矛盾するようであるが、必ずしも施錠したわけではなかったと考えられる。


末摘花．１．５．２６

■　命婦みゃうぶ、

◇　命婦、

■　「あな、うたて。

◇　「まあ、ひどい。

■　たゆめたまへる1」

◇　油断させていらっしゃって」

■　と、いとほしければ、知しらず顔がほにて2、わが方かたへ往いにけり。

◇　と、気の毒なので、知らない顔をして、自分の部屋の方へ行ってしまった。

■　この若人わかうどども、はた、世よにたぐひなき御おほむありさまの音聞おとぎきに、罪つみゆるしきこえて、おどろおどろしうも嘆なげかれず、ただ、思おもひもよらずにはかにて、さる御心みこころもなきをぞ3、思おもひける。

◇　先程の若い女房連中、言うまでもない、世に例のない美しいお姿の評判の高さに、お咎め申し上げず、大げさに嘆くこともせず、ただ、思いも寄らず急なことで、何のお心構えもないのを、案じるのであった。


1 【あなうたてたゆめたまへる】命婦の心。源氏が今まで油断させていらっしゃったの意。

2 【いとほしければ知らず顔にて】命婦は、姫君に対して同情しながらも知らぬ顔をして、その場を逃げる。

3 【さる御心もなきをぞ】姫君のお心構えのないのをいう。


末摘花．１．５．２７

■　正身さうじみは、ただ我われにもあらず、恥はづかしくつつましきよりほかのことまたなければ、「今いまは1かかるぞあはれなるかし、まだ世馴よなれぬ人2ひと、うちかしづかれたる」と、見みゆるしたまふものから、心得こころえず、なまいとほしとおぼゆる御おほむさまなり3。何なにごとにつけてかは御心みこころのとまらむ、うちうめかれて5、夜深よぶかう出いでたまひぬ6。

◇　ご本人は、まったく無我夢中で、恥ずかしく身の竦むような思いの他は何も考えられないので、「最初はこのようなのがかわいいのだ。まだ世間ずれしていない人で、大切に育てられているのが」と、大目に見られる一方で、合点がゆかず、どことなく気の毒な感じに思われるご様子である。どのようなところにお心が惹かれるのだろうか、つい溜息をつかれて、夜もまだ深いうちにお出になった。


1 【今は】以下「かしづかれたる」まで、源氏の心中。

2 【まだ世馴れぬ人】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まだ世馴れぬ人の」と「の」を補入する。『新大系』は底本のままとする。

3 【御さまなり】姫君のご様子である。

4? 【何ごとにつけてかは御心とまらむ】語り手の挿入句。「かは」は反語の意を表す。姫君のどのようなところに、源氏のお心が惹かれましょうか、何もないの意。『集成』は「語り手の感想」と注す。『完訳』は「源氏の心に即した語り手の推測」と注す。「御心」は源氏の気持ち。

5 【うちうめかれて】主語は源氏。『完訳』は「これまでの大きな期待が萎えて、ついため息がでる」と注す。大きな落胆失望の気持ち。

6 【夜深う出でたまひぬ】「夜深く」帰るのは異例なこと。気持ちが十分進まなかった証拠である。


末摘花．１．５．２８

■　命婦みゃうぶは、

◇　命婦は、

■　「いかならむ」

◇　「どうなったのだろう」

■　と、目覚めさめて、聞きき臥ふせりけれど、

◇　と、目を覚まして、横になって聞き耳を立てていたが、

■　「知しり顔がほならじ1」

◇　「知らない顔していよう」

■　とてP15、

◇　と考えて、

■　「御送おほむおくりに2」

◇　「お見送りを」

■　とも、声こわづくらず。

◇　と、指図もしない。

■　君きみも、やをら忍しのびて出いでたまひにけり。

◇　君も、そっと目立たぬようにお帰りになったのであった。


P15 とて--と（と/+て）

1 【知り顔ならじ】命婦の心。『完訳』は「ここは源氏の失望を察し、ばつが悪くて、そら寝している」意と解す。

2 【御送りに】姫君の側近の女房は男君の帰りの際には他の女房たちに声をかけるもの。しかし、命婦は実際にはそれを口に出して言わない。


第六段　その後、訪問なく秋が過ぎる

末摘花．１．６．１

■　二条院にでうのゐんにおはして1、うち臥ふしたまひても、

◇　二条の院にお帰りになって、横におなりになっても、

■　「なほ思おもふにかなひがたき世よにこそ2」

◇　「やはり思うような女性に巡り合うことは難しいものだ」

■　と、思おぼしつづけて、軽かるらかならぬ人ひとの御おほむほどをP16、心苦こころぐるしとぞ思おぼしける。

◇　と、お思い続けになって、軽々しくないご身分のほどを、気の毒にお思いになるのであった。

■　思おもひ乱みだれておはするに、頭中将とうのちゅうじゃうおはして、

◇　あれこれと思い悩んでいらっしゃるところに、頭中将がいらして、


P16 御ほどを--御ほと（と/+を）

1 【二条院におはして】場面は二条院に変わる。

2 【なほ思ふにかなひがたき世にこそ】源氏の心。『集成』は「末摘花に夕顔の面影を求めたが失敗だったと」の意と注す。『完訳』は「姫君の身分の高さから、その関係をすぐに絶つのを不憫に思う」と注す。


末摘花．１．６．２

■　「こよなき2御朝寝おほむあさいかな。

◇　「ずいぶんな朝寝ですね。

■　ゆゑあらむかしとこそ、思おもひたまへらるれ」

◇　きっと理由があるのだろうと、存じられますが」

■　と言いへば、起おき上あがりたまひて、

◇　と言うと、起き上がりなさって、

■　「心こころやすき3独ひとり寝ねの床とこにて、ゆるびにけりや。

◇　「気楽な独り寝のため、寝過ごしてしまった。

■　内裏うちよりか」

◇　内裏からか」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「しか4。

◇　「ええ。

■　まかではべるままなり。

◇　退出して来たところです。

■　朱雀院すざくゐんの行幸5ぎゃうがう、今日けふなむ、楽人がくにん、舞人定まひびとさだめらるべきよし6、昨夜よべうけたまはりしを、大臣おとどにも伝つたへ申まうさむとてなむ、まかではべる。

◇　朱雀院への行幸は、今日、楽人や、舞人が決定される旨、昨晩承りましたので、大臣にもお伝え申そうと思って、退出して来たのです。

■　やがて帰かへり参まゐりぬべうはべり」

◇　すぐに帰参しなければなりません」

■　と、いそがしげなれば、

◇　と、急いでいるようなので、

■　「さらば、もろともにP17,7」

◇　「それでは、ご一緒に」

■　とて、御粥おほむかゆ、強飯召こはいひめして、客人8まらうとにも参まゐりたまひて、引ひき続つづけたれど、一ひとつにたてまつりて9、

◇　と言って、お粥や、強飯を召し上がって、客人にも差し上げなさって、お車を連ねたが、一台に相乗りなさって、

■　「なほ、いとねぶたげなり10」

◇　「まだ、とても眠そうだ」

■　と、とがめ出いでつつ、

◇　と咎め咎めして、

■　「隠かくいたまふこと多おほかり11」

◇　「お隠しになっていることがたくさんあるのでしょう」

■　とぞ、恨うらみきこえたまふ。

◇　と、お恨み申し上げなさる。


P17 もろともに--もろと（と/+も）に

1? 【軽からぬ人】末摘花をさす。故常陸宮の姫君という身分である。

2 【こよなき】以下「思ひたまへらるれ」まで、頭中将の源氏へのからかいを交えた詞。

3 【心やすき】以下「内裏よりか」まで、源氏の詞。

4 【しか】以下「参りぬべうはべり」まで、頭中将の返事。

5 【朱雀院の行幸】桐壷帝の朱雀院への行幸。「若紫」巻に「神無月に朱雀院の行幸あるべし」とあったのと同じ行幸をさす。行幸は「ぎやうがう」と濁音で読む。

6 【今日なむ楽人舞人定めらるべきよし】大島本「かく人」に「ヒト」と振り仮名がある。「若紫」巻に「舞人など、やむごとなき家の子ども、上達部、殿上人どもなども、そのかたにつきづきしきは、みな選らせたまへれば」とあったのと重なる記事である。

7 【さらばもろともに】源氏の詞。一緒に宮中へ行こう、の意

8 【客人】頭中将をさす。「まらうと」と清音で読む。

9 【引き続けたれど一つにたてまつりて】車をさす。車を二台連ねて引かせているが、一台に相乗りした。

10 【なほいとねぶたげなり】頭中将の源氏をからかった詞。

11 【隠いたまふこと多かり】頭中将の恨み詞。


末摘花．１．６．３

■　事ことども多おほく定さだめらるる日ひにて、内裏うちにさぶらひ暮くらしたまひつ。

◇　事柄が多く取り決められる日なので、一日中宮中においでになった。

■　かしこには1、文ふみをだに2と、いとほしく思おぼし出いでて、夕ゆふつ方かたぞありける3。

◇　あちらには、せめて後朝の文だけでもと、お気の毒にお思い出しになって、夕方にお出しになった。

■　雨降あめふり出いでて、ところせくもあるに、笠宿かさやどりせむと4、はた、思おぼされずやありけむ5。

◇　雨が降り出して、面倒な上に、雨宿りしようとは、とてもなれなかったのであろうか。

■　かしこには、待まつほど過すぎて、命婦みゃうぶも、

◇　あちらでは、後朝の文の来る時刻も過ぎて、命婦も、

■　「いといとほしき御おほむさまかな」

◇　「とてもお気の毒なご様子だ」

■　と、心憂こころうく思おもひけり。

◇　と、情けなく思うのであった。

■　正身さうじみは、御心みこころのうちに恥はづかしう思おもひたまひて、今朝けさの御文おほむふみの暮くれぬれど、なかなか、咎とがとも6思おもひわきたまはざりけり。

◇　ご本人は、お心の中で恥ずかしくお思いになって、今朝のお文が暮れてしまってから来たのも、かえって、非礼ともお気づきにならないのであった。


1 【かしこには】末摘花邸をさす。

2 【文をだに】後朝の文をさす。「だに」（副助詞）によって、せめて手紙だけでも、という源氏の末摘花に気乗りしない気持ちが表されている。

3 【夕つ方ぞありける】後朝の文としては遅過ぎる時刻。夕方に手紙があるということは、その夜は行けないので、手紙で済ますというわけである。新婚三日間は毎夜通い続けるのが当時の習俗、源氏はそれを第一夜限りでやめた。

4 【笠宿りせむと】『源氏釈』は「婦が門夫が門行き過ぎかねてや我が行かば肱笠の肱笠の雨もや降らなむ郭公雨やどり笠やどり舎りてまからむ郭公」（催馬楽「婦が門」）を指摘する。前に命婦が「いでや、さやうにをかしき方の御笠宿りには、えしもや」と言ったのと呼応させた表現。

5 【はた思されずやありけむ】語り手の感情移入をこめた挿入句。『孟津抄』は「草子地也」と指摘。

6 【咎とも】『集成』『新大系』は「作法に外れているとも」の意に解し、『完訳』は「気になさる」という意に解す。


末摘花．１．６．４

■　「夕霧ゆふぎりの晴はるるけしきもまだ見みぬに

いぶせさそふる宵よひの雨あめかな1

◇　「夕霧が晴れる気配をまだ見ないうちに

さらに気持ちを滅入らせる宵の雨まで降ることよ


1 【夕霧の晴るるけしきもまだ見ぬにいぶせさそふる宵の雨かな】源氏の贈歌。「夕霧の晴るる気色」は末摘花の気持ちを喩える。


末摘花．１．６．５

■　雲間1待くもままち出いでむほど、いかに心こころもとなう」

◇　雲の晴れ間を待つ間は、何とじれったいことでしょう」

■　とあり。

◇　とある。

■　おはしますまじき御みけしきを、人ひとびと胸むねつぶれて思おもへど、

◇　いらっしゃらないらしいご様子を、女房たちは失望して悲しく思うが、

■　「なほ、聞きこえさせたまへ2」

◇　「やはり、お返事は差し上げあそばしませ」

■　と、そそのかしあへれど、いとど思おもひ乱みだれたまへるほど3にて、え型かたのやうにも続つづけたまはねば、

◇　と、お勧めしあうが、ますますお思い乱れていらっしゃる時で、型通りにも返歌がおできになれないので、

■　「夜更よふけぬ4」

◇　「夜が更けてしまいます」

■　とて、侍従じじゅうぞ、例れいの教をしへきこゆる5。

◇　と言って、侍従が、いつものようにお教え申し上げる。


1 【雲間】以下「心もとなう」まで、和歌に添えた文。相手が心を開くのを待つもどかしさ。

2 【なほ聞こえさせたまへ】女房たちの詞。やはりお返事をなさいませ、の意。

3 【いとど思ひ乱れたまへるほど】主語は末摘花。

4 【夜更けぬ】女房の催促の詞。「ぬ」（完了の助動詞、確述）、夜が更けてしまいそうですの意。

5 【侍従ぞ例の教へきこゆる】侍従がいつものとおり姫君に返歌を教え申し上げるの意だが、この場合は、歌の文句だけを教えて、紙の選び方や筆法までは関知しなかったようである。


末摘花．１．６．６

■　「晴はれぬ夜よの月待つきまつ里さとを思おもひやれ

同おなじ心こころに眺ながめせずとも1」

◇　「雨雲の晴れない夜の月を待っている人を思いやってください

わたしと同じ気持ちで眺めているのでないにしても」


1 【晴れぬ夜の月待つ里を思ひやれ同じ心に眺めせずとも】末摘花の返歌。源氏の「晴るる」を踏まえて「晴れぬ夜の」と詠み返す。「月」は源氏を譬え、「里」は自分を喩える。「ながめ」は「眺め」と「長雨」の掛詞。贈答歌の作法にかなった技巧的な和歌である。


末摘花．１．６．７

■　口々くちぐちに責せめられて、紫むらさきの紙かみの、年経としへにければ灰はひおくれ1古ふるめいたるに、手てはさすがに文字強もじつよう、中なかさだの筋すぢにて、上下等かみしもひとしく2書かいたまへり。

◇　口々に責められて、紫色の紙で、古くなったので灰の残った古めいた紙に、筆跡は何といっても文字がはっきりと書かれた、一時代前の書法で、天地を揃えてお書きになっている。

■　見みるかひなううち置おきたまふ3。

◇　見る張り合いもなくお置きになる。


1 【灰おくれ】紫の紙は灰を交ぜて作るので、古くなった紙面に灰が残っている状態をいう。

2 【文字強う中さだの筋にて上下等しく】一時代前の書法で、文字は強くしっかりと、紙の天地を等しく揃えて改行して書いた書法。

3 【見るかひなううち置きたまふ】場面は一転して、源氏の居所。主語は源氏。


末摘花．１．６．８

■　いかに思おもふらむ1と思おもひやるも、安やすからず2。

◇　どのように思っているだろうか、と想像するにつけても、気が落ち着かない。

■　「かかることを3、悔くやしなどは言いふにやあらむ。

◇　「このようなことを、後悔されるなどと言うのであろうか。

■　さりとていかがはせむ4。

◇　そうかといってどうすることもできない。

■　我われは、さりとも5、心長こころながく見果みはててむ6」

◇　自分は、それはそれとしてともかくも、気長に最後までお世話しよう」

■　と、思おぼしなす御心みこころを知しらねば7、かしこにはいみじうぞ嘆なげいたまひける。

◇　と、お思いになるお気持ちを知らないので、あちらではひどく嘆くのであった。


1 【いかに思ふらむ】源氏の心。今夜行かないことを姫君はどうお思いであろうかの意。

2 【思ひやるも安からず】主語は源氏。

3 【かかることを】以下「見果ててむ」まで、源氏の心。

4 【いかがはせむ】反語表現。どうしよう、どうすることもできないの意。

5 【さりとも】『集成』は「何があっても」の意と解し、『完訳』は「そう考えてみたところで」の意と解す。

6 【見果ててむ】末摘花を生涯お世話しよう、結婚関係を続けよう、の意。

7 【と思しなす御心を知らねば】主語は末摘花に切り替わる。源氏の「--なす」という気持ちを末摘花は知らない。


末摘花．１．６．９

■　大臣おとど、夜よるに入いりてまかでたまふに、引ひかれたてまつりて1、大殿おほいどのにおはしましぬ。

◇　大臣が、夜になって退出なさるのに、伴われなさって、大殿にいらっしゃった。

■　行幸ぎゃうがうのことを興きょうありと思おもほして、君きみたち集あつまりて、のたまひ、おのおの舞まひども習ならひたまふを、そのころのことにて過すぎゆく。

◇　行幸の事をおもしろいとお思いになって、ご子息達が集まって、お話なさったり、それぞれ舞いをお習いになったりするのを、そのころの日課として日が過ぎて行く。


1 【引かれたてまつりて】「たてまつり」（謙譲の補助動詞）、源氏が左大臣に敬意を表した表現。


末摘花．１．６．１０

■　ものの音ねども、常つねよりも耳みみかしかましくて1、かたがたいどみつつ、例れいの御遊おほむあそびならず、大篳篥おほひちりき、尺八さくはちの笛ふえなどの大声おほごゑを吹ふき上あげつつ、太鼓たいこをさへ高欄かうらんのもとにまろばし寄よせて、手てづからうち鳴ならし、遊あそびおはさうず。

◇　いろいろな楽器の音が、いつもよりもやかましくて、お互いに競争し合って、いつもの合奏とは違って、大篳篥、尺八の笛の音などが大きな音を何度も吹き上げて、太鼓までを高欄の側にころがし寄せて、自ら打ち鳴らして、演奏していらっしゃる。


1 【耳かしかましくて】『集成』『新大系』は清音に読む。『古典セレクション』は「耳かしがましくて」と濁音に読んでいる。「カシカマシイ（和英語林集成）」（岩波古語辞典）。


末摘花．１．６．１１

■　御おほむいとまなきやうにて、せちに思おぼす所ところばかりにこそ、盗ぬすまはれたまへれP18,1、かのわたり2には、いとおぼつかなくてP19、秋暮あきくれ果はてぬ3。

◇　お暇もないような状態で、切に恋しくお思いになる所だけには、暇を盗んでお出掛けになったが、あの辺りには、すっかり御無沙汰で、秋も暮れてしまった。

■　なほ頼たのみ来こしかひなくて過すぎゆく4。

◇　相変わらず頼りない状態で月日が過ぎて行く。


P18 たまへれ--たまへ（へ/+れ）

P19 おぼつかなくて--をほつかなく（く/+て）

1 【盗まはれたまへれ】大島本「ぬすまはれ給へ（へ＋れ）」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「盗まはれたまへ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【かのわたり】末摘花邸をさす。

3 【秋暮れ果てぬ】晩秋の九月もすっかり終わる。

4 【頼み来しかひなくて過ぎゆく】末摘花邸では源氏の来訪の期待もむなしく月日が過ぎて行くの意。


第七段　冬の雪の激しく降る日に訪問

末摘花．１．７．１

■　行幸近ぎゃうがうちかくなりて、試楽しがくなどののしるころぞ、命婦みゃうぶは参まゐれる。

　「いかにぞ」など、問とひたまひて、いとほしとは思おぼしたり。ありさま聞きこえて1、

　「いとかう2、もて離はなれたる御心みこころばへは、見みたまふる人ひとさへ、心苦こころぐるしく」

　など、泣なきぬばかり思おもへり。「心こころにくくもてなして3止やみなむと思おもへりしことを、くたいてける4、心こころもなくこの人5ひとの思おもふらむ」をさへ思おぼす。正身さうじみの、ものは言いはで、思おぼしうづもれたまふらむさま、思おもひやりたまふも、いとほしければ、

　「いとまなきほどぞや。わりなし」と、うち嘆なげいたまひて、「もの思おもひ知しらぬ7やうなる心こころざまを、懲こらさむと思おもふぞかし」

　と、ほほ笑ゑみたまへる、若わかううつくしげなれば、我われも8うち笑ゑまるる心地ここちして、「わりなの9、人ひとに10恨うらみられたまふ11御齢おほむよはひや。思おもひやり少すくなう、御心みこころのままならむも、ことわり」と思おもふ。

　この御おほむいそぎのほど過すぐしてぞ、時々ときどきおはしける。

◇　行幸が近くなって、試楽などで騒いでいるころ、命婦は参内していた。

「どうであるか」などと、お尋ねになって、気の毒だとはお思いになっていた。様子を申し上げて、

「とてもこのように、お見限りのお気持ちは、側でお仕えしている者たちまでが、お気の毒で」

などと、今にも泣き出しそうに思っている。「奥ゆかしく思っているところで止めておこうとしたのを、台無しにしてしまったのを、思いやりがないとこの人は思っているだろう」とまでお思いになる。ご本人が、何もおっしゃらないで、思い沈んでいらっしゃるだろう有様、ご想像なさるにつけても、お気の毒なので、

「忙しい時だよ、やむをえない」と、嘆息なさって、「人情というものを少しも理解してないような気性を、懲らしめようと思っているのだよ」

と、にこりなさっているのが、若々しく美しそうなので、自分もつい微笑まれる気がして、「困った、人に恨まれなさる、お年頃だ。相手の気持ちを察することが足りなくて、ご自分のお気持ち次第というのも、もっともだ」と思う。

この行幸のご準備の時期を過ぎてから、時々お越しになるのであった。


1 【ありさま聞こえて】主語は命婦。

2 【いとかう】以下「心苦しく」まで、命婦の詞。「見たまふる」（下二段、謙譲の補助動詞）の主語は命婦。

3 【心にくくもてなして】以下「思ふらむ」まで、源氏が命婦の考えを忖度した文。しかしそれを受ける引用句はなく地の文に続く。「止みなむと」の主語は命婦。命婦が源氏に末摘花を奥ゆかしいと思わせた程度のところでやめにしたいと考えていたの意。

4 【くたいてける】「くたいて」は「腐して」の音便形、清音。台無しにするの意。読点で切り、目的格となって、下文に続く。

5 【この人】命婦をさす。

6? 【いとまなきほとぞやわりなし】源氏の詞。『集成』は「忙しい時なのだ。弱るね」のニュアンスに解し、『完訳』は「忙しくて暇な時がないのでね。困ったな」のニュアンスに解す。

7 【もの思ひ知らぬ】以下「思ふぞかし」まで、源氏の冗談を交えた詞。「物思ひ」について『集成』は「恋の道」と注し、『完訳』は「人の情け」と訳す。

8 【我も】命婦をさす。

9 【わりなの】以下「ことわり」まで、命婦の心中。

10 【人に】女性にの意。

11 【恨みられたまふ】主語は源氏。「られ」（受身の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）、女性から恨まれなさるの意。


末摘花．１．７．２

■　かの紫むらさきのゆかり1、尋たづねとりたまひて2、そのうつくしみに心入こころいりたまひて、六条ろくでうわたりにだに3、離かれまさりたまふめれば、まして荒あれたる宿やどは、あはれに思おぼしおこたらずながら、もの憂うきぞ、わりなかりけると4、ところせき御おほむもの恥はぢを見みあらはさむの御心みこころも、ことになうて過すぎゆくを、またうちかへし、

◇　あの紫のゆかり、手に入れなさってからは、そのかわいがりを一心になさって、六条辺りにさえ、一段と遠のきなさるらしいので、ましてや荒れた邸は、気の毒と思う気持ちは絶えずありながらも、億劫になるのはしかたのないことであったと、大げさな恥ずかしがりやの正体を見てやろうというお気持ちも、特別なくて過ぎて行くのを、又一方では、思い返して、

■　「見みまさりするやうも5ありかし。

◇　「よく見れば良いところも現れて来はしまいか。

■　手てさぐりのたどたどしきに、あやしう、心得こころえぬこともあるにや。

◇　手だ触った感触でははっきりしないので、妙に、腑に落ちない点があるのだろうか。

■　見みてしがな」

◇　見てみたいものだ」

■　と思おもほせど、けざやかにとりなさむもまばゆし。

◇　とお思いになるが、あからさまに見るのも気が引ける。

■　うちとけたる宵居よひゐのほど、やをら入いりたまひて、格子かうしのはさまより見みたまひけり6。

◇　気を許している宵時に、静かにお入りになって、格子の間から御覧になったのであった。


1 【かの紫のゆかり】「若紫」巻の紫の君をさす。「紫のゆかり」という呼称は藤壺の縁者という意である。

2 【尋ねとりたまひて】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「尋ねとりたまひては」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま。

3 【六条わたりにだに】「夕顔」巻の六条辺りの御方をさす。

4 【わりなかりけると】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「わりなかりける」と「と」を削除する。『新大系』は底本のまま。

5 【見まさりするやうも】以下「見てしがな」まで、源氏の心。

6 【格子のはさまより見たまひけり】以下、源氏の目を通して語る。


末摘花．１．７．３

■　されど、みづから1は見みえたまふべくもあらず。

◇　けれども、ご本人の姿はお見えになるはずもない。

■　几帳きちゃうなど、いたく損そこなはれたるものから、年経としへにける立たちど変かはらず、おしやりなど乱みだれねば、心こころもとなくて2、御達四ごたちし、五人ごにんゐたり。

◇　几帳など、ひどく破れてはいたが、昔ながらに置き場所を変えず、動かしたりなど乱れてないので、よく見えなくて、女房たち四、五人座っている。

■　御台みだい、秘色3ひそくやうの唐土もろこしのものなれど、人悪ひとわろきに、何なにのくさはひもなく4あはれげなる、まかでて人ひとびと食くふ5。

◇　お膳、青磁らしい食器は舶来物だが、みっともなく古ぼけて、お食事もこれといった料理もなく貧弱なのを、退がって来て女房たちが食べている。


1 【みづから】姫君をさす。

2 【心もとなくて】見えなくての意。

3 【御台秘色】御台はお膳、秘色の食器とは青磁の器をいう。

4 【なにのくさはひもなく】これといった料理の品数がない意。

5 【まかでて人びと食ふ】女房たちが姫君の側から下がって食べている。


末摘花．１．７．４

■　隅すみの間まばかりにぞ、いと寒さむげなる女をむなばら、白しろき衣きぬのいひしらず煤すすけたるに、きたなげなる褶引しびらひき結ゆひつけたる腰こしつき、かたくなしげなり1。

◇　隅の間の方に、とても寒そうな女房が、白い着物で譬えようもなく煤けた上に、汚らしい褶を纏っている腰つき、いかにも不体裁である。

■　さすがに2櫛くしおし垂たれて挿さしたる額ひたひつき3、内教坊ないけうばう、内侍所ないしどころのほどに、かかる者ものども4あるはやと、をかし5。

◇　それでも、櫛を前下がりに挿している額つきは、内教坊、内侍所辺りに、このような連中がいたことよと、おかしい。

■　かけても、人ひとのあたりに近ちかうふるまふ者ものとも知しりたまはざりけり。

◇　夢にも、宮家でお側にお仕えしているとはご存知なかった。


1 【かたくなしげなり】『集成』は「いかにも旧弊である」の意に解す。『完訳』は「物語制作時代には日常生活で裳や褶を着用しないのが一般的。「かたくなしげ」は、そうした古風を頑固に守っている不体裁をいう」と注す。

2 【さすがに】いかにみすぼらしいとはいっても宮家らしくのニュアンス。

3 【櫛おし垂れて挿したる額つき】櫛押し垂れて。櫛をずり落ちそうに挿している恰好をいう。これも古式を守っている宮家の風習。しかし時代遅れの不体裁な様子。

4 【かかる者ども】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かかる者どもの」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま。

5 【あるはやとをかし】「はや」は、源氏の感動。地の文がいつの間にか源氏の心内文に変わって文が結ばれる。


末摘花．１．７．５

■　「あはれ、さも寒さむき年としかな1。

◇　「ああ、何とも寒い年ですね。

■　命長いのちながければS5,2、かかる世よにもあふものなりけり」

◇　長生きすると、このような辛い目にも遭うのですね」

■　とて、うち泣なくもあり。

◇　と、言って泣く者もいる。

■　「故宮こみやおはしましし世よを3、などてからしと思おもひけむ。

◇　「故宮様が生きていらしたころを、どうして辛いと思ったのでしょう。

■　かく頼たのみなくても過すぐるものなりけり」

◇　このように頼りない状態でも生きて行けるものなのですね」

■　とて、飛とび立たちぬべくS6ふるふもあり4。

◇　と言って、飛び上がりそうにぶるぶる震えている者もいる。


S5 寿則辱多（荘子、天地）

S6 世の中を憂しとやさしと思へども飛び立ちかねつ鳥にしあらねば（万葉集五-八九七　山上憶良）

1 【あはれさも寒き年かな】以下「世にもあふものなりけり」まで、女房の詞。「夕顔」巻に夕顔の宿の隣の卑しい男たちが「あはれ、いと寒しや」「今年こそ、なりはひにも頼むところすくなく、田舎の通ひも思ひかけねば、いと心細けれ。北殿こそ、聞きたまふや」（第四章二段）と言っていたのが想起される。冬季の寒さだけでない、貧しい生活の様子。

2 【命長ければ】長生きをすると辛い思いをすることが多い。『荘子』の「寿ければ則ち辱多し」が古来指摘されている。

3 【故宮おはしましし世を】以下「すくる物なりけり」（５行）まで、女房の詞。

4 【飛び立ちぬべくふるふもあり】『河海抄』は「世の中を憂しとやさしと思へども飛び立ちかねつ鳥にしあらねば」（万葉集、貧窮問答歌、山上憶良）を指摘。


末摘花．１．７．６

■　さまざまに人悪ひとわろきことどもを、愁うれへあへるを聞ききたまふも、かたはらいたければ、たちのきて、ただ今いまおはするやうにて、うちたたきたまふ。

◇　あれこれと体裁の悪いことを、愚痴こぼし合っているのをお聞きになるのも、気が咎めるので、退いて、ちょうど今お越しになったようにして、お叩きになさる。

■　「そそや1」

◇　「それ、それ」

■　など言いひて、火ひとり直なほし、格子放かうしはなちて入いれたてまつる。

◇　などと言って燈火の向きを変え、格子を外してお入れ申し上げる。


1 【そそや】女房の詞。注意を促す言葉。それそれ、殿のお来しですよの意。


末摘花．１．７．７

■　侍従じじゅうは、斎院1さいゐんに参まゐり通かよふ若人わかうどにて、この頃ごろはなかりけり。

◇　侍従は、斎院にお勤めする若い女房なので、最近はいないのであった。

■　いよいよあやしうひなびたる限かぎりにて、見みならはぬ心地ここちぞする2。

◇　ますます奇妙で野暮ったい者ばかりで、勝手の違った感じがする。


1 【斎院】系図不明の人。

2 【見ならはぬ心地ぞする】主語は源氏。


末摘花．１．７．８

■　いとど、愁うれふなりつる雪1ゆき、かきたれいみじう降ふりけり。

◇　ますます、辛いと言っていた雪が、空を閉ざして激しく降って来た。

■　空そらの気色けしきはげしう、風吹かぜふき荒あれて、大殿油消おほとなぶらきえにけるを、ともしつくる人ひともなし。

◇　空模様は険しく、風が吹き荒れて、大殿油が消えてしまったのを点し直す人もいない。

■　かの、ものに襲おそはれし折2思をりおぼし出いでられて、荒あれたるさまは3劣おとらざめるを4、ほどの狭せばう、人気ひとけのすこしあるなどに慰なぐさめたれど、すごう、うたていざとき心地ここちする夜よるのさまなり。

◇　あの、魔物に襲われた時を自然とお思い出しになられて、荒れた様子は劣らないようだが、邸の狭い感じや、人気が少しあるなどで安心していたが、ぞっとするように怖く、寝つかれそうにない夜の有様である。


1 【愁ふなりつる雪】「なり」（伝聞推定の助動詞）「つる」（完了の助動詞）、前の「あはれさも寒き年かな」と言っていた女房たちの詞をうける。『完訳』は「以下、屋内外の暗くわびしい心象風景に転ずる」と注す。闇、雪、風などが描かれる。

2 【ものに襲はれし折】「夕顔」巻の某院での夕顔がもののけにとり殺された怪事件をさす。

3 【荒れたるさまは】以下「人気のすこしある」まで、源氏の心内文とも地の文とも解せるような文章が続く。

4 【劣らざめるを】「める」（推量の助動詞、視界内推量）、源氏の体験にもとづく推量。源氏と語り手の判断が一体化した表現。劣らないようなのをの意。


末摘花．１．７．９

■　をかしうもあはれにも、やうかへて、心こころとまりぬべきありさまを、いと埋うもれすくよかにて、何なにの栄はえなきを1ぞ、口惜くちをしう思おぼす。

◇　趣がありしみじみと胸を打つものがあり、普通とは違って、心に印象深く残るはずの風情なのに、ひどく引っ込み思案ですげないので、何の張り合いもないのを、残念にお思いになる。


1 【いと埋れすくよかにて何の栄えなきを】『集成』は「ただもう殻を閉ざすばかりで、愛嬌がなく、何の張合いもないのを」の意に解し、『完訳』は「ただ引込み思案で風流気がなく、まるでぱっとしないのを」の意に解す。


第八段　翌朝、姫君の醜貌を見る

末摘花．１．８．１

■　からうして1明あけぬるけしきなれば、格子手かうしてづから上あげたまひて2、前まへの前栽せんさいの雪ゆきを見みたまふ。

◇　やっと夜が明けた気配なので、格子をお手づから上げなさって、前の前栽の雪を御覧になる。

■　踏ふみあけたる跡あともなく3、はるばると荒あれわたりて、いみじう寂さびしげなるに、ふり出いでて行ゆかむこともあはれにて、

◇　踏みしめた跡もなく、広々と荒れわたって、ひどく寂しそうなので、振り捨てて帰って行くのも気の毒なので、

■　「をかしきほどの5空そらも見みたまへ。

◇　「風情のある空を御覧なさい。

■　尽つきせぬ御心みこころの隔へだてこそ、わりなけれ6」

◇　いつまでも打ち解けて下さらないお心が、困ります」

■　と、恨うらみきこえたまふ。

◇　と、お恨み申し上げなさる。

■　まだほの暗くらけれど、雪ゆきの光ひかりにいとどきよらに若わかう見みえたまふを、老おい人びとども笑ゑみさかえて見みたてまつる。

◇　まだほの暗いが、雪の光にますます美しく若々しくお見えになるのを、年老いた女房どもは、喜色満面に拝し上げる。


1 【からうして】『古典セレクション』は「からうじて」と濁音で読む。『集成』『新大系』は清音に読む。「カラウシテ（日葡辞書）」「古くはカラウシテと清音か」（岩波古語辞典）。

2 【格子手づから上げたまひて】主語は源氏。上半分の蔀格子だから、「上げたまひて」と濁音で読む。

3 【踏みあけたる跡もなく】常陸宮邸では出入りの貴族や下人などがいない。それゆえに雪も踏みしめられたり片付けられていない様子。「若紫」巻に紫の上が二条院に迎え取られて初めて目にした朝の様子が「立ち出でて、庭の木立、池の方など覗きたまへば、霜枯れの前栽、絵に描けるやうにおもしろくて、見も知らぬ四位、五位こきまぜに、隙なう出で入りつつ」（第三章三段）とあった。両邸の相違が顕著である。

4? 【ふり出でて行かむも】「ふり」に「降り」を掛ける。「降り」は「雪」の縁語。後朝の別れの場面。

5 【をかしきほどの】以下「わりなけれ」まで、源氏の詞。

6 【つきせぬ御心の隔てこそわりなけれ】「尽きせぬ隔て」は「いつまでもうちとけない心、態度」。「わりなけれ」は「困る、わけが分からない」の意。


末摘花．１．８．２

■　「はや出いでさせたまへ2。

◇　「早くお出であそばしませ。

■　あぢきなし。

◇　いけませんわ。

■　心こころうつくしきこそ」

◇　素直なのが」

■　など教をしへきこゆれば、さすがに、人ひとの聞きこゆることをえいなびたまはぬ御心3みこころにて、とかう引ひきつくろひて、ゐざり出いでたまへり。

◇　などとお教え申し上げると、何と言っても、人の申すことをお拒みになれないご性質なので、何やかやと身繕いして、いざり出でなさった。


1? 【いとどきよらに若うみ見えたまふ】主語は源氏。

2 【はや出でさせたまへ】以下「心うつくしきこそ」まで、女房の詞。素直なのがなによりだと姫君の行動を促す。

3 【さすがに人の聞こゆることをえいなびたまはぬ御心】末摘花の性質。前にも「さすがに人の言ふことは強うもいなびぬ御心にて」（第五段）とあった。


末摘花．１．８．３

■　見みぬやうにて1、外との方かたを眺ながめたまへれど、後目しりめはただならず。

◇　見ないようにして、外の方を御覧になっていらっしゃるが、横目は尋常でない。

■　「いかにぞ、うちとけまさりの、いささかもあらば2うれしからむ」

◇　「どんなであろうか、馴れ親しんで見たときに、少しでも良いところを発見できれば嬉しかろうが」

■　と思おぼすも、あながちなる御心みこころなりや3。

◇　と、お思いになるのも、身勝手なお考えというものであるよ。


1 【見ぬやうにて】主語は源氏。

2 【うちとけまさりのいささかもあらば】馴れ親しんで見たときに少しでも良い点があったらの意。

3 【あながちなる御心なりや】語り手の源氏の身勝手な態度に対する批評。『岷江入楚』所引三光院実枝説に「草子地也」とある。


末摘花．１．８．４

■　まづ、居丈ゐだけの1高たかく、を背長せながに見みえたまふに、

◇　まず第一に、座高が高くて、胴長にお見えなので、

■　「さればよ2」

◇　「やはりそうであったか」

■　と、胸むねつぶれぬ。

◇　と、失望した。

■　うちつぎて、あなかたはと見みゆるものは、鼻はななりけり。

◇　引き続いて、ああみっともないと見えるのは、鼻なのであった。

■　ふと目めぞとまる。

◇　ふと目がとまる。

■　普賢菩薩ふげんぼさつのの乗物3りものとおぼゆ。

◇　普賢菩薩の乗物と思われる。

■　あさましう高たかうのびらかに、先さきの方かたすこし垂たりて色いろづきたること、ことのほかにうたてあり。

◇　あきれて高く長くて、先の方がすこし垂れ下がって色づいていること、特に異様である。

■　色いろは雪恥ゆきはづかしく白しろうて真青さあをに、額ひたひつきこよなうはれたるに、なほ下しもがちなる面おもやうは、おほかたおどろおどろしう長ながきなるべし。

◇　顔色は、雪も恥じるほど白くまっ青で、額の具合がとても広いうえに、それでも下ぶくれの容貌は、おおよそ驚く程の面長なのであろう。

■　痩やせたまへること、いとほしげにさらぼひて、肩かたのほどなどは4、いたげなるまで衣きぬの上うへまで見みゆ。

◇　痩せ細っていらっしゃること、気の毒なくらい骨ばって、肩の骨など痛々しそうに着物の上から透けて見える。

■　「何なに残にのこりなう見みあらはしつらむ5」

◇　「どうしてすっかり見てしまったのだろう」

■　と思おもふものから、めづらしきさまのしたれば、さすがに、うち見みやられP20たまふ6。

◇　と思う一方で、異様な恰好をしているので、そうはいっても、ついつい目が行っておしまいになる。


P20 見やられ--みや（や/+ら）れ

1 【まづ居丈の】以下、源氏の目を通して語る末摘花の容姿。「ゐだけ」（居丈）と濁音で読む。

2 【さればよ】やはりそうであったか、と合点した気持ち。前に、最初の夜のその折に「心得ずなまいとほしとおぼゆる御さまなり」、またそれを回想した折に「手さぐりのたどたどしきに怪しう心得ぬこともあるにや」とあった文と呼応する。暗闇なかで手で触れた時に異様に感じていた。

3 【普賢菩薩の乗物】「普賢菩薩---白象に乗る---象の鼻華有り、其の茎譬へば赤真珠色の如し」（観普賢菩薩行法経）。

4 【肩のほどなどは】『古典セレクション』は諸本に従って「肩のほどなど」と「は」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま。

5 【何に残りなう見あらはしつらむ】源氏の心。後悔の気持ち。

6 【見やられたまふ】「られ」（自発の助動詞）、ついつい目が行っておしまいになる。


末摘花．１．８．５

■　頭かしらつき、髪かみのかかりはしも1、うつくしげにめでたしと思おもひきこゆる人ひとびと2にも、をさをさ劣おとるまじう、袿うちきの裾すそにたまりて引ひかれたるほど、一尺いちさくばかりあまりたらむと見みゆ。

◇　頭の恰好、髪の垂れ具合は、美しく素晴らしいとお思い申していた人々にも、少しも引けを取らず、袿の裾にたくさんあって引きずっている部分は、一尺ほど余っているだろうと見える。

■　着きたまへるものどもをさへ言いひたつるも、もの言いひさがなきやうなれど4、昔物語むかしものがたりにも、人ひとの御装束おほむさうぞくをこそまづ言いひためれ。

◇　着ていらっしゃる物まで言い立てるのも、口が悪いようだが、昔物語にも、人のお召し物についてはまっ先に述べているようだ。


1 【頭つき髪のかかりはしも】頭の格好（絵巻で見るような後から見た折の小さい三角形の形）と髪の長く豊かなことが末摘花の唯一の美点。「しも」（副助詞）は強調のニュアンスを添える。

2 【めでたしと思ひきこゆる人びと】主語は源氏。源氏が関係した女性たち中で。

3? 【着たまへるものを】以下「まづ言ひためれ」まで、語り手の挿入文。『休聞抄』は「紫式部かきつる心也」と指摘。『評釈』は「紫式部は、昔物語と違った方法で物語を書きたいと思っていた（中略）しかし、ここでは、断わり書をしてまでもどうしても書かざるを得なかった。それほどに姫君の衣装は世間離れしたものであった」と注す。

4 【もの言ひさがなきやうなれど】『完訳』は「口が悪すぎるとして、読者の反発を封じこめる語り口」と注す。


末摘花．１．８．６

■　聴ゆるし色1いろのわりなう上白うはじらみたる一襲ひとかさね、なごりなう黒くろき袿重うちきかさねて、表着うはぎには黒貂ふるきの皮衣2***、いときよらに香かうばしきを着きたまへり。

◇　聴し色のひどく古びて色褪せた一襲に、すっかり黒ずんだ袿を重ねて、上着には黒貂の皮衣、とてもつやつやとして香を焚きしめたのを着ていらっしゃる。

■　古代こたいのゆゑづきたる御装束おほむさうぞくなれど、なほ若わかやかなる女をむなの御おほむよそひには、似にげなうおどろおどろしきこと、いともてはやされたり。

◇　昔風の由緒ある御装束であるが、やはり若い女性のお召し物としては、似つかわしくなく仰々しいことが、まことに目立つ。

■　されど、げに3、この皮かはなうて、はた、寒さむからまし4と見みゆる御顔**ざまなるを、心苦こころぐるしと見みたまふ。

◇　しかし、なるほど、この皮衣がなくては、さぞ寒いことだろう、と見えるお顔色なのを、お気の毒とご覧になる。

◆　 
ゆるしいろ の わりなう うは じらみ たる ひと かさね、 なごり なう くろき うちき かさね て、 うはぎ に は ふるき の かはぎぬ いと きよら に かうばしき を き たまへ り。 こたい の ゆゑづき たる おほむ-さうぞく なれ ど、 なほ わかやか なる をむな の おほむ-よそひ に は、 にげなう おどろおどろしき こと、 いと もて-はやさ れ たり。 されど、 げに、 この かは なう て、 はた、 さむから まし と みゆる おほむ-かほさま なる を、 こころぐるし と み たまふ。


1 【聴し色】薄紅色。「禁色」の対。「禁色」は天皇・皇族に限られる濃い紫や紅色。「聴し色」はそれらの薄い色。

2 【黒貂の皮衣】黒貂の毛皮で作った衣服。.渤海国などからもたらされた舶来品。高貴な男性用物。一条朝には古風となる。

3 【げに】以下「寒からまし」まで、源氏の感想。

4 【はた寒からまし】「はた」（副詞）、「まし」（反実仮想の助動詞）。さぞ、寒いであろうの意。


末摘花．１．８．７

■　何なにごとも言いはれたまはず1、我われさへ2口閉くちとぢたる心地ここちしたまへど、例れいのしじまも心こころみむ3と、とかう聞きこえたまふに、いたう恥はぢらひて、口くちおほひしたまへるさへ、ひなび古ふるめかしう、ことことしく、儀式官ぎしきくわんの練ねり出いでたる臂ひぢもちおぼえて4、さすがにうち笑ゑみたまへるけしき5、はしたなうすずろびたり6。

◇　何もおっしゃれず、自分までが口が利けなくなった気持ちがなさるが、いつもの沈黙を開かせようと、あれこれとお話かけ申し上げなさるが、ひどく恥じらって、口を覆っていらっしゃるのまでが、野暮ったく古風に、大げさで、儀式官が練り歩く時の臂つきに似て、それでもやはりちょっと微笑んでいらっしゃる表情、中途半端で落ち着かない。

■　いとほしくあはれにて、いとど急いそぎ出いでたまふ7。

◇　お気の毒でかわいそうなので、ますます急いでお出になる。


1 【何ごとも言はれたまはず】主語は源氏。「れ」（可能の助動詞）、源氏は何ともおっしゃることができずの意。あまりの気の毒さに言葉を失った。

2 【我さへ】源氏をさす。「さへ」（副助詞）は、末摘花のみならず、自分までがのニュアンスを添える。

3 【例のしじまも心みむ】「しじま」は源氏の「いくそたび」歌にもとづく言葉。沈黙の口を開かせようの意。

4 【儀式官の練り出でたる臂もちおぼえて】末摘花の姿が朝廷の儀式を司る太政官の役人が儀式の際に笏を持って肘を張っている様子に似ていることを思う。

5 【さすがにうち笑みたまへるけしき】末摘花の表情をいう。

6 【はしたなうすずろびたり】『集成』は「ちぐはぐで板についていない」意に解し、『完訳』は「取って付けたようで、どうにも落ち着かない感じである」の意に解す。

7 【いとど急ぎ出でたまふ】前回の訪問の夜（「夜深う出でたまひぬ」）よりもいっそう早くお帰りになる意。といって、その別れ際を以下に詳しく語る。


末摘花．１．８．８

■　「頼たのもしき人1ひとなき御おほむありさまを、見みそめたる人2ひとには、疎うとからず思おもひむつびたまはむ3こそ、本意ほいある心地ここちすべけれ。

◇　「頼りになる人がいないご境遇ですから、縁を結んだわたしには、心を隔てず打ち解けて下さいましたら、本望な気がします。

■　ゆるしなき御みけしきなれば、つらう」

◇　打ち解けて下さらないご態度なので、情けなくて」

■　など、ことつけて、

◇　などと、姫君のせいにして、


1 【頼もしき人】以下「つらう」まで、源氏の詞。「頼もしき人」は親兄弟などをさす。

2 【見そめたる人】源氏をさす。結婚した相手。

3 【疎からず思ひむつびたまはむ】主語は末摘花。


末摘花．１．８．９

■　「朝日あさひさす軒のきの垂氷たるひは解とけながら

などかつららの結むすぼほるらむ」

◇　「朝日がさしている軒のつららは解けましたのに

どうして氷は解けないでいるのでしょう」

末摘花．１．８．１０

■　とのたまへど、ただ

◇　とおっしゃるが、ただ

■　「むむP21,2」

◇　「うふふっ」

■　とうち笑わらひて3、いと口重くちおもげなるもいとほしければ、出いでたまひぬ4。

◇　とちょっと笑って、とても容易に返歌も詠めそうにないのもお気の毒なので、お出になった。


P21 むむ--むく（く/＄む）

1? 【朝日さす軒の垂氷は解けながらなどかつららのむすぼほるらむ】源氏の贈歌。「とけ」に「垂氷」（つらら）が解ける意と心が解けるの意を掛け、「むすぼほる」に「つらら」（氷）が張り詰める意と心を閉ざす意とを掛ける。

2 【むむ】大島本は「むく」とあり、「く」をミセケチにして「む」と訂正する。はじめオドリ字「ゝ」を「く」と誤写したものであろう。

3 【うち笑ひて】照れ隠しの笑い。

4 【いと口重げなるもいとほしければ出でたまひぬ】本来は姫君から返歌があるところ。しかし、なかなか返歌もできないことを気の毒に思って源氏は帰る。


末摘花．１．８．１１

■　御車寄みくるまよせたる中門1ちゅうもんの、いといたうゆがみよろぼひて、夜目よめにこそ、しるきながらもよろづ隠かくろへたること多おほかりけれ、いとあはれにさびしく荒あれまどへるに、松まつの雪ゆきのみ暖あたたかげに2降ふり積つめる、山里やまざとの心地ここちして、ものあはれなるを、

◇　お車を寄せてある中門が、とてもひどく傾いていて、夜目にこそ、それとはっきり分かっていながら何かと目立たないことが多かったが、とてもお気の毒に寂しく荒廃しているなかで、松の雪だけが暖かそうに降り積もっている、山里のような感じがして、物哀れに思われるが、

■　「かの人ひとびとの3言いひし葎むぐらの門かどは、かうやうなる所ところなりけむかし。

◇　「あの人たちが言っていた荒れた宿とは、このような所だったのだろう。

■　げに、心苦こころぐるしくらうたげならむ人ひとをここに据すゑて、うしろめたう恋こひしと思おもはばや。

◇　なるほど、気の毒でかわいらしい女性をここに囲っておいて、気がかりで恋しいと思いたいものだ。

■　あるまじきもの思おもひ4は、それに紛まぎれなむかし」

◇　大それた恋は、そのことで気が紛れるだろう」

■　と、「思おもふやうなる5住すみかに合あはぬ御おほむありさまは、取とるべきかたなし」

◇　と、「理想的な荒れた宿に不似合いなご器量は、取柄がない」

■　と思おもひながら、

◇　と思う一方で、

■　「我われならぬ人ひとは6、まして見忍みしのびてむや。

◇　「自分以外の人は、なおさら我慢できようか。

■　わがかうて見馴みなれけるは、故親王こみこのうしろめたしとたぐへ置おきたまひけむ魂たましひのしるべなめり」

◇　わたしがこのように通うようになったのは、故親王が心配に思って結び付けた霊の導きによるようである」

■　とぞ思おぼさるる。

◇　とお思いになる。


1 【御車寄せたる中門】対の屋から南へ延びた廊の途中にある。中門に牛車を寄せ着けて乗り降りする。

2 【松の雪のみ暖かげに】松が雪におおわれて暖かそうだとは、雪を真綿に見立てた擬人法である。

3 【かの人びとの】以下「取るべきかたなし」まで、源氏の心中。「かの人びと」とは「帚木」巻の雨夜の品定めの折の人々をさす。

4 【あるまじきもの思ひ】藤壷思慕をさす。

5 【紛れなむかしと思ふやうなる】『完訳』は「と」を地の文とし、その前後を源氏の心中文と解す。

6 【我ならぬ人は】以下「しるべなめり」まで、源氏の心中。


末摘花．１．８．１２

■　橘たちばなの木きの埋うづもれたる、御随身召みずいじんめして払はらはせたまふ。

◇　橘の木が埋もれているのを、御随身を呼んで払わせなさる。

■　うらやみ顔がほに、松まつの木きの2おのれ起おきかへりて、さとこぼるる雪ゆきも、

◇　羨ましそうに、松の木が独りで起き返って、ささっとこぼれる雪も、

■　「名なに立たつ末すゑの」S7

◇　「名に立つ末の」

■　と3見みゆるなどを、

◇　と見えるのなどを、

■　「いと深ふかからずとも4、なだらかなるほどにあひしらはむ人ひともがな」

◇　「さほど深くなくとも、多少分かってくれる人がいたらなあ」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


S7 わが袖は名に立つ末の松山か空より浪の越えぬ日はなし（後撰集恋二-六八三　土左）

1? 【故みこ】故常陸宮。

2 【うらやみ顔に松の木の】擬人法。

3 【名に立つ末のと】『源氏釈』は「我が袖は名に立つ末の松山か空より波の越えぬ日はなし」（後撰集、恋二、六八四、土左）を指摘。『完訳』はさらに「浦ちかく降りくる雪は白波の末の松山越すかとぞ見る」（古今集、冬、三二六、藤原興風）をも指摘する。

4 【いと深からずとも】以下「人もがな」まで、源氏の心中。


末摘花．１．８．１３

■　御車出みくるまいづべき門かどは、まだ開あけざりければ、鍵かぎの預あづかり尋たづね出いでたれば、翁おきなのいといみじきぞ1出いで来きたる。

◇　お車が出るはずの門は、まだ開けてなかったので、鍵の番人を探し出すしたところ、老人でとてもひどく年とった者が出て来た。

■　娘むすめにや、孫むまごにや、はしたなる大おほきさの女をむなの、衣きぬは雪ゆきにあひて煤すすけまどひ、寒さむしと思おもへるけしき、深ふかうてP22、あやしきものに火ひをただほのかに入いれて袖そでぐくみに持もたり。

◇　その娘だろうか、孫であろうか、どちらともつかない大きさの女が、着物は雪に映えて黒くくすみ、寒がっている様子、たいそうで、奇妙な物に火をわずかに入れて、袖で覆うようにして持っていた。

■　翁おきな、門かどをえ開あけやらねば、寄よりてひき助たすくる2、いとかたくななり3。

◇　老人が、中門を開けられないので、近寄って手伝うのが、いかにも不体裁である。

■　御供おほむともの人ひと、寄よりてぞ開あけつる。

◇　お供の人が、近寄って開けた。


P22 深うて--ふかう（う/+て）

1 【翁のいといみじきぞ】老人でひどく年とったのがの意。

2 【寄りてひき助くる】主語は女。

3 【いとかたくななり】『集成』は「不器用である」の意に解し、『完訳』は「不体裁で見苦しい」の意に解す。


末摘花．１．８．１４

■　「降ふりにける頭かしらの雪ゆきを見みる人ひとも

劣おとらず濡ぬらす朝あさの袖そでかな

◇　「老人の白髪頭に積もった雪を見ると

その人以上に、今朝は涙で袖を濡らすことだ

■　『幼わかき者ものは形蔽かたちかくれず2』S8」

◇　『幼い者は着る着物もなく』」


S8 夜深烟火尽　霰雪白紛々　幼者形不蔽　老者体無温　悲端与寒気　併入鼻中辛（白氏文集巻二-七六　秦中吟）

1? 【降りにける頭の雪を見る人の劣らず濡らす朝の袖かな】源氏の独詠歌。「ふり」は雪が「降り」と翁の「古り」の意を掛け、「頭の雪」は実際の雪と白髪の意をこめる。

2 【幼き者は形蔽れず】『白氏文集』「秦中吟重賦」の「歳暮れて天地閉じ、陰風破村に生ず、夜けて煙火尽きぬ、霰雪白し紛々たり、幼き者は形蔽れず、老いたる者は躰に温なること無し、悲喘と寒気と併ら入りて鼻の中にして辛し」とある詩句による。


末摘花．１．８．１５

■　とうち誦じゅじたまひても、鼻はなの色いろに出いでて1、いと寒さむしと見みえつる御面影おほむおもかげ、ふと思おもひ出いでられて、ほほ笑ゑまれたまふ。「頭中将とうのちゅうじゃうに2、これを見みせたらむ時とき、いかなることをよそへ言いはむ、常つねにうかがひ来くれば、今見いまみつけられなむ」と、術すべなう思おぼす。

◇　と口ずさみなさっても、鼻の色に現れて、とても寒いと見えたおん面影が、ふと思い出されて、微笑まれなさる。「頭中将に、これを見せた時には、どのような譬えを言うだろう。いつも探りに来ているので、やがて見つけられるだろう」と、しかたなくお思いになる。


1 【鼻の色に出でて】寒さで翁の娘か孫娘が鼻を赤くしているのを見て、末摘花の鼻を思い出す。

2 【頭中将に】以下「見つけられなむ」まで、源氏の心中。


末摘花．１．８．１６

■　世よの常つねなるほどの、異ことなることなさならば、思おもひ捨すてても止やみぬべきを、さだかに見みたまひて後のちは、なかなかあはれにいみじくて、まめやかなるさまに、常つねに訪おとづれたまふ1。

◇　世間並の、平凡な顔立ちならば、忘れてしまってもよいのだが、はっきりと御覧になった後は、かえってひどく気の毒で、暮らし向きの事に、常にお心をかけておやりになる。


1 【常に訪れたまふ】『集成』は「始終気をつけておやりになる」の意に解し、『完訳』は「しじゅうお訪ねになる」の意に解す。しかし、源氏が頻繁に末摘花邸に訪問するとは考えられず、遣いの者が差し向けられたものと思われる。「訪れ」は手紙による安否の気づかいであろう。


末摘花．１．８．１７

■　黒貂ふるきの皮かはならぬ、絹きぬP23、綾あや、綿わたなど、老おい人びとどもの着きるべきもののたぐひ、かの翁おきなのためまで、上下思かみしもおぼしやりてたてまつりたまふ。

◇　黒貂の皮衣ではない、絹、綾、綿など、老女房たちが着るための衣類、あの老人のための物まで、召使の上下をお考えに入れて差し上げなさる。

■　かやうのまめやかごとも恥はづかしげならぬを1、心こころやすく、

◇　このような暮らし向きのことを世話されても恥ずかしがらないのを、気安く、

■　「さる方かたの後見うしろみにて育はぐくまむ2」

◇　「そのような方面の後見人としてお世話しよう」

■　と思おもほしとりて3、さまことに、さならぬ4うちとけわざ5もしたまひけり。

◇　とお考えになって、一風変わった、普通ではしないところまで立ち入ったお世話もなさるのであった。


P23 絹--（/+きぬ）

1 【かやうのまめやかごとも恥づかしげならぬを】「恥づかしげならぬ」の主語は末摘花。『集成』は「こんな暮し向きの贈り物をしても失礼に当りそうでないので」の意に解し、『完訳』は「このような暮し向きの援助も、姫君は恥ずかしがったりなさらないので」の意に解す。

2 【さる方の後見にて育まむ】源氏の心。実生活上の後見者として、の意。

3 【思ほしとりて】『完訳』は「熟考の末に姫君援助を決意」と注す。

4 【さならぬ】普通ではしないの意。

5 【うちとけわざ】立ち入った細かな世話など。


末摘花．１．８．１８

■　「かの空蝉うつせみの1、うちとけたりし宵よひの側目そばめには、いと悪わろかりし容貌かたちざまなれど、もてなしに隠かくされて、口惜くちをしうはあらざりきかし。

◇　「あの空蝉が、気を許していた宵の横顔は、かなりひどかった容貌ではあるが、身のもてなしに隠されて、悪くはなかった。

■　劣おとるべきほどの人ひとなりやは。

◇　劣る身分の人であろうか。

■　げに品しなにもよらぬわざなりけり3。

◇　なるほど身分によらないものであった。

■　心こころばせのP24,4なだらかに、ねたげなりしを5、負まけて止やみにしかな」

◇　気立てがやさしくて、いまいましかったが、根負けしてしまったなあ」

■　と、ものの折をりごとには思おぼし出いづ。

◇　と、何かの折ふしにはお思い出しになられる。


P24 心ばせの--心はせ（せ/+の）

1 【かの空蝉の】以下「止みにしかな」まで、源氏の心中。

2? 【劣るべきほどの人にやは】「に」（断定の助動詞）「やは」（係助詞、反語）。末摘花は空蝉の身分に劣ろうか、いやそれ以上の身分の人であるの意。

3 【げに品にもよらぬわざなりけり】「帚木」巻の左馬頭の言葉「今はただ品にもよらじ、容貌をばさらにも言はじ」を受けて、なるほど、言う通りの意。

4 【心ばせの】空蝉の人柄をいう。

5 【なだらかにねたげなりしを】『集成』は「やさしくて芯のある人だったが」の意に解し、『完訳』は「いまいましい程の魅力。源氏は、しばしば「ねたし」と回顧していた」と注して「いまいましいほどにしっかりしていたので」と訳す。


第九段　歳末に姫君から和歌と衣箱が届けられる

末摘花．１．９．１

■　年としも暮くれぬ1。

◇　年も暮れた。

■　内裏うちの宿直所とのゐどころにおはします2に、大輔たいふの命婦参みゃうぶまゐれり。

◇　内裏の宿直所にいらっしゃると、大輔の命婦が参上した。

■　御梳櫛みけづりぐしなどには、懸想けさうだつ筋すぢなく、心こころやすきものの、さすがにのたまひたはぶれなどして、使つかひならしたまへれば3、召めしなき時ときも、聞きこゆべき事ことある折をりは、参まう上のぼりけり。

◇　お櫛梳きなどの折には、色恋めいたことはなく、気安いとはいえ、やはりそれでも冗談などをおっしゃって、召し使っていらっしゃるので、お呼びのない時にも、申し上げるべき事がある時には、参上するのであった。


1 【年も暮れぬ】季節は歳末となる。

2 【おはします】主語は源氏。

3 【御梳櫛などには懸想だつ筋なく心やすきもののさすがにのたまひたはぶれなどして使ひならしたまへれば】異性の乳母子である大輔命婦と源氏との日常生活のありようを語る。


末摘花．１．９．２

■　「あやしきことの2はべるを、聞きこえさせざらむも3ひがひがしう、思おもひたまへわづらひて」

◇　「妙な事がございますが、申し上げずにいるのもいけないようなので、思慮に困りまして」

■　と、ほほ笑ゑみて聞きこえやらぬを、

◇　と、微笑みながら全部を申し上げないのを、

■　「何なにざまの4ことぞ。

◇　「どのような事だ。

■　我われにはつつむことあらじと、なむ思おもふ」

◇　わたしには隠すこともあるまいと、思うが」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「いかがは5。

◇　「どういたしまして。

■　みづからの愁うれへは、かしこくとも、まづこそは。

◇　自分自身の困った事ならば、恐れ多くとも、まっ先に。

■　これは、いと聞きこえさせにくくなむ」

◇　これは、とても申し上げにくくて」

■　と、いたう言籠ことこめたれば、

◇　と、ひどく口ごもっているので、

■　「例れいの、艶えんなる」

◇　「例によって、様子ぶっているな」

■　と憎にくみたまふ。

◇　とお憎みになる。


1? 【聞こゆべきこと】命婦が源氏に申し上げるべきこと。

2 【あやしきことの】以下「わづらひて」まで、命婦の詞。

3 【聞こえさせざらむも】命婦が源氏の耳に。「聞こえさす」は「聞こゆ」よりさらに丁重な謙譲語。もったい間った言い方をする。

4 【何ざまの】以下「なむ思ふ」まで、源氏の詞。

5 【いかがは】以下「聞こえさせにくくなん」まで、命婦の詞。


末摘花．１．９．３

■　「かの宮みやよりはべる御文1おほむふみ」

◇　「あちらの宮からございましたお手紙で」

■　とて、取とり出いでたり。

◇　と言って、取り出した。

■　「まして、これは取とり隠かくすべきことかは2」

◇　「なおいっそう、それは隠すことではないではないか」

■　とて、取とりたまふも、胸むねつぶる3。

◇　と言って、お取りになるにつけても、どきりとする。

■　陸奥紙みちの厚肥くにがみのあつごえたるに4、匂にほひばかりは深ふかうしめたまへり。

◇　陸奥紙の厚ぼったい紙に、薫香だけは深くたきしめてある。

■　いとよう書かきおほせたり。

◇　とてもよく書き上げてある。

■　歌うたも、

◇　和歌も、


1 【かの宮よりはべる御文】命婦の詞。常陸宮邸の末摘花からの手紙。

2 【ましてこれは取り隠すべきことかは】源氏の詞。『完訳』は「めったに手紙をくれない姫君からの手紙だから、まして」と注す。

3 【取りたまふも胸つぶる】「取りたまふ」は源氏。「胸つぶる」は命婦。

4 【陸奥紙の厚肥えたるに】檀紙、白く厚ぼったい紙で、恋文には用いない。普通は薄様を用いる。


末摘花．１．９．４

■　「唐衣君からころもきみが心こころのつらければ

袂たもとはかくぞそぼちつつのみ1」

◇　「あなたの冷たい心がつらいので

わたしの袂は涙でこんなにただもう濡れております」


1 【唐衣君が心のつらければ袂はかくぞそぼちつつのみ】末摘花の贈歌。「唐衣」は「着」に掛かる枕詞。「君」は「着る」の「き」と「君」の「き」の掛詞、「衣」「袂」は縁語。


末摘花．１．９．５

■　心得こころえず1うちかたぶきたまへるに、包つつみに、衣筥ころもばこの重おもりかに古代こたいなるうち置おきて、おし出いでたり。

◇　合点がゆかず首を傾けていらっしゃると、上包みに、衣装箱の重そうで古めかしいのを置いて、押し出した。


1 【心得ず】源氏は、末摘花がどうしてこのような和歌を詠み贈ってきたのか理解できない。


末摘花．１．９．６

■　「これを1、いかでかは、かたはらいたく思おもひたまへざらむ。

◇　「これを、どうして、見苦しいと存ぜずにいられましょう。

■　されど、朔日ついたちの御おほむよそひ2とて、わざとはべるめるを、はしたなうはえ返かへしP25はべらず。

◇　けれども、元日のご衣装にと言って、わざわざございましたようなを、無愛想にはお返しできません。

■　ひとり引ひき籠こめはべらむも、人ひとの御心3違みこころたがひはべるべければ、御覧ごらんぜさせてこそは」

◇　勝手にしまい込んで置きますのも、姫君のお気持ちに背きましょうから、御覧に入れた上で」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、


P25 え返し--は（は/＄え〈朱〉）かへし

1 【これを】以下「御覧ぜさせてこそは」まで、命婦の詞。

2 【朔日の御よそひ】正月の衣装。末摘花はしきたりを守り夫の正月の衣装の世話をしようとした。

3 【人の御心】末摘花をさす。


末摘花．１．９．７

■　「引ひき籠こめられなむは1、からかりなまし。

◇　「しまい込んでしまったら、つらいことだったろうよ。

■　袖そでまきほさむ人ひともなきS9,2身みにいとうれしき心こころざしにこそは」

◇　袖を抱いて乾かしてくれる人もいないわたしには、とても嬉しいお心遣いだ」

■　とP26のたまひて、ことにもの言いはれたまはず。

◇　とおっしゃって、他には何ともおっしゃれない。

■　「さても、あさましの3口くちつきや。

◇　「それにしても、何とまあ、あきれた詠みぶりであることか。

■　これこそは手てづからの御おほむことの限かぎりなめれ。

◇　これがご自身の精一杯のようだ。

■　侍従じじゅうこそとり直なほすべかめれ。

◇　侍従が直すべきところだろう。

■　また、筆ふでのしりとる博士はかせぞなかべき」

◇　他に、手を取って教える先生はいないのだろう」

■　と、言いふかひなく思おぼす。

◇　と、何とも言いようなくお思いになる。

■　心こころを尽つくして詠よみ出いでたまひつらむ4ほどを思おぼすに、

◇　精魂こめて詠み出された苦労を想像なさると、

■　「いともかしこき方5かたとは、これをも言いふべかりけり」

◇　「まことに恐れ多い歌とは、きっとこのようなのを言うのであろうよ」

■　と、ほほ笑ゑみて見みたまふを、命婦みゃうぶ、面赤おもてあかみて見みたてまつる。

◇　と、苦笑しながら御覧になるのを、命婦、赤面して拝する。


S9 あは雪は今朝はな降りそ白妙の袖まきほさむ人もあらなくに（古今六帖一-七五五）

P26 うれしき心ざしにこそは」と--（/+うれしき心さしにこそはと〈朱〉）

1 【引き籠められなむは】以下「心ざしにこそは」まで、源氏の詞。

2 【袖まきほさむ人もなき】『源氏釈』は「あは雪は今朝はな降りそ白妙の袖まきほさむ人もあらなくに」（古今六帖）を指摘、万葉集にも同歌があるが、「今日はな」とある。また『源氏釈』所引の歌には「白雪は」とある。

3 【さてもあさましの】以下「博士ぞなかべき」まで、源氏の心中。

4 【詠み出でたまひつらむ】大島本「よミいて給つらむ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「詠み出でたまへらむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。仮名文字「へ」と「つ」の字体から発生した異同である。

5 【いともかしこき方】以下「言ふべかりけり」まで、源氏の心中。


末摘花．１．９．８

■　今様色1いまやういろの、えゆるすまじく艶つやなう古ふるめきたる直衣なほしの、裏表うらうへひとしうこまやかなる、いとなほなほしう、つまづまぞ見みえたる。

◇　流行色だが、我慢できないほどの艶の無い古めいた直衣で、裏表同じく濃く染めてあり、いかにも平凡な感じで、端々が見えている。

■　「あさまし」

◇　「あきれた」

■　と思おぼすに、この文ふみをひろげながら、端はしに手習てならひすさびたまふを、側目そばめに見みれば2、

◇　とお思いになると、この手紙を広げながら、端の方にいたずら書きなさるのを、横から見ると、


1 【今様色】『集成』は「流行色（濃い紅梅色）の、我慢できないほど艶のない古めかしい直衣で。「えゆるすまじく」は色が濃くて、禁色（濃い紅）に近いので、「禁色」に対する「聴し色」にひっかけた洒落」と注すが、『完訳』は「流行色。後の「紅の」の歌から薄紅色と分る。「聴色」とも。次に「えゆるすまじく」とあるゆえん。禁色ではなく、がまんできない古さ」と注す。『新大系』でも薄紅色。

2 【側目に見れば】主語は命婦。


末摘花．１．９．９

■　「なつかしき色いろともなしに何なににこの

　　すゑつむ花はなを袖そでに触ふれけむ1

　色濃いろこき花はなと見みしかどもS10, 2」

◇　「格別親しみを感じる花でもないのに

どうしてこの末摘花を手にすることになったのだろう

色の濃い「はな」だと思っていたのだが」


S10 紅を色濃き花と見しかども人の飽くにはかへらざりけり（出典未詳、源氏釈所引）

1 【なつかしき色ともなしに何にこのすゑつむ花を袖に触れけむ】源氏の独詠歌。「すゑつむ花」は紅花、「はな」に「花」と「鼻」の意を掛ける。本巻の巻名となる。

2 【色濃き花と見しかども】歌に添えた言葉。『源氏釈』は「紅を色濃き花と見しかども人を飽くだにうつろひにけり」（出典未詳）を指摘。なお下句には諸注釈書によって異同がある。


末摘花．１．９．１０

■　など、書かきけがしたまふ。

◇　などと、お書き汚しなさる。

■　花はなのとがめを、なほP27あるやうあらむと、思おもひ合あはする折々をりをりの、月影つきかげなどを1、いとほしきものから、をかしう思おもひなりぬ。

◇　紅花の非難を、やはりわけがあるのだろうと、思い合わされる折々の、月の光で見た容貌などを、気の毒に思う一方で、またおかしくも思った。


P27 なほ--（/+なを）

1 【月影などを】月の光で見た姫君の容貌などをの意。「まだほの暗けれど、雪の光に」（第八段）とあった。


末摘花．１．９．１１

■　「紅くれなゐのひと花衣はなごろもうすくとも

ひたすら朽くたす名なをし立たてずは1

心苦こころぐるしの世よや2」

◇　「紅色に一度染めた衣は色が薄くても

どうぞ悪い評判をお立てなさることさえなければ

お気の毒なこと」


1 【紅のひと花衣うすくともひたすら朽す名をし立てずは】命婦の唱和歌。「花」に「花」と「鼻」の意を掛ける。

2 【心苦しの世や】歌に添えた言葉。


末摘花．１．９．１２

■　と、いといたう馴なれてひとりごつを、よきにはあらねど、

◇　と、とてももの馴れたように独り言をいうのを、上手ではないが、

■　「かうやうのかいなでにだにあらましかば1」

◇　「せめてこの程度に通り一遍にでもできたならば」

■　と、返かへす返がへす口惜くちをし。

◇　と、返す返すも残念である。

■　人ひとのほどの心苦こころぐるしきに、名なの朽くちなむはさすがなり。

◇　身分が高い方だけに気の毒なので、名前に傷がつくのは何といってもおいたわしい。

■　人ひとびと参まゐれば、

◇　女房たちが参ったので、

■　「取とり隠かくさむや2。

◇　「隠すとしようよ。

■　かかるわざは人ひとのするものにやあらむ」

◇　このようなことは、常識のある人のすることでないから」

■　と、うちうめきたまふ。

◇　と、つい呻きなさる。

■　「何なに御覧にごらんぜさせつらむ。

◇　「どうして、御覧に入れてしまったのだろうか。

■　我われさへ心こころなきやうに3」

◇　自分までが思慮のないように」

■　と、いと恥はづかしくて、やをら下おりぬ。

◇　と、とても恥ずかしくて、静かに下がった。


1 【かうやうのかいなでにだにあらましかば】源氏の心。

2 【取り隠さむや】以下「ものにやあらむ」まで、源氏の詞。

3 【何に御覧ぜさせつらむ我さへ心なきやうに】命婦の心。


末摘花．１．９．１３

■　またの日ひ、上うへにさぶらへば1、台盤所だいばんどころにさしのぞきたまひて2、

◇　翌日、出仕していると、台盤所にお立ち寄りになって、

■　「くはや3。

◇　「そらよ。

■　昨日きの返ふのかへり事ごと。

◇　昨日の返事だ。

■　あやしく心こころばみ過すぐさるる」

◇　妙に心づかいされてならないよ」

■　とて、投なげたまへり。

◇　と言って、お投げ入れになった。

■　女房にょうばうたち、何なにごとならむと、ゆかしがる。

◇　女房たち、何事だろうかと、見たがる。


1 【上にさぶらへば】主語は命婦。「上」は清涼殿をいう。

2 【さしのぞきたまひて】主語は源氏。

3 【くはや】以下「過ぐさるる」まで、源氏の詞。


末摘花．１．９．１４

■　「ただ梅むめの花はなの色いろのごとS11,1、三笠みかさの山やまの2をとめをば捨すてて」

◇　「ちょうど紅梅の色のように、三笠の山の少女は捨ておいて」


S11 たたらめの花の如　かい練好むや　実に紫の色好むや（風俗歌　たたらめ）

1 【ただ梅の花の色のごと】『集成』は「風俗歌「たたらめの花のごと掻練好むや減紫の色好むや」の一句か。「ただうめ」は、「たたらめ」の誤写かといわれている。「たたらめ」は、植物の名で、今の何に当るかは不詳。花の色が赤かったのであろう。「滅紫」は、青黒い感じの紫色」と注す。『完訳』は「『花鳥余情』は「たたらめの花のごと掻練好むやげに紫の色好むや」（政事要略・衛門府風俗歌）を掲げる。「たたらめの鼻」（鍛冶の炉をつかさどる巫女の赤鼻）から「ただ梅の花」に転じたか。また「三笠の山」の春日神社が常陸の鹿島神社と同じ祭神ゆえ、常陸宮の姫君を連想」と注す。

2 【三笠の山の】『源氏釈』は「東遊の求子に、春日の御神楽に謡ふ哥なり。賀茂八幡春日、所に依りて謡ふなり。かやうにて三笠の山の少女をば棄ててとは謡ふなり」と指摘。宗祇の『源氏物語不審抄出』に「三笠の山の少女をば棄ててと言へる、常陸宮の少女と言はんためなり。末摘は常陸宮の姫君なればなり。まづ三笠の山といふことは、求子の歌によりて言へるなり。もとめ子の歌は、諸社にて謡ふ時、その所のなを言ふことあり。春日にては三笠の山の少女と謡ふべき事なり。ただ三笠の山の少女を棄てて、常陸の少女と言はまほしきの心なり。されど、あまりに合はぬ事にては言はるまじきを、春日の明神は常陸より出で給ひたる御神なり。三笠も鹿島も同じ御神三社なれば、その便りあるにより、斯く言へるなり」と指摘。古注・旧注は「求め子」の詞章と指摘。しかし、『集成』は「右（衛門府）の風俗歌に、このような詞章があったものか」と注す。


末摘花．１．９．１５

■　と、歌うたひすさびて出いでたまひぬるを、命婦みゃうぶは

◇　と、口ずさんでお出になったのを、命婦は

■　「いとをかし」

◇　「とてもおかしい」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　心知こころしらぬ人ひとびとは、

◇　事情を知らない女房たちは、

■　「なぞ、御おほむひとりゑみは1」

◇　「どうして、独り笑いなさって」

■　とP28、とがめあへり。

◇　と、口々に非難しあっている。


P28 御ひとりゑみは」と--御ひとりゑみは（は/+と）

1 【なぞ御ひとりゑみは】女房の詞。


末摘花．１．９．１６

■　「あらず1。

◇　「何でもありません。

■　寒さむき霜朝しもあさに、掻練好かいねりこのめる花はなの色いろあひ2や見みえつらむ。

◇　寒い霜の朝に、掻練り好きの鼻の色がお目に止まったのでしょうよ。

■　御おほむつづしり歌うたのいとほしき」

◇　ぶつぶつとお歌いになるのが、困ったこと」

■　と言いへば、

◇　と言うと、

■　「あながちなる3御おほむこと4かな。

◇　「あまりなお言葉ですこと。

■　このなかには、にほへる鼻はなもなかめり」

◇　ここには赤鼻の人はいないようですのに」

■　「左近さこんの命婦みゃうぶ、肥後ひごの采女5うねべP29や混まじらひつらむ」

◇　「左近の命婦や、肥後の采女が交じっているでしょうか」

■　など、心こころも得えず言いひしろふ。

◇　などと、合点がゆかず、言い合っている。


P29 采女--うねゑ（ゑ/＄へ）

1 【あらず】以下「いとほしき」まで、命婦の詞隠

2 【掻練好める花の色あひ】先の風俗歌に引っ掛けた表現だが、寒がって赤い鼻をしている人の意を裏にこめる。

3 【あながちなる】以下「混らひつらむ」まで、女房たちの詞。

4 【あながちなる御こと】『集成』は「苦しいこじつけですこと」の意に解し、『完訳』は「いい気なおっしゃりかたじゃありませんか」の意に解す。

5 【左近の命婦肥後の采女】左近の命婦、肥後の采女、いずれも女房名。


末摘花．１．９．１７

■　御返おほむかへりたてまつりたれば、宮みやには、女房にょうばうつどひて、見みめでけり。

◇　お返事を差し上げたところ、宮邸では、女房たちが集まって、感心して見るのであった。

末摘花．１．９．１８

■　「逢あはぬ夜よをへだつるなかの衣手ころもでに

重かさねていとど見みもし見みよとや」

◇　「逢わない夜が多いのに間を隔てる衣とは

ますます重ねて見なさいということですか」

末摘花．１．９．１９

■　白しろき紙かみに、捨すて書かいたまへるしもぞ、なかなかをかしげなる。

◇　白い紙に、さりげなくお書きになっているのは、かえって趣きがある。

末摘花．１．９．２０

■　晦日つごもりの日ひ、夕ゆふつ方かた、かの御衣筥おほむころもばこに、

◇　大晦日の日、夕方に、あの御衣装箱に

■　「御料ごれう」

◇　「御料」

■　とて、人ひとのたてまつれる御衣一領おほむぞひとくだりP30、葡萄染えびぞめの織物おりものの御衣おほむぞ、また山吹やまぶきか何なにぞ、いろいろ見みえて、命婦みゃうぶぞたてまつりたる。

◇　と書いて、人が献上した御衣装一具、葡萄染めの織物の御衣装、他に山吹襲か何襲か、色さまざまに見えて、命婦が差し上げた。

■　「ありし色いろあひを悪わろしとや見みたまひけむ」

◇　「先日差し上げた衣装の色合いを良くないと思われたのだろうか」

■　と思おもひ知しらるれど、

◇　と思い当たるが、

■　「かれはた、紅くれなゐの重々おもおもしかりしをや。

◇　「あれだって、紅色の重々しい色だわ。

■　さりとも消きえじ」

◇　よもや見劣りはしますまい」

■　と、ねび人びとどもは定さだむる。

◇　と、老女房たちは判断する。


P30 一領--ひとく（く/+たり）


末摘花．１．９．２１

■　「御歌おほむうたも、これよりのは、道理聞ことわりきこえて、したたかにこそあれ」

◇　「お歌も、こちらからのは、筋が通っていて、手抜かりはありませんでした」

■　「御返おほむかへりは、ただをかしき方かたにこそ」

◇　「ご返歌は、ただ面白みがあるばかりです」

■　など、口々くちぐちに言いふ。

◇　などと、口々に言い合っている。

■　姫君ひめぎみも、おぼろけならでし出いでたまひつるわざなれば、ものに書かきつけて置おきたまへりけり。

◇　姫君も、並大抵のわざでなく詠み出したもとなので、手控えに書き付けて置かれたのであった。

第十段　正月七日夜常陸宮邸に泊まる

末摘花．１．１０．１

■　朔日ついたちのほど過すぎて1、今年ことし、男踏歌2をとこだふかあるべければ、例れいの、所々遊ところどころあそびののしりたまふに、もの騒さわがしけれど、寂さびしき所ところのあはれに思おぼしやらるれば、七日なぬかの日ひの節会3果せちゑはてて、夜よるに入いりて、御前ごぜんよりまかでたまひけるを、御宿直所4おほむとのゐどころにやがてとまりたまひぬるやうにて、夜更よふかしておはしたり。

◇　正月の数日も過ぎて、今年、男踏歌のある予定なので、例によって、家々で音楽の練習に大騷ぎなさっているので、何かと騒々しいが、寂しい邸が気の毒にお思いやらずにはいられっしゃれないので、七日の日の節会が終わって、夜になって、御前から退出なさったが、御宿直所にそのままお泊まりになったように見せて、夜の更けるのを待って、お出かけになった。


1 【朔日のほど過ぎて】正月の数日間が過ぎての意。新年立によれば、源氏十九歳。

2 【男踏歌】正月十四日夜に行われる。天元六年（九八三）以後廃絶。

3 【七日の日の節会】白馬の節会をさす。

4 【御宿直所】源氏の宿直所は淑景舎（桐壷）にある。


末摘花．１．１０．２

■　例れいのありさまよりは、けはひうちそよめき、世よづいたりP31。

◇　いつもの様子よりは、感じが活気づいており、世間並みに見えた。

■　君きみも1、すこしたをやぎたまへるけしきもてつけたまへり。

◇　君も、少しもの柔らかな感じを身につけていらっしゃる。

■　「いかにぞ、改あらためてひき変かへたらむ時2とき」

◇　「どうだろうか、もし去年までと違っていたら」

■　とぞ、思おぼしつづけらるる。

◇　と、自然と思い続けられる。


P31 世づいたり--（/+よ）ついたり

1 【君も】末摘花の姫君をさす。

2 【いかにぞ改めてひき変へたらむ時】源氏の心。「む」（推量の助動詞、仮定）、もし今までと違っていたらその時はの意。


末摘花．１．１０．３

■　日ひさし出いづるほどに、やすらひなして、出いでたまふ。

◇　日が昇るころに、わざとゆっくりしてから、お帰りになる。

■　東ひむがしの妻戸つまど、おし開あけたれば、向むかひたる廊らうの、上うへもなく1あばれたれば、日ひの脚あし、ほどなくさし入いりて、雪ゆきすこし降ふりたる光ひかりに、いとけざやかに見入みいれらる3。

◇　東の妻戸、押し開けてあるので、向かいの渡殿の廊が、屋根もなく壊れているので、日の脚が、近くまで射し込んで、雪が少し積もった反射で、とてもはっきりと奥まで見える。


1 【廊の上もなく】渡廊の屋根もなくの意。

2? 【日の脚ほどなく入りて】日脚が寝殿の中の人の近くまで射し込んでの意。

3 【見入れらる】「らる」（可能の助動詞）、雪の光の反射で寝殿の奥まで見ることができるの意。


末摘花．１．１０．４

■　御直衣おほむなほしなどたてまつるを見出みいだして1、すこしさし出いでて、かたはら臥ふしたまへる頭かしらつき、こぼれ出いでたるほど、いとめでたし。

◇　お直衣などをお召しになるのを物蔭から見て、少しいざり出て、お側に臥していらっしゃる頭の恰好、髪の掛かった様子、とても見事である。

■　「生おひなほりを見出みいでたらむ時とき」

◇　「成長なさったのを見ることができたら」

■　と思おぼされて、格子引かうしひき上あげたまへり。

◇　と自然とお思いになって、格子を引き上げなさった。


1 【見出だして】主語は姫君。


末摘花．１．１０．５

■　いとほしかりしもの懲ごりに、上あげも果はてたまはで、脇息けふそくをおし寄よせて、うちかけて、御鬢おほむびんぐきP32のしどけなきをつくろひたまふ。

◇　気の毒に思った苦い経験から、全部はお上げにならないで、脇息を寄せて、ちょっとかけて、鬢の乱れているのをお繕いなさる。

■　わりなう古ふるめきたる鏡台きゃうだいの、唐櫛笥からくしげ、掻上かかげの筥はこなど、取とり出いでたり。

◇　めっぽう古めかしい鏡台で、唐の櫛匣、掻上げの箱などを、取り出してきた。

■　さすがに、男をとこの御具1おほむぐさへほのぼのあるを、されてをかしと見みたまふ。

◇　何と言っても、夫のお道具までちらほらとあるのを、風流でおもしろいと御覧になる。


P32 御鬢ぐき--御ひん（ん/＄）くき

1 【男の御具】夫の化粧道具。


末摘花．１．１０．６

■　女をむなの御装束おほむさうぞく、

◇　女の御装束、

■　「今日けふは世よづきたり」

◇　「今日は世間並みになっている」

■　と見みゆるは、ありし筥はこの1心葉こころばを、さながらなりけり。

◇　と見えるのは、先日の衣装箱の中身を、そのまま着ていたからであった。

■　さも思おぼしよらず2、興きょうある紋もんつきてしるき表着うはぎばかりぞ、あやしと思おぼしける。

◇　そうともご存知なく、しゃれた模様のある目立つ上着だけを、妙なとお思いになるのであった。


1 【ありし筥の】大晦日の夕方源氏が贈った箱。

2 【さも思しよらず】主語は源氏。源氏は自分で贈っておいてそれと気づかない。


末摘花．１．１０．７

■　「今年ことしだに1、声こゑすこし聞きかせたまへかし。侍またるるものはS12さし置おかれて、御みけしきの改あらたまらむなむゆかしき」とのたまへば、

　「さへづる春はるは3」S13

　と、からうしてP33, 4わななかし出いでたり。

　「さりや。年経としへぬるしるしよ5」と、うち笑わらひたまひて、「夢ゆめかとぞ見みる6」S14

　と、うち誦ずじて出いでたまふを、見送みおくりて添そひ臥ふしたまへり。口くちおほひの側目そばめより、なほ、かの末摘花、いとにほひやかにさし出***でたり。見苦***しのわざやと思***さる。

◇　「せめて今年は、お声を少しはお聞かせ下さい。待たれる鴬はさしおいても、お気持ちの改まるのが、待ち遠しいのです」と、おっしゃると、

「囀る春は」

と、ようやくのことで、震え声に言い出した。

「そうよ。年を取った甲斐があったよ」と、お微笑みなさって、「夢かと思います」

と、口ずさんでお帰りになるのを、見送って物に添い臥していらっしゃる。口を覆っている横顔から、やはり、あの「末摘花」が、とても鮮やかに突き出している。「みっともない代物だ」とお思いになる。

◆　 
"ことし だに、 こゑ すこし きか せ たまへ かし。 また るる もの は さし-おか れ て、 みけしき の あらたまら む なむ ゆかしき。" と のたまへ ば、
 "さへづる はる は。"
 と、 からうして わななかし いで たり。
 "さりや! とし へ ぬる しるし よ。" と、 うち-わらひ たまひ て、 "ゆめ か と ぞ みる。"
 と、 うち-ず'じ て いで たまふ を、 みおくり て そひ ふし たまへ り。 くち おほひ の そばめ より、 なほ、 かの "すゑつむはな"、 いと にほひやか に さし-いで たり。 みぐるし の わざ や と おぼさ る。


S12 あらたまの年たちかへる朝より待たるるものは鴬の声（拾遺集春-五　素性法師）

S13 百千鳥さへづる春はものごとに改まれども我ぞふりゆく（古今集春上-二八　読人しらず）

P33 からうして--かし（し/＄らイ）うして

S14 忘れては夢かとぞ思ふ思ひきや雪踏み分けて君を見むとは（古今集雑下-九七〇　在原業平）

1 【今年だに】以下「ゆかしき」まで、源氏の詞。

2? 【待たるるものは】『奥入』は「あらたまの年立ちかへる朝より待たるるものは鴬の声」（拾遺集、春、五、素性法師）を指摘。「待たるるもの」とは末摘花の姫君の声、返歌をさす。

3 【さへづる春は】末摘花の返答の詞。『源氏釈』は「百千鳥囀る春はものごとにあらたまれども我ぞふりゆく」（古今集、春上、二八、読人しらず）を指摘。「我ぞふりゆく」というところに主旨がある。源氏の薄い愛情のままわたしは年をとってゆきますの意。

4 【からうして】『集成』『新大系』は清音に読む。『古典セレクション』は「からうじて」と濁音に読む。「カラウシテ（日葡辞書）」「古くはカラウシテ」と清音か」（岩波古語辞典）。

5 【さりや年経ぬるしるしよ】源氏の詞。「我ぞふりゆく」を受けて切り返した。

6 【夢かとぞ見る】源氏の詞。『源氏釈』は「忘れては夢かとぞ思ふ雪踏み分けて君を見むとは」（古今集、雑下、九七〇、業平朝臣）を指摘。「夢かとぞ思ふ」の一部を即興で「夢かとぞ見る」と、より驚きを表すために改変したのであろう。


第二章　若紫の物語

第一段　紫の君と鼻を赤く塗って戯れる

末摘花．２．１．１

■　二条院にでうのゐんにおはしたれば1、紫むらさきの君2きみ、いともうつくしき片生かたおひにて、

◇　二条の院にお帰りになると、紫の君、とてもかわいらしい幼な娘で、

■　「紅くれなゐはかうなつかしきもありけり3」

◇　「紅色でもこうも慕わしいものもあるものだ」

■　と見みゆるに、無紋むもんの桜さくらの細長ほそなが、なよらかに4着きなして、何心なにごころもなくてものしたまふさま、いみじうらうたし。

◇　と見える着物の上に、無紋の桜襲の細長、しなやかに着こなして、あどけない様子でいらっしゃる姿、たいそうかわいらしい。

■　古代こたいの祖母君おばぎみの御おほむなごりにて、歯黒はぐろめもまだしかりP34けるを、ひきつくろはせたまへれば、眉まゆのけざやかになりたるも、うつくしうきよらなり。

◇　古風な祖母君のお躾のままで、お歯黒もまだであったのを、お化粧をさせなさったので、眉がくっきりとなっているのも、かわいらしく美しい。

■　「心こころから5、などかP35、かう憂うき世よを見みあつかふらむ。

◇　「自ら求めて、どうして、こうもうっとうしい事にかかずらっているのだろう。

■　かく心苦こころぐるしきものをも見みてゐたらで」

◇　こんなにかわいい人とも一緒にいないで」

■　と、思おぼしつつ、例れいの、もろともに雛遊ひひなあそびしたまふ。

◇　と、お思いになりながら、例によって、一緒にお人形遊びをなさる。


P34 まだしかり--さ（さ/＄ま）たしかり

P35 などか--なと（と/+か）

1 【二条院におはしたれば】場面変わって、二条院、源氏と紫の君対座。

2 【紫の君】紫の上の現在の呼称は「紫の君」。

3 【紅はかうなつかしきもありけり】源氏の心。

4 【なよらかに】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なよゝか」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【心から】以下「ゐたらで」まで、源氏の心。


末摘花．２．１．２

■　絵ゑなど描かきて、色いろどりたまふ。

◇　絵などを描いて、色をお付けになる。

■　よろづにをかしうすさび散ちらしたまひけり。

◇　いろいろと美しくお描き散らしになるのであった。

■　我われも描かき添そへたまふ。

◇　自分もお描き加えになる。

■　髪かみいと長ながき女をむなを描かきたまひて、鼻はなに紅べにをつけて見みたまふに、画かたに描かきても見みま憂うきさましたり。

◇　髪のとても長い女性をお描きになって、鼻に紅を付けて御覧になると、絵に描いても見るのも嫌な感じがした。

■　わが御影みかげの鏡台きゃうだいにうつれるが、いときよらなるを見みたまひて、手てづからこの赤鼻あかははを描かきつけ1、にほはして見みたまふに、かくよき顔かほだに、さてまじれらむは見苦みぐるしかるべかりけり。

◇　ご自分の姿が鏡台に映っているのが、たいそう美しいのを御覧になって、自分で紅鼻に色づけして、赤く染めて御覧になると、これほど美しい顔でさえ、このように赤い鼻が付いているようなのは当然醜いにちがいないのであった。

■　姫君ひめぎみ、見みて、いみじく笑わらひたまふ。

◇　姫君、見て、ひどくお笑いになる。


1 【赤鼻を描きつけ】『集成』は「赤い鼻を」の意に解すが、『完訳』は「紅花からとった染料。絵具にも用いる。「赤鼻」をひびかす」と注して、「この紅粉を塗りつけ赤く染めてごらんになると」の文意に解す。


末摘花．２．１．３

■　「まろが、かく1かたはになりなむ時とき、いかならむ」

◇　「わたしが、もしこのように不具になってしまったら、どうですか」

■　とのたまへば、

◇　と、おっしゃると、

■　「うたてこそあらめ2」

◇　「嫌ですわ」

■　とて、さもや染しみつかむ3と、あやふく思おもひたまへり。

◇　と言って、そのまま染み付かないかと、心配していらっしゃる。

■　そら拭のごひをして、

◇　うそ拭いをして、

■　「さらにこそ4、白しろまね。

◇　「少しも、白くならないぞ。

■　用ようなきすさびわざなりや。

◇　つまらないいたずらをしたものよ。

■　内裏うちに5いかにのたまはむとP36すらむ」

◇　帝にはどんなにお叱りになられることだろう」

■　と、いとまめやかにのたまふを、いといとほしと思おぼして6、寄よりて、拭のごひたまへば、

◇　と、とても真剣におっしゃるのを、本気で気の毒にお思いになって、近寄ってお拭いになると、

■　「平中へいちゅうがやうに7色いろどり添そへたまふな8。

◇　「平中のように墨付けなさるな。

■　赤あかからむはあへなむ」

◇　赤いのはまだ我慢できましょうよ」

■　と、戯たはぶれたまふさま、いとをかしき妹背9いもせと見みえたまへり。

◇　と、ふざけていらっしゃる様子、とても睦まじい兄妹とお見えである。


P36 のたまはむと--の給はむ（む/+と）

1 【まろがかく】以下「いかならむ」まで、源氏の詞。源氏は自称を「まろ」という。

2 【うたてこそあらめ】紫の君の返答。

3 【さもや染みつかむ】紫の君の心。

4 【さらにこそ】以下「すらむ」まで、源氏の詞。

5 【内裏に】源氏は帝を「内裏」と呼称する。

6 【いといとほしと思して】主語は紫の君。

7 【平中がやうに】以下「あへなむ」まで、源氏の詞。

8 【色どり添へたまふな】赤い色の上にさらに墨を付け加えなさるなの意。

9 【をかしき妹背】『集成』は「夫婦」。『完訳』は「兄妹の仲。夫婦の仲とする説はとらない」と注す。源氏と紫の君はまだ結婚の儀を経ていない。「若紫」巻に「後の親」とあったが、世話をする人という立場である。


末摘花．２．１．４

■　日ひのいとうららかなるに1、いつしかと霞かすみわたれる2梢こずゑどもの、心こころもとなきなかにも、梅むめはけしきばみ、ほほ笑ゑみわたれる、とりわきて見みゆ。

◇　日がとてもうららかで、もうさっそく一面に霞んで見える梢などは、花の待ち遠しい中でも、梅は蕾みもふくらみ、咲きかかっているのが、特に目につく。

■　階隠はしかくしのもとの紅梅こうばい、いととく咲さく花はなにて、色いろづきにけり。

◇　階隠のもとの紅梅、とても早く咲く花なので、もう色づいていた。


1 【日のいとうららかなるに】「に」（格助詞、時または添加）、『完訳』は「日がじつにうららかなうえに」の意に解す。

2 【いつしかと霞みわたれる】『集成』は「昨日こそ年は暮れしか春霞春日の山にはや立ちにけり」（拾遺集、春上、三、山部赤人）「吉野山峯の白雪いつ消えて今朝は霞の立ちかはるらむ」（同、四、源重之）等の『拾遺集』巻第一の春上の巻頭歌数首を指摘する。


末摘花．２．１．５

■　「紅くれなゐの花はなぞあやなくうとまるる

梅むめの立たち枝えはなつかしけれど

いでや」

◇　「紅の花はわけもなく嫌な感じがする

梅の立ち枝に咲いた花は慕わしく思われるが

いやはや」

末摘花．２．１．６

■　と、あいなく2うちうめかれたまふ。

◇　と、不本意に溜息をお吐かれになる。

■　かかる人ひとびとの末々すゑずゑ、いかなりけむ3。

◇　このような人たちの将来は、どうなったことだろうか。


1? 【紅の花ぞあやなくうとまるる梅の立ち枝はなつかしけれと】源氏の独詠歌。「はな」は「花」と「鼻」の意を掛ける。「たち」には梅の「立ち枝」と末摘花の長く垂れ下がった鼻を想像させる。末摘花には好意を感じるがその赤鼻だけは妙に嫌だの意。

2 【あいなく】関係のないことながらの意。『集成』は「（梅に文句をいっても）どうにもならないことながら」の意に解し、『完訳』は「紫の上の前では関係ないのに」の意に解す。

3 【かかる人びとの末々いかなりけむ】『花鳥余情』は「物語の作者の詞」と指摘。『集成』は「物語の語り手が読者に期待を持たせようとしていう言葉」。『完訳』は「読者の興味を誘う語り手の言」と指摘。「かかる人びと」は、末摘花、空蝉、軒端荻などの「帚木」「空蝉」「夕顔」の諸巻に登場した人々。これらの物語は一応ここで終了という体裁をとる。



 ７． 紅葉賀 (もみぢのが)

第一章　藤壺の物語　源氏、藤壺の御前で青海波を舞う

第一段　御前の試楽

紅葉賀．１．１．１

■　朱雀院すじゃくゐんの行幸ぎゃうがうは、神無月かむなづきのP1十日とをかあまりなり1。

◇　朱雀院への行幸は、神無月の十日過ぎである。

■　世よの常つねならず2、おもしろかるべきたびのことなりければ、御方々3おほむかたがた、物見ものみたまはぬことを口惜くちをしがりたまふ4。

◇　常の行幸とは違って、格別興趣あるはずの催しであったので、御方々、御覧になれないことを残念にお思いになる。

■　主上うへも5、藤壺ふぢつぼの見みたまはざらむを6、飽あかず思おぼさるれば7、試楽しがくを御前ごぜんにて、せさせたまふ8。

◇　主上も、藤壷が御覧になれないのを、もの足りなく思し召されるので、試楽を御前において、お催しあそばす。


P1 神無月の--神な月（月/+の〈朱〉）

1 【朱雀院の行幸は神無月の十日あまりなり】この「朱雀院行幸」は「若紫」「末摘花」巻に予告されたもの。「行幸ギャウガウ」（文明本節用集）、「ぎょうごう」と濁音に読む。この巻は新年立によれば、源氏十八歳の秋から十九歳の秋までの宰相中将時代の物語。まず、源氏、その試楽に青海波を舞う。

2 【世の常ならず】恒例の朱雀院行幸とは違って。朱雀院にいられる上皇（一院）の算賀の行幸であろう。『完訳』は「一院の四十賀か五十賀かを行うための行幸」「この一院は桐壺帝の父か」と注す。

3 【御方々】桐壺帝の後宮の妃方。

4 【口惜しがりたまふ】主語は御方々。

5 【主上も】帝を「主上」と呼称する。「も」（係助詞）は、並列を表す。御方々同様に主上ものニュアンス。

6 【藤壺の見たまはざらむを】藤壺の女御を殿舎名で「藤壺」と呼称する。

7 【思さるれば】「るれ」（自発の助動詞）、お思いにならずにはいらっしゃれないのニュアンス。

8 【試楽を御前にてせさせたまふ】試楽は予行演習。御前は清涼殿の東庭をさす。「させ」（尊敬の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）、最高敬語。帝は試楽を清涼殿の東庭でお催しあそばすの意。「御前にて」、横山本と陽明文庫本「御まへにて」とある。


紅葉賀．１．１．２

■　源氏中将げんじのちゅうじゃうは、青海波せいがいはをぞ舞まひたまひける1。

◇　源氏中将は、青海波をお舞いになった。

■　片手かたてには2大殿おほとのの頭中将3とうのちゅうじゃう。

◇　一方の舞手には大殿の頭中将。

■　容貌かたち、用意ようい、人ひとにはことなるを、立たち並ならびては、なほ花はなのかたはらの深山木みやまぎなり。

◇　容貌、心づかい、人よりは優れているが、立ち並んでは、やはり花の傍らの深山木である。


1 【源氏中将は青海波をぞ舞ひたまひける】公の場では「源氏中将」と呼称される。「ける」（過去の助動詞）は過去の事件を伝承的に現在の人の前に語る。源氏の中将は青海波をお舞いになったということである。

2 【片手には】青海波は二人一対になって舞うので、その相手方にはの意。

3 【大殿の頭中将】大殿は左大臣、その子息頭中将、源氏の正妻葵上の兄。


紅葉賀．１．１．３

■　入いり方がたの日ひかげ、さやかにさしたるに、楽がくの声こゑまさり、もののおもしろきほどに、同おなじ舞まひの足踏あしぶみ、おももち、世よに見みえぬさまなり。

◇　入り方の日の光、鮮やかに差し込んでいる時に、楽の声が高まり、感興もたけなわの時に、同じ舞の足拍子、表情は、世にまたとない様子である。

■　詠えいなどしたまへるは、

◇　朗唱などをなさっている声は、

■　「これや、仏ほとけの御迦陵頻伽おほむかれうびんがの声こゑならむ」

◇　「これが、仏の御迦陵頻伽のお声だろうか」

■　と聞きこゆ。

◇　と聞こえる。

■　おもしろくあはれなるに、帝みかど、涙なみだを1拭のごひたまひ、上達部かむだちめ、親王みこたちも2、みな泣なきたまひぬ。

◇　美しくしみじみと心打つので、帝は、涙をお拭いになさり、上達部、親王たちも、皆落涙なさった。

■　詠えいはてて、袖そでうちなほしたまへるに、待まちとりたる楽がくのにぎははしきに、顔かほの色いろあひまさりて、常つねよりも光ひかると見みえたまふ3。

◇　朗唱が終わって、袖をさっとお直しになると、待ち構えていた楽の音が賑やかに奏され、お顔の色が一段と映えて、常よりも光り輝いてお見えになる。


1 【帝涙を】地の文では「帝」と呼称される。

2 【上達部親王たちも】ここでは上達部、親王の順に紹介される。

3 【常よりも光ると見えたまふ】「光る」は当時の最高の美の形容。


紅葉賀．１．１．４

■　春宮とうぐうの女御1にょうご、かくめでたきにつけても、ただならず思おぼして、

◇　春宮の女御は、このように立派に見えるのにつけても、おもしろからずお思いになって、

■　「神かみなど、空そらにめでつべき容貌かたちかな。

◇　「神などが、空から魅入りそうな、容貌だこと。

■　うたてゆゆし2」

◇　嫌な、不吉だこと」

■　とのたまふを、若わかき女房にょうぼうなどは、心憂こころうしと耳みみとどめけり3。

◇　とおっしゃるのを、若い女房などは、厭味なと、聞きとがめるのであった。

■　藤壺ふぢつぼは、

◇　藤壷は、

■　「おほけなき心こころのなからましかば、ましてめでたく見みえまし」

◇　「大それた心のわだかまりがなかったならば、いっそう素晴らしく見えたろうに」

■　と思おぼすに、夢ゆめの心地ここちなむしたまひける。

◇　とお思いになると、夢のような心地がなさるのであった。


1 【春宮の女御】春宮の母女御の意。一宮の母女御、弘徽殿の女御。

2 【神など空にめでつべき容貌かなうたてゆゆし】弘徽殿女御の詞。周囲の女房に洩らした独白であろう。

3 【若き女房などは心憂しと耳とどめけり】弘徽殿女御方に仕える若女房か。


紅葉賀．１．１．５

■　宮みやは、やがて御宿直おほむとのゐなりけり2。

◇　宮は、そのまま御宿直なのであった。

■　「今日けふの試楽しがくは、青海波せいがいはに事ことみな尽つきぬな。

◇　「今日の試楽は、青海波に万事尽きてしまったな。

■　いかが見みたまひつる3」

◇　どう御覧になりましたか」

■　と、聞きこえたまへば、あいなう、御おほむいらへ聞きこえにくくて4、

◇　と、お尋ね申し上げあそばすと、心ならずも、お答え申し上げにくくて、

■　「殊ことにはべりつ5」

◇　「格別でございました」

■　とばかり聞きこえたまふ。

◇　とだけお返事申し上げなさる。

■　「片手かたても6けしうはあらずこそ見みえつれ。

◇　「相手役も、悪くはなく見えた。

■　舞まひのさま、手てづかひなむ、家いへの子こは殊ことなる。

◇　舞の様子、手捌きは、良家の子弟は格別であるな。

■　この世よに名なを得えたる舞まひの男をのこどもも、げにいとかしこけれど、ここしうなまめいたる筋すぢを、えなむ見みせぬ。

◇　世間で名声を博している舞の男どもも、確かに大したものであるが、大様で優美な趣きを、表すことができない。

■　試こころみの日ひ、かく尽つくしつれば、紅葉もみぢの蔭7かげやさうざうしくと思おもへど、見みせたてまつらむの心こころにて、用意よういせさせつる」

◇　試楽の日に、こんなに十分に催してしまったので、紅葉の木陰は、寂しかろうかと思うが、お見せ申したいとの気持ちで、念入りに催させた」

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと、お話し申し上げあそばす。


1? 【おほけなき心なからましかばましてめでたく見えまし】藤壺の心中。「おほけなき心」を『集成』は「藤壺に対する源氏の思慕の情をさす」というように、源氏の心と解し、源氏がそのような大それた気持ちを抱かずに青海波を舞ったのであったら一層すばらしく見えるであろうにの意に解す。それに対して、『完訳』は「帝に寵愛されながらも源氏と密通したという畏れ多い気持」「自分に大それた心のわだかまりがなかったら、この舞姿がいっそうすばらしく見えようものを」というように、藤壺自身の心と解す。一見相反するような両者の読みもそれぞれに可能なところが源氏物語独特の表現性の豊さであり深さでもある。和歌でいえば掛詞的表現の手法である。両意を汲んで以下読み進める。

2 【宮はやがて御宿直なりけり】「宮」は藤壺をさす。ただ「宮」とだけ呼称することによって、春宮の女御に対し血筋の高貴さを引き立たせる。清涼殿広廂の間から夜の御殿に移動し帝の御寝に侍することになる。それを「御宿直」と表現する。

3 【今日の試楽は青海波に事みな尽きぬないかが見たまひつる】帝の藤壺への詞。青海波の感想の問いかけ。場面は夜の御殿の寝所での会話。

4 【あいなう御いらへ聞こえにくくて】「あいなく」は心ならずもの意。『集成』は「ばつが悪く」と注し、『完訳』は「心ならずも、の意。帝の問いに対応すべきなのに、の気持」と注す。語り手自身の感想が言いこめられた用語。

5 【殊にはべりつ】藤壺の返事。「結構でございました」また「格別でございました」の意。無難に答えたもの。

6 【片手も】以下「用意せさせつる」まで、帝の詞。

7 【紅葉の蔭】朱雀院行幸当日の紅葉の下での舞を「紅葉の蔭」と表現。


第二段　試楽の翌日、源氏藤壺と和歌を贈答

紅葉賀．１．２．１

■　つとめて、中将君1ちゅうじゃうのきみ、

◇　翌朝、中将の君、

■　「いかに御覧ごらんじけむ。

◇　「どのように御覧になりましたでしょうか。

■　世よに知しらぬ乱みだり心地ごこちながらこそ2。

◇　何とも言えないつらい気持ちのままで。


1 【つとめて中将君】以下、試楽の翌日、源氏と藤壺、和歌の贈答をしあう。「中将の君」は源氏。

2 【いかに御覧じけむ世に知らぬ乱り心地ながらこそ】源氏の手紙文。係助詞「こそ」の下に「舞ひつれ」などの語句が省略された形。


紅葉賀．１．２．２

■　もの思おもふに立たち舞まふべくもあらぬ身みの

袖そでうち振ふりし心知こころしりきや1

◇　つらい気持ちのまま立派に舞うことなどはとてもできそうもないわが身が

袖を振って舞った気持ちはお分りいただけたでしょうか


1 【もの思ふに立ち舞ふべくもあらぬ身の袖うち振りし心知りきや】源氏の手紙に添えた贈歌。「立ち舞ふ」は舞を舞う意と立派に立ち振る舞うの両意がこめられる。「袖うち振りし」には舞の袖を振るしぐさの意と、袖振る動作が相手の魂を招き寄せるという信仰に基づく愛情を示すことの両意がこめられている。


紅葉賀．１．２．３

■　あなかしこ1」

◇　恐れ多いことですが」

■　とある御返おほむかへり、目めもあやなりし御おほむさま、容貌かたちに、見みたまひP2忍しのばれずやありけむ2、

◇　とあるお返事、目を奪うほどであったご様子、容貌に、お見過ごしになれなかったのであろうか、


P2 見たまひ--見給ひ（ひ/＃ひ）

1 【あなかしこ】手紙の結語。当時は男性でも使用した。おそれ多いことですがの意。

2 【とある御返り目もあやなりし御さま容貌に見たまひ忍ばれずやありけむ】「とある御返り」は、とある源氏の贈歌に対する藤壺の御返歌はの意。それが緊密かつ簡潔に表現されている。「目もあやなりし」以下、挿入句。『完訳』は「藤壺が返歌した理由を語り手が推測」と注す。なお『細流抄』他の旧注は「御返り」以下を「草子の地のことはる也」と指摘するが、「とある」以下全体が語り手の意の介入された句とも見られなくもない。


紅葉賀．１．２．４

■　「唐人からひとの袖振そでふることは遠とほけれど

立たち居ゐにつけてあはれとは見みき1

◇　「唐の人が袖振って舞ったことは遠い昔のことですが

その立ち居舞い姿はしみじみと拝見いたしました


1 【唐人の袖振ることは遠けれど立ち居につけてあはれとは見き】藤壺の返歌。「ふる」は「振る」と「古」の掛詞。青海波は唐楽なので「唐人」と詠んだ。「あはれとは見き」という点にこの返歌の主旨がある。


紅葉賀．１．２．５

■　大方おほかたには1」

◇　並々のことには」

■　とあるを、限かぎりなうめづらしう、

◇　とあるのを、この上なく珍しく、

■　「かやうの方かたさへ2、たどたどしからず、ひとの朝廷みかどまで思おもほしやれる御后言葉おほむきさきことばの、かねても」

◇　「このようなことにまで、お詳しくいらっしゃり、唐国の朝廷まで思いをはせられるお后としてのお和歌を、もう今から」

■　と、ほほ笑ゑまれて、持経ぢきゃうのやうにひき広ひろげて見みゐたまへり。

◇　と、自然とほほ笑まれて、持経のように広げてご覧になっていた。


1 【大方には】大体のところには、一通りにはの意。『完訳』は「「おほかたにはあらず」の意。一説には、「おほかたにはあはれと見き」」と注すが、どちらとも解せるような含みのある表現をあえて選んで答えたもので、二者択一的に判断するのは正しくない。感情を率直かつ直線的表現するようなことはしない。

2 【かやうの方さへ】以下「かねても」まで、源氏の心中。「かやうの方」は青海波の舞が唐土から舶来した唐楽であるという故事来歴をいう。


第三段　十月十余日、朱雀院へ行幸

紅葉賀．１．３．１

■　行幸ぎゃうがうには、親王みこたちなど、世よに残のこる人ひとなく仕つかうまつりたまへり。

◇　行幸には、親王たちなど、宮廷を挙げて一人残らず供奉なさった。

■　春宮とうぐうもおはします。

◇　春宮もお出ましになる。

■　例れいの、楽がくの舟ふねども漕こぎめぐりて、唐土もろこし、高麗こまと、尽つくしたる舞まひども、種多くさおほかり。

◇　恒例によって、楽の舟々が漕ぎ廻って、唐楽、高麗楽のと、数々を尽くした舞は、幾種類も多い。

■　楽がくの声こゑ、鼓つづみの音おと、世よを響ひびかす。

◇　楽の声、鼓の音、四方に響き渡る。

紅葉賀．１．３．２

■　一日ひとひの源氏げんじの御夕影2おほむゆふかげ、ゆゆしう思おぼされて3、御誦経みじゅきゃうなど所々ところどころにせさせたまふを、聞きく人ひともことわりとあはれがり聞きこゆるに、春宮とうぐうの女御4にょうごは、あながちなりと、憎にくみきこえたまふ。

◇　先日の源氏の夕映えのお姿、不吉に思し召されて、御誦経などを方々の寺々におさせになるのを、聞く人ももっともであると感嘆申し上げるが、春宮の女御は、大仰であると、ご非難申し上げなさる。


1? 【行幸には親王たちなど残る人なく仕うまつりたまへり】以下、神無月十日過ぎの朱雀院行幸の当日の物語。舞台は朱雀院。

2 【一日の源氏の御夕影】試楽の日の源氏の夕日を浴びた姿。

3 【ゆゆしう思されて】主語は帝。

4 【春宮の女御】弘徽殿の女御をここでは「春宮の女御」と呼称。後宮の妃の一人というより東宮の母である妃というニュアンスを強調。


紅葉賀．１．３．３

■　垣代かいしろなど、殿上人てんじゃうびと、地下ぢげも、心殊こころことなりと世人よひとに思おもはれたる有職いうそくの限かぎりととのへさせたまへり。

◇　垣代などには、殿上人、地下人でも、優秀だと世間に評判の高い精通した人たちだけをお揃えあそばしていた。

■　宰相二人さいしゃうふたり、左衛門督さゑもんのかみ、右衛門督うゑもんのかみ、左右ひだりみぎの楽がくのこと行おこなふ1。

◇　宰相二人、左衛門督、右衛門督が、左楽と右楽とを指揮する。

■　舞まひの師しどもなど、世よになべてならぬを取とりつつ2、おのおの籠こもりゐてなむ習ならひける。

◇　舞の師匠たちなど、世間で一流の人たちをそれぞれ招いて、各自家に引き籠もって練習したのであった。


1 【宰相二人左衛門督右衛門督左右の楽のこと行ふ】参議兼左衛門督一人と参議兼右衛門督一人の計二名が左の唐楽と右の高麗楽の指揮をおこなったものか。

2 【取りつつ】「つつ」は同じ動作の繰り返しを表す。それぞれの家で舞の師匠を迎え取っての意。


紅葉賀．１．３．４

■　木高こだかき紅葉もみぢの蔭かげに、四十人よそびとの垣代かいしろ、言いひ知しらず吹ふき立たてたる物もの音のねどもにあひたる松風まつかぜ、まことの深山みやまP3おろしと聞きこえて吹ふきまよひ、色々いろいろに散ちり交かふ木この葉はのなかより、青海波せいがいはのかかやき出いでたるさま、いと恐おそろしきまで見みゆ。

◇　木高い紅葉の下に、四十人の垣代、何とも言い表しようもなく見事に吹き鳴らしている笛の音に響き合っている松風、本当の深山颪と聞こえて吹き乱れ、色とりどりに散り乱れる木の葉の中から、青海波の光り輝いて舞い出る様子、何とも恐ろしいまでに見える。

■　かざしの紅葉もみぢいたう散ちり過すぎて1、顔かほのにほひにけおされたる心地ここちすれば、御前おまへなる菊きくを折をりて、左大将さだいしゃうさし替かへたまふ2。

◇　插頭の紅葉がたいそう散って薄くなって、顔の照り映える美しさに圧倒された感じがするので、御前に咲いている菊を折って、左大将が差し替えなさる。


P3 深山--（/+み）山

1 【散り過ぎて】『古典セレクション』は「散りすきて」と読み「紅葉が散って透けている意」と解す。『集成』『新大系』は「散り過ぎて」と解す。

2 【左大将さし替へたまふ】系図不明の人物。従三位相当官、源氏は中将だからその上司。その上司がわざわざ部下の源氏のために菊を挿し替えた、ということを強調。


紅葉賀．１．３．５

■　日暮ひくれかかるほどに、けしきばかりうちしぐれて、空そらのけしきさへ見知みしり顔がほなるに、さるいみじき姿すがたに、菊きくの色々移いろいろうつろひ、えならぬをかざして、今日けふはまたなき手てを尽つくしたる入綾いりあやの1ほど、そぞろ寒さむく、この世よのことともおぼえず。

◇　日の暮れかかるころに、ほんの少しばかり時雨が降って、空の様子までが感涙を催しているのに、そうした非常に美しい姿で、菊が色とりどりに変色し、その素晴らしいのを冠に插して、今日は又とない秘術を尽くした入綾の舞の時には、ぞくっと寒気がし、この世の舞とは思われない。

■　もの見知みしるまじき下人しもびとなどの、木このもと、岩隠いはがくれ、山やまの木この葉はに埋うづもれたるさへ、すこしものの心知こころしるは涙落なみだおとしけり。

◇　何も分るはずのない下人どもで、木の下、岩の陰、築山の木の葉に埋もれている者までが、少し物の情趣を理解できる者は感涙に咽ぶのであった。


1 【入綾の】横山本「いりあひ（や）の」、陽明文庫本「いりいりあひの」とある。「入綾」（舞楽の退場の際、舞う舞）を「入相」（日没）に誤る。別本の御物本も「いりあひ」と誤る。


紅葉賀．１．３．６

■　承香殿しょうきゃうでんの御腹おほむはらの四しの御子みこ、まだ童わらはにて1、秋風楽舞しうふうらくまひたまへるなむ、さしつぎの見物みものなりける。

◇　承香殿の女御の第四皇子、まだ童姿で、秋風楽をお舞いになったのが、これに次ぐ見物であった。

■　これらにおもしろさの尽つきにければ、こと事ごとに目めも移うつらず、かへりてはことざましにやありけむ2。

◇　これらに興趣も尽きてしまったので、他の事には関心も移らず、かえって興ざましであったろうか。


1 【承香殿の御腹の四の御子まだ童にて】この巻だけに登場。桐壺帝の後宮承香殿女御の第四親王。なお第一御子は弘徽殿女御の子で春宮（のちの朱雀院）、第二御子は桐壺更衣の子の源氏、第三御子は不明、という設定。さらにいえば、その後に螢兵部卿宮、帥宮、宇治八宮、冷泉帝（第十御子）という源氏の弟たちが登場する。今、第四親王が「童」で、第十親王が妊娠中ということになる。

2 【かへりてはことざましにやありけむ】語り手の評言。かえって興ざましであったろうかの意。


紅葉賀．１．３．７

■　その夜よ、源氏中将げんじのちゅうじゃう、正三位じゃうざむゐしたまふ。

◇　その夜、源氏の中将、正三位になられる。

■　頭中将とうのちうじゃう、正下じゃうげの加階かかいしたまふ1。

◇　頭中将、正四位下に昇進なさる。

■　上達部かむだちめは、皆みなさるべき限かぎりよろこびしたまふも、この君きみにひかれたまへるなれば、人ひとの目めをもおどろかし、心こころをもよろこばせたまふ、昔むかしの世よゆかしげなり2。

◇　上達部は、皆しかるべき人々は相応の昇進をなさるのも、この君の昇進につれて恩恵を蒙りなさるので、人の目を驚かし、心をも喜ばせなさる、前世が知りたいほどである。


1 【源氏中将正三位したまふ頭中将正下の加階したまふ】中将は従四位下相当官、源氏の現在の位階は不明だが、正四位下から一階を飛び越して正三位に昇進したものであろう。頭中将は従四位上から正四位下に昇進した。なお「正三位」に『古典セレクション』は「じようさむゐ」と清音の振り仮名を付ける。『集成』『新大系』は「じやうざむゐ」と連濁の振り仮名を付ける。「じょうざんみ」、また「正下」は、「じょうげ」と読む。

2 【昔の世ゆかしげなり】前世をさす。源氏の善根を積んだ前世が知りたい、の意。


第四段　葵の上、源氏の態度を不快に思う

紅葉賀．１．４．１

■　宮みやは、そのころまかでたまひぬれば1、例れいの、隙ひまもやとうかがひありきたまふをことにて、大殿おほいどのには騒さわがれたまふ2。

◇　宮は、そのころご退出なさったので、例によって、お会いできる機会がないかと窺い回るのに夢中であったので、大殿では穏やかではいらっしゃれない。

■　いとど、かの若草わかくさたづね取とりたまひてしを、

◇　その上、あの若草をお迎えになったのを、

■　「二条院にでうのゐんには人迎ひとむかへたまふP4なり4」

◇　「二条院では、女の人をお迎えになったそうだ」

■　と人ひとの聞きこえければ、いと心こころづきなしと思おぼいたり5。

◇　と、誰かが申し上げたので、まことに気に食わないとお思いになっていた。


P4 たまふ--給へ（へ/＆ふ）

1 【宮はそのころまかでたまひぬれば】藤壺の宮をさす。里邸の三条宮邸に退出。

2 【大殿には騒がれたまふ】「れ」（自発の助動詞）、左大臣家では穏やかでにはいらっしゃれない。

3? 【かの若草たづねとりて】紫の君をさす。地の文で「若草」と呼称。

4 【二条院には人迎へたまふなり】人の噂。二条院では女の人をお迎えになったそうだの意。

5 【心づきなしと思いたり】主語は葵の上。


紅葉賀．１．４．２

■　「うちうちのありさまは1知しりたまはず、さも思おぼさむはことわりなれど、心こころうつくしく、例れいの人ひとのやうに怨うらみのたまはば、我われもうらなくうち語かたりて、慰なぐさめきこえてむものを、思おもはずにのみとりないたまふ心こころづきなさに、さもあるまじきすさびごとも出いで来くるぞかし2。

◇　「内々の様子はご存知なく、そのようにお思いになるのはごもっともであるが、素直で、普通の女性のように恨み言をおっしゃるのならば、自分も腹蔵なくお話して、お慰め申し上げようものを、心外なふうにばかりお取りになるのが不愉快なので、起こさなくともよい浮気沙汰まで起こるのだ。

■　人ひとの御おほむありさまの、かたほに、そのことの飽あかぬとP5おぼゆる疵きずもなし。

◇　相手のご様子は、不十分で、どこが不満だと思われる欠点もない。

■　人ひとよりさきに見みたてまつりそめてしかば、あはれにやむごとなく思おもひきこゆる心こころをも、知しりたまはぬほどこそあらめ、つひには思おぼし直なほされなむ」

◇　誰よりも先に結婚した方なので、愛しく大切にお思い申している気持ちを、まだご存知ないのであろうが、いつかはお思い直されよう」

■　と、「おだしく軽々かるがるしからぬ御心みこころのほども、おのづから3」

◇　と、「安心できる軽率でないご性質だから、いつかは」

■　と、頼たのまるる方かたはことなりけり。

◇　と、期待できる点では格別なのであった。


P5 飽かぬと--あかぬに（に/＆と〈朱〉）

1 【うちうちのありさまは】以下「思し直されむ」まで、源氏の心内。

2 【さもあるまじきすさびごとも出で来るぞかし】「ついよろしくない浮気沙汰も引き起すといったことになるのだ」と自己弁解めいた感想。

3 【おだしく軽々しからぬ御心のほどもおのづから】源氏の心。葵の上の人柄を想像して、いずれは打ち解けてくれようと期待する。


第二章　紫の物語　源氏、紫の君に心慰める

第一段　紫の君、源氏を慕う

紅葉賀．２．１．１

■　幼をさなき人ひとは1、見みついたまふままにP6、いとよき心こころざま、容貌かたちにて、何心なにごころもなくむつれまとはしきこえたまふ。「しばし、殿とのの内うちの人ひとにも誰たれと知しらせじ2」と思おぼして、なほ離はなれたる対たいに3、御おほむしつらひ二になくして、我われも明あけ暮くれ入いりおはして、よろづの御おほむことどもを教をしへきこえたまひ4、手本書てほんかきて習ならはせなどしつつ、ただほかなりける御おほむむすめを迎むかへたまへらむやうにぞ思おぼしたる。

◇　幼い人は馴染まれるにつれて、とてもよい性質、容貌なので、無心に懐いてお側からお放し申されない。「暫くの間は、邸内の者にも誰それと知らせまい」とお思いになって、今も離れた対の屋に、お部屋の設備をまたとなく立派にして、ご自分も明け暮れお入りになって、ありとあらゆるお稽古事をお教え申し上げなさる。お手本を書いてお習字などさせては、まるで他で育ったご自分の娘をお迎えになったようなお気持ちでいらっしゃった。


P6 ままに--（/+まゝに）

1 【幼き人は】紫の君をさす。

2 【しばし殿の内の人にも誰れと知らせじ】源氏の心。紫の君を自邸二条院の者にも誰とも知らせまいの意。

3 【離れたる対に】二条院の西の対。東の対は源氏の居室。

4 【教へきこえたまひ】大島本「ゝしへきこえ給い」とある。「ゝ」は「を」の踊り字。『集成』『古典セレクション』は他本に従って「教へきこえたまふ」と終止形に校訂する。『新大系』は底本のまま連用形。


紅葉賀．２．１．２

■　政所まんどころ、家司けいしなどをはじめ、ことに分わかちて、心こころもとなからず仕つかうまつらせたまふ1。

◇　政所、家司などをはじめとして、別に分けて、心配がないようにお仕えさせなさる。

■　惟光これみつよりほかの人ひとは、おぼつかなくのみ思おもひきこえたり。

◇　惟光以外の人は、はっきり分からずばかり思い申し上げていた。

■　かの父宮ちちみやも、え知しりきこえたまはざりけり。

◇　あの父宮も、ご存知ないのであった。


1 【政所家司などをはじめことに分かちて心もとなからず仕うまつらせたまふ】二条院の源氏の執務家計とは別に紫の上の執務家計担当の者を独立して置いたことをいう。


紅葉賀．２．１．３

■　姫君ひめぎみは、なほ時々思ときどきおもひ出いできこえたまふ時とき、尼君あまぎみを恋こひきこえたまふ折多をりおほかり。

◇　姫君は、やはり時々お思い出しなさる時は、尼君をお慕い申し上げなさる時々が多い。

■　君きみのおはするほどは、紛まぎらはしたまふを、夜よるなどは、時々ときどきこそ泊とまりたまへ、ここかしこの御おほむいとまなくて、暮くるれば出いでたまふを、慕したひきこえたまふ折をりなどあるを、いとらうたく思おもひきこえたまへり1。

◇　君がおいでになる時は、気が紛れていらっしゃるが、夜などは、時々はお泊まりになるが、あちらこちらの方々にお忙しくて、暮れるとお出かけになるのを、お後を慕いなさる時などがあるのを、とてもかわいいとお思い申し上げていらっしゃった。


1 【いとらうたく思ひきこえたまへり】主語は源氏。「らうたし」は、弱い者や幼い者をいたわってやりたい気持。


紅葉賀．２．１．４

■　二に、三日内裏さむにちうちにさぶらひ、大殿おほとのにもおはする折をりは、いといたく屈くしP7などしたまへば、心苦こころぐるしうて1、母ははなき子持こもたらむ心地ここちして、歩ありきも静心しづごころなく2おぼえたまふ。

◇　二、三日宮中に伺候し、大殿にもいらっしゃる時は、とてもひどく塞ぎ込んだりなさるので、気の毒で、母親のいない子を持ったような心地がして、外出も落ち着いてできなくお思いになる。

■　僧都そうづは、かくなむ、と聞ききたまひて、あやしきものから、うれしとなむ思おもほしける。

◇　僧都は、これこれと、お聞きになって、不思議な気がする一方で、嬉しいことだとお思いであった。

■　かの御法事おほむほふじなどしたまふにも3、いかめしうとぶらひきこえたまへり。

◇　あの尼君の法事などをなさる時にも、立派なお供物をお届けなさった。


P7 屈し--（/+く）し

1 【心苦しうて】「心苦し」は、相手の不憫な様子に心を痛める気持。「母なき子持たらむ心地」というように、一つのパターンとして認識されている。

2 【静心なく】『集成』は「しづこころ」と清音に読み、『古典セレクション』は「しづごころ」と濁音に読む。『新大系』は振り仮名無し。

3 【かの御法事などしたまふにも】主語は源氏。源氏が紫の君の祖母の法事を営む。


第二段　藤壺の三条宮邸に見舞う

紅葉賀．２．２．１

■　藤壺ふぢつぼのまかでたまへる三条さむでうの宮みやに1、御おほむありさまもゆかしうて、参まゐりたまへれば、命婦みゃうぶ、中納言ちゅうなごんの君きみ、中務なかつかさなどやうの人ひとびと対面たいめしたり。

◇　藤壷が退出していらっしゃる三条の宮に、ご様子も知りたくて、参上なさると、命婦、中納言の君、中務などといった女房たちが応対に出た。

■　「けざやかにももてなしたまふかな2」

◇　「他人行儀なお扱いであるな」

■　と、やすからず思おもへど、しづめて、大方おほかたの御物語聞おほむものがたりきこえたまふほどに、兵部卿宮参ひゃうぶきゃうのみやまゐりたまへり。

◇　とおもしろくなく思うが、落ち着けて、世間一般のお話を申し上げなさっているところに、兵部卿宮が参上なさった。


1 【藤壺のまかでたまへる三条の宮に】源氏は三条宮邸に里下り中の藤壺を訪い、兵部卿宮に会う。

2 【けざやかにももてなしたまふかな】源氏の感想。他人行儀な扱いだと思う。


紅葉賀．２．２．２

■　この君きみおはすと聞ききたまひて、対面たいめしたまへり。

◇　この君がいらっしゃるとお聞きになって、お会いなさった。

■　いとよしあるさまして、色いろめかしうなよびたまへるを1、

◇　とても風情あるご様子をして、色っぽくなよなよとしていらっしゃるのを、

■　「女をむなにて見みむはをかしかりぬべく2」

◇　「女性として見るにはきっと素晴らしいに違いなかろう」

■　、人知ひとしれず見みたてまつりたまふにも、かたがたむつましく3おぼえたまひて、こまやかに御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふ。

◇　と、こっそりと拝見なさるにつけても、あれこれと睦まじくお思いになられて、懇ろにお話など申し上げなさる。

■　宮みやも、この御おほむありさまの常つねよりことになつかしううちとけたまへるを、

◇　宮も、君のご様子がいつもより格別に親しみやすく打ち解けていらっしゃるのを、

■　「いとめでたし4」

◇　「じつに素晴らしい」

■　と見みたてまつりたまひて、婿むこになどは思おぼし寄よらで5、

◇　と拝見なさって、婿でいらっしゃるなどとはお思いよりにもならず、

■　「女をむなにて見みばや6」

◇　「女としてお会いしたいものだ」

■　と、色いろめきたる御心みこころには思おもほす。

◇　と、色っぽいお気持ちにお考えになる。


1 【いとよしあるさまして色めかしうなよびたまへるを】兵部卿宮の物腰や器量についていう。

2 【女にて見むはをかしかりぬべく】「む」（推量の助動詞、仮定）「ぬ」（完了の助動詞、確述）「べく」（推量の助動詞）、もし兵部卿宮を女性として見たらきっと素晴らしいにちがいないの意。源氏の仮想。心内文と地の文とが融合した表現。

3 【むつましく】『古典セレクション』は諸本に従って「睦ましう」とう音便形に改める。『集成』『新大系』は底本のまま。

4 【いとめでたし】兵部卿宮の感想。

5 【婿になどは思し寄らで】『集成』は「（源氏を）婿にしようなどとはお考えにもならず。自分の姫君が源氏に引き取られていようとはつゆしらず、という含みがある」と注すが、源氏が既に婿になっているという、「婿に」の下には「おはせり」などの語句が省略された形であろう。

6 【女にて見ばや】兵部卿宮が源氏を女性として見たいという感想。


紅葉賀．２．２．３

■　暮くれぬれば、御簾みすの内うちに入いりたまふを1、うらやましく、昔むかしは、主上うへの御おほむもてなしに2、いとけ近ぢかく、人ひとづてならで、ものをも聞きこえたまひしを、こよなう疎うとみたまへるも、つらうおぼゆるぞわりなきや3。

◇　日が暮れたので、御簾の内側にお入りになるのを、羨ましく、昔はお上の御待遇で、とても近くで直接にお話申し上げになさったのに、すっかり疎んじていらっしゃるのも、辛く思われるとは、理不尽なことであるよ。


1 【御簾の内に入りたまふを】主語は兵部卿宮。藤壺と兄妹なので、御簾の内側に入れる。しかし、藤壺はさらに几帳の内側にいる。

2 【昔は主上の御もてなしに】以下「聞こえたまひしを」までは、源氏の心中とも解せる表現。「こよなううとみ給へる」は源氏の心中文であるとともに語り手の文でもある、境界語。源氏の心に添った語り口で、帝を「主上」と呼称する。

3 【わりなきや】『岷江入楚』は「草子地也」と指摘。『集成』『完訳』も「草子地（作者の評語）」また「語り手の評」と注し、それぞれ「うらめしく思われるのは、これもまた仕方のないことではある」「それもいたしかたのないことである」と解す。


紅葉賀．２．２．４

■　「しばしばも1さぶらふべけれど、事ことぞとはべらぬほどは、おのづからおこたりはべるを、さるべきことP8などは、仰おほせ言ごとP9もはべらむこそ、うれしく」

◇　「しばしばお伺いすべきですが、特別の事でもない限りは、参上するのも自然滞りがちになりますが、しかるべき御用などは、お申し付けございましたら、嬉しく」


P8 さるべきこと--さるへ（へ/+き）こと

P9 仰せ言--おほす（す/＄せ）事

1 【しばしばも】以下「うれしく」まで、源氏の詞。女房を介して、藤壺に話した内容。


紅葉賀．２．２．５

■　など、すくすくしうて出いでたまひぬ。

◇　などと、堅苦しい挨拶をしてお出になった。

■　命婦みゃうぶも、たばかりきこえむかたなく、宮みやの御みけしきも、ありしより1は、いとど憂うきふしに思おぼしおきて、心こころとけぬ御みけしきも2、恥はづかしくいとほしければ3、何なにのしるしもなくて、過すぎゆく。

◇　命婦も、手引き申し上げる手段もなく、宮のご様子も以前よりは、いっそう辛いことにお思いになっていて、お打ち解けにならないご様子も、恥ずかしくおいたわしくもあるので、何の効もなく、月日が過ぎて行く。

■　「はかなの契ちぎりや4」

◇　「何とはかない御縁か」

■　と思おぼし乱みだるること、かたみに尽つきせず。

◇　と、お悩みになること、お互いに嘆ききれない。


1 【ありしより】懐妊以後をさす。

2 【心とけぬ御けしきも】藤壺の命婦に対する態度。『集成』は「（手引きをした自分に対して）快からずお思いのご様子も」と注す。

3 【恥づかしくいとほしければ】命婦の藤壺に対する気持ち。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「恥かしう」とウ音便形に改める。『新大系』は底本のまま。『完訳』は「命婦は、藤壺に対して気づまりであり、またいたわしくも思う」と注す。

4 【はかなの契りや】源氏と藤壺両人の心。下に「かたみに尽きせず」とある。


第三段　故祖母君の服喪明ける

紅葉賀．２．３．１

■　少納言せうなごんは1、

◇　少納言は、

■　「おぼえずをかしき世よを見みるかな2。

◇　「思いがけず嬉しい運が回って来たこと。

■　これも、故尼上こあまうへの、この御おほむことを思おぼして、御行おほむおこなひにも祈いのりきこえたまひし仏ほとけの御おほむしるしにや」

◇　これも、故尼上が、姫君様をご心配なさって、御勤行にもお祈り申し上げなさった仏の御利益であろうか」

■　とおぼゆ。

◇　と思われる。

■　「大殿、いとやむごとなくて3おはします4。

◇　「大殿は、本妻として歴としていらっしゃる。

■　ここかしこあまたかかづらひたまふをぞ、まことに大人おとなびたまはむほどは、むつかしきこともや」

◇　あちらこちら大勢お通いになっているのを、本当に成人されてからは、厄介なことも起きようか」

■　とおぼえける。

◇　と案じられるのだった。

■　されど、かくとりわきたまへる御おほむおぼえのほどは、いと頼たのもしげなりかし。

◇　しかし、このように特別になさっていらっしゃるご寵愛のうちは、とても心強い限りである。


1 【少納言は】以下、物語は転じて、紫の君の物語となる。

2 【おぼえずをかしき世を見るかな】以下「仏の御しるしにや」まで、少納言の心中。

3 【大殿いとやむごとなくて】以下「むつかしきこともや」まで、少納言の心中。

4 【おはします】大島本「おハします」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おはし」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


紅葉賀．２．３．２

■　御服おほむぶく、母方はは三月がたはみつきこそはとて、晦日つごもりには脱ぬがせたてまつりたまふを1、また親おやもなくて生おひ出いでたまひしかば、まばゆき色いろにはあらで、紅くれなゐ、紫むらさき、山吹やまぶきの地ぢの限かぎり織おれる御小袿おほむこうちきなどを着きたまへるさま、いみじう今いまめかしく2をかしげなり。

◇　ご服喪は、母方の場合は三箇月であると、晦日には忌明け申し上げさせなさるが、他に親もなくてご成長なさったので、派手な色合いではなく、紅、紫、山吹の地だけで織った御小袿などを召していらっしゃる様子、たいそう当世風でかわいらしげである。


1 【御服母方は三月こそはとて晦日には脱がせたてまつりたまふを】『喪葬令』に母方の祖父母の服喪は三カ月（父方の祖父母の場合は五カ月）と規定。九月二十日ころ死去したので（「若紫」）、十二月下旬に除服となる。

2 【今めかしく】大島本「いまめかしく」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「今めかしう」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。


第四段　新年を迎える

紅葉賀．２．４．１

■　男君をとこぎみは、朝拝てうはいに1参まゐりたまふとて、さしのぞきたまへり。

◇　男君は、朝拝に参内なさろうとして、お立ち寄りになった。

■　「今日けふよりは2、大人おとなしくなりたまへりや」

◇　「今日からは大人らしくなられましたか」

■　とて、うち笑ゑみたまへる、いとめでたう愛敬あいぎゃうづきたまへり。

◇　と言って微笑んでいらっしゃる、とても素晴らしく魅力的である。

■　いつしか、雛ひひなをし据すゑて、そそきゐたまへる。

◇　早くも、お人形を並べ立てて、忙しくしていらっしゃる。

■　三尺さむじゃくの御厨子一具みづしひとよろひに、品々しなじなしつらひ据すゑて、また小ちひさき屋やども作つくり集あつめて、たてまつりたまへるを3、ところせきまで遊あそびひろげたまへり。

◇　三尺の御厨子一具と、お道具を色々と並べて、他に小さい御殿をたくさん作って、差し上げなさっていたのを、辺りいっぱいに広げて遊んでいらっしゃる。


1 【男君は朝拝に】新年を迎える。「男君」という呼称は「夫君」というニュアンス。

2 【今日よりは】以下「なりたまへりや」まで、源氏の詞。

3 【たてまつりたまへるを】主語は源氏。紫の君のために。


紅葉賀．２．４．２

■　「儺なやらふとて、犬君いぬきが1これをこぼちはべりにければ、つくろひはべるぞ」

◇　「追儺をやろうといって、犬君がこれを壊してしまったので、直しておりますの」

■　とて、いと大事だいじと思おぼいたり。

◇　と言って、とても大事件だとお思いである。

■　「げに、いと心こころなき人ひとの2しわざにもはべるなるかな。

◇　「なるほど、とてもそそっかしい人のやったことらしいですね。

■　今***つくろはせはべらむ。

◇　直ぐに直させましょう。

■　今日けふは言忌こといみP10して、な泣ないたまひそ」

◇　今日は涙を慎んで、お泣きなさるな」

■　とて、出いでたまふけしき、ところせきを、人ひとびと端はしに出いでて見みたてまつれば、姫君ひめぎみも立たち出いでて見みたてまつりたまひて3、雛ひひなのなかの源氏げんじの君きみつくろひ立たてて、内裏うちに参まゐらせなどしたまふ。

◇　と言って、お出かけになる様子、辺り狭しのご立派さを、女房たちは端に出てお見送り申し上げるので、姫君も立って行ってお見送り申し上げなさって、お人形の中の源氏の君を着飾らせて、内裏に参内させる真似などなさる。

◆　 
"な やらふ とて、 いぬき が これ を こぼち はべり に けれ ば、 つくろひ はべる ぞ。"
 とて、 いと だいじ と おぼい たり。
 "げに、 いと こころなき ひと の しわざ に も はべる なる かな! いま つころは せ はべら む。 けふ は こといみ し て、 な ない たまひ そ。"
 とて、 いで たまふ けしき、 ところせき を、 ひとびと はし に いで て み たてまつれ ば、 ひめぎみ も たちいで て み たてまつり たまひ て、 ひひな の なか の げんじのきみ つくろひ たて て、 うち に まゐら せ など し たまふ。


P10 言忌--（/+こと〈朱〉）いみ

1 【儺やらふとて犬君が】以下「つくろひはべるぞ」まで、紫の君の詞。相変わらず子供っぽい遊びに熱中。「儺」（追儺）は大晦日の夜に行う行事。「犬君」は紫の君の遊び相手（「若紫」巻に登場）。

2 【げにいと心なき人の】以下「な泣いたまひそ」まで、源氏の詞。紫の君に合わせた発言。

3 【姫君も立ち出でて見たてまつりたまひて】姫君が「立ち出で」という行動はや異例、普通は膝行するものである。紫の君の無心さあどけなさの現れ。


紅葉賀．２．４．３

■　「今年ことしだに1すこし大人おとなびさせたまへ。

◇　「せめて今年からはもう少し大人らしくなさいませ。

■　十とをにあまりぬる人ひとは、雛遊ひひなあそびは忌いみはべるものを。

◇　十歳を過ぎた人は、お人形遊びはいけないものでございますのに。

■　かく御夫おほむをとこなどまうけたてまつりたまひては、あるべかしうしめやかにてこそ、見みえたてまつらせたまはめ。

◇　このようにお婿様をお持ち申されたからには、奥方様らしくおしとやかにお振る舞いになって、お相手申し上げあそばしませ。

■　御髪参みぐしまゐるほどをだに、もの憂うくせさせたまふ」

◇　お髪をお直しする間さえ、お嫌がりあそばして」


1 【今年だに】以下「もの憂くせさせたまふ」まで、少納言の乳母の詞。


紅葉賀．２．４．４

■　など、少納言聞せうなごんきこゆ。

◇　などと少納言も、お諌め申し上げる。

■　御遊おほむあそびにのみ心入こころいれたまへれば、恥はづかしと思おもはせたてまつらむとて言いへば、心こころのうちに、

◇　お人形遊びにばかり夢中になっていらっしゃるので、これではいけないと思わせ申そうと思って言うと、心の中で、

■　「我われは、さは1、夫をとこまうけてけり。

◇　「わたしは、それでは、夫君を持ったのだわ。

■　この人ひとびとの夫をとことてあるは、醜みにくくこそあれ。

◇　この女房たちの夫君というのは、何と醜い人たちなのであろう。

■　我われはかくをかしげに若わかき人ひとをも持もたりけるかな」

◇　わたしは、こんなにも魅力的で若い男性を持ったのだわ」

■　と、今いまぞ思おもほし知しりける。

◇　と、今になってお分かりになるのであった。

■　さはいへど、御年おほむとしの数添かずそふしるしなめりかし2。

◇　何と言っても、お年を一つ取った証拠なのであろう。

■　かく幼をさなき御おほむけはひの、ことに触ふれてしるければ、殿とののうちの人ひとびとも、あやしと思おもひけれど、いとかう世よづかぬ御添臥おほむそひぶしならむとは思おもはざりけり。

◇　このように幼稚なご様子が、何かにつけてはっきり分かるので、殿の内の女房たちも変だと思ったが、とてもこのように夫婦らしくないお添い寝相手だろうとは思わなかったのである。


1 【我はさは】以下「持たりけるかな」まで、紫の君の心中。

2 【さはいへど御年の数添ふしるしなめりかし】『紹巴抄』は「双地」と指摘。『集成』も「諧謔めかした草子地。語り手（作者）が直接読者に語りかける趣」と注す。


第三章　藤壺の物語（二）　二月に男皇子を出産

第一段　左大臣邸に赴く

紅葉賀．３．１．１

■　内裏うちより大殿おほいどのにまかでたまへれば1、例れいのうるはしうよそほしき御おほむさまにて、心こころうつくしき御みけしきもなく、苦くるしければ、

◇　宮中から大殿にご退出なさると、いつものように端然と威儀を正したご態度で、やさしいそぶりもなく窮屈なので、

■　「今年ことしよりだに2、すこし世よづきて改あらためたまふ御心見みこころみえば、いかにうれしからむ」

◇　「せめて今年からでも、もう少し夫婦らしく態度をお改めになるお気持ちが窺えたら、どんなにか嬉しいことでしょう」

■　など聞きこえたまへど、

◇　などとお申し上げなさるが、

■　「わざと人据ひとすゑて、かしづきたまふ3」

◇　「わざわざ女の人を置いて、かわいがっていらっしゃる」

■　と聞ききたまひしよりは、

◇　と、お聞きになってからは、

■　「やむごとなく思おぼし定さだめたることにこそは4」

◇　「重要な夫人とお考えになってのことであろう」

■　と、心こころP11のみ置おかれて、いとど疎うとく恥はづかしく思おぼさるべし5。

◇　と、隔て心ばかりが自然と生じて、ますます疎ましく気づまりにお感じになられるのであろう。

■　しひて見知みしらぬやうにもてなして6、乱みだれたる御おほむけはひ7には、えしも心強こころづよからず、御おほむいらへなどうち聞きこえたまへるは、なほ人ひとよりはいとことなり。

◇　つとめて見知らないように振る舞って、冗談をおっしゃっるご様子には、強情もを張り通すこともできず、お返事などちょっと申し上げなさるところは、やはり他の女性とはとても違うのである。


P11 なく思し定めたることにこそは」と、心--（/+なくおほしさためたる事にこそはとこゝろ〈朱〉）

1 【内裏より大殿にまかでたまへれば】物語は転じて、源氏の宮中参賀後の大殿邸退出、院や藤壺宮などへの参賀の様子を語る。

2 【今年よりだに】以下「いかにうれしからむ」まで、源氏の詞。

3 【わざと人据ゑてかしづきたまふ】人の噂。なお『万水一露』は「草子の批判の詞なるへし」と指摘し、また『完訳』は以下「思さるべし」まで、挿入句と解す。

4 【やむごとなく思し定めたることにこそは】葵の上の心。

5 【思さるべし】『湖月抄』師説は「草子地より察して書る詞也」と指摘。

6 【しひて見知らぬやうにもてなして】『集成』は「（しかし）そんな葵の上のお気持にわざと気づかぬふうをよそおって、冗談をおっしゃる源氏のお振舞に対しては」と、主語を源氏に解す。しかし、その前を挿入句とみる『完訳』は「しいて何気ないふうを装って、冗談口をたたかれる君のお仕向けに対しては」と、主語を葵の上に解す。両方の意に解せるところである。こういうところはそのような表現としての両義性を尊重して、主語をあえて補い特定するようなことはせず、原文のままに解す。

7 【乱れたる御けはひ】源氏の態度をいう。


紅葉賀．３．１．２

■　四年よとせばかりがこのかみにおはすれば、うち過すぐし、恥はづかしげに、盛さかりにととのほりて見みえたまふ。

◇　四歳ほど年上でいらっしゃるので、姉様で、気後れがし、女盛りで非の打ちどころがなくお見えになる。

■　「何なにごとかはこの人ひとの飽あかぬところはものしたまふ。

◇　「どこにこの人の足りないところがおありだろうか。

■　我わが心こころのあまりけしからぬすさびに、かく怨うらみられたてまつるぞかし」

◇　自分のあまり良くない浮気心からこのようにお恨まれ申すのだ」

■　と、思おぼし知しらる。

◇　と、お考えにならずにはいられない。

■　同おなじ大臣おと聞どときこゆるなかにも、おぼえやむごとなくおはするが、宮腹みやばらに一人ひとりいつきかしづきたまふ御心みこころおごり、いとこよなくて、

◇　同じ大臣と申し上げる中でも、御信望この上なくいらっしゃる方が、宮との間にお一人儲けて大切にお育てなさった気位の高さは、とても大変なもので、

■　「すこしもおろかなるをば、めざまし」

◇　「少しでも疎略にするのは、失敬である」

■　と思おもひきこえたまへるを、男君をとこぎみは、

◇　とお思い申し上げていらっしゃるのを、男君は、

■　「などかいとさしも」

◇　「どうしてそんなにまでも」

■　と、ならはいたまふ、御心みこころの隔へだてどもなるべし。

◇　と、お躾なさる、お二人の心の隔てがあるの生じさせたのであろう。

紅葉賀．３．１．３

■　大臣おとども、かく頼たのもしげなき御心みこころを、つらしと思おもひきこえたまひながら、見みたてまつりたまふ時ときは、恨うらみも忘わすれて、かしづきいとなみきこえたまふ。

◇　大臣も、このように頼りないお気持ちを、辛いとお思い申し上げになりながらも、お目にかかりなさる時には、恨み事も忘れて、大切にお世話申し上げなさる。

■　つとめて、出いでたまふところにさしのぞきたまひて、御装束おほむさうぞくしたまふに、名高なだかき御帯おほむおび、御手おほむてづから持もたせてわたりたまひて、御衣おほむぞのうしろひきつくろひなど、御沓おほむくつを取とらぬばかりにしたまふ、いとあはれなり。

◇　翌朝、お帰りになるところにお顔をお見せになって、お召し替えになる時、高名の御帯、お手ずからお持ちになってお越しになって、お召物の後ろを引き結び直しなどや、お沓までも手に取りかねないほど世話なさる、大変なお気の配りようである。

紅葉賀．３．１．４

■　「これは、内宴ないえんなどいふこともはべるなるを、さやうの折をりにこそ」

◇　「これは、内宴などということもございますそうですから、そのような折にでも」

■　など聞きこえたまへば、

◇　などとお申し上げなさると、

■　「それは、まされるもはべり。

◇　「その時には、もっと良いものがございます。

■　これはただ目馴めなれぬさまなればなむ」

◇　これはちょっと目新しい感じのするだけのものですから」

■　とて、しひてささせたてまつりたまふ。

◇　と言って、無理にお締め申し上げなさる。

■　げに、よろづにかしづき立たてて見みたてまつりたまふに、生いけるかひあり、

◇　なるほど、万事にお世話して拝見なさると、生き甲斐が感じられ、

■　「たまさかにても、かからむ人ひとを出いだし入いれて見みむに、ますことあらじ」

◇　「たまさかであっても、このような方をお出入りさせてお世話するのに、これ以上の喜びはあるまい」

■　と見みえたまふ。

◇　とお見えである。

第二段　二月十余日、藤壺に皇子誕生

紅葉賀．３．２．１

■　参座さんざしにとても1、あまた所ところも歩ありきたまはず、内裏うち、春宮とうぐう、一院いちのゐんばかり2、さては、藤壺ふぢつぼの三条さむでうの宮みやにぞ参まゐりたまへる。

◇　参賀のご挨拶といっても、多くの所にはお出かけにならず、内裏、春宮、一院だけ、その他では、藤壷の三条の宮にお伺いなさる。

■　「今日けふはまたことにも見みえたまふかな3」

◇　「今日はまた格別にお見えでいらっしゃるわ」

■　「ねびたまふままに、ゆゆしきまでなりまさりたまふ御おほむありさまかな」

◇　「ご成長されるに従って、恐いまでにお美しくおなりでいらっしゃるご様子ですわ」

■　と、人ひとびとめできこゆるを、宮みや、几帳きちゃうの隙ひまより、ほの見みたまふにつけても4、思おもほすことしげかりけり。

◇　と、女房たちがお褒め申し上げているのを、宮、几帳の隙間からわずかにお姿を御覧になるにつけても、物思いなさることが多いのであった。


1 【参座しにとても】主語は源氏。年賀の拝礼に参る。

2 【内裏春宮一院ばかり】「一院」について、『集成』は「上皇のこと。朱雀院で算賀を受けられた方であろう」と注す。『完訳』は「ここだけに見える呼称。巻頭の行幸はこの一院の賀。上皇が二人存在する場合、先に上皇になった方を「一院」、後の方を「新院」と呼ぶ。桐壺帝の一代前の帝（新院）は兵部卿宮や藤壺の父で、すでに崩御。この一院は桐壺帝の父か」と注す。

3 【今日はまたことにも見えたまふかな】以下「御ありさまかな」まで、女房の詞。源氏賞賛。下に「人びと」とあるので、今、二人の女房の詞と解す。

4 【ほの見たまふにつけても】主語は藤壺。源氏をちらっと御覧になるにつけてもの意。


紅葉賀．３．２．２

■　この御おほむことの、師走しはすも過すぎにしが1、心こころもとなきに、この月つきはさりともと2、宮人みやびとも待まちきこえ、内裏うちにも、さる御心みこころまうけどもあり3、つれなくて立たちぬ4。

◇　御出産の予定の、十二月も過ぎてしまったのが、気がかりで、今月はいくら何でもと、宮家の人々もお待ち申し上げ、主上におかれても、そのお心づもりでいるのに、何事もなく過ぎてしまった。

■　「御おほむもののけにや」

◇　「御物の怪のせいであろうか」

■　と、世人よひとも聞きこえ騒さわぐを、宮みや、いとわびしう、

◇　と、世間の人々もお噂申し上げるのを、宮、とても身にこたえてつらく、

■　「このことにより、身みのいたづらになりぬべきこと5」

◇　「このお産のために、命を落とすことになってしまいそうだ」

■　と思おぼし嘆なげくに、御心地みここちもいと苦くるしくて悩なやみたまふ。

◇　と、お嘆きになると、ご気分もとても苦しくてお悩みになる。


1 【この御ことの師走も過ぎにしが】御出産の予定の十二月も過ぎてしまったの意。

2 【この月はさりともと】正月にはいくらなんでも、の意。

3 【御心まうけどもあり】大島本「御心まうけともあり」とある。『集成』は他本に従って「御心まうけどもありるに」と校訂、『古典セレクション』は「御心まうけどもある」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

4 【つれなくて立ちぬ】何事もなく正月が過ぎてしまったの意。

5 【このことにより身のいたづらになりぬべきこと】藤壺の心。「この事」は出産をさす。


紅葉賀．３．２．３

■　中将君ちゅうじゃうのきみは1、いとど思おもひあはせて、御修法2みすほふなど、さとはなくて所々ところどころにせさせたまふ。

◇　中将の君は、ますます思い当たって、御修法などを、はっきりと事情は知らせずに方々の寺々におさせになる。

■　「世よの中なかの3定さだめなきにつけても、かくはかなくてや止やみなむ」

◇　「世の無常につけても、このままはかなく終わってしまうのだろうか」

■　と、取とり集あつめて嘆なげきたまふに4、二月十余日にぐわつじふよにちのほどに、男御子生をとこみこむまれたまひぬれば5、名残なごりなく、内裏うちにも宮人みやびとも喜よろこびきこえたまふ。

◇　と、あれやこれやとお嘆きになっていると、二月十日過ぎのころに、男御子がお生まれになったので、すっかり心配も消えて、宮中でも宮家の人々もお喜び申し上げなさる。


1 【中将君は】源氏をさす。ここでは官職名、公人的ニュアンスで呼称する。

2 【御修法】大島本「みすほう」とある。『集成』『古典セレクション』は濁音「みずほふ」と振り仮名を付ける。『新大系』は「みすほふ」と振り仮名を付ける。

3 【世の中の】以下「はかなくてや止みなむ」まで、源氏の心。「や」（係助詞、疑問）「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞）、このままはかなく藤壺との仲も終わってしまうのだろうかの意。

4 【取り集めて嘆きたまふに】主語は源氏。

5 【二月十余日のほどに男御子生まれたまひぬれば】後の冷泉帝。二月十何日に誕生。源氏との密通は、夏の「あやにくなる短夜」（「若紫」巻）、六月には妊娠「三月」とあったので、逆算四月と推定される。藤壺はそれより前に里邸に下がっていたので、人々はそれを妊娠のためかと思っていた。『集成』『古典セレクション』は「じふよ」と振り仮名を付ける。漢字表記なので「にぐぁつじふよにち」と読んでおく。


紅葉賀．３．２．４

■　「命長いのちながくも」

◇　「長生きを」

■　と思おもほすは心憂こころうけれど1、

◇　とお思いなさるのは、つらいことだが、

■　「弘徽殿こうきでんなどの、うけはしげにのたまふ」

◇　「弘徽殿などが、呪わしそうにおっしゃっている」

■　と聞ききしを、

◇　と聞いたので、

■　「むなしく聞ききなしたまはましかばP12、人笑ひとわらはれにや2」

◇　「死んだとお聞きになったならば、物笑いの種になろう」

■　と思おぼし強つよりてなむ、やうやうすこしづつさはやいたまひける。

◇　と、お気を強くお持ちになって、だんだん少しずつ気分が快方に向かっていかれたのであった。


P12 ましかば--*まし（し/+△は）

1 【命長くもと思ほすは心憂けれど】『集成』は「藤壺は、よくぞ生き永らえたものとお思いになると、情けないけれども。藤壺は、あわよくばこのお産で死にたいとも思っている」と注す。一方『完訳』は「人々の喜びから反転して、以下、藤壺の複雑な思念。生れ出た若君のためにも長く生きよう、の決意。一説には、死線を越えて生き延びた生命をいとおしむ気持」と注す。後者の説に従う。

2 【むなしく聞きなしたまはましかば人笑はれにや】藤壺の心。「ましかば」は反実仮想。「人笑はれにや」の下に「ならまし」などの語句が省略された形。もしもわたしが死んでいたら物笑いの種となったのではなかろうか、死なずに幸いであったの意。『完訳』は「自分が死んだと弘徽殿が聞き及んだ場合の、堪えがたい不面目を仮想し、敗北してなるものかと立ち直る。「つよる」は「つよ（強）し」の動詞化、「思し」と複合。母となった藤壺の、弘徽殿の存在を意識してたくましく生きぬこうとする意志に注意。


紅葉賀．３．２．５

■　主上うへの、いつしかとゆかしげに思おぼし召めしたること、限かぎりなし。

◇　お上が、早く御子を御覧になりたいとおぼし召されること、この上ない。

■　かの、人知ひとしれぬ御心みこころにも、いみじう心こころもとなくて1、人ひとまに参まゐりたまひて2、

◇　あの、密かなお気持ちとしても、ひどく気がかりで、人のいない時に参上なさって、

■　「主上うへのおぼつかながりきこえさせたまふを3、まづ見みたてまつりて詳くはしくP13奏そうしはべらむ4」

◇　「お上が御覧になりたくあそばしてますので、まず拝見して詳しく奏上しましょう」

■　と聞きこえたまへど、

◇　と申し上げなさるが、

■　「むつかしげなるほどなれば5」

◇　「まだ見苦しい程ですので」

■　とて、見みせたてまつりたまはぬも、ことわりなり6。

◇　と言って、お見せ申し上げなさらないのも、ごもっともである。

■　さるは7、いとあさましう、めづらかなるまで写うつし取とりたまへるさま、違たがふ8べくもあらず。

◇　実のところ、とても驚くほど珍しいまでに生き写しでいらっしゃる顔形、紛うはずもない。

■　宮みやの、御心みこころの鬼おににいと苦くるしく、

◇　宮が、良心の呵責にとても苦しく、

■　「人ひとの見みたてまつるも10、あやしかりつるほどのあやまり11を、まさに人ひとの思おもひとがめじや12。

◇　「女房たちが拝見しても、不審に思われた月勘定の狂いを、どうして変だと思い当たらないだろうか。

■　さらぬはかなきことをだに、疵きずを求もとむる世よに13、いかなる名なのつひに漏もり出いづべきにか」

◇　それほどでないつまらないことでさえも、欠点を探し出そうとする世の中で、どのような噂がしまいには世に漏れようか」

■　と思おぼしつづくるに、身みのみぞいと心憂こころうき。

◇　と思い続けなさると、わが身だけがとても情けない。


P13 詳しく--（/＝くはしく）

1 【かの人知れぬ御心にもいみじう心もとなくて】源氏をさす。

2 【人まに参りたまひて】主語は源氏。場所は藤壺の三条宮邸に。

3 【主上のおぼつかながりきこえさせたまふを】以下「詳しく奏しはべらむ」まで、源氏の詞。主上に申し上げたいとは、源氏の口実で、わが子を見たい気持ち。

4 【見たてまつりて詳しく奏しはべらむ】大島本「見たてまつりて（て＋くはしく）そうし侍らむ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って補入の「くはしく」を削除する。『新大系』は底本の補入を採用して校訂する。

5 【むつかしげなるほどなれば】藤壺の返事。産まれたばかりで見苦しいといって断る。

6 【ことわりなり】語り手の評言。『首書源氏物語』所引或抄は「地よりいへり」と注す。

7 【さるは】以下「べくもあらず」まで、それというのも、実のところ、と切り出すように語り手の感想を交えた表現。『集成』は「だが」と注すが、単なる逆接ではない。『完訳』は「じつは」と訳す。

8 【違ふ】本文異同がある。大島本、榊原家本、池田本は「たかふ」（「違ふ」）とあり、横山本、陽明文庫本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「まかふ」（「紛ふ」）とある。河内本と別本の伝二条為氏筆本は大島本等と同文。御物本は横山本等と同文。

9? 【宮の御心の鬼にいとくるしく】『集成』は「人知れずお心に咎めて、とてもつらく。「心の鬼」は、良心の呵責というに近い」と注す。

10 【人の見たてまつるも】以下「漏り出づべきにか」まで、藤壺の心中。

11 【あやしかりつるほどのあやまり】『集成』は「不審に思われるに違いない月勘定の狂いを」と解し、「産み月が予想より遅れたのは、内裏退出後の源氏との密通による懐妊だからである。懐妊当時の帝への奏上の時期についてもすでに問題があった」と注す。一方『完訳』では「源氏との密会」と注し、「いかなることかと我ながら申し開きの立たぬあのときの異常な過ちを」と解す。

12 【人の思ひとがめじや】「や」（係助詞、反語）、どうして気づかずにすもうか、きっと感づくに違いないの意。

13 【疵を求むる世に】『伊行釈』『花屋抄』は「直き木に曲れる枝もあるものを毛を吹き疵を言ふがわりなき」（後撰集雑二、一一五六、高津内親王）を引歌として指摘。


紅葉賀．３．２．６

■　命婦みゃうぶの君きみに、たまさかに逢あひたまひて1、いみじき言ことどもを尽つくしたまへど、何なにのかひあるべきにもあらず。

◇　命婦の君に、まれにお会いになって、切ない言葉を尽くしてお頼みなさるが、何の効果があるはずもない。

■　若宮わかみやの御おほむことを、わりなくおぼつかながりきこえたまへば2、

◇　若宮のお身の上を無性に御覧になりたくお訴え申し上げなさるので、

■　「など、かうしも3あながちにのたまはすらむ。

◇　「どうして、こうまでもご無理を仰せあそばすのでしょう。

■　今いま、おのづから見みたてまつらせたまひてむ」

◇　そのうち、自然に御覧あそばされましょう」

■　と聞きこえながら、思おもへるけしき、かたみにただならず。

◇　と申し上げながら、悩んでいる様子、お互いに一通りでない。

■　かたはらいたきことなれば、まほにもえのたまはで、

◇　気が引ける事柄なので、正面切っておっしゃれず、

■　「いかならむ世よに、人ひとづてならで、聞きこえさせむ4」

◇　「いったいいつになったら、直接に、お話し申し上げることができるのだろう」

■　とて、泣ないたまふさまぞ、心苦こころぐるしき。

◇　と言ってお泣きになる姿、お気の毒である。


1 【命婦の君にたまさかに逢ひたまひて】主語は源氏。

2 【わりなくおぼつかながりきこえたまへば】主語は源氏。無性に若宮を拝見したく訴え申し上げなさるのでの意。

3 【などかうしも】以下「見たてまつらせたまひてむ」まで、王命婦の詞。「のたまはす」「見たてまつらせたまひ」という最高敬語は単に会話文中であるからでなく、源氏の気持ちを何とかなだめすかそうとする、命婦の丁重な物言いであろう。

4 【いかならむ世に人づてならで聞こえさせむ】源氏の詞。


紅葉賀．３．２．７

■　「いかさまに昔結むかしむすべる契ちぎりにて

この世よにかかるなかの隔へだてぞ

かかることこそ心得こころえがたけれ2」

◇　「どのように前世で約束を交わした縁で

この世にこのような二人の仲に隔てがあるのだろうか

このような隔ては納得がいかない」


1? 【いかさまに昔結べる契にてこの世にかかる中の隔てぞ】源氏の藤壺への贈歌。「この世」に「子の世」を掛ける。『集成』は「藤壺にもわが子にも逢えぬつらさを嘆いた歌である」と注す。

2 【かかることこそ心得がたけれ】歌に添えた詞。


紅葉賀．３．２．８

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　命婦みゃうぶも、宮みやの思おもほしたるさまなどを見みたてまつるに、えはしたなうもさし放はなちきこえず2。

◇　命婦も、宮のお悩みでいらっしゃる様子などを拝見しているので、そっけなく突き放してお扱い申し上げることもできない。


1? 【思ほし乱れたるさまなど】『完訳』は「源氏を拒みつつも心ひかれている藤壺の、惑乱する心の状態」と注す。

2 【えはしたなうもさし放ちきこえず】『完訳』は「源氏・藤壺それぞれ苦悩する間に立つ命婦は、そっけなく放置することもできず、藤壺に代って返歌する」と注す。


紅葉賀．３．２．９

■　「見みても思おもふ見みぬはたいかに嘆なげくらむ

こや世よの人ひとのまどふてふ闇1やみS1

あはれに、心こころゆるびなき御おほむことどもかな2」

◇　「御覧になっている方も物思をされています御覧にならないあなたはまたどんなにお嘆きのことでしょう

これが世の人が言う親心の闇でしょうか

おいたわしい、お心の休まらないお二方ですこと」


S1 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一）

1 【見ても思ふ見ぬはたいかに嘆くらむこや世の人のまどふてふ闇】命婦の藤壺に代わって源氏への返歌。「この世」を踏まえて「こや世の人」と返した。「見ても思ふ」の主語は藤壺、「見ぬはたいかに嘆くらむ」の源氏をさす。「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を踏まえる。

2 【あはれに心ゆるびなき御ことどもかな】歌に添えた命婦の詞。「御ことどもかな」というように第三者の立場に戻っていう。


紅葉賀．３．２．１０

■　と、忍しのびて聞きこえけり。

◇　と、こっそりとお返事申し上げたのであった。

■　かくのみ言いひやる方かたなくて、帰かへりたまふものから、人ひとのもの言いひもわづらはしきを、わりなきことにのたまはせ思おぼして1、命婦みゃうぶをも、昔むかしおぼいたりしやうにも、うちとけむつびたまはず。

◇　このように何とも申し上げるすべもなくて、お帰りになるものの、世間の人々の噂も煩わしいので、無理無体なことにおっしゃりもし、お考えにもなって、命婦をも、以前信頼していたように気を許してお近づけなさらない。

■　人目立ひとめたつまじく2、なだらかにもてなしたまふものから、心こころづきなしと思おぼす時ときもあるべきを、いとわびしく思おもひのほかなる心地ここちすべし。

◇　人目に立たないように、穏やかにお接しになる一方で、気に食わないとお思いになる時もあるはずなのを、とても身にこたえて思ってもみなかった心地がするようである。


1 【わりなきことにのたまはせ思して】主語は藤壺。

2 【人目立つまじく】大島本「人めたつましく」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人目立つまじう」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のまま。


第三段　藤壺、皇子を伴って四月に宮中に戻る

紅葉賀．３．３．１

■　四月うづきに内裏うちへ参まゐりたまふ。

◇　四月に参内なさる。

■　ほどよりは大おほきにおよすけたまひて、やうやう起おき返かへりなどしたまふ。

◇　日数の割には大きく成長なさっていて、だんだん寝返りなどをお打ちになる。

■　あさましきまで、まぎれどころなき御顔おほむかほつきを、思おぼし寄よらぬこと2にしあれば、

◇　驚きあきれるくらい、間違いようもないお顔つきを、ご存知ないことなので、

■　「またならびなきどちは、げにかよひたまへるにこそは3」

◇　「他に類のない美しい人どうしというのは、なるほど似通っていらっしゃるものだ」

■　と、思おもほしけり。

◇　と、お思いあそばすのであった。

■　いみじう思おもほしかしづくこと、限かぎりなし。

◇　たいそう大切にお慈しみになること、この上もない。

■　源氏げんじの君きみを、限かぎりなきものに思おぼし召めしながら、世よの人ひとのゆるしきこゆまじかりしによりて、坊ばうにも据すゑたてまつらずなりにしを、飽あかず口惜くちをしう、ただ人うどにてかたじけなき御おほむありさま、容貌かたちに、ねびもておはするを御覧ごらんずるままに、心苦こころぐるしく思おぼし召めすを、

◇　源氏の君を、限りなくかわいい人と愛していらっしゃりながら、世間の人々のがご賛成申し上げそうになかったことによって、坊にもお据え申し上げられずに終わったことを、どこまでも残念に、臣下としてもったいないご様子、容貌で、ご成人していらっしゃるのを御覧になるにつけ、おいたわしくおぼし召されるので、

■　「かうやむごとなき御腹おほむはらに、同おなじ光ひかりにてさし出いでたまへれば、疵きずなき玉たま」

◇　「このように高貴な人から、同様に光り輝いてお生まれになったので、疵のない玉だ」

■　と思おぼしかしづくに、宮みやはいかなるにつけても、胸むねのひまなく、やすからずものを思おもほす。

◇　と、お思いあそばして大切になさるので、宮は何につけても、胸の痛みの消える間もなく、不安な思いをしていらっしゃる。


1? 【四月に内裏へまゐりたまふ】四月、藤壺は若宮を伴って宮中に参内。大島本「四月」と漢字表記、その書き入れ注記に「う月」とあるので、「うづき」と読んでおく。

2 【思し寄らぬこと】主語は帝。若宮が藤壺と源氏の間の子であることをさす。

3 【またならびなきどちはげにかよひたまへるにこそは】帝の心。世に比類のない者同士というのは、なるほど似通うものである、という納得の仕方。


紅葉賀．３．３．２

■　例れいの、中将ちうじゃうの君1きみ、こなたにて2御遊おほむあそびなどしたまふに、抱いだき出いでたてまつらせたまひて3、

◇　いつものように、中将の君が、こちらで管弦のお遊びをなさっていると、お抱き申し上げあそばされて、

■　「御子みこたち、あまたあれど、そこをのみなむ5、かかるほどより明あけ暮くれ見みし。

◇　「御子たち、大勢いるが、そなただけを、このように小さい時から明け暮れ見てきた。

■　されば、思おもひわたさるるにやあらむ。

◇　それゆえ、思い出されるのだろうか。

■　いとよくこそおぼえたれ。

◇　とてもよく似て見える。

■　いと小ちひさきほどは、皆みなかくのみあるわざにやあらむ」

◇　とても幼いうちは皆このように見えるのであろうか」

■　とて、いみじくうつくしと思おもひきこえさせたまへり6。

◇　と言って、たいそうかわいらしいとお思い申し上げあそばされている。


1 【中将の君】源氏。公的呼称のニュアンス。

2 【こなたにて】藤壺の御殿（飛香舎）をさす。

3 【抱き出でたてまつらせたまひて】主語は帝。「たてまつら」（謙譲の補助動詞、帝の若宮に対する敬意）「せ」（尊敬の助動詞）「たまひ」（尊敬の補助動詞、帝に対する最高敬語）。

4? 【御子たちたちあまたあれど】以下「皆かくのみあるわざにやあらむ」まで、帝の詞。

5 【そこをのみなむ】「そこ」は源氏をさしていう。

6 【思ひきこえさせたまへり】「きこえ」（謙譲の補助動詞、帝の若宮に対する敬意）「させ」（尊敬の助動詞）「たまへ」（尊敬の補助動詞、帝に対する最高敬語）。


紅葉賀．３．３．３

■　中将ちゅうじゃうの君きみ、面おもての色変いろかはる心地ここちして1、恐おそろしうも、かたじけなくも、うれしくも、あはれにも、かたがた移うつろふ心地ここちして2、涙落なみだおちぬべし3。

◇　中将の君は、顔色が変っていく心地がして、恐ろしくも、かたじけなくも、嬉しくも、哀れにも、あちこちと揺れ動く思いで、涙が落ちてしまいそうである。

■　もの語がたりなどして4、うち笑ゑみたまへるが、いとゆゆしううつくしきに、わが身みながら、これに似にたらむはいみじういたはしうおぼえたまふ5ぞ、あながちなるや6。

◇　お声を上げたりして、にこにこしていらっしゃる様子が、とても恐いまでにかわいらしいので、自分ながら、この宮に似ているのは大変にもったいなくお思いになるとは、身贔屓に過ぎるというものであるよ。

■　宮みやは、わりなくかたはらいたきに、汗あせも流ながれてぞおはしける。

◇　宮は、どうにもいたたまれない心地がして、冷汗をお流しになっているのであった。

■　中将ちゅうじゃうは、なかなかなる心地ここちの7、乱みだるやうなれば、まかでたまひぬ。

◇　中将は、かえって複雑な思いが、乱れるようなので、退出なさった。


1 【面の色変はる心地して】『完訳』は「帝の歓喜と愛情の言辞が、源氏の心に緊張と興奮の渦を誘発する。「恐ろしうも」以下の情念の動きにその複雑な葛藤が語られる」と注す。

2 【恐ろしうもかたじけなくもうれしくもあはれにもかたがた移ろふ心地して】相反する感情の相剋。『集成』は「「うれしくも、あはれにも（胸を締めつけられるようにも）」は、わが子である若宮に対する気持、前の「恐ろしうも、かたじけなくも」は帝に対する気持」と解す。

3 【涙落ちぬべし】『集成』は「涙が落ちそうだ。源氏の主観的な気持をそのまま地の文とした叙法で、作者のよく用いるところである」と注す。

4 【もの語りなどして】若宮が声を上げること。

5 【わが身ながらこれに似たらむはいみじういたはしうおぼえたまふ】『集成』は「この若宮に似ているのなら大層大切なものだという気持におなりになるのは」と解し、『完訳』は「自分がそのままこの若宮に似ているのだとしたら、この身をよほど大事にいたわらねば、というお気持になられるが」と解す。

6 【あながちなるや】語り手の評言。『休聞抄』は「双也」と指摘、『完訳』は「身びいきだ、とする語り手の評。この評言によって源氏を読者の非難から守りつつ、源氏--若宮の血脈に注目させる」と注す。

7 【中将はなかなかなる心地の】源氏の中将は若宮を拝見してかえっての意。


紅葉賀．３．３．４

■　わが御おほむかたに臥ふしたまひて1、

◇　ご自邸でお臥せりになって、

■　「胸むねのやるかたなきほど過すぐして、大殿おほいどのへ」

◇　「胸のどうにもならない悩みが収まってから、大殿へ出向こう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　御前おまへの前栽3せんさいの、何なにとなく青あをみわたれるなかに、常夏とこなつのはなやかに咲さき出いでたるを、折をらせたまひて2、命婦みゃうぶの君きみのもとに、書かきたまふこと、多おほかるべし4。

◇　お庭先の前栽が、どことなく青々と見渡される中に、常夏の花がぱあっと色美しく咲き出しているのを、折らせなさって、命婦の君のもとに、お書きになること、多くあるようだ。


1 【わが御かたに臥したまひて】場面は変わって、源氏の二条院の東の対。

2 【御前の前栽の何となく青みわたれるなかに常夏のはなやかに咲き出でたるを折らせたまひて】「常夏」は「撫子」ともいう。「なつ」は「懐かしい」を連想させる。常夏の花が咲き出したという風景描写は、若宮、すなわち慕わしいわが子が産まれたという源氏の心象風景。

3 【御前の前栽】大島本「おまえのせむさい」と表記する。「平安時代はセンサイと清音」（岩波古語辞典）。『集成』『古典セレクション』『新大系』は「せんざい」と濁音表記する。

4 【命婦の君のもとに書きたまふこと多かるべし】語り手の推測。『細流抄』は「草子地也」と指摘。


紅葉賀．３．３．５

■　「よそへつつ見みるS2に心こころはなぐさまで

露つゆけさまさる撫子なでしこの花1はな

◇　「思いよそえて見ているが、気持ちは慰まず

涙を催させる撫子の花の花であるよ


S2 よそへつつ見れどつゆだに慰まずいかにかすべき撫子の花（新古今集雑上-一四九二　恵子女王）

1 【よそへつつ見るに心はなぐさまで露けさまさる撫子の花】源氏の藤壺への贈歌。『花鳥余情』は「よそへつつ見れど露だに慰まずいかがはすべきなでしこの花」（新古今集、雑上、一四九四、恵子女王）を指摘。「よそへつつ見る」は意味深長な表現。「撫子の花」を「若宮によそへつつ見る」、また「帝のお子と思って拝しているが、実はわが子であると思うと」。


紅葉賀．３．３．６

■　花はなに咲さかなむS3、と1思おもひたまへしも、かひなき世よにはべりければ」

◇　花と咲いてほしい、と存じておりましたが、効ない二人の仲でしたので」

■　とあり。

◇　とある。

■　さりぬP14べき隙ひまにやありけむ2、御覧ごらんぜさせて、

◇　ちょうど人のいない時であったのであろうか、御覧に入れて、

■　「ただ塵ちりばかりS4、この花はなびらに3」

◇　「ほんの塵ほどでも、この花びらに」

■　と聞きこゆるを、わが御心みこころにも、ものいとあはれに思おぼし知しらるるほどにて、

◇　と申し上げるが、ご本人にも、もの悲しく思わずにはいらっしゃれない時なので、


S3 わが宿の垣根に植ゑし撫子は花に咲かなむよそへつつ見む（後撰集夏-一九九　読人しらず）

P14 さりぬ--さか（か/＄り〈朱〉）ぬ

S4 塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹とわが寝る常夏の花（古今集夏-一六七　凡河内躬恒）

1 【花に咲かなむと】以下「世にはべりければ」まで、歌に添えた言葉。『集成』『完訳』は「我が宿の垣根に植ゑし撫子は花に咲かなむよそへつつ見む」（後撰集、夏、一九九、読人しらず）を引歌として指摘。『集成』は「（この撫子の花のように）若宮がお生まれになったらと思いましたが、そうなってもどうにもならない二人の仲でございましたので」と解す。

2 【さりぬべき隙にやありけむ】語り手の挿入句。「さ」は、都合のよい機会をさす。「隙」は人のいない間。

3 【ただ塵ばかりこの花びらに】王命婦の藤壺への詞。『紹巴抄』は「塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしよりいもとわがぬる常夏の花」（古今集、夏、一六七、凡河内躬恒）を指摘。「ほんの少しでも、この手紙に返事を」という意。それを古歌の文句を踏まえた雅な表現をしたもの。


紅葉賀．３．３．７

■　「袖濡そでぬるる露つゆのゆかりと思おもふにも

なほ疎うとまれぬ大和撫子1やまとなでしこ」

◇　「袖を濡らしている方の縁と思うにつけても

やはり疎ましくなってしまう大和撫子です」


1 【袖濡るる露のゆかりと思ふにもなほ疎まれぬ大和撫子】藤壺の源氏への返歌。「袖濡るる」は「露けさまさる」と詠んでよこした源氏の袖をいう。「露のゆかり」は若宮があなたの子であるという意をこめる。『集成』は、「あなたのお袖の濡れる露に縁のあるもの（悲しんでおられるあなたのお子）と思うにつけても、やはり大和撫子（このお子）をいとしむ気にはなれません」と解し、『完訳』は「「ぬ」は完了の意。打消とする一説はとらない。「なほ--」で、一面には、若宮をいとおしむ気持」と注して、「このやまとなでしこ--若宮があなたのお袖を濡らす涙のゆかりと思うにつけても、やはりこれをいとおしむ気にはなれません」と訳す。この子が源氏の子であると思うと、やはり疎ましい気持ちが生じずにはいない、という真情を吐露した歌。しかし、藤壺がわが子を真底に「なほ疎まれぬ」と思っているわけではあるまい。「ぬ」を打消の助動詞と解せば、「疎むことのできないわが子」の意になり、藤壺のわが子をいとおしむ気持ちの表出になる。この感情は矛盾するものではない。源氏に対しては「いとおしむ気にはなれない」という一方で、わが子は「いとおしい」という。この歌を受け取った源氏もその両意に解したろう。


紅葉賀．３．３．８

■　とばかり、ほのかに書かきさしたるやうなるを、よろこびながらたてまつれる、

◇　とだけ、かすかに中途で書き止めたような歌を、喜びながら差し上げたが、

■　「例れいのことなれば、しるしあらじかし2」

◇　「いつものことで、返事はあるまい」

■　と、くづほれて眺ながめ臥ふしたまへるに、胸むねうち騒さわぎて、いみじくうれしきにも涙落なみだおちぬ。

◇　と、力なくぼんやりと臥せっていらっしゃったところに、胸をときめかして、たいそう嬉しいので、涙がこぼれた。


1? 【よろこびなからたてまつれる】主語は王命婦、珍しく返歌をいただけたので。

2 【例のことなればしるしあらじかし】源氏の心。


第四段　源氏、紫の君に心を慰める

紅葉賀．３．４．１

■　つくづくと臥ふしたるにも1、やるかたなき心地ここちすれば、例れいの、慰なぐさめには西にしの対たいにぞ渡わたりたまふ2。

◇　つくづくと物思いに沈んでいても、晴らしようのない気持ちがするので、いつものように、気晴らしには西の対にお渡りになる。

■　しどけなくうちふくだみたまへる鬢びんぐき、あざれたる袿姿うちきすがたにて3、笛ふえをなつかしう吹ふきすさびつつ、のぞきたまへれば、女君をむなぎみ、ありつる花はなの露つゆに濡ぬれたる心地ここちして4、添そひ臥ふしたまへるさま、うつくしうらうたげなり。

◇　取り繕わないで毛羽だっていらっしゃる鬢ぐき、うちとけた袿姿で、笛を慕わしく吹き鳴らしながら、お立ち寄りになると、女君、先程の花が露に濡れたような感じで、寄り臥していらっしゃる様子、かわいらしく可憐である。

■　愛敬あいぎゃうこぼるるやうにて5、おはしながら6とくも渡わたりたまはぬ、なまうらめしかりければ、例れいならず、背そむきたまへるなるべし7。

◇　愛嬌がこぼれるようで、おいでになりながら早くお渡り下さらないのが、何となく恨めしかったので、いつもと違って、すねていらっしゃるのであろう。

■　端はしの方かたについゐて、

◇　端の方に座って、

■　「こちや8」

◇　「こちらへ」

■　とのたまへど、おどろかず、

◇　とおっしゃるが、素知らぬ顔で、

■　「入いりぬる磯いそのS5」

◇　「お目にかかることが少なくて」

■　と口くちずさみて9、口くちおほひしたまへるさま、いみじうされてうつくし。

◇　と口ずさんで、口を覆っていらっしゃる様子、たいそう色っぽくてかわいらしい。

■　「あな、憎10***。

◇　「まあ、憎らしい。

■　かかること口馴くちなれたまひにけりな。

◇　このようなことをおっしゃるようになりましたね。

■　みるめに飽あくはS6,11、まさなきことぞよ」

◇　みるめに人を飽きるとは、良くないことですよ」

■　とて、人召ひとめして、御琴取おほむこととり寄よせて弾ひかせたてまつりたまふ。

◇　と言って、人を召して、お琴取り寄せてお弾かせ申し上げなさる。

■　「箏さうの琴ことは12、中なかの細緒ほそをの堪たへがたきこそところせけれ」

◇　「箏の琴は、中の細緒が切れやすいのが厄介だ」

■　とて、平調ひゃうでうにおしくだして調しらべたまふ。

◇　と言って、平調に下げてお調べになる。

■　かき合あはせばかり弾ひきて13、さしやりたまへれば14、え怨ゑんじ果はてず、いとうつくしう弾ひきたまふ。

◇　調子合わせの小曲だけ弾いて、押しやりなさると、いつまでもすねてもいられず、とてもかわいらしくお弾きになる。

◆　 
つくづく と ふし たる に も、 やるかたなき ここち すれ ば、 れい の、 なぐさめ に は にしのたい に ぞ わたり たまふ。
 しどけなく うち-ふくだみ たまへ る びんぐき、 あざれ たる うちきすがた にて、 ふえ を なつかしう ふき すさび つつ、 のぞき たまへ れ ば、 をむなぎみ、 ありつる はな の つゆ に ぬれ たる ここち し て、 そひ ふし たまへ る さま、 うつくしう らうたげ なり。 あいぎゃう こぼるる やう に て、 おはし ながら とく も わたり たまは ぬ、 なま-うらめしかり けれ ば、 れい なら ず、 そむき たまへ る なる べし。 はし の かた に つい-ゐ て、
 "こち や!"
 と のたまへ ど、 おどろか ず、
 "いり ぬる いそ の"
 と くちずさみ て、 くち おほひ し たまへ る さま、 いみじう され て うつくし。
 "あな、 にく! かかる こと くち なれ たまひ に けり な! みるめ に あく は、 まさ なき こと ぞ よ。"
 とて、 ひと めし て、 おほむ-こと とりよせ て ひか せ たてまつり たまふ。
 "さうのこと は、 なか の ほそを の たへ がたき こそ ところせけれ。"
 とて、 ひゃうでう に おし-くだし て しらべ たまふ。 かきあはせ ばかり ひき て、 さし-やり たまへ れ ば、 え ゑんじ はて ず、 いと うつくしう ひき たまふ。


S5 潮満てば入りぬる磯の草なれや見らくすくなく恋ふらくのおほき（拾遺集恋五-九六七　坂上郎女）

S6 伊勢の海人の朝な夕なにかづくてふ海松布に人を飽くよしもがな（古今集恋四-六八三　読人しらず）

1 【つくづくと臥したるにも】源氏、西の対に行き、紫の君に心を慰める。

2 【例の慰めには西の対にぞ渡りたまふ】紫の君のいる西の対。主語は源氏。紫の君は、源氏にとって、藤壺に対する気持ちの「慰め」の存在。

3 【しどけなくうちふくだみたまへる鬢ぐきあざれたる袿姿にて】源氏の藤壺に対する物思いにやつれた姿。

4 【女君ありつる花の露に濡れたる心地して】「女君」は紫の君をいう。初めて「女君」という呼称がなされる。これまでは「若草」「幼き人」「姫君」などと呼称されてきた。「ありつる花」は常夏の花。『集成』は「源氏に対してやや怨みを含んだていの艶な姿態の形容である」と注す。

5 【愛敬こぼるるやうにて】紫の君の姿態をいう。

6 【おはしながら】主語は源氏。お帰りになりながらの意。『完訳』は以下「なるへし」まで、挿入句と解す。その訳文を見ると、「愛敬こぼるるやうにて」が挿入句全体に掛かるように訳されている。

7 【例ならず背きたまへるなるべし】「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）は、語り手の推測を交えた挿入句。

8 【こちや】源氏の詞。こちらへの意。

9 【入りぬる磯のと口ずさみて】大島本「くちすさみて」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「口すさびて」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「口ずさみて」とする。「くちすさみ（口遊み）室町末期クチズサミとも」（岩波古語辞典）。『源氏釈』は「潮満てば入りぬる磯の草なれや見らく少なく恋ふらくの多き」（拾遺集、恋五、九六七、坂上郎女）を指摘、原歌は『万葉集』。その第二句の文句。紫の君は、磯の草のように、逢うことが少ないという不満の気持ちを訴えた。

10 【あな憎】以下「まさなきことぞよ」まで、源氏の詞。

11 【みるめに飽くは】『源氏釈』は「伊勢のあまの朝な夕なにかづくてふみるめに人をあくよしもがな」（古今集、恋四、六八三、読人しらず）を指摘、現行の注釈書でも引歌として指摘。『集成』は「しょっちゅう逢ってるなんてお行儀の悪いことなのですよ」の意と注す。

12 【箏の琴は】以下「ところせけれ」まで、源氏の詞。

13 【かき合はせばかり弾きて】主語は源氏。琴の調子合わせのための小曲。

14 【さしやりたまへれば】源氏が箏の琴を紫の君の前に差し出すとの意。


紅葉賀．３．４．２

■　小ちひさき御おほむほどに、さしやりて、ゆしたまふ御手おほむてつき1、いとうつくしければ、らうたしと思おぼして、笛吹ふえふき鳴ならしつつ教をしへたまふ2。

◇　お小さいからだで、左手をさしのべて、弦を揺らしなさる手つき、とてもかわいらしいので、愛しいとお思いになって、笛吹き鳴らしながらお教えになる。

■　いとさとくて、かたき調子てうしどもを、ただひとわたりに習ならひとりたまふ。

◇　とても賢くて難しい調子などを、たった一度で習得なさる。

■　大方おほかたらうらうじう3をかしき御心みこころばへを、

◇　何事につけても才長けたご性格を、

■　「思おもひしことかなふ4」

◇　「期待していた通りである」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　「保曾呂惧世利**」

◇　「保曽呂具世利」

■　といふものは、名***は憎***けれど、おもしろう吹***きすさび6たまへるに、かき合***はせ、まだ若***けれど、拍子7違***はず上手***めきたり。

◇　という曲目は、名前は嫌だが、素晴らしくお吹きになると、合奏させて、まだ未熟だが、拍子を間違えず上手のようである。

◆　 
ちひさき おほむ-ほど に、 さし-やり て、 ゆし たまふ おほむ-てつき、 いと うつくしけれ ば、 らうたし と おぼし て、 ふえ ふき ならし つつ をしへ たまふ。 いと さとく て、 かたき てうし-ども を、 ただ ひと わたり に ならひ とり たまふ。 おほかた らうらうじう をかしき みこころばへ を、 "おもひ し こと かなふ。" と おぼす。 'ほそろぐせり' と いふ もの は、 な は にくけれ ど、 おもしろう ふき すさび たまへ る に、 かきあはせ まだ わかけれ ど、 はうし たがは ず じゃうずめき たり。


1 【さしやりてゆしたまふ御手つき】「揺す」は、左手で絃を押えゆすって、音を響かせること。

2 【笛吹き鳴らしつつ教へたまふ】主語は源氏。『完訳』は「つつ」を「笛を吹き鳴らし吹き鳴らしして」と訳す。

3 【らうらうじう】大島本「らう／＼しう」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「らうらうじく」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままウ音便形。

4 【思ひしことかなふ】源氏の心。

5? 【保曾呂倶世利】高麗壱越調の曲。

6 【吹きすさび】大島本と池田本は「ふきすさひ」とある。横山本は「ふきすまし」の「すまし」をミセケチにする。榊原家本、陽明文庫本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「ふきすまし」（吹き澄まし）とある。なお河内本は「吹すまし」、別本の御物本は「ふきすまし〔すまし−補入〕」とある。青表紙本は最初「吹きすさひ」とあったのが、後に「吹き澄まし」と訂正されたものか。それはしかも定家自身によってなされたものであろうか。『集成』『新大系』は「吹きすさび」、『古典セレクション』は「吹きすまし」と改訂する。

7 【拍子】大島本、榊原家本、池田本は「はうし」と表記。横山本と陽明文庫本は「ひやうし」と表記。肖柏本と三条西家本と書陵部本は「拍子」と漢字表記。


紅葉賀．３．４．３

■　大殿油参おほとなぶらまゐりて、絵ゑどもなど御覧ごらんずるに、

◇　大殿油を燈して、絵などを御覧になっていると、

■　「出いでたまふべし」

◇　「お出かけになる予定」

■　とありつれば、人ひとびと声こわづくりきこえて、

◇　とあったので、供人たちが咳払いし合図申して、

■　「雨降あめふりはべりぬべし1」

◇　「雨が降って来そうでございます」

■　など言いふに、姫君2ひめぎみ、例れいの、心細こころぼそくて屈くしたまへり。

◇　などと言うので、姫君、いつものように心細くふさいでいらっしゃった。

■　絵ゑも見みさして、うつぶしておはすれば、いとらうたくて、御髪みぐしのいとめでたくこぼれかかりたるを、かき撫なでて、

◇　絵を見ることも止めて、うつ伏していらっしゃるので、とても可憐で、お髪がとても見事にこぼれかかっているのを、かき撫でて、

■　「他ほかなるほどは恋こひしくやある3」

◇　「出かけている間は寂しいですか」

■　とのたまへば、うなづきたまふ4。

◇　とおっしゃると、こっくりなさる。


1 【雨降りはべりぬべし】供人の詞。

2 【姫君】紫の君。再び「姫君」の呼称に戻る。その幼さが強調される。

3 【他なるほどは恋しくやある】源氏の詞。

4 【うなづきたまふ】主語は紫の君。


紅葉賀．３．４．４

■　「我われも1、一日ひとひも見みたてまつらぬはいと苦くるしうこそあれどP15,2、幼をさなくおはするほどは、心こころやすく思おもひきこえて、まづ、くねくねしく怨うらむる人ひとの心破こころやぶらじと思おもひて、むつかしければP16、しばしかくもありくぞ。

◇　「わたしも、一日もお目にかからないでいるのは、とてもつらいことですが、お小さくいらっしゃるうちは、気安くお思い申すので、まず、ひねくれて嫉妬する人の機嫌を損ねまいと思って、うっとうしいので、暫く間はこのように出かけるのですよ。

■　おとなしく見みなしては、他ほかへもさらに行いくまじ。

◇　大人におなりになったら、他の所へは決して行きませんよ。

■　人ひとの怨うらみ負おはじなど思おもふも、世よに長ながうありて、思おもふさまに見みえたてまつらむと思おもふぞ」

◇　人の嫉妬を受けまいなどと思うのも、長生きをして、思いのままに一緒にお暮らし申したいと思うからですよ」


P15 あれど--？（？/＃あ）れと

P16 むつかしければ--*むつは（は/＝かイ）しけれは

1 【我も】以下「見えたてまつらむと思ふぞ」まで、源氏の詞。

2 【あれど】大島本は「△（△＃あ△、△＃）れと」と「△（さカ）」を墨滅して「あ」と訂正、「あ」の下に一文字あったが、墨滅されて判読不能。その他の諸本は「されと」とある。河内本や別本の御物本も「されと」とある。大島本の訂正が他の青表紙諸本に継承されてないことは、後人の訂正によるものか。『集成』『古典セレクション』は「されと」と改訂する。『新大系』は訂正後の「あれど」を採用する。


紅葉賀．３．４．５

■　など、こまごまと語かたらひきこえたまへば、さすがに恥はづかしうて、ともかくもいらへきこえたまはず。

◇　などと、こまごまとご機嫌をお取り申されると、そうは言うものの恥じらって、何ともお返事申し上げなされない。

■　やがて御膝おほむひざに寄よりかかりて、寝入ねいりたまひぬれば、いと心苦くるしうて、

◇　そのままお膝に寄りかかって、眠っておしまになったので、とてもいじらしく思って、

■　「今宵こよひは出いでずなりぬ2,4」

◇　「今夜は出かけないことになった」

■　とのたまへば、皆立みなたちて3、御膳おものなどこなたに参まゐらせたり。

◇　とおっしゃると、皆立ち上がって、御膳などをこちらに運ばせた。

■　姫君起ひめぎみおこしたてまつりたまひて、

◇　姫君を起こしてさし上げにさって、

■　「出いでずなりぬ」

◇　「出かけないことになった」

■　と聞きこえたまへば、慰なぐさみて起おきたまへり。

◇　とお話し申し上げなさると、機嫌を直してお起きになった。

■　もろともにものなど参まゐる。

◇　ご一緒にお食事を召し上がる。

■　いとはかなげにすさびて、

◇　ほんのちょっとお箸を付けになって、

■　「さらば、寝ねたまひねかし5」

◇　「では、お寝みなさい」

■　と、危あやふげに思おもひたまへればP17、かかるを見捨みすてては、いみじき道みちなりとも、おもむきがたく6おぼえたまふ。

◇　と不安げに思っていらっしゃるので、このような人を放ってはどんな道であっても出かけることはできない、と思われなさる。


P17 たまへれば--*給つれは

1? 【おとなしく見なしてば】『集成』は清音「は」（係助詞）に読み、「あなたが大人になられてからは、よそへも全然ゆきませんよ」と解す。『古典セレクション』『新大系』は濁音「ば」（接続助詞）に読み、順接の仮定条件、「あなた（紫の上）が大人になったと、はっきり分ったならば」（古典セレクション）「あなたが成人したとわかったら、の意」（新大系）と解す。

2 【今宵は出でずなりぬ】源氏の詞。

3 【皆立ちて】『集成』は「供人は皆引き上げて」の意に解し、『完訳』は「女房どもがみな座を立ち」の意に解す。どちらとも決めがたい。両意あるであろう。

4 【出でずなりぬ】源氏の紫の君への詞。

5 【さらば寝たまひねかし】紫の君の心。

6 【かかるを見捨ててはいみじき道なりともおもむきがたく】源氏の心。心中文が地の文に続いた構文。「いみじき道」は死出の旅路をさす。


紅葉賀．３．４．６

■　かやうに1、とどめられたまふ折々をりをりなども多おほかるを、おのづから漏もり聞きく人***、大殿ひとおほいどのに聞きこえければ、

◇　このように、引き止められなさる時々も多くあるのを、自然と漏れ聞く人が、大殿にも申し上げたので、

■　「誰たれならむ3。

◇　「誰なのでしょう。

■　いとめざましきことにもあるかな」

◇　とても失礼なことではありませんか」

■　「今いままでその人ひととも聞きこえず、さやうにまつはしたはぶれなどすらむは、あてやかに心こころにくき人ひとにはあらじ」

◇　「今まで誰それとも知れず、そのようにくっついたまま遊んだりするような人は、上品な教養のある人ではありますまい」

■　「内裏うちわたりなどにて、はかなく見みたまひけむ人ひとを、ものめかしたまひて、人ひとやとがめむと隠かくしたまふななり4。

◇　「宮中辺りで、ちょっと見初めたような女を、ご大層にお扱いになって、人目に立つかと隠していられるのでしょう。

■　心こころなげにいはけて聞きこゆるは」

◇　分別のない幼稚な人だと聞きますから」

■　など、さぶらふ人ひとびとも聞きこえあへり。

◇　などと、お仕えする女房たちも噂し合っていた。

◆　 
かやう に、 とどめ られ たまふ をりをり など も おほかる を、 おのづから もり-きく ひと おほいどの に きこえ けれ ば、
 "たれ なら む? いと めざましき こと に も ある かな!"
 "いま まで その ひと と も きこえ ず、 さやう に まつはし たはぶれ など す らむ は、 あてやか に こころにくき ひと に は あら じ。"
 "うち わたり など にて、 はかなく み たまひ けむ ひと を、 もの-めかし たまひ て、 ひと や とがめ む と かくし たまふ な' なり。 こころなげ に いはけ て きこゆる は。"
 など、 さぶらふ ひとびと も きこえ あへ り。


1 【かやうに】大島本「かやうに」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かうやうに」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

2? 【おのづから漏り聞く人大殿にも聞こえければ】自然と耳にする人が左大臣家に申し上げたので、の意。

3 【誰れならむ】以下「聞こゆるは」まで、左大臣邸の女房の詞。複数の人々の詞と解す。

4 【隠したまふななり】「な」（断定の助動詞）「なり」（伝聞推定の助動詞）、隠しておいでなのでしょうの意。なお榊原家本は「かくし給なめり」（断定の助動詞＋推量の助動詞）、陽明文庫本は「かくし給なり」（断定の助動詞）とある。


紅葉賀．３．４．７

■　内裏うちにも、かかる人ひとありと聞きこし召めして、

　「いとほしく1、大臣おとどの思おもひ嘆なげかるなることも、げに、ものげなかりしほどを、おほなおほなかくものしたる心こころを、さばかりのことたどらぬほどにはあらじを。などか情なさけなくはもてなすなるらむ」

　とP18、のたまはすれど2、かしこまりたるさまにて、御おほむいらへも聞きこえたまはねば3、「心こころゆかぬなめり4」と、いとほしく思おぼし召めす。

◇　お上におかれても、「このような女の人がいる」と、お耳に入れあそばして、

「気の毒に、大臣がお嘆きということも、なるほど、まだ幼かったころを、一生懸命にこんなにお世話してきた気持ちを、それくらいのことをご分別できない年頃でもあるまいに。どうして薄情な仕打ちをなさるのだろう」

と、仰せられるが、恐縮した様子で、お返事も申し上げられないので、「お気に入らないようだ」と、かわいそうにお思いあそばす。


P18 なることも、げに、ものげなかりしほどを、おほなおほなかくものしたる心を、さばかりのことたどらぬほどにはあらじを。などか情けなくはもてなすなるらむ」と--*なるなと

1 【いとほしく】以下「もてなすなるらむ」まで、帝の詞。

2 【大臣の思ひ嘆かるなることもげにものげなかりしほどをおほなおほなかくものしたる心をさばかりのことたどらぬほどにはあらじをなどか情けなくはもてなすなるらむとのたまはすれど】大島本「おとゝの思ひなけかるなるなとのたまハすれと」とある。『集成』『古典セレクション』『新大系』は諸本によって末尾の「な」を削除して「こともげにものげなかりしほどをおほなおほなかくものしたる心をさばかりのことたどらぬほどにはあらじをなどか情けなくはもてなすなるらむ」を補う。大島本の脱文であろう。

3 【かしこまりたるさまにて御いらへも聞こえたまはねば】主語は源氏。恐縮したていであるが、何とも返事を申し上げない。

4 【心ゆかぬなめり】帝の心。源氏は葵の上が気に入ってないようであるの意。


紅葉賀．３．４．８

■　「さるは、好すき好ずきしう1うち乱みだれて、この見みゆる女房にょうばうにまれ、またこなたかなたの人ひとびとなど、なべてならずなども見みえ聞きこえざめるを、いかなるもののくまに隠かくれありきて、かく人ひとにも怨うらみらるらむ」

◇　「その一方では、好色がましく振る舞って、ここに見える女房であれ、またここかしこの女房たちなどと、浅からぬ仲に見えたり噂も聞かないようだが、どのような人目につかない所にあちこち隠れ歩いて、このように人に怨まれることをしているのだろう」

■　とのたまはす。

◇　と仰せられる。


1 【さるは好き好きしう】以下「人にも怨みらるらむ」まで、帝の詞。『集成』は「別の折に帝が側近にもらされた言葉である」と注す。『新大系』も「桐壺帝の言」と注す。『古典セレクション』は地の文と解し「「さるは」は、ここは逆接の用法で、とはいえ、の意。前述の推量から翻って、あらためて源氏について捉え直す」と注す。


第四章　源典侍の物語　老女との好色事件

第一段　源典侍の風評

紅葉賀．４．１．１

■　帝みかどの御年おほむとし、ねびさせたまひぬれど1、かうやうの方かた、え過すぐさせたまはず、采女うねべ、女蔵人にょくらうどなどをも2、容貌かたち、心こころあるをば、ことにもてはやし思おぼし召めしたれば、よしある宮仕みやづかへ人3多びとおほかるころなり。

◇　帝のお年、かなりお召しあそばされたが、このような方面は、無関心ではいらっしゃれず、采女、女蔵人などの容貌や気立ての良い者を、格別にもてなしお目をかけあそばしていたので、教養のある宮仕え人の多いこの頃である。

■　はかなきことをも言いひ触ふれたまふには、もて離はなるることもありがたきに、目馴めなるるにやあらむ4、

◇　ちょっとしたことでも、お話しかけになれば、知らない顔をする者はめったにいないので、見慣れてしまったのであろうか、

■　「げにぞ、あやしう好すいたまはざめる5」

◇　「なるほど、不思議にも好色な振る舞いのないようだ」

■　と、試こころみに戯たはぶれ事ごとを聞きこえかかりなどする6折をりあれど、情なさけなからぬほどにうちいらへてP19,7、まことには乱みだれたまはぬを、

◇　と、試しに冗談を申し上げたりなどする折もあるが、恥をかかせない程度に軽くあしらって、本気になってお取り乱しにならないのを、

■　「まめやかにさうざうし8」

◇　「真面目ぶってつまらない」

■　と思おもひきこゆる人ひともあり。

◇　と、お思い申し上げる女房もいる。


P19 いらへて--は（は/＆い〈朱〉）らへて

1 【帝の御年ねびさせたまひぬれど】以下、話変って、源氏と好色の源典侍との物語。

2 【采女女蔵人などをも】大島本「うねへ女くら人なとをも」と表記する。「バ行子音bとマ行子音mとは交替する例が多いので、実際にはunemeと発音されたものであろう」（岩波古語辞典）。

3 【よしある宮仕へ人】『集成』は「気の利いた女房」と解し、『完訳』は「教養ある宮仕人」と解す。

4 【目馴るるにやあらむ】語り手の推測をはさんだ挿入句。『評釈』は「作者のつぶやきととるべきであろう。あるいは、宮仕人たちのつぶやきといってもよい。前者だと（中略）光る源氏が女にもてることを語りながらも、つい照れくさくて、作者は合の手を入れて呟いているのである」と指摘。

5 【げにぞあやしう好いたまはざめる】女房たちの源氏評。

6 【試みに戯れ事を聞こえかかりなどする】主語は女房。

7 【情けなからぬほどにうちいらへて】主語は源氏。

8 【まめやかにさうざうし】女房たちの源氏評。


紅葉賀．４．１．２

■　年としいたう老おいたる典侍1ないしのすけ、人ひともやむごとなく2、心こころばせあり3、あてに、おぼえ高たかくはありながら、いみじうあだめいたる心こころざまにて、そなたには重おもからぬあるを、

◇　年をたいそう取っている典侍、人柄も重々しく、才気があり、高貴で、人から尊敬されてはいるものの、たいそう好色な性格で、その方面では腰の軽いのを、

■　「かう、さだ過すぐるまで、などさしも乱みだるらむ4」

◇　「こう、年を取ってまで、どうしてそんなにふしだらなのか」

■　と、いぶかしくおぼえたまひければ、戯たはぶれ事言ごといひ触ふれて試こころみたまふに、似にげなくも思おもはざりける。

◇　と、興味深くお思いになったので、冗談を言いかけてお試しになると、不釣り合いなとも思わないのであった。

■　あさまし5、と思おぼしながら、さすがにかかるもをかしうて、ものなどのたまひてけれど、人ばひとの漏もり聞きかむも、古ふるめかしきほどなれば6、つれなくもてなしたまへるを、女をむなは、いとつらしと思おもへり。

◇　あきれた、とはお思いになりながら、やはりこのような女も興味があるので、お話しかけなどなさったが、人が漏れ聞いても、年とった年齢なので、そっけなく振る舞っていらっしゃるのを、女は、とてもつらいと思っていた。


1 【年いたう老いたる典侍】源典侍をいう。後文に「五十七、八の人」とある。

2 【人もやむごとなく】『集成』は「家柄も立派で」、『完訳』も「家柄も高く」と解す。

3 【心ばせあり】『古典セレクション』は諸本に従って「心ばせありて」と「て」を補入する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【かうさだ過ぐるまでなどさしも乱るらむ】源氏の疑問。

5 【あさまし】源氏の驚き。

6 【古めかしきほどなれば】相手が老女なのでの意。


第二段　源氏、源典侍と和歌を詠み交わす

紅葉賀．４．２．１

■　主上うへの御梳櫛みけづりぐしにさぶらひけるを1、果はてにければ、主上うへは御袿みうちきの人召ひとめして出いでさせたまひぬるほどに、また人ひともなくて、この内侍常ないしつねよりもきよげに、様体やうだい、頭かしらつきなまめきて、装束さうぞく、ありさま、いとはなやかに好このましげに見みゆるを2、

◇　お上の御髪梳りに伺候したが、終わったので、お上は御袿係の者をお召しになってお出になりあそばした後に、他に人もなくて、この典侍がいつもよりこざっぱりとして、姿形、髪の具合が艶っぽくて、衣装や、着こなしも、とても派手に洒落て見えるのを、

■　「さも古ふりがたうも3」

◇　「何とも若づくりな」

■　と、心こころづきなく見みたまふものから、

◇　と、苦々しく御覧になる一方で、

■　「いかが思おもふらむ4」

◇　「どんな気でいるのか」

■　と、さすがに過すぐしがたくて、裳もの裾すそを引ひきおどろかしたまへれば、かはぼり5のえならず画ゑがきたるを6、さし隠かくして見返みかへりたるまみ、いたう見延みのべたれど7、目皮まかはらいたく黒くろみ落おち入いりて、いみじうはつれそそけたり8。

◇　と、やはり見過ごしがたくて、裳の裾を引っ張って注意をお引きになると、夏扇に派手な絵の描いてあるのを、顔を隠して振り返ったまなざし、ひどく流し目を使っているが、目の皮がげっそり黒く落ち込んで、肉が削げ落ちてたるんでいる。


1 【主上の御梳櫛にさぶらひけるを】主語は源典侍。

2 【好ましげに見ゆるを】『集成』は「しゃれて」と注すが、『完訳』は「見るからに好色者の感じ」と注す。

3 【さも古りがたうも】源氏の感想。

4 【いかが思ふらむ】源氏の心。

5 【かはぼり】『名義抄』に「蝙蝠カハボリ」とある。『古典セレクション』は「かはほり」と清音に読んでいる。

6 【えならず画きたるを】『集成』は「見事に」と注し、『完訳』は「ひどく派手に描いてあるのを」と注す。

7 【見延べたれど】流し目をつかう意。

8 【はつれそそけたり】『集成』は「肉がそげて皺だらけだ」と注すが、『完訳』は「乱れほつれた毛髪が、扇で隠しきれず、はみ出すさま」と注す。


紅葉賀．４．２．２

■　「似につかはしからぬ扇あふぎのさまかな1」

◇　「似合わない派手な扇だな」

■　と見みたまひて、わが持もたまへるP20に、さしかへて見みたまへば、赤あかき紙かみの、うつるばかり色深いろふかきに、木高こだかき森もりの画かたをP21塗ぬり隠かくしP22たり2。

◇　と御覧になって、ご自分のお持ちのと取り替えて御覧になると、赤い紙で顔に照り返すような色合いで、木高い森の絵を金泥で塗りつぶしてある。

■　片かたつ方かたに、手てはいとさだ過すぎたれど、よしなからず、

◇　その端の方に、筆跡はとても古めかしいが、風情がなくもなく、

■　「森もりの下草老したくさおいぬればS7」

◇　「森の下草が老いてしまったので」

■　など書かきすさびたるを、

◇　などと書き流してあるのを、

■　「ことしもあれ、うたての心こころばへや」

◇　「他に書くことも他にあろうに、嫌らしい趣向だ」

■　と笑ゑまれながら、

◇　と微笑まれて、

■　「森もりこそ夏なつのS8、と見みゆめる」

◇　「森こそ夏の、といったようですね」

■　とて、何なにくれとのたまふも、似にげなく、人ひとや見みつけむと苦くるしきを、女をむなはさも思おもひたらず、

◇　と言って、いろいろとおっしゃるのも、不釣り合いで、人が見つけるかと気になるが、女はそうは思っていない。


P20 持たまへる--もたせ（せ/＄〈朱〉）まへる

P21 画を--かたえ（え/＄を〈朱〉）

P22 隠し--かへ（へ/＄く〈朱〉）し

S7 大荒木の森の下草老いぬれば駒もすさめず刈る人もなし（古今集雑上-八九二　読人しらず）

S8 ほととぎす来鳴くを聞けば大荒木の森こそ夏の宿りなるらし（信明集-二八）

1 【似つかはしからぬ扇のさまかな】源氏の心。

2 【塗り隠したり】大島本は「ぬりかへ（へ＄く〈朱〉）したり」とある。横山本、榊原家本、陽明文庫本は「ぬりかへしたり」、池田本は「ぬりかへ（へ=く）したり」、肖柏本と三条西家本、書陵部本は「ぬりかくしたり」。河内本では七毫源氏、尾州家本、平瀬本は「ぬりかへしたり」、高松宮家本、大島本、一条兼良奥書本は「ぬりかくしたり」とある。別本の御物本は「ぬりかへしたり」とある。『集成』『新大系』は「ぬりかくしたり」、『古典セレクション』は「ぬりかへしたり」とするが、いずれも「金泥で塗りつぶして」「金泥で塗り隠して」と訳す。


紅葉賀．４．２．３

■　「君きみし来こば手たなれの駒こまにS9刈かり飼かはむ

盛さかり過すぎたる下葉したばなりとも」

◇　「あなたがいらしたならば良く馴れた馬に秣を刈ってやりましょう

盛りの過ぎた下草であっても」


S9 わが宿の一むら薄刈り飼はむ君が手馴れの駒も来ぬかな（後撰集恋二-六一六　小町姉）


紅葉賀．４．２．４

■　と言いふさま、こよなく色いろめきたり。

◇　と詠み出す様子、この上なく色気たっぷりである。

紅葉賀．４．２．５

■　「笹分ささわけばS10人ひとやとがめむいつとなく

駒こまなつくめる森もりの木隠こがくれ

わづらはしさに」

◇　「笹を分けて入って行ったら人が注意しましょう

いつでも馬を懐けている森の木陰では

厄介なことだからね」


S10 笹分けば荒れこそまさめ草枯れの駒懐くべき森の下かは（蜻蛉日記-二四二）


紅葉賀．４．２．６

■　とて、立たちたまふを、ひかへて、

◇　と言って、お立ちになるのを、袖を取って、

■　「まだかかるものをS11こそ思おもひはべらね。

◇　「まだこんなつらい思いをしたことはございません。

■　今いまさらなる、身みの恥はぢになむ」

◇　今になって、身の恥に」

■　とて泣なくさま、いといみじ。

◇　と言って泣き出す様子、とても大げさである。

■　「いま、聞きこえむ。

◇　「そのうち、お便りを差し上げましょう。

■　思おもひながらぞや」

◇　心にかけていますよ」

■　とて、引ひき放はなちて出いでたまふを、せめておよびて、

◇　と言って、振り切ってお出になるのを、懸命に取りすがって、

■　「橋柱はしばしらS12」

◇　「橋柱」

■　と怨うらみかくるを、主上うへは御袿果みうちきはてて、御障子みさうじより覗のぞかせたまひけり。

◇　と恨み言を言うのを、お上はお召し替えが済んで、御障子の隙間から御覧あそばしたのであった。

■　「似につかはしからぬあはひかな」

◇　「似つかわしくない仲だな」

■　と、いとをかしう思おぼされて、

◇　と、とてもおかしく思し召されて、

■　「好すき心ごころなしと、常つねにもて悩なやむめるを、さはいへど、過すぐさざりけるは」

◇　「好色心がないなどと、いつも困っているようだが、そうは言うものの、見過ごさなかったのだな」

■　とて、笑わらはせたまへば、内侍ないしは、なままばゆけれど、憎にくからぬ人ひとゆゑは、濡衣ぬれぎぬS13をだに着きまほしがるたぐひもあなればにや、いたうもあらがひきこえさせず。

◇　と言って、お笑いあそばすので、典侍はばつが悪い気がするが、恋しい人のためなら、濡衣をさえ着たがる類もいるそうだからか、大して弁解も申し上げない。


S11 黒髪に白髪混じり生ふるまでかかる恋にはいまだあはざる（拾遺集恋五-九六六　坂上郎女）

S12 限りなく思ひながらの橋柱思ひながらに仲や絶えなむ（拾遺集恋四-八六四　読人しらず）

S13 憎からぬ人の着せけむ濡れ衣は思ひにあへず今乾きなむ（後撰集恋五-九五三　中将内侍）


紅葉賀．４．２．７

■　人ひとびとも、

◇　女房たちも、

■　「思おもひのほかなることかな」

◇　「意外なことだわ」

■　と、扱あつかふめるを、頭中将とうのちゅうじゃう、聞ききつけて、

◇　と、取り沙汰するらしいのを、頭中将、聞きつけて、

■　「至いたらぬ隈くまなき心こころにて、まだ思おもひ寄よらざりけるよ」

◇　「知らないことのないこのわたしが、まだ気がつかなかったことよ」

■　と思おもふに、尽つきせぬ好このみ心ごころも見みまほしうなりにければ、語かたらひつきにけり。

◇　と思うと、いくつになっても止まない好色心を見たく思って、言い寄ったのであった。

■　この君きみも、人ひとよりはいとことなるを、

◇　この君も、人よりは素晴らしいので、

■　「かのつれなき人ひとの御慰おほむなぐさめに」

◇　「あのつれない方の気晴らしに」

■　と思おもひつれど、見みまほしきは、限かぎりありけるをとや。

◇　と思ったが、本当に逢いたい人は、お一人であったとか。

■　うたての好このみや。

◇　大変な選り好みだことよ。

第三段　温明殿付近で密会中、頭中将に発見され脅される

紅葉賀．４．３．１

■　いたう忍しのぶれば1、源氏げんじの君きみはえ知しりたまはず。

◇　たいそう秘密にしているので、源氏の君はご存知ない。

■　見みつけきこえては2、まづ怨**みきこゆるを、齢よはひのほどいとほしければ、慰なぐさめむと思おぼせど、かなはぬもの憂うさに、いと久ひさしくなりにけるを、夕立ゆふだちして、名残涼なごりすずしき宵よひのまぎれに、温明殿うんめいでんのわたりを3たたずみありきたまへば、この内侍ないし、琵琶びはをいとをかしう弾ひきゐたり。

◇　お見かけ申しては、まず恨み言を申すので、お年の程もかわいそうなので、慰めてやろうとお思いになるが、その気になれない億劫さで、たいそう日数が経ってしまったが、夕立があって、その後の涼しい夕闇に紛れて、温明殿の辺りを歩き回っていられると、この典侍、琵琶をとても美しく弾いていた。

■　御前おまへなどにても、男方をとこがたの御遊おほむあそびに交まじりなどして、ことにまさる人ひとなき上手じゃうずなれば、もの恨うらめしうおぼえける折ものから、いとあはれに聞きこゆ。

◇　御前などでも殿方の管弦のお遊びに加わりなどして、殊にこの人に勝る人もない名人なので、恨み言を言いたい気分でいたところから、とてもしみじみと聞こえて来る。

◆　 
いたう しのぶれ ば、 げんじのきみ は え しり たまは ず。 みつけ きこえ て は、 まづ うらみ かくる を、 よはひ の ほど いとほしけれ ば、 なぐさめ む と おぼせ ど、 かなは ぬ もの-うさ に、 いと ひさしく なり に ける を、 ゆふだち し て、 なごり すずしき よひ の まぎれ に、 うんめいでん の わたり を、 たたずみ ありき たまへ ば、 この ないし、 びは を いと をかしう ひき ゐ たり。 おまへ など にて も、 をとこがた の おほむ-あそび に まじり など し て、 こと に まさる ひと なき じゃうず なれ ば、 もの-うらめしう おぼえ ける ものから、 いと あはれ に きこゆ。


1 【いたう忍ぶれば】源典侍が頭中将との関係を秘密にしていたことをさす。

2 【見つけきこえては】源典侍が源氏をお見かけ申してはの意。

3 【夕立して名残涼しき宵のまぎれに温明殿のわたりを】季節は夏、夕立の後、場所は宮中賢所のある温明殿の付近。神聖な場所である。


紅葉賀．４．３．２

■　「瓜作うりつくりになりやしなましS14,1」

◇　「瓜作りになりやしなまし」

■　と、声こゑはいとをかしうて歌うたふぞ、すこし心こころづきなき2。

◇　と、声はとても美しく歌うのが、ちょっと気に食わない。

■　「鄂州がくしうにありけむ昔むかしの人ひとも、かくやをかしかりけむ3」

◇　「鄂州にいたという昔の人も、このように興趣を引かれたのだろうか」

■　と、耳みみとまりて聞ききたまふ。

◇　と、耳を止めてお聞きになる。

■　弾ひきやみて、いといたう思おもひ乱みだれたるけはひなり。

◇　弾き止んで、とても深く思い悩んでいる様子である。

■　君きみ、

◇　君が、

■　「東屋***S15」

◇　「東屋」

■　を忍しのびやかに歌うたひて4寄よりたまへるに、

◇　を小声で歌ってお近づきになると、

■　「押おし開ひらいて来きませ5」

◇　「押し開いていらっしゃいませ」

■　と、うち添そへたるも、例れいに違たがひたる心地ここちぞする。

◇　と、後を続けて歌うのも、普通の女とは違った気がする。

◆　 
"うり つくり に なり や し な まし。"
 と、 こゑ は いと をかしう て うたふ ぞ、 すこし こころづきなき。 "がくしう に あり けむ むかし の ひと も、 かく や をかしかり けむ。" と、 みみ とまり て きき たまふ。 ひき やみ て、 いと いたう おもひ みだれ たる けはひ なり。 きみ、 'あづまや' を しのびやか に うたひ て より たまへ る に、
 "おし ひらい て き ませ。"
 と、 うち-そへ たる も、 れい に たがひ たる ここち ぞ する。


S14 山城の　狛のわたりの　瓜作り　な　なよや　らいしなや　さいしなや　瓜作り　瓜作り　はれ　瓜作り　我を欲しといふ　いかにせむ　な　なよや　らいしなや　さいしなや　いかにせむ　いかにせむ　はれ　いかにせむ　なりやしなまし　瓜たつまでに　や　らいしなや　さいしなや　瓜たつま　瓜たつまでに（催馬楽-山城）

S15 東屋の　真屋のあまりの　その　雨そそぎ　我立ち濡れぬ　殿戸開かせ　鎹も錠もあらばこそ　その殿戸　我鎖さめ　おし開いて来ませ　我や人妻（催馬楽-東屋）

1 【瓜作りになりやしなまし】『催馬楽』「山城」の「山城の狛のわたりの瓜つくりななよやらいしなやさいしなや瓜つくり瓜つくりはれ瓜つくり我を欲しといふいかにせむななよやらいしなやさいしなやいかにせむいかにせむはれいかにせむなりやしなまし瓜たつまてにやらいしなやさいしなや瓜たつま瓜たつまてに」。「瓜作りになりやしなまし」そのものの句はない。語り手の間接話法とみるべきか。

2 【すこし心づきなき】源氏の感想。

3 【鄂州にありけむ昔の人もかくやをかしかりけむ】源氏の心。『白氏文集』巻第十「夜聞歌者」を連想した。詩中に「鄂州」の文言はないが、古本には題名に「宿鄂州」と注記があったらしい。

4 【君東屋を忍びやかに歌ひて】『催馬楽』「東屋」をさす。源氏は、「東屋の真屋のあまりのその雨そそぎ我立ち濡れぬ殿戸開かせ鎹もとざしもあらばこそその殿戸我鎖さめおし開いて来ませ我や人妻」の「殿戸開かせ」までの前半部を謡って挑発した。

5 【押し開いて来ませ】源典侍は、それに対して、その後半部「鎹も」以下を謡って掛け合いに応じたもの。「押し開いて来ませ」はその歌詞の一部。どうぞ入っていらっしゃいませの意。


紅葉賀．４．３．３

■　「立たち濡ぬるる人ひとしもあらじ東屋あづまやに

うたてもかかる雨あまそそきかな1」

◇　「誰も訪れて来て濡れる人もいない東屋に

嫌な雨垂れが落ちて来ます」


1 【立ち濡るる人しもあらじ東屋にうたてもかかる雨そそきかな】源典侍の贈歌。「立ち濡るる」「東屋」「雨そそき」などの語句は『催馬楽』「東屋」を踏まえた表現。誰も訪れないことを嘆く意。


紅葉賀．４．３．４

■　と、うち嘆なげくを、我われひとりしも聞きき負おふまじけれど1、「うとましや、何なにごとをかくまでは2」と、おぼゆ。

◇　と嘆くのを、自分一人が怨み言を負う筋ではないが、「嫌になるな。何をどうしてこんなに嘆くのだろう」と、思われなさる。


1 【我ひとりしも聞き負ふまじけれど】挿入句。源氏一人がその恨み言に責任を負わねばならない筋合ではないがの意。

2 【うとましや何ごとをかくまでは】源氏の感想。


紅葉賀．４．３．５

■　「人妻ひとづまはあなわづらはし東屋あづまやの

真屋まやのあまりも馴なれじとぞ思おもふ1」

◇　「人妻はもう面倒です

あまり親しくなるまいと思います」


1 【人妻はあなわづらはし東屋の真屋のあまりも馴れじとぞ思ふ】源氏の返歌。「人妻」「東屋」「真屋のあまり」の語句も『催馬楽』「東屋」を踏まえた表現。他に通う男のいるあなたは厄介だ、馴れ親しもうとは思いませんの意。


紅葉賀．４．３．６

■　とて、うち過すぎなまほしけれど、

◇　と言って、通り過ぎたいが、

■　「あまりはしたなくや」

◇　「あまり無愛想では」

■　と思おもひ返かへして、人ひとに従したがへば、すこしはやりかなる戯たはぶれ言ごとなど言いひかはして、これもめづらしき心地ここちぞしたまふ。

◇　と思い直して、相手によるので、少し軽薄な冗談などを言い交わして、これも珍しい経験だとお思いになる。

紅葉賀．４．３．７

■　頭中将とうのちゅうじゃうは、この君きみのいたうまめだち過すぐして、常つねにもどきたまふがねたきを、つれなくてうちうち忍しのびたまふかたがた多おほかめるを、

◇　頭中将は、この君がたいそう真面目ぶっていて、いつも非難なさるのが癪なので、何食わぬ顔でこっそりお通いの所があちこちに多くあるらしいのを、

■　「いかで見みあらはさむ1」

◇　「何とか発見してやろう」

■　とのみ思おもひわたるに、これを見みつけたる心地ここち、いとうれし2。

◇　とばかり思い続けていたところ、この現場を見つけた気分、まこと嬉しい。

■　「かかる折をりに3、すこし脅おどしきこえて、御心みこころまどはして、懲こりぬやと言いはむ」

◇　「このような機会に、少し脅かし申して、お心をびっくりさせて、これに懲りたか、と言ってやろう」

■　と思おもひて、たゆめきこゆ。

◇　と思って、油断をおさせ申す。


1 【いかで見あらはさむ】頭中将の心。

2 【これを見つけたる心地いとうれし】地の文と作中人物の心理が一体化した表現。読み手が頭中将の気持ちになって心躍らせて読み上げるような一文である。

3 【かかる折に】以下「言はむ」まで、頭中将の心。


紅葉賀．４．３．８

■　風かぜひややかにうち吹ふきて、やや更ふけゆくほどに、すこしまどろむにや1と見みゆるけしきなれば、やをら入いり来くるに、君きみは、とけてしも寝ねたまはぬ心こころなれば、ふと聞ききつけて、この中将ちゅうじゃうとは思おもひ寄よらず、

◇　風が冷たく吹いて来て、次第に夜も更けかけてゆくころに、少し寝込んだろうかと思われる様子なので、静かに入って来ると、君は、安心してお眠りになれない気分なので、ふと聞きつけて、この中将とは思いも寄らず、

■　「なほ忘わすれがたくすなる修理大夫すりのかみにこそあらめ2」

◇　「いまだ未練のあるという修理の大夫であろう」

■　と思おぼすに、おとなおとなしき人ひとに、かく似にげなきふるまひをして、見みつけられむことは、恥はづかしければ、

◇　とお思いになると、年配の人に、このような似つかわしくない振る舞いをして、見つけられるのは何とも照れくさいので、


1 【すこしまどろむにや】頭中将の推測。

2 【なほ忘れがたくすなる修理大夫にこそあらめ】源氏の心。修理大夫は源典侍に通う男。


紅葉賀．４．３．９

■　「あな、わづらはし1。

◇　「ああ、厄介な。

■　出いでなむよ。

◇　帰りますよ。

■　蜘蛛くもP23のふるまひは、しるかりS16つらむものを2。

◇　夫が後から来ることは、分かっていましたから。

■　心憂こころうく、すかしたまひけるよ」

◇　ひどいな、おだましになるとは」


P23 蜘蛛--（/+く）も

S16 わが背子が来べき宵なりささがにの蜘蛛の振る舞ひかねてしるしも（古今集墨滅歌-一一一〇　衣通姫）

1 【あなわづらはし】以下「心憂くすかしたまひけるよ」まで、源氏の詞。

2 【蜘蛛のふるまひはしるかりつらむものを】『源氏釈』は「わがせこが来べき宵なりささがにの蜘蛛のふるまひかねてしるしも」（古今集、墨滅歌、一一一〇、衣通姫）を指摘。男が来ることは分かっていましたのですからの意。


紅葉賀．４．３．１０

■　とて、直衣なほしばかりを取とりて、屏風びゃうぶのうしろに入いりたまひぬ。

◇　と言って、直衣だけを取って、屏風の後ろにお入りになった。

■　中将ちゅうじゃう、をかしきを念ねんじて、引ひきたてまつる1屏風びゃうぶのもとに寄よりて、ごほごほとたたみ寄よせて2、おどろおどろしく3騒さわがすに、内侍ないしは、ねびたれど、いたくよしばみなよびたる人ひとの、先々さきざきもかやうにて、心動こころうごかす折々をりをりありければ、ならひて、いみじく心こころあわたたしきにも、

◇　中将、おかしさを堪えて、お引き廻らしになってある屏風のもとに近寄って、ばたばたと畳み寄せて、大げさに振る舞ってあわてさせると、典侍は、年取っているが、ひどく上品ぶった艶っぽい女で、以前にもこのようなことがあって、肝を冷やしたことが度々あったので、馴れていて、ひどく気は動転していながらも、

■　「この君きみをいかにしきこえぬるか」

◇　「この君をどうなされてしまうのか」

■　とわびしさに、ふるふふるふつとひかへたり。

◇　と心配で、震えながらしっかりと取りすがっている。

■　「誰たれと知しられで出いでなばや5」

◇　「誰とも分からないように逃げ出そう」

■　と思おぼせど、しどけなき姿すがたにて、冠かうぶりなどうちゆがめて走はしらむうしろで思おもふに、

◇　とお思いになるが、だらしない恰好で、冠などをひん曲げて逃げて行くような後ろ姿を思うと、

■　「いとをこなるべし6」

◇　「まことに醜態であろう」

■　と、思おぼしやすらふ。

◇　と、おためらいなさる。


1 【引きたてまつる】大島本は「ひきたてまつる」とある。横山本、陽明文庫本、肖柏本は「ひきたて給へるに」。榊原家本、池田本、三条西家本、書陵部本は「ひきたて給へる」。河内本は高松宮家本の独自異文を除いて他は榊原家本等と同文。別本の御物本も榊原家本等と同文、伝二条為氏筆本は「ひきたゝみたる」の独自異文。『集成』『古典セレクション』は「引きたてたまへる」と校訂する。そして『集成』は「〔源氏が〕ひきめぐらされた」と注し、『古典セレクション』は「「引きたてたまへる」は源氏の動作。屏風をひろげて姿を隠すこと」と注す。共に「給ふ」を源氏の動作に対して用いられた敬語と見る。『新大系』は底本のままとする。

2 【ごほごほとたたみ寄せて】『集成』『古典セレクション』は「ごほごほ」と読む。『新大系』は「こほこほ」と清音で読む。『岩波古語辞典』では「こほこほ」を見出語に掲載。『完訳』は「源氏が屏風を広げるそばから、頭中将がたたみ寄せる」と注す。

3 【おどろおどろしく】『古典セレクション』は諸本に従って「おどろおどろしう」とウ音便形に改める。『集成』『新大系』は底本のまま。

4? 【この君をいかにしなしきこえぬるか】『古典セレクション』は諸本に従って「きこえぬるにか」と「に」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま。源典侍の心。

5 【誰れと知られで出でなばや】源氏の心。

6 【いとをこなるべし】源氏の判断。


紅葉賀．４．３．１１

■　中将ちゅうじゃう、「いかで我われと知しられきこえじ1」と思おもひて、ものも言いはず、ただいみじう怒いかれるけしきにもてなして、太刀たちを引ひき抜ぬけば、女をむな、

　「あが君きみ、あが君2きみ」

　と、向むかひて手てをするに、ほとほと笑わらひぬべし3。好このましう若わかやぎて4もてなしたるうはべこそ、さてもありけれ、五十七ごじふしち、八はちの人ひとの、うちとけてもの言いひ騒さわげるけはひ5、えならぬ二十はたちの若人わかうどたちの御おほむなかにてもの怖おぢしたる、いとつきなし。かうあらぬさまにもてひがめて6、恐おそろしげなるけしきを見みすれど、なかなかしるく見みつけたまひて、「我われと知しりて、ことさらにするなりけり7」と、をこになりぬ。「その人ひとなめり8」と見みたまふに、いとをかしければ、太刀抜たちぬきたるかひなをとらへて、いといたうつみたまへれば、ねたきものから、え堪たへで笑わらひたまひぬ。

◇　中将、「何とかして自分だとは知られ申すまい」と思って、何とも言わない。ただひどく怒った形相を作って、太刀を引き抜くと、女は、

「あなた様、あなた様」

と、向かって手を擦り合わせて拝むので、あやうく笑い出してしまいそうになる。好ましく若づくりして振る舞っている表面だけは、まあ見られたものであるが、五十七、八歳の女が、着物をきちんと付けず慌てふためいている様子、実に素晴らしい二十代の若者たちの間にはさまれて怖がっているのは、何ともみっともない。このように別人のように装って、恐ろしい様子を見せるが、かえってはっきりとお見破りになって、「わたしだと知ってわざとやっているのだな」と、馬鹿らしくなった。「あの男のようだ」とお分かりになると、とてもおかしかったので、太刀を抜いている腕をつかまえて、とてもきつくおつねりになったので、悔しいと思いながらも、堪え切れずに笑ってしまった。


1 【いかで我と知られきこえじ】頭中将の心。

2 【あが君あが君】源典侍の嘆願の詞。

3 【ほとほと笑ひぬべし】『湖月抄』師説は「中将心を草子地より云也」と指摘。作中人物と語り手の気持ちが一体化した表現。読み手は感情をこめて読み上げた文章。

4 【好ましう若やぎて】以下「いとつきなし」まで、語り手の源典侍の振る舞いに対する批評的文章。

5 【もの言ひ騒げるけはひ】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「もの思ひ騒げるけはひ」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

6 【かうあらぬさまにもてひがめて】主語は頭中将。別人を装うことをさす。

7 【我と知りてことさらにするなりけり】源氏の心。

8 【その人なめり】源氏の心。「その人」は頭中将をさす。


紅葉賀．４．３．１２

■　「まことは1、うつし心ごころP24かとよ。

◇　「ほんと、正気の沙汰かね。

■　戯たはぶれにくしや。

◇　冗談も出来ないね。

■　いで、この直衣着なほしきむ」

◇　さあ、この直衣を着よう」

■　とのたまへど、つととらへて、さらに許ゆるしきこえず。

◇　とおっしゃるが、しっかりとつかんで、全然お放し申さない。

■　「さらば、もろともにこそ2」

◇　「それでは、一緒に」

■　とて、中将ちゅうじゃうの帯おびをひき解ときて脱ぬがせたまへば、脱ぬがじとすまふを、とかくひきしろふほどに、ほころびはほろほろと絶たえぬ。

◇　と言って、中将の帯を解いてお脱がせになると、脱ぐまいと抵抗するのを、何かと引っ張り合ううちに、開いている所からびりびりと破れてしまった。

■　中将ちゅうじゃう、

◇　中将は、


P24 うつし心--うつく（く/＄〈朱〉）し心

1 【まことは】以下「直衣着む」まで、源氏の詞。

2 【さらばもろともにこそ】源氏の詞。


紅葉賀．４．３．１３

■　「つつむめる名なや漏もり出いでむ引ひきかはし

かくほころぶる中なかの衣ころもに1

上うへに取とり着きば、しるからむS17,2」

◇　「隠している浮名も洩れ出てしまいましょう

引っ張り合って破れてしまった二人の仲の衣から

上に着たら、明白でしょうよ」


S17 紅のこ染めの衣下に着て上にとり着ばしるからむかも（古今六帖五-三二六一）

1 【つつむめる名や漏り出でむ引きかはしかくほころぶる中の衣に】頭中将の贈歌。「包む」「綻ぶ」は「衣」の縁語。「包む」は衣で包む意と秘密を包む意を掛け、「中」は衣と衣の中（間）と源氏と源典侍との仲を連想させる表現。

2 【上に取り着ばしるからむ】歌に添えた詞。『奥入』は「紅のこそめの衣下に着て上にとり着ばしるからむかも」（古今六帖、衣）を指摘。下の句を引用したもの。綻びた衣を上に着たら浮気の沙汰が明白だの意。


紅葉賀．４．３．１４

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　君きみ、

◇　君は、

紅葉賀．４．３．１５

■　「隠かくれなきものと知しる知しる夏衣なつごろも

着きたるを薄うすき心こころとぞ見みる1」

◇　「この女との仲まで知られてしまうのを承知の上でやって来て

夏衣を着るとは、何と薄情で浅薄なお気持ちかと思いますよ」


1 【隠れなきものと知る知る夏衣着たるを薄き心とぞ見る】源氏の返歌。「着たる」「薄き」は「夏衣」の縁語。「きたる」は「着たる」「と「来たる」の掛詞。


紅葉賀．４．３．１６

■　と言いひかはして、うらやみなきしどけな姿すがたに引ひきなされて、みな出いでたまひぬ。

◇　と詠み返して、恨みっこなしのだらしない恰好に引き破られて、揃ってお出になった。

第四段　翌日、源氏と頭中将と宮中で応酬しあう

紅葉賀．４．４．１

■　君きみは、

◇　君は、

■　「いと口惜くちをしく見みつけられぬること1」

◇　「実に残念にも見つけられてしまったことよ」

■　と思おもひ、臥ふしたまへり。

◇　と思って、臥せっていらっしゃった。

■　内侍ないしは、あさましくおぼえければ、落おちとまれる御指貫おほむさしぬき、帯おびなど、つとめてたてまつれり。

◇　典侍は、情けないことと思ったが、落としていった御指貫や、帯などを、翌朝お届け申した。


1 【いと口惜しく見つけられぬること】源氏の心。


紅葉賀．４．４．２

■　「恨うらみてもいふかひぞなきたちかさね

引ひきてかへりし波なみのなごりに1

底そこもあらはにS18,2」

◇　「恨んでも何の甲斐もありません

次々とやって来ては帰っていったお二人の波の後では

底もあらわになって」


S18 別れての後ぞかなしき涙河底もあらはになりぬと思へば（新勅撰集恋四-九三七　読人しらず）

1 【恨みてもいふかひぞなきたちかさね引きてかへりし波のなごりに】源典侍の贈歌。「恨」と「浦」、「効」と「貝」、「立ち」と「太刀」の掛詞。「浦」「貝」「引き」「帰り」「名残」は「波」の縁語。『完訳』は「若者が老女を置去りにするのを、大波が引くさまにたとえた」と注す。

2 【底もあらはに】歌に添えた詞。『源氏釈』は「別ての後ぞ悲しき涙川底も露になりぬと思へば」（新勅撰集、恋四、九三九、読人しらず）を指摘。その第四句の言葉を引用。


紅葉賀．４．４．３

■　とあり。

◇　とある。

■　「面無おもなのさまや1」

◇　「臆面もないありさまだ」

■　と見みたまふも憎にくけれど、わりなしと思おもへりしもさすがにて、

◇　と御覧になるのも憎らしいが、困りきっているのもやはりかわいそうなので、


1 【面無のさまや】源氏の感想。


紅葉賀．４．４．４

■　「荒あらだちし波なみに心こころは騒さわがねど

寄よせけむ磯いそをいかが恨うらみぬ1」

◇　「荒々しく暴れた頭中将には驚かないが

その彼を寄せつけたあなたをどうして恨まずにはいられようか」


1 【荒らだちし波に心は騒がねど寄せけむ磯をいかが恨みぬ】源氏の返歌。「浪」を頭中将に、「磯」を源典侍に喩える。「荒立つ」は波が荒立つと心が荒立つの両意。「荒立つ」「浪」「寄す」「磯」「浦見」は縁語。頭中将の乱暴は何とも思わないが、その彼を近づけたあなたは恨みますよの意。


紅葉賀．４．４．５

■　とのみなむありける。

◇　とだけあった。

■　帯おびは、中将ちゅうじゃうのなりけり。

◇　帯は、中将のであった。

■　わが御直衣おほむなほしよりは色深いろふかし1、と見みたまふに、端袖はたそでもなかりけり。

◇　ご自分の直衣よりは色が濃い、と御覧になると、端袖もないのであった。

■　「あやしのことどもや2。

◇　「見苦しいことだ。

■　おり立たちて乱みだるる人ひとは、むべをこがましきことは3多おほからむ」

◇　夢中になって浮気に耽る人は、このとおり馬鹿馬鹿しい目を見ることも多いのだろう」

■　と、いとどP25御心みこころをさめられたまふ。

◇　と、ますます自重せずにはいらっしゃれない。

■　中将ちゅうじゃう、宿直所とのゐどころより、

◇　中将が、宿直所から、

■　「これ、まづ綴とぢつけさせたまへ4」

◇　「これを、まずはお付けあそばせ」

■　とて、おし包つつみておこせたるを、

◇　といって、包んで寄こしたのを、

■　「いかで取とりつらむ5」

◇　「どうやって、持って行ったのか」

■　と、心こころやまし。

◇　と憎らしく思う。

■　「この帯おびを得えざらましかば6」

◇　「この帯を獲らなかったら、大変だった」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　その色いろの紙かみに包つつみて、

◇　同じ色の紙に包んで、


P25 いとど--いと（と/+と）

1 【わが御直衣よりは色深し】源氏の心。

2 【あやしのことどもや】以下「をこがましきことは多からむ」まで、源氏の心。

3 【をこがましきことは】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「をこがましきことも」と校訂する。『新大系』は底本のまま。

4 【これまづ綴ぢつけさせたまへ】頭中将の伝言。

5 【いかで取りつらむ】源氏の心。

6 【この帯を得ざらましかば】源氏の心。


紅葉賀．４．４．６

■　「なか絶たえばかことや負おふと危あやふさに

はなだの帯おびを取とりてS19だに見みず1」

◇　「仲が切れたらわたしのせいだと非難されようかと思ったが

縹の帯などわたしには関係ありません」


S19 石川の　高麗人　帯を取られて　からき悔する　いかなる　いかなる帯そ　縹の帯の　中はたいれたるか　かやるか　あやるか　中はいれたるか（催馬楽-石川）

1 【なか絶えばかことや負ふと危ふさにはなだの帯を取りてだに見ず】『集成』は「かこと」と清音に読み、『古典セレクション』『新大系』は「かごと」と濁音に読む。『日葡辞書』には「かこと」「かごと」両方ある（小学館『古語大辞典』）。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はなだの帯は」と校訂する。『新大系』は底本のまま。源氏の贈歌。『花鳥余情』は『催馬楽』「石川」の「石川の高麗人に帯を取られて辛き悔するいかなるいかなる帯ぞ縹の帯の中はたいれるかかやるかあやるか中はたいれたるか」を指摘。「中」は頭中将と源典侍との仲をさす。仲の切れた原因がわたしにあると言われないように、帯は取りませんよの意。


紅葉賀．４．４．７

■　とて、やりたまふ。

◇　といって、お遣りになる。

■　立たち返かへり、

◇　折り返し、

紅葉賀．４．４．８

■　「君きみにかく引ひき取とられぬる帯おびなれば

かくて絶たえぬるなかとかこたむ1

え逃のがれさせたまはじ」

◇　「あなたにこのように取られてしまった帯ですから

こんな具合に仲も切れてしまったものとしましょうよ

逃れることはできませんよ」

■　とあり。

◇　とある。


1 【君にかく引き取られぬる帯なればかくて絶えぬるなかとかこたむ】頭中将の返歌。「帯」に源典侍の意をこめる。源典侍との仲が切れたのは、あなたにその帯（女）を取られたせいとしようの意。


紅葉賀．４．４．９

■　日ひたけて、おのおの殿上てんじゃうに参まゐりたまへり。

◇　日が高くなってから、それぞれ殿上に参内なさった。

■　いと静しづかに、もの遠とほきさましておはするに、頭とうの君きみもいとをかしけれど、公事多おほやけごとおほく奏そうしくだす日ひにて、いとうるはしくすくよかなるを見みるも、かたみにほほ笑ゑまるP26。

◇　とても落ち着いて、知らぬ顔をしていらっしゃると、頭の君もとてもおかしかったが、公事を多く奏上し宣下する日なので、実に端麗に真面目くさっているのを見るのも、お互いについほほ笑んでしまう。

■　人ひとまにさし寄よりて、

◇　人のいない隙に近寄って、

■　「もの隠がくしは懲こりぬらむかし1」

◇　「秘密事は懲りたでしょう」

■　とて、いとねたげなるしり目めなり2。

◇　と言って、とても憎らしそうな流し目である。

■　「などてか、さしもあらむ3。

◇　「どうして、そんなことがありましょう。

■　立たちながら帰かへりけむ人ひとこそ、いとほしけれ。

◇　そのまま帰ってしまったあなたこそ、お気の毒だ。

■　まことは、憂うしや、世よの中なかよ4」

◇　本当の話、嫌なものだよ、男女の仲とは」

■　と言いひあはせて、

◇　と言い交わして、

■　「鳥籠とこの山やまなるS20,5」

◇　「鳥籠の山にある川の名」

■　と、かたみに口くちがたむ。

◇　と、互いに口固めしあう。


P26 ほほ笑まる--おほ（おほ/＄ほゝ〈朱〉）えまる

S20 犬上の鳥籠の山なる名取川いさと答えよわが名漏らすな（古今集墨滅歌-一意t一〇八　読人しらず）

1 【もの隠しは懲りぬらむかし】頭中将の詞。

2 【いとねたげなるしり目なり】『集成』は「えらく得意そうな横目でじろりとにらむ。「ねたげ」は、こちらが「ねたし」（しゃくだ）と思うような様子。こしゃくな感じで、というほどの意」と注す。

3 【などてかさしもあらむ】以下「憂しや世の中よ」まで、源氏の返事。

4 【憂しや世の中よ】『集成』は「引歌であるが未詳」と注す。『全書』『対校』『大系』『評釈』『全集』『完訳』『新大系』は「人ごとはあまの刈る藻にしげくとも思はましかばよしや世の中」（古今六帖四、恨み）を引歌として指摘する。『完訳』は「「うしや」と裏返して、世の噂を疎む気持」と注す。

5 【鳥籠の山なる】『源氏釈』は「犬上の鳥籠の山なるいさや川いさと答えよ我が名洩らすな」（古今集、墨滅歌、一一〇八）を指摘。『集成』は「いさや川」、『完訳』『新大系』は「名取川」として引用。


紅葉賀．４．４．１０

■　さてP27、そののち1、ともすればことのついでごとに、言いひ迎むかふるくさはひなるを、いとどものむつかしき人ひとゆゑ2と、思おぼし知しるべし。

◇　さて、それから後、ともすれば何かの折毎に、話に持ち出す種とするので、ますますあの厄介な女のためにと、お思い知りになったであろう。

■　女をむなは、なほいと艶えんに怨うらみかくるを、わびしと思おもひありきたまふ3。

◇　女は、相変わらずまこと色気たっぷりに恨み言をいって寄こすが、興醒めだと逃げ回りなさる。


P27 さて--（/+さ）て

1 【さてそののち】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さてその後は」と「は」を補入する。『新大系』は底本のまま。

2 【ものむつかしき人ゆゑ】源氏の心。「人」は源典侍をさす。

3 【わびしと思ひありきたまふ】『集成』は「〔源氏は〕やれやれと逃げまわっておられる」と注し、『完訳』は「困ったものよと思い続けていらっしゃる」と訳す。


紅葉賀．４．４．１１

■　中将ちゅうじゃうは、妹いもうとの君きみにも聞きこえ出いでず、ただ、

◇　中将は、妹の君にも申し上げず、ただ、

■　「さるべき折をりの脅おどしぐさにせむ1」

◇　「何かの時の脅迫の材料にしよう」

■　とぞ思おもひける。

◇　と思っていた。

■　やむごとなき御腹々おほむはらばらの親王みこたちだに、主上うへの御おほむもてなし2のこよなきにわづらはしがりて、いとことにさりきこえたまへるを3、この中将ちゅうじゃうは、

◇　高貴な身分の妃からお生まれになった親王たちでさえ、お上の御待遇がこの上ないのを憚って、とても御遠慮申し上げていらっしゃるのに、この中将は、

■　「さらにおし消けたれきこえじ4」

◇　「絶対に圧倒され申すまい」

■　と、はかなきことにつけても、思おもひいどみきこえたまふ。

◇　と、ちょっとした事柄につけても対抗申し上げなさる。


1 【さるべき折の脅しぐさにせむ】頭中将の心。

2 【主上の御もてなし】桐壺帝の源氏に対する待遇をさす。

3 【いとことにさりきこえたまへるを】主語は親王たち、相手は源氏をさす。

4 【さらにおし消たれきこえじ】頭中将の心。


紅葉賀．４．４．１２

■　この君一人きみひとりぞ、姫君ひめぎみの御一おほむひとつ腹ばらなりける1。

◇　この君一人が、姫君と同腹なのであった。

■　帝みかどの御子みこといふばかりにこそあれ2、我われも、同おなじ大臣おと聞どときこゆれど、御おほむおぼえことなるが、皇女腹みこばらにてまたなくかしづかれたるは、何なにばかり劣おとるべき際きはと、おぼえたまはぬなるべし3。

◇　帝のお子というだけだ、自分だって、同じ大臣と申すが、ご信望の格別な方が、内親王腹にもうけた子息として大事に育てられているのは、どれほども劣る身分とは、お思いにならないのであろう。

■　人ひとがらも、あるべき限かぎりととのひて、何なにごともあらまほしく、たらひてぞものしたまひける。

◇　人となりも、すべて整っており、どの面でも理想的で、満ち足りていらっしゃるのであった。

■　この御仲おほむなかどもの挑いどみこそ、あやしかりしか。

◇　このお二方の競争は、変わっているところがあった。

■　されどP28、うるさくてなむ4。

◇　けれども、煩わしいので省略する。


P28 されど--され（れ/+と〈朱〉）

1 【この君一人ぞ姫君の御一つ腹なりける】以下「されどうるさくてなむ」まで、語り手の頭中将の人物についての補足説明的文章。

2 【帝の御子といふばかりにこそあれ】以下「劣るべき際」まで、頭中将の自負、心中文。だが、その文末は地の文に移る。なお頭中将の出自を語るあたり「桐壺」巻と重複するところがある。

3 【何ばかり劣るべき際とおぼえたまはぬなるべし】心中文から地の文へ移行する。したがって、「何ばかり」「劣るべき際」は反語ではない。地の文に続いて、どれほども劣る身分とお思いにならないという程度を表す。

4 【されどうるさくてなむ】『休聞抄』は「紫式双也」と指摘、『集成』は「省筆をことわる草子地。源典侍の話もその一つ、という含み」、『完訳』は「語り手の省筆の言葉で、典侍の物語を語りおさめる」と注す。


第五章　藤壺の物語（三）　秋、藤壺は中宮、源氏は宰相となる

第一段　七月に藤壺女御、中宮に立つ

紅葉賀．５．１．１

■　七月しちぐわちにぞ后きさきゐたまふめりし1。

◇　七月に、后がお立ちになるようであった。

■　源氏げんじの君きみ、宰相さいしゃうになりたまひぬ2。

◇　源氏の君、宰相におなりになった。

■　帝みかど、下おりゐさせたまはむの御心みこころづかひ近ちかうなりて、この若宮わかみやを坊ばうに、と思おもひきこえさせたまふに、御後見おほむうしろみしたまふべき人ひとおはせず。

◇　帝、御譲位あそばすお心づもりが近くなって、この若君を春宮に、とお考えあそばされるが、御後見なさるべき方がいらっしゃらない。

■　御母方おほむははがたの、みな親王みこたちにて、源氏げんじの公事おほやけごとしりたまふ筋すぢならねば3、母宮ははみやをだに動うごきなきさまにしおきたてまつりて、強つよりに4と思おぼすになむありける。

◇　御母方が、みな親王方で、皇族が政治を執るべき筋合ではないので、せめて母宮だけでも不動の地位におつけ申して、お力にとお考えあそばすのであった。


1 【七月にぞ后ゐたまふめりし】大島本「七月」と表記する。『古典セレクション』は「ふみづき」と振り仮名を付けている。今音読みしておく。『集成』は「后がお立ちになったようだ。物語作者として重大な国事に関する記述を遠慮して、ぼかした書き方」と注す。『完訳』は「七月には、后がお立ちになるようであった」と訳す。

2 【源氏の君宰相になりたまひぬ】源氏、参議（宰相）に昇進。位階は昨秋の朱雀院行幸の折に正三位に昇進。

3 【御母方のみな親王たちにて源氏の公事しりたまふ筋ならねば】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御母方」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま。「御母方」は外戚をさす。「親王」は皇族の意。この場合の「源氏」は狭義の源氏ではなく広い意味での源氏、すなわち皇族一般をさす。「公事」は国政の意。「知り」は治める、司る意。「源氏の公事知り給ふ筋ならねば」というところに、この物語作者または当時一般の政治観が現れている。

4 【母宮をだに動きなきさまにしおきたてまつりて強りに】帝の考え。「動きなきさま」は后の地位に立てることをさす。


紅葉賀．５．１．２

■　弘徽殿こうきでん、いとど御心動みこころうごきたまふ、ことわりなり。

◇　弘徽殿、ますますお心穏やかでない、道理である。

■　されど、

◇　けれども、

■　「春宮とうぐうの御世みよ、いと近ちかうなりぬれば、疑うたがひなき御位みくらゐなり。

◇　「春宮の御世が、もう直ぐになったのだから、疑いない御地位である。

■　思おもほしのどめよ1」

◇　ご安心されよ」

■　とぞ聞きこえさせたまひける。

◇　とお慰め申し上げあそばすのであった。

■　「げに、春宮とうぐうの御母おほむははにて二十余年にじふよねんになりたまへる女御2にょうごをおきたてまつりては、引ひき越こしたてまつりたまひがたきことなりかし」

◇　「なるほど、春宮の御母堂として二十余年におなりの女御を差し置き申して、先にお越し申されることは難しいことだ」

■　と、例れいの、やすからず3世人よひとも聞きこえけり。

◇　と、例によって、穏やかならず世間の人も噂するのであった。


1 【春宮の御世いと近うなりぬれば疑ひなき御位なり思ほしのどめよ】帝の弘徽殿女御に対する慰めの詞。「疑ひなき位」とは帝の母、すなわち皇太后の地位をさす。「皇后」も「皇太后」も「后」の地位に相違はないとする。

2 【げに春宮の御母にて二十余年になりたまへる女御】「げに」は語り手の感情移入の表現で作中人物と共に共感を表し、なるほどの意。また「ことなりかし」まで、世人の噂でもある。『完訳』は「「いとど御心動きたまふ、ことわりなり」を受けて「げに」と納得、世人の思惑を語る文脈に続く」と注す。弘徽殿女御が春宮の母女御として、二十数年になったことを明らかにする。ただし、立坊後ではない。

3 【例のやすからず】『完訳』は「政治的な話題にはいつも世人が敏感に反応」と指摘。


紅葉賀．５．１．３

■　参まゐりたまふ夜よの1御供おほむともにP29、宰相君2さいしゃうのきみも仕つかうまつりたまふ。

◇　参内なさる夜のお供に、宰相君もお仕え申し上げなさる。

■　同おなじ宮みやと聞きこゆるなかにも、后腹きさきばらの皇女みこ、玉光たまひかりかかやきて、たぐひなき御おほむおぼえにさへものしたまへば、人ひともいとことに思おもひかしづききこえたり。

◇　同じ宮と申し上げる中でも、后腹の内親王で、玉のように美しく光り輝いて、類ない御寵愛をさえ蒙っていらっしゃるので、世間の人々もとても特別に御奉仕申し上げた。

■　まして、わりなき御心みこころには4、御輿みこしのうちも思おもひやられて、いとど及およびなき心地ここちしたまふに、すずろはしき5までなむ。

◇　言うまでもなく、切ないお心の中では、御輿の中も思いやられて、ますます手も届かない気持ちがなさると、じっとしてはいられないまでに思われた。


P29 御供に--御とん（ん/＄も〈朱〉）に

1 【参りたまふ夜の】主語は藤壺。立后後の最初の参内の儀式。

2 【宰相君】源氏をさす。以後、公人としての呼称となる。三位の宰相。

3? 【同じ宮ときこゆる中にも后腹の皇女玉光りかかやきてたぐひなき御おぼえにさへものしたまへば】大島本は「宮」とあるが、榊原家本、池田本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「后」とある。横山本と陽明文庫本は「くらゐ」とある。河内本や別本の御物本も「后」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「后」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。藤壺の出自についていう。「桐壺」巻と重複するところがある。

4 【ましてわりなき御心には】源氏をさす。

5 【すずろはしき】大島本と池田本は「すゝろはしき」。その他の青表紙本諸本は「そゝろはしき」。意味は同じ。『小学館古語大辞典』に「動詞「すずろふ」の形容詞形で、喜び、悲しみ、不愉快さのために、（そうするつもりはないのに）平常の落ち着きを失って、じっとしていられない状態を表す。なお、「すぞろはし」「そぞろはし」などの変化形もあるが、用例は少ない」とある。


紅葉賀．５．１．４

■　「尽つきもせぬ心こころの闇やみに暮くるるかな

雲居くもゐに人ひとを見みるにつけても1」

◇　「尽きない恋の思いに何も見えない

はるか高い地位につかれる方を仰ぎ見るにつけても」


1 【尽きもせぬ心の闇に暮るるかな雲居に人を見るにつけても】源氏の独詠歌。『完訳』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道にまどひぬるかな」（後撰集、雑一、一一〇二、藤原兼輔）と「かきくらす心の闇にまどひにき夢うつつとは今宵さだめよ」（伊勢物語、六十九段）を引歌として指摘し、「「心の闇」は、若宮ゆえの親心の闇に、藤壺恋慕ゆえの心の闇が重なる」とし、また「「雲居」に、雲の上の人として遠のいた藤壺への及びがたい思いをこめる。このあたり『伊勢物語』の、二条后関係の小塩山の段（七十六段）も投影」と指摘する。


紅葉賀．５．１．５

■　とのみ、独ひとりごたれつつ、ものいとあはれなり。

◇　とだけ、独言が口をついて出て、何につけ切なく思われる。

紅葉賀．５．１．６

■　皇子みこは、およすけたまふ月日つきひに従したがひて1、いと見みたてまつり分わきがたげなるを、宮みや、いと苦くるし2、と思おぼせど、思おもひ寄よる人ひとなきなめりかし3。

◇　皇子は、ご成長なさっていく月日につれて、とてもお見分け申しがたいほどでいらっしゃるのを、宮は、まこと辛い、とお思いになるが、気付く人はいないらしい。

■　げに、いかさまに4作つくり変かへてかは、劣おとらぬ御おほむありさまは、世よに出いでものしたまはまし。

◇　なるほど、どのように作り変えたならば、負けないくらいの方がこの世にお生まれになろうか。

■　月日つきひの光ひかりの空そらに通かよひたるやうに、ぞ世人よひとも思おもへる。

◇　月と日が似通って光り輝いているように、世人も思っていた。


1 【皇子はおよすけたまふ月日に従ひて】若宮の成長、源氏に酷似した美しさを語る。

2 【いと苦し】藤壺の心。わが子の顔だちが源氏に酷似しているのを苦慮する。

3 【思ひ寄る人なきなめりかし】「な（る）」（断定の助動詞）「めり」（推量の助動詞）は、語り手の判断や推量。

4 【げにいかさまに】以下「通ひたるやうにぞ」まで、世人の思い。



 ８． 花宴 (はなのえん)

第一章　朧月夜の君物語　春の夜の出逢いの物語

第一段　二月二十余日、紫宸殿の桜花の宴

花宴．１．１．１

■　如月きさらぎの二十日はつかあまり、南殿なでんの桜さくらの宴えんせさせたまふ1。

◇　如月の二十日過ぎ、南殿の桜の宴をお催しあそばす。

■　后きさき、春宮とうぐうの御局おほむつぼね、左右さいうにして2、参まう上のぼりたまふ。

◇　皇后、春宮の御座所、左右に設定して、参上なさる。

■　弘徽殿こうきでんの女御にょうご、中宮ちゅうぐうのかくておはするを、をりふしごとにやすからず思おぼせど、物見ものみにはえ過すぐしたまはで、参まゐりたまふ。

◇　弘徽殿の女御、中宮がこのようにお座りになるのを、機会あるごとに不愉快にお思いになるが、見物だけはお見過ごしできないで、参上なさる。


1 【如月の二十日あまり南殿の桜の宴せさせたまふ】新年立によれば源氏二十歳の春の物語。前巻「紅葉賀」の紅葉の賀と当巻桜の宴の対偶仕立て。「南殿」は紫宸殿、なお陽明文庫本と肖柏本は「なんてん」と仮名表記する。したがって、読み方は「なんでん」である。

2 【后春宮の御局左右にして】后は藤壺、春宮は後の朱雀帝をさす。玉座（桐壺帝）の左側（東）に東宮、右側（西）に藤壺中宮の御座所を設けた。


花宴．１．１．２

■　日ひいとよく晴はれて、空そらのけしき、鳥とりの声こゑも、心地ここちよげなるに、親王みこたち、上達部かむだちめよりはじめて、その道みちのは皆みな、探韻賜たんゐんたまはりて文ふみつくりたまふ1。

◇　その日はとてもよく晴れて、空の様子、鳥の声も、気持ちよさそうな折に、親王たち、上達部をはじめとして、その道の人々は皆、韻字を戴いて詩をお作りになる。

■　宰相中将2さいしゃうのちゅうじゃう、

◇　宰相中将、

■　「春はるといふ文字賜もじたまはれり3」

◇　「春という文字を戴きました」

■　と、のたまふ声こゑさへ、例れいの、人ひとに異ことなり。

◇　と、おっしゃる声までが、例によって、他の人とは格別である。

■　次つぎに頭中将とうのちゅうじゃう、人ひとの目移めうつし5も、ただならずおぼゆべかめれど、いとめやすくもてしづめて、声こわづかひなど、ものものしくすぐれたり。

◇　次に頭中将、その目で次に見られるのも、どう思われるかと不安のようだが、とても好ましく落ち着いて、声の上げ方など、堂々として立派である。

■　さての人ひとびとは、皆臆みなおくしがちに鼻白はなじろめる多おほかり6。

◇　その他の人々は、皆気後れしておどおどした様子の者が多かった。

■　地下ぢげの人7ひとは、まして8、帝みかど、春宮とうぐうの御才おほむざえかしこくすぐれておはします、かかる方かたにやむごとなき人多ひとおほくものしたまふころなるに、恥はづかしく、はるばると曇くもりなき庭にはに立たち出いづるほど、はしたなくて、やすきことなれど、苦くるしげなり。

◇　地下の人は、それ以上に、帝、春宮の御学問が素晴らしく優れていらっしゃる上に、このような作文の道に優れた人々が多くいられるころなので、気後れがして、広々と晴の庭に立つ時は、恰好が悪くて、簡単なことであるが、大儀そうである。

■　年老としおいたる博士はかせどもの、なりあやしくやつれて、例馴れいなれたるも、あはれに、さまざま御覧ごらんずるなむ、をかしかりける。

◇　高齢の博士どもの、姿恰好が見すぼらしく貧相だが、場馴れているのも、しみじみと、あれこれ御覧になるのは、興趣あることであった。


1 【探韻賜はりて文つくりたまふ】『集成』は「韻字（漢詩を作る時、韻を踏むために句の末に置く字）を書いた紙を入れた鉢を庭中に立てた文台の上に置き、一人ずつ手を入れて韻字を探り取り、詩を作ること」と注す。「文」は漢詩のこと。

2 【宰相中将】源氏をさす。公式の場での呼称。

3 【春といふ文字賜はれり】源氏の詞。

4? 【例の人に異なれり】「例の」で読点。例によって、他の人とは異なっている、の意。

5 【人の目移し】「人」は源氏をさす。源氏を直前に見た目には。

6 【臆しがちに鼻白める多かり】『集成』は「おじ気づいて冴えない顔色の者が多い」と解す。『完訳』は「気おくれして戸惑っている人」と注す。

7 【地下の人】清涼殿の殿上間に昇殿を許されない人。「ぢげ」と読む。

8 【まして】「恥づかしく」に続く。「帝春宮の御才」以下「ころなるに」まで挿入句となる。


花宴．１．１．３

■　楽がくどもなどは、さらにもいはずととのへさせたまへり1。

◇　舞楽類などは、改めて言うまでもなく万端御準備あそばしていた。

■　やうやう入いり日ひになるほど、春はるの鴬囀うぐひすさへづるといふ舞2まひ、いとおもしろく見みゆるに、源氏げんじの御紅葉おほむもみぢの賀がの折をり、思おぼし出いでられて、春宮とうぐう、かざし賜たまはせて、せちに責せめのたまはするに、逃のがれがたくて、立たちてのどかに袖返そでかへすところを一折ひとをれ、けしきばかり舞まひたまへるに、似にるべきものなく見みゆ。

◇　だんだん入日になるころ、春鴬囀という舞、とても興趣深く見えるので、源氏の御紅葉の賀の折、自然とお思い出されて、春宮が、挿頭を御下賜になって、しきりに御所望なさるので、お断りし難くて、立ってゆっくり袖を返すところを一さしお真似事のようにお舞いになると、当然似るものがなく素晴らしく見える。

■　左大臣ひだりのおとど、恨うらめしさも忘わすれて、涙落なみだおとしたまふ。

◇　左大臣は、恨めしさも忘れて、涙を落としなさる。


1 【さらにもいはずととのへさせたまへり】「させ」（尊敬の助動詞）「給へ」（尊敬の補助動詞）、その主催者である帝に対する二重敬語、すなわち最高敬語である。

2 【春の鴬囀るといふ舞】春鴬囀の舞をいう。右方の高麗楽に対して左方の唐楽の壱越調の曲。襲装束に鳥兜を着け四人、六人または十人で舞うという。女楽である。源氏が一人で舞う。


花宴．１．１．４

■　「頭中将とうのちゅうじゃう、いづら。

◇　「頭中将は、どこか。

■　遅おそし1」

◇　早く」

■　とあれば、柳花苑りうくわえんといふ舞2まひを、これは今いますこし過すぐして、かかることもや3と、心こころづかひやしけむ、いとおもしろければ、御衣賜おほむぞたまはりて、いとめづらしきことに人思ひとおもへり。

◇　との仰せなので、柳花苑という舞を、この人はもう少し念入りに、このようなこともあろうかと、心づもりをしていたのであろうか、まことに興趣深いので、御衣を御下賜になって、実に稀なことだと人は思った。

■　上達部皆乱かむだちめみなみだれて舞まひたまへど4、夜よるに入いりては、ことにけぢめも見みえず5。

◇　上達部は皆順序もなくお舞いになるが、夜に入ってからは、特に巧拙の区別もつかない。

■　文ふみなど講かうずるにも、源氏げんじの君きみの御おほむをば、講師かうじもえ読よみやらず、句くごとに誦ずじののしる。

◇　詩を読み上げる時にも、源氏の君の御作を、講師も読み切れず、句毎に読み上げては褒めそやす。

■　博士はかせどもの心こころにも、いみじう思おもへり。

◇　博士どもの心中にも、非常に優れた詩であると認めていた。


1 【頭中将いづら遅し】帝の詞。

2 【柳花苑といふ舞】これも左方の唐楽で双調の曲。四人の女舞。頭中将が一人で舞う。

3 【かかることもや】帝から頭中将に源氏の舞に番えて何か舞を舞うようにとのご下命があること。以下「と心づかひやしけむ」まで、語り手の推測の挿入句。

4 【乱れて舞ひたまへど】『集成』は「順序もなく」と注す。

5 【けぢめも見えず】『集成』は「巧拙の区別も」と注す。


花宴．１．１．５

■　かうやうの折をりにも、まづこの君きみを光ひかりにしたまへれば、帝みかどもいかでかおろかに思おぼされむ。

◇　このような時でも、まずこの君を一座の光にしていらっしゃるので、帝もどうしておろそかにお思いでいられようか。

■　中宮ちゅうぐう、御目おほむめのとまるにつけて、

◇　中宮は、お目が止まるにつけ、

■　「春宮とうぐうの女御にょうごの1あながちに憎にくみたまふらむもあやしう、わがかう思おもふも心憂こころうし」

◇　「春宮の女御が無性にお憎みになっているらしいのも不思議だ、自分がこのように心配するのも情けない」

■　とぞ、みづから思おぼし返かへされける。

◇　と、自身お思い直さずにはいらっしゃれないのであった。


1 【春宮の女御の】以下「かう思ふも心憂し」まで、藤壺の心。語り手の間接的表現であろう。「春宮の女御」は春宮の母女御の意。


花宴．１．１．６

■　「おほかたに花はなの姿すがたを見みましかば

つゆも心こころのおかれましやは」

◇　「何の関係もなく花のように美しいお姿を拝するのであったなら

少しも気兼ねなどいらなかろうものを」

花宴．１．１．７

■　御心みこころのうちなりけむこと、いかで漏もりにけむ。

◇　御心中でお詠みになった歌が、どうして世間に洩れ出てしまったのだろうか。

第二段　宴の後、朧月夜の君と出逢う

花宴．１．２．１

■　夜よいたう更ふけてなむ、事果ことはてける1。

◇　夜もたいそう更けて御宴は終わったのであった。

■　上達部かむだちめおのおのあかれ、后きさき、春宮帰とうぐうかへらせたまひぬれば、のどやかになりぬるに、月つきいと明あかうさし出いでて2をかしきを、源氏げんじの君きみ、酔ゑひ心地ごこちに、見過みすぐしがたくおぼえたまひければ、

◇　上達部はそれぞれ退出し、中宮、春宮も還御あそばしたので、静かになったころに、月がとても明るくさし出て美しいので、源氏の君、酔心地に見過ごし難くお思いになったので、

■　「上うへの人ひとびともうち休やすみて、かやうに思おもひかけぬほどに、もしさりぬべき隙ひまもやある3」

◇　「殿上の宿直の人々も寝んで、このように思いもかけない時に、もしや都合のよい機会もあろうか」

■　と、藤壺ふぢつぼわたりを、わりなう忍しのびてうかがひありけど、語かたらふべき戸口とぐちも鎖さしてければ、うち嘆なげきて、なほあらじに4、弘徽殿こうきでんの細殿ほそどのに立たち寄よりたまへれば、三さむの口開くちあきたり。

◇　と、藤壷周辺を、無性に人目を忍んであちこち窺ったが、手引を頼むはずの戸口も閉まっているので、溜息をついて、なおもこのままでは気がすまず、弘徽殿の細殿にお立ち寄りになると、三の口が開いている。


1 【夜いたう更けてなむ事果てける】『集成』はこの一文は前の文章に続け、「上達部」以下を改行し、段落を改める。

2 【月いと明うさし出でて】冒頭に「如月の二十日あまり」とあったから、二十日過ぎの月、夜半過ぎに出る。

3 【上の人びともうち休みてかやうに思ひかけぬほどにもしさりぬべき隙もやある】源氏の心にそった語り手の間接的心内描写。地の文が心中文に移る。「もしさりぬべき隙もやある」は完全な心中文。「上の人びとも」を『集成』は「清涼殿の宿直の人々」と解し、『完訳』は「帝にお付きの女官たち」と解す。

4 【なほあらじに】語り手の源氏の心内に立ち入った挿入句。このままでは済まされないとの気持ちからの意。


花宴．１．２．２

■　女御にょうごは、上うへの御局みつぼねにやがて参まう上のぼりたまひにければ、人少ひとずくななるけはひなり。

◇　女御は、上の御局にそのまま参上なさったので、人気の少ない感じである。

■　奥おくの枢戸くるるども開あきて、人音ひとおともせず。

◇　奥の枢戸も開いていて、人のいる音もしない。

■　「かやうにて、世よの中なかのあやまちはするぞかし1」

◇　「このような無用心から、男女の過ちは起こるものだ」

■　と思おもひて、やをら上のぼりて2覗のぞきたまふ。

◇　と思って、そっと上ってお覗きになる。

■　人ひとは皆寝みなねたるべし。

◇　女房たちは皆眠っているのだろう。

■　いと若わかうをかしげなる声こゑの、なべての人ひととは聞きこえぬ3、

◇　とても若々しく美しい声で、並の身分とは思えず、


1 【かやうにて世の中のあやまちはするぞかし】源氏の心。「かやうにて」は女方の無用心をさす。女方を非難しながら源氏自身事件を引き起こして行く。

2 【やをら上りて】『集成』と『新大系』は「細殿に」と解し、『完訳』は「細殿から下長押に上って」と解す。

3 【なべての人とは聞こえぬ】挿入句のようだが、「聞こえぬ」が連体形のため、その下に「女が」などの主語が省略されている構文なので、いったん文が切れそうで再び次の文を呼び起こして続いていくという緩急と緊密性をもたせた表現。


花宴．１．２．３

■　「朧月夜おぼろづきよに似にるものぞなきS1,1」

◇　「朧月夜に似るものはない」


S1 照りもせず曇りもはてぬ春の夜の朧月夜にしくものぞなき（新古今集春上-五五　大江千里）

1 【朧月夜に似るものぞなき】右大臣の六の君、朧月夜の君の詞。「照りもせず曇りもはてぬ春の夜の朧月夜にしくものぞなき」（大江千里集、後に新古今集・春上に入集）の第五句を改変して口ずさんだ。『集成』は「第五句「しくものぞなき」（まさるものはない）が、漢詩文風な表現なので、「似るものぞなき」と、やわらげて言ったものか」と注す。なお、世尊寺伊行『源氏釈』は「しくものぞなき」の句で引用するが、藤原定家『奥入』では「似るものぞなき」の句で引用する。『千里集』の成立から、次の『新古今集』入集までの間に「似るものぞなき」という異本の発生も考えられなくはないが、現存の本には「似るものぞなき」の句はない。


花宴．１．２．４

■　とうち誦ずじて、こなたざまには来くるものか。

◇　と口ずさんで、こちらの方に来るではないか。

■　いとうれしくて、ふと袖そでをとらへたまふ。

◇　とても嬉しくなって、とっさに袖をお捉えになる。

■　女をむな、恐おそろしと思おもへるけしきにて、

◇　女、怖がっている様子で、

■　「あな、むくつけ。

◇　「あら、嫌ですわ。

■　こは、誰たそ2」

◇　これは、どなたですか」

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

■　「何なにか、疎うとましき3」

◇　「どうして、嫌ですか」

■　とて、

◇　と言って、


1? 【こなたざまに来るものか】語り手の源氏と共に驚きの気持ちを表した感情移入の表現。こちらに来るではないかの意。なお明融本は「こなたさまには」とあり朱筆で「は」をミセケチにしまたその右に「不用」とある。大島本と陽明文庫本は「は」を補入した形。その他の青表紙本諸本は「こなたさまには」とある。底本は明融本の「は」不用説に従った本文ということになる。

2 【あなむくつけこは誰そ】女の詞。

3 【何か疎ましき】源氏の詞。


花宴．１．２．５

■　「深ふかき夜よのあはれを知しるも入いる月つきの

おぼろけならぬ契ちぎりとぞ思おもふ1」

◇　「趣深い春の夜更けの情趣をご存知でいられるのも

前世からの浅からぬ御縁があったものと存じます」


1 【深き夜のあはれを知るも入る月のおぼろけならぬ契りとぞ思ふ】源氏の贈歌。出会ったことの宿世の深さをいう。


花宴．１．２．６

■　とて、やをら抱いだき下おろして、戸とは押おし立たてつ。

◇　と詠んで、そっと抱き下ろして、戸は閉めてしまった。

■　あさましきにあきれたるさま、いとなつかしうをかしげなり。

◇　あまりの意外さに驚きあきれている様子、とても親しみやすくかわいらしい感じである。

■　わななくわななく、

◇　怖さに震えながら、

■　「ここに、人1ひと」

◇　「ここに、人が」

■　と、のたまへど、

◇　と、おっしゃるが、

■　「まろは、皆人みなひとに許ゆるされたれば2、召めし寄よせたりとも、なんでふことかあらむ。

◇　「わたしは、誰からも許されているので、人を呼んでも、何ということありませんよ。

■　ただ、忍しのびてこそ」

◇　ただ、じっとしていなさい」


1 【ここに人】女の詞。書陵部本「の」補入。その他の青表紙諸本ナシ。河内本もナシ。別本の御物本だけが「こゝに人の」とある。書陵部本は御物本系統の本によって補ったものか。それらによれば「ある」などの語句が省略された言いさした形。

2 【まろは皆人に許されたれば】以下「ただ忍びてこそ」まで、源氏の詞。源氏の自負が語られる。


花宴．１．２．７

■　とのたまふ声こゑに、この君きみなりけり1と聞きき定さだめて、いささか慰なぐさめけり。

◇　とおっしゃる声で、この君であったのだと理解して、少しほっとするのであった。

■　わびしとP1思おもへるものから、情なさけなくこはごはしうは見みえじ2、と思おもへり。

◇　やりきれないと思う一方で、物のあわれを知らない強情な女とは見られまい、と思っている。

■　酔ゑひ心地ごこちや例れいならざりけむ3、許ゆるさむことは口惜くちをしきに、女をむなも若わかうたをやぎて、強つよき心こころも知しらぬなるべし。

◇　酔心地がいつもと違っていたからであろうか、手放すのは残念に思われるし、女も若くなよやかで、強情な性質も持ち合わせてないのであろう。


P1 わびしとお--わひしとお（わひしとお/＄）わひしと

1 【この君なりけり】女の心中を間接的に表現。「この君」は源氏をさす。

2 【情けなくこはごはしうは見えじ】女の心中叙述。

3 【酔ひ心地や例ならざりけむ】語り手の推測を交えた挿入句。以下「知らぬなるべし」まで、語り手の推測を交えた文が続く。『完訳』は「以下「（源氏も）--けん」「女も--べし」と、語り手の推量に委ねながら、二人の情交を暗示」と指摘。


花宴．１．２．８

■　らうたしと見みたまふに、ほどなく明あけゆけば1、心こころあわたたし。

◇　かわいらしいと御覧になっていらっしゃるうちに、間もなく明るくなって行ったので、気が急かれる。

■　女をむなは、まして、さまざまに思おもひ乱みだれたるけしきなり2。

◇　女は、男以上にいろいろと思い悩んでいる様子である。

■　「なほ、名なのりしたまへ。

◇　「やはり、お名前をおっしゃってください。

■　いかでか、聞きこゆべき。

◇　どのようして、お便りを差し上げられましょうか。

■　かうてやみなむとは、さりとも思おぼされじ」

◇　こうして終わろうとは、いくら何でもお思いではあるまい」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【ほどなく明けゆけば】『完訳』は「官能の時間が一瞬に過ぎる」と注す。

2 【女はましてさまざまに思ひ乱れたるけしきなり】「まして」とあるので、源氏も惑乱しているが、女の方はそれ以上であると語る。


花宴．１．２．９

■　「憂うき身世みよにやがて消きえなば尋たづねても

草くさの原はらをば問とはじとや思おもふ2」

◇　「不幸せな身のまま名前を明かさないでこの世から死んでしまったなら

野末の草の原まで尋ねて来ては下さらないのかと思います」


1? 【なほ名のりたまへ】以下「思されじ」まで、源氏の詞。「なほ」は、それまでに何度も名を尋ねていたことを表す。語られてない部分のあることを示す。

2 【憂き身世にやがて消えなば尋ねても草の原をば問はじとや思ふ】前の源氏の歌に対する返歌というよりも新たに詠んだ女の贈歌。この歌には相手の歌句を引用して返すということをしてない。この間に、時間の経過があったことをも思わせる。『完訳』は「名を知らぬからとて、「草の原」（死後の魂のありか）を尋ねないつもりか、の問いかけは、男に心を傾けてしまった女の、相手に情愛を確かめる気持。源氏が執拗に名を尋ねるのに応じた内容だが、和歌としては贈歌の趣である」と注す。


花宴．１．２．１０

■　と言いふさま、艶えんになまめきたり。

◇　と詠む態度、優艶で魅力的である。

■　「ことわりや。

◇　「ごもっともだ。

■　聞きこえ違たがへたる文字もじかな1」

◇　先程の言葉は申し損ねました」

■　とて、

◇　と言って、


1 【ことわりや聞こえ違へたる文字かな】源氏の詞。「文字」は言葉の意。


花宴．１．２．１１

■　「いづれぞと露つゆのやどりを分わかむまに

小笹こざさが原はらに風かぜもこそ吹ふけ1

◇　「どなたであろうかと家を探しているうちに

世間に噂が立ってだめになってしまうといけないと思いまして


1 【いづれぞと露のやどりを分かむまに小笹が原に風もこそ吹け】源氏の返歌。「草の原」を受けて「小笹が原」と詠む。「露のやどり」に女の住む家を譬喩する。「露」「笹」「風」は縁語。「風もこそ吹け」は噂が立ったら大変だの意。


花宴．１．２．１２

■　わづらはしく1思おぼすことならずは、何なにかつつまむ。

◇　迷惑にお思いでなかったら、何の遠慮がいりましょう。

■　もし、すかいたまふか」

◇　ひょっとして、おだましになるのですか」

■　とも言いひあへず、人々起ひとびとおき騒さわぎ、上うへの御局みつぼねに参まゐりちがふけしきども、しげくまよへば、いとわりなくて、扇あふぎばかりをしるしに取とり換かへて、出いでたまひぬ。

◇　とも言い終わらないうちに、女房たちが起き出して、上の御局に参上したり下がって来たりする様子が、騒がしくなってきたので、まことに仕方なくて、扇だけを証拠として交換し合って、お出になった。


1 【わづらはしく】以下「すかいたまふか」まで、歌に続けた源氏の詞。『完訳』は「迷惑にお思いでないなら、何で私が遠慮などいたしましょう」と注す。


花宴．１．２．１３

■　桐壺きりつぼには、人ひとびと多おほくさぶらひて、おどろきたるもあれば、かかるを、

◇　桐壷には、女房が大勢仕えていて、目を覚ましている者もいるので、このようなのを、

■　「さも、たゆみなき御忍おほむしのびありきかな1」

◇　「何とも、ご熱心なお忍び歩きですこと」

■　とつきしろひつつ、そら寝ねをぞしあへる。

◇　と突つき合いながら、空寝をしていた。

■　入いりたまひて臥ふしたまへれど、寝入ねいられず。

◇　お入りになって横になられたが、眠ることができない。


1 【さもたゆみなき御忍びありきかな】女房の詞。


花宴．１．２．１４

■　「をかしかりつる人ひとのさまかな1。

◇　「美しい人であったなあ。

■　女御にょうごの御おほむおとうとたちにこそはあらめ。

◇　女御の御妹君であろう。

■　まだ世よに馴なれぬは、五ご、六ろくの君きみならむかし。

◇　まだうぶなところから、五の君か六の君であろう。

■　帥宮2そちの北みやの方きたのかた、頭中将とうのちゅうじゃうのすさめぬ四しの君きみなどこそ、よしと聞ききしか。

◇　帥宮の北の方や、頭中将が気にいっていない四の君などは、美人だと聞いていたが。

■　なかなかそれならましかば、今いますこしをかしからまし3。

◇　かえってその人たちであったら、もう少し味わいがあったろうに。

■　六ろくは春宮とうぐうにたてまつらむとこころざしたまへるを、いとほしうもあるべいかな。

◇　六の君は春宮に入内させようと心づもりをしておられるから、気の毒なことであるなあ。

■　わづらはしう、尋たづねむほどもまぎらはし、さて絶たえなむとは思おもはぬけしきなりつるを、いかなれば、言通ことかよはすべきさまを教をしへずなりぬらむ」

◇　厄介なことだ、尋ねることもなかなか難しい、あのまま終わりにしようとは思っていない様子であったが、どうしたことで、便りを通わす方法を教えずじまいにしたのだろう」


1 【をかしかりつる人のさまかな】以下「教へずなりぬらむ」まで、源氏の心中。

2 【帥宮】源氏の弟、後の螢兵部卿宮。

3 【なかなかそれならましかば今すこしをかしからまし】「ましかば--まし」は反実仮想の構文。かえってそういった人妻であったらもっと味わいがあったろうに、そうでなくて残念だの意。


花宴．１．２．１５

■　など、よろづに思おもふも、心こころのとまるなるべし1。

◇　などと、いろいろと気にかかるのも、心惹かれるところがあるのだろう。

■　かうやうなるにつけても、まづ、

◇　このようなことにつけても、まずは、

■　「かのわたりのありさまの、こよなう奥おくまりたるはや2」

◇　「あの周辺の有様が、どこよりも奥まっているな」

■　と、ありがたう思おもひ比くらべられたまふ。

◇　と、世にも珍しくご比較せずにはいらっしゃれない。


1 【心のとまるなるべし】語り手の源氏の心を推測した文。『岷江入楚』は「草子地なり」と指摘。

2 【かのわたりのありさまのこよなう奥まりたるはや】源氏の心。「かのわたり」は藤壺をさす。


第三段　桜宴の翌日、昨夜の女性の素性を知りたがる

花宴．１．３．１

■　その日ひは後宴ごえんのことありて、まぎれ暮くらしたまひつ。

◇　その日は後宴の催しがあって、忙しく一日中お過ごしになった。

■　箏さうの琴仕ことつかうまつりたまふ。

◇　箏の琴をお務めになる。

■　昨日きのふのことよりも、なまめかしうおもしろし。

◇　昨日の御宴よりも、優美に興趣が感じられる。

■　藤壺ふぢつぼは、暁あかつきに参まう上のぼりたまひにけり。

◇　藤壷は、暁にお上りになったのであった。

■　「かの有明ありあけ、出いでやしぬらむ2」

◇　「あの有明は、退出してしまったろうか」

■　と、心こころもそらにて、思おもひ至いたらぬ隈くまなき良清よしきよ、惟光3これみつをつけて、うかがはせたまひければ、御前おまへよりまかでたまひけるほどに4、

◇　と、心も上の空で、何事につけても手抜かりのない良清、惟光に命じて、見張りをさせておかれたところ、御前から退出なさった時に、


1? 【藤壺は暁に参うのぼり給ひにけり】清涼殿の上の御局に。

2 【かの有明出でやしぬらむ】源氏の心。「有明」は昨夜の弘徽殿の細殿で邂逅した女をさす。「有明」と「出づ」は縁語、さらにその下の「心も空にて」の「空」も。意識的にしゃれた文章表現をしたもの。

3 【良清惟光】「良清」は「若紫」巻初出、「惟光」は「夕顔」巻初出の源氏の乳母子。

4 【御前よりまかでたまひけるほどに】主語は源氏。


花宴．１．３．２

■　「ただ今1いま、北きたの陣ぢんより、かねてより隠かくれ立たちてはべりつる車くるまどもまかり出いづる。

◇　「たった今、北の陣から、あらかじめ物蔭に隠れて立っていた車どもが退出しました。

■　御方々おほむかたがたの里人さとびとはべりつるなかに、四位しゐの少将せうしゃう、右中弁うちゅうべんなど急いそぎ出いでて、送おくりしはべりつるや、弘徽殿こうきでんの御おほむあかれならむと見みたまへつる。

◇　御方々の実家の人がございました中で、四位少将、右中弁などが急いで出てきて、送って行きましたのは、弘徽殿方のご退出であろうと拝見しました。

■　けしうはあらぬけはひどもしるくて、車三くるまみつばかりはべりつ」

◇　ご立派な方が乗っている様子がはっきり窺えて、車が三台ほどでございました」


1 【ただ今】以下「車三つばかりはべりつ」まで、良清、惟光らの詞。


花宴．１．３．３

■　と聞きこゆるにも、胸むねうちつぶれたまふ。

◇　とご報告申し上げるにつけても、胸がどきっとなさる。

■　「いかにして1、いづれと知しらむ。

◇　「どのようにして、どの君と確かめ得ようか。

■　父大臣ちちおとどなど聞ききて、ことごとしうもてなさむも2、いかにぞや。

◇　父大臣などが聞き知って、大げさに婿扱いされるのも、どんなものか。

■　まだ、人ひとのありさまよく見みさだめぬほどは、わづらはしかるべし。

◇　まだ、相手の様子をよく見定めないうちは、厄介なことだろう。

■　さりとて、知しらであらむ、はた、いと口惜くちをしかるべければ、いかにせまし」

◇　そうかと言って、確かめないでいるのも、それまた、誠に残念なことだろうから、どうしたらよいものか」

■　と、思おぼしわづらひて、つくづくとながめ臥ふしたまへり。

◇　と、ご思案に余って、ぼんやりと物思いに耽り横になっていらっしゃった。


1 【いかにして】以下「いかにせまし」まで、源氏の心中。

2 【ことごとしうもてなさむも】『古典セレクション』は諸本に従って「ことごとしうもてなされんも」と「れ」を補入する。『集成』『新大系』（大島本も同文）は底本のまま。


花宴．１．３．４

■　「姫君ひめぎみ、いかに2つれづれならむ。

◇　「姫君は、どんなに寂しがっているだろう。

■　日ひごろになれば、屈くしてやあらむ」

◇　何日も会っていないから、ふさぎこんでいるだろうか」

■　と、らうたく思おぼしやる。

◇　と、いじらしくお思いやりなさる。

■　かのしるしの扇あふぎは、桜襲さくらがさね3にて、濃こきかたにかすめる月つきを描かきて、水みづにうつしたる心こころばへ、目馴めなれたれど、ゆゑなつかしうもてならしたり。

◇　あの証拠の扇は、桜襲の色で、色の濃い片面に霞んでいる月を描いて、水に映している図柄は、よくあるものだが、人柄も奥ゆかしく使い馴らしている。

■　「草くさの原はらをば」

◇　「草の原をば」

■　と言いひしさまのみ、心こころにかかりたまへば、

◇　と詠んだ姿ばかりが、お心にかかりになさるので、


1? 【まだ人のありさま見さだめぬほどはわづらはしかるべし】「見さだめぬほどは」と「わづらはしかるべし」の間には間合があろう。『集成』は「それに、まだ相手の姫君の事情をよく見届けぬうちは、（六の君ならば、東宮妃に予定されていたりするから）事めんどうであろう」と注す。『完訳』は「まだ相手の人柄をよく見きわめぬうちは、それも煩わしいことだろう」と解す。

2 【姫君いかに】以下「屈してやあらむ」まで、源氏の心。「姫君」は紫の君をさす。

3 【桜襲ね】明融臨模本、大島本、陽明文庫本は「さくらかさね」とある。池田本は「のみへ」を補入。横山本、伝花山院長親筆本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「さくらのみへかさね」とある。河内本、別本の御物本も横山本等本と同文である。『集成』『古典セレクション』は「桜の三重がさね」と校訂する。『新大系』は底本のまま。


花宴．１．３．５

■　「世よに知しらぬ心地ここちこそすれ有明ありあけの

月つきのゆくへを空そらにまがへて1」

◇　「今までに味わったことのない気がする

有明の月の行方を途中で見失ってしまって」


1 【世に知らぬ心地こそすれ有明の月のゆくへを空にまがへて】源氏の独詠歌。「有明」と「空」は縁語。


花宴．１．３．６

■　と書かきつけたまひて、置おきたまへり。

◇　とお書きつけになって、取って置きなさった。

第四段　紫の君の理想的成長ぶり、葵の上との夫婦仲不仲

花宴．１．４．１

■　「大殿おほいどのにも久ひさしうなりにける」

◇　「大殿にも久しく御無沙汰してしまったなあ」

■　と思おぼせど、若君わかぎみも心苦こころぐるしければ1、こしらへむと思おぼして、二条院にでうのゐんへおはしぬ。

◇　とお思いになるが、若君も気がかりなので、慰めようとお思いになって、二条院へお出かけになった。

■　見みるままに、いとうつくしげに生おひなりて、愛敬あいぎゃうづきらうらうじき心こころばへ、いとことなり。

◇　見れば見るほどとてもかわいらしく成長して、魅力的で利発な気立て、まことに格別である。

■　飽あかぬところなう、わが御心みこころのままに教をしへなさむ、と思おぼすにかなひぬべし。

◇　不足なところのなく、ご自分の思いのままに教えよう、とお思いになっていたのに、叶う感じにちがいない。

■　男をとこの御教おほむをしへなれば、すこし人馴ひとなれたることや混まじらむと思おもふこそ、うしろめたけれ2。

◇　男手のお教えなので、多少男馴れしたところがあるかも知れない、と思う点が不安である。


1 【大殿にも久しうなりにけると思せど若君も心苦しければ】場面変わって二条院。紫の君の物語。朧月夜の物語と葵の上の物語の間に挿話的に語られる。

2 【男の御教へなればすこし人馴れたることや混じらむと思ふこそうしろめたけれ】語り手の感想を交えた表現。『一葉集』は「双紙詞也」と指摘。『集成』も「男の源氏が教育なさるのだから、少々男なれしたところがあるかもしれないと思われる点が、気がかりである。草子地」とある。


花宴．１．４．２

■　日ひごろの御物語***、御琴***など教***へ暮***らして出***でたまふを、例***のと、口惜***しう思***せど、今***はいとようならはされて、わりなくは慕***ひまつはさず。

◇　この数日来のお話、お琴など教えて一日過ごしてお出かけになるのを、いつものと、残念にお思いになるが、今ではとてもよく躾けられて、むやみに後を追ったりしない。

◆　 
ひごろ の おほむ-ものがたり おほむ-こと など をしへ くらし て いで たまふ を、 れい の と くちをしう おぼせ ど、 いま は いと よう ならは され て、 わりなく は したひ まつはさ ず。

花宴．１．４．３

■　大殿おほいどのには、例れいの、ふとも対面たいめんしたまはず。

◇　大殿では、例によって、直ぐにはお会いなさらない。

■　つれづれとよろづ思おぼしめぐらされて、箏さうの御琴おほむことまさぐりて、

◇　所在なくいろいろとお考え廻らされて、箏のお琴を手すさびに弾いて、

■　「やはらかに寝ぬるS2夜よP2はなくてS2,1」

◇　「やはらかに寝る夜はなくて」

■　とうたひたまふ。

◇　とお謡いになる。

■　大臣渡おとどわたりたまひて、一日ひとひの興きょうありしこと、聞きこえたまふ。

◇　大臣が渡っていらして、先日の御宴の趣深かったこと、お話し申し上げなさる。


S2 貫河の瀬々の　やはら手枕　やはらかに　寝る夜はなくて　親離くる夫　親離くる夫は　ましてるはし　しかさらば　矢矧の市に　沓買ひにかむ　沓買はば　線鞋の　細底を買へ　さし履きて　表裳とり着て　宮路かよはむ（催馬楽-貫河）

P2 夜--（/+夜）

S2 貫河の瀬々の　やはら手枕　やはらかに　寝る夜はなくて　親離くる夫　親離くる夫は　ましてるはし　しかさらば　矢矧の市に　沓買ひにかむ　沓買はば　線鞋の　細底を買へ　さし履きて　表裳とり着て　宮路かよはむ（催馬楽-貫河）

1 【やはらかに寝る夜はなくて】『催馬楽』「貫河」の「貫河（ぬきかは）の瀬々のやはら手枕やはらかに寝（ぬ）る夜はなくて親離（さ）くる夫（つま）親離くる夫はましてるはししかさらば矢矧（やはぎ）の市に沓買ひにかむ沓買はば線がいの細底（ほそしき）を買へさし履きて表裳（うはも）とり着て宮路かよはむ」の句。


花宴．１．４．４

■　「ここらの齢よはひにて1、明王めいわうの御代みよ、四代しだいをなむ見みはべりぬれど、このたびのやうに、文ふみども警策きゃうざくに、舞まひ、楽がく、物ものの音ねどもととのほりて、齢延よはひのぶることなむはべらざりつる。

◇　「この高齢で、明王の御世を、四代にわたって見て参りましたが、今度のように作文類が優れていて、舞、楽、楽器の音色が整っていて、寿命の延びる思いをしたことはありませんでした。

■　道々みちみちのものの上手じゃうずども多おほかるころほひ、詳くはしうしろしめし、ととのへさせたまへるけなり。

◇　それぞれ専門の道の名人が多いこのころに、お詳しく精通していらして、お揃えあそばしたからです。

■　翁おきなもほとほと舞まひ出いでぬべきS3心地ここちなむしはべりし」

◇　わたくしごとき老人も、ついつい舞い出してしまいそうな心地が致しました」


S3 翁とてわびやはをらむ草も木も栄ゆる時に出でて舞ひてむ（続日本後紀巻十二-三）

1 【ここらの齢にて】以下「心地なむしはべりし」まで、左大臣の詞。


花宴．１．４．５

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

花宴．１．４．６

■　「ことにととのへ行おこなふこともはべらず2。

◇　「特別に整えたわけではございません。

■　ただ公事おほやけごとに、そしうなる物ものの師3しどもを、ここかしこに尋たづねはべりしなり。

◇　ただお役目として、優れた音楽の師たちをあちこちから捜したまでのことです。

■　よろづのことよりは、

◇　何はさておき、

■　「柳花苑***」

◇　「柳花苑」

■　、まことに後代こうだいの例れいともなりぬべく見みたまへしに、まして

◇　は、本当に後代の例ともなるにちがいなく拝見しましたが、まして、

■　「さかゆく春***」

◇　「栄える春」

■　に4立たち出いでさせたまへらましかば、世よの面目めんぼくにやはべらまし」

◇　に倣って舞い出されたら、どんなにか一世の名誉だったでしょうに」

◆　 
"こと に ととのへ おこなふ こと も はべら ず。 ただ おほやけごと に、 そしう なる もの の し-ども を、 ここかしこ に たづね はべり し なり。 よろづ の こと より は、 りうくわゑん、 まこと に こうだい の れい と も なり ぬ べく み たまへ し に、 まして 'さか ゆく はる' に たち いで させ たまへ ら ましか ば、 よ の めんぼく に や はべら まし。"


1? 【翁もほとほと舞ひ出でぬべき心ちなむしはべりし】百十三歳の尾張連浜主が仁明天皇の御前で長寿楽を舞ったという故事（『続日本後紀』承和十二年正月条）。

2 【ことにととのへ行ふこともはべらず】以下「世の面目にやはべらまし」まで、源氏の詞。

3 【そしうなる物の師】「そしう」は『小学館古語大辞典』「不詳。世に従わない、へつらうことを知らないの意か」とあり、さらに「語誌」に「「疎習」「疎秀」などを当てる説があり、字音語であることは確かだが、未詳。源氏物語の一例のみで、河内本では「おほやけごとにかたむ物の師」とある。「奸（かた）む」と類義とみるべきであり、「おほやけごとに」から続けば、官途になじまず、硬骨でへつらわない、意地っ張りなさまであるらしい。「初心」の転化か。宇津保物語の菊の宴の巻に「そしにの雅楽頭（うたのかみ）」があり、類似点がある。「おほやけごとに」を「尋ねて」に係るとみ、「そしう」は功者に上手なる意とする萩原広道の説もあるが、「おほやけごとに」を副詞的に取ることも従いがたい。図書寮本名義抄に「阻脩ヘダタリナガシ」とあり「公事に長らく遠ざかっている」と解される」とある。

4 【さかゆく春に】『集成』『完訳』は前出の尾張連浜主が帝の御前で長寿楽を舞いながら歌った「翁とてわびやはをらむ草も木も栄ゆる時に出でて舞ひてむ」を踏まえたものと指摘する。『奥入』等の古注では「今こそあれ我も昔は男山栄ゆく時もありこしものを」（古今集、雑上、八八九、読人しらず）を指摘する。


花宴．１．４．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお答え申し上げになる。

花宴．１．４．８

■　弁べん、中将ちゅうじゃうなど参まゐりあひて、高欄かうらんに背中せなかおしつつ、とりどりに物ものの音ねども調しらべ合あはせて遊あそびたまふ、いとおもしろし。

◇　弁、中将なども来合わせて、高欄に背中を寄り掛らせて、めいめいが楽器の音を調えて合奏なさる、まことに素晴らしい。

第五段　三月二十余日、右大臣邸の藤花の宴

花宴．１．５．１

■　かの有明ありあけの君きみは1、はかなかりし夢ゆめを思おぼし出いでて、いともの嘆なげかしうながめたまふ。

◇　あの有明の君は、夢のようにはかなかった逢瀬をお思い出しになって、とても物嘆かしくて物思いに沈んでいらっしゃる。

■　春宮とうぐうには、卯月うづきばかりと思おぼし定さだめたれば2、いとわりなう思おぼし乱みだれたるを、男をとこも、尋たづねたまはむにあとはかなくはあらねど、いづれとも知しらで、ことに許ゆるしたまはぬあたりにかかづらはむも、人悪ひとわるく思おもひわづらひたまふに、弥生やよひの二十余日3にじふよにち、右みぎの大殿おほいどのの弓ゆみの結4けちに、上達部かむだちめ、親王みこたち多おほく集つどへたまひて、やがて藤ふぢの宴5えんしたまふ。

◇　春宮には、卯月ころとご予定になっていたので、とてもたまらなく悩んでいらっしゃったが、男も、お捜しになるにも手がかりがないわけではないが、どちらとも分からず、特に好ましく思っておられないご一族に関係するのも、体裁の悪く思い悩んでいらっしゃるところに、弥生の二十日過ぎ、右の大殿の弓の結があり、上達部、親王方、大勢お集まりになって、引き続いて藤の宴をなさる。


1 【かの有明の君は】語り手は「有明の君」と呼称するが、享受者は「朧月夜の君」と呼称する。

2 【春宮には卯月ばかりと思し定めたれば】朧月夜の君は四月に春宮入内が決定されていたので悩む。

3 【弥生の二十余日】源氏二十歳の三月の二十日過ぎ。晩春の景である。

4 【弓の結】競射。左右に分かれて競射する。

5 【藤の宴】横山本、伝花山院長親本は「ふちのはなのえん」、陽明文庫本は「ふちのはなえん」、三条西家本は「ふちの花のえん」とある。河内本と別本の御物本も「ふちのはなのえん」とある。


花宴．１．５．２

■　花盛はなざかりは過すぎにたるを、

◇　花盛りは過ぎてしまったが、

■　「ほかの散ちりなむS4,1」

◇　「他のが散りってしまった後に」

■　とや教をしへられたりけむ、遅おくれて咲さく桜さくら、二木ふたきぞいとおもしろき。

◇　と、教えられたのであろうか、遅れて咲く桜、二本がとても美しい。

■　新あたらしう造つくりたまへる殿おとどを、宮みやたちの御裳着おほむもぎの日2ひ、磨みがきしつらはれたり。

◇　新しくお造りになった殿を、姫宮たちの御裳着の儀式の日に、磨き飾り立ててある。

■　はなばなとものしたまふ殿とののやうにて、何なにごとも今いまめかしうもてなしたまへり。

◇　派手好みでいらっしゃるご家風のようで、すべて当世風に洒落た行き方になさている。


S4 見る人もなき山里の桜花他の散りなむ後ぞ咲かまし（古今集春上-六八　伊勢）

1 【ほかの散りなむ】『源氏釈』は「見る人もなき山里の桜花ほかの散りなむ後ぞ咲かまし」（古今集、春上、六八、伊勢）を指摘。

2 【宮たちの御裳着の日】弘徽殿女御の内親王をさす。


花宴．１．５．３

■　源氏げんじの君きみにも、一日ひとひ、内裏うちにて御対面おほむたいめんのついでに、聞きこえたまひしかど、おはせねば、口惜くちをしう、ものの栄はえなし1と思おぼして、御子みこの四位少将しゐのせうしゃうをたてまつりたまふ。

◇　源氏の君にも、先日、宮中でお会いした折に、ご案内申し上げなさったが、おいでにならないので、残念で、折角の催しも見栄えがしない、とお思いになって、ご子息の四位少将をお迎えに差し上げなさる。


1 【口惜しうものの栄なし】右大臣の心中。


花宴．１．５．４

■　「わが宿やどの花はなしなべての色いろならば

何なにかはさらに君きみを待またまし」

◇　「わたしの邸の藤の花が世間一般の色をしているのなら

どうしてあなたをお待ち致しましょうか」

花宴．１．５．５

■　内裏うちにおはするほどにて、主上うへに奏そうしたまふ。

◇　宮中においでの時で、お上に奏上なさる。

■　「したり顔がほなりや」

◇　「得意顔だね」

■　と笑わらはせたまひて、

◇　と、お笑いあそばして、

■　「わざとあめるをP3、早はやうものせよかし。

◇　「わざわざお迎えがあるようだから、早くお行きになるのがよい。

■　女御子をむなみこたちなども、生おひ出いづるところなれば、なべてのさまには思おもふまじきを」

◇　女御子たちも成長なさっている所だから、赤の他人とは思っていまいよ」

■　などのたまはす。

◇　などと仰せになる。

■　御装おほむよそひなどひきつくろひたまひて、いたう暮くるるほどに、待またれてぞ渡わたりたまふ。

◇　御装束などお整えになって、たいそう日が暮れたころ、待ち兼ねられて、お着きになる。


P3 あめるを--あめ（め/+る）を


花宴．１．５．６

■　桜さくらの唐からの綺きの御直衣おほむなほし、葡萄染えびぞめの下襲したがさね、裾しりいと長ながく引ひきて。

◇　桜襲の唐織りのお直衣、葡萄染の下襲、裾をとても長く引いて。

■　皆人みなひとは表うへの衣きぬなるに、あざれたる大君姿おほきみすがたのなまめきたるにて、いつかれ入いりたまへる御おほむさま、げにいと異ことなり。

◇　参会者は皆袍を着ているところに、しゃれた大君姿の優美な様子で、丁重に迎えられてお入りになるお姿は、なるほどまことに格別である。

■　花はなの匂にほひもけおされて、なかなかことざましになむ。

◇　花の美しさも圧倒されて、かえって興醒めである。

花宴．１．５．７

■　遊あそびなどいとおもしろうしたまひて、夜よすこし更ふけゆくほどに、源氏げんじの君きみ、いたく酔ゑひ悩なやめるさまにもてなしたまひて、紛まぎれ立たちたまひぬ。

◇　管弦の遊びなどもとても興趣深くなさって、夜が少し更けていくころに、源氏の君、たいそう酔って苦しいように見せかけなさって、人目につかぬよう座をお立ちになった。

花宴．１．５．８

■　寝殿しんでんに、女一宮をむないちのみや、女三宮をむなさむのみやのおはします。

◇　寝殿に、女一の宮、女三の宮とがいらっしゃる。

■　東ひむがしの戸口とぐちにおはして、寄よりゐたまへり。

◇　東の戸口にいらっしゃって、寄り掛かってお座りになった。

■　藤ふぢはこなたの妻つまにあたりてあれば、御格子みかうしども上あげわたして、人ひとびと出いでゐたり。

◇　藤はこちらの隅にあったので、御格子を一面に上げわたして、女房たちが端に出て座っていた。

■　袖口そでぐちなど、踏歌たふかの折をりおぼえて、ことさらめきもて出いでたるを、ふさはしからずと、まづ藤壺ふぢつぼわたり思おぼし出いでらる。

◇　袖口などは、踏歌の時を思い出して、わざとらしく出しているのを、似つかわしくないと、まずは藤壷周辺を思い出さずにはいらっしゃれない。

花宴．１．５．９

■　「なやましきに、いといたう強しひられて、わびにてはべり。

◇　「苦しいところに、とてもひどく勧められて、困っております。

■　かしこけれど、この御前おまへにこそは、蔭かげにも隠かくさせたまはめ」

◇　恐縮ですが、この辺の物蔭にでも隠させてください」

■　とて、妻戸つまどの御簾みすを引ひき着きたまへば、

◇　と言って、妻戸の御簾を引き被りなさると、

■　「あな、わづらはし。

◇　「あら、困りますわ。

■　よからぬ人ひとこそ、やむごとなきゆかりはかこちはべるなれ」

◇　身分の賎しい人なら、高貴な縁者を頼って来るとは聞いておりますが」

■　と言いふけしきを見みたまふに、重々おもおもしうはあらねど、おしなべての若人わかうどどもにはあらず、あてにをかしきけはひしるし。

◇　と言う様子を御覧になると、重々しくはないが、並の若い女房たちではなく、上品で風情ある様子がはっきりと分かる。

花宴．１．５．１０

■　そらだきもの、いと煙けぶたうくゆりて、衣きぬの音おとなひ、いとはなやかにふるまひなして、心こころにくく奥おくまりたるけはひはたちおくれ、今いまめかしきことを好このみたるわたりにて、やむごとなき御方々おほむかたがたもの見みたまふとて、この戸口とぐちは占しめたまへるなるべし。

◇　空薫物、とても煙たく薫らせて、衣ずれの音、とても派手な感じにわざと振る舞って、心憎く奥ゆかしい雰囲気は欠けて、当世風な派手好みのお邸で、高貴な御方々が御見物なさるというので、こちらの戸口は座をお占めになっているのだろう。

■　さしもあるまじきことなれど、さすがにをかしう思おもほされて、

◇　そうしてはいけないことなのだが、やはり興味をお惹かれになって、

■　「いづれならむ」

◇　「どの姫君であったのだろうか」

■　と、胸むねうちつぶれて、

◇　と、胸をどきどきさせて、

花宴．１．５．１１

■　「扇あふぎを取とられて、からきめを見みるS5」

◇　「扇を取られて、辛い目を見ました」

■　と、うちおほどけたる声こゑに言いひなして、寄よりゐたまへり。

◇　と、わざとのんびりとした声で言って、近寄ってお座りになった。

■　「あやしくも、さま変かへける高麗人こまうどかな」

◇　「妙な、変わった高麗人ですね」

■　といらふるは、心知こころしらぬにやあらむ。

◇　と答えるのは、事情を知らない人であろう。

■　いらへはせで、ただ時々ときどき、うち嘆なげくけはひする方かたに寄よりかかりて、几帳越きちゃうごしに手てをとらへて、

◇　返事はしないで、わずかに時々、溜息をついている様子のする方に寄り掛かって、几帳越しに、手を捉えて、


S5 石川の　高麗人に　帯を取られて　からき悔する　いかなる　帯ぞ　縹の帯の　中はたいれたるか　かやるか　あやるか　中はいれたるか（催馬楽-石川）


花宴．１．５．１２

■　「梓弓あづさゆみいるさの山やまに惑まどふかな

ほの見みし月つきの影かげや見みゆると

何なにゆゑか」

◇　「月の入るいるさの山の周辺でうろうろと迷っています

かすかに見かけた月をまた見ることができようかと

なぜでしょうか」

花宴．１．５．１３

■　と、推おし当あてにのたまふを、え忍しのばぬなるべし。

◇　と、当て推量におっしゃるのを、堪えきれないのであろう。

花宴．１．５．１４

■　「心こころいる方かたならませば弓張ゆみはりの

月つきなき空そらに迷まよはましやは」

◇　「本当に深くご執心でいらっしゃれば

たとえ月が出ていなくても迷うことがありましょうか」

花宴．１．５．１５

■　と言いふ声こゑ、ただそれなり。

◇　と言う声、まさにその人のである。

■　いとうれしきものから。

◇　とても嬉しいのだが。


 ９． 葵 (あふひ)

第一章　六条御息所の物語　御禊見物の車争いの物語

第一段　朱雀帝即位後の光る源氏

葵．１．１．１

■　世よの中なかかはりて後1のち、よろづもの憂うく思おぼされ、御身おほむみのやむごとなさも添そふにや2、軽々かるがるしき御忍おほむしのび歩ありきもつつましうて、ここもかしこも、おぼつかなさの嘆なげきを重かさねたまふ、報むくいにや、なほ我われにつれなき人ひとのS1御心3みこころを、尽つきせずのみ思おぼし嘆なげく4。

◇　御代替わりがあって後、何事につけ億劫にお思いになり、ご身分の高さも加わってか、軽率なお忍び歩きも遠慮されて、あちらでもこちらでも、ご訪問のない嘆きを重ねていらっしゃる、その罰であろうか、相変わらず自分に無情な方のお心を、どこまでもお嘆きになっていらっしゃる。


S1 我を思ふ人を思はぬ報いにや我が思ふ人の我を思はぬ（古今集雑体-一〇四一　読人しらず）

1 【世の中かはりて後】御代替わりがあってから後の意。この巻は「花宴」巻から二年後、源氏大将の物語が語られる。源氏二十二歳。その間に、「紅葉賀」巻に予告された御譲位が行われ、新帝に源氏の兄、朱雀院が即位。右大臣家一派が権力を持った時代となる。まずは政治状況の変化を語る。

2 【やむごとなさも添ふにや】「花宴」巻の宰相の中将から大将に昇進。なお書陵部本は「そひ給へは」とある。河内本が「そひ給へは」、また別本の御物本は「そひたまえは」、陽明文庫本は「そひ給ては」とあり、いずれも「給ふ」（尊敬の補助動詞）がある。書陵部本は河内本または別本によったものであろう。

3 【なほ我につれなき人の御心】藤壺をさす。『奥入』は「我を思ふ人を思はぬむくいにやわが思ふ人の我を思はぬ」（古今集、雑体、一〇四一、読人しらず）を指摘。

4 【尽きせずのみ思し嘆く】主語は源氏。


葵．１．１．２

■　今いまは、ましてひまなう、ただ人うどのやうに1て添そひおはしますを、今后2いまぎさきは心こころやましう思おぼすにや3、内裏うちにのみさぶらひたまへば、立たち並ならぶ人ひとなう心こころやすげなり4。

◇　今では、以前にも増して、臣下の夫婦のようにお側においであそばすのを、今后は不愉快にお思いなのか、宮中にばかり伺候していらっしゃるので、競争者もなく気楽そうである。

■　折をりふしに従したがひては、御遊おほむあそびなどを好このましう、世よの響ひびくばかりせさせたまひつつ、今いまの御おほむありさましもめでたし。

◇　折々につけては、管弦の御遊などを興趣深く、世間に評判になるほどに繰り返しお催しあそばして、現在のご生活のほうがかえって結構である。

■　ただ、春宮6とうぐうをぞいと恋こひしう思おもひきこえたまふ。

◇　ただ、春宮のことだけをとても恋しく思い申し上げあそばす。

■　御後見おほむうしろみのなきを、うしろめたう思おもひきこえて、大将だいしゃうの君きみによろづ聞きこえつけたまふも、かたはらいたきものから、うれしと思おぼす8。

◇　ご後見役のいないのを、気がかりにお思い申されて、大将の君に万事ご依頼申し上げるにつけても、気の咎める思いがする一方で、嬉しいとお思いになる。


1 【今はましてひまなうただ人のやうに】主語は藤壺。桐壺帝の御譲位後は、以前にもましていつもぴたりと臣下の夫婦のように桐壺院のお側にいられるの意。

2 【今后】新帝の御即位によって皇太后になった弘徽殿の女御。新しく后になったというニュアンスがある。

3 【心やましう思すにや】語り手の挿入句。弘徽殿女御の心中を推測。

4 【立ち並ぶ人なう心やすげなり】藤壺をいう。

5? 【世の響くばかりせさせたまひひつつ】主語は桐壺院。「つつ」は同じ動作の繰り返しを表す。たびたびお催しあそばすの意。

6 【春宮】桐壺院の第十皇子、実は源氏と藤壺の御子。

7? 【大将の君によろづきこえつけたまふも】主語は桐壺院。「大将の君」は源氏をさす。初めて大将の位の昇進したことが紹介される。桐壺院は東宮の後見に源氏を付ける。

8 【かたはらいたきものからうれしと思す】主語は源氏。気が咎めるとともにうれしくも思う複雑な気持ち。


葵．１．１．３

■　まことや、かの1六条御息所2ろくでうの御腹みやすむどころの前坊おほむはらの姫君3ぜんばうのひめぎみ、斎宮さいぐうにゐたまひにしかば、大将だいしゃうの御心みこころばへもいと頼たのもしげなきを、

◇　それはそうと、あの六条御息所のご息女の前坊の姫宮、斎宮にお決まりになったので、大将のご愛情もまことに頼りないので、

■　「幼をさなき御おほむありさまのうしろめたさにことつけて下くだりやしなまし」

◇　「幼いありさまに託つけて下ろうかしら」

■　と、かねてより思おぼしけり。

◇　と、前々からお考えになっているのだった。


1 【まことやかの】『弄花抄』は「記者の詞也」と指摘。『孟津抄』は「紫式部か聞及たるやうに書也草子地也」と指摘。『集成』は「ああ、そうそう。物語の中で別の話題に移る時に用いる言葉」と注す。以下、六条御息所の物語。

2 【六条御息所】「夕顔」巻に「六条わたりの御忍びありきのころ」、「若紫」巻に「おはする所は六条京極わたりにて」、「末摘花」巻に「六条わたりにだに離れまさり給ふめれば」とあった人。「御息所」という呼称から、天皇や皇太子の妃で、皇子や皇女を生んだ方という意が籠められる。

3 【前坊の姫君】大島本「せむ坊のひめ君」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「前坊の姫宮」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。前皇太子。桐壺院の弟。立坊後、まもなく亡くなった。その姫宮。


葵．１．１．４

■　院ゐんにも、かかることなむと、聞きこし召めして、

◇　院におかれても、このような事情があると、お耳にあそばして、

■　「故宮こみやのいとやむごとなく思おぼし、時ときめかしたまひしものを、軽々かるがるしうおしなべたるさまにもてなすなるが、いとほしきこと。

◇　「故宮がたいそう重々しくお思いおかれ、ご寵愛なさったのに、軽々しく並の女性と同じように扱っているそうなのが、気の毒なこと。

■　斎宮さいぐうをも、この御子みこたちの列つらになむ思おもへば、いづかたにつけても、おろかならざらむこそよからめ。

◇　斎宮をも、わが皇女たちと同じように思っているのだから、どちらからいっても疎略にしないのがよかろう。

■　心こころのすさびにまかせて、かく好色すきわざするは、いと世よのもどき負おひぬべきことなり」

◇　気まぐれにまかせて、このような浮気をするのは、まことに世間の非難を受けるにちがいない事である」

■　など、御みけしき悪あしければ、わが御心地みここちにも、げにと思おもひ知しらるれば、かしこまりてさぶらひたまふ。

◇　などと、御機嫌悪いので、ご自分でも、仰せのとおりだと思わずにはいられないので、恐縮して控えていらっしゃる。

葵．１．１．５

■　「人ひとのため、恥はぢがましきことなく、いづれをもなだらかにもてなして、女をむなの怨うらみな負おひそ」

◇　「相手にとって、恥となるようなことはせず、どの夫人をも波風が立たないように処遇して、女の恨みを受けてはならぬぞ」

■　とのたまはするにも、

◇　と仰せになるにつけても、

■　「けしからぬ心こころのおほけなさを聞きこし召めしつけたらむ時とき」

◇　「不届きな大それた不埒さをお聞きつけあそばした時には」

■　と、恐おそろしければ、かしこまりてまかでたまひぬ。

◇　と恐ろしいので、恐縮して退出なさった。

葵．１．１．６

■　また、かく院ゐんにも聞きこし召めし、のたまはするに、人ひとの御名おほむなも、わがためも、好色すきがましういとほしきに、いとどやむごとなく、心苦こころぐるしき筋すぢには思おもひきこえたまへど、まだ表あらはれては、わざともてなしきこえたまはず。

◇　また一方、このように院におかれてもお耳に入れられ、御訓戒あそばされるのにつけ、相手のご名誉のためにも、自分にとっても、好色がましく困ったことであるので、以前にも増して大切に思い、気の毒にお思い申し上げていられるが、まだ表面立っては、特別にお扱い申し上げなさらない。

■　女をむなも、似にげなき御年おほむとしのほどを恥はづかしう思おぼして、心こころとけたまはぬけしきなれば、それにつつみたるさまにもてなして、院ゐんに聞きこし召めし入いれ、世よの中なかの人ひとも知しらぬなくなりにたるを、深ふかうしもあらぬ御心みこころのほどを、いみじう思おぼし嘆なげきけり。

◇　女も、不釣り合いなお年のほどを恥ずかしくお思いになって、気をお許しにならない様子なので、それに遠慮しているような態度をとって、院のお耳にお入りあそばし、世間の人も知らない者がいなくなってしまったのを、深くもないご愛情のほどを、ひどくお嘆きになるのだった。

葵．１．１．７

■　かかることを聞ききたまふにも、朝顔あさがほの姫君ひめぎみは、

◇　このようなことをお聞きになるにつけても、朝顔の姫君は、

■　「いかで、人ひとに似にじ」

◇　「何としても、人の二の舞は演じまい」

■　と深ふかう思おぼせば、はかなきさまなりし御返おほむかへりなども、をさをさなし。

◇　と固く決心なさっているので、ちょっとしたお返事なども、ほとんどない。

■　さりとて、人憎ひとにく、はしたなくはもてなしたまはぬ御みけしきを、君きみも、

◇　そうかといって、憎らしく体裁悪い思いをさせなさらないご様子を、君も、

■　「なほことなり」

◇　「やはり格別である」

■　と思おぼしわたる。

◇　と思い続けていらっしゃる。

葵．１．１．８

■　大殿おほとのには、かくのみ定さだめなき御心みこころを、心こころづきなしと思おぼせど、あまりつつまぬ御みけしきの、いふかひなければにやあらむ、深ふかうも怨ゑじきこえたまはず。

◇　大殿では、このようにばかり当てにならないお心を、気にくわないとお思いになるが、あまり大っぴらなご態度が、言っても始まらないと思ってであろうか、深くもお恨み申し上げることはなさらない。

■　心苦こころぐるしきさまの御心地みここちに悩なやみたまひて、もの心細こころぼそげに思おぼいたり。

◇　苦しい気分に悩みなさって、何となく心細く思っていらっしゃる。

■　めづらしくあはれと思おもひきこえたまふ。

◇　珍しく愛しくお思い申し上げになる。

■　誰たれも誰たれもうれしきものから、ゆゆしう思おぼして、さまざまの御おほむつつしみせさせたてまつりたまふ。

◇　どなたもどなたも嬉しいことと思う一方で、不吉にもお思いになって、さまざまな御物忌みをおさせ申し上げなさる。

■　かやうなるほどに、いとど御心みこころのいとまなくて、思おぼしおこたるとはなけれど、とだえ多おほかるべし。

◇　このような時、ますますお心の余裕がなくなって、お忘れになるというのではないが、自然とご無沙汰が多いにちがいないであろう。

第二段　新斎院御禊の見物

葵．１．２．１

■　そのころ、斎院さいゐんも下おりゐたまひて1、后腹きさきばらのP1女三宮をむなさむのみやゐたまひぬ2。

◇　そのころ、斎院も退下なさって、皇太后腹の女三の宮がおなりになった。

■　帝みかど、后きさきと、ことに3思おもひきこえたまへる宮みやなれば、筋すぢことに4なりたまふを、いと苦くるしう思おぼしたれど、こと宮みやたちのさるべきおはせず。

◇　帝、大后と、特にお思い申し上げていらっしゃる宮なので、神にお仕えする身におなりになるのを、まことに辛くおぼし召されたが、他の姫宮たちで適当な方がいらっしゃらない。

■　儀式ぎしきなど、常つねの神かむわざなれど、いかめしうののしる。

◇　儀式など、規定の神事であるが、盛大な騷ぎである。

■　祭まつりのほど6、限かぎりある公事おほやけごとに添そふこと多おほく、見所みどころこよなし。

◇　祭の時は、規定のある公事に付け加えることが多くあり、この上ない見物である。

■　人ひとから7と見みえたり。

◇　お人柄によると思われた。


P1 后腹の--きさきはし（し/＄ら〈朱〉）の

1 【そのころ斎院も下りゐたまひて】系図不詳の人。桐壺帝譲位によって斎院を退下。

2 【后腹の女三宮ゐたまひぬ】弘徽殿大后腹の女三宮。「花宴」巻に女一宮とともに紹介された人。

3 【帝后とことに】大島本「みかときさきとことに」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「帝后いとことに」と「い」を補入する。『新大系』は底本のまま。桐壺院と弘徽殿大后をさす。上皇をも「帝」と呼称する。「きさき」を榊原家本、池田本、肖柏本、三条西家本では「后」と表記する。

4 【筋ことに】神に仕える身をいう。

5? 【こと宮たちの--神わざなれど】横山本と榊原家本はナシ。両本の同系統であることを示す例である。

6 【祭のほど】賀茂祭。四月中の酉の日に行われる。

7 【人から】『集成』は濁音「人がら」と読み、『古典セレクション』『新大系』は「人から」と清音に読む。いずれも人徳の意とする。


葵．１．２．２

■　御禊ごけいの日1ひ、上達部かむだちめなど、数定かずさだまりて2仕つかうまつりたまふわざなれど、おぼえことに、容貌かたちある限かぎり、下襲したがさねの色いろ、表うへの袴はかまの紋もん、馬鞍むまくらまでみな調ととのへたり。

◇　御禊の日、上達部など、規定の人数で供奉なさることになっているが、声望が格別で、美しい人ばかりが、下襲の色、表袴の紋様、馬の鞍のまですべて揃いの支度であった。

■　とりわきたる宣旨せんじにて、大将だいしゃうの君3きみも仕つかうまつりたまふ。

◇　特別の宣旨が下って、大将の君も供奉なさる。

■　かねてより、物見車心ものみぐるまこころづかひしけり。

◇　かねてから、見物のための車が心待ちしているのであった。

■　一条いちでうの大路おほぢ、所ところなく、むくつけきまで騒さわぎたり。

◇　一条大路は、隙間なく、恐ろしいくらいざわめいている。

■　所々ところどころの御桟敷おほむさじき、心々こころごころにし尽つくしたるしつらひ、人ひとの袖口そでぐちさへ、いみじき見物みものなり。

◇　ほうぼうのお桟敷に、思い思いに趣向を凝らした設定、女性の袖口までが、大変な見物である。


1 【御禊の日】斎院の二度目の御禊。祭に先立ち賀茂川で御禊を行い、祭の当日は上下両社に参拝し、以後紫野の斎院に入る。

2 【上達部など数定まりて】二度目の御禊は、大納言一名、中納言一名、参議二名の計四名が供奉する（延喜式）。

3 【大将の君】源氏。源氏はこの時、参議兼大将である。参議の一人として供奉する。


葵．１．２．３

■　大殿おほとのには、かやうの御歩おほむありきもをさをさしたまはぬに、御心地みここちさへ悩なやましければ、思おぼしかけざりけるを、若わかき人ひとびと、

◇　大殿におかれては、このようなご外出をめったになさらない上に、ご気分までが悪いので、考えもしなかったが、若い女房たちが、

■　「いでや。

◇　「さあ、どんなものでしょうか。

■　おのがどち1ひき忍しのびて見みはべらむこそ、栄はえなかるべけれ。

◇　わたくしどもだけでこっそり見物するのでは、ぱあっとしないでしょう。

■　おほよそ人2びとだに、今日けふの物見ものみには、大将殿3だいしゃうどのをこそは、あやしき山賤やまがつさへ見みたてまつらむとすなれ。

◇　関係のない人でさえ、今日の見物には、まず大将殿をと、賎しい田舎者までが拝見しようと言うことですよ。

■　遠とほき国々くにぐにより、妻子めこを引ひき具ぐしつつも参まうで来くなるを。

◇　遠い国々から、妻子を引き連れ引き連れして上京して来ると言いますのに。

■　御覧ごらんぜぬは、いとあまりもはべるかな」

◇　御覧にならないのは、あまりなことでございますわ」

■　と言いふを、大宮聞おほみやきこしめして、

◇　と言うのを、大宮もお聞きあそばして、

■　「御心地みここちもよろしき隙ひまなり4。

◇　「ご気分も少しよろしい折です。

■　さぶらふ人ひとびともさうざうしげなめり」

◇　お仕えしている女房たちもつまらなそうです」

■　とて、にはかにめぐらし仰おほせたまひて、見みたまふ。

◇　と言って、急にお触れを廻しなさって、ご見物なさる。


1 【いでやおのがどち】以下「いとあまりもhべるかな」まで、女房の詞。

2 【おほよそ人】関係のない人。源氏とは無関係の人の意。

3 【大将殿】女房たちは源氏を「大将殿」と呼称する。

4 【御心地もよろしき隙なり】以下「さうざうしげなめり」まで、大宮の詞。


葵．１．２．４

■　日ひたけゆきて1、儀式ぎしきもわざとならぬさまにて2出いでたまへり。

◇　日が高くなってから、お支度も特別なふうでなくお出かけになった。

■　隙ひまもなう立たちわたりたるに、よそほしう引ひき続つづきて立たちわづらふ3。

◇　隙間もなく立ち混んでいる所に、物々しく引き連ねて場所を探しあぐねる。

■　よきP2女房車多にょうばうぐるまおほくて、雑々ざふざふの人ひとなき隙4ひまを思おもひ定さだめて、皆みなさし退のけさするなかに、網代5あむじろのすこしなれたるが、下簾したすだれのさまなどよしばめるに、いたう引ひき入いりて、ほのかなる袖口そでぐち、裳もの裾すそ、汗衫かざみなど、ものの色いろ、いときよらにて、ことさらにやつれたるけはひしるく見みゆる車くるま、二ふたつあり。

◇　身分の高い女車が多いので、下々の者のいない隙間を見つけて、みな退けさせた中に、網代車で少し使い馴れたのが、下簾の様子などが趣味がよいうえに、とても奥深く乗って、わずかに見える袖口、裳の裾、汗衫などの衣装の色合、とても美しくて、わざと質素にしている様子がはっきりと分かる車が、二台ある。


P2 よき--（/+よき〈朱〉）

1 【日たけゆきて】以下、葵の上と六条御息所の車争いの物語。

2 【儀式もわざとならぬさまにて】『集成』は「お支度も改まったふうにはなさらずに」と解し、『完訳』は「高貴な葵の上の外出の作法」と注す。

3 【よそほしう引き続きて立ちわづらふ】葵の上一行の車をさす。『集成』は「美々しく何台も続いたまま場所を探しかねている」と解し、『完訳』は「車の装束をいかめしく整え、列をなして」と注す。相手に威圧感を与えるような様子に車の列をなしての意。

4 【雑々の人なき隙】『完訳』は「車副などの雑人のことか」と注す。

5 【網代】大島本は「あんしろ」とある。網代車のこと。檜の薄板や竹を網代に組んで屋形や側面を張り、彩色や文様を施した車。人目をはばかる私的な外出時に多く用いられた。


葵．１．２．５

■　「これは、さらに、さやうにさし退のけなどすべき御車みくるまにもあらず1」

◇　「この車は、決して、そのように押し退けたりしてよいお車ではありませぬ」

■　と、口くちごはくて、手触てふれさせず。

◇　と、言い張って、手を触れさせない。

■　いづかたにもP3、若わかき者ものども酔ゑひ過すぎ、立たち騒さわぎたるほどのことは、えしたためあへず。

◇　どちらの側も、若い供人同士が酔い過ぎて、争っている事なので、制止することができない。

■　おとなおとなしき御前ごぜんの人ひとびとは、

◇　年輩のご前駆の人々は、

■　「かくな」

◇　「そんなことするな」

■　など言いへど、えとどめあへず。

◇　などと言うが、とても制止することができない。

■　斎宮さいぐうの御母御息所おほむははみやすむどころ、もの思おぼし乱みだるる慰なぐさめにもや2と、忍しのびて出いでたまへるなりけり3。

◇　斎宮の御母御息所が、何かと悩んでいられる気晴らしにもなろうかと、こっそりとお出かけになっているのであった。

■　つれなしつくれど、おのづから見知みしりぬ。

◇　何気ないふうを装っているが、自然と分かった。

■　「さばかりにてはP4、さな言いはせそ4」

◇　「それくらいの者に、そのような口はきかせぬぞ」

■　「大将殿だいしゃうどのをぞ、豪家がうけには思おもひきこゆらむ5」

◇　「大将殿を、笠に着ているつもりなのだろう」

■　など言いふを、その御方おほむかたの人ひとも混まじれば6、いとほし7と見みながら、用意よういせむもわづらはしければ、知しらず顔がほをつくる8。

◇　などと言うのを、その方の供人も混じっているので、気の毒にとは思いながら、仲裁するのも面倒なので、知らない顔をする。


P3 いづかたにも--いつかた（た/+に）も

P4 さばかりにては--さはかりて（て/＄にて）は

1 【これはさらにさやうにさし退けなどすべき御車にもあらず】六条御息所方供人の詞。

2 【もの思し乱るる慰めにもや】六条御息所の心。『完訳』は「源氏ゆえの物思いが源氏の姿を見れば慰められるかと。源氏への未練を人に知られまいとする」と注す。六条御息所はこっそりと源氏の姿を見ようと忍び姿で見物に出かけたのである。

3 【忍びて出でたまへるなりけり】『細流抄』は「草子地の便に書也」と指摘。『完訳』も「語り手が御息所の存在にはじめて気づいたとして語る」と注す。

4 【さばかりにてはさな言はせそ】葵の上方の従者の詞。『完訳』は「葵の上方と対等には自己主張をさせまいとする」と注す。

5 【大将殿をぞ豪家には思ひきこゆらむ】葵の上方の従者の詞。『集成』は「源氏の愛人である御息所に対する当てこすりの言葉」と注す。

6 【その御方の人も混じれば】源氏の従者をさす。葵の上方の従者に混じっている意。大島本に「ましれは」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まじれれば」と「れ」を補入する。『新大系』は底本のまま。

7 【いとほし】「御方の人」、すなわち源氏方の供人が六条御息所を。

8 【知らず顔をつくる】主語は「御方の人」。


葵．１．２．６

■　つひに、御車みくるまども立たて続つづけつれば、ひとだまひの奥おくにおしやられて、物ものも見みえず。

◇　とうとう、お車を立ち並べてしまったので、副車の奥の方に押しやられて、何も見えない。

■　心こころやましきをばさるものにて1、かかるやつれをそれと知しられぬるが、いみじうねたきこと、限かぎりなし。

◇　悔しい気持ちはもとより、このような忍び姿を自分と知られてしまったのが、ひどく悔しいこと、この上ない。

■　榻しぢなどもみな押おし折をられて、すずろなる車くるまの筒どうにうちかけたれば、またなう人悪ひとわろく、くやしう、

◇　榻などもみなへし折られて、場違いな車の轂に掛けたので、またとなく体裁が悪く悔しく、

■　「何なに、来にきつらむ3」

◇　「いったい何しに、来たのだろう」

■　と思おもふにかひなし。

◇　と思ってもどうすることもできない。

■　物ものも見みで帰かへらむ4としたまへど、通とほり出いでむ隙***もなきに、

◇　見物を止めて帰ろうとなさるが、抜け出る隙間もないでいるところに、

■　「事ことなりぬ5」

◇　「行列が来た」

■　と言いへば、さすがに6、つらき人ひとの御前渡おまへわたり7の待またるるも、心弱こころよわしや8。

◇　と言うので、そうは言っても、恨めしい方のお通り過ぎが自然と待たれるというのも、意志の弱いことよ。

■　「笹ささの隈**S2」

◇　「笹の隈」

■　にだにあらねばにや9、つれなく過すぎたまふにつけても、なかなか御心みこころづくしなり10。

◇　でもないからか、そっけなくお通り過ぎになるにつけても、かえって物思いの限りを尽くされる。

◆　 
つひに、 みくるま-ども たて つづけ つれ ば、 ひとだまひ の おく に おしやら れ て、 もの も みえ ず。 こころやましき を ば さる もの にて、 かかる やつれ を それ と しら れ ぬる が、 いみじう ねたき こと、 かぎり なし。 しぢ など も みな おし-をら れ て、 すずろ なる くるま の どう に うち-かけ たれ ば、 また なう ひとわろく くやしう、 "なに に、 き つら む" と おもふ に かひ なし。 もの も み で かへら む と し たまへ ど、 とほり いで む も ひま なき に、
 "こと なり ぬ。"
 と いへ ば、 さすが に、 つらき ひと の おまへわたり の また るる も、 こころよわし や! ささの くま に だに あら ね ば に や、 つれなく すぎ たまふ に つけ て も、 なかなか みこころづくし なり。


S2 笹の隈桧隈川に駒とめてしばし水かへ影だに見む（古今集大歌所御歌-一〇八〇　ひるめの歌）

1 【心やましきをばさるものにて】『集成』は「胸のおさまらぬことはもとより」と解し、『完訳』は「憤懣の思いはもちろんだが」の意に解す。

2? 【かかるやつれをそれと知られぬるがいみじくねたきこと限りなし】『完訳』は「心底にある源氏への未練を、源氏の正妻に見すかされた屈辱感」と注す。

3 【何に来つらむ】六条御息所の心。反語表現。

4 【物も見で帰らむ】六条御息所の心。

5 【事なりぬ】供人の詞。行列が来たの意。

6 【さすがに】『完訳』は「以下、御息所の、反転して源氏の姿に見入ろうとする気持」と指摘。

7 【御前渡り】『完訳』は「「前渡り」は、自分を顧みるべき人が目前を素通りすること。そうと知りながら心待ちする気弱さ」と注す。

8 【心弱しや】語り手の六条御息所に対する評言。『岷江入楚』は「御息所の心中を察してかけり」と指摘。『評釈』は「物語を語る女房が物語を語る立場をはなれて、批評を加えた部分」と指摘する。

9 【笹の隈にだにあらねばにや】『源氏釈』は「笹の隈桧の隈川に駒とめてしばし水かへ影をだに見む」（古今集、大歌所御歌、一〇八〇、ひるめの歌）を指摘。『集成』は「源氏の姿を見たいと思うが、ここは「笹の隈」でさえないから、源氏が馬もとめず見向きもせずに通り過ぎられるにつけても」と解す。

10 【なかなか御心づくしなり】『完訳』は「なまじちらとお姿を拝しただけにかえって心も尽きはてる思いでいらっしゃる」の意に解す。


葵．１．２．７

■　げに1、常つねよりも好このみととのへたる車くるまどもの、我われも我われもと乗のりこぼれたる下簾したすだれの隙間すきまどもも、さらぬ顔かほなれど、ほほ笑ゑみつつ後目しりめにとどめたまふもあり。

◇　なるほど、いつもより趣向を凝らした幾台もの車が、自分こそはと競って見せている出衣の下簾の隙間隙間も、何くわぬ顔だが、ほほ笑みながら流し目に目をお止めになる者もいる。

■　大殿おほとののは、しるければ、まめだちて渡わたりたまふ。

◇　大殿の車は、それとはっきり分かるので、真面目な顔をしてお通りになる。

■　御供おほむともの人ひとびとうちかしこまり、心こころばへありつつ渡わたるを、おし消けたれたるありさま、こよなう思おぼさる。

◇　お供の人々がうやうやしく、敬意を表しながら通るのを、すっかり無視されてしまった有様、この上なく堪らなくお思いになる。


1 【げに】『完訳』は「かねてより物見車心つかひしけり」を受けると指摘する。


葵．１．２．８

■　「影かげをのみ御手洗川みたらしがはのつれなきに

身みの憂うきほどぞいとどP5知しらるる1」

◇　「今日の御禊にお姿をちらりと見たばかりで

そのつれなさにかえって我が身の不幸せがますます思い知られる」


P5 いとど--いと（と/+と〈朱〉）

1 【影をのみ御手洗川のつれなきに身の憂きほどぞいとど知らるる】六条御息所の独詠歌。「みたらし」の「み」は「見る」と「御手洗川」の掛詞。「うき」は「憂き」と「浮き」の掛詞。「影」「浮き」は「川」の縁語。『完訳』は「影を宿すだけの川の流れに、己が身の薄幸を形象。「憂し」は運命の痛恨」と指摘する。


葵．１．２．９

■　と、涙なみだのこぼるるを、人ひとの見みるもはしたなけれど、目めもあやなる御おほむさま、容貌かたちの、

◇　と、思わず涙のこぼれるのを、女房の見る目も体裁が悪いが、目映いばかりのご様子、容貌が、

■　「いとどしう1出いでばえを見みざらましかば」

◇　「一層の晴れの場でのお姿を見なかったら」

■　と思おぼさる。

◇　とお思いになる。


1 【いとどしう】以下「見ざらましかば」まで、六条御息所の心。『集成』は「一層、晴れの場でのお引き立ちになるすばらしさを見なかったら、どんなに心残りなことだろうと（御息所は）お思いになる」と注す。『完訳』は「うち砕かれた御息所の心が、源氏の麗姿を見てわずかに慰められる」と注す。


葵．１．２．１０

■　ほどほどにつけて、装束さうぞく、人ひとのありさま、いみじくととのへたりと見みゆるなかにも、上達部かむだちめはいとことなるを、一所ひとところの御光おほむひかりにはおし消けたれためり。

◇　身分に応じて、装束、供人の様子、たいそう立派に整えていると見える中でも、上達部はまことに格別であるが、お一方のご立派さには圧倒されたようである。

■　大将だいしゃうの御仮おほむかりの随身1ずいじんに、殿上てんじゃうの将監ぞうなどのすることは常つねのことにもあらず、めづらしき行幸ぎゃうがうなどの折をりのわざなるを、今日けふは右近うこんの蔵人くらうどの将監仕ぞうつかうまつれり。

◇　大将の臨時の随身に、殿上人の将監などが務めることは通例ではなく、特別の行幸などの折にあるのだが、今日は右近の蔵人の将監が供奉申している。

■　さらぬ御随身みずいじんどもも2、容貌かたち、姿すがた、まばゆくととのへて、世よにもてかしづかれたまへるさま、木草きくさもなびかぬはあるまじげなり。

◇　それ以外の御随身どもも、容貌、姿、眩しいくらいに整えて、世間から大切にされていらっしゃる様子、木や草も靡かないものはないほどである。


1 【随身】大将の随身は定員六名。

2 【さらぬ御随身どもも】定員意外の随身。


葵．１．２．１１

■　壺装束つぼさうぞくなどいふ姿すがたにて、女房にょうばうの卑いやしからぬや、また尼あまなどの世よを背そむきけるなども、倒たふれまどひつつ1、物見ものみに出いでたるも、例れいは、

◇　壷装束などという姿をして、女房で賎しくない者や、また尼などの世を捨てた者なども、倒れたりふらついたりしながら見物に出て来ているのも、いつもなら、

■　「あながちなりや、あなにく2」

◇　「よせばいいのに、ああみっともない」

■　と見みゆるに、今日けふはことわりに3、口くちうちすげみて、髪着かみきこめたるあやしの者ものどもの、手てをつくりて、額ひたひにあてつつ見みたてまつりあげたるも。

◇　と思われるのに、今日は無理もないことで、口もとがすぼんで、髪を着込んだ下女どもが、手を合わせて、額に当てながら拝み申し上げているのも。

■　をこがましげなる4賤しづの男をまで、おのが顔かほのならむさまをば知しらで笑ゑみさかえたり。

◇　馬鹿面した下男までが、自分の顔がどんな顔になっているのかも考えずに嬉色満面でいる。

■　何なにとも見入みいれたまふまじき、えせ受領ずりゃうの娘むすめなどさへ、心こころの限かぎり尽つくしたる車くるまどもに乗のり、さまことさらび心こころげさうしたるなむ、をかしきやうやうの見物みものなりける。

◇　まったくお目を止めになることもないつまらない受領の娘などまでが、精一杯飾り立てた車に乗り、わざとらしく気取っているのが、おもしろいさまざまな見物であった。

■　まして、ここかしこにうち忍しのびて通かよひたまふ所々ところどころは、人知ひとしれずのみ数かずならぬ嘆なげきまさるも、多おほかり5。

◇　まして、あちらこちらのお忍びでお通いになる方々は、人数にも入らない嘆きを募らせる方も多かった。


1 【倒れまどひつつ】大島本は「たうれまとひつゝ」とあるが、独自異文。他の青表紙諸本は「たふれまろひつつ」とある。『集成』『古典セレクション』は「倒れ転びつつ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【あながちなりやあなにく】語り手の批評。いかにもひどすぎる、ああ、みっともないの意。

3 【今日はことわりに】今日は源氏が供奉しているので、それを見ようとするのは無理ないことだの意。

4 【をこがましげなる】『完訳』は「だらしない表情になっている。「をこがましげなる」は上を受ける述語で、しかも下に続く修飾語」と注す。

5 【多かり】大島本は「おほかり」とある。横山本、池田本、肖柏本、三条西家本と書陵部本は「おほかりけり」。榊原家本が大島本と同文。河内本、別本は横山本等と同文。『古典セレクション』は「多かりけり」と「けり」を補入する。『集成』『新大系』は底本のまま。


葵．１．２．１２

■　式部卿しきぶきゃうの宮1みや、桟敷さじきにてぞ見みたまひける。

◇　式部卿の宮は、桟敷で御覧になった。

■　「いとまばゆきまで2ねびゆく3人ひとの容貌かたちかな。

◇　「まこと眩しいほどにお美しくなって行かれるご器量よ。

■　神かみなどは目めもこそとめたまへ」

◇　神などは魅入られるやも」

■　と4、ゆゆしく思おぼしたり。

◇　と、不吉にお思いになっていた。

■　姫君ひめぎみは5、年としごろ聞きこえわたりたまふ6御心みこころばへの世よの人ひとに似にぬを、

◇　姫君は、数年来お手紙をお寄せ申していらっしゃるお気持ちが世間の男性とは違っているのを、

■　「なのめならむにてだにあり7。

◇　「並の男でさえこれだけ深い愛情をお持ちならば。

■　まして、かうしも、いかで8」

◇　ましてや、こんなにも、どうして」

■　と御心みこころとまりけり。

◇　と、お心が惹かれた。

■　いとど近ちかくて見みえむまでは思おぼしよらず。

◇　それ以上近づいてお逢いなさろうとまではお考えにならない。

■　若わかき人ひとびとは、聞ききにくきまでめできこえあへり。

◇　若い女房たちは、聞き苦しいまでにお褒め申し上げていた。


1 【式部卿の宮】朝顔の姫君の父宮。桃園式部卿の宮。

2 【いとまばゆきまで】以下「目もこそとめたまへ」まで、式部卿の宮の感想。

3 【ねびゆく】横山本は「ね（ね=を）ひゆく」と傍記。榊原家本と池田本は「おひゆく」（生ひゆく）。三条西家本は「お（お＄ね）ひゆく」と訂正。肖柏本や書陵部本は大島本と同文。河内本と別本の御物本は「おひゆく」。陽明文庫本はナシ。

4 【とめたまへと】横山本は「とめ（め=まり）たまへと」、池田本は「とまり（まり=め）給へ（へ=はめ）と」、肖柏本と三条西家本は「とまりたまへと」とある。榊原家本や書陵部本は大島本と同文。河内本と別本の陽明文庫本は「とゝめ給へと」とある。

5 【姫君は】式部卿の宮の姫君、朝顔の姫君とも呼称される。「帚木」巻に初出。

6 【聞こえわたりたまふ】主語は源氏。

7 【なのめならむにてだにあり】以下「いかで」まで、姫君の心。『集成』は「（男の容姿が）かりに並々であっても、（あの手紙の主と思えば）心がひかれずにいられないのに」の意に解し、『完訳』は「女は平凡な相手にさえ動じやすいのに、まして相手が源氏では」と注す。

8 【かうしもいかで】『集成』は「どうしてこんなに美しいのか」の意に解す。


葵．１．２．１３

■　祭まつりの日ひは1、大殿おほとのにはもの見みたまはず。

◇　祭の日は、大殿におかれてはご見物なさらない。

■　大将だいしゃうの君2きみ、かの御車みくるまの所争ところあらそひを、まねび聞きこゆる人ひとありければ3、

◇　大将の君、あのお車の場所争いをそっくりご報告する者があったので、

■　「いといとほしう憂うし4」

◇　「とても気の毒に情けない」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

■　「なほ、あたら重おもりかにおはする人ひとの、ものに情なさけおくれ、すくすくしきところつきたまへるあまりに、みづからは6さしも思おぼさざりけめども、かかる仲なからひ7は情なさけ交かはすべきものとも思おぼいたらぬ御おほむおきて8に従したがひて、次々つぎつぎよからぬ人ひとのせさせたるならむかし9。

◇　「やはり、惜しいことに重々しい方でいらっしゃる人が、何事にも情愛に欠けて、無愛想なところがおありになるあまり、ご自身はさほどお思いにならなかったようだが、このような妻妾の間柄では情愛を交わしあうべきだともお思いでないお考え方に従って、引き継いで下々の者が争いをさせたのであろう。

■　御息所みやすむどころは、心こころばせのいとP6恥はづかしく、よしありておはするものを、いかに思おぼし憂うむじにけむ」

◇　御息所は、気立てがとてもこちらが気が引けるほど奥ゆかしく、上品でいらっしゃるのに、どんなに嫌な思いをされたことだろう」

■　と、いとほしくて、参まうでたまへりけれど、斎宮さいぐうのまだ本もとの宮みやにおはしませば10、榊さかきの憚はばかりにことつけて、心こころやすくも対面たいめんしたまはず。

◇　と、気の毒に思って、お見舞いに参上なさったが、斎宮がまだ元の御殿にいらっしゃるので、神事の憚りを口実にして、気安くお会いなさらない。

■　ことわりとは思おぼしながら、

◇　もっともなことだとはお思いになるが、

■　「なぞや、かくかたみにそばそばしからでおはせかし11」

◇　「どうして、こんなにお互いによそよそしくなさらずいらっしゃればよいものを」

■　と、うちつぶやかれたまふ。

◇　と、ついご不満が呟かれる。


P6 いと--（/+いと）

1 【祭の日は】賀茂祭の当日。源氏、葵の上と六条御息所との車争いの事件を耳にする。

2 【大将の君】横山本、池田本、肖柏本、三条西家本は「大将の君は」と係助詞「は」がある。榊原家本や書陵部本は大島本と同文。

3 【まねび聞こゆる人ありければ】「まねび」はそっくり、そのまま、というニュアンス。『完訳』は「逐一申し上げる者があったので」の意に解す。

4 【いといとほしう憂し】源氏の心。『集成』は「見苦しく情けない」の意に解し、『完訳』は「「いとほしう」は、御息所への憐憫の情。「う（憂）し」は、葵の上への嫌悪の気持」と注す。

5? 【なごあたら重りかに】以下「思し憂じにけむ」まで、源氏の心中。『完訳』は「以下、葵の上評。「情おくる」は、細かな情愛に欠ける意。「すくすくし」は、やさしさのない意」と注す。

6 【みづからは】『完訳』は「自分では大してひどいことをしたと思わないのだろうが。直接の文脈は「次々よからぬ人の」に続く」と注す。

7 【かかる仲らひ】一夫多妻制の妻妾の関係。

8 【御おきて】横山本に「御心をきて」とある。『集成』は「御心掟」と訂正する。ご意向、の意。

9 【次々よからぬ人のせさせたるならむかし】『集成』は「段々と下々の者が起させた争いなのであろう。下々の者の中に不心得者がいたのであろうという意」と注し、『完訳』は「身分も教養もない低い女房・召使」と注す。

10 【斎宮のまだ本の宮におはしませば】斎宮に卜定されたが、まだ初斎院に入らず、本邸（六条の自邸）にいらっしゃるという意。

11 【なぞやかくかたみにそばそばしからでおはせかし】源氏の心。『集成』は「どうしたことだ、お二人ともよそよそしくなさらなくてもよいのに」の意に解す。


第三段　賀茂祭の当日、紫の君と見物

葵．１．３．１

■　今日けふは、二条院にでうのゐんに離はなれおはして1、祭見まつりみに出いでたまふ。

◇　今日は、二条の院に離れていらして、祭を見物にお出かけになる。

■　西にしの対たいに渡わたりたまひて、惟光これみつに車くるまのこと仰おほせたり。

◇　西の対にお渡りになって、惟光に車のことをお命じになってある。

■　「女房出にょうばういで立たつや2」

◇　「女房たちも出かけますか」

■　とのたまひて、姫君ひめぎみのいとうつくしげにつくろひたてておはするを、うち笑ゑみて見みたてまつりたまふ。

◇　とおっしゃって、姫君がとてもかわいらしげにおめかししていらっしゃるのを、ほほ笑みながら拝見なさる。

■　「君きみは、いざたまへ。

◇　「あなたは、さあいらっしゃい。

■　もろともに見みむよ3」

◇　一緒に見物しようよ」

■　とて、御髪みぐしの常つねよりもきよらに見みゆるを、かきなでたまひて、

◇　と言って、お髪がいつもより美しく見えるので、かき撫でなさって、

■　「久ひさしう削そぎたまはざめるを、今日けふは、吉よき日ひならむかし4」

◇　「長い間、お切り揃えにならなかったようだが、今日は、日柄も吉いのだろうかな」

■　とて、暦こよみの博士5召はかせめして、時6問ときとはせなどしたまふほどに、

◇　と言って、暦の博士をお呼びになって、時刻を調べさせたりしていらっしゃる間に、

■　「まづ、女房出にょうばういでね7」

◇　「まずは、女房たちから出発だよ」

■　とて、童わらはの姿すがたどものをかしげなるを御覧ごらんず。

◇　と言って、童女の姿態のかわいらしいのを御覧になる。

■　いとらうたげなる髪かみどものすそ、はなやかに削そぎわたして、浮紋うきもんの表うへの袴はかまにかかれるほど、けざやかに見みゆ。

◇　とてもかわいらしげな髪の裾、皆こざっぱりと削いで、浮紋の表の袴に掛かっている様子が、くっきりと見える。

■　「君きみの御髪みぐしは、我削われそがむ8」

◇　「あなたのお髪は、わたしが削ごう」

■　とて、

◇　と言って、

■　「うたて、所狭ところせうもあるかな。

◇　「何と嫌に、たくさんあるのだね。

■　いかに生おひやらむとすらむ9」

◇　どんなに長くおなりになることだろう」

■　と、削そぎわづらひたまふ。

◇　と、削ぐのにお困りになる。

■　「いと長ながき人ひとも10、額髪ひたひがみはすこし短みじかうぞあめるを、むげに後おくれたる筋すぢのなきや、あまり情なさけなからむ」

◇　「とても髪の長い人も、額髪は少し短めにあるようだのに、少しも後れ毛のないのも、かえって風情がないだろう」

■　とて、削そぎ果はてて、

◇　と言って、削ぎ終わって、

■　「千尋11ちひろ」

◇　「千尋に」

■　と祝いはひきこえたまふを、少納言12せうなごん、

◇　とお祝い言をお申し上げになるのを、少納言、

■　「あはれにかたじけなし13」

◇　「何とももったいないことよ」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝し上げる。


1 【今日は二条院に離れおはして】「離れ」は葵の上からのニュアンスをこめる。紫の上と祭見物に出掛ける。

2 【女房出で立つや】源氏の詞。『集成』は「女房たちは見物に行くかね。「女房」とは、紫の上づきの童女たちを戯れに大人扱いしたもの。後出の「まづ女房出でね」も同様」と注す。

3 【君はいざたまへもろともに見むよ】源氏の詞。

4 【久しう削ぎたまはざめるを今日は吉き日ならむかし】源氏の詞。髪の裾を切り揃えるのに吉日を選んだ。

5 【暦の博士】陰陽寮所属の官人。暦博士。

6 【時】髪を切り揃えるのに適当な時刻。

7 【まづ女房出でね】源氏の詞。『集成』は「出ておいで」の意に解し、『完訳』は「先に出なさい」の意に解す。

8 【君の御髪は我削がむ】源氏の詞。

9 【うたて所狭うもあるかないかに生ひやらむとすらむ】源氏の詞。髪は豊富で長いのを良しとした。

10 【いと長き人も】以下「あまり情けなからむ」まで、源氏の詞。

11 【千尋】源氏の予祝の詞。

12 【少納言】紫の上の乳母。「若紫」巻に初出。

13 【あはれにかたじけなし】少納言の乳母の心。


葵．１．３．２

■　「はかりなき千尋ちひろの底そこの海松みるぶさの

生おひゆくすゑは我われのみぞ見みむ1」

◇　「限りなく深い海の底に生える海松のように

豊かに成長してゆく黒髪はわたしだけが見届けよう」


1 【はかりなき千尋の底の海松ぶさの生ひゆくすゑは我のみぞ見む】源氏の贈歌。あなたの豊かな将来はわたしだけだ見届けましょうの意。


葵．１．３．３

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

葵．１．３．４

■　「千尋ちひろともいかでか知しらむ定さだめなく

満みち干ひる潮しほののどけからぬに1」

◇　「千尋も深い愛情を誓われてもがどうして分りましょう

満ちたり干いたり定めない潮のようなあなたですもの」


1 【千尋ともいかでか知らむ定めなく満ち干る潮ののどけからぬに】紫の上の返歌。「千尋」の語句を受けて返す。『完訳』は「「満ち干る潮」の深浅動揺する景によって、源氏の「千尋」の情愛も頼りがたいと切り返した」と注す。


葵．１．３．５

■　と、ものに書かきつけておはするさま、らうらうじきものから1、若わかうをかしきを、めでたしと思おぼす。

◇　と、何かに書きつけていられる様子、いかにも物慣れている感じがするが、初々しく美しいのを、素晴らしいとお思いになる。


1 【らうらうじきものから】『集成』は「大人びた様子ながら」と解し、『完訳』は「「らうらうじ」は巧者の意。返歌の機転に、手応えをおぼえる」と注す。


葵．１．３．６

■　今日けふも、所ところもなく立たちにけり1。

◇　今日も、隙間のなく立ち並んでいるのであった。

■　馬場むまばの御殿2おとどのほどに立たてわづらひて、

◇　馬場殿の付近に止めあぐねて、

■　「上達部かむだちめの車くるまども多おほくて、もの騒さわがしげなるわたりかな3」

◇　「上達部たちの車が多くて、何となく騒がしそうな所だな」

■　と、やすらひたまふに4、よろしき女車をむなぐるまの、いたう乗のりこぼれたるより5、扇**をさし出いでて、人ひとを招まねき寄よせて6、

◇　と、ためらっていらっしゃると、まあまあの女車で、派手に袖口を出している所から、扇を差し出して、供人を招き寄せて、

■　「ここにやは立たたせたまはぬ。

◇　「ここにお止めになりませんか。

■　所避ところさりきこえむ7」

◇　場所をお譲り申しましょう」

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　「いかなる好色者すきものならむ8」

◇　「どのような好色な人だろう」

■　と思おぼされて、所ところもげによきわたりなれば、引ひき寄よせさせたまひて、

◇　とついお思われなさって、場所もなるほど適した所なので、引き寄させなさって、

■　「いかで得えたまへる所ところぞと、ねたさになむ9」

◇　「どのようにしてお取りになった所かと、羨ましくて」

■　とのたまへば、よしある扇あふぎのつまを折をりて10、

◇　とおっしゃると、風流な桧扇の端を折って、

◆　 
けふ も、 ところ も なく たち に けり。 むまば の おとど の ほど に たて わづらひ て、
 "かむだちめ の くるま-ども おほく て、 もの-さわがしげ なる わたり かな!"
 と、 やすらひ たまふ に、 よろしき をむなぐるま の、 いたう のり こぼれ たる より、 あふぎ さし-いで て、 ひと を まねき よせ て、
 "ここ に やは たた せ たまは ぬ? ところ さり きこえ む。"
 と きこえ たり。 "いか なる すきもの なら む?" と おぼさ れ て、 ところ も げに よき わたり なれ ば、 ひきよせ させ たまひ て、
 "いかで え たまへ る ところ ぞ と、 ねたさ に なむ。"
 と のたまへ ば、 よし ある あふぎ の つま を をり て、


1 【今日も所もなく立ちにけり】祭当日。一条大路の様子。御禊の日同様に、見物の車でびっしり埋まっている。

2 【馬場の御殿】左近の馬場。一条西洞院にある。

3 【上達部の車ども多くてもの騒がしげなるわたりかな】源氏の独語。

4 【やすらひたまふに】『完訳』は「車の進みをおゆるめになると」と訳す。

5 【いたう乗りこぼれたるより】『集成』は「派手に袖口を出したのから」の意に解し、『完訳』は「袖口などがこぼれ出てずいぶん大勢乗っている中から」の意に解す。

6 【人を招き寄せて】源氏の従者をさす。

7 【ここにやは立たせたまはぬ所避りきこえむ】源典侍の詞。

8 【いかなる好色者ならむ】源氏の心。『集成』は「しゃれ物」の意に解し、『完訳』は「自分から声をかける行為を根拠に、相当の好色女と推測」と注し、「物好き」と訳す。

9 【いかで得たまへる所ぞとねたさになむ】源氏の詞。『完訳』は「憎らしいほど好都合な場所、と声をかけて相手の反応を待つ」と注す。

10 【よしある扇のつまを折りて】風流な桧扇の端を折って。


葵．１．３．７

■　「はかなしや人ひとのかざせる葵あふひゆゑ

神かみの許ゆるしの今日けふを待まちける1

注連しめの内うちには2」

◇　「あら情けなや、他の人と同車なさっているとは

神の許す今日の機会を待っていましたのに

神域のような所には」


1 【はかなしや人のかざせる葵ゆゑ神の許しの今日を待ちける】源典侍の贈歌。「あふひ」は「逢ふ日」と「葵」の掛詞。「かざす」は葵祭に頭に葵を挿したことに因む。「人のかざせる」とは、既に人の物となってしまっているの意で、他の女と同車していることをいう。

2 【注連の内には】歌に添えた言葉。注連の内側には、入って行けませんの意。


葵．１．３．８

■　とある手てを思おぼし出いづれば、かの典侍ないしのすけなりけり1。

◇　とある筆跡をお思い出しになると、あの典侍なのであった。

■　「あさましう、旧ふりがたくも今いまめくかな2」

◇　「あきれた、相変わらず風流めかしているなあ」

■　と、憎にくさに、はしたなう3、

◇　と、憎らしい気がして、無愛想に、


1 【かの典侍なりけり】源典侍をいう。「紅葉賀」巻に初出。源氏の驚きを語り手が同じく驚いて語ったもの。

2 【あさましう旧りがたくも今めくかな】源氏の感想。『集成』は「年がいもなく若やいでいることかと」の意に解す。

3 【はしたなう】そっけなくのニュアンス。


葵．１．３．９

■　「かざしける心こころぞあだにおもほゆる

八十氏人やそうぢびとになべて逢あふ日ひを1」

◇　「そのようにおっしゃるあなたの心こそ当てにならないものと思いますよ

たくさんの人々に誰彼となく靡くものですから」


1 【かざしける心ぞあだにおもほゆる八十氏人になべて逢ふ日を】源氏の返歌。「かざす」を受けて、「かざしける心」と相手（源典侍）の誰にでも靡く心だと切り返す。


葵．１．３．１０

■　女をむなは、

◇　女は、

■　「つらし1」

◇　「ひどい」

■　と思おもひきこえけり。

◇　とお思い申し上げるのであった。


1 【つらし】『集成』は「ひどいお言葉」の意に解し、『完訳』は「恨めしいお方」の意に解す。


葵．１．３．１１

■　「悔くやしくもかざしけるかな名なのみして

人ひとだのめなる草葉くさばばかりを1」

◇　「ああ悔しい、葵に逢う日を当てに楽しみにしていたのに

わたしは期待を抱かせるだけの草葉に過ぎないのですか」


1 【悔しくもかざしけるかな名のみして人だのめなる草葉ばかりを】源典侍の返歌。期待外れでしたの意。『花鳥余情』他の旧注では「行き帰る八十氏人の玉鬘かけてぞ頼むあふひてふ名を」（後撰集、夏、一六一、読人しらず）を指摘。『集成』は「榊葉の香をかぐはしみ尋め来れば八十氏人ぞ円居せりける」（古今集、神楽歌、五七七）を指摘する。


葵．１．３．１２

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　人ひと相とあひ乗のりて1、簾すだれをだに上あげたまはぬを、心こころやましう思おもふ人多ひとおほかり2。

◇　女性と同車しているので、簾をさえお上げにならないのを、妬ましく思う人々が多かった。

■　「一日ひとひの御おほむありさまの3うるはしかりしに、今日けふうち乱みだれて歩ありきたまふかし。

◇　「先日のご様子が端麗でご立派であったのに、今日はくだけていらっしゃること。

■　誰たれならむ。

◇　誰だろう。

■　乗のり並ならぶ人4ひと、けしうはあらじはや5」

◇　一緒に乗っている人は、悪くはない人に違いない」

■　と、推おし量はかりきこゆ。

◇　と、推量申し上げる。

■　「挑いどましからぬ、かざし争あらそひかな」

◇　「張り合いのない、かざしの歌争いであったな」

■　と、さうざうしく思おぼせど、かやうに7いと面おもなからぬ人8ひとはた、人相ひとあひ乗のりたまへるにつつまれて、はかなき御おほむいらへも、心こころやすく聞きこえむも、まばゆしかし。

◇　と、物足りなくお思いになるが、この女のように大して厚かましくない人は、やはり女性が相乗りなさっているのに自然と遠慮されて、ちょっとしたお返事も、気安く申し上げるのも、面映ゆいに違いない。


1 【人と相ひ乗りて】主語は源氏。

2 【心やましう思ふ人多かり】『完訳』は「典侍もこの一人。典侍のように積極的に恨まずとも、愛人たちもそれ以上に嫉妬を強めていよう」と注す。一般の見物客の女性の心であろう。

3 【一日の御ありさまの】以下「あらじはや」まで、「心やましうおもふ人」の推測。

4 【乗り並ぶ人】源氏と同車する人の意。

5 【けしうはあらじはや】『集成』は「悪くはあるまいの意」と注す。『完訳』は「それ相当のお方にちがいない」と訳す。

6? 【挑ましからぬかざし争そひかな】源氏の心。「かざし」は源典侍との歌の贈答の語句をさす。

7 【かやうに】源典侍をさす。

8 【面なからぬ人】『集成』は「あつかましくない人」と解し、『完訳』は「典侍のように恥知らずでない人。源氏の愛人たち一般をさす」と注す。


第二章　葵の上の物語　六条御息所がもののけとなってとり憑く物語

第一段　車争い後の六条御息所

葵．２．１．１

■　御息所みやすむどころは、ものを思おぼし乱みだるること、年としごろよりも多おほく添そひにけり。

◇　御息所は、心魂の煩悶なさること、ここ数年来よりも多く加わってしまった。

■　つらき方かたに思おもひ果はてたまへど、今いまはとて2ふり離はなれ下くだりたまひなむは3、

◇　薄情な方とすっかりお諦めになったが、今日を最後と振り切ってお下りになるのは、

■　「いと心細こころぼそかりぬべく4、世よの人聞ひとぎきも人笑ひとわらへにならむこと」

◇　「とても心細いだろうし、世間の人の噂にも、物笑いの種になるだろうこと」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　さりとて5立たち止とまるべく思おぼしなるには6、

◇　それだからといって、京に留まるようなお気持ちになるためには、

■　「かくこよなきさまに皆思みなおもひくたすべかめるもP7、やすからず7、釣つりする海人あまの浮うけS3なれや8」

◇　「あの時のようなこれ以上の恥はないほどに誰もが見下げることであろうのも穏やかでなく、釣する海人の浮きか」

■　と、起おき臥ふし思おぼしわづらふけにや、御心地みここちも浮うきたるやうに思おぼされて、悩なやましうしたまふ。

◇　と、寝ても起きても悩んでいられるせいか、魂も浮いたようにお感じになられて、お具合が悪くいらっしゃる。


P7 べかめるも--へかめに（に/＄る〈朱〉）

S3 伊勢の海に釣する海人の浮けなれや心一つを定めかねつる（古今集恋一-五〇九　読人しらず）

1? 【御息所はものを思し乱るる事】六条御息所の物語。車争いの後、煩悶深まる。『完訳』は「「もの」は魂の意。接頭語ではない。心底からの物思い」と注す。

2 【今はとて】以下、六条御息所の心にそった語り口調。語り手と登場人物の心が一体化したところ。

3 【下りたまひなむは】「たまふ」（尊敬の補助動詞）があるので、地の文となるが、もしなければ、心中文となる文章である。

4 【いと心細かりぬべく】以下「人笑へにならむこと」まで、御息所の心。

5 【さりとて】以下、再び御息所の心にそった語り口調。

6 【思しなるには】「思ふ」の尊敬語「おぼす」とあるので、地の文だが、もし「思ひ」とあれば、心中文となる文章である。なお横山本と肖柏本は「おもほしなるには」とある。

7 【かくこよなきさまに皆思ひくたすべかめるもやすからず】以下「釣する海人の浮けなれや」まで、御息所の心。『集成』は「あんなふうに（車争いの時のように）これ以上の恥はないほど、下々の者までが自分を見下げているらしいことも、心おだやかでなく」の意に解す。『完訳』は「世間からの侮蔑にさらされているわが身が堪えがたい」と注す。

8 【釣する海人の浮けなれや】『源氏釈』は「伊勢の海に釣する海人の浮けなれや心一つを定めかねつる」（古今集、恋一、五〇九、読人しらず）を指摘。


葵．２．１．２

■　大将殿だいしゃうどのには、下くだりたまはむことを、

◇　大将殿におかれては、お下りになろうとしていることを、

■　「もて離はなれてあるまじきP8こと2」

◇　「まったくとんでもないことだ」

■　なども、妨さまたげきこえたまはず、

◇　などとも、お引き止め申し上げず、

■　「数かずならぬ身みを3、見みま憂うく思おぼし捨すてむもことわりなれど、今いまはなほ、いふかひなきにても、御覧ごらんじ果はてむや、浅あさからぬにはあらむ」

◇　「わたしのようなつまらない者を、見るのも嫌だとお思い捨てなさるのもごもっともですが、今はやはりつまらない男でも、最後までお見限りなさらないのが、浅からぬ情愛というものではないでしょうか」

■　と、聞きこえP9かかづらひたまへば4、定さだめかねたまへる御心みこころもや慰なぐさむ5と、立たち出いでたまへりし御禊河みそぎがはの荒あらかりし瀬せに6、いとど、よろづいと憂うく思おぼし入いれたり7。

◇　と、絡んで申し上げなさるので、決心しかねていらしたお気持ちも紛れることがあろうかと、外出なさった御禊見物の辛い経験から、いっそう、万事がとても辛くお思いつめになっていた。


P8 あるまじき--あるし（し/＄）ましき

P9 聞こえ--きこゆ（ゆ/＄え〈朱〉）

1? 【御心ちも浮きたるやうに】前の引き歌「伊勢の海に」の語句を受けて「浮きたるやう」とある。

2 【もて離れてあるまじきこと】『集成』は「全くとんでもないことだ」の意に解し、『完訳』は「もてはなれて」の下に読点を打ち、「あまりかかわりを持とうともなさらず、もってのほかのこと」の意に解す。

3 【数ならぬ身を】以下「浅からぬにはあらむ」まで、源氏の詞。『完訳』は「責任転嫁のいやみな言い方」と注す。

4 【聞こえかかづらひたまへば】主語は源氏。『完訳』は「「かかづらふ」は難癖をつける」と注して、「からんだ言い方をなさるので」と訳す。

5 【定めかねたまへる御心もや慰む】御息所の心を地の文で語った表現。「定めかね」は前出の『古今集』歌の「心一つを定めかねつる」によった表現。なお、「たまへ」（尊敬の補助動詞）がなければ、心中文になる。

6 【御禊河の荒かりし瀬に】斎宮御禊の日の車争いの一件をさす。それに因んで「御禊河」「荒かりし」「瀬」という、いわゆる縁語表現をしたもの。

7 【思し入れたり】榊原家本は「おほしいれり」、池田本は「おほしいら（ら＄）れたり」とミセケチにし、肖柏本と三条西家本は「おほしいられたり」とあり、池田本の元の本文と同文である。


葵．２．１．３

■　大殿おほとのには、御おほむもののけめきて、いたうわづらひたまへば、誰たれも誰たれも思おぼし嘆なげくに、御歩おほむありきなど便びんなきころなれば2、二条院にでうのゐんにも時々ときどきぞ渡わたりたまふ。

◇　大殿邸では、御物の怪のようで、ひどく患っていらっしゃるので、どなたもどなたもお嘆きになっている時で、お忍び歩きなども不都合な時なので、二条院にも時々はお帰りになる。

■　さはいへど3、やむごとなき方かたは4、ことに思おもひきこえたまへる人ひとの、めづらしきこと5さへ添そひたまへる御悩おほむなやみなれば、心苦こころぐるしう6思おぼし嘆なげきて、御修法みすほふや何なにやなど、わが御方おほむかたにて7、多おほく行おこなはせたまふ。

◇　何と言っても、正妻として重んじている点では、特別にお思い申し上げていっしゃった方が、おめでたまでがお加わりになったお悩みなので、おいたわしいこととお嘆きになって、御修法や何やかやと、ご自分の部屋で、多く行わせなさる。


1? 【大殿には御物のけめきて】葵の上、物の怪に苦しむ。

2 【御歩きなど便なきころなれば】源氏の他の女性たちへのお忍び歩きをさす。

3 【さはいへど】『完訳』は「葵の上に薄情だとはいえ」と注す。

4 【やむごとなき方は】正妻としての意。

5 【めづらしきこと】懐妊をさす。

6 【心苦しう】『集成』は「おいたわしいことと」の意に解し、『完訳』は「痛々しく」の意に解す。

7 【わが御方にて】左大臣邸の源氏の部屋をさす。


葵．２．１．４

■　もののけ、生いきすだまなどいふもの多おほく出いで来きて、さまざまの名なのりするなかに、人ひとにさらに移うつらず1、ただみづからの御身おほむみにつと添そひたるさまにて、ことにおどろおどろしうわづらはしきこゆることもなけれど、また、片時離かたときはなるる折をりもなきもの一ひとつあり。

◇　物の怪、生霊などというものがたくさん出てきて、いろいろな名乗りを上げる中で、憑坐にも一向に移らず、ただご本人のお身体にぴったりと憑いた状態で、特に大変にお悩ませ申すこともないが、その一方で、暫しの間も離れることのないのが一つある。

■　いみじき験者げんざどもにも従したがはず、執念しふねきけしき、おぼろけのものにあらずと見みえたり。

◇　すぐれた験者どもにも調伏されず、しつこい様子は並の物の怪ではない、と見えた。


1 【人にさらに移らず】「人」は憑坐（よりまし）をさす。


葵．２．１．５

■　大将だいしゃうの君きみの御通おほむかよひ所どころ、ここかしこと思おぼし当あつるに1、

◇　大将の君のお通いになっている所、あちらこちらと見当をつけて御覧になるに、

■　「この御息所みやすむどころ、二条にでうの君きみなどばかりこそは2、おしなべてのさまには思おぼしたらざめれば、怨うらみの心こころも深ふかからめ」

◇　「あの御息所、二条の君などだけは、並々のご寵愛の方ではないようだから、恨みの気持ちもきっと深いだろう」

■　とささめきて、ものなど問とはせたまへど3、さして聞きこえ当あつることもなし。

◇　とささやいて、占師に占わせなさるが、特にお当て申すこともない。

■　もののけとても、わざと深ふかき御おほむかたきと聞きこゆるもなし。

◇　物の怪といっても、特別に深いお敵と申す人もいない。

■　過すぎにける御乳母おほむめのとだつ人4ひと、もしは親おやの御方おほむかたにつけつつ伝つたはりたるもの5の、弱目よわめに出いで来きたるなど、むねむねしからずぞ乱みだれ現あらはるる6。

◇　亡くなったおん乳母のような人、もしくは親の血筋に代々祟り続けてきた怨霊が、弱みにつけこんで現れ出たものなど、大したものではないのがばらばらに出て来る。

■　ただつくづくと、音ねをのみ泣なきたまひて、折々をりをりは胸むねをせき上あげつつ、いみじう堪たへがたげに惑まどふわざをしたまへば、いかにおはすべきにかと、ゆゆしう悲かなしく思おぼしあわてたり。

◇　たださめざめと声を上げてお泣きになるばかりで、時々は胸をせき上げせき上げして、ひどく堪え難そうにもだえていられるので、どのようにおなりになるのかと、不吉に悲しくお慌てになっていた。


1 【思し当つるに】左大臣家の左大臣や大宮が源氏の通い所を。嫉妬してであろうと。

2 【この御息所二条の君などばかりこそは】以下「深からめ」まで、左大臣や大宮の詞。

3 【ものなど問はせたまへど】左大臣家の左大臣や大宮が陰陽師などに占わせる。

4 【過ぎにける御乳母だつ人】葵の上の乳母。物の怪として現れ出るとは、何か事情あって死んだのであろうか。

5 【親の御方につけつつ伝はりたるもの】左大臣家に怨みをもって代々祟る怨霊。

6 【むねむねしからずぞ乱れ現はるる】『集成』は「重立ってたたる怨霊というのではなく、ばらばらと名乗り出る。これらは憑坐に駆り移されて、その素性を名乗ったもの」と注す。『完訳』は「誰が主だってというのではなく、とりとめもなくなく現れてくるのである」の意に訳す。


葵．２．１．６

■　院ゐんよりも、御おほむとぶらひ隙ひまなく、御祈おほむいのりのことまで思おぼし寄よらせたまふさまのかたじけなきにつけても、いとど惜をしげなる人ひとの御身おほむみなり。

◇　院からも、お見舞いがひっきりなしにあり、御祈祷のことまでお心づかいあそばされることの恐れ多いことにつけても、ますます惜しく思われるご様子の方である。

■　世よの中なかあまねく惜をしみきこゆるを聞ききたまふにも1、御息所みやすむどころはただならず思おぼさる2。

◇　世間の人々がみな惜しみ申し上げているのをお聞きになるにつけても、御息所はおもしろからずお思いになる。

■　年としごろはいとかくしもあらざりし御おほむいどみ心ごころを、はかなかりし所ところの車争くるまあらそひ3に、人ひとの御心みこころの動うごきにけるを4、かの殿とのには、さまでも思おぼし寄よらざりけり。

◇　ここ数年来はとてもこのようなことはなかった張り合うお心を、ちょっとした車の場所取り争いで、御息所のお気持ちに怨念が生じてしまったのを、あちらの殿では、そこまでとはお気づきにならないのであった。


1 【聞きたまふにも】主語は六条御息所。

2 【ただならず思さる】『完訳』は「葵の上の厚遇に比べ、世人にまで軽視される自らの薄幸を思う」と注す。

3 【所の車争ひ】河内本と別本は「車の所あらそひ」とある。『集成』は「車の所あらそひ」と本文を訂正する。『完訳』『新大系』は底本のまま。

4 【人の御心の動きにけるを】『集成』は「御息所のお心に怨念がきざしたのを」の意に解し、『完訳』は「正常心を失くしておしまいになったのを」の意に解す。


第二段　源氏、御息所を旅所に見舞う

葵．２．２．１

■　かかる御おほむもの思おもひの乱みだれに、御心地みここち、なほ例れいならずのみ思おぼさるれば、ほかに渡わたりたまひて、御修法みすほふなどせさせたまふ1。

◇　このようなお悩みのせいで、お加減が、やはり普段のようではなくばかりお感じになるので、別の御殿にお移りになって、御修法などをおさせになる。

■　大将殿聞だいしゃうどのききたまひて、いかなる御心地みここちにかと、いとほしう、思おぼし起おこして渡わたりたまへり。

◇　大将殿はお聞きになって、どのようなお加減でいられるのかと、おいたわしく、ご決意なさってお見舞いにいらっしゃった。

■　例れいならぬ旅所たびどころなれば、いたう忍しのびたまふ。

◇　いつもと違った仮のご宿所なので、たいそう忍んでいらっしゃる。

■　心こころよりほかなるおこたりなど、罪つみゆるされぬべく聞きこえつづけたまひて、悩なやみたまふ人ひとの御おほむありさまも、憂うれへきこえたまふ3。

◇　心ならずもご無沙汰していることなど、許してもらえるよう詫び言を縷々申し上げなさって、お悩みでいらっしゃるご様子についても、訴え申される。


1 【ほかに渡りたまひて御修法などせさせたまふ】本邸には斎宮がいて、仏事は忌まれるので、他の場所に移ってさせる。

2? 【思し起こして】『完訳』は「すすまぬ気を引きたてる意」と注す。

3 【悩みたまふ人の御ありさまも憂へきこえたまふ】『完訳』は「葵の上の病状を訴え、相手にそれゆえの無沙汰と了解を求める」と注す。


葵．２．２．２

■　「みづからはさしも1思おもひ入いれはべらねど、親おやたちのいとことことしう3思おもひまどはるるが心苦こころぐるしさに、かかるほどを見過みすぐさむとてなむ4。

◇　「自分ではそれほども心配しておりませんが、親たちがとても大変な心配のしようなのが気の毒で、そのような時が過ぎてからと存じておりましたもので。

■　よろづを思おぼしのどめたる御心みこころならば、いとうれしうなむ」

◇　万事おおらかにお許しいただけるお気持ちならば、まこと嬉しいのですが」

■　など、語かたらひきこえたまふ。

◇　などと、こまごまとお話し申し上げなさる。

■　常つねよりも心苦こころぐるしげなる御みけしきを、ことわりに、あはれに見みたてまつりたまふ。

◇　いつもよりも痛々しげなご様子を、無理もないことと、しみじみ哀れに拝見なさる。


1 【みづからはさしも】以下「いとうれしうなむ」まで、源氏の詞。自分はそれほどまで葵の上については心配していないのだが、彼女の両親たちが大変なので、と言い訳する。

2? 【思ひ入れはべらねと】葵の上の病状をさして言う。

3 【ことことしう】『集成』『新大系』は「ことことしう」と清音に読む。『古典セレクション』は「ことごとしう」と濁音に読む。

4 【かかるほどを見過ぐさむとてなむ】『集成』は「こういう折は他出を控えようと思いまして」の意に解す。『完訳』は「この期間の容態を見守ろうと」の意に解す。


葵．２．２．３

■　うちとけぬ朝あさぼらけに1、出いでたまふ御おほむさまのをかしきにも、なほふり離はなれなむことは思おぼし返かへさる2。

◇　打ち解けぬままの明け方に、お帰りになるお姿の美しさにつけても、やはり振り切って別れることは、考え直さずにはいらっしゃれない。

■　「やむごとなき方かたに3、いとど心こころざし添そひたまふべきことも出いで来きにたれば4、一ひとつ方かたに思おぼししづまりたまひなむを、かやうに待まちP10きこえつつあらむも、心こころのみ尽つきぬべきこと」

◇　「正妻の方に、ますますご愛情がお増しになるに違いないおめでたが生じたので、お一方の所に納まってしまわれるに違いないのを、このようにお待ち申しお待ち申しているのも、物思いも尽くし果ててしまうに違いないこと」

■　なかなかもの思おもひのおどろかさるる心地ここちしたまふに、御文おほむふみばかりぞ、暮くれつ方かたある5。

◇　かえって物思いを新たになさっていたところに、後朝の文だけが、夕方にある。


P10 待ち--（/+待〈朱〉）

1 【うちとけぬ朝ぼらけに】「ぬ」（打消の助動詞）、心解けぬままに迎えた早朝の意。時刻は翌朝に移る。

2 【思し返さる】「る」（自発の助動詞）。御息所の源氏への未練。

3 【やむごとなき方に】以下「心のみ尽きぬべきこと」まで、六条御息所の心。心内文の引用句はなく、地の文になる。『集成』は「御息所の心中の思い」と注す。「やむごとなき方」は、源氏の正妻葵の上をさす。

4 【心ざし添ひたまふべきことも出で来にたれば】源氏の御子を懐妊したのでの意。

5 【御文ばかりぞ暮れつ方ある】「ばかり」（副助詞）、本人は来ないでお手紙だけがのニュアンス。しかも後朝の文が時刻を失した「夕方」にである。


葵．２．２．４

■　「日ひごろ、すこし1おこたるさまなりつる心地ここちの、にはかにいといたう苦くるしげにはべるを、え引ひきよかでなむ」

◇　「ここ数日来、少し回復して来たようだった気分が、急にとてもひどく苦しそうに見えましたので、どうしても目を放すことができませんで」

■　と2あるを、

◇　とあるのを、

■　「例れいのことつけ」

◇　「例によって言い訳を」

■　と、見みたまふものから3、

◇　と、御覧になるものの、


1 【日ごろすこし】以下「え引きよかでなむ」まで、源氏の文。

2 【え引きよかでなむと】『集成』は「見放しかねまして。「引きよく」は、避けて通る意」と注す。

3 【見たまふものから】主語は御息所。


葵．２．２．５

■　「袖濡そでぬるる恋路こひぢとかつは知しりながら

おりたつ田子たごのみづからぞ憂うき

◇　「袖を濡らす恋とは分かっていながら

そうなってしまうわが身の疎ましいことよ

■　『山やまの井ゐの水みづS4』

◇　『山の井の水』

■　もことわりに2」

◇　も、もっともなことです」


S4 悔しくぞ汲みそめてける浅ければ袖のみ濡るる山の井の水（古今六帖二-九八七）

1? 【袖ぬるる恋路とかつは知りながらおりたつ田子のみづからぞ憂き】御息所の贈歌。「こひぢ」は「泥」と「恋路」の掛詞。「身づから」に「水」を響かす。「濡るる」「水」は縁語。また「泥」「田子」（農夫）は縁語。『完訳』は「泥まみれの農夫に、源氏との絶望的な恋愛から抜け出せぬ己が運命の痛恨をかたどる。「うし」に注意。女からの贈歌に注意。未練による」と注す。

2 【山の井の水もことわりに】歌に添えた言葉。『源氏釈』は「悔しくぞ汲みそめてける浅ければ袖のみ濡るる山の井の水」（古今六帖、山の井）を指摘。源氏の心の浅さを非難の意を込める。


葵．２．２．６

■　とぞある。

◇　とある。

■　「御手おほむては、なほ1ここらの人ひとのなかにすぐれたりかし」

◇　「ご筆跡は、やはり数多い女性の中で抜きん出ている」

■　と見みたまひつつ2、

◇　と御覧になりながら、

■　「いかにぞや3もある世よかな。

◇　「どうしてこうも思うようにならないのかなあ。

■　心こころも容貌かたちも、とりどりに捨すつべくもなく、また思おもひ定さだむべきもなき4を」

◇　気立ても容貌も、それぞれに捨ててよいものでなく、その反面これぞと思える人もいないことだ」

■　苦くるしう思おぼさる。

◇　。苦しくお思いになる。

■　御返おほむかへり5、いと暗くらうなりにたれど、

◇　お返事は、たいそう暗くなってしまったが、

■　「袖そでのみ濡ぬるるや6、いかに。

◇　「袖ばかり濡れるとは、どうしたことで。

■　深ふかからぬ御おほむこと7になむ。

◇　愛情がお深くないこと。


1 【御手はなほ】以下「すぐれたりかし」まで、源氏の心。御息所の筆跡は大勢の女性の中でもやはり優れているという批評。

2 【見たまひつつ】大島本と池田本は「み給ひつゝ」とある。横山本は「うち」を補入。池田本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「うちみ給つゝ」。河内本と別本も池田本等と同文。

3 【いかにぞや】以下「また思ひ定むべきもなきを」まで、源氏の心。『完訳』は「この世は不可解、として、心ひかれる女の多いことをいう」と注す。ただし、この文を受ける引用の助詞「と」がなく、「を」が詠嘆を表す（間投助詞）と共に目的を表す（格助詞）機能を果たして、地の文に続くかたちになっている。

4 【また思ひ定むべきもなき】『集成』は「わが妻と」と注す。『完訳』は「一人の妻だけに限定しがたい」と注す。

5 【御返り】源氏からの返事。

6 【袖のみ濡るるや】以下「みつから聞こえさせぬ」まで、源氏の文。御息所の「袖濡るる」の語句を受けて言う。

7 【深からぬ御こと】あなたの愛情が深くないことの意。


葵．２．２．７

■　浅あさみにや人ひとはおりたつわが方かたは

身みもそぼつまで深ふかき恋路こひぢを1

◇　袖が濡れるとは浅い所にお立ちだからでしょう

わたしは全身ずぶ濡れになるほど深い所に立っております


1 【浅みにや人はおりたつわが方は身もそぼつまで深き恋路を】「こひぢ」を受けて、自分は「身もそぼつまで深き恋路」に下り立っていると切り返す。「人」は御息所をさす。『孟津抄』は「浅みこそ袖はひづらめ涙川身さへ流ると聞かばたのまむ」（古今集、恋三、六一八、在原業平）を指摘。『完訳』は「同発想で、御息所の歌を切り返すが、事実の根拠もなく、言葉だけの応酬」と注す。


葵．２．２．８

■　おぼろけにてや1、この御返おほむかへりを、みづから聞きこえさせぬ」

◇　並々の気持ちで、このお返事を、直接に訴え申し上げずにいられましょうか」

■　などあり。

◇　などとある。


1 【おぼろけにてや】『集成』は「並々のことで、このお返事を直接お伺いして申し上げぬことがありましょうか。よほどの事情があるのです。葵の上の容態が重いことを暗にいう。「や」は反語」と注す。


第三段　葵の上に御息所のもののけ出現する

葵．２．３．１

■　大殿おほとのには1、御おほむもののけいたう起おこりて、いみじうわづらひたまふ。

◇　大殿邸では、御物の怪がひどく起こって、大変にお苦しみになる。

■　「この御生おほむいきすだま、故父大臣こちちおとどの御霊ごりゃうなど言いふものあり」

◇　「自分の生霊や、故大臣の死霊だなどと言う人がいる」

■　と聞ききたまふ3につけて、思おぼしつづくれば、

◇　とお聞きになるにつけて、お考え続けになると、

■　「身一みひとつの4憂うき嘆なげきよりほかに、人ひとを悪あしかれ5など思おもふ心こころもなけれど、もの思おもひにあくがるなる魂たましひS5は6、さもやあらむ」

◇　「我が身一人の不運を嘆いているより他には、他人を悪くなれと呪う気持ちはないのだが、悩み事があると抜け出て行くという魂は、このようなことなのだろうか」

■　と思おぼし知しらるることもあり。

◇　と、お気づきになることもある。


S5 物思へば沢の蛍も我が身よりあくがれ出づる魂かとぞ見る（後拾遺集神祇-一一六二　和泉式部）

1 【大殿には】左大臣邸。御息所、生霊となって葵の上を苦しめる。

2? 【この御いきすだま故父大臣の御霊など言ふものあり】御息所の聞いた噂。「この」は御息所をさす。「故父大臣」とは御息所の父大臣。『完訳』は「父大臣が左大臣を恨んで死んだとも読める。政治的敗北者か」と注す。次の「賢木」巻に御息所の父が大臣であったと語られる。

3 【聞きたまふ】主語は御息所。

4 【身一つの】以下「さもやあらむ」まで、御息所の心。

5 【人を悪しかれ】葵の上をさす。『完訳』は「他人の不幸を願う気持はない」と注す。

6 【もの思ひにあくがるなる魂は】「思ひあまり出でにし魂のあるならむ夜深く見えば魂結びせよ」（伊勢物語）「物思へば沢の螢も我が身よりあくがれ出づる魂かとぞ見る」（和泉式部集、後拾遺和歌集）。


葵．２．３．２

■　年としごろ、よろづに1思おもひ残のこすことなく過すぐしつれど、かうしも砕くだけぬを2、はかなきことの折をりに、人ひとの思おもひ消けち、なきものにもてなすさまなりし御禊みそぎのの後3ち、ひとふしに思おぼし浮うかれにし心こころ、鎮しづまりがたう思おぼさるるけにや4、すこしうちまどろみたまふ夢ゆめには、かの姫君5ひめぎみとおぼしき人ひとの、いときよらにてある所ところに6行いきて7、とかく引ひきまさぐり、うつつにも似にず、たけくいかきひたぶる心出こころいで来きて8、うちかなぐるなど見みえたまふ9こと、度たびかさなりにけり。

◇　数年来、何かと物思いの限りを尽くしてきたが、こんなにも苦しい思いをしたことはなかったのに、ちょっとした事の折に、相手が無視し、蔑ろにした態度をとった御禊の後は、あの一件によって抜け出るようになった魂、鎮まりそうもなく思われるせいか、少しうとうととなさる夢には、あの姫君と思われる人の、とても清浄にしている所に行って、あちこち引き掻き廻し、普段とは違い、猛々しく激しい乱暴な心が出てきて、荒々しく叩くのなどが現れなさること、度重なった。


1 【年ごろよろづに】以下、御息所の心にそった語り口。

2 【かうしも砕けぬを】「ぬ」（打消の助動詞）。『集成』は「これほどの苦しい思いをしたことはなかったが。「砕く」は、思い乱れること。このあたり敬語がなく、御息所の心中の思いをそのまま地の文とした書き方」と注す。

3 【もてなすさまなりし御禊の後】「し」（過去の助動詞）は、自らの体験をいうニュアンスで、御息所の立場にたった主観的な語り口。

4 【思し浮かれにし心鎮まりがたう思さるるけにや】語り手の挿入句。御息所の心を推測。「し」（過去の助動詞）は前行に同じだが、「思す」（尊敬語）という語られるので、語り手の立場にたったやや客観的な語り口。『集成』は「理性をなくされたお心が」の意に解す。

5 【かの姫君】葵の上をさす。

6 【いときよらにてある所に】『集成』は「美しい装いでいる所へ」、『完訳』も「まことにきれいなお姿をしていらっしゃる所に」の意に解す。この場合の「きよら」は清浄の意であろう。

7 【行きて】横山本は「ゆ（=い）きて」と訂正、肖柏本は「ゆきて」と表記。主語は御息所の魂。

8 【たけくいかきひたぶる心出で来て】『集成』は「烈しく猛々しいいちずな気持が湧いてきて」の意に解す。

9 【見えたまふ】夢の中に自分の行動がお現れになるの意。主語が夢の中の自分となる。


葵．２．３．３

■　「あな、心憂こころうや1。

◇　「ああ、何と忌まわしいことか。

■　げに、身みを捨すててやS6、往いにけむ2」

◇　なるほど、身体を抜け出して出て行ったのだろう」

■　と、うつし心ごころならずおぼえたまふ折々をりをりもあれば、

◇　と、正気を失ったように思われなさる時が度々あるので、

■　「さならぬことだに3、人ひとの御おほむためには、よさまのことをしも言いひ出いでぬ世よなれば、ましてこれは、いとよう言いひなしつべきたよりなり」

◇　「何でもないことでさえも、他人の事では、よいような噂は立てないのが世間の常なので、ましてこのことは、何とでも噂立てられる絶好の種だ」

■　と思おぼすに、いと名なだたしうP11、

◇　とお思いになると、とても評判になりそうで、

■　「ひたすら世よに亡なくなりて、後のちに4怨うらみ残のこすは世よの常つねのことなり。

◇　「もう亡くなってしまって、後に怨みを残すのは世間にもあることだ。

■　それだに、人ひとの上うへにては、罪深つみふかうゆゆしきを、うつつのわが身みながら、さる疎うとましきことを言いひつけらるる宿世すくせの憂うきこと。

◇　それでさえ、人の身の上については、罪深く忌まわしいのに、生きている身でありながら、そのような忌まわしいことを、噂される因縁の辛いこと。

■　すべて、つれなき人ひとにいかで心こころもかけきこえじ」

◇　もう一切、薄情な方に決して心をお掛け申すまい」

■　と思おぼし返かへせど、思おもふもものをS7なり5。

◇　とお考え直しになるが、思うまいと思うのも物思うことである。


S6 身を捨てて行きやしにけむ思ふより外なる物は心なりけり（古今集雑下-九七七　凡河内躬恒）

P11 名たたしう--なたら（ら/＄た〈朱〉）しう

S7 思はじと思ふも物を思ふなり言はじと言ふもこれも言ふなり（源氏釈所引、出典未詳）

1 【あな心憂や】以下「往にけむ」まで、御息所の心。

2 【げに身を捨ててや往にけむ】『源氏釈』は「身を捨てて行きやしにけむ思ふより外なるものは心なりけり」（古今集、雑下、九七七、躬恒）を指摘。

3 【さならぬことだに】以下「たよりなり」まで、御息所の心。

4 【ひたすら世に亡くなりて後に】以下「心もかけきこえじ」まで、御息所の心中。源氏を断念することを決意。

5 【思ふもものをなり】『源氏釈』は「思はじと思ふも物を思ふなり言はじと言ふもこれも言ふなり」（出典未詳）を指摘。『奥入』は「思はじと思ふも物を思ふなり思はじとだに思はじやなぞ」（出典未詳）を指摘。『集成』は『奥入』所引歌を、『完訳』は『源氏釈』所引歌を引歌として指摘する。


第四段　斎宮、秋に宮中の初斎院に入る

葵．２．４．１

■　斎宮さいぐうは、去年内裏こぞうちに入いりたまふべかりしを1、さまざま障さはることありて、この秋入あきいりたまふ。

◇　斎宮は、去年内裏にお入りになるはずであったが、さまざまに差し障ることがあって、この秋にお入りになる。

■　九月ながつきには、やがて野のの宮みやに移うつろひたまふべければ、ふたたびの御祓おほむはらへのいそぎ、とりかさねてあるべきに、ただあやしうほけほけしうて、つくづくと臥ふし悩なやみたまふを、宮人みやびと、いみじき大事だいじにて、御祈おほむいのりなど、さまざま仕つかうまつる。

◇　九月には、そのまま野の宮にお移りになる予定なので、二度目の御禊の準備、引き続いて行うはずのところ、まるで妙にぼうっとして、物思いに沈んで悩んでいらっしゃるのを、斎宮寮の官人たち、ひどく重大視して、御祈祷など、あれこれと致す。


1 【斎宮は、去年内裏に入りたまふべかりしを】齋宮は卜定されると、まず賀茂川で御禊をし、次いで宮中の初齋院に入る。そこでおよそ一年を過ごし、翌年の秋に二度めの御禊を行い、嵯峨野の野宮に移る。そして翌年の秋九月に伊勢へ向かう。齋宮は卜定から伊勢下向までおよそ足掛け三年ある。


葵．２．４．２

■　おどろおどろしきさまにはあらず、そこはかとなくて、月日つきひを過すぐしたまふ。

◇　ひどく苦しいという様子ではなく、どこが悪いということもなくて、月日をお過ごしになる。

■　大将殿だいしゃうどのも、常つねにとぶらひきこえたまへど1、まさる方2かたのいたうわづらひたまへば、御心みこころのいとまなげなり。

◇　大将殿も欠かさずお見舞い申し上げなさるが、さらに大事な方がひどく患っていられるので、お気持ちの余裕がないようである。


1 【とぶらひきこえたまへど】このお見舞いは使者である。『完訳』は「源氏自身でなく使者を派遣」と注す。

2 【まさる方】葵の上をさす。


葵．２．４．３

■　まださるべきほどにもあらずと1、皆人みなひともたゆみたまへるに、にはかに御みけしきありて、悩なやみたまへば、いとどしき御祈おほむいのり、数かずを尽つくしてせさせたまへれど、例れいの執念しふねき御おほむもののけ一ひとつ、さらに動うごかず、やむごとなき験者げんじゃども2、めづらかなりともてなやむ。

◇　まだその時期ではないと、誰も彼もが油断していられたところ、急に産気づかれてお苦しみになるので、これまで以上の御祈祷の有りったけを尽くしておさせになるが、例の執念深い物の怪が一つだけ全然動かず、霊験あらたかな験者どもは、珍しいことだと困惑する。

■　さすがに、いみじうP12調てうぜられて、心苦こころくるしげに泣なきわびて、

◇　とはいっても、たいそう調伏されて、いたいたしげに泣き苦しんで、

■　「すこしゆるべたまへや。

◇　「少し緩めてください。

■　大将だいしゃうに聞きこゆべきことあり3」

◇　大将に申し上げる事がある」

■　とのたまふ4。

◇　とおっしゃる。

■　「さればよ。

◇　「やはりそうであったか。

■　あるやうあらむ5」

◇　何かわけがあるのだろう」

■　とて、近ちかき御几帳みきちゃうのもとに入いれたてまつりたり6。

◇　と言って、近くの御几帳の側にお入れ申し上げた。

■　むげに限かぎりのさま7にものしたまふを、聞きこえ置おかまほしきこともおはするにや8とて、大臣おとども宮みやも9すこし退しりぞきP13たまへり。

◇　とてももうだめかと思われるような容態でいられるので、ご遺言申し上げて置きたいことでもあるのだろうかと思って、大臣も宮も少しお下がりになった。

■　加持かぢの僧そうども、声こゑしづめて法華経ほけきゃうを誦よみたる、いみじう尊たふとし10。

◇　加持の僧どもは、声を低めて法華経を読んでいる、たいそう尊い。


P12 いみじう--（/+いみしう〈朱〉）

P13 退き--し（し/+り〈朱〉）そき

1 【まださるべきほどにもあらずと】「ほど」は出産の時期をさす。

2 【やむごとなき験者ども】『集成』は「霊験あらたかな」と注す。『完訳』は「尊い験者衆も」と訳す。

3 【すこしゆるべたまへや大将に聞こゆべきことあり】物の怪の詞。

4 【とのたまふ】『集成』は「物の怪の言葉であるが、とり憑いている葵の上の口を借りて言うので、周囲の人々にはその区別がつかない。それで「のたまふ」と敬語をもちいる」と注す。

5 【さればよあるやうあらむ】女房の詞。よって敬語がつかない。

6 【入れたてまつりたり】源氏を葵の上のいる几帳の内側に。

7 【限りのさま】葵の上の容態をさす。

8 【聞こえ置かまほしきこともおはするにや】大臣や大宮の心中。葵の上が源氏に。遺言をさす。

9 【大臣も宮も】葵の上の父左大臣と母大宮。

10 【いみじう尊し】語り手の評言。


葵．２．４．４

■　御几帳みきちゃうの帷子引かたびらひき上あげて見みたてまつりたまへば1、いとをかしげにて、御腹おほむはらはいみじう高たかうて臥ふしたまへるさま、よそ人びとだに、見みたてまつらむに心乱こころみだれぬべし2,3。

◇　御几帳の帷子を引き上げて拝見なさると、とても美しいお姿で、お腹はたいそう大きくて臥していられる様子、他人であっても、拝見しては心動かさずにはいられないであろう。

■　まして惜をしう悲かなしう思おぼす、ことわりなり4。

◇　まして惜しく悲しくお思いになるのは、もっともである。

■　白しろき御衣おほむぞに、色いろあひいとはなやかにて、御髪みぐしのいと長ながうこちたきを、引ひき結ゆひてうち添そへたるも、

◇　白いお着物に、色合いがとてもくっきりとして、髪がとても長くて豊かなのを、引き結んで横に添えてあるのも、

■　「かうてこそ5、らうたげになまめきたる方添かたそひてをかしかりけれ」

◇　「こうあってこそかわいらしげで優美な点が加わり美しいのだなあ」

■　と見みゆ。

◇　と見える。

■　御手みてをとらへて6、

◇　お手を取って、

■　「あな、いみじ。

◇　「ああ、ひどい。

■　心憂こころうきめを見みせたまふかな7」

◇　辛い思いをおさせになるとは」

■　とて、ものも聞きこえたまはず泣なきたまへば、例れいはいとわづらはしう8恥はづかしげなる御おほむまみを、いとたゆげに見上みあげて、うちまもりきこえたまふに、涙なみだのこぼるるさま9を見みたまふは、いかがあはれの浅あさからむ10。

◇　と言って、何も申し上げられずにお泣きになると、いつもはとても煩わしく気が引けて近づきがたいまなざしを、とても苦しそうに見上げて、じっとお見つめ申していらっしゃると、涙がこぼれる様子を御覧になるのは、どうして情愛を浅く思うであろうか。


1 【引き上げて見たてまつりたまへば】主語は源氏。

2 【よそ人だに見たてまつらむに心乱れぬべし】語り手の感情移入の推測。「よそ人」を『集成』は「夫婦でなくても」と注す。『完訳』は「夫という関係にない人でさえ」と注す。

3 【心乱れぬべし】『完訳』は「どうしてよいのか分らぬ気持になるにちがいない」と訳す。

4 【まして惜しう悲しう思すことわりなり】語り手の断言。

5 【かうてこそ】以下「をかしかりけれ」まで、源氏の心。

6 【御手をとらへて】主語は源氏。

7 【あないみじ心憂きめを見せたまふかな】源氏の詞。『完訳』は「相手の死を懸念する言い方」と注す。

8 【例はいとわづらはしう】以下、葵の上の描写。

9 【涙のこぼるるさま】葵の上をさす。

10 【いかがあはれの浅からむ】反語表現。「どうして浅いことがあろうか、浅くはない」。語り手の評言。『湖月抄』は「源の心中を草子の地より云也」と指摘。


葵．２．４．５

■　あまりいたう泣なきたまへば1、

◇　あまりひどくお泣きになるので、

■　「心苦こころぐるしき親おやたちの2御おほむことを思おぼし、また、かく見みたまふにつけて、口惜くちをしうおぼえたまふにや」

◇　「気の毒なご両親のことをご心配され、また、このように御覧になるにつけても、残念にお思いになってのことだろうか」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

■　「何なにごとも3、いとかうな思おぼし入いれそ。

◇　「何事につけても、ひどくこんなに思いつめなさるな。

■　さりともけしうはおはせじ4。

◇　いくら何でも大したことはありません。

■　いかなりとも、かならず逢あふ瀬せあなれば5、対面たいめんはありなむ。

◇　万が一のことがあっても、必ず逢えるとのことですから、きっとお逢いできましょう。

■　大臣おとど、宮みやなども、深ふかき契ちぎりある仲なかは、めぐりても絶たえざなれば6、あひ見みるほどありなむと思おぼせ」

◇　大臣、宮なども、深い親子の縁のある間柄は、転生を重ねても切れないと言うから、お逢いできる時があるとご安心なさい」

■　と、慰なぐさめたまふに、

◇　と、お慰めになると、

■　「いで、あらずや7。

◇　「いえ、そうではありません。

■　身みの上うへのいと苦くるしきを、しばしやすめたまへと聞きこえむとてなむ。

◇　身体がとても苦しいので、少し休めて下さいと申そうと思って。

■　かく参まゐり来こむともさらに思おもはぬを、もの思おもふ人ひとの魂たましひは、げにあくがるるものになむありける」

◇　このように参上しようとはまったく思わないのに、物思いする人の魂は、なるほど抜け出るものだったのですね」

■　と、なつかしげに8言いひて、

◇　と、親しげに言って、


1 【あまりいたう泣きたまへば】葵の上の様子をいう。

2 【心苦しき親たちの】以下「おぼえたまふにや」まで、源氏の推測。

3 【何ごとも】以下「思せ」まで、源氏の詞。

4 【さりともけしうはおはせじ】『完訳』は「確かに症状がよくないとはいえ、命にかかわることはあるまい」と注す。

5 【逢ふ瀬あなれば】「なれ」（伝聞推定の助動詞）。『集成』は「当時の俗信で、女は三途の川を渡る時、最初に契った男に背負われて渡ると言われたいたから、そこで再会できるはずだという意」と注す。

6 【絶えざなれば】「なれ」（伝聞推定の助動詞）。『集成』は「（この世で親子の縁を結ぶほど）前世からの深い因縁のある間柄は、未来の転生を重ねて、切れはしないということですから」と注す。

7 【いであらずや】以下「ものになむありける」まで、物の怪の詞。『完訳』は「反発の発語。以下、御息所の言葉としか考えられない内容」と注す。

8 【なつかしげに】『完訳』は「親しげに。源氏への未練」と注す。


葵．２．４．６

■　「嘆なげきわび空そらに乱みだるるわが魂たまを

結むすびとどめよしたがへのつま1」

◇　「悲しみに堪えかねて抜け出たわたしの魂を

結び留めてください、下前の褄を結んで」


1 【嘆きわび空に乱るるわが魂を結びとどめよしたがへのつま】大島本「したかへ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「したがひ」と校訂する。『新大系』は「したがへ」のままとする。平安文学には「したがひ」（宇津保物語・蜻蛉日記）「したがへ」（狭衣物語）の両用例がある。物の怪の歌。『異本紫明抄』は「思ひ余り出でにし魂のあるならむ夜深く見えば魂結びせよ」（伊勢物語）を指摘。また『河海抄』は「魂は見つぬしは誰とも知らねども結びとどめよしたがひつま」（袋草子）を指摘。


葵．２．４．７

■　とのたまふ声こゑ、けはひ、その人ひとにもあらず1、変かはりたまへり。

◇　とおっしゃる声、雰囲気、この人ではなく、変わっていらっしゃった。

■　「いとあやし2」

◇　「たいそう変だ」

■　と思おぼしめぐらすに、ただ、かの御息所みやすむどころなりけり3。

◇　とお考えめぐらすと、まったく、あの御息所その人なのであった。

■　あさましう、人ひとのとかく言いふP14を、よからぬ者ものどもの言いひ出いづるP15ことも4、聞ききにくく思おぼして、のたまひ消けつを、目めに見みす見みす、

◇　あきれて、人が何かと噂をするのを、下々の者たちが言い出したことも、聞くに耐えないとお思いになって、無視していられたが、目の前にまざまざと、

■　「世よには、かかることこそはありけれ5」

◇　「本当に、このようなこともあったのだ」

■　と、疎うとましうなりぬ。

◇　と、気味悪くなった。

■　「あな、心憂こころう」

◇　「ああ、嫌な」

■　と思おぼされて、

◇　と思わずにはいらっしゃれず、

■　「かくのたまへど7、誰たれとこそ知しらね。

◇　「そのようにおっしゃるが、誰とも分からぬ。

■　たしかにのたまへ」

◇　はっきりと名乗りなさい」

■　とのたまへば、ただそれなる御おほむありさまに、あさましとは世よの常つねなり8。

◇　とおっしゃると、まったく、その方そっくりのご様子なので、あきれはてるという言い方では平凡である。

■　人々近ひとびとちかう参まゐるも、かたはらいたう思おぼさる。

◇　女房たちがお側近くに参るのも、気が気ではない。


P14 言ふ--*ゆふ

P15 出づる--いへ（へ/＄つ〈朱〉）る

1 【その人にもあらず】葵の上とは違う。

2 【いとあやし】源氏の心。

3 【ただかの御息所なりけり】源氏の驚きを地の文で語る。語り手の感情移入。

4 【言ひ出づることも】大島本「いひいへ（へ＄つ〈朱〉）ることも（△＆も）」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「言ひ出づることと」と校訂する。『新大系』は底本の「言ひ出づることも」に従う。

5 【世にはかかることこそはありけれ】源氏の驚嘆の心。

6? 【あな心う】源氏の心。『完訳』は「この「心憂」は心底からいやに思う気持。以後の源氏に頻出」と注す。

7 【かくのたまへど】以下「たしかにのたまへ」まで、源氏の詞。

8 【あさましとは世の常なり】源氏の驚きを地の文で語る。語り手の感情移入による評言。


第五段　葵の上、男子を出産

葵．２．５．１

■　すこし御声おほむこゑもしづまりたまへれば1、隙ひまおはするにや2とて、宮みやの御湯持おほむゆもて寄よせたまへるに、かき起おこされたまひて3、ほどなく生むまれたまひぬ4。

◇　少しお声も静かになられたので、一時収まったのかと、宮がお薬湯を持って来させになったので、抱き起こされなさって、間もなくお生まれになった。

■　うれしと思おぼすこと限かぎりなきに、人ひとに駆かり移うつしたまへる御おほむもののけども、ねたがりまどふけはひ、いともの騒さはがしうて、後のちの事5こと、またいと心こころもとなし。

◇　嬉しいとお思いになることこの上もないが、憑坐にお移しになった物の怪どもが、悔しがり大騷ぎする様子、とても騒々しくて、後産の事も、またとても心配である。

■　言いふ限かぎりなき願ぐわんども立たてさせたまふけにや、たひらかに事ことなり果はてぬれば、山やまの座主ざす、何なにくれやむごとなき僧そうども6、したり顔がほに汗あせおしのごひつつ、急いそぎまかでぬ。

◇　数え切れないほどの願文どもを立てさせなさったからか、無事に後産も終わったので、山の座主、誰彼といった尊い僧どもが、得意顔に汗を拭いながら、急いで退出した。


1 【すこし御声もしづまりたまへれば】もののけの声が静まる。

2 【隙おはするにや】大宮の推測。苦しみが一時収まったのか、の意。

3 【かき起こされたまひて】主語は葵の上。当時の出産は座った姿勢でなされた。

4 【ほどなく生まれたまひぬ】後の夕霧。

5 【後の事】後産をさす。

6 【山の座主何くれやむごとなき僧ども】葵の上の出産に、天台座主をはじめ幾人もの高僧たちを招いて祈祷させていた。


葵．２．５．２

■　多おほくの人ひとの心こころを尽つくしつる日ひごろの名残なごり、すこしうちやすみて、

◇　大勢の人たちが心を尽くした幾日もの看病の後の緊張が、少し解けて、

■　「今いまはさりとも」

◇　「今はもう大丈夫」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　御修法みすほふなどは、またまた始はじめ添そへさせたまへど、まづは、興きょうあり、めづらしき御おほむかしづきに、皆人みなひとゆるべり。

◇　御修法などは、再びお始めさせなさるが、差し当たっては、楽しくあり、おめでたいお世話に、皆ほっとしている。

■　院ゐんをはじめたてまつりて、親王みこたち、上達部かむだちめ、残のこるなき産養うぶやしなひどもの、めづらかにいかめしきを、夜よごとに見みののしる2。

◇　院をお始め申して、親王方、上達部が、残らず誕生祝いの贈り物、珍しく立派なのを、夜毎に見て大騷ぎする。

■　男をとこにてさへおはすれば、そのほどの作法さほふ、にぎははしくめでたし。

◇　男の子でさえあったので、そのお祝いの儀式、盛大で立派である。


1? 【名残すこしうち休みて】『完訳』は「残っていた心配も薄らいで」と注す。

2 【産養どものめづらかにいかめしきを夜ごとに見ののしる】誕生後の三日・五日・七日・九日目の夜に催す。


葵．２．５．３

■　かの御息所みやすむどころは、かかる御おほむありさまを聞ききたまひても、ただならず。

◇　あの御息所は、このようなご様子をお聞きになっても、おもしろくない。

■　「かねては1、いと危あやふく聞きこえしを、たひらかにもはた」

◇　「以前には、とても危ないとの噂であったのに、安産であったとは」

■　と、うち思おぼしけり。

◇　と、お思いになった。

■　あやしう、我われにもあらぬ御心地みここちを思おぼしつづくるに、御衣おほむぞなども、ただ芥子けしの香かに2染しみ返かへりたる3あやしさに、御おほむゆする参まゐり、御衣着替おほむぞきかへなどしたまひて、試こころみP16たまへど、なほ同おなじやうにのみあれば、わが身みながらだに疎うとましう思おぼさるるに、まして、人ひとの言いひ思おもはむことなど、人ひとにのたまふべきことならねば、心こころひとつに思おぼし嘆なげくに、いとど御心変みこころがはりもまさりゆく。

◇　不思議に、自分が自分でないようなご気分を思い辿って御覧になると、お召物なども、すっかり芥子の香が滲み着いている奇妙さに、髪をお洗いになり、着物をお召し替えになったりなどして、お試しになるが、依然として前と同じようにばかり臭いがするので、自分の身でさえありながら疎ましく思わずにはいらっしゃれないのに、それ以上に、他人が噂し推量するだろう事など、誰にもおっしゃれるような内容でないので、心一つに収めてお嘆きになっていると、ますます気が変になって行く。


P16 試み--心え（え/＄み〈朱〉）

1 【かねては】以下「たひらかにもはた」まで、御息所の心。下に「ありけるよ」などの語句が省略された文であろう。

2 【御衣などもただ芥子の香に】御息所の衣服に芥子の香が衣服に染み込んでいたというのは、もののけとなって葵の上のもとに行っていた証拠である。

3 【染み返りたる】大島本と榊原家本は「たる」と連体形で下にかかる。横山本は「る」ミセケチにし「り」と訂正。池田本、肖柏本、三条西家本、書陵部本は「たり」と終止形。河内本や別本は池田本等と同文。『集成』『新大系』は「たる」のまま、『古典セレクション』は諸本に従って「たり」と校訂する。


葵．２．５．４

■　大将殿だいしゃうどのは、心地ここちすこしのどめたまひて、あさましかりしほどの問とはず語がたりも、心憂こころうく思おぼし出いでられつつ、

◇　大将殿は、気持ちが少し落ち着きなさって、何とも言いようのなかったあの時の問わず語りを、何度も不愉快にお思い出しになられて、

■　「いとほど経へにけるも1心苦こころぐるしう、また気近けぢかう見みたてまつらむには、いかにぞや。

◇　「まこと日数が経ってしまったのも気の毒だし、また身近にお逢いすることは、どうであろうか。

■　うたておぼゆべきを、人ひとの御おほむためいとほしう」

◇　きっと不愉快に思われようし、相手の方のためにも気の毒だろうし」

■　、よろづに思おぼして、御文おほむふみばかりぞありける。

◇　と、いろいろとお考えになって、お手紙だけがあるのだった。


1 【いとほど経にけるも】以下「いとほしう」まで、源氏の心中。心中文を受ける引用の格助詞「と」はなく、地の文に続く。


葵．２．５．５

■　いたうわづらひたまひし人ひとの御名残おほむなごりゆゆしう、心こころゆるびなげに、誰たれも思おぼしたれば、ことわりにて、御歩おほむありきもなし。

◇　ひどくお患いになった方の病後が心配で、気を緩めずに、皆がお思いであったので、当然のことなので、お忍び歩きもしない。

■　なほいと悩なやましげにのみしたまへば、例れいのさまにてもまだ対面たいめんしたまはず。

◇　依然としてひどく悩ましそうにばかりなさっているので、普段のようにはまだお会いになさらない。

■　若君わかぎみのいとゆゆしきまで見みえたまふ御おほむありさまを、今いまからP17、いとさまことにもてかしづききこえたまふさま、おろかならず1、ことあひたる心地2ここちして、大臣おとどもうれしういみじと思おもひきこえたまへるに、ただ、この御心地みここちおこたり果はてたまはぬを、心こころもとなく思おぼせど、

◇　若君がとても恐いまでにかわいらしくお見えになるお姿を、今から、とても特別にお育て申し上げなさる様子、並大抵でなく、願い通りの感じがして、大臣も嬉しく幸せにお思い申していられるが、ただ、このご気分がすっかりご回復なさらないのを、ご心配になっているが、

■　「さばかりいみじかりし名残なごりにこそは3」

◇　「あれほど重く患った後だから」

■　と思おぼして、いかでかは、さのみP18は心こころをも惑まどはしたまはむ。

◇　とお思いになって、どうして、それほどご心配ばかりなっていられようか。


P17 今から--いまかう（う/＄ら〈朱〉）

P18 さのみ--さ（さ/＄さ〈朱〉）

1 【おろかならず】『集成』は句点で文を終止、『古典セレクション』『新大系』は読点で文を続ける。

2 【ことあひたる心地】『集成』は「物ごとが思い通りになった気がして。源氏がお産の間、葵の上に尽してくれた上に長男の誕生に満足している様子を見て、この結婚は万事成功だと思う気持」と注す。

3 【さばかりいみじかりし名残にこそは】左大臣の心。


葵．２．５．６

■　若君わかぎみの御おほむまみの1うつくしさなどの、春宮とうぐうにいみじう似にたてまつりたまへるを、見みたてまつりたまひても2、まづ、恋こひしう思おもひ出いでられさせたまふに3、忍しのびがたくて、参まゐりたまはむとて、

◇　若君のお目もとのかわいらしさなどが、春宮にそっくりお似申していられるのを、拝見なされても、まっ先に、恋しくお思い出しにならずにはいらっしゃれなくて、堪えがたくて、参内なさろうとして、

■　「内裏うちなどにも4あまり久ひさしう参まゐりはべらねば、いぶせさに、今日けふなむ初立うひだちしはべるを、すこし気近けぢかきほどにて聞きこえさせばや。

◇　「宮中などにもあまり長いこと参っておりませんので、気がかりゆえに、今日初めて外出致しますが、もう少し近い所でお話し申したいものです。

■　あまりおぼつかなき御心みこころの隔へだてかな5」

◇　あまりにも気がかりな他人行儀なお愛想ですから」

■　と、恨うらみきこえたまへれば、

◇　とお怨み申し上げなさると、

■　「げに、ただひとへに6艶えんにのみあるべき御仲おほむなかにもあらぬを7、いたう衰おとろへたまへりと言いひながら、物越ものごしにてなどあべきかは」

◇　「仰せのとおりですわ、ただひたすら優美にばかり振る舞うお仲ではありませんが、ひどくおやつれになっていらっしゃるとは申しても、物を隔ててお会いになる間柄ではございませんわ」

■　とて、臥ふしたまへる所ところに、御座近おましちかう参まゐりたれば、入いりてものなど聞きこえたまふ。

◇　と言って、臥せっていられる所に、お席を近く設けたので、中に入ってお話など申し上げなさる。


1 【若君の御まみの】夕霧の目もと。

2 【見たてまつりたまひても】主語は源氏。『集成』は「「たてまつり」は、若君に対する尊敬語。源氏がわが子を大切に思う気持が現れている」と注す。

3 【思ひ出でられさせたまふに】「られ」（自発の助動詞）「させ」（尊敬の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）。「させたまふ」は春宮に対する最高敬語。

4 【内裏などにも】以下「隔てかな」まで、源氏の詞。

5 【おぼつかなき御心の隔てかな】『完訳』は「病気の葵の上と身近に話せなかった心もとなさを、あえて、相手がうちとけてくれない心もとなさ、と恨んだ言い方をした」と注す。

6 【げにただひとへに】以下「あるべきかは」まで、女房の詞。

7 【艶にのみあるべき御仲にもあらぬを】『完訳』は「お体裁をつくっていらっしゃるべき御仲でもないのですから」の意に訳す。


葵．２．５．７

■　御おほむいらへ、時々聞ときどききこえたまふも、なほいと弱よわげなり。

◇　お返事、時々申し上げなさるが、やはりとても弱々しそうである。

■　されど、むげに亡なき人ひと思とおもひきこえし御おほむありさまを思おぼし出いづれば、夢ゆめの心地ここちして、ゆゆしかりしほどのことどもなど聞きこえたまふついでにも、かのむげに息いきも絶たえたるやうにおはせしが、引ひき返かへし、つぶつぶとのたまひしことども思おぼし出いづるに、心憂こころうければ、

◇　けれど、もう助からない人とお思い申したご様子をお思い出しになると、夢のような気がして、危なかった時の事などをお話し申し上げなさる中でも、あのすっかり息も止まったかのようになったのが、急に人が変わって、ぽつりぽつりとお話し出されたことをお思い出しになると、不愉快に思われるので、

■　「いさや、聞きこえまほしきこといと多おほかれど、まだいとたゆげに思おぼしためればこそ」

◇　「いや、お話し申したいことはとてもたくさんあるが、まだとても大儀そうなご気分でいられるようですから」

■　とて、

◇　と言って、

■　「御湯参おほむゆまゐれ」

◇　「お薬湯をお飲みなさい」

■　などさへ、扱あつかひきこえたまふを、いつならひたまひけむと、人ひとびとあはれがりきこゆ。

◇　などとまで、お世話申し上げなさるのを、いつの間にお覚えになったのだろう、と女房たちは感心申し上げる。

葵．２．５．８

■　いとをかしげなる人ひとの、いたう弱よわりそこなはれて、あるかなきかのけしきにて臥ふしたまへるさま、いとらうたげに心苦こころぐるしげなり。

◇　まことに美しい方が、たいそう衰弱しやつれて、生死の境を彷徨っているような感じで臥せっていられる様子、とてもいじらしげに痛々しい。

■　御髪みぐしの乱みだれたる筋すぢもなく、はらはらとかかれる枕まくらのほど、ありがたきまで見みゆれば、

◇　お髪の一筋の乱れ毛もなく、さらさらと掛かっている枕の辺り、めったにないくらい素晴らしく見えるので、

■　「年としごろ、何なにごとを飽あかぬことありて思おもひつらむ」

◇　「何年も、何を物足りないことがあると思っていたのだろう」

■　と、あやしきまでうちまもられP19たまふ。

◇　と、不思議なまでにじっと目を凝らさずにはいらっしゃれない。


P19 まもられ--まも（も/+ら〈朱〉）れ


葵．２．５．９

■　「院ゐんなどに参まゐりて、いととうまかでなむ。

◇　「院などに参って、すぐに下がって来ましょう。

■　かやうにて、おぼつかなからず見みたてまつらば、うれしかるべきを、宮みやのつとおはするに、心地ここちなくやと、つつみて過すぐしつるも苦くるしきを、なほやうやう心強こころづよく思おぼしなして、例れいの御座所おましどころにこそ。

◇　このようにして、隔てなくお会い申すことができるならば、嬉しいのですが、宮がぴったりと付いていらっしゃるので、不躾ではないかしらと遠慮して来ましたのも辛いが、やはりだんだんと気を強くお持ちになって、いつものご座所に。

■　あまりP20若わかくもてなしたまへば、かたへは、かくもものしたまふぞ」

◇　あまり幼く甘えていられると、一方では、いつまでもこのようなままでいらっしゃいますよ」


P20 あまり--あま（ま/＄ま〈朱〉）り


葵．２．５．１０

■　など、聞きこえおきたまひて、いときよげにうち装束さうぞきて出いでたまふを、常つねよりは目めとどめて、見出みいだして臥ふしたまへり。

◇　などと、申し上げ置きなさって、とても美しく装束をお召しになってお出かけになるのを、いつもよりは目を凝らして、お見送りしながら臥せっていらっしゃった。

第六段　秋の司召の夜、葵の上死去する

葵．２．６．１

■　秋あきの司召1つかさめしあるべき定さだめにて、大殿おほとのも参まゐりたまへば、君達きみたちも労いたはり2望のぞみたまふことどもありて、殿とのの御おほむあたり離はなれたまはねば、皆みなひき続つづき出いでたまひぬ。

◇　秋の司召が行われるはずの予定なので、大殿も参内なさると、ご子息たちも昇進をお望みになる事がいろいろあって、殿のご身辺をお離れにならないので、皆後に続いてお出かけになった。


1 【秋の司召】八月に行われる中央官の人事。なお、春には地方官の任命が行われる。

2 【労はり】『完訳』は「自分の功労を申し立てて官位の昇進を望むこと。大臣らがそれを聞いて任免を勘案する」と注す。


葵．２．６．２

■　殿とのの内うち、人少ひとずくなに1しめやかなるほどに、にはかに例れいの御胸おほむむねをせきあげて、いといたう惑まどひたまふ。

◇　殿の内では、人少なでひっそりとしている時、急にいつものようにお胸をつまらせて、とてもひどくお苦しみになる。

■　内裏うちに御消息聞おほむせうそこきこえたまふほどもなく、絶たえ入いりたまひぬ2。

◇　宮中にお知らせ申し上げなさる間もなく、お亡くなりになってしまった。

■　足あしを空そらにて、誰たれも誰たれも、まかでたまひぬれば、除目ぢもくの夜よなりけれど、かくわりなき御障おほむさはりなれば、みな事破ことやぶれたるやうなり3。

◇　足も地に着かない感じで、皆が皆、退出なさったので、除目の夜であったが、このようによんどころのないご支障なので、万事ご破算といったような具合である。

■　ののしり騒さわぐほど、夜中よなかばかりなれば、山やまの座主ざす、何なにくれの僧都そうづたちも、え請さうじあへたまはず。

◇　大騒ぎになったのは、夜半頃なので、山の座主、誰それといった僧都たちも、お迎えになれない。

■　今いまはさりとも、と思おもひたゆみたりつるに、あさましければ、殿とのの内うちの人ひと、ものにぞあたる4。

◇　いくら何でも、もう大丈夫、と気を緩めていたところに、大変なことになったので、邸の内の人々、まごついている。

■　所々ところどころの御おほむとぶらひの使つかひなど、立たちこみたれど、え聞きこえつかず、ゆすりみちて、いみじき御心惑みこころまどひども、いと恐おそろしきまで見みえたまふ。

◇　方々からのご弔問の使者など、立て込んだが、とても取り次ぎできず、上を下への大騷ぎになって、大変なご悲嘆は、まことに恐ろしいまでに見えなさる。


1 【殿の内人少なに】左大臣邸は男たちが宮中に出掛けていて人少なな状況。

2 【絶え入りたまひぬ】葵の上、急死す。

3 【みな事破れたるやうなり】万事ご破算になったようであるの意。

4 【ものにぞあたる】『集成』は「ものにぶつかる。あわてふためく形容」と注す。


葵．２．６．３

■　御おほむもののけのたびたび取とり入いれたてまつりしを思おぼして、御枕おほむまくらなどもさながら、二ふつか、三日見みかみたてまつりたまへど、やうやう変かはりたまふことどものあれば1、限かぎり、と思おぼし果はつるほど、誰たれも誰たれもいといみじ。

◇　物の怪が度々お取り憑き申したことをお考えになって、お枕などもそのままにして、二、三日拝見なさったが、だんだんとお変わりになることどもが現れて来たので、もうこれまで、とお諦めになる時、誰も彼も、本当に悲しい。

■　大将殿だいしゃうどのは、悲かなしきことに、ことを添そへて2、世よの中なかをいと憂うきものに思おぼし染しみぬれば3、ただならぬ御おほむあたり4の弔とぶらひどもも、心憂こころうしとのみぞ、なべて5思おぼさるる。

◇　大将殿は、悲しい事に、もう一件が加わって、男女の仲を本当に嫌なものと身にしみて感じられたので、並々ならぬ方々からのご弔問にも、ただ辛いとばかり、総じて思わずにはいらっしゃれない。

■　院ゐんに、思おぼし嘆なげき、弔とぶらひきこえさせたまふさま、かへりて面立おもだたしげなるを、うれしき瀬せP21もまじりて、大臣おとどは御涙おほむなみだのいとまなし。

◇　院におかれても、お悲しみになられ、御弔問申し上げあそばされる様子、かえって面目を施すことなので、嬉しい気も混じって、大臣はお涙の乾く間もない。

■　人ひとの申まうすに従したがひて、いかめしきことどもを、生いきや返かへりたまふと、さまざまに残のこることなく、かつ損そこなはれP22たまふことどものあるを見みる見みるも、尽つきせず思おぼし惑まどへど、かひなくて日ひごろになれば6、いかがはせむとて、鳥辺野とりべのに率ゐてたてまつるほど、いみじげなる7こと、多おほかり。

◇　人の申すことに従って、大がかりなご祈祷によって、生き返りなさらないかと、さまざまにあらゆる方法を試み、また一方では傷んで行かれる様子を見ながらも、なおもお諦め切れずにいられたが、その効もなく何日にもなったので、もはや仕方がないと、鳥辺野にお送り申す時、ご悲嘆の極み、万端であった。


P21 瀬--を（を/＄せ〈朱〉）

P22 損なはれ--そこな（な/+は〈朱〉）れ

1 【やうやう変はりたまふことどものあれば】死後、二三日も経てば、遺体もかなり腐敗してこよう。

2 【悲しきことにことを添へて】『集成』は「（葵の上の死という）悲しいことに、（御息所の生霊という）厭わしいことが加わって」と注す。

3 【世の中をいと憂きものに思し染みぬれば】『完訳』は「ここでは「世の中」は男女関係、「うし」は厭わしい気持。これまでも生霊を、「心憂」と思った源氏はあらためて、生霊にもなりかねぬ男女の愛執を厭うべきものと捉え直した」と注す。

4 【ただならぬ御あたり】『完訳』は「愛人関係にある方々」と注す。

5 【心憂しとのみぞなべて】『完訳』は「「のみぞなべて」の語勢に注意。すべての愛人たちを否定的にみる」と注す。

6 【日ごろになれば】葵の上の死は八月十四日（「御法」巻）、葬送は二十余日で、その間七、八日くらいある。

7 【いみじげなる】横山本は「いと〔補入〕いみしけなる」、池田本、肖柏本、三条西家本は「いといみしけなる」とある。書陵部本と榊原家本は大島本に同文。


第七段　葵の上の葬送とその後

葵．２．７．１

■　こなたかなたの御送おほむおくりの人ひとども、寺々てらでらの念仏僧ねんぶつそうなど、そこら広ひろき野のに所ところもなし。

◇　あちらこちらのご葬送の人々や、寺々の念仏僧などが、大変広い野辺に隙間もない。

■　院ゐんをばさらにも申まうさず、后きさいの宮みや、春宮とうぐうなどの御使おほむつかひ、さらぬ所々ところどころのも参まゐりちがひて、飽あかずいみじき御おほむとぶらひを聞きこえたまふ。

◇　院からは今さら申すまでもなく、后の宮、東宮などのご弔問の使者、その他所々の使者も代わる代わる参って、尽きない悲しみのご弔問を申し上げなさる。

■　大臣おとどはえ立たち上あがりたまはず、

◇　大臣は立ち上がることもおできになれず、

■　「かかる齢よはひの末すゑに1、若わかく盛さかりの子こに後おくれたてまつりて、もごよふこと」

◇　「このようにな晩年に、若くて盛りの娘に先立たれ申して、よろよろと這い回るとは」

■　と恥はぢ泣なきたまふを、ここらの人悲ひとかなしう見みたてまつる。

◇　と恥じ入ってお泣きになるのを、大勢の人々が悲しく拝する。


1 【かかる齢の末に】以下「もごよふこと」まで、左大臣の詞。


葵．２．７．２

■　夜よもすがらいみじうののしりつる儀式1ぎしきなれど、いともはかなき御屍おほむかばねばかりを御名残おほむなごりにて、暁深あかつきふかく帰かへりたまふ。

◇　一晩中たいそうな騷ぎの盛大な葬儀だが、まことにはかないご遺骨だけを後に残して、夜明け前早くにお帰りになる。

■　常つねのことなれど、人一人ひとひとりか、あまたしも見みたまはぬことなれば2にや、類たぐひなく思おぼし焦こがれたり。

◇　世の常のことだが、人一人か、多くは御覧になっていないから、譬えようもなくお悲しみになった。

■　八月二十余日はちぐわちにじふよにちの有明ありあけなれば、空そらもけしきもあはれ少すくなからぬに、大臣おとどの闇やみに暮くれ惑まどひS8たまへるさまを見みたまふも、ことわりにいみじければ、空そらのみ眺ながめられS9たまひて、

◇　八月二十日余りの有明のころなので、空も風情も情趣深く感じられるところに、大臣が親心の闇に悲しみに沈んで取り乱していられる様子を御覧になるのも、ごもっともなことと痛ましいので、空ばかりが自然と眺められなさって、


S8 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひにけるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

S9 大空は恋しき人の形見かは物思ふごとに眺めらるらむ（古今集恋四-七四三　酒井人真）

1 【夜もすがらいみじうののしりつる儀式】当時の葬儀は夕方に野辺送りして一晩中かけて荼毘にふし、明け方に遺骨を拾って帰る。漆黒の闇夜を焦がす火葬の炎と煙そして帰りがけの朝露は葬儀に参列した人々には心に深く残る。

2 【人一人かあまたしも見たまはぬことなれば】『集成』は「（人の死に目に遭うのは）一人ぐらいか、その程度で、多くは経験なさらぬことだからであろうか。源氏は今まで、三歳の時に母、六歳の時に祖母に死別しているが、直接死に目に遭ったのは夕顔だけである」と指摘する。


葵．２．７．３

■　「のぼりぬる煙けぶりはそれとわかねども

なべて雲居くもゐのあはれなるかな」

◇　「空に上った煙は雲と混ざり合ってそれと区別がつかないが

おしなべてどの雲もしみじみと眺められることよ」

葵．２．７．４

■　殿とのにおはし着つきて、つゆまどろまれたまはず。

◇　殿にお帰りになっても、少しもお眠りになれない。

■　年としごろの御おほむありさまを思おぼし出いでつつ、

◇　年来のご様子をお思い出しになりながら、

■　「などて、つひにはおのづから見直みなほしたまひてむと、のどかに思おもひて、なほざりのすさびにつけても、つらしとおぼえられたてまつりけむ。

◇　「どうして、最後には自然と分かってくれようと、のんびりと考えて、かりそめの浮気につけても、ひどいと思われ申してしまったのだろう。

■　世よを経へて、疎うとく恥はづかしきものに思おもひて過すぎ果はてたまひぬる」

◇　結婚生活中、親しめない気の置けるものと思って、お亡くなりになってしまったことよ」

■　など、悔くやしきこと多おほく、思おぼしつづけらるれど、かひなし。

◇　などと、悔やまれることが多く、次々とお思い出しにならずにはいらっしゃれないが、効がない。

■　にばめる御衣おほむぞたてまつれるも、夢ゆめの心地ここちして、

◇　鈍色の喪服をお召しになるのも、夢のような気がして、

■　「われ先立さきだたましかば、深ふかくぞ染そめたまはまし」

◇　「自分が先立ったのならば、色濃くお染めになったろうに」

■　と、思おぼすさへ、

◇　と、お思いになるのまでが、

葵．２．７．５

■　「限かぎりあれば薄墨衣浅うすずみごろもあさけれど

涙なみだぞ袖そでを淵ふちとなしける」

◇　「きまりがあるので薄い色の喪服を着ているが

涙で袖は淵のように深く悲しみに濡れている」

葵．２．７．６

■　とて、念誦ねんずしたまへるさま、いとどなまめかしさまさりて、経忍きゃうしのびやかに誦よみたまひつつ、

◇　と詠んで、念仏読経なさっている様子、ますます優美な感じが勝って、お経を声をひそめてお読みになりながら、

■　「法界三昧普賢大士ほふかいざんまいふげんだいし」

◇　「法界三昧普賢大士」

■　とうちのたまへる、行おこなひ馴なれたる法師ほふしよりはけなり。

◇　とお唱えになるのは、勤行慣れした法師よりも殊勝である。

■　若君わかぎみを見みたてまつりたまふにも、

◇　若君を拝見なさるにつけても、

■　「何なに忍にしのぶのS10」

◇　「何を忍ぶよすがに」

■　と、いとど露つゆけけれど、

◇　と、ますます涙がこぼれ出て来たが、

■　「かかる形見かたみさへなからましかば」

◇　「このような子までがいなかったら」

■　と、思おぼし慰なぐさむ。

◇　と、気をお紛らしになる。

■　宮みやはしづみ入いりて、そのままに起おき上あがりたまはず、危あやふげに見みえたまふを、また思おぼし騒さわぎて、御祈おほむいのりなどせさせたまふ。

◇　宮は沈み込んで、そのまま起き上がりなさらず、命も危なそうにお見えになるので、またお慌てになって、ご祈祷などをおさせになる。


S10 結びおきし形見の子だになかりせば何に忍の草を摘ままし（後撰集雑二-一一八七　兼忠が母の乳母）


葵．２．７．７

■　はかなうP23過すぎゆけば、御おほむわざのいそぎなどせさせたまふも、思おぼしかけざりしことなれば、尽つきせずいみじうなむ。

◇　とりとめもなく月日が過ぎて行くので、ご法事の準備などをおさせになるのも、思いもなさらなかったことなので、悲しみは尽きず大変である。

■　なのめにかたほなるをだに、人ひとの親おやはいかが思おもふめる、ましてことわりなり。

◇　取るに足らない不出来な子供でさえ、人の親はどんなに辛く思うことだろう、まして、当然である。

■　また、類たぐひおはせぬをだに、さうざうしく思おぼしつるに、袖そでの上うへの玉たまの砕くだけたりけむよりも、あさましげなり。

◇　また、他に姫君がいらっしゃらないのさえ、物足りなくお思いになっていたのに、袖の上の玉が砕けたという事よりも残念である。


P23 はかなう--はら（ら/＄か〈朱〉）なう


葵．２．７．８

■　大将だいしゃうの君きみは、二条院にでうのゐんにだに、あからさまにも渡わたりたまはず、あはれに心深こころふかう思おもひ嘆なげきて、行おこなひをまめにしたまひつつ、明あかし暮くらしたまふ。

◇　大将の君は、二条院にさえ、ほんの暫しの間もお行きにならず、しみじみと心深くお嘆きになって、勤行を几帳面になさりなさり、日夜お過ごしになる。

■　所々ところどころには、御文おほむふみばかりぞたてまつりたまふ。

◇　所々の方々には、お手紙だけを差し上げなさる。

葵．２．７．９

■　かの御息所みやすむどころは、斎宮さいぐうは左衛門さゑもんの司つかさに入いりたまひにければ、いとどいつくしき御おほむきよまはりにことつけて、聞きこえも通かよひたまはず。

◇　あの御息所には、斎宮は左衛門の司にお入りになったので、ますます厳重なご潔斎を理由にして、お手紙も差し上げたりいただたりなさらない。

■　憂うしと思おもひ染しみにし世よも、なべて厭いとはしうなりたまひて、

◇　嫌なと心底から感じられた世の中も、一切厭わしくなられて、

■　「かかるほだしだに添そはざらましかば、願ねがはしきさまにもなりなまし」

◇　「このような幼い子供さえいなかったなら、念願どおりになれように」

■　と思おぼすには、まづ対たいの姫君ひめぎみの、さうざうしくてものしたまふらむありさまぞ、ふと思おぼしやらるる。

◇　と、お思いになるにつけては、まずは対の姫君が寂しくしていらっしゃるだろう様子を、ふとお思いやらずにはいらっしゃれない。

葵．２．７．１０

■　夜よるは、御帳みちゃうの内うちに一人臥ひとりふしたまふに、宿直との人ゐのひとびとは近ちかうめぐりてさぶらへど、かたはら寂さびしくて、

◇　夜は、御帳台の中に独りでお寝みになると、宿直の女房たちは近くを囲んで伺候しているが、独り寝は寂しくて、

■　「時ときしもあれS11」

◇　「折柄もまことだ」

■　と寝覚ねざめがちなるに、声こゑすぐれたる限かぎり選えりさぶらはせたまふ念仏ねんぶつの、暁方あかつきがたなど、忍しのびがたし。

◇　と寝覚めがちなので、声のよい僧ばかりを選んで伺候させていらっしゃる念仏が、暁方など、堪え難い思いである。


S11 時しもあれ秋やは人の別るべきあるを見るだに恋しきものを（古今集哀傷-八九三　壬生忠岑）


葵．２．７．１１

■　「深ふかき秋あきのあはれまさりゆく風かぜの音おと、身みにしみけるかな」

◇　「晩秋の情趣を増して行く風の音、身にしみて感じられることよ」

■　と、ならはぬ御独寝おほむひとりねに明あかしかねたまへる朝あさぼらけの霧きりわたれるに、菊きくのけしきばめる枝えだに、濃こき青鈍あをにびの紙かみなる文ふみつけて、さし置おきて往いにけり。

◇　と、慣れないお独り寝に、明かしかねていらっしゃる朝ぼらけの霧が立ちこめている時に、菊の咲きかけた枝に、濃い青鈍色の紙の文を結んで、ちょっと置いて去っていった。

■　「今いまめかしうも」

◇　「優美な感じだ」

■　とて、見みたまへば、御息所みやすむどころの御手おほむてなり。

◇　と思って、御覧になると、御息所のご筆跡である。

葵．２．７．１２

■　「聞きこえぬほどは、思おぼし知しるらむP24や。

◇　「お手紙差し上げなかった間のことは、お察しいただけましょうか。

■　人ひとの世よをあはれと聞きくも露つゆけきに

後おくるる袖そでを思おもひこそやれ

ただ今いまの空そらに思おもひたまへあまりてなむ」

◇　人の世の無常を聞くにつけ涙がこぼれますが

先立たれなさってさぞかしお袖を濡らしてとお察しいたします

ちょうど今朝の空の模様を見るにつけ、偲びかねまして」


P24 知るらむ--し（し/+る〈朱〉）らむ


葵．２．７．１３

■　とあり。

◇　とある。

■　「常つねよりも優いうにも書かいたまへるかな」

◇　「いつもよりも優美にお書きになっているなあ」

■　と、さすがに置おきがたう見みたまふものから、

◇　と、やはり下に置きにくく御覧になるものの、

■　「つれなの御弔おほむとぶらひや」

◇　「誠意のないご弔問だ」

■　と心憂こころうし。

◇　と嫌な気がする。

■　さりとて、かき絶たえ音おとなう聞きこえざらむもいとほしく、人ひとの御名おほむなの朽くちぬべきことを思おぼし乱みだる。

◇　そうかといって、お返事を差し上げないのもお気の毒で、ご名誉にも傷がつくことになるに違いない事だと、いろいろとお案じになる。

■　「過すぎにし人ひとは、とてもかくても、さるべきにこそはものしたまひけめ、何なににさることを、さださだとけざやかに見聞みききけむ」

◇　「亡くなった人は、いずれにせよ、そうなるべき運命でいらしたのだろうが、どうしてあのようなことを、まざまざと明瞭に見たり聞いたりしたのだろう」

■　と悔くやしきは、わが御心みこころながら、なほえ思おぼし直なほすまじきなめりかし。

◇　と悔しいのは、ご自分の気持ちながらも、やはりお思い直しになることはできないようである。

■　「斎宮さいぐうの御おほむきよまはりもわづらはしくや」

◇　「斎宮のご潔斎につけても憚り多いことだろうか」

■　など、久ひさしう思おもひわづらひたまへど、

◇　などと、長い間お考えあぐねていらっしゃるが、

■　「わざとある御返おほむかへりなくは、情なさけなくや」

◇　「わざわざ下さった手紙のお返事しないのは、情愛がないのではないか」

■　とて、紫むらさきのにばめる紙かみに、

◇　と思って、紫色の鈍色がかった紙に、

葵．２．７．１４

■　「こよなうほど経へはべりにけるを、思おもひたまへおこたらずながら、つつましきほどは、さらば、思おぼし知しるらむやとてなむ。

◇　「すっかりご無沙汰いたしましたが、常に心にお掛け申し上げておりながら、喪中の間は、そのようなわけで、お察しいただけようかと存じまして。

■　とまる身みも消きえしもおなじ露つゆの世よに

心置こころおくらむほどぞはかなき

かつは思おぼし消けちてよかし。

◇　生き残った者も死んだ者も同じ露のようにはかない世に

心の執着を残して置くことはつまらないことです

お互いに執着をお捨てになって下さい。

■　御覧ごらんぜずもやとて、誰たれにも」

◇　御覧いただけないかしらと、どなたにも」

葵．２．７．１５

■　と聞きこえたまへり。

◇　と差し上げなさった。

葵．２．７．１６

■　里さとにおはするほどなりければ、忍しのびて見みたまひて、ほのめかしたまへるけしきを、心こころの鬼おににしるく見みたまひて、

◇　里においでになる時だったので、こっそりと御覧になって、ほのめかしておっしゃっている様子を、内心気にとがめていることがあったので、はっきりとご理解なさって、

■　「さればよ」

◇　「やはりそうであったのか」

■　と思おぼすも、いといみじ。

◇　とお思いになるにつけ、とても堪らない。

葵．２．７．１７

■　「なほ、いと限かぎりなき身みの憂うさなりけり。

◇　「やはり、とてもこの上なく情けない身の上であったよ。

■　かやうなる聞きこえありて、院ゐんにもいかに思おぼさむ。

◇　このような噂が立って、院におかれてもどのようにお考えあそばされよう。

■　故前坊こぜんばうの、同おなじき御おほむはらからと言いふなかにも、いみじう思おもひ交かはしきこえさせたまひて、この斎宮さいぐうの御おほむことをも、ねむごろに聞きこえつけさせP25たまひしかば、

◇　故前坊の、同腹のご兄弟という中でも、たいそうお互いに仲好くあそばして、わが斎宮のご将来のことをも、こまごまとお頼み申し上げあそばしたので、

■　『その御代おほむかはりにも、やがて見みたてまつり扱あつかはむP26』

◇　『そのおん代わりに、そのままお世話申そう』

■　など、常つねにのたまはせて、

◇　などと、いつも仰せられて、

■　『やがて内裏住うちずみしたまへ』

◇　『そのまま宮中にお住みなさい』

■　と、たびたび聞きこえさせたまひしをだに、いとあるまじきこと、と思おもひ離はなれにしを、かく心こころよりほかに若々わかわかしきもの思おもひをして、つひに憂うき名なをさへ流ながし果はてつべきこと」

◇　と、度々お勧め申し上げあそばしたことだけでも、まことに恐れ多いこと、と考えてもみなかったのに、このように意外にも年がいもなく物思いをして、遂には面目ない評判まで流してしまうに違いないこと」


P25 させ--さ（さ/＄さ〈朱〉）

P26 扱はむ--あつる（つる/＄つか〈朱〉）はむ


葵．２．７．１８

■　と、思おぼし乱みだるるに、なほ例れいのさまにもおはせず。

◇　と、お悩みになると、やはりいつものような状態でおいでではない。

葵．２．７．１９

■　さるは、おほかたの世よにつけて、心こころにくくよしある聞きこえありて、昔むかしより名高なだかくものしたまへば、野のの宮みやの御移おほむうつろひのほどにも、をかしう今いまめきたること多おほくしなして、

◇　とはいえ、世間一般のことにつけては、奥ゆかしく趣味の豊かな方としての評判があって、昔から高名でいらしたので、野の宮へのお移りの時にも、興趣ある当世風のことを多く考案し出して、

■　「殿上人てんじゃうびとどもの好このましきなどは、朝夕あさゆふの露分つゆわけありくを、そのころの役やくになむする」

◇　「殿上人どもで風流な者などは、朝に夕べに露を分けて訪れるのを、その頃の仕事としている」

■　など聞ききたまひても、大将だいしゃうの君きみは、

◇　などとお聞きになっても、大将の君は、

■　「ことわりぞかし。

◇　「もっともなことだ。

■　ゆゑは飽あくまでつきたまへるものを。

◇　風雅を解することでは、どこまでも十分備わっていられる方だ。

■　もし、世よの中なかに飽あき果はてて下くだりたまひなば、さうざうしくもあるべきかな」

◇　もし、愛想をつかされてお下りになってしまわれたら、どんなにか寂しいに違いないだろう」

■　と、さすがに思おぼされけり。

◇　と、やはりお思いになるのであった。

第八段　三位中将と故人を追慕する

葵．２．８．１

■　御法事おほむほふじなど過すぎぬれど、正日しゃうにちまでは、なほ籠こもりおはす1。

◇　ご法事など次々と過ぎていったが、正日までは、やはり引き籠もっていらっしゃる。

■　ならはぬ御おほむつれづれを、心苦こころぐるしがりたまひて2、三位中将3さむゐのちゅうじゃうは常つねに参まゐりたまひつつ、世よの中なかの御物語おほむものがたりなど、まめやかなるも、また例れいの乱みだりがはしきことをも聞きこえ出いでつつ、慰なぐさめきこえたまふに、かの内侍ないしぞ4、うち笑わらひたまふくさはひにはなるめる。

◇　経験したことのない所在なさを、お気の毒に思われなさって、三位の中将は、毎日お部屋に参上なさっては、世間話など、真面目な話や、また例の好色めいた話などをも申し上げて、お気持ちをお慰め申し上げなさる中で、あの典侍の話は、お笑い種になるようである。

■　大将だいしゃうの君きみは、

◇　大将の君は、

■　「あな、いとほしや。

◇　「ああ、お気の毒な。

■　祖母殿おばおとどの上5うへ、ないたう軽かろめたまひそ」

◇　おばば殿のことを、ひどく軽蔑なさるな」

■　といさめたまふものから、常つねにをかしと思おぼしたり。

◇　とお諌めになる一方で、いつも面白いと思っていられた。


1 【御法事など過ぎぬれど正日まではなほ籠もりおはす】『完訳』は「四十九日の法事を繰りあげて行ったか。「正日」は四十九日」と注す。源氏は四十九日忌までは左大臣邸に籠っている。

2 【心苦しがりたまひて】主語は下文の三位中将。

3 【三位中将】葵の上の兄。三位昇進は初見。

4 【かの内侍ぞ】源典侍をさす。

5 【祖母殿の上】『集成』は「「祖母殿」は、源典侍のあだ名のようなものらしい」と注す。


葵．２．８．２

■　かの十六夜いざよひの、さやかならざりし秋あきのこと1など、さらぬも、さまざまの好色事すきごとどもを、かたみに隈くまなく言いひあらはしたまふ、果はて果はては、あはれなる世よを言いひ言いひて、うち泣なきなどもしたまひけり。

◇　あの十六夜の、はっきりしなかった秋の事件など、その他の事などの、いといろな浮気話を互いに暴露なさい合う、しまいには、世の無常を言い言いして、涙をお漏らしになったりするのであった。


1 【かの十六夜のさやかならざりし秋のこと】『完訳』は「あの十六夜の月に、はっきりとは見えなかった秋の夜のこと。末摘花の巻の、源氏が初めて末摘花を訪れ、暗い中で頭の中将に見つけられた時のことをいう。「十六夜の月をかしきほどに」「曇りがちにはべるめり」「月のをかしきほどに雲隠れたる道のほど」などとあった。ただし時節は春であったが、ここではこの時の季節に合せて秋のことにした」と注す。


葵．２．８．３

■　時雨しぐれうちして、ものあはれなる暮ゆふつ方かた、中将ちゅうじゃうの君きみ、鈍色にびいろの直衣なほし、指貫さしぬき、うすらかに衣更ころもがへして2、いと雄々ををしうあざやかに、心恥こころはづかしきさまして参まゐりたまへり。

◇　時雨が降って、何となくしみじみとした夕方、中将の君が、鈍色の直衣、指貫を、薄い色に衣更えして、まことに男らしくすっきりとして、こちらが気後れするような感じをし参上なさった。

■　君きみは、西にしのつまの高欄かうらんにおしかかりて、霜枯しもがれの前栽見せんさいみたまふほどなりけり。

◇　君は、西の妻戸の高欄に寄り掛かって、霜枯れの前栽を御覧になっているところであった。

■　風荒かぜあららかに吹ふき、時雨しぐれさとしたるほど、涙なみだもあらそふ心地ここちして、

◇　風が荒々しく吹き、時雨がさっと降ってきた時は、涙も雨と競うような心地がして、

■　「雨あめとなり雲くもとやなりにけむ、今いまは知しらずS12,3」

◇　「雨となり、雲とやなりにけむ、今は知らず」

■　と、うちひとりごちて、頬杖つらづゑつきたまへる御おほむさま、

◇　と、独り言をいって、頬杖を突いていられるお姿、

■　「女をむなにては4、見捨みすてて亡なくならむ魂たましひかならずとまりなむかし」

◇　「女であったら、先立った魂もきっと留まろう」

■　と、色いろめかしき心地ここちに、うちまもられつつ、近ちかうついゐたまへれば、しどけなくうち乱みだれたまへるさまながら、紐ひもばかりをさし直なほしたまふ。

◇　と、色っぽい気持ちで、ついじっと見つめられながら、近くにお座りになると、おくつろぎの姿でいられながらも、入れ紐だけをさし直しなさる。

■　これは、今いますこしこまやかなる夏なつの御直衣おほむなほしに、紅くれなゐのつややかなるひき重かさねて、やつれたまへるしも、見みても飽あかぬ心地ここちぞする。

◇　こちらは、もう少し濃い鈍色の夏のお直衣に、紅色の光沢のある袿を下襲して、地味なお姿でいらっしゃるのが、かえって見飽きない感じがする。

■　中将ちゅうじゃうも、いとあはれなるまみに眺ながめたまへり。

◇　中将も、とても悲しそうなまなざしでぼんやりと見ていらっしゃる。


S12 旦為朝雲　暮為行雨（文選十九-五六　高唐賦　宋玉）相逢相笑尽如夢　為雨為雲今不知（劉夢得外集一-有所嗟）

1? 【時雨うちして物あはれなる暮つ方】季節は晩秋から初冬に移る。そのある日の夕暮れ。

2 【衣更へして】十月一日の冬の衣裳への衣更。

3 【雨となり雲とやなりにけむ今は知らず】源氏の詞。『劉夢得外集』第一「有所嗟」の詩句「相逢相笑尽如夢為雨為雲今不知」を口ずさむ。

4 【女にては】以下「とまりなむかし」まで、三位中将の心。


葵．２．８．４

■　「雨あめとなりしぐるる空そらの浮雲うきぐもを

いづれの方かたとわきて眺ながめむ1

行方ゆくへなしや2」

◇　「妹が時雨となって降る空の浮雲を

どちらの方向の雲と眺めようか

行く方も分からないな」


1 【雨となりしぐるる空の浮雲をいづれの方とわきて眺めむ】三位中将の贈歌。「うき雲」は「憂き」を掛ける。

2 【行方なしや】歌に添えた詞。『集成』は「（宋玉の「高唐賦序」には、神女は朝には雲となり夕には雨となって朝々暮々陽台の下におりますと言ったが）葵の上は行方も知れずになってしまったことだ、と独りごとのように言うのに」と注す。


葵．２．８．５

■　と、独ひとり言ごとのやうなるを、

◇　と独り言のようなのを、

葵．２．８．６

■　「見みし人ひとの雨あめとなりにし雲居くもゐさへ

いとど時雨しぐれにかき暮くらすころ1」

◇　「妻が雲となり雨となってしまった空までが

ますます時雨で暗く泣き暮らしている今日この頃だ」


1 【見し人の雨となりにし雲居さへいとど時雨にかき暮らすころ】源氏の返歌。贈歌中の「雨」「時雨」「雲」の語句を用いて、自分の気持ちもあなたと同じだと言って返す。


葵．２．８．７

■　とのたまふ御みけしきも、浅あさからぬほどしるく見みゆれば、

◇　とお詠みになるご様子も、浅くない気持ちがはっきりと窺えるので、

葵．２．８．８

■　「あやしう1、年としごろはいとしもあらぬ御心みこころざしを、院ゐんなど、居立ゐたちてのたまはせ、大臣おとどの御おほむもてなしも心苦こころぐるしう、大宮おほみやの御方おほむかたざまに、もて離はなるまじきなど、かたがたにさしあひたれば、えしもふり捨すてP27たまはで、もの憂うげなる御みけしきながら、あり経へたまふなめりかしと、いとほしう見みゆる折々をりをりありつるを、まことに、やむごとなく重おもきかたは、ことに思おもひきこえたまひけるなめり」

◇　「妙にここ数年来は、さほどではなかったご愛情を、院などにおかれても、じっとしてはおれず御教訓あそばし、大臣のご待遇もお気の毒であり、大宮のお血筋からいっても、切れない縁であるなど、どちらからいっても関係が深いので、お捨てになることができずに、何となく気の進まないご様子のままで、今まで過ごして来られたようだと、気の毒に見えたことも時々あったが、ほんとうに、正妻としては、格別にお考え申されていらしたようだ」


P27 ふり捨て--ふま（ま/＄〈朱〉）りすて

1 【あやしう】以下「きこえたまひけるなめり」まで、三位中将の感懐。


葵．２．８．９

■　と見知みしるに、いよいよ口惜くちをしうおぼゆ。

◇　と分かると、ますます惜しまれてならない。

■　よろづにつけて光失ひかりうせぬる心地ここちして1、屈くんじいたかりP28けり。

◇　何かにつけて光が消えたような気がして、元気をなくしていた。


P28 いたかり--いあ（あ/＄たか〈朱〉）り

1 【光失せぬる心地して】『完訳』は「源氏が左大臣家と縁遠くなること。「光」は、源氏の美徳の象徴」と注す。


葵．２．８．１０

■　枯かれたる下草したくさのなかに、龍胆りんだう、撫子なでしこなどの、咲さき出いでたるを折をらせたまひて1、中将ちゅうじゃうの立たちたまひぬる後のちに、若君わかぎみの御乳母おほむめの宰相との君2***して、

◇　枯れた下草の中に、龍胆、撫子などが咲き出したのを折らせなさって、中将がお帰りになった後に、若君の御乳母の宰相の君に持たせて、

◆　 
かれ たる したくさ の なか に、 りんだう、 なでしこ など の、 さき いで たる を をら せ たまひ て、 ちゅうじゃう の たち たまひ ぬる のち に、 わかぎみ の おほむ-めのと の さいしゃうのきみ して、


1 【折らせたまひて】主語は源氏。「せ」（使役の助動詞）。童あるいは女童をして。

2 【若君の御乳母の宰相の君】若君（夕霧）の乳母。


葵．２．８．１１

■　「草枯くさがれのまがきに残のこる撫子なでしこを

別わかれし秋あきのかたみとぞ見みる1

にほひ劣おとりてや御覧ごらんぜらるらむ」

◇　「草の枯れた垣根に咲き残っている撫子の花を

秋に死別れた方の形見と思います

美しさは劣ると御覧になりましょうか」


1 【草枯れのまがきに残る撫子を別れし秋のかたみとぞ見る】源氏から大宮への贈歌。『完訳』は「「なでしこ」は愛児の象徴で若君を、「秋」は亡き葵の上をさす。行く秋の哀感に、逝った妻への悲傷をかたどり、咲き残る撫子に形見の子への愛着をこめた表現」と注す。


葵．２．８．１２

■　と聞きこえたまへり。

◇　と差し上げなさった。

■　げに何心なにごころなき御笑おほむゑみ顔がほぞ、いみじううつくしき。

◇　なるほど無邪気な微笑み顔はたいそうかわいらしい。

■　宮みやは、吹ふく風かぜにつけてだに、木この葉はよりけにもろき御涙おほむなみだは、まして、とりあへたまはず2。

◇　宮は、吹く風につけてさえ、木の葉よりも脆いお涙は、それ以上で、手に取ることさえおできになれない。


1? 【にほひ劣りてや御覧ぜられむ】歌に添えた詞。『完訳』は「亡き親の君よりは美しさが劣っていると御覧になりましょうか」の意に訳す。

2 【ましてとりあへたまはず】『完訳』は「なおさらのこととて、その御文を手にとることもおできになれない」と訳す。


葵．２．８．１３

■　「今いまも見みてなかなか袖そでを朽くたすかな

垣かきほ荒あれにし大和撫子1やまとなでしこS13」

◇　「ただ今見てもかえって袖を涙で濡らしております

垣根も荒れはてて母親に先立たれてしまった撫子なので」


S13 あな恋し今も見てしが山賤の垣ほに咲ける大和撫子（古今集恋四-六九五　読人しらず）

1 【今も見てなかなか袖を朽たすかな垣ほ荒れにし大和撫子】大宮の返歌。「あな恋し今も見てしが山がつの垣ほに咲ける大和撫子」（古今集、恋四、六九五、読人しらず）が引歌として指摘される。


葵．２．８．１４

■　なほ、いみじうつれづれなれば1、朝顔あさがほの宮2みやに、

◇　依然として、ひどく所在のない気がするので、朝顔の宮に、

■　「今日けふのあはれは、さりとも見知みしりたまふらむ3」

◇　「今日の物悲しさは、そうはいってもお分りになられるであろう」

■　と推おし量はからるる御心みこころばへなれば、暗くらきほどなれど、聞きこえたまふ。

◇　と推察されるお心の方なので、暗くなった時分であるが、差し上げなさる。

■　絶たえ間遠まとほけれど、さのものとなりにたる4御文おほむふみなれば、咎とがなくて御覧ごらんぜさす。

◇　たまにしかないが、それが普通になってしまったお便りなので、気にも止めず御覧に入れる。

■　空そらの色5いろしたる唐からの紙かみに、

◇　空の色をした唐の紙に、


1 【なほいみじうつれづれなれば】源氏、朝顔の姫宮と和歌を贈答しあう。

2 【朝顔の宮】「帚木」巻初出、「葵」巻にも「朝顔の姫君はいかで人に似じと」と「姫君は年ごろわたりきこえたまふ御心ばへの」とに登場。

3 【今日のあはれはさりとも見知りたまふらむ】源氏の心。『完訳』は「日ごろはどんなに自分（源氏）につれない態度を示していても」の意に解す。

4 【さのものとなりにたる】『集成』は「それが普通になってしまった」と注す。『完訳』は「時折思い起したように便りが来るような関係をいう」と注す。

5 【空の色】ただ今の空の色。時雨時の薄墨色の意。


葵．２．８．１５

■　「わきてこの暮くれこそ袖そでは露つゆけけれ

もの思おもふ秋あきはあまた経へぬれど1

いつも時雨しぐれはS14,2」

◇　「とりわけ今日の夕暮れは涙に袖を濡らしております

今までにも物思いのする秋はたくさん経験してきたのですが

いつも時雨の頃は」


S14 神無月いつも時雨は降りしかどかく袖くたす折はなかりき（源氏釈所引、出典未詳）

1 【わきてこの暮こそ袖は露けけれもの思ふ秋はあまた経ぬれど】源氏の朝顔の宮への贈歌。

2 【いつも時雨は】歌に添えた詞。『源氏釈』は「神無月いつも時雨は降りしかどかく袖くたす折はなかりき」（出典未詳）を指摘。


葵．２．８．１６

■　とあり。

◇　とある。

■　御手おほむてなどの心こころとどめて書かきたまへる、常つねよりも見みどころありて、

◇　ご筆跡などの入念にお書きになっているのが、いつもより見栄えがして、

■　「過すぐしがたきほどなり1」

◇　「放って置けない時です」

■　と人ひとも聞きこえ2、みづからも思おぼされければ、

◇　と女房も申し上げ、ご自身もそのようにお思いになったので、

■　「大内山おほうちやまをS15、思おもひやりきこえながら、えやは3」

◇　「お引き籠もりのご様子を、お察し申し上げながら、とても」

■　とて、

◇　とあって、


S15 白雲の九重に立つ峰なれば大内山といふにぞありける（新勅撰集雑四-一二六五　藤原兼輔）

1 【過ぐしがたきほどなり】女房の詞。『集成』は「ご返歌なしではすまされない場合です」の意に解す。

2 【人も聞こえ】大島本「人もきこえ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人々も」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【大内山を思ひやりきこえながらえやは】朝顔の返事。歌の前文。『源氏釈』は「白雲の九重にしも立ちつるは大内山といへばなりけり」（新勅撰集、雑四、一二六七、兼輔）を指摘。『集成』は「「大内山」は御室山の別称。宇多上皇が出家後篭られたので、源氏の勤行一途の生活を喩えてこういったものか。「えやは」は、「どうして--できようか、


葵．２．８．１７

■　「秋霧あきぎりに立たちおくれぬと聞ききしより

しぐるる空そらもいかがとぞ思おもふ」

◇　「秋霧の立つころ、先立たれなさったとお聞き致しましたが

それ以来時雨の季節につけいかほどお悲しみのことかとお察し申し上げます」

葵．２．８．１８

■　とのみ、ほのかなる墨すみつきにて、思おもひなし心こころにくし。

◇　とだけ、かすれた墨跡で、気のせいか奥ゆかしい。

■　何なにごとにつけても、見みまさりはかたき世よなめるを2、つらき人ひとしもこそと、あはれにおぼえたまふ人**の御心みこころざまなる。

◇　どのような事柄につけても、見勝りがするのは難しいのが世の常のようなのに、冷たい人にかえって、お心が惹かれなさるご性質の方なのである。

◆　 
と のみ、 ほのか なる すみ つき にて、 おもひなし こころにくし。
 なにごと に つけ て も、 みまさり は かたき よ な' める を つらき ひと しも こそ と、 あはれ に おぼえ たまふ みこころざま なる。


1? 【秋霧に立ちおくれぬると聞きしよりしぐるる空もいかがとぞ思ふ】朝顔の宮の返歌。『河海抄』は「色ならば移るばかりもそめてまし思ふ心をえやは見せける」（後撰集、恋二、六三一、貫之）を指摘。「霧」「たち」は縁語。

2 【見まさりはかたき世なめるを】『集成』は「（長く付き合って）見まさりするという女性はめったにないようだのに」の意に解す。『完訳』は「見まさりのするということはなかなかむずかしいのが世の常であろうが」の意に解す。


葵．２．８．１９

■　「つれなながら1、さるべき折々をりをりのあはれを過すぐしたまはぬ、これこそ、かたみに情なさけも見果みはつべきわざなれ。

◇　「すげないお扱いながらも、しかるべき時節折々の情趣はお見逃しなさらない、こういう間柄こそ、お互いに情愛を最後まで交わし合うことができるものだ。

■　なほ、ゆゑづきよしづきて2、人目ひとめに見みゆばかりなるは、あまりの難なんも出いで来きけり。

◇　やはり、教養があり風流好みで、人目にも付くくらいなのは、よけいな欠点も出て来るものだ。

■　対たいの姫君3ひめぎみを、さは生おほし立たてじ」

◇　対の姫君を、決してそのようには育てまい」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。

■　「つれづれにて恋こひしと思おもふらむかし4」

◇　「所在なく恋しく思っていることだろう」

■　と、忘わするる折をりなけれど、ただ女親めおやなき子こを、置おきたらむ心地ここちして、見みぬほど、うしろめたく、

◇　と、お忘れになることはないが、まるで母親のない子を、一人残して来ているような気がして、会わない間は、気がかりで、

■　「いかが思おもふらむ5」

◇　「どのように嫉妬しているだろうか」

■　とおぼえぬぞ、心こころやすきわざなりける。

◇　と心配がないのは、気楽なことであった。


1 【つれなながら】以下「生ほし立てじ」まで、源氏の心中。

2 【なほゆゑづきよしづきて】大島本「猶ゆへつきよしつきて」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なほゆゑづきよし過ぎて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【対の姫君】紫の君をいう。

4 【つれづれにて恋しと思ふらむかし】源氏の心。紫の君の気持ちを推測。

5 【いかが思ふらむ】源氏の心。「思ふ」は嫉妬心をいう。


葵．２．８．２０

■　暮くれ果はてぬれば、御殿油近おほとなぶらちかく参まゐらせたまひて、さるべきP29限かぎいりの人ひとびと、御前おまへにて物語ものがたりなどせさせたまふ。

◇　日がすっかり暮れたので、大殿油を近くに燈させなさって、しかるべき女房たちばかり、御前で話などをおさせになる。

■　中納言ちうなごんの君1きみといふは、年としごろ忍しのび思おぼししかど、この御思おほむおもひのほどは、なかなかさやうなる筋すぢにもかけたまはず。

◇　中納言の君というのは、数年来こっそりとご寵愛なさっていたが、この喪中の間は、かえってそのような色めいた相手にもお考えにならない。

■　「あはれなる御心みこころかな2」

◇　「やさしいお心の方だわ」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝している。

■　おほかたにはなつかしううち語かたらひたまひて、

◇　その他のことでは親しくお話しかけになって、


P29 さるべき--さるへ（へ/+き〈朱〉）

1 【中納言の君】葵の上の女房。源氏の召人。

2 【あはれなる御心かな】中納言の君の心。源氏賞賛。


葵．２．８．２１

■　「かう、この日ひごろ1、ありしよりけに、誰たれも誰たれも紛まぎるるかたなく、見みなれ見みなれてS16,2、えしも常つねにかからずは、恋こひしからじや。

◇　「こうして、ここ数日は、以前にも増して、誰も彼も他に気を紛らすこともなく、互いに毎日顔を会わせ顔を会わせしていたから、今後いつもこうすることができないのは、恋しいと思わないだろうか。

■　いみじきこと3をばさるものにて、ただうち思おもひめぐらすこそ4、耐たへがたきこと多おほかりけれ」

◇　まこと悲しいことはしかたがないとして、あれこれと考えめぐらしてみると、悲しくて堪らないことがたくさんあるなあ」


S16 みなれ木の見慣れそなれて離れなば恋しからむや恋しからじや（源氏釈所引、出典未詳）

1 【かうこの日ごろ】以下「多かりけれ」まで、源氏の詞。

2 【見なれ見なれて】『源氏釈』は「水（み）なれ木のみなれそなれて離れなば恋しからむや恋しからじや」（出典未詳）を指摘する。

3 【いみじきこと】葵の上との死別をいう。

4 【うち思ひめぐらすこそ】『完訳』は「人生の愛別陸についてあれこれ考えてみると」と注す。


葵．２．８．２２

■　とのたまへば、いとどみな泣なきて、

◇　とおっしゃると、ますます皆が泣いて、

葵．２．８．２３

■　「いふかひなき御おほむことは1、ただかきくらす心地ここちしはべるは、さるものにて、名残なごりなきさまにあくがれ果はてP30させたまはむ2ほど、思おもひたまふるこそ」

◇　「今さら申してもしかたのないおん方の事は、ただ心も真っ暗に閉ざされた心地がいたしますのは、それはそれとして、すっかりお離れになってしまわれると、存じられますことが」


P30 果て--（/+は）て

1 【いふかひなき御ことは】以下「たまふるこそ」まで、中納言の君の詞。葵の上の死をいう。

2 【名残なきさまにあくがれ果てさせたまはむ】源氏が四十九日忌以後、左大臣邸からすっかり立ち去ってしまうことをいう。


葵．２．８．２４

■　と、聞きこえもやらず。

◇　と、最後まで申し上げきれない。

■　あはれ1と見みわたしたまひて、

◇　かわいそうにとお見渡しになって、


1 【あはれ】源氏の心。女房たちを気の毒に思う。


葵．２．８．２５

■　「名残なごりなくは1、いかがは。

◇　「すっかり見限るようなことは、どうして。

■　心浅こころあさくも取とりなしたまふかな。

◇　薄情者とお思いだな。

■　心長こころながき人ひとだにあらば、見果みはてたまひなむものを。

◇　気長な人さえいてくれたら、いつかは分かってくださろうものを。

■　命いのちこそはかなけれ」

◇　寿命は無常だからね」


1 【名残なくは】以下「はかなけれ」まで、源氏の詞。


葵．２．８．２６

■　とて、灯ひをうち眺ながめたまへるまみの、うち濡ぬれたまへるほどぞ、めでたき。

◇　と言って、燈火を眺めていらっしゃる目もとが、濡れていらっしゃるのが、素晴らしい。

■　とりわきてらうたくしたまひし1小ちひさき童わらはの、親おやどももなく、いと心細こころぼそげに思おもへる、ことわりに見みたまひて、

◇　とりわけかわいがっていらした小さい童女で、両親もいなくて、とても心細く思っているのを、もっともだと御覧になって、

■　「あてきは2、今いまは我われをこそは思おもふべき人ひとなめれ」

◇　「あてきは、今からはわたしを頼らねばならない人のようだね」

■　とのたまへば、いみじう泣なく。

◇　とおっしゃると、たいそう泣く。

■　ほどなき衵あこめ、人ひとよりは黒くろう染そめて、黒くろき汗衫かざみ、萱草くわんざうの袴はかまなど着きたるも、をかしき姿すがたなり。

◇　小さい衵、誰よりも濃く染めて、黒い汗衫、萱草色の袴などを着ているのも、かわいらしい姿である。


1 【とりわきてらうたくしたまひし】主語は故葵の上。

2 【あてきは】以下「思ふべき人なめれ」まで、源氏の詞。葵の上付きの小童女の名、「貴君（あてき）」。両親がいないことをという。


葵．２．８．２７

■　「昔むかしを忘わすれざらむ人ひとは1、つれづれを忍しのびても、幼をさなき人ひとを見捨みすてず、ものしたまへ。

◇　「故人を忘れない人は、寂しさを我慢してでも、幼君を見捨てないで、お仕えして下さい。

■　見みし世よの名残なごりなく、人ひとびとさへ離かれなば、たづきなさもまさりぬべくなむ」

◇　生前の面影もなく、女房たちまでが出て行ってしまったなら、訪ね来るよすがもない思いがますますしようから」

■　など、みな心長こころながかるべきことどもをのたまへど、

◇　などと、皆に気長く留まることをおっしゃるが、

■　「いでや、いとど2待遠まちどほにぞなりたまはむ」

◇　「さあ、ますます間遠になられることだろう」

■　と思おもふに、いとど心細こころぼそし。

◇　と思うと、ますます心細い。


1 【昔を忘れざらむ人は】以下「まさりぬべくなむ」まで、源氏の詞。

2 【いでやいとど】以下「なりたまはむ」まで、女房たちの心。


葵．２．８．２８

■　大殿おほとのは、人ひとびとに、際々きはぎはほど置おきつつ、はかなきもてあそびものども、また、まことにかの御形見おほむかたみなるべきものなど、わざとならぬさまに取とりなしつつ、皆配みなくばらせたまひけり。

◇　大殿は、女房たちに、身分身分に応じて、ちょっとした趣味的な道具や、また、本当のお形見となるような物などを、改まった形にならないように心づかいして、一同にお配らせになるのであった。

第九段　源氏、左大臣邸を辞去する

葵．２．９．１

■　君きみは、かくてのみも1、いかでかはつくづくと過すぐしたまはむとて、院ゐんへ参まゐりたまふ。

◇　君は、こうしてばかりも、どうしてぼんやりと日を送っていらっしゃれようかと思って、院へ参内なさる。

■　御車みくるまさし出いでて、御前ごぜんなど参まゐり集あつまるほど、折知をり顔しりがほなる時雨しぐれうちそそきて、木この葉はさそふ風かぜ、あわたたしう吹ふき払はらひたるに、御前おまへにさぶらふ人ひとびと2、ものいと心細こころぼそくて、すこし隙ひまありつる袖そでども湿うるひわたりぬ。

◇　お車を引き出して、前駆の者などが参上する間に、悲しみを知っているかのような時雨がはらはらと降って、木の葉を散らす風、急に吹き払って、御前に伺候している女房たち、何となくとても心細くて、少し乾く間もあった袖が再び湿っぽくなってしまった。

■　夜よさりは、やがて二条院にでうのゐんに泊とまりたまふべし3とて、侍さぶらひの人ひとびとも、かしこにて待まちきこえむとなるべし、おのおの立たち出いづるに、今日けふにしもとぢむまじきことなれど、またなくもの悲がなし。

◇　晩は、そのまま二条の院にお泊まりになる予定とあって、侍所の人々も、あちらでお待ち申し上げようというのであろう、それぞれ出立するので、今日が最後というのではないが、またとなく物悲しい。


1 【君はかくてのみも】源氏、参院、左大臣邸を離れる。

2 【御前にさぶらふ人びと】大島本「おまへ」と仮名表記されている。源氏の御前に伺候する女房たち。

3 【夜さりはやがて二条院に泊りたまふべし】源氏の従者が聞いていた内容。


葵．２．９．２

■　大臣おとども宮みやも、今日けふのけしきに、また悲かなしさ改あらためて思おぼさる。

◇　大臣も宮も、今日の様子に、悲しみを新たにされる。

■　宮みやの御前おまへに御消息聞おほむせうそこきこえたまへり。

◇　宮のおん許へお手紙を差し上げなさった。

■　「院ゐんにおぼつかながりのたまはするに1より、今日けふなむ参まゐりはべる。

◇　「院におかれても御心配あそばされおっしゃりますので、今日参内致します。

■　あからさまに立たち出いではべるにつけても、今日けふまでながらへはべりにけるよと、乱みだり心地ごこちのみ動うごきてなむ、聞きこえさせむもなかなかにはべるべければ、そなたにも参まゐりはべらぬ」

◇　ちょっと外出致しますにつけても、よくぞ今日まで生き永らえて来られたものよと、悲しみに掻き乱されるばかりの気がするので、ご挨拶申し上げるのも、かえって悲しく思われるに違いないので、そちらにはお伺い致しません」

■　とあれば、いとどしく宮みやは、目めも見みえたまはず、沈しづみ入いりて、御返おほむかへりも聞きこえたまはず。

◇　とあるので、ますます宮は、目もお見えにならず、沈み込んで、お返事も差し上げなされない。


1 【院におぼつかながりのたまはするに】以下「参りはべらぬ」まで、源氏の大宮への手紙文。


葵．２．９．３

■　大臣おとどぞ、やがて渡わたりたまへる。

◇　大臣が、さっそくお越しになった。

■　いと堪たへがたげに思おぼして、御袖おほむそでも引ひき放はなちたまはず1。

◇　とても我慢できそうになくお悲しみで、お袖から顔をお放しなさらない。

■　見みたてまつる人ひとびともいと悲かなし。

◇　拝見している女房たちもまことに悲しい。

■　大将だいしゃうの君きみは、世よを2思おぼしつづくること、いとさまざまにて、泣なきたまふさま、あはれに心深こころふかきものから、いとさまよくなまめきたまへり。

◇　大将の君は、世の中をお思い続けなさること、とてもあれこれとあって、お泣になる様子、しみじみと心深いものがあるが、たいして取り乱したところなく優美でいらっしゃる。

■　大臣おとど、久ひさしうためらひたまひて、

◇　大臣は、長い間かかって涙をお抑えになって、


1 【御袖も引き放ちたまはず】『完訳』は「涙をぬぐう動作を繰り返す」と注す。

2 【世を】『集成』は「人の世をさまざま思い続けられて。「世」は、葵の上との死別や、残された若君、左大臣夫妻とのこと」と注す。『完訳』は「深い道心を抱いてしまった後の、人生無常の思い」と注す。


葵．２．９．４

■　「齢よはひのつもりには、さしもあるまじきことにつけてだに、涙なみだもろなるわざにはべるを、まして、干ひる世よなう思おもひたまへ惑まどはれはべる心こころを、えのどめはべらねば、人目ひとめも、いと乱みだりがはしう、心弱こころよわきさまにはべるべければ、院ゐんなどにも参まゐりはべらぬなり2。ことのついでには、さやうにおもむけ奏そうせさせたまへ。いくばくもはべるまじき老おいの末すゑに、うち捨すてられたるが、つらうもはべるかな」

◇　「年をとると、たいしたことでもないことに対してさえ、涙もろくなるものでございますのに。まして、涙の乾く間もなくかきくらされている心を、とても鎮めることができませんので、人の目にも、とても取り乱して、気の弱い恰好にきっと見えましょうから、院などにも参内できないのでございます。お話のついでには、そのように取りなして奏上なさって下さい。いくらもありそうにない年寄の身で、先立たれたのが辛いのでございますよ」


1? 【齢のつもるには】大島本「よハひのつもるにハ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「齢のつもりには」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「つらうもはべるかな」まで、左大臣の詞。

2 【参りはべらぬなり】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「え参りはべらぬなり」と副詞「え」を補入する。『新大系』は底本のままとする。


葵．２．９．５

■　と、せめて思おもひ静しづめてのたまふけしき、いとわりなし。

◇　と無理に抑えておっしゃる様子、まことに痛々しい。

■　君きみも、たびたび鼻はなうちかみて、

◇　君も何度も鼻をかんで、

■　「後おくれ先立さきだつほどの定さだめなさS17は、世よのさがと見みたまへ知しりながら、さしあたりておぼえはべる心惑こころまどひは、類たぐひあるまじきわざとなむ2。

◇　「遺されたり先立ったりする老少不定は、世の習いとはよく承知致しておりますものの、直接我が身のこととして感じられます悲しみは、譬えようもないものだと。

■　院ゐんにも、ありさま奏そうしはべらむに、推おし量はからせたまひてむ」

◇　院におかれても、ご様子を奏上致しますれば、きっとお察しあそばされることでしょう」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお答え申し上げになる。

■　「さらば3、時雨しぐれも隙ひまなくはべるめるを、暮くれぬほどに」

◇　「それでは、時雨も止む間もなさそうでございすから、暮れないうちに」

■　と、そそのかしきこえたまふ。

◇　と、お促し申し上げなさる。


S17 末の露もとの滴や世の中の後れ先立つためしなるらむ（新古今集哀傷-七五七　僧正遍昭）

1? 【後れ先立つつほどの定めなさ】以下「推し量らせたまひてむ」まで、源氏の詞。『源氏釈』は「末の露もとの雫や世の中の後れ先立つ例なるらむ」（新古今集、哀傷、七五七、僧正遍照）を指摘。現行の注釈書でも引歌として指摘する。

2 【わざとなむ】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「わざになむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【さらば】以下「暮れぬほどに」まで、左大臣の詞。


葵．２．９．６

■　うち見みまはしたまふに、御几帳みきちゃうの後うしろ、障子さうじのあなたなどのあき通とほりP31たるなどに、女房三十人にょうばうさむじふにんばかりおしこりて、濃こき、薄うすき鈍色にびいろどもを着きつつ、皆みないみじう心細こころぼそげにて、うちしほたれつつゐ集あつまりたるを、いとあはれ、と見みたまふ。

◇　お見回しなさると、御几帳の後、襖障子の向こうなどの開け放された所などに、女房たちが三十人ほどかたまって、濃い、薄い鈍色の喪服をめいめい着て、一同にひどく心細げにして、涙ぐみながら集まっているのを、とてもかわいそうに、と御覧になる。


P31 通り--とおる（る/＄り〈朱〉）


葵．２．９．７

■　「思おぼし捨すつまじき2人ひともとまりたまへれば、さりとも、もののついでには立たち寄よらせたまはじやなど、慰なぐさめはべるを、ひとへに思おもひやりなき女房にょうばうなどは、今日けふを限かぎりに、思おぼし捨すてつる故里ふるさと思とおもひ屈くんじて、長ながく別わかれぬる悲かなしびよりも、ただ時々馴ときどきなれ仕つかうまつる年月としつきの名残なごりなかるべきを、嘆なげきはべるめるなむ、ことわりなる。

◇　「お見捨てになるはずもない人が残っていらっしゃるので、いくら何でも、何かの機会にはお立ち寄りあそばさないはずがないなどと、自ら慰めておりますが、もっぱら思慮の浅い女房などは、今日を最後の日と、お捨てになった過去の家と悲観して、永遠の別れとなった悲しみよりも、ただちょっと時々親しくお仕えした歳月の跡形もなくなってしまうのを、嘆いているようなのが、もっともに思われます。

■　うちとけおはしますことははべらざりつれど、さりともつひにはと、あいな頼だのめしはべりつるを4。

◇　くつろいでいらしたことはございませんでしたが、それでもいつかはと、空頼みしてまいりましたが。

■　げにこそ、心細こころぼそき夕ゆふべにはべれ」

◇　なるほど、心細く感じられる夕べでございますね」


1? 【うち見まわしたまふに】主語は源氏。以下、源氏の目を通した叙述。

2 【思し捨つまじき】以下「夕べにはべれ」まで、左大臣の詞。若君（夕霧）のいることをさす。

3? 【ひとへに思やりなき女房などは】『集成』は「思い詰めてあとさきの考えられない女房などは」と注す。

4 【あいな頼めしはべりつるを】『集成』は「（女房たちに）空しい期待を持たせていましたのに」と注す。


葵．２．９．８

■　とても、泣なきたまひぬ。

◇　と言いながら、お泣きになった。

葵．２．９．９

■　「いと浅あさはかなる人ひとびとの1嘆なげきにもはべるなるかな。

◇　「とても思慮の浅い女房たちの嘆きでございますな。

■　まことに、いかなりとも2と、のどかに思おもひたまへつるほどは、おのづから御目離おほむめかるる折をりもはべりつらむを、なかなか今いまは、何なにを頼たのみにてかはおこたりはべらむ。

◇　仰せのとおり、どうあろうともいずれはと、気長に存じておりました間は、自然とご無沙汰致した時もございましたが、かえって今では、何を心頼みしてご無沙汰ができましょうか。

■　今御覧いまごらんじてむ」

◇　いずれお分りになろう」


1 【いと浅はかなる人びとの】以下「今御覧じてむ」まで、源氏の詞。

2 【いかなりとも】『集成』は「どうあろうとも（いつか私の気持は分って下さるであろう）と」と注し、『完訳』は「葵の上の生前に遡り、彼女が今うちとけないにしても、やがては」と注す。


葵．２．９．１０

■　とて出いでたまふを、大臣見送おとどみおくりきこえたまひて、入いりたまへるに1、御おほむしつらひよりはじめ、ありしに変かはることもなけれど、空蝉うつせみのむなしき心地2ここちぞしたまふ。

◇　と言ってお出になるのを、大臣はお見送り申し上げなさって、お入りになると、お飾りをはじめとして、昔のころと変わったところはないが、蝉の脱殻のような心地がなさる。

■　御帳みちゃうの前まへに、御硯おほむすずりなどうち散ちらして、手習てならひ捨すてたまへるを取とりて、目めをおししぼりつつ見みたまふを、若わかき人ひとびとは、悲かなしきなかにも、ほほ笑ゑむあるべし。

◇　御帳台の前に、お硯などが散らかしてあって、手習いのお捨てになっていたのを拾って、目を絞めて涙を堪えながら御覧になるのを、若い女房たちは、悲しい気持ちでいながらも、ついほほ笑んでいるのもいるのだろう。

■　あはれなる古言ふることども、唐からのも大和やまとのも書かきけがしつつ、草さうにも真名まなにも4、さまざまめづらしきさまに書かき混まぜたまへり。

◇　しみじみと心を打つ古人の詩歌、唐土のも日本のも書き散らし書き散らしてあり、草仮名でも漢字でも、さまざまに珍しい書体で書き交ぜていらっしゃった。

■　「かしこの御手おほむてや5」

◇　「みごとなご筆跡だ」

■　と、空そらを仰あふぎて眺ながめたまふ。

◇　と、空を仰いでぼんやりとしていらっしゃる。

■　よそ人びとに見みたてまつりなさむが、惜をしきなるべし6。

◇　他人として拝見することになるのが、残念に思われるのだろう。

■　「旧ふるき枕故まくらふるき衾ふすま、誰たれと共ともにかS18,7」

◇　「旧き枕故き衾、誰と共にか」

■　とある所ところに、

◇　とあるところに、


S18 鴛鴦瓦冷霜花重　旧枕故衾誰与共（白氏文集十二-五九六　長恨歌）

1 【入りたまへるに】左大臣が源氏の部屋に。

2 【空蝉のむなしき心地】『集成』は「「空蝉の」は、「むなし」に言いかかる枕詞的な用法」と注す。また「うちはへて音を鳴きくらす空蝉のむなしき恋も我はするかな」（後撰集、夏、一九二、読人しらず）を引歌として指摘する。

3? 【ほほ笑むもあるべし】語り手の推量。

4 【草にも真名にも】草仮名や漢字。

5 【かしこの御手や】源氏のみごとな筆跡に対する左大臣の感想。

6 【惜しきなるべし】語り手の推量。『細流抄』は「草子地也」と指摘。

7 【旧き枕故き衾、誰と共にか】『長恨歌』の一句「鴛鴦瓦冷霜花重、旧枕故衾誰与共」の訓読。


葵．２．９．１１

■　「なき魂たまぞいとど悲かなしき寝ねし床とこの

あくがれがたき心こころならひに1」

◇　「亡くなった人の魂もますます離れがたく悲しく思っていることだろう

共に寝た床をわたしも離れがたく思うのだから」


1 【なき魂ぞいとど悲しき寝し床のあくがれがたき心ならひに】源氏の独詠歌。


葵．２．９．１２

■　また、

◇　また、

■　「霜しもの花白はなし1」

◇　「霜の華白し」

■　とある所ところに、

◇　とあるところに、


1 【霜の花白し】上の『長恨歌』の一句「重し」を「白し」と改めたとされる。


葵．２．９．１３

■　「君きみなくて塵ちりつもりぬる常夏とこなつS19の

露つゆうち払はらひいく夜寝よねぬらむ1」

◇　「あなたが亡くなってから塵の積もった床に

涙を払いながら幾晩独り寝したことだろうか」


S19 塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹とわが寝る常夏の花（古今集夏-一六七　凡河内躬恒）

1 【君なくて塵つもりぬる常夏の露うち払ひいく夜寝ぬらむ】源氏の独詠歌。「塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹とわが寝る常夏の花」（古今集、夏、一六七、凡河内躬恒）が引歌として指摘される。「とこ」は「常夏」と「床」の掛詞。


葵．２．９．１４

■　一日ひとひの花はななるべし1、枯かれて混まじれり。

◇　先日の花なのであろう、枯れて混じっていた。


1 【一日の花なるべし】語り手の推量。『集成』は「先日、歌につけて大宮にさし上げられた時、手折られた花なのであろう」と注す。


葵．２．９．１５

■　宮みやに御覧ごらんぜさせたまひて、

◇　宮に御覧に入れなさって、

■　「いふかひなきことをば1さるものにて、かかる悲かなしき類たぐひ、世よになくやはと、思おもひなしつつ、契ちぎり長ながからで、かく心こころを惑まどはすべくてこそはありけめと、かへりてはつらく、前さきの世よを思おもひやりつつなむ、覚さましはべるを、ただ、日ひごろに添そへて、恋こひしさの堪たへがたきと、この大将だいしゃうの君きみの、今いまはとよそになりたまはむなむ、飽あかずいみじく思おもひたまへらるる。

◇　「今さら言ってもしかたのないことはさておいて、このような悲しい逆縁の例は、世間にないことではないと、しいて思いながら、親子の縁も長く続かず、このように心を悲しませるために生まれて来たのであろうかと、かえって辛く、前世の因縁に思いを馳せながら、覚まそうとしていますが、ただ、日が経てば経つほど、恋しさが堪えきれないのと、この大将の君が、今日を限りに他人になってしまわれるのが、何とも残念に思わずにはいられません。

■　一日ひとひ、二日ふつかも見みえP32たまはず、かれがれにおはせしをだに、飽あかず胸むねいたく思おもひはべりしを、朝夕あさゆふの光失ひかりうしなひては、いかでかながらふべからむ」

◇　一日、二日もお見えにならず、途絶えがちにいらしたのでさえ、物足りなく胸を痛めておりましたのに、朝夕の光を失っては、どうして生き永らえて行けようか」


P32 見え--見（見/+え）

1 【いふかひなきことをば】以下「ながらふべからむ」まで、左大臣の詞。


葵．２．９．１６

■　と、御声おほむこゑもえ忍しのびあへたまはず泣ないたまふに、御前おまへなる1おとなおとなしき人ひとなど、いと悲かなしくて、さとうち泣なきたる、そぞろ寒さむき夕ゆふべのけしきなり2。

◇　と、お声も抑えきれずお泣きになると、御前に控えている年輩の女房など、とても悲しくて、わっと泣き出すのは、何となく寒々とした夕べの情景である。


1 【御前なる】大宮の御前をいう。

2 【そぞろ寒き夕べのけしきなり】『完訳』は「人々の悲嘆が、夕暮の寒々とした情景として捉えられる」と注す。


葵．２．９．１７

■　若わかき人ひとびとは、所々ところどころに群むれゐつつ、おのがどち、あはれなることどもうち語かたらひて、

◇　若い女房たちは、あちこちにかたまって、お互いに悲しいことを話し合って、

■　「殿とのの思おぼしのたまはするやうに1、若君わかぎみP33を見みたてまつりてこそは、慰なぐさむべかめれと思おもふも、いとはかなきほどの御形見おほむかたみにこそ」

◇　「殿がお考えになりおっしゃるように、若君をお育て申して、慰めることができようとは思いますが、とても幼いお形見で」

■　とて、おのおの、

◇　と言って、それぞれが、

■　「あからさまにまかでて、参まゐらむ2」

◇　「しばらく里に下がって、また参上しよう」

■　と言いふもあれば、かたみに別わかれ惜をしむほど、おのがじしP34あはれなることども多おほかり。

◇　と言う者もいるので、互いに別れを惜しんだりする折、それぞれ物悲しい事が多かった。


P33 若君--我（我/＃わか）君

P34 おのがじし--（/+を）のかしゝ

1 【殿の思しのたまはするやうに】以下「御形見にこそ」まで、女房の詞。「殿」は左大臣をさすという説（集成・完訳）と源氏という説がある。源氏は女房たちに「昔を忘れざらむ人はつれづれを忍びても幼き人を見捨てずものしたまへ」と言っていた。

2 【あからさまにまかでて参らむ】女房の詞。


葵．２．９．１８

■　院ゐんへ1参まゐりたまへれば、

◇　院へ参上なさると、

■　「いといたう面痩おもやせP35にけり。

◇　「とてもひどく面やつれしたな。

■　精進さうじんにて日ひを経ふるけにや2」

◇　御精進の日々を過ごしたからか」

■　と、心苦こころぐるしげに思おぼし召めして、御前おまへにて物ものなど参まゐらせたまひて3、とやかくやと思おぼし扱あつかひきこえさせたまへるさま、あはれにかたじけなし。

◇　と、お気の毒に御心配あそばして、御前においてお食事などを差し上げなさって、あれやこれやとお心を配ってお世話申し上げあそばす様子、身にしみてもったいない。


P35 面痩せ--おもひ（ひ/＄〈朱〉）やせ

1 【院へ】桐壺院の仙洞御所をいう。

2 【いといたう面痩せにけり精進にて日を経るけにや】院の心中。

3 【御前にて物など参らせたまひて】大島本「おまへ」と仮名表記する。桐壺院の御前をいう。


葵．２．９．１９

■　中宮ちゅうぐうの御方おほむかたに1参まゐりたまへれば、人ひとびと、めづらしがり見みたてまつる。

◇　中宮の御方に参上なさると、女房たちが、珍しく思ってお目にかかる。

■　命婦みゃうぶの君きみして、

◇　命婦の君を通じて、

■　「思おもひ尽つきせぬことどもを、ほど経ふるにつけてもいかに2」

◇　「悲しみの尽きないことですが、日が経つにつけてもご心中いかばかりかと」

■　と、御消息聞おほむせうそこきこえたまへり。

◇　と、お伝え申し上げあそばした。

■　「常つねなき世よは3、おほかたにも思おもうたまへ知しりにしを、目めに近ちかく見みはべりつるに、厭いとはしきこと多おほく思おもうたまへ乱みだれしも4、たびたびの御消息おほむせうそこに慰なぐさめはべりてなむ、今日けふまでも」

◇　「無常の世は、一通りは存じておりましたが、身近に体験致しますと、嫌なことが多く思い悩みましたのも、度々のご弔問に慰められまして、今日までも」

■　とて、さらぬP36折をりだにある御みけしき5取とり添そへて、いと心苦こころぐるしげなり。

◇　と言って、何でもない時でさえ持っているお悩みを取り重ねて、とてもおいたわしそうである。

■　無紋むもんの表うへの御衣おほむぞに、鈍色にびいろの御下襲おほむしたがさね、纓巻えいまきたまへるやつれ姿6すがた、はなやかなる御装おほむよそひよりも、なまめかしさまさりたまへり。

◇　無紋の袍のお召物に、鈍色の御下襲、巻纓をなされた喪服のお姿は、華やかな時よりも、優美さが勝っていらっしゃった。


P36 さらぬ--さな（な/＄〈朱〉）らぬ

1 【中宮の御方に】藤壺をいう。

2 【思ひ尽きせぬことどもをほど経るにつけてもいかに】藤壺から源氏へのお見舞いの挨拶。『集成』は「何かと悲しみの尽きぬことですが、時が経つにつけてさぞかし」の意に解すが、『完訳』は「この私も悲しみの尽きぬ思いの数々をかかえておりますが、時がたつにつけてもどれほどにかお寂しく」の意に解す。自分のことを言うので、「思ひ尽きせぬこと」に敬語が無い。

3 【常なき世は】以下「今日まても」まで、源氏の返答。

4 【思うたまへ乱れしも】大島本「思給へみたれしも」と表記する。『集成』は「思うたまへ」とウ音便形に整定し、『古典セレクション』『新大系』は「思ひたまへ」と連用形に整定する。会話文中の用例なのでウ音便形に整定する。

5 【御けしき】源氏の藤壺に対する満たされない憂愁をさす。

6 【纓巻きたまへるやつれ姿】大将としての正装である。源氏の恋にやつれた姿を「はなやかなる御装ひよりも、なまめかしさまさりたまへり」と評す。


葵．２．９．２０

■　春宮とうぐうにも久ひさしう参まゐらぬおぼつかなさ1など、聞きこえたまひて、夜更よふけてぞ、まかでたまふ。

◇　春宮にも、久しく参上致さなかった気がかりさなど、お申し上げなさって、夜が更けてからご退出なさる。


1 【春宮にも久しう参らぬおぼつかなさ】源氏の詞、語り手の要約による間接話法。


第三章　紫の君の物語　新手枕の物語

第一段　源氏、紫の君と新手枕を交わす

葵．３．１．１

■　二条院にでうのゐんには1、方々払かたがたはらひみがきて、男女をとこをむな、待まちきこえたり。

◇　二条院では、あちこち掃き立て磨き立てて、男も女も、お待ち申し上げていた。

■　上臈じゃうらうども皆参みなまう上のぼりて、我われも我われもと装束さうぞき、化粧けさうじたるを見みるにつけても、かのゐ並なみ屈くんじたりつるけしきどもぞ、あはれに思おもひ出いでられたまふ。

◇　上臈の女房どもは、皆参上して、我も我もと美しく着飾り、化粧しているのを御覧になるにつけても、あの居並んで沈んでいた様子を、しみじみかわいそうに思い出されずにはいらっしゃれない。

■　御装束おほむさうぞくたてまつり替かへて、西にしの対たいに渡わたりたまへり。

◇　お召物を着替えなさって、西の対にお渡りになった。

■　衣更ころもがへの御おほむしつらひ、くもりなくあざやかに見みえて、よき若人童女わかうどわらはべの、形なり、姿すがためやすくととのへて、

◇　衣更えしたご装飾も、明るくすっきりと見えて、美しい若い女房や童女などの、身なり、姿が好ましく整えてあって、

■　「少納言せうなごんがもてなし、心こころもとなきところなう、心こころにくし」

◇　「少納言の采配は、行き届かないところがなく、奥ゆかしい」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1 【二条院には】源氏、二条院に帰宅す。


葵．３．１．２

■　姫君2ひめぎみ、いとうつくしうひきつくろひておはす。

◇　姫君は、とてもかわいらしく身繕いしていらっしゃる。

■　「久ひさしかりつるほどに3、いとこよなうこそ大人おとなびたまひにけれ」

◇　「久しくお目にかからなかったうちに、とても驚くほど大きくなられましたね」

■　とて、小ちひさき御几帳みきちゃうひき上あげて見みたてまつりたまへば、うちそばみP37て笑わらひP38たまへる4御おほむさま、飽あかぬところなし。

◇　と言って、小さい御几帳を引き上げて拝見なさると、横を向いて笑っていらっしゃるお姿、何とも申し分ない。

■　「火影ほかげの御おほむかたはらめ5、頭かしらつきなど、ただP39、かの心尽こころつくしきこゆる人6ひとに、違たがふところなくなりゆくかな7」

◇　「火影に照らされた横顔、頭の恰好など、まったく、あの心を尽くしてお慕い申し上げている方に、少しも違うところなく成長されていくことだなあ」

■　と見みたまふに、いとうれし。

◇　と御覧になると、とても嬉しい。


P37 うちそばみ--うち（ち/+そ）はみ

P38 笑ひ--は（は/＄わ）らひ

P39 ただ--たし（し/＄た〈朱〉）

1? 【少納言がもてなし心もとなき所なう心にくし】源氏の感想。

2 【姫君】紫の君をいう。

3 【久しかりつるほどに】以下「大人びたまひにけれ」まで、源氏の詞。

4 【うちそばみて笑ひたまへる】大島本「うち（ち＋そ）はミて・は（は＃わ）らひ給へる」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うち側みて恥ぢらひたまへる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【火影の御かたはらめ】以下「なりゆくかな」まで、源氏の心中。

6 【かの心尽くしきこゆる人】藤壺をさす。

7 【違ふところなくなりゆくかな】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なくも」と「も」を補入する。『新大系』は底本のまま。『完訳』は「紫の上を藤壺の形代に思う願望が実現しつつある」と注す。


葵．３．１．３

■　近ちかく寄よりたまひて、おぼつかなかりつるほどのことどもなど聞きこえたまひて、

◇　お近くに寄りなさって、久しく会わず気がかりでいた間のことなどをお話し申し上げになって、

■　「日ひごろの物語1ものがたり、のどかに聞きこえまほしけれど、忌いま忌いましうおぼえはべれば、しばし他方ことかたにやすらひて、参まゐり来こむ。

◇　「最近のお話を、ゆっくりと申し上げたいが、縁起が悪く思われますので、しばらく他の部屋で休んでから、また参りましょう。

■　今いまは、とだえなく見みたてまつるべければ、厭いとはしうさへや思おぼされむ」

◇　今日からは、いつでもお会いできましょうから、うるさくまでお思いになるでしょう」

■　と、語かたらひきこえたまふを、少納言せうなごんはうれしと聞きくものから、なほ危あやふく思おもひきこゆ。

◇　と、こまやかにお話し申し上げなさるのを、少納言は嬉しいと聞く一方で、やはり不安に思い申し上げる。

■　「やむごとなき2忍しのび所多どころおほうかかづらひたまへれば、またわづらはしきや立たち代かはりたまはむ」

◇　「高貴なお忍びの方々が大勢いらっしゃるので、またやっかいな方が代わって現れなさるかも知れない」

■　と思おもふぞ、憎にくき心こころなるや3。

◇　と思うのも、憎らしい気の廻しようであるよ。


1 【日ごろの物語】以下「思されむ」まで、源氏の詞。

2 【やむごとなき】以下「立ち代はりたまはむ」まで、少納言の心。

3 【憎き心なるや】語り手の批評。『評釈』は「本妻がなくなったので、その代わりの方がまたできることだろう。姫君はどうなることやらと思いめぐらす。こんな少納言の心は、作者（物語の語り手）の立場からすれば、「憎き心なるや」と評されるのである」と注す。『集成』は「草子地」と注す。『完訳』は「源氏の心を的確に捉える乳母への語り手の評言」と注す。


葵．３．１．４

■　御方おほむかたに渡わたりたまひて、中将ちゅうじゃうの君きみといふ1、御足にみあしなど参まゐりすさびて、大殿籠おほとのごもりぬ。

◇　お部屋にお渡りになって、中将の君という者に、お足などを気楽に揉ませなさって、お寝みになった。

■　朝あしたには、若君わかぎみの御おほむもとにP40御文おほむふみたてまつりたまふ。

◇　翌朝には、若君のお元にお手紙を差し上げなさる。

■　あはれなる御返おほむかへりを見みたまふにも、尽つきせぬことどものみなむ。

◇　しみじみとしたお返事を御覧になるにつけても、尽きない悲しい思いがするばかりである。


P40 御もとに--御とも（御/+も〈朱〉、も/＄〈朱〉）に

1 【中将の君といふ】大島本「中将の君といふ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「に」を補入する。『新大系』も括弧を付けて「に」を補入する。源氏づきの女房、召人。


葵．３．１．５

■　いとつれづれに眺ながめがちなれど、何なにとなき御歩おほむありきも、もの憂うく思おぼしなられて、思おぼしも立たたれず。

◇　とても所在なく物思いに耽りがちだが、何でもないお忍び歩きも億劫にお思いになって、ご決断がつかない。

■　姫君ひめぎみの、何なにごともあらまほしうととのひ果はてて、いとめでたうのみ見みえたまふを、似にげなからぬほどに、はた1、見みなしたまへれば、けしきばみたること2など、折々聞をりをりきこえ試こころみたまへど、見みも知しりたまはぬけしきなり。

◇　姫君が、何事につけ理想的にすっかり成長なさって、とても素晴らしくばかり見えなさるのを、もう良い年頃だと、やはり、しいて御覧になっているので、それを匂わすようなことなど、時々お試みなさるが、まったくお分りにならない様子である。


1 【似げなからぬほどにはた】『集成』は「（夫婦の契りを結んでも）もう似合わしくないことはないと、源氏はご覧になっているので」と注す。

2 【けしきばみたること】『集成』は「結婚を匂わすようなこと」と注す。


葵．３．１．６

■　つれづれなるままに、ただこなたにて1碁打ごうち、偏へんつぎなどしつつ、日ひを暮くらしたまふに、心こころばへのらうらうじく愛敬あいぎゃうづき、はかなき戯たはぶれごとのなかにも、うつくしき筋すぢをし出いでたまへば、思おぼし放はなちたる年月としつきこそ、たださるかたのらうたさのみはありつれ、しのびがたくなりて、心苦こころぐるしけれど、いかがありけむ、人ひとのけぢめ見みたてまつりわくべき御仲おほむなかにもあらぬに、男君をとこぎみはとく起おきたまひて、女君をむなぎみはさらに起おきたまはぬ朝あしたあり。

◇　所在ないままに、ただこちらで碁を打ったり、偏継ぎしたりして、毎日お暮らしになると、気性が利発で好感がもて、ちょっとした遊びの中にもかわいらしいところをお見せになるので、念頭に置かれなかった年月は、ただそのようなかわいらしさばかりはあったが、抑えることができなくなって、気の毒だけれど、どういうことだったのだろうか、周囲の者がお見分け申せる間柄ではないのだが、男君は早くお起きになって、女君は一向にお起きにならない朝がある。


1 【こなたにて】紫の君のいる西の対をさす。


葵．３．１．７

■　人ひとびと、

◇　女房たちは、

■　「いかなれば、かくおはしますならむ。

◇　「どうして、こうしていらっしゃるのだろうかしら。

■　御心地みここちの例れいならず思おぼさるるにや」

◇　ご気分がすぐれないのだろうか」

■　と見みたてまつり嘆なげくに、君きみは渡わたりたまふとて、御硯おほむすずりの箱はこを、御帳みちゃうのうちにさし入いれておはしにけり。

◇　と、お見上げ申して嘆くが、君はお帰りになろうとして、お硯箱を、御帳台の内に差し入れて出て行かれた。

■　人ひとまにからうして頭かしらもたげたまへるに、引ひき結むすびたる文ふみ、御枕おほむまくらのもとにあり。

◇　人のいない間にやっと頭を上げなさると、結んだ手紙、おん枕元にある。

■　何心なにごころもなく、ひき開あけて見みたまへば、

◇　何気なく開いて御覧になると、

葵．３．１．８

■　「あやなくも隔へだてけるかな夜よをかさね

さすがに馴なれし夜よるの衣ころもを」

◇　「どうして長い間何でもない間柄でいたのでしょう

幾夜も幾夜も馴れ親しんで来た仲なのに」

葵．３．１．９

■　と、書かきすさびたまへるやうなり。

◇　と、お書き流しになっているようである。

■　「かかる御心みこころおはすらむ」

◇　「このようなお心がおありだろう」

■　とは、かけても思おぼし寄よらざりしかば、

◇　とは、まったくお思いになってもみなかったので、

■　「などてかう心憂こころうかりける御心みこころを、うらなく頼たのもしきものに思おもひきこえけむ」

◇　「どうしてこう嫌なお心を、疑いもせず頼もしいものとお思い申していたのだろう」

■　と、あさましう思おぼさる。

◇　と、悔しい思いがなさる。

葵．３．１．１０

■　昼ひるつかた、渡わたりP41たまひて、

◇　昼ころ、お渡りになって、

■　「悩なやましげにしたまふらむは、いかなる御心地みここちぞ。

◇　「ご気分がお悪いそうですが、どんな具合ですか。

■　今日けふは、碁ごも打うたで、さうざうしや」

◇　今日は、碁も打たなくて、張り合いがないですね」

■　とて、覗のぞきたまへば、いよいよ御衣おほむぞひきかづきて臥ふしたまへり。

◇　と言って、お覗きになると、ますますお召物を引き被って臥せっていらっしゃる。

■　人ひとびとは退しりぞきつつP42さぶらへば、寄よりたまひて、

◇　女房たちは退いて控えているので、お側にお寄りになって、

■　「など、かくいぶせき御おほむもてなしぞ。

◇　「どうして、こう気づまりな態度をなさるの。

■　思おもひのほかに心憂こころうくP43こそおはしけれな。

◇　意外にも冷たい方でいらっしゃいますね。

■　人ひともいかにあやしと思おもふらむ」

◇　皆がどうしたのかと変に思うでしょう」

■　とて、御衾おほむふすまをひきやりたまへれば、汗あせにおしひたして、額髪ひたひがみもいたう濡ぬれたまへり。

◇　と言って、お衾を引き剥ぎなさると、汗でびっしょりになって、額髪もひどく濡れていらっしゃった。

■　「あな、うたて。

◇　「ああ、嫌な。

■　これはいとゆゆしきわざぞよ」

◇　これはとても大変なことですよ」

■　とて、よろづにこしらへきこえたまへど、まことに、いとつらしと思おもひたまひて、つゆの御おほむいらへもしたまはず。

◇　と言って、いろいろと慰めすかし申し上げなさるが、本当に、とても辛い、とお思いになって、一言もお返事をなさらない。

■　「よしよし。

◇　「よしよし。

■　さらに見みえたてまつらじ。

◇　もう決して致しますまい。

■　いと恥はづかし」

◇　とても恥ずかしい」

■　など怨ゑんじたまひて、御硯開おほむすずりあけて見みたまへど、物ものもなければ、

◇　などとお怨みになって、お硯箱を開けて御覧になるが、何もないので、

■　「若わかの御おほむありさまや」

◇　「なんと子供っぽいご様子か」

■　と、らうたく見みたてまつりたまひて、日一日ひひとひ、入いりゐて、慰なぐさめきこえたまへど、解とけがたき御みけしき、いとどらうたげなり。

◇　と、かわいらしくお思い申し上げなさって、一日中、お入り居続けになって、お慰め申し上げなさるが、打ち解けないご様子、ますますかわいらしい感じである。


P41 渡り--に（に/＄わ〈朱〉）たり

P42 退きつつ--しりそきて（て/＄）

P43 心憂く--心（心/+う）く


第二段　結婚の儀式の夜

葵．３．２．１

■　その夜よさり1、亥ゐの子餅2参こもちひまゐらせたり。

◇　その晩、亥の子餅を御前に差し上げた。

■　かかる御思おほむおもひのほど3なれば、ことことしき4さまにはあらで、こなたばかりに、をかしげなる桧破籠ひわりごなどばかりを、色々いろいろにて5参まゐれるを見みたまひて、君きみ、南みなみのかたに出いでたまひて、惟光これみつを召めして、

◇　こうした喪中の折なので、大げさにはせずに、こちらだけに美しい桧破籠などだけを、様々な色の趣向を凝らして持参したのを御覧になって、君は、南面にお出になって、惟光を呼んで、

■　「この餅6もちひ、かう数々かずかずに所狭ところせきさまにはあらで、明日あすの暮くれ7に参まゐらせよ。

◇　「この餅を、このように数多くあふれるほどにはしないで、明日の暮れに参上させよ。

■　今日けふは忌いま忌いましき日8ひなりけり」

◇　今日は日柄が吉くない日であった」

■　と、うちほほ笑ゑみてのたまふ御みけしきを、心こころとき者ものにて、ふと思おもひ寄よりぬ。

◇　と、ほほ笑んでおっしゃるご様子から、機転の働く者なので、ふと気がついた。

■　惟光これみつ、たしかにも承うけたまはらで、

◇　惟光、詳しいことも承らずに、

■　「げに、愛敬あいぎゃうの初はじめは9、日選ひえりして聞きこし召めすべきことにこそ。

◇　「なるほど、おめでたいお祝いは、吉日を選んでお召し上がりになるべきでしょう。

■　さても、子ねの子10こはいくつか仕つかうまつらすべうはべらむ」

◇　ところで子の子の餅はいくつお作り申しましょう」

■　と、まめだちて申まうせば、

◇　と、真面目に申すので、

■　「三みつが一ひとつかにてもあらむかし11」

◇　「三分の一ぐらいでよいだろう」

■　とのたまふに、心得果こころえはてて、立たちぬ。

◇　とおっしゃるので、すっかり呑み込んで、立ち去った。

■　「もの馴なれのさまや12」

◇　「物馴れた男よ」

■　と君きみは思おぼす。

◇　と、君はお思いになる。

■　人ひとにも言いはで13、手てづからといふばかり、里さとにてぞ、作つくりゐたりける。

◇　誰にも言わないで、手作りと言ったふうに実家で作っていたのだった。


1 【その夜さり】新婚二日目の夜をさす。

2 【亥の子餅】陰暦十月の最初の亥の日亥の刻に、無病息災と子孫繁栄を祝って食べる餅。したがって、今、十月最初の亥の日の夜。紫の君との新枕の昨夜は戌の日の夜。

3 【かかる御思ひのほど】喪中であることをさす。

4 【ことことしき】『古典セレクション』は濁音「ことごとしき」と読む。『集成』『新大系』は清音に読む。

5 【色々にて】「亥の子餅」は、大豆・小豆・ささげ・胡麻・栗・柿・糖の七種類の粉で作るという。

6 【この餅】以下「忌ま忌ましき日なりけり」まで、源氏の詞。

7 【明日の暮れ】明日の夜は新婚三日目の夜に当たり、「三日夜の餅」を食べる風習。この餅は、白一色で作るという。

8 【今日は忌ま忌ましき日】陰陽道では、亥の日と巳の日を「重日」（じゅうにち）といい、事をなせば百事重なるといって忌んだ。

9 【げに愛敬の初めは】以下「すべうはべらむ」まで、惟光の詞。

10 【子の子】当座の機知で、今夜が「亥（ゐ）の子（こ）」だから、明日の夜を「子（ね）の子（こ）」といったもの。

11 【三つが一つかにてもあらむかし】大島本「ミつかひとつかにても」とある。『古典セレクション』は諸本に従って「三つが一つにても」と「か」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。源氏の返事。三分の一程度でよいの意。

12 【もの馴れのさまや】源氏の感想。

13 【人にも言はで】主語は惟光。


葵．３．２．２

■　君きみは、こしらへわびたまひて、今いまはじめ盗ぬすみもて来きたらむ人ひとの心地ここちするも、いとをかしくて、

◇　君は、ご機嫌をとりかねなさって、今初めて盗んで来たような人の感じがするのも、とても興趣が湧いて、

■　「年としごろあはれと1思おもひきこえつるは、片端かたはしにもあらざりけり。

◇　「数年来かわいいとお思い申していたのは、片端にも当たらないくらいだ。

■　人ひとの心こころこそうたてあるものはあれ2。

◇　人の心というものは得手勝手なものだなあ。

■　今いまは一夜ひとよも隔へだてむことのわりなかるべきこと」

◇　今では一晩離れるのさえ堪らない気がするに違いないことよ」

■　と思おぼさる。

◇　とお思いになる。


1 【年ごろあはれと】以下「わりなかるべきこと」まで、源氏の心中。

2 【人の心こそうたてあるものはあれ】『完訳』は「紫の上と契ってはじめて抱く感動から、移ろいやすいのが人間の心であると、一般化した表現」と注す。


葵．３．２．３

■　のたまひし餅もちひ、忍しのびて、いたう夜更よふかして持もて参まゐれり。

◇　お命じになった餅、こっそりと、たいそう夜が更けてから持って参った。

■　「少納言せうなごんは1おとなしくて、恥はづかしくや思おぼさむ2」

◇　「少納言は大人なので、恥ずかしくお思いになるだろうか」

■　と、思おもひやり深ふかく心こころしらひて、娘むすめの弁べんといふを3呼よび出いでて、

◇　と、思慮深く配慮して、娘の弁という者を呼び出して、

■　「これ、忍しのびて参まゐらせたまへ4」

◇　「これをこっそりと、差し上げなさい」

■　とて、香壺かうごの筥はこを一ひとつ、さし入いれたり。

◇　と言って、香壷の箱を一具、差し入れた。

■　「たしかに、御枕上おほむまくらがみに5参まゐらすべき祝いはひの物ものにはべる。

◇　「確かに、お枕元に差し上げなければならない祝いの物でございます。

■　あな、かしこ。

◇　ああ、勿体ない。

■　あだにな」

◇　あだや疎かに」

■　と言いへば、

◇　と言うと、

■　「あやし」

◇　「おかしいわ」

■　と思おもへど、

◇　と思うが、

■　「あだなることは、まだならはぬものを6」

◇　「浮気と言うことは、まだ知りませんのに」

■　とて、取とれば、

◇　と言って、受け取ると、

■　「まことに7、今いまはさる文字忌もじいませたまへよ。

◇　「本当に、今はそのような言葉はお避けなさい。

■　よも混まじりはべらじ」

◇　決して使うことはあるまいが」

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　若わかき人ひとにて、けしきもえ深ふかく思おもひ寄よらねば、持もて参まゐりて、御枕上おほむまくらがみの御几帳みきちゃうよりさし入いれたるを、君きみぞ、例れいの聞きこえ知しらせたまふらむ8かし。

◇　若い女房なので、事情も深く悟らないので、持って参って、お枕元の御几帳の下から差し入れたのを、君が、例によって餅の意味をお聞かせ申し上げなさるのであろう。


1 【少納言は】以下「思さむ」まで、惟光の心中。

2 【思さむ】「思す」（「思ふ」の尊敬語）の主語は紫の君。「む」（推量の助動詞）は惟光の推量。

3 【娘の弁といふを】少納言の娘。

4 【これ忍びて参らせたまへ】惟光の詞。

5 【たしかに御枕上に】以下「あだにな」まで、惟光の詞。

6 【あだなることはまだならはぬものを】弁の詞。『集成』は「あだ・浮気なんてことはまだ知りませんのに。惟光の用いた同じ言葉を別の意味に生かして、言い返したもの。女房の応答によくある例」と注す。

7 【まことに】以下「よも混じりはべらじ」まで、惟光の詞。

8 【君ぞ例の聞こえ知らせたまふらむ】「らむ」（推量の助動詞、視界外推量）は語り手の推測。『集成』は「草子地」と注す。『完訳』は「語り手の推量で、詳細を省く」と注す。


葵．３．２．４

■　人ひとはえ知しらぬに、翌朝つとめて、この筥はこをまかでさせたまへるにぞ、親したしき限かぎりの人ひとびと、思おもひ合あはすることどもありける。

◇　女房たちは知り得ずにいたが、翌朝、この箱を下げさせなさったので、側近の女房たちだけは、合点の行くことがあったのだった。

■　御皿おほむさらP44どもなど、いつのまにかし出いでけむ2。

◇　お皿類なども、いつの間に準備したのだろうか。

■　花足けそくいときよらにして、餅もちひのさまも、ことさらび、いとをかしう調ととのへたり。

◇　花足はとても立派で、餅の様子も、格別にとても素晴らしく仕立ててあった。


P44 御皿--御さえ（え/＄ら〈朱〉）

1? 【人は知らぬに】女房をさす。

2 【いつのまにかし出でけむ】「けむ」（過去推量の助動詞）、語り手の推量。挿入句。


葵．３．２．５

■　少納言せうなごんは、

◇　少納言は、

■　「いと、かうしもや1」

◇　「とてもまあ、これほどまでも」

■　とこそ思おもひきこえさせつれ2、あはれにかたじけなく、思おぼしいたらぬことなき御心みこころばへを、まづうち泣なかれぬ。

◇　とお思い申し上げたが、身にしみてもったいなく、行き届かない所のない君のお心配りに、何よりもまず涙が思わずこぼれた。

■　「さても、うちうちに3のたまはせよな。

◇　「それにしてもまあ、内々にでもおっしゃって下さればよいものを。

■　かの人ひとも、いかに思おもひつらむ4」

◇　あの人も、何と思ったのだろう」

■　と、ささめきP45あへり。

◇　と、ひそひそ囁き合っていた。


P45 ささめき--さら（ら/＄さ〈朱〉）めき

1 【いとかうしもや】少納言の心。『集成』は「とてもこうまで（三日の夜の餅の儀式を行うほど）正式な扱いをしては下さるまいとお思い申していたのに」の意に解す。『完訳』は「以下、源氏の想外なまでの寵遇に対する、驚きに満ちた感動」と注す。

2 【こそ思ひきこえさせつれ】「こそ--つれ」（係結び）は逆接用法。

3 【さてもうちうちに】以下「いかに思ひつらむ」まで、女房たちの囁き。『完訳』は「さしおかれた不満」と注す。

4 【かの人もいかに思ひつらむ】惟光をさす。『完訳』は「気の利かない女房と見られていないかと思う」と注す。


葵．３．２．６

■　かくて後のちは1、内裏うちにも院ゐんにも、あからさまに参まゐりたまへるほどだに、静心しづこころなく、面影おもかげに恋こひしければ、

◇　それから後は、内裏にも院にも、ちょっとご参内なさる折でさえ、落ち着いていられず、面影に浮かんで恋しいので、

■　「あやしの心こころや2」

◇　「妙な気持ちだな」

■　と、我われながら思おぼさる。

◇　と、自分でもお思いになられる。

■　通かよひたまひし所々ところどころよりは、うらめしげにおどろかしきこえたまひなどすれば、いとほしと思おぼすもあれど、新手枕にひたまくらの心苦こころぐるしくて、

◇　お通いになっていた方々からは、お恨み言を申し上げなさったりなどするので、気の毒だとお思いになる方もあるが、新妻がいじらしくて、

■　「夜よをや隔へだてむS20」

◇　「一夜たりとも間を置いたりできようか」

■　と、思おぼしわづらはるれば4、いともの憂うくて、悩なやましげにのみもてなしたまひて、

◇　と、つい気がかりに思わずにはいらっしゃれないので、とても億劫に思われて、悩ましそうにばかり振る舞いなさって、

■　「世よの中なかの6いと憂うくおぼゆるほど過すぐしてなむ、人ひとにも見みえたてまつるべき」

◇　「世の中がとても嫌に思えるこの時期を過ぎてから、どなたにもお目にかかりましょう」

■　とのみいらへたまひつつ、過すぐしたまふ。

◇　とばかりお返事なさりなさりして、お過ごしになる。


S20 若草の新手枕をまきそめて夜をや隔てむ憎からなくに（古今六帖五-二七四九）

1 【かくて後は】紫の君と結婚の後。

2 【あやしの心や】源氏の自省。

3? 【新手枕の心苦しくて夜や隔てむ】『奥入』は「若草の新手枕をまきそめて夜をや隔てむ憎からなくに」（古今六帖一、夜隔てる）を指摘。

4 【わづらはるれば】「るれ」（自発の助動詞）、思わずにはいられないの意。

5? 【もてなして】『完訳』は「お見せかけになり」の意に解す。

6 【世の中の】以下「見えたてまつるべき」まで、源氏の返事。要旨であろう。


葵．３．２．７

■　今后いまぎさきは1、御匣殿2みくしげどのなほこの大将だいしゃうにのみ心こころつけたまへるを、

◇　今后は、御匣殿がなおもこの大将にばかり心を寄せていらっしゃるのを、

■　「げにはた、かくやむごとなかりつる方かたも失うせたまひぬめるを、さてもあらむ4に、などか口惜くちをしからむ」

◇　「なるほどやはり、あのように重々しかった方もお亡くなりになったようだから、そうなったとしても、どうして残念なことがあろうか」

■　など、大臣おとどのたまふに、

◇　などと、大臣はおっしゃるが、

■　「いと憎にくし」

◇　「とても憎い」

■　と、思おもひきこえたまひて、

◇　と、お思い申し上げになって、

■　「宮仕みやづかへも6、をさをさしくだにしなしたまへらば7,8、などか悪あしからむ」

◇　「宮仕えを、重々しくお勤め続けなさるだけでも、どうして悪いことがあろうか」

■　と、参まゐらせたてまつらむことを思おぼしはげむ。

◇　と、ご入内おさせ申すことを熱心に画策なさる。


1 【今后は】弘徽殿大后。御代替わりにともなって皇太后となったので「今后」と呼称。文脈は「いとにくしと思きこえたまひて」に続く。

2 【御匣殿】弘徽殿大后の妹六の君（朧月夜）。御匣殿に任官。初見記事。

3? 【げにはたやむごとなかりつる方も】以下「などか口惜しからむ」まで、右大臣の詞。「げに」は「さてもあらむに」にかかる。

4 【さてもあらむ】六の君が葵の上の死後に源氏の正妻になることをさす。

5? 【いとにくし】弘徽殿大后の心中。

6 【宮仕へも】以下「などか悪しからむ」まで、弘徽殿大后の詞。

7 【をさをさしくだにしなしたまへらば】『集成』は「（御匣殿の別当としての）宮仕えでも、立派にさえお勤めなさるなら」の意に解す。『完訳』は「宮仕えでも重々しい地位にさえなれば」の意に解す。

8 【しなしたまへらば】「ら」（完了の助動詞、存続）。お勤め続けていらしたら、というニュアンス。


葵．３．２．８

■　君きみも、おしなべてのさまにはおぼえざりしを、口惜くちをしとは思おぼせど1、ただ今いまはことざまに分わくる御心みこころもなくて、

◇　君も、並々の方とは思っていらっしゃらなかったが、残念だとはお思いになるが、目下は他の女性にお心を分ける間もなくて、

■　「何なにかは、かばかり短みじかかめるP46世よに。

◇　「どうしてこんなに短い一生なのに。

■　かくて思おもひ定さだまりなむ。

◇　このまま落ち着くことしよう。

■　人ひとの怨うらみも負おふまじかりけり」

◇　人の恨みも負べきでないことだ」

■　と、いとど3危あやふく思おぼし懲こりにたり4。

◇　と、ますます案じられお懲りになっていらっしゃった。


P46 短かめる--*みし△め（し/+か〈朱〉）

1 【口惜しとは思せど】源氏の心。朧月夜の君が御匣殿になったことをさす。

2? 【何にかはかばかり短かめる世にかくて思ひ定まりなむ人の怨みも負ふまじかりけり】大島本「みし△ゝ（△ゝ＃か〈朱〉）め（め＝覧歟）世に」とある。『集成』『古典セレクション』『新大系』は諸本に従って「短（みじか）かめる世に」と校訂する。源氏の思念。『集成』は「浮気してみたところで何になろう。葵の上が若くて逝ったように、長くもない人生なのだから。このまま紫の上を妻と決めよう、女の怨みを負うのもつまらないことだった」の意に解す。『完訳』は「なんの、これでよいではないか。さほど永くもない人生なのだから。自分は今のままで落ち着くことにしよう。女の恨みを受けてはならないのだ」の意に解す。

3 【いとど】『完訳』は「御息所の生霊事件を念頭においた感懐。次に「かの御息所は--」と続くゆえん」と注す。

4 【危ふく思し懲りにたり】『完訳』は「ひとしお臆病になり、こりごりのお気持になっていらっしゃるのであった」の意に解す。


葵．３．２．９

■　「かの御息所みやすむどころは1、いといとほしけれど、まことのよるべと頼たのみきこえむには、かならず心こころおかれぬべし。

◇　「あの御息所は、とてもお気の毒だが、生涯の伴侶としてお頼り申し上げるには、きっと気の置けることだろう。

■　年としごろのやうにて見過みすぐしたまはば、さるべき折をりふしにもの聞きこえあはする人ひとにてはあらむ」

◇　今までのように大目に見て下さるならば、適当な折々に何かとお話しを交わす相手として相応しいだろう」

■　など、さすがに、ことのほかには思おぼし放はなたず。

◇　などと、そう言っても、見限ってしまおうとはなさらない。


1 【かの御息所は】以下「人にはあらむ」まで、源氏の心中。六条御息所のような人は生涯の伴侶とするには息苦しい、互いに風流を解する愛人関係ならよいという考え。


葵．３．２．１０

■　「この姫君ひめぎみを1、今いままで世人よひともその人ひととも知しりきこえぬも、物ものげなきやうなり。

◇　「この姫君を、今まで世間の人も誰とも存じ上げないのも、身分がないようだ。

■　父宮ちちみやに知しらせきこえてむ」

◇　父宮にお知らせ申そう」

■　と、思おもほしなりて、御裳着おほむもぎのこと、人ひとにあまねくはのたまはねど、なべてならぬさまに思おぼしまうくる御用意おほむよういなど、いとありがたけれど、女君をむなぎみは、こよなう疎うとみきこえたまひて、

◇　と、お考えになって、御裳着のお祝い、人に広くお知らせにはならないが、並々でなく立派にご準備なさるお心づかいなど、いかにも類のないくらいだが、女君は、すっかりお疎み申されて、

■　「年としごろ4よろづに2頼たのみきこえて、まつはしきこえけるこそ、あさましき心こころなりけれ」

◇　「今まで万事ご信頼申して、おまつわり申し上げていたのは、我ながら浅はかな考えであったわ」

■　と、悔くやしうのみ思おぼして、さやかにも見合みあはせたてまつりたまはず、聞きこえ戯たはぶれたまふも、苦くるしう3わりなきものに思おぼしむすぼほれて、ありしにもあらずなりたまへる御おほむありさまを、をかしうもいとほしうも思おぼされて、

◇　と、悔しくばかりお思いになって、はっきりとも顔をお見合わせ申し上げようとはなさらず、ご冗談を申し上げになっても、苦しくやりきれない気持ちにお思い沈んで、以前とはすっかり変わられたご様子を、かわいらしくもいじらしくもお思いになって、

■　「年としごろ、思おもひきこえし本意ほいなく、馴なれはまさらぬ5御みけしきのS21、心憂こころうきこと」

◇　「今まで、お愛し申してきた甲斐もなく、打ち解けて下さらないお心が、辛いこと」

■　と、怨うらみきこえたまふほどに、年としも返かへりぬ6。

◇　と、お恨み申していられるうちに、年も改まった。


S21 み狩する雁羽の小野の楢柴の馴れはまさらで恋ひぞまされる（新古今集恋一-一〇五〇　柿本人麿）

1 【この姫君を】以下「知らせきこえてむ」まで、源氏の心。

2 【年ごろよろづに】以下「心なりけれ」まで、紫の君の心。

3 【苦しう】『古典セレクション』は諸本に従って「いと苦しう」と副詞「いと」を補入する。『集成』『新大系』は底本のまま。

4 【年ごろ】以下「心憂きこと」まで、源氏の詞。その要旨。

5 【馴れはまさらぬ】『源氏釈』は「み狩する雁場の小野の楢柴の馴れはまさらで恋こそまされ」（万葉集巻十二、三〇四八）を指摘。

6 【年も返りぬ】源氏、二十三歳となる。


第三段　新年の参賀と左大臣邸へ挨拶回り

葵．３．３．１

■　朔日ついたちの日ひは、例れいの、院ゐんに参まゐりたまひて1ぞ、内裏うち、春宮とうぐうなどにも参まゐりたまふ。

◇　元日には、例年のように、院に参賀なさってから、内裏、春宮などにも参賀に上がられる。

■　それより大殿おほとのに2まかでたまへり。

◇　そこから大殿に退出なさった。

■　大臣おとど、新あたらしき年としともいはず、昔むかしの御おほむことども3聞きこえ出いでたまひて4、さうざうしく悲かなしと思おぼすに、いとどかくさへ渡わたりたまへるにつけて、念ねんじ返かへしたまへど、堪たへがたう思おぼしたり。

◇　大臣、新年の祝いもせず、故人の事柄をお話し出しなさって、物寂しく悲しいと思っていられるところに、ますますこのようにまでお越しになられたのにつけても、気を強くお持ちになるが、堪えきれず悲しくお思いになった。

■　御年おほむとしの加くははるけにや5、ものものしきけさへ添そひたまひて、ありしよりけに、きよらに見みえたまふ。

◇　お年をとられたせいか、堂々たる風格までがお加わりになって、以前よりもことに、お綺麗にお見えになる。

■　立たち出いでて、御方おほむかたに入いりたまへれば、人ひとびともめづらしう見みたてまつりて、忍しのびあへず。

◇　立ち上がって出られて、故人のお部屋にお入りになると、女房たちも珍しく拝見申し上げて、悲しみを堪えることができない。


1 【朔日の日は例の院に参りたまひて】妻の服喪は三ケ月。源氏は昨年十一月半ばに除服している。

2 【それより大殿に】春宮御所から左大臣邸へ。

3 【昔の御ことども】亡き娘の葵の上の御事。

4 【聞こえ出でたまひて】左大臣が大宮に。『完訳』は「源氏来邸の前までのこと」と注す。

5 【御年の加はるけにや】源氏についていう。


葵．３．３．２

■　若君見わかぎみみたてまつりたまへば、こよなうおよすけて、笑わらひがちにおはするも、あはれなり2。

◇　若君を拝見なさると、すっかり大きく成長して、にこにこしていらっしゃるのも、しみじみと胸を打つ。

■　まみ、口くちつき、ただ春宮とうぐうの御同おほむおなじさまなれば、

◇　目もと、口つきは、まったく春宮と同じご様子でいらっしゃるので、

■　「人ひともこそ見みたてまつりとがむれ3」

◇　「人が見て不審にお思い申すかも知れない」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1? 【御方に入りたまへば】葵の上の部屋をさす。

2 【あはれなり】『完訳』は「明るく無邪気な表情が、源氏に、母のない子の悲しみを惹起」と注す。

3 【人もこそ見たてまつりとがむれ】源氏の心中。『完訳』は「「もこそ」は懸念の語法。藤壺との秘事を気どられては大変、の気持」と注す。


葵．３．３．３

■　御おほむしつらひなども変かはらず、御衣掛みぞかけの御装束おほむさうぞくなど、例れいのやうにし掛かけられ1たるに、女をむなのが並ならばぬこそ、栄はえなくさうざうしく栄はえなけれ2。

◇　お部屋の装飾なども昔に変わらず、御衣掛のご装束なども、いつものようにして掛けてあるが、女のご装束が並んでないのが、見栄えがしないで寂しい。

■　宮みやの御消息おほむせうそこにて、

◇　宮からのご挨拶として、

■　「今日けふは、いみじく3思おもひたまへ忍しのぶるを、かく渡わたらせたまへるになむ、なかなか」

◇　「今日は、たいそう堪えておりますが、このようにお越し下さいましたので、かえって」

■　など聞きこえたまひて、

◇　などとお申し上げになって、

■　「昔むかしにならひはべりにける4御おほむよそひも、月つきごろは、いとど涙なみだに霧きりふたがりて、色いろあひなく御覧ごらんぜられはべらむと思おもひたまふれど、今日けふばかりは、なほやつれさせたまへ5」

◇　「今まで通りの習わしで新調しましたご衣装も、ここ幾月は、ますます涙に霞んで、色合いも映えなく御覧になられましょうかと存じますが、今日だけは、やはり粗末な物ですが、お召し下さいませ」

■　とて、いみじくし尽つくしたまへるものども、また重かさねてたてまつれたまへり。

◇　と言って、たいそう丹精こめてお作りになったご衣装類、またさらに差し上げになさった。

■　かならず今日けふたてまつるべき、と思おぼしける御下襲おほむしたがさねは、色いろも織おりざまも、世よの常つねならず、心こころことなるを、かひなくやは6とて、着替きがへたまふ。

◇　必ず今日お召しになるように、とお考えになった御下襲は、色合いも織り方も、この世の物とは思われず、格別な品物なので、ご厚意を無にしてはと思って、お召し替えになる。

■　来こざらましかば、口惜くちをしう思おぼさましと、心苦こころぐるし。

◇　来なかったら、さぞかし残念にお思いであったろう、とおいたわしい。

■　御返おほむかへりに8、

◇　お返事には、

■　「春はるや来きぬるともS22,9、まづ御覧ごらんぜられになむ、参まゐりはべりつれど、思おもひたまへ出いでらるること多おほくて、え聞きこえさせはべらず。

◇　「春が来たかとも、まずは御覧になっていただくつもりで、参上致しましたが、思い出さずにはいられない事柄が多くて、十分に申し上げられません。


S22 新しく明くる年をば百年の春の初めと鴬ぞ鳴く（古今六帖一-一六）

1 【し掛けられ】『完訳』は「「られ」は自発と解される。その有様がいかにも自然なものとして受け取られる趣」と注す。

2 【栄なくさうざうしく栄なけれ】大島本「はへなくさう／＼しけれ（けれ＄く〈朱〉）はへなけれ」とある。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はえなくさうざうしけれ」と後出の「はへなし」を削除する。『新大系』は底本のまま「はへなくさうざうしくはへなけれ」とする。

3 【今日はいみじく】以下「なかなか」まで、大宮の消息。「なかなな」は、かえって涙が催される、の意。

4 【昔にならひはべりにける】以下「やつれさせたまへ」まで、大宮の消息。

5 【やつれさせたまへ】謙辞。粗末な物ですがお召し下さいの意。『完訳』は「「色あひなく」に照応し、喪の悲しみをこめた表現」と注す。

6 【かひなくやは】底本「は」補入。源氏の心。「やは」は反語。

7? 【来ざらましかは口惜しう思さまし】源氏の心。「ましかば--まし」は反実仮想。

8 【御返りに】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御返りには」と「は」を補入する。『新大系』は底本のまま。

9 【春や来ぬるとも】以下「思ひたまへしづめね」まで、源氏の文。『源氏釈』は「新しく明くる今年を百年の春や来ぬると鴬ぞ鳴く」（出典未詳）を指摘。


葵．３．３．４

■　あまた年今日改としけふあらためし色衣いろごろも

着きては涙なみだぞふる心地ここちする1

◇　何年来も元日毎に参っては着替えをしてきた晴着だが

それを着ると今日は涙がこぼれる思いがする


1 【あまた年今日改めし色衣着ては涙ぞふる心地する】源氏の贈歌。「きて」は「来て」と「着て」、「ふる」は「降る」と「古る」との掛詞。


葵．３．３．５

■　えこそ思おもひたまへしづめね」

◇　どうしても抑えることができません」

■　と聞きこえたまへり。

◇　と、お申し上げなさった。

■　御返おほむかへり、

◇　お返歌は、

葵．３．３．６

■　「新あたらしき年としともいはずふるものは

ふりぬる人ひとの涙なみだなりけり1」

◇　「新年になったとは申しても降りそそぐものは

老母の涙でございます」


1 【新しき年ともいはずふるものはふりぬる人の涙なりけり】大宮の返歌。贈歌中の「年」「涙」「ふる」の語句を用いて返す。「ふる」に「降る」と「古る」とを掛ける。


葵．３．３．７

■　おろかなるべきことにぞあらぬや1。

◇　並々な悲しみではないのですよ。


1 【おろかなるべきことにぞあらぬや】語り手の評言。『林逸抄』は「双紙の詞也」と指摘。『集成』は「（どなたのお悲しみも）並々なことであるはずはないのです。草子地」と注す。『完訳』は「並一通りの悲しみでないとする語り手の評言。贈答歌への感想であるとともに、悲嘆の物語を語りおさめる言辞でもある」と注す。



１０． 賢木 (さかき)

第一章　六条御息所の物語　秋の別れと伊勢下向の物語

第一段　六条御息所、伊勢下向を決意

賢木．１．１．１

■　斎宮さいぐうの御下おほむくだり、近ちかうなりゆくままに1、御息所みやすむどころ、もの心細こころぼそく思おもほす。

◇　斎宮の御下向、近づくなるにつれて、御息所、何となく心細くいらっしゃる。

■　やむごとなくわづらはしきものにおぼえたまへりし2大殿おほいどの君のきみも亡うせたまひて後のち、さりともと世人よひとも聞きこえ3あつかひ、宮みやのうちにも4心こころときめきせしを、その後のちしも、かき絶たえ、あさましき御おほむもてなし5を見みたまふに、まことに憂うしとP1思おぼすことこそありけめ6と、知しり果はてたまひぬれば、よろづのあはれを思おぼし捨すてて、ひたみちに出いで立たちたまふ7。

◇　重々しくけむたいご本妻だと思っていらした大殿の姫君もお亡くなりになって後、いくら何でもと世間の人々もお噂申し、宮の内でも期待していたのに、それから後、すっかりお通いがなく、あまりなお仕向けを御覧になると、本当にお嫌いになる事があったのだろうと、すっかりお分かりになってしまったので、一切の未練をお捨てになって、一途にご出立なさる。


P1 憂しと--うして（て/＄と〈朱〉）

1 【斎宮の御下り近うなりゆくままに】斎宮は野宮で一年間潔斎した後の九月に伊勢神宮へ向かう。

2 【やむごとなくわづらはしきものにおぼえたまへりし】御息所の生前の正妻であった葵の上に対する感情。

3 【さりともと世人も聞こえ】『集成』は「「さ」は源氏と御息所の、しっくりいっていなかった関係をさす。それが世間に知れていた」と注す。『完訳』は「これまでそうだとしても、今度こそ御息所が正妻に、の意」と注す。

4 【宮のうちにも】『集成』は「（御息所の）御殿の人々も。斎宮の邸なので「宮」という」と注す。『完訳』は「野宮にお仕えする人々も」と注す。

5 【あさましき御もてなし】源氏の御息所に対する扱い。

6 【まことに憂しと思すことこそありけめ】大島本「うして」とある。「て」を朱筆でミセケチにし、「と」と訂正する。御息所の心中。生霊事件をさす。

7 【出で立ちたまふ】『集成』は「ご出発なさろうとする」の意に、『完訳』は「ご出発をご用意になるのである」の意に解す。


賢木．１．１．２

■　親添おやそひて下くだりたまふ例れいも、ことになけれど1、いと見放みはなちがたき御おほむありさま2なるにことつけて、

◇　母親が付き添ってお下りになる先例も、特にないが、とても手放し難いご様子なのに託つけて、

■　「憂うき世よを行ゆき離はなれむ」

◇　「嫌な世間から逃れ去ろう」

■　と思おぼすに、大将だいしゃうの君3きみ、さすがに4、今いまはとかけ離はなれたまひなむも、口惜くちをしく思おぼされて、御消息おほむせうそこばかりは5、あはれなるさまにて、たびたび通かよふ。

◇　とお思いになると、大将の君、そうは言っても、これが最後と遠くへ行っておしまいになるのも残念に思わずにはいらっしゃれず、お手紙だけは情のこもった書きぶりで、度々交わす。

■　対面たいめんしたまはむことをば、今いまさらにあるまじきことと、女君をむなぎみも6思おぼす。

◇　お会いになることは、今さらありえない事と、女君も思っていらっしゃる。

■　「人ひとは7心こころづきなしと、思おもひ置おきたまふこともあらむに、我われは、今いますこし思おもひ乱みだるることのまさるべきを、あいなし8」

◇　「相手は気にくわないと、根に持っていらっしゃることがあろうから、自分は、今以上に悩むことがきっと増すにちがいないので、無益なこと」

■　と、心強こころづよく思おぼすなるべし9。

◇　と、固くご決心されているのだろう。


1 【親添ひて下りたまふ例もことになけれど】大島本「おやそひ」とある。諸本「おやそひて」とあるが、大島本と別本の国冬本は接続助詞「て」がない。『新大系』は大島本のままとする。大島本「れいも」の「も」の右側に「ハ」と傍記するが、朱筆でミセケチにする。「ハ」は河内本との対校である。貞元二年（九七七）九月十六日、円融天皇の御代に斎宮規子内親王に母親の徽子女王が付き添って下向した事が一例ある。「ことになけれど」とは、物語の時代設定をさらに前の延喜天暦の御代に置いているからである。

2 【いと見放ちがたき御ありさま】斎宮十四歳。

3 【大将の君】源氏をさす。

4 【さすがに】「口惜しく」にかかる。

5 【御消息ばかりは】「ばかり」（副詞、限定）「は」（係助詞、区別）。自らは出向かず、手紙だけがあるのニュアンス。

6 【女君も】「も」（係助詞、同類）。源氏も同様に考えているニュアンス。

7 【人は】以下「あいなし」まで、御息所の心中を語り手が推測して語る。『紹巴抄』は「双地をしはかりて書たるなり」と指摘。『評釈』は「「心強くおぼすなるべし」と作者の推量がはいって、間接の形にされている」と注す。「人」は源氏をさし、「我」とあった御息所と対比させた構文。

8 【あいなし】『完訳』は「逢う必要がない、の意」と注す。

9 【思すなるべし】「なる」（伝聞推定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）、語り手の推測。


賢木．１．１．３

■　もとの殿とのには、あからさまに渡わたりたまふ折々をりをりあれど1、いたう忍しのびたまへば、大将殿だいしゃうどの、え知しりたまはず。

◇　里の殿には、ほんのちょっとお帰りになる時々もあるが、たいそう内々にしていらっしゃるので、大将殿、お知りになることができない。

■　たはやすく御心みこころにまかせて、参まうでたまふべき御おほむすみかにはたP2あらねば2、おぼつかなくて月日つきひも隔へだたりぬるに3、院ゐんの上4うへ、おどろおどろしき御悩おほむなやみにはあらで、例れいならず、時々悩ときどきなやませたまへば、いとど御心みこころの暇いとまなけれど、

◇　簡単にお心のままに参ってよいようなお住まいでは勿論ないので、気がかりに月日も経ってしまったところに、院の上、たいそう重い御病気というのではないが、普段と違って、時々お苦しみあそばすので、ますますお気持ちに余裕がないけれど、

■　「つらき者ものに思おもひ果はてたまひなむも、いとほしく、人聞ひとぎき情なさけなくや5」

◇　「薄情な者とお思い込んでしまわれるのも、おいたわしいし、人が聞いても冷淡な男だと思われはしまいか」

■　と思おぼし起おこして、野のの宮みやに参まうでたまふ。

◇　とご決心されて、野宮にお伺いなさる。


P2 はた--（/+はた〈朱〉）

1 【もとの殿にはあからさまに渡りたまふ折々あれど】野宮から六条の里邸へ。

2 【たはやすく御心にまかせて参うでたまふべき御すみかにはたあらねば】大島本は「はた」を朱筆で補入する。『集成』『新大系』『古典セレクション』は補入に従う。野宮をさす。

3 【月日も隔たりぬるに】「に」（格助詞、時間）。

4 【院の上】桐壺院をいう。

5 【つらき者に思ひ果てたまひなむもいとほしく人聞き情けなくや】源氏の思念。


第二段　野の宮訪問と暁の別れ

賢木．１．２．１

■　九月七日ながつきなぬかばかり1なれば、

◇　九月七日ころなので、

■　「むげに今日明日けふあす」

◇　「まったく今日明日だ」

■　と思おぼすに、女方をむながたも心こころあわたたしけれど、

◇　とお思いになると、女の方でも気忙しいが、

■　「立たちながら2」

◇　「立ちながらでも」

■　と、たびたび御消息おほむせうそこありければ、

◇　と、何度もお手紙があったので、

■　「いでや3」

◇　「どうしたものか」

■　とは思おぼしわづらひながら、

◇　とお迷いになりながらも、

■　「いとあまり埋うもれいたきを、物越ものごしばかりの対面たいめんは」

◇　「あまりに控え目過ぎるから、物越しにお目にかかるのなら」

■　と、人知ひとしれず待まちきこえたまひけり5。

◇　と、人知れずお待ち申し上げていらっしゃるのであった。


1 【九月七日ばかり】晩秋九月上旬、七日頃の月を写しだす。

2 【立ちながら】わずかの時間でもの意。源氏の手紙の要旨。

3 【いでや】御息所の躊躇の気持ち。『河海抄』は「我をのみ思ふといはばあるべきをいでや心は大幣にして」（古今集、俳諧歌、一〇四〇、読人しらず）を引歌として指摘。

4? 【いとあまり埋もれいたきを物越しばかりの対面は】御息所の応諾の気持ち。『完訳』は「引込み思案すぎても失礼かと。源氏に逢いたい本心を合理化」と注す。

5 【人知れず待ちきこえたまひけり】御息所の心底。


賢木．１．２．２

■　遥はるけき野辺1のべを分わけ入いりたまふより、いとものあはれなり。

◇　広々とした野辺に分け入りなさるなり、いかにも物寂しい感じがする。

■　秋あきの花はな、みな衰おとろへつつ、浅茅あさぢが原2はらも枯かれ枯がれなる虫むしの音ねに3、松風まつかぜ、すごく吹ふきあはせてS1、そのこととも聞きき分わかれぬ4ほどに、物ものの音ねども絶たえ絶だえ聞きこえたる、いと艶えんなり5。

◇　秋の花、みな萎れかかって、浅茅が原も枯れがれとなり虫の音も鳴き嗄らしているところに、松風、身にしみて音を添えて、いずれの琴とも聞き分けられないくらいに、楽の音が絶え絶えに聞こえて来る、まことに優艶である。


S1 琴の音に峰の松風かよふらしいづれの緒より調べそめけむ（拾遺集雑上-四五一　斎宮女御）

1 【遥けき野辺】「野辺」は歌語。

2 【浅茅が原】歌語。「思ふよりいかにせよとか秋風になびく浅茅の色ことになる」（古今集恋四、七二五、読人しらず）「ふるさとは浅茅が原と荒れはてて夜もすがら虫の音をのみぞ鳴く」（後拾遺集秋上、二七〇、道命法師）など、秋風に色変わり心褪せてゆく、荒れ果てた場所などのニュアンスを伴う語句。

3 【枯れ枯れなる虫の音に】「かれがれ」は「枯れ枯れ」と「嗄れ嗄れ」とを掛ける。『完訳』は「このあたり恋の不毛の心風景」と注す。

4 【松風すごく吹きあはせてそのこととも聞き分かれぬ】『弄花抄』は「琴の音に峰の松風かよふらしいづれの緒より調べそめけむ」（拾遺集雑上、四五一、斎宮女御）を指摘。「凄し」は、ぞっとする感じ、もの寂しい感じを表す語句。

5 【艶なり】「艶」は、優美な感じ、華やかな風情を表す語句。「凄し」とは対比的な美感。


賢木．１．２．３

■　むつましき御前ごぜん、十余人じふよにんばかり、御随身1みずいじんP3、ことことしき2姿すがたならで、いたう忍しのびたまへれど、ことにひきつくろひたまへる御用意おほむようい、いとめでたく見みえたまへば、御供おほむともなる好すき者ものども、所ところからさへ3身みにしみて思おもへり。

◇　気心の知れた御前駆の者、十余人ほど、御随身、目立たない服装で、たいそうお忍びのふうをしていられるが、格別にお気を配っていらっしゃるご様子、まことに素晴らしくお見えになるので、お供の風流者など、場所が場所だけに身にしみて感じ入っていた。

■　御心みこころにも、

◇　ご内心、

■　「などて、今いままで立たちならさざりつらむ」

◇　「どうして、今まで来なかったのだろう」

■　と、過すぎぬる方かた、悔くやしう思おぼさる。

◇　と、過ぎ去った日々、後悔せずにはいらっしゃれない。


P3 御随身--みすいら（ら/＄し〈朱〉）む

1 【御随身】参議兼大将の随身は六人である。

2 【とことしき】『集成』『新大系』は「ことことしき」と清音、『古典セレクション』は「ことごとしき」と濁音に読む。前者の読みに従う。なお、類義語に「ものものし」「いかめし」などがある。「ことことし」は対象が広範囲にわたり美的でないもの、悪しきものを指すことが多く、それに対して、「ものものし」は個々の人間の容姿・態度・性格などについて美的なもの、良きものを表現することが多く、また「いかめし」も儀式・行事・贈り物・建物などについて美的なもの、良きものを表現することが多いという（『小学館古語大辞典』）。

3 【所からさへ】『集成』『新大系』は「所から」と清音、『古典セレクション』は「所がら」と濁音に読む。前者の読みに従う。


賢木．１．２．４

■　ものはかなげなる小柴垣こしばがきを大垣おほがきにて、板屋いたやどもあたりあたりいとかりそめなり1。

◇　ちょっとした小柴垣を外囲いにして、板屋が幾棟もあちこちに仮普請のようである。

■　黒木くろきの鳥居とりゐども2、さすがに神々かうがうしう見みわたされて、わづらはしきけしきなるに、神司かむづかさの者ものども、ここかしこにうちしはぶきて、おのがどち、物ものうち言いひたるけはひなども、他ほかにはさま変かはりて見みゆ。

◇　黒木の鳥居どもは、やはり神々しく眺められて、遠慮される気がするが、神官どもが、あちこちで咳払いをして、お互いに、何か話している様子なども、他所とは様子が変わって見える。

■　火焼屋3ひたきやかすかにP4光ひかりて、人気ひとけすくなく、しめじめとして、ここにもの思おもはしき人ひとの、月日つきひを隔へだてたまへらむほどを思おぼしやるに、いといみじうあはれに心苦こころぐるし。

◇　火焼屋、微かに明るくて、人影も少なく、しんみりとしていて、ここに物思いに沈んでいる人が、幾月日も世間から離れて過ごしてこられた間のことをご想像なさると、とてもたまらなくおいたわしい。


P4 かすかに--かす（す/+か）に

1 【かりそめなり】大島本は「かりそめなり」とある。『集成』『新大系』は底本のままとするが、『古典セレクション』は諸本に従って「かりそめなめり」と校訂する。

2 【黒木の鳥居ども】大島本は「くろ木のとりゐとも」とある。『新大系』は底本のままとするが、『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「黒木の鳥居どもは」と係助詞「は」を補入する。

3 【火焼屋】『集成』は「神饌を供するための小屋であると古注にいう」と注し、『完訳』は「警護の衛士が篝火をたく小屋」と注す。


賢木．１．２．５

■　北きたの対たいのさるべき所ところに立たち隠かくれたまひて、御消息聞おほむせうそこきこえたまふに、遊あそびはみなやめて、心こころにくきけはひ、あまた聞きこゆ。

◇　北の対の適当な場所に立ち隠れなさって、ご来訪の旨をお申し入れなさると、管弦のお遊びはみな止めて、奥ゆかしい気配、たくさん聞こえる。

■　何なにくれの人ひとづての御消息おほむせうそこばかりにて、みづからは対面たいめんしたまふべきさまにもあらねば、

◇　何やかやと女房を通じてのご挨拶ばかりで、ご自身はお会いなさる様子もないので、

■　「いとものし」

◇　「まことに面白くない」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

賢木．１．２．６

■　「かうやうの歩ありきも1、今いまはつきなきほどになりにてはべるを、思おもほし知しらば、かう注連しめのほかにはもてなしたまはで。

◇　「このような外出も、今では相応しくない身分になってしまったことを、お察しいただければ、このような注連の外には、立たせて置くようなことはなさらないで。

■　いぶせうはべることをも、あきらめはべりにしがなP5」

◇　胸に溜まっていますことをも、晴らしたいものです」

■　と、まめやかに聞きこえたまへば、人ひとびと3、

◇　と、真面目に申し上げなさると、女房たち、

■　「げに、いとかたはらいたう4」

◇　「おっしゃるとおり、とても見てはいられませんわ」

■　「立たちわづらはせたまふに、いとほしう」

◇　「お立ちん坊のままでいらっしゃっては、お気の毒で」


P5 がな--哉（哉/＄かな〈朱〉）

1 【かうやうの歩きも】大島本は「かうやう」とある。『集成』『新大系』は底本のままとするが、『古典セレクション』は諸本に従って「かやう」と校訂する。以下「あきらめはべりにしがな」まで、源氏の詞。

2? 【注連（しめ）のほかには】野宮に因んだ表現。建物の外には、の意。

3 【人びと】六条御息所に仕えている女房たち。

4 【げにいとかたはらいたう】以下「いとほしう」まで、女房たちの詞。


賢木．１．２．７

■　など、あつかひきこゆれば、

◇　などと、お取りなし申すので、

■　「いさや。

◇　「さてどうしたものか。

■　ここの人目ひとめも1見苦みぐるしう、かの思おぼさむことも2、若々わかわかしう、出いでP6ゐむが、今いまさらにつつましきこと」

◇　ここの女房たちの目にも体裁が悪いだろうし、あの方がお思いになることも、年甲斐もなく、端近に出て行くのが、今さらに気後れして」

■　と思おぼすに、いともの憂うけれど、情なさけなうもてなさむにもたけからねば、とかくうち嘆なげき、やすらひて、ゐざり出いでたまへる御おほむけはひ、いと心こころにくし。

◇　とお思いになると、とても億劫であるが、冷淡な態度をとるほど気強くもないので、とかく溜息をつきためらって、いざり出ていらっしゃったご様子、まことに奥ゆかしい。


P6 出で--（/+いて〈朱〉）

1 【いさやここの人目も】以下「つつましき」まで、御息所の心。他の青表紙諸本は「ここらの人目」（大勢の人目）とある。

2 【かの思さむことも】「かの」は源氏をさす。


賢木．１．２．８

■　「こなたは、簀子すのこばかりの許ゆるされははべりや1」

◇　「こちらでは、簀子に上がるくらいのお許しはございましょうか」

■　とて、上のぼりゐたまへり。

◇　と言って、上がっておすわりになった。

■　はなやかにさし出いでたる夕月夜ゆふづくよに2、うち振ふる舞まひたまへるさま、匂にほひに3、似**るものなくめでたし。

◇　明るく照り出した夕月夜に、立ち居振る舞いなさるご様子、美しさに、似るものがなく素晴らしい。

■　月つきごろのつもりを、つきづきしう聞きこえたまはむも、まばゆきほどになりにければ、榊さかきをいささか折をりて持もたまへりけるを、挿さし入いれて、

◇　幾月ものご無沙汰を、もっともらしく言い訳申し上げなさるのも、面映ゆいほどになってしまったので、榊を少し折って持っていらしたのを、差し入れて、

■　「変かはらぬ色いろをS2しるべにてこそ、斎垣いがきも越こえS3はべりにけれ。

◇　「変わらない心に導かれて、禁制の垣根も越えて参ったのです。

■　さも心憂こころうく4」

◇　何とも薄情な」

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

◆　 
"こなた は、 すのこ ばかり の ゆるさ れ は はべり や?"
 とて、 のぼり ゐ たまへ り。
 はなやか に さし-いで たる ゆふづくよ に、 うち-ふるまひ たまへ る さま、 にほひ、 にる もの なく めでたし。 つきごろ の つもり を、 つきづきしう きこえ たまは む も、 まばゆき ほど に なり に けれ ば、 さかき を いささか をり て も' たまへ り ける を、 さしいれ て、 
 "かはら ぬ いろ を しるべ にて こそ、 いがき も こえ はべり に けれ。 さも こころうく。"
 と きこえ たまへ ば、


S2 ちはやぶる神垣山の榊葉は時雨に色も変はらざりけり（後撰集冬-四五七　読人しらず）

S3 ちはやぶる神の斎垣も越えぬべし今はわが身の惜しけくもなし（拾遺集恋四-九二四　柿本人麿）

1 【こなたは簀子ばかりの許されははべりや】源氏の詞。『集成』は「部屋には入れて頂けないまでも--と、他人行儀な応対を皮肉ったもの」と注す。

2 【はなやかにさし出でたる夕月夜に】『完訳』は「物語では、恋の訪問の場面に多用」と注す。前に「九月七日ばかり」とあったので、半月ほどの月影。

3 【うち振る舞ひたまへるさま匂ひに】大島本は「にほひに」とある。『新大系』は底本のままとするが、『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「にほひ」と格助詞「に」を削除する。

4 【変らぬ色をしるべにてこそ斎垣も越えはべりにけれさも心憂く】源氏の詞。「ちはやぶる神垣山の榊葉は時雨に色も変らざりけり」（後撰集冬、四五七、読人しらず）「置く霜に色も変らぬ榊葉の薫るや人のとめてきつらむ」（貫之集）、「ちはやぶる神の斎垣もこえぬべし今は我が身の惜しけくもなし」（拾遺集恋四、九二四、柿本人麿）「ちはやぶる神の斎垣も越えぬべし大宮人の見まくほしさに」（伊勢物語）「ちはやぶる神の斎垣も越る身は草の戸ざしに障る物かは」（古今六帖二、戸）などを踏まえる。


賢木．１．２．９

■　「神垣かみがきはしるしの杉すぎS4もなきものを

いかにまがへて折をれる榊さかきぞ1」

◇　「ここには人の訪ねる目印の杉もないのに

どう間違えて折って持って来た榊なのでしょう」

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、


S4 わが庵は三輪の山もと恋しくはとぶらひ来ませ杉立てる門（古今集雑下-九八二　読人しらず）

1 【神垣はしるしの杉もなきものをいかにまがへて折れる榊ぞ】御息所の贈歌。「我が庵は三輪の山もと恋しくは訪らひ来ませ杉立てる門」（古今集雑下、九八二、読人しらず）を踏まえる。


賢木．１．２．１０

■　「少女子をとめごがS5あたりと思おもへば榊葉さかきばの

香かをS6なつかしみとめてこそ折をれ1」

◇　「少女子がいる辺りだと思うと

榊葉が慕わしくて探し求めて折ったのです」

■　おほかたのけはひわづらはしけれど、御簾みすばかりはひき着きて、長押なげしにおしかかりてゐたまへり。

◇　周囲の雰囲気は憚られるが、御簾だけを引き被って、長押に持たれかかって座っていらっしゃった。


S5 少女子が袖振る山の瑞垣の久しき世より思ひそめてき（拾遺集雑恋-一二一〇　柿本人麿）

S6 榊葉の香をかぐはしみ求め来れば八十氏人ぞまどゐせりける（古今集神楽歌-五七七　読人しらず）

1 【少女子があたりと思へば榊葉の香をなつかしみとめてこそ折れ】源氏の返歌。「少女子が袖振る山の瑞垣の久しき世より思ひ染めてき」（拾遺集、雑恋、一二一〇、柿本人麿）「置く霜に色も変らぬ榊葉の薫るや人のとめてきつらむ」（貫之集）「榊葉の香をかぐはしみとめて来れば八十氏人ぞまどゐせりける」（拾遺集、神楽歌、五七七）「榊葉の春さす枝のあまたあればとがむる神もあらじとぞ思ふ」（拾遺集恋一、六五八、読人しらず）を踏まえる。


賢木．１．２．１１

■　心こころにまかせて見みたてまつりつべく、人ひとも慕したひざまに思おぼしたりつる年月としつきは、のどかなりつる御心みこころおごりに、さしも思おぼされざりき1。

◇　思いのままにお目にかかることができ、相手も慕っているようにお思いになっていらっしゃった年月の間は、のんびりといい気になって、それほどまでご執心なさらなかった。

■　また、心こころのうちに、

◇　また一方、心の中に、

■　「いかにぞや、疵きずありて2」

◇　「いかがなものか、欠点があって」

■　、思おもひきこえたまひにし後のち、はた、あはれもさめつつ、かく御仲おほむなかも隔へだたりぬるを、めづらしき御対面おほむたいめんの昔むかしおぼえたるに、

◇　と、お思い申してから後、やはり、情愛も次第に褪めて、このように仲も離れてしまったのを、久しぶりのご対面が昔のことを思い出させるので、

■　「あはれ」

◇　「ああ」

■　と、思おぼし乱みだるること限かぎりなし。

◇　と、悩ましさで胸が限りなくいっぱいになる。

■　来きし方かた、行ゆく先さき、思おぼし続つづけられて、心弱こころよわく泣なきたまひぬ。

◇　今までのこと、将来のこと、それからそれへとお思い続けられて、心弱く泣いてしまった。


1 【さしも思されざりき】「き」（過去の助動詞）、源氏の心を通して語る。

2 【いかにぞや疵ありて】六条御息所の生霊事件をさす。


賢木．１．２．１２

■　女をむなは、さしも見みえじと思おぼしつつむめれど1、え忍しのびたまはぬ御みけしきを、いよいよ心苦こころぐるしう、なほ思おぼしとまるべきさまにぞ、聞きこえたまふめる2。

◇　女は、そうとは見せまいと気持ちを抑えていられるようだが、とても我慢がおできになれないご様子を、ますますお気の毒に、やはりお思い止まるように、お制止申し上げになるようである。


1 【思しつつむめれど】「めり」（推量の助動詞）、語り手の視覚的推量のニュアンス。以下、その場に居合わせて語っている体裁。

2 【聞こえたまふめる】「めり」（推量の助動詞）、語り手の視覚的推量のニュアンス。


賢木．１．２．１３

■　月つきも入いりぬるにや、あはれなる空そらを眺ながめつつ、怨うらみきこえたまふに、ここら思おもひ集あつめたまへるつらさも消きえぬべし2。

◇　月も入ったのであろうか、しみじみとした空を物思いに耽って見つめながら、恨み言を申し上げなさると、積もり積もっていらした恨みもきっと消えてしまうことだろう。

■　やうやう、

◇　だんだんと、

■　「今いまは」

◇　「今度が最後」

■　と、思おもひ離はなれたまへるに、

◇　と、未練を断ち切って来られたのに、

■　「さればよ」

◇　「やはり思ったとおりだ」

■　と、なかなか心動こころうごきて3、思おぼし乱みだる。

◇　と、かえって心が揺れて、お悩みになる。


1? 【月も入ぬるにや】時間の経過を月の移動で表す。

2 【つらさも消えぬべし】「べし」（推量の助動詞）、語り手の強い推量のニュアンス。

3 【さればよとなかなか心動きて】『集成』は「やはり思っていた通りだった（源氏に逢えば必ず決心が鈍るに違いないと案じていた通りになった）と、かえってお心が動揺して思い迷われる」と注す。


賢木．１．２．１４

■　殿上てんじゃうの若君達わかきむだちなどうち連つれて、とかく立たちわづらふなる1庭にはのたたずまひP7も、げに艶えんなるかたに、うけばりたるありさまなり。

◇　殿上の若公達などが連れ立って、何かと佇んでは心惹かれたという庭の風情も、なるほど優艶という点では、どこの庭にも負けない様子である。

■　思おもほし残のこすP8ことなき御仲おほむなからひに、聞きこえ交かはしたまふことども、まねびやらむかたなし2。

◇　物のあわれの限りを尽くしたお二人の間柄で、お語らいになった内容、そのまま筆に写すことはできない。


P7 たたずまひ--たたすさ（さ/＄ま〈朱〉）ひ

P8 残す--のう（う/＄こ〈朱〉）す

1 【わづらふなる】「なり」（伝聞推定の助動詞）。「葵」巻の「殿上人どものこのましきなどは、朝夕の露分けありくをそのころの役になむする、など聞きたまひても」とあったのをさす。

2 【まねびやらむかたなし】語り手の言葉。『休聞抄』は「双也」と指摘。『集成』は「（あまりにも普通とは違って、深くこまやかなので）そっくりそのまま語り伝えるすべもない。草子地。」と注す。『完訳』は「語り手は言語を絶した心の乱れを暗示」と注す。


賢木．１．２．１５

■　やうやう明あけゆく空そらのけしき1、ことさらに作つくり出いでたらむやうなり。

◇　だんだんと明けて行く空の風情、特別に作り出したかのようである。

■　「暁あかつきの別わかれはいつも露つゆけきを

こは世よに知しらぬ秋あきの空そらかな2」

◇　「明け方の別れにはいつも涙に濡れたが

今朝の別れは今までにない涙に曇る秋の空ですね」

■　出いでがてに、御手おほむてをとらへてやすらひたまへる、いみじうなつかし。

◇　帰りにくそうに、お手を捉えてためらっていられる、たいそう優しい。


1 【やうやう明けゆく空のけしき】時間の経過を表す。ついに夜を明かして翌日となる。】

2 【暁の別れはいつも露けきをこは世に知らぬ秋の空かな】源氏の贈歌。「露けし」は「秋」の縁語。秋の別の背後には「暁のなからましかば白露のおきてわびしき別れせましや」（後撰集恋四、八六三、紀貫之）「時しもあれや秋やは人の別るべきあるを見るだに恋しきものを」（古今集哀傷、八三九、壬生忠岑）などがある。


賢木．１．２．１６

■　風かぜ、いと冷ひややかに吹ふきて、松虫まつむしの鳴なきからしたる1声こゑも、折知をり顔しりがほなるを、さして思おもふことなきだに、聞きき過すぐしがたげなるに、まして、わりなき御心惑みこころまどひどもに、なかなか、こともゆかぬにや2。

◇　風、とても冷たく吹いて、松虫が鳴き嗄らした声も、気持ちを知っているかのようなのを、それほど物思いのない者でさえ、聞き過ごしがたいのに、まして、どうしようもないほど思い乱れていらっしゃるお二人には、かえって、歌も思うように行かないのだろうか。

■　「おほかたの秋あきの別わかれも悲かなしきに

鳴なく音ねな添そへそ野辺のべの松虫3まつむし」

◇　「ただでさえ秋の別れというものは悲しいものなのに

さらに鳴いて悲しませてくれるな野辺の松虫よ」

■　悔くやしきこと多おほかれど4、かひなければ、明あけ行ゆく空そらもはしたなうて、出いでたまふ。

◇　悔やまれることが多いが、しかたのないことなので、明けて行く空も体裁が悪くて、お帰りになる。

■　道みちのほどいと露つゆけし5。

◇　道程はまことに露っぽい。


1 【松虫の鳴きからしたる】『完訳』は「前の「かれがれなる虫の音」が、ここでは人待つ恋の情緒をこめた「松虫」に転じて、源氏執心を断ちがたい御息所の深層にふれる」と注す。「ひぐらしの声聞くからに松虫の名にのみ人を思ふころかな」（古今集秋上、二五五、貫之）「女郎花色にもあるかな松虫をもとに宿して誰を待つらむ」（後撰集秋中、三四六、読人しらず）などがある。

2 【ましてわりなき御心惑ひどもになかなかこともゆかぬにや】『紹巴抄』は「双地」と注す。『集成』は「読者への弁解にもなる」と注す。

3 【おほかたの秋の別れも悲しきに鳴く音な添へそ野辺の松虫】御息所の返歌。『完訳』は「秋の別れ」は、秋の季節における人との別れ。一説には秋と人との別れ。もともと秋は悲哀の季。離別の悲情を、「野辺の松虫」の鳴きからす悲しみに象徴させた歌」と注す。『集成』は「秋の別れ」を「（何事もなくて）ただ秋が過ぎ去って行くということだけでも」と、秋と人との別れに解す。

4 【悔しきこと多かれど】源氏の気持ち。「出でたまふ」にかかる。

5 【道のほどいと露けし】「露」に涙を連想させる。源氏の心象風景でもある。


賢木．１．２．１７

■　女をむなも、え心強こころづよからず、名残なごりあはれにて眺ながめたまふ。

◇　女も、気強くいられず、その後の物思いに沈んでいらっしゃる。

■　ほの見みたてまつりたまへる月影つきかげの御容貌おほむかたち、なほとまれる匂にほひなど、若わかき人ひとびとは1身みにしめて、あやまちもしつべくP9、めできこゆ。

◇　ほのかに拝見なさった月の光に照らされたお姿、まだ残っている匂いなど、若い女房たちは身に染みて、心得違いをしかねないほど、お褒め申し上げる。

■　「いかばかりの道みちにてか、かかる御おほむありさまを見捨みすてては、別わかれきこえむ」

◇　「どれほどの余儀ない旅立ちだからといっても、あのようなお方をお見限って、お別れ申し上げられようか」

■　と、あいなく涙なみだぐみあへり2。

◇　と、わけもなく涙ぐみ合っていた。


P9 しつべく--しつへく（／＼/＄く〈朱〉）

1 【若き人びとは】『完訳』は「叙述が、御息所の心から女房の心へと転換。その源氏への憧れは、御息所の心の一面でもあるが、彼女は他面では自制するほかない」と注す。

2 【あいなく涙ぐみあへり】『完訳』は「女房たちは御息所の心情を表面的にしか理解しえないとする。語り手の評言」と注す。


第三段　伊勢下向の日決定

賢木．１．３．１

■　御文おほむふみ、常つねよりもこまやかなるは、思おぼしなびくばかりなれど、またうち返かへし、定さだめかねたまふべきことならねば、いとかひなし。

◇　後朝の御文、いつもより情愛濃やかなのは、お気持ちも傾きそうなほどであるが、また改めて、お思い直しなさるべき事でもないので、まことにどうにもならない。

■　男をとこは、さしも思おぼさぬことをだに2、情なさけのためにはよく言いひ続つづけたまふべかめれば3、まして、おしなべての列つらには思おもひきこえたまはざりし御仲おほむなかの、かくて背そむきたまひなむとするを、口惜くちをしうもいとほしうも、思おぼし悩なやむべし。

◇　男は、それほどお思いでもないことでも、恋路のためには上手に言い続けなさるようなので、まして、並々の相手とはお思い申し上げていられなかったお間柄で、このようにしてお別れなさろうとするのを、残念にもおいたわしくも、お思い悩んでいられるのであろう。


1? 【御文常よりもこまかなるは】野宮から帰邸後の手紙。後朝の文。

2 【男はさしも思さぬことをだに】以下「思し悩むべし」まで、『細流抄』は「草子地」と注す。

3 【よく言ひ続けたまふべかめれば】「べか」（推量の助動詞）「めれ」（推量の助動詞）、語り手が源氏の心を忖度した表現。


賢木．１．３．２

■　旅たびの御装束おほむさうぞくよりはじめ、人ひとびとのまで、何なにくれの御調度みてうどなど、いかめしうめづらしきさまにて、とぶらひきこえたまへど、何なにとも思おぼされず。

◇　旅のご装束をはじめとして、女房たちの物まで、何かとご調度類など、立派で目新しいさまに仕立てて、お餞別を申し上げになさるが、何ともお思いにならない。

■　あはあはしう心憂こころうき名なをのみ流ながして、あさましき身みのありさまを、今いまはじめたらむやうに、ほど近ちかくなるままに、起おき臥ふし嘆なげきたまふ。

◇　軽々しく嫌な評判ばかりを流してしまって、あきれはてた身の有様を、今さらのように、下向が近づくにつれて、起きても寝てもお嘆きになる。

賢木．１．３．３

■　斎宮さいぐうは、若わかき御心地みここちに1、不定ふぢゃうなりつる御出おほむいで立たちの、かく定さだまりゆくを、うれし、とのみ思おぼしたり。

◇　斎宮は、幼な心に、決定しなかったご出立が、このように決まってゆくのを、嬉しい、とばかりお思いでいた。

■　世人よひとは2、例れいなきことと、もどきもあはれがりも、さまざまに聞きこゆべし3。

◇　世間の人々は、先例のないことだと、非難も同情も、いろいろとお噂申しているようだ。

■　何なにごとも、人ひとにもどきあつかはれぬ際きははやすげなり。

◇　何事でも、人から非難されないような身分の者は気楽なものである。

■　なかなか世よに抜ぬけ出いでぬる人ひとの御おほむあたりは、所狭ところせきこと多おほくなむ4。

◇　かえって世に抜きん出た方のご身辺は窮屈なことが多いことである。


1 【若き御心地に】大島本は「御心ちに」とある。『集成』『新大系』は底本のままとするが、『古典セレクション』は諸本に従って「御心に」と校訂する。

2 【世人は】大島本は「世人ハ」とある。『新大系』は底本のまま「よひと」と振り仮名を付ける。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「世の人」と校訂する。

3 【さまざまに聞こゆべし】「べし」（推量の助動詞）は語り手の推量。したがって「世人は」以下、語り手の文章である。『湖月抄』は「草子地」と注す。

4 【何ごとも人にもどきあつかはれぬ際はやすげなりなかなか世に抜け出でぬる人の御あたりは所狭きこと多くなむ】語り手の批評。『評釈』は「物語りする女房も、庶民に注目


第四段　斎宮、宮中へ向かう

賢木．１．４．１

■　十六日じふろくにち、桂川かつらがはにて御祓おほむはらへしたまふ1。

◇　十六日、桂川でお祓いをなさる。

■　常つねの儀式ぎしきにまさりて、長奉送使ちゃうぶそうしなど、さらぬ上達部かむだちめも、やむごとなく、おぼえあるを選えらせたまへり2。

◇　慣例の儀式より立派で、長奉送使など、その他の上達部も身分高く、世間から評判の良い方をお選びさせた。

■　院ゐんの御心寄みこころよせもあればなるべし。

◇　院のお心遣いもあってのことであろう。

■　出いでたまふほどに、大将殿だいしゃうどのより例れいの尽つきせぬことども聞きこえたまへり。

◇　お出になる時、大将殿から例によって名残尽きない思いのたけをお申し上げなさった。

■　「かけまくもかしこき御前おまへにて」

◇　「恐れ多くも、御前に」

■　と、木綿ゆふにつけて、

◇　と言って、木綿に結びつけて、


1 【十六日桂川にて御祓へしたまふ】斎宮群行の日。桂川で祓いをする。「九月十六日」という設定は、歴史上の規子内親王が伊勢へ下向した日と同日である。

2 【選らせたまへり】「せ」（尊敬の助動詞）「たまへ」（尊敬の補助動詞）、主語は帝。


賢木．１．４．２

■　「鳴なる神かみS7だにこそ2、

八洲やしまもる国くにつ御神みかみも心こころあらば

飽あかぬ別わかれの仲なかをことわれ3

思おもうたまふるに、飽あかぬ心地ここちしはべるかな」

◇　「雷神でさえも、

大八洲をお守りあそばす国つ神もお情けがあるならば

尽きぬ思いで別れなければならいわけをお聞かせ下さい

どう考えてみても、満足しない気が致しますよ」

■　とあり。

◇　とある。

■　いとさわがしきほどなれど、御返おほむかへりあり。

◇　とても取り混んでいる時だが、お返事がある。

■　宮みやの御おほむをば、女別当にょべたうして書かかせたまへり。

◇　斎宮のお返事は、女別当にお書かせになっていた。


S7 天の原踏みとどろかし鳴る神も思ふ仲をば裂くるものかは（古今集恋四-七〇一　読人しらず）

1? 【院の御心寄せあればなるべし】「べし」（推量の助動詞）は、語り手の推量。

2 【鳴る神だにこそ】源氏の文に付けた文句。以下「飽かぬ心地しはべるかな」まで、源氏の文。『源氏釈』は「天の原踏みとどろかし鳴る神も思ふ仲をば裂くるものかは」（古今集恋四、七〇一、読人しらず）を指摘。

3 【八洲もる国つ御神も心あらば飽かぬ別れの仲をことわれ】源氏の贈歌。


賢木．１．４．３

■　「国くにつ神空かみそらにことわる仲なかならば

なほざりごとをまづや糾たださむ1」

◇　「国つ神がお二人の仲を裁かれることになったならば

あなたの実意のないお言葉をまずは糺されることでしょう」

■　大将だいしゃうは、御おほむありさまゆかしうて、内裏うちにも参まゐらまほしく思おぼせど、うち捨すてられて見送みおくらむも、人悪ひとわろき心地ここちしたまへば、思おぼしとまりて、つれづれに眺ながめゐたまへり。

◇　大将は、様子を見たくて、宮中にも参内したくお思いになるが、振り捨てられて見送るようなのも、人聞きの悪い感じがなさるので、お思い止まりになって、所在なげに物思いに耽っていらっしゃった。


1 【国つ神空にことわる仲ならばなほざりごとをまづや糾さむ】斎宮が女別当に代作させた返歌。


賢木．１．４．４

■　宮みやの御返おほむかへりのおとなおとなしきを、ほほ笑ゑみて見みゐたまへり。

◇　斎宮のお返事がいかにも成人した詠みぶりなのを、ほほ笑んで御覧になった。

■　「御年おほむとしのほどよりは、をかしうもおはすべきかな1」

◇　「お年の割には、人情がお分かりのようでいらっしゃるな」

■　と、ただならず。

◇　と、お心が動く。

■　かうやうに例れいに違たがへるわづらはしさに、かならずP10心こころかかる御癖おほむくせにて2、

◇　このように普通とは違っためんどうな事には、きっと心動かすご性分なので、

■　「いとよう3見みたてまつりつべかりしいはけなき御おほむほどを、見みずなりぬるこそねたけれ。

◇　「いくらでも拝見しようとすればできたはずであった幼い時を、見ないで過ごしてしまったのは残念なことであった。

■　世よの中定なかさだめなければ4、対面たいめんするやうもありなむかし」

◇　世の中は無常であるから、お目にかかるようなこともきっとあろう」

■　など思おぼす。

◇　などと、お思いになる。


P10 かならず--か（か/＄か〈朱〉）ならす

1 【御年のほどよりはをかしうもおはすべきかな】源氏の斎宮の返歌を見ての感想。斎宮は十四歳。源氏、斎宮に対して好き心を動かす。

2 【かうやうに例に違へるわづらはしさにかならず心かかる御癖にて】源氏の性癖。語り手の批評、注解。斎宮という恋は禁制の女性、しかも愛人六条御息所の娘という関係の女性に好色心を動かす源氏の性癖。『完訳』は「読者の批判を先取りし、恋に生きる好色人（すきびと）としての源氏の本性をいう語り口」と注す。

3 【いとよう】以下「ありなむかし」まで、源氏の心。斎宮に対する関心。

4 【世の中定めなければ】斎宮の交替は、天皇の譲位または崩御、あるいは斎宮の親族の死去などの折。世の無常とはいうが、かなり大胆な仮想である。


第五段　斎宮、伊勢へ向かう

賢木．１．５．１

■　心こころにくくよしある御おほむけはひなれば、物見車多ものみぐるまおほかる日ひなり。

◇　奥ゆかしく風雅なお人柄の方なので、見物の車が多い日である。

■　申さるの時ときに内裏うちに参まゐりたまふ。

◇　申の時に宮中に参内なさる。

■　御息所みやすむどころ、御輿みこしに乗のりたまへるにつけても、父大臣ちちおとどの限かぎりなき筋1すぢに思おぼし志こころざして、いつきたてまつりたまひしありさま、変かはりて、末すゑの世よに内裏うちを見みたまふにも、もののみ尽つきせず、あはれに思おぼさる。

◇　御息所、御輿にお乗りになるにつけても、父大臣が限りない地位にとお望みになって、大切にかしずきお育てになった境遇が、うって変わって、晩年に宮中を御覧になるにつけても、感慨無量で、悲しく思わずにはいらっしゃれない。

■　十六じふろくにて故宮こみやに参まゐりたまひて、二十にじふにて後おくれたてまつりたまふ。

◇　十六で故宮に入内なさって、二十で先立たれ申される。

■　三十さむじふにてぞ、今日けふまた九重ここのへを見みたまひける2。

◇　三十で、今日再び宮中を御覧になるのであった。


1 【限りなき筋】后の位をいう。

2 【十六にて故宮に参りたまひて二十にて後れたてまつりたまふ三十にてぞ今日また九重を見たまひける】六条御息所の経歴をいうのだが、年立の上で問題の一文。年立上の整合性よりも経歴を叙述することを優先した記述。


賢木．１．５．２

■　「そのかみを今日けふはかけじと忍しのぶれど

心こころのうちにものぞ悲かなしき1」

◇　「昔のことを今日は思い出すまいと堪えていたが

心の底では悲しく思われてならない」


1 【そのかみを今日はかけじと忍ぶれど心のうちにものぞ悲しき】御息所の独詠歌。


賢木．１．５．３

■　斎宮さいぐうは、十四じふしにぞなりたまひける。

◇　斎宮は、十四におなりであった。

■　いとうつくしうおはするさまを、うるはしうしたてたてまつりたまへるぞ、いとゆゆしきまで見みえたまふを、帝みかど、御心動みこころうごきて、別わかれの櫛くしたてまつりたまふほど、いとあはれにて、しほたれさせたまひぬ。

◇　とてもかわいらしういらっしゃるご様子を、立派に装束をお着せ申されたのが、とても恐いまでに美しくお見えになるのを、帝、お心が動いて、別れの御櫛を挿してお上げになる時、まことに心揺さぶられて、涙をお流しあそばした。

■　出いでたまふを待まちたてまつるとて、八省はしゃうに立たて続つづけたる出車いだしぐるまどもの袖口そでぐち、色いろあひも、目馴めなれぬさまに、心こころにくきけしきなれば、殿上人てんじゃうびとどもも、私わたくしの別わかれ惜をしむ多おほかり。

◇　お出立になるのをお待ち申そうとして、八省院に立ち続けていた女房の車から、袖口、色合いも、目新しい意匠で、奥ゆかしい感じなので、殿上人たちも私的な別れを惜しんでいる者が多かった。

賢木．１．５．４

■　暗くらう出いでたまひて、二条にでうより洞院とうゐんの大路おほぢを折をれたまふほど、二条にでうの院ゐんの前まへなれば1、大将だいしゃうの君きみ、いとあはれに思おぼされて、榊さかきにさして、

◇　暗くなってからご出発になって、二条大路から洞院の大路ヘお曲がりになる時、二条の院の前なので、大将の君、まことにしみじみと感じられて、榊の枝に挿して、


1 【二条より洞院の大路を折れたまふほど二条の院の前なれば】洞院大路は東と西の二本がある。西の洞院であろうか。なお、斎宮の群行行路について、河内本は「二条より洞院のおほちわたり給ふほと」とある。別本は「わたり」（御物本・陽明文庫本・国冬本）と「こえ」（伝冷泉為相筆本）とある。直進したような叙述となっている。


賢木．１．５．５

■　「振ふり捨すてて今日けふは行ゆくとも鈴鹿川すずかがは

八十瀬やそせの波なみに袖そでは濡ぬれじや」

◇　「わたしを捨てて今日は旅立って行かれるが鈴鹿川を

渡る時に袖を濡らして後悔なさいませんでしょうか」

賢木．１．５．６

■　と聞きこえたまへれど、いと暗くらう、ものさわがしきほどなれば、またの日ひ、関せきのあなたよりぞ、御返おほむかへしP11ある2。

◇　とお申し上げになったが、たいそう暗く、何かとあわただしい時なので、翌日、逢坂の関の向こうからお返事がある。


P11 御返し--御かへり（かへり/＄返し〈朱〉）

1? 【振り捨てて今日は行くとも鈴鹿川や八十瀬の波に袖は濡れじや】源氏の贈歌。『河海抄』は「鈴鹿川八十瀬の滝をみな人の賞づるも著く時にあへる時にあへるかも」（催馬楽-鈴鹿川）「鈴鹿川八十瀬渡りて誰故か夜越えに越えむ妻もあらなくに」（万葉集巻十二、三一五六）を指摘。「ふり」は「鈴」「袖」の縁語。

2 【御返しある】大島本「御かへり」を薄墨で抹消し傍らに「返し」と訂正する。『集成』『新大系』『古典セレクション』は訂正本文に従わず「御返り」の本行本文のままとする。


賢木．１．５．７

■　「鈴鹿川八十瀬すずかがはやそせの波なみに濡ぬれ濡ぬれず

伊勢いせまで誰たれか思おもひおこせむ1」

◇　「鈴鹿川の八十瀬の波に袖が濡れるか濡れないか

伊勢に行った先まで誰が思いおこしてくださるでしょうか」


1 【鈴鹿川八十瀬の波に濡れ濡れず伊勢まで誰れか思ひおこせむ】御息所の返歌。「鈴鹿川」「八十瀬の波」「濡れ」を受けて返す。


賢木．１．５．８

■　ことそぎて書かきたまへるしも、御手おほむていとよしよししくなまめきたるに、

◇　言葉少なにお書きになっているが、ご筆跡はいかにも風情があって優美であるが、

■　「あはれなるけをすこし添そへたまへらましかば」

◇　「優しさがもう少しおありだったらば」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　霧きりいたう降ふりて、ただならぬ朝あさぼらけに、うち眺ながめて独ひとりごちおはす。

◇　霧がひどく降りこめて、いつもと違って感じられる朝方に、物思いに耽りながら独り言をいっていらっしゃる。

賢木．１．５．９

■　「行ゆく方かたを眺ながめもやらむこの秋あきは

逢坂山あふさかやまを霧きりな隔へだてそ2」

◇　「あの行った方角を眺めていよう、今年の秋は

逢うという逢坂山を霧よ隠さないでおくれ」


1? 【あはれなるけをすこし添へなましかば】源氏の御息所の返歌を見ての感想。

2 【行く方を眺めもやらむこの秋は逢坂山を霧な隔てそ】源氏の独詠歌。同類の発想歌に「君があたり見つつを居らむ生駒山雲な隠しそ雨は降るとも」（伊勢物語）がある。


賢木．１．５．１０

■　西にしの対たいにも渡わたりたまはで、人ひとやりならず、もの寂さびしげに眺ながめ暮くらしたまふ。

◇　西の対にもお渡りにならず、誰のせいというのでもなく、何とはなく寂しげに物思いに耽ってお過ごしになる。

■　まして、旅たびの空そらは、いかに御心尽みこころづくしなること多おほかりけむ1。

◇　ましてや、旅路の一行は、どんなにか物思いにお心を尽くしになること、多かったことだろうか。


1 【まして旅の空はいかに御心尽くしなること多かりけむ】語り手の想像。三光院実枝は「草子の地」と指摘。『評釈』は「源氏がそう思い、作者はそう推し、読者はそう察する。この一行は、この三者の一致せる見解である」と注す。


第二章　光る源氏の物語　父桐壺帝の崩御

第一段　十月、桐壺院、重体となる

賢木．２．１．１

■　院ゐんの御悩おほむなやみ、神無月かむなづきになりては、いと重おもくおはします。

◇　院の御病気、神無月になってからは、ひどく重くおなりあそばす。

■　世よの中なかに惜をしみきこえぬ人ひとなし。

◇　世を挙げてお惜しみ申し上げない人はいない。

■　内裏うちにも、思おぼし嘆なげきて行幸ぎゃうがうあり。

◇　帝におかれても、御心配あそばして行幸がある。

■　弱よわき御心地みここちにも、春宮とうぐうのP12御事2おほむことを、返かへす返がへす聞きこえさせたまひて、次つぎには大将だいしゃうの御おほむこと、

◇　御衰弱の御容態ながら、春宮の御事を、繰り返しお頼み申し上げあそばして、次には大将の御事を、


P12 春宮の--*春宮（宮/+の）

1? 【院の御悩み神無月になりていと重くおはします】桐壺院、重態に陥る。

2 【春宮の御事】大島本は「春宮御事」とある。諸本によって「の」を補う。


賢木．２．１．２

■　「はべりつる世よに変かはらず、大小だいせうのことを隔へだてず、何なにごとも御後見おほむうしろみと思おぼせ1。

◇　「在世中と変わらず、大小の事に関わらず、何事も御後見役とお思いあそばせ。

■　齢よはひのほどよりは、世よをまつりごたむにも、をさをさ憚はばかりあるまじうなむ、見みたまふる。

◇　年の割には政治を執っても、少しも遠慮するところはない人と、拝見している。

■　かならず世よの中なかたもつべき相さうある人ひとなり2。

◇　必ず天下を治める相のある人である。

■　さるによりて、わづらはしさに、親王みこにもなさず、ただ人うどにて、朝廷おほやけの御後見おほむうしろみをせさせむと、思おもひたまへしなり。

◇　それによって、煩わしく思って、親王にもなさず、臣下に下して、朝廷の補佐役とさせようと、思ったのである。

■　その心違こころたがへさせたまふな」

◇　その心づもりにお背きあそばすな」


1 【はべりつる世に変はらず大小のことを隔てず何ごとも御後見と思せ】以下「その心違へさせたまふな」まで、桐壺院の朱雀帝に対する御遺戒。

2 【世の中たもつべき相ある人なり】帝となれる相のある人。「桐壺」巻の高麗人の観相を踏まえて言う。


賢木．２．１．３

■　と、あはれなる御遺言おほむゆいごんども多おほかりけれど、女をむなのまねぶべきことにしあらねば、この片端かたはしだにかたはらいたし。

◇　と、しみじみとした御遺言が多かったが、女の書くべきことではないので、その一部分を語るだけでも気の引ける思いだ。

賢木．２．１．４

■　帝みかども、いと悲かなしと思おぼして、さらに違たがへきこえさすまじきよしを、返かへす返がへす聞きこえさせたまふ2。

◇　帝も、大層悲しいとお思いになって、決してお背き申し上げまい旨を、繰り返し申し上げあそばす。

■　御容貌おほむかたちも、いときよらにねびまさらせたまへるを、うれしく頼たのもしく見みたてまつらせたまふ。

◇　御容貌もとても美しく御成長あそばされているのを、嬉しく頼もしくお見上げあそばす。

■　限かぎりあれば、急いそぎ帰かへらせたまふにも、なかなかなること多おほくなむ。

◇　きまりがあるので、急いでお帰りあそばすにつけても、かえって悲しいことが多い。


1? 【女のまねぶべき事にしあらねばこの片端だにかたはらいたし】語り手の言辞。『林逸抄』は「例の紫式部か詞也」と指摘。『評釈』は「「女の--」とは、この物語をするのが女であるからである。女は、政治に関与しない。主上や院のおそば近くに仕えるから、どんな秘密でも知ることがあるが、政治上の事は知らぬ顔で通すはずなのである」と注す。

2 【さらに違へきこえさすまじきよしを返す返す聞こえさせたまふ】『完訳』は「帝は院の遺言に全面的に従おうとする。この誓約は、個人的な約束とも異なり、朱雀帝治政のあり方を性格づける意味を持つ」と注す。


賢木．２．１．５

■　春宮とうぐうも、一度ひとたびにとP13思おぼし召めしけれど2、ものさわがしきにより、日ひを変かへて、渡わたらせたまへり。

◇　春宮も御一緒にとお思いあそばしたが、大層な騷ぎになるので、日を改めて、行啓なさった。

■　御年おほむとしのほどよりは、大人おとなびうつくしき御おほむさまにて、恋こひしと思おもひきこえさせたまひけるつもりに、何心なにごころP14もなく3うれしと思おぼし4、見みたてまつりたまふ御みけしき、いとあはれなり。

◇　お年の割には、大人びてかわいらしい御様子で、恋しいとお思い申し上げあそばしていたあげくなので、ただもう無心に嬉しくお思いになって、お目にかかりになる御様子、まことにいじらしい。

■　中宮ちゅうぐうは、涙なみだに沈しづみたまへるを、見みたてまつらせたまふも、さまざま御心乱みこころみだれて思おぼし召めさる。

◇　中宮は、涙に沈んでいらっしゃるのを、お見上げ申しあそばされるにつけても、あれこれとお心の乱れる思いでいらっしゃる。

■　よろづのことを聞きこえ知しらせたまへど5、いとものはかなき御おほむほどなれば6、うしろめたく悲かなしと見みたてまつらせたまふ。

◇　いろいろの事をお教え申し上げなさるが、とても御幼少でいらっしゃるので、不安で悲しく御拝見あそばす。


P13 一度にと--ひとたひにも（も/＄と〈朱〉）

P14 何心--（/+なに〈朱〉）心

1? 【限りあればい急ぎ帰らせたまふにも】帝の見舞いの行幸は公的行事なので、時間を延長して個人的に振る舞うことが許されない。

2 【春宮も一度にと思し召しけれど】大島本は「ひとたひにも」の「も」を朱筆で抹消し傍らに「と」と訂正する。春宮は、帝の行幸と一緒に思ったが、仰々しくなるので日を改めて、見舞いの行啓をする。

3 【何心もなく】大島本は「なに」を朱筆で補う。

4 【うれしと思し】大島本は「うれしとおほし」とある。『新大系』は底本のままとするが、『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うれしと思して」と接続助詞「て」を補う。

5 【よろづのことを聞こえ知らせたまへど】院が春宮に。

6 【いとものはかなき御ほどなれば】春宮はこの時五歳。七歳が学問始めである。


賢木．２．１．６

■　大将だいしゃうにも、朝廷おほやけに仕つかうまつりたまふべき御心みこころづかひ、この宮みやの御後見1おほむうしろみしたまふべきことを、返かへす返がへすのたまはす。

◇　大将にも、朝廷にお仕えなさるためのお心構えや、春宮の御後見なさるべき事を、繰り返し仰せになる。

■　夜更よふけてぞ帰かへらせたまふ。

◇　夜が更けてからお帰りあそばす。

■　残のこる人ひとなく仕つかうまつりてののしるさま、行幸ぎゃうがうに劣おとるけぢめなし。

◇　残る人なく陪従して大騷ぎする様子、行幸に劣るところがない。

■　飽あかぬほどにて帰かへらせたまふを、いみじう思おぼし召めす。

◇　満足し切れないところでお帰りおそばすのを、たいそう残念にお思いあそばす。


1 【この宮の御後見】春宮の後見をさす。


第二段　十一月一日、桐壺院、崩御

賢木．２．２．１

■　大后おほきさきも、参まゐりたまはむとするを1、中宮ちゅうぐうのかく添そひおはするに、御心置みこころおかれて、思おぼしやすらふほどに、おどろおどろしきさまにもおはしまさで、隠かくれさせたまひぬ。

◇　大后も、お見舞いに参ろうと思っているが、中宮がこのように付き添っていらっしゃるために、おこだわりになって、おためらいになっていらっしゃるうちに、たいしてお苦しみにもならないで、お隠れあそばした。

■　足あしを空そらに、思おもひ惑まどふ人多ひとおほかり。

◇　浮き足立ったように、お嘆き申し上げる人々が多かった。


1 【大后も参りたまはむとするを】弘徽殿大后も帝や東宮、源氏に引き続いて、桐壺院を見舞おうと思うが。


賢木．２．２．２

■　御位みくらゐを去さらせたまふといふばかりにこそあれ、世よのまつりごとをしづめさせたまへることも、我わが御世みよの同おなじことにておはしまいつるを1、帝みかどはいと若わかうおはします、祖父大臣おほぢおとど、いと急きふにさがなくおはして、その御おほむままになりなむ世よを、いかならむと、上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびと、皆思みなおもひ嘆なげく。

◇　お位をお退きあそばしたというだけで、世の政治をとりしきっていられたのは、御在位中と同様でいらっしゃったが、帝はまだお若ういらっしゃるし、祖父右大臣、まことに性急で意地の悪い方でいらっしゃって、その意のままになってゆく世を、どうなるのだろうと、上達部、殿上人は、皆不安に思って嘆く。


1 【御位を去らせたまふといふばかりにこそあれ世のまつりごとをしづめさせたまへることも我が御世の同じことにておはしまいつるを】桐壺帝は御譲位後も在位中と同様に政治的実権を握っていた。歴史上の院政と同じである。


賢木．２．２．３

■　中宮ちゅうぐう、大将殿だいしゃうどのなどは、ましてすぐれて、ものも思おぼしわかれず、後々のちの御ちのおほむわざなど、孝けうじ仕つかうまつりたまふさまも、そこらの親王みこたちの御中おほむなかにすぐれたまへるを、ことわりながら、いとあはれに、世人よひとも見みたてまつる。

◇　中宮、大将殿などは、まして人一倍、何もお考えられなく、後々の御法事などをご供養申し上げなさる様子も、大勢の親王たちの御中でも格別優れていらっしゃるのを、当然のことながら、まことにおいたわしく、世の人々も拝し上げる。

■　藤ふぢの御衣おほむぞにやつれたまへるP15,2につけても、限かぎりなくきよらに心苦こころぐるしげなり。

◇　喪服を着て悲しみに沈んでいらっしゃるのにつけても、この上なく美しくおいたわしげである。

■　去年こぞ、今年ことしとうち続つづき、かかることを見みたまふに、世よもいとあぢきなう思おぼさるれど、かかるついでにも、まづ思おぼし立たたるるP16,4ことはあれど、また、さまざまの御おほむほだし多おほかり。

◇　去年、今年と引き続いて、このような不幸にお遭いになると、世の中が本当につまらなくお思いになるが、このような機会にも、出家しようかと思わずにはいらっしゃれない事もあるが、また一方では、いろいろとお妨げとなるものが多いのであった。


P15 藤の御衣にやつれたまへる--（/+藤の御そにやつれ給へる）

P16 立たるる--た（た/+た）るゝ

1? 【祖父大臣の---御ままになりなむ世を】右大臣が外戚として政権を握る。

2 【藤の御衣にやつれたまへる】大島本は「藤の御そにやつれ給へる」を補入する。

3? 【去年今年とうち続きかかることを見たまふに世もいとあぢきなう思さるれどかかるついでにもまづ思し立たるることはあれどまたさまざまの御ほだしおほかり】昨年の妻葵の上の死去、今年の父桐壺院の崩御を体験し、出家の願望が起こるが、また一方でそれを妨げる事情が多い、とする語る。『花鳥余情』は「世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を指摘。

4 【まづ思し立たるる】大島本「た」と「る」の間に「た」を補入する。


賢木．２．２．４

■　御四十九日おほむなななぬかまでは1、女御にょうご、御息所みやすむどころたち、みな、院ゐんに集つどひたまへりつるを、過すぎぬれば、散ちり散ぢりにまかでたまふ。

◇　御四十九日までは、女御、御息所たち、皆、院に集まっていらっしゃったが、過ぎたので、散り散りにご退出なさる。

■　師走しはすの二十日はつかなれば、おほかたの世よの中なかとぢむる空そらのけしきにつけても、まして晴はるる世よなき、中宮ちゅうぐうの御心みこころのうちなり2。

◇　十二月の二十日なので、世の中一般も年の暮という空模様につけても、まして心晴れることのない、中宮のお心の中である。

■　大后おほきさきの御心みこころも知しりたまへれば、心こころにまかせたまへらむ世よの、はしたなく住すみ憂うからむを思おぼすよりも、馴なれきこえたまへる年としごろの御おほむありさまを、思おもひ出いできこえたまはぬ時ときの間まなきに、かくてもおはしますまじう、みな他々ほかほかへと出いでたまふほどに、悲かなしきこと限かぎりなし。

◇　大后のお心も御存知でいらっしゃるので、思いのままになさるであろう世が、体裁の悪く住みにくいことになろうことをお考えになるよりも、お親しみ申し上げなさった長い年月の御面影を、お偲び申し上げない時の間もない上に、このままここにおいでになるわけにもゆかず、皆方々へとご退出なさるに当たっては、悲しいことこの上ない。


1 【御四十九日までは】下に「師走の二十日なれば」とある。さらに「霜月の一日ごろ御国忌なるに」とあるので、桐壺院の崩御は十一月一日である。

2 【おほかたの世の中とぢむる空のけしきにつけてもまして晴るる世なき中宮の御心のうちなり】景情一致の描写。『完訳』は「一年の終りと桐壺院時世の終り。歳末の冬空に藤壺の心を象徴」と注す。


賢木．２．２．５

■　宮みやは、三条さむでうの宮みやに渡わたりたまふ1。

◇　宮は、三条の宮にお渡りになる。

■　御迎おほむむかへに兵部卿宮参ひゃうぶきゃうのみやまゐりたまへり。

◇　お迎えに兵部卿宮が参上なさった。

■　雪ゆきうち散ちり、風かぜはげしうて、院ゐんの内うち、やうやう人目ひとめかれゆきて、しめやかなるに2、大将殿だいしゃうどの、こなたに参まゐりたまひて、古ふるき御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　雪がひとしきり降り、風が激しく吹いて、院の中、だんだんと人数少なになっていって、しんみりとしていた時に、大将殿、こちらに参上なさって、昔の思い出話をお申し上げなさる。

■　御前おまへの五葉ごえふの雪ゆきにしをれて、下葉枯したばかれたるを見みたまひて3、親王みこ、

◇　お庭先の五葉の松が、雪に萎れて、下葉が枯れているのを御覧になって、親王、


1 【宮は三条の宮に渡りたまふ】藤壺の里邸。「紅葉賀」巻に既出。

2 【雪うち散り風はげしうて院の内やうやう人目かれゆきてしめやかなるに】桐壺院の御所の蕭条とした描写。

3 【御前の五葉の雪にしをれて下葉枯れたるを見たまひて】院の御所の藤壺の庭先。


賢木．２．２．６

■　「蔭かげひろみ頼たのみし松まつや枯かれにけむ

下葉散したばちりゆく年としの暮くれかな1」

◇　「木蔭が広いので頼りにしていた松の木は枯れてしまったのだろうか

下葉が散り行く今年の暮ですね」


1 【蔭ひろみ頼みし松や枯れにけむ下葉散りゆく年の暮かな】兵部卿宮の歌。「松」に桐壺院を、「下葉」に後宮の女性たちを喩える。


賢木．２．２．７

■　何なにばかりのことにもあらぬに1、折をりから、ものあはれにて、大将だいしゃうの御袖おほむそで、いたう濡ぬれぬ。

◇　何という歌でもないが、折柄、何となく寂しい気持ちに駆られて、大将のお袖、ひどく濡れた。

■　池いけの隙ひまなう氷こほれるに、

◇　池が隙間なく凍っていたので、


1 【何ばかりのことにもあらぬに】『完訳』は「語り手の評。上手な歌を詠出しがたいほど悲嘆が深いとする」と注す。


賢木．２．２．８

■　「さえわたる池いけの鏡かがみのさやけきに

見みなれし影かげを見みぬぞ悲かなしき1」

◇　「氷の張りつめた池が鏡のようになっているが

長年見慣れた影を見られないのが悲しい」


1 【さえわたる池の鏡のさやけきに見なれし影を見ぬぞ悲しき】源氏の唱和歌。『河海抄』は「池はなほ昔ながらの鏡にて影見し君がなきぞ悲しき」（大和物語）を指摘する。


賢木．２．２．９

■　と、思おぼすままに、あまり若々わかわかしうぞあるや1。

◇　と、お気持ちのままに詠まれたのは、あまりに子供っぽい詠み方ではないか。

■　王命婦わうみゃうぶ、

◇　王命婦、


1 【思すままにあまり若々しうぞあるや】語り手の評言。源氏の歌を率直すぎて未熟な詠みぶりだという。


賢木．２．２．１０

■　「年暮としくれて岩井いはゐの水みづもこほりとぢ

見みし人影ひとかげのあせもゆくかな1」

◇　「年が暮れて岩井の水も凍りついて

見慣れていた人影も見えなくなってゆきますこと」


1 【年暮れて岩井の水もこほりとぢ見し人影のあせもゆくかな】王命婦の唱和歌。


賢木．２．２．１１

■　そのついでに、いと多おほかれど、さのみ書かき続つづくべきことかは1。

◇　その折に、とても多くあったが、そうばかり書き連ねてよいことか。

■　渡わたらせたまふ儀式ぎしき、変かはらねど、思おもひなしにあはれにて、旧ふるき宮みやは、かへりて旅心地たびごこちしたまふにも2、御里住おほむさとずみ絶たえたる年月としつきのほど、思おぼしめぐらさるべし。

◇　お移りあばす儀式は、従来と変わらないが、思いなしかしみじみとして、ふる里の宮は、かえって旅の宿のような心地がなさるにつけても、里下りなさらなかった歳月の長さ、あれこれと回想されて来るのだろう。


1 【そのついでにいと多かれどさのみ書き続くべきことかは】語り手の省略の弁。

2 【旧き宮はかへりて旅心地したまふにも】『異本紫明抄』は「古里は見しごともあらず斧の柄の朽ちし所ぞ恋しかりける（古今集雑下、九九一、紀友則）を指摘。


第三段　諒闇の新年となる

賢木．２．３．１

■　年としかへりぬれど1、世よの中今なかいまめかしきことなく静しづかなり。

◇　年も改まったが、世の中ははなやかなことはなく静かである。

■　まして大将殿だいしゃうどのは、もの憂うくて籠こもりゐたまへり。

◇　まして大将殿は、何となく悲しくて退き籠もっていらっしゃる。

■　除目ぢもくのころなど、院ゐんの御時おほむときをばさらにもいはず、年としごろ劣おとるけぢめなくて、御門みかどのわたり、所ところなく立たち込こみたりし馬むま、車くるまうすらぎて、宿直物との袋***をさをさ見***えず、親***しき家司***どもばかり、ことに急***ぐことなげにてあるを見***たまふにも、

◇　除目のころなどは、院の御在位中は言うまでもなく、ここ数年来、悪く変わることなくて、御門の周辺、隙間なく立て込んでいた馬、車が少なくなって、夜具袋などもほとんど見えず、親密な家司どもばかりが、特別に準備することもなさそうでいるのを御覧になるにつけても、

■　「今***よりは、かくこそは」

◇　「今後は、こうなるのだろう」

■　と思***ひやられて、ものすさまじくなむ。

◇　と思いやられて、何となく味気なく思われる。

◆　 
とし かへり ぬれ ど、 よのなか いまめかしき こと なく しづか なり。 まして だいしゃう-どの は、 ものうく て こもり ゐ たまへ り。 ぢもく の ころ など、 ゐん の おほむ-とき を ば さらに も いは ず、 としごろ おとる けぢめ なく て、 みかど の わたり、 ところなく たちこみ たり し むま、 くるま うすらぎ て、 とのゐもの の ふくろ をさをさ みえ ず、 したしき けいし-ども ばかり、 こと に いそぐ こと なげ にて ある を み たまふ に も、 "いま より は、 かく こそ は。" と おもひやら れ て、 もの-すさまじく なむ。


1 【年かへりぬれど】諒闇の新年。源氏二十四歳。


賢木．２．３．２

■　御匣殿みくしげどのは、二月きさらぎに、尚侍ないしのかみになりたまひぬ。

◇　御匣殿は、二月に、尚侍におなりになった。

■　院ゐんの御思おほむおもひにやがて尼あまになりたまへる、替かはりなり2けり。

◇　院の御喪に服してそのまま尼におなりになった方の、替わりであった。

■　やむごとなくもてなし3、人ひとがらもいとよくおはすれば、あまた参まゐり集あつまりたまふなかにも、すぐれて時ときめきたまふ。

◇　高貴な家の出として振る舞って、人柄もとてもよくいらっしゃるので、大勢入内なさっている中でも、格別に御寵愛をお受けになる。

■　后きさきは、里さとがちにおはしまいて、参まゐりたまふ時ときの御局みつぼねには梅壺むめつぼをしたれば、弘徽殿こうきでんには尚侍かむの君住きみすみたまふ。

◇　后は、里邸にいらっしゃりがちで、参内なさる時のお局には、梅壷を当てていたので、弘徽殿には尚侍がお住みになる。

■　登花殿とうくわでんの埋むもれたりつるに、晴はれ晴ばれしうなりて、女房にょうばうなども数知かずしらず集つどひ参まゐりて、今いまめかしう花はなやぎたまへど、御心みこころのうちは、思おもひのほかなりしことどもを忘わすれがたく嘆なげきたまふ。

◇　登花殿が陰気であったのに対して、晴ればれしくなって、女房なども数えきれないほど参集して、当世風にはなやかにおなりになったが、お心の中では、思いがけなかった事を忘れられず嘆いていらっしゃる。

■　いと忍しのびて通かよはしたまふことは、なほ同おなじさまなるべし。

◇　ごく内密に文を通わしなさることは、以前と同様なのであろう。

■　「ものの聞きこえもあらばいかならむ」

◇　「噂が立ったらどうなることだろう」

■　と思おぼしながら、例れいの御癖おほむくせなれば、今いましも御心みこころざしまさるべかめり。

◇　とお思いになりながら、例のご性癖なので、今になってかえってご愛情が募るようである。


1? 【御匣笥殿は二月に尚侍になりたまひぬ】朧月夜の君、尚侍となる。

2 【院の御思ひにやがて尼になりたまへる替はりなり】故桐壺院の御喪に服して尚侍が出家し、定員二名のうち、一名が空いたので、その後任としての意。

3 【やむごとなくもてなし】大島本は「もてなし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「もてなして」と接続助詞「て」を補う。『集成』は「家柄の姫君らしい暮しぶりで」の意に解す。


賢木．２．３．３

■　院ゐんのおはしましつる世よこそ憚はばかりたまひつれ、后きさきの御心みこころいちはやくて、かたがた思おぼしつめたることどもの報**いせむ、と思おぼすべかめり。

◇　院の御在世中こそは、遠慮もなさっていたが、后の御気性は激しくて、あれこれと悔しい思いをしてきたことの仕返しをしよう、とお思いのようである。

■　ことにふれて、はしたなきことのみ出いで来くれば、かかるべきこととはP17思おぼししかど、見知みしりたまはぬ世よの憂うさに、立たちまふべくも思おぼされず。

◇　何かにつけて、体裁の悪いことばかり生じてくるので、きっとこうなることとはお思いになっていたが、ご経験のない世間の辛さなので、立ち交じっていこうともお考えになれない。

◆　 
ゐん の おはしまし つる よ こそ はばかり たまひ つれ、 きさき の みこころ いちはやく て、 かたがた おぼし つめ たる こと-ども の むくひ せ む と、 おぼす べか' めり。 こと に ふれ て、 はしたなき こと のみ いで くれ ば、 かかる べき こと と は おぼし しか ど、 みしり たまは ぬ よ の うさ に、 たちまふ べく も おぼさ れ ず。


P17 こととは--こと（と/+と〈朱〉）は


賢木．２．３．４

■　左ひだりの大殿おほいどのも、すさまじき心地ここちしたまひて、ことに内裏うちにも参まゐりたまはず。

◇　左の大殿も、面白くない気がなさって、特に内裏にも参内なさらない。

■　故姫君こひめぎみを、引ひきよきて、この大将だいしゃうの君きみに聞きこえつけたまひし御心みこころを、后きさきは思おぼしおきて、よろしうも思おもひきこえたまはず。

◇　故姫君を、避けて、この大将の君に妻合わせなさったお気持ちを、后は根にお持ちになって、あまり良くはお思い申し上げていない。

■　大臣おとどの御仲おほむなかも、もとよりそばそばしうおはするに、故院こゐんの御世みよにはわがままにおはせしを、時移ときうつりて、したり顔がほにおはするを、あぢきなしと思おぼしたる、ことわりなり。

◇　大臣の御仲も、もとから疎遠でいらっしゃったうえに、故院の在世中は思い通りでいられたが、御世が替わって、得意顔でいらっしゃるのが、面白くないとお思いになるのも、もっともなことである。

賢木．２．３．５

■　大将だいしゃうは、ありしに変かはらず渡わたり通かよひたまひて、さぶらひし人ひとびとをも、なかなかにこまかに思おぼしおきて、若君わかぎみをかしづき思おもひきこえたまへること、限かぎりなければ、あはれにありがたき御心みこころと、いとどいたつききこえたまふことども、同おなじさまなり。

◇　大将は、在世中と変わらずお通いになって、お仕えしていた女房たちをも、かえって以前以上にこまごまとお気を配りになって、若君を大切におかわいがり申されること、この上ないので、しみじみとありがたいお心だと、ますます大切にお世話申し上げなさる事ども、同様である。

■　限かぎりなき御おほむおぼえの、あまりもの騒さわがしきまで、暇いとまなげに見みえたまひしを、通かよひたまひし所々ところどころも、かたがたに絶たえたまふことどもあり、軽々かるがるしき御忍おほむしのびありきも、あいなう思おぼしなりて、ことにしたまはねば、いとのどやかに、今いましもあらまほしき御おほむありさまなり。

◇　この上ないご寵愛で、あまりにもうるさいまでに、お暇もなさそうにお見えになったが、お通いになっていた方々も、あちこちと途絶えなさることもあり、軽率なお忍び歩きも、つまらないようにお思いなさって、特になさらないので、とてものんびりと、今の方がかえって理想的なお暮らしぶりである。

賢木．２．３．６

■　西にしの対たいの姫君ひめぎみの御幸おほむさいはひを、世人よひともめできこゆ。

◇　西の対の姫君のお幸せを、世間の人もお喜び申し上げる。

■　少納言せうなごんなども、人知ひとしれず、

◇　少納言なども、人知れず、

■　「故尼上こあまうへの御祈おほむいのりのしるし」

◇　「故尼上の御祈祷の効験」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝している。

■　父親王ちちみこも思おもふさまに聞きこえ交かはしたまふ。

◇　父親王とも隔意なくお文をお通わし申し上げなさる。

■　嫡腹むかひばらの、限かぎりなくと思おぼすは、はかばかしうもえあらぬに、ねたげなること多おほくて、継母ままははの北きたの方かたは、やすからず思おぼすべし。

◇　正妻腹の、この上なくと願っている方は、これといったこともないので、妬ましいことが多くて、継母の北の方は、きっと面白くなくお思いであろう。

■　物語ものがたりにことさらに作つくり出いでたるやうなる御おほむありさまなり。

◇　物語にわざと作り出したようなご様子である。

賢木．２．３．７

■　斎院さいゐんは、御服おほむぶくにて下おりゐたまひにしかば、朝顔あさがほの姫君ひめぎみは、替かはりにゐたまひにき。

◇　斎院は、御服喪のためにお下がりになったので、朝顔の姫君は、代わってお立ちになった。

■　賀茂かものいつきには、孫王そんわうのゐたまふ例れい、多おほくもあらざりけれど、さるべき女御子をむなみこやおはせざりけむ。

◇　賀茂の斎院には、孫王のお就きになる例、多くもなかったが、適当な内親王がいらっしゃらなかったのであろう。

■　大将だいしゃうの君きみ、年月経としつきふれど、なほ御心離みこころはなれたまはざりつるを、かう筋すぢことになりたまひぬれば、口惜くちをしくと思おぼす。

◇　大将の君は、幾歳月を経ても、依然としてお忘れになれなかったのを、このように方面がちがっておしまいになったので、残念にとお思いになる。

■　中将ちゅうじゃうにおとづれたまふことも、同おなじことにて、御文おほむふみなどは絶たえざるべし。

◇　中将にお便りをおやりになることも、以前と同じで、お手紙などは途絶えていないのだろう。

■　昔むかしに変かはる御おほむありさまなどをば、ことに何なにとも思おぼしたらず、かやうのはかなしごとどもを、紛まぎるることなきままに、こなたかなたと思おぼし悩なやめり。

◇　以前と変わったご様子などを、特に何ともお考えにならず、このようなちょっとした事柄を、気の紛れることのないのにまかせて、あちらこちらと思い悩んでいらっしゃる。

第四段　源氏朧月夜と逢瀬を重ねる

賢木．２．４．１

■　帝みかどは、院ゐんの御遺言違おほむゆいごんたがへず、あはれに思おぼしたれど、若わかうおはしますうちにも、御心みこころなよびたるかたに過すぎて、強つよきところおはしまさぬなるべし1、母后ははぎさき、祖父大臣おほぢおとどとりどりしたまふことは、え背そむかせたまはず、世よのまつりごと、御心みこころにかなはぬやうなり2。

◇　帝は、院の御遺言に背かず、親しくお思いであったが、お若くいらっしゃるうえにも、お心が優し過ぎて、毅然としたところがおありでないのであろう、母后、祖父大臣、それぞれになさる事に対しては、反対することがおできあそばされず、天下の政治も、お心通りに行かないようである。


1 【帝は院の御遺言違へずあはれに思したれど若うおはしますうちにも御心なよびたるかたに過ぎて強きところおはしまさぬなるべし】「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）、語り手の推量を交えた朱雀帝の人物評。前に「帝はいと若うおはします」とあった。「院の御遺言」とは源氏を「朝廷の御後見」とするようにとの内容をいう。

2 【母后祖父大臣とりどりしたまふことはえ背かせたまはず世のまつりごと御心にかなはぬやうなり】大島本は「とり／＼し給事は」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「とりどりにしたまふことは」と格助詞「に」を補訂する。朱雀帝の治世。母弘徽殿皇太后と祖父大臣に牛耳られているありさま。


賢木．２．４．２

■　わづらはしさのみまされど、尚侍かむの君きみは、人知ひとしれぬ御心みこころし通かよへば、わりなくてと、おぼつかなくはあらず1。

◇　厄介な事ばかりが多くなるが、尚侍の君は、密かにお心を通わしているので、無理をなさりつつも、長い途絶えがあるわけではない。

■　五壇ごだんの御修法2みしゅほふの初はじめにて、慎つつしみおはします隙ひまをうかがひて、例れいの、夢ゆめのやうに聞きこえたまふ。

◇　五壇の御修法の初日で、お慎しみあそばす隙間を狙って、いつものように、夢のようにお逢い申し上げる。

■　かの、昔むかしおぼえたる細殿ほそどのの局つぼねに3、中納言ちゅうなごんの君4きみ、紛まぎらはして入いれたてまつる。

◇　あの、昔を思い出させる細殿の局に、中納言の君が、人目を紛らしてお入れ申し上げる。

■　人目ひとめもしげきころなれば、常つねよりも端近はしぢかなる、そら恐おそろしうおぼゆ5。

◇　人目の多いころなので、いつもより端近なのが、何となく恐ろしく思わずにはいられない。


1 【わりなくてとおぼつかなくはあらず】大島本は「わりなくてと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『完訳』は諸本に従って「わりなくても」と訂正する。無理をなさりつつも長い途絶えがあるわけではない、の意。

2 【五壇の御修法】五大尊（不動明王・降三世明王・大威徳明王・軍荼利夜叉王・金剛夜叉王）を安置する壇を設けて行う修法。天皇や国家に重大事のある時に行う。ここでの重大事が何であるかは不明。

3 【かの昔おぼえたる細殿の局に】源氏と朧月夜の君が初めて逢った弘徽殿の細殿（「花宴」）。

4 【中納言の君】朧月夜の君づきの女房。

5 【そら恐ろしうおぼゆ】『完訳』は「空から見られるような恐怖心」という。


賢木．２．４．３

■　朝夕あさゆふに見みたてまつる人ひとだに、飽あかぬ御おほむさまなれば1、まして、めづらしきほどにのみある御対面おほむたいめんの、いかでかはおろかならむ。

◇　朝夕に拝見している人でさえ、見飽きないご様子なので、まして、まれまれにある逢瀬であっては、どうして並々のことであろうか。

■　女をむなの御おほむさまも、げにぞめでたき御盛おほむさかりなる2。

◇　女のご様子も、なるほど素晴しいお盛りである。

■　重おもりかなるかたは、いかがあらむ3、をかしうなまめき若わかびたる心地ここちして、見みまほしき御おほむけはひなり。

◇　重々しいという点では、どうであろうか、魅力的で優美で若々しい感じがして、好ましいご様子である。


1 【朝夕に見たてまつる人だに飽かぬ御さまなれば】以下「いかでかはおろかならむ」まで、『細流抄』は「草子地也」と指摘。「だに」「まして」「いかでかは」「おろかならむ」の文脈は、語り手の感情移入による表現。

2 【女の御さまもげにぞめでたき御盛りなる】「も」「げにぞ」、語り手の他の人の意見に同意して「なるほど」というニュアンス。

3 【重りかなるかたはいかがあらむ】語り手の批評の挿入句。『完訳』は「女の理性的な弱さとともに、男女の交感を語りこめる」と注す。


賢木．２．４．４

■　ほどなく明あけ行ゆくにや、とおぼゆるに、ただここにしも、

◇　間もなく夜も明けて行こうか、と思われるころに、ちょうどすぐ側で、

■　「宿直申とのゐまうし、さぶらふ1」

◇　「宿直申しの者、ここにおります」

■　と、声こわづくるなり2。

◇　と、声を上げて申告するようである。

■　「また、このわたりに隠かくろへたる近衛司このゑづかさぞあるべき。

◇　「自分以外にも、この近辺で密会している近衛府の官人がいるのだろう。

■　腹はらぎたなきかたへの教をしへおこするぞかし3」

◇　こ憎らしい傍輩が教えてよこしたのだろう」

■　と、大将だいしゃうは聞ききたまふ。

◇　と、大将はお聞きになる。

■　をかしきものから、わづらはし4。

◇　面白いと思う一方、厄介である。


1 【宿直申しさぶらふ】宿直奏の上司に姓名を申告する言葉。宮中の夜間の警備は、戌、亥、子までを左近衛府、丑、寅、卯までを右近衛府が担当する。ここは夜明け間近であるから、右近衛府の官人。源氏は右大将。

2 【声づくるなり】「なり」（伝聞推定の助動詞）。源氏は細殿の中で聞いている。

3 【またこのわたりに隠ろへたる近衛司ぞあるべき腹ぎたなきかたへの教へおこするぞかし】源氏の心中。自分以外にもこの近くに忍んで来ている近衛の官人がいるのだろう、たちの悪い同僚が教えて寄こしたのだろう、の意。

4 【をかしきものからわづらはし】源氏の心中と語り手の批評が一体化した表現。


賢木．２．４．５

■　ここかしこ尋たづねありきて、

◇　あちこちと探し歩いて、

■　「寅一とらひとつ1」

◇　「寅一刻」

■　と申まうすなり。

◇　と申しているようだ。

■　女君をむなぎみ、

◇　女君、


1 【寅一つ】宿直奏の声。寅の刻を午前四時から六時までとすれば、寅の一刻は四時から四時半まで。


賢木．２．４．６

■　「心こころからかたがた袖そでを濡ぬらすかな

明あくと教をしふる声こゑにつけても2」

◇　「自分からあれこれと涙で袖を濡らすことですわ

夜が明けると教えてくれる声につけましても」


1? 【申なり】「なり」（伝聞推定の助動詞）。源氏は細殿の中で聞いている。

2 【心からかたがた袖を濡らすかな明くと教ふる声につけても】朧月夜の贈歌。「あく」に「明く」と「飽く」を掛け、「かたがた袖を濡らす」といって、別れの辛さと源氏の冷淡さを嘆き訴える。


賢木．２．４．７

■　とのたまふさま、はかなだちて、いとをかし1。

◇　とおっしゃる様子、いじらしくて、まことに魅力的である。


1 【はかなだちていとをかし】語り手の批評の弁。


賢木．２．４．８

■　「嘆なげきつつわが世よはかくて過すぐせとや

胸むねのあくべき時ときぞともなく1」

◇　「嘆きながら一生をこのように過ごせというのでしょうか

胸の思いの晴れる間もないのに」


1 【嘆きつつわが世はかくて過ぐせとや胸のあくべき時ぞともなく】源氏の返歌。「よ」に「世」と「夜」、「あく」に「明く」と「飽く」を掛ける。『完訳』は「恋ゆえの無明の鬱情であるとして切り返した」という。


賢木．２．４．９

■　静心しづごころなくて、出いでたまひぬ。

◇　慌ただしい思いで、お出になった。

■　夜深よぶかきP18暁月夜あかつきづくよの、えもいはず霧きりわたれるに、いといたうやつれて、振ふる舞まひなしたまへるしも、似にるものなき御おほむありさまにて1、承香殿しょうきゃうでんの御兄おほむせうとの藤少将とうせうしゃう、藤壺ふぢつぼより出いでて2、月つきの少すこし隈くまある立蔀たてじとみのもとに立たてりけるを、知しらで過すぎたまひけむこそいとほしけれ3。

◇　夜の深い暁の月夜に、何ともいいようのない霧が立ちこめていて、とてもたいそうお忍び姿で、振る舞っていらっしゃるのが、他に似るものがないほどのご様子で、承香殿の兄君の藤少将が、藤壷から出て来て、月の光が少し蔭になっている立蔀の側に立っていたのを知らないで、お通り過ぎになったことはお気の毒であったなあ。

■　もどききこゆるやうもありなむかし4。

◇　きっとご非難申し上げるようなこともあるだろうよ。

■　かやうのことにつけても、もて離はなれつれなき人ひとの御心みこころを5、かつはめでたしと思おもひきこえたまふものから、わが心こころの引ひくかたにては、なほつらう心憂こころうし、とおぼえたまふ折多をりおほかり。

◇　このような事につけても、よそよそしくて冷たい方のお心を、一方では立派であるとお思い申し上げてはいるものの、自分勝手な気持ちからすれば、やはり辛く恨めしい、と思われなさる時が多い。


P18 夜深き--（/+夜）ふかき

1 【夜深き暁月夜のえもいはず霧りわたれるにいといたうやつれて振る舞ひなしたまへるしも似るものなき御ありさまにて】源氏の朝帰りの様。一幅の絵になる場面。夜明けにはまだ間のある残月の細くかかった空、霧が趣深く立ちこめている中を、忍び姿の源氏が帰って行く様子。

2 【藤壺より出でて】藤壺方の女房のもとにいたもの。この時の藤壺の住人は誰か不明。

3 【知らで過ぎたまひけむこそいとほしけれ】語り手の源氏への同情。

4 【もどききこゆるやうもありなむかし】語り手の推測。『岷江入楚』は「やうやう須磨の巻をかき出すへき序也草子地歟」と指摘。

5 【もて離れつれなき人の御心を】藤壺をさす。


第三章　藤壺の物語　塗籠事件

第一段　源氏、再び藤壺に迫る

賢木．３．１．１

■　内裏うちに参まゐりたまはむことは、うひうひしく、所狭ところせく思おぼしなりて、春宮とうぐうを見みたてまつりたまはぬを、おぼつかなく思おもほえたまふ。

◇　内裏に参内なさるようなことは、物馴れない気がし、窮屈にお感じになって、東宮をご後見申し上げなされないのを、気がかりに思われなさる。

■　また、頼たのもしき人ひともものしたまはねば、ただこの大将だいしゃうの君きみをぞ、よろづに頼たのみきこえたまへるに、なほ、この憎にくき御心みこころのやまぬにP19,2、ともすれば御胸おほむむねをつぶしたまひつつ、いささかもけしきを御覧ごらんじ知しらずなりにしを思おもふだに3、いと恐おそろしきに、今いまさらにまた、さる事ことの聞きこえありて、わが身みはさるものにて、春宮とうぐうの御おほむためにP20,4かならずよからぬこと出いで来きなむ、と思おぼすに、いと恐おそろしければ、御祈おほむいのりをさへせさせて5、このこと思おもひやませたてまつらむと、思おぼしいたらぬことなく逃のがれたまふを、いかなる折をりにかありけむ、あさましうて6、近ちかづき参まゐりたまへり。

◇　また一方、頼りとする人もいらっしゃらないので、ただこの大将の君を、いろいろとお頼り申し上げていらっしゃったが、依然として、この憎らしいご執心が止まないうえに、ややもすれば度々胸をお痛めになって、少しも関係をお気づきあそばさずじまいだったのを思うだけでも、とても恐ろしいのに、今その上にまた、そのような事の噂が立っては、自分の身はともかくも、東宮の御ためにきっとよくない事が出て来よう、とお思いになると、とても恐ろしいので、ご祈祷までおさせになって、この事をお絶ちいただこうと、あらゆるご思案をなさって逃れなさるが、どのような機会だったのだろうか、思いもかけぬことに、お近づきになった。

■　心深こころふかくたばかりたまひけむことを、知しる人ひとなかりければ、夢ゆめのやうにぞありける。

◇　慎重に計画なさったことを、気づいた女房もいなかったので、夢のようであった。


P19 なほ、この憎き御心のやまぬに--（/+猶このにくき御心のやまぬに〈朱〉）

P20 御ために--御ため（め/+に）

1? 【内裏に参たまはむことはうひうひしく所狭く思しなりて】主語は藤壺。以下、藤壺の心中に即した叙述。

2 【なほこの憎き御心のやまぬに】大島本は朱筆で「猶このにくき御心のやまぬに」を補入する。

3 【いささかもけしきを御覧じ知らずなりにしを思ふだに】桐壺院が源氏との関係を少しも御存知ならずじまいであった、と藤壺は思う。以下「よからぬこと出で来なむ」まで、藤壺の心中叙述。

4 【春宮の御ために】大島本は「に」を補入する。

5 【御祈りをさへせさせて】『集成』は「『伊勢物語』六十五段の、男が、自分の恋慕の思いがなくなるようにと、仏神に祈り、祓えまでしたという話を念頭に置いたものでろう」と注す。

6 【いかなる折にかありけむあさましうて】語り手の挿入句。


賢木．３．１．２

■　まねぶべきやうなく1聞きこえ続つづけたまへど、宮みや、いとこよなくもて離はなれきこえたまひて、果はて果はては、御胸おほむむねをいたう悩なやみたまへば、近ちかうさぶらひつる命婦みゃうぶ、弁べんなどぞ2、あさましう見みたてまつりあつかふ。

◇　筆に写して伝えることができないくらい言葉巧みにかき口説き申し上げなさるが、宮、まことにこの上もなく冷たくおあしらい申し上げなさって、遂には、お胸をひどくお苦しみなさったので、近くに控えていた命婦、弁などは、驚きあきれてご介抱申し上げる。

■　男をとこは3、憂うし、つらし、と思おもひきこえたまふこと、限かぎりなきに、来きし方行かたゆく先さき、かきくらす心地ここちして4、うつし心失ごころうせにければ、明あけ果はてにけれど、出いでたまはずなりぬ。

◇　男は、恨めしい、辛い、とお思い申し上げなさること、この上もないので、過去も未来も、まっ暗闇になった感じで、理性も失せてしまったので、すっかり明けてしまったが、お出にならないままになってしまった。


1 【まねぶべきやうなく】筆に尽くしがたいほど言葉巧みにという語り手の謙辞。

2 【命婦弁などぞ】「若紫」巻で源氏を手引した王命婦と藤壺の乳母子の弁。

3 【男は】『完訳』は「理不尽な恋におぼれた源氏を「男」と呼ぶのに対し、自制的にふるまう藤壺「宮」と呼ぶ点に注意」と注す。

4 【来し方行く先かきくらす心地して】『集成』は「過去も未来も真暗になったような気がして。激しい悲しみに心がとざされた状態の形容」と注す。


賢木．３．１．３

■　御悩おほむなやみにおどろきて、人ひとびと近ちかう参まゐりて、しげうまがへば、我われにもあらで、塗籠ぬりごめに押おし入いれられてP21,1おはす。

◇　ご病気に驚いて、女房たちがお近くに参上して、しきりに出入りするので、茫然自失のまま、塗籠に押し込められていらっしゃる。

■　御衣おほむぞども隠かくし持もたる人ひとの心地ここちども、いとむつかし。

◇　お召物を隠し持っている女房たちの心地も、とても気が気でない。

■　宮みやは、ものをいとわびし、と思おぼしけるに、御気上おほむけあがりて、なほ悩なやましうせさせたまふ。

◇　宮は、何もかもとても辛い、とお思いになったので、のぼせられて、なおもお苦しみあそばす。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、大夫だいぶなど参まゐりて、

◇　兵部卿宮、大夫などが参上して、

■　「僧召そうめせ」

◇　「僧を呼べ」

■　など騒さわぐを、大将だいしゃう、いとわびしう聞ききおはす。

◇　などと騒ぐのを、大将は、とても辛く聞いていらっしゃる。

■　からうして、暮くれゆくほどにぞおこたりたまへる。

◇　やっとのことで、暮れて行くころに、ご回復あそばした。


P21 入れられて--いれら（ら/+れ）て

1 【押し入れられて】大島本は「れ」を補入する。


賢木．３．１．４

■　かく籠こもりゐたまへらむとは思おぼしもかけず1、人ひとびとも、また御心惑みこころまどはさじとて、かくなむとも2申まうさぬなるべし3。

◇　このように籠もっていられようとはお思いにもならず、女房たちも、再びお心を乱させまいと思って、これこれしかじかでとも申し上げないのだろう。

■　昼ひるの御座おましにゐざり出いでておはします。

◇　昼の御座にいざり出ていらっしゃる。

■　よろしう思おぼさるるなめりとて、宮みやもまかでたまひなどして4、御前人少おまへひとずくなになりぬ。

◇　ご回復そばしたらしいと思って、兵部卿宮もご退出などなさって、御前は人少なになった。

■　例れいもけ近ぢかくならさせたまふ人少ひとすくなければ5、ここかしこの物もののうしろなどにぞさぶらふ。

◇　いつもお側近くに仕えさせなさる者は少ないので、あちらこちらの物蔭などに控えている。

■　命婦みゃうぶの君きみなどは、

◇　命婦の君などは、

■　「いかにたばかりて、出いだしたてまつらむ。

◇　「どのように人目をくらまして、お出し申し上げよう。

■　今宵こよひさへ、御気上おほむけあがらせたまはむ、いとほしう6」

◇　今夜までも、おのぼせになられたら、おいたわしい」

■　などP22,7、うちささめき扱あつかふ8。

◇　などと、ひそひそとささやきもてあましている。


P22 など--（/+なと〈朱〉）

1 【思しもかけず】主語は藤壺。

2 【かくなむとも】源氏がまだいるということをさす。

3 【申さぬなるべし】「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）。語り手が女房たちの気持ちを推測したもの。

4 【宮もまかでたまひなどして】「も」（係助詞）「など」は、同類のものがあるニュアンス。中宮大夫が先に帰って、最後に身内の兵部卿宮が帰ったりなどしての意。

5 【例もけ近くならさせたまふ人少なければ】藤壺の御前は常に人少なであるという。

6 【いかにたばかりて出だしたてまつらむ今宵さへ御気上がらせたまはむいとほしう】王命婦の心中。

7 【いとほしうなど】大島本は朱筆で「なと」を補入する。

8 【うちささめき扱ふ】弁にささやいたものであろう。


賢木．３．１．５

■　君きみは、塗籠ぬりごめの戸との細ほそめに開あきたるを、やをらおし開あけて、御屏風みびゃうぶのはさまに伝つたひ入いりたまひぬ。

◇　君は、塗籠の戸が細めに開いているのを、静かに押し開けて、御屏風の隙間を伝わってお入りになった。

■　めづらしくうれしきにも1、涙落なみだおちて見みたてまつりたまふ。

◇　珍しく嬉しいにつけても、涙は落ちて拝見なさる。

■　「なほ、いと苦くるしうこそあれ。

◇　「やはり、とても苦しい。

■　世よや尽つきぬらむ2」

◇　死んでしまうのかしら」

■　とて、外との方かたを見出みいだしたまへるかたはら目め、言いひ知しらずなまめかしう見みゆ。

◇　と言って、外の方を遠く見ていらっしゃる横顔、何とも言いようがないほど優美に見える。

■　御おほむくだものをだに3、とて参まゐり据すゑたり。

◇　お果物だけでも、といって差し上げた。

■　箱はこの蓋ふたなどにも、なつかしきさまにて4あれど、見入みいれたまはず。

◇　箱の蓋などにも、おいしそうに盛ってあるが、見向きもなさらない。

■　世よの中なかをいたう思おぼし悩なやめるけしきにて5、のどかに眺ながめ入いりたまへる、いみじうらうたげなり6。

◇　世の中をとても深く思い悩んでいられるご様子で、静かに物思いに耽っていらっしゃる、たいそういじらしげである。

■　髪かむざし、頭かしらつき、御髪みぐしのかかりたるさま、限かぎりなき匂にほはしさなど、ただ、かの対たいの姫君ひめぎみに違たがふところなし7。

◇　髪の生え際、頭の恰好、御髪のかかっている様子、この上ない美しさなど、まるで、あの対の姫君に異なるところがない。

■　年としごろ、すこし思おもひ忘わすれたまへりつるを8、

◇　ここ数年来、少し思い忘れていらしたのを、

■　「あさましきまでおぼえたまへるP23かな9」

◇　「驚きあきれるまでよく似ていらっしゃることよ」

■　と見みたまふままに、すこしもの思おもひのはるけどころある心地ここちしたまふ10。

◇　と御覧になっていらっしゃると、少し執心の晴れる心地がなさる。


P23 たまへる--給つ（つ/＄へ）る

1 【めづらしくうれしきにも】明るい中で藤壺の顔を見るのは少年の日以来のことである。

2 【なほいと苦しうこそあれ世や尽きぬらむ】藤壺の独り言。

3 【御くだものをだに】女房の詞を間接引用。

4 【なつかしきさまにて】つい手が出したくなるようなの意。

5 【世の中をいたう思し悩めるけしきにて】源氏との仲を悩む。

6 【いみじうらうたげなり】『集成』は「とても弱々しい感じである」の意に解す。

7 【髪ざし頭つき御髪のかかりたるさま限りなき匂はしさなどただかの対の姫君に違ふところなし】紫の君を「対の姫君」と呼称。『完訳』は「北山での発見以来、藤壺の形代としてきたが、あらためてその酷似を確認し感動を深める」と注す。

8 【年ごろすこし思ひ忘れたまへりつるを】『集成』は「長年、少し（紫の上が藤壺に似ていることを）忘れていられたのに。藤壺に対面する機会がなかったため、二人がよく似ていることを思い起さなかったのである」と注す。

9 【あさましきまでおぼえたまへるかな】大島本は「つ」をミセケチにして「へ」と訂正する。源氏の感想。

10 【すこしもの思ひのはるけどころある心地したまふ】紫の君が藤壺に酷似していることを再確認して、物思いを晴らすあてがあるようだと、源氏は思う。


賢木．３．１．６

■　気高けだかう恥はづかしげなるP24さまなども1、さらに異人ことびととも思おもひ分わきがたきを、なほ、限かぎりなく昔むかしより思おもひしめきこえてし心こころの思おもひなしにや2、

◇　気品高く気後れするような様子なども、まったく別人と区別することも難しいのを、やはり、何よりも大切に昔からお慕い申し上げてきた心の思いなしか、

■　「さまことに、いみじうねびまさりたまひにけるかな3」

◇　「たいそう格別に、お年とともにますますお美しくなってこられたなあ」

■　と、たぐひなくおぼえたまふに、心惑こころまどひして、やをら御帳みちゃうのうちにかかづらひ入いりて4、御衣おほむぞの褄つまを引ひきならしたまふ5。

◇　と、他に比べるものがなくお思いになると、惑乱して、そっと御帳の中に纏いつくように入り込んで、御衣の褄を引き動かしなさる。

■　けはひしるく、さと匂にほひたるに、あさましうむくつけう思おぼされて、やがてひれ伏ふしたまへり。

◇　気配ははっきり分かり、さっと匂ったので、あきれて不快な気がなさって、そのまま伏せっておしまいになった。

■　「見みだに向むきたまへかし6」

◇　「振り向いて下さるだけでも」

■　と心こころやましうつらうて7、引ひき寄よせたまへるに、御衣おほむぞをすべし置おきて、ゐざりのきたまふに、心こころにもあらず、御髪みぐしの取とり添そへられたりければ8、いと心憂こころうく、宿世すくせのほど、思おぼし知しられて、いみじ、と思おぼしたり。

◇　と恨めしく辛くて、引き寄せなさると、お召物を脱ぎ滑らせて、いざり退きなさるが、思いがけず、御髪がお召し物と一緒に掴まえられたので、まことに情けなく、宿縁の深さ、思い知られなさって、実に辛い、とお思いになった。


P24 かしげなる--（/+かしけなる〈朱〉）

1 【気高う恥づかしげなるさまなども】大島本は朱筆で「かしけなる」を補入する。

2 【なほ限りなく昔より思ひしめきこえてし心の思ひなしにや】語り手が源氏の心を推量した挿入句。

3 【さまことにいみじうねびまさりたまひにけるかな】源氏の藤壺を見ての感想。歳月の経過を思わせる。

4 【かかづらひ入りて】まつわりつくように入り込む。

5 【御衣の褄を引きならしたまふ】『集成』は「藤壺のお召し物の褄を引き動かしなさる」の意に解し、『完訳』は「自分の衣服の端を引いて衣ずれの音をさせ、藤壺に気づかせる」の意に解す。

6 【見だに向きたまへかし】源氏の心中。せめて振り向いて下さいの意。

7 【心やましうつらうて】『集成』は「うらめしう」、『完訳』は「じれったく情けない気がして」の意に解す。

8 【御髪の取り添へられたりければ】『完訳』は「御衣とともに髪の一部も源氏につかまり、逃れがたい運命を思う。「心憂し」は、わが身のつたなさを思う気持で、「宿世」に重なる。若紫以来の思念」と注す。


賢木．３．１．７

■　男をとこも、ここら世よをもてしづめたまふ御心みこころみなみだれて、みな乱***れて、うつしざまにもあらず、よろづのことを泣なく泣なく怨うらみきこえたまへど、まことに心こころづきなし1、と思おぼして、いらへも聞きこえたまはず。

◇　男も、長年抑えてこられたお心、すかっり惑乱して、気でも違ったように、すべての事を泣きながらお恨み訴え申し上げなさるが、本当に厭わしい、とお思いになって、お返事も申し上げなさらない。

■　ただ、

◇　わずかに、

■　「心地ここちの、いと悩なやましきを。

◇　「気分が、とてもすぐれませんので。

■　かからぬ折をりもあらば、聞きこえてむ2」

◇　このようでない時であったら、申し上げましょう」

■　とのたまへど、尽つきせぬ御心みこころのほどを言いひ続つづけたまふ。

◇　とおっしゃるが、尽きないお心のたけを言い続けなさる。

■　さすがに、いみじと聞ききたまふふしもまじるらむ3。

◇　そうは言っても、さすがにお心を打つような内容も交じっているのだろう。

■　あらざりしことにはあらねど、改あらためて4、いと口惜くちをしう思おぼさるれば、なつかしきものから、いとようのたまひ逃のがれて、今宵こよひも明あけ行ゆく。

◇　以前にも関係がないではなかった仲だが、再びこうなって、ひどく情けなくお思いになるので、優しくおっしゃりながらも、とてもうまく言い逃れなさって、今夜もそのまま明けて行く。

◆　 
をとこ も、 ここら よ を もて-しづめ たまふ みこころ みな みだれ て、 うつしざま に も あら ず、 よろづ の こと を なくなく うらみ きこえ たまへ ど、 まこと に こころづきなし、 と おぼし て、 いらへ も きこえ たまは ず。 ただ、
 "ここち の、 いと なやましき を。 かから ぬ をり も あら ば、 きこえ て む。"
 と のたまへ ど、 つき せ ぬ みこころ の ほど を いひ つづけ たまふ。
 さすが に、 いみじ と きき たまふ ふし も まじる らむ。 あら ざり し こと に は あら ね ど、 あらため て、 いと くちをしう おぼさ るれ ば、 なつかしき ものから、 いと よう のたまひ のがれ て、 こよひ も あけ ゆく。


1 【まことに心づきなし】藤壺の心。

2 【心地のいと悩ましきをかからぬ折もあらば聞こえてむ】藤壺の詞。

3 【さすがにいみじと聞きたまふふしもまじるらむ】藤壺の心中を推量した語り手の挿入句。『岷江入楚』所引三光院実枝が「作者のをしはかりにかけり」と指摘。

4 【あらざりしことにはあらねど改めて】子まで生した仲をいう。『完訳』は「源氏との過失をさす。今回も情交があったらと仮定」という。


賢木．３．１．８

■　せめて従したがひきこえざらむもかたじけなく、心恥こころはづかしき御おほむけはひなれば、

◇　しいてお言葉に従い申し上げないのも恐れ多く、奥ゆかしいご様子なので、

■　「ただ、かばかりにても、時々ときどき、いみじき愁うれへをだに、はるけはべりぬべくは、何なにのおほけなき心こころもはべらじ1」

◇　「わずか、この程度であっても、時々、大層深い苦しみだけでも、晴らすことができれば、何の大それた考えもございません」

■　など、たゆめきこえたまふべし2。

◇　などと、ご安心申し上げなさるのだろう。

■　なのめなることだに、かやうなる仲なからひは、あはれなることも添そふなるを、まして、たぐひなげなり3。

◇　ありふれたことでさえも、このような間柄には、しみじみとしたことも多く付きまとうというものだが、それ以上に、匹敵するものがなさそうである。


1 【ただかばかりにても時々いみじき愁へをだにはるけはべりぬべくは何のおほけなき心もはべらじ】源氏の訴え。

2 【などたゆめきこえたまふべし】語り手の推測を交えた表現。『首書源氏物語』所引或抄は「草子の地よりをしはかりたる也」と指摘。

3 【なのめなることだにかやうなる仲らひはあはれなることも添ふなるをましてたぐひなげなり】「だに」「まして」の呼応、「添ふ」「なる」（伝聞推定の助動詞）「なり」（断定の助動詞）、語り手の感慨を交えた表現。「細流抄」は「草子地也」と指摘、『評釈』は「語り手は今宵の仕儀にも感嘆する」という。


賢木．３．１．９

■　明あけ果はつれば、二人ふたりして1、いみじきことどもを聞きこえ2、宮みやは、半なかばは亡なきやうなる御みけしきの心苦こころぐるしければ、

◇　明けてしまったので、二人して、大変なことになるとご忠告申し上げ、宮は、半ば魂も抜けたような御様子なのが、おいたわしいので、

■　「世よの中なかにありとP25聞きこし召めされむも3、いと恥はづかしければ、やがて亡うせはべりなむも4、また、この世よならぬ罪つみとなりはべりぬべきこと5」

◇　「世の中にまだ生きているとお聞きあそばすのも、とても恥ずかしいので、このまま死んでしまいますのも、また、この世だけともならぬ罪障となりましょうことよ」

■　など聞きこえたまふも、むくつけきまで思おぼし入いれりP26,6。

◇　などと申し上げなさるが、鬼気迫るまでに思いつめていらっしゃった。


P25 ありと--あか（か/＄り〈朱〉）と

P26 入れり--いれる（る/＄り〈朱〉）

1 【二人して】王命婦と弁とをさす。

2 【いみじきことどもを聞こえ】このまでは大変な事になると帰宅を促す。

3 【世の中にありと聞こし召されむも】大島本は「あり」の「り」が「可」と読める字体であるのを朱筆で抹消して傍らに「里」と訂正する。以下「罪となりはべりぬべきこと」まで、源氏の執心の限りの恨みをこめた詞。「あり」はこの世に源氏が生きていることをいう。それを聞かれるのがまことに「恥づかし」。

4 【やがて亡せはべりなむも】「む」（推量の助動詞）仮定の意。

5 【この世ならぬ罪となりはべりぬべきこと】自分にとって現世執着ゆえに往生の妨げとなる意。

6 【思し入れり】大島本は朱筆で「る」（累）を抹消し傍らに「り」（里）と訂正する。


賢木．３．１．１０

■　「逢あふことのかたきを今日けふに限かぎらずは

今幾世いまいくよをか嘆なげきつつ経へむ

御おほむほだしにもこそ2」

◇　「お逢いすることの難しさが今日でおしまいでないならば

いく転生にわたって嘆きながら過すことでしょうか

御往生の妨げにもなっては」


1? 【逢ふことのかたきを今日に限らずは今幾夜をか嘆きつつ経む】源氏の贈歌。「かたき」に「難き」と「敵」を掛ける。「いまいく世」は生まれ変わる生々世々。

2 【御ほだしにもこそ】和歌に添えた詞。『完訳』は「当時の仏教観では、自分の執着は相手の往生の妨げともなる」と注す。


賢木．３．１．１１

■　と聞きこえたまへば、さすがに、うち嘆なげきたまひて、

◇　と申し上げなさると、そうは言うものの、ふと嘆息なさって、

賢木．３．１．１２

■　「長ながき世よの恨うらみを人ひとに残のこしても

かつは心こころをあだと知しらなむ1」

◇　「未来永劫の怨みをわたしに残したと言っても

そのようなお心はまた一方ですぐに変わるものと知っていただきたい」


1 【長き世の恨みを人に残してもかつは心をあだと知らなむ】藤壺の返歌。『完訳』は「「ながき世」が源氏の「いま幾世」とに照応。「あだ」は源氏の「かたき」の類語「かたき」からの連想、源氏を移り気の人として切り返す」という。「なむ」（希望の助動詞）、心はまた一方ですぐに変わるものと御承知下さいの意。


賢木．３．１．１３

■　はかなく言いひなさせたまへるさまの、言いふよしなき心地ここちすれど、人ひとの思おぼさむところも、わが御おほむためも苦くるしければ、我われにもあらで、出いでたまひぬ。

◇　わざと何でもないことのようにおっしゃる様子が、何とも言いようのない気がするが、相手のお思いになることも、ご自分のためにも苦しいので、呆然自失の心地で、お出になった。

第二段　藤壺、出家を決意

賢木．３．２．１

■　「いづこを面おもてにてかは、またも見みえたてまつらむ1。

◇　「何の面目があって、再びお目にかかることができようか。

■　いとほしと思おぼし知しるばかり」

◇　気の毒だとお気づきになるだけでも」

■　と思おぼして、御文おほむふみも聞きこえたまはず。

◇　とお思いになって、後朝の文も差し上げなさらない。

■　うち絶たえて、内裏うち、春宮とうぐうにも参まゐりたまはず、籠こもりP27おはして2、起おき臥ふし、

◇　すっかりもう、内裏、東宮にも参内なさらず、籠もっていらして、寝ても覚めても、

■　「いみじかりける人ひとの御心みこころかな3」

◇　「本当にひどいお気持ちの方だ」

■　と、人悪ひとわろく恋こひしう悲かなしきに、心魂こころだましひも失うせにけるにや4、悩なやましうさへ思おぼさる。

◇　と、体裁が悪いほど恋しく悲しいので、気も魂も抜け出してしまったのだろうか、ご気分までが悪く感じられる。

■　もの心細こころぼそく、

◇　何となく心細く、

■　「なぞや、世よに経ふれば憂うさこそまされS8,5」

◇　「どうしてか、世の中に生きていると嫌なことばかり増えていくのだろう」

■　と、思おぼし立たつには6、この女君をむなぎみのいとらうたげにてP28,7、あはれにうち頼たのみきこえたまへるを、振ふり捨すてむこと、いとかたし8。

◇　と、発意なさる一方では、この女君がとてもかわいらしげで、心からお頼り申し上げていらっしゃるのを、振り捨てるようなこと、とても難しい。


P27 籠もり--こもる（る/＄り〈朱〉）

S8 世にふれば憂さこそまされみ吉野の岩のかけ道踏み慣らしてむ（古今集雑下-九五一　読人しらず）

P28 らうたげにて--らうたけ（け/+に）て

1 【いづこを面にてかはまたも見えたてまつらむ】以下「思し知るばかり」まで、源氏の心中。

2 【籠もりおはして】大島本は朱筆で「る」（留）を抹消し傍らに「り」（里）と訂正する。

3 【いみじかりける人の御心かな】源氏の藤壺に対する感想。

4 【心魂も失せにけるにや】語り手の疑問また源氏自身の内省を差し挟んだような挿入句。

5 【なぞや世に経れば憂さこそまされ】源氏の気持ち。『源氏釈』は「世に経れば憂さこそまされみ吉野の岩のかけ道踏みならしてむ（古今集雑下、九五一、読人しらず）を指摘する。

6 【思し立つには】出家をさす。

7 【この女君のいとらうたげにて】大島本は「に」を補入する。紫の君をさす。

8 【振り捨てむこといとかたし】紫の君を捨てて出家をすることはできない、というのが源氏の心。


賢木．３．２．２

■　宮みやも、その名残なごり、例れいにもおはしまさず。

◇　宮も、あの事があとを引いて、普段通りでいらっしゃらない。

■　かうことさらめきて籠こもりゐ、おとづれたまはぬを、命婦みゃうぶなどはいとほしがりきこゆ。

◇　こうわざとらしく籠もっていらして、お便りもなさらないのを、命婦などはお気の毒がり申し上げる。

■　宮みやも、春宮とうぐうの御おほむためを思おぼすには、

◇　宮も、東宮の御身の上をお考えになると、

■　「御心置みこころおきたまはむこと、いとほしく1、世よをあぢきなきものに思おもひなりたまはば、ひたみちに思おぼし立たつこともや」

◇　「お心隔てをお置きになること、お気の毒であるし、世の中をつまらないものとお思いになったら、一途に出家を思い立つ事もあろうか」

■　と、さすがに苦くるしう思おぼさるべし2。

◇　と、やはり苦しくお思いにならずにはいられないのだろう。

■　「かかること絶たえずは3、いとどしき世よに、憂うき名なさへ漏もり出いでなむ。

◇　「このようなことが止まなかったら、ただでさえ辛い世の中に、嫌な噂までが立てられるだろう。

■　大后おほきさきの、あるまじきことにのたまふなる4位くらゐをも去さりなむ」

◇　大后が、けしからんことだとおっしゃっているという地位をも退いてしまおう」

■　と、やうやう思おぼしなる。

◇　と、次第にお思いになる。

■　院ゐんの思おぼしのたまはせしさまの、なのめならざりしを5思おぼし出いづるにも、

◇　故院が御配慮あそばして仰せになったことが、並大抵のことではなかったことをお思い出しになるにも、

■　「よろづのこと、ありしにもあらず6、変かはりゆく世よにこそあめれ。

◇　「すべてのことが、以前と違って、変わって行く世の中のようだ。

■　戚夫人せきふじんの見みけむ目めのやうには7あらずとも、かならず、人笑ひとわらへなることは、ありぬべき身みにこそあめれ」

◇　戚夫人が受けたような辱めではなくても、きっと、世間の物嗤いになるようなことは、身の上に起こるにちがいない」

■　など、世よの疎うとましく、過すぐしがたう思おぼさるれば、背そむきなむことを思おぼし取とるに、春宮とうぐう、見みたてまつらで面変おもがはりせむこと、あはれに思おぼさるれば、忍しのびやかにて参まゐりたまへり。

◇　などと、世の中が厭わしく、生きて行きがたく感じられずにはいられないので、出家してしまうことを御決意なさるが、東宮に、お眼にかからないで尼姿になること、悲しく思われなさるので、こっそりと参内なさった。


1 【御心置きたまはむこといとほしく】以下「思し立つこともや」まで、藤壺の心中。

2 【さすがに苦しう思さるべし】そうはいっても無碍に源氏を遠ざけることのできない藤壺の心境を、語り手が「思さるべし」と推量した文。

3 【かかること絶えずは】以下「位をも去りなむ」まで、藤壺の心中。

4 【のたまふなる】「なる」伝聞推定の助動詞。

5 【なのめならざりしを】並大抵の御配慮ではなかったの意。『集成』は「弘徽殿の大后を越えて藤壺を中宮に立てたのは、東宮の後楯にしようとの思し召しであった」と注す。

6 【よろづのことありしにもあらず】以下「身にこそあめれ」まで、藤壺の心中。

7 【戚夫人の見けむ目のやうには】漢高祖の戚夫人は、高祖に寵愛され、子の趙王を太子に立てようとしたが、高祖が崩御して後に、呂太后の子孝恵が即位すると、母子ともに囚えられ虐殺された（史記、呂后本紀）。『完訳』は「物語の状況や人間関係なども、この史実に類似」と注す。


賢木．３．２．３

■　大将だいしゃうの君きみは、さらぬことだに、思おぼし寄よらぬことなく仕つかうまつりたまふを、御心地悩みここちなやましきにことつけて、御送おほむおくりにも参まゐりたまはず。

◇　大将の君は、それほどでないことでさえ、お気づきにならないことなくお仕え申し上げていらっしゃるが、ご気分がすぐれないことを理由にして、お送りの供奉にも参上なさらない。

■　おほかたの御おほむとぶらひは、同おなじやうなれど、

◇　一通りのお世話は、いつもと同じようだが、

■　「むげに、思おぼし屈くしにける1」

◇　「すっかり、気落ちしていらっしゃる」

■　と、心知こころしるどちは2、いとほしがりきこゆ。

◇　と、事情を知っている女房たちは、お気の毒にお思い申し上げる。


1 【むげに思し屈しにける】源氏の態度をいう。

2 【心知るどちは】王命婦と弁である。


賢木．３．２．４

■　宮みやは、いみじううつくしうおとなびたまひて1、めづらしううれし2と思おぼして、むつれきこえたまふを、かなし3と見みたてまつりたまふにも、思おぼし立たつ筋すぢはいとかたけれど、内裏うちわたりを見みたまふにつけても、世よのありさま、あはれにはかなく、移うつり変かはることのみ多おほかり。

◇　宮は、たいそうかわいらしく御成長されて、珍しく嬉しいとお思いになって、おまつわり申し上げなさるのを、いとしいと拝見なさるにつけても、御決意なさったことはとても難しく思われるが、宮中の雰囲気を御覧になるにつけても、世の中のありさま、しみじみと心細く、移り変わって行くことばかりが多い。

■　大后おほきさきの御心みこころもいとわづらはしくて、かく出いで入いりたまふにも、はしたなく、事ことに触ふれて苦くるしければ、宮みやの御おほむためにも危あやふくゆゆしう、よろづにつけて思おもほし乱みだれて、

◇　大后のお心もとても煩わしくて、このようにお出入りなさるにつけても、体裁悪く、何かにつけて辛いので、東宮のお身の上のためにも危険で恐ろしく、万事につけてお思い乱れて、


1 【宮はいみじううつくしうおとなびたまひて】春宮、この時六歳。

2 【めづらしううれし】春宮の気持ち。

3 【かなし】藤壺の気持ち。いとしい。


賢木．３．２．５

■　「御覧ごらんぜで、久ひさしからむほどに1、容貌かたちの異ことざまにて2うたてげに変かはりてはべらば、いかが思おぼさるべき」

◇　「御覧にならないで、長い間のうちに、姿形が違ったふうに嫌な恰好に変わりましたら、どのようにお思いあそばしますか」

■　と聞きこえたまへば、御顔おほむかほうちまもりたまひて、

◇　とお申し上げなさると、お顔をじっとお見つめになって、

■　「式部しきぶがやうにや。

◇　「式部のようになの。

■　いかでか、さはなりたまはむ3」

◇　どうして、そのようにはおなりになりましょう」

■　と、笑ゑみてのたまふ。

◇　と、笑っておっしゃる。

■　いふかひなくあはれにて4、

◇　何とも言いようがなくいじらしいので、

■　「それは、老おいてはべれば醜みにくきぞ5。

◇　「あの人は、年老いていますので醜いのですよ。

■　さはあらで、髪かみはそれよりも短みじかくてP29,6、黒くろき衣きぬなどを着きて、夜居よゐの僧そうのやうになりはべらむとすれば、見みたてまつらむことも、いとど久ひさしかるべきぞ」

◇　そうではなくて、髪はそれよりも短くして、黒い衣などを着て、夜居の僧のようになりましょうと思うので、お目にかかることも、ますます間遠になるにちがいありませんよ」

■　とて泣なきたまへば、まめだちて、

◇　と言ってお泣きになると、真剣になって、

■　「久ひさしうおはせぬは、恋こひしきものを」

◇　「長い間いらっしゃらないのは、恋しいのに」


P29 短くて--みしかくも（も/＄て〈朱〉）

1 【御覧ぜで久しからむほどに】以下「思さるべき」まで、藤壺の詞。

2 【容貌の異ざまにて】出家した姿をいう。

3 【式部がやうにやいかでかさはなりたまはむ】春宮の詞。「いかでか--む」は反語構文。『完訳』は「東宮づきの、見なれた女房であろう。異様な格好の人物として想起されたが、老齢ゆえの異様さであることが後の叙述から分る」と注す。

4 【いふかひなくあはれにて】『集成』は「（あまりのいわけなさに）力が脱け、胸がしめつけられるようで」の意に解す。『完訳』は「出家の悲愴な決意を理解しえない東宮の幼さが頼りなく不憫」と注す。

5 【それは老いてはべれば醜きぞ】以下「いとど久しかるべきぞ」まで、藤壺の詞。

6 【髪はそれよりも短くて】大島本は朱筆で「も」をミセケチにして傍らに「て」と訂正する。


賢木．３．２．６

■　とて、涙なみだの落おつれば、恥はづかしと思おぼして、さすがに背そむきたまへる、御髪みぐしはゆらゆらときよらにて、まみのなつかしげに匂にほひたまへるさま、おとなびたまふままに、ただかの御顔おほむかほを脱ぬぎすべたまへり2。

◇　と言って、涙が落ちたので、恥ずかしいとお思いになって、それでも横をお向きになっていらっしゃる、お髪はふさふさと美しくて、目もとがやさしく輝いていらっしゃる様子、大きく成長なさっていくにつれて、まるで、あの方のお顔を移し変えなさったようである。

■　御歯おほむはのすこし朽くちて、口くちの内黒うちくろみて、笑ゑみたまへる薫かをりうつくしきは、女をむなにて見みたてまつらまほしうきよらなり3。

◇　御歯が少し虫歯になって、口の中が黒ずんで、笑っていらっしゃる輝く美しさは、女として拝見したい美しさである。

■　「いと、かうしもおぼえたまへるこそ、心憂こころうけれ4」

◇　「とても、こんなに似ていらっしゃるのが、心配だ」

■　と、玉たまの瑕きずに思おぼさるるも、世よのわづらはしさの、空恐そらおそろしうおぼえたまふなりけり5。

◇　と、玉の疵にお思いなされるのも、世間のうるさいことが、空恐ろしくお思いになられるのであった。


1? 【久しうおはせぬは恋しき物を】春宮の詞。

2 【ただかの御顔を脱ぎすべたまへり】源氏に生き写しであるという。『古典セレクション』は「抜きすべたまへり」と整定し、「抜いて移しかえる、の意と解すべきであろう。通説は「脱ぎ」をあてて、脱いで移しかえる意。また「脱ぎ据ゑ」とする説もある。いずれにせよ、酷似するさまをいう」と注する。

3 【御歯のすこし朽ちて口の内黒みて笑みたまへる薫りうつくしきは女にて見たてまつらまほしうきよらなり】子供の虫歯のかわいらしさと、美しさを「女にて」「きよら」と表現する。

4 【いとかうしもおぼえたまへるこそ心憂けれ】藤壺の感想。

5 【世のわづらはしさの空恐ろしうおぼえたまふなりけり】『岷江入楚』所引三光院実枝説は「草子地なり」と指摘。


第四章　光る源氏の物語　雲林院参籠

第一段　秋、雲林院に参籠

賢木．４．１．１

■　大将だいしゃうの君きみは、宮みやをいと恋こひしう思おもひきこえたまへど1、

◇　大将の君は、東宮をたいそう恋しくお思い申し上げになっているが、

■　「あさましき御心みこころのほどを、時々ときどきは、思おもひ知しるさまにも見みせたてまつらむ2」

◇　「情けないほど冷たいお心のほどを、時々は、お悟りになるようにお仕向け申そう」

■　と、念ねんじつつ過すぐしたまふに、人悪ひとわろく、つれづれに思おぼさるれば、秋あきのの野***も見みたまひがてら、雲林院うりんゐんに詣まうでたまへり3。

◇　と、じっと堪えながらお過ごしなさるが、体裁が悪く、所在なく思われなさるので、秋の野も御覧になるついでに、雲林院に参詣なさった。

■　「故母御息所こははみやすむどころの御兄おほむせうとの律師4りしの籠こもりたまへる坊ばうにて、法文ほふもんなど読よみ、行おこなひせむ」

◇　「故母御息所のご兄妹の律師が籠もっていらっしゃる坊で、法文などを読み、勤行をしよう」

■　と思おぼして、二に、三日さむにちおはするに、あはれなること多おほかり。

◇　とお思いになって、二、三日いらっしゃると、心打たれる事柄が多かった。

◆　 
だいしゃう-の-きみ は、 みや を いと こひしう おもひ きこえ たまへ ど、 "あさましき みこころ の ほど を、 ときどき は、 おもひ-しる さま に も みせ たてまつら む。" と、 ねんじ つつ すぐし たまふ に、 ひとわろく、 つれづれ に おぼさ るれ ば、 あき の の も み たまひ がてら、 う'りんゐん に まうで たまへ り。
 "こ-はは-みやすむどころ の おほむ-せうと の り'し の こもり たまへ る ばう にて、 ほふもん など よみ、 おこなひ せ む。" と おぼし て、 に、 さむ-にち おはする に、 あはれ なる こと おほかり。


1 【大将の君は宮をいと恋しう思ひきこえたまへど】源氏は東宮を。

2 【あさましき御心のほどを時々は思ひ知るさまにも見せたてまつらむ】源氏の心中。

3 【秋の野も見たまひがてら雲林院に詣でたまへり】紫野にある寺院。もと淳和天皇の離宮、仁明天皇の皇子常康親王が伝領し出家して寺院となった。村上天皇の時には勅願によって堂塔が建てられ、重んじられた寺。

4 【故母御息所の御兄の律師】母桐壺更衣の兄。源氏の伯父に当たる。


賢木．４．１．２

■　紅葉もみぢやうやう色いろづきわたりて、秋あきのの野***のいとなまめきたるなど1見みたまひて、故里ふるさとも忘わすれぬべく思おぼさる。

◇　紅葉がだんだん一面に色づいてきて、秋の野がとても優美な様子などを御覧になって、邸のことなども忘れてしまいそうに思われなさる。

■　法師ほふしばらの、才ざえある限かぎり召めし出いでて、論議2ろんぎせさせて聞きこしめさせたまふ。

◇　法師たちで、学才のある者ばかりを召し寄せて、論議させてお聞きあそばす。

■　所ところからに、いとど世よの中なかの常つねなさを思おぼし明あかしても3、なほ、

◇　場所柄のせいで、ますます世の中の無常を夜を明かしてお考えになっても、やはり、

■　「憂うき人ひとしもぞS9」

◇　「つれない人こそ、恋しく思われる」

■　と、思おぼし出いでらるるおし明あけ方がたの月影つきかげに4、法師ほふしばらの閼伽あかたてまつるとて、からからと鳴ならしつつ、菊きくの花はな、濃こき薄うすき紅葉もみぢなど、折をり散ちらしたるも、はかなげなれど5、

◇　と、思い出さずにはいらっしゃれない明け方の月の光に、法師たちが閼伽棚にお供え申そうとして、からからと鳴らしながら、菊の花、濃い薄い紅葉など、折って散らしてあるのも、些細なことのようだが、

■　「このかたのいとなみは6、この世よもつれづれならず、後のちの世よはた、頼たのもしげなり。

◇　「この方面のお勤めは、この世の所在なさの慰めになり、また来世も頼もしげである。

■　さも、あぢきなき身みをもて悩なやむかな7」

◇　それに引き比べ、つまらない身の上を持て余していることよ」

■　など、思おぼし続つづけたまふ。

◇　などと、お思い続けなさる。

■　律師りしの、いと尊たふとき声こゑにて、

◇　律師が、とても尊い声で、

■　「念仏衆生摂取不捨8ねんぶつしゅじゃうせふしゅふしゃS10」

◇　「念仏衆生摂取不捨」

■　と、うちのべて9行おこなひたまへるは、いとうらやましければ10、

◇　と、声を引き延ばして読経なさっているのは、とても羨ましいので、

■　「なぞや」

◇　「どうして自分は」

■　と思おぼしなるに、まづ、姫君ひめぎみの心こころにかかりて思おもひ出いでられたまふぞ11、いと悪わろき心こころなるや12。

◇　とお考えになると、まず、姫君が心にかかって思い出されなさるのは、まことに未練がましい悪い心であるよ。

◆　 
もみぢ やうやう いろづき わたり て、 あき の の の いと なまめき たる など み たまひ て、 ふるさと も わすれ ぬ べく おぼさ る。 ほふしばら の、 ざえ ある かぎり めしいで て、 ろんぎ せ させ て、 きこしめさ せ たまふ。 ところから に、 いとど よのなか の つね なさ を おぼし あかし て も、 なほ、 "うき ひと しも ぞ。" と、 おぼし いで らるる おしあけがた の つきかげ に、 ほふしばら の あか たてまつる とて、 からから と ならし つつ、 きく の はな、 こき うすき もみぢ など、 をり ちらし たる も、 はかなげ なれ ど、
 "この かた の いとなみ は、 このよ も つれづれ なら ず、 のちのよ はた、 たのもしげ なり。 さも、 あぢきなき み を もて-なやむ かな!"
 など、 おぼし つづけ たまふ。 り'し の、 いと たふとき こゑ にて、
 "ねんぶつ しゅじゃう せふしゅ ふしゃ。"
 と、 うち-のべ て おこなひ たまへ る は、 いと うらやましけれ ば、 "なぞ や?" と おぼし なる に、 まづ、 ひめぎみ の こころ に かかり て おもひ いで られ たまふ ぞ、 いと わろき こころ なる や!


S9 天の戸を押し開け方の月見れば憂き人しもぞ恋しかりける（新古今集恋四-一二六〇　読人しらず）

S10 念仏衆生摂取不捨（観音無量寿経）

1 【秋の野のいとなまめきたるなど】『休聞抄』は「秋の野になまめき立てる女郎花あなかしがまし花も一時」（古今集俳諧、一〇一六、僧正遍昭）を指摘する。

2 【論議】問答形式による経文の義の議論。

3 【所からにいとど世の中の常なさを思し明かしても】源氏、所柄いっそう世の無常を感じるが、藤壺が思い出され、出家には踏み切れない。藤壺執心を語る。

4 【憂き人しもぞと思し出でらるるおし明け方の月影に】『源氏釈』は「天の戸を押し明け方の月見れば憂き人しもぞ恋しかりける」（新古今集恋四、一二六〇、読人しらず）を指摘。「憂き人」は藤壺をさす。やはり藤壺が恋しいの意。

5 【はかなげなれど】『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はかなけれど」と校訂する。

6 【このかたのいとなみは】以下「もてなやむかな」まで、源氏の思念。しかし、地の文が自然と源氏の心中文となっていく形態の文章。前半は、出家生活への憧れ。

7 【さもあぢきなき身をもて悩むかな】反転して、我が人生を顧みる。「若紫」巻にも出家生活への憧れと「わが罪のほど恐ろしう、あぢきなきことに心をしめて」という反省が語られていた。

8 【念仏衆生摂取不捨】律師の経文の声。『観無量寿経』の文句。念仏を唱える衆生は皆受け入れて捨てない、という意。

9 【うちのべて】声を長く引いての意。

10 【行なひたまへるはいとうらやましければ】大島本は「をこなひ給へるハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「行ひたまへるが」と校訂する。源氏の出家生活への憧れ。北山以来持ち続けていた。

11 【なぞやと思しなるにまづ姫君の心にかかりて思ひ出でられたまふぞ】『集成』は「なぜ出家できないのか、そんなはずはない、というお考えになられるにつけて」の意に解す。「葵」巻にも「憂しと思ひしみにし世もなべて厭はしうなりたまひて、かかる絆だに添はざらましかば、願はしきさまにもなりなましと思すには、まづ対の姫君のさうざうしくてものしたまふらむありさまぞ、ふと思しやらるる」とあった。

12 【いと悪ろき心なるや】語り手の源氏の心を批評。『岷江入楚』が「草子の評也」と指摘。『完訳』は「語り手の評。読者の非難を先取りしながら、源氏の苦衷を暗示」と注す。


賢木．４．１．３

■　例れいならぬ日数ひかずも、おぼつかなくのみ思おぼさるれば、御文おほむふみばかりぞ、しげう聞きこえたまふめる1。

◇　いつにない長い隔ても、不安にばかり思われなさるので、お手紙だけは頻繁に差し上げなさるようである。


1 【御文ばかりぞしげう聞こえたまふめる】源氏は雲林院から二条院の紫の君のもとに手紙を頻繁に通わしていた。「める」（推量の助動詞）、語り手の主観的推量のニュアンス。


賢木．４．１．４

■　「行ゆき離はなれぬべしやと、試こころみはべる道みちなれど1、つれづれも慰なぐさめがたう、心細こころぼそさまさりてなむ。

◇　「現世を離れることができようかと、ためしにやって来たのですが、所在ない気持ちも慰めがたく、心細さが募るばかりで。

■　聞ききさしたること2ありて、やすらひはべるほど、いかに3」

◇　途中までしか聞いていない事があって、ぐずぐずしておりますが、いかがお過ごしですか」


1 【行き離れぬべしやと試みはべる道なれど】以下「やすらひはべるほどをいかに」まで、源氏の手紙文。「行き離れぬべしや」を『集成』は「俗世が捨てられるだろうか」の意に解す。

2 【聞きさしたること】まだ教えを聞き残した所があるの意。

3 【やすらひはべるほどいかに】大島本は「やすらひ侍ほといかに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はべるほどを」と格助詞「を」を補訂する。


賢木．４．１．５

■　など、陸奥紙1みちのくにがみにうちとけ書かきたまへるさへぞ、めでたき。

◇　などと、陸奥紙に、気楽にお書きになっているのまでが、素晴らしい。


1 【陸奥紙】白く厚ぼったい雑用向きの用紙。


賢木．４．１．６

■　「浅茅生あさぢふの露つゆのやどりに君きみをおきて

四方よもの嵐あらしぞ静心しづごころなき1」

◇　「浅茅生に置く露のようにはかないこの世にあなたを置いてきたので

まわりから吹きつける世間の激しい風を聞くにつけ、気ががりでなりません」


1 【浅茅生の露のやどりに君をおきて四方の嵐ぞ静心なき】源氏の贈歌。紫の君の身の上が心配でならないの意。『完訳』は「「あさぢふの露」が「四方のあらし」に吹き散る景に、世の「常なさを思しあか」す源氏の心を象徴」と指摘。


賢木．４．１．７

■　など、こまやかなるに、女君をむなぎみもうち泣なきたまひぬ。

◇　などと情愛こまやかに書かれているので、女君もついお泣きになってしまった。

■　御返おほむかへし、白しろき色紙しきしに1、

◇　お返事は、白い色紙に、


1 【白き色紙に】白色の薄様の紙。陸奥紙の白色に応じたもの。


賢木．４．１．８

■　「風吹かぜふけばまづぞ乱みだるる色変いろかはる

浅茅あさぢが露つゆにかかるささがに1」

◇　「風が吹くとまっ先に乱れて色変わりするはかない浅茅生の露の上に

糸をかけてそれを頼りに生きている蜘蛛のようなわたしですから」


1 【風吹けばまづぞ乱るる色変はる浅茅が露にかかるささがに】紫の君の返歌。「色変はる」に源氏の心変わりをいい、「ささがに」（蜘蛛の糸）は自分をいう。源氏を頼りに生きているという意。


賢木．４．１．９

■　とのみありて1、

◇　とだけあるので、

■　「御手おほむてはいとをかしうのみなりまさるものかな」

◇　「ご筆跡はとても上手になっていくばかりだなあ」

■　と、独ひとりごちて、うつくしとほほ笑ゑみたまふ。

◇　と、独り言を洩らして、かわいいと微笑んでいらっしゃる。

■　常つねにP30書かき交かはしたまへば、わが御手おほむてにいとよく似にて、今いますこしなまめかしう、女をむなしきところ書かき添そへたまへり。

◇　いつも手紙をやりとりなさっているので、ご自分の筆跡にとてもよく似て、さらに少しなよやかで、女らしさが書き加わっていらっしゃった。

■　「何なにごとにつけても、けしうはあらず生おほし立たてたりかし」

◇　「どのような事につけても、まあまあに育て上げたものよ」

■　と思おもほす。

◇　とお思いになる。


P30 常に--つね（ね/+に〈朱〉）

1 【とのみありて】大島本は「とのミありて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「とのみあり」と校訂する。


第二段　朝顔斎院と和歌を贈答

賢木．４．２．１

■　吹ふき交かふ風かぜも近ちかきほどにて、斎院さいゐんにも聞きこえたまひけり。

◇　吹き通う風も近い距離なので、斎院にも差し上げなさった。

■　中将ちゅうじゃうの君きみに、

◇　中将の君に、

■　「かく、旅たびの空そらになむ2、もの思おもひにあくがれにけるを、思おぼし知しるにもあらじかし」

◇　「このように、旅の空に、物思いゆえに身も魂もさまよい出たのを、ご存知なはずはありますまいね」

■　など、怨うらみたまひて、御前おまへには、

◇　などと、恨み言を述べて、御前には、


1? 【吹き交ふ風も近きほどにて斎院にも聞こえたまへり】源氏、朝顔斎院と和歌を贈答。朝顔姫君は今年春に斎院に卜定された。一年目は宮中の初斎院にいるはずだが、今、紫野にいる。本来、紫野には二年目に移るべきもの。何かの事情で早まったものか。

2 【かく旅の空になむ】以下「あらじかし」まで、源氏の斎院への手紙文。


賢木．４．２．２

■　「かけまくはかしこけれどもそのかみの

秋思あきおもほゆる木綿欅ゆふだすきかな

昔むかしを今いまにS11,2、と思おもひたまふるもかひなく、とり返かへされS12むもののやうに3」

◇　「口に上して言うことは恐れ多いことですけれど

その昔の秋のころのことが思い出されます

昔の仲を今に、と存じます甲斐もなく、取り返せるもののようにも」


S11 いにしへのしづのをだまき繰り返し昔を今になすよしもがな（伊勢物語-六五）

S12 取り返す物にもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ（出典未詳-源氏釈所引）

1? 【かけまくはかしこけれどもそのかみの秋思ほゆる夕襷かな】源氏の朝顔斎院への贈歌。「そのかみの秋」は物語に直接語られていないが、「帚木」巻の「式部卿宮の姫君に朝顔奉り給ひし歌など」とあったことをさすか。昔が思い出されて恋しいの意。

2 【昔を今に】以下「もののやうに」まで、和歌に添えた言葉。『源氏釈』は「いにしへのしづのおだまき繰り返し昔を今になすよしもがな」（伊勢物語）を指摘する。

3 【とり返されむもののやうに】『一葉抄』は「取り返すものにもがなや世の中をありしながらのわが身と思はむ」（出典未詳）を指摘する。


賢木．４．２．３

■　と、なれなれしげに1、唐からの浅緑あさみどりの紙かみに、榊さかきに木綿ゆふつけなど2、神々かうがうしうしなして参まゐらせたまふ。

◇　と、親しげに、唐の浅緑の紙に、榊に木綿をつけたりなど、神々しく仕立てて差し上げさせなさる。

■　御返おほむかへり、中将ちゅうじゃう、

◇　お返事、中将、

■　「紛まぎるることなくて3、来きし方かたのことを思おもひたまへ出いづるつれづれのままには、思おもひやりきこえさすること多おほくはべれど、かひなくのみなむ」

◇　「気の紛れることもなくて、過ぎ去ったことを思い出してはその所在なさに、お偲び申し上げること、多くございますが、何の甲斐もございません事ばかりで」

■　と、すこし心こころとどめて多おほかり。

◇　と、少し丹念に多く書かれていた。

■　御前おまへのは、木綿ゆふの片端かたはしに、

◇　御前の歌は、木綿の片端に、


1 【なれなれしげに】『集成』は「事あり顔に」の意に、また『完訳』は「いかにも心やすげに」の意に解す。

2 【唐の浅緑の紙に榊に木綿つけなど】榊の緑色に合わせて浅緑色の唐紙を用いた。

3 【紛るることなくて】以下「かひなくのみなむ」まで、中将君の手紙の返事。


賢木．４．２．４

■　「そのかみやいかがはありし木綿欅ゆふだすき

心こころにかけてしのぶらむゆゑ

近ちかき世よに2」

◇　「その昔どうだったとおっしゃるのでしょうか

心にかけて偲ぶとおっしゃるわけは

近い世には」


1? 【そのかみやいかがはありし木綿襷心にかけてしのぶらむゆゑ】朝顔斎院の返歌。「そのかみ」「木綿襷」の語句を引用して返す。

2 【近き世に】返歌に添えた言葉。引歌があるらしいが不明。


賢木．４．２．５

■　とぞある。

◇　とある。

■　「御手、こまやかにはあらねど、らうらうじう1、草さうなどをかしうなりにけり。

◇　「ご筆跡、こまやかな美しさではないが、巧みで、草書きなど美しくなったものだ。

■　まして、朝顔あさがほもねびまさりたまへらむかし2」

◇　ましてや、お顔も、いよいよ美しくなられたろう」

■　と思おもほゆるも、ただならず、恐おそろしや3。

◇　と想像されるのも、心が騒いで、恐ろしいことよ。


1 【御手こまやかにはあらねどらうらうじう】『集成』は「味わいがあるというのではないが、巧みで」の意に、また『完訳』は「繊細な美しさではないけれども、書きなれた巧みさで」の意に解す。

2 【草などをかしうなりにけりまして朝顔もねびまさりたまへらむかし】大島本は「ねひまさり給へらむかし」とある。『新大系』『古典セレクション』は底本のまま（「たまへ」「ら」「む」「かし」）とする。『集成』は「たまふらむかし」と校訂する。源氏の想像。「朝顔」という呼称は「帚木」巻に「式部卿宮の姫君に朝顔奉りたまひし」云々を受ける。

3 【思ほゆるもただならず恐ろしや】大島本は元の文字を擦り消して「とおもほゆるも」と重ね書きをする。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひやるも」と校訂する。「恐ろしや」は語り手の感情移入の表現。


賢木．４．２．６

■　「あはれ、このころぞかし。

◇　「ああ、このころであったよ。

■　野のの宮みやのあはれなりしこと1」

◇　野宮でのしみじみとした事は」

■　と思おぼし出いでて、

◇　とお思い出しになって、

■　「あやしう、やうのもの」

◇　「不思議に、同じような事だ」

■　と、神恨かみうらめしう思おぼさるる御癖おほむくせの、見苦みぐるしきぞかし2。

◇　と、神域を恨めしくお思いになられるご性癖が、見苦しいことである。

■　わりなう思おぼさば、さもありぬべかりし年としごろは、のどかに過すぐいたまひて、今いまは悔くやしう思おぼさるべかめるも、あやしき御心みこころなりや3。

◇　是非にとお思いなら、望みのようにもなったはずのころには、のんびりとお過ごしになって、今となって悔しくお思いになるらしいのも、奇妙なご性質だことよ。


1 【あはれこのころぞかし野の宮のあはれなりしこと】源氏の心中。昨年の秋、御息所との別離を思い出す。

2 【あやしうやうのものと神恨めしう思さるる御癖の見苦しきぞかし】「やうのもの」とは同様のものの意。『完訳』は「同じ秋に神域の女に心をうごかすという奇妙な類似」と注す。この前後、源氏の心中を語りながら、それに対する語り手の批評が語られる（以下「あいなきことなりかし」まで）。『集成』は「「あやしう」以下、草子地。「かし」は読者（聴き手）に念を押す気持を表す強意の助詞」と注す。

3 【今は悔しう思さるべかめるもあやしき御心なりや】「べか」「める」「あやしき」「なり」「や」の語句は語り手の感情移入による表現。草子地といわれるゆえん。源氏の性格に対する批評の言である。『完訳』は「このあたり、語り手の評言を多用。非難を先取りしながら、源氏固有の色好み像を造型」と注す。


賢木．４．２．７

■　院ゐんも、かくなべてならぬ御心みこころばへを見知みしりきこえたまへれば、たまさかなる御返おほむかへりなどは、えしももて離はなれきこえたまふまじかめり1。

◇　齋院も、このような一通りでないお気持ちをよくお見知り申し上げていらっしゃるので、時たまのお返事などには、あまりすげなくはお応え申すこともできないようである。

■　すこしあいなきことなりかし2。

◇　少し困ったことである。


1 【えしももて離れきこえたまふまじかめり】「まじか」「めり」も語り手の推量に基づく表現。

2 【すこしあいなきことなりかし】語り手の朝顔斎院の態度に対する批評の言。


賢木．４．２．８

■　六十巻ろくじふくわんといふ書ふみ、読よみたまひ、おぼつかなきところどころ解とかせなどしておはしますを、

◇　六十巻という経文、お読みになり、不明な所々を解説させたりなどしていらっしゃるのを、

■　「山寺やまでらには、いみじき光行ひかりおこなひ出いだしたてまつれり2」

◇　「山寺にとっては、たいそうな光明を修行の力でお祈り出し申した」

■　と、「仏ほとけの御面目おほむめんぼくあり」

◇　と、「仏の御面目が立つことだ」

■　と、あやしの法師ほふしばらまでよろこびあへり。

◇　と、賎しい法師連中までが喜び合っていた。

■　しめやかにて、世よの中なかを思おもほしつづくるに、帰かへらむことももの憂うかりぬべけれど、人一人ひとひとりの御おほむこと思おぼしやるがほだしなれば4、久ひさしうもえおはしまさで、寺てらにも御誦経みずきゃういかめしうせさせたまふ5。

◇　静かにして、世の中のことをお考え続けなさると、帰ることも億劫な気持ちになってしまいそうだが、姫君一人の身の上をご心配なさるのが心にかかる事なので、長くはいらっしゃれないで、寺にも御誦経の御布施を立派におさせになる。

■　あるべき限かぎり、上下かみしもの僧そうども、そのわたりの山賤やまがつまで物賜ものたび、尊たふときことの限かぎりを尽つくして出いでたまふ。

◇　伺候しているすべての、身分の上下を問わない僧ども、その周辺の山賎にまで、物を下賜され、あらゆる功徳を施して、お出になる。

■　見みたてまつり送おくるとて、このもかのもに6、あやしきしはふるひどもも7集あつまりてゐて、涙なみだを落おとしつつ見みたてまつる。

◇　お見送り申そうとして、あちらこちらに、賎しい柴掻き人連中が集まっていて、涙を落としながら拝し上げる。

■　黒くろき御車みくるまのうちにて、藤ふぢの御袂おほむたもとにやつれたまへれば8、ことに見みえたまはねど、ほのかなる御おほむありさまを、世よになく思おもひきこゆべかめり。

◇　黒いお車の中に、喪服を着て質素にしていらっしゃるので、よくはっきりお見えにならないが、かすかなご様子を、またとなく素晴らしい人とお思い申し上げているようである。


1? 【六十巻といふ書読みたまふ】「六十巻」は天台六十巻の教典をさす。『法華玄義』『法華文句』『摩訶止観』（各十巻）とその注釈『法華玄義疏記』『法華文句疏記』『止観輔行伝弘決』（各十巻）をさす。

2 【山寺にはいみじき光行なひ出だしたてまつれり】雲林院の僧たちの言葉。ただし、「山寺には」が地の文か詞の文かは不分明。『完訳』は「山寺には」の下に読点を付す。源氏の雲林院来臨を最高の言葉で表して喜んだもの。

3? 【仏の御面目なり】僧侶たちの言葉。『完訳』は「仏の御面目が立つこと」の意に解す。

4 【人一人の御こと思しやるがほだしなれば】紫の君をさす。一説には藤壺をさすという説もある。世の無常を思い仏道修業に勤しむことよりも紫の君の身の上が心にかかることとして大事であるという源氏。

5 【御誦経いかめしうせさせたまふ】御誦経に対するお布施を盛大におさせになるの意。

6 【このもかのもに】歌ことばをかりた表現。『原中最秘抄』は「筑波嶺のこのもかのもに蔭はあれど君がみかげにますかげはなし」（古今集東歌、一〇九五）を指摘する。

7 【しはふるひどもも】「しはふるひともゝ」（大横池）、「しはふる人ともゝ」（榊）、「しはふるひとゝも」（三）、「しはふるい人とも」（肖書）という異同がある。語義不明。

8 【黒き御車のうちにて藤の御袂にやつれたまへれば】源氏の父桐壺院の喪に服している姿。


第三段　源氏、二条院に帰邸

賢木．４．３．１

■　女君をむなぎみは、日ひごろのほどに、ねびまさりたまへる心地ここちして、いといたうしづまりたまひて、世よの中なかいかがあらむと思おもへるけしきの、心苦こころぐるしうあはれにおぼえたまへば、あいなき心こころのさまざま乱みだるるや1しるからむ、

◇　女君は、この数日間に、いっそう美しく成長なさった感じがして、とても落ち着いていらして、男君との仲が今後どうなって行くのだろうと思っている様子が、いじらしくお思いなさるので、困った心がさまざまに乱れているのがはっきりと目につくのだろうか、

■　「色変いろかはる2」

◇　「色変わる」

■　とありしもらうたうおぼえて、常つねよりことに語かたらひきこえたまふ。

◇　とあったのも、かわいらしく思われて、いつもよりも親密にお話し申し上げなさる。


1 【あいなき心のさまざま乱るるや】以下「らうたう」まで、源氏の心中を地の文で語る。『集成』は「（藤壺に焦がれる）自分の困った心の、あれこれ思い乱れる様子がはっきり（紫の上に）分るのか」の意に解す。

2 【色変はる】紫の君の返歌「風吹けばまづぞ乱るる色変はる浅茅が露にかかるささがに」の言葉。


賢木．４．３．２

■　山やまづとに持もたせたまへりし1紅葉もみぢ、御前おまへのに御覧ごらんじ比くらぶれば、ことに染そめましける露つゆの心こころも見過みすぐしがたう、おぼつかなさも、人悪ひとわるきまでおぼえたまへば2、ただおほかたにて宮みやに参まゐらせたまふ。

◇　山の土産にお持たせになった紅葉、お庭先のと比べて御覧になると、格別に一段と染めてあった露の心やりも、そのままにはできにくく、久しいご無沙汰も体裁悪いまで思われなさるので、ただ普通の贈り物として、宮に差し上げなさる。

■　命婦みゃうぶのもとに、

◇　命婦のもとに、


1 【山づとに持たせたまへりし】源氏、山の紅葉を土産に持ち帰る。

2 【おぼつかなさも人悪るきまでおぼえたまへば】大島本は「人悪るきまで」について、朱筆で「は（者）」をミセケチにして傍らに墨筆で「わ（王）」と訂正し、「る（流）」「きまて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は、諸本に従って「人わろき」と校訂する。藤壺への御無沙汰。


賢木．４．３．３

■　「入いらせたまひにけるを、めづらしきことと1うけたまはるに、宮みやの間あひだの事こと、おぼつかなくなりはべりにければ、静心しづごころなく思おもひたまへながら、行おこなひもつとめむなど、思おもひ立たちはべりし日数ひかずを、心こころならずや3とてなむ、日ひごろになりはべりにける。

◇　「参内あそばしたのを、珍しい事とお聞きいたしましたが、東宮との間の事、ご無沙汰いたしておりましたので、気がかりに存じながらも、仏道修行を致そうなどと、計画しておりました日数を、不本意なことになってはと、何日にもなってしまいました。

■　紅葉もみぢは、一人見ひとりみはべるに、錦暗にしきくらう4思おもひS13たまふればなむ。

◇　紅葉は、独りで見ていますと、せっかくの美しさも残念に思われましたので。

■　折をりよくて御覧ごらんぜさせたまへ」

◇　よい折に御覧下さいませ」


S13 見る人もなくて散りぬる奥山の紅葉は夜の錦なりけり（古今集秋下-二九七　紀貫之）

1 【入らせたまひにけるをめづらしきことと】以下「御覧ぜさせたまへ」まで、源氏の手紙文。「入らせたまひにける」は藤壺が宮中に参内なさったの意。

2? 【宮の間のこと】春宮の後見に関する事。

3 【心ならずや】「打ち切らむ」などの語句が省略。

4 【紅葉は一人見はべるに錦暗う】『源氏釈』は「見る人もなくて散りぬる奥山の紅葉は夜の錦なりけり」（古今集秋下、二九七、紀貫之）を指摘する。


賢木．４．３．４

■　などあり。

◇　などとある。

■　げに、いみじき1枝えだどもなれば、御目おほむめとまるに、例れいの、いささかなるもの3ありけり。

◇　なるほど、立派な枝ぶりなので、お目も惹きつけられると、いつものように、ちょっとした文が結んであるのだった。

■　人ひとびと見みたてまつるに、御顔おほむかほの色いろも移うつろひて、

◇　女房たちが拝見しているので、お顔の色も変わって、

■　「なほ、かかる心こころの4絶たえたまはぬこそ、いと疎うとましけれ。

◇　「依然として、このようなお心がお止みにならないのが、ほんとうに嫌なこと。

■　あたら思おもひやり深ふかうものしたまふ人ひとの、ゆくりなく、かうやうなること、折々混をりをりまぜたまふを、人ひともあやしと見みるらむかし」

◇　惜しいことに思慮深くいらっしゃる方が、考えもなく、このようなこと、時々お加えなさるのを、女房たちもきっと変だと思うであろう」

■　と、心こころづきなく思おぼされて、瓶かめに挿ささせて、廂ひさしの柱はしらのもとにおしやらせたまひつ。

◇　と、気に食わなく思われなさって、瓶に挿させて、廂の柱のもとに押しやらせなさった。


1 【げにいみじき】「げに」は藤壺と語り手の感想が一体化した表現。

2? 【御めとまるに】主語は藤壺。

3 【いささかなるもの】源氏からの手紙。

4 【なほかかる心の】以下「見るらむかし」まで、藤壺の心中。


第四段　朱雀帝と対面

賢木．４．４．１

■　おほかたのことども、宮みやの御事おほむことに触ふれたることなどをば、うち頼たのめるさまに、すくよかなる1御返おほむかへりばかり聞きこえたまへるを、

◇　一般の事柄で、宮の御事に関することなどは、頼りにしている様子に、素っ気ないお返事ばかりを申し上げなさるので、

■　「さも心こころかしこく、尽つきせずも2」

◇　「なんと冷静に、どこまでも」

■　と、恨うらめしうは見みたまへど、何なにごとも後見うしろみきこえならひたまひにたれば、

◇　と、愚痴をこぼしたく御覧になるが、どのような事でもご後見申し上げ馴れていらっしゃるので、

■　「人ひとあやしと、見みとがめもこそすれ3」

◇　「女房が変だと、怪しんだりしたら大変だ」

■　と思おぼして、まかでたまふべき日ひ、参まゐりたまへり4。

◇　とお思いになって、退出なさる予定の日に、参内なさった。


1 【すくよかなる】『集成』は「堅苦しい」の意に、また『完訳』は「他人行儀な」の意に解す。

2 【さも心かしこく尽きせずも】源氏の感想。『集成』は「なんと冷静に、どこまでも（自分につれなくなさることか）」の意に解す。『完訳』は「源氏は、自分の恋慕を巧みに避ける藤壺の態度を、賢明で、どこまでも用心深いと受けとめる」と注す。

3 【人あやしと見とがめもこそすれ】源氏の心中。

4 【まかでたまふべき日参りたまへり】藤壺が宮中を退出する日に源氏は参内した。


賢木．４．４．２

■　まづ、内裏うちの御方おほむかたに参まゐりたまへればP31,1、のどやかにおはしますほどにて、昔今むかしいまの御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　まず最初、帝の御前に参上なさると、くつろいでいらっしゃるところで、昔今のお話を申し上げなさる。

■　御容貌おほむかたちも、院ゐんにいとよう似にたてまつりたまひて、今いますこしなまめかしきP32気添けそひて、なつかしうなごやかにぞおはします2。

◇　御容貌も、院にとてもよくお似申していらして、さらに一段と優美な点が付け加わって、お優しく穏やかでおいであそばす。

■　かたみにあはれと見みたてまつりたまふ。

◇　お互いに懐かしく思ってお会いなさる。

■　尚侍かむの君3きみの御おほむことも、なほ絶たえぬさまに聞きこし召めし、けしき御覧ごらんずる折をりもあれど4、

◇　尚侍の君の御ことも、依然として仲が切れていないようにお聞きあそばし、それらしい様子を御覧になる折もあるが、

■　「何なにかは5、今いまはじめたることならばこそあらめ6,7。

◇　「どうして、今に始まったことならばともかく、前から続いていたことなのだ。

■　さも心交こころかはさむに、似にげなかるまじき人ひとのあはひなりかし」

◇　そのように心を通じ合っても、おかしくはない二人の仲なのだ」

■　とぞ思おぼしなして8、咎とがめさせたまはP33ざりける9。

◇　と、しいてそうお考えになって、お咎めあそばさないのであった。


P31 たまへれば--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れは

P32 なまめかしき--なる（る/＄ま〈朱〉）めかしき

P33 たまは--（/+給〈朱〉）は

1 【まづ内裏の御方に参りたまへれば】源氏、朱雀帝の御前に参上。

2 【御容貌も院にいとよう似たてまつりたまひて今すこしなまめかしき気添ひてなつかしうなごやかにぞおはします】朱雀帝像。

3 【尚侍の君】朧月夜尚侍。この二月に任官。

4 【絶えぬさまに聞こし召しけしき御覧ずる折もあれど】主語は帝。

5 【何かは】以下「あはひなりかし」まで、帝の心中。

6 【今はじめたることならばこそあらめ】「こそ」「あらめ」は逆接の文脈。朱雀帝が源氏と朧月夜尚侍との関係を咎めない理由。

7 【こそあらめ】青表紙諸本、以下「ありそめにけることなれは」とある。大島本はナシ。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』等は「ありそめにけることなれば」を補入する。

8 【思しなして】「なす」があることによって、しいてそう思うというニュアンス。

9 【咎めさせたまはざりける】大島本は朱筆で「給」を補入する。


賢木．４．４．３

■　よろづの御物語おほむものがたり、文ふみの道1みちのおぼつかなく思おぼさるることどもなど、問とはせP34たまひて2、また、好すき好ずきしき歌語うたがたりなども、かたみに聞きこえ交かはさせたまふついでに3、かの斎宮さいぐうの下くだりたまひし日ひのこと、容貌かたちのをかしくおはせしなど、語かたらせたまふに、我われもうちとけて、野のの宮みやのあはれなりし曙あけぼのも、みな聞きこえ出いでたまひてけり4。

◇　いろいろなお話、学問上で不審にお思いあそばしている点など、お尋ねあそばして、また、色めいた歌の話なども、お互いに打ち明けお話し申し上げなさる折に、あの斎宮がお下りになった日のこと、ご容貌が美しくおいであそばしたことなど、お話しあそばすので、自分も気を許して、野宮のしみじみとした明け方の話も、すっかりお話し申し上げてしまったのであった。


P34 問はせ--とか（か/＄は〈朱〉）せ

1 【文の道】学問上の事。漢籍の学問。

2 【問はせたまひて】大島本は朱筆で「か（可）」をミセケチにし傍らに「ハ（八）」と訂正する。帝が源氏に御下問あそばし、それに対して、源氏が帝にお答え申し上げるという形式である。

3 【好き好きしき歌語りなどもかたみに聞こえ交はさせたまふついでに】歌にまつわる恋愛話。お互いの体験談へと話が移る。『完訳』は「恋の話題、とりわけ帝と斎宮、源氏と御息所の神を恐れぬ不謹慎な秘事に及び、二人はいよいよ親密。「かたみに」の繰返しにも注意」と注す。

4 【みな聞こえ出でたまひてけり】「て」（完了の助動詞、確述）「けり」（過去の助動詞）は、そこまではしなくともよいのに、してしまったのである、という語り手の強調のニュアンスが加わる。『完訳』は「秘すべき内容なのに、の気持」と注す。


賢木．４．４．４

■　二十日はつかの月つき、やうやうさし出いでて1、をかしきほどなるに、

◇　二十日の月、だんだん差し昇ってきて、風情ある時分なので、

■　「遊あそびなども、せまほしきほどかな2」

◇　「管弦の御遊なども、してみたい折だね」

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

■　「中宮ちゅうぐうの、今宵こよひ、まかでたまふなる3、とぶらひにものしはべらむ。

◇　「中宮が、今夜、御退出なさるそうで、そのお世話に参りましょう。

■　院ゐんののたまはせおくことはべりしかば。

◇　院の御遺言あそばしたことがございましたので。

■　また、後見仕うしろみつかうまつる人ひともはべらざめるに。

◇　他に、御後見申し上げる人もございませんようなので。

■　春宮とうぐうの御おほむゆかり、いとほしう思おもひたまへられはべりて」

◇　東宮の御縁、気がかりに存じられまして」

■　と奏そうしP35たまふ4。

◇　とお断り申し上げになる。


P35 奏し--そこ（こ/＄う〈朱〉）し

1 【二十日の月やうやうさし出でて】九月二十日の月。午後十時頃に出る。

2 【遊びなどもせまほしきほどかな】帝の詞。

3 【中宮の今宵まかでたまふなる】以下「思ひたまへられはべりて」まで、源氏の返事。帝の提案を断る。

4 【と奏したまふ】大島本は朱筆で「こ（己）」をミセケチにし傍らに「う（宇）」と訂正する。
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■　「春宮とうぐうをば、今いまの皇子みこになして2など、のたまはせ置おきしかば、とりわきて心こころざしものすれど、ことにさしわきたるさまにも、何なにごとをかは3とてこそ。

◇　「東宮を、わたしの養子にしてなどと、御遺言あそばされたので、とりわけ気をつけてはいるのだが、特別に区別した扱いにするのも、今さらどうかしらと思って。

■　年としのほどよりも、御手おほむてなどのわざとかしこうこそものしたまふべけれ。

◇　お年の割に、御筆跡などが格別に立派でいらっしゃるようだ。

■　何なにごとにも、はかばかしからぬみづからP36の4面起おもておこしになむ」

◇　何事においても、ぱっとしないわたしの面目をほどこしてくれることになる」

■　と、のたまはすれば、

◇　と、仰せになるので、

■　「おほかた5、したまふわざなど、いとさとく大人おとなびたるさまにものしたまへど、まだ、いと片かたなりに」

◇　「おおよそ、なさることなどは、とても賢く大人のような様子でいらっしゃるが、まだ、とても不十分で」


P36 みづから--身つ（つ/+か〈朱〉）ら

1? 【春宮をばいまの皇子になしてなどのたまひ置きしかば】以下「面起こしに」まで、帝の詞。桐壺院が春宮を朱雀帝の養子にするようにとの遺言をいう。春宮の立派さを褒める。

2 【いまの皇子になして】自分の養子にするようにとの意。

3 【ことにさしわきたるさまにも何ごとをかは】特別に何をして上げるということもなく、すでにれっきとした春宮である、の意。

4 【みづからの】大島本は朱筆で「か」を補入する。

5 【おほかた】以下「いと片なりに」まで、源氏の詞。


賢木．４．４．６

■　など、その御おほむありさまも奏そうしたまひて、まかでたまふに、大宮おほみやの御兄おほむせうとの藤大納言とうだいなごんの子この、頭とうの弁べんといふが、世よにあひ、はなやかなる若人わかうどにて、思おもふことなきなるべし、妹いもうとの麗景殿れいけいでんの御方おほむかたに行ゆくに、大将だいしゃうの御前駆おほむさきを忍しのびやかに追おへば、しばし立たちとまりて、

◇　などと、その御様子も申し上げなさって、退出なさる時に、大宮のご兄弟の藤大納言の子で、頭の弁という者が、時流に乗って、今を時めく若者なので、何も気兼ねすることのないのであろう、妹の麗景殿の御方に行くところに、大将が先払いをひそやかにすると、ちょっと立ち止まって、

賢木．４．４．７

■　「白虹日はくこうひを貫つらぬけり。

◇　「白虹が日を貫いた。

■　太子畏たいしをぢたりS14」

◇　太子は、懼ぢた」


S14 昔者荊軻慕燕丹之義　白虹貫日太子畏之（史記-鄒陽伝


賢木．４．４．８

■　と、いとゆるるかにうち誦じゅじたるを、大将だいしゃう、いとまばゆしと聞ききたまへど、咎とがむべきことかは。

◇　と、たいそうゆっくりと朗誦したのを、大将、まことに聞きにくいとお聞きになったが、何の咎め立てできることであろうか。

■　后きさきの御みけしきは、いと恐おそろしう、わづらはしげにのみ聞きこゆるを、かう親したしき人ひとびとも、けしきだち言いふべかめることどももあるに、わづらはしう思おぼされけれど、つれなうのみもてなしたまへり。

◇　后の御機嫌は、ひどく恐ろしく、厄介な噂ばかり聞いているうえに、このように一族の人々までも、態度に現して非難して言うらしいことがあるのを、厄介に思われなさったが、知らないふりをなさっていた。

第五段　藤壺に挨拶

賢木．４．５．１

■　「御前おまへにさぶらひて、今いままで、更ふかしはべりにける1」

◇　「御前に伺候して、今まで、夜を更かしてしまいました」

■　と、聞きこえたまふ。

◇　と、ご挨拶申し上げなさる。

■　月つきのはなやかなるに、

◇　月が明るく照っているので、

■　「昔、かうやうなる折をりは、御遊おほむあそびせさせたまひて、今いまめかしうもてなさせたまひし」

◇　「昔、このような時には、管弦の御遊をあそばされて、華やかにお扱いしてくださった」

■　など、思おぼし出いづるに3、同おなじ御垣みかきの内うちながら、変かはれること多おほく悲かなし。

◇　などと、お思い出しになると、同じ宮中ながらも、変わってしまったことが多く悲しい。


1 【御前にさぶらひて今まで更かしはべりにける】源氏の藤壺への詞。場面は朱雀帝の御前。そこから藤壺方へ挨拶を言上したもの。

2? 【昔かやうなる折は】以下「もてなさせたまひし」まで、藤壺の心中。

3 【思し出づるに】主語は藤壺。


賢木．４．５．２

■　「九重ここのへに霧きりや隔へだつる雲くもの上うへの

月つきをはるかに思おもひやるかな1」

◇　「宮中には霧が幾重にもかかっているのでしょうか

雲の上で見えない月をはるかにお思い申し上げますことよ」


1 【九重に霧や隔つる雲の上の月をはるかに思ひやるかな】藤壺から源氏への贈歌。「霧」は帝の周辺の悪意ある人々をいい、「月」は帝をいう。


賢木．４．５．３

■　と、命婦みゃうぶして、聞きこえ伝つたへたまふ。

◇　と、命婦を取り次ぎにして、申し上げさせなさる。

■　ほどなければ、御おほむけはひも、ほのかなれど、なつかしう聞きこゆるに、つらさも忘わすられて、まづ涙なみだぞ落おつる。

◇　それほど離れた距離ではないので、御様子も、かすかではあるが、慕わしく聞こえるので、辛い気持ちも自然と忘れられて、まっ先に涙がこぼれた。

賢木．４．５．４

■　「月影つきかげは見みし世よの秋あきに変かはらぬを

隔へだつる霧きりのつらくもあるかな1

◇　「月の光は昔の秋と変わりませんのに

隔てる霧のあるのがつらく思われるのです


1 【月影は見し世の秋に変はらぬを隔つる霧のつらくもあるかな】源氏の返歌。「霧」「雲」「月」の語句を用い、「月」は宮中の意であるが、また、藤壺の意もこめて、よそよそしくあしらう藤壺に対して、恨めしく思われる、という意を訴える。


賢木．４．５．５

■　霞かすみも人ひとのS15,1とか、昔むかしもはべりけることにや」

◇　霞も仲を隔てるとか、昔もあったことでございましょうか」

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと、申し上げなさる。


S15 山桜見に行く道を隔つれば人の心ぞ霞なりける（出典未詳-奥入所引）

1 【霞も人の】『奥入』は「山桜見に行く道を隔つれば霞も人の心なるべし」（出典未詳）を指摘する。また『紫明抄』は第五句が「人の心なりけり」とある。『後拾遺集』（春上、七八、藤原隆経朝臣）は第五句「人の心ぞ霞なりける」とある。以下「はべりけることにや」まで、和歌に添えた言葉。


賢木．４．５．６

■　宮みやは、春宮とうぐうを飽あかず思おもひきこえたまひて、よろづのことを聞きこえさせたまへど、深ふかうも思おぼし入いれたらぬを1、いとうしろめたく思おもひきこえたまふ。

◇　宮は、春宮をいつまでも名残惜しくお思い申し上げなさって、あらゆる事柄をお話し申し上げなさるが、深くお考えにならないのを、ほんとうに不安にお思い申し上げなさる。

■　例れいは、いととく大殿籠おほとのごもるを、

◇　いつもは、とても早くお寝みになるのを、

■　「出いでたまふまでは起おきたらむ2」

◇　「お帰りになるまでは起きていよう」

■　と思おぼすなるべし3。

◇　とお考えなのであろう。

■　恨うらめしげに思おぼしたれど、さすがに、え慕したひきこえたまはぬを、いとあはれと、見みたてまつりたまふ。

◇　残念そうにお思いでいたが、そうはいうものの、後をお慕い申し上げることのおできになれないのを、とてもいじらしいと、お思い申し上げなさる。


1 【深うも思し入れたらぬを】主語は春宮。

2 【出でたまふまでは起きたらむ】春宮の心中。

3 【思すなるべし】「なる」「べし」は語り手の断定と推量。


第六段　初冬のころ、源氏朧月夜と和歌贈答

賢木．４．６．１

■　大将だいしゃう、頭とうの弁べんの誦ずじつることを思おもふに、御心みこころの鬼おに、世によの中なかわづらはしうおぼえたまひて、尚侍かむの君きみにも訪おとづれきこえたまはで、久ひさしうなりにけり。

◇　大将、頭の弁が朗誦したことを考えると、お気が咎めて、世の中が厄介に思われなさって、尚侍の君にもお便りを差し上げなさることもなく、長いことになってしまった。

■　初時雨はつしぐれ、いつしかとけしきだつに2、いかが思おぼしけむ3、かれより、

◇　初時雨、早くもその気配を見せたころ、どうお思いになったのであろうか、向こうから、


1? 【大将頭弁の誦じつることを思ふに】「白虹日を貫けり、太子畏ぢたり」をさす。

2 【初時雨いつしかとけしきだつに】「時雨」は晩秋から初冬の景物。季節は晩秋から初冬に移る。

3 【いかが思しけむ】挿入句。語り手の推量。『完訳』は「異例の、女からの贈歌に注目する、語り手の言辞」と注す。


賢木．４．６．２

■　「木枯こがらしの吹ふくにつけつつ待まちし間まに

おぼつかなさのころも経へにけり」

◇　「木枯が吹くたびごとに訪れを待っているうちに

長い月日が経ってしまいました」

賢木．４．６．３

■　とP37聞きこえたまへり2。

◇　と差し上げなさった。

■　折をりもあはれに、あながちに忍しのび書かきたまへらむP38,3御心みこころばへも、憎にくからねば、御使おほむつかひとどめさせて、唐からの紙かみども入いれさせたまへる御厨子開みづしあけさせたまひて、なべてならぬを選えり出いでつつ、筆ふでなども心こころことにひきつくろひたまへるけしき、艶えんなるを、御前おまへなる人ひとびと、

◇　時節柄しみじみとしたころであり、無理をしてこっそりお書きになったらしいお気持ちも、いじらしいので、お使いを留めさせて、唐の紙をお入れあそばしている御厨子を開けさせなさって、特別上等なのをあれこれ選び出しなさって、筆を念入りに整えて認めていらっしゃる様子、優美なので、御前の女房たちは、

■　「誰たればかりならむ5」

◇　「どなたのであろう」

■　とつきしろふ6。

◇　と、互いにつっ突き合っている。

■　「聞きこえさせても7、かひなきもの懲ごりにこそ、むげにくづほれにけれ。

◇　「お便り差し上げても、何の役にも立たないのに懲りまして、すっかり気落ちしておりました。

■　身みのみもの憂うきS16ほどに、

◇　自分だけが情けなく思われていたところに、


P37 と--（/+と）

P38 たまへらむ--給つ（つ/＄へ〈朱〉）らむ

S16 数ならぬ身のみもの憂く思ほえて待たるるまでもなりにけるかな（後撰集雑四-一二六〇　読人しらず）

1? 【木枯の吹くにつけつつ待ちしまにおぼつかなさのころも経にけり】朧月夜尚侍から源氏への贈歌。源氏から便りがないことを嘆いた歌。

2 【と聞こえたまへり】大島本は「と」を墨筆で補入する。

3 【忍び書きたまへらむ】大島本は朱筆で「つ（川）」をミセケチにし傍らに「へ（部）」と訂正する。『新大系』は訂正に従って「たまへ」を採用する。『集成』『古典セレクション』は訂正以前の形を採用し「たまひつ」とする。

4? 【御使とどめさせたまひて】「させ」は使役の助動詞。

5 【誰ればかりならむ】女房のささやき。

6 【つきしろふ】『集成』は「つきじろふ」と濁音で読む。『新大系』『古典セレクション』は「つきしろふ」と清音で読む。

7 【聞こえさせても】以下「もの忘れしはべらむ」まで、源氏の朧月夜尚侍への返書。


賢木．４．６．４

■　あひ見みずてしのぶるころの涙なみだをも

なべての空そらの時雨しぐれとや見みる2

◇　お逢いできずに恋い忍んで泣いている涙の雨までを

ありふれた秋の時雨とお思いなのでしょうか


1? 【身のみ憂きほどに】『源氏釈』は「数ならぬ身のみもの憂くおもほえて待たるるまでもなりにけるかな」（後撰集雑四、一二六〇、読人しらず）を指摘する。

2 【あひ見ずてしのぶるころの涙をもなべての空の時雨とや見る】源氏の返歌。


賢木．４．６．５

■　心こころの通かよふならば、いかに眺ながめの空そらも1もの忘わすれしはべらむ」

◇　心が通じるならば、どんなに物思いに沈んでいる気持ちも、紛れることでしょう」

■　など、こまやかになりにけり2。

◇　などと、つい情のこもった手紙になってしまった。

■　かうやうにおどろかしきこゆるたぐひ3多おほかめれど4、情なさけなからずうち返かへりごちたまひて、御心みこころには深ふかう染しまざるべし5。

◇　このようにお便りを差し上げる人々は多いようであるが、無愛想にならないようお返事をなさって、お気持ちには深くしみこまないのであろう。


1 【眺めの空も】「ながめ」は「長雨」と「眺め」の掛詞。「時雨」の縁語。

2 【こまやかになりにけり】つい情がこもってしまった、という語り手の感情移入の表現。

3 【おどろかしきこゆるたぐひ】朧月夜尚侍の方から。

4 【おほかめれど】「めり」（推量の助動詞）は、語り手の推量。

5 【御心には深う染まざるべし】「べし」（推量の助動詞）は語り手の推測。『岷江入楚』所引三光院説が「草子地也」と指摘。源氏の心には。


第五章　藤壺の物語　法華八講主催と出家

第一段　十一月一日、故桐壺院の御国忌

賢木．５．１．１

■　中宮ちゅうぐうは、院ゐんの御おほむはてのことにうち続つづき1、御八講みはこうのいそぎ2をさまざまに心こころづかひせさせたまひけり。

◇　中宮は、故院の一周忌の御法事に引き続き、御八講の準備にいろいろとお心をお配りあそばすのであった。

■　霜月しもつきの朔日ついたちごろ、御国忌みこきなるに、雪ゆきいたう降ふりたり。

◇　霜月の上旬、御国忌の日に、雪がたいそう降った。

■　大将殿だいしゃうどのより宮みやに聞きこえたまふ。

◇　大将殿から宮にお便り差し上げなさる。


1 【中宮は院の御はてのことにうち続き】故桐壺院の一周忌の終わり。喪が明ける。

2 【御八講のいそぎ】『法華経』全八巻を朝座・夕座の二度、四日間連続講説する法会。


賢木．５．１．２

■　「別わかれにし今日けふは来くれども見みし人ひとに

行ゆき逢あふほどをいつと頼たのまむ2」

◇　「故院にお別れ申した日がめぐって来ましたが、雪はふっても

その人にまた行きめぐり逢える時はいつと期待できようか」


1? 【霜月の朔日ごろ御国忌なるに雪いたう降りて】故桐壺院の御命日、霜月の上旬、一日。

2 【別れにし今日は来れども見し人に行き逢ふほどをいつと頼まむ】源氏から藤壺への贈歌。「ゆき」は「雪」と「行き」の掛詞。「行き合ふ」は来世で再会する意。桐壺院に再会しえない悲しみの歌。


賢木．５．１．３

■　いづこにも、今日けふはもの悲がなしう思おぼさるるほどにて、御返おほむかへりあり。

◇　どちらも、今日は物悲しく思わずにいらっしゃれない日なので、お返事がある。

賢木．５．１．４

■　「ながらふるほどは憂うけれど行ゆきめぐり

今日けふはその世よに逢あふ心地ここちして1」

◇　「生きながらえておりますのは辛く嫌なことですが

一周忌の今日は、故院の在世中のような思いがいたしまして」


1 【ながらふるほどは憂けれど行きめぐり今日はその世に逢ふ心地して】藤壺の返歌。「永らふる」は「（雪が）降る」の掛詞、また「雪」の縁語。「ゆき」は「雪」と「行き」の掛詞。源氏が「いつと頼まむ」というのに対して、「今日はその世にあふ心ちして」と、いや、今日は命日で、故院に会えた気がすると答える。


賢木．５．１．５

■　ことにつくろひてもあらぬ御書おほむかきざまなれど、あてに気高けだかきは思おもひなしなるべし1。

◇　格別に念を入れたのでもないお書きぶりだが、上品で気高いのは思い入れであろう。

■　筋変すぢかはり今いまめかしうはあらねど、人ひとにはことに書かかせたまへり2。

◇　書風が独特で当世風というのではないが、他の人には優れてお書きあそばしている。

■　今日けふは、この御おほむことも思おもひ消けちて、あはれなる雪ゆきの雫しづくに濡ぬれ濡ぬれ行おこなひたまふ。

◇　今日は、宮へのご執心も抑えて、しみじみと雪の雫に濡れながら御追善の法事をなさる。


1 【思ひなしなるべし】「べし」（推量の助動詞）は、源氏の思い入れのせいであろう、という語り手の推量。

2 【筋変はり今めかしうはあらねど人にはことに書かせたまへり】藤壺の筆跡を個性的で現代風ではないが、やはり人に優れて格別であるという。


第二段　十二月十日過ぎ、藤壺、法華八講主催の後、出家す

賢木．５．２．１

■　十二月十余日しはすのとをよかばかり、中宮ちゅうぐうの御八講みはかうなり1。

◇　十二月の十日過ぎころ、中宮の御八講である。

■　いみじう尊たふとし。

◇　たいそう荘厳である。

■　日々ひびに供養くやうぜさせたまふ御経みきゃうよりはじめ、玉たまの軸ぢく、羅らの表紙へうし2P39、帙簀ぢすの飾かざりも、世よになきさまにととのへさせたまへり。

◇　毎日供養なさる御経をはじめ、玉の軸、羅の表紙、帙簀の装飾も、この世にまたとない様子に御準備させなさっていた。

■　さらぬことのきよらだに、世よの常つねならずおはしませば、ましてことわりなり。

◇　普通の催しでさえ、この世のものとは思えないほど立派にお作りになっていらっしゃるので、まして言うまでもない。

■　仏ほとけの御飾おほむかざり、花机はなづくえのおほひなどまで、まことの極楽思ごくらくおもひやらる。

◇　仏像のお飾り、花机の覆いなどまで、本当の極楽浄土が思いやられる。


P39 表紙--へこし（こし/＄うし〈朱〉）

1 【十二月十余日ばかり中宮の御八講なり】藤壺、十二月十日過ぎに御八講を催す。

2 【へうし】大島本は朱筆で「こし（己之）」を抹消しその傍らに「うし（宇之）」と訂正する。似た字体の誤写訂正である。


賢木．５．２．２

■　初はじめの日ひは1、先帝せんだいの御料ごれう。

◇　第一日は、先帝の御ため。

■　次つぎの日ひは、母后ははきさきの御おほむため。

◇　第二日は、母后の御ため。

■　またの日ひは、院ゐんの御料ごれう。

◇　次の日は、故院の御ため。

■　五巻ごくわんの日ひなれば、上達部かむだちめなども、世よのつつましさを2えしも憚はばかりたまはで、いとあまた参まゐりたまへり。

◇　第五巻目の日なので、上達部なども、世間の思惑に遠慮なさってもおれず、おおぜい参上なさった。

■　今日けふの講師かうじは、心こころことに選えらせたまへれば、

◇　今日の講師は、特に厳選あそばしていらっしゃるので、

■　「薪たきぎこる」

◇　「薪こり」

■　ほどより3うちはじめ、同おなじう言いふ言ことの葉はも、いみじう尊たふとし。

◇　という讃歌をはじめとして、同じ唱える言葉でも、たいそう尊い。

■　親王みこたちも、さまざまの捧物ほうもちささげてめぐりたまふに、大将殿だいしゃうどのの御用意おほむよういなど、なほ似にるものP40なし4。

◇　親王たちも、さまざまな供物を捧げて行道なさるが、大将殿のお心づかいなど、やはり他に似るものがない。

■　常つねにおなじことのやうなれど、見みたてまつるたびごとに、めづらしからむをば、いかがはせむ5。

◇　いつも同じことのようだが、拝見する度毎に素晴らしいのは、どうしたらよいだろうか。


P40 似るもの--にる（る/+もの〈朱〉）

1 【初めの日は】第一日は藤壺の父帝、第二日は母后、第三日は夫桐壺院のため、その朝座は『法華経』第五巻を講じる日なので、上達部他大勢参加。最終日の第四日は自分のために行う。

2 【世のつつましさを】右大臣方の権勢への遠慮。

3 【薪こるほどより】薪の行道と称して、薪や水桶を持ち、捧物を持って、堂や池の回りを廻り歩きながら、次の和歌を唱える。『異本紫明抄』は「法華経をわが得しことは薪こり菜摘み水汲み仕へてぞ得し」（拾遺集哀傷、一三四六、大僧正行基）を指摘する。

4 【なほ似るものなし】大島本は朱筆で「もの」を補入する。

5 【常におなじことのやうなれど見たてまつるたびごとにめづらしからむをばいかがはせむ】語り手の源氏賞賛の文章。『弄花抄』が「記者詞なり」と指摘。『評釈』は「語り手は、いつもの事なのだが、やはり立派なので、と弁解する。その日その目で源氏の大将を見た女房が、こう弁解するのである」という。


賢木．５．２．３

■　果はての日ひ、わが御おほむことを結願けちぐわんにて、世よを背そむきたまふよし、仏ほとけに申まうさせたまふに1、皆人みなひとびと驚おどろきたまひぬ。

◇　最終日は、御自身のことを結願として、出家なさる旨、仏に僧からお申し上げさせなさるので、参集の人々はお驚きになった。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、大将だいしゃうの御心みこころも動うごきて、あさましと思おぼす2。

◇　兵部卿宮、大将がお気も動転して、驚きあきれなさる。


1 【仏に申させたまふに】「させ」は使役の助動詞。僧をして仏に申し上げさせなさるの意。

2 【あさましと思す】『集成』は「どうしたことかと」の意に解し、『完訳』は「あまりにも意外なこととお思いになる」の意に解す。


賢木．５．２．４

■　親王みこは、なかばのほどに立たちて、入いりたまひぬ。

◇　親王は、儀式の最中に座を立って、お入りになった。

■　心強こころづよう思おぼし立たつさまのたまひて、果はつるほどに、山やまの座主1召ざすめして、忌いむこと受うけたまふべきよし、のたまはす。

◇　御決心の固いことをおっしゃって、終わりころに、山の座主を召して、戒をお受けになる旨、仰せになる。

■　御伯父おほむをぢの横川よかはの僧都2そうづ、近ちかう参まゐりたまひて、御髪下みぐしおろしP41たまふほどに3、宮みやの内うちゆすりて、ゆゆしう泣なきみちたり。

◇　御伯父の横川の僧都、お近くに参上なさって、お髪を下ろしなさる時、宮邸中どよめいて、不吉にも泣き声が満ちわたった。

■　何なにとなき老おい衰おとろへたる人ひとだに、今いまはと世よを背そむくほどは、あやしうあはれなるわざを、まして、かねての御みけしきにも出いだしたまはざりつることなれば、親王みこもいみじう泣なきたまふ。

◇　たいしたこともない老い衰えた人でさえ、今は最後と出家をする時は、不思議と感慨深いものなのだが、まして、前々からお顔色にもお出しにならなかったことなので、親王もひどくお泣きになる。


P41 下ろし--（+おろし〈朱〉）

1 【山の座主】天台座主。比叡山の最高位の僧侶。

2 【御伯父の横川の僧都】藤壺は先帝の四宮であるから、母方の伯父（叔父）であろう。

3 【御髪下ろしたまふほどに】大島本は朱筆で「おろし」を補入する。


賢木．５．２．５

■　参まゐりたまへる人ひとびとも、おほかたのことのさまも、あはれに尊たふとければ1、みな、袖濡そでぬらしてぞ帰かへりたまひける。

◇　参集なさった方々も、大方の成り行きも、しみじみ尊いので、皆、袖を濡らしてお帰りになったのであった。


1 【あはれに尊ければ】大島本は「あはれたうとけれは」とある。『新大系』『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あはれに」と「に」を補訂する。


賢木．５．２．６

■　故院こゐんの御子みこたちは1、昔むかしの御おほむありさまを思おぼし出いづるに、いとど、あはれに悲かなしう思おぼされて、みな、とぶらひきこえたまふ。

◇　故院の皇子たちは、在世中の御様子をお思い出しになると、ますます、しみじみと悲しく思わずにはいらっしゃれなくて、皆、お見舞いの詞をお掛け申し上げなさる。

■　大将だいしゃうは、立たちとまりたまひて2、聞きこえ出いでたまふべきかたもなく、暮くれまどひて思おぼさるれど、

◇　大将は、お残りになって、お言葉かけ申し上げるすべもなく、目の前がまっ暗闇に思われなさるが、

■　「などかP42、さしも3」

◇　「どうして、そんなにまで」

■　と、人見ひとみたてまつるべければ、親王みこなど4出いでたまひぬる後のちにぞ、御前おまへに参まゐりたまへる。

◇　と、人々がお見咎め申すにちがいないので、親王などがお出になった後に、御前に参上なさった。


P42 などか--（/+なと〈朱〉）か

1 【故院の御子たちは】桐壺院の御子息たち。

2 【大将は立ちとまりたまひて】『集成』は「お残りになって」の意に解し、『完訳』は「源氏だけは、茫然自失のあまり、その席を動くことも、言葉をかけることもできない」と注す。

3 【などかさしも】大島本は朱筆で「なと」を補入する。どうしてそんなにまで深く悲しんでいるのだろうの意。

4 【親王など】「親王」は藤壺の兄兵部卿親王を代表的に語ったもの。


賢木．５．２．７

■　やうやう人静ひとしづまりて、女房にょうばうども、鼻はなうちかみつつ、所々ところどころに群むれゐたり。

◇　だんだんと人の気配が静かになって、女房連中、鼻をかみながら、あちこちに群れかたまっていた。

■　月つきは隈くまなきに、雪ゆきの光ひかりあひたる庭にはのありさまも、昔むかしのこと思おもひやらるるに1、いと堪たへがたう思おぼさるれどP43,2、いとよう思おぼし静しづめて、

◇　月は隈もなく照って、雪が光っている庭の様子も、昔のことが遠く思い出されて、とても堪えがたく思われなさるが、じっとお気持ちを鎮めて、

■　「いかやうに思おぼし立たたせたまひて、かうにはかには3」

◇　「どのように御決意あそばして、このように急な」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお尋ね申し上げになる。

■　「今いまはじめて、思おもひたまふることにもあらぬを、ものさわがしきやうなりつれば、心乱こころみだれぬべく4」

◇　「今初めて、決意致したのではございませんが、何となく騒々しいようになってしまったので、決意も揺らいでしまいそうで」

■　など、例れいの、命婦みゃうぶして聞きこえたまふ。

◇　などと、いつものように、命婦を通じて申し上げなさる。

■　御簾みすのうちのけはひ、そこら集つどひさぶらふ人ひとの衣きぬの音おとなひ、しめやかに振ふる舞まひなして5、うち身みじろきつつ、悲かなしげさの慰なぐさめがたげに漏もり聞きこゆるけしき、ことわりに、いみじと聞ききたまふ。

◇　御簾の中の様子、おおぜい伺候している女房の衣ずれの音、わざとひっそりと気をつけて、振る舞い身じろぎながら、悲しみが慰めがたそうに外へ漏れくる様子、もっともなことで、悲しいと、お聞きになる。


P43 思さるれど--お（お/+ほ〈朱〉）さるれと（と/＄と）

1 【月は隈なきに雪の光りあひたる庭のありさまも昔のこと思ひやらるるに】「十二月十余日ばかり」とあった。満月に近い月である。藤壺の心境と冬の夜の清澄な月の光に照らし出された雪の庭の描写は景情一致の表現。後の「朝顔」巻にも見られる。

2 【いと堪へがたう思さるれど】大島本は朱筆で「ほ」を補入する。

3 【いかやうに思し立たせたまひてかうにはかには】源氏の藤壺への詞。急に出家した理由を尋ねる。

4 【今はじめて思ひたまふることにもあらぬをものさわがしきやうなりつれば心乱れぬべく】藤壺の返事。ずっと以前から考えていたことであるという。

5 【振る舞ひなして】「なす」があることによって、ことさら気をつけてのニュアンス。


賢木．５．２．８

■　風かぜ、はげしう吹ふきふぶきて1、御簾みすのうちの匂にほひ、いともの深ふかき黒方2くろぼうにしみて、名香3みゃうがうの煙けぶりもほのかなり。

◇　風、激しく吹き吹雪いて、御簾の内の匂い、たいそう奥ゆかしい黒方に染み込んで、名香の煙もほのかである。

■　大将だいしゃうの御匂おほむにほひさへ薫かをりあひ、めでたく、極楽思ごくらくおもひやらるる夜よのさまなり。

◇　大将の御匂いまで薫り合って、素晴らしく、極楽浄土が思いやられる今夜の様子である。

■　春宮とうぐうの御使おほむつかひも参まゐれり。

◇　春宮からの御使者も参上した。

■　のたまひしさま4、思おもひ出いできこえさせたまふにぞ、御心強みこころづよさも堪たへがたくて、御返おほむかへりも聞きこえさせやらせたまはねば、大将だいしゃうぞ、言加ことくはへ聞きこえたまひける。

◇　仰せになった時のこと、お思い出しあそばされると、固い御決意も堪えがたくて、お返事も最後まで十分にお申し上げあそばされないので、大将が、言葉をお添えになったのであった。

■　誰たれも誰たれも、ある限かぎり心収こころをさまらぬほどなれば、思おぼすことどもも、えうち出いでたまはず。

◇　どなたもどなたも、皆が悲しみに堪えられない時なので、思っていらっしゃる事なども、おっしゃれない。


1 【風はげしう吹きふぶきて】風と雪が烈しく吹雪く夜のさま。

2 【黒方】黒方の香。冬の香。「いと物ふかき」香とある。

3 【名香】仏に供える香。「煙もほのかなり」とある。

4 【のたまひしさま】藤壺が出家の意向を伝えたときに、東宮が「式部がやうにや。いかでか、さはなりたまはむ」「久しうおはせぬは、恋しきものを」と言ったことをさす。


賢木．５．２．９

■　「月つきのすむ雲居くもゐをかけて慕したふとも

この世よの闇やみになほや惑まどはむS17

と思おもひたまへらるるP44こそ2、かひなく。

◇　「月のように心澄んだ御出家の境地をお慕い申しても

なおも子どもゆえのこの世の煩悩に迷い続けるのであろうか

と存じられますのが、どうにもならないことで。

■　思おぼし立たたせたまへる恨うらめしさは、限かぎりなう3」

◇　出家を御決意なさった恨めしさは、この上もなく」


S17 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

P44 たまへらるる--*給はらるゝ

1? 【月のすむ雲居をかけて慕ふともこは世の闇になほや惑はむ】源氏の藤壺への贈歌。「すむ」は「澄む」と「住む」、「この」は「此の」と「子の」、「よ」は「夜」と「世」の掛詞。「人のおやの心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）。『完訳』は「出家の跡を慕いつつも、実子東宮ゆえの心の闇から現世の妄執に迷うとする歌」と注す。

2 【と思ひたまへらるるこそ】大島本は「と思給ハらるゝ」とある。『新大系』は「と思給はるるこそ」のままとし、語法不審。青表紙諸本多くの「思ひ給うへらるるこそ」に訂正して解すべきか」と注す。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「と思ひたまへらるるこそ」と校訂する。以下「限りなう」まで、歌に添えた言葉。

3 【恨めしさは限りなう】大島本は「うらめしさハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うらやましさは」と校訂する。


賢木．５．２．１０

■　とばかり聞きこえたまひて、人ひとびと近ちかうさぶらへば、さまざま乱みだるる心こころのうちをだに、え聞きこえあらはしたまはず、いぶせし。

◇　とだけお申し上げになって、女房たちがお側近くに伺候しているので、いろいろと乱れる心中の思いさえ、お表し申すことができないので、気が晴れない。

賢木．５．２．１１

■　「おほふかたの憂うきにつけては厭いとへども

いつかこの世よを背そむき果はつべき1

かつ、濁にごりつつ2」

◇　「世間一般の嫌なことからは離れたが、子どもへの煩悩は

いつになったらすっかり離れ切ることができるのであろうか

一方では、煩悩を断ち切れずに」


1 【おほふかたの憂きにつけては厭へどもいつかこの世を背き果つべき】大島本は「おほふかたの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おほかたの」と校訂する。藤壺の返歌。源氏の「この世」を受けて、「此の」に「子の」を掛け、自分もわが子のことが気掛かりでならないと返す。

2 【かつ濁りつつ】歌に添えた言葉。引歌があるらしいが、未詳。『完訳』は「一方では悟りすましつつも、一方では煩悩に悩みつつ」の意に解す。


賢木．５．２．１２

■　など、かたへは御使おほむつかひの心こころしらひなるべし1。

◇　などと、半分は取次ぎの女房のとりなしであろう。

■　あはれのみ尽つきせねば、胸苦むねくるしうてまかでたまひぬ。

◇　悲しみの気持ちばかりが尽きないので、胸の苦しい思いで退出なさった。


1 【かたへは御使の心しらひなるべし】語り手の挿入句。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『評釈』は「期待する読者に対し、作者がこう弁解するのである。宮の御自作ではない、と」と注す。『完訳』は「女らしからぬ論理的な歌いぶりに注目」という。


第三段　後に残された源氏

賢木．５．３．１

■　殿とのにても、わが御方おほむかたに一人ひとりうち臥ふしたまひて1、御目おほむめもあはず、世よの中厭なかいとはしう思おぼさるるにも、春宮とうぐうの御おほむことのみぞ心苦こころぐるしき。

◇　お邸でも、ご自分のお部屋でただ独りお臥せりになって、お眠りになることもできず、世の中が厭わしく思われなさるにつけても、春宮の御身の上のことばかりが気がかりである。

■　「母宮ははみやをだに2朝廷おほやけがたざまにと、思おぼしおきしを3、世よの憂うさに堪たへず、かくなりたまひにたれば、もとの御位みくらゐにてもえおはせじ。

◇　「せめて母宮だけでも表向きの御後見役にと、お考えおいておられたのに、世の中の嫌なことに堪え切れず、このようにおなりになってしまったので、もとの地位のままでいらっしゃることもおできになれまい。

■　我われさへ見みたてまつり捨すてては4」

◇　自分までがご後見申し上げなくなってしまったら」

■　など、思おぼし明あかすこと限かぎりなし。

◇　などと、お考え続けなさり、夜を明かすこと、一再でない。


1 【殿にてもわが御方に一人うち臥したまひて】藤壺出家後、源氏、情勢を思いめぐらす。

2 【母宮をだに】以下「見たてまつり捨てては」まで、源氏の心中。

3 【朝廷がたざまにと思しおきしを】大島本は「おほしをきし越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思しおきてしを」と校訂する。故桐壺院が藤壺を。

4 【見たてまつり捨てては】春宮を。


賢木．５．３．２

■　「今いまは、かかるかたざまの御調度みてうどどもをこそは」

◇　「今となっては、こうした方面の御調度類などを、さっそくに」

■　と思おぼせば、年としの内うちにと、急いそがせたまふ。

◇　とお思いになると、年内にと考えて、お急がせなさる。

■　命婦みゃうぶの君きみも御供おほむともになりにければ、それも心深こころふかうとぶらひたまふ。

◇　命婦の君もお供して出家してしまったので、その人にも懇ろにお見舞いなさる。

■　詳くはしう言いひ続つづけむに、ことことしきさまなれば、漏もらしてけるなめり1。

◇　詳しく語ることも、仰々しいことになるので、省略したもののようである。

■　さるは、かうやうの折をりこそ、をかしき歌うたなど出いで来くるやうもあれ、さうざうしや2。

◇　実のところ、このような折にこそ、趣の深い歌なども出てくるものだが、物足りないことよ。

■　参まゐりたまふも、今いまはつつましさ薄うすらぎて3、御おほむみづから聞きこえたまふ折をりもありけり。

◇　参上なさっても、今は遠慮も薄らいで、御自身でお話を申し上げなさる時もあるのであった。

■　思おもひしめてしことは、さらに御心みこころに離はなれねど、まして、あるまじきことなりかし。

◇　ご執心であったことは、全然お心からなくなってはないが、言うまでもなく、あってはならないことである。


1 【詳しう言ひ続けむにことことしきさまなれば漏らしてけるなめり】語り手の弁。「漏らしてける」人は、この語り手の前の語り手。『弄花抄』は「記者筆也」と指摘。『集成』は「源氏がどんな贈り物をしたか、どんなやりとりがあったを書かないことに対する物語筆記者の女房の言い訳。草子地の文」と注す。『完訳』は「以下、語り手が語り漏したとする言辞。省筆により、かえって読者の想像力を喚起」と注す。

2 【かうやうの折こそをかしき歌など出で来るやうもあれさうざうしや】語り手の弁。前語り手が歌を伝えてくれなかったことは不満である、という物語作者のポーズ。

3 【参りたまふも今はつつましさ薄らぎて】藤壺のもとに参上するにも、出家した身なので、気兼ねも薄らいだという意。


第六章　光る源氏の物語　寂寥の日々

第一段　諒闇明けの新年を迎える

賢木．６．１．１

■　年としも変かはりぬれば1、内裏うちわたりはなやかに、内宴ないえん、踏歌たふかなど2聞ききたまふも、もののみあはれにて、御行おほむおこなひしめやかにしたまひつつ、後のちの世よのことをのみ思おぼすに、頼たのもしく、むつかしかりしこと、離はなれて思おもほさる。

◇　年も改まったので、宮中辺りは賑やかになり、内宴、踏歌などとお聞きになっても、何となくしみじみとした気持ちばかりせられて、御勤行をひっそりとなさりながら、来世のことばかりをお考えになると、末頼もしく、厄介に思われたこと、遠い昔の事に思われる。

■　常つねの御念誦堂おほむねんずだうをば、さるものにて、ことに建たてられたる御堂みだうの、西にしの対たいの南みなみにP45あたりて、すこし離はなれたるに渡わたらせたまひて、とりわきたる御行おほむおこなひせさせたまふ。

◇　いつもの御念誦堂は、それはそれとして、特別に建立された御堂の、西の対の南に当たって、少し離れた所にお渡りあそばして、格別に心をこめた御勤行をあそばす。


P45 南に--みなみの（の/＃）に

1 【年も変はりぬれば】源氏二十五歳、桐壺院の諒闇が明ける。

2 【内宴踏歌など】内宴は正月下旬の宮廷における公宴。踏歌は、男踏歌が正月十四日の夜、女踏歌が正月十六日夜に、帝の御前を出発して院の御所、中宮御所、春宮御所の順に廻って、宮中に明け方帰ってくる。出家した藤壺には無関係。


賢木．６．１．２

■　大将だいしゃう、参まゐりたまへり。

◇　大将、参賀に上がった。

■　改あらたまるしるしもなく、宮みやの内うちのどかに、人目ひとめまれにて、宮司みやづかさどもの親したしきばかり、うちうなだれて、見みなしにやあらむ1、屈くしいたげに思おもへり。

◇　新年らしく感じられるものもなく、宮邸の中はのんびりとして、人目も少なく、中宮職の者で親しい者だけ、ちょっとうなだれて、思いなしであろうか、思い沈んだふうに見える。

■　白馬あをむまばかりぞ、なほ牽ひき変かへぬものにて、女房にょうばうなどの見みける。

◇　白馬の節会だけは、やはり昔に変わらないものとして、女房などが見物した。

■　所狭ところせう参まゐり集つどひたまひし上達部かむだちめP46など3、道みちを避よきつつひき過すぎて、向むかひの大殿おほいどのに4集つどひたまふを、かかるべきことなれど、あはれに思おぼさるるに、千人せんにんにも変かへつべき御おほむさまにて、深ふかうたづね参まゐりたまへるを見みるに、あいなく涙なみだぐまる。

◇　所狭しと参賀に参集なさった上達部など、道を避け避けして通り過ぎて、向かいの大殿に参集なさるのを、こういうものであるが、しみじみと感じられるところに、一人当千といってもよいご様子で、志深く年賀に参上なさったのを見ると、無性に涙がこぼれる。


P46 上達部--かむ（む/+たち〈朱〉）め

1 【見なしにやあらむ】語り手の挿入句。

2? 【白馬ばかりぞなほ牽き変へぬ物にて女房などの見ける】白馬の節会。正月七日の年中行事。

3 【上達部など】大島本は朱筆で「たち」を補入する。

4 【向かひの大殿に】二条大路を挟んで、南側に藤壺の三条宮邸、北側に右大臣邸が向かい合っているという設定。


賢木．６．１．３

■　客人まらうとも、いとものあはれなるけしきに、うち見みまはしたまひて、とみに物ものものたまはず。

◇　客人も、たいそうしみじみとした様子に、見回しなさって、直ぐにはお言葉も出ない。

■　さま変かはれる御住おほむすまひに、御簾みすの端はし、御几帳みきちゃうも青鈍あをにびにて、隙々ひまひまよりほの見みえたる薄鈍うすにび、梔子くちなしの袖口そでぐちなど、なかなかなまめかしう、奥おくゆかしう思おもひやられたまふ。

◇　様変わりしたお暮らしぶりで、御簾の端、御几帳も青鈍色になって、隙間隙間から微かに見えている薄鈍色、くちなし色の袖口など、かえって優美で、奥ゆかしく想像されなさる。

■　「解とけわたる池いけの薄氷うすごほり、岸きしの柳やなぎのけしきばかりは、時ときを忘わすれぬ」

◇　「一面に解けかかっている池の薄氷、岸の柳の芽ぶきは、時節を忘れていない」

■　など、さまざま眺ながめられたまひて、

◇　などと、あれこれと感慨を催されて、

■　「むべも心こころあるS18」

◇　「なるほど情趣を解する」

■　と1、忍しのびやかにうち誦ずじたまへる、またなうなまめかし。

◇　と、ひっそりと朗唱なさっている、またとなく優美である。


S18 音に聞く松が浦島今日ぞ見るむべも心ある海人は住みけり（後撰集雑一-一〇九三　素性法師）

1 【むべも心あると】『源氏釈』は「音に聞く松が浦島今日ぞ見るむべも心あるあまは住みけり」（後撰集雑一、一〇九三、素性法師）を指摘する。


賢木．６．１．４

■　「ながめかる海人あまのすみかと見みるからに

まづしほたるる松まつが浦島1うらしま」

◇　「物思いに沈んでいらっしゃるお住まいかと存じますと

何より先に涙に暮れてしまいます」


1 【ながめかる海人のすみかと見るからにまづしほたるる松が浦島】源氏の贈歌。「ながめ」に「長布」（海藻）と「眺め」、「あま」に「海人」と「尼」を掛ける。「潮垂る」は「海人」の縁語。「松が浦島」は歌枕。


賢木．６．１．５

■　と聞きこえたまへば、奥深おくふかうもあらず、みな仏ほとけに譲ゆづりきこえたまへる御座所おましどころなれば、すこしけ近ぢかき心地ここちして、

◇　と申し上げなさると、奥深い所でもなく、すべて仏にお譲り申していらっしゃる御座所なので、ちょっと身近な心地がして、

賢木．６．１．６

■　「ありし世よのなごりだになき浦島うらしまに

立たち寄よる波なみのめづらしきかな1」

◇　「昔の俤さえないこのような所に

立ち寄ってくださるとは珍しいですね」


1 【ありし世のなごりだになき浦島に立ち寄る波のめづらしきかな】藤壺の返歌。「浦島」を受けて返す。「余波」と「波」は縁語。浦島伝説を踏まえる。


賢木．６．１．７

■　とのたまふも、ほの聞きこゆれば、忍しのぶれど、涙なみだほろほろとこぼれたまひぬ。

◇　とおっしゃるのが、微かに聞こえるので、堪えていたが、涙がほろほろとおこぼれになった。

■　世よを思おもひ澄すましたる尼君あまぎみたちの見みるらむも、はしたなければ、言少ことずくなにて出いでたまひぬ。

◇　世の中を悟り澄ましている尼君たちが見ているだろうのも、体裁が悪いので、言葉少なにしてお帰りになった。

■　「さも、たぐひなく1ねびまさりたまふかな」

◇　「なんと、またとないくらい立派にお成りですこと」

■　「心こころもとなきところなく世よに栄さかえ、時ときにあひたまひし時ときは、さる一ひとつものにて2、何なににつけてか世よを思おぼし知しらむP47と、推おし量はかられたまひしを3」

◇　「何の不足もなく世に栄え、時流に乗っていらっしゃった時は、そうした人にありがちのことで、どのようなことで人の世の機微をお知りになるだろうか、と思われておりましたが」

■　「今いまはいといたう思おぼししづめて、はかなきことにつけても、ものあはれなるけしきさへ添そはせたまへるは、あいなう心苦こころぐるしうもあるかな」

◇　「今はたいそう思慮深く落ち着いていられて、ちょっとした事につけても、しんみりとした感じまでお加わりになったのは、どうにも気の毒でなりませんね」

■　など、老おいしらへる人ひとびと、うち泣なきつつ、めできこゆ。

◇　などと、年老いた女房たち、涙を流しながら、お褒め申し上げる。

■　宮みやも思おぼし出いづること多おほかり。

◇　宮も、お思い出しになる事が多かった。


P47 知らむ--え（え/＆しら〈朱〉）む

1 【さもたぐひなく】以下「心苦しうもあるかな」まで、女房の詞。

2 【さる一つものにて】「さる」は恵まれた人をさす。そうした人に共通のことでの意。

3 【推し量られたまひしを】「れ」（受身の助動詞）「給ひ」（尊敬の補助動詞）、源氏が推量されなさったの意。


第二段　源氏一派の人々の不遇

賢木．６．２．１

■　司召つかさめしのころ1、この宮みやの人ひとは、賜たまはるべき官つかさも得えず、おほかたの道理だうりにても、宮みやの御賜おほむたまはりにても、かならずあるべき加階かかいなどをだにせずなどして、嘆なげくたぐひいと多おほかり。

◇　司召のころ、この宮の人々は、当然賜るはずの官職も得られず、世間一般の道理から考えても、宮の御年官でも、必ずあるはずの加階などさえなかったりして、嘆いている者がたいそう多かった。

■　かくても、いつしかと2御位おほむくらゐを去さり、御封3みふなどの停とまるべきにもあらぬを、ことつけて変かはること多おほかり。

◇　このように出家しても、直ちにお位を去り、御封などが停止されるはずもないのに、出家にかこつけて変わることが多かった。

■　皆みなかねて思おぼし捨すててし世よなれど、宮人みやびとどもも、よりどころなげに悲かなしと思おもへるけしきどもにつけてぞ、御心動みこころうごく折々をりをりあれど、

◇　すべて既にお捨てになった世の中であるが、宮に仕えている人々も、頼りなげに悲しいと思っている様子を見るにつけて、お気持ちの納まらない時々もあるが、

■　「わが身みをなきになしても、春宮とうぐうの御代みよをたひらかにおはしまさば」

◇　「自分の身を犠牲にしてでも、東宮の御即位が無事にお遂げあそばされるなら」

■　とのみ思おぼしつつ、御行おほむおこなひたゆみなくつとめさせたまふ。

◇　とだけお考えになっては、御勤行に余念なくお勤めあそばす。

■　人知ひとしれず危あやふくゆゆしう思おもひきこえさせたまふこと5しあれば、

◇　人知れず危険で不吉にお思い申し上げあそばす事があるので、

■　「我われにその罪つみを軽かろめて、宥ゆるしたまへ6」

◇　「わたしにその罪障を軽くして、お宥しください」

■　と、仏ほとけを念ねんじきこえたまふに、よろづを慰なぐさめたまふ。

◇　と、仏をお念じ申し上げることによって、万事をお慰めになる。

■　大将だいしゃうも、しか見みたてまつり7たまひて、ことわりに思おぼす。

◇　大将も、そのように拝見なさって、ごもっともであるとお考えになる。

■　この殿とのの人ひとどもも、また8同おなじきさまに、からきことのみあれば、世よの中なかはしたなく思おぼされて9、籠こもりおはす。

◇　こちらの殿の人々も、また同様に、辛いことばかりあるので、世の中を面白くなく思わずにはいらっしゃれなくて、退き籠もっていらっしゃる。


1 【司召のころ】正月中旬の地方官の除目。源氏、藤壺方の人々、任官にもれる。

2 【かくてもいつしかと】「かく」は出家をさす。「いつしか」はこうも早くはの意。

3 【御封】中宮の御封は千五百戸。

4? 【わが身をなきになしても春宮の御代をたいらかにおはしまさば】藤壺の心中。

5 【人知れず危ふくゆゆしう思ひきこえさせたまふこと】春宮が帝の実子でなく、本来なら皇位につくべきべきでないのを即位させようとする危険。

6 【我にその罪を軽めて宥したまへ】藤壺の心中。わが子春宮が不義の子であるがゆえに生涯負わねばならない罪障。それを自分に負わせて軽減してもらえるよう仏に祈る。

7 【大将もしか見たてまつり】源氏も藤壺の心中をそうと理解する。

8 【この殿の人どももまた】「また」は藤壺邸に仕える人々同様にの意。

9 【世の中はしたなく思されて】主語は源氏。


賢木．６．２．２

■　左ひだりの大臣おとども、公私おほやけわたくしひき変かへたる世よのありさまに、もの憂うく思おぼして、致仕ちじの表へうたてまつりたまふを、帝みかどは、故院こゐんのやむごとなく重おもき御後見1おほむうしろみと思おぼして、長ながき世よのかため2と聞きこえ置おきたまひし御遺言おほむゆいごんを思おぼし召めすに、捨すてがたきものに思おもひきこえたまへるに3、かひなきこと4と、たびたび用もちゐさせたまはねど、せめて返かへさひ申まうしたまひて、籠こもりゐたまひぬ。

◇　左大臣も、公私ともに変わった世の中の情勢に、億劫にお思いになって、致仕の表を上表なさるのを、帝は、故院が重大な重々しい御後見役とお考えになって、いつまでも国家の柱石と申された御遺言をお考えになると、見捨てにくい方とお思い申していらっしゃるので、無意味なことだと、何度もお許しあそばさないが、無理に御返上申されて、退き籠もっておしまいになった。

■　今いまは、いとど一族ひとぞうのみ5、返かへす返がへす栄さかえたまふこと、限かぎりなし。

◇　今では、ますます一族だけが、いやが上にもお栄えになること、この上ない。

■　世よの重おもしとものしたまへる6大臣おとどの、かく世よを逃のがれたまへば、朝廷おほやけも心細こころぼそう思おぼされ、世よの人ひとも、心こころある限かぎりは7嘆なげきけり。

◇　世の重鎮でいらっしゃった大臣が、このように政界をお退きになったので、帝も心細くお思いあそばし、世の中の人も、良識のある人は皆嘆くのであった。


1 【故院のやむごとなく重き御後見】朱雀帝の心中。左大臣に対する待遇。

2 【長き世のかため】桐壺院の遺言。左大臣に対する待遇。

3 【捨てがたきものに思ひきこえたまへるに】主語は朱雀帝。

4 【かひなきこと】辞表を提出しても受理しない意。

5 【一族のみ】右大臣一族のみの意。

6 【世の重しとものしたまへる】左大臣は皇族と姻戚関係のある摂関家的人物でなく、広く国家の重鎮たる人物であった。

7 【心ある限りは】情理をわきまえた人。


賢木．６．２．３

■　御子みこどもは、いづれともなく1人ひとがらめやすく世よに用もちゐられて、心地ここちよげにものしたまひしを、こよなう静しづまりて、三位中将2さむゐのちゅうじゃうなども、世よを思おもひ沈しづめるさま、こよなし。

◇　ご子息たちは、どの方も皆人柄が良く朝廷に用いられて、得意そうでいらっしゃったが、すっかり沈んで、三位中将なども、前途を悲観している様子、格別である。

■　かの四しの君きみをも、なほ、かれがれにうち通かよひ4つつ、めざましうもてなされたれば5、心解こころとけたる御婿おほむむこのうちにも入いれたまはず。

◇　あの四の君との仲も、相変わらず、間遠にお通いになっては、心外なお扱いをなさっているので、気を許した婿君の中にはお入れにならない。

■　思おもひ知しれとにや6、このたびの司召つかさめしにも漏もれぬれど7、いとしも思おもひ入いれず。

◇　思い知れというのであろうか、今度の司召にも漏れてしまったが、たいして気にはしていない。


1 【御子どもはいづれともなく】左大臣の子息たち。

2 【三位中将】もとの頭中将。既に「葵」巻に三位中将とある。

3? 【かの四君】右大臣の四君。「桐壺」巻で頭中将との結婚が語られていた。

4 【なほかれがれにうち通ひ】既に「桐壺」巻に同様に語られている。

5 【めざましうもてなされたれば】「めざまし」と思うのは右大臣。「もてなす」のは三位中将。「れ」は尊敬の助動詞。つまり右大臣が見てしゃくにさわるように三位中将が四君に対して振る舞うので、の意。

6 【思ひ知れとにや】語り手の挿入句。右大臣の心を忖度。

7 【このたびの司召にも漏れぬれど】正月の司召。主として地方官の除目であるが、兼官のことであろうか。


賢木．６．２．４

■　大将殿だいしゃうどの、かう静しづかにて1おはするに、世よははかなきものと見みえぬる2を、ましてことわり3、と思おぼしなして、常つねに参まゐり通かよひたまひつつ、学問がくもんP48をも4遊あそびをももろともにしたまふ。

◇　大将殿、このようにひっそりとしていらっしゃるので、世の中というものは無常なものだと思えたので、まして当然のことだ、としいてお考えになって、いつも参上なさっては、学問も管弦のお遊びをもご一緒になさる。

■　いにしへも、もの狂ぐるほしきまで、挑いどみきこえたまひしを5思おぼし出いでて、かたみに今いまもはかなきことにつけつつ、さすがに挑いどみたまへり。

◇　昔も、気違いじみてまで、張り合い申されたことをお思い出しになって、お互いに今でもちょっとした事につけてでも、そうはいうものの張り合っていらっしゃる。


P48 学問--かくも（も/+む〈朱〉）

1 【大将殿かう静かにて】以下「ましてことわり」まで、三位中将の心中。

2 【見えぬる】「ぬる」は完了の助動詞。見てしまったというニュアンス。

3 【ましてことわり】源氏と比較して自分の不遇はまして当然のことの意。

4 【学問をも】大島本は朱筆で「む」を補入する。

5 【いにしへももの狂ほしきまで挑みきこえたまひしを】「帚木」「末摘花」「紅葉賀」巻などに語られている。
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■　春秋はるあきの御読経1みどきゃうをばさるものにて、臨時りんじにも、さまざま尊たふとき事ことどもをせさせたまひなどして、また、いたづらに暇いとまありげなる博士はかせども召めし集あつめて、文作ふみつくり、韻塞ゐんふたぎなどやうのすさびわざども2をもしなど、心こころをやりて、宮仕みやづかへをもをさをさしたまはず、御心みこころにまかせてうち遊あそびておはするを、世よの中なかには、わづらはしきことどもやうやう言いひ出いづる人ひとびとあるべし3。

◇　春秋の季の御読経はいうまでもなく、臨時のでも、あれこれと尊い法会をおさせになったりなどして、また一方、無聊で暇そうな博士連中を呼び集めて、作文会、韻塞ぎなどの気楽な遊びをしたりなど、気を晴らして、宮仕えなどもめったになさらず、お気の向くままに遊び興じていらっしゃるのを、世間では、厄介なことをだんだん言い出す人々がきっといるであろう。


1 【春秋の御読経】季の御読経。大勢の僧侶を招いて『大般若経』を転読する行事。当時は宮中のみならず貴族の家でも催された。

2 【文作り韻塞ぎなどやうのすさびわざども】作文会（漢詩）、詩の隠してある韻を当てる遊び。

3 【世の中にはわづらはしきことどもやうやう言ひ出づる人びとあるべし】「べし」（推量の助動詞）は語り手の言辞。『岷江入楚』が「筆者の詞也」と指摘。


第三段　韻塞ぎに無聊を送る

賢木．６．３．１

■　夏なつの雨あめ、のどかに降ふりて、つれづれなるころ1、中将ちゅうじゃう、さるべき集しふどもあまた持もたせて2参まゐりたまへり。

◇　夏の雨、静かに降って、所在ないころ、中将、適当な詩集類をたくさん持たせて参上なさった。

■　殿とのにも、文殿開ふどのあけさせたまひて、まだ開ひらかぬ御厨子みづしどもの、めづらしき古集こしふのゆゑなからぬ、すこし選えり出いでさせたまひて3、その道みちの人ひとびと4、わざとはあらねどあまた召めしたり。

◇　殿でも、文殿を開けさせなさって、まだ開いたことのない御厨子類の中の、珍しい古集で由緒あるものを、少し選び出させなさって、その道に堪能な人々、特別にというのではないが、おおぜい呼んであった。

■　殿上人てんじゃうびとも大学だいがくのも、いと多おほう集つどひて、左右ひだりみぎにこまどりに5方分かたわかせたまへり6。

◇　殿上人も大学の人も、とてもおおぜい集まって、左方と右方とに交互に組をお分けになった。

■　賭物かけものどもなど、いと二になくて、挑いどみあへり。

◇　賭物なども、又となく素晴らしい物で、競争し合った。


1 【夏の雨のどかに降りてつれづれなるころ】長雨の頃か。「帚木」巻の雨夜の品定めの段と似た季節描写。

2 【持たせて】「せ」使役の助動詞。三位中将が供人に持たせての意。

3 【選り出でさせたまひて】「させ」使役の助動詞。源氏が家人をしての意。

4 【その道の人びと】漢詩文の創作に堪能な人々。

5 【こまどりに】たとえば、奇数を左方、偶数を右方に、交互に編成するやりかた。

6 【分かせたまへり】大成異同の記載ナシ。『集成』は「分たせたまへり」とする。
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■　塞ふたぎもて行ゆくままに1、難かたき韻ゐんの文字もじどもいと多おほくて、おぼえある博士はかせどもなどの惑まどふところどころを、時々ときどきうちのたまふさま、いとこよなき御才おほむざえのほどなり。

◇　韻塞ぎが進んで行くにつれて、難しい韻の文字類がとても多くて、世に聞こえた博士連中などがまごついている箇所箇所を、時々口にされる様子、実に深い学殖である。

■　「いかで、かうP49しもたらひたまひけむ2」

◇　「どうして、こうも満ち足りていらっしたのだろう」

■　「なほさるべきにて3、よろづのこと、人ひとにすぐれたまへるなりけり4」

◇　「やはり前世の因縁で、何事にも、人に優っていらっしゃるのであるなあ」

■　と、めできこゆ。

◇　と、お褒め申し上げる。

■　つひに、右負みぎまけにけり5。

◇　最後には、右方が負けた。


P49 かう--かこ（こ/＄う〈朱〉）

1 【塞ぎもて行くままに】韻塞ぎの競技が進んで行くにつれての意。

2 【いかでかうしもたらひたまひけむ】以下「すぐれたまへるなりけり」まで、人々の詞。源氏の才能を絶賛。

3 【さるべきにて】前世からの宿縁での意。

4 【人にすぐれたまへるなりけり】大島本は「人にすくれ給へるなりけり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人には」と「は」を補訂する。

5 【右負けにけり】三位中将方をいう。
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■　二日ふつかばかりありて、中将負ちゅうじゃうまけわざ1したまへり。

◇　二日ほどして、中将が負け饗応をなさった。

■　ことことしうはあらで、なまめきたる桧破籠ひわりごども、賭物かけものなどさまざまにて、今日けふも例れいの人ひとびと、多おほく召めして、文ふみなど作つくらせたまふ。

◇　大げさではなく、優美な桧破子類、賭物などがいろいろとあって、今日もいつもの人々、おおぜい招いて、漢詩文などをお作らせになる。

■　階はしのもとの薔薇さうびS19、けしきばかり咲さきて、春秋はるあきの花盛はなざかりよりもしめやかにをかしきほどなるに2、うちとけ遊あそびたまふ。

◇　階のもとの薔薇、わずかばかり咲いて、春秋の花盛りよりもしっとりと美しいころなので、くつろいで合奏をなさる。

■　中将ちゅうじゃうの御子みこの、今年初ことしはじめて殿上てんじゃうする3、八やつ、九ここのつばかりにて、声こゑいとおもしろくP50,4、笙しゃうの笛吹ふえふきなどするを、うつくしびもてあそびたまふ5。

◇　中将のご子息で、今年初めて童殿上する、八、九歳ほどで、声がとても美しく、笙の笛を吹いたりなどする子を、かわいがりお相手なさる。

■　四しの君腹きみばらの二郎じらうなりけり。

◇　四の君腹の二郎君であった。

■　世よの人ひとの思おもへる寄よせ重おもくて、おぼえことにかしづけり6。

◇　世間の心寄せも重くて、特別大切に扱っていた。

■　心こころばへもかどかどしう、容貌かたちもをかしくて、御遊おほむあそびのすこし乱みだれゆくほどに、

◇　気立ても才気があふれ、顔形も良くて、音楽のお遊びが少しくだけてゆくころ、

■　「高砂7**S20」

◇　「高砂」

■　を出いだして謡うたふ、いとうつくし。

◇　を声張り上げて謡う、とてもかわいらしい。

■　大将だいしゃうの君きみ、御衣脱おほむぞぬぎてかづけたまふ。

◇　大将の君、お召物を脱いでお与えになる。

◆　 
ふつか ばかり あり て、 ちゅうじゃう まけわざ し たまへ り。 ことことしう は あら で、 なまめき たる ひわりご-ども、 かけもの など さまざま にて、 けふ も れい の ひとびと、 おほく めし て、 ふみ など つくら せ たまふ。
 はし の もと の さうび、 けしき ばかり さき て、 はる あき の はなざかり より も しめやか に をかしき ほど なる に、 うちとけ あそび たまふ。
 ちゅうじゃう-の-みこ の、 ことし はじめて てんじゃう する、 やつ、 ここのつ ばかり にて、 こゑ いと おもしろく、 しゃう の ふえ ふき など する を、 うつくしび もて-あそび たまふ。 し-の-きみ ばら の じらう なり けり。 よのひと の おもへ る よせ おもく て、 おぼえ こと に かしづけ り。 こころばへ も かどかどしう、 かたち も をかしく て、 おほむ-あそび の すこし みだれ ゆく ほど に、 たかさご を いだし て うたふ、 いと うつくし。 だいしゃう-の-きみ、 おほむ-ぞ ぬぎ て かづけ たまふ。


S19 甕頭竹葉経春熟　階底薔薇入夏開（白氏文集巻十七-一〇五五）

P50 おもしろく--*おもろしく

S20 高砂の　さいさごの　高砂の　尾上に立てる　白玉　玉椿　玉柳　それもがと　さむ　汝もがと　練緒染緒の　御衣架にせむ　玉柳　何しかも　さ　何しかも　何しかも　心もまたいけむ　百合花の　さ百合花の　今朝咲いたる　初花に　あはましものを　さゆり花の（催馬楽-高砂）

1 【中将負けわざ】負けた方が勝った方に饗応すること。

2 【階のもとの薔薇けしきばかり咲きて春秋の花盛りよりもしめやかにをかしきほどなるに】『源氏釈』は『和漢朗詠集』上、首夏（『白氏文集』巻十七、律詩）の「甕の頭の竹葉は春を経て熟す、階の底の薔薇は夏に入つて開けり」を指摘する。「薔薇」は漢詩的景物である。

3 【殿上する】童殿上する意。

4 【おもしろく】大島本は「おもろしく」とある。

5 【うつくしびもてあそびたまふ】主語は源氏。

6 【おぼえことにかしづけり】主語は世間の人々。『集成』は「特別大切にお仕えしている」と解し、『完訳』は「格別大事に扱っている」と解す。

7 【高砂】催馬楽、律。「高砂のさいささごの高砂の尾上に立てる白玉玉椿玉柳それもがとさむ汝（まし）もがと汝もがと練緒（ねりを）染緒（さみを）の御衣架（みそかけ）にせむ玉柳何しかもさ何しかも心もまたいけむ百合花のさ百合花の今朝咲いたる初花に逢はましものをさ百合花の」。呂の音階が中国伝来の正階なのに対して、律の音階は日本的なくだけた音階。


賢木．６．３．４

■　例れいよりは、うち乱みだれたまへる御顔おほむかほの匂にほひ、似にるものなく見みゆ。

◇　いつもよりは、お乱れになったお顔の色つや、他に似るものがなく見える。

■　薄物うすものの直衣なほし、単衣ひとへを着きたまへるに、透すきたまへる肌はだつき、ましていみじう見みゆるを、年老としおいたる博士はかせどもなど、遠とほく見みたてまつりて、涙落なみだおとしつつゐたり。

◇　羅の直衣に、単重を着ていらっしゃるので、透いてお見えになる肌、いよいよ美しく見えるので、年老いた博士連中など、遠くから拝見して、涙落としながら座っていた。

■　「逢あはましものを、小百合さゆりばの1」

◇　「逢いたいものを、小百合の花の」

■　と謡うたふとぢめに、中将ちゅうじゃう、御土器参おほむかはらけまゐりたまふ2。

◇　と謡い終わるところで、中将、お杯を差し上げなさる。


1 【逢はましものを小百合ばの】「高砂」の末句。歌詞は「さ百合花の」であるが、実際歌う時は「さゆりばの」となったかという（『湖月抄』師説）。『集成』は「さゆりばの」と濁音、『古典セレクション』は「さゆりはの」の清音に読む。

2 【御土器参りたまふ】お盃を源氏に差し上げなさる意。
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■　「それもがと今朝開けさひらけたる初花はつはなに

劣おとらぬ君きみが匂にほひをぞ見みる1」

◇　「それを見たいと思っていた今朝咲いた花に

劣らないお美しさのわが君でございます」


1 【それもがと今朝開けたる初花に劣らぬ君が匂ひをぞ見る】三位中将の歌。源氏の美しさを薔薇の花に比して賞賛する。「我はけさうひにぞ見つる花の色をあだなるものといふべかりけり」（古今集物名、四三六、紀貫之）を踏まえる。
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■　ほほ笑ゑみて、取とりたまふ1。

◇　苦笑して、お受けになる。


1 【ほほ笑みて取りたまふ】主語は源氏。苦笑である。
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■　「時ときならで今朝咲けささく花はなは夏なつの雨あめに

しをれにけらし匂にほふほどなく1

◇　「時節に合わず今朝咲いた花は夏の雨に

萎れてしまったらしい、美しさを見せる間もなく


1 【時ならで今朝咲く花は夏の雨にしをれにけらし匂ふほどなく】源氏の返歌。
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■　衰おとろへにたるものを1」

◇　すっかり衰えてしまったものを」

■　と、うちさうどきて、らうがはしく聞きこし召めしなすを2、咎とがめ出いでつつ、しひきこえたまふ3。

◇　と、陽気に戯れて、酔いの紛れの言葉とお取りなしになるのを、お咎めになる一方で、無理に杯をお進めになる。


1 【衰へにたるものを】和歌に添えた言葉。すっかりだめになってしまったよ、の意。

2 【らうがはしく聞こし召しなすを】『集成』は「酔いの紛れの言葉とお取りなしになるのを」の意に解す。『完訳』は「中将の歌を出まかせなものと、わざとひがんでおとりになるので」の意に解す。

3 【咎め出でつつしひきこえたまふ】主語は三位中将。相手は源氏。
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■　多おほかめりし言ことどもも、かうやうなる折をりのまほならぬP51こと2、数々かずかずに書かきつくる、心地ここちなきわざとか、貫之つらゆきが諌いさめ、たうるる方かたにて、むつかしければ、とどめつ。

◇　多く詠まれたらしい歌も、このような時の真面目でない歌、数々書き連ねるのも、はしたないわざだと、貫之の戒めていることであり、それに従って、面倒なので省略した。

■　皆みな、この御おほむことをほめたる筋すぢにのみ、大和やまとのも唐からのも作つくり続つづけP52たり4。

◇　すべて、この君を讃えた趣旨ばかりで、和歌も漢詩も詠み続けてあった。

■　わが御心地みここちにも、いたう思おぼしおごりて、

◇　ご自身でも、たいそう自負されて、

■　「文王ぶんわうの子こ、武王ぶわうの弟5おとうとS21」

◇　「文王の子、武王の弟」

■　と、うち誦ずじたまへる御名おほむなのりさへぞ、げに、めでたき。

◇　と、口ずさみなさったご自認の言葉までが、なるほど、立派である。

■　「成王せいわうの何なに」

◇　「成王の何」

■　とか、のたまはむとすらむ。

◇　と、おっしゃろうというのであろうか。

■　そればかりや、また心こころもとなからむ6。

◇　それだけは、また自信がないであろうよ。


P51 ならぬ--（/+な〈朱〉）らぬ

P52 続け--*つけ

S21 周公戒伯禽曰　我文王之子　武王之弟　成王之叔父（史記-魯周公世家）

1? 【多かめりし言どももかうやうなる折のまほならぬこと数々に書きつくる心地なきわざとか貫之が諌めたふるる方にてむつかしければとどめつ】貫之の意見にかこつけた語り手の省筆の文章。『弄花抄』は「記者詞也」と指摘。

2 【まほならぬこと】大島本は朱筆で「な」を補入する。

3? 【たうるるかたにて】大島本は「たうるゝかたにて」とあり傍らに「タハフレ」と注す。『集成』『新大系』は「倒るる方」（大勢に順応してというほどの意）と解す。『古典セレクション』は「「たうるる方にて」の語法は不審。本文に損傷があるか。仮に「たふ（倒）るる方にて」（螢巻に用例がある）と解しておく」と注す。

4 【作り続けたり】大島本は「つくりつけたり」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「作り続けたり」と校訂する。

5 【文王の子武王の弟】『和漢朗詠集』下、丞相（『史記』魯周公世家、また『本朝文粋』所引）の句。

6 【成王の何とかのたまはむとすらむそればかりやまた心もとなからむ】語り手の挿入文。「成王」を春宮に比すとすれば、原文では「成王の叔父」とあるのだが、源氏の実子でるから、そうとは言えない。『集成』は「それだけは自身がおありでないでしょう」の意に解し、「実は、源氏の子であるから、「成王の叔父」とは言えまいという皮肉」と注す。『完訳』は「不義の子東宮のことは、やはり気がかりだろう」と注す。


賢木．６．３．１０

■　兵部卿宮1ひゃうぶきゃうのみやも常つねに渡わたりたまひつつ、御遊おほむあそびなども、をかしうおはする宮みやなれば、今いまめかしき御遊おほむあそびどもなり2。

◇　兵部卿宮も常にお越しになっては、管弦のお遊びなども、嗜みのある宮なので、華やかなお相手である。


1 【兵部卿宮】肖柏本と書陵部本は「帥の宮」とある。『完訳』は「通説では紫の上の父。源氏と親交する趣味人という点で、後の螢兵部卿宮（花宴巻では帥宮）とする説のほうが妥当」と注す。

2 【御遊びどもなり】大島本は「御あそひともなり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御あはひどもなり」と校訂する。


第七章　朧月夜の物語　村雨の紛れの密会露見

第一段　源氏、朧月夜と密会中、右大臣に発見される

賢木．７．１．１

■　そのころ、尚侍かむの君きみまかでたまへり1。

◇　そのころ、尚侍の君が退出なさっていた。

■　瘧病わらはやみに久ひさしう悩なやみたまひて、まじなひなども心こころやすくせむとてなりけり。

◇　瘧病に長く患いなさって、加持祈祷なども気楽に行おうとしてであった。

■　修法すほふなど始はじめて、おこたりたまひぬれば、誰たれも誰たれも、うれしう思おぼすに、例れいの2、めづらしき隙ひまなるをと、聞きこえ交かはしたまひて、わりなきさまにて、夜よな夜よな対面たいめんしたまふ3。

◇　修法など始めて、お治りになったので、どなたもどなたも、喜んでいらっしゃる時に、例によって、めったにない機会だからと、お互いに示し合わせなさって、無理を押して、毎夜毎夜お逢いなさる。

■　いと盛さかりに、にぎははしきけはひ4したまへる人ひとの、すこしうち悩なやみて、痩やせ痩やせになりたまへるほど、いとをかしげなり。

◇　まことに女盛りで、豊かで派手な感じがなさる方が、少し病んで痩せた感じにおなりでいらっしゃるところ、実に魅力的である。

■　后きさいの宮5みやも一所ひとところにおはするころなれば、けはひいと恐おそろしけれど、かかることしもまさる御癖おほむくせなれば6、いと忍しのびて、たび重かさなりゆけば7、けしき見みる人ひとびともあるべかめれど8、わづらはしうて、宮みやには、さなむと啓けいせず9。

◇　后宮も同じ邸にいらっしゃるころなので、感じがとても恐ろしい気がしたが、このような危険な逢瀬こそかえって思いの募るご性癖なので、たいそうこっそりと、度重なってゆくと、気配を察知する女房たちもきっといたにちがいないだろうが、厄介なことと思って、宮には、そうとは申し上げない。


1 【そのころ尚侍の君まかでたまへり】朧月夜尚侍、宮中から里邸に下がる。

2 【例の】「聞こえ交はしたまひて」にかかる。「交はし」があることによって、源氏と朧月夜が互いに示し合わしての意。

3 【夜な夜な対面したまふ】毎夜毎夜お逢いになるの意。

4 【にぎははしきけはひ】朧月夜尚侍の感じ。『集成』は「ゆたかではなやかな感じ」の意に解す。

5 【后の宮】弘徽殿大后をいう。

6 【かかることしもまさる御癖なれば】源氏の性癖。無理な状況ほど恋情が募る。

7 【いと忍びてたび重なりゆけば】密会が度重なってゆく。

8 【あるべかめれど】「べか」「めり」は語り手の推量。

9 【さなむと啓せず】大島本は「さなむとけいせす」とある。『新大系』は底本のまま。『集成』は諸本に従って「さなどは」と校訂する。『古典セレクション』も諸本に従って「さなむとは」と校訂する。「啓す」は、太皇太后、皇太后、皇后、東宮に対して申し上げる場合に用いる謙譲語。


賢木．７．１．２

■　大臣3おとど、はた思おもひかけたまはぬに、雨あめにはかにおどろおどろしう降ふりて、神かみいたう鳴なりさわぐ暁あかつきに、殿とのの君達きむだち、宮司みやづかさなど立たちさわぎて、こなたかなたの人目ひとめしげく、女房にょうばうどもも怖おぢまどひて、近ちかう集つどひ参まゐるに、いとわりなく、出いでたまはむ方かたなくて、明あけ果はてぬ。

◇　大臣は、もちろん思いもなさらないが、雨が急に激しく降り出して、雷がひどく鳴り轟いていた暁方に、殿のご子息たちや、后宮職の官人たちなど立ち騒いで、ここかしこに人目が多く、女房どももおろおろ恐がって、近くに参集していたので、まことに困って、お帰りになるすべもなくて、すっかり明けてしまった。

■　御帳1みちゃうのめぐりにも、人ひとびとしげく並なみゐたれば、いと胸むねつぶらはしく思おぼさる。

◇　御帳台のまわりにも、女房たちがおおぜい並び伺候しているので、まことに胸がどきどきなさる。

■　心知こころしりの人二人ひとふたりばかり2、心こころを惑まどはす。

◇　事情を知っている女房二人ほど、どうしたらよいか分からないでいる。


1 【御帳】御帳台のこと。

2 【心知りの人二人ばかり】源氏と朧月夜尚侍の関係を知る女房、二人。中納言の君など。

3 【大臣】右大臣。朧月夜の父。


賢木．７．１．３

■　神鳴かみなり止やみ、雨あめすこしを止やみぬるほどに、大臣渡おとどわたりたまひて、まづ、宮みやの御方おほむかたにおはしけるを、村雨むらさめのまぎれにてえ知しりたまはぬに1、軽かろらかにふとはひ入いりたまひて、御簾引みすひき上あげたまふままに、

◇　雷が鳴りやんで、雨が少し小降りになったころに、大臣が渡っていらして、まず最初、宮のお部屋にいらしたが、村雨の音に紛れてご存知でなかったところへ、気軽にひょいとお入りになって、御簾を巻き上げなさりながら、

■　「いかにぞ2。

◇　「いががですか。

■　いとうたてありつる夜よのさまに、思おもひやりきこえながら、参まゐり来こでなむ。

◇　とてもひどい昨夜の荒れ模様を、ご心配申し上げながら、お見舞いにも参りませんでしたが。

■　中将ちゅうじゃう、宮みやの亮すけなど3、さぶらひつや」

◇　中将、宮の亮などは、お側にいましたか」

■　など、のたまふけはひの、舌疾したどにあはつけき4を、大将だいしゃうは、もののまぎれにも、左ひだりの大臣おとどの御おほむありさま、ふと思おぼし比くらべられて、たとしへなうぞ、ほほ笑ゑまれたまふ。

◇　などと、おっしゃる様子が、早口で軽率なのを、大将は、危険な時にでも、左大臣のご様子をふとお思い出しお比べになって、比較しようもないほど、つい笑ってしまわれる。

■　げに、入いり果はててものたまへかしな5。

◇　なるほど、すっかり入ってからおっしゃればよいものを。


1 【え知りたまはぬに】主語は朧月夜尚侍。

2 【いかにぞ】以下「さぶらひつや」まで、右大臣の詞。

3 【中将宮の亮など】中将は右大臣の子息、宮の亮は皇太后宮司の一人。

4 【舌疾にあはつけき】早口で落ち着きのないさま。

5 【げに入り果ててものたまへかしな】語り手の感想。『一葉抄』が「草子の詞也」と指摘。「げに」は源氏が思うことをさし、なるほどの意。「かし」（終助詞）は語り手が読者に念を押すニュアンス。


賢木．７．１．４

■　尚侍かむの君きみ、いとわびしう思おぼされて、やをらゐざり出いでたまふに、面おもてのいたう赤あかみたるを、

◇　尚侍の君、とてもやりきれなくお思いになって、静かにいざり出なさると、顔がたいそう赤くなっているのを、

■　「なほ悩なやましう思おぼさるるにや1」

◇　「まだ苦しんでいられるのだろうか」

■　と見みたまひてP53,2、

◇　と御覧になって、

■　「など、御みけしきの3例れいならぬ。

◇　「どうして、まだお顔色がいつもと違うのか。

■　もののけなどのむつかしきを、修法延すほふのべさすべかりけり4」

◇　物の怪などがしつこいから、修法を続けさせるべきだった」

■　とのたまふに、薄二藍うすふたあゐなる帯5おびの、御衣おほむぞにまつはれて引ひき出いでられたるを見みつけたまひて、あやしと思おぼすに、また、畳紙たたむがみの手習てならひなどしたる、御几帳みきちゃうのもとに6落おちたり7。

◇　とおっしゃると、薄二藍色の帯が、お召物にまつわりついて出ているのをお見つけになって、変だとお思いになると、また一方に、懐紙に歌など書きちらしたものが、御几帳のもとに落ちていた。

■　「これはいかなる物ものどもぞ」

◇　「これはいったいどうしたことか」

■　と、御心みこころおどろかれて8、

◇　と、驚かずにはいらっしゃれなくて、

■　「かれは、誰たれがぞ9。

◇　「あれは、誰のものか。

■　けしき異ことなるもののさまかな。

◇　見慣れない物だね。

■　たまへ。

◇　見せてください。

■　それ取とりて誰たがぞと見みはべらむ」

◇　それを手に取って誰のものか調べよう」

■　とのたまふにぞ、うち見返みかへりて10、我われも見みつけたまへる。

◇　とおっしゃるので、振り返ってみて、ご自分でもお見つけになった。

■　紛まぎらはすべきかたもなければ、いかがは応いらへきこえたまはむ。

◇　ごまかすこともできないので、どのようにお応え申し上げよう。

■　我われにもあらでおはするを11、

◇　呆然としていらっしゃるのを、

■　「子こながらも恥はづかしと思おぼすらむかし」

◇　「我が子ながら恥ずかしいと思っていられるのだろう」

■　と、さばかりの人12ひとは、思おぼし憚はばかるべきぞかし。

◇　と、これほどの方は、お察しなさって遠慮すべきである。

■　されど、いと急きふに、のどめたるところおはせぬ大臣おとどの、思おぼしもまはさずなりて13、畳紙たたうがみを取とりたまふままに、几帳きちゃうより見入みいれたまへるに、いといたうなよびて、慎つつましからず14添そひ臥ふしたる男をとこもあり15。

◇　しかし、まことに性急で、ゆったりしたところがおありでない大臣で、後先のお考えもなくなって、懐紙をお持ちになったまま、几帳から覗き込みなさると、まことにたいそうしなやかな恰好で、臆面もなく添い臥している男もいる。

■　今いまぞ、やをら顔かほひき隠かくして16、とかう紛まぎらはす。

◇　今になって、そっと顔をひき隠して、あれこれと身を隠そうとする。

■　あさましう、めざましう心こころやましけれど17、直面ひたおもてには、いかでか現あらはしたまはむ18。

◇　あきれて、癪にさわり腹立たしいけれど、面と向かっては、どうして暴き立てることがおできになれようか。

■　目めもくるる心地ここちすれば、この畳紙たたむがみを取とりて、寝殿しんでんに渡わたりたまひぬ。

◇　目の前がまっ暗になる気がするので、この懐紙を取って、寝殿にお渡りになった。


P53 見たまひて--*みたまて

1 【なほ悩ましう思さるるにや】右大臣の心中。

2 【見たまひて】大島本は「みたまて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見たまひて」と「ひ」を補訂する。

3 【など御けしきの】以下「修法延べさすべかりけり」まで、右大臣の詞。

4 【延べさすべかりけり】延長すべきであったのニュアンス。

5 【薄二藍なる帯】二藍の薄い色の帯。夏の直衣用の帯。男物の帯。

6 【御几帳のもとに】御帳台の三方の入口の前に置かれている御几帳。

7 【落ちたり】大島本は「おちたり」（落ちていた）とあるが、独自異文。他の青表紙諸本は「おちたりけり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おちたりけり」と校訂する。「けり」過去の助動詞、詠嘆の意。はっと気づき驚くニュアンス。

8 【御心おどろかれて】「れ」自発の助動詞。

9 【かれは誰れがぞ】以下「見はべらむ」まで、右大臣の詞。「かれ」は帯をさす。

10 【うち見返りて】主語は朧月夜尚侍。

11 【我にもあらでおはするを】以下「されどいと急に」まで、語り手の右大臣の態度に対する非難の感情をこめた文脈。「思し憚るべきぞかし」は語り手の直接的な表明。『湖月抄』は「草子地也」と指摘。『全書』は「子ながらも」以下に「作者の評」と指摘。

12 【さばかりの人】右大臣ほどの高貴な人ならばの意。

13 【思しもまはさずなりて】『集成』は「前後の見さかいもなくなられて」、『完訳』は「思慮分別を失った様子」の意に解す。

14 【いといたうなよびて慎ましからず】源氏の姿態、態度。「慎ましからず」は右大臣の目を通した感情移入の語句。『完訳』は「右大臣の気持に即した叙述」と注す。

15 【男もあり】「も」副助詞、強調にニュアンスを添える。

16 【今ぞやをら顔ひき隠して】主語は源氏。

17 【あさましうめざましう心やましけれど】右大臣の気持ち。『完訳』は「男の妙に落ち着いた態度への、右大臣の驚き、憤怒する気持」と注す。

18 【いかでか現はしたまはむ】大島本は「いかてかあらハしたまはむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかでかは」と「は」を補訂する。反語表現。語り手の感情移入の文脈。源氏の「顔ひき隠してとかう紛らわ」したのを「顕す」という文意。


賢木．７．１．５

■　尚侍かむの君きみは、我われかの心地ここちして、死しぬべくP54思おぼさる。

◇　尚侍の君は、呆然自失して、死にそうな気がなさる。

■　大将殿だいしゃうどのも、

◇　大将殿も、

■　「いとほしう、つひに1用ようなき振ふる舞まひのつもりて、人ひとのもどきを負おはむとすること」

◇　「困ったことになった、とうとう、つまらない振る舞いが重なって、世間の非難を受けるだろうことよ」

■　と思おぼせど、女君おむなぎみの心苦こころぐるしき御みけしきを、とかく慰なぐさめきこえたまふ。

◇　とお思いになるが、女君の気の毒なご様子を、いろいろとお慰め申し上げなさる。


P54 死ぬべく--しぬへし（し/＄く〈朱〉）

1 【いとほしうつひに】以下「負はむとすること」まで、源氏の心中。


第二段　右大臣、源氏追放を画策する

賢木．７．２．１

■　大臣おとどは、思おもひのままに1、籠こめたるところおはせぬ本性ほんじゃうに、いとど老おいの御おほむひがみさへ添そひたまふに、これは2何なにごとにかはとどこほりたまはむ3。

◇　大臣は、思ったままに、胸に納めて置くことのできない性格の上に、ますます老寄の僻みまでお加わりになっていたので、これはどうしてためらったりなさろうか。

■　ゆくゆくと、宮みやにも愁うれへきこえたまふ。

◇　ずけずけと、宮にも訴え申し上げなさる。


1 【大臣は思ひのままに】右大臣。『集成』は「勝手気ままで」の意に解す。『完訳』は「思ったままを口に出し、胸に収めておくことのできない性格」と注す。

2 【添ひたまふにこれは】大島本は「そひ給にこれは」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「添ひたまひにたれば」と校訂する。「こ（己）」と「た（多）」の類似から生じた異文であろう。

3 【何ごとにかはとどこほりたまはむ】『集成』は句点だが、『完訳』は読点で、挿入句と解す。反語表現。語り手の感情移入の挿入句。


賢木．７．２．２

■　「かうかうのこと1なむはべる。

◇　「これこれしかじかのことがございました。

■　この畳紙たたむがみは、右大将うだいしゃうの御手みてなり。

◇　この懐紙は、右大将のご筆跡である。

■　昔むかしも、心宥こころゆるされでありそめにけることなれど、人柄ひとがらによろづの罪つみを宥ゆるして、さても見みむと、言いひはべりし折2をりは、心こころもとどめず、めざましげにもてなされにしかば、やすからず思おもひたまへしかど、さるべきにこそはとて3、世よに穢けがれたりとも、思おぼし捨すつまじきを4頼たのみにて、かく本意ほいのごとく5たてまつりながら、なほ、その憚はばかりありて、うけばりたる女御にょうごなども言いはせたまはぬP55をだに6、飽あかず口惜くちをしう思おもひたまふるに、また、かかることさへはべりければ、さらにいと心憂こころうくなむ思おもひなりはべりぬる。

◇　以前にも、許しを受けないで始まった仲であるが、人品の良さに免じていろいろ我慢して、それでは婿殿にしようかと、言いました時は、心にも止めず、失敬な態度をお取りになったので、不愉快に存じましたが、前世からの宿縁なのかと思って、決して清らかでなくなったからといっても、お見捨てになるまいことを信頼して、このように当初どおり差し上げながら、やはり、その遠慮があって、晴れ晴れしい女御などともお呼ばせになれませんでしたことさえ、物足りなく残念に存じておりましたのに、再び、このような事までがございましたのでは、改めてたいそう情けない気持ちになってしまいました。

■　男をとこの例れいとはいひながら7、大将だいしゃうもいとけしからぬ御心みこころなりけり。

◇　男の習性とは言いながら、大将もまことにけしからんご性癖であるよ。

■　斎院さいゐんをもなほ聞きこえ犯をかしつつ8、忍しのびに御文通おほむふみかよはしなどして、けしきあることなど、人ひとの語かたりはべりしをも、世よのためのみにもあらず、我わがためもよかるまじきことなれば、よもさる思おもひやりなきわざ、し出いでられじとなむ、時ときの有職いうそくと9天あめの下したをなびかしたまへるさま、ことなめれば、大将だいしゃうの御心みこころを、疑うたがひはべらざりつる」

◇　斎院にもやはり手を出し手を出ししては、こっそりとお手紙のやりとりなどをして、怪しい様子だなどと、人が話しましたのも、国家のためばかりでなく、自分にとっても決して良いことではないので、まさかそのような思慮分別のないことは、し出かさないだろうと、当代の知識人として、天下を風靡していらっしゃる様子、格別のようなので、大将のお心を、疑ってもみなかった」


P55 たまはぬ--給ら（ら/＃）ぬ

1 【かうかうのこと】以下「うたがひはべらざりつる」まで、右大臣の詞。

2 【さても見むと言ひはべりし折】右大臣は源氏を朧月夜尚侍の婿にしようと言ったという。「葵」巻に語られている。

3 【さるべきにこそはとて】前世からの宿縁をいう。

4 【世に穢れたりとも思し捨つまじきを】「世に」は「まじき」にかかる。強い打消しのニュアンス。「穢れ」は源氏と関係したことをさす。「思し捨つまじき」の主語は朱雀帝。

5 【本意のごとく】最初の望みの意。入内することをさす。

6 【うけばりたる女御なども言はせたまはぬをだに】大島本は「給ら（良＃）ぬ」とある。「給はぬ」。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はべらぬ」と校訂する。

7 【男の例とはいひながら】男は好色なものだという考え。

8 【斎院をもなほ聞こえ犯しつつ】斎院に対する恋は禁じられているので、「聞こえ犯す」といったもの。斎院への懸想は、時の帝への冒涜でもあるという考え。

9 【時の有職と】以下「ことなめれば」まで、挿入句。右大臣の源氏観。


賢木．７．２．３

■　などのたまふに、宮みやは、いとどしき御心1みこころなれば、いとものしき御みけしきにて、

◇　などとおっしゃると、宮は、さらにきついご気性なので、とてもお怒りの態度で、


1 【いとどしき御心】『集成』は「（右大臣よりも）もっとひどく源氏をお憎しみになるので」と注す。


賢木．７．２．４

■　「帝みかどと聞きこゆれど1、昔むかしより皆人思みなひ落とおもひおとしきこえて、致仕ちじの大臣おとども2、またなくかしづく一ひとつ女むすめを3、兄この坊かみのばうにておはするにはたてまつらで、弟おとうとの源氏げんじにて、いときなきが4元服げんぷくの副臥そひぶしにとり分わき、また、この君きみをも宮仕みやづかへにと心こころざしてはべりしに、をこがましかりしありさま5なりしを、誰たれも誰たれもあやしとやは思おぼしたりし6。

◇　「帝と申し上げるが、昔からどの人も軽んじお思い申し上げて、致仕の大臣も、またとなく大切に育てている一人娘を、兄で東宮でいっしゃる方には差し上げないで、弟で源氏で、まだ幼い者の元服の時の添臥に取り立てて、また、この君を宮仕えにという心づもりでいましたところを、きまりの悪い様子になったのを、誰もが皆、不都合であるとはお思いになったでしょうか。

■　皆みな、かの御方みかたにこそ7御心寄みこころよせはべるめりしを、その本意違ほいたがふさまに8てこそは、かくてもさぶらひたまふめれど9、いとほしさに、いかでさる方かたにても10、人ひとに劣おとらぬさまにもてなしきこえむ、さばかりねたげなりし人11ひとの見みるところもあり、などこそは思おもひはべりつれど、忍しのびて我わが心こころの入いる方かたに、なびきたまふにこそははべらめ。

◇　皆が、あのお方にお味方していたようなのを、その当てが外れたことになって、こうして出仕していらっしゃるようだが、気の毒で、何とかそのような宮仕えであっても、他の人に負けないようにして差し上げよう、あれほど憎らしかった人の手前もあるし、などと思っておりましたが、こっそりと自分の気に入った方に、心を寄せていらっしゃるのでしょう。

■　斎院さいゐんの御おほむことは、ましてさもあらむ13。

◇　斎院のお噂は、ますますもってそうなのでしょうよ。

■　何なにごとにつけても、朝廷おほやけの御方おほむかたにうしろやすからず見みゆるは14、春宮とうぐうの御世みよ、心寄こころよせ殊ことなる人15ひとなれば、ことわりになむあめる」

◇　どのようなことにつけても、帝にとって安心できないように見えるのは、東宮の御治世を、格別期待している人なので、もっともなことでしょう」


1 【帝と聞こゆれど】以下「ことわりになむあめる」まで、弘徽殿大后の詞。

2 【致仕の大臣も】左大臣をいう。

3 【またなくかしづく一つ女を】葵の上をいう。以下の内容は「桐壺」巻に語られている。

4 【いときなきが】『集成』は「「が」は、目下の者に対して用いる格助詞」と注す。軽蔑のニュアンスを含んだ言い方。

5 【をこがましかりしありさま】『集成』は「恥さらしな有様だったのを」の意に、『完訳』は「ぶざまな事態」の意に解す。

6 【誰れも誰れもあやしとやは思したりし】弘徽殿大后以外、右大臣をはじめ誰一人も源氏を疑わなかった、という意。

7 【皆かの御方にこそ】右大臣らが源氏に心寄せたことをいう。

8 【その本意違ふさまに】『集成』は「源氏を婿という希望が」と解し、また一方、『完訳』は「入内させ、後の立后をと希望」の意に解す。前者の説に従う。

9 【かくてもさぶらひたまふめれど】尚侍として入内したことをいう。

10 【いかでさる方にても】以下「見るところもあり」まで、弘徽殿大后の考え。

11 【ねたげなりし人】源氏をさす。

12? 【忍びてわが心の入る方に】主語は朧月夜尚侍。こっそりと自分の気に入った人にの意。

13 【ましてさもあらむ】帝の御妻に通じるくらいだから斎院の噂もきっと事実だの意。

14 【朝廷の御方にうしろやすからず見ゆるは】源氏が帝にとって不安な存在に見えるという意。

15 【春宮の御世心寄せ殊なる人】春宮の即位後の御代に期待を寄せる人の意。


賢木．７．２．５

■　と、すくすくしうのたまひ続つづくるに、さすがにいとほしう1、「など、聞きこえつることぞ2」と、思おぼさるれば3、

　「さはれ、しばし、このこと4漏もらしはべらじ。内裏うちにも奏そうせさせたまふな5。かくのごと、罪つみはべりとも、思おぼし捨すつまじきを頼たのみにて、あまえてはべるなるべし6。うちうちに制せいしのたまはむに7、聞ききはべらずは8、その罪つみに、ただみづから当あたりはべらむ」

　など、聞きこえ直なほしたまへど、ことに御みけしきも直なほらず9。

　「かく、一所ひとところにおはして11隙ひまもなきに、つつむところなく12、さて入いりものせらるらむは13、ことさらに軽かろめ弄ろうぜらるるにこそは14」と思おぼしなすに、いとどいみじうめざましく、「このついでに15、さるべきことども16構かまへ出いでむに、よきたよりなり」と、思おぼしめぐらすべし17。

◇　と、容赦なくおっしゃり続けるので、そうはいうものの聞き苦しく、「どうして、申し上げてしまったのか」と、思わずにいられないので、

「まあ仕方ない。暫くの間、この話を漏らすまい。帝にも奏上あそばすな。このように、罪がありましても、お捨てにならないのを頼りにして、いい気になっているのでしょう。内々にお諌めなさっても、聞きませんでしたら、その責めは、ひとえにこのわたしが負いましょう」

などと、お取りなし申されるが、別にご機嫌も直らない。

「このように、同じ邸にいらして隙間もないのに、遠慮会釈もなく、あのように忍び込んで来られるというのは、わざと軽蔑し愚弄しておられるのだ」とお思いになると、ますますひどく腹立たしくて、「この機会に、しかるべき事件を企てるのには、よいきっかけだ」と、いろいろとお考えめぐらすようである。


1 【いとほしう】『集成』は「聞き苦しく」の意に解す。『完訳』は「右大臣は、源氏に同情もし、これを大后に話したことを後悔」と注す。

2 【など聞こえつることぞ】右大臣の心。弘徽殿大后に話したことを後悔。

3 【思さるれば】「るれ」自発の助動詞。

4 【さはれしばしこのこと】以下「当たりはべらむ」まで、右大臣の詞。

5 【内裏にも奏せさせたまふな】「させ」（尊敬の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）、最高敬語。会話文中での用法。

6 【あまえてはべるなるべし】主語は朧月夜尚侍。「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）は、話し手右大臣のもの。

7 【うちうちに制しのたまはむに】弘徽殿大后が朧月夜尚侍に内々に意見するの意。

8 【聞きはべらずは】主語は朧月夜尚侍。

9 【ことに御けしきも直らず】弘徽殿大后の機嫌をいう。

10? 【かく一つ所に】以下「弄ぜらるるにこそは」まで、弘徽殿大后の心中。

11 【おはして】弘徽殿大后の心中に敬語があるのは、語り手の敬意が混入したもの。

12 【つつむところなく】主語は源氏。

13 【ものせらるらむは】「らる」尊敬の助動詞。敬意が「たまふ」より軽い。

14 【弄ぜらるるにこそは】「らるる」尊敬の助動詞。「に」断定の助動詞。

15 【このついでに】以下「よきたよりなり」まで、弘徽殿大后の心中。

16 【さるべきことども】『完訳』は「源氏や東宮を失脚させることを暗示する表現」と注す。

17 【思しめぐらすべし】「べし」推量の助動詞、語り手の推量。『岷江入楚』所引三光院実枝説「太后の御心を推量てかける詞也」。また『万水一露』は「かの式部后の御心を察して筆をとゝめたる也」と指摘する。



１１． 花散里 (はなちるさと)

第一章　花散里の物語

第一段　花散里訪問を決意

花散里．１．１．１

■　人知ひとしれぬ、御心みこころづからのもの思おもはしさは1、いつとなきことなめれどP1,2、かくおほかたの世よにつけてさへ3、わづらはしう思おぼし乱みだるることのみ4まされば、もの心細こころぼそく、世よの中なかなべて厭いとはしう思おぼしならるるに6、さすがなること多おほかり7。

◇　誰知らぬ、ご自分から求めての物思いは、いつといって絶えることはないようであるが、このように世間一般のことにつけてまでも、めんどうにお悩みになることばかりが増えてゆくので、何となく心細く、世の中をおしなべて嫌にお思いになるが、そうも行かないことが多かった。


P1 なめれど--な（な/+め）れと

1 【人知れぬ御心づからのもの思はしさは】『集成』は「人知れず、ご自分から求めて物思いに悩むことは。藤壷や朧月夜などへの恋の悩み」と注す。

2 【いつとなきことなめれど】尊経閣文庫本「め」補入。「めれ」（推量の助動詞）は語り手の推量。

3 【かくおほかたの世につけてさへ】「さへ」（副助詞）、添加の意。---まで。---までも。『完訳』は「桐壷院崩御後の社会的状況。恋ゆえの人生を主に、それに社会的な存在の奥行を与え語る趣」と注す。

4 【ことのみ】しかのみ横

5? 【世中なべて厭はしう】『完訳』は「葵の上の死を契機とする厭世観が持続している」と指摘。源氏、二十二歳秋八月に妻の死去、翌二十三歳の冬十一月に父桐壷院の崩御、と二年連続して、近親の死に遭遇し、世の中は右大臣家方の時代と変化。

6 【思しならるるに】「に」（接続助詞）は逆接の意。

7 【さすがなること多かり】『集成』は「そうはいかないこと」の意に解す。『完訳』は「いざ出家となると踏み切れぬ気持。これまでも繰り返された」と注す。


花散里．１．１．２

■　麗景殿れいけいでんと聞きこえしは1、宮みやたちもおはせず、院隠ゐんかくれさせたまひて後のち、いよいよあはれなる御おほむありさまを2、ただこの大将殿だいしゃうどのの御心みこころに3もて隠かくされて、過すぐしたまふなるべし4。

◇　麗景殿と申し上げた方は、宮たちもいらっしゃらず、院が御崩御あそばした後、ますますお寂しいご様子を、わずかにこの大将殿のお心づかいに庇護されて、お過ごしになっているのであろう。


1 【麗景殿と聞こえしは】れいけんてん明三桐壷院の麗景殿女御。「賢木」巻の右大臣家の藤大納言の娘で頭弁の姉（朱雀院の麗景殿女御）とは別人。

2 【あはれなる御ありさまを】『集成』は「おさびしいお暮らしなのを」と解し、『完訳』は「経済的不如意をさす」と注す。

3 【御心に】おほん心に横「御」の読み方が「おほん」とある例。

4 【過ぐしたまふなるべし】「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）は語り手の判断推量。


花散里．１．１．３

■　御おほむおとうとの三さむの君1きみ、内裏うちわたりにてはかなう3ほのめきたまひしなごりの2、例れいの御心みこころなれば4、さすがに忘わすれも果はてたまはず、わざとももてなしたまはぬに6、人ひとの御心みこころをのみ尽つくし果はてたまふべかめるをも7、このごろ5残のこることなく思おぼし乱みだるる8世よのあはれのくさはひには9、思おもひ出いでたまふには10、忍しのびがたくて、五月雨さみだれの空そらめづらしく晴はれたる雲間くもまに渡わたりたまふ11。

◇　御令妹の三の君、宮中辺りでちょっとお逢いになった縁で、例のご性格なので、そうはいってもすっかりお忘れにならず、熱心にお通い続けるというのでもないので、女君がすっかりお悩みきっていらっしゃるらしいのも、このころのすっかり何もかもお悩みになっている世の中の無常をそそる種の一つとしては、お思い出しになると、抑えきれなくて、五月雨の空が珍しく晴れた雲の切れ間にお出向きになる。


1 【御おとうとの三の君】後に「花散里」と呼称される女性。しかしこの巻では姉に付随して語られる存在。なお、「おとうと」は「おとひと」（乙人）の転で、男女にかかわらず同性の兄弟姉妹のうちの年下の人をいった。

2 【なごりの】なこり明三証

3 【はかなう】は（は/＄は）かなう大大島本は字母「八」を朱筆でミセケチにして字母「者」と訂正。すなわち、前文「わたりにて」「は」と係助詞に誤読されることを危惧して他の字母「者」に訂正したもの。

4 【例の御心なれば】『集成』は「いつものお心癖なので。一度逢った女は忘れないという源氏の性質」と解し、また『完訳』は「源氏の性分。一度逢った女を捨て去ることもないが、特別熱心に通い続けることもない、という」と解す。すなわち、前者は「さすがに忘れもはて給はず」の句にだけ掛かると解し、後者は「わざとももてなし給はぬに」の句まで掛かると解す。

5 【このごろ】『集成』は「このころ」と清音、『完訳』は「このごろ」と濁音に読む。『図書寮本名義抄』に「比日コノゴロ」とある。

6 【もてなしたまはぬに】「に」接続助詞、原因理由を表す。

7 【人の御心をのみ尽くし果てたまふべかめるをも】「人」は花散里をさす。「べか」（推量の助動詞）「める」（推量の助動詞）は語り手の推量。

8 【残ることなく思し乱るる】源氏の物思いをいう。

9 【世のあはれのくさはひには】『集成』は「人生の哀しみをそそるものの一つとしては」の意に解し、『完訳』は「世の中の何事につけても心を痛めていらっしゃる、そうした一つとしては」の意に解す。

10 【たまふには】たまふには定大横−給には（は/＄）三−たまふに明書河内本も定家本等と同文。別本の御物本と陽明文庫本は為明本等と同文。「くさはひには思ひ出でたまふには」というやや不自然さを感じさせる文脈ではあるが、定家本本来の文章表現である。

11 【五月雨の空めづらしく晴れたる雲間に渡りたまふ】季節は夏、五月雨の時期。この物語（花散里物語）は夏を季節的背景として語られる。


第二段　中川の女と和歌を贈答

花散里．１．２．１

■　何なにばかりの御おほむよそひなく1、うちやつして、御前2ごぜんなどもなく、忍しのびて、中川なかがはのほど3おはし過すぐるに、ささやかなる家いへの、木立こだちなどよしばめるに、よく鳴なる琴ことを、あづまに調しらべて4、掻かき合あはせ5、にぎははしく弾ひきなすなり6。

◇　特にこれといったお支度もなさらず、目立たぬようにして、御前駆などもなく、お忍びで、中川の辺りをお通り過ぎになると、小さな家で、木立など風情があって、良い音色の琴を東の調べに合わせて、賑やかに弾いているのが聞こえる。


1 【なにばかりの御よそひなく】御前駆などもなく恋の忍び歩きのさま。

2 【御前】御せん定大三「ごぜん」と読む例。

3 【中川のほど】京極川の二条以北をいう。「帚木」巻にも中川が出てきた。貴族の別荘が多い辺り。

4 【あづまに調べて】「東の調べ」については不詳。河内本「さうの琴にあつまをしらへあはせて」（箏の琴に和琴を合奏させて）とある。

5 【掻き合はせ】『集成』は「調絃してから、調子を整えるために弾く短い曲。各調子に１つずつある」と注し、また『完訳』は「短小の曲の合奏で調子を整えること、または合奏すること」と注す。

6 【弾きなすなり】「なり」伝聞推量の助動詞。伝聞の意。牛車の中にいる源氏の耳に聞こえてくる。


花散里．１．２．２

■　御耳おほむみみとまりて、門近かどぢかなる所ところなれば、すこしさし出いでて見入みいれたまへば1、大おほきなる桂かつらの木きの追おひ風かぜに、祭まつりのころ思おぼし出いでられて2、そこはかとなくけはひをかしきを、

◇　お耳にとまって、門に近い所なので、少し乗り出してお覗き込みなさると、大きな桂の木を吹き過ぎる風に乗って匂ってくる香りに、葵祭のころが思い出されなさって、どことなく趣があるので、

■　「ただ一目見ひとめみたまひし宿やどりなり3」

◇　「一度お契りになった家だ」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。

■　ただならず、

◇　お気持ちが騒いで、

■　「ほど経へにける、おぼめかしくや4」

◇　「ずいぶんと過ぎてしまったなあ、はっきりと覚えているかどうか」

■　と、つつましけれど、過すぎがてにS1やすらひたまふ、折をりしも、ほととぎす5鳴なきて渡わたる。

◇　と、気が引けたが、通り過ぎることもできず、ためらっていらっしゃる、ちょうどその時、ほととぎすが鳴いて飛んで行く。

■　もよほしきこえ顔がほなれば、御車みくるまおし返かへさせて、例れいの、惟光入これみついれたまふ。

◇　訪問せよと促しているかのようなので、お車を押し戻させて、例によって、惟光をお入れになる。


S1 夜や暗き道や惑へるほととぎす我が宿をしも過ぎがてに鳴く（古今集夏-一五四　紀友則）

1 【さし出でて見入れたまへば】源氏が牛車の御簾の間から体を出して覗き見ること。

2 【思し出でられて】「られ」自発の助動詞。

3 【ただ一目見たまひし宿りなり】敬語「たまふ」があるので、地の文から源氏の心中を叙述したかたち。

4 【ほど経にけるおぼめかしくや】源氏の心中。

5 【過ぎがてにやすらひたまふ折しもほととぎす】『異本紫明抄』は「夜や暗き道やまどへる郭公わが宿をしも過ぎがてに鳴く」（古今集夏、一五四、紀友則）を指摘する。歌中より第三句「郭公」第五句「過ぎがてに」の語句を用いる。


花散里．１．２．３

■　「をちかへりえぞ忍しのばれぬほととぎす

ほの語かたらひし宿やどの垣根かきねに」

◇　「昔にたちかえって懐かしく思わずにはいられない、ほととぎすの声だ

かつてわずかに契りを交わしたこの家なので」

花散里．１．２．４

■　寝殿しんでんとおぼしき屋やの西にしの妻つまに人ひとびとゐたり。

◇　寝殿と思われる家屋の西の角に女房たちがいた。

■　先々さきざきも聞ききし声こゑなれば、声こわづくりけしきとりて、御消息聞おほむせうそこきこゆ2。

◇　以前にも聞いた声なので、咳払いをして相手の様子を窺ってから、ご言伝を申し上げる。

■　若わかやかなるけしきどもして、おぼめくなるべし3。

◇　若々しい女房たちの気配がして、不審に思っているようである。


1? 【をちかへりえぞしのばれぬほととぎすほの語らひし宿の垣根に】源氏の贈歌。惟光が朗誦する。昔のころが堪えられなく思い出されて、お逢いしたいの意。

2 【声づくりけしきとりて御消息聞こゆ】主語は惟光。

3 【おぼめくなるべし】「なる」（断定の助動詞）「べし」（推量の助動詞）は、惟光と語り手の判断や推量。


花散里．１．２．５

■　「ほととぎす言問こととふ2声こゑはそれなれど

あなおぼつかな五月雨さみだれの空1そら」

◇　「ほととぎすの声ははっきり分かりますが

どのようなご用か分かりません、五月雨の空のように」


1 【ほととぎす言問ふ声はそれなれどあなおぼつかな五月雨の空】女の返歌。源氏の君とは分かるが、今ごろ何のご用ですか、ととぼけた意。

2 【言問ふ】ことゝふ定大横−かたろふ明−かたらふ三書


花散里．１．２．６

■　ことさらたどる1と見みれば、

　「よしよし、植うゑし垣根かきねもS2, 2」

　とて出いづるを、人知ひとしれぬ心こころには、ねたうもあはれにも思おもひけり3。

　「さも、つつむべきことぞかし4。ことわりにもあれば、さすがなり。かやうの際きはに5、筑紫つくしの五節ごせちが、らうたげなりしはや」

　と、まづ思おぼし出いづ。

◇　わざと分からないというふりをしていると見てとったので、

「よろしい。植えた垣根も」

と言って出て行くのを、心の内では、恨めしくも悲しくも思うのであった。

「そのように、遠慮しなければならない事情があるのであろう。道理でもあるので、そうもいかまい。このような身分では、筑紫の五節がかわいらしげであったなあ」

と、まっ先にお思い出しになる。


S2 囲はねど蓬の籬夏来れば植ゑし垣根も茂りあひけり（出典未詳-源氏釈所引）

1 【ことさらたどる】わざと不審がって見せる、の意。

2 【よしよし植ゑし垣根も】惟光の詞。『異本紫明抄』は「花散りし庭の木の葉も茂りあひて植ゑし垣根も見こそわかれね」（出典未詳）を指摘する。第四句の「植ゑし垣根も」による。垣根が見分けられない、家を間違えたのか、と引き下がる意。

3 【人知れぬ心にはねたうもあはれにも思ひけり】『完訳』は「女は内心では悔まれ感慨も深い。源氏への執着も捨てていない」と注す。このような人物描写がこの物語の奥行きを深くしているところ。

4 【さもつつむべきことぞかし】以下「らうたげなりしはや」まで、源氏の心中。『完訳』は「遠慮すべき事情。新しい男が通っているのでは、と直観される」と指摘。

5 【かやうの際に】『完訳』は以下「らうたげなりしはや」までを、源氏の心中とする。


花散里．１．２．７

■　いかなるにつけても、御心みこころの暇いとまなく苦くるしげなり。

◇　どのような女性に対しても、お心の休まる間がなく苦しそうである。

■　年月としつきを経へても、なほかやうに、見みしあたり、情なさけ過すぐしたまはぬにしも、なかなか、あまたの人ひとのもの思おもひぐさなり1。

◇　長い年月を経ても、やはりこのように、かつて契ったことのある女性には、情愛をお忘れにならないので、かえって、おおぜいの女性たちの物思いの種なのである。


1 【年月を経てもなほかやうに見しあたり情け過ぐしたまはぬにしもなかなかあまたの人のもの思ひぐさなり】源氏の性癖とそれゆえに女の物思いの種であるという関係。


第三段　姉麗景殿女御と昔を語る

花散里．１．３．１

■　かの本意ほいの所ところは1、思おぼしやりつるもしるく、人目ひとめなく、静しづかにておはするありさまを見みたまふも、いとあはれなり2。

◇　あの目的の所は、ご想像なさっていた以上に、人影もなく、ひっそりとお暮らしになっている様子を御覧になるにつけても、まことにおいたわしい。

■　まづ、女御にょうごの御方おほむかたにて、昔むかしの御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふに、夜更よふけにけり。

◇　最初に、女御のお部屋で、昔のお話などを申し上げなさっているうちに、夜も更けてしまった。

■　二十日はつかの月つきさし出いづるほどに、いとど木高こだかき蔭かげども木暗こぐらく見みえわたりて、近ちかき橘たちばなの薫かをりなつかしく匂にほひて、女御にょうごの御おほむけはひ、ねびにたれど、あくまで用意よういあり、あてにらうたげなり。

◇　二十日の月が差し昇るころに、ますます木高い木蔭で一面に暗く見えて、近くの橘の薫りがやさしく匂って、女御のご様子、お年を召しているが、どこまでも深い心づかいがあり、気品があって愛らしげでいらっしゃる。


1 【かの本意の所は】訪問目的の花散里邸。

2 【いとあはれなり】『完訳』は「世の移り変りを見る気持」と注す。


花散里．１．３．２

■　「すぐれてはなやかなる御おほむおぼえこそなかりしかど、むつましうなつかしき方かたには思おぼしたりしものを」

◇　「格別目立つような御寵愛こそなかったが、仲睦まじく親しみの持てる方とお思いでいらしたなあ」

■　など、思おもひ出いできこえたまふにつけても、昔むかしのことかきつらね思おぼされて、うち泣なきたまふ。

◇　などと、お思い出し申し上げなさるにつけても、昔のことが次から次へと思い出されて、ふとお泣きになる。

花散里．１．３．３

■　ほととぎす、ありつる垣根かきねのにや、同おなじ声こゑにうち鳴なく。

◇　ほととぎす、先程の垣根のであろうか、同じ声で鳴く。

■　「慕したひ来きにけるよ」

◇　「自分の後を追って来たのだな」

■　と、思おぼさるるほども、艶えんなりかし。

◇　と思われなさるのも、優美である。

■　「いかに知しりてかS3」

◇　「どのように知ってか」

■　など、忍しのびやかにうち誦ずんじたまふ。

◇　などと、小声で口ずさみなさる。


S3 いにしへのこと語らへばほととぎすいかに知りてか古声のする（古今六帖五-二八〇四）


花散里．１．３．４

■　「橘たちばなの香かをなつかしみほととぎす

花散はなちる里さとをたづねてぞとふS4

◇　「昔を思い出させる橘の香を懐かしく思って

ほととぎすが花の散ったこのお邸にやって来ました


S4 五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする（古今集夏-一三九　読人しらず）橘の花散る里のほととぎす片恋しつつ鳴く日しぞ多き（万葉集巻八-一四七七　大伴旅人）


花散里．１．３．５

■　いにしへの忘わすれがたき慰なぐさめには、なほ参まゐりはべりぬべかりけり。

◇　昔の忘れられない心の慰めには、やはり参上いたすべきでした。

■　こよなうこそ、紛まぎるることも、数添かずそふこともはべりけれ。

◇　この上なく、物思いの紛れることも、数増すこともございました。

■　おほかたの世よに従したがふものなれば、昔語むかしがたりもかきくづすべき人少ひとすくなうなりゆくを、まして、つれづれも紛まぎれなく思おぼさるらむ」

◇　人は時流に従うものですから、昔話も語り合える人が少なくなって行くのを、わたし以上に、所在なさも紛らすすべもなくお思いでしょう」

花散里．１．３．６

■　と聞きこえたまふに、いとさらなる世よなれど、ものをいとあはれに思おぼし続つづけたる御みけしきの浅あさからぬも、人ひとの御おほむさまからにや、多おほくあはれぞ添そひにける。

◇　とお申し上げなさると、まことに言うまでもない世情であるが、物をしみじみとお思い続けていらっしゃるご様子が一通りでないのも、お人柄からであろうか、ひとしお哀れが感じられるのであった。

花散里．１．３．７

■　「人目ひとめなく荒あれたる宿やどは橘たちばなの

花はなこそ軒のきのつまとなりけれ」

◇　「訪れる人もなく荒れてしまった住まいには

軒端の橘だけがお誘いするよすがになったのでした」

花散里．１．３．８

■　とばかりのたまへる、

◇　とだけおっしゃっるが、

■　「さはいへど、人ひとにはいとことなりけり」

◇　「そうはいっても、他の女性とは違ってすぐれているな」

■　と、思おぼし比くらべらる。

◇　と、ついお思い比べられる。

第四段　花散里を訪問

花散里．１．４．１

■　西面にしおもてには、わざとなく、忍しのびやかに1うち振ふる舞まひたまひて、覗のぞきたまへるも、めづらしきに添そへて、世よに目めなれぬ御おほむさまなれば、つらさも忘わすれぬべし3。

◇　西面には、わざわざの訪問ではないように、人目に立たないようにお振る舞いになって、訪れなさったのも、珍しいのに加えて、世にも稀なお美しさなので、恨めしさもすっかり忘れてしまいそうである。

■　何なにやかやと、例れいの、なつかしく語かたらひたまふも、思おぼさぬことにあらざるべし4。

◇　あれやこれやと、例によって、やさしくお語らいになるのも、お心にないことではないのであろう。


1 【西面にはわざとなく忍びやかに】寝殿の西面に花散里（三の君）を訪う。

2? 【わさとなくしのひやかにうちふるまひ給ひて】主語は源氏。

3 【つらさも忘れぬべし】「べし」推量の助動詞、語り手の推量。

4 【あらざるべし】「べし」推量の助動詞、語り手の推量。『完訳』は「源氏の誠実さを語り手が推測」と注す。


花散里．１．４．２

■　かりにも見みたまふかぎりは1、おしなべての際きはにはあらず、さまざまにつけて、いふかひなしと思おぼさるるはなければにや、憎にくげなく、我われも人ひとも情なさけを交かはしつつ、過すぐしたまふなりけり。

◇　かりそめにもお契りになる相手は、皆並々の身分の方ではなく、それぞれにつけて、何の取柄もないとお思いになるような方はいないからであろうか、嫌と思わず、自分も相手も情愛を交わし合いながら、お過ごしになるのであった。

■　それをあいなしと思おもふ人ひとは2、とにかくに変かはるも、

◇　それを、つまらないと思う人は、何やかやと心変わりしていくのも、

■　「ことわりの、世よのさが3」

◇　「無理もない、人の世の習いだ」

■　と、思おもひなしたまふ。

◇　と、しいてお思いになる。

■　ありつる垣根かきねも4、さやうにて5、ありさま変かはりにたるあたりなりけり。

◇　先程の垣根も、そのようなわけで、心変わりしてしまった類の人なのであった。


1 【かりにも見たまふかぎりは】以下、語り手の文章。『岷江入楚』所引三光院実枝説は「草子地」と指摘。

2 【それをあいなしと思ふ人は】『集成』は「そうした仲を気に入らない、つまらないと思う人は」の意に解し、『完訳』は「途絶えがちな源氏の態度を、ふさわしからぬものと思う女は」の意に解す。

3 【ことわりの世のさが】源氏の心。『完訳』は「中川の女を典型に、人の心変りを嘆く」と注す。

4 【ありつる垣根も】『岷江入楚』は「草子地とみえたり」と指摘。

5 【さやうにて】『集成』は「そんなわけで。大勢の恋人の一人として、嫉妬もせずに過すのは、つまらぬことだと思って、の意」と解す。



１２． 須磨 (すま)

第一章　光る源氏の物語　逝く春と離別の物語

第一段　源氏、須磨退去を決意

須磨．１．１．１

■　世よの中なか、いとわづらはしく、はしたなきことのみまされば1、

◇　世の中、まことに厄介で、体裁の悪いことばかり増えていくので、

■　「せめて知しらず顔がほにあり経へても、これよりまさることもや」

◇　「無理にそ知らぬふりをして過ごしていても、これより厄介なことが増えていくのでは」

■　と思おぼしなりぬ。

◇　とお思いになった。

■　「かの須磨すまは、昔むかしこそ人ひとの住すみかなどもありけれ3、今いまは、いと里離さとはなれ心こころすごくて、海人あまの家いへだにまれに」

◇　「あの須磨は、昔こそ人の住居などもあったが、今では、とても人里から離れ物寂しくて、漁師の家さえまれで」

■　など聞ききたまへど、

◇　などとお聞きになるが、

■　「人ひとしげく、ひたたけたらむ住すまひは4、いと本意ほいなかるべし5。

◇　「人が多く、ごみごみした住まいは、いかにも本旨にかなわないであろう。

■　さりとて、都***を遠みやことほざからむも、故郷ふるさとおぼつかなかるべきを」

◇　そうといって、都から遠く離れるのも、家のことがきっと気がかりに思われるであろう」

■　、人悪ひとわるくぞ思おぼし乱みだるる。

◇　と、人目にもみっともなくお悩みになる。

◆　 
よのなか、 いと わづらはしく、 はしたなき こと のみ まされ ば、 "せめて しらずがほ に あり へ て も、 これ より まさる こと も や?" と おぼし なり ぬ。
 "かの すま は、 むかし こそ ひと の すみか など も あり けれ、 いま は、 いと さと はなれ こころすごく て、 あま の いへ だに まれ に。" など きき たまへ ど、 "ひと しげく、 ひたたけ たら む すまひ は、 いと ほ'い なかる べし。 さりとて、 みやこ とほざから む も、 ふるさと おぼつかなかる べき を"、 ひとわるく ぞ おぼし みだるる。


1 【世の中いとわづらはしくはしたなきことのみまされば】政治的社会的情勢が源氏にとって不利な事ばかりが生じてきた。

2? 【せめて知らず顔にありへてもこれよりまさることもや】源氏の心中を間接叙述。「これ」は『完訳』「除名処分以上のこと。流罪」と指摘する。

3 【かの須磨は昔こそ人の住みかなどもありけれ】「須磨」は歌枕の地。「こそ」「ありけれ」の係結びは、逆接用法。「わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へよ（古今集雑下、九六二、在原行平）。「人」は身分のある人の意、「住みか」はその別荘をさす。以下「まれに」まで、人の言の間接引用。

4 【人しげくひたたけたらむ住まひは】以下、「おぼつかなかるべきを」まで、源氏の心中の間接的叙述であるが、それを受ける引用の格助詞「と」などがない。「ひたたく」は、『集成』は「みだりがわしい、しまりがないなどの意」と解し、『完訳』は「にぎやかなさま」の意に解す。

5 【本意なかるべし】『集成』は「本心にかなわぬことであろう」の意に解し、『完訳』は「心底にある出家遁世への本願」の意に解す。


須磨．１．１．２

■　よろづのこと、来きし方行かたゆく末すゑ、思おもひ続つづけたまふに、悲かなしきこといとさまざまなり。

◇　すべてのこと、今までのこと将来のこと、お思い続けなさると、悲しいことさまざまである。

■　憂うきものと1思おもひ捨すてつる世よも、今いまはと住すみ離はなれなむことを思おぼすには、いと捨すてがたきこと多おほかるなかにも、姫君ひめぎみの、明あけ暮くれにそへては、思おもひ嘆なげきたまへるさまの、心苦こころぐるしうあはれなるを、

◇　嫌な世だとお捨てになった世の中も、今は最後と住み離れるようなことお思いになると、まことに捨てがたいことが多いなかでも、姫君が、明け暮れ日の経つにつれて、思い悲しんでいられる様子が、気の毒で悲しいので、

■　「行ゆきめぐりても2、また逢あひ見みむことをかならず」

◇　「別れ別れになても、再び逢えることは必ず」

■　と、思おぼさむにてだに、なほ一***、二日3ひとひふつかのほど、よそよそに明あかし暮くらす折々をりをりだに、おぼつかなきものにおぼえ、女君をむなぎみも心細こころぼそうのみ思おもひたまへるを、

◇　と、お思いになる場合でも、やはり一、二日の間、別々にお過ごしになった時でさえ、気がかりに思われ、女君も心細いばかりに思っていらっしゃるのを、

■　「幾年いくとせそのほどと限かぎりある道みちにもあらず4、逢あふを限かぎりにS1隔へだたりゆかむも5、定さだめなき世よに、やがて別わかるべき門出かどでS2にもや6」

◇　「何年間と期限のある旅路でもなく、再び逢えるまであてどもなく漂って行くのも、無常の世に、このまま別れ別れになってしまう旅立ちにでもなりはしまいか」

■　と、いみじうおぼえたまへば、

◇　と、たいそう悲しく思われなさるので、

■　「忍しのびてもろともにもや」

◇　「こっそりと一緒にでは」

■　と、思おぼし寄よる折をりあれど、さる心細こころぼそからむ7海うみづらの、波風なみかぜよりほかに立たちまじる人8ひともなからむに、かくらうたき御おほむさまにて、引ひき具ぐしたまへらむP1,9も、いとつきなく、わが心こころにも、

◇　と、お思いよりになる時もあるが、そのような心細いような海辺の、波風より他に訪れる人もないような所に、このようないじらしいご様子で、お連れなさるのも、まことに不似合いで、自分の心にも、

■　「なかなか、もの思おもひのつまなるべきを」

◇　「かえって、物思いの種になるにちがいなかろう」

■　など思おぼし返かへすを、女君をむなぎみは、

◇　などとお考え直しになるが、女君は、

■　「いみじからむ道みちにも、後おくれきこえずだにあらば10」

◇　「どんなにつらい旅路でも、ご一緒申し上げることができたら」

■　と、おもむけて、恨うらめしげに思おぼいたり。

◇　と、それとなくほのめかして、恨めしそうに思っていらっしゃった。

◆　 
よろづ の こと、 きしかた ゆくすゑ、 おもひ つづけ たまふ に、 かなしき こと いと さまざま なり。 うき もの と おもひ すて つる よ も、 いま は と すみ はなれ な む こと を おぼす に は、 いと すて がたき こと おほかる なか に も、 ひめぎみ の、 あけくれ に そへ て は、 おもひ なげき たまへ る さま の、 こころぐるしう あはれ なる を、 "ゆき めぐり て も、 また あひ み む こと を かならず。" と、 おぼさ む にて だに、 なほ ひとひ ふつか の ほど、 よそよそ に あかし くらす をりをり だに、 おぼつかなき もの に おぼえ、 をむなぎみ も こころぼそう のみ おもひ たまへ る を、 "いくとせ その ほど と かぎり ある みち に も あら ず、 あふ を かぎり に へだたり ゆか む も、 さだめ なき よ に、 やがて わかる べき かどで に も や?" と、 いみじう おぼえ たまへ ば、 "しのび て もろともに も や?" と、 おぼし よる をり あれ ど、 さる こころぼそから む うみづら の、 なみかぜ より ほか に たちまじる ひと も なから む に、 かく らうたき おほむ-さま にて、 ひき-ぐし たまへ ら む も、 いと つきなく、 わが こころ に も、 "なかなか、 ものおもひ の つま なる べき を。" など おぼし かへす を、 をむなぎみ は、 "いみじから む みち に も、 おくれ きこえ ず だに あら ば。" と、 おもむけ て、 うらめしげ に おぼい たり。


S1 我が恋は行方も知らず果てもなし逢ふを限りと思ふばかりぞ（古今集恋二-六一一　凡河内躬恒）

S2 かりそめの行き通ひ路とぞ思ひこし今は限りの門出なりけり（古今集哀傷-八六二　在原滋春）

P1 たまへらむ--給つ（つ/＄へ〈朱〉）らむ

1 【憂きものと】『完訳』は「ここも前巻花散里冒頭に照応。葵の上の死を契機とする道心を発条として、離京を決意するが、絆ゆえに躊躇」という。

2 【行きめぐりても】『岷江入楚』は「下の帯の道はかたがたに別るとも行きめぐりても逢はむとぞ思ふ（古今集離別、四〇五、紀友則）を指摘する。

3 【なほ一二日】『完訳』は「「なほ--おぼえ」は、源氏の雲林院への短期間の参篭などを具体例に、直前の叙述を補強する」と指摘。

4 【幾年そのほどと限りある道にもあらず】以下「門出にもや」まで、源氏の心中叙述。『獄令』には流罪の人は六年または三年後復任を許されるとある。源氏は自主的に退去したので、何年と限ることができない。『完訳』「「--だに--だに」の文脈を受けて、まして--の気持」と注す。

5 【逢ふを限りに隔たりゆかむも】『河海抄』は「わが恋は行方も知らず果てもなし逢ふを限りと思ふばかりぞ」（古今集恋二、六一一、凡河内躬恒）を指摘する。その第四句の文句による表現。

6 【やがて別るべき門出にもや】『紫明抄』は「かりそめの行きかひ路とぞ思ひこし今は限りの門出なりけり」（古今集哀傷、八六二、在原滋春）を指摘する。

7 【さる心細からむ】以下、源氏の心中に添った叙述。「なかなかもの思ひのつまなるべきを」は直接的叙述。

8 【波風よりほかに立ちまじる人】「立ち」は「波風」の縁語。「立ち交じる人」は文飾表現。

9 【たまへらむ】給つ（つ＄へ〈朱〉）らむ大−給つらむ飯−給へらむ横池肖三。青表紙本は「たまへ」（尊敬の補助動詞）「ら」（完了の助動詞、完了）「む」（推量の助動詞、仮定）という語法。源氏の心中叙述の中に語り手の敬語表現が交じった文型。

10 【いみじからむ道にも後れきこえずだにあらば】紫の君の心中。


須磨．１．１．３

■　かの花散里はなちるさとにも、おはし通かよふことこそまれなれ1、心細こころぼそくあはれなる御おほむありさまを、この御蔭おほむかげに隠かくれてものしたまへば、思おぼし嘆なげきたるさまも、いとことわりなり。

◇　あの花散里にも、お通いになることはまれであるが、心細く気の毒なご様子を、この君のご庇護のもとに過ごしていらっしゃるので、お嘆きになる様子も、いかにもごもっともである。

■　なほざりにても、ほのかに見みたてまつり通かよひたまひし所々ところどころ、人知ひとしれぬ心こころをくだきたまふ人ひとぞ多おほかりける。

◇　かりそめであっても、わずかにお逢い申しお通いにった所々では、人知れず心をお痛めになる方々が多かったのである。


1 【おはし通ふことこそまれなれ】「こそ--まれなれ」係結び表現。読点で逆接用法。


須磨．１．１．４

■　入道にふだうの宮みやよりも、

◇　入道の宮からも、

■　「ものの聞きこえや、またいかがとりなさむ1」

◇　「世間の噂は、またどのように取り沙汰されるだろうか」

■　と、わが御おほむためつつましけれど、忍しのびつつ御おほむとぶらひ常つねにあり。

◇　と、ご自身にとっても用心されるが、人目に立たないよう立たないようにしてお見舞いが始終ある。

■　「昔、かやうに相思あひおぼし、あはれをも見みせたまはましかば3」

◇　「昔、このように互いに思ってくださり、情愛をもお見せくださったのであったならば」

■　と、うち思おもひ出いでたまふにも4、

◇　と、ふとお思い出しになるにつけても、

■　「さも、さまざまに、心こころをのみ尽つくすべかりける人ひとの御契おほむちぎりかな5」

◇　「そのようにも、あれやこれやと、心の限りを尽くさなければならない宿縁のお方であった」

■　と、つらく思おもひきこえたまふ。

◇　と、辛くお思い申し上げなさる。


1 【ものの聞こえやまたいかがとりなさむ】藤壺の心中。

2? 【とりなされん】とりなさむ大−とりなれむ飯−とりなさむ横池肖三書大島本は河内本（高松宮家本を除く）、別本（御物本と陽明文庫本）と同文である。『集成』『新大系』は「とりなさむ」のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「とりなされむ」と校訂する。底本の「れ」受身の助動詞。「れ」の有無によって主語が藤壺または噂と変化する。

3 【昔かやうに相思しあはれをも見せたまはましかば】源氏の心中。「相思し」とあることに注意。「ましかば」は反実仮想の表現。

4 【うち思ひ出でたまふにも】大島本は「うちおもひいて給にも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまふに」と校訂する。

5 【さもさまざまに心をのみ尽くすべかりける人の御契りかな】源氏の心中。藤壺との恋を回顧する。『集成』は「「さまざまに」とは、これまで藤壺との恋で味わった嘆きと、今せっかくやさしくして下さっても、もうどうにもならぬ嘆きとをさす」と注す。


第二段　左大臣邸に離京の挨拶

須磨．１．２．１

■　三月二十日やよひはつかあまりのほどになむ、都みやこを離はなれたまひける1。

◇　三月二十日過ぎのころに、都をお離れになった。

■　人ひとにいつとしも知しらせたまはず、ただいと近ちかう仕つかうまつり馴なれたる限かぎり、七しち、八人はちにんばかり御供おほむともにて3、いとかすかに出いで立たちたまふ。

◇　誰にもいつとはお知らせなさらず、わずかにごく親しくお仕え申し馴れている者だけ、七、八人ほどをお供として、たいそうひっそりとご出発になる。

■　さるべき所々ところどころに、御文おほむふみばかりうち忍しのびたまひしにも、あはれと忍しのばるばかり尽つくいたまへるは、見みどころもありぬべかりしかど、その折をりの、心地ここちの紛まぎれに、はかばかしうも聞きき置おかずなりにけり4。

◇　しかるべき所々には、お手紙だけをそっと差し上げなさったが、しみじみと偲ばれるほど言葉をお尽くしになったのは、きっと素晴らしいものであっただろうが、その時の、気の動転で、はっきりと聞いて置かないままになってしまったのであった。


1 【三月二十日あまりのほどになむ都を離れたまひける】大島本は「みやこを」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「を」を削除する。「三月二十日余り」という設定は、安和二年（九六九）三月二十六日、左大臣源高明が大宰権帥に左遷された事件を準拠とするとされる。「離れたまひける」と、その後から語ったいう語り口だが、以下に、離京までの経緯や経過を詳細に語る。

2? 【人にいつとしも知らせず】大島本は「いつ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いま」を校訂する。『完訳』は「源氏の離京計画が右大臣方に漏れると、すぐにも流罪が決定しかねないので、秘密裡に事を運ぶ」と注す。

3 【いと近う仕うまつり馴れたる限り七八人ばかり御供にて】『完訳』は「通常なら、参議大将は、随身六人で、供人は二、三十人に及ぶ」という。

4 【その折の心地の紛れにはかばかしうも聞き置かずなりにけり】語り手の文章。『弄花抄』は「例の紫式部詞也」と指摘。また『評釈』は「この語り手は、光る源氏須磨下向を、その目で見ずとも、その耳に聞いた生き残りなのである。老人の問わず語り、思い出話、それを筆記編集したのが、この物語である」という。『集成』は「主人公の身辺の事件を実際に見聞きした女房の話を筆録したものという建て前による草子地」という。


須磨．１．２．２

■　二ふつか、三日みかかねて、夜よに隠かくれて、大殿おほいどのに渡わたりたまへり。

◇　二、三日前に、夜の闇に隠れて、大殿にお渡りになった。

■　網代車あむじろぐるまのうちやつれたるにて、女車をむなぐるまのやうにて隠かくろへ入いりP2たまふも、いとあはれに、夢ゆめとのみ見みゆ。

◇　網代車の粗末なので、女車のようにひっそりとお入りになるのも、実にしみじみと、夢かとばかり思われる。

■　御方おほむかた、いと寂さびしげにうち荒あれたる心地ここちして、若君わかぎみの御乳母おほむめのとども、昔むかしさぶらひし人ひとのなかに、まかで散ちらぬ限かぎり、かく渡わたりたまへるをめづらしがりきこえてP3、参まう上のぼり集つどひて見みたてまつるにつけても、ことにもの深ふかからぬ若わかき人ひとびとさへ、世よの常つねなさ思おもひ知しられて、涙なみだにくれたり。

◇　お部屋は、とても寂しそうに荒れたような感じがして、若君の御乳母どもや、生前から仕えていた女房の中で、お暇を取らずにいた人は皆、このようにお越しになったのを珍しくお思い申して、参集して拝し上げるにつけても、たいして思慮深くない若い女房でさえ、世の中の無常が思い知られて、涙にくれた。

■　若君わかぎみはいとうつくしうて1、され走はしりおはしたり。

◇　若君はとてもかわいらしく、はしゃいで走っていらっしゃった。

■　「久ひさしきほどに、忘わすれぬこそ、あはれなれ2」

◇　「長い間逢わないのに、忘れていないのが、感心なことだ」

■　とて、膝ひざに据すゑたまへる御みけしき、忍しのびがたげなり。

◇　と言って、膝の上にお乗せになったご様子、堪えきれなさそうである。


P2 入り--け（け/＃い）り

P3 めづらしがりきこえて--めつらしかりし（し/＃き）こえて

1 【若君はいとうつくしうて】夕霧五歳。

2 【久しきほどに忘れぬこそあはれなれ】源氏の詞。「ぬ」打消の助動詞。


須磨．１．２．３

■　大臣おとど、こなたに渡わたりたまひて、対面たいめんしたまへり。

◇　大臣、こちらにお越しになって、お会いになった。

■　「つれづれに籠こもらせたまへらむほど1、何なにとはべらぬ昔物語むかしも、参***りて、聞きこえさせむ2と思おもうたまへれど、身みの病重やまひおもきにより、朝廷おほやけにも仕つかうまつらず、位くらゐをも返かへしP4たてまつりて3はべるに、私わたくしざまには腰こしのべて4なむと、ものの聞きこえひがひがしかるべきを、今いまは世よの中憚なかはばかるP5べき身5みにもはべらねど、いちはやき世よのいと恐おそろしうはべるなり。

◇　「所在なくお引き籠もりになっていらっしゃる間、何ということもない昔話でも、参上して、お話し申し上げようと存じておりましたが、わが身の病気が重い理由で、朝廷にもお仕え申さず、官職までもお返し申し上げておりますのに、私事には腰を伸ばして勝手にと、世間の風評も悪く取り沙汰されるにちがいないので、今では世間に遠慮しなければならない身の上ではございませんが、厳しく性急な世の中がとても恐ろしいのでございます。

■　かかる御おほむことを見みたまふるP6に6つけて、命長いのちながきは心憂こころうくS3,7思おもうたまへらるる世よの末すゑにもはべるかな。

◇　このようなご悲運を拝見するにつけても、長生きは厭わしく存じられる末世でございますね。

■　天あめの下したをさかさまになしても、思おもうたまへ寄よらざりし御おほむありさまを見みたまふれば、よろづいとあぢきなくなむ」

◇　天地を逆様にしても、存じよりませんでしたご境遇を拝見しますと、万事がまことにおもしろくなく存じられます」

■　と聞きこえたまひて、いたうしほたれたまふ。

◇　とお申し上げになって、ひどく涙にくれていらっしゃる。

◆　 
おとど、 こなた に わたり たまひ て、 たいめん し たまへ り。 
 "つれづれ に こもら せ たまへ ら む ほど、 なに と はべら ぬ むかしものがたり も、 まゐり て、 きこえ させ む と おもう たまへ れ ど、 み の やまひ おもき に より、 おほやけ に も つかうまつら ず、 くらゐ を も かへし たてまつり て はべる に、 わたくしざま に は こし のべ て なむ と、 もの の きこえ ひがひがしかる べき を、 いま は よのなか はばかる べき み に も はべら ね ど、 いちはやき よ の いと おそろしう はべる なり。 かかる おほむ-こと を み たまふる に つけ て、 いのち ながき は こころうく おもう たまへ らるる よ の すゑ に も はべる かな! あめのした を さかさま に なし て も、 おもう たまへ よら ざり し おほむ-ありさま を み たまふれ ば、 よろづ いと あぢきなく なむ。"
 と きこえ たまひ て、 いたう しほたれ たまふ。


P4 返し--かつ（つ/＄へ〈朱〉）し

P5 憚る--*はかる

P6 たまふる--*たまふ

S3 寿則多辱（荘子-天地）

1 【つれづれに籠もらせたまへらむほど】以下「いとあぢきなくなむ」まで、左大臣の詞。「籠もる」の主語は源氏。「せ」（尊敬の助動詞）「給ふ」（尊敬の補助動詞）二重敬語。

2 【参りて聞こえさせむ】大島本は「まいりてきこえさせむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「参り来て」と「来て」を補訂する。

3 【位をも返したてまつりて】「位」は官職をさす。位階ではない。

4 【腰のべて】『集成』は「勝手な振舞いをして」の意に解し、『完訳』は「気ままに出歩いて」の意に解す。

5 【今は世の中憚るべき身】大島本は「いまは世中はかるへき身」とある。独自異文である。諸本に従って「憚る」校訂する。

6 【かかる御ことを見たまふるに】大島本は「見たまふに」とある。独自異文である。諸本に従って「たまふる」（下二段活用）と校訂する。源氏の除名処分と自主的須磨退去をさす。「たまふ」は謙譲の補助動詞。

7 【命長きは心憂く】古来「寿ければ則ち辱多し」（荘子、外篇、天地）が指摘される。


須磨．１．２．４

■　「とあることも、かかることも1、前さきの世よの報むくいにこそはべるなれば、言いひもてゆけば、ただ、みづからのおこたりになむはべる。

◇　「このようなことも、あのようなことも、前世からの因果だということでございますから、せんじつめれば、ただ、わたくしの宿運のつたなさゆえでございます。

■　さして、かく、官爵くわんさくを取とられず、あさはかなることにかかづらひてだに、朝廷おほやけのかしこまりなる人ひとの、うつしざまにて世よの中なかにあり経ふるは、咎重とがおもきわざに人ひとの国くににもしはべるなるを、遠とほく放はなちつかはすべき定さだめ3などもはべるなるは4、さま異ことなる罪5つみに当あたるべきにこそはべるなれ。

◇　これと言った理由で、このように、官位を剥奪されず、ちょっとした科に関係しただけでも、朝廷のお咎めを受けた者が、普段と変わらない様子で世の中に生活をしているのは、罪の重いことに唐土でも致しておるということですが、遠流に処すべきだという決定などもございますというのは、容易ならぬ罪科に当たることになっているのでしょう。

■　濁にごりなき心こころにまかせて、つれなく過すぐしはべらむも、いと憚はばかり多おほく、これより大おほきなる恥はぢにのぞまぬさきに、世よを逃のがれなむと思おもうたまへ立たちぬる」

◇　潔白な心のままで、素知らぬ顔で過ごしていますのも、まことに憚りが多く、これ以上大きな辱めを受ける前に、都を離れようと決意致した次第です」

■　など、こまやかに聞きこえたまふ。

◇　などと、詳しくお話し申し上げなさる。


1 【とあることもかかることも】以下「思うたまへ立ちぬる」まで、源氏の詞。

2? 【さして官爵を取られず】「さして」は、特定して、はっきりとしての意。『集成』は「これと言った理由で私のように官位を剥奪されるというのではなく」の意に解し、『完訳』も「はっきりと私のように官位を取りあげられるのでなく」の意に解す。

3 【遠く放ちつかはすべき定め】遠流をいう。

4 【はべるなるは】「なり」伝聞推定の助動詞。宮廷には源氏を遠流に処すべきだという意見も流れている。

5 【さま異なる罪】『集成』は「容易ならぬ罪」の意に、『完訳』は「特別の重罪」の意に解す。


須磨．１．２．５

■　昔むかしの御物語おほむものがたり、院ゐんの御おほむこと、思おぼしのたまはせし御心みこころばへなど聞きこえ出いでたまひて1、御直衣おほむなほしの袖そでもえ引ひき放はなちたまはぬに2、君きみも、え心強こころづよくもてなしたまはず。

◇　昔のお話、院の御事、御遺言あそばされた御趣旨などをお申し上げなさって、お直衣の袖もお引き放しになれないので、君も、気丈夫に我慢がおできになれない。

■　若君わかぎみの何心なにごころなく紛まぎれありきて、これかれに馴なれきこえたまふを、いみじと思おぼいたり。

◇　若君が無邪気に走り回って、二人にお甘え申していらっしゃるのを、悲しくお思いになる。


1 【聞こえ出でたまひて】主語は左大臣。

2 【御直衣の袖もえ引き放ちたまはぬに】『集成』は「〔お目から〕お離しになれないのに」の意に、『完訳』は「袖に顔を当てて泣く様子」の意に解す。


須磨．１．２．６

■　「過すぎはべりにし人ひとを1、世よに思おもうたまへ忘わするる世よなくのみ、今いまに悲かなしびはべるを、この御おほむことになむ、もしはべる世よならましかば、いかやうに思おもひ嘆なげきはべらまし。

◇　「亡くなりました人を、まことに忘れる時とてなく、今でも悲しんでおりますのに、この度の出来事で、もし生きていましたら、どんなに嘆き悲しんだことでしょう。

■　よくぞ短みじかくて、かかる夢ゆめを見みずなりにけると、思おもうたまへ慰なぐさめはべり。

◇　よくぞ短命で、このような悪夢を見ないで済んだことだと、存じて僅かに慰めております。

■　幼をさなくものしたまふが、かく齢過よはひすぎぬるなかにとまりたまひて、なづさひきこえぬ月日つきひや隔へだたりたまはむと思おもひたまふるをなむ、よろづのことよりも、悲かなしうはべる。

◇　あどけなくいらっしゃるのが、このように年寄たちの中に後に残されなさって、お甘え申し上げられない月日が重なって行かれるのであろうと存じますのが、何事にもまして、悲しうございます。

■　いにしへの人ひとも、まことに犯をかしあるにてしも2、かかることに当あたらざりけり。

◇　昔の人も、本当に犯した罪があったからといっても、このような罪科には処せられたわけではありませんでした。

■　なほさるべきにて3、人ひとの朝廷みかどにもかかるたぐひ多おほうはべりけり。

◇　やはり前世からの宿縁で、異国の朝廷にもこのような冤罪に遭った例は数多くございました。

■　されど、言いひ出いづる節ふしありてこそ、さることもはべりけれ4、とざまかうざまに、思おもひたまへ寄よらむかたなくなむ」

◇　けれど、言い出す根拠があって、そのようなことにもなったのでございますが、どのような点から見ても、思い当たるような節がございませんのに」

■　などP7、多おほくの御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　などと、数々お話をお申し上げになる。


P7 など--なに（に/＄と〈朱〉）

1 【過ぎはべりにし人を】以下「思ひたまへ寄らむかたなく」まで、左大臣の詞。「過ぎはべりにし人」は葵の上をさす。

2 【まことに犯しあるにてしも】本当に犯した罪があって罪科に処せられたわけでない、中には讒言や策略によって、無実の罪に落とされた者もいたのだ、の意。

3 【なほさるべきにて】やはり前世からの宿縁で、と思考する。

4 【言ひ出づる節ありてこそさることもはべりけれ】『集成』は「謀叛の嫌疑などは、誰かの讒言によるものだが、源氏の場合は、そういうこともない無実の罪だという、政道への批判」と注す。


須磨．１．２．７

■　三位中将さむゐのちゅうじゃうも参まゐりあひたまひて、大御酒おほみきなど参まゐりたまふに、夜更よふけぬれば、泊とまりたまひて、人ひとびと御前おまへにさぶらはせたまひて、物語ものがたりなどせさせたまふ。

◇　三位中将も参上なさって、お酒などをお上がりになっているうちに、夜も更けてしまったので、お泊まりになって、女房たちを御前に伺候させなさって、お話などをおさせになる。

■　人ひとよりはこよなう忍しのび思おぼす中納言ちゅうなごんの君1きみ、言いへばえにS4,2悲かなしう思おもへるさまを、人知ひとしれずあはれと思おぼす。

◇　誰よりも特に密かに情けをかけていらっしゃる中納言の君、言葉に尽くせないほど悲しく思っている様子を、人知れずいじらしくお思いになる。

■　人皆静ひとみなしづまりぬるに、とりわきて語かたらひたまふ。

◇　女房たちが皆寝静まったころ、格別に睦言をお交わしになる。

■　これにより泊とまりたまへるなるべし3。

◇　この人のためにお泊まりになったのであろう。


S4 いへばえに深く悲しき笛竹の夜声や誰と問ふ人もがな（古今六帖五-三四〇九）

1 【中納言の君】葵の上づきの女房。源氏の召人。

2 【言へばえに】『奥入』は「言へばえに深く悲しき笛竹の夜声や誰と問ふ人もがな」（古今六帖四、笛）を指摘する。また『異本紫明抄』は「言へばえに言はねば胸に騒がれて心一つに嘆くころかな」（伊勢物語）を指摘する。

3 【これにより泊まりたまへるなるべし】語り手の推量。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「以下、語り手の推測」と注す。源氏が左大臣邸に泊まった理由をいう。


須磨．１．２．８

■　明あけぬれば1、夜深よぶかう出いでたまふに、有明ありあけの月つきいとをかし2。

◇　夜が明けてしまいそうなので、まだ夜の深いうちにお帰りになると、有明の月がとても美しい。

■　花はなの木きどもやうやう盛さかり過すぎて、わづかなる木蔭こかげの、いと白しろき庭にはに薄うすく霧きりわたりたる、そこはかとなく霞かすみあひて、秋あきの夜よのあはれにおほくたちまされり。

◇　花の樹々がだんだんと盛りを過ぎて、わずかに残っている花の木蔭が、とても白い庭にうっすらと朝霧が立ちこめているが、どことなく霞んで見えて、秋の夜の情趣よりも数段勝っていた。

■　隅すみの高欄かうらんにおしかかりて、とばかり、眺ながめたまふ。

◇　隅の高欄に寄り掛かって、しばらくの間、物思いにふけっていらっしゃる。


1 【明けぬれば】『完訳』は「まもなく明けてしまうので」の意に解す。

2 【有明の月いとをかし】『完訳』は「下旬、夜明け後も空に残る月。後朝の別れの典型的な景物」と注す。


須磨．１．２．９

■　中納言ちゅうなごんの君きみ、見みたてまつり送おくらむとにや、妻戸つまどおし開あけてゐたり。

◇　中納言の君、お見送り申し上げようとしてであろうか、妻戸を押し開けて座っている。

■　「また対面たいめんあらむことこそ、思おもへばいと難かたけれ。

◇　「再びお会いしようことを、思うとまことに難しい。

■　かかりける世よを知しらで、心こころやすくもありぬべかりし月つきごろ、さしも急いそがで、隔へだてしよ」

◇　このようなことになろうとは知らず、気安く逢えた月日があったのに、そのように思わず、ご無沙汰してしまったことよ」

■　などのたまへば、ものも聞きこえず泣なく。

◇　などとおっしゃると、何とも申し上げられず泣く。

須磨．１．２．１０

■　若君わかぎみの御乳母おほむめの宰相との君***して、宮みやの御前おまへより御消息聞おほむせうそこきこえたまへり。

◇　若君の御乳母の宰相の君をお使いとして、宮の御前からご挨拶を申し上げなさった。

■　「身みづから聞きこえまほしきを、かきくらす乱みだり心地ごこちためらひはべるほどに、いと夜深よぶかう出いでさせたまふなるも、さま変かはりたる心地ここちのみしはべるかな。

◇　「わたくし自身でご挨拶申し上げたいのですが、目の前が眩むほど悲しみに取り乱しておりますうちに、たいそう暗いうちにお帰りあそばすというのも、以前とは違った感じばかり致しますこと。

■　心苦こころぐるしき人ひとのいぎたなきほどは、しばしもやすらはせたまはで」

◇　不憫な子が眠っているうちを、少しもゆっくりともなさらず」

■　と聞きこえたまへれば、うち泣なきたまひて、

◇　とお申し上げになさったので、ふと涙をお洩らしになって、

◆　 
わかぎみ の おほむ-めのと の さいしゃう-の-きみ して、 みや の おまへ より おほむ-せうそこ きこえ たまへ り。
 "みづから きこえ まほしき を、 かきくらす みだり ごこち ためらひ はべる ほど に、 いと よぶかう いで させ たまふ なる も、 さま かはり たる ここち のみ し はべる かな! こころぐるしき ひと の いぎたなき ほど は、 しばし も やすらは せ たまは で。"
 と きこえ たまへ れ ば、 うち-なき たまひ て、

須磨．１．２．１１

■　「鳥辺山燃とりべやまもえし煙けぶりもまがふやと

海人あまの塩焼しほやく浦見うらみにぞ行ゆく」

◇　「あの鳥辺山で焼いた煙に似てはいないかと

海人が塩を焼く煙を見に行きます」

須磨．１．２．１２

■　御返おほむかへりともなくうち誦ずじたまひて、

◇　お返事というわけでもなく口ずさみなさって、

■　「暁あかつきの別わかれは、かうのみや心尽こころづくしなる。

◇　「暁の別れは、こんなにも心を尽くさせるものなのか。

■　思おもひ知しりたまへる人ひともあらむかし」

◇　お分かりの方もいらっしゃるでしょう」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「いつとなく、別わかれといふ文字もじこそうたてはべるなるなかにも、今朝けさはなほたぐひあるまじう思おもうたまへらるるほどかな」

◇　「いつとなく、別れという文字は嫌なものだと言います中でも、今朝はやはり例があるまいと存じられますこと」

■　と、鼻声はなごゑにて、げに浅あさからず思おもへり。

◇　と、鼻声になって、なるほど深く悲しんでいる。

須磨．１．２．１３

■　「聞きこえさせまほしきことも、返かへす返がへす思おもうたまへながら、ただに結むすぼほれはべるほど、推おし量はからせたまへ。

◇　「お話し申し上げたい事も、何度も胸の中で考えておりましたが、ただ胸がつまって申し上げられずにおりましたこと、お察しください。

■　いぎたなき人ひとは、見みたまへむにつけても、なかなか、憂うき世逃よのがれがたう思おもうたまへられぬべければ、心強こころづよう思おもうたまへなして、急いそぎまかではべり」

◇　眠っている子は、顔を拝見するにつけても、かえって、辛い都を離れがたく思われるにちがいありませんので、気をしっかりと取り直して、急いで退出致します」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになる。

須磨．１．２．１４

■　出いでたまふほどを、人ひとびと覗のぞきて見みたてまつる。

◇　お出ましになるところを、女房たちが覗いてお見送り申し上げる。

■　入いり方がたの月つきいと明あかきに、いとどなまめかしうきよらにて、ものを思おぼいたるさま、虎とら、狼おほかみだに泣なきぬべし。

◇　入り方の月がとても明るいので、ますます優雅に清らかで、物思いされているご様子、虎、狼でさえ、泣くにちがいない。

■　まして、いはけなくおはせしほどより見みたてまつりそめてし人ひとびとなれば、たとしへP8なき御おほむありさまをいみじと思おもふ。

◇　まして、お小さくいらした時からお世話申し上げてきた女房たちなので、譬えようもないご境遇をひどく悲しいと思う。

■　まことや、御返おほむかへり、

◇　そうそう、ご返歌は、


P8 たとしへ--たとして（て/＄へ）


須磨．１．２．１５

■　「亡なき人ひとの別わかれやいとどS5隔へだたらむ

煙けぶりとなりし雲居くもゐならでは」

◇　「亡き娘との仲もますます遠くなってしまうでしょう

煙となった都の空のではないのでは」


S5 恋ふる間に年の暮れなば亡き人の別れやいとど遠くなりなむ（後撰集哀傷-一四二五　紀貫之）


須磨．１．２．１６

■　取とり添そへて、あはれのみ尽つきせず、出いでたまひぬる名残なごり、ゆゆしきまで泣なきあへり。

◇　とり重ねて、悲しさだけが尽きせず、お帰りになった後、不吉なまで泣き合っていた。

第三段　二条院の人々との離別

須磨．１．３．１

■　殿とのにおはしたれば1、わが御方おほむかたの人ひとびとも、まどろまざりけるけしきにて、所々ところどころに群むれゐて、あさましとのみ世よを思おもへるけしきなり。

◇　殿にお帰りになると、ご自分方の女房たちも、眠らなかった様子で、あちこちにかたまっていて、驚くばかりだとご境遇の変化を思っている様子である。

■　侍さぶらひには、親したしう仕つかまつる限かぎりは、御供おほむともに参まゐるべき心こころまうけして、私わたくしの別わかれ惜をしむほどにや3、人ひともなし4。

◇　侍所では、親しくお仕えしている者だけは、お供に参るつもりをして、個人的な別れを惜しんでいるころなのであろうか、人影も見えない。

■　さらぬ人ひとは、とぶらひ参まゐるも重おもき咎とがめあり、わづらはしきことまされば、所狭ところせく集つどひし馬むま、車くるまの方かたもなく、寂さびしきに、

◇　その他の人は、お見舞いに参上するにも重い処罰があり、厄介な事が増えるので、所狭しと集まっていた馬、車が跡形もなく、寂しい気がするので、

■　「世よは憂うきものなりけり5」

◇　「世の中とは嫌なものだ」

■　と、思おぼし知しらる。

◇　と、お悟りになる。

■　台盤だいばんなども、かたへは塵ちりばみて、畳たたみ、所々引ところどころひき返かへしたり。

◇　台盤所なども、半分は塵が積もって、畳も所々裏返ししてある。

■　「見みるほどだにかかり。

◇　「見ているうちでさえこんなである。

■　ましていかに荒あれゆかむ6」

◇　ましてどんなに荒れてゆくのだろう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【殿におはしたれば】源氏、二条院に帰宅、紫の君と別れを惜しむ。

2? 【我御かたの人びとも】東の対の源氏づきの女房たちをいう。

3 【私の別れ惜しむほどにや】語り手の推量を交えた挿入句。

4 【人もなし】大島本は「人もなし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人目もなし」と校訂する。なお河内本は「人かけもなし」、陽明文庫本、御物（各筆）本は「人けもなし」とある。

5 【世は憂きものなりけり】源氏の心中。

6 【見るほどだにかかりましていかに荒れゆかむ】源氏の心中。


須磨．１．３．２

■　西にしの対たいに渡わたりたまへれば、御格子みかうしも参まゐらで1、眺ながめ明あかしたまひければ、簀子すのこなどに、若わかき童女***、所々わらはべところどころに臥ふして、今いまぞ起おき騒さわぐ。

◇　西の対にお渡りになると、御格子もお下ろしにならないで、物思いに沈んで夜を明かしていられたので、簀子などに、若い童女が、あちこちに臥せっていて、急に起き出し騒ぐ。

■　宿直姿とのゐすがたどもをかしうてゐるを見みたまふにも、心細こころぼそう、

◇　宿直姿がかわいらしく座っているのを御覧になるにつけても、心細く、

■　「年月経としつきへば、かかる人ひとびとも、えしもあり果はてでや、行ゆき散ちらむ2」

◇　「歳月が重なったら、このような子たちも、最後まで辛抱しきれないで、散りじりに辞めていくのではなかろうか」

■　など、さしもあるまじきことP9さへ3、御目おほむめのみとまりけり。

◇　などと、何でもないことまで、お目が止まるのであった。

◆　 
にしのたい に わたり たまへ れ ば、 みかうし も まゐら で、 ながめ あかし たまひ けれ ば、 すのこ など に、 わかき わらはべ ところどころ に ふし て、 いま ぞ おき さわぐ。 とのゐすがた-ども をかしう て ゐる を み たまふ に も、 こころぼそう、 "としつき へ ば、 かかる ひとびと も、 え しも あり はて で や、 ゆき ちら む。" など、 さしも あるまじき こと さへ、 おほむ-め のみ とまり けり。


P9 こと--（/+こ〈朱〉）と

1 【御格子も参らで】御格子を下ろさずにの意。

2 【年月経ばかかる人びともえしもあり果てでや行き散らむ】源氏の心中。

3 【さしもあるまじきことさへ】『集成』は「そんな些細なことまで」、『完訳』は「常は気にかからぬことまで」のニュアンスに解す。


須磨．１．３．３

■　「昨夜よべは、しかしかして1夜更よふけにしかばなむ2。

◇　「昨夜は、これこれの事情で夜を明かしてしまいました。

■　例れいの思おもはずなるさまにや思おぼしなしつる。

◇　いつものように心外なふうに邪推でもなさっていたのでは。

■　かくてはべるほどだに御目離おほむめかれずと思おもふを、かく世よを離はなるる際きはには、心苦こころぐるしきことのおのづから多おほかりける3、ひたやごもりにてやは4。

◇　せめてこうしている間だけでも離れないようにと思うのが、このように京を離れる際には、気にかかることが自然と多かったので、籠もってばかりいるわけにも行きましょうか。

■　常つねなき世よに、人ひとにも情なさけなきものと心こころおかれP10果はてむと、いとほしうてなむ」

◇　無常の世に、人からも薄情な者だとすっかり疎まれてしまうのも、辛いのです」

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお申し上げになると、

■　「かかる世よを5見みるよりほかに、思おもはずなること6は、何なにごとにか」

◇　「このような悲しい目を見るより他に、もっと心外な事とは、どのような事でしょうか」

■　とばかりのたまひて、いみじと思おぼし入いれたるさま、人ひとよりことなるを、ことわりぞかし7、父親王8ちちみこ、いとおろかにもとより思おぼしつきにけるに、まして、世よの聞きこえをわづらはしがりて、訪おとづれきこえたまはず、御おほむとぶらひにだに渡わたりたまはぬを、人ひとの見みるらむことも恥はづかしく、なかなか知しられたてまつらでやみなましを、継母ままははの北きたの方かたなどの、

◇　とだけおっしゃって、悲しいと思い込んでいらっしゃる様子、人一倍であるのは、もっともなことで、父親王は、実に疎遠にはじめからお思いになっていたが、まして今は、世間の噂を煩わしく思って、お便りも差し上げなさらず、お見舞いにさえお越しにならないのを、人の手前も恥ずかしく、かえってお知られ頂かないままであればよかったのに、継母の北の方などが、

■　「にはかなりし幸さいはひの10あわたたしさ。

◇　「束の間であった幸せの急がしさ。

■　あな、ゆゆしや。

◇　ああ、縁起でもない。

■　思おもふ人ひと、方々かたがたにつけて別わかれたまふ人ひとかな」

◇　大事な人が、それぞれに別れなさる人だわ」

■　とのたまひけるを、さる便たよりありて漏もり聞ききたまふにも、いみじう心憂こころうければ、これよりも絶たえて訪おとづれきこえたまはず。

◇　とおっしゃったのを、ある筋から漏れ聞きなさるにつけても、ひどく情けないので、こちらからも少しもお便りを差し上げなさらない。

■　また頼たのもしき人ひともなく、げにぞ、あはれなる御おほむありさまなる11。

◇　他に頼りとする人もなく、なるほど、お気の毒なご様子である。


P10 心おかれ--心をう（う/＃）かれ

1 【昨夜はしかしかして】以下「いとほしう」まで、源氏の詞。昨夜左大臣邸に泊まった弁解。

2 【更けにしかばなむ】「なむ」（係助詞）、下に「泊まりぬる」などの語句が省略。

3 【多かりける】大島本は「おほかりける」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「多かりけるを」と接続助詞「を」を補訂する。

4 【ひたやごもりにてやは】「やは」（係助詞）反語。「あらむ」などの語句が下に省略。

5 【かかる世を】以下「何ごとにかは」まで、紫の君の詞。

6 【思はずなること】『完訳』は「源氏の「思はず--」を、源氏が自分を疎んずる意に、切り返した」と注す。

7 【ことわりぞかし】語り手の読者に共感を求める語句。『集成』は「草子地の文」と指摘。

8 【父親王】大島本は「ちゝみこ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「父親王は」と係助詞「は」を補訂する。

9? 【おろかにてもとより思しつきにけるに】『集成』は「ひどく冷淡にもともと〔紫上のことを〕思っていられただけに」の意に解し、『完訳』は「おろかに」の下に読点を付けて、「父親王はほんとに疎々しくて、この女君はもともと君になじんでいらっしゃったのだが」の意に解す。

10 【にはかなりし幸ひの】以下「別れたまふ人かな」まで、兵部卿宮の北の方の詞。

11 【げにぞあはれなる御ありさまなる】継母が言うように、という語り手のあいづち。『岷江入楚』所引三光院実枝説が「草子地」と指摘。


須磨．１．３．４

■　「なほ世よに許ゆるされがたうて、年月としつきを経へば、巌いはほの中なかにもS6,2迎むかへたてまつらむ。

◇　「いつまでたっても赦免されずに、歳月が過ぎるようなら、巌の中でもお迎え申そう。

■　ただ今いまは、人聞ひとぎきのいとつきなかるべきなり。

◇　今すぐでは、人聞きがまことに悪いであろう。

■　朝廷おほやけにかしこまりきこゆる人ひとは、明あきらかなる月日つきひの影かげをだに見みず、安やすらかに身みを振ふる舞まふことも、いと罪重つみおもかなり。

◇　朝廷に謹慎申し上げている者は、明るい日月の光をさえ見ず、思いのままに身を振る舞うことも、まことに罪の重いことである。

■　過あやまちなけれど、さるべきにこそ3かかることもあらめと思おもふに、まして思おもふ人具ひとぐするは、例れいなきことなるを、ひたおもむきにものぐるほしき世よにて、立たちまさることもありなむ」

◇　過失はないが、前世からの因縁でこのようなことになったのであろうと思うが、まして愛する人を連れて行くのは、先例のないことなので、一方的で道理を外れた世の中なので、これ以上の災難もきっと起ころう」

■　など聞きこえ知しらせたまふ。

◇　などと、お話し申し上げなさる。


S6 いかならむ巌の中に住まばかは憂き事の聞こえ来ざらむ（古今集雑下-九五二　読人しらず）

1? 【なほ世に許されなくて】以下「立ちまさることもありなむ」まで、源氏の詞。

2 【巌の中にも】『岷江入楚』は「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえこざらむ」（古今集雑下、九五二、読人しらず）を引歌として指摘する。

3 【過ちなけれどさるべきにこそ】前世からの宿縁で、と源氏は考える。


須磨．１．３．５

■　日ひたくるまで大殿籠おほとのごもれり。

◇　日が高くなるまでお寝みになっていた。

■　帥宮そちのみや、三位中将さむゐのちゅうじゃうなどおはしたり1。

◇　帥宮や三位中将などがいらっしゃった。

■　対面たいめんしたまはむとて、御直衣おほむなほしなどたてまつる。

◇　お会いなさろうとして、お直衣などをお召しになる。

■　「位くらゐなき人ひとは2」

◇　「無位無官の者は」

■　とて、無紋むもんのP11直衣3なほし、なかなか、いとなつかしきを着きたまひて、うちやつれたまへる、いとめでたし。

◇　と言って、無紋の直衣、かえって、とても優しい感じなのをお召しになって、地味にしていらっしゃるのが、たいそう素晴らしい。

■　御鬢おほむびんかきたまふとて、鏡台きゃうだいに寄よりたまへるに、面痩おもやせたまへる影かげの、我われながらいとあてにきよらなれば、

◇　鬢の毛を掻きなでなさろうとして、鏡台に近寄りなさると、面痩せなさった顔形が、自分ながらとても気品あって美しいので、

■　「こよなうこそ、衰おとろへにけれ4。

◇　「すっかり、衰えてしまったな。

■　この影かげのやうにや痩やせてはべる。

◇　この影のように痩せていますか。

■　あはれなるわざかな」

◇　ああ、悲しいことだ」

■　とのたまへば、女君をむなぎみ、涙一目なみだひとめうけて5、見みおこせたまへる、いと忍しのびがたし。

◇　とおっしゃると、女君、涙を目にいっぱい浮かべて、こちらを御覧になるが、とても堪えきれない。


P11 無紋の--無紋（紋/+の〈朱〉）

1 【帥宮三位中将などおはしたり】源氏の弟帥宮と三位中将（左大臣嫡男）。

2 【位なき人は】「無位無官の者は」と言って。源氏は官位を剥奪されている。

3 【無紋の直衣】平絹（模様のない絹）の直衣。

4 【こよなうこそ衰へにけれ】以下「あはれなるわざかな」まで、源氏の詞。

5 【女君涙一目うけて】大島本は「女君なミたひとめうけて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「涙を」と格助詞「を」を補訂する。


須磨．１．３．６

■　「身みはかくてさすらへぬとも君きみがあたり

去さらぬ鏡かがみの影かげは離はなれじ1」

◇　「わが身はこのように流浪しようとも

鏡に映った影はあなたの元を離れずに残っていよう」


1 【身はかくてさすらへぬとも君があたり去らぬ鏡の影は離れじ】源氏の贈歌。『全集』は「身を分くることの難さは真澄鏡影ばかりをぞ君に添へつる」（後撰集離別、一三一四、大窪則春）を引歌として指摘する。


須磨．１．３．７

■　と、聞きこえたまへば、

◇　と、お申し上げになると、

須磨．１．３．８

■　「別わかれても影かげだにとまるものならば

鏡かがみを見みても慰なぐさめてまし1」

◇　「お別れしても影だけでもとどまっていてくれるものならば

鏡を見て慰めることもできましょうに」


1 【別れても影だにとまるものならば鏡を見ても慰めてまし】紫の君の返歌。「鏡」「影」の語句を用いて返す。


須磨．１．３．９

■　柱隠はしらがくれにゐ隠かくれて、涙なみだを紛まぎらはしたまへるさま、

◇　柱の蔭に隠れて座って、涙を隠していらっしゃる様子、

■　「なほ、ここら見みるなかにたぐひなかりけり1」

◇　「やはり、おおぜいの妻たちの中で類のない人だ」

■　と、思おぼし知しらるる人ひとの御おほむありさまP12なり。

◇　と、思わずにはいらっしゃれないご様子の方である。

■　親王みこは、あはれなる御物語聞おほむものがたりきこえたまひて、暮くるるほどに帰かへりたまひぬ。

◇　親王は、心のこもったお話を申し上げなさって、日の暮れるころにお帰りになった。


P12 御ありさま--（/+御）ありさま

1 【なほここら見るなかにたぐひなかりけり】源氏の心中。


第四段　花散里邸に離京の挨拶

須磨．１．４．１

■　花散里はなちるさとの心細こころぼそげに思おぼして1、常つねに聞きこえたまふもことわりにて、

◇　花散里邸が心細そうにお思いになって、常にお便り差し上げなさるのも無理からぬことで、

■　「かの人ひとも、今いまひとたび見みずは、つらしとや思おもはむ2」

◇　「あの方も、もう一度お会いしなかったら、辛く思うだろうか」

■　と思おぼせば、その夜よは、また出いでたまふものから、いともの憂うくて3、いたう更ふかしておはしたれば、女御にょうご、

◇　とお思いになると、その夜は、また一方でお出かけになるものの、とても億劫なので、たいそう夜が更けてからいらっしゃると、女御が、

■　「かく数かずまへたまひて、立たち寄よらせたまへること4」

◇　「このように人並みに扱っていただいて、お立ち寄りくださいましたこと」

■　と、よろこびきこえたまふさま、書かき続つづけむもうるさし5。

◇　と、感謝申し上げるご様子、書き綴るのも煩わしい。

■　いといみじう心細こころぼそき御おほむありさま、ただ御蔭おほむかげに隠かくれて6過すぐいたまへる年月としつき、いとど荒あれまさらむほど思おぼしやられて、殿とのの内うち、いとかすかなり。

◇　とてもひどく心細いご様子で、まったくこの方のご庇護のもとにお過ごしになってきた歳月、ますます荒れていくだろうことが、ご想像されて、邸内は、まことにひっそりとしている。

■　月つきおぼろにさし出いでて、池広いけひろく、山木深やまこぶかきわたり、心細こころぼそげに見みゆるにも、住すみ離はなれたらむ巌いはほのなか、思おぼしやらる。

◇　月が朧ろに照らし出して、池が広く、築山の木深い辺り、心細そうに見えるにつけても、人里離れた巌の中の生活が、お思いやられる。


1 【花散里の心細げに思して】源氏、花散里を訪問。「花散里」は邸宅をさす。

2 【かの人も今ひとたび見ずはつらしとや思はむ】源氏の心中。「かの人」は妹三の君をさす。

3 【いともの憂くて】紫の君を思う気持ちから。

4 【かく数まへたまひて立ち寄らせたまへること】麗景殿女御のお礼の詞。

5 【書き続けむもうるさし】語り手の省筆の文。『林逸抄』が「双紙の詞也」と指摘。

6 【ただ御蔭に隠れて】大島本は「たゝ御かけにかくれて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「この御蔭」と「この」を補訂する。


須磨．１．４．２

■　西面にしおもては2、

◇　西面では、

■　「かうしも渡わたりたまはずや3」

◇　「こうしたお越しもあるまいか」

■　と、うち屈くして思おぼしけるに、あはれ添そへたる月影つきかげの、なまめかしうしめやかなるに、うち振ふる舞まひたまへるにほひ、似にるものなくて、いと忍しのびやかに入いりたまへば、すこしゐざり出いでて5、やがて月つきを見みておはす。

◇　と、塞ぎこんでいらっしゃったが、一入心に染みる月の光が、美しくしっとりとしているところに、身動きなさると匂う薫物の香が、他に似るものがなくて、とても人目に立たぬように部屋にお入りになると、少し膝行して出て来て、そのまま月を御覧になる。

■　またここに御物語おほむものがたりのほどに、明あけ方近がたちかうなりにけり。

◇　またここでお話なさっているうちに、明け方近くになってしまった。


1? 【月おぼろにさし出で池広く山木深きわたり心細げに見ゆるも住み離れたらむ巌のなか思しやらる】春三月下旬の月。『紫明抄』は「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえこざらむ」（古今集雑下、九五二、読人しらず）を引歌として指摘する。

2 【西面は】寝殿の西側に住む三の君（花散里）をいう。

3 【かうしも渡りたまはずや】花散里の心中。「しも」強調の副助詞。「や」詠嘆の終助詞。

4? 【うち振る舞ひたる】主語は源氏。

5 【すこしゐざり出でて】主語は花散里。


須磨．１．４．３

■　「短夜みじかよのほどや1。

◇　「短い夜ですね。

■　かばかりの対面たいめんも、またはえしもや2と思おもふこそ3、ことなしにて過すぐしつる4年としごろも悔くやしう、来きし方行かたゆく先さきのためしになるべき身みにて、何なにとなく心こころのどまる世よなくこそありけれ」

◇　このようにお会いすることも、再びはとてもと思うと、何事もなく過ごしてきてしまった歳月が残念に思われ、過去も未来も先例となってしまいそうな身の上で、何となく気持ちのゆっくりする間もなかったね」


1 【短夜のほどや】大島本は「みしかよのほとや」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「短の夜のほどや」と格助詞「の」を補訂する。以下「ありけれ」まで、源氏の詞。

2 【えしもや】「え」副詞。下に打消の語句が来るが、ここではそれが省略され、言いさした形になっている。

3 【思ふこそ】『集成』は読点、『完訳』は句点。下に「悔しけれ」とあるべきところが「悔しう」と係結びが消失している。

4 【ことなしにて過ぐしつる】『奥入』は「君見ずて程の古屋の廂には逢ふことなしの草ぞ生ひける」（新勅撰集恋五、読人しらず）を引歌として指摘する。


須磨．１．４．４

■　と、過すぎにし方かたのことどものたまひて、鶏とりもしばしば鳴なけば、世よにつつみて急いそぎ出いでたまふ。

◇　と、過ぎ去った事のあれこれをおっしゃって、鶏もしきりに鳴くので、人目を憚って急いでお帰りになる。

■　例れいの、月つきの入いり果はつるほど、よそへられて、あはれなり。

◇　例によって、月がすっかり入るのになぞらえられて、悲しい。

■　女君をむなぎみの濃こき御衣おほむぞに映うつりて、げに、漏ぬるる顔がほS7なれば、

◇　女君の濃いお召物に映えて、なるほど、濡るる顔の風情なので、


S7 逢ひに逢ひて物思ふころのわが袖に宿る月さへ濡るる顔なる（古今集恋五-七五六　伊勢）


須磨．１．４．５

■　「月影つきかげの宿やどれる袖そではせばくとも

とめても見みばやあかぬ光ひかりを2」

◇　「月の光が映っているわたしの袖は狭いですが

そのまま留めて置きたいと思います、見飽きることのない光を」


1? 【げに濡るる顔なれば】「げに」は語り手の同意の気持ちを表出。『源氏釈』は「あひにあひて物思ふころの我が袖に宿る月さへ濡るる顔なる」（古今集恋五、七五六、伊勢）を引歌として指摘する。

2 【月影の宿れる袖はせばくともとめても見ばやあかぬ光を】花散里の贈歌。「袖」は自分を喩え、「飽かぬ光」を源氏に喩える。


須磨．１．４．６

■　いみじと思おぼいたるが、心苦こころぐるしければ、かつは慰なぐさめきこえたまふ。

◇　悲しくお思いになっているのが、おいたわしいので、一方ではお慰め申し上げなさる。

須磨．１．４．７

■　「行ゆきめぐりつひにすむべき月影つきかげの

しばし雲くもらむ空そらな眺ながめそ

◇　「大空を行きめぐって、ついには澄むはずの月の光ですから

しばらくの間曇っているからといって悲観なさいますな

須磨．１．４．８

■　思おもへば、はかなしや2。

◇　考えてみれば、はかないことよ。

■　ただ、知しらぬ涙なみだS8のみこそ、心こころを昏くらすものなれ」

◇　ただ、行方を知らない涙ばかりが、心を暗くさせるものですね」

■　などのたまひて、明あけぐれのほどに出いでたまひぬ。

◇　などとおっしゃって、まだ薄暗いうちにお帰りになった。


S8 行く先を知らぬ涙のかなしきはただ目の前に落つるなりけり（後撰集離別-一三三三　源済）

1? 【行きめぐりつひにすむべき月影のしばし曇らむ空な眺めそ】源氏の返歌。「月影」の語句を用いて返す。「すむ」に「住む」と「澄む」を掛ける。

2 【思へばはかなしや】以下「心を昏らすものなれ」まで、返歌に添えた詞。『河海抄』は「行く先を知らぬ涙の悲しきはただ目の前に落つるなりけり」（後撰集離別、一三三三、源済）を引歌として指摘する。


第五段　旅生活の準備と身辺整理

須磨．１．５．１

■　よろづのことども1したためさせたまふ。

◇　何から何まで整理をおさせになる。

■　親したしう仕つかまつり、世よになびかぬ限かぎりの人ひとびと、殿とのの事こととり行おこなふべき上下かみしも、定さだめ置おかせたまふ。

◇　親しくお仕えし、時勢に靡かない家臣たちだけの、邸の事務を執り行うべき上下の役目、お決め置きになる。

■　御供おほむともに慕したひきこゆる限かぎりは、また選えり出いでたまへり。

◇　お供に随行申し上げる者は皆、別にお選びになった。


1 【よろづのことども】源氏、旅立ちの準備と整理をする。


須磨．１．５．２

■　かの山里やまざとの御住おほむすみかの具ぐは、えさらずとり使つかひたまふべきものども、ことさらよそひもなくことそぎて、さるべき書ふみども1

◇　あの山里の生活の道具は、どうしてもご必要な品物類を、特に飾りけなく簡素にして、しかるべき漢籍類、

■　『文集』

◇　『白氏文集』

■　など入いりたる箱はこ、さては琴一きんひとつぞ持もたせたまふ。

◇　などの入った箱、その他には琴を一張を持たせなさる。

■　所狭ところせき御調度みてうど、はなやかなる御おほむよそひなど、さらに具ぐしたまはず、あやしのP13山賤やまがつめきてもてなしたまふ。

◇　大げさなご調度類や、華やかなお装いなどは、まったくお持ちにならず、賎しい山里人のような振る舞いをなさる。


P13 あやしの--あや（や/+し）の

1 【さるべき書ども】大島本は「さるへきふミとも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「またさるべき書ども」と「また」を補訂する。


須磨．１．５．３

■　さぶらふ人ひとびとよりはじめ、よろづのこと、みな西にしの対たいに聞きこえわたしたまふ。

◇　お仕えしている女房たちをはじめ、万事、すべて西の対にお頼み申し上げなさる。

■　領りゃうじたまふ御荘みさう、御牧みまきよりはじめて、さるべき所々ところどころ、券けんなど、みなたてまつり置おきたまふ。

◇　ご所領の荘園、牧場をはじめとして、しかるべき領地、証文など、すべて差し上げ置きなさる。

■　それよりほかの御倉町みくらまち、納殿をさめどのなどいふことまで、少納言せうなごんをはかばかしきものに見置みおきたまへれば、親したしき家司けいしども具ぐして、しろしめすべきさまどものたまひ預あづく。

◇　その他の御倉町、納殿などという事まで、少納言を頼りになる者と見込んでいらっしゃるので、腹心の家司たちを付けて、取りしきられるように命じて置きなさる。

須磨．１．５．４

■　わが御方おほむかたの中務なかつかさ、中将ちゅうじゃうなどやうの人ひとびと、つれなき御おほむもてなしながら、見みたてまつるほどこそ慰なぐさめつれ、

◇　ご自身方の中務、中将などといった女房たち、何気ないお扱いとはいえ、お身近にお仕えしていた間は慰めることもできたが、

■　「何なにごとにつけてか」

◇　「何を期待してか」

■　と思おもへども、

◇　と思うが、

■　「命いのちありてこの世よにまた帰かへるやうもあらむを、待まちつけむと思おもはむ人ひとは、こなたにさぶらへ」

◇　「生きてこの世に再び帰って来るようなこともあろうから、待っていようと思う者は、こちらに伺候しなさい」

■　とのたまひて、上下かみしも、皆参みなまう上のぼらせたまふ。

◇　とおっしゃって、上下の女房たち、皆参上させなさる。

須磨．１．５．５

■　若君わかぎみの御乳母おほむめのとたち、花散里はなちるさとなども、をかしきさまのはさるものにて、まめまめしき筋すぢに思おぼし寄よらぬことなし。

◇　若君の乳母たち、花散里などにも、風情のある品物はもちろんのこと、実用品までお気のつかない事がない。

須磨．１．５．６

■　尚侍ないしの御***もとに、わりなくして聞きこえたまふ。

◇　尚侍の君の御許に、困難をおかしてお便りを差し上げなさる。

■　「問とはせたまはぬも、ことわりに思おもひたまへながら、今いまはと、世よを思おもひ果はつるほどのP14憂うさもつらさも、たぐひなきことにこそはべりけれ。

◇　「お見舞いくださらないのも、ごもっともに存じられますが、今は最後と、この世を諦めた時の嫌で辛い思いも、何とも言いようがございません。

◆　 
ないし-の-かみ の おほむ-もと に、 わりなく し て きこえ たまふ。
 "とは せ たまは ぬ も、 ことわり に おもひ たまへ ながら、 いま は と、 よ を おもひ はつる ほど の うさ も つらさ も、 たぐひ なき こと に こそ はべり けれ。


P14 ほどの--ほう（う/＃と〈朱〉）の


須磨．１．５．７

■　逢あふ瀬せなき涙なみだの河かはに沈しづみしや

流ながるる澪みをの初はじめなりけむ

◇　あなたに逢えないことに涙を流したことが

流浪する身の上となるきっかけだったのでしょうか

須磨．１．５．８

■　と思おもひたまへ出いづるのみなむ、罪逃つみのがれがたうはべりける」

◇　と思い出される事だけが、罪も逃れ難い事でございます」

■　道みちのほども危あやふければ、こまかには聞きこえたまはず。

◇　届くかどうか不安なので、詳しくはお書きにならない。

■　女をむな、いといみじうおぼえたまひて、忍しのびたまへど、御袖おほむそでよりあまるも所狭ところせうなむ。

◇　女、大層悲しく思われなさって、堪えていらしたが、お袖から涙がこぼれるのもどうしようもない。

須磨．１．５．９

■　「涙河浮なみだがはうかぶ水泡みなはも消きえぬべし

流ながれて後のちの瀬せをも待またずて」

◇　「涙川に浮かんでいる水泡も消えてしまうでしょう

生きながらえて再びお会いできる日を待たないで」

須磨．１．５．１０

■　泣なく泣なく乱みだれ書かきたまへる御手おほむて、いとをかしげなり。

◇　泣く泣く心乱れてお書きになったご筆跡、まことに深い味わいがある。

■　今いまひとたび対面たいめんなくやと思おぼすは、なほ口惜くちをしけれど、思おぼし返かへして、憂うしと思おぼしなすゆかり多おほうて、おぼろけならず忍しのびたまへば、いとあながちにも聞きこえたまはずなりぬ。

◇　もう一度お逢いできないものかとお思いになるのは、やはり残念に思われるが、お考え直して、ひどいとお思いになる一族が多くて、一方ならず人目を忍んでいらっしゃるので、あまり無理をしてまでお便り申し上げることもなさらずに終わった。

第六段　藤壺に離京の挨拶

須磨．１．６．１

■　明日あすとて、暮くれには、院ゐんの御墓拝みはかをがみたてまつりたまふとて1、北山きたやまへ詣まうでたまふ。

◇　明日という日、夕暮には、院のお墓にお参りなさろうとして、北山へ参拝なさる。

■　暁あかつきかけて月出いづるころなれば、まづ、入道にふだうの宮みやに参まうでたまふ。

◇　明け方近くに月の出るころなので、最初、入道の宮にお伺いさる。

■　近ちかき御簾みすの前まへに御座参おましまゐりて、御おほむみづから聞きこえさせたまふ。

◇　近くの御簾の前にご座所をお設けになって、ご自身でご応対あそばす。

■　春宮とうぐうの御事おほむことをいみじううしろめたきものに思おもひきこえたまふ。

◇　東宮のお身の上をたいそうご心配申し上げなさる。


1 【明日とて暮には院の御墓拝みたてまつりたまふとて】大島本は「あすとて」とある。諸本「あすとての」（横飯肖三書）とある。池田本は大島本と同文。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「明日とての」と校訂する。源氏、離京の前日に父桐壺院の御陵に参拝する。


須磨．１．６．２

■　かたみに1心深こころふかきどちの御物語おほむものがたりは2、よろづあはれまさりけむかし。

◇　お互いに感慨深くお感じになっている者同士のお話は、何事もしみじみと胸に迫るものがさぞ多かったことであろう。

■　なつかしうめでたき御おほむけはひの昔むかしに変かはらぬに、つらかりし御心みこころばへP15も、かすめきこえさせまほしけれど、今いまさらにうたてと思おぼさるべし3、わが御心みこころにも、なかなか今いまひときは乱みだれまさりぬべければ、念ねんじ返かへして、ただ、

◇　慕わしく素晴らしいご様子が変わらないので、恨めしかったお気持ちも、それとなく申し上げたいが、いまさら嫌なこととお思いになろうし、自分自身でも、かえって一段と心が乱れるであろうから、思い直して、ただ、

■　「かく思おもひかけぬ罪つみに4当あたりはべるも、思おもうたまへあはすることの一節ひとふしになむ、空そらも恐おそろしうはべる。

◇　「このように思いもかけない罪に問われますにつけても、思い当たるただ一つのことのために、天の咎めも恐ろしゅうございます。

■　惜をしげなき身みはなきになしても、宮みやの御世みよにだに6、ことなくおはしまさば」

◇　惜しくもないわが身はどうなろうとも、せめて東宮の御世だけでも、ご安泰でいらっしゃれば」

■　とのみ聞きこえたまふぞ、ことわりなるや7。

◇　とだけ申し上げなさるのも、もっともなことである。


P15 御心ばへ--御（御/+心〈朱〉）はへ

1 【かたみに】以下「よろづあはれまさりけむかし」まで、語り手の推量。『孟津抄』が「地也」と草子地であることを指摘。

2 【御物語は】大島本は「御ものかたりハ」とある。諸本「御ものかたりはた」（横飯肖三書）とある。池田本は大島本と同文。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は「御物語はた」と校訂する。

3 【今さらにうたてと思さるべし】以下「まさりぬべければ」まで、『完訳』は「藤壺の反発を推測する源氏の心。直接話法の混じった文脈」と注す。

4 【かく思ひかけぬ罪に】以下「おはしまさば」まで、源氏の詞。

5? 【思うたまへあはすることの一節に空も恐ろしうはべる】『集成』は「思い当るただ一つのことのために、天の咎めも恐ろしゅうございます。藤壺と密通して、春宮が生まれたことさす」と注し、『完訳』は「密通によって誕生した東宮の存在から、わが宿世の恐ろしさを思う。無実の公的罪を、宿世の仏罰によって必然化しているか」と注す。

6 【宮の御世にだに】大島本は「御世にたに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御世だに」と「に」を削除する。

7 【ことわりなるや】語り手の批評。『孟津抄』が「地也」と草子地であることを指摘。


須磨．１．６．３

■　宮みやも、みな思おぼし知しらるることにしあれば、御心みこころのみ動うごきて、聞きこえやりたまはず。

◇　宮も、すっかりご存知のことであるので、お心がどきどきするばかりで、お返事申し上げられない。

■　大将だいしゃう、よろづのことかき集あつめ思おぼし続つづけて、泣なきたまへるけしき、いと尽つきせずなまめきたり。

◇　大将、あれからこれへとお思い続けられて、お泣きになる様子、とても言いようのないほど優艷である。

■　「御山みやまに参まゐりはべるを、御おほむことつてや1」

◇　「山陵に詣でますが、お言伝は」

■　と聞きこえたまふに、とみにものも聞きこえたまはず、わりなくためらひたまふ御みけしきなり。

◇　と申し上げなさるが、すぐにはお返事なさらず、ひたすらお気持ちを鎮めようとなさるご様子である。


1 【御山に参りはべるを御ことつてや】源氏の詞。


須磨．１．６．４

■　「見みしはなくあるは悲かなしき世よの果はてを

背そむきしかひもなくなくぞ経ふる1」

◇　「院は亡くなられ生きておいでの方は悲しいお身の上の世の末を

出家した甲斐もなく泣きの涙で暮らしています」


1 【見しはなくあるは悲しき世の果てを背きしかひもなくなくぞ経る】藤壺の贈歌。「見し」は桐壺院、「有る」は源氏、「背きし」は藤壺をさす。「なく」に「泣く」と「無く」とを掛ける。『異本紫明抄』は「あるはなく無きは数そふ世の中にあはれいづれの日まで嘆かむ」（新古今集哀傷、八五〇、小野小町）を引歌として指摘する。


須磨．１．６．５

■　いみじき御心惑みこころまどひどもに1、思おぼし集あつむることどもも、えぞ続つづけさせたまはぬ。

◇　ひどくお悲しみの二方なので、お思いになっていることがらも、十分にお詠みあそばされない。


1 【いみじき御心惑ひどもに】「ども」複数を表す接尾語。藤壺と源氏の心。『細流抄』は「草子地」と指摘。『全書』も「作者の評と見るべきであろう」という。


須磨．１．６．６

■　「別わかれしに悲かなしきことは尽つきにしを

またぞこの世よの憂うさはまされる1」

◇　「故院にお別れした折に悲しい思いを尽くしたと思ったはずなのに

またもこの世のさらに辛いことに遭います」


1 【別れしに悲しきことは尽きにしをまたぞこの世の憂さはまされる】源氏の返歌。「悲しき」の語句を用いて返す。「この」に「子の」を響かせ、東宮を暗示する。


第七段　桐壺院の御墓に離京の挨拶

須磨．１．７．１

■　月待つきまち出いでて出いでたまふ。

◇　月を待ってお出かけになる。

■　御供おほむともにただ五ご、六人ろくにんばかり、下人しもびともむつましき限かぎりして、御馬おほむむまにてぞおはする。

◇　お供にわずか五、六人ほど、下人も気心の知れた者だけを連れて、お馬でいらっしゃる。

■　さらなることなれど、ありし世よの御おほむありきに1異ことなり、皆みないと悲かなしう思おもふなり。

◇　言うまでもないことだが、以前のご外出と違って、皆とても悲しく思うのである。

■　なかに2、かの御禊みそぎの日ひ、仮かりの御随身みずいじんにて仕つかうまつりし右近うこんの将監ぞうの蔵人くらうど、得うべきかうぶりも4ほど過すぎつるを、つひに御簡削みふだけづられ、官つかさも取とられて5、はしたなければ、御供おほむともに参まゐるうちなり。

◇　その中で、あの御禊の日、仮の御随身となってご奉仕した右近将監の蔵人、当然得るはずの五位の位にも時期が過ぎてしまったが、とうとう殿上の御簡も削られ、官職も剥奪されて、面目がないので、お供に参る一人である。

■　賀茂かもの下しもの御社みやしろを、かれと見渡みわたすほど、ふと思おもひ出いでられて、下おりて、御馬おほむむまの口くちを取とる6。

◇　賀茂の下の御社を、それと見渡せる辺りで、ふと思い出されて、下りて、お馬の轡を取る。


1 【ありし世の御ありきに】参議兼大将の源氏は六人の公的随身を賜る。それに親しい殿上人や私的随身などが供回りを務めた。

2 【悲しう思ふなりなかに】大島本は「思なりなかに」とある。諸本には「おもふなかに」（池）−「おもふ中に」（横肖三書）−「思ふになかに」（飯）とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「思ふなかに」と文を続け、『古典セレクション』は「思ふ。中に」と校訂する。

3? 【かの御禊の日仮の随身にて仕うまつれりし右近の将監の蔵人】「葵」巻、斎院の御禊の日に源氏の仮の随身を務めた右近尉兼蔵人。

4 【得べきかうぶりも】『完訳』は以下「参るうちなり」まで、挿入句と解す。六位蔵人の中から上席の者が従五位下に叙せられることを「爵得」（かうぶりう）という。

5 【御簡削られ官も取られて】殿上人の「日給の簡」（にっきゅうのふだ・ひだまいのふだ）から除籍され、右近将監の官職からも外された意。

6 【下りて御馬の口を取る】右近将監が馬から下りて、源氏の馬の轡をとる。


須磨．１．７．２

■　「ひき連つれて葵あふひかざししそのかみを

思おもへばつらし賀茂かもの瑞垣1みづがき」

◇　「お供をして葵を頭に挿した御禊の日のことを思うと

御利益がなかったのかとつらく思われます、賀茂の神様」


1 【ひき連れて葵かざししそのかみを思へばつらし賀茂の瑞垣】右近将監の贈歌。「そのかみ」に「神」を掛ける。


須磨．１．７．３

■　と言いふを、

◇　と詠むのを、

■　「げに、いかに思おもふらむ。

◇　「本当に、どんなに悲しんでいることだろう。

■　人ひとよりけにはなやかなりしものを1」

◇　誰よりも羽振りがよく振る舞っていたのに」

■　と思おぼすも、心苦こころぐるし。

◇　とお思いになると、気の毒である。

■　君きみも、御馬おほむむまより下おりたまひて、御社みやしろのかた拝をがみたまふ。

◇　君も御馬から下りなさって、御社の方、拝みなさる。

■　神かみにまかり申まうしたまふ2。

◇　神にお暇乞い申し上げなさる。


1 【げにいかに思ふらむ人よりけにはなやかなりしものを】源氏の心中。

2 【神にまかり申したまふ】『古典セレクション』は「神に罷申ししたまふ」と整定する。


須磨．１．７．４

■　「憂うき世よをば今いまぞ別わかるるとどまらむ

名なをば糺ただすの神かみにまかせて1」

◇　「辛い世の中を今離れて行く、後に残る

噂の是非は、糺の神に委ねて」


1 【憂き世をば今ぞ別るるとどまらむ名をば糺の神にまかせて】源氏の独詠歌。「ただす」に正邪を糺す意と地名の糺の森の意を掛ける。


須磨．１．７．５

■　とのたまふさま、ものめでする若わかき人ひとにて1、身みにしみてあはれにめでたしと見みたてまつる。

◇　とお詠みになる様子、感激しやすい若者なので、身にしみてご立派なと拝する。


1 【ものめでする若き人にて】右近将監をいう。


須磨．１．７．６

■　御山みやまに詣まうでたまひて、おはしましし御おほむありさま1、ただ目めの前まへのやうに思おぼし出いでらる。

◇　御陵に参拝なさって、御在世中のお姿、まるで眼前の事にお思い出しになられる。

■　限かぎりなきにても、世よに亡なくなりぬる人2ひとぞ、言いはむかたなく口惜くちをしきわざなりける。

◇　至尊の地位にあった方でも、この世を去ってしまった人は、何とも言いようもなく無念なことであった。

■　よろづのことを泣なく泣なく申まうしたまひても3、そのことわりをあらはに承うけたまはりたまはねば4、

◇　何から何まで泣く泣く申し上げなさっても、その是非をはっきりとお承りにならないので、

■　「さばかり思おぼしのたまはせし5さまざまの御遺言おほむゆいごんは、いづちか消きえ失うせにけむ」

◇　「あれほどお考え置かれたいろいろなご遺言は、どこへ消え失せてしまったのだろうか」

■　と、いふかひなし。

◇　と、何とも言いようがない。


1 【おはしましし御ありさま】故桐壺院の姿。

2 【世に亡くなりぬる人】桐壺院をいう。

3 【泣く泣く申したまひても】主語は源氏。

4 【承りたまはねば】大島本は「うけ給はりたまはねは」とあるが、独自異文。他の青表紙諸本は「えうけ給たまはねは」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「え」を補訂する。

5 【さばかり思しのたまはせし】以下「消え失せにけむ」まで、源氏の心中。


須磨．１．７．７

■　御墓みは、道かはみちの草茂くさしげくなりて、分わけ入いりたまふほど、いとど露つゆけきに、月つきも隠かくれて2、森もりの木立こだち、木深こぶかく心こころすごし。

◇　御陵は、参道の草が生い茂って、かき分けてお入りになって行くうちに、ますます露に濡れると、月も雲に隠れて、森の木立は木深くぞっとする。

■　帰かへり出いでむ方かたもなき心地ここちP16して3、拝をがみたまふに、ありし御面影おほむおもかげ、さやかに見みえたまへる、そぞろ寒さむきほどなり4。

◇　帰る道も分からない気がして、参拝なさっているところに、御生前の御姿、はっきりと現れなさった、鳥肌の立つ思いである。


P16 心地--*心

1? 【御墓は道の草茂くなりて分け入りたまふほどいとど露けきに月も隠れて森の木立木深いく心すごし】『河海抄』は「古き墓何れの世の人ぞ姓と名とを知らず化して路の傍らの土と作る年々春の草生る」（白氏文集、続古詩）を指摘。

2 【月も隠れて】大島本は「月もかくれて」とあるが、独自異文。他の青表紙諸本は「月のくもかくれて」とある。『新大系」は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「月も雲隠れて」と校訂する。なお『完訳』は「「月」は皇統の象徴。「雲隠れて」は、故院の霊魂が反応した証」と注す。

3 【帰り出でむ方もなき心地して】大島本は「心して」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「心地して」と補訂する。

4 【ありし御面影さやかに見えたまへるそぞろ寒きほどなり】故桐壺院が亡霊となって源氏の眼前に出現。「見え」は、客体が現れるというニュアンス。『完訳』は「故院の幻影が生前の面影のまま出現し、それと交感する趣」と注す。


須磨．１．７．８

■　「亡なき影かげやいかが見みるらむよそへつつ

眺ながむる月つきも雲隠くもがくれぬる1」

◇　「亡き父上はどのように御覧になっていられることだろうか

父上のように思って見ていた月の光も雲に隠れてしまった」


1 【亡き影やいかが見るらむよそへつつ眺むる月も雲隠れぬる】源氏の独詠歌。「亡き影」は故桐壺院をいう。「月」は故院を象徴。「月も雲隠れぬる」とは、譬喩表現で、故院が涙で目を曇らせという意。『完訳』は「霊との感応をふまえた歌」と注す。


第八段　東宮に離京の挨拶

須磨．１．８．１

■　明あけ果はつるほどに帰かへりたまひて1、春宮とうぐうにも御消息聞おほむせうそこきこえたまふ。

◇　すっかり明けたころにお帰りになって、東宮にもお便りを差し上げなさる。

■　王命婦わうみゃうぶを御代おほむかはりにて2さぶらはせたまへば、

◇　王命婦をお身代わりとして伺候させていらしたので、

■　「その御局つぼねにP17,3」

◇　「そのお部屋に」

■　とて、

◇　と言って、


P17 御局に--語局（局/+に）

1 【明け果つるほどに帰りたまひて】源氏、北山の故桐壺院の御陵から帰り、宮中の東宮に離京の挨拶文を贈る。

2 【王命婦を御代はりにて】大島本は「御かハりにて」とあある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御かはりとて」と校訂する。王命婦を藤壺の代わりとしての意。『完訳』は「出家して東宮への伺候は不審」ともいう。

3 【御局に】大島本は「御つほ（△＆ほ）ね（ね＋に）」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「局に」として「御」を削除する。


須磨．１．８．２

■　「今日けふなむ、都離みやこはなれはべる1。

◇　「今日、都を離れます。

■　また参まゐりはべらずなりぬるなむ、あまたの憂うれへにまさりて思おもうたまへられはべる。

◇　もう一度参上せぬままになってしまったのが、数ある嘆きの中でも最も悲しく存じられます。

■　よろづ推おし量**りて啓けいしたまへ。

◇　すべてご推察いただき、啓上してください。

◆　 
"けふ なむ、 みやこ はなれ はべる。 また まゐり はべら ず なり ぬる なむ、 あまた の うれへ に まさり て おもう たまへ られ はべる。 よろづ おしはかり けいし たまへ。


1 【今日なむ都離れはべる】以下「山賤にして」まで、源氏の文。


須磨．１．８．３

■　いつかまた春はるの都みやこの花はなを見みむ

時失ときうしなへる山賤やまがつにして1」

◇　いつ再び春の都の花盛りを見ることができようか

時流を失った山賤のわが身になって」


1 【いつかまた春の都の花を見む時失へる山賤にして】源氏の贈歌。「春の都の花」は東宮の即位した治世をいう。「山賤」は須磨へ退去する自分を卑下していう。


須磨．１．８．４

■　桜さくらの散ちりすきたる1枝えだにつけたまへり。

◇　桜の散ってまばらになった枝に結び付けていらっしゃった。

■　「かくなむ3」

◇　「しかじかです」

■　と御覧ごらんぜさすれば、幼をさなき御心地みここちにも4まめだちておはします。

◇　と御覧に入れると、幼心にも真剣な御様子でいらっしゃる。

■　「御返おほむかへりいかがものしたまふらむ2」

◇　「お返事はどのように申し上げましょうか」

■　と啓けいすれば、

◇　と啓上すると、

■　「しばし見みぬだに6恋こひしきものを、遠とほくはましていかに、と言いへかし」

◇　「少しの間でさえ見ないと恋しく思われるのに、まして遠くに行ってしまったらどんなにか、と言いなさい」

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

■　「ものはかなの御返おほむかへりや7」

◇　「あっけないお返事だこと」

■　と、あはれに見みたてまつる。

◇　と、いじらしく拝する。

■　あぢきなきことに8御心みこころをくだきたまひし昔むかしのこと、折々をりをりの御おほむありさま、思おもひ続つづけらるるにも、もの思おもひなくて我われも人ひとも9過すぐいたまひつべかりける世よを、心こころと思おぼし嘆なげきけるを悔くやしう、わが心こころひとつに10かからむことのやうにぞおぼゆる。

◇　どうにもならない恋にお心のたけを尽くされた昔のこと、季節折々のご様子、次から次へと思い出されるにつけても、何の苦労もなしに自分も相手もお過ごしになれたはずの世の中を、ご自分から求めてお苦しみになったのを悔しくて、自分一人の責任のように思われる。

■　御返おほむかへりは、

◇　お返事は、

■　「さらに聞きこえさせやりはべらず11。

◇　「とても言葉に尽くして申し上げられません。

■　御前おまへには啓けいしはべりぬ。

◇　御前には啓上致しました。

■　心細こころぼそげに思おぼし召めしたる御みけしきもいみじくなむ」

◇　心細そうにお思いでいらっしゃる御様子もおいたわしうございます」

■　と、そこはかとなく、心こころの乱みだれけるなるべし12。

◇　と、とりとめなく、心が動揺しているからであろう。


1 【桜の散りすきたる】『集成』は「桜の散り過ぎたる」、『完訳』は「桜の散りすきたる」と読む。『新大系』は「「散り過ぎ」か。「ちりすきたるとは散透也」（細流抄）という説あるも、「散り透く」の確例を見ない」と注す。

2 【御返りいかがものしたまふらむ】大島本は「ものし給らむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ものしはべらむ」と校訂する。

3 【かくなむ】王命婦の詞。間接話法。

4 【幼き御心地にも】東宮八歳である。

5? 【御返りいかがものしはべらむ】王命婦の詞。

6 【しばし見ぬだに】以下「と言へかし」まで、東宮の詞。七七五の和歌的な言葉遣い。和歌にならなかったものか。「賢木」巻にも「久しうおはせぬは恋しきものを」という似た表現があった。

7 【ものはかなの御返りや】王命婦の感想。

8 【あぢきなきことに】以下「やうにぞおぼゆる」まで、王命婦の心中を語る。

9 【我も人も】「我」は源氏、「人」は藤壺をさす。

10 【わが心ひとつに】王命婦の心をいう。

11 【さらに聞こえさせやりはべらず】以下「いみじうなむ」まで、王命婦の詞。

12 【心の乱れけるなるべし】語り手の推量。『一葉抄』は「草子の詞也」と指摘。『評釈』は「期待する読者に対する、これは釈明である」という。


須磨．１．８．５

■　「咲さきてとく散ちるS9は憂うけれどゆく春はるは

花はなの都みやこを立たち帰かへり見みよ1

時ときしあらば2」

◇　「咲いたかと思うとすぐに散ってしまう桜の花は悲しいけれども

再び都に戻って春の都を御覧ください

季節がめぐり来れば」


S9 光なき谷には春もよそなれば咲きてとく散るもの思ひもなし（古今集雑下-一〇一二　清原深養父）

1 【咲きてとく散るは憂けれどゆく春は花の都を立ち帰り見よ】王命婦の返歌。『完訳』は「「咲きてとく散る」は、源氏の栄枯盛衰、引歌によるか。その「花の都」への復帰を願う歌」と注す。『異本紫明抄』は「光なき谷には春もよそなれば咲きてとく散るもの思ひもなし」（古今集雑下、九六七、清原深養父）を引歌として指摘する。

2 【時しあらば】歌に添えた詞。引歌があるらしいが不明。


須磨．１．８．６

■　と聞きこえて、名残なごりもあはれなる物語ものがたりをしつつ、一宮ひとみやのうち1、忍しのびて泣なきあへり。

◇　と申し上げて、その後も悲しいお話をしいしい、御所中、声を抑えて泣きあっていた。

■　一目ひとめも見みたてまつれる人ひとは、かく思おぼしくづほれぬる御おほむありさまを、嘆なげき惜をしみきこえぬ人ひとなし。

◇　一目でも拝し上げた者は、このようにご悲嘆のご様子を、嘆き惜しまない人はいない。

■　まして、常つねに参まゐり馴なれたりしは、知しり及およびたまふまじき長女をさめ、御厠人みかはやうどまで、ありがたき御顧おほむかへりみの下したなりつるを2、

◇　まして、平素お仕えしてきた者は、ご存知になるはずもない下女、御厠人まで、世にまれなほどの手厚いご庇護であったのを、

■　「しばしにても3、見みたてまつらぬほどや経へむ」

◇　「少しの間にせよ、拝さぬ月日を過すことになるのか」

■　と、思おもひ嘆なげきけり。

◇　と、思い嘆くのであった。


1 【一宮のうち】東宮御所全体がの意。

2 【御顧みの下なりつるを】源氏の御恩顧の下に過ごしてきた意。

3 【しばしにても】以下「ほどや経む」まで、下女たちの心中。


須磨．１．８．７

■　おほかたの世よの人ひとも、誰たれかはよろしく思おもひきこえむ。

◇　世間一般の人々も、誰が並大抵に思い申し上げたりなどしようか。

■　七ななつになりたまひしこのかたP18,1、帝みかどの御前おまへに夜昼よるひるさぶらひたまひて、奏そうしたまふことのならぬはなかりしかば2、この御おほむいたはりにかからぬ人ひとなく、御徳おほむとくをよろこばぬやはありし3。

◇　七歳におなりになった時から今まで、帝の御前に昼夜となくご伺候なさって、ご奏上なさることでお聞き届けられぬことはなかったので、このご功労にあずからない者はなく、ご恩恵を喜ばない者がいたであろか。

■　やむごとなき上達部かむだちめ、弁官べんくわんなどのなかにも多おほかり。

◇　高貴な上達部、弁官などの中にも多かった。

■　それより下しもは数知かずしらぬを、思おもひ知しらぬにはあらねど、さしあたりて、いちはやき世よを思おもひ憚はばかりて、参まゐり寄よるもなし。

◇　それより下では数も分からないが、ご恩を知らないのではないが、当面は、厳しい現実の世を憚って、寄って参る者はいない。

■　世よゆすりて惜をしみきこえP19、下したに朝廷おほやけをそしり4、恨うらみたてまつれど、

◇　世を挙げて惜しみ申し、内心では朝廷を批判し、お恨み申し上げたが、

■　「身みを捨すててとぶらひ参まゐらむにも、何なにのかひかは5」

◇　「身を捨ててお見舞いに参上しても、何になろうか」

■　と思おもふにや、かかる折をりは人悪ひとわろく、恨うらめしき人多ひとおほく、

◇　と思うのであろうか、このような時には体裁悪く、恨めしく思う人々が多く、

■　「世よの中なかはあぢきなきものかな6」

◇　「世の中というものはおもしろくないものだな」

■　とのみ、よろづにつけて思おぼす。

◇　とばかり、万事につけてお思いになる。


P18 このかた--*このかみ

P19 きこえ--きこええ（え/＄）

1 【七つになりたまひしこのかた】大島本は「このかみゝ（ゝ＃〈朱〉）」とある。大島本は「そのかみ」の誤りか。諸本に従って「このかた」と校訂する。源氏七歳の時、読書始めの儀があった。

2 【奏したまふことのならぬはなかりしかば】源氏が帝に奏上することで実現しないことがなかったという意。

3 【御徳をよろこばぬやはありし】語り手の感情移入による表現。

4 【下に朝廷をそしり】大島本は「したにおほやけ越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「下には」と「に」を補訂する。

5 【身を捨ててとぶらひ参らむにも何のかひかは】人々の心中。

6 【世の中はあぢきなきものかな】源氏の感想。


第九段　離京の当日

須磨．１．９．１

■　その日ひは、女君をむなぎみに御物語おほむものがたりのどかに聞きこえ暮くらしたまひて1、例れいの、夜深よぶかく出いでたまふ2。

◇　出発の当日は、女君にお話を一日中のんびりとお過ごし申し上げなさって、旅立ちの例で、夜明け前にお立ちになる。

■　狩かりの御衣おほむぞなど、旅たびの御おほむよそひP20、いたくやつしたまひて、

◇　狩衣のご衣装など、旅のご装束、たいそう質素なふうになさって、


P20 御よそひ--御△（△/＃）よそひ

1 【その日は女君に御物語のどかに聞こえ暮らしたまひて】源氏、離京の当日。

2 【例の夜深く出でたまふ】「夜深し」は、明け方から見て夜が深い、という意。旅立ちの通例によって、朝早く出立する。


須磨．１．９．２

■　「月出つきいでにけりな1。

◇　「月も出たなあ。

■　なほすこし出いでて、見みだに送おくりたまへかし。

◇　もう少し端に出て、せめて見送ってください。

■　いかに聞きこゆべきこと多おほくつもりにけりとおぼえむとすらむ。

◇　どんなにお話申し上げたいことがたくさん積もったと思うことでしょう。

■　一日ひとひ、二日ふつかたまさかに隔へだたる折をりだに2、あやしういぶせき心地ここちするものを」

◇　一日、二日まれに離れている時でさえ、不思議と気が晴れない思いがしますものを」


1 【月出でにけりな】以下「心地するものを」まで、源氏の詞。「二十日余り」の月の出は、午前零時過ぎ。

2 【隔たる折だに】大島本は「へたゝるおり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「隔つる」と校訂する。


須磨．１．９．３

■　とて、御簾巻みすまき上あげて、端はしにいざなひきこえたまへば、女君をむなぎみ、泣なき沈しづみたまへるをP21,1、ためらひて、ゐざり出いでたまへる、月影つきかげに、いみじうをかしげにてゐたまへり。

◇　とおっしゃって、御簾を巻き上げて、端近にお誘い申し上げなさると、女君、泣き沈んでいらっしゃたが、気持ちを抑えて、膝行して出ていらっしゃったのが、月の光にたいそう美しくお座りになった。

■　「わが身みかくてはかなき世よを別わかれなば、いかなるさまにさすらへたまはむ2」

◇　「わが身がこのようにはかない世の中を離れて行ったら、どのような状態でさすらって行かれるのであろうか」

■　と、うしろめたく悲かなしけれど、思おぼし入いりたる3に、いとどしかるべければ、

◇　と、不安で悲しく思われるが、深いお悲しみの上に、ますます悲しませるようなので、


P21 たまへるを--たまへる（る/+を）

1 【泣き沈みたまへるを】大島本は「たまへる（る＋を）」とある。『新大系』は底本の補入を採用する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。

2 【わが身かくてはかなき世を別れなばいかなるさまにさすらへたまはむ】源氏の心中。「さすらへ」の主語は、「たまは」の敬語がついているので、紫の上。

3 【思し入りたる】主語は紫の君。


須磨．１．９．４

■　「生いける世よの別わかれを知しらで契ちぎりつつ

命いのちを人ひとに限かぎりけるかな1

はかなし2」

◇　「生きている間にも生き別れというものがあるとは知らずに

命のある限りは一緒にと信じていたことよ

はかないことだ」


1 【生ける世の別れを知らで契りつつ命を人に限りけるかな】源氏の贈歌。

2 【はかなし】和歌に添えた言葉。


須磨．１．９．５

■　など、あさはかに聞きこえなし1たまへば、

◇　などと、わざとあっさりと申し上げなさったので、


1 【あさはかに聞こえなし】『集成』は「大したことではないかのように」の意に解し、『完訳』は「生き別れに気づかぬ自分の浅慮と、相手の悲嘆を紛らす」という。


須磨．１．９．６

■　「惜をしからぬ命いのちに代かへて目めの前まへの

別わかれをしばしとどめてしがな1」

◇　「惜しくもないわたしの命に代えて、今のこの

別れを少しの間でも引きとどめて置きたいものです」


1 【惜しからぬ命に代へて目の前の別れをしばしとどめてしがな】紫の君の返歌。「別れ」「命」の語句を用いて返す。『集成』は「がな」（願望の終助詞）と濁音、『完訳』は「かな」（詠嘆の終助詞）と清音に読む。


須磨．１．９．７

■　「げに、さぞ思おぼさるらむ1」

◇　「なるほど、そのようにもお思いだろう」

■　と、いと見捨みすてがたけれど、明あけ果はてなば、はしたなかるべきにより、急いそぎ出いでたまひぬ。

◇　と、たいそう見捨てて行きにくいが、夜がすっかり明けてしまったら、きまりが悪いので、急いでお立ちになった。


1 【げにさぞ思さるらむ】源氏の心中。


須磨．１．９．８

■　道みちすがら、面影おもかげにつと添そひて、胸むねもふたがりながら、御舟おほむふねに乗のりたまひぬ1。

◇　道中、面影のようにありありとまぶたに浮かんで、胸もいっぱいのまま、お舟にお乗りになった。

■　日長ひながきころなれば、追風おひかぜさへ添そひて、まだ申さるの時ときばかりに、かの浦うらに着つきたまひぬ2。

◇　日の長いころなので、追い風までが吹き加わって、まだ申の時刻に、あの浦にお着きになった。

■　かりそめの道みちにても3、かかる旅たびをならひたまはぬ心地ここちに、心細こころぼそさもをかしさもめづらかなり。

◇　ほんのちょっとのお出ましであっても、こうした旅路をご経験のない気持ちで、心細さも物珍しさも並大抵ではない。

■　大江殿おほえどのと言いひける所ところは4、いたう荒あれて、松まつばかりぞしるしなる5。

◇　大江殿と言った所は、ひどく荒れて、松の木だけが形跡をとどめているだけである。


1 【御舟に乗りたまひぬ】『集成』は「当時は普通、山崎で乗船し、淀川を下る」と注し、『完訳』は「馬か徒歩で伏見まで至り、そこから川船で難波（大阪）に至る」「翌日、難波から須磨に航行」と注す。

2 【まだ申の時ばかりにかの浦に着きたまひぬ】午後四時頃に須磨に到着。

3 【かりそめの道にても】時間を遡って道中を詳しく語る。

4 【大江殿と言ひける所は】現在、大江橋の地名が残っている大阪市東区天満橋の付近。

5 【松ばかりぞしるしなる】『完訳』は「引歌があるらしいが未詳」という。


須磨．１．９．９

■　「唐国からくに名になを残のこしける人ひとよりも

行方知ゆくへしられぬ家居いへゐをやせむ1」

◇　「唐国で名を残した人以上に

行方も知らない侘住まいをするのだろうか」


1 【唐国に名を残しける人よりも行方知られぬ家居をやせむ】源氏の独詠歌。中国の屈原の故事を想起。屈原は讒言により追放され汨羅の淵に見を投じた。


須磨．１．９．１０

■　渚なぎさに寄よる波なみのかつ返かへるを見みたまひて、

◇　渚に打ち寄せる波の寄せては返すのを御覧になって、

■　「うらやましくもS10,1」

◇　「うらやましくも」

■　と、うち誦ずじたまへるさま、さる世よの古言ふることなれど、珍めづらしう聞ききなされ、悲かなしとのみ御供おほむともの人ひとびと思おもへり。

◇　と口ずさみなさっているご様子、誰でも知っている古歌であるが、珍しく聞けて、悲しいとばかりお供の人々は思っている。

■　うち顧かへりみたまへるに、来こし方かたの山やまは霞かすみはるかにて、まことに

◇　振り返って御覧になると、来た方角の山は霞が遠くにかかって、まことに、

■　「三千里さむぜんりの外ほかS11」

◇　「三千里の外」

■　の心地ここちする2に、櫂かいの雫しづくS12も3堪たへがたし。

◇　という心地がすると、櫂の滴も耐えきれない。


S10 いとどしく過ぎ行く方の恋しきにうらやましくも返る波かな（後撰集羈旅-一三五二　在原業平）

S11 十一月中長至夜　三千里外遠行人（白氏文集十三-六九五）

S12 わが上に露ぞ置くなる天の川門渡る舟の櫂の雫か（古今集雑上-八六三　読人しらず）

1 【うらやましくも】『源氏釈』は「いとどしく過ぎ行く方の恋しきにうらやましくも返る波かな」（後撰集羈旅、位置三五二、在原業平・伊勢物語）

2 【三千里の外の心地する】『源氏釈』は「三千里外随行李十九年間任転蓬」（扶桑集、巻七、紀在昌）を指摘。『異本紫明抄』以後は「十一月中長至夜三千里外遠行人」（白氏文集巻十三、冬至宿楊梅館）を指摘する。

3 【櫂の雫も】『紫明抄』は「わが上に露ぞ置くなる天の川門渡る舟の櫂の雫か」（古今集雑上、八六三、読人しらず・伊勢物語）を指摘する。


須磨．１．９．１１

■　「故郷ふるさとを峰みねの霞かすみは隔へだつれど

眺ながむる空そらは同おなじ雲居くもゐか1」

◇　「住みなれた都を峰の霞は遠く隔てるが

悲しい気持ちで眺めている空は同じ空なのだ」


1 【故郷を峰の霞は隔つれど眺むる空は同じ雲居か】源氏の独詠歌。


須磨．１．９．１２

■　つらからぬものなくなむ。

◇　辛くなく思われないものはないのであった。

第二章　光る源氏の物語　夏の長雨と鬱屈の物語

第一段　須磨の住居

須磨．２．１．１

■　おはすべき所ところは1、行平ゆきひらの中納言2ちゅうなごんの、

◇　お住まいになる所は、行平中納言が、

■　「藻塩垂もしほたれつつS13」

◇　「藻塩たれつつ」

■　侘わびける3家居近いへゐちかきわたりなりけり。

◇　と詠んだ侘住まい付近なのであった。

■　海うみづらはやや入いりて、あはれにすごげなる山中やまなかなり。

◇　海岸からは少し入り込んで、身にしみるばかり寂しい山の中である。

■　垣かきのさまよりはじめて、めづらかに見みたまふ。

◇　垣根の様子をはじめとして、物珍しく御覧になる。

■　茅屋かややども、葦葺あしふける廊らうめく屋やなど、をかしうしつらひなしたり。

◇　茅葺きの建物、葦で葺いた回廊のような建物など、風情のある造作がしてあった。

■　所ところにつけたる御住おほむすまひ、やう変かはりて、

◇　場所柄にふさわしいお住まい、風変わりに思われて、

■　「かからぬ折をりならば、をかしうもありなまし4」

◇　「このようなでない時ならば、興趣深くもあったであろうに」

■　と、昔むかしの御心みこころのすさび5思おぼし出いづ。

◇　と、昔のお心にまかせたお忍び歩きのころをお思い出しになる。


S13 わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶとこたへよ（古今集雑下-九六二　在原行平）

1 【おはすべき所は】源氏の須磨の生活始まる。

2 【行平の中納言】在原行平（弘仁九-寛平五）。阿保親王の子、業平の兄。

3 【藻塩垂れつつ侘びける】『源氏釈』は「わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へよ」（古今集雑下、九六二、在原行平）を指摘する。その『古今集』の詞書に「田村の御時に事に当りて津の国の須磨といふ所に籠りはべりけるに、宮のうちにはべりける人に遣はしける」とある。

4 【かからぬ折ならばをかしうもありなまし】大島本は「かゝらぬおりならハ」とある。諸本は「かゝるおりならすは」（横池飯書）とある。大島本は肖柏本と同文。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かかるをりならずは」と校訂する。源氏の感想。

5 【昔の御心のすさび】鄙びた夕顔の宿や常陸宮邸の荒廃した邸宅などをさす。


須磨．２．１．２

■　近ちかき所々ところどころの御荘みさうの司召つかさめして、さるべきことどもなど、良清朝臣1よしきよのあそむ、親したしき家司けいしにて、仰おほせ行おこなふもあはれなり2。

◇　近い所々のご荘園の管理者を呼び寄せて、しかるべき事どもを、良清朝臣が、側近の家司として、お命じになり取り仕切るのも感に耐えないことである。

■　時ときの間まに、いと見所みどころありてしなさせたまふ。

◇　暫くの間に、たいそう風情があるようにお手入れさせなさる。

■　水深みづふかう遣やりなし、植木うゑきどもなどして、今いまはと静しづまりたまふ心地ここち、うつつならず。

◇　遣水を深く流し、植木類を植えたりして、もうすっかりと落ち着きなさるお気持ち、夢のようである。

■　国くにの守かみも3親したしき殿人とのびとなれば、忍しのびて心寄こころよせ仕つかうまつる。

◇　国守も親しい家来筋の者なので、こっそりと好意をもってお世話申し上げる。

■　かかる旅所たびどころともなう、人騒ひとさわがしけれども、はかばかしう物ものをものたまひあはすべき人ひとしなければ、知しらぬ国くにの心地ここちして、いと埋むもれいたく、

◇　このような旅の生活にも似ず、人がおおぜい出入りするが、まともにお話相手となりそうな人もいないので、知らない他国の心地がして、ひどく気も滅入って、

■　「いかで年月としつきを過すぐさまし」

◇　「どのようにしてこれから先過ごして行こうか」

■　と思おぼしやらる。

◇　と、お思いやらずにはいられない。


1 【良清朝臣】源氏の腹心の家来。「若紫」巻に初出。

2 【あはれなり】『集成』は「けなげである」の意に解し、『完訳』「感にたえない」の意に解す。

3 【国の守も】摂津国守。


第二段　京の人々へ手紙

須磨．２．２．１

■　やうやう事静ことしづまりゆくに、長雨ながあめのころになりて1、京きゃうのことも思おぼしやらるるに、恋こひしき人多ひとおほく、女君をむなぎみの思おぼしたりしさま、春宮とうぐうの御事おほむこと、若君わかぎみの何心なにごころもなく紛まぎれたまひしなどをはじめ、ここかしこ思おもひやりきこえたまふ。

◇　だんだんと落ち着いて行くころ、梅雨時期になって、京のことがご心配になられて、恋しい人々が多く、女君の悲しんでいらした様子、東宮のお身の上、若君が無邪気に動き回っていらしたことなどをはじめとして、あちらこちら方をお思いやりになる。


1 【長雨のころになりて】季節は夏の長雨の頃に推移。


須磨．２．２．２

■　京きゃうへ人出ひといだし立たてたまふ。

◇　京へ使者をお立てになる。

■　二条院にでうのゐんへたてまつりたまふ1と、入道にふだうの宮みやのとは、書かきもやりたまはず、昏くらされたまへり。

◇　二条院に差し上げなさるのと、入道の宮のとは、筆も思うように進まず、涙に目も暮れなさった。

■　宮みやには、

◇　宮には、


1 【二条院へたてまつりたまふ】大島本は「たてまつり給」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「奉れたまふ」と校訂する。


須磨．２．２．３

■　「松島まつしまの海人あまの苫屋とまやもいかならむ

須磨すまの浦人うらびとしほたるるころ1

いつとはべらぬなかにも2、来きし方行かたゆく先さきかきくらし、

◇　「出家されたあなた様はいかがお過ごしでしょうか

わたしは須磨の浦で涙に泣き濡れております今日このごろです

悲しさは常のことですが、過去も未来もまっ暗闇といった感じで、

■　『汀みぎはまさりてS14,3』

◇　『汀まさりて』

■　なむ」

◇　という思いです」


S14 君をのみ涙落ちそひこの川の汀まさりて流るべらなり（古今六帖四-二三四五）

1 【松島の海人の苫屋もいかならむ須磨の浦人しほたるるころ】源氏から藤壺への贈歌。「松島」に「待つ」を掛け、「海人」に「尼」を掛ける。「賢木」巻の贈答歌を踏まえた表現。

2 【いつとはべらぬなかにも】以下「まさりてなむ」まで、手紙の文句。

3 【汀まさりて】『異本紫明抄』は「君惜しむ涙落ちそひこの河の汀まさりて流るべらなり」（古今六帖四、別）を引歌として指摘する。


須磨．２．２．４

■　尚侍ないしの御***もとに、例れいの、中納言ちゅうなごんの君きみの私事わたくしごとのやうにて、中なかなるに、

◇　尚侍のお許に、例によって、中納言の君への私事のようにして、その中に、

◆　 
ないし-の-かみ の おほむ-もと に、 れい の、 ちゅうなごん-の-きみ の わたくしごと の やう にて、 なか なる に、

須磨．２．２．５

■　「つれづれと過すぎにし方かたの思おもひたまへ出いでらるるにつけても、

こりずまの浦うらのみるめS15のゆかしきを

塩焼しほやく海人あまやいかが思おもはむ」

◇　「所在なく過ぎ去った日々の事柄が自然と思い出されるにつけても、

性懲りもなくお逢いしたく思っていますが

あなた様はどう思っておいででしょうか」


S15 白波は立ち騒ぐともこりずまの浦のみるめは刈らむとぞ思ふ（古今六帖三-一八七〇）


須磨．２．２．６

■　さまざま書かき尽つくしたまふ言ことの葉は、思おもひやるべし。

◇　いろいろとお心を尽くして書かれた言葉というのを想像してください。

■　大殿おほいどのにもP22、宰相さいしゃうの乳母めのとにも、仕つかうまつるべきことなど書かきつかはす。

◇　大殿邸にも、宰相の乳母のもとに、ご養育に関する事柄をお書きつかわしになる。


P22 大殿にも--大殿（殿/+に）も


須磨．２．２．７

■　京きゃうには、この御文おほむふみ、所々ところどころに見みたまひつつ、御心乱みこころみだれたまふ人ひとびとのみ多おほかり。

◇　京では、このお手紙を、あちこちで御覧になって、お心を痛められる方々ばかりが多かった。

■　二条院にでうの君ゐんのきみは、そのままに起おきも上あがりたまはず、尽つきせぬさまに思おぼしこがるれば、さぶらふ人ひとびともこしらへわびつつ、心細こころぼそう思おもひあへり。

◇　二条院の君は、あれからお枕も上がらず、尽きぬ悲しみに沈まれているので、伺候している女房たちもお慰め困じて、互いに心細く思っていた。

須磨．２．２．８

■　もてならしたまひし御調度みてうどども、弾ひきならしたまひし御琴おほむこと、脱ぬぎ捨すてたまひつる御衣おほむぞの匂にほひなどにつけても、今いまはと世よになからむ人ひとのやうにのみ思おぼしたれば、かつはゆゆしうて、少納言せうなごんは、僧都そうづに御祈おほむいのりのことなど聞きこゆ。

◇　日頃お使いになっていらした御調度などや、お弾き馴れていらしたお琴、お脱ぎ置きになったお召し物の薫りなどにつけても、今はもうこの世にいない人のようにばかりお思いになっているので、ごもっともと思う一方で縁起でもないので、少納言は、僧都にご祈祷をお願い申し上げる。

■　二方ふたかたに御修法みしゅほふなどせさせたまふ。

◇　お二方のために御修法などをおさせになる。

■　かつは、

◇　ご帰京を祈る一方では、

■　「思おぼし嘆なげく御心静みこころしづめたまひて、思おもひなき世よにあらせたてまつりたまへ」

◇　「このようにお悲しみになっているお気持ちをお鎮めくださって、物思いのないお身の上にさせて上げてください」

■　と、心苦こころぐるしきままに祈いのり申まうしたまふ。

◇　と、おいたわしい気持ちでお祈り申し上げなさる。

須磨．２．２．９

■　旅たびの御宿直物おほむとのゐものなど、調てうじてたてまつりたまふ。

◇　旅先でのご寝具など、作ってお届けなさる。

■　かとりの御直衣おほむなほし、指貫さしぬき、さま変かはりたる心地ここちするもいみじきに、

◇　かとりのお直衣、指貫、変わった感じがするにつけても悲しいのに、

■　「去さらぬ鏡かがみ」

◇　「去らない鏡の」

■　とのたまひし面影おもかげの、げに身みに添そひたまへるもかひなし。

◇　とお詠みになった面影が、なるほど目に浮かんで離れないのも詮のないことである。

須磨．２．２．１０

■　出いで入いりたまひし方かた、寄よりゐたまひし真木柱まきばしらS16などを見みたまふにも、胸むねのみふたがりて、ものをとかう思おもひめぐらし、世よにしほじみぬる齢よはひの人ひとだにあり、まして、馴なれむつびきこえ、父母ちちははにもなりて生おほし立たてならはしたまへれば、恋こひしう思おもひきこえたまへる、ことわりなり。

◇　始終出入りなさったあたり、寄り掛かりなさった真木柱などを御覧になるにつけても、胸ばかりが塞がって、よく物事の分別がついて、世間の経験を積ん年輩の人でさえそうであるのに、まして、お馴れ親しみ申し、父母にもなりかわってお育て申されてきたので、恋しくお思い申し上げなさるのも、ごもっともなことである。

■　ひたすら世よになくなりなむは、言いはむ方かたなくて、やうやう忘わすれ草ぐさも生おひやすらむ、聞きくほどは近ちかけれど、いつまでと限かぎりあるS17御別おほむわかれにもあらで、思おぼすに尽つきせずなむ。

◇　まるでこの世から去られてしまうのは、何とも言いようがなく、だんだん忘れることもできようが、聞けば近い所であるが、いつまでと期限のあるお別れでもないので、思えば思うほど悲しみは尽きないのである。


S16 我妹子が来ては寄り立つ槙柱そもむつまじやゆかりと思へば（出典未詳-紫明抄所引）

S17 別れてはいつ逢ひ見むと思ふらむ限りある世の命ともなし（後撰集離別-一三一九　伊勢）


須磨．２．２．１１

■　入道宮にふだうのみやにも、春宮とうぐうの御事おほむことにより思おぼし嘆なげくさま、いとさらなり。

◇　入道の宮におかれても、春宮の御将来のことでお嘆きになるご様子、いうまでもない。

■　御宿世おほむすくせのほどを思おぼすには、いかが浅あさく思おぼされむ。

◇　御宿縁をお考えになると、どうして並大抵のお気持ちでいられようか。

■　年としごろはただものの聞きこえなどのつつましさに、

◇　近年はただ世間の評判が憚られるので、

■　「すこし情なさけあるけしき見みせば、それにつけて人ひとのとがめ出いづることもこそ」

◇　「少しでも同情の素振りを見せたら、それにつけても誰か咎めだてすることがありはしまいか」

■　とのみP23、ひとへに思おぼし忍しのびつつ、あはれをも多おほう御覧ごらんじ過すぐし、すくすくしうもてなしたまひしを、

◇　とばかり、一途に堪え忍び忍びして、愛情をも多く知らないふりをして、そっけない態度をなさっていたが、

■　「かばかり憂うき世よの人言ひとごとなれど、かけてもこの方かたには言いひ出いづることなくて止やみぬるばかりの、人ひとの御おほむおもむけも、あながちなりし心こころの引ひく方かたにまかせず、かつはめやすくもて隠かくしつるぞかし」

◇　「これほどにつらい世の噂ではあるが、少しもこのことについては噂されることなく終わったほどの、あの方の態度も、一途であった恋心の赴くままにまかせず、一方では無難に隠したのだ」

■　。あはれに恋こひしうも、いかが思おぼし出いでざらむ。

◇　。しみじみと恋しいが、どうしてお思い出しになれずにいられようか。

■　御返おほむかへりも、すこしこまやかにて、

◇　お返事も、いつもより情愛こまやかに、


P23 とのみ--（/+と〈朱〉）のみ


須磨．２．２．１２

■　「このころは、いとど、

塩垂しほたるることをやくにて松島まつしまに

年としふる海人あまも嘆なげきをぞつむ」

◇　「このごろは、ますます、

涙に濡れているのを仕事として

出家したわたしも嘆きを積み重ねています」

須磨．２．２．１３

■　尚侍君かむの御返きみのおほむかへりには、

◇　尚侍の君のお返事には、

須磨．２．２．１４

■　「浦うらにたく海人あまだにつつむ恋こひなれば

くゆる煙けぶりよ行ゆく方かたぞなき

◇　「須磨の浦の海人でさえ人目を隠す恋の火ですから

人目多い都にいる思いはくすぶり続けて晴れようがありません

須磨．２．２．１５

■　さらなることどもは、えなむ」

◇　今さら言うまでもございませんことの数々は、申し上げるまでもなく」

■　とばかり、いささか書かきて、中納言ちゅうなごんの君きみの中なかにあり。

◇　とだけ、わずかに書いて、中納言の君の手紙の中にある。

■　思おぼし嘆なげくさまなど、いみじう言いひたり。

◇　お嘆きのご様子など、たくさん書かれてあった。

■　あはれと思おもひきこえたまふ節々ふしぶしもあれば、うち泣なかれたまひぬ。

◇　いとしいとお思い申されるところがあるので、ふとお泣きになってしまった。

須磨．２．２．１６

■　姫君ひめぎみの御文おほむふみは、心こころことにこまかなりし御返おほむかへりなれば、あはれなること多おほくて、

◇　姫君のお手紙は、格別に心こめたお返事なので、しみじみと胸を打つことが多くて、

須磨．２．２．１７

■　「浦人うらびとの潮しほくむ袖そでに比くらべ見みよ

波路なみぢへだつる夜よるの衣ころもを」

◇　「あなたのお袖とお比べになってみてください

遠く波路隔てた都で独り袖を濡らしている夜の衣と」

須磨．２．２．１８

■　ものの色いろ、したまへるさまなど、いときよらなり。

◇　お召物の色合い、仕立て具合など、実に良く出来上がっていた。

■　何なにごともらうらうじうP24ものしたまふを、思おもふさまにて、

◇　何事につけてもいかにも上手にお出来になるのが、思い通りであるので、

■　「今いまは他事ことごとに心こころあわたたしう、行ゆきかかづらふ方かたもなく、しめやかにてあるべきものを」

◇　「今ではよけいな情事に心せわしく、かかずらうこともなく、落ち着いて暮らせるはずものを」

■　と思おぼすに、いみじう口惜くちをしう、夜昼面影よるひるおもかげにおぼえて、堪たへがたうP25思おもひ出いでられたまへば、

◇　とお思いになると、ひどく残念に、昼夜なく面影が目の前に浮かんで、堪え難く思わずにはいらっしゃれないので、

■　「なほ忍しのびてや迎むかへまし」

◇　「やはりこっそりと呼び寄せようかしら」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　またうち返かへし、

◇　また一方で思い返して、

■　「なぞや、かく憂うき世よに、罪つみをだに失うしなはむ」

◇　「どうして出来ようか、このようにつらい世であるから、せめて罪障だけでも消滅させよう」

■　と思おぼせば、やがて御精進みさうじんにて、明あけ暮くれ行おこなひておはす。

◇　とお考えになると、そのままご精進の生活に入って、明け暮れお勤めをなさる。


P24 らうらうじう--よ（よ/＄ら）う／＼しう

P25 堪へがたう--たえ（え/＄へ）かたう


須磨．２．２．１９

■　大殿おほとの若君のわかぎみの御事おほむことなどあるにも、いと悲かなしけれど、

◇　大殿の若君のお返事などあるにつけ、とても悲しい気がするが、

■　「おのづから逢あひ見みてむ。

◇　「いずれ再会の機会はあるであろう。

■　頼たのもしき人ひとびとものしたまへば、うしろめたうはあらず」

◇　信頼できる人々がついていらっしゃるから、不安なことはない」

■　と、思おぼしなさるるは、なかなか、子この道みちの惑まどはれS18ぬにやあらむ。

◇　と、思われなされるのは、子供を思う煩悩の方は、かえってお惑いにならないのであろうか。


S18 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）


第三段　伊勢の御息所へ手紙

須磨．２．３．１

■　まことや、騒さわがしかりしほどの紛まぎれに漏もらしてけり1。

◇　ほんと、そうであった、混雑しているうちに言い落としてしまった。

■　かの伊勢いせの宮みやへも御使おほむつかひありけり。

◇　あの伊勢の宮へもお使者があったのであった。

■　かれよりも、ふりはへ尋たづね参まゐれり。

◇　そこからもお見舞いの使者がわざわざ尋ねて参った。

■　浅あさからぬことどもP26書かきたまへり。

◇　並々ならぬ事柄をお書きになっていた。

■　言ことの葉は、筆ふでづかひなどは、人ひとよりことになまめかしく、いたり深ふかう見みえたり。

◇　言葉の用い方、筆跡などは、誰よりも格別に優美で教養の深さが窺えた。

■　「なほうつつとは2思おもひたまへられぬ御住おほむすまひをうけたまはるも、明あけぬ夜よの心惑こころまどひかと3なむ。

◇　「依然として現実のこととは存じられませぬお住まいの様を承りますと、無明長夜の闇に迷っているのかと存じられます。

■　さりとも、年月隔としつきへだてたまはじ4と、思おもひやりきこえさするにも、罪深つみふかき身みのみこそ、また聞きこえさせむこともはるかなるべけれ。

◇　そうは言っても、長の年月をお送りになることはありますまいと推察申し上げますにつけても、罪障深いわが身だけは、再びお目にかかることも遠い先のことでしょう。


P26 ことども--こと（と/+と）も

1 【まことや騒がしかりしほどの紛れに漏らしてけり】「まことや」は話題転換の常套表現。「書き漏らしてけり」は語り手の弁明。『一葉抄』は「記者詞也」と指摘。六条御息所や花散里との手紙のやりとりを語る。

2 【なほうつつとは】以下「なり果つべきにか」まで、御息所の手紙。

3 【明けぬ夜の心惑ひかと】『完訳』は「無明長夜の闇、煩悩に迷っているのか。自身の源氏への執心」と注す。

4 【年月隔てたまはじ】大島本は「とし月」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「年月は」と係助詞「は」を補訂する。


須磨．２．３．２

■　うきめかる伊勢いせをの海人あまを思おもひやれ

藻塩垂もしほたるてふ須磨すまの浦うらにて1

◇　辛く淋しい思いを致してます伊勢の人を思いやってくださいまし

やはり涙に暮れていらっしゃるという須磨の浦から


1 【うきめかる伊勢をの海人を思ひやれ藻塩垂るてふ須磨の浦にて】御息所の返歌。「浮き布」に「憂き目」を掛ける。


須磨．２．３．３

■　よろづに思おもひたまへ乱みだるる世よのありさまも、なほいかになり果はつべきにか」

◇　何事につけても思い乱れます世の中の有様も、やはりこれから先どのようになって行くのでしょうか」

■　と多おほかり。

◇　と多く書いてある。

須磨．２．３．４

■　「伊勢島いせしまや潮干しほひの潟かたに漁あさりても

いふかひなきは我わが身みなりけり1」

◇　「伊勢の海の干潟で貝取りしても

何の甲斐もないのはこのわたしです」


1 【伊勢島や潮干の潟に漁りてもいふかひなきは我が身なりけり】御息所の独詠歌。「貝」に「効」を掛ける。『完訳』は「己が不毛の人生を、漁りがいのない潟の景として形象。前歌では源氏と自分を対比的に詠み、これは自己のみを詠嘆」と注す。


須磨．２．３．５

■　ものをあはれと思おぼしけるままに、うち置おきうち置おき書かきたまへる、白しろき唐からの紙かみ、四し、五枚ごまいばかりを巻まき続つづけてP27、墨すみつきなど見所みどころあり。

◇　しみじみとしたお気持ちで、筆を置いては書き置いては書きなさっている、白い唐紙、四、五枚ほどを継ぎ紙に巻いて、墨の付け具合なども素晴らしい。


P27 続けて--つ（つ/+つ〈朱〉）けて


須磨．２．３．６

■　「あはれに思おもひきこえし人ひとを1、ひとふし憂うしと2思おもひきこえし心こころあやまりに、かの御息所みやすむどころも思おもひ倦うんじて別わかれたまひにし」

◇　「もともと慕わしくお思い申し上げていた人であったが、あの一件を辛くお思い申し上げた心の行き違いから、あの御息所も情けなく思って別れて行かれたのだ」

■　と思おぼせば、今いまにいとほしうかたじけなきものに思おもひきこえたまふ。

◇　とお思いになると、今ではお気の毒に申し訳ないこととお思い申し上げていらっしゃる。

■　折をりからの御文おほむふみ、いとあはれなれば、御使おほむつかひさへむつましうて、二ふつか、三日据みかすゑさせたまひて、かしこの物語ものがたりなどせさせて聞きこしめす。

◇　折からのお手紙、たいそう胸にしみたので、お使いの者までが慕わしく思われて、二、三日逗留させなさって、あちらのお話などをさせてお聞きになる。


1 【あはれに思ひきこえし人を】以下「別れたまひにし」まで、源氏の心中。

2 【ひとふし憂しと】生霊事件をさす（「葵」巻）。


須磨．２．３．７

■　若わかやかにけしきある侍さぶらひの人ひとなりけり。

◇　若々しく教養ある侍所の人なのであった。

■　かくあはれなる御住おほむすまひなれば、かやうの人ひともおのづからもの遠とほからで、ほの見みたてまつる御おほむさま、容貌かたちを、いみじうめでたし1、と涙落なみだおとしをりけり。

◇　このような寂しいお住まいなので、このような使者も自然と間近にちらっと拝する御様子、容貌を、たいそう立派である、と感涙するのであった。

■　御返おほむかへり書かきたまふ、言ことの葉3は、思おもひやるべし2。

◇　お返事をお書きになる、文言、想像してみるがよいであろう。


1 【いみじうめでたし】御息所の使者の感嘆。

2 【御返り書きたまふ言の葉思ひやるべし】語り手の読者への語りかけ。『岷江入楚』所引三光院実枝説「草子の地なり」と指摘。『集成』は「草子地。以下、歌の前後の文章だけをしるした趣」と指摘。『完訳』は「語り手の推測」と注す。

3 【書きたまふ言の葉】『集成』は「書きたまふ言の葉」と一文に続け、『完訳』は「書きたまふ。言の葉」云々と文を切る。


須磨．２．３．８

■　「かく世よを離はなるべき身みと1、思おもひたまへましかば、同おなじくは慕したひきこえましものを、などなむ。

◇　「このように都から離れなければならない身の上と、分かっておりましたら、いっそのこと後をお慕い申して行けばよかったものを、などと思えます。

■　つれづれと、心細こころぼそきままに、

◇　所在のない、心淋しいままに、


1 【かく世を離るべき身と】以下「心地しはべれ」まで、源氏の御息所への返書。


須磨．２．３．９

■　伊勢人いせびとの波なみの上漕うへこぐ小舟をぶねS19にも

うきめは刈からで乗のらましものを2

海人あまがつむなげきのなかに塩垂しほたれて

いつまで須磨すまの浦うらに眺ながめむ3

◇　伊勢人が波の上を漕ぐ舟に一緒に乗ってお供すればよかったものを

須磨で浮海布など刈って辛い思いをしているよりは

海人が積み重ねる投げ木の中に涙に濡れて

いつまで須磨の浦にさすらっていることでしょう


S19 伊勢人は　あやしき者をや　何ど言へば　小舟に乗りてや　波の上を漕ぐや　波の上を漕ぐや（風俗歌-伊勢人）

1? 【思ひたまへましかば--ましものを】反実仮想の表現。

2 【伊勢人の波の上漕ぐ小舟にもうきめは刈らで乗らましものを】『異本紫明抄』は「伊勢人はあやしき者をや何どてへば小舟に乗りてや波の上を漕ぐや波の上漕ぐや」（風俗歌・伊勢人）を指摘する。「うきめ」に「浮き布」と「憂き目」を掛ける。

3 【海人がつむなげきのなかに塩垂れていつまで須磨の浦に眺めむ】源氏の返歌。御息所の第二首に応える。「なげき」に「嘆き」と「投げ木」を掛ける。


須磨．２．３．１０

■　聞きこえさせむことの、いつともはべらぬこそ、尽つきせぬ心地ここちしはべれ」

◇　お目にかかれることが、いつの日とも分かりませんことが、尽きせず悲しく思われてなりません」

■　などぞありける。

◇　などとあったのだった。

■　かやうに、いづこにもおぼつかなからず聞きこえかはしたまふ。

◇　このように、どの方ともことこまかにお手紙を書き交わしなさる。

須磨．２．３．１１

■　花散里はなちるさとも、悲かなしと思おぼしけるままに書かき集あつめたまへる御心々見みこころごころみたまふ1、をかしきも目めなれぬ心地ここちして、いづれもうち見みつつ慰なぐさめたまへど、もの思おもひのもよほしぐさなめり。

◇　花散里も、悲しいとお思いになって書き集めなさったお二方の心を御覧になると、興趣あり珍しい心地もして、どちらも見ながら慰められなさるが、物思いを起こさせる種のようである。


1 【御心々見たまふ】大島本は「御心／＼見給ふ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御心ごころ見たまふは」と係助詞「は」を補訂する。姉麗景殿女御と花散里の心。


須磨．２．３．１２

■　「荒あれまさる軒のきのしのぶを眺ながめつつ

しげくも露つゆのかかる袖そでかな1」

◇　「荒れて行く軒の忍ぶ草を眺めていると

ひどく涙の露に濡れる袖ですこと」


1 【荒れまさる軒のしのぶを眺めつつしげくも露のかかる袖かな】花散里の贈歌。「偲ぶ」と「忍（草）」、「長雨」と「眺め」の掛詞。「忍（草）」と「露」は縁語。「軒の忍（草）」は荒廃した邸を象徴し、「露」は「涙」を連想させる。


須磨．２．３．１３

■　とあるを、

◇　とあるのを、

■　「げに、葎むぐらよりほかの後見うしろみもなきさまにておはすらむ」

◇　「なるほど、八重葎より他の後見もない状態でいられるのだろう」

■　と思おぼしやりて、

◇　とお思いやりになって、

■　「長雨ながあめに築地所々崩ついぢところどころくづれて2なむ」

◇　「長雨に築地が所々崩れて」

■　と聞ききたまへば、京きゃうの家司けいしのもとに仰おほせつかはして、近ちかき国々くにぐにの御荘みさうの者ものなどもよほさせて、仕つかうまつるべき由よしのたまはす。

◇　などとお聞きになったので、京の家司のもとにご命令なさって、近くの国々の荘園の者たちを徴用させて、修理をさせるようお命じになる。


1? 【げに葎よりほかの後見なきさまにておはすらむ】源氏の心中。『集成』は「葎が門を閉ざすという表現が和歌にあり、それが用心堅固だという気持で「後見」という」と注す。

2 【長雨に築地所々崩れて】季節が長雨の頃に推移。


第四段　朧月夜尚侍参内する

須磨．２．４．１

■　尚侍かむの君きみは、人笑ひとわらへに1いみじう思おぼしくづほるるを、大臣おとどいとかなしうしたまふ君きみにて、せちに、宮みやにも内裏うちにも奏そうしたまひければ2、

◇　尚侍の君は、世間体を恥じてひどく沈みこんでいられるのを、大臣がたいそうかわいがっていらっしゃる姫君なので、無理やり、大后にも帝にもお許しを奏上なさったので、

■　「限かぎりある3女御にょうご、御息所みやすむどころにもおはせず、公おほやけざまの宮仕みやづかへ4」

◇　「決まりのある女御や御息所でもいらっしゃらず、公的な宮仕え人」

■　と思おぼし直なほり5、また、

◇　とお考え直しになり、また、

■　「かの憎にくかりしゆゑこそ、いかめしきことも出いで来こしか6」

◇　「あの一件が憎く思われたゆえに、厳しい処置も出て来たのだが」

■　。許ゆるされたまひて、参まゐりたまふべきにつけても、なほ心こころに染しみにし方かたぞ、あはれにおぼえたまける。

◇　と。赦されなさって、参内なさるにつけても、やはり心に深く染み込んだお方のことが、しみじみと恋しく思われなさるのであった。


1 【尚侍の君は人笑へに】朧月夜、源氏との関係が世間に知られて参内停止になっている。

2 【宮にも内裏にも奏したまひければ】「宮」は弘徽殿大后をいう。

3 【限りある】以下「出で来しか」まで、挿入句。「奏しければ」「許され給て」と文脈は続く。「限りある」とは、帝の後宮の后妃の一人としての意。尚侍は妃ではなく公職の人なのだという帝の心意を語る文。

4 【公ざまの宮仕へ】尚侍は内侍司の長官という公職の人である意。

5 【思し直り】主語は朱雀帝。

6 【かの憎かりしゆゑこそいかめしきことも出で来しか】源氏との一件から参内停止という処置をとったのだが。「こそ--出で来しか」係結び、逆接用法。連用中止で、下に、源氏が退去した今となっては、朧月夜一人に辛く当たる必要はない、という意が省略。


須磨．２．４．２

■　七月ふづきになりて参まゐりたまふ1。

◇　七月になって参内なさる。

■　いみじかりし御思おほむおもひの名残なごりなれば、人ひとのそしりもしろしめされず、例れいの、主上うへにつとさぶらはせたまひて、よろづに怨うらみ、かつはあはれに契ちぎらせたまふ3。

◇　格別であった御寵愛が今に続いているので、他人の悪口などお気になさらず、いつものようにお側にずっと伺候させあそばして、いろいろと恨み言を言い、一方では愛情深く将来をお約束あそばす。

■　御おほむさま容貌かたちもいとなまめかしうきよらなれど4、思おもひ出いづることのみ多おほかる心こころのうちぞ、かたじけなき5。

◇　お姿もお顔もとてもお優しく美しいのだが、思い出されることばかり多い心中こそ、恐れ多いことである。

■　御遊おほむあそびのついでに、

◇　管弦の御遊の折に、


1 【七月になりて参りたまふ】季節は秋七月に移る。朧月夜参内を許される。

2? 【いみじかりし御思ひのなごりなれば】帝の大変な御寵愛が今に失せない人なので。

3 【例の主上につとさぶらはせたまひてよろづに怨みかつはあはれに契らせたまふ】帝と朧月夜との関係は形の上で元のごとく復活。「例の」「つと」とあることに注意。

4 【御さま容貌もいとなまめかしうきよらなれど】『集成』と『新大系』は帝の容貌や姿態の美しさと解す。『完訳』は「以下、語り手は朧月夜の美貌から、源氏との思い出に生きる心中に転じ、畏れ多い心と評す」と注す。

5 【思ひ出づることのみ多かる心のうちぞかたじけなき】朧月夜の心中。「心のうちぞ」以下、語り手の批評。『首書源氏物語』所引「或抄」は「朧月夜の心中を地より云也」と指摘。『完訳』も「語り手は--評す」と注す。


須磨．２．４．３

■　「その人ひとのなきこそ1、いとさうざうしけれ。

◇　「あの人がいないのが、とても淋しいね。

■　いかにましてさ思おもふ人多ひとおほからむ。

◇　どんなに自分以上にそのように思っている人が多いことであろう。

■　何なにごとも光ひかりなき心地ここちするかな」

◇　何事につけても、光のない心地がするね」

■　とのたまはせて、

◇　と仰せになって、

■　「院ゐんの思おぼしのたまはせし御心みこころを違たがへつるかな。

◇　「院がお考えになり仰せになったお心に背いてしまったなあ。

■　罪得つみうらむかし2」

◇　きっと罰を得るだろう」


1 【その人のなきこそ】以下「心地するかな」まで、帝の詞。源氏のいないことをさびしがる。

2 【院の思しのたまはせし御心を違へつるかな罪得らむかし】帝の詞。桐壺院の遺言に背いてしまったことをいう。「賢木」巻にその遺言が語られている。


須磨．２．４．４

■　とて、涙なみだぐませたまふに、え念ねんじたまはず1。

◇　と言って、涙ぐみあそばすので、涙をお堪えきれになれない。


1 【え念じたまはず】主語は朧月夜。


須磨．２．４．５

■　「世よの中なかこそ、あるにつけても1あぢきなきものなりけれ、と思おもひ知しるままに、久ひさしく世よにあらむものとなむ、さらに思おもはぬ。

◇　「世の中は、生きていてもつまらないものだと思い知られるにつれて、長生きをしようなどとは、少しも思わない。

■　さもなりなむに2、いかが思おぼさるべき3。

◇　そうなった時には、どのようにお思いになるでしょう。

■　近ちかきほどの別わかれ4に思おもひ落おとされむこそ、ねたけれ。

◇　最近の別れよりも軽く思われるのが、悔しい。

■　生いける世よにS20とは5、げに、よからぬ人ひとの言いひ置おきけむ」

◇　生きている日のためというのは、なるほど、つまらない人が詠み残したのであろう」


S20 恋ひ死なむ後は何せむ生ける日のためこそ人の見まくほしけれ（拾遺集恋一-六八五　大伴百世）

1 【世の中こそあるにつけても】以下「人の言ひ置きけむ」まで、帝の詞。厭離思想。

2 【さもなりなむに】「さ」は死ぬことをさす。

3 【いかが思さるべき】主語は朧月夜。自分との死別を源氏との生別離に比較して問う。

4 【近きほどの別れ】源氏との生別離をさす。

5 【生ける世にとは】『源氏釈』は「恋ひ死なむ後は何せむ生ける日のためこそ人の見まくほしけれ」（拾遺集恋一、六八五、大伴百世）を引歌として指摘する。『集成』は「あなたの心は源氏のことでいっぱいだから、「生きているこの世で」と思っても、何にもならぬことなのだ、古歌は私のような場合のあることを知らないのだ、の意」と注す。


須磨．２．４．６

■　と、いとなつかしき御おほむさまにて、ものをまことにあはれと思おぼし入いりてのたまはするにつけて、ほろほろとこぼれ出いづれば、

◇　と、とても優しい御様子で、何事も本当にしみじみとお考え入って仰せになるのにつけて、ぽろぽろと涙がこぼれ出ると、

須磨．２．４．７

■　「さりや。

◇　「それごらん。

■　いづれに落おつるにか1」

◇　誰のために流すのだろうか」


1 【さりやいづれに落つるにか】帝の詞。


須磨．２．４．８

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

須磨．２．４．９

■　「今いままで御子みこたちのなきこそ1、さうざうしけれ。

◇　「今までお子様たちがいないのが、物足りないね。

■　春宮とうぐうを院ゐんののたまはせしさまに思おもへど、よからぬことども出いで来くめれば、心苦こころぐるしう」

◇　東宮を故院の仰せどおりに思っているが、良くない事柄が出てくるようなので、お気の毒で」

■　など、世よを御心みこころのほかにまつりごちなしたまふ人ひとびと2のあるに、若わかき御心みこころの、強つよきところなきほどにて、いとほしと思おぼしたることも多おほかり。

◇　などと、治世をお心向きとは違って取り仕切る人々がいても、お若い思慮で、強いことの言えないお年頃なので、困ったことだとお思いあそばすことも多いのであった。


1 【今まで御子たちのなきこそ】以下「心苦しう」まで、帝の詞。

2 【世を御心のほかにまつりごちなしたまふ人びと】大島本は「人／＼」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人」と校訂する。政治を帝の御意に反して行う人々。


第三章　光る源氏の物語　須磨の秋の物語

第一段　須磨の秋

須磨．３．１．１

■　須磨すまには、いとど心尽こころづくしの秋風あきかぜS21に1、海うみはすこし遠とほけれど、行平中納言ゆきひらの、

◇　須磨では、ますます心づくしの秋風が吹いて、海は少し遠いけれども、行平中納言が、

■　「関吹ちゅうなごんのせき越ふきこゆるS22」

◇　「関吹き越ゆる」

■　と言いひけむ2浦波うらなみ、夜々よるよるは3げにいと近ちかく聞きこえて、またなくあはれなるものは、かかる所ところの秋あきなりけり。

◇　と詠んだという波音が、夜毎夜毎にそのとおりに耳元に聞こえて、またとないほど淋しく感じられるものは、こういう所の秋なのであった。


S21 木の間より漏り来る月の影見れば心づくしの秋は来にけり（古今集秋上-一八四　読人しらず）

S22 旅人は袂涼しくなりにけり関吹き越ゆる須磨の浦風（続古今集羈旅-八六八　在原行平）秋風の関吹き越ゆるたびごとに声うちそふる須磨の浦波（忠見集-8）

1 【須磨にはいとど心尽くしの秋風に】須磨の秋の侘住まいのさま。『異本紫明抄』は「木の間よりもり来る月の影見れば心づくしの秋は来にけり」（古今集秋上、一八四、読人しらず）を引歌として指摘する。以下、和歌的修辞が続く。

2 【行平中納言の関吹き越ゆると言ひけむ】『源氏釈』は、「旅人は袂涼しくなりにけり関吹き越ゆる須磨の浦波（続古今集、羈旅、中納言行平）又、「秋風の関吹き越ゆるたびごとに声うちそふる須磨の浦波」（忠見集）を指摘する。

3 【浦波夜々は】『集成』は「「浦波」が「寄る寄る」に「夜々」を言い掛ける歌語的表現」と注し、さらに「住吉の岸の白波よるよるはあまのよそめに見るぞ悲しき」（後撰集恋一、五六一、読人しらず）を引歌として指摘する。


須磨．３．１．２

■　御前おまへにいと人少ひとずくなにて、うち休やすみわたれるに、一人目ひとりめを覚さまして、枕まくらをそばだててS23,1四方よもの嵐あらしを聞ききたまふに、波なみただここもとに立たちくる心地ここちして、涙落なみだおつともおぼえぬに、枕浮まくらうくばかりS24,2になりにけり。

◇　御前にはまったく人少なで、皆寝静まっている中で、独り目を覚まして、枕を立てて四方の嵐を聞いていらっしゃると、波がまるでここまで立ち寄せて来る感じがして、涙がこぼれたとも思われないうちに、枕が浮くほどになってしまった。

■　琴きんをすこしかき鳴ならしたまへるが、我われながらいとすごう聞きこゆれば、弾ひきさしたまひて、

◇　琴を少し掻き鳴らしていらっしゃったが、自分ながらひどく寂しく聞こえるので、お弾きさしになって、


S23 遺愛寺鐘欹枕聴　香鑪峯雪撥簾看（白氏文集十六-九七八）

S24 独り寝の床に溜まれる涙には石の枕も浮きぬべらなり（古今六帖五-三二四一）

1 【枕をそばだてて】『源氏釈』は「遺愛寺鐘欹枕聴香鑪峯雪撥簾看」（白氏文集巻十六、律詩）を指摘する。

2 【枕浮くばかり】『異本紫明抄』は「独り寝の床にたまれる涙には石の枕も浮きぬべらなり」（古今六帖五、まくら）を引歌として指摘する。


須磨．３．１．３

■　「恋こひわびて泣なく音ねにまがふ浦波うらなみは

思おもふ方かたより風かぜや吹ふくS25らむ」

◇　「恋いわびて泣くわが泣き声に交じって波音が聞こえてくるが

それは恋い慕っている都の方から風が吹くからであろうか」


S25 波立たば沖の玉藻も寄りぬべく思ふ方より風は吹かなむ（玉葉集雑二-二一〇六　凡河内躬恒）


須磨．３．１．４

■　と歌うたひたまへるに、人ひとびとおどろきて、めでたうおぼゆるに、忍しのばれで、あいなう2起おきゐつつ、鼻はなを忍しのびやかにかみわたす。

◇　とお詠みになったことに、供の人々が目を覚まして、素晴らしいと感じられたが、堪えきれずに、わけもなく起き出して座り直し座り直しして、鼻をひそかに一人一人かんでいる。


1? 【恋ひわびて泣く音にまがふ浦浪は思ふ方より風や吹くらむ】源氏の独詠歌。『異本紫明抄』は「浪立たば沖の玉藻も寄り来べく思ふ方より風は吹かなむ」（玉葉集、雑二、凡河内躬恒）を引歌として指摘する。

2 【あいなう】『完訳』は「語り手の評言」と注す。


須磨．３．１．５

■　「げに、いかに思おもふらむ1。

◇　「なるほど、どのように思っていることだろう。

■　我わが身みひとつにより、親おや、兄弟はらから、片時立かたときたち離はなれがたく、ほどにつけつつ思おもふらむ家いへを別わかれて、かく惑まどひあへる」

◇　自分一人のために、親、兄弟が片時でも離れにくく、身分相応に大事に思っているだろう家人に別れて、このようにさまよっているとは」

■　と思おぼすに、いみじくて、

◇　とお思いになると、ひどく気の毒で、

■　「いとかく2思おもひ沈しづむさまを、心細こころぼそしと思おもふらむ」

◇　「まことこのように沈んでいる様子を、心細いと思っているだろう」

■　と思おぼせば、昼ひるは何なにくれとうちのたまひ紛まぎらはし3、つれづれなるままに、色々いろいろの紙かみを継つぎつつ、手習てならひをしたまひ、めづらしきさまなる唐からの綾あやなどに、さまざまの絵ゑどもを描かきすさびたまへる屏風びゃうぶの面おもてどもなど、いとめでたく見所みどころあり。

◇　とお思いになると、昼間は何かとおっしゃってお紛らわしになり、なすこともないままに、色々な色彩の紙を継いで手習いをなさり、珍しい唐の綾などに、さまざまな絵を描いて気を紛らわしなさった屏風の絵など、とても素晴らしく見所がある。


1 【げにいかに思ふらむ】以下「かく惑ひあへる」まで、源氏の心中。

2 【いとかく】以下「思ふらむ」まで、源氏の心中。

3 【昼は何くれとうちのたまひ紛らはし】大島本は「ひるハなにくれとうちの給る（る＆ひ）まきらハし」とある。『新大系』は底本のあっまとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「昼は何くれと戯れ言うちのたまひ紛らはし」と「戯れ言」を補訂する。


須磨．３．１．６

■　人ひとびとの語かたり聞きこえし海山うみやまのありさまを、遥はるかに思おぼしやりしを、御目おほむめに近ちかくては、げに及およばぬ磯いそのたたずまひ1、二になくP28描かき集あつめたまへり。

◇　供の人々がお話申し上げた海や山の様子を、遠くからご想像なさっていらっしゃったが、お目に近くなさっては、なるほど想像も及ばない磯のたたずまいを、またとないほど素晴らしくたくさんお描きになった。


P28 二なく--（/+に）なく

1 【げに及ばぬ磯のたたずまひ】『集成』は「なるほど、話の通りに筆も及ばぬすばらしい海辺の景色を」の意に解し、『完訳』は「京からは想像も及ばない」の意に解す。


須磨．３．１．７

■　「このころの上手じゃうずにすめる1千枝ちえだ、常則2つねのりなどを召めして、作つくり絵仕ゑつかうまつらせばや」

◇　「近年の名人と言われる千枝や常則などを召して、彩色させたいものだ」


1 【このころの上手にすめる】以下「仕うまつらせばや」まで、供人の詞。

2 【千枝常則】千枝、常則は村上天皇時代の高名な絵師。


須磨．３．１．８

■　と、心こころもとながりあへり。

◇　と言って、皆残念がっていた。

■　なつかしうめでたき御おほむさまに、世よのもの思おもひ忘わすれて、近ちかう馴なれ仕つかうまつるをうれしきことにて、四し、五人ごにんばかりぞ、つとさぶらひける。

◇　優しく立派なご様子に、世の中の憂さが忘れられて、お側に親しくお仕えできることを嬉しいことと思って、四、五人ほどが、ぴったりと伺候していたのであった。

須磨．３．１．９

■　前栽せんさいの花はな、色々咲いろいろさき乱みだれ、おもしろき夕暮ゆふぐれに、海見うみみやらるる廊らうに出いでたまひて、たたずみたまふさま2の、ゆゆしうきよらなること、所ところからは、ましてこの世よのものと見みえたまはず。

◇　前栽の花、色とりどりに咲き乱れて、風情ある夕暮れに、海が見える廊にお出ましになって、とばかり眺めていらっしゃる様子が、不吉なまでにお美しいこと、場所柄か、ましてこの世の方とはお見えにならない。

■　白しろき綾あやのなよよかなる、紫苑色しをんいろなど1たてまつりて、こまやかなる御直衣おほむなほし、帯おびしどけなくうち乱みだれたまへる御おほむさまにて、

◇　白い綾で柔らかなのと、紫苑色のなどをお召しになって、濃い縹色のお直衣、帯をゆったりと締めてくつろいだお姿で、

■　「釈迦牟尼仏さかむにぶつの弟子3でし」

◇　「釈迦牟尼仏の弟子」

■　と名なのりて、ゆるるかに読よみたまへる、また世よに知しらず聞きこゆ。

◇　と唱えて、ゆっくりと読経なさっているのが、また聞いたことのないほど美しく聞こえる。


1 【紫苑色など】『集成』は「一番上に重ね着た袿の色」と解すのに対し、『完訳』は「指貫であろう」と解す。

2 【たたずみたまふさま】大島本は「さま」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御さま」と「御」を補訂する。

3 【釈迦牟尼仏の弟子】源氏の詞。勤行を始める前の名乗り。「迦牟尼仏の弟子、源の某（源氏の名）」云々と名乗る。


須磨．３．１．１０

■　沖おきより舟ふねどもの歌うたひののしりて漕こぎ行ゆくなども聞きこゆ。

◇　沖の方をいくつもの舟が大声で歌いながら漕いで行くのが聞こえてくる。

■　ほのかに、ただ小ちひさき鳥とりの浮うかべると見みやらるるも、心細こころぼそげなるに、雁かりの連つらねて鳴なく声こゑ、楫かぢの音おとS26にまがへるP29を、うち眺ながめたまひて、涙なみだこぼるるを2かき払はらひたまへる御手おほむてつき、黒くろき御数珠おほむずずに映はえたまへる3、故郷ふるさとの女恋をむなこひしき人ひとびと4、心こころみな慰なぐさみにけり。

◇　かすかに、まるで小さい鳥が浮かんでいるように遠く見えるのも、頼りなさそうなところに、雁が列をつくって鳴く声、楫の音に似て聞こえるのを、物思いに耽りながら御覧になって、涙がこぼれるのを袖でお払いなさるお手つき、黒い数珠に映えていらっしゃるお美しさは、故郷の女性を恋しがっている人々の、心がすっかり慰めてしまったのであった。


S26 晴虹橋影出　秋鴈櫓声来（白氏文集五十四-二四九五）

P29 まがへる--ま（ま/+か）へる

1? 【雁の連ねて鳴く声楫のを音にまがへるを】『完訳』は「晴虹橋影出秋雁櫓声来」（白氏文集巻五十四、河亭晴望詩）を指摘する。

2 【涙こぼるるを】大島本は「涙こほるゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「涙の」と格助詞「の」を補訂する。

3 【映えたまへる】大島本は「はえ給へる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「映えたまへるは」と係助詞「は」を補訂する。

4 【女恋しき人びと】大島本は「女こひしき人／＼」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人々の」と格助詞「の」を補訂する。


須磨．３．１．１１

■　「初雁はつかりは恋こひしき人ひとの列つらなれや

旅たびの空飛そらとぶ声こゑの悲かなしき1」

◇　「初雁は恋しい人の仲間なのだろうか

旅の空を飛んで行く声が悲しく聞こえる」

■　とのたまへば、良清よしきよ、

◇　とお詠みになると、良清、

■　「かきつらね昔むかしのことぞ思おもほゆる

雁かりはその世よの友ともならねども2」

◇　「次々と昔の事が懐かしく思い出されます

雁は昔からの友達であったわけではないのだが」

■　民部大輔、

◇　民部大輔、

■　「心***から常世***を捨***てて鳴***く雁***を

雲***のよそにも思***ひけるかな3」

◇　「自分から常世を捨てて旅の空に鳴いて行く雁を

ひとごとのように思っていたことよ」

■　前右近将督たいふ、

◇　前右近将監、

■　「常世出***でて旅***の空***なる雁***がねも

列***に遅***れぬほどぞ慰***む4

友***まどはしては、いかにはべらまし5」

◇　「常世を出て旅の空にいる雁も

仲間に外れないでいるあいだは心も慰みましょう

道にはぐれては、どんなに心細いでしょう」

◆　 
"はつかり は こひしき ひと の つら なれ や
 たび の そら とぶ こゑ の かなしき"
 と のたまへ ば、 よしきよ、
 "かき-つらね むかし の こと ぞ おもほゆる
 かり は その よ の とも なら ね ども"
 みんぶ-の-たいふ、
 "こころから とこよ を すて て なく かり を
 くも の よそ に も おもひ ける かな"
 さき の うこん-の-じょう、
 "とこよ いで て たび の そら なる かりがね も
 つら に おくれ ぬ ほど ぞ なぐさむ
 とも まどはし て は、 いかに はべら まし。"


1 【初雁は恋しき人の列なれや旅の空飛ぶ声の悲しき】源氏の歌。南下してきた「初雁」に自分の身の上を喩え、旅の寂寥を詠む。

2 【かきつらね昔のことぞ思ほゆる雁はその世の友ならねども】良清の唱和歌。源氏の歌の「つらなれや」を受けて「かきつらね」と詠む。「昔」の栄えばえしい昔日を回想。

3 【心から常世を捨てて鳴く雁を雲のよそにも思ひけるかな】民部大輔の唱和歌。源氏の栄えばえしい時代であった良清の歌の「その世」を「常世」といい、それを捨てて来た源氏の心が理解できるという。

4 【常世出でて旅の空なる雁がねも列に遅れぬほどぞ慰む】前右近将監の唱和歌。民部大輔の「常世」をそのまま用い、源氏の「つらなれや」を「つらに後れぬ」と連環させて詠む。源氏と一緒にいることで心慰められるという。

5 【友まどはしてはいかにはべらまし】前右近尉の歌に添えた言葉。主語は自分。


須磨．３．１．１２

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　親おやの常陸ひたちになりて1、下くだりしにも誘さそはれで、参まゐれるなりけり。

◇　親が常陸介になって、下ったのにも同行しないで、お供して参ったのであった。

■　下したには思おもひくだくべかめれど、ほこりかにもてなして、つれなきさまにしありく。

◇　心中では悔しい思いをしているようであるが、うわべは元気よくして、何でもないように振る舞っている。


1 【親の常陸になりて】常陸介、すなわち空蝉の夫。紀伊守の弟。「関屋」巻参照。


第二段　配所の月を眺める

須磨．３．２．１

■　月つきのいとはなやかにさし出いでたるに、

◇　月がとても明るく出たので、

■　「今宵こよひは十五夜じふごやなりけり1」

◇　「今夜は十五夜であったのだ」

■　と思おぼし出いでて、殿上てんじゃうの御遊おほむあそび恋こひしく、

◇　とお思い出しになって、殿上の御遊が恋しく思われ、

■　「所々眺ところどころながめたまふらむかし2」

◇　「あちこち方で物思いにふけっていらっしゃるであろう」

■　と思おもひやりたまふにつけても、月つきの顔かほのみまもられたまふ。

◇　とご想像なさるにつけても、月の顔ばかりがじっと見守られてしまう。


1 【今宵は十五夜なりけり】源氏の心中。

2 【所々眺めたまふらむかし】源氏の心中。「眺め」の主語は、都の女性たち。


須磨．３．２．２

■　「二千里外故人心1じせんりのほかこじんのこころS27」

◇　「二千里の外故人の心」

■　と誦ずじたまへる、例れいの涙なみだもとどめられず。

◇　と朗誦なさると、いつものように涙がとめどなく込み上げてくる。

■　入道にふだうの宮みやの、

◇　入道の宮が、

■　「霧きりや隔へだつる2」

◇　「九重には霧が隔てているのか」

■　とのたまはせしほど、言いはむ方かたなく恋こひしく、折々をりをりのこと思おもひ出いでたまふに、よよと、泣なかれたまふ。

◇　とお詠みになった折、何とも言いようもがなく恋しく、折々のことをお思い出しになると、よよと、泣かずにはいらっしゃれない。

■　「夜更よふけはべりぬ3」

◇　「夜も更けてしまいました」

■　と聞きこゆれど、なほ入いりたまはず。

◇　と申し上げたが、なおも部屋にお入りにならない。


S27 三五夜中新月色　二千里外故人心（白氏文集十四-七二四）

1 【二千里外故人心】「三五夜中新月色二千里外故人心」（白氏文集巻十四、律詩）の詩句。

2 【霧や隔つる】藤壺の詠んだ歌「九重に霧やへだつる雲の上の月を遥かに思ひやるかな」（「賢木」）の文句。一昨年の九月二十日のことである。

3 【夜更けはべりぬ】供人の詞。


須磨．３．２．３

■　「見みるほどぞしばし慰なぐさめむめぐりあはむ

月つきの都みやこは遥はるかなれども1」

◇　「見ている間は暫くの間だが心慰められる、また廻り逢える

月の都は、遥か遠くであるが」


1 【見るほどぞしばし慰むめぐりあはむ月の都は遥かなれども】源氏の独詠歌。『完訳』は「「月の都」に帝都の意をもこめる。「月」はここでも皇統の象徴」と注す。


須磨．３．２．４

■　その夜1よ、主上うへのいとなつかしう昔物語むかしものがたりなどしたまひし御おほむさまの、院ゐんに似にたてまつりたまへりしも、恋こひしく思おもひ出いできこえたまひて、

◇　その夜、主上がとても親しく昔話などをなさった時の御様子、故院にお似申していらしたのも、恋しく思い出し申し上げなさって、

■　「恩賜おんしの御衣ぎょいは今此いまここに在ありS28,2」

◇　「恩賜の御衣は今此に在る」

■　と誦ずじつつ入いりたまひぬ。

◇　と朗誦なさりながらお入りになった。

■　御衣おほむぞはまことに身みを放はなたず3、かたはらに置おきたまへり。

◇　御衣は本当に肌身離さず、側にお置きになっていた。


S28 去年今夜侍清涼　秋思詩篇独断腸　恩賜御衣今在此　捧持毎日拝余香（菅家後集-四八二）

1 【その夜】『集成』は「藤壺が「霧や隔つる」と詠んだその同じ夜」と注す。

2 【恩賜の御衣は今此に在り】源氏の詞。「去年今夜侍清涼秋思詩篇独断腸恩賜御衣今在此捧持毎日拝余香（菅家後集、九月十日）の詩句。

3 【身を放たず】大島本は「身をはなたす」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「を」を削除する。


須磨．３．２．５

■　「憂うしとのみひとへにものは思おもほえで

左右ひだりみぎにも濡ぬるる袖そでかな1」

◇　「辛いとばかり一途に思うこともできず

恋しさと辛さとの両方に濡れるわが袖よ」


1 【憂しとのみひとへにものは思ほえで左右にも濡るる袖かな】源氏の独詠歌。「ひとへ」は「偏に」と「単衣」の掛詞。「左」「右」は「袖」の縁語。『完訳』は「帝寵ゆえの涙と、勅勘ゆえの涙で濡れる意」と注す。


第三段　筑紫五節と和歌贈答

須磨．３．３．１

■　そのころ、大弐だいには上のぼりける。

◇　その頃、大弍は上京した。

■　いかめしく類広るいひろく、娘むすめがちにて所狭ところせかりければ、北きたの方かたは舟ふねにて上のぼる。

◇　ものものしいほど一族が多く、娘たちもおおぜいで大変だったので、北の方は舟で上京する。

■　浦うらづたひに逍遥せうえうしつつ来くるに、他ほかよりもおもしろきわたりなれば、心こころとまるに、

◇　浦伝いに風景を見ながら来たところ、他の場所よりも美しい辺りなので、心惹かれていると、

■　「大将だいしゃうかくておはす2」

◇　「大将が退居していらっしゃる」

■　と聞きけば、あいなう3、好すいたる若わかき娘むすめたちは、舟ふねの内うちさへ恥はづかしう、心懸想こころげさうせらる。

◇　と聞くと、関係のないことなのに、色めいた若い娘たちは、舟の中にいてさえ気になって、改まった気持ちにならずにはいられない。

■　まして、五節ごせちの君きみは4、綱手引つなでひき過すぐるも口惜くちをしきに、琴きんの声こゑ、風かぜにつきて遥はるかに聞きこゆるに、所ところのさま、人ひとの御おほむほど、物ものの音ねの心細こころぼそさ、取とり集あつめ、心こころある限かぎりみな泣なきにけり。

◇　まして、五節の君は、綱手を引いて通り過ぎるのも残念に思っていたので、琴の音が、風に乗って遠くから聞こえて来ると、場所の様子、君のお人柄、琴の音の淋しい感じなど、あわせて、風流を解する者たちは皆泣いてしまった。


1? 【そのころ大弍は上りける】大宰大弍、上京の折に源氏を見舞う。「ける」連体中止形。余韻を残して次の文脈に掛かっていく表現。

2 【大将かくておはす】大弍の従者の詞。「大将」は源氏をさす。

3 【あいなう】語り手の感情移入の語。無駄なことなのにの意。

4 【五節の君は】「花散里」巻に初出。


須磨．３．３．２

■　帥1そち、御消息聞おほむせうそこきこえたり。

◇　大宰の帥は、ご挨拶を申し上げた。

■　「いと遥はるかなるほどより2まかり上のぼりては、まづいつしかさぶらひて、都みやこの御物語おほむものがたりもとこそ、思おもひたまへはべりつれ、思おもひの外ほかに、かくておはしましける御宿おほむやどをまかり過すぎはべる、かたじけなう悲かなしうもはべるかな。

◇　「大変に遠い所から上京しては、まずはまっ先にお訪ね申して、都のお噂をもと存じておりましたが、意外なことに、こうしていらっしゃるお住まいを通り過ぎますこと、もったいなくも、また悲しうもございます。

■　あひ知しりてはべる人ひとびと、さるべきこれかれ、参まで来向きむかひてあまたはべれば、所狭ところせさを思おもひたまへ憚はばかりはべることどもはべりて、えさぶらはぬこと。

◇　知り合いの者たちや、縁ある誰彼が、出迎えに多数来ておりますので、人目を憚ること多くございまして、お伺いできませんこと。

■　ことさらに参まゐりはべらむ」

◇　また改めて参上いたします」

■　など聞きこえたり。

◇　などと申し上げた。

■　子この筑前守3ちくぜんのかみぞ参まゐれる。

◇　子の筑前守が参上した。

■　この殿とのの、蔵人くらうどになし4顧かへりみたまひし人ひとなれば、いとも悲かなし、いみじと思おもへども、また見みる人ひとびとのあれば、聞きこえを思おもひて、しばしもえ立たち止とまらず。

◇　この殿が、蔵人にして目をかけてやった人なので、とても悲しく辛いと思うが、また人の目があるので、噂を憚って、暫くの間も立ち留まっていることもできない。


1 【帥】長官が任地に赴任せず、次官が当地で実質上の長官の任務を遂行する場合は、その長官名をもって呼称されることがある。

2 【いと遥かなるほどより】以下「参りはべらむ」まで、大弍の挨拶。

3 【子の筑前守】大弍の子の筑前守。五節の兄。

4 【この殿の蔵人になし】源氏が蔵人に任官させて目をかけてやった人という。


須磨．３．３．３

■　「都離みやこはなれて後1のち、昔親むかししたしかりし人ひとびと、あひ見みること難かたうのみなりにたるに、かくわざと立たち寄よりものしたること」

◇　「都を離れて後は、昔から親しかった人々に会うことは難しくなっていたが、このようにわざわざ立ち寄ってくれたとは」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御返おほむかへりもさやうになむ2。

◇　お返事も同様にあった。


1 【都離れて後】以下「ものしたること」まで、源氏の詞。

2 【御返りもさやうになむ】大弍への返書。


須磨．３．３．４

■　守かみ、泣なく泣なく帰かへりて、おはする御おほむありさま語かたる1。

◇　守は、泣く泣く戻って、いらっしゃるご様子を話す。

■　帥そちよりはじめ、迎むかへの人ひとびと、まがまがしう泣なき満みちたり。

◇　帥をはじめとして、迎えの人々も、不吉なほど一同泣き満ちた。

■　五節ごせちは、とかくして聞きこえたり。

◇　五節は、やっとの思いでお便りを差し上げた。


1 【御ありさま語る】大島本は「御ありさまかたる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「語るに」と接続助詞「に」を補訂する。


須磨．３．３．５

■　「琴ことの音ねに弾ひきとめらるる綱手縄つなでなは

たゆたふ心君知こころきみしるらめや1

好すき好ずきしさも、人ひとな咎とがめそS29,2」

◇　「琴の音に引き止められた綱手縄のように

ゆらゆら揺れているわたしの心をお分かりでしょうか

色めいて聞こえるのも、お咎めくださいますな」


S29 いで我を人な咎めそ大船のゆたのたゆたに物思ふころぞ（古今集恋一-五〇八　読人しらず）

1 【琴の音に弾きとめらるる綱手縄たゆたふ心君知るらめや】五節の贈歌。「ひき」に「引き」と「弾き」を掛ける。『集成』は「つなてなは」と清音、『完訳』は「つなでなは」と濁音に読む。

2 【好き好きしさも人な咎めそ】歌に添えた文句。「人なとがめそ」は、「いでわれを人なとがめそ大船のゆたのたゆたに物思ふころぞ」（古今集恋一、五〇八、読人しらず）の第二句。


須磨．３．３．６

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　ほほ笑ゑみて見みたまふ、いと恥はづかしげなり。

◇　苦笑して御覧になるさま、まったく気後れする感じである。

須磨．３．３．７

■　「心こころありて引ひき手ての綱つなのたゆたはば

うち過すぎましや須磨すまの浦波うらなみ

いさりせむとはS30思おもはざりしはや」

◇　「わたしを思う心があって引手綱のように揺れるというならば

通り過ぎて行きましょうか、この須磨の浦を

さすらおうとは思ってもみないことであった」


S30 思ひきやひなの別れに衰へて海人のなはたきいさりせむとは（古今集雑上-九六一　小野篁）


須磨．３．３．８

■　とあり。

◇　とある。

■　駅むまやの長をさに句詩取くしとらする人ひともありけるを、まして、落おちとまりぬべくなむおぼえける。

◇　駅長に口詩をお与えになった人もあったが、それ以上に、このまま留まってしまいそうに思うのであった。

第四段　都の人々の生活

須磨．３．４．１

■　都みやこには、月日過つきひすぐるままに1、帝みかどを初はじめたてまつりて、恋こひきこゆる折をりふし多おほかり。

◇　都では、月日が過ぎて行くにつれて、帝をおはじめ申して、恋い慕い申し上げる折節が多かった。

■　春宮とうぐうは、まして2、常つねに思おぼし出いでつつ忍しのびて泣なきたまふ3。

◇　東宮は、まして誰よりも、いつでもお思い出しなさっては忍び泣きなさる。

■　見みたてまつる御乳母おほむめのと、まして命婦みゃうぶの君4きみは、いみじうあはれに見みたてまつる。

◇　拝見する御乳母や、それ以上に王命婦の君は、ひどく悲しく拝し上げる。


1 【都には月日過ぐるままに】都の人々の動向。

2 【春宮はまして】帝以上にの意。

3 【忍びて泣きたまふ】大島本は「しのひてなき給ふ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「泣きたまふを」と接続助詞「を」を補訂して文を続ける。

4 【御乳母まして命婦の君】東宮の御乳母と王命婦。


須磨．３．４．２

■　入道にふだうの宮みやは、春宮とうぐうの御おほむことをゆゆしうのみ思おぼししに、大将だいしゃうもかくさすらへたまひぬるを、いみじう思おぼし嘆なげかる。

◇　入道の宮は、東宮のお身の上をそら恐ろしくばかりお思いであったが、大将もこのように流浪の身となっておしまいになったのを、ひどく悲しくお嘆きになる。

■　御兄弟おほむはらからの親王みこたち1、むつましう聞きこえたまひし上達部かむだちめなど、初はじめつ方かたはとぶらひきこえたまふなどありき2。

◇　ご兄弟の親王たち、お親しみ申し上げていらした上達部など、初めのうちはお見舞い申し上げなさることもあった。

■　あはれなる文ふみを作つくり交かはし3、それにつけても、世よの中なかにのみめでられたまへば、后きさいの宮聞みやきこしめして、いみじうのたまひけり。

◇　しみじみとした漢詩文を作り交わし、それにつけても、世間から素晴らしいとほめられてばかりいらっしゃるので、后宮がお聞きあそばして、きついことをおっしゃったのだった。


1 【御兄弟の親王たち】源氏の御兄弟の親王たち。

2 【とぶらひきこえたまふなどありき】手紙によるお見舞い。

3 【あはれなる文を作り交はし】漢詩文をさす。


須磨．３．４．３

■　「朝廷おほやけの勘事かうじなる人ひとは1、心こころに任まかせてこの世よのあぢはひをだに知しること難かたうこそ2あなれ。

◇　「朝廷の勅勘を受けた者は、勝手気ままに日々の享楽を味わうことさえ難しいというものを。

■　おもしろき家居いへゐして、世よの中なかを誹そしりもどきて、かの鹿しかを馬むまと言いひけむ人ひとのひがめるやうに追従ついしょうする」

◇　風流な住まいを作って、世の中を悪く言ったりして、あの鹿を馬だと言ったという人のように追従しているとは」


1 【朝廷の勘事なる人は】以下「追従する」まで、弘徽殿大后の詞。

2 【この世のあぢはひをだに知ること難うこそ】『完訳』は「日々の食事さえ味わい難いが」と注す。


須磨．３．４．４

■　など、悪あしきことども聞きこえければ、わづらはしとて、消息聞せうそこきこえたまふ人ひとなし2。

◇　などと、良くないことが聞こえてきたので、厄介なことだと思って、手紙を差し上げなさる方もいない。


1? 【かのしかをむまといひけん人のひかめるやうについせうする】秦の趙高の故事。謀叛をたくらむ趙高が二世皇帝に馬といって鹿を献上し、帝の前で、それが馬か鹿かを帝臣に答えさせて、自分にへつらう者とそうでないない者を見分けて、そうでない者を処罰した。「追従する」の主語は都の人々。

2 【わづらはしとて消息聞こえたまふ人なし】大島本は「わつらハしとてせうそこきこえ給ふ人なし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「絶えて消息聞こえたまふ人なし」と副詞「絶えて」を補訂する。


須磨．３．４．５

■　二条院にでうの姫君ゐんのひめぎみは、ほど経ふるままに、思おぼし慰なぐさむ折をりなし。

◇　二条院の姫君は、時が経つにつれて、お心のやすらぐ折がない。

■　東ひむがしの対たいにさぶらひし人ひとびと1も、みな渡わたり参まゐりし初はじめは、

◇　東の対にお仕えしていた女房たちも、みな移り参上した当初は、

■　「などかさしも2あらむ」

◇　「まさかそんなに優れた方ではあるまい」

■　と思おもひしかど、見みたてまつり馴なるるままに、なつかしうをかしき御おほむありさま、まめやかなる御心みこころばへも、思おもひやり深ふかうあはれなれば、まかで散ちるもなし。

◇　と思っていたが、お仕えし馴れていくうちに、お優しく美しいご様子、日常の生活面についてのお心配りも、思慮深く立派なので、お暇を取って出て行く者もいない。

■　なべてならぬ際きはの人ひとびとには、ほの見みえなどしたまふ3。

◇　身分のある女房たちには、ちらっとお姿をお見せなどなさる。

■　「そこらのなかにすぐれたる御心みこころざしもことわりなりけり4」

◇　「たくさんいる夫人方の中でも格別のご寵愛も、もっともなことだわ」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝見する。


1 【東の対にさぶらひし人びと】二条院の東対。源氏づきの女房たち。

2 【などかさしも】源氏づきの女房たちの心中。

3 【なべてならぬ際の人びとにはほの見えなどしたまふ】『集成』は「几帳などに隠れて、容易に姿を見せないのを嗜みとした」と注す。『完訳』は「上臈の女房。源氏の召人、中務・右近なども含まれよう」という。

4 【そこらのなかにすぐれたる御心ざしもことわりなりけり】女房たちの心中。


第五段　須磨の生活

須磨．３．５．１

■　かの御住おほむすまひには、久ひさしくなるままに1、え念ねんじ過すぐすまじうおぼえたまへど、

◇　あちらのお暮らしは、生活が長くなるにしたがって、とても我慢できなくお思いになったが、

■　「我わが身みだにあさましき2宿世すくせとおぼゆる住すまひに、いかでかは、うち具ぐしては、つきなからむ」

◇　「自分の身でさえ驚くばかりの運命だと思われる住まいなのに、どうして、一緒に暮らせようか、いかにもふさわしくない」

■　さまを思おもひ返かへしたまふ。

◇　さまをお考え直しになる。

■　所ところにつけて、よろづのことさま変かはり、見みたまへ知しらぬ3下人しもびとのうへをも、見みたまひ慣ならはぬ御心地みここちに、めざましうかたじけなう、みづから思おぼさる。

◇　場所が場所なだけに、すべて様子が違って、ご存じでない下人の身の上をも、見慣れていらっしゃらなかったことなので、心外にももったいなくも、ご自身思わずにはいらっしゃれない。

■　煙けぶりのいと近ちかく時々立ときどきたち来くるを、

◇　煙がとても近くに時々立ち上るのを、

■　「これや海人あまの塩焼しほやくS31ならむ5」

◇　「これが海人が塩を焼く煙なのだろう」

■　と思おぼしわたるは、おはします後うしろの山やまに、柴しばといふものふすぶるなりけり6。

◇　とずっとお思いになっていたのは、お住まいになっている後ろの山で、柴というものをいぶしているのであった。

■　めづらかにて、

◇　珍しいので、


S31 須磨の海人の塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり（古今集恋四-七〇八　読人しらず）

1 【かの御住まひには久しくなるままに】須磨の源氏の生活。

2 【我が身だにあさましき】以下「つきなからむ」まで、源氏の心中を地の文に織り込んだ表現。『集成』は「「いかでかは、うち具しては」「つきなからむ」と、思案の浮ぶままを言葉にした文章」といい、『完訳』は「以下、源氏の心内を直接話法で語るが、「つきなからむさま」以下、間接話法に移る」と注す。

3 【見たまへ知らぬ】『集成』は「「見たまへ知らぬ」は「見たまひ知らぬ」の誤りか」とし、『完訳』は「この謙譲語、不審。源氏のことを存じあげぬ下人をも、の意か」と注し、訳文でも「今まで君のことをまるで理解申しあげない下人のことをも」と訳す。

4? 【めざましうかたじけなく】『集成』は「源氏が、自らをいとおしむ気持」と注す。

5 【これや海人の塩焼くならむ】源氏の心中。「須磨の海人の塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり」（古今集恋四、七〇八、読人しらず）を想定する。

6 【後の山に柴といふものふすぶるなりけり】『完訳』は「柴たく山里の晩秋である」と注す。季節の推移を語る表現。


須磨．３．５．２

■　「山賤やまがつの庵いほりに焚たけるしばしばも

言問こととひ来こなむ恋こふる里人1さとびと」

◇　「賤しい山人が粗末な家で焼いている柴のように

しばしば訪ねて来てほしいわが恋しい都の人よ」


1 【山賤の庵に焚けるしばしばも言問ひ来なむ恋ふる里人】源氏の独詠歌。「山賤の--柴」は「しばしば」に掛かる序詞。「柴々」と「屡」の掛詞。「山賤」と「里人」（都の人）の対。


須磨．３．５．３

■　冬ふゆになりて雪降ゆきふり荒あれたるころ、空そらのけしきもことにすごく眺ながめたまひて1,2、琴きんを弾ひきすさびたまひて、良清よしきよに歌**うたはせ、大輔たいふ、横笛吹よこぶえふきて、遊あそびたまふ3。

◇　冬になって雪が降り荒れたころ、空模様もことにぞっとするほど寂しく御覧になって、琴を心にまかせてお弾きになって、良清に歌をうたわせ、大輔、横笛を吹いて、お遊びなさる。

■　心こころとどめてあはれなる手てなど弾ひきたまへるに、他物ことものの声こゑどもはやめて、涙なみだをのごひあへり。

◇　心をこめてしみじみとした曲をお弾きになると、他の楽器の音はみなやめて、涙を拭いあっていた。

◆　 
ふゆ に なり て ゆき ふり あれ たる ころ、 そら の けしき も こと に すごく ながめ たまひ て、 きん を ひき-すさび たまひ て、 よしきよ に うたはせ、 たいふ、 よこぶえ ふき て、 あそび たまふ。 こころ とどめ て あはれ なる て など ひき たまへ る に、 こともの の こゑ-ども は やめ て、 なみだ を のごひ あへ り。


1 【冬になりて雪降り荒れたるころ空のけしきもことにすごく眺めたまひて】須磨の冬。雪の降り荒れる空模様。源氏の心象風景でもある。

2 【空のけしきもことにすごく眺めたまひて】『完訳』は「「すごく」は、上からは述語として、下へは連用修飾として続く」と注す。

3 【遊びたまふ】『完訳』は「冬の管弦の遊びは異例」と注す。


須磨．３．５．４

■　昔むかし、胡この国くに遣につかはしけむ女をむなを思おぼしやりて1、

◇　昔、胡の国に遣わしたという女のことをお思いやりになって、

■　「ましていかなりけむ。

◇　「自分以上にどんな気持ちであったろう。

■　この世よに我わが思おもひきこゆる人3ひとなどをさやうに放はなちやりたらむこと」

◇　この世で自分の愛する人をそのように遠くにやったりしたら」

■　など思おもふも、あらむことのやうに4ゆゆしうP30て、

◇　などと思うと、実際に起こるように不吉に思われて、

■　「霜しものの後ちの夢5ゆめS32」

◇　「胡角一声霜の後の夢」

■　と誦ずじたまふ。

◇　と朗誦なさる。


P30 ゆゆしう--ゆか（か/＄ゆ〈朱〉）しう

S32 胡角一声霜後夢　漢宮万里月前腸（和漢朗詠集下-七〇二　大江朝綱）

1 【昔胡の国に遣しけむ女を思しやりて】王昭君の故事。『西京雑記』『和漢朗詠集』に見える。

2? 【ましていかならむ】以下「放ちやりたらむ」まで、源氏の心中。「まして」は漢帝の心中をさす。

3 【我が思ひきこゆる人】『集成』は「いとしくお思い申す紫の上」と注す。一般論としても解せる。

4 【あらむことのやうに】「む」推量の助動詞、推量の意。将来実際起こってきそうなの意。

5 【霜の後の夢】「胡角一声霜後夢漢宮万里月前腸」（和漢朗詠集、王昭君、大江朝綱）の詩句。


須磨．３．５．５

■　月つきいと明あかうさし入いりて、はかなき旅たびの御座所1おましどころ、奥おくまで隈くまなし。

◇　月がたいそう明るく差し込んで、仮そめの旅のお住まいでは、奥の方まで素通しである。

■　床ゆかの上うへに夜深よぶかき空そらも見みゆ2。

◇　床の上から夜の深い空も見える。

■　入いり方がたの月影つきかげ、すごく見みゆるに、

◇　入り方の月の光が、寒々と見えるので、

■　「ただ是これ西にしに行ゆくなりS33」

◇　「ただ月は西へ行くのである」

■　と、ひとりごちたまて、

◇　と独り口ずさみなさって、


S33 唯是西行不左遷（菅家後集-五一一）

1 【はかなき旅の御座所】大島本は「おまし所」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御座所は」と係助詞「は」を補訂する。

2 【床の上に夜深き空も見ゆ】「向暁簾頭生白露終宵床底見青天」（和漢朗詠集、故宮付故宅、三善善宗）を踏まえる。


須磨．３．５．６

■　「いづ方かたの雲路くもぢに我われも迷まよひP31なむ

月つきの見みるらむことも恥はづかし2」

◇　「どの方角の雲路にわたしも迷って行くことであろう

月が見ているだろうことも恥ずかしい」


P31 迷ひ--まと（と/＄よ〈朱〉）ひ

1? 【ただ是れ西に行くなとり】源氏の独語。「天廻玄鑑雲将霽唯是西行不左遷」（菅家後集、代月答）を踏まえる。

2 【いづ方の雲路に我も迷ひなむ月の見るらむことも恥づかし】源氏の独詠歌。


須磨．３．５．７

■　とひとりごちP32たまひて、例れいのまどろまれぬ暁あかつきの空そらに、千鳥ちどりいとあはれに鳴なく。

◇　と独詠なさると、いつものようにうとうととなされぬ明け方の空に、千鳥がとても悲しい声で鳴いている。


P32 ひとりごち--ひとりこちたち（たち/＃）


須磨．３．５．８

■　「友千鳥諸声ともちどりもろごゑに鳴なく暁あかつきは

ひとり寝覚ねざめの床とこも頼たのもし1」

◇　「友千鳥が声を合わせて鳴いている明け方は

独り寝覚めて泣くわたしも心強い気がする」


1 【友千鳥諸声に鳴く暁はひとり寝覚の床も頼もし】源氏の独詠歌。
『新大系』は「雲路をも知らぬ我さへ諸声に今日ばかりとぞ泣きかへりぬる」（後撰集雑四、一二七六、読人しらず）を参考歌として指摘。


須磨．３．５．９

■　また起おきたる人ひともなければ、返かへす返がへすひとりごちて臥ふしたまへり。

◇　他に起きている人もいないので、繰り返し独り言をいって臥せっていらっしゃった。

須磨．３．５．１０

■　夜深よぶかく御手水参みてうづまゐり、御念誦1おほむねんずP33などしたまふも、めづらしきことのやうに、めでたうのみおぼえたまへば、え見みたてまつり捨すてず、家いへにあからさまにもえ出いでざりけり。

◇　深夜にお手を洗い、御念誦などをお唱えになるのも、珍しいことのように、ただもう立派にお見えになるので、お見捨て申し上げることができず、家にちょっとでも退出することもできなかった。


P33 御念誦--（/+御）念誦

1 【御念誦】大島本は「（＋御イ、イ＃）ねんす」とある。異本に拠って「御」を補い、後に「イ」ヲ擦り消した。『新大系』はその補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「念誦」のままとする。


第六段　明石入道の娘

須磨．３．６．１

■　明石あかしの浦うらは、ただはひ渡わたるほどなれば1、良清よしきよの朝臣あそむ、かの入道にふだうの娘むすめを思おもひ出いでて、文ふみなど遣やりけれど、返かへり事こともせず、父入道2ちちにふだうぞ、

◇　明石の浦は、ほんの這ってでも行けそうな距離なので、良清の朝臣、あの入道の娘を思い出して、手紙などをやったのだが、返事もせず、父の入道が、

■　「聞きこゆべきこと3なむ。

◇　「申し上げたいことがある。

■　あからさまに対面たいめんもがな」

◇　ちょっとお会いしたい」

■　と言いひけれど、

◇　と言ったが、

■　「うけひかざらむものゆゑ、行ゆきかかりて、むなしく帰かへらむ後手うしろでもをこなるべし」

◇　「承知してくれないようなのに、出かけて行って、空しく帰って来るような後ろ姿もばからしい」

■　と、屈くんじいたうて行いかず。

◇　と、気がふさいで行かない。


1 【明石の浦はただはひ渡るほどなれば】「はひ渡る」は歩いて行けるほどの距離というニュアンス。当時の貴族女性は膝行していたのでこのような表現が生まれた。

2 【父入道】大島本は「ちゝ入道」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「父の入道」と格助詞「の」を補訂する。

3 【聞こゆべきこと】以下「対面もがな」まで、明石入道の詞。


須磨．３．６．２

■　世よに知しらず心高こころたかく思おもへるに2、国くにの内うちは守かみのP34ゆかりのみこそはかしこきことにすめれど、ひがめる心こころはさらにさも思おもはで3年月としつきを経へけるに、この君きみかくておはすと聞ききて、母君ははぎみに語かたらふやう、

◇　世にまたとないほど気位高く思っているので、播磨の国中では守の一族だけがえらい者と思っているようだが、偏屈な気性はまったくそのようなことも思わず歳月を送るうちに、この君がこうして来ていらっしゃると聞いて、母君に言うことには、


P34 守の--か（か/+み）の

1? 【うけひかざらむものゆえ】以下「をこなるべし」まで、良清の心中。

2 【世に知らず心高く思へるに】以下、明石入道について語る。

3 【さも思はで】「さ」は「国の内は守の縁のみこそかしこきことにすめれど」をさす。


須磨．３．６．３

■　「桐壺きりつぼの更衣かういの御腹おほむはらの、源氏げんじの光ひかる君きみこそ1、朝廷おほやけの御おほむかしこまりにて、須磨すまの浦うらにものしたまふなれ2。

◇　「桐壷の更衣がお生みになった、源氏の光る君は、朝廷の勅勘を蒙って、須磨の浦にこもっていらっしゃるという。

■　吾子あこの御宿世おほむすくせにて3、おぼえぬこと4のあるなり。

◇　わが娘のご運勢によって、思いがけないことがあるのです。

■　いかでかかるついでに、この君きみにをたてまつらむ5」

◇　何とかこのような機会に、娘を差し上げたいものです」


1 【桐壺の更衣の御腹の源氏の光る君こそ】以下「この君にたてまつらむ」まで、明石入道の詞。

2 【ものしたまふなれ】「なれ」伝聞推量の助動詞。

3 【吾子の御宿世にて】「吾子」は、わが子をいとしんで呼ぶ言葉。

4 【おぼえぬこと】『完訳』は「源氏の流離を、わが娘の宿縁ゆえとする点に注意。源氏との結婚を確信して、娘を「御」と敬う」と注す。

5 【この君にをたてまつらむ】大島本は「この君にをたてまつらむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「を」を削除する。「を」は間投助詞。


須磨．３．６．４

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　母はは、

◇　母は、

須磨．３．６．５

■　「あな、かたはや1。

◇　「まあ、とんでもない。

■　京きゃうの人ひとの語かたるを聞きけば、やむごとなき御妻みめども、いと多おほく持もちたまひて、そのあまり、忍しのび忍しのび帝みかどの御妻みめさへあやまちたまひて2、かくも騒さわがれたまふなる3人ひとは、まさにかくあやしき山賤やまがつを、心こころとどめたまひてむや」

◇　京の人の話すのを聞くと、ご立派な奥方様たちをとてもたくさんお持ちになっていらして、その他にも、こっそりと帝のお妃まで過ちを犯しなさって、このような騷ぎになられた方が、いったいこのような賤しい田舎者に心をとめてくださいましょうか」


1 【あなかたはや】以下「心とどめたまひてむや」まで、母君の詞。

2 【帝の御妻さへあやまちたまひて】大島本は「みかとの御めさへ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「帝の御妻をさへ」と格助詞「を」を補訂する。朧月夜尚侍との事件をさす。

3 【騒がれたまふなる】「なる」伝聞推量の助動詞。


須磨．３．６．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　腹立はらだちて、

◇　腹を立てて、

須磨．３．６．７

■　「え知しりたまはじ1。

◇　「ご存知あるまい。

■　思おもふ心こころことなり。

◇　考えが違うのです。

■　さる心**をしたまへ。

◇　その心づもりをしなさい。

■　ついでして、ここにもおはしまさせむ」

◇　機会を作って、ここにお出でいただこう」

◆　 
"え しり たまは じ。 おもふ こころ こと なり。 さる こころ し たまへ。 ついで し て、 ここ に も おはしまさ せ む。"


1 【え知りたまはじ】以下「おはしまさせむ」まで、入道の詞。


須磨．３．６．８

■　と、心こころをやりて言いふも1かたくなしく見みゆ。

◇　と、思いのままに言うのも頑固に見える。

■　まばゆきまでしつらひかしづきけり。

◇　眩しいくらい立派に飾りたて大事にお世話していた。

■　母君ははぎみ、

◇　母君は、


1 【心をやりて言ふも】『集成』は「調子づいて」の意に解し、『完訳』は「おかまいなしに言うのも」の意に解す。


須磨．３．６．９

■　「などか、めでたくとも1、ものの初はじめに、罪つみに当あたりて流ながされておはしたらむ人ひとをしも思おもひかけむ。

◇　「どうして、ご立派な方とはいえ、初めての縁談に、罪に当たって流されていらしたような方を考えるのでしょう。

■　さても心こころをとどめたまふべくはこそあらめ3、たはぶれにてもあるまじきことなり」

◇　それにしても、心をおとめくださるようならともかくも、冗談にもありそうにないことです」


1 【などかめでたくとも】以下「あるまじきことなり」まで、母君の詞。

2? 【もののはじめに】『集成』は「結婚の門出に」の意に解す。

3 【心をとどめたまふべくはこそあらめ】係結び。逆接用法。『完訳』は「源氏が心をとめてくれるならまだしも、の意」と注す。


須磨．３．６．１０

■　と言いふを、いといたくつぶやく1。

◇　と言うので、ひどくぶつぶつと不平を言う。


1 【いといたくつぶやく】『集成』は「母親の言い分にはっきり反対できないでいる様子」。『完訳』は「自信なげにつぶやく。妻の現実に根ざした説得力に圧倒される」と指摘。


須磨．３．６．１１

■　「罪つみに当あたることは1、唐土もろこしにも我わが朝廷みかどにも、かく世よにすぐれ、何なにごとも人ひとにことになりぬる人2ひとの、かならずあることなり。

◇　「罪に当たることは、唐土でもわが国でも、このように世の中に傑出して、何事でも人に抜きんでた人には必ずあることなのだ。

■　いかにものしたまふ君きみぞ。

◇　どういうお方でいらっしゃると思うか。

■　故母御息所こは、おのが叔父***にものしたまひし按察使大納言はみやすむどころはおの娘***なり3。

◇　亡くなった母御息所は、わたしの叔父でいらした按察大納言の御娘である。

■　いとかうざくなる名***をとりて、宮仕***へに出***だしたまへりしに、国王***すぐれて時***めかしたまふこと、並***びなかりけるほどに、人***の嫉***み重***くて亡***せたまひにしかど、この君***のとまりたまへる、いとめでたしかし。

◇　まことに素晴らしい評判をとって、宮仕えにお出しなさったところ、国王も格別に御寵愛あそばすこと、並ぶ者がなかったほどであったが、皆の嫉妬が強くてお亡くなりになってしまったが、この君が生いきていらっしゃる、大変に喜ばしいことである。

■　女***は心高***くつかふべきものなり。

◇　女は気位を高く持つべきなのだ。

■　おのれ、かかる田舎人***なりとて、思へにいだし捨***てじ」

◇　わたしが、このような田舎者だからといって、お見捨てになることはあるまい」

■　など言***ひゐたり。

◇　などと言っていた。

◆　 
"つみ に あたる こと は、 もろこし に も わが みかど に も、 かく よ に すぐれ、 なにごと も ひと に こと に なり ぬる ひと の、 かならず ある こと なり。 いかに ものし たまふ きみ ぞ? こ-はは-みやすむどころ は、 おのが をぢ に ものし たまひ し あぜち-の-だいなごん の おほむ-むすめ なり。 いと かうさく なる な を とり て、 みやづかへ に いだし たまへ り し に、 こくわう すぐれて ときめかし たまふ こと、 ならび なかり ける ほど に、 ひと の そねみ おもく て うせ たまひ に しか ど、 この きみ の とまり たまへ る、 いと めでたし かし。 をむな は こころ たかく つかふ べき もの なり。 おのれ、 かかる ゐなかびと なり とて、 おぼし すて じ。"
 など いひ ゐ たり。


1 【罪に当たることは】以下「思し捨てじ」まで、入道の詞。源氏と明石入道との血縁関係を説く。

2 【何ごとも人にことになりぬる人】大島本は「なに事も人に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「何ごとにも」と格助詞「に」を補訂する。

3 【故母御息所はおのが叔父にものしたまひし按察使大納言の娘なり】大島本は「按察大納言のむすめ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御むすめ」と「御」を補訂する。桐壺更衣が叔父按察大納言の娘で、源氏はその子。すなわち、源氏は自分のいとこの子である、という。


須磨．３．６．１２

■　この娘むすめ、すぐれたる容貌かたちならねど、なつかしうあてはかに、心こころばせあるさまなどぞ、げに、やむごとなき人ひとに1劣おとるまじかりける。

◇　この娘、すぐれた器量ではないが、優しく上品らしく、賢いところなどは、なるほど、高貴な女性に負けないようであった。

■　身みのありさまを、口惜くちをしきものに思おもひ知しりて、

◇　わが身の境遇を、ふがいない者とわきまえて、

■　「高たかき人ひとは、我われを2何なにの数かずにも思おぼさじ。

◇　「身分の高い方は、わたしを物の数のうちにも入れてくださるまい。

■　ほどにつけたる世よをばさらに見みじ3。

◇　身分相応の結婚はまっぴら嫌。

■　命長いのちながくて、思おもふ人ひとびとに後おくれなば、尼あまにもなりなむ、海うみの底そこにも入いりなむ」

◇　長生きして、両親に先立たれてしまったら、尼にもなろう、海の底にも沈みもしよう」

■　などぞ思おもひける。

◇　などと思っているのであった。

■　父君ちちぎみ、所狭ところせく思おもひかしづきて、年としに二ふたたび、住吉すみよしに詣まうでさせけり。

◇　父君は、仰々しく大切に育てて、一年に二度、住吉の神に参詣させるのであった。

■　神かみの御おほむしるしをぞ、人知ひとしれず頼たのみ思おもひける。

◇　神の御霊験を、心ひそかに期待しているのであった。


1 【げにやむごとなき人に】入道が言うようにの意。

2 【高き人は我を】以下「海の底にも入りなむ」まで、明石君の心中。

3 【さらに見じ】主語は明石君。


第四章　光る源氏の物語　信仰生活と神の啓示の物語

第一段　須磨で新年を迎える

須磨．４．１．１

■　須磨すまには、年返としかへりて1、日長ひながくつれづれなるに、植うゑし若木わかぎの桜さくらほのかに咲さき初そめて、空そらのけしきうららかなるに2、よろづのこと思おぼし出いでられて、うち泣なきたまふ折多をりおほかり。

◇　須磨では、年も改まって、日が長くすることもない頃に、植えた若木の桜がちらほらと咲き出して、空模様もうららかな感じがして、さまざまなことがお思い出されなさって、ふとお泣きになる時が多くあった。


1 【須磨には年返りて】須磨で新年を迎える。源氏、二十七歳。

2 【植ゑし若木の桜ほのかに咲き初めて空のけしきうららかなるに】二月中旬頃であろうか。


須磨．４．１．２

■　二月二十日きさらぎのはつかあまり1、去いにし年とし、京きゃうを別わかれし時とき、心苦こころぐるしかりし人ひとびとの御おほむありさまなど、いと恋こひしく、

◇　二月二十日過ぎ、過ぎ去った年、京を離れた時、気の毒に思えた人たちのご様子など、たいそう恋しく、

■　「南殿なでんの桜さくら、盛さかりになりぬらむ3。

◇　「南殿の桜は、盛りになっただろう。

■　一年ひととせの花はなの宴えんに4、院ゐんの御みけしき、内裏うちの主上うへのいときよらになまめいて、わが作つくれる句くを誦ずじたまひし」

◇　去る年の花の宴の折に、院の御様子、主上がたいそう美しく優美に、わたしの作った句を朗誦なさった」

■　も、思おもひ出いできこえたまふ。

◇　のも、お思い出し申される。


1 【二月二十日あまり】須磨での現時点をさす。

2? 【京を別れしとき】前に「三月二十日あまりのほどになむ都離れたまひける」とあった。

3 【南殿の桜盛りになりぬらむ】大島本は「南殿のさくらさかりに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「桜は盛りに」と係助詞「は」を補訂する。「らむ」推量の助動詞、視界外の推量。以下「誦じたまひし」まで、源氏の心中文であるが、その引用句がなく、地の文に流れている。

4 【一年の花の宴に】源氏、二十歳の春、「二月の二十日あまり、南殿の桜の宴せさせたまふ」（花宴）とあった。ちょうど同じ時期。


須磨．４．１．３

■　「いつとなく大宮人おほみやびとの恋こひしきに

桜さくらかざしし今日けふS34も来きにけり1」

◇　「いつと限らず大宮人が恋しく思われるのに

桜をかざして遊んだその日がまたやって来た」


S34 百敷の大宮人はいとまあれや桜かざして今日も暮らしつ（和漢朗詠集上-二五　山辺赤人）

1 【いつとなく大宮人の恋しきに桜かざしし今日も来にけり】源氏の独詠歌。都を恋うる歌。「ももしきの大宮人はいとまあれや桜かざして今日も暮しつ」（和漢朗詠集、春興、赤人）を踏まえる。


須磨．４．１．４

■　いとつれづれなるに、大殿おほいどのの三位中将さむゐのちゅうじゃうは、今いまは宰相さいしゃうになりて、人柄ひとがらのいとよければ、時世ときよのおぼえ重おもくてものしたまへど、世よの中なかあはれにあぢきなく、ものの折をりごとに恋こひしくおぼえたまへば、

◇　何もすることもないころ、大殿の三位中将は、今では宰相に昇進して、人柄もとてもよいので、世間の信頼も厚くいらっしゃったが、世の中がしみじみつまらなく、何かあるごとに恋しく思われなさるので、

■　「ことの聞きこえありて罪つみに当あたるともいかがはせむ1」

◇　「噂が立って罪に当たるようなことがあろうともかまうものか」

■　と思おぼしなして、にはかに参まうでたまふ。

◇　とお考えになって、急にお訪ねになる。

■　うち見みるより、めづらしううれしきにも2、ひとつ涙なみだS35ぞこぼれける3。

◇　一目見るなり、珍しく嬉しくて、同じく涙がこぼれるのであった。


S35 うれしきも憂きも心は一つにて別れぬものは涙なりけり（後撰集雑二-一一八八　読人しらず）

1 【ことの聞こえありて罪に当たるともいかがはせむ】宰相中将の心中。

2 【うち見るよりめづらしううれしきにも】源氏と宰相中将の二人が主語。

3 【ひとつ涙ぞこぼれける】「嬉しきも憂きも心は一つにて分れぬものは涙なりけり」（後撰集雑二、一一八八、読人しらず）を踏まえる。


須磨．４．１．５

■　住すまひたまへるさま、言いはむかたなく唐からめいたり1。

◇　お住まいになっている様子、いいようもなく唐風である。

■　所ところのさま、絵ゑに描かきたらむやうなるに、竹編たけあめる垣かきしわたして、石いしの階はし、松まつの柱2はしらS36、おろそかなるものから、めづらかにをかし。

◇　その場所の有様、絵に描いたような上に、竹を編んで垣根をめぐらして、石の階段、松の柱、粗末ではあるが、珍しく趣がある。


S36 五架三間新草堂　石階桂柱竹編牆（白氏文集十六-九七五）

1 【住まひたまへるさま言はむかたなく唐めいたり】以下、宰相中将の目を通して語る。

2 【竹編める垣しわたして石の階松の柱】『白氏文集』の「五架三間新草堂石階松柱竹編墻」の表現を踏まえた造り。


須磨．４．１．６

■　山賤やまがつめきて、ゆるし色いろの黄きがちなるに1、青鈍あをにびの狩衣かりぎぬ、指貫さしぬき、うちやつれて、ことさらに田舎いなかびもてなしたまへるしも、いみじう、見みるに笑ゑまれてきよらなり。

◇　山人みたいに、許し色の黄色の下着の上に、青鈍色の狩衣、指貫、質素にして、ことさら田舎風にしていらっしゃるのが、実に、見るからににっこりせずにはいられないお美しさである。

■　取とり使つかひたまへる調度てうども2、かりそめにしなして、御座所おましどころもあらはに見入みいれらる。

◇　お使いになっていらっしゃる調度も、一時の間に合わせ物にして、ご座所もまる見えにのぞかれる。

■　碁ご、双六盤3すぐろくばん、調度てうど、弾棊たぎの具ぐなど、田舎ゐなかわざにしなして、念誦ねんずの具ぐ、行おこなひ勤つとめたまひけりと見みえたり。

◇　碁、双六の盤、お道具、弾棊の具などは、田舎風に作ってあって、念誦の具は、勤行なさっていたように見えた。

■　もの参まゐれるなど、ことさら所ところにつけ、興きょうありてしなしたり。

◇　お食事を差し上げる折などは、格別に場所に合わせて、興趣あるもてなしをした。


1 【ゆるし色の黄がちなるに】「聴色」は誰が着てもよい色。

2 【調度も】大島本は「てうとも」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「調度ども」と校訂する。

3 【双六盤】大島本は「こすくろくはむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「双六の盤」と格助詞「の」を補訂する。


須磨．４．１．７

■　海人あまども漁あさりして、貝かひつ物持ものもて参まゐれるをP35、召めし出いでて御覧ごらんず。

◇　海人たちが漁をして、貝の類を持って参ったのを、召し出して御覧になる。

■　浦うらに年経としふるさまなど問とはせたまふに、さまざま安やすげなき身みの愁うれへを申まうす。

◇　海辺に生活する様子などを尋ねさせなさると、いろいろと容易でない身の辛さを申し上げる。

■　そこはかとなくさへづるも、

◇　とりとめもなくしゃべり続けるのも、

■　「心こころの行方ゆくへは同おなじこと。

◇　「心労は同じことだ。

■　何なにか異ことなる」

◇　何の身分の上下に関係あろうか」

■　と、あはれに見みたまふ。

◇　と、しみじみと御覧になる。

■　御衣おほむぞどもなどかづけさせたまふを、生いけるかひありと思おもへり2。

◇　御衣類をお与えさせになると、生きていた甲斐があると思った。

■　御馬おほむむまども近ちかう立たてて、見みやりなる倉くらか何なにぞなる稲取いねとり出いでて飼かふなど、めづらしう見みたまふ。

◇　幾頭ものお馬を近くに繋いで、向こうに見える倉か何かにある稲を取り出して食べさせているのを、珍しく御覧になる。


P35 参れるを--まいれな（な/＄る）を

1? 【心の行方は同じことなるかな】源氏の心中。

2 【御衣どもなどかづけさせたまふを生けるかひありと思へり】「かづく」「かひ」など海人に関係ある語句を選んで表現。「させ」使役の助動詞。


須磨．４．１．８

■　「飛鳥井***S37」

◇　「飛鳥井」

■　すこし歌うたひて、月つきごろの御物語おほむものがたり、泣なきみ笑わらひみ、

◇　を少し歌って、数月来のお話を、泣いたり笑ったりして、

■　「若君わかぎみの1何なにとも世よを思おぼさでものしたまふ悲かなしさを、大臣おとどの明あけ暮くれにつけて思おぼし嘆なげく」

◇　「若君が何ともご存知なくいらっしゃる悲しさを、大臣が明け暮れにつけてお嘆きになっている」

■　など語かたりたまふに、堪たへがたく思おぼしたり。

◇　などとお話になると、たまらなくお思いになった。

■　尽つきすべくもあらねば、なかなか片端かたはしもえまねばず2。

◇　お話し尽くせるものでないから、かえって少しも伝えることができない。

◆　 
あすかゐ すこし うたひ て、 つきごろ の おほむ-ものがたり、 なきみ わらひみ、
 "わかぎみ の なに と も よ を おぼさ で ものし たまふ かなしさ を、 おとど の あけくれ に つけ て おぼし なげく。"
 など かたり たまふ に、 たへ がたく おぼし たり。 つき す べく も あら ね ば、 なかなか かたはし も え まねば ず。


S37 飛鳥井に　宿りはすべし　や　おけ　蔭もよし　御甕も寒し　御秣もよし（催馬楽-飛鳥井）

1 【若君の】以下「思し嘆く」まで、宰相中将の詞。

2 【尽きすべくもあらねばなかなか片端もえまねばず】語り手の省筆の弁。『弄花抄』は「記者筆也」と指摘。


須磨．４．１．９

■　夜よもすがらまどろまず、文作ふみつくり明あかしたまふ。

◇　一晩中一睡もせず、詩文を作って夜をお明かしになる。

■　さ言いひながらも、もののP36聞きこえをつつみて、急いそぎ帰かへりたまふ。

◇　そうは言うものの、世間の噂を気にして、急いでお帰りになる。

■　いとなかなかなり。

◇　かえって辛い思いがする。

■　御土器参おほむかはらけまゐりて、

◇　お杯を差し上げて、

■　「酔ゑひの悲かなしび涙なみだそそく春はるの盃さかづきの裏1うちS38」

◇　「酔ひの悲しびを涙そそぐ春の盃の裏」

■　と、諸声もろごゑに誦ずじたまふ。

◇　と、一緒に朗誦なさる。

■　御供おほむともの人ひとも涙なみだを流ながす。

◇　お供の人も涙を流す。

■　おのがじしP37、はつかなる別わかれ惜をしむべかめり。

◇　お互いに、しばしの別れを惜しんでいるようである。


P36 ものの--もの（の/+の〈朱〉）

S38 酔悲*（水+麗）涙春盃裏　吟苦支頤暁燭前（白氏文集十七-一一〇七）

P37 おのがじし--をのか（か/+しゝ）

1 【酔ひの悲しび涙そそく春の盃の裏】『白氏文集』律詩の「酔悲灑涙春盃裏吟苦支頤暁燭前」の詩句。


須磨．４．１．１０

■　朝あさぼらけの空そらに雁連かりつれて渡わたる。

◇　明け方の空に雁が列を作って飛んで行く。

■　主人あるじの君きみ、

◇　主の君は、

須磨．４．１．１１

■　「故郷ふるさとをいづれの春はるか行ゆきて見みむ

うらやましきは帰かへる雁かりがね1」

◇　「ふる里をいつの春にか見ることができるだろう

羨ましいのは今帰って行く雁だ」


1 【故郷をいづれの春か行きて見むうらやましきは帰る雁がね】源氏の宰相中将への贈歌。『菅家後集』「聞旅雁」の「我為遷客汝来賓共是蕭々旅漂身欹枕思量帰去日我知何歳汝明春」を踏まえる。


須磨．４．１．１２

■　宰相さいしゃう、さらに立たち出いでむ心地ここちせで、

◇　宰相は、まったく立ち去る気もせず、

須磨．４．１．１３

■　「あかなくに雁かりの常世とこよを立たち別わかれ

花はなの都みやこに道みちや惑まどはむ1」

◇　「まだ飽きないまま雁は常世を立ち去りますが

花の都への道にも惑いそうです」


1 【あかなくに雁の常世を立ち別れ花の都に道や惑はむ】宰相中将返歌。「雁」に「仮」を掛ける。


須磨．４．１．１４

■　さるべき都みやこの苞つとなど1、由よしあるさまにてあり。

◇　しかるべき都へのお土産など、風情ある様に準備してある。

■　主人あるじの君きみ、かくかたじけなき御送おほむおくりにとて、黒駒くろこまたてまつりたまふ2。

◇　主の君は、このような有り難いお礼にと思って、黒駒を差し上げなさる。

■　「ゆゆしう思おぼされぬべけれど、風かぜに当あたりては、嘶いばえぬS39べければ4なむ」

◇　「縁起でもなくお思いになるかも知れませんが、風に当たったら、きっと嘶くでしょうから」

■　と申まうしたまふ。

◇　とお申し上げになる。

■　世よにありがたげなる御馬おほむむまのさまなり。

◇　世にめったにないほどの名馬の様である。

■　「形見かたみに偲しのびたまへ5」

◇　「わたしの形見として思い出してください」

■　とて、いみじき笛ふえの名なありけるなどばかり、人咎ひととがめつべきことは、かたみにえしたまはず。

◇　と言って、たいそう立派な笛で高名なのを贈るぐらいで、人が咎め立てするようなことは、お互いにすることはおできになれない。


S39 胡馬依北風　越鳥巣南枝（文選二十九-二四九）

1 【都の苞など】宰相中将が都から持ってきたみやげの品々。

2 【黒駒たてまつりたまふ】『河海抄』は「よそにありて雲居に見ゆる妹が家に早く到らむ歩め黒駒」（拾遺集恋四、九一〇、人麿）、「我が帰る道の黒駒心あらば君は来ずともおのれ嘶け」（拾遺集恋四、九一一、読人しらず）を引歌として指摘する。

3? 【ゆゆしう思されぬべけれども】以下「嘶えぬべければ」まで、源氏の詞。

4 【風に当たりては嘶えぬべければ】『文選』古詩十九首の「胡馬依北風越鳥巣南枝」を踏まえる。『集成』は「中将の帰路を祝った言葉」と注す。

5 【形見に偲びたまへ】『集成』は源氏の詞と解し、『完訳』は宰相中将の詞と解す。


須磨．４．１．１５

■　日ひやうやうさし上あがりて、心こころあわたたしければ、顧かへりみのみしつつ出いでたまふを、見送みおくりたまふけしき、いとなかなかなり。

◇　日がだんだん高くさしのぼって、心せわしいので、振り返り振り返りしながらお立ちになるのを、お見送りなさる様子、まったくなまじお会いせねばよかったと思われるくらいである。

■　「いつまた対面たいめんは」

◇　「いつ再びお目にかからせていただけましょう」

■　と申まうしたまふに1、主人あるじ、

◇　と申し上げると、主人の君は、


1 【いつまた対面はと申したまふに】大島本は「いつ又たいめむハと申給に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いつまた対面たまはらんとすらん。さりともかくやは」と申したまふに」と校訂する。


須磨．４．１．１６

■　「雲近くもちかく飛とび交かふ鶴たづも空そらに見みよ

我われは春日はるひの曇くもりなき身みぞ1

◇　「雲の近くを飛びかっている鶴よ、雲上人よ、はっきりと照覧あれ

わたしは春の日のようにいささかも疚しいところのない身です


1 【雲近く飛び交ふ鶴も空に見よ我は春日の曇りなき身ぞ】源氏の歌。以下「思ひはべらぬ」まで、源氏の詞。


須磨．４．１．１７

■　かつは頼たのまれながら、かくなりぬる人1ひと、昔むかしのかしこき人ひとだに、はかばかしう世よにまたまじらふこと難かたくはべりければ、何なにか、都みやこのさかひをまた見みむとなむ思おもひはべらぬ」

◇　一方では当てにしながら、このように勅勘を蒙った人は、昔の賢人でさえ、満足に世に再び出ることは難しかったのだから、どうして、都の地を再び見ようなどとは思いませぬ」


1 【かくなりぬる人】大島本は「かくなりぬる人」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かくなりぬる人は」と係助詞「は」を補訂する。


須磨．４．１．１８

■　などのたまふ。宰相さいしゃう、

◇　などとおっしゃると、宰相は、

須磨．４．１．１９

■　「たづかなき雲居くもゐにひとり音ねをぞ鳴なく

翼並つばさならべし2友ともを恋こひつつ1

◇　「頼りない雲居にわたしは独りで泣いています

かつて共に翼を並べた君を恋い慕いながら


1 【たづかなき雲居にひとり音をぞ鳴く翼並べし友を恋ひつつ】宰相中将の返歌。『集成』は「たつかなき」とすべて清音に、『新大系』は「たづかなき」と「づ」を濁音に、『古典セレクション』は「たづがなき」と「づが」を濁音に読む。「たつかなき」は「たつきなき」と同意。「田鶴が鳴き」を掛ける。

2 【翼並べし】『史記』「留侯世家」の「羽翼已成」を踏まえた表現。


須磨．４．１．２０

■　かたじけなく馴なれきこえはべりて、いとしもと悔くやしうS40思おもひたまへらるる折多をりおほく」

◇　もったいなく馴れなれしくお振る舞い申して、かえって悔しく存じられます折々の多いことでございます」

■　など2、しめやかにもあらで帰かへりたまひぬる名残なごり、いとど悲かなしう眺ながめ暮くらしたまふ。

◇　などと、しんみりすることなくてお帰りになった、その後、ますます悲しく物思いに沈んでお過ごしになる。


S40 思ふとていとこそ人に慣れざらめしか慣らひてぞ見ねば恋しき（拾遺集恋四-九〇〇　読人しらず）

1? 【いとしも悔しう】『源氏釈』は「思ふとていとこそ人になれざらめしかならひてぞ見ねば恋しき」（拾遺集恋四、九〇〇、読人しらず）を引歌として指摘する。

2 【折多くなど】大島本は「おりおほくなと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「多くなむと」と「む」を補訂する。


第二段　上巳の祓と嵐

須磨．４．２．１

■　弥生やよひの朔日ついたちに出いで来きたる巳みの日ひ、

◇　三月の上旬にめぐって来た巳の日に、

■　「今日けふなむ1、かく思おぼすことある人ひとは、御禊みそぎしたまふべき」

◇　「今日は、このようにご心労のある方は、御禊をなさるのがようございます」

■　と、なまさかしき人ひとの聞きこゆれば、海うみづらもゆかしうて出いでたまふ。

◇　と、知ったかぶりの人が申し上げるので、海辺も見たくてお出かけになる。

■　いとおろそかに、軟障ぜんじゃうばかりを引ひきめぐらして、この国くに通にかよひける陰陽師召おみゃうじめして、祓はらへせさせたまふ。

◇　ひどく簡略に、軟障だけを引きめぐらして、この国に行き来していた陰陽師を召して、祓いをおさせなになる。

■　舟ふねにことことしき人形乗ひとかたのせて流ながすを見みたまふに2、よそへられて、

◇　舟に仰々しい人形を乗せて流すのを御覧になるにつけても、わが身になぞらえられて、


1 【今日なむ】以下「御禊したまふべき」まで、供人の詞。

2 【見たまふに】大島本は「見給ふに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見たまふにも」と係助詞「も」を補訂する。


須磨．４．２．２

■　「知しらざりし大海おほうみの原はらに流ながれ来きて

ひとかたにやはものは悲かなしき1」

◇　「見も知らなかった大海原に流れきて

人形に一方ならず悲しく思われることよ」


1 【知らざりし大海の原に流れ来てひとかたにやはものは悲しき】源氏の独詠歌。「一方」と「人形」の掛詞。


須磨．４．２．３

■　とて、ゐたまへる御おほむさま、さる晴はれに出いでて、言いふよしなく見みえたまふ。

◇　と詠んで、じっとしていらっしゃるご様子、このような広く明るい所に出て、何とも言いようのないほど素晴らしくお見えになる。

■　海うみの面おもてうらうらと凪なぎわたりて、行方ゆくへも知しらぬに、来こし方行かたゆく先思さきおぼし続つづけられて、

◇　海の表面もうららかに凪わたって、際限も分からないので、過去のこと将来のことが次々と胸に浮かんできて、

須磨．４．２．４

■　「八百やほよろづ神かみもあはれと思おもふらむ

犯をかせる罪つみのそれとなければ1」

◇　「八百万の神々もわたしを哀れんでくださるでしょう

これといって犯した罪はないのだから」


1 【八百よろづ神もあはれと思ふらむ犯せる罪のそれとなければ】源氏の独詠歌。身の潔白を訴え、八百万の神に同情を乞う。


須磨．４．２．５

■　とのたまふに、にはかに風吹かぜふき出いでて、空そらもかき暮くれぬ。

◇　とお詠みになると、急に風が吹き出して、空もまっ暗闇になった。

■　御祓おほむはらへもし果はてず、立たち騒さわぎたり。

◇　お祓いもし終えないで、騒然となった。

■　肱笠雨ひぢかさあめS41とか降ふりきて、いとあわたたしければ、みな帰かへりたまはむとするに、笠かさも取とりあへず。

◇　肱笠雨とかいうものが降ってきて、ひどくあわただしいので、皆がお帰りになろうとするが、笠も手に取ることができない。

■　さる心こころもなきに3、よろづ吹ふき散ちらし、またなき風かぜなり。

◇　こうなろうとは思いもしなかったが、いろいろと吹き飛ばし、またとない大風である。

■　波なみいといかめしう立たちて2、人ひとびとの足あしをそらなり4。

◇　波がひどく荒々しく立ってきて、人々の足も空に浮いた感じである。

■　海うみの面おもては、衾ふすまを張はりたらむやうに光ひかり満みちて、雷鳴かみなりひらめく。

◇　海の表面は、衾を広げたように一面にきらきら光って、雷が鳴りひらめく。

■　落おちかかる心地ここちして、からうしてたどり来きて5、

◇　落ちてきそうな気がして、やっとのことで、家にたどり着いて、

■　「かかる目めは見みずもあるかな6」

◇　「このような目には遭ったこともないな」

■　「風かぜなどは吹ふくも、けしきづきてこそあれ。

◇　「風などは、吹くが、前触れがあって吹くものだ。

■　あさましうめづらかなり」

◇　思いもせぬ珍しいことだ」

■　と惑まどふに、なほ止やまず鳴なりみちて、雨あめの脚当あしあたる所ところ、徹とほりぬべく、はらめき落おつ。

◇　と困惑しているが、依然として止まず鳴りひらめいて、雨脚の当たる所、地面を突き通してしまいそうに、音を立てて落ちてくる。

■　「かくて世よは尽つきぬるにや」

◇　「こうして世界は滅びてしまうのだろうか」

■　と、心細こころぼそく思おもひ惑まどふに、君きみは、のどやかに経きゃううち誦ずじておはす。

◇　と、心細く思いうろたえているが、君は、落ち着いて経を誦していらっしゃる。


S41 婦が門　夫が門　行き過ぎかねてや　我が行かば　肱笠の　雨もや降らなむ　郭公　雨宿り　笠宿り　舎りてまからむ（催馬楽-婦が門）

1? 【肱笠雨とか降り来て】「肱笠雨」は催馬楽の「妹が門」に「妹が門夫が門行き過ぎかねてや我が行かべ肱笠の雨もや降らなむ死出田長雨宿り宿りてまからむ死出田長」とある語句。

2 【波いといかめしう立ちて】大島本は「たちて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「立ち来て」と「来」を補訂する。

3 【さる心もなきに】暴風雨に対する用意。

4 【足をそらなり】『古典セレクション』は「「足をそら（空）なり」は慣用表現。地に足がつかず、あわてふためくさま」と注す。「殿のうちの人、足をそらにて思ひまどふ」（夕顔）。

5 【たどり来て】『完訳』は「手探りでやって来て」と注す。

6 【かかる目は見ずもあるかな】以下「めづらかなり」まで、供人たちの詞。


須磨．４．２．６

■　暮くれぬれば、雷かみすこし鳴なり止やみて、風かぜぞ、夜よるも吹ふく。

◇　日が暮れたので、雷は少し鳴り止んだが、風は、夜も吹く。

■　「多おほく立たてつる願ぐわんの力ちからなるべし2」

◇　「たくさん立てた願の力なのでしょう」

■　「今いましばし、かくあらば、波なみに引ひかれて入いりぬべかりけり」

◇　「もうしばらくこのままだったら、波に呑みこまれて海に入ってしまうところだった」

■　「高潮たかしほといふものになむ、とりあへず人ひとそこなはるるとは聞きけど、いと、かかることは、まだ知しらず」

◇　「高潮というものに、何を取る余裕もなく人の命がそこなわれるとは聞いているが、まこと、このようなことは、まだ見たこともない」

■　と言いひあへり。

◇　と言い合っていた。


1? 【雨の脚当たるところ徹りぬべく】『集成』は「雨の降るのが白く糸を引いたようになる様をいう」と注す。

2 【多く立てつる願の力なるべし】以下「まだ知らず」まで、供人たちの詞。


須磨．４．２．７

■　暁方あかつきがた、みなうち休やすみたり。

◇　明け方、みな寝んでいた。

■　君きみもP38いささか寝入ねいりたまへれば、そのさまとも見みえぬ人来ひときて1、

◇　君もわずかに寝入りなさると、誰ともわからない者が来て、

■　「など、宮みやより召めしあるには参まゐりたまはぬ2」

◇　「どうして、宮からお召しがあるのに参らないのか」

■　とて、たどりありくと見みるに、おどろきて、

◇　と言って、手探りで捜してしるように見ると、目が覚めて、

■　「さは、海うみの中なかの3龍王りうわうの、いといたうものめでする4ものにて、見入みいれたるなりけり」

◇　「さては海龍王が、美しいものがひどく好きなもので、魅入ったのであったな」

■　と思おぼすに、いとものむつかしう、この住すまひ堪たへがたく思おぼしなりぬ。

◇　とお思いになると、とても気味が悪く、ここの住まいが耐えられなくお思いになった。


P38 君も--きて（て/＄み）も

1 【そのさまとも見えぬ人来て】『集成』は「何者の姿とも判じがたい人が現れて」の意に解す。

2 【など宮より召しあるには参りたまはぬ】異形の人の詞。『完訳』は「源氏は、海に呑まれかけただけに、この「宮」を離宮の意に解し、海神住吉の神殿に誘われたぐらいに直感したのであろう。なお、その源氏の理解とは別に、「宮」は宮中の意とも解しうる」と注す。

3 【さは海の中の】以下「見入れたるなりけり」まで、源氏の心中。

4 【ものめでする】『集成』は「美しいものを大層ひどく好む」と注す。



１３． 明石 (あかし)

第一章　光る源氏の物語　須磨の嵐と神の導きの物語

第一段　須磨の嵐続く

明石．１．１．１

■　なほ雨風あめかぜやまず1、雷鳴かみなり静しづまらで、日ひごろになりぬ。

◇　依然として雨風が止まず、雷も鳴り静まらないで、数日がたった。

■　いとどものわびしきこと、数知かずしらず、来きし方行かたゆく先さき、悲かなしき御おほむありさまに、心強こころづようしもえ思おぼしなさず、

◇　ますます心細いこと、数限りなく、過去も未来も、悲しいお身の上で、気強くもお考えになることもできず、

■　「いかにせまし2。

◇　「どうしよう。

■　かかりとて3、都みやこに帰かへらむことも、まだ世よに許ゆるされもなくては、人笑ひとわらはれなることこそまさらめ。

◇　こうだからといって、都に帰るようなことも、まだ赦免がなくては、物笑いになることが増そう。

■　なほ、これより4深ふかき山やまを求もとめてや、あと絶たえなまし」

◇　やはり、ここより深い山を求めて、姿をくらましてしまおうか」

■　と思おぼすにも、

◇　とお思いになるにつけても、

■　「波風なみかぜに騒さわがれてP1,5など、人ひとの言いひ伝つたへむこと、後のちの世よまで、いと軽々かろがろしき名なや流ながし果はてむ6」

◇　「波風に脅かされてなど、人が言い伝えるようなこと、後世にまで、たいそう軽率な浮名を流してしまうことになろう」

■　と思おぼし乱みだる。

◇　とお迷いになる。


P1 騒がれて--さはかさ（さ/＄〈朱〉）れて

1 【なほ雨風やまず】「須磨」巻末の三月上巳の日の暴風雨を直接受けた語り出し。『河海抄』は『尚書』金縢篇の周公旦の故事を指摘。

2 【いかにせまし】以下「あと絶えなまし」まで、源氏の心中。長徳二年（九六六）藤原伊周が大宰帥に左遷されて播磨国に留まっていたが、許可なく密かに上京したことが露顕して、遂に大宰府に流された例がある。

3 【かかりとて】風雨雷鳴の脅威をさす。

4 【なほこれより】完訳「「なほ」は、今までも考えてきた意」と注す。

5 【波風に騒がれて】以下「流し果てむ」まで、源氏の心中。

6 【軽々しき名や流し果てむ】大島本は「名や」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「名をや」と「を」を補訂する。「流し果つ」複合語。「や」（係助詞、疑問）「む」（推量の助動詞、推量）係結び、強調のニュアンス。


明石．１．１．２

■　夢ゆめにも、ただ同おなじさまなる物もののみ1来きつつ2、まつはしきこゆと見みたまふ。

◇　夢にも、まるで同じ恰好をした物ばかりが現れては現れて、お引き寄せ申すと御覧になる。

■　雲間くもまなくて3、明あけ暮くるる日数ひかずに添そへて、京きゃうの方かたもいとどおぼつかなく、

◇　雲の晴れ間もなくて、明け暮らす日数が過ぎていくと、京の方面もますます気がかりになって、

■　「かくながら身みをはふらかしつるにや4」

◇　「こうしたまま身を滅ぼしてしまうのだろうか」

■　と、心細こころぼそう思おぼせど、頭かしらさし出いづべくもあらぬ5空そらの乱みだれに、出いで立たち参まゐる人ひともなし6。

◇　と、心細くお思いになるが、頭をさし出すこともできない空の荒れ具合に、やって参る者もいない。


1 【夢にもただ同じさまなる物のみ】大島本は「夢」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御夢」と「御」を補訂する。「須磨」巻の源氏の夢に現れた異形の物をいう。

2 【来つつ】「つつ」接続助詞、反復の意。異形の物が繰り返し現れた。

3 【雲間なくて】大島本は「雲まなくて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「雲間もなくて」と「も」を補訂する。

4 【かくながら身をはふらかしつるにや】源氏の心中。「つる」完了の助動詞、確述。「に」断定の助動詞。「や」（疑問の終助詞）。〜してしまうのであろうかのニュアンス。

5 【さし出づべくもあらぬ】「べく」推量の助動詞、可能。「も」（係助詞、強調）。

6 【人もなし】「も」（係助詞、強調）。


明石．１．１．３

■　二条院にでうのゐんよりぞ1、あながちにあやしき姿すがたにて、そほち参まゐれる。

◇　二条院から、無理をしてみすぼらしい姿で、ずぶ濡れになって参ったのだ。

■　道みちかひにてだに、人ひとか何なにぞとだに御覧ごらんじわくべくもあらず、まづ追おひ払はらひつべき3賤しづの男をの、むつましうあはれに思おぼさるるも4、我われながらかたじけなく、屈くしにける心こころのほど思おもひ知しらる5。

◇　道ですれ違っても、人か何物かとさえ御覧じ分けられない、早速追い払ってしまうにちがいない賤しい男を、慕わしくしみじみとお感じになるのも、自分ながらももったいなくも、卑屈になってしまった心の程を思わずにはいられない。

■　御文おほむふみに、

◇　お手紙に、


1 【二条院よりぞ】「ぞ」（係助詞）「そほち参れる」、係結び、強調。

2? 【道かひにてだに--御覧じわくべくもあらず】「だに」副助詞、下に打消や反語の表現を伴って、述語の表す動作・状態に対して、例外的、逆接的な事物、事態であることを示す。「べく」推量の助動詞、可能。「も」係助詞、強調。道ですれちがってでさえも--まったくお見分けになれないの意。主語は源氏。

3 【追ひ払ひつべき】「つ」完了の助動詞、確述。「べき」推量の助動詞、当然。当然追い返してしまうにちがいないのニュアンス。

4 【むつましうあはれに思さるるも】源氏の心中を叙述。「るる」自発の助動詞。「も」係助詞、一例を挙げて他を暗示する。自然そのような気持ちになるにつけても。

5 【我ながらかたじけなく屈しにける心のほど思ひ知らる】源氏の心中を叙述。『完訳』は「高貴な自分がこんな下々の者にまで親しみを感ずるとは、という気持」「源氏の気持をそのまま地の文として書いているので、「思ひ知らる」と敬語がない」と注す。


明石．１．１．４

■　「あさましくを止やみなきころの1けしきに、いとど空そらさへ2閉とづる心地ここちして、眺ながめやる方かたなくなむ3。

　　浦風うらかぜやいかに吹ふくらむ思おもひやる

　　袖そでうち濡ぬらし波間なみまなきころ4」

◇　「驚くほどの止むことのない日頃の天気に、ますます空までが塞がってしまう心地がして、心の晴らしようがなく、

須磨の浦ではどんなに激しく風が吹いていることでしょう

心配で袖を涙で濡らしている今日このごろです」


1 【あさましくを止みなきころの】以下「波間なきころ」まで、紫君の文。

2 【空さへ】『完訳』は「胸の中はもちろん、空までも」と注す。

3 【方なくなむ】「なむ」係助詞、結びの省略。言いさした形、余情表現。

4 【浦風やいかに吹くらむ思ひやる袖うち濡らし波間なきころ】紫君の独詠歌。「浦風」「波間」は縁語。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。紫君が都から須磨の浦の源氏を思いやるニュアンス。


明石．１．１．５

■　あはれに悲かなしきことども書かき集あつめたまへり。

◇　しみじみとした悲しい気持ちがいっぱい書き連ねてある。

■　いとどP2汀みぎはまさりぬべく1、かきくらす心地ここちしたまふ。

◇　ますます涙があふれてしまいそうで、まっ暗になる気がなさる。


P2 いとど--（ひきあくるより/＄〈朱〉）いとど

1 【いとど汀まさりぬべく】大島本は「ひきあくるより（ひきあくるより＄〈朱墨〉）いとゝみきはまさりぬへく」とあり「ひきあくるより」を墨筆と朱筆でミセケチにする。『新大系』は底本に従って「ひきあくる」を削除する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ひきあくる」を生かした本文とする。「君惜しむ涙落ち添ひこの川の汀まさりて流るべらなり」（古今六帖・別れ）による。「ぬ」完了の助動詞、確述。「べく」推量の助動詞、推量。涙があふれてしまいそうにの意。


明石．１．１．６

■　「京きゃうにも、この雨風1あめかぜ、あやしきP3物もののさとしなり2とて、仁王会にんわうゑなど行おこなはるべし3となむ聞きこえはべりし。

◇　「京でも、この雨風は、不思議な天の啓示であると言って、仁王会などを催す予定だと噂していました。

■　内裏うちに参まゐりたまふ上達部かむだちめなども、すべて道閉みちとぢて、政事まつりごとも絶たえてなむはべる5」

◇　宮中に参内なさる上達部なども、まったく道路が塞がって、政道も途絶えております」

■　など、はかばかしうもあらず、かたくなしう語かたりなせど、京きゃうの方かたのことと思おぼせばいぶかしうて、御前おまへに召めし出いでて、問とはせたまふ6。

◇　などと、はきはきともせず、たどたどしく話すが、京のこととお思いになると知りたくて、御前に召し出して、お尋ねあそばす。


P3 あやしき--（いと/＄〈朱〉）あやしき

1 【京にもこの雨風】以下「絶えてなむはべる」まで、使者の詞。

2 【あやしき物のさとしなり】大島本は「いと（いと＄〈朱墨〉）あやしき物のさとしなり」とあり「いと」を墨筆と朱筆でミセケチにする。『新大系』は底本に従って「いと」を削除する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いと」を生かした本文とする。「なり」は断定の助動詞。

3 【仁王会など行はるべし】国家鎮護・七難即滅のために「仁王護国般若経」を宮中で講じる。これは春秋の臨時の仁王会以外の特に行われるもの。「る」（受身の助動詞）「べし」（推量の助動詞）、行われる予定であるの意。

4? 【なむきこえはべりし】「なむ」係助詞。「し」過去の助動詞。係結び、強調。

5 【絶えてなむはべる】「なむ」係助詞。「侍る」丁寧語。係結び。強調のニュアンス。

6 【御前に召し出でて問はせたまふ】「せ」尊敬の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。二重敬語。身分の差異を表現したもの。


明石．１．１．７

■　「ただ、例れいの雨あめのを止やみなく降ふりて、風かぜは時々吹とき出どきふきいでてP4,1、日ひごろになりはべるを、例れいならぬことに驚おどろきはべるなり2。

◇　「ただ、例によって雨が小止みなく降って、風は時々吹き出して、数日来になりますのを、ただ事でないと驚いているのです。

■　いとかく、地ちの底徹そことほるばかりの氷降ひふり、雷いかづちの静しづまらぬことははべらざりき3」

◇　まことにこのように、地の底に通るほどの雹が降り、雷の静まらないことはございませんでした」

■　など、いみじきさまに驚おどろき懼をぢてをる顔かほのいとからきにも、心細こころぼそさまさりける4。

◇　などと、大変な様子で驚き脅えて畏まっている顔がとてもつらそうなのにつけても、心細さがつのるのだった。


P4 吹き出でて--吹いてつゝ（て/+て、つゝ/＄）

1 【風は時々吹き出でて】大島本は「風ハ時／＼吹いて（て＋て）つゝ（つゝ＄）」と「て」を補訂し「つゝ」をミセケチにする。『新大系』は底本の訂正に従って「吹き出でて」とする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「吹き出でつつ」とする。

2 【驚きはべるなり】「なり」断定の助動詞。

3 【はべらざりき】「き」過去の助動詞。自ら体験したことがないというニュアンス。

4 【心細さまさりける】主語は供人たち。大島本は「心ほそさまさりける」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心細さぞ」と係助詞「ぞ」を補訂する。


第二段　光る源氏の祈り

明石．１．２．１

■　「かくしつつ世***は尽**きぬべきにや1」

◇　「こうしながらこの世は滅びてしまうのであろうか」

■　と思**さるるに2、そのまたの日***の暁あかつきより、風かぜいみじう吹ふき、潮高しほたかう満みちて、波なみの音荒おとあらきこと、巌いはほも山やまも残のこるまじきけしきなり。

◇　と思わずにはいらっしゃれないでいると、その翌日の明け方から、風が激しく吹き、潮が高く満ちきて、波の音の荒々しいこと、巌も山をも無くしてしまいそうである。

■　雷かみの鳴なりひらめくさま、さらに言いはむ方かたなくて、

◇　雷の鳴りひらめく様子、さらに言いようがなくて、

■　「落おちかかりぬ3」

◇　「そら、落ちてきた」

■　とおぼゆるに、ある限かぎり4さかしき人ひとなし。

◇　と思われると、その場に居合わせた者でしっかりした人はいない。

◆　 
また の ひ の あかつき より、 かぜ いみじう ふき、 しほ たかう みち て、 なみの おと あらき こと、 いはほ も やま も のこる まじき けしき なり。 かみ のなり ひらめく さま、 さらに いはむかたなく て、 "おち かかり ぬ。"と おぼゆる に、 ある かぎり さかしき ひと なし。


1 【かくしつつ世は尽きぬべきにや】源氏の思念。「ぬ」完了の助動詞、確述。「べき」推量の助動詞、推量。「に」断定の助動詞。「や」終助詞、疑問。きっと滅びてしまうのであろうかの意。

2 【思さるるに】「るる」自発の助動詞。「に」接続助詞、順接。

3 【落ちかかりぬ】「ぬ」完了の助動詞、完了。『完訳』は「落ちかかってきた」と訳す。

4 【ある限り】その場にい合わせる者みな、の意。


明石．１．２．２

■　「我われはいかなる罪つみを1犯をかして、かく悲かなしき目めを見みるらむ2。

◇　「自分はどのような罪を犯して、このような悲しい憂き目に遭うのだろう。

■　父母ちちははにもあひ見みず、かなしき妻子めこの顔かほをも見みで、死しぬべきこと4」

◇　父母にも互いに顔を見ず、いとしい妻や子どもにも会えずに、死なねばならぬとは」


1 【我はいかなる罪を】以下「死ぬべきこと」まで、供人の詞。

2 【見るらむ】「らむ」推量の助動詞、原因推量。どうして酷い目に遭うのであろうかの意。

3? 【父母にも--妻子の顔をも】「も」副助詞、最初は強調と次は類例の意。

4 【死ぬべきこと】「べき」推量の助動詞、当然。死なねばならないこと、の意。


明石．１．２．３

■　と嘆なげく。

◇　と嘆く。

■　君きみは御心みこころを静しづめて、

◇　君は、お心を静めて、

■　「何なにばかりのあやまちにてP5か1、この渚なぎさに命いのちをば極きはめむ」

◇　「どれほどの過失によって、この海辺に命を落とすというのか」

■　と、強つよう思おぼしなせど、いともの騒さわがしければ、色々いろいろの幣帛みてぐらささげさせたまひて2、

◇　と、気を強くお持ちになるが、ひどく脅え騒いでいるので、色とりどりの幣帛を奉らせなさって、


P5 あやまちにて--あやまち（ち/+に）て

1 【何ばかりのあやまちにてか】以下「命をば極めむ」まで、源氏の心中。悲運の不当を訴える。「か」（係助詞、疑問）--「極め」「む」推量の助動詞。反語表現。命を落とそうか、そのようなことはけっしてない、の意。『完訳』は「源氏の無実の主張」と注す。

2 【幣帛ささげさせたまひて】「させ」使役の助動詞。「たまひ」尊敬の補助動詞。供人をして幣帛を奉らせなさる。


明石．１．２．４

■　「住吉すみよしの神1かみ、近ちかき境さかひを鎮しづめ守まもりたまふ。

◇　「住吉の神、この近辺一帯をご鎮護なさる。

■　まことに迹あとを垂たれたまふ神かみならば、助たすけたまへ」

◇　真に現世に迹を現しなさる神ならば、我らを助けたまえ」


1 【住吉の神】以下「助けたまへ」まで、源氏の祈りの詞。神は一定の地域を支配するという神道思想と神は仏の垂迹であるという本地垂迹思想とが見られる。『完訳』は「神が畏怖の対象であっても、仏の垂迹であるなら助けてくれるはず、の意」と注す。


明石．１．２．５

■　と、多おほくの大願だいぐわんを立たてたまふ。

◇　と、数多くの大願を立てなさる。

■　おのおのみづからの命いのちをば、さるものにて、かかる御身おほむみのまたなき例れいに沈しづみたまひぬべきことの1いみじう悲かなしき2、心こころを起おこして、すこしものおぼゆる限かぎりは、

◇　各自めいめいの命は、それはそれとして、このような方がまたとない例にお命を落としてしまいそうなことがひどく悲しい、心を奮い起こして、わずかに気を確かに持っている者は皆、

■　「身みに代かへてこの御身一おほむみひとつを救すくひたてまつらむ3」

◇　「わが身に代えて、この御身ひとつをお救い申し上げよう」

■　と、とよみて4、諸声もろごゑに仏ほとけ、神かみを念ねんじたてまつる。

◇　と、大声を上げて、声を合わせて仏、神をお祈り申し上げる。


1 【沈みたまひぬべきことの】「ぬ」完了の助動詞、確述。「べき」推量の助動詞。「の」格助詞、主格。命を落としてしまいそうな事が、の意。

2 【いみじう悲しき】大島本は「かなしき」とある。青表紙諸本「かなしきに」。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「に」を補訂する。「に」接続助詞、原因・理由。悲しいので、の意。

3 【身に代へてこの御身一つを救ひたてまつらむ】供人の心中。「たてまつら」謙譲の補助動詞、源氏に対する敬意。「む」推量の助動詞、意志。お救い申そうの意。

4 【とよみて】下の「念じたてまつる」に掛かる。


明石．１．２．６

■　「帝王ていわうの深ふかき宮みやに1養やしなはれたまひて2、いろいろの楽たのしみにおごりたまひしかど、深ふかき御慈おほむうつくしみ3、大八洲おほやしまにあまねく、沈しづめる輩ともがらをこそ多おほく浮うかべたまひしか。

◇　「帝王の、深宮に育てられなさって、さまざまな楽しみをほしいままになさったが、深い御仁徳は、大八洲にあまねく、沈淪していた人々を数多く浮かび上がらせなさった。

■　今いま、何なにの報むくいにか、ここら横様よこさまなる波風なみかぜには溺おぼほれたまはむ。

◇　今、何の報いによってか、こんなに非道な波風に溺れ死ななければならないのか。

■　天地あめつち、ことわりたまへ。

◇　天地の神々よ、ご判断ください。

■　罪つみなくて罪つみに当あたり5、官つかさ、位くらゐを取とられ、家いへを離はなれ、境さかひを去さりて、明あけ暮くれ安やすき空そらなく、嘆なげきたまふに6、かく悲かなしき目めをさへ7見みP6、命尽いのちつきなむと8するは、前さきの世よの報むくいか、この世よの犯をかしか9、神かみ、仏ほとけ、明あきらかにましまさば、この愁うれへやすめたまへ」

◇　罪なくして罪に当たり、官職、爵位を剥奪され、家を離れ、都を去って、日夜お心の安まる時なく、お嘆きになっていらっしゃる上に、このような悲しい憂き目にまで遭い、命を失ってしまいそうになるのは、前世からの報いか、この世での犯しによるのかと、神、仏、確かにいらっしゃるならば、この災いをお鎮めください」


P6 見--（/+み）

1 【帝王の深き宮に】以下「この愁へやすめたまへ」まで、供人の祈りと訴えの詞。ただし、後半「かく悲しき」あたりから源氏の詞に変わっている。

2 【養はれたまひて】「れ」受身の助動詞。「たまひ」尊敬の補助動詞。育てられなさっての意。源氏の仁徳と身の潔白を訴える。

3 【深き御慈しみ】源氏の御仁徳。

4? 【何の報いにか--溺ほれたまはむ】「か」（係助詞、疑問）--「む」（推量の助動詞）、係結び、反語表現。なんで波風に溺れ死ななければならないのか、そんなことがあってよいはずがないというニュアンス。

5 【罪なくて罪に当たり】『完訳』は「以下、源氏への敬語が不統一。「罪なくて--嘆きたまふに」を地の文とする説、また「かく悲しき--やすめたまへ」を源氏の言葉とする説などもある」と指摘。初め、供人たちが唱え、途中から源氏も一緒に唱え出した。

6 【嘆きたまふに】「に」接続助詞、添加の意。

7 【悲しき目をさへ】「さへ」副助詞、添加の意。

8 【命尽きなむと】「な」完了の助動詞、確述。「む」推量の助動詞。命が尽きてしまいそうになるというニュアンス。

9 【この世の犯しか】大島本は「此世のをかしか」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「この世の犯しかと」と「と」を補訂する。


明石．１．２．７

■　と、御社みやしろの方***に向かたをむきて1、さまざまの願ぐわんを立たてたまふ。

◇　と、お社の方を向いて、さまざまな願を立てなさる。

■　また、海うみの中なかの龍王2りうわう、よろづの神かみたちに願ぐわんを立たてさせたまふに3、いよいよ鳴なりとどろきて4、おはしますに5続つづきたる廊らうに落おちかかりぬ6。

◇　また、海の中の龍王、八百万の神々に願をお立てさせになると、ますます雷が鳴り轟いて、いらっしゃるご座所に続いている廊に落ちてきた。

■　炎燃ほのほもえ上あがりて、廊らうは焼やけぬ。

◇　炎が燃え上がって、廊は焼けてしまった。

■　心魂こころたましひなくて、ある限かぎり惑まどふ。

◇　生きた心地もせず、皆が皆あわてふためく。

■　後うしろの方かたなる7大炊殿おほひどのとおぼしき屋やに8移うつしたてまつりて9、上下かみしもとなく立たち込こみて、いとらうがはしく泣なきとよむ声こゑ、雷いかづちにも劣おとらず。

◇　後方にある大炊殿とおぼしい建物にお移し申して、上下なく人々が入り込んで、ひどく騒がしく泣き叫ぶ声、雷鳴にも負けない。

■　空そらは墨すみをすりたるやうにて、日ひも暮くれにけり10。

◇　空は黒墨を擦ったようで、日も暮れてしまった。

◆　 
と、 みやしろ の かた を むき て、 さまざま の ぐわん を たて たまふ。
 また、 うみ の なか の りうわう、 よろづ の かみ-たち に ぐわん を たて させ たまふ に、 いよいよ なり とどろき て、 おはします に つづき たる らう に おち かかり ぬ。 ほのほ もえ あがり て、 らう は やけ ぬ。 こころたましひ なく て、 ある かぎり まどふ。 うしろ の かた なる おほひどの と おぼしき や に うつし たてまつり て、 かみ しも と なく たち-こみ て、 いと らうがはしく なき とよむ こゑ、 いかづち に も おとら ず。 そら は すみ を すり たる やう にて、 ひ も くれ に けり。


1 【と御社の方に向きて】『集成』は「次に「立てたまふ」と敬語があるから主語は源氏。前の祈願の言葉、後半は敬語がなく源氏自身の言葉のように読める。源氏もともに和した趣であろうか」と注す。

2 【海の中の龍王】『集成』は「仏経における異類。嵐をその所為かとも見ている」と注す。

3 【立てさせたまふに】「させ」使役の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。「に」接続助詞、順接。願をお立てさせなさると。

4 【いよいよ鳴りとどろきて】『完訳』は「神々の感応とみられる」と注す。

5 【おはしますに】「に」格助詞、体言「所」「寝殿」などの語句が省略されている。

6 【落ちかかりぬ】「ぬ」完了の助動詞、確述。雷が落ちてきた。『完訳』は「無実の罪のまま死んで雷となり寝殿を焼いたという、菅原道真の伝説も投影しているか」と注す。

7 【後の方なる】「なる」断定の助動詞、存在。後方にある。

8 【大炊殿とおぼしき屋に】「おぼしき」（形容詞）は、語り手の想像を交えた臨場感ある表現。大炊殿らしい家屋に。

9 【移したてまつりて】「たてまつり」（謙譲の補助動詞）、源氏の君をお移し申し上げて。

10 【日も暮れにけり】「に」（完了の助動詞）「けり」（過去の助動詞）。日も暮れてしまったのであるというニュアンス。


第三段　嵐収まる

明石．１．３．１

■　やうやう風かぜなほり、雨あめの脚あししめり、星ほしの光ひかりも見みゆるに1、この御座所2おましどころのいとめづらかなるも、いとかたじけなくて3、寝殿しんでんに返かへし移うつしたてまつらむとするに4、

◇　だんだん風が弱まり、雨脚が衰え、星の光も見えるので、このご座所もひどく見慣れないのも、まことに恐れ多いので、寝殿にお戻りいただこうとするが、

■　「焼やけ残のこりたる方かたも疎うとましげに、そこらの人ひとの踏ふみとどろかし惑まどへるに6、御簾みすなどもみな吹ふき散ちらしてけり7」

◇　「焼け残った所も気味が悪く、おおぜいの人々が踏み荒らした上に、御簾などもみな吹き飛んでしまった」

■　「夜よを明あかしてこそは」

◇　「夜を明かしてからは」

■　とたどりあへるに9、君きみは御念誦おほむねんずしたまひて、思おぼしめぐらすに11、いと心こころあわたたし。

◇　とあれこれしている間に、君は御念誦を唱えながら、いろいろお考えめぐらしになるが、気持ちが落ち着かない。


1 【見ゆるに】「に」接続助詞、順接、原因・理由。見えるので。

2 【この御座所】大炊殿をさす。

3 【かたじけなくて】「て」接続助詞、順接。恐れ多いので。

4 【返し移したてまつらむとするに】「たてまつら」謙譲の補助動詞。「む」推量の助動詞、意志。「に」接続助詞、逆接。源氏の君を寝殿にお戻らせ申し上げようとするが。

5? 【焼け残りたるも】以下「夜を明かしてこそは」まで、供人たちの詞。『完訳』は「吹ちらしてけり」までと「夜を」以下の二つの詞文に分ける。

6 【そこらの人の踏みとどろかし惑へるに】『集成』は「「とどろかし」は、雷の縁でこう言った」と注す。散文における縁語表現。「る」完了の助動詞。「に」接続助詞、添加。踏み鳴らして右往左往した上に。

7 【吹き散らしてけり】「て」完了の助動詞、完了。「けり」過去の助動詞。吹き飛んでしまったというニュアンス。

8? 【夜を明かしてこそは】供人の詞。下に「移したてまつらめ」などの語句が省略。

9 【たどりあへるに】「る」完了の助動詞、存続。「に」接続助詞、順接、時間。供人が戸惑っている間。

10? 【御念ずしたまひて】「て」接続助詞、動作の並行。御念誦を唱えながら。

11 【思しめぐらすに】主語は源氏。「に」接続助詞、逆接。あれこれ御思案なさるが。すっきり解明できない、というニュアンスを含む。


明石．１．３．２

■　月つきさし出いでて、潮しほの近ちかく満みち来きける跡あともあらはに、名残なごりなほ寄よせ返かへる波荒なみあらきを、柴しばの戸押とおし開あけて、眺ながめおはします。

◇　月が出て、潮が近くまで満ちてきた跡がはっきりと分かり、その後も依然として寄せては返す波の荒いのを、柴の戸を押し開けて、物思いに耽りながら眺めていらっしゃる。

■　近ちかき世界せかいに、ものの心こころを知しり、来きし方行かたゆく先さきのことうちおぼえ、とやかくやとはかばかしう悟さとる人ひともなし1。

◇　この界隈には、ものの道理をわきまえ、過去将来のことを判断して、あれこれとはっきりと理解する者もいない。

■　あやしき海人あまどもなどの、貴たかき人ひとおはする所ところとて、集あつまり参まゐりて、聞ききも知しりたまはぬ2ことどもをさへづりあへるも3、いとめづらかなれど、えP7追おひも払はらはずP8,4。

◇　賤しい海人どもなどが、高貴な方のいらっしゃるところといって、集まって参って、お聞きになっても分からないようなことがらをぺちゃくちゃしゃべり合っているのも、ひどく珍しいことであるが、追い払うこともできない。


P7 え--（/+え〈朱〉）

P8 払はず--はゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）はす

1 【とやかくやとはかばかしう悟る人もなし】『集成』は「あれこれとたしかにこの天変の意味を解き明かせる人もいない。当時の政治家が求める賢人である」と注す。『完訳』は「陰陽師や、宿曜道の人」と注す。

2 【聞きも知りたまはぬ】「も」係助詞、強調。「給は」尊敬の補助動詞。聞いてもお分かりにならない。

3 【さへづりあへるも】「る」完了の助動詞、存続。ぺちゃくちゃしゃべっているのも。

4 【え追ひも払はず】主語は供人。「も」係助詞、強調。追い払うこともできない。


明石．１．３．３

■　「この風かぜ、今いましばし止やまざらましかば、潮上しほのぼりて残のこる所ところなからまし。

◇　「この風が、今しばらく止まなかったら、潮が上がって来て、残るところなく攫われてしまったことでしょう。

■　神かみの助たすけおろかならざりけり」

◇　神のご加護は大変なものであった」

■　と言いふを聞ききたまふも2、いと心細こころぼそしといへばおろかなり3。

◇　と言うのをお聞きになるのも、とても心細いといったのでは言い足りないくらいである。


1? 【この風いましばし止まざらましかば】以下「おろかならざりけり」まで、供人の詞。『集成』は「『細流抄』に「あまどものいふなり」とするが、地元の漁師たちの話を聞いて語る供人の言葉であろう」と注す。『完訳』は海人の詞とする。「ましかば--まし」反実仮想。風が止まなかったら--残る所がなかったでろうに、止んだので残ったの意。

2 【聞きたまふも】「も」係助詞、一例を挙げて他を暗示。

3 【いと心細しといへばおろかなり】言葉では言い表せない、という語り手の寸評。


明石．１．３．４

■　「海うみにます神かみの助たすけにかからずは

潮しほの八百会やほあひにさすらへなまし1」

◇　「海に鎮座まします神の御加護がなかったならば

潮の渦巻く遥か沖合に流されていたことであろう」


1 【海にます神の助けにかからずは潮の八百会にさすらへなまし】源氏の独詠歌。「ます」「潮の八百会」は祝詞の用語。「は」係助詞、仮定条件。「な」完了の助動詞、確述。「まし」推量の助動詞、反実仮想。もし助けがなかったら行方知れずになっていただろうに、助けがあったのでそうならずにすんだ、の意。住吉の神に感謝を述べる。


明石．１．３．５

■　ひねもすにいりもみつる雷かみの騷さわぎに、さこそいへ2、いたう困こうじたまひにければ3、心こころにもあらずうちまどろみたまふ。

◇　一日中、激しく物を煎り揉みしていた雷の騷ぎのために、そうはいっても、ひどくお疲れになったので、思わずうとうととなさる。

■　かたじけなき御座所おましどころなれば、ただ寄よりゐたまへるに4、故院こゐん、ただおはしまししさまながら5立たちたまひて、

◇　恐れ多いほど粗末なご座所なので、ちょっと寄り掛かっていらっしゃると、故院が、まるで御生前おいであそばしたお姿のままお立ちになって、


1? 【騒ぎに】「に」格助詞、原因・理由。騷ぎのために。

2 【さこそいへ】源氏の落ち着いて念誦を唱えたり、戸の外を眺めていた態度をさす。

3 【困じたまひにければ】「に」完了の助動詞、完了。「けれ」過去の助動詞。「ば」接続助詞、確定条件。疲れてしまったので。

4 【寄りゐたまへるに】「る」完了の助動詞、存続。「に」接続助詞、順接。物に寄り掛かって座っていらっしゃると、の意。

5 【故院ただおはしまししさまながら】以下、源氏の夢の中の出来事。「おはします」は「おはす」よりさらに重い最高敬語。「し」過去の助動詞。「ながら」接尾語。故院がまるで生前おいであそばした姿そのままで。


明石．１．３．６

■　「など、かくあやしき所ところにものするぞ1」

◇　「どうして、このような見苦しい所にいるのだ」


1 【などかくあやしき所にものするぞ】大島本は「所に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「所には」と「は」を補訂する。院の詞。「ぞ」係助詞、文全体を強調。どうしてこのような賤しい所にいるのだ、というユアンス。


明石．１．３．７

■　とて、御手おほむてを取とりて引ひき立たてたまふ。

◇　と仰せになって、お手を取って引き立てなさる。

明石．１．３．８

■　「住吉すみよしの神かみの導みちびきたまふままには1、はや舟出ふなでして、この浦うらを去さりね」

◇　「住吉の神がお導きになるのに従って、早く船出して、この浦を去りなさい」


1 【住吉の神の導きたまふままには】大島本は「まゝにハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ままに」と「は」を削除する。以下「この浦を去りね」まで、院の詞。「ね」完了の助動詞、完了。去ってしまいなさい。


明石．１．３．９

■　とのたまはす1。

◇　と仰せあそばす。

■　いとうれしくて、

◇　とても嬉しくなって、


1 【のたまはす】「のたまふ」よりさらに重い最高敬語。


明石．１．３．１０

■　「かしこき御影みかげに1別わかれたてまつりにしこなた、さまざま悲かなしきことのみ3多おほくはべれば、今いまはこの渚なぎさに身みをや捨すてはべりなまし4」

◇　「畏れ多い父上のお姿にお別れ申して以来、さまざまな悲しいことばかり多くございますので、今はこの海辺に命を捨ててしまいましょうかしら」


1 【かしこき御影に】以下「身をや捨てはべりなまし」まで、源氏の詞。

2? 【別れたてまつりにしこのかた】「たてまつり」謙譲の補助動詞。「に」完了の助動詞。「し」過去の助動詞。お別れ申し上げて以来。

3 【悲しきことのみ】「のみ」副助詞、限定と強調。悲しい事だけそればかりが、の意。

4 【身をや捨てはべりなまし】「や」係助詞、疑問。「はべり」丁寧の補助動詞。「な」完了の助動詞。「まし」推量の助動詞、仮想。身を捨ててしまおうかしら、どうしたらよいものだろうか、という非現実的な仮想とためらいのニュアンス。『集成』は「命を終わろうかと存じます」。『完訳』は「身を捨ててしまいとうございます」。


明石．１．３．１１

■　と聞きこえたまへば1、

◇　と申し上げなさると、


1 【聞こえたまへば】「聞こえ」は「言う」の謙譲語。「たまへ」尊敬の補助動詞。源氏が院に申し上げなさると。


明石．１．３．１２

■　「いとあるまじきこと1。

◇　「実にとんでもないことだ。

■　これは2、ただいささかなる物ものの報むくいなり。

◇　これは、ちょっとしたことの報いである。

■　我われは、位くらゐに在ありし時とき、あやまつことなかりしかど、おのづから犯をかしありければ3、その罪つみを終をふるP9ほど暇いとまなくて、この世よを顧かへりみざりつれど4、いみじき愁うれへに沈しづむを5見みるに、堪たへがたくて、海うみに入いり、渚なぎさに上のぼり6、いたく困こうじにたれど7、かかるついでに8内裏うちに奏そうすべきことの9あるにより10なむ、急いそぎ上のぼりぬる11」

◇　朕は、在位中に、過失はなかったけれど、知らず知らずのうちに犯した罪があったので、その罪を償うのに暇がなくて、この世を顧みなかったが、大変な難儀に苦しんでいるのを見ると、堪え難くて、海に入り渚に上がり、たいそう疲れたけれど、このような機会に、奏上しなければならないことがあるので、急いで上るのだ」


P9 終ふる--ゝ（ゝ/＄お）ふる

1 【いとあるまじきこと】以下「急ぎ上りぬる」まで、院の詞。

2 【これは】天変地異をさす。

3 【我は位に在りし時あやまつことなかりしかどおのづから犯しありければ】『北野天神縁起』に醍醐天皇は生前犯した五つの罪によって地獄に落ちたという説話がある。「し」「しか」過去の助動詞、自己の体験を語るニュアンス。「けれ」過去の助動詞、過去から現在まで継続している事実の回想、また地獄に落ちて初めて伝聞した過去の事実を回想した婉曲的表現というニュアンス。

4 【顧みざりつれど】「つれ」完了の助動詞、完了。顧みなかったが。

5 【いみじき愁へに沈むを】源氏の難儀をいう。敬語は付けない。

6 【海に入り渚に上り】桐壺院の霊魂がやって来た道程、海上の彼方からという思想。

7 【困じにたれど】「に」完了の助動詞、完了。「たれ」完了の助動詞、存続。「ど」接続助詞、逆接の確定条件。疲れてしまっているけれど。

8 【かかるついでに】天変地異の折をさす。

9 【奏すべきことの】大島本は「ことの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「こと」と「の」を削除する。「べき」推量の助動詞、当然。帝に奏上しなければならない事が。

10 【あるにより】「に」断定の助動詞、「より」格助詞、原因・理由。あるために。

11 【なむ急ぎ上りぬる】「なむ」係助詞、「ぬる」完了の助動詞、完了。係結び、強調のニュアンスを添える。『完訳』は「急いで京へ上るところだ」と訳す。


明石．１．３．１３

■　とて、立たち去さりたまひぬ。

◇　と言って、お立ち去りになってしまった。

明石．１．３．１４

■　飽あかず悲かなしくて1、

◇　名残惜しく悲しくて、

■　「御供おほむともに参まゐりなむ2」

◇　「お供して参りたい」

■　と泣なき入いりたまひて、見上みあげたまへれば、人ひともなく、月つきの顔かほのみ4きらきらとして、夢ゆめの心地ここちもせず、御おほむけはひ止とまれる心地ここちして、空そらの雲くもあはれにたなびけり5。

◇　とお泣き入りになって、お見上げなさると、人影もなく、月の面だけが耿々として、夢とも思えず、お姿が残っていらっしゃるような気がして、空の雲がしみじみとたなびいているのであった。


1 【飽かず悲しくて】『完訳』は「以下、夢から現実に戻る」と注す。

2 【参りなむ】「な」完了の助動詞、完了。「む」推量の助動詞、意志。連語で意志を強調確述する。参ってしまいたい。「参ら」「なむ」（終助詞、他者に対する希望）とはいわない。「参ら」「ばや」（終助詞、自身の希望）より、「参りなむ」の方が、強いニュアンスを表す。「ばや」は実現可能のことを願望するが、連語「な」「む」は不可能なことまで含む。

3? 【見上げたまへれは】「れ」完了の助動詞、完了。「ば」接続助詞、順接。「たまたま--したところ」というニュアンス。お見上げなさったところ。『集成』は「ここからが、夢からさめた趣」と注す。

4 【人もなく月の顔のみ】「も」係助詞、強調。「月の顔」は擬人法。「人」の縁で「月の顔」と表現。「のみ」副助詞、限定と強調のニュアンスを添える。いったい人はいず、月の顔だけ、それだけが。

5 【たなびけり】「けり」過去の助動詞、過去から現在まで継続している事実の回想。たなびいていたのである。


明石．１．３．１５

■　年としごろ、夢ゆめのうちにも見みたてまつらで1、恋こひしうおぼつかなき御おほむさまを、ほのかなれど、さだかに見みたてまつりつるのみ2、面影おもかげにおぼえたまひて3、

◇　ここ数年来、夢の中でもお会い申さず、恋しくお会いしたいお姿を、わずかな時間ではあるが、はっきりと拝見したお顔だけが、眼前にお浮かびになって、

■　「我われかく悲かなしびを極きはめ、命尽いのちつきなむとしつるを5、助たすけに翔かけりたまへる」

◇　「自分がこのように悲しみを窮め尽くし、命を失いそうになったのを、助けるために天翔っていらした」

■　と6、あはれに思おぼすに、

◇　と、しみじみと有り難くお思いになると、

■　「よくぞかかる騷さわぎもありける」

◇　「よくぞこんな騷ぎもあったものよ」

■　と、名残頼なごりたのもしう、うれしうおぼえたまふこと、限かぎりなし8。

◇　と、夢の後も頼もしくうれしく思われなさること、限りない。


1 【夢のうちにも見たてまつらで】「も」副助詞、強調。「たてまつら」謙譲の補助動詞、源氏の桐壺院に対する敬意。「で」接続助詞、打消。現実では不可能だが、夢の中でさえお目にかかれないというニュアンス。

2 【ほのかなれどさだかに見たてまつりつるのみ】「つる」完了の助動詞、完了、確述のニュアンスも添う。下に「顔」「姿」等の語句が省略。「のみ」副助詞、限定と強調。確かに拝見したことだけ、そればかりがというニュアンス。『完訳』は「「ほのか」は、夢に見る時間の短さ。「さだか」は、夢の中の故院の映像の鮮明さ」と注す。

3 【面影におぼえたまひて】『集成』は「ありありと心にお残りになって」。『完訳』は「いつまでも目先に幻となって感じられ」と訳す。

4? 【我がかく悲しびを極め】以下「翔りたまへる」まで、源氏の心中。

5 【命尽きなむとしつるを】「な」完了の助動詞、完了。「む」推量の助動詞。「つる」完了の助動詞。「を」格助詞、目的格。もうすんでのところで命が尽きようとしたところを。

6 【翔りたまへると】「たまへ」尊敬の補助動詞、故院に対する敬意。「る」完了の助動詞、完了、連体形中止。下に「事」「なり」等の語句が省略。言外に余情余韻を表す。

7? 【よくぞかかる騒ぎもありける】源氏の心中。「かかる騷ぎ」は天変地異をさす。「ぞ」係助詞。「も」係助詞、強調。「ける」過去の助動詞、詠嘆。係結び、強調。

8 【名残頼もしううれしうおぼえたまふこと限りなし】「おぼえ」動詞、自然そう思われるというニュアンス。源氏は夢の中の院の詞に期待感と希望を抱く。『完訳』は「このあたり、源氏救助の故院の霊力が、天変地異の「物のさとし」であったとも了解されよう」と注す。


明石．１．３．１６

■　胸むねつとふたがりて、なかなかなる御心惑みこころまどひに1、うつつの悲かなしきこともうち忘わすれ、

◇　胸がぴたっと塞がって、かえってお心の迷いに、現実の悲しいこともつい忘れ、

■　「夢ゆめにも御応おほむいらへを今いますこし聞きこえずなりぬること2」

◇　「夢の中でお返事をもう少し申し上げずに終わってしまったこと」

■　といぶせさに3、

◇　と残念で、

■　「またや見みえたまふ」

◇　「再びお見えになろうか」

■　と、ことさらに寝入ねいりたまへど、さらに御目おほむめも合あはで4、暁方あかつきがたになりにけり。

◇　と、無理にお寝みになるが、さっぱりお目も合わず、明け方になってしまった。


1 【なかなかなる御心惑ひに】現実では忘れていたが、夢で院に会ったばかりにかえって悲しみに心乱れるというニュアンス。

2 【夢にも御応へを今すこし聞こえずなりぬること】源氏の心中。「も」係助詞、願望・仮定を控え目に例示。仮に夢であるにせよどうしてというニュアンス。「聞こえ」謙譲の動詞、院に対する敬意。「ぬる」完了の助動詞。体言止め、余情余韻を残す。

3 【いぶせさに】『集成』は「みたされぬ思いで」と注す。

4 【さらに御目も合はで】「さらに」副詞、「で」接続助詞、打消し、全然お目も合わないでというニュアンス。


第四段　明石入道の迎えの舟

明石．１．４．１

■　渚なぎさに小ちひさやかなる舟寄ふねよせて1、人二ひとに、三人さむにんばかり2、この旅たびの御宿おほむやどりをさして参まゐる3。

◇　渚に小さい舟を寄せて、人が二、三人ほど、この旅のお館をめざして来る。

■　何人なにびとならむと問とへば4、

◇　何者だろうと尋ねると、


1 【渚に小さやかなる舟寄せて】明石入道の使者、源氏を迎えに来る。

2 【人二三人ばかり】「ばかり」副助詞、程度。人が二、三人ほど。

3 【御宿りをさして参る】大島本は「まいる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「来」と校訂する。

4 【何人ならむと問へば】「問ふ」の主語は供人。


明石．１．４．２

■　「明石あかしの浦うらより1、前さきの守新発意かみしぼちの、御舟装みふねよそひて2参まゐれるなり3。

◇　「明石の浦から、前の播磨守の新発意が、お舟支度して参上したのです。

■　源少納言げんせうなごん、さぶらひたまはば、対面たいめんして4ことの心こころとり申まうさむ5」

◇　源少納言、伺候していらしたら、面会して事の子細を申し上げたい」


1 【明石の浦より】以下「とり申さむ」まで、使者の詞。

2 【前の守新発意の御舟装ひて】「の」格助詞、主格。「御」は源氏を乗せるべき舟という意で用いた敬語。

3 【参れるなり】「参れ」は「来る」の謙譲語。源氏に対する敬意。「る」完了の助動詞。「なり」断定の助動詞。参上したのである。

4 【源少納言さぶらひたまはば対面して】良清をさしていう。「さぶらふ」は「あり」の謙譲語、また丁寧語。「たまは」尊敬の補助動詞、良清に対する敬意。

5 【とり申さむ】「申さ」は「言ふ」の謙譲語。「む」推量の助動詞、意志。説明申し上げたい。


明石．１．４．３

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　良清よしきよ、おどろきて、

◇　良清、驚いて、

明石．１．４．４

■　「入道にふだうは、かの国くにのP10得意とくいにて1、年としごろあひ語かたらひはべりつれどP11,2、私わたくしに、いささかあひ恨うらむることはべりて、ことなる消息せうそこをだに通かよはさで3、久ひさしうなりはべりぬるを、波なみの紛まぎれに、いかなることかあらむ」

◇　「入道は、あの国での知人として、長年互いに親しくお付き合いしてきましたが、私事で、いささか恨めしく思うことがございまして、特別の手紙でさえも交わさないで、久しくなっておりましたが、この荒波に紛れて、何の用であろうか」


P10 かの国の--かの（の/+国の）

P11 はべりつれど--侍れ（れ/+つれイ）と

1 【入道はかの国の得意にて】以下「いかなることかあらむ」まで良清の詞。丁寧の補助動詞「はべり」が使用されている。「に」断定の助動詞。「て」接続助詞。

2 【年ごろあひ語らひはべりつれど】大島本は「侍れ（れ＋つれイ）と」と「つれ」を異本に拠って補入する。『新大系』は本行本文のままとする。『集成』『古典セレクション』は異本に従って「はべりつれど」とする。「はべり」丁寧の補助動詞、「つれ」完了の助動詞。長年互いに交際しておりましたが。

3 【ことなる消息をだに通はさで】「だに」副助詞、打消しの語句と呼応して例外的・逆接的意味を表す。普通の消息はもちろんのこと、これぞという特別の消息でさえも通わさないで。


明石．１．４．５

■　と、おぼめく1。

◇　と言って、不審がる。

■　君きみの2、御夢おほむゆめなども思おぼし合あはすることもありて、

◇　君が、お夢などもご連想なさることもあって、

■　「はや会あへ」

◇　「早く会え」

■　とのたまへば、舟ふねに行いきて会あひたり3。

◇　とおっしゃるので、舟まで行って会った。

■　「さばかり激はげしかりつる波風なみかぜに4、いつの間まにか舟出ふなでしつらむ」

◇　「あれほど激しかった波風なのに、いつの間に船出したのだろう」

■　と、心得こころえがたく思おもへり5。

◇　と、合点が行かず思っていた。


1 【おぼめく】『集成』は「不審がる」。『完訳』は「入道の誘いに浮き立つ心を、源氏に気づかれまいと、とぼける」と注す。

2 【君の】「の」格助詞、主格。「のたまへば」に続く。「御夢なども」以下「ありて」までは挿入句。

3 【行きて会ひたり】「たり」完了の助動詞。主語は良清。

4 【さばかり激しかりつる波風に】以下「舟出しつらむ」まで、良清の心中。「つる」完了の助動詞。「つ」完了の助動詞。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。

5 【心得がたく思へり】「り」完了の助動詞、存続。


明石．１．４．６

■　「去いぬる朔日ついたちの日ひ、夢ゆめに1さま異ことなるものの告つげ知しらすることはべりしかば、信しんじがたきことと思おもうたまへしかど、

◇　「去る上旬の日の夢に、異形のものが告げ知らせることがございましたので、信じがたいこととは存じましたが、

■　『十三日じふさむにちにあらたなるしるし見みせむ2。

◇　『十三日にあらたかな霊験を見せよう。

■　舟装ふねよそひまうけて3、かならず、雨風止あめかぜやまば、この浦うらにを寄よせよ4』

◇　舟の準備をして、必ず、この雨風が止んだら、この浦に寄せ着けよ』

■　と、かねて示しめすことのはべりしかば5、試こころみに舟ふねの装よそひをまうけて待まちはべりしに、いかめしき雨あめ、風かぜ、雷いかづちのおどろかしはべりつれば6、人ひとの朝廷みかどにも、夢ゆめを信しんじて国くにを助たすくるたぐひ多おほうはべりけるを7、用もちゐさせたまはぬまでも8、このいましめの日ひを9過すぐさず、このよしを告つげ申まうしはべらむとて、舟出ふねいだしはべりつるに、あやしき風細かぜほそう吹ふきて10、この浦うらに着つきはべること11、まことに神かみのしるべ違たがはずなむ12。

◇　と、前もって告げていたことがございましたので、試しに舟の用意をして待っておりましたところ、激しい雨、風、雷がそれと気づかせてくれましたので、異国の朝廷でも、夢を信じて国を助けるた例が多くございましたので、お取り上げにならないにしても、この予告の日をやり過さず、この由をお知らせ申し上げましょうと思って、舟出しましたところ、不思議な風が細く吹いて、この浦に着きましたこと、ほんとうに神のお導きは間違いがございません。

■　ここにもP12、もししろしめすことやはべりつらむ、とてなむ13。

◇　こちらにも、もしやお心あたりのこともございましたでしょうか、と存じまして。

■　いと憚はばかり多おほくはべれど、このよしP13、申まうしたまへ14」

◇　大変に恐縮ですが、この由、お伝え申し上げてください」


P12 ここにも--こゝに（に/+も）

P13 よし--よしを（を/＄〈朱〉）

1 【去ぬる朔日の日夢に】大島本は「ついたちのひ夢に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「朔日の日の夢に」と「の」を補訂する。以下「このよし申したまへ」まで、入道の詞。三月上旬の日、源氏が海に出て祓いをしたころ。

2 【十三日にあらたなるしるし見せむ】以下「この浦にを寄せよ」まで、夢の告げ。「あらた」は霊験あらたかなの意。「む」推量の助動詞、推量また神の意志。

3 【舟装ひまうけて】大島本は「舟よそひまうけて」とある。『新大系』『集成』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「舟を」と「を」を補訂する。

4 【この浦にを寄せよ】大島本は「この浦にを」とある。『新大系』『集成』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「この浦に」と「を」を削除する。

5 【示すことのはべりしかば】「の」格助詞、主格。「はべり」は「有り」の丁寧語。「しか」過去の助動詞。示すことがございましたので。

6 【いかめしき雨風雷のおどろかしはべりつれば】『集成』は「大変な雨や風、雷が、それと思い当らせてくれましたので。この天変地異が源氏の身の上にかかわることだと悟った、の意」と注す。

7 【人の朝廷にも夢を信じて国を助くるたぐひ多うはべりけるを】中国の『史記』殷本紀に武丁が夢に傅説（ふえつ）を得た話が指摘される。

8 【用ゐさせたまはぬまでも】主語は源氏。「させ」尊敬の助動詞。「給は」尊敬の補助動詞。最高敬語。「ぬ」打消の助動詞。「まで」副助詞、「も」係助詞と複合。打消の語の下につき、--にしても、の意。お取り上げあそばされぬしても。

9 【このいましめの日を】十三日をいう。

10 【あやしき風細う吹きて】『集成』は「「細う」は、入道の舟の行路にあたる所だけ順風が吹いたさまをいう」と注す。

11 【この浦に着きはべること】大島本は「侍ること」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はべりつること」と完了助動詞「つる」を補訂する。

12 【神のしるべ違はずなむ】「ず」打消の助動詞。「なむ」係助詞、結びの省略。余情余意をこめた表現。

13 【はべりつらむとてなむ】「はべり」は「有り」の丁寧語。「つ」完了の助動詞。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。「とて」連語（格助詞＋接続助詞）。「なむ」係助詞、下に「参りぬる」などの語句が省略。余情・余意を表す。ございましたでしょうかと存じまして参りました。

14 【申したまへ】「申し」は源氏に対する敬意。「たまへ」は良清に対する敬意。


明石．１．４．７

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　良清よしきよ、忍しのびやかに伝つたへ申まうす。

◇　良清、こっそりとお伝え申し上げる。

■　君きみ、思おぼしまはすに、夢ゆめうつつさまざま静しづかならず、さとしのやうなることどもを、来きし方行かたゆく末思すゑおぼし合あはせて、

◇　君、お考えめぐらすと、夢や現実にいろいろと穏やかでなく、もののさとしのようなことを、過去未来とお考え合わせになって、

明石．１．４．８

■　「世よの人ひとの聞きき伝つたへむ後のちのそしりも1やすからざるべきを憚はばかりて、まことの神かみの助たすけにもあらむを2、背そむくものならば、またこれより3まさりて、人笑ひとわらはれなる目めをや見みむ。

◇　「世間の人々がこれを聞き伝えるような後世の非難も穏やかではないだろうことを恐れて、本当の神の助けであるのに、背いたものなら、またそれ以上に、物笑いを受けることになるだろうか。

■　うつつざまP14の人ひとの心こころだになほ苦くるし4。

◇　現実の世界の人の意向でさえ背くのは難しい。

■　はかなきことをもつつみて、我われより齢よはひまさり、もしは位高くらゐたかく、時世ときよの寄よせ今一際いまひときはまさる人5ひとには、なびき従したがひて、その心こころむけをたどるべきものなりけり。

◇　ちょっとしたことでも慎重にして、自分より年齢もまさるとか、もしくは爵位が高いとか、世間の信望がいま一段まさる人とかには、言葉に従って、その意向を考え入れるべきである。

■　退しりぞきて咎とがなし6とこそ、昔むかし、さかしき人8ひとも言いひ置おきけれ。

◇　謙虚に振る舞って非難されることはないと、昔、賢人も言い残していた。

■　げにP15、かく命いのちを極きはめ9、世よにまたなき目めのP16限かぎりを見尽みつくしつ。

◇　なるほど、このような命の極限まで辿り着き、この世にまたとないほどの困難の限りを体験し尽くした。

■　さらに後のちのあとの名なをはぶくとても10、たけきこともあらじ。

◇　今さら後世の悪評を避けたところで、たいしたこともあるまい。

■　夢ゆめの中なかにも父帝ちちみかどの御教おほむをしへありつれば、また何なにごとかP17疑うたがはむ11」

◇　夢の中にも父帝のお導きがあったのだから、また何を疑おうか」

■　と思おぼして、御返おほむかへりのたまふ。

◇　と思いになって、お返事をおっしゃる。


P14 うつつざま--うつゝ（ゝ/+さま〈朱〉）

P15 げに--けふ（ふ/＄に）

P16 目の--め（め/+の）

P17 何ごとか--なにことかは（は/＃）

1 【世の人の聞き伝へむ後のそしりも】以下「また何ごとか疑はむ」まで、源氏の心中。最初、入道の言葉に盲従することを躊躇、やがて入道の言葉に従うことを決意する。

2 【神の助けにもあらむを】「に」断定の助動詞。「も」係助詞、強調。「む」推量の助動詞、仮想・婉曲。「を」接続助詞、逆接。神の御加護であるかもしれないのに。

3 【これより】『完訳』は「入道に従っての明石移住を、後人に笑われる以上に」と注す。

4 【うつつざまの人の心だになほ苦し】大島本は「うつゝ（＋さま〈朱〉）の」と朱筆で「さま」を補入する。『新大系』は朱筆補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「現の」と校訂する。「だに」副助詞、最小限の限定。『完訳』は「人間にそむくことさえつらい。まして神慮にそむくのは、の意」と注す。

5 【今一際まさる人】明石入道をさす。

6 【退きて咎なし】『河海抄』に「孝経に曰く、退かざれば咎あり」とあるが、現存本『孝経』には見えない語句。『完訳』は「「退キテ謗言ナカリキ」（春秋左氏伝・哀公二十）などによるか」。『新大系』は「老子「富貴にして驕れば自ら其の咎を遺す。功成り名遂げて身退くは天の道なり」（運夷第九）などに由来する言か」と注す。

7? 【こそ--言ひ置きけれ】「こそ」係助詞、「けれ」過去助動詞、係結び。強調のニュアンス。源氏の得心した気持ち。

8 【昔さかしき人】大島本は「昔さかしき人」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「昔のさかしき人」と「の」を補訂する。

9 【げにかく命を極め】大島本は「けふ（ふ＄に）かく」と「ふ」をミセケチにして「に」と訂正する。『新大系』『集成』は訂正に従って「げに」と校訂する。『古典セレクション』は諸本に従って「けふ」と校訂する。

10 【さらに後のあとの名をはぶくとても】『集成』は「今さら後世に残る悪評を避けたところで（入道の迎えに応じなかったところで）たいしたこともあるまい。これ以上の悪評を受けることもあるまい、の意」と注す。

11 【また何ごとか疑はむ】大島本は「なにことかハ（ハ＃）」と「ハ」を抹消する。『新大系』は訂正に従って「何ごとか」と校訂する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「何ごとをか」と「を」を補訂する。「か」係助詞、反語。「む」推量。また一方で何事を疑おうか、疑うものはない。強い決意。


明石．１．４．９

■　「知しらぬ世界せかいに1、めづらしき愁うれへの限かぎり見みつれど、都みやこの方かたよりとて、言問こととひおこする人ひともなし。

◇　「知らない世界で、珍しい困難の極みに遭ってきたが、都の方からといって、安否を尋ねて来る人もいない。

■　ただ行方ゆくへなき空そらの月日つきひの光ひかりばかりを、故郷ふるさとの友ともと眺ながめはべるに、うれしき釣舟つりぶねS1をなむ2。

◇　ただ茫漠とした空の月と日の光だけを、故郷の友として眺めていますが、うれしい釣舟と思うぞ。

■　かの浦うらに、静しづやかに隠かくろふべき隈3くまはべりなむや」

◇　あちらの浦で、静かに隠れていられる所がありますか」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　限かぎりなくよろこび、かしこまり申まうす。

◇　この上なく喜んで、お礼申し上げる。

■　「ともあれ4、かくもあれ、夜よの明あけ果はてぬ先さきに御舟おほむふねにたてまつれ」

◇　「ともかくも、夜のすっかり明けない前にお舟にお乗りください」

■　とて5、例れいの親したしき限かぎり、四し、五人ごにんばかりして6、たてまつりぬ。

◇　ということで、いつもの側近の者だけ、四、五人ほど供にしてお乗りになった。


S1 浪にのみ濡れつるものを吹く風の便りうれしき海人の釣舟（後撰集雑三-一二二四　紀貫之）

1 【知らぬ世界に】以下「隈はべりなむや」まで、源氏の詞。

2 【うれしき釣舟をなむ】「波にのみ濡れつるものを吹く風のたよりうれしき海人の釣舟」（後撰集雑三、一二二四、紀貫之）を踏まえる。好意に感謝する。「を」格助詞、目的格。また間投助詞、感動。「なむ」係助詞。結びの省略。余情・余意を残す。

3 【隠ろふべき隈】「べき」推量の助動詞、当然。ひっそり暮らすことのできる隠棲場所。

4 【ともあれ】以下「たてまつれ」まで、供人の詞。

5 【御舟にたてまつれとて】「たてまつれ」は「乗る」の尊敬語。「とて」連語（格助詞＋接続助詞）、理由・動機。お舟にお乗りなさい、ということで。

6 【例の親しき限り四五人ばかりして】「ばかり」副助詞、程度・限定。「し」動詞、供としての意。「て」接続助詞、順接。須磨に随行したのは七、八人であった（須磨）。そのうち四、五人が身辺に仕えていた。


明石．１．４．１０

■　例れいの風1出かぜいで来きて、飛とぶやうに明石あかしに着つきたまひぬ。

◇　例の不思議な風が吹き出してきて、飛ぶように明石にお着きになった。

■　ただはひ渡わたるほどに2片時かたときの間まといへど、なほあやしきまで見みゆる風かぜの心こころなり3。

◇　わずか這って行けそうな距離は時間もかからないとはいえ、やはり不思議にまで思える風の動きである。


1 【例の風】前に「あやしき風細く吹きて」とあった風をいう。

2 【ただはひ渡るほどに】大島本は「たゝはひわたる程に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ほどは」と校訂する。

3 【風の心なり】『完訳』は「擬人法で、神慮を強調」と注す。


第二章　明石の君の物語　明石での新生活の物語

第一段　明石入道の浜の館

明石．２．１．１

■　浜はまのさま、げにいと心こころことなり1。

◇　浜の様子は、なるほどまことに格別である。

■　人ひとしげう見みゆるのみなむ、御願おほむねがひに背そむきける2。

◇　人が多く見える点だけが、ご希望に添わないのであった。

■　入道にふだうの領占りゃうじめたる所々ところどころ、海うみのつらにも山隠やまがくれにも、時々ときどきにつけて、興きょうをさかすべき渚なぎさの苫屋3とまや、行おこなひをして後のちの世よのことを思おもひ澄すましつべき山水4やまみづのつらに、いかめしき堂だうを建たてて三昧さむまいを行おこなひ、この世よのまうけに、秋あきの田たの実みP18を刈かり収をさめ5、残のこりの齢積よはひつむべき稲いねの倉町くらまちども6など、折々をりをり、所ところにつけたる見みどころありてし集あつめたり。

◇　入道の所領している所々、海岸にも山蔭にも、季節折々につけて、興趣をわかすにちがいない海辺の苫屋、勤行をして来世のことを思い澄ますにふさわしい山川のほとりに、厳かな堂を建てて念仏三昧を行い、この世の生活には、秋の田の実を刈り収めて、余生を暮らすための稲の倉町が幾倉もなど、四季折々につけて、場所にふさわしい見所を多く集めている。

■　高潮たかしほに怖おぢて、このころ、娘むすめなどは岡辺をかべの宿やどに移うつして住すませければ、この浜はまの館たちに心こころやすくおはします7。

◇　高潮を恐れて、近頃は、娘などは岡辺の家に移して住ませていたので、この海辺の館に気楽にお過ごになる。


P18 田の実--た（た/+の〈朱〉）み

1 【浜のさまげにいと心ことなり】明石の浜の様子。「げに」は良清の話を受ける（若紫）。

2 【人しげう見ゆるのみなむ御願ひに背きける】「のみ」副助詞、限定・強調。「なむ」係助詞、「ける」過去の助動詞、詠嘆、係結び。強調のニュアンスを添える。

3 【興をさかすべき渚の苫屋】「べき」推量の助動詞、当然。きっと興趣を催させるような渚の苫屋。「苫屋」は歌語。

4 【思ひ澄ましつべき山水】「つ」完了の助動詞、確述。「べき」推量の助動詞、適当。思いを静かにするにふさわしい山水。

5 【秋の田の実を刈り収め】「たのみ」は「田の実」と「頼み」を懸ける。歌語。

6 【齢積むべき稲の倉町ども】「つむ」は「齢を積む」と「積む稲の蔵」の両句に掛かる掛詞。「べき」推量の助動詞、当然。

7 【心やすくおはします】主語は源氏。『完訳』は「男女を意識しない気安さ」と注す。あらかじめその生活を語る。


明石．２．１．２

■　舟ふねより御車おほむくるまにたてまつり移うつるほど1、日ひやうやうさし上あがりて、ほのかに見みたてまつるより2、老忘おいわすれ、齢延よはひのぶる心地ここちして、笑ゑみさかえて、まづP19住吉すみよしの神かみを、かつがつ拝をがみたてまつる。

◇　舟からお車にお乗り移りになるころ、日がだんだん高くなって、ほのかに拝するやいなや、老いも忘れ、寿命も延びる心地がして、笑みを浮かべて、まずは住吉の神をとりあえず拝み申し上げる。

■　月日つきひの光ひかりを手てに得えたてまつりたる心地ここちして3、いとなみ仕つかうまつること、ことわりなり。

◇　月と日の光を手にお入れ申した心地がして、お世話申し上げること、ごもっともである。


P19 まづ--（/+まつ）

1 【舟より御車にたてまつり移るほど】話は戻って、源氏が舟から車に乗り換えるところに戻る。「たてまつり」は「乗る」の尊敬語。

2 【ほのかに見たてまつるより】主語は明石入道。「ほのか」は「光・色・音・様子などが、うっすらとわずかに現われるさま。その背後に、大きな、厚い、濃い、確かなものの存在が感じられる場合にいう。類義語カスカは、今にも消え入りそうで、あるか無いかのさま」（岩波古語辞典）。「より」格助詞、するやいなや。『集成』は「源氏をそれとなく拝見するやたちまち」。『完訳』は「一目お見上げ申すなり、たちまち」。

3 【月日の光を手に得たてまつりたる心地して】無上の喜び。後の「若菜上」に入道は夢に「山の左右より月日の光さやかにさし出でて世を照らす」という様を見て、それが中宮と東宮の誕生の暗示と解したとある。


明石．２．１．３

■　所ところのさまをばさらにも言いはず、作つくりなしたる心こころばへ、木立こだち、立石たていし、前栽せんさいなどのありさま、えも言いはぬ入江いりえの水みづなど、絵ゑに描かかば、心こころのいたり少すくなからむ絵師ゑしは描かき及およぶまじ1と見みゆ。

◇　天然の景勝はいうまでもなく、こしらえた趣向、木立、立て石、前栽などの様子、何とも表現しがたい入江の水など、もし絵に描いたならば、修業の浅いような絵師ではとても描き尽くせまいと見える。

■　月つきごろの御住おほむすまひよりは、こよなくあきらかに、なつかしきP20,2。

◇　数か月来の住まいよりは、この上なく明るく、好もしい感じがする。

■　御おほむしつらひなど、えならずして3、住すまひけるさまなど、げに都みやこのやむごとなき所々ところどころに異ことならず、艶えんにまばゆきさまは、まさりざまにぞ見みゆる。

◇　お部屋の飾りつけなど、立派にしてあって、生活していた様子などは、なるほど都の高貴な方々の住居と少しも異ならず、優美で眩しいさまは、むしろ勝っているように見える。


P20 なつかしき--なつかし（し/+き）

1 【絵に描かば心のいたり少なからむ絵師は描き及ぶまじ】「ば」接続助詞、順接の仮定条件。「む」推量の助動詞、仮定・婉曲。「え」副詞--「まじ」打消推量の助動詞と呼応して、不可能を表す。風景の素晴しさをいう。

2 【月ごろの御住まひよりはこよなくあきらかになつかしき】大島本は「なつかし（し＋き）」と「き」を補入する。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なつかし」と校訂する。「より」格助詞、比較。「明らか」「懐かし」、須磨の暗く侘しい世界から明るく好ましい世界へと転換。

3 【御しつらひなどえならずして】「御」は源氏が住むという意味で付けられた敬語。


第二段　京への手紙

明石．２．２．１

■　すこし御心静みこころしづまりては、京きゃうの御文おほむふみども聞きこえたまふ。

◇　少しお心が落ち着いて、京へのお手紙をお書き申し上げになる。

■　参まゐれりし使つかひは、今いまは2、

◇　参っていた使者は、現在、

■　「いみじき道みちに3出いで立たちて悲かなしき目めを見みる」

◇　「ひどい時に使いに立って辛い思いをした」

■　と泣なき沈しづみて、あのP21須磨すまに留とまりたるを召めして、身みにあまれる物ものども多おほくたまひて遣つかはす4。

◇　と泣き沈んで、あの須磨に留まっていたのを召して、身にあまるほどの褒美を多く賜って遣わす。

■　むつましき御祈おほむいのりの師しども、さるべき所々ところどころには5、このほどの御おほむありさま、詳くはしく言いひ遣つかはすべし。

◇　親しいご祈祷の師たち、しかるべき所々には、このほどのご様子を、詳しく書いて遣わすのであろう。


P21 あの--あ（あ/+の）

1? 【すこし御心静まりては京の御文とも聞こえたまふ】源氏、明石に移ってから京へ手紙を遣る。「京の御文」は京への手紙の意。「聞こえ」は「言ふ」の謙譲語。源氏の都の人々に対する敬意。「たまふ」尊敬の補助動詞、源氏に対する敬意。お気持ちが落ち着いてからどうしたかというと、実は京の人々へお手紙を差し上げたのだ、というニュアンス。

2 【参れりし使は今は】「り」完了の助動詞、存続。紫君のもとから参上していた使者。『集成』は「今は」以下「悲しき目を見る」まで、使者の詞とする。『完訳』は「今は」は「言ひつかはすべし」に掛かると解す。

3 【いみじき道に】以下「悲しき目を見る」まで、使者の詞。

4 【身にあまれる物ども多くたまひて遣はす】「る」完了の助動詞、存続。「ども」接尾語、複数。「遣はす」、都に遣わすとは、あらかじめ結果を語った表現。

5 【むつましき御祈りの師どもさるべき所々には】「御祈りの師ども」は源氏の祈祷の師たち。「さるべき所々」とは、『集成』は「そのほか関係の深い陰陽師、呪禁師などの類いであろう。改めて祈祷その他を依頼するためである」と解し、『完訳』は「親族・友人・妻妾など」と解す。
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■　入道にふだうの宮みやばかりには1、めづらかにてよみがへるさまなど聞きこえたまふ。

◇　入道の宮だけには、不思議にも生き返った様子などをお書き申し上げなさる。

■　二条院にでうのゐんのあはれなりしほどの御返おほむかへりは、書かきもやりたまはず、うち置おきうち置おき、おしのごひつつ聞きこえたまふ御みけしき、なほことなり。

◇　二条院からの胸を打つ手紙のお返事には、すらすらと筆もお運びにならず、筆をうち置きうち置き、涙を拭いながらお書き申し上げになるご様子、やはり格別である。


1 【入道の宮ばかりには】「ばかり」副助詞、限定・特立。「に」断定の助動詞。「は」係助詞、他との区別。他の人と違って、入道の宮だけには、というニュアンス。
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■　「返かへす返がへすいみじき目めの限かぎりを尽つくし果はてつる2ありさまなれば、今いまはと世よを思おもひ離はなるる心こころのみまさりはべれど3、

◇　「繰り返し繰り返し、恐ろしい目の極限を体験し尽くした状態なので、今は俗世を離れたいという気持ちだけが募っていますが、

■　『鏡かがみを見みても』

◇　『鏡を見ても』

■　とのたまひし4面影おもかげの離はなるる世よなきを、かくおぼつかなながらP22や5と、ここら悲かなしきさまざまのうれはしさは、さしおかれて、

遥はるかにも思おもひやるかな知しらざりし

浦うらよりをちに浦伝うらづたひして6

夢ゆめのうちなる心地ここちのみして、覚さめ果はてぬほど、いかにひがこと多おほからむ」

◇　とお詠みになった面影が離れる間がないので、このように遠く離れたまま出来ようかと思うと、たくさんのさまざまな心配事は、二の次に自然と思われて、

遠く遥かより思いやっております

知らない浦からさらに遠くの浦に流れ来ても

夢の中の心地ばかりして、まだ覚めきらないでいるうちは、どんなにか変なことを多く書いたことでしょう」


P22 おぼつかなながら--おほつかなく（く/＄+な）から

1? 【めづらかにてよみがへれるさまなど聞こえたまふ】「など」副助詞、漠然・婉曲、また例示・同類の存在。「聞こえ」は「言ふ」の謙譲語。源氏の藤壺に対する敬意。「たまふ」尊敬の補助動詞、源氏に対する敬意。『集成』は「不思議なめぐり合せで命をとりとめた事情などを」と訳すが、『完訳』は「天変での命拾いを蘇生であるとする点に注意。源氏の生命の再生されるイメージ」と注す。

2 【返す返すいみじき目の限りを尽くし果てつる】大島本は「つくし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見尽くし」と「見」を補訂する。以下「いかにひがこと多からむ」まで、源氏の文。

3 【今はと世を思ひ離るる心のみまさりはべれど】「のみ」副助詞、限定・強調。「はべれ」丁寧の補助動詞。出家願望の気持ちが強まる。

4 【鏡を見てもとのたまひし】紫の上が詠んだ「別れても影だにとまるものならば鏡を見てもなぐさめてまし」（須磨、第一章三段）という和歌をさす。

5 【かくおぼつかなながらや】『集成』は「こうして遠く離れて逢えぬまま出家してしまうのかと思うと（その悲しみに比べれば）」。『完訳』は「「--や」の下に「別れたてまらむ」ぐらいを補い読む」と注す。

6 【遥かにも思ひやるかな知らざりし浦よりをちに浦伝ひして】源氏の贈歌。
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■　と、げに、そこはかとなく1書かき乱みだりたまへるしもぞ、いと見みまほしき側目そばめなるを2、

◇　と、なるほど、とりとめもなくお書き散らしになっているが、まことに側からのぞき込みたくなるようなのを、

■　「いとこよなき御心みこころざしのほど」

◇　「たいそう並々ならぬご寵愛のほどだ」

■　と、人ひとびと見みたてまつる。

◇　と、供の人々は拝見する。

■　おのおの、故郷ふるさとに心細こころぼそげなる言伝ことづてすべかめり3。

◇　それぞれも、故郷に心細そうな言伝をしているようである。

■　を止やみなかりし空そらのけしき、名残なごりなく澄すみわたりて、漁あさりする海人あまども誇ほこらしげなりS2。

◇　絶え間なく降り続いた空模様も、すっかり晴れわたって、漁をする海人たちも元気がよさそうである。

■　須磨すまはいと心細こころぼそく、海人あまの岩屋いはやもまれなりしを、人ひとしげき厭いとひはしたまひしかど、ここはまた、さまことにあはれなること多おほくて、よろづに思おぼし慰なぐさまる。

◇　須磨はとても心細く、海人の岩屋さえ数少なかったのに、人の多い嫌悪感はなさったものの、ここはまた一方で、格別にしみじみと心を打つことが多くて、何かにつけて自然と慰められるのであった。


S2 漁する与謝の海人びとほこるらむ浦風ぬるく霞わたれり（恵慶集-一）

1 【げにそこはかとなく】「げに」語り手が源氏の手紙の文面に納得した表現。

2 【書き乱りたまへるしもぞいと見まほしき側目なるを】「たまへ」尊敬の補助動詞、源氏に対する敬意。「る」完了の助動詞、存続。「しも」連語（副助詞＋係助詞）特立・強調。「ぞ」係助詞、「側目なる」と結ばれるところが「を」接続助詞に続いて、結びの流れとなる。

3 【言伝てすべかめり】「べかめり」連語（推量の助動詞「べかる」連体形の撥音便形「べかん」の「ん」が無表記＋推量の助動詞「めり」）。語り手の推量。--のように思われる。


第三段　明石の入道とその娘
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■　明石あかしの入道1にふだう、行おこなひ勤つとめたるさま、いみじう思おもひ澄すましたるを、ただこの娘一人むすめひとりをもてわづらひたるけしき、いとかたはらいたきまで、時々漏ときどきもらし愁うれへきこゆ。

◇　明石の入道、その勤行の態度は、たいそう悟り澄ましているが、ただその娘一人を心配している様子は、とても側で見ているのも気の毒なくらいに、時々愚痴をこぼし申し上げる。

■　御心地みここちにも、をかしと聞ききおきたまひし人ひとなれば3、

◇　ご心中にも、興味をお持ちになった女なので、

■　「かくおぼえなくてめぐりおはしたるも、さるべき契ちぎりあるにや4」

◇　「このように意外にも廻り合わせなさったのも、そうなるはずの前世からの宿縁があるのか」

■　と思おぼしながら5、

◇　とお思いになるものの、

■　「なほ、かう身みを沈しづめたるほどは6、行おこなひより他ほかのことは思おもはじ7。

◇　「やはり、このように身を沈めている間は、勤行より他のことは考えまい。

■　都みやこの人ひとも8、ただなるよりは、言いひしに違たがふと思おぼさむも、心恥こころはづかしう」

◇　都の人も、普通の場合以上に、約束したことと違うとお思いになるのも、気恥ずかしい」

■　思おぼさるれば9、けしきだちたまふことなし。

◇　と思われなさると、素振りをお見せになることはない。

■　ことに触ふれて、

◇　折にふれて、

■　「心こころばせ、ありさま、なべてならずもありけるかな10」

◇　「気立てや、容姿など、並み大抵ではないのかなあ」

■　と、ゆかしう思おぼされぬにP23しもあらず11。

◇　と、心惹かれないでもない。


P23 思されぬに--おほされぬる（る/＃に〈朱〉）

1 【明石の入道】『集成』は「あるじの入道」とする。『大成』校異篇にはに「青」異同ナシ。「河」は「入道」とある。『集成』は「この居館の主人である入道。客人たる源氏に対していう」と注す。

2? 【かたはらいたきまて時々漏らし愁へきこゆ】「まで」副助詞、極まり及ぶ程度。「きこゆ」は「言ふ」の謙譲語、入道の源氏に対する敬意。

3 【御心地にもをかしと聞きおきたまひし人なれば】「御心地」は源氏の心をさす。「たまひ」尊敬の補助動詞、源氏に対する敬意。「し」過去の助動詞。「若紫」巻の北山での良清の話を受ける。

4 【かくおぼえなくてめぐりおはしたるもさるべき契りあるにや】源氏の心中を地の文で語る。間接話法。「おはし」は「来る」の尊敬語。語り手の源氏に対する敬意。「たる」完了の助動詞。「にや」連語（断定の助動詞＋係助詞、疑問）。「さるべき」連語（動詞＋推量の助動詞、当然）。『完訳』は「前世の因縁。源氏は明石の君との出会いを運命的なと実感する」と注す。

5 【思しながら】「思し」は「思ふ」の尊敬語。源氏に対する敬意。「ながら」接続助詞、逆接。「--ものの」などと同様に、心理の両面を語る常套表現の一つ。

6 【なほかう身を沈めたるほどは】以下「心恥づかしう」まで、源氏の心中文。ただしその引用句がなく地の文に続く構文。『完訳』は「以下、源氏の心内語。「心恥づかしう」で、間接話法に移る」。「たる」完了の助動詞、存続。

7 【行なひより他のことは思はじ】「じ」打消推量の助動詞。意志の打ち消し。勤行以外の事は考えまいとする源氏の決意。

8 【都の人も】紫の君をさす。

9 【ただなるよりは言ひしに違ふと思さむも心恥づかしう思さるれば】「言ひしに違ふ」は「程ふるもおぼつかなくは思ほえず言ひしに違ふとばかりはしも」（源氏釈所引、出典未詳）を踏まえた表現。『集成』は「都にいる普通の場合より、愛を誓った言葉に嘘があったとお思いになるであろうことも気はずかしく思われなさるので。「ただなるよりは--」は、遠く離れているからこそ操を守りたい、という気持」と注す。「より」格助詞、比較。「は」係助詞、区別・強調。「思さ」は「思ふ」の尊敬語、源氏の紫の君に対する敬意。「む」推量の助動詞、婉曲。「るれ」自発の助動詞。

10 【心ばせありさまなべてならずもありけるかな】源氏の心中。明石の君に関心を抱く。「ける」過去の助動詞、詠嘆。「かな」終助詞、詠嘆。

11 【ゆかしう思されぬにしもあらず】「れ」自発の助動詞。「ぬ」打消の助動詞。「に」完了の助動詞、確述。「しも」連語（副助詞＋係助詞）、強調。「ず」打消の助動詞。二重否定の構文。委曲を尽くした心情表現。『集成』「お気持がひかれないわけでもない」と注す。
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■　ここにはかしこまりて1、みづからもをさをさ参まゐらず、もの隔へだたりたる下しもの屋やにさぶらふ。

◇　こちらではご遠慮申し上げて、自身はめったに参上せず、離れた下屋に控えている。

■　さるは2、明あけ暮くれ見みたてまつらまほしう3、飽あかず思おもひきこえて、

◇　その実、毎日お世話申し上げたく思い、物足りなくお思い申して、

■　「思おもふ心こころを叶かなへむ4」

◇　「何とか願いを叶えたい」

■　と、仏ほとけ、神かみをいよいよ念ねんじたてまつる。

◇　と、仏、神をますますお祈り申し上げる。


1 【ここにはかしこまりて】源氏の御座所をさす。「かしこまりて」の主語は明石入道。

2 【さるは】その実は、の意。

3 【明け暮れ見たてまつらまほしう】『集成』は「朝夕いつも（婿として）源氏をお世話もうしあげたく」と注す。

4 【思ふ心を叶へむ】大島本は「おもふ心越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかで思ふ心を」と「いかで」を補訂する。入道の心中。「思ふ心」、『完訳』は「娘を源氏に縁づけたい気持」と注す。「む」推量の助動詞、願望・意志。
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■　年としは六十ろくじふばかりになりたれど1、いときよげにあらまほしう、行おこなひさらぼひて2、人ひとのほどのあてはかなればにやあらむ3、うちひがみほれぼれしきことはあれど、いにしへのことP24をも知しりて4、ものきたなからず、よしづきたることも交まじれれば、昔物語むかしものがたりなどせさせて聞ききたまふに5、すこしつれづれの紛まぎれなり。

◇　年齢は六十歳くらいになっているが、とてもこざっぱりとしていかにも好ましく、勤行のために痩せぎみになって、人品が高いせいであろうか、頑固で老いぼれたところはあるが、故事をもよく知っていて、どことなく上品で、趣味のよいところもまじっているので、古い話などをさせてお聞きになると、少しは所在なさも紛れるのであった。

■　年としごろ、公私御暇おほやけわたくしおほむいとまなくて6、さしも聞きき置おきたまはぬ世よの古事ふることどもくづし出いでて、

◇　ここ数年来、公私にお忙しくて、こんなにお聞きになったことのない世の中の故事来歴を少しずつ説きおこすので、

■　「かかる所ところをも人ひとをも、見みざらましかば、さうざうしくや7」

◇　「このような土地や人をも、知らなかったら、残念なことであったろう」

■　とまで、興きょうありと思おぼすことも交まじる8。

◇　とまで、おもしろいとお思いになることもある。


P24 こと--か（か/＄こ）と

1 【年は六十ばかりになりたれど】明石入道の年齢、六十歳ほど。

2 【あらまほしう行なひさらぼひて】『完訳』は「勤行に痩せ細るのを好ましいとする、語り手の気持」と注す。

3 【人のほどのあてはかなればにやあらむ】『集成』は「次の「いにしへのものを見知りて」以下に掛る」と注す。「にや」連語（断定の助動詞＋係助詞、疑問）。「む」推量の助動詞。語り手の疑問・推量を差し挟んだ挿入句。

4 【いにしへのことをも知りて】大島本は「いにしへのか（か＄こ）と越もしりて」と「か」をミセケチにして「こ」と訂正する。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ものをも見知りて」と校訂する。

5 【昔物語などせさせて聞きたまふに】「させ」使役の助動詞。源氏が明石入道に。

6 【年ごろ公私御暇なくて】源氏の過去数年来の生活をさす。

7 【かかる所をも人をも見ざらましかばさうざうしくや】源氏の心中。「ざら」打消の助動詞。「ましか」推量の助動詞、反実仮想。「や」係助詞、反語。見なかったらもの足りないことであったろうに、見たので満足だというニュアンス。

8 【とまで興ありと思すことも交る】「まで」副助詞、極まり及ぶ程度。--というまでに。
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■　かうは馴なれきこゆれど、いと気高けだかう心恥こころはづかしき御おほむありさまに、さこそ言いひしか1、つつましうなりて、わが思おもふことは心こころのままにもえうち出いできこえぬを2、

◇　このようにお親しみ申し上げてはいるが、たいそう気高く立派なご様子に、そうはいったものの、遠慮されて、自分の思うことは思うようにもお話し申し上げることができないので、

■　「心こころもとなう、口惜くちをし3」

◇　「気がせいてならぬ、残念だ」

■　と、母君ははぎみと言いひ合あはせて嘆なげく4。

◇　と、母君と話して嘆く。


1 【さこそ言ひしか】「こそ」係助詞--「しか」過去助動詞、已然形。逆接用法。娘を源氏に縁づけたいと妻に言ったことを受ける。

2 【えうち出できこえぬを】「え」副詞、「ぬ」打消の助動詞、不可能を表す構文。

3 【心もとなう口惜し】入道の詞。

4 【母君と言ひ合はせて嘆く】入道と母君が一致して事に当たっている様子。


明石．２．３．５

■　正身さうじみは、

◇　ご本人は、

■　「おしなべての人ひとだに、めやすきは見みえぬ世界せかいに、世よにはかかる人ひともおはしけり1」

◇　「普通の身分の男性でさえ、まあまあの人は見当たらないこの田舎に、世の中にはこのような方もいらっしゃっるのだ」

■　と見みたてまつりしにつけて2、身みのほど知しられて3、いと遥はるかにぞ思おもひきこえける4。

◇　と拝見したのにつけても、わが身のほどが思い知らされて、とても及びがたくお思い申し上げるのであった。

■　親おやたちのかく思おもひあつかふを聞きくにも、

◇　両親がこのように事を進めているのを聞くにも、

■　「似にげなきことかな」

◇　「不釣り合いなことだわ」

■　と思おもふに5、ただなるよりはものあはれなり6。

◇　と思うと、何でもなかった時よりもかえって物思いがまさるのであった。


1 【おしなべての人だにめやすきは見えぬ世界に世にはかかる人もおはしけり】明石の君の心中。「だに」副助詞、最小限の希望・期待。「に」格助詞、場所。「は」係助詞、区別・強調。「も」係助詞、強調。「けり」過去の助動詞、初めて気づいた感動。

2 【見たてまつりしにつけて】「たてまつり」謙譲の補助動詞、明石の君の源氏に対する敬意。「し」過去の助動詞、体験の回想。『集成』は「源氏の姿をほのかに見た趣に書いてある」。『完訳』は「実際には岡辺の邸の明石の君は海辺の邸の源氏に会っていないが、噂に高い源氏の来訪を、まぢかに認識した」と注す。

3 【身のほど知られて】「れ」自発の助動詞。明石の君の自己意識。帝の御子である光る源氏と受領の娘である自分という歴然たる身分の差異。

4 【いと遥かにぞ思ひきこえける】「ぞ」係助詞、「ける」過去の助動詞、連体形。係結び、強調。

5 【にげなきことかなと思ふに】「に」接続助詞、順接。明石の君の心中。源氏との縁談を不釣り合いと思う。

6 【ただなるよりはものあはれなり】『集成』は「何事もなかったこれまでよりは、ものを思うことも多い。源氏のことが気にかかる娘心をいう」。『完訳』は「源氏との縁談がなかった時に比べて。源氏の出現が、自らの身のわびしさを痛感させる」と注す。


第四段　夏四月となる

明石．２．４．１

■　四月しぐわちになりぬ。

◇　四月になった。

■　更衣ころもがへの御装束おほむさうぞく、御帳みちゃうの帷子かたびらなど1、よしあるさまにし出いでつつ2、よろづに仕つかうまつりいとなむを、

◇　衣更えのご装束、御帳台の帷子など、風流な様に作って調進しながら、万事にわたってお世話申し上げるのを、

■　「いとほしう、すずろなり3」

◇　「気の毒でもあり、これほどしてくれなくてもよいものを」

■　と思おぼせど、人ひとざまのあくまで思おもひ上あがりたるさまのあてなるにP25、思おぼしゆるして見みたまふ。

◇　とお思いになるが、人柄がどこまでも気位を高くもって上品なので、そのままになさっていらっしゃる。


P25 あてなるに--あてなさ（さ/＄る）に

1 【四月になりぬ更衣の御装束御帳の帷子など】季節は夏四月に推移。源氏、琴を弾じて京を思う。

2 【よしあるさまにし出でつつ】大島本は「しいてつゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しいづ」と校訂する。

3 【いとほしうすずろなり】源氏の心中。『集成』は「困ったものだ、こうまでしなくても、とお思いになるが。入道の献身ぶりをなかば迷惑に思う気持」と注す。


明石．２．４．２

■　京きゃうよりも、うちしきりたる御おほむとぶらひども、たゆみなく多おほかり。

◇　京からも、ひっきりなしにお見舞いの手紙が、つぎつぎと多かった。

■　のどやかなる夕月夜ゆふづくよに、海うみの上曇うへくもりなく見みえわたれるも、住すみ馴なれたまひし故郷ふるさとの池水1いけみづ、思おもひまがへられたまふに、言いはむかたなく恋こひしきこと、何方いづかたとなく行方ゆくへなき心地ここちしたまひて2、ただ目めの前まへに見みやらるるは、淡路島あはぢしまなりけり。

◇　のんびりとした夕月夜の晩に、海上に雲もなくはるかに見渡されるのが、お住みなれたお邸の池の水のように、思わず見間違えられなさると、何とも言いようなく恋しい気持ちは、どこへともなくさすらって行く気がなさって、ただ目の前に見やられるのは、淡路島なのであった。

■　「あはと、遥はるかにS3,3」

◇　「ああ、と遥かに」

■　などP26のたまひて、

◇　などとおっしゃって、


S3 淡路にてあはとはるかに見し月の近き今宵は心からかも（新古今集雑上-一五一五　凡河内躬恒）

P26 など--（/+なと）

1 【故郷の池水】大島本は「故郷の池水」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「池水に」と「に」を補訂する。

2 【言はむかたなく恋しきこと何方となく行方なき心地したまひて】「わが恋は行方も知らず果てもなし逢ふを限りと思ふばかりぞ」（古今集恋二、六一一、凡河内躬恒）による。

3 【あはと遥かに】源氏の詞。「淡路にてあはと遥かに見し月の近き今宵は所からかも」（新古今集雑上、一五一五、凡河内躬恒）による。


明石．２．４．３

■　「あはと見みる淡路あはぢの島しまのあはれさへ

残のこるくまなく澄すめる夜よの月1つき」

◇　「ああと、しみじみ眺める淡路島の悲しい情趣まで

すっかり照らしだす今宵の月であることよ」


1 【あはと見る淡路の島のあはれさへ残るくまなく澄める夜の月】源氏の独詠歌。旅愁を詠んだ歌。


明石．２．４．４

■　久ひさしう手触てふれたまはぬ琴きんを1、袋ふくろより取とり出いでたまひて、はかなくかき鳴ならしたまへる御おほむさまを、見みたてまつる人ひとも2やすからず、あはれに悲かなしう思おもひあへり。

◇　長いこと手をお触れにならなかった琴を、袋からお取り出しになって、ほんのちょっとお掻き鳴らしになっているご様子を、拝し上げる人々も心が動いて、しみじみと悲しく思い合っている。

■　「広陵**」

◇　「広陵」

■　といふ手***を、ある限くわうり弾***きすましたまへるに3、かの岡辺***の家***も、松***の響***き波***の音***に合***ひて、心***ばせある若人***は身***にしみて思***ふべかめり4。

◇　という曲を、秘術の限りを尽くして一心に弾いていらっしゃると、あの岡辺の家でも、松風の音や波の音に響き合って、音楽に嗜みのある若い女房たちは身にしみて感じているようである。

■　何***とも聞***きP27わくまじきこのもかのものしはふる人***どもも、すずろはしくて、浜風***をひきありく5。

◇　何の楽の音とも聞き分けることのできそうにないあちこちの山賤どもも、そわそわと浜辺に浮かれ出て、風邪をひくありさまである。

◆　 
ひさしう て ふれ たまは ぬ きん を、 ふくろ より とり いで たまひ て、 はかなく かき-ならし たまへ る おほむ-さま を、 み たてまつる ひと も やすから ず、 あはれ に かなしう おもひ あへ り。
 くわうりゃう と いふ て を、 ある かぎり ひき すまし たまへ る に、 かの をかべ の いへ も、 まつ の ひびき なみ の おと に あひ て、 こころばせ ある わかうど は み に しみ て おもふ べか' めり。 なに と も ききわく まじき このもかのも の しはふる ひと-ども も、 すずろはしく て、 はまかぜ を ひき ありく。


P27 聞き--（/+きゝ）

1 【久しう手触れたまはぬ琴を】須磨に持参した七絃琴。昨年の秋そして冬に、琴を弾いたことがある。

2 【見たてまつる人も】源氏の従者。

3 【広陵といふ手をある限り弾きすましたまへるに】「広陵散」は晋の＊（ケイ）康という人が夢の中で尭の時代の楽人伶倫から伝え聞いたという秘曲（晋書・＊（ケイ）康伝）。

4 【身にしみて思ふべかめり】「べかめり」連語（推量の助動詞「べし」の連体形「べかる」の撥音便「ん」の無表記「べか」＋推量の助動詞「めり」）。--に違いない。--のように思われる。語り手の推量。

5 【浜風をひきありく】「浜風」は「風」と「風邪」の掛詞、言葉遊び。


第五段　源氏、入道と琴を合奏

明石．２．５．１

■　入道にふだうもえ堪たへで、供養法くやうほふたゆみて、急いそぎ参まゐれり。

◇　入道もじっとしていられず、供養法を怠って、急いで参上した。

■　「さらに、背そむきにし世よの中なかも取とり返かへし思おもひ出いでぬべくはべり2。

◇　「まったく、一度捨て去った俗世も改めて思い出されそうでございます。

■　後のちの世よに願ねがひはべる所ところのありさまも、思おもうたまへP28やらるる夜よの、さまかな」

◇　来世に願っております極楽の有様も、かくやと想像される今宵の、妙なる笛の音でございますね」

■　と泣なく泣なく、めできこゆ。

◇　と感涙にむせんで、お褒め申し上げる。


P28 思うたまへ--思ひ（思ひ/＃おもふ給へ）

1? 【さらに背きにし世中のも】以下「夜のさまかな」まで、入道の詞。源氏の奏でる琴の音を聞いて極楽もかくやと感嘆する。

2 【思ひ出でぬべくはべり】「ぬべく」連語（完了の助動詞「ぬ」確述＋推量の助動詞「べく」当然）、当然・強調。「侍り」は「あり」の丁寧語。


明石．２．５．２

■　わがP29御心みこころにも、折々をりをりの御遊おほむあそび1、その人ひとかの人ひとの琴笛ことふえ、もしは声こゑの出いでしさまに2、時々ときどきにつけて、世よにめでられたまひしありさま、帝みかどよりはじめたてまつりて、もてかしづきあがめたてまつりたまひしを3、人ひとの上うへもわが御身おほむみのありさまも、思おぼし出いでられて、夢ゆめの心地ここちしたまふままに、かき鳴ならしたまへる声こゑも、心こころすごく聞きこゆ。

◇　ご自身でも、四季折々の管弦の御遊、その人あの人の琴や笛の音、または声の出し具合、その時々の催しにおいて絶賛されなさった様子、帝をはじめたてまつり、多くの方々が大切に敬い申し上げなさったことを、他人の身の上もご自身の様子も、お思い出しになられて、夢のような気がなさるままに、掻き鳴らしなさっている琴の音も、寂寞として聞こえる。


P29 わが--我我（我/＃）

1 【わが御心にも折々の御遊び】以下、源氏往古を回顧。地の文と心中文とが融合した叙述。

2 【声の出でしさまに】大島本は「いてしさまに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「出でしさま」と「に」を削除する。

3 【もてかしづきあがめたてまつりたまひしを】主語は宮中の身分ある人々。「たてまつり」謙譲の補助動詞。人々の源氏に対する敬意。「たまひ」尊敬の補助動詞。宮中の身分ある人々に対する敬意。「し」過去の助動詞。


明石．２．５．３

■　古人ふるひとはP30涙なみだもとどめあへず2、岡辺をかべに、琵琶びわ、箏しゃうP31の琴取こととりにやりて、入道にふだう、琵琶びわの法師ほふしになりて3、いとをかしう珍めづらしき手一てひとつ二ふたつ弾ひきたり4。

◇　老人は涙も止めることができず、岡辺の家に、琵琶、箏の琴を取りにやって、入道は、琵琶法師になって、たいそう興趣ある珍しい曲を一つ二つ弾き出した。


P30 古人は--*る人は

P31 箏--*笙（生/＃笙）

1? 【心すごく聞こゆ古人は】大島本は「きこゆる人ハ」とある。大島本は独自異文、文意不通。『新大系』は「本文不審」としながらも底本のまま「聞こゆる人は」とする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ふ」の脱字と認め「聞こゆ。古人は」と校訂する。諸本に従って改める。

2 【古人は涙もとどめあへず】明石入道をいう。感激しやすい老人のイメージで「古人」と呼称。

3 【入道琵琶の法師になりて】即席の琵琶法師になっての意。

4 【手一つ二つ弾きたり】大島本は「ひきたり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「弾き出でたり」と「いて」を補訂する。


明石．２．５．４

■　箏しゃうの御琴参おほむことまゐりたれば1、少すこし弾ひきたまふも、さまざまいみじうのみ思おもひきこえたり。

◇　箏の琴をお進め申したところ、少しお弾きになるのも、さまざまな方面にも、たいそうご堪能だとばかり感じ入り申し上げた。

■　いと、さしも聞きこえぬ物ものの音ねだにP32、折をりからこそはまさるものなるを2、はるばると物もののとどこほりなき海うみづらなるに、なかなか、春秋はるあきの花紅葉はなもみぢの盛さかりなるよりは3、ただそこはかとなう茂しげれる蔭かげども、なまめかしきに、水鶏くひなのうちたたきたるは、

◇　実際には、さほどだと思えない楽の音でさえ、その状況によって引き立つものであるが、広々と何物もない海辺である上に、かえって、春秋の花や紅葉の盛りである時よりも、ただ何ということなく青々と繁っている木蔭が、美しい感じがするので、水鶏が鳴いているのは、

■　「誰たが門かどさしてS4,4」

◇　「誰が門さして」

■　と、あはれにおぼゆ。

◇　と、しみじみと興趣が催される。


P32 だに--（/+た）に

S4 まだ宵にうち来てたたく水鶏かな誰が門さして入れぬなるらむ（源氏釈所引、出典未詳）

1 【箏の御琴参りたれば】「参り」は「出づ」の謙譲語。「たれ」完了の補助動詞、完了。「ば」接続助詞、順接。箏の御琴を差し出し申したところ。

2 【いとさしも聞こえぬ物の音だに折からこそはまさるものなるを】「いと」（副詞）、「ぬ」（打消の助動詞）と呼応して、たいして--でないの意。「だに」副助詞、否定構文の中で、例外的・逆接的事態。--でさえ。「こそ」係助詞、「なる」断定の助動詞、に掛かるが、「を」接続助詞、逆接、に続いているので、結びが流れている。たいしてそれほどにも聞こえぬ琴の音でさえ折によっては優れて聞こえるものだが。『完訳』は「実際にはさほどと思えぬ音色でさえ。「--だに」の文脈は、まして源氏の弾奏する秀でた音色は、の気持で、「はるばると」に続く」と注す。

3 【はるばると物のとどこほりなき海づらなるになかなか春秋の花紅葉の盛りなるよりは】「なる」断定の助動詞、「に」接続助詞、逆接。何も情趣をおこす物のない広々とした海辺であるにもかかわらず、という文脈。『集成』『完訳』は、添加の意に解す。「なかなか」は「なまめかしき」に掛かる。「なる」断定の助動詞。「より」格助詞、比較。『完訳』は「春秋の情趣を重んずる一般論を否定、夏の木陰の景に注目」と注す。

4 【誰が門さして】「まだ宵にうち来てたたく水鶏かな誰が門さして入れぬなるらむ」（源氏釈所引、出典未詳）。誰が門を鎖しての意。


明石．２．５．５

■　音ねもいと二になう出いづる琴ことどもを、いとなつかしう弾ひき鳴ならしたるも、御心みこころとまりて、

◇　音色もまこと二つとないくらい素晴らしく出す二つの琴を、たいそう優しく弾き鳴らしたのも、感心なさって、

■　「これは、女をむなのなつかしきさまにてしどけなう弾ひきたるこそ、をかしけれ1」

◇　「この琴は、女性が優しい姿態でくつろいだ感じに弾いたのが、おもしろいですね」

■　と、おほかたにのたまふを2、入道にふだうはあいなくうち笑ゑみて3、

◇　と、何気なくおっしゃるのを、入道はわけもなく微笑んで、

■　「あそばすより4なつかしきさまなるは、いづこのかはべらむ。

◇　「お弾きあそばす以上に優しい姿態の人は、どこにございましょうか。

■　なにがし、延喜えんぎの御手おほむてより弾ひき伝つたへたること、四代しだいに5なむなりはべりぬるを、かうつたなき身みにて、この世よのことは捨すて忘わすれはべりぬるを、もののせちにいぶせき折々をりをりは、かき鳴ならしはべりしを6、あやしう、まねぶ者もののはべるこそ、自然じねんにかの先大王せんだいわうの御手おほむてに通かよひてはべれ7。

◇　わたくしは、延喜の帝のご奏法から弾き伝えること、四代になるのでございますが、このようにふがいない身の上で、この世のことは捨て忘れておりましたが、ひどく気の滅入ります時々は、掻き鳴らしておりましたが、不思議にも、それを見よう見真似で弾く者がおりまして、自然とあの先大王のご奏法に似ているのでございます。

■　山伏やまぶしのひが耳みみにS5、松風まつかぜを聞ききわたしはべるにやあらむ8。

◇　山伏のようなひが耳では、松風をその音を妙なる音と聞き誤ったのでございましょうか。

■　いかで、これもP33忍しのびて聞きこしめさせてしがな9」

◇　何とかして、それも一度こっそりとお耳にお入れ申し上げたいものです」

■　と聞きこゆるままに、うちわななきて、涙落なみだおとすべかめり10。

◇　と申し上げるにつれて、身をふるわして、涙を落としているようである。


S5 松風に耳慣れにける山伏は琴を琴とも思はざりけり（花鳥余情所引、出典未詳）

P33 これも--これの（の/＃も）

1 【これは女のなつかしきさまにてしどけなう弾きたるこそをかしけれ】源氏の詞。箏の琴をさす。男が緊張して弾くより、女性がやさしい感じで、くつろいで弾いたほうが好いものだ。

2 【おほかたにのたまふを】一般論としていうの意。「を」格助詞、目的格。また接続助詞、逆接という解も可能。『完訳』は「源氏の発言は、弾き手が女でなくて残念、の意を含むが、娘とは無関係な一般論」と注す。

3 【入道はあいなくうち笑みて】「あいなく」、語り手の価値判断を含んだ感情移入の語。『完訳』は「勝手に娘のことと直感する入道への語り手の評」と注す。

4 【あそばすより】以下「聞こしめさせてしがな」まで、入道の詞。娘の明石の君をほのめかす。

5 【延喜の御手より弾き伝へたること四代に】大島本は「し（し＝三イ）たいに」とあり、本行本文「四代」に対して「三代」とする異本があることを傍記する。他の青表紙諸本「三代に」とある。『新大系』は本行本文のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「三代に」と校訂する。

6 【かき鳴らしはべりしを】「し」過去の助動詞、入道の過去・体験を振り返ったニュアンス。「を」接続助詞、弱い逆接。

7 【あやしうまねぶ者のはべるこそ自然にかの先大王の御手に通ひてはべれ】娘のことを暗に言った表現。「こそ」係助詞、「侍れ」丁寧の補助動詞に掛る。強調のニュアンス。

8 【山伏のひが耳に松風を聞きわたしはべるにやあらむ】娘の琴の上手を誉めた入道の謙遜の詞。「松風に耳慣れにける山伏は琴を琴とも思はざりけり」（花鳥余情所引、拾遺集歌人の寿玄法師の歌、出典未詳）。

9 【これも忍びて聞こしめさせてしがな】大島本は「これの（の＃も〈朱墨〉）」とあり、「の」を朱筆と墨筆で抹消して「も」と訂正する。『新大系』は訂正に従って「これも」とする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「これ」と校訂する。「これ」は娘の琴。「聞こしめさ」（他サ四段）は「聞く」の最高敬語。「て」完了の助動詞、確述。「し」副助詞、強調。「がな」終助詞、願望。こっそりと娘の琴の音をお耳に入れたいものだ。

10 【涙落とすべかめり】「べかめり」連語（「べか」推量の助動詞、強い推量、連体形「べかる」が撥音便化して「ん」が表記されない形＋「めり」推量の助動詞、主観的推量）、語り手のその場に居合わせて見ているようなニュアンス。


明石．２．５．６

■　君きみ、

◇　君は、

■　「琴ことを琴こととも聞ききたまふまじかりけるあたりに、ねたきわざかな」

◇　「琴など、琴ともお聞きになるなずのない名人揃いの所で、悔しいことをしたなあ」

■　とて、押おしやりたまふに、

◇　と言って、押しやりなさって、

■　「あやしう、昔むかしより2箏しゃうP34は、女をむななむ弾ひき取とるものなりける。

◇　「不思議なことに、昔から箏は、女が習得するものであった。

■　嵯峨さがの御伝おほむつたへにて、女五をむなごの宮みや、さる世よの中なかの上手じゃうずにものしたまひけるを3、その御筋おほむすぢにて、取とり立たてて伝つたふる人ひとなし。

◇　嵯峨の帝のご伝授で、女五の宮が、その当時の名人でいらっしゃったが、その御系統で、格別に伝授する人はいません。

■　すべて、ただ今世いまに名なを取とれる人ひとびと、掻かき撫なでの心こころやりばかりにのみあるを4、ここにかう弾ひきこめたまへりける5、いと興きょうありけることかな。

◇　総じて、ただ現在に著名な人々は、通り一遍の自己満足程度に過ぎないが、ここにそのように隠れて伝えていらっしゃるとは、実に興味深いものですね。

■　いかでかは、聞きくべき」

◇　ぜひとも、聴いてみたいものです」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


P34 箏--*笙

1? 【琴を琴とも聞きたまふまじかりけるあたりにねたきわさかな】源氏の謙遜の詞。入道の踏まえた和歌を源氏も踏まえて応答。「たまふ」尊敬の補助動詞。源氏の入道に対する敬意。「まじかり」打消推量の助動詞。「ける」過去の助動詞、詠嘆。「かな」終助詞、感動。『集成』は「私の琴など琴ともお聞きになるはずのない所で、うっかりしたことをしたものです」と注す。

2 【あやしう昔より】以下「いかでかは聞くべき」まで、源氏の詞。

3 【嵯峨の御伝へにて女五の宮さる世の中の上手にものしたまひけるを】嵯峨天皇の第五皇女繁子内親王。嵯峨天皇、繁子内親王が共に箏の琴に巧みであったということは、『秦箏相承血脈』には見えない。

4 【掻き撫での心やりばかりにのみあるを】「ばかり」副助詞、程度。「に」断定の助動詞。「のみ」副助詞、限定・強調。「を」接続助詞、逆接。『集成』は「通りいっぺんの自己満足程度にすぎませんが」と注す。

5 【弾きこめたまへりける】「たまへ」尊敬の補助動詞、源氏の明石の君に対する敬意。「り」完了の助動詞、存続。「ける」過去の助動詞。『完訳』は「奏法を人知れず隠し伝える意」と注す。


明石．２．５．７

■　「聞きこしめさむには1、何なにの憚はばかりかはべらむ。

◇　「お聴きあそばすについては、何の支障がございましょう。

■　御前おまへに召めしても。

◇　御前にお召しになっても。

■　商人あきうどの中なかにてだにこそ、古琴聞ふることききはやす人ひとは、はべりけれ。

◇　商人の中でさえ、古曲を賞美した人も、ございました。

■　琵琶びわなむ、まことの音ねを3弾ひきしづむる人ひと、いにしへも難かたうはべりしを、をさをさとどこほることなう4なつかしき手てなど、筋すぢことになむ5。

◇　琵琶は、本当の音色を弾きこなす人、昔も少のうございましたが、少しも滞ることない優しい弾き方など、格別でございます。

■　いかでたどるにかはべらむ6。

◇　どのように習得したものでございましょう。

■　荒あらき波なみの声こゑに交まじるは、悲かなしくも思おもうたまへられながら、かき積つむるもの嘆なげかしさ、紛まぎるる折々をりをりもはべり」

◇　荒い波の音と一緒なのは、悲しく存じられますが、積もる愁え、慰められる折々もございます」

■　など好すきゐたれば、をかしと思おぼして、箏しゃうの琴取こととり替かへて賜たまはせたり。

◇　などと風流がっているので、おもしろいとお思いになって、箏の琴を取り替えてお与えになった。


1 【聞こしめさむには】以下「折々もはべり」まで、入道の詞。

2? 【商人の中にてだにこそ古琴も聞きはやす人ははべりけれ】白楽天の「琵琶行」を踏まえる。「だに」副助詞、最低限の限定。高貴な中では当然だが、身分の賎しい商人の中でさえも、というニュアンス。「こそ」係助詞、「侍れ」已然形に係る。強調。「ふること」は「古事」に「古琴」を連想させた表現。「は」係助詞、区別・特立。

3 【琵琶なむまことの音を】「琵琶行」を引いたことから、話題が娘の琵琶について移る。「なむ」係助詞、「すくなう侍し」に掛かるが、「を」接続助詞、逆接に続き、結びが流れている。

4 【をさをさとどこほることなう】娘の琵琶の奏法についていう。

5 【筋ことになむ】「なむ」係助詞、下に「ある」などの語句が省略された、余意を残した表現。

6 【いかでたどるにかはべらむ】「いかで」副詞、疑問。「たどる」は真似して習得する意。「に」断定の助動詞。「か」係助詞、疑問。「侍ら」は「あり」の丁寧語。「む」推量の助動詞、連体形、係結び。主語は明石の君。娘はどのようにして琵琶の奏法を習得したのだろうか。


明石．２．５．８

■　げに、いとすぐして1かい弾ひきたり。

◇　なるほど、たいそう上手に掻き鳴らした。

■　今いまの世よに聞きこえぬ筋弾すぢひきつけて、手てづかひいといたう唐からめき、ゆの音深ねふかう澄すましたり。

◇　現在では知られていない奏法を身につけていて、手さばきもたいそう唐風で、揺の音が深く澄んで聞こえた。

■　「伊勢いせの海うみ」

◇　「伊勢の海」

■　ならねど、

◇　ではないが、

■　「清きよき渚なぎさに貝かひや拾ひろはむS6,2」

◇　「清い渚で貝を拾おう」

■　など、声こゑよき人ひとに歌うたはせて、我われも時々拍子ときどきひゃうしとりて、声こゑうち添そへたまふを、琴弾ことひきさしつつ、めできこゆ3。

◇　などと、声の美しい人に歌わせて、自分でも時々拍子をとって、お声を添えなさるのを、琴の手を度々弾きやめて、お褒め申し上げる。

■　御おほむくだものなど、めづらしきさまにて参まゐらせ、人ひとびとに酒強さけしひそしなどして、おのづからもの忘わすれしぬべき夜よのさまなり4。

◇　お菓子など、珍しいさまに盛って差し上げ、供の人々に酒を大いに勧めたりして、いつしか物憂さも忘れてしまいそうな夜の様子である。


S6 伊勢の海の　清き渚に　しほがひに　なのりそや摘まむ　貝や拾はむや　玉や拾はむや（催馬楽-伊勢の海）

1 【げにいとすぐして】「げに」、明石の入道が言っていたとおりの意。語り手の納得した気持ち。また、源氏の納得の気持ち。

2 【伊勢の海ならねど清き渚に貝や拾はむ】ここは明石の地、伊勢の海ではないが。次の「清き渚に」という語句をいうための枕。催馬楽「伊勢の海」の歌詞。「伊勢の海の清き渚にしほかひになのりそや摘まむ貝や拾はむや玉や拾はむや」。

3 【琴弾きさしつつめできこゆ】主語は入道。「つつ」接尾語、同じ動作の繰り返し。「きこゆ」謙譲の補助動詞、入道の源氏に対する敬意。

4 【もの忘れしぬべき夜のさまなり】「もの」は憂い、物思い。「ぬべき」連語（完了の助動詞、確述＋推量の助動詞、推量）、当然・強調。物思いも忘れてしまうに違いない素晴しい夜の様子である。


第六段　入道の問わず語り

明石．２．６．１

■　いたく更ふけゆくままに1、浜風涼はまかぜすずしうて、月つきも入いり方がたになるままに、澄すみまさり、静**かなるほどに2、御物語残むものがたりのこりなく聞きこえて3、この浦うらに住すみはじめしほどの心こころづかひ、後のちの世よを勤つとむるさま、かきくづし聞きこえて、この娘むすめのありさま、問とはず語がたりに聞きこゆ。

◇　たいそう更けて行くにつれて、浜風が涼しくなってきて、月も入り方になるにつれて、ますます澄みきって、静かになった時分に、お話を残らず申し上げて、この浦に住み初めたころの心づもりや、来世を願う模様など、ぽつりぽつりお話し申して、自分の娘の様子を、問わず語りに申し上げる。

■　をかしきものの、さすがにあはれと聞ききたまふ節ふしもあり4。

◇　おかしくおもしろいと聞く一面で、やはりしみじみ不憫なとお聞きになる点もある。

◆　 
いたく ふけ ゆく まま に、 はまかぜ すずしう て、 つき も いりがた に なる まま に、 すみ まさり、 おほむ-ものがたり のこり なく きこえ て、 この うら に すみ はじめ し ほど の こころづかひ、 のちのよ を つとむる さま、 かき-くづし きこえ て、 この むすめ の ありさま、 とはずがたり に きこゆ。 をかしき もの の、 さすが に あはれ と きき たまふ ふし も あり。


1 【いたく更けゆくままに】入道、源氏に娘のことを問わず語りにかたる。

2 【静かなるほどに】供の人々が酒に酔い眠ったころ。

3 【御物語残りなく聞こえて】「御」は源氏の耳に入れるというで冠せられた敬語。

4 【をかしきもののさすがにあはれと聞きたまふ節もあり】「をかし」は滑稽である、ほほえましいのニュアンス。「あはれ」は不憫である、しみじみと胸をうつのニュアンス。相対立する概念。『完訳』は「いささかおかしみを感じられるが、それでもさすがにしみじみと胸をうたれる思いでお聞きになる所どころもある」と注す。


明石．２．６．２

■　「いと取とり申まうしがたきことなれど1、わが君きみ、かうおぼえなき世界せかいに、仮かりにても、移うつろひおはしましたるは2、もし、年としごろ老法師おいほふしの祈いのり申まうしはべる3神仏かみほとけのあはれびおはしまして、しばしのほど、御心みこころをも悩なやましたてまつるにやとなむ思おもうたまふる4。

◇　「とても取り立てては申し上げにくいことでございますが、あなた様が、このような思いがけない土地に、一時的にせよ、移っていらっしゃいましたことは、もしや、長年この老法師めがお祈り申していました神仏がお憐れみになって、しばらくの間、あなた様にご心労をお掛け申し上げることになったのではないかと存ぜられます。


1 【いと取り申しがたきことなれど】以下「交り失せねとなむ掟てはべる」まで、入道の詞。娘のことを源氏に語る。

2 【移ろひおはしましたるは】主語は源氏。「おはしまし」は「おはす」より更に高い最高敬語。「たる」完了の助動詞、存続。おいであそばしていますのは。

3 【老法師の祈り申しはべる】入道の謙遜の自称。源氏が須磨明石とさすらって来られたのは自分が祈ってそうさせたものだという。

4 【御心をも悩ましたてまつるにやとなむ思うたまふる】「御心」は源氏の心をいう。「たてまつる」謙譲の補助動詞、入道の源氏に対する敬意。「に」断定の助動詞。「や」係助詞、疑問。「なむ」係助詞、「給ふる」下二段、謙譲の補助動詞、連体形に掛る。強調のニュアンス。『完訳』は「源氏の流離を、わが信仰の利益ゆえと必然化する」と注す。


明石．２．６．３

■　その故ゆゑは、住吉すみよしの神かみを頼たのみはじめたてまつりて、この十八年じふはちねんになりはべりぬ。

◇　そのわけは、住吉の神をご祈願申し始めて、ここ十八年になりました。

■　女めの童わらはいときなうはべりしより2、思おもふ心こころはべりて、年としごとの春秋はるあきごとに、かならずかの御社みやしろに3参まゐることなむはべる。

◇　娘がほんの幼少でございました時から、思う子細がございまして、毎年の春秋ごとに、必ずあの住吉の御社に参詣することに致しております。

■　昼夜ひるよるの六時ろくじの勤つとめに、みづからの蓮はちすの上うへの願ねがひをば、さるものにて5、ただこの人ひとを高たかき本意叶ほいかなへたまへと、なむ念ねんじはべる6。

◇　昼夜の六時の勤行に、自分自身の極楽往生の願いは、それはそれとして、ただ自分の娘に高い望みを叶えてくださいと、祈っております。


1? 【住吉の神を頼みはじめたてまつりてこの十八年になりはべぬ】娘の出生と年齢に関係する記事だが、「若紫」巻と「須磨」「明石」巻との間で、ややつじつまの合わない年齢記述。今、娘が十八歳ころとすると、「若紫」巻で九歳ころとなり、代々の国司が求婚したという良清の話と合わない。

2 【女の童いときなうはべりしより】大島本は「めのわらは」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「女の童の」と「の」を補訂する。娘をさしていう。

3 【かの御社に】摂津国住吉神社。

4? 【夜昼の六時の勤め】晨朝・日中・日没・初夜・中夜・後夜の勤行。

5 【蓮の上の願ひをばさるものにて】極楽往生の願いはそれはそれとして。

6 【ただこの人を高き本意叶へたまへとなむ念じはべる】「ただ」副詞は「念じ侍る」に掛かる。「この人」は娘をさす。「を」間投助詞、詠嘆。「高き本意」とは後の「いかにして宮このたかき人にたてまつらむ」をいう。「なむ」係助詞、「侍る」連体形に掛かる。強調のニュアンス。


明石．２．６．４

■　前さきの世よの契ちぎりつたなくてこそ、かく口惜くちをしき山賤やまがつとなりはべりけめ、親おや、大臣だいじんの位くらゐを保たもちたまへりき1。

◇　前世からの宿縁に恵まれませんもので、このようなつまらない下賤な者になってしまったのでございますが、父親は、大臣の位を保っておられました。

■　みづからかく田舎ゐなかの民たみとなりにてはべり。

◇　自分からこのような田舎の民となってしまったのでございます。

■　次々つぎつぎ、さのみ劣おとりまからばP35、何なにの身みにかなりはべらむと、悲かなしく思おもひはべるを、これは、生むまれし時ときより頼たのむところなむはべる。

◇　子々孫々と、落ちぶれる一方では、終いにはどのようになってしまうのかと悲しく思っておりますが、わが娘は生まれた時から頼もしく思うところがございます。

■　いかにして都みやこの貴たかき人ひとにたてまつらむと思おもふ心こころ、深ふかきにより、ほどほどにつけて、あまたの人ひとの嫉そねみを負おひ3、身みのためからき目めを見みる折々をりをりも多おほくはべれど、さらに苦くるしみと思おもひはべらず。

◇　何とかして都の高貴な方に差し上げたいと思う決心、固いものですから、身分が低ければ低いなりに、多数の人々の嫉妬を受け、わたしにとってもつらい目に遭う折々多くございましたが、少しも苦しみとは思っておりません。

■　命いの限ちのかぎりは4狭せばき衣ころもにもはぐくみはべりなむ。

◇　自分が生きておりますうちは微力ながら育てましょう。

■　かくながら見捨みすてはべりなば、波なみのなかにも交まじり失うせね、となむ掟おきてはべる」

◇　このまま先立ってしまったら、海の中にでも身を投げてしまいなさい、と申しつけております」


P35 まからば--まから（ら/＃ら）は

1 【親大臣の位を保ちたまへりき】入道の父は大臣、その弟が按察大納言で源氏の母桐壺更衣の父という家系。

2? 【これは生れし時より頼む所なむはべる】「これ」は娘をさす。「なむ」係助詞、「侍る」連体形に掛かる、係結び。強調のニュアンス。後の「若菜」上巻に入道の夢の話として語られる。

3 【ほどほどにつけてあまたの人の嫉みを負ひ】「程ほどにつけて」は入道自身の身分についていう。『集成』は「私のようなしがない者でもしがない者なりに」。「あまたの人」は求婚を断った相手の人々。

4 【命の限りは】以下「交り失せね」まで、入道の娘に言った詞の引用。「命の限り」は入道の生きている間の意。


明石．２．６．５

■　など、すべてまねぶべくもあらぬことどもを1、うち泣なきうち泣なき聞きこゆ。

◇　などと、全部はお話できそうにもないことを、泣く泣く申し上げる。

■　君きみも、ものをさまざま思おぼし続つづくる折をりからは2、うち涙なみだぐみつつ聞きこしめす3。

◇　君も、いろいろと物思いに沈んでいらっしゃる時なので、涙ぐみながら聞いていらっしゃる。


1 【すべてまねぶべくもあらぬことどもを】語り手の意を介入させた表現。『集成』は「それはもうここにそのまま伝えるのも憚られるような奇妙な話を」。『完訳』は「語り手も語り伝えられぬとする。話の内容の異様さを強調」と注す。

2 【折からは】「は」係助詞、区別・強調。時が時なだけに。

3 【うち涙ぐみつつ聞こしめす】「つつ」接尾語、二つの動作が並行して行われているさま。「聞こしめす」は「聞く」の最高敬語。


明石．２．６．６

■　「横よこさまの罪つみに当あたりて1、思おもひかけぬ世界せかいにただよふも、何なにの罪つみにかとおぼつかなく思おもひつる2、今宵こよひの御物語おほむものがたりに聞きき合あはすれば、げに浅あさからぬ前さきの世よの契ちぎりにこそは3と、あはれになむ4。

◇　「無実の罪に当たって、思いもよらない地方にさすらうのも、何の罪によるのかと分からなく思っていたが、今夜のお話をうかがって考え合わせてみると、なるほど浅くはない前世からの宿縁であったのだと、しみじみと分かった。

■　などかは、かくさだかに思おもひ知しりたまひけることを5、今いままでは告つげたまはざりつらむ。

◇　どうして、このようにはっきりとご存じであったことを、今までお話してくださらなかったのか。

■　都離みやこはなれし時ときより、世よの常つねなきもあぢきなう、行おこなひより他ほかのことなくて月日つきひを経ふるに6、心こころも皆みなくづほれにけり。

◇　都を離れた時から、世の無常に嫌気がさし、勤行以外のことはせずに月日を送っているうちに、すっかり意気地がなくなってしまった。

■　かかる人7ひとものしたまふとは、ほの聞ききながら、いたづら人8びとをばゆゆしきものにこそ思おもひ捨すてたまふらめと9、思おもひ屈くしつるを、さらば導みちびきたまふべきにこそあなれ10。

◇　そのような人がいらっしゃるとは、ほのかに聞いてはいたが、役立たずの者では縁起でもなく思って相手にもなさらぬであろうと、自信をなくしていたが、それではご案内してくださるというのだね。

■　心細こころぼそき一人寝ひとりねの慰なぐさめにも11」

◇　心細い独り寝の慰めにも」

■　などのたまふを、限かぎりなくうれしと思おもへり。

◇　などとおっしゃるのを、この上なく光栄に思った。


1 【横さまの罪に当たりて】以下「一人寝の慰めにも」まで、源氏の詞。入道の申し出、娘との結婚を受諾。「横さま」と清音に読む。北野本「日本書紀」神功摂政元年二月条の訓点。

2 【おぼつかなく思ひつる】大島本は「思ひつる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひつるを」と「を」を補訂する。

3 【契りにこそは】「こそ」係助詞、「は」係助詞、区別・強調。下に「ありけめ」などの語句が省略。

4 【あはれになむ】「なむ」係助詞。下に「思ふ」などの語句が省略。

5 【思ひ知りたまひけることを】「たまひ」尊敬の補助動詞。源氏の入道に対する敬意。「ける」過去の助動詞。「を」格助詞、目的。

6 【月日を経るに】「経る」連体形。「に」格助詞、時間、--しているうちに。また接続助詞、原因・理由のニュアンスも可能。--していたので。『完訳』は「月日を送っているうちに」と訳す。

7 【かかる人】明石の君をさす。

8 【いたづら人】源氏自身をいう。

9 【ゆゆしきものにこそ思ひ捨てたまふらめと】「こそ」係助詞。「たまふ」尊敬の補助動詞、終止形。源氏の明石の君に対する敬意。「らめ」推量の助動詞、已然形。視界外推量。お思い捨てなさることであろう。

10 【導きたまふべきにこそあなれ】「たまふ」尊敬の補助動詞、終止形、源氏の入道に対する敬意。「べき」推量の助動詞、連体形、当然。「に」断定の助動詞。「こそ」係助詞。「あなれ」連語（「ある」動詞、連体形＋「なれ」伝聞推定の助動詞、「あんなれ」の撥音の無表記）。

11 【心細き一人寝の慰めにも】「に」断定の助動詞。「も」係助詞、強調。下に「あらむ」「せむ」「ならむ」などの語句が省略。余意・余情を表す。


明石．２．６．７

■　「一人寝ひとりねは君きみも知しりぬやつれづれと

思おもひ明あかしの浦うらさびしさを1

まして年月思としつきおもひたまへわたるいぶせさを2、推おし量はからせたまへ3」

◇　「独り寝はあなた様もお分かりになったでしょうか

所在なく物思いに夜を明かす明石の浦の心淋しさを

まして長い年月ずっと願い続けてまいった気のふさぎようを、お察しくださいませ」

■　と聞きこゆるけはひ、うちわななきたれど、さすがにゆゑなからず4。

◇　と申し上げる様子、身を震わせていたが、それでも気品は失っていない。


1 【一人寝は君も知りぬやつれづれと思ひ明かしの浦さびしさを】入道の贈歌。「も」係助詞、同類。娘の他にあなたもの意。「ぬ」完了の助動詞。「や」係助詞、疑問。「あかし」は「明かし」と「明石」の掛詞。「うら」は「浦」と「心（うら）」の掛詞。

2 【まして年月思ひたまへわたるいぶせさを】「まして」は娘や源氏以上にの意。入道自身をいう。「たまへ」下二段、謙譲の補助動詞。

3 【推し量らせたまへ】「せ」尊敬の助動詞、「給へ」尊敬の補助動詞、最高敬語。

4 【聞こゆるけはひうちわななきたれどさすがにゆゑなからず】「聞ゆる」は「言ふ」の謙譲語。「けはひ」は直観的に捉えられる人や物の様子をいう。「けしき」が事物の外形を視覚によって捉えたものであるのに対して、「けはひ」は漠然とした全体的な感じをいい、主として聴覚によって捉えられた事物の様子をさす。入道の態度・物腰。『集成』は「老人の興奮のてい」。『完訳』は「打ち明けて感動」。「さすがに」はそうはいっても。前の様子を否定する。「ゆゑなからず」は、『集成』は「品格を失わない」。『完訳』は「やはり気品がにじみ出ている」と注す。


明石．２．６．８

■　「されど、浦うらなれたまへらむ人ひとは1」

◇　「それでも、海辺の生活に馴れた人は」

■　とて、

◇　とおっしゃって、

■　「旅衣たびごろもうら悲がなしさに明あかしかね

草くさの枕まくらは夢ゆめも結むすばず2」

◇　「旅の生活の寂しさに夜を明かしかねて

安らかな夢を見ることもありません」


1 【されど浦なれたまへらむ人は】源氏の詞。「されど」は入道の詞を受けて否定する。「たまへ」尊敬の補助動詞、已然形。「ら」完了の助動詞、存続。「む」推量の助動詞、婉曲。「人」は明石の君をさす。

2 【旅衣うら悲しさに明かしかね草の枕は夢も結ばず】源氏の返歌。「浦悲し」「明かし侘び」と受けて返す。「衣」「裏」は縁語。「あかし」に「明かし」と「明石」を掛ける。


明石．２．６．９

■　と、うち乱みだれたまへる御おほむさま1は、いとぞ愛敬あいぎゃうづき、言いふよしなき御おほむけはひなる。

◇　と、ちょっと寛いでいらっしゃるご様子は、たいそう魅力的で、何ともいいようのないお美しさである。

■　数知かずしらぬことども聞きこえ尽つくしたれど、うるさしや2。

◇　数えきれないほどのことどもを申し上げたが、何とも煩わしいことよ。

■　ひがことどもに書かきなしたれば、いとど、をこにかたくなしき入道にふだうの心こころばへも、あらはれぬべかめり3。

◇　誇張をまじえて書いたので、ますます、馬鹿げて頑固な入道の性質も、現れてしまったことであろう。


1 【うち乱れたまへる御さま】『集成』は「うちとけて本心をお明かしになるご様子は」。『完訳』は「くつろいでいらっしゃる君のお姿は」と訳す。

2 【数知らぬことども聞こえ尽くしたれどうるさしや】主語は入道。「うるさしや」は語り手の評言。『集成』は「入道はそのほか数多くのことを源氏にいろいろ申し上げたが、わずらわしいので書かない。以下草子地」と注す。『完訳』は「入道の多弁への語り手の評」と注す。

3 【ひがことどもに書きなしたればいとどをこにかたくなしき入道の心ばへもあらはれぬべかめり】「僻事どもに書きなしたれば」の主語は語り手自身。「たれ」完了の助動詞、已然形、「ば」接続助詞、順接の確定条件。書きなしたので。『集成』は「入道の言葉を誇張もまじえて書いたから、一層、馬鹿げて愚かしい入道の性格も、はっきりしたことであろう。「ひがこと」は、間違いの意。入道の話の内容の奇怪さを読者に対して弁解する草子地」。『完訳』は「数々取り違えて書きすぎたので、愚かしく偏屈な入道の気性も、いっそうあらわになってしまいそうである」「語り手は、前の「すべて--」とともに、源氏と明石一族の宿運を異様なものとして強調し、さらに、入道の滑稽で偏屈な人柄に帰して、物語の構想を隠蔽する」と注す。


第七段　明石の娘へ懸想文

明石．２．７．１

■　思おもふこと、かつがつ叶かなひぬる心地ここちして1、涼すずしう思おもひゐたるに、またの日ひの昼ひるつ方かた、岡辺をかべに御文おほむふみつかはす。

◇　願いが、まずまず叶った心地がして、すがすがしい気持ちでいると、翌日の昼頃に、岡辺の家にお手紙をおつかわしになる。

■　心恥こころはづかしきさまなめるも、なかなか、かかるものの隈くまにぞ、思おもひの外ほかなることも籠こもるべかめると、心こころづかひしたまひて、高麗こまの胡桃色くるみいろの紙かみに、えならずひきつくろひて、

◇　奥ゆかしい方らしいのも、かえって、このような辺鄙な土地に、意外な素晴らしい人が埋もれているようだと、お気づかいなさって、高麗の胡桃色の紙に、何ともいえないくらい念入りに趣向を調えて、


1 【思ふことかつがつ叶ひぬる心地して】主語は明石入道。


明石．２．７．２

■　「をちこちも知しらぬ雲居くもゐに眺ながめわび

かすめし宿やどの梢こずゑをぞ訪とふ

◇　「何もわからない土地にわびしい生活を送っていましたが

お噂を耳にしてお便りを差し上げます

■　『思おもふにはS7』」

◇　『思ふには』」


S7 思ふには忍ぶることぞ負けにける色には出でじと思ひしものを（古今集恋一-五〇三　読人しらず）


明石．２．７．３

■　とばかりやありけむ。

　入道にふだうも、人知ひとしれず待まちきこゆとて、かの家いへに来きゐたりけるもしるければ、御使おほむつかひいとまばゆきまで酔ゑはす。

　御返おほむかへり、いと久ひさし。内うちに入いりてそそのかせど、娘むすめはさらに聞きかず。恥はづかしげなる御文おほむふみのさまに、さし出いでむ手てつきも、恥はづかしうP36つつまし。人ひとの御おほむほど、わが身みのほど思おもふにP37、こよなくて、心地悪ここちあしとて寄より臥ふしぬ。

　言いひわびて、入道にふだうぞ書かく。

◇　というぐらいあったのであろうか。

入道も、こっそりとお待ち申し上げようとして、あちらの家に来ていたのも期待どおりなので、御使者をたいそうおもはゆく思うほど酔わせる。

お返事には、たいそう時間がかかる。奥に入って催促するが、娘は一向に聞き入れない。気後れするようなお手紙の様子に、お返事をしたためる筆跡も、恥ずかしく気後れして、相手のご身分と、わが身の程を思い比べると、比較にもならない思いがして、気分が悪いといって、物に寄り伏してしまった。

説得に困って、入道が書く。


P36 恥づかしう--はつかし（し/+う）

P37 思ふに--思ひ（ひ/＃に）


明石．２．７．４

■　「いとかしこきは、田舎ゐなかびてはべる袂たもとに、つつみあまりぬるS8にや。

◇　「とても恐れ多い仰せ言は、田舎者には、身に余るほどのことだからでございましょうか。

■　さらに見みたまへも、及およびはべらぬかしこさになむ。

◇　まったく拝見させて戴くことなど、思いも及ばぬもったいなさでございます。

■　さるは、

眺ながむらむ同おなじ雲居くもゐを眺ながむるは

思おもひも同おなじ思おもひなるらむ

となむ見みたまふる。

◇　それでも、

物思いされながら眺めていらっしゃる空を同じく眺めていますのは

きっと同じ気持ちだからなのでしょう

と拝見してます。

■　いと好すき好ずきしや」

◇　大変に色めいて恐縮でございます」


S8 うれしさを昔は袖につつみけり今宵は身にもあまりぬるかな（新勅撰集賀-四五六　読人しらず）うれしきを何につつまむ唐衣袂豊かに裁てと言はましを（古今集雑上-八六五　読人しらず）


明石．２．７．５

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　陸奥紙みちのくがみに、いたう古ふるめきたれど、書かきざまよしばみたり。

◇　陸奥紙に、ひどく古風な書き方だが、筆跡はしゃれていた。

■　「げにも、好すきたるかな」

◇　「なるほど、色っぽく書いたものだ」

■　と、めざましう見みたまふ。

◇　と、目を見張って御覧になる。

■　御使おほむつかひに、なべてならぬ玉裳たまもなどかづけたり。

◇　御使者に、並々ならぬ女装束などを与えた。

明石．２．７．６

■　またの日ひ、

◇　翌日、

■　「宣旨書せんじがきは、見知みしらずなむ」

◇　「代筆のお手紙を頂戴したのは、初めてです」

■　とて、

◇　とあって、

明石．２．７．７

■　「いぶせくも心こころにものを悩なやむかな

やよやいかにと問とふ人ひともなみ

◇　「悶々として心の中で悩んでおります

いかがですかと尋ねてくださる人もいないので

■　『言いひがたみ』」

◇　『言ひがたみ』」

明石．２．７．８

■　と、このたびは、いといたうなよびたる薄様うすやうに、いとうつくしげに書かきたまへり。

◇　と、今度は、たいそうしなやかな薄様に、とても美しそうにお書きになっていた。

■　若わかき人ひとのめでざらむも、いとあまり埋むもれいたからむ。

◇　若い女性が素晴らしいと思わなかったら、あまりに引っ込み思案というものであろう。

■　めでたしとは見みれど、なずらひならぬ身みのほどの、いみじうかひなければ、なかなか、世よにあるものと、尋たづね知しりたまふにつけて、涙なみだぐまれて、さらに例れいの動どうなきを、せめて言いはれて、浅あさからず染しめたる紫むらさきの紙かみに、墨すみつき濃こく薄うすく紛まぎらはして、

◇　ご立派なとは思うものの、比較にならないわが身の程が、ひどくふがいないので、かえって、自分のような女がいるということを、お知りになり訪ねてくださるにつけて、自然と涙ぐまれて、まったく例によって動こうとしないのを、責められ促されて、深く染めた紫の紙に、墨つきも濃く薄く書き紛らわして、

明石．２．７．９

■　「思おもふらむ心こころのP38ほどややよいかに

まだ見みぬ人ひとの聞ききか悩なやまむ」

◇　「思って下さるとおっしゃいますが、その真意はいかがなものでしょうか

まだ見たこともない方が噂だけで悩むということがあるのでしょうか」


P38 心の--こゝろ（ろ/+の）


明石．２．７．１０

■　手てのさま、書かきたるさまなど、やむごとなき人ひとにいたう劣おとるまじう、上衆じゃうずめきたり。

◇　筆跡や、出来ぐあいなど、高貴な婦人方に比べてもたいして見劣りがせず、貴婦人といった感じである。

■　京きゃうのことおぼえて、をかしと見みたまへど、うちしきりて遣つかはさむも、人目ひとめつつましければ、二ふつか、三日隔みかへだてつつ、つれづれなる夕暮ゆふぐれ、もしは、ものあはれなる曙あけぼのなどやうに紛まぎらはして、折々をりをり、同おなじ心こころに見知みしりぬべきほど推おし量はかりて、書かき交かはしたまふに、似にげなからず。

◇　京の事が思い出されて、興趣深いと御覧になるが、続けざまに手紙を出すのも、人目が憚られるので、二、三日置きに、所在ない夕暮や、もしくは、しみじみとした明け方などに紛らわして、それらの時々に、同じ思いをしているにちがいない時を推量して、書き交わしなさると、不似合いではない。

■　心深こころふかう思おもひ上あがりたるけしきも、見みではやまじと思おぼすものから、良清よしきよが領らうじて言いひしけしきもめざましう、年としごろ心こころつけてあらむを、目めの前まへに思おもひ違たがへむもいとほしう思おぼしめぐらされて、

◇　思慮深く気位高くかまえている様子も、是非とも会わないと気がすまないと、お思いになる一方で、良清がわがもの顔に言っていた様子もしゃくにさわるし、長年心にかけていただろうことを、目の前で失望させるのも気の毒にご思案されて、

■　「人進ひとすすみ参まゐらば、さる方かたにても、紛まぎらはしてむ」

◇　「相手が進んで参ったような恰好ならば、そのようなことにして、うやむやのうちに事をはこぼう」

■　と思おぼせど、女をむなはた、なかなかやむごとなき際きはの人ひとよりも、いたう思おもひ上あがりて、ねたげにもてなしきこえたれば、心比こころくらべにてぞ過すぎける。

◇　とお思いになるが、女は女で、かえって高貴な身分の方以上に、たいそう気位高くかまえていて、いまいましく思うようにお仕向け申しているので、意地の張り合いで日が過ぎて行ったのであった。

明石．２．７．１１

■　京きゃうのことを、かく関隔せきへだたりては、いよいよおぼつかなく思おもひきこえたまひて、

◇　京の事を、このように関よりも遠くに行った今では、ますます気がかりにお思い申し上げなさって、

■　「いかにせまし。

◇　「どうしたものだろう。

■　たはぶれにくくもS9あるかな。

◇　冗談でないことだ。

■　忍しのびてや、迎むかへたてまつりてまし」

◇　こっそりと、お迎え申してしまおうか」

■　と、思おぼし弱よわる折々をりをりあれど、

◇　と、お気弱になられる時々もあるが、

■　「さりとも、かくてやは、年としを重かさねむと、今いまさらに人悪ひとわろきことをば」

◇　「そうかといって、こうして何年も過せようかと、今さら体裁の悪いことを」

■　と、思おぼし静しづめたり。

◇　と、お思い静めになった。


S9 ありぬやと試みがてら逢ひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき（古今集俳諧歌-一〇二五　読人しらず）


第八段　都の天変地異

明石．２．８．１

■　その年とし、朝廷おほやけに1、もののさとししきりて、もの騒さわがしきこと多おほかり。

◇　その年、朝廷では、神仏のお告げが続いてあって、物騒がしいことが多くあった。

■　三月十三日やよひのじふさむにち、雷鳴かみなりひらめき2、雨風騒あめかぜさわがしき夜よる、帝みかどの御夢おほむゆめに、院ゐんの帝3みかど、御前おまへの御階みはしのもとに4立たたせたまひて5、御みけしきいと悪あしうて、にらみきこえさせたまふを6、かしこまりておはします7。

◇　三月十三日、雷が鳴りひらめき、雨風が激しかった夜に、帝の御夢に、院の帝が、御前の階段の下にお立ちあそばして、御機嫌がひどく悪くて、お睨み申し上げあそばすので、畏まっておいであそばす。

■　聞きこえさせたまふことも多おほかり8。

◇　お申し上げあそばすこと多かった。

■　源氏げんじの御事おほむことなりけむかし9。

◇　源氏のお身の上の事であったのだろう。

■　いと恐おそろしう、いとほし10と思おぼして、后きさきに聞きこえさせたまひければ11、

◇　たいそう恐ろしく、またおいたわしく思し召して、大后にお申し上げあそばしたのだが、

■　「雨あめなど降ふり、空乱そらみだれたる夜よるは12、思おもひなしなることはさぞはべる。

◇　「雨などが降り、天候が荒れている夜には、思い込んでいることが夢に現れるのでございます。

■　軽々かろがろしきやうに、思おぼし驚おどろくまじきこと」

◇　軽々しい態度に、お驚きあそばすものではありませぬ」

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお諌めになる。


1 【その年朝廷に】朝廷では天変地異を神仏のお告げではないかと取り沙汰する。

2 【三月十三日雷鳴りひらめき】前にあった入道の言葉と同じ日。

3 【院の帝】故桐壺院の亡霊。

4 【御前の御階のもとに】清涼殿の東庭に面した階段の下。

5 【立たせたまひて】「せ」尊敬の助動詞、「給ひ」尊敬の補助動詞。院の帝に対する最高敬語。

6 【にらみきこえさせたまふを】「きこえ」謙譲の補助動詞。桐壺院の朱雀帝に対する敬意。「させ」尊敬の助動詞、「たまふ」尊敬の補助動詞。桐壺院に対する最高敬語。「を」接続助詞、順接。源氏物語では、父の院が子の帝に対しても、このような敬語の使われ方がする。

7 【かしこまりておはします】主語は朱雀帝。帝が帝自身恐縮している様を夢に見る。

8 【聞こえさせたまふことも多かり】大島本は「こともおほかり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことども」と校訂する。主語は桐壺院。帝自身が聞いている様を夢に見る。

9 【源氏の御事なりけむかし】「なり」断定の助動詞。「けむ」過去推量の助動詞。「かし」終助詞、念押し。語り手の推量。『集成』は「政治向きのことは憚って省略した書き方」。『完訳』は「語り手の推測。詳述をはばかりながらも、政治的な内容を暗示」と注す。

10 【いと恐ろしういとほし】帝の心中。桐壺院に対する気持ち。『完訳』は「成仏できぬ故院への同情」と注す。

11 【后に聞こえさせたまひければ】「后」は弘徽殿大后をさす。「聞こえさせ」連語（「きこえ」動詞＋「させ」使役の助動詞）、「聞こゆ」より一段と謙譲の度合が高い表現。「たまひ」尊敬の補助動詞。「けれ」過去の助動詞。

12 【雨など降り空乱れたる夜は】以下「思し驚くまじきこと」まで、大后の詞。


明石．２．８．２

■　にらみたまひしに、目見合めみあはせたまふ1と見みしけにや、御目***P39患**ひたまひて2、堪***へがたう悩***みたまふ。

◇　お睨みになったとき、眼をお見合わせになったと思し召してか、眼病をお患になって、堪えきれないほどお苦しみになる。

■　御***つつしみ、内裏***にも宮***にも限***りなくせさせたまふ。

◇　御物忌み、宮中でも大后宮でも、数知れずお執り行わせあそばす。

◆　 
にらみ たまひ し に、 め みあはせ たまふ と み し け に や、 おほむ-め わづらい たまひ て、 たへ がたう なやみ たまふ。 おほむ-つつしみ、 うち に も みや に も かぎりなく せ させ たまふ。


P39 御目--御めに（に/＃）

1 【にらみたまひしに目見合はせたまふ】大島本は「め見あハせ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見合はせ」と「目」を削除する。帝の心中、間接叙述。「に」格助詞、時。「たまひ」は故桐壺院に対する敬意。「せ」尊敬の助動詞、「たまふ」尊敬の補助動詞、最高敬語は朱雀帝に対する敬意。

2 【御目患ひたまひて】大島本は「御め△（△＃）わつらひ」と「め」の下一字分抹消している。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御目に」と「に」を補訂する。


明石．２．８．３

■　太政大臣亡おほきおとどうせたまひぬ1。

◇　太政大臣がお亡くなりになった。

■　ことわりの御齢おほむよはひなれど、次々つぎつぎにおのづから騒さわがしきことあるに2、大宮おほみやもそこはかとなう患わづらひたまひて3、ほど経ふれば弱よわりたまふやうなる4、内裏うちに思おぼし嘆なげく5こと、さまざまなり。

◇　無理もないお年であるが、次々に自然と騒がしいことが起こって来る上に、大后宮もどことなくお具合が悪くなって、日がたつにつれ弱って行くようなので、主上におかれてもお嘆きになること、あれやこれやと尽きない。


1 【太政大臣亡せたまひぬ】もとの右大臣。朱雀帝の外戚、後見者。

2 【騒がしきことあるに】「に」格助詞、添加。

3 【大宮もそこはかとなう患ひたまひて】弘徽殿大后。

4 【弱りたまふやうなる】「なる」断定の助動詞、連体中止形、余意・余情。

5 【内裏に思し嘆く】「に」格助詞、敬意。


明石．２．８．４

■　「なほ、この源氏げんじの君1きみ、まことに犯をかしなきにてかく沈しづむならば、かならずこの報むくいありなむとなむおぼえはべる。

◇　「やはり、この源氏の君が、真実に無実の罪でこのように沈んでいるならば、必ずその報いがあるだろうと思われます。

■　今いまは、なほもとの位くらゐをも2賜たまひてむ3」

◇　今は、やはり元の位階を授けよう」

■　とたびたび思おぼしのたまふを、

◇　と度々お考えになり仰せになるが、


1 【なほこの源氏の君】以下「賜ひてむ」まで、帝の考えと口にした内容。源氏召還のことを弘徽殿大后にいう。

2 【もとの位をも】「も」係助詞、強調。源氏のもとの官職は右大将。

3 【賜ひてむ】「与える」の尊敬語。帝が自分の動作に敬語を用いた表現になる。「てむ」連語（「て」完了の助動詞＋「む」推量の助動詞）、主体者帝の強い意志を表す。『完訳』は「元の位を授けることにいたしましょう」と訳す。


明石．２．８．５

■　「世よのもどき、軽々かろがろしきやうなるべし1。

◇　「世間の非難、軽々しいようでしょう。

■　罪つみに懼おぢて都みやこを去さりし人ひとを、三年さむねんをだに過すぐさず3許ゆるされむことは、世よの人ひともいかが言いひ伝つたへはべらむ」

◇　罪を恐れて都を去った人を、わずか三年も過ぎないうちに赦されるようなことは、世間の人もどのように言い伝えることでしょう」

■　など、后きさきかたく諌いさめたまふに、思おぼし憚はばかるほどに月日つきひかさなりて、御悩おほむなやみども4、さまざまに重おもりまさらせたまふ。

◇　などと、大后は固くお諌めになるので、ためらっていらっしゃるうちに月日がたって、お二方の御病気も、それぞれ次第に重くなって行かれる。


1 【世のもどき軽々しきやうなるべし】以下「いかが言ひ伝へはべらむ」まで大后の詞。帝の言動を諌め制す。

2? 【罪に怖ぢて】「に」格助詞、対象を表す。「怖ぢ」また「落ち」とも解せる。

3 【三年をだに過ぐさず】「獄令」によれば、流罪の処せられた者は六年たたないと出仕を許されない、また流罪に処せられないまでも配流された者は三年たたないと出仕を許されないとある。「だに」副助詞、最小限の意、強調。

4 【御悩みども】「ども」接尾語、複数を表す。帝と大后の病気をさす。


第三章　明石の君の物語　結婚の喜びと嘆きの物語

第一段　明石の侘び住まい

明石．３．１．１

■　明石あかしには、例れいの、秋あき、浜風はまかぜのことなるに、一人寝ひとりねもまめやかにものわびしうて1、入道にふだうにも折々語をりをりかたらはせたまふ2。

◇　明石では、例によって、秋、浜風が格別で、独り寝も本当に何となく淋しくて、入道にも時々話をおもちかけになる。

■　「とかく紛まぎらはして、こち参まゐらせよ3」

◇　「何とか人目に立たないようにして、こちらに差し向けなさい」

■　とのたまひて、渡わたりたまはむことをばあるまじう思おぼしたるを4、正身さうじみはた、さらに5思おもひ立たつべくもあらず。

◇　とおっしゃって、いらっしゃることは決してないようにお思いになっているが、娘は娘でまた、まったく出向く気などない。


1 【秋浜風のことなるに一人寝もまめやかにものわびしうて】大島本は「秋」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「秋は」と「は」を補訂する。「に」格助詞、時また添加。また接続助詞、順接。

2 【折々語らはせたまふ】「せ」尊敬の助動詞。また使役の助動詞とも解せる。「たまふ」尊敬の補助動詞。『集成』は「話をおもちかけさせなさる」と使役の意に。『完訳』は「話をもちかけられる」と尊敬の意に訳す。

3 【とかく紛らはしてこち参らせよ】源氏の詞。娘を源氏のもとに差し出せという趣旨。

4 【渡りたまはむことをばあるまじう思したるを】主語は源氏。「む」推量の助動詞、仮定また婉曲。「まじう」打消の推量、意志の打消。「たる」完了の助動詞、存続。「を」接続助詞、逆接。

5 【正身はたさらに】明石の君をさす。「さらに」副詞、下に打消の語に係って、全然の意を表す。また比較の意で、源氏以上に、の意も含もう。


明石．３．１．２

■　「いと口惜くちをしき際きはの1田舎人ゐなかびとこそ2、仮かりに下くだりたる人ひとのうちとけ言ごとにつきて、さやうに軽かろらかに語かたらふわざP40をもすなれ、人数ひとかずにも思おぼされざらむものゆゑ3、我われはいみじきもの思おもひをや添そへむ4。

◇　「とても取るに足りない身分の田舎者は、一時的に下向した人の甘い言葉に乗って、そのように軽く良い仲になることもあろうが、一人前の夫人として思ってくださらないだろうから、わたしはたいへんつらい物思いの種を増すことだろう。

■　かく及およびなき心こころを思おもへる親おやたちも、世籠よごもりて過すぐす年月としつきこそ5、あいな頼だのみに、行ゆく末心すゑこころにくく思おもふらめ6、なかなかなる心こころをや尽つくさむ7」

◇　あのように及びもつかぬ高望みをしている両親も、未婚の間で過ごしているうちは、当てにならないことを当てにして、将来に希望をかけていようが、かえって心配が増ることであろう」

■　と思おもひて、

◇　と思って、

■　「ただこの浦うらにおはせむほど8、かかる御文おほむふみばかりを聞きこえかはさむこそ、おろかならね9。

◇　「ただこの浦にいらっしゃる間は、このようなお手紙だけをやりとりさせていただけるのは、並々ならぬこと。

■　年としごろ音おとにのみ聞ききて、いつかはさる人ひとの御おほむありさまをほのかにも見みたてまつらむなど、思おもひかけざりし御住おほむすまひにて、まほならねどほのかにも見みたてまつり、世よになきものと聞きき伝つたへし御琴おほむことの音ねをも風かぜにつけて聞きき、明あけ暮くれの御おほむありさまおぼつかなからで、かくまで世よにあるものと思おぼし尋たづぬるなどこそ10、かかる海人あまのなかに朽くちぬる身みにあまることなれ」

◇　長年噂にだけ聞いて、いつの日にかそのような方のご様子をちらっとでも拝見しようなどと、思いもしなかったお住まいで、よそながらもちらと拝見し、世にも素晴らしいと聞き伝えていたお琴の音をも風に乗せて聴き、毎日のお暮らしぶりもはっきりと見聞きし、このようにまでわたしに対してご関心いただくのは、このような海人の中に混じって朽ち果てた身にとっては、過分の幸せだわ」

■　など思おもふに、いよいよ恥はづかしうて、つゆも気近けぢかきことは思おもひ寄よらず。

◇　などと思うと、ますます気後れがして、少しもお側近くに上がることなどは考えもしない。


P40 わざ--は（は/＄わ）さ

1 【いと口惜しき際の】以下「心をや尽くさむ」まで、明石の君の心中。

2 【田舎人こそ】「こそ」係助詞、「わざをもす」「なれ」に係る。逆接用法。

3 【人数にも思されざらむものゆゑ】明石の君の身の程意識。「思さ」は「思ふ」の尊敬語。主体そのものは源氏。「れ」受身の助動詞、源氏から思われるの意。「む」推量の助動詞、推量。

4 【もの思ひをや添へむ】「を」格助詞、目的。「や」間投助詞、詠嘆。「む」推量の助動詞、推量。『集成』は「物思いの種を加えるだけのことだろう」。『完訳』は「たいへんな苦労を背負いこむにちがいない」。「や」を係助詞、疑問の意と解することも可能だろう。

5 【世籠もりて過ぐす年月こそ】「こそ」係助詞、「らめ」推量の助動詞、視界外推量に係り、逆接用法で下文に続く。明石の君の未婚時代、源氏が眼前に現れる以前をいう。

6 【行く末心にくく思ふらめ】『集成』は「将来立派にと望みをいだいてもいようが」。『完訳』「行く末を楽しみにしているのだろうが」と訳す。

7 【なかなかなる心をや尽くさむ】結婚したら、かえって今まで以上に、の意。「や」間投助詞、詠嘆。「む」推量の助動詞。「や」を係助詞、疑問の意と解することも可能だろう。

8 【ただこの浦におはせむほど】以下「身にあまることなれ」まで、再び明石の君の心中。

9 【かかる御文ばかりを聞こえかはさむこそおろかならね】「ばかり」副助詞、程度。「む」推量の助動詞、婉曲。「こそ」係助詞、「ね」打消の助動詞、已然形に係る。

10 【かくまで世にあるものと思し尋ぬるなどこそ】「こそ」係助詞、「なれ」断定の助動詞、已然形に係り、強調のニュアンス。『集成』は「こうまで人並みにお心にかけてお声をかけて下さるなどということは」と訳す。


明石．３．１．３

■　親おやたちは、ここらの年としごろの祈いのりの叶かなふべきを思おもひながら1、

◇　両親は、長年の念願が今にも叶いそうに思いながら、

■　「ゆくりかに見みせたてまつりて2、思おぼし数かずまへざらむ時とき、いかなる嘆なげきをかせむ」

◇　「不用意にお見せ申して、もし相手にもしてくださらなかった時は、どんなに悲しい思いをするだろうか」

■　と思おもひやるに、ゆゆしくて、

◇　と想像すると、心配でたまらず、

■　「めでたき人ひと聞ときこゆとも、つらういみじうもあるべきかな。

◇　「立派な方とは申しても、辛く堪らないことであるよ。

■　目めにも見みえぬ仏ほとけ、神4かみを頼たのみたてまつりて、人ひとの御心みこころをも、宿世すくせをも知しらで5」

◇　目に見えない仏、神を信じ申して、君のお心や、娘の運命をも分からないままに」

■　など、うち返かへし思おもひ乱みだれたり。

◇　などと、改めて思い悩んでいた。

■　君きみは、

◇　君は、

■　「このころの波なみの音おとに、かの物ものの音ねを聞きかばや。

◇　「この頃の波の音に合わせて、あの琴の音色を聴きたいものだ。

■　さらずは、かひなくこそ6」

◇　それでなかったら、何にもならない」

■　など、常つねはのたまふ。

◇　などと、いつもおっしゃる。


1 【叶ふべきを思ひながら】「べき」推量の助動詞、当然。「ながら」接続助詞、逆接の意を含む。

2 【ゆくりかに見せたてまつりて】以下「いかなる嘆きをかせむ」まで、明石入道夫妻の心中。間接叙述。もしもの場合の娘の身を心配。

3? 【めでたき人ときこゆとも】以下「宿世をも知らで」まで、主として入道の心中。『完訳』は「直接話法による心内叙述」と注す。

4 【目にも見えぬ仏神】大島本は「めにも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「目に」と「も」を削除する。

5 【人の御心をも宿世をも知らで】「人」は「御」があるので源氏、「宿世」は娘のをさす。

6 【このころの波の音にかの物の音を聞かばやさらずはかひなくこそ】源氏の詞。「このころ」は秋の季節をいう。「波」「貝」（効）は縁語、一種の言葉遊び。「ばや」終助詞、願望。「ずは」連語（「ず」打消の助動詞、連用形＋「は」係助詞）、順接の仮定条件。「こそ」係助詞、下に「あれ」已然形、などの語句が省略された文。「波の音に合わせて」。


第二段　明石の君を初めて訪ねる

明石．３．２．１

■　忍しのびて吉よろしき日見ひみて1、母君ははぎみのとかく思おもひわづらふを聞きき入いれず、弟子でしどもなどにだに知しらせず、心一こころひとつに立たちゐ、かかやくばかりしつらひて、十三日じふさむにちの月3つきのはなやかにさし出いでたるに、ただ

◇　こっそりと吉日を調べて、母君があれこれと心配するのには耳もかさず、弟子たちにさえ知らせず、自分の一存で世話をやき、輝くばかりに整えて、十三日の月の明るくさし出た時分に、ただ

■　「あたら夜よのS10,4」

◇　「あたら夜の」

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。


S10 あたら夜の月と花とを同じくはあはれ知れらむ人に見せばや（後撰集春下-一〇三　源信明）

1 【忍びて吉しき日見て】明石入道、吉日を占って、八月十三夜に源氏を招く。

2? 【弟どともにだに】「だに」副助詞、最小限の程度。腹心となって下働きをする弟子にさえの意。

3 【十三日の月】青表紙本諸本は「十二三日の月」（横陽）「十二三日の月の月の」（池）とある。河内本も「十二三日の月」。大島本と肖柏本、書陵部本、三条西家本が同文。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は「十二三日の月」と校訂する。

4 【あたら夜の】入道の文。「あたら夜の月と花とを同じくは心知れらむ人に見せばや」（後撰集春下、一〇三、源信明）を踏まえる。『集成』は「娘を許す意をほのめかす」と注す。


明石．３．２．２

■　君きみは、

◇　君は、

■　「好すきのさまや1」

◇　「風流ぶっているな」

■　と思おぼせど、御直衣おほむなほしたてまつり2ひきつくろひて、夜更よふかして出いでたまふ3。

◇　とお思いになるが、お直衣をお召しになり身なりを整えて、夜が更けるのを待ってお出かけになる。

■　御車みくるまは二になく作つくりたれど、所狭ところせしとて、御馬おほむむまにて出いでたまふ。

◇　お車はまたとなく立派に整えたが、仰々しいと考えて、お馬でお出かけになる。

■　惟光これみつなどばかりをさぶらはせたまふ4。

◇　惟光などばかりをお従わせになる。

■　やや遠とほく入いる所ところなりけり。

◇　少し遠く奥まった所であった。

■　道みちのほども、四方よもの浦々見うらうらみわたしたまひて、思おもふどち見みまほしきS11入江いりえの月影つきかげにも5、まづ恋こひしき人ひとの御おほむことを思おもひ出いできこえたまふに6、やがて馬引むまひき過すぎて、赴おもむきぬべく思おぼす。

◇　道すがら、四方の浦々をお見渡しになって、恋人どうしで眺めたい入江の月影を見るにつけても、まずは恋しい人の御ことをお思い出し申さずにはいらっしゃれないので、そのまま馬で通り過ぎて、上京してしまいたく思われなさる。


S11 思ふどちいざ見に行かむ玉津島入り江の底に沈む月影（源氏釈所引、出典未詳）

1 【好きのさまや】源氏の心中。入道を批評。『集成』は「風流ぶったものよ」と訳す。

2 【御直衣たてまつり】「たてまつり」は「着る」の尊敬語。

3 【夜更かして出でたまふ】夜の更けるのを待って。『完訳』は「噂や良清の思惑を憚るためか」と注す。

4 【惟光などばかりをさぶらはせたまふ】「など」副助詞、婉曲。「ばかり」副助詞、範囲。「せ」使役の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。

5 【思ふどち見まほしき入江の月影にも】「思ふどちいざ見に行かむ玉津島入江の底に沈む月影」（源氏釈所引、出典未詳）の語句を踏まえる。『集成』は「いとしい人と一緒に眺めたい入江に映る月影につけても」。『完訳』は「古歌にいうように「思ふどち」で行って見たいような入江の月影を御覧になるにつけても」と訳す。

6 【まづ恋しき人の御ことを思ひ出できこえたまふに】「まづ」副詞、「思ひ出できこえたまふ」に係る。「に」接続助詞、順接。紫の君のことがまっさきに思い出されるので。


明石．３．２．３

■　「秋あきの夜よの月毛つきげの駒こまS12よ我わが恋こふる

雲居くもゐを翔かけれ時ときの間まも見みむ2」

◇　「秋の夜の月毛の駒よ、わが恋する都へ天翔っておくれ

束の間でもあの人に会いたいので」


S12 久方の月毛の駒をうち早め来ぬらむとのみ君を待つかな（古今六帖二-一四三〇）

1? 【やがて馬引き過ぎて赴きぬべくおぼす】「やがて」副詞、「赴きぬべく」に係る。「引き過ぎて」は明石の君の家を通り過ぎて都への意。「ぬべく」連語（「ぬ」完了の助動詞＋「べく」推量の助動詞）、強い当然のニュアンス。行ってしまいそうに。

2 【秋の夜の月毛の駒よ我が恋ふる雲居を翔れ時の間も見む】源氏の独詠歌。紫の君を恋うる歌。「雲居を」の格助詞「を」は空間の移動を表す。「む」推量の助動詞、源氏の意志。見たい。「月毛の駒」に「月」という名を負うなら、天翔って都まで行き、しばしの間でもよいから紫の君に一目逢いたい。


明石．３．２．４

■　と、うちひとりごたれたまふ1。

◇　とつい独り口をついて出る。


1 【うちひとりごたれたまふ】「うち」接頭語、つい、思わずというニュアンス。「れ」自発の助動詞、源氏の心情の底流を語る。


明石．３．２．５

■　造つくれるさま、木深こぶかく、いたき所ところまさりて、見みどころある住すまひなり。

◇　造りざまは、木が深く繁って、ひどく感心する所があって、結構な住まいである。

■　海うみのつらはいかめしうおもしろく、これは心細こころぼそく住すみたるさま2、

◇　海辺の住まいは堂々として興趣に富み、こちらの家はひっそりとした住まいの様子で、

■　「ここにゐて、思おもひ残のこすことはあらじ」

◇　「ここで暮らしたら、どんな物思いもし残すことはなかろう」

■　と3、思おぼしやらるるに4、ものあはれなり。

◇　と自然と想像されて、しみじみとした思いにかられる。

■　三昧堂近さむまいだうちかくて、鐘かねの声こゑ、松風まつかぜに響ひびきあひて、もの悲かなしう、岩いはに生おひたる松まつの根ねざしも、心こころばへあるさまなり5。

◇　三昧堂が近くにあって、鐘の音、松風に響き合って、もの悲しく、巌に生えている松の根ざしも、情趣ある様子である。

■　前栽せんさいどもに虫むしの声こゑを尽つくしたりP41,6。

◇　いくつもの前栽に虫が声いっぱいに鳴いている。

■　ここかしこのありさまなど御覧ごらんず。

◇　あちらこちらの様子を御覧になる。

■　娘住むすめすませたる方かたは、心こころことに磨みがきて、月入つきいれたる真木まきの戸口とぐち、けしきばかりP42押おし開あけたり7。

◇　娘を住ませている建物は、格別に美しくしてあって、月の光を入れた真木の戸口は、ほんの気持ちばかり開けてある。


P41 前栽どもに虫の声を尽くしたり--（/+前栽ともに虫のこゑをつくしたり）

P42 ばかり--ことに（ことに/＃はかり）

1? 【造れるさま木深くいたきところまさりて】場面変わって明石の君のいる岡辺の家。

2 【これは心細く住みたるさま】海辺の家と岡辺の家を比較。『完訳』は「「ものあはれなり」に続く」と注す。

3 【思ひ残すことはあらじと】大島本は「あらしと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は「あらじとすらむと」と「すらむと」を補訂する。諸本には視界外推量の助動詞「らむ」がある。

4 【思しやらるるに】「るる」自発の助動詞。「に」接続助詞、順接。『集成』は「娘の人柄がしのばれて」。『完訳』は「おもいやらずにはいらっしゃれないにつけても」と注す。

5 【岩に生ひたる松の根ざしも心ばへあるさまなり】岩に生えていえう松の根も風情のあるさまだの意。

6 【虫の声を尽くしたり】『集成』は「あらゆる虫を放って鳴かせている」。『完訳』は「秋の虫がいっせいに鳴きたてている」と訳す。

7 【月入れたる真木の戸口けしきばかり押し開けたり】大島本は「月いれたるま木の戸くちけしきこと（こと＃）／に（に＃はかり）をしあけたり」とある。すなわち「ことに」を抹消して「はかり」と訂正している。他の青表紙本諸本は「けしきことに」（横陽三）「けしきはかり」（池肖）と大別される。河内本は「気色ことに」とする。古注釈書『源氏釈』（冷泉家本）『河海抄』所引本文は「けしきことに」とする。一条兼良『花鳥余情』は「けしきことに」の本文を引用して「定家卿の青表紙にはけしきはかりをしあけたりとあり」といい、続けて「明石入道源氏を引導申につきてけしきはかりといふは源氏にこのとくちより入らせ給へと思へる心むけにことさらはかりあけたる也」と解説し、それに対して「けしきことにといふはもとよりみちひきたてまつるうへはこれより入らせ給へとわさとかましくをしあけたるへし」と解説する。そして「両説ともに其謂なきにあらす人の所存にしたかふへし」と結論づけ、「この月入たるまきの戸口は源氏第一の詞と定家卿は申侍るとかや」（松永本）と伝えている。大島本の傍注にも「月いれたる槙戸口ハ源氏第一詞と定家卿ハ申侍ると也」と伝える。『集成』『新大系』は底本の訂正に従う。『古典セレクション』は諸本に従って「けしきことに」と校訂する。引き歌「君や来む我や行かむのいさよひに真木の板戸もささず寝にけり」（古今集恋四、六九〇、読人しらず）。『集成』は「月のさし入った妻戸の出入口が、ほんのわずか押し開けてある。「月入れたる」の措辞に、あたかも源氏を閨に誘うかのように、という感じが表されている」「この戸口を木戸口とするのは当たらない」と注す。『完訳』は「月の光のさしこんだ木戸口がおもわせぶりに押し開けてある」と注す。『新大系』は「源氏の訪れに備えて少し開けてある妻戸から月光がさし込んでいる情景」と注す。


明石．３．２．６

■　うちやすらひ、何なにかとのたまふにも1、

◇　少しためらいがちに、何かと言葉をおかけになるが、

■　「かうまでは見みえたてまつらじ」

◇　「こんなにまでお側近くには上がるまい」

■　と深ふかう思おもふに、もの嘆なげかしうて、うちとけぬ心こころざまを3、

◇　と深く決心していたので、何となく悲しくて、気を許さない態度を、

■　「こよなうも人ひとめきたるかな4。

◇　「ずいぶんと貴婦人ぶっているな。

■　さしもあるまじき際きはの人ひとだに5、かばかり言いひ寄よりぬれば、心強こころづようしもあらずならひたりしを、いとかくやつれたるに6、あなづらはしきにや7」

◇　容易に近づきがたい高貴な身分の女でさえ、これほど近づき言葉をかけてしまえば、気強く拒むことはないのであったが、このように落ちぶれているので、見くびっているのだろうか」

■　とねたう、さまざまに思おぼし悩なやめり。

◇　としゃくで、いろいろと悩んでいるようである。

■　「情なさけなう8おし立たたむも、ことのさまに違たがへり。

◇　「容赦なく無理じいするのも、意向に背くことになる。

■　心比こころくらべに負まけむこそ、人悪ひとわろけれ」

◇　根比べに負けたりしたら、体裁の悪いことだ」

■　など、乱みだれ怨うらみたまふさま、げにもの思おもひ知しらむ人ひとにこそ見みせまほしけれ9。

◇　などと、千々に心乱れてお恨みになるご様子、本当に物の情趣を理解する人に見せたいものである。


1 【うちやすらひ何かとのたまふにも】主語は源氏。ためらいながら話かける。

2? 【かうまては見えたてまつらじ】明石の君の心中。「かうまで」このように近々との意。「じ」打消推量の助動詞。明石の君の意志。

3 【うちとけぬ心ざまを】「ぬ」打消の助動詞。気を許さない態度を。

4 【こよなうも人めきたるかな】以下「あなづらはしきにや」まで、源氏の心中。『集成』は「なんとまあいっぱしの貴婦人めいた振舞であることか」と訳す。

5 【さしもあるまじき際の人だに】「さしも」副詞（「さ」副詞＋「しも」副助詞）は明石の君をさす。「まじ」打消推量の助動詞。「だに」副助詞、最低限を表す。『集成』は「そんな態度をとりそうもない（簡単に男になびきそうもない）高い身分の女性でも」。『完訳』は「容易に近寄りがたい高貴な身の女でさえも」と注す。

6 【いとかくやつれたるに】源氏の流離の身をさす。「に」接続助詞、原因理由。

7 【あなづらはしきにや】「に」断定の助動詞、「や」係助詞、疑問。『集成』は「見くびっているのだろうか」と訳す。

8 【情けなう】以下「人悪ろけれ」まで、源氏の心中。

9 【げにもの思ひ知らむ人にこそ見せまほしけれ】語り手の批評。『集成』「前の「あたら夜の」という入道の誘いを受けて「げに」という」。


明石．３．２．７

■　近ちかき几帳きちゃうの紐ひもに、箏さうの琴ことの弾ひき鳴ならされたるも、けはひしどけなく、うちとけながら2掻かきまさぐりけるほど見みえてをかしければ、

◇　近くの几帳の紐に触れて、箏の琴が音をたてたのも、感じが取り繕ってなく、くつろいだ普段のまま琴を弄んでいた様子が想像されて、興趣あるので、

■　「この、聞ききならしたる琴ことをさへや3」

◇　「この、噂に聞いていた琴までも聴かせてくれないのですか」

■　など、よろづにのたまふ。

◇　などと、いろいろとおっしゃる。


1? 【近き几帳の紐の箏の琴の弾き鳴らされたるも】『完訳』は「几帳の紐が、女君の身動きで、箏の絃にふれ音をたてる。彼女の心の琴線がふれる感じである」と注す。

2 【けはひしどけなくうちとけながら】『集成』は「取り片付けた様子もなく、くつろいだふだんのまま」。『完訳』は「「けはひしどけなく」は、上からは述語、下へは連用修飾で続く」「取り散らかしたままうちくつろいだ格好で」と注す。

3 【この聞きならしたる琴をさへや】源氏の詞。「聞きならす」は入道から常日頃聞かされていたという意。「たる」完了の助動詞、存続。「こと」は「事」と「琴」の掛詞、言葉遊び。琴が巧みだという話と琴そのもの。「さへ」副助詞、言葉はもちろん琴までもの意。「や」係助詞、疑問。下に「聞かせたまはぬ」などの語句が省略。最後まで明言しないところに余意余情が生まれる。


明石．３．２．８

■　「むつごとを語かたりあはせむ人ひともがな

憂うき世よの夢ゆめもなかば覚さむやと」

◇　「睦言を語り合える相手が欲しいものです

この辛い世の夢がいくらかでも覚めやしないかと」

明石．３．２．９

■　「明あけぬ夜よにやがて惑まどへる心こころには

いづれを夢ゆめとわきて語かたらむ2」

◇　「闇の夜にそのまま迷っておりますわたしには

どちらが夢か現実か区別してお話し相手になれましょう」


1? 【むつごとを語りあはせむ人もがなうき世の夢もなかばさむやと】源氏の贈歌。「憂き世の夢」は現実世界の流浪の身をいう。『集成』は「「むつごと」「夢」は縁語」。『完訳』は「「うき世の夢」は、現在の流離の身を夢ととらえた表現。あなたと親しく語り合えば、その夢から覚められる、と親交を訴えた歌。なお逢瀬の歌の「夢」は、情交を暗示する」と注す。

2 【明けぬ夜にやがて惑へる心にはいづれを夢とわきて語らむ】明石の君の返歌。源氏の「夢」を受けて、それを「明けぬ夜に」「惑へる」を自分の「夢」として返す。


明石．３．２．１０

■　ほのかなるけはひ1、伊勢いせの御息所みやすむどころにいとようおぼえたり。

◇　かすかな感じは、伊勢の御息所にとてもよく似ていた。

■　何心なにごころもなくうちとけてゐたりけるを、かうものおぼえぬに2、いとわりなくて3、近ちかかりける曹司ざうしの内うちに入いりて、いかで固かためけるにか4、いと強つよきを、しひてもおし立たちたまはぬさまなり。

◇　何も知らずにくつろいでいたところを、こう意外なお出ましとなったので、たいそう困って、近くにある曹司の中に入って、どのように戸締りしたものか、固いのだが、無理して開けようとはなさらない様子である。

■　されど、さのみもいかでかあらむ。

◇　けれども、いつまでもそうしてばかりいられようか。


1 【ほのかなるけはひ】『集成』は「ほのかに言う様子」。『完訳』は「暗闇の中で想像される様子」と注す。

2 【かうものおぼえぬに】「に」接続助詞、順接、原因理由。このように意外な事なので。

3 【いとわりなくて】『完訳』は「源氏の直接行動を無我夢中の女の心に即していう表現」と注す。

4 【いかで固めけるにか】「いかで」副詞、方法、どのように。「に」完了の助動詞。「か」係助詞、疑問。源氏の心中、また語り手の疑問。どのように鎖してしまったのか。


明石．３．２．１１

■　人ひとざま、いとあてに、そびえて、心恥こころはづかしきけはひぞしたる2。

◇　人柄は、とても上品で、すらりとして、気後れするような感じがする。

■　かうあながちなりける契ちぎりを3思おぼすにも、浅あさからずあはれなり4。

◇　このような無理に結んだ契りをお思いになるにつけても、ひとしおいとしい思いが増すのである。

■　御心みこころざしの、近ちかまさりするなるべし、常つねは厭いとはしき夜よるの長ながさも、とく明あけぬる心地ここちすれば5、

◇　情愛が、逢ってますます思いが募るのであろう、いつもは嫌でたまらない秋の夜の長さも、すぐに明けてしまった気持ちがするので、

■　「人ひとに知しられじ6」

◇　「人に知られまい」

■　と思おぼすも、心こころあわたたしうて、こまかに語かたらひ置おきて、出いでたまひぬ。

◇　とお思いになると、気がせかれて、心をこめたお言葉を残して、お立ちになった。


1? 【されどさのみもいかでかはあらむ】「さ」明石の君が曹司の内側から固く閉めたことさす。「のみ」副助詞、限定・強調。そうとばかり。「も」係助詞、強調のニュアンス。「いかでかは」連語（「いかで」副詞＋「か」係助詞＋「は」係助詞）、反語。やや強調のニュアンス。「む」推量の助動詞、推量。語り手の事態の推量。どうしていつまでそうしてばかりいられようか、ついには開けてしまった。

2 【人ざまいとあてにそびえて心恥づかしきけはひぞしたる】閨房の中の明石の君の容姿や態度。「ぞ」係助詞、「たる」完了の助動詞、存続、連体形、係結び、強調のニュアンス。

3 【かうあながちなりける契りを】源氏の心に即して語る表現。『集成』は「こんな結ばれるはずもない二人がむすばれたという深い縁をお思いになるにつけても」。『完訳』は「こうして無理強いして一方的に結んだ二人の仲をお思いになるにつけても」と訳す。

4 【浅からずあはれなり】「なり」断定の助動詞、語り手の批評。

5 【常は厭はしき夜の長さもとく明けぬる心地すれば】季節は秋（八月十三日）、夜が長く感じられるころ。

6 【人に知られじ】源氏の心中。


明石．３．２．１２

■　御文おほむふみ、いと忍しのびてぞ今日けふはある1。

◇　後朝のお手紙、こっそりと今日はある。

■　あいなき御心みこころの鬼おになりや2。

◇　つまらない良心の呵責であるよ。

■　ここにも3、かかることいかで漏もらさじ4とつつみて、御使おほむつかひことことしうも5もてなさぬを、胸むねP43いたく思おもへり6。

◇　こちらでも、このようなことを何とか世間に知られまいと隠して、御使者を仰々しくもてなさないのを、残念に思った。


P43 胸--む（む/+ね）

1 【御文いと忍びてぞ今日はある】「御文」は後朝の文。「は」係助詞、区別、強調のニュアンス。『集成』は「今までの文通は大っぴらだったのである」と注す。

2 【あいなき御心の鬼なりや】「あいなき」形容詞。「なり」断定の助動詞。「や」間投助詞、詠嘆。語り手の批評。『集成』は「草子地。源氏としては京への聞えを憚るのである」。『完訳』は「語り手の評。紫の上など気にせずともよい、無用の良心の呵責」と注す。

3 【ここにも】明石入道方をさす。

4 【かかることいかで漏らさじ】明石入道の心中。娘と源氏の結婚をさす。源氏の意向に従って、内密にする。

5 【ことことしうも】「コトコトシイ」（日葡辞書）。

6 【胸いたく思へり】『集成』は「入道は残念に思っている。結婚第一夜の後朝の文の使いは盛大にもてなすしきたりであった」。


明石．３．２．１３

■　かくて後のちは、忍しのびつつ時々ときどきおはす。

◇　こうして後は、こっそりと時々お通いになる。

■　「ほどもすこし離はなれたるに1、おのづからもの言いひさがなき海人あまの子こもや立たちまじらむ」

◇　「距離も少し離れているので、自然と口さがない海人の子どもがいるかも知れない」

■　と思おぼし憚はばかるほどを2、

◇　とおためらいになる途絶えを、

■　「さればよ3」

◇　「やはり、思っていたとおりだわ」

■　と思おもひ嘆なげきたるを4、

◇　と嘆いているので、

■　「げに、いかならむ5」

◇　「なるほど、どうなることやら」

■　と、入道にふだうも極楽ごくらくの願ねがひをば忘わすれて、ただこの御みけしきを待まつことにはす6。

◇　と、入道も極楽往生の願いも忘れて、ただ君のお通いを待つことばかりである。

■　今いまさらに心こころを乱みだるも、いといとほしげなり7。

◇　今さら心を乱すのも、とても気の毒なことである。


1 【ほどもすこし離れたるに】以下「立ちまじらむ」まで、源氏の心中。「に」接続助詞、順接、原因理由。

2 【思し憚るほどを】「程」名詞、時間・程度を表す。具体的には途絶え。

3 【さればよ】明石の君の心中。出来心を想像していた。

4 【思ひ嘆きたるを】「を」、『集成』は「悲しむのを」と格助詞に解し、『完訳』は「嘆いているので」と接続助詞、順接に解す。

5 【げにいかならむ】入道の心中。『集成』は「げに」を、本当に、全くの意に解し、また「いかならむ」を事態の成り行きを心配する意に解し、「ほんとにどうなることかと」と訳す。『完訳』は「げに」を娘の気持ちを受けて、なるほど、娘が嘆いているように、の意に解し、「いかならむ」を源氏の真意を推測する意に解し、「いかにも、源氏のお気持ちはどうなのだろうと」と訳す。いずれにも解せる両義を含んだ表現。

6 【この御けしきを待つことにはす】「御けしき」は源氏の通って来ることをさす。「に」断定の助動詞。「は」係助詞、強調のニュアンス。

7 【今さらに心を乱るもいといとほしげなり】語り手の入道に対する同情。


第三段　紫の君に手紙

明石．３．３．１

■　二条にでうの君1きみの、風かぜのつてにも漏もり聞ききたまはむことは、

◇　二条院の君が、風の便りにも漏れお聞きなさるようなことは、

■　「たはぶれにても2、心こころの隔へだてありけると、思おもひ疎うとまれたてまつらむ3、心苦こころぐるしう恥はづかしう」

◇　「冗談にもせよ、隠しだてをしたのだと、お疎み申されるのは、申し訳なくも恥ずかしいことだ」

■　思おぼさるるも4、あながちなる御心みこころざしのほどなりかし5。

◇　とお思いになるのも、あまりなご愛情の深さというものであろう。

■　「かかる方かたのことをばP44,6、さすがに7、心こころとどめて怨うらみたまへりし折々8をりをり、などて、あやなきすさびごとにつけても9、さP45思おもはれたてまつりけむ10」

◇　「こういう方面のことは、穏和な方とはいえ、気になさってお恨みになった折々、どうして、つまらない忍び歩きにつけても、そのようなつらい思いをおさせ申したのだろうか」

■　など、取とり返かへさまほしう、人ひとのありさまを見みたまふにつけても、恋こひしさの慰なぐさむ方かたなければP46,11、例れいよりも御文おほむふみこまやかに書かきたまひて、

◇　などと、昔を今に取り戻したく、女の有様を御覧になるにつけても、恋しく思う気持ちが慰めようがないので、いつもよりお手紙を心こめてお書きになって、


P44 ことをば--ことをを（を/＃）は

P45 さ--（/+さ）

P46 なければ--なけれ（れ/+は）

1 【二条の君】紫の君。

2 【たはぶれにても】以下「恥づかしう」まで、源氏の心中。自然と心中文に移り、再び引用句がなく地の文に流れる。

3 【思ひ疎まれたてまつらむ】大島本は「たてまつらん」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たてまつらむは」と「は」を補訂する。「れ」受身の助動詞、「たてまつら」謙譲の補助動詞。源氏が紫の君から疎まれ申す、と自卑した表現。「む」推量の助動詞、仮定・婉曲のニュアンス。『集成』は「不愉快な思いをおさせ申すことになるのは」、「れ」尊敬の助動詞に解し、紫の君を主体にした解釈。『完訳』は「お疎まれ申すようなことがあっては」、「れ」受身の助動詞に解し、源氏自身を主体にした解釈。

4 【心苦しう恥づかしう思さるるも】「心苦し」は紫の君に対する源氏の気持ち、「恥づかし」は源氏自身に対する気持ち。

5 【あながちなる御心ざしのほどなりかし】語り手の源氏の紫の君を思う気持ちの厚いことについての批評。

6 【かかる方のことをば】以下「思はれたてまつりけむ」まで、源氏の心中。「かかる方のこと」とは源氏の浮気沙汰をいう。

7 【さすがに】温厚な紫の君とはいえというニュアンス。

8 【怨みたまへりし折々】「し」過去の助動詞。『完訳』は「紫の上の嫉妬の事実は、これまで具体的には語られていない」と注す。ここが初見。紫の君の人間性を増幅。

9 【あやなきすさびごとにつけても】過去の浮気沙汰をさす。

10 【さ思はれたてまつりけむ】「さ」、『完訳』「つらい思い」。嫉妬ともとれる。「れ」尊敬の助動詞と解せば、辛い思い。受身の助動詞と解せば、嫉妬されること。前の「思ひ疎まれたてまつらむ」と同じ表現。

11 【人のありさまを見たまふにつけても恋しさの慰む方なければ】明石の君と逢うにつけ紫の君を恋しく思われるの意。源氏の心情。


明石．３．３．２

■　「まことや1、我われながら心こころより外ほかなるなほざりごとにて、疎うとまれたてまつりし節々ふしぶしを、思おもひ出いづるさへ胸むねいたきに、また、あやしうものはかなき夢ゆめをこそ見みはべりしか。

◇　「ところで、そうそう、自分ながら心にもない出来心を起こして、お恨まれ申した時々のことを、思い出すのさえ胸が痛くなりますのに、またしても、変なつまらない夢を見たのです。

■　かう聞きこゆる問とはず語がたりに、隔へだてなき心こころのほどは思おぼし合あはせよ。

◇　このように申し上げます問わず語りに、隠しだてしない胸の中だけはご理解ください。

■　『誓ちかひしこともS13,2』」

◇　『誓ひしことも』」

■　など書かきて、

◇　などと書いて、


S13 忘れじと誓ひしことをあやまたば三笠の山の神もことわれ（源氏釈所引、出典未詳）

1 【まことや】以下「誓ひし事ことも」まで、源氏の紫の君への手紙。「心より外なる」「なほざりごと」「疎まれ」「思ひ出づるさへ」と続け「また」「あやしうものはかなき夢をこそ見はべりしか」と明石の地の女との情交をほのめかす。

2 【誓ひしことも】「忘れじと誓ひし事を過たず三笠の山の神もことわれ」（出典未詳）を踏まえる。


明石．３．３．３

■　「何事なにごとにつけても1、

しほしほとまづぞ泣なかるるかりそめの

みるめは海人あまのすさびなれども2」

◇　「何事につけても、

あなたのことが思い出されて、さめざめと泣けてしまいます

かりそめの恋は海人のわたしの遊び事ですけれども」


1 【何事につけても】手紙文が「しほしほと」の和歌に係る。

2 【しほしほとまづぞ泣かるるかりそめのみるめは海人のすさびなれども】源氏の紫の君への贈歌。掛詞、「しほしほと」（擬態語）と「塩」、「見る目」（女に逢う）と「海松布」（海草）。縁語、「塩」「刈り」「海松布」「海人」。大変に技巧的な和歌。他の女と逢った後ろめたさの自己韜晦がある。


明石．３．３．４

■　とある御返おほむかへり1、何心なにごころなくらうたげに書かきてP47,2、

◇　とあるお返事、何のこだわりもなくかわいらしげに書いて、


P47 書きて--かきてはてに（はてに/＃）

1 【とある御返り】間髪を入れず一続きに続ける。

2 【らうたげに書きて】大島本は「かきて・はてに（はてに＃）」と「はてに」を抹消している。『集成』『新大系』はその抹消に従う。『古典セレクション』は諸本に従って「書きて、はてに」とする。


明石．３．３．５

■　「忍しのびかねたる1御夢語おほむゆめがたり2につけても、思おもひ合あはせらるること多おほかるを3、

うらなくも思おもひけるかな契ちぎりしを

松まつより波なみは越こえじS14ものぞと4」

◇　「隠しきれずに打ち明けてくださった夢のお話につけても、思い当たることが多くございますが、

固い約束をしましたので、何の疑いもなく信じておりました

末の松山のように、心変わりはないものと」


S14 君をおきてあだし心をわが持たば末の松山波も越えなむ（古今集東歌-一〇九三　陸奥歌）契りきなかたみに袖をしぼりつつ末の松山波越さじとは（元輔集-二一八）

1 【忍びかねたる】以下「波は越えじものぞと」まで、紫の君の返信。

2 【御夢語り】源氏の「問はず語り」の「夢を見はべりし」を「夢語り」とし、源氏の告白を合点する。

3 【思ひ合はせらるること多かるを】これも次の和歌の「うらなくも」に係る。手紙の地の文から和歌へ直接続く表現。源氏と同じ手法を用いる。「を」接続助詞は、順接・逆接、いづれにも解せる表現。

4 【うらなくも思ひけるかな契りしを松より波は越えじものぞと】紫の君の返歌。「君をおきてあだし心をわが持たば末の松山波も越えなむ」（古今集、一〇九三、陸奥歌）。「契りきなかたみに袖をしぼりつつ末の松山波越さじとは」（後拾遺集恋四、七七〇、清原元輔）などを踏まえる。「うらなく」（思慮なくの意）に「浦」を響かす。「浦」「波」縁語。


明石．３．３．６

■　おいらかなるものから、ただならずかすめたまへるを、いとあはれに、うち置おきがたく見みたまひて、名残久なごりひさしう、忍しのびの旅寝たびねもしたまはず1。

◇　鷹揚な書きぶりながら、お恨みをこめてほのめかしていらっしゃるのを、とてもしみじみと思われ、下に置くこともできず御覧になって、その後は、久しい間忍びのお通いもなさらない。


1 【名残久しう忍びの旅寝もしたまはず】その後、明石の君を訪うことが久しくなくなったの意。


第四段　明石の君の嘆き

明石．３．４．１

■　女をむな、思おもひしもしるきに1、今いまぞまことに身みも投なげつべき心地ここちする。

◇　女は、予想通りの結果になったので、今こそほんとうに身を海に投げ入れてしまいたい心地がする。

■　「行ゆく末短すゑみじかげなる親おやばかりを3頼たのもしきものにて、いつの世よに人並々ひとなみなみになるべき身みと4思おもはざりしかど、ただそこはかとなくて過すぐしつる年月5としつきは、何なにごとをか心こころをも悩なやましけむ、かういみじうもの思おもはしき世よにこそありけれ7」

◇　「老い先短い両親だけを頼りにして、いつになったら人並みの境遇になれる身の上とは思っていなかったが、ただとりとめもなく過ごしてきた年月の間は、何事に心を悩ましたろうか、このようにひどく物思いのする結婚生活であったのだ」

■　と、かねて推おし量はかり思おもひしよりも、よろづに悲かなしけれど、なだらかにもてなして、憎にくからぬさまに見みえたてまつる8。

◇　と、以前から想像していた以上に、何事につけ悲しいけれど、穏やかに振る舞って、憎らしげのない態度でお会い申し上げる。


1 【女思ひしもしるきに】明石の君の嘆き。女という呼称に変わる。

2? 【今ぞまことに身も投げつべき心地もする】明石の君の深い絶望感。

3 【行く末短げなる親ばかりを】以下「世にこそありけれ」まで、明石の君の心中。

4 【人並々になるべき身と】大島本は「身と」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「身とは」と「は」を補訂する。

5 【そこはかとなくて過ぐしつる年月】明石の君の娘時代。

6? 【何ごとをか心を悩ましけむ】「か」係助詞、「けむ」過去推量の助動詞、連体形、係結び。反語表現。読点で下文に続く。

7 【世にこそありけれ】「こそ」係助詞、「けれ」過去の助動詞、詠嘆、已然形、係結び。強調のニュアンス。

8 【なだらかにもてなして憎からぬさまに見えたてまつる】明石の君のたしなみのある態度。


明石．３．４．２

■　あはれとは月日つきひに添そへて思おぼしませど1、やむごとなき方かたの2、おぼつかなくて年月としつきを過すぐしたまひ3、ただならずうち思おもひおこせたまふらむが4、いと心苦くるしければ、独ひとり臥ふしがちにて過すぐしたまふ。

◇　いとしいと月日がたつにつれてますますお思いになっていくが、れっきとした方が、いつかいつかと帰りを待って年月を送っていられるのが、一方ならずご心配なさっていらっしゃるだろうことが、とても気の毒なので、独り寝がちにお過ごしになる。


1 【あはれとは月日に添へて思しませど】主語は源氏。明石の君に対し月日とともに愛情が増してゆく。「ど」接続助詞、逆接の確定条件。

2 【やむごとなき方の】都の紫の君をさす。

3 【年月を過ぐしたまひ】大島本は「すくし給ひ（△＆ひ）」と元の文字（判読不明）の上に重ねて「ひ」と書く。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「過ぐしたまふが」と校訂する。

4 【ただならずうち思ひおこせたまふらむが】『集成』は「心おだやかでなくこちらのことをお思いであろうが」。『完訳』は「ひとかたならず自分に思いを寄せていらっしゃるか」と訳す。「らむ」視界外推量、源氏が都の紫の君を想像しているニュアンス。


明石．３．４．３

■　絵ゑをさまざま描かき集あつめて、思おもふことどもを書かきつけ、返かへりこと聞きくべきさまにしなしたまへり。

◇　絵をいろいろとお描きになって、思うことを書きつけて、返歌を聞かれるようにという趣向にお作りなった。

■　見みむ人ひとの心こころに染しみぬべきもののさまなりP48,2。

◇　見る人の心にしみ入るような絵の様子である。

■　いかでか、空そらに通かよふ御心みこころならむ3、二条にでうの君きみも、ものあはれに慰なぐさむ方かたなくおぼえたまふ折々をりをり、同おなじやうに絵ゑを描かき集あつめたまひつつ、やがて我わが御おほむありさま、日記にきのやうに書かきたまへり4。

◇　どうして、お心が通じあっているのであろうか、二条院の君も、悲しい気持ちが紛れることなくお思いになる時々は、同じように絵をたくさんお描きになって、そのままご自分の有様を、日記のようにお書きになっていた。

■　いかなるべき御おほむさまどもにかあらむ5。

◇　どうなって行かれるお二方の身の上であろうか。


P48 なり--（/+なり）

1? 【絵をさまざまに描き集めて思ふことども書きつけ返りこと聞くべきさまにしなしたまへり】絵の余白に和歌を書きつけ、さらにその絵や歌に対する紫の君の返歌も載せるべく余白を残した体裁。

2 【見む人の心に染みぬべきもののさまなり】語り手の批評。

3 【いかでか空に通ふ御心ならむ】語り手の推量の挿入句。『集成』は「どうしてお話し合いもないのにお互いのお気持が通じ合うのであろうか」と注す。「雲居にもかよふ心のおくれねば別ると人に見ゆばかりなり」（古今集離別、三七八、清原深養父）。

4 【同じやうに絵を描き集めたまひつつやがて我が御ありさま日記のやうに書きたまへり】紫の君も源氏同様に、絵の余白に歌日記のような体裁に書きつけた。

5 【いかなるべき御さまどもにかあらむ】語り手の推量。『集成』は「草子地。どんな二人の身の上が絵日記に書かれてゆくのだろうか、の意」。『完訳』は「語り手の、今後の源氏と紫の上に期待を抱かせる言辞」と注す。


第四章　明石の君の物語　明石の浦の別れの秋の物語

第一段　七月二十日過ぎ、帰京の宣旨下る

明石．４．１．１

■　年変としかはりぬ1。

◇　年が変わった。

■　内裏うちに御薬おほむくすりのことありて2、世よの中なかさまざまにののしる。

◇　主上におかせられては御不例のことがあって、世の中ではいろいろと取り沙汰する。

■　当代たうだいの御子みこは4、右大臣うだいじんの女むすめ、承香殿しょうきゃうでんの女御にょうごの御腹おほむはらに男御子生をとこみこむまれたまへる、二ふたつになりたまへば5、いといはけなし。

◇　今上の御子は、右大臣の娘で、承香殿の女御がお生みになった男御子がいらっしゃるが、二歳におなりなので、たいそう幼い。

■　春宮とうぐうにこそは譲ゆづりきこえたまはめ6。

◇　東宮に御譲位申されることであろう。

■　朝廷おほやけの御後見おほむうしろみをし、世よをまつりごつべき人ひとを思おぼしめぐらすに、この源氏げんじのかく沈しづみたまふこと、いとあたらしうあるまじきことなれば、つひに后きさきの御諌おほむいさめを7背そむきて、赦ゆるされたまふべき定さだめ出いで来きぬ8。

◇　朝廷の御後見をし、政権を担当すべき人をお考え廻らすと、この源氏の君がこのように沈んでいらっしゃること、まことに惜しく不都合なことなので、ついに皇太后の御諌言にも背いて、御赦免になられる評定が下された。


1 【年変はりぬ】源氏二十八歳。

2 【内裏に御薬のことありて】帝の病気の事を間接的婉曲に表現。

3? 【世中さまざまにののしる】世間でいろいろと取り沙汰する意。

4 【当代の御子は】『集成』は「以下「ゆづりきこえたまはめ」までは世間の取り沙汰を書く趣」。世間の噂から帝の心中そして地の文へと文章が推移していく書き方。

5 【右大臣の女承香殿の女御の御腹に男御子生まれたまへる二つになりたまへば】後に登場する鬚黒大将の父。承香殿の女御は「賢木」巻に初出。男御子、二歳。

6 【春宮にこそは譲りきこえたまはめ】東宮、後の冷泉院。現在十歳、まだ元服前。『集成』は、ここまで世間の取り沙汰とする。『完訳』は「帝は東宮への譲位を考慮」と注し、「当然御位を東宮にお譲り申しあげることになるのであろうが」、読点で下文に続ける。

7 【后の御諌めを】大島本は「御いさめ越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御諌めをも」と「も」を補訂する。

8 【赦されたまふべき定め出で来ぬ】主語は源氏。「れ」受身の助動詞。


明石．４．１．２

■　去年こぞより、后きさきも御おほむもののけ悩なやみたまひ、さまざまのもののさとししきり、騒さわがしきを、いみじき御おほむつつしみどもをしたまふしるしにや2、よろしうおはしましける御目おほむめの悩なやみさへ、このころ重おもくならせたまひて、もの心細こころぼそく思おぼされければ、七月二十余日しちがつにじふよにちのほどに、また重かさねて、京きゃうへ帰かへりたまふべき宣旨下せんじくだる。

◇　去年から、皇太后も御物の怪をお悩みになり、さまざまな前兆ががしきりにあり、世間も騒がしいので、厳重な御物忌みなどをなさった効果があってか、悪くなくおいであそばした御眼病までもが、この頃重くおなりあそばして、何となく心細く思わずにはいらっしゃれなかったので、七月二十日過ぎに、再度重ねて、帰京なさるよう宣旨が下る。


1? 【去年より后も御物のけに悩みたまひ】弘徽殿皇太后の病気は前に「大宮もそこはかとなうわづらひたまひて」とあった。

2 【いみじき御つつしみどもをしたまふしるしにや】「に」断定の助動詞。「や」係助詞、疑問。語り手の疑問の挿入句。下の「よろしうおはしましける」に係る。


明石．４．１．３

■　つひのことと思おもひしかど2、世よの常つねなきにつけても、

◇　いつかはこうなることと思っていたが、世の中の定めないことにつけても、

■　「いかになり果はつべきにかP49」

◇　「どういうことになってしまうのだろうか」

■　と嘆なげきたまふを、かうにはかなれば3、うれしきに添そへても、また、この浦うらを今いまはと思おもひ離はなれむことを思おぼし嘆なげくに、入道にふだう、さるべきこと4と思おもひながら、うち聞きくより胸むねふたがりておぼゆれど、

◇　とお嘆きになるが、このように急なので、嬉しいと思うとともに、また一方で、この浦を今を限りと離れることをお嘆き悲しみになるが、入道は、当然そうなることとは思いながら、聞くなり胸のつぶれる気持ちがするが、

■　「思おもひのごと5栄さかえたまはばこそは、我わが思おもひの叶かなふにはあらめ」

◇　「思い通りにお栄えになってこそ、自分の願いも叶うことなのだ」

■　など、思おもひ直なほす。

◇　などと、思い直す。


P49 にか--（/+に）か

1? 【七月二十余日のほどにまた重ねて京へ帰りたまふべき宣旨舌る】二度めの召還という書き方。物語は「年変りぬ」から「七月二十余日」までいっきにとぶ。

2 【つひのことと思ひしかど】以下「いかになりはつべきにか」まで、源氏の心中。前半は間接的に叙述。「いかに成はつへきにか」の部分が直接叙述。

3 【かうにはかなれば】三年に満たずに赦免されたことをいう。

4 【さるべきこと】源氏の赦免と復帰の予想。

5 【思ひのごと】以下「叶ふにはあらめ」まで、明石入道の心中。


第二段　明石の君の懐妊

明石．４．２．１

■　そのころは、夜離よがれなく語かたらひたまふ。

◇　そのころは、毎夜お通いになってお語らいになる。

■　六月ろくぐわちばかりより心苦こころぐるしきけしきありて悩なやみけり。

◇　六月頃から懐妊の兆候が現れて苦しんでいるのであった。

■　かく別わかれたまふべきほどなれば、あやにくなるにやありけむ2、ありしよりもあはれに思おぼして、

◇　このようにお別れなさらねばならない時なので、あいにくご愛情もいや増すというのであろうか、以前よりもいとしくお思いになって、

■　「あやしうもの思おもふべき身みにもありけるかな3」

◇　「不思議と物思いせずにはいられない、わが身であることよ」

■　と思おぼし乱みだる。

◇　とお悩みになる。


1? 【六月ばかりより心苦しきけしきあり悩みけり】妊娠の悪阻をいう。

2 【あやにくなるにやありけむ】語り手の挿入句。『集成』は「源氏はあいにくと愛情が増すのであろうか」。『完訳』は「語り手の感想。間近な離別が、かえって執着をつのらせる。それが「あやにく」（皮肉な）」と注し「あいにくと執着がまさるのであろうか」と注す。

3 【あやしうもの思ふべき身にもありけるかな】源氏の心中。


明石．４．２．２

■　女をむなは、さらにも言いはず思おもひ沈しづみたり。

◇　女は、さらにいうまでもなく思い沈んでいる。

■　いとことわりなりや1。

◇　まことに無理もないことであるよ。

■　思おもひの外ほかに悲かなしき道みちに出いで立たちたまひしかど、

◇　思いもかけない悲しい旅路にお立ちになったが、

■　「つひには行ゆきめぐり来きなむ2」

◇　「けっきょくは帰京するであろう」

■　と、かつは思おぼしP50慰なぐさめき。

◇　と、一方ではお慰めになっていた。

■　このたびはうれしき方かたの御出おほむいで立たちの3、

◇　今度は嬉しい都へのご出発であるが、

■　「またやは帰かへり見みるべき4」

◇　「二度とここに来るようなことはあるまい」

■　と思おぼすに、あはれなり。

◇　とお思いになると、しみじみと感慨無量である。


P50 思し--おほしめし（めし/＃）

1 【いとことわりなりや】語り手の批評。『完訳』は「語り手の、明石の君の苦悩は当然であるとする言辞」と注す。

2 【つひには行きめぐり来なむ】源氏の心中。「な」完了の助動詞、確述。「む」推量の助動詞、強調のニュアンス。きっといつの日にかは帰れよう。

3 【御出で立ちの】「の」格助詞、提示。--だが、それは、の意。同例、「相おはします人の、そなたにて見れば」（桐壺）、「煩ひ給ふさまの、そこはかとなく」（柏木）。

4 【またやは帰り見るべき】「やは」係助詞、反語。「べき」推量の助動詞、連体形に係る。源氏の心中。


明石．４．２．３

■　さぶらふ人ひとびと、ほどほどにつけてはよろこび思おもふ。京きゃうよりも御迎おほむむかへに人ひとびと参まゐり、心地ここちよげなるを、主人あるじの入道にふだう、涙なみだにくれて、月つきも立たちぬ。

　ほどさへあはれなる空そらのけしきに、「なぞや、心こころづから2今いまも昔むかしも、すずろなることにて身みをはふらかすらむ」と、さまざまに思おぼし乱みだれたるを、心知こころしれる人ひとびとは、

　「あな憎***、例にくれいの御癖おほむくせぞ4」

　と、見みたてまつりむつかるめり5。

　「月つきごろは6、つゆ人ひとにけしき見みせず、時々ときどきはひ紛まぎれなどしたまへるつれなさを」

　「このころ、あやにくに、なかなかのP51、人ひとの心こころづくしにか7」

　と、つきしろふ。少納言せうなごん、しるべして聞きこえ出いでし初はじめのことなどP52、ささめきあへるを、ただならず思おもへり8。

◇　お供の人々は、それぞれ身分に応じて喜んでいる。京からもお迎えに人々が参り、愉快そうにしているが、主人の入道、涙にくれているうちに、月が替わった。

季節までもしみじみとした空の様子なので、「どうして、自分から求めて今も昔も、埒もない恋のために憂き身をやつすのだろう」と、さまざまにお思い悩んでいられるのを、事情を知っている人々は、

「ああ、困った方だ。いつものお癖だ」

と拝、忌ま忌ましがっているようである。

「ここ数月来、全然、誰にもそぶりもお見せにならず、時々人目を忍んでお通いになっていらっしゃった冷淡さだったのに」

「最近は、あいにくと、かえって、女が嘆きを増すことであろうに」

と、互いに陰口をたたき合う。源少納言は、ご紹介申した当初の頃のことなどを、ささやき合っているのを、おもしろからず思っていた。

◆　 
さぶらふ ひとびと、 ほどほど に つけ て は よろこび おもふ。 きゃう より も おほむ-むかへ に ひとびと まゐり、 ここちよげ なる を、 あるじ の にふだう、 なみだ に くれ て、 つき も たち ぬ。
 ほど さへ あはれ なる そら の けしき に、 "なぞ や、 こころづから いま も むかし も、 すずろ なる こと にて み を はふらかす らむ?" と、 さまざま に おぼし みだれ たる を、 こころ しれ る ひとびと は、
 "あな にく! れい の おほむ-くせ ぞ。"
 と、 み たてまつり むつかる めり。
 "つきごろ は、 つゆ ひと に けしき みせ ず、 ときどき はひ まぎれ など し たまへ る つれなさ を。"
 "この ころ、 あやにく に、 なかなか の、 ひと の こころづくし に か。"
 と、 つきじろふ。 せうなごん、 しるべ し て きこえ いで し はじめ の こと など、 ささめき あへ る を、 ただならず おもへ り。


P51 なかなかの--中／＼（／＼/+の）

P52 など--な（な/+と）

1? 【涙にくれても立ちぬ】「くれて」は涙に「暮れて」と月が「暮れて」の意を掛けた表現。季節は中秋の八月となる。

2 【なぞや心づから】以下「身をはふらかすらむ」まで、源氏の心中。

3? 【心しれる人びとは】源氏と明石の君の関係を知る供人。

4 【あな憎例の御癖ぞ】供人の詞。「帚木」巻に「まれには、あながちに引き違へ心尽くしなることを、御心に思しとどむる癖なむ、あやにくにて」とあった癖。

5 【見たてまつりむつかるめり】「めり」推量の助動詞、視界内推量。語り手が眼前に見て供人たちの心中を推量しているニュアンス。臨場感ある描写。

6 【月ごろは】以下「人の心づくしにか」まで、供人の詞。

7 【人の心づくしにか】大島本は「心つくしにか」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心づくしに」と「か」を削除する。

8 【ただならず思へり】主語は源少納言良清。


第三段　離別間近の日

明石．４．３．１

■　明後日あさてばかりになりて1、例れいのやうにいたくも更ふかさで渡わたりたまへり。

◇　明後日ほどになって、いつものようにあまり夜が更けないうちにお越しになった。

■　さやかにもまだ見みたまはぬ容貌かたちなど、

◇　まだはっきりと御覧になっていない容貌などを、

■　「いとよしよししう2、気高けだかきさまして、めざましうもありけるかな」

◇　「とても風情があり、気高い様子をしていて、目を見張るような美しさだ」

■　と、見捨みすてがたく口惜くちをしう思おぼさる。

◇　と、見捨てにくく残念にお思いになる。

■　「さるべきさまにして迎むかへむ」

◇　「しかるべき手筈を整えて迎えよう」

■　と思おぼしなりぬ。

◇　とお考えになった。

■　さやうにぞ語かたらひ慰なぐさめたまふ4。

◇　そのように約束してお慰めになる。


1 【明後日ばかりになりて】源氏と明石の君の離別が目前となる。

2 【いとよしよししう】以下「ありけるかな」まで、源氏の明石の君を明るい中で初めて見た感想。

3? 【さるべきさまにして迎へてむ】源氏の心中。『集成』は「しかるべき扱いにして都に迎えようという気になられた。身分が身分なので処遇の問題は微妙である」と注す。

4 【さやうにぞ語らひ慰めたまふ】「さやう」は「さるべきさまにして迎へてむ」をさす。明石の君にも口に出して約束。


明石．４．３．２

■　男をとこの御容貌おほむかたち、ありさまはた、さらにも言いはず。

◇　男のお顔だち、お姿は、改めていうまでもない。

■　年としごろの御行おほむおこなひにいたく面痩おもやせたまへるしも、言いふ方かたなくめでたき御おほむありさまにて、心苦こころぐるしげなるけしきに1うち涙なみだぐみつつ、あはれ深ふかく契ちぎりたまへるは、

◇　長い間のご勤行にひどく面痩せなさっていらっしゃるのが、いいようもなく立派なご様子で、痛々しいご様子に涙ぐみながら、しみじみと固いお約束なさるのは、

■　「ただかばかりを、幸さいはひにても、などか止やまざらむ2」

◇　「ただ一時の逢瀬でも、幸せと思って、諦めてもいいではないか」

■　とまでぞ見みゆめれど3、めでたきにしも、我わが身みのほどを思おもふも、尽つきせず。

◇　とまで思われもするが、ご立派さにつけて、わが身のほどを思うと、悲しみは尽きない。

■　波なみの声こゑ、秋あきの風かぜには、なほ響ひびきことなり。

◇　波の音、秋の風の中では、やはり響きは格別である。

■　塩焼しほやく煙けぶりかすかにたなびきて、とりあつめたる所ところのさまなり。

◇　塩焼く煙が、かすかにたなびいて、何もかもが悲しい所の様子である。


1 【心苦しげなるけしきに】源氏の態度をいう。

2 【ただかばかりを幸ひにてもなどか止まざらむ】明石の君の心中。「などか」連語（「など」副詞＋「か」係助詞）、反語。「ざら」打消の助動詞、「む」推量の助動詞、意志。どうしてあきらめられないだろうか、あきらめてもいいではないか、という自問自答のニュアンス。

3 【見ゆめれど】「めれ」推量の助動詞、視界内推量。明石の君の推量。


明石．４．３．３

■　「このたびは立たち別わかるとも藻塩焼もしほやく

煙けぶりは同おなじ方かたになびかむ2」

◇　「今はいったんお別れしますが、藻塩焼く煙のように

上京したら一緒に暮らしましょう」


1? 【波の声秋風にはなほ響きことなり塩焼く煙かすかにたなびきてとりあつめたる所のさまなり】明石の浜の秋の季節描写。海岸の物寂しい風景に源氏と明石の君の別れを語る。

2 【このたびは立ち別るとも藻塩焼く煙は同じ方になびかむ】源氏の贈歌。「たひ」に「旅」と「度」を掛ける。「立ち」と「煙」が縁語。一時は別れ別れになるがやがて都に迎えようの意。


明石．４．３．４

■　とのたまへば、

◇　とお詠みになると、

明石．４．３．５

■　「かきつめて海人あまのたく藻もの思おもひにも

今いまはかひなき恨うらみだにせじ1」

◇　「何とも悲しい気持ちでいっぱいですが

今は申しても甲斐のないことですから、お恨みはいたしません」


1 【かきつめて海人のたく藻の思ひにも今はかひなき恨みだにせじ】明石の君の返歌。源氏の「焼く」「煙」を受けて「火」と返す。「ものおもひ」に「物思ひ」と「藻」「火」、「かひなき」に「効」と「貝」、「うらみ」に「恨み」と「浦」を響かせる。恨みさえもしませんの意。


明石．４．３．６

■　あはれにうち泣なきて、言少ことずくななるものから、さるべき節ふしの1御応おほむいらへなど浅あさからず聞きこゆ。

◇　せつなげに涙ぐんで、言葉少なではあるが、しかるべきお返事などは心をこめて申し上げる。

■　この、常つねにゆかしがりたまふ物ものの音ねなど2、さらに聞きかせたてまつらざりつるを3、いみじう恨うらみたまふ。

◇　あの、いつもお聴きになりたがっていらした琴の音色など、まったくお聴かせ申さなかったのを、たいそうお恨みになる。

■　「さらば、形見かたみにも偲しのぶばかりの一琴ひとことをだに4」

◇　「それでは、形見として思い出になるよう、せめて一節だけでも」

■　とのたまひて、京きゃうより持もておはしたりし琴きんの御琴取おほむこととりに遣つかはして5、心こころことなる調しらべをほのかにかき鳴ならしたまへる、深ふかき夜よるの澄すめるは、たとへむ方かたなし。

◇　とおっしゃって、京から持っていらした琴のお琴を取りにやって、格別に風情のある一曲をかすかに掻き鳴らしていらっしゃる、夜更けの澄んだ音色は、たとえようもなく素晴しい。


1 【さるべき節の】別れに臨んでの返歌。心をとり乱さずに申し上げたことをいう。

2 【この常にゆかしがりたまふ物の音など】「この」は源氏をさす。「物の音」は琴の音。明石の君は琴が上手だと入道から聞かされていた。

3 【さらに聞かせたてまつらざりつるを】「さらに」副詞、「ざり」打消の助動詞に係って、全然、まったく、一度も--でないの意。

4 【さらば形見にも偲ぶばかりの一琴をだに】源氏の詞。「だに」副助詞、最小限の願望。「ひとこと」に「一言」と「一琴」を掛ける。

5 【琴の御琴取りに遣はして】岡辺の家から浜辺の家に取りにやる。


明石．４．３．７

■　入道にふだう、え堪たへで箏さうの琴取こととりてさし入いれたり。

◇　入道も、たまりかねて箏の琴を取って差し入れた。

■　みづからも、いとど涙なみださへそそのかされて1、とどむべき方かたなきに、誘さそはるるなるべし2、忍しのびやかに調しらべたるほど、いと上衆じゃうずめきたり。

◇　娘自身も、ますます涙まで催されて、止めようもないので、気持ちをそそられるのであろう、ひっそりと音色を調べた具合、まことに気品のある奏法である。

■　入道にふだうの宮みやの御琴おほむことの音ねを3、ただ今いまのまたなきものに思おもひきこえたるは、

◇　入道の宮のお琴の音色を、今の世に類のないものとお思い申し上げていたのは、

■　「今いまめかしう、あなめでた」

◇　「当世風で、ああ、素晴らしい」

■　と、聞きく人ひとの心こころゆきて、容貌かたちさへ思おもひやらるることは、げに、いと限かぎりなき御琴おほむことの音ねなり。

◇　と、聴く人の心がほれぼれとして、御器量までが自然と想像されることは、なるほど、まことにこの上ないお琴の音色である。


1 【みづからもいとど涙さへそそのかされて】「みづから」は明石の君をさす。「さへ」副助詞、添加。琴ばかりでなく涙までがのニュアンス。「そそのかす」は琴を勧められる、涙が催されるの両方の意。

2 【誘はるるなるべし】「なる」断定の助動詞。「べし」推量の助動詞。語り手の推量の挿入句。

3 【入道の宮の御琴の音を】『集成』は「以下、明石上の弾奏を藤壺のそれと思い比べる源氏の心」と注す。以下「きゝならさゝりつらむ」まで、源氏の心に添った叙述。


明石．４．３．８

■　これは1あくまで弾ひき澄すまし、心こころにくくねたき音ねぞまされる。

◇　これはどこまでも冴えた音色で、奥ゆかしく憎らしいほどの音色が優れていた。

■　この御心みこころにだに2、初はじめてあはれになつかしう、まだ耳みみなれたまはぬ手てなど、心こころやましきほどに弾ひきさしつつ3、飽あかず思おぼさるるにも、

◇　この君でさえ、初めてしみじみと心惹きつけられる感じで、まだお聴きつけにならない曲などを、もっと聴いていたいと感じさせる程度に、弾き止め弾き止めして、物足りなくお思いになるにつけても、

■　「月つきごろ、など強しひても、聞ききならさざりつらむ4」

◇　「いく月も、どうして無理してでも、聴き親しまなかったのだろう」

■　と、悔くやしう思おぼさる。

◇　と、残念にお思いになる。

■　心こころの限かぎり行ゆく先さきの契ちぎりをのみしたまふ5。

◇　心をこめて将来のお約束をなさるばかりである。

■　「琴きんは、また掻かき合あはするまでの形見かたみに6」

◇　「琴は、再び掻き合わせをするまでの形見に」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　女をむな、

◇　女、


1 【これは】明石の君の弾奏をさす。

2 【この御心にだに】「この」は源氏をさす。「だに」副助詞、限定。源氏のような人でさえ。源氏のような人とは、音楽に関して幅広い知識と深い教養を身につけた人というニュアンス。下の「初めて」「耳馴れたまはぬ手」に係る。

3 【弾きさしつつ】「つつ」接尾語、同一動作の反復の意。

4 【月ごろなど強ひても聞きならさざりつらむ】源氏の心中。後悔。

5 【心の限り行く先の契りをのみしたまふ】「かぎり」名詞、極限、極み、ありったけというニュアンス。「のみ」副助詞、限定・強調。--だけ、そればかりというニュアンス。『集成』は「心をこめて再会のお約束をなさるばかりだ」。『完訳』は「心底から固く将来のことをお約束になる」と訳す。

6 【琴はまた掻き合はするまでの形見に】源氏の詞。『集成』は「ここに残してゆこう」の余意を指摘。


明石．４．３．９

■　「なほざりに頼たのめ置おくめる一ひとことを

尽つきせぬ音ねにやかけて偲しのばむ」

◇　「軽いお気持ちでおっしゃるお言葉でしょうが

その一言を悲しくて泣きながら心にかけて、お偲び申します」

明石．４．３．１０

■　言いふともなき口くちすさびを、恨うらみたまひて、

◇　と言うともなく口ずさみなさるのを、お恨みになって、

明石．４．３．１１

■　「逢あふまでのかたみに契ちぎる中なかの緒をの

調しらべはことに変かはらざらなむ2

◇　「今度逢う時までの形見に残した琴の中の緒の調子のように

二人の仲の愛情も、格別変わらないでいて欲しいものです


1? 【なほざりに頼め置くなる一ことを尽きせぬ音にやかけて偲ばむ】明石の君の贈歌。「ひとこと」に「一言」と「一琴」を掛ける。「琴」と「音」は縁語。「に」断定の助動詞。「や」係助詞、疑問。「む」推量の助動詞、推量、連体形、係結び。強調のニュアンス。

2 【逢ふまでのかたみに契る中の緒の調べはことに変はらざらなむ】源氏の返歌。「かたみ」に「形見」と「互いに」。「中のを」に琴の「中の緒」と二人の「仲」。「ことに」に「異に」と「琴に」を掛ける。「なむ」終助詞、願望。互いに心変わりせずにいたいものだの意。


明石．４．３．１２

■　この音違ねたがはぬさきにかならずあひ見みむ」

◇　この琴の絃の調子が狂わないうちに必ず逢いましょう」

■　と頼たのめたまふめり2。

◇　とお約束なさるようである。

■　されど、ただ別わかれむほどのわりなさを思おもひ咽むせP53たるも、いとことわりなり。

◇　それでも、ただ別れる時のつらさを思ってむせび泣いているのも、まことに無理はない。


P53 咽せ--むせひ（ひ/＃）

1? 【この音違ははぬ先にかならすあひ見む】『集成』は地の文に解す。

2 【頼めたまふめり】「めり」推量の助動詞、視界内推量。語り手がその場に居合わせて見ているような語り方。


第四段　離別の朝

明石．４．４．１

■　立たちたまふ暁あかつきは1、夜深よぶかく出いでたまひて、御迎おほむむかへの人ひとびとも騒さわがしければ、心こころも空そらなれど、人ひとまをはからひて、

◇　ご出立になる朝は、まだ夜の深いうちにお出になって、お迎えの人々も騒がしいので、心も上の空であるが、人のいない隙間を見はからって、


1 【立ちたまふ暁は】源氏、出立の朝。


明石．４．４．２

■　「うち捨すてて立たつも悲かなしき浦波うらなみの

名残なごりいかにと思おもひやるかな」

◇　「あなたを置いて明石の浦を旅立つわたしも悲しい気がしますが

後に残ったあなたはさぞやどのような気持ちでいられるかお察しします」

明石．４．４．３

■　御返おほむかへり、

◇　お返事は、

明石．４．４．４

■　「年経としへつる苫屋とまやも荒あれて憂うき波なみの

返かへる方かたにや身みをたぐへまし2」

◇　「長年住みなれたこの苫屋も、あなた様が立ち去った後は荒れはてて

つらい思いをしましょうから、いっそ打ち返す波に身を投げてしまおうかしら」


1? 【うち捨てて立つも悲しき浦浪の名残いかにと思ひやるかな】源氏の贈歌。「立つ」「浦波」「余波」は縁語。後に残された明石の君の気持ちを思いやった歌。

2 【年経つる苫屋も荒れて憂き波の返る方にや身をたぐへまし】明石の君の返歌。「返る方に身をたぐへまし」について、『完訳』は「投身をも想像する」「あなたがお帰りになる京の方へ、できることならこの身もいっしょに添わせてやりたい、お後を慕って身を投げてしまいたいです」と注す。「まし」推量の助動詞、仮想し、躊躇を含み、相手に判断を求める気持ち。--しようかしら。「帰る」の主語が、源氏と波との両方であるため、後を慕って都に上りたいと、海に入りたいとの、両義性を含んだ表現。


明石．４．４．５

■　と、うち思おもひけるままなるを見みたまふに、忍しのびたまへど、ほろほろとこぼれぬ1。

◇　と、気持ちのままなのを御覧になると、堪えていらっしゃったが、ほろほろと涙がこぼれてしまった。

■　心知こころしらぬ人ひとびとは、

◇　事情を知らない人々は、

■　「なほかかる御住おほむすまひP54なれど2、年としごろといふばかり馴なれたまへるを、今いまはと思おぼすは、さもあることぞかし」

◇　「やはりこのようなお住まいであるが、一年ほどもお住み馴れになったので、いよいよ立ち去るとなると、悲しくお思いになるのももっともなことだ」

■　など見みたてまつる。

◇　などと、拝見する。

■　良清よしきよP55などは、

◇　良清などは、

■　「おろかならず思**すなめりかし3」

◇　「並々ならずお思いでいらっしゃるようだ」

■　と、憎にくくぞ思おもふ。

◇　と、いまいましく思っている。

◆　 
と、 うち-おもひ ける まま なる を み たまふ に、 しのび たまへ ど、 ほろほろ と こぼれ ぬ。 こころ しら ぬ ひとびと は、
 "なほ かかる おほむ-すまひ なれ ど、 としごろ と いふ ばかり なれ たまへ る を、 いまは と おぼす は、 さも ある こと ぞ かし。"
 など み たてまつる。
 よしきよ など は、 "おろか なら ず おぼす めり かし。" と、 にくく ぞ おもふ。


P54 御住まひ--御すさ（さ/＃ま）ひ

P55 良清--よしきよと（と/＃）

1 【忍びたまへどほろほろとこぼれぬ】主語は源氏。

2 【なほかかる御住まひなれど】以下「あることぞかし」まで、供人の心中。

3 【おろかならず思すなめりかし】良清の心中。「思す」の主語は源氏。「な」（断定の助動詞、連体形、活用語尾、撥音便化して無表記）「めり」（推量の助動詞、視界内推量）。良清が源氏の様を見ながら推量しているニュアンス。


明石．４．４．６

■　うれしきにも、

◇　嬉しいにつけても、

■　「げに、今日けふを限かぎりに、この渚なぎさを別わかるること1」

◇　「なるほど、今日限りで、この浦を去ることよ」

■　などあはれがりて、口々くちぐちしほたれ言いひあへることどもあめり2。

◇　などと、名残を惜しみ合って、口々に涙ぐんで挨拶をし合っているようだ。

■　されど、何なにかはとてなむ3。

◇　けれど、いちいちお話する必要もあるまい。


1 【げに今日を限りにこの渚を別るること】供人の心中。『完訳』は「源氏の悲嘆が納得される」と注す。

2 【言ひあへることどもあめり】「あ」（動詞、連体形、活用語尾、撥音便化して無表記）「めり」（推量の助動詞、視界内推量）。語り手がその場で見て推量しているニュアンス。

3 【されど何かはとてなむ】語り手の省略の言葉。『集成』は「けれども、書きとめるにおよばないと思って。家来たちの歌などは省略したとことわる草子地」。『完訳』は「詳しく語るまでもないとする、語り手の省筆の弁」と注す。


明石．４．４．７

■　入道にふだう、今日けふの御おほむまうけ、いといかめしう仕つかうまつれり。

◇　入道、今日のお支度を、たいそう盛大に用意した。

■　人ひとびと、下しもの品しなまで、旅たびの装束さうぞくめづらしきさまなり。

◇　お供の人々、下々のまで、旅の装束を立派に整えてある。

■　いつの間まにかしあへけむと見みえたり。

◇　いつの間にこんなに準備したのだろうかと思われた。

■　御おほむよそひは言いふべくもあらず。

◇　ご装束はいうまでもない。

■　御衣櫃みぞびつあまたかけさぶらはすP56,1。

◇　御衣櫃を幾棹となく荷なわせお供をさせる。

■　まことの都みやこの苞つとにしつべき御贈おほむおくり物ものども、ゆゑづきて、思おもひ寄よらぬ隈くまなし。

◇　実に都への土産にできるお贈り物類、立派な物で、気のつかないところがない。

■　今日けふたてまつるべき狩かりの御装束おほむさうぞくに、

◇　今日お召しになるはずの狩衣のご装束に、


P56 さぶらはす--*たまはす

1 【御衣櫃あまたかけさぶらはす】大島本は「あまたかけたまハす」とある。主語は明石入道。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「あまたかけさぶらはす」と校訂する。


明石．４．４．８

■　「寄よる波なみに立たちかさねたる旅衣たびごろも

しほどけしとや人ひとの厭いとはむ1」

◇　「ご用意致しました旅のご装束は寄る波の

涙に濡れていまので、嫌だとお思いになりましょうか」


1 【寄る波に立ちかさねたる旅衣しほどけしとや人の厭はむ】明石の君の贈歌。「たち」は「裁ち」と「立ち」の掛詞。「波」「立つ」「塩どけし」は縁語。「寄る波に」から「旅衣」まで下句に係る序詞。「人」は源氏をさす。


明石．４．４．９

■　とあるを御覧ごらんじつけて、騒さわがしけれど、

◇　とあるのを御発見なさって、騒がしい最中であるが、

明石．４．４．１０

■　「かたみにぞ換かふべかりける逢あふことの

日数隔ひかずへだてむ中なかの衣ころもを1」

◇　「お互いに形見として着物を交換しましょう

また逢える日までの間の二人の仲の、この中の衣を」


1 【かたみにぞ換ふべかりける逢ふことの日数隔てむ中の衣を】源氏の返歌。「旅衣」に対して「中の衣」と返す。「かたみに」に「形見」と「互いに」。「中の」は「中の衣」と「仲」。「隔てむ」は上からは「日数隔てむ」、下へは「隔てむ中の衣」と両方に係る掛詞。


明石．４．４．１１

■　とて、

◇　とおっしゃって、

■　「心こころざしあるを1」

◇　「せっかくの好意だから」

■　とて、たてまつり替かふ。

◇　と言って、お召し替えになる。

■　御身おほむみになれたるどもを遣つかはす。

◇　お身につけていらしたのをお遣わしになる。

■　げに、今一重偲いまひとへしのばれたまふべきことを添そふる形見かたみなめり2。

◇　なるほど、もう一つお偲びになるよすがを添えた形見のようである。

■　えならぬ御衣おほむぞに匂にほひの移うつりたるを、いかが人ひとの心こころにも染しめざらむ。

◇　素晴らしいお召し物に移り香が匂っているのを、どうして相手の心にも染みないことがあろうか。

■　入道にふだう、

◇　入道は、

■　「今いまはと世よを離はなれ4はべりにし身みなれども、今日けふの御送おほむおくりに仕つかうまつらぬこと」

◇　「きっぱりと世を捨てました出家の身ですが、今日のお見送りにお供申しませんことが」

■　など申まうして、かひをつくる5もいとほしながら、若わかき人ひとは笑わらひP57ぬべし。

◇　などと申し上げて、べそをかいているのも気の毒だが、若い人ならきっと笑ってしまうであろう。


P57 笑ひ--わ（わ/+ら）ひ

1 【心ざしあるを】源氏の心中。

2 【げに今一重偲ばれたまふべきことを添ふる形見なめり】「げに」語り手の納得。「今一重」は一層の意と衣の縁で「一重」との掛詞。「偲ばれ給ふ」の主語は源氏。「れ」受身の助動詞。「なめり」は「な」（断定の助動詞、連体形、活用語尾が撥音便化して無表記）「めり」（推量の助動詞、視界内推量）。語り手がその場で見て心中を推量しているニュアンス。

3? 【いかが人の心にも染めzらむ】「人」は明石の君をさす。語り手の推量、反語表現で強調。

4 【今はと世を離れ】以下「仕うまつらぬこと」まで、明石の入道の詞。

5 【かひをつくる】べそをかく意。また海辺の縁で「貝」を連想させる語句。


明石．４．４．１２

■　「世よをうみにここらしほじむ身みとなりて

なほこの岸きしをえこそ離はなれね1

◇　「世の中が嫌になって長年この海浜の汐風に吹かれて暮らして来たが

なお依然として子の故に此岸を離れることができずにおります


1 【世をうみにここらしほじむ身となりてなほこの岸をえこそ離れね】入道の贈歌。「うみ」に「海」と「憂み」。「この岸」の「こ」に「子」と「此」を掛け、「此岸」を「彼岸」の対で用いる。「潮じむ」は「海」の縁語。娘のことが案じられてならない。


明石．４．４．１３

■　心こころの闇やみS15は、いとど惑まどひぬべく1はべれば、境さかひまでだに」

◇　娘を思う親の心は、ますます迷ってしまいそうでございますから、せめて国境までなりとも」

■　と聞きこえて、

◇　と申し上げて、

■　「好すき好ずきしきさまなれど2、思おぼし出いでさせたまふ折をりはべらば」

◇　「あだめいた事を申すようでございますが、もしお思い出しあそばすことがございましたら」

■　など、御みけしき賜たまはる。

◇　などと、ご内意を頂戴する。

■　いみじうものをあはれと思おぼして、所々ところどころうち赤あかみたまへる御おほむまみのわたりなど、言いはむかたなく見みえたまふ。

◇　たいそう気の毒にお思いになって、お顔の所々を赤くしていらっしゃるお目もとのあたりがなどが、何ともいいようなくお見えになる。

■　「思おもひ捨すてがたき筋3すぢもあめれば、今いまいととく見直みなほしたまひてむ4。

◇　「放っておきがたい事情もあるので、きっと今すぐにお思い直しくださるでしょう。

■　ただこの住すみかこそ見捨みすてがたけれ。

◇　ただ、この住まいが見捨てがたいのです。

■　いかがすべき」

◇　どうしたものでしょう」

■　とて、

◇　とおっしゃって、


S15 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【心の闇はいとど惑ひぬべく】以下「境までだに」まで、入道の詞。「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）。「境」は、播磨国と摂津国境。「だに」副助詞、最小限の願望。

2 【好き好きしきさまなれど】以下「折はべらば」まで、入道の詞。「折はべらば」の下に、お便りをください、の意が込められている。

3 【思ひ捨てがたき筋】以下「いかがすべき」まで、源氏の詞。明石の君が源氏の子を懐妊していることをさす。

4 【見直したまひてむ】「見直し」の主語は明石の君。「て」完了の助動詞、確述。「む」推量の助動詞、きっと思い直して下さるであろうの意。


明石．４．４．１４

■　「都出みやこいでし春はるの嘆なげきに劣おとらめや

年経としふる浦うらを別わかれぬる秋1あき」

◇　「都を立ち去ったあの春の悲しさに決して劣ろうか

年月を過ごしてきたこの浦を離れる悲しい秋は」


1 【都出でし春の嘆きに劣らめや年経る浦を別れぬる秋】源氏の返歌。一昨年の春三月二十日余りに離京した。その時の別離の悲しみに変わらないという。


明石．４．４．１５

■　とて、おし拭のごひたまへるに、いとどものおぼえず1、しほたれまさる。

◇　とお詠みになって、涙を拭っていらっしゃると、ますます分別を失って、涙をさらに流す。

■　立たちゐもあさましうよろぼふ。

◇　立居もままならず転びそうになる。


1 【いとどものおぼえず】以下の主語は明石入道。


第五段　残された明石の君の嘆き

明石．４．５．１

■　正身さうじみの心地ここち、たとふべき方かたなくて、かうしも人ひとに見みえじ1と思おもひ沈しづむれど、身みの憂うきをもとにて、わりなきことなれど2、うち捨すてたまへる恨うらみのやる方かたなきに3、たけきこととは、ただ涙なみだに沈しづめり。

◇　娘ご本人の気持ちは、たとえようもないくらいで、こんなに深く悲嘆していると誰にも見せまいと気持ちを沈めていたが、わが身のつたなさがもとで、無理のないことであるが、お残しになって行かれた恨みの晴らしようがないが、せいぜいできることは、ただ涙に沈むばかりである。

■　母君ははぎみも慰なぐさめわびては4、

◇　母君も慰めるのに困って、

■　「何なに、かく5心尽こころづくしなることを思おもひそめけむ。

◇　「どうして、こんなに気を揉むようなことを思いついたのでしょう。

■　すべて、ひがひがしき人ひとに従したがひける心こころのおこたりぞ」

◇　あれもこれも、偏屈な主人に従ったわたしの失敗でした」

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　「あなかまや6。

◇　「まあ、静かに。

■　思おぼし捨すつまじきこと7もものしたまふめれば、さりとも、思おぼすところあらむ8。

◇　お捨て置きになれない事情もおありになるようですから、今は別れたといっても、お考えになっていることがございましょう。

■　思おもひ慰なぐさめて、御湯おほむゆなどをだに参まゐれ。

◇　気持ちを落ち着かせて、せめてお薬湯などでも召し上がれ。

■　あな、ゆゆしや」

◇　ああ、縁起でもない」

■　とて、片隅かたすみに寄よりゐたり9。

◇　と言って、片隅に座っていた。

■　乳母めのと、母君ははぎみなど、ひがめる心こころを言いひ合あはせつつ、

◇　乳母、母君などは、偏屈な心をそしり合いながら、

■　「いつしか、いかで10思おもふさまにて見みたてまつらむと、年月としつきを頼たのみ過すぐし、今いまや、思おもひ叶かなふとこそ頼たのみきこえつれ11、心苦こころぐるしきことをも、もののP58はじめに見みるかな」

◇　「早く早く、何とか願い通りにしてお世話申そうと、長い年月を期待して過ごしてき、今や、その願いが叶ったと頼もしくお思い申したのに、気の毒にも、事の初めから味わおうとは」


P58 ものの--*物

1 【かうしも人に見えじ】明石の君の心中。

2 【わりなきことなれど】語り手の挿入句。『完訳』は「自分の運命に原因があるとしながら、次に源氏への「恨み」を抱くところから、語り手が「わりなき」（理屈に合わぬ）と評す」と注す。

3 【恨みのやる方なきに】大島本は「うらみのやるかたなきに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「恨みのやる方なきに、面影にそひて忘れがたきに」と「面影にそひて忘れがたきに」を補訂する。

4 【慰めわびては】大島本は「なくさめわひてハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「慰めわびて」と「は」を削除する。

5 【何にかく】以下「心のおこたりぞ」まで、母君の詞。偏屈な夫の言い分に従った自分の責任だといって慰める。

6 【あなかまや】以下「あなゆゆしや」まで、入道の詞。慰め。

7 【思し捨つまじきこと】娘が源氏の子を懐妊していることをさす。

8 【思すところあらむ】主語は源氏。

9 【片隅に寄りゐたり】『集成』は「口では強がりを言うものの、意気銷沈のてい」。『完訳』は「強弁はしながら、内心では自信を失って小さくなっている様子」と注す。

10 【いつしかいかで】以下「もののはじめに見るかな」まで、乳母の詞。「いつしか」は早く早くの意。

11 【こそ頼みきこえつれ】「こそ」係助詞。「つれ」完了の助動詞、已然形、係結び、逆接用法で、下文に続く。


明石．４．５．２

■　と嘆なげくを見みるにも、いとほしければ、いとどほけられて1、昼ひるは日一日ひひとひ、寝いをのみ寝暮ねくらし、夜よるはすくよかに起おきゐて、

◇　と嘆くのを見るにつけても、かわいそうなので、ますます頭がぼんやりしてきて、昼は一日中、寝てばかり暮らし、夜はすっくと起き出して、

■　「数珠ずずの行方ゆくへも知しらずなりにけり2」

◇　「数珠の在りかも分からなくなってしまった」

■　とて、手**をおしすりて仰あふぎゐたり。

◇　と言って、手をすり合わさせて茫然としていた。

■　弟子でしどもにあはめられて、月夜つきよに出いでて行道ぎゃうだうするものは3、遣水やりみづに倒たふれ入いりにけり。

◇　弟子たちに軽蔑されて、月夜に庭先に出て行道をしたにはしたのだが、遣水の中に落ち込んだりするのであった。

■　よしある岩いはの片側かたそばに腰こしもつきそこなひて、病やみ臥ふしたるほどになむ、すこしもの紛まぎれける。

◇　風流な岩の突き出た角に腰をぶっつけて怪我をして、寝込むことになってようやく、物思いも少し紛れるのであった。

◆　 
と なげく を みる に も、 いとほしけれ ば、 いとど ほけ られ て、 ひる は ひ ひとひ、 い を のみ ね くらし、 よる は すくよか に おき ゐ て、 "ずず の ゆくへ も しら ず なり に けり。" とて、 て おし-すり て あふぎ ゐ たり。
 でし-ども に あはめ られ て、 つきよ に いで て ぎゃうだう する もの は、 やりみづ に たふれ いり に けり。 よし ある いは の かたそば に こし も つき そこなひ て、 やみ ふし たる ほど に なむ、 すこし もの-まぎれ ける。


1 【いとどほけられて】「られ」自発の助動詞。以下、入道の源氏が去って以後の日常の様子。

2 【数珠の行方も知らずなりにけり】入道の詞。

3 【行道するものは】「は」係助詞、区別・強調のニュアンス。『集成』は「一念発起、月夜に庭に出て行道したまではよかったが、なんと遣水にころげ込んでしまった」。『完訳』は「「--するものは--けり」は、これはしたり、と揶揄する語法」、「月夜に出て行道しようとしたところ、これはしたり、遣水の中にころげ落ちるという始末なのであった」と訳す。


第五章　光る源氏の物語　帰京と政界復帰の物語

第一段　難波の御祓い

明石．５．１．１

■　君きみは、難波なにはの方かたに渡わたりて1御祓おほむはらへしたまひて、住吉すみよしにも、平たひらかにて2、いろいろの願果ぐわんはたし申まうすべきよし、御使おほむつかひして申まうさせたまふ3。

◇　君は、難波の方面に渡ってお祓いをなさって、住吉の神にも、お蔭で無事であったので、改めていろいろと願ほどき申し上げる旨を、お使いの者に申させなさる。

■　にはかに所狭ところせうてP59、みづからはこのたびえ詣まうでたまはず、ことなる御逍遥おほむせうえうなどなくて、急いそぎ入いりP60たまひぬ。

◇　急に大勢の供回りとなったので、ご自身は今回はお参りすることがおできになれず、格別のご遊覧などもなくて、急いで京にお入りになった。


P59 所狭うて--所せう（う/+て）

P60 入り--ま（ま/＃）いり

1 【君は難波の方に渡りて】源氏の都への帰路。

2 【平らかにて】「て」接続助詞、順接、原因・理由。

3 【御使して申させたまふ】「させ」使役の助動詞、「給ふ」尊敬の補助動詞。源氏は後日改めてお礼参りに詣でる。


明石．５．１．２

■　二条院にでうのゐんにおはしましP61着つきて、都みやこの人ひとも、御供おほむともの人ひとも1、夢ゆめの心地ここちして行ゆき合あひ、喜よろこび泣なきども2ゆゆしきまで立たち騷さわぎたり。

◇　二条院にお着きあそばして、都の人も、お供の人も、夢のような心地がして再会し、喜んで泣くのも縁起が悪いくらいまで大騷した。

■　女君をむなぎみも、かひなきものに思おぼし捨すてつる命3いのち、うれしう思おぼさるらむP62かし4。

◇　女君も、生きていても甲斐ないとまでお思い棄てていた命、嬉しくお思いのことであろう。

■　いとうつくしげにねびととのほりて、御おほむもの思おもひのほどに、所狭ところせかりし御髪みぐしのすこしへがれP63たるしも、いみじうめでたきを、

◇　とても美しくご成人なさって、ご苦労の間に、うるさいほどあったお髪が少し減ったのも、かえってたいそう素晴らしいのを、

■　「今いまはかくて見みるべきぞかし5」

◇　「今はもうこうして毎日お会いできるのだ」

■　と、御心落みこころおちゐるにつけては、また、かの飽あかず別わかれし人6ひとの思おもへりしさま、心苦こころぐるしう思おぼしやらる7。

◇　と、お心が落ち着くにつけて、また一方では、心残りの別れをしてきた人が悲しんでいた様子、痛々しくお思いやらずにはいられない。

■　なほ世よとともに、かかる方かたにて御心みこころの暇いとまぞなきや8。

◇　やはり、いつになってもこのような方面では、お心の休まる時のないことよ。


P61 おはしまし--おはし（し/+まし〈朱〉）

P62 思さるらむ--おほさるらむも（も/＃）

P63 へがれ--つ（つ/＃へ）かれ

1 【御供の人も】大島本は「御との人」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「御供の人」と「も」を補訂して「供」とする。

2 【喜び泣きども】大島本は「よろこひなきとも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「よろこびび泣きも」と「と」を削除する。

3 【かひなきものに思し捨てつる命】紫の君は源氏と別れる時に「惜しからぬ命にかへて目の前の別れをしばしとどめてしがな」（須磨）と詠んだ。

4 【思さるらむかし】「らむ」推量の助動詞、視界外推量、語り手がやや離れた所から見て推量しているニュアンス。

5 【今はかくて見るべきぞかし】源氏の心中。「べき」推量の助動詞、可能。一緒に暮らすことができるのだ。

6 【かの飽かず別れし人】明石の君をさす。

7 【思しやらる】「る」自発の助動詞。

8 【なほ世とともにかかる方にて御心の暇ぞなきや】「なほ」副詞。「や」終助詞、詠嘆。語り手の源氏の女性に対する態度への批評。


明石．５．１．３

■　その人ひとのことども1など聞きこえ出いでたまへり。

◇　その女のことなどをお話し申し上げなさった。

■　思おぼし出いでたる御みけしき浅あさからず見みゆるを、ただならずや見みたてまつりたまふらむ3、わざとならず、

◇　お思い出しになるご様子が一通りのお気持ちでなく見えるので、並々のご愛着ではないと拝見するのであろうか、さりげなく、

■　「身みをば思おもはずS16,4」

◇　「わたしの身の上は思いませんが」

■　など、ほのめかしたまふぞ、をかしうらうたく思おもひきこえたまふ。

◇　などと、ちらっと嫉妬なさるのが、しゃれていていじらしいとお思い申し上げなさる。

■　かつ、

◇　また一方で、

■　「見みるにだに5飽あかぬS17御おほむさまを、いかでP64隔へだてつる年月としつきぞ」

◇　「見ていてさえ見飽きることのないご様子を、どうして長い年月会わずにいられたのだろうか」

■　と、あさましきまで思おもほすに、取とり返かへし、世よの中なかも6いと恨うらめしうなむ。

◇　と、信じられないまでの気持ちがするので、今さらながら、まことに世の中が恨めしく思われる。


S16 忘らるる身をば思はず誓ひてし人の命の惜しくもあるかな（拾遺集恋四-八七〇　右近）

S17 陸奥の安積の沼の花かつみかつ見る人に恋ひやわたらむ（古今集恋四-六七七　読人しらず）

P64 いかで--いかて／＼（／＼/＃）

1 【その人のことども】明石の君に関する事柄。

2? 【思し出たる御けしき】源氏の態度・表情をいう。

3 【ただならずや見たてまつりたまふらむ】「や」係助詞、疑問。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。語り手の紫の君の心中を推量した挿入句。

4 【身をば思はず】「忘らるる身をば思はず誓ひてし人の命の惜しけもあるかな」（拾遺集恋四、八七〇、右近）の第二句を引く。自分のことはかまわないが、神仏に誓ったあなたの命が心配だという意。

5 【かつ見るにだに】以下「隔てつる年月ぞ」まで、源氏の心中。『完訳』は「陸奥の安積の沼の花がつみかつ見る人に恋ひやわたらむ」（古今集恋四、六七七、読人しらず）を指摘。

6 【世の中も】『集成』は「あの時のいきさつも」。『完訳』は「この世の中が」と注す。


明石．５．１．４

■　ほどもなく、元もとの御位おほむくらゐあらたまりて、員かずより外ほかの権大納言ごんのだいなごんになりたまふ。

◇　まもなく、元のお位に復して、員外の権大納言におなりになる。

■　次々つぎつぎの人ひとも2、さるべき限かぎりは元もとの官返つかさかへし賜たまはり、世よに許ゆるさるるほど、枯かれたりし木きの春はるにあへる心地ここちして、いとめでたげなり。

◇　以下の人々も、しかるべき者は皆元の官を返し賜わり、世に復帰するのは、枯れていた木が春にめぐりあった有様で、たいそうめでたい感じである。


1? 【ほどなく元の御位あらたまりて員より外の権大納言になりたまふ】いったん元の位であった参議右大将に復し、改めて権大納言右大将に昇進。中納言を経ず異例の昇進。

2 【次々の人も】『集成』は「源氏に連座して罷免された家臣たち」。『完訳』は「源氏方には、須磨への供人など、昇進の滞った者も多かった」と注す。


第二段　源氏、参内

明石．５．２．１

■　召めしありて、内裏うちに参まゐりたまふ1。

◇　お召しがあって、参内なさる。

■　御前おまへにさぶらひたまふに、ねびまさりて2、

◇　御前に伺候していられると、いよいよ立派になられて、

■　「いかで、さるものむつかしき住すまひに年経としへたまひつらむ3」

◇　「どうしてあのような辺鄙な土地で、長年お暮らしになったのだろう」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝見する。

■　女房にょうばうなどの、院ゐんの御時おほむときさぶらひて4、老おいしらへるどもは、悲かなしくて、今いまさらに泣なき騒さわぎめできこゆ。

◇　女房などの中で、故院の御在世中にお仕えして、年老いた連中は、悲しくて、今さらのように泣き騒いでお褒め申し上げる。


1 【召しありて内裏に参りたまふ】源氏、参内し、兄の朱雀帝としめやかに語る。

2 【ねびまさりて】源氏の姿をいう。

3 【いかでさるものむつかしき住まひに年経たまひつらむ】御前の女房の心中。

4 【院の御時さぶらひて】大島本は「院の御時さふらひて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「院の御時よりさぶらひて」と「より」を補訂する。


明石．５．２．２

■　主上うへも、恥はづかしう1さへ思おぼし召めされて、御おほむよそひなどことに引ひきつくろひて出いでおはします。

◇　主上も、恥ずかしくまで思し召されて、御装束なども格別におつくろいになってお出ましになる。

■　御心地みここち、例れいならで、日ひごろ経へさせたまひければ、いたう衰おとろへさせたまへるを、昨日今日きのふけふぞ、すこしよろしう思おぼされける。

◇　お加減が、すぐれない状態で、ここ数日おいであそばしたので、ひどくお弱りあそばしていらっしゃったが、昨日今日は、少しよろしくお感じになるのであった。

■　御物語おほむものがたりしめやかにありて、夜よるに入いりぬ。

◇　お話をしみじみとなさって、夜に入った。


1 【主上も恥づかしう】『完訳』は「源氏を罪に陥れた慚愧の念に、源氏の美麗さがいっそうまぶしい」と注す。


明石．５．２．３

■　十五夜じふごやの月つきおもしろう静しづかなるに1、昔むかしのこと、かき尽つくしP65思おぼし出いでられて2、しほたれさせたまふ。

◇　十五夜の月が美しく静かなので、昔のことを、一つ一つ自然とお思い出しになられて、お泣きあそばす。

■　もの心細こころぼそく思おぼさるるなるべし3。

◇　何となく心細くお思いあそばさずにはいられないのであろう。

■　「遊あそびなどもせず4、昔聞むかしききし物ものの音ねなども聞きかで、久ひさしうなりにけるかな」

◇　「管弦の催しなどもせず、昔聞いた楽の音なども聞かないで、久しくなってしまったな」

■　とP66のたまはするに、

◇　と仰せになるので、


P65 かき尽くし--かき（き/+つ〈朱〉）くし（し/＄〈朱〉）

P66 と--な（な/＃）と

1 【十五夜の月おもしろう静かなるに】二年前、源氏は須磨で眺めた。

2 【かき尽くし思し出でられて】大島本は「かき（き＋つ〈朱〉）くつ（つ＃〈朱〉）し」と朱筆で「つ」を補入し本行の「つ」を抹消する。すなわち本行の「かきくつし」を「かきつくし」と改めている。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かきくづし」と校訂する。

3 【もの心細く思さるるなるべし】語り手の帝の心中を推測した挿入句。

4 【遊びなどもせず】以下「久しうなりにけるかな」まで、帝の詞。


明石．５．２．４

■　「わたつ海みにしなえうらぶれ蛭ひるの児こS18の

脚立あしたたざりし年としは経へにけり1」

◇　「海浜でうちしおれて落ちぶれながら蛭子のように

立つこともできず三年を過ごして来ました」


S18 かぞいろはいかにあはれと思ふらむ三年になりぬ足立たずして（和漢朗詠下-六九七　大江朝綱）

1 【わたつ海にしなえうらぶれ蛭の児の脚立たざりし年は経にけり】源氏の贈歌。「かぞいろはあはれと見ずや蛭の子は三歳になりぬ脚立たずして」（日本紀竟宴和歌、大江朝綱）を踏まえる。いざなぎ・いざなみの国生みの神話にもとづく和歌。


明石．５．２．５

■　と聞きこえたまへり1。

◇　とお応え申し上げなさった。

■　いとあはれに心恥こころはづかしう思おぼされて、

◇　とても胸をうち心恥しく思わずにはいらっしゃれないで、


1 【と聞こえたまへり】大島本は「給へり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへば」と文を続ける。


明石．５．２．６

■　「宮柱みやばしらめぐりあひける時ときしあれば

別わかれし春はるの恨うらみ残のこすな1」

◇　「こうしてめぐり会える時があったのだから

あの別れた春の恨みはもう忘れてください」


1 【宮柱めぐりあひける時しあれば別れし春の恨み残すな】帝の返歌。「宮柱」は、いざなぎ・いざなみの国生みの神話にもとづく。皇族にふさわしい和歌の贈答。


明石．５．２．７

■　いとなまめかしき御おほむありさまなり。

◇　実に優美な御様子である。

明石．５．２．８

■　院ゐんの御おほむために、八講行はかうおこなはるべきこと、まづ急いそがせたまふ1。

◇　故院の御追善供養のために、法華御八講を催しなさることを、何より先にご準備させなさる。

■　春宮とうぐうを見みたてまつりたまふに、こよなくおよすげさせたまひて、めづらしう思おぼしよろこびたるを2、限かぎりなくあはれと見みたてまつりたまふ3。

◇　東宮にお目にかかりなさると、すっかりと御成人あそばして、珍しくお喜びになっているのを、感慨無量のお気持ちで拝しなさる。

■　御才おほむざえもこよなくまさらせたまひて、世よをたもたせたまはむに、憚はばかりあるまじく、かしこく見みえさせたまふ。

◇　御学問もこの上なくご上達になって、天下をお治めあそばすにも、何の心配もいらないように、ご立派にお見えあそばす。

■　入道にふだうの宮みやにも、御心みこころすこし静しづめて、御対面おほむたいめんのほどにも、あはれなることどもあらむかし5。

◇　入道の宮にも、お心が少し落ち着いて、ご対面の折には、しみじみとしたお話がきっとあったであろう。


1 【急がせたまふ】主語は源氏。「せ」使役の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。

2 【めづらしう思しよろこびたるを】東宮の表情。

3 【あはれと見たてまつりたまふ】主語は源氏。

4? 【御才もこよなくまさらせたまひて世をたもたせたまはむに憚かりあるまじくかしこく見えさせたまふ】このとき東宮、十歳。即位するにふさわしい成長ぶりと資質を語る。

5 【あはれなることどもあらむかし】「む」推量の助動詞。「かし」終助詞、念押し、語り手の推量表現。


第三段　明石の君への手紙、他

明石．５．３．１

■　まことや、かの明石あかしには1、返かへる波なみに2御文遣おほむふみつかはす。

◇　そうそう、あの明石には、送って来た者たちの帰りにことづけて、お手紙をお遣はしになる。

■　ひき隠かくして3こまやかに書かきたまふめり4。

◇　人目に立たないようにして情愛こまやかにお書きになるようである。


1 【まことやかの明石には】源氏、明石の君に歌を贈り、また五節の君と和歌を贈答する。

2 【返る波に】大島本は「かへる浪に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「返る波につけて」と「つけて」を補訂する。「返る波」は明石から源氏を送ってきた人々をいう。歌語的表現。

3 【ひき隠して】紫の君への遠慮。

4 【こまやかに書きたまふめり】「めり」推量の助動詞、視界内推量。語り手が側で見て語っているニュアンス。


明石．５．３．２

■　「波なみのよるよるいかに1、

嘆なげきつつ明石あかしの浦うらに朝霧あさぎりの

立たつやと人ひとを思おもひやるかな2」

◇　「波の寄せる夜々は、どのように、

お嘆きになりながら暮らしていらっしゃる明石の浦に

嘆きの息が朝霧となって立ちこめているのではないかと想像しています」


1 【波のよるよるいかに】以下、源氏の文。「よるよる」は「寄る寄る」と「夜々」の掛詞。和歌に係っていく表現。

2 【嘆きつつ明石の浦に朝霧の立つやと人を思ひやるかな】源氏の贈歌。「あかし」は「明かし」と「明石」の掛詞。「君が行く海辺の宿に霧立たば吾が立ち嘆く息と知らませ」（万葉集、巻十五）、「ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れゆく舟をしぞ思ふ」（古今集羈旅、四〇九、柿本人麿）などを踏まえる。


明石．５．３．３

■　かの帥そちの娘五節1むすめごせち、あいなく、人知ひとしれぬもの思おもひさめぬる心地ここちして、まくなぎつくらせて3さし置おかせけり。

◇　あの大宰帥の娘の五節は、どうにもならないことだが、人知れずご好意をお寄せ申していたのもさめてしまった感じがして、目くばせさせて置いて行かせたのであった。


1 【かの帥の娘五節】大島本は「むすめ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「むすめの」と「の」を補訂する。「須磨」巻に登場。

2? 【あいなく人知えあぬもの思ひさめぬる心地して】『完訳』は「「あいなく」は、源氏への思慕を不似合いとする、語り手の評言」と注す。

3 【まくなぎつくらせて】『集成』は「使いにどこからの文とも言わせず、ただ目くばせさせて」。『完訳』は「紫の上に気づかれぬよう、女房に手紙を渡させる」と注す。


明石．５．３．４

■　「須磨すまの浦うらに心こころを寄よせし舟人ふなびとの

やがて朽くたせる袖そでを見みせばや」

◇　「須磨の浦で好意をお寄せ申した舟人が

そのまま涙で朽ちさせてしまった袖をお見せ申しとうございます」

明石．５．３．５

■　「手てなどこよなくまさりにけり2」

◇　「筆跡などもたいそう上手になったな」

■　と、見みおほせたまひて、遣つかはす。

◇　と、お見抜きになって、お遣わしになる。


1? 【須磨の浦に心をよ寄し舟人のやがて朽たせる袖を見せばや】五節の贈歌。「舟人」に自分を喩える。

2 【手などこよなくまさりにけり】源氏の感想。五節の筆跡の上達に感心。


明石．５．３．６

■　「帰かへりてはS19かことやせまし寄よせたりし

名残なごりに袖そでの干ひがたかりしを1」

◇　「かえってこちらこそ愚痴を言いたいくらいです、ご好意を寄せていただいて

それ以来涙に濡れて袖が乾かないものですから」


S19 いたづらに立ち返りにし白波の名残に袖のひる時もなし（後撰集恋四-八八四　藤原朝忠）

1 【帰りてはかことやせまし寄せたりし名残に袖の干がたかりしを】源氏の返歌。「朽たせる袖」を「却りて」「袖の干難かりし」と返す。「いたづらに立ちかへりにし白波のなごりに袖の干る時もなし」（後撰集恋四、八八四、藤原朝忠）。「かこと」は『日葡辞書』には「カコト」「カゴト」両方ある。


明石．５．３．７

■　「飽あかずをかし」

◇　「いかにもかわいい」

■　と思おぼしし名残なごりなれば、おどろかされたまひて、いとど思おぼし出いづれど、このごろ1は、さやうの御振おほむふる舞まひ、さらにつつみたまふめり2。

◇　とお思いになった昔の思い出もあるので、はっとびっくりさせられなさって、ますますいとしくお思い出しになるが、最近は、そのようなお忍び歩きはまったく慎んでいらっしゃるようである。

■　花散里はなちるさとなどにも、ただ御消息おほむせうそこなどばかりにて、おぼつかなく、なかなか恨うらめしげなり。

◇　花散里などにも、ただお手紙などばかりなので、心もとなく思われて、かえって恨めしい様子である。


1 【このごろ】上代は清音。『図書寮本名義抄』に「コノゴロ」とある。

2 【つつみたまふめり】「めり」推量の助動詞、視界内推量。語り手が実際に源氏の行動を目にして語っているニュアンス。



１４． 澪標 (みをつくし)

第一章　光る源氏の物語　光る源氏の政界領導と御世替わり

第一段　故桐壺院の追善法華御八講

澪標．１．１．１

■　さやかに見みえたまひし夢ゆめのの後ちは1、院ゐんの帝みかどの御おほむことを心こころにかけきこえたまひて、

◇　はっきりとお見えになった夢の後は、院の帝の御ことを心にお掛け申し上げになって、

■　「いかで、かの沈しづみたまふらむP1,2罪つみ、救すくひたてまつることをせむ」

◇　「何とか、あの沈んでいらっしゃるという罪、お救い申すことをしたい」

■　と、思おぼし嘆なげきけるを、かく帰かへりたまひては、その御急おほむいそぎしたまふ。

◇　と、お嘆きになっていらしたが、このようにお帰りになってからは、そのご準備をなさる。

■　神無月かむなづきに御八講みはかうしたまふ。

◇　神無月に御八講をお催しになる。

■　世よの人ひとP2なびき仕つかうまつること、昔むかしのやうなり。

◇　世間の人が追従し奉仕すること、昔と同じようである。


P1 たまふらむ--*たまえむ

P2 世の人--世の人の（の/＄〈朱〉）

1 【さやかに見えたまひし夢の後は】源氏、政界に復帰し、院の追善法華八講を催す。

2 【いかでかの沈みたまふらむ】大島本は「しつミたまえむ」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「沈みたまふらむ」と校訂する。以下「救ひたてまつることをせむ」まで、源氏の心中。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。「明石」巻で「われは、位にありし時」云々と源氏に語ったことをふまえる。『集成』は「院が苦しんでいらっしゃるという」と訳す。


澪標．１．１．２

■　大后おほきさき、御悩おほむなやみ重おもくおはしますうちにも、

◇　皇太后、御病気が重くいらっしゃる間でも、

■　「つひにこの人ひとを1え消けたずなりなむこと」

◇　「とうとうこの人を失脚させないで終わってしまうことよ」

■　と、心病こころやみ思おぼしけれど、帝みかどは院ゐんの御遺言ごゆいごんを思おもひきこえたまふ。

◇　と、悔しくお思いになったが、帝は故院の御遺言をお考えあそばす。

■　ものの報むくいありぬべく思おぼしけるを、直なほし立たてたまひて、御心地涼みここちすずしくなむ思おぼしける。

◇　きっと何かの報いがあるにちがいないとお思いになったが、復位おさせになって、御気分がすがすがしくなるのであった。

■　時々ときどきおこり悩なやませたまひし御目おほむめも、さはやぎたまひぬれど、

◇　時々眼病が起こってお悩みあそばした御目も、さわやかにおなりになったが、

■　「おほかた世よにえ長ながく2あるまじう、心細こころぼそきこと」

◇　「おおよそ長生きできそうになく、心細いことだ」

■　とのみ、久ひさしからぬことを3思おぼしつつ4、常つねに召めしありて、源氏げんじの君きみは参まゐりたまふ。

◇　とばかり、長くないことをお考えになりながら、いつもお召しがあって、源氏の君は参内なさる。

■　世よの中なかのことなども、隔へだてなくのたまはせつつ、御本意おほむほいのやうなれば、おほかたの世よの人ひとも、あいなく、うれしきことに喜よろこびきこえける。

◇　政治の事なども、隔意なく仰せになり仰せになっては、御本意のようなので、世間一般の人々も、関係なくも、嬉しいこととお喜び申し上げるのであった。


1 【つひにこの人を】以下「なりなむこと」まで、弘徽殿大后の心中。「なむ」連語、完了の助動詞「な」確述、「む」推量の助動詞、推量の意味を強調確述する。--してしまうのだろう。『完訳』の「とうとうこの君を圧さえきることができないでしまったのかと」は、むしろ「ぬる」の本文に近い訳文。

2 【おほかた世にえ長く】以下「心細きこと」まで、帝の心中。「世」は寿命をさす。

3 【久しからぬことを】寿命と在位の解釈がある。『集成』は「お命の長かぬことを」。『完訳』は「御位にも久しくおとどまりにはなれまいと」と訳す。二者択一的な理解でなく両義を併せ読んでよいだろう。

4 【思しつつ】「つつ」接尾語、同じ動作の繰返し。お考えになりお考えになっては。


第二段　朱雀帝と源氏の朧月夜尚侍をめぐる確執

澪標．１．２．１

■　下おりゐなむの御心みこころづかひ1近ちかくなりぬるにも、尚侍2ないしのかみ、心細こころぼそげに世**を思おもひ嘆なげきたまひつる3、いとあはれに思おぼされけり4。

◇　御譲位なさろうとの御配慮が近くなったのにつけても、尚侍の君、心細げに身の上を嘆いていらっしゃるのが、とてもお気の毒に思し召されるのであった。

◆　 
おりゐ な む の みこころづかひ ちかく なり ぬる も、 ないし-の-かみ、 こころぼそげ に おもひ なげき たまひ  つる、 いと あはれ に おぼさ れ けり。


1 【下りゐなむの御心づかひ】「なむ」連語、「な」完了の助動詞、確述。「む」推量の助動詞。御譲位なさってしまおうとの御配慮。

2 【尚侍】朧月夜尚侍。朱雀帝の後宮の尚侍。定員二名のうちの実質的な帝の御妻。もう一人は実務官。

3 【世を思ひ嘆きたまひつる】大島本は「なけき給つる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。「世」は人生、身の上をさす。

4 【いとあはれに思されけり】主語は帝。「れ」自発の助動詞。帝は朧月夜をとても不憫なと思わずにはいらっしゃれないのだった。


澪標．１．２．２

■　「大臣亡おとどうせたまひ1、大宮おほみやも頼たのもしげなくのみ篤あついたまへるに、我わが世残よのこり少すくなき心地ここちするになむ2、いといとほしう、名残なごりなきさまにてとまりたまはむとすらむ3。

◇　「大臣がお亡くなりになり、大宮も頼りなくばかりいらっしゃる上に、わたしの寿命までが長くないような気がするので、とてもお気の毒に、かつてとすっかり変わった状態で後に残されることでしょう。

■　昔むかしより、人ひとには思おもひ落おとしたまへれど4、みづからの心こころざしのまたなきならひに5、ただ御おほむことのみなむ、あはれにおぼえける。

◇　以前から、あの人より軽く思っておいでですが、わたしの愛情はずっと他の誰よりも深いものですから、ただあなたのことだけを、愛しく思い続けてきたのでした。

■　立たちまさる人6ひと、また御本意おほむほいありて見みたまふとも、おろかならぬ心こころざしはしも、なずらはざらむと思おもふさへこそ、心苦こころぐるしけれ」

◇　わたし以上の人が、再び望み通りになってご結婚なさっても、並々ならぬ愛情だけは、及ばないだろうと思うのさえ、たまらないのです」


1 【大臣亡せたまひ】以下「心苦しけれ」まで、朱雀帝の朧月夜への詞。

2 【我が世残り少なき心地するになむ】「世」は寿命。「なむ」係助詞、「いといとほしう」に係るが、結びの流れで、下文に続く。帝の譲位後は、帝の内侍（御妻）としての待遇からうって変わった境遇、臣下の一人としてのような。

3 【とまりたまはむとすらむ】「む」推量の助動詞、推量また意志とも。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。生きておいでになろうとするのであろう。朧月夜の将来に対する気づかいとともに生い先短いと自覚する帝の僻みが感じられる言い方。

4 【人には思ひ落としたまへれど】「人」は源氏を暗示した言い方。主語はあなた（朧月夜）。あなたはわたしのことを源氏より軽んじていらっしゃるが。

5 【みづからの心ざしのまたなきならひに】『集成』は「私の方は誰にも劣らぬ深い愛情が身にしみてしまっていて」。『完訳』は「わたし自身の気持は一貫して誰にも劣るものではないのですから」と訳す。

6 【立ちまさる人】源氏をさしていう。


澪標．１．２．３

■　とて、うち泣なきたまふ。

◇　と言って、お泣きあそばす。

■　女君をむなぎみ、顔かほはいと赤あかく匂にほひて、こぼるばかりの御愛敬おほむあいぎゃうにて、涙なみだもこぼれぬるを、よろづの罪忘つみわすれて1、あはれにらうたしと御覧ごらんぜらる2。

◇　女君、顔は赤くそまって、こぼれるばかりのお美しさで、涙もこぼれたのを、一切の過失を忘れて、しみじみと愛しい、と御覧にならずにはいらっしゃれない。


1 【よろづの罪忘れて】帝は美しい朧月夜の顔から涙のこぼれるのを見て、すべての過失を許す気持ちになる。

2 【御覧ぜらる】「らる」自発の助動詞。御覧にならずにいられない。


澪標．１．２．４

■　「などか、御子みこをP3だに持もたまへるまじき1。

◇　「どうして、せめて御子だけでも生まれなかったのだろうか。

■　口惜くちをしうもあるかな。

◇　残念なことよ。

■　契ちぎり深ふかき人ひとのためには、今見出いまみいでたまひてむ2と思おもふも、口惜くちをしや。

◇　ご縁の深いあの方のためでしたら、今すぐにでもお生みになるだろうと思うにつけても、たまらないことよ。

■　限かぎりあれば3、ただ人うどにてぞ見みたまはむかし」

◇　身分に限りがあるので、臣下としてお育てになるのだろうね」


P3 御子を--みこ（こ/+を）

1 【などか御子をだに持たまへるまじき】以下「見たまはむかし」まで、帝の詞。「だに」副助詞、最低限の希望。せめて--だけでも。「も」副助詞、強調。「たまへ」は「与える」の尊敬語。「る」完了の助動詞。「まじき」打消推量の助動詞、係結びで、連体形。朧月夜との間に子供の出来なかった恨み言をいう。『集成』は「どうして、せめて御子だけでもお産みでなかったのでしょうか」。『完訳』は「どうして、せめてわたしの御子だけでもお産みになろうとしなかったのです」は、意志の打消推量に解す。

2 【契り深き人のためには今見出でたまひてむ】前世からの契りの浅い深いによって子供も生まれたり生まれなかったりするというのが、当時の考え方。「契り深き人」は源氏をさした言い方。「てむ」連語、「て」完了の助動詞、連用形、確述、「む」推量の助動詞。当然そうなろうという推量の強調。

3 【限りあれば】身分に規定がある。源氏は臣下で、皇族すなわち皇位継承者でないからの意。


澪標．１．２．５

■　など、行ゆく末すゑのことをさへのたまはするに、いと恥はづかしうも悲かなしうもおぼえたまふ1。

◇　などと、先々のことまで仰せになるので、とても恥ずかしくも悲しくもお思いになる。

■　御容貌おほむかたちなど、なまめかしうきよらにて、限かぎりなき御心みこころざしの年月としつきに添そふやうにもてなさせたまふに、めでたき人ひとなれど2、さしも思おもひたまへらP4ざりしけしき、心こころばへなど、もの思おもひ知しられたまふままに、

◇　お顔など、優雅で美しくて、この上ない御愛情が年月とともに深まってお扱いあそばすので、素晴らしい方であるが、それほど深く愛してくださらなかった様子、気持ちなど、自然と物事がお分かりになってくるにつれて、

■　「などて、わが心こころの3若わかくいはけなきにまかせて、さる騷さわぎをさへ引ひき出いでて、わが名なをばさらにもいはず、人ひとの御おほむためさへ」

◇　「どうして自分の思慮の若く未熟なのにまかせて、あのような事件まで引き起こして、自分の名はいうまでもなく、あの方のためにさえ」

■　など思おぼし出いづるに、いと憂うき御身おほむみなり。

◇　などとお思い出しになると、まことにつらいお身の上である。


P4 思ひたまへら--おも（も/+ひ）給つ（つ/＃へ）ら

1 【いと恥づかしうも悲しうもおぼえたまふ】主語は朧月夜。「恥づかし」「悲し」ともに含蓄のある言葉で、その内様は読者の想像に委ねた表現。

2 【めでたき人なれど】源氏をさす。以下、朧月夜の心に即した表現。

3 【などてわが心の】以下「人の御ためさへ」まで、朧月夜の心中。


第三段　東宮の御元服と御世替わり

澪標．１．３．１

■　明あくる年としの如月きさらぎに、春宮とうぐうの御元服2ごげんぶくのことあり1。

◇　翌年の二月に、東宮の御元服の儀式がある。

■　十一じふいちになりたまへど、ほどより大おほきに、おとなしうきよらにて、ただ源氏げんじの大納言だいなごんの御顔おほむかほを二ふたつに写うつしたらむやうに見みえたまふ。

◇　十一歳におなりだが、年齢以上に大きくおとならしく美しくて、まるで源氏の大納言のお顔をもう一つ写したようにお見えになる。

■　いとまばゆきまで光ひかりあひたまへるを、世人よひとめでたきものに聞きこゆれど、母宮4ははみや、いみじうかたはらいたきことに、あいなく御心みこころを尽つくしたまふ。

◇　たいそう眩しいまでに光り輝き合っていらっしゃるのを、世間の人々は素晴らしいこととお噂申し上げるが、母宮は、たいそうはらはらなさって、どうにもならないことにお心をお痛めになる。

■　内裏うちにも、めでたしと見みたてまつりたまひて、世よの中譲なかゆづりきこえたまふべきことなど、なつかしう聞きこえ知しらせたまふ。

◇　主上におかれても、御立派だと拝しあそばして、御位をお譲り申し上げなさる旨などを、やさしくお話し申し上げあそばす。


1 【明くる年の如月に春宮の御元服のことあり】源氏二十九歳、春二月。春宮、元服し冷泉帝として即位する。

2 【御元服】「ゲンブク」（伊京集・日葡辞書）

3? 【かひなきさまながらも】以下「思ふなり」まで、朱雀帝の詞。

4 【母宮】大島本は「はゝ宮」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「母君は」と「は」を補訂する。


澪標．１．３．２

■　同おなじ月つきの二十余日にじふよにち、御国譲みくにゆづりのことにはかなれば、大后思おほきさきおぼしあわてたり。

◇　同じ月の二十日過ぎ、御譲位の事が急だったので、大后はおあわてになった。

■　「かひなきさまながらも、心こころのどかに御覧ごらんぜらるべきことを思おもふなり1」

◇　「何の見栄えもしない身の上となりますが、ゆっくりとお目にかからせていただくことを考えているのです」

■　とぞ、聞きこえ慰なぐさめたまひける。

◇　といって、お慰め申し上げあそばすのであった。

■　坊ばうには承香殿そきゃうでんの皇子2みこゐたまひぬ。

◇　東宮坊には承香殿の皇子がお立ちになった。

■　世よの中改なかあらたまりて、引ひき変かへ今いまめかしきことども多おほかり。

◇　世の中が一変して、うって変わってはなやかなことが多くなった。

■　源氏げんじの大納言だいなごん、内大臣ないだいじんになりたまひぬ。

◇　源氏の大納言は、内大臣におなりになった。

■　数定かずさだまりて、くつろぐ所ところもなかりければ3、加くははりたまふなりけり。

◇　席がふさがって余裕がなかったので、員外の大臣としてお加わりになったのであった。


1 【心のどかに御覧ぜらるべきことを思ふなり】「御覧ぜ」の主語は弘徽殿大后。「らる」受身の助動詞。朱雀帝が母弘徽殿大后から「御覧ぜ」られるの意。「べき」推量の助動詞、可能。「なり」断定の助動詞。

2 【承香殿の皇子】「承香殿ショウキャウ（デン）」（黒川本色葉字類抄）

3 【数定まりてくつろぐ所もなかりければ】左右大臣、定員各一名がふさがっていて、大臣になる余裕がなかったので。


澪標．１．３．３

■　やがて世よの政事まつりごとをしたまふP5べきなれど、

◇　ただちに政治をお執りになるはずであるが、

■　「さやうの事ことしげき職そくにはP6堪たへずなむ1」

◇　「そのようないそがしい職務には耐えられない」

■　とて、致仕ちじの大臣おとど、摂政せっしゃうしたまふべきよし、譲ゆづりきこえたまふ。

◇　と言って、致仕の大臣に、摂政をなさるように、お譲り申し上げなさる。

■　「病やまひによりて2、位くらゐを返かへしたてまつりてしを、いよいよ老おいのつもり添そひて、さかしきことはべらじ」

◇　「病気を理由にして官職をお返し申し上げたのに、ますます老齢を重ねて、立派な政務はできますまい」

■　と、受うけひき申まうしたまはず。

◇　と、ご承諾なさらない。

■　「人ひとの国くににも、こと移うつり3世よの中定なかさだまらぬ折をりは、深ふかき山やまに跡あとを絶たえたる人ひとだにも、治をさまれる世よには、白髪しろかみも恥はぢず出いで仕つかへけるをこそ、まことの聖ひじりにはしけれ。

◇　「外国でも、事変が起こり国政が不穏な時は、深山に身を隠してしまった人でさえも、平和な世には、白髪になったのも恥じず進んでお仕えする人を、本当の聖人だと言っていた。

■　病やまひに沈しづみて、返かへし申まうしたまひける位くらゐを、世よの中変なかかはりてまた改あらためたまはむに、さらに咎とがあるまじう」

◇　病に沈んで、お返し申された官職を、世の中が変わって再びご就任なさるのに、何の差支えもない」

■　、公おほやけ、私定わたくしさだめらる4。

◇　と、朝廷、世間ともに決定される。

■　さる例ためしもありければ、すまひ果はてたまはで、太政大臣だいじゃうだいじんになりたまふ。

◇　そうした先例もあったので、辞退しきれず、太政大臣におなりになる。

■　御年おほむとしも六十三ろくじふさむにぞなりたまふ5。

◇　お歳も六十三におなりである。


P5 したまふ--した（た/+ま〈朱〉）ふ

P6 さやうの事しげき職には--さやう（/う+の）事は（こと/+しけきそくには〈朱〉、は/＄〈朱〉）

1 【さやうの事しげき職には堪へずなむ】源氏の詞。

2 【病によりて】以下「ことはべらじ」まで、致仕大臣の詞。

3 【人の国にもこと移り】以下「咎あるまじう」まで、世間の風評を間接的に叙述。引用句がなく地の文に続く。中国の漢の時代の四晧の故事を引用する。

4 【公私定めらる】「らる」受身の助動詞、決定される。『集成』は「朝廷の会議の席でも、個人の間のお話でも、ご決着がついた」。『完訳』は「朝廷でも世間でもそうしたご沙汰である」と訳す。

5 【御年も六十三にぞなりたまふ】藤原良房が貞観八年（八六六）に六十三歳で摂政になった例がある。


澪標．１．３．４

■　世よの中なかすさまじきにより、かつは籠こもりゐたまひしを1、とりかへし花はなやぎたまへば、御子みこどもなど沈しづむやうにものしたまへるを、皆浮みなうかびたまふ。

◇　世の中がおもしろくなかったことにより、それが一つの理由で隠居していらしたのだが、また元のように盛んになられたので、ご子息たちなども不遇な様子でいらしたが、皆よくおなりになる。

■　とりわきて、宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、権中納言ごんのちゅうなごんになりたまふ2。

◇　とりわけて、宰相中将は、権中納言におなりになる。

■　かの四しの君きみの御腹おほむはらの姫君ひめぎみ、十二じふにになりたまふを、内裏うちに参まゐらせむとかしづきたまふ。

◇　あの四の君腹の姫君、十二歳におなりになるのを、帝に入内させようと大切にお世話なさる。

■　かの「高砂**」

◇　あの「高砂」

■　歌***ひし君***も3、かうぶりせさせて、いと思***ふさまなり。

◇　を謡った君も、元服させて、たいそう思いのままである。

■　腹々***に御子***どもいとあまた次々***に生***ひ出***でつつ4、にぎははしげなるを、源氏***の大臣***は羨***みたまふ。

◇　ご夫人方にご子息方がとてもおおぜい次々とお育ちになって、にぎやかそうなのを、源氏の内大臣は、羨ましくお思いになる。

◆　 
よのなか すさまじき に より、 かつは こもりゐ たまひ し を、 とりかへし はなやぎ たまへ ば、 みこ-ども など しづむ やう に ものし たまへ る を、 みな うかび たまふ。 とりわき て、 さいしゃう-の-ちゅうじゃう、 ごん-の-ちゅうなごん に なり たまふ。 かの し-の-きみ の おほむ-はら の ひめぎみ、 じふに に なり たまふ を、 うち に まゐら せ む と かしづき たまふ。 かの たかさご うたひ し きみ も、 かうぶり せ させ て、 いと おもふ さま なり。 はらばら に みこ-ども いと あまた つぎつぎ に おひ いで つつ、 にぎははしげ なる を、 げんじ-の-おとど は うらやみ たまふ。


1 【籠もりゐたまひしを】「を」接続助詞、逆接。『集成』は「篭居していらしたのを」。『完訳』は「引きこもっていらっしゃったのだが」と訳す。

2 【宰相中将権中納言になりたまふ】左大臣家の嫡男。娘を冷泉帝の後宮に入内させることを準備する。

3 【かの高砂歌ひし君も】「賢木」巻に見える。四君腹の二郎君。現在、十二、三歳。元服させる。

4 【生ひ出でつつ】「つつ」接尾語、同じ動作の繰返のニュアンス。次々とお育ちになって。


澪標．１．３．５

■　大殿腹おほとの若君1ばらのわかぎみ、人ひとよりことにうつくしうて、内裏うち、春宮とうぐうの殿上てんじゃうしたまふ2。

◇　大殿腹の若君、誰よりも格別におかわいらしゅうて、内裏や東宮御所の童殿上なさる。

■　故姫君こひめぎみの亡うせたまひにし嘆なげきを3、宮みや、大臣おとど、またさらに改あらためて思おぼし嘆なげく。

◇　故姫君がお亡くなりになった悲しみを、大宮と大臣、改めてお嘆きになる。

■　されど、おはせぬ名残なごりも、ただこの大臣おとどの御光おほむひかりに、よろづP7もてなされP8たまひて4、年としごろ、思おぼし沈しづみつる名残なごりなきまで栄さかえたまふ。

◇　けれど、亡くなられた後も、まったくこの大臣のご威光によって、なにもかも引き立てられなさって、ここ数年、思い沈んでいらした跡形もないまでにお栄えになる。

■　なほ昔むかしに御心みこころばへ変かはらず、折節をりふしごとに渡わたりたまひなどしつつ、若君わかぎみの御乳母おほむめのとたち、さらぬ人ひとびとも、年としごろのほどまかで散ちらざりけるは5、皆みなさるべきことに触ふれつつ、よすがつけむことを思おぼしおきつるに6、幸さいはひ人多びとおほくなりぬべし7。

◇　やはり昔とお心づかいは変わらず、事あるごとにお渡りになっては、若君の御乳母たちや、その他の女房たちにも、長年の間暇を取らずにいた人々には、皆適当な機会ごとに、便宜を計らっておやりになることをお考えおきになっていたので、幸せ者がきっと多くなったことであろう。


P7 よろづ--よろつに（に/＄）

P8 なされ--なされて（て/＃〈朱〉）

1 【大殿腹の若君】葵の上所生の子、夕霧。現在、八歳。

2 【内裏春宮の殿上したまふ】内裏と東宮御所の童殿上を許可される。

3 【故姫君の亡せたまひにし嘆きを】葵の上の死去をいう。「葵」巻に語られた。

4 【もてなされたまひて】「れ」受身の助動詞、左大臣家は源氏から、の文意。

5 【年ごろのほどまかで散らざりけるは】「年ごろの程」について、『集成』は「お留守の間の年月を辞めて出てゆかなかった者には」。『完訳』は「この長い年月お暇をとらず今日までお仕えしていた者には」。直接的には、源氏の須磨明石流離の間をさすが、広くは葵の上死去以後現在までの間をさそう。

6 【よすがつけむことを思しおきつるに】『集成』は「ここでは、見込みのある男との縁組や、夫や親兄弟、子供の官職の世話などをして、生活の安定を計ってやること」と注す。

7 【幸ひ人多くなりぬべし】「ぬべし」連語。「ぬ」完了の助動詞＋「べし」推量の助動詞、当然。多くなるにちがいない、多くなりそうだ。


澪標．１．３．６

■　二条院にでうのゐんにも、同おなじごと待まちきこえける人ひとを、あはれなるものに思おぼして、年としごろの胸むねあくばかりと思おぼせば、中将ちゅうじゃう、中務1なかつかさやうの人ひとびとには、ほどほどにつけつつ情**けを見みえたまふに、御おほむいとまなくて、他歩ほかありきもしたまはず。

◇　二条院でも、同じようにお待ち申し上げていた人々を、殊勝の者だとお考えになって、数年来の胸のつかえが晴れるほどにと、お思いになると、中将の君、中務の君のような人たちには、身分に応じて情愛をかけておやりになるので、お暇がなくて、外歩きもなさらない。

◆　 
にでうのゐん に も、 おなじ ごと まち きこえ ける ひと を、 あはれ なる もの に おぼし て、 としごろ の むね あく ばかり と おぼせ ば、 ちゅうじゃう、 なかつかさ やう の ひとびと に は、 ほど ほど に つけ つつ なさけ みえ たまふ に、 おほむ-いとま なく て、 ほかありき も し たまは ず。


1 【中将中務】源氏の召人。身分は女房であるが妻には数えられない愛人。「中務ナカヅカサ」（伊京集）。


澪標．１．３．７

■　二条院にでうの東***なる宮***、院ゐんの御処分***なりしを、二***なく改***め造***らせたまふ1。

◇　二条院の東にある邸は、故院の御遺産であったのを、またとなく素晴らしくご改築なさる。

■　「花散里***などやうの心苦***しき人***びと住***ませむ」

◇　「花散里などのようなお気の毒な人々を住まわせよう」

■　など、思りし当***てて繕***はせたまふ2。

◇　などと、お考えで修繕させなさる。

◆　 
にでうのゐん の ひむがし なる みや、 ゐん の ご-しょぶん なり し を、 になく あらため つくら せ たまふ。 "はなちるさと など やう の こころぐるしき ひとびと すま せ む。" など、 おぼし あて て つくろは せ たまふ。


1 【二なく改め造らせたまふ】「せ」使役の助動詞、「たまふ」尊敬の補助動詞。

2 【繕はせたまふ】「せ」使役の助動詞、「たまふ」尊敬の補助動詞。上の「二なく改め築らせ給ふ」と同じことを重ねていう。『集成』は「お手入れをおさせになる」。『完訳』は「ご造営になるのである」と訳す。


第二章　明石の物語　明石の姫君誕生

第一段　宿曜の予言と姫君誕生

澪標．２．１．１

■　まことや、

◇　そうそう、

■　「かの明石あかしに1、心苦こころぐるしげなりしことはいかに2」

◇　「あの明石で、いたいたしい様子であったことはどうなったろうか」

■　と、思おぼし忘わするる時ときなければ、公おほやけ、私わたくしいそがしき紛まぎれに、え思おぼすままにも訪とぶらひたまはざりけるを3、三月朔日やよひのついたちのほど、

◇　と、お忘れになる時もないので、公、私にわたる忙しさにまぎれ、思うようにお訪ねになれなかったのだが、三月の初めころに、

■　「このころや」

◇　「このごろだろうか」

■　と思おぼしやるに、人知ひとしれずあはれにて、御使おほむつかひありけり。

◇　とお思いやりになると、人知れず胸が痛んで、お使いがあったのである。

■　とく帰かへり参まゐりて、

◇　早く帰って参って、


1 【まことやかの明石に】「まことや」語り手の話題転換の常套語句。「かの明石に」以下「いかに」まで、源氏の心中。

2 【心苦しげなりしことはいかに】明石の君の妊娠をさす。「六月ばかりより心苦しきけしきありてなやみけり」（明石）とあった。

3 【訪ひたまはざりけるを】「を」接続助詞、逆接。お尋ね申し上げなかったのだが。


澪標．２．１．２

■　「十六日じふろくにちになむ。

◇　「十六日でした。

■　女をむなにて、たひらかにものしたまふ」

◇　女の子で、ご無事でございます」

澪標．２．１．３

■　と告つげきこゆ。

◇　とご報告する。

■　めづらしきさまにてさへあなるを2思おぼすに、おろかならず。

◇　久々の御子誕生でしかも女の子であったのをお思いになると、喜びは一通りでない。

■　「などて、京きゃうに迎むかへて3、かかることをもせさせざりけむ」

◇　「どうして、京に迎えて、こうした事をさせなかったのだろう」

■　と、口惜**しう思おぼさる。

◇　と、後悔されてならない。

◆　 
と つげ きこゆ。 めづらしき さま にて さへ あ' なる を おぼす に、 おろか なら ず。 "などて、 きゃう に むかへ て、 かかる こと を も せ させ ざり けむ?" と、 くちをいう おぼさ る。


1? 【十六日になむ女にてたいらかにものしたまふ】使者の詞。三月十六日、明石の姫君誕生。「なむ」係助詞、結びの省略、文は切れる。

2 【めづらしきさまにてさへあなるを】「さへ」副助詞、添加の意。『集成』は「安産の上に、珍しく女の子だという報告をお考えになると、源氏のお喜びは一通りではない。源氏には、冷泉院、夕霧と男子が続いている。それに加えて、女子を重んじた当時の貴族の考え方による」と注す。

3 【などて京に迎へて】以下「せさせざりけむ」まで、源氏の心中。


澪標．２．１．４

■　宿曜すくえうに、

◇　宿曜の占いで、

■　「御子三人。

◇　「お子様は三人。

■　帝***、后***かならず並***びて生***まれたまふP9べし。

◇　帝、后がきっと揃ってお生まれになるであろう。

■　中***の劣***りは、太政大臣***にて位***を極***むべし1」

◇　その中の一番低い子は太政大臣となって位人臣を極めるであろう」

◆　 
すくえう に、
 "みこ さむにん。 みかど、 きさき かならず ならび て むまれ たまふ べし。 なか の おとり は、 だいじゃうだいじん にて くらゐ を きわむ べし。"


P9 たまふ--たま（ま/+ふ〈朱〉）

1 【御子三人帝后かならず並びて生まれたまふべし中の劣りは太政大臣にて位を極むべし】宿曜の勘申の詞。源氏には子が三人生まれ、そのうちの二人は、帝、后と皇位に並び立ち、その人たちより劣った人は太政大臣となり位人臣を極めるだろう、という予言。


澪標．２．１．５

■　と、勘かむがへ申まうしたりしこと、さしてかなふなめり。

◇　と、勘申したことが、一つ一つ的中するようである。

■　おほかた、上かみなき位くらゐに昇のぼり、世よをまつりごちたまふべきこと2、さばかりかしこかりしあまたの相人さうにんどもの聞きこえ集あつめたるを、年としごろは世よのわづらはしさにみな思おぼし消けちつるを、当帝たうだいのかく位くらゐにかなひたまひぬることを、思おもひのごとうれしと思おぼす。

◇　おおよそ、この上ない地位に昇り、政治を執り行うであろうこと、あれほど賢明であったおおぜいの相人連中がこぞって申し上げていたのを、ここ数年来は世情のやっかいさにすっかりお打ち消しになっていらしたが、今上の帝が、このように御即位なされたことを、思いの通り嬉しくお思いになる。

■　みづからも、

◇　ご自身も

■　「もて離はなれたまへる筋すぢは、さらにあるまじきこと3」

◇　「及びもつかない方面は、まったくありえないことだ」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。


1? 【勘へ申たりしことさしてかなふなめり】「し」過去の助動詞。源氏がかつて聞いたというニュアンス。今、初めて語られる。「なめり」連語、「なる」断定の助動詞、「めり」推量の助動詞、主観的推量、のようであるというニュアンス。源氏が合点しているように語る。

2 【おほかた上なき位に昇り世をまつりごちたまふべきこと】相人たちの噂。「上なき位」は帝位をさす。「べき」推量の助動詞、当然・推量。確信に満ちた強い推量。きっと源氏は帝位につき政治を行うだろうという噂。

3 【もて離れたまへる筋はさらにあるまじきこと】源氏の心中。「もてはなれたまへる筋」は皇位につくことをさす。「さらに」副詞、「まじき」打消の推量、連体形、と呼応して、全然ありえないだろうという意。


澪標．２．１．６

■　「あまたの皇子みこたちのなかに1、すぐれてらうたきものに思おぼしたりしかど、ただ人うどに思おぼしおきてける御心みこころを思おもふに、宿世遠すくせとほかりけり2。

◇　「大勢の親王たちの中で、特別にかわいがってくださったが、臣下にとお考えになったお心を思うと、帝位には遠い運命であったのだ。

■　内裏うちのかくておはしますを、あらはに人ひとの知しることならねど、相人さうにんの言ことむなしからず」

◇　主上がこのように皇位におつきあそばしているのを、真相は誰も知ることでないが、相人の予言は、誤りでなかった」

■　と、御心みこころのうちに思おぼしけり。

◇　と、ご心中お思いになるのであった。

■　今いま、行ゆく末すゑのあらましごとを思おぼすに、

◇　今、これから先の予想をなさると、


1 【あまたの皇子たちのなかに】以下「むなしからず」まで、源氏の心中。

2 【宿世遠かりけり】「宿世」は皇位をさす。『集成』は「皇位とは縁のない運命だったのだ」。『完訳』は「帝の位など自分には無縁だったのだ」と訳す。


澪標．２．１．７

■　「住吉すみよしの神かみのしるべ1、まことにかの人ひとも世よになべてならぬ宿世すくせにて、ひがひがしき親おやも及およびなき心こころをつかふにやありけむ。

◇　「住吉の神のお導き、本当にあの人も世にまたとない運命で、偏屈な父親も大それた望みを抱いたのであったろうか。

■　さるにては、かしこき筋すぢにもなるべき人ひとの2、あやしき世界せかいにて生むまれたらむは3、いとほしうかたじけなくもあるべきかな。

◇　そういうことであれば、恐れ多い地位にもつくはずの人が、鄙びた田舎でご誕生になったようなのは、お気の毒にもまた恐れ多いことでもあるよ。

■　このほど過すぐして4迎むかへてむ」

◇　いましばらくしてから迎えよう」

■　と思おぼして、東ひむがしの院***、急ゐんいそぎ造つくらすべきよし、もよほし仰おほせたまふ5。

◇　とお考えになって、東の院、急いで修理せよとの旨、ご催促なさる。

◆　 
"すみよし-の-かみ の しるべ、 まこと に かの ひと も よ に なべて なら ぬ すくせ にて、 ひがひがしき おや も およびなき こころ を つかふ に や あり けむ? さる にて は、 かしこき すぢ に も なる べき ひと の、 あやしき せかい にて むまれ たら む は、 いとほしう かたじけなく も ある べき かな! この ほど すぐし て むかへ て む。"
 と おぼし て、 ひむがしのゐん いそぎ つくらす べき よし、 もよほし おほせ たまふ。


1 【住吉の神のしるべ】以下「迎へてむ」まで、源氏の心中。源氏、住吉の神の霊験と宿曜の予言を信じ、明石姫君の将来を考え都に迎えることを思う。

2 【かしこき筋にもなるべき人の】「かしこき筋」は皇后をさす。「も」係助詞、強調。「べき」推量の助動詞、当然。

3 【生まれたらむは】「たら」完了の助動詞、未然形。「む」推量の助動詞、婉曲。生まれたというようなのは。

4 【このほど過ぐして】『完訳』は「新体制の一応の整備後に」と注す。

5 【東の院急ぎ造らすべきよしもよほし仰せたまふ】『完訳』は「前に妻妾たちのためにとあったが、新たに姫君のたまにも必要」と注す。


第二段　宣旨の娘を乳母に選定

澪標．２．２．１

■　さる所ところに、はかばかしき人ひとしもありがたからむを1思おぼして、故院こゐんにさぶらひし宣旨せんじの娘むすめ、宮内卿くないきゃうの宰相さいしゃうにて亡なくなりにし人ひとの子こなりしを2、母ははなども亡うせて、かすかなる世よに経へけるが3、はかなきさまにて子産こうみたり4と、聞きこしめしつけたるを5、知しる便たよりありて、ことのついでにまねびきこえける人召ひとめして6、さるべきさまにのたまひ契ちぎる7。

◇　あのような所には、まともな乳母などもいないだろうことをお考えになって、故院にお仕えしていた宣旨の娘、宮内卿兼宰相で亡くなった人の子であるが、母親なども亡くなって、不如意な生活を送っていた人が、頼みにならない結婚をして子を生んだと、お耳になさっていたので、知るつてがあって、何かのついでにお話し申した女房を召し寄せて、しかるべくお話をおまとめになる。

■　まだ若わかく、何心なにごころもなき人ひとにて、明あけ暮くれ人知ひとしれぬあばら家やに、眺ながむる心細こころぼそさなれば、深ふかうも思おもひたどらず、この御おほむあたりのことをひとへにめでたう思おもひきこえて、参まゐるべきよし9申まうさせたり。

◇　まだ若く、世情にも疎い人で、毎日訪れる人もないあばらやで、物思いに沈んでいるような心細さなので、あれこれ深く考えもせずに、この方に関係のあることを一途に素晴らしいとお思い申し上げて、確かにお仕えする旨、お答え申し上げさせた。

■　いとあはれにかつは思おぼして、出いだし立たてたまふ10。

◇　たいそう不憫に一方ではお思いにもなるが、出発させなさる。


1 【さる所にはかばかしき人しもありがたからむを】源氏の心中を間接的に叙述。源氏、姫君の乳母を派遣する。

2 【故院にさぶらひし宣旨の娘宮内卿の宰相にて亡くなりにし人の子なりしを】乳母の母は、桐壺院の宣旨。父は宮内卿兼参議（正四位下相当官）。れっきとした家柄だが、現在両親とも亡くなり、不遇な生活をしているという設定。

3 【かすかなる世に経けるが】「が」格助詞、主格。『完訳』は「細々と不如意に暮していたのが」と訳す。

4 【はかなきさまにて子産みたり】地の文から詞に移る、噂の直接的部分。『集成』は「見込みのない結婚をして」。『完訳』は「夫に顧みられぬ心細さで」と注す。

5 【聞こしめしつけたるを】「を」接続助詞、順接。また格助詞、目的格とも解せる。『集成』は「お耳になさっていたが」、『完訳』は「お聞き及びになっておられたので」と訳す。

6 【まねびきこえける人召して】「まねび」はそっくりそのように話したの意。源氏に宣旨の娘の噂話をした女房。

7 【さるべきさまにのたまひ契る】明石の姫君の乳母になるよう契約する。

8? 【なに心もなき人にて】深窓に育った姫君の性格をいう。

9 【参るべきよし】「べき」推量の助動詞、当然の意。きっとお仕えする。『集成』は「ご奉公する旨」。『完訳』は「お仕えさせていただく由」と訳す。

10 【出だし立てたまふ】出立させなさる。いったん出立したことを告げ、以下にその経緯を詳しく語る。


澪標．２．２．２

■　もののついでに1、いみじう忍しのびまぎれておはしまいたり。

◇　外出の折に、たいそう人目を忍んでお立ち寄りになった。

■　さは聞きこえながら、いかにせましと思おもひ乱みだれけるを、いとかたじけなきに、よろづ思おもひ慰なぐさめて、

◇　そうは申し上げたものの、どうしようかしらと、思い悩んでいたが、じきじきのお出ましに、いろいろと気もやすまって、

■　「ただ、のたまはせむままに」

◇　「ただ、仰せのとおりに」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　吉よろしき日ひなりければ、急いそがし立たてたまひて、

◇　日柄も悪くなかったので、急いで出発させなさって、

■　「あやしう、思おもひやりなきやうなれど3、思おもふさま殊ことなることにてなむ。

◇　「変なことで、いたわりのないようですが、特別のわけがあってです。

■　みづからもおぼえぬ住すまひに結むすぼほれたりし例**を思ためしおもひよそへて、しばし念ねんじたまへ」

◇　わたし自身も思わぬ地方で苦労したことを思いよそえて、しばらくの間しんぼうしてください」

■　など、ことのありやう詳くはしう語かたらひたまふ。

◇　などと、事の次第を詳しくお頼みになる。

◆　 
もの の ついで に、 いみじう しのび まぎれ て おはしまい たり。 さは きこえ ながら、 いかに せ まし と おもひ みだれ ける を、 いと かたじけなき に、 よろづ おもひ なぐさめ て、
 "ただ、 のたまはせ む まま に。"
 と きこゆ。 よろしき ひ なり けれ ば、 いそがし たて たまひ て、
 "あやしう、 おもひやり なき やう なれ ど、 おもふ さま こと なる こと にて なむ。 みづから も おぼえ ぬ すまひ に むすぼほれ たり し ためし おもひ よそへ て、 しばし ねんじ たまへ。"
 など、 こと の あり やう くはしう かたらひ たまふ。


1 【もののついでに】以下、源氏が宣旨の娘の家を訪問した場面。

2? 【さはきこえなからいかにせまし】『集成』は「（乳母）はあのように（お勤めすると）申し上げたものの、（やはり明石のような田舎に下ることは）どうしたものかと思案にくれていたのだが」。乳母の揺れる心。

3 【あやしう思ひやりなきやうなれど】以下「しばし念じたまへ」まで、源氏の宣旨の娘への詞。


澪標．２．２．３

■　主上うへの宮仕みやづかへ時々ときどきせしかば、見みたまふ折をりもありしを、いたう衰おとろへにけり。

◇　主上付きの宮仕えを時々していたので、御覧になる機会もあったが、すっかりやつれきっていた。

■　家いへのさまも言いひ知しらず荒あれまどひて、さすがに、大おほきなる所ところの、木立こだちなど疎うとましげに、

◇　家のありさまも、何とも言いようがなく荒れはてて、それでも、大きな邸で、木立なども気味悪いほどで、

■　「いかで過すぐしつらむ1」

◇　「どのように暮らしてきたのだろう」

■　と見みゆ。

◇　と思われる。

■　人ひとのさま、若わかやかにをかしければ、御覧ごらんじ放はなたれず。

◇　人柄は、若々しく美しいので、お見過ごしになれない。

■　とかく戯たはぶれたまひて2、

◇　何やかやと冗談をなさって、

■　「取とり返かへしつべき心地ここちこそすれ。

◇　「明石にやらずに自分のほうに置いておきたい気がする。

■　いかに3」

◇　どう思いますか」

■　とのたまふにつけても、

◇　とおっしゃるにつけても、

■　「げに、同おなじうは4、御身近おほむみちかうも仕つかうまつり馴なれば、憂うき身みも慰なぐさみなまし」

◇　「おっしゃるとおり、同じことなら、ずっとお側近くにお仕えさせていただけるものなら、わが身の不幸も慰みましようものを」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝する。


1 【いかで過ぐしつらむ】源氏の心中。

2 【とかく戯れたまひて】『集成』は「何やかやと色めいた振舞をなさって」。『完訳』「あれこれと冗談を仰せになって」と訳す。後者は「の給ひて」（家・横・池・三）の本文に従った訳。

3 【取り返しつべき心地こそすれいかに】源氏の詞。『集成」は「昔のようになりたい気がするね。側に置いておきたい、の意」。『完訳』は「明石に遣らずに取り返したい」と注す。「取り返す物にもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（出典未詳、源氏釈所引）の古歌の文句を踏まえた発言であろう。

4 【げに同じうは】以下「慰みなまし」まで、宣旨の娘の心中。「げに」は宣旨の娘の納得の気持ち。「なまし」連語。「な」完了の助動詞。「まし」推量の助動詞、反実仮想。非現実的な事態についての推量を強調的に表現する。きっと慰みもしように、残念ながらそれができない、というニュアンス。


澪標．２．２．４

■　「かねてより隔へだてぬ仲なかとならはねど

別わかれは惜をしきものにぞありP10ける

慕したひやしなまし2」

◇　「以前から特に親しい仲であったわけではないが

別れは惜しい気がするものであるよ

追いかけて行こうかしら」


P10 ものにぞあり--物にさ（さ/＃、+そあ）り

1? 【かねてより隔てぬ仲とならはねと別れは惜しきものにぞありける】源氏の宣旨の娘への贈歌。別れは辛いという、挨拶の歌。

2 【慕ひやしなまし】大島本「したひやしなまし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「慕ひやせまし」と校訂する。和歌に添えた詞。「し」サ変動詞、「な」完了の助動詞、確述。「まし」推量の助動詞、仮想。--してしまおうかしら、というニュアンス


澪標．２．２．５

■　とのたまへば、うち笑わらひて、

◇　とおっしゃると、にっこりして、

澪標．２．２．６

■　「うちつけの別わかれを惜をしむかこと2にて

思おもはむ方かたに慕したひやはせぬ1」

◇　「口から出まかせの別れを惜しむことばにかこつけて

恋しい方のいらっしゃる所にお行きになりませんか」


1 【うちつけの別れを惜しむかことにて思はむ方に慕ひやはせぬ】宣旨の娘の返歌。「思はむ方」は明石の君のいる地をさす。別れがつらいというなら、一緒に付いて行ったらいかがですか、と切り返した。

2 【かこと】「カコトカゴト」（日葡辞書）。


澪標．２．２．７

■　馴なれて聞きこゆるを、いたしと思おぼす1。

◇　物馴れてお応えするのを、なかなかたいしたものだとお思いになる。


1 【馴れて聞こゆるをいたしと思す】『集成』は「場馴れのしたご返歌ぶりを、なかなかやるものだと感心なさる」。『完訳』は「心得た体に申し上げるのを、これはたいしたものだと感心なさる」と訳す。


第三段　乳母、明石へ出発

澪標．２．３．１

■　車くるまにてぞ京きゃうのほどは行ゆき離はなれける1。

◇　車で京の中は出て行ったのであった。

■　いと親したしき人ひとさし添そへたまひて、ゆめP11漏もらすまじく2、口くちがためたまひて遣つかはす。

◇　ごく親しい人をお付けになって、決して漏らさないよう、口止めなさってお遣わしになる。

■　御佩刀みはかし、さるべきものなど、所狭ところせきまで思おぼしやらぬ隈くまなし。

◇　御佩刀、必要な物など、何から何まで行き届かない点はない。

■　乳母めのとにも、ありがたうこまやかなる御おほむいたはりのほど、浅あさからず。

◇　乳母にも、めったにないほどのお心づかいのほど、並々でない。


P11 ゆめ--夢に（に/＃）

1 【車にてぞ京のほどは行き離れける】乳母、明石へ出立。初め牛車で、後、舟に乗り換えて明石へ下る。

2 【ゆめ漏らすまじく】大島本は「夢に（に＃）」と「に」を抹消する。『新大系』はその抹消に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本と訂正以前本文に従って「ゆめに」と校訂する。


澪標．２．３．２

■　入道にふだうの思おもひかしづき思おもふらむありさま1、思おもひやるも、ほほ笑ゑまれたまふこと多おほくP12、また、あはれに心苦こころぐるしうも、ただこのことの御心みこころにかかるも、浅あさからぬにこそは2。

◇　入道が大切にお育てしているであろう様子、想像すると、ついほほ笑まれなさることが多く、また一方で、しみじみといたわしく、ただこの姫君のことがお心から離れないのも、ご愛情が深いからであろう。

■　御***P13文おほむふみにも、

◇　お手紙にも、

■　「おろかにもてなし思おもふまじ3」

◇　「いいかげんな思いで扱ってはならぬ」

■　と、返かへす返がへすいましめたまへり。

◇　と、繰り返しご注意なさっていた。

◆　 
にふだう の おもひ かしづき おもふ らむ ありさま、 おもひ-やる も、 ほほゑま れ たまふ こと おほく、 また、 あはれ に こころぐるしう も、 ただ この こと の みこころ に かかる も、 あさから ぬ に こそ は。 おほむ-ふみ に も、 "おろか に もてなし おもふ まじ。" と、 かへすがへす いましめ たまへ り。


P12 多く--おほゝ（ゝ/＄く〈朱〉）

P13 御--（/+御）

1 【かしづき思ふらむありさま】「らむ」推量の助動詞、視界外推量。源氏が都から想像しているニュアンス。

2 【浅からぬにこそは】「こそ」係助詞、下に「あらめ」などの語句が省略。結びの省略。「浅からぬ」の内容について、『集成』は「ご愛情が」、『完訳』は「明石の君と源氏の宿縁が」と解す。

3 【おろかにもてなし思ふまじ】源氏の文の要旨。「まじ」打消推量の助動詞、禁止。疎略に扱ったり思ったりしてはならない。


澪標．２．３．３

■　「いつしかも袖そでうちかけむをとめ子ごがP14

世よを経へて撫なづる岩いはS1の生おひ先さき」

◇　「早くわたしの手元に姫君を引き取って世話をしてあげたい

天女が羽衣で岩を撫でるように幾千万年も姫の行く末を祝って」


P14 をとめ子が--おとめこの（の/＄か）

S1 君が世は天の羽衣まれに着て撫づとも尽きぬ巌ならなむ（拾遺集賀-二九九　読人しらず）


澪標．２．３．４

■　津つの国くにまでは舟ふねにて、それよりあなたは馬むまにて、急いそぎ行いき着つきぬ。

◇　摂津の国までは舟で、それから先は、馬で急いで行き着いた。

澪標．２．３．５

■　入道待にふだうまちとり、喜よろこびかしこまりきこゆること、限かぎりなし。

◇　入道、待ち迎えて、喜び恐縮申すこと、この上ない。

■　そなたに向むきて拝おがみきこえて、ありがたき御心みこころばへを思おもふに、いよいよいたはしう、恐おそろしきまで思おもふ。

◇　そちらの方角を向いて拝み恐縮申し上げて、並々ならないお心づかいを思うと、ますます大事に恐れ多いまでに思う。

■　稚児ちごのいとゆゆしきまでうつくしうおはすること、たぐひなし。

◇　幼い姫君がたいそう不吉なまでに美しくいらっしゃること、またと類がない。

■　「げに、かしこき御心みこころに、かしづききこえむと思おぼしたるは、むべなりけり2」

◇　「なるほど、恐れ多いお心から、大切にお育て申そうとお考えになっていらっしゃるのは、もっともなことであった」

■　と見みたてまつるに、あやしき道みちに出いで立たちて、夢ゆめの心地ここちしつる嘆なげきもさめにけり。

◇　と拝すると、辺鄙な田舎に旅出して、夢のような気持ちがした悲しみも忘れてしまった。

■　いとうつくしうらうたうおぼえて、扱あつかひきこゆ。

◇　たいそう美しくかわいらしく思えて、お世話申し上げる。


1? 【いつしかも袖うちかけむをとめ子が世を経てなづる岩の生ひ先】源氏の独詠歌。「君が代は天の羽衣まれに着て撫づとも尽きぬ巌ならなむ」（拾遺集賀、二九九、読人しらず）を踏まえる。姫君の長寿を祝い、早く迎えて育てたいという歌の意。

2 【げにかしこき御心にかしづききこえむと思したるはむべなりけり】乳母の心中。「げに」は乳母が姫君の美しさを見て納得した気持ち。


澪標．２．３．６

■　子持こもちの君きみも1、月つきごろものをのみ思おもひ沈しづみて、いとど弱よわれる心地ここちに、生いきたらむともおぼえざりつるを、この御おほむおきての、すこしもの思おもひ慰なぐさめらるるにぞ、頭かしらもたげて、御使おほむつかひにも2二になきさまの心こころざしを尽つくす。

◇　子持ちの君も、ここ数か月は物思いに沈んでばかりいて、ますます身も心も弱って、生きているとも思えなかったが、こうしたご配慮があって、少し物思いも慰められたので、頭を上げて、お使いの者にもできる限りのもてなしをする。

■　とく参まゐりなむ3と急いそぎ苦くるしがれば、思おもふことどもすこし聞きこえ続つづけて、

◇　早く帰参したいと急いで迷惑がっているので、思っていることを少し申し上げ続けて、


1 【子持ちの君も】明石の君をいう。「御息所」と同義だが、そのようには呼称されない。

2 【御使にも】乳母宣旨の娘を送っ来た使者。

3 【とく参りなむ】使者の心中。早く都に帰参したい。


澪標．２．３．７

■　「ひとりして撫なづるは袖そでのほどなきに

覆おほふばかりのS2蔭かげをしぞ待まつ1」

◇　「わたし一人で姫君をお世話するには行き届きませんので

大きなご加護を期待しております」


S2 大空を覆ふばかりの袖もがな春咲く花を風にまかせじ（後撰集春中-六四　読人しらず）

1 【ひとりして撫づるは袖のほどなきに覆ふばかりの蔭をしぞ待つ】明石君の返歌。源氏の「袖」「撫づる」の語句を受けて返す。「大空に覆ふばかりの袖もがな春咲く花を風にまかせじ」（後撰集春中、六四、読人しらず）を引歌とする。源氏の広大な庇護を期待。


澪標．２．３．８

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　あやしきまで御心みこころにかかり、ゆかしう思おぼさる。

◇　不思議なまでにお心にかかり、早く御覧になりたくお思いになる。

第四段　紫の君に姫君誕生を語る

澪標．２．４．１

■　女君をむなぎみには、言ことにあらはしてをさをさ聞きこえたまはぬを1、聞ききあはせたまふこともこそ2、と思おぼして、

◇　女君には、言葉に表してろくにお話申し上げなさっていないのを、他からお聞きになることがあってはいけない、とお思いになって、


1 【女君には言にあらはしてをさをさ聞こえたまはぬを】「を」格助詞、目的格。お話し申し上げになってないのを。源氏、紫の君に姫君のことを話す。

2 【聞きあはせたまふこともこそ】源氏の心中。「もこそ」連語、係助詞「も」＋係助詞「こそ」。将来の事態を予測して危ぶむ気持ちを表す。お聞き合わなさることがあるといけないの意。


澪標．２．４．２

■　「さこそあなれ1。

◇　「こう言うことなのだそうです。

■　あやしうねぢけたるわざなりや。

◇　妙にうまく行かないものですね。

■　さもP15おはせなむと2思おもふあたりには、心こころもとなくて3、思おもひの外ほかに、口惜くちをしくなむ4。

◇　そうおありになって欲しいと思うところには、待ち遠しくて、思っていないところで、残念なことです。

■　女をむなにてあなれば、いとこそものしけれ5。

◇　女の子だそうなので、何ともつまりません。

■　尋たづね知しらでもありぬべきことなれど、さはえ思おもひ捨すつまじきわざなりけり。

◇　放っておいてもよいことなのですが、そうもできそうにないことなのです。

■　呼よびにやりて見みせたてまつらむ。

◇　呼びにやってお見せ申し上げましょう。

■　憎にくみたまふなよ」

◇　お憎みなさいますなよ」


P15 なりや。さも--なりさ（さ/＃）や（や/+さ）も

1 【さこそあなれ】以下「憎みたまふなよ」まで、源氏の詞。「さ」は明石で姫君が誕生したことをいう。「こそ」係助詞、「なれ」伝聞推定の助動詞、已然形、伝聞の意。係結び、強調のニュアンス。

2 【おはせなむと】「なむ」終助詞、他者に対するあつらえの願望の意。「おはす」は、いらっしゃって、の意。間接的言い回し。お子がお生まれになってほしい、意。

3 【心もとなくて】『完訳』は「前の予言「御子三人」では紫の上の出産は望めないが、「心もとなし」（待ち遠しい）と可能性を残した言い方をする」と注す。

4 【口惜しくなむ】「なむ」係助詞、結びの省略。最後まで言い切らない、余意・余情を残した言い方。いかにも残念で--、というニュアンス。

5 【女にてあなればいとこそものしけれ】「なれ」伝聞推定の助動詞。「こそ」係助詞。「ものしけれ」形容詞、已然形、係結び。強調のニュアンス。『集成』は「わざと軽視した言い方をするのである」「全く気に入りません」。『完訳』は「前の喜びとは矛盾。源氏の本心でない」「まことにおもしろくありません」と注す。


澪標．２．４．３

■　と聞きこえたまへば、面おもてうち赤あかみて、

◇　とお申し上げになると、お顔がぽっと赤くなって、

澪標．２．４．４

■　「あやしう、つねにかやうなる筋1すぢのたまひつくる心こころのほどこそ、われながら疎うとましけれ。

◇　「変ですこと、いつもそのようなことを、ご注意をいただく私の心の程が、自分ながら嫌になりますわ。

■　もの憎にくみは、いつならふべきにか」

◇　嫉妬することは、いつ教えていただいたのかしら」


1 【あやしうつねにかやうなる筋】以下「いつならふべきにか」まで、紫の君の返事。「かやうなる筋」は嫉妬するなという注意。「に」断定の助動詞、連用形。「か」係助詞、反語、下に「ありけむ」などの語句が省略、結びの省略。余意・余情を残した言い方。


澪標．２．４．５

■　と怨ゑんじたまへば、いとよくうち笑ゑみて、

◇　とお恨みになると、すっかり笑顔になって、

澪標．２．４．６

■　「そよ1。

◇　「そうですね。

■　誰たがならはしにかあらむ2。

◇　誰が教えこたとでしょう。

■　思おもはずにぞ見みえたまふや。

◇　意外にお見受けしますよ。

■　人ひとの心こころより外ほかなる思おもひやりごとして、もの怨ゑんじなどしたまふよ。

◇　皆が思ってもいないほうに邪推して、嫉妬などなさいます。

■　思おもへば悲かなし」

◇　考えると悲しい」


1 【そよ】以下「思へば悲し」まで、源氏の詞。

2 【誰がならはしにかあらむ】「か」係助詞、反語、「む」推量の助動詞。誰が教えたことでしょうか、誰も教えてないの意。


澪標．２．４．７

■　とて、果はて果はては涙なみだぐみたまふ。

◇　とおっしゃって、しまいには涙ぐんでいらっしゃる。

■　年としごろ飽あかず恋かなしと思おもひきこえたまひし御心みこころのうちども1、折々をりをりの御文おほむふみの通かよひなど思おぼし出いづるには、

◇　長い年月恋しくてたまらなく思っていらしたお二人の心の中や、季節折々のお手紙のやりとりなどをお思い出しなさると、

■　「よろづのこと、すさびにこそあれ2」

◇　「全部が、一時の慰み事であったのだわ」

■　と思おもひ消けたれたまふ。

◇　と、打ち消される気持ちになる。


1 【年ごろ飽かず恋しと思ひきこえたまひし御心のうちども】「年ごろ」は源氏の流離の時期」。紫の君の心中に即した叙述。「御心のうちども」の接尾語「ども」は、複数を表し、源氏と紫の君が相互にという意。

2 【よろづのことすさびにこそあれ】紫の君の心中。一応の安堵感。


澪標．２．４．８

■　「この人ひとを、かうまで1思おもひやり言問こととふは、なほ思おもふやうのはべるぞ。

◇　「この人を、これほどまで考えてやり見舞ってやるのは、実は考えていることがあるからですよ。

■　まだきに聞きこえば、またひが心得こころえたまふべければ」

◇　今のうちからお話し申し上げたら、また誤解なさろうから」

■　とのたまひさして、

◇　と言いさしなさって、

■　「人ひとがらのをかしかりしも、所ところからにや、めづらしうおぼえきかし」

◇　「人柄が美しく見えたのも、場所柄でしょうか、めったにないように思われました」

■　など語かたりきこえたまふ。

◇　などと、お話し申し上げになる。


1 【この人をかうまで】以下「心得たまふべけれ」まで、源氏の詞。「この人」は明石の君をさす。


澪標．２．４．９

■　あはれなりし夕ゆふべの煙けぶり、言いひしことなど、まほならねど、その夜よの容貌かたちほの見みし、琴ことの音ねのなまめきたりしも、すべて御心みこころとまれるさまにのたまひ出いづるにも、

◇　しみじみとした夕べの煙、歌を詠み交わしたことなど、はっきりとではないが、その夜の顔かたちをかすかに見たこと、琴の音色が優美であったことも、すべて心惹かれた様子にお話し出すにつけても、

澪標．２．４．１０

■　「われはまたなくこそ1悲かなしと思おもひ嘆なげきしか、すさびにても、心こころを分わけたまひけむよ」

◇　「わたしはこの上なく悲しく嘆いていたのに、一時の慰み事にせよ、心をお分けになったとは」

■　と、ただならず、思おもひ続つづけたまひて、

◇　と、穏やかならず、次から次へと恨めしくお思いになって、

■　「われは、われ2」

◇　「わたしは、わたし」

■　と、うち背そむき眺ながめて、

◇　と、背を向けて物思わしげに、

■　「あはれなりし世よのありさま」

◇　「しみじみと心の通いあった二人の仲でしたのにね」

■　など3、独ひとり言ごとのやうにうち嘆なげきて、

◇　と、独り言のようにふっと嘆いて、


1 【われはまたなくこそ】以下「心を分けたまひけむよ」まで、紫の君の心中。再び嫉妬の炎が燃え上がる。

2 【われはわれ】「君は君我は我とて隔てねば心々にあらむものかは」（和泉式部日記）。『集成』は「あなたはあなた、私は私で、お互いに別々の心なのですね、の意」と注す。

3 【あはれなりし世のありさまなど】大島本は「あはれなりしよの有さまなと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あはれなりし世のありさまかな」と校訂する。紫の君の詞。「し」過去の助動詞。「世」は夫婦仲。仲睦まじかった過去を回想。


澪標．２．４．１１

■　「思おもふどちなびく方かたにはあらずとも

われぞ煙けぶりに先立さきだちなまし」

◇　「愛しあっている同士が同じ方向になびいているのとは違って

わたしは先に煙となって死んでしまいたい」

澪標．２．４．１２

■　「何なにとか。

◇　「何とおっしゃいます。

■　心憂こころうや2。

◇　嫌なことを。


1? 【思ふどちなびく方にはあらねども我ぞ煙に先立ちなまし】紫の君の歌。『集成』は「前に、源氏が「あはれなりし夕の煙、言ひしことなど」を語り出した時、明石の上の返歌の前に、当然源氏の贈歌を語っているはずであるから、それを受けて詠んだのである。すなわち「このたびは立ち別るとも藻塩焼く煙は同じかたになびかむ」に応じたもの」と注す。「思ふどち靡く方」「煙」は源氏の「煙」「同じ方」を受けた表現。「なまし」連語、完了の助動詞「ぬ」未然形「な」＋仮想の助動詞「まし」。非現実的な事態についての推量を強調して表す。死んでしまいたいものです。

2 【何とか心憂や】源氏の詞。紫の君に対する反論。


澪標．２．４．１３

■　誰たれにより世よを海山うみやまに行ゆきめぐり

絶たえぬ涙なみだに浮うき沈しづむ身みぞ1

◇　いったい誰のために憂き世を海や山にさまよって

止まることのない涙を流して浮き沈みしてきたのでしょうか


1 【誰れにより世を海山に行きめぐり絶えぬ涙に浮き沈む身ぞ】源氏の返歌。「うみ」に「憂み」と「海」を掛ける。「海」と「浮き沈み」は縁語。反語表現。みなあなたのために辛抱してきたのです、の意。


澪標．２．４．１４

■　いでや、いかでか1見みえたてまつらむ。

◇　さあ、何としてでも本心をお見せ申しましょう。

■　命いのちこそかなひがたかべいものなめれ2。

◇　寿命だけは思うようにならないもののようですが。

■　はかなきことにて、人ひとに心こころおかれじと思おもふも、ただ一ひとつゆゑぞや3」

◇　つまらないことで、恨まれまいと思うのも、ただあなた一人のためですよ」


1 【いでやいかでか】以下「一つゆゑぞや」まで、源氏の詞。

2 【命こそかなひがたかべいものなめれ】「命だに心にかなふものならば何か別れの悲しからまし」（古今集離別、三八七、白女）を踏まえる。

3 【ただ一つゆゑぞや】紫の君一人のため。


澪標．２．４．１５

■　とて、箏さうの御琴引おほむことひき寄よせて、掻かき合あはせすさびたまひて、そそのかしきこえたまへど、かの、すぐれたりけむもねたきにや、手ても触ふれたまはず。

◇　と言って、箏のお琴を引き寄せて、調子合わせに軽くお弾きになって、お勧め申し上げなさるが、あの、上手だったというのも癪なのであろうか、手もお触れにならない。

■　いとおほどかにうつくしう、たをやぎたまへるものから、さすがに執念しふねきところつきて、もの怨ゑんじしたまへるが、なかなか愛敬あいぎゃうづきて腹立はらだちなしたまふを、をかしう見みどころありと思おぼす。

◇　とてもおっとりと美しくしなやかでいらっしゃる一方で、やはりしつこいところがあって、嫉妬なさっているのが、かえって愛らしい様子でお腹立ちになっていらっしゃるのを、おもしろく相手にしがいがある、とお思いになる。

第五段　姫君の五十日の祝

澪標．２．５．１

■　「五月五日ごぐわちのいつかにぞ、五十日いかには当あたるらむ」

◇　「五月五日が、五十日に当たるだろう」

■　と、人知ひとしれず数かぞへたまひて、ゆかしうあはれに思おぼしやる。

◇　と、人知れず日数を数えなさって、どうしているかといとしくお思いやりになる。

■　「何なにごとも、いかに2かひあるさまにもてなし、うれしからまし。

◇　「どのようなことでも、どんなにも立派にでき、嬉しいことであろうに。

■　口惜くちをしのわざや。

◇　残念なことだ。

■　さる所ところにしも3、心苦こころぐるしきさまにて、出いで来きたるよ」

◇　よりによって、あのような土地に、おいたわしくお生まれになったことよ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　「男君をとこぎみならましかば4、かうしも御心みこころにかけたまふまじきを、かたじけなういとほしう、わが御宿世おほむすくせも、この御おほむことにつけてぞかたほなりけり」

◇　「男君であったならば、こんなにまではお心におかけなさらないのだが、恐れ多くもおいたわしく、ご自分の運命も、このご誕生に関連して不遇もあったのだ」

■　と思おぼさるる。

◇　とご理解なさる。


1? 【五月五日にぞ五十日に当たるらむ】源氏の心中。五月五日が姫君の生後五十日の祝いの日に当たろう、と思いやる。

2 【何ごともいかに】以下「出で来たるよ」まで、源氏の心中。下に反実仮想の助動詞「まし」がある構文。もし、京で誕生したのならという仮想のもとに残念に思う。

3 【さる所にしも】「しも」副助詞、強調のニュアンス。よりによってあのような土地に。

4 【男君ならましかば】以下「かたほなりけり」まで、語り手が源氏の心中を要約した文。よって源氏に対する敬意が「かけたまふ」「わが御宿世」と紛れ込む。源氏の心中にそった地の文という見方もできる。


澪標．２．５．２

■　御使出おほむつかひいだし立たてたまふ。

◇　お使いの者をお立てになる。

■　「かならずその日違ひたがへずまかり着つけ」

◇　「必ずその日に違わずに到着せよ」

■　とのたまへば、五日いつかにP16行いき着つきぬ。

◇　とおっしゃったので、五日に到着した。

■　思おぼしやることも、ありがたうめでたきさまにて、まめまめしき御訪おほむとぶらひもあり。

◇　ご配慮のほども、世にまたなく結構な有様で、実用的なお見舞いの品々もある。


P16 五日に--五日（日/+に）


澪標．２．５．３

■　「海松うみまつや時ときぞともなき蔭かげにゐて

何なにのあやめもいかにわくらむ2

◇　「海松は、いつも変わらない蔭にいたのでは、今日が五日の節句の

五十日の祝とどうしてお分りになりましょうか


1? 【わが御宿世もこの御ことにつけてぞかたほなりけりと思ささるる】「ぞ」係助詞、「かたほなりけり」を飛び越えて、「思さるる」連体形に係る。『集成』は「ご自身のご運勢も、このお方の誕生のために、一時欠けることもあったのだとお考えになる。須磨、明石の流離は、立后を予言されている姫君誕生をもたらすためだったと思う」。完訳「ご自分の運勢も、この姫君出生の御事のために禍があったのだと、お考えになる」と注す。

2 【海松や時ぞともなき蔭にゐて何のあやめもいかにわくらむ】源氏の贈歌。「海松」は姫君を喩える。「松」は生い先長いことを予祝するもの。「あやめ」は五日の節句「菖蒲」に因む。また「文目」を掛ける。「いか」は「五十日」と「如何」を掛ける。姫君へのお祝いと心遣いの歌。


澪標．２．５．４

■　心こころのあくがるるまで1なむ。

◇　飛んで行きたい気持ちです。

■　なほ、かくてはえ過すぐすまじきを、思おもひ立たちたまひね。

◇　やはり、このまま過していることはできないから、ご決心をなさい。

■　さりとも、うしろめたきことは、よも」

◇　いくらなんでも、心配なさることは、決してありません」

■　と書かいたまへり。

◇　と書いてある。


1 【心のあくがるるまで】以下「うしろめたきことはよも」まで、歌に添えた文。「よも」の下には「あるまじ」などの語句が省略。


澪標．２．５．５

■　入道にふだう、例れいの、喜よろこび泣なきしてゐたり。

◇　入道は、いつもの喜び泣きをしていた。

■　かかる折をりは、生いけるかひもつくり出いでたる1、ことわりなりと見みゆ。

◇　このような時には、生きていた甲斐があるとべそをかくのも、無理はないと思われる。


1 【生けるかひもつくり出でたる】「かひ」は「生ける甲斐」と「かひ作る」（べそをかく）の言葉遊び的表現。


澪標．２．５．６

■　ここにも、よろづ所狭ところせきまで思おもひ設まうけたりけれど、この御使おほむつかひなくは、闇やみの夜よにてこそ暮くれぬべかりけれ1。

◇　ここでも、万事至らぬところのないまで盛大に準備していたが、このお使いが来なかったら、闇夜の錦のように何の見栄えもなく終わってしまったであろう。

■　乳母めのとも、この女君をむなぎみのあはれに思おもふやうなるを、語かたらひ人びとにて2、世よの慰なぐさめにしけり。

◇　乳母も、この女君が感心するくらい理想的な人柄なのを、よい相談相手として、憂き世の慰めにしているのであった。

■　をさをさ劣おとらぬ人ひとも3、類るいに触ふれて迎むかへ取とりてあらすれど、こよなく衰おとろへたる宮仕みやづかへ人びとなどの、巌いはほの中尋なかたづぬるが落おち止とまれるなどこそあれ4、これは、こよなうこめき思おもひあがれり。

◇　さして劣らない女房を、縁故を頼って迎えて付けさせているが、すっかり落ちぶれはてた宮仕え人で、出家や隠棲しようとしていた人々が残っていたというのであるが、この人は、この上なくおっとりとして気位高かった。


1 【闇の夜にてこそ暮れぬべかりけれ】「見る人もなくて散りぬる奥山の紅葉は闇の夜の錦なりけり」（古今集秋下、二九七、紀貫之）を踏まえる。

2 【女君のあはれに思ふやうなるを語らひ人にて】『完訳』は「乳母と明石の君を、ほぼ同等に語る。女君の身分の低さに注意」と注す。

3 【をさをさ劣らぬ人も】この乳母にさして劣らない女房。

4 【巌の中尋ぬるが落ち止まれるなどこそあれ】「が」格助詞、主格を表す。出家や隠棲を志していた者が、の意。「こそ」係助詞、「あれ」已然形、逆接用法、読点で、下文に続く。「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂き事の聞こえこざらむ」（古今集雑下、九五二、読人しらず）による。


澪標．２．５．７

■　聞ききどころある世よの物語ものがたりなどして、大臣おとどの君きみの御おほむありさま、世よにかしづかれたまへる御おほむおぼえのほども、女心地をむなごこちにまかせて限かぎりなく語かたり尽つくせば、げにP17、かく1思おぼし出いづばかりの名残なごりとどめたる身みも、いとたけくやうやう思おもひなりけり。御文おほむふみももろともに見みて、心こころのうちに、

　「あはれ、かうこそ3思おもひの外ほかに、めでたき宿世すくせはありけれ。憂うきものはわが身みこそありけれ」

　と、思おもひ続つづけらるれど、「乳母めのとのことはいかに4」など、こまやかに訪とぶらはせたまへるも5、かたじけなく、何なにごとも慰なぐさめけり。

◇　聞くに値する世間話などをして、大臣の君のご様子、世間から大切にされていらっしゃるご評判なども、女心にまかせて果てもなく話をするので、「なるほど、このようにお思い出してくださるよすがを残した自分も、たいそう偉いものだ」とだんだん思うようになるのであった。お手紙を一緒に見て、心の中で、

「ああ、こんなにも意外に、幸福な運命のお方もあるものだわ。不幸なのはわたしだわ」

と、自然と思い続けられるが、「乳母はどうしているか」などと、やさしく案じてくださっているのも、もったいなくて、どんなに嫌なことも慰められるのであった。


P17 げに--よ（よ/＄け）に

1 【げにかく】以下「いとたけく」まで、明石の君の心中を間接的に語った地の文。「げに」は明石の君が納得した気持ち。

2? 【御文もろともに見て】主語は乳母。明石の君と乳母が対等に語られる。

3 【あはれかうこそ】以下「ありけれ」まで、乳母の心中。

4 【乳母のことはいかに】源氏の手紙の一節の要旨。

5 【訪らはせたまへるも】「せ」尊敬の助動詞、「たまへ」尊敬の補助動詞、二重敬語。乳母の感謝の気持ちが二重敬語になって表出したもの。


澪標．２．５．８

■　御返おほむかへりには、

◇　お返事には、

澪標．２．５．９

■　「数かずならぬみ島隠しまがくれに鳴なく鶴たづを

今日けふもいかにと問とふ人ひとぞなき

◇　「人数に入らないわたしのもとで育つわが子を

今日の五十日の祝いはどうしているかと尋ねてくれる人は他にいません

澪標．２．５．１０

■　よろづに2思おもうたまへ結むすぼほるるありさまを、かくたまさかP18の御慰おほむなぐさめにかけはべる命いのちのほども、はかなくなむ。

◇　いろいろと物思いに沈んでおります様子を、このように時たまのお慰めに掛けておりますわたしの命も心細く存じられます。

■　げに、後うしろやすく思おもうたまへ置おくわざもがな」

◇　仰せの通りに、安心させていただきたいものです」

■　とまめやかに聞きこえたり。

◇　と、心からお頼み申し上げた。


P18 たまさか--給ま（給ま/＄たまさ〈朱〉）か

1? 【数ならぬみ島隠れになく鶴を今日もいかにと問ふ人ぞなき】明石の君の返歌。源氏の「蔭にゐて」「いかにわくらむ」の語句を受けて「み島隠れ」「いかにと問ふ人ぞなく」と返す。「数ならぬ」は明石の君の身を卑下していったもの。姫君を「田鶴」に譬え、「み」に「身」、「いかに」に「五十日に」を掛ける。

2 【よろづに】以下「置くわざもがな」まで、手紙文。


第六段　紫の君、嫉妬を覚える

澪標．２．６．１

■　うち返かへし見みたまひつつ、

◇　何度も御覧になりながら、

■　「あはれ」

◇　「ああ」

■　と、長ながやかにひとりごちたまふを、女君をむなぎみ、しり目めに見みおこせて、

◇　と、長く嘆息して独り言をおっしゃるのを、女君は、横目で御覧やりになって、

■　「浦うらよりをちに1漕こぐ舟ふねのS3」

◇　「浦から遠方に漕ぎ出す舟のように」

■　と、忍しのびやかにひとりごち、眺ながめたまふを、

◇　と、ひっそりと独り言を言って、物思いに沈んでいらっしゃるのを、

■　「まことは、かくまで2とりなしたまふよ。

◇　「ほんとうに、こんなにまで邪推なさるのですね。

■　こは、ただ、かばかりのあはれぞや。

◇　これは、ただ、これだけの愛情ですよ。

■　所ところのさまなど、うち思おもひやる時々ときどき、来きし方かたのこと忘わすれがたき独ひとり言ごとを、ようこそ聞きき過すぐいP19たまはね」

◇　土地の様子など、ふと想像する時々に、昔のことが忘れられないで漏らす独り言を、よくお聞き過しなさらないのですね」

■　など、恨うらみきこえたまひて、上包うはづつみばかりを見みせたてまつらせたまふ3。

◇　などと、お恨み申されて、上包みだけをお見せ申し上げになさる。

■　筆ふでP20などの4いとゆゑづきて、やむごとなき人苦ひとくるしげなるを5、

◇　筆跡などがとても立派で、高貴な方も引け目を感じそうなので、

■　「かかればなめり6」

◇　「これだからであろう」

■　と、思おぼす。

◇　と、お思いになる。


S3 み熊野の浦よりをちに漕ぐ舟の我をばよそに隔てつるかな（新古今集恋一-一〇四八　伊勢）

P19 過ぐい--すん（ん/＃く）い

P20 筆--ふん（ん/＃て）

1 【浦よりをちに】以下「漕ぐ舟の」まで、紫の君の詞。「み熊野の浦よりをちに漕ぐ船の我をばよそに隔てつるかな」（古今六帖、浦）の第二句、三句を口ずさんだ。真意は第五句の「我をばよそに隔てつるかな」にある。

2 【まことはかくまで】以下「過ぐいたまふかな」まで、源氏の詞。

3 【見せたてまつらせたまふ】大島本は「見せたてまつらせ給ふ」とある。『新大系』『集成』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「見せたてまつりたまふ」と校訂する。

4 【筆などの】大島本は「ふん（ん＃て）なとの」と「ん」をミセケチにして「て」と傍記する。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「手などの」と校訂する。

5 【やむごとなき人苦しげなるを】『集成』は「身分の高い女もたじろぎそうなのを」。『完訳』は「高貴なお方とてひけめを感じそうなみごとさを」と訳す。

6 【かかればなめり】紫の君の心中。


第三章　光る源氏の物語　新旧後宮女性の動向

第一段　花散里訪問

澪標．３．１．１

■　かく、この御心みこころとりたまふほどに、花散里はなちるさとなどを離かれP21果はてたまひぬるこそ、いとほしけれ。

◇　このように、この方のお気持ちの御機嫌をとっていらっしゃる間に、花散里などをすっかり途絶えていらっしゃったのは、お気の毒なことである。

■　公事おほやけごとも繁しげく、所狭ところせき御身おほむみに、思おぼし憚はばかるに添そへても、めづらしく御目おほむめおどろくことのなきほど2、思おもひしづめたまふなめり3。

◇　公事も忙しく、気軽には動けないご身分であるため、ご遠慮されるのに加えても、目新しくお心を動かすことが来ない間、慎重にしていらっしゃるようである。


P21 花散里などを離れ--花散里（里/+なと〈朱〉）あ（あ/＃か〈朱〉）れ

1? 【かくこの御心とりたまふほどに花散里などを離れはてたまひぬるこそ】大島本は「花ちる里（里＋なと〈朱〉）を」と朱筆で「なと」を補入する。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び大島本の訂正以前本文に従って「花散里を」と校訂する。そして大島本は「あ（あ＃か〈朱〉）れはて」と朱筆で「あ」を抹消して「か」と訂正する。『集成』『新大系』は底本の訂正に従う。『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「あれはて」と校訂する。五月雨のつれづれなる頃、源氏、花散里を訪問。

2 【めづらしく御目おどろくことのなきほど】「御目」は源氏の目。『完訳』は「花散里から目新しく働きかけ、源氏の心が動くということなく」と注す。

3 【思ひしづめたまふなめり】「なめり」連語。断定の助動詞「なる」の連体形＋推量の助動詞「めり」。語り手の断定の気持ちを婉曲的にいう表現。--であるらしい、--であるようだ、というニュアンス。


澪標．３．１．２

■　五月雨さみだれつれづれなるころ、公私おほやけわたくしもの静しづかなるに、思おぼし起おこして渡わたりたまへり。

◇　五月雨の降る所在ない頃、公私ともに暇なので、お思い立ってお出かけになった。

■　よそながらも、明あけ暮くれにつけて、よろづに思おぼしやり訪とぶらひきこえたまふを2頼たのみにて、過すぐいたまふ所ところなれば、今いまめかしう心こころにくきさまに、そばみ恨うらみたまふべきならねば、心こころやすげなり。

◇　訪れはなくても、朝に夕につけ、何から何までお気をつけてお世話申し上げていらっしゃるのを頼りとして、過ごしていらっしゃる所なので、今ふうに思わせぶりに、すねたり恨んだりなさることがないので、お心安いようである。

■　年としごろに、いよいよ荒あれまさり、すごげにておはす。

◇　この何年間に、ますます荒れがひどくなって、もの寂しい感じで暮らしていらっしゃる。


1? 【五月雨のつれづれなるころ】花散里の物語と夏五月雨の季節の類同的発想。「花散里」「須磨」「蓬生」巻に語られている。

2 【訪らひきこえたまふを】源氏は花散里を使者をしてお世話申し上げさせなさる。ご自身は出向かない。


澪標．３．１．３

■　女御にょうごの君きみに御物語聞おほむものがたりきこえたまひて、西にしの妻戸つまどに1夜更よふかして立たち寄よりたまへり。

◇　女御の君にお話申し上げなさってから、西の妻戸の方には夜が更けてからお立ち寄りになった。

■　月つきおぼろにさし入いりて、いとど艶えんなる御おほむふるまひ、尽つきもせず見みえたまふ。

◇　月の光が朧ろに差し込んで、ますます優美なご態度、限りなく美しくお見えになる。

■　いとどつつましけれど、端近はしちかううち眺ながめたまひけるさまながら、のどやかにてものしたまふけはひ、いとめやすし。

◇　ますます気後れするが、端近くに物思いに耽りながら眺めていらっしゃったそのままで、ゆったりとお振る舞いになるご様子、どこといって難がない。

■　水鶏くひなのいと近ちかう鳴なきたるを、

◇　水鶏がとても近くで鳴いているので、


1 【西の妻戸に】大島本は「西のつまとに」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「西の妻戸には」と「は」を補訂する。


澪標．３．１．４

■　「水鶏くひなだにおどろかさずはいかにして

荒あれたる宿やどに月つきを入いれまし1」

◇　「せめて水鶏だけでも戸を叩いて知らせてくれなかったら

どのようにしてこの荒れた邸に月の光を迎え入れることができたでしょうか」


1 【水鶏だにおどろかさずはいかにして荒れたる宿に月を入れまし】花散里の贈歌。「だに」副助詞、最小限の期待。せめて--だけでも。「月」は源氏を喩える。「まし」仮想の助動詞。水鶏が鳴いて教えてくれたから、あなたを招じいれたのです、の意。


澪標．３．１．５

■　と、いとなつかしう、言いひ消けちたまへるぞ、

◇　と、たいそうやさしく、恨み言を抑えていらっしゃるので、

■　「とりどりに2捨すてがたき世よかな。

◇　「それぞれに捨てがたい人よ。

■　かかるこそ、なかなか身みも苦くるしけれ」

◇　このような人こそ、かえって気苦労することだ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1? 【いとなつかしう言ひけちたまへるぞ】『集成』は「とても親しみをそそる調子で、怨めしさを抑えておっしゃるのが」と注す。

2 【とりどりに】以下「苦しけれ」まで、源氏の心中。


澪標．３．１．６

■　「おしなべてたたく水鶏くひなにおどろかば

うはの空そらなる月つきもこそ入いれ1

うしろめたう2」

◇　「どの家の戸でも叩く水鶏の音に見境なしに戸を開けたら

わたし以外の月の光が入って来たら大変だ

心配ですね」


1 【おしなべてたたく水鶏におどろかばうはの空なる月もこそ入れ】源氏の返歌。花散里の「水鶏だに」「月を入れまし」を受けて「おしなべてたたく水鶏」「うはの空なる月もこそ入れ」と切り返す。

2 【うしろめたう】和歌に添えた言葉。


澪標．３．１．７

■　とは、なほ言ことに聞きこえたまへど、あだあだしき筋すぢなど、疑うたがはしき御心みこころばへにはあらず。

◇　とは、やはり言葉の上では申し上げなさるが、浮気めいたことなど、疑いの生じるご性質ではない。

■　年としごろ、待まち過すぐしきこえたまへるも、さらにおろかには思おぼされざりけり。

◇　長い年月、お待ち申し上げていらしたのも、まったく並み大抵の気持ちとはお思いにならなかった。

■　「空そらな眺ながめそ1」

◇　「空を眺めなさるな」

■　と、頼たのめきこえたまひし折をりのことも、のたまひ出いでて2、

◇　と、お約束申された時のことも、お話し出されて、


1 【空な眺めそ】「須磨」巻（第一章第四段）で源氏が花散里に詠み贈った和歌の一部の語句。

2 【のたまひ出でて】主語は花散里。


澪標．３．１．８

■　「などて、たぐひあらじと1、いみじうものを思おもひ沈しづみけむ。

◇　「どうして、またとない不幸だと、ひどく嘆き悲しんだのでしょう。

■　憂うき身みからは、同おなじ嘆なげかしさにこそ」

◇　辛い身の上にとっは、同じ悲しさですのに」


1 【などてたぐひあらじと】以下「嘆かしさにこそ」まで、花散里の詞。


澪標．３．１．９

■　とのたまへるも、おいらかにらうたげなり。

◇　とおっしゃるのも、おっとりとしていらしてかわいらしい。

■　例れいの、いづこの御言おほむことの葉はにかあらむ1、尽つきせずぞ語かたらひ慰なぐさめきこえたまふ。

◇　例によって、どこからお出しになる言葉であろうか、言葉の限りを尽くしてお慰め申し上げになる。


1 【例のいづこの御言の葉にかあらむ】『集成』は「女の心を捉えるうまい言葉が次々に出てくることに、なかばあきれたという気持の草子地」。


第二段　筑紫の五節と朧月夜尚侍

澪標．３．２．１

■　かやうのついでにも、五節ごせちを思おぼし忘わすれず、

◇　このような折にも、あの五節をお忘れにならず、

■　「また見みてしがな1」

◇　「また会いたいものだ」

■　と、心こころにかけたまへれど、いとかたきことにて、え紛まぎれたまはず。

◇　と、心に掛けていらっしゃるが、たいそう難しいことで、お忍びで行くこともできない。

■　女をむな、もの思おもひ絶たえぬを、親おやはよろづに思おもひ言いふこともあれど、世よに経へむことを思おもひ絶たえP22たり2。

◇　女は、物思いが絶えないのを、親はいろいろと縁談を勧めることもあるが、普通の結婚生活を送ることを断念していた。


P22 絶え--たへ（へ/＄え〈朱〉）

1 【また見てしがな】源氏の心中。

2 【世に経むことを思ひ絶えたり】「世」は結婚生活をいう。


澪標．３．２．２

■　心こころやすき殿造とのづくりしては1、

◇　気兼ねのいらない邸を造ってからは、

■　「かやうの人集ひとつどへても2、思おもふさまにかしづきたまふべき人ひとも出いでものしたまはば、さる人ひとの後見うしろみにも」

◇　「このような人々を集めて、思い通りにお世話なさる子どもが出て来たら、その人の後見にもしよう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　かの院ゐんの造つくりざま、なかなか見みどころ多おほく、今いまめいP23たり。

◇　東の院の造りようは、かえって見所が多く今風である。

■　よしある受領ずりゃうなどを選えりて、当あて当あてに催もよほしたまふ。

◇　風流を解する受領など選んで、それぞれに分担させて急がせなさる。


P23 今めい--いま（いま/＃〈朱〉）いまめひ

1 【心やすき殿造りしては】以下「さる人の後見にも」まで、源氏の心中。二条の東院をさす。

2 【かやうの人集へても】花散里、五節などをさす。


澪標．３．２．３

■　尚侍ないしの君かむのきみ、なほえ思おもひ放はなちきこえたまはず。

◇　尚侍の君を、今でもお諦め申すことがおできになれない。

■　こりずまにS4,2立たち返かへり、御心みこころばへもあれど、女をむなは憂うきに懲こりたまひて、昔むかしのやうにもあひしらへきこえたまはず。

◇　失敗に懲りもせずに再び、お気持ちをお見せになることもあるが、女は嫌なことに懲りなさって、昔のようにお相手申し上げなさらない。

■　なかなか、所狭ところせう、さうざうしう世よの中なか、思おぼさる。

◇　かえって、窮屈で、間柄を物足りないと、お思いになる。


S4 こりずまにまたもなき名は立ちぬべし人憎からぬ世にしすまへば（古今集恋三-六三一　読人しらず）

1? 【思ふさまにかしづきたまふべき人もいでものしたまはば】諸説がある。『集成』の「思い通りに養育なさるべきお子でもお生れになったならば」は、第四子誕生を想定。『完訳』の「紫の上などの出産を想定。なお、宿曜とは矛盾。後の玉鬘の物語の構想と関係するか」「思いどおり養育しようとお思いになる子でもお生れになったら」は、玉鬘物語の構想を考える。『新大系』は「（明石姫君のように后がねではなく源氏の）思い通りにかわいがることのできそうな子」と注す。

2 【こりずまに】「こりずまに又もなき名は立ちぬべし人にくからぬ世にし住まへば」（古今集恋三、六三一、読人しらず）の第一句の文句による。


第三段　旧後宮の女性たちの動向

澪標．３．３．１

■　院ゐんはのどやかに思おぼしなりて1、時々ときどきにP24つけて、をかしき御遊おほむあそびなど、好このましげにておはします。

◇　院は気楽な御心境になられて、四季折々につけて、風雅な管弦の御遊など、御機嫌よろしうおいであそばす。

■　女御にょうご、更衣かうい、みな例れいのごとさぶらひたまへど、春宮とうぐうの御母女御おほむははにょうごのみぞ2、とり立たてて時ときめきたまふこともなく、尚侍かむの君きみの御おほむおぼえにおし消けたれたまへりしを、かく引ひき変かへ、めでたき御幸おほむさいはひにて、離はなれ出いでて宮みやに添そひたてまつりたまへる。

◇　女御、更衣、みな院の御所に伺候していらっしゃるが、東宮の御母女御だけは、特別にはなやかにおなりになることもなく、尚侍の君のご寵愛に圧倒されていらっしゃったのが、このようにうって変わって、結構なご幸福で、離れて東宮にお付き添い申し上ていらっしゃった。


P24 時々に--時々（々/+に）

1 【院はのどやかに思しなりて】朱雀院や東宮などの動向。

2 【春宮の御母女御のみぞ】「のみ」は「なく」に係るが、「ぞ」係助詞は「添ひたてまつりたまへる」に係る。その間、挿入句となる。


澪標．３．３．２

■　この大臣おとどの御宿直所おほむとのゐどころは、昔むかしの淑景舎しげいしゃなり。

◇　この内大臣のご宿直所は、昔から淑景舎である。

■　梨壺なしつぼに春宮とうぐうはおはしませば、近隣ちかどなりの御心寄みこころよせに、何なにごとも聞きこえ通かよひて、宮みやをも後見うしろみたてまつりたまふ。

◇　梨壷に東宮はいらっしゃるので、隣同士の誼で、どのようなこともお話し合い申し上げなさって、東宮をもご後見申し上げになさる。

澪標．３．３．３

■　入道后にふだうきさいの宮みや、御位みくらゐをまた改あらためたまふべきならねば1、太上天皇だいじゃうてんわうになずらへて、御封賜みぶたまはらせたまふ。

◇　入道后の宮は、御位を再びお改めになるべきでもないので、太上天皇に准じて御封を賜りあそばす。

■　院司ゐんじどもなりて2、さまことにいつくし。

◇　院司たちが任命されて、その様子は格別立派である。

■　御行おほむおこなひ、功徳くどくのことを、常つねの御***いとなみにておはします。

◇　御勤行、功徳のことを、毎日のお仕事になさっている。

■　年としごろ、世よに憚はばかりて出いで入いりも難かたく、見みたてまつりたまはぬ嘆なげきをいぶせく思おぼしけるに、思おぼすさまにて、参まゐりまかでたまふもいとめでたければ、大后おほきさきは、

◇　ここ数年来、世間に遠慮して参内も難しく、お会い申されないお悲しみに、胸塞がる思いでいらっしゃったが、お思いの通りに、参内退出なさるのもまことに結構なので、大后は、

■　「憂うきものは世よなりけり」

◇　「嫌なものは世の移り変わりよ」

■　と思おぼし嘆なげく。

◇　とお嘆きになる。

◆　 
にふだう-きさいのみや、 みくらゐ を また あらため たまふ べき ならね ば、 だいじゃう-てんわう に なずらへ て、 みぶ たまはら せ たまふ。 ゐんじ-ども なり て、 さま こと に いつくし。 おほむ-おこなひ、 くどく の こと を、 つね の いとなみ に て おはします。 としごろ、 よ に はばかり て いで いり も かたく、 み たてまつり たまは ぬ なげき を いぶせく おぼし ける に、 おぼす さま にて、 まゐり まかで たまふ も いと めでたけれ ば、 おほきさき は、 "うき もの は よ なり けり。" と おぼし なげく。


1 【入道后の宮御位をまた改めたまふべきならねば】御子の冷泉帝が即位したので、その母である藤壺は皇太后になるのだが、出家の身なのでそうならず、太上天皇に准じて御封を賜る待遇を受けた。歴史上、一条天皇の母后藤原詮子が東三条院と呼ばれ、女院となった例を踏まえる。

2 【院司どもなりて】「なりて」は任命されての意。


澪標．３．３．４

■　大臣おとどはことに触ふれて、いと恥かづかしげに仕つかまつり、心寄こころよせきこえたまふも1、なかなかいとほしげなるを2、人ひともやすからず、聞きこえけり。

◇　内大臣は何かにつけて、たいそう恥じ入るほどにお仕え申し上げ、好意をお寄せ申し上げなさるので、かえって見ていられないようなのを、人々もそんなにまでなさらずともよかろうにと、お噂申し上げるのだった。


1 【いと恥づかしげに仕まつり心寄せきこえたまふも】源氏が弘徽殿大后に対して。

2 【なかなかいとほしげなるを】『集成』は「（大后の昔の仕打ちを思うと）かえって見ていられないほどであるのを」と訳す。


第四段　冷泉帝後宮の入内争い

澪標．３．４．１

■　兵部卿親王1ひゃうぶきゃうのみこ、年としごろの御心みこころばへのつらく思おもはずにて、ただ世よの聞きこえをのみ思おぼし憚はばかりたまひしことを、大臣おとどは憂うきものに思おぼしおきて、昔むかしのやうにもむつびきこえたまはず。

◇　兵部卿親王は、ここ数年来のお心が冷たく案外な仕打ちで、ただ世間のおもわくだけを気になさっていらしたことを、内大臣は恨めしくお思いになっておられて、昔のようにお親しみ申し上げなさらない。

■　なべての世よには、あまねくめでたき御心みこころなれど、この御おほむあたりは、なかなか情なさけなき節ふしも、うち交まぜたまふを、入道にふだうの宮みやは、いとほしう本意ほいなきこと2に見みたてまつりたまへり。

◇　世間一般に対しては、誰に対しても結構なお心なのであるが、この宮あたりに対しては、むしろ冷淡な態度も、ままおとりになるのを、入道の宮は、困ったことで不本意なことだ、とお思い申し上げていらっしゃった。


1 【兵部卿親王】紫の君の父親。藤壺入道の宮の兄。皇族第一の実力者。

2 【いとほしう本意なきこと】藤壺の心中を間接的に叙述。


澪標．３．４．２

■　世よの中なかのこと、ただなかばを分わけて、太政大臣おほきおとど、この大臣おとどの御おほむままなり。

◇　天下の政事は、まったく二分して、太政大臣と、この内大臣のお心のままである。

■　権中納言ごんちゅうなごんの御女おほむむすめ、その年としの八月はちぐわちに参まゐらせたまふ1。

◇　権中納言の御娘、その年の八月に入内させなさる。

■　祖父殿おほぢどのゐたちて2、儀式ぎしきなどいとあらまほし。

◇　祖父大臣が率先なさって、儀式などもたいそう立派である。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうの中みやの君なかのきみも、さやうに心こころざして3かしづきたまふ名高なだかきを、大臣おとどは、人ひとよりまさりたまへ4としも思おぼさずなむありける。

◇　兵部卿宮の中の君も、そのように志して、大切にお世話なさっているとの評判は高いが、内大臣は、他より一段と勝るようにとも、お考えにはならないのであった。

■　いかがしたまはむとすらむ5。

◇　どうなさるおつもりであろうか。


1 【権中納言の御女その年の八月に参らせたまふ】もとの頭中将の娘、八月に冷泉帝後宮に入内。もと左大臣家、いま、太政大臣家。一般臣家の第一の実力者が娘を後宮に入内させる。

2 【祖父殿ゐたちて】『完訳』は「太政大臣が率先し采配を振り。孫娘の格上げに養女としたか」と注す。

3 【兵部卿宮の中の君もさやうに心ざして】兵部卿宮の中の君も入内の予定。

4 【人よりまさりたまへ】源氏の心中を間接的に叙述。『集成』は「すぐれたお身の上（帝の后）になられよともお考えにならないのだった」と注す。

5 【いかがしたまはむとすらむ】語り手の文。読者に先の期待を持たせてこの段を締め括る。『完訳』は「源氏の今後の対処に注目しようとする、語り手の評言」と注す。


第四章　明石の物語　住吉浜の邂逅

第一段　住吉詣で

澪標．４．１．１

■　その秋あき、住吉すみよしに詣まうでたまふ1。

◇　その年の秋に、住吉にご参詣になる。

■　願ぐわんども果はたしたまふべければ、いかめしき御おほむありきにて、世よの中なかゆすりて、上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびと、我われも我われもと仕つかうまつりたまふ。

◇　願ほどきなどをなさるご予定なので、盛大なご行列で、世間でも大騷ぎして、上達部、殿上人らが、我も我もとお供申し上げになさる。


1 【その秋住吉に詣でたまふ】秋、源氏、住吉に御願果たしに参詣。


澪標．４．１．２

■　折をりしも、かの明石あかしの人ひと、年としごとの例れいのことにて詣まうづるを、去年今年こぞことしは障さはることありて、おこたりける、かしこまり取とり重かさねて、思おもひ立たちけり。

◇　ちょうどその折、あの明石の人は、毎年恒例にして参詣するのが、去年今年は差し障りがあって、参詣できなかった、そのお詫びも兼ねて思い立ったのであった。

■　舟ふねにて詣まうでたり。

◇　舟で参詣した。

■　岸きしにさし着つくるほど、見みれば、ののしりて詣まうでたまふ人ひとのP25けはひ1、渚なぎさに満みちて、いつくしきP26神宝かむだからを持もて続つづけたり。

◇　岸に着ける時、見ると、大騷ぎして参詣なさる人々の様子、渚にいっぱいあふれていて、尊い奉納品を列をなさせていた。

■　楽人がくにん、十列とをつらP27など、装束さうぞくをととのへ、容貌かたちを選えらびたり。

◇　楽人、十人ほど、衣装を整え、顔形の良い者を選んでいた。


P25 人の--人（人/+の）

P26 いつくしき--いつく△（△/＃）しき

P27 十列--とをつゝ（ゝ/＃ら〈朱〉）

1 【人のけはひ】大島本は「人（人＋の）けはひ」と「の」を補入する。『集成』『新大系』は底本の補入に従う。『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従う。


澪標．４．１．３

■　「誰たが詣まうでたまへるぞ1」

◇　「どなたが参詣なさるのですか」

■　と問とふめれば2、

◇　と尋ねたらしいので、

■　「内大臣殿ないだいじんどのの3御願果おほむぐわんはたしに詣まうでたまふを、知しらぬ人ひともありけり」

◇　「内大臣殿が、御願ほどきに参詣なさるのを、知らない人もいたのだなあ」

■　とて、はかなきほどの下衆げすだに、心地ここちよげにうち笑わらふ4。

◇　と言って、とるにたりない身分の低い者までもが、気持ちよさそうに笑う。


1 【誰が詣でたまへるぞ】明石方の従者の詞。

2 【問ふめれば】「めり」推量の助動詞、視界内推量。『集成』は「下人が尋ねているらしいのを、明石の上たちが船中で聞く趣」と注す。

3 【内大臣殿の】以下「知らぬ人もありけり」まで、源氏方の従者の返事。天下周知の事実を知らない人もいたのだと、驚きあきれた気持ち。

4 【はかなきほどの下衆だに心地よげにうち笑ふ】「だに」副助詞。述語の表す動作・状態に対して、例外的、逆接的な事物、事態であることを示す。--さえも。--までも。とるに足りない下衆までが気持ちよさそうに笑う。


澪標．４．１．４

■　「げに、あさましう1、月日つきひもこそあれ。なかなか、この御おほむありさまを遥はるかに見みるも、身みのほど口惜くちをしうおぼゆ。さすがに、かけ離はなれたてまつらぬ宿世すくせながら、かく口惜くちをしき際きはの者ものだに、もの思おもひなげにて、仕つかうまつるを色節いろふしに思おもひたるに、何なにの罪深つみふかき身みにて、心こころにかけておぼつかなう思おもひきこえつつ、かかりける御響おほむひびきをも知しらで、立たち出いでつらむ」

　など思おもひ続つづくるに、いと悲かなしうて、人知ひとしれずしほたれけり。

◇　「なるほど、あきれたことよ、他の月日もあろうに、かえって、このご威勢を遠くから眺めるのも、わが身の程が情なく思われる。とはいえ、お離れ申し上げられない運命ながら、このような賤しい身分の者でさえも、何の物思いもないふうで、お仕えしているのを晴れがましいことに思っているのに、どのような罪深い身で、心に掛けてお案じ申し上げていながら、これほどの評判であったご参詣のことも知らずに、出掛けて来たのだろう」

などと思い続けると、実に悲しくなって、人知れず涙がこぼれるのであった。


1 【げにあさましう】以下「立ち出でつらむ」まで、明石の君の心中。一部に地の文的表現がある。


第二段　住吉社頭の盛儀

澪標．４．２．１

■　松原まつばらの深緑ふかみどりなるに、花紅葉はなもみぢをこき散ちらしたると見みゆる表うへの衣きぬの、濃こき薄うすき、数知かずしらず1。

◇　松原の深緑を背景に、花や紅葉をまき散らしたように見える袍衣姿の、濃いのや薄いのが、数知れず見える。

■　六位ろくゐのなかにも蔵人くらうどは青色あをいろしるく見みえて2、かの賀茂かもの瑞垣恨みづがきうらみし右近将監うこんのじょうも靫負ゆげひになりて、ことごとしげなる随身具ずいじんぐしたる蔵人くらうどなり。

◇　六位の中でも蔵人は麹塵色がはっきりと見えて、あの賀茂の瑞垣を恨んだ右近将監も靫負になって、ものものしそうな随身を伴った蔵人である。


1 【松原の深緑なるに花紅葉をこき散らしたると見ゆる表の衣の濃き薄き数知らず】「見ゆる」の主体は、船の中の明石の君。以下、明石の君の眼に映る光景を語る。客観的描写でなく、人を通した主観的描写という性格。袍衣の色を桜や紅葉に喩えた見立ての表現。四位は深緋（朱色）、五位は浅緋、六位は深緑、七位は浅緑、八位は深縹（薄藍）、初位は薄縹。

2 【六位のなかにも蔵人は青色しるく見えて】この六位蔵人の「青色」は天皇から拝領した麹塵（青みがかった黄色）の袍である。


澪標．４．２．２

■　良清よしきよも同おなじ佐すけにて1、人ひとよりことにもの思おもひなきけしきにて、おどろおどろしき赤衣姿あかぎぬすがた、いときよげなり。

◇　良清も同じ衛門佐で、誰よりも格別物思いもない様子で、仰々しい緋色姿が、たいそう美しげである。

■　すべて見みし人ひとびと、引ひき変かへはなやかに、何なにごと思おもふらむと見みえて、うち散ちりたるに、若わかやかなる上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびとの、我われも我われもP28と思おもひいどみ、馬鞍むまくらなどまで飾かざりを整ととのへ磨みがきたまへるは、いみじき物ものに、田舎人ゐなかびとも思おもへり2。

◇　すべて見た人々は、うって変わってはなやかになり、何の憂えもなさそうに見えて、散らばっている中で、若々しい上達部、殿上人が、我も我もと競争で、馬や鞍などまで飾りを整え美しく装いしていらっしゃるのは、たいそうな物であると、田舎者も思った。


P28 我も我も--我も／＼も（も/＃〈朱〉）

1 【良清も同じ佐にて】「靭負」と同じという意。「靭負」は「靭負尉」（衛門府の三等官）の略。良清は衛門佐（次官、従五位上相当）になったという意。

2 【いみじき物に田舎人も思へり】大島本は「いみしきものに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見物に」と校訂する。明石の君の一行の人々。


澪標．４．２．３

■　御車おほむくるまを遥はるかに見みやれば、なかなか、心こころやましくて、恋こひしき御影おほむかげをもえ見みたてまつらず。

◇　お車を遠く見やると、かえって、心が苦しくなって、恋しいお姿をも拝することができない。

■　河原大臣かはらの御例おとどのおほむれいをまねびて、童随身わらはずいじんを賜たまはりたまひける、いとをかしげに装束さうぞき、みづら結ゆひて、紫裾濃むらさきすそごの元結もとゆひなまめかしう、丈姿たけすがたととのひ、うつくしげにて十人じふにん、さまことに今いまめかしう見みゆ。

◇　河原左大臣のご先例にならって、童随身を賜っていらっしゃったが、とても美しそうに装束を着て、みずらを結って、紫の裾濃の元結が優美で、身の丈や姿もそろって、かわいらしい格好をして十人、格別はなやかに見える。

澪標．４．２．４

■　大殿腹おほとの若君2ばらのわかぎみ、限かぎりなくかしづき立たてて、馬添むまぞひ、童わらはのほど、皆作みなつくりあはせて、やう変かへて装束さうぞきわけたり。

◇　大殿腹の若君、この上なく大切にお扱いになって、馬に付き添う供人、童の具合など、みな揃いの衣装で、他とは変わって服装で区別していた。

■　雲居遥くもゐはるかにめでたく見みゆるにつけても、若君わかぎみの数かずならぬさま4にてものしたまふを、いみじと思おもふ5。

◇　雲居遥かな立派さを見るにつけても、若君の人数にも入らない様子でいらっしゃるのを、ひどく悲しいと思う。

■　いよいよ御社みやしろのP29方かたを拝をがみきこゆ。

◇　ますます御社の方角をお拝み申し上げる。


P29 御社の--みやしろ（ろ/+の）

1? 【河原大臣の例をまねびて童随身を給賜りたまひける】河原の大臣、すなわち左大臣源融（八二二〜八九五）。源融が童随身を賜った例は文献には見られない。藤原道長が長徳四年（九九六）に童随身を六名賜っている。

2 【大殿腹の若君】左大臣家の葵の上が産んだ夕霧。

3? 【雲井遥かにめでたく見ゆるにつけても】景情と心象の風景が一体化した表現。『集成』は「海上からの距離と身分の懸隔の両方をいう」。『完訳』は「夕霧を注視する明石の君の心。距離の隔たりがそのまま、わが姫君との身分境遇の隔たりに思える」と注す。

4 【若君の数ならぬさま】明石の姫君。

5 【いみじと思ふ】主語は明石の君。


澪標．４．２．５

■　国くにの守参かみまゐりて、御おほむまうけ、例れいの大臣おとどなどの参まゐりたまふよりは、ことに世よになく仕つかうまつりけむかし1。

◇　摂津の国守が参上して、ご饗応の準備、普通の大臣などが参詣なさる時よりは、格別にまたとないくらい立派に奉仕したことであろうよ。

■　いとはしたなければ、

◇　とてもいたたまれない思いなので、

■　「立たち交まじり、数かずならぬ身みの、いささかのことせむに、神かみも見入みいれ、数かずまへたまふべきにもあらず。

◇　「あの中に立ちまじって、とるに足らない身の上で、少しばかりの捧げ物をしても、神も御覧になり、お認めくださるはずもあるまい。

■　帰かへらむにも中空なかぞらなり。

◇　帰るにしても中途半端である。

■　今日けふは難波なに舟はにふねさし止とめて、祓はらへをだにせむ」

◇　今日は難波に舟を泊めて、せめてお祓いだけでもしよう」

■　とて、漕こぎ渡わたりぬ。

◇　と思って、漕いで行った。


1 【仕うまつりけむかし】「けむ」過去推量の助動詞。「かし」終助詞。念を押すニュアンス。語り手の推量。


第三段　源氏、惟光と住吉の神徳を感ず

澪標．４．３．１

■　君きみは、夢ゆめにも知しりたまはず、夜一夜よひとよ、いろいろのことをせさせたまふ1。

◇　君は、まったくご存知なく、一晩中、いろいろな神事を奉納させなさる。

■　まことに、神かみの喜よろこびたまふべきことを、し尽つくして、来きし方かたの御願おほむぐわんにもうち添そへ、ありがたきまで、遊あそびののしり明あかしたまふ。

◇　真実に、神がお喜びになるにちがいないことを、あらゆる限りなさって、過去の御願果たしに加えて、前例のないくらいまで、楽や舞の奉納の大騷ぎして夜をお明かしになる。

■　惟光これみつやうの人2ひとは、心こころのうちに神かみの御徳おほむとくをあはれにめでたしと思おもふ。

◇　惟光などのような人は、心中に神のご神徳をしみじみとありがたく思う。

■　あからさまに立たち出いでたまへるに、さぶらひて、聞きこえ出いでたり。

◇　ちょっと出ていらっしゃたので、お側に寄って、申し上げた。


1 【夜一夜いろいろのことをせさせたまふ】「させ」使役の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。また「させ」を尊敬の助動詞と解することも可能か。

2 【惟光やうの人】乳母子として源氏と辛苦を共にしてきた、という意。


澪標．４．３．２

■　「住吉すみよしの松まつこそものはかなしけれ

神代かみよのことをかけて思おもへば」

◇　「住吉の松を見るにつけ感慨無量です

昔のことがを忘れられずに思われますので」

澪標．４．３．３

■　げに、と思おぼし出いでて2、

◇　いかにもと、お思い出しになって、


1? 【住吉の松こそものはかなしけれ神世のことをかけて思へば】惟光の歌。「住吉」と「松」は縁語。「松」に「まづ」を掛ける。「かなしけれ」は感慨無量の意。「神代」は神話時代に流離生活の過去の意をこめる。

2 【げにと思し出でて】惟光の歌に納得した源氏の気持ち。


澪標．４．３．４

■　「荒あらかりし波なみのまよひに住吉すみよしの

神かみをばかけて忘わすれやはする1

験しるしありな2」

◇　「あの須磨の大嵐が荒れ狂った時に

念じた住吉の神の御神徳をどうして忘られようぞ

霊験あらたかであったな」


1 【荒かりし波のまよひに住吉の神をばかけて忘れやはする】源氏の返歌。惟光の「神代のこと」「かけて思へば」に対して「住吉の神」「かけて忘れやはする」と返した。「やは」係助詞。「する」連体形、反語表現。忘れたりしようか、決して忘れない。

2 【験ありな】歌に添えた言葉。


澪標．４．３．５

■　とのたまふも、いとめでたし。

◇　とおっしゃるのも、たいそう素晴らしい。

第四段　源氏、明石の君に和歌を贈る

澪標．４．４．１

■　かの明石あかしの舟ふね、この響ひびきに圧おされて、過すぎぬることも聞きこゆれば、

◇　あの明石の舟が、この騷ぎに圧倒されて、立ち去ったことも申し上げると、

■　「知しらざりけるよ1」

◇　「知らなかったなあ」

■　と、あはれに思おぼす。

◇　と、しみじみと気の毒にお思いになる。

■　神かみの御おほむしるべを思おぼし出いづるも、おろかならねば、

◇　神のお導きとお思い出しになるにつけ、おろそかには思われないので、

■　「いささかなる消息せうそこをだにして2、心慰こころなぐさめばや。

◇　「せめてちょっとした手紙だけでも遣わして、気持ちを慰めてやりたい。

■　なかなかに思おもふらむかし」

◇　かえってつらい思いをしていることだろう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【知らざりけるよ】源氏の心中。

2 【いささかなる消息をだにして】以下「思ふらむかし」まで、源氏の心中。「だに」副助詞、最小限の希望の意。せめて消息だけでも。


澪標．４．４．２

■　御社立みやしろたちたまて、所々ところどころに逍遥せうえうを尽つくしたまふ。

◇　御社をご出発になって、あちこちの名所に遊覧なさる。

■　難波なにはの御祓おほむはらへ、七瀬ななせによそほしう2仕つかまつる。

◇　難波のお祓い、七瀬に立派にお勤めになる。

■　堀江ほりえのわたりを御覧ごらんじて、

◇　堀江のあたりを御覧になって、

■　「今いまはた同おなじ難波なにはなるS5,3」

◇　「今はた同じ難波なる」

■　と、御心みこころにもあらで、うち誦じゅじたまへるを、御車おほむくるまのもと近ちかき惟光これみつ、うけたまはりやしつらむ4、さる召めしもやと、例れいにならひて懐ふところにまうけたる柄短つかみじかき筆ふでなど、御車おほむくるまとどむる所ところにてたてまつれり。

◇　と、無意識のうちに、ふと朗誦なさったのを、お車の近くにいる惟光、聞きつけたのであろうか、そのような御用もあろうかと、いつものように懐中に準備しておいた柄の短い筆などを、お車を止めた所で差し上げた。

■　「をかし」

◇　「よく気がつくな」

■　と思おぼして5、畳紙たたうがみに、

◇　と感心なさって、畳紙に、


S5 侘ぬれば今はた同じ難波なる身を尽くしても逢はむとぞ思ふ（後撰集恋五-九六〇　元良親王）

1? 【なかなかにや思ふむんかし】なまじ遭遇したばかりに、という意がこめられている。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。源氏が明石の君の気持ちを遠くから忖度しているニュアンス。

2 【難波の御祓へ七瀬によそほしう】大島本は「なにはの御はらへなゝせによそをしう」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「難波の御祓へなどことによそほしう

3 【今はた同じ難波なる】源氏の独り言。「わびぬれば今はた同じ難波なる身をつくしても逢はむとぞ思ふ」（後撰集恋五、九六〇、元良親王）の第二句。真意は、下句の「身をつくしても逢はむとぞ思ふ」にある。明石の君に何としてでも逢いたい。

4 【うけたまはりやしつらむ】「や」疑問の間投助詞。「らむ」推量の助動詞、視界外推量。語り手の推測のニュアンス。挿入句。

5 【をかしと思して】『完訳』は「明石の君を思う折しも、彼女への贈歌を促す惟光の機転に喜ぶ」と注す。


澪標．４．４．３

■　「みをつくし恋こふるしるしにここまでも

めぐり逢あひけるえには深ふかしな1」

◇　「身を尽くして恋い慕っていた甲斐のあるここで

めぐり逢えたとは、縁は深いのですね」


1 【みをつくし恋ふるしるしにここまでもめぐり逢ひけるえには深しな】源氏から明石の君への贈歌。「澪標」と「身を尽くし」、「難波」と「何は」、「江」と「縁」を掛ける。「澪標」「しるし」「深し」は縁語。同じ日に邂逅したことに二人の縁の深さをいう。


澪標．４．４．４

■　とて、たまへれば、かしこの心知こころしれる下人しもびとして遣やりけり。

◇　と書いて、お与えになると、あちらの事情を知っている下人を遣わして贈るのであった。

■　駒並こまなめて、うち過すぎたまふにも、心こころのみ動うごくに1、露つゆばかりなれど、いとP30あはれにかたじけなくおぼえて、うち泣なきぬ。

◇　馬を多数並べて、通り過ぎて行かれるにつけても、心が乱れるばかりで、ほんの歌一首ばかりのお手紙であるが、実にしみじみともったいなく思われて、涙がこぼれた。


P30 いと--（/+いと）

1 【心のみ動くに】明石の君。「のみ」副助詞、強調のニュアンス。


澪標．４．４．５

■　「数かずならで難波なにはのこともかひなきに

などみをつくし思おもひそめけむ1」

◇　「とるに足らない身の上で、何もかもあきらめておりましたのに

どうして身を尽くしてまでお慕い申し上げることになったのでしょう」


1 【数ならで難波のこともかひなきになどみをつくし思ひそめけむ】明石の君の返歌。「難波・何は」「澪標・身を尽くし」を受けて、「思ひそめけむ」と切り返した。さらなる愛情を切望してみせた歌。


澪標．４．４．６

■　田蓑たみの島のしまに御禊仕みそぎつかうまつる、御祓おほむはらへの物ものにつけてたてまつる。

◇　田蓑の島で禊を勤めるお祓いの木綿につけて差し上げる。

■　日暮ひくれ方がたになりゆく。

◇　日も暮れ方になって行く。

■　夕潮満ゆふしほみち来きてS6、入江いりえの鶴たづも声惜こゑをしまぬほど1のあはれなる折をりからなればにや2、人目ひとめもつつまず、あひ見みまほしくさへ思おぼさる。

◇　夕潮が満ちて来て、入江の鶴も、声惜しまず鳴く頃のしみじみとした情趣からであろうか、人の目も憚らず、お逢いしたいとまで、思わずにはいらっしゃれない。


S6 難波潟潮満ち来らし海人衣田蓑の島に鶴鳴き渡る（古今集雑上-九一三　読人しらず）

1 【夕潮満ち来て入江の鶴も声惜しまぬほど】「難波潟潮満ち来らし雨衣田蓑の島に鶴鳴き渡る」（古今集雑上、九一三、読人しらず）による叙景。

2 【あはれなる折からなればにや】「にや」連語。断定の助動詞「なり」の連用形「に」＋「や」疑問の係助詞。語り手の推測を挿入。


澪標．４．４．７

■　「露つゆけさの昔むかしに似にたる旅衣たびごろも

田蓑たみの島のしまの名なには隠かくれずS7,1」

◇　「涙に濡れる旅の衣は、昔、海浜を流浪した時と同じようだ

田蓑の島という名の蓑の名には身は隠れないので」


S7 雨により田蓑の島を今日行けど名には隠れぬものにぞありける（古今集雑上-九一八　紀貫之）

1 【露けさの昔に似たる旅衣田蓑の島の名には隠れず】源氏の独詠歌。「雨により田蓑の島を今日行けど名には隠れぬものにぞありける」（古今集雑上、九一八、貫之）を引歌とする。「昔」は須磨明石流離の時期をさす。


澪標．４．４．８

■　道みちのままに、かひある逍遥遊せうえうあそびののしりたまへど、御心みこころにはなほかかりて思おぼしやる。

◇　道すがら、結構な遊覧や奏楽をして大騷ぎなさるが、お心にはなおも掛かって思いをお馳せになる。

■　遊女あそびどもの集つどひ参まゐれる、上達部かむだちめと聞きこゆれど、若わかやかにこと好このましげなるは、皆みな、目めとどめたまふべかめり1。

◇　遊女連中が集まって参っているが、上達部と申し上げても、若々しく風流好みの方は、皆、目を留めていらっしゃるようである。

■　されど、

◇　けれども、

■　「いでや2、をかしきことも、もののあはれも、人ひとからこそあべけれ。

◇　「さあ、風流なことも、ものの情趣も、相手の人柄によるものだろう。

■　なのめなることをだに、すこしあはき方かたに寄よりぬるは、心こころとどむるたよりもなきものを」

◇　普通の恋愛でさえ、少し浮ついたものは、心を留める点もないものだから」

■　と思おぼすに、おのが心こころをやりて、よしめきあへるも3疎うとましう思おぼしけり。

◇　とお思いになると、自分の心の赴くままに、嬌態を演じあっているのも、嫌に思われるのであった。


1 【目とどめたまふべかめり】「べかめり」複合語。強い主観的推量のニュアンス。目を留めていらっしゃるに違いないようである、の意。

2 【いでや】以下「なきものを」まで、源氏の心中。明石の君のことを思うゆえに、遊女には無関心。

3 【おのが心をやりてよしめきあへるも】源氏の目から見た遊女のありさま。


第五段　明石の君、翌日住吉に詣でる

澪標．４．５．１

■　かの人ひとは、過すぐしきこえて、またの日ひぞ吉よろしかりければ、御幣みてぐらたてまつる。

◇　あの人は、通り過ぎるのをお待ち申して、次の日が日柄も悪くはなかったので、幣帛を奉る。

■　ほどにつけたる願ぐわんどもなど、かつがつ果はたしける。

◇　身分相応の願ほどきなど、ともかくも済ませたのであった。

■　また、なかなかもの思おもひ添そはりて1、明あけ暮くれ、口惜くちをしき身みを思おもひ嘆なげく。

◇　また一方、かえって物思いが加わって、朝に晩に、取るに足らない身の上を嘆いている。


1 【またなかなかもの思ひ添はりて】『集成』は「（源氏方の盛大な願果しを目のあたりにしたために）住吉参詣が、かえって物思いを増すことになって」と注す。


澪標．４．５．２

■　今いまや京きゃうにおはし着つくらむと思おもふ日数ひかずも経へず、御使おほむつかひあり。

◇　今頃は京にお着きになっただろうと思われる日数もたたないうちに、お使いがある。

■　このころのほどに迎むかへむことをぞのたまへる。

◇　近々のうちに迎えることをおっしゃっていた。

■　「いと頼たのもしげに1、数かずまへのたまふめれど、いさや、また、島漕しまこぎ離はなれS8,2、中空なかぞらに心細こころぼそきことやあらむ」

◇　「とても頼りがいありそうに、一人前に扱ってくださるようだけれども、どうかしら、また、故郷を出て、どっちつかずの心細い思いをするのではないかしら」

■　と、思おもひわづらふ。

◇　と思い悩む。


S8 今はとて島漕ぎ離れ行く舟にひれ振る袖を見るぞ悲しき（落窪物語-七二）ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ（古今集羈旅-四〇九　読人しらず）

1 【いと頼もしげに】以下「心細きことやあらむ」まで、明石の君の心中。

2 【島漕ぎ離れ】「ほのぼのと明石の浦の朝霧に島漕ぎ離れ行く舟をしぞ思ふ」（古今集羈旅、四〇九、読人しらず）を踏まえた措辞。


澪標．４．５．３

■　入道にふだうも、さて出いだし放はなたむはP31、いとうしろめたう、さりとて、かく埋うづもれ過すぐさむを思おもはむも、なかなか来きし方かたの年としごろよりも、心尽こころづくしなり。

◇　入道も、そのように手放すのは、まことに不安で、そうかといって、このように埋もれて過すことを考えると、かえって今までよりも、物思いが増す。

■　よろづにつつましう、思おもひ立たちがたきことを聞きこゆ。

◇　いろいろと気後れがして、決心しがたい旨を申し上げる。


P31 放たむは--はなたむと（と/＄は）


第五章　光る源氏の物語　冷泉帝後宮の入内争い

第一段　斎宮と母御息所上京

澪標．５．１．１

■　まことや、かの斎宮さいぐうも替かはりたまひにしかば、御息所上みやすむどころのぼりたまひてのち、変かはらぬさまに何なにごとも訪とぶらひきこえたまふことは、ありがたきまで、情なさけを尽つくしたまへど、

◇　そう言えば、あの斎宮もお代わりになったので、御息所も上京なさって後、昔と変わりなく何くれとなくお見舞い申し上げなさることは、世にまたとないほど、お心を尽くしてなさるが、

■　「昔むかしだに2つれなかりし御心みこころばへの、なかなかならむ名残なごりは見みじ」

◇　「昔でさえ冷淡であったお気持ちを、なまじ会うことによって、かえって、昔ながらのつらい思いをすることはするまい」

■　と、思おもひ放はなちたまへれば、渡わたりたまひなどすることはことになし。

◇　と、きっぱりと思い絶っていらしたので、お出向きになることはない。


1? 【まことやかの齋宮も替はりたまひにしかば】御世代わりによって斎宮上京。源氏、御息所を見舞う。

2 【昔だに】以下「名残は見じ」まで、御息所の心中。


澪標．５．１．２

■　あながちに動うごかしきこえたまひても1、わが心こころながら知しりがたく2、とかくかかづらはむ御歩おほむありきなども、所狭ところせう思おぼしなりにたれば、強しひたるさまにもおはせず。

◇　無理してお心を動かし申しなさったところで、自分ながら先々どう変わるかわからず、あれこれと関わりになるお忍び歩きなども、窮屈にお思いになっていたので、無理してお出向きにもならない。

■　斎宮さいぐうをぞ、

◇　斎宮を、

■　「いかにねびなりたまひぬらむ3」

◇　「どんなにご成人なさったろう」

■　と、ゆかしう思おもひきこえたまふ。

◇　と、お会いしてみたくお思いになる。


1 【あながちに動かしきこえたまひても】以下、源氏の心中と地の文が融合した文章。「たまひ」があるので、地の文である。

2 【わが心ながら知りがたく】『集成』は「生霊事件でいったんうとましく思ったことがあるので、御息所への気持は、源氏自身にも自信が持てない」と注す。

3 【いかにねびなりたまひぬらむ】源氏の心中。斎宮、二十歳。


澪標．５．１．３

■　なほ、かの六条ろくでうの旧宮ふるみやをいとよく修理すりしつくろひたりければ、みやびかにて住すみたまひけり。

◇　昔どおり、あの六条の旧邸をたいそうよく修理なさったので、優雅にお住まいになっているのであった。

■　よしづきたまへること、旧ふりがたくて、よき女房にょうばうなど多おほく、好すいたる人ひとの集つどひ所どころにて、ものさびしきやうなれど、心こころやれるさまにて経***たまふほどに、にはかに重おもくわづらひたまひて、もののいと心細こころぼそく思おぼされければ、罪深つみふかき所ところほとりに1年経としへつるも、いみじう思おぼして2、尼あまになりたまひぬ。

◇　風雅でいらっしゃること、変わらないままで、優れた女房などが多く、風流な人々の集まる所で、何となく寂しいようであるが、気晴らしをなさってお暮らしになっているうちに、急に重くお患いになられて、たいそう心細い気持ちにおなりになったので、仏道を忌む所辺りに何年も過ごしていたことも、ひどく気になさって、尼におなりになった。

◆　 
なほ、 かの ろくでう の ふるみや を いと よく すり し つくろひ たり けれ ば、 みやびか にて すみ たまひ けり。 よしづき たまへ る こと、 ふり がたく て、 よき にょうばう など おほく、 すい たる ひと の つどひ どころ にて、 もの-さびしき やう なれ ど、 こころやれ る さむ にて へ たまふ ほど に、 にはか に おもく わづらひ たまひ て、 もの の いと こころぼそく おぼさ れ けれ ば、 つみ ふかき ところ ほとり に とし へ つる も、 いみじう おぼし て、 あま に なり たまひ ぬ。


1 【罪深き所ほとりに】大島本は「つみふかきところほとりに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「罪深き所に」と「ほとり」を削除する。大島本の「ところほとり」は「ところ」と「ほとり」の合成本文であろう。伊勢神宮をさす。仏道から離れた生活であるので、こういう。源氏との愛執の罪の上に更に神域に長年過ごし、仏道から遠ざかっていたことを思う。

2 【いみじう思して】『集成』は「仏道修行から遠ざかっていたので、来世にどんな報いがあるかと、恐ろしく思われて」と注す。


澪標．５．１．４

■　大臣おとど、聞ききたまひて、かけかけしき筋すぢにはあらねど、なほさる方かたのものをも聞きこえあはせ、人ひとに思おもひきこえつるを1、かく思おぼしなりにけるが口惜くちをしうおぼえたまへば、おどろきながら渡わたりたまへり。

◇　内大臣、お聞きになって、色恋といった仲ではないが、やはり風雅に関することでのお話相手になるお方とお思い申し上げていたのを、このようにご決意なさったのが残念に思われなさって、驚いたままお出向きになった。

■　飽あかずあはれなる御訪おほむとぶらひ聞きこえたまふ。

◇　いつ尽きるともないしみじみとしたお見舞いの言葉を申し上げになる。


1 【なほさる方のものをも聞こえあはせ人に思ひきこえつるを】「さる方」は風雅の方面をさす。「を」について、『集成』は「やはり、風雅に関することでお話相手になる方とお思い申していたのに」と逆接の意に、一方『完訳』は「やはり何かといえば恰好なお話相手になるお方と存じ上げていたのだから」と順接の意に解す。


澪標．５．１．５

■　近ちかき御枕上おほむまくらがみに御座おましよそひて、脇息けふそくにおしかかりて、御返おほむかへりなど聞きこえたまふも、いたう弱よわりたまへるけはひなれば、

◇　お近くの御枕元にご座所を設けて、脇息に寄り掛かって、お返事などを申し上げなさるのも、たいそう衰弱なさっている感じなので、

■　「絶たえぬ心こころざしのほどは、え見みえたてまつらでや1」

◇　「いつまでも変わらない心の中を、お分かり頂けないままになるのではないか」

■　と、口惜くちをしうて、いみじう泣ないたまふ。

◇　と、残念に思われて、ひどくお泣きになる。


1 【絶えぬ心ざしのほどはえ見えたてまつらでや】源氏の心中。


第二段　御息所、斎宮を源氏に託す

澪標．５．２．１

■　かくまでも思おぼしとどめたりけるを、女をむなも、よろづにあはれに思おぼして、斎宮さいぐうの御おほむことをぞ聞きこえたまふ。

◇　こんなにまでもお心に掛けていたのを、女も、万感胸に迫る思いになって、斎宮の御事をお頼み申し上げになる。

澪標．５．２．２

■　「心細こころぼそくてとまりたまはむを2,3、かならず、ことに触ふれて数かずまへきこえたまへ。

◇　「心細い状況で先立たれなさるのを、きっと、何かにつけて面倒を見て上げてくださいまし。

■　また見みゆづる人ひともなく、たぐひなき御おほむありさまになむ。

◇　また他に後見を頼む人もなく、この上もなくお気の毒な身の上でございまして。

■　かひなき身みながらも、今いましばし世よの中なかを思おもひのどむるほどは、とざまかうざまにものを思おぼし知しるまで、見みたてまつらむことこそ思おもひたまへつれ4」

◇　何の力もないながらも、もうしばらく平穏に生き長らえていられるうちは、あれやこれや物の分別がおつきになるまでは、お世話申そうと存じておりましたが」


1? 【かくまで思しとどめたりけるを】『完訳』は「「けり」は、源氏の深い志にあらためて気づく気持。次の「女」も男女関係を強調した呼称で、御息所の源氏への感動の文脈を形成」と注す。

2 【心細くてとまりたまはむを】以下「思ひたまへつれ」まで、御息所の詞。源氏に斎宮の事を頼む。

3 【とまりたまはむを】「を」、接続助詞、順接また逆接。あるいは格助詞、目的格とも解せる。『集成』は「お一人であとにお残りになりますが」。『完訳』は「心細い有様でこの世にお残りになるでしょうから」と解す。

4 【こそ思ひたまへつれ】「こそ」係助詞。「つれ」完了の助動詞、已然形。係結び、逆接用法。強調と余意・余情の表現。『完訳』は「逆接の文脈で、下に、しかし今は生命尽きた、の意を補い読む」と注す。


澪標．５．２．３

■　とても、消きえ入いりつつ泣ないたまふ。

◇　と言って、息も絶え絶えにお泣きになる。

澪標．５．２．４

■　「かかる御おほむことなくてだに1、思おもひ放はなちきこえさすべきにもあらぬを、まして、心こころの及およばむに従したがひては、何なにごとも後見うしろみきこえむとなむ思おもうたまふる。

◇　「このようなお言葉がなくてでさえも、放ってお置き申すことはあるはずもないのに、ましてや、気のつく限りは、どのようなことでもご後見申そうと存じております。

■　さらに、うしろめたく2な思おもひきこえたまひそ」

◇　けっして、ご心配申されることはありません」


1 【かかる御ことなくてだに】以下「な思ひきこえたまひそ」まで、源氏の詞。承知しているので心配するな、と慰める。「だに」副助詞、下文に「まして」副詞と呼応した文脈。

2 【さらにうしろめたく】「さらに」副詞、下の「な」--「そ」に係って、全然心配するな、という禁止の意。


澪標．５．２．５

■　など聞きこえたまへば、

◇　などと申し上げなさると、

澪標．５．２．６

■　「いとかたきこと1。

◇　「とても難しいこと。

■　まことにうち頼たのむべき親おやなど2にて、見みゆづる人ひとだに、女親めおやに離はなれぬるは、いとあはれなることにこそはべるめれ。

◇　本当に信頼できる父親などで、後を任せられる人がいてさえ、女親に先立たれた娘は、実にかわいそうなもののようでございます。

■　まして、思おもほし人ひとめかさむにつけても3、あぢきなき方かたやうち交まじり、人ひとに心こころも置おかれたまはむ。

◇　ましてや、ご寵愛の人のようになるにつけても、つまらない嫉妬心が起こり、他の女の人からも憎まれたりなさいましょう。

■　うたてある思おもひやりごとなれど、かけてさやうの世よづいたる筋すぢに思おぼし寄よるな。

◇　嫌な気のまわしようですが、けっして、そのような色めいたことはお考えくださいますな。

■　憂うき身みを抓つみはべるにも、女をむなは、思おもひの外ほかにてもの思**ひを添そふるものになむはべりければ、いかでさる方かたをもて離はなれて、見みたてまつらむと思おもうたまふる4」

◇　悲しいわが身を引き比べてみましても、女というものは、思いも寄らないことで気苦労をするものでございましたので、何とかしてそのようなこととは関係なく、後見していただきたく存じます」

◆　 
"いと かたき こと。 まこと に うち-たのむ べき おや など に て、 みゆづる ひと だに、 めおや に はなれ ぬる は、 いと あはれ なる こと に こそ はべる めれ。 まして、 おもほし ひとめかさ む に つけ て も、 あぢきなき かた や うち-まじり、 ひと に こころ も おか れ たまは む。 うたて ある おもひやりごと なれ ど、 かけて さやう の よづい たる すぢ に おぼしよる な。 うき み を つみ はべる に も、 をむな は、 おもひ の ほか にて ものおもひ そふる もの に なむ はべり けれ ば、 いかで さる かた を もて-はなれ て、 み たてまつら む と おもう たまふる。"


1 【いとかたきこと】以下「思うたまふる」まで、御息所の詞。斎宮を愛人のように扱うなと頼む。

2 【まことにうち頼むべき親など】「親」は実の父親。「べき」推量の助動詞、可能。

3 【まして思ほし人めかさむにつけても】上の「だに」--「まして」の構文。『完訳』は「それにもまして絶望的な不孝とは--、の気持で続く」と注す。「む」推量の助動詞、仮定また婉曲のニュアンス。『集成』は「まして（父親でもないあなたが面倒をみて下さる際に）ご寵愛の人といったお扱いをなさるとしたら」と訳す。

4 【いかでさる方をもて離れて見たてまつらむと思うたまふる】『集成』は「普通の結婚をして妻妾の一人となることを望まぬ気持」。『完訳』は「色恋とは無縁に、の意。娘の生涯の独身をも望んでいるか」と注す。


澪標．５．２．７

■　など聞きこえたまへば、

◇　などと申し上げなさるので、

■　「あいなくものたまふかな1」

◇　「つまらなことをおっしゃるな」

■　と思おぼせど、

◇　とお思いになるが、


1 【あいなくものたまふかな】源氏の心中。『完訳』は「痛くもない腹を探られる思い。実際には娘への関心がひそむ」と注す。


澪標．５．２．８

■　「年としごろに、よろづ1思おもうたまへ知しりにたるものを、昔むかしの好すき心ごころの名残なごりあり顔がほにのたまひなすも本意ほいなくなむ。

◇　「ここ数年来、何事も思慮深くなっておりますものを、昔の好色心が今に残っているようにおっしゃいますのは、不本意なことです。

■　よし、おのづから」

◇　いずれ、そのうちに」


1 【年ごろによろづ】以下「よしおのづから」まで、源氏の詞。けっして昔のような考えでないから心配することはないという。


澪標．５．２．９

■　とて、外とは暗くらうなり、内うちは大殿油おほとのあぶらのほのかにものより通とほりて見みゆるを、

◇　と言って、外は暗くなり、内側は大殿油がかすかに物越しに透けて見えるので、

■　「もしもや」

◇　「もしや」

■　と1思おぼして、やをら御几帳みきちゃうのほころびより見みたまへば、心こころもとなきほどの火影ほかげに、御髪みぐしいとをかしげにはなやかにそぎて、寄よりゐたまへる、絵ゑに描かきたらむさまして、いみじうあはれなり2。

◇　とお思いになって、そっと御几帳の隙間から御覧になると、頼りなさそうな燈火に、お髪がたいそう美しそうにくっきりと尼削ぎにして、寄り伏していらっしゃる、絵に描いたような様に見えて、ひどく胸を打つ。

■　帳ちゃうの東面ひむがしおもてに添そひ臥ふしたまへるぞ、宮みやならむかし3。

◇　東面に添い伏していらっしゃるのが斎宮なのであろう。

■　御几帳みきちゃうのしどけなく引ひきやられたるより、御目おほむめとどめて見通みとほしたまへれば、頬杖つらづゑつきて、いともの悲がなしと思おぼいたるさまなり。

◇　御几帳が無造作に押しやられている隙間から、お目を凝らして見通して御覧になると、頬杖をついてたいそう悲しくお思いの様子である。

■　はつかなれど、いとうつくしげならむと見みゆ。

◇　わずかしか見えないが、とても器量がよさそうに見える。

■　御髪みぐしのかかりたるほど、頭かしらつき、けはひ、あてに気高けだかきものから、ひちちかに4愛敬あいぎゃうづきたまへるけはひ、しるく見みえたまへば、心こころもとなくゆかしきにも、

◇　お髪の掛ったところ、頭の恰好、感じ、上品で気高い感じがする一方で、小柄で愛嬌がおありになる感じが、はっきりお見えになるので、心惹かれ好奇心がわいてくるが、

■　「さばかりのたまふものを5」

◇　「あれほどおっしゃっているのだから」

■　と、思おぼし返かへす。

◇　と、お思い直しなさる。


1 【もしもやと】大島本は「もしもや」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「もしや」と「も」を削除する。源氏の心中。斎宮を垣間見できようかと期待。源氏の好色心。

2 【絵に描きたらむさましていみじうあはれなり】絵に描いた人のように美しい。尼姿の御息所に対する褒め言葉。

3 【東面に添ひ臥したまへるぞ宮ならむかし】「ぞ」係助詞、強調のニュアンス。「かし」終助詞、念押し。語り手の語調。

4 【ひちちかに】『小学館古語大辞典』に「ひちちかぴちぴちして活気のあるさま。くりくりとして元気なさま。〔語誌〕「ひちち」は「ひちひち」の約で、これに形容動詞語幹をつくる「か」の付いたものであろうが、史記桃源抄に肥満する意で「ひちらぐ」という動詞を使った例があるから、「ひち」はくりくりと太ったさまをいう語ではあるまいか。（山口佳紀）」とある。

5 【さばかりのたまふものを】源氏の心中。御息所の言葉を思い出して、自制する。


澪標．５．２．１０

■　「いと苦くるしさまさりはべる1。

◇　「とても苦しさがひどくなりました。

■　かたじけなきを、はや渡わたらせたまひね」

◇　恐れ多いことですが、もうお引き取りあそばしませ」

■　とて、人ひとにかき臥ふせられたまふ。

◇　とおっしゃって、女房に臥せさせられなさる。


1 【いと苦しさまさりはべる】以下「はや渡らせたまひね」まで、御息所の詞。源氏にお引き取りを願う。


澪標．５．２．１１

■　「近ちかく参まゐり来きたるしるしに1、よろしう思おぼさればうれしかるべきを、心苦こころぐるしきわざかな。

◇　「お側近くに伺った甲斐があって、いくらか具合がよくなられたのなら、嬉しく存じられるのですが、おいたわしいことです。

■　いかに思おぼさるるぞ」

◇　いかがなお具合ですか」

■　とて、覗のぞきたまふけしきなれば、

◇　と言って、お覗きになる様子なので、


1 【近く参り来たるしるしに】以下「いかに思さるるぞ」まで、源氏の詞。御息所の病状の安否を気づかう。


澪標．５．２．１２

■　「いと恐おそろしげにはべるや1。

◇　「たいそうひどい格好でございますよ。

■　乱みだり心地ごこちのいとかく限かぎりなる折をりしも渡わたらせたまへるは、まことに浅あさからずなむ2。

◇　病状が本当にこれが最期と思われる時に、ちょうどお越しくださいましたのは、まことに深いご宿縁であると思われます。

■　思おもひはべることを3、すこしも聞きこえさせつれば、さりともと、頼たのもしくなむ」

◇　気にかかっていたことを、少しでもお話申し上げましたので、死んだとしても、頼もしく思われます」

■　と聞きこえさせたまふ4。

◇　と、お申し上げになる。


1 【いと恐ろしげにはべるや】以下「頼もしくなむ」まで、御息所の詞。源氏に対する感謝とお礼。

2 【浅からずなむ】「なむ」係助詞、結びの省略。強調と余意・余情のニュアンス。宿縁の深さをいう。

3 【思ひはべることを】娘斎宮の将来に関すること。

4 【聞こえさせたまふ】「聞こえさす」丁重な謙譲語。厳粛なお礼の言葉。


澪標．５．２．１３

■　「かかる御遺言おほむゆいごんの列つらに1思おぼしけるも、いとどあはれになむ。

◇　「このようなご遺言を承る一人にお考えくださったのも、ますます恐縮に存じます。

■　故院こゐんの御子みこたち、あまたものしたまへど、親したしくむつび思おもほすも、をさをさなきを、主上うへの同おなじ御子みこたちのうちに数かずまへきこえたまひP32しかば2、さこそは頼たのみきこえはべらめ。

◇　故院の御子たちが、大勢いらっしゃるが、親しく思ってくださる方は、ほとんどおりませんが、院の上がご自分の皇女たちと同じようにお考え申されていらしたので、そのようにお頼み申しましょう。

■　すこしおとなしきほどになりぬる齢よはひながら、あつかふ人ひともなければ、さうざうしきを」

◇　多少一人前といえるような年齢になりましたが、お世話するような姫君もいないので、寂しく思っていたところでしたから」


P32 たまひ--（/+給）

1 【かかる御遺言の列に】以下「さうざうしきを」まで、源氏の詞。斎宮を養女にしたい旨を申し出る。

2 【主上の同じ御子たちのうちに数まへきこえたまひしかば】故桐壺院が斎宮を自分のお子の一人として扱ってくださった。「葵」巻に見える。


澪標．５．２．１４

■　など聞きこえて、帰かへりたまひぬ。

◇　などと申し上げて、お帰りになった。

■　御訪おほむとぶらひ、今いますこしたちまさりて、しばしば聞きこえたまふ。

◇　お見舞い、以前よりもっとねんごろに頻繁にお訪ねになる。

第三段　六条御息所、死去

澪標．５．３．１

■　七なぬか、八日やうかありて亡うせたまひにけり1。

◇　七、八日あって、お亡くなりになったのであった。

■　あへなう思おぼさるるに、世よもいとはかなくて、もの心細こころぼそく思おぼされて、内裏うちへも参まゐりたまはず、とかくの御おほむことなど掟おきてさせたまふ。

◇　あっけなくお思いなさるにつけて、人の寿命もまことはかなくて、何となく心細くお思いになって、内裏へも参内なさらず、あれこれと御葬送のことなどをお指図なさる。

■　また頼たのもしき人ひともことにおはせざりけり。

◇　他に頼りになる人が格別いらっしゃらないのであった。

■　古ふるきP33斎宮さいぐうの宮司みやづかさなど、仕つかうまつり馴なれたるぞ、わづかにことども定さだめける。

◇　かつての斎宮の宮司など、前々から出入りしていた者が、なんとか諸事を取り仕切ったのであった。


P33 古き--ふか（か/る〈朱〉）き

1 【七八日ありて亡せたまひにけり】源氏が見舞ってから、七、八日後に六条御息所死去する。


澪標．５．３．２

■　御おほむみづからも渡わたりたまへり。

◇　君ご自身もお越しになった。

■　宮みやに御消息聞おほむせうそこきこえたまふ。

◇　宮にご挨拶申し上げなさる。

■　「何なにごともおぼえはべらでなむ1」

◇　「何もかもどうしてよいか分からずにおります」

■　と、女別当にょべたうして、聞きこえたまへり。

◇　と、女別当を介して、お伝え申された。

■　「聞きこえさせ、のたまひ置おきしことも2はべしを、今いまは、隔へだてなきさまに思おぼされば、うれしくなむ」

◇　「お話し申し上げ、またおっしゃられたことがございましたので、今は、隔意なくお思いいただければ、嬉しく存じます」


1 【何ごともおぼえはべらでなむ】斎宮の詞。女別当をして伝える。

2 【聞こえさせのたまひ置きしことも】以下「うれしくなむ」まで、源氏の詞。「聞こえさせ」謙譲語の主語は源氏。「のたまひおきし」尊敬語の主語は御息所。


澪標．５．３．３

■　と聞きこえたまひて、人ひとびと召めし出いでて、あるべきことども仰おほせたまふ。

◇　と申し上げなさって、女房たちを呼び出して、なすべきことどもをお命じになる。

■　いと頼たのもしげに、年としごろの御心みこころばへ、取とり返かへしつべう見みゆ。

◇　たいそう頼もしい感じで、長年の冷淡なお気持ちも、償われそうに見える。

■　いといかめしう、殿とのの人ひとびと、数かずもなう仕つかうまつらせたまへり。

◇　実に厳かに、邸の家司たち、大勢お仕えさせなさった。

■　あはれにうち眺ながめつつ1、御精進おほむさうじんにて、御簾下みすおろしこめて行おこなはせたまふ2。

◇　しみじみと物思いに耽りながら、ご精進の生活で、御簾を垂れこめて勤行をおさせになる。


1 【あはれにうち眺めつつ】主語は源氏。

2 【行はせたまふ】「せ」について、『集成』は「僧に勤行をおさせになる」と使役の助動詞の意に解し、『完訳』は「お勤行をなさる」と尊敬の助動詞、源氏自身のことと解す。


澪標．５．３．４

■　宮みやには、常つねに訪とぶらひきこえたまふ。

◇　宮には、常にお見舞い申し上げなさる。

■　やうやう御心静みこころしづまりたまひては、みづから御返おほむかへりなど聞きこえたまふ。

◇　だんだんとお心がお静まりになってからは、ご自身でお返事などを申し上げなさる。

■　つつましう思おぼしたれど、御乳母おほむめのとなど、

◇　気詰りにお思いになっていたが、御乳母などが、

■　「かたじけなし1」

◇　「恐れ多うございます」

■　と、そそのかしきこゆるなりけり。

◇　と、お勧め申し上げるのであった。


1 【かたじけなし】乳母の詞。その要旨であろう。代筆では恐れ多いの意。


澪標．５．３．５

■　雪ゆき、霙みぞれ、かき乱みだれ荒あるる日1ひ、

◇　雪、霙、降り乱れる日、

■　「いかに、宮みやのありさま2、かすかに眺ながめたまふらむ」

◇　「どんなに、宮邸の様子は、心細く物思いに沈んでいられるだろうか」

■　と思おもひやりきこえたまひて、御使おほむつかひたてまつれたまへり。

◇　とご想像なさって、お使いを差し向けなさった。


1 【雪霙かき乱れ荒るる日】『完訳』は「厳冬のころであろう。次の「降りみだれ--」の歌が御息所死後の四十九日に近いとすれば、御息所の死は初冬ごろとみられる」と注す。

2 【いかに宮のありさま】以下「ながめたまふらむ」まで、源氏の心中。斎宮を気づかう。


澪標．５．３．６

■　「ただ今いまの空そらを、いかに御覧ごらんずらむ1。

◇　「ただ今の空の様子を、どのように御覧になっていられますか。

■　降ふり乱みだれひまなき空そらに亡なき人ひとの

天翔あまかけるらむ宿やどぞ悲かなしき2」

◇　雪や霙がしきりに降り乱れている中空を、亡き母宮の御霊が

まだ家の上を離れずに天翔けっていらっしゃるのだろうと悲しく思われます」


1 【ただ今の空をいかに御覧ずらむ】源氏の斎宮への手紙。和歌を付ける。

2 【降り乱れひまなき空に亡き人の天翔るらむ宿ぞ悲しき】源氏の斎宮への贈歌。『完訳』は「死後四十九日間は霊魂が家を離れないとする仏教観によるか。ここでは、亡母の娘への切実な執心をも思う」と注す。ほとんど技巧のない和歌。次の斎宮の返歌が技巧的なのと対照的である。


澪標．５．３．７

■　空色そらいろの紙かみの、曇くもらはしきに書かいたまへり1。

◇　空色の紙の、曇ったような色にお書きになっていた。

■　若わかき人ひとの御目おほむめにとどまるばかりと、心こころしてつくろひたまへる、いと目めもあやなり。

◇　若い宮のお目にとまるほどにと、心をこめてお書きになっていらっしゃるのが、たいそう見る目にも眩しいほどである。

■　宮みやは、いと聞きこえにくくしたまへど、これかれ、

◇　宮は、ひどくお返事申し上げにくくお思いになるが、誰彼が、

■　「人ひとづてには、いと便びんなきこと」

◇　「ご代筆では、とても不都合なことです」

■　と責せめきこゆれば、鈍色にびいろの紙かみの、いと香かうばしう艶えんなるに、墨すみつきなど紛まぎらはして、

◇　と、お責め申し上げるので、鈍色の紙で、たいそう香をたきしめた優美な紙に、墨つきの濃淡を美しく交えて、


1 【空色の紙の曇らはしきに書いたまへり】『集成』は「薄い縹色（藍色）の紙の黒ずんだのに書いておありになる。周囲の景色に合せたものである」。『完訳』「葵の上の喪中にも「空の色」の料紙」と注す。


澪標．５．３．８

■　「消きえがてにふるぞ悲かなしきかきくらし

わが身みそれとも思おもほえぬ世よに2」

◇　「消えそうになく生きていますのが悲しく思われます

毎日涙に暮れてわが身がわが身とも思われません世の中に」


1? 【鈍色の紙いとかうばしう艶なるに墨つきなど紛らはして】紙の色と墨の色とが似ていて判然としない書きざま。『集成』は「薄鼠色の紙に筆跡が見え隠れし、次の「消えがてに」の歌意にふさわしいものとなる」と注す。

2 【消えがてにふるぞ悲しきかきくらしわが身それとも思ほえぬ世に】源氏の「降り乱れ」を受けて「消えがてに降る」と返す。「降る」「経る」の掛詞。「消え」「降る」「かきくらし」は「雪」「霙」の縁語。「わが身それとも」に「霙」を折り込む。大変に技巧的な和歌である。


澪標．５．３．９

■　つつましげなる書かきざま、いとおほどかに、御手おほむてすぐれてはあらねど、らうたげにあてはかなる筋すぢに見みゆ。

◇　遠慮がちな書きぶり、とてもおっとりしていて、ご筆跡は優れてはいないが、かわいらしく上品な書風に見える。

第四段　斎宮を養女とし、入内を計画

澪標．５．４．１

■　下くだりたまひしほどより、なほあらず思おぼしたりしを、

◇　下向なさった時から、ただならずお思いであったが、

■　「今いまは心こころにかけて、ともかくも聞きこえ寄よりぬべきぞかし」

◇　「今はいつでも心に掛けて、どのようにも言い寄ることができるのだ」

■　と思おぼすには、例れいの、引ひき返かへし、

◇　とお思いになる一方では、いつものように思い返して、

澪標．５．４．２

■　「いとほしくこそ2。

◇　「気の毒なことだ。

■　故御息所こみやすむどころの、いとうしろめたげに心こころおきたまひしを。

◇　故御息所が、とても気がかりに心配していらしたのだから。

■　ことわりなれど、世よの中なかの人ひとも、さやうに思おもひ寄よりぬべきことなるを、引ひき違たがへ、心清こころきよくてあつかひきこえむ。

◇　当然のことであるが、世間の人々も、同じようにきっと想像するにちがいないことだから、予想をくつがえして、潔白にお世話申し上げよう。

■　主上うへの今いますこしもの思おぼし知しる齢よはひに4ならせたまひなば、内裏住うちずみせさせたてまつりて、さうざうしきに、かしづきぐさにこそ5」

◇　主上がもう少し御分別がおつきになる年ごろにおなりあそばしたら、後宮生活をおさせ申し上げて、娘がいなくて物寂しいから、そうお世話する人として」

■　と思おぼしなる。

◇　とお考えになった。


1? 【今は心にかけてともかくも聞こえよりぬべきぞかし】源氏の心中。

2 【いとほしくこそ】以下「かしづきぐさにこそ」まで、源氏の心中。養女として冷泉帝に入内させることを決意。

3? 【世の中の人もさやうに思ひ寄りぬべけれと】『集成』は「御息所と同じように邪推をしそうなことだから」と注す。

4 【主上の今すこしもの思し知る齢に】冷泉帝は、現在十一歳。すでにこの年二月に元服も済んでいる。

5 【さうざうしきにかしづきぐさにこそ】「こそ」係助詞、結びの省略。強調と余意・余情のニュアンス。同主旨のことを御息所の前でも述べていたが、ここは心中文なので、より源氏の本心に近い考え。


澪標．５．４．３

■　いとまめやかにねむごろに聞きこえたまひて、さるべき折々をりをりは渡わたりなどしたまふ。

◇　たいそう誠実で懇切なお便りをさし上げなさって、しかるべき時々にはお出向きなどなさる。

澪標．５．４．４

■　「かたじけなくとも1、昔むかしの御名残おほむなごりに思おぼしなずらへて、気遠けどほからずもてなさせたまはばなむ、本意ほいなる心地ここちすべき」

◇　「恐れ多いことですが、亡き御母君のご縁の者とお思いくださって、親しくお付き合いいただければ、本望でございます」


1 【かたじけなくとも】以下「心地すべき」まで、源氏の詞。自分を親同様に考えてください、という主旨を述べる。


澪標．５．４．５

■　など聞きこえたまへど、わりなくもの恥はぢをしたまふ奥おくまりたる人ひとざまにて、ほのかにも御声おほむこゑなど聞きかせたてまつらむは、いと世よにP34なくめづらかなることと思おぼしたれば、人ひとびとも聞きこえわづらひて、かかる御心みこころざまをP35愁うれへきこえあへり。

◇　などと申し上げなさるが、むやみに恥ずかしがりなさる内気な人柄なので、かすかにでもお声などをお聞かせ申すようなことは、とてもこの上なくとんでもないこととお思いになっていたので、女房たちもお返事に困って、このようなご性分をお困り申し上げあっていた。


P34 世に--（/+よ）に

P35 御心ざまを--御心さま（ま/+を）


澪標．５．４．６

■　「女別当にょべ、内侍たうないしなどいふ人ひとびと1、あるは、離はなれたてまつらぬわかむどほりなどにて、心こころばせある人々多ひとびとおほかるべし。

◇　「女別当、内侍などという女房たち、ある者は、同じ御血縁の王孫などで、教養のある人々が多くいるのであろう。

■　この、人知ひとしれず思おもふ方かたのまじらひをせさせたてまつらむに、人ひとに劣おとりたまふまじかめり。

◇　この、ひそかに思っている後宮生活をおさせ申すにしても、けっして他の妃たちに劣るようなことはなさそうだ。

■　いかでさやかに、御容貌おほむかたちを見みてしがな」

◇　何とかはっきりと、ご器量を見たいものだ」


1 【女別当内侍などいふ人びと】以下「御容貌見てしがな」まで、源氏の心中。斎宮への好色心をのぞかせる。「て」完了の助動詞、確述。「し」副助詞、強調。「がな」願望の終助詞。斎宮の器量を見たいものだ、という強い願望のニュアンス。


澪標．５．４．７

■　と思おぼすも、うちとくべき御親心おほむおやごころにはあらずやありけむ1。

◇　とお思いになるのも、すっかり心の許すことのできる御親心ではなかったのであろうか。

■　わが御心みこころも定さだめがたければ、かく思おもふ2といふことも、人ひとにも漏もらしたまはず。

◇　ご自分でもお気持ちが揺れ動いていたので、こう考えているということも、他人にはお漏らしにならない。

■　御おほむわざなどの御おほむことをも取とり分わきてせさせたまへば、ありがたき御心みこころを、宮人みやびともよろこびあへり。

◇　ご法事の事なども、格別にねんごろにおさせになるので、ありがたいご厚志を、宮家の人々も皆喜んでいた。


1 【うちとくべき御親心にはあらずやありけむ】語り手が源氏の心中を忖度した文。『完訳』「恋情を断念しきれていない、とする語り手の評言。次の源氏自身の心内と相応ずる」と注す。

2 【かく思ふ】斎宮を養女として入内させる、ということをさす。


澪標．５．４．８

■　はかなく過すぐる月日つきひに添そへて、いとどさびしく、心細こころぼそきことのみまさるに、さぶらふ人ひとびとも、やうやうあかれP36行ゆき1などして、下しもつ方かたの京極きゃうごくわたりなれば、人気遠ひとけどほく、山寺やまでらの入相いりあひの声々こゑごゑに添そへても2、音泣ねなきがちにてぞ、過すぐしたまふ。

◇　とりとめもなく過ぎて行く月日につれて、ますます心寂しく、心細いことばかりが増えていくので、お仕えしている女房たちも、だんだんと散り散りに去っていったりなどして、下京の京極辺なので、人の気配も気遠く、山寺の入相の鐘の声々が聞こえてくるにつけても、声を上げて泣く有様で、日を送っていらっしゃる。

■　同おなじき御親おほむおやと聞きこえしなかにも、片時かたときの間まも立たち離はなれたてまつりたまはで、ならはしたてまつりたまひて3、斎宮さいぐうにも親添おやそひて下くだりたまふことは、例れいなきことなるを、あながちに誘いざなひきこえたまひし御心みこころに4、限かぎりある道みちにては、たぐひきこえたまはずなりにしを、干ひる世よなう思おぼし嘆なげきたり。

◇　同じ御母親と申した中でも、片時の間もお離れ申されず、いつもご一緒申していらっしゃって、斎宮にも親が付き添ってお下りになることは、先例のないことであるが、無理にお誘い申し上げなさったお心のほどなのであるが、死出の旅路には、ご一緒申し上げられなかったことを、涙の乾く間もなくお嘆きになっていた。


P36 あかれ--あ（あ/+か）れ

1 【あかれ行き】大島本は「あ（あ＋か）れゆき」と「か」を補入する。『集成』『新大系』は底本の補入に従う。『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従ってに従って「散（あ）れゆき」と校訂する。

2 【山寺の入相の声々に添へても】「山寺の入相の鐘の声ごとに今日も暮れぬと聞くぞ悲しき」（拾遺集哀傷、一三二九、読人しらず）を引歌とする。

3 【立ち離れたてまつりたまはでならはしたてまつりたまひて】主語は斎宮。この前後の物語は斎宮を主人公にして語っている文脈。「たてまつり」謙譲の補助動詞、斎宮の母御息所に対する敬意、「たまは」尊敬の補助動詞、斎宮に対する敬意。次の「たてまつり」「たまひ」も同じ。

4 【あながちに誘ひきこえたまひし御心に】「に」格助詞、また接続助詞にも解せる。『集成』の「あえて、母君をお誘い申し上げなさったほどのお気持なので」は順接の文脈。『完訳』の「無理にお誘い申しあげなさったお心であったのに」は逆接の文脈に解す。


澪標．５．４．９

■　さぶらふ人ひとびと、貴たかきも賤いやしきもあまたあり。

◇　お仕えしている女房たち、身分の高い人も低い人も多数いる。

■　されど、大臣おとどの、

◇　けれども、内大臣が、

■　「御乳母おほむめのとたちだに、心こころにまかせたること、引ひき出いだし仕つかうP37まつるな1」

◇　「御乳母たちでさえ、自分勝手なことをしでかしてはならないぞ」

■　など、親おやがり申まうしたまへば、

◇　などと、親ぶって申していらっしゃったので、

■　「いと恥はづかしき2御おほむありさまに、便びんなきこと聞きこし召めしつけられじ」

◇　「とても立派で気の引けるご様子なので、不始末なことをお耳に入れまい」

■　と言いひ思おもひつつ、はかなきことの情なさけも、さらにつくらず。

◇　と言ったり思ったりしあって、ちょっとした色めいた事も、まったくない。


P37 仕う--つ（つ/+かう）

1 【御乳母たちだに心にまかせたること引き出だし仕うまつるな】源氏の詞。斎宮の結婚への仲立ちを禁じる。「だに」副助詞、最小限の意。乳母たちでさえしてはならぬ、まして他の女房たちは、というニュアンス。

2 【いと恥づかしき】以下「聞こし召しつけられじ」まで、女房たちの詞と心中。


第五段　朱雀院と源氏の斎宮をめぐる確執

澪標．５．５．１

■　院ゐんにも、かの下くだりたまひし大極殿だいごくでんのいつかしかりし儀式ぎしきに、ゆゆしきまで見みえたまひし御容貌おほむかたちを、忘わすれがたう思おぼしおきければ、

◇　院におかせられても、あのお下りになった大極殿での厳かであった儀式の折に、不吉なまでに美しくお見えになったご器量を、忘れがたくお思いおかれていらしたので、

澪標．５．５．２

■　「参まゐりたまひて、斎院さいゐんなど、御おほむはらからの宮々みやみやおはしますたぐひにて、さぶらひたまへ1」

◇　「院に参内なさって、斎院など、ご姉妹の宮たちがいらっしゃるのと同じようにして、お暮らしになりなさい」


1 【参りたまひて斎院など御はらからの宮々おはしますたぐひにてさぶらひたまへ】朱雀院の詞。斎院は桐壺院の女三宮、母弘徽殿大后。「葵」巻で斎院になり、「賢木」巻で桐壺院崩御により、朝顔姫君と交替した。朱雀院の姉妹と同様に院の御所でお暮らしなさいという勧誘、実質的には結婚の申し込み。


澪標．５．５．３

■　と、御息所みやすむどころにも聞きこえたまひき。

◇　と、御息所にも申し上げあそばした。

■　されど、

◇　けれども、

■　「やむごとなき人ひとびとさぶらひたまふに、数々かずかずなる御後見おほむうしろみもなくてや」

◇　「高貴な方々が伺候していらっしゃるので、大勢のお世話役がいなくては」

■　と思おぼしつつみ、

◇　とご躊躇なさり、

■　「主上うへは、いとあつしう2おはしますも恐おそろしう、またもの思おもひや加くはへたまはむ」

◇　「院の上は、とても御病気がちでいらっしゃるのも心配で、その上物思いの種が加わるだろうか」

■　と、憚はばかり過すぐしたまひしを、今いまは、まして誰たれかは仕つかうまつらむと、人ひとびと思おもひたるを3、ねむごろに院ゐんには思おぼしのたまはせけり。

◇　と、ご遠慮申してこられたのに、今となっては、まして誰が後見を申そう、と女房たちは諦めていたが、懇切に院におかれては仰せになるのであった。


1? 【やむことなき人びと】以下「御うしろみもなくてや」まで、御息所の心中。

2 【主上はいとあつしう】以下「思ひや加へたまはむ」まで、再び御息所の心中。「主上」は朱雀院をさす。

3 【人びと思ひたるを】大島本は「おもひたるを」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「思ひたゆるを」と校訂する。


澪標．５．５．４

■　大臣おとど、聞ききたまひて1、

◇　内大臣は、お聞きになって、

■　「院ゐんより御みけしきあらむを2、引ひき違たがへ、横取よこどりたまはむを、かたじけなきこと」

◇　「院からご所望があるのを、背いて、横取りなさるのも恐れ多いこと」

■　と思おぼすに、人ひとの御おほむありさまのいとらうたげに、見放みはなたむはまた口惜くちをしうて、入道にふだうの宮みやにぞ聞きこえたまひける。

◇　とお思いになるが、宮のご様子がとてもかわいらしいので、手放すのもまた残念な気がして、入道の宮にご相談申し上げになるのであった。


1 【大臣聞きたまひて】源氏、藤壺に相談して、斎宮を横取りして冷泉帝後宮に入内させる。

2 【院より御けしきあらむを】以下「かたじけなきこと」まで、源氏の心中。「御けしき」は朱雀院から齋宮に入内要請の意向をさす。「たまは」尊敬の補助動詞は朱雀院に対する敬意。客体を敬った用い方。『集成』は「そのお心に背いて、斎宮を横取りなさったりしては、恐れ多いこと」。


澪標．５．５．５

■　「かうかうのことをなむ、思おもうたまへわづらふに1、母御息所ははみやすむどころ、いと重々おもおもしく心深こころふかきさまにものしはべりしを、あぢきなき好すき心ごころにまかせて、さるまじき名なをも流ながし、憂うきものに思おもひ置おかれはべりにしをなむ、世よにいとほしく思おもひたまふる。

◇　「これこれのことで、思案いたしておりますが、母御息所は、とても重々しく思慮深い方でおりましたが、つまらない浮気心から、とんでもない浮き名までも流して、嫌な者と思われたままになってしまいましたが、本当にお気の毒に存じられてなりません。

■　この世よにて、その恨うらみの心こころとけず過すぎはべりにしを、今いまはとなりての際きはに、この斎宮さいぐうの御おほむことをなむ、ものせられしかば、さも聞きき置おき2、心こころにも残のこすまじうこそは、さすがに見みおきたまひけめ、と思おもひたまふるにも、忍しのびがたう。

◇　この世では、その恨みが晴れずに終わってしまったが、ご臨終となった際に、この斎宮のご将来を、ご遺言されましたので、信頼できる者とかねてお思いになって、心中の思いをすっかり残さず頼もうと、恨みは恨みとしても、やはりお考えになっていてくださったのだと存じますにつけても、たまらない気がして。

■　おほかたの世よにつけてだに、心苦こころぐるしきことは見聞みき過きすぐされぬわざにはべるを3、いかで、なき蔭かげにても、かの恨うらみ忘わするばかり、と思おもひたまふるを、内裏うちにも、さこそおとなびさせたまへど、いときなき御齢おほむよはひにおはしますを、すこし物ものの心知こころしる人ひとはさぶらはれてもよくやと思おもひたまふるを4、御定おほむさだめP38に」

◇　直接関わりあいのない事柄でさえも、気の毒なことは見過ごしがたい性分でございますので、何とかして、亡くなった後からでも、生前のお恨みが晴れるほどに、と存じておりますが、主上におかせられましても、あのように大きうおなりあそばしていますが、まだご幼年でおいであそばしますから、少し物事の分別のある方がお側におられてもよいのではないかと存じましたが、ご判断に」


P38 御定め--御（御/+さ）ため

1 【かうかうのことをなむ思うたまへわづらふに】以下「御定めに」まで、源氏の藤壺への詞。最初の部分、「かうかうの事を」と間接話法的に要約されている。

2 【さも聞き置き】『集成』は「私を、そのような、後事を託するに足る者と、かねて聞き置いて」。『完訳』は「さてはこの私を頼りにできる者と聞き置いていて」と訳す。

3 【見聞き過ぐされぬわざにはべるを】主語は源氏。「れ」可能の助動詞。

4 【すこし物の心知る人はさぶらはれてもよくやと思ひたまふるを】斎宮の冷泉帝後宮への入内を言う。「を」について、接続助詞、順接の意。また格助詞にも解せる。


澪標．５．５．６

■　など聞きこえたまへば、

◇　などと申し上げなさると、

澪標．５．５．７

■　「いとよう思おぼし寄よりけるを2、院ゐんにも、思おぼさむことは、げにかたじけなう、いとほしかるべけれど、かの御遺言おほむゆいごんをかこちて、知しらず顔がほに参まゐらせたてまつりたまへかし。今いまはた、さやうのこと、わざとも思おぼしとどめず、御行おほむおこなひがちになりたまひて、かう聞きこえたまふを、深ふかうしも思おぼしとがめじと思おもひたまふる3」

◇　「とてもよくお考えくださいました。院におかせられても、お思いあそばしますことは、なるほどもったいなくお気の毒なことですが、あのご遺言にかこつけて、知らないふりをしてご入内申し上げなさい。今では、そのようことは、特別にお思いではなく、御勤行がちになられていますので、このように申し上げなさっても、さほど深くお咎めになることはありますまいと存じます」


1? 【御定めになど】「御定めに」の下に「従ひはべらむ」などの語句が省略。『完訳』は「藤壺を強く説得しておきながら、相手に判断をまかせる巧みさに注意。事は藤壺の意志で運ぶ」と注す。

2 【いとよう思し寄りけるを】以下「思ひたまふる」まで、藤壺の返事。「を」について、『集成』は「ようこそお考え下さったことですが」と逆接の接続助詞に解して文を続け、『完訳』は「よくぞお気がつかれました」と間投助詞に解して文を結ぶ。

3 【深うしも思しとがめじと思ひたまふる】『完訳』は「藤壺の判断の明快さは、源氏のような朱雀院に対する複雑な思念がないからであろう」と注す。


澪標．５．５．８

■　「さらばP39、御みけしきありて1、数かずまへさせたまはば2、もよほしばかりの言ことを3、添そふるになしはべらむ。

◇　「それでは、ご意向があって、一人前に扱っていただけるならば、促す程度のことを、口添えをすることに致しましょう。

■　とざまかうざまに、思おもひたまへ残のこすことなきに、かくまでさばかりの心構こころがまへも、まねびはべるに、世人よひとやいかにとこそ4、憚はばかりはべれ」

◇　あれこれと、十分に遺漏なく配慮尽くし、これほどまで深く考えておりますことを、そっくりそのままお話しましたが、世間の人々はどのように取り沙汰するだろうかと、心配でございます」


P39 さらば--さえ（え/＄ら〈朱〉）は

1 【さらば御けしきありて】以下「はばかりはべれ」まで、源氏の詞。引用句がなく、間髪を置かず会話が展開する。主上の母藤壺からのご意向があって、の意。

2 【数まへさせたまはば】帝の妃の一人として、の意。

3 【もよほしばかりの言を】『集成』は「わきからお勧めする程度の」。『完訳』は「お口添えするだけのことに」と訳す。

4 【世人やいかにとこそ】『完訳』は「源氏と斎宮が愛人関係かと世人が疑うのではないか、と懸念」と注す。


澪標．５．５．９

■　など聞きこえたまて、後のちには、

◇　などと申し上げなさって、後には、

■　「げに、知しらぬやうにて1、ここに渡わたしたてまつりてむ」

◇　「仰せのとおり、知らなかったようにして、ここにお迎えしてしまおう」

■　と思おぼす2。

◇　とお考えになる。

■　女君をむなぎみにも3、しかなむ思おもひ語かたらひきこえて4、

◇　女君にも、このように考えていることをご相談申し上げなさって、

■　「過すぐいたまはむに5、いとよきほどなるあはひならむ」

◇　「お話相手にしてお過ごしになるのに、とてもよいお年頃どうしでしょう」

■　と、聞きこえ知しらせたまへば、うれしきことに思おぼして6、御渡おほむわたりP40のことをいそぎたまふ。

◇　と、お話し申し上げなさると、嬉しいこととお思いになって、ご移転のご準備をなさる。


P40 御渡り--御（御/＃）御わたり

1 【げに知らぬやうにて】前の「知らず顔に参らせたてまつりたまへかし」を受ける。

2 【渡したてまつりてむと思す】「て」完了の助動詞、確述。「む」推量の助動詞、意志。源氏の強い意志を表すニュアンス。

3 【女君にも】紫の君をさす。

4 【しかなむ思ひ語らひきこえて】大島本は「しかなん思ひかたらひきこえて」とある。伏見天皇本が大島本と同文。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しかなん思ふ。語らひきこえて」と校訂する。

5 【過ぐいたまはむに】以下「あはひならむ」まで、源氏の詞。斎宮を養女として迎え取ることを打ち明ける。

6 【うれしきことに思して】紫の君の心。この段の藤壺、紫の君の人物描写について、明石の君物語の段における人物描写に比較して、いささか大雑把で短絡的な語り方がなされている。『完訳』は「高貴な同年輩への期待。いささかの嫉妬もない」と注す。


第六段　冷泉帝後宮の入内争い

澪標．５．６．１

■　入道にふだうの宮1みや、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの、姫君みやのひめぎみをいつしかとかしづき騷さわぎたまふめるを、

◇　入道の宮は、兵部卿の宮が、姫君を早く入内させたいとお世話に大騒ぎしていらっしゃるらしいのを、

■　「大臣おとどの隙ひまある仲なかにて、いかがもてなしたまはむ2」

◇　「内大臣とお仲が悪いので、どのようにご待遇なさるのかしら」

■　と、心苦こころぐるしく思おぼす。

◇　と、お心を痛めていらっしゃる。


1 【入道の宮】「兵部卿の宮の姫君を」以下「いかがも
てなしたまはむ」までを飛び越えて、「心苦しく思す」に係る。

2 【大臣の隙ある仲にていかがもてなしたまはむ】藤壺の心中、心配。


澪標．５．６．２

■　権中納言ごんちゅうなごんの御女おほむむすめは、弘徽殿こうきでんの女御にょうごと聞きこゆ。

◇　権中納言の御娘は、弘徽殿の女御と申し上げる。

■　大殿おほとのの御子みこにて1、いとよそほしうもてかしづきたまふ。

◇　大殿のお子として、たいそう美々しく大切にお世話なされている。

■　主上うへもよき御遊おほむあそびがたきに思おぼいたり2。

◇　主上もちょうどよい遊び相手に思し召されていた。


1 【大殿の御子にて】権中納言の娘は祖父の太政大臣の養女となって入内。源氏物語では女御として入内するのは大臣または親王の娘で、大納言以下の娘は更衣として入内している。娘の格上げをはかったもの。

2 【主上もよき御遊びがたきに思いたり】冷泉帝十一歳、弘徽殿女御十二歳。ちょうど良い釣り合い。


澪標．５．６．３

■　「宮みやの中なかの君きみも同おなじほどにおはすれば1、うたて雛遊ひひなあそびの心地ここちすべきを、おとなしき御後見おほむうしろみは、いとうれしかべいP41こと」

◇　「宮の中の君も同じお年頃でいらっしゃるので、困ったお人形遊びの感じがしようから、年長のご後見は、まこと嬉しいこと」


P41 うれしかべい--うれしかる（る/＄）へい

1 【宮の中の君も同じほどにおはすれば】以下「いとうれしかべいこと」まで、藤壺の詞。やや年嵩の斎宮入内を歓迎を表明する。そして、その文章が巻末まで一続きに続く。


澪標．５．６．４

■　と思おぼしのたまひて、さる御みけしき聞きこえたまひつつ1、大臣おとどのよろづに思おぼし至いたらぬことなく、公方おほやけがたの御後見おほむうしろみはさらにもいはず、明あけ暮くれにつけて、こまかなる御心みこころばへの、いとあはれに見みえたまふを、頼たのもしきものに思おもひきこえたまひて2、いとあつしくのみおはしませば3、参まゐりなどしたまひても、心こころやすくさぶらひたまふこともかたきを4、すこしおとなびて、添そひさぶらはむ御後見おほむうしろみは、かならずあるべきことなりけり。

◇　とお思いになり仰せにもなって、そのようなご意向を幾度も奏上なさる一方で、内大臣が万事につけ行き届かぬ所なく、政治上のご後見は言うまでもなく、日常のことにつけてまで、細かいご配慮が、たいそう情愛深くお見えになるので、頼もしいことにお思い申し上げていたが、いつもご病気がちでいらっしゃるので、参内などなさっても、心安くお側に付いていることも難しいので、少しおとなびた方で、お側にお付きするお世話役が、是非とも必要なのであった。


1 【さる御けしき聞こえたまひつつ】「聞こえ」の対象について、『集成』は「そういうご意向を源氏に申し上げなさっては」と「源氏」に解し、『完訳』は「そのようなご意向を帝に幾度もほのめかし申しあげなさって」と「帝」に解す。「つつ」は同じ動作の繰り返し。

2 【頼もしきものに思ひきこえたまひて】主語は藤壺。

3 【いとあつしくのみおはしませば】主語は藤壺。病気がちであるという。

4 【心やすくさぶらひたまふこともかたきを】『集成』は「宮中は病を忌む上に、十分な療養（加持祈祷）ができないからである」と注す。



１５． 蓬生 (よもぎふ)

第一章　末摘花の物語　光る源氏の須磨明石離京時代

第一段　末摘花の孤独

蓬生．１．１．１

■　藻塩垂もしほたれつつわびたまひしころほひS1、都みやこにも、さまざまに思おぼし嘆なげく人多ひとおほかりしを1、さても、わが御身おほむみの拠より所どころあるは、一方ひとかたの思おもひこそ苦くるしげなりしか2、二条にでうの上うへなども、のどやかにて、旅たびの御住おほむすみかをも3おぼつかなからず、聞きこえ通かよひたまひつつ、位くらゐを去さりたまへる仮かりの御おほむよそひをも、竹たけの子この世よの憂うき節ふしS2を4、時々ときどきにつけてあつかひきこえたまふに、慰なぐさめたまひけむ、なかなか、その数かずと人ひとにも知しられず、立たち別わかれたまひしほどの御おほむありさまをも、よそのことに思おもひやりたまふ人ひとびとの、下したの心こころくだきたまふたぐひ多おほかり。

◇　須磨の浦で涙に暮れながら過ごしていらっしゃったころ、都でも、あれこれとお嘆きになっていらっしゃる方々が多かったが、そうはいっても、ご自身の生活のよりどころのある方は、ただお一方をお慕いする思いだけは辛そうであったが、二条の上なども、平穏なお暮らしで、旅のお暮らしをご心配申し、お手紙をやりとりなさっては、位をお退きになってからの仮りのご装束をも、この世の辛い生活をも、季節ごとにご調進申し上げなさることによって、心を慰めなさったであろうが、かえって、その妻妾の一人として世の人にも認められず、ご離京なさった時のご様子にも、他人事のように聞いて思いやった人々で、内心をお痛めになった人も多かった。


S1 わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へよ（古今集雑下-九六二　在原行平）

S2 今さらに何に生ひ出づらむ竹の子の憂き節しげき世とは知らずや（古今集雑下-九五七　凡河内躬恒）

1 【藻塩垂れつつわびたまひしころほひ都にもさまざまに思し嘆く人多かりしを】大島本は「さま／＼に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さまざま」と「に」を削除する。源氏が須磨明石に謫去していた間の都の女性たちの動向。「藻塩垂れつつ」は「わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつわぶと答へよ」（古今集雑下、九六二、在原行平）にもとづく表現。

2 【一方の思ひこそ苦しげなりしか】「一方」は源氏をさす。「こそ」係助詞。「しか」過去の助動詞、已然形。係結び。読点で逆接の文脈。

3 【旅の御住みかをも】「聞こえ通ひたまひつつ」に係り、「仮の御よそひをも--時々につけてあつかひきこえたまふに」と並ぶ並列の構文。

4 【竹の子の世の憂き節を】「今さらに何生ひ出づらむ竹の子の憂き節しげき世とは知らずや」（古今集雑下、九五七、凡河内躬恒）を踏まえる。


蓬生．１．１．２

■　常陸宮ひたちの君みやのきみは、父親王ちちみこの亡うせたまひにし名残なごりに、また思おもひあつかふ人ひともなき御身おほむみにて、いみじう心細こころぼそげなりしを、思おもひかけぬ御おほむことの出いで来きて、訪とぶらひきこえたまふこと絶たえざりしを2、いかめしき御勢おほむいきほひにこそ、ことにもあらず、はかなきほどの御情おほむなさけばかりと思おぼしたりしかど、待まち受うけたまふ袂たもとの狭せばきに、大空おほぞらの星ほしの光ひかりを盥たらひの水みづに映うつしたる心地ここちして3過すぐしたまひしほどに、かかる世よの騷さわぎ出いで来きて4、なべての世憂ようく思おぼし乱みだれしまぎれに、わざと深ふかからぬ方かたの心こころざしはうち忘わすれたるやうにて、遠とほくおはしましにしのち、ふりはへてしもえ尋たづねきこえたまはず。

◇　常陸宮の姫君は、父の親王がお亡くなりになってから、他には誰もお世話する人もないお身の上で、ひどく心細い有様であったが、思いがけないお通いが始まって、お気をつけてくださることは絶えなかっが、大変なご威勢には、大したこともない、お情け程度とお思いであったが、それを待ち受けていらっしゃる貧しい生活には、大空の星の光を盥の水に映したような気持ちがして、お過ごしになっていたところ、あのような世の中の騒動が起こって、おしなべて世の中が嫌なことに思い悩まれた折に、格別に深い関係でない方への愛情は、何となく忘れたようになって、遠く旅立ちなさった後は、わざわざお訪ね申し上げることもおできになれない。

■　その名残なごりに、しばしは、泣なく泣なくも過すぐしたまひしを、年月経としつきふるままに、あはれにさびしき御おほむありさまなり。

◇　かつてのご庇護のお蔭で、しばらくの間は、泣きながらもお過ごしになっていらっしゃったが、歳月が過ぎるにしたがって、実にお寂しいご様子である。


1? 【常陸宮の君は父親王の亡せたまひし名残に】末摘花の生活窮乏し、その邸も荒廃する。

2 【思ひかけぬ御ことの出で来て訪らひきこえたまふこと絶えざりしを】源氏との関係が生じたこと。「訪らひきこえたまふこと」は、源氏本人が直接通って来ることではなく手紙などで間接的に見舞ってやることであろう。

3 【大空の星の光を盥の水に映したる心地して】『完訳』は「さほどでもない源氏の援助も困窮の末摘花には無上の恵みと思われる気持を、大空の無数の星も水面には目だって映るのにたとえた。また盥の水に星影を映すのが七夕行事の一つだという。その七夕の甘美な恋物語のような夢見心地も重なっていよう」と注す。

4 【かかる世の騷ぎ出で来て】源氏の須磨明石流謫事件をさす。


蓬生．１．１．３

■　古ふるき女をむなばらなどは、

◇　昔からの女房などは、

蓬生．１．１．４

■　「いでや、いと口惜くちをしき御宿世おほむすくせなりけり1。

◇　「いやはや、まったく情けないご運であった。

■　おぼえず神仏かみほとけの現あらはれたまへらむやうなりし御心みこころばへに、かかるよすがも人ひとは出いでおはするものなりけりと、ありがたう見みたてまつりしを、おほかたの世よの事ことといひながら2、また頼たのむ方かたなき御おほむありさまこそ、悲かなしけれ」

◇　思いがけない神仏がご出現なさったようであったお心寄せを受けて、このような頼りになることも出ていらっしゃるのだと、ありがたく拝見しておりましたが、世間一般のこととはいいながらも、また他には誰をも頼りにできないお身の上は、悲しいことです」


1 【いでやいと口惜しき御宿世なりけり】以下「悲しけれ」まで、女房の詞。

2 【おほかたの世の事といひながら】『集成』は「（源氏の訪れなくなったのは）ご政治向きのことのためとはいいながら。「おほかたの世のこと」は、ここでは末摘花との個人的な関係に対して、世間一般にかかわる事件。須磨退去をさす」。『完訳』は「移り変わるのは世間の習いとは申すものの」と注す。


蓬生．１．１．５

■　と、つぶやき嘆なげく。

◇　と、ぶつぶつ言って嘆く。

■　さる方かたにありつきたりしあなたの年としごろ1は、いふかひなきさびしさに目めなれて過すぐしたまふを、なかなかすこし世よづきてならひにける年月としつきに、いと堪たへがたく思おもひ嘆なげくべし。

◇　あのような生活に馴れていた昔の長い年月は、何とも言いようもない寂しさに目なれてお過ごしになっていたが、なまじっか少し世間並みの生活になった年月を送ったばかりに、かえってとても堪え難く嘆くのであろう。

■　すこしも、さてありぬべき2人ひとびとは、おのづから参まゐりつきてありしを、皆次々みなつぎつぎに従したがひて行いき散ちりぬ。

◇　少しでも、女房としてふさわしい者たちは、自然と参集して来たが、みな次々と後を追って離散して行ってしまった。

■　女をむなばらの命堪いのちたへぬもありて、月日つきひに従したがひては、上下人数少かみしもひとかずすくなくなりゆく3。

◇　女房たちの中には亡くなった者もいて、月日の過ぎるにしたがって、上下の女房の数が少なくなって行く。


1 【さる方にありつきたりしあなたの年ごろ】昔の貧しい生活に慣れていた時代をさす。

2 【さてありぬべき】女房としてふさわしいの意。

3 【月日に従ひては上下人数少なくなりゆく】大島本は「月日にしたかひてハかみしも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「従ひて上下の」と「は」を削除し「の」を補訂する。


第二段　常陸宮邸の窮乏

蓬生．１．２．１

■　もとより荒あれたりし宮みやの内1うち、いとど狐きつねの棲すみかS3になりて2、うとましう、気遠けどほき木立こだちに、梟ふくろふの声こゑを朝夕あさゆふに耳みみならしつつ、人気ひとげにこそ3、さやうのものもせかれて影隠かげかくしけれ、木霊こだまなど、けしからぬものども、所得ところえて4、やうやう形かたちP1を現あらはし、ものわびしきことのみ数知かずしらぬに、まれまれ残のこりてさぶらふ人ひとは、

◇　もともと荒れていた宮の邸の中、ますます狐の棲みかとなって、気味悪く、人気のない木立に、梟の声を毎日耳にして、人気のあるによって、そのような物どもも阻まれて姿を隠していたが、木霊などの怪異の物どもが、我がもの顔になって、だんだんと姿を現し、何ともやりきれないことばかりが数知らず増えて行くので、たまたま残っていてお仕えしている女房は、


S3 梟鳴松桂枝　狐蔵蘭菊叢（白氏文集巻一-四　凶宅詩）

P1 形--かた（かた/＄〈朱〉）かたち

1 【もとより荒れたりし宮の内】末摘花、荒廃した邸を守りながら生き抜く。

2 【狐の棲みかになりて】以下の文章は、「梟は松桂の枝に鳴き狐は蘭菊の叢に蔵る」（白氏文集、諷諭詩、「凶宅詩」）を踏まえた表現。同様の荒廃した邸の描写に「凶宅詩」を踏まえた表現は「夕顔」巻にも見られる。

3 【人気にこそ】以下「隠しけれ」まで、挿入句。係り結び。逆接の文脈。

4 【所得て】大島本は「ところえて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「所を得て」と「を」を補訂する。


蓬生．１．２．２

■　「なほ、いとわりなし1。

◇　「やはり、まこと困ったことです。

■　この受領ずりゃうどもの、おもしろき家造いへづくり好このむが、この宮みやの木立こだちを心こころにつけて、放はなちたまはせてむやと、ほとりにつきて、案内あないし申まうさするを、さやうにせさせたまひて、いとかう、もの恐おそろしからぬ御住おほむすまひに、思おぼし移うつろはなむ。

◇　最近の受領どもで、風流な家造りを好む者が、この宮の木立に心をかけて、お手放しにならないかと、伝を求めて、ご意向を伺わせていますが、そのようにあそばして、とてもこう、恐ろしくないお住まいに、ご転居をお考えになってください。

■　立たちとまりさぶらふ人ひとも、いと堪たへP2がたし」

◇　今も残って仕えている者も、とても我慢できません」


P2 堪へ--たえ（え/＄へ）

1 【なほいとわりなし】以下「いと堪へがたし」まで、女房の詞。姫君に邸を手放し、他の恐しくない邸に移るよう進言する。


蓬生．１．２．３

■　など聞きこゆれど、

◇　などと申し上げるが、

蓬生．１．２．４

■　「あな、いみじや1。

◇　「まあ、とんでもありません。

■　人ひとの聞きき思おもはむこともあり。

◇　世間の外聞もあります。

■　生いける世よに、しか名残なごりなきわざ、いかがせむ2。

◇　生きているうちに、そのようなお形見を何もかも無くしてしまうなんて、どうしてできましょう。

■　かく恐おそろしげに荒あれ果はてぬれど、親おやの御影おほむかげとまりたる心地ここちする古ふるき住すみかと思おもふに、慰なぐさみてこそあれ」

◇　このように恐ろしそうにすっかり荒れてしまったが、親の面影がとどまっている心地がする懐かしい住まいだと思うから、慰められるのです」


1 【あないみじや】以下「慰みてこそあれ」まで末摘花の返答。

2 【しか名残なきわざいかがせむ】大島本は「わさ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『新大系』は諸本に従って「わざは」と「は」を補訂する。反語表現。父親の形見を何もかも失うことはできない。


蓬生．１．２．５

■　と、うち泣なきつつ、思おぼしもかけず。

◇　と、泣く泣くおっしゃって、お考えにも入れない。

■　御調度おほむでうどどもを1、いと古代こたいになれたるが、昔むかしやうにてうるはしきを、なまもののゆゑ知しらむと思おもへる人ひと、さるもの要えうじて、わざとその人ひとかの人ひとにせさせたまへると尋たづね聞ききて、案内あないP3するも、おのづからかかる貧まづしきあたりと思おもひあなづりて言いひ来くるを、例れいの女をむなばら、

◇　お道具類も、たいそう古風で使い馴れているのが、昔風で立派なのを、なまはんかに由緒を尋ねようとする者、そのような物を欲しがって、特別にあの人この人にお作らせになったのだと聞き出して、お伺いを立てるのも、自然とこのような貧しいあたりと侮って言って来るのを、いつもの女房、


P3 案内--あん（ん/+ない）

1 【御調度どもを】大島本は「御てうとゝも越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御調度どもも」と校訂する。


蓬生．１．２．６

■　「いかがはせむ。

◇　「しかたがございません。

■　そこそは世よの常つねのこと1」

◇　そうすることが世間一般のこと」


1 【いかがはせむそこそは世の常のこと】女房の心中。『集成』は「もはや仕方がない。それこそ、世間の習いよ」と訳す。


蓬生．１．２．７

■　とて、取とり紛まぎらはしつつ、目めに近ちかき今日明日けふあすの見苦みぐるしさを繕つくろはむとする時ときもあるを、いみじう諌いさめたまひて、

◇　と思って、目立たぬように取り計らって、眼前の今日明日の生活の不自由を繕う時もあるのを、きつくお叱りになって、

蓬生．１．２．８

■　「見みよと思おもひたまひて1こそ、しおかせたまひけめ。

◇　「わたしのためにとお考えになって、お作らせになったのでしょう。

■　などてか、軽々かろがろしき人ひとの家いへの飾かざりとはなさむ。

◇　どうして、賤しい人の家の飾り物にさせましょうか。

■　亡なき人ひとの御本意違おほむほいたがはむが、あはれなること」

◇　亡きお父上のご遺志に背くのが、たまりません」


1 【見よと思ひたまひて】以下「あはれなること」まで、末摘花の詞。家財道具を売り払うことをきつく諌める。自分の家の家財道具が賎しい家の物になることを不本意と思う。


蓬生．１．２．９

■　とのたまひて、さるわざはせさせたまはず。

◇　とおっしゃって、そのようなことはおさせにならない。

第三段　常陸宮邸の荒廃

蓬生．１．３．１

■　はかなきことにても、見訪みとぶらひ1きこゆる人ひとはなき御身おほむみなり。

◇　ちょっとした用件でも、お訪ね申す人はないお身の上である。

■　ただ、御兄おほむせうとの禅師ぜんじの君2きみばかりぞ、まれにも京きゃうに出いでたまふ時ときは、さしのぞきたまへど、それも、世よになき古ふるめき人びとにて、同おなじき法師ほふしといふなかにも、たづきなく、この世よを離はなれたる聖ひじりにものしたまひて3、しげき草くさ、蓬よもぎをだに、かき払はらはむものとも思おもひ寄よりたまはず。

◇　ただ、ご兄弟の禅師の君だけが、たまに京にお出になる時には、お立ち寄りになるが、その方も、世にもまれな古風な方で、同じ法師という中でも、処世の道を知らない、この世離れした僧でいらっしゃって、生い茂った草、蓬をさえ、かき払うものともお考えつきにならない。


1 【見訪らひ】大島本は「見とふらひ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「とぶらひ」と「見」を削除する。

2 【御兄の禅師の君】末摘花の兄君。後の「初音」巻に「醍醐の阿闍梨の君」と呼称される。今、「まれにも京に出でたまふ時は」とあるのも、山科の醍醐寺あたりを想定してよい。

3 【たづきなくこの世を離れたる聖にものしたまひて】『集成』は「処世のすべを知らず、現世とは縁のない聖のようなお暮しぶりで」と訳す。


蓬生．１．３．２

■　かかるままに、浅茅あさぢは庭にはの面おも見もみえず、しげき蓬よもぎは軒のきを争あらそひて生おひのぼる。

◇　このような状態で、浅茅は庭の表面も見えず、生い茂った蓬生は軒と争って成長している。

■　葎むぐらは西東にしひむがしの御門みかどを閉とぢこめたるぞ頼たのもしけれど1、崩くづれがちなるめぐりの垣かきを馬むま、牛うしなどの踏ふみならしたる道みちにて、春夏はるなつになれば、放はなち飼かふ総角あげまきの心こころさへぞ、めざましき。

◇　葎は西と東の御門を鎖し固めているのは心強いが、崩れかかった周囲の土築を馬、牛などが踏みならした道にして、春夏ともなると、放ち飼いする子どもの料簡も、けしからぬことである。


1 【葎は西東の御門を閉ぢこめたるぞ頼もしけれど】『集成』は「今さらにとふべき人も思ほえず八重葎して門鎖せりてへ」（古今集雑下、九七五、読人しらず）を指摘。


蓬生．１．３．３

■　八月はづき、野分荒のわきあらかりし年とし、廊らうどもも倒たふれ伏ふし、下しもの屋やどもの、はかなき板葺いたぶきなりしなどは、骨ほねのみわづかに残のこりて、立たちとまる下衆げすだになし。

◇　八月、野分の激しかった年、渡廊類が倒れふし、幾棟もの下屋の、粗末な板葺きであったのなどは、骨組みだけがわずかに残って、居残る下衆さえいない。

■　煙絶けぶりたえて、あはれにいみじきこと多おほかり。

◇　炊事の煙も上らなくなって、お気の毒なことが多かった。

蓬生．１．３．４

■　盗人ぬすびとなどいふひたぶる心ごころある者ものも、思おもひやりの寂さびしければにや、この宮みやをば不要ふようのものに踏ふみ過すぎて、寄より来こざりければ1、かくいみじき野良のら、薮やぶなれども、さすがに寝殿しんでんのうちばかりは、ありし御おほむしつらひ変かはらず、つややかに掻かい掃はきなどする人ひともなし。

◇　盗人などという情け容赦のない連中も、想像するだけで貧乏と思ってか、この邸を無用のものと通り過ぎて、寄りつきもしなかったので、このようにひどい野原、薮原であるが、それでも寝殿の中だけは、昔の装飾と変わらないが、ぴかぴかに掃いたり拭いたりする人もいない。

■　塵ちりは積つもれど、紛まぎるることなきうるはしき御住おほむすまひにて、明あかし暮くらしたまふ。

◇　塵は積もっても、れっきとした荘厳なお住まいで、お過ごしになっている。


1 【寄り来ざりければ】この句の直接係る語句はなく、文脈が別に流れている。


第四段　末摘花の気紛らし

蓬生．１．４．１

■　はかなき古歌ふるうた、物語ものがたりなどやうのすさびごとにてこそ1、つれづれをも紛まぎらはし、かかる住すまひをも思おもひ慰なぐさむるわざなめれ、さやうのことにも心遅こころおそくものしたまふ。

◇　たわいもない古歌、物語などみたいな物を慰み事にして、無聊を紛らわし、このような生活でも慰める方法なのであろうが、そのような方面にも関心が鈍くいらっしゃる。

■　わざと好このましからねど、おのづからまた急いそぐことなきほどは、同おなじ心こころなる文通ふみかよはしなどうちしてこそ、若わかき人ひとは木草きくさにつけても心こころを慰なぐさめたまふべけれど、親おやのもてかしづきたまひし御心掟みこころおきてのままに、世よの中なかをつつましきものに思おぼして、まれにも言通ことかよひたまふべき御おほむあたりをも、さらに馴なれたまはず、古ふりにたる御厨子開みづしあけて、

◇　特に風流ぶらずとも、自然と急ぐ用事もない時には、気の合う者どうしで手紙の書き交わしなど気軽にし合って、若い人は木や草につけて心をお慰めになるはずなのだが、父宮が大事にお育てになったお考えどおりに、世間を用心すべきものとお思いになって、たまには文通なさってもよさそうなご関係の家にも、まったくお親しみにならず、古くなった御厨子を開けて、

■　『唐守2P4』

◇　『唐守』

■　、『藐姑射からもりはこやの刀自3とじ』

◇　『藐姑射の刀自』

■　、『かぐや姫ひめの物語4ものがたり』

◇　『かぐや姫の物語』

■　の絵ゑに描かきたるをぞ、時々ときどきのまさぐりものにしたまふ。

◇　などの絵に描いてあるのを、時々のもて遊び物にしていらっしゃる。


P4 唐守--からもりて（て/＄〈朱〉）

1 【すさびごとにてこそ】「こそ」は「なめれ」に係る。読点で、逆接の文脈。

2 【唐守】散逸した物語。内容未詳。『宇津保物語』「国譲上」「楼上下」に見える。

3 【藐姑射の刀自】散逸した物語。内容未詳。平安時代から鎌倉時代初期までの物語作品中の和歌を集めた『風葉和歌集』（文永八年撰進）に見える。

4 【かぐや姫の物語】『竹取物語』の別名。


蓬生．１．４．２

■　古歌ふるうたとても、をかしきやうに選えり出いで、題だいをも読人よみびとをもあらはし心得こころえたるこそ見所みどころもありけれ1、うるはしき紙屋紙かみゃがみ、陸奥紙みちのくにがみなどのふくだめる2に、古言ふることどもの目馴めなれたるなどは、いとすさまじげなるを、せめて眺ながめたまふ折々をりをりは、ひき広ひろげたまふ。

◇　古歌といっても、優雅な趣向で選び出して、題詞や読人をはっきりさせて鑑賞するのは見所もあるが、きちんとした紙屋紙、陸奥紙などの厚ぼったいのに、古歌のありふれた歌が書かれているのなどは、実に興醒めな感じがするが、つとめて物思いに耽りなさるような時々には、お広げになっている。

■　今いまの世よの人ひとのすめる、経きゃううち読よみ、行おこなひなどいふことは、いと恥はづかしくしたまひて、見みたてまつる人ひともなけれど、数珠ずずなど取とり寄よせたまはず。

◇　今の時代の人が好んでするような、読経をちょっとしたり、勤行などということは、とてもきまり悪いものとお考えになって、拝見する人もいないのだが、数珠などをお取り寄せにならない。

■　かやうにうるはしくぞものしたまひける。

◇　このように万事きちんとしていらっしゃるのであった。


1 【をかしきやうに選り出で題をも読人をもあらはし心得たるこそ見所もありけれ】『集成』は「おもしろい趣向で選択編集し、詞書（歌の成立事情）や作者をもはっきりさせて、歌の気持のよく分るのが興をそそるのだが」「歌物語風のものであろう」。『完訳』「味わい深い趣向で選び出し、題詞や詠み人がはっきり書いてあって、その意味のよく分るのは見ごたえもあるのだが」「歌を、題詞・作者など作歌事情とともに観賞。当時の観賞法」と注す。

2 【うるはしき紙屋紙、陸奥紙などのふくだめる】『新大系』は「紙屋（製紙所）で漉いた紙の意で、陸奥紙とともに、撰集の清書、女の手紙などには用いない。「うるはしき」は、色気のないの意」「陸奥紙の厚くて毛ばだった状態をいう」と注す。


第五段　乳母子の侍従と叔母

蓬生．１．５．１

■　侍従じじゅうなどいひし御乳母子おほむめのとごのみこそ1、年としごろあくがれ果はてぬ者ものにてさぶらひつれど、通かよひ参まゐりし斎院亡さいゐんうせたまひなどして、いと堪たへがたく心細こころぼそきに、この姫君ひめぎみの母北ははきたの方かたのP5はらから、世よにおちぶれて受領ずりゃうの北きたの方かたになりたまへるありけり。

◇　侍従などと言った御乳母子だけが、長年お暇も取ろうともしない者としてお仕えしていたが、お出入りしていた斎院がお亡くなりなったりなどして、まことに生活が苦しく心細い気がしていたところ、この姫君の母北の方の姉妹で、落ちぶれて受領の北の方におなりになっていた人がいた。


P5 北の方の--（/+き）か（か/＄）たの（の/+かたの）

1 【侍従などいひし御乳母子のみこそ】「末摘花」巻に既出の人物。


蓬生．１．５．２

■　娘むすめどもかしづきて、よろしき若人わかうどども1も、

◇　娘たちを大切にしていて、見苦しくない若い女房たちも、

■　「むげに知しらぬ所ところよりは、親おやどももまうで通かよひしを」

◇　「全然知らない家よりは、親たちが出入りしていた所を」

■　と思おもひて、時々行とき通***ふ。

◇　と思って、時々出入りしている。

■　この姫君ひめぎみは、かく人疎ひとうとき御癖おほむくせなれば、むつましくも言いひ通かよひたまはず。

◇　この姫君は、このように人見知りするご性格なので、親しくお付き合いなさらない。

◆　 
むすめ-ども かしづき て、 よろしき わかうど-ども も、 "むげに しら ぬ ところ より は、 おや-ども も まうで かよひ し を。" と おもひ て、 ときどき いき かよふ。 この ひめぎみ は、 かく ひと うとき おほむ-くせ なれ ば、 むつましく も いひ かよひ たまは ず。


1 【よろしき若人ども】「よろし」は「よし」よりも一段劣った意味。


蓬生．１．５．３

■　「おのれをばおとしめたまひて1、面伏おもてぶせに思おぼしたりしかば、姫君ひめぎみの御おほむありさまの心苦こころぐるしげなるも、え訪とぶらひきこえず」

◇　「わたしを軽蔑なさって、不名誉にお思いであったから、姫君のご生活が困窮しているようなのも、お見舞い申し上げられないのです」


1 【おのれをばおとしめたまひて】以下「え訪らひきこえず」まで、叔母の詞。末摘花の母親が受領と結婚したことを軽蔑し、一門の不名誉に思っていたという。侍従を前にして述べているので、敬語を使っている。


蓬生．１．５．４

■　など、なま憎にくげなる言葉ことばども言いひ聞きかせつつ、時々聞ときどききこえけり。

◇　などと、こ憎らしい言葉を言って聞かせては、時々手紙を差し上げた。

■　もとよりありつきたるさやうの並々なみなみの人ひとは、なかなかよき人ひとの真似まねに心こころをつくろひ、思おもひ上あがるも多おほかるを、やむごとなき筋すぢながらも、かうまで落おつべき宿世すくせありければにや、心こころすこしなほなほしき御叔母おほむをばにぞありける。

◇　もともと生まれついたそのような並みの人は、かえって高貴な人の真似をすることに神経をつかって、お高くとまっている人も多くいるが、高貴なお血筋ながらも、こうまで落ちぶれる運命だったからであろうか、心が少し卑しい叔母だったのであった。

蓬生．１．５．５

■　「わがかく劣おとりのさまにて1、あなづらはしく思おもはれたりしを、いかで2、かかる世よの末すゑに、この君きみを、わが娘むすめどもの使人つかひびとになしてしがな。

◇　「わたしがこのように落ちぶれたさまを、軽蔑されていたのだから、何とかして、このような宮家の衰退した折に、この姫君を、自分の娘たちの召し使いにしたいものだ。

■　心こころばせなどの古ふるびたる方かたこそあれ、いとうしろやすき後見うしろみならむ」

◇　考え方の古風なところがあるが、それはいかにも安心できる世話役といえよう」

■　と思おもひて、

◇　と思って、


1 【わがかく劣りのさまにて】以下「後見ならむ」まで、叔母の心中。末摘花を自分の娘たちの使用人にして復讐してやろう、末摘花の古風なところはあるが、かえって安心だ、と考える。

2 【いかで】大島本は「いかて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかでか」と「か」を補訂する。


蓬生．１．５．６

■　「時々ときどきここに渡わたらせたまひて1。

◇　「時々こちらにお出あそばして。

■　御琴おほむことの音ねもうけたまはらまほしがる人ひとなむはべる」

◇　お琴の音を聴きたがっている人がおります」


1 【時々ここに渡らせたまひて】以下「人なむはべる」まで、叔母の詞。末摘花を叔母の家に誘い出す。


蓬生．１．５．７

■　と聞きこえけり。

◇　と申し上げた。

■　この侍従じじゅうも、常つねに言いひもよほせど、人ひとにいどむ心こころにはあらで、ただこちたき御おほむものづつみなれば、さもむつびたまはぬを、ねたしとなむ思おもひける。

◇　この侍従も、いつもお勧めするが、人に張り合う気持ちからではないが、ただ大変なお引っ込み思案なので、そのように親しくなさらないのを、憎らしく思うのであった。

蓬生．１．５．８

■　かかるほどに、かの家主人いへあるじ、大弐だいにになりぬ。

◇　こうしているうちに、あの叔母の夫が、大宰大弍になった。

■　娘むすめどもあるべきさまに見置みおきてP6、下くだりなむとす。

◇　娘たちをしかるべく縁づけて、筑紫に下向しようとする。

■　この君きみを、なほも誘いざなはむの心深こころふかくて、

◇　この姫君を、なおも誘おうという執念が深くて、


P6 見置きて--見せ（せ/＄を）きて


蓬生．１．５．９

■　「はるかに、かく2まかりP7なむとするに3、心細こころぼそき御おほむありさまの、常つねにしも訪とぶらひきこえねど、近ちかき頼たのみはべりつるほどこそあれ、いとあはれにうしろめたくなむ」

◇　「遥か遠方に、このように赴任することになりましたが、心細いご様子が、つねにお見舞い申し上げていたわけではありませんでしたが、近くにいるという安心感があった間はともかく、とても気の毒で心配でなりません」


P7 まかり--*まか（か/＃）か（か/＄）り

1? 【かかるほどにかの家主人大弍になりぬ】叔母の夫が大宰大弍になったので、末摘花を筑紫に連れて行こうとする。娘たちは都の人に縁づけて、今度は自分の使用人にするつもりである。

2 【はるかにかく】以下「うしろめたくなむ」まで、叔母の詞。末摘花を筑紫に連れて行こうとする言葉巧みな誘い。

3 【まかりなむとするに】大島本は「ま△（△＃）か（か＄）りなむ」とある。すなわち二文字を抹消とミセケチにしたために、語形が壊れてしまっている。おそらく原文「まかかりなむ」とあったところを、初め後出の「か」をミセケチにしたのだが、後人がその小さなミセケチ符号を見落とし、その前の「か（可）」をまで抹消してしまったのであろう。その結果、語形が壊れてしまったものであろう。


蓬生．１．５．１０

■　など、言ことよがるを、さらに受うけ引ひきたまはねば、

◇　などと、言葉巧みに言うが、まったくご承知なさらないので、

■　「あな、憎***。

◇　「まあ、憎らしい。

■　ことことしや1。

◇　ご大層なこと。

■　心一こころひとつに思おぼし上あがるとも、さる薮原やぶはらに年経としへたまふ人ひとを、大将殿だいしゃうどのも、やむごとなくしも思おもひきこえたまはじ」

◇　自分一人お高くとまっていても、あのような薮原に過ごしていらっしゃる人を、大将殿も、大事にお思い申し上げないでしょう」

■　など、怨ゑんじうけひけり。

◇　などと、恨んだり呪ったりしているのであった。

◆　 
など、 ことよがる を、 さらに うけひき たまは ね ば、
 "あな、 にく! ことことし や! こころ ひとつ に おぼし あがる とも、 さる やぶはら に とし へ たまふ ひと を、 だいしゃうどの も、 やむごとなく しも おもひ きこえ たまは じ。"
 など、 ゑんじ うけひ けり。


1 【あな憎ことことしや】以下「思ひきこえたまはじ」まで、叔母の詞。『完訳』は「末摘花にではなく、第三者に漏らした発言であろう」と注す。


第二章　末摘花の物語　光る源氏帰京後

第一段　顧みられない末摘花

蓬生．２．１．１

■　さるほどに、げに世よの中なかに赦ゆるされたまひて、都みやこに帰かへりたまふと、天あめの下したの喜よろこびにて立たち騒さわぐ。

◇　そうこうしているうちに、はたして天下に赦免されなさって、都にお帰りになるというので、世の中の慶事として大騷ぎする。

■　我われもいかで、人ひとより先さきに、深ふかき心こころざしを御覧ごらんぜられむとのみ、思おもひきほふ男をとこ、女をむなにつけて、高たかきをも下くだれるをも、人ひとの心こころばへを見みたまふに、あはれに思おぼし知しること、さまざまなり1。

◇　自分も何とか、人より先に、深い誠意をご理解いただこうとばかりに、競い合っている男、女につけても、身分の貴い人も賤しい人も、人の心の動きを御覧になるにつけ、しみじみと考えさせられること、さまざまである。

■　かやうに、あわたたしきほどに、さらに思おもひ出いでたまふけしき見みえで月日経つきひへぬ。

◇　このように、あわただしいうちに、まったくお思い出しになる様子もなく月日が過ぎた。


1 【人の心ばへを見たまふにあはれに思し知ることさまざまなり】『完訳』は「源氏は、不遇の時期の世人の向背のさまを見てきたが、それと比べて人間の本性を思う」と注し、「人の心の動きをお察しになり、胸中しみじみとお悟りになることがさまざまである」と訳す。


蓬生．２．１．２

■　「今いまは限かぎりなりけり1。

◇　「今はもうお終いだ。

■　年としごろ、あらぬさまなる御おほむさまを、悲かなしういみじきことを思おもひながらも、萌もえ出いづる春はるにS4逢あひたまはなむ2と念ねんじわたりつれど、たびしかはらP8などまで喜よろこび思おもふなる、御位改おほむくらゐあらたまりなどするを、よそにのみ聞きくべきなりけり。

◇　長い年月、ご不運な生活を、悲しくお気の毒なことと思いながらも、万物の蘇る春にめぐりあっていただきたいと願っていたが、とるにたらない下賤な者までが喜んでいるという、ご昇進などするのを、他人事として聞かねばならないのだった。

■　悲かなしかりし折をりのうれはしさは、ただわが身一みひとつのために3なれるS5とおぼえし、かひなき世よかな」

◇　悲しかった時の嘆かしさは、ただ自分ひとりのために起こったのだと思ったが、嘆いても甲斐のない仲だわ」

■　と、心こころくだけて、つらく悲かなしければ、人知ひとしれず音ねをのみ泣なきたまふ。

◇　とがっかりして、辛く悲しいので、人知れず声を立ててお泣きになるばかりである。


S4 岩そそく垂氷の上の早蕨の萌え出づる春になりにけるかな（古今六帖一-七　志貴皇子）

P8 たびしかはら--たひ（ひ/+し）かはら

S5 世の中は昔よりやは憂かりけむわが身一つのためになれるか（古今集雑下-九四八　読人しらず）

1 【今は限りなりけり】以下「かひなき世かな」まで、末摘花の心中。源氏の無事帰京を祈りながらも、帰京の後、まったく顧みられないことに絶望していく。

2 【萌え出づる春に逢ひたまはなむ】「岩そそくたるひの上の早蕨の萌え出づる春になりにけるかな」（古今六帖、一月、志貴皇子）を踏まえる。

3 【わが身一つのために】「世の中は昔よりやは憂かりけむわが身一つのためになれるか」（古今集雑下、九四八、読人しらず）の言葉によったもの。


蓬生．２．１．３

■　大弐だいにの北きたの方かた、

◇　大弍の北の方、

■　「さればよ1。

◇　「それ見たことか。

■　まさに、かくたづきなく、人悪ひとわろき御おほむありさまを、数かずまへたまふ人ひとはありなむや。

◇　いったい、このように不如意で、体裁の悪い人のご様子を、一人前にお扱いになる方がありましょうか。

■　仏ほとけ、聖ひじりも、罪軽つみかろきをこそ導みちびきよくしたまふなれ、かかる御おほむありさまにて、たけく世よを思おぼし、宮みや、上うへなどのおはせし時ときのままにならひたまへる、御心みこころおごりの、いとほしきこと2」

◇　仏、聖も、罪の軽い人をよくお導きもなさるというものだが、このようなご様子で、偉そうに世間を見下しなさって、宮、上などが生きていらした時のままと同じようでいらっしゃる、ご高慢が、不憫なこと」

■　と、いとどをこがましげに思おもひて、

◇　と、ますます馬鹿らしく思って、


1 【さればよ】以下「いとほしきこと」まで、叔母の心中。侮蔑と憐愍。

2 【いとほしきこと】『集成』は「困ったものだ」。『完訳』は「じつに不憫なこと」と訳す。


蓬生．２．１．４

■　「なほ、思おもほし立たちね1,2。

◇　「やはり、ご決心なさい。

■　世よの憂うき時ときは、見みえぬ山路やまぢをS6こそは尋たづぬなれ。

◇　何かとうまく行かない時は、何も見なくてすむ山奥へ入りこむというものですよ。

■　田舎ゐなかなどは、むつかしきものと思おぼしやるらめど、ひたぶるに人悪ひとわろげには、よも、もてなしきこえじ」

◇　地方などは、むさ苦しい所とお思いでしょうが、むやみに体裁の悪いもてなしは、けっして、致しません」


S6 世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（古今集雑下-九五五　物部吉名）み吉野の山のあなたに宿もがな世の憂き時の隠れがにせむ（古今集雑下-九五〇　読人しらず）

1 【なほ思ほし立ちね】以下「もてなしきこえじ」まで、叔母の詞。言葉巧みに筑紫へ誘う。

2 【なほ思ほし立ちね】以下「よももてなしきこえじ」まで叔母の詞。


蓬生．２．１．５

■　など、いと言**よく言いへば、むげに屈くんじにたる女をむなばら、

◇　などと、とても言葉巧みに言うと、すっかり元気をなくしている女房たちは、

◆　 
など、 いと よく いへ ば、 むげに くんじ に たる をむなばら、

蓬生．２．１．６

■　「さもなびきたまはなむ2。

◇　「そのようにご承知なさってほしい。

■　たけきこともあるまじき御身おほむみを、いかに思おぼして、かく立たてたる御心みこころならむ」

◇　たいしたこともなさそうなお身の上を、どうお考えになって、このように意地をお張りになるのだろう」


1? 【世の憂き時こそ見えぬ山路をこそは尋ぬなれ】「み吉野の山のあなたに宿もがな世の憂き時の隠れ家にせむ」（古今集雑下、九五〇、読人しらず）「世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を踏まえた表現。古歌の文句を引用して説得する。

2 【さもなびきたまはなむ】以下「御心ならむ」まで、女房たちのつぶやき。「なむ」終助詞、他に対する願望の意。


蓬生．２．１．７

■　と、もどきつぶやく。

◇　と、ぶつぶつと非難する。

■　侍従じじゅうも、かの大弐だいにの甥をひだつ人ひと、語かたらひつきて、とどむべくもあらざりければ、心こころよりほかに出いで立たちて、

◇　侍従も、あの大弍の甥に当たる人に、契りを結んで、残して行くはずもなかったので、不本意ながら出発することになって、

蓬生．２．１．８

■　「見みたてまつり置おかむが、いと心苦こころぐるしきを1」

◇　「お残し申したままで出立するのが、とても心残りです」


1 【見たてまつり置かむがいと心苦しきを】侍従の詞。


蓬生．２．１．９

■　とて、そそのかしきこゆれど、なほ、かくかけ離はなれて久ひさしうなりたまひぬる人ひとに頼たのみをかけたまふ。

◇　と言って、お誘い申し上げるが、やはり、このように離れてしばらくになってしまった方に期待をかけなさっている。

■　御心みこころのうちに、

◇　お心の中では、

■　「さりとも1、あり経へても、思おぼし出いづるついであらじやは2。

◇　「いくら何でも、時のたつうちには、お思い出しくださる機会のないことがあろうか。

■　あはれに心深こころふかき契ちぎりをしたまひしに3、わが身みは憂うくて、かく忘わすられたるにP9こそあれ、風かぜのつてにても、我われかくいみじきありさまを聞ききつけたまはば、かならず訪とぶらひ出いでたまひてむ」

◇　しみじみと深いお約束をなさったのだから、わが身の上はつらくて、このように忘れられているようであるが、風の便りにでも、わたしのこのようにひどい暮らしをお耳になさったら、きっとお訪ねになってくださるにちがいない」

■　と、年としごろ思おぼしければ、おほかたの御家居おほむいへゐも、ありしよりけにあさましけれど、わが心こころもて、はかなき御調度みでうどどもなども取とり失うしなはせたまはず4、心強こころづよく同おなじさまにて念ねんじ過すごしたまふなりけり。

◇　と、長年お思いになっていたので、おおよそのお住まいも以前より実に荒廃してひどいが、ご自分のお考えで、ちょっとした御調度類なども失くさないようにさせなさって、辛抱強く同じように堪え忍んでてお過ごしになっているのであった。


P9 たるに--たるにに（に/＄〈朱〉）

1 【さりとも】以下「訪らひ出でたまひてむ」まで、末摘花の心中。源氏がいつの日にか思い出してくれるだろうという期待。

2 【あらじやは】「じ」打消推量の助動詞。「やは」係助詞、反語。ないことがあろうか、きっとあろう。強い期待がこめられている。

3 【したまひしに】「に」接続助詞。『集成』は「して下さったのに」。『完訳』は「なさったのだから」と訳す。

4 【取り失はせたまはず】「せ」使役の助動詞。女房らに失わさせなさらずの意。


蓬生．２．１．１０

■　音泣ねなきがちに、いとど思おぼし沈しづみたるは、ただ山人やまびとの赤あかき木この実一みひとつを顔かほに放はなたぬと見みえたまふ、御側目おほむそばめなどは、おぼろけの人ひとの見みたてまつりゆるすべきにもあらずかし。

◇　声を立てて泣き暮らしながら、ますます悲嘆に暮れていらっしゃるのは、まるで山人が赤い木の実一つを顔から放さないようにお見えになる、その横顔などは、普通の男性ではとても堪えて拝見できないご容貌である。

■　詳くはしくは1聞きこえじ。

◇　詳しくお話し申し上げられない。

■　いとほしう、もの言いひさがなきやうなり。

◇　お気の毒で、あまりに口が悪いようであるから。


1 【詳しくは】以下「なきやうなり」まで、語り手の文章。『集成』は「草子地」。『完訳』は「気の毒で語れぬとする語り手の省筆」と注す。


第二段　法華御八講

蓬生．２．２．１

■　冬ふゆになりゆくままに1、いとど、かき付つかむかたなく、悲かなしげに眺ながめ過すごしたまふ。

◇　冬になってゆくにつれて、ますます、すがりつくべきてだてもなく、悲しそうに物思いに沈んでお過ごしになる。

■　かの殿とのには、故院こゐんの御料ごれうの御八講みは、世かうよの中なかゆすりてしたまふ。

◇　あの殿におかれては、故院の御追善の御八講を、世間でも大騷ぎとなって盛大に催しなさる。

■　ことに僧そうなどは、なべてのは召めさず、才ざえすぐれ行おこなひにしみ、尊たふとき限かぎりを選えらせたまひければ2、この禅師ぜんじの君参きみまゐりたまへりけり。

◇　特に僧侶などは、普通の僧はお召しにならず、学問の優れ修行を積んだ、高徳の僧だけをお選びあそばしたので、この禅師の君も参上なさっていた。

■　帰かへりざまに立たち寄よりたまひて、

◇　帰りがけにお立ち寄りになって、


1 【冬になりゆくままに】季節は冬に推移。冬、神無月、源氏御八講を催し、末摘花の兄の禅師招かれる。叔母、侍従を連れて筑紫に下る。末摘花の孤独、一層深まる。

2 【選らせたまひければ】「せ」尊敬の助動詞。源氏の動作を二重敬語で表現。


蓬生．２．２．２

■　「しかしか1。

◇　「これこれでした。

■　権大納言殿ごんだいなごんどのの御八講みはかうに参まゐりてはべるなり2。

◇　権大納言殿の御八講に参上しておったのです。

■　いとかしこう、生いける浄土じゃうどの飾かざりに劣おとらず、いかめしうおもしろきことどもの限かぎりをなむしたまひつる。

◇　たいそう立派で、この世の極楽浄土の装飾に負けず、荘厳で興趣のぜいをお尽くしになっていた。

■　仏菩薩ぶつぼさつの変化へんげの身みにこそものしたまふめれ。

◇　仏か菩薩の化身でいらっしゃるのだろう。

■　五いつつの濁にごり深ふかき世よに、などて生むまれたまひけむ」

◇　五濁に深く染まっているこの世に、どうしてお生まれになったのだろう」


1 【しかしか】以下「生まれたまひけむ」まで、禅師の詞。御八講の日の源氏の素晴らしさを礼讃する。「この形は江戸時代以後シカジカと濁音化した」（岩波古語辞典）。

2 【参りてはべるなり】大島本は「まいりて侍へるなり」とある。『新大系』は底本のまま「侍へるなり」とする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はべりつるなり」と校訂する。


蓬生．２．２．３

■　と言いひて、やがて出いでたまひぬ。

◇　と言って、そのまますぐにお帰りになってしまった。

■　言少ことずくなに、世よの人ひとに似にぬ御おほむあはひにて、かひなき世よの物語ものがたりをだにえ聞きこえ合あはせたまはず。

◇　言葉少なで、世間の人と違ったご兄妹どうしであって、ちょっとした世間話でさえお交わしなされない。

■　「さても、かばかりつたなき身みの1ありさまを、あはれにおぼつかなくて過すぐしたまふは、心憂こころうの仏菩薩ぶつぼさつや」

◇　「それにしても、このように不甲斐ない身の上を、悲しく不安なままに放ってお過ごしになるとは、辛い仏菩薩様だわ」

■　と、つらうおぼゆるを、

◇　と、辛く思われるが、

■　「げに、限かぎりなめり2」

◇　「いかにも、これきりの縁なのだろう」

■　と、やうやう思おもひなりたまふに、大弐だいにの北きたの方かた、にはかに来きたり。

◇　と、だんだんお考えになっているところに、大弐の北の方が、急に来た。


1 【さてもかばかりつたなき身の】以下「心憂の仏菩薩や」まで、末摘花の心中。源氏を仏菩薩に喩えるも訪れてくれないことを恨めしく思う。

2 【げに限りなめり】末摘花の心中。「げに」は叔母の言葉を受けて、なるほど、の意。絶望的に思う。


第三段　叔母、末摘花を誘う

蓬生．２．３．１

■　例れいはさしもむつびぬを、誘さそひ立たてむの心こころにて、たてまつるべき御装束おほむさうぞくなど調てうじて、よき車くるまに乗のりて、面おももち、けしき、ほこりかにもの思おもひなげなるさまして、ゆくりもなく走はしり来きて1、門開かどあけさするより、人悪ひとわろく寂さびしきこと、限かぎりもなし2。

◇　いつもはそんなに親しくしないのに、お誘い申そうとの考えで、お召しになるご装束など準備して、よい車に乗って、顔つき、態度も、得意に物思いのない様子で、予告もなくやって来て、門を開けさせるや、見苦しく寂しい様子、この上もない。

■　左右ひだりみぎの戸ともみなよろぼひ倒たふれにければ、男をのこども助たすけてとかく開あけ騒さわぐ。

◇　左右の戸もみな傾き倒れてしまっていたので、男どもが手助けして、あれこれと大騷ぎして開ける。

■　いづれか、この寂さびしき宿やどにもかならず分わけたる跡あとあなる三みつの径3みちと、たどる。

◇　どれがそれか、この寂しい宿にも必ず踏み分けた跡があるという三つの道はと、探し当てて行く。


1 【ゆくりもなく走り来て】『集成』は「都合も聞かずに」。『完訳』は「不意に車を走らせてきて」と訳す。

2 【限りもなし】大島本は「かきりもなし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「限りなし」と「も」を削除する。

3 【跡あなる三つの径】「なる」伝聞推定の助動詞。漢蒋＊（言＋羽）が庭に三逕を作り松・菊・竹を植えたという故事（蒙求）。「三径ハ荒ニ就ケドモ、松菊猶存セリ」（文選、帰去来の辞・陶淵明）の隠遁者の住まいをいう。日本では「門へ行く道、井へ行く道、厠へ行く道」（紫明抄）という説がある。


蓬生．２．３．２

■　わづかに南面みなみおもての格子上かうしあげたる間まに寄よせたれば、いとどはしたなしと思おぼしたれど、あさましう煤すすけたる几帳きちゃうさし出いでて、侍従出じじゅういで来きたり。

◇　かろうじて南面の格子を上げている一間に車を寄せたので、ますますどうしてよいか分からなくお思いになったが、あきれるくらい煤けた几帳を差し出して、侍従が出て来た。

■　容貌かたちなど、衰おとろへにけり。

◇　容貌など、衰えてしまっていた。

■　年としごろいたうつひえたれど、なほものきよげによしあるさまして、かたじけなくとも、取とり変かへつべく見みゆ。

◇　長年のうちにひどくやせ細っているが、やはりどことなく品のある感じで、恐れ多いことであるが、姫君と取り替えたいくらいに見える。

蓬生．２．３．３

■　「出いで立たちなむことを1思おもひながら、心苦こころぐるしきありさまの見捨みすてたてまつりがたきを。

◇　「旅立とうと思いながらも、お気の毒な様子がお見捨て申し上げにくくて。

■　侍従じじゅうの迎むかへになむ参まゐり来きたる。

◇　侍従の迎えに参上しました。

■　心憂こころうく思おぼし隔へだてて、御おほむみづからこそあからさまにも渡わたらせたまはね、この人ひとをだに許ゆるさせたまへとてなむ。

◇　お嫌いになりよそよそしくして、ご自身ではちょっとでもお越しあそばされませんが、せめてこの人だけはお許しいただきたく思いまして。

■　などかうあはれげなるさまには」

◇　どうしてこのような寂しいさまで」


1 【出で立ちなむことを】以下「さまには」まで、叔母の詞。侍従を迎えに来た旨を告げる。


蓬生．２．３．４

■　とて、うちも泣なくべきぞかし1。

◇　と言って、つい泣き出してしまうはずのところだ。

■　されど、行ゆく道みちに心こころをやりて、いと心地ここちよげなり。

◇　けれども旅先に思いを馳せて、とても気分よさそうである。


1 【うちも泣くべきぞかし】『集成』は「（世の常の人なら）ここで思わず泣きもするところだ。叔母を皮肉った草子地」と注す。


蓬生．２．３．５

■　「故宮こみやおはせしとき1、おのれをば面伏おもてぶせなりと思おぼし捨すてたりしかば、疎々うとうとしきやうになりそめにしかど、年としごろも、何なにかは。

◇　「故宮がご存命でいらした時、わたしを不名誉な者とお思い捨てになっていらしたので、疎遠なようになってしまいましたが、今までにも、どうしてそう思ったでしょうか。

■　やむごとなきさまに思おぼしあがり、大将殿だいしゃうどのなどおはしまし通かよふ御宿世おほむすくせのほどを、かたじけなく思おもひたまへられしかばなむ、むつびきこえさせむも、憚はばかること多おほくて、過すぐしはべるを、世よの中なかのかく定さだめもなかりければ、数かずならぬ身みは、なかなか心こころやすくはべるものなりけり。

◇　高貴なお身の上に気位い高くお持ちになり、大将殿などがお通いになるご運勢のほどを、もったいなくも存ぜずにはいられませんでしたので、親しく交際させていただきますのも、遠慮いたすことが多くて、ご無沙汰いたしておりましたが、世の中がこのように定めないものなので、人数にも入らない身の上は、かえって気安いものでございました。

■　及およびなく見みたてまつりし御おほむありさまの、いと悲かなしく心苦こころぐるしきを、近ちかきほどはおこたる折をりも、のどかに頼たのもしくなむはべりけるを、かく遥はるかにまかりなむとすれば、うしろめたくあはれになむおぼえたまふ」

◇　及びもつかなく拝見いたしましたご様子が、実に悲しく気の毒なのを、近くにいますうちは御無沙汰いたしていた折も、そのうちにと呑気に思っておりましたが、このように遥か遠くに下ってしまうことになると、気がかりで悲しく存じられます」


1 【故宮おはせしとき】以下「おぼえたまふ」まで、叔母の詞。御無沙汰を謝し、末摘花を筑紫に誘う。


蓬生．２．３．６

■　など語かたらへど、心解こころとけても応いらへたまはず。

◇　などと話を持ち掛けるが、心を許してお返事もなさらない。

蓬生．２．３．７

■　「いとうれしきことなれど1、世よに似にぬさまにて、何なにかは。

◇　「とても嬉しいことですが、世間離れしたわたしなどには、どうして一緒に行けましょうか。

■　かうながらこそ朽くちも失うせめとなむ思おもひはべる」

◇　こうしたまま朽ち果てようと存じております」


1 【いとうれしきことなれど】以下「なむ思ひはべる」まで、末摘花の返事。誘いに感謝しながらも拒絶する。『完訳』は「世間離れを自認」と注す。


蓬生．２．３．８

■　とのみのたまへば、

◇　とだけおっしゃるので、

蓬生．２．３．９

■　「げに、しかなむ1思おぼさるべけれど、生いける身みを捨すて2、かくむくつけき住すまひするたぐひははべらずやあらむ。

◇　「なるほど、そのようにお思いになるのもごもっともですが、せっかく生きている身をだいなしにして、このように気味の悪い所に暮らしている例はございませんでしょう。

■　大将殿だいしゃうどのの造つくり磨みがきたまはむにこそは、引ひきかへ玉たまの台うてなにもなりかへらめとは、頼たのもしうははべれど、ただ今いまは、式部卿宮しきぶきゃうの3御女みやのおほむむすめよりほかに、心分こころわけたまふ方かたもなかなり4。

◇　大将殿がお手入れしてくだされば、うって変わって元の美しい御殿にもなり変わろうと、頼もしうございますが、ただ今のところは、式部卿宮の姫君より他には、心をお分けになる方もないということです。

■　昔むかしより好すき好ずきしき御心みこころにて、なほざりに通かよひたまひける所々ところどころ、皆思みなおぼし離はなれにたなり5。

◇　昔から浮気なお心で、かりそめにお通いになった人々は、みなすっかりお心が離れておしまいになったということです。

■　まして、かうものはかなきさまにて、薮原やぶはらに過すぐしたまへる人ひとをば、心こころきよく我われを頼たのみたまへるありさまと尋たづねきこえたまふこと、いとかたくなむあるべき」

◇　ましてや、このようにみすぼらしい様子で、薮原にお過ごしになっていらっしゃる人を、貞淑に自分を頼っていらっしゃる様子だと、お訪ね申されることは、とても難しいことです」


1 【げにしかなむ】以下「かたくなむあるべき」まで、叔母の詞。説得を諦める。

2 【生ける身を捨て】大島本は「すて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「捨てて」と「て」を補訂する。

3 【式部卿宮の】紫の上の父宮。「澪標」「絵合」巻では「兵部卿宮」とあり、式部卿宮に転じるのは「少女」巻である。本文上問題のある箇所。

4 【心分けたまふ方もなかなり】「なかるなり」の「る」が撥音便化し、さらに無表記の形。「なり」伝聞推定の助動詞。

5 【皆思し離れにたなり】「に」完了の助動詞。「たなり」は「たるなり」の「る」が撥音便化し、さらに無表記化された形。


蓬生．２．３．１０

■　など言いひ知しらするを、げにと思おぼすも、いと悲かなしくて、つくづくと泣なきたまふ。

◇　などと説得するが、本当にそのとおりだとお思いになるのも、実に悲しくて、しみじみとお泣きになる。

第四段　侍従、叔母に従って離京

蓬生．２．４．１

■　されど、動うごくべうもあらねば、よろづに言いひわづらひ暮くらして、

◇　けれども、動きそうにもないので、一日中いろいろと説得したものの困りはてて、

■　「さらば、侍従じじゅうをだに1」

◇　「それでは、侍従だけでも」

■　と、日ひの暮くるるままに急いそげば、心こころあわたたしくて、泣なく泣なく、

◇　と、日が暮れるままに急ぎ立てるので、気がせいて、泣く泣く、


1 【さらば侍従をだに】叔母の詞。侍従を連れて行くことを言う。


蓬生．２．４．２

■　「さらば、まづ今日けふは1。

◇　「それでは、ともかく今日のところは。

■　かう責せめたまふ送おくりばかりにまうではべらむ2。

◇　このようにお勧めになるお見送りだけでも参りましょう。

■　かの聞きこえたまふもことわりなり。

◇　あのように申されることもごもっともなことです。

■　また、思おぼしわづらふもさることにはべれば、中なかに見みたまふるも心苦こころぐるしくなむ」

◇　また一方、お迷いになることもごもっともなことですので、間に立って拝見するのも辛くて」


1 【さらばまづ今日は】以下「心苦しくなむ」まで、侍従の詞。末摘花にこっそりと言う。

2 【かう責めたまふ送りばかりにまうではべらむ】「見送り」は目的地あるいは国境まで送っていくこと。侍従はそのまま筑紫国に住み着いてしまう。『完訳』は「こんなにお勧めになるので、せめて、叔母君をお見送りするつもりで参ろう、の意。下向の決意のゆらぐ気持であろう」と注す。


蓬生．２．４．３

■　と、忍しのびて聞きこゆ。

◇　と、小声で申し上げる。

■　この人ひとさへうち捨すててむとするを、恨うらめしうもあはれにも思おぼせど、言いひ止とどむべき方かたもなくて、いとど音ねをのみたけきことにてものしたまふ。

◇　この人までが自分を見捨てて行ってしまおうとするのが、恨めしくも悲しくもお思いになるが、引き止めるすべもないので、ますます声を立てて泣くことばかりでいらっしゃる。

蓬生．２．４．４

■　形見かたみに添そへたまふべき身馴みなれ衣ごろも、しほなれたれば、年経としへぬるしるし見みせたまふべきものなくて、わが御髪みぐしの落おちたりけるを取とり集あつめて、鬘かづらにしたまへるが、九尺余きうさくよばかりにて、いときよらなるを、をかしげなる箱はこに入いれて、昔むかしの薫衣香くのえかうのいとかうばしき、一壺具ひとつぼぐして賜たまふ。

◇　形見にお与えになるべき着用の衣も垢じみているので、長年の奉公に報いるべき物がなくて、ご自分のお髪の抜け落ちたのを集めて、鬘になさっていたのが、九尺余りの長さで、たいそうみごとなのを、風流な箱に入れて、昔の薫衣香のたいそう香ばしいのを、一壷添えてお与えになる。

蓬生．２．４．５

■　「絶たゆまじき筋すぢを頼たのみし玉たまかづら

思おもひのほかにかけ離はなれぬる

◇　「あなたを絶えるはずのない間柄だと信頼していましたが

思いのほかに遠くへ行ってしまうのですね

蓬生．２．４．６

■　故こままの2、のたまひ置おきしこともありしかば、かひなき身みなりとも、見果みはててむとこそ思おもひつれ。

◇　亡くなった乳母が、遺言なさったこともありましたから、不甲斐ない我が身であっても、最後までお世話してくれるものと思っていましたのに。

■　うち捨すてらるるもことわりなれど、誰たれに見みゆづりてかと、恨うらめしうなむ」

◇　見捨てられるのももっともなことですが、この後誰に世話を頼むのかと、恨めしくて」


1? 【絶ゆまじき筋を頼みし玉かづら思ひのほかにかけ離れぬるかな】末摘花から侍従への贈歌。「絶ゆ」「筋」「掛け」は「かづら」の縁語。離別を惜しみ恨むような気持ちの表出。『完訳』は「身分の劣る者からの贈歌が普通。ここは逆」と指摘。

2 【故ままの】以下「恨めしうなむ」まで、末摘花の歌に続けた詞。乳母子にまで見捨てられた絶望的気持ち。『新大系』は「乳母を親しんで呼ぶ語。ここは侍従の亡母」と注す。


蓬生．２．４．７

■　とて、いみじう泣ないたまふ。

◇　と言って、ひどくお泣きになる。

■　この人ひとも、ものも聞きこえやらず。

◇　この人も、何も申し上げることができない。

蓬生．２．４．８

■　「ままの遺言ゆいごんは1、さらにも聞きこえさせず、年としごろの忍しのびがたき世よの憂うさを過すぐしはべりつるに、かくおぼえぬ道みちにいざなはれて、遥はるかにまかりあくがるること」

◇　「乳母の遺言は、もとより申し上げるまでもなく、長年の堪えがたい生活を堪えて参りましたのに、このように思いがけない旅路に誘われて、遥か遠くに彷徨い行くことになるとは」

■　とて、

◇　と言って、


1 【ままの遺言は】以下「あくがるること」まで、侍従の詞。感情に溺れて思慮を失ったしゃべり出し。


蓬生．２．４．９

■　「玉たまかづら絶たえてもやまじ行ゆく道みちの

手向たむけの神かみもかけて誓ちかはむ1

命いのちこそ知しりはべらね2」

◇　「お別れしましてもお見捨て申しません

行く道々の道祖神にかたくお誓いしましょう

寿命だけは分りませんが」


1 【玉かづら絶えてもやまじ行く道の手向の神もかけて誓はむ】侍従の玉鬘の贈歌に対する返歌。「絶ゆ」「玉かづら」「掛け」の語句を受けて、「玉かづら」「絶えても止まじ」「掛けて誓はむ」と切り返す。手向けの神に誓って決してお見捨て申しません、という気持ち。

2 【命こそ知りはべらね】侍従の返歌に添えた詞。「こそ---ね」係結び。寿命、運命の意。


蓬生．２．４．１０

■　など言いふに、

◇　などと言うと、

■　「いづら。

◇　「どこにいますか。

■　暗くらうなりぬ1」

◇　暗くなってしまいます」

■　と、つぶやかれて、心こころも空そらにて引ひき出いづれば、かへり見みのみS7せられける。

◇　と、ぶつぶつ言われて、心も上の空のまま引き出したので、振り返りばかりせずにはいられないのであった。


S7 君が住む宿の梢のゆくゆくと隠るるまでにかへり見しはや（拾遺集別-三五一　菅原道真）

1 【いづら暗うなりぬ】叔母の詞。侍従を急かせる。


蓬生．２．４．１１

■　年としごろわびつつも行ゆき離はなれざりつる人ひとの1、かく別わかれぬることを、いと心細こころぼそう思おぼすに、世よに用もちゐらるまじき老人おいびとさへ、

◇　長年辛い思いをしながらも、お側を離れなかった人が、このように離れて行ってしまったことを、たいそう心細くお思いになると、世間では役に立ちそうにもない老女房までが、

■　「いでや、ことわりぞ2。

◇　「いやはや、無理もないことです。

■　いかでか立たち止とまりたまはむ。

◇　どうしてお残りになることがありましょうか。

■　われらも、えこそ念ねんじP10果はつまじけれ」

◇　わたしたちも、とても我慢できそうにありませんわ」

■　と、おのが身々みみにつけたるたよりども思おもひ出いでて、止とまるまじう思おもへるを、人悪ひとわろく聞ききおはす。

◇　と、それぞれに関係ある縁故を思い出して、残っていられないと思っているのを、体裁の悪いことだと聞いていらっしゃる。


P10 念じ--ねつ（つ/＄む〈朱〉）し

1 【年ごろわびつつも行き離れざりつる人の】『集成』は「今まで長年の間、迷惑がりながらもお側を離れなかった人（侍従）が」と訳す。

2 【いでやことわりぞ】以下「念じ果つまじけれ」まで、老女房の詞。侍従に対して敬語を使うのは、姫君の側近であるから。


第五段　常陸宮邸の寂寥

蓬生．２．５．１

■　霜月しもつきばかりになれば、雪ゆき、霰あられがちにて1、ほかには消きゆる間まもあるを、朝日あさひ、夕日ゆふひをふせぐ蓬葎よもぎむぐらの蔭かげに深ふかう積つもりて、越こしの白山思しらやまおもひやらるるS8雪ゆきのうちに2、出いで入いる下人しもびとだになくて、つれづれと眺ながめたまふ。

◇　霜月ころになると、雪、霰の降る日が多くなって、他では消える間もあるが、朝日、夕日をさえぎる雑草や葎の蔭に深く積もって、越の白山が思いやられる雪の中で、出入りする下人さえもいなくて、所在なく物思いに沈んでいらっしゃる。

■　はかなきことを聞きこえ慰なぐさめ、泣なきみ笑わらひみ紛まぎらはしつる人3ひとさへなくて、夜よるも塵ちりがましき御帳みちゃうのうちも4、かたはらさびしく、もの悲がなしく思おぼさる。

◇　とりとめもないお話を申し上げてお慰めし、泣いたり笑ったりしながらお気を紛らした人さえいなくなって、夜も塵の積った御帳台の中も、寄り添う人もなく、何となく悲しく思わずにはいらっしゃれない。


S8 君が行く越の白山知らねども雪のまにまに跡は訪ねむ（古今集別-三九一　藤原兼輔）音に聞く越の白山白雪の降り積もりてのことにぞありける（公任集-一七八）

1 【霜月ばかりになれば雪霰がちにて】源氏、帰京の年の十一月、雪や霰の降ることの多い日々、末摘花は独り邸で寂しく暮らす。『完訳』は「末摘花の巻でも、雪が重要な景物。生活の辛苦を寒冷さで象徴」と注す。

2 【越の白山思ひやらるる雪のうちに】「越の白山」は歌枕。『集成』は「消え果つる時しなければ越路なる白山の名は雪にぞありける」（古今集羈旅、四一四、躬恒）。『新大系』では「音に聞く越の白山白雪の降り積もりての事にぞありける」（公任集）を指摘する。

3 【泣きみ笑ひみ紛らはしつる人】侍従をさす。

4 【塵がましき御帳のうちも】『集成』は「男の訪れが絶えて久しく、整えることを怠った帳台をいう」と注す。


蓬生．２．５．２

■　かの殿とのには、めづらし人びとP11に、いとどもの騒さわがしき御おほむありさまにて、いとやむごとなく思おぼされぬ所々ところどころには、わざともえ訪おとづれたまはず。

◇　あちらの殿では、久々に再会した方に、ますます夢中なご様子で、たいして重要にお思いでない方々には、特別ご訪問もおできになれない。

■　まして、

◇　まして、

■　「その人ひとはまだ世よにやおはすらむ」

◇　「あの人はまだ生きていらっしゃるだろうか」

■　とばかり思おぼし出いづる折をりもあれど、尋たづねたまふべき御心みこころざしP12も急いそがであり経ふるに、年変としかはりぬ1。

◇　という程度にお思い出しになる時もあるが、お訪ねになろうというお気持ちも急に起こらずにいるうちに、年も変わった。


P11 めづらし人--めつらら（ら/＄〈朱〉）しひ（ひ/+と）

P12 御心ざし--御心（心/+さ）し

1 【年変はりぬ】帰京の翌年、源氏二十九歳の年となる。


第三章　末摘花の物語　久しぶりの再会の物語

第一段　花散里訪問途上

蓬生．３．１．１

■　卯月うづきばかりに、花散里はなちるさとを思おもひ出いできこえたまひて1、忍しのびて対たいの上うへに御暇聞おほむいとまきこえて出いでたまふ。

◇　卯月ころに、花散里をお思い出し申されて、こっそりと対の上にお暇乞い申し上げてお出かけになる。

■　日ひごろ降ふりつる名残なごりの雨あめ、いますこしそそきて2、をかしきほどに、月つきさし出いでたり3。

◇　数日来降り続いていた雨の名残、まだ少しぱらついて、風情ある折に、月が差し出ていた。

■　昔むかしの御おほむありき思おぼし出いでられて、艶えんなるほどの夕月夜ゆふづくよに、道みちのほど、よろづのこと思おぼし出いでておはするに、形かたもなく荒あれたる家いへの、木立こだちしげく森もりのやうなるを過すぎたまふ。

◇　昔のお忍び歩きが自然と思い出されて、優艷な感じの夕月夜に、途上、あれこれの事柄が思い出されていらっしゃるうちに、見るかたもなく荒れた邸で、木立が鬱蒼とした森のような所をお通り過ぎになる。


1 【卯月ばかりに花散里を思ひ出できこえたまひて】春三か月が過ぎ去って、夏四月となる。源氏が花散里を訪問する途上、たまたま末摘花邸に立ち寄るという語り方。

2 【いますこしそそきて】大島本は「いますこし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「すこし」とし「いま」を削除する。

3 【をかしきほどに月さし出でたり】『集成』は「風情を添えるように」。『完訳』は「風情のある空に月がさし出ている」と訳す。


蓬生．３．１．２

■　大おほきなる松まつに藤ふぢの咲さきかかりS9て1、月影つきかげになよびたる、風かぜにつきて2さと匂にほふS10がなつかしく3、そこはかとなき香かをりなり。

◇　大きな松の木に藤が咲きかかって、月の光に揺れているのが、風に乗ってさっと匂うのが慕わしく、どれがそれからともない香りである。

■　橘たちばなに変かはりて4をかしければ、さし出いでたまへるに、柳やなぎもいたうしだりて、築地ついぢも障さはらねば、乱みだれ伏ふしたり。

◇　橘のとは違って風趣があるので、のり出して御覧になると、柳もたいそう長く垂れて、築地も邪魔しないから、乱れ臥していた。


S9 夏にこそ咲きかかりけれ藤の花松にとのみも思ひけるかな（拾遺集夏-八三　源重之）

S10 人もなき宿に匂へる藤の花風にのみこそみだるべらなれ（貫之集-七一）

1 【松に藤の咲きかかりて】松と藤という取り合わせの構図。当時の和歌や源氏物語中に多く見られる。

2 【月影になよびたる風につきて】『集成』は「月の光に揺れているのが、風に乗って」。『完訳』は「月光のなかになよなよ揺れている、それが吹く風とともにさっと匂ってくるのが」。「たる」と「風」の間に読点が入る。連体中止で、下文の主格となる。

3 【風につきてさと匂ふがなつかしく】『完訳』は「人もなき宿ににほへる藤の花風にのみこそ乱るべらなれ」（貫之集）を指摘。

4 【橘に変はりて】大島本は「たちはなに」とある。『新大系』『集成』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「橘には」とし「は」を補訂する。


蓬生．３．１．３

■　「見みし心地ここちする木立こだちかな」

◇　「かつて見た感じのする木立だなあ」

■　と思おぼすは、早はやう、この宮みやなりけり1。

◇　とお思いになると、それもそのはず、この宮邸なのであった。

■　いとあはれにて、おし止とどめさせたまふ。

◇　ひどく胸を打たれて、お車を止めさせなさる。

■　例れいの、惟光これみつはかかる御忍おほむしのびありきに後おくれねば、さぶらひけり。

◇　例によって、惟光はこのようなお忍び歩きに外れることはないので、お供していたのであった。

■　召めし寄よせて、

◇　お召しになって、

■　「ここは、常陸ひたちの宮みやぞかしな2」

◇　「ここは常陸宮であったな」

■　「しかはべる3」

◇　「さようでございます」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　「ここにありし人ひとは4、まだや眺ながむらむ。

◇　「ここにいた人は、今も物思いに沈んでいるのだろうか。

■　訪とぶらふべきを、わざとものせむも所狭ところせし。

◇　お見舞いすべきであるが、わざわざ訪ねるのも大げさである。

■　かかるついでに、入いりて消息せうそこせよ。

◇　このような機会に、入って便りをしてみよ。

■　よく尋たづね入いりてを5、うち出いでよ。

◇　よく調べてから、言い出しなさい。

■　人違ひとたがへしては、をこならむ」

◇　人違いをしては馬鹿らしいから」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【早うこの宮なりけり】『集成』は「それもそのはず、例の常陸の宮だったのだ。「早う」は、「もともと」「すでに」の原義から転じた用法」。『完訳』は「もともとそのはず、の語感」「それもそのはず、常陸の宮のお邸なのだった」と注す。

2 【ここは常陸の宮ぞかしな】源氏の詞。問いかけ。終助詞「な」は質問の意。

3 【しかはべる】惟光の詞。返答。源氏の問いかけに間髪を入れず答える。

4 【ここにありし人は】以下「をこならむ」まで、源氏の詞。惟光に邸の中を尋ねさせる。

5 【よく尋ね入りてを】大島本は「たつね入てを」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たづね寄りてを」と校訂する。「を」について、『集成』は「驚意の助詞」。『完訳』は「感嘆の助詞」と解す。


蓬生．３．１．４

■　ここには、いとど眺ながめまさるころにて1、つくづくとおはしけるに、昼寝ひるねの夢ゆめに故宮こみやの見みえたまひければ、覚さめて、いと名残悲なごりかなしく思おぼして、漏もり濡ぬれたる廂ひさしの端はしつ方かたおし拭のごはせて、ここかしこの御座引おましひきつくろはせなどしつつ、例れいならず世よづきたまひて、

◇　こちらでは、ひとしお物思いのまさるころで、つくづくと物思いに沈んでいらっしゃると、昼寝の夢に故宮がお見えになったので、目が覚めて、実に名残が悲しくお思いになって、雨漏りがして濡れている廂の端の方を拭かせて、あちらこちらの御座所を取り繕わせてなどしながら、いつになく人並みになられて、


1 【ここにはいとど眺めまさるころにて】常陸宮邸の中。末摘花、昼寝の夢から覚めて物思いに耽っている。


蓬生．３．１．５

■　「亡なき人ひとを恋こふる袂たもとのひまなきに

荒あれたる軒のきのしづくさへ添そふ1」

◇　「亡き父上を恋い慕って泣く涙で袂の乾く間もないのに

荒れた軒の雨水までが降りかかる」


1 【亡き人を恋ふる袂のひまなきに荒れたる軒のしづくさへ添ふ】末摘花の独詠歌。「亡き人」は父常陸宮。


蓬生．３．１．６

■　も、心苦こころぐるしきほどになむありける。

◇　というのも、お気の毒なことであった。

第二段　惟光、邸内を探る

蓬生．３．２．１

■　惟光入これみついりて、めぐるめぐる1人ひとの音おとする方かたやと見みるに、いささかの人気ひとげもせず2。

◇　惟光が邸の中に入って、あちこちと人の音のする方はどこかと探すが、すこしも人影が見えない。

■　「さればこそ3、往ゆき来きの道みちに見入みいるれど、人住ひとすみげもなきものを」

◇　「やはりそうだ、今までに行き帰りに覗いたことがあるが、人は住んでいないのだ」

■　と思おもひて、帰かへり参まゐるほどに、月明つきあかくさし出いでたるに、見みれば、格子二間かうしふたまばかり上あげて、簾動すだれうごくけしきなり。

◇　と思って、戻って参る時に、月が明るく照らし出したので、見ると、格子が二間ほど上がっていて、簾の動く気配である。

■　わづかに見みつけたる心地ここち、恐おそろしくさへおぼゆれど、寄よりて、声こわづくれば、いともの古ふりたる声こゑにて、まづしはぶきを先さきにたてて、

◇　やっと見つけた感じ、恐ろしくさえ思われるが、近寄って、訪問の合図をすると、ひどく老いぼれた声で、まずは咳払いしてから、


1 【惟光入りてめぐるめぐる】惟光、邸内を探り、案内を乞う。

2 【いささかの人気もせず】大島本は「いさゝかの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いささか」とし「の」を削除する。

3 【さればこそ】以下「なきものを」まで、惟光の心中。


蓬生．３．２．２

■　「かれは誰たれぞ。

◇　「そこにいる人は誰ですか。

■　何人なにびとぞ1」

◇　どのような方ですか」

■　と問とふ。

◇　と聞く。

■　名なのりして、

◇　名乗りをして、

■　「侍従じじゅうの君きみと聞きこえし人ひとに、対面賜たいめんたまはらむ」

◇　「侍従の君と申した方に、面会させていただきたい」

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　「それは、ほかになむ3ものしたまふ。

◇　「その人は、他へ行っておられます。

■　されど、思おぼしわくまじき女をむななむはべる」

◇　けれども、同じように考えてくだっさてよい女房はおります」

■　と言いふ声こゑ、いたうねび過すぎたれど、聞ききし老人おいびと聞とき知きしりたり。

◇　と言う声は、ひどく年とっているが、聞いたことのある老人だと聞きつけた。


1 【かれは誰れぞ何人ぞ】老女房の声。外の人に向かって問う。

2? 【侍従の君と聞こえし人に対面賜らむ】惟光の詞。案内を乞う。惟光は侍従を通じて常陸宮邸に出入りしていた。

3 【それはほかになむ】以下「女なむはべる」まで、老女房の詞。侍従は既に筑紫国へ下っていた。


蓬生．３．２．３

■　内うちには、思おもひも寄よらず、狩衣姿かりぎぬすがたなる男をとこ、忍しのびやかにもてなし、なごやかなれば、見みならはずなりにける目めにて、

◇　室内では、思いも寄らない、狩衣姿の男性が、ひっそりと振る舞い、物腰も柔らかなので、見馴れなくなってしまった目には、

■　「もし、狐きつねなどの変化へんげにや」

◇　「もしや、狐などの変化のものではないか」

■　とおぼゆれど、近ちかう寄よりて2、

◇　と思われるが、近く寄って、


1? 【もし狐の変化にや】女房の心中。狐の化物かと疑う。

2 【近う寄りて】惟光の動作。前の「おぼゆれど」の主語は、女房たち。ここで、主語が変わる。


蓬生．３．２．４

■　「たしかになむ1、うけたまはらまほしきP14。

◇　「はっきりと、お話を承りたい。

■　変かはらぬ御おほむありさまならば、尋たづねきこえさせたまふべき御心みこころざしも2、絶たえずなむおはしますめるかし。

◇　昔と変わらないお暮らしならば、お訪ね申し上げなさるべきお気持ちも、今も変わらずにおありのようです。

■　今宵こよひも行ゆき過すぎがてに、止とまらせたまへるを、いかが聞きこえさせむ。

◇　今宵も素通りしがたくて、お止まりあそばしたのだが、どのようにお返事申し上げましょう。

■　うしろやすくを」

◇　どうぞご安心を」


P14 まほしき--（/+ま〈朱〉）ほしき

1 【たしかになむ】以下「うしろやすくを」まで、惟光の詞。

2 【尋ねきこえさせたまふべき御心ざしも】「きこえさせ」（「きこゆ」より一段と謙譲の度合の高い動詞、末摘花に対する敬意）「たまふ」（尊敬の補助動詞、源氏に対する敬意）「べき」（推量の助動詞、当然の意）。


蓬生．３．２．５

■　と言いへば、女をむなどもうち笑わらひて、

◇　と言うと、女房たちは笑って、

蓬生．３．２．６

■　「変かはらせたまふ御おほむありさまならば1、かかる浅茅あさぢが原はらを移うつろひたまはでははべりなむや2。

◇　「お変わりあそばす御身の上ならば、このような浅茅が原をお移りにならずにおりましょうか。

■　ただ推おし量はかりて聞きこえさせたまへかし。

◇　ただご推察申されてお伝えください。

■　年経としへたる人ひとの心こころにも、たぐひあらじとのみ、めづらかなる世よをこそは見みたてまつり過すごしはべれP15」

◇　年老いた女房にとっても、またとあるまいと思われるほどの、珍しい身の上を拝見しながら過ごしてまいったのです」


P15 はべれ--*はへる

1 【変はらせたまふ御ありさまならば】以下「すこしはべれ」まで、老女房の返事。

2 【はべりなむや】「はべり」丁寧の動詞、「なむ」複合語（「な」完了の助動詞、確述＋「む」推量の助動詞、推量）強調、「や」係助詞、反語。


蓬生．３．２．７

■　と、ややくづし出いでて、問とはず語がたりもしつべきが、むつかしけれP16ば、

◇　と、ぽつりぽつりと話し出して、問わず語りもし出しそうなのが、厄介なので、


P16 むつかしけれ--むへ（へ/＄つ〈朱〉）かしけれ


蓬生．３．２．８

■　「よしよし。

◇　「よいよい、分かった。

■　まづ、かくなむ、聞きこえさせむ1」

◇　まずは、そのように、申し上げましょう」

■　とて参まゐりぬ。

◇　と言って帰参した。


1 【よしよしまづかくなむ聞こえさせむ】惟光の詞。


第三段　源氏、邸内に入る

蓬生．３．３．１

■　「などかいと久ひさしかりつる1。

◇　「どうしてひどく長くかかったのだ。

■　いかにぞ。

◇　どうであったか。

■　昔むかしのあとも見みえぬ蓬よもぎのしげさかな」

◇　昔の面影も見えないほど雑草の茂っていることよ」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「しかしかなむ2、たどり寄よりてはべりつる。

◇　「これこれの次第で、ようやく分かりました。

■　侍従じじゅうが叔母をばの少将せうしゃうといひはべりし老人おいびとなむ、変かはらぬ声こゑにてはべりつる」

◇　侍従の叔母で少将と言いました老女が、昔と変わらない様子でおりました」

■　と、ありさま聞きこゆ。

◇　と、その様子を申し上げる。


1 【などかいと久しかりつる】以下「しけさかな」まで源氏の詞。

2 【しかしかなむ】以下「声にてはべりける」まで、惟光の詞。


蓬生．３．３．２

■　いみじうあはれに、

◇　ひどく不憫な気持ちになって、

■　「かかるしげき中なかに1、何心地なにごここちして過すぐしたまふらむ。

◇　「このような蓬生の茂った中に、どのようなお気持ちでお過ごしになっていられたのだろう。

■　今いままで訪とはざりけるよ」

◇　今までお訪ねしなかったとは」

■　と、わが御心みこころの情なさけなさも思おぼし知しらる。

◇　と、ご自分の薄情さを思わずにはいらっしゃれない。


1 【かかるしげき中に】以下「訪はざりけるよ」まで、源氏の心中。『完訳』は「荒廃の中で自分を待ち続けた末摘花への感動から、自らの冷淡な仕打ちへの反省へと、反転していく」と注す。


蓬生．３．３．３

■　「いかがすべき1。

◇　「どうしたらよいものだろう。

■　かかる忍しのびあるき2も難かたかるべきを、かかるついでならでは、え立たち寄よらじ。

◇　このような忍び歩きも難しいであろうから、このような機会でなかったら、立ち寄ることもできまい。

■　変かはらぬありさまならば、げにさこそはあらめと、推おし量はからるる人ひとざまになむ」

◇　昔と変わっていない様子ならば、なるほどそのようであろうと、推量されるお人柄である」


1 【いかがすべき】以下「人ざまになむ」まで、源氏の詞。『完訳』は「形式的には惟光への発言ながら、心語に続く自問自答」と注す。

2 【忍びあるき】大島本は「しのひあるき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「忍びありき」と校訂する。


蓬生．３．３．４

■　とはのたまひながら、ふと入いりたまはむこと、なほつつましう思おぼさる。

◇　とはおっしゃるものの、すぐにお入りになること、やはり躊躇される。

■　ゆゑある御消息おほむせうそこもいと聞きこえまほしけれど1、見みたまひしほどの口遅くちおそさも、まだ変かはらずは、御使おほむつかひの立たちわづらはむもいとほしう、思おぼしとどめつ。

◇　趣き深いご消息も差し上げたくお思いになるが、かつてご経験された返歌の遅いのも、まだ変わっていなかったなら、お使いの者が待ちあぐねるのも気の毒で、お止めになった。

■　惟光これみつも、

◇　惟光も、


1 【ゆゑある御消息もいと聞こえまほしけれど】『集成』は「きちんとしたお歌などさし上げたいのは山々だが」。『完訳』は「じっさい何か気のきいた御消息も申し上げたいけれども」と訳す。


蓬生．３．３．５

■　「さらにえ分わけさせたまふまじき1、蓬よもぎの露つゆけさになむはべる。

◇　「とてもお踏み分けになれそうにない、ひどい蓬生の露けさでございます。

■　露つゆすこし払はらはせてなむ、入いらせたまふべき」

◇　露を少し払わせて、お入りあそばすよう」


1 【さらにえ分けさせたまふまじき】以下「入らせたまふべき」まで、惟光の詞。


蓬生．３．３．６

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げるので、

蓬生．３．３．７

■　「尋たづねても我われこそ訪とはめ道みちもなく

深ふかき蓬よもぎのもとの心こころを1」

◇　「誰も訪ねませんがわたしこそは訪問しましょう

道もないくらい深く茂った蓬の宿の姫君の変わらないお心を」


1 【尋ねても我こそ訪はめ道もなく深き蓬のもとの心を】源氏の独詠歌。貞淑な末摘花の真意を理解し訪問しようという意。


蓬生．３．３．８

■　と独ひとりごちて、なほ下おりたまへば1、御先おほむさきの露つゆを、馬むまの鞭むちして2払はらひつつ入いれたてまつる。

◇　と独り言をいって、やはりお車からお下りになると、御前の露を、馬の鞭で払いながらお入れ申し上げる。

■　雨あまそそきも、なほ秋あきの時雨しぐれめきて3うちそそけば、

◇　雨の雫も、やはり秋の時雨のように降りかかるので、


1 【なほ下りたまへば】前に「なほつつましう」を受けて、躊躇しながらもやはり下車した、の意。

2 【馬の鞭して】大島本は「むち」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ぶち」と校訂する。「鞭夫知」（新撰字鏡）。

3 【雨そそきもなほ秋の時雨めきて】「東屋の真屋のあまりのその雨そそき我立ち濡れぬ殿戸開かせかすがひもとざしもあらばこそその殿戸我鎖さめ押し開いて来ませ我や人妻」（催馬楽「東屋」）による描写。雨に茅屋の女を訪ねる類型。


蓬生．３．３．９

■　「御傘みかささぶらふ。

◇　「お傘がございます。

■　げに、木この下露したつゆは、雨あめにまさりてS11」

◇　なるほど、木の下露は雨にまさって」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　御指貫おほむさしぬきの裾すそは、いたうそほちぬめり。

◇　御指貫の裾は、ひどく濡れてしまったようである。

■　昔むかしだにあるかなきかなりし中門ちゅうもんなど、まして形かたもなくなりて、入いりたまふにつけても、いと無徳むとくなるを、立たちまじり見みる人ひとなきぞ心こころやすかりける。

◇　昔でさえあるかないかであった中門など、昔以上に跡形もなくなって、お入りになるにつけても、何の役に立たないのであるが、その場にいて見ている人がないのも気楽であった。


S11 みさぶらひみかさと申せ宮城野の木の下露は雨にまされり（古今集東歌-一〇九一　陸奥歌）


第四段　末摘花と再会

蓬生．３．４．１

■　姫君ひめぎみは、さりともと1待まち過すぐしたまへる心こころもしるく、うれしけれど、いと恥はづかしき御おほむありさまにて対面たいめんせむも、いとつつましく思おぼしたり。

◇　姫君は、いくら何でもとお待ち暮らしになっていた期待どおりで、嬉しいけれど、とても恥ずかしいご様子で面会するのも、たいそうきまり悪くお思いであった。

■　大弐だいにの北きたの方かたP17のたてまつり置おきし御衣おほむぞどもをも、心こころゆかず思おぼされしゆかりに、見入みいれたまはざりけるを、この人ひとびとの、香かうの御唐櫃おほむからびつに入いれたりけるが、いとなつかしき香かしたるをたてまつりければ、いかがはせむに、着替きがへたまひて、かの煤すすけたる御几帳引みき寄***せておはす。

◇　大弐の北の方が差し上げておいたお召し物類も、不愉快にお思いであった人からの物ゆえに、見向きもなさらなかったが、この女房たちが、香の唐櫃に入れておいたのが、とても懐かしい香りが付いているのを差し上げたので、どうにも仕方がなく、お着替えになって、あの煤けた御几帳を引き寄せてお座りになる。

◆　 
ひめぎみ は、 さりとも と まち すぐし たまへ る こころ も しるく、 うれしけれ ど、 いと はづかしき おほむ-ありさま にて たいめん せ む も、 いと つつましく おぼし たり。 だいに-の-きたのかた の たてまつり おき し おほむ-ぞ-ども を も、 こころゆか ず おぼさ れ し ゆかり に、 みいれ たまは ざり ける を、 この ひとびと の、 かう の おほむ-からびつ に いれ たり ける が、 いと なつかしき か し たる を たてまつり けれ ば、 いかがは せ む に、 きがへ たまひ て、 かの すすけ たる みきちゃう ひきよせ て おはす。


P17 北の方--きた（た/+の）かた

1 【姫君はさりともと】常陸宮邸の室内。


蓬生．３．４．２

■　入いりたまひて、

◇　お入りになって、

蓬生．３．４．３

■　「年としごろの隔へだてにも1、心こころばかりは変かはらずなむ、思おもひやりきこえつるを、さしもおどろかいたまはぬ恨うらめしさに、今いままでこころみきこえつるを、杉すぎならぬ木立こだちS12のしるさに2、え過すぎでなむ、負まけきこえにける」

◇　「長年のご無沙汰にも、心だけは変わらずに、お思い申し上げていましたが、何ともおっしゃってこないのが恨めしくて、今まで様子をお伺い申し上げておりましたが、あのしるしの杉ではないが、その木立がはっきりと目につきましたので、通り過ぎることもできず、根くらべにお負け致しました」


S12 わが宿は三輪の山もと恋しくはとぶらひ来ませ杉立てる門（古今集雑下-九八二　読人しらず）わが宿の松はしるしもなかりけり杉村ならば訪ね来なまし（匡衡集-五三）

1 【年ごろの隔てにも】以下「負けきこえにける」まで、源氏の詞。冗談を交えながら長年の無沙汰を詫びる。

2 【杉ならぬ木立のしるさに】「我が庵は三輪の山もと恋しくはとぶらひ来ませ杉立てる門」（古今集雑下、九八二、読人しらず）を引く。


蓬生．３．４．４

■　とて、帷子かたびらをすこしかきやりたまへれば、例れいの、いとつつましげに、とみにも応いらへきこえたまはず。

◇　とおっしゃって、帷子を少しかきやりなさると、例によって、たいそうきまり悪そうにすぐにも、お返事申し上げなさらない。

■　かくばかり分わけ入いりたまへるが浅あさからぬに、思おもひ起おこしてぞ、ほのかに聞きこえ出いでたまひける。

◇　こうまでして草深い中をお訪ねになったお心の浅くないことに、勇気を奮い起こして、かすかにお返事申し上げるのであった。

蓬生．３．４．５

■　「かかる草隠くさがくれに1過すぐしたまひける年月としつきのあはれも、おろかならず、また変かはらぬ心こころならひに3、人ひとの御心みこころのうちもたどり知しらずながら、分わけ入いりはべりつる露つゆけさ4などを、いかが思おぼす。

◇　「このような草深い中にひっそりとお過ごしになっていらした年月のおいたわしさも、一通りではございませんが、また昔と心変わりしない性癖なので、あなたのお心中も知らないままに、分け入って参りました露けさなどを、どのようにお思いでしょうか。

■　年としごろのおこたり、はた、なべての世よに思おぼしゆるすらむ。

◇　長年のご無沙汰は、それはまた、どなたからもお許しいただけることでしょう。

■　今いまよりのちの御心みこころにかなはざらむなむ、言いひしに違たがふ罪5つみS13も負おふべき」

◇　今から後のお心に適わないようなことがあったら、言ったことに違うという罪も負いましょう」


S13 いとどこそまさりにまされ忘れじといひしに違ふ言のつらさは（奥入所引-出典未詳）

1 【かかる草隠れに】以下「罪も負ふべき」まで、源氏の詞。

2? 【あはれもおろかならす】末摘花を不憫と思う気持ちが並々でないという。

3 【また変はらぬ心ならひに】末摘花同様に自分を心変わりしない性格だという。

4 【露けさ】景情一致の表現。自分の気持ちを露に象徴する。

5 【言ひしに違ふ罪】「いとどこそまさりにまされ忘れじと言ひしに違ふことのつらさは」（奥入所引、出典未詳）を踏まえる。


蓬生．３．４．６

■　など、さしも思おぼされぬことも、情なさけ情なさけしう聞きこえなしたまふことども、あむめりP18,2。

◇　などと、それほどにもお思いにならないことでも、深く愛しているふうに申し上げなさることも、いろいろあるようだ。


P18 あむめり--*あへめり

1? 【さしも思されぬこと情け情けしう聞こえなしたまふことどもあむめり】『完訳』は「以下、語り手の評。源氏の口説の抜群な巧みさをいう」と注す。「聞こえなす」という言い方に注意。

2 【あむめり】大島本は「あへめり」とある。『新大系』は底本のままとし、「へ」は「ん」の誤写から生じた形か、と注する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あめり」と校訂する。今、『新大系』の説に従う。


蓬生．３．４．７

■　立たちとどまりたまはむも、所ところのさまよりはじめ、まばゆき御おほむありさまなれば、つきづきしうのたまひすぐして、出いでたまひなむとす。

◇　お泊まりになるのも、あたりの様子をはじめとして、目を背けたいご様子なので、体よく言い逃れなさって、お帰りになろうとする。

■　引ひき植うゑしならねど1、松まつの木高こだかくなりにけるS14年月としつきのほどもあはれに、夢ゆめのやうなる御身おほむみのありさまも思おぼし続つづけらる。

◇　ひき植えた松ではないが、松の木が高くなった長い歳月の程がしみじみと、夢のようであったお身の上の様子も自然とお思い続けられる。


S14 引きて植ゑし人はむべこそ老いにけれ松の木高くなりにけるかな（後撰集雑一-一一〇七　凡河内躬恒）

1 【引き植ゑしならねど】「引き植ゑし人はうべこそ老いにけれ松の木高くなりにけるかな」（後撰集雑一、一一〇七、凡河内躬恒）を踏まえる。


蓬生．３．４．８

■　「藤波ふぢなみのうち過すぎがたく見みえつるは

松まつこそ宿やどのしるしなりけれ1

◇　「松にかかった藤の花を見過ごしがたく思ったのは

その松がわたしを待つというあなたの家の目じるしであったのですね


1 【藤波のうち過ぎがたく見えつるは松こそ宿のしるしなりけれ】源氏の末摘花への贈歌。「松」に「待つ」を掛ける。『完訳』は「偶然の再会と認めつつ、末摘花の誠実さへの感動を歌った」と注す。


蓬生．３．４．９

■　数かぞふれば1、こよなう積つもりぬらむかし。

◇　数えてみると、すっかり月日が積もってしまったようだね。

■　都みやこに変かはりにけることの多おほかりけるも、さまざまあはれになむ。

◇　都で変わったことが多かったのも、あれこれと胸が痛みます。

■　今いま、のどかにぞ鄙ひなの別わかれに衰おとろへしS15,2世よの物語ものがたりも聞きこえ尽つくすべき。

◇　そのうち、のんびりと田舎に離別して下ったという苦労話もすべて申し上げましょう。

■　年経としへたまへらむ春秋はるあきの暮くらしがたさなども、誰たれにかは愁うれへたまはむと、うらもなくおぼゆるも、かつは、あやしうなむ」

◇　長年過ごして来られた折節のお暮らしの辛かったことなども、わたし以外の誰に訴えることがおできになれようかと、衷心より思われますのも、一方では、不思議なくらいに思われます」


S15 思ひきや鄙の別れに衰へて海人の縄たきいさりせむとは（古今集雑下-九六一　小野篁）

1 【数ふれば】以下「あやしうなむ」まで、歌に続く源氏の詞。

2 【鄙の別れに衰へし】「思ひきや鄙の別れに衰へて海人の縄たき漁りせむとは」（古今集雑下、九六一、小野篁）。


蓬生．３．４．１０

■　など聞きこえたまへば、

◇　などとお申し上げになると、

蓬生．３．４．１１

■　「年としを経へて待まつしるしなきわが宿やどを

花はなのたよりに過すぎぬばかりか1」

◇　「長年待っていた甲斐のなかったわたしの宿を

あなたはただ藤の花を御覧になるついでにお立ち寄りになっただけなのですね」


1 【年を経て待つしるしなきわが宿を花のたよりに過ぎぬばかりか】末摘花の返歌。「藤波」「過ぎ」「松」「宿」「しるし」の語句を受けて、「待つ」「しるしなき」「我が宿を」「花（藤）のたよりに」「過ぎぬばかりか」と切り返す。藤の花を愛でるついでに立ち寄っただけなのですね、という意。


蓬生．３．４．１２

■　と忍しのびやかにうちみじろきたまへるけはひも、袖そでの香かも、

◇　とひっそりと身動きなさった気配も、袖の香りも、

■　「昔むかしよりはねびまさりたまへるにや」

◇　「昔よりは成長なされたか」

■　と思おぼさる。

◇　とお思いになる。

蓬生．３．４．１３

■　月入つきいり方がたになりて1、西にしの妻戸つまどの開あきたるより、障さはるべき渡殿わたどのだつ屋やもなく、軒のきのつまも残のこりなければ、いとはなやかにさし入いりたれば、あたりあたり見みゆるに、昔むかしに変かはらぬ御おほむしつらひのさまなど、忍草しのぶぐさにやつれたるS16上うへの見みるめよりは2、みやびかに見みゆるを、昔物語むかしものがたりに塔たふこぼちたる人ひともありけるを3思おぼしあはするに、同おなじさまにて年古としふりにけるもあはれなり。

◇　月は入り方になって、西の妻戸の開いている所から、さえぎるはずの渡殿のような建物もなく、軒先も残っていないので、たいそう明るく差し込んでいるため、ここかしこが見えるが、昔と変わらないお道具類の様子などが、忍ぶ草に荒れているというよりも、雅やかに見えるので、昔物語に塔を壊したという人があったのをお考え併せになると、それと同じような状態で歳月を経て来たことも胸を打たれる。

■　ひたぶるにものづつみしたるけはひの、さすがにあてやかなるも、心こころにくく思おぼされて、さる方かたにて忘わすれじと心苦こころぐるしく思おもひしを4、年としごろさまざまのもの思おもひに、ほれぼれしくて隔へだてつるほど、つらしと思おもはれつらむと、いとほしく思おぼす。

◇　ひたすら遠慮している態度が、そうはいっても上品なのも、奥ゆかしく思わずにはいらっしゃれなくて、それを取柄と思って忘れまいと気の毒に思っていたが、ここ数年のさまざまな悩み事に、うっかり疎遠になってしまった間、さぞ薄情者だと思わずにはいられなかっただろうと、不憫にお思いになる。


S16 君しのぶ草にやつるる故郷は松虫の音ぞ悲しかりける（古今集秋上-二〇〇　読人しらず）

1 【月入り方になりて】「艶なるほどの夕月夜に」外出した。上弦の月の入りは夜半ごろ。

2 【忍草にやつれたる上の見るめよりは】「君忍ぶ草にやつるる故里は松虫の音ぞ悲しかりける」（古今集秋上、二〇〇、読人しらず）を踏まえる。

3 【昔物語に塔こぼちたる人もありけるを】『集成』は「未詳。『奥入』に、昔、顔叔子という婦人が、夫の留守中、夫の疑いを避けるために、塔の壁を壊し、夜通し明りをつけていたという、貞淑な女の話をあげる」。『完訳』は「未詳。親が建てた供養塔を親不孝の子が壊す物語とも。また散佚の『桂中納言物語』の、貧女が几帳の帷子を衣に仕立てた話とも」。「塔」の語句、青表紙本異同ナシ。河内本は二本（七大）が「堂」、四本（宮尾鳳曼）が「丁」とある。別本（陽）は「丁」とある。定家は「塔」の意に解したが、「堂」「丁」の意に解釈する説もあった。

4 【さる方にて忘れじと心苦しく思ひしを】『集成』は「末摘花をそういう人として（恋人としてではなく、庇護すべき人として）忘れずにお世話しようと、おいたわしく思っていたのに」と注す。


蓬生．３．４．１４

■　かの花散里はなちるさとも、あざやかに今いまめかしうなどは花はなやぎP19たまはぬ所ところにて、御目移おほむめうつしこよなからぬに、咎多とがおほう隠かくれにけり。

◇　あの花散里も、人目に立つ当世風になどはなやかになさらない所なので、比較しても大差はないので、欠点も多く隠れるのであった。


P19 花やぎ--はなやな（な/＄〈朱〉）き


第四章　末摘花の物語　その後の物語

第一段　末摘花への生活援助

蓬生．４．１．１

■　祭まつり、御禊ごけいなどのほど1、御おほむいそぎどもにことつけて、人ひとのたてまつりたる物ものいろいろに多おほかるを、さるべき限かぎり御心加みこころくはへたまふ。

◇　賀茂祭、御禊などのころ、ご準備などにかこつけて、人々が献上した物がいろいろと多くあったので、しかるべき夫人方にお心づけなさる。

■　中なかにもこの宮みやにはこまやかに思おぼし寄よりて、むつましき人ひとびとに仰おほせ言賜ごとたまひ、下部しもべどもなど遣つかはして、蓬払よもぎはらはせ、めぐりの見苦みぐるしきに、板垣いたがきといふもの、うち堅かため繕つくろはせたまふ。

◇　中でもこの宮には細々とお心をかけなさって、親しい人々にご命令をお下しになって、下べ連中などを遣わして、雑草を払わせ、周囲が見苦しいので、板垣というもので、しっかりと修繕させなさる。

■　かう尋たづね出いでたまへりと、聞きき伝つたへむにつけても、わが御おほむため面目めんぼくなければ、渡わたりたまふことはなし。

◇　このようにお訪ねになったと、噂するにつけても、ご自分にとって不名誉なので、お渡りになることはない。

■　御文おほむふみいとこまやかに書かきたまひて、二条院近にでうのゐんちかき所ところを3造つくらせたまふを、

◇　お手紙をたいそう情愛こまやかにお認めになって、二条院近くの所をご建築なさっているので、


1 【祭御禊などのほど】四月の賀茂祭のころとなる。

2? 【板垣といふものうち固め繕はせたまふ】二条東院に迎え入れるまでの一時的な修理という意味である。

3 【二条院近き所を】大島本は「ちかきところ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いと近き」と、副詞「いと」を補訂する。


蓬生．４．１．２

■　「そこになむ渡わたしたてまつるべき1。

◇　「そこにお移し申し上げましょう。

■　よろしき童女わらはべなど、求もとめさぶらはせたまへ」

◇　適当な童女など、お探しになって仕えさせなさい」


1 【そこになむ渡したてまつるべき】以下「さぶらはせたまへ」まで、源氏の手紙文。その一部分。


蓬生．４．１．３

■　など、人ひとびとの上うへまで思おぼしやりつつ、訪とぶらひきこえたまへば、かくあやしき蓬よもぎのもとには、置おき所どころなきまで、女をむなばらも空そらを仰あふぎてなむ、そなたに向むきて喜よろこびきこえける。

◇　などと、女房たちのことまでお気を配りになって、お世話申し上げなさるので、このようにみすぼらしい蓬生の宿では、身の置きどころのないまで、女房たちも空を仰いで、そちらの方角を向いてお礼申し上げるのであった。

蓬生．４．１．４

■　なげの御おほむすさびにても、おしなべたる世よの常つねの人ひとをば、目止めとどめ耳立みみたてたまはず、世よにすこしこれはと思おもほえ、心地ここちにとまる節ふしあるあたりを尋たづね寄よりたまふものと、人ひとの知しりたるに、かく引ひき違たがへ、何なにごともなのめにだにあらぬ御おほむありさまを、ものめかし出いでたまふは、いかなりける御心みこころにかありけむ。

◇　かりそめのお戯れにしても、ありふれた普通の女性には、目を止めたり聞き耳を立てたりはなさらず、世間で少しでもこの人はと噂されたり、心に止まる点のある女性をお求めなさるものと、皆思っていたが、このように予想を裏切って、どのような点においても人並みでない方を、ひとかどの人物としてお扱いなさるのは、どのようなお心からであったのであろうか。

■　これも昔むかしの契ちぎりなめりかし1。

◇　これも前世からのお約束なのであろうよ。


1 【いかなりける御心にかありけむこれも昔の契りなめりかし】『集成』は「草子地」と注す。


第二段　常陸宮邸に活気戻る

蓬生．４．２．１

■　今いまは限かぎりと、あなづり果はてて、さまざまに迷まよひ散ちりあかれし1上下うへしもP20の人ひとびと、我われも我われも参まゐらむと争あらそひ出いづる人ひともあり。

◇　もうこれまでだと、馬鹿にしきって、それぞれさまよい離散して行った上下の女房たち、我も我もとお仕えし直そうと、争って願い出て来る者もいる。

■　心こころばへなど、はた、埋むもれいたきまでよくおはする御おほむありさまに、心こころやすくならひて、ことなることなきなま受領ずりゃうなどやうの家いへにある人ひとは、ならはずはしたなき心地ここちするもありて、うちつけの心こころみえに参まゐり帰かへり2、君きみは、いにしへにもまさりたる御勢おほむいきほひのほどにて、ものの思おもひやりもまして添そひたまひにければ、こまやかに思おぼしおきてたるに、にほひ出いでて、宮みやの内うちやうやう人目見ひとめみえ、木草きくさの葉はもただすごくあはれに見みえなされしを、遣水やりみづかき払はらひ、前栽せんさいのもとだちも涼すずしうしなしなどして、ことなるおぼえなき下家司しもげいしの、ことに仕つかへP21まほしきは、かく御心みこころとどめて思おぼさるることなめりと見取みとりP22て、御みけしき賜たまはりつつ、追従ついし仕ょうしつかうまつる3。

◇　気立てなど、それはそれはで、引っ込み思案なまでによくていらっしゃるご様子ゆえに、気楽な宮仕えに慣れて、これといったところのないつまらない受領などのような家にいる女房は、今までに経験したこともないきまりの悪い思いをするのもいて、げんきんな心をあけすけにして帰って参り、源氏の君は、以前にも勝るご権勢となって、何かにつけて物事の思いやりもさらにお加わりになったので、細々と指図して置かれているので、明るく活気づいて、宮邸の中がだんだんと人の姿も多くなり、木や草の葉もただすさまじくいたわしく見えたのを、遣水を掃除し、前栽の根元をさっぱりなどさせて、大して目をかけていただけない下家司で、格別にお仕えしたいと思う者は、このようにご寵愛になるらしいと見てとって、ご機嫌を伺いながら、追従してお仕え申し上げている。


P20 上下--*うへしも

P21 仕へ--つか（か/+へ〈朱〉）

P22 見取り--み（み/+と）り

1 【さまざまに迷ひ散りあかれし】大島本は「まよひちり」とある。諸本は「きをひちり」（御横為榊池肖三）とある。書陵部本が大島本と同文。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は「きほひ散り」と校訂する。『完訳』は「源氏の庇護で豊になると、戻って来る者もいる。「競ひ散り」「あらそい出づる」とあり、離散も帰参も、先を競う軽薄さ」と注す。

2 【うちつけの心みえに参り帰り】大島本は「まいりかへり」とある。『新大系』は底本のままとし、文を続ける。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「参り帰る」と校訂し、文を結ぶ。『集成』は「てきめんに変る心をあけすけに」と注す。

3 【追従し仕うまつる】下家司の態度も女房と同様にげんきんな心の変わりようである。


第三段　末摘花のその後

蓬生．４．３．１

■　二年ふたとせばかりこの古宮ふるみやに眺ながめたまひて2、東ひむがしの院ゐんといふ所ところになむ、後のちは渡わたしたてまつりたまひける1。

◇　二年ほどこの古いお邸に寂しくお過ごしになって、東の院という所に、後はお移し申し上げたのであった。

■　対面たいめんしたまふことなどは、いとかたけれど、近ちかきしめのほどにて、おほかたにも渡わたりたまふに、さしのぞきなどしたまひつつ、いとあなづらはしげにもてなしきこえたまはず。

◇　お逢いになることなどは、とても難しいことであるが、近い敷地内なので、普通にお渡りになった時、お立ち寄りなどなさっては、そう軽々しくお扱い申し上げなさらない。


1 【二年ばかりこの古宮に眺めたまひて東の院といふ所になむ後は渡したてまつりたまひける】二年後、末摘花は二条東院に移り住むことになる。

2 【眺めたまひて】『集成』は「さびしくお暮しになって」。『完訳』は「無聊の日々をお過しになるが」と訳す。


蓬生．４．３．２

■　かの大弐だいにの北きたの方かた、上のぼりて驚おどろき思おもへるさま、侍従じじゅうが、うれしきものの、今いましばし待まちきこえざりける心浅こころあささを、恥はづかしう思おもへるほどなどを、今いますこし問とはず語がたりもせまほしけれど2、いと頭かしらいたう、うるさく、もの憂うければなむ。

◇　あの大弐の北の方が、上京して来て驚いた様子や、侍従が、嬉しく思う一方で、もう少しお待ち申さなかった思慮の浅さを、恥ずかしく思っていたところなどを、もう少し問わず語りもしたいが、ひどく頭が痛く、厄介で、億劫に思われるので。

■　今いままたもついであらむ折をりに、思おもひ出いでて3聞きこゆべき、とぞ4。

◇　今後また機会のある折に思い出してお話し申し上げよう、ということである。


1? 【かの大弍の北の方上りて】『集成』は「「かの大弍の北の方」以下「聞こゆべき」まで、物語の語り手の言葉。実際に、末摘花の身の上を見聞したことのある者が語る体」。『完訳』は「以下、語り手の言辞。省筆しながらも、叔母・侍従の複雑な反応を暗示して、物語をしめくくる」と注す。

2 【せまほしけれど】大島本は「せましけれと」とある。「せまほしけれと」の「ほ」脱字であろう。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「せまほしけれど」と補訂する。

3 【思ひ出でて】大島本は「思いてゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひ出でてなむ」と、副詞「なむ」を補訂する。

4 【とぞ】『集成』「--ということです。最初の語り手の話を聞き伝えた者が付け加えた体の言葉」と注す。



１６． 関屋 (せきや)

第一章　空蝉の物語　逢坂関での再会の物語

第一段　空蝉、夫と常陸国下向

関屋．１．１．１

■　伊予介いよのすけといひしは、故院崩こゐんかくれさせたまひて、またの年とし、常陸ひたちになりて下くだりしかば、かの帚木ははきぎもいざなはれにけり1。

◇　伊予介と言った人は、故院が御崩御あそばして、その翌年に、常陸介になって下行したので、あの帚木も一緒に連れられて行ったのであった。

■　須磨すまの御旅居おほむたびゐも遥はるかに聞ききて、人知ひとしれず思おもひやりきこえぬにしもあらざりしかど、伝つたへ聞きこゆべきよすがだになくて2、筑波嶺つくばねの山やまを吹ふき越こす風かぜS1も3、浮うきたる心地ここちして、いささかの伝つたへだになくて、年月としつきかさなりにけり。

◇　須磨でのご生活も遥か遠くに聞いて、人知れずお偲び申し上げないではなかったが、お便りを差し上げる手段さえなくて、筑波嶺を吹き越して来る風聞も、不確かな気がして、わずかの噂さえ聞かなくて、歳月が過ぎてしまったのだった。

■　限かぎれることもなかりし御旅居おほむたびゐなれど5、京きゃうに帰かへり住すみたまひて、またの年としの秋あきぞ、常陸ひたちは上のぼりける6。

◇　いつまでとは決まっていなかったご退去であったが、京に帰り住まわれることになって、その翌年の秋に、常陸介は上京したのであった。


S1 甲斐が嶺を嶺越し山越し吹く風に人にもがもやことづてやらむ（古今集東歌-一〇九八　甲斐歌）

1 【伊予介といひしは故院崩れさせたまひてまたの年常陸になりて下りしかばかの帚木もいざなはれにけり】桐壺院の崩御は「賢木」巻の源氏二十三歳の年。その翌年、朧月夜の君は尚侍になり、朝顔の姫君は齋院となり、藤壺宮は出家した。「帚木」という呼称は巻名に因んで呼ばれたもの。作者の命名。読者は「空蝉」と呼称する。

2 【よすがだになくて】大島本は「なくて」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「なく」と「て」を削除する。

3 【筑波嶺の山を吹き越す風も】「甲斐が嶺を嶺越し山越し吹く風を人にもがもや言づてやらむ」（古今集東歌、一〇九八）を踏まえ、「甲斐が嶺」を「筑波嶺」と言い換えた。

4? 【いささかかの伝へ】大島本は「いささかかの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いささかの」と「か」を削除する。

5 【限れることもなかりし御旅居なれど】源氏の須磨・明石退去をさす。「御旅居」と敬語表現。

6 【京に帰り住みたまひてまたの年の秋ぞ常陸は上りける】『完訳』は「国守任命後、足かけ五年目に辞任、六年目（源氏帰京の翌年）に上京。澪標巻後半に相当」と注す。


第二段　源氏、石山寺参詣

関屋．１．２．１

■　関入せきいる日ひしも、この殿との、石山いしやまに御願果おほむぐわんはたしに詣まうでたまひけり1。

◇　逢坂の関に入る日、ちょうど、この殿が、石山寺にご願果たしに参詣なさったのであった。

■　京きゃうより、かの紀伊守きいのかみなどいひし子こども、迎むかへに来きたる人ひとびと、

◇　京から、あの紀伊守などといった子どもや、迎えに来た人々、

■　「この殿とのかく詣まうでたまふべし」

◇　「この殿がこのように参詣なさる予定だ」

■　と告つげければ、

◇　と告げたので、

■　「道みちのほど騒さわがしかりなむものぞ」

◇　「道中、きっと混雑するだろう」

■　とて、まだ暁あかつきより急いそぎけるを、女車多をむなぐるまおほく、所狭ところせうゆるぎ来くるに、日ひたけぬ。

◇　と思って、まだ暁のうちから急いだが、女車が多く、道いっぱいに練り歩いて来たので、日が高くなってしまった。


1 【関入る日しもこの殿石山に御願果しに詣でたまひけり】常陸介一行が逢坂関を通る日に、源氏は石山寺にお礼参りに逢坂関にさしかかる。


関屋．１．２．２

■　打出うちいでの浜来はまくるほどに、

◇　打出の浜にやって来た時に、

■　「殿とのはP1、粟田山越あはたやまこえたまひぬ」

◇　「殿は、粟田山を既にお越えになった」

■　とて1、御前ごぜんの人ひとびと、道みちもさりあへず来込きこみぬれば2、関山せきやまに皆下みなおりゐて、ここかしこの杉すぎの下したに車くるまどもかき下おろし、木隠こがくれに居ゐかしこまりて3過すぐしたてまつる。

◇　と言って、御前駆の人々が、道も避けきれないほど大勢入り込んで来たので、関山で皆下りてかしこまって、あちらこちらの杉の木の下に幾台もの車の轅を下ろして、木蔭に座りかしこまってお通し申し上げる。

■　車くるまなど4、かたへは後おくらかし、先さきに立たてなどしたれど5、なほ、類広るいひろく見みゆ。

◇　車などは行列の一部は遅らせたり、先にやったりしたが、それでもなお、一族が多く見える。


P1 殿は--との（の/+は）

1 【打出の浜来るほどに殿は粟田山越えたまひぬとて】「打出の浜」は大津の浜。「粟田山」は京山科との間の山。

2 【道もさりあへず来込みぬれば】『集成』は「梓弓春の山辺を越え来れば道もさりあへず花ぞちりける」（古今集春下、一一五、貫之）の言葉を借りた表現であることを指摘。

3 【木隠れに居かしこまりて】木蔭に隠れるように座って、源氏の一行の通り過ぎるのを待つ。

4 【車など】以下、常陸介一行の車をいう。敬語がついていない。

5 【先に立てなどしたれど】『集成』は「〔一部は〕前日に出発させたりしたが」と注す。


関屋．１．２．３

■　車十くるまとをばかりぞ1、袖口そでぐち、物ものの色いろあひなども、漏もり出いでて見みえたる、田舎ゐなかびず、よしありて、斎宮さいぐうの御下おほむくだりなにぞやうの折をりの物見車思ものみぐるまおぼし出いでらる2。

◇　車十台ほどから、袖口、衣装の色合いなども、こぼれ出て見えるのが、田舎風にならず品があって、斎宮のご下向か何かの時の物見車が自然とお思い出しになられる。

■　殿とのも、かく世よに栄さかえ出いでたまふめづらしさに、数かずもなき御前ごぜんども、皆目みなめとどめたり。

◇　殿も、このように世に栄え出なされた珍しさに、数知れない御前駆の者たちが、皆目を留めた。


1 【車十ばかりぞ】係助詞「ぞ」は「見えたる」連体形に係るが、連体中止で、読点で下文に続き、その主格となる。

2 【思し出でらる】主語は源氏。「思す」という敬語表現による。


第三段　逢坂の関での再会

関屋．１．３．１

■　九月晦日ながつきつごもりなれば、紅葉もみぢの色々いろいろこきまぜ、霜枯しもがれの草くさむらむらをかしう見みえわたるに、関屋せきやより、さとくづれ出いでたる旅姿たびすがたどもの、色々いろいろの襖あをのつきづきしき縫物ぬひもの、括くくり染ぞめのさまも、さるかたにをかしう見みゆ。

◇　九月の晦日なので、紅葉の色とりどりに混じり、霜枯れの叢が趣深く見わたされるところに、関屋からさっと現れ出た何人もの旅姿の、色とりどりの狩襖に似つかわしい刺繍をし、絞り染めした姿も、興趣深く見える。

■　御車おほむくるまは簾下すだれおろしたまひて、かの昔むかしの小君こぎみ、今いま、右衛門佐2うゑもんのすけなるを召めしP2寄よせて、

◇　お車は簾を下ろしなさって、あの昔の小君、今、右衛門佐である者を召し寄せて、


P2 を召し--をし（し/＄〈朱〉）めし

1? 【九月晦日なれば紅葉の色々こきまぜ霜枯れの草むらむらをかしう見えわたるに関屋よりさとくづれ出たる旅姿どもの】大島本は「くつれいてたる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はづれ出でたる」と校訂する。晩秋九月の晦、山道に紅葉、霜枯れの草々、源氏一行の人々の動きを活写。

2 【今右衛門佐】大島本は「いま右衛門のすけ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「今は衛門佐」と「は」を補訂し「右」を削除する。従五位上相当官。


関屋．１．３．２

■　「今日けふの御関迎おほむせきむかへは、え思おもひ捨すてたまはじ1」

◇　「今日のお関迎えは、無視なさるまいな」

■　などのたまふ2御心みこころのうち、いとあはれに思おぼし出いづること多おほかれど、おほぞうにてかひなし。

◇　などとおっしゃる、ご心中、まことにしみじみとお思い出しになることが数多いけれど、ありきたりの伝言では何の効もない。

■　女をむなも、人知ひとしれず昔むかしのこと忘わすれねば、とりかへして、ものあはれなり。

◇　女も人知れず昔のことを忘れないので、あの頃を思い出して、しみじみと胸一杯になる。


1 【今日の御関迎へはえ思ひ捨てたまはじ】源氏の詞。「御関迎へ」は自分を逢坂関で出迎えることをいう。「思ひ捨てたまはじ」の主語は空蝉。冗談を交えた物の言い方。『完訳』は「私の逢坂の関での出迎えを空蝉は無視なさるまい、の意。偶然の再会を、「関迎へ」と言いなした」と注す。

2 【のたまふ】『集成』は下文の「御心のうち」に続ける。『完訳』は句点で文を切る。


関屋．１．３．３

■　「行ゆくと来くとせき止とめがたき涙なみだをや

絶たえぬ清水しみづと人ひとは見みるらむ1

◇　「行く人と来る人の逢坂の関で、せきとめがたく流れるわたしの涙を

絶えず流れる関の清水と人は見るでしょう


1 【行くと来とせき止めがたき涙をや絶えぬ清水と人は見るらむ】空蝉の独詠歌。「塞き止め難き」に「（逢坂の）関」を掛ける。「清水」は歌枕「関の清水」。『完訳』は「源氏にも理解されない孤心を形象」と注す。


関屋．１．３．４

■　え知しりたまはじかし1」

◇　お分かりいただけまい」

■　と思おもふに、いとかひなし2。

◇　と思うと、本当に効ない。


1 【え知りたまはじかし】空蝉の心中。「知りたまはじ」の主語は源氏。

2 【いとかひなし】前に源氏に対して「おほぞうにてかひなし」とあった。「女も」「いとかひなし」という文脈。


第二章　空蝉の物語　手紙を贈る

第一段　昔の小君と紀伊守

関屋．２．１．１

■　石山いしやまより出いでたまふ御迎おほむむかへに右衛門佐参うゑもんのすけまゐりてぞ1、まかり過すぎしかしこまり2など申まうす。

◇　石山寺からお帰りになるお出迎えに右衛門佐が参上して、そのまま行き過ぎてしまったお詫びなどを申し上げる。

■　昔むかし、童わらはにて、いとむつましうらうたきものにしたまひしかば、かうぶりなど得えしまで、この御徳おほむとくに隠かくれたりしを、おぼえぬ世よの騷さわぎありしころ、ものの聞きこえに憚はばかりて、常陸ひたちに下くだりしをぞ、すこし心置こころおきて年としごろは思おぼしけれど、色いろにも出いだしたまはず、昔むかしのやうにこそあらねど、なほ親したしき家人いへびとのうちには数かぞへたまひけり。

◇　昔、童として、たいそう親しくかわいがっていらっしゃったので、五位の叙爵を得たまで、この殿のお蔭を蒙ったのだが、思いがけない世の騒動があったころ、世間の噂を気にして、常陸国に下行したのを、少し根に持ってここ数年はお思いになっていたが、顔色にもお出しにならず、昔のようにではないが、やはり親しい家人の中には数えていらっしゃっるのであった。


1 【石山より出でたまふ御迎へに右衛門佐参りてぞ】大島本は「右衛門のすけまいりてそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「衛門佐参れり。一日」と校訂する。源氏が石山寺参詣を終えて、そのお迎え。

2 【まかり過ぎしかしこまり】『新大系』は「先日（逢坂の関で、源氏のお供もせず）通り過ぎたことのお詫び」と注す。


関屋．２．１．２

■　紀伊守きいのかみといひしも、今いまは河内守かうちのかみに1ぞなりにける。

◇　紀伊守と言った人も、今は河内守になっていたのであった。

■　その弟おとうとP3の右近将監解うこんのぞうとけて御供おほむともに下くだりしP4をぞ、とりわきてなし出いでたまひければ、それにぞ誰たれも思おもひ知しりて、

◇　その弟の右近将監を解任されてお供に下った者を、格別にお引き立てになったので、そのことを誰も皆思い知って、

■　「などてすこしも2、世よに従したがふ心こころをつかひけむ」

◇　「どうしてわずかでも、世におもねる心を起こしたのだろう」

■　など、思おもひ出いでける。

◇　などと、後悔するのであった。


P3 弟--を（を/+と〈朱〉）うと

P4 下りし--くたり（り/+し〈朱〉）

1 【紀伊守といひしも今は河内守に】紀伊国は上国、河内国は大国。

2 【などてすこしも】以下「つかひけむ」まで、人々の心中。世におもねったことを誤悔。


第二段　空蝉へ手紙を贈る

関屋．２．２．１

■　佐召すけめし寄よせて、御消息おほむせうそこあり1。

◇　右衛門佐を召し寄せて、お便りがある。

■　「今いまは2思おぼし忘わすれぬべきことを、心長こころながくもおはするかな」

◇　「今ではお忘れになってしまいそうなことを、いつまでも変わらないお気持ちでいらっしゃるなあ」

■　と思おもひゐたり。

◇　と思った。


1 【御消息あり】源氏から空蝉への手紙。

2 【今は】以下「おはする」まで、右衛門佐の心中。源氏の空蝉を思い続ける変わらぬ愛情に感心する。


関屋．２．２．２

■　「一日ひとひは1、契ちぎり知しられしを、さは思おぼし知しりけむや。

◇　「先日は、ご縁の深さを知らされましたが、そのようにお思いになりませんか。

■　わくらばに行ゆき逢あふ道みちを頼たのみしも

なほかひなしや潮しほならぬ海2うみS2

関守せきもりの3、さもうらやましく、めざましかりしかな」

◇　偶然に逢坂の関でお逢いしたことに期待を寄せていましたが

それも効ありませんね、やはり潮海でない淡海だから

関守が、さも羨ましく、忌ま忌ましく思われましたよ」


S2 潮満たぬ海と聞けばや世とともにみるめなくして年の経ぬらむ（後撰集恋一-五二八　読人しらず）

1 【一日は】大島本は「つる（へる＆つる、＝一日イ〈朱〉）は」とある。すなわち初め「つ」とあったのを「へ」となぞり書き訂正し、その右傍らに朱筆で「一日イ」と傍記する。『新大系』『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「一日は」と校訂する。以下「めざましかりしかな」まで、源氏の空蝉への手紙文。

2 【わくらばに行き逢ふ道を頼みしもなほかひなしや潮ならぬ海】源氏から空蝉への贈歌。「逢ふ道」に「近江路」、「効」に「貝」を掛ける。「潮ならぬ海」だから「海布松（見る目）」が生えてなく、「貝（効）」がない、という。『集成』は「潮満たぬ海と聞けばや世とともにみるめなくして年の経ぬらむ」（後撰集恋一、五二六、貫之）を指摘。

3 【関守の】「逢坂の関」の縁語で「関守」という。恋路を妨げる空蝉の夫常陸介という気持ち。


関屋．２．２．３

■　とあり。

◇　とある。

関屋．２．２．４

■　「年としごろの1とだえも、うひうひしくなりにけれど、心こころにはいつとなく、ただ今いまの心地ここちするならひになむ。

◇　「長年の御無沙汰も、いまさら気恥ずかしいが、心の中ではいつも思っていて、まるで昨日のことのように思われる性分で。

■　好すき好ずきしう、いとど憎にくまれむや」

◇　あだな振る舞いだと、ますます恨まれようか」


1 【年ごろの】以下「いとど憎まれむや」まで、源氏の詞。右衛門佐に手紙を託す折の詞。


関屋．２．２．５

■　とて、賜たまへれば、かたじけなくて持もて行いきて、

◇　と言って、お渡しになったので、恐縮して持って行って、

関屋．２．２．６

■　「なほ、聞きこえたまへ1。

◇　「とにかく、お返事なさいませ。

■　昔むかしにはすこし思おぼしのくことあらむと思おもひたまふるに、同おなじやうなる御心みこころのなつかしさなむ、いとどありがたき。

◇　昔よりは少しお疎んじになっているところがあろうと存じましたが、相変わらぬお気持ちの優しさといったら、ひとしおありがたい。

■　すさびごとぞ用やうなきことと思おもへど、えこそすくよかに聞きこえ返かへさね。

◇　浮気事の取り持ちは、無用のことと思うが、とてもきっぱりとお断り申し上げられません。

■　女をむなにては、負まけきこえたまへらむに、罪つみゆるされぬべし2」

◇　女の身としては、負けてお返事を差し上げなさったところで、何の非難も受けますまい」


1 【なほ聞こえたまへ】以下「罪ゆるされぬべし」まで、右衛門佐の空蝉への詞。

2 【女にては負けきこえたまへらむに罪ゆるされぬべし】『完訳』は「女の身としては、相手の説得に負けて応答したところで誰の避難も受けまい。「罪」は夫以外の男に通じる罪。それを楽観的に言う。不義の仲を取り持とうとするのは、権勢家への追従心によろう」と注す。右衛門佐の成長が感じられる。


関屋．２．２．７

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　今いまは、ましていと恥はづかしう、よろづのこと、うひうひしき心地ここちすれど、めづらしきにや、え忍しのばれざりけむ1、

◇　今では、更にたいそう恥ずかしく、すべての事柄、面映ゆい気がするが、久しぶりの気がして、堪えることができなかったのであろうか、


1 【めづらしきにやえ忍ばれざりけむ】「にや」連語（断定の助動詞「に」係助詞「や」）、「けむ」過去推量の助動詞。語り手の感情移入を伴った登場人物の心中を推測した表現。


関屋．２．２．８

■　「逢坂あふさかの関せきやいかなる関せきなれば

しげき嘆なげきの仲なかを分わくらむ1

夢ゆめのやうになむ2」

◇　「逢坂の関は、いったいどのような関なのでしょうか

こんなに深い嘆きを起こさせ、人の仲を分けるのでしょう

夢のような心地がします」


1 【逢坂の関やいかなる関なればしげき嘆きの仲を分くらむ】空蝉の返歌。歌中の「近江路」「潮ならぬ海」は用いず、歌に添えた「関守」の語句を受けて、「逢坂の関」に「（人に）逢ふ」の意を掛け、また「嘆き」に「（投げ）木」を響かす。「仲を分くらむ」と、源氏の意を迎えた歌を返す。

2 【夢のやうになむ】歌に添えた詞。


関屋．２．２．９

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　あはれもつらさも、忘わすれぬふしと思おぼし置おかれたる人ひとなれば、折々をりをりは、なほ、のたまひ動うごかしけり。

◇　いとしさも恨めしさも、忘られない人とお思い置かれている女なので、時々は、やはり、お便りなさって気持ちを揺するのであった。

第三章　空蝉の物語　夫の死去後に出家

第一段　夫常陸介死去

関屋．３．１．１

■　かかるほどに、この常陸守ひたちのかみ、老おいの積つもりにや、悩なやましくのみして、もの心細こころぼそかりければ、子こどもに、ただこの君きみの御おほむことをのみ言いひ置おきて、

◇　こうしているうちに、常陸介は、年取ったためか、病気がちになって、何かと心細い気がしたので、子どもたちに、もっぱらこの君のお事だけを遺言して、

関屋．３．１．２

■　「よろづのこと、ただこの御心みこころに2のみ任まかせて、ありつる世よに変かはらで仕つかうまつれ」

◇　「万事の事、ただこの母君のお心にだけ従って、わたしの在世中と変わりなくお仕えせよ」


1? 【かかるほどにこの常陸介】常陸国は親王が大守となり遥任なので、介が実質上の守となるので、「常陸守」と呼称された。

2 【よろづのことただこの御心に】以下「仕うまつれ」まで、常陸介の遺言。万事空蝉の心に従って、自分の生前と同様に仕えなさい、という主旨。


関屋．３．１．３

■　とのみ、明あけ暮くれ言いひけり。

◇　とばかり、明けても暮れても言うのであった。

■　女君をむなぎみ、

◇　女君の、

■　「心憂こころうき宿世すくせありて1、この人ひとにさへ後おくれて、いかなるさまにはふれ惑まどふべきにかあらむ」

◇　「辛い運命の下に生まれて、この人にまで先立たれて、どのように落ちぶれて途方に暮れることになっていくのだろうか」

■　と思おもひ嘆なげきたまふを見みるに2、

◇　と、思い嘆いていらっしゃるのを見ると、


1 【心憂き宿世ありて】以下「惑ふべきにかあらむ」まで、空蝉の心中。地の文から心中文に自然と流れていく形で、その始まりは判然としない。

2 【思ひ嘆きたまふを見るに】「思い嘆く」空蝉には敬語がつき、「見る」常陸介にはつかない。


関屋．３．１．４

■　「命いの限ちのかぎり1あるものなれば、惜をしみ止とどむべき方かたもなし。

◇　「命には限りがあるものだから、惜しんだとて止めるすべはない。

■　いかでか、この人ひとの御おほむために残のこし置おく魂たましひもがな。

◇　何とかして、この方のために残して置く魂があったらいいのだが。

■　わが子こどもの心こころも知しらぬを2」

◇　わが子どもの気心も分からないから」


1 【命の限り】以下「心も知らぬを」まで、常陸介の心中。

2 【わが子どもの心も知らぬを】『集成』は「わが子とはいえ気心も知れないのに」と訳す。「を」間投助詞、詠嘆の意。


関屋．３．１．５

■　と、うしろめたう悲かなしきことに、言いひ思おもへど、心こころにえ止とどめぬものにて、亡うせぬ。

◇　と、気掛かりで悲しいことだと、口にしたり思ったりしたが、思いどおりに行かないもので、亡くなってしまった。

第二段　空蝉、出家す

関屋．３．２．１

■　しばしこそ、

◇　暫くの間は、

■　「さのたまひしものを」

◇　「あのようにご遺言なさったのだから」

■　など、情**けつくれど、うはべこそあれ1、つらきこと多おほかり。

◇　などと、情けのあるように振る舞っていたが、うわべだけのことであって、辛いことが多かった。

■　とあるもかかるも世よの道理ことわりなれば、身一みひとつの憂うきことにて、嘆なげき明あかし暮くらす。

◇　それもこれもみな世の道理なので、わが身一つの不幸として、嘆きながら毎日を暮らしている。

■　ただ、この河内守かはちのかみのみぞ、昔むかしより好すき心ごころありて3、すこし情なさけがりける。

◇　ただ、この河内守だけは、昔から好色心があって、少し優しげに振る舞うのであった。

◆　 
しばし こそ、 "さ のたまひ し もの を。" など、 なさけづくれ ど、 うはべ こそ あれ、 つらき こと おほかり。 とある も かかる も よ の ことわり なれ ば、 み ひとつ の うき こと にて、 なげき あかし くらす。 ただ、 この かはち-の-かみ のみ ぞ、 むかし より すきごころ あり て、 すこし なさけがり ける。


1 【うはべこそあれ】「こそ」係助詞、「あれ」已然形、逆接用法で下文に続く。

2? 【世のことわりなれば】『完訳』は「継子が継母を疎略にすることをいう」と注す。

3 【昔より好き心ありて】前に「紀伊守、好き心に、この継母のありさまを、あたらしきものに思ひて」（「帚木」巻）とあった。


関屋．３．２．２

■　「あはれにのたまひ置おきし、数かずならずとも、思おぼし疎うとまでのたまはせよ」

◇　「しみじみとご遺言なさってもおり、至らぬ者ですが、何なりとご遠慮なさらずにおっしゃってください」

関屋．３．２．３

■　など追従ついし寄ょうしよりて、いとあさましき心こころの見みえければ、

◇　などと機嫌をとって近づいて来て、実にあきれた下心が見えたので、

■　「憂うき宿世すくせある身みにて1、かく生いきとまりて、果はて果はては、めづらしきことどもを聞きき添そふるかな」

◇　「辛い運命の身で、このように生き残って、終いには、とんでもない事まで耳にすることよ」

■　と、人知ひとしれず思おもひ知しりて、人ひとにさなむとも知しらせで、尼あまになりにけり。

◇　と、人知れず思い悟って、他人にはそれとは知らせずに、尼になってしまったのであった。


1 【憂き宿世ある身にて】以下「聞き添ふるかな」まで、空蝉の心中。


関屋．３．２．４

■　ある人ひとびと、いふかひなしと、思おもひ嘆なげく。

◇　仕えている女房たち、何とも言いようがないと、悲しみ嘆く。

■　守かみも、いとつらう、

◇　河内守もたいそう辛く、

■　「おのれを1厭いとひたまふほどに。

◇　「わたしをお嫌いになってのことに。

■　残のこりの御齢おほむよは多ひはおほくものしたまふらむ。

◇　まだ先の長いお年でいらっしゃろうに。

■　いかでか過すぐしたまふべき」

◇　これから先、どのようにしてお過ごしになるのか」

■　などぞ、あいなのさかしらやなどぞ、はべるめる2。

◇　などと、つまらぬおせっかいだなどと、申しているようである。


1 【おのれを】以下「過ぐしたまふべき」まで、河内守の心中また詞。

2 【あいなのさかしらやなどぞはべるめる】『集成』は「つまらぬおせっかいだ、などと人は申しているようです。世間の評判を伝える語り手の言葉。草子地」。『完訳』は「現身を不憫がる河内守への、世人の批評」と注す。



１７． 絵合 (ゑあはせ)

第一章　前斎宮の物語　前斎宮をめぐる朱雀院と光る源氏の確執

第一段　朱雀院、前斎宮の入内に際して贈り物する

絵合．１．１．１

■　前斎宮さきの御参さいぐうのおほむまゐりのこと1、中宮ちゅうぐうの御心みこころに入いれてもよほしきこえたまふ。

◇　前斎宮のご入内のこと、中宮が御熱心に御催促申される。

■　こまかなる2御おほむとぶらひまで、とり立たてたる御後見おほむうしろみもなしと思おぼしやれど、大殿おほとのは、院ゐんに3聞きこし召めさむことを憚はばかりたまひて、二条院にでうのゐんに渡わたしたてまつらむことをも4、このたびは思おぼし止とまりて、ただ知しらず顔がほにもてなしたまへれど5、おほかたのことどもは、とりもちて親おやめききこえたまふ。

◇　こまごまとしたお世話まで、これといったご後見役もいないとご心配になるが、大殿は、朱雀院がお聞きあそばすことをはばかりなさって、二条の院にお迎え申すことをも、この度はご中止になって、まったく知らない顔に振る舞っていらっしゃるが、一通りの準備は、受け持って親のように世話してお上げになる。


1 【前斎宮の御参りのこと】源氏三十一歳春の物語。源氏二十九歳の秋、六条御息所死去し、一年の喪中期間をおいて、その娘前斎宮が冷泉帝に入内する話題。

2 【こまかなる】以下「御後見もなし」まで、源氏の心中。

3 【大殿は院に】「大殿」は源氏をさし、「院」は朱雀院をさす。あえて内大臣源氏を強調した。

4 【二条院に渡したてまつらむことをも】既に「澪標」巻に語られていた。

5 【ただ知らず顔にもてなしたまへれど】朱雀院が前斎宮に好意を寄せていることに対して。


絵合．１．１．２

■　院ゐんはいと口惜くちをしく思おぼし召めせど、人悪ひとわろければ、御消息おほむせうそこなど絶たえにたるを、その日ひになりて、えならぬ御おほむよそひども、御櫛みぐしの筥はこ、打乱うちみだれの筥1はこ、香壺かうごの筥はこども、世よの常つねならず、くさぐさの御薫物おほむたきものども、薫衣香くぬえかう、またなきさまに、百歩ひゃくぶの外ほかを多おほく過すぎ匂にほふまで、心こころことに調ととのへさせたまへり。

◇　朱雀院はたいそう残念に思し召されるが、体裁が悪いので、お手紙なども絶えてしまっていたが、その当日になって、何ともいえない素晴らしいご装束の数々、お櫛の箱、打乱の箱、香壷の箱など幾つも、並大抵のものでなく、いろいろのお薫物の数々、薫衣香のまたとない素晴らしいほどに、百歩の外を遠く過ぎても匂うくらいの、特別に心をこめてお揃えあそばした。

■　大臣見おとどみたまひもせむに2と、かねてよりや思おぼしまうけけむ3、いとわざとがましかむめり4。

◇　内大臣が御覧になろうからと、前々から御準備あそばしていたのであろうか、いかにも特別誂えといった感じのようである。


1 【打乱の筥】大島本は「うちみたれのハこ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うちみだり」と校訂する。

2 【大臣見たまひもせむに】朱雀院の心中。

3 【かねてよりや思しまうけけむ】語り手の推測を介在させた表現。

4 【わざとがましかむめり】大島本は「わさとかましかむめり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「わざとがましかめり」と「む」を削除する。「わざとがましかるめり」の「る」が撥音便化して「わざとがましかむめり」と表記。推量の助動詞「めり」の主体は語り手。


絵合．１．１．３

■　殿とのも渡わたりたまへるほどにて、

◇　殿もお渡りになっていた時なので、

■　「かくなむP1」

◇　「これこれの次第で」

■　と、女別当御覧にょべたうごらんぜさす。

◇　と言って、女別当が御覧に入れさせる。

■　ただ、御櫛みぐしの筥はこの片かたつ方かたを見みたまふに、尽つきせずこまかになまめきて、めづらしきさまなり。

◇　ちょっと、お櫛の箱の片端を御覧になると、この上もなく精巧で優美に、めったにない作りである。

■　挿櫛さしぐしの筥はこの心葉こころばに、

◇　さし櫛の箱の心葉に、


P1 かくなむ--かくな（な/+む）


絵合．１．１．４

■　「別わかれ路ぢに添そへし小櫛をぐしをかことにて

遥はるけき仲なかと神かみやいさめし1」

◇　「別れの御櫛を差し上げましたが、それを口実に

あなたとの仲を遠く離れたものと神がお決めになったのでしょうか」


1 【別れ路に添へし小櫛をかことにて遥けき仲と神やいさめし】朱雀院から前斎宮への贈歌。遂げられない恋の怨みを含んだ歌。


絵合．１．１．５

■　大臣おとど、これを御覧ごらんじつけて、思おぼしめぐらすに、いとかたじけなく1いとほしくて、わが御心みこころのならひ、あやにくなる身みを抓つみて2、

◇　大臣、これを御覧になって、いろいろとお考えめぐらすと、たいそう恐れ多く、おいたわしくて、ご自分の性癖の、ままならぬ恋に惹かれるわが身をつまされて、

■　「かの下くだりたまひしほど3、御心みこころに思おもほしけむこと、かう年経としへて帰かへりたまひて、その御心みこころざしをも遂とげたまふべきほどに、かかる違たがひ目めのあるを、いかに思おぼすらむ4。

◇　「あのお下りになった時、お心にお思いになっただろうこと、このように何年も経ってお帰りになって、そのお気持ちを遂げられる時に、このように意に反することが起こったのを、どのようにお思いであろう。

■　御位みくらゐを去さり、もの静しづかにて、世よを恨うらめしとや思おぼすらむ」

◇　御位を去り、もの静かに過ごしていらして、世を恨めしくお思いだろうか」

■　など、

◇　などと、

■　「我われになりて心動こころうごくべきふしかな」

◇　「自分がその立場であったなら、きっと心を動かさずにはいられないだろう」

■　と、思おぼし続つづけたまふに、いとほしく、

◇　と、お思い続けなさると、お気の毒になって、

■　「何なににかく5あながちなることを思おもひはじめて、心苦こころぐるしく思おもほし悩まやますらむ。

◇　「どうしてこのような無理強引なことを思いついて、おいたわしくお苦しめ悩ますのだろう。

■　つらしとも、思おもひきこえしかど、また、なつかしうあはれなる御心みこころばへを」

◇　恨めしいとも、お思い申したが、また一方では、お優しく情け深いお気持ちの方を」

■　など、思おもひ乱みだれたまひて、とばかりうち眺ながめたまへり。

◇　などと、お思い乱れなさって、しばらくは物思いに耽っていらっしゃった。


1 【いとかたじけなく】『完訳』は「以下、源氏の反省的な心中」と注す。源氏の心を地の文で語る。

2 【身を抓みて】心中文の後の「思し続けたまふに」に掛かる。

3 【かの下りたまひしほど】以下「心動くべきふしかな」まで、途中「など」の引用句を挟んで、源氏の心中。朱雀院に同情し、もし自分がその立場だったらと、深く自分の行為を反省する。

4 【いかに思すらむ】以下「思すらん」まで、源氏が朱雀院の心中を忖度した文。

5 【何にかく】以下「御心ばへを」まで、源氏の心中。自分の行動を後悔し、朱雀院の人柄を賞揚する。


絵合．１．１．６

■　「この御返おほむかへりは1、いかやうにか聞きこえさせたまふらむ。

◇　「このご返歌は、どのように申し上げあそばすのでしょうか。

■　また、御消息おほむせうそこもいかが」

◇　また、お手紙はどのように」


1 【この御返りは】以下「御消息もいかが」まで、源氏の詞。女別当を介して、前斎宮に申し上げた。「御消息」は朱雀院からの手紙をさす。どのように書かれていたか、という意。


絵合．１．１．７

■　など、聞きこえたまへど、いとかたはらいたければ、御文おほむふみはえ引ひき出いでず1。

◇　などと、お尋ね申し上げなさるが、とても具合が悪いので、お手紙はお出しになれない。

■　宮みやは悩なやましげに思おもほしてP2,2、御返おほむかへりいともの憂うくしたまへど、

◇　宮はご気分も悪そうにお思いになって、ご返事をとても億劫になさったが、


P2 思ほして--お（お/+も）ほして

1 【御文はえ引き出でず】朱雀院からの和歌は見せたが、手紙の方は見せることができないという意。

2 【思ほして】大島本は「お（お＋も）ほして」と「も」を補訂する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おぼして」と校訂する。


絵合．１．１．８

■　「聞きこえたまはざらむも1、いと情なさけなく、かたじけなかるべし」

◇　「ご返事申されないのも、とても情けなく、恐れ多いことでしょう」


1 【聞こえたまはざらむも】以下「かたじけなかるべし」まで、女房たちの詞。返事を差し上げることを催促。


絵合．１．１．９

■　と、人ひとびとそそのかしわづらひきこゆるけはひを聞ききたまひて、

◇　と、女房たちが催促申し上げ困っている様子をお聞きになって、

絵合．１．１．１０

■　「いとあるまじき御おほむことなり。

◇　「とても良くないことです。

■　しるしばかり聞きこえさせたまへ1」

◇　かたちだけでもご返事差し上げなさいませ」


1 【いとあるまじき御ことなりしるしばかり聞こえさせたまへ】源氏の詞。朱雀院に形ばかりのお礼の返事を差し上げるよう、言う。


絵合．１．１．１１

■　と聞きこえたまふも、いと恥はづかしけれど、いにしへ思おぼし出いづるに、いとなまめき、きよらにて、いみじう泣なきたまひし御おほむさまを、そこはかとなくあはれと見みたてまつりたまひし御幼心おほむをさなごころも1、ただ今いまのこととおぼゆるに、故御息所こみやすむどころの御おほむことなど、かきつらねあはれに思おぼされて、ただかく、

◇　と申し上げなさるにつけても、ひどく恥ずかしいが、昔のことをお思い出しになると、たいそう優しくお美しくいらして、ひどくお泣きになったご様子を、どことなくしみじみと拝見なさった子供心にも、つい昨日のことと思われると、故御息所のお事など、それからそれへとしみじみと悲しく思い出さずにはいらっしゃれないので、ただこのように、


1 【御幼心も】斎宮下向当時十四歳、現在は二十二歳。


絵合．１．１．１２

■　「別わかるとて遥はるかに言いひし一言ひとことも

かへりてものは今いまぞ悲かなしき1」

◇　「別れの御櫛をいただいた時に仰せられた一言が

帰京した今となっては悲しく思われます」


1 【別るとて遥かに言ひし一言もかへりてものは今ぞ悲しき】斎宮の返歌。「遥かに言ひし一言」は、斎宮下向の儀式で別れの御櫛を挿す時に、「帰りたまふな」という言葉をさす。斎宮の帰京は、御世交替または親族に不幸があった場合である。斎宮の帰京「帰りて」は朱雀帝の退位により、「今ぞ」の状況は母六条御息所の死去後の孤独な生活をさす。


絵合．１．１．１３

■　とばかりやありけむ1。

◇　と、ぐらいにあったのであろうか。

■　御使おほむつかひの禄ろく、品々しなじなに賜たまはす。

◇　お使いへの禄、身分に応じてお与えになる。

■　大臣おとどは、御返おほむかへりをいとゆかしう思おぼせど、え聞きこえたまはず。

◇　大臣は、お返事をひどく御覧になりたくお思いになったが、お口にはお出しになれない。


1 【とばかりやありけむ】『集成』は「とだけ、書いていたであろうか。草子地」。『完訳』は「とぐらいお書きになったようである」「読者の想像に委ねる語り口」と注す。


第二段　源氏、朱雀院の心中を思いやる

絵合．１．２．１

■　「院ゐんの御おほむありさまは1、女をむなにて見みたてまつらまほしきを、この御おほむけはひも似にげなからず、いとよき御おほむあはひなめるを、内裏うちは、まだいといはけなくおはしますめるに2、かく引ひき違たがへきこゆるを3、人知ひとしれず、ものしとや思おぼすらむ」

◇　「院のご様子は、女性として拝見したい美しさだが、この宮のご様子も不似合いでなく、とても似つかわしいお間柄のようであるが、主上は、まだとてもご幼少でいらっしゃるようなので、このように無理にお運び申すことを、人知れず、不快にお思いでいらっしゃろうか」

■　など、憎にくきことをさへ思おぼしやりて4、胸むねつぶれたまへど、今日けふになりて思おぼし止とどむべきことにしあらねば5、事ことどもあるべきさまにのたまひおきて、むつましう思おぼす修理宰相6すりのさいしゃうを詳くはしく仕つかうまつるべくのたまひて、内裏うちに参まゐりたまひぬ。

◇　などと、立ち入ったことまで想像なさって、胸をお痛めになるが、今日になって中止するわけにもいかないので、万事しかるべきさまにお命じになって、ご信頼になっている参議兼修理大夫に委細お世話申し上げるべくお命じになって、宮中に参内なさった。


1 【院の御ありさまは】源氏参内し、故六条御息所を回想する。以下「ものしとや思すらむ」まで、源氏の心中。

2 【似げなからずいとよき御あはひなめるを内裏はまだいといはけなくおはしますめるに】朱雀院三十四歳、斎宮二十二歳、冷泉帝十三歳。朱雀院と斎宮は結婚するのにも適当な年齢のお間柄であるが、冷泉帝はまだ子供であると、源氏は思う。斎宮の冷泉帝入内を強引な政略結婚であることを自ら認めている。

3 【引き違へきこゆるを】『集成』は「こうして、無理の多い筋にお運び申し上げるのも」。『完訳』は「このように院のお気持にさからってお取り持ちするのを」と訳す。

4 【憎きことをさへ思しやりて】語り手の挿入句。『完訳』は「宮の内心を想像する源氏を、いやな気づかいと、語り手が批評」と注す。

5 【今日になりて思し止むべきことにしあらねば】源氏の反省と後悔は、斎宮入内の中止まで考えさせたが、もはや不可能の事態まで進行。

6 【修理宰相】参議兼修理大夫、従四位下相当官。


絵合．１．２．２

■　「うけばりたる親おやざまには、聞きこし召めされじ1」

◇　「表立った親のようには、お考えいただかれないように」

■　と、院ゐんをつつみきこえたまひて、御訪おほむとぶらひばかりと、見みせたまへり。

◇　と、院にご遠慮申されて、ただご挨拶程度と、お見せになった。

■　よき女房にょうばうなどは、もとより多おほかる宮みやなれば、里さとがちなりしも参まゐり集つどひて、いと二になく、けはひあらまほし。

◇　優れた女房たちが、もともと大勢いる宮邸なので、里に引き籠もりがちであった女房たちも参集して、実にまたとなく、その感じは理想的である。


1 【うけばりたる親ざまには聞こし召されじ】源氏の心中。朱雀院に気兼ねする気持ち。


絵合．１．２．３

■　「あはれ、おはせましかば1、いかにかひありて、思おぼしいたづかまし」

◇　「ああ、生きていらしたら、どんなにかお世話の仕甲斐のあることに思って、お世話なさったことだろう」

■　と、昔むかしの御心みこころざま思おぼし出いづるに、

◇　と、故人のご性質をお思い出しになるにつけ、

■　「おほかたの世よにつけては2、惜をしうあたらしかりし人ひとの御おほむありさまぞや。

◇　「特別な関係を抜きにして考えれば、まことに惜しむべきお人柄であったよ。

■　さこそえあらぬものなりけれ。

◇　ああまではいらっしゃれないものだ。

■　よしありし方かたは、なほすぐれて」

◇　風流な面では、やはり優れて」

■　、物ものの折をりごとに思おもひ出いできこえたまふ。

◇　と、何かの時々にはお思い出し申し上げなさる。


1 【あはれおはせましかば】以下「思しいたづかまし」まで、源氏の心中。御息所が生きていたらどんなに甲斐あったことだろう、と思う。

2 【おほかたの世につけては】以下「なをすぐれて」まで、源氏の心中。ただし、その引用句はなく、地の文に続く。『完訳』は「心内語が直接、地の文に続く」と注す。


第三段　帝と弘徽殿女御と斎宮女御

絵合．１．３．１

■　中宮ちゅうぐうも内裏うちにぞおはしましける1。

◇　中宮も宮中においであそばしたのであった。

■　主上うへは、めづらしき人2参ひとまゐりたまふと聞きこし召めしければ、いとうつくしう御心みこころづかひしておはします。

◇　主上は、新しい妃が入内なさるとお耳にあそばしたので、たいそういじらしく緊張なさっていらっしゃる。

■　ほどよりはいみじうされおとなびたまへり。

◇　お年よりはたいそうおませで大人びていらっしゃる。

■　宮みやも、

◇　中宮も、


1 【中宮も内裏にぞおはしましける】「中宮」は藤壺の宮。

2 【めづらしき人】前齋宮をさす。『集成』は「新しいお妃」。『完訳』は「立派なお方」と訳す。


絵合．１．３．２

■　「かく恥はづかしき人参ひとまゐりたまふを、御心みこころづかひして、見みえたてまつらせたまへ」

◇　「このような立派な妃が入内なさるのだから、よくお気をつけてお会い申されませ」

絵合．１．３．３

■　と聞きこえたまひけり。

◇　と申し上げなさるのであった。

■　人知ひとしれず、

◇　お心の中で、

■　「大人おとなはP3恥はづかしうやあらむ2」

◇　「大人の妃は気がおけるのではなかろうか」

■　と思おぼしけるを、いたう夜更よふけて参まう上のぼりたまへり3。

◇　とお思いであったが、たいそう夜が更けてからご入内なさった。

■　いとつつましげにおほどかにて、ささやかにあえかなるけはひのしたまへれば、いとをかし、と思おぼしけり。

◇　実に慎み深くおっとりしていて、小柄で華奢な感じがしていらっしゃるので、たいそうおきれいな、とお思いになったのであった。


P3 大人は--おとな（な/+は）

1? 【かくは恥かしき人】以下「見えたてまつらせたまへ」まで、藤壺の冷泉帝への詞。

2 【大人は恥づかしうやあらむ】冷泉帝の心中。

3 【参う上りたまへり】当時、入内の儀式は夜に行われた。


絵合．１．３．４

■　弘徽殿こうきでんには1、御覧ごらんじつきたれば、睦むつましうあはれに心こころやすく思おもほし、これは、人ひとざまもいたうしめり、恥はづかしげに、大臣おとどの御おほむもてなしもやむごとなくよそほしければ、あなづりにくく思おぼされて、御宿直おほむとのゐなどは等ひとしくしたまへど2、うちとけたる御童遊おほむわらはあそびに、昼ひるなど渡わたらせたまふことは、あなたがちにおはします。

◇　弘徽殿女御には、おなじみになっていらしたので、親しくかわいく気がねなくお思いになり、この方は、人柄も実に落ち着いて、気が置けるほどで、内大臣のご待遇も丁重で重々しいので、軽々しくはお扱いできにくく自然お思いになって、御寝の伺候などは対等になるが、気を許した子供どうしのお遊びなどに、昼間などにお出向きになることは、あちら方に多くいらっしゃる。


1 【弘徽殿には】弘徽殿女御、権中納言の娘。冷泉帝より一歳年上、十四歳。「澪標」巻で入内、既に二年を経過。冷泉帝の両妃に対する複雑な心境を長文で語る。

2 【等しくしたまへど】大島本は「ひとしくしまへと」と「た」を脱字する。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「したまへど」と補訂する。


絵合．１．３．５

■　権中納言ごんちゅうなごんは、思おもふ心こころP4ありて1聞きこえたまひけるに、かく参まゐりたまひて、御女おほむむすめにきしろふさまにてさぶらひたまふを、方々かたがたにやすからず思おぼすべし。

◇　権中納言は、考えるところがあってご入内おさせ申したのだが、このように入内なさって、ご自分の娘と競争する形で伺候なさるのを、何かにつけて穏やかならずお思いのようである。


P4 心--心の（の/＄〈朱〉）

1 【思ふ心ありて】立后をいう。


第四段　源氏、朱雀院と語る

絵合．１．４．１

■　院ゐんには1、かの櫛くしの筥はこの御返おほむかへり御覧ごらんぜしにつけても、御心離みこころはなれがたかりけり。

◇　院におかせられては、あの櫛の箱のお返事を御覧になったにつけても、お諦めにくくお思いであった。


1 【院には】朱雀院。


絵合．１．４．２

■　そのころ、大臣おとどの参まゐりたまへるに、御物語おほむものがたりこまやかなり。

◇　そのころ、内大臣が参上なさったので、しみじみとお話なさった。

■　ことのついでに、斎宮さいぐうの下くだりたまひしこと、先々さきざきものたまひ出いづれば、聞きこえ出いでたまひて、さ思おもふ心こころなむありし1などは、えあらはしたまはず。

◇　事のついでに、斎宮がお下りになったこと、以前にもお話し出されたので、お口に出されたが、あのように恋い慕っていたお気持ちがあったなどとは、お打ち明けになれない。

■　大臣おとども、かかる御みけしき2聞きき顔がほにはあらで、ただ

◇　大臣も、このようなご意向を知っているふうに顔にはお出しにならず、ただ

■　「いかが思おぼしたる3」

◇　「どうお思いでいらっしゃるか」

■　とゆかしさに、とかうかの御事おほむことをのたまひ出いづるに、あはれなる御みけしき、あさはかならず見みゆれば、いといとほしく思おぼす。

◇　とだけ知りたくて、何かとあの御事をお話に出されると、御傷心の御様子、並々ならず窺えるので、たいそう気の毒にお思いになる。


1 【さ思ふ心なむありし】朱雀院の心中を語り手が間接的に語る。斎宮を恋い慕っていた気持ちをさす。

2 【かかる御けしき】朱雀院が斎宮を妃にと所望していたことをさす。

3 【いかが思したる】源氏が朱雀院の心中を忖度。


絵合．１．４．３

■　「めでたしと、思おもほし1しみにける御容貌おほむかたち、いかやうなるをかしさにか」

◇　「素晴らしい器量だと、御執着していらっしゃるご容貌、いったいどれほどの美しさなのか」

■　と、ゆかしう思おもひきこえたまへど、さらにえ見みたてまつりたまはぬを、ねたう思おもほす。

◇　と、拝見したくお思い申されるが、まったく拝見おできになれないのを悔しくお思いになる。

■　いと重おもりかにて、夢ゆめにもいはけたる御おほむふるまひなどのあらばこそ2、おのづからほの見みえたまふついでもあらめ、心こころにくき御おほむけはひのみ深ふかさまされば、見みたてまつりたまふままに、いとあらまほしと思おもひきこえたまへり。

◇　まことに重々しくて、仮にも子どもっぽいお振る舞いなどがあれば、自然とちらりとお見せになることもあろうが、奥ゆかしいお振る舞いが深くなっていく一方なので、拝見するにつれて、実に理想的だとお思い申し上げた。


1 【めでたしと思ほし】以下「をかしさにか」まで、源氏の心中。朱雀院の斎宮への執着の深さから好色心を触発される。

2 【あらばこそ】係助詞「こそ」は「あらめ」に係るが、逆接で文は続く。


絵合．１．４．４

■　かく隙間すきまなくて、二所ふたところさぶらひたまへば、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、すがすがともえ思おもほし立たたず1、

◇　このように隙間もない状態で、お二方が伺候していらっしゃるので、兵部卿宮、すらすらとはご決意になれず、

■　「帝、おとなびたまひなば、さりとも、え思おもほし捨すてじ2」

◇　「主上が、御成人あそばしたら、いくらなんでも、お見捨てあそばすことはあるまい」

■　とぞ、待まち過すぐしたまふ。

◇　と、その時機をお待ちになる。

■　二所ふたところの御おほむおぼえども、とりどりに挑いどみたまへり。

◇　お二方の御寵愛は、それぞれに競い合っていらっしゃる。


1 【兵部卿宮すがすがともえ思ほし立たず】中君入内の件である。「澪標」巻にその希望が語られていた。

2 【帝おとなびたまひなばさりともえ思ほし捨てじ】兵部卿宮の心中。帝のもうしばらくの成長に期待をよせる。


第二章　後宮の物語　中宮の御前の物語絵合せ

第一段　権中納言方、絵を集める

絵合．２．１．１

■　主上うへは、よろづのことに、すぐれて絵ゑを1興きょうあるものに思おぼしたり。

◇　主上は、いろいろのことの中でも、特に絵に興味をお持ちでいらっしゃった。

■　立たてて好このませたまへばにや、二になく描かかせたまふ。

◇　取り立ててお好みあそばすせいか、並ぶ者がなく上手にお描きあそばす。

■　斎宮さいぐうの女御にょうご、いとをかしう描かかせたまふべければ2、これに御心移みこころうつりて、渡わたらせたまひつつ、描かき通かよはさせたまふ3。

◇　斎宮の女御、たいそう上手にお描きあそばすことができるので、この方にお心が移って、しじゆうお渡りになっては、互いに絵を描き心を通わせ合っていらっしゃる。


1 【主上はよろづのことにすぐれて絵を】冷泉帝は絵を好み、後宮では絵の蒐集に競い合う。

2 【をかしう描かせたまふべければ】大島本は「かゝせ給へけれは」とある。『新大系』は底本に従って「給べければ」と整定する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまひければ」と校訂する。斎宮女御に対しても「せたまふ」という最高敬語が地の文で使われている。

3 【描き通はさせたまふ】「通はす」は心を通わす意。親密さがまして行く様子。


絵合．２．１．２

■　殿上てんじゃうの若わかき人ひとびとも、このことまねぶP5をば、御心みこころとどめてをかしきものに思おもほしたれば、まして1、をかしげなる人ひとの、心こころばへあるさまに、まほならず描かきすさび、なまめかしう添そひ臥ふして、とかく筆ふでうちやすらひたまへる御おほむさま、らうたげさに御心みこころしみて、いとしげう渡わたらせたまひて、ありしよりけに御思おほむおもひまされるを、権中納言ごんちゅうなごん、聞ききたまひて、あくまでかどかどしく今いまめきたまへる御心みこころにて2、

◇　殿上の若い公達でも、この事を習う者をお目に掛けになり、お気に入りにあそばしたので、なおさらのこと、お美しい方が、趣のあるさまに、型にはまらずのびのびと描き、優美に物に寄り掛かって、ああかこうかと筆を止めて考えていらっしゃるご様子、そのかわいらしさにお心捉えられて、たいそう頻繁にお渡りあそばして、以前にもまして格段に御寵愛が深くなったのを、権中納言、お聞きになって、どこまでも才気煥発な現代風なご性分で、

■　「われ人ひとに劣おとりなむや3」

◇　「自分は人に負けるものか」

■　と思おぼしはげみて、すぐれたる上手じゃうずどもを召めし取とりて、いみじくいましめて、またなきさまなる絵ゑどもを、二になき紙かみどもに描かき集あつめさせたまふ。

◇　と心を奮い立てて、優れた名人たちを呼び集めて、厳重な注意を促して、またとない素晴らしい絵の数々を、またとない立派な幾枚もの紙に描き集めさせなさる。


P5 まねぶ--（/+ま）ねふ

1 【まして】副詞「まして」の係る語句について、『集成』は「まして美しいご様子のお方が」と解し、『完訳』は「御心しみて」に係る、と解す。

2 【あくまでかどかどしく今めきたまへる御心にて】権中納言の性格。

3 【われ人に劣りなむや】権中納言の心中。負けてなるものか、という気持ち。


第二段　源氏方、須磨の絵日記を準備

絵合．２．２．１

■　「物語絵ものがたりゑこそ、心こころばへ見みえて、見所みどころあるものなれ1」

◇　「とりわけ物語絵は、趣向も現れて、見所のあるものだ」

■　とて、おもしろく心こころばへある限かぎりを選えりつつ描かかせたまふ。

◇　と言って、おもしろく興趣ある場面ばかりを選んでは描かせなさる。

■　例れいの月次つきなみの絵2ゑも、見馴みなれぬさまに、言ことの葉はを書かき続つづけて、御覧ごらんぜさせたまふ。

◇　普通の月次の絵も、目新しい趣向に、詞書を書き連ねて、御覧に供される。


1 【物語絵こそ心ばへ見えて見所あるものなれ】権中納言の詞。物語絵が見応えするといって、絵師に描かせる。

2 【月次の絵】一年十二か月の風物や年中行事を描いた絵。


絵合．２．２．２

■　わざとをかしうしたれば、また、こなたにても1これを御覧ごらんずるに、心こころやすくも取とり出いでたまはず、いといたく秘ひめて、この御方おほむかたへ持もて渡わたらせたまふを惜をしみ、領りゃうじたまへば、大臣おとど、聞ききたまひてP6、

◇　特別に興趣深く描いてあるので、また、こちらで御覧あそばそうとすると、気安くお取り出しにならず、ひどく秘密になさって、こちらの御方へ御持参あそばそうとするのを惜しんで、お貸しなさらないので、内大臣、お聞きになって、


P6 たまひて--たま（ま/+ひ））て

1 【こなたにても】『集成』は「弘徽殿方」と解し、『完訳』は「斎宮の女御方」と解す。


絵合．２．２．３

■　「なほ、権中納言ごんちゅうなごんの1御心みこころばへP7の若々わかわかしさこそ、改あらたまりがたかめれ」

◇　「相変わらず、権中納言のお心の大人げなさは、変わらないな」


P7 御心ばへ--み心（心/+はへ）

1 【なほ権中納言の】以下「改まりがたかめれ」まで、源氏の詞。


絵合．２．２．４

■　など笑わらひたまふ。

◇　などとお笑いになる。

絵合．２．２．５

■　「あながちに隠かくして1、心こころやすくも御覧ごらんぜさせず、悩なやましきこゆる、いとめざましや。

◇　「むやみに隠して、素直に御覧に入れず、お気を揉ませ申すのは、ひどくけしからぬことだ。

■　古代こたいの御絵おほむゑどものはべる、参まゐらせむ」

◇　古代の御絵の数々ございます、差し上げましょう」


1 【あながちに隠して】以下「参らせむ」まで、源氏の詞。


絵合．２．２．６

■　と奏そうしたまひて、殿とのに古ふるきも新あたらしきも、絵ゑども入いりたる御厨子みづしども開ひらかせたまひて、女君をむなぎみともろともに、

◇　と奏上なさって、殿に古いのも新しいのも、幾つもの絵の入っている御厨子の数々を開けさせになさって、女君と一緒に、

■　「今いまめかしきは、それそれ1」

◇　「現代風なのは、これだあれだ」

■　と、選えり調ととのへさせたまふ。

◇　と、お選び揃えなさる。

■　「長恨歌***」

◇　「長恨歌」

■　「王昭君***」

◇　「王昭君」

■　などやうなる絵***は、おもしろくあはれなれど、

◇　などのような絵は、おもしろく感銘深いものだが、

■　「事***の忌***みあるは、こたみはたてまつらじ2」

◇　「縁起でないものは、このたびは差し上げまい」

■　と選***り止***めたまふ。

◇　とお見合わせになる。

◆　 
と そうし たまひ て、 との に ふるき も あたらしき も、 ゑ-ども いり たる みづし-ども ひらか せ たまひ て、 をむなぎみ と もろともに、 "いまめかしき は、 それ それ。" と、 えり ととのへ させ たまふ。
 ちゃうごんか わうしょうくん など やう なる ゑ は、 おもしろく あはれ なれ ど、 "こと の いみ ある は、 こたみ は たてまつら ず。" と えり とどめ たまふ。


1 【今めかしきはそれそれ】源氏と紫の君が絵を選んでいる様子。当世風な絵を選んでいる。

2 【事の忌みあるはこたみはたてまつらじ】源氏の考え。「長恨歌」の楊貴妃や王昭君は帝と死別する、縁起でない内容。


絵合．２．２．７

■　かの旅たびの御日記1おほむにきの箱はこをも取とり出いでさせたまひて2、このついでにぞ、女君をむなぎみにも見みせたてまつりたまひける。

◇　あの旅の御日記の箱をもお取り出しになって、この機会に、女君にもお見せ申し上げになったのであった。

■　御心***P8深***く知しらで3今見いまみむ人ひとだにP9、すこしもの思おもひ知しらむ人ひとは、涙惜なみだをしむまじくあはれなり。

◇　ご心境を深く知らなくて今初めて見る人でさえ、多少物の分かるような人ならば、涙を禁じえないほどのしみじみと感銘深いものである。

■　まいて、忘わすれがたく、その世よの夢ゆめを思おぼし覚さます折をりなき御心みこころどもにはP10,4、取とりかへし悲かなしう思おぼし出いでらる。

◇　まして、忘れがたく、その当時の夢のような体験をお覚ましになる時とてないお二方にとっては、当時に戻ったように悲しく思い出さずにはいらっしゃれない。

■　今いままで見みせたまはざりける恨うらみをぞ聞きこえたまひける。

◇　今までお見せにならなかった恨み言を申し上げなさるのであった。

◆　 
かの たび の おほむ-にき の はこ を も とりいで させ たまひ て、 この ついで に ぞ、 をむなぎみ に も みせ たてまつり たまひ ける。 みこころ ふかく しら で いま み む ひと だに、 すこし ものおもひ しら む ひと は、 なみだ をしむ まじく あはれ なり。 まいて、 わすれ がたく、 その よ の ゆめ を、 おぼし さます をり なき みこころ-ども に は、 とりかへし かなしう おぼし いで らる。 いま まで みせ たまは ざり ける うらみ を ぞ きこえ たまひ ける。


P8 御心--（/+御）心

P9 人だに--人た（た/+に）

P10 御心どもには--*御心とともには

1 【かの旅の御日記】源氏が須磨・明石のに流浪したころに書いた絵日記。「明石」巻第三章四段参照。

2 【取り出でさせたまひて】「させ」使役の助動詞。女房をして取り出させる意。

3 【御心深く知らで】大島本は「（＋御）心ふかくしらて」と「御」を補訂する。『集成』『新大系』は底本の補訂に従う。『古典セレクション』は諸本に従って「心深く知らで」と底本の補訂以前の形にする。

4 【御心どもには】大島本は「御心とともにハ」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』共に諸本に従って「御心どもには」と「と」を削除する。


絵合．２．２．８

■　「一人ひとりゐて嘆なげきしよりは海人あまの住すむ

かたをかくてぞ見みるべかりける1

◇　「独り京に残って嘆いていた時よりも、海人が住んでいる

干潟を絵に描いていたほうがよかったわ


1 【一人ゐて嘆きしよりは海人の住むかたをかくてぞ見るべかりける】紫の君から源氏への贈歌。「絵（かた）」と「潟」の掛詞。「見る」に「海松（みる）」を響かせ、「海人」「潟」「海松」が縁語。


絵合．２．２．９

■　おぼつかなさは、慰なぐさみなましものを1」

◇　頼りなさも、慰められもしましたでしょうに」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　いとあはれと、思おぼして、

◇　まことにもっともだと、お思いになって、


1 【慰みなましものを】「な」完了の助動詞、未然形。「まし」反実仮想の助動詞、連体形。「を」詠嘆の間投助詞。心細さも慰められたでしょうに、しかし、一緒でなかったから、そうではなかった、の意。


絵合．２．２．１０

■　「憂うきめ見みしその折をりよりも今日けふはまた

過すぎにしかたにかへる涙なみだか2」

◇　「辛い思いをしたあの当時よりも、今日はまた

再び過去を思い出していっそう涙が流れて来ます」


1? 【いとあはれとおほして】『集成』は「まことにもっともだと」。『完訳』は「まことにいとおしくお思いになって」と訳す。

2 【憂きめ見しその折よりも今日はまた過ぎにしかたにかへる涙か】源氏の紫の君への返歌。「潟」「海松」の語句を受けて、「憂き目」「浮海布（うきめ）」、「方」「潟」の掛詞、「涙」に「波」を響かせ、「浮海布」「潟」「波」の縁語を用い、自分もその当時を思い出して、同じ気持ちでいると応える。


絵合．２．２．１１

■　中宮ちゅうぐうばかりには、見みせたてまつるべきものなり。

◇　中宮だけにはぜひともお見せ申し上げなければならないものである。

■　かたはなるまじき一帖いちでふづつ、さすがに浦々うらうあらのありさまさやかに見みえたるを、選えりたまふついでにも、かの明石あかしの家居いへゐぞ、まづ、

◇　不出来でなさそうなのを一帖ずつ、何といっても浦々の景色がはっきりと描き出されているのを、お選びになる折にも、あの明石の住居のことが、まっさきに、

■　「いかに」

◇　「どうしているだろうか」

■　と思おぼしやらぬ時ときの間まなき。

◇　とお思いやりにならない時がない。

第三段　三月十日、中宮の御前の物語絵合せ

絵合．２．３．１

■　かう絵ゑども集あつめらるP11と聞ききたまひて、権中納言ごんちゅうなごん、いと心こころを尽つくして1、軸ぢく、表紙へうし、紐ひもの飾かざり、いよいよ調ととのへたまふ。

◇　このように幾つもの絵を集めていらっしゃるとお聞きになって、権中納言、たいそう対抗意識を燃やして、軸、表紙、紐の飾りをいっそう調えなさる。


P11 集めらる--あつ（つ/+め）らる

1 【いと心を尽くして】大島本は「いと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いとど」と校訂する。


絵合．２．３．２

■　弥生やよひの十日とをかのほどなれば、空そらもうららかにて、人ひとの心こころものび、ものおもしろき折をりなるに、内裏うちわたりも、節会せちゑどものひまなれば1、ただかやうのことどもにて、御方々暮おほむかたがたくらしたまふを、同おなじくは、御覧ごらんじ所どころもまさりぬべく2てたてまつらむの御心みこころつきて3、いとわざと集あつめ参まゐらせたまへり。

◇　三月の十日ころなので、空もうららかで、人の心ものびのびとし、ちょうどよい時期なので、宮中あたりでも、節会と節会の合間なので、ただこのようなことをして、どなたもどなたもお過ごしになっていらっしゃるのを、同じことなら、いっそう興味深く御覧あそばされるようにして差し上げようとのお考えになって、たいそう特別に集めて献上させなさった。


1 【弥生の十日のほどなれば空もうららかにて人の心ものびものおもしろき折なるに内裏わたりも節会どものひまなれば】三月十日ころ、気候と宮中の人心の延び延びとした様子。景情一致の描写。

2 【御覧じ所もまさりぬべく】主語は帝。

3 【御心つきて】主語は源氏。


絵合．２．３．３

■　こなたかなたと、さまざまに多おほかり。

◇　こちら側からとあちら側からと、いろいろと多くあった。

■　物語絵ものがたりゑは、こまやかになつかしさまさるめるを、梅壺むめつぼの御方おほむかたは1、いにしへの物語ものがたり、名高なだかくゆゑある限かぎり、弘徽殿こうきでんは、そのころ世よにめづらしく、をかしき限かぎりを選えり描かかせたまへれば、うち見みる目めの今いまめかしきはなやかさは、いとこよなくまされり。

◇　物語絵は、精巧でやさしみがまさっているようなのを、梅壷の御方では、昔の物語、有名で由緒ある絵ばかり、弘徽殿の女御方では、現代のすばらしい新作で、興趣ある絵ばかりを選んで描かせなさったので、一見したところの華やかさでは、実にこの上なく勝っていた。


1 【梅壺の御方は】斎宮女御の局、凝香舎。初めて局名が明かされる。


絵合．２．３．４

■　主上うへの女房にょうばうなども、よしある限かぎり、

◇　主上付きの女房なども、絵に嗜みのある人々はすべて、

■　「これは、かれは」

◇　「これはどうの、あれはどうの」

■　など定さだめあへるを、このころのことにすめり。

◇　などと批評し合うのを、近頃の仕事にしているようである。

第四段　「竹取」対「宇津保」

絵合．２．４．１

■　中宮ちゅうぐうも参まゐらせたまへるころにて1、方々かたがた、御覧ごらんじ捨すてP12がたく思おもほすことなれば、御行おほむおこなひも怠おこたりつつ御覧ごらんず。

◇　中宮も参内あそばしていらっしゃる時なので、あれやこれや、お見逃しになれなくお思いのことなので、御勤行も怠りながら御覧になる。

■　この人ひとびとのとりどりに論ろんずるを聞きこし召めして、左右ひだりみぎと方分かたわかたせたまふ。

◇　この人々が銘々に議論しあうのをお聞きあそばして、左右の組にお分けあそばす。


P12 御覧じ捨て--こらむして（て/＃）すて

1 【中宮も参らせたまへるころにて】藤壺の宮が宮中に参内している。出家しても宮中に参内することはある。「中宮」という呼称。


絵合．２．４．２

■　梅壺むめつぼの御方おほむかたには、平典侍へいないしのすけ、侍従じじゅうの内侍ないし、少将せうしゃうの命婦みゃうぶ。

◇　梅壷の御方には、平典侍、侍従内侍、少将命婦。

■　右みぎには、大弐だいにの典侍ないしのすけ、中将ちゅうじゃうの命婦みゃうぶ、兵衛ひゃうゑの命婦みゃうぶを、ただ今いまは心こころにくき有職いうそくどもにて、心々こころごころに争あらそふ口くちつきどもを、をかしと聞きこし召めして、まづ、物語もの出がたりのいで来きはじめの祖おやなる

◇　右方には、大弍典侍、中将命婦、兵衛命婦を、当時のすぐれた識者たちとして、思い思いに論争する弁舌の数々を、興味深くお聞きになって、最初、物語の元祖である

■　『竹取たけとりの翁おきな』

◇　『竹取の翁』

■　に『宇津保うつほの俊蔭としかげ』

◇　と『宇津保の俊蔭』

■　を合あはせて争あらそふ。

◇　を番わせて争う。

絵合．２．４．３

■　「なよ竹たけの1世々よよに古ふりにけること、をかしきふしもなけれど、かくや姫ひめのこの世よの濁にごりにも穢けがれず、はるかに思おもひのぼれる契ちぎり高たかく、神代かみよのことなめれば、あさはかなる女をむな、目及めおよばぬならむかし」

◇　「なよ竹の代々に歳月を重ねたこと、特におもしろいことはないけれども、かぐや姫がこの世の濁りにも汚れず、遥かに気位も高く天に昇った運勢は立派で、神代のことのようなので、思慮の浅い女には、きっと分らないでしょう」


1 【なよ竹の】以下「目及ばぬならむかし」まで、左方の『竹取りの翁』を推奨する詞。枕詞「なよたけ」、縁語「ふし」を使って朗々と、その素晴らしさをいう。


絵合．２．４．４

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　右みぎは、

◇　右方は、

絵合．２．４．５

■　「かぐや姫ひめの1のぼりけむ雲居くもゐは、げに、及およばぬことなれば、誰たれも知しりがたし。この世よの契ちぎりは竹たけの中なかに結むすびければ、下くだれる人ひとのこととこそは見みゆめれ。ひとつ家いへの内うちは照てらしけめど、百敷ももしきのかしこき御光おほむひかりには並ならばずなりにけり。阿部あべのおほしが千々ちぢの黄金こがねを捨すてて、火鼠ひねずみの思おもひ片時かたときに消きえたるも、いとあへなし2。車持くらもちの親王みこの、まことの蓬莱ほうらいの深ふかき心こころも知しりながら、いつはりて玉たまの枝えだに疵きずをつけたる3をあやまち」となす。

◇　「かぐや姫が昇ったという雲居は、おっしゃるとおり、及ばないことなので、誰も知ることができません。この世での縁は、竹の中に生まれたので、素性の卑しい人と思われます。一つの家の中は照らしたでしょうが、宮中の恐れ多い光と並んで妃にならずに終わってしまいました。阿部の御主人が千金を投じて、火鼠の裘に思いを寄せて片時の間に消えてしまったのも、まことにあっけないことです。車持の親王が、真実の蓬莱の神秘の事情を知りながら、偽って玉の枝に疵をつけたのを欠点とします」


1 【かぐや姫の】以下「あやまちとなす」まで、『集成』は「右方（弘徽殿方）の反論の大略を述べる」といい、地の文にし、『完訳』は「」に括り、訳文は「と言う」という言葉を補って、直接話法的に解す。竹の中から生まれた素性の卑しいこと、帝の妃とならなかったこと、その他、登場人物の失敗と欠点をいう。

2 【あへなし】「あへなし」（形容詞）に「阿倍なし」を掛ける。議論の中にことば遊びを交える。

3 【玉の枝に疵をつけたる】「玉に疵」の格言に合わせて欠点とする。


絵合．２．４．６

■　絵ゑは、巨勢相覧こせのあふみ、手ては、紀貫之書きのつらゆきかけり。

◇　絵は、巨勢相覧、書は、紀貫之が書いたものであった。

■　紙屋紙かみゃがみに唐からの綺きをばいして、赤紫あかむらさきの表紙へうし、紫檀したんの軸ぢく、世よの常つねの装よそひなり。

◇　紙屋紙に唐の綺を裏張りして、赤紫の表紙、紫檀の軸、ありふれた表装である。

絵合．２．４．７

■　「俊蔭としかげは1、はげしき波風なみかぜにおぼほれ、知しらぬ国くに放にはなたれしかど、なほ、さして行ゆきける方かたの心こころざしもかなひて、つひに、人ひとの朝廷みかどにもわが国くににも、ありがたき才ざえのほどを広ひろめ、名なを残のこしける古ふるき心こころを言いふに、絵ゑのさまも、唐土もろこしと日ひの本もととを取とり並ならべて、おもしろきことども、なほ並ならびなし」

◇　「俊蔭は、激しい波風に溺れ、知らない国に流されましたが、やはり、目ざしていた目的を叶えて、遂に、外国の朝廷にもわが国にも、めったにない音楽の才能を知らせ、名を残した昔の伝えからいうと、絵の様子も、唐土と日本とを取り合わせて、興趣深いこと、やはり並ぶものがありません」


1 【俊蔭は】『集成』は「以下、右方が俊蔭の巻の主人公のすぐれた点を挙げる」と注し、地の文扱い。『完訳』は、以下「なほ並びなし」まで、「」に括り、右方の直接話法とする。


絵合．２．４．８

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　白しろき色紙しきしP13、青あをき表紙へうし、黄きなる玉たまの軸ぢくなり。

◇　白い色紙、青い表紙、黄色の玉の軸である。

■　絵ゑは、常則つねのり、手ては、道風みちかぜなれば、今いまめかしうP14をかしげに、目めもかかやくまで見みゆ。

◇　絵は、飛鳥部常則、書は、小野道風なので、現代風で興趣深そうで、目もまばゆいほどに見える。

■　左ひだりはP15、そのことわりなし1。

◇　左方には、反論の言葉がない。


P13 色紙--しる（る/＄き）し

P14 今めかしう--いまめ（め/+か）しう

P15 左は--*みきは

1 【左はそのことわりなし】大島本は「みきハ」とある。文脈から「左は」とあるべきところ。池田本は「みき（＄左）には」とある。肖は柏本「ひたりには」とある。河内本は「又左に」とある。『集成』は河内本に従って『また左に』と校訂する。『新大系』『古典セレクション』は底本のまま「右は」とする。『集成』は「反論する言葉がない」。『完訳』は「反論の決め手がない」と訳す。


第五段　「伊勢物語」対「正三位」

絵合．２．５．１

■　次つぎに、

◇　次に、

■　『伊勢物語』

◇　『伊勢物語』

■　に『正三位1いせものがたり』

◇　と『正三位』

■　を合***はせて、また定***めやらず。

◇　を番わせて、また結論がでない。

■　これも、右***はおもしろくにぎははしく、内裏***わたりよりうちはじめ、近***き世***のありさまを描***きたるは、をかしう見所***まさる。

◇　これも、右方は興味深く華やかで、宮中あたりをはじめとして、近頃の様子を描いたのは、興趣深く見応えがする。

■　平内侍だめやらず、

◇　平典侍は、

◆　 
つぎ に、 いせものがたり に じゃうざむみ を あはせ て、 また さだめ やら ず。 これ も、 みぎ は おもしろく にぎははしく、 うち わたり より うち-はじめ、 ちかき よ の ありさま を かき たる は、 をかしう みどころ まさる。
 へい-ないし、


1 【正三位】散逸物語。


絵合．２．５．２

■　「伊勢いせの海うみの深ふかき心こころをS1たどらずて

　　ふりにし跡あと波となみや消けつべき1

◇　「『伊勢物語』の深い心を訪ねないで

単に古い物語だからといって価値まで落としめてよいものでしょうか


S1 伊勢の海の千尋の底も限りあれば深き心を何にたとへむ（古今六帖三-一七五七）

1 【伊勢の海の深き心をたどらずてふりにし跡と波や消つべき】左方の平典侍の歌。「海」「深き」「波」が縁語。『伊勢物語』の「深き心」といって、その価値を弁護強調する。


絵合．２．５．３

■　世よの常つねのあだことのひきつくろひ飾かざれるに1圧おされて、業平なりひらが名なをや朽くたすべき」

◇　世間普通の色恋事のおもしろおかしく書いてあることに気押されて、業平の名を汚してよいものでしょうか」


1 【世の常のあだことのひきつくろひ飾れるに】以下「名をや朽たすべき」まで、歌に続けた平典侍の詞。「世の常のあだこと」とは『正三位』物語に対する批判。


絵合．２．５．４

■　と、争あらそひかねたり。

◇　と、反論しかねている。

■　右みぎの典侍すけ、

◇　右方の大弍の典侍は、

絵合．２．５．５

■　「雲くもの上うへに思おもひのぼれる心こころには

　　千尋ちひろの底そこもはるかにぞ見みる1」

◇　「雲居の宮中に上った『正三位』の心から見ますと

『伊勢物語』の千尋の心も遥か下の方に見えます」


1 【雲の上に思ひのぼれる心には千尋の底もはるかにぞ見る】大島本は「ちいろ」と表記する。正しく「ちひろ」と改める。右方の大弍典侍の歌。平典侍の言った『伊勢物語』の「深き心」を受けて、『正三位』物語の「雲の上に思ひのほれる心」から見れば、「千尋の底も遥か」だと批判した。


絵合．２．５．６

■　「兵衛ひゃうゑの大君おほきみの1心高こころたかさは、げに捨すてがたけれど、在五中将ざいごちゅうじゃうの名なをば、え朽くたさじ」

◇　「兵衛の大君の心高さは、なるほど捨てがたいものですが、在五中将の名は、汚すことはできますまい」


1 【兵衛の大君の】以下「え朽たさじ」まで、藤壺の詞。兵衛大君の心も素晴らしいが、在五中将業平の名を汚すことはできない、という。


絵合．２．５．７

■　とのたまはせて、宮みや、

◇　と仰せになって、中宮は、

絵合．２．５．８

■　「みるめこそうらふりぬらめ年経としへにし

　　伊勢いせをの海人あまの名なをや沈しづめむ1」

◇　「ちょっと見た目には古くさく見えましょうが

昔から名高い『伊勢物語』の名を落とすことができましょうか」


1 【みるめこそうらふりぬらめ年経にし伊勢をの海人の名をや沈めむ】藤壺の歌。『集成』は「藤壺が、歌で判定を下し、左方を支持したのである」と注す。「海松布（みるめ）」と「見る目」、「浦古り」と「心（うら）古り」の掛詞。「海松布」「浦」「海人」「沈む」が縁語。


絵合．２．５．９

■　かやうの女言をむなごとにて、乱みだりがはしく争あらそふに、一巻ひとまきに言ことの葉はを尽つくして1、えも言いひやらず。

◇　このような女たちの論議で、とりとめもなく優劣を争うので、一巻の判定に数多くの言葉を尽くしても容易に決着がつかない。

■　ただ、あさはかなる若人わかうどどもは、死しにかへりゆかしがれど、主上うへのも、宮みやのも片端かたはしをだにえ見みず、いといたう秘ひめさせたまふ2。

◇　ただ、思慮の浅い若い女房たちは、死ぬほど興味深く思っているが、主上づきの女房も、中宮づきの女房も、その一部分さえ見ることができないほど、たいそう隠していらっしゃった。


1 【一巻に言の葉を尽くして】『集成』は「物語絵一巻の判定に、あらん限りの論陣を張って」。『完訳』は「一巻の勝負に詞の限りを尽し」と訳す。

2 【いといたう秘めさせたまふ】主語は藤壺。中宮御前における物語絵合せを大層内密にしていらした、という意。


第三章　後宮の物語　帝の御前の絵合せ

第一段　帝の御前の絵合せの企画

絵合．３．１．１

■　大臣参おとどまゐりたまひてP16,1、かくとりどりに争あらそひ騒さわぐ心こころばへども、をかしく思おぼして、

◇　内大臣が参上なさって、このようにそれぞれが優劣を競い合っている気持ちを、おもしろくお思いになって、


P16 たまひて--たま（ま/+ひ）て

1 【大臣参りたまひて】源氏、参内し物語絵を争っている所に参上する。


絵合．３．１．２

■　「同おなじくは、御前おまへにて、この勝負定かちまけさだめむP17,1」

◇　「同じことなら、主上の御前において、この優劣の決着をつけましょう」


P17 定めむ」と--さためむ（む/+と）

1 【同じくは御前にてこの勝負定めむ】源氏の詞。物語絵合せの続きを帝御前において催すことに決定。


絵合．３．１．３

■　とP17、のたまひなりぬ1。

◇　と、おっしゃるまでになった。

■　かかることもや2と、かねて思おぼしければ、中なかにもことなるは選えりとどめたまへるに、かの

◇　このようなこともあろうかと、以前からお思いになっていたので、その中でも特別なのは選び残していらっしゃったが、あの

■　「須磨**」

◇　「須磨」

■　「明石**」

◇　「明石」

■　の二巻すまあかしのふたまきは、思おぼすところありて、取とり交まぜさせたまへり3。

◇　の二巻は、お考えになるところがあって、お加えになったのであった。

◆　 
と、 のたまひ なり ぬ。 かかる こと も や と、 かねて おぼし けれ ば、 なか に も ことなる は えり とどめ たまへ る に、 かの すま あかし の ふたまき は、 おぼす ところ あり て、 とり-まぜ させ たまへ り。


P17 定めむ」と--さためむ（む/+と）

1 【のたまひなりぬ】『完訳』は「「なり」に注意。源氏個人の意志よりも、宮廷全体の関心による」と注す。

2 【かかることもや】源氏の心中。かねてからの心づもり。

3 【取り交ぜさせたまへり】大島本は「給へり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへりけり」と「けり」を補訂する。源氏に対して二重敬語表現を用いる。


絵合．３．１．４

■　中納言ちゅうなごんも、その御心劣みこころおとらず。

◇　権中納言も、そのお気持ちは負けていない。

■　このころの世よには、ただかくおもしろき紙絵かみゑをととのふることを、天あめの下したいとなみたり。

◇　最近の世では、ただこのような美しい紙絵を揃えること、世の中の流行になっていた。

絵合．３．１．５

■　「今いまあらため描かかむことは1、本意ほいなきことなり。

◇　「今新たに描くことは、つまらないことだ。

■　ただありけむ限かぎりをこそ」

◇　ただ持っているものだけで」


1 【今あらため描かむことは】以下「限りをこそ」まで、源氏の詞。持ち合わせの絵で競うことを提案。


絵合．３．１．６

■　とのたまへど、中納言ちゅうなごんは人ひとにも見みせで、わりなき窓まどをP18開あけて1、描かかせたまひけるを、院ゐんにも2、かかること3聞きかせたまひて、梅壺むめつぼに御絵おほむゑどもたてまつらせたまへり4。

◇　とおっしゃったが、権中納言は他人にも見せないで、秘密の部屋を準備して、お描かせになったが、院におかれても、このような騷ぎがあるとお耳にあそばして、梅壷に幾つかの御絵を差し上げなさった。


P18 窓を--ま△（△/＃）とを

1 【わりなき窓を開けて】当時の諺か。秘密の部屋を用意しての意。

2 【院にも】朱雀院。「に」格助詞、尊敬のニュアンスを添える。

3 【かかること】梅壺方と弘徽殿方との絵合せの競技をさす。

4 【たてまつらせたまへり】「たてまつら」謙譲の意を含む動詞。「せ」尊敬の助動詞。「たまへ」尊敬の補助動詞。「り」完了の助動詞。朱雀院が梅壺女御に御献上あそばした。


絵合．３．１．７

■　年としの内うちの節会せちゑどものおもしろく興きょうあるを、昔むかしの上手じゃうずどものとりどりに描かけるに、延喜えんぎの御手おほむてづから事ことの心書こころかかせたまへるに、またわが御世みよの事ことも描かかせたまへる1巻まきに、かの斎宮さいぐうの下くだりたまひし日ひの大極殿だいごくでんの儀式ぎしき、御心みこころにしみて思おぼしければ、描かくべきやう詳くはしく仰おほせられて2、公茂きむもちが仕つかうまつれるがP19、いといみじきをたてまつらせたまへり。

◇　一年の内の数々の節会のおもしろく興趣ある様を、昔の名人たちがそれぞれに描いた絵に、延喜の帝がお手ずからその趣旨をお書きあそばしたものや、また御自身の御世のこともお描かせになった巻に、あの斎宮がお下りになった日の、大極殿での儀式を、お心に刻みこまれてあったので、描くべきさまを詳しく仰せになって、巨勢公茂がお描き申したのが、たいそう素晴らしいのを差し上げなさった。


P19 仕うまつれるが--つか（か/+う）まつれるか

1 【描かせたまへる】「せ」使役の助動詞。「たまへ」尊敬の補助動詞。「る」完了の助動詞。延喜の帝が昔の名人に描かせように、朱雀院も当代の名人にお描かせになった。

2 【仰せられて】「仰せらる」連語、最高敬語。「仰せ」＋「らる」受身また尊敬の助動詞が、発令者に重点が置かれると、最高敬語になる。


絵合．３．１．８

■　艶えんに透すきたる沈ぢんの箱はこに、同おなじき心葉こころばのさまなど、いと今いまめかし。

◇　優美に透かし彫りのある沈の箱に、同じ趣旨の心葉のさまなど、実に現代的である。

■　御消息おほむせうそこはただ言葉ことばにて、院ゐんの殿上てんじゃうにさぶらふ左近中将1さこんのちゅうじゃうを御使おほむつかひにてあり。

◇　お便りはただ口上だけで、院の殿上に伺候する左近中将をご使者としてあった。

■　かの大極殿だいごくでんの御輿寄みこしよせたる所ところの、神々かうがうしきに、

◇　あの大極殿の御輿を寄せた場面の、神々しい絵に、


1 【左近中将】系図不詳の人。


絵合．３．１．９

■　「身みこそかくしめの外ほかなれそのかみの

心こころのうちを忘わすれしもせず1」

◇　「わが身はこのように内裏の外におりますが

あの当時の気持ちは今でも忘れずにおります」


1 【身こそかくしめの外なれそのかみの心のうちを忘れしもせず】朱雀院から斎宮女御への贈歌。「そのかみ」に「神」を掛ける。「注連（しめ）」は「神」の縁語。「注連の外」は内裏を離れた院の御所にいる意。「そのかみ」は斎宮であった当時をさす。


絵合．３．１．１０

■　とのみあり。

◇　とだけある。

■　聞きこえたまはざらむも、いとかたじけなければ、苦くるしう思おぼしながら、昔むかしの御簪おほむかむざしの端はしをいささか折をりて、

◇　お返事申し上げなさらないのも、たいそう恐れ多いので、辛くお思いになりながら、昔のお簪の端を少し折って、

絵合．３．１．１１

■　「しめのうちは昔むかしにあらぬ心地ここちして

神代かみよのことも今いまぞ恋こひしき1」

◇　「内裏の中は昔とすっかり変わってしまった気がして

神にお仕えしていた昔のことが今は恋しく思われます」


1 【しめのうちは昔にあらぬ心地して神代のことも今ぞ恋しき】斎宮女御の返歌。院の「注連」「そのかみ」同様に「注連」「昔」「神代」の語句を用いて、「忘れしもせず」に対して「今ぞ恋しき」と、自分も同じ気持ちであることをいう。


絵合．３．１．１２

■　とて、縹はなだの唐からの紙かみに包つつみて参まゐらせたまふ。

◇　とお書きになって、縹の唐の紙に包んで差し上げなさる。

■　御使おほむつかひの禄ろくなど、いとなまめかし。

◇　ご使者への禄などは、たいそう優美である。

絵合．３．１．１３

■　院ゐんの帝御覧みかどごらんずるに、限かぎりなくあはれと思おぼすにぞ、ありし世よを取とり返かへさまほしく思おもほしける。

◇　院の帝が御覧になって、限りなくお心がお動きになるにつけ、御在位中のころを取り戻したく思し召すのであった。

■　大臣おとどをも1つらしと思おもひきこえさせたまひけむかし。

◇　内大臣をひどいとお思い申しあそばしたことであろう。

■　過すぎにし方かたの御報おほむむくいにやありけむ。

◇　過去の御報いでもあったのであろうか。


1 【大臣をも】以下「御報ひにやありけむ」まで、語り手の文章。「けむ」過去推量の助動詞は、語り手の推量。『集成』は「草子地」。『完訳』「語り手の想像、推測」と注す。


絵合．３．１．１４

■　院ゐんの御絵おほむゑは、后きさいの宮みやより伝つたはりて、あの女御にょうごの御方おほむかたにも1多おほく参まゐるべし。

◇　院の御絵は、大后の宮から伝わって、あの弘徽殿の女御のお方にも多く集まっているのであろう。

■　尚侍ないしの君かむのきみも、かやうの御好おほむこのましさは人ひとにすぐれて、をかしきさまにとりなしつつ集あつめたまふ。

◇　尚侍の君も、このようなご趣味は人一倍優れていて、興趣深い絵を描かせては集めていらっしゃる。


1 【院の御絵は后の宮より伝はりてあの女御の御方にも】朱雀院の母弘徽殿大后からその妹の四君の夫権中納言の娘弘徽殿女御へ。弘徽殿大后と弘徽殿女御は伯母と姪、という関係。


第二段　三月二十日過ぎ、帝の御前の絵合せ

絵合．３．２．１

■　その日ひと定さだめて1、にはかなるやうなれど、をかしきさまにはかなうしなして、左右ひだりみぎの御絵おほむゑども参まゐらせたまふ。

◇　何日と決めて、急なようであるが、興趣深いさまにちょっと設備をして、左右の数々の御絵を差し出させなさる。

■　女房にょうばうのさぶらひに御座おましよそはせて、北南方々別きたみなみかたがたわかれてさぶらふ。

◇　女房が伺候する所に玉座を設けて、北と南とにそれぞれ分かれて座る。

■　殿上人てんじゃうびとは、後涼殿こうらうでんの簀子すのこに、おのおの心寄こころよせつつさぶらふ。

◇　殿上人は、後涼殿の簀子に、それぞれが心を寄せながら控えている。


1 【その日と定めて】帝御前における絵合を三月二十日過ぎに決定。


絵合．３．２．２

■　左ひだりは、紫檀したんの箱はこに蘇芳すはうの花足けそく、敷物しきものには紫地むらさきぢの唐からの錦にしき、打敷うちしきは葡萄染えびぞめの唐からの綺きなり。

◇　左方は、紫檀の箱に蘇芳の華足、敷物には紫地の唐の錦、打敷は葡萄染めの唐の綺である。

■　童六人わらはろくにん、赤色あかいろに桜襲さくらがさねの汗衫かざみ、衵あこめは紅くれなゐに藤襲ふぢがさねの織物おりものなり。

◇　童六人、赤色に桜襲の汗衫、衵は紅に藤襲の織物である。

■　姿すがた、用意よういなど、なべてならず見みゆ。

◇　姿、心用意など、並々でなく見える。

絵合．３．２．３

■　右みぎは、沈ぢんの箱はこに浅香せんかうの下机したづくゑ、打敷うちしきは青地あをぢの高麗こまの錦にしき、あしゆひの組くみ、花足けそくの心こころばへなど、今いまめかし。

◇　右方は、沈の箱に浅香の下机、打敷は青地の高麗の錦、脚結いの組紐、華足の趣など、現代的である。

■　童わらは、青色あをいろに柳やなぎの汗衫かざみ、山吹襲やまぶきがさねの衵着あこめきたり。

◇　童、青色に柳の汗衫、山吹襲の衵を着ている。

絵合．３．２．４

■　皆みな、御前おまへに舁かき立たつ2。

◇　皆、御前に御絵を並べ立てる。

■　主上うへの女房にょうばう、前後まへしりへと、装束さうぞき分わけたり。

◇　主上つきの女房、前に後に、装束の色を分けている。


1? 【女房のさぶらひに御座よそへて】台盤所に帝の玉座を設ける。

2 【皆御前に舁き立つ】『集成』は「机を肩にして運び、帝の御前に並べ立てる」と注す。


絵合．３．２．５

■　召めしありて、内大臣うちのおとど、権中納言ごんちゅうなごん、参まゐりたまふ。

◇　お召しがあって、内大臣、権中納言、参上なさる。

■　その日ひ、帥宮そちのみやも参まゐりたまへり。

◇　その日、帥宮も参上なさった。

■　いとよしありておはするうちに、絵ゑを好このみたまへば、大臣おとどの、下したにすすめたまへるやうやあらむ1、ことことしき2召めしにはあらで、殿上てんじゃうにおはするを、仰おほせ言ごとありて御前ごぜんにP20,3参まゐりたまふ。

◇　たいそう風流でいらっしゃるうちでも、絵を特にお嗜みでいらっしゃるので、内大臣が、内々お勧めになったのでもあろうか、仰々しいお招きではなくて、殿上の間にいらっしゃるのを、御下命があって御前に参上なさる。


P20 御前に--*御こせむに

1 【大臣の下にすすめたまへるやうやあらむ】「やうやあらむ」、「や」疑問の係助詞、「む」推量の助動詞。語り手の推測。挿入句。

2 【ことことしき】『日葡辞書』に「コトコトシイ」とある。

3 【御前に】大島本は「御こせむ」とある。『集成』『新大系』は「御」を衍字と看做して「御前（ごぜん）」と整定する。『古典セレクション』は諸本に従って「御前（おまへ）」と校訂する。


絵合．３．２．６

■　この判仕はんつかうまつりたまふ。

◇　この判者をお勤めになる。

■　いみじう、げに描かき尽つくしたる絵ゑどもあり。

◇　たいそう、なるほど上手に筆の限りを尽くしたいくつもの絵がある。

■　さらにえ定さだめやりたまはず。

◇　全然判定することがおできになれない。

絵合．３．２．７

■　例れいの四季しきの絵ゑも1、いにしへの上手じゃうずどものおもしろきことどもを選えらびつつ、筆ふでとどこほらず描かきながしたるさま、たとへむかたなしと見みるに、紙絵かみゑは限かぎりありて2、山水やまみづのゆたかなる心こころばへをえ見みせ尽つくさぬものなれば、ただ筆ふでの飾かざり3、人ひとの心こころに作つくり立たてられて、今いまのあさはかなるも、昔むかしのあとP21恥はぢなく5、にぎははしく、あなおもしろと見みゆる筋すぢはまさりて、多おほくの争あらそひども、今日けふは方々かたがたに興きょうあることも多おほかり。

◇　例の四季の絵も、昔の名人たちがおもしろい画題を選んでは、筆もすらすらと描き流してある風情、譬えようがないと見ると、紙絵は紙幅に限りがあって、山水の豊かな趣を現し尽くせないものなので、ただ筆先の技巧、絵師の趣向の巧みさに飾られているだけで、当世風の浅薄なのも、昔のに劣らず、華やかで実におもしろい、と見える点では優れていて、多数の論争なども、今日は両方ともに興味深いことが多かった。


P21 あと--あとに（に/＃）

1 【例の四季の絵も】以下「たとへむかたなし」まで、帥宮の目を通して語る文章。その始まりは地の文、やがて心中文へと変移する。この四季絵は左方。朱雀院が斎宮女御に贈った絵。

2 【紙絵は限りありて】『集成』は「画面が狭くて」。『完訳』は「紙絵は、屏風絵などに比べて紙幅に限りのあること」。紙絵そのものについていう。両方が四季の紙絵を出品。

3 【ただ筆の飾り】以下「あなおもしろ」まで、帥宮の目を通して語る文章。右方の四季絵についていう。

4? 【深うしろしめしたらむ】源氏の心中。藤壺が絵に精通していることを思う。

5 【昔のあと恥なく】大島本は「むかしのあと△（△＃）」とある。すなわち「と」の次に一文字有ったのを、抹消している。『集成』『新大系』は底本の抹消に従って「あと」と整定する。『古典セレクション』は諸本に従って「跡に」と校訂する。


絵合．３．２．８

■　朝餉あさがれひの御障子みさうじを開あけて、中宮ちゅうぐうもおはしませば、深ふかうしろしめしたらむと思おもふに、大臣おとどもいと優いうにおぼえたまひて1、所々ところどころの判はんども心こころもとなき折々をりをりに、時々ときどきさし応いらへたまひけるほど、あらまほし。

◇　朝餉の間の御障子を開けて、中宮も御覧になっていらっしゃるので、深く絵に御精通であろうと思うと、内大臣もたいそう素晴らしいとお思いになって、所々の判定の不安な折々には、時々ご意見を述べなさった様子、理想的である。


1 【大臣もいと優におぼえたまひて】『完訳』は「源氏には自分の旅日記の絵の用意があるだけに、藤壺に大きな期待を寄せる」と注す。


第三段　左方、勝利をおさめる

絵合．３．３．１

■　定さだめかねて夜よに入いりぬ。

◇　勝負がつかないで夜に入った。

■　左ひだりはなほ数一かずひとつある果はてに、

◇　左方、なお一番残っている最後に、

■　「須磨**」

◇　「須磨」

■　の巻出まきいで来きたるに、中納言ちゅうなごんの御心みこころ、騒さわぎにけり。

◇　の絵巻が出て来たので、権中納言のお心、動揺してしまった。

■　あなたにも心こころして、果はての巻まきは心こころことにすぐれたるを選えり置おきたまへるに、かかるいみじきものの上手じゃうずの、心こころの限かぎり思おもひすまして静しづかに描かきたまへるは、たとふべきかたなし。

◇　あちらでも心づもりして、最後の巻は特に優れた絵を選んでいらっしゃったのだが、このような大変な絵の名人が、心ゆくばかり思いを澄ませて心静かにお描きになったのは、譬えようがない。

◆　 
さだめ かね て よ に いり ぬ。 ひだり は なほ かず ひとつ ある はて に、 すま の まき いでき たる に、 ちゅうなごん の みこころ、 さわぎ に けり。 あなた に も こころ し て、 はて の まき は こころ こと に すぐれ たる を えり おき たまへ る に、 かかる いみじき もの の じゃうず の、 こころ の かぎり おもひ すまし て しづか に かき たまへ る は、 たとふ べき かた なし。

絵合．３．３．２

■　親王みこよりはじめたてまつりて、涙なみだとどめたまはず。

◇　親王をはじめまいらせて、感涙を止めることがおできになれない。

■　その世よに、

◇　あの当時に、

■　「心苦こころぐるし悲かなし1」

◇　「お気の毒に、悲しいこと」

■　と思おもほししほどよりも、おはしけむありさま、御心みこころに思おぼししことども、ただ今いまのやうに見みえ、所ところのさま、おぼつかなき浦々うらうら、磯いその隠かくれなく描かきあらはしたまへり。

◇　とお思いになった時よりも、お過ごしになったという所の様子、どのようなお気持ちでいらしたかなど、まるで目の前のことのように思われ、その土地の風景、見たこともない浦々、磯を隈なく描き現していらっしゃった。


1 【心苦し悲し】この座の方々の心中。源氏の須磨明石流謫を悲しく気の毒に思ったこと。


絵合．３．３．３

■　草そうの手てに仮名かなの所々ところどころに書かきまぜて、まほの詳くはしきP22日記にきにはあらず、あはれなる歌うたなどもまじれる、たぐひゆかし2。

◇　草書体に仮名文字を所々に書き交ぜて、正式の詳しい日記ではなく、しみじみとした歌などが混じっている、その残りの巻が見たいくらいである。

■　誰たれもこと事思ごとおもほさず3、さまざまの御絵おほむゑの興きょう、これに皆移みなうつり果はてて、あはれにおもしろし。

◇　誰も他人事とは思われず、いろいろな御絵に対する興味、これにすっかり移ってしまって、感慨深く興趣深い。

■　よろづ皆みなおしゆづりて、左ひだり、勝かつにP23なりぬ。

◇　万事みなこの絵日記に譲って、左方、勝ちとなった。


P22 詳しき--くはは（は/＄）しき

P23 勝つに--かへ（へ/＄つ〈朱〉）に

1? 【まほの詳しき日記にはあらで】正式の詳細な日記、すなわち、漢文体で書かれた日記ではなく、の意。

2 【まじれるたぐひゆかし】「まじれる」連体中止、下には係らず、理由を表す連文節となって、一呼吸置いて「類ゆかし」という文が続く。

3 【こと事思ほさず】『完訳』は「誰も誰ももう他のことは念頭になく」と注す。


第四章　光る源氏の物語　光る源氏世界の黎明

第一段　学問と芸事の清談

絵合．４．１．１

■　夜明よあけ方近がたちかくなるほどに1、ものいとあはれに思おぼされて、御土器おほむかはらけなど参まゐるついでに、昔むかしの御物語おほむものがたりども出いで来きて、

◇　夜明けが近くなったころに、何となくしみじみと感慨がこみ上げてきて、お杯など傾けなさる折に、昔のお話などが出てきて、


1 【夜明け方近くなるほどに】絵合せ後の宴会で、源氏と帥宮、才芸について語り合う。


絵合．４．１．２

■　「いはけなきほどより1、学問がくもんに心こころを入いれてはべりしに、すこしも才ざえなどつきぬべくや御覧ごらんじけむ、院ゐんののたまはせしやう、

◇　「幼いころから、学問に心を入れておりましたが、少し学才などがつきそうに御覧になったのでしょうか、故院が仰せになったことに、

■　『才学さいがくといふもの2、世よにいと重おもくするものなればにやあらむ、いたう進すすみぬる人ひとの、命いのち、幸さいはひと並ならびぬるは、いとかたきものになむ。

◇　『学問の才能というものは、世間で重んじられるからであろうか、たいそう学問を究めた人で、長寿と、幸福とが並んだ者は、めったにいないものだ。

■　品高しなたかく生むまれ、さらでも3人ひとに劣おとるまじきほどにて、あながちにこの道みちな深ふかく習ならひそ』

◇　高い身分に生まれ、そうしなくても人に劣ることのない身分なのだから、むやみにこの道に深入りするな』

■　と、諌いさめさせたまひて、本才ほんざいの方々かたがたのもの教をしへさせたまひしにP24、つたなきこともなく、またとり立たててこのことと心得こころうることもはべらざりき。

◇　と、お諌めあそばして、正式な学問以外の芸を教えてくださいましたが、出来の悪いものもなく、また特にこのことはと上達したこともございませんでした。

■　絵描ゑかくことのみなむ、あやしくはかなきものから、いかにしてかは5心こころゆくばかり描かきて見みるべきと、思おもふ折々をりをりはべりしを、おぼえぬ山賤やまがつになりて、四方よもの海うみの深ふかき心こころを見みしに、さらに思おもひ寄よらぬ隈くまなく至いたられにしかど6、筆ふでのゆく限かぎりありて、心こころよりはことゆかずなむ思おもうたまへられしを7、ついでなくて、御覧ごらんぜさすべきならねば、かう好すき好ずきしきやうなる、後のちの聞きこえやあらむ」

◇　ただ、絵を描くことだけが、妙なつまらないことですが、どうしたら心のゆくほど描けるだろうかと、思う折々がございましたが、思いもよらない賤しい身の上となって、四方の海の深い趣を見ましたので、まったく思い至らぬ所のないほど会得できましたが、絵筆で描くにはは限界がありまして、心で思うとおりには事の運ばぬように存じられましたが、機会がなくて、御覧に入れるわけにも行きませんので、このように物好きのようなのは、後々に噂が立ちましょうか」


P24 たまひしに--たま（ま/+い）しに

1 【いはけなきほどより】以下「きこえやあらむ」まで、源氏の詞。

2 【才学といふもの】以下「な深く習ひそ」まで、故院の詞を引用。

3 【さらでも】学問をすることをさす。

4? 【本才の方々もの教へ】『集成』は「実際の役に立つ技能。儀式、典礼など、政治家に必要な知識、技能。作詩、書道、舞、楽など諸方面が「かたがた」という」と注す。

5 【いかにしてかは】連語。手段に迷う気持ち。どのようにしたら--だろうか、の意。

6 【思ひ寄らぬ隈なく至られにしかど】『集成』「もはや思い及ばぬ所もないほど、十分に会得されましたが」。『完訳』は「まったく思い至らぬところのない境地にしぜん到達いたしましたけれども」。助動詞「れ」について、『集成』は可能の意、『完訳』は自発の意に解釈。

7 【思うたまへられしを】「たまへ」下二段、謙譲の補助動詞。助動詞「られ」自発の意。


絵合．４．１．３

■　と、親王みこに申まうしたまへば、

◇　と、親王に申し上げなさると、

絵合．４．１．４

■　「何なにの才ざえも2、心こころより放はなちて習ならふべきわざならねど、道々みちみちに物ものの師しあり、学まなび所どころあらむは、事ことの深ふかさ浅あささは知しらねど、おのづから移うつさむに跡あとありぬべし。

◇　「何の芸道も、心がこもっていなくては習得できるものではありませんが、それぞれの道に師匠がいて、学びがいのあるようなものは、度合の深さ浅さは別として、自然と学んだだけの事は後に残るでしょう。

■　筆取ふでとる道みちと碁打ごうつこととぞ、あやしう魂たましひのほど見みゆるを、深ふかき労らうなく見みゆるおれ者ものもP25、さるべきにて、書かき打うつたぐひも出いで来くれど、家いへの子この中なかには、なほ人ひとに抜ぬけぬる人3ひとP26、何なにごとをも好このみ得えけるとぞ見みえたる。

◇　書画の道と碁を打つことは、不思議と天分の差が現れるもので、深く習練したと思えぬ凡愚の者でも、その天分によって、巧みに描いたり打ったりする者も出て来ますが、名門の子弟の中には、やはり抜群の人がいて、何事にも上達すると見えました。

■　院ゐんの御前ごぜんにて、親王みこたち、内親王ないしんわう、いづれかは4、さまざまP27,5とりどりの才習ざえならはさせたまはざりけむ6。

◇　故院のお膝もとで、親王たち、内親王、どなたもいろいろさまざまなお稽古事を習わさせなかったことがありましょうか。

■　その中なかにも、とり立たてたる御心みこころに入いれて、伝つたへP28受うけとらせたまへるかひありて7、

◇　その中でも、特にご熱心になって、伝授を受けご習得なさった甲斐があって、

■　『文才もんざいをばさるものにて8言いはず、さらぬことの中なかには、琴弾きんひかせたまふことなむ一いちの才ざえにて、次つぎには横笛よこぶえ、琵琶びわ、箏さうの琴ことをなむ、次々つぎつぎに習ならひたまへる』

◇　『詩文の才能は言うまでもなく、それ以外のことの中では、琴の琴をお弾きになることが第一番で、次には、横笛、琵琶、箏の琴を次々とお習いになった』

■　と、主上うへも思おぼしのたまはせき。

◇　と、故院も仰せになっていました。

■　世よの人ひと、しか思おもひきこえさせたるを、絵ゑはなほ筆ふでのついでにすさびさせたまふあだこととこそ思おもひたまへしか9、いとかう、まさなきまで、いにしへの墨すみがきの上手じゃうずども、跡あとをくらうなしつべかめるは、かへりて、けしからぬわざなり」

◇　世間の人、そのようにお思い申し上げていましたが、絵はやはり筆のついでの慰み半分の余技と存じておりましたが、たいそうこんなに不都合なくらいに、昔の墨描きの名人たちが逃げ出してしまいそうなのは、かえって、とんでもないことです」


P25 おれ者も--をれもの（の/+も）

P26 人--人の（の/＃）

P27 さまざま--*さま

P28 伝へ--う（う/=つイ）たへ

1? 【かう好き好きやうなる後の聞こえやあらむ】『集成』は「（そんなものを）この機会に持ち出したりして、いかにも物好きなようなのは、後世から批判されるかもしれません」と訳す。

2 【何の才も】以下「けしからぬわざなり」まで、帥宮の詞。

3 【人に抜けぬる人】大島本は「ぬけぬる人の（の＃〈朱墨〉）」とある。すなわち「の」を朱筆と墨筆で抹消する。『集成』『新大系』は底本の抹消に従って「人」とする。『古典セレクション』は底本の訂正以前本文と諸本に従って「人の」と校訂する。

4 【いづれかは】下文の「習はさせたまはざりけむ」に係る反語表現。『完訳』は「院の御前で、親王や内親王たちは、いずれも芸能のそれぞれをお習いにならなかった方はございませんでしょう」と訳す。

5 【さまざま】大島本は「さま」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「さまざま」と「さま」を補訂する。

6 【習はさせたまはざりけむ】「させ」使役の助動詞。主語は院。院が親王や内親王たちに。

7 【伝へ受けとらせたまへるかひありて】大島本は「う（う＝つイ〈墨朱〉）たへ」とある。すなわち本行本文「う」の右傍らに朱筆と墨筆で「つイ」と異本との校合を記す。『集成』『新大系』『古典セレクション』は「つたへ」と校訂する。「せたまへ」二重敬語。主語は源氏。

8 【文才をばさるものにて】以下「習ひたまへる」まで、院の詞を引用。

9 【こそ思ひたまへしか】「こそ」係助詞、「しか」已然形の係結びは、逆接用法で、下文に続く。


絵合．４．１．５

■　と、うち乱みだれて聞きこえたまひて、酔ゑひ泣なきにや、院ゐんの御おほむこと聞きこえ出いでて、皆みなうちしほれP29たまひぬ1。

◇　と、酔いに乱れて申し上げなさって、酔い泣きであろうか、故院の御事を申し上げて、皆涙をお流しになった。


P29 うちしほれ--うちしほた（た/＃）れ

1 【うちしほれたまひぬ】大島本は「しほ△（△＃）れ給ぬ」とある。すなわち元の文字（不明）を抹消して「しほれ」とする。『新大系』は底本の抹消に従って「しほれ」と整定する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しほたれ」と校訂する。


第二段　光る源氏体制の夜明け

絵合．４．２．１

■　二十日はつかあまりの月つきさし出いでて、こなたは、まださやかならねど、おほかたの空そらをかしきほどなるに1、書司ふむの御琴召つかさのおほむことめし出いでて、和琴わごん、権中納言賜ごんちゅうなごんたまはりたまふ。

◇　二十日過ぎの月がさし出して、こちら側は、まだ明るくないけれども、いったいに空の美しいころなので、書司のお琴をお召し出しになって、和琴、権中納言がお引き受けなさる。

■　さはいへど、人ひとにまさりてかき立たてたまへり。

◇　そうは言っても、他の人以上に上手にお弾きになる。

■　親王みこ、箏さうの御琴おほむこと、大臣おとど、琴きん、琵琶びは少将はせうしゃうの命婦仕みゃうぶつかうまつる。

◇　帥親王、箏の御琴、内大臣、琴の琴、琵琶は少将の命婦がおつとめする。

■　上人うへびとの中なかにすぐれたるを召めして、拍子賜はうしたまはす。

◇　殿上人の中から勝れた人を召して、拍子を仰せつけになる。

■　いみじうおもしろし。

◇　たいそう興趣深い。


1 【おほかたの空をかしきほどなるに】三月二十日過ぎの天象模様。


絵合．４．２．２

■　明あけ果はつるままに、花はなの色いろも人ひとの御容貌おほむかたちども、ほのかに見みえて、鳥とりのさへづるほど、心地ここちゆき、めでたき朝あさぼらけなり1。

◇　夜が明けていくにつれて、花の色も人のお顔形なども、ほのかに見えてきて、鳥が囀るころは、快い気分がして、素晴らしい朝ぼらけである。

■　禄ろくどもは、中宮ちゅうぐうの御方おほむかたより賜たまはす。

◇　禄などは、中宮の御方から御下賜なさる。

■　親王みこは、御衣おほむぞまた重かさねて賜たまはりたまふ2。

◇　親王は御衣をまた重ねて頂戴なさる。


1 【明け果つるままに花の色も人の御容貌どもほのかに見えて鳥のさへづるほど心地ゆきめでたき朝ぼらけなり】大島本は「御かたちとも」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「御容貌も」と校訂する。冷泉朝の開幕を象徴する表現。

2 【また重ねて賜はりたまふ】帝から頂戴することをいう。


第三段　冷泉朝の盛世

絵合．４．３．１

■　そのころのことには1、この絵ゑの定さだめをしたまふ。

◇　その当時のことぐさには、この絵日記の評判をなさる。

■　「かの浦々うらうらの巻まきは、中宮ちゅうぐうにさぶらはせたまへ2」

◇　「あの浦々の巻は、中宮にお納めください」

■　と聞きこえさせたまひければ、これが初はじめ、残のこりの巻々まきまきゆかしがらせたまへど3、

◇　とお申し上げさせになったので、この初めの方や、残りの巻々を御覧になりたくお思いになったが、

■　「今、次々いまつぎつぎに4」

◇　「いずれそのうちに、ぼつぼつと」

■　と聞きこえさせたまふ。

◇　とお申し上げさせになる。

■　主上うへにも御心みこころゆかせたまひて5思おぼし召めしたるを、うれしく見みたてまつりたまふ6。

◇　主上におかせられても、御満足に思し召していらっしゃるのを、嬉しくお思い申し上げなさる。


1 【そのころのことには】その当時の話題としては、の意。

2 【かの浦々の巻は中宮にさぶらはせたまへ】源氏の詞。須磨、明石の絵日記は藤壺の宮に献上する。

3 【残りの巻々ゆかしがらせたまへど】大島本は「のこりのまきまき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「また残りの巻々」と「また」を補訂する。主語は藤壺。「せ」尊敬の助動詞、「たまへ」尊敬の補助動詞。最高敬語。

4 【今次々に】源氏の詞。

5 【主上にも御心ゆかせたまひて】主語は帝。「せ」尊敬の助動詞、「たまひ」尊敬の補助動詞、最高敬語。

6 【うれしく見たてまつりたまふ】主語は源氏。


絵合．４．３．２

■　はかなきことにつけても、かうもてなしきこえたまへば、権中納言ごんちゅうなごんは、

◇　ちょっとしたことにつけても、このようにお引き立てになるので、権中納言は、

■　「なほ、おぼえ圧おさるべきにや1」

◇　「やはり、世間の評判も圧倒されるのではなかろうか」

■　と、心こころやましう思おぼさるべかめり2。

◇　と、悔しくお思いのようである。

■　主上うへの御心みこころざしは、もとより思おぼししみにければ、なほ、こまやかに3思おぼし召めしたるさまを、人知ひとしれず見みたてまつり知しりたまひてぞ4、頼たのもしく、

◇　主上の御愛情は、初めから馴染んでいらっしゃったので、やはり、御寵愛厚い御様子を、人知れず拝見し存じ上げていらっしゃったので、頼もしく思い、

■　「さりとも5」

◇　「いくら何でも」

■　と思おぼされける6。

◇　とお思になるのであった。


1 【なほおぼえ圧さるべきにや】権中納言の心中。「おぼえ」は世の評判。

2 【思さるべかめり】「べかめり」連語、推量の助動詞。この主観的推量は語り手。

3 【なほこまやかに】『完訳』は「以下、権中納言の心中」と解す。

4 【人知れず見たてまつり知りたまひてぞ】主語は権中納言。

5 【さりとも】権中納言の心中。『集成』は「いくら源氏方の勢力が強くとも、まさかお見捨てになるまい」。『完訳』は「わが女御への帝寵は衰えまい」と注す。

6 【思されける】「れ」自発の助動詞。自然とそのように思われるの意。


絵合．４．３．３

■　さるべき節会せちゑどもにも、

◇　しかるべき節会などにつけても、

■　「この御時おほむときよりと、末すゑの人ひとの言いひ伝つたふべき例れいを添そへむ1」

◇　「この帝のご時代から始まったと、末の世の人々が言い伝えるであろうような新例を加えよう」

■　と思おぼし、私わたくしざまのかかるはかなき御遊おほむあそびも、めづらしき筋すぢにせさせたまひて、いみじき盛さかりの御世みよなり。

◇　とお思いになり、私的なこのようなちょっとしたお遊びも、珍しい趣向をお凝らしになって、大変な盛りの御代である。


1 【この御時よりと末の人の言ひ伝ふべき例を添へむ】源氏の心中。『集成』は「聖代と仰がれるような立派な前例を遺すのが補佐の役目である。以下、今上の治世を聖代と印象づける筆致」と注す。


第四段　嵯峨野に御堂を建立

絵合．４．４．１

■　大臣おとどぞ、なほ常つねなきものに世よを思おぼして、今いますこしおとなび1おはしますと見みたてまつりて、なほ世よを背そむきなむと深ふかく思おもほすべかめる2。

◇　内大臣は、やはり無常なものと世の中をお思いになって、主上がもう少し御成人あそばすのを拝したら、やはり出家しようと深くお思いのようである。


1 【今すこしおとなび】以下「世を背きなむ」まで、源氏の心中。

2 【思ほすべかめる】「べかめる」連語、推量の助動詞。源氏の心中を推量。この主観的推量は語り手。


絵合．４．４．２

■　「昔むかしのためしを1見聞みきくにも、齢足よはひたらでP30、官位高つかさく昇***り、世よに抜ぬけぬる人ひとの、長ながくえ保たもたぬわざなりけり2。

◇　「昔の例を見たり聞いたりするにも、若くして高位高官に昇り、世に抜きん出てしまった人で、長生きはできないものなのだ。

■　この御世みよには、身みのほどおぼえ過すぎにたり。

◇　この御代では、身のほど過ぎてしまった。

■　中なかごろなきになりて沈しづみたりし愁うれへに代かはりて、今いままでもながらふるなり。

◇　途中で零落して悲しい思いをした代わりに、今まで生き永らえたのだ。

■　今いまより後のちの栄さかえは、なほ命いのちうしろめたし3。

◇　今後の栄華は、やはり命が心配である。

■　静しづかに籠こもりゐて、後のちの世よのことをつとめ、かつは齢いのちをも延のべむ」

◇　静かに引き籠もって、後の世のことを勤め、また一方では寿命を延ばそう」

■　と思おもほして、山里やまざとののどかなるを占しめて、御堂みだうを造つくらせ4たまひ、仏経ほとけきゃうのいとなみ添そへてせさせたまふめるに5、末すゑの君きむたち、思おもふさまにかしづき出いだして見みむと思おぼし召めすにぞ、とく捨すてたまはむことは、かたげなる。

◇　とお思いになって、山里の静かな所を手に入れて、御堂をお造らせになり、仏像や経巻のご準備をさせていらっしゃるらしいけれども、幼少のお子たちを、思うようにお世話しようとお思いになるにつけても、早く出家するのは、難しそうである。

■　いかに思おぼしおきつるにかと、いと知しりがたし7。

◇　どのようにお考えなのかと、まことに分からない。

◆　 
"むかし の ためし を み きく に も、 よはひ たら で、 つかさ くらゐ たかく のぼり、 よ に ぬけ ぬる ひと の、 ながく え たもた ぬ わざ なり けり。 この みよ に は、 み の ほど おぼえ すぎ に たり。 なかごろ なき に なり て しづみ たり し うれへ に かはり て、 いま まで も ながらふる なり。 いま より のち の さかえ は、 なほ いのち うしろめたし。 しづか に こもり ゐ て、 のち の よ の こと を つとめ、 かつは いのち を も のべ む。" と おもほし て、 やまざと の のどか なる を しめ て、 みだう を つくら せ たまひ、 ほとけ きゃう の いとなみ そへ て せ させ たまふ める に、 すゑ の きむたち、 おもふ さま に かしづき いだし て み む と おぼしめす に ぞ、 とく すて たまは む こと は、 かたげ なる。 いかに おぼし おき つる に か と、 いと しり がたし。


P30 足らで--たえ（え/＄ら）て

1 【昔のためしを】以下「齢をも延べむ」まで、源氏の心中。

2 【世に抜けぬる人の長くえ保たぬわざなりけり】「の」格助詞。『完訳』は「世にぬきんでてしまった人は、とても長寿を保つことができなかったのだった」と訳す。

3 【今より後の栄えはなほ命うしろめたし】『集成』は「今後も栄華を貪っては、やはり命が心配だ」。『完訳』は「今よりのちの栄華は、やはり寿命がともなわず危ぶまれる」と訳す。

4 【山里ののどかなるを占めて御堂を造らせ】次の「松風」巻によれば、嵯峨野の御堂。清涼寺がモデルとされる。

5 【仏経のいとなみ添へてせさせたまふめるに】「させ」使役の助動詞。「める」推量の助動詞。この主観的推量は語り手。以下の文章にも語り手の言辞がうかがえる。

6? 【末の君達思ふさまにかしづき出だして見む】源氏の心中を間接的に語る表現。夕霧十歳、明石姫君三歳。

7 【いかに思しおきつるにかといと知りがたし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「源氏の人生の奥行の深さを暗示させる、語り手の言辞」と注す。



１８． 松風 (まつかぜ)

第一章　明石の物語　上洛と老夫婦の別れの秋

第一段　二条東院の完成、明石に上洛を促す

松風．１．１．１

■　東ひむがしの院造ゐんつくりたてて、花散里はなちるさと聞ときこえし、移うつろはしたまふ1。

◇　東の院を建築して、花散里と申し上げた方を、お移しになる。

■　西にしの対たい、渡殿わたどのなどかけて、政所ま、家司**など、あるべきさまにし置おかせたまふ2。

◇　西の対、渡殿などにかけて、政所、家司など、しかるべき状態にお設けになる。

■　東ひむがしの対たいは、明石あかしの御方おほむかたと思おぼしおきてたり。

◇　東の対は、明石の御方をとお考えになっていた。

■　北きたの対たいは、ことに広ひろく造つくらせたまひて、かりにても、あはれと思おぼして、行ゆく末すゑかけて契ちぎり頼たのめたまひし人ひとびと3集つどひ住すむべきさまに、隔へだて隔へだてしつらはせたまへるしも、なつかしう見所みどころありてこまかなる4。

◇　北の対は、特別に広くお造りになって、一時的にせよ、ご愛情をお持ちになって、将来までもと約束なさり心頼りにおさせにった女性たちが一緒に住めるようにと、部屋部屋を仕切ってお造りになっているのも、感じがよく、見所があって、行き届いている。

■　寝殿しんでんは塞ふたげたまはず、時々渡ときどきわたりたまふ御住おほむすみ所どころにして、さるかたなる御おほむしつらひどもし置おかせたまへり。

◇　寝殿はお当てがいなさらず、時々ごお渡りになる時のお住まいにして、そのような設備をなさっていた。

◆　 
ひむがしのゐん つくり たて て、 はなちるさと と きこえ し、 うつろはし たまふ。 にしのたい、 わたどの など かけ て、 ま'どころ、 けいし あんど、 ある べき さむ に しおか せ たまふ。 ひむがしのたい は、 あかし-の-おほむかた と おぼし おき て たり。 きたのたい は、 ことに ひろく つくら せ たまひ て、 かり に て も、 あはれ と おぼし て、 ゆくすゑ かけ て ちぎり たのめ たまひ し ひとびと つどひ すむ べき さま に、 へだて へだて しつらは せ たまへ る しも、 なつかしう みどころ あり て こまか なる。 しんでん は ふたげ たまは ず、 ときどき わたり たまふ おほむ-すみどころ に し て、 さる かた なる おほむ-しつらひ-ども しおか せ たまへ り。


1 【東の院造りたてて花散里と聞こえし移ろはしたまふ】「澪標」巻で語られた二条東院が完成して、花散里などを移り住まわせる。

2 【政所家司などあるべきさまにし置かせたまふ】『集成』は「花散里の支配下に置かれ、東の院全体の家政をつかさどるので、花散里に対する夫人の一人としての重い処遇を物語る」と注す。

3 【かりにてもあはれと思して行く末かけて契り頼めたまひし人びと】『新大系』は「空蝉、末摘花、五節などをさす。末摘花については蓬生巻に既出」と注す。

4 【見所ありてこまかなる】大島本は「こまかなる」とある。『新大系』は底本のままとするが、脚注には「諸本「なり」に従うべきか」とする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「こまかなり」と校訂する。


松風．１．１．２

■　明石あかしには御消息絶おほむせうそこたえず1、今いまはなほ上のぼりたまひぬべき2ことをばのたまへど、女をむなは、なほ、わが身みのほどを思おもひ知しるに、

◇　明石にはお便りを絶えず遣わして、今はもうぜひとも上京なさるようにとおっしゃるが、女は、やはり、わが身のほどが分かっているので、


1 【明石には御消息絶えず】源氏は明石の君の上京を促す手紙を送る。

2 【今はなほ上りたまひぬべき】大島本は「のほり給ぬへき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「上りぬべき」と「たまひ」を削除する。『完訳』は「「なほ」に、源氏は幾度となく上京を促してきた意をこめる」と注す。


松風．１．１．３

■　「こよなくやむごとなき際きはの人ひとびとだに、なかなか1さてかけ離はなれぬ御おほむありさまのつれなきを見みつつ、もの思おもひまさりぬべく聞きくを、まして、何なにばかりのおぼえなりとてか2、さし出いでまじらはむ。

◇　「この上なく高貴な身分の女性でさえ、縁がすっかり切れるでないご様子の冷淡さを見ながら、かえって、物思いを募らせていると聞くのに、まして、どれほども世間から重んじられているわけでもない者が、その中へ入って行けようか。

■　この若君わかぎみの御面伏おほむおもてぶせP1に、数かずならぬ身みのほどこそ現あらはれめ。

◇　この若君の不面目になり、賤しい身の上が現れてしまおう。

■　たまさかにはひ渡わたりたまふついでを待まつことにて、人笑ひとわらへに、はしたなきこと、いかにあらむ」

◇　まれまれにこっそりお渡りになる機会を待つことになって、物笑いの種になり、引っ込みがつかなくなること、どんなであろう」


P1 御面伏せ--御（御/+お）もてふせ

1 【こよなくやむごとなき際の人びとだになかなか】以下「いかにあらむ」まで、明石の君の心中。「だに」--「まして」という文脈。「なかなか」は「もの思ひまさりぬべく」に係る。

2 【何ばかりのおぼえなりとてか】『集成』は「〔自分が〕どれほどの身分の者だとうぬぼれて」。『完訳』は「自分はどれほども世間から重んじられているわけでもないのに」と訳す。


松風．１．１．４

■　と思おもひ乱みだれても、また、さりとて1、かかる所ところに生おひ出いで、数かずまへられたまはざらむも、いとあはれなれば、ひたすらにもえ恨うらみ背そむかず。

◇　と思い乱れても、又一方では、そうかといって、このような明石の田舎の地に生まれて、お子として認めてもらえないのも、ひどくかわいそうなので、一途に恨んだり背いたりすることもできない。

■　親おやたちも、

◇　両親も、

■　「げに、ことわり」

◇　「なるほど、もっともなことだ」

■　と思おもひ嘆なげくに、なかなか、心こころも尽つき果はてぬ。

◇　と嘆いて、かえって、気苦労の限りをし尽くすのであった。


1 【またさりとて】上京を躊躇する一方で、母親として姫君の将来を考えずにはいられない。以下の明石の心中は地の文で語る。


第二段　明石方、大堰の山荘を修理

松風．１．２．１

■　昔むかし、母君ははぎみの御祖父おほむおほぢ、中務宮1なかつかさのみやと聞きこえけるが領らうじたまひける所ところ、大堰川おほゐがはのわたりにありけるを、その御後おほむのち、はかばかしうあひ継つぐ人ひともなくて、年としごろ荒あれまどふを思おもひ出いでて、かの時ときより伝つたはりて宿守やどもりのやうにてある人ひとを2呼よび取とりて語かたらふ。

◇　昔、母君の祖父で、中務宮と申し上げた方が所領なさっていた所が、大堰川の近くにあったのを、その後は、しっかりと引き継ぐ人もいなくて、長年荒れていたのを思い出して、あの当時から代々留守番のような役をしていた人を呼び迎えて相談する。


1 【母君の御祖父中務宮】醍醐天皇の親王である前中書王兼明親王を準拠とする。

2 【宿守のやうにてある人を】『完訳』は「管理人としての資格も不明確」と注す。留守番役のような人。


松風．１．２．２

■　「世よの中なかを今いまはと1思おもひ果はてて、かかる住すまひに沈しづみそめしかども、末すゑの世よに、思おもひかけぬこと出いで来きてなむ、さらに都みやこの住すみか求もとむるを、にはかにまばゆき人中ひとなか、いとはしたなく、田舎ゐなかびにける心地ここちも静しづかなるまじきを、古ふるき所尋ところたづねて、となむ思おもひ寄よる。

◇　「この世はこれまでだと見切りをつけて、このような土地に落ちぶれた生活になじんでしまったが、老年になって、思いがけないことが起こったので、改めて都の住居を求めるのだが、急に眩しい都人の中に出るのは、きまりが悪いので、田舎者になってしまった心地にも落ち着くまいから、昔の所領を探し出して、と考えたのだ。

■　さるべき物ものは上あげ渡わたさむ2。

◇　必要な費用はお送りしよう。

■　修理すりなどして、かたのごと人住ひとすみぬべくは繕つくろひなされなむや」

◇　修理などして、どうにか住めるように修繕してくださらないか」


1 【世の中を今はと】以下「繕ひなされなむや」まで、明石入道の詞。大堰山荘の管理人に修理を命じる。

2 【さるべき物は上げ渡さむ】『新大系』は「必要な経費は明石から京へ届けよう」と注す。


松風．１．２．３

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　預あづかり、

◇　宿守りは、

松風．１．２．４

■　「この年としごろ1、領らうずる人ひともものしたまはず、あやしきやうになりてはべれば2、下屋しもやにぞ繕つくろひて宿やどりはべるを、この春はるのころより、内うちの大殿おほとのの造つくらせたまふ御堂近みだうちかくて、かのわたりなむ、いと気騷けさわがしうP2なりにてはべる。

◇　「長年、ご領主様もいらっしゃらず、ひどいようになっておりますので、下屋を繕って住んでおりますが、今年の春頃から、内大臣殿がご建立なさっている御堂が近いので、あの近辺は、とても騒々しくなっております。

■　いかめしき御堂みだうども建たてて、多おほくの人ひとなむ、造つくりいとなみはべるめる。

◇　立派な御堂をいくつも建立して、大勢の人々が造営にあたっているようでございます。

■　静しづかなる御本意おほむほいならば、それや違たがひはべらむ3」

◇　静かなのがご希望ならば、あそこは適当ではございません」


P2 騷がしう--さ（さ/+は）かしう

1 【この年ごろ】以下「違ひはべらむ」まで、宿守の詞。

2 【あやしきやうになりてはべれば】大島本は「あやしきや（△＆や）うに」とある。すなわち元の文字（不明）を擦り消してその上に「や」と重ね書き訂正している。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「薮に」と校訂する。『完訳』は「以下、丁寧語「はべり」の多用で、下人らしい口調」と注す。

3 【静かなる御本意ならばそれや違ひはべらむ】『集成』は「入道の申し入れを警戒して、口実を設けて婉曲にことわろうとする」と注す。


松風．１．２．５

■　「何なにか。

◇　「何、かまわぬ。

■　それも1、かの殿とのの御蔭おほむかげに、かたかけてと思おもふことありて。

◇　このことも、あの殿のご庇護に、お頼りしようと思うことがあってのことだ。

■　おのづから、おひおひに内うちのことどもはしてむ。

◇　いずれ、おいおいと内部の修理はしよう。

■　まづ、急いそぎておほかたのことどもをものせよ」

◇　まずは、急いでだいたいの修理をしてほしい」


1 【何かそれも】以下「ものせよ」まで、入道の詞。『完訳』は「以下、高飛車で命令的な口吻」と注す。


松風．１．２．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

松風．１．２．７

■　「みづから領らうずる所ところにはべらねど1、また知しり伝つたへたまふ人ひともなければ、かごかなるならひにて、年としごろ隠かくろへはべりつるなり。

◇　「自分自身が所領している所ではございませんが、また他にご相続なさる方もなかったので、閑静な土地柄に従って、長年ひっそり過ごしてきたのでございます。

■　御荘みさうの田畠たはたけP3などいふことの、いたづらに荒あれはべりしかば、故民部大輔こみんぶの君2***に申まうし賜たまはりて、さるべき物ものなどたてまつりてなむ、領らうじ作つくりはべる」

◇　ご領地の田や畑などというものが、台無しに荒れはてておりましたので、故民部大輔様のお許しを得て、しかるべきものどもをお支払い申して、作らせていただいております」

◆　 
"みづから らうずる ところ に はべら ね ど、 また しり つたへ たまふ ひと も なけれ ば、 かごか なる ならひ にて、 としごろ かくろへ はべり つる なり。 みさう の た はたけ など いふ こと の、 いたづら に あれ はべり しか ば、 こ-みんぶ-の-たいふ-の-きみ に まうし たまはり て、 さるべき もの など たてまつり て なむ、 らうじ つくり はべる。"


P3 畠--はたけ（はたけ/＄畠〈朱〉）

1 【みづから領ずる所にはべらねど】以下「領じ作りはべる」まで、宿守の詞。

2 【故民部大輔の君】兼明親王の第二子伊行（従四位上東宮学士兼民部大輔）を準拠とする。


松風．１．２．８

■　などP4、そのあたりの貯たくはへのことどもを危あやふげに思おもひてP5、髭ひげがちにつなしにくき顔1かほを、鼻はななどうち赤あかめつつ、はちぶき言いへば2、

◇　などと、その収穫したものを心配そうに思って、髭だらけの憎々しい顔をして、鼻などを赤くしいしい、口をとがらせて言うので、


P4 など--なん（ん/＄〈朱〉）と

P5 思ひて--思て（て/＄ひて）

1 【つなしにくき顔】『集成』は「語義明らかでないが、不逞なというほどの意味であろう」。『完訳』は「憎たらしげな」と訳す。

2 【はちぶき言へば】『集成』は「口をとがらせて言うので」。『完訳』は「ふくれっ面で文句を言うものだから」と訳す。


松風．１．２．９

■　「さらに、その田たなどやうのことは1、ここに知しるまじ。

◇　「まったく、その田畑などのようなことは、こちらでは問題にするつもりはない。

■　ただ年としごろのやうに思おもひてものせよ。

◇　ただこれまで通りに思って使用するがよい。

■　券けんなどはここになむあれど、すべて世よの中なかを捨すてたる身みにて、年としごろともかくも尋たづね知しらぬを、そのことも今詳いまくはしくしたためむ2」

◇　証書などはここにあるが、まったく世を捨てた身なので、長年どうなっていたか調べなかったが、そのことも今詳しくはっきりさせよう」


1 【さらにその田などやうのことは】以下「今詳しくしたためむ」まで、入道の詞。

2 【今詳しくしたためむ】『集成』は「いずれきちんと処置しよう」。『完訳』は「近いうちに細かく始末をつけよう」と訳す。


松風．１．２．１０

■　など言いふにも、大殿おほとののけはひをかくれば、わづらはしくて、その後のち、物ものなど多おほく受うけ取とりて1なむ、急いそぎ造つくりける。

◇　などと言うのにも、大殿との関係をほのめかすので、厄介になって、その後は、品物などを多く受け取って、急いで修築したのであった。


1 【物など多く受け取りて】『集成』は「代償の物」。『完訳』は「修理費」と注す。


第三段　惟光を大堰に派遣

松風．１．３．１

■　かやうに思おもひ寄よるらむとも知しりたまはで、上のぼらむことをもの憂うがるも、心得こころえず思おぼし、

◇　このように考えついていようともご存知なくて、上京することを億劫がっているのも、わけが分からずお思いになって、

■　「若君わかぎみの、さて1つくづくとものしたまふを、後のちの世よに人ひとの言いひ伝つたへむ、今一際2いまひときは、人悪ひとわろき疵きずにや」

◇　「若君が、あのようなままひっそり淋しくしていらっしゃるのを、後世に人が言い伝えては、もう一段と、外聞の悪い欠点になりはしないか」

■　と思おもほすに、造つくり出いでてぞ、

◇　とお思いになっていたところに、完成させて、

■　「しかしかの所ところをなむ思おもひ出いでたる3」

◇　「しかじかの所を思い出しました」

■　と聞きこえさせける。

◇　と申し上げたのであった。

■　「人ひとに交まじらはむことを4苦くるしげにのみものするは、かく思おもふなりけり」

◇　「人なかに出て来ることを嫌がってばかりいたのは、このように考えてのことであったのか」

■　と心得こころえたまふ。

◇　と合点が行きなさる。

■　「口惜くちをしからぬ心こころの用意よういかな5」

◇　「立派な心がまえであるよ」

■　と思おぼしなりぬ。

◇　とお思いになった。


1 【若君のさて】以下「人悪ろき疵にや」まで、源氏の心中。

2 【今一際】『集成』は「母の出自が低い上に田舎育ちということなので「今一際」という」と注す。

3 【しかしかの所をなむ思ひ出でたる】明石から文の主旨。「しかしか」は語り手が言い換えたもの。

4 【人に交じらはむことを】以下「かく思ふなりけり」まで、源氏の心中。明石の君が上京を渋っていたことに、その文によって合点がゆく。

5 【口惜しからぬ心の用意かな】源氏の心中。その配慮に感心する。


松風．１．３．２

■　惟光朝臣これみつのあそむ、例れいの忍しのぶる道みちは、いつとなくいろひ仕つかうまつる人ひとなれば、遣つかはして、さるべきさまに、ここかしこの用意よういなどせさせたまひP6けり。

◇　惟光朝臣、例によって、内緒事にはいつに限らず関係してお勤めする人なので、お遣わしになって、しかるべきさまにあれこれの準備などをおさせになるのであった。


P6 たまひ--給へ（へ/＄ひ）


松風．１．３．３

■　「あたり、をかしうて1、海うみづらに通かよひたる所ところのさまになむはべりける」

◇　「付近一帯、趣のある所で、海辺に似た感じの所でございました」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

■　「さやうの住すまひに、よしなからずはありぬべし2」

◇　「そのような住まいとしては、ふさわしくないこともあるまい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【あたりをかしうて】以下「なむはべりける」まで、惟光の詞。大堰の山荘を見てきた報告。『集成』は「明石の上を住まわせて源氏が通うにふさわしい所だと、源氏の気持をのみ込んだ、いかにも惟光らしい言い分」と注す。

2 【さやうの住まひによしなからずはありぬべし】源氏の心中。それを聞いた源氏の感想。『完訳』は「そうした住いであれば、きっと風情がなくはあるまい」と訳す。「さやうの」は都の人目を避ける、の意。


松風．１．３．４

■　造つくらせたまふ御堂みだうは、大覚寺だいかくじの南みなみにあたりて1、滝殿たきどのの心こころばへなど2、劣おとらずおもしろき寺てらなり。

◇　ご建立なさっている御堂は、大覚寺の南に当たって、滝殿の趣なども、それに負けないくらい素晴らしい寺である。

■　これは、川面かはづらに3、えもいはぬ松蔭まつかげに、何なにのいたはりもなく建たてたる寝殿しんでんのことそぎたるさまも、おのづから山里やまざとのあはれを見みせたり。

◇　こちらは、大堰川に面していて、何とも言えぬ風趣ある松蔭に、何の工夫も凝らさずに建てた寝殿の簡素な様子も、自然と山里のしみじみとした情趣が感じられる。

■　内うちのしつらひなどまで思おぼし寄よる。

◇　内部の装飾などまでご配慮なさっている。


1 【造らせたまふ御堂は大覚寺の南にあたりて】源融の別荘であった栖霞観を後に寺とした栖霞寺、今の清涼寺を準拠とする。

2 【滝殿の心ばへなど】「滝の音は絶えて久しくなりぬれど名こそ流れてなほ聞こえけり」（千載集雑上、一〇三五、藤原公任）。その詞書に「嵯峨大覚寺にまかりて、これかれ歌よみはべりけるによみはべりける」とある。長保元年（九九九）九月、藤原道長嵯峨遊覧の折の歌。拾遺集（雑上、四四九、初句「滝の糸は」、詞書「大覚寺に人々あまたまかりたりけるに、古き滝をよみはべりける」とある）に既出。大覚寺の滝殿は景勝で知られた。

3 【これは川面に】明石の大堰山荘の所在をいう。


第四段　腹心の家来を明石に派遣

松風．１．４．１

■　親したしき人ひとびと、いみじう忍しのびて下くだし遣つかはす。

◇　親しい側近たちを、たいそう内密にお下し遣わしなさる。

■　逃のがれがたくて、今いまはと思おもふに、年経としへつる浦うらを離はなれなむこと、あはれに、入道にふだうの心細こころぼそくて一人止ひとりとまらむことを思おもひ乱みだれて、よろづに悲かなし。

◇　断わりようもなくて、いよいよ上京と思うと、長年住み慣れた明石の浦を去ること、しみじみとして、入道が心細く独り残るだろうことを思い悩んで、いろいろと悲しい気がする。

■　「すべて、など、かく2、心尽こころづくしになりはじめけむ身みにか」

◇　「何につけても、どうして、こう、心をくだくことになったわが身の上なのだろうか」

■　と、露つゆのかからぬたぐひうらやましくおぼゆ。

◇　と、お恵みのかからない人々が羨ましく思われる。


1? 【親しき人びといみじうしのびて下し遣はす】源氏、迎えの人々を明石に遣わす。

2 【すべてなどかく】以下「なりはじめけむ身にか」まで、明石の君の心中。


松風．１．４．２

■　親おやたちも、かかる御迎おほむむかへにて上のぼる幸**ひは、年としごろ寝ねても覚さめても、願ねがひわたりし心こころざしのかなふと、いとうれしけれど、あひ見みで過すぐさむいぶせさの1堪たへがたう悲かなしければ、夜昼思よるひるおもひほれて、同おなじことをのみ、

◇　両親も、このようなお迎えを受けて上京する幸いは、長年寝ても覚めても、願い続けていた本望が叶うのだと、たいそう嬉しいけれど、お互いに一緒に暮らせない気がかりが堪えきれず悲しいので、昼夜ぼんやりして、同じようなことばかり、

■　「さらば、若君わかぎみをば見みたてまつらでは、はべるべきか2」

◇　「そうなると、若君にお目にかかれず、過すことになるのか」

■　と言いふよりほかのことなし。

◇　と言うこと以外、言葉がない。

◆　 
おや-たち も、 かかる おほむ-むかへ にて のぼる さいはひ、 としごろ ね て も さめ て も、 ねがひ わたり し こころざし の かなふ と、 いと うれしけれ ど、 あひ-み で すぐさ む いぶせさ の たへ がたう かなしけれ ば、 よる ひる おもひほれ て、 おなじ こと を のみ、 "さらば、 わかぎみ を ば み たてまつら で は、 はべる べき か。" と いふ より ほか の こと なし。


1 【あひ見で過ぐさむいぶせさの】入道について語る。

2 【さらば若君をば見たてまつらでははべるべきか】入道の独り言。若君は孫の姫君をさす。


松風．１．４．３

■　母君ははぎみも、いみじうあはれなり。

◇　母君も、たいそう切ない気持ちである。

■　年としごろだに、同おなじ庵いほりにも住すまずかけ離はなれつれば、まして誰たれによりてかは1、かけ留とどまらむ2。

◇　今まででさえ、同じ庵に住まずに離れていたので、まして誰を頼りとして留まっていられようか。

■　ただ、あだにうち見みる人ひとのあさはかなる語かたらひだに、見みなれそなれてS1,3、別わかるるほどは、ただならざめるを、まして、もてひがめたる頭かしらつき、心こころおきてこそ頼たのもしげなけれど4、またさるかたに、

◇　ただ、かりそめの契りを交わした人の浅い関係であってさえ、いったん馴染んだ末に、別れることは、一通りのものでないようだが、まして、変な恰好の頭や、気質は頼りになりそうにないが、またその方面で、

■　「これこそは、世よを限かぎるべき住すみかなれ」

◇　「この土地こそは、一生を終える住まいだ」

■　と、あり果はてぬ命いのちS2を限かぎりに5思おもひて、契ちぎり過すぐし来きつるを6、にはかに行ゆき離はなれなむも7心細こころぼそし。

◇　と、永遠ではない寿命を待つ間の限りを思って、夫婦で暮らして来たのに、急に別れ去るのも、心細い気がする。


S1 みなれ木のみなれそなれて離れなば恋しからじや恋しからむや（源氏釈所引、出典未詳）

S2 あり果てぬ命待つ間のほどばかり憂きことしげく思はずもがな（古今集雑下-九六五　平貞文）

1 【まして誰れによりてかは】主語は母君。『集成』は「まして娘が上京する今となっては、誰のためにこの明石に留まろうか。娘とともに上京するのである」と注す。

2 【かけ留まらむ】大島本は「かけとゝまらむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かけとまらむ」と「と」を削除する。

3 【見なれそなれて】「みなれ木の見慣れそなれて離れなば恋しからじや恋しからむや」（源氏釈）による。別れるにどんな事情があるにせよ、長年連れ添った仲であるならば、やはり恋しいものだろう、という歌意。

4 【頼もしげなけれど】大島本は「たのもしけなれと」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「頼もしげなれど」と「け」を削除する。

5 【あり果てぬ命を限りに】「あり果てぬ命待つ間のほどばかり憂きことしげく思はずもがな」（古今集雑下、九六五、平貞文）を踏まえる。

6 【契り過ぐし来つるを】大島本は「契すくしきつるを」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「契り過ぐしつるを」と「き」を削除する。

7 【行き離れなむも】大島本は「ゆきはなれなむも」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「行き離れむも」と「な」を削除する。


松風．１．４．４

■　若わかき人ひとびとの1、いぶせう思おもひ沈しづみつるは、うれしきものから、見捨みすてがたき浜はまのさまを、

◇　若い女房たちで、憂鬱な気持ちで塞ぎこんでいた者は、嬉しく思う一方で、見捨て難い浜辺の風景を、

■　「または、えしも帰かへらじかし」

◇　「もう再びと、帰ってくることもあるまい」

■　と、寄よする波なみに添そへて、袖濡そでぬれがちなり。

◇　と、寄せては返す波に思いを寄せて、涙に袖が濡れがちである。


1 【若き人びとの】「の」格助詞、同格。若い女房たちで。


第五段　老夫婦、父娘の別れの歌

松風．１．５．１

■　秋あきのころほひなれば1、もののあはれ取とり重かさねたる心地ここちして、その日ひとある暁あかつきに、秋風涼あきかぜすずしくて、虫むしの音ねもとりあへぬに、海うみの方かたを見出みいだしてゐたるに、入道にふだう、例れいの、後夜ごやより深ふかう起おきて2、鼻はなすすりうちして、行おこなひいましたり3。

◇　秋のころなので、もの悲しい気持ちが重なったような心地がして、上京という日の暁に、秋風が涼しく吹いて、虫の声もあわただしく鳴く折柄、海の方を眺めていると、入道が、いつものように、後夜より早く起き出して、鼻をすすりながら、勤行していらっしゃる。

■　いみじう言忌こといみすれど、誰たれも誰たれもいとしのびがたし。

◇　ひどく言葉に気をつけているが、誰も誰もたいそう堪え難い。


1 【秋のころほひなれば】秋の離別の物語。季節と物語の類同的発想の一例。明石の浜辺を舞台に、秋風、虫の声を配し、父娘また老夫婦の別れを語る。

2 【後夜より深う起きて】大島本は「こやより」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「後夜よりも」と「も」を補訂する。

3 【行なひいましたり】「います」敬語表現。『完訳』は「例外的な敬語で入道を揶揄」と注す。


松風．１．５．２

■　若君わかぎみは、いともいともうつくしげに、夜光よるひかりけむ玉たまの心地ここちして、袖そでよりほかに1放はなちきこえざりつるを、見馴みなれてまつはしたまへる心こころざまなど、ゆゆしきまで、かく、人ひとに違たがへる身みを2いまいましく思おもひながら、

◇　若君は、とてもとてもかわいらしい感じで、あの夜光ったという玉のような心地がして、袖から外にお放し申さなかったが、見慣れてつきまとっていらっしゃる心根など、不吉なまでに、こう、通常の人と違ってしまった身をいまいましく思いながら、

■　「片時見かたときみたてまつらでは、いかでか過すぐさむとすらむ3」

◇　「片時も拝見しなくては、どのようにして過ごしてゆけようか」

■　と、つつみあへず。

◇　と、我慢しきれない。


1 【袖よりほかに】大島本は「袖よりほかに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「袖よりほかには」と「は」を補訂する。

2 【人に違へる身を】出家した姿をいう。

3 【片時見たてまつらではいかでか過ぐさむとすらむ】入道の心中。


松風．１．５．３

■　「行ゆく先さきをはるかに祈いのる別わかれ路ぢに

堪たへぬは老おいの涙なみだなりけり1

いともゆゆしや」

◇　「姫君の将来がご幸福であれと祈る別れに際して

堪えきれないのは老人の涙であるよ

まったく縁起でもない」


1 【行く先をはるかに祈る別れ路に堪へぬは老いの涙なりけり】入道の歌。姫君の将来と一行の旅路の安全を祈る歌。『集成』は「堪へぬ」と校訂。『完訳』は「絶えぬ」のまま、「「絶えぬ」「堪へぬ」の掛詞」と注す。


松風．１．５．４

■　とて、おしのごひ隠かくす。

◇　と言って、涙を拭って隠す。

■　尼君1あまぎみ、

◇　尼君、


1 【尼君】明石の君の母君。初めて「尼君」と呼称され、出家していたことが知らされる。


松風．１．５．５

■　「もろともに都みやこは出いで来きこのたびや

ひとり野中のなかの道みちに惑まどはむS3,1」

◇　「ご一緒に都を出て来ましたが、今度の旅は

一人で都へ帰る野中の道で迷うことでしょう」


S3 古道に我や惑はむいにしへの野中の道の草は茂りあひにけり（拾遺集物名-三七五　藤原輔相）

1 【もろともに都は出で来このたびやひとり野中の道に惑はむ】尼君の歌。「古る道に我や惑はむいにしへの野中の草は茂りあひにけり」（拾遺集物名、三七五、藤原輔相）を踏まえる。「この旅」と「この度」との掛詞。老夫との過去を回顧し別れを惜しむ歌。


松風．１．５．６

■　とて、泣なきたまふさま、いとことわりなり。

◇　と言って、お泣きになる様子、まことに無理はない。

■　ここら契ちぎり交かはして積つもりぬる年月としつきのほどを思おもへば、かう浮うきたることを頼たのみて、捨すてし世よに帰かへるも、思おもへばはかなしや1。

◇　長年契り交わしてきた年月のほどを思うと、このように当てにならないことを当てにして、捨てた都の生活に帰るのも、考えてみると頼りないことである。

■　御方2おほむかた、

◇　御方、


1 【思へばはかなしや】『集成』は「尼君の気持を代弁するような草子地」。『完訳』は「尼君の心に即した語り手の評」と注す。

2 【御方】『完訳』は「源氏の妻妾の一人と確認されたが、終生、「上」の尊称では呼ばれることがなかった」と注す。


松風．１．５．７

■　「いきてまたあひ見みむことをいつとてか

限かぎりも知しらぬ世よをば頼たのまむ1

送おくりにだに2」

◇　「京へ行って生きて再びお会いできることをいつと思って

限りも分からない寿命を頼りにできましょうか

せめて都まで送ってください」


1 【いきてまたあひ見むことをいつとてか限りも知らぬ世をば頼まむ】明石の君の歌。「行き」「生き」の掛詞。再会を期しがたい父との離別を惜しむ歌。

2 【送りにだに】歌に添えた言葉。父入道に対して、せめて都まで見送りに来てほしいと懇願する。当時の見送りは、目的地まで同道した。


松風．１．５．８

■　と切せちにのたまへど、方々かたがたにつけて、えさるまじきよしを言いひつつ、さすがに道みちのほども、いとうしろめたなき1けしきなり。

◇　と一生懸命にお頼みになるが、あれやこれやと、そうはできないことを言いながらも、そうはいっても、道中のことがたいそう気がかりな様子である。


1 【うしろめたなき】「なし」は状態を表す接尾語。「うしろめたし」と意味は同じ。


第六段　明石入道の別離の詞

松風．１．６．１

■　「世よの中なかを捨すてはじめしに、かかる人ひとの国くに思におもひ下くだりはべりしことども2、ただ君きみの御おほむためと、思おもふやうに明あけ暮くれの御おほむかしづきも心こころにかなふやうもやと、思おもひたまへ立たちしかど、身みのつたなかりける際きはの思おもひ知しらるること多おほかりしかば3、さらに4、都みやこに帰かへりて、古受領ふるずりゃうの沈しづめるたぐひにて、貧まづしき家いへの蓬葎よもぎむぐら、元もとのありさま5改あらたむることもなきものから、公私おほやけわたくしに、をこがましき名なを広ひろめて、親おやの御おほむなき影かげを恥はづかしめむ6ことのいみじさになむ、やがて世よを捨すてつる門出かどでなりけりと人ひとにも知しられにしを、その方かたにつけては、よう思おもひ放はなちてけりと思おもひはべるに、君きみのやうやう大人おとなびたまひ、もの思おもほし知しるべきに添そへては、など、かう口惜くちをしき世界せかいにて錦にしきを隠かくしきこゆらむ7と、心こころの闇***S4晴やみはれ間まなく嘆なげきわたりはべりしままに、仏神ほとけかみを頼たのみきこえて、さりとも、かうつたなき身みに引ひかれて、山賤やまがつの庵いほりには混まじりたまはじ、と思おもふ心一こころひとつを頼たのみはべりしに、思おもひ寄よりがたくて、うれしきことどもを見みたてまつりそめても、なかなか身みのほどを、とざまかうざまに悲かなしう嘆なげきはべりつれど、若君わかぎみのかう出いでおはしましたる御宿世おほむすくせの頼たのもしさに、かかる渚なぎさに月日つきひを過すぐしたまはむも、いとかたじけなう、契ちぎりことにおぼえたまへば、見みたてまつらざらむ心惑こころまどひは、静しづめがたけれど、この身みは長ながく世よを捨すてし心こころはべり。

◇　「世の中を捨てた当初に、このような見知らぬ国に決意して下って来ましたことども、ただあなたの御ためにと、思いどおりに朝晩のお世話も満足にできようかと、決心致したのですが、わが身の不運な身分が思い知らされることが多かったので、絶対に、都に帰って、古受領の落ちぶれた類となって、貧しい家の蓬や葎の様子が、元の状態に改まることもないものから、公私につけて、馬鹿らしい名を広めて、亡き親の名誉を辱めることの堪らなさに、そのまま世を捨てる門出であったのだと、世間の人にも知られてしまったが、そのことについては、よく思い切ったと思っていましたが、あなたがだんだんとご成長なさり、物ごとが分かってくるようになると、どうして、こんなつまらない田舎に錦をお隠し申しておくのかと、親の心の闇の晴れる間もなくずっと嘆いておりましたが、仏神にご祈願申して、いくら何でも、このように不甲斐ない身の上に巻き添えになって、田舎の生活を一緒にはなさるまい、と思う心を独り持って期待していましたが、思いがけなく、嬉しいことを拝見しましてこのかたも、かえって身の程を、あれこれと悲しく嘆いていましたが、若君がこのようにお生まれになったご因縁の頼もしさに、このような海辺で月日を送っていらっしゃるのも、たいそうもったいなく、宿縁も格別に存じられますので、お目にかかれない悲しさは、鎮めがたい気がするが、わが身は永遠に世を捨てた覚悟がございます。

■　君達きみたちは、世よを照てらしたまふべき光ひかりしるければ9、しばし、かかる山賤やまがつの心こころを乱みだりたまふばかりの御契おほむちぎりこそはありけめ。

◇　あなたたちは、世の中をお照らしになる光明がはっきりしているので、しばらくの間、このような田舎者の心をお乱しになるほどのご宿縁があったのでしょう。

■　天てんに生むまるる人ひとの、あやしき三みつの途みちに帰かへるらむ一時ひとときに思おもひなずらへて10、今日けふ、長ながく別わかれたてまつりぬ。

◇　天上界に生まれる人でも、いまわしい三悪道に帰るようなのも一時のことと思いなぞらえて、今日、永遠にお別れ申し上げます。

■　命尽いのちつきぬと聞きこしめすとも、後のちのこと11思おぼしいとなむな。

◇　寿命が尽きたとお聞きになっても、死後のこと、お考えくださるな。

■　さらぬ別わかれにS5,12、御心動みこころうごかしたまふな」

◇　逃れられない別れに、お心を動かしなさるな」

■　とP7言いひ放はなつものから13、

◇　と言い切る一方で、

■　「煙けぶりともならむ夕ゆふべまで14、若君わかぎみの御おほむことをなむ、六時ろくじの勤つとめにも、なほ心こころぎたなく、うち交まぜはべりぬべき」

◇　「煙となろう夕べまで、若君のことを、六時の勤めにも、やはり未練がましく、きっとお祈りにお加え申し上げることであろう」

◆　 
"よのなか を すて はじめ し に、 かかる ひとのくに に おもひ くだり はべり し こと-ども、 ただ きみ の おほむ-ため と、 おもふ やう に あけくれ の おほむ-かしづき も こころ に かなふ やう も や と、 おもひ たまへ たち しか ど、 み の つたなかり ける きは の おもひしら るる こと おほかり しか ば、 さらに、 みやこ に かへり て、 ふる ずりゃう の しづめ る たぐひ にて、 まづしき いへ の よもぎ むぐら、 もと の ありさま あらたむる こと も なき ものから、 おほやけ わたくし に、 をこがましき な を ひろめ て、 おや の おほむ-なき かげ を はづかしめ む こと の いみじさ に なむ、 やがて よ を すて つる かどで なり けり と ひと に も しら れ に し を、 その かた に つけ て は、 よう おもひはなち て けり と おもひ はべる に、 きみ の やうやう おとなび たまひ、 もの おもほし しる べき に そへ て は、 など、 かう くちをしき せかい にて にしき を かくし きこゆ らむ と、 こころ の やみ はれま なく なげき わたり はべり し まま に、 ほとけ かみ を たのみ きこえ て、 さりとも、 かう つたなき み に ひか れ て、 やまがつ の いほり に は まじり たまは じ、 と おもふ こころ ひとつ を たのみ はべり し に、 おもひより がたく て、 うれしき こと-ども を み たてまつり そめ て も、 なかなか み の ほど を、 とざまかうざま に かなしう なげき はべり つれ ど、 わかぎみ の かう いで おはしまし たる おほむ-すくせ の たのもしさ に、 かかる なぎさ に つきひ を すぐし たまは む も、 いと かたじけなう、 ちぎり こと に おぼえ たまへ ば、 み たてまつら ざら む こころまどひ は、 しづめ がたけれ ど、 この み は ながく よ を すて し こころ はべり。 きみたち は、 よ を てらし たまふ べき ひかり しるけれ ば、 しばし、 かかる やまがつ の こころ を みだり たまふ ばかり の おほむ-ちぎり こそ は あり けめ。 てん に むまるる ひと の、 あやしき みつ の みち に かへる らむ ひととき に おもひ なずらへ て、 けふ、 ながく わかれ たてまつり ぬ。 いのち つき ぬ と きこしめす とも、 のち の こと おぼし いとなむ な。 さらぬ わかれ に、 みこころ うごかし たまふ な。" と いひはなつ ものから、 "けぶり と も なら む ゆふべ まで、 わかぎみ の おほむ-こと を なむ、 ろくじ の つとめ に も、 なほ こころぎたなく、 うち-まぜ はべり ぬ べき。"


S4 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

S5 世の中にさらぬ別れのなくもがな千代もと嘆く人の子のため（古今集雑上-九〇一　在原業平）

P7 たまふな」と--給ふなとと（と/＃）

1? 【世中を捨てはじめしに】以下「御心動かしたまふな」まで、入道の詞。

2 【思ひ下りはべりしことども】大島本は「ことゝも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことも」と「ゝ」を削除する。

3 【身のつたなかりける際の思ひ知らるること多かりしかば】『集成』は「播磨の守としても志を得なかったことをいう」と注す。

4 【さらに】『集成』は「下に打消しを受けるが、言葉を続けるうちに、脈絡が消えている」。『完訳』は「「ものから」まで挿入句」と注す。

5 【貧しき家の蓬葎、元のありさま】大島本は「よもきむくらもとのありさま」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「蓬葎ども」と校訂する。

6 【親の御なき影を恥づかしめむ】父は大臣であった（「明石」第二章六段参照）。

7 【錦を隠しきこゆらむ】「富貴にして故郷に帰らざるは繍を衣て夜行くが如し」（史記、項羽本紀）に基づく故事。

8? 【心の闇晴れまなく】「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を踏まえた表現。

9 【君達は世を照らしたまふべき光しるければ】後に「みづから須弥の山を、右の手に捧げたり。山の左右より、月日の光さやかにさし出でて世を照らす」（「若菜上」第十一章二段参照）と語られる。

10 【天に生まるる人のあやしき三つの途に帰るらむ一時に思ひなずらへて】『完訳』は「『正法念経』に「果報若シ尽クレバ三悪道ニ還リ随フ」。天上界に生まれる人が、その果報の尽きたとき、地獄・餓鬼・畜生の三悪道に帰る。入道はそれにこの別離をなぞらえ、天上界に生まれる自分の一時の悲しみとあきらめる」と注す。

11 【後のこと】入道の死後のこと。葬儀や法事をいう。

12 【さらぬ別れに】「世の中にさらぬ別れのなくもがな千代もとなげく人の子のため」（古今集雑上、九〇一、在原業平）を踏まえた表現。

13 【と言ひ放つものから】「ものから」は逆接の意。心理描写また人間性の自然なありかたを描く点ですぐれているところ。

14 【煙ともならむ夕べまで】以下「うち交ぜはべりぬべき」まで、入道の詞。


松風．１．６．２

■　とて、これにぞ1、うちひそみぬる。

◇　と言って、自分の言葉に、涙ぐんでしまった。


1 【これにぞ】『完訳』は「ここまで言うとさすがに」と注す。


第七段　明石一行の上洛

松風．１．７．１

■　御車おほむくるまは、あまた続つづけむも所狭ところせく1、片かたへづつ分わけむもわづらはしとて、御供おほむともの人ひとびとも、あながちに隠かくろへ忍しのぶれば、舟ふねにて忍しのびやかにと定さだめたり。辰たつの時ときに舟出ふなでしたまふ。昔むかしの人2ひとP8もあはれと言いひける浦うらの朝霧3***S6隔***たりゆくままに、いともの悲がなしくて、入道にふだうは、心澄こころすみ果はつまじく、あくがれ眺ながめゐたり。ここら年としを経へて、今いまさらに帰かへるも5、なほ思おもひ尽つきせず、尼君あまぎみは泣なきたまふ。

◇　お車は、多数続けるのも仰々しいし、一部分ずつ分けてやるのも厄介だといって、お供の人々も、できるだけ目立たないようにしているので、舟でこっそりと行くことに決めた。辰の時刻に舟出なさる。昔の人も「あわれ」と言った明石の浦の朝霧の中を遠ざかって行くにつれて、たいそう物悲しくて、入道は、煩悩も断ち切れがたく、ぼうっと眺めていた。長年住みなれて、今さら都に帰るのも、やはり感慨無量で、尼君はお泣きになる。

◆　 
おほむ-くるま は、 あまた つづけ む も ところせく、 かたへ づつ わけ む も わづらはし とて、 おほむ-とも の ひとびと も、 あながち に かくろへ しのぶれ ば、 ふね にて しのびやか に と さだめ たり。 たつ の とき に ふなで し たまふ。 むかし の ひと も あはれ と いひ ける うら の あさぎり へだたり ゆく まま に、 いと ものがなしく て、 にふだう は、 こころ すみ はつ まじく、 あくがれ ながめ ゐ たり。 ここら とし を へ て、 いまさら に かへる も、 なほ おもひ つき せ ず、 あまぎみ は なき たまふ。


P8 昔の人--むかし（し/+の〈朱〉）人

S6 ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ（古今集羈旅-四〇九　読人しらず）

1 【御車はあまた続けむも所狭く】明石の浦を出立し、大堰山荘に移り住む。

2 【昔の人】大島本は「むかし（し＋の〈朱〉）人」とある。すなわち朱筆で「の」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「昔人」と校訂する。

3 【浦の朝霧】「ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ」（古今集羈旅、四〇九、読人しらず）。『集成』は「一行の船を入道が見送る気持をいう」と注す。

4? 【心澄みはつまじく】『集成』は「「澄み」に「住み」を掛け、いつまでも明石に残っていられそうもなく、の意を響かせる」と注す。

5 【ここら年を経て今さらに帰るも】尼君について語る。


松風．１．７．２

■　「かの岸きしに心寄こころよりにし海人舟あまぶねの

背そむきし方かたに漕こぎ帰かへるかな1」

◇　「彼岸の浄土に思いを寄せていた尼のわたしが

捨てた都の世界に帰って行くのだわ」


1 【かの岸に心寄りにし海人舟の背きし方に漕ぎ帰るかな】尼君の歌。「岸」に彼岸と明石の岸との意を掛け、「海人」と「尼」を掛ける。世捨人が再び都へ帰る感慨を詠む。


松風．１．７．３

■　御方おほむかた、

◇　御方は、

■　「いくかへり行ゆきかふ秋あきを過すぐしつつ

浮木うきぎに乗のりてS7われ帰かへるらむ1」

◇　「何年も秋を過ごし過ごしして来たが

頼りない舟に乗って都に帰って行くのでしょう」


S7 天の川浮き木に乗れる我なれやありしにもあらず世はなりにけり（俊頼髄脳所引、出典未詳）

1 【いくかへり行きかふ秋を過ぐしつつ浮木に乗りてわれ帰るらむ】明石の君の唱和歌。『完訳』は「「浮き木」は水中の浮木。前途の不安を象徴。「憂き」をひびかす」と注す。「天の川浮き木に乗れる我なれやありしにもあらず世はなりにけり」（俊頼髄脳）。張騫が漢の武帝の命によって、槎に乗って天の川の源を尋ねて帰ったという故事を踏まえた歌で、すでによく知られていた故事。


松風．１．７．４

■　思おもふ方かたの風かぜにて、限かぎりける日違ひたがへず入いりたまひぬ。

◇　思いどおりの追い風によって、予定していた日に違わずお入りになった。

■　人ひとに見咎みとがめられじ1の心こころもあれば、路みちのほども軽かろらかにしなしたり2。

◇　人に気づかれまいとの考えもあったので、道中も簡素な旅姿に装っていた。


1 【見咎められじ】「られ」受身の助動詞。「じ」打消の助動詞、意志の打消し。

2 【路のほども軽らかにしなしたり】『集成』は「道中も、さして身分高からぬ一行のようによそおった」。『完訳』は「道中も粗略な装いであった」と訳す。


第二章　明石の物語　上洛後、源氏との再会

第一段　大堰山荘での生活始まる

松風．２．１．１

■　家いへのさまもおもしろうて、年としごろ経へつる海うみづらにおぼえたれば、所変ところかへたる心地ここちもせず。

◇　山荘の様子も風情あって、長年住み慣れた海辺に似ていたので、場所が変わった気もしない。

■　昔むかしのこと思おもひ出いでられて1、あはれなること多おほかり。

◇　昔のことが自然と思い出されて、しみじみと感慨を催すことが多かった。

■　造つくり添そへたる廊らうなど、ゆゑあるさまに、水みづの流ながれもをかしうしなしたり。

◇　造り加えた廊など、風流な様子で、遣水の流れも風流に作ってあった。

■　まだこまやかなるにはあらねども、住すみつかばさてもありぬべし2。

◇　まだ細かな造作は出来上がっていないが、住み慣れればそのままでも住めるであろう。


1 【昔のこと思ひ出でられて】主語は尼君。「られ」自発の助動詞。『万水一露』は「祖父の旧跡なるゆゑなり」と注す。

2 【住みつかばさてもありぬべし】『完訳』は「住みなれてみればどうやらこれでも間に合いそうである」と訳す。


松風．２．１．２

■　親したしき家司けいしに仰おほせ賜たまひて、御おほむまうけのこと1せさせたまひけり。

◇　腹心の家司にお命じになって、祝宴のご準備をおさせになっていたのであった。

■　渡わたりたまはむことは、とかう思おぼしたばかるほどに、日ひごろ経へぬ。

◇　おいでになることは、あれこれと口実をお考えになっているうちに、数日がたってしまった。


1 【御まうけのこと】明石一行の無事到着を祝う宴の準備。


松風．２．１．３

■　なかなかもの思おもひ続つづけられて1、捨すてし家居いへゐも恋こひしう、つれづれなれば、かの御形見おほむかたみの琴きんを掻かき鳴ならす。

◇　かえって物思いの日々が続いて、捨てた家も恋しく、所在ないので、あのお形見の琴の琴を弾き鳴らす。

■　折をりの、いみじう忍しのびがたければ2、人離ひとはなれたる方かたにうちとけてすこし弾ひくに、松風まつかぜはしたなく響ひびきあひたり3。

◇　折柄、たいそう堪えがたいので、人里から離れた所で、気ままに少し弾いてみると、松風がきまりわるいほど音を合わせて吹いてきた。

■　尼君あまぎみ、もの悲かなしげにて寄より臥ふしたまへるに、起おき上あがりて、

◇　尼君、もの悲しそうに物に寄り掛かっていらっしゃったが、起き上がって、


1 【なかなかもの思ひ続けられて】明石君について語る。

2 【折のいみじう忍びがたければ】『完訳』は「季節も秋の折柄、寂しさが心にしみてこらえかねるので」と訳す。

3 【松風はしたなく響きあひたり】「琴の音に峯の松風通ふらしいづれの緒より調べそめけむ」（拾遺集雑上、四五一、斎宮女御）を踏まえる。


松風．２．１．４

■　「身みを変かへて一人帰ひとりかへれるP10山里やまざとに

聞ききしに似にたる松風まつかぜぞ吹ふく1」

◇　「尼姿となって一人帰ってきた山里に

昔聞いたことがあるような松風が吹いている」


P10 帰れる--かく（く/＄へ〈朱〉）れる

1 【身を変へて一人帰れる山里に聞きしに似たる松風ぞ吹く】尼君の歌。


松風．２．１．５

■　御方おほむかた、

◇　御方は、

松風．２．１．６

■　「故里ふるさとに見みし世よの友ともを恋こひわびて

さへづることを誰たれか分わくらむ」

◇　「故里で昔親しんだ人を恋い慕って弾く

田舎びた琴の音を誰が分かってくれようか」

第二段　大堰山荘訪問の暇乞い

松風．２．２．１

■　かやうにものはかなくて1明あかし暮くらすに2、大臣おとど、なかなか静心しづこころなく思おぼさるれば、人目ひとめをもえ憚はばかりあへたまはで、渡わたりたまふを、女君をむなぎみはP11、かくなむとたしかに知しらせたてまつりたまはざりけるを、例れいの、聞ききもや合あはせたまふとて、消息聞せうそこきこえたまふ。

◇　このように頼りない状態で毎日過ごしているが、内大臣、かえって落ち着いていらっしゃれないので、人目を憚ることもおできになれず、お出掛けになるのを、女君は、これこれであるとはっきりとお知らせ申していらっしゃらなかったのを、例によって、外からお耳になさることもあろうかと思って、ご挨拶申し上げる。


P11 女君は--女君に（に/＄）は

1 【かやうにものはかなくて】明石の君、上京の後、すぐには源氏の訪れもなく所在ない日々を過ごす。

2 【明かし暮らすに】大島本は「あかしくらすに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「明かし暮らす」と校訂する。


松風．２．２．２

■　「桂かつらに見みるべきこと1はべるを、いさや2、心こころにもあらでほど経へにけり。

◇　「桂に用事がございますが、いやはや、心ならずも日が過ぎてしまった。

■　訪とぶらはむと言いひし人ひとさへ、かのわたり近ちかく来きゐて、待まつなれば3、心苦こころぐるしくてなむ。

◇　訪問しようと約束した人までが、あの辺り近くに来ていて、待っているというので、気の毒でなりません。

■　嵯峨野さがのの御堂みだうにも、飾かざりなき仏ほとけの御訪おほむとぶらひすべければ、二ふつか、三日みかははべりなむ」

◇　嵯峨野の御堂にも、まだ飾り付けのできていない仏像のお世話をしなければなりませんので、二三日は逗留することになりましょう」


1 【桂に見るべきこと】以下「二、三日ははべりなむ」まで、源氏の紫の君に手紙で言った内容。「桂」は桂の院の造営のことをさす。

2 【いさや】『完訳』は「ためらう気持の発語」と注す。

3 【待つなれば】「なれ」伝聞推定の助動詞。主語は明石の君。


松風．２．２．３

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

松風．２．２．４

■　「桂かつらの院ゐんといふ所1ところ、にはかにP12造つくらせたまふ2と聞きくは、そこに据すゑたまへるにや」

◇　「桂の院という所を、急にご造営なさっていると聞いているが、そこに住まわせなさっているのだろうか」

■　と思おぼすに、心こころづきなければ、

◇　とお思いになと、おもしろくないので、

■　「斧おのの柄えさへ改あらためS8たまはむほどや、待まち遠どほに3」

◇　「斧の柄まで付け替えるほどになるのであろうか、待ち遠しいこと」

■　と、心こころゆかぬ御みけしきなり。

◇　と、不機嫌のご様子である。

■　「例れいの、比くらべ苦くるしき4御心みこころ、いにしへのありさま、名残なごりなしと、世人よひといふなるも言**ふなるものを」

◇　「例によって、調子を合わせにくいお心で、昔の好色がましい心は、すっかりなくなったと、世間の人も言っているというのに」

■　、何にやかやと御心みこころとりたまふほどに、日ひたけぬ。

◇　、何かやとご機嫌をとっていらっしゃるうちに、日が高くなってしまった。

◆　 
"かつらのゐん と いふ ところ、 にはか に つくら せ たまふ と きく は、 そこ に すゑ たまへ る に や?" と おぼす に、 こころづきなけれ ば、 "おの の え さへ あらため たまは む ほど や、 まちどほ に。" と、 こころゆか ぬ みけしき なり。
 "れい の、 くらべ くるしき みこころ、 いにしへ の ありさま、 なごり なし と、 よひと いふ なる もの を。"、 なにやかや と みこころ とり たまふ ほど に、 ひ たけ ぬ。


P12 にはかに--にはかにて（て/＃）

S8 斧の柄は朽ちなばまたもすげ換へむ憂き世の中に帰らずもがな（古今六帖二-一〇一九）

1 【桂の院といふ所】以下「据ゑたまへるにや」まで、紫の君の心中。

2 【にはかに造らせたまふ】大島本は「つくらせ給ふ」とある。他本は「つくろはせ」（横為氏池三）とある。陽明文庫本と肖柏本と書陵部は大島本と同文。河内本は「つくろはせ」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「つくろはせ」と校訂する。

3 【斧の柄さへ改めたまはむほどや待ち遠に】紫の君の詞。「斧の柄は朽ちなばまたもすげ替へむ憂き世の中に帰らずもがな」（古今六帖、二）。『述異記』の爛柯の故事に基づく。

4 【例の比べ苦しき】以下「世人も言ふなるものを」まで、源氏の詞。引用句「と」がなく地の文に流れている。『集成』は「源氏の心中を以て地の文としたものと思われる」。『完訳』は「源氏の言葉だが、地の文に流れる」と注す。


第三段　源氏と明石の再会

松風．２．３．１

■　忍しのびやかに、御前疎ごぜんうときは混まぜで1、御心みこころづかひして2渡わたりたまひぬ。

◇　ひっそりと、御前駆の親しくない者は加えないで、十分気を配っておいでになった。

■　たそかれ時どきにおはし着つきたり。

◇　黄昏時にお着きになった。

■　狩かりの御衣おほむぞにやつれたまへりしだに世よに知しらぬ心地ここちせしを、まして3、さる御心みこころしてひきつくろひたまへる御直衣姿おほむなほしすがた、世よになくなまめかしうまばゆき心地ここちすれば、思おもひむせべる心こころの闇やみも晴はるるやうなり。

◇　狩衣のご装束で質素になさっていたお姿でさえ、またとなく美しい心地がしたのに、なおさらのこと、そのお心づかいをして装っていらっしゃる御直衣姿、世になく優美でまぶしい気がするので、嘆き悲しんでいた心の闇も晴れるようである。


1 【忍びやかに御前疎きは混ぜで】源氏、腹心の家来と共に大堰山荘訪問。

2 【御心づかひして】『集成』は「人目をお憚りになって」と訳す。

3 【やつれたまへりしだに世に知らぬ心地せしをまして】「だに」--「まして」という構文。「し」過去の助動詞。明石の地で源氏と逢った時の明石の君の体験に即した語り方。


松風．２．３．２

■　めづらしう、あはれにて1、若君わかぎみを見みたまふも、いかが浅あさく思おぼされむ2。

◇　久しぶりで、感慨無量となって、若君を御覧になるにも、どうして通り一遍にお思いになれようか。

■　今いままで隔へだてける年月としつきだに、あさましく悔くやしきまで思おもほす。

◇　今まで離れていた年月の間でさえ、あきれるほど悔しいまでお思いになる。

■　「大殿腹おほとの君ばらのきみを3うつくしげなりと、世人よひともて騒さわぐは、なほ時世ときよによれば、人ひとの見みなすなりけり。

◇　「大殿腹の若君をかわいらしいと、世間の人がもてはやすのは、やはり時流におもねってそのように見做すのであった。

■　かくこそは、すぐれたる人ひとの山口やまぐちはしるかりS9けれ」

◇　こんなふうに、優れた人の将来は、今からはっきりしているものを」

■　と、うち笑ゑみたる顔かほの何心なにごころなきが、愛敬あいぎゃうづき、匂にほひたる4を、いみじうらうたし5と思おぼす。

◇　と、微笑んでいる顔の無邪気さが、愛くるしく、つややかなのを、たいそうかわいらしいとお思いになる。


S9 人よりも思ひのぼれる君なればうべ山口はしるくなりけり（河海抄所引、出典未詳）

1 【めづらしうあはれにて】以下、源氏の心中描写。

2 【いかが浅く思されむ】語り手の源氏の心中を忖度した感情移入表現。

3 【大殿腹の君を】以下「山口はしるかりけれ」まで、源氏の心中。夕霧、時に十歳。

4 【うち笑みたる顔の何心なきが愛敬づき匂ひたる】明石の姫君の描写。

5 【いみじうらうたし】源氏の心中。


松風．２．３．３

■　乳母めの、下とのくだりしほどは衰おとろへたりし容貌かたち、ねびまさりて、月つきごろの御物語おほむものがたりなど、馴なれ聞きこゆるを、あはれに、さる塩屋しほやのかたはらに過すぐしつらむことを、思おぼしのたまふ。

◇　乳母が、下行した時は痩せ衰えていた容貌、立派になって、何か月もの間のお話など、親しく申し上げるのを、しみじみと、あのような漁村の一角で過ごしてきたろうことを、おねぎらいになる。

松風．２．３．４

■　「ここにも、いと里離さとはなれて1、渡わたらむこともかたきを、なほ、かの本意ほいある所ところに移うつろひたまへ」

◇　「ここでも、たいそう人里離れて、出向いて来ることも難しいので、やはり、あのかねて考えてある所にお引っ越しなさいませ」

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

■　「いとうひうひしきほど過すぐして2」

◇　「とてもまだ慣れない期間をもうしばらく過ごしましてから」

■　と聞きこゆるも、ことわりなり。

◇　とお答え申し上げるのも、もっともなことである。

■　夜一夜よひとよ、よろづに契ちぎり語かたらひ、明あかしたまふ。

◇　一晩中、いといろと睦言を交わされて、夜をお明かしなさる。


1 【ここにもいと里離れて】以下「移ろひたまへ」まで、源氏の詞。明石の君に二条東院への移転を勧める。

2 【いとうひうひしきほど過ぐして】明石の君の詞。今しばらくここに過ごして都の生活になれてからと、辞退する。


第四段　源氏、大堰山荘で寛ぐ

松風．２．４．１

■　繕つくろふべき所ところ、所ところの預あづかり2、今加いまくはへたる家司1けいしなどに仰おほせらる。

◇　修繕なさるべき所を、ここの宿守りや、新たに加えた家司などにお命じになる。

■　桂かつらの院ゐんに渡わたりたまふべしとありければ、近ちかき御荘みさうの人ひとびと、参まゐり集あつまりたりけるも3、皆尋みなたづね参まゐりたり。

◇　桂の院にお出ましになるご予定とあったので、近くの荘園の人々で、参集していたのも、みなこちらに尋ねて参った。

■　前栽せんさいどもの折をれ伏ふしたるなど、繕つくろはせたまふ。

◇　前栽の折れ臥しているのなど、お直させなさる。


1 【繕ふべき所所の預かり今加へたる家司】「所の預かり」は明石の山荘の宿守り。「家司」は源氏が新たに任命した者。

2 【所所の預かり】『集成』は「所々のあづかり」と校訂。

3 【参り集まりたりけるも】桂の院に。


松風．２．４．２

■　「ここかしこの1立石たていしどもも皆転みなまろび失うせたるを、情なさけありてしなさば、をかしかりぬべき所ところかな。

◇　「あちらこちらの立石もみな倒れたり無くなったりしているが、風情あるように造ったならば、きっと見栄えのする庭園ですね。

■　かかる所ところをわざと繕つくろふも、あいなきわざなり。

◇　このような庭をわざわざ修繕するのも、つまらないことです。

■　さても過すぐし果はてねば、立たつ時ときもの憂うく、心こころとまる、苦くるしかりき」

◇　そうしたところで一生を過ごすわけでないから、立ち去る時に気が進まず、心引かれるのも、つらいことであった」


1 【ここかしこの】以下「苦しかりき」まで、源氏の詞。後半は明石の土地を離れがたく思ったことを回想する。


松風．２．４．３

■　など、来きし方かたのことものたまひ出いでて、泣なきみ笑わらひみ、うちとけのたまへる、いとめでたし。

◇　などと、昔のこともお口に出しになさって、泣いたり笑ったりして、くつろいでお話になっているのが、実に素晴らしい。

■　尼君あまぎみ、のぞきて見みたてまつるに1、老おいも忘わすれ、もの思おもひも晴はるる心地ここちしてうち笑ゑみぬ。

◇　尼君、のぞいて拝すると、老いも忘れて、物思いも晴れるような心地がして、思わずにっこりしてしまった。


1 【尼君のぞきて見たてまつるに】東の渡殿近くの母屋の中から源氏を見る。


松風．２．４．４

■　東ひむがしの渡殿わたどのの下したより出いづる水みづの心こころばへ1、繕つくろはせたまふとて、いとなまめかしき袿姿うちきすがたうちとけたまへるを、いとめでたううれし2と見みたてまつるに、閼伽あかの具ぐなどのあるを見みたまふに3、思おぼし出いでて、

◇　東の渡殿の下から湧き出る遣水の趣、修繕させなさろうとして、たいそう優美な袿姿でくつろいでいらっしゃるのを、まことに立派で嬉しく拝見していると、閼伽の道具類があるのを御覧になると、お思い出しになって、


1 【東の渡殿の下より出づる水の心ばへ】『集成』は「遣水を東の渡殿の下から庭に流して南の池に導くのが、当時の一般の作庭法である」と注す。

2 【いとめでたううれし】尼君の心中。

3 【閼伽の具などのあるを見たまふに】東の渡殿に居る源氏から尼君の方を見る。


松風．２．４．５

■　「尼君あまぎみは、こなたにか。

◇　「尼君は、こちらにいらっしゃるのか。

■　いとしどけなき姿すがたなりけりや1」

◇　まことみっともない姿であったよ」

■　とて、御直衣召おほむなほし出めしいでて、たてまつる2。

◇　とおっしゃって、御直衣をお取り寄せになって、お召しになる。

■　几帳きちゃうのもとに寄よりたまひて3、

◇　几帳の側にお近寄りになって、


1 【尼君はこなたにかいとしどけなき姿なりけりや】源氏の詞。袿姿を恥じる。

2 【御直衣召し出でてたてまつる】「たてまつる」は「着る」の尊敬語。

3 【几帳のもとに寄りたまひて】源氏、東の渡殿から尼君の居る母屋の几帳の前に移動。


松風．２．４．６

■　「罪軽つみかろく生おほし立たてたまへるP13、人ひとのゆゑは、御行おほむおこなひのほどあはれにこそ、思おもひなしきこゆれ。

◇　「罪を軽めてお育てなさった、その人の原因は、お勤行のほどをありがたくお思い申し上げます。

■　いといたく思おもひ澄すましたまへりし御住おほむすみかを捨すてて、憂うき世よに帰かへりたまへる心こころざし、浅あさからず。

◇　たいそう深く心を澄まして住んでいらっしゃったお家を捨てて、憂き世にお帰りになられたお気持ち、深く感謝します。

■　またかしこには2、いかにとまりて、思おもひおこせたまふらむと、さまざまになむ」

◇　またあちらには、どのように居残って、こちらを思っていらっしゃるのだろうと、あれこれと思われることです」


P13 たまへる--（/+た）まへる

1? 【罪軽く生ほしたてたまへる人のゆゑは】以下「さまざまになむ」まで、源氏の詞。『集成』は「「罪軽く」は、前世の罪の軽いこと、果報によってこの世に美しく生れ育つ意。「ゆゑ」は、理由。尼君の勤行ゆえに、前世の罪が軽くなったという」と注す。「人」は姫君をさす。

2 【またかしこには】明石に残った入道をさす。


松風．２．４．７

■　と、いとなつかしうのたまふ。

◇　と、たいそう優しくおっしゃる。

松風．２．４．８

■　「捨すてはべりし世よを1、今いまさらにたち帰かへり、思おもひたまへ乱みだるるを、推おし量はからせたまひければ、命長いのちながさのしるしも、思おもひたまへ知しられぬる」

◇　「いったん捨てました世の中を、今さら帰って来て、思い悩みますのを、ご推察くださいましたので、長生きした甲斐があると、嬉しく存じられます」

■　と、うち泣なきて、

◇　と、泣き出して、

■　「荒磯蔭あらいそかげに2、心苦こころぐるしう思おもひきこえさせはべりし二葉ふたばの松まつも、今いまは頼たのもしき御生おほむおひ先さきと、祝いはひきこえさするを、浅あさき根ねざしゆゑや、いかがと、かたがた心尽こころつくされはべる」

◇　「田舎の海辺にひっそりとお育ちになったことを、お気の毒にお思い申していた姫君も、今では将来頼もしくと、お祝い申しておりますが、素性賤しさゆえに、どのようなものかと、あれこれと心配せずにはいられません」


1 【捨てはべりし世を】大島本は「すてはへりし世」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「捨てはべりにし」と完了助動詞「に」を補訂する。以下「思ひたまへ知られぬ」まで、尼君の詞。

2 【荒磯蔭に】以下「心尽くされはべる」まで、尼君の詞。「荒磯蔭」「二葉の松」「生ひ」「浅き根ざし」は歌語かつ縁語。和歌的修辞。尼君の人柄、教養を窺わせるもの。下に「よしなからねば」とある。


松風．２．４．９

■　など聞きこゆるけはひ、よしなからねば、昔物語むかしものがたりに、親王みこの住すみたまひけるありさまなど、語かたらせたまふに1、繕つくろはれたる水みづの音おとなひ、かことがましう聞きこゆ。

◇　などと申し上げる感じ、風情がなくもないので、昔話に、親王が住んでいらっしゃった様子など、お話させなさっていると、手入れした遣水の音が、訴えるかのように聞えて来る。


1 【語らせたまふに】「せ」使役の助動詞。源氏が尼君に。


松風．２．４．１０

■　「住すみ馴なれし人ひとは帰かへりてたどれども

清水しみづは宿やどの主人顔あるじがほなる2」

◇　「かつて住み慣れていたわたしは帰って来て、昔のことを思い出そうとするが

遣水はこの家の主人のような昔ながらの音を立てています」


1? 【かことがましうきこゆ】『集成』は「昔恋しさを訴えるかのように聞える」と訳す。

2 【住み馴れし人は帰りてたどれども清水は宿の主人顔なる】尼君の歌。大島本は「しミつは」とある。『新大系』『古典セレクション』は底本のままとする。『集成』は諸本に従って「清水ぞ」と校訂する。「帰りて」「却りて」の掛詞。『完訳』は「時の推移を思う」と注す。


松風．２．４．１１

■　わざとはなくて、言いひ消けつさま1、みやびかによし、と聞ききたまふ。

◇　わざとらしくはなくて、言い切らない様子、優雅で品がある、とお聞きになる。


1 【わざとはなくて言ひ消つさま】『集成』は「さりげなく謙遜するさま」。『完訳』「わざとらしくはなく中途で声をひそめるその様子を」と訳す。


松風．２．４．１２

■　「いさらゐははやくのことも忘わすれじを

もとの主人あるじや面変おもがはりせる1

あはれ」

◇　「小さな遣水は昔のことも忘れないのに

もとの主人は姿を変えてしまったからであろうか

ああ、懐かしい」


1 【いさらゐははやくのことも忘れじをもとの主人や面変はりせる】源氏の歌。「主人」の語句を用いて返す。『完訳』は「尼君を家の主とたたえながら、これも時の推移を詠んだ歌」と注す。


松風．２．４．１３

■　と、うち眺ながめて、立たちたまふ姿すがた、にほひ、世よに知しらず1、とのみ思おもひきこゆ。

◇　と、ちょっと眺めて、お立ちになる姿、美しさを、世の中に見たこともない、とばかり思い申し上げる。


1 【立ちたまふ姿にほひ世に知らず】大島本は「にほひ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「にほひを」と「を」を補訂する。


第五段　嵯峨御堂に出向き大堰山荘に宿泊

松風．２．５．１

■　御寺みてらに渡わたりたまうて1、月つきごとの十四じふし、五日じふご、晦日つごもりの日***、行ひおこなはるべき普賢講ふげんかう、阿弥陀あみだ、釈迦さかの念仏ねんぶつP14の三昧さむまいをばさるものにて、またまた加くはへ行おこなはせたまふべきことなどP15、定さだめ置おかせたまふ。

◇　お寺にお出向きになって、毎月の十四、五日、晦日の日行われるはずの普賢講、阿彌陀、釈迦の念仏の三昧のことは言うまでもなく、さらにまたお加えになるべきことなど、お定めさせなさる。

■　堂だうの飾かざり、仏ほとけの御具おほむぐなど、めぐらし仰おほせらる。

◇　堂の飾り付け、仏像の道具類、お触れを回してお命じになる。

■　月つきの明あかきに帰かへりたまふ。

◇　月の明るいうちにお戻りになる。

◆　 
み-てら に わたり たまう て、 つきごと の じふし、 じふご、 つごもり の ひ おこなは る べき ふげんかう、 あみだ、 さか の ねんぶつ の さむまい を ば さる もの にて、 またまた くはへ おこなは せ たまふ べき こと など、 さだめ おか せ たまふ。 だう の かざり、 ほとけ の おほむ-ぐ など、 めぐらし おほせ らる。 つき の あかき に かへり たまふ。


P14 念仏--念（念/＆念）仏

P15 ことなど--（/+事なと）

1 【御寺に渡りたまうて】源氏、嵯峨野の御堂に出かけ、仏具等指図する。


松風．２．５．２

■　ありし夜よのこと1、思おぼし出いでらるる、折過をりすぐさず2、かの琴きんの御琴おほむことさし出いでたり。

◇　かつての明石での夜のこと、お思い出しになっていらっしゃる、その時を逃さず、あの琴のお琴をお前に差し出した。

■　そこはかとなくものあはれなるに、え忍しのびたまはで、掻かき鳴ならしたまふ。

◇　どことなくしみじみと感慨が込み上げてくるので、我慢がおできになれず、掻き鳴らしなさる。

■　まだ調しらべも変かはらず、ひきかへし、その折今をりいまの心地ここちしたまふ。

◇　絃の調子もまだもとのままで、当時に戻って、あの時のことが今のようなお感じがなさる。


1 【ありし夜のこと】大堰山荘の夜。源氏、形見の琴を弾き、明石の君と歌を唱和する。

2 【折過ぐさず】主語は明石の君。


松風．２．５．３

■　「契ちぎりしに変かはらぬ琴ことの調しらべにて

絶たえぬ心こころのほどは知しりきや1」

◇　「約束したとおり、琴の調べのように変わらない

わたしの心をお分かりいただけましたか」


1 【契りしに変はらぬ琴の調べにて絶えぬ心のほどは知りきや】源氏の歌。「琴」と「言」の掛詞。「琴」「絶えぬ」は縁語。『完訳』は「己が誠実さを哀訴」と注す。


松風．２．５．４

■　女をむな、

◇　女は、

松風．２．５．５

■　「変かはらじと契ちぎりしことを頼たのみにて

松まつの響ひびきに音ねを添そへしかな」

◇　「変わらないと約束なさったことを頼みとして

松風の音に泣く声を添えていました」

松風．２．５．６

■　と聞きこえ交かはしたるも、似にげなからぬこそは、身みにあまりたるありさまなめれ2。

◇　と詠み交わし申し上げたのも、不釣り合いでないのは、身に余る幸せのようである。

■　こよなうねびまさりにける容貌かたち、けはひ、え思おもほし捨すつまじう、若君わかぎみ、はた、尽つきもせずまぼられたまふ3。

◇　すっかりと立派になった器量、雰囲気、とても見捨てがたく、若君、言うまでもなく、いつまでもじっと見守らずにはいらっしゃれない。


1? 【変はらじと契りしことを頼みきて松の響きに音を添へしかな】明石の君の返歌。「変はらぬ」を受けて「変らじと」と返す。「言」と「琴」、「松」と「待つ」「ね」は「琴の音」と「泣く音」の掛詞。

2 【似げなからぬこそは身にあまりたるありさまなめれ】語り手の感情移入を加えた表現。「な（る）」断定の助動詞。連体形「めれ」推量の助動詞。その主観的推量は語り手のもの。

3 【まぼられたまふ】大島本は「まほられ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まもられ」と校訂する。


松風．２．５．７

■　「いかにせまし1。

◇　「どうしたらよいだろう。

■　隠かくろへたるさまにて生おひ出いでむが、心苦こころぐるしう口惜くちをしきを、二条にでうの院ゐんに渡わたして2、心こころのゆく限かぎりもてなさば、後のちのおぼえも罪免つみまぬかれなむかし」

◇　日蔭者としてお育ちになることが、気の毒で残念に思われるが、二条の院に引き取って、思いどおりに世話したならば、後になって世間の人々から非難も受けなくてすむだろう」


1 【いかにせまし】以下「罪免かれなむかし」まで、源氏の心中。二条院へ姫を迎え取ることを考える。

2 【二条の院に渡して】『集成』は「紫の上の養女にして、という含み」と注す。


松風．２．５．８

■　と思おもほせど、また、思おもはむこといとほしくて、えうち出いでたまはで、涙なみだぐみて見みたまふ。

◇　とお考えになるが、また一方で、悲しむことも気の毒で、お口に出すこともできず、涙ぐんで御覧になる。

■　幼をさなき心地ここちに2、すこし恥はぢらひたりしが、やうやううちとけて、もの言いひ笑わらひなどして、むつれたまふを見みるままに、匂にほひまさりてうつくし3。

◇　幼い心で、少し人見知りしていたが、だんだん打ち解けてきて、何か言ったり笑ったりして、親しみなさるのを見るにつれて、ますます美しくかわいらしく感じられる。

■　抱いだきておはするさま、見みるかひありて、宿世すくせこよなしと見みえたり4。

◇　抱いていらっしゃる様子、いかにも立派で、将来この上ないと思われた。


1? 【後のおぼえも罪免かれ】『完訳』は「姫君が入内する時の世評。「罪」は田舎育ちという悪評」と注す。

2 【幼き心地に】姫君、三歳。

3 【見るままに匂ひまさりてうつくし】主語は源氏か。「うつくし」という評言は語り手のもの。敬語を省いて直叙した表現であろう。『完訳』は「源氏の心内に即した地の文」「女君が見るにつけ、いよいよ美しさも増してかわいらしく思うのである」と注して訳す。

4 【見るかひありて宿世こよなしと見えたり】『完訳』は「語り手の言葉」と注す。


第三章　明石の物語　桂院での饗宴

第一段　大堰山荘を出て桂院に向かう

松風．３．１．１

■　またの日ひは京きゃうへ帰かへらせたまふべければ1、すこし大殿籠おほとのごもり過すぐして、やがてこれより出いでたまふべきを、桂かつらの院ゐんに人ひとびと多おほく参まゐり集つどひて、ここにも殿上人てんじゃうびとあまた参まゐりたり。

◇　次の日は京へお帰りあそばすご予定なので、少しお寝過ごしになって、そのままこの山荘からお帰りになる予定であるが、桂の院に人々が多く参集して、こちらにも殿上人が大勢参上した。

■　御装束2おほむさうぞくP16などしたまひて、

◇　ご装束などをお付けになって、


P16 御装束--御さうす（す/=そイ）く

1 【またの日は京へ帰らせたまふべければ】翌日、源氏は京の二条院へ帰る。「せ」尊敬の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞、最高敬語表現。源氏と明石との身分の格差を強調した表現。

2 【御装束】大島本は「御さうす（す＝そイ〈朱墨〉）く」とある。すなわち「す」の右傍に朱筆と墨筆で「そイ」と記している。振り仮名に『新大系』は「す」を付け、『集成』『古典セレクション』は「そ」を付けている。


松風．３．１．２

■　「いとはしたなきわざかな。

◇　「ほんとうにきまりが悪いことだ。

■　かく見みあらはさるべき隈くまにもあらぬを1」

◇　このように発見されるような秘密の場所でもないのに」


1 【いとはしたなきわざかなかく見あらはさるべき隈にもあらぬを】源氏の詞。『集成』は「色恋沙汰ではないという家庭的な気持から言ったもの」と注す。


松風．３．１．３

■　とて、騒さわがしきに引ひかれて出いでたまふ。

◇　と言って、騒がしさにひかれてお出になる。

■　心苦こころぐるしければ、さりげなく紛まぎらはして立たちとまりたまへる1戸口とぐちに、乳母めのと、若君抱わかぎみいだきてさし出いでたり。

◇　気の毒なので、さりげないふうによそおって立ち止まっていらっしゃる戸口に、乳母が、若君を抱いて出て来た。

■　あはれなる御みけしきに、かき撫なでたまひてP17、

◇　かわいらしい様子なので、ちょっとお撫でになって、


P17 たまひて--たま（ま/+ひ）て

1 【さりげなく紛らはして立ちとまりたまへる】『完訳』は「身分低い女と別れを惜しむのを気づかれまいと、無表情を装う」と注す。


松風．３．１．４

■　「見みでは、いと苦くるしかりぬべき1こそ、いとうちつけなれ。

◇　「見ないでいては、とてもつらいだろうことは、まったく現金なものだ。

■　いかがすべき。

◇　どうしたらよかろうか。

■　いと里遠さととほしやS10,2」

◇　とても里が遠いな」


S10 里遠みいかにせよとかかくのみはしばしも見ねば恋しかるらむ（元真集-二七三）

1 【見ではいと苦しかりぬべき】以下「いと里遠しや」まで、源氏の詞。

2 【里遠しや】「里遠みいかにせよとかかくのみはしばしも見ねば恋しかるらむ」（元真集）を踏まえる。


松風．３．１．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

松風．３．１．６

■　「遥はるかに思おもひたまへ絶たえたりつる1年としごろよりも、今いまからの御おほむもてなしの、おぼつかなうはべらむは、心尽こころづくしに」

◇　「遥か遠くに存じておりました数年前よりも、これからのお持てなしが、はっきりしませんのは、気がかりで」


1 【遥かに思ひたまへ絶えたりつる】以下「心尽くしに」まで、乳母の詞。


松風．３．１．７

■　など聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。

■　若君わかぎみ、手てをさし出いでて、立たちたまへるを慕したひたまへば、ついゐたまひてP19,1、

◇　若君、手を差し出して、お立ちになっている後をお慕いなさると、お膝をおつきになって、


P19 たまひて--たま（ま/+ひ）て

1 【立ちたまへるを慕ひたまへばついゐたまひて】「立ちたまへる」と「ついゐたまひて」の主語は源氏。「慕ひたまへば」の主語は明石の姫君。


松風．３．１．８

■　「あやしう、もの思おもひ絶たえぬ身みにこそ1ありけれ。

◇　「不思議と、気苦労の絶えないわが身であるよ。

■　しばしにても苦くるしや。

◇　少しの間でもつらい。

■　いづら。

◇　どこか。

■　など、もろともに出いでては、惜をしみたまはぬ。

◇　どうして、一緒に出て来て、別れを惜しみなさらないのですか。

■　さらばこそ、人心地ひとごこちもせめ」

◇　そうしてこそ、人心地もつこうものよ」


1 【あやしうもの思ひ絶えぬ身にこそ】以下「人心地もせめ」まで、源氏の詞。明石の君に姫君と一緒に見送るよう促す。


松風．３．１．９

■　とのたまへば、うち笑わらひて、女君をむなぎみに

◇　とおっしゃるので、ふと笑って、女君に

■　「かくなむ」

◇　「これこれです」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

松風．３．１．１０

■　なかなかもの思おもひ乱みだれて臥ふしたれば、とみにしも動うごかれず。

◇　かえって、物思いに悩んで伏せっていたので、急には起き上がることができない。

■　あまり上衆じゃうずめかしと思おぼしたり。

◇　あまりに貴婦人ぶっているとお思いになった。

■　人ひとびともかたはらいたがれば、しぶしぶにゐざり出いでて、几帳きちゃうにはた隠かくれたるかたはら目め、いみじうなまめいてよしあり、たをやぎたるけはひ、皇女みこたちといはむにも足たりぬべし1。

◇　女房たちも気を揉んでいるので、しぶしぶといざり出て、几帳の蔭に隠れている横顔、たいそう優美で気品があり、しなやかな感じ、皇女といっても十分である。


1 【皇女たちといはむにも足りぬべし】『完訳』は「語り手の推称の言辞。源氏の「あまり上衆」の評と照応」と注す。


松風．３．１．１１

■　帷子引かたびらひきやりて、こまやかに語かたらひたまふとて1、とばかり返かへり見みたまへるに、さこそ静しづめつれ、見送みおくりきこゆ。

◇　帷子を引きのけて、愛情こまやかにお語らいになろうとして、しばらくの間振り返って御覧になると、あれほど心を抑えていたが、お見送り申し上げる。


1 【語らひたまふとて】大島本は「かたらひ給ふとて」とある。諸本には「かたらひ給いて給ふとて」（肖）、「かたらひ給ていてたまふとて」（証）、河内本は「女かたらいたまふ御せんなとたちかはりさわきてやすらへはいてたまふとて」（御）、「かたらひ給御せんなと立さはきてやすらへはいて給とて」（七保冷大国）とある。『新大系』『古典セレクション』は底本のままとする。『集成』は河内本に従って「かたらひたまふ。御前など、立ち騷ぎてやすらへば、出でたまふとて」と校訂する。


松風．３．１．１２

■　いはむかたなき盛さかりの1御容貌おほむかたちなり。

◇　何とも言いようがないほど、今がお盛りのご容貌である。

■　いたうそびやぎたまへりしが、すこしなりあふほどになりたまひにける御姿おほむすがたなど、

◇　たいそうすらっとしていらっしゃったが、少し均整のとれるほどにお太りになったお姿など、

■　「かくてこそものものしかりけれ3」

◇　「これでこそ貫祿があるというものだ」

■　と、御指貫おほむさしぬきの裾すそまで、なまめかしう愛敬あいぎゃうのこぼれ出いづるぞ4、あながちなる見みなしなるべき5。

◇　と、指貫の裾まで、優美に魅力あふれて思えるのは、贔屓目に過ぎるというものであろう。


1 【いはむかたなき盛りの】明石の君から源氏の姿を見る目に視点が移る。

2? 【いたうそびやぎたまへりしか】「し」過去の助動詞。明石の地にあった時の源氏の姿態を思い起こした表現。

3 【かくてこそものものしかりけれ】明石の君の感想。「けれ」過去の助動詞、詠嘆の意。

4 【愛敬のこぼれ出づるぞ】大島本は「こほれいつる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「こぼれおつる」と校訂する。

5 【あながちなる見なしなるべき】『集成』は「「あながち」以下草子地」。『完訳』は「源氏を褒めすぎる彼女を軽く揶揄し、話に現実性を与える語り口」と注す。


松風．３．１．１３

■　かの、解とけたりし蔵人くらうども1、還かへりなりにけり。

◇　あの、解任されていた蔵人も、復官していたのであった。

■　靭負尉ゆげひのじょうにて、今年ことしかうぶり得えてけり。

◇　靭負尉になって、今年五位に叙されたのであった。

■　昔むかしに改あらため、心地ここちよげにて、御佩刀取みはかしとりに寄より来きたり。

◇　昔とは違って、得意気なふうで、御佩刀を取りに近くにやって来た。

■　人影ひとかげを見みつけて、

◇　人影を見つけて、


1 【かの解けたりし蔵人も】「須磨」に初出。「澪標」「関屋」にも登場。空蝉の夫伊予介（後、常陸介）の子で河内守の弟。


松風．３．１．１４

■　「来きし方かたの1もの忘わすれしはべらねど、かしこければえこそP20,2。

◇　「昔のことは忘れていたわけではありませんが、恐れ多いのでお訪ねできずにおりました。

■　浦風うらかぜおぼえはべりつる暁あかつきの寝覚ねざめにも、おどろかしきこえさすべきよすがだになくて」

◇　浦風を思い出させる今朝の寝覚めにも、ご挨拶申し上げる手だてさえなくて」


P20 えこそ--（/+え〈朱〉）こそ

1 【来し方の】以下「よすがだになくて」まで、靫負尉の詞。女房に今まで御無沙汰していた言い訳。「浦風」「暁の寝覚め」という歌語を使用。

2 【かしこければえこそ】大島本は「（＋え〈朱〉）こそ」とある。すなわち朱筆で副詞「え」を補入する。『新大系』はあ底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「こそ」と校訂する。


松風．３．１．１５

■　と、けしきばむを、

◇　と、意味ありげに言うので、

松風．３．１．１６

■　「八重立やへたつ山やまS11は1、さらに島隠しまがくれS12にも劣おとらざりけるを、松まつも昔むかしのS13と、たどられつるに、忘わすれぬ人ひともものしたまひけるに、頼たのもし」

◇　「幾重にも雲がかかる山里は、まったく島隠れの浦に劣りませんでしたのに、松も昔の相手はいないものかと思っていたが、忘れていない人がいらっしゃったとは、頼もしいこと」


S11 身を憂しと人知れぬ世を尋ね来し雲の八重立つ山にやはあらぬ（後撰集雑二-一一七三　読人しらず）

S12 ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ（古今集羈旅-四〇九　読人しらず）

S13 誰をかも知る人にせむ高砂の松も昔の友ならなくに（古今集雑上-九〇九　藤原興風）

1 【八重立つ山は】以下「頼もし」まで、女房の返事。引歌を多用。「白雲の八重立つ山の峯にだに住めば住まるる世にこそありけれ」（源氏釈所引）「ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ」（古今集羈旅、四〇九、読人しらず）「誰をかも知る人にせむ高砂の松も昔の友ならなくに」（古今集雑上、九〇九、藤原興風）。


松風．３．１．１７

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　「こよなしや。

◇　「ひどいもんだ。

■　我われも思おもひなきにしもあらざりしを1」

◇　自分も悩みがないわけではなかったのに」

■　など、あさましうおぼゆれど、

◇　などと、興ざめな思いがするが、

■　「今、ことさらに」

◇　「いずれ、改めて」

■　と、うちけざやぎて2、参まゐりぬ。

◇　と、きっぱり言って、参上した。


1 【こよなしや我も思ひなきにしもあらざりしを】靫負尉の心中。『完訳』は「靫負の尉の心語。「こよなし」は、自分の期待とはかけ離れている感じ。古歌を多用する女房の気どった態度に応対しかねる気持」と注す。

2 【うちけざやぎて】『集成』は「きちんと挨拶して」。『完訳』は「きっぱり言い捨てて」と訳す。


第二段　桂院に到着、饗宴始まる

松風．３．２．１

■　いとよそほしくさし歩あゆみたまふほど1、かしかましう追おひ払はらひて、御車おほむくるまの尻しりに、頭中将とうのちゅうじゃう、兵衛督乗ひゃうゑのかみのせたまふ。

◇　たいそう威儀正しくお進みになる間、大声で御前駆が先払いして、お車の後座席に、頭中将、兵衛督をお乗せになる。


1 【いとよそほしくさし歩みたまふほど】主語は源氏。内大臣にふさわしく、ものものしく先払いをして車に向かう。


松風．３．２．２

■　「いと軽々かるがるしき隠かくれ家1が、見みあらはされぬるこそ、ねたう」

◇　「たいそう軽々しい隠れ家、見つけられてしまったのが、残念だ」


1 【いと軽々しき隠れ家】以下「ねたう」まで、源氏の詞。


松風．３．２．３

■　と、いたうからがりたまふ。

◇　と、ひどくお困りのふうでいっらっしゃる。

松風．３．２．４

■　「昨夜よべの月つきに1、口惜くちをしう御供おほむともに後おくれはべりにけると思おもひたまへられしかば、今朝けさ、霧きりを分わけて参まゐりはべりつる。

◇　「昨夜の月には、残念にもお供に遅れてしまったと存じましたので、今朝は、霧の中を参ったのでございます。

■　山やまの錦にしきはS14、まだしうはべりけり。

◇　山の紅葉は、まだのようでございます。

■　野辺のべの色いろこそ、盛さかりにはべりけれ。

◇　野辺の色は、盛りでございました。

■　なにがしの朝臣あそむの2、小鷹こたかにかかづらひて、立たち後おくれはべりぬる、いかがなりぬらむ」

◇　某の朝臣が、小鷹狩にかかわって遅れてしまいましたが、どうなったことでしょう」


S14 霜のたて露のぬきこそ弱からし山の錦の織ればかつ散る（古今集秋下-二九一　藤原関雄）

1 【昨夜の月に】以下「いかがなりぬらむ」まで、頭中将たちの詞。

2 【なにがしの朝臣の】実名を言ったのを「某朝臣」と語り手が言い換えたもの。


松風．３．２．５

■　など言いふ。

◇　などと言う。

松風．３．２．６

■　「今日けふは、なほ桂殿かつらどのに」

◇　「今日は、やはり桂殿で」

■　とて、そなたざまにおはしましぬ。

◇　と言って、そちらの方にいらっしゃった。

■　にはかなる御饗応おほむあるじとP21騷さわぎて、鵜飼うかひども召めしたるに、海人あまのさへづり思おぼし出いでらる。

◇　急な御饗応だと大騷ぎして、鵜飼たちを呼び寄せると、海人のさえずりが自然と思い出される。


P21 御饗応と--御あるし（し/+と）し（し/＄〈朱〉）


松風．３．２．７

■　野のに泊とまりぬる君達きむだち、小鳥ことりしるしばかりひき付つけさせたる荻をぎの枝えだなど、苞つとにして参まゐれり。

◇　野原に夜明かしした公達は、小鳥を体裁ばかりに付けた荻の枝など、土産にして参上した。

■　大御酒おほみきあまたたび順流ずんながれて、川かはのわたり危あやふげなれば、酔ゑひに紛まぎれておはしまし暮くらしつ。

◇　お杯が何度も廻って、川の近くなので危なっかしいので、酔いに紛れて一日お過ごしになった。

第三段　饗宴の最中に勅使来訪

松風．３．３．１

■　おのおの絶句ぜくなど作つくりわたして、月つきはなやかにさし出いづるほどに、大御遊おほみあそび始はじまりて、いと今いまめかし。

◇　各自が絶句などを作って、月が明るく差し出したころに、管弦のお遊びが始まって、まことに華やかである。

■　弾ひきもの、琵琶びは、和琴わごんばかり、笛ふえども上手じゃうずの限かぎりして、折をりに合あひたる調子吹てうしふき立たつるほど、川風吹かはかぜふき合あはせておもしろきに、月高つきたかくさし上あがり、よろづのこと澄すめる夜よのやや更ふくるほどに、殿上人てんじゃうびと、四よたり、五人いつたりばかり連つれて参まゐれり。

◇　弾楽器は、琵琶、和琴ぐらいで、笛は上手な人だけで、季節にふさわしい調子を吹き立てるほどに、川風が吹き合わせて風雅なところに、月が高く上り、何もかもが澄んで感じられる夜がやや更けていったころに、殿上人が、四、五人ほど連れだって参上した。

■　上うへにさぶらひけるを、御遊おほむあそびありけるついでに、

◇　殿上の間に伺候していたのだったが、管弦の御遊があった折に、

松風．３．３．２

■　「今日けふは、六日むいかの御物忌明おほむものいみあく日ひにて、かならずP22参まゐりたまふべきを、いかなれば1」

◇　「今日は、六日の御物忌みの明ける日なので、必ず参内なさるはずなのに、どうしてなのか」


P22 かならず--か（か/＄〈朱〉）かならす

1 【今日は六日の御物忌明く日にてかならず参りたまふべきをいかなれば】冷泉帝の詞。『集成』「中神の物忌であろうかとされる。五日か六日連続するゆえんである。「御物忌」とあるのは、帝の物忌である」と注す。


松風．３．３．３

■　と仰おほせられければ、ここに、かう泊とまらせたまひにけるよし聞きこし召めして、御消息おほむせうそこあるなりけり。

◇　と仰せになったところ、ここに、このようにご滞留になった由をお聞きあそばして、お手紙があったのであった。

■　御使おほむつかひは、蔵人弁1くらうどのべんなりけり。

◇　お使いは蔵人弁であった。


1 【蔵人弁】系図不詳の人。この場面にのみ登場。


松風．３．３．４

■　「月つきのすむ川かはのをちなる里さとなれば

桂かつらの影かげはのどけかるらむ1

うらやましう2」

◇　「月が澄んで見える桂川の向こうの里なので

月の光をゆっくりと眺められることであろう

羨ましいことです」


1 【月のすむ川のをちなる里なれば桂の影はのどけかるらむ】帝の歌。「住む」と「澄む」の掛詞。『完訳』は「土地ぼめをして源氏をたたえる」と注す。

2 【うらやましう】歌に添えた言葉。


松風．３．３．５

■　とあり。

◇　とある。

■　かしこまりきこえさせたまふ。

◇　恐縮申し上げなさる。

松風．３．３．６

■　上うへの御遊おほむあそびよりも、なほ所ところからの、すごさ添そへたるものの音ねをめでて、また酔ゑひ加くははりぬ。

◇　殿上の御遊よりも、やはり場所柄ゆえに、ひとしお身にしみ入る楽の音を賞美して、また酔いも加わった。

■　ここにはまうけの物ものもさぶらはざりければ、大堰おほゐに、

◇　ここには引き出物も準備していなかったので、大堰に、

■　「わざとならぬまうけの物ものや1」

◇　「ことごとしくならない引き出物はないか」

■　と、言いひつかはしたり。

◇　と言っておやりになった。

■　取とりあへたるに従したがひて参まゐらせたり。

◇　有り合わせの物を差し上げた。

■　衣櫃二荷きぬびつふたかけにてあるを、御使おほむつかひの弁べんはとく帰かへり参まゐれば、女をむなの装束さうぞくP23かづけたまふ。

◇　衣櫃二荷に入っているのを、お使いの蔵人弁はすぐに帰参するので、女の装束をお与えになる。


P23 装束--さうす（す/=そイ）く

1 【わざとならぬまうけの物や】源氏の詞。間接的話法であろう。「や」疑問の係助詞、下に「ある」（連体形）が省略された形。


松風．３．３．７

■　「久方ひさかたの光ひかりに近ちかき名なのみして

朝夕霧あさゆふきりも晴はれぬ山里1やまざと」

◇　「桂の里といえば月に近いように思われますが

それは名ばかりで朝夕霧も晴れない山里です」


1 【久方の光に近き名のみして朝夕霧も晴れぬ山里】源氏から帝への返歌。「月の澄む」「里」「桂の影」の語句を受けて、「久方の光に近き名のみ」「山里」と謙遜する。


松風．３．３．８

■　行幸待ぎゃうがうまちきこえたまふ心こころばへなるべし1。

◇　行幸をお待ち申し上げるお気持ちなのであろう。

■　「中なかに生おひたるS15,2」

◇　「月の中に生えている」

■　と、うち誦ずんじたまふついでに、かの淡路島あはぢしまを思おぼし出いでて、躬恒みつねが

◇　と朗誦なさる時に、あの淡路島をお思い出しになって、躬恒が

■　「所ところからかS16」

◇　「場所柄からであろうか」

■　とおぼめきけむことなど、のたまひ出いでたるに、ものあはれなる酔ゑひ泣なきどもあるべし。

◇　といぶかしがったという話などを、おっしゃり出したので、しみじみとした酔い泣きする者もいるのであろう。


S15 久方の中に生ひたる里なれば光をのみぞ頼むべらなる（古今集雑下-九六八　伊勢）

S16 淡路にてあはと遥かに見し月の近き今宵は所からかも（古今六帖一-三三二　躬恒）

1 【行幸待ちきこえたまふ心ばへなるべし】「なる」断定の助動詞。「べし」推量の助動詞。語り手の言辞。『集成』は「作者の自注。草子地」。『完訳』は「語り手の推測」と注す。

2 【中に生ひたる】「久かたの中に生ひたる里なれば光をのみぞ頼むべらなる」（古今集雑下、九六八、伊勢）。詞書に「桂に侍りける時に、七条の中宮の問はせ給へりける御返事に、奉れりける」とある。


松風．３．３．９

■　「めぐり来きて手てに取とるばかりさやけきや

淡路あはぢの島しまのあはと見みし月つき」

◇　「都に帰って来て手に取るばかり近くに見える月は

あの淡路島を臨んで遥か遠くに眺めた月と同じ月なのだろうか」

松風．３．３．１０

■　頭中将とうのちゅうじゃう、

◇　頭中将、

松風．３．３．１１

■　「浮雲うきぐもにしばしまがひし月影つきかげの

すみはつる夜よぞのどけかるべき」

◇　「浮雲に少しの間隠れていた月の光も

今は澄みきっているようにいつまでものどかでありましょう」

松風．３．３．１２

■　左大弁さだいべん、すこしおとなびて、故院こゐんの御時おほむときにも、むつましう仕つかうまつりなれし人ひとなりけり。

◇　左大弁、少し年がいって、故院の御代にも、親しくお仕えしていた人なのであった。

松風．３．３．１３

■　「雲くもの上うへのすみかを捨すてて夜半よはの月つき

いづれの谷たににかげ隠かくしけむ」

◇　「まだまだご健在であるはずの故院はどこの谷間に

お姿をお隠しあそばしてしまわれたのだろう」

松風．３．３．１４

■　心々こころごころにあまたあめれど、うるさくてなむ。

◇　それぞれに多くあるようだが、煩わしいので省略する。

松風．３．３．１５

■　気近けぢかううち静しづまりたる御物語おほむものがたり、すこしうち乱みだれて、千年ちとせも見聞みきかまほしき御おほむありさまなれば、斧をのの柄えも朽くちぬべけれど、今日けふさへはとて、急いそぎ帰かへりたまふ。

◇　親しい内輪とのしんみりしたお話に、少し砕けてきて、千年も見たり聞いていたりしたいご様子なので、斧の柄も朽ちてしまいそうだが、いくらなんでも今日まではと、急いでお帰りになる。

松風．３．３．１６

■　物ものども品々しなじなにかづけて、霧きりの絶たえ間まに立たち混まじりたるも、前栽せんさいの花はなに見みえまがひたる色いろあひなど、ことにめでたし。

◇　いろいろな品物を身分に応じてお与えになって、霧の絶え間に見え隠れしているのも、前栽の花かと見違えるような色あいなど、格別素晴らしく見える。

■　近衛府この名高ゑづかさのなだかき舎人とねり、物ものの節ふしどもなどさぶらふに、さうざうしければ、

◇　近衛府の有名な舎人、芸能者などが従っているのに、何もないのはつまらないので、

■　「其駒**」

◇　「その駒」

■　など乱みだれ遊あそびて、脱ぬぎかけたまふ色々いろいろ、秋あきの錦にしきを風かぜの吹ふきおほふかと見みゆ。

◇　などを謡いはやして、脱いで次々とお与えになる色合いは、秋の錦を風が吹き散らしているかのように見える。

◆　 
もの-ども しなじな に かづけ て、 きり の たえま に たちまじり たる も、 せんさい の はな に みえ まがひ たる いろあひ など、 こと に めでたし。 このゑづかさ の なだかき とねり、 もの の ふし-ども など さぶらふ に、 さうざうしけれ ば、 その こま など みだれ あそび て、 ぬぎ かけ たまふ いろいろ、 あき の にしき を かぜ の ふき おほふ か と みゆ。

松風．３．３．１７

■　ののしりて帰かへらせたまふ響ひびき、大堰おほゐにはもの隔へだてて聞ききて、名残なごりさびしう眺ながめたまふ。

◇　大騷ぎしてお帰りになるざわめきを、大堰では遥か遠くに聞いて、名残寂しく物思いに沈んでいらっしゃる。

■　「御消息おほむせうそこをだにせで」

◇　「お手紙さえ出さなくて」

■　と、大臣おとども御心みこころにかかれり。

◇　と、大臣もお気にかかっていらっしゃった。

第四章　紫の君の物語　嫉妬と姫君への関心

第一段　二条院に帰邸

松風．４．１．１

■　殿とのにおはして1、とばかりうち休やすみたまふ。

◇　邸にお帰りになって、しばらくの間お休みになる。

■　山里やまざとの御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふ。

◇　山里のお話など申し上げなさる。


1 【殿におはして】源氏、二条院に帰邸する。


松風．４．１．２

■　「暇聞いとまきこえしほど1過すぎつれば、いと苦くるしうこそ。

◇　「お暇を頂戴したのが過ぎてしまったので、とても申し訳ありません。

■　この好すき者ものどもの尋たづね来きて、いといたう強しひとどめしに、引ひかされて。

◇　この風流人たちが尋ねて来て、無理に引き止めたので、それにつられて。

■　今朝けさは、いとなやまし」

◇　今朝は、とても気分が悪い」


1 【暇聞こえしほど】以下「いとなやまし」まで、源氏の詞。二、三日逗留の予定が五日に延期。


松風．４．１．３

■　とて、大殿籠おほとのごもれり。

◇　と言って、お寝みになった。

■　例れいの、心こころとけず見みえたまへど、見知みしらぬやうにて1、

◇　例によって、不機嫌のようでいらしたが、気づかないないふりをして、


1 【見知らぬやうにて】主語は源氏。紫の君の不機嫌な態度を知らぬふりしてという意。


松風．４．１．４

■　「なずらひならぬほどを1、思おぼし比くらぶるも、悪わるきわざなめり2。

◇　「比較にならない身分を、お比べになっても、良くないようです。

■　我われは我われと思おもひなしたまへ3」

◇　自分は自分と思っていらっしゃい」


1 【なずらひならぬほどを】以下「思ひなしたまへ」まで、源氏の詞。明石の君の身分は紫の君に比較にならぬという。

2 【悪きわざなめり】大島本は「わるき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「わろき」と整定する。

3 【我は我と思ひなしたまへ】『集成』は「自分は自分だと平気でいらっしゃればよい」。『完訳』は「自分は自分で別格だとかまえてくだされ」と訳す。


松風．４．１．５

■　と、教をしへきこえたまふ。

◇　と、お教え申し上げなさる。

■　暮くれかかるほどに、内裏うちへ参まゐりたまふに、ひきそばめて急いそぎ書かきたまふは、かしこへなめり1。

◇　日が暮かかるころに、宮中へ参内なさるが、脇に隠して急いでお認めになるのは、あちらへなのであろう。

■　側目そばめこまやかに見みゆ。

◇　横目には愛情深く見える。

■　うちささめきて遣つかはすを、御達ごたちなど、憎にくみきこゆ。

◇　小声で言って遣わすのを、女房たちは、憎らしいとお思い申し上げる。


1 【かしこへなめり】「かしこ」は大堰の明石の君をさす。「な」断定の助動詞。連体形「めり」推量の助動詞、主観的推量。語り手の言辞。


第二段　源氏、紫の君に姫君を養女とする件を相談

松風．４．２．１

■　その夜よは、内裏うちにもさぶらひたまふべけれど1、解とけざりつる御みけしきとりに、夜更よふけぬれど、まかでたまひぬ。

◇　その夜は、宮中にご宿直の予定であったが、直らなかったご機嫌を取るために、夜が更けたが退出なさった。

■　ありつる御返おほむかへり持もて参まゐれり。

◇　先ほどのお返事を持って参った。

■　え引ひき隠かくしたまはで、御覧ごらんず。

◇　お隠しになることができず、御覧になる。

■　ことに憎にくかるべき2ふしも見みえねば、

◇　特別に憎むような点も見えないので、


1 【その夜は内裏にもさぶらひたまふべけれど】源氏、内裏から帰邸、紫の君の機嫌をとる。

2 【憎かるべき】紫の君が手紙を見て「憎し」と見えないの意。


松風．４．２．２

■　「これ、破やり隠かくしたまへ1。

◇　「これ、破り捨ててください。

■　むつかしや。

◇　厄介なことだ。

■　かかるものの散ちらむも、今いまはつきなきほどになりにけり」

◇　このような手紙が散らかっているのも、今では不似合いな年頃になってしまったよ」


1 【これ破り隠したまへ】以下「ほどになりにけり」まで、源氏の詞。紫の君に対して言ったもの。


松風．４．２．３

■　とて、御脇息おほむけふそくに寄よりゐたまひて、御心みこころのうちには、いとあはれに恋こひしう思おぼしやらるれば、燈ひをうち眺ながめて、ことにものものたまはずP24。

◇　と言って、御脇息に寄り掛かりなさって、お心の中では、実にしみじみといとしく思わずにはいられないので、燈火をふと御覧になって、特に何もおっしゃらない。

■　文ふみは広ひろごりながらあれど、女君をむなぎみ、見みたまはぬやうなるを、

◇　手紙は広げたままあるが、女君、御覧にならないようなので、


P24 ものたまはず--（/+もの）たまはす


松風．４．２．４

■　「せめて、見隠みかくしたまふ御目尻おほむまじりこそ、わづらはしけれ2」

◇　「無理して、見て見ぬふりをなさる眼つきが、やっかいですよ」


1? 【恋しう思しやらるれはば】「るれ」自発の助動詞。

2 【せめて見隠したまふ御目尻こそわづらはしけれ】源氏の詞。『完訳』は「嫉妬ゆえに黙りがちな紫の上の心を解きほぐそうとする源氏の、冗談めかした言葉である」と注す。


松風．４．２．５

■　とて、うち笑ゑみたまへる御愛敬おほむあいぎゃう、所狭ところせきまでこぼれぬべし。

◇　と言って、微笑みなさる魅力、あたり一面にこぼれるほどである。

■　さし寄よりたまひて、

◇　側にお寄りになって、

松風．４．２．６

■　「まことは、らうたげなるものを1見みしかば、契ちぎり浅あさくも見みえぬを、さりとて、ものめかさむほども憚はばかり多おほかるに、思おもひなむわづらひぬる。

◇　「実を申すと、かわいらしい姫君が生まれたものだから、宿縁は浅くも思えず、そうかといって、一人前に扱うのも憚りが多いので、困っているのです。

■　同おなじ心こころに思おもひめぐらして、御心みこころに思おもひ定さだめたまへ2。

◇　わたしと同じ気持ちになって考えて、あなたのお考えで決めてください。

■　いかがすべき。

◇　どうしましょう。

■　ここにて育はぐくみたまひてむやP25。

◇　ここでお育てになってくださいませんか。

■　蛭ひるの子こが齢3よはひにもなりにけるを、罪つみなきさまなるも思おもひ捨すてがたうこそ。

◇　蛭の子の三歳にもなっているのだが、無邪気な様子も放って置けないので。

■　いはけなげなる下しもつ方かたも、紛まぎらはさむなど思おもふを4、めざましと思おぼさずは、引ひき結ゆひたまへかし5」

◇　幼げな腰のあたりを、取り繕ってやろうなどと思うのだが、嫌だとお思いでなければ、腰結いの役を勤めてやってくださいな」


P25 たまひてむや--たま（ま/+ひ）てんや

1 【まことはらうたげなるものを】以下「引き結ひたまへかし」まで、源氏の詞。明石の姫君の引き取りを提案する。

2 【同じ心に思ひめぐらして御心に思ひ定めたまへ】『集成』は「私と一緒に考えて下さって、お考え通り決めて下さい。姫君を紫の上の養女にすることに、婉曲に同意を求めようとしている」と注す。

3 【蛭の子が齢】三歳。『日本書紀』神代紀の故事に基づく。

4 【いはけなげなる下つ方も紛らはさむなど思ふを】大島本は「おもふを」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「思ふをも」と「も」を補訂する。袴着の儀を婉曲的に言う。

5 【引き結ひたまへかし】袴着の儀で腰結の役をすること。『完訳』は「腰結いの役をつとめてやってくださいな」と訳す。


松風．４．２．７

■　と聞きこえP26たまふ。

◇　とお頼み申し上げなさる。


P26 聞こえ--き（き/+こ）え


松風．４．２．８

■　「思おもはずにのみ1とりなしたまふ御心みこころの隔へだてを、せめて見知みしらず、うらなくやはとてこそ2。

◇　「思ってもいない方にばかりお取りになる冷たいお気持ちを、無理に気づかないふりをして、無心に振る舞っていては良くないとは思えばこそです。

■　いはけなからむ御心みこころには、いとようかなひぬべくなむ3。

◇　幼ない姫君のお心には、きっととてもよくお気にめすことでしょう。

■　いかにうつくしきほどに」

◇　どんなにかわいらしい年頃なのでしょう」


1 【思はずにのみ】以下「うつくしきほどに」まで、紫の君の返事。腰結の役を承諾する。

2 【せめて見知らずうらなくやはとてこそ】『完訳』は「しいて気づかぬふりをして、無邪気にしていてよいわけでもない、と思えばこそ」と訳す。

3 【いはけなからむ御心にはいとようかなひぬべくなむ】「御心」は明石の姫君の御心。『完訳』は「どうせ私も幼稚だからとして、源氏への皮肉もこめる」と注す。


松風．４．２．９

■　とて、すこしうち笑ゑみたまひぬ1。

◇　と言って、少し微笑みなさった。

■　稚児ちごをわりなうらうたきものにしたまふ御心みこころなれば、

◇　子どもをひどくかわいがるご性格なので、

■　「得えて、抱いだきかしづかばや」

◇　「引き取ってお育てしたい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【すこしうち笑みたまひぬ】『完訳』は「「すこし」と、妬心の残る気持」と注す。


松風．４．２．１０

■　「いかにせまし。

◇　「どうしようか。

■　迎むかへやせまし」

◇　迎えようか」

■　と思おぼし乱みだる。

◇　とご思案なさる。

■　渡わたりたまふこといとかたし。

◇　お出向きになることはとても難しい。

■　嵯峨野さがのの御堂みだうの念仏ねんぶつなど待まち出いでて、月つきに二度ふたたびばかりの御契おほむちぎりなめり1。

◇　嵯峨野の御堂の念仏の日を待って、一月に二度ほどの逢瀬のようである。

■　年としのわたりにはS17、立たちまさりぬべかめるを2、及およびなきことと思おもへども、なほいかがもの思おもはしからぬ。

◇　年に一度の七夕の逢瀬よりは勝っているようであるが、これ以上は望めないことと思うけれども、やはりどうして嘆かずにいられようか。


S17 玉鬘絶えぬものからあらたまのとしの渡りはただ一夜のみ（後撰集秋上-二三四　読人しらず）

1 【御契りなめり】「な」断定の助動詞。連体形、「めり」推量の助動詞、主観的推量。語り手の言辞。

2 【年のわたりには立ちまさりぬべかめるを】「玉かづら絶えぬものからあらたまの年のわたりはただ一夜のみ」（後撰集秋上、二三四、読人知らず）を踏まえる。



１９． 薄雲 (うすぐも)

第一章　明石の物語　母子の雪の別れ

第一段　明石、姫君の養女問題に苦慮する

薄雲．１．１．１

■　冬ふゆになりゆくままに1、川かはづらのP1住すまひ2、いとど心細こころぼそさまさりて、うはの空そらなる心地ここちのみしつつ明あかし暮くらすを、君きみも、

◇　冬になるにしたがって、川辺の生活は、ますます心細さがつのっていって、上の空のような心地ばかりしながら毎日を暮らしているのを、君も、

■　「なほ、かくては3、え過すぐさじ。

◇　「やはり、このまま過すことは、できまい。

■　かの、近ちかき所ところに思おもひ立たちね」

◇　あの、邸に近い所に移ることを決心なさい」

■　と、すすめたまへど、

◇　と、お勧めになるが、

■　「つらき所多ところおほくS1,4心見果こころみはてむも、残のこりなき心地ここちすべきを5、いかに言いひてかS2」

◇　「冷淡な気持ちを多くすっかり見てしまうのも、未練も残らないことになるだろうから、何と恨みを言ったらよいものだろうか」

■　などいふやうに思おもひ乱みだれたり。

◇　などというように思い悩んでいた。


P1 川づらの--か（か/+は）つらの

S1 宿変へて松にも見えずなりぬればつらき所の多くもあるかな（後撰集恋三-七〇五　女）

S2 恨みての後さへ人のつらからばいかに言ひてか音をも泣かまし（拾遺集恋五-九八五　読人しらず）

1 【冬になりゆくままに】明石の祖母、母、孫娘の三人が秋に上京して季節は冬へと移っていく。女たちの心細さが冬の季節とともに深まっていく。

2 【川づらの住まひ】大島本は「か（か＋は）つら」とある。すなわち「は」を補入する。三条西家本も同じく「は」を補入している。他本は「かつら」（横池耕）、「かはつら」（御肖）とある。河内本は一本（宮）を除いて他は「かはつら」。別本もすべて「かはつら」。『集成』『新大系』は底本の補入に従って「川づら」とする。『古典セレクション』は「桂」と校訂する。その「校訂付記」に、青表紙本では他に穂久邇文庫本・伝後柏原院等筆本・吉田幸一氏本が「かつら」とある由である。しかし、地理的に「大堰」は「桂」ではない。「松風」巻でも「桂」と「大堰」を語り分けている。

3 【なほかくては】以下「思ひたちね」まで、源氏の詞。二条東院へ移転するよう勧告。

4 【つらき所多く】以下「いかに言ひてか」まで、明石の君の心中。「宿変へて待つにも見えずなりぬればつらき所の多くもあるかな」（後撰集恋三、七〇五、読人しらず）と「恨みての後さへ人のつらからばいかに言ひてか音をも泣かまし」（拾遺集恋五、九八五、読人しらず）を引歌とする。不安な気持ちを古歌に託して重層化する。

5 【残りなき心地すべきを】『集成』は「身も蓋もない思いがされるだろうから」。『完訳』は「それこそすべておしまいという気持になるだろうから」と訳す。


薄雲．１．１．２

■　「さらば、この若君わかぎみを1。

◇　「それでは、この若君を。

■　かくてのみは、便びんなきことなり。

◇　こうしてばかりいては、不都合なことです。

■　思おもふ心こころあれば、かたじけなし2。

◇　将来に期するところもあるので、恐れ多いことです。

■　対たいに聞きき置おきて、常つねにゆかしがるを、しばし見みならはさせて、袴着はかまぎの事ことなども、人知ひとしれぬさまならずしなさむとなむ思おもふ」

◇　対の君も耳にして、いつも見たがっているのですが、しばらくの間馴染ませて、袴着の祝いなども、ひっそりとではなく催そうと思う」


1 【さらばこの若君を】以下「しなさむと思ふ」まで、源氏の詞。姫君の引き取り、二条院で袴着の儀を催すことを申し出る。

2 【思ふ心あればかたじけなし】将来、入内させ立后させようという考え。「かたじけなし」が使われるゆえん。


薄雲．１．１．３

■　と、まめやかに語かたらひたまふ。

◇　と、真剣にご相談になる。

■　「さ思おぼすらむ」

◇　「きっとそのようにおっしゃるだろう」

■　と思おもひわたることなれば1、いとど胸むねつぶれぬ。

◇　とかねて思っていたことなので、ますます胸がつぶれる思いがした。


1 【さ思すらむと思ひわたることなれば】明石の君は源氏は姫君を紫の君の養女として引き取ることを予測していた。


薄雲．１．１．４

■　「改あらためてやむごとなき方かたに1もてなされたまふとも、人ひとの漏もり聞きかむことは、なかなかにや、つくろひがたく思おぼされむ」

◇　「今さら尊い人として大切に扱われなさっても、人が漏れ聞くだろうことは、かえって、とりつくろいにくくお思いになるのではないでしょうか」


1 【改めてやむごとなき方に】以下「思されむ」まで、明石の詞。『集成』は「姫君が紫の上のお子として大切に扱われなさっても」と訳す。


薄雲．１．１．５

■　とて、放はなちがたく思おもひたる、ことわりにはあれどP2、

◇　と言って、手放しがたく思っているのは、もっともなことではあるが、


P2 あれど--あれ（れ/+と）


薄雲．１．１．６

■　「うしろやすからぬ方かたにやなどは、な疑うたがひたまひそ。

◇　「安心できない取り扱いを受けやしまいかなどと、決してお疑いなさいますな。

■　かしこには、年経としへぬれど、かかる人ひともなきが、さうざうしくおぼゆるままに、前斎宮1さきのさいぐうのおとなびものしたまふをだにこそ、あながちに扱あつかひきこゆめれば、まして、かく憎にくみがたげなめるほど2を、おろかには見放みはなつP3まじき心こころばへに」

◇　あちらには、何年にもなるのに、このような子どももいないのが、淋しい気がするので、前斎宮の大きくおなりでいらしゃるのをさえ、無理に親代わりのお世話申しているようなので、まして、このようにあどけない年頃の人を、いいかげんなお世話はしない性格です」


P3 見放つ--見（見/+は）なつ

1 【前斎宮】『集成』は「ぜんさいぐう」。『完訳』は「さきのさいぐう」と読む。横山本「さきの斎宮」。耕雲本「せんさい宮」とある。前斎宮、二十二歳。

2 【憎みがたげなめるほど】明石の姫君、三歳。


薄雲．１．１．７

■　など、女君をむなぎみの御おほむありさまの思おもふやうなることも語かたりたまふ。

◇　などと、女君のご様子が申し分ないことをお話になる。

薄雲．１．１．８

■　「げに、いにしへは1、いかばかりのことに定さだまりたまふべきにかと、つてにもほの聞きこえし御心2みこころの、名残なごりなく静しづまりたまへるは、おぼろけの御宿世おほむすくせにもあらず、人ひとの御おほむありさまも、ここらの御おほむなかにすぐれたまへるにこそは」

◇　「ほんとに、昔は、どれほどの方に落ち着かれるのだろうかと、噂にちらっと聞いたご好色心がすっかりお静まりになったのは、並大抵のご宿縁ではなく、お人柄のご様子もおおぜいの方々の中でも優れていらっしゃるからこそだろう」

■　と思おもひやられて、

◇　と想像されて、

■　「数かずならぬ人ひとの3並ならびきこゆべきおぼえにもあらぬを、さすがに、立たち出いでて4、人ひともめざましと思おぼすことやあらむ。

◇　「一人前でもない者がご一緒させていただける扱いでもないのに、それにもかかわらず、さし出たら、あの方も身の程知らずなと、お思いになるやも知れぬ。

■　わが身みは、とてもかくても同おなじこと。

◇　自分の身は、どうなっても同じこと。

■　生おひ先遠さき人とほきひとの御おほむうへも、つひには、かの御心みこころにかかるべきにこそあめれ。

◇　将来のある姫君のお身の上も、ゆくゆくは、あの方のお心次第であろう。

■　さりとならば、げにかう何心なにごころなきほどにや譲ゆづりきこえまし」

◇　そうとならば、なるほどこのように無邪気な間にお譲り申し上げようかしら」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【げにいにしへは】以下「すぐれたまへるにこそは」まで、明石の心中。紫の君の宿縁と人柄のすばらしさを思う。

2 【ほの聞こえし御心】『集成』は「ほのかにお噂を耳にした浮気なご性分」と訳す。

3 【数ならぬ人の】以下「譲りきこえまし」まで、明石の君の心中。姫君を紫の君に譲ることを決心。

4 【さすがに立ち出でて】『集成』は「それを押して人並みなお扱いを受けたら」。『完訳』は「おめおめ顔出ししたら」と訳す。


薄雲．１．１．９

■　また、

◇　また一方では、

■　「手てを放はなちて、うしろめたからむこと。

◇　「手放したら、不安でたまらないだろうこと。

■　つれづれも慰なぐさむ方かたなくては、いかが明あかし暮くらすべからむ1。

◇　所在ない気持ちを慰めるすべもなくなっては、どのようにして毎日を暮らしてゆけようか。

■　何なににつけてか、たまさかの御立おほむたち寄よりもあらむ」

◇　何を目当てとして、たまさかのお立ち寄りがあるだろうか」

■　など、さまざまに思おもひ乱みだるるに、身みの憂うきこと、限かぎりなし。

◇　などと、さまざまに思い悩むにつけ、身の上のつらいこと、際限がない。


1 【いかが明かし暮らすべからむ】大島本は「いかゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかがは」と「は」を補訂する。


第二段　尼君、姫君を養女に出すことを勧める

薄雲．１．２．１

■　尼君あまぎみ、思おもひやり深ふかき人ひとにて1、

◇　尼君、思慮の深い人なので、


1 【尼君思ひやり深き人にて】「思ひやり」は思慮の意。


薄雲．１．２．２

■　「あぢきなし1。

◇　「つまりません。

■　見みたてまつらざらむことは、いと胸むねいたかりぬべけれど、つひにこの御おほむためによかるべからむことをこそ思おもはめ。

◇　お目にかかれないことは、とても胸の痛いことにちがいありませんが、結局は、姫君の御ためによいことだろうことを考えなさい。

■　浅あさく思おぼしてのたまふことにはあらじ。

◇　浅いお考えでおっしゃることではあるまい。

■　ただうち頼たのみきこえて、渡わたしたてまつりたまひてよ。

◇　ただご信頼申し上げて、お渡し申されよ。

■　母方ははがたからこそ、帝みかどの御子みこも際々きはぎはにおはすめれ。

◇　母方の身分によって、帝の御子もそれぞれに差がおありになるようです。

■　この大臣おとどの君きみの、世よに二ふたつなき御おほむありさまながら、世よに仕つかへたまふは、故大納言2こだいなごんの、今いまひときざみなり劣おとりたまひて、更衣腹かういばらと言いはれたまひし、けぢめにこそはおはすめれ。

◇　この大臣の君が、世に二人といない素晴らしいご様子でありながら、朝廷にお仕えなさっているのは、故大納言が、いま一段劣っていらっしゃって、更衣腹と言われなさった、その違いなのでいらっしゃるようです。

■　まして、ただ人うどはなずらふべきことにもあらず。

◇　ましてや、臣下の場合では、比較することもできません。

■　また、親王みこたち、大臣おとどの御腹おほむはらといへど3、なほさし向むかひたる劣おとりの所ところには4、人ひとも思おもひ落おとし、親おやの御おほむもてなしも、え等ひとしからぬものなり。

◇　また、親王方、大臣の御腹といっても、やはり正妻の劣っているところよりは、世間も軽視し、父親のご待遇も、同等にできないものなのです。

■　まして、これは、やむごとなき御方々おほむかたがたにかかる人ひと、出いでものしたまはば、こよなく消けたれたまひなむ。

◇　まして、この姫君は、身分の高い女君方にこのような姫君が、お生まれになったら、すっかり忘れ去られてしまうでしょう。

■　ほどほどにつけて、親おやにもひとふしもてかしづかれぬる人ひとこそ、やがて落おとしめられぬはじめとはなれ。

◇　身分相応につけ、父親にひとかどに大切にされた人こそは、そのまま軽んぜられないもととなるのです。

■　御袴着おほむはかまぎのほども、いみじき心こころを尽つくすとも、かかる深山隠みやまがくれ5にては、何なにの栄はえかあらむ。

◇　御袴着の祝いも、どんなに一生懸命におこなっても、このような人里離れた所では、何の見栄えがありましょう。

■　ただ任まかせきこえたまひて、もてなしきこえたまはむありさまをも、聞ききたまへ」

◇　ただお任せ申し上げなさって、そのおもてなしくださるご様子を、見ていらっしゃい」


1 【あぢきなし】以下「ありさまをも聞きたまへ」まで、尼君の詞。

2 【故大納言】源氏の母桐壺更衣の父、按察使大納言をさす。

3 【親王たち大臣の御腹といへど】母親が親王方や大臣の娘と言っても。明石の君の場合は播磨国司の娘。

4 【なほさし向かひたる劣りの所には】『集成』は「また、たとえ親王や大臣の姫君のお子といっても、身分は低くてもやはり現に北の方である人が生んだお子たちに比べては」。『完訳』は「また親王様や大臣の姫君の御腹といっても、やはりその母君が北の方でないのだったら、身分はよし劣っていても北の方の腹に生れた方より」と訳す。すなわち、母親が単に親王や大臣の娘というだけでは、だめ。身分は劣ってもやはり北の方の娘のほうが上という考え方である。紫の君は式部卿宮の妾の娘、明石は身分は低いが国司の本妻の娘といえる。

5 【深山隠れ】「深山隠れ」歌語。「かたちこそ深山隠れの朽木なれ心は花になさばなりなむ」（古今集雑上、八七五、兼芸法師）。


薄雲．１．２．３

■　と教をしふ。

◇　と教える。

薄雲．１．２．４

■　さかしき人ひとの心こころの占うらどもS3にも、もの問とはせなどするにも1、なほ

◇　賢い人の将来の予想などにも、また占わせたりなどをしても、やはり

■　「渡わたりたまひてはまさるべし」

◇　「お移りになった方が良いでしょう」

■　とのみ言いへば、思おもひ弱よわりにたり。

◇　とばかり言うので、気が弱くなってきた。

■　殿とのも、しか思おぼしながら、思おもはむところのいとほしさに、しひてもえのたまはで、

◇　殿も、そのようにお思いになりながら、悲しむ人の気の毒さに、無理におっしゃることもできないで、


S3 かく恋ひむものとも我は思ひにき心のうらぞまさしかりける（古今集恋四-七〇〇　読人しらず）

1 【さかしき人の心の占どもにももの問はせなどするにも】源氏辞去後。明石、姫君を手放すことを決意。「心の占」歌語。「かく恋ひむものとは我も思ひにき心の占ぞまさしかりける」（古今集恋四、七〇〇、読人しらず）。


薄雲．１．２．５

■　「御袴着おほむはかまぎのことはP4、いかやうにか1」

◇　「袴着のお祝いは、どのようにか」


P4 ことは--事（事/+は）

1 【御袴着のことはいかやうにか】大島本は「御はかまきの事（事＋ハ〈朱墨〉）」とある。すなわち朱筆と墨筆で「は」を補入している。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「こと」と整定する。源氏の手紙文。主旨。


薄雲．１．２．６

■　とのたまへる御返おほむかへりに、

◇　とおっしゃるお返事に、

薄雲．１．２．７

■　「よろづのこと1、かひなき身みにたぐへきこえては、げに生おひ先さきもいとほしかるべくおぼえはべるを、たち交まじりても、いかに人笑ひとわらへにや」

◇　「何事につけても、ふがいないわたくしのもとにお置き申しては、お言葉どおり将来もおかわいそうに思われますが、またご一緒させていただいても、どんなにもの笑いになりましょうやら」


1 【よろづのこと】以下「人笑へにや」まで、明石の返事。姫君を引き渡すことを言う。


薄雲．１．２．８

■　と聞きこえたるを、いとどあはれに思おぼす。

◇　と申し上げたので、ますますお気の毒にお思いになる。

薄雲．１．２．９

■　日ひなど取とらせたまひて、忍しのびやかに、さるべきことなどのたまひおきてさせたまふ。

◇　吉日などをお選びになって、ひっそりと、しかるべき事がらをお決めになって準備させなさる。

■　放はなちきこえむことは、なほいとあはれにおぼゆれど、

◇　手放し申すことは、やはりとてもつらく思われるが、

■　「君きみの御おほむためによかるべきことをこそは1」

◇　「姫君のご将来のために良いことを第一に」

■　と念ねんず。

◇　と我慢する。


1 【君の御ためによかるべきことをこそは】明石の心中。姫君にとって最善の方法を選択。


薄雲．１．２．１０

■　「乳母めのとをも1ひき別わかれなむこと。

◇　「乳母とも離れてしまうこと。

■　明あけ暮くれのもの思おもはしさ、つれづれをもうち語かたらひて、慰なぐさめならひつるに、いとどたつきなきことさへ取とり添そへ2、いみじくおぼゆべきこと」

◇　朝な夕なの物思い、所在ない時を話相手にして、つね日頃慰めてきたのに、ますます頼りとするものがなくなることまで加わって、どんなにか悲しい思いをせねばならないこと」

■　と、君きみも泣なく。

◇　と、女君も泣く。


1 【乳母をも】明石の君と乳母の離別前の語らいの場面。以下「おぼゆべきこと」まで、明石の心中。姫君を手放し、乳母とも別れねばならない悲しい気持ち。

2 【たつきなきことさへ取り添へ】大島本は「たつきなき事」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことを」と「を」を補訂する。


薄雲．１．２．１１

■　乳母めのとも、

◇　乳母も、

■　「さるべきにや1、おぼえぬさまにて、見みたてまつりそめて、年としごろの御心みこころばへ2の、忘わすれがたう恋こひしうおぼえたまふべきを3、うち絶たえきこゆることはよもはべらじ。

◇　「そうなるはずの宿縁だったのでしょうか、思いがけないことで、お目にかかるようになって、長い間のお心配りが、忘れがたくきっと恋しく思われなさいましょうが、ふっつり縁が切れることは決してありますまい。

■　つひにはと頼たのみながら、しばしにても、よそよそに、思おもひのほかの交まじらひしはべらむが、安やすからずもはべるべきかな」

◇　行く末はと期待しながら、しばらくの間であっても、別れ別れになって、思いもかけないご奉公をしますのが、不安でございましょうねえ」

■　など4、うち泣なきつつ過すぐすほどに、師走しはすにもなりぬ5。

◇　などと、泣き泣き日を過ごしているうちに、十二月にもなってしまった。


1 【さるべきにや】以下「はべるべきかな」まで、乳母の詞。こうなるのも前世からのご縁かと考える。

2 【年ごろの御心ばへ】乳母になって三年になる。

3 【おぼえたまふべきを】『集成』は「「おぼえたまふ」の「たまふ」は、明石の上に対する敬語。直訳すれば、（自分に）思われなさる」と注す。

4 【はべるべきかななど】大島本は「侍へきかななと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かなと」と「な」を削除する。

5 【師走にもなりぬ】源氏、三十一歳の十二月。巻頭の「冬になりゆくままに」から歳末の十二月へと推移。


第三段　明石と乳母、和歌を唱和

薄雲．１．３．１

■　雪ゆき、霰あられがちに、心細こころぼそさまさりて1、

◇　雪、霰の日が多く、心細い気持ちもいっそうつのって、

■　「あやしくさまざまに、もの思おもふべかりける身みかな」

◇　「不思議と何かにつけ、物思いがされるわが身だわ」

■　と、うち嘆なげきて、常つねよりもこの君きみを3撫なでつくろひつつ見みゐたり。

◇　と、悲しんで、いつもよりもこの姫君を撫でたり身なりを繕ったりしながら見ていた。


1 【雪霰がちに心細さまさりて】十二月の雪や霰の降る日、明石の君、姫君を愛撫。『完訳』は「以下、別離の迫る明石の君の心を、厳冬十二月の凍つく情景を通して語る」。源氏物語の季節と物語の主題との連関性。

2? 【あやしくさまざまにもの思ふべき身かな】明石の心中。

3 【この君を】姫君をさす。


薄雲．１．３．２

■　雪ゆきかきくらし降ふりつもる朝1あした、来きし方行かたゆく末すゑのこと、残のこらず思おもひつづけて、例れいはことに端近はしぢかなる出いで居ゐなどもせぬを、汀みぎはの氷こほりなど見みやりて、白しろき衣きぬどものなよよかなるあまた着きて、眺ながめゐたる様体やうだい、頭かしらつき、うしろでなど、

◇　雪が空を暗くして降り積もった翌朝、過ぎ去った日々のことや将来のこと、何もかもお考え続けて、いつもは特に端近な所に出ていることなどはしないのだが、汀の氷などを眺めやって、白い衣の柔らかいのを幾重にも重ね着て、物思いに沈んでいる容姿、頭の恰好、後ろ姿などは、

■　「限かぎりなき人ひと聞ときこゆとも、かうこそはおはすらめ3」

◇　「どんなに高貴なお方と申し上げても、こんなではいらっしゃろう」

■　と人ひとびとも見みる。

◇　と女房たちも見る。

■　落おつる涙なみだをかき払はらひて、

◇　落ちる涙をかき払って、

■　「かやうならむ日ひ、ましていかにおぼつかなからむ4」

◇　「このような日は、今にもましてどんなにか心淋しいことでしょう」

■　と、らうたげに5うち嘆なげきて、

◇　と、痛々しげに嘆いて、


1 【雪かきくらし降りつもる朝】雪の朝の場面。明石、乳母と歌を唱和。

2? 【端近なる出で居などせぬを汀の氷など見やりて】明石の君、端近に出て庭の池の水際の氷を眺めやる姿態。『完訳』は「「白き衣」とともに、寒冷の色彩による映像」と注す。

3 【限りなき人と聞こゆともかうこそはおはすらめ】女房の心中。明石の君の貴夫人に劣らぬすばらしさを礼讃。

4 【かやうならむ日ましていかにおぼつかなからむ】明石の心中。姫君を手放した後の寂寥感を思う。

5 【らうたげに】『集成』は「いたいたしげに」。『完訳』は「いかにもいたわしく」と訳す。


薄雲．１．３．３

■　「雪深ゆきふかみ深山みやまの道みちは晴はれずともP5

なほ文ふみかよへ跡絶あとたえずして1」

◇　「雪が深いので奥深い山里への道は通れなくなろうとも

どうか手紙だけはください、跡の絶えないように」


P5 とも--とん（ん/＃も）

1 【雪深み深山の道は晴れずともなほ文かよへ跡絶えずして】明石の君から乳母への歌。「文」と「踏み」の掛詞。「雪」と「晴」、「踏み」と「跡」は縁語。手紙を通わすよう願望。


薄雲．１．３．４

■　とのたまへば、乳母めのと、うち泣なきて、

◇　とおっしゃると、乳母、泣いて、

薄雲．１．３．５

■　「雪間ゆきまなき吉野よしのの山やまを訪たづねても

心こころのかよふ跡絶あとたえめやは1」

◇　「雪の消える間もない吉野の山奥であろうとも必ず訪ねて行って

心の通う手紙を絶やすことは決してしません」


1 【雪間なき吉野の山を訪ねても心のかよふ跡絶えめやは】乳母から明石の君への唱和歌。「雪」「通ふ」「跡」を引用し、「深山」は「吉野の山」、「文通へ」は「心の通ふ」、「跡絶えずして」は「跡絶えめやは」と言い換えて、明石君の気持ちに応える。


薄雲．１．３．６

■　と言いひ慰なぐさむ。

◇　と言って慰める。

第四段　明石の母子の雪の別れ

薄雲．１．４．１

■　この雪ゆきすこし解とけて1渡わたりたまへり。例れいは待まちきこゆるに、さならむとおぼゆることにより、胸むねうちつぶれて、人ひとやりならず、おぼゆ3。

　「わが心こころにこそあらめ4。いなびきこえむをしひてやは、あぢきな」とおぼゆれど、「軽々かるがるしきやうなり」と、せめて思おもひ返かへす。

◇　この雪が少し解けてお越しになった。いつもはお待ち申し上げているのに、きっとそうであろうと思われるために、胸がどきりとして、誰のせいでもない、自分の身分低いせいだと思わずにはいられない。

「自分の一存によるのだわ。お断り申し上げたら無理はなさるまい。つまらないことを」と思わずにはいられないが、「軽率なようなことだわ」と、無理に思い返す。


1 【この雪すこし解けて】雪が少し解けたころに、源氏が姫君を迎えに大堰山荘を訪問する。

2? 【さなむとおぼゆることにより】姫君引き取りをさす。雪が止み、路上の雪が解ければ、源氏はきっと姫君を引き取りに来るだろうという予想。

3 【人やりならずおぼゆ】『集成』は「姫君と別れなくてはならぬのは、誰のせいでもない、自分のせいだとくやまれる」。『完訳』は「これも自らまねいたものだと思わずにはいられない」。自分の身分の低いことに起因すると考える。

4 【わが心にこそあらめ】以下「あぢきな」まで、明石の心中。後悔の念。


薄雲．１．４．２

■　いとうつくしげにて、前まへにゐたまへるを見みたまふに1、

◇　とてもかわいらしくて、前に座っていらっしゃるのを御覧になると、

■　「おろかには思おもひがたかりける人ひとの宿世すくせかな2」

◇　「おろそかには思えない宿縁の人だなあ」

■　と思おもほす。

◇　とお思いになる。

■　この春はるより生おふすP6,3御髪みぐし、尼削あまそぎP7のほどにて4、ゆらゆらとめでたく、つらつき、まみの薫かをれるほどなど、言いへばさらなり。

◇　今年の春からのばしている御髪、尼削ぎ程度になって、ゆらゆらとしてみごとで、顔の表情、目もとのほんのりとした美しさなど、いまさら言うまでもない。

■　よそのものに思**ひやらむほどの心***の闇5みS4、推おし量はかりたまふに、いと心苦くるしければ、うち返かへしのたまひ明あかす6。

◇　他人の養女にして遠くから眺める母親の心惑いを推量なさると、まことに気の毒なので、繰り返して安心するように言って夜を明かす。

◆　 
いと うつくしげ に て、 まへ に ゐ たまへ る を み たまふ に、
 "おろか に は おもひ がたかり ける ひと の すくせ かな!"
 と おもほす。 この はる より おふす みぐし、 あまそぎ の ほど にて、 ゆらゆら と めでたく、 つらつき、 まみ の かをれ る ほど など、 いへ ば さら なり。 よそもの に おもひやら む ほど の こころ の やみ、 おしはかり たまふ に、 いと くるしけれ ば、 うちかへし のたまひ あかす。


P6 生ふす--おほ（ほ/＃ふ）す

P7 尼削ぎ--あま（ま/+そき）

S4 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【前にゐたまへるを見たまふに】「前」は明石の君の前。「見たまふ」の主語は源氏。

2 【おろかには思ひがたかりける人の宿世かな】源氏の心中。姫君を見て、明石の君との宿縁の深さを思う。

3 【生ふす】大島本は「おほ（ほ＃ふ△〈朱墨〉、△＃）す」とある。すなわち、本行本文の「ほ」をして朱筆と墨筆で抹消して「ふ△」と訂正する。△は抹消されて判読不明だが、元「イ」とあったものか。とすると、イ本校合による訂正となる。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は訂正以前本文の表記に従う。

4 【尼削ぎのほどにて】大島本は「あま（ま＋そき）」とある。すなわち「そき」を補入する。御物本も同じく補入する。他の諸本は「あま」（横池耕三）とある。『集成』『新大系」は底本の補入に従う。『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「尼のほどにて」と整訂する。

5 【心の闇】引歌、「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道にまどひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）。

6 【うち返しのたまひ明かす】『集成』は「繰り返し安心するようにおっしゃって夜を明かされる。「のたまひ明かす」を、説明すると解するのは誤り」と注す。『完訳』は「繰り返し夜一夜得心いくようにお言い聞かせになる」と訳す。


薄雲．１．４．３

■　「何なにか。

◇　「いいえ。

■　かく1口惜くちをしき身みのほどならずだにもてなしたまはば」

◇　取るに足りない身分でないようにお持てなしさえいただけしましたら」

■　と聞きこゆるものから、念ねんじあへずうち泣なくけはひ、あはれなり2。

◇　と申し上げるものの、堪え切れずにほろっと泣く様子、気の毒である。


1 【何かかく】以下「もてなしたまはば」まで、明石の返事。姫君のことを依頼する。

2 【あはれなり】語り手の評。『完訳』は「人の胸をうつ痛ましさである」と訳す。


薄雲．１．４．４

■　姫君ひめぎみは、何心なにごころもなく1、御車みくるまに乗のらむことを急いそぎたまふ2。

◇　姫君は、無邪気に、お車に乗ることをお急ぎになる。

■　寄よせたる所ところに、母君ははぎみみづから抱いだきて出いでたまへり3。

◇　寄せてある所に、母君自身抱いて出ていらっしゃった。

■　片言かたことの、声こゑはいとうつくしうて、袖そでをとらへて、

◇　片言で、声はとてもかわいらしくて、袖をつかまえて、

■　「乗のりたまへ4」

◇　「お乗りなさい」

■　と引ひくも、いみじうおぼえて、

◇　と引っ張るのも、ひどく堪らなく悲しくて、


1 【姫君は何心もなく】母親の心痛と姫君の無邪気さを対比、連続して語るが、場面は翌日に移る。

2 【御車に乗らむことを急ぎたまふ】「む」推量の助動詞、意志を表す。姫君の車に無心に乗りたがって気持ちを語る。

3 【母君みづから抱きて出でたまへり】母君自ら姫君を抱くのは特別。普段は乳母などが抱く。「出でたまへり」と敬語表現がある。母子別れの場面の圧巻。

4 【乗りたまへ】姫君の詞であるが、前に「片言の」とあるから、語り手が言い換えた間接話法でもあろうか。


薄雲．１．４．５

■　「末遠すゑとほき二葉ふたばの松まつに引ひき別わかれ

いつか木高こだかきかげを見みるべき1」

◇　「幼い姫君にお別れしていつになったら

立派に成長した姿を見ることができるのでしょう」


1 【末遠き二葉の松に引き別れいつか木高きかげを見るべき】明石の君の歌。「二葉の松」は姫君を譬喩。「松」と「引き」は子の日にちなむ縁語。将来立派に成長することを祈念する。


薄雲．１．４．６

■　えも言いひやらず、いみじう泣なけば、

◇　最後まで言い切れず、ひどく泣くので、

■　「さりや。

◇　「無理もない。

■　あな苦くるし1」

◇　ああ、気の毒な」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【さりやあな苦し】源氏の心中。明石の君に同情。


薄雲．１．４．７

■　「生おひそめし根ねも深ふかければ武隈たけくまの

松まつにS5小松こまつの千代ちよをならべむ1

のどかにを」

◇　「生まれてきた因縁も深いのだから

いづれ一緒に暮らせるようになりましょう

安心なさい」


S5 植ゑし時契りやしけむ武隈の松を再びあひ見つるかな（後撰集雑三-一二四一　藤原元善）

1 【生ひそめし根も深ければ武隈の松に小松の千代をならべむ】源氏の返歌。「武隈の松」は明石の君を、「小松」は姫君を喩える。「いつか--見るべき」という明石の君の問いに対して、「武隈の松」に「小松の千代」を「並べむ」と応える。『集成』は「母子の深い宿縁もあることなのだから、いずれあなたと姫君は末長く暮すことになるでしょう」。『完訳』は「小松の生いはじめた根ざしも深いのだから、武隈の相生の松の間に並べて先々を見届けよう」「生れてきた因縁も深いのだから、やがて私たち二人で、この姫君と末長くいっしょに暮すことになるでしょう」と訳す。


薄雲．１．４．８

■　と、慰なぐさめたまふ。

◇　と、慰めなさる。

■　さることとは思おもひ静しづむれど、えなむ堪たへざりける。

◇　そうなることとは思って気持ちを落ち着けるが、とても堪えきれないのであった。

■　乳母めの少将とのせうしゃうとて1、あてやかなる人ひとばかり、御佩刀みはかし、天児あまがつやうの物取ものとりて乗のる。

◇　乳母の少将と言った、気品のある女房だけが、御佩刀、天児のような物を持って乗る。

■　人ひとだまひによろしき若人わかうど、童女わらはなど乗のせて、御送おほむおくりに参まゐらす2。

◇　お供の車には見苦しくない若い女房、童女などを乗せて、お見送りに行かせた。

■　道みちすがら3、とまりつる人ひとの心苦こころぐるしさを、

◇　道中、後に残った人の気の毒さを、

■　「いかに。

◇　「どんなにつらかろう。

■　罪つみや得うらむ4」

◇　罪を得ることだろうか」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【乳母の少将とて】大島本は「めのとの少将」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「乳母、少将」と校訂し、二人解する。

2 【御送りに参らす】主語は明石の君。「す」使役の助動詞。自らは送りに行かない。

3 【道すがら】場面、大堰から二条院への道中に移る。牛車の中の源氏。

4 【いかに罪や得らむ】源氏の心中。明石の心中を推察し、自責の念に駆られる。


第五段　姫君、二条院へ到着

薄雲．１．５．１

■　暗くらうおはし着つきて1、御車寄みくるまよするより、はなやかにけはひことなるを、田舎ゐなかびたる心地ここちどもは、

◇　暗くなってお着きになって、お車を寄せるや、華やかな感じ格別なので、田舎暮らしに慣れた人々の心地には、

■　「はしたなくてや交まじらはむ2」

◇　「さぞや、きまりの悪い奉公をすることになろうか」

■　と思おもひつれど、西表にしおもてをことにしつらはせたまひて3、小ちひさき御調度おほむでうどども、うつくしげに調ととのへさせたまへり。

◇　と思ったが、西面の部屋を特別に用意させなさって、数々の小さいお道具類をかわいらしげに準備させておありになった。

■　乳母めの局とのつぼねには、西にしの渡殿わたどのの、北きたに当あたれるをせさせたまへり。

◇　乳母の部屋には、西の渡殿の北側に当たる所を用意させておありになった。


1 【暗うおはし着きて】二条院へ到着。場面、二条院の寝殿か。「暗く」なって到着。とすると、その出立は午後になってからか。

2 【はしたなくてや交じらはむ】乳母、少将の女房の心中。

3 【西表をことにしつらはせたまひて】『集成』は「寝殿の西側であろう」。『完訳』は「西の対の西向きの座敷」と注す。西の対ならば南北に縦長。ここは東西に仕切っているから寝殿であろう。


薄雲．１．５．２

■　若君わかぎみは、道みちにて寝ねたまひにけり。

◇　若君は、途中でお眠りになってしまっていた。

■　抱いだき下おろされて、泣なきなどはしたまはず。

◇　抱きおろされても、泣いたりなどなさらない。

■　こなたにて御おほむくだもの参まゐりなどしたまへど、やうやう見みめぐらして、母君ははぎみの見みえぬをもとめて、らうたげにうちひそみたまへば、乳母召めのとめし出いでて、慰なぐさめ紛まぎらはしきこえたまふ。

◇　こちらでお菓子をお召し上がりなどなさるが、だんだんと見回して、母君が見えないのを探して、いじらしげにべそかいていらっしゃるので、乳母をお呼び出しになって、慰めたり気を紛らわしてさし上げなさる。

薄雲．１．５．３

■　「山里やまざとのつれづれ、ましていかに1」

◇　「山里の所在なさは、以前にもましてどんなにであろうか」

■　と思おぼしやるはいとほしけれど、明あけ暮くれ思おぼすさまにかしづきつつ、見みたまふは2、ものあひたる心地ここちしたまふらむ3。

◇　とお思いやりになると気の毒であるが、朝な夕なにお思いどおりにお世話しいしい、それを御覧になるのは、満足のいく心地がなさるだろう。

■　「いかにぞや4、人ひとの思おもふべき瑕きずなきP8ことは、このわたりに出いでおはせで」

◇　「どうしてなのか、世間が非難する欠点のない子は、こちらにはお生まれにならないで」

■　と、口惜くちをしく思おぼさる。

◇　と、残念にお思いになる。


P8 なき--なく（く/＄き）

1 【山里のつれづれましていかに】源氏の心中。明石の君を思う。「まして」は姫君がいたころとの比較。

2 【明け暮れ思すさまにかしづきつつ見たまふは】『完訳』は「紫の上が明けても暮れても申し分なく君の思いどおりに大事に育てていらっしゃるのをごらんになって」と訳す。

3 【ものあひたる心地したまふらむ】語り手の想像。

4 【いかにぞや】以下「出でおはせで」まで、源氏の心中。姫君を引き取って育てている満足な気持から反転して、紫に子の生まれないことを残念に思う。


薄雲．１．５．４

■　しばしは、人ひとびともとめて泣なきなどしたまひしかど、おほかた心こころやすくをかしき心こころざまなれば、上うへに1いとよくつき睦むつびきこえたまへれば、

◇　しばらくの間は、女房たちを探して泣いたりなどなさったが、だいたいが素直でかわいらしい性質なので、上にたいそうよく懐いてお慕いになるので、

■　「いみじううつくしきもの得えたり2」

◇　「とてもかわいらしい子を得た」

■　と思おぼしけり。

◇　とお思いになった。

■　こと事ごとなく抱いだき扱あつかひ、もてあそびきこえたまひて、乳母めのとも、おのづから近ちかう仕つかうまつり馴なれにけり。

◇　余念もなく抱いたり、あやしなさったりして、乳母も、自然とお側近くにお仕えするように慣れてしまった。

■　また、やむごとなき人ひとの乳ちある、添そへて参まゐりたまふ3。

◇　また、身分の高い人で乳の出る人を、加えてお仕えなさる。


1 【上に】紫の上をいう。「蓬生」巻に「二条の上」「対の上」とあるが、並びの巻を除いては、初めての「上」の呼称。姫君を引き取って、養女として以後、「上」という呼称で待遇される。以下の巻でも「上」と呼称される。

2 【いみじううつくしきもの得たり】紫の上の心中。

3 【やむごとなき人の乳ある添へて参りたまふ】源氏は先の乳母の他に、もう一人、高貴な身分で乳の出る乳母を加えた。


薄雲．１．５．５

■　御袴着おほむは、何***ばかりわざと思***しいそぐことはなけれど、けしきことなり。

◇　御袴着のお祝いは、どれほども特別にご準備なさることもないが、その儀式は格別である。

■　御***しつらひ、雛遊***びの心地***してをかしう見***ゆ。

◇　お飾り付けは、雛遊びを思わせる感じでかわいらしく見える。

■　参***りたまへる客人***ども、ただ明***け暮***れのけぢめしなければ、あながちに目***も立***たざりき。

◇　参上なさったお客たち、常日頃からも来客で賑わっているので、特に目立つこともなかった。

■　ただ、姫君***の襷引***き結***ひたまへる胸***つきぞ、うつくしげさ添***ひて見***えたまひつる1。

◇　ただ、姫君が襷を掛けていらっしゃる胸元が、かわいらしさが加わってお見えになった。

◆　 
おほむ-はかまぎ は、 なに ばかり わざと おぼし いそぐ こと は なけれ ど、 けしき こと なり。 おほむ-しつらひ、 ひひなあそび の ここち し て をかしう みゆ。 まゐり たまへ る まらうと-ども、 ただ あけくれ の けぢめ し なけれ ば、 あながち に め も たた ざり き。 ただ、 ひめぎみ の たすき ひき-ゆひ たまへ る むねつき ぞ、 うつくしげさ そひ て みえ たまひ つる。


1 【見えたまひつる】大島本は「みえ給つる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへる」と整定する。


第六段　歳末の大堰の明石

薄雲．１．６．１

■　大堰おほゐには、尽つきせず恋こひしきにも1、身みのおこたり2を嘆なげき添そへたり。

◇　大堰では、いつまでも恋しく思われるにつけ、わが身のつたなさを嘆き加えていた。

■　さこそ言いひしか、尼君あまぎみもいとど涙なみだもろなれど、かくもてかしづかれたまふを聞きくはうれしかりけり。

◇　そうは言ったものの、尼君もひとしお涙もろくなっているが、このように大切にされていらっしゃるのを聞くのは嬉しかった。

■　何なにごとをか、なかなか訪とぶらひきこえたまはむ3、ただ御方おほむかたの人ひとびとに、乳母めのとよりはじめて、世よになき色いろあひを思おもひいそぎてぞ、贈おくりきこえたまひける4。

◇　いったい、どんなことを、なまじお見舞い申し上げなされようか、ただ、お付きの人々に、乳母をはじめとして、非常に立派な色合いの装束を思い立って、準備してお贈り申し上げなさるのであった。


1 【大堰には尽きせず恋しきにも】歳暮、大堰山荘の明石の君と尼君の心境。

2 【身のおこたり】『集成』は「姫君を手放した自分のふがいなさ」。『完訳』は「姫君を手放してしまった自分の迂闊さ」と訳す。わが身の運命のつたなさ、の意。

3 【何ごとをかなかなか訪らひきこえたまはむ】語り手と明石の気持ちが一体化したところの表現。敬語「たまふ」がなければ、心中文となる。

4 【贈りきこえたまひける】正月用の装束。明石に敬語がついている。


薄雲．１．６．２

■　「待まち遠どほならむ1も、いとどさればよ」

◇　「訪れが間遠になるのも、ますます、思ったとおりだ」

■　と思おもはむに、いとほしければ、年としの内うちに忍しのびて渡わたりたまへり。

◇　と思うだろうと、気の毒なので、年の内にこっそりとおいでになった。

■　いとどさびしき住すまひに、明あけ暮くれのかしづきぐさをさへ離はなれきこえて、思おもふらむことの心苦こころぐるしければ、御文おほむふみなども絶たえ間まなく遣つかはす。

◇　ますます寂しい生活で、朝な夕なのお世話する相手にさえお別れ申して、寂しい思いをしていることが気の毒なので、お手紙なども絶え間なくお遣わしになる。


1 【待ち遠ならむ】以下「いとどさればよ」まで、源氏の心中。明石の心中を思う。歳暮、源氏、大堰山荘を訪問を語る。しかしその描写なし。


薄雲．１．６．３

■　女君をむなぎみも、今いまはことに怨ゑんじきこえたまはず1、うつくしき人ひとに罪つみゆるしきこえたまへり。

◇　女君も、今では特にお恨み申し上げなさらず、かわいらしい姫君に免じて大目に見てさし上げていらっしゃった。


1 【怨じきこえたまはず】紫の上が明石の君を。「きこえ」という謙譲語が、次の「罪ゆるしきこえたまへり」にも使用されている。明石の君の地位・待遇の向上が窺われる。


第二章　 源氏の女君たちの物語　新春の女君たちの生活

第一段　東の院の花散里

薄雲．２．１．１

■　年としも返かへりぬ1。

◇　年も変わった。

■　うららかなる空そらに、思おもふことなき御おほむありさまは、いとどめでたく、磨みがき改あらためたる御おほむよそひに、参まゐり集つどひたまふめる人ひとの2、おとなしきほどのは、七日なぬか、御おほむよろこびなどしたまふ、ひき連つれたまへり。

◇　うららかな空に、何の悩みもないご様子は、ますますおめでたく、磨き清められたご装飾に、年賀に参集なさる人で、年輩の人たちは、七日に、お祝いを申し上げに、連れ立っていらっしゃった。

■　若わかやかなるは、何なにともなく心地ここちよげに見みえたまふ。

◇　若い人たちは、何ということもなく心地よさそうにお見えになる。

■　次々つぎつぎの人ひとも4、心こころのうちには思おもふこともやあらむ、うはべは誇ほこりかに見みゆる、ころほひなりかし。

◇　次々に身分の低い人たちも、心中には悩みもあるのであろうが、表面は満足そうに見える、今日このごろである。


1 【年も返りぬ】源氏三十二歳、紫の上二十四歳、明石の君二十三歳、姫君四歳となる。

2 【うららかなる空に思ふことなき御ありさまはいとどめでたく磨き改めたる御よそひに参り集ひたまふめる人の】以下「ころほひなりかし」まで、正月の二条院の様子。『完訳』は「新春の、至福の雰囲気。聖代の印象である」と注す。「初音」巻頭の新築なった六条院の正月の様子と表現が類似。

3? 【七日のよろこひなとなとしたまふに】『集成』は「五日あるいは六日に、五位以上に位階が授けられる叙位の議があり、七日に位記が渡される。そのお礼言上である」と注す。

4 【次々の人も】それより段々と身分の低い人。


薄雲．２．１．２

■　東ひむがしの院ゐんの対たいの御方おほむかたも1、ありさまは好このましう、あらまほしきさまに、さぶらふ人ひとびと、童女わらはべの姿すがたなど、うちとけず、心こころづかひしつつ過すぐしたまふに、近ちかきしるしはこよなくて2、のどかなる御暇おほむいとまの隙ひまなどには、ふとはひ渡わたりなどしたまへど、夜よるたち泊とまりなどやうに、わざとは見みえたまはず。

◇　東の院の対の御方も、様子は好ましく、申し分ない様子で、伺候している女房たち、童女の姿など、きちんとして、気配りをしいしい過ごしていらっしゃるが、近い利点はこの上なくて、のんびりとしたお暇な時などには、ちょっとお越しになったりなさるが、夜のお泊まりなどように、わざわざお見えになることはない。


1 【東の院の対の御方も】以下「めやすき御ありさまなり」まで、二条東院の花散里の様子を語る。

2 【近きしるしはこよなくて】裏に、遠くに住む明石の君が対比される。


薄雲．２．１．３

■　ただ御心みこころざまのおいらかにこめきて、

◇　ただ、ご性質がおおようでおっとりとして、

■　「かばかりの宿世すくせなりける身みにこそあらめ」

◇　「このような運命であった身の上なのだろう」

■　と思おもひなしつつ、ありがたきまでうしろやすくのどかにものしたまへば、をりふしの御心みこころおきてなども、こなたの御おほむありさまに劣おとるけぢめこよなからずもてなしたまひて、あなづりきこゆべうはあらねば、同おなじごと、人参ひとまゐり仕つかうまつりて、別当べたうどももP9事ことおこたらず、なかなか乱みだれたるところなく、目めやすき御おほむありさまなり。

◇　としいて思い込み、めったにないくらい安心でゆったりしていらっしゃるので、季節折ごとのお心配りなども、こちらのご様子にひどく劣るような差別はなくご待遇なさって、軽んじ申し上げるようなことはないので、同じように人々が大勢お仕え申して、別当連中も勤務を怠ることなく、かえって、秩序立っていて、感じのよいご様子である。


P9 どもも--とんゝ（んゝ/＃もゝ）


第二段　源氏、大堰山荘訪問を思いつく

薄雲．２．２．１

■　山里やまざとのつれづれをも1絶たえず思おぼしやれば、公私おほやけわたくしもの騒さわがしきほど過すぐして、渡わたりたまふとて、常つねよりことにうち化粧けさうじたまひて、桜さくらの御直衣おほむなほしに、えならぬ御衣おほむぞひき重かさねて、たきしめ、装束さうぞきたまひて、まかり申まうしたまふさま、隈くまなき夕日ゆふひに、いとどしくきよらに見みえたまふ2。女君をむなぎみ、ただならず見みたてまつり送おくりたまふ3。

◇　山里の寂しさを絶えず心配なさっているので、公私に忙しい時期を過ごして、お出かけになろうとして、いつもより特別にお粧いなさって、桜のお直衣に、何ともいえない素晴らしい御衣を重ねて、香をたきしめ、身繕いなさって、お出かけのご挨拶をなさる様子、隈なく射し込んでいる夕日に、ますます美しくお見えになるのを、女君、おだやかならぬ気持ちでお見送り申し上げなさる。


1 【山里のつれづれをも】源氏、夕方、大堰山荘を訪問。

2 【いとどしくきよらに見えたまふ】大島本は「見え給ふ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見えたまふを」と「を」を補訂し文を続ける。

3 【ただならず見たてまつり送りたまふ】紫の上の嫉妬の気持ち。


薄雲．２．２．２

■　姫君ひめぎみは、いはけなく御指貫おほむさしぬきの裾すそにかかりて、慕したひきこえたまふほどに、外とにも出いでたまひぬべければ、立たちとまりて、いとあはれと思おぼしたり。

◇　姫君は、あどけなく御指貫の裾にまつわりついて、お慕い申し上げなさるうちに、御簾の外にまで出てしまいそうなので、立ちどまって、とてもかわいいとお思いになった。

■　こしらへおきて、

◇　なだめすかして、

■　「明日帰あすかへり来こむS6,1」

◇　「明日帰って来ましょう」

■　と、口くちずさびて出いでたまふに、渡殿わたどのの戸口とぐちに待まちかけて、中将ちゅうじゃうの君きみして聞きこえたまへり。

◇　と口ずさんでお出になると、渡殿の戸口に待ちかまえさせて、中将の君をして、申し上げさせなさった。


S6 桜人　その舟止め　島つ田を　十町作れる　見て帰り来むや　そよや　明日帰り来む　そよや　言をこそ　明日とも言はめ　遠方に　妻ざる夫は　明日もさね来じや　そよや　明日もさね来じや　そよや（催馬楽-桜人）

1 【明日帰り来む】催馬楽「桜人」の文句。「桜人その舟止め島つ田を十町作れる見て帰り来むやそよや明日帰り来むそよや言をこそ明日とも言はめ遠方に妻ざる夫は明日もさね来じやそよやさ明日もさね来じやそよや」


薄雲．２．２．３

■　「舟ふねとむる遠方人をちかたびとのなくはこそ

明日帰あすかへり来こむ夫せなと待まち見みめ1」

◇　「あなたをお引き止めするあちらの方がいらっしゃらないのなら

明日帰ってくるあなたと思ってお待ちいたしましょうが」


1 【舟とむる遠方人のなくはこそ明日帰り来む夫と待ち見め】紫の上の贈歌。催馬楽「桜人」の歌詞によって詠む。明日帰って来ると言っても、きっと帰って来ないでしょう、の意。


薄雲．２．２．４

■　いたう馴なれて聞きこゆれば、いとにほひやかにほほ笑ゑみて、

◇　たいそうもの慣れて申し上げるので、いかにもにっこりと微笑んで、

薄雲．２．２．５

■　「行ゆきて見みて明日あすもさね来こむなかなかに

遠方人をちかたびとは心置こころおくともP10,1」

◇　「ちょっと行ってみて明日にはすぐに帰ってこよう

かえってあちらが機嫌を悪くしようとも」


P10 とも--とん（ん/＄も）

1 【行きて見て明日もさね来むなかなかに遠方人は心置くとも】源氏の返歌。これも催馬楽「桜人」の歌詞によって返す。いや、きっと帰ってくるよ、の意。


薄雲．２．２．６

■　何事なにごととも聞きき分わかでされありきたまふ人1ひとを、上うへはうつくしと見みたまへば、遠方人をちかたびとのめざましきも2、こよなく思おぼしゆるされにたり。

　「いかに思おもひおこすらむ。われにて、いみじう恋こひしかりぬべきさまを3」

　と、うちまもりつつ、ふところに入いれて、うつくしげなる御乳おほむちをくくめたまひつつ、戯たはぶれゐたまへる御おほむさま、見みどころ多おほかり。御前おまへなる人ひとびとは、

　「などか、同おなじくは」

　「いでや5」

　など、語かたらひあへり。

◇　何ともわからないではしゃぎまわっていらっしゃる姫を、上はかわいらしいと御覧になるので、あちらの人の不愉快さも、すっかり大目に見る気になっていらっしゃった。

「どう思っているだろうか。自分だって、とても恋しく思わずにはいられないなのに」

と、じっと見守りながら、ふところに入れて、かわいらしいお乳房をお含ませながら、あやしていらっしゃるご様子、どこから見ても素晴らしい。お側に仕える女房たちは、

「どうしてかしら。同じお生まれになるなら」

「ほんとうにね」

などと、話し合っていた。


1 【何事とも聞き分かでされありきたまふ人】源氏、出かけて後、紫の上と明石の姫君。姫君の無邪気な様子。

2 【遠方人のめざましきも】大島本は「めさましきも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「めざましさも」と校訂する。

3 【いかに思ひおこすらむわれにていみじう恋しかりぬべきさまを】紫の上の心中。明石の君の立場に立って心中を思いやる。

4? 【われにても】『完訳』は「直接話法から間接話法に移る文脈」と注す。

5 【などか同じくはいでや】女房のささやき。『集成』は「どうして、同じことなら（こちら様のお子としてお生れにならなかったのでしょう）。ままならぬものですね」。『完訳』は「紫の上に子が生れないのか」「思いどおりにいかぬ世の中よ」と訳す。


第三段　源氏、大堰山荘から嵯峨野の御堂、桂院に回る

薄雲．２．３．１

■　かしこには、いとのどやかに1、心こころばせあるけはひに住すみなして、家いへのありさまも、やう離はなれめづらしきに、みづからのけはひなどは、見みるたびごとに、やむごとなき人ひとびとなどに劣おとるけぢめこよなからず、容貌かたち、用意よういあらまほしうねびまさりゆく。

◇　あちらでは、まことのんびりと、風雅な嗜みのある感じに暮らしていて、邸の有様も、普通とは違って珍しいうえに、本人の態度などは、会うたびごとに、高貴な方々にひどく見劣りする差は見られず、容貌や、心ばせも申し分なく成長していく。


1 【かしこにはいとのどやかに】大堰山荘。源氏と明石の君の対面。


薄雲．２．３．２

■　「ただ、世よの常つねの1おぼえにかき紛まぎれたらば、さるたぐひなくやは2と思おもふべきを、世よに似にぬひがものなる親おやの聞きこえなどこそ、苦くるしけれ。

◇　「ただ、普通の評判で目立たないなら、そのような例はいないでもないと思ってもよいのだが、世にもまれな偏屈者だという父親の評判など、それが困ったものだ。

■　人ひとのほどなどは、さてもあるべきを3」

◇　人柄などは、十分であるが」

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。


1 【ただ世の常の】以下「さてもあるべきを」まで、源氏の心中。『集成』は「ただ普通の受領の娘というだけでほかにすぐれた所もないならば」。『完訳』は「通常の受領の娘と思われる程度で格別目だたないのならば」と訳す。

2 【さるたぐひなくやは】『完訳』は「高貴な人が受領の娘を娶る例」と注す。反語表現。ないことはない、ある。

3 【さてもあるべきを】大島本は「あるへき越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あべきを」と整定する。


薄雲．２．３．３

■　はつかに、飽あかぬほどにのみあればにや、心こころのどかならず立たち帰かへりたまふも苦くるしくて、

◇　ほんのわずかの逢瀬で、物足りないくらいだからであろうか、あわただしくお帰りになるのも気の毒なので、

■　「夢ゆめのわたりの浮橋うきはしかS7」

◇　「夢の中の浮橋か」

■　とのみ1、うち嘆なげかれて、箏さうの琴ことのあるを引ひき寄よせて、かの明石あかしにて、小夜更さよふけたりし音ねも、例れいの思おぼし出いでらるれば、琵琶びはをわりなく責せめたまへば、すこし掻かき合あはせたる、

◇　とばかり、ついお嘆きになられて、箏の琴があるのを引き寄せて、あの明石で、夜更けての音色も、いつもどおりに自然と思い出されるので、琵琶を是非にとお勧めになると、少し掻き合わせたのが、

■　「いかで、かうのみひき具ぐしけむ2」

◇　「どうして、これほど上手に何でもお弾きになれたのだろう」

■　と思おぼさる。

◇　と思わずにはいらっしゃれない。

■　若君わかぎみの御おほむことなど、こまやかに語かたりたまひつつおはす。

◇　若君の御事など、こまごまとお話しになってお過ごしになる。


S7 世の中は夢のわたりの浮き橋かうち渡りつつ物をこそ思へ（源氏釈所引、出典未詳）

1 【夢のわたりの浮橋かとのみ】「世の中は夢の渡りの浮橋かうち渡りつつものをこそ思へ」（奥入所引、出典未詳）を引歌とする。

2 【いかでかうのみひき具しけむ】源氏の感想。


薄雲．２．３．４

■　ここは、かかる所ところなれど、かやうに立たち泊とまりたまふ折々をりをりあれば、はかなき果物くだもの、強飯こはいひばかりはきこしめす時ときもあり。

◇　ここは、このような山里であるが、このようにお泊まりになる時々があるので、ちょっとした果物や、強飯ぐらいはお召し上がりになる時もある。

■　近ちかき御寺みてら、桂殿かつらどのなどにおはしまし紛まぎらはしつつ、いとまほには乱みだれたまはねど2、また、いとけざやかにはしたなく、おしなべてのさまにはもてなしたまはぬなどこそは、いとおぼえことには見みゆめれ3。

◇　近くの御寺、桂殿などにお出かけになるふうに装い装いして、一途にのめり込みなさらないが、また一方、まことにはっきりと中途半端な普通の相手としてはお扱いなさらないなどは、愛情も格別深く見えるようである。


1? 【ここはかかるところなれど】源氏の大堰での生活と、源氏と明石の君の関係を語る。

2 【いとまほには乱れたまはねど】『集成』は「心底から明石の上に夢中といった態度はお見せにならないが」。『完訳』は「まったく一途にこの女君に溺れるということではないにしても」と訳す。

3 【おぼえことには見ゆめれ】『集成』は「草子地」と注す。語り手の批評、感想。


薄雲．２．３．５

■　女をむなも、かかる御心みこころのほどを見知みしりきこえて、過すぎたりと思おぼすばかりのことはし出いでず、また、いたく卑下ひげせずなどして、御心みこころおきてにもて違たがふことなく、いとめやすくぞありける。

◇　女も、このようなお心をお知り申し上げて、出過ぎているとお思いになるようなことはせず、また、ひどく低姿勢になることなどもせず、お心づもりに背くこともなく、たいそう無難な態度でいたのであった。

薄雲．２．３．６

■　おぼろけにやむごとなき所ところにてだに、かばかりもうちとけたまふことなく、気高けだかき御おほむもてなしを聞きき置おきたれば、

◇　並々でない高貴な婦人方の所でさえ、これほど気をお許しになることもなく、礼儀正しいお振る舞いであることを、聞いていたので、

薄雲．２．３．７

■　「近ちかきほどに交まじらひては1、なかなかいと目馴**れて2、人**あなづられなることどももぞあらまし。

◇　「近い所で一緒にいたら、かえってますます目慣れて、人から軽蔑されることなどもあろう。

■　たまさかにて、かやうにふりはへたまへるこそ、たけき心地ここちすれ」

◇　時たまでも、このようにわざわざお越しくださるほうが、たいした気持ちがする」

■　と思おもふべし3。

◇　と思うのであろう。

◆　 
"ちかき ほど に まじらひ て は、 なかなか めなれ て、 ひと あなづら れ なる こと-ども も ぞ あら まし。 たまさか にて、 かやう に ふりはへ たまへ る こそ、 たけき ここち すれ。"
 と おもふ べし。


1 【近きほどに交じらひては】以下「心地すれ」まで、明石の君の心中。

2 【いと目馴れて】大島本は「いと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いとど」と校訂する。

3 【と思ふべし】『集成』は「語り手の立場から明石の気持を忖度する筆致」と注す。


薄雲．２．３．８

■　明石あかしにも、さこそ言いひしか、この御心みこころおきて、ありさまをゆかしがりて、おぼつかなからず、人ひとは通かよはしつつ、胸むねつぶるることもあり、また、おもだたしく、うれしと思おもふことも多おほくなむありける。

◇　明石でも、ああは言ったが、このお心づもりや、様子を知りたくて、気がかりでないように、使者を行き来させて、胸をどきりとさせることもあったり、また、面目に思うことも多くあったりするのであった。

第三章　藤壺の物語　藤壺女院の崩御

第一段　太政大臣薨去と天変地異

薄雲．３．１．１

■　そのころ、太政大臣亡おほきおとどうせたまひぬ1。

◇　そのころ、太政大臣がお亡くなりになった。

■　世よの重おもしとおはしつる人ひとなれば、朝廷おほやけにも思おぼし嘆なげく。

◇　世の重鎮としていらっしゃった方なので、帝におかせられてもお嘆きになる。

■　しばし、籠こもりたまひし2ほどをだに、天あめの下したの騷さわぎなりしかば、まして、悲かなしと思おもふ人多ひとおほかり。

◇　しばらくの間、籠もっていらっしゃった間でさえ、天下の騷ぎであったので、その時以上に、悲しむ人々が多かった。

■　源氏げんじの大臣おとども、いと口惜くちをしく、よろづこと3、おし譲ゆづりきこえてこそ、暇いとまもありつるを、心細ことしげく、事**しげくも思おぼされて、嘆なげきおはす。

◇　源氏の大臣も、たいそう残念に、万事の政務、お譲り申し上げてこそ、お暇もあったのだが、心細く政務も忙しく思われなさって、嘆いていっらっしゃる。

◆　 
そのころ、 おほきおとど うせ たまひ ぬ。 よ の おもし と おはし つる ひと なれ ば、 おほやけ に も おぼし なげく。 しばし、 こもり たまひ し ほど を だに、 あめのした の さわぎ なり しか ば、 まして、 かなし と おもふ ひと おほかり。 げんじ-の-おとど も、 いと くちをしく、 よろづ こと、 おし-ゆづり きこえ て こそ、 いとま も あり つる を、 こと しげく も おぼさ れ て、 なげき おはす。


1 【そのころ太政大臣亡せたまひぬ】源氏の岳父、太政大臣。「澪標」巻に六十三歳とあったから、六十六歳で死去。『完訳』は「同年齢で死去の関白太政大臣藤原頼忠が想定されるか」と注す。

2 【籠もりたまひし】大島本は「給し」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへりし」と校訂する。

3 【よろづこと】大島本は「よろつこと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「よろづのこと」と「の」を補訂する。


薄雲．３．１．２

■　帝みかどは、御年おほむとしよりはこよなう大人大人おとなおとなしうねびさせたまひて、世よの政事まつりごともP11、うしろめたく思おもひきこえたまふべきにはあらねどもP12、またとりたてて御後見おほむうしろみしたまふべき人ひともなきを、

◇　帝は、お年よりはこの上なく大人らしく御成人あそばして、天下の政治も心配申し上げなさるような必要はないのだが、また特別にご後見なさる適当な方もいないので、

■　「誰たれに譲ゆづりてかは2、静しづかなる御本意おほむほいもかなはむ」

◇　「誰に譲って静かに出家の本意をかなえられようか」

■　と思おぼすに、いと飽あかず口惜くちをし。

◇　とお思いになると、まことに残念でならない。


P11 政事も--まつりことん（ん/＄も〈朱〉）

P12 ども--とん（ん/＄も〈朱〉）

1? 【帝は御年よりは大人大人しう】冷泉帝十四歳。

2 【誰れに譲りてかは】以下「かなはむ」まで、源氏の心中を間接的に叙述。源氏の出家願望は、「葵」巻の妻葵の上を失い、引き続いて「賢木」巻で父桐壺帝を失ったころに始まり、「絵合」巻に嵯峨野御堂の建立、「松風」巻の月に二度の参詣というように深まり、日常化しつつある。「かは」は反語。それも不可能だの意。


薄雲．３．１．３

■　後のちの御おほむわざなどにも、御子みこども孫むまごに過すぎてなむ、こまやかに弔とぶらひ、扱あつかひたまひける。

◇　ご法事などにも、ご子息やお孫たち以上に、心をこめてご弔問なさり、御世話なさるのであった。

薄雲．３．１．４

■　その年とし、おほかた世よの中騒なかさわがしくて1、朝廷おほやけざまに、もののさとししげく、のどかならで、

◇　その年は、いったいに世の中が騒然として、朝廷に対して、何事かの前兆が頻繁に現れ、不穏で、

■　「天あまつ空そらにも、例れいに違たがへる月日星つきひほしの光見ひかりみえ、雲くものたたずまひあり2」

◇　「天空にも、いつもと違った月や日や星の光りが見えて、雲がたなびいている」

■　とのみ、世よの人ひとおどろくこと多おほくて、道々みちみちの勘文かんがへぶみどもP13たてまつれるにも、あやしく世よになべてならぬことども混まじりたり。

◇　とばかり言って、世間の人の驚くことが多くて、それぞれの道の勘文を差し上げた中にも、不思議で世に尋常でない事柄が混じっていた。

■　内うちの大臣おとどのみP14なむ、御心みこころのうちに、わづらはしく思おぼし知しらるることありける3。

◇　内大臣だけは、ご心中に、厄介にそれとお分りになることがあるのであった。


P13 ども--とん（ん/＃も）

P14 のみ--の身（身/＄み）

1 【その年おほかた世の中騒がしくて】『完訳』は「永祚元年（九八九）の史実によるとする説もある。前掲頼忠の死も同年」と注す。

2 【天つ空にも例に違へる月日星の光見え雲のたたずまひあり】世人の詞。月食、日食、彗星、雲の様子等の、凶兆。

3 【内の大臣のみなむ御心のうちにわづらはしく思し知らるることありける】大島本は「しらるゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「知る」と校訂する。『集成』は「源氏の内大臣だけが、ひそかに困ったことだとお気づきになるところがあった。自分が帝の実の父親でありながら臣下として仕えていることが、凶兆の原因であることを悟る」。『完訳』は「源氏の冷泉帝が自分と藤壺の秘密の子であることへの恐懼であろう。「のみ」の限定にも注意」と注す。


第二段　藤壺入道宮の病臥

薄雲．３．２．１

■　入道后にふだうきさいの宮みや、春はるのはじめより悩なやみわたらせたまひて、三月やよひにはいと重おもくならせたまひぬれば、行幸ぎゃうがうなどあり。

◇　入道后の宮は、春の初めころからずっとお悩みになって、三月にはたいそう重くおなりになったので、行幸などがある。

■　院ゐんに別わかれたてまつらせたまひしほどは、いといはけなくて2、もの深ふかくも思おぼされざりしを、いみじう思おぼし嘆なげきたる御みけしきなれば、宮みやもいと悲かなしく思おぼし召めさる。

◇　院に御死別申し上げられたころは、とても幼くて、深くもお悲しみにはならなかったが、たいそうお嘆きの御様子なので、宮もとても悲しく思わずにはいらっしゃれない。


1? 【院に別れたてまつらせたまひにしほどは】主語は帝。

2 【いといはけなくて】「賢木」巻の桐壺院崩御の折、帝は五歳であった。


薄雲．３．２．２

■　「今年ことしは、かならず1逃のがるまじき年としと思おもひたまへつれど、おどろおどろしき心地ここちにもはべらざりつれば、命いの限ちのかぎり知しり顔がほにはべらむも、人ひとやうたて、ことことしう思おもはむと憚はばかりてなむ、功徳くどくのことなども、わざと例れいよりも取とり分わきてしもはべらずなりにける。

◇　「今年は、必ずや逃れることのできない年回りと思っておりましたが、それほどひどい気分ではございませんでしたので、寿命を知っている顔をしますようなのも、人もいやに思い、わざとらしいと思うだろうと遠慮して、功徳の事なども、特に平素よりも取り立てて致しませんでした。

■　参まゐりて、心こころのどかに昔むかしの御物語おほむものがたりもなど思おもひたまへながら、うつしざまなる折少をりすくなくはべりて、口惜くちをしく、いぶせくて過すぎはべりぬること」

◇　参内して、ゆっくりと昔のお話でもなどと思っておりながら、気分のすっきりした時が少なうございまして、残念にも、鬱々として過ごしてしまいましたこと」


1 【今年はかならず】以下「過ぎはべりぬること」まで、藤壺の詞。死を覚悟。


薄雲．３．２．３

■　と、いと弱よわげに聞きこえたまふ。

◇　と、たいそう弱々しくお申し上げなさる。

薄雲．３．２．４

■　三十七さむじふしちにぞP15おはしましける。

◇　三十七歳でいらっしゃるのであった。

■　されど、いと若わかく盛さかりにおはしますさまを、惜をしく悲かなしと見みたてまつらせたまふ。

◇　けれども、とてもお若く盛りでいらっしゃるご様子を、惜しく悲しく拝し上げあそばす。


P15 にぞ--にて（て/＃そ）


薄雲．３．２．５

■　「慎つつしませたまふべき2御年おほむとしなるに、晴はれ晴ばれしからで、月つきごろ過すぎさせたまふことをだに、嘆なげきわたりはべりつるに、御慎おほむつつしみなどをも、常つねよりことにせさせたまはざりけること3」

◇　「お慎みあそばさねばならないお年回りであるが、気分もすぐれず、何か月かをお過ごしになることでさえ、嘆き悲しんでおりましたのに、ご精進などをも、いつもより特別になさらなかったことよ」


1? 【三十七にぞおはしける】女の重い厄年。『完訳』は「当時は、十三・二十五・三十七歳など、生年の十二支がめぐってくる年が厄年とされた」と注す。

2 【慎ませたまふべき】以下「せさせたまはざりけること」まで、帝の心中。『完訳』は「帝の心中。ただし会話的な丁寧語「はべり」が混じる」と注す。

3 【御慎みなどをも常よりことにせさせたまはざりけること】『完訳』は「精進・潔斎・祈祷など。前の「功徳の事」と照応。前者が死を前提とする仏事であるのに対し、これは寿命を延ばすための仏事」と注す。藤壺は延命を願わない。


薄雲．３．２．６

■　と、いみじう思おぼし召めしたり。

◇　と、ひどく悲しくお思いであった。

■　ただこのころぞP16、おどろきて、よろづのことせさせたまふ1。

◇　つい最近に、気づいて、いろいろなご祈祷をおさせあそばす。

■　月つきごろは、常つねの御悩おほむなやみとのみうちたゆみたりつるを、源氏げんじの大臣おとども深ふかく思おぼし入いりたり。

◇　今までは、いつものご病気とばかり油断していたのだが、源氏の大臣も深くご心配になっていた。

■　限かぎりあれば、ほどなく帰かへらせたまふも、悲かなしきこと多おほかり。

◇　一定のきまりがあるので、間もなくお帰りあそばすのも、悲しいことが多かった。


P16 ころぞ--ころそ（そ/＄そ）

1 【おどろきてよろづのことせさせたまふ】主語は帝。藤壺の容態や特に延命の加持祈祷などしないことに気づいて。


薄雲．３．２．７

■　宮みや、いと苦くるしうて、はかばかしうものも聞きこえさせたまはず。

◇　宮は、ひどく苦しくて、はきはきとお話し申し上げることができない。

■　御心みこころのうちに思おぼし続つづくるに、

◇　ご心中思い続けなさるに、

■　「高たかき宿世1すくせ、世よの栄さかえも並ならぶ人ひとなく、心こころのうちに飽あかず思おもふこと2もP17人ひとにまさりける身み」

◇　「高い宿縁、この世の繁栄も並ぶ人がなく、心の中に物足りなく思うことも人一倍多い身であった」

■　と思おぼし知しらる。

◇　と思わずにはいらっしゃれない。

■　主上うへの、夢**のうちにも、かかる事ことの心こころを知しらせたまはぬを、さすがに心苦こころぐるしう見みたてまつりたまひて、これのみぞ、うしろめたくむすぼほれたることに、思おぼし置おかるべき心地ここちしたまひける。

◇　主上が、夢の中にも、こうした事情を御存じあそばされないのを、それでもはやりお気の毒に拝し上げなさって、この事だけを、気がかりで心の晴れないこととして、死後にも思い続けそうな気がなさるのであった。

◆　 
みや、 いと くるしう て、 はかばかしう もの も きこえ させ たまは ず。 み-こころ の うち に おぼし つづくる に、 "たかき すくせ、 よ の さかえ も ならぶ ひと なく、 こころ の うち に あかず おもふ こと も ひと に まさり ける み。" と おぼし しら る。 うへ の、 ゆめ の なか に も、 かかる こと の こころ を しら せ たまは ぬ を、 さすが に こころぐるしう み たてまつり たまひ て、 これ のみ ぞ、 うしろめたく むすぼほれ たる こと に、 おぼし おか る べき ここち し たまひ ける。


P17 ことも--ことん（ん/＄も〈朱〉）

1 【高き宿世】以下「人にまさりける身」まで、藤壺の心中。『完訳』は「栄華も憂愁も人にぬきんでたする点で、源氏晩年の述懐と酷似」と注す。

2 【飽かず思ふこと】『集成』は「源氏に愛情は抱きながらも拒まねばならなかったことをいう」と注す。


第三段　藤壺入道宮の崩御

薄雲．３．３．１

■　大臣おとどは、朝廷方おほやけがたざまにても、かくやむごとなき人ひとの限かぎり、うち続つづき亡うせたまひなむことを思おぼし嘆なげく。

◇　大臣は、朝廷の立場からしても、こうした高貴な方々ばかりが、引き続いてお亡くなりになることをお嘆きになる。

■　人知ひとしれぬあはれ1、はた、限かぎりなくて、御祈おほむいのりなど思おぼし寄よらぬことなし。

◇　人には知られない思慕は、それはまた、限りないほどで、ご祈祷などお気づきにならないことはない。

■　年としごろ思おぼし絶たえたりつる筋すぢさへ、今一度いまひとたび、聞きこえずなりぬるが、いみじく思おぼさるれば、近ちかき御几帳みきちゃうのもとに寄よりて、御おほむありさまなども2、さるべき人ひとびとに問とひ聞ききたまへば、親したしき限かぎりさぶらひて、こまかに聞きこゆ。

◇　長年思い絶っていたことさえ、もう一度申し上げられなくなってしまったのが、ひどく残念に思われなさるので、近くの御几帳の側に寄って、ご容態など、しかるべき女房たちにお尋ねになると、親しい女房だけがお付きしていて詳しく申し上げる。


1 【人知れぬあはれ】『集成』は「藤壺への人知れぬ哀惜の思い」。『完訳』は「藤壺へのひそかな恋」と注す。

2 【御ありさまなども】大島本は「なとも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「など」と「も」を削除する。


薄雲．３．３．２

■　「月つきごろ悩なやませたまへる御心地みここちに1、御行おほむおこなひを時ときの間まもたゆませたまはずせさせたまふ積つもりの、いとどいたうくづほれさせたまふに2、このころとなりては、柑子かうじなどをだに、触ふれさせたまはずなりにたれば、頼たのみどころなくならせたまひにたること」

◇　「この数か月ずっとご気分がすぐれずにいらっしゃいましたのに、お勤めを少しの間も怠らずになさいました疲労も積もって、ますますひどくご衰弱あそばしたところに、最近になっては、柑子などにさえ、お口にあそばされなくなりましたので、ご回復の希望もなくなっておしまいになりましたことです」


1 【月ごろ悩ませたまへる御心地に】以下「ならせたまひにたること」まで、女房たちの詞。

2 【くづほれさせたまふに】大島本は「給に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへるに」と校訂する。


薄雲．３．３．３

■　と、泣なき嘆なげく人ひとびと多おほかり。

◇　と言って、泣き嘆き悲しんでいる女房たちが多かった。

薄雲．３．３．４

■　「院ゐんの御遺言おほむゆいごんにかなひて1、内裏うちの御後見仕おほむうしろみつかうまつりたまふこと、年としごろ思おもひ知しりはべること多おほかれど、何なににつけてかは、その心寄こころよせことなるさまをも、漏もらしきこえむとのみ、のどかに思おもひはべりけるを、今いまなむあはれに口惜くちをしく」

◇　「故院のご遺言どおりに、帝のご後見をなさること、長年存じておりますことは多かったのですが、何かの機会に、そのお礼の気持ちが並大抵でないことを、ちらっと知っていただこうとばかり、気長に待っておりましたが、今は悲しく残念に思われまして」


1 【院の御遺言にかなひて】以下「口惜しく」まで、藤壺の詞。


薄雲．３．３．５

■　と、ほのかにのたまはするも、ほのぼの聞きこゆるに、御応おほむいらへも聞きこえやりたまはず、泣なきたまふさま、いといみじ。

◇　と、かすかに仰せになるのも、ほのかに聞こえるので、お返事も十分に申し上げられず、お泣きになる様子、実においたわしい。

■　「などかうしも心弱こころよわきさまに1」

◇　「どうしてこうも気が弱い状態で」

■　と、人目ひとめを思おぼし返かへせど、いにしへよりの御おほむありさまを、おほかたの世よにつけても、あたらしく惜をしき人ひとの御おほむさまを、心こころにかなふわざS8ならねば、かけとどめきこえむ方かたなく、いふかひなく思おぼさるること限かぎりなし。

◇　と、人目を憚ってお気を取り直しなさるが、昔からのご様子を、世間一般から見ても、もったいなく惜しいご様子のお方を、思いどおりにならないことなので、お引き止め申すすべもなく、何とも言いようもなく悲しいこと限りない。


S8 命だに心にかなふものならば何か別れの悲しからまし（古今集離別-三八七　白女）

1 【などかうしも心弱きさまに】源氏の心中。感情を抑える自制心。


薄雲．３．３．６

■　「はかばかしからぬ1身みながらも、昔むかしより、御後見仕おほむうしろみつかうまつるべきことを、心こころのいたる限かぎり、おろかならず思おもひたまふるに、太政大臣おほきおとどの隠かくれたまひぬるをだに、世よの中なか、心こころあわたたしく思おもひたまへらるるに、また、かくおはしませば、よろづに心乱こころみだれはべりて、世よにはべらむことも、残のこりなき心地ここちなむしはべる」

◇　「取るに足りないわが身ですが、昔から、ご後見申し上げねばならないことは、気のつく限り、一生懸命に存じておりましたが、太政大臣がお亡くなりになったことだけでも、この世の、無常迅速が存じられてなりませんのに、さらにまた、このようにいらっしゃいますと、何から何まで心が乱れまして、生きていることも、残り少ない気が致します」


1 【はかばかしからぬ】以下「心地しなむはべる」まで、源氏の詞。


薄雲．３．３．７

■　など聞きこえたまふほどに、燈火ともしびなどの消きえ入いるやうS9にて果はてたまひぬれば2、いふかひなく悲かなしきことを思おぼし嘆なげく。

◇　などとお申し上げになっているうちに、燈火などが消えるようにしてお隠れになってしまったので、何とも言いようがなくお悲しい別れを嘆きになる。


S9 説無漏妙法　度無量衆生　後当入涅槃　如煙尽灯滅（法華経-安楽行品）

1? 【心地なむしはべるなど】大島本は「なと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「と」と「な」を削除する。

2 【燈火などの消え入るやうにて果てたまひぬれば】『新大系』「釈迦の入滅に喩えた表現か。「無漏。（むろ）の妙法を説きて、無量の衆生を度（すく）ひ、後、当（まさ）に涅槃に入ること、煙尽きて灯の滅ゆるが如し」（法華経・安楽行品）」と注す。


第四段　源氏、藤壺を哀悼

薄雲．３．４．１

■　かしこき御身おほむみのほどと聞きこゆるなかにも、御心みこころばへなどの、世よのためしにも1あまねくあはれにおはしまして、豪家がうけにことよせて、人ひとの愁うれへとあることなどもP18おのづからうち混まじるを、いささかもさやうなる事ことの乱みだれなく、人ひとの仕つかうまつることをも、世よの苦くるしみとあるべきことをば、止とどめたまふ。

◇　恐れ多い身分のお方と申し上げた中でも、ご性質などが、世の中の例としても広く慈悲深くいらっしゃって、権勢を笠に着て、人々が迷惑することを自然と行ないがちなのだが、少しもそのような道理に外れた事はなく、人々が奉仕することも、世の苦しみとなるはずのことは、お止めになる。


P18 なども--なとん（ん/＄も〈朱〉）

1 【世のためしにも】大島本は「ためし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ため」と「し」を削除する。


薄雲．３．４．２

■　功徳くどくの方かたとても、勧すすむるによりたまひて、いかめしうめづらしうしたまふ人ひとなどもP19,1、昔むかしのさかしきP20世よに皆みなありけるを、これは、さやうなることなく、ただもとよりの宝物たからもの、得えたまふべき年官つかさ、年爵かうぶり、御封みふの物もののさるべき限かぎりして2、まことに心深こころふかきことどもの限かぎりをし置おかせたまへれば、何なにとわくまじき山伏やまぶしなどまで惜をしみきこゆ。

◇　功徳の方面でも、人の勧めに従いなさって、荘厳に珍しいくらい立派になさる人なども、昔の聖代には皆あったのだが、この后宮は、そのようなこともなく、ただもとからの財産、頂戴なさるはずの年官、年爵、御封のしかるべき収入だけで、ほんとうに真心のこもった供養の最善をしておかれになったので、物のわけも分からない山伏などまでが惜しみ申し上げる。


P19 なども--なとん（ん/＄も〈朱〉）

P20 さかしき--さ（さ/+か）しき

1 【人なども】大島本は「なとん（ん＄も〈朱〉）」とある。すなわち本行本文の「ん」を朱筆でミセケチにして傍らに「も」と訂正する。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「など」と校訂する。

2 【年官年爵御封の物のさるべき限りして】『完訳』は「当然お受けになってしかるべき年官や年爵、また御封などの給与の中から差し支えない範囲で」と訳す。


薄雲．３．４．３

■　をさめたてまつるにも、世よの中響なかひびきて、悲かなしと思おもはぬ人ひとなし。

◇　ご葬送の時にも、世を挙げての騷ぎで、悲しいと思わない人はいない。

■　殿上人てんじゃうびとなど、なべてひとつ色いろに黒くろみわたりて、ものの栄はえなき春はるの暮くれなり。

◇　殿上人など、すべて黒一色の喪服で、何の華やかさもない晩春である。

■　二条院にでうの御前ゐんの桜***を御覧***じても、花おまへの宴***の折***など思***し出***づ。

◇　二条院のお庭先の桜を御覧になるにつけても、花の宴の時などをお思い出しになる。

■　「今年***ばかりはS10,1」

◇　「今年ぐらいは」

■　と、一人***ごちたまひて、人もはなの見***とがめつべければ、御念誦堂***に籠***もりゐたまひて、日一日泣***き暮***らしたまふ。

◇　と独り口ずさみなさって、他人が変に思うに違いないので、御念誦堂にお籠もりなさって、一日中泣き暮らしなさる。

■　夕日***はなやかにさして、山際***の梢***あらはなるに、雲***の薄***くわたれるが、鈍色***なるを、何***ごとも御目***とどまらぬころなれど、いとものあはれに思***さる。

◇　夕日が明るく射して、山際の梢がくっきりと見えるところに、雲が薄くたなびいているのが、鈍色なのを、何ごともお目に止まらないころなのだが、たいそう悲しく思わずにはいらっしゃれない。

◆　 
をさめ たてまつる に も、 よのなか ひびき て、 かなし と おもは ぬ ひと なし。 てんじゃうびと など、 なべて ひとついろ に くろみ わたり て、 もの の はえ なき はる の くれ なり。 にでうのゐん の おまへ の さくら を ごらんじ て も、 はなのえん の をり など おぼし いづ。 "ことし ばかり は。" と、 ひとりごち たまひ て、 ひと の み とがめ つ べけれ ば、 おほむ-ねんずだう に こもり ゐ たまひ て、 ひひとひ なき くらし たまふ。 ゆふひ はなやか に さし て、 やまぎは の こずゑ あらは なる に、 くも の うすく わたれ る が、 にびいろ なる を、 なにごと も おほむ-め とどまら ぬ ころ なれ ど、 いと もの あはれ に おぼさ る。


S10 深草の野辺の桜し心あらば今年ばかりは墨染めに咲け（古今集哀傷-八三二　上野岑雄）

1 【今年ばかりは】源氏の口ずさみ。「深草の野辺の桜し心あらば今年ばかりは墨染に咲け」（古今集哀傷、八三二、上野岑雄）を踏まえる。


薄雲．３．４．４

■　「入いり日ひさす峰みねにたなびく薄雲うすぐもは

もの思おもふ袖そでに色いろやまがへる1」

◇　「入日が射している峰の上にたなびいている薄雲は

悲しんでいるわたしの喪服の袖の色に似せたのだろうか」


1 【入り日さす峰にたなびく薄雲はもの思ふ袖に色やまがへる】源氏の独詠歌。東三条院詮子崩御の折の自作歌「雲の上も物思ふ春は墨染に霞む空さへあはれなるかな」（紫式部集）を踏まえる。


薄雲．３．４．５

■　人聞ひときかぬ所ところなれば、かひなし1。

◇　誰も聞いていない所なので、かいがない。


1 【人聞かぬ所なればかひなし】語り手の言辞。『集成』は「誰も聞いている人のいない念誦堂でのこととて、この源氏の悲しみのお歌を知って唱和する人もなく、かいのないことだ。草子地」と注す。


第四章　冷泉帝の物語　出生の秘密と譲位ほのめかし

第一段　夜居僧都、帝に密奏

薄雲．４．１．１

■　御みわざなども過すぎて1、事ことども静しづまりて、帝みかど、もの心細こころぼそく思おぼしたり。

◇　ご法事なども終わって、諸々の事柄も落ち着いて、帝、何となく心細くお思いであった。

■　この入道にふだうの宮みやの御母后おほむははぎさきの御世みよより伝つたはりて、次々つぎつぎの御祈おほむいのりの師しにてさぶらひける僧都そうづ、故宮こみやにもいとやむごとなく親したしきものに思おぼしたりしを、朝廷おほやけにも重おもき御おほむおぼえにて、いかめしき御願おほむぐわんども多おほく立たてて、世よにかしこき聖ひじりなりける、年七十とししちじふばかりにて、今いまは終をはりの行おこなひをせむとて籠こもりたるが、宮みやの御事2おほむことによりて出いでたるを、内裏うちより召めしありて、常つねにさぶらはせたまふ。

◇　この入道の宮の母后の御代から伝わって、代々のご祈祷の僧としてお仕えしてきた僧都、故宮におかれてもたいそう尊敬なさって信頼していらっしゃったが、帝におかせられても御信任厚くて、重大な御勅願をいくつもお立てになって、実にすぐれた僧侶であったが、年は七十歳ほどで、今は自分の後生を願うための勤行をしようと思って籠もっていたのだが、宮の御事のために出て来ていたのを、宮中からお召しがあって、いつも伺候させてお置きになる。


1 【御わざなども過ぎて】四十九日忌までの七日ごとの法事。

2 【宮の御事】藤壺の病気平癒の祈祷。


薄雲．４．１．２

■　このごろは、なほもとのごとく参**りさぶらはるべきよし、大臣おとども勧すすめのたまへば、

◇　これからは、やはり以前同様に参内してお仕えするように、大臣もお勧めおっしゃるなるので、

◆　 
このごろ は、 なほ もと の ごとく まゐり はべる べき よし、 おとど も すすめ のたまへ ば、

薄雲．４．１．３

■　「今いまは、夜居よゐなど1、いと堪たへがたうおぼえはべれど、仰おほせ言ごとのかしこきにより、古ふるき心こころざしを添そへて」

◇　「今では、夜居のお勤めなどは、とても堪えがたく思われますが、お言葉の恐れ多いのによって、昔からのご厚志に感謝を込めて」


1 【今は夜居など】以下「心ざしに添へて」まで、僧都の返事。応諾。


薄雲．４．１．４

■　とて、さぶらふに、静しづかなる暁あかつきに、人ひとも近ちかくさぶらはず、あるはまかでなどしぬるほどに、古代こたいにうちしはぶきつつ、世よの中なかのことども奏そうしたまふついでに、

◇　と言って、お仕えしたが、静かな暁に、誰もお側近くにいないで、ある人は里に退出などしていた折に、老人っぽく咳をしながら、世の中の事どもを奏上なさるついでに、

薄雲．４．１．５

■　「いと奏そうしがたく2、かへりては罪つみにもやまかり当あたらむと3思おもひたまへ憚はばかる方多かたおほかれど、知しろし召めさぬに、罪重つみおもくて4、天眼恐てんげんおそろしく5思おもひたまへらるることを、心こころにむせびはべりつつ、命終いのちをはりはべりなば、何なにの益やくかははべらむ6。

◇　「まことに申し上げにくく、申し上げたらかえって罪に当たろうかと憚り存じられることが多いのですが、御存じでないために、罪が重くて、天眼が恐ろしく存じられますことを、心中に嘆きながら、寿命が終わってしまいましたならば、何の益がございましょうか。

■　仏ほとけも心こころぎたなし7とや思おぼし召めさむ」

◇　仏も不正直なとお思いになるでしょう」


1? 【古き心ざしに添へて】『集成』は「昔からご奉仕してまいりました志も取り添えまして（お勤めいたしましょう）」。『完訳』は「昔から代々のご恩顧にお報いする気持をこめて」と訳す。

2 【いと奏しがたく】以下「思し召さむ」まで、僧都の詞。

3 【かへりては罪にもやまかり当たらむと】『集成』は「かえって罪科に当りもいたしましょうかと」。『完訳』は「お話し申してはかえって仏罰をもこうむることになろうかと」と訳す。

4 【知ろし召さぬに罪重くて】『集成』は「ご存じでいらせられぬと」「拙僧の罪も重くて。帝が、源氏が実の父であることをご存じなく、源氏に対して父としての礼を尽しておられぬために天変も起っている。真相を知る自分が、帝にそのことをお知らせしない罪は重い、という」。『完訳』は「僧都が告げないので帝が真実を知らぬための、僧都の罪。一説には、真実を知らぬ帝自身の罪」と注す。

5 【天眼恐ろしく】大島本は「天けん（△△△＆けん）」とある。すなわち元の本文（判読不明）を擦り消して「けん」と重ね書きする。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「天の眼（まなこ）」と校訂する。『新大系』は「「天眼」は、遠近や昼夜などの区別なく物事を見通す力。青表紙他本多く「天の眼（まなこ）」は「天眼」の和語。このあたり、帝の出生の秘密に関する」と注す。

6 【何の益かははべらむ】反語表現。何の益がございましょうか、まった無益なことになりましょう、の意。

7 【心ぎたなし】『集成』は「未練がましい」。『完訳』は「不正直な」と訳す。


薄雲．４．１．６

■　とばかり奏**しさして、えうち出いでぬことあり。

◇　とだけ申し上げかけて、それ以上言えないことがある。

◆　 
と ばかり そうし て、 え うち-いで ぬ こと あり。

第二段　冷泉帝、出生の秘密を知る

薄雲．４．２．１

■　主上うへ、

◇　帝は、

■　「何事なにごとならむ1。

◇　「何事だろう。

■　この世よに恨うらみ残のこるべく思おもふことやあらむ。

◇　この世に執着の残るよう思うことがあるのだろうか。

■　法師ほふしは、聖ひじりといへども、あるまじき横様よこざまの嫉そねみ深ふかく、うたてあるものを」

◇　法師は、聖僧といっても、道に外れた嫉妬心が深くて、困ったものだから」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【何事ならむ】以下「うたてあるものを」まで、帝の心中。


薄雲．４．２．２

■　「いはけなかりP21し時ときより1、隔へだて思おもふことなきを、そこには、かく忍しのび残のこされたることありけるをなむ、つらく思おもひぬる」

◇　「幼かった時から、隔てなく思っていたのに、そなたには、そのように隠してこられたことがあったとは、つらく思いますぞ」


P21 いはけなかり--いは（は/＄は〈朱〉）けなかり

1 【いはけなかりし時より】以下「つらく思ひぬる」まで、帝の詞。


薄雲．４．２．３

■　とのたまはすれば、

◇　と仰せになると、

薄雲．４．２．４

■　「あなかしこ1。

◇　「ああ恐れ多い。

■　さらに2、仏ほとけの諌いさめ守まもりたまふ真言しんごんの深ふかき道みちをだに、隠かくしとどむることなく広ひろめ仕つかうまつりはべり。

◇　少しも、仏の禁じて秘密になさる真言の深い道でさえ、隠しとどめることなくご伝授申し上げております。

■　まして、心こころに隈くまあること、何なにごとにかはべらむ。

◇　まして、心に隠していることは、何がございましょうか。

■　これは来きし方行かたゆく先さきの大事だいじとはべることを、過すぎおはしましにし院ゐん、后きさいの宮みや、ただ今世いまよをまつりごちたまふ大臣おとどの御おほむため、すべて、かへりてよからぬ事ことにや漏もり出いではべらむ3。

◇　これは、過去来世にわたる重大事でございますが、お隠れあそばしました院、后の宮、現在政治をお執りになっている大臣の御ために、すべて、かえってよくないこととして漏れ出すことがありはしまいか。

■　かかる老法師おいほふしの身みには、たとひ愁うれへはべりとも、何なにの悔くいかはべらむ。

◇　このような老法師の身には、たとい災いがありましょうとも、何の悔いもありません。

■　仏天ぶつてんの告つげあるによりて4奏そうしはべるなり。

◇　仏天のお告げがあることによって申し上げるのでございます。

■　わが君きみはらまれおはしましたりし時ときより、故宮こみやの深ふかく5思おぼし嘆なげくことありて、御祈おほむいのり仕つかうまつらせたまふゆゑなむはべりし6。

◇　わが君がご胎内にいらっしゃった時から、故宮には深くご悲嘆なられることがあって、ご祈祷をおさせになる仔細がございました。

■　詳くはしくは法師ほふしの心こころにえ悟さとりはべらず7。

◇　詳しいことは法師の心には理解できません。

■　事ことの違たがひめありて、大臣横様おとどよこさまの罪つみに当あたりたまひし時とき、いよいよ懼おぢ思おぼし召めして、重かさねて御祈おほむいのりどもP22承うけたまはりはべりしを、大臣おとども聞きこし召めしてなむ、またさらに言加ことくはへ仰おほせられて、御位おほむくらゐに即つきおはしまししまで仕つかうまつることどもはべりし。

◇　思いがけない事件が起こって、大臣が無実の罪に当たりなさった時、ますます恐ろしくお思いあそばされて、重ねてご祈祷を承りましたが、大臣もご理解あそばして、またさらにご祈祷を仰せつけになって、御即位あそばした時までお勤め申した事がございました。

■　その承うけたまはりしさま8」

◇　その承りましたご祈祷の内容は」


P22 ども--とん（ん/＄も〈朱〉）

1 【あなかしこ】以下「その承りしさま」まで、僧都の詞。

2 【さらに】「隠しとどむることなく」に係る。

3 【すべてかへりてよからぬ事にや漏り出ではべらむ】『集成』は「（このまにしておきますと）かえってお為にならぬこととして世間に取り沙汰される恐れもございましょう」。『完訳』は「このまま内密にしておきますと、世間に取り沙汰されて、すべてかえってよからぬ結果となりはしないでしょうか」と訳す。

4 【仏天の告げあるによりて】『集成』は「仏と天部の諸神（仏法の守護神）」。『完訳』は「「仏天」は仏の尊称。一説には仏と天。この「仏天の告げ」は「天変のさとし」とは別途の啓示」と注す。

5 【故宮の深く】大島本は「故宮の」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「故宮」と「の」を削除する。

6 【御祈り仕うまつらせたまふゆゑなむはべりし】『完訳』は「秘事露顕を防ぎ、源氏の思慕を抑えさせるための祈祷であろう」と注す。

7 【詳しくは法師の心にえ悟りはべらず】男女関係の問題であることをほのめかす。

8 【その承りしさま】『完訳』は「以下、僧都の詳述を略す筆法」と注す。


薄雲．４．２．５

■　とて、詳くはしく奏そうするを聞きこし召めすに、あさましうめづらかにて、恐おそろしうも悲かなしうも、さまざまに御心乱みこころみだれたり1。

◇　と言って、詳しく奏上するのをお聞きあそばすと、驚くほどめったにないことで、恐ろしくも悲しくも、さまざまにお心がお乱れになった。


1 【あさましうめづらかにて恐ろしうも悲しうもさまざまに御心乱れたり】『集成』は「思いもかけぬ驚くべきことで。実の父が源氏であることをはじめてご承知になった気持」と注す。


薄雲．４．２．６

■　とばかり、御応おほむいらへもなければ、僧都そうづ、

◇　しばらくの間、返事もないので、僧都、

■　「進すすみ奏そうしつるを便びんなく思おぼし召めすにや」

◇　「進んで奏上したのを不都合にお思いになったのだろうか」

■　と、わづらはしく思おもひて、やをらかしこまりてまかづるを、召めし止とどめて、

◇　と、困ったことに思って、静かに恐縮して退出するのを、お呼び止めになって、

薄雲．４．２．７

■　「心こころに知しらで過すぎなましかば2、後のちの世よまでの咎とがめあるべかりけることを、今いままで忍しのび籠こめられたりけるをなむ、かへりてはうしろめたき3心こころなりと思おもひぬる。

◇　「知らずに過ぎてしまったならば、来世までも罪があるに違いなかったことを、今まで隠しておられたのを、かえって安心のならない人だと思った。

■　またこの事ことを知しりて漏もらし伝つたふるたぐひやP23あらむ」

◇　またこの事を知っていて誰かに漏らすような人はいるだろうか」


P23 たぐひや--たくひ（ひ/+や）

1? 【進み奏しつるを便なく思しつるにや】僧都の心中。

2 【心に知らで過ぎなましかば】以下「たぐひやあらむ」まで、帝の詞。

3 【かへりてはうしろめたき】大島本は「かへりてハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かへりて」と「は」を削除する。


薄雲．４．２．８

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

薄雲．４．２．９

■　「さらに、なにがしと王命婦わうみゃうぶとより他ほかの人1ひと、この事ことのけしき見みたるはべらず。

◇　「いえまったく、拙僧と王命婦以外の人は、この事の様子を知っている者はございません。

■　さるによりなむ、いと恐おそろしうはべる2。

◇　それだから、実に恐ろしいのでございます。

■　天変てんべんしきりにさとし、世よの中静なかしづかならぬは、このけなり。

◇　天変地異がしきりに現れ、世の中が平穏でないのは、このせいです。

■　いときなく、ものの心知こころし召ろしめすまじかりつるほどこそはべりつれ、やうやう御齢足おほむよはひたりおはしまして、何事なにごともわきまへさせたまふべき時ときに至いたりて、咎とがをも示しめすなり。

◇　御幼少で、物の道理を御分別おできになれなかった間はよろしうございましたが、だんだんと御年齢が加わっていらっしゃいまして、何事も御分別あそばせるころになったので、咎を示すのです。

■　よろづのこと、親おやの御世みよより始はじまるにこそはべるなれ3。

◇　万事、親の御代より始まるもののようでございます。

■　何なにの罪つみとも知しろし召めさぬが恐おそろしきにより、思おもひたまへ消けちてしことを、さらに心こころより出いだしはべりぬること」

◇　何の罪とも御存知あそばさないのが恐ろしいので、忘れ去ろうとしていたことを、あえて申し上げた次第です」


1 【さらになにがしと王命婦とより他の人】以下「心より出しはべりぬること」まで、僧都の詞。「さらに」は「はべらず」に係る。

2 【さるによりなむいと恐ろしうはべる】『集成』は「それだからこそ、大層恐ろしく存じられます。誰も知る者のない秘密だからこそ仏天の照覧が恐ろしい、の意」。『完訳』は「真相を知らせなかったら、天変が続き帝に天譴が下るだろう、それが恐ろしい」と注す。

3 【よろづのこと親の御世より始まるにこそはべるなれ】「こそ」「なれ」伝聞推定の助動詞。万事親の因果が子に出現するという仏教思想。


薄雲．４．２．１０

■　と、泣なく泣なく聞きこゆるほどに、明あけ果はてぬれば、まかでぬ1。

◇　と、泣く泣く申し上げるうちに、夜がすっかり明けてしまったので、退出した。


1 【明け果てぬればまかでぬ】夜が明けて僧都退出。


薄雲．４．２．１１

■　主上うへは、夢ゆめのやうにいみじきことを聞きかせたまひて、いろいろに思おぼし乱みだれさせたまふ。

◇　主上は、夢のような心地で重大な事をお聞きあそばして、さまざまにお思い乱れなさる。

■　「故院こゐんの御おほむためも2うしろめたく、大臣おとどのかくただ人うどにて世よに仕つかへたまふも、あはれにかたじけなかりける事こと」

◇　「故院の御為にもお気がとがめ、大臣がこのように臣下として朝廷に仕えていらっしゃるのも、もったいないこと」

■　かたがた思おぼし悩なやみて、日ひたくるまで出いでさせたまはねば3、

◇　あれこれと御煩悶なさって、日が高くなるまでお出ましにならないので、

■　「かくなむ」

◇　「これこれしかじかである」

■　と聞ききたまひて、大臣おとども驚おどろきて参まゐりたまへるを、御覧ごらんずるにつけても、いとど忍しのびがたく思おぼし召めされて、御涙おほむなみだのこぼれさせたまひぬるを、

◇　とお聞きになって、大臣も驚いて参内なさったのを、お目にかかりあそばすにつけても、ますます堪えがたくお思いになって、お涙がこぼれあそばしたのを、

■　「おほかた4故宮こみやの御事おほむことを、干ひる世よなく思おぼし召めしたるころなればなめり」

◇　「おおかた故母宮の御事を、涙の乾く間もなくお悲しみになっているころだからなのだろう」

■　と見みたてまつりたまふ。

◇　と拝し上げなさる。


1? 【主上は夢のようなる】僧都退出後の帝、苦悩煩悶する。翌日の物語。

2 【故院の御ためも】以下「かたじけなかりける事」まで、帝の心中。

3 【出でさせたまはねば】夜の御殿から。

4 【おほかた】以下「ころなればなめり」まで、源氏の心中。


第三段　帝、譲位の考えを漏らす

薄雲．４．３．１

■　その日ひ、式部卿しきぶきゃうの親王亡みこうせたまひぬるよし奏そうするに1、いよいよ世よの中なかの騒さわがしきことを嘆なげき思おぼしたり。

◇　その日、式部卿の親王がお亡くなりになった旨を奏上するので、ますます世の中の穏やかならざることをお嘆きになった。

■　かかるころP24なれば、大臣おとどは里さとにもえまかでたまはで、つとさぶらひたまふ。

◇　このような状況なので、大臣は里にもご退出になることができず、付ききりでいらっしゃる。

■　しめやかなる御物語おほむものがたりのついでに、

◇　しんみりとしたお話のついでに、


P24 ころ--こゝ（ゝ/＃）ろ

1 【その日式部卿の親王亡せたまひぬるよし奏するに】桐壺帝の弟宮、桃園式部卿宮、朝顔斎院の父宮。


薄雲．４．３．２

■　「世よは尽つきぬるにやあらむ1。もの心細こころぼそく例れいならぬ心地ここちなむするを、天あめの下したもかくのどかならぬに、よろづあわたたしくなむ。故宮こみやの思おぼさむところによりてこそ、世間せけんのことも思おもひ憚はばかりつれ、今いまは心こころやすきさまにても過すぐさまほしくなむ」

◇　「わが寿命は終わってしまうのであろうか、何となく心細くいつもと違った心地がします上に、世の中もこのように穏やかでないので、万事落ち着かない気がします。故宮がご心配なさるからと思って、帝位のことも遠慮しておりましたが、今では安楽な状態で世を過ごしたく思っています」


1 【世は尽きぬるにやあらむ】以下「過ぐさまほしくなむ」まで、帝の詞。譲位したい希望を述べる。


薄雲．４．３．３

■　と語かたらひきこえたまふ。

◇　と御相談申し上げなさる。

薄雲．４．３．４

■　「いとあるまじき御おほむことなり2。

◇　「まったくとんでもないお考えです。

■　世よの静しづかならぬことは、かならず政事まつりごとの直なほく、ゆがめるにもよりはべらず。

◇　世の中が静かでないことは、必ずしも政道が真っ直ぐ、また曲がっていることによるのではございません。

■　さかしき世よにしもなむ、よからぬことどももはべりける。

◇　すぐれた世でも、よくないことどもはございました。

■　聖ひじりの帝みかどの世よにも3、横様よこさまの乱みだれ出いで来くること、唐土もろこしにもはべりける。

◇　聖の帝の御世にも、横ざまの乱れが出てきたこと、唐土にもございました。

■　わが国くににもさなむはべる。

◇　わが国でもそうでございます。

■　まして、ことわりの齢よはひどもP25の、時至ときいたりぬるを、思おぼし嘆なげくべきことにもはべらず」

◇　まして、当然の年齢の方々が寿命の至るのも、お嘆きになることではございません」


P25 ども--とん（ん/＄も〈朱〉）

1? 【世間の事も思ひはばかりつれ】『新大系』「「世間の事」は、自分が帝位にあることをいう。「心やすきさま」は、譲位後の安寧な生活をさす」と注す。「こそ」「つれ」已然形、係結び。逆接用法。

2 【いとあるまじき御ことなり】以下「思し嘆くべきことにもはべらず」まで、源氏の詞。強く諌止する。

3 【聖の帝の世にも】大島本は「世にも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「世に」と「も」を削除する。


薄雲．４．３．５

■　など、すべて多おほくのことどもを聞きこえたまふ。

◇　などと、なにかにつけたくさんのことがらを申し上げなさる。

■　片端かたはしまねぶも、いとかたはらいたしや1。

◇　その一部分を語り伝えるのも、とても気がひける。


1 【片端まねぶもいとかたはらいたしや】『集成』は「その一端をお話しするのも、とても気のひけることです。政道に関することへの言及を女として憚る草子地」と注す。


薄雲．４．３．６

■　常つねよりも黒くろき御装おほむよそひに、やつしたまへる御容貌おほむかたち、違たがふところなし。

◇　いつもより黒いお召し物で、喪に服していらっしゃるご容貌、違うところがない。

■　主上うへも、年としごろ御鏡おほむかがみにも、思おぼしよることなれど、聞きこし召めししことの後のちは、またこまかに見みたてまつりたまひつつP26、ことにいとあはれに思おぼし召めさるれば1、

◇　主上も、いく年もお鏡を御覧になるにつけ、お気づきなっていることであるが、お聞きあそばしたことの後は、またしげしげとお顔を御覧になりながら、格別にいっそうしみじみとお思いなされるので、

■　「いかで、このことをかすめ聞きこえばや2」

◇　「何とかして、このことをちらっと申し上げたい」

■　と思おぼせど、さすがに、はしたなくも思おぼしぬべきこと3なれば、若わかき御心地みここちにつつましくて、ふともP27えうち出いできこえたまはぬほどは、ただおほかたのことどもを、常つねよりことになつかしう聞きこえさせたまふ。

◇　とお思いになるが、何といってもやはり、きまりが悪くお思いになるに違いないことなので、お若い心地から遠慮されて、すぐにお話申し上げられないあいだは、世間一般の話をいつもより特に親密にお話し申し上げあそばす。


P26 たまひつつ--*給ふつゝ

P27 ふとも--ふとん（ん/＄も〈朱〉）

1 【いとあはれに思し召さるれば】大島本は「いと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いとど」と校訂する。

2 【いかでこのことをかすめ聞こえばや】冷泉帝の心中。出生の秘密を知ったことを源氏に。

3 【はしたなくも思しぬべきこと】主語は源氏。


薄雲．４．３．７

■　うちかしこまりたまへるさまにて、いと御みけしきことなるを、かしこき人ひとの御目おほむめには、あやしと見みたてまつりたまへど、いとかく、さださだと聞きこし召めしたらむとは思おぼさざりけり。

◇　慇懃にかしこまっていらっしゃるご態度で、とても御様子が違っているのを、すぐれた人のお眼には、妙だと拝し上げなさったが、とてもこのように、はっきりとお聞きあそばしたとはお思いもよりなさらなかったのであった。

第四段　帝、源氏への譲位を思う

薄雲．４．４．１

■　主上うへは、王命婦わうみゃうぶに詳くはしきことは、問とはまほしう思おぼし召めせど、

◇　主上は、王命婦に詳しいことは、お尋ねになりたくお思いになったが、

薄雲．４．４．２

■　「今いまさらに1、しか忍しのびたまひけむこと知しりにけりと、かの人2ひとにも思おもはれじ。

◇　「今さら、そのようにお隠しになっていらっしゃったことを知ってしまったと、あの人にも思われまい。

■　ただ、大臣おとどにいかでほのめかし問とひきこえて、先々さきざきのかかる事ことの例れいはありけりやと問とひP28聞きかむ」

◇　ただ、大臣に何とかそれとなくお尋ね申し上げて、昔にもこのような例はあったろうかと聞いてみたい」


P28 問ひ--（/+とひ〈朱〉）

1 【今さらに】以下「問ひ聞かむ」まで、帝の心中。

2 【かの人】王命婦をさす。


薄雲．４．４．３

■　とぞ思おぼせど、さらについでもなければ、いよいよ御学問おほむがくもんをせさせたまひつつ、さまざまの書ふみどもP29を御覧ごらんずるに、

◇　とお思いになるが、まったくその機会もないので、ますます御学問をあそばしては、さまざまの書籍を御覧になるのだが、


P29 ども--とん（ん/＄も）


薄雲．４．４．４

■　「唐土もろこしには、現あらはれても忍しのびても2、乱みだりがはしき事こといと多おほかりけり。

◇　「唐土には、公然となったのもまた内密のも、血統の乱れている例がとても多くあった。

■　日本ひのもとには、さらに御覧ごらんじ得うるところなし。

◇　日本には、まったく御覧になっても見つからない。

■　たとひあらむにても、かやうに忍しのびたらむことをば、いかでか伝つたへ知しるやうのあらむ3とする。

◇　たといあったとしても、このように内密のことを、どうして伝え知る方法があるというのか。

■　一世いっせの源氏げんじ、また納言なふごん、大臣だいじんになりて後のちに、さらに親王みこにもなり、位くらゐにも即つきたまひつるも4、あまたの例れいありけり5。

◇　一世の源氏、また納言、大臣となって後に、さらに親王にもなり、皇位にもおつきになったのも、多数の例があったのであった。

■　人柄ひとがらのかしこきにことよせて、さもや譲ゆづりきこえまし6」

◇　人柄のすぐれたことにかこつけて、そのようにお譲り申し上げようか」


1? 【問ひ聞かむとぞ思せど】大島本は「（＋とひ〈朱〉）きかむと」とある。すなわち朱筆で「とひ」を補入する。『集成』『新大系』は底本の補入に従う。『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「聞かむ」と校訂する。

2 【唐土には現はれても忍びても】以下「さもや譲りきこえまし」まで、帝の心中。『集成』は「公然のこととしても秘密のことでも」。『完訳』は「表沙汰になったのにしても、内密のものにしても」と訳す。

3 【いかでか伝へ知るやうのあらむ】反語表現。『集成』は「どうして後世の人が知り得るわけがあろう」。『完訳』は「どうして後世に知るすべがあろう」と訳す。

4 【位にも即きたまひつるも】大島本は「つき給つるも」とある。「つ」は「へ」に近似した字体である。『集成』は「たまへる」と整定する。

5 【あまたの例ありけり】一世の源氏で皇位に即いた例として、光仁天皇、桓武天皇、光孝天皇、宇多天皇。親王になった例として、是忠親王、是貞親王、兼明親王、盛明親王がある。

6 【人柄のかしこきにことよせてさもや譲りきこえまし】源氏に譲位することを思う。


薄雲．４．４．５

■　など、よろづにぞ思おぼしける。

◇　などと、いろいろお考えになったのであった。

第五段　源氏、帝の意向を峻絶

薄雲．４．５．１

■　秋あきの司召つかさめしに1、太政大臣だいじゃうだいじんになりたまふべきこと、うちうちに定さだめ申まうしたまふついでになむ、帝みかど、思おぼし寄よする筋すぢのこと、漏もらしきこえたまひけるを、大臣おとど、いとまばゆく、恐おそろしう思おぼして、さらにあるまじきよしを申まうし返かへしたまふ。

◇　秋の司召で、太政大臣におなりになるようなことを、内々にお定め申しなさる機会に、帝が、かねてお考えの意向を、お洩らし申し上げられたので、大臣、とても目も上げられず、恐ろしくお思いになって、決してあってはならないことである趣旨のご辞退を申し上げなさる。


1 【秋の司召に】季節は秋に推移。秋の司召は京官を任命。


薄雲．４．５．２

■　「故院こゐんの御心みこころざし1、あまたの皇子みこたちの御中おほむなかに、とりわきて思おぼし召めしながら2、位くらゐを譲ゆづらせたまはむことを思おぼし召めし寄よらずなりにけり。

◇　「故院のお志、多数の親王たちの中で、特別に御寵愛くださりながら、御位をお譲りあそばすことをお考えあそばしませんでした。

■　何なにか3、その御心改みこころあらためて、及およばぬ際きはには昇のぼりはべらむ。

◇　どうして、その御遺志に背いて、及びもつかない位につけましょうか。

■　ただ、もとの御おほむおきてのままに、朝廷おほやけに仕つかうまつりて、今いますこしの齢よはひかさなりはべりなば、のどかなる行おこなひに籠こもりはべりなむと思おもひたまふる」

◇　ただ、もとのお考えどおりに、朝廷にお仕えして、もう少し年を重ねたならば、のんびりとした仏道にひき籠もりましょうと存じております」


1 【故院の御心ざし】以下「思ひたまふる」まで、源氏の詞。

2 【とりわきて思し召しながら】桐壺院が源氏を。

3 【何か】「昇りはべらむ」に係る。反語表現。


薄雲．４．５．３

■　と、常つねの御言**の葉***に変かはらず奏そうしたまへば、いと口惜くちをしうなむ思おぼしける1。

◇　と、いつものお言葉と変わらずに奏上なさるので、まことに残念にお思いになった。

◆　 
と、 つね の おほむ-ことば に かはら ず そうし たまへ ば、 いと くちをしう なむ おぼし ける。


1 【いと口惜しうなむ思しける】帝の心中。間接的表現。


薄雲．４．５．４

■　太政大臣だいじゃうだいじんになりたまふべき定さだめあれど、しばし、と思おぼすところありて1、ただ御位添みくらゐそひて、牛車聴うしぐるまゆるされて2参まゐりまかでしたまふを、帝みかど、飽あかず、かたじけなきものにP30思おもひきこえたまひて、なほ親王みこになりたまふべきよしを思おぼしのたまはすれど、

◇　太政大臣におなりになるよう決定があるが、今しばらく、とお考えになるところがあって、ただ位階が一つ昇進して、牛車を聴されて、参内や退出をなさるのを、帝、もの足りなく、もったいないこととお思い申し上げなさって、やはり親王におなりになるよう仰せになるが、


P30 ものに--もの（も/+にイ）

1 【しばしと思すところありて】真に政界で実力が発揮できる官職は内大臣である。太政大臣は名目的になる。養女の斎宮女御の立后はまだである（「少女」巻）。

2 【ただ御位添ひて牛車聴されて】太政大臣の位階、従一位に昇り、牛車で建礼門までの出入りが許される。


薄雲．４．５．５

■　「世よの中なかの御後見1おほむうしろみしたまふべき人ひとなし。

◇　「政治のご後見をおできになる人がいない。

■　権中納言ごんちゅうなごん、大納言だいなごんになりて、右大将うだいしゃうかけたまへるを、今一際いまひときはあがりなむに、何なにごとも譲ゆづりてむ。

◇　権中納言が、大納言になって右大将を兼任していらっしゃるが、もう一段昇進したならば、何ごとも譲ろう。

■　さて後のちに、ともかくも、静しづかなるさまに」

◇　その後に、どうなるにせよ、静かに暮らそう」


1 【世の中の御後見】以下「静かなるさまに」まで、源氏の心中。


薄雲．４．５．６

■　とぞ思おぼしける。

◇　とお思いになっていた。

■　なほ思おぼしめぐらすに、

◇　さらにあれこれ、お考えめぐらすと、

薄雲．４．５．７

■　「故宮こみやの御おほむためにも1いとほしう、また主上うへのかく思おぼし召めし悩なやめるを見みたてまつりたまふもかたじけなきに、誰たれかかることを漏もらし奏そうしけむ」

◇　「故后宮のためにも気の毒であり、また主上のこのようにお悩みでいらっしゃるのを拝し上げなさるにも恐れ多くて、誰がこのようなことを洩らしお耳に入れ申したのだろうか」

■　と、あやしう思おぼさる。

◇　と、不思議に思わずにはいらっしゃれない。


1 【故宮の御ためにも】以下「漏らし奏しけむ」まで、源氏の心中。『集成』は「亡き藤壺の宮にとってもお気の毒のことであり。帝が秘密を知られたことを察しての、源氏の心中」。『完訳』「藤壺があの世で秘密露顕を知って成仏できないだろうと」と注す。


薄雲．４．５．８

■　命婦みゃうぶは、御匣殿みくしげどのの替かはりたる所ところに移うつりて、曹司ざうしたまはりて1参まゐりたり。

◇　王命婦は、御匣殿が替わったところに移って、お部屋を賜って出仕していた。

■　大臣おとど、対面たいめんしたまひて、

◇　大臣、お目にかかりなさって、


1 【命婦は御匣殿の替はりたる所に移りて曹司たまはりて】源氏、王命婦に質す。王命婦、御匣殿別当が転出した後任に就任して曹司を賜って出仕している。『完訳』は「出家の身の彼女がその後任になるのは不審」と注す。


薄雲．４．５．９

■　「このことを1、もし、もののついでに、露つゆばかりにても漏もらし奏そうしたまふ2ことやありし」

◇　「このことを、もしや、何かの機会に、少しでも洩らしお耳に入れ申されたことはありましたか」


1 【このことを】以下「ことやありし」まで、源氏の詞。『古典セレクション』は「もし物のついでに」以下を源氏の詞とする。

2 【漏らし奏したまふ】主語は藤壺。藤壺が帝に。


薄雲．４．５．１０

■　と案内あないしたまへど1、

◇　とお尋ねになるが、


1 【案内したまへど】『集成』は「事情をお尋ねになるが」。『完訳』は「探りをお入れになるけれど」と訳す。


薄雲．４．５．１１

■　「さらに。

◇　「けっして。

■　かけても1聞きこし召めさむことを、いみじきことに思おぼし召めして、かつは、罪得つみうること2にやと、主上うへの御おほむためを、なほ思おぼし召めし嘆なげきたりし」

◇　少しでも帝のお耳に入りますことを、大変だと思し召しで、しかしまた一方では、罪を得ることではないかと、主上の御身の上を、やはりお案じあそばして嘆いていらっしゃいました」


1 【さらにかけても】以下「嘆きたりし」まで、王命婦の返事。否定する。

2 【罪得ること】『集成』は「帝がご存知なければ、源氏に子としての礼を尽せないことになるからである」。『完訳』は「しかし一方では、秘密を打ち明けねば帝が仏罰を受けようかと」と注す。


薄雲．４．５．１２

■　と聞きこゆるにも、ひとかたならず心深こころぶかくおはせし御おほむありさまなど、尽つきせず恋こひきこえたまふ。

◇　と申し上げるにつけても、並々ならず思慮深い方でいらっしゃったご様子などを、限りなく恋しくお思い出し申し上げなさる。

第五章　光る源氏の物語　春秋優劣論と六条院造営の計画

第一段　斎宮女御、二条院に里下がり

薄雲．５．１．１

■　斎宮さいぐうの女御にょうごは、思おぼししもしるき御後見おほむうしろみにて1、やむごとなき御おほむおぼえなり。

◇　斎宮の女御は、ご期待どおりのご後見役で、たいそうな御寵愛である。

■　御用意おほむようい、ありさまなども、思おもふさまにあらまほしう見みえたまへれば、かたじけなきものにもてかしづききこえたまへり2。

◇　お心づかい、態度なども、思うとおりに申し分なくお見えになるので、もったいない方と大切にお世話申し上げなさっていた。


1 【斎宮の女御は思ししもしるき御後見にて】斎宮女御は帝の後見役を果たし、御寵愛も厚い。斎宮女御は二十三歳、帝十四歳で、九歳年長。

2 【もてかしづききこえたまへり】源氏が斎宮女御を。


薄雲．５．１．２

■　秋あきのころP31、二条院にでうのゐんにまかでたまへり1。

◇　秋ごろに、二条院に里下がりなさった。

■　寝殿しんでんの御おほむしつらひ、いとど輝かかやくばかりしたまひて、今いまはむげの親おやざまに2もてなして、扱あつかひきこえたまふ。

◇　寝殿のご設備、いっそう輝くほどになさって、今ではまったくの実の親のような態度で、お世話申し上げていらっしゃる。


P31 秋のころ--秋（秋/+の〈朱〉）ころ

1 【秋のころ二条院にまかでたまへり】大島本は「秋（秋＋の〈朱〉）ころ」とある。すなわち朱筆で「の」を補入する。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「秋ごろ」と校訂する。斎宮、二条院に退出し、源氏と対面する。

2 【むげの親ざまに】『集成』は「女御入内の時、源氏は朱雀院に遠慮して、表立って親代りという態度はとらなかった」。『完訳』は「源氏はもともと好色心を抱いていたが、彼女が入内した今では。「むげ」はおもしろからぬ気持」。『新大系』は「すっかり親になりきった態度で」と注す。


薄雲．５．１．３

■　秋あきの雨あめいと静しづかに降ふりて1、御前おまへの前栽せんさしの色々乱いろいろみだれたる露つゆのしげさに、いにしへのことども2かき続つづけ思おぼし出いでられて、御袖おほむそでも濡ぬれつつ、女御にょうごの御方おほむかたに渡わたりたまへり。

◇　秋の雨がとても静かに降って、お庭先の前栽が色とりどりに乱れている露がいっぱい置いているので、昔のことがらがそれからそれへと自然と続けて思い出されて、お袖も濡らし濡らして、女御の御方にお出向きになった。

■　こまやかなる鈍色にびいろの御直衣姿おほむなほしすがたにて3、世よの中なかの騒さわがしきなどことつけたまひて、やがて御精進おほむさうじんなれば、数珠ずずひき隠かくして4、さまよくもてなしたまへる5、尽つきせずなまめかしき御おほむありさまにて、御簾みすの内うちに入いりたまひぬ。

◇　色の濃い鈍色のお直衣姿で、世の中が平穏でないのを口実になさって、そのまま御精進なので、数珠を袖に隠して、体裁よく振る舞っていらっしゃるのが、限りなく優美なご様子で、御簾の中にお入りになった。


1 【秋の雨いと静かに降りて】秋の雨の降る日、源氏、斎宮女御に対面。

2 【いにしへのことども】六条御息所の思い出。野の宮の秋の訪問と離別、晩秋の死去など、秋にまつわる思い出。

3 【こまやかなる鈍色の御直衣姿にて】源氏の喪服姿。深い服喪の気持を表明。

4 【世の中の騒がしきなどことつけたまひてやがて御精進なれば数珠ひき隠して】『集成』は「ひそかに藤壺の冥福を祈る気持からである」と注す。

5 【さまよくもてなしたまへる】大島本は「さまよく」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御さまよく」と訂正する。


第二段　源氏、女御と往時を語る

薄雲．５．２．１

■　御几帳みきちゃうばかりを隔へだてて、みづから聞きこえたまふ。

◇　御几帳だけを隔てて、ご自身でお話し申し上げなさる。

薄雲．５．２．２

■　「前栽せんさいどもP32こそ1残のこりなく紐解ひもときS11はべりにけれ。

◇　「どの前栽もすっかり咲きほころびましたね。

■　いとものすさまじき年としなるを、心こころやりて時知ときしり顔がほなるも、あはれにこそ」

◇　まことにおもしろくない年ですが、得意そうに時節を心得顔に咲いているのが、胸打たれますね」


P32 ども--とん（ん/＄も〈朱〉）

S11 百草の花の紐解く秋の野を思ひ戯れむ人な咎めそ（古今集秋上-二四六　読人しらず）

1 【前栽どもこそ】以下「あはれにこそ」まで、源氏の詞。


薄雲．５．２．３

■　とて、柱はしらに寄よりゐたまへる夕ゆふばえ、いとめでたし。

◇　と言って、柱に寄りかかっていらっしゃる夕映えのお姿、たいそう見事である。

■　昔むかしの御おほむことども、かの野のの宮みやに立たちわづらひし曙あけぼのなどを、聞きこえ出いでたまふ。

◇　昔のお話、あの野宮をさまよった朝の話などを、お話し申し上げなさる。

■　いとものあはれと思おぼしたり。

◇　まことにしみじみとお思いになった。

薄雲．５．２．４

■　宮みやも、

◇　宮も、

■　「かくればS12」

◇　「こうだから」

■　とにや、すこし泣なきたまふけはひ、いとらうたげにて、うち身みじろきたまふほども、あさましくやはらかになまめきておはすべかめる。

◇　とであろうか、少しお泣きになる様子、とても可憐な感じで、ちょっとお身じろぎなさる気配も、驚くほど柔らかく優美でいらっしゃるようだ。

■　「見みたてまつらぬこそ、口惜くちをしけれ」

◇　「拝見しないのは、まことに残念だ」

■　と、胸むねのうちつぶるるぞ、うたてあるや。

◇　と、胸がどきどきするのは、困ったことであるよ。


S12 いにしへの昔のことをいとどしくかくれば袖に露けかりけり（源氏釈所引、出典未詳）


薄雲．５．２．５

■　「過すぎにし方かた、ことに思おもひ悩なやむべきこともP33なくてはべりぬべかりし世よの中なかにも、なほ心こころから、好すき好ずきしきことにつけて、もの思おもひの絶たえずもはべりけるかな。

◇　「過ぎ去った昔、特に思い悩むようなこともなくて過せたはずでございました時分にも、やはり性分で、好色沙汰に関しては、物思いも絶えずございましたなあ。

■　さるまじきことどもの、心苦こころぐるしきが、あまたはべりし中なかに、つひに心こころも解とけず、むすぼほれP34て止やみぬること、二ふたつなむはべる。

◇　よくない恋愛事の中で、気の毒なことをしたことが多数ありました中で、最後まで心も打ち解けず、思いも晴れずに終わったことが、二つあります。

■　一ひとつは、この過すぎたまひにし御おほむことよ。

◇　一つは、あなたのお亡くなりになった母君の御ことですよ。

■　あさましうのみ思おもひつめて止やみたまひにしが、長ながき世よの愁うれはしきふしと思おもひたまへられしを、かうまでも仕つかうまつり、御覧ごらんぜらるるをなむ、慰なぐさめに思おもうたまへなせど、燃もえし煙けぶりのS13、むすぼほれたまひけむは、なほいぶせうこそ思おもひたまへらるれ」

◇　驚くほど物を思いつめてお亡くなりになってしまったことが、生涯の嘆きの種と存じられましたが、このようにお世話申して、親しくしていただけるのを、せめて罪滅ぼしのように存じておりますが、燃えた煙が、解けぬままになってしまわれたのだろうとは、やはり気がかりに存じられてなりません」

■　とて、今一いまひとつはのたまひさしつ。

◇　とおっしゃって、もう一つは話されずに終わった。


P33 ことも--ことん（ん/＄も〈朱〉）

P34 むすぼほれ--む（む/+す〈朱〉）ほゝれ

S13 結ぼほれ燃えし煙をいかがせむ君だにこめよ長き契りを（源氏釈所引、出典未詳）


薄雲．５．２．６

■　「中なかごろ、身みのなきに沈しづみはべりしほど、方々かたがたに思おもひたまへしことは、片端かたはしづつかなひにたり。

◇　「ひところ、身を沈めておりましたとき、あれこれと考えておりましたことは、少しづつ叶ってきました。

■　東ひむがしの院ゐんにものする人ひとの、そこはかとなくて、心苦こころぐるしうおぼえわたりはべりしも、おだしう思おもひなりにてはべり。

◇　東の院にいる人が、頼りない境遇で、ずっと気の毒に思っておりましたのも、安心できる状態になっております。

■　心**ばへの憎にくからぬなど、我われも人ひとも見みたまへあきらめて、いとこそさはやかなれP35。

◇　気立てがよいところなど、わたしも相手もよく理解し合っていて、とてもさっぱりとしたものです。

◆　 
"なかごろ、 み の なき に しづみ はべり し ほど、 かたがた に おもひ たまへ し こと は、 かたはし づつ かなひ に たり。 ひむがし-の-ゐん に ものする ひと の、 そこはかとなく て、 こころぐるしう おぼえ わたり はべり し も、 おだしう おもひ なり に て はべり。 こころばえ の にくから ぬ など、 われ も ひと も み たまへ あきらめ て、 いと こそ さはやか なれ。


P35 なれ--なれは（は/＄〈朱〉）


薄雲．５．２．７

■　かく立たち返かへり、朝廷おほやけの御後見仕おほむうしろみつかうまつるよろこびなどは、さしも心こころに深ふかく染しまず、かやうなる好すきがましき方かたは、静しづめがたうのみはべるを、おぼろけに思おもひP36忍しのびたる御後見おほむうしろみとは、思おぼし知しらせたまふらむや。

◇　このように帰って来て、朝廷のご後見致します喜びなどは、それほど心に深く思いませんが、このような好色めいた心は、鎮めがたくばかりおりますが、並々ならぬ我慢を重ねたご後見とは、ご存知でいらっしゃいましょうか。

■　あはれとだにのたまはせずは、いかにかひなくはべらむ」

◇　せめて同情するとだけでもおっしゃっていただけなければ、どんなにか張り合いのないことでしょう」


P36 思ひ--（/+思〈朱〉）


薄雲．５．２．８

■　とのたまへば、むつかしうて、御応おほむいらへもなければ、

◇　とおっしゃるので、困ってしまって、お返事もないので、

■　「さりや。

◇　「やはり、そうですか。

■　あな心憂こころう」

◇　ああ情けない」

■　とて、異事ことことに言いひ紛まぎらはしたまひつ。

◇　と言って、他の話題に転じて紛らしておしまいになった。

薄雲．５．２．９

■　「今いまは、いかでのどやかに、生いける世よの限かぎり、思おもふこと残のこさず、後のちの世よの勤つとめも心こころにまかせて、籠こもりゐなむと思おもひはべるを、この世よの思おもひ出いでにしつべきふしのはべらぬこそ、さすがに口惜くちをしうはべりぬべけれ。かならず、幼をさなき人ひとのはべる、生おひ先さきいと待まち遠どほなりや。かたじけなくとも、なほ、この門広かどひろげさせたまひて、はべらずなりなむ後のちにも、数かずまへさせたまへ」

◇　「今では、何とか心安らかに、生きている間は心残りがないように、来世のためのお勤めを思う存分に、籠もって過ごしたいと思っておりますが、この世の思い出にできることがございませんのが、何といっても残念なことでございます。きっと、幼い姫君がおりますが、将来が待ち遠しいことですよ、恐れ多いことですが、何といっても、この家を繁栄させなさって、わたしが亡くなりました後も、お見捨てなさらないでください」

薄雲．５．２．１０

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　御応おほむいらへは、いとおほどかなるさまに、からうして一言ひとことばかりかすめたまへるけはひ、いとなつかしげなるに聞ききつきて、しめじめと暮くるるまでおはす。

◇　お返事は、とてもおっとりとした様子で、やっと一言ほどわずかにおっしゃる感じ、たいそう優しそうなのに聞き入って、しんみりと日が暮れるまでいらっしゃる。

第三段　女御に春秋の好みを問う

薄雲．５．３．１

■　「はかばかしき方かたのの望ぞみは1さるものにて、年としのうち行ゆき交かはる時々ときどきの花紅葉はなもみぢ、空そらのけしきにつけても、心こころの行ゆくこともP37しはべりにしがな。

◇　「頼もしい方面の望みはそれとして、一年の間の移り変わる四季折々の花や紅葉、空の様子につけても、心のゆく楽しみをしてみたいものですね。

■　春はるの花はなの林はやし、秋あきのの野***の盛さかりを2、とりどりに人争ひとあらそひはべりける、そのころの、げにと心寄こころよるばかりあらはなる定さだめこそはべらざなれ。

◇　春の花の林や、秋の野の盛りについて、それぞれに論争しておりましたが、その季節の、まことにそのとおりと納得できるようなはっきりとした判断はないようでございます。

◆　 
"はかばかしき かた の のぞみ は さるもの にて、 とし の うち ゆき かはる ときどき の はな もみぢ、 そら の けしき に つけ て も、 こころ の ゆく こと も し はべり に し がな! はる の はな の はやし、 あき の の の さかり を、 とりどり に ひと あらそひ はべり ける、 そのころ の、 げに と こころよる ばかり あらは なる さだめ こそ はべら ざ' なれ。


P37 ことも--ことん（ん/＄も〈朱〉）

1 【はかばかしき方の望みは】以下「いづ方にか御心寄せはべるべからむ」まで、源氏の詞。話題転じて、春秋優劣論。

2 【春の花の林秋の野の盛りを】春の花の木と秋の野の草花とを比較。春秋優劣論。


薄雲．５．３．２

■　唐土もろこしには、春はるの花はなの錦にしきに如しくものなし1と言いひはべめり。

◇　唐土では、春の花の錦に匹敵するものはないと言っているようでございます。

■　大和言やまとことの葉はには、秋あきのあはれS14を取とり立たてて思おもへる。

◇　和歌では、秋のしみじみとした情緒を格別にすぐれたものとしています。

■　いづれも時々ときどきにつけてS15見みたまふに3、目移めうつりて、えこそ花鳥はなとりの色いろをも音ねをもS16,4わきまへはべらね。

◇　どちらも季節折々につけて見ておりますと、目移りして、花や鳥の色彩や音色の美しさを判別することができません。


S14 春はただ花のひとへに咲くばかりもののあはれは秋ぞまされる（拾遺集雑下-五一一　読人しらず）

S15 春秋に思ひ乱れて分きかねつ時につけつつ移る心は（拾遺集雑下-五〇九　紀貫之）

S16 花鳥の色をも音をもいたづらにもの憂かる身には過ぐすのみなりけり（後撰集夏-二一二　藤原雅正）

1 【春の花の錦に如くものなし】「晋の石季倫金谷に居り春花林に満ちて五十里の錦障を作る」（源氏釈所引、出典未詳）。「春に逢うて遊楽せざる、恐らくは是れ無心の人」（河海抄所引、出典未詳）。前者は『蒙求』「季倫錦障」と、後者は『白氏文集』巻第六十三「春遊」と関連するか。

2? 【秋のあはれを取り立てて思へり】「春はただ花のひとへに咲くばかりもののあはれは秋ぞまされる」（拾遺集雑下、五一一、読人しらず）を踏まえる。

3 【見たまふに】青表紙本諸本にも異同なし。「見たまふるに」とあるべきところ。「たまふ」は下二段活用の謙譲の補助動詞が適切な表現。

4 【花鳥の色をも音をも】「花鳥の色をも音をもいたづらにもの憂かる身は過ぐすのみなり」（後撰集夏、二一二、藤原雅正）を踏まえる。


薄雲．５．３．３

■　狭せばき垣根かきねのうちなりとも、その折をりの心見知こころみしるばかり、春はるの花はなの木きをも植うゑわたし、秋あきの草くさをも堀ほり移うつして、いたづらなる野辺のべの虫むしをも棲すませて、人ひとに御覧ごらんぜさせむと思おもひたまふるを、いづ方かたにか御心寄みこころよせはべるべからむ」

◇　狭い邸の中だけでも、その季節の情趣が分かる程度に、春の花の木を一面に植え、秋の草をも移植して、つまらない野辺の虫たちを棲ませて、皆様にも御覧に入れようと存じておりますが、どちらをお好きでしょうか」

薄雲．５．３．４

■　と聞きこえたまふに、いと聞きこえにくきことと思おぼせど、むげに絶たえて御応おほむいらへ聞きこえたまはざらむもうたてあれば、

◇　と申し上げなさると、とてもお答え申しにくいこととお思いになるが、まるっきり何ともお答え申し上げなさらないのも具合が悪いので、

薄雲．５．３．５

■　「まして、いかが1思おもひ分わきはべらむ。

◇　「まして、どうして優劣を弁えることができましょうか。

■　げに、いつとなきなかに、あやしと聞ききし夕ゆふべS17,2こそ、はかなう消きえたまひにし露つゆのよすがにも、思おもひたまへられぬべけれ3」

◇　おっしゃるとおり、どちらも素晴らしいですが、いつとても恋しくないことはない中で、不思議にと聞いた秋の夕べが、はかなくお亡くなりになった露の縁につけて、自然と好ましく存じられます」


S17 いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べはあやしかりけり（古今集恋一-五四六　読人しらず）

1 【ましていかが】以下「思ひたまへられぬべけれ」まで、斎宮女御の返事。秋に心引かれると答える。

2 【いつとなきなかにあやしと聞きし夕べ】「いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べはあやしかりけり」（古今集恋一、五四六、読人しらず）を踏まえる。

3 【はかなう消えたまひにし露のよすがにも思ひたまへられぬべけれ】「消えたまひにし」は、自分の母御息所に対する敬語表現。「られ」自発の助動詞。


薄雲．５．３．６

■　と、しどけなげにのたまひ消けつも、いとらうたげなるに、え忍しのびたまはで、

◇　と、とりつくろわないようにおっしゃって言いさしなさるのが、実にかわいらしいので、堪えることがおできになれず、

薄雲．５．３．７

■　「君きみもさはあはれを交かはせ人知ひとしれず

わが身みにしむる秋あきの夕風1ゆふかぜ

忍しのびがたき折々をりをりもはべりかし」

◇　「あなたもそれでは情趣を交わしてください、誰にも知られず

自分ひとりでしみじみと身にしみて感じている秋の夕風ですから

我慢できないことも度々ございますよ」


1 【君もさはあはれを交はせ人知れずわが身にしむる秋の夕風】源氏の歌。『新大系』は「恋情をこめて親交を求める歌」と注す。


薄雲．５．３．８

■　と聞きこえたまふに、「いづこの御応おほむいらへかはあらむ。心得こころえず」と思おぼしたる御みけしきなり1。このついでに、え籠こめたまはで、恨うらみきこえたまふことどもあるべし2。

◇　と申し上げなさると、「どのようなお返事ができよう、分かりません」とお思いのご様子である。この機会に、抑えきれずに、お恨み申し上げなさることがあるにちがいない。


1 【心得ずと思したる御けしきなり】『完訳』は「おっしゃることが合点がゆかぬといった御面持をしていらっしゃる」と訳す。

2 【このついでにえ籠めたまはで恨みきこえたまふことどもあるべし】『集成』は「草子地。かねて省筆の筆法である」。『完訳』は「語り手の推測。彼女への恋情を訴えたにちがいないとする」と注す。


薄雲．５．３．９

■　今いますこし、ひがこともP38したまひつべけれども、いとうたて1と思おぼいたるも、ことわりに、わが御心みこころも、

◇　もう少しで、間違いもしでかしなさるところであるが、とてもいやだとお思いでいるのも、もっともなので、またご自分でも

■　「若々わかわかしうけしからず」

◇　「若々しく良くないことだ」

■　と思おぼし返かへして、うち嘆なげきたまへるさまの、もの深ふかうなまめかしきも、心こころづきなうぞ思おぼしなりぬる。

◇　とお思い返しなさって、お嘆きになっていらっしゃる様子が、思慮深く優美なのも、気にくわなくお思いになった。

■　やをらづつひき入いりたまひぬるけしきなれば、

◇　少しずつ奥の方へお入りになって行く様子なので、


P38 ひがことも--ひかことん（ん/＄も〈朱〉）

1 【いとうたて】斎宮女御の心中。間接的に語る。


薄雲．５．３．１０

■　「あさましうも1、疎うとませたまひぬるかな。

◇　「驚くほどお嫌いになるのですね。

■　まことに心深こころふかき人ひとは、かくこそあらざなれ2。

◇　ほんとうに情愛の深い人は、このようにはしないものと言います。

■　よし、今いまよりは、憎にくませたまふなよ。

◇　よし、今からは、お憎みにならないでください。

■　つらからむ」

◇　つらいことでしょう」


1 【あさましうも】以下「つらからむ」まで、源氏の詞。

2 【かくこそあらざなれ】『集成』は「自嘲気味の言葉」と注す。「なれ」伝聞推定の助動詞。


薄雲．５．３．１１

■　とて、渡わたりたまひぬ。

◇　とおっしゃって、お渡りになった。

薄雲．５．３．１２

■　うちしめりたる御匂おほむにほひ1のとまりたるさへ、疎うとましく思おぼさる。

◇　しっとりとした香が残っているのまでが、不愉快にお思いになる。

■　人ひとびと、御格子みかうしなど参まゐりて、

◇　女房たち、御格子などを下ろして、

■　「この御茵おほむしとねの移うつり香2が、言いひ知しらぬものかなP39」

◇　「この御褥の移り香は、何とも言えないですね」

■　「いかでかく取とり集あつめ、柳やなぎの枝えだに咲さかせS18たる3御おほむありさまならむ」

◇　「どうしてこう、何から何まで柳の枝に花を咲かせたようなご様子なのでしょう」

■　「ゆゆしう」

◇　「気味が悪いまでに」

■　と聞きこえあへり。

◇　とお噂申し上げていた。


P39 かな--（/+かな）

S18 梅が香を桜の花に匂はせて柳が枝に咲かせてしがな（後拾遺集春上-八二　中原致時）

1 【うちしめりたる御匂ひ】源氏のお召物の匂い。

2 【この御茵の移り香】以下「ゆゆしう」まで、女房たちの詞。源氏を賞賛する。

3 【柳の枝に咲かせたる】大島本は「やなきのえたに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「柳が枝に」と校訂する。「梅が香を桜の花に匂はせて柳が枝に咲かせてしがな」（後拾遺集春上、八二、中原致時）を踏まえる。


第四段　源氏、紫の君と語らう

薄雲．５．４．１

■　対たいに渡わたりたまひて1、とみにも入いりたまはず、いたう眺ながめて、端近はしちかう臥ふしたまへり。

◇　西の対にお渡りになって、すぐにもお入りにならず、たいそう物思いに耽って、端近くに横におなりになった。

■　燈籠遠とうろとほくかけて、近ちかく人ひとびとさぶらはせたまひて、物語ものがたりなどせさせたまふ。

◇　燈籠を遠くに掛けて、近くに女房たちを伺候させなさって、話などをさせになる。


1 【対に渡りたまひて】二条院西の対。紫の上がいる対の屋。


薄雲．５．４．２

■　「かうあながちなることに1胸むねふたがる癖くせの、なほありけるよ」

◇　「このように無理な恋に胸がいっぱいになる癖が、いまも残っていたことよ」


1 【かうあながちなることに】以下「ありけるよ」まで、源氏の心中。好色心を反省。


薄雲．５．４．３

■　と、わが身みながら思おぼし知しらる。

◇　と、自分自身反省せずにはいらっしゃれない。

薄雲．５．４．４

■　「これはいと似にげなきことなり1。

◇　「これはまことに相応しくないことだ。

■　恐おそろしう罪深つみふかき方かたは多おほうまさりけめど、いにしへの好すきは2、思おもひやりすくなきほどの過あやまちに、仏神ほとけかみも許ゆるしたまひけむ」

◇　恐ろしく罪深いことは多くあったろうが、昔の好色は、思慮の浅いころの過ちであったから、仏や神もお許しになったことだろう」

■　と、思おぼしさますも3、

◇　と、心をお鎮めになるにつけても、

■　「なほ、この道みちは4、うしろやすく深ふかき方かたのまさりけるかな」

◇　「やはり、この恋の道は、危なげなく思慮深さが増してきたものだな」

■　と、思おぼし知しられたまふ。

◇　とお思い知られなさる。


1 【これはいと似げなきことなり】以下「許したまひけむ」まで、源氏の心中。斎宮女御への自制心と藤壺との恋は若く思慮浅かったがゆえの過ちで、仏神も許してくれよう、と考える。

2 【いにしへの好きは】『集成』は「昔の好色沙汰。藤壺との密通」。『新大系』は「藤壺への恋慕をさす」と注す。

3 【と思しさますも】源氏の心中文の間に語り手の文章が介在した形。

4 【なほこの道は】以下「まさりけるかな」まで、再び源氏の心中。


薄雲．５．４．５

■　女御にょうごは、秋あきのあはれを知しり顔がほに応いらへ聞きこえてけるも、

◇　女御は、秋の情趣を知っているようにお答え申し上げたのも、

■　「悔くやしう恥はづかし」

◇　「悔しく恥ずかしい」

■　と、御心みこころひとつにものむつかしうて、悩なやましげにさへしたまふを、いとすくよかに1つれなくて、常つねよりも親おやがりありきたまふ。

◇　と、独り心の中でくよくよなさって、悩ましそうにさえなさっているのを、実にさっぱりと何くわぬ顔で、いつもよりも親らしく振る舞っていらっしゃる。


1 【いとすくよかに】主語は源氏。


薄雲．５．４．６

■　女君をむなぎみに、

◇　女君に、

■　「女御にょうごの、秋あきに心こころを寄よせたまへりしも1あはれに、君きみの、春はるの曙あけぼのに心こころしめたまへるもことわりにこそP40あれ。

◇　「女御が、秋に心を寄せていらっしゃるのも感心されますし、あなたが、春の曙に心を寄せていらっしゃるのももっともです。

■　時々ときどきにつけたる木草きくさの花はなによせても、御心みこころとまるばかりの遊あそびなどしてしがなと、公私おほやけわたくしのいとなみしげき身みこそふさはしからね、いかで思おもふことしてしがなと、ただ、御おほむためさうざうしくやと思おもふこそ、心苦こころぐるしけれ」

◇　季節折々に咲く木や草の花を鑑賞しがてら、あなたのお気に入るような催し事などをしてみたいものだと、公私ともに忙しい身には相応しくないが、何とかして望みを遂げたいものですと、ただ、あなたにとって寂しくないだろうかと思うのが、気の毒なのです」

■　など語かたらひきこえたまふ2。

◇　などと親密にお話申し上げになる。


P40 こそ--（/+こ〈朱〉）そ

1 【女御の秋に心を寄せたまへりしも】以下「心苦しけれ」まで、源氏の詞。紫の上に春の曙が好きですねという。

2 【語らひきこえたまふ】作庭の相談をもちかける意。


第五段　源氏、大堰の明石を訪う

薄雲．５．５．１

■　「山里やまざとの人ひとも、いかに」

◇　「山里の人も、どうしているだろうか」

■　など1、絶たえず思おぼしやれど、所狭ところせさのみまさる御身おほむみにて、渡わたりたまふこと、いとかたし。

◇　などと、絶えず案じていらっしゃるが、窮屈さばかりが増していくお身の上で、お出かけになること、まことにむずかしい。

■　「世よの中なかをあぢきなく2憂うしと思おもひ知しるけしき、などかさしも思おもふべき3。

◇　「夫婦仲をつまらなくつらいと思っている様子だが、どうしてそのように考える必要があろう。

■　心こころやすく立たち出いでて、おほぞうの住すまひはせじと思おもへる」

◇　気安く出て来て、並々の生活はするまいと思っている」

■　を、「おほけなし4」

◇　が、「思い上がった考えだ」

■　とは思おぼすものから、いとほしくて、例れいの、不断ふだんの御念仏おほむねんぶつにことつけて渡わたりたまへり。

◇　とはお思いになる一方で、不憫に思って、いつもの、不断の御念仏にかこつけて、お出向きになった。


1 【山里の人もいかになど】源氏、大堰山荘の明石の君を気づかう。

2 【世の中をあぢきなく】以下「おほけなし」まで、源氏の心中。

3 【などかさしも思ふべき】反語表現。どうしてそんなにも思うことがあろう、悲観する必要はない。

4 【おほけなし】『集成』は「身のほどを知らぬ」。『完訳』は「それは身の程をわきまえぬ思いあがりというもの」と注す。


薄雲．５．５．２

■　住すみ馴なるるままに、いと心こころすごげなる所ところのさまに、いと深ふかからざらむことにてだに、あはれ添そひぬべし。

◇　住み馴れていくにしたがって、とてももの寂しい場所の様子なので、たいして深い事情がない人でさえ、きっと悲哀を増すであろう。

■　まして、見みたてまつるに1つけても、つらかりける御契おほむちぎりの、さすがに、浅あさからぬを思おもふに2、なかなかにて慰なぐさめがたきけしきなれば、こしらへかねたまふ。

◇　まして、お逢い申し上げるにつけても、つらかった宿縁の、とはいえ、浅くないのを思うと、かえって慰めがたい様子なので、なだめかねなさる。


1 【見たてまつるに】明石の君が源氏を。

2 【つらかりける御契りのさすがに浅からぬを思ふに】『集成』は「ままならぬ源氏との仲ではあるが、さすがに姫君まで生した浅からぬ因縁を思うと」と注す。「ける」過去の助動詞。源氏との過去をふりかえった感慨。


薄雲．５．５．３

■　いと木繁こしげき中なかより、篝火かがりびどもの影かげの、遣水やりみづの螢ほたるに見みえまがふもをかし1。

◇　たいそう茂った木立の間から、いくつもの篝火の光が、遣水の上を飛び交う螢のように見えるのも趣深く感じられる。


1 【いと木繁き中より篝火どもの影の遣水の螢に見えまがふもをかし】大堰川の鵜飼の篝火が螢の光に見える。螢の歌語的世界。源氏の抑制された恋情を象形。景情一致の場面。


薄雲．５．５．４

■　「かかる住すまひに1しほじまざらましかば、めづらかにおぼえまし」

◇　「このような生活に馴れていなかったら、さぞ珍しく思えたでしょうに」


1 【かかる住まひに】以下「おぼえまし」まで、源氏の詞。「ましかば--まし」反実仮想の構文。


薄雲．５．５．５

■　とのたまふに、

◇　とおっしゃると、

薄雲．５．５．６

■　「漁いさりせし影忘かげわすられぬ篝火かがりびは

身みの浮舟うきふねや慕したひ来きにけむ1

思おもひこそ、まがへられはべれ2」

◇　「あの明石の浦の漁り火が思い出されますのは

わが身の憂さを追ってここまでやって来たのでしょうか

間違われそうでございます」


1 【漁りせし影忘られぬ篝火は身の浮舟や慕ひ来にけむ】明石の君の歌。「漁り」「篝火」「浮舟」は縁語。「浮き」「憂き」の掛詞。

2 【思ひこそまがへられはべれ】歌に添えた詞。『集成』は「まるであの頃のような思いがいたされます」と訳す。


薄雲．５．５．７

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

薄雲．５．５．８

■　「浅あさからぬしたの思おもひを知しらねばや

なほ篝火かがりびの影かげS19は騒さわげる1

誰たれ憂うきものS20」

◇　「わたしの深い気持ちを御存知ないからでしょうか

今でも篝火のようにゆらゆらと心が揺れ動くのでしょう

誰が憂きものと、させたでしょう」


S19 篝火の影となる身のわびしきは流れて下に燃ゆるなりけり（古今集恋一-五三〇　読人しらず）

S20 うたかたも思へば悲し世の中を誰れ憂きものと知らせそめけむ（古今六帖三-一七二六）

1 【浅からぬしたの思ひを知らねばやなほ篝火の影は騒げる】源氏の返歌。「篝火の影となる身のわびしきは流れて下に燃ゆるなりけり」（古今集恋一、五三〇、読人しらず）を踏まえる。「思ひ」に「火」を掛ける。


薄雲．５．５．９

■　と、おし返かへし恨うらみたまへる2。

◇　と、逆にお恨みになっていらっしゃる。

■　おほかたもの静しづかに思おぼさるるころなれば、尊たふときことどもに御心みこころとまりて、例れいよりは日ひごろ経へたまふにや、すこし思おもひ紛まぎれけむ、とぞ3。

◇　だいたいに自然と物静かな思いにおなりの時候なので、尊い仏事にご熱心になって、いつもよりは長くご滞在になったのであろうか、少し物思いも慰められたろう、と言うことである。


1? 【誰れ憂きものを】歌に添えた詞。「うたかたを思へば悲し世の中を誰憂きものと知らせそめけむ」（古今六帖、三、うたかた）の第四句の言葉。

2 【恨みたまへる】連体形中止法。余情余韻を残す。

3 【例よりは日ごろ経たまふにやすこし思ひ紛れけむとぞ】『集成』は「人の話を伝え聞いて書き留めたという体の草子地」。『新大系』は「伝聞形式によって巻末を結ぶ」と注す。



２０． 朝顔 (あさがほ)

第一章　朝顔姫君の物語　昔の恋の再燃

第一段　九月、故桃園式部卿宮邸を訪問

朝顔．１．１．１

■　斎院さいゐんは、御服おほむぶくにて下おりゐたまひにきかし1。

◇　斎院は、御服喪のために退下なさったのである。

■　大臣おとど、例れいの、思おぼしそめつること、絶たえぬ御癖おほむくせにて2、御訪おほむとぶらひなどいとしげう聞きこえたまふ。

◇　大臣、例によって、いったん思い初めたこと、諦めないご性癖で、お見舞いなどたいそう頻繁に差し上げなさる。

■　宮みや、わづらはしかりしことを思おぼせば3、御返おほむかへりもうちとけて聞きこえたまはず。

◇　宮は、かつて困ったことをお思い出しになると、お返事も気を許して差し上げなさらない。

■　いと口惜くちをしと思おぼしわたる。

◇　たいそう残念だとお思い続けていらっしゃる。


1 【斎院は御服にて下りゐたまひにきかし】朝顔君は父桃園式部卿宮の薨去により喪に服し、斎院を退下。式部卿宮の薨去は「薄雲」に語られている。

2 【大臣例の思しそめつること絶えぬ御癖にて】『完訳』は「一度でも逢った女は捨てることのない、源氏の心長い性格」と注す。「癖」は良い意味のニュアンスではない。

3 【宮わづらはしかりしことを思せば】『集成』は「賢木の巻に、源氏が雲林院滞在中、斎院に文通したことが見え、源氏と斎院の文通のことが右大臣と弘徽殿の大后の間で話題になっている。そのことは斎院の耳にも入っていたのであろう」。『完訳』は「姫君が源氏を「わづらはしかりし」と思う過去の具体的な事実は不明。情交はなかったらしい」と注す。


朝顔．１．１．２

■　長月ながつきになりて、桃園宮ももぞののみやに渡わたりたまひぬるを聞ききて1、女五をむなごの宮みやのそこにおはすれば2、そなたの御訪おほむとぶらひにことづけて参まうでたまふ。

◇　九月になって、桃園宮にお移りになったのを聞いて、女五の宮がそこにいらっしゃるので、その方のお見舞にかこつけて参上なさる。

■　故院こゐんの、この御子みこたちをば3、心こころことにやむごとなく思おもひきこえたまへりしかば、今いまも親したしく次々つぎつぎに聞きこえ交かはしたまふめり4。

◇　故院が、この内親王方を特別に大切にお思い申し上げていらっしゃったので、今でも親しくそれからそれへと交際なさっていらっしゃるようである。

■　同おなじ寝殿しんでんの西東にしひむがしにぞ住すみたまひける5。

◇　同じ寝殿の西と東とにお住みになっていらっしゃるのであった。

■　ほどもなく荒あれにける心地ここちして、あはれにけはひしめやかなり。

◇　早くも荒廃してしまった心地がして、しみじみともの寂しげな感じである。


1 【長月になりて桃園宮に渡りたまひぬるを聞きて】父桃園式部卿宮の薨去は夏ころ。朝顔の君は斎院退下直後は別の所にいて、九月に桃園宮に移った。

2 【女五の宮のそこにおはすれば】桃園式部卿宮と兄妹。故桐壺の妹宮。葵の上の母は三の宮。

3 【故院のこの御子たちをば】故桐壺院が。「の」格助詞、主格を表す。

4 【次々に聞こえ交はしたまふめり】『集成』は「それからそれへとお付合いしていられるようだ」。『完訳』は「そうした方々と互いに親しくお便りを取り交わし申しておられるようである」と訳す。「めり」推量の助動詞、語り手の主観的推量を表す。

5 【同じ寝殿の西東にぞ住みたまひける】寝殿の西の間に朝顔の君、東の間に女五の宮。


朝顔．１．１．３

■　宮みや、対面たいめんしたまひて、御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　宮が、ご対面なさって、お話を申し上げなさる。

■　いと古ふるめきたる御おほむけはひ、しはぶきがちにおはす。

◇　たいそうお年を召したご様子、とかく咳をしがちでいらっしゃる。

■　年長このかみにおはすれど1、故大殿こおほとのの宮2みやは、あらまほしく古ふりがたき御おほむありさまなるを、もて離はなれ、声こゑふつつかに、こちごちしくおぼえたまへるも、さるかたなり。

◇　姉上におあたりになるが、故大殿の宮は、申し分なく若々しいご様子なのに、それにひきかえ、お声もつやがなく、ごつごつとした感じでいらっしゃるのは、そうした人柄なのである。


1 【年長におはすれど】下文によって「故大殿の宮」すなわち葵の上の母宮、三の宮が主語と知れる。

2 【故大殿の宮】故大殿すなわち故太政大臣。「薄雲」巻に薨去が語られている。葵の上の母。


朝顔．１．１．４

■　「院ゐんの上うへ、隠かくれたまひてのち1、よろづ心細こころぼそくおぼえはべりつるに、年としの積つもるままに、いと涙なみだがちにて過すぐしはべるを、この宮みやさへかくうち捨すてたまへれば、いよいよあるかなきかに、とまりはべるを、かく立たち寄より訪とはせたまふになむ、もの忘わすれしぬべくはべる」

◇　「院の上、お崩れあそばして後、いろいろと心細く思われまして、年をとるにつれて、ひどく涙がちに過ごしてきましたが、この宮までがこのように先立たれましたので、ますます生きているのか死んでいるのか分からないような状態で、この世に生き永らえておりましたところ、このようにお見舞いに立ち寄りくださったので、物思いも忘れられそうな気がします」


1 【院の上隠れたまひてのち】以下「もの忘れしぬべくはべる」まで、女五の宮の詞。お礼の挨拶。


朝顔．１．１．５

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになる。

■　「かしこくも古ふりたまへるかな1」

◇　「恐れ多くもお年を召されたものだ」

■　と思おもへど、うちかしこまりて、

◇　と思うが、かしこまって、


1 【かしこくも古りたまへるかな】源氏の心中。五の宮はひどく年をとったなという感想。『完訳』は「「かしこくも」は、高貴な身分へのもったいない気持とともに、甚だしい老化の意を表す。次の「うちかしこまり」とも照応」と注す。


朝顔．１．１．６

■　「院隠ゐんかくれたまひてのちは1、さまざまにつけて、同おなじ世よのやうにもはべらず、おぼえぬ罪つみに当あたりはべりて、知しらぬ世よに惑まどひはべりしを2、たまたま、朝廷おほやけに数かずまへられたてまつりては3、またとり乱みだり暇いとまなくなどして、年としごろも、参まゐりていにしへの御物語おほむものがたりをだに聞きこえうけたまはらぬを、いぶせく思おもひたまへわたりつつなむ」

◇　「院がお崩れあそばしてから後は、さまざまなことにつけて、在世当時のようではございませんで、身におぼえのない罪に当たりまして、見知らない世界に流浪しましたが、偶然にも、朝廷からお召しくださいましてからは、また忙しく暇もない状態で、ここ数年は、参上して昔のお話だけでも申し上げたり承ったりできなかったのを、ずっと気にかけ続けてまいりました」


1 【院隠れたまひてのちは】以下「思ひたまへわたりつれ」まで、源氏の詞。御無沙汰を詫びた挨拶。

2 【おぼえぬ罪に当たりはべりて知らぬ世に惑ひはべりしを】官位の剥奪と須磨明石流離の生活をさす。

3 【たまたま朝廷に数まへられたてまつりては】『完訳』は「「たまたま」に注意。人力を超えた偶然による」と注す。


朝顔．１．１．７

■　など聞きこえたまふを、

◇　などと申し上げなさると、

朝顔．１．１．８

■　「いともいともあさましく1、いづ方かたにつけても2定さだめなき世よを、同おなじさまにて見みたまへ過すぐす命長いのちながさの恨うらめしきこと3多おほくS1はべれど、かくて、世よに立たち返かへりP1たまへる御おほむよろこびになむ、ありし年としごろを見みたてまつりさしてましかば4、口惜くちをしからましとおぼえはべり」

◇　「とてもとても驚くほどの、どれをとってみても定めない世の中を、同じような状態で過ごしてまいりました寿命の長いことの恨めしく思われることが多くございますが、こうして、政界にご復帰なさったお喜びを、あの時代を拝見したままで死んでしまったら、どんなにか残念であったであろうかと思われました」


S1 寿則多辱（荘子-天地）

P1 立ち返り--たちか（か/＄か）へり

1 【いともいともあさましく】以下「おぼえはへり」まで、五の宮の詞。

2 【いづ方につけても】桐壺院の崩御と源氏の流離をさす。

3 【命長さの恨めしきこと】「寿則辱多し」（荘子、外篇）。「人生莫羨苦長命命長感旧多悲辛（人生羨む莫かれ苦だ長命なるを命長ければ旧に感じて悲辛多意し）」（白氏文集巻六十九「感旧」）。

4 【見たてまつりさしてましかば】「ましかば」--「口惜しからまし」反実仮想の構文。


朝顔．１．１．９

■　と、うちわななきたまひて、

◇　と、声をお震わせになって、

朝顔．１．１．１０

■　「いときよらに1ねびまさりたまひにけるかな。

◇　「まことに美しくご成人なさいましたね。

■　童わらはにものしたまへりしを見みたてまつりそめし時とき、世よにかかる光ひかりの出いでおはしたることと驚おどろかれはべりしを、時々見ときどきみたてまつるごとに、ゆゆしくおぼえはべりてなむ。

◇　子どもでいらっしゃったころに、初めてお目にかかった時、真実にこんなにも美しい人がお生まれになったと驚かずにはいられませんでしたが、時々お目にかかるたびに、不吉なまでに思われました。

■　内裏うちの上うへなむ、いとよく似にたてまつらせたまへりと2、人ひとびと聞きこゆるを、さりとも、劣おとりたまへらむとこそ、推おし量はかりはべれ」

◇　今上の帝が、とてもよく似ていらっしゃると、人々が申しますが、いくら何でも見劣りあそばすだろうと、推察いたします」


1 【いときよらに】以下「推し量りはべれ」まで、五の宮の詞。源氏の美しさを面と向かって礼讃。世間では今上帝と似ていて美しいというが、それ以上だと、かたはら痛いことまで口にする。

2 【似たてまつらせたまへりと】大島本は「給へり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。


朝顔．１．１．１１

■　と、長々ながながと聞きこえたまへば、

◇　と、くどくどと申し上げなさるので、

■　「ことにかくさし向むかひて人ひとのほめぬわざかな1」

◇　「ことさらに面と向かって人は褒めないものを」

■　と、をかしく思おぼす。

◇　と、おかしくお思いになる。


1 【ことにかくさし向かひて人のほめぬわざかな】源氏の心中。


朝顔．１．１．１２

■　「山賤やまがつになりて1、いたう思おもひくづほれはべりし年としごろののち、こよなく衰おとろへにてはべるものを。

◇　「田舎者になって、ひどく元気をなくしておりました年月の後は、すっかり衰えてしまいましたものを。

■　内裏うちの御容貌おほむかたちは、いにしへの世よにも並ならぶ人ひとなくやとこそ、ありがたく見みたてまつりはべれ。

◇　今上の御容貌は、昔の世にも並ぶ方がいないのではいかと、世に類いないお方と拝見しております。

■　あやしき御推おほむおし量はかりになむ」

◇　変なご推察です」


1 【山賤になりて】以下「御推し量りになむ」まで、源氏の詞。五の宮の言葉を否定し謙遜する。


朝顔．１．１．１３

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

朝顔．１．１．１４

■　「時々見ときどきみたてまつらば1、いとどしき命いのちや延のびはべらむ。

◇　「時々お目にかかれたら、長い寿命がますます延びそうでございます。

■　今日けふは老おいも忘わすれ、憂うき世よの嘆なげきみな去さりぬる心地ここちなむ」

◇　今日は老いも忘れ、憂き世の嘆きもみな消えてしまった感じがします」


1 【時々見たてまつらば】以下「去りぬる心地なむ」まで、五の宮の詞。


朝顔．１．１．１５

■　とても、また泣ないたまふ。

◇　と言っては、またお泣きになる。

朝顔．１．１．１６

■　「三さむの宮みやうらやましく、さるべき御おほむゆかり添そひて、親したしく見みたてまつりたまふを、うらやみはべる1,2。

◇　「三の宮が羨ましく、しかるべきご縁ができて、親しくお目にかかることがおできになれるのを、羨ましく思います。

■　この亡うせたまひぬるも、さやうにこそ悔くいたまふ折々をりをりありしか」

◇　こちらのお亡くなりになった方も、そのように言って後悔なさる折々がありました」


1 【三の宮うらやましくさるべき御ゆかり添ひて親しく見たてまつりたまふをうらやみはべる】以下「折々ありしか」まで、五の宮の詞。前の「同じさまにて見たまへ過ぐす命長さの恨めしきこと」とも関連して、皇族の独身老女の孤独な悲哀が語られている。

2 【うらやみはべる】「はべる」連体中止法。余意余情のニュアンス。


朝顔．１．１．１７

■　とのたまふにぞ、すこし耳みみとまりたまふ1。

◇　とおっしゃるので、少し耳がおとまりになる。


1 【すこし耳とまりたまふ】話題が朝顔の君に関することになったので、関心をよせた。


朝顔．１．１．１８

■　「さも、さぶらひ馴なれなましかば、今いまに思おもふさまにはべらまし。

◇　「そういうふうにも、親しくお付き合いさせていただけたならば、今も嬉しいことでございましたでしょうに。

■　皆みなさし放はなたせたまひて」

◇　すっかり見限りなさいまして」

朝顔．１．１．１９

■　と、恨うらめしげにけしきばみきこえたまふ。

◇　と、恨めしそうに様子ぶって申し上げなさる。

第二段　朝顔姫君と対話

朝顔．１．２．１

■　あなたの御前おまへを見みやりたまへば1、枯かれ枯がれなる前栽せんさいの心こころばへ2もことに見渡みわたされて、のどやかに眺ながめたまふらむ御おほむありさま、容貌かたちも、いとゆかしくあはれにて、え念ねんじたまはで、

◇　あちらのお前の方にお目をやりなさると、うら枯れた前栽の風情も格別に見渡されて、のんびりと物思いに耽っていらっしゃるらしいご様子、ご器量も、たいそうお目にかかりたくしみじみと思われて、我慢することがおできになれず、


1 【あなたの御前を見やりたまへば】源氏、目を寝殿の西面の朝顔の君の方に向ける。

2 【枯れ枯れなる前栽の心ばへ】晩秋の庭先の様子。


朝顔．１．２．２

■　「かくさぶらひたる1ついでを過すぐしはべらむは、心こころざしなきやうなるを、あなたの御訪おほむとぶらひ聞きこゆべかりけり」

◇　「このようにお伺いした機会を逃しては、無愛想になりますから、あちらへのお見舞いも申し上げなくてはなりませんでした」


1 【かくさぶらひたる】以下「聞こゆべかりけり」まで、源氏の詞。五の宮に辞去の挨拶、朝顔の君訪問を述べる。


朝顔．１．２．３

■　とて、やがて簀子すのこより渡わたりたまふ。

◇　と言って、そのまま簀子からお渡りになる。

■　暗くらうなりたるほどなれど、鈍色にびいろの御簾みすに、黒くろき御几帳みきちゃうの透影すきかげあはれに、追風おひかぜなまめかしく吹ふき通とほし、けはひあらまほし2。

◇　暗くなってきた時分であるが、鈍色の御簾に、黒い御几帳の透き影がしみじみと見え、追い風が優美に吹き通して、風情は申し分ない。

■　簀子すのこはかたはらいたければ、南みなみの廂ひさしに入いれたてまつる。

◇　簀子では不都合なので、南の廂の間にお入れ申し上げる。

■　宣旨せんじ、対面たいめんして3、御消息おほむせうそこは聞きこゆ。

◇　宣旨が、対面して、ご挨拶はお伝え申し上げる。


1? 【暗うなりたるほどなれど鈍色の御簾に黒き御几丁の透影】朝顔の君の部屋の様子。暗くなって、喪中の鈍色または薄墨色の几帳の帷子がやはり鈍色の御簾に透けて黒く見える様子。

2 【けはひあらまほし】『集成』は「風情は申し分なく奥ゆかしい」と訳す。

3 【宣旨対面して】朝顔の君の女房。


朝顔．１．２．４

■　「今いまさらに1、若々わかわかしき心地ここちする御簾みすの前2まへかな。

◇　「今さら、若者扱いの感じがします御簾の前ですね。

■　神かみさびにける年月としつきの労数らうかぞへられはべるに3、今いまは内外ないげも許ゆるさせたまひてむとぞ頼たのみはべりける」

◇　神さびるほど古い年月の年功も数えられますので、今は御簾の内への出入りもお許しいただけるものと期待しておりましたが」


1 【今さらに】以下「頼みはべりける」まで、源氏の詞。親しい対面を要求。

2 【若々しき心地する御簾の前】若い男性を相手にしたようなよそよそしい応対ぶりだという。

3 【神さびにける年月の労数へられはべるに】斎院にちなんで「神さびにける」という。昔から長い年月の意。『完訳』は「官人が在任中の労を、年数を冠して、「--年の労」と申告して昇進を願い出るのになぞらえた表現」と注す。


朝顔．１．２．５

■　とて、飽あかず思おぼしたり。

◇　と言って、物足りなくお思いでいらっしゃる。

朝顔．１．２．６

■　「ありし世よは1皆夢みなゆめに見みなして、今いまなむ、覚さめてはかなきにやと、思おもひたまへ定さだめがたくはべるに、労らうなどは、静しづかにやと2定さだめきこえさすべうはべらむ」

◇　「今までのことはみな夢と思い、今、夢から覚めてはかない気がするのかと、はっきりと分別しかねておりますが、年功などは、静かに考えさせていただきましょう」


1 【ありし世は】以下「定めきこえさすべうはべらむ」まで、朝顔の返事。『完訳』は「ありし世は夢に見なして涙さへとまらぬ宿ぞ悲しかりける」（栄華物語・岩蔭、紫式部）を指摘。父宮在世中をさす。

2 【静かにやと】大島本は「しつかにやと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「静かにや」と「と」を削除する。


朝顔．１．２．７

■　と、聞きこえ出いだしたまへり。

◇　とお答え申し上げさせなさった。

■　「げにこそ定さだめがたき世よなれ1」

◇　「なるほど無常な世である」

■　と、はかなきことにつけても思おぼし続つづけらる。

◇　と、ちょっとしたことにつけても自然とお思い続けられる。


1 【げにこそ定めがたき世なれ】源氏の心中。朝顔の「思ひたまへ定めがたく」の分別しがたいを受けて「定めがたき世」無常な世だと思う。


朝顔．１．２．８

■　「人知ひとしれず神かみの許ゆるしを待まちし間まに

ここらつれなき世よを過すぐすかな1

◇　「誰にも知られず神の許しを待っていた間に

長年つらい世を過ごしてきたことよ


1 【人知れず神の許しを待ちし間にここらつれなき世を過ぐすかな】源氏から朝顔への歌。朝顔が斎院であったことにちなんで「神の許し」という。長年待ち続けたという気持ち。


朝顔．１．２．９

■　今いまは、何なにのいさめにか1、かこたせたまはむとすらむ。

◇　今は、どのような戒めにか、かこつけなさろうとするのでしょう。

■　なべて、世よにわづらはしきことさへはべりしのち、さまざまに思おもひたまへ集あつめしかな。

◇　総じて、世の中に厄介なことまでがございました後、いろいろとつらい思いをするところがございました。

■　いかで片端かたはしをだに」

◇　せめてその一部なりとも」


1 【今は何のいさめにか】以下「片端をだに」まで、歌に続けた源氏の詞。


朝顔．１．２．１０

■　と、あながちに聞きこえたまふ、御用意おほむよういなども、昔むかしよりも今いますこしなまめかしきけさへ添そひたまひにけり。

◇　と、たって申し上げなさる、そのお心づかいなども、昔よりもう一段と優美さまでが増していらっしゃった。

■　さるは、いといたう過すぐしたまへど、御位おほむくらゐのほどには合あはざめり。

◇　その一方で、とてもたいそうお年も召していらっしゃるが、ご身分には相応しくないようである。

朝顔．１．２．１１

■　「なべて世よのあはればかりを問とふからに

誓ちかひしことと神かみやいさめむ2」

◇　「一通りのお見舞いの挨拶をするだけでも

誓ったことに背くと神が戒めるでしょう」


1? 【さるはいたう過ぐしたまへど御位のほどには合はざめり】「さるは」「めり」推量の助動詞、主観的推量。『新大系』は「「さるは」以下、あらためて語り手が源氏の風姿を批評し直す。実は、ほんとに魅力がありすぎていらっしゃるが、（その若々しさは）御位の高さには不似合いのように見える」と注す。源氏の若々しさを強調して従一位の高さには不釣合だとする語り手の批評。

2 【なべて世のあはればかりを問ふからに誓ひしことと神やいさめむ】朝顔の返歌。「神」「世」の語句を受けて、「神の許し」を「神や諌めむ」と切り返す。


朝顔．１．２．１２

■　とあれば、

◇　とあるので、

朝顔．１．２．１３

■　「あな、心憂1***。

◇　「ああ、情けない。

■　その世よの罪2つみは、みな科戸しなとの風かぜにたぐへてき」

◇　あの当時の罪は、みな科戸の風にまかせて吹き払ってしまったのに」

◆　 
"あな、 こころう! その よ の つみ は、 みな しなとのかぜ に たぐへ て き。"


1 【あな心憂】以下「たぐへてき」まで、源氏の詞。

2 【その世の罪】『集成』は「須磨流謫時代のことはもうすんだ過去のこと」。『新大系』は「斎院時代の姫君との文通をさすか」と注す。


朝顔．１．２．１４

■　とのたまふ愛敬あいぎゃうも、こよなし。

◇　とおっしゃる魅力も、この上ない。

朝顔．１．２．１５

■　「みそぎを、神かみはS2、いかがはべりけむ1」

◇　「その罪を払う禊を、神は、どのようにお聞き届けたのでございましょうか」


S2 恋せじと御禊は神もうけずかと人を忘るる罪深くして（源氏釈所引、出典未詳）

1 【みそぎを神はいかがはべりけむ】宣旨の詞。朝顔に代わって答える。「恋せじと御手洗川にせし禊神はうけずもなりにけるかな」（伊勢物語）を踏まえる。


朝顔．１．２．１６

■　など、はかなきことを聞きこゆるも、まめやかには、いとかたはらいたし1。

◇　などと、ちょっとしたことを申し上げるのも、まじめな話、とても気が気でない。

■　世よづかぬ御おほむありさまは、年月としつきに添そへても、もの深ふかくのみ引ひき入いりたまひて、え聞きこえたまはぬを、見みたてまつり悩なやめり。

◇　結婚しようとなさらないご態度は、年月とともに強く、ますます引っ込み思案になりなさって、お返事もなさらないのを、困ったことと拝するようである。


1 【まめやかにはいとかたはらいたし】朝顔の姫君の心情を評す。『完訳』は「自分が宣旨に言わせたと、源氏に思われる、いたたまれなさ」と注す。


朝顔．１．２．１７

■　「好すき好ずきしきやうになりぬるを1」

◇　「好色めいたふうになってしまって」


1 【好き好きしきやうになりぬるを】源氏の呟き。お見舞いのつもりが、が省略されている。


朝顔．１．２．１８

■　など、浅あさはかならずうち嘆なげきて立たちたまふ。

◇　などと、深く嘆息してお立ちになる。

朝顔．１．２．１９

■　「齢よはひの積つもりには1、面おもなくこそなるわざなりけれ。

◇　「年をとると、臆面もなくなるものですね。

■　世よに知しらぬやつれS3を、今いまぞ、とだに2聞きこえさすべくやは、もてなしたまひける」

◇　世に類ないやつれた姿を、この今は、と御覧くださいとだけでも申し上げられるほどにも、扱って下さったでしょうか」


S3 君が門今ぞ過ぎ行く出でて見よ恋する人のなれる姿を（源氏釈所引、出典未詳）

1 【齢の積もりには】以下「もてなしたまひける」まで、源氏の詞。

2 【世に知らぬやつれを今ぞとだに】「君が門今ぞ過ぎ行く出でて見よ恋する人のなれる姿を」（源氏釈所引、出典未詳）。


朝顔．１．２．２０

■　とて、出いでたまふ名残なごり、所狭ところせきまで、例れいの聞きこえあへり。

◇　と言って、お出になった後は、うるさいまでに、例によってお噂申し上げていた。

朝顔．１．２．２１

■　おほかたの、空そらもをかしきほどに、木この葉はの音おとなひにつけても、過すぎにしもののあはれとり返かへしつつ2、その折々をりをり、をかしくもあはれにも、深ふかく見みえたまひし御心みこころばへなども、思おもひ出いできこえさす3。

◇　ただでさえも、空は風情があるころなので、木の葉の散る音につけても、過ぎ去った過去のしみじみとした情感が甦ってきて、その当時の、嬉しかったり悲しかったりにつけ、深くお見えになったお気持ちのほどを、お思い出し申し上げなさる。


1? 【聞こえさすべくやはもてなしたまひぬる】「やは」反語。『集成』は「申し上げられるほどにもおあしらい下さったでしょうか、冷たいお方だ」と訳す。

2 【おほかたの空もをかしきほどに木の葉の音なひにつけても過ぎにしもののあはれとり返しつつ】晩秋の風景描写から朝顔の心情描写へと続く。

3 【思ひ出できこえさす】『集成』は、主語を女房たち。『完訳』は、主語を朝顔の姫君とする。


第三段　帰邸後に和歌を贈答しあう

朝顔．１．３．１

■　心こころやましくて立たち出いでたまひぬるは、まして、寝覚ねざめがちに思おぼし続つづけらる。

◇　お気持ちの収まらないままお帰りになったので、以前にもまして、夜も眠れずにお思い続けになる。

■　とく御格子参みかうしまゐらせたまひて、朝霧あさぎりを眺ながめたまふ。

◇　早く御格子を上げさせなさって、朝霧を眺めなさる。

■　枯かれたる花はなどもの中なかに、朝顔あさがほのこれかれにはひまつはれて、あるかなきかに咲さきて1、匂にほひもことに変かはれるを、折をらせたまひてたてまつれたまふ2。

◇　枯れたいくつもの花の中に、朝顔があちこちにはいまつわって、あるかなきかに花をつけて、色艶も格別に変わっているのを、折らせなさってお贈りになる。


1 【朝霧を眺めたまふ枯れたる花どもの中に朝顔のこれかれにはひまつはれてあるかなきかに咲きて】歌語として、「朝霧」は後朝の情調、いぶせさを象徴。「朝顔」は蔓草として恋情の連綿とした気持ちを表象する。

2 【たてまつれたまふ】朝顔の君に後朝の文を。


朝顔．１．３．２

■　「けざやかなりし1御おほむもてなしに、人悪ひとわろき心地ここちしはべりて、うしろでもいとどいかが御覧ごらんじけむと、ねたく。

◇　「きっぱりとしたおあしらいに、体裁の悪い感じがいたしまして、後ろ姿もますますどのように御覧になったかと、悔しくて。

■　されど、

◇　けれども、


1 【けざやかなりし】以下「かつは」まで、源氏の文。


朝顔．１．３．３

■　見みし折をりのつゆ忘わすられぬ朝顔あさがほの

花はなの盛さかりは過すぎやしぬらむ

◇　昔拝見したあなたがどうしても忘れられません

その朝顔の花は盛りを過ぎてしまったのでしょうか

朝顔．１．３．４

■　年としごろの積つもりも、あはれとばかりは、さりとも、思おぼし知しるらむやとなむ、かつは」

◇　長年思い続けてきた苦労も、気の毒だとぐらいには、いくな何でも、ご理解いただけるだろうかと、一方では期待しつつ」

朝顔．１．３．５

■　など聞きこえたまへり。

◇　などと申し上げなさった。

■　おとなびたる御文おほむふみの心こころばへに、

◇　穏やかなお手紙の風情なので、

■　「おぼつかなからむも、見知みしらぬやうにや」

◇　「返事をせずに気をもませるのも、心ないことか」

■　とP2思おぼし、人ひとびとも御硯おほむすずりとりまかなひて、聞きこゆれば、

◇　とお思いになって、女房たちも御硯を調えて、お勧め申し上げるので、


P2 やうにや」と--やうに（に/+や〈朱〉）と


朝顔．１．３．６

■　「秋果あきはてて霧きりの籬まがきにむすぼほれ

あるかなきかに移うつる朝顔2あさがほ

◇　「秋は終わって霧の立ち込める垣根にしぼんで

今にも枯れそうな朝顔の花のようなわたしです


1? 【見し折のつゆわ忘られぬ朝顔の花の盛りは過ぎやしぬらむ】源氏の贈歌。「見し」にかつての逢瀬の体験をいう。「つゆ」は「露」（名詞）と「つゆ」（副詞）の掛詞。また「露」は「朝顔」の縁語。『集成』は「「朝顔」は、女の寝起きの顔の意を掛ける。「見しをりの」は、帚木の巻に「式部卿の宮の姫君に、朝顔奉りたまひし歌などを----」とあった時のことであろう。一体いつお逢いできるのでしょうか、と嘆く意」。『完訳』は「「朝顔」は朝の素顔でもあり、「見し」とともに情交を暗示。実際にはなかった関係を、帚木巻以来の呼称とも応じて表現」「花の盛りが衰えたかと、相手を揶揄して、相手の反応を強く要請する」と注す。

2 【秋果てて霧の籬にむすぼほれあるかなきかに移る朝顔】朝顔の返歌。「朝顔」はそのまま受けて、「露」を「霧」に「盛り過ぐ」を「移る」とずらして、おっしゃるとおり盛りを過ぎてひっそりとあるかなきかの状態で生きておりますと応える。『新大系』は「「朝顔」は、はかなさを象徴する花でもあり、こおこでは「霧のまがき」とともに自らのはかない運命を表現して、贈歌を切り返す」と注す。


朝顔．１．３．７

■　似につかはしきP3御おほむよそへにつけても、露つゆけく」

◇　似つかわしいお喩えにつけても、涙がこぼれて」


P3 似つかはしき--につら（ら/＄か）はしき


朝顔．１．３．８

■　とのみあるは、何なにのをかしきふしもなきを1、いかなるにか、置おきがたく御覧ごらんずめり。

◇　とばかりあるのは、何のおもしろいこともないが、どういうわけか、手放しがたく御覧になっていらっしゃるようである。

■　青鈍あをにびの紙かみの、なよびかなる墨すみつきはしも、をかしく見みゆめり2。

◇　青鈍色の紙に、柔らかな墨跡は、たいそう趣深く見えるようだ。

■　人ひとの御おほむほど3、書かきざまなどに繕つくろはれつつ、その折をりは罪つみなきことも、つきづきしくまねびなすには、ほほゆがむこともあめればこそ、さかしらに書かき紛まぎらはしP4つつ、おぼつかなきことも多おほかり4けり。

◇　ご身分、筆跡などによってとりつくろわれて、その時は何の難もないことも、いざもっともらしく伝えるとなると、事実を誤り伝えることがあるようなので、ここは勝手にとりつくろって書くようなので、変なところも多くなってしまった。


P4 書き紛らはし--かき（き/+まき）らはし

1 【何のをかしきふしもなきを】以下の文章ははしばしに語り手の感情が移入されている。

2 【をかしく見ゆめり】『完訳』は「源氏の心中を、語り手が推測」と注す。

3 【人の御ほど】『集成』は「以下、草子地」。『完訳』は「以下、語り手の弁」と注す。

4 【つきづきしくまねびなすにはほほゆがむこともあめればこそさかしらに書き紛らはしつつおぼつかなきことも多かり】『集成』は「事実を誤り伝えることもあるようですから、（それを書き手としては）勝手にとりつくろって書き書きしますので、ほんとうはどうだったか、はっきりしないところも多いのです。このお歌もほんとうはもっとお上手だったかもしれません、という気持」。『新大系』は「（男女の手紙は）その人のご身分や書きやうなどでとりつくろわれ、その当座は難がないように見えても、後にそれをもっともらしく語り伝えるとなると、誤り伝えることもあるようだから、（書き手としては）勝手に書いてはつくろい、（そのために）はっきりしないところも多いものだ。物語とは語り伝えられてきた内容を書き記すもの、という前提によって源氏の歌のきわどい表現を陳弁する。この場合の手紙も、本来の事実とは異なる可能性あるとする」と注す。


朝顔．１．３．９

■　立たち返かへり、今いまさらに若々わかわかしき御文書おほむふみがきなども、似にげなきこと、と思おぼせども、なほかく昔むかしよりもて離はなれぬ御みけしきながら1、口惜くちをしくて過すぎぬるを思おもひつつ、えやむまじくて2思おぼさるれば、さらがへりて、まめやかに聞きこえたまふ。

◇　昔に帰って、今さら若々しい恋文書きなども似つかわしくないこと、とお思いになるが、やはりこのように昔から離れぬでもないご様子でありながら、不本意なままに過ぎてしまったことを思いながら、とてもお諦めになることができず、若返って、真剣になって文を差し上げなさる。


1 【なほかく昔よりもて離れぬ御けしきながら】「ぬ」打消の助動詞。「御気色」は朝顔の態度をいう。

2 【えやむまじくて】大島本は「えやむましくて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「えやむまじく」と「て」を削除する。


第四段　源氏、執拗に朝顔姫君を恋う

朝顔．１．４．１

■　東ひむがしの対たいに離はなれおはして1、宣旨せんじP5を迎むかへつつ語かたらひたまふ。

◇　東の対に独り離れていらっしゃって、宣旨を呼び寄せ呼び寄せしてはご相談なさる。

■　さぶらふ人ひとびとの、さしもあらぬ際きはのことをだに、なびきやすなるなどは、過あやまちもしつべく、めできこゆれど、宮みやは、そのかみだにこよなく思おぼし離はなれたりしを、今いまは、まして、誰たれも思おもひなかるべき御齢おほむよはひ、おぼえにて、

◇　宮に伺候する女房たちで、それほどでない身分の男にさえ、すぐになびいてしまいそうな者は、間違いも起こしかねないほど、お褒め申し上げるが、宮は、その昔でさえきっぱりとお考えにもならなかったのに、今となっては、昔以上に、どちらも色恋に相応しくないお年、ご身分であるので、

■　「はかなき木草きくさに2つけたる御返おほむかへりなどの、折過をりすぐさぬも、軽々かるがるしくや、とりなさるらむ」

◇　「ちょっとした木や草につけてのお返事などの、折々の興趣を見過さずにいるのも、軽率だと、受け取られようか」

■　など、人ひとの物言ものいひを憚はばかりたまひつつ、うちとけたまふべき御みけしきもなければ、古ふりがたく同おなじさまなる御心みこころばへを3、世よの人ひとに変かはり、めづらしくもねたくも思おもひきこえたまふ。

◇　などと、人の噂を憚り憚りなさっては、心をうちとけなさるご様子もないので、昔のままで同じようなお気持ちを、世間の女性とは違って、珍しくまた妬ましくもお思い申し上げなさる。


P5 宣旨--せむ（む/＄）し

1 【東の対に離れおはして】二条院東の対。源氏の居室。宣旨を迎えて相談する。

2 【はかなき木草に】以下「とりなさるらむ」まで、朝顔の心中。

3 【古りがたく同じさまなる御心ばへを】朝顔の姫君の昔に変わらぬ態度。


朝顔．１．４．２

■　世よの中なかに漏もり聞きこえて、

◇　世間に噂が漏れ聞こえて、

朝顔．１．４．３

■　「前斎院ぜんさいゐんをP6、ねむごろに1聞きこえたまへばなむ、女五をむなごの宮みやなどもよろしく思おぼしたなり。

◇　「前斎院を、熱心にお便りを差し上げなさるので、女五の宮なども結構にお思いのようです。

■　似にげなからぬ御おほむあはひならむ」

◇　似つかわしくなくもないお間柄でしょう」


P6 前斎院を--前斎院（院/+を〈朱〉）

1 【前斎院をねむごろに】大島本は「せむ斎院（院＋を〈朱〉）」とある。すなわち朱筆で「を」を補入する。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「前斎院」と校訂する。以下「御あはひならむ」まで、世人の噂。


朝顔．１．４．４

■　など言いひけるを、対たいの上うへは伝つたへ聞ききたまひて、しばしは、

◇　などと言っていたのを、対の上は伝え聞きなさって、暫くの間は、

■　「さりとも1、さやうならむこともあらば、隔へだてては思おぼしたらじ」

◇　「いくら何でも、もしそういうことがあったとしたら、お隠しになることはあるまい」

■　と思おぼしけれど、うちつけに目めとどめきこえたまふに、御みけしきなども、例れいならずあくがれたるも心憂こころうく、

◇　とお思いになっていらっしゃったが、さっそく気をつけて御覧になると、お振る舞いなども、いつもと違って魂が抜け出たようなのも情けなくて、


1 【さりとも】以下「思したらじ」まで、紫の上の心中。噂を否定。源氏を信頼。真実なら自分に打ち明けるはずと期待。


朝顔．１．４．５

■　「まめまめしく思おぼしなるらむことを1、つれなく戯たはぶれに言いひなしたまひけむよと、同おなじ筋すぢにはものしたまへど、おぼえことに、昔むかしよりやむごとなく聞きこえたまふを、御心みこころなど移うつりなば、はしたなくもあべいかな。

◇　「真剣になって思いつめていらっしゃるらしいことを、素知らぬ顔で冗談のように言いくるめなさったのだわと、同じ皇族の血筋でいらっしゃるが、声望も格別で、昔から重々しい方として聞こえていらっしゃった方なので、お心などが移ってしまったら、みっともないことになるわ。

■　年としごろの御おほむもてなしなどは、立たち並ならぶ方かたなく、さすがにならひて、人ひとに押おし消けたれむこと」

◇　長年のご寵愛などは、わたしに立ち並ぶ者もなく、ずっと今まできたのに、今さら他人に負かされようとは」

■　など、人知ひとしれず思おぼし嘆なげかる。

◇　などと、人知れず嘆かずにはいらっしゃれない。


1 【まめまめしく思しなるらむことを】以下「人に押し消たれむこと」まで、紫の上の心中。真実らしいことに気づき、疑念をいだく。


朝顔．１．４．６

■　「かき絶たえ名残なごりなきさまには1もてなしたまはずとも、いとものはかなきさまにて見馴みなれたまへる年としごろの睦むつび、あなづらはしき方かたにこそはあらめ2」

◇　「すっかりお見限りになることはないとしても、幼少のころから親しんでこられた長年の情愛は、軽々しいお扱いになるのだろう」

■　など、さまざまに思おもひ乱みだれたまふに、よろしきことこそ3、うち怨ゑんじなど憎にくからず聞きこえたまへ、まめやかにつらし4と思おぼせば、色いろにも出いだしたまはず。

◇　など、あれこれと思い乱れなさるが、それほどでもないことなら、嫉妬などもご愛嬌に申し上げなさるが、心底つらいとお思いなので、顔色にもお出しにならない。


1 【かき絶え名残なきさまには】以下「こそはあらめ」まで、紫の上の心中。

2 【いとものはかなきさまにて見馴れたまへる年ごろの睦びあなづらはしき方にこそはあらめ】『集成』は「幼少の頃からの親の庇護もない私と共に暮してこられた今まで長年の二人の仲では、つい軽くご覧になることになるのであろう」。『完訳』は「この自分はまったくこれといって取るに足りない身とて、長年連れ添ってくださった気安さから、軽いお扱いとなるのだろう」と訳す。

3 【よろしきことこそ】係助詞「こそ」--「聞こえたまへ」係結び、已然形、逆接用法。読点で下文に続く。

4 【まめやかにつらし】紫の上の心中、間接的叙述。


朝顔．１．４．７

■　端近はしちかう眺ながめがちに1、内裏住うちずみしげくなり、役やくとは御文おほむふみを書かきたまへば、

◇　端近くに物思いに耽りがちで、宮中にお泊まりになることが多くなり、仕事と言えば、お手紙をお書きになることで、

■　「げに、人ひとの言葉2ことばむなしかるまじきなめり。

◇　「なるほど、世間の噂は嘘ではないようだ。

■　けしきをだにかすめたまへかし」

◇　せめて、ほんの一言おっしゃってくださればよいのに」

■　と、疎うとましくのみ思おもひきこえたまふ。

◇　と、いやなお方だとばかりお思い申し上げていらっしゃる。


1 【端近う眺めがちに】源氏の態度。

2 【げに人の言葉】以下「かすめたまへかし」まで、紫の上の心中。


第二章　朝顔姫君の物語　老いてなお旧りせぬ好色心

第一段　朝顔姫君訪問の道中

朝顔．２．１．１

■　夕ゆふつ方かた、神事かむわざなども止とまりて1さうざうしきに、つれづれと思おぼしあまりて、五ごの宮みやに例れいの近ちかづき参まゐりたまふ。

◇　夕方、神事なども停止となって物寂しいので、することもない思いに耐えかねて、五の宮にいつものお伺いをなさる。

■　雪ゆきうち散ちりて艶えんなるたそかれ時どきに2、なつかしきほどに馴なれたる御衣おほむぞどもを、いよいよたきしめたまひて、心こころことに化粧けさうじ暮くらしたまへれば、いとど心弱こころよわからむ人ひとはいかがと見みえたり3。

◇　雪がちょっとちらついて風情ある黄昏時に、優しい感じに着馴れたお召し物に、ますます香をたきしめなさって、念入りにおめかしして一日をお過ごしになったので、ますますなびきやすい人はどんなにかと見えた。

■　さすがに、まかり申まうしはた、聞きこえたまふ。

◇　それでも、お出かけのご挨拶はご挨拶として、申し上げなさる。


1 【夕つ方神事なども止まりて】十一月の神事が諒闇によって停止。大島本等「ゆふつかた」とある。『集成』は肖柏本・三条西家本に従って「冬つ方」と校訂する。

2 【雪うち散りて艶なるたそかれ時に】源氏、雪の日に朝顔の姫君のもとへ外出。

3 【いとど心弱からむ人はいかがと見えたり】語り手の実景描写といった感じ。源氏の美しさを讃美。


朝顔．２．１．２

■　「女五をむなごの宮みやの悩なやましく1したまふなるを、訪とぶらひきこえになむ」

◇　「女五の宮がご病気でいらっしゃるというのを、お見舞い申し上げようと思いまして」


1 【女五の宮の悩ましく】以下「訪らひきこえになむ」まで、源氏の詞。女五の宮の病気見舞いのためという。


朝顔．２．１．３

■　とて、ついゐたまへれど、見みもやりたまはず1、若君わかぎみをもてあそび、紛まぎらはしおはする側目そばめの、ただならぬを、

◇　と言って、軽く膝をおつきになるが、振り向きもなさらず、若君をあやして、さりげなくいらっしゃる横顔が、ただならぬ様子なので、


1 【ついゐたまへれど見もやりたまはず】『完訳』は「腰を浮かせ、挨拶もそこそこの体」と注す。「見もやりたまはず」の主語は紫の上。


朝顔．２．１．４

■　「あやしく、御みけしきのP7,1変かはれるべきころかな。

◇　「不思議と、ご機嫌の悪くなったこのごろですね。

■　罪つみもなしや2。

◇　罪もありませんね。

■　塩焼しほやき衣ごろものあまり目馴めなれS4、見みだてなく3思おぼさるるにやとて、とだえ置おくを、またいかが」

◇　塩焼き衣のように、あまりなれなれしくなって、珍しくなくお思いかと思って、家を空けていましたが、またどのようにお考えになってか」


P7 御けしきの--御けしきの（の/+の＄〈朱〉）

S4 須磨の浦の塩焼き衣馴れ行けば憂き頼みこそなりまさりけり（源氏釈所引、出典未詳）

1 【あやしく御けしきの】以下「またいかが」まで、源氏の詞。

2 【罪もなしや】『集成』は「しかし何も悪いことをしているわけではありませんよ」。『完訳』は「このわたしには思いあたる咎もないのですが」と訳す。

3 【塩焼き衣のあまり目馴れ見だてなく】「須磨の海人の塩焼き衣なれゆけばうとくのみこそなりまさりけれ」（源氏釈所引、出典未詳）。


朝顔．２．１．５

■　など聞きこえたまへば、

◇　などと申し上げなさると、

朝顔．２．１．６

■　「馴なれゆくこそS5、げに、憂うきこと多おほかりけれ1」

◇　「馴じんで行くのは、おっしゃるとおり、いやなことが多いものですね」

■　とばかりにて、うち背そむきて臥ふしたまへるは、見捨みすてて出いでたまふ道みち、もの憂うけれど、宮みやに御消息聞おほむせうそこきこえたまひてP8ければ2、出いでたまひぬ。

◇　とだけ言って、顔をそむけて臥せっていらっしゃるのは、そのまま見捨ててお出かけになるのも、気も進まないが、宮にお手紙を差し上げてしまっていたので、お出かけになった。


S5 馴れ行けば憂き世なればや須磨の海人の塩焼衣まどほなるらむ（新古今集恋三-一二一〇　徽子女王）

P8 たまひて--たま（ま/+ひ）て

1 【馴れゆくこそげに憂きこと多かりけれ】紫の上の返事。「馴れ行くは憂き世なればや須磨の海人の塩焼き衣間遠なるらむ」（新古今集恋三、一二一〇、女御徽子女王）を踏まえる。

2 【宮に御消息聞こえたまひてければ】訪問の際には、予め消息を遣わしてから出かけたのである。


朝顔．２．１．７

■　「かかりけることもありける世よを、うらなくて過すぐしけるよ1」

◇　「このようなこともある夫婦仲だったのに、安心しきって過ごしてきたことだわ」

■　と思おもひ続つづけて、臥ふしたまへり。

◇　とお思い続けて、臥せっていらっしゃる。

■　鈍にびたる御衣おほむぞどもなれど2、色合いろあひ重かさなり、好このましくなかなか見みえて、雪ゆきの光ひかりにいみじく艶えんなる御姿おほむすがたを見出みいだして、

◇　鈍色めいたお召し物であるが、色合いが重なって、かえって好ましく見えて、雪の光にたいそう優美なお姿を御覧になって、

■　「まことに離かれまさりたまはば3」

◇　「ほんとうに心がますます離れて行ってしまわれたならば」

■　と、忍しのびあへず思おぼさる。

◇　と、堪えきれないお気持ちになる。


1 【かかりけることもありける世をうらなくて過ぐしけるよ】紫の上の心中。源氏に浮気心が生じることを疑うことなく過ごしてきたうかつさに気づく。

2 【鈍びたる御衣どもなれど】源氏の服装。藤壺の宮の喪に服している。

3 【まことに離れまさりたまはば】紫の上の心中。


朝顔．２．１．８

■　御前ごぜんなど忍しのびやかなる限かぎりして、

◇　御前駆なども内々の人ばかりで、

朝顔．２．１．９

■　「内裏うちより他ほかの歩ありきは、もの憂うきほどになりにけりや。

◇　「宮中以外の外出は、億劫になってしまったよ。

■　桃園宮ももぞの心細のみやのこころぼそきさまにてものしたまふも、式部卿宮しきぶきゃうのみやに年としごろは譲ゆづりきこえつるを、今いまは頼たのむなど思おぼしのたまふも、ことわりに、いとほしければ」

◇　桃園宮が心細い様子でいらっしゃっるのも、式部卿宮に長年お任せ申し上げていたが、これからは頼むなどとおっしゃるのも、もっともなことで、お気の毒なので」

朝顔．２．１．１０

■　など、人ひとびとにも2のたまひなせど、

◇　などと、人々にもしいておっしゃるが、


1? 【内裏より外の歩きは】以下「いとほしければ」まで、源氏の詞。

2 【人びとにも】『集成』は「供人たちにも」。『完訳』は「女房たちにも」と注す。


朝顔．２．１．１１

■　「いでや。

◇　「さあどんなものでしょう。

■　御好おほむすき心ごころの1古ふりがたきぞ、あたら御疵おほむきずなめる」

◇　ご好心が変わらないのは、惜しい玉の瑕のようです」

■　「軽々かるがるしきことも出いで来きなむ」

◇　「よからぬ事がきっと起こるでしょう」

■　など、つぶやきあへり。

◇　などと、呟き合っていた。


1 【いでや御好き心の】以下「出で来なむ」まで、人々の詞。


第二段　宮邸に到着して門を入る

朝顔．２．２．１

■　宮みやには、北面きたおもての1人ひとしげき方かたなる御門みかどは、入いりたまはむも軽々かろがろしければ、西にしなるがことことしきを、人入ひといれさせたまひて、宮みやの御方おほむかたに御消息おほむせうそこあれば、

◇　宮邸では、北面にある人が多く出入りするご門は、お入りになるのも軽率なようなので、西にあるのが重々しい正門なので、供人を入れさせなさって、宮の御方にご案内を乞うと、

■　「今日けふしも渡わたりたまはじ」

◇　「今日はまさかお越しになるまい」

■　と思おぼしけるを2、驚おどろきて開あけさせたまふ。

◇　とお思いでいたので、驚いて門を開けさせなさる。

■　御門守みかどもり、寒さむげなるけはひ、うすすき出いで来きて、とみにもえ開あけやらず3。

◇　御門番が、寒そうな様子で、あわてて出てきて、すぐには開けられない。

■　これより他ほかの男をのこはたなきなるべし。

◇　この人以外の男性はいないのであろう。

■　ごほごほと引ひきて、

◇　ごろごろと引いて、


1 【宮には北面の】桃園式部卿宮邸。北門が通用門、西門が正門となっている。

2 【今日しも渡りたまはじと思しけるを】源氏は前に訪問の手紙を出していたのだが、五の宮はそれが今日とは思っていなかった。

3 【御門守寒げなるけはひうすすき出で来てとみにもえ開けやらず】零落の邸の光景。「末摘花」巻の常陸宮邸に類似。


朝顔．２．２．２

■　「錠じょのいといたく銹さびにければ、開あかず1」

◇　「錠がひどく錆びついてしまっているので、開かない」


1 【錠のいといたく銹びにければ開かず】御門守の詞。


朝顔．２．２．３

■　と愁うれふるを、あはれと聞きこし召めす。

◇　と困っているのを、しみじみとお聞きになる。

朝顔．２．２．４

■　「昨日今日きのふけふと思おぼすほどに1、三年2みとせP9のあなたにもなりにける世よかな。

◇　「昨日今日のこととお思いになっていたうちに、はや三年も昔になってしまった世の中だ。

■　かかるを見みつつ、かりそめの宿やどりをえ思おもひ捨すてず、木草きくさの色いろにも心こころを移うつすよ」

◇　このような世を見ながら、仮の宿を捨てることもできず、木や草の花にも心をときめかせるとは」

■　と、思おぼし知しらるる。

◇　と、つくづくと感じられる。

■　口くちずさびに、

◇　口ずさみに、


P9 三年--みそ（そ/＄〈朱〉）とせ

1 【昨日今日と思すほどに】以下「心を移すよ」まで、源氏の心中。「思す」は語り手の敬語が介入。

2 【三年】大島本は「みそ（そ＄〈朱〉）とせ」とある。すなわち「そ」を朱筆でミセケチにする。諸本は「みそとせ」（御池冬耕肖三）とある。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は「三十年」と校訂する。なお河内本「みとせ」。別本の保坂本「みそとせ」、国冬本「みそ（そ補入）とせ」とある。『集成』は「夕霧の巻にも「昨日今日と思ふほどに、三十年よりあなたのことになる世にこそあれ」とあり、人の死後、月日のたつことの早さを言う当時の諺と思われる」。『新大系』は「「三年」が何をさすか不明。式部卿宮の死去は今年の夏。三年も経った感じだとして時の経過のはかなさを思う表現か」と注す。


朝顔．２．２．５

■　「いつのまに蓬よもぎがもととむすぼほれ

雪降ゆきふる里さと荒とあれし垣根かきねぞ1」

◇　「いつの間にこの邸は蓬がおい茂り

雪に埋もれたふる里となってしまったのだろう」


1 【いつのまに蓬がもととむすぼほれ雪降る里と荒れし垣根ぞ】源氏の歌。「降る」と「古」の掛詞。


朝顔．２．２．６

■　やや久ひさしう、ひこしらひ開あけて、入いりたまふ。

◇　やや暫くして、無理やり引っ張り開けて、お入りになる。

第三段　宮邸で源典侍と出会う

朝顔．２．３．１

■　宮みやの御方おほむかたに1、例れいの、御物語聞おほむものがたりきこえたまふに、古事ふることどものそこはかとなきうちはじめ、聞きこえ尽つくしたまへど、御耳おほむみみもおどろかず、ねぶたきに2、宮みやも欠伸あくびうちしたまひて、

◇　宮の御方に、例によって、お話申し上げなさると、昔の事をとりとめもなく話し出しはじめて、はてもなくお続きになるが、ご関心もなく、眠いが、宮もあくびをなさって、


1 【宮の御方に】寝殿の東表の間、源氏、女五の宮対面。

2 【御耳もおどろかずねぶたきに】主語は源氏。『集成』は「お相手に辟易している体」と注す。


朝顔．２．３．２

■　「宵よひまどひをしはべれば、ものもえ聞きこえやらず1」

◇　「宵のうちから眠くなっていましたので、終いまでお話もできません」


1 【宵まどひをしはべればものもえ聞こえやらず】女五の宮の詞。「宵まどひ」は宵のうちから眠くなること。老人の習癖。


朝顔．２．３．３

■　とのたまふほどもなく、鼾いびきとか、聞きき知しらぬ音1おとすれば、よろこびながら立たち出いでたまはむとするに、またいと古ふるめかしきしはぶきうちして、参まゐりたる人ひとあり。

◇　とおっしゃる間もなく、鼾とかいう、聞き知らない音がするので、これさいわいとお立ちになろうとすると、またたいそう年寄くさい咳払いをして、近寄ってまいる者がいる。


1 【鼾とか聞き知らぬ音】「とか」「聞き知らぬ」。源氏のような高貴な方の知らない下品な世界のものというニュアンス。


朝顔．２．３．４

■　「かしこけれど1、聞きこし召めしたらむと頼たのみきこえさするを、世よにある者ものとも数かずまへさせたまはぬになむ。

◇　「恐れながら、ご存じでいらっしゃろうと心頼みにしておりましたのに、生きている者の一人としてお認めくださらないので。

■　院ゐんの上うへは、祖母殿おばおと笑どとわらはせたまひし」

◇　院の上は、祖母殿と仰せになってお笑いあそばしました」


1 【かしこけれど】以下「笑はせたまひし」まで、源典侍の詞。色好みで名高い老女の源典侍の登場。源氏の古りがたい好色心を対比させていよう。この巻全体の時間の流れ、老い、醜さ、など主題が語られている。源氏の古りがたき恋もまた醜い様相をおびている。


朝顔．２．３．５

■　など、名なのり出いづるP10にぞ、思おぼし出いづる。

◇　などと、名乗り出したので、お思い出しになった。


P10 出づる--いつ（つ/+る）


朝顔．２．３．６

■　源典侍げんのないしのすけといひし人ひとは1、尼あまになりて、この宮みやの御弟子おほむでしにてなむ行おこなふと聞ききしかど、今いままであらむとも尋たづね知しりたまはざりつるを、あさましうなりぬ2。

◇　源典侍と言った人は、尼になって、この宮のお弟子として勤行していると聞いていたが、今まで生きていようとはお確かめ知りにならなかったので、あきれる思いをなさった。


1 【源典侍といひし人は】「紅葉賀」巻で五十七、八歳であった。現在七十または七十一歳。

2 【あさましうなりぬ】『集成』は「あきれる思いでいらっしゃる」。『完訳』は「びっくりなさった」と訳す。


朝顔．２．３．７

■　「その世よのことは1、みな昔語むかしがたりになりゆくを、はるかに思おもひ出いづるも、心細こころぼそきに、うれしき御声おほむこゑかな。

◇　「その当時のことは、みな昔話になってゆきますが、遠い昔を思い出すと、心細くなりますが、なつかしく嬉しいお声ですね。

■　親おやなしに臥ふせる旅人2たびびS6と、育とはぐくみたまへかし」

◇　親がいなくて臥せっている旅人と思って、お世話してください」


S6 しなてるや片岡山に飯に飢ゑて臥せる旅人あはれ親なし（拾遺集哀傷-一三五〇　聖徳太子）

1 【その世のことは】以下「育みたまへかし」まで、源氏の詞。

2 【親なしに臥せる旅人】「しなてるや片岡山に飯に飢ゑ臥せる旅人あはれ親なし」（拾遺集哀傷、一三五〇、聖徳太子）を踏まえる。


朝顔．２．３．８

■　とて、寄よりゐたまへる御おほむけはひに1、いとど昔思むかしおもひ出いでつつ、古ふりがたくなまめかしきさまに2もてなして、いたうすげみにたる口くちつき、思おもひやらるる声こわづかひの、さすがに舌したつきにて、うちされむとはなほ思おもへり。

◇　と言って、物に寄りかかっていらっしゃるご様子に、ますます昔のことを思い出して、相変わらずなまめかしいしなをつくって、たいそうすぼんだ口の恰好、想像される声だが、それでもやはり、甘ったるい言い方で戯れかかろうと今も思っている。


1 【寄りゐたまへる御けはひに】主語は源氏。

2 【いとど昔思ひ出でつつ古りがたくなまめかしきさまに】主語は源典侍。


朝顔．２．３．９

■　「言いひこしほどにS7,1」

◇　「言い続けてきたうちに」

■　など聞きこえかかる、まばゆさよ2。

◇　などとお申し上げかけてくるのは、こちらの顔の赤くなる思いがする。

■　「今いましも来きたる老おいのやうに3」

◇　「今急に老人になったような物言いだ」

■　など、ほほ笑ゑまれP11たまふものから、ひきかへ、これもあはれなり。

◇　など、と苦笑されるが、また一方で、これも哀れである。


S7 身を憂しと言ひ来しほどに今日はまた人の上とも嘆くべきかな（源氏釈所引、出典未詳）

P11 ほほ笑まれ--をほ（をほ/＄ほゝ）ゑまれ

1 【言ひこしほどに】源典侍の詞。「身を憂しと言ひこしほどに今はまた人の上とも嘆くべきかな」（源氏釈所引、出典未詳）。『集成』は「お互いに年を取りました、それゆえ、お相手としては五分五分、というほどの下意であろう」と注す。

2 【まばゆさよ】源氏とともに語り手の気持ち。『集成』は「閉口千万だ」。『完訳』は「まったく見られたものでない」と訳す。

3 【今しも来たる老いのやうに】源氏の心中。


朝顔．２．３．１０

■　「この盛さかりに1挑いどみたまひし女御にょうご、更衣かうい、あるはひたすら亡なくなりたまひ、あるはかひなくて、はかなき世よにさすらへたまふもあべかめり。

◇　「その女盛りのころに、寵愛を競い合いなさった女御、更衣、ある方はお亡くなりになり、またある方は見るかげもなく、はかないこの世に落ちぶれていらっしゃる方もあるようだ。

■　入道にふだうの宮みやなどの御齢おほむよ。

◇　入道の宮などの御寿命の短さよ。

■　あさましとのみ思おぼさるる世よに、年としのほど身みのの残こり少すくなげさに2、心こころばへP12なども、ものはかなく見みえし人ひとの、生いきとまりて、のどやかに行おこなひをもうちして過すぐしけるは、なほすべて定さだめなき世よなり」

◇　あきれるばかりの世の中の無常に、年からいっても余命残り少なそうで、心構えなども、頼りなさそうに見えた人が、生き残って、静かに勤行をして過ごしていたのは、やはりすべて定めない世のありさまなのだ」

■　と思おぼすに、ものあはれなる御みけしきを、心こころときめきに思おもひて、若わかやぐ。

◇　とお思いになると、何となくしみじみとしたご様子を、心のときめくことかと誤解して、はしゃぐ。


P12 心ばへ--こ（こ/+こ）ろはへ

1 【この盛りに】以下「定めなき世なり」まで、源氏の心中。若くして逝った藤壺と生き永らえて勤行している源典侍を比べ、世の無常を思う。

2 【年のほど身の残り少なげさに】源典侍をさす。


朝顔．２．３．１１

■　「年経としふれどこの契ちぎりこそ忘わすられね

親おやの親おやとかS8言いひし一言1ひとこと」

◇　「何年たってもあなたとのご縁が忘れられません

親の親とかおっしゃった一言がございますもの」


S8 親の親と思はましかば問ひてまし我が子の子には（拾遺集雑下-五四五　源重之母）

1 【年経れどこの契りこそ忘られね親の親とか言ひし一言】源典侍の贈歌。「この契り」に「子の契り」を掛ける。「親の親」は典侍自身をいう。「親の親と思はましかばとひてまし我が子の子にはあらぬなるべし」（拾遺集雑下、五四五、源重之の母）を踏まえる。


朝顔．２．３．１２

■　と聞きこゆれば、疎うとましくて、

◇　と申し上げると、気味が悪くて、

朝顔．２．３．１３

■　「身みを変かへて後のちも待まち見みよこの世よにて

親おやを忘わするるためしありやと1

頼たのもしき契ちぎりぞや2。

◇　「来世に生まれ変わった後まで待って見てください

この世で子が親を忘れる例があるかどうかと

頼もしいご縁ですね。

■　今いまのどかにぞ、聞きこえさすべき」

◇　いずれゆっくりと、お話し申し上げましょう」


1 【身を変へて後も待ち見よこの世にて親を忘るるためしありやと】源氏の返歌。「この契り」を「身を変へて」の来世の意と「この世にて」と切り返す。「この世」と「子の世」の掛詞。

2 【頼もしき契りぞや】以下「聞こえさすべき」まで、歌に続けた源氏の詞。


朝顔．２．３．１４

■　とて、立たちたまひぬ。

◇　とおっしゃって、お立ちになった。

第四段　朝顔姫君と和歌を詠み交わす

朝顔．２．４．１

■　西面にしおもてに1は御格子参みかうしまゐりたれど、厭いとひきこえ顔がほならむもいかがとて、一間ひとま、二間ふたまは下おろさず。

◇　西面では御格子を下ろしていたが、お嫌い申しているように思われるのもどうかと、一間、二間は下ろしてない。

■　月つきさし出いでて、薄うすらかに積つもれる雪ゆきの光ひかりあひてP13、なかなかいとおもしろき夜よのさまなり。

◇　月が顔を出して、うっすらと積もった雪の光に映えて、かえって趣のある夜の様子である。

■　「ありつる老おいらくの心こころげさうも、良よからぬものの世よのたとひとか3聞ききし」

◇　「さきほどの老いらくの懸想ぶりも、似つかわしくないものの例とか聞いた」

■　と思おぼし出いでられて、をかしくなむ。

◇　とお思い出されなさって、おかしくなった。

■　今宵こよひは、いとまめやかに聞きこえたまひて、

◇　今宵は、たいそう真剣にお話なさって、


P13 光りあひて--ひかり△（△/＃）あひ（ひ/+て）

1 【西面に】寝殿の西表の間。朝顔の居所。

2? 【月さし出でてうすらかに積もれる雪の光にあひてなかなかおもしろき夜のさまなり】冬の夜の雪の光と心象風景。季節と物語の類同的発想。「末摘花」巻参照。

3 【ありつる老いらくの心げさうも良からぬものの世のたとひとか】『河海抄』所引「枕草子」に「清少納言枕草子、すさまじきもの、おうなのけさう、しはすの月夜云々」。現存本にはない。『二中歴』十列に「冷物、十二月月夜--老女仮借--」とある。


朝顔．２．４．２

■　「一言ひとこと、憎にくしなども1、人伝ひとづてならでS9のたまはせむを、思おもひ絶たゆるふしにもせむ」

◇　「せめて一言、憎いなどとでも、人伝てではなく直におっしゃっていただければ、思いあきらめるきっかけにもしましょう」


S9 今はただ思ひ絶えなむとばかりを人づてならで言ふよしもがな（後拾遺集恋三-七五〇　藤原道雅）

1 【一言憎しなども】以下「思ひ絶ゆるふしにもせむ」まで、源氏の詞。『完訳』は「今はただ思ひ絶えなむとばかり人づてならで言ふよしもがな」（後拾遺集恋三、七五〇、藤原道雅）を指摘する。


朝顔．２．４．３

■　と、おり立たちて責せめきこえたまへど、

◇　と、身を入れて強くお訴えになるが、

■　「昔、われも人ひとも1若わかやかに、罪許つみゆるされたりし世よにだに、故宮こみやなどの心寄こころよせ思おぼしたりしを、なほあるまじく恥はづかしと思おもひきこえてやみにしを、世よの末すゑに、さだすぎ、つきなきほどにて、一声2ひとこゑもいとまばゆからむ」

◇　「昔、自分も相手も若くて、過ちが許されたころでさえ、亡き父宮などが好感を持っていらっしゃったのを、やはりとんでもなく気がひけることだとお思い申して終わったのに、晩年になり、盛りも過ぎ、似つかわしくない今頃になって、その一言をお聞かせするのも気恥ずかしいことだろう」

■　と思おぼして、さらに動うごきなき御心みこころなれば、

◇　とお思いになって、まったく動じようとしないお気持ちなので、

■　「あさましう、つらし3」

◇　「あきれるほどに、つらい」

■　と思おもひきこえたまふ。

◇　とお思い申し上げなさる。


1 【昔われも人も】以下「いとまばゆからむ」まで、朝顔の心中。

2 【一声】源氏の「一言」を受ける。

3 【あさましうつらし】源氏の心中。


朝顔．２．４．４

■　さすがに、はしたなく1さし放はなちてなどはあらぬ人伝ひとづての御返おほむかへりなどぞ、心こころやましきや2。

◇　そうかといって、不体裁に突き放してというのではない取次ぎのお返事などが、かえってじれることである。

■　夜よもいたう更ふけゆくに、風かぜのけはひ、はげしくて、まことにいともの心細こころぼそくおぼゆれば、さまよきほど3、おし拭のごひたまひて、

◇　夜もたいそう更けてゆくにつれ、風の具合が、激しくなって、ほんとうにもの心細く思われるので、体裁よいところで、お拭いになって、


1 【さすがにはしたなく】『集成』は「源氏の気持になりかわっての草子地」と注す。

2 【心やましきや】源氏の心に即した感想。

3 【さまよきほど】大島本は「さまよきほと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ほどに」と「に」を補訂する。


朝顔．２．４．５

■　「つれなさを昔むかしに懲こりぬ心こころこそ

人ひとのつらきに添そへてつらけれ1

心こころづからのS10,2」

◇　「昔のつれない仕打ちに懲りもしないわたしの心までが

あなたがつらく思う心に加わってつらく思われるのです

自然とどうしようもございません」


S10 恋しきも心づからのわざなればおきどころなくもてわづらふ（中務集-二四九）

1 【つれなさを昔に懲りぬ心こそ人のつらきに添へてつらけれ】源氏の歌。「つれなさ」「つらきにそへて」「つらけれ」同語同音を反復した執拗な恋情を訴えた歌。

2 【心づからの】歌に添えた言葉。「恋しきも心づからのわざなれば置きどころもなくもてぞわづらふ」（中務集）。


朝顔．２．４．６

■　とのたまひすさぶるを1、

◇　と口に上るままにおっしゃると、

■　「げに」

◇　「ほんとうに」

■　「かたはらいたし2」

◇　「見ていて気が気でありませんわ」

■　と、人ひとびと、例れいの、聞きこゆ。

◇　と、女房たちは、例によって、申し上げる。


1 【のたまひすさぶるを】『集成』は「お口に上るままおっしゃるのを」。『完訳』は「言いつのられるのを」と訳す。

2 【げにかたはらいたし】女房の詞。


朝顔．２．４．７

■　「あらためて何なにかは見みえむ人ひとのうへに

かかりと聞ききし心変こころがはりを

昔むかしに変かはることは、ならはず2」

◇　「今さらどうして気持ちを変えたりしましょう

他人ではそのようなことがあると聞きました心変わりを

昔と変わることは、今もできません」


1? 【あらためて何かは見えむ人の上にかかりと聞きし心変はりを】朝顔の姫君の返歌。「人のつらきに」を受けて「人の上にかかりと聞きし」と切り返す。

2 【昔に変はることはならはず】歌に添えた詞。


朝顔．２．４．８

■　など聞きこえたまへり。

◇　などとお答え申し上げなさった。

第五段　朝顔姫君、源氏の求愛を拒む

朝顔．２．５．１

■　いふかひなくて、いとまめやかに怨ゑんじきこえて出いでたまふも、いと若々わかわかしき心地ここちしたまへば、

◇　何とも言いようがなくて、とても真剣に恨み言を申し上げなさってお帰りになるのも、たいそう若々しい感じがなさるので、

朝顔．２．５．２

■　「いとかく、世よの例**に1なりぬべきありさま、漏もらしたまふなよ。

◇　「ひどくこう、世の中のもの笑いになってしまいそうな様子、お漏らしなさるなよ。

■　ゆめゆめ。

◇　きっときっと。

■　いさら川がはS11などもなれなれしや2」

◇　いさら川などと言うのも馴れ馴れしいですね」

◆　 
"いと かく、 よ の ためし に も なり ぬ べき ありさま、 もらし たまふ な よ! ゆめ ゆめ。 いさらがは など も なれなれし や!"


S11 犬上の鳥籠の山なる名取川いさと答へよ我が名洩すな（古今集墨滅歌-一一〇八　読人しらず）

1 【いとかく世の例に】以下「なれなれしや」まで、源氏の詞。

2 【いさら川などもなれなれしや】「犬上の鳥篭の山なるいさら川いさと答えて我が名漏らすな」（古今六帖、名を惜しむ）。『完訳』は「情交もないのに、あったかのように、この歌を持ち出すのが、「馴れ馴れし」」と注す。


朝顔．２．５．３

■　とて、せちにうちささめき語かたらひたまへど、何なにごとにかあらむ1。

◇　と言って、しきりにひそひそ話しかけていらっしゃるが、何のお話であろうか。

■　人ひとびとも、

◇　女房たちも、


1 【何ごとにかあらむ】『集成』は「草子地」。『完訳』は「女房の心に即した語り手の評」と注す。


朝顔．２．５．４

■　「あな、かたじけな1。

◇　「何とも、もったいない。

■　あながちに情なさけおくれても、もてなしきこえたまふらむ」

◇　どうしてむやみにつれないお仕打ちをなさるのでしょう」

■　「軽かるらかにおし立たちてなどは見みえたまはぬ御みけしきを。

◇　「軽々しく無体なこととはお見えにならない態度なのに。

■　心苦こころぐるしう」

◇　お気の毒な」


1 【あなかたじけな】以下「心苦しう」まで、女房の詞。


朝顔．２．５．５

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　げに、人ひとのほどの1、をかしきにも、あはれにも、思おぼし知しらぬにはあらねど、

◇　なるほど、君のお人柄の、素晴らしいのも、慕わしいのも、お分かりにならないのではないが、

■　「もの思おもひ知しるさまに2見みえたてまつるとて、おしなべての世よの人ひとのめできこゆらむ列つらにや思おもひなされむ。

◇　「ものの情理をわきまえた人のように見ていただいたとしても、世間一般の人がお褒め申すのとひとしなみに思われるだろう。

■　かつは、軽々かるがるしき心こころのほども見知みしりたまひぬべく、恥はづかしげなめる御おほむありさまを」

◇　また一方では、至らぬ心のほどもきっとお見通しになるに違いなく、気のひけるほど立派なお方だから」

■　と思おぼせば3、

◇　とお思いになると、

■　「なつかしからむ情なさけも4、いとあいなし。

◇　「親しそうな気持ちをお見せしても、何にもならない。

■　よその御返おほむかへりなどは、うち絶たえで、おぼつかなかるまじきほどに聞きこえたまひ5、人伝ひとづての御応おほむいらへ、はしたなからで過すぐしてむ。

◇　さし障りのないお返事などは、引き続き、御無沙汰にならないくらいに差し上げなさって、人を介してのお返事、失礼のないようにしていこう。

■　年としごろ、沈しづみつる罪失つみうしなふばかり御行おほむおこなひを6」

◇　長年、仏事に無縁であった罪が消えるように仏道の勤行をしよう」

■　とは思おぼし立たてど7、

◇　とは決意はなさるが、

■　「にはかにかかる御おほむことをしも8、もて離はなれ顔がほにあらむも、なかなか今いまめかしきやうに見みえ聞きこえて、人ひとのとりなさじやは」

◇　「急にこのようなご関係を、断ち切ったようにするのも、かえって思わせぶりに見えもし聞こえもして、人が噂しはしまいか」

■　と、世よの人ひとの口くちさがなさを思おぼし知しりにしかば、かつ、さぶらふ人ひとにもうちとけたまはず、いたう御心みこころづかひしたまひつつ、やうやう御行おほむおこなひをのみしたまふ。

◇　と、世間の人の口さがないのをご存知なので、一方では、伺候する女房たちにも気をお許しにならず、たいそうご用心なさりながら、だんだんとご勤行一途になって行かれる。


1 【げに人のほどの】「げに」は朝顔の姫君と語り手の気持ちが一体化した表現。『完訳』は「姫君の心内に即した叙述。部分的に直接話法が混じる」と注す。

2 【もの思ひ知るさまに】以下「御ありさまを」まで、朝顔の姫君の心中。

3 【と思せば】語り手の叙述。

4 【なつかしからむ情けも】以下「行なひを」まで、再び朝顔の姫君の心中。

5 【聞こえたまひ】『完訳』は「間接話法ゆえの尊敬語」と注す。

6 【年ごろ沈みつる罪失ふばかり御行なひを】斎院として仏道から離れていたことを「沈みつる罪」と自覚する。

7 【とは思し立てど】語り手の叙述。

8 【にはかにかかる御ことをしも】以下「人のとりなさじやは」まで、再び朝顔の姫君の心中。


朝顔．２．５．６

■　御兄弟おほむはらからの君達きむだちあまたものしたまへど1、ひとつ御腹おほむはらならねば、いとうとうとしく、宮みやのうちいとかすかになり行ゆくままに、さばかりめでたき人ひとの、ねむごろに2御心みこころを尽つくしきこえたまへば、皆人みなひと、心こころを寄よせきこゆるも、ひとつ心こころと見みゆ。

◇　ご兄弟の君達は多数いらっしゃるが、同腹ではないので、まったく疎遠で、宮邸の中がたいそうさびれて行くにつれて、あのような立派な方が、熱心にご求愛なさるので、一同そろって、お味方申すのも、誰の思いも同じと見える。


1 【御兄弟の君達あまたものしたまへど】朝顔の姫君の兄弟。物語には登場しない。

2 【宮のうちいとかすかになり行くままにさばかりめでたき人のねむごろに】故桃園式部卿宮邸の荒廃、その女主人への源氏の求愛、取り巻きの女房の心理。故常陸宮邸の末摘花の物語に類似。


第三章　紫の君の物語　冬の雪の夜の孤影

第一段　紫の君、嫉妬す

朝顔．３．１．１

■　大臣おとどは、あながちに思おぼしいらるるにしもあらねど、つれなき御みけしきのうれたきに、負まけてやみなむも口惜くちをしく、げにP14はた、人ひとの御おほむありさま1、世よのおぼえことに、あらまほしく、ものを深ふかく思おぼし知しり、世よの人ひとの、とあるかかるけぢめも聞きき集あつめたまひて、昔むかしよりもあまた経へまさりて思おぼさるれば、今いまさらの御おほむあだけP15も、かつは世よのもどきをも思おぼしながら、

◇　大臣は、やみくもにご執心というわけではないが、つれない態度が腹立たしいので、負けて終わるのも悔しく、なるほどそれは、確かにご自身の人品や、世の評判は格別で、申し分なく、物事の道理を深くわきまえ、世間の人々の、それぞれの生き方の違いも広くお知りになって、昔よりも経験を多く積んでいらっしゃるので、今さらのお浮気事も、一方では世間の非難をお分りになりながら、

■　「むなしからむは2、いよいよ人笑ひとわらへなるべし。

◇　「このまま空しく引き下がっては、ますます物笑いとなるであろう。

■　いかにせむ」

◇　どうしたらよいものか」

■　と、御心動みこころうごきて、二条院にでうのゐんに夜離よがれ重かさねたまふを、女君をむなぎみは、たはぶれにくくS12のみ思おぼす3。

◇　と、お心が騒いで、二条院にお帰りにならない夜がお続きになるのを、女君は、冗談でなく恋しいとばかりお思いになる。

■　忍しのびたまへど、いかがうちこぼるる折をりもなからむ4。

◇　我慢していらっしゃるが、どうして涙がこぼれる時がないであろうか。


P14 げに--け（け/+に）

P15 御あだけ--御仇（仇/＄あたけ）

S12 ありぬやと試みがてらあひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき（古今集俳諧歌-一〇二五　読人しらず）

1 【げにはた人の御ありさま】「げに」は語り手が納得したニュアンス。『完訳』は「以下、源氏は反転して、自らを凝視し、姫君への恋慕に自制的」。また「人の御ありさま」について『完訳』は「源氏の人柄。一説には「あらまほしく」まで姫君とする」と注す。

2 【むなしからむは】以下「いかにせむ」まで、源氏の心中。

3 【たはぶれにくくのみ思す】「ありぬやとこころみがてらあひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき」（古今集俳諧歌、一〇二五、読人しらず）。『集成』は「冗談もならぬほど恋しくてたまらぬお気持である」と訳す。

4 【いかがうちこぼるる折もなからむ】「いかが--む」反語表現。『完訳』は「語り手が、紫の上の涙を想像」と注す。


朝顔．３．１．２

■　「あやしく例れいならぬ御みけしきこそ、心得こころえがたけれ1」

◇　「不思議にいつもと違ったご様子が、理解できませんね」


1 【あやしく例ならぬ御けしきこそ心得がたけれ】源氏の詞。


朝顔．３．１．３

■　とて、御髪みぐしをかきやりつつ、いとほしと思おぼしたるさまも、絵ゑに描かかまほしき御おほむあはひなり1。

◇　と言って、お髪をかき撫でながら、おいたわしいと思っていらっしゃる様子も、絵に描きたいようなお間柄である。


1 【絵に描かまほしき御あはひなり】『完訳』は「語り手が、二人の心情とは別に、理想の夫婦仲とする点に注意」と注す。表面と内面は別。冷えた関係。


朝顔．３．１．４

■　「宮亡みやうせたまひて後1のち、主上うへのいとさうざうしげにのみ世よを思おぼしたるも、心苦こころぐるしう見みたてまつり、太政大臣おほきおとどもものしたまはで、見譲みゆづる人ひとなきことしげさになむ。

◇　「宮がお亡くなりになって後、主上がとてもお寂しそうにばかりしていらっしゃるのも、おいたわしく拝見していますし、太政大臣もいらっしゃらないので、政治を見譲る人がいない忙しさです。

■　このほどの絶たえ間まなどを、見みならはぬことに思おぼすらむも、ことわりに、あはれなれど、今いまはさりとも、心こころのどかに思おぼせ。

◇　このごろの家に帰らないことを、今までになかったことのようにお恨みになるのも、もっともなことで、お気の毒ですが、今はいくら何でも、安心にお思いなさい。

■　おとなびたまひためれど2、まだいと思おもひやりもなく、人ひとの心こころも見知みしらぬさまにものしたまふこそ、らうたけれ」

◇　おとなのようにおなりになったようですが、まだ深いお考えもなく、わたしの心もまだお分りにならないようでいらっしゃるのが、かわいらしい」


1 【宮亡せたまひて後】以下「らうたけれ」まで、源氏の詞。「宮」は藤壺をさす。

2 【おとなびたまひためれど】紫の上についていう。


朝顔．３．１．５

■　など、まろがれたる御額髪おほむひたひがみ、ひきつくろひたまへど、いよいよ背そむきてものも聞きこえたまはず。

◇　などと言って、涙でもつれている額髪、おつくろいになるが、ますます横を向いて何とも申し上げなさらない。

朝顔．３．１．６

■　「いといたく1若わかびたまへるは、誰たがならはしきこえたるぞ」

◇　「とてもひどく子どもっぽくしていらっしゃるのは、誰がおしつけ申したことでしょう」


1 【いといたく】以下「きこえたるぞ」まで、源氏の詞。


朝顔．３．１．７

■　とてP16、

◇　と言って、

■　「常つねなき世よに、かくまで心置こころおかるるもあぢきなのわざや1」

◇　「無常の世に、こうまで隔てられるのもつまらないことだ」

■　と、かつはうち眺ながめたまふ。

◇　と、一方では物思いに耽っていらっしゃる。


P16 とて--と（と/+て）

1 【常なき世にかくまで心置かるるもあぢきなのわざや】源氏の心中。『集成』は「いつ死ぬか分らぬ無常な世に、このいとしい人にこんなにまで怨まれるのも、つまらぬことよと、前斎院のことを思う一方、浮かぬ思いでいらっしゃる」。『完訳』は「どうせ短い人生、せめて自分も人も心を分け合って生きたい、の願望。「心おく」は警戒する意」と注す。


朝顔．３．１．８

■　「斎院さいゐんにはかなしごと聞きこゆるや1、もし思おぼしひがむる方かたある。

◇　「斎院にとりとめのない文を差し上げたのを、もしや誤解なさっていることがありませんか。

■　それは、いともて離はなれたることぞよ。

◇　それは、大変な見当違いのことですよ。

■　おのづから見みたまひてむ。

◇　自然とお分かりになるでしょう。

■　昔むかしよりこよなうけどほき御心みこころばへなるを、さうざうしき折々をりをり、ただならで聞きこえ悩なやますに2、かしこもつれづれにものしたまふ所ところなれば、たまさかの応いらへなどしたまへど、まめまめしきさまにもあらぬを、かくなむあるとしも、愁うれへきこゆべきことにやは3。

◇　昔からまったくよそよそしいお気持ちなので、もの寂しい時々に、恋文めいたものを差し上げて困らせたところ、あちらも所在なくお過ごしのところなので、まれに返事などなさるが、本気ではないので、こういうことですと、不平をこぼさなければならないようなことでしょうか。

■　うしろめたうはあらじとを、思おもひ直なほしたまへ」

◇　不安なことは何もあるまいと、お思い直しなさい」


1 【斎院にはかなしごと聞こゆるや】以下「思ひ直したまへ」まで、源氏の詞。

2 【ただならで聞こえ悩ますに】『集成』は「心を静めがたくて、お便りをさし上げてお困らせすると」。『完訳』は「恋文めかしたお手紙をさしあげてお困らせ申しあげたところ」と訳す。

3 【かくなむあるとしも愁へきこゆべきことにやは】『集成』は「こういうことですなどと（前斎院とのことがうまくゆかないなどと）あなたに泣き事を申さねばならないことでしょうか。反語」と訳す。


朝顔．３．１．９

■　など、日一日慰ひひとひなぐさめきこえたまふ。

◇　などと、一日中お慰め申し上げなさる。

第二段　夜の庭の雪まろばし

朝顔．３．２．１

■　雪ゆきのいたう降ふり積つもりたる上うへに、今いまも散ちりつつ、松まつと竹たけとのけぢめをかしう見みゆる夕暮ゆふぐれに1、人ひとの御容貌おほむかたちも光ひかりまさりて見みゆ2。

◇　雪がたいそう降り積もった上に、今もちらちらと降って、松と竹との違いがおもしろく見える夕暮に、君のご容貌も一段と光り輝いて見える。


1 【雪のいたう降り積もりたる上に今も散りつつ松と竹とのけぢめをかしう見ゆる夕暮に】夕暮の松と竹の枝に雪の降り積もるかっこうでその違いが区別される様子。

2 【人の御容貌も光まさりて見ゆ】源氏をさす。


朝顔．３．２．２

■　「時々ときどきにつけてもS13,1、人ひとの心こころを移うつすめる花紅葉はなもみぢの盛さかりよりも、冬ふゆの夜よの澄すめる月つきに、雪ゆきの光ひかりあひたる空そらこそ、あやしう、色いろなきものの、身みにしみて、この世よのほかのことまで3思おもひ流ながされ、おもしろさもあはれさも、残のこらぬ折をりなれ2。

◇　「季節折々につけても、人が心を惹かれるらしい花や紅葉の盛りよりも、冬の夜の冴えた月に、雪の光が照り映えた空こそ、妙に、色のない世界ですが、身に染みて感じられ、この世の外のことまで思いやられて、おもしろさもあわれさも、尽くされる季節です。

■　すさまじき例ためしに言いひ置おきけむ人ひとの心浅こころあささよ」

◇　興醒めな例としてとして言った人の考えの浅いことよ」


S13 春秋に思ひ乱れて分きかねつ時につけつつ移る心は（拾遺集雑下-五〇九　紀貫之）

1 【時々につけても】以下「人の心浅さよ」まで、源氏の詞。「春秋に思ひ乱れて分きかねつ時につけつつ移る心は」（拾遺集雑下、五〇九、紀貫之）を踏まえる。

2 【人の心を移すめる花紅葉の盛りよりも冬の夜の澄める月に雪の光りあひたる空こそあやしう色なきものの身にしみてこの世のほかのことまで思ひ流されおもしろさもあはれさも残らぬ折なれ】源氏の口を通して語らせた作者の冬の雪明りの夜の美意識。中世の美意識の先駆的なもの。「いざかくてをりに明かしてむ冬の月春の花にも劣らざりけり」（拾遺集雑秋、一一四六、清原元輔）。

3 【この世のほかのことまで】来世をさす。『完訳』は「源氏の脳裡には亡き藤壺が去来していよう」と注す。


朝顔．３．２．３

■　とて、御簾巻みすまき上あげS14させたまふ1。

◇　と言って、御簾を巻き上げさせなさる。


S14 遺愛寺鐘*枕聴　香鑪峯雪撥簾看（白氏文集巻十六、*=埼-土,+欠〈右〉）

1 【御簾巻き上げさせたまふ】『白氏文集』の「香炉峯の雪は簾を撥げて看る」を踏まえた表現。


朝顔．３．２．４

■　月つきは隈くまなくさし出いでて、ひとつ色いろに見みえ渡わたされたるに、しをれたる前栽せんさいの蔭心苦かげこころぐるしうP17、遣水やりみづもいといたうむせびて、池いけの氷こほりもえもいはずすごきに、童女下わらはべおろして、雪ゆきまろばしせさせたまふ。

◇　月は隈なく照らして、一色に見渡される中に、萎れた前栽の影も痛々しく、遣水もひどく咽び泣くように流れて、池の氷もぞっとするほど身に染みる感じで、童女を下ろして、雪まろばしをおさせになる。


P17 心苦しう--心くる（る/+し〈朱〉）う


朝顔．３．２．５

■　をかしげなる姿すがた、頭かしらつきども、月つきに映はえて、大おほきやかに馴なれたるが、さまざまの衵乱あこめみだれ着ぎ、帯おびしどけなき宿直姿とのゐすがた、なまめいたるに2、こよなうあまれる髪かみの末すゑ、白しろきにはましてもてはやしたる、いとけざやかなり。

◇　かわいらしげな姿、お髪の恰好が、月の光に映えて、大柄の物馴れた童女が、色とりどりの衵をしどけなく着て、袴の帯もゆったりした寝間着姿、優美なうえに、衵の裾より長い髪の末が、白い雪を背景にしていっそう引き立っているのは、たいそう鮮明な感じである。

■　小ちひさきは、童わらはげてよろこび走はしるに、扇あふぎなども落おとして、うちとけ顔がほをかしげなり。

◇　小さい童女は、子どもらしく喜んで走りまわって、扇なども落として、気を許しているのがかわいらしい。

■　いと多おほうまろばさらむと3、ふくつけがれど、えも押おし動うごかさでわぶめり。

◇　たいそう大きく丸めようと、欲張るが、転がすことができなくなって困っているようである。

■　かたへは、東ひむがしのつまなどに出いでゐて、心こころもとなげに笑わらふ。

◇　またある童女たちは、東の縁先に出ていて、もどかしげに笑っている。


1? 【月は隈なくさし出でてひとつ色に見え渡されるにしをれたる前栽の蔭心くるしう遣水もいといたうむせびて池の氷もえもいはずすごきに童女へ下ろして雪まろばしせさせたまふ】白と黒との無色の世界。遣水の流れを擬人法で描写、池の氷の無情な様子。源氏の荒寥寂寞とした心中との景情一致の世界、また源氏の心象風景であろう。そこに、童女を雪の庭に下ろして、かろうじて、色彩が加わり、人心を取り戻す。

2 【なまめいたるに】『集成』は「あでやかなのに」。『完訳』は「みずみずしくいきな感じであるところへ」と訳す。

3 【まろばさらむと】大島本は「まろはさらむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まろばさむ」と「ら」を削除する。


第三段　源氏、往古の女性を語る

朝顔．３．３．１

■　「一年ひととせ、中宮ちゅうぐうの御前おまへに1雪ゆきの山作やまつくられたりし、世よに古ふりたることなれど、なほめづらしくもはかなきことをしなしたまへりしかな。

◇　「先年、中宮の御前に雪の山をお作りになったのは、世間で昔からよく行われてきたことですが、やはり珍しい趣向を凝らしてちょっとした遊び事をもなさったものでしたなあ。

■　何なにの折々をりをりにつけても、口惜くちをしう飽あかずもあるかな2。

◇　どのような折々につけても、残念でたまたない思いですね。

■　いとけどほくもてなしたまひて、くはしき御おほむありさまを見みならしたてまつりしことはなかりしかど、御交おほむまじらひのほどに、うしろやすきものには思おぼしたりきかし。

◇　とても隔てを置いていらして、詳しいご様子は拝したことはございませんでしたが、宮中生活の中で、心安い相談相手としては、お考えくださいました。

■　うち頼たのみきこえて、とあることかかる折をりにつけて、何なにごとも聞きこえかよひしに、もて出いでてらうらうじきことも見みえたまはざりしかど、いふかひあり、思おもふさまに、はかなきことわざをもしなしたまひしはや3。

◇　ご信頼申し上げて、あれこれと何か事のある時には、どのようなこともご相談申し上げましたが、表面には巧者らしいところはお見せにならなかったが、十分で、申し分なく、ちょっとしたことでも格別になさったものでした。

■　世よにまた、さばかりのたぐひありなむやP18,4。

◇　この世にまた、あれほどの方がありましょうか。

■　やはらかにおびれたるものから、深ふかうよしづきたるところの、並ならびなくものしたまひしを、君きみこそは、さいへど、紫むらさきのゆゑ、こよなからずものしたまふめれど5、すこしわづらはしき気添けそひて、かどかどしさのすすみたまへるや6、苦くるしからむ。

◇　しとやかでいらっしゃる一面、奥深い嗜みのあるところは、又となくいらっしゃったが、あなたこそは、そうはいっても、紫の縁で、たいして違っていらっしゃらないようですが、少しこうるさいところがあって、利発さの勝っているのが、困りますね。

■　前斎院ぜんさいゐんの御心みこころばへは、またさまことにぞ見みゆる。

◇　前斎院のご性質は、また格別に見えます。

■　さうざうしきに、何なにとはなくとも聞きこえあはせ、われも心こころづかひせらるべきあたり、ただこの一所ひとところや、世よに残のこりたまへらむ」

◇　心寂しい時に、何か用事がなくても便りをしあって、自分も気を使わずにはいられないお方は、ただこのお一方だけが、世にお残りでしょうか」


P18 なむや--*なむ

1 【一年中宮の御前に】以下「世に残りたまへらむ」まで、源氏の詞。

2 【何の折々につけても口惜しう飽かずもあるかな】藤壺崩御後の寂寥感を吐露する。

3 【いふかひあり思ふさまにはかなきことわざをもしなしたまひしはや】『集成』は「立派に、申し分なく、ほんのちょっとしたことでも格別のなさりようでした」と訳す。

4 【たぐひありなむや】大島本は「たくひありなむ」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「ありなむや」と「や」を補訂する。底本は次の「やはらかに」の「や」と目移りして脱字したものか。「や」を補訂する。

5 【君こそはさいへど紫のゆゑこよなからずものしたまふめれど】「紫の一本とゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ見る」（古今集雑上、八六七、読人しらず）「知らねども武蔵野といへばかこたれぬよしやさこそは紫のゆゑ」（古今六帖、五）。あなた（紫の上）は故藤壺中宮の縁者ゆえに身分も格別である、という。

6 【すこしわづらはしき気添ひてかどかどしさのすすみたまへるや】『集成』は「利発さの勝っておられるところが」。『完訳』は「きかぬ気の勝ちすぎていらしゃるのが」と訳す。


朝顔．３．３．２

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

朝顔．３．３．３

■　「尚侍ないしのかみこそは1、らうらうじくゆゑゆゑしき方かたは、人ひとにまさりたまへれ。

◇　「尚侍は、利発で奥ゆかしいところは、どなたよりも優れていらっしゃるでしょう。

■　浅あさはかなる筋すぢなど、もて離はなれたまへりける人ひとの御心みこころを2、あやしくもありけることどもかな」

◇　軽率な方面などは、無縁なお方でいらしたのに、不思議なことでしたね」


1 【尚侍こそは】以下「ありけることどもかな」まで、紫の上の詞。

2 【浅はかなる筋などもて離れたまへりける人の御心を】紫の上は、朧月夜尚侍を軽率な振る舞いなど無関係な人柄であったのに、と評すが、源氏とのスキャンダルについて事の真相を質そうとするさぐりの言葉であろうか。


朝顔．３．３．４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

朝顔．３．３．５

■　「さかし1。

◇　「そうですね。

■　なまめかしう容貌かたちよき女をむなの例ためしには、なほ引ひき出いでつべき人ひとぞかし。

◇　優美で器量のよい女性の例としては、やはり引き合いに出さなければならない方ですね。

■　さも思おもふに、いとほしく悔くやしきことの多おほかるかな。

◇　そう思うと、お気の毒で悔やまれることが多いのですね。

■　まいて、うちあだけ好すきたる人2ひとの、年積としつもりゆくままに、いかに悔くやしきこと多おほからむ。

◇　まして、浮気っぽい好色な人が、年をとるにつれて、どんなにか後悔されることが多いことでしょう。

■　人ひとよりはことなき静しづけさ3、と思おもひしだに4」

◇　誰よりもはるかにおとなしい、と思っていましたわたしでさえですから」


1 【さかし】以下「と思ひしだに」まで、源氏の詞。古りせぬ好色心の末路が、源典侍によって照射される一方で、藤壺の死があり、人の世の皮肉な無常感がこの巻の主題となっている。物語の伝統である「色好み」「好き心」が問い直されている巻である。

2 【うちあだけ好きたる人】好色な男。

3 【ことなき静けさ】大島本は「ことなき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「こよなき」と校訂する。

4 【思ひしだに】『完訳』は「下に、こんなに後悔が多いのだから、の意。自らの述懐である」と注す。


朝顔．３．３．６

■　など、のたまひ出いでて、尚侍かむの君きみの御おほむことににも1、涙なみだすこしは落おとしたまひつ。

◇　などと、お口になさって、尚侍の君の御事にも、涙を少しはお落としなった。


1 【尚侍の君の御ことににも】大島本は「御ことににも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御ことにも」と「に」を削除する。


朝顔．３．３．７

■　「この、数かずにもあらず1おとしめたまふ山里やまざとの人ひとこそは、身みのほどにはややうち過すぎ、ものの心こころなど得えつべけれど、人ひとよりことなべきものなれば2、思おもひ上あがれるさまをも、見消みけちてはべるかな3。いふかひなき際きはの人ひとはまだ見みず。人ひとは、すぐれたるは、かたき世よなりや。

　東ひむがしの院ゐんにながむる人ひとの心こころばへこそ、古ふりがたくらうたけれ4。さはた、さらにえあらぬものを、さる方かたにつけての心こころばせ、人ひとにとりつつ見みそめしより、同おなじやうに世よをつつましげに思おもひて過すぎぬるよ。今いまはた、かたみに背そむくべくもあらず、深ふかうあはれと思おもひはべる」

◇　「あの、人数にも入らないほどさげすんでいらっしゃる山里の女は、身分にはやや過ぎて、物の道理をわきまえているようですが、他の人とは同列に扱えない人ですから、気位を高くもっているのも、見ないようにしております。お話にもならない身分の人はまだ知りません。人というものは、すぐれた人というのはめったにいないものですね。

東の院に寂しく暮らしている人の気立ては、昔に変わらず可憐なものがあります。あのように、はとてもできないものですが。その方面につけての気立てのよさで、世話するようになって以来、同じように夫婦仲を遠慮深げな態度で過ごしてきましたよ。今はもう、互いに別れられそうなく、心からいとしいと思っております」


1 【この数にもあらず】以下「と思ひはべる」まで、源氏の詞。

2 【ことなべきものなれば】大島本は「ことなへき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことなるべき」と「る」を補訂する。

3 【思ひ上がれるさまをも見消ちてはべるかな】『集成』は「気位の高いところなども無視しているのです」。『完訳』は「気位の高い様子もたいしたこととは思わないのでいるのです」と訳す。

4 【東の院にながむる人の心ばへこそ古りがたくらうたけれ】花散里をいう。


朝顔．３．３．８

■　など、昔今むかしいまの御物語おほむものがたりに夜更よふけゆく。

◇　などと、昔の話や今の話などに夜が更けてゆく。

第四段　藤壺、源氏の夢枕に立つ

朝顔．３．４．１

■　月つきいよいよ澄すみて、静しづかにおもしろし1。

◇　月がいよいよ澄んで、静かで趣がある。

■　女君をむなぎみ、

◇　女君、


1 【月いよいよ澄みて静かにおもしろし】時間の経過とさらに研ぎ澄まされてゆく心を象徴する。


朝顔．３．４．２

■　「氷閉こほりとぢ石間いしまの水みづは行ゆきなやみ

空澄そらすむ月つきの影かげぞ流ながるる」

◇　「氷に閉じこめられた石間の遣水は流れかねているが

空に澄む月の光はとどこおりなく西へ流れて行く」

朝顔．３．４．３

■　外とを見出みいだして、すこし傾かたぶきたまへるほど、似にるものなくうつくしげP19なり。

◇　外の方を御覧になって、少し姿勢を傾けていらっしゃるところ、似る者がないほどかわいらしげである。

■　髪かむざし、面様おもやうの、恋こひきこゆる人2ひとの面影おもかげにふとおぼえて、めでたければ、いささか分わくる御心みこころもとり重かさねつべし3,4。

◇　髪の具合、顔立ちが、恋い慕い申し上げている方の面影のようにふと思われて、素晴らしいので、少しは他に分けていらっしゃったご寵愛もあらためてお加えになることであろう。

■　鴛鴦をしのうち鳴なきたるに、

◇　鴛鴦がちょっと鳴いたので、


P19 うつくしげ--うつ（つ/+く〈朱〉）しけ

1? 【氷閉ぢ石間の水は行き悩み空澄む月の影ぞ流るる】紫の上の独詠歌。『集成』は「氷が張って石の間を流れる遣水は流れかねていますが、空に澄む月の光はとどこおることなく西に向ってゆきます。「ながるる」は、氷の面に映じながら移る景をいう。庭を眺めての叙景の歌である」。『完訳』は「「行き」「生き」、「澄む」「住む」、「流るる」「泣かるる」、「空」「嘘言」の掛詞。自身を石間の水に、源氏を月影にたとえ、孤心を形象」「氷の張った石間の水は流れかねているけれども、空に澄む月影は西へと傾いてゆきます--私は閉じこめられて、どう生きていけばよいのか悩んでおりますので、嘘ばっかりおっしゃって私を離れていこうとするあなたのお顔を見ると泣けてきます」。『新大系』は「冬夜の庭と月光に触発された歌。先刻までの朝顔姫君への嫉妬も、自然観照のうちに封じこめられる。石間の水に自身を、月光に源氏を喩えたとする読み方もあるが、とらない」と注す。

2 【恋ひきこゆる人】藤壺をさす。

3 【いささか分くる御心もとり重ねつべし】『集成』は「源氏の気持をそのまま地の文として書いたもの」と注す。『新大系』は「いささか他の女（朝顔姫君）に分けているお気持も、きっと（紫上に）さらに加わることだろう」と訳す。

4 【とり重ねつべし】とり返されつへし為−とりかへしへし肖−とりかさね（さね＄へし）つへし三河内本は一本（宮）が「とりかへしつへし」、別本四本（陽坂平国）は「とりかへしつへし」。源氏の心が紫の上に、「取り重ねつべし」又は「取り返しつべし」という重要な相違。そして、「取り返す」の場合、それは誰にか。紫の上にか、あるいは藤壺にか。藤壺という解釈も有効である。


朝顔．３．４．４

■　「かきつめて昔恋むかしこひしき雪ゆきもよに

あはれを添そふる鴛鴦をしの浮寝うきねか1」

◇　「何もかも昔のことが恋しく思われる雪の夜に

いっそうしみじみと思い出させる鴛鴦の鳴き声であることよ」


1 【かきつめて昔恋しき雪もよにあはれを添ふる鴛鴦の浮寝か】源氏の独詠歌。『集成』は「あれもこれも昔のことが恋しく思われる雪の降る中に、哀れをそそる鴛鴦の浮き寝であることよ。「かきつめて」は、かき集めて。「昔」は、藤壺のこと。「鴛鴦の浮寝」は、紫の上との間柄を意味していよう」。『完訳』は「「むかし恋しき」は藤壺追懐の情。「雪もよに」は「雪もよよに」の約か。「鴛鴦のうきね」は、藤壺を亡くした悲情を象徴。前述の、雪の夜にかたどられた心象風景に連なり、亡き藤壺への哀傷を詠む。同じく雪の夜を詠みながらも、紫の上の孤心と、源氏の哀傷という相違に注意」と注す。


朝顔．３．４．５

■　入いりたまひても1、宮みやの御おほむことを思おもひつつ大殿籠おほとのごもれるに、夢ゆめともなくほのかに見みたてまつる2、いみじく恨うらみたまへる御みけしきにて、

◇　お入りになっても、宮のことを思いながらお寝みになっていると、夢ともなくかすかにお姿を拝するが、たいそうお怨みになっていらっしゃるご様子で、


1 【入りたまひても】『集成』は「奥に」。『完訳』は「御寝所に」と訳す。同床異夢の源氏と紫の上。

2 【ほのかに見たてまつる】大島本は「ミたてまつるを（を＄）」とある。すなわち「を」をミセケチにする。『新大系』は底本の削除に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「見たてまつるを」と校訂する。


朝顔．３．４．６

■　「漏もらさじとのたまひしかど1、憂うき名なの隠かくれなかりければ、恥はづかしう、苦くるしき目めを見みるにつけても、つらくなむ」

◇　「漏らさないとおっしゃったが、つらい噂は隠れなかったので、恥ずかしく、苦しい目に遭うにつけ、つらい」


1 【漏らさじとのたまひしかど】以下「つらくなむ」まで、源氏の夢の中の藤壺の詞。『集成』は「紫の上に自分のことを語ったのを恨んでいる。女としての悲しい嫉妬の思いが篭められている」と注す。


朝顔．３．４．７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御応おほむいらへ聞きこゆと思おぼすに1、襲おそはるる心地ここちして、女君をむなぎみの、

◇　お返事を申し上げるとお思いになった時、ものに襲われるような気がして、女君が、


1 【御応へ聞こゆと思すに】『集成』は「何かお答え申し上げているつもりが」。『完訳』は「ご返事申しあげているとお思いのときに」と訳す。


朝顔．３．４．８

■　「こは、など、かくは1」

◇　「これは、どうなさいました、このように」


1 【こはなどかくは】紫の上の詞。


朝顔．３．４．９

■　とのたまふに、おどろきて、いみじく口惜しく1、胸のおきどころなく騒げば、抑へて、涙も流れ出でにけり。

◇　とおっしゃったのに、目が覚めて、ひどく残念で、胸の置きどころもなく騒ぐので、じっと抑えて、涙までも流していたのであった。

■　今も2、いみじく濡らし添へたまふ。

◇　今もなお、ひどくお濡らし加えになっていらっしゃる。


1 【いみじく口惜しく】夢の覚めたことをさす。藤壺への執心。

2 【今も】夢から覚めた今も、の意。


朝顔．３．４．１０

■　女君、いかなることにかと思すに、うちもみじろかで臥したまへり。

◇　女君が、どうしたことかとお思いになるので、身じろぎもしないで横になっていらっしゃった。

朝顔．３．４．１１

■　「とけて寝ぬ寝覚さびしき冬の夜に

むすぼほれつる夢の短さ」

◇　「安らかに眠られずふと寝覚めた寂しい冬の夜に

見た夢の短かかったことよ」

第五段　源氏、藤壺を供養す

朝顔．３．５．１

■　なかなか飽かず、悲しと思すに、とく起きたまひて、さとはなくて、所々に御誦経などせさせたまふ。

◇　かえって心満たされず、悲しくお思いになって、早くお起きになって、それとは言わず、所々の寺々に御誦経などをおさせになる。

朝顔．３．５．２

■　「苦しき目見せたまふと1、恨みたまへるも、さぞ思さるらむかし。

◇　「苦しい目にお遭いになっていると、お怨みになったが、きっとそのようにお恨みになってのことなのだろう。

■　行なひをしたまひ、よろづに罪軽げなりし御ありさまながら、この一つことにてぞ、この世の濁りをすすいP20たまはざらむ」

◇　勤行をなさり、さまざまに罪障を軽くなさったご様子でありながら、自分との一件で、この世の罪障をおすすぎになれなかったのだろう」


P20 すすい--すゝ（ゝ/＄す〈朱〉）い

1 【苦しき目見せたまふと】以下「すすいたまはざらむ」まで、源氏の心中。『完訳』は「夢の中で、苦患に責められていらっしゃるとお恨みになったが、宮はさぞそのように自分を恨んでいらっしゃるのだろう」と訳す。


朝顔．３．５．３

■　と、ものの心を深く思したどるに、いみじく悲しければ、

◇　と、ものの道理を深くおたどりになると、ひどく悲しくて、

朝顔．３．５．４

■　「何わざをして1、知る人なき世界におはすらむを、訪らひきこえに参うでて、罪にも代はりきこえP21ばや」

◇　「どのような方法をしてでも、誰も知る人のいない冥界にいらっしゃるのを、お見舞い申し上げて、その罪にも代わって差し上げたい」

■　など、つくづくと思す。

◇　などと、つくづくとお思いになる。


P21 代はりきこえ--かはりき（き/＄）きこえ

1 【何わざをして】以下「代はりきこえばや」まで、源氏の心中。


朝顔．３．５．５

■　「かの御ために1、とり立てて何わざをもしたまはむは、人とがめきこえつべし。

◇　「あのお方のために、特別に何かの法要をなさるのは、世間の人が不審に思い申そう。

■　内裏にも、御心の鬼に思すところやあらむ」

◇　主上におかれても、良心の呵責にお悟りになるかもしれない」


1 【かの御ために】以下「思すところやあらむ」まで、源氏の心中。途中「たまはむ」という敬語表現がまじる。『集成』は「内容は源氏の心中の思いであるが、地の文のような書き方をしている」と注す。


朝顔．３．５．６

■　と、思しつつむほどに、阿弥陀仏を心にかけて念じたてまつりたまふ。

◇　と、気がねなさるので、阿弥陀仏を心に浮かべてお念じ申し上げなさる。

■　「同じ蓮に」

◇　「同じ蓮の上に」

■　とこそは1、

◇　と思って、


1 【同じ蓮にとこそは】『集成』は「極楽の同じ蓮の上に往生しようと。歌のなき人をしたふ--」に続く。極楽の往生人は、蓮華の上に半座をあけて同行の人を待つとされる」。『完訳』は「浄土では夫婦が後から来る伴侶のために蓮華の座をあけて待つ。しかし夫婦ならざる源氏は、一蓮托生を望みえず、絶望の歌を託す」と注す。


朝顔．３．５．７

■　「亡き人を慕ふ心にまかせても

影見ぬ三つの瀬にや惑はむ1」

◇　「亡くなった方を恋慕う心にまかせてお尋ねしても

その姿も見えない三途の川のほとりで迷うことであろうか」


1 【亡き人を慕ふ心にまかせても影見ぬ三つの瀬にや惑はむ】源氏の独詠歌。「亡き人」「影」は藤壺をさす。「水の瀬」「三つの瀬」の掛詞。『新大系』は「女は最初に契った男に負われて三途の川を渡るとされる。冥界でも面会ができぬとする源氏の絶望を詠んだ歌」と注す。


朝顔．３．５．８

■　と思すぞ、憂かりけるとや1。

◇　とお思いになるのは、つらい思いであったとか。


1 【憂かりけるとや】『集成』は「源氏の気持を伝える語り手の言葉」。『完訳』は「語り手の感想」。『新大系』は「源氏の心を語り伝える語り手の言葉」と注す。



２１． 乙女 (をとめ)

第一章　朝顔姫君の物語　藤壺代償の恋の諦め

第一段　故藤壺の一周忌明ける

乙女．１．１．１

■　年変としかはりて1、宮みやの御果おほむはても過すぎぬれば2、世よの中色改なかいろあらたまりて、更衣ころもがへのほどなども今いまめかしきを3、まして祭まつりのころは、おほかたの空そらのけしき心地ここちよげP1なるに4、前斎院さきのさいゐんはつれづれと眺ながめたまふを5、前まへなる桂かつらの下風したかぜ、なつかしきにつけても、若わかき人ひとびとは思おもひ出いづることどもあるに7、大殿おほとのより8、

◇　年が変わって、宮の御一周忌も過ぎたので、世の人々の喪服が平常に戻って、衣更のころなどもはなやかであるが、それ以上に賀茂祭のころは、おおよその空模様も気分がよいのに、前斎院は所在なげに物思いに耽っていらっしゃるが、庭先の桂の木の下を吹く風、慕わしく感じられるにつけても、若い女房たちは思い出されることが多いところに、大殿から、


P1 心地よげ--心ちよ（よ/＄よ）け

1 【年変はりて】前の「朝顔」巻の翌年、源氏三十三歳の正月。

2 【宮の御果ても過ぎぬれば】藤壷の一周忌をさす。崩御は前年三月。

3 【今めかしきを】『集成』は「はなやいだ気分だが」。『完訳』は「目新しくはなやかな趣きであるが」と訳す。

4 【心地よげなるに】接続助詞「に」逆接の意。

5 【前斎院はつれづれと眺めたまふを】朝顔姫君は父桃園式部卿宮の死去を悲しんでいる。

6? 【眺めたまふをおまへなる】なかめ給ふおまへなる明−なかめ給おまへなる証『集成』は「ながめたまふ。御前なる」と整定。藤原定家は格助詞「を」はかならず「を」と表記する。

7 【あるに】格助詞「に」時間の意。

8 【大殿より】源氏をさす。


乙女．１．１．２

■　「御禊みそぎの日ひは、いかにのどやかに思おぼさるらむ」

◇　「御禊の日は、どのようにのんびりとお過ごしになりましたか」

乙女．１．１．３

■　と、訪とぶらひきこえさせたまへり2。

◇　と、お見舞い申し上げなさった。


1? 【御禊の日はいかにのどやかに眺め思さるらむ】源氏の消息文の一部。

2 【訪らひきこえさせたまへり】「きこえさせ」謙譲の補助動詞、朝顔に対する敬意。「たまへ」尊敬の補助動詞、源氏に対する敬意。


乙女．１．１．４

■　「今日けふは1、

かけきやは川瀬かはせの波**もたちかへり

君きみが禊みそぎの藤ふぢのやつれを2」

◇　「今日は、

思いもかけませんでした

再びあなたが禊をなさろうとは」

◆　 
"けふ は、
 かけき や は かはせ の なみ に たちかへり
 きみ が みそぎ の ふぢ の やつれ を"


1 【今日は】以下、和歌の終わりまで、源氏の消息文。

2 【かけきやは川瀬の波もたちかへり君が禊の藤のやつれを】源氏から朝顔姫君への贈歌。「き」過去助動詞、終止形。「やは」連語、反語表現。「藤」（藤衣＝喪服）と「淵」の掛詞。「淵」「河瀬の波」「禊」は縁語。


乙女．１．１．５

■　紫むらさきの紙かみ、立文たてぶみすくよかにて1、藤ふぢの花はなにつけたまへり。

◇　紫色の紙、立て文にきちんとして、藤の花におつけになっていた。

■　折をりのあはれなれば、御返おほむかへりあり。

◇　季節柄、感動をおぼえて、お返事がある。


1 【立文すくよかにて】恋文の体裁ではない普通の手紙の体裁。


乙女．１．１．６

■　「藤衣着ふぢごろもきしは昨日きのふと思おもふまに

今日けふは禊みそぎの瀬せにかはる世よをS1,1

はかなく」

◇　「喪服を着たのはつい昨日のことと思っておりましたのに

もう今日はそれを脱ぐ禊をするとは、何と移り変わりの早い世の中ですこと

はかなくて」


S1 世の中は何か常なる飛鳥川昨日の淵ぞ今日は瀬となる（古今集雑下-九三三　読人しらず）

1 【藤衣着しは昨日と思ふまに今日は禊の瀬にかはる世を】朝顔の返歌。「藤のやつれ」を受けて「藤衣」と返し、「禊」「瀬」はそのまま用いて返す。「世の中は何か常なる飛鳥川昨日の淵ぞ今日は瀬になる」（古今集雑下、九三三、読人しらず）「飛鳥川淵にもあらぬ我が宿も瀬にかはりゆくものにぞありける」（古今集雑下、九九三、伊勢）を踏まえる。無常をいう。


乙女．１．１．７

■　とばかりあるを、例れいの、御目止おほむめとめたまひて1見みおはす。

◇　とだけあるのを、例によって、お目を凝らして御覧になっていらっしゃる。

■　御服直おほむぶくなほしのほどなどにも、宣旨せんじのもとに、所狭ところせきまで、思おぼしやれることどもあるを、院ゐんは2見苦みぐるしきことに思おぼしのたまへど、

◇　喪服をお脱ぎになるころにも、宣旨のもとに、置き所もないほど、お心づかいの品々が届けられたのを、院は見苦しいこととお思いになりお口になさるが、

■　「をかしやかに、けしきばめる御文おほむふみなどの3あらばこそ4、とかくも聞きこえ返かへさめ、年としごろも、おほやけざまの折々をりをりの御訪おほむとぶらひなどは聞きこえならはしたまひて、いとまめやかなれば、いかがは聞きこえも紛まぎらはすべからむ」

◇　「意味ありげな、色めかしいお手紙ならば、何とか申し上げてご辞退するのですが、長年、表向きの折々のお見舞いなどはお馴れ申し上げになっていて、とても真面目な内容なので、どのように言い紛らわしてお断り申したらよいだろうか」

■　と、もてわづらふべし6。

◇　と、困っているようである。


1 【御目止めたまひて】大島本は「御めとめ給て」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御目とどめたまひて」と校訂する。

2 【院は】前斎院の意。朝顔をさす。

3 【をかしやかにけしきばめる御文などの】『完訳』は「懸想文めく思わせぶりの手紙なら」と注す。以下「紛らはすべからむ」まで、宣旨の心中。

4 【あらばこそ】係助詞「こそ」は「聞こえ返さめ」已然形に係る、逆接用法。

5? 【いかがは紛らはすべからむ】大島本「まきらかす」とある。字母「可」は「ハ」の誤写であろう。諸本によって訂正する。反語表現。

6 【ともてわづらふべし】推量助動詞「べし」は語り手の推量。宣旨の心中を忖度。以下の物語展開を興味深々たるものにする表現効果。


第二段　源氏、朝顔姫君を諦める

乙女．１．２．１

■　女五をむなごの宮みやの御方おほむかたにも、かやうに折過をりすぐさず聞きこえたまへば、いとあはれに、

◇　女五の宮の御方にも、このように機会を逃さずお見舞い申し上げるので、とても感心して、

乙女．１．２．２

■　「この君きみの2、昨日今日きの稚児ふけふのちごと思おもひしを、かくおとなびて、訪とぶらひたまふこと。

◇　「この君が、昨日今日までは子供と思っていましたのに、このように成人されて、お見舞いくださるとは。

■　容貌かたちのいともきよらなるに添そへて、心こころさへこそ人ひとにはことに生おひ出いでたまへれ」

◇　容貌のとても美しいのに加えて、気立てまでが人並み以上にすぐれていらっしゃいます」


1? 【女五宮の御方にも】桃園式部卿宮の妹、朝顔の叔母。桃園式部卿宮邸に朝顔と同居。

2 【この君の】以下「生ひ出でたまへれ」まで、女五宮の詞。


乙女．１．２．３

■　と、ほめきこえたまふを、若わかき人ひとびとは笑わらひきこゆ。

◇　とお褒め申し上げるのを、若い女房たちは苦笑申し上げる。

■　こなたにも対面たいめんしたまふ折をりは1、

◇　こちらの方にもお目にかかりなさる時には、


1 【こなたにも対面したまふ折は】女五宮が朝顔の君に。


乙女．１．２．４

■　「この大臣おとどの1、かくいとねむごろに聞きこえたまふめるを、何なにか、今始いまはじめたる御心みこころざしにもあらず2。

◇　「この大臣が、このように心をこめてお手紙を差し上げなさるようですが、どうしてか、今に始まった軽いお気持ちではありません。

■　故宮こみやも3、筋異すぢことになりたまひて、え見みたてまつりたまはぬ嘆なげきを4したまひては、思おもひ立たちしことをあながちにもて離はなれたまひしことなど、のたまひ出いでつつ、悔くやしげにこそ思おぼしたりし折々をりをりありしか。

◇　亡くなられた宮も、その関係が違ってしまわれて、お世話申し上げることができなくなったとお嘆きになっては、考えていたことを無理にお断りになったことだなどと、おっしゃっては、後悔していらっしゃったことがよくありました。


1 【この大臣の】以下「となむ思ひはべる」まで、女五宮の詞。

2 【何か今始めたる御心ざしにもあらず】「何か」は「あらず」に係る、反語表現。

3 【故宮も】桃園式部卿宮をさす。

4 【筋異になりたまひてえ見たてまつりたまはぬ嘆きを】「筋異になりたまひて」は多義的内容を含む表現。『集成』は「（あなたが）斎院という神に仕える特別のご身分になられて、源氏を婿君としてお世話できないことをお悔みになっては」。『完訳』は「あのお方が他家の婿におなりになったので、こちらではお世話申すこともできなくなったとお嘆きになっては」と訳す。


乙女．１．２．５

■　されど、故大殿こおほとのの姫君2ひめぎみものせられし限かぎりは、三さむの宮みやの思おもひたまはむこと3のいとほしさに、とかく言添ことそへきこゆることもなかりしなり。

◇　けれども、故大殿の姫君がいらっしゃった間は、三の宮がお気になさるのが気の毒さに、あれこれと言葉を添えることもなかったのです。

■　今いまは、そのやむごとなくえさらぬ筋すぢにてものせられし人ひとさへ、亡なくなられにしかば4、げに、などてかは、さやうにておはせましも悪あしかるまじと5うちおぼえはべるにも、さらがへりてかくねむごろに聞きこえたまふも、さるべきにもあらむと6なむ思おもひはべる」

◇　今では、そのれっきとした奥方でいらした方まで、お亡くなりになってしまったので、ほんとに、どうしてご意向どおりになられたとしても悪くはあるまいと思われますにつけても、昔に戻ってこのように熱心におっしゃていただけるのも、そうなるはずであったのだろうと存じます」


1? 【思ひ立ちにしことをあながちにもて離れたまひしことなど】桃園式部卿宮の詞を引用。桃園式部卿宮が源氏を婿にと思っていたのを朝顔が強情に断ったという。

2 【故大殿の姫君】葵の上をさす。

3 【三の宮の思ひたまはむこと】葵の上の母、五の宮の姉に当たる。

4 【やむごとなくえさらぬ筋にてものせられし人さへ亡くなられにしかば】『集成』は「れっきとした正室で、のっぴきならぬ間柄でいらした方も。「えさらぬ」は、葵の上の母大宮が源氏の叔母であるという近い姻戚関係をいう」。『完訳』は「重々しく正妻の座にあった人、葵の上。「さへ」は、父式部卿宮はもちろん、葵の上までも、の気持」と注す。

5 【などてかはさやうにておはせましも悪しかるまじと】「などてかは」は「悪しからまじ」に係る反語表現。「さやうにて」は式部卿宮の意向、すなわち源氏との結婚をさす。

6 【さるべきにもあらむと】前世からの因縁であろう、という。


乙女．１．２．６

■　など、いと古代こたいに聞きこえたまふを、心こころづきなしと思おぼして、

◇　などと、いかにも古風に申し上げなさるのを、気にそまぬとお思いになって、

乙女．１．２．７

■　「故宮こみやにも1、しか心こころごはきものに思おもはれたてまつりて過すぎはべりにしを、今いまさらに、また世よになびきはべらむも、いとつきなきことになむ」

◇　「亡き父宮からも、そのように強情な者と思われてまいりましたが、今さらに、改めて結婚しようというのも、ひどくおかしなことでございます」


1 【故宮にも】以下「ことになむ」まで、朝顔の君の詞。


乙女．１．２．８

■　と聞きこえたまひて、恥はづかしげなる御みけしきなれば、しひてもえ聞**こえおもむけたまはず1。

◇　と申し上げなさって、気恥ずかしくなるようなきっぱりとしたご様子なので、無理にもお勧め申し上げることもできない。

◆　 
と きこえ たまひ て、 はづかしげ なる み-けしき なれ ば、 しひて も え おもむけ たまは ず。


1 【しひてもえ聞こえおもむけたまはず】主語は女五の宮。


乙女．１．２．９

■　宮人みやびとも、上下かみしも、みな心こころかけきこえたれば、世よの中なかいとうしろめたくのみ思おぼさるれど1、かの御おほむみづからは、わが心こころを尽つくし2、あはれを見みえきこえて、人ひとの御みけしきのうちもゆるばむほどをこそ待まちわたりたまへ3、さやうにあながちなるさまに、御心破みこころやぶりきこえむなどは、思おぼさざるP2べし。

◇　宮家に仕える人たちも、上下の女房たち、皆が心をお寄せ申していたので、縁談事を不安にばかりお思いになるが、かの当のご自身は、心のありったけを傾けて、愛情をお見せ申して、相手のお気持ちが揺らぐのをじっと待っていらっしゃるが、そのように無理してまで、お心を傷つけようなどとは、お考えにならないのであろう。


P2 思さざる--おほさ（さ/+さ）る

1 【世の中いとうしろめたくのみ思さるれど】『集成』は「（前斎院は、女房たちがいつ源氏を手引きするかもしれないと）毎日ご心配でいらっしゃるが。「世の中」は、男女の仲。源氏との関係をいう」と注す。

2 【かの御みづからはわが心を尽くし】源氏をさす。『集成』は「以下、草子地。前斎院側に立っているので「かの御みづからは」という」と注す。

3 【こそ待ちわたりたまへ】係助詞「こそ」--「たまへ」已然形は、逆接用法。


第二章　夕霧の物語　光る源氏の子息教育の物語

第一段　子息夕霧の元服と教育論

乙女．２．１．１

■　大殿腹おほとの若君ばらの御元服わかぎみのおほむげんぷくのこと1、思おぼしいそぐを、二条にでうの院ゐんにてと思おぼせど、大宮おほみやのいとゆかしげに思おぼしたるもことわりに心苦こころぐるしければ、なほやがてかの殿とのにて2せさせたてまつりたまふ。

◇　大殿腹の若君のご元服のこと、ご準備をなさるが、二条院でとお考えになるが、大宮がとても見たがっていっらしゃったのもごもっともに気の毒なので、やはりそのままあちらの殿で式を挙げさせ申し上げなさる。


1 【大殿腹の若君の御元服のこと】葵の上の生んだ夕霧。十二歳。「大殿腹」は太政大臣の姫君（葵の上）の生んだの意。

2 【かの殿にて】三条宮邸をさす。


乙女．２．１．２

■　右大将1うだいしゃうをはじめきこえて、御伯父おほむをぢの殿とのばら、みな上達部かむだちめのやむごとなき御おほむおぼえことにてのみものしたまへば、主人方あるじがたにも2、我われも我われもと、さるべきことどもは、とりどりに仕つかうまつりたまふ。

◇　右大将をはじめとして、御伯父の殿方は、みな上達部で高貴なご信望厚い方々ばかりでいらっしゃるので、主人方でも、我も我もとしかるべき事柄は、競い合ってそれぞれがお仕え申し上げなさる。

■　おほかた世よゆすりて、所狭ところせき御おほむいそぎの勢いきほひなり。

◇　だいたい世間でも大騒ぎをして、大変な準備のしようである。


1 【右大将】もとの頭中将をさす。「薄雲」巻で、大納言兼右大将になっている。

2 【主人方にも】主催者方、すなわち右大将側をいう。


乙女．２．１．３

■　四位しゐになしてむ1と思おぼし、世人よひとも、さぞあらむと思おもへるを、

◇　四位につけようとお思いになり、世間の人々もきっとそうであろうと思っていたが、

■　「まだいときびはなるほどを2、わが心こころにまかせたる世よにて、しかゆくりなからむも、なかなか目馴めなれたることなり」

◇　「まだたいそう若いのに、自分の思いのままになる世だからといって、そのように急に位につけるのは、かえって月並なことだ」

■　と思おぼしとどめつ。

◇　とお止めになった。


1 【四位になしてむ】源氏の心中。『集成』は「親王の子は従四位下に叙する規定であるが、一世の源氏の子の場合は従五位下が通例である。源氏の場合は親王に准じたものか」と注す。

2 【まだいときびはなるほどを】以下「目馴れたることなり」まで、源氏の心中。


乙女．２．１．４

■　浅葱あさぎにて1殿上てんじゃうに帰かへりたまふを2、大宮おほみやは、飽あかずあさましきことと思おぼしたるぞ、ことわりにいとほしかりける。

◇　浅葱の服で殿上の間にお戻りになるのを、大宮は、ご不満でとんでもないこととお思いになったのは、無理もなく、お気の毒なことであった。

■　御対面おほむたいめんありて3、このこと聞きこえたまふに、

◇　ご対面なさって、このことをお話し申し上げなさると、


1 【浅葱にて】六位の浅緑色の袍姿。

2 【殿上に帰りたまふを】三条宮邸で元服の式を済ませて、六位の袍姿で清涼殿の殿上間に還る。すでに童殿上していたので「帰り」といったもの。

3 【御対面ありて】『集成』は「大宮が源氏にお会いになって」と訳す。


乙女．２．１．５

■　「ただ今2いま、かうあながちにしも、まだきに老おいつかすまじう3はべれど、思おもふやうはべりて、大学だいがくの道みちにしばし習ならはさむの本意ほいはべるにより、今二いまに、三年さむねんをいたづらの年としに思おもひなして4、おのづから朝廷おほやけにも仕つかうまつりぬべきほどにならば、今いま、人ひととなりはべりなむ。

◇　「今のうちは、このように無理をしてまで、まだ若年なので大人扱いする必要はございませんが、考えていることがございまして、大学の道に暫くの間勉強させようという希望がございますゆえ、もう二、三年間を無駄に過ごしたと思って、いずれ朝廷にもお仕え申せるようになりましたら、そのうちに、一人前になりましょう。


1? 【このこときこえたまふに】主語は大宮。

2 【ただ今】以下「と思うたまへる」まで、源氏の詞。

3 【老いつかすまじう】大島本は「をいつかす」とある。すなわち「老（お）いつかす」。「大人にする、元服させる意」（集成）。「大人に扱う意」（新大系）『古典セレクション』は『玉の小櫛』の説に従って「お（生）ひつかす」と校訂する。

4 【いたづらの年に思ひなして】『完訳』は「学生のうちは昇進しない」と注す。


乙女．２．１．６

■　みづからは、九重ここのへのうちに生おひ出いではべりて1、世よの中なかのありさまも知しりはべらず、夜昼よるひる、御前おまへにさぶらひて、わづかになむはかなき書ふみなども習ならひはべりし。

◇　自分は、宮中に成長致しまして、世の中の様子を存じませんで、昼夜、御帝の前に伺候致して、ほんのちょっと学問を習いました。

■　ただ、かしこき御手おほむてより伝つたへはべりしだに、何なにごとも広ひろき心こころを知しらぬほどは2、文ふみの才ざえをまねぶにも、琴笛ことふえの調しらべにも、音耐ねたへず、及およばぬところの多おほくなむはべりける。

◇　ただ、畏れ多くも直接に教えていただきましたのさえ、どのようなことも広い知識を知らないうちは、詩文を勉強するにも、琴や笛の調べにしても、音色が十分でなく、及ばないところが多いものでございました。


1 【みづからは九重のうちに生ひ出ではべりて】源氏、自らの体験を語る。

2 【広き心を知らぬほどは】『集成』は「いろいろな経験を積まぬうちは」。『完訳』は「何事をも広い教養を積まないうちは」と訳す。


乙女．２．１．７

■　はかなき親おやに、かしこき子このまさる例ためしは、いとかたきことになむはべれば、まして、次々伝つぎつぎつたはりつつ、隔へだたりゆかむほどの行ゆく先さき、いとうしろめたなきによりなむ、思おもひたまへおきてはべる。

◇　つまらない親に、賢い子が勝るという話は、とても難しいことでございますので、まして、次々と子孫に伝わっていき、離れてゆく先は、とても不安に思えますので、決めましたことでございます。

乙女．２．１．８

■　高たかき家いへの子ことして、官位爵位心つかさかうぶりこころにかなひ、世よの中盛なかさかりにおごりならひぬれば、学問がくもんなどに身みを苦くるしめむことは、いと遠とほくなむおぼゆべかめる。

◇　高貴な家の子弟として、官位爵位が心にかない、世の中の栄華におごる癖がついてしまいますと、学問などで苦労するようなことは、とても縁遠いことのように思うようです。

■　戯たはぶれ遊あそびを好このみて、心こころのままなる官爵くわんさくに昇のぼりぬれば、時ときに従したがふ世人よひとの、下したには鼻はなまじろきをしつつ、追従ついし、けしきとりつつ従したがふほどは、おのづから人ひととおぼえて、やむごとなきP3やうなれど、時移ときうつり、さるべき人ひとに立たちおくれて、世衰よおとろふる末すゑには、人ひとに軽かるめあなづらるるに、取とるところなき1ことになむはべる。

◇　遊び事や音楽ばかりを好んで、思いのままの官爵に昇ってしまうと、時勢に従う世の人が、内心ではばかにしながら、追従し、機嫌をとりながら従っているうちは、自然とひとかどの人物らしく立派なようですが、時勢が移り、頼む人に先立たれて、運勢が衰えた末には、人に軽んじらればかにされて、取り柄とするところがないものでございます。


P3 やむごとなき--（/+やむこと〈朱〉）なき

1 【取るところなき】大島本は「とるところなき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かかりどころ」と校訂する。


乙女．２．１．９

■　なほ、才ざえをもととしてこそ、大和魂やまとだましひの世よに用もちゐらるる方かたも1強つようはべらめ。

◇　やはり、学問を基礎にしてこそ、政治家としての心の働きが世間に認められるところもしっかりしたものでございましょう。

■　さしあたりては、心こころもとなきやうにはべれども、つひの世よの重鎮おもしとなるべき心こころおきてを習ならひなば、はべらずなりなむ後のちも、うしろやすかるべきによりなむ。

◇　当分の間は、不安なようでございますが、将来の世の重鎮となるべき心構えを学んだならば、わたしが亡くなった後も、安心できようと存じてです。

■　ただ今いまは、はかばかしからずながらも、かくて育はぐくみはべらば2、せまりたる大学だいがくの衆しゅうとて、笑わらひあなづる人ひともよもはべらじと思おもうたまふる」

◇　ただ今のところは、ぱっとしなくても、このように育てていきましたら、貧乏な大学生だといって、ばかにして笑う者もけっしてありますまいと存じます」


1 【なほ才をもととしてこそ大和魂の世に用ゐらるる方も】『集成』は「やはり、学問という基礎があってこそ、政治家としての臨機の力量が世間に重んじられることも、一層強みがございましょう。「大和魂」は、「才」が、儒学（政治学）の知識であるのに対して、わが国の実情に応じた政治的判断や行政能力をいう」と注す。

2 【育みはべらば】主語は源氏。源氏がこのようにして夕霧の育てていったらの意。


乙女．２．１．１０

■　など、聞きこえ知しらせたまへば、うち嘆なげきたまひて、

◇　などと、わけをお話し申し上げになると、ほっと吐息をおつきになって、

乙女．２．１．１１

■　「げに、かくも思おぼし寄よるべかりけることを。

◇　「なるほど、そこまでお考えになって当然でしたことを。

■　この大将だいしゃうなども、あまり引ひき違たがへたる御おほむことなりと、かたぶけはべるめるを2、この幼心地をさなごこちにも、いと口惜くちをしく、大将だいしゃう、左衛門さゑもんの督かみの子こどもなどを、我われよりは下臈げらうと思おもひおとしたりしだに、皆みなおのおの加階かかいし昇のぼりつつ、およすげ3あへるに、浅葱あさぎをいとからしと思おもはれたるに4、心苦こころぐるしくはべるなり5」

◇　ここの大将なども、あまりに例に外れたご処置だと、不審がっておりましたようですが、この子供心にも、とても残念がって、大将や、左衛門督の子どもなどを、自分よりは身分が下だと見くびっていたのさえ、皆それぞれ位が上がり上がりし、一人前になったのに、浅葱をとてもつらいと思っていられるので、気の毒なのでございます」


1? 【げにかくも思し寄るべかりけるを】以下「心苦しくはべるなり」まで、大宮の詞。

2 【かたぶけはべるめるを】大島本は「かたふけ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かたぶき」と校訂する。

3 【およすげ】『河海抄』に「け」に濁符がある。

4 【思はれたるに】大島本は「おもハれたるに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思はれたるが」と校訂する。

5 【心苦しくはべるなり】大島本は「心くるしく」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心苦しう」と校訂する。


乙女．２．１．１２

■　と聞きこえたまへば、うち笑わらひたまひて、

◇　と申し上げなさると、ちょっとお笑いになって、

乙女．２．１．１３

■　「いとおよすげても1恨うらみはべるななりな。

◇　「たいそう一人前になって不平を申しているようですね。

■　いとはかなしや。

◇　ほんとうにたわいないことよ。

■　この人ひとのほどよ」

◇　あの年頃ではね」


1 【いとおよすげても】以下「人のほどよ」まで、源氏の詞。「も」は係助詞、強調の意。接続助詞、逆接の意もあるが、とらない。


乙女．２．１．１４

■　とて、いとうつくしと思おぼしたり。

◇　と言って、とてもかわいいとお思いであった。

乙女．２．１．１５

■　「学問がくもんなどして1、すこしものの心得こころえはべらば、その恨うらみはおのづから解とけはべりなむ」

◇　「学問などをして、もう少し物の道理がわかったならば、そんな恨みは自然となくなってしまうでしょう」


1 【学問などして】以下「解けはべりなむ」まで、源氏の詞。大宮に言う。


乙女．２．１．１６

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになる。

第二段　大学寮入学の準備

乙女．２．２．１

■　字あざなつくることは、東ひむがしの院ゐんにてしたまふ。

◇　字をつける儀式は、東の院でなさる。

■　東ひむがしの対たいをしつらはれたり。

◇　東の対を準備なさった。

■　上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびと、珍めづらしくいぶかしきことにして、我われも我われもと集つどひ参まゐりたまへり。

◇　上達部、殿上人、めったにないことで見たいものだと思って、我も我もと参集なさった。

■　博士はかせどももなかなか臆おくしぬべし1。

◇　博士たちもかえって気後れしてしまいそうである。


1 【博士どももなかなか臆しぬべし】文章博士、定員は一名。「ども」は複数を表す接尾語。『集成』は「「ども」とあるのは、そのほか詩文にすぐれた儒者が参加しているからであろう」と注す。「臆しぬべし」は語り手の推測。


乙女．２．２．２

■　「憚はばかるところなく1、例れいあらむにまかせて、なだむることなく、厳きびしう行おこなへ」

◇　「遠慮することなく、慣例のとおりに従って、手加減せずに、厳格に行いなさい」


1 【憚るところなく】以下「行へ」まで、源氏の詞。間接話法で引用であろう。


乙女．２．２．３

■　と仰おほせたまへば、しひてつれなく思おもひなして、家いへより他ほかに求もとめたる装束さうぞくどもの、うちあはず、かたくなしき姿すがたなどをも恥はぢなく、面おももち、声こわづかひ、むべむべしくもてなしつつ、座ざに着つき並ならびたる作法さほふよりはじめ、見みも知しらぬさまどもなり。

◇　とお命じになると、無理に平静をよそおって、他人の家から調達した衣装類が、身につかず、不恰好な姿などにもかまいなく、表情、声づかいが、もっともらしくしては、席について並んでいる作法をはじめとして、見たこともない様子である。

乙女．２．２．４

■　若わかき君達きむだちは、え堪たへずほほ笑ゑまれぬ。

◇　若い君達は、我慢しきれず笑ってしまった。

■　さるは、もの笑わらひなどすまじく、過すぐしつつ静しづまれる限かぎりをと、選えり出いだして、瓶子へいじなども取とらせたまへるに、筋異すぢことなりけるまじらひにて、右大将うだいしゃう、民部卿みんぶきゃうなどの、おほなおほな土器かはらけとりたまへるを、あさましく咎とがめ出いでつつおろす。

◇　一方では、笑ったりなどしないような、年もいった落ち着いた人だけをと、選び出して、お酌などもおさせになるが、いつもと違った席なので、右大将や、民部卿などが、一所懸命に杯をお持ちになっているのを、あきれるばかり文句を言い言い叱りつける。

乙女．２．２．５

■　「おほし、垣下かいもとあるじ1、はなはだ非常ひじゃうにはべりたうぶ2。

◇　「おおよそ、宴席の相伴役は、はなはだ不作法でござる。

■　かくばかりのしるしとある3なにがしを知しらずしてや、朝廷おほやけには仕つかうまつりたうぶ。

◇　これほど著名な誰それを知らなくて、朝廷にはお仕えしている。

■　はなはだをこなり」

◇　はなはだばかである」


1 【おほし垣下あるじ】以下「をこなり」まで、博士どもの詞。『集成』「「凡し」。総じての意。大学内で用いられた特殊の語であろう」。『完訳』「「凡そ」の転。「はなはだ」「非常」も漢文訓読調。儒者らしい語」と注す。

2 【はべりたうぶ】『集成』は「「はべりたまふ」と同じ。一座に対して、話者自身を卑下して「はべり」と言い、一方右大将たちに話者の敬意をあらわして「たうぶ」と言う。この物語では、博士や僧たちが使っているが、用例は稀である」。『完訳』は「古風なかたくるしい語感。ここは尊敬語」と注す。

3 【しるしとある】『完訳』は「著名な。これも漢文訓読調」と注す。


乙女．２．２．６

■　など言いふに、人ひとびと皆みなほころびて笑わらひぬれば、また、

◇　などと言うと、人々がみな堪えきれず笑ってしまったので、再び、

乙女．２．２．７

■　「鳴なり高たかし1。

◇　「うるさい。

■　鳴なり止やまむ。

◇　お静かに。

■　はなはだ非常ひじゃうなり。

◇　はなはだ不作法である。

■　座ざを引ひきて立たちたうびなむ」

◇　退席していただきましょう」


1 【鳴り高し】以下「立ちたうびなむ」まで、博士どもの詞。『完訳』は「儒者が学生を静める際の用語。風俗歌にもみえる」と注す。


乙女．２．２．８

■　など、おどし言いふも、いとをかし。

◇　などと、脅して言うのも、まことにおかしい。

乙女．２．２．９

■　見みならひたまはぬ人ひとびとは、珍めづらしく興きょうありと思おもひ、この道みちより出いで立たちたまへる上達部かむだちめなどは、したり顔がほにうちほほ笑ゑみなどしつつ、かかる方かたざまを思おぼし好このみて、心こころざしたまふがめでたきことと、いとど限かぎりなく思おもひきこえたまへり。

◇　見慣れていらっしゃらない方々は、珍しく興味深いことと思い、この大学寮ご出身の上達部などは、得意顔に微笑みながら、このような道をご愛好されて、大学に入学させなさったのが結構なことだと、ますますこのうえなく敬服申し上げていらっしゃった。

乙女．２．２．１０

■　いささかもの言いふをも制せいす。

◇　少し私語を言っても制止する。

■　無礼なめげなりとても咎とがむ。

◇　無礼な態度であると言っても叱る。

■　かしかましうののしりをる顔かほどももP4、夜よるに入いりては、なかなか今いますこし掲焉けちえんなる火影ほかげに、猿楽さるがうがましく2わびしげに、人悪ひとわるげなるなど3、さまざまに、げにいとなべてならず、さまことなるわざなりけり。

◇　騒がしく叱っている博士たちの顔が、夜に入ってからは、かえって一段と明るくなった燈火の中で、滑稽じみて貧相で、不体裁な様子などが、何から何まで、なるほど実に普通でなく、変わった様子であった。

■　大臣おとどは、

◇　大臣は、


P4 顔どもも--かほともの（の/＄も〈朱〉）

1? 【かかるかたざまを思し好みて】主語は源氏。

2 【猿楽がましく】『完訳』は「「猿楽」は当時の滑稽な物まねの演芸。儒者の道化じみた姿」と注す。

3 【人悪げなるなど】大島本は「人わるけ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人わろげなる」と校訂する。


乙女．２．２．１１

■　「いとあざれ1、かたくななる身みにて、けうさうしP5まどはかされなむ」

◇　「とてもだらしなく、頑固な者なので、やかましく叱られてまごつくだろう」


P5 けうさうし--け（け/+う）さうし

1 【いとあざれ】以下「まどはかされなむ」まで、源氏の詞。


乙女．２．２．１２

■　とのたまひて、御簾みすのうちに隠かくれてぞ御覧ごらんじける。

◇　とおっしゃって、御簾の内に隠れて御覧になっていたのであった。

■　数定かずさだまれる座ざに着つきあまりて、帰かへりまかづる大学だいがくの衆しゅうどもあるを聞きこしめして、釣殿つりどのの方かたに召めしとどめて、ことに物ものなど賜たまはせけり。

◇　用意された席が足りなくて、帰ろうとする大学寮の学生たちがいるのをお聞きになって、釣殿の方にお呼び止めになって、特別に賜物をなさった。

第三段　響宴と詩作の会

乙女．２．３．１

■　事果ことはててまかづる博士はかせ、才人さいじんども1召めして、またまた詩文作ふみつくらせたまふ。

◇　式が終わって退出する博士、文人たちをお召しになって、また再び詩文をお作らせになる。

■　上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびとも、さるべき限かぎりをば、皆みなとどめさぶらはせたまふ2。

◇　上達部や、殿上人も、その方面に堪能な人ばかりは、みなお残らせになる。

■　博士はかせの人ひとびとは、四韻3しゐん、ただの人ひとは、大臣おとどをはじめたてまつりて、絶句作ぜくつくりたまふ。

◇　博士たちは、律詩、普通の人は、大臣をはじめとして、絶句をお作りになる。

■　興きょうある題だいの文字選もじえりて、文章博士もんじゃうのはかせたてまつる。

◇　興趣ある題の文字を選んで、文章博士が奉る。

■　短みじかきころの夜よるなれば、明あけ果はててぞ講かうずる。

◇　夏の短いころの夜なので、すっかり明けて披講される。

■　左中弁さちゅうべん、講師仕かうじつかうまつる。

◇　左中弁が、講師をお勤めした。

■　容貌かたちいときよげなる人ひとの、声こわづかひものものしく、神かむさびて読よみ上あげたるほど、おもしろし4。

◇　容貌もたいそうきれいで、声の調子も堂々として、荘厳な感じに読み上げたところは、たいそう趣がある。

■　おぼえ心こころことなる博士はかせなりけり5。

◇　世の信望が格別高い学者なのであった。


1 【博士才人ども】文章博士や詩文の才ある学者たち。

2 【さぶらはせたまふ】大島本は「さふらハせ給」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「さぶらはせさせたまふ」と「させ」を補訂する。

3 【四韻】五言律詩をいう。

4 【おもしろし】大島本は「おもしろし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いとおもしろし」と副詞「いと」を補訂する。

5 【博士なりけり】『集成』は「ここは碩学の意」と注す。


乙女．２．３．２

■　かかる高たかき家いへに生うまれたまひて、世界せかいの栄花えいぐわにのみ戯たはぶれたまふべき御身おほむみをもちて、窓まどの螢ほたるをむつび、枝えだの雪ゆきを馴ならしS2,2たまふ心こころざしのすぐれたるよしを、よろづのことによそへなずらへて、心々こころごころに作つくり集あつめたる句くごとにおもしろく、

◇　このような高貴な家柄にお生まれになって、この世の栄華をひたすら楽しまれてよいお身の上でありながら、窓の螢を友とし、枝の雪にお親しみになる学問への熱心さを、思いつく限りの故事をたとえに引いて、それぞれが作り集めた句がそれぞれに素晴らしく、

■　「唐土もろこしにも持もて渡わたり伝つたへまほしげなる夜よの詩文ふみどもなり3」

◇　「唐土にも持って行って伝えたいほどの世の名詩である」

■　となむ、そのころ世よにめでゆすりける。

◇　と、当時世間では褒めたたえるのであった。


S2 康家貧無油　常映雪読書--、車胤--家貧不常得油　夏月則練嚢盛数十蛍火　以照書（蒙求-孫康映雪　車胤聚蛍）

1? 【かかるたかき家に】『集成』は「以下「すぐれたるよし」まで、当夜の人々の、夕霧を称賛した詩の内容を概括したもの」と注す。

2 【窓の螢をむつび枝の雪を馴らし】『晋書』と『孫氏世録』を出典とする故事。『蒙求』「孫康映雪車胤聚螢」にある。『源氏釈』が初指摘。

3 【唐土にも持て渡り伝へまほしげなる夜の詩文どもなり】世間の風評。間接話法で引用。


乙女．２．３．３

■　大臣おとどの御おほむはP6さらなり。

◇　大臣のお作は言うまでもない。

■　親おやめきあはれなることさへすぐれたるを、涙なみだおとして誦ずじ騷さわぎしかど、女をむなのえ知しらぬことまねぶは1憎にくきことをと、うたてあれば漏もらしつ。

◇　親らしい情愛のこもった点までも素晴らしかったので、涙を流して朗誦しもてはやしたが、女の身では知らないことを口にするのは生意気だと言われそうなので、嫌なので書き止めなかった。


P6 御は--御わ（わ/＄は〈朱〉）

1 【女のえ知らぬことまねぶは】『集成』は「草子地」。『完訳』は「漢詩文は女の関知しえないこととして、省筆する語り手の言葉」と注す。


第四段　夕霧の勉学生活

乙女．２．４．１

■　うち続つづき、入学にふがくといふことせさせたまひて、やがて、この院ゐんのうちに御曹司作みざうしつくりて、まめやかに才深ざえふかき師しに預あづけきこえたまひてぞ、学問がくもんせさせたてまつりたまひける。

◇　引き続いて、入学の礼ということをおさせになって、そのまま、この院の中にお部屋を設けて、本当に造詣の深い先生にお預け申されて、学問をおさせ申し上げなさった。

■　大宮おほみやの御おほむもとにも、をさをさ参まうでたまはず。

◇　大宮のところにも、めったにお出かけにならない。

■　夜昼よるひるうつくしみて1、なほ稚児ちごのやうにのみもてなしきこえたまへればP7、かしこにては、えもの習ならひたまはじとて、静しづかなる所ところに籠こめたてまつりたまへるなりけり。

◇　昼夜かわいがりなさって、いつまでも子供のようにばかりお扱い申していらっしゃるので、あちらでは、勉強もおできになれまいと考えて、静かな場所にお閉じこめ申し上げなさったのであった。

■　「一月ひとつきに三度みたびばかりを参まゐりたまへ」

◇　「一月に三日ぐらいは参りなさい」

■　とぞ、許ゆるしきこえたまひける。

◇　と、お許し申し上げなさのであった。


P7 たまへれば--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れは

1 【夜昼うつくしみて】以下、大宮から夕霧を遠ざけた理由を語る。


乙女．２．４．２

■　つと籠こもりゐたまひて、いぶせきままに、殿とのを、

◇　じっとお籠もりになって、気持ちの晴れないまま、殿を、

乙女．２．４．３

■　「つらくもおはしますかな2。

◇　「ひどい方でいらっしゃるなあ。

■　かく苦くるしからでも、高たかき位くらゐに昇のぼり、世よに用もちゐらるる人ひとはなくやはある」

◇　こんなに苦しまなくても、高い地位に上り、世間に重んじられる人もいるではないか」


1? 【一月に三度ばかりは参りたまへ】源氏の詞、間接的話法で引用。令制でも官人には十日に一日の休暇が許されている。

2 【つらくもおはしますかな】以下「人はなくやはある」まで、夕霧の心中。


乙女．２．４．４

■　と思おもひきこえたまへど、おほかたの人ひとがら、まめやかに、あだめきたるところなくおはすれば、いとよく念ねんじて、

◇　とお恨み申し上げなさるが、いったい性格が、真面目で、浮ついたところがなくていらっしゃるので、よく我慢して、

乙女．２．４．５

■　「いかでさるべき1書ふみどもとく読よみ果はてて、交まじらひもし、世よにも出いでたらむ」

◇　「何とかして必要な漢籍類を早く読み終えて、官途にもついて、出世しよう」


1 【いかでさるべき】以下「世にも出でたらむ」まで、夕霧の心中。『集成』は「『史記』『漢書』『後漢書』の三史と『文選』などが紀伝道のテキストであった」と注す。「帚木」巻に「三史五経の道々しき」とあった。


乙女．２．４．６

■　と思おもひて、ただ四よつき、五月いつつきのうちに、

◇　と思って、わずか四、五か月のうちに、

■　『史記』

◇　『史記』

■　などいふ書ふみ、読よみ果はてたまひてけり1。

◇　などという書物、読み了えておしまいになった。


1 【ただ四五月のうちに史記などいふ書読み果てたまひてけり】大島本は「ふミ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「書は」と係助詞「は」を補訂する。『史記』百三十巻、大著である。それを四、五月で読破とは夕霧の猛勉強ぶりを表す。


第五段　大学寮試験の予備試験

乙女．２．５．１

■　今いまは寮試受れうしうけさせむとて1、まづ我わが御前おまへにて試こころみさせP8たまふ2。

◇　今では寮試を受けさせようとなさって、まずご自分の前で試験をさせなさる。

■　例れいの、大将だいしゃう、左大弁さだいべん、式部大輔しきぶのたいふ、左中弁さちゅうべんなどばかりして、御師おほむしの大内記だいないきを召めして、

◇　いつものとおり、大将、左大弁、式部大輔、左中弁などばかり招いて、先生の大内記を呼んで、

■　『史記』

◇　『史記』

■　の難かたき巻々まきまき、寮試受れうしうけむに、博士はかせのかへさふべきふしぶしを3引ひき出いでて、一ひとわたり読よませたてまつりたまふに、至いたらぬ句くもなく4、かたがたに通かよはし読よみたまへるさまP9、爪つまじるし残のこらず、あさましきまでありがたければ、

◇　の難しい巻々を、寮試を受けるのに、博士が反問しそうなところどころを取り出して、ひととおりお読ませ申し上げなさると、不明な箇所もなく、諸説にわたって読み解かれるさまは、爪印もつかず、あきれるほどよくできるので、


P8 試みさせ--試（試/+させ）

P9 さま--さ（さ/＄さ〈朱〉）ま

1 【寮試受けさせむとて】大学寮の試験。合格すると擬文章生になる。三史のうち、一史の五条を読ませ、三条以上に通じた者を合格とする。

2 【我が御前にて試みさせたまふ】源氏の御前での模擬試験。

3 【かへさふべきふしぶしを】『集成』は「反問しそうな大事な箇所を」。『完訳』は「繰り返し質問しそうな箇所を」と訳す。

4 【至らぬ句もなく】大島本は「いたらぬくもなく」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従ってそれぞれ「至らぬ隈なく」「至らぬ隈もなく」と校訂する。


乙女．２．５．２

■　「さるべきにこそおはしけれ1」

◇　「お生まれが違っていらっしゃるのだ」


1 【さるべきにこそおはしけれ】世間の噂。間接話法であろう。


乙女．２．５．３

■　と、誰たれも誰たれも、涙落なみだおとしたまふ。

◇　と、皆が皆、涙を流しなさる。

■　大将だいしゃうは、まして、

◇　大将は、誰にもまして、

乙女．２．５．４

■　「故大臣こおとどおはせましかば1」

◇　「亡くなった大臣が生きていらっしゃったら」


1 【故大臣おはせましかば】右大将（もとの頭中将）の詞。間接話法であろう。父太政大臣は「薄雲」巻に薨去。


乙女．２．５．５

■　と、聞きこえ出いでて泣なきたまふ。

◇　と、口に出されて、お泣きになる。

■　殿とのも、え心強こころづようもてなしたまはず、

◇　殿も、我慢がおできになれず、

乙女．２．５．６

■　「人ひとのうへにて1、かたくななりと見聞みききはべりしを、子このおとなぶるに、親おやの立たちかはり痴しれゆくことは、いくばくならぬ齢よはひながら、かかる世よにこそはべりけれ」

◇　「他人のことで、愚かで見苦しいと見聞きしておりましたが、子が大きくなっていく一方で、親が代わって愚かになっていくことは、たいした年齢ではありませんが、世の中とはこうしたものなのだなあ」


1 【人のうへにて】以下「世にこそはべりけれ」まで、源氏の詞。


乙女．２．５．７

■　などのたまひて、おし拭のごひたまふを見みる御師おほむしの心地1ここち、うれしく面目めいぼくありと思おもへり。

◇　などとおっしゃって、涙をお拭いになるのを見る先生の気持ち、嬉しく面目をほどこしたと思った。

■　大将だいしゃう、盃さかづきさしたまへば、いたう酔ゑひ痴しれてをる顔かほつき、いと痩やせ痩やせなり。

◇　大将が、杯をおさしになると、たいそう酔っぱらっている顔つきは、とても痩せ細っている。

■　世よのひがものにて、才ざえのほどよりは用もちゐられず、すげなくて2身貧みまづしくなむありけるを、御覧ごらんじ得うるところありて、かくとりわき召めし寄よせたるなりけり。

◇　大変な変わり者で、学問のわりには登用されず、顧みられなくて貧乏でいたのであったが、お目に止まるところがあって、このように特別に召し出したのであった。

■　身みに余あまるまで御顧おほむかへりみを賜たまはりて、この君きみの御徳おほむとくに、たちまちに身みを変かへたる3と思おもへば、まして行ゆく先さきは、並ならぶ人ひとなきおぼえにぞあらむかし。

◇　身に余るほどのご愛顧を頂戴して、この若君のおかげで、急に生まれ変わったようになったと思うと、今にまして将来は、並ぶ者もない声望を得るであろうよ。


1 【御師の心地】夕霧の先生、大内記をいう。

2 【すげなくて】『集成』は「顧みられなくて」。『完訳』は「人付合いが下手で」と訳す。

3 【この君の御徳にたちまちに身を変へたる】大内記の心中、間接話法。「この君」は夕霧をさす。


第六段　試験の当日

乙女．２．６．１

■　大学だいがくに参まゐりたまふ日ひは1、寮門れうもんに、上達部かむだちめの御車みくるまども数知かずしらず集つどひたり。

◇　大学寮に参上なさる日は、寮の門前に、上達部のお車が数知れないくらい集まっていた。

■　おほかた世よに残のこりたるP10あらじと見みえたるに、またなくもてかしづかれて、つくろはれ入いりたまへる冠者くわんじゃの君きみの御おほむさま、げに、かかる交まじらひには堪たへず、あてにうつくしげなり。

◇　おおよそ世間にこれを見ないで残っている人はあるまいと思われたが、この上なく大切に扱われて、労られながら入ってこられる冠者の君のご様子、なるほど、このような生活には耐えられないくらい上品でかわいらしい感じである。


P10 残りたる--のこりたる人（人/＄〈朱〉）

1 【大学に参りたまふ日は】寮試を受けるために大学に行く日のこと。


乙女．２．６．２

■　例れいの、あやしき者ものどもの立たちまじりつつ来きゐたる座ざの末すゑを1からしと思おぼすぞ、いとことわりなるや2。

◇　例によって、賤しい者たちが集まって来ている席の末に座るのをつらいとお思いになるのは、もっともなことである。

■　ここにてもまた、おろしののしる者ものどもありて、めざましけれど、すこしも臆おくせず読よみ果はてたまひつ。

◇　ここでも同様に、大声で叱る者がいて、目障りであるが、少しも気後れせずに最後までお読みになった。


1 【座の末を】『集成』は「大学における席次は長幼の序による。学生は十三歳から十六歳までの者から選んだが、夕霧は今十二歳で、最年少である」と注す。

2 【ことわりなるや】語り手の同情の弁。


乙女．２．６．３

■　昔むかしおぼえて大学だいがくの栄さかゆるころなれば1、上中下かみなかしもの人ひと、我われも我われもと、この道みちに志こころざし集あつまれば、いよいよ、世よの中なかに、才ざえありはかばかしき人多ひとおほくなむありける。

◇　昔が思い出される大学の盛んな時代なので、上中下の人は、我も我もと、この道を志望し集まってくるので、ますます、世の中に、学問があり有能な人が多くなったのであった。

■　文人擬生2もんにんぎさうなどいふなることどもよりうちはじめ、すがすがしう果はてたまへれば、ひとへに心こころに入いれて、師しも弟子でしも、いとど励はげみましたまふ。

◇　擬文章生などとかいう試験をはじめとして、すらすらと合格なさったので、ひたすら学問に心を入れて、先生も弟子も、いっそうお励みになる。


1 【昔おぼえて大学の栄ゆるころなれば】平安時代初期、大学寮が重んじられていた時代をさす。

2 【文人擬生】文人擬生で一語。寮試に合格した擬文章生をいう。


乙女．２．６．４

■　殿とのにも1、文作ふみつくりしげく、博士はかせ、才人さいじんども所得ところえたり。

◇　殿でも、作文の会を頻繁に催し、博士、文人たちも得意である。

■　すべて何なにごとにつけても、道々みちみちの人ひとの才ざえのほど現あらはるる世よになむありける2。

◇　すべてどのようなことにつけても、それぞれの道に努める人の才能が発揮される時代なのだった。


1 【殿にも】源氏の邸宅、二条院をさす。

2 【何ごとにつけても道々の人の才のほど現はるる世になむありける】『集成』は「詩文に限らず、万事それぞれの道に励む人の才能のほどが発揮される時代であった。源氏の政道輔佐よろしく、万人所を得る聖代の様相」と注す。


第三章　光る源氏周辺の人々の物語　内大臣家の物語

第一段　斎宮女御の立后と光る源氏の太政大臣就任

乙女．３．１．１

■　かくて、后きさきゐたまふべきを1、

◇　そろそろ、立后の儀があってよいころであるが、


1 【かくて后ゐたまふべきを】冷泉帝即位して五年になる。后が今まで未決定のままであった。


乙女．３．１．２

■　「斎宮女御さいぐうのにょうごをこそは1、母宮ははみやも、後見うしろみと2譲ゆづりP11きこえたまひしかば」

◇　「斎宮の女御こそは、母宮も、自分の変わりのお世話役とおっしゃっていましたから」


P11 譲り--ゆへ（へ/＄つ〈朱〉）り

1 【斎宮女御をこそは】以下「譲りきこえたまひしかば」まで、源氏の詞。

2 【母宮も後見と】大島本は「うしろミ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御後見」と「御」を補訂する。冷泉帝の母宮である藤壺の宮をさす。


乙女．３．１．３

■　と、大臣おとどもことづけたまふ1。

◇　と、大臣もご遺志にかこつけて主張なさる。

■　源氏げんじのうちしきり后きさきにゐたまはむこと2、世よの人許ひとゆるしきこえず。

◇　皇族出身から引き続き后にお立ちになることを、世間の人は賛成申し上げない。


1 【ことづけたまふ】『集成』は「母宮のご遺志を持ち出して主張される」と注す。

2 【源氏のうちしきり后にゐたまはむこと】この場合の「源氏」は皇族出身の意。桐壺帝の藤壺の宮に引き続いて冷泉帝の前斎宮の女御の立后をいう。


乙女．３．１．４

■　「弘徽殿こうきでんの1、まづ人ひとより先さきに参まゐりたまひにしもいかが」

◇　「弘徽殿の女御が、まず誰より先に入内なさったのもどうだらろうか」


1 【弘徽殿の】以下「いかが」まで、世間の風評。斎宮女御より二年前に入内した（「絵合」巻）。


乙女．３．１．５

■　など、うちうちに、こなたかなたに心寄こころよせきこゆる人ひとびと、おぼつかながりきこゆ。

◇　などと、内々に、こちら側あちら側につく人々は、心配申し上げている。

乙女．３．１．６

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやと聞きこえしは、今***は式部卿しきぶきゃうにて1、この御時おほむときにはましてやむごとなき御おほむおぼえにておはする2、御女おほむむすめ、本意ほいありて参まゐりたまへり。

◇　兵部卿宮と申し上げた方は、今では式部卿になって、この御世となってからはいっそうご信任厚い方でいらっしゃる、その姫も、かねての望みがかなって入内なさっていた。

■　同おなじごと、王女御わうのにょうごにてさぶらひたまふを、

◇　同様に、王の女御として伺候していらっしゃるので、

◆　 
ひゃうぶきゃう-の-みや と きこえ し、 いま は しきぶきゃう にて、 この おほむ-とき に は まして やむごとなき おほむ-おぼえ にて おはする、 おほむ-むすめ、 ほ'い あり て まゐり たまへ り。 おなじ ごと、 わう-の-にょうご にて さぶらひ たまふ を、


1 【兵部卿宮と聞こえしは今は式部卿にて】藤壺の宮の兄、紫の上の父宮をさす。

2 【御おぼえにておはする】連体中止法。述語であるとともに「御むすめ」をも修飾する。


乙女．３．１．７

■　「同おなじくは1、御母方おほむははがたにて親したしくおはすべきにこそは2、母后ははぎさきのおはしまさぬ御代おほむかはりの後見うしろみに」

◇　「同じ皇族出身なら、御母方として親しくいらっしゃる方をこそ、母后のいらっしゃらない代わりのお世話役として相応しいだろう」


1 【同じくは】以下「後見に」まで、式部卿の宮方の主張。文末は地の文に流れる表現である。

2 【おはすべきにこそは】大島本は「こそハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「こそ」と「は」を削除する。


乙女．３．１．８

■　とことよせて、似につかはしかるべく1、とりどりに思おぼし争あらそひたれど、なほ梅壺むめつぼゐたまひぬ。

◇　と理由をつけて、ふさわしかるべく、それぞれ競争なさったが、やはり梅壷が立后なさった。

■　御幸おほむさいはひの、かく引ひきかへすぐれたまへりけるを、世よの人ひとおどろききこゆ。

◇　ご幸福が、うって変わってすぐれていらっしゃることを、世間の人は驚き申し上げる。


1 【似つかはしかるべく】大島本は「につかハしかるへく」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「べくと」と「と」を補訂する。


乙女．３．１．９

■　大臣おとど、太政大臣だいじゃうだいじんに上あがりたまひて、大将だいしゃう、内大臣ないだいじんになりたまひぬ2。

◇　大臣は、太政大臣にお上がりになって、大将は、内大臣におなりになった。

■　世よの中なかP12のことども政まつりごちたまふべく譲ゆづりきこえたまふ。

◇　天下の政治をお執りになるようにお譲り申し上げなさる。

■　人ひとがら、いとすくよかに3、きらきらしくP13て、心こころもちゐなどもかしこくものしたまふ。

◇　性格は、まっすぐで、威儀も正しくて、心づかいなどもしっかりしていらっしゃる。

■　学問がくもんを立たててしたまひければ、韻塞ゐんふたぎには負まけたまひしかど、公事おほやけごとにかしこくなむ。

◇　学問をとり立てて熱心になさったので、韻塞ぎにはお負けになったが、政治では立派である。


P12 世の中--よの（よの/＄〈朱〉）よのなか

P13 きらきらしく--きゝく（ゝく/＄ら／＼〈朱〉）しく

1? 【かく引きかへすぐれたりけるを】母六条御息所の人生との比較。

2 【大臣太政大臣に上がりたまひて大将内大臣になりたまひぬ】源氏は太政大臣に、かつての頭中将は内大臣に昇進。

3 【人がらいとすくよかに】以下、内大臣の性格について語る。『完訳』は「内大臣の性格。「すくよか」は剛直で意志を貫く性格。「きらきらし」は派手好みで威を張る性格」と注す。


乙女．３．１．１０

■　腹々はらばらに御子おほむこども十余人じふよにん、おとなびつつものしたまふも、次々つぎつぎになり出いでつつ、劣おとらず栄さかえたる御家2おほむいへのうちなり。

◇　いく人もの妻妾にお子たちが十余人、いずれも大きく成長していらっしゃるが、次から次と立派になられて、負けず劣らず栄えているご一族である。

■　女をむなは、女御にょうごと今一所3いまひとところなむおはしける。

◇　女の子は、弘徽殿の女御ともう一人いらっしゃるのであった。

■　わかむどほり腹ばらにて、あてなる筋すぢは劣おとるまじけれど4、その母君ははぎみ、按察使大納言あぜちの北だいなごんの方きたのかたになりて、さしむかへる子こどもの数多かずおほくなりて、

◇　皇族出身を母親として、高貴なお血筋では劣らないのであるが、その母君は、按察大納言の北の方となって、現在の夫との間に子どもの数が多くなって、

■　「それに混まぜて後のちの親おやに譲ゆづらむ、いとあいなし」

◇　「それらの子どもと一緒に継父に委ねるのは、まことに不都合なことだ」

■　とてP14、とり放はなちきこえたまひて、大宮おほみやにぞ預あづけきこえたまへりける。

◇　と思って、お引き離させなさって、大宮にお預け申していらっしゃるのであった。

■　女御にょうごにはこよなく思おもひおとしきこえたまひつれど5、人ひとがら、容貌かたちなど、いとうつくしくぞおはしける。

◇　女御よりはずっと軽くお思い申し上げていらっしゃったが、性格や、器量など、とてもかわいらしくいらっしゃるのであった。


P14 とて--（/+とて〈朱〉）

1? 【韻塞には負けたまひしを】「賢木」巻の韻塞ぎをさす。

2 【劣らず栄えたる御家】源氏に劣らずの意。

3 【女御と今一所】大島本は「いまひと所」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「今一所と」と「と」を補訂する。

4 【あてなる筋は劣るまじけれど】『完訳』は「家筋の尊さでは弘徽殿の女御に負けをとるまいけれども」と注す。

5 【思ひおとしきこえたまひつれど】大島本は「給つれと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまへれど」と校訂する。


第二段　夕霧と雲居雁の幼恋

乙女．３．２．１

■　冠者くわんざの君きみ、一ひとつにて生おひ出いでたまひしかど、おのおの十とをに余あまりたまひて後のちは、御方おほむかたことにて、

◇　冠者の君は、同じ所でご成長なさったが、それぞれが十歳を過ぎてから後は、住む部屋を別にして、

乙女．３．２．２

■　「むつましき人ひとなれど、男子をのこごにはうちとくまじきものなり1」

◇　「親しい縁者ですが、男の子には気を許すものではありません」


1 【むつましき人なれど男子にはうちとくまじきものなり】父内大臣の雲居雁に対する訓戒。


乙女．３．２．３

■　と、父大臣聞ちちおとどきこえたまひて、けどほくなりにたるを、幼心地をさなごこちに思おもふことなきにしもあらねば、はかなき花紅葉はなもみぢにつけても1、雛遊ひひなあそびの追従ついしょうをも、ねむごろにまつはれありきて、心こころざしを見みえきこえたまへば、いみじう思おもひ交かはして、けざやかにP15は今いまも恥はぢきこえたまはず。

◇　と、父大臣が訓戒なさって、離れて暮らすようになっていたが、子供心に慕わしく思うことなきにしもあらずなので、ちょっとした折々の花や紅葉につけても、また雛遊びのご機嫌とりにつけても、熱心にくっついてまわって、真心をお見せ申されるので、深い情愛を交わし合いなさって、きっぱりと今でも恥ずかしがりなさらない。

■　御後見おほむうしろみどももP16、

◇　お世話役たちも、


P15 けざやかに--けさやにゝ（にゝ/＄かに〈朱〉）

P16 御後見どもも--御うしろみとも（も/+も）

1 【はかなき花紅葉につけても】以下、夕霧の雲居雁に対する動作行動。源氏の藤壺に対する行為についても、「幼心地にも、はかなき花紅葉につけても心ざしを見えたてまつる」（「桐壺」第三章五段）とあった。


乙女．３．２．４

■　「何なにかは1、若わかき御心みこころどちなれば、年としごろ見みならひたまへる御おほむあはひを、にはかにも、いかがはもて離なれはしたなめは2きこえむ」

◇　「何の、子どもどうしのことなので、長年親しくしていらっしゃったお間柄を、急に引き離して、どうしてきまり悪い思いをさせることができようか」


1 【何かは】以下「はしたなめきこえむ」まで、後見人たちの考え。

2 【はしたなめは】大島本は「ハしたなめは（△＆は）」とある。すなわち元の文字（判読不明）の上に重ね書きして「は（者）」と訂正する。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はしたなめ」と「は」を削除する。


乙女．３．２．５

■　と見みるに、女君をむなぎみこそ何心なにごころなくおはすれど1、男をとこは、さこそ2ものげなきほどと見みきこゆれ、おほけなく、いかなる御仲おほむなからひにかありけむ3、よそよそになりては、これをぞ静心しづこころなく思おもふべき4。

◇　と思っていると、女君は何の考えもなくいらっしゃるが、男君は、あんなにも子どものように見えても、だいそれたどんな仲だったのであろうか、離れ離れになってからは、逢えないことを気が気でなく思うのである。


1 【何心なくおはすれど】大島本は「なに心なくおハすれと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「何心なく幼くおはすれど」と「幼く」を補訂する。

2 【男はさこそ】係助詞「こそ」は「見きこゆれ」已然形に係る逆接用法。

3 【おほけなくいかなる御仲らひにかありけむ】『集成』は「あんなにお話にもならぬお年頃とお見受けしていたのに、いっぱしに、どんなお二人の仲になったことやら。すでに二人が深い仲になったことを暗示する草子地」。『完訳』は「だいそれたどんな仲だったか。二人の逢瀬を暗示する語り手の弁」と注す。

4 【これをぞ静心なく思ふべき】『集成』は「これも草子地」と注す。


乙女．３．２．６

■　まだ片生かたおひなる手ての生おひ先さきうつくしきにて、書かき交かはしたまへる文ふみどもの、心幼こころをさなくて、おのづから落おち散ちる折をりあるを、御方おほむかたの人ひとびとは、ほのぼの知しれるもありけれど、

◇　まだ未熟ながら将来の思われるかわいらしい筆跡で、書き交わしなさった手紙が、不用意さから、自然と落としているときもあるのを、姫君の女房たちは、うすうす知っている者もいたのだが、

■　「何なにかは、かくこそ」

◇　「どうして、こんな関係である」

■　と2、誰たれにも聞きこえむ。

◇　と、どなたに申し上げられようか。

■　見隠みかくしつつあるなるべし。

◇　知っていながら隠しているのであろう。


1? 【御かたの人びと】雲居雁方の女房。

2 【何かはかくこそと】以下「あるなるべし」まで、語り手の推測として語る。


第三段　内大臣、大宮邸に参上

乙女．３．３．１

■　所々ところどころの大饗だいきゃうどもも果はてて1、世よの中なかの御おほむいそぎもなく、のどやかになりぬるころ、時雨しぐれうちして、荻おぎの上風うはかぜもただならぬS3夕暮ゆふぐれに2、大宮おほみやの御方おほむかたに、内大臣参うちのおとどまゐりたまひて、姫君渡ひめぎみわたしきこえたまひて、御琴おほむことなど弾ひかせたてまつりたまふ。

◇　あちらとこちらの新任の大饗の宴が終わって、朝廷の御用もなく、のんびりとしていたころ、時雨がさあっと降って、荻の上風もしみじみと感じられる夕暮に、大宮のお部屋に、内大臣が参上なさって、姫君をそこへお呼びになって、お琴などをお弾かせなさる。

■　宮みやは、よろづのものの上手じゃうずにおはすれば、いづれも伝つたへたてまつりたまふ。

◇　大宮は、何事も上手でいらっしゃるので、それらをみなお教えになる。


S3 秋はなほ夕まぐれこそただならね荻の上風萩の下露（和漢朗詠-二二九　藤原義孝）

1 【所々の大饗どもも果てて】源氏と内大臣のそれぞれの昇進の大饗をさす。

2 【時雨うちして荻の上風もただならぬ夕暮に】『源氏釈』は「秋はなほ夕まぐれこそただならね荻の上風萩の下露」（義孝集・和漢朗詠集）を引歌として指摘。


乙女．３．３．２

■　「琵琶びはこそ、女をむなのしたるに憎にくきやうなれど1、らうらうじきものにはべれ。

◇　「琵琶は、女性が弾くには見にくいようだが、いかにも達者な感じがするものです。

■　今いまの世よにまことしう伝つたへたる人ひと、をさをさはべらずなりにたり。

◇　今の世に、正しく弾き伝えている人は、めったにいなくなってしまいました。

■　何なにの親王みこ、くれの源氏2げんじ」

◇　何々親王、何々の源氏とか」


1 【琵琶こそ女のしたるに憎きやうなれど】以下「何の親王くれの源氏」まで、内大臣の詞。宇津保物語に「琵琶なむ、さるは女のせむにうたて憎げなる姿したるものなる」（初秋巻）とある。

2 【何の親王くれの源氏】何々親王、何々源氏の意。間接話法が混じる。


乙女．３．３．３

■　など数かぞへたまひて、

◇　などとお数えになって、

乙女．３．３．４

■　「女をむなの中なかには1、太政大臣おほきおとどの、山里やまざとに籠こめ置おきたまへる人2ひとこそ、いと上手じゃうずと聞ききはべれ。

◇　「女性の中では、太政大臣が山里に隠しおいていらっしゃる人が、たいそう上手だと聞いております。

■　物ものの上手じゃうずのの後ちにはべれど3、末すゑになりて4、山賤やまがつにて年経としへたる人ひとの、いかでさしも弾ひきすぐれけむ。

◇　音楽の名人の血筋ではありますが、子孫の代になって、田舎生活を長年していた人が、どうしてそのように上手に弾けたのでしょう。

■　かの大臣おとど、いと心こころことにこそ思おもひてのたまふ折々をりをりはべれ。

◇　あの大臣が、ことの他上手な人だと思っておっしゃったことがありました。

■　こと事ごとよりは、遊あそびの方**の才ざえはなほ広ひろう合あはせ、かれこれに通かよはしはべるこそ、かしこけれ5、独ひとり事ごとにて、上手じゃうずとなりけむこそ、珍めづらしきことなれ」

◇　他の芸とは違って、音楽の才能はやはり広くいろんな人と合奏をし、あれこれの楽器に調べを合わせてこそ、立派になるものですが、独りで学んで、上手になったというのは珍しいことです」

◆　 
"をむな の なか に は、 おほきおとど の、 やまざと に こめおき たまへ る ひと こそ、 いと じゃうず と きき はべれ。 もの の じゃうず の のち に はべれ ど、 すゑ に なり て、 やまがつ にて とし へ たる ひと の、 いかで さしも ひき すぐれ けむ? かの おとど、 いと こころ こと に こそ おもひ て のたまふ をりをり はべれ。 ことごと より は、 あそび の ざえ は なほ ひろう あはせ、 かれこれ に かよはし はべる こそ、 かしこけれ、 ひとりごと にて、 じゃうず と なり けむ こそ、 めづらしき こと なれ。"


1 【女の中には】以下「珍しきことなれ」まで、内大臣の詞。

2 【山里に籠め置きたまへる人】大堰山荘の明石御方をさす。

3 【上手の後にはべれど】大島本は「上すのゝちに侍れと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「後にははべれど」と「は」を補訂する。

4 【末になりて】『完訳』は「伝授の末流と家運の衰え、の両意を含める」と注す。

5 【通はしはべるこそかしこけれ】係助詞「こそ」--「かしこけれ」係結び、逆接用法。


乙女．３．３．５

■　などのたまひて、宮みやにそそのかしきこえたまへば、

◇　などとおっしゃって、大宮にお促し申し上げになると、

乙女．３．３．６

■　「柱ぢうさすことうひうひしくなりにけりや1」

◇　「柱を押さえることが久しぶりになってしまいました」


1 【柱さすことうひうひしくなりにけりや】大宮の詞。


乙女．３．３．７

■　とのたまへどP17、おもしろう弾ひきたまふ。

◇　とおっしゃったが、美しくお弾きになる。


P17 とのたまへど--の給へは（は/＄と）


乙女．３．３．８

■　「幸さいはひにうち添そへて1、なほあやしうめでたかりける人ひとなりや。

◇　「ご幸運な上に、さらにやはり不思議なほど立派な方なのですね。

■　老おいの世よに、持もたまへらぬ女子をむなごを2まうけさせたてまつりて、身みに添そへてもやつしゐたらず、やむごとなきに譲ゆづれる心こころおきて3、こともなかるべき人ひとなりとぞ聞ききはべる」

◇　お年をとられた今までに、お持ちでなかった女の子をお生み申されて、側に置いてみすぼらしくするでなく、れっきとしたお方にお預けした考えは、申し分のない人だと聞いております」


1 【幸ひにうち添へて】以下「聞きはべる」まで、大宮の詞。

2 【老いの世に持たまへらぬ女子を】源氏についていう。

3 【やむごとなきに譲れる心おきて】明石姫君を紫の上の養女にしたことをいう。「薄雲」巻に語られている。


乙女．３．３．９

■　など、かつ御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　などと、一方ではお話し申し上げなさる。

第四段　弘徽殿女御の失意

乙女．３．４．１

■　「女をむなはただ心こころばせよりこそ、世よに用もちゐらるるものにはべりけれ1」

◇　「女性はただ心がけによって、世間から重んじられるものでございますね」


1 【女はただ心ばせよりこそ世に用ゐらるるものにはべりけれ】内大臣の詞。『集成』は「心がけのいかんによって」。『完訳』は「気立てしだいで」と訳す。


乙女．３．４．２

■　など、人ひとの上うへのたまひ出いでて、

◇　などと、他人の身の上についてお話し出されて、

乙女．３．４．３

■　「女御にょうごを、けしうはあらず1、何なにごとも人ひとに劣おとりては生おひ出いでずかしと思おもひたまへしかP18ど、思おもはぬ人ひとにおされぬる宿世すくせに2なむ、世よは思おもひのほかなるものと思おもひはべりぬる。

◇　「弘徽殿の女御を、悪くはなく、どんなことでも他人には負けまいと存じておりましたが、思いがけない人に負けてしまった運命に、この世は案に相違したものだと存じました。

■　この君きみをだに3、いかで思おもふさまに見みなしはべらむ。

◇　せめてこの姫君だけは、何とか思うようにしたいものです。

■　春宮とうぐうの御元服おほむげんぷく、ただ今いまのことになりぬるをと、人知ひとしれず思おもうたまへ心こころざしたるを、かういふ幸さいはひ人びとの腹はらの后きさきがね4こそ、また追おひ次すぎぬれ5。

◇　東宮の御元服は、もうすぐのことになったと、ひそかに期待していたのですが、あのような幸福者から生まれたお后候補者が、また後から追いついてきました。

■　立たち出いでたまへらむP19に、ましてきしろふ人ひとありがたくや」

◇　入内なさったら、まして対抗できる人はいないのではないでしょうか」


P18 思ひたまへしか--*思給しか

P19 たまへらむ--給つ（つ/＄へ〈朱〉）らん

1 【女御をけしうはあらず】以下「人ありがたくや」まで、内大臣の詞。

2 【思はぬ人におされぬる宿世に】娘の弘徽殿女御が斎宮女御に立后で負けたことをさす。

3 【この君をだに】雲居雁をさす。

4 【幸ひ人の腹の后がね】明石の君が生んだ姫君をさす。

5 【追ひ次ぎぬれ】大島本は「をひすき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おひすがひ」と校訂する。


乙女．３．４．４

■　とうち嘆なげきたまへば、

◇　とお嘆きになると、

乙女．３．４．５

■　「などか、さしもあらむ1。

◇　「どうして、そのようなことがありましょうか。

■　この家いへにさる筋すぢの人2出ひといでものしたまはで止やむやうP20あらじと、故大臣こおとどの思おもひたまひて、女御にょごの御おほむことをも、ゐたちいそぎたまひしものを。

◇　この家にもそのような人がいないで終わってしまうようなことはあるまいと、亡くなった大臣が思っていらっしゃって、女御の御ことも、熱心に奔走なさったのでしたが。

■　おはせましかば、かくもてひがむることもなからまし」

◇　生きていらっしゃったならば、このように筋道の通らぬこともなかったでしょうに」


P20 止むやう--やむ（む/+やう〈朱〉）

1 【などかさしもあらむ】以下「こともなからまし」まで、大宮の詞。

2 【さる筋の人】后に立つような人の意。


乙女．３．４．６

■　など、この御おほむことにてぞ、太政大臣おほきおとどをも恨うらめしげに思おもひきこえたまへる。

◇　などと、あの一件では、太政大臣を恨めしくお思い申し上げていらっしゃった。

乙女．３．４．７

■　姫君ひめぎみの御おほむさまの、いときびはにうつくしうて、箏しゃうの御琴弾おほむことひきたまふを、御髪みぐしのさがり、髪かむざしなどの、あてになまめかしきをうちまもりたまへば、恥はぢらひてP21、すこしそばみたまへるかたはらめ、つらつきうつくしげにて、取由とりゆの手てつき、いみじう作つくりたる物ものの心地ここちするを、宮みやも限かぎりなくかなしと思おぼしたり。

◇　姫君のご様子が、とても子どもっぽくかわいらしくて、箏のお琴をお弾きになっていらっしゃるが、お髪の下り端、髪の具合などが、上品で艶々としてしているのをじっと見ていらっしゃると、恥ずかしく思って、少し横をお向きになった横顔、その恰好がかわいらしげで、取由の手つきが、非常にじょうずに作った人形のような感じがするので、大宮もこの上なくかわいいと思っていらっしゃった。

■　掻かきあはせなど弾ひきすさびたまひて、押おしやりたまひつ。

◇　調子合わせのための小曲などを軽くお弾きになって、押しやりなさった。


P21 恥ぢらひて--はちち（ち/＄ら〈朱〉）ひて


第五段　夕霧、内大臣と対面

乙女．３．５．１

■　大臣おとど、和琴わごんひき寄よせたまひて、律りちの調しらべのなかなか今いまめきたるを、さる上手じゃうずの乱みだれて掻かい弾ひきたまへる、いとおもしろし。

◇　内大臣は、和琴を引き寄せなさって、律調のかえって今風なのを、その方面の名人がうちとけてお弾きになっているのは、たいそう興趣がある。

■　御前おまへの梢こずゑほろほろと残のこらぬに、老おい御達ごたちなど、ここかしこの御几帳みきちゃうのうしろに、かしらを集つどへたり。

◇　御前のお庭の木の葉がほろほろと落ちきって、老女房たちが、あちらこちらの御几帳の後に、集まって聞いていた。

乙女．３．５．２

■　「風かぜの力蓋ちからけだし寡すくなしS4,1」

◇　「風の力がおよそ弱い」


S4 落葉俟微風以隕　而風之力蓋寡（文選巻四六-豪士賦序）

1 【風の力蓋し寡し】内大臣の朗誦。「落葉、微風を俟ちて隕つ。而も風の力、蓋し寡し。孟嘗め、雍門に遭うて泣く。而も琴の感、已に未し」（文選、豪士賦）の一節。


乙女．３．５．３

■　と、うち誦ずじたまひて、

◇　と、朗誦なさって、

乙女．３．５．４

■　「琴きんの感かんならねどS5,1、あやしくものあはれなる夕ゆふべかな。

◇　「琴のせいではないが、不思議としみじみとした夕べですね。

■　なほ、あそばさむや」

◇　もっと、弾きましょうよ」


S5 孟嘗遭雍門而泣　琴之感以未（文選巻四六-豪士賦序）

1 【琴の感ならねど】以下「なほあそばさむや」まで、内大臣の詞。「琴の感」は前の『文選』の句を踏まえた表現。


乙女．３．５．５

■　とて、

◇　とおっしゃって、

■　「秋風楽**」

◇　「秋風楽」

■　に掻***きあはせて、唱歌***したまへる声うふうらく、いとおもしろければ、皆***さまざま、大臣***をもいとうつくしと思***ひきこえたまふに1、いとど添***へむとにやあらむ2、冠者***の君はせてP22参***りたまへり。

◇　に調子を整えて、唱歌なさる声、とても素晴らしいので、みなそれぞれに、内大臣をも見事であるとお思い申し上げになっていらっしゃると、それをいっそう喜ばせようというのであろうか、冠者の君が参上なさった。

◆　 
とて、 しうふうらく に かき-あはせ て、 さうが し たまへ る こゑ、 いと おもしろけれ ば、 みな さまざま、 おとど を も いと うつくし と おもひ きこえ たまふ に、 いとど そへ む と に や あら む、 くわんざ-の-きみ まゐり たまへ り。


P22 冠者の君--火さ（火さ/＄冠者）の君

1 【大臣をもいとうつくしと思ひきこえたまふに】主語は大宮。係助詞「も」は同類を表し、孫の雲居雁と同様に息子の内大臣もの意。

2 【いとど添へむとにやあらむ】挿入句。語り手の推測を交えた表現。


乙女．３．５．６

■　「こなたに」

◇　「こちらに」

■　とて、御几帳隔みきちゃうへだてて入いれたてまつり1たまへり。

◇　とおっしゃって、御几帳を隔ててお入れ申し上げになった。


1 【御几帳隔てて入れたてまつり】雲居雁との間に。


乙女．３．５．７

■　「をさをさ対面たいめんもえ賜たまはらぬかな1。

◇　「あまりお目にかかれませんね。

■　などかく、この御学問がくもんのあながちならむ。

◇　どうしてこう、このご学問に打ち込んでいらっしゃるのでしょう。

■　才ざえのほどよりあまり過すぎぬるも2あぢきなきわざと、大臣おとども思おぼし知しれることなるを、かくおきてきこえたまふ、やうあらむとは思おもひたまへながら、かう籠こもりP23おはすることなむ、心苦こころぐるしうはべる」

◇　学問が身分以上になるのもよくないことだと、大臣もご存知のはずですが、こうもお命じ申し上げなさるのは、考える子細もあるのだろうと存じますが、こんなに籠もってばかりいらっしゃるのは、お気の毒でございます」


P23 籠もり--こもる（る/＄り〈朱〉）

1 【をさをさ対面もえ賜はらぬかな】以下「心苦しうはべる」まで、内大臣の詞。

2 【あまり過ぎぬるも】大島本は「あまりすきぬるも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あまりぬるも」と「すき」を削除する。


乙女．３．５．８

■　と聞きこえたまひて、

◇　と申し上げなさって、

乙女．３．５．９

■　「時々ときどきは1、ことわざしたまへ。

◇　「時々は、別のことをなさい。

■　笛ふゑの音ねにも古事ふることは、伝つたはるものなり」

◇　笛の音色にも昔の聖賢の教えは、伝わっているものです」


1 【時々は】以下「伝はるものなり」まで、内大臣の詞。


乙女．３．５．１０

■　とて、御笛おほむふゑたてまつりたまふ。

◇　とおっしゃって、御笛を差し上げなさる。

■　いと若わかうをかしげなる音ねに吹ふきたてて、いみじうおもしろければ、御琴おほむことどもをばしばし止とどめて、大臣おとど、拍子はうしおどろおどろしからずうち鳴ならしたまひて、

◇　たいそう若々しく美しい音色を吹いて、大変に興がわいたので、お琴はしばらく弾きやめて、大臣が、拍子をおおげさではなく軽くお打ちになって、

■　「萩はぎが花摺はなずりS6」

◇　「萩の花で摺った」

■　など歌うたひたまふ1。

◇　などとお歌いになる。


S6 更衣せむや　さきむだちや　我が衣は　野原篠原　萩が花摺りや　さきむだちや（催馬楽-更衣）

1 【萩が花摺りなど歌ひたまふ】「更衣せむやさきむだちやわが衣は野原篠原萩の花摺りやさきむだちや」（催馬楽、更衣）。『花鳥余情』は、夕霧の六位の浅葱の衣が早く昇進して色が改まるようにという気持ちをこめて歌ったものと説く。


乙女．３．５．１１

■　「大殿おほとのも1、かやうの御遊おほむあそびに心止こころとどめたまひて、いそがしき御政事おほむまつりごとどもをば逃のがれたまふなりけり。

◇　「大殿も、このような管弦の遊びにご熱心で、忙しいご政務からはお逃げになるのでした。

■　げに、あぢきなき世よに、心こころのゆくわざをしてこそ、過すぐしはべりなまほしけれ」

◇　なるほど、つまらない人生ですから、満足のゆくことをして、過ごしたいものでございますね」


1 【大殿も】以下「過ぐしはべりなまほしけれ」まで、内大臣の詞。


乙女．３．５．１２

■　などのたまひて、御土器参おほむかはらけまゐりたまふに、暗くらうなれば、御殿油おほむとなぶらまゐりP24参**り、御湯漬おほむゆづけ、くだものなど、誰たれも誰たれもきこしめす。

◇　などとおっしゃって、お杯をお勧めなさっているうちに、暗くなったので、燈火をつけて、お湯漬や果物などを、どなたもお召し上がりになる。

◆　 
など のたまひ て、 おほむ-かはらけ まゐり たまふ に、 くらう なれ ば、 おほむとなぶら まゐり、 おほむ-ゆづけ、 くだもの など、 たれ も たれ も きこしめす。


P24 御殿油--御となふゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）


乙女．３．５．１３

■　姫君ひめぎみはあなたに渡わたしたてまつりたまひつP25。

◇　姫君はあちらの部屋に引き取らせなさった。

■　しひて気遠けどほくもてなしたまひ、

◇　つとめて二人の間を遠ざけなさって、

■　「御琴おほむことの音ねばかりをも1聞きかせたてまつらじ」

◇　「お琴の音だけもお聞かせしないように」

■　と、今いまはこよなく隔へだてきこえたまふを、

◇　と、今ではすっかりお引き離し申していらっしゃるのを、

■　「いとほしきことありぬべき世よなるこそ2」

◇　「お気の毒なことが起こりそうなお仲だ」

■　と、近ちかう仕つかうまつる大宮おほみやの御方おほむかたのねび人びとども、ささめきけり。

◇　と、お側近くお仕え申している大宮づきの年輩の女房たちは、ひそひそ話しているのであった。


P25 たまひつ--給さ（さ/＄つ〈朱〉）

1 【御琴の音ばかりをも】雲居雁の琴の音を夕霧にの意。

2 【いとほしきことありぬべき世なるこそ】『集成』は「困ったことが起りそうな二人の仲だこと。二人の仲がいずれ大臣に知れるであろうと危懼する」と注す。


第六段　内大臣、雲居雁の噂を立ち聞く

乙女．３．６．１

■　大臣出おとどいでたまひぬるやうにて1、忍しのびて人ひとにもののたまふとて立たちたまへりけるを、やをらかい細ほそりて出いでたまふ道みちに2、かかるささめき言ごとをするに、あやしうなりたまひて、御耳おほむみみとどめたまへば、わが御おほむうへをぞ言いふ。

◇　内大臣はお帰りになったふうにして、こっそりと女房を相手なさろうと座をお立ちになったのだが、そっと身を細めてお帰りになる途中で、このようなひそひそ話をしているので、妙にお思いになって、お耳をとめなさると、ご自分の噂をしている。


1 【大臣出でたまひぬるやうにて】『完訳』は「邸から出たように見せかける。密かに召人に逢うためである」と注す。

2 【やをらかい細りて出でたまふ道に】『集成』は「そっと小さくなって女の部屋からお帰りになる途中で」と訳す。


乙女．３．６．２

■　「かしこがりたまへど1、人ひとの親おやよ。

◇　「えらそうにしていらっしゃるが、人の親ですよ。

■　おのづから、おれたることこそ出いで来くべかめれ」

◇　いずれ、ばかばかしく後悔することが起こるでしょう」

■　「子こを知しるといふは2、虚言そらごとなめり」

◇　「子を知っているのは親だというのは、嘘のようですね」

■　などぞ、つきしろふ3。

◇　などと、こそこそと噂し合う。


1 【かしこがりたまへど】以下「虚言なめり」まで、女房の詞。

2 【子を知るといふは】大島本は「子をしるといふハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「子を知るはといふは」と「は」を補訂する。「明君は臣を知り、明父は子を知る」（史記、李斯伝）「子を知るは親に如くものはなし」（日本書紀、雄略紀二十三年）などがある。

3 【つきしろふ】『集成』は「つつき合っている」。『完訳』は「こそこそと陰口をたたいている」と訳す。


乙女．３．６．３

■　「あさましくもあるかな1。

◇　「あきれたことだ。

■　さればよ。

◇　やはりそうであったのか。

■　思おもひ寄よらぬことにはあらねど、いはけなきほどにうちたゆみて。

◇　思いよらないことではなかったが、子供だと思って油断しているうちに。

■　世よは憂うきものにもありけるかな」

◇　世の中は何といやなものであるな」


1 【あさましくもあるかな】以下「世は憂きものにもありけるかな」まで、内大臣の心中。『集成』は「周章する内大臣の心中」。『完訳』は「事の意外さに動転する心中叙述」と注す。


乙女．３．６．４

■　と、けしきをつぶつぶと心得こころえたまへど、音おともせで出いでたまひぬ。

◇　と、ことの子細をつぶさに了解なさったが、音も立てずにお出になった。

■　御前駆追おほむさきおふ声こゑのいかめしきにぞ、

◇　前駆の先を払う声が盛んに聞こえるので、

乙女．３．６．５

■　「殿とのは、今いまこそ1出いでさせたまひけれ」

◇　「殿は、今お帰りあそばしたのだわ」

■　「いづれの隈くまにおはしましつらむ」

◇　「どこに隠れていらっしゃったのかしら」

■　「今いまさへかかるあだけこそ2」

◇　「今でもこんな浮気をなさるとは」


1 【殿は今こそ】以下「かかる御あだけこそ」まで、女房たちの詞。

2 【あだけこそ】大島本は「あたけ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御あだけ」と「御」を補訂する。


乙女．３．６．６

■　と言いひあへり。

◇　と言い合っている。

■　ささめき言ごとの人ひとびとは、

◇　ひそひそ話をした女房たちは、

乙女．３．６．７

■　「いとかうばしき香かの1うちそよめき出いでつるは、冠者くわんざの君きみのおはしつるとこそ2思おもひつれ」

◇　「とても香ばしい匂いがしてきたのは、冠者の君がいらっしゃるのだとばかり思っていましたわ」

■　「あな、むくつけや。

◇　「まあ、いやだわ。

■　しりう言ごとや、ほの聞きこしめしつらむ。

◇　陰口をお聞きになったかしら。

■　わづらはしき御心みこころを」

◇　厄介なご気性だから」


1 【いとかうばしき香の】以下「わづらはしき御心を」まで、女房たちの詞。

2 【おはしつるとこそ】大島本は「おハしつる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おはしましつる」と「まし」を補訂する。


乙女．３．６．８

■　と、わびあへり。

◇　と、皆困り合っていた。

乙女．３．６．９

■　殿とのは、道みちすがら思おぼすに、

◇　殿は、道中お考えになることに、

■　「いと口惜くちをしく1悪あしきことにはあらねど、めづらしげなきあはひに2、世人よひとも思おもひ言いふべきこと。

◇　「まったく問題にならない悪いことではないが、ありふれた親戚どうしの結婚で、世間の人もきっとそう取り沙汰するに違いないことだ。

■　大臣おとどの、しひて女御にょうごをおし沈しづめたまふもつらきP26に、わくらばに、人ひとにまさることもやと3こそ思おもひつれ4、ねたくもあるかな」

◇　大臣が、強引に女御を抑えなさっているのも癪なのに、ひょっとして、この姫君が相手に勝てることがあろうかも知れないと思っていたが、くやしいことだ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　殿とのの御仲おほむなかの、おほかたには昔むかしも今いまもいとよくおはしながら、かやうの方かたにては5、挑いどみきこえたまひし名残なごりも思おぼし出いでて、心憂こころうければ、寝覚ねざめがちにて明あかしたまふ。

◇　殿どうしのお仲は、普通のことでは昔も今もたいそう仲よくいらっしゃりながら、このような方面では、競争申されたこともお思い出しになって、おもしろくないので、寝覚めがちに夜をお明かしになる。


P26 つらき--つゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）き

1 【いと口惜しく】以下「ねたくもあるかな」まで、内大臣の心中。

2 【めづらしげなきあはひに】『集成』は「ありふれた親戚同士の結婚だと」と訳す。『完訳』は「臣下との結婚では物足りない」と注す。

3 【人にまさることもやと】『集成』は「雲居の雁を東宮に入内させれば、やがて立后もあろうかと期待していたのに」と注す。

4 【こそ思ひつれ】係助詞「こそ」--「つれ」已然形の係結び。逆接用法。

5 【かやうの方にては】『完訳』は「権勢を張り合うという方面」と注す。


乙女．３．６．１０

■　「大宮おほみやをも1、さやうのけしきには2御覧ごらんずらむものを、世よになくかなしくしたまふ御孫おほむむまごにて、まかせて見みたまふならむ」

◇　「大宮だって、そのような様子は御存じであろうに、たいへんにかわいがっていらっしゃるお孫たちなので、好きなようにさせていらっしゃるのだろう」


1 【大宮をも】以下「見たまふならむ」まで、内大臣の心中。

2 【けしきには】大島本は「けしきには」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「けしきは」と「に」を削除する。


乙女．３．６．１１

■　と、人ひとびとの言いひしけしきを、ねたしと思おぼすに1、御心動みこころうごきて、すこし男々ををしくあざやぎたる御心みこころには、静しづめがたし。

◇　と、女房たちが言っていた様子を、いまいましいとお思いになると、お心が穏やかでなくなって、少し男らしく事をはっきりさせたがるご気性にとっては、抑えがたい。


1 【ねたしと思すに】大島本は「ねたしとおほすに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「めざましうねたしとおぼすに」と「めざましう」を補訂する。


第四章　内大臣家の物語　雲居雁の養育をめぐる物語

第一段　内大臣、母大宮の養育を恨む

乙女．４．１．１

■　二日ふつかばかりありて、参まゐりたまへり1。

◇　二日ほどして、参上なさった。

■　しきりに参まゐりたまふ時ときは、大宮おほみやもいと御心みこころゆき、うれしきものに思おぼいたり。

◇　頻繁に参上なさる時は、大宮もとてもご満足され、嬉しく思っておいであった。

■　御尼額おほむあまびたひひきつくろひ、うるはしき御小袿こうちきなどたてまつり添そへて、子こながら恥はづかしげにおはする御人おほむひとざま2なれば、まほならずぞ見みえたてまつりたまふ。

◇　尼削ぎの御髪に手入れをなさって、きちんとした小袿などをお召し添えになって、わが子ながら気づまりなほど立派なお方なので、直接顔を合わせずにお会いなさる。


1 【二日ばかりありて参りたまへり】内大臣が大宮邸に。

2 【子ながら恥づかしげにおはする御人ざま】大宮の子ながら気がひけるほど立派な人、すなわち内大臣をいう。


乙女．４．１．２

■　大臣御おとどみけしき悪あしくて、

◇　大臣は御機嫌が悪くて、

乙女．４．１．３

■　「ここにさぶらふも2はしたなく、人ひとびといかに見みはべらむと、心置こころおかれにたり3。

◇　「こちらにお伺いするのも体裁悪く、女房たちがどのように見ていますかと、気がひけてしまいます。

■　はかばかしき身みにはべらねど、世よにはべらむ限かぎり、御目離おほむめかれず御覧ごらんぜられ、おぼつかなき隔へだてなくとこそ思おもひたまふれ。

◇　たいした者ではありませんが、世に生きていますうちは、常にお目にかからせていただき、ご心配をかけることのないようにと存じております。

■　よからぬもののうへにて4、恨うらめしと思おもひきこえさせつべきことの出いでまうで来きたるを、かうも思おもうたまへじとかつは思おもひたまふれど、なほ静しづめがたくおぼえP27はべりてなむ」

◇　不心得者のことで、お恨み申さずにはいられないようなことが起こってまいりましたが、こんなにはお恨み申すまいと一方では存じながらも、やはり抑えがたく存じられまして」


P27 おぼえ--（/+おほえ〈朱〉）

1? 【まほならずぞ見えたてまつる】『集成』は「うちとけてまともに顔を合わすようなことをせず、横顔を向けながら話すのであろう」。『完訳』は「じかには顔を見合せない、半ば物越しの対面」と注す。

2 【ここにさぶらふも】以下「おぼえはべりてなむ」まで、内大臣の詞。

3 【心置かれにたり】『集成』は「不快に思っております」。『完訳』は「気がひけてしまいます」と訳す。

4 【よからぬもののうへにて】雲居雁をさす。


乙女．４．１．４

■　と、涙なみだおし拭のごひたまふに、宮みや、化粧けさうじたまへる御顔おほむかほの色違いろたがひて、御目おほむめも大おほきになりぬ。

◇　と、涙をお拭いなさるので、大宮は、お化粧なさっていた顔色も変わって、お目を大きく見張られた。

乙女．４．１．５

■　「いかやうなることにてか1、今いまさらの齢よはひの末すゑに、心置こころおきては思おぼさるらむ」

◇　「どうしたことで、こんな年寄を、お恨みなさるのでしょうか」


1 【いかやうなることにてか】以下「思さるらむ」まで、大宮の詞。


乙女．４．１．６

■　と聞きこえたまふも、さすがにいとほしけれど、

◇　と申し上げなさるのも、今さらながらお気の毒であるが、

乙女．４．１．７

■　「頼たのもしき御蔭おほむかげに1、幼をさなき者ものをたてまつりおきて、みづからをばなかなか幼をさなくより見みたまへもつかず、まづ目めに近ちかきが、交まじらひなどはかばかしからぬを、見みたまへ嘆**きいとなみつつ、さりとも人**となさせたまひてむと2頼たのみわたりはべりつるに、思おもはずなることのはべりければ、いと口惜くちをしうなむ。

◇　「ご信頼申していたお方に、幼い子どもをお預け申して、自分ではかえって幼い時から何のお世話も致さずに、まずは身近にいた姫君の、宮仕えなどが思うようにいかないのを、心配しながら奔走しいしい、それでもこの姫君を一人前にしてくださるものと信頼しておりましたのに、意外なことがございましたので、とても残念です。

◆　 
"たのもしき おほむ-かげ に、 をさなき もの を たてまつり おき て、 みづから を ば なかなか をさなく より み たまへ も つか ず、 まづ め に ちかき が、 まじらひ など はかばかしから ぬ を、 み たまへ なげき つつ、 さりとも ひと と なさ せ たまひ て む と たのみ わたり はべり つる に、 おもは ず なる こと の はべり けれ ば、 いと くちをしう なむ。


1 【頼もしき御蔭に】以下「心憂く思うたまふる」まで、内大臣の詞。

2 【さりとも人となさせたまひてむと】大宮が雲居雁を。


乙女．４．１．８

■　まことに天あめの下並したならぶ人ひとなき有職いうそくにはものせらるめれど、親したしきほどにかかるは、人ひとの聞きき思おもふところも、あはつけきやうになむ、何なにばかりのほどにもあらぬ仲なからひにだにしはべるを、かの人ひとの御おほむためにも2、いとかたはなることなり。

◇　ほんとうに天下に並ぶ者のない優れた方のようですが、近しい者どうしが結婚するのは、人の外聞も浅薄な感じが、たいした身分でもないものどうしの縁組でさえ考えますのに、あちらの方のためにも、たいそう不体裁なことです。

■　さし離はなれ、きらきらしうめづらしげあるあたりに、今いまめかしうもてなさるるこそP28、をかしけれ3。

◇　他人で、豪勢な初めての関係の家で、派手に大切にされるのこそ、よいものです。

■　ゆかりむつび、ねぢけがましきさまにて、大臣おとども聞きき思おぼすP29ところはべりなむ4。

◇　縁者どうしの、馴れ合いの結婚なので、大臣も不快にお思いになることがあるでしょう。


P28 こそ--に（に/＄こ）そ

P29 思す--おほと（と/＄す〈朱〉）

1? 【思はずなることのはべりれば】夕霧と雲居雁とが恋仲であることをいう。

2 【かの人の御ためにも】夕霧をさす。

3 【さし離れきらきらしうめづらしげあるあたりに今めかしうもてなさるるこそをかしけれ】内大臣の結婚観。『集成』は「世に時めいていて、今まで縁のなかった一族に、はなやかな婿扱いをされてこそ、晴れがましいものです。政治家として派閥を拡大したことになる」と注す。

4 【大臣も聞き思すところはべりなむ】「大臣」は源氏をさす。「思す」は不快に思う意。


乙女．４．１．９

■　さるにても、かかることなむと、知しらせたまひて、ことさらにもてなし、すこしゆかしげあることをまぜてこそはべらめ1。

◇　それはそれとしても、これこれしかじかですと、わたしにお知らせくださって、特別なお扱いをして、少し世間でも関心を寄せるような趣向を取り入れたいものです。

■　幼をさなき人ひとびとの心こころにまかせて御覧ごらんじ放はなちけるを、心憂こころうく思おもうたまふ」

◇　若い者どうしの思いのままに放って置かれたのが、心外に思われるのです」


1 【すこしゆかしげあることをまぜてこそはべらめ】『集成』は「婿として改まった扱いをし、多少とも世間からさすがだと思われるようなことを加えるのがよいと存じます。家柄にふさわしい婚儀を挙げるべきだという意」と注す。


乙女．４．１．１０

■　など聞きこえたまふに、夢ゆめにも知しりたまはぬことなれば、あさましう思おぼして、

◇　と申し上げなさると、夢にも御存知なかったことなので、驚きあきれなさって、

乙女．４．１．１１

■　「げに、かうのたまふも2ことわりなれど、かけてもこの人ひとびとの下したの心こころなむ知しりはべらざりける。

◇　「なるほど、そうおっしゃるのもごもっともなことですが、ぜんぜんこの二人の気持ちを存じませんでした。

■　げに、いと口惜くちをしきことは、ここにこそまして嘆なげくべくはべれ。

◇　なるほど、とても残念なことは、こちらこそあなた以上に嘆きたいくらいです。

■　もろともに罪**をおほせたまふはP30、恨うらめしきことになむ。

◇　子どもたちと一緒にわたしを非難なさるのは、恨めしいことです。

◆　 
"げに、 かう のたまふ も ことわり なれ ど、 かけて も この ひとびと の した の こころ なむ しり はべら ざり ける。 げに、 いと くちをしき こと は、 ここ に こそ まして なげく べく はべれ。 もろともに つみ おほせ たまふ は、 うらめしき こと に なむ。


P30 たまふは--給はて（て/＄〈朱〉）

1? 【心憂く思うたまふなど】大島本は「思ふ給ふ」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「たまふる」と「る」を補訂する。ただ『古典セレクション』は「な（奈）」を「る（留）」の誤写と見たものか、「と聞こえたまふに」と整定する。

2 【げにかうのたまふも】以下「人の御名や汚れむ」まで、大宮の詞。


乙女．４．１．１２

■　見みたてまつりしより、心こころことに思おもひはべりて、そこに思おぼしいたらぬことをも2、すぐれたるさまにP31もてなさむとこそ、人知ひとしれず思おもひはべれ。

◇　お世話致してから、特別にかわいく思いまして、あなたがお気づきにならないことも、立派にしてやろうと、内々に考えていたのでしたよ。

■　ものげなきほどを、心こころの闇やみに惑まどひてS7,3、急いそぎものせむとは思おもひ寄よらぬことになむ。

◇　まだ年端もゆかないうちに、親心の盲目から、急いで結婚させようとは考えもしないことです。


P31 さまに--さま（ま/+に）

S7 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1? 【げにいと口惜しきこととはここにこそまして嘆くべくはべれ】『完訳』は「内大臣の「いと口惜しうなん」を受けて、「げに」と納得。自分（大宮）こそ。彼女も雲居雁の入内を諦めない」と注す。

2 【そこに思しいたらぬことをも】『集成』は「「そこ」は、同等以下の者を呼ぶ二人称」と注す。

3 【心の闇に惑ひて】「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を踏まえる。


乙女．４．１．１３

■　さても、誰たれかはかかることは聞きこえけむ。

◇　それにしても、誰がそのようなことを申したのでしょう。

■　よからぬ世よの人ひとの言ことにつきて2、きはだけく思おぼしのたまふも、あぢきなく、むなしきことにて、人ひとの御名おほむなや汚けがれむ」

◇　つまらぬ世間の噂を取り上げて、容赦なくおっしゃるのも、つまらないことで、根も葉もない噂で、姫君のお名に傷がつくのではないでしょうか」


1? 【急ぎものせむとは思ひも寄らぬことになむ】夕霧と雲居雁を結婚させようとすることをさす。

2 【よからぬ世の人の言につきて】『集成』は「身分の低い世間の者たちの噂を取り上げて」。『完訳』は「つまらない世間の噂を信用して」と訳す。


乙女．４．１．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

乙女．４．１．１５

■　「何なにの、浮うきたることにかはべらむ1。

◇　「どうして、根も葉もないことでございましょうか。

■　さぶらふめる人ひとびとも、かつは皆みなもどき笑わらふべかめるものを、いと口惜くちをしく、やすからず思おもうたまへらるるや」

◇　仕えている女房たちも、陰ではみな笑っているようですのに、とても悔しく、面白くなく存じられるのですよ」


1 【何の浮きたることにかはべらむ】以下「思うたまへらるるや」まで、内大臣の詞。


乙女．４．１．１６

■　とて、立たちたまひぬ。

◇　とおっしゃって、お立ちになった。

乙女．４．１．１７

■　心知こころしれるP32どちは1、いみじういとほしく思おもふ。

◇　事情を知っている女房どうしは、実におかわいそうに思う。

■　一夜ひとよのしりう言ごとの人ひとびとは、まして心地ここちも違たがひて、

◇　先夜の陰口を叩いた女房たちは、それ以上に気も動転して、

■　「何なににかかる睦物語むつものがたりをしけむ」

◇　「どうしてあのような内緒話をしたのだろう」

■　と、思おもひ嘆なげきあへり。

◇　と、一同後悔し合っていた。


P32 心知れる--（/+心）しれる

1 【心知れるどちは】大島本は「（＋心）しれるとちハ」とある。すなわち底本は「心」を補訂する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心知れる人は」と校訂する。


第二段　内大臣、乳母らを非難する

乙女．４．２．１

■　姫君ひめぎみは、何心なにごころP33もなくておはするに、さしのぞきたまへれP34ば1、いとらうたげなる御おほむさまを、あはれに見みたてまつりたまふ2。

◇　姫君は、何もご存知でなくていらっしゃるのを、お覗きになると、とてもかわいらしいご様子なのを、しみじみと拝見なさる。


P33 何心--なに（に/+心）

P34 たまへれ--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れ

1 【さしのぞきたまへれば】主語は内大臣。

2 【あはれに見たてまつりたまふ】主語は内大臣。


乙女．４．２．２

■　「若わかき人ひとといひながら1、心幼こころをさなくP35ものしたまひけるを2知しらで、いとP36かく人ひとなみなみに3思おもひける我われこそ、まさりてはかなかりけれ4」

◇　「若いと言っても、無分別でいらっしゃったのを知らないで、ほんとうにこうまで一人前にと思っていた自分こそ、もっとあさはかであったよ」


P35 心幼く--心おさな／＼（／＼/＄く〈朱〉）

P36 いと--（/+いと〈朱〉）

1 【若き人といひながら】以下「はかなかりけれ」まで、内大臣の詞。

2 【心幼くものしたまひけるを】『集成』は「こんなに無分別でいらっしゃったとは知らず。年頃の姫君として男女の仲に無知なことをいう」。『完訳』は「大人なら、もっと慎重だったのにと、として、幼い二人を思う」と注す。

3 【人なみなみに】大島本は「人なミ／＼に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人並々にと」と「と」を補訂する。

4 【我こそまさりてはかなかりけれ】『完訳』は「幼い雲居雁よりも、もっとあさはかだった。内大臣は、自らの愚かさを嘆く形で乳母らを責める」と注す。


乙女．４．２．３

■　とて、御乳母おほむめのとどもをさいなみたまふに、聞きこえむ方かたなし。

◇　とおっしゃって、御乳母たちをお責めになるが、お返事の申しようもない。

乙女．４．２．４

■　「かやうのことは1、限かぎりなき帝みかどの御おほむいつき女むすめも、おのづから過あやまつ例ためし、昔物語むかしものがたりにもあめれど2、けしきを知しり伝つたふる人ひと、さるべき隙ひまにてこそあらめ」

◇　「このようなことは、この上ない帝の大切な内親王も、いつの間にか過ちを起こす例は、昔物語にもあるようですが、二人の気持ちを知って仲立ちする人が、隙を窺ってするのでしょう」

■　「これは、明あけ暮くれ立たちまじりたまひて年としごろおはしましつるを、何なにかは、いはけなき御おほむほどを、宮みやの御おほむもてなしよりさし過すぐしても、隔へだてきこえさせむと、うちとけて過すぐしきこえつるを、一昨年をととしP37ばかりよりは、けざやかなる御おほむもてなしになりにてはべるめるに、若わかき人ひととても3、うち紛まぎればみ、いかにぞや4、世よづきたる人ひともおはすべかめるを、夢ゆめに乱みだれたるところおはしまさざめれば5、さらに思おもひ寄よらざりけること」

◇　「この二人は、朝夕ご一緒に長年過ごしていらっしゃったので、どうして、お小さい二人を、大宮様のお扱いをさし越えてお引き離し申すことができましょうと、安心して過ごして参りましたが、一昨年ごろからは、はっきり二人を隔てるお扱いに変わりましたようなので、若い人と言っても、人目をごまかして、どういうものにか、ませた真似をする人もいらっしゃるようですが、けっして色めいたところもなくいらっしゃるようなので、ちっとも思いもかけませんでした」


P37 一昨年--（/+おと）とし

1 【かやうのことは】以下「さらに思ひ寄らざりけること」まで、乳母たちの詞。

2 【昔物語にもあめれど】『集成』は「物語を人生の指針としている当時の女性である」と注す。

3 【若き人とても】『完訳』は「以下、一般の若者。色恋ごとに傾く者もああるとして、「ゆめに乱れたる--」以下の夕霧と対比」と注す。

4 【いかにぞや】『集成』「どうであろうか、と非難する気持を表す」と注す。

5 【夢に乱れたるところおはしまさざめれば】夕霧についていう。


乙女．４．２．５

■　と、おのがどち嘆なげく。

◇　と、お互いに嘆く。

乙女．４．２．６

■　「よし、しばし1、かかること漏もらさじ。

◇　「よし、暫くの間、このことは人に言うまい。

■　隠かくれあるまじきことなれど、心こころをやりて、あらぬこととだに言いひなされP38よ。

◇　隠しきれないことだが、よく注意して、せめて事実無根だともみ消しなさい。

■　今いまかしこに渡わたしたてまつりてむ2。

◇　今からは自分の所に引き取ろう。

■　宮みやの御心みこころのいとつらきなり。

◇　大宮のお扱いが恨めしい。

■　そこたちは、さりとも、いとかかれとしも、思おもはれざりけむ」

◇　お前たちは、いくらなんでも、こうなって欲しいとは思わなかっただろう」


P38 なされ--なされ（なされ/＄〈朱〉）なされ

1 【よししばし】以下「思はざりけむ」まで、内大臣の詞。

2 【かしこに渡したてまつりてむ】雲居雁を自分の邸の方に移そうの意。


乙女．４．２．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

■　「いとほしきなかにも1、うれしくのたまふ」

◇　「困ったこととではあるが、嬉しいことをおっしゃる」

■　と思おもひて、

◇　と思って、


1 【いとほしきなかにも】以下「うれしくのたまふ」まで、乳母の心中。『集成』は「困ったことと思いながらも」。『完訳』は「姫君にはおかわいそうだが」と訳す。


乙女．４．２．８

■　「あな、いみじや1。

◇　「まあ、とんでもありません。

■　大納言殿だいなごんどのに聞ききたまはむことをさへ思おもひはべれば、めでたきにても、ただ人うどの筋すぢは、何なにのめづらしさにか思おもひたまへかけむ」

◇　按察大納言殿のお耳に入ることをも考えますと、立派な人ではあっても、臣下の人であっては、何を結構なことと考えて望んだり致しましょう」


1 【あないみじや】以下「思ひたまへかけむ」まで、乳母の詞。


乙女．４．２．９

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

乙女．４．２．１０

■　姫君ひめぎみは、いと幼をさなげなる御おほむさまにて、よろづに申まうしたまへども2、かひあるべきにもあらねば、うち泣なきたまひて、

◇　姫君は、とても子供っぽいご様子で、いろいろとお申し上げなさっても、何もお分かりでないので、お泣きになって、


1? 【大納言殿聞きたまはんことをさへ思ひはべれば】雲居雁の母が再婚した按察大納言をさす。

2 【よろづに申したまへども】『集成』は「ご注意申されても」と訳す。


乙女．４．２．１１

■　「いかにしてか1、いたづらになりたまふまじきわざはすべからむ」

◇　「どうしたら、傷ものにおなりにならずにすむ道ができようか」


1 【いかにしてか】以下「わざはすべからむ」まで、内大臣の心中。


乙女．４．２．１２

■　と、忍しのびてさるべきどちのたまひて、大宮おほみやをのみぞ1恨うらみきこえたまふ。

◇　と、こっそりと頼れる乳母たちとご相談なさって、大宮だけをお恨み申し上げなさる。


1 【大宮をのみぞ】大島本は「大宮をのミそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「大宮をのみ」と「そ」を削除する。


第三段　大宮、内大臣を恨む

乙女．４．３．１

■　宮みやは、いといとほしと思おぼすなかにも、男君をとこぎみの御おほむかなしさはすぐれたまふにやあらむ1、かかる心こころのありけるも、うつくしう思おぼさるるに、情なさけなく、こよなきことのやうに思おぼしのたまへるを2、

◇　大宮は、とてもかわいいとお思いになる二人の中でも、男君へのご愛情がまさっていらっしゃるのであろうか、このような気持ちがあったのも、かわいらしくお思いになられるが、情愛なく、ひどいことのようにお考えになっておっしゃったのを、


1 【男君の御かなしさはすぐれたまふにやあらむ】『集成』は「ここでいわば一人前の恋する男として「男君」という呼称が使われている」と注す。語り手の挿入句。作中人物の心理を忖度してみせ、読者の関心を引きつける。

2 【情けなくこよなきことのやうに思しのたまへるを】主語は内大臣。


乙女．４．３．２

■　「などかさしもあるべき。

◇　「どうしてそんなに悪いことがあろうか。

■　もとよりいたう思おもひつきたまふことなくて2、かくまでかしづかむとも思おぼし立たたざりしを3、わがかくもてなしそめたればこそ、春宮とうぐうの御おほむことをも思おぼしかけためれ4。

◇　もともと深くおかわいがりになることもなくて、こんなにまで大事にしようともお考えにならなかったのに、わたしがこのように世話してきたからこそ、春宮へのご入内のこともお考えになったのに。

■　とりはづして、ただ人うどの宿世すくせあらば、この君きみよりほかにまさるべき人ひとやはある5。

◇　思いどおりにゆかないで、臣下と結ばれるならば、この男君以外にまさった人がいるだろうか。

■　容貌かたち、ありさまよりはじめて、等ひとしき人ひとのあるべきかは6。

◇　器量や、態度をはじめとして、同等の人がいるだろうか。

■　これより及およびなからむ際きはにも7とこそ思おもへ」

◇　この姫君以上の身分の姫君が相応しいと思うのに」


1? 【などかさしもあるへき】以下「とこそ思へ」まで、大宮の心中。

2 【もとよりいたう思ひつきたまふことなくて】主語は内大臣。

3 【思し立たざりしを】大島本は「たゝさりし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たらざりし」と校訂する。

4 【思しかけためれ】「こそ」--「めれ」已然形の係結び、逆接用法。

5 【人やはある】大島本は「人やハある」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人やは」と「ある」を削除する。反語表現。

6 【人のあるべきかは】反語表現。

7 【これより及びなからむ際にも】『集成』は「雲居雁以上の、及びもつかぬような身分の方にでもふさわしいと思うのに。夕霧は内親王の婿にでもふさわしいと、大宮は思う」と注す。


乙女．４．３．３

■　と、わが心こころざしのまさればにや1、大臣おとどを恨うらめしう思おもひきこえたまふ。

◇　と、ご自分の愛情が男君の方に傾くせいからであろうか、内大臣を恨めしくお思い申し上げなさる。

■　御心みこころのうちを見みせたてまつりたらば、ましていかに恨うらみきこえたまはむ2。

◇　もしもお心の中をお見せ申したら、どんなにかお恨み申し上げになることであろうか。


1 【わが心ざしのまさればにや】挿入句。大宮の内省と語り手の忖度両義。

2 【御心のうちを見せたてまつりたらばましていかに恨みきこえたまはむ】『完訳』は「以下、語り手の評」と注す。


第四段　大宮、夕霧に忠告

乙女．４．４．１

■　かく騒さわがるらむとも知しらで、冠者くわんざの君参きみまゐりたまへり。

◇　このように騷がれているとも知らないで、冠者の君が参上なさった。

■　一夜ひとよも人目ひとめしげうて、思おもふことをもえ聞きこえずなりにしかば1、常つねよりもあはれにおぼえたまひければ、夕ゆふつ方かたおはしたるなるべし2。

◇　先夜も人目が多くて、思っていることもお申し上げになることができずに終わってしまったので、いつもよりもしみじみと思われなさったので、夕方いらっしゃったのであろう。


1 【思ふことをもえ聞こえずなりにしかば】主語は夕霧。

2 【夕つ方おはしたるなるべし】『完訳』は「語り手の推測。夕霧の恋の苦悩を想像させる語り口である」と注す。


乙女．４．４．２

■　宮みや、例れいは是非ぜひしらずP39知**らず、うち笑ゑみて待まちよろこびきこえたまふを、まめだちて物語ものがたりなど聞きこえたまふついでに、

◇　大宮は、いつもは何はさておき、微笑んでお待ち申し上げていらっしゃるのに、まじめなお顔つきでお話など申し上げなさる時に、

◆　 
みや、 れい は ぜひ しら ず、 うち-ゑみ て まち よろこび きこえ たまふ を、 まめだち て、 ものがたり など きこえ たまふ ついで に、


P39 是非--せ（せ/=いイ）ひ


乙女．４．４．３

■　「御おほむことにより1、内大臣うちの怨***じてものしたまひにしかば、いとなむいとほしき2。

◇　「あなたのお事で、内大臣殿がお恨みになっていらっしゃったので、とてもお気の毒です。

■　ゆかしげなきことをしも思おもひそめたまひて、人ひとにもの思おもはせたまひつべきが心苦こころぐるしきこと。

◇　人に感心されないことにご執心なさって、わたしに心配かけさせることがつらいのです。

■　かうも聞きこえじと思おもへど、さる心こころも知しりたまはでやと3思おもへばなむ」

◇　こんなことはお耳に入れまいと思いますが、そのようなこともご存知なくてはと思いまして」

◆　 
"おほむ-こと に より、 うちのおとど の ゑんじ て ものし たまひ に しか ば、 いと なむ いとほしき。 ゆかしげ なき こと を しも おもひ そめ たまひ て、 ひと に もの おもは せ たまひ つ べき が こころぐるしき こと。 かう も きこえ じ と おもへ ど、 さる こころ も しり たまは で や と おもへ ば なむ。"


1 【御ことにより】以下「思へばなむ」まで、大宮の詞。

2 【いとほしき】『集成』は「困っています」。『完訳』は「つらく思われます」と訳す。

3 【さる心も知りたまはでやと】内大臣が雲居雁と夕霧の関係を知って立腹しているということをさす。


乙女．４．４．４

■　と聞きこえたまへば、心こころにかかれることの筋すぢなれば、ふと思おもひ寄よりぬ。

◇　と申し上げなさると、心配していた方面のことなので、すぐに気がついた。

■　面赤おもてあかみて、

◇　顔が赤くなって、

乙女．４．４．５

■　「何なにごとにかはべらむ1。

◇　「どのようなことでしょうか。

■　静しづかなる所ところに籠こもりはべりにしのち2、ともかくも人ひとに交まじる折をりなければ、恨うらみたまふべきことはべらじとなむ思おもひたまふる」

◇　静かな所に籠もりまして以来、何かにつけて人と交際する機会もないので、お恨みになることはございますまいと存じておりますが」


1 【何ごとにかはべらむ】以下「となむ思ひたまふる」まで、夕霧の詞。

2 【静かなる所に籠もりはべりにしのち】二条東院の夕霧の学問所。


乙女．４．４．６

■　とて、いと恥はづかしと思おもへるけしきを、あはれに心苦こころぐるしうて、

◇　と言って、とても恥ずかしがっている様子を、かわいくも気の毒に思って、

乙女．４．４．７

■　「よし。

◇　「よろしい。

■　今いまよりだに用意よういしたまへ1」

◇　せめて今からはご注意なさい」


1 【よし今よりだに用意したまへ】大宮の詞。


乙女．４．４．８

■　とばかりにて、異事ことごとに言いひなしたまうつ。

◇　とだけおっしゃって、他の話にしておしまいになった。

第五章　夕霧の物語　幼恋の物語

第一段　夕霧と雲居雁の恋の煩悶

乙女．５．１．１

■　「いとど文ふみなども通かよはむことのかたきなめり1」

◇　「今後いっそうお手紙などを交わすことは難しいだろう」

■　と思おもふに、いと嘆なげかしう2、物参ものまゐり3などしたまへど、さらに参まゐらで、寝ねたまひぬるやうなれど、心こころも空そらにて、人静ひとしづまるほどに、中障子なかさうじを引ひけど、例れいはことに鎖さし固かためなどもせぬを、つと鎖さして、人ひとの音おともせず4。

◇　と考えると、とても嘆かわしく、食事を差し上げても、少しも召し上がらず、お寝みになってしまったふうにしているが、心も落ち着かず、人が寝静まったころに、中障子を引いてみたが、いつもは特に錠など下ろしていないのに、固く錠さして、女房の声も聞こえない。

■　いと心細こころぼそくおぼえて、障子さうじに寄よりかかりてゐたまへるに、女君をむなぎみも目めを覚さまして5、風かぜの音おとの竹たけにS8待まちとられて、うちそよめくに、雁かりの鳴なきわたる声こゑの、ほのかに聞きこゆるに6、幼をさなき心地ここちにも、とかく思おぼし乱みだるるにや7、

◇　実に心細く思われて、障子に寄りかかっていらっしゃると、女君も目を覚まして、風の音が竹に待ち迎えられて、さらさらと音を立てると、雁が鳴きながら飛んで行く声が、かすかに聞こえるので、子供心にも、あれこれとお思い乱れるのであろうか、


S8 風生竹夜窓間臥　月照平沙夏夜霜（和漢朗詠-一五一　白居易）

1 【いとど文なども通はむことのかたきなめり】夕霧の心中。

2 【いと嘆かしう】大島本は「いとなけかし（し＋う）」とある。すなわち「う」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「なげかし」と校訂する。

3 【物参り】食事、ここでは夕飯をいう。

4 【人の音もせず】女房のいる物音。

5 【女君も目を覚まして】雲居雁、「女君」の呼称は恋の場面。

6 【風の音の竹に待ちとられてうちそよめくに雁の鳴きわたる声のほのかに聞こゆるに】「風の竹に生る夜、窓の間に臥せり、月の松を照らす時、台の上に行く」（和漢朗詠集巻上、夏夜・白氏文集巻十九、贈駕部呉郎中七兄）による。

7 【幼き心地にもとかく思し乱るるにや】語り手の作中人物の心中を忖度した挿入句。


乙女．５．１．２

■　「雲居くもゐの雁かりもわがごとやS9,1」

◇　「雲居の雁もわたしのようなのかしら」


S9 霧深く雲居の雁も我がことや晴れせずものは悲しかるらむ（源氏釈所引、出典未詳）

1 【雲居の雁もわがごとや】雲居雁の詞。その呼称の由来となる。「霧深く雲居の雁もわがごとや晴れせずものは悲しかるらむ」（源氏釈所引、出典未詳）による。『奥入』は「霧深き」「晴れせずものの」とある。


乙女．５．１．３

■　と、独ひとりごちP40たまふけはひ、若わかうらうたげなり。

◇　と、独り言をおっしゃる様子、若々しくかわいらしい。

■　いみじう心こころもとなければ、

◇　とてももどかしくてならないので、


P40 独りごち--ひとりう（う/＄こ）ち


乙女．５．１．４

■　「これ、開あけさせたまへ。

◇　「ここを、お開け下さい。

■　小侍従こじじゅうやさぶらふ1」

◇　小侍従はおりますか」


1 【これ開けさせたまへ小侍従やさぶらふ】夕霧の詞。


乙女．５．１．５

■　とのたまへど、音おともせず。

◇　とおっしゃるが、返事がない。

■　御乳母子おほむめのとごなりけり1。

◇　乳母子だったのである。

■　独ひとり言ごとを聞ききたまひけるも恥はづかしうて、あいなく御顔おほむかほも引ひき入いれたまへど、あはれは知しらぬにしもあらぬぞ憎にくきや2。

◇　独り言をお聞きになったのも恥ずかしくて、わけなく顔を衾の中にお入れなさったが、恋心は知らないでもないとは憎いことよ。

■　乳母めのとたちなど近ちかく臥ふして、うちみじろくも苦くるしければ3、かたみに音おともせず4。

◇　乳母たちが近くに臥せっていて、起きていることに気づかれるのもつらいので、お互いに音を立てない。


1 【御乳母子なりけり】『集成』は「草子地による注釈」と注す。

2 【あはれは知らぬにしもあらぬぞ憎きや】『集成』は「無邪気な雲居の雁にもいっぱしの恋心があることをやや冗談めかしていう草子地」。『完訳』は「語り手の評。もう無邪気な子供でないとする。「あはれ」は恋心」と注す。

3 【うちみじろくも苦しければ】「みじろく」の主語は乳母と夕霧雲居雁の両義。

4 【かたみに音もせず】主語は夕霧と雲居雁。


乙女．５．１．６

■　「さ夜中よなかに友呼ともよびわたる雁かりが音ねに

うたて吹ふき添そふ荻おぎの上風うはかぜ」

◇　「真夜中に友を呼びながら飛んでいく雁の声に

さらに悲しく吹き加わる荻の上を吹く風よ」

乙女．５．１．７

■　「身みにしみけるかなS10,2」

◇　「身にしみて感じられることだ」

■　と思おもひP41続つづけて、宮みやの御前おまへに帰かへりて嘆なげきがちなるも、

◇　と思い続けて、大宮の御前に帰って嘆きがちでいらっしゃるのも、

■　「御目覚おほむめさめてや聞きかせたまふらむ3」

◇　「お目覚めになってお聞きになろうか」

■　とつつましく、みじろき臥ふしたまへり。

◇　と憚られて、もじもじしながら臥せった。


S10 吹きよれば身にもしみける秋風を色なきものと思ひけるかな（古今六帖一-四二三）

P41 思ひ--おもひて（て/＄〈朱〉）

1? 【さ夜中に友呼びわたる雁が音にうたて吹ひ添ふ荻の上風】夕霧の独詠歌。

2 【身にしみけるかな】大島本は「身にも（も＄〈朱〉）」とある。すなわち朱筆で「も」をミセケチにする。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「身にも」と校訂する。夕霧の心中。「吹きくれば身にもしみける秋風を色なきものと思ひけるかな」（古今六帖一、秋の風）を踏まえる。

3 【御目覚めてや聞かせたまふらむ】夕霧の心中。


乙女．５．１．８

■　あいなくもの恥はづかしうて1、わが御方おほむかたにとく出いでて2、御文書おほむふみかきたまへれど、小侍従こじじゅうもえ逢あひたまはず、かの御方おほむかたざまにもえ行ゆかず3、胸むねつぶれておぼえたまふ。

◇　むやみに何となく恥ずかしい気がして、ご自分のお部屋に早く出て、お手紙をお書きになったが、小侍従にも会うことがおできになれず、あの姫君の方にも行くことがおできになれず、たまらない思いでいらっしゃる。


1 【あいなくもの恥づかしうて】翌朝の夕霧。

2 【わが御方にとく出でて】大宮の御前付近の寝所から自分の部屋の方に早く帰っての意。

3 【かの御方ざまにもえ行かず】雲居雁の部屋をさす。


乙女．５．１．９

■　女をむなはた1、騒さわがれたまひしことのみ恥はづかしうて2、

◇　女は女でまた、騒がれなさったことばかり恥ずかしくて、

■　「わが身みやいかがあらむ、人ひとやいかが思おもはむ3」

◇　「自分の身はどうなるのだろう、世間の人はどのように思うだろう」

■　とも深ふかく思おぼし入いれず、をかしうらうたげにて、うち語かたらふさまなどを4、疎うとましとも思おもひ離はなれたまはざりけり。

◇　とも深くお考えにならず、美しくかわいらしくて、ちょっと噂していることにも、嫌な話だとお突き放しになることもないのであった。


1 【女はた】「女君」の呼称から「女」と呼称。恋の場面が一層に盛り上がったことを意味する。

2 【騒がれたまひしことのみ恥づかしうて】『完訳』は「「のみ」に注意。内大臣らに騒がれた、そのことだけに執する」と注す。「れ」受身の助動詞。副助詞「のみ」限定・強調のニュアンスを添える。

3 【わが身やいかがあらむ人やいかが思はむ】語り手が雲居雁の心中を忖度した文章。

4 【うち語らふさまなどを】『集成』は「女房たちが」。『完訳』は「乳母らが」と注す。


乙女．５．１．１０

■　また、かう騒さわがるべきことともP42思おぼさざりけるを、御後見おほむうしろみどももいみじうあはめきこゆれば、え言ことも通かよはしたまはず。

◇　また、このように騒がれねばならないことともお思いでなかったのを、御後見人たちがひどく注意するので、文通をすることもおできになれない。

■　おとなびたる人ひとや、さるべき隙ひまをも作つくり出いづらむ2、男君をとこぎみも、今いますこしものはかなき年としのほどにて3、ただいと口惜くちをしとのみ思おもふ。

◇　大人であったら、しかるべき機会を作るであろうが、男君も、まだ少々頼りない年頃なので、ただたいそう残念だとばかり思っている。


P42 こととも--こと（と/+と）も

1? 【いみじうあはめ聞こゆれば】『集成』は「「あはむ」は、軽蔑的に非難する意」と注す。

2 【おとなびたる人やさるべき隙をも作り出づらむ】挿入句。語り手の推測。

3 【男君も今すこしものはかなき年のほどにて】雲居雁十四歳、夕霧十二歳。


第二段　内大臣、弘徽殿女御を退出させる

乙女．５．２．１

■　大臣おとどは、そのままに参まゐりたまはず、宮みやをいとつらしと思おもひきこえたまふ。

◇　内大臣は、あれ以来参上なさらず、大宮をひどいとお思い申していらっしゃる。

■　北きたの方かたには、かかることなむと、けしきも見みせたてまつりたまはず、ただおほかた、いとむつかしき御みけしきにて、

◇　北の方には、このようなことがあったとは、そぶりにもお見せ申されず、ただ何かにつけて、とても不機嫌なご様子で、

乙女．５．２．２

■　「中宮ちゅうぐうのよそほひことにて1参まゐりたまへるに、女御にょうごの世よの中思なかおもひしめりて2ものしたまふを、心苦こころぐるしう胸むねいたきに、まかでさせたてまつりて、心こころやすくうち休やすませたてまつらむ。

◇　「中宮が格別に威儀を整えて参内なさったのに対して、わが女御が将来を悲嘆していらっしゃるのが、気の毒に胸が痛いので、里に退出おさせ申して、気楽に休ませて上げましょう。

■　さすがに、主上うへにP43つとさぶらはせたまひて、夜昼よるひるおはしますめれば、ある人ひとびとも3心こころゆるびP44せず4、苦くるしうのみわぶめるに」

◇　立后しなかったとはいえ、主上のお側にずっと伺候なさって、昼夜おいでのようですから、仕えている女房たちも気楽になれず、苦しがってばかりいるようですから」


P43 主上に--うへと（と/＄に〈朱〉）

P44 心ゆるび--*心ゆるゐ

1 【中宮のよそほひことにて】以下「わぶめるに」まで、内大臣の詞。前斎宮女御、秋好中宮をいう。『集成』は「いったん里邸に下がって、立后の宣命を受け、皇后としての威儀を整えて、あらためて宮中に入る」と注す。

2 【女御の世の中思ひしめりて】『集成』は「弘徽殿の女御が、将来を悲観していらっしゃるのが」。『完訳』は「こちらの女御が主上との御仲を悲観しておいでなのが」と訳す。

3 【ある人びとも】仕えている女房もの意。

4 【心ゆるびせず】大島本は「心ゆるゐ」とある。『新大系』は「心ゆるゐ（ひ）」とし、「「ゆるふ」はゆるむ意」と注する。『集成』『古典セレクション』は「心ふるび」と整定する。


乙女．５．２．３

■　とのたまひて、にはかにまかでさせたてまつりたまふ。

◇　とおっしゃって、急に里にご退出させ申し上げなさる。

■　御暇おほむいとまも許ゆるされがたきを、うちむつかりたまて1、主上うへはしぶしぶに思おぼし召めしたるを、しひて御迎おほむむかへしたまふ。

◇　お許しは難しかったが、無理をおっしゃって、主上はしぶしぶでおありであったのを、むりやりお迎えなさる。


1 【うちむつかりたまて】『完訳』は「内大臣は不機嫌な態度をお見せになって」と訳す。


乙女．５．２．４

■　「つれづれに思おぼされむを1、姫君渡ひめぎみわたして2、もろともに遊あそびなどしたまへ。

◇　「所在なくていらっしゃるでしょうから、姫君を迎えて、一緒に遊びなどなさい。

■　宮みやに預あづけたてまつりたる、うしろやすけれど、いとさくじりおよすけたる人立ひとたちまじりて、おのづから気近けぢかきも、あいなきほどになりにたればなむ」

◇　大宮にお預け申しているのは、安心なのですが、たいそう小賢しくませた人が一緒なので、自然と親しくなるのも、困った年頃になったので」


1 【つれづれに思されむを】以下「なりにたればなむ」まで、内大臣の詞。

2 【姫君渡して】雲居雁を大宮の三条宮邸から弘徽殿女御の里下がりしているあちらの二条邸に移しての意。


乙女．５．２．５

■　と聞きこえたまひて、にはかに渡わたしきこえたまふ。

◇　とお申し上げなさって、急にお引き取りになさる。

■　宮みや、いとあへなしと思おぼして、

◇　大宮は、とても気落ちなさって、

乙女．５．２．６

■　「ひとりものせられし女2亡むすめなくなりたまひてのち、いとさうざうしく心細こころぼそかりしに、うれしうこの君**を得きみえて、生いける限かぎりのかしづきものと思おもひて、明あけ暮くれにつけて、老おいのむつかしさも慰なぐさめむとこそ思おもひつれ、思おもひのほかに隔へだてありて思おぼしなすも、つらく」

◇　「一人いらした女の子がお亡くなりになって以来、とても寂しく心細かったのが、うれしいことにこの姫君を得て、生きている間中お世話できる相手と思って、朝な夕なに、老後の憂さつらさの慰めにしようと思っていましたが、心外にも心隔てを置いてお思いになるのも、つらく思われます」

◆　 
"ひとり ものせ られ し むすめ なくなり たまひ て のち、 いと さうざうしく こころぼそかり し に、 うれしう この きみ え て、 いけ る かぎり の かしづき もの と おもひ て、 あけくれ、 に つけ て、 おい の むつかしさ も なぐさめ む と こそ おもひ つれ、 おもひ の ほか に へだて あり て おぼし なす も、 つらく。"


1? 【いとさくじりにおよすけたる人立ちまじりて】『完訳』は「「人」は暗に夕霧。このあたり、内大臣の苦々しい口調」と注す。

2 【ひとりものせられし女】以下「思しなすもつらく」まで大宮の詞。


乙女．５．２．７

■　など聞きこえたまへば、うちかしこまりて、

◇　などとお申し上げなさると、恐縮して、

乙女．５．２．８

■　「心こころに飽あかず思おもうたまへらるることは2、しかなむ思おもうたまへらるるとばかり聞きこえさせしになむ。

◇　「心中に不満に存じられますことは、そのように存じられますと申し上げただけでございます。

■　深ふかく隔へだて思おもひたまふることは、いかでかはべらむ3。

◇　深く隔意もってお思い申し上げることはどうしていたしましょう。


1? 【つらくなど聞こえたまへば】大島本は「つらくなと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「つたくなむと」と校訂する。

2 【心に飽かず思うたまへらるることは】以下「よも思ひきこえさせじ」まで、内大臣の詞。『集成』は「大宮の「思ひのほかに隔てありて--」という言葉に対して、心に隔てがないゆえ、思うところを率直に言ったのだと反論する」。『完訳』は「内大臣らしい発言」と注す。

3 【いかでかはべらむ】反語表現。


乙女．５．２．９

■　内裏うちにさぶらふが、世よの中恨なかうらめしげにて1、このころまかでてはべるに、いとつれづれに思おもひて屈くしはべれば、心苦こころぐるしう見みたまふるを、もろともに遊あそびわざをもして慰なぐさめよと思おもうたまへてなむ、あからさまにものしはべる」

◇　宮中に仕えております姫君が、ご寵愛が恨めしい様子で、最近退出おりますが、とても所在なく沈んでおりますので、気の毒に存じますので、一緒に遊びなどをして慰めようと存じまして、ほんの一時引き取るのでございます」

■　とて、

◇　と言って、

■　「育はぐくみ、人ひととなさせたまへるを、おろかにはよも思おもひきこえさせじ」

◇　「お育てくださり、一人前にしてくださったのを、けっしていいかげんにはお思い申しておりません」


1 【世の中恨めしげにて】帝との夫婦仲が思わしくない様子。


乙女．５．２．１０

■　と申まうしたまへば、かう思おぼし立たちにたれば、止とどめきこえさせたまふとも、思おぼし返かへすべき御心みこころならぬに1、いと飽あかず口惜くちをしう思おぼされて、

◇　と申し上げなさると、このようにお思いたちになった以上は、引き止めようとなさっても、お考え直されるご性質ではないので、大変に残念にお思いになって、


1 【かう思し立ちにたれば止めきこえさせたまふとも思し返すべき御心ならぬに】内大臣の性格。きっぱりとした性格で、いったん決心したら母親が制止しても思い直すことはしない性分。


乙女．５．２．１１

■　「人ひとの心こころこそ憂うきものはあれ1。

◇　「人の心とは嫌なものです。

■　とかく幼をさなき心こころどもにも2、われに隔へだてて疎うとましかりけることよP45。

◇　あれこれにつけ幼い子どもたちも、わたしに隠し事をして嫌なことですよ。

■　また、さもこそあらめ、大臣おとどの、ものの心こころを深ふかう知しりたまひながら、われを怨ゑんじて、かく率ゐて渡わたしたまふこと。

◇　また一方で、子どもとはそのようなものでしょうが、内大臣が、思慮分別がおありになりながら、わたしを恨んで、このように連れて行っておしまいになるとは。

■　かしこにて、これよりうしろやすきこともあらじ4」

◇　あちらでは、ここよりも安心なことはあるまいに」


P45 ことよ--ことに（に/＄よ〈朱〉）

1 【人の心こそ憂きものはあれ】以下「うしろやすきこともあらじ」まで、大宮の詞。

2 【幼き心どもにも】孫の夕霧と雲居雁をさす。

3? 【またさもこそはあらめ】係結び、逆接用法。『集成』は「しかしまた、それはそれで（子供だから）仕方がないとしても」と訳す。

4 【かしこにてこれよりうしろやすきこともあらじ】継母のもとに引き取られることになるからである。


乙女．５．２．１２

■　と、うち泣なきつつのたまふ。

◇　と、泣きながらおっしゃる。

第三段　夕霧、大宮邸に参上

乙女．５．３．１

■　折をりしも冠者くわんざの君参きみまゐりたまへり。

◇　ちょうど折しも冠者の君が参上なさった。

■　「もしいささかの隙ひまもや」

◇　「もしやちょっとした隙でもありやしないか」

■　と、このころはしげうほのめきたまふなりけり。

◇　と、最近は頻繁にお顔を出しになられるのであった。

■　内大臣うちの御車おとどのみくるまのあれば、心こころの鬼おににはしたなくて、やをら隠かくれて、わが御方おほむかたに入いりゐたまへり1。

◇　内大臣のお車があるので、気がとがめて具合悪いので、こっそり隠れて、ご自分のお部屋にお入りになった。


1 【わが御方に入りゐたまへり】大宮邸にある夕霧の部屋。


乙女．５．３．２

■　内大殿うちの君達おほとののきむだち、左少将させうしゃう、少納言せうなごん、兵衛佐ひゃうゑのすけ、侍従じじゅう、大夫1たいふなどいふも、皆みなここには参まゐり集つどひたれど、御簾みすの内うちは許ゆるしたまはず。

◇　内大臣の若公達の、左近少将、少納言、兵衛佐、侍従、大夫などと言った人々も、皆ここには参集なさったが、御簾の内に入ることはお許しにならない。

■　左兵衛督さひゃうゑのかみ、権中納言ごんちゅうなごんなども、異御腹ことおほむはらなれど、故殿ことのの御おほむもてなしのままに2、今いまも参まゐり仕つかうまつりたまふことねむごろなれば、その御子おほむこどももさまざま参まゐりたまへど、この君きみに似にるにほひなく見みゆ。

◇　左兵衛督、権中納言なども、異腹の兄弟であるが、故大殿のご待遇によって、今でも参上して御用を承ることが親密なので、その子どもたちもそれぞれ参上なさるが、この冠者の君に似た美しい人はいないように見える。


1 【左少将少納言兵衛佐侍従大夫】内大臣の子息たち。それぞれ、左少将は正五位下、少納言は従五位下、兵衛佐は従五位上、侍従は従五位下相当官。大夫は五位の意だから従五位下、官職の有無は不明。

2 【左兵衛督権中納言なども異御腹なれど故殿の御もてなしのままに】内大臣の異母兄弟たち。左兵衛督は従五位上、権中納言は従三位相当官。なお、「左兵衛督」は大島本の独自異文。他の青表紙本の多くは「左衛門督」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「左衛門督」と校訂する。


乙女．５．３．３

■　大宮おほみやの御心みこころざしも、なずらひなく思おぼしたるを、ただこの姫君ひめぎみをぞ、気近けぢかうらうたきものと思おぼしかしづきて、御おほむかたはらさけず、うつくしきものに思おぼしたりつるを、かくて渡わたりたまひなむが、いとさうざうしきことを思おぼす。

◇　大宮のご愛情も、この上なくお思いであったが、ただこの姫君を、身近にかわいい者とお思いになってお世話なさって、いつもお側にお置きになって、かわいがっていらっしゃったのに、このようにしてお引き移りになるのが、とても寂しいこととお思いになる。

乙女．５．３．４

■　殿とのは、

◇　内大臣殿は、

■　「今いまのほどに、内裏うちに参まゐりはべりて、夕ゆふつ方迎かたむかへに参まゐりはべらむ1」

◇　「今の間に、内裏に参上しまして、夕方に迎えに参りましょう」

■　とて、出いでたまひぬ。

◇　と言って、お出になった。


1 【今のほどに内裏に参りはべりて夕つ方迎へに参りはべらむ】内大臣の詞。


乙女．５．３．５

■　「いふかひなきことを1、なだらかに言いひなして、さてもやあらまし2」

◇　「今さら言っても始まらないことだが、穏便に言いなして、二人の仲を許してやろうか」

■　と思おぼせど、なほ、いと心こころやましければ、

◇　とお思いになるが、やはりとても面白くないので、

■　「人ひとの御おほむほどの3すこしものものしくなりなむに、かたはならず見みなして、そのほど、心こころざしの深ふかさ浅あささのおもむきをも見定みさだめて、許ゆるすとも、ことさらなるやうにもてなして4こそあらめ。

◇　「ご身分がもう少し一人前になったら、不満足な地位でないと見做して、その時に、愛情が深いか浅いかの状態も見極めて、許すにしても、改まった結婚という形式を踏んで婿として迎えよう。

■　制せいし諌いさむとも、一所ひとところにては、幼をさなき心こころのままに、見苦みぐるしうこそあらめ。

◇　厳しく言っても、一緒にいては、子どものことだから、見苦しいことをしよう。

■　宮みやも、よもあながちに制せいしたまふこと5あらじ」

◇　大宮も、まさかむやみにお諌めになることはあるまい」


1 【いふかひなきことを】以下「さてもやあらまし」まで、内大臣の心中。

2 【さてもやあらまし】夕霧と雲居雁の結婚を許すことをさす。

3 【人の御ほどの】以下「制したまふことあらじ」まで、内大臣の心中。

4 【ことさらなるやうにもてなして】改まった結婚という形式をふんでの意。体裁や外見を重んじる内大臣の発想。

5 【制したまふこと】大島本は「せいし給こと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「制しのたまふ」と校訂する。


乙女．５．３．６

■　と思おぼせば、女御にょうごの御おほむつれづれにことつけて、ここP46にもかしこにも1おいらかに言いひなして、渡わたしたまふなりけり。

◇　とお思いになると、弘徽殿女御が寂しがっているのにかこつけて、こちらにもあちらにも穏やかに話して、お連れになるのであった。


P46 ここ--こえ（え/＄こ〈朱〉）

1 【ここにもかしこにも】大宮にも北の方にも。


第四段　夕霧と雲居雁のわずかの逢瀬

乙女．５．４．１

■　宮みやの御文おほむふみにて、

◇　大宮のお手紙で、

乙女．５．４．２

■　「大臣おとどこそ1、恨うらみもしたまはめ、君きみは、さりとも心こころざしのほども知しりたまふらむ。

◇　「内大臣は、お恨みでしょうが、あなたは、こうはなってもわたしの気持ちはわかっていただけるでしょう。

■　渡わたりてP47見みえたまへ」

◇　いらっしゃってお顔をお見せください」


P47 渡りて--わたり（り/+て〈朱〉）

1 【大臣こそ】以下「見えたまへ」まで、大宮から雲居雁への手紙。


乙女．５．４．３

■　と聞きこえたまへれば、いとをかしげにひきつくろひて渡わたりたまへり。

◇　と差し上げなさると、とても美しく装束を整えていらっしゃった。

■　十四じふしになむおはしける。

◇　十四歳でいらっしゃった。

■　かたなりに見みえたまへど、いと子こめかしう、しめやかに、うつくしきさましたまへり。

◇　まだ十分に大人にはお見えでないが、とてもおっとりとしていらして、しとやかで、美しい姿態をしていらっしゃった。

乙女．５．４．４

■　「かたはらさけたてまつらず1、明あけ暮くれのもてあそびものに思おもひきこえつるを、いとさうざうしくもあるべきかな。

◇　「いままでお側をお離し申さず、明け暮れの話相手とお思い申していたのに、とても寂しいことですね。

■　残のこりすくなき齢よはひのほどにて、御おほむありさまを見果みはつまじきことと、命いのちをこそ思おもひつれ2、今いまさらに見捨みすてて移うつろひたまふや、いづちならむと思おもへば、いとこそあはれなれ3」

◇　残り少ない晩年に、あなたのご将来を見届けることができないことは、寿命と思いますが、今のうちから見捨ててお移りになる先が、どこかしらと思うと、とても不憫でなりません」


1 【かたはらさけたてまつらず】以下「いとこそあはれなれ」まで、大宮の詞。

2 【命をこそ思ひつれ】「こそ--つれ」係結び、逆接用法。「思ひ」は嘆く、悲しむ、意。

3 【いとこそあはれなれ】『集成』は「自分の存命仲に引き離されて行く先が、継母のもとであることをあわれむ」と注す。


乙女．５．４．５

■　とて泣なきたまふ。

◇　と言ってお泣きになる。

■　姫君へめぎみは、恥はづかしきことを思おぼせば1、顔かほももたげたまはで、ただ泣なきにのみ泣なきたまふ。

◇　姫君は、恥ずかしいこととお思いになると、顔もお上げにならず、ただ泣いてばかりいらっしゃる。

■　男君をとこぎみの御乳母おほむめのと、宰相さいしゃうの君出きみいで来きて、

◇　男君の御乳母の、宰相の君が出て来て、


1 【恥づかしきことを思せば】夕霧との関係をさす。


乙女．５．４．６

■　「同おなじ君きみとこそ1頼たのみきこえさせつれ、口惜くちをしくかく渡わたらせP48たまふこと。

◇　「同じご主人様とお頼り申しておりましたが、残念にもこのようにお移りあそばすとは。

■　殿とのはことざまに思おぼしなることおはしますとも2、さやうに思おぼしなびかせたまふな」

◇　内大臣殿は別にお考えになるところがおありでも、そのようにお思いあそばしますな」


P48 渡らせ--わた（た/+ら）せ

1 【同じ君とこそ】以下「思しなびかせたまふな」まで、宰相君の詞。

2 【殿はことざまに思しなることおはしますとも】「殿」は内大臣をさし、「ことざま」は夕霧以外との縁組をさす。


乙女．５．４．７

■　など、ささめき聞きこゆれば、いよいよ恥はづかしと思おぼして、物ものものたまはず。

◇　などと、ひそひそと申し上げると、いっそう恥ずかしくお思いになって、何ともおっしゃらない。

乙女．５．４．８

■　「いで、むつかしきこと1な聞きこえられそ。

◇　「いえもう、厄介なことは申し上げなさいますな。

■　人ひとの御宿世宿世おほむすくせすくせ、いと定さだめがたく」

◇　人の運命はそれぞれで、とても先のことは分からないもので」


1 【いでむつかしきこと】以下「定めがたく」まで、大宮の詞。


乙女．５．４．９

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

乙女．５．４．１０

■　「いでや1、ものげなしとあなづりきこえさせたまふにP49はべるめりかし。

◇　「いえいえ、一人前でないとお侮り申していらっしゃるのでしょう。

■　さりとも、げに、わが君2人きみひとに劣おとりきこえさせたまふと、聞きこしめし合あはせよ」

◇　今はそうですが、わたくしどもの若君が人にお劣り申していらっしゃるかどうか、どなたにでもお聞き合わせくださいませ」


P49 たまふに--給に（に/＄と〈朱〉）

1 【いでや】以下「聞こしめし合はせよ」まで、宰相君の詞。

2 【わが君】大島本は「わか君」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「わが君や」と「や」を補訂する。


乙女．５．４．１１

■　と、なま心こころやましきままに言いふ。

◇　と、癪にさわるのにまかせて言う。

乙女．５．４．１２

■　冠者くわんざの君きみ、物もののうしろに入いりゐて見みたまふに1、人ひとの咎とがめむも、よろしき時ときこそ苦くるしかりけれ、いと心細こころぼそくて、涙なみだおし拭のごひつつおはするけしきを、御乳母おほむめのと、いと心苦こころぐるしう見みて、宮みやにとかく聞きこえたばかりて、夕ゆふまぐれの人ひとのまよひに、対面たいめんP50せさせたまへり。

◇　冠者の君は、物陰に入って御覧になると、人が見咎めるのも、何でもない時は苦しいだけであったが、とても心細くて、涙を拭いながらいらっしゃる様子を、御乳母が、とても気の毒に見て、大宮にいろいろとご相談申し上げて、夕暮の人の出入りに紛れて、対面させなさった。


P50 対面--こ（こ/＄た〈朱〉）いめむ

1 【冠者の君物のうしろに入りゐて見たまふに】『完訳』は「雲居雁を見ようと物陰に忍ぶ」と注す。


乙女．５．４．１３

■　かたみにもの恥はづかしく胸むねつぶれて、物ものも言いはで泣なきたまふ。

◇　お互いに何となく恥ずかしく胸がどきどきして、何も言わないでお泣きになる。

乙女．５．４．１４

■　「大臣おとどの御心みこころの1いとつらければ、さはれ、思おもひやみなむと思おもへど、恋こひしうおはせむこそわりなかるべけれ。

◇　「内大臣のお気持ちがとてもつらいので、ままよ、いっそ諦めようと思いますが、恋しくいらっしゃてたまらないです。

■　などて、すこし隙ひまありぬべかりつる日ひごろ、よそに隔へだてつらむ」

◇　どうして、少しお逢いできそうな折々があったころは、離れて過ごしていたのでしょう」


1 【大臣の御心の】以下「よそに隔てつらむ」まで、夕霧の詞。


乙女．５．４．１５

■　とのたまふさまも、いと若わかうあはれげなれば、

◇　とおっしゃる様子も、たいそう若々しく痛々しげなので、

乙女．５．４．１６

■　「まろも、さこそはあらめ1」

◇　「わたしも、あなたと同じ思いです」


1 【まろもさこそはあらめ】雲居雁の詞。『集成』は「親しい者同士の間で使う一人称」と注す。


乙女．５．４．１７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

乙女．５．４．１８

■　「恋こひしとは思おぼしなむや1」

◇　「恋しいと思ってくださるでしょうか」


1 【恋しとは思しなむや】夕霧の詞。


乙女．５．４．１９

■　とのたまへば、すこしうなづきたまふさまも、幼をさなげなり。

◇　とおっしゃると、ちょっとうなずきなさる様子も、幼い感じである。

第五段　乳母、夕霧の六位を蔑む

乙女．５．５．１

■　御殿油参おほむとなぶらまゐり、殿とのまかでたまふけはひ、こちたく追おひののしる御前駆おほむさきP51の声こゑに、人ひとびと、

◇　御殿油をお点けし、内大臣が宮中から退出なさって来た様子で、ものものしく大声を上げて先払いする声に、女房たちが、

■　「そそや1」

◇　「それそれ、お帰りだ」

■　など懼おぢ騒さわげば、いと恐おそろしと思おぼして2わななきたまふ。

◇　などと慌てるので、とても恐ろしくお思いになって震えていらっしゃる。

■　さも騒さわがればと、ひたぶる心こころに、許ゆるしきこえたまはず。

◇　そんなにやかましく言われるなら言われても構わないと、一途な心で、姫君をお放し申されない。

■　御乳母参**りて4もとめたてまつるに、けしきを見みて、

◇　姫君の乳母が参ってお捜し申して、その様子を見て、

◆　 
おほむ-となぶら まゐり、 との まかで たまふ けはひ、 こちたく おひ ののしる おほむ-さき の こゑ に、 ひとびと、
 "そそや!"
 など おぢ さわげ ば、 いと おそろし と おぼし て わななき たまふ。 さも さわが れ ば と、 ひたぶる こころ に、 ゆるし きこえ たまは ず。 おほむ-めのと まゐり もとめ たてまつる に、 けしき を み て、


P51 御前駆--御ま（ま/＄さ〈朱〉）き

1 【そそや】女房の声。

2 【いと恐ろしと思して】主語は雲居雁。

3? 【さも騒がればとひたぶるに許しきこえたまはず】主語は夕霧。

4 【御乳母参りて】雲居雁の乳母。


乙女．５．５．２

■　「あな、心こころづきなや1。

◇　「まあ、いやだわ。

■　げに、宮知みやしらせたまはぬことにはあらざりけり」

◇　なるほど、大宮は御存知ないことではなかったのだわ」


1 【あな心づきなや】以下「あらざりけり」まで、雲居雁の乳母の心中。


乙女．５．５．３

■　と思おもふに、いとつらく、

◇　と思うと、実に恨めしくなって、

乙女．５．５．４

■　「いでや、憂うかりP52ける世よかな1。

◇　「何とも、情けないことですわ。

■　殿とのの思おぼしのたまふことは2、さらにも聞きこえず、大納言殿だいなごんどのにもいかに聞きかせたまはむ。

◇　内大臣殿がおっしゃることは、申すまでもなく、大納言殿にもどのようにお聞きになることでしょう。

■　めでたくとも、もののはじめの六位宿世ろくゐすくせよ」

◇　結構な方であっても、初婚の相手が六位風情との御縁では」


P52 憂かり--うか（うか/＄うか〈朱〉）り

1 【いでや憂かりける世かな】以下「六位宿世よ」まで、雲居雁の乳母の詞。

2 【殿の思しのたまふことは】内大臣が腹立ち叱ること。


乙女．５．５．５

■　と、つぶやくもほの聞きこゆ。

◇　と、つぶやいているのがかすかに聞こえる。

■　ただこの屏風びゃうぶのうしろに尋たづね来きてP53、嘆なげくなりけり。

◇　ちょうどこの屏風のすぐ背後に捜しに来て、嘆くのであった。


P53 尋ね来て--たつねき（き/＄〈朱〉）きて


乙女．５．５．６

■　男君をとこぎみ、

◇　男君は、

■　「我われをば位くらゐなしとて、はしたなむるなりけり1」

◇　「自分のことを位がないと軽蔑しているのだ」

■　と思おぼすに、世よの中恨なかうらめしければ、あはれもすこしさむる心地ここちして、めざまし。

◇　とお思いになると、こんな二人の仲がたまらなくなって、愛情も少しさめる感じがして、許しがたい。


1 【我をば位なしとてはしたなむるなりけり】夕霧の心中。


乙女．５．５．７

■　「かれ聞ききたまへ1。

◇　「あれをお聞きなさい。

■　くれなゐの涙なみだに深ふかき袖そでの色いろを

浅緑あさみどりにや言いひしをるべき2

恥はづかし」

◇　真っ赤な血の涙を流して恋い慕っているわたしを

浅緑の袖の色だと言ってけなしてよいものでしょうか

恥ずかしい」


1 【かれ聞きたまへ】以下「恥づかし」まで、夕霧の詞と歌。

2 【くれなゐの涙に深き袖の色を浅緑にや言ひしをるべき】大島本は「あさみとりにや」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「浅緑とや」と校訂する。「浅緑」は六位の色。「紅」と「浅緑」の色彩の対比。


乙女．５．５．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

乙女．５．５．９

■　「いろいろに身***の憂**きほどの知**らるるは

いかに染**めける中**の衣ころもぞ1」

◇　「色々とわが身の不運が思い知らされますのは

どのような因縁の二人なのでしょう」

◆　 
いかに そめ ける なか の ころも ぞ"


1 【いろいろに身の憂きほどの知らるるはいかに染めける中の衣ぞ】雲居雁の返歌。夕霧の「紅」「浅緑」や「袖」の語句を受けて「色々」「染め」「衣」の語句を詠み込んで返した。


乙女．５．５．１０

■　と、物もののたまひ果はてぬに、殿入とのいりたまへば、わりなくて渡わたりたまひぬ1。

◇　と、言い終わらないうちに、殿がお入りになっていらしたので、しかたなくお戻りになった。


1 【渡りたまひぬ】雲居雁が自分の部屋に戻ったという意。


乙女．５．５．１１

■　男君をとこぎみは、立たちとまりたる心地ここちも、いと人悪ひとわるく1、胸むねふたがりて、わが御方おほむかたに臥ふしたまひぬ。

◇　男君は、後に残された気持ちも、とても体裁が悪く、胸が一杯になって、ご自分のお部屋で横におなりになった。


1 【いと人悪く】大島本は「人わるく」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人わろく」と校訂する。


乙女．５．５．１２

■　御車三おほむくるまみつばかりにて、忍しのびやかに急いそぎ出いでたまふけはひ1を聞きくも、静心しづごころなければ、宮みやの御前おまへより、

◇　お車は三輌ほどで、ひっそりと急いでお出になる様子を聞くのも、落ち着かないので、大宮の御前から

■　「参まゐりたまへ」

◇　「いらっしゃい」

■　とあれど、寝ねたるやうにて動うごきもしたまはず。

◇　とあるが、寝ている様子をして身動きもなさらない。

■　涙なみだのみ止とまらねば、嘆なげきあかして、霜しものいと白しろきに急いそぎ出いでたまふ。

◇　涙ばかりが止まらないので、嘆きながら夜を明かして、霜がたいそう白いころに急いでお帰りになる。

■　うちはれたるまみも、人ひとに見みえむが恥はづかしきに、宮みやはたP54、召めしまつはすべかめれば、心こころやすき所ところにとて2、急いそぎ出いでたまふなりけり。

◇　泣き腫らした目許も、人に見られるのが恥ずかしいので、大宮もまた、お召しになって放さないだろうから、気楽な所でと思って、急いでお帰りになったのであった。

■　道みちのほど、人ひとやりならず、心細こころぼそく思おもひ続つづくるに、空そらのけしきもいたう雲くもりて、まだ暗くらかりけり。

◇　その道中は、誰のせいからでなく、心細く思い続けると、空の様子までもたいそう曇って、まだ暗いのであった。


P54 はた--はた（はた/＄はた〈朱〉）

1 【御車三つばかりにて忍びやかに急ぎ出でたまふけはひ】後に真木柱姫君が母方の実家に引き取られて行く場面も車三台ほどで迎えに来る（真木柱）。

2 【心やすき所にとて】二条東院の自分の部屋。


乙女．５．５．１３

■　「霜氷しもこほりうたてむすべる明あけぐれの

空そらかきくらし降ふる涙なみだかな2」

◇　「霜や氷が嫌に張り詰めた明け方の

空を真暗にして降る涙の雨だなあ」


1? 【空のけしきもいたう曇りてまだ暗かりけり】『完訳』は「次の歌を先取りした心象風景」と注す。

2 【霜氷うたてむすべる明けぐれの空かきくらし降る涙かな】夕霧の独詠歌。『集成』は「夕霧心中の独詠。「霜氷」は、凍てついた霜をいう歌語」と注す。


第六章　夕霧の物語　五節舞姫への恋

第一段　惟光の娘、五節舞姫となる

乙女．６．１．１

■　大殿おほとのには1、今年ことし、五節ごせちたてまつりたまふ2。

◇　大殿の所では、今年、五節の舞姫を差し上げなさる。

■　何なにばかりの御おほむいそぎならねど、童女わらはべの装束さうぞくなど、近ちかうなりぬとて、急いそぎせさせたまふ。

◇　何ほどといったご用意ではないが、童女の装束など、日が近くなったといって、急いでおさせになる。


1 【大殿には】太政大臣の源氏。

2 【五節たてまつりたまふ】新嘗祭の五節。十一月の中の丑、寅、卯、辰の日に行われる。舞姫を公卿から二人、殿上人・受領から二人差し出す。源氏は公卿として惟光の娘を差し出した。なお大嘗祭では五人の舞姫を差し出す。


乙女．６．１．２

■　東ひむがしの院ゐんには、参まゐりの夜よの人ひとびとの装束さうぞくせさせたまふ。

◇　東の院では、参内の夜の付人の装束を準備させなさる。

■　殿とのには、おほかたのことども、中宮ちゅうぐうよりも、童わらは、下仕しもづかへの料れうなど、えならでたてまつれたまへり。

◇　殿におかれては、全般的な事柄を、中宮からも、童女や、下仕えの人々のご料などを、並大抵でないものを差し上げなさった。

乙女．６．１．３

■　過すぎにし年とし、五節ごせちなど止とまれりしが1、さうざうしかりし積つもり取とり添そへ2、上人うへびとの心地ここちも、常つねよりもはなやかに思おもふべかめる年としなれば、所々挑ところどころいどみて、いといみじくよろづを尽つくしたまふ聞きこえあり。

◇　昨年は、五節などは停止になっていたが、もの寂しかった思いを加えて、殿上人の気分も、例年よりもはなやかに思うにちがいない年なので、家々が競って、たいそう立派に善美の限りを尽くして用意をなさるとの噂である。


1 【過ぎにし年五節など止まれりしが】昨年は藤壷中宮の崩御により諒暗のため停止。

2 【積もり取り添へ】大島本は「つもり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「積もりも」と「も」を補訂する。


乙女．６．１．４

■　按察使大納言1あぜちのだいなごん、左衛門督2さゑもんのかみ、上うへの五節ごせちには3、良清よしきよ、今いまは近江守あふみのかみにて左中弁さちゅうべんなるなむ、たてまつりける。

◇　按察大納言、左衛門督と、殿上人の五節としては、良清が、今では近江守で左中弁を兼官しているのが、差し上げるのだった。

■　皆止みなとどめさせたまひて、宮仕みやづかへすべく、仰おほせ言ごとことなる4年としなれば、女むすめをおのおのたてまつりたまふ。

◇　皆残させなさって、宮仕えするようにとの、仰せ言が特にあった年なので、娘をそれぞれ差し上げなさる。


1 【按察使大納言】雲居雁の母が再婚した相手。公卿分の舞姫を差し出す。

2 【左衛門督】内大臣の弟か。前に内大臣の異母兄弟「左兵衛督」の異文に「左衛門督」とあった。同じく公卿分の舞姫を差し出す。『集成』は「この年は、太政大臣である源氏を加えて、特に公卿から三人出したことになる」。『完訳』は「以上二家は公卿」と注す。

3 【上の五節には】「上」は殿上人の意。以下、殿上人分として良清が一人差し出した。

4 【仰せ言ことなる】『完訳』は「大嘗祭の舞姫には叙位があるが、新嘗祭にはなく舞姫のなり手が少なかったという。ここは勅命があり、大嘗祭に准ずるほど盛大」と注す。


乙女．６．１．５

■　殿とのの舞姫まひひめは、惟光朝臣これみつの1、津守あそむのつのかみにて左京大夫さきゃうのだいぶかけたるが女2むすめ、容貌かたちなどいとをかしげなる聞きこえあるを召めす。

◇　大殿の舞姫は、惟光朝臣が、摂津守で左京大夫を兼官しているその娘の、器量などもたいそう美しいという評判があるのをお召しになる。

■　からいことに思おもひたれど3、

◇　つらいことと思ったが、


1 【殿の舞姫は惟光朝臣の】『完訳』は「源氏の世話する舞姫。殿上受領分として、惟光を後援する形か」と注す。

2 【左京大夫かけたるが女】大島本は「かけたるか女」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かけたる女」と「か」を削除する。

3 【からいことに思ひたれど】『集成』は「娘を人目にさらすのをつらがる」と注す。


乙女．６．１．６

■　「大納言だいなごんの、外腹ほかばらの女むすめをたてまつらるなるに、朝臣あそむのいつき女出むすめいだし立たてたらむ、何なにの恥はぢかあるべき」

◇　「按察大納言が、異腹の娘を差し上げられるというのに、朝臣が大切なまな娘を差し出すのは、何の恥ずかしいことがあろうか」

乙女．６．１．７

■　と苛さいなめば、わびて、同おなじくは宮仕みやづかへやがてせさすべくP55思おもひおきてたり。

◇　とお責めになるので、困って、いっそのこと宮仕えをそのままさせようと考えていた。


P55 さすべく--さすへし（し/く）


乙女．６．１．８

■　舞習まひならはしなどは、里さとにて2いとよう仕立したてて、かしづきなど、親したしう身みに添そふべきは、いみじう選えり整ととのへて、その日ひの夕ゆふつけて参まゐらせたり3。

◇　舞の稽古などは、里邸で十分に仕上げて、介添役など、親しく身近に添うべき女房などは、丹念に選んで、その日の夕方大殿に参上させた。


1? 【大納言の外腹の娘】以下「何の恥かあるべき」まで、『集成』『新大系』は、源氏の詞。『古典セレクション』は、周囲の人々の詞とする。

2 【里にて】惟光の邸で。

3 【その日の夕つけて参らせたり】『集成』は「当日（丑の日）の夕方に。宮中に参入するのは夜」。『完訳』は「当日の夕方になって二条院に参上させた」と注す。


乙女．６．１．９

■　殿とのにも、御方々おほむかたがたの童女わらはべ、下仕しもづかへのすぐれたるをと、御覧ごらんじ比くらべ、選えり出いでらるる1心地ここちどもは、ほどほどにつけて、いとおもだたしげなり。

◇　大殿邸でも、それぞれのご婦人方の童女や、下仕えの優れている者をと、お比べになり、選び出される者たちの気分は、身分相応につけて、たいそう誇らしげである。


1 【御方々の童女下仕へのすぐれたるをと御覧じ比べ選り出でらるる】舞姫の付添いに二条院や東院の童女や下仕え人の中から選び出す。


乙女．６．１．１０

■　御前おまへに召めして御覧ごらんぜむうちならしに、御前おまへを渡わたらせてと定さだめたまふ1。

◇　主上のお前に召されて御覧になられる前稽古に、殿のお前を通らせてみようとお決めになる。

■　捨すつべうもあらず、とりどりなる童女わらはべの様体やうだい、容貌かたちを思おぼしわづらひて、

◇　誰一人落第する者もいないくらいに、それぞれ素晴らしい童女の姿態や、器量にお困りになって、


1 【御前に召して御覧ぜむうちならしに御前を渡らせてと定めたまふ】帝が御前に召して御覧になる予行演習として源氏の御前を歩かせるという意。


乙女．６．１．１１

■　「今一所いまひとところの料れうを、これよりたてまつらばや1」

◇　「もう一人分の舞姫の介添役を、こちらから差し上げたいものだな」


1 【今一所の料をこれよりたてまつらばや】源氏の詞。美しい童女たちに賛嘆した冗談。


乙女．６．１．１２

■　など笑わらひたまふ。

◇　などと言ってお笑いになる。

■　ただもてなし用意よういによりてぞ選えらびに入いりける。

◇　わずかに態度や心構えの違いによって選ばれたのであった。

第二段　夕霧、五節舞姫を恋慕

乙女．６．２．１

■　大学だいがくの君きみ、胸むねのみふたがりて、物ものなども見入みいれられず、屈くむじいたくて、書ふみも読よまで眺ながめ臥ふしたまへるを、心こころもや慰なぐさむと立たち出いでて、紛まぎれありきたまふ1。

◇　大学の君は、ただ胸が一杯で、食事なども見たくなく、ひどくふさぎこんで、漢籍も読まないで物思いに沈んで横になっていらっしゃったが、気分も紛れようかと外出して、人目に立たないようにお歩きになる。


1 【紛れありきたまふ】『集成』は「（二条の院内を）人々に入りまじってあちこち見てまわる」。『完訳』は「人目を避け物陰伝いに行く意」と注す。


乙女．６．２．２

■　さま、容貌かたちはめでたくをかしげにて、静しづやかになまめいたまへれば、若わかき女房にょうばうなどは、いとをかしと見みたてまつる。

◇　姿態、器量は立派で美しくて、落ち着いて優美でいらっしゃるので、若い女房などは、とても素晴らしいと拝見している。

乙女．６．２．３

■　上うへの御方おほむかたには、御簾みすの前まへにだに、もの近ちかうももてなしたまはず1。

◇　対の上の御方には、御簾のお前近くに出ることさえお近寄らせにならない。

■　わが御心みこころならひ、いかに思おぼすにかありけむ2、疎々うとうとしければ、御達ごたちなども気遠けどほきを、今日けふはものの紛まぎれに、入いり立たちたまへるなめり3。

◇　ご自分のお心の性癖から、どのようにお考えになったのであろうか、他人行儀なお扱いなので、女房なども疎遠なのだが、今日は舞姫の混雑に紛れて、入り込んで来られたのであろう。


1 【上の御方には御簾の前にだにもの近うももてなしたまはず】紫の上の御前をさす。『集成』は「主語は、源氏」。『完訳』は「源氏の、夕霧へのきびしいしつけ」と注す。

2 【わが御心ならひいかに思すにかありけむ】『集成』は「（源氏は）ご自分のお心癖から、どのようなお考えになったのだろうか。藤壷とのこともあったので、夕霧を義母に近づけないのか、という含み」。『完訳』は「源氏は、藤壷との体験から、夕霧の継母紫の上への接近を警戒。語り手の「いかに--ありけむ」の疑問をはさんで、源氏の深慮を想像」と注す。

3 【入り立ちたまへるなめり】「なめり」は語り手の想像。臨場感ある表現。


乙女．６．２．４

■　舞姫まひひめかしづき下おろして1、妻戸つまどの間まに屏風びゃうぶなど立たてて、かりそめのしつらひなるに2、やをら寄よりてのぞきたまへば、悩なやましげにて添そひ臥ふしたり。

◇　舞姫を大切に下ろして、妻戸の間に屏風などを立てて、臨時の設備なので、そっと近寄ってお覗きになると、苦しそうに物に寄り臥していた。


1 【舞姫かしづき下ろして】舞姫を牛車から大事に下ろしての意。

2 【かりそめのしつらひなるに】接続助詞「に」順接の意。『集成』は「臨時の座席を設けてあるところに」。『完訳』は「仮の部屋を設けてあるのだが」と訳す。


乙女．６．２．５

■　ただ、かの人ひとの御おほむほどと見みえて1、今いますこしそびやかに、様体やうだいなどのことさらび、をかしきところはまさりてさへ見みゆ。

◇　ちょうど、あの姫君と同じくらいに見えて、もう少し背丈がすらっとしていて、姿つきなどが一段と風情があって、美しい点では勝ってさえ見える。

■　暗くらければ、こまかには見みえねど、ほどのいとよく思おもひ出いでらるるさまに、心移こころうつるとはなけれど、ただにもあらで、衣きぬの裾すそを引ひき鳴ならいたまふに2、何心なにごころもなく、あやしと思おもふに、

◇　暗いので、詳しくは見えないが、全体の感じがたいそうよく似ている様子なので、心が移るというのではないが、気持ちを抑えかねて、裾を引いてさらさらと音を立てさせなさると、何か分からず、変だと思っていると、


1 【ただかの人の御ほどと見えて】雲居雁と同じ年格好。

2 【衣の裾を引き鳴らいたまふに】大島本は「ひきならい給に」とある。『新大系』は底本のままとし文を続ける。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまふ」と校訂し文を切る。『集成』は「舞姫の衣の裾を引っ張って、衣ずれの音をおさせになる」。『完訳』は「ご自分の着物の裾を引き鳴らして注意をおひきになる」と訳す。


乙女．６．２．６

■　「天あめにます豊岡姫とよをかひめのS11宮人みやびとも

わが心こころざすしめを忘わするな1

乙女子をとめごが袖振そでふる山やまの瑞垣みづがきのS12,2」

◇　「天にいらっしゃる豊岡姫に仕える宮人も

わたしのものと思う気持ちを忘れないでください

瑞垣のずっと昔から思い染めてきましたのですから」


S11 みてぐらは我がにはあらず天にます豊岡姫の宮のみてぐら（拾遺集神祇-五七九）

S12 乙女子が袖振る山の瑞垣の久しき世より思ひそめてき（拾遺集雑恋-一二一〇　柿本人麿）

1 【天にます豊岡姫の宮人もわが心ざすしめを忘るな】夕霧から五節舞姫への贈歌。『集成』は「伊勢外宮の豊受大神であろう」。『完訳』は「天照大神」と注す。「みてぐらは我がにはあらず天にます豊岡姫の宮のみてぐら」（拾遺集、五七九、神楽歌）を引く。

2 【乙女子が袖振る山の瑞垣の】大島本は「おとめこか袖ふる山のミつかきの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「みづがきの」と「おとめこか袖ふる山の」を削除する。和歌に添えた詞。「乙女子が袖振る山の瑞垣の久しき世より思ひそめてき」（拾遺集雑恋、一二一〇、柿本人麿）を引く。


乙女．６．２．７

■　とのたまふぞ、うちつけなりける1。

◇　とおっしゃるのは、あまりにも唐突というものである。

■　若わかうをかしき声こゑなれど、誰たれともえ思おもひたどられず、なまむつかしきに、化粧けさうじ添そふとて、騷さわぎつる後見うしろみども、近ちかう寄よりて人騒ひとさわがしうなれば、いと口惜くちをしうて、立たち去さりたまひぬ。

◇　若々しく美しい声であるが、誰とも分からず、薄気味悪く思っていたところへ、化粧し直そうとして、騒いでいる女房たちが、近くにやって来て騒がしくなったので、とても残念な気がして、お立ち去りになった。


1 【うちつけなりける】『完訳』は「読者の反応を先取りする評」と注す。


第三段　宮中における五節の儀

乙女．６．３．１

■　浅葱あさぎの心こころやましければ、内裏うちへ参まゐることもせずP56,1、もの憂うがりたまふを、五節ごせちにことつけて、直衣なほしなど、さま変かはれる色聴いろゆるされて参まゐりたまふ。

◇　浅葱の服が嫌なので、宮中に参内することもせず、億劫がっていらっしゃるのを、五節だからというので、直衣なども特別の衣服の色を許されて参内なさる。

■　きびはにきよらなるものから、まだきにおよすけて、されありきたまふ2。

◇　いかにも幼げで美しい方であるが、お年のわりに大人っぽくて、しゃれてお歩きになる。

■　帝みかどよりはじめたてまつりて、思おぼしたるさまなべてならず、世よにめづらしき御おほむおぼえなり。

◇　帝をはじめ参らせて、大切になさる様子は並大抵でなく、世にも珍しいくらいのご寵愛である。


P56 浅葱の心やましければ、内裏へ参ることもせず--（/+あさきの心やましやましけれはうちへまいる事もせす〈朱〉）

1 【浅葱の心やましければ内裏へ参ることもせず】大島本は朱筆補入。

2 【されありきたまふ】『集成』は「浮かれて歩き廻られる」。『完訳』は「はしゃぎまわっていらっしゃる」と訳す。


乙女．６．３．２

■　五節ごせちの参まゐる儀式ぎしきは、いづれともなく、心々こころごころに二になくしたまへるを、

◇　五節の参内する儀式は、いずれ劣らず、それぞれがこの上なく立派になさっているが、

■　「舞姫まひひめの容貌かたち、大殿おほと大納言のとだいなごんとは1すぐれたり」

◇　「舞姫の器量は、大殿と大納言のとは素晴らしい」

■　とめでののしる。

◇　という大評判である。

■　げに、いとをかしげなれど、ここしううつくしげなることは、なほ大殿おほとののには、え及およぶP57まじかりけり。

◇　なるほど、とてもきれいであるが、おっとりとして可憐なさまは、やはり大殿のには、かないそうもなかった。


P57 及ぶ--思（思/＄およ〈朱〉）ふ

1 【大殿と大納言とは】惟光の娘と按察使大納言の娘とは、の意。


乙女．６．３．３

■　ものきよげに今いまめきて、そのものとも見みゆまじう仕立したてたる様体やうだいなどの、ありがたうをかしげなるを、かう誉ほめらるるなめり1。

◇　どことなくきれいな感じの当世風で、誰の娘だか分からないよう飾り立てた姿態などが、めったにないくらい美しいのを、このように褒められるようである。

■　例れいの舞姫まひひめどもよりは、皆みなすこしおとなびつつ、げに心こころことなる年としなり2。

◇　例年の舞姫よりは、皆少しずつ大人びていて、なるほど特別な年である。


1 【かう誉めらるるなめり】「なめり」連語。断定の助動詞「な」＋主観的推量の助動詞「めり」。『完訳』は「語り手の推測による語り口」と注す。

2 【げに心ことなる年なり】『完訳』は「「げに」は、帝の仰せ言（「宮仕へすべく仰せ言ことなる年なれば」）をさす」と注す。


乙女．６．３．４

■　殿参とのまゐりたまひて御覧ごらんずるに、昔御目むかしおほむめとまりたまひし少女をとめの姿思すがたおぼし出いづ。

◇　大殿が宮中に参内なさって御覧になると、昔お目をとどめなさった少女の姿をお思い出しになる。

■　辰たつの日ひの暮くれつ方かたつかはす2。

◇　辰の日の暮方に手紙をやる。

■　御文おほむふみのうち思おもひやるべし3。

◇　その内容はご想像ください。


1? 【昔御目とまり給ひし少女の姿を思し出づ】主語は源氏。筑紫五節（「花散里」巻初出）をさす。

2 【辰の日の暮つ方つかはす】五節舞の最終日。筑紫五節に歌を贈った。

3 【御文のうち思ひやるべし】語り手の詞。『完訳』は「源氏の心内を想像させる言辞」と注す。


乙女．６．３．５

■　「乙女子をとめごも神かみさびぬらし天あまつ袖そで

古ふるき世よの友ともよはひ経へぬれば1」

◇　「少女だったあなたも神さびたことでしょう

天の羽衣を着て舞った昔の友も長い年月を経たので」


1 【乙女子も神さびぬらし天つ袖古き世の友よはひ経ぬれば】源氏から筑紫五節への贈歌。


乙女．６．３．６

■　年月としつきの積つもりを数かぞへて、うち思おぼしけるままのあはれを、え忍しのびたまはぬばかりの、をかしうおぼゆるも、はかなしや1。

◇　歳月の流れを数えて、ふとお思い出しになられたままの感慨を、堪えることができずに差し上げたのが、胸をときめかせるのも、はかないことであるよ。


1 【をかしうおぼゆるもはかなしや】『集成』は「源氏のお手紙を受け取った筑紫の五節の気持をいう草子地」。『完訳』は「「をかしう」は五節の君の反応。「はかなしや」は、語り手の評」と注す。


乙女．６．３．７

■　「かけて言いへば今日けふのこととぞ思おもほゆる

日蔭ひかげの霜しもの袖そでにとけしも1」

◇　「五節のことを言いますと、昔のことが今日のことのように思われます

日蔭のかずらを懸けて舞い、お情けを頂戴したことが」


1 【かけて言へば今日のこととぞ思ほゆる日蔭の霜の袖にとけしも】筑紫五節の返歌。「袖」の語句を受けて返す。


乙女．６．３．８

■　青摺あをずりの紙かみいとよくとりあへて、紛まぎらはし書かいたる、濃墨こずみ、薄墨うすずみ、草さうがちにうち交まぜ乱みだれたるも、人ひとのほどにつけては1をかしと御覧ごらんず。

◇　青摺りの紙をよく間に合わせて、誰の筆跡だか分からないように書いた、濃く、また薄く、草体を多く交えているのも、あの身分にしてはおもしろいと御覧になる。


1 【人のほどにつけては】大宰大弐の娘という身分のわりにはの意。


乙女．６．３．９

■　冠者くわんざの君きみも、人ひとの目めとまるにつけても、人知ひとしれず思おもひありきたまへど、あたり近ちかくだに寄よせず1、いとけけしうもてなしたれば、ものつつましきほどの心こころには、嘆なげかしうてやみぬ。

◇　冠者の君も、少女に目が止まるにつけても、ひそかに思いをかけてあちこちなさるが、側近くにさえ寄せず、たいそう無愛想な態度をしているので、もの恥ずかしい年頃の身では、心に嘆くばかりであった。

■　容貌かたちはしも、いと心こころにつきて、つらき人ひとの慰なぐさめにも、見みるわざしてむや2と思おもふ。

◇　器量はそれは、とても心に焼きついて、つれない人に逢えない慰めにでも、手に入れたいものだと思う。


1 【あたり近くだに寄せず】主語は五節舞姫の介添役たち。

2 【つらき人の慰めにも見るわざしてむや】夕霧の心中。「つらき人」は雲居雁をさす。


第四段　夕霧、舞姫の弟に恋文を託す

乙女．６．４．１

■　やがて皆みなとめさせたまひて1、宮仕みやづかへすべき御みけしきありけれど、このたびはまかでさせて、近江あふみのは辛崎からさきの祓はらへ、津つの守かみは難波なにはと、挑いどみてまかでぬ。

◇　そのまま皆宮中に残させなさって、宮仕えするようにとの御内意があったが、この場は退出させて、近江守の娘は辛崎の祓い、津守のは難波で祓いをと、競って退出した。

■　大納言だいなごんもことさらに参まゐらすべきよし奏そうせさせたまふ。

◇　大納言も改めて出仕させたい旨を奏上させる。

■　左衛門督さゑもんのかみ、その人ひとならぬをたてまつりて3、咎とがめありP58けれど、それもとどめさせたまふ。

◇　左衛門督は、資格のない者を差し上げて、お咎めがあったが、それも残させなさる。


P58 咎めあり--とかめ（め/+あり〈朱〉）

1 【やがて皆とめさせたまひて】主語は帝なので、「させたまひて」は使役助動詞＋尊敬の補助動詞また二重敬語の最高尊敬とも解しうる。

2? 【近江のは唐崎の祓へ津守は難波と】良清の娘は近江国の辛崎で、惟光の娘は津国の難波で、それぞれ父親の任国で神事を解くための祓いをする。

3 【左衛門督その人ならぬをたてまつりて】『集成』は「実子でない娘を差し出したのだろう」。『完訳』は「資格のない人を。詳細は不明」と注す。


乙女．６．４．２

■　津つの守かみは、

◇　津守は、

■　「典侍ないしのすけあきたるに1」

◇　「典侍が空いているので」

■　と申まうさせたれば2、

◇　と申し上げさせたので、

■　「さもや労いたはらまし3」

◇　「そのように労をねぎらってやろうか」

■　と大殿おほとのも思おぼいたるを、かの人4ひとは聞ききたまひて、いと口惜くちをしと思おもふ。

◇　と大殿もお考えになっていたのを、あの冠者の君はお聞きになって、とても残念だと思う。


1 【典侍あきたるに】惟光の詞の主旨。

2 【申させたれば】惟光が人をして源氏に間接的に意向を伝えさせた意。

3 【さもや労らまし】源氏の心中。

4 【かの人】夕霧をさす。


乙女．６．４．３

■　「わが年としのほど1、位くらゐなど、かくものげなからずは、乞こひ見みてましものを。

◇　「自分の年齢や、位などが、このように問題でないならば、願い出てみたいのだが。

■　思おもふ心こころありとだに知しられでやみなむこと」

◇　思っているということさえ知られないで終わってしまうことよ」


1 【わが年のほど】以下「やみなむこと」まで、夕霧の心中。


乙女．６．４．４

■　と、わざとのことにはあらねど、うち添そへて1涙なみだぐまるる折々をりをりあり。

◇　と、特別強く執心しているのではないが、あの姫君のことに加えて涙がこぼれる時々がある。


1 【うち添へて】雲居雁のことをさす。


乙女．６．４．５

■　兄弟せうとの童殿上わらはてんじゃうする1、常つねにこの君きみに参まゐり仕つかうまつるを、例れいよりもなつかしう語かたらひたまひて、

◇　兄弟で童殿上する者が、つねにこの君に参上してお仕えしているのを、いつもよりも親しくご相談なさって、


1 【兄弟の童殿上する】五節舞姫の弟で童殿上している者。


乙女．６．４．６

■　「五節ごせちはいつか内裏うちへ参まゐる1」

◇　「五節はいつ宮中に参内なさるのか」


1 【五節はいつか内裏へ参る】大島本は「うちへ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「内裏へは」と「は」を補訂する。夕霧の詞。


乙女．６．４．７

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

乙女．６．４．８

■　「今年ことしとこそは聞ききはべれ1」

◇　「今年と聞いております」


1 【今年とこそは聞きはべれ】五節の弟の詞。


乙女．６．４．９

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

乙女．６．４．１０

■　「顔かほのいとよかりしかば1、すずろにこそ恋こひしけれ。

◇　「顔がたいそうよかったので、無性に恋しい気がする。

■　ましが2常つねに見みるらむも羨うらやましきを、また見みせてむや」

◇　おまえがいつも見ているのが羨ましいが、もう一度見せてくれないか」


1 【顔のいとよかりしかば】以下「また見せてむや」まで、夕霧の詞。

2 【ましが】「まし」は二人称。同等又は目下の者に対する呼称。「が」格助詞。


乙女．６．４．１１

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

乙女．６．４．１２

■　「いかでかさははべらむ1。

◇　「どうしてそのようなことができましょうか。

■　心こころにまかせてもえ見みはべらず。

◇　思うように会えないのでございます。

■　男兄弟をのこはらからとて、近ちかくも寄よせはべらねば、まして、いかでか君達きむだちには御覧ごらんぜさせむ」

◇　男兄弟だといって、近くに寄せませんので、まして、あなた様にはどうしてお会わせ申すことができましょうか」


1 【いかでかさははべらむ】以下「御覧ぜさせむ」まで、五節の弟の詞。


乙女．６．４．１３

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

乙女．６．４．１４

■　「さらば、文ふみをだに1」

◇　「それでは、せめて手紙だけでも」


1 【さらば文をだに】夕霧の詞。


乙女．６．４．１５

■　とて賜たまへり。

◇　といってお与えになった。

■　「先々さきざきかやうのことは言いふものを1」

◇　「以前からこのようなことはするなと親が言われていたものを」

■　と苦くるしけれど、せめて賜たまへば、いとほしうて持もて往いぬ。

◇　と困ったが、無理やりにお与えになるので、気の毒に思って持って行った。


1 【先々かやうのことは言ふものを】父親から姉妹への文使いを禁止されていたことをいう。


乙女．６．４．１６

■　年としのほどよりは、されてやありけむ1、をかしと見みけり。

◇　年齢よりは、ませていたのであろうか、興味をもって見るのであった。

■　緑みどりの薄様うすやうの、好このましき重かさねなるに、手てはまだいと若わかけれど、生おひ先見さきみえて、いとをかしげに、

◇　緑色の薄様に、好感の持てる色を重ねて、筆跡はまだとても子供っぽいが、将来性が窺えて、たいそう立派に、


1 【年のほどよりはされてやありけむ】語り手の挿入句。五節舞姫の人柄を推測したもの。


乙女．６．４．１７

■　「日影ひかげにもしるかりけめや少女子をとめごが

天あまの羽袖はそでにかけし心こころは2」

◇　「日の光にはっきりとおわかりになったでしょう

あなたが天の羽衣も翻して舞う姿に思いをかけたわたしのことを」


1? 【緑の薄様の好ましき重ねなるにて】恋文にふさわしい紙及び和歌の文句（日蔭の葛）に因んだ色紙である。

2 【日影にもしるかりけめや少女子が天の羽袖にかけし心は】夕霧の五節舞姫への贈歌。


乙女．６．４．１８

■　二人見ふたりみるほどに1、父主2ちちぬしふと寄より来きたり。

◇　二人で見ているところに、父殿がひょいとやって来た。

■　恐おそろしうあきれて3、え引ひき隠かくさず。

◇　恐くなってどうしていいか分からず、隠すこともできない。


1 【二人見るほどに】五節舞姫とその弟が。

2 【父主】惟光。「主」は軽い敬語。

3 【恐ろしうあきれて】『集成』は「度を失って」。『完訳』は「恐ろしくてどうしてよいのか分らず」と訳す。


乙女．６．４．１９

■　「なぞの文ふみぞ1」

◇　「何の手紙だ」


1 【なぞの文ぞ】惟光の詞。


乙女．６．４．２０

■　とて取とるに、面赤おもてあかみてゐたり。

◇　と言って取ったので、顔を赤らめていた。

乙女．６．４．２１

■　「よからぬわざしけり1」

◇　「けしからぬことをした」


1 【よからぬわざしけり】惟光の詞。


乙女．６．４．２２

■　と憎にくめば、せうと逃にげて行いくを、呼よび寄よせて、

◇　と叱ると、男の子が逃げて行くのを、呼び寄せて、

乙女．６．４．２３

■　「誰たがぞ1」

◇　「誰からだ」


1 【誰がぞ】惟光の詞。


乙女．６．４．２４

■　と問とへば、

◇　と尋ねると、

乙女．６．４．２５

■　「殿とのの冠者くわんざの君きみの、しかしかのたまうて賜たまへる1」

◇　「大殿の冠者の君が、これこれしかじかとおっしゃってお与えになったのです」


1 【殿の冠者の君のしかしかのたまうて賜へる】五節舞姫の弟の詞。


乙女．６．４．２６

■　と言いへば、名残なごりなくうち笑ゑみて、

◇　と言うと、すっかり笑顔になって、

乙女．６．４．２７

■　「いかにうつくしき君きみの1御おほむされ心ごころなり。

◇　「何ともかわいらしい若君のおたわむれだ。

■　きむぢらは2、同おなじ年としなれど、いふかひなくはかなかめりかし」

◇　おまえたちは、同じ年齢だが、お話にならないくらい頼りないことよ」


1 【いかにうつくしき君の】以下「はかなかめりかし」まで、惟光の詞。

2 【きむぢらは】「きむぢ」は、二人称。「まし」よりやや敬意がある。「ら」は複数を表す接尾語。


乙女．６．４．２８

■　など誉ほめて、母君ははぎみにも見みす。

◇　などと褒めて、母君にも見せる。

乙女．６．４．２９

■　「この君達きむだちの1、すこし人数ひとかずに思おぼしぬべからましかば、宮仕みやづかへよりは、たてまつりてまし。

◇　「大殿の公達が、すこしでも一人前にお考えになってくださるならば、宮仕えよりは、差し上げようものを。

■　殿とのの御心みこころおきて見みるに2、見みそめたまひてむ人ひとを、御心みこころとは忘わすれたまふまじきとこそ3、いと頼たのもしけれ。

◇　大殿のご配慮を見ると、一度見初めた女性を、お忘れにならないのがたいそう頼もしい。

■　明石あかしの入道にふだうの例ためしにやならまし」

◇　明石の入道の例になるだろうか」


1 【この君達の】以下「例にやならまし」まで、惟光の詞。「この君達」は夕霧をさす。

2 【御心おきて見るに】大島本は「御心をきて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御心おきてを」と「を」を補訂する。

3 【忘れたまふまじきとこそ】大島本は「とこそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まじきにこそ」と校訂する。


乙女．６．４．３０

■　など言いへど、皆急みないそぎ立たちにたり。

◇　などと言うが、皆は準備にとりかかっていた。

第五段　花散里、夕霧の母代となる

乙女．６．５．１

■　かの人ひとは、文ふみをだにえやりたまはず、立たちまさる方かたのことし心こころにかかりて、ほど経ふるままに、わりなく恋こひしき面影おもかげにまたあひ見みでやと思おもふよりほかのことなし。

◇　あの若君は、手紙をやることさえおできになれず、一段と恋い焦がれる方のことが心にかかって、月日がたつにつれて、無性に恋しい面影に再び会えないのではないかとばかり思っている。

■　宮みやの御おほむもとへ1、あいなく心憂こころうくて参まゐりたまはず。

◇　大宮のお側へも、何となく気乗りがせず参上なさらない。

■　おはせしかた2、年としごろ遊あそび馴なれし所ところのみ、思おもひ出いでらるることまされば、里さとさへ憂うくおぼえたまひつつ、また籠こもりゐたまへり3。

◇　いらっしゃったお部屋や長年一所に遊んだ所ばかりが、ますます思い出されるので、里邸までが疎ましくお思いになられて、籠もっていらっしゃった。


1 【宮の御もとへ】大島本は「御もとへ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御もとへも」と「も」を補訂する。

2 【おはせしかた】主語は雲居雁。

3 【籠もりゐたまへり】夕霧は二条東院の学問所に。


乙女．６．５．２

■　殿とのは、この西にしの対たいにぞ、聞きこえ預あづけたてまつりたまひける1。

◇　大殿は、東院の西の対の御方に、お預け申し上げていらっしゃったのであった。


1 【西の対にぞ聞こえ預けたてまつりたまひける】源氏は、二条東院の西の対の花散里に夕霧のお世話を依頼。


乙女．６．５．３

■　「大宮おほみやの1御世みよのの残こり少すくなげなるを、おはせずなりなむのちも、かく幼をさなきほどより見みならして、後見うしろみおぼせ」

◇　「大宮のご寿命も大したことがないので、お亡くなりになった後も、このように子供の時から親しんで、お世話してください」


1 【大宮の】以下「後見おぼせ」まで、源氏の詞。


乙女．６．５．４

■　と聞きこえたまへば、ただのたまふままの御心みこころにて、なつかしうあはれに思おもひ扱あつかひたてまつりたまふ。

◇　と申し上げなさると、ただおっしゃっるとおりになさるご性質なので、親しくかわいがって上げなさる。

■　ほのかになど見みたてまつるにも1、

◇　ちらっとなどお顔を拝見しても、


1 【ほのかになど見たてまつるにも】夕霧が花散里を。


乙女．６．５．５

■　「容貌かたちの1まほならずもおはしけるかな。

◇　「器量はさほどすぐれていないな。

■　かかる人ひとをも、人ひとは思***ひ捨すてたまはざりけり」

◇　このような方をも、父はお捨てにならなかったのだ」

■　など、

◇　などと、

■　「わが、あながちに2、つらき人ひとの御容貌おほむかたちを心こころにかけて恋こひしと思おもふもあぢきなしや。

◇　「自分は、無性に、つらい人のご器量を心にかけて恋しいと思うのもつまらないことだ。

■　心こころばへのかやうにやはらかならむ人ひとをこそあひ思おもはめ」

◇　気立てがこのように柔和な方をこそ愛し合いたいものだ」

◆　 
"かたち の まほ なら ず も おはし ける かな! かかる ひと を も、 ひと は すて たまは ざり けり!" など、 "わが、 あながち に、 つらき ひと の おほむ-かたち を こころ に かけ て こひ し と おもふ も あぢきなし や! こころばへ の かやう に やはらか なら む ひと を こそ あひ おもは め。"


1 【容貌の】以下「思ひ捨てたまはざりけり」まで、夕霧の心中。

2 【わがあながちに】以下「あひ思はめ」まで、夕霧の心中。


乙女．６．５．６

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　また、

◇　また一方で、

乙女．６．５．７

■　「向むかひて見みるかひなからむも1いとほしげなり。

◇　「向かい合っていて見ていられないようなのも気の毒な感じだ。

■　かくて年経としへたまひにP59けれど、殿とのの、さやうなる御容貌おほむかたち、御心みこころと見みたまうて、浜木綿はまゆふばかりの隔へだてS13,2さし隠かくしつつ、何なにくれともてなし紛まぎらはしたまふめるも、むべなりけり」

◇　こうして長年連れ添っていらっしゃったが、父上が、そのようなご器量を、承知なさったうえで、浜木綿ほどの隔てを置き置きして、何やかやとなさって見ないようにしていらっしゃるらしいのも、もっともなことだ」

■　と思おもふ心こころのうちぞ、恥はづかしかりける3。

◇　と考える心の中は、大したほどである。


P59 たまひに--給る（る/＄〈朱〉）に

S13 み熊野の浦の浜木綿百重なる心は思へどただに逢はぬかも（拾遺集恋一-六六八　柿本人麿）

1 【向ひて見るかひなからむも】以下「むべなりけり」まで、夕霧の心中。『完訳』は「かくて」以下を夕霧の心中とする。

2 【浜木綿ばかりの隔て】「み熊野の浦の浜木綿百重なる心は思へどただにあはぬかも」（拾遺集恋一、六六八、柿本人麿）を引く。

3 【恥づかしかりける】『集成』は「大人も顔負けの観察ぶりなのだった。草子地」。『完訳』は「語り手の夕霧評。彼の目と心が源氏の本性を捉え、その存在を相対化」と注す。


乙女．６．５．８

■　大宮おほみやの容貌かたちことにおはしませど1、まだいときよらにおはし、ここにもかしこにも2、人ひとは容貌かたちよきものとのみ目馴めなれたまへるを、もとよりすぐれざりける3御容貌おほむかたちの、ややさだ過すぎたる心地ここちして、痩やせ痩やせに御髪少みぐしすくななるなどが、かくそしらはしきなりけり。

◇　大宮の器量は格別でいらっしゃるが、まだたいそう美しくいらっしゃり、こちらでもあちらでも、女性は器量のよいものとばかり目馴れていらっしゃるが、もともとさほどでなかったご器量が、少し盛りが過ぎた感じがして、痩せてみ髪が少なくなっているのなどが、このように難をつけたくなるのであった。


1 【容貌ことにおはしませど】出家した尼姿である。

2 【ここにもかしこにも】『集成』は「どちらへ行っても、女の人といえば美人だとばかり見つけていらっしゃるのに」。『完訳』は「大宮も雲居雁も惟光の娘も」と訳す。

3 【もとよりすぐれざりける】以下、花散里の描写。


第六段　歳末、夕霧の衣装を準備

乙女．６．６．１

■　年としの暮くれには、睦月むつきの御装束おほむさうぞくなど、宮みやはただ、この君一所きみひとところの御おほむことを、まじることなういそぎたまふ。

◇　年の暮には、正月のご装束などを、大宮はただこの冠君の君の一人だけの事を、余念なく準備なさる。

■　あまた領くだり、いときよらに仕立したてたまへるを見**るも、もの憂うくのみおぼゆれば1、

◇　いく組も、たいそう立派に仕立てなさったのを見るのも、億劫にばかり思われるので、

◆　 
とし の くれ に は、 むつき の おほむ-さうぞく など、 みや は ただ、 この きみ ひとところ の おほむ-こと を、 まじる こと なう いそぎ たまふ。 あまた くだり、 いと きよら に したて たまへ る も、 ものうく のみ おぼゆれ ば、


1 【見るももの憂くのみおぼゆれば】主語は夕霧。六位の浅葱の衣裳だからである。


乙女．６．６．２

■　「朔日ついたちなどには1、かならずしも内裏うちへ参まゐるまじう思おもひたまふるにP60、何なににかくいそがせたまふらむ」

◇　「元旦などには、特に参内すまいと存じておりますのに、どうしてこのようにご準備なさるのでしょうか」


P60 たまふるに--給ふな（な/＄る〈朱〉）に

1 【朔日などには】以下「いそがせたまふらむ」まで、夕霧の詞。


乙女．６．６．３

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

乙女．６．６．４

■　「などてか1、さもあらむ。

◇　「どうして、そのようなことがあってよいでしょうか。

■　老おいくづほれたらむ人ひとのやうにものたまふかな」

◇　年をとってすっかり気落ちした人のようなことをおっしゃいますね」


1 【などてか】以下「のたまふかな」まで、大宮の詞。


乙女．６．６．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

乙女．６．６．６

■　「老おいねど1、くづほれたるP61心地ここちぞするや」

◇　「年はとっていませんが、何もしたくない気がしますよ」


P61 たる--たか（か/＄る〈朱〉）

1 【老いねど】以下「心地ぞするや」まで、夕霧の詞。


乙女．６．６．７

■　と独ひとりごちて、うち涙なみだぐみてゐたまへり。

◇　と独り言をいって、涙ぐんでいらっしゃる。

乙女．６．６．８

■　「かのことを思**ふならむ」

◇　「あの姫君のことを思っているのだろう」

■　と1、いと心苦こころぐるしうて、宮みやもうちひそみたまひぬ。

◇　と、とても気の毒になって、大宮も泣き顔になってしまわれた。

◆　 
"かの こと を おもふ らむ。" と、 いと こころぐるしう て、 みや も うち-ひそみ たむひ ぬ。


1 【かのことを思ふならむと】大宮の心中。雲居雁のことを思っているのだろうの意。


乙女．６．６．９

■　「男をとこはP62,1、口惜くちをしき際きはの人ひとだに、心こころを高たかうこそつかふなれ。

◇　「男は、取るに足りない身分の人でさえ、気位を高く持つものです。

■　あまりしめやかに、かくなものしたまひそ。

◇　あまり沈んで、こうしていてはなりません。

■　何なにとか、かう眺ながめがちに思おもひ入いれたまふべき。

◇　どうして、こんなにくよくよ思い詰めることがありましょうか。

■　ゆゆしう」

◇　縁起でもありません」


P62 男は--おとこ（こ/+は〈朱〉）

1 【男は】以下「ゆゆしう」まで、大宮の詞。


乙女．６．６．１０

■　とのたまふも1、

◇　とおっしゃるが、


1 【とのたまふも】大島本は「との給も」とある。『新大系』は底本のままとし文を続ける。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「とのたまふ」と文を切る。


乙女．６．６．１１

■　「何なにかは1。

◇　「そんなことはありません。

■　六位ろくゐなど人ひとのあなづりはべるめれば、しばしのこととは思おもうたまふれど、内裏うちへ参まゐるももの憂うくてなむ。

◇　六位などと人が軽蔑するようなので、少しの間だとは存じておりますが、参内するのも億劫なのです。

■　故大臣こおとどおはしまさましかば、戯たはぶれにても、人ひとにはあなづられはべらざらまし。

◇　故祖父大臣が生きていらっしゃったならば、冗談にも、人からは軽蔑されることはなかったでございましょうに。

■　もの隔へだてぬ親おやにおはすれど2、いとけけしうさし放はなちて思おぼいたれば、おはしますあたりに、たやすくも参まゐり馴なれはべらず。

◇　何の遠慮もいらない実の親でいらしゃいますが、たいそう他人行儀に遠ざけるようになさいますので、いらっしゃる所にも、気安くお目通りもかないません。

■　東ひむがしの院ゐんにてのみなむ、御前近おまへちかくはべる。

◇　東の院にお出での時だけ、お側近く上がります。

■　対たいの御方おほむかたこそ、あはれにものしたまへ3、親今一所おやいまひとところおはしまさましかば4、何ないごとを思おもひはべらまし」

◇　対の御方だけは、やさしくしてくださいますが、母親が生きていらっしゃいましたら、何も思い悩まなくてよかったものを」


1 【何かは】以下「思ひはべらまし」まで、夕霧の詞。

2 【もの隔てぬ親におはすれど】実の親源氏をいう。

3 【対の御方こそあはれにものしたまへ】「対の御方」は花散里をさす。夕霧の母代。「こそ--たまへ」係結び、逆接用法。

4 【親今一所おはしまさましかば】実の親葵の上をさす。「ましか」反実仮想の助動詞。


乙女．６．６．１２

■　とて、涙なみだの落おつるを紛まぎらはいたまへるけしき、いみじうあはれなるに、宮みやは、いとどほろほろと泣なきたまひて、

◇　と言って、涙が落ちるのを隠していらっしゃる様子、たいそう気の毒なので、大宮は、ますますほろほろとお泣きになって、

乙女．６．６．１３

■　「母ははにも後おくるる人ひとは1、ほどほどにつけて、さのみこそあはれなれど、おのづから宿世宿世すくせすくせに、人ひと成となりたちぬれば、おろかに思おもふもなきわざなるを2、思おもひ入いれぬさまにてものしたまへ3。

◇　「母親に先立たれた人は、身分の高いにつけ低いにつけて、そのように気の毒なことなのですが、自然とそれぞれの前世からの宿縁で、成人してしまえば、誰も軽蔑する者はいなくなるものですから、思い詰めないでいらっしゃい。

■　故大臣こおとどの今いましばしだにものしたまへかし。

◇　亡くなった太政大臣がせめてもう少しだけ長生きをしてくれればよかったのに。

■　限かぎりなき蔭かげには、同おなじことと頼たのみきこゆれど、思おもふにかなはぬことの多おほかるかな。

◇　絶大な庇護者としては、同じようにご信頼申し上げてはいますが、思いどおりに行かないことが多いですね。

■　内大臣うちの心***ばへも、なべての人ひとにはあらずと、世人よひともめで言いふなれど、昔むかしに変かはることのみまさりゆくに、命長いのちながさも恨うらめしきに、生おひ先***P63遠さき人とほきひとさへ、かくいささかにても、世よを思おもひしめりたまへれば、いとなむよろづ恨うらめしき世よなる」

◇　内大臣の性質も、普通の人とは違って立派だと世間の人も褒めて言うようですが、昔と違う事ばかりが多くなって行くので、長生きも恨めしい上に、生い先の長いあなたにまで、このようなちょっとしたことにせよ、身の上を悲観していらっしゃるので、とてもいろいろと恨めしいこの世です」

◆　 
"はは に も おくるる ひと は、 ほどほど に つけ て、 さ のみ こそ あはれ なれ ど、 おのづから すくせ すくせ に、 ひと と なりたち ぬれ ば、 おろか に おもふ も なき わざ なる を、 おもひいれ ぬ さま に て ものし たまへ。 こ-おとど の いま しばし だに ものし たまへ かし。 かぎり なき かげ に は、 おなじ こと と たのみ きこゆれ ど、 おもふ に かなは ぬ こと の おほかる かな! うちのおとど の こころばへ も、 なべて の ひと に は あら ず と、 よひと も めで いふ なれ ど、 むかし に かはる こと のみ まさり ゆく に、 いのち ながさ も うらめしき に、 おひさき とほき ひと さへ、 かく いささか にて も、 よ を おもひ しめり たまへ れ ば、 いと なむ よろづ うらめしき よ なる。"


P63 生ひ先--おいま（ま/＄さ〈朱〉）き

1 【母にも後るる人は】大島本は「はゝにも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「母に」と「も」を削除する。以下「恨めしき世なる」まで、大宮の詞。

2 【おろかに思ふもなきわざなるを】大島本は「おもふもなき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ふ人も」と「人」を補訂する。

3 【さまにてものしたまへ】大島本は「さまにて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さまにてを」と「を」を補訂する。


乙女．６．６．１４

■　とて、泣なきおはします。

◇　と言って、泣いていらっしゃる。

第七章　光る源氏の物語　六条院造営

第一段　二月二十日過ぎ、朱雀院へ行幸

乙女．７．１．１

■　朔日ついたちにも1、大殿おほとのは御おほむありきしなければ2、のどやかにておはします。

◇　元旦にも、大殿は御参賀なさらないので、のんびりとしていっらしゃる。

■　良房よしふさの大臣おと聞どときこえける、いにしへの例れいになずらへて、白馬あをむまひき3、節会せちゑの日4ひ、内裏うちの儀式ぎしきをうつして、昔むかしの例ためしよりも事添ことそへて、いつかしき御おほむありさまなり。

◇　良房の大臣と申し上げた方の、昔の例に倣って、白馬を牽き、節会の日は、宮中の儀式を模して、昔の例よりもいろいろな事を加えて、盛大なご様子である。


1 【朔日にも】源氏三十四歳の春正月元旦。

2 【大殿は御ありきしなければ】太政大臣の源氏は宮中参賀はしなくてもよい。

3 【良房の大臣と聞こえけるいにしへの例になずらへて白馬ひき】藤原良房（八〇四〜八七二）、諡忠仁公。人臣として初の摂政関白となる。白馬を私邸で牽いたという例は記録に見えないが、それを真似て源氏の二条院に白馬を牽くとする。

4 【節会の日】大島本は「せちゑの日」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「節会の日々」と校訂する。『集成』は「正月の節会には、元日の節会、七日の白馬の節会、十四日の男踏歌、十六日の女踏歌がある」と注す。


乙女．７．１．２

■　如月きさらぎの二十日はつかあまり、朱雀院すざくゐんに行幸ぎゃうがうあり。

◇　二月の二十日余りに、朱雀院に行幸がある。

■　花盛はなざかりはまだしきほどなれど1、弥生やよひは故宮こみやの御忌月おほむきづきなり。

◇　花盛りはまだのころであるが、三月は故藤壷の宮の御忌月である。

■　とく開ひらけたる桜さくらの色いろもいとおもしろければ、院ゐんにも御用意おほむよういことにつくろひ磨みがかせたまひ、行幸ぎゃうがうに仕つかうまつりたまふ上達部かむだちめ、親王みこたちよりはじめ、心こころづかひしたまへり。

◇　早く咲いた桜の花の色もたいそう美しいので、院におかれてもお心配りし特にお手入れあそばして、行幸に供奉なさる上達部や親王たちをはじめとして、十分にご用意なさっていた。


1 【如月の二十日あまり朱雀院に行幸あり花盛りはまだしきほどなれど】仲春二月二十日過ぎの朱雀院行幸。この年の桜の花盛りはまだであるという。


乙女．７．１．３

■　人ひとびとみな、青色あをいろに、桜襲さくらがさねを着きたまふ2。

◇　お供の人々は皆、青色の袍に、桜襲をお召しになる。

■　帝みかどは、赤色あかいろの御衣おほむぞたてまつれり。

◇　帝は、赤色の御衣をお召しあそばされた。

■　召めしありて、太政大臣参おほきおとどまゐりたまふ。

◇　お召しがあって、太政大臣が参上なさる。

■　おなじ赤色あかいろを着きたまへれば、いよいよひとつものとかかやきて見みえまがはせたまふ。

◇　同じ赤色を着ていらっしゃるので、ますますそっくりで輝くばかりにお美しく見違えるほどとお見えになる。

■　人ひとびとの装束さうぞく、用意ようい、常つねにことなり。

◇　人々の装束や、振る舞いも、いつもと違っている。

■　院ゐんも、いときよらにねびまさらせたまひて、御おほむさまの用意3ようい、なまめきたる方かたに進すすませたまへり。

◇　院も、たいそうおきれいにお年とともに御立派になられて、御様子や態度が、以前にもまして優雅におなりあそばしていた。


1? 【三月は故宮の御忌月なり】藤壺は一昨年の源氏三十二歳の春三月に崩御した。

2 【人びとみな青色に桜襲を着たまふ】行幸に供奉する人々の服装は麹塵の袍に桜の下襲。麹塵の袍は常は天皇が着用するが、晴れの儀式の折には、諸臣に麹塵の袍を賜り、帝は赤色の袍をお召しになる。また最上席の公卿も同じ赤色を着用するという（西宮記・河海抄）。

3 【御さまの用意】大島本は「御さまのようい」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御さま、用意」と「の」を削除する。


乙女．７．１．４

■　今日けふは、わざとの文人もんにんも召めさず、ただその才ざえかしこしと聞きこえたる学生十人がくしゃうじふにんを召めす。

◇　今日は、専門の文人もお呼びにならず、ただ漢詩を作る才能の高いという評判のある学生十人をお呼びになる。

■　式部しきぶの司つかさの試こころみの題だいをなずらへて、御題賜おほむだいたまふ。

◇　式部省の試験の題になぞらえて、勅題を賜る。

■　大殿おほとのの太郎君たろうぎみの試こころみたまふべきなめり1。

◇　大殿のご長男の試験をお受けなさるようである。

■　臆おくだかき者ものどもは、ものもおぼえず、繋つながぬ舟ふねに乗のりて池いけに放はなれ出いでて、いと術すべなげなり。

◇　臆しがちな者たちは、ぼおっとしてしまって、繋いでない舟に乗って、池に一人一人漕ぎ出して、実に途方に暮れているようである。


1 【試みたまふべきなめり】大島本は「心ミ給へきなめり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「試みたまふべきゆゑなめり」と「ゆゑ」を補訂する。「なめり」は語り手の言辞。


乙女．７．１．５

■　日ひやうやうくだりて、楽がくの舟ふねども漕こぎまひて、調子てうしども奏そうするほどの、山風やまかぜの響ひびきおもしろく吹ふきあはせたるに、冠者くわんざの君きみは、

◇　日がだんだんと傾いてきて、音楽の舟が幾隻も漕ぎ廻って、調子を整える時に、山風の響きがおもしろく吹き合わせているので、冠者の君は、

■　「かう苦くるしき道みちならでも交まじらひ遊あそびぬべきものを1」

◇　「こんなにつらい修業をしなくても皆と一緒に音楽を楽しめたりできるはずのものを」

■　と、世よの中恨なかうらめしうおぼえたまひけり。

◇　と、世の中を恨めしく思っていらっしゃった。


1 【かう苦しき道ならでも交じらひ遊びぬべきものを】夕霧の心中。


乙女．７．１．６

■　「春鴬囀**」

◇　「春鴬囀」

■　舞***ふほどに、昔***の花***の宴***のほど思***し出***でて1、院***の帝***も2、

◇　を舞うときに、昔の花の宴の時をお思い出しになって、院の帝が、

◆　 
しゅん'-あう-でん まふ ほど に、 むかし の はなのえん の ほど おぼし いで て、 ゐん-の-みかど も、


1 【昔の花の宴のほど思し出でて】「花宴」巻、源氏十九歳春のこと。

2 【院の帝も】大島本は「院のみかとも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「院の帝」と「も」を削除する。


乙女．７．１．７

■　「また、さばかりのこと見みてむや」

◇　「もう一度、あれの程が見られるだろうか」

乙女．７．１．８

■　とのたまはするにつけて、その世よのことあはれに思おぼし続つづけらる。

◇　と仰せられるにつけても、その当時のことがしみじみと次々とお思い出されなさる。

■　舞まひ果はつるほどに、大臣おとど、院ゐんに御土器参おほむかはらけまゐりたまふ。

◇　舞い終わるころに、太政大臣が、院にお杯を差し上げなさる。

乙女．７．１．９

■　「鴬うぐひすのさへづる声こゑは昔むかしにて

睦むつれし花はなの蔭かげぞ変かはれる1」

◇　「鴬の囀る声は昔のままですが

馴れ親しんだあの頃とはすっかり時勢が変わってしまいました」


1 【鴬のさへづる声は昔にて睦れし花の蔭ぞ変はれる】源氏の詠歌。桐壺帝の代から朱雀帝の代を経て冷泉帝の代へという時勢の推移変化をいう。


乙女．７．１．１０

■　院ゐんの上うへ、

◇　院の上は、

■　「九重ここのへを霞隔かすみへだつるすみかにも

春はると告つげくる鴬うぐひすの声1こゑ」

◇　「宮中から遠く離れた仙洞御所にも

春が来たと鴬の声が聞こえてきます」


1 【九重を霞隔つるすみかにも春と告げくる鴬の声】朱雀院の唱和歌。「鴬」の語句を用いる。今日の行幸に感謝。お礼歌。


乙女．７．１．１１

■　帥そちの宮みやと聞きこえし、今いまは兵部卿ひゃうぶきゃうにて、今いまの上うへに御土器参おほむかはらけまゐりたまふ。

◇　帥宮と申し上げた方は、今では兵部卿となって、今上帝にお杯を差し上げなさる。

乙女．７．１．１２

■　「いにしへを吹ふき伝つたへたる笛竹ふえたけに

さへづる鳥とりの音ねさへ変かはらぬ1」

◇　「昔の音色そのままの笛の音に

さらに鴬の囀る声までもちっとも変わっていません」


1 【いにしへを吹き伝へたる笛竹にさへづる鳥の音さへ変はらぬ】兵部卿宮の唱和歌。源氏の「変はれる」を、昔の聖代を引き継ぎ「変はらぬ」と寿ぐ。


乙女．７．１．１３

■　あざやかに奏そうしなしたまへる、用意よういことにめでたし。

◇　巧みにその場をおとりなしなさった、心づかいは特に立派である。

■　取とらせたまひて、

◇　杯をお取りあそばして、

乙女．７．１．１４

■　「鴬うぐひすの昔むかしを恋こひてさへづるは

木伝こづたふ花はなの色いろやあせたる1」

◇　「鴬が昔を慕って木から木へと飛び移って囀っていますのは

今の木の花の色が悪くなっているからでしょうか」


1 【鴬の昔を恋ひてさへづるは木伝ふ花の色やあせたる】今上帝の唱和歌。『集成』は「朱雀院のさびしい気持を汲んで、卑下したもの」と注す。


乙女．７．１．１５

■　とのたまはする御おほむありさま、こよなくゆゑゆゑしくおはします。

◇　と仰せになる御様子、この上なく奥ゆかしくいらっしゃる。

■　これは御私おほむわたくしざまに1、うちうちのことなれば、あまたにも流ながれずやなりにけむ、また書かき落おとしてけるにやあらむ。

◇　このお杯事は、お身内だけのことなので、多数の方には杯が回らなかったのであろうか、または書き洩らしたのであろうか。


1 【これは御私ざまに】以下「また書き落してけるにやあらむ」まで、語り手のことわり。『集成』は「これ以上作中人物の歌を紹介しないことについての語り手（作者）のことわり。草子地」。『完訳』は「以下、歌の唱和について語り手の省筆の弁」と注す。


乙女．７．１．１６

■　楽所遠がくそとほくておぼつかなければ、御前おまへに御琴おほむことども召めす。

◇　楽所が遠くてはっきり聞こえないので、御前にお琴をお召しになる。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、琵琶びは。

◇　兵部卿宮は、琵琶。

■　内大臣うちのおとど、和琴わごん。

◇　内大臣は和琴。

■　箏しゃうの御琴おほむこと、院ゐんの御前おまへに参まゐりて、琴きんは、例れいの太政大臣おほきおとどに賜たまはりたまふ。

◇　箏のお琴は、院のお前に差し上げて、琴の琴は、例によって太政大臣が頂戴なさる。

■　せめきこえたまふ1。

◇　お勧め申し上げなさる。

■　さるいみじき上手じゃうずのすぐれたる御手おほむてづかひどもの、尽つくしたまへる音ねは、たとへむかたなし。

◇　このような素晴らしい方たちによる優れた演奏で、秘術を尽くした楽の音色は、何ともたとえようがない。

■　唱歌さうがの殿上人てんじゃうびとあまたさぶらふ。

◇　唱歌の殿上人が多数伺候している。

■　「安名尊2**S14」

◇　「安名尊」

■　遊***びて、次***に

◇　を演奏して、次に

■　「桜人3**S15」

◇　「桜人」

■　。月***おぼろにさし出***でてをかしきほどに、中島***のわたりに、ここかしこ篝火***ども灯***して、大御遊***びはやみぬ。

◇　。月が朧ろにさし出して美しいころに、中島のあたりにあちこちに篝火をいくつも灯して、この御遊は終わった。

◆　 
がくそ とほく て おぼつかなけれ ば、 おまへ に おほむ-こと-ども めす。 ひゃうぶきゃうのみや、 びは。 うちのおとど、 わごん。 しゃう の おほむ-こと、 ゐん の おまへ に まゐり て、 きん は、 れい の おほきおとど に たまはり たまふ。 せめ きこえ たまふ。 さる いみじき じゃうず の すぐれ たる おほむ-てづかひ-ども の、 つくし たまへ る ね は、 たとへ む かた なし。 さうが の てんじゃうびと あまた さぶらふ。 あな-たふと あそび て、 つぎ に さくら-びと。  つき おぼろ に さしいで て をかしき ほど に、 なかじま の わたり に、 ここ かしこ かがりび-ども ともし て、 おほみ-あそび は やみ ぬ。


S14 あな尊と　今日の尊とさ　や　いにしへも　はれ　かくやありけむ　や　今日の尊とさ　あはれそこよしや　今日の尊とさ（催馬楽-あな尊と）

S15 桜人　その舟止め　島つ田を　十町作れる　見て帰り来むや　そよや　明日帰り来む　そよや　言をこそ　明日とも言はめ　遠方に　妻ざる夫は　明日さね来じや　そよや　さ明日もさね来じや　そよや（催馬楽-桜人）

1 【琴は例の太政大臣に賜はりたまふ。せめきこえたまふ】大島本は「おほきおとゝに給ハりたまふ・せめきこえ給」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「太政大臣賜りたまふ」と「に」と「せめきこえたまふ」を削除する。

2 【安名尊】催馬楽、呂。「あな尊今日の尊さやいにしへもはれいにしへもかくやありけむや今日の尊さあはれそこよしや今日の尊さ」。

3 【桜人】催馬楽、呂。「桜人その船止め島つ田を十町作れる見て帰り来むやそよや明日帰り来むそよや／言をこそ明日とも言はめ遠方に妻ざる夫は明日もさね来じやそよやさ明日もさね来じやそよや」。


第二段　弘徽殿大后を見舞う

乙女．７．２．１

■　夜更よふけぬれど、かかるついでに、大后おほきさいの宮みやおはします方かたを、よきて訪とぶらひきこえさせたまはざらむも、情なさけなければ、帰かへさに渡わたらせたまふ。

◇　夜は更けてしまったが、このような機会に、太后宮のいらっしゃる方を、避けてお伺い申し上げなさらないのも、思いやりがないので、帰りにお立ち寄りになる。

■　大臣おとどもろともにさぶらひたまふ。

◇　大臣もご一緒に伺候なさる。

乙女．７．２．２

■　后待きさきまち喜よろこびたまひて、御対面おほむたいめんあり。

◇　大后宮はお待ち喜びになって、ご面会なさる。

■　いといたうさだ過すぎたまひにける御おほむけはひにも、故宮こみやを思おもひ出いできこえたまひて2、

◇　とてもたいそうお年を召されたご様子にも、故宮をお思い出し申されて、

■　「かく長ながくおはしますたぐひもおはしけるものを」

◇　「こんなに長生きされる方もいらっしゃるものを」

■　と、口惜くちをしう思おもほす。

◇　と、残念にお思いになる。


1? 【いといたうさだ過ぎたまひにけるを】弘徽殿大后は、この時、五十七、八歳ぐらい。

2 【故宮を思ひ出できこえたまひて】故入道宮藤壺。


乙女．７．２．３

■　「今いまはかく2古ふりぬる齢よはひに、よろづのこと忘わすられはべりにけるを、いとかたじけなく渡わたりおはしまいたるになむ、さらに昔むかしの御世みよのこと3思おもひ出いでられはべる」

◇　「今ではこのように年を取って、すべての事柄を忘れてしまっておりましたが、まことに畏れ多くもお越し戴きましたので、改めて昔の御代のことが思い出されます」


1? 【かく長くおはしますたぐひもおはしましけるものを】源氏の心中。

2 【今はかく】以下「思ひ出でられはべる」まで、弘徽殿大后の詞。『完訳』は「かつて敵視した相手への、ばつの悪い物言いであろう」と注す。

3 【昔の御世のこと】桐壺院時代をさす。


乙女．７．２．４

■　と、うち泣なきたまふ。

◇　と、お泣きになる。

乙女．７．２．５

■　「さるべき御蔭おほむかげどもに1後おくれはべりてのち、春はるのけぢめも思**うたまへわかれぬを、今日けふなむ慰なぐさめはべりぬる。

◇　「頼りになるはずの人々に先立たれて後、春になった気分も知らないでいましたが、今日初めて心慰めることができました。

■　またまたも」

◇　時々はお伺い致します」

◆　 
"さるべき おほむ-かげ-ども に おくれ はべり て のち、 はる の けぢめ も おもひ たまへ わか れ ぬ を、 けふ なむ なぐさめ はべり ぬる。 また また も。"


1 【さるべき御蔭どもに】以下「またまたも」まで、帝の詞。父桐壺院や母藤壺に先立たれたことをいう。


乙女．７．２．６

■　と聞きこえたまふ。

◇　と御挨拶申し上げあそばす。

■　大臣おとどもさるべきさまに聞きこえて、

◇　太政大臣もしかるべくご挨拶なさって、

乙女．７．２．７

■　「ことさらにさぶらひてなむ1」

◇　「また改めてお伺い致しましょう」


1 【ことさらにさぶらひてなむ】源氏の詞。


乙女．７．２．８

■　と聞きこえたまふ。

◇　と、申し上げなさる。

■　のどやかならで帰かへらせたまふ響ひびきにも、后きさきは、なほ胸むねうち騒さわぎて、

◇　ゆっくりなさらずにお帰りあそばすご威勢につけても、大后は、やはりお胸が静まらず、

■　「いかに思おぼし出いづらむ1。

◇　「どのように思い出していられるのだろう。

■　世よをたもちたまふべき御宿世おほむすくせは、消けたれぬものにこそ」

◇　結局、政権をお執りになるというご運勢は、押しつぶせなかったのだ」

■　と、いにしへを悔くい思おぼす。

◇　と昔を後悔なさる。


1 【いかに思し出づらむ】以下「消たれぬものにこそ」まで、弘徽殿大后の心中。『集成』は「（源氏を憎んだ）昔のことをどのようにお思い出しのことだろう。草子地」。完訳「以下、大后の心中。かつての迫害を源氏はどう思っているか」と注す。


乙女．７．２．９

■　尚侍ないしの君かむのきみも1、のどやかに思おぼし出いづるに、あはれなること多おほかり。

◇　尚侍の君も、ゆったりした気分でお思い出しになると、しみじと感慨無量な事が多かった。

■　今いまもさるべき折をり、風かぜのつてにもほのめききこえたまふこと絶たえざるべし2。

◇　今でも適当な機会に、何かの伝で密かに便りを差し上げなさることがあるのであろう。


1 【尚侍の君も】朧月夜尚侍、朱雀院と同居。

2 【風のつてにもほのめききこえたまふこと絶えざるべし】語り手の推量。源氏が朧月夜に手紙を差し上げるこの意。


乙女．７．２．１０

■　后きさきは、朝廷おほやけに奏そうせさせたまふことある時々ときどきぞ、御おほむたうばりの年官年爵つかさかうぶり、何なにくれのことに触ふれつつ、御心みこころにかなはぬ時ときぞ、

◇　大后は朝廷に奏上なさることのある時々に、御下賜された年官や年爵、何かにつけながら、ご意向に添わない時には、

■　「命長いのちながくてかかる世よの末すゑを見みること1」

◇　「長生きをしてこんな酷い目に遭うとは」

■　と、取とり返かへさまほしう、よろづ思おぼしむつかりける2。

◇　と、もう一度昔の御代に取り戻したく、いろいろとご機嫌悪がっているのであった。

■　老おいもておはするままに、さがなさもまさりて、院ゐんもくらべ苦くるしう、たとへがたくぞ3思おもひきこえたまひける。

◇　年を取っていかれるにつれて、意地の悪さも加わって、院ももてあまして、例えようもなくお思い申し上げていらっしゃるのだった。


1 【命長くてかかる世の末を見ること】弘徽殿大后の心中。「寿則辱多」（荘子、外篇、天地）、長生きをすると辛いことが多いの慣用句。

2 【よろづ思しむつかりける】大島本は「よろつ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「よろづを」と「を」を補訂する。

3 【たとへがたくぞ】大島本は「たとへ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「堪へがたく」と「と」を削除する。


乙女．７．２．１１

■　かくて、大学だいがくの君きみ、その日ひの文ふみうつくしう作つくりたまひて、進士しんじになりたまひぬ。

◇　さて、大学の君は、その日の漢詩を見事にお作りになって、進士におなりになった。

■　年積としつもれるかしこき者ものどもを選えらばせたまひしかど1、及第きふだいの人ひと、わづかに三人さむにんなむありける。

◇　長い年月修業した優れた者たちをお選びになったが、及第した人は、わずかに三人だけであった。


1 【選らばせたまひしかど】大島本は「えらハせ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「選らせ」と「は」を削除する。


乙女．７．２．１２

■　秋あきの司召つかさめしに、かうぶり得えて、侍従じじゅうになりたまひぬ。

◇　秋の司召に、五位に叙されて、侍従におなりになった。

■　かの人ひとの御おほむこと、忘わするる世よなけれど、大臣おとどの切せちにまもりきこえたまふもつらければ、わりなくてなども対面たいめんしたまはず。

◇　あの人のことを、忘れる時はないが、内大臣が熱心に監視申していらっしゃるのも恨めしいので、無理をしてまでもお目にかかることはなさらない。

■　御消息おほむせうそこばかり、さりぬべきたよりに聞きこえたまひて、かたみに心苦こころぐるしき御仲おほむなかなり。

◇　ただお手紙だけを適当な機会に差し上げて、お互いに気の毒なお仲である。

第三段　源氏、六条院造営を企図す

乙女．７．３．１

■　大殿おほとの、静しづかなる御住おほむすまひを1、同おなじくは広ひろく見みどころありて、ここかしこにておぼつかなき山里人やまざとびとなどをも、集つどへ住すませむの御心みこころにて、六条京極ろくでうきゃうごくのわたりに、中宮ちゅうぐうの御古おほむふるき宮みやのほとりを2、四町よまちをこめて3造つくらせたまふ。

◇　大殿は、静かなお住まいを、同じことなら広く立派にして、あちこちに別居して気がかりな山里人などをも、集め住まわせようとのお考えで、六条京極の辺りに、中宮の御旧居の近辺を、四町をいっぱいにお造りになる。


1 【静かなる御住まひを】「造らせたまふ」に続く。

2 【六条京極のわたりに中宮の御古き宮のほとりを】秋好中宮が母六条御息所から伝領した旧宮。六条院はそれを含めて四町の敷地に造営される。

3 【四町をこめて】大島本は「こめて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「占めて」と校訂する。


乙女．７．３．２

■　式部卿宮しきぶきゃうのみや、明あけむ年としぞ五十ごじふになりたまひける1御賀おほむがのこと、対たいの上思うへおぼしまうくるに、大臣おとども、

◇　式部卿宮が、明年五十歳におなりになる御賀のことを、対の上がお考えなので、大臣も、

■　「げに、過すぐしがたきことどもなり2」

◇　「なるほど、見過ごすわけにはいかない」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

■　「さやうの御おほむいそぎも、同おなじくめづらしからむ3御家居おほむいへゐにて」

◇　「そのようなご準備も、同じことなら新しい邸で」

■　と、いそがせたまふ4。

◇　と、用意させなさる。


1 【式部卿宮明けむ年ぞ五十になりたまひける】大島本は「なり給ける」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なりたまひけるを」と「を」を補訂する。紫の上の父宮、明年五十歳になる。

2 【げに過ぐしがたきことどもなり】源氏の心中。「げに」は紫の上に賛同する気持ち。

3 【同じくめづらしからむ】大島本は「おなしく」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「同じくは」と「は」を補訂する。

4 【いそがせたまふ】六条院の造営を急がせる。


乙女．７．３．３

■　年返としかへりて1、ましてこの御おほむいそぎのこと、御おほむとしみのこと、楽人がくにん、舞人まひびとの定さだめなどを、御心みこころに入いれていとなみたまふ。

◇　年が改まってからは、昨年以上にこのご準備の事、御精進落としの事、楽人、舞人の選定などを、熱心に準備させなさる。

■　経きゃう、仏ほとけ、法事ほふじの日ひの装束さうぞく、禄ろくなど2をなむ、上うへはいそがせたまひける。

◇　経、仏像、法事の日の装束、禄などを、対の上はご準備なさるのだった。


1 【年返りて】大島本は「年かへりて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「年かへりては」と「は」を補訂する。源氏三十五歳春を迎える。

2 【法事の日の装束禄など】大島本は「法事の日のさうそくろくなと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「法事の日の御装束、禄どもなど」と「御」と「ども」を補訂する。


乙女．７．３．４

■　東ひむがしの院ゐんに1、分わけてしたまふことどもあり。

◇　東の院で、分担してご準備なさることがある。

■　御おほむなからひ、ましていとみやびかに聞きこえ交かはしてなむ、過すぐしたまひける。

◇　ご間柄は、いままで以上にとても優美にお手紙のやりとりをなさって、お過ごしになっているのであった。


1 【東の院に】大島本は「ひんかしの院に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「東の院にも」と「も」を補訂する。二条東院の女主人花散里をさす。


乙女．７．３．５

■　世よの中響なかひびきゆすれる御おほむいそぎなるを、式部卿宮しきぶきゃうのみやにも聞きこしめして、

◇　世間中が大騒ぎしているご準備なので、式部卿宮のお耳にも入って、

乙女．７．３．６

■　「年としごろ、世よの中なかには1あまねき御心みこころなれど、このわたりをばあやにくに情なさけなく、事ことに触ふれてはしたなめ、宮人みやびとをも2御用意おほむよういなく、愁うれはしきことのみ多おほかるに、つらしと思おもひ置おきたまふことこそはありけめ」

◇　「長年の間、世間に対しては広大なお心であるが、わたくしどもには理不尽にも冷たくて、何かにつけて辱め、宮人に対してもお心配りがなく、嫌なことばかり多かったのだが、恨めしいと思うことがあったのだろう」


1 【年ごろ世の中には】以下「ことこそはありけめ」まで、式部卿宮の心中。

2 【宮人をも】式部卿宮家に仕える人々をさす。


乙女．７．３．７

■　と、いとほしくもからくも思おぼしけるを、かくあまた1かかづらひたまへる人ひとびと多おほかるなかに、取とりわきたる御思おほむおもひすぐれて、世よに心こころにくくめでたきことに、思おもひかしづかれたまへる御宿世おほむすくせをぞ2、わが家いへまではにほひ来こねど、面目めいぼくに思おぼすに、また、

◇　と、お気の毒にもまたつらくもお思いであったが、このように数多くの女性関係の中で、特別のご寵愛があって、まことに奥ゆかしく結構な方として、大切にされていらっしゃるご運命を、自分の家までは及んで来ないが、名誉にお思いになると、また、


1 【かくあまた】以下「面目に」まで、式部卿宮の心中と地の文が融合した形。「面目と」とあれば「思す」で受ける心中文となる。

2 【思ひかしづかれたまへる御宿世をぞ】娘の紫の上の運勢をいう。


乙女．７．３．８

■　「かくこの世よに1あまるまで、響ひびかし営いとなみたまふは、おぼえぬ齢よはひの末すゑの栄さかえにもあるべきかな」

◇　「このように世間の評判となるまで、大騒ぎしてご準備なさるのは、思いがけない晩年の慶事だ」


1 【かくこの世に】以下「あるべきかな」まで、式部卿宮の心中。


乙女．７．３．９

■　と喜よろこびたまふを、北きたの方かたは1、

◇　と、お喜びになるのを、北の方は、

■　「心こころゆかず、ものし」

◇　「おもしろくなく、不愉快だ」

■　とのみ思おぼしたり。

◇　とばかりお思いであった。

■　女御2にょうご、御おほむまじらひのほどなどにも、大臣おとどの御用意おほむよういなきやうなるを、いよいよ恨うらめしと思おもひしみたまへるなるべし3。

◇　王女御の、ご入内の折などにも、大臣のご配慮がなかったようなのを、ますます恨めしいと思い込んでいらっしゃるのであろう。


1 【北の方は】式部卿宮の北の方、紫の上の継母。

2 【女御】大島本は「女御」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「女御の」と「の」を補訂する。式部卿宮の娘中の君、王女御をさす。

3 【思ひしみたまへるなるべし】語り手の推測。


第四段　秋八月に六条院完成

乙女．７．４．１

■　八月はづきにぞ、六条院造ろくでうのゐんつくり果はてて渡わたりたまふ1。

◇　八月に、六条院が完成してお引っ越しなさる。

■　未申ひつじさるの町まちは2、中宮ちゅうぐうの御古宮おほむふるみやなれば、やがておはしますべし。

◇　未申の町は中宮の御旧邸なので、そのままお住まいになる予定である。

■　辰巳たつみは、殿とののおはすべき町まちなり。

◇　辰巳は、殿のいらっしゃる予定の区画である。

■　丑寅うしとらは、東ひむがしの院ゐんに住すみたまふ対たいの御方おほむかた、戌亥いぬゐの町まちは、明石あかしの御方おほむかたと思おぼしおきてさせたまへり。

◇　丑寅は、東の院にいらっしゃる対の御方、戌亥の区画は、明石の御方とお考えになって造営なさった。

■　もとありける池山いけやまをも、便びんなき所ところなるをば崩くづし変かへて、水みづの趣おもむき、山やまのおきてを改あらためて、さまざまに、御方々おほむかたがたの御願おほむねがひの心こころばへを造つくらせたまへり。

◇　もとからあった池や山を、不都合な所にあるものは造り変えて、水の情緒や、山の風情を改めて、いろいろと、それぞれの御方々のご希望どおりにお造りになった。


1 【八月にぞ六条院造り果てて渡りたまふ】昨年の秋に造営に着工して一年で完成。

2 【未申の町は】東南の町は秋好中宮、以下方位でその主人を紹介していく。東南の町は源氏と紫の上、東北の町は花散里、西北の町は明石御方である。


乙女．７．４．２

■　南みなみの東ひむがしは1、山高やまたかく、春はるの花はなの木き、数かずを尽つくして植うゑ、池いけのさまおもしろくすぐれて、御前近おまへちかき前栽せんさい、五葉ごえふ、紅梅こうばい、桜さくら、藤ふぢ、山吹やまぶき、岩躑躅いはつつぢなどやうの、春はるのもてあそびをわざとは植うゑで2、秋あきの前栽せんさいをば、むらむらほのかに混まぜたり。

◇　東南の町は、山を高く築き、春の花の木を、無数に植えて、池の様子も趣深く優れていて、お庭先の前栽には、五葉の松、紅梅、桜、藤、山吹、岩躑躅などといった、春の楽しみをことさらには植えないで、秋の前栽を、ひとむらずつ混ぜてあった。


1 【南の東は】東南の町、すなわち紫の上の御殿は春の趣の町。

2 【わざとは植ゑで】『集成』は「わざとは植ゑて」と清音で「特に選んで植えて」と訳す。


乙女．７．４．３

■　中宮ちゅうぐうの御町おほむまちをば1、もとの山やまに、紅葉もみぢの色濃いろこかるべき植木うゑきどもを添そへて2、泉いづみの水遠みづとほく澄すましやり、水みづの音おとまさるべき巌立いはほたて加くはへ、滝落たきおとして、秋あきのの野**をはるかに作つくりたる、そのころにあひて、盛さかりに咲さき乱みだれたり。

◇　中宮の御町は、もとからある山に、紅葉の色の濃い植木を幾本も植えて、泉の水を清らかに遠くまで流して、遣水の音がきわだつように岩を立て加え、滝を落として、秋の野を広々と作ってあるが、折柄ちょうどその季節で、盛んに咲き乱れていた。

■　嵯峨さがの大堰おほゐのわたりの野山のやま、無徳むとくにけおされたる秋あきなり。

◇　嵯峨の大堰あたりの野山も、見るかげもなく圧倒された今年の秋である。

◆　 
ちゅうぐう の おほむ-まち を ば、 もと の やま に、 もみぢ の いろ こかる べき うゑき-ども を そへ て、 いづみ の みづ とほく すまし やり、 みづ の おと まさる べき いはほ たて くはへ、 たき おとし て、 あき の の を はるか に つくり たる、 その ころ に あひ て、 さかり に さき みだれ たり。 さが の おほゐ の わたり の のやま、 むとく に けおさ れ たる あき なり。


1 【中宮の御町をば】秋好中宮の御殿は秋の趣の町。

2 【植木どもを添へて】大島本は「そへて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「植ゑ」と校訂する。


乙女．７．４．４

■　北きたの東ひむがしは2、涼すずしげなる泉いづみありて、夏なつの蔭かげによれり。

◇　北東の町は、涼しそうな泉があって、夏の木蔭を主としていた。

■　前近まへちかき前栽せんさい、呉竹くれたけ、下風涼したかぜすずしかるべく、木高こだかき森もりのやうなる木きども木深こぶかくおもしろく、山里やまざとめきて、卯うの花はなの垣根かきねことさらにしわたして、昔むかしおぼゆる花橘3はなたちばなS16、撫子なでしこ、薔薇さうび、苦丹くたになどやうの花4はな、草々くさぐさを植うゑて、春秋はるあきの木草きくさ、そのなかにうち混まぜたり。

◇　庭先の前栽には、呉竹があり、下風が涼しく吹くようにし、木高い森のような木は奥深く趣があって、山里めいて、卯花の垣根を特別に造りめぐらして、昔を思い出させる花橘、撫子、薔薇、くたになどといった花や、草々を植えて、春秋の木や草を、その中に混ぜていた。

■　東面ひむがしおもては5、分わけて馬場むまばの御殿作おとどつくり、埒結らちゆひて、五月さつきの御遊おほむあそび所どころにて、水みづのほとりに菖蒲植さうぶうゑ茂しげらせて、向むかひに御厩おほむむまやして、世よになき上馬じゃうめどもをととのへ立たてさせたまへり。

◇　東面は、割いて馬場殿を造って、埒を結って、五月の御遊の場所として、水のほとりに菖蒲を植え茂らせて、その向かい側に御厩舎を造って、またとない素晴らしい馬を何頭も繋がせていらっしゃった。


S16 五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする（古今集夏-一三九　読人しらず）

1? 【泉の水遠く澄しやり水の音まさるべき巌立て加へ】「すましやり水」の「やり」は上文と下文の両方にかかる掛詞。「澄ましやり、遣水の」の意。『集成』は「すましやり、水の」と整定し、『新大系』『古典セレクション』は「すまし、遣水の」と整定する。

2 【北の東は】花散里の御殿は夏の趣の町。

3 【昔おぼゆる花橘】「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集夏、一三九、読人しらず）を踏まえる。

4 【苦丹などやうの花】大島本は「花」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「花の」と「の」を補訂する。

5 【東面は】花散里の御殿のある夏の町の東半分は馬場殿及び厩舎となっている。


乙女．７．４．５

■　西にしの町まちは、北面築きたおもてつき分わけて、御倉町みくらまちなり1。

◇　西北の町は、北面は築地で区切って、御倉町である。

■　隔へだての垣かきに松まつの木茂きしげく、雪ゆきをもてあそばむたよりによせたり。

◇　隔ての垣として松の木をたくさん植えて、雪を鑑賞するのに都合よくしてある。

■　冬ふゆのはじめの朝あさ、霜しもむすぶべき菊きくの籬まがき、われは顔がほなる柞原2ははそはら、をさをさ名なも知しらぬ深山木みやまぎどもの、木深こぶかきなどを移うつし植うゑたり。

◇　冬の初めの朝、霜が結ぶように菊の籬、得意げに紅葉する柞の原、ほとんど名も知らない深山木などの、木深く茂っているのを移植してあった。


1 【西の町は北面築き分けて御倉町なり】明石御方の御殿のある冬の町。その北半分は築地で区切られて御倉町となっている。

2 【われは顔なる柞原】擬人法。『集成』は「わがもの顔に紅葉する柞の原」と訳す。『古典セレクション』は「姫君の「母」をひびかすか」と注す。さらにいえば、「母ぞ腹」の意がこめられているといえよう。


第五段　秋の彼岸の頃に引っ越し始まる

乙女．７．５．１

■　彼岸ひがんのころほひ渡わたりたまふ1。

◇　彼岸のころにお引っ越しになる。

■　ひとたびにと定さだめさせたまひしかど、騒さわがしきやうなりとて、中宮ちゅうぐうはすこし延のべさせたまふ。

◇　一度にとお決めあそばしたが、仰々しいようだといって、中宮は少しお延ばしになる。

■　例れいのおいらかにけしきばまぬ花散里はなちるさとぞ、その夜よ、添そひて移うつろひたまふ。

◇　いつものようにおとなしく気取らない花散里は、その夜、一緒にお引っ越しなさる。


1 【彼岸のころほひ渡りたまふ】秋の彼岸。秋分の日を中心とする前後七日間。


乙女．７．５．２

■　春はるの御おほむしつらひは、このころに合あはねど、いと心こころことなり。

◇　春のお庭は、今の秋の季節には合わないが、とても見事である。

■　御車十五おほむくるまじふご、御前四位五位ごぜんしゐごゐがちにて、六位殿上人ろくゐてんじゃうびとなどは、さるべき限かぎりを選えらせたまへり1。

◇　お車十五台、御前駆は四位五位の人々が多く、六位の殿上人などは、特別な人だけをお選びあそばしていた。

■　こちたきほどにはあらず、世よのそしりもやと省はぶきたまへれば、何事なにごともおどろおどろしういかめしきことはなし。

◇　仰々しくはなく、世間の非難があってはと簡略になさっていたので、どのような点につけても大仰に威勢を張ることはない。


1 【御車十五御前四位五位がちにて六位殿上人などはさるべき限りを選らせたまへり】紫の上の二条院から六条院への引っ越し。一台の車は定員四人。約四、五十人の女房が付き従ったものか。四位五位の前駆及び特別の関係ある六位の殿上人が警護した。


乙女．７．５．３

■　今一方いまひとかたの御みけしきも1、をさをさ落おとしたまはで、侍従君添じじゅうのきみそひて、そなたはもてかしづきたまへば、げにかうもあるべきことなりけりと見みえたり3。

◇　もうお一方のご様子も、大して劣らないようになさって、侍従の君が付き添って、そちらはお世話なさっているので、なるほどこういうこともあるのであったと見受けられた。


1 【今一方の御けしきも】花散里をいう。

2? 【侍従の君添ひて】侍従の君すなわち夕霧。

3 【かうもあるべきことなりけりと見えたり】『完訳』は「諸説ある。夕霧の花散里への世話ぶりとも、夕霧を花散里に付き添わせた源氏の扱いぶりとも。いずれにせよ、申し分ない様子」と注す。


乙女．７．５．４

■　女房にょうばうの曹司町ぞうしまちども、当あて当あてのこまけぞ、おほかたのことよりもめでたかりける。

◇　女房たちの曹司町も、それぞれに細かく当ててあったのが、他の何よりも素晴らしく思われるのであった。

乙女．７．５．５

■　五いつか、六日過むいかすぎて、中宮ちゅうぐうまかでさせたまふ。

◇　五、六日過ぎて、中宮が御退出あそばす。

■　この御みけしきはた、さは言いへど、いと所狭ところせし。

◇　その御様子はそれは、簡略とはいっても、まことに大層なものである。

■　御幸おほむさいはひのすぐれたまへりけるをばさるものにて、御おほむありさまの心こころにくく重おもりかに1おはしませば、世よに重おもく思おもはれたまへること、すぐれてなむおはしましける。

◇　御幸運の素晴らしいことは申すまでもなく、お人柄が奥ゆかしく重々しくいらっしゃるので、世間から重んじられていらっしゃることは、格別でおいであそばした。


1 【御ありさまの心にくく重りかに】人柄についていう。


乙女．７．５．６

■　この町々まちまちの中なかの隔へだてには、塀へいども廊らうなどを、とかく行ゆき通かよはして、気近けぢかくをかしきあはひにしなしたまへり。

◇　この町々の間の仕切りには、塀や廊などを、あちらとこちらとが行き来できるように作って、お互いに親しく風雅な間柄にお造りになってあった。

第六段　九月、中宮と紫の上和歌を贈答

乙女．７．６．１

■　長月ながつきになれば、紅葉もみぢむらむら色いろづきて1、宮みやの御前おまへえも言いはずおもしろし。

◇　九月になると、紅葉があちこちに色づいて、中宮のお庭先は何ともいえないほど素晴らしい。

■　風かぜうち吹ふきたる夕暮ゆふぐれに、御箱おほむはこの蓋ふたに、色々いろいろの花紅葉はなもみぢをこき混まぜて、こなたにたてまつらせたまへり2。

◇　風がさっと吹いた夕暮に、御箱の蓋に、色とりどりの花や紅葉をとり混ぜて、こちらに差し上げになさった。


1 【長月になれば紅葉むらむら色づきて】晩秋九月である。

2 【こなたにたてまつらせたまへり】秋好中宮が紫の上に。前に「御箱」とあり、ここに「せたまへり」という最高敬語が使用されている。


乙女．７．６．２

■　大おほきやかなる童女わらはの、濃こき衵あこめ、紫苑しをんの織物重おりものかさねて、赤朽葉あかくちばの羅うすものの汗衫かざみ、いといたうなれて1、廊らう、渡殿わたどのの反橋そりはしを渡わたりて参まゐる。

◇　大柄な童女が、濃い紫の袙に、紫苑の織物を重ねて、赤朽葉の羅の汗衫、とてももの馴れた感じで、廊や、渡殿の反橋を渡って参上する。

■　うるはしき儀式ぎしきなれど、童女わらはのをかしきをなむ、え思おぼし捨すてざりける。

◇　格式高い礼儀作法であるが、童女の容姿の美しいのを捨てがたくてお選びになったのであった。

■　さる所ところにさぶらひなれたれば、もてなし、ありさま、他ほかのには似にず、このましうをかし。

◇　そのようなお所に伺候し馴れていたので、立居振舞、姿つき、他家の童女とは違って、好感がもてて風情がある。

■　御消息おほむせうそこには、

◇　お手紙には、


1 【いたうなれて】『集成』は「まことに落着いた態度で」。『完訳』は「たいそう物慣れた身のこなしで」と訳す。


乙女．７．６．３

■　「心こころから春はるまつ園そのはわが宿やどの

紅葉もみぢを風かぜのつてにだに見みよ1」

◇　「お好みで春をお待ちのお庭では、せめてわたしの方の

紅葉を風のたよりにでも御覧あそばせ」


1 【心から春まつ園はわが宿の紅葉を風のつてにだに見よ】秋好中宮から紫の上への贈歌。秋の町の素晴らしさを言ってよこした。


乙女．７．６．４

■　若わかき人ひとびと、御使おほむつかひもてはやすさまどもP64をかし。

◇　若い女房たちが、お使いを歓待する様子は風雅である。

■　御返おほむかへりは、この御箱おほむはこの蓋ふたに苔敷こけしき、巌いはほなどの心こころばへして、五葉ごえふの枝えだに、

◇　お返事には、この御箱の蓋に苔を敷き、巌などの感じを出して、五葉の松の枝に、


P64 さまども--さまに（に/＄と）も


乙女．７．６．５

■　「風かぜに散ちる紅葉もみぢは軽かろし春はるの色いろを

岩根いはねの松まつにかけてこそ見みめ1」

◇　「風に散ってしまう紅葉は心軽いものです、春の変わらない色を

この岩にどっしりと根をはった松の常磐の緑を御覧になってほしいものです」


1 【風に散る紅葉は軽し春の色を岩根の松にかけてこそ見め】紫の上の返歌。秋よりも春が素晴らしいと、応酬する。


乙女．７．６．６

■　この岩根いはねの松まつも、こまかに見みればP65、えならぬ作つくりごとどもなりけり。

◇　この岩根の松も、よく見ると、素晴らしい造り物なのであった。

■　とりあへず思おもひ寄よりたまひつる1ゆゑゆゑしさなどを、をかしく御覧ごらんず2。

◇　このようにとっさに思いつきなさった趣向のよさを、感心して御覧あそばす。

■　御前おまへなる人ひとびともめであへり。

◇　御前に伺候している女房たちも褒め合っていた。

■　大臣おとど、

◇　大臣は、


P65 見れば--見れ（れ/+は〈朱〉）

1 【とりあへず思ひ寄りたまひつる】大島本は「とりあへすおもひより給つる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かくとりあへず思ひよりたまへる」と校訂する。

2 【をかしく御覧ず】主語は秋好中宮。


乙女．７．６．７

■　「この紅葉もみぢの御消息1おほむせうそこ、いとねたげなめり2。

◇　「この紅葉のお手紙は、何とも憎らしいですね。

■　春はるの花盛はなざかりに、この御応おほむいらへは聞きこえたまへ。

◇　春の花盛りに、このお返事は差し上げなさい。

■　このころ紅葉もみぢを言いひ朽くたさむは、龍田姫たつたひめの思おもはむこともあるを、さし退しぞきて、花はなの蔭かげに立たち隠かくれてこそ、強つよきことは出いで来こめ3」

◇　この季節に紅葉を貶すのは、龍田姫がどう思うかということもあるので、ここは一歩退いて、花を楯にとって、強いことも言ったらよいでしょう」


1 【この紅葉の御消息】以下「強きことは出で来め」まで、源氏の詞。

2 【いとねたげなめり】『集成』は「なんともしゃくに思われますね」と訳す。『完訳』は「中宮にしてやられた感じ」と注す。

3 【花の蔭に立ち隠れてこそ強きことは出で来め】『集成』は「春になって、花の美しさを頼みにしてこそ、勝ち目のある歌もできましょう」。『完訳』は「春になってから、花を押し立ててこそ強いことも言えましょう」と訳す。「胡蝶」巻にこの返歌がある。


乙女．７．６．８

■　と聞きこえたまふも、いと若わかやかに尽つきせぬ御おほむありさまの1見みどころ多おほかるに、いとど思おもふやうなる御住おほむすまひにて、聞きこえ通かよはしたまふ2。

◇　と申し上げなさるのも、とても若々しくどこまでも素晴らしいお姿で魅力にあふれていらっしゃる上に、いっそう理想的なお邸で、お手紙のやりとりをなさる。


1 【いと若やかに尽きせぬ御ありさまの】源氏の変わらぬ若々しさをいう。

2 【聞こえ通はしたまふ】主語は六条院の女君たち。『集成』は「理想的な六条院の生活ぶり」。『完訳』は「源氏には、自らの管理のもとでの女君同士の適度な交流も理想であった。六条院経営はそれを可能にしようとしている」と注す。


乙女．７．６．９

■　大堰おほゐの御方おほむかたは1、

◇　大堰の御方は、

■　「かう方々かたがたの2御移おほむうつろひ定さだまりて、数かずならぬ人ひとは、いつとなく紛まぎらはさむ」

◇　「このように御方々のお引っ越しが終わってから、人数にも入らない者は、いつか分からないようにこっそりと移ろう」

■　と思おぼして、神無月かむなづきになむ渡わたりたまひける3。

◇　とお考えになって、神無月にお引っ越しになるのであった。

■　御おほむしつらひ、ことのありさま劣おとらずして、渡わたしたてまつりたまふ4。

◇　お部屋の飾りや、お引っ越しの次第は他の方々に劣らないようにして、お移し申し上げなさる。

■　姫君ひめぎみの御おほむためを思おぼせば5、おほかたの作法さほふも、けぢめこよなからず、いとものものしくもてなさせたまへり。

◇　姫君のご将来をお考えになると、万事についての作法も、ひどく差をつけず、たいそう重々しくお扱いなさった。


1 【大堰の御方は】明石御方をさす。

2 【かう方々の】以下「紛らはさむ」まで、明石御方の心中。

3 【神無月になむ渡りたまひける】初冬十月。冬の町の主人公にふさわしい設定。

4 【渡したてまつりたまふ】主語は源氏。明石御方に対する重々しい待遇である。

5 【姫君の御ためを思せば】『完訳』は「明石の姫君を将来の国母にと意図する源氏は、身分低い母君の格式を高めようとする」と注す。



２２． 玉鬘 (たまかづら)

第一章　玉鬘の物語　筑紫流離の物語

第一段　源氏と右近、夕顔を回想

玉鬘．１．１．１

■　年月隔としつきへだたりぬれど、飽あかざりし夕顔ゆふがほを、つゆ忘わすれたまはず1、心々こころごころなる人ひとのありさまどもを、見みたまひ重かさぬるにつけても、

◇　年月がたってしまったが、諦めてもなお諦めきれなかった夕顔を、少しもお忘れにならず、人それぞれの性格を、次々に御覧になって来たのにつけても、

■　「あらましかばS1」

◇　「もし生きていたならば」

■　と2、あはれに口惜くちをしくのみ思おぼし出いづ。

◇　と、悲しく残念にばかりお思い出しになる。


S1 世の中にあらましかばと思ふ人亡きが多くもなりにけるかな（拾遺集哀傷-一二九九　藤原為頼泳

1 【年月隔たりぬれど飽かざりし夕顔をつゆ忘れたまはず】夕顔追慕で語り始められる。「末摘花」巻の冒頭（「思へどもなほ飽かざりし夕顔の露に後れし心地を、年月経れども思し忘れず」）に類似。「夕顔」「露」は縁語。「夕顔」は人名であるが、「夕顔」巻の女主人公の意。夕顔の死から十七年を経過。

2 【あらましかばと】『源氏釈』は「世の中にあらましかばと思ふ人なきが多くもなりにけるかな」（拾遺集哀傷、一二九九、藤原為頼）を引歌として指摘。


玉鬘．１．１．２

■　右近うこんは、何なにの人数ひとかずならねど、なほ、その形見かたみと見みたまひて、らうたきものに思おぼしたれば、古人ふるひとの数かずに仕つかうまつり馴なれたり。

◇　右近は、物の数にも入らないが、やはり、その形見と御覧になって、お目を掛けていらっしゃ企ので、古参の女房の一人として長くお仕えしていた。

■　須磨すまの御移おほむうつろひのほどに、対たいの上うへの御方おほむかたに1、皆人みなひとびと聞きこえ渡わたしたまひしほどより、そなたにさぶらふ。

◇　須磨へのご退去の折に、対の上に女房たちを皆お仕え申させなさったとき以来、あちらでお仕えしている。

■　心こころよくかいひそめたるものに、女君をむなぎみも思おぼしたれど2、心こころのうちには3、

◇　気立てのよく控え目な女房だと、女君もお思いになっていたが、心の底では、


1 【対の上の御方に】紫の上をさす。

2 【女君も思したれど】紫の上。

3 【心のうちには】右近の心の中ではの意。


玉鬘．１．１．３

■　「故君こぎみものしたまはましかば1、明石あかしの御方おほむかたばかりの2おぼえには劣おとりたまはざらまし。

◇　「亡くなったご主人が生きていられたならば、明石の御方くらいのご寵愛に負けはしなかったろうに。

■　さしも深ふかき御心みこころざしなかりけるをだに、落おとしあぶさず、取とりしたためたまふ御心長みこころながさなりければ、まいて、やむごとなき列つらにこそあらざらめ3、この御殿移おほむとのうつりの数かずのうちには交まじらひたまひなまし」

◇　それほど深く愛していられなかった女性でさえ、お見捨てにならず、めんどうを見られるお心の変わらないお方だったのだから、まして、身分の高い人たちと同列とはならないが、この度のご入居者の数のうちには加わっていたであろうに」


1 【故君ものしたまはましかば】以下「交じらひさぶらひたまひなまし」まで、右近の心中。「ましかば--まし」反実仮想の構文。「故君」は夕顔をさす。

2 【明石の御方ばかりの】右近の心中に意識される「明石の御方」の「御方」という呼称に注意される。

3 【こそあらざらめ】係助詞「こそ」--「め」已然形の係結びは逆接用法。


玉鬘．１．１．４

■　と思おもふに、飽あかず悲かなしくなむ思おもひける。

◇　と思う竿、悲しんでも悲しみきれない思いであった。

玉鬘．１．１．５

■　かの西にしの京きゃうにとまりし若君わかぎみをだに1行方ゆくへも知しらず、ひとへにものを思おもひつつみ、また、

◇　あの西の京に残っていた若君の行方をすら知らず、ひたすら世をはばかり、又、

■　「今いまさらにかひなきことによりて、我わが名漏なもらすなS2,2」

◇　「今更いっても始まらないことだから、しゃべってうっかり私の名を世間に漏らすな」

■　と、口くちがためたまひしを憚はばかりきこえて、尋たづねても訪おとづれきこえざりしほどに、その御乳母おほむめの男とのをとこ、少弐せうにになりて、行いきければ、下くだりにけり3。

◇　と、口止めなさったことにご遠慮申して、安否をお尋ね申さずにいたうちに、若君の乳母の夫が、大宰少弍になって、赴任したので、下ってしまった。

■　かの若君わかぎみの四よつになる年としぞ、筑紫つくしへは行いきける。

◇　あの若君が四歳になる年に、筑紫へは行ったのであった。


S2 犬上の鳥籠の山なる名取川いさと答へよ我が名漏らすな（古今集墨滅歌-一一〇八　読人しらず）

1 【かの西の京にとまりし若君をだに】玉鬘をさす。副助詞「だに」の訳しかた、『集成』は「あの西の京に残された若君ですら、その後の行方も分らず」（否定構文中の逆接的意）。『完訳』は「右近は、せめてあの西の京に残された若君だけでも--その行方も分らないし」（最小限の願望）。意中、死後の夕顔の行方と生存者の玉鬘の行方の比較されていよう。

2 【今さらにかひなきことによりて我が名漏らすな】「犬上の鳥籠の山なるいさら川いさと答へてわが名もらすな」（古今集墨滅歌、一一〇八、読人しらず）を踏まえる。

3 【男少弐になりて行きければ下りにけり】乳母の夫が大宰少弐になったので、その妻の乳母も玉鬘を伴って下向してしまったの意。


第二段　玉鬘一行、筑紫へ下向

玉鬘．１．２．１

■　母君ははぎみの御行方おほむゆくへを知しらむと1、よろづの神仏かみほとけに申まうして、夜昼泣よるひるなき恋こひて、さるべき所々ところどころを尋たづねきこえけれど、つひにえ聞きき出いでず。

◇　母君のお行方を知りたいと思って、いろいろの神仏に願掛け申して、夜昼となく泣き恋い焦がれて、心当たりの所々をお探し申したが、結局お訪ね当てることができない。

■　「さらばいかがはせむ3。

◇　「それではどうしようもない。

■　若君わかぎみをだにこそは、御形見おほむかたみに見みたてまつらめ。

◇　せめて若君だけでも、母君のお形見としてお世話申しそう。

■　あやしき道みちに添そへたてまつりて、遥はるかなるほどにおはせむことの悲かなしきこと。

◇　鄙の道にお連れ申して、遠い道中をおいでになることもおいたわしいこと。

■　なほ、父君ちちぎみに4ほのめかさむ」

◇　やはり、父君にそれとなくお話し申し上げよう」

■　と思おもひけれど、さるべきたよりもなきうちに5、

◇　と思ったが、適当なつてもないうちに、


1 【母君の御行方を知らむと】推量の助動詞「む」は意志、知りたいの意。

2? 【さるへき所々】『集成』は「心当りの諸方」。『完訳』は「しかるべき所」と訳す。

3 【さらばいかがはせむ】以下「ほのめかさむ」まで、乳母の心中。「いかがはせむ」は反語表現。もはやどうしようもない、の意。

4 【父君に】かつての頭中将（「帚木」巻）、現在は内大臣（「少女」巻に昇進）。

5 【さるべきたよりもなきうちに】格助詞「に」の訳しかた、『集成』は「お知らせする適当なつてもない上に」（添加の意）。『完訳』は「しかるべきつてもないうちに」（時間の意）。


玉鬘．１．２．２

■　「母君ははぎみのおはしけむ方かたも1知しらず、尋たづね問とひたまはば、いかが聞きこえむ」

◇　「母君のいられる所も知らないで、お訪ねになられたら、どのようにお返事申し上げられようか」

■　「まだ、よくも見みなれたまはぬに2、幼をさなき人ひとをとどめたてまつりたまはむも、うしろめたかるべし3」

◇　「まだ、十分に見慣れていられないのに、幼い姫君をお手許にお引き取り申すされるのも、やはり不安でしょう」

■　「知しりながら、はた、率ゐて下くだりねと許ゆるしたまふべきにもあらず4」

◇　「お知りになりながら、またやはり、筑紫へ連れて下ってよいとは、お許しになるはずもありますまい」


1 【母君のおはしけむ方も】以下「たまふべきにもあらず」まで乳母たちの詞。「尋ね問ひたまはば」の主語は内大臣。

2 【まだよくも見なれたまはぬに】主語は内大臣。

3 【うしろめたかるべし】自分たち乳母らの気持ち。

4 【知りながらはた率て下りねと許したまふべきにもあらず】「知りながら」の主語は内大臣。「下りね」は完了の助動詞「ぬ」の命令形。


玉鬘．１．２．３

■　など、おのがじし語かたらひあはせて、いとうつくしう、ただ今いまから気高けだかくきよらなる御おほむさまを、ことなるしつらひなき舟ふねに乗のせて漕こぎ出いづるほどは、いとあはれになむおぼえける。

◇　などと、お互いに相談し合って、とてもかわいらしく、今から既に気品があってお美しいご器量を、格別の設備もない舟に乗せて漕ぎ出す時は、とても哀れに思われた。

玉鬘．１．２．４

■　幼をさなき心地ここちに、母君ははぎみを忘わすれず、折々をりをりに、

◇　子供心にも、母君のことを忘れず、時々、

玉鬘．１．２．５

■　「母ははの御おほむもとへ行ゆくか1」

◇　「母君様の所へ行くの」


1 【母の御もとへ行くか】玉鬘の詞。あどけない表現。


玉鬘．１．２．６

■　と問とひたまふにつけて、涙絶なみだたゆる時ときなく、娘むすめどもも1思おもひこがるるを2、

◇　とお尋ねになるにつけて、涙の止まる時がなく、娘たちも思い焦がれているが、

■　「舟路ふなみちゆゆし」

◇　「舟路に不吉だ」

■　と、かつは諌いさめけり。

◇　と、泣く一方では制ちのであった。


1 【娘どもも】乳母の娘たち。大宰少弍との間の子。玉鬘には乳母子、乳姉妹の関係になるが、既に娘盛りに近い。

2 【思ひこがるるを】夕顔を。


玉鬘．１．２．７

■　おもしろき所々ところどころを見みつつ、

◇　美しい場所をあちこち見ながら、

玉鬘．１．２．８

■　「心若こころわかうおはせしものを1、かかる路みちをも見みせたてまつるものにもがな」

◇　「気の若い方でいらしたが、こうした道中をお見せ申し上げたかったですね」

■　「おはせましかば2、われらは下くだらざらまし」

◇　「いいえ、いらっしゃいましたら、私たちは下ることもなかったでしょうに」


1 【心若うおはせしものを】以下「下らざらまし」まで、娘たちの詞。夕顔の人柄について語る。

2 【おはせましかば】以下、姉の詞か。「ましかば--まし」反実仮想の構文。


玉鬘．１．２．９

■　と、京きょうの方かたを思おもひやらるるに、帰かへる浪なみもうらやましくS3,1、心細こころぼそきに、舟子ふなこどもの荒々あらあらしき声こゑにて、

◇　と、都の方ばかり思いやられて、寄せては返す波も羨ましく、かつ心細く思っている時に、舟子たちが荒々しい声で、


S3 いとどしく過ぎ行く方の恋しきにうらやましくも帰る浪かな（後撰集羈旅-一三五二　在原業平）

1 【帰る浪もうらやましく】『源氏釈』は「いとどしく過ぎ行く方の恋しきに羨ましくも帰る波かな」（後撰集羈旅、一三五二、在原業平・伊勢物語、七段）を指摘。


玉鬘．１．２．１０

■　「うらがなしくも、遠とほく来きにけるかな1」

◇　「物悲しくも、こんな遠くまで来てしまったよ」


1 【うらがなしくも遠く来にけるかな】舟子の唄。


玉鬘．１．２．１１

■　と、歌うたふを聞きくままに1、二人ふたりさし向むかひて泣なきけり。

◇　と謡うのを聞くと、とたんに二人とも向き合って泣いたのであった。


1 【聞くままに】「ままに」（名詞「まま」＋格助詞「に」）〜するや否や、〜するなりすぐに、のニュアンス。


玉鬘．１．２．１２

■　「舟人ふなびともたれを恋こふとか大島おほしまの

うらがなしげに声こゑの聞きこゆる1」

◇　「舟人も誰を恋い慕ってか大島の浦に

悲しい声が聞こえます」


1 【舟人もたれを恋ふとか大島のうらがなしげに声の聞こゆる】姉の歌。「大島の浦」と「心（うら）悲し」の掛詞。『完訳』は「夕顔追慕の歌」と注す。


玉鬘．１．２．１３

■　「来こし方かたも行方ゆくへも知しらぬ沖おきに出いでて

あはれいづくに君きみを恋こふらむ1」

◇　「来た方角もこれから進む方角も分からない沖に出て

ああどちらを向いて女君を恋い求めたらよいのでしょう」


1 【来し方も行方も知らぬ沖に出でてあはれいづくに君を恋ふらむ】妹の唱和歌。『完訳』は「亡き夕顔に呼びかける歌」と注す。


玉鬘．１．２．１４

■　鄙ひなの別わかれS4に1、おのがじし心こころをやりて言いひける。

◇　遠く都を離れて、それぞれに気慰めに詠むのであった。


S4 思ひきや鄙の別に衰へて海人の縄たき漁りせむとは（古今集雑下-九六一　小野篁）

1 【鄙の別れに】『源氏釈』は「思ひきや鄙の別れに衰へて海人の縄たき漁りせむとは」（古今集雑下、九六一、小野篁）を指摘。


玉鬘．１．２．１５

■　金かねの岬過みさきすぎて、

◇　金の岬を過ぎても、

■　「われは忘わすれず」S5

◇　「我は忘れず」

■　など、世よとともの言種ことぐさになりて、かしこに到いたり着つきては、まいて遥はるかなるほどを思おもひやりて、恋こひ泣なきて、この君きみをかしづきものにて、明あかし暮くらす。

◇　などと、明けても暮れても口ぐせになって、あちらに到着してからは、まして遠くに来てしまったことを思いやって、恋い慕い泣いては、この姫君を大切にお世話申して、明かし暮らしている。

■　夢ゆめなどに、いとたまさかに見みえたまふ時ときなどもあり。

◇　夢などに、ごく稀に現れなさる時などもある。

■　同おなじさまなる女をむななど、添そひたまうて見みえたまへば、名残心地悪なごりここちあしく悩なやみなどしければ、

◇　同じ姿をした女などが、ご一緒にお見えになるので、その後に気分が悪く具合悪くなったりなどしたので、

■　「なほ、世よに亡なくなりたまひにけるなめり」

◇　「やはり、亡くなられたのだろう」

■　と思おもひなるも、いみじくのみなむ。

◇　と諦める気持ちになるのも、とても悲しい思いである。


S5 ちはやぶる金の岬を過ぐるとも我は忘れず志賀の皇神（万葉集巻七-一二三四）


第三段　乳母の夫の遺言

玉鬘．１．３．１

■　少弐せうに、任果にんはてて1上のぼりなどするに2、遥はるけきほどに、ことなる勢いきほひなき人ひとは、たゆたひつつ3、すがすがしくも出いで立たたぬほどに、重おもき病やまひして、死しなむとする心地ここちにも、この君きみの十とをばかりにもなりたまへるさまの4、ゆゆしきまでをかしげなるを見みたてまつりて、

◇　少弍は、任期が終わって上京などするのに、遠い旅路である上に、格別の財力もない人では、ぐずぐずしたまま思い切って旅立ちしないでいるうちに、重い病に罹って、死にそうな気持ちでいた時にも、姫君が十歳ほどにおなりになった様子が、不吉なまでに美しいのを拝見して、


1 【少弐任果てて】大宰少弐の任期は五年。

2 【上りなどするに】大島本は「なと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なむと」と校訂する。

3 【ことなる勢ひなき人はたゆたひつつ】『完訳』は「格別の勢力も財力もなく、旅費に困る。清貧潔白の行政官であったらしい」と注す。

4 【この君の十ばかりにもなりたまへるさまの】玉鬘十歳に成長。


玉鬘．１．３．２

■　「我われさへうち捨すてたてまつりて1、いかなるさまにはふれたまはむとすらむ。

◇　「自分までがお見捨て申しては、どんなに落ちぶれなさろうか。

■　あやしき所ところに生おひ出いでたまふも、かたじけなく思おもひきこゆれど、いつしかも京きょうに率ゐてたてまつりて、さるべき人ひとにも知しらせたてまつりて、御宿世おほむすくせにまかせて見みたてまつらむにも、都みやこは広ひろき所ところなれば、いと心こころやすかるべしと、思おもひいそぎつるを、ここながら命堪いのちたへずなりぬること」

◇　辺鄙な田舎で成長なさるのも、恐れ多いことと存じているが、早く都にお連れ申して、しかるべき方にもお知らせ申し上げて、ご運勢にお任せ申し上げるにも、都は広い所だから、とても安心であろうと、準備していたが、自分はこの地で果ててしまいそうなことだ」


1 【我さへうち捨てたてまつりて】以下「堪へずなりぬること」まで、少弐の心中。


玉鬘．１．３．３

■　と、うしろめたがる。

◇　と、心配している。

■　男子三人をのこごみたりあるに、

◇　男の子が三人いるので、

玉鬘．１．３．４

■　「ただこの姫君1ひめぎみ、京きゃうに率ゐてたてまつるべきことを思おもへ。

◇　「ただこの姫君を、都へお連れ申し上げることだけを考えなさい。

■　わが身みの孝けうをば、な思おもひそ」

◇　私の供養など、考えなくてもよい」

■　となむ言いひ置おきける。

◇　と遺言していたのであった。


1 【ただこの姫君】以下「な思ひそ」まで、少弐の詞。男の子たちへの遺言。


玉鬘．１．３．５

■　その人ひとの御子みことは1、館たちの人ひとにも知しらせず、ただ

◇　どなたのお子であるとは、館の人たちにも知らせず、ひたすら

■　「孫むまごのかしづくべきゆゑある」

◇　「孫で大切にしなければならない訳のある子だ」

■　とぞ言いひなしければ、人ひとに見みせず、限かぎりなくかしづききこゆるほどに、にはかに亡うせぬれば、あはれに心細こころぼそくて、ただ京きゃうの出いで立たちをすれど、この少弐せうにの仲悪なかあしかりける国くにの人多ひとおほくなどして、とざまかうざまに、懼おぢ憚はばかりて、われにもあらで年としを過すぐすに、この君きみ、ねびととのひたまふままに、母君ははぎみよりもまさりてきよらに2、父大臣ちちおとどの筋すぢさへ加くははればにや、品高しなたかくうつくしげなり。

◇　とだけ言いつくろっていたので、誰にも見せ簡いで、大切にお世話申しているうちに、急に亡くなってしまったので、悲しく心細くて、ひたすら都へ出立しようとしたが、亡くなった少弍と仲が悪かった国の人々が多くいて、何やかやと、恐ろしく気遅れしていて、不本意にも年を越しているうちに、この君は、成人して立派になられていくにつれて、母君よりも勝れて美しく、父大臣のお血筋まで引いているためであろか、上品でかわいらしげである。

■　心こころばせおほどかにあらまほしうものしたまふ。

◇　気立てもおっとりとしていて申し分なくいらっしゃる。


1 【その人の御子とは】内大臣を意識した敬語法。

2 【母君よりもまさりてきよらに】母の夕顔よりも美人である。この物語で最高の美を表す「きよら」が使用されている。


第四段　玉鬘への求婚

玉鬘．１．４．１

■　聞ききついつつ1、好すいたる田舎人ゐなかびとども、心こころかけ消息せうそこがる、いと多おほかり。

◇　聞きつけ聞きつけては、好色な田舎の男どもが、懸想をして手紙をよこしたがる者が、多くいた。

■　ゆゆしくめざましくおぼゆれば、誰たれも誰たれも聞きき入いれず。

◇　滅相もない身のほど知らずなと思われるので、誰も誰も相手にしない。


1 【聞きついつつ】『集成』は「姫君の評判をそれからそれへと聞き伝えて。「聞き継ぎつつ」の音便形」と注す。


玉鬘．１．４．２

■　「容貌かたちなどは1、さてもありぬべけれど、いみじきかたはのあれば、人ひとにも見みせで尼あまになして、わが世よの限かぎりは持もたらむ」

◇　「顔かたちなどは、まあ十人並と言えましょうが、ひどく不具なところがありますので、結婚させないで尼にして、私の生きているうちは面倒をみよう」


1 【容貌などは】以下「限りは持たらむ」まで、乳母の詞。


玉鬘．１．４．３

■　と言いひ散ちらしたれば、

◇　と言い触らしていたので、

玉鬘．１．４．４

■　「故少弐こせうにの孫むまごは1、かたはなむあんなる」

◇　「亡くなった少弍殿の孫は、不具なところがあるそうだ」

■　「あたらものを」

◇　「惜しいことだわい」


1 【故少弐の孫は】以下「あたらものを」まで、人々の詞。


玉鬘．１．４．５

■　と、言いふなるをP1聞きくも1ゆゆしく、

◇　と、人々が言っているらしいのを聞くのも忌まわしく、


P1 なるを--（/+なるを）

1 【言ふなるを聞くも】大島本は「いふ（ふ＋なる越）きくも」とある。すなわち「なるを」を補入する。『集成』『新大系』は底本の補入に従う。『古典セレクション』は底本の訂正以前と諸本に従って「言ふ」と校訂する。


玉鬘．１．４．６

■　「いかさまにして1、都みやこに率ゐてたてまつりて、父大臣ちちおとどに知しらせたてまつらむ。

◇　「どのようにして、都にお連れ申して、父大臣にお知らせ申そう。

■　いときなきほどを、いとらうたしと思おもひきこえたまへりしかば、さりともおろかには思おもひ捨すてきこえたまはじ」

◇　幼い時分を、とてもかわいいとお思い申していられたから、いくら何でもいいかげんにお見捨て申されることはあるまい」


1 【いかさまにして】以下「きこえたまはじ」まで、乳母の詞。


玉鬘．１．４．７

■　など言いひ嘆なげくほど、仏神ほとけかみに願ぐわんを立たててなむ念ねんじける。

◇　などと言って嘆くとき、仏神に願かけ申して祈るのであった。

玉鬘．１．４．８

■　娘むすめどもも男子をのこどもも、所ところにつけたるよすがども出いで来きて、住すみつきにたり。

◇　娘たちも息子たちも、場所相応の縁も生じて住み着いてしまっていた。

■　心こころのうちにこそ急いそぎ思おもへど、京きゃうのことはいや遠とほざかるやうに隔へだたりゆく。

◇　心の中でこそ急いでいたが、都のことはますます遠ざかるように隔たっていく。

■　もの思おぼし知しるままに1、世よをいと憂うきものに思おぼして、年三2ねんさうなどしたまふ。

◇　分別がおつきになっていくにつれて、わが身の運命をとても不幸せにお思いになって、年三の精進などをなさる。

■　二十はたちばかりになりたまふままに3、生おひととのほりて、いとあたらしくめでたし。

◇　二十歳ほどになっていかれるにつれて、すっかり美しく成人されて、たいそうもったいない美人である。


1 【もの思し知るままに】主語は玉鬘。

2 【年三】一年のうち正月五月九月の三月のそれぞれ前半十五日間、持戒精進して仏菩薩の名号を唱えること。

3 【二十ばかりになりたまふままに】玉鬘は筑紫に来て十六年たった。


玉鬘．１．４．９

■　この住すむ所ところは、肥前国ひぜんのくにとぞいひける。

◇　姫君の住んでいる所は、肥前の国と言った。

■　そのわたりにもいささか由よしある人ひとは、まづこの少弐せうにの孫むまごのありさまを聞きき伝つたへて、なほ、絶たえず訪おとづれ来くるも、いといみじう、耳みみかしかましきまでなむ。

◇　その周辺で少しばかり風流な人は、まずこの少弍の孫娘の様子を聞き伝えて、断られても断られても、なおも絶えずやって来る者がいるのは、とても大変なもので、うるさいほどである。

第二章　玉鬘の物語　大夫監の求婚と筑紫脱出

第一段　大夫の監の求婚

玉鬘．２．１．１

■　大夫監1たいふのげんとて、肥後国ひごのくに族広にぞうひろくて、かしこにつけてはおぼえあり、勢いきほひいかめしき兵つはものありけり。

◇　大夫の監といって、肥後の国に一族が広くいて、その地方では名声があって、勢い盛んな武士がいた。

■　むくつけき心こころのなかに、いささか好すきたる心混こころまじりて、容貌かたちある女をむなを集あつめて見みむと思おもひける。

◇　恐ろしい無骨者だがわずかに好色な心が混じっていて、美しい女性をたくさん集めて妻にしようと思っていた。

■　この姫君ひめぎみを聞ききつけて、

◇　この姫君の噂を聞きつけて、

■　「いみじきかたはありとも、我われは見隠みかくして持もたらむ」

◇　「ひどい不具なところがあっても、私は大目に見て妻にしたい」

■　と、いとねむごろに言いひかかるを、いとむくつけく思おもひて、

◇　と、熱心に言い寄って来たが、とても恐ろしく思って、

■　「いかで、かかることを3聞きかで、尼あまになりなむとす」

◇　「どうかして、このようなお話には耳をかさないで、尼になってしまおうとするのに」

■　と、言いはせたれば、いよいよあやふがりて、おしてこの国くに4越にこえ来きぬ。

◇　と、言わせたところが、ますます気が気でなくなって、強引にこの国まで国境を越えてやって来た。


1 【大夫監】大宰府の判官。大弐、少弐に次ぐ三等官で正六位下。特に従五位下に叙れたので「大夫」という。

2? 【いみじき方はありとも】以下「見隠して持たらむ」まで、大夫監の詞。

3 【いかでかかることを】以下「尼になりなむとす」まで、乳母の返事。

4 【この国に】肥前国に。


玉鬘．２．１．２

■　この男子をのこどもを1呼よびとりて、語かたらふことは、

◇　この男の子たちを呼び寄せて、相談をもちかけて言うことには、

■　「思おもふさまになりなば2、同おなじ心こころに勢いきほひを交かはすべきこと」

◇　「思い通りに結婚出来たら、同盟を結んで互いに力になろうよ」

■　など語かたらふに、二人ふたりは赴おもむきにけり。

◇　などと持ちかけると、二人はなびいてしまった。


1 【この男子どもを】乳母の息子たち。

2 【思ふさまになりなば】以下「交はすべきこと」まで、大夫監の詞。


玉鬘．２．１．３

■　「しばしこそ1、似にげなくあはれと思おもひきこえけれ、おのおの我わが身みのよるべと頼たのまむに、いと頼たのもしき人ひとなり2。

◇　「最初のうちは、不釣り合いでかわいそうだと思い申していましたが、我々それぞれが後ろ楯と頼りにするには、とても頼りがいのある人物です。

■　これに悪あしくせられては、この近ちかき世界せかいにはめぐらひなむや」

◇　この人に悪く睨まれては、この国近辺では暮らして行けるものではないでしょう」

■　「よき人ひとの御筋すぢといふとも、親おやに数かずまへられたてまつらず、世よに知しらでは4、何なにのかひかはあらむ。

◇　「高貴なお血筋の方といっても、親に子として扱っていただけず、また世間でも認めてもらえなければ、何の意味がありましょうや。

■　この人ひとのかくねむごろに思おもひきこえたまへるこそ、今いまは御幸おほむさいはひなれ」

◇　この人がこんなに熱心にご求婚申していられるのこそ、今ではお幸せというものでしょう」

■　「さるべきにてこそは、かかる世界せかいにもおはしけめ5。

◇　「そのような前世からの縁があって、このような田舎までいらっしゃったのだろう。

■　逃にげ隠かくれたまふとも、何なにのたけきことかはあらむ」

◇　逃げ隠れなさろうとも、何のたいしたことがありましょうか」

■　「負まけじ魂だなしひに、怒いかりなば、せぬことどもしてむ6」

◇　「負けん気を起こして、怒り出したら、とんでもないことをしかねません」


1 【しばしこそ】以下「せぬことどももしてむ」まで、二人の詞。

2 【いと頼もしき人なり】大夫監をさす。

3? 【これに悪しうせられては】大夫監をさす。

4 【世に知らでは】大島本は「よにしらてハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「世に知られでは」と受身の助動詞「れ」を補訂する。

5 【世界にもおはしけめ】大島本は「おハしけめ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おはしましけめ」と「まし」を補訂する。

6 【せぬことどもしてむ】大島本は「せぬ事ともしてん」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「せぬことどももしてむ」と係助詞「も」を補訂する。


玉鬘．２．１．４

■　と言いひ脅おどせば1、

◇　と脅し文句を言うので、

■　「いといみじ」

◇　「とてもひどい話だ」

■　と聞ききて、中なかの兄このかみなる豊後介2ぶんごのすけなむ、

◇　と聞いて、子供たちの中で長兄である豊後介は、


1 【と言ひ脅せば】次男三男が長兄や母に説得。

2 【中の兄なる豊後介】兄弟三人の中の長男の豊後介の意。『完訳』は「この豊後介は任国に住んでいないらしい。任期が終って肥前国の小土豪と化しているか」と注す。


玉鬘．２．１．５

■　「なほ、いとたいだいしく1、あたらしきことなり。

◇　「やはり、とても不都合な、口惜しいことだ。

■　故少弐こせうにののたまひしこともあり。

◇　故少弍殿がご遺言されていたこともある。

■　とかく構かまへて、京きゃうに上あげたてまつりてむ」

◇　あれこれと手段を講じて、都へお上らせ申そう」


1 【なほいとたいだいしく】以下「京へ上げたてまつりてむ」まで、豊後介の詞。


玉鬘．２．１．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　娘むすめどもも泣なきまどひて、

◇　娘たちも悲嘆に泣き暮れて、

玉鬘．２．１．７

■　「母君ははぎみの1かひなくてさすらへたまひて、行方ゆくへをだに知しらぬかはりに、人ひとなみなみにて見みたてまつらむとこそ思おもふに」

◇　「母君が何とも言いようのない状態でどこかへ行ってしまわれて、その行方をすら知らないかわりに、人並に結婚させてお世話申そうと思っていたのに」

■　「さるものの中なかに混まじりたまひなむこと」

◇　「そのような田舎者の男と一緒になろうとは」


1 【母君の】以下「混じりたまひなむこと」まで、娘たちの心中。「母君」は夕顔をさす。


玉鬘．２．１．８

■　と思おもひ嘆なげくをも知しらで、

◇　と言って嘆いているのも知らないで、

■　「我われはいと1おぼえ高たかき身み」

◇　「自分は大変に偉い人物と言われている身だ」

■　と思おもひて、文ふみなど書かきておこす。

◇　と思って、懸想文などを書いてよこす。

■　手てなどきたなげなう書かきて、唐からの色紙しきし、香かうばしき香かに入いれしめつつ、をかしく書かきたりと思おもひたる言葉ことばぞ、いとたみたりける2。

◇　筆跡などは小奇麗に書いて、唐の色紙で香ばしい香を何度も何度も焚きしめた紙に、上手に書いたと思っている言葉が、いかにも田舎訛がまる出しなのであった。

■　みづからも、この家いへの次郎じろうを語かたらひとりて、うち連つれて来きたり。

◇　自分自身でも、この次男を仲間に引き入れて、連れ立ってやって来た。


1 【我はいと】大夫監の振る舞いについて語る。

2 【いとたみたりける】「迂タミタリ・マガル・メグル」（名義抄）。「訛（た）む」と清音で読む。


第二段　大夫の監の訪問

玉鬘．２．２．１

■　三十みそぢばかり1なる男をの、丈高このたけたかくものものしく太ふとりて、きたなげなけれど、思おもひなし疎うとましく、荒あららかなる振ふる舞まひなど、見みるもゆゆしくおぼゆ。

◇　三十歳ぐらいの男で、背丈は高く堂々と太っていて、見苦しくないが、田舎者と思って見るせいか嫌らしい感じで、荒々しい動作などが、見えるのも忌まわしく思われる。

■　色いろあひ心地ここちよげに、声こゑいたう嗄かれてさへづりゐたり。

◇　色つやも元気もよく、声はひどくがらがら声でしゃべり続けている。

■　懸想人けさうびとは2夜よに隠かくれたるをこそ、よばひとは言いひけれ、さまかへたる春はるの夕暮ゆふぐれなり。

◇　懸想人は夜の暗闇に隠れて来てこそ、夜這いとは言うが、ずいぶんと変わった春の夕暮である。

■　秋あきならねども、あやしかりけりS6,3と見みゆ。

◇　秋の季節ではないが、おかしな懸想人の来訪と見える。


S6 いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べはあやしかりけり（古今集恋一-五四六　読人しらず）

1 【三十ばかり】河内本と別本（陽保）は「四十はかり」とある。

2 【懸想人は】以下、語り手の挿入句。『集成』は「夜こっそりやって来るはずの求婚者が夕暮にやって来たというのだが、大夫の監をいかにも馬鹿にしきった感じの草子地」。『完訳』は「「見ゆ」まで、監の求婚ぶりを揶揄する語り手の評」と注す。

3 【秋ならねどもあやしかりけり】『源氏釈』は「いつとても恋しからずはあらねども秋の夕はあやしかりけり」（古今集恋一、五四六、読人しらず）を指摘。


玉鬘．２．２．２

■　心こころを破やぶらじとて、祖母おばおとど1出いで会あふ。

◇　機嫌を損ねまいとして、祖母殿が応対する。


1 【祖母おとど】乳母をいう。世間体には祖母と触れているのでこういう。『集成』は「やや諧謔の気味がある」と注す。


玉鬘．２．２．３

■　「故少弐こせうにの1いと情なさけび2、きらきらしくものしたまひしを、いかでかあひ語かたらひ申まうさむと思おもひたまへしかども、さる心こころざしをも見みせ聞きこえずはべりしほどに、いと悲かなしくて、隠かくれたまひにしを、その代かはりに、一向いかうに仕つかうまつるべくなむ、心こころざしを励はげまして、今日けふは、いとひたぶるに、強しひてさぶらひつる。

◇　「故少弍殿がとても風雅の嗜み深くご立派な方でいらしたので、是非とも親しくお付き合いいただきたいと存じておりましたが、そうした気持ちもお見せ申さないうちに、たいそうお気の毒なことに、亡くなられてしまったが、その代わりにひたむきにお仕え致そうと、気を奮い立てて、今日はまことにご無礼ながら、あえて参ったのです。

■　このおはしますらむ女君をむなぎみ、筋すぢことにうけたまはれば、いとかたじけなし。

◇　こちらにいらっしゃるという姫君、格別高貴な血筋のお方と承っておりますので、とてももったいないことでございます。

■　ただ、なにがしらが私わたくしの君きみと思おもひ申まうして3、いただきになむささげたてまつるべき。

◇　ただ、私めのご主君とお思い申し上げて、頭上高く崇め奉りましょうぞ。

■　おとども4しぶしぶにおはしげなることは、よからぬ女をむなどもあまたあひ知しりてはべるを5聞きこしめし疎うとむななり6。

◇　祖母殿がお気が進まないでいられるのは、良くない妻妾たちを大勢かかえていますのをお聞きになって嫌がられるのでございましょう。

■　さりとも、すやつばらを、人並ひとなみにはしはべりなむや7。

◇　しかしながら、そんなやつらを、同じように扱いましょうか。

■　わが君きみをば、后きさきの位くらゐに落おとしたてまつらじものをや」

◇　わが姫君をば、后の地位にもお劣り申させない所存でありますものを」


1 【故少弐の】以下「たてまつらじものをや」まで、大夫監の詞。

2 【いと情けび】『集成』は「いかにも風雅のたしなみ深く」。『完訳』は「人情深く立派であられたので」と訳す。

3 【私の君と思ひ申して】内々の主君、個人的な主君。「公の主君」に対することば。

4 【おとども】乳母をさす。婦人に対する敬称である。

5 【よからぬ女どもあまたあひ知りてはべるを】大夫監の妻妾たちをさす。

6 【疎むななり】「ななり」は断定助動詞（連体形）＋伝聞推定助動詞。

7 【人並みにはしはべりなむや】大島本は「ひとなみにハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「等しなみには」と校訂する。


玉鬘．２．２．４

■　など、いとよげに言いひ続つづく。

◇　などと、とても良い話のように言い続ける。

玉鬘．２．２．５

■　「いかがは1。

◇　「いえどう致しまして。

■　かくのたまふを、いと幸さいはひありと思おもひたまふるを、宿世すくせつたなき人ひとにやはべらむ、思おもひ憚はばかることはべりて、いかでか人ひとに御覧ごらんぜられむと、人知ひとしれず嘆なげきはべるめれば、心苦こころぐるしう見みたまへわづらひぬる」

◇　このようにおっしゃって戴きますのを、とても幸せなことと存じますが、薄幸の人なのでございましょうか、遠慮致した方が良いことがございまして、どうして人様の妻にさせて頂くことができましょうと、人知れず嘆いていますようなので、気の毒にと思ってお世話申し上げるにも困り果てているのでございます」


1 【いかがは】以下「わづらひぬる」まで、乳母の詞。


玉鬘．２．２．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

玉鬘．２．２．７

■　「さらに、な思おぼし憚はばかりそ。

◇　「またっく、そのようなことなどご遠慮なさいますな。

■　天下てんかに、目めつぶれ、足折あしをれたまへりとも、なにがしは仕つかうまつりやめてむ。

◇　万が一、目が潰れ、足が折れていらしても、私めが直して差し上げましょう。

■　国くにのうちの仏神ほとけかみは、おのれになむ靡なびきたまへる」

◇　国中の仏神は、皆自分の言いなりになっているのだ」

■　など、誇ほこりゐたり。

◇　などと、大きなことを言っていた。

玉鬘．２．２．８

■　「その日ひばかり2」

◇　「何日の時に」

■　と言いふに、

◇　と日取りを決めて言うので、

■　「この月つきは季きの果はてなり3」

◇　「今月は春の末の月である」

■　など、田舎ゐなかびたることを言いひ逃のがる。

◇　などと、田舎めいたことを口実に言い逃れる。


1? 【いかでか人には御覧ぜられむ】玉鬘の思い。「御覧ず」は結婚する意。

2 【その日ばかり】大夫監の詞、間接話法、実際は何月何日にと言ったものである。

3 【この月は季の果てなり】乳母の詞、間接話法であろう。今三月である。季節の末の月は結婚を忌む風習があった。


第三段　大夫の監、和歌を詠み贈る

玉鬘．２．３．１

■　下おりて行いく際きはに、歌詠うたよままほしかりければ、やや久ひさしう思おもひめぐらして、

◇　降りて行く際に、和歌を詠みたく思ったので、だいぶ長いこと思いめぐらして、

玉鬘．２．３．２

■　「君きみにもし心違こころたがはば松浦まつらなる

鏡かがみの神かみをかけて誓ちかはむ1

この和歌わかは2、仕つかうまつりたりとなむ思おもひたまふる」

◇　「姫君のお心に万が一違うようなことがあったら、どのような罰も受けましょうと

松浦に鎮座まします鏡の神に掛けて誓います

この和歌は、上手にお詠み申すことができたと我ながら存じます」


1 【君にもし心違はば松浦なる鏡の神をかけて誓はむ】大夫監の贈歌。「鏡」と「掛く」は縁語。

2 【この和歌は】以下「思ひたまふる」まで、歌に添えた詞。『集成』は「「歌」と言わないで、「和歌」と言ったのは耳馴れぬ言葉づかいで、無骨な田舎者らしい感じであろう」と注す。


玉鬘．２．３．３

■　と、うち笑ゑみたるも、世よづかずうひうひしや。

◇　と言って、微笑んでいるのも、不慣れで幼稚な歌であるよ。

■　あれにもあらねば、返かへしすべくも思おもはねど、娘むすめどもに詠よますれど、

◇　気が気ではなく、返歌をするどころではなく、娘たちに詠ませたが、

■　「まろは、ましてものもおぼえず2」

◇　「私は、さらに何することもできません」

■　とてゐたれば、いと久ひさしきに思おもひわびて3、うち思おもひけるままに、

◇　と言ってじっとしていたので、とても時間が長くなってはと困って、思いつくままに、


1? 【世づかすうひうひしや】語り手の評語。『集成』は「恋の道には不馴れで場違いな感じだ。嘲弄気味の草子地」。『完訳』「語り手の揶揄」と注す。

2 【まろはましてものもおぼえず】乳母の娘の詞。

3 【思ひわびて】大島本は「思わひて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひわづらひて」と校訂する。


玉鬘．２．３．４

■　「年としを経へて祈いのる心こころの違たがひなば

鏡かがみの神かみをつらしとや見みむ1」

◇　「長年祈ってきましたことと違ったならば

鏡の神を薄情な神様だとお思い申しましょう」


1 【年を経て祈る心の違ひなば鏡の神をつらしとや見む】乳母の返歌。監の「心違はば」「鏡の神」の語句を受けて「心違ひなば」「鏡の神をつらしとや見む」と詠み返す。「年を経て祈る心」とは、大夫監との結婚ではなく上京のことをさす。


玉鬘．２．３．５

■　とわななかし出いでたるを、

◇　と震え声で詠み返したのを、

玉鬘．２．３．６

■　「待まてや1。

◇　「待てよ。

■　こはいかに仰おほせらるる」

◇　それはどういう意味なのでしょうか」


1 【待てや】以下「仰せらるる」まで、大夫監の詞。『集成』は「これはいかなおっしゃりよう」。『完訳』は「これはなんと仰せられたか」と訳す。


玉鬘．２．３．７

■　と、ゆくりかに寄より来きたるけはひに、おびえて、おとど、色いろもなくなりぬ。

◇　と、不意に近寄って来た様子に、怖くなって、乳母殿は、血の気を失った。

■　娘むすめたち、さはいへど、心強こころづよく笑わらひて、

◇　娘たちは、さすがに、気丈に笑って、

玉鬘．２．３．８

■　「この人ひとの1、さまことにものしたまふを、引ひき違たがへ、いづらは2思おもはれむを、なほ、ほけほけしき人ひとの、神かみかけて、聞きこえひがめたまふなめりや」

◇　「姫君が、普通でない身体でいらっしゃるのを、せっかくのお気持ちに背きましたらなら、悔いることになりましょうものを、やはり、耄碌した人のことですから、神のお名前まで出して、うまくお答え申し上げ損ねられたのでしょう」


1 【この人の】以下「ひがめたまふなめりや」まで、娘たちの詞。玉鬘が不具者であることをいう。

2 【ひき違へいづらは】大島本は「ひきたかへい（△＆い）つらハ」とある。すなわち元の文字「△」（判読不明、あるいは「へ」とあったか）を摺り消してその上に「い」と重ね書きする。『集成』は「引き違へば、つらく」と校訂し「このご縁談が駄目になったら、ひどいとお思いであろう気持を。「引き違へば」、歌の「違ひなば」を無理に解釈したもの。「れ」は軽い敬語」と注す。『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「ひき違へはべらば」と校訂する。『完訳』は「監との縁談がこわれたら、乳母が後悔するだろうという意味を。乳母の歌の「たがひなば」を、監に都合よく解釈して、老耄の人乳母の言いそこないだと、とりなす」と注す。


玉鬘．２．３．９

■　と解とき聞きかす。

◇　と説明して上げる。

玉鬘．２．３．１０

■　「おい、さり、さり1」

◇　「おお、そうか、そうか」

■　とうなづきて、

◇　とうなづいて、


1 【おいさりさり】大夫監の詞。納得の気持ち。


玉鬘．２．３．１１

■　「をかしき御口おほむくちつきかな1。

◇　「なかなか素晴らしい詠みぶりであるよ。

■　なにがしら、田舎ゐなかびたりといふ名なこそはべれ、口惜くちをしき民たみにははべらず。

◇　手前らは、田舎者だという評判こそござろうが、詰まらない民百姓どもではござりませぬ。

■　都みやこの人ひととても、何なにばかりかあらむ。

◇　都の人だからといって、何ということがあろうか。

■　みな知しりてはべり。

◇　皆先刻承知でござる。

■　な思おぼしあなづりそ」

◇　けっして馬鹿にしてはなりませぬぞよ」


1 【をかしき御口つきかな】以下「あなづりそ」まで、大夫監の詞。


玉鬘．２．３．１２

■　とて、また、詠よまむと思おもへれども、堪たへずP2やありけむ、往いぬめり1。

◇　と言って、もう一度、和歌を詠もうとしたが、とてもできなかったのであろうか、行ってしまったようである。


P2 堪へず--たら（ら/＄へ〈朱〉）す

1 【堪へずやありけむ往ぬめり】語り手の推測。『完訳』は「語り手の辛辣な気持をこめた叙述」と注す。


第四段　玉鬘、筑紫を脱出

玉鬘．２．４．１

■　次郎じらうが語かたらひ取とられたるも、いと恐おそろしく心憂こころうくて、この豊後介ぶんごのすけを責せむれば、

◇　次男がまるめこまれたのも、とても怖く嫌な気分になって、この豊後介を催促すると、

玉鬘．２．４．２

■　「いかがは仕つかまつるべからむ。

◇　「さてどのようにして差し上げたらよいのだろうか。

■　語かたらひあはすべき人ひともなし。

◇　相談できる相手もいない。

■　まれまれの兄弟はらからは、この監げんに同おなじ心こころならずとて、仲違なかたがひにたり。

◇　たった二人しかの弟たちは、その監に味方しないと言って仲違いしてしまっている。

■　この監げんにあたまれては、いささかの身みじろきせむも、所狭ところせくなむあるべき。

◇　この監に睨まれては、ちょっとした身の動きも、思うに任せられまい。

■　なかなかなる目めをや見みむ」

◇　かえって酷い目に遭うことだろう」

玉鬘．２．４．３

■　と、思おもひわづらひにたれど、姫君ひめぎみの人知ひとしれず思おぼいたるさまの、いと心苦くるしくて、生いきたらじ2と思おもひ沈しづみたまへる、ことわりとおぼゆれば、いみじきことを思おもひ構かまへて出いで立たつ。

◇　と、考えあぐんでいたが、姫君が人知れず思い悩んでいられるのが、とても痛々しくて、生きていたくないとまで思い沈んでいられるのが、ごもっともだと思われたので、思いきった覚悟をめぐらして上京する。

■　妹いもうとたちも、年としごろ経へぬるよるべを捨すてて、この御供おほむともに出いで立たつ4。

◇　妹たちも、長年過ごしてきた縁者を捨てて、このお供して出立する。


1? 【いかがは仕うまつるべからむ】以下「なかなかなる目をや見む」まで、豊後介の心中。

2 【生きたらじ】監と結婚するくらいなら生きていたくない、意。

3? 【いみじきことを思ひかまへて出で立つ】『集成』は「思い切った計略をめぐらして」と訳す。

4 【年ごろ経ぬるよるべを捨ててこの御供に出で立つ】長年連れ添ってきた夫を捨てて出立する。


玉鬘．２．４．４

■　あてきと言いひしは1、今いまは兵部ひゃうぶの君きみといふぞ、添そひて、夜逃よにげ出いでて舟ふねに乗のりける。

◇　あてきと言った娘は、今では兵部の君と言うが、一緒になって、夜逃げして舟に乗ったのであった。

■　大夫たいふの監げんは、肥後ひごに帰かへり行いきて、四月二十日うづきのはつかのほどに、日取ひとりて来こむとP3するほどに、かくて逃にぐるなりけり。

◇　大夫の監は、肥後国に帰って行って、四月二十日のころにと、日取りを決めて嫁迎えに来ようとしているうちに、こうして逃げ出したのであった。


P3 来むと--こむ（む/+と〈朱〉）

1 【あてきと言ひしは】『集成』は「「妹たち」のうちの一人。乳母の娘二人のうちの妹方だけが上京する。昔、童女としての名を「あてき」（貴君）といった娘が今は兵部の君と名乗っている、とここで説明する。父の少弐が、昔、京で兵部省に勤めていたのに因んだ呼び名であろう」。『完訳』は「後文で、兄豊後介の旧名が兵藤太と知られるので、これは兄の旧官職名によるか」と注す。


玉鬘．２．４．５

■　姉あねのおもとは1、類広るいひろくなりて、え出いで立たたず。

◇　姉のおもとは、家族が多くなって、出立することができない。

■　かたみに別わかれ惜をしみて、あひ見みむことの難かたきを思おもふに、年経としへつる故里ふるさととて2、ことに見捨みすてがたきこともなし。

◇　お互いに別れを惜しんで、再会することの難しいことを思うが、長年過ごした土地だからと言っても、格別去り難くもない。

■　ただ、松浦まつらの宮みやの前まへの渚なぎさと、かの姉あねおもとの別わかるるをなむ、顧かへりみせられて、悲かなしかりける。

◇　ただ、松浦の宮の前の渚と、姉おもとと別れるのが、後髪引かれる思いがして、悲しく思われるのであった。


1 【姉のおもとは】大島本は「あねのおもとハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「姉おもとは」と「の」を削除する。『集成』は「姉者人。兵部の君の姉。「おもと」は、婦人に対する敬称」と注す。

2 【年経つる故里とて】九州の地に十六年を過す。兵部の君の心に即した叙述。


玉鬘．２．４．６

■　「浮島うきしまを漕こぎ離はなれても行ゆく方かたや

いづく泊とまりと知しらずもあるかな1」

◇　「浮き島のように思われたこの地を漕ぎ離れて行きますけれど

どこが落ち着き先ともわからない身の上ですこと」


1 【浮島を漕ぎ離れても行く方やいづく泊りと知らずもあるかな】兵部の君の歌。将来の不安をいう。「浮き」に「憂き」を響かす。


玉鬘．２．４．７

■　「行ゆく先さきも見みえぬ波路なみぢにP4舟出ふなでして

風かぜにまかする身みこそ浮うきたれ」

◇　「行く先もわからない波路に舟出して

風まかせの身の上こそ頼りないことです」


P4 波路に--浪路と（と/＄に〈朱〉）


玉鬘．２．４．８

■　いとあとはかなき心地ここちして、うつぶし臥ふしたまへり。

◇　とても心細い気がして、うつ伏していらっしゃった。

第五段　都に帰着

玉鬘．２．５．１

■　「かく、逃にげぬるよし1、おのづから言いひ出いで伝つたへば2、負まけじ魂だましひにて、追おひ来きなむ3」

◇　「このように、逃げ出したことが、自然と人の口の端に上って知れたら、負けぬ気を起こして、後を追って来るだろう」

■　と思おもふに、心こころも惑まどひて、早舟はやぶねといひて、さまことになむ構かまへたりければ、思おもふ方かたの風かぜさへ進すすみて、危あやふきまで走はしり上のぼりぬ。

◇　と思うと、気もそぞろになって、早舟といって、特別の舟を用意して置いたので、その上あつらえ向きの風までが吹いたので、危ないくらい速くかけ上った。

■　響ひびきの灘なだも4なだらかに過すぎぬ。

◇　響灘も平穏無事に通過した。


1 【かく逃げぬるよし】以下「追ひ来なむ」まで、乳母たちの心中。

2 【言ひ出で伝へば】「言ひ伝ふ」（下二段）の未然形＋係助詞「ば」の仮定条件を表す。

3 【追ひ来なむ】「なむ」は、完了助動詞「な」＋推量助動詞「む」。確述の意を表し、きっと〜するにちがいないのニュアンス。

4 【響の灘も】「音に聞き目にはまだ見ぬ播磨なる響きの灘と聞くはまことか」（忠見集）。「響灘」は、今の播磨灘、当時の歌枕。


玉鬘．２．５．２

■　「海賊かいぞくの舟ふねにや1あらむ。

◇　「海賊船だろうか。

■　小ちひさき舟ふねの、飛とぶやうにて来くる」

◇　小さい舟が、飛ぶようにしてやって来る」


1 【海賊の舟にや】以下「飛ぶやうにて来る」まで、舟子などの詞。


玉鬘．２．５．３

■　など言いふ者ものあり。

◇　などと言う者がいる。

■　海賊かいぞくのひたぶるならむよりも、かの恐おそろしき人ひとの追おひ来くるにやと思おもふに、せむかたなし。

◇　海賊で向う見ずな乱暴者よりも、あの恐ろしい人が追って来るのではないかと思うと、どうすることもできない気分である。

玉鬘．２．５．４

■　「憂うきことに胸むねのみ騒さわぐ響ひびきには

響ひびきの灘なだもさはらざりけり1」

◇　「嫌なことに胸がどきどきしてばかりいたので

それに比べれば響の灘も名前ばかりでした」


1 【憂きことに胸のみ騒ぐ響きには響の灘もさはらざりけり】乳母の歌。


玉鬘．２．５．５

■　「川尻かはじりといふ所ところ、近ちかづきぬ1」

◇　「河尻という所に、近づいた」


1 【川尻といふ所近づきぬ】舟子などの詞。「川尻」は淀川の河口。


玉鬘．２．５．６

■　と言いふにぞ、すこし生いき出いづる心地ここちする。

◇　と言うので、少しは生きかえった心地がする。

■　例れいの、舟子ふなこども、

◇　例によって、舟子たちが、

玉鬘．２．５．７

■　「唐泊からどまりより、川尻かはじりおすほどは1」

◇　「唐泊から、河尻を漕ぎ行くときは」


1 【唐泊より川尻おすほどは】舟子の唄う船歌。「唐泊」は今の姫路市的形町福泊かとされる。ここから淀川の河口まで三日の行程。


玉鬘．２．５．８

■　と歌うたふ声こゑの、情なさけなきも、あはれに聞きこゆ。

◇　と謡う声が、無骨ながらも、心にしみて感じられる。

■　豊後介ぶんごのすけ、あはれになつかしう歌うたひすさみて1、

◇　豊後介がしみじみと親しみのある声で謡って、


1 【歌ひすさみて】大島本は「うたひすさみて」とある。『新大系』は底本の表記のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「歌ひすさびて」と校訂する。


玉鬘．２．５．９

■　「いとかなしき妻子めこも忘わすれぬ」

◇　「とてもいとしい妻や子も忘れてしもた」

玉鬘．２．５．１０

■　とて、思おもへば、

◇　と謡って、考えてみると、

■　「げにぞ、皆2みなうち捨すててける。

◇　「なるほど、舟唄のとおり、皆、家族を置いて来たのだ。

■　いかがなりぬらむ。

◇　どうなったことだろうか。

■　はかばかしく身みの助たすけと思おもふ郎等らうどうどもは、皆率みなゐて来きにけり。

◇　しっかりした役に立つと思われる家来たちは、皆連れて来てしまった。

■　我われをP5悪あしと思おもひて、追おひまどはして3、いかがしなすらむ」

◇　私のことを憎いと思って、妻子たちを放逐して、どんな目に遭わせるだろう」

■　と思おもふに、

◇　と思うと、

■　「心幼こころをさなくも、顧かへりみせで、出いでにけるかな」

◇　「浅はかにも、後先のことも考えず、飛び出してしまったことよ」

■　と、すこし心こころのどまりてぞ、あさましき事ことを思おもひ続つづくるに、心弱こころよわくうち泣なかれぬ。

◇　と、少し心が落ち着いて初めて、とんでもないことをしたことを後悔されて、気弱に泣き出してしまった。


P5 我を--我（我/+を）

1? 【いとかなしき妻子をも忘れぬ】豊後介の歌。『集成』は「「韓泊より、川尻おすほどは」に続く歌詞と思われる」と注す。

2 【げにぞ皆】以下「いかがしなすらむ」まで、豊後介の心中。「げに」は舟唄に納得する気持ち。

3 【追ひまどはして】九州の地に残してきた妻子縁者を大夫監が、の意。


玉鬘．２．５．１１

■　「胡この地ちの妻児せいじをば虚むなしく棄すて捐すてつS7,1」

◇　「胡の地の妻児をば虚しく棄捐してしまった」


S7 涼源郷井不得見　胡地妻児虚棄捐（白氏文集巻三-一四四）

1 【胡の地の妻児をば虚しく棄て捐てつ】豊後介の口ずさみ。「涼源の郷井をば見ること得ずなりぬ胡の地の妻児をば虚しく棄て捐てつ」（白氏文集巻三、縛戎人）。彼の漢籍に対する教養が窺える。『完訳』は「豊後介の、筑紫の妻子を捨てて都人にも迎えられぬのに重ねられる」と注す。


玉鬘．２．５．１２

■　と誦ずずるを、兵部ひゃうぶの君聞きみききて、

◇　と詠じたのを、兵部の君が聞いて、

玉鬘．２．５．１３

■　「げに、あやしのわざや1。

◇　「ほんとうに、おかしなことをしてしまったわ。

■　年としごろ従したがひ来きつる人2ひとの心こころにも、にはかに違たがひて逃にげ出いでにしを、いかに思おもふらむ」

◇　長年連れ添ってきた夫の心に、突然に背いて逃げ出したのを、どう思っていることだろう」

■　と、さまざま思おもひ続つづけらるる。

◇　と、さまざまに思わずにはいられない。


1 【げにあやしのわざや】以下「いかに思ふらむ」まで、兵部の君の心中。女房ながらも『白氏文集』「縛戎人」の詩句が理解できるとは、かなりの教養である。

2 【年ごろ従ひ来つる人】筑紫の地で結婚した夫をさす。


玉鬘．２．５．１４

■　「帰かへる方かたとても、そこ所ところと行いき着つくべき故里ふるさともなし。

◇　「帰る所といっても、はっきりどこそこと落ち着くべき棲家もない。

■　知しれる人ひと言といひ寄よるべき頼たのもしき人ひともおぼえず。

◇　知り合いだといって頼りにできる人も頭に浮ばない。

■　ただ一所ひとところの御おほむためにより1、ここらの年としつき住すみ馴なれつる世界せかいを離はなれて、浮うかべる波風なみかぜにただよひて、思おもひめぐらす方かたなし。

◇　ただ姫君お一人のために、長い年月住み馴れた土地を離れて、あてどのない波風まかせの旅をして、何をどうしてよいのかわからない。

■　この人ひとをも、いかにしたてまつらむとするぞ」

◇　この姫君を、どのようにして差し上げようと思っているのかしら」


1 【ただ一所の御ためにより】玉鬘をさす。


玉鬘．２．５．１５

■　と、あきれておぼゆれど1、

◇　と、途方に暮れているが、

■　「いかがはせむ」

◇　「今さら管うすることもできない」

■　とて、急いそぎ入いりぬ。

◇　と思って、急いで京に入った。


1 【あきれておぼゆれど】『集成』は「成行きに任せるほかないという気持」と注す。


第三章　玉鬘の物語　玉鬘、右近と椿市で邂逅

第一段　岩清水八幡宮へ参詣

玉鬘．３．１．１

■　九条くでうに、昔知むかししれりける人ひとのの残こりたりけるを訪とぶらひ出いでて、その宿やどりを占しめ置おきて、都みやこのうちといへど、はかばかしき人ひとの住すみたるわたりにもあらず、あやしき市女いちめ、商人あきびとのなかにて、いぶせく世よの中なかを思おもひつつ、秋あきにもなりゆくままに1、来きし方行かたゆく先さき、悲かなしきこと多おほかり。

◇　九条に、昔知っていた人で残っていたのを訪ね出して、その宿を確保して、都の中とは言っても、れっきとした人々が住んでいる辺りではなく、卑しい市女や、商人などが住んでいる辺りで、気持ちの晴れないままに、秋に移っていくにつれて、これまでのことや今後のこと、悲しいことが多かった。


1 【秋にもなりゆくままに】上京したのが四月二十日前、「延喜式」によれば、都まで海路三十日とあるが、「思ふ方の風さへ進みて、あやふきまで走り上りぬ」とあったから四月の末ないし五月の初めには都に着いていたものと思われる。七月になった。


玉鬘．３．１．２

■　豊後介ぶんごのすけといふ頼たのもし人びとも、ただ水鳥みづとりの陸くがに惑まどへる心地ここちして、つれづれにならはぬありさまのたづきなきを思おもふに、帰かへらむにもはしたなく、心幼こころをさなく出いで立たちにけるを思おもふに、従したがひ来きたりし者ものどもも、類るいに触ふれて逃にげ去さり、本もとの国くに帰にかへり散ちりぬ。

◇　豊後介という頼りになる者も、ちょうど水鳥が陸に上がってうろうろしているような思いで、所在なく慣れない都の生活の何のつてもないことを思うにつけ、今さら国へ帰るのも体裁悪く、幼稚な考えから出立してしまったことを後悔していると、従って来た家来たちも、それぞれ縁故を頼って逃げ去り、元の国に散りじりに帰って行ってしまった。

玉鬘．３．１．３

■　住すみつくべきやうもなきを、母ははおとど、明あけ暮くれ嘆なげきいとほしがれば、

◇　落ち着いて住むすべもないのを、母乳母は、明けても暮れても嘆いて気の毒がっているので、

玉鬘．３．１．４

■　「何なにか。

◇　「いやどうして。

■　この身みは1、いとやすくはべり。

◇　我が身には、心配いりません。

■　人一人ひとひとりの御身おほむみに代かへたてまつりて、いづちもいづちもまかり失うせなむに咎とがあるまじ。

◇　姫君お一方のお身代わりとなり申して、どこへなりと行って死んでも問題ありますまい。

■　我われらいみじき勢いきほひになりても、若君わかぎみをさるものの中なかにはふらしたてまつりては、何心地なにごこちかせまし」

◇　自分がどんなに豪者となっても、姫君をあのような田舎者の中に放っておき申したのでは、どのような気がしましょうか」


1 【何かこの身は】以下「何心ちかせまし」まで、豊後介の詞。


玉鬘．３．１．５

■　と語かたらひ慰なぐさめて1、

◇　と心配せぬよう慰めて、


1 【語らひ慰めて】豊後介が母乳母を。


玉鬘．３．１．６

■　「神仏かみほとけこそは1、さるべき方かたにも導みちびき知しらせたてまつりたまはめ。

◇　「神仏は、しかるべき方向にお導き申しなさるでしょう。

■　近ちかきほどに、八幡やはたの宮2みやと申まうすは、かしこにても参まゐり祈いのり申まうしたまひし松浦まつら、筥崎はこざき、同おなじ社やしろなり。

◇　この近い所に、八幡宮と申す神は、あちらにおいても参詣し、お祈り申していらした松浦、箱崎と、同じ社です。

■　かの国くにを離はなれたまふとても、多おほくの願立ぐわんたて申まうしたまひき。

◇　あの国を離れ去るときも、たくさんの願をお掛け申されました。

■　今いま、都みやこに帰かへりて、かくなむ御験おほむしるしを得えてまかり上のぼりたると、早はやく申まうしたまへ」

◇　今、都に帰ってきて、このように御加護を得て無事に上洛することができましたと、早くお礼申し上げなさい」


1 【神仏こそは】以下「早く申したまへ」まで、豊後介の詞。

2 【八幡の宮】岩清水八幡宮。


玉鬘．３．１．７

■　とて、八幡やはたに詣まうでさせたてまつる1。

◇　と言って、岩清水八幡宮に御参詣させ申し上げる。

■　それのわたり知しれる人ひとに言いひ尋たづねて、五師ごしとて、早はやく親おやの語かたらひし大徳2残だいとくのこれるを呼よびとりて、詣まうでさせたてまつる。

◇　その辺の事情をよく知っている者に問い尋ねて、五師といって、以前に亡き父親が懇意にしていた社僧で残っていたのを呼び寄せて、御参詣させ申し上げる。


1 【八幡に詣でさせたてまつる】豊後介が玉鬘を岩清水八幡宮に参詣させる。

2 【親の語らひし大徳】故父大宰少弐が親しくしていた大徳の意。


第二段　初瀬の観音へ参詣

玉鬘．３．２．１

■　「うち次つぎては1、仏ほとけの御おほむなかには、初瀬はつせなむ、日ひの本もとのうちには、あらたなる験現しるしあらはしたまふと、唐土もろこしにだに聞きこえあむなり。

◇　「次いでは、仏様の中では、初瀬に、日本でも霊験あらたかでいらっしゃると、唐土でも評判の高いといいます。

■　まして、わが国くにのうちにこそ、遠とほき国くにの境さかひとても、年経としへたまへれば2、若君わかぎみをば、まして恵めぐみたまひてむ」

◇　まして、わが国の中で、遠い地方といっても、長年お住みになったのだから、姫君には、なおさら御利益があるでしょう」


1 【うち次ぎては】以下「恵みたまひてむ」まで、豊後介の詞。

2 【年経たまへれば】大島本は「としへ給えれハ」と表記する。『新大系』は「年経え（へ）れば」と整定する。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「年経たまひつれば」と校訂する。


玉鬘．３．２．２

■　とて、出いだし立たてたてまつる。

◇　と言って、出発させ申し上げる。

■　ことさらに徒歩かちよりと定さだめたり。

◇　わざと徒歩で参詣することにした。

■　ならはぬ心地ここちに、いとわびしく苦くるしけれど、人ひとの言いふままに、ものもおぼえで歩あゆみたまふ。

◇　慣れないこととて、とても辛く苦しいけれど、人の言うのにしたがって、無我夢中で歩いて行かれる。

玉鬘．３．２．３

■　「いかなる罪深つみふかき身みにて1、かかる世よにさすらふらむ。

◇　「どのような前世の罪業深い身であったために、このような流浪の日を送るのだろう。

■　わが親おや、世よに亡なくなりたまへりとも、われをあはれと思おぼさば、おはすらむ所ところに誘さそひたまへ。

◇　わたしの母親が、既にお亡くなりになっていらっしゃろうとも、わたしをかわいそうだとお思いになってくださるなら、いらっしゃるところへお連れください。

■　もし、世よにおはせば、御顔見おほむかほみせたまへ」

◇　もし、この世に生きていらっしゃるならば、お顔をお見せください」


1 【いかなる罪深き身にて】以下「顔見せたまへ」まで、玉鬘の心中。


玉鬘．３．２．４

■　と、仏ほとけを念ねんじつつ、ありけむさまをだにおぼえねば、ただ、

◇　と、仏に願いながら、生きていらしらときの面影をすら知らないので、ただ、

■　「親おやおはせましかば」

◇　「母親が生きていらしたら」

■　と、ばかりの悲かなしさを、嘆なげきわたりたまへるに、かくさしあたりて、身みのわりなきままに、取とり返かへしいみじくおぼえつつ、からうして、椿市つばいちといふ所ところに、四日よかといふ巳みの時ときばかりに1、生いける心地ここちもせで、行いき着つきたまへり。

◇　と、ばかりの一途な悲しい思いを、嘆き続けていらっしゃったので、こうして今、慣れない徒歩の旅で、辛くて堪らないうちに、また改めて悲しい思いをかみしめながら、やっとのことで、椿市という所に、四日目の巳の刻ごろに、生きた心地もしないで、お着きになった。


1 【椿市といふ所に四日といふ巳の時ばかりに】京から椿市までは牛車で三日の行程であった。玉鬘は徒歩で四日目の巳の刻（午前十時頃）に到着した。


玉鬘．３．２．５

■　歩あゆむともなく、とかくつくろひたれど、足あしのうら動うごかれず1、わびしければ、せむかたなくて休やすみたまふ。

◇　歩くともいえないありさまで、あれこれとどうにかやって来たが、もう一歩も歩くこともできず、辛いので、どうすることもできずお休みになる。

■　この頼たのもし人びとなる介すけ、弓矢持ゆみやもちたる人二人ひとふたり、さては下しもなる者もの、童わらはなど三みたり、四人よたり、女をむなばらある限かぎり三人みたり、壺装束つぼさうぞくして、樋洗ひすましめく者もの、古ふるき下衆女二人げすをむなふたりばかりとぞある。

◇　この一行の頼りとする豊後介、弓矢を持たせている者が二人、その他には下衆と童たち三、四人、女性たちはすべてで三人、壷装束姿で、樋洗童女らしい者と老婆の下衆女房とが二人ほどいた。


1 【足のうら動かれず】『集成』は「もう一歩も踏み出せず」。『完訳』は「足の裏が動こうにも動かれず」と訳す。


玉鬘．３．２．６

■　いとかすかに忍しのびたり。

◇　ひどく目立たないようにしていた。

■　大御燈明おほみあかしのことなど、ここにてし加くはへなどするほどに日暮ひくれぬ。

◇　仏前に供えるお灯明など、ここで買い足しなどをしているうちに日が暮れた。

■　家主人いへあるじの法師ほふし、

◇　宿の主人の法師が、

玉鬘．３．２．７

■　「人宿ひとやどしたてまつらむと1する所ところに、何人なにびとのものしたまふぞ。

◇　「他の方をお泊め申そうとしているお部屋に、どなたがお入りになっているのですか。

■　あやしき女をむなどもの、心こころにまかせて」

◇　下女たちが、勝手なことをして」


1 【人宿したてまつらむと】以下「心にまかせて」まで、家主の詞。


玉鬘．３．２．８

■　とむつかるを、めざましく聞きくほどに、げに、人ひとびと来きぬ1。

◇　と不平を言うのを、失礼なと思って聞いているうちに、なるほど、その人々が来た。


1 【げに人びと来ぬ】家主の言葉通りの意。


第三段　右近も初瀬へ参詣

玉鬘．３．３．１

■　これも徒歩かちよりなめり。

◇　この一行も徒歩でのようである。

■　よろしき女二人をむなふたり、下人しもびとどもぞ、男女をとこをむな、数多かずおほかむめる。

◇　身分の良い女性が二人、下人どもは、男女らが、大勢のようである。

■　馬四むまよつ、五いつ牽つひかせて、いみじく忍しのびやつしたれど、きよげなる男をとこどもなどあり。

◇　馬を四、五頭牽かせたりして、たいそうひっそりと人目に立たないようにしていたが、こざっぱりとした男性たちが従っている。

玉鬘．３．３．２

■　法師ほふしは、せめてここに宿やどさまほしくして、頭掻らかきありく。

◇　法師は、無理してもこの一行を泊まらせたく思って、頭を掻きながらうろうろしている。

■　いとほしけれど、また、宿やどり替かへむもさま悪あしくわづらはしければ、人ひとびとは奥おくに入いり、他ほかに隠かくしなどして1、かたへは片かたつ方かたに寄よりぬ。

◇　気の毒であるが、また一方、宿を取り替えるのも体裁が悪くめんどうだったので、人々は奥の方に入り、下衆たちは目に付かないようなところに隠して、他の人たちは片端に寄った。

■　軟障2ぜじゃうなどひき隔へだてておはします3。

◇　幕などを間に引いていらっしゃる。


1 【人びとは奥に入り他に隠しなどして】先客の玉鬘一行の人々をさす。

2 【軟障】部屋を仕切る幕。

3 【おはします】主語は玉鬘。


玉鬘．３．３．３

■　この来くる人ひとも恥はづかしげもなし1。

◇　この新客も気の置ける相手ではない。

■　いたうかいひそめて、かたみに心こころづかひしたり。

◇　ひどくこっそりと目立たないようにして、互いに気を遣っていた。

■　さるは、かの世よとともに恋こひ泣なく右近うこんなりけり2。

◇　それが実は、あの何年も主人を恋い慕っていた右近なのであった。

■　年月としつきに添そへて、はしたなき交まじらひのつきなくなりゆく身みを思おもひなやみて、この御寺みてらになむたびたび詣まうでける。

◇　年月がたつにつれて、中途半端な女房仕えが似つかわしくなっていく身を思い悩んで、このお寺に度々参詣していたのであった。


1 【この来る人も恥づかしげもなし】右近一行をさす。『完訳』は「このやってきた人たちは、こちらで気のおけるほどの客でもなさそうである」。玉鬘一行と同程度ぐらいという意。

2 【さるはかの世とともに恋ひ泣く右近なりけり】語り手の真相を明かす挿入文。当事者同士はまだ気づいていない。予め読者に知らせて登場人物たちがそれにいつ気づくかきたを持たせた語り口。『集成』は「この巻の冒頭に右近のことを書いた作者の用意がここに至って知られる」。『完訳』は「じつは--、として、語り手が新来の客の素姓に気づいて語る体。文末の「けり」の重畳にも注意」と注す。


玉鬘．３．３．４

■　例れいならひにければ、かやすく構かまへたりけれど、徒歩かちより歩あゆみ堪たへがたくて、寄より臥ふしたるに、この豊後介ぶんごのすけ、隣となりの軟障ぜじゃうのもとに寄より来きて、参まゐり物ものなるべし1、折敷手をしきてづから取とりて、

◇　いつもの馴れたことなので、身軽な旅支度であったが、徒歩での旅は我慢のできないほど疲れて、物に寄りかかって臥していると、この豊後介が、隣の幕の側に近寄って来て、お食事なのであろう、折敷を自分で持って、


1 【参り物なるべし】語り手の挿入句。


玉鬘．３．３．５

■　「これは、御前おまへに1参まゐらせたまへ。

◇　「これは、御主人様に差し上げてください。

■　御台みだいなどうちあはで、いとかたはらいたしや」

◇　お膳などが整わなくて、たいそう恐れ多いことですが」


1 【これは御前に】以下「かたはらいたしや」まで、豊後介の詞。


玉鬘．３．３．６

■　と言いふを聞きくに、

◇　と言うのを聞くと、

■　「わが並なみの人ひとにはあらじ」

◇　「自分と同じような身分の者ではあるまい」

■　と思おもひて、物もののはさまより覗のぞけば、この男をとこの顔かほ、見みし心地ここちす。

◇　と思って、物の間から覗くと、この男の顔、見たことのある気がする。

■　誰たれとはえおぼえず。

◇　しかし誰とも思い出せない。

■　いと若わかかりしほどを見みしに、太ふとり黒くろみてやつれたれば、多おほくの年隔としへだてたる目めには、ふとしも見分みわかぬなりけり。

◇　たいそう若かった時を見たのだが、太って色黒くなって粗末な身なりをしていたので、長い年月の間を経た目では、すぐには見分けることができなかったのであった。

玉鬘．３．３．７

■　「三条さむでう、ここに召めす1」

◇　「三条、お呼びです」


1 【三条ここに召す】女房の詞。


玉鬘．３．３．８

■　と呼よび寄よする女をむなを見みれば、また見みし人ひとなり。

◇　と呼び寄せる女を見ると、これもまた見た人なのであった。

玉鬘．３．３．９

■　「故御方こおほむかたに、下人しもびとなれど1、久ひさしく仕つかうまつりなれて、かの隠かくれたまへりし御住おほむすみかまでありし者ものなりけり」

◇　「亡くなったご主人に、下人であるが、長い間お仕えしていて、あの隠してお住みになった所までお供していた者であったよ」

■　と見みなして、いみじく夢ゆめのやうなり。

◇　と見て取ると、まるで夢のような心地である。

■　主しうとおぼしき人ひとは、いとゆかしけれど、見みゆべくも構かまへず。

◇　主人と思われる方は、とても見たい気がするが、とても見えるようなしつらいではない。

■　思おもひわびて、

◇　困って、


1 【故御方に下人なれど】「故御方」は夕顔をさす。以下「ありし者なりけり」まで、右近の心中。


玉鬘．３．３．１０

■　「この女をむなに問とはむ1。

◇　「この女に尋ねよう。

■　兵藤太ひゃうとうたといひし人ひとも、これにこそあらめ。

◇　兵藤太と言った人も、この男であろう。

■　姫君ひめぎみのおはするにや」

◇　姫君がいらっしゃるのかしら」


1 【この女に問はむ】以下「おはするにや」まで、右近の心中。


玉鬘．３．３．１１

■　と思おもひ寄よるに、いと心こころもとなくて、この中隔なかへだてなる三条さむでうを呼よばすれど、食くひ物ものに心入こころいれて、とみにも来こぬ、いと憎にくしとおぼゆるも、うちつけなりや。

◇　と思い及ぶと、とても気もそぞろになって、この中仕切りの所にいる三条を呼ばせたが、食事に夢中になっていて、すぐには来ない。ひどく憎らしく思われるのも、せっかちというものである。

第四段　右近、玉鬘に再会す

玉鬘．３．４．１

■　からうして、

◇　やっとして、

玉鬘．３．４．２

■　「おぼえずこそはべれ1。

◇　「身に覚えのないことです。

■　筑紫つくしの国くに、二十年にはたとせばかり経へにける2下衆げすの身みを、知しらせたまふべき京人きゃうびとよ。

◇　筑紫の国に、二十年ほど過ごした下衆の身を、ご存知の京の人がいようとは。

■　人違ひとたがへにやはべらむ」

◇　人違いでございましょう」


1 【おぼえずこそはべれ】以下「人違へにやはべらむ」まで、三条の詞。

2 【筑紫の国に二十年ばかり経にける】実際は十六年間である。


玉鬘．３．４．３

■　とて、寄より来きたり。

◇　と言って、近寄って来た。

■　田舎ゐなかびたる掻練かいねりに衣きぬP6など着きて、いといたう太ふとりにけり。

◇　田舎者めいた掻練の上に衣などを着て、とてもたいそう太っていた。

■　わが齢よはひもいとどおぼえて1恥はづかしけれど、

◇　自分の年もますます思い知らされて、恥ずかしかったが、


P6 衣--きき（き〈後出〉/＃〈朱〉）ぬ

1 【わが齢もいとどおぼえて】『完訳』は「右近は夕顔の乳母子。同年齢とすれば三十七歳ぐらい」と注す。


玉鬘．３．４．４

■　「なほ、さし覗のぞけ1。

◇　「もっとよく、覗いてみなさい。

■　われをば見知みしりたりや」

◇　私を知っていませんか」


1 【なほさし覗け】以下「見知りたりや」まで、右近の詞。


玉鬘．３．４．５

■　とて、顔かほさし出いでたり1。

◇　と言って、顔を差し出した。

■　この女をむなの手てを打うちて、

◇　この女は手を打って、


1 【顔さし出でたり】大島本は「かほ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「顔を」と「を」を補訂する。


玉鬘．３．４．６

■　「あが御許おもとにこそ1おはしましけれ。

◇　「あなた様でいらしたのですね。

■　あな、うれしともうれし。

◇　ああ、何とも嬉しいことよ。

■　いづくより参まゐりたまひたるぞ。

◇　どこから参りなさったのですか。

■　上うへはおはしますや」

◇　ご主人様はいらっしゃいますか」


1 【あが御許にこそ】以下「おはしますか」まで、三条の詞。


玉鬘．３．４．７

■　と、いとおどろおどろしく泣なく。

◇　と言って、とてもおおげさに泣く。

■　若わかき者ものにて見みなれし世よを思おもひ出いづるに、隔へだて来きにける年月数としつきかぞへられて、いとあはれなり。

◇　まだ若いころを見慣れていたのを思い出すと、今まで過ぎてきた年月の長さが数えられて、とても感慨深いものがある。

玉鬘．３．４．８

■　「まづ、おとどは1おはすや。

◇　「まずは、乳母殿はいらっしゃいますか。

■　若君わかぎみは、いかがなりたまひにし。

◇　若君は、どうおなりになりましたか。

■　あてきと聞きこえしは」

◇　あてきと言った人は」


1 【まづおとどは】以下「聞こえしは」まで、右近の詞。


玉鬘．３．４．９

■　とて、君きみの御おほむこと1は、言いひ出いでず。

◇　と言って、ご主人のお身の上のことは、言い出さない。


1 【君の御こと】夕顔のこと。


玉鬘．３．４．１０

■　「皆みなおはします1。

◇　「皆さんいらっしゃいます。

■　姫君ひめぎみも大人おとなになりておはします。

◇　姫君も大きくおなりです。

■　まづ、おとどに、かくなむと聞きこえむ」

◇　まずは、乳母殿に、これこれと申し上げましょう」


1 【皆おはします】以下「聞こえむ」まで、三条の詞。


玉鬘．３．４．１１

■　とて入いりぬ。

◇　と言って入って行った。

■　皆みな、驚おどろきて、

◇　皆、驚いて、

玉鬘．３．４．１２

■　「夢ゆめの心地ここちもするかな1」

◇　「夢のような心地がしますね」

■　「いとつらく、言いはむかたなく思おもひきこゆる人ひとに2、対面たいめんしぬべきことよ」

◇　「とても辛く何とも言いようのないとお思い申していた人に、とうとう逢えるのだなんて」


1 【夢の心地もするかな】以下「対面しぬべきこと」まで、玉鬘一行の人々の詞。

2 【いとつらく言はむかたなく思ひきこゆる人に】『集成』は「ほんとにひどい、何という人かと恨めしくお思いする人に」と訳す。


玉鬘．３．４．１３

■　とて、この隔へだてに寄より来きたり。

◇　と言って、この中仕切りに近寄って来た。

■　気遠けどほく隔へだてつる屏風びゃうぶだつもの、名残なごりなくおし開あけて、まづ言いひやるべき方かたなく泣なき交かはす。

◇　よそよそしく隔てていた屏風のような物を、すっかり払い除けて、何とも言葉にも出されず、お互いに泣き合う。

■　老おい人びとは1、ただ、

◇　年老いた乳母が、ほんのわずかに、


1 【老い人は】乳母をさす。


玉鬘．３．４．１４

■　「わが君きみは、いかがなりたまひにし1。

◇　「ご主人様は、どうなさいましたか。

■　ここらの年としごろ、夢ゆめにてもおはしまさむ所ところを見みむと、大願たいぐわんを立たつれど、遥はるかなる世界せかいにて、風かぜの音おとにてもえ聞きき伝つたへたてまつらぬを、いみじく悲かなしと思おもふに、老おいの身みのの残こりとどまりたるも、いと心憂こころうけれど、うち捨すてたてまつりたまへる3若君わかぎみの、らうたくあはれにておはしますを、冥途よみぢのほだしにもてわづらひきこえてなむ、またたきはべる4」

◇　長年、夢の中でもいらっしゃるところを見たいと大願を立てましたが、都から遠い筑紫にいたために、風の便りにも噂を伝え聞くことができませんでしたのを、たいそう悲しく思うと、老いた身でこの世に生きながらえていますのも、とてもつらいのですが、お残し申された若君が、いじらしく気の毒でいらっしゃったのを、冥途の障りになろうかとお世話に困ったままで、まだ目を瞑れないでおります」


1 【わが君はいかがなりたまひにし】以下「またたきはべる」まで、乳母の詞。

2? 【遥かなるせ世界にて】筑紫の地をさす。

3 【うち捨てたてまつりたまへる】主語は夕顔、目的語は玉鬘。

4 【またたきはべる】目をしばたたいている。死なずに生きているという意。『集成』は「まだ目も瞑れないでいます」。『完訳』は「どうやらまだ目をつぶらずに長らえております」と訳す。


玉鬘．３．４．１５

■　と言いひ続つづくれば、昔むかしその折をり、いふかひなかりしこと1よりも、応いらへむ方かたなくわづらはしと思おもへども、

◇　と言い続けるので、昔のあの当時のことを、今さら言っても詮ない事よりも、答えようがなく困ったと思うが、


1 【いふかひなかりしこと】夕顔の頓死をさす。


玉鬘．３．４．１６

■　「いでや、聞きこえてもかひなし1。

◇　「いえもう、申し上げたところで詮ないことでございます。

■　御方おほむかたは、はや亡うせたまひにき」

◇　御方は、もうとっくにお亡くなりになりました」


1 【いでや聞こえてもかひなし】以下「はや亡せたまひにき」まで、右近の詞。夕顔の死去を告げる。


玉鬘．３．４．１７

■　と言いふままに、二ふたり、三人みたりながら1むせかへり、いとむつかしく、せきかねたり。

◇　と言うなり、二、三人皆涙が込み上げてきて、とてもどうすることもできず、涙を抑えかねていた。


1 【二三人ながら】乳母、三条、右近らをさす。


第五段　右近、初瀬観音に感謝

玉鬘．３．５．１

■　日暮ひくれぬと、急いそぎたちて、御燈明みあかしの事ことどもしたため果はてて、急いそがせば、なかなかいと心こころあわたたしくて立たち別わかる1。

◇　日が暮れてしまうと、急ぎだして、御灯明の用意を済ませて、急がせるので、かえって落ち着かない気がして別れる。

■　「もろともにや」

◇　「ご一緒にいらっしゃいませんか」

■　と言いへど、かたみに供ともの人ひとのあやしと思おもふべければ、この介すけにも、ことのさまだに言いひ知しらせあへず2。

◇　と言うが、お互いに供の人々が不思議に思うに違いないので、この豊後介にも事情を説明することさえしない。

■　われも人ひともことに恥はづかしくはあらで、皆下みなおり立たちぬ3。

◇　自分も相手も格別気を遣うこともなく、皆外へ出た。


1 【立ち別る】室内で自分たちの部屋に戻ったことをいう。

2 【この介にもことのさまだに言ひ知らせあへず】『集成』は「右近とめぐり合った事情も話して聞かせられない」。『完訳』は「あの豊後介にもこうした事情を話して聞かせる暇さえなく」と訳す。出立の忙しさのため豊後介に事の詳細を話す余裕がないことをいう。

3 【われも人もことに恥づかしくはあらで皆下り立ちぬ】大島本は「はつかしくハあらて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「恥づかしもあらで」とと校訂する。『集成』は「どちらも（乳母方も右近も）お互い格別気を遣うでもなく。昔馴染みであることが分ったから、姿を隠したりしないのである」。『完訳』は「気心の知れた心安さで、の意」と注す。


玉鬘．３．５．２

■　右近うこんは、人知ひとしれず目めとどめて見みるに、なかにうつくしげなるうしろでの、いといたうやつれて、卯月うづきの単衣ひとへめくものに着きこめたまへる髪かみの透影すきかげ、いとあたらしくめでたく見みゆ。

◇　右近は、こっそりと注意して見ると、一行の中にかわいらしい後ろ姿をして、とてもひどく身を忍んだ旅姿で、四月ころの単衣のようなものの中に着込めていらっしゃる髪が、透き通って見えるのが、とてももったいなく立派に見える。

■　心苦こころぐるしう悲かなしと見みたてまつる。

◇　おいたわしくかわいそうにと拝する。

玉鬘．３．５．３

■　すこし足あしなれたる人ひとは1、とく御堂みだうに着つきにけり。

◇　少し歩きなれている人は、先に御堂に着いたのであった。

■　この君きみをもてわづらひきこえつつ、初夜行そやおこなふほどにぞ上のぼりたまへる。

◇　この姫君を介抱するのに難渋しながら、初夜の勤行のころにお上りになった。

■　いと騒さわがしく人詣ひとまうで混こみてののしる。

◇　とても騒がしく、人々の参詣で混み合って大騒ぎである。

■　右近うこんが局つぼねは、仏ほとけの右みぎの方かたに近ちかき間まにしたり。

◇　右近の部屋は仏の右側の近い間に用意してある。

■　この御師おしは2、まだ深ふかからねばにや、西にしの間まに遠とほかりけるを、

◇　姫君一行の御師は、まだなじみが浅いためであろうか、西の間で遠い所だったのを、


1 【すこし足なれたる人は】右近をさす。

2 【この御師は】玉鬘一行が祈祷を依頼した僧侶をさす。


玉鬘．３．５．４

■　「なほ、ここにおはしませ1」

◇　「もっと、こちらにいらっしゃいませ」


1 【なほここにおはしませ】右近の詞。玉鬘一行を誘う。


玉鬘．３．５．５

■　と、尋たづね交かはし1言いひたれば、男をとこどもをばとどめて、介すけにかうかうと言いひあはせて、こなたに移うつしたてまつる2。

◇　と、探し合って言ったので、男たちはそこに置いて、豊後介にこれこれしかじかでと説明して、こちらにお移し申し上げる。


1 【尋ね交はし】右近と乳母らとが互いに探し合っての意。

2 【こなたに移したてまつる】右近の部屋に玉鬘を。


玉鬘．３．５．６

■　「かくあやしき身みなれど1、ただ今いまの大殿おほとのに2なむさぶらひはべれば、かくかすかなる道みちにても、らうがはしきことははべらじと頼たのみはべる。

◇　「このように賤しい身ですが、今の大臣殿のお邸にお仕え致しておりますので、このように忍びの旅でも、無礼な扱いを受けるようなことはありますまいと心丈夫にしております。

■　田舎ゐなかびたる人ひとをば、かやうの所ところには、よからぬ生者なまものどもの、あなづらはしうするも、かたじけなきことなり」

◇　田舎者めいた者には、このような所では、たちの良くない者どもが、侮ったりするのも、恐れ多いことです」


1 【かくあやしき身なれど】以下「かたじけなきわざなり」まで、右近の詞。

2 【今の大殿に】源氏、太政大臣である。


玉鬘．３．５．７

■　とて、物語ものがたりいとせまほしけれど、おどろおどろしき行おこなひの紛まぎれ、騒さわがしきにもよほされて、仏拝ほとけをがみたてまつる。

◇　と言って、話をもっとしたく思ったが、仰々しい勤行の声に紛れ、騒がしさに引き込まれて、仏を拝み申し上げる。

■　右近うこんは心こころのうちに、

◇　右近は、心の中で、

玉鬘．３．５．８

■　「この人ひとを1、いかで尋たづねきこえむと申まうしわたりつるに、かつがつ、かくて見みたてまつれば、今いまは思おもひのごと、大臣おとどの君きみの2、尋たづねたてまつらむの御心みこころざし深ふかかめるに、知しらせたてまつりて、幸さいはひあらせたてまつりたまへ」

◇　「この姫君を、何とかして尋ね上げたいとお願い申して来たが、何はともあれ、こうしてお逢い申せたので、今は願いのとおり、大臣の君が、お尋ね申したいというお気持ちが強いようなので、お知らせ申して、お幸せになりますように」


1 【この人を】以下「幸ひあらせたてまつりたまへ」まで、右近の心中。

2 【大臣の君の】源氏をさす。


玉鬘．３．５．９

■　など申まうしけり。

◇　などとお祈り申し上げたのであった。

第六段　三条、初瀬観音に祈願

玉鬘．３．６．１

■　国々くにぐにより、田舎人多ゐなかびとおほく詣まうでたりけり。

◇　国々から、田舎の人々が大勢参詣しているのであった。

■　この国くにの守きたの北***の方1かたも、詣まうでたりけり。

◇　大和国の守の北の方も、参詣しているのであった。

■　いかめしく勢いきほひたるをうらやみて、この三条さむでうが言いふやう、

◇　たいそうな勢いなのを羨んで、この三条が言うことには、

◆　 
くにぐに より ゐなかびと おほく まうで たり けり。 この くに の きたのかた も、 まうで たり けり。 いかめしく いきほひ たる を うらやみ て、 この さむでう が いふ やう、


1 【この国の守の北の方】長谷寺のある大和国の国司の北の方。


玉鬘．３．６．２

■　「大悲者だいひさには1、異事ことごとも申まうさじ。

◇　「大慈悲の観音様には、他のことはお願い申し上げません。

■　あが姫君ひめぎみ、大弐だいにの北きたの方かた、ならずはP7、当国たうごくの受領ずりゃうの北きたの方かたになしたてまつらむ。

◇　わが姫君様が、大弍の北の方に、さもなくば、この国の受領の北の方にして差し上げたく思います。

■　三条さむでうらも2、随分ずいぶんに栄さかえて、返かへり申まうしは仕つかうまつらむ」

◇　わたくしめ三条らも、身分相応に出世して、お礼参りは致します」


P7 ならずは--なら（ら/+す）は

1 【大悲者には】以下「返り申しは仕うまつらむ」まで、三条の詞。「大悲者」は観音菩薩の慈悲を称えて呼ぶ語。

2 【三条らも】仏や貴人の前では自分の実名を名乗る。


玉鬘．３．６．３

■　と、額ひたひに手てを当あてて念ねんじ入いりてをり。

◇　と、額に手を当てて念じている。

■　右近うこん、

◇　右近は、

■　「いとゆゆしくも言いふかな1」

◇　「ひどく縁起でもないことを言うわ」

■　と聞ききて、

◇　と聞いて、


1 【いとゆゆしくも言ふかな】右近の心中。


玉鬘．３．６．４

■　「いと、いたくこそ1田舎ゐなかびにけれな。

◇　「とても、ひどく田舎じみてしまったのね。

■　中将殿ちゅうじゃうどのは2、昔むかしの御**おぼえ3だにいかがおはしましし。

◇　頭の中将殿は、当時のご信任でさえどんなでもいらしゃいました。

■　まして、今いまは、天あめの下したを御心みこころにかけたまへる大臣おとどにて4、いかばかりいつかしき御仲おほむなかに5、御方6おほむかたしも、受領ずりゃうの妻めにて、品定しなさだまりておはしまさむよ」

◇　まして、今では天下をお心のままに動かしていらっしゃる大臣で、どんなにか立派なお間柄であるのに、このお方が、受領の妻として、お定まりになるものですか」

◆　 
"いと、 いたく こそ ゐなかび に けれ な! ちゅうじゃう-どの は、 むかし の おぼえ だに いかが おはし まし し。 まして、 いま は、 あめ の した を み-こころ に かけ たまへ る おとど にて、 いかばかり いつかしき おほむ-なか に、 おほむ-かた しも、 ずりゃう の め にて、 しな さだまり て おはしまさ む よ!"


1 【いといたくこそ】以下「おはしまさむよ」まで、右近の詞。すっかり田舎者になった三条を非難して言う。

2 【中将殿は】昔の頭中将。玉鬘の父。

3 【御おぼえ】「御」は帝からの「おぼえ」の意。帝の御信任の意。

4 【大臣にて】内大臣である。

5 【いかばかりいつかしき御仲に】内大臣とその実娘という関係をいう。

6 【御方】玉鬘をさす。


玉鬘．３．６．５

■　と言いへば、

◇　と言うと、

玉鬘．３．６．６

■　「あなかま。

◇　「お静かに。

■　たまへ1。

◇　言わせて頂戴。

■　大臣おとどたちもしばし待まて。

◇　大臣とやらの話もちょっと待って。

■　大弐だいにの御館みたちの上うへの、清水しみづの御寺みてら、観世音寺くわんぜおんじP8に参まゐりたまひし勢いきほひは、帝みかどの行幸みゆきにやは劣おとれる。

◇　大弍のお館の奥方様が、清水のお寺や、観世音寺に参詣なさった時の勢いは、帝の行幸に劣っていましょうか。

■　あな、むくつけ」

◇　まあ、いやだこと」


P8 観世音寺--観（観/+世）音寺

1 【あなかまたまへ】以下「あなむくつけ」まで、三条の詞。


玉鬘．３．６．７

■　とて、なほさらに手てをひき放はなたず、拝をがみ入いりてをり。

◇　と言って、ますます手を額から離さず、一心に拝んでいた。

玉鬘．３．６．８

■　筑紫人つくしびとは、三日籠みかこもらむと心こころざしたまへり。

◇　筑紫の人たちは、三日間参籠しようとお心づもりしていらっしゃった。

■　右近うこんは、さしも思おもはざりけれど、かかるついで、のどかに聞きこえむとて、籠こもるべきよし、大徳呼だいとこよびて言いふ。

◇　右近は、そうは思っていなかったが、このような機会に、ゆっくりお話しようと思って、参籠する由を、大徳を呼んで言う。

■　御みあかし文ぶみなど書かきたる心こころばへなど、さやうの人ひとは1くだくだしうわきまへければ、常つねのことにて、

◇　願文などに書いてある趣旨などは、そのような人はこまごまと承知していたので、いつものように、


1 【さやうの人は】大徳をさす。


玉鬘．３．６．９

■　「例れいの藤原ふぢはらの瑠璃君るりきみといふが1御おほむためにたてまつる。

◇　「いつもの藤原の瑠璃君というお方のために奉ります。

■　よく祈いのり申まうしたまへ。

◇　よくお祈り申し上げてくださいませ。

■　その人ひと、このころなむ見みたてまつり出いでたる。

◇　その方は、つい最近お捜し申し上げました。

■　その願ぐわんも果はたしたてまつるべし2」

◇　そのお礼参りも申し上げましょう」


1 【例の藤原の瑠璃君といふが】以下「たてまつるべし」まで、右近の詞。『集成』は「「瑠璃君」は、姫君の幼名かともいうが、恐らく右近の作った仮名であろう」と注す。

2 【その願も果たしたてまつるべし】後に改めてお礼参りはしましょう、という主旨。


玉鬘．３．６．１０

■　と言いふを聞きくも、あはれなり。

◇　と言うのを、耳にするのも嬉しい気がする。

■　法師ほふし、

◇　法師は、

玉鬘．３．６．１１

■　「いとかしこきことかな1。

◇　「それはとてもおめでたいことですな。

■　たゆみなく祈いのり申まうしはべる験2しるしにこそはべれ」

◇　怠りなくお祈り申し上げたしるしでございます」


1 【いとかしこきことかな】以下「こそはべれ」まで、法師の詞。

2 【たゆみなく祈り申しはべる験】主語は法師。


玉鬘．３．６．１２

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　いと騒さわがしう、夜一夜行よひとよおこなふなり1。

◇　とても騒がしく、一晩中お勤めするのである。


1 【いと騒がしう夜一夜行なふなり】「なり」伝聞推定の助動詞。『集成』は「局から、僧たちの仏前の礼拝のさまをうかがう趣旨」と注す。


第七段　右近、主人の光る源氏について語る

玉鬘．３．７．１

■　明あけぬれば、知しれる大徳だいとこの坊ばうに下おりぬ。

◇　夜が明けたので、知っている大徳の坊に下がった。

■　物語ものがたり、心こころやすくとなるべし1。

◇　話を、心おきなくというのであろう。

■　姫君ひめぎみのいたくやつれたまへる、恥はづかしげに思おぼしたるさま、いとめでたく見みゆ。

◇　姫君がひどく質素にしていらっしゃるのを恥ずかしそうに思っていらっしゃる様子が、たいそう立派に見える。


1 【物語心やすくとなるべし】「なるべし」は語り手の推測。


玉鬘．３．７．２

■　「おぼえぬ高たかき交まじらひをして、多おほくの人ひとをなむ見集みあつむれど、殿との上のうへの御容貌おほむかたちに2似にる人ひとおはせじとなむ、年としごろ見みたてまつるを、また、生おひ出いでたまふ姫君ひめぎみの御おほむさま3、いとことわりにめでたくおはします。

◇　「思いもかけない高貴な方にお仕えして、大勢の方々を見てきましたが、殿の上様のご器量に並ぶ方はいらっしゃらないと、長年拝見しておりましたが、また一方に、ご成長されてゆく姫君のご器量も、当然のことながら優れていらっしゃいます。

■　かしづきたてまつりたまふさまも4、並ならびなかめるに、かうやつれたまへる御おほむさまの5、劣おとりたまふまじく見みえたまふは、ありがたうなむ。

◇　大切にお育て申し上げなさる様子も、又とないくらいですが、このように質素にしていらっしゃる姫君が、お劣りにならないくらいにお見えになりますのは、めったにないお美しさであります。


1? 【おぼえぬ高き交らひをして】以下「聞こゆべきなめりかし」まで、右近の詞。六条院での宮仕えをいう。

2 【殿の上の御容貌に】紫の上をさす。

3 【生ひ出でたまふ姫君の御さま】明石姫君をさす。この時、七歳。

4 【かしづきたてまつりたまふさまも】源氏が明石姫君を。

5 【かうやつれたまへる御さまの】大島本は「御さま」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さま」とし「御」を削除する。玉鬘をさす。


玉鬘．３．７．３

■　大臣おとどの君1きみ、父帝ちちみかどの御時おほむときより、そこらの女御にょうご、后きさき、それより下しもは残のこるP9なく見みたてまつり集あつめたまへる御目おほむめにも、当代たうだいの御母后おほむははぎさきと聞きこえしと、この姫君ひめぎみの御容貌おほむかたちとをなむ、

◇　大臣の君は、御父帝の御時代から、多数の女御や、后をはじめ、それより以下の女は残るところなくご存知でいらしたお目には、今上帝の御母后と申し上げた方と、この姫君のご器量とを、

■　『よき人ひととはこれを言いふにやあらむとおぼゆる3』

◇　『美人とはこのような方をいうのであろうかと思われる』

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお口にしていらっしゃいます。


P9 残る--のこり（り/＄る）

1 【大臣の君】源氏をさす。

2? 【当代の御母后ときこえしとこの姫君の御容貌と】「当代の御母后」とは冷泉帝の母后すなわち藤壺。藤壺と明石姫君をさす。

3 【よき人とはこれを言ふにやあらむとおぼゆる】源氏の詞を引用。


玉鬘．３．７．４

■　見みたてまつり並ならぶるに1、かの后きさきの宮みやをば2知しりきこえず、姫君ひめぎみはきよらにおはしませど、まだ、片かたなりにて、生おひ先さきぞ推おし量はかられたまふ。

◇　拝見して比べますに、あの后の宮は存じません。姫君はおきれいでいらっしゃいますが、まだ、お小さくて、これから先どんなにお美しくなられることかと思いやられます。


1 【見たてまつり並ぶるに】主語は右近。藤壺や明石姫君と玉鬘を比較。

2 【かの后の宮をば】藤壺をさす。


玉鬘．３．７．５

■　上うへの御容貌おほむかたちは1、なほ誰たれか並ならびたまはむと、なむ見***えたまふ。

◇　上のご器量は、やはりどなたが及びなされましょうと、お見えになります。

■　殿とのも2、すぐれたりと思おぼしためるを、言ことに出いでては、何なにかは数かずへのうちには聞きこえたまはむ。

◇　殿も、優れているとお思いでいらっしゃいますが、口に出しては、どうして数の中にお加え申されましょうか。

■　『我われに並ならびたまへるこそ、君きみはおほけなけれ3』

◇　『わたしと夫婦でいらっしゃるとは、あなたは分不相応ですよ』

■　となむ、戯たはぶれきこえたまふ。

◇　と、ご冗談を申し上げていらっしゃいます。

◆　 
うへ の おほむ-かたち は、 なほ たれ か ならび たまは む と、 なむ み たまふ。 との も、 すぐれ たり と おぼし た' める を、 こと に いで て は、 なにかは かずへ の うち に は きこえ たまは む? 'われ に ならび たまへ る こそ、 きみ は おほけ なけれ!' と なむ、 たはぶれ きこえ たまふ。


1 【上の御容貌は】紫の上をさす。

2 【殿も】源氏をさす。

3 【我に並びたまへるこそ君はおほけなけれ】源氏の詞を引用。冗談である。


玉鬘．３．７．６

■　見みたてまつるに1、命延いのちのぶる御おほむありさまどもを2、またさるたぐひおはしましなむやとなむ思おもひはべるに、いづくかP10劣おとりたまはむ3。

◇　拝見すると、寿命が延びるお二方のご様子を、また他にそのような例がいらっしゃるだろうかと、思っておりましたが、どこが劣ったところがございましょうか。

■　ものは限かぎりあるものなれば、すぐれたまへりとて、頂いただきを離はなれたる光ひかりやはおはする4。

◇　物には限度というものがありますから、どんなに優れていらっしゃろうとも、頭上から光をお放ちになるようなことはありません。

■　ただ、これを5、すぐれたりとは聞きこゆべきなめりかし」

◇　ただ、こういう方をこそ、お美しいと申し上げるべきでしょう」


P10 いづくか--いつくる（る/＄か）

1 【見たてまつるに】右近が源氏や紫の上を。

2 【御ありさまどもを】接尾語「ども」複数を表し、源氏と紫の上をいう。

3 【いづくか劣りたまはむ】主語は玉鬘。

4 【頂きを離れたる光やはおはする】仏の光背に喩えた。『完訳』は「玉鬘の明るいさまを予感させる軽妙な話しぶり」と注す。

5 【ただこれを】紫の上や玉鬘をさす。


玉鬘．３．７．７

■　と、うち笑ゑみて見みたてまつれば、老おい人びともうれしと思おもふ。

◇　と、微笑んで拝見するので、老人も嬉しく思う。

第八段　乳母、右近に依頼

玉鬘．３．８．１

■　「かかる御おほむさまを1、ほとほとあやしき所ところに沈しづめたてまつりぬべかりしに、あたらしく悲かなしうて、家いへかまどをも捨すて、男女をとこをむなの頼たのむべき子こどもにも引ひき別わかれてなむ、かへりて知しらぬ世よの心地ここちする京きゃうにまうで来こし。

◇　「このようなお美しい方を、危うく辺鄙な土地に埋もれさせ申し上げてしまうところでしたのを、もったいなく悲しくて、家やかまどを捨てて、息子や娘の頼りになるはずの子どもたちにも別れて、かえって見知らない世界のような心地がする京に上って来ました。

■　あが御許おもと、はやくよきさまに導みちびききこえたまへ。

◇　あなた、早く良いようにお導きくださいまし。

■　高たかき宮仕みやづかへしたまふ人ひとは、おのづから行ゆき交まじりたるたよりものしたまふらむ。

◇　高い宮仕えをなさる方は、自然と交際の便宜もございましょう。

■　父大臣ちちおとどに聞きこしめされ、数かずまへられたまふべきたばかり、思おぼし構かまへよ」

◇　父大臣のお耳に入れられて、お子様の中に数え入れてもらえるような工夫を、お計らいになってください」


1 【かかる御さまを】以下「思し構えよ」まで、乳母の詞。


玉鬘．３．８．２

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　恥はづかしう思おぼいて、うしろ向むきたまへり。

◇　恥ずかしくお思いになって、後ろをお向きになっていらっしゃった。

玉鬘．３．８．３

■　「いでや、身みこそ数かずならねど、殿とのも御前近おまへちかく召めし使つかひたまへば、ものの折をりごとに、

◇　「いやもう、わたしはとるにたりない身の上ですけれども、殿も御前近くにお使いになってくださいますので、何かの時毎に、

■　『いかにならせたまひにけむ』

◇　『どうおなりあそばしたことでしょう』

■　と聞きこえ出いづるを、聞きこしめし置おきて、

◇　と口に出し申し上げたのを、お心にお掛けになっていらして、

■　『われいかで尋たづねきこえむと思おもふを、聞きき出いでたてまつりたらば』

◇　『わたしも何とかお捜し申したいと思うが、もしお聞き出し申したら』

■　となむ、のたまはする」

◇　と、仰せになっています」

玉鬘．３．８．４

■　と言いへば、

◇　と言うと、

玉鬘．３．８．５

■　「大臣おとどの君きみは、めでたくおはしますとも、さるやむごとなき妻めどもおはしますなり。

◇　「大臣の君は、ご立派でいらっしゃっても、そうしたれっきとした奥方様たちがいらっしゃると言います。

■　まづまことの親おやとおはする大臣おとどにを知しらせたてまつりたまへ」

◇　まずは実の親でいらっしゃる内大臣様にお知らせ申し上げなさってください」

玉鬘．３．８．６

■　など言いふに、ありしさまなど語かたり出いでて、

◇　などと言うので、昔の事情などを話に出して、

玉鬘．３．８．７

■　「世よに忘わすれがたく悲かなしきことになむ思おぼして、

◇　「ほんとうに忘れられず悲しいこととお思いになって、

■　『かの御代おほむかはりに見みたてまつらむ。

◇　『あの方の代わりにお育て申し上げよう。

■　子こも少すくなきがさうざうしきに、わが子こを尋たづね出いでたると人ひとには知しらせて』

◇　子どもも少ないのが寂しいから、自分の子を捜し出したのだと世間の人には思わせて』

■　と、そのかみよりのたまふなり。

◇　と、その当時から仰せになっているのです。

■　心こころの幼をさなかりけることは、よろづにものつつましかりしほどにて、え尋たづねても聞きこえで過すごししほどに、少弐せうにになりたまへるよしは、御名おほむなにて知しりにき。

◇　分別の足りなかったことは、いろいろと遠慮の多かった時なので、お尋ね申すこともできないでいるうちに、大宰少弍におなりになったことは、お名前で知りました。

■　まかり申まうしに、殿とのに参まゐりたまへりし日ひ、ほの見みたてまつりしかども、え聞きこえで止やみにき。

◇　赴任の挨拶に、殿に参られた日、ちらっと拝見しましたが、声をかけることができずじまいでした。

■　さりとも、姫君ひめぎみをば、かのありし夕顔ゆふがほの五条ごでうにぞとどめたてまつりたまへらむとぞ思おもひし。

◇　そうはいっても、姫君は、あの昔の夕顔の五条の家にお残し申されたものと思っていました。

■　あな、いみじや。

◇　ああ、何ともったいない。

■　田舎人ゐなかびとにておはしまさましよ」

◇　田舎者におなりになってしまうところでしたねえ」

玉鬘．３．８．８

■　など、うち語かたらひつつ、日一日ひひとい、昔物語ものがたり、念誦ねんずなどしつつ。

◇　などと、お話しながら、一日中、昔話や、念誦などして。

第九段　右近、玉鬘一行と約束して別れる

玉鬘．３．９．１

■　参まゐり集つどふ人ひとのありさまども、見下みくださるる方かたなり。

◇　参詣する人々の様子が、見下ろせる所である。

■　前まへより行ゆく水みづをば、初瀬川はつせがはといふなりけり。

◇　前方を流れる川は、初瀬川というのであった。

■　右近うこん、

◇　右近は、

玉鬘．３．９．２

■　「二本ふたもとの杉すぎS8のたちどを尋たづねずは

　　古川野辺ふるかはのべに君きみを見みましや1

　うれしき瀬せにもS9, 2」

◇　「二本の杉の立っている長谷寺に参詣しなかったなら

古い川の近くで姫君にお逢いできたでしょうか

『嬉しき逢瀬です』」


S8 初瀬川古川野辺に二本ある杉年を経てまたも逢ひ見む二本ある杉（古今集雑体-一〇〇九　読人しらず）

S9 祈りつつ頼みぞ渡る初瀬川うれしき瀬にも流れ逢ふやと（古今六帖三-一五七〇）

1 【二本の杉のたちどを尋ねずは古川野辺に君を見ましや】右近の玉鬘への贈歌。「初瀬川古川の辺に二本ある杉年を経てまたもあひ見む二本ある杉」（古今集雑体歌、旋頭歌、一〇〇九、読人しらず）を踏まえる。

2 【うれしき瀬にも】歌に添えた詞。「祈りつつ頼みぞわたる初瀬川うれしき瀬にも流れ合ふやと」（古今六帖、川、藤原兼輔）を引歌とする。


玉鬘．３．９．３

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

玉鬘．３．９．４

■　「初瀬川はつせがははやくのことは知しらねども

今日けふの逢あふ瀬せに身みさへ流ながれぬ1」

◇　「昔のことは知りませんが、今日お逢いできた

嬉し涙でこの身まで流れてしまいそうです」


1 【初瀬川はやくのことは知らねども今日の逢ふ瀬に身さへ流れぬ】玉鬘の返歌。右近の引歌二首の「初瀬川」「流れ」及び「古川」「見ましや」の語句を受けて「初瀬川」「逢瀬」「流れ（泣かれ）」と返す。「早い」に流れの速さと時間の早い時期すなわち昔の意、「流れ」と「泣かれ」を掛ける。「瀬」「流れ」は「川」の縁語。玉鬘の教養をうかがわせる技巧的な和歌である。『完訳』は「右近の用いた二首の引歌を了解しえた応じ方に注意。玉鬘の和歌への精通を証す」と注す。


玉鬘．３．９．５

■　と、うち泣なきておはするさま、いとめやすし。

◇　とお詠みになって、泣いていらっしゃる様子、とても好感がもてる。

■　「容貌かたちはいとかく1めでたくきよげながら、田舎ゐなかび、こちこちしうおはせましかば2、いかに玉たまの瑕きずならまし。

◇　「ご器量はとてもこのように素晴らしく美しくいらしても、田舎人めいて、ごつごつしていらっしゃったら、どんなにか玉の瑕になったことであろうに。

■　いで、あはれ、いかでかく生おひ出いでたまひけむ」

◇　いやもう、立派に、どうしてこのようにご成長されたのであろう」

■　と、おとどをうれしく思おもふ。

◇　と、乳母殿に感謝する。


1 【容貌はいとかく】以下「いかでかく生ひ出でたまひにけむ」まで、右近の心中。

2 【おはせましかば】「ましかば」--「まし」反実仮想の構文。


玉鬘．３．９．６

■　母君はは、ただいと若わかやかにおほどかにて、やはやはとぞ、たをやぎたまへりし1。

◇　母君は、ただたいそう若々しくおっとりしていて、なよなよと、しなやかでいらした。

■　これは気高けだかく、もてなしなど恥はづかしげに、よしめきたまへり2。

◇　この姫君は気品が高く、動作などもこちらが恥ずかしくなるくらいに、優雅でいらっしゃる。

■　筑紫つくしを心こころにくく思おもひなすに、皆みな、見みし人ひとは里さとびにたるに、心得こころえがたくなむ。

◇　筑紫の地を奥ゆかしく思ってみるが、皆、他の人々は田舎人めいてしまったのも、合点が行かない。


1 【母君はただいと若やかにおほどかにてやはやはとぞたをやぎたまへりし】夕顔の姿態と性格をいう。

2 【これは気高くもてなしなど恥づかしげによしめきたまへり】玉鬘の態度と性格をいう。


玉鬘．３．９．７

■　暮くるれば、御堂みだうに上のぼりて、またの日ひも行おこなひ暮くらしたまふ。

◇　日が暮れたので、御堂に上って、翌日も同じように勤行してお過ごしになる。

■　秋風あきかぜ、谷たにより遥はるかに吹ふきのぼりて、いと肌寒はださむきに、ものいとあはれなる心こころどもにはP11、よろづ思おもひ続つづけられて、人並々ひとなみなみならむことも1ありがたきことと思おもひ沈しづみつるを、この人ひとの物語ものがたりの2ついでに、父大臣ちちおとどの御おほむありさま、腹々はらばらの何なにともあるまじき御子みこども、皆みなものめかしなしたてたまふを聞きけば、かかる下草3頼したくさたのもしくぞ思おぼしなりぬる4。

◇　秋風が、谷から遥かに吹き上がってきて、とても肌寒く感じられる上に、感慨無量の人々にとっては、それからそれへと連想されて、人並みになるようなことも難しいことと沈みこんでいたが、この右近の話の中に、父内大臣のご様子、他のたいしたことのない方々が生んだご子息たちも、皆一人前になさっていることを聞くと、このような日陰者も頼もしく、お思いになるのであった。


P11 心どもには--心も（も/＄）と（と/+も）には

1 【人並々ならむことも】主語は玉鬘。

2 【この人の物語の】右近の話をさす。

3 【下草】玉鬘を譬喩。

4 【頼もしくぞ思しなりぬる】主語は玉鬘。敬語表現に注意。


玉鬘．３．９．８

■　出いづとても、かたみに宿やどる所ところも問とひ交かはして、もしまた追おひ惑まどはしたらむ時ときと、危あやふく思おもひけり。

◇　出る時にも、互いに住所を聞き交わして、もしも再び姫君の行く方が分からなくなってしまってはと、心配に思うのであった。

■　右近うこんが家いへは、六条ろくでうの院近ゐんちかきわたりなりければ、ほど遠とほからで、言いひ交かはすもたつき出いで来きぬる心地ここちしけり。

◇　右近の家は、六条院の近辺だったので、程遠くないので、話し合うにも便宜ができた心地がしたのであった。

第四章　光る源氏の物語　玉鬘を養女とする物語

第一段　右近、六条院に帰参する

玉鬘．４．１．１

■　右近うこんは、大殿おほとのに参まゐりぬ。

◇　右近は、大殿に参上した。

■　このことをかすめ聞きこゆるついでもやとて、急いそぐなりけり。

◇　このことをちらっとお耳に入れる機会もあろうかと思って、急ぐのであった。

■　御門引みかどひき入いるるより、けはひことに広々ひろびろとして2、まかで参まゐりする車多くるまおほくまよふ。

◇　ご門を入るや、感じが格別に広々として、退出や参上する車が多く行き来している。

■　数かずならで立たち出いづるも、まばゆき心地ここちする玉たまの台うてななり。

◇　一人前でもない者が出入りするのも、気のひける思いがする玉の御殿である。

■　その夜よは御前おまへにも参まゐらで3、思おもひ臥ふしたり。

◇　その夜は御前にも参上しないで、思案しながら寝た。


1? 【大殿へ】六条院をさす。

2 【御門引き入るるよりけはひことに広々として】六条院の門内の様子。『集成』は「格別立派な様子で」。『完訳』は「二条院と比べ「広々」。六条院転居まもない時期とみられる叙述。少女巻末と時期的に重なろう」と注す。

3 【御前にも参らで】紫の上のもとへ。


玉鬘．４．１．２

■　またの日ひ、昨夜里よべさとより参まゐれる上臈じゃうらふ、若人わかうどどものなかに、取とり分わきて右近うこんを召めし出いづれば1、おもだたしくおぼゆ。

◇　翌日、昨夜里から参上した身分の高い女房、若い女房たちの中で、特別に右近をお召しになったので、晴れがましい気がする。

■　大臣おとども御覧ごらんじて、

◇　大臣も御覧になって、


1 【右近を召し出づれば】紫の上が。


玉鬘．４．１．３

■　「などか、里居さとゐは久ひさしくしつるぞ1。

◇　「どうして、里住みを長くしていたのだ。

■　例れいならず、やまめ人びとの2、引ひき違たがへ、こまがへる3やうもありかし。

◇　めずらしく寡婦が、うって変わって、若変ったようなことでもしたのでしょうか。

■　をかしきことなどありつらむかし」

◇　きっとおもしろいことがあったのでしょう」


1 【などか里居は久しくしつるぞ】大島本は「しつるそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しつる」とし「そ」を削除する。以下「などありつらむ」まで、源氏の詞。

2 【例ならずやまめ人の】『集成』『新大系』は「例ならず、やまめ人の」と整定する。『古典セレクション』は「例ならずや。まめ人の」と整定する。「やまめ人」は「やもめ人」、寡婦の意。

3 【こまがへる】若返る意。右近四十歳くらい。


玉鬘．４．１．４

■　など、例れいの、むつかしう、戯たはぶれ事ごとなどのたまふ。

◇　などと、例によって、返事に困るような、冗談をおっしゃる。

玉鬘．４．１．５

■　「まかでて、七日なぬかに1過すぎはべりぬれど、をかしきことははべりがたくなむ。

◇　「お暇をいただいて、七日以上過ぎましたが、おもしろいことなどめったにございません。

■　山踏やまぶみしはべりて、あはれなる人ひとを2なむ見みたまへつけたりし」

◇　山路歩きしまして、懐かしい人にお逢いいたしました」


1 【まかでて七日に】以下「見たまへつけたりし」まで、右近の詞。

2 【あはれなる人を】『集成』は「可憐なお人を」。『完訳』は「お懐かしい人を」と訳す。


玉鬘．４．１．６

■　「何人なにびとぞ1」

◇　「どのような人か」


1 【何人ぞ】源氏の詞。


玉鬘．４．１．７

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

■　「ふと聞きこえ出いでむも1、まだ上うへに聞きかせたてまつらで、取とり分わき申まうしたらむを、のちに聞ききたまうては、隔へだてきこえけりとや思おぼさむ」

◇　「ここで申し上げるのも、まだ主人にお聞かせ申さないで、特別に申し上げるようなのを、後でお聞きになったら、自分が隠しごとを申したとお思いになるのではないかしら」

■　など、思おもひ乱みだれて、

◇　などと、思い悩んで、


1 【ふと聞こえ出でむも】以下「思さむ」まで、右近の心中。


玉鬘．４．１．８

■　「今聞いまきこえさせはべらむ1」

◇　「そのうちにお話申し上げましょう」


1 【今聞こえさせはべらむ】右近の詞。源氏に対する敬語表現。


玉鬘．４．１．９

■　とて、人ひとびと参まゐれば、聞きこえさしつ。

◇　と言って、女房たちが参上したので、中断した。

玉鬘．４．１．１０

■　大殿油おほとなぶらなど参まゐりて、うちとけ並ならびおはします御おほむありさまども、いと見みるかひ多おほかり。

◇　大殿油などを点灯して、うちとけて並んでいらっしゃるご様子、たいそう見ごたえがあった。

■　女君をむなぎみは、二十七八にじふしちはちにはなりたまひぬらむかし1、盛さかりにきよらにねびまさりたまへり。

◇　女君は、二十七、八歳におなりになったであろう、今を盛りといよいよ美しく成人されていらっしゃる。

■　すこしほど経へて見みたてまつるは、

◇　少し日をおいて拝見すると、

■　「また、このほどに2こそ、にほひ加くははりたまひにけれ」

◇　「また、この間にも美しさがお加わりになった」

■　と見みえたまふ。

◇　とお見えになる。


1 【女君は二十七八にはなりたまひぬらむかし】紫の上の年齢、二十七八歳。語り手の挿入句的説明。

2 【またこのほどに】以下「加はりたまひにけれ」まで、右近の目を通して見た感想。


玉鬘．４．１．１１

■　かの人ひとを1いとめでたし、劣おとらじと見みたてまつりしかど、思おもひなしにや、なほこよなきに2、

◇　あの姫君をとても素晴らしい、この女君に負けないくらいだと拝見したが、思いなしか、やはりこの女君はこの上ないので、

■　「幸さいはひのなきとあるとは、隔へだてあるべきわざかな」

◇　「運のある方とない方とでは、違いがあるものだわ」

■　と見合みあはせらる。

◇　と自然と比較される。


1 【かの人を】以下「あるべきわざかな」まで、右近の心中。「かの人」は玉鬘をさす。

2 【なほこよなきに】紫の上の美質をいう。


第二段　右近、源氏に玉鬘との邂逅を語る

玉鬘．４．２．１

■　大殿籠おほとのごもるとて、右近うこんを御脚参みあしまゐりに召めす。

◇　お寝みになろうとして、右近をお足さすらせに召す。

玉鬘．４．２．２

■　「若わかき人ひとは1、苦くるしとてむつかるめり。

◇　「若い女房は、疲れると言って嫌がるようです。

■　なほ年経としへぬるどちこそ、心交こころかはして睦むつびよかりけれ」

◇　やはりお互いに年配どうしは、気が合ってうまくいきますね」


1 【若き人は】以下「睦びよかりけれ」まで、源氏の詞。


玉鬘．４．２．３

■　とのたまへば、人ひとびと忍しのびて笑わらふ。

◇　とおっしゃると、女房たちはひそひそと笑う。

玉鬘．４．２．４

■　「さりや1。

◇　「そうですわ。

■　誰たれか、その使つかひならいたまはむをば、むつからむ」

◇　誰が、そのようにお使い慣らされるのを、嫌がりましょう」

■　「うるさき戯たはぶれ事言ごといひかかりたまふを、わづらはしきに」

◇　「やっかいなご冗談をお言いかけなさるのが、煩わしいので」


1 【さりや】以下「わづらはしきに」まで、女房の詞。


玉鬘．４．２．５

■　など言いひあへり。

◇　などと互いに言う。

玉鬘．４．２．６

■　「上うへも1、年経としへぬるどちうちとけ過すぎ2、はた、むつかりたまはむとや。

◇　「紫の上も、年とった者どうしが仲よくし過ぎると、それはやはり、ご機嫌を悪くされるだろうと思うよ。

■　さるまじき心こころと見みねば、危あやふし」

◇　そのようなこともなさそうなお心とは見えないから、危険なものです」


1 【上も】以下「危ふし」まで、源氏の詞。

2 【うちとけ過ぎ】大島本は「うちとけすき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うちとけ過ぎば」とし「ば」を補訂する。


玉鬘．４．２．７

■　など、右近うこんに語かたらひて笑わらひたまふ1。

◇　などと、右近に話してお笑いになる。

■　いと愛敬あいぎゃうづき、をかしきけさへ添そひたまへり。

◇　たいそう愛嬌があって、冗談をおっしゃるところまでがお加わりになっていらっしゃる。


1 【右近に語らひて笑ひたまふ】『集成』は「ひそひそおっしゃって」。『完訳』は「右近をお相手にお笑いになる」と訳す。


玉鬘．４．２．８

■　今いまは朝廷おほやけに仕つかへ、忙いそがしき御おほむありさまにもあらぬ御身おほむみにて、世よの中なかのどやかに思おぼさるるままに、ただはかなき御戯おほむたはぶれ事ごとをのたまひ、をかしく人ひとの心こころを見みたまふあまりに、かかる古人1ふるびとをさへぞ戯たはぶれたまふ。

◇　今では朝廷にお仕えし、忙しいご様子でもないお身体なので、世の中の事に対してものんびりとしたお気持ちのままに、ただとりとめもないご冗談をおっしゃって、おもしろく女房たちの気持ちをお試しになるあまりに、このような古女房をまでおからかいになる。


1 【かかる古人】右近をさす。


玉鬘．４．２．９

■　「かの尋たづね出いでたりけむや1、何なにざまの人ひとぞ。

◇　「あの捜し出した人というのは、どのような人か。

■　尊たふとき修行者語すぎゃうざかたらひて、率ゐて来きたるか」

◇　尊い修行者と親しくして、連れて来たのか」


1 【かの尋ね出でたりけむや】以下「率て来たるか」まで、源氏の詞。


玉鬘．４．２．１０

■　と問とひたまへば、

◇　とお尋ねになると、

玉鬘．４．２．１１

■　「あな、見苦みぐるしや1。

◇　「まあ、人聞きの悪いことを。

■　はかなく消きえたまひにし夕顔ゆふがほの露つゆの御おほむゆかりをなむ、見みたまへつけたりし」

◇　はかなくお亡くなりになった夕顔の露の縁のある人を、お見つけ申したのです」


1 【あな見苦しや】以下「見たまへつけたりし」まで、右近の詞。「たまへ」謙譲の補助動詞。


玉鬘．４．２．１２

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

玉鬘．４．２．１３

■　「げに、あはれなりけることかな1。

◇　「ほんとうに、思いもかけないことであるなあ。

■　年としごろはいづくにか」

◇　長い年月どこにいたのか」


1 【げにあはれなりけることかな】以下「いづこにかは」まで、源氏の詞。


玉鬘．４．２．１４

■　とのたまへば、ありのままには聞きこえにくくて、

◇　とお尋ねになるので、真実そのままには申し上げにくいので、

玉鬘．４．２．１５

■　「あやしき山里やまざとになむ1。昔人むかしびともかたへは変かはらではべりければ、その世よの物語ものがたりし出いではべりて、堪たへがたく思おもひたまへりし」

◇　「辺鄙な山里に、昔の女房も幾人かは変わらずに仕えておりましたので、その当時の話を致しまして、たまらない思いが致しました」


1 【あやしき山里になむ】以下「堪へがたく思ひたまへられし」まで、右近の詞。係助詞「なむ」の下文には「おはしましける」などの語句が省略されている。


玉鬘．４．２．１６

■　など聞きこえゐたり。

◇　などとお答え申した。

玉鬘．４．２．１７

■　「よし、心知こころしりたまはぬ御おほむあたりに1」

◇　「よし、事情をご存知でない方の前だから」


1 【よし心知りたまはぬ御あたりに】源氏の詞。敬語表現は紫の上に対する敬意。格助詞「に」は原因理由を表す。


玉鬘．４．２．１８

■　と、隠かくしきこえたまへば、上うへ、

◇　とお隠し申しなさると、紫の上は、

玉鬘．４．２．１９

■　「あな、わづらはし1。

◇　「まあ、やっかいなお話ですこと。

■　ねぶたきに、聞きき入いるべくもあらぬものを」

◇　眠たいので、耳に入るはずもありませんのに」


1 【あなわづらはし】以下「あらぬものを」まで、紫の上の詞。


玉鬘．４．２．２０

■　とて、御袖おほむそでして御耳塞おほむみみふたぎたまひつ。

◇　とおっしゃって、お袖で耳をお塞ぎになった。

玉鬘．４．２．２１

■　「容貌かたちなどは1、かの昔むかしの夕顔ゆふがほと劣おとらじや」

◇　「器量などは、あの昔の夕顔に劣らないだろうか」


1 【容貌などは】以下「劣らじや」まで、源氏の詞。「夕顔」という人物呼称は作品中の人物が命名し使用している呼称である。


玉鬘．４．２．２２

■　などのたまへば、

◇　などとおっしゃると、

玉鬘．４．２．２３

■　「かならずさしも1いかでかものしたまはむと思おもひたまへりしを2、こよなうこそ生おひまさりて見みえたまひしか」

◇　「きっと母君ほどでいらっしゃるまいと存じておりましたが、格別に優れてご成長なさってお見えになりました」


1 【かならずさしも】以下「見えたまひしか」まで、右近の詞。母夕顔の美しさと比較。

2 【思ひたまへりしを】右近の謙譲表現。


玉鬘．４．２．２４

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げるので、

玉鬘．４．２．２５

■　「をかしのことや1。

◇　「興味あることだ。

■　誰たればかりとおぼゆ。

◇　誰くらいに見えますか。

■　この君きみと」

◇　この紫の君とは」


1 【をかしのことや】以下「この君と」まで、源氏の詞。「この君」は紫の上をさす。


玉鬘．４．２．２６

■　とのたまへば1、

◇　とおっしゃると、


1 【とのたまへば】大島本は「のた給へは」とある。「た」は衍字であろう。


玉鬘．４．２．２７

■　「いかでか、さまでは1」

◇　「どうして、それほどまでは」


1 【いかでかさまでは】右近の詞。


玉鬘．４．２．２８

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げるので、

玉鬘．４．２．２９

■　「したり顔がほにこそ1思おもふべけれ。

◇　「得意になって思っているのだな。

■　我われに似にたらばしも、うしろやすしかし」

◇　わたしに似ていたら、安心だ」


1 【したり顔にこそ】以下「うしろやすしかし」まで、源氏の詞。


玉鬘．４．２．３０

■　と、親おやめきてのたまふ。

◇　と、実の親のようにおっしゃる。

第三段　源氏、玉鬘を六条院へ迎える

玉鬘．４．３．１

■　かく聞ききそめてのちは、召めし放はなちつつ1、

◇　このように聞き初めてから後は、幾度もお召しになっては、


1 【召し放ちつつ】源氏が右近を他の女房から離して召す。


玉鬘．４．３．２

■　「さらば、かの人1ひと、このわたりに渡わたいたてまつらむ。

◇　「それでは、その人を、ここにお迎え申そう。

■　年としごろ、もののついでごとに、口惜くちをしう惑まどはしつることを思おもひ出いでつるに、いとうれしく聞きき出いでながら、今いままでおぼつかなきも、かひなきことになむ。

◇　長年、何かの折ごとに、残念にも行く方がわからなくなったことを思い出していたが、とても嬉しく聞き出しながら、今まで会わないでいるのも、つまらなことだ。

■　父大臣ちちおとどには、何なにか知しられむ2。

◇　父の大臣には、どうして知らせる必要があろうか。

■　いとあまたもて騒さわがるめるが、数かずならで、今いまはじめ立たち交まじりたらむが、なかなかなることこそあらめ。

◇　たいそう大勢の子どもたちに大騷ぎしているようであるが、数ならぬ身で、今初めて仲間入りしたところで、かえってつらい思いをすることであろう。

■　我われは、かうさうざうしきに、おぼえぬ所ところより尋たづね出いだしたるとも言いはむかし。

◇　わたしは、このように子どもが少ないので、思いがけない所から捜し出したとでも言っておこうよ。

■　好すき者ものどもの心尽こころつくさするくさはひにて、いといたうもてなさむ」

◇　好色者たちに気をもませる種として、たいそう大切にお世話しよう」


1 【さらばかの人】以下「いたうもてなさむ」まで、源氏の詞。

2 【何か知られむ】反語表現。「れ」受身助動詞。


玉鬘．４．３．３

■　など語かたらひたまへば、かつがついとうれしく思おもひつつ、

◇　などとうまくおっしゃるので、一方では嬉しく思うものの、

玉鬘．４．３．４

■　「ただ御心みこころになむ1。

◇　「ただお心のままにどうぞ。

■　大臣おとどに知しらせたてまつらむとも、誰たれかは伝つたへほのめかしたまはむ2。

◇　父大臣にお知らせ申すとしても、どなたがお耳にお入れなさいましょう。

■　いたづらに過すぎものしたまひし代かはりには、ともかくも引ひき助たすけさせたまはむことこそは、罪軽つみかろませたまはめ」

◇　むなしくお亡くなりになった方の代わりに、何としてでもお助けあそばすことが、罪滅ぼしあそばすことになりましょう」


1 【ただ御心になむ】以下「罪軽ませたまはめ」まで、右近の詞。

2 【誰れかは伝へほのめかしたまはむ】反語表現。源氏をおいて他にいない、意。


玉鬘．４．３．５

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

玉鬘．４．３．６

■　「いたうもかこちなすかな1」

◇　「ひどく言いがかりをつけますね」


1 【いたうもかこちなすかな】源氏の詞。


玉鬘．４．３．７

■　と、ほほ笑ゑみながら、涙なみだぐみたまへり。

◇　と、苦笑いしながら、涙ぐんでいらっしゃる。

玉鬘．４．３．８

■　「あはれに、はかなかりける1契ちぎりとなむ、年としごろ思おもひわたる。

◇　「しみじみと、感慨深い関係であったと、長年思っていた。

■　かくて集つどへるP12方々かたがたのなかに2、かの折をりの心こころざしばかり思おもひとどむる人ひとなかりしを、命長いのちながくて、わが心長こころながさをも見みはべるたぐひ多おほかめるなかに、いふかひなくて、右近うこんばかりを形見かたみに見みるは、口惜くちをしくなむ3。

◇　このように六条院に集っている方々の中に、あの時のように気持ちを惹かれる人はなかったが、長生きをして、自分の愛情の変わらなさを見ております人々が多くいる中で、言っても詮ないことになってしまい、右近だけを形見として見ているのは、残念なことだ。

■　思おもひ忘わするる時ときなきに、さてものしたまはば4、いとこそ本意ほいかなふ心地ここちすべけれ」

◇　忘れる時もないが、そのようにここにいらしてくれたら、たいそう長年の願いが叶う気持ちがするに違いない」


P12 集へる--つとへ（へ/+る）

1 【あはれにはかなかりける】以下「心地すべけれ」まで、源氏の詞。

2 【かくて集へる方々のなかに】大島本は「つとへ（へ＋る）」とある。すなわち「る」を補入する。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「集へたる」と校訂する。

3 【口惜しくなむ】係助詞「なむ」の下に「ある」などの語句が省略。

4 【さてものしたまはば】主語は玉鬘。


玉鬘．４．３．９

■　とて、御消息おほむせうそこたてまつれたまふ1。

◇　と言って、お手紙を差し上げなさる。

■　かの末摘花すゑつむはなの2いふかひなかりしを思おぼし出いづれば、さやうに沈しづみて生おひ出いでたらむ人ひとのありさまうしろめたくて、まづ、文ふみのけしきゆかしく思おぼさるるなりけり。

◇　あの末摘花の何とも言いようもなかったのをお思い出しになると、そのように落ちぶれた境遇で育ったような人の様子が不安になって、まずは、手紙の様子がどんなものかと思わずにはいらっしゃれないのであった。

■　ものまめやかに、あるべかしく書かきたまひて、端はしに、

◇　きまじめに、それにふさわしくお認めになって、端の方に、


1 【御消息たてまつれたまふ】大島本は「たてまつれ給」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「奉（たてまつ）りたまふ」と校訂する。

2 【かの末摘花の】地の文中での呼称。作者命名の人物呼称。


玉鬘．４．３．１０

■　「かく聞きこゆるを1、

知しらずとも尋たづねて知しらむ三島江みしまえに

生おふる三稜みくりの筋すぢはP13絶たえじを2」

◇　「このようにお便り申し上げますのを、

今はご存知なくともやがて聞けばおわかりになりましょう

三島江に生えている三稜のようにわたしとあなたは縁のある関係なのですから」


P13 筋は--すち（ち/+は）

1 【かく聞こゆるを】源氏の手紙の端書。

2 【知らずとも尋ねて知らむ三島江に生ふる三稜の筋は絶えじを】源氏から玉鬘への贈歌。「三島江」は歌枕。「三島江に生ふる三稜の」は「筋」に係る序詞。


玉鬘．４．３．１１

■　となむありける。

◇　とあったのであった。

■　御文おほむふみ、みづからまかでて1、のたまふさま2など聞きこゆ。

◇　お手紙は、右近みずから持参して、おっしゃる様子などを申し上げる。

■　御装束おほむさうぞく、人ひとびとの料れうなどさまざまあり。

◇　ご装束、女房たちの物などいろいろとある。

■　上うへにも語かたらひきこえたまへるなるべし3、御匣殿みくしげどのなどにも、設まうけの物召ものめし集あつめて、色いろあひ、しざまなど、ことなるをと、選えらせたまへれば、田舎ゐなかびたる目めどもには、まして珍めづらしきまでなむ思おもひける。

◇　紫の上にもご相談申し上げられたのであろう、御匣殿などでも、用意してある品物を取り集めて、色あいや、出来具合などのよい物をと、選ばせなさったので、田舎じみた人々の目には、ひとしお目を見張るほどに思ったのであった。


1 【御文みづからまかでて】右近自身がの意。

2 【のたまふさま】主語は源氏。源氏からの伝言を玉鬘に伝える。

3 【上にも語らひきこえたまへるなるべし】語り手の推測を挿入。


第四段　玉鬘、源氏に和歌を返す

玉鬘．４．４．１

■　正身さうじみは1、

　「ただかことばかりにても2、まことの親おやの御おほむけはひならばこそうれしからめ3、いかでか知しらぬ人ひとの御おほむあたりには交まじらはむ」

　と、おもむけて4、苦くるしげに思おぼしたれど、あるべきさまを、右近聞うこんきこえ知しらせ、人ひとびとも5、

◇　ご本人は、

「ほんの申し訳程度でも、実の親のお気持ちならば、どんなにか嬉しいであろう。どうして知らない方の所に出て行けよう」

と、ほのめかして、苦しそうに悩んでいたが、とるべき態度を、右近が申し上げ教え、女房たちも、


1 【正身は】玉鬘をさす。

2 【ただかことばかりにても】以下「交じらはむ」まで、玉鬘の心中。

3 【こそうれしからめ】係結び、逆接用法。

4 【おもむけて】『集成』は「お思いで。「おもむけ」は、相手をこちらの方に向けさせる意で、ここは、自分の意向を示す、もらすというほどの意」。『完訳』は「というお気持なので」と注す。

5 【人びとも】乳母をはじめ女房たちをさす。


玉鬘．４．４．２

■　「おのづから1、さて人ひとだちたまひなば、大臣おとどの君きみも尋たづね知しりきこえたまひなむ。

◇　「自然と、そのようにしてあちらで一人前の姫君となられたら、大臣の君もお聞きつけになられるでしょう。

■　親子おやこの御契おほむちぎりは、絶たえて止やまぬものなり」

◇　親子のご縁は、けっして切れるものではありません」

■　「右近うこんが、数かずにもはべらず、いかでか御覧ごらんじつけられむと思おもひたまへしだに2、仏神ほとけかみの御導おほむみちびきはべらざりけりや。

◇　「右近が、物の数ではございませんが、ぜひともお目にかかりたいと念じておりましたのさえ、仏神のお導きがございませんでしたか。

■　まして、誰たれも誰たれも3たひらかにだにおはしまさば」

◇　まして、どなたもどなたも無事でさえいらしたら」


1 【おのづから】以下「おはしまさば」まで、乳母たちの詞。

2 【いかでか御覧じつけられむと思ひたまへしだに】『集成』は「どうぞして姫のお目に止りますようにと思っておりましたのさえ」。『完訳』は「どうぞして姫君にお目にかかれますようにと願っておりましたのでさえ」と訳す。

3 【誰れも誰れも】内大臣と玉鬘をさす。


玉鬘．４．４．３

■　と、皆聞みなきこえ慰なぐさむ。

◇　と、皆がお慰め申し上げる。

■　「まづ御返おほむかへりを1」

◇　「まずは、お返事を」

■　と、責せめて書かかせたてまつる。

◇　と、無理にお書かせ申し上げる。

■　「いとこよなく田舎ゐなかびたらむものを2」

◇　「とてもひどく田舎じみているだろう」

■　と恥はづかしく思おぼいたり。

◇　と恥ずかしくお思いであった。

■　唐からの紙かみのいと香かうばしきを取とり出いでて、書かかせたてまつる。

◇　唐の紙でたいそうよい香りのを取り出して、お書かせ申し上げる。


1 【まづ御返りを】乳母たちの詞。

2 【いとこよなく田舎びたらむものを】玉鬘の心中。


玉鬘．４．４．４

■　「数かずならぬ三稜みくりや何なにの筋すぢなれば

憂うきにしもかく根ねをとどめけむ1」

◇　「物の数でもないこの身はどうして

三稜のようにこの世に生まれて来たのでしょう」


1 【数ならぬ三稜や何の筋なれば憂きにしもかく根をとどめけむ】玉鬘の返歌。「三稜」「筋」の語句を受けて返す。「三稜」に「身」、「憂き」に「泥（うき）」を掛ける。「三稜」と「泥」は縁語。玉鬘の教養をうかがわせる返歌。


玉鬘．４．４．５

■　とのみ、ほのかなり。

◇　とだけ、墨付き薄く書いてある。

■　手ては、はかなだち1、よろぼはしけれど、あてはかにて口惜くちをしからねば、御心落みこころおちゐにけり。

◇　筆跡は、かぼそげにたどたどしいが、上品で見苦しくないので、ご安心なさった。


1 【手ははかなだち】大島本は「はかなたち」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「はかなだちて」とし「て」を補訂する。


玉鬘．４．４．６

■　住すみたまふべき御おほむかた御覧ごらんずるに、

◇　お住まいになるべき部屋をお考えになると、

■　「南みなみの町まちには1、いたづらなる対たいどもなどP14なし2。

◇　「南の町には、空いている対の屋などはない。

■　勢いきほひことに住すみ満みちたまへれば、顕証けせうに人ひとしげくもあるべし。

◇　威勢も特別でいっぱいに使っていらっしゃるので、目立つし人目も多いことだろう。

■　中宮ちゅうぐうおはしますP15,3町まちは、かやうの人ひとも住すみぬべく、のどやかなれど、さてさぶらふ人ひとの列つらにや聞ききなさむ4」

◇　中宮のいらっしゃる町は、このような人が住むのに適してのんびりしているが、そうするとそこにお仕えする女房と同じように思われるだろう」

■　と思おぼして、

◇　とお考えになって、

■　「すこし埋むもれたれど5、丑寅うしとらの町まちの西にしの対たい、文殿ふどのにてあるを、異方ことかたへ移うつして」

◇　「少し埋もれた感じだが、丑寅の町の西の対が、文殿になっているのを、他の場所に移して」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。

■　「あひ住ずみにも6、忍しのびやかに心こころよくものしたまふ御方おほむかたなれば、うち語かたらひてもありなむ」

◇　「一緒に住むことになっても、慎ましく気立てのよいお方だから、話相手になってよいだろう」

■　と思おぼしおきつ。

◇　とお決めになった。


P14 など--なとゝ（ゝ/＃）

P15 おはします--おはし（し/+ます）

1 【南の町には】以下「聞きなさむ」まで、源氏の心中。

2 【対どもなどなし】大島本は「たいともなと△（△＃）なし」とある。すなわち「と」の次の文字（判読不明）を抹消する。『新大系』は底本の抹消に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「対どもなどもなし」とし「も」を補訂する。

3 【中宮おはします】大島本は「中宮」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「中宮の」とし「の」を補訂する。

4 【さてさぶらふ人の列にや聞きなさむ】大島本は「聞なさむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「聞きなされむ」とし受身助動詞「れ」を補訂する。

5 【すこし埋れたれど】以下「異方に移して」まで、源氏の心中。

6 【あひ住みにも】以下「語らひてもありなむ」まで、源氏の心中。


第五段　源氏、紫の上に夕顔について語る

玉鬘．４．５．１

■　上うへにも、今いまぞ、かのありし昔むかしの世よの物語聞ものがたりきこえ出いでたまひける。

◇　紫の上にも、今初めて、あの昔の話をお話し申し上げたのであった。

■　かく御心みこころに籠こめたまふことありけるを、恨うらみきこえたまふ。

◇　このようお心に秘めていらしたことがあったのを、お恨み申し上げなさる。

玉鬘．４．５．２

■　「わりなしや1。

◇　「困ったことですね。

■　世よにある人ひとの上うへとてや2、問とはず語がたりは聞きこえ出いでむ。

◇　生きている人の身の上でも、問わず語りは申したりしましょうか。

■　かかるついでに隔へだてぬこそは、人ひとにはことには3思おもひきこゆれ」

◇　このような時に、隠さず申し上げるのは、他の人以上にあなたを愛しているからです」


1 【わりなしや】以下「思ひきこゆるなれ」まで、源氏の詞。『集成』は「もう死んでしまった人のことを、聞かれもしないのにお話しすることがありましょうか。（亡き人のことを）世にある人のことのように--の意」。『完訳』は「生きている人のことだって、尋ねられもせぬのにこちらから進んで話をきり出すことがありましょうか」と訳す。

2 【人の上とてや】係助詞「や」反語表現。亡くなってしまた人のことだから話すのだ、の意。

3 【人にはことには】大島本は「ことにハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことに」とし「は」を削除する。


玉鬘．４．５．３

■　とて、いとあはれげに思おぼし出いでたり。

◇　と言って、とてもしみじみとお思い出しになっていた。

玉鬘．４．５．４

■　「人ひとの上うへにても2あまた見みしに、いと思おもはぬなかも、女をむなといふものの心深こころふかきをあまた見聞みききしかば、さらに好すき好ずきしき心こころはつかはじとなむ思おもひしを、おのづからさるまじきをもあまた見みしなかに3、あはれとひたぶるにらうたきかたは、またたぐひなくなむ思おもひ出いでらるる。

◇　「他人の身の上として大勢見て来たが、ほれほどにも思わなかった中でも、女性というものの愛執の深さを多数見たり聞いたりしてきましたので、少しも浮気心はつかうまいと思っていたが、いつの間にかそうあってはならなかった女を多数相手にした中で、しみじみとひたすらかわいらしく思えた方では、他に例がなく思い出されます。

■　世よにあらましかば、北きたの町まちにものする人ひとの列なみには4、などか見みざらまし5。

◇　生きていたならば、北の町におられる人と同じくらいには、世話しないことはなかったでしょう。

■　人ひとのありさま、とりどりになむありける。

◇　人の有様は、いろいろですね。

■　かどかどしう、をかしき筋すぢなどはおくれたりしかども、あてはかにらうたくもありしかな」

◇　才気があり趣味の深い点では劣っていたが、上品でかわいらしかったなあ」


1? 【思ひきこゆなれ】「なれ」は断定の助動詞。

2 【人の上にても】以下「ありしかな」まで、源氏の詞。

3 【おのづからさるまじきをもあまた見しなかに】『集成』は「ついかかわり合ってはならぬ人とも数多く付き合ったなかで」。『完訳』は「ついそうばかりもならぬ女と数多くかかわりあうことになりましたが、そのなかで」と訳す。

4 【北の町にものする人の列には】明石の御方が六条院に移転するのは十月（乙女）、この話の九月にはまだ移転していないはず。矛盾がある。

5 【などか見ざらまし】反語表現。


玉鬘．４．５．５

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

玉鬘．４．５．６

■　「さりとも、明石あかしの列なみには、立たち並ならべたまはざらまし1」

◇　「そうは言っても、明石の方と同じようには、お扱いなさらないでしょう」


1 【さりとも明石の列には立ち並べたまはざらまし】紫の上の詞。「明石」「波」「立ち」は和歌の縁語。


玉鬘．４．５．７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　なほ北きたの御殿おとどをば、めざましと心置こころおきたまへり1。

◇　やはり、北の殿の御方を、気にさわる者とお思いであった。

■　姫君ひめぎみの、いとうつくしげにて、何心なにごころもなく2聞ききたまふが、らうたければ、また、

◇　姫君が、とてもかわいらしげに何心もなく聞いていらっしゃるのが、いじらしいので、また一方では、

■　「ことわりぞかし」

◇　「もっともなことだわ」

■　と思おぼし返かへさる。

◇　と思い返しなさる。


1 【なほ北の御殿をばめざましと心置きたまへり】紫の上は依然として明石の御方を許してないという設定で語られる。

2 【姫君のいとうつくしげにて何心もなく】明石姫君、七歳。


第六段　玉鬘、六条院に入る

玉鬘．４．６．１

■　かくいふは、九月ながつきのことなりけり1。

◇　こういう話は、九月のことなのであった。

■　渡わたりP16たまはむこと、すがすがしくもいかでかはあらむ2。

◇　お渡りになることは、どうしてすらすらと事が運ぼうか。

■　よろしき童女わらは、若人わかうどなど求もとめさす。

◇　適当な童女や、若い女房たちを探させる。

■　筑紫つくしにては、口惜くちをしからぬ人ひとびとも、京きゃうより散ちりぼひ来きたるなどを、たよりにつけて呼よび集あつめなどしてさぶらはせP17しも、にはかに惑まどひ出いでたまひし騷さわぎに、皆みなおくらしてければ、また人ひともなし。

◇　筑紫では、見苦しくない人々も、京から流れて下って来た人などを、縁故をたどって呼び集めなどして仕えさせていたのも、急に飛び出して上京なさった騒ぎに、皆を残して来たので、また他に女房もいない。

■　京きゃうはおのづから広ひろき所ところなれば、市女いちめなどやうのもの、いとよく求もとめつつ、率ゐて来くP18。

◇　京は自然と広い所なので、市女などのような者を、たいそううまく使っては探し出して、連れて来る。

■　その人ひとの御子みこなどは知しらせざりけり。

◇　誰それの姫君などとは知らせなかったのであった。


P16 渡り--（/+わたり）

P17 さぶらはせ--さふら（ら/+は〈朱〉）せ

P18 率て来--いて（て/+く）

1 【かくいふは九月のことなりけり】語り手の物語の時間進行についての説明的文章。なお、「乙女」巻の明石御方の六条院移転の記述と時間的齟齬がある。

2 【いかでかはあらむ】反語表現。語り手の口吻の感じられる文章。


玉鬘．４．６．２

■　右近うこんが里さとの五条ごでうに2、まづ忍しのびて渡わたしたてまつりて、人ひとびと選えりととのへ、装束さうぞくととのへなどして、十月かむなづきにぞ渡わたりたまふ。

◇　右近の実家の五条の家に、最初こっそりとお移し申し上げて、女房たちを選びすぐり、装束を調えたりして、十月に六条院にお移りになる。

■　大臣おとど、東ひむがしの御方おほむかたに聞きこえつけたてまつりたまふ3。

◇　大臣は、東の御方にお預け申し上げなさる。


1? 【にはかに惑ひ出でたまひし騒ぎに】筑紫出奔の騒動をいう。

2 【右近が里の五条に】『完訳』は「右近の五条の住いが昔からのそれであるなら、玉鬘や乳母の消息を知らなかったのは不自然。玉鬘はここに逗留し、転居を準備」と注す。

3 【東の御方に聞こえつけたてまつりたまふ】花散里に玉鬘を預ける。


玉鬘．４．６．３

■　「あはれと思おもひし人ひとの1、ものうじして、はかなき山里やまざとに隠かくれゐにけるを、幼をさなき人ひとのありしかば、年としごろも人知ひとしれず尋たづねはべりしかども、え聞きき出いででなむ、女をうなになるまでP19過すぎにけるを、おぼえぬかたよりなむ、聞ききつけたる時ときにだにとて、移うつろはしはべるなり」

◇　「いとしいと思っていた女が、気落ちして、たよりない山里に隠れ住んでいたのだが、幼い子がいたので、長年人に知らせず捜しておりましたが、聞き出すことが出来ませんで、年頃の女性になるまで過ぎてしまったが、思いがけない方面から、聞きつけた時には、せめてと思って、お引き取りするのでございます」

■　とて、

◇　と言って、

■　「母ははも亡なくなりにけり。

◇　「母も亡くなってしまったのです。

■　中将ちゅうじゃうを2聞きこえつけたるに、悪あしくやはある3。

◇　中将をお預け申し上げましたが、不都合ありませんね。

■　同おなじごと後見うしろみたまへ。

◇　同じようにお世話なさってください。

■　山賤やまがつめきて生おひ出いでたれば、鄙ひなびたること多おほからむ。

◇　山家育ちのように成長してきたので、田舎めいたことが多くございましょう。

■　さるべく、ことにふれて教をしへたまへ」

◇　しかるべく、機会にふれて教えてやってください」


P19 なるまで--なか（か/＄る）まて

1 【あはれと思ひし人の】以下「ことに触れて教へたまへ」まで、源氏の詞。花散里には実子のようにいう。

2 【中将を】夕霧をさす。中将昇進は初出。

3 【悪しくやはある】反語表現。『集成』は「夕霧のお世話をお願いしたのですが、結果は上々です。同じようにお世話ください」と注す。


玉鬘．４．６．４

■　と、いとこまやかに聞きこえたまふ。

◇　と、とても丁寧にお頼み申し上げなさる。

玉鬘．４．６．５

■　「げに、かかる人ひとの1おはしけるを、知しりきこえざりけるよ。

◇　「なるほど、そのような人がいらっしゃるのを、存じませんでしたわ。

■　姫君ひめぎみの一所ひとところものしたまふがさうざうしきに、よきことかな」

◇　姫君がお一人いらっしゃるのは寂しいので、よいことですわ」


1 【げにかかる人の】以下「よきことかな」まで、花散里の詞。


玉鬘．４．６．６

■　と、おいらかにのたまふ。

◇　と、おおようにおっしゃる。

玉鬘．４．６．７

■　「かの親おやなりし人ひとは1、心こころなむありがたきまでよかりし。

◇　「その母親だった人は、気立てがめったにいないまでによい人でした。

■　御心みこころもうしろやすく2思おもひきこゆれば」

◇　あなたの気立ても安心にお思い申しておりますので」


1 【かの親なりし人は】以下「思ひきこゆれば」まで、源氏の詞。

2 【御心もうしろやすく】「親なりし人」すなわち夕顔に対しては敬語表現を使用していない。ここで「御心」とあるのは対面している花散里に対する敬語表現。係助詞「も」は同類の意。あなたも同様にの意。


玉鬘．４．６．８

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

玉鬘．４．６．９

■　「つきづきしく1後うしろむ人ひとなども、こと多おほからで、つれづれにはべるを、うれしかるべきこと」

◇　「相応しくお世話している人などと言っても、面倒がかからず、暇でおりますので、嬉しいことですわ」


1 【つきづきしく】以下「うれしかるべきことになむ」まで、花散里の詞。夕霧への後見を謙遜していう。


玉鬘．４．６．１０

■　になむのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　殿とののうちの人ひとは、御女おほむむすめとも知しらで、

◇　殿の内の女房たちは、殿の姫君とも知らないで、

玉鬘．４．６．１１

■　「何人なにびと、また尋たづね出いでたまへるならむ2」

◇　「どのような女を、また捜し出して来られたのでしょう」

■　「むつかしき古者扱ふるものあつかひかな」

◇　「厄介な昔の女性をお集めになることですわ」


1? 【うれしかるべきことになむのたまふ】大島本は「なむの給」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なむとのたまふ」とし「と」を補訂する。

2 【何人また尋ね出でたまへるならむ】以下「古者扱ひかな」まで、女房たちの詞。『集成』は「源氏が昔の恋人でも引き取って世話するのだろうと臆測する体」と注す。


玉鬘．４．６．１２

■　と言いひけり。

◇　と言った。

■　御車三みくるまみつばかりして、人ひとの姿すがたどもなど、右近うこんあれば、田舎ゐなかびず仕立したてたり。

◇　お車を三台ほどで、お供の人々の姿などは、右近がいたので、田舎くさくないように仕立ててあった。

■　殿とのよりぞ、綾あや、何なにくれとたてまつれたまへる。

◇　殿から、綾や、何やかやかとお贈りなさっていた。

第七段　源氏、玉鬘に対面する

玉鬘．４．７．１

■　その夜よ、やがて大臣おとどの君渡きみわたりたまへり。

◇　その夜、さっそく大臣の君がお渡りになった。

■　昔むかし、光ひかる源氏げんじなどいふ御名おほむなは1、聞ききわたりたてまつりしかど、年としごろのうひうひしさに2、さしも思おもひきこえざりけるを、ほのかなる大殿油おほとなぶらに、御几帳みきちゃうのほころびよりはつかに見みたてまつる3、いとど恐おそろしくさへぞおぼゆるや4。

◇　その昔、光る源氏などといった評判は、始終お聞き知り申し上げていたが、長年都の生活に縁がなかったので、それほどともお思い申していなかったが、かすかな大殿油の光に、御几帳の隙間からわずかに拝見すると、ますます恐ろしいまでに思われるお美しさであるよ。

■　渡わたりたまふ方かたの戸とを、右近うこんかい放はなてば、

◇　お渡りになる方の戸を、右近が掛け金を外して開けると、


1 【光る源氏などいふ御名は】大島本は「御な」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「名」とし「御」を削除する。

2 【年ごろのうひうひしさに】長年都の生活には縁がなかったの意。

3 【はつかに見たてまつる】兵部が源氏の姿を。

4 【おぼゆるや】兵部の驚きと語り手のそれが一体化したような叙述。


玉鬘．４．７．２

■　「この戸口とぐちに入いるべき人ひとは、心こころことにこそ1」

◇　「この戸口から入れる人は、特別な気がしますね」


1 【この戸口に入るべき人は心ことにこそ】源氏の詞。『集成』は「恋人を迎え入れるような右近の戸の開け方に、冗談をいう」と注す。


玉鬘．４．７．３

■　と笑わらひたまひて、廂ひさしなる御座おましについゐたまひて、

◇　とお笑いになって、廂の間のご座所に膝をおつきになって、

玉鬘．４．７．４

■　「燈ひこそ、いと1懸想けさうびたる心地ここちすれ。

◇　「燈火は、とても懸想人めいた心地がするな。

■　親おやの顔かほはゆかしきものとこそ聞きけ。

◇　親の顔は見たいものと聞いている。

■　さも思おぼさぬか」

◇　そうお思いなさらないかね」


1 【燈こそいと】以下「さも思さぬか」まで、源氏の詞。「ほのかなる大殿油」とあったように、薄暗い明かりは、かえって恋人どうしの対面のようだという。


玉鬘．４．７．５

■　とて、几帳きちゃうすこし押おしやりたまふ。

◇　と言って、几帳を少し押しやりなさる。

■　わりなく恥はづかしければ、そばみておはする様体やうだいなど、いとめやすく見みゆれば、うれしくて、

◇　たまらなく恥ずかしいので、横を向いていらっしゃる姿態など、たいそう難なく見えるので、嬉しくて、

玉鬘．４．７．６

■　「今いますこし、光見ひかりみせむや。

◇　「もう少し、明るくしてくれませんか。

■　あまり心こころにくし1」

◇　あまりに奥ゆかしすぎる」


1 【今すこし光見せむやあまり心にくし】源氏の詞。『集成』は「これでは、もったいぶりすぎる」と注す。


玉鬘．４．７．７

■　とのたまへば、右近うこん、かかげてすこし寄よす。

◇　とおっしゃるので、右近が、燈芯をかき立てて少し近付ける。

玉鬘．４．７．８

■　「おもなの人ひとや1」

◇　「遠慮のない人だね」


1 【おもなの人や】源氏の詞。『集成』は「遠慮のない人だね。右近のこと。自分の顔がはっきり見えることを気にしていう」と注す。


玉鬘．４．７．９

■　とすこし笑わらひたまふ。

◇　と少しお笑いになる。

■　げにとおぼゆる御おほむまみの恥はづかしげさなり1。

◇　なるほど似ていると思われるお目もとの美しさである。

■　いささかも異人こと隔びととへだてあるさまにものたまひなさず、いみじく親おやめきて、

◇　少しも他人として隔て置くようにおっしゃらず、まことに実の親らしくして、


1 【げにとおぼゆる御まみの恥づかしげさなり】『集成』は「なるほどと思われるお目もとのご立派さだ。燈火にはっきり照らし出された源氏の容貌」。『完訳』は「いかにもあの女の面影を思い出さずにはいられないお目もとの、こちらが気おくれするほどのお美しさである」と注す。


玉鬘．４．７．１０

■　「年としごろ御行方おほむゆくへを知しらで1、心こころにかけぬ隙ひまなく嘆なげきはべるを、かうて見みたてまつるにつけても、夢ゆめの心地ここちして、過すぎにし方かたのことども取とり添そへ、忍しのびがたきに、えなむ聞きこえられざりける」

◇　「長年お行く方も知らないで、心から忘れる間もなく嘆いておりましたが、こうしてお目にかかれたにつけても、夢のような心地がして、過ぎ去った昔のことがいろいろと思い出されて、堪えがたくて、すらすらとお話もできないほどですね」


1 【年ごろ御行方を知らで】以下「聞こえられざりける」まで、源氏の詞。


玉鬘．４．７．１１

■　とて、御目おほむめおし拭のごひたまふ。

◇　と言って、お目をお拭いになる。

■　まことに悲かなしう思おぼし出いでらる。

◇　ほんとうに悲しく思い出さずにはいられない。

■　御年おほむとしのほど、数かぞへたまひて1、

◇　お年のほど、お数えになって、


1 【御年のほど数へたまひて】玉鬘、二十一歳。


玉鬘．４．７．１２

■　「親子おやこの仲なかの1、かく年経としへたるたぐひあらじものを。

◇　「親子の仲で、このように長年会わずに過ぎた例はあるまいものを。

■　契ちぎりつらくもありけるかな。

◇　宿縁のつらいことであったよ。

■　今いまは、ものうひうひしく、若わかびたまふべき御おほむほどにもあらじを、年としごろの御物語おほむものがたりなど2聞きこえまほしきに、などかおぼつかなくは3」

◇　今は、恥ずかしがって、子供っぽくなさるほどのお年でもあるまいから、長年のお話なども申し上げたいのだが、どうして何もおっしゃってくださらぬのか」


1 【親子の仲の】以下「おぼつかなくは」まで、源氏の詞。

2 【年ごろの御物語など】大島本は「なと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なども」とし「も」を補訂する。

3 【などかおぼつかなくは】『集成』は「どうして何もおっしゃらぬのか」。『完訳』は「なぜ打ち解けてくれないのか」と訳す。


玉鬘．４．７．１３

■　と恨うらみたまふに、聞きこえむこともなく、恥はづかしければ、

◇　とお恨みになると、申し上げることもなく、恥ずかしいので、

玉鬘．４．７．１４

■　「脚立あしたたず沈しづみS10そめ1はべりにけるのち、何なにごともあるかなきかになむ」

◇　「幼いころに流浪するようになってから後、何ごとも頼りなく過ごして来ました」


S10 かぞいろはいかにあはれと思ふらむ三年になりぬ脚立たずして（和漢朗詠下-六六　大江朝綱）

1 【脚立たず沈みそめ】以下「あるかなきかになむ」まで、玉鬘の返事。三歳で母に別れた玉鬘は「かぞいろはあはれと見ずや蛭の子は三年になりぬ足立たずして」（日本紀竟宴和歌、大江朝綱）の和歌を踏まえて応える。


玉鬘．４．７．１５

■　と、ほのかに聞きこえたまふ声こゑぞ、昔人むかしびとにいとよくおぼえて若わかびたりける。

◇　と、かすかに申し上げなさるお声が、亡くなった母にたいそうよく似て若々しい感じであった。

■　ほほ笑ゑみて、

◇　微笑して、

玉鬘．４．７．１６

■　「沈しづみたまひけるを1、あはれとも、今いまは、また誰たれかは」

◇　「苦労していらっしゃったのを、かわいそうにと、今は、わたしの他に誰が思いましょう」


1 【沈みたまひけるを】大島本は「しつミ給ける越」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「沈みたまへりけるを」と校訂する。以下「また誰れかは」まで、源氏の詞。


玉鬘．４．７．１７

■　とて、心こころばへいふかひなくはあらぬ御応おほむいらへと思おぼす。

◇　と言って、嗜みのほどは悪くはないとお思いになる。

■　右近うこんに、あるべきことのたまはせて、渡わたりたまひぬ。

◇　右近に、しかるべき事柄をお命じになって、出て行かれた。

第八段　源氏、玉鬘の人物に満足する

玉鬘．４．８．１

■　めやすくものしたまふを、うれしく思おぼして、上うへにも語かたりきこえたまふ。

◇　無難でいらっしゃったのを、嬉しくお思いになって、紫の上にもご相談申し上げなさる。

玉鬘．４．８．２

■　「さる山賤やまがつの1なかに年経としへたれば、いかにいとほしげならむとあなづりしを、かへりて心恥こころはづかしきまでなむ見みゆる。

◇　「ある田舎に長年住んでいたので、どんなにおかわいそうなと見くびっていたのでしたが、かえってこちらが恥ずかしくなるくらいに見えます。

■　かかる者ものありと、いかで人ひとに知しらせて、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやなどの、この籬まがきのうち好このましうしたまふ心乱こころみだりにしがな。

◇　このような姫君がいると、何とか世間の人々に知らせて、兵部卿宮などが、この邸の内に好意を寄せていらっしゃる心を騒がしてみたいものだ。

■　好すき者ものどもの、いとうるはしだちてのみ、このわたりに見みゆるも、かかる者もののくさはひのなきほどなり。

◇　風流人たちが、たいそうまじめな顔ばかりして、ここに見えるのも、こうした話の種になる女性がいないからである。

■　いたうもてなしてしがな。

◇　たいそう世話を焼いてみたいものだ。

■　なほうちあはぬ2人ひとのけしき見集みあつめむ」

◇　知っては平気ではいられない男たちの心を見てやろう」


1 【さる山賤の】以下「見集めむ」まで、源氏の詞。

2 【なほうちあはぬ】『集成』は「なほうちあらぬ」と校訂し「平気には見過せない男たちの様子を見てやろう。「なほあり」は、そのままでいる、ここは平気でいるというほどの意」。『完訳』は「なほうちあはぬ」のまま「すましていても、やはり本性を表す人々の姿を」と注す。


玉鬘．４．８．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

玉鬘．４．８．４

■　「あやしの人ひとの親おや1。

◇　「変な親ですこと。

■　まづ人ひとの心励こころはげまさむことを先さきに思おぼすよ。

◇　まっさきに人の心をそそるようなことをお考えになるとは。

■　けしからず」

◇　よくありませんよ」


1 【あやしの人の親や】以下「けしからず」まで、紫の上の詞。


玉鬘．４．８．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

玉鬘．４．８．６

■　「まことに君きみをこそ1、今いまの心こころならましかば、さやうにもてなして見みつべかりけれ。

◇　「ほんとうにあなたをこそ、今のような気持ちだったならば、そのように扱って見たかったのですがね。

■　いと無心むじんにしなしてしわざぞかし2」

◇　まったく心ない考えをしてしまったものだ」


1 【まことに君をこそ】以下「わざぞかし」まで、源氏の詞。

2 【いと無心にしなしてしわざぞかし】『集成』は「全く心ないやり方をしてしまったものです。しゃにむに妻としてわが物にしてしまった、という」。『完訳』は「平凡にも妻にしてしまった、の意。紫の上頌の気持もこもる」と注す。


玉鬘．４．８．７

■　とて、笑わらひたまふに、面赤おもてあかみておはする、いと若わかくをかしげなり。

◇　と言って、お笑いになると、顔を赤くしていらっしゃる、とても若く美しい様子である。

■　硯引すずりひき寄よせたまうて、手習てならひに、

◇　硯を引き寄せなさって、手習いに、

玉鬘．４．８．８

■　「恋こひわたる身みはそれなれど玉たまかづら

いかなる筋すぢを尋たづね来きつらむ

あはれ2」

◇　「ずっと恋い慕っていたわが身は同じであるが

その娘はどのような縁でここに来たのであろうか

ああ、奇縁だ」


1? 【恋ひわたる身はそれなれど玉かづらいかなる筋をたづね来つらむ】源氏の手習歌。「いづくとて尋ね来つらむ玉かづら我は昔の我ならなくに」（後撰集雑四、一二五三、源善朝臣）を踏まえる。「玉鬘」「筋」は縁語。

2 【あはれ】『完訳』は「母娘二代との因縁を思う」と注す。


玉鬘．４．８．９

■　と、やがて独ひとりごちたまへば、

◇　と、そのまま独り言をおっしゃっるので、

■　「げに、深ふかく思おぼしける人ひとの名残なごりなめり1」

◇　「なるほど、深くお愛しになった女の忘れ形見なのだろう」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1 【げに深く思しける人の名残なめり】紫の上の心中。


第九段　玉鬘の六条院生活始まる

玉鬘．４．９．１

■　中将ちうじゃうの君きみにも、

◇　中将の君にも、

玉鬘．４．９．２

■　「かかる人ひとを尋たづね出いでたるを、用意よういして睦むつび訪とぶらへ1」

◇　「このような人を尋ね出したので、気をつけて親しく訪れなさい」


1 【かかる人を尋ね出でたるを用意して睦び訪らへ】源氏の詞。


玉鬘．４．９．３

■　とのたまひければ、こなたに参まうでたまひて、

◇　とおっしゃったので、こちらに参上なさって、

玉鬘．４．９．４

■　「人数ひとかずならずとも1、かかる者ものさぶらふと、まづ召めし寄よすべくなむはべりける。

◇　「つまらない者ですが、このような弟もいると、まずはお召しになるべきでございましたよ。

■　御渡おほむわたりのほどにも、参まゐり仕つかうまつらざりけること」

◇　お引っ越しの時にも、参上してお手伝い致しませんでしたことが」


1 【人数ならずとも】以下「参り仕うまつらざりけること」まで、夕霧の詞。


玉鬘．４．９．５

■　と、いとまめまめしう聞きこえたまへば、かたはらいたきまで、心知こころしれる人1ひとは思おもふ。

◇　と、たいそう実直にお申し上げになるので、側で聞いているのもきまりが悪いくらいに、事情を知っている女房たちは思う。


1 【心知れる人】玉鬘が源氏の実子でないすなわち夕霧と姉弟ではないという事情をしっている女房。


玉鬘．４．９．６

■　心こころの限かぎり尽つくしたりし1御住おほむすまひなりしかど2、あさましう田舎ゐなかびたりしも、たとしへなくぞ思おもひ比くらべらるるや3。

◇　思う存分に数奇を凝らしたお住まいではあったが、あきれるくらい田舎びていたのが、何とも比べようもなく思われるよ。

■　御おほむしつらひよりはじめ、今いまめかしう気高けだかくて、親おや、はらからと睦むつびきこえたまふ御おほむさま、容貌かたちよりはじめ、目めもあやにおぼゆるに、今いまぞ、三条さむでうも大弐だいにをあなづらはしく思おもひける。

◇　お部屋のしつらいをはじめとして、当世風で上品で、親、姉弟として親しくお付き合いさせていただいていらっしゃるご様子、容貌をはじめ、目もくらむほどに思われるので、今になって、三条も大弍を軽々しく思うのであった。

■　まして、監げんが息いきざしけはひ、思おもひ出いづるもゆゆしきこと限かぎりなし。

◇　まして、大夫の監の鼻息や態度は、思い出すのも忌ま忌ましいことこの上ない。


1 【心の限り尽くしたりし】以下、乳母らの視点を通して語る叙述。

2 【御住まひなりしかど】過去助動詞「しか」に注意。かつて過ごした筑紫の館をさす。

3 【思ひ比べらるるや】「らるる」自発の助動詞。「や」詠嘆の終助詞。


玉鬘．４．９．７

■　豊後介ぶんごの心***ばへをありがたきものに君きみも思おぼし知しり2、右近うこんも思おもひ言いふ。

◇　豊後介の心根を立派なものだと姫君もご理解なさりになり、右近もそう思って口にする。

■　「おほぞうなるは、ことも怠おこたりぬべし3」

◇　「いい加減にしていたのでは不行き届きも生じるだろう」

■　とて、こなたの家司けいしども定さだめ、あるべきことどもおきてさせたまふ。

◇　と考えて、こちら方の家司たちを任命して、しかるべき事柄を決めさせなさる。

■　豊後介ぶんごのすけもなりぬ。

◇　豊後介も家司になった。

◆　 
ぶんご-の-すけ の こころばへ を ありがたき もの に きみ も おぼし しり、 うこん も おもひ いふ。 "おほぞう なる は、 こと も おこたり ぬ べし。" とて、 こなた の けいし-ども さだめ、 ある べき こと-ども おきて せ させ たまふ。 ぶんご-の-すけ も なり ぬ。


1? 【親はらからとて睦びきこえたまふ御さま】源氏や夕霧をさす。主語は玉鬘。

2 【君も思し知り】「君」は玉鬘。

3 【おほぞうなるはことも怠りぬべし】源氏の心中。『集成』は「いい加減にしておいては、十分に行き届かぬこともあろうということで」。『完訳』は「いいかげんなことでは姫君のお暮しに不行届きも生じようと」と訳す。


玉鬘．４．９．８

■　年としごろ田舎ゐなかび沈**みたりし心地ここちに、にはかに名残なごりもなく、いかでか、仮かりにても1立たち出いで見みるべきよすがなくおぼえし大殿おほとののうちを、朝夕あさゆふに出いで入いりならし、人ひとを従したがへ、事行ことおこなふ身みとなればP20, 2、いみじき面目めいぼくと思おもひけり。大臣おとどの君きみの御心みこころおきての、こまかにありがたうおはしますこと、いとかたじけなし。

◇　長年田舎に沈淪していた心地には、急にすっかり変わり、どうして、仮にも自分のような者が出入りできる縁さえないと思っていた大殿の内を、朝な夕なに出入りし、人を従えて、事務を行う身」となることができたのは、たいそう面目に思った。大臣の君のお心配りが、細かに行き届いて世にまたとないほどでいらっしゃることは、たいそうもったいない。

◆　 
としごろ ゐなかび たり し ここち に、 にはかに なごり も なく、 いかでか、 かり にて も たちいで みる べき よすが なく おぼえ し おほとの の うち を、 あさゆふ に いでいり ならし、 ひと を したがへ、 こと おこなふ み と なれ ば、 いみじき めいぼく と おもひ けり。 おとど-の-きみ の み-こころおきて の、 こまか に ありがたう おはします こと、 いと かたじけなし。


P20 なれば--なれる（る/＃）は

1 【いかでか仮にても】以下「いみじき面目」まで、豊後介の心中。『集成』は「「いかでか」の呼応は、「よすがなく」のところで消えている」。『完訳』は「「いかでか」は「--見るべき」にかかるか」と注す。

2 【事行なふ身となれば】大島本は「身となれ△（△＃）は」とある。すなわち「れ」の次の文字（判読不明）を抹消する。『新大系』は底本の抹消に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なれるは」とし「る」を補訂する。


第五章　光る源氏の物語　末摘花の物語と和歌論

第一段　歳末の衣配り

玉鬘．５．１．１

■　年としの暮くれに、御おほむしつらひのこと、人ひとびとの装束さうぞくなど、やむごとなき御列おほむつらに思おぼしおきてたる、

◇　年の暮に、お飾りのことや、女房たちの装束などを、高貴な夫人方と同じようにお考えおいたが、

■　「かかりとも、田舎ゐなかびたることや1」

◇　「器量はこうでも、田舎めいている点もありはしないか」

■　と、山賤やまがつの方かたにあなづり推おし量はかりきこえたまひて調てうじたるも、たてまつりたまふついでに、織物おりものどもの、我われも我われもと、手てを尽つくして織おりつつ持もて参まゐれる細長ほそなが、小袿こうちきの、色々いろいろさまざまなるを御覧ごらんずるに、

◇　と、山里育ちのように軽んじ想像申し上げなさって仕立てたのを、差し上げなさる折に、いろいろな織物を、我も我もと、技を競って織っては持って上がった細長や、小袿の、色とりどりでさまざまなのを御覧になると、


1 【かかりとも田舎びたることや】大島本は「ことや」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことなどや」とし「など」を補訂する。源氏の心中。『集成』は「こちらでそうした配慮はしても、（衣裳の新調など）泥臭いところもあろうかと」。『完訳』は「いくら器量などはよくても、やはり垢ぬけしないところもあろうかと」と訳す。


玉鬘．５．１．２

■　「いと多おほかりける1ものどもかな。

◇　「たいそうたくさんの織物ですね。

■　方々かたがたに、うらやみなくこそものすべかりけれ」

◇　それぞれの方々に、羨みがないように分けてやるとよいですね」


1 【いと多かりける】以下「ものすべかりけれ」まで、源氏の詞。


玉鬘．５．１．３

■　と、上うへに聞きこえたまへば、御匣殿みくしげどのに仕つかうまつれるも、こなたにせさせたまへるも、皆取みなとう出でさせたまへり。

◇　と、紫の上にお申し上げなさると、御匣殿でお仕立て申したのも、こちらでお仕立てさせなさったのも、みな取り出させなさっていた。

■　かかる筋すぢはた、いとすぐれて、世よになき色いろあひ、匂にほひを染そめつけたまへば、ありがたしと思おもひきこえたまふ1。

◇　このような方面のことはそれは、とても上手で、世に類のない色合いや、艶を染め出させなさるので、めったにいない人だとお思い申し上げになさる。


1 【ありがたしと思ひきこえたまふ】源氏が紫の上を。


玉鬘．５．１．４

■　ここかしこの擣殿うちどのより参まゐらせたる擣物うちものども御覧ごらんじ比くらべて、濃こき赤あかきなど、さまざまを選えらせたまひつつ、御衣櫃みぞびつ、衣筥ころもばこどもに入いれさせたまうて、おとなびたる上臈じゃうらふどもさぶらひて、

◇　あちらこちらの擣殿から進上したいくつもの擣物をご比較なさって、濃い紫や赤色などを、さまざまお選びになっては、いくつもの御衣櫃や、衣箱に入れさせなさって、年配の上臈の女房たちが伺候して、

■　「これは、かれは」

◇　「これは、あれは」

■　と取とり具ぐしつつ入いる。

◇　と取り揃えて入れる。

■　上うへも見みたまひて、

◇　紫の上も御覧になって、

玉鬘．５．１．５

■　「いづれも、劣おとりまさるけぢめも1見みえぬものどもなめるを、着きたまはむ人ひとの御容貌おほむかたちに思おもひよそへつつたてまつれたまへかし。

◇　「どれもこれも、劣り勝りの見えないもののようですが、お召しになる人のご器量に似合うように選んで差し上げなさい。

■　着きたる物もののさまに似にぬは、ひがひがしくもありかし」

◇　お召し物が似合わないのは、みっともないことですから」


1 【いづれも劣りまさるけぢめも】以下「ひがひがしくもありかし」まで、紫の上の詞。


玉鬘．５．１．６

■　とのたまへば、大臣おとどうち笑わらひて、

◇　とおっしゃると、大臣も笑って、

玉鬘．５．１．７

■　「つれなくて1、人ひとの御容貌推おほむかたちおし量はからむの御心みこころなめりな。

◇　「それとなく、他の人たちのご器量を想像しようというおつもりのようですね。

■　さては、いづれをとか思おぼす2」

◇　では、あなたはどれをご自分のにとお思いですか」


1 【つれなくて】以下「いづれをとか思す」まで、源氏の詞。

2 【さてはいづれをとか思す】大島本は「さてハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さて」とし「は」を削除する。


玉鬘．５．１．８

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

玉鬘．５．１．９

■　「それも鏡かがみにては、いかでか1」

◇　「それは鏡で見ただけでは、どうして決められましょうか」


1 【それも鏡にてはいかでか】紫の上の詞。選択を源氏に任せる。


玉鬘．５．１．１０

■　と、さすが恥はぢらひておはす1。

◇　と、そうは言ったものの恥ずかしがっていらっしゃる。


1 【さすが恥ぢらひておはす】大島本は「さすか」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さすがに」とし「に」を補訂する。


玉鬘．５．１．１１

■　紅梅こうばいのいと紋浮もんうきたる葡萄染えびぞめの御小袿おほむこうちき、今様色いまやういろのいとすぐれたるとは、かの御料ごれう。

◇　紅梅のたいそうくっきりと紋が浮き出た葡萄染の御小袿と、流行色のとても素晴らしいのは、こちらのお召し物。

■　桜さくらの細長ほそながに、つややかなる掻練取かいねり添とりそへては、姫君ひめぎみの御料ごれうなり。

◇　桜の細長に、艶のある掻練を取り添えたのは、姫君の御料である。

玉鬘．５．１．１２

■　浅縹あさはなだの海賦かいふの織物おりもの、織おりざまなまめきたれど、匂にほひやかならぬに、いと濃こき掻練具かいねりぐして、夏なつの御方おほむかたに。

◇　浅縹の海賦の織物で、織り方は優美であるが、鮮やかな色合いでないものに、たいそう濃い紅の掻練を付けて、夏の御方に。

玉鬘．５．１．１３

■　曇くもりなく赤あかきに、山吹やまぶきの花はなの細長ほそながは、かの西にしの対たいに1たてまつれたまふを、上うへは見みぬやうにて思おぼしあはす。

◇　曇りなく明るくて、山吹の花の細長は、あの西の対の方に差し上げなさるのを、紫の上は見ぬふりをして想像なさる。

■　「内うちの大臣おとどの2、はなやかに、あなきよげとは見みえながら、なまめかしう見みえたる方かたのまじらぬに似にたるなめり」

◇　「内大臣が、はなやかで、ああ美しいと見える一方で、優美に見えるところがないのに似たのだろう」

■　と、げに推おし量はからるるP21を、色いろには出いだしたまはねど、殿見とのみやりたまへるに、ただならず。

◇　と、お言葉どおりだと推量されるのを、顔色にはお出しにならないが、殿がご覧やりなさると、ただならぬ関心を寄せているようである。


P21 推し量らるる--をしは（は/+か）らるゝ

1 【かの西の対に】玉鬘をさす。

2 【内の大臣の】以下「似たるなめり」まで、紫の上に心中に即した叙述。


玉鬘．５．１．１４

■　「いで、この容貌かたちの1よそへは、人腹立ひとはらだちぬべきことなり。

◇　「いや、この器量比べは、当人の腹を立てるに違いないことだ。

■　よきとても、物ものの色いろは限かぎりあり、人ひとの容貌かたちは、おくれたるも、またなほ底そこひあるものを2」

◇　よいものだといっても、物の色には限りがあり、人の器量というものは、劣っていても、また一方でやはり奥底のあるものだから」


1 【いでこの容貌の】以下「あるものを」まで、源氏の詞。

2 【あるものを】格助詞「を」原因理由を表す。


玉鬘．５．１．１５

■　とて、かの末摘花すゑつむはなの御料ごれうに、柳やなぎの織物おりものの、よしある唐草からくさを乱みだれ織おれるも、いとなまめきたれば、人知ひとしれずほほ笑ゑまれたまふ1。

◇　と言って、あの末摘花の御料に、柳の織物で、由緒ある唐草模様を乱れ織りにしたのも、とても優美なので、人知れず苦笑されなさる。


1 【人知れずほほ笑まれたまふ】『集成』は「末摘花には似合わぬ色合いのものをわざと選ぶ趣」。『完訳』は「似合わぬ立派さに苦笑する」と注す。


玉鬘．５．１．１６

■　梅むめの折枝をりえだ、蝶てふ、鳥とりP22、飛とびちがひ、唐からめいたる白しろき小袿こうちきに、濃こきがつややかなる重かさねて、明石あかしの御方おほむかたに。

◇　梅の折枝に、蝶や、鳥が、飛び交い、唐風の白い小袿に、濃い紫の艶のあるのを重ねて、明石の御方に。

■　思おもひやり気高けだかきを、上うへはめざましと見みたまふ。

◇　衣装から想像して気品があるのを、紫の上は憎らしいとお思いになる。


P22 蝶、鳥--てうう（う〈後出〉/＄とり）


玉鬘．５．１．１７

■　空蝉うつせみの尼君あまぎみに、青鈍あをにびの織物おりもの、いと心こころばせあるを見みつけたまひて、御料ごれうにある梔子くちなしの御衣おほむぞ、聴ゆるし色いろなる添そへたまひて、同おなじ日着ひきたまふべき御消息聞おほむせうそこきこえめぐらしたまふ。

◇　空蝉の尼君に、青鈍色の織物、たいそう気の利いたのを見つけなさって、御料にある梔子色の御衣で、聴し色なのをお添えになって、同じ元日にお召しになるようにとお手紙をもれなくお回しになる。

■　げに、似についたる見みむの御心みこころなりけり。

◇　なるほど、似合っているのを見ようというお心なのであった。

第二段　末摘花の返歌

玉鬘．５．２．１

■　皆みな、御返おほむかへりどもただならず。

◇　すべて、お返事は並大抵ではない。

■　御使おほむつかひの禄ろく、心々こころごころなるに、末摘すゑつむ、東ひむがしの院ゐんにおはすれば、今いますこしさし離はなれ、艶えんなるべきを1、うるはしくものしたまふ人ひとにて、あるべきことは違たがへたまはず、山吹やまぶきの袿うちきの、袖口そでぐちいたくすすけたるを、うつほにてうち掛かけたまへり。

◇　お使いへの禄も、それぞれに気をつかっていたが、末摘花は、東院にいらっしゃるので、もう少し違って、一趣向あってしかるべきなのに、几帳面でいらっしゃる人柄で、定まった形式は違えなさらず、山吹の袿で、袖口がたいそう煤けているのを、下に衣も重ねずにお与えになった。

■　御文おほむふみには、いとかうばしき陸奥紙みちの、すこし年経としへ、厚あつきが黄きばみたるに、

◇　お手紙には、とても香ばしい陸奥国紙で、少し古くなって厚く黄ばんでいる紙に、


1 【今すこしさし離れ艶なるべきを】『集成』は「もう少し他人行儀に、しゃれた趣向があるべきなのだが、内輪じみず、恋人ふうであるべきだ、の意」と注す。


玉鬘．５．２．２

■　「いでや、賜たまへるは2、なかなかにこそ3。

◇　「どうも、戴くのは、かえって恨めしゅうございまして。

■　着きてみれば恨うらみられけり唐衣からごろも

返かへしやりてむ袖そでを濡ぬらして」

◇　着てみると恨めしく思われます、この唐衣は

お返ししましょう、涙で袖を濡らして」


1? 【うつほにてうちかけたまへり】下に衣を重ねないで、使者に与えたの意。

2 【いでや賜へるは】以下、和歌の終わりまで、末摘花から源氏への手紙。

3 【なかなかにこそ】『集成』は「源氏の日頃の疎遠を恨む気持」と注す。


玉鬘．５．２．３

■　御手おほむての筋すぢ、ことに奥あうよりにたり。

◇　ご筆跡は、特に古風であった。

■　いといたくほほ笑ゑみたまひて、とみにもうち置おきたまはねば、上うへ、何なにごとならむと見みおこせたまへり。

◇　たいそう微笑を浮かべなさって、直ぐには手放しなさらないので、紫の上は、どうしたのかしらと覗き込みなさった。

玉鬘．５．２．４

■　御使おほむつかひにかづけたる物ものを、いと侘わびしくかたはらいたしと思おぼして、御みけしき悪あしければ、すべりまかでぬ。

◇　お使いに取らせた物が、とてもみすぼらしく体裁が悪いとお思いになって、ご機嫌が悪かったので、御前をこっそり退出した。

■　いみじく、おのおのはささめき笑わらひけり。

◇　ひどく、ささやき合って笑うのであった。

■　かやうにわりなう古ふるめかしう、かたはらいたきところのつきたまへるさかしらに、もてわづらひぬべう思おぼす。

◇　このようにむやみに古風に体裁の悪いところがおありになる振る舞いに、手を焼くのだとお思いになる。

■　恥はづかしきまみなり1。

◇　気恥ずかしくなる目もとである。


1 【恥づかしきまみなり】源氏についての描写。


第三段　源氏の和歌論

玉鬘．５．３．１

■　「古代こたいの歌詠うたよみは1、

◇　「昔風の歌詠みは、

■　『唐衣』

◇　『唐衣』

■　、『袂濡からころもたもとぬるる』

◇　、『袂濡るる』

■　かことこそ離はなれねな。

◇　といった恨み言が抜けないですね。

■　まろも、その列つらぞかし。

◇　自分も、同じですが。

■　さらに一筋ひとすぢにまつはれて、今いまめきたる言ことの葉はにゆるぎたまはぬこそ、ねたきことは、はたあれ2。

◇　まったく一つの型に凝り固まって、当世風の詠み方に変えなさらないのが、ご立派と言えばご立派なものです。

■　人ひとの中なかなることを、をりふし、御前おまへなどのわざとある歌詠うたよみのなかにては、

◇　人々が集まっている中にいることを、何かの折ふしに、御前などにおける特別の歌を詠む時には

■　『円居』

◇　『まとゐ』

■　離まどゐはなれぬ三文字みもじぞかし。

◇　が欠かせぬ三文字なのですよ。

■　昔むかしの懸想けさうのをかしき挑いどみには、

◇　昔の恋のやりとりは、

■　『あだ人びと』

◇　『あだ人--』

■　といふ五文字いつもじを、やすめどころにうち置おきて3、言ことの葉はの続つづきたよりある心地ここちすべかめり」

◇　という五文字を、休め所の第三句に置いて、言葉の続き具合が落ち着くような感じがするようです」


1 【古代の歌詠みは】以下「心地すべかめり」まで、源氏の詞。歌論。

2 【ねたきことははたあれ】『集成』「ご立派と言えばご立派なものです」と訳す。皮肉。

3 【やすめどころにうち置きて】和歌の第三句をいう。


玉鬘．５．３．２

■　など笑わらひたまふ。

◇　などとお笑いになる。

玉鬘．５．３．３

■　「よろづの草子1さうし、歌枕うたまくら、よく案内知あないしり見尽みつくして、そのうちの言葉ことばを取とり出いづるに、詠よみつきたる筋すぢこそ、強つようは変かはらざるべけれ。

◇　「さまざまな草子や、歌枕に、よく精通し読み尽くして、その中の言葉を取り出しても、詠み馴れた型は、たいして変わらないだろう。

■　常陸ひたちの親王みこの書かき置おきたまへりける2紙屋紙かうやがみの草子さうしをこそ、見みよとておこせたりしか。

◇　常陸の親王がお書き残しになった紙屋紙の草子を、読んでみなさいと贈ってよこしたことがありました。

■　和歌わかの髄脳ずいなういと所狭ところせう、病去やまひさるべきところ多おほかりしかば、もとよりおくれたる方かたの、いとどなかなか動うごきすべくも見みえざりしかば、むつかしくて返かへしてき。

◇　和歌の規則がたいそうびっしりとあって、歌の病として避けるべきところが多く書いてあったので、もともと苦手としたことで、ますますかえって身動きがとれなく思えたので、わずらわしくて返してしまった。

■　よく案内知あないしりたまへる人4ひとの口くちつきにては、目馴めなれてこそあれ」

◇　よく内容をご存知の方の詠みぶりとしては、ありふれた歌ですね」


1 【よろづの草子】以下「こそあれ」まで、源氏の詞。歌論の続き。

2 【常陸の親王の書き置きたまへりける】末摘花の父故常陸宮が書き写し残しておいたの意。自ら創作執筆した意ではない。

3? 【おこせたまへりしか】過去助動詞「しか」已然形。「こそ」の係結び。過去の出来事をいう。

4 【よく案内知りたまへる人】末摘花をさす。


玉鬘．５．３．４

■　とて、をかしく思おぼいたるさまぞ、いとほしきや1。

◇　とおっしゃって、おもしろがっていらっしゃる様子、お気の毒なことである。

■　上うへ、いとまめやかにて、

◇　上は、たいそう真面目になって、


1 【いとほしきや】『完訳』は「語り手の末摘花への憐愍を挿入しながら、末摘花を批判」と注す。


玉鬘．５．３．５

■　「などて、返かへしたまひけむ1。

◇　「どうして、お返しになったのですか。

■　書かきとどめて、姫君ひめぎみにも見みせたてまつりたまふべかりけるものを。

◇　書き写して、姫君にもお見せなさるべきでしたのに。

■　ここにも、もののなかなりしも、虫むしみな損そこなひてければ。

◇　私の手もとにも、何かの中にあったのも、虫がみな食ってしまいましたので。

■　見みぬ人ひとはた2、心こころことにこそは遠とほかりけれ」

◇　まだ見てない人は、やはり特に心得が足りないのです」


1 【などて返したまひけむ】以下「け遠かりけれ」まで、紫の上の詞。

2 【見ぬ人はた】紫の上自身をさす。


玉鬘．５．３．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

玉鬘．５．３．７

■　「姫君ひめぎみの御学問おほむがくもんに1、いと用ようなからむ。

◇　「姫君のお勉強には、必要がないでしょう。

■　すべて女をむなは、立たてて好このめることまうけてしみぬるは2、さまよからぬことなり。

◇　総じて女性は、何か好きなものを見つけてそれに凝ってしまうことは、体裁のよいものではありません。

■　何なにごとも、いとつきなからむは口惜くちをしからむ3。

◇　どのようなことにも、不調法というのも感心しないものです。

■　ただ心こころの筋すぢを、漂ただよはしからずもてしづめおきて、なだらかならむのみなむ、めやすかるべかりける」

◇　ただ自分の考えだけは、ふらふらさせずに持っていて、おだやかに振る舞うのが、見た目にも無難というものです」


1 【姫君の御学問に】以下「めやすかるべかりけれ」まで、源氏の詞。

2 【立てて好めることまうけてしみぬるは】『集成』は「表看板にするものをわざわざ作ってそれに打ち込んだのは」と訳す。

3 【何ごともいとつきなからむは口惜しからむ】『集成』は「全く不案内というのでは仕方がないでしょう」。『完訳』は「どんなことでもまったく無調法というのも感心しないでしょう」と訳す。


玉鬘．５．３．８

■　などのたまひて、返かへしは思おぼしもかけねば1、

◇　などとおっしゃって、返歌をしようとはまったくお考えでないので、


1 【返しは思しもかけねば】大島本は「返し（△＆し）ハ」とある。すなわち元の文字（判読不明）を摺り消してその上に重ねて「し」と訂正する。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「返事」と校訂する。


玉鬘．５．３．９

■　「返かへしやりてむ、と1あめるに、これよりおし返かへしたまはざらむも、ひがひがしからむ」

◇　「返してしまおう、とあるようなのに、こちらからお返歌なさらないのも、礼儀に外れていましょう」


1 【返しやりてむと】以下「ひがひがしからむ」まで、紫の上の詞。『完訳』は「語呂を合せた洒落」と注す。


玉鬘．５．３．１０

■　と、そそのかしきこえたまふ。

◇　と、お勧め申し上げなさる。

■　情なさけ捨すてぬ御心みこころにて、書かきたまふ。

◇　思いやりのあるお心なので、お書きになる。

■　いと心こころやすげなり。

◇　とても気安いふうである。

玉鬘．５．３．１１

■　「返かへさむと言いふにつけても片敷かたしきの

夜よるの衣ころもを思おもひこそやれ

ことわりなりや」

◇　「お返ししましょうとおっしゃるにつけても

独り寝のあなたをお察しいたします

ごもっともですね」

玉鬘．５．３．１２

■　とぞあめる。

◇　とあったようである。


２３． 初音 (はつね)

第一章　光る源氏の物語　新春の六条院の女性たち

第一段　春の御殿の紫の上の周辺

初音．１．１．１

■　年立としたちかへるS1朝あしたの空1そらのけしき、名残なごりなく曇くもらぬうららかげさには、数かずならぬ垣根かきねS2のうちだに2、雪間ゆきまの草若くさわかやかに色いろづきはじめ、いつしかとけしきだつ霞かすみに3、木この芽めもうちけぶり、おのづから人ひとの心こころものびらかにぞ見みゆるかし。

◇　年が改まった元日の朝の空の様子、一点の曇りもないうららかさには、つまらない者の家でさえ、雪の間の草が若々しく色づき初め、早くも立ちそめた霞の中に、木の芽も萌え出し、自然と人の気持ちものびのびと見えるものである。

■　まして、いとど玉たまを敷しける御前おまへの、庭にはよりはじめ見所多みどころおほく、磨みがきましたまへる御方々おほむかたがたのありさまP1、まねびたてむも言ことの葉足はたるまじくなむ4。

◇　まして、いっそう玉を敷いた御殿の、庭をはじめとして見所が多く、一段と美しく着飾ったご夫人方の様子は、語り伝えるにも言葉が足りそうにない。


S1 あらたまの年立ち返る朝より待たるるものは鴬の声（拾遺集春-五　素性法師）

S2 野辺見れば若菜摘みけりむべしこそ垣根の草も春めきにけれ（拾遺集春-一九　紀貫之）

P1 御方々のありさま--御かた／＼の御まへの（御まへの/＄）ありさまとも（とも/＄）

1 【年立ちかへる朝の空】源氏三十六歳の元旦。「あら玉の年立ちかへる朝より待たるるものは鴬の声」（拾遺集春、五、素性法師）による。

2 【数ならぬ垣根のうちだに】「野辺見れば若菜摘みけりむべしこそ垣根の草も春めきにけれ」（拾遺集春、一九、紀貫之）。

3 【いつしかとけしきだつ霞に】「昨日こそ年は暮れしか春霞春日の山にはや立ちにけり」（拾遺集春、三、山部赤人）「吉野山峯の白雪いつ消えて今朝は霞の立ちかはるらむ」（拾遺集春、四、源重之）。

4 【足るまじくなむ】係助詞「なむ」。下に「ある」などの語句が省略。


初音．１．１．２

■　春はるの御殿おとどの御前1おまへ、とりわきて、梅むめの香かも御簾みすのうちの匂にほひに吹ふきまがひ2、生いける仏ほとけの御国みくにとおぼゆ3。

◇　春の御殿のお庭は、特別で、梅の香りも御簾の中の薫物の匂いと吹き混じり合って、この世の極楽浄土と思われる。

■　さすがにうちとけて、やすらかに住すみなしたまへり。

◇　何といってもゆったりと、落ち着いてお住まいになっていらっしゃる。

■　さぶらふ人ひとびとも、若わかやかにすぐれたるは、姫君ひめぎみの御方おほむかたにと4選えりたまひて、すこし大人おとなびたる限かぎり、なかなかよしよししく、装束さうぞくありさまよりはじめて、めやすくP2もてつけて、ここかしこに群むれゐつつ、歯固はがための祝いはひ5して、餅鏡もちひかがみをさへ取とり混まぜて、千年ちとせの蔭かげS3にしるき年としのうちの祝いはひ事ごとども6して、そぼれあへるに、大臣おとどの君7きみさしのぞきたまへれば、懐手ふところでひきなほしつつ8、

◇　お仕えしている女房たちも、若くて勝れている者は、姫君の御方にとお選びになって、少し年輩の女房ばかりで、かえって風情があって、装束や様子などをはじめとして、見苦しくなく取り繕って、あちらこちらに寄り合っては、歯固めの祝いをして、鏡餅まで取り加えて、千歳の栄えも明らかな新年の祝い言を唱えて、戯れ合っているところに、大臣の君がお顔出しになったので、懐手を直し直しして、

■　「いとはしたなきわざかな」

◇　「まあ、恥ずかしいこと」

■　と、わびあへり。

◇　と、きまり悪がっていた。


P2 めやすく--（/+めやすく）

S3 万代を松にぞ君を祝ひつる千歳の蔭に住まむと思へば（古今集賀-三五六　素性法師）

1 【春の御殿の御前】六条院春の御殿の庭先。

2 【梅の香も御簾のうちの匂ひに吹きまがひ】庭の梅の香と室内の薫物の香が春風に吹き混じり合うさま。

3 【生ける仏の御国とおぼゆ】『新大系』は「この世に現出した極楽浄土。極楽もかぐわしい香に満ちた世界だと、多くの仏典に説かれている」と注す。

4 【姫君の御方にと】明石姫君。八歳。

5 【歯固めの祝ひ】年頭に長寿を祝う儀式。

6 【千年の蔭にしるき年のうちの祝ひ事ども】「万代を松にぞ君を祝ひつる千歳の蔭に住まむと思へば」（古今集賀、三五六、素性法師）。

7 【大臣の君】源氏をさす。源氏三十六歳。太政大臣。

8 【懐手ひきなほしつつ】主語は女房たち。接尾語「つつ」は同じ動作の反復の意。


初音．１．１．３

■　「いとしたたかなる1みづからの祝いはひ事ごとどもかなP3。

◇　「とても手抜かりのない自分たちのための祝い言ですね。

■　皆みなおのおの思おもふことの道々みちみちあらむかし。

◇　みなそれぞれ願い事の筋がきっといろいろとあるだろう。

■　すこし聞きかせよや。

◇　少し聞かせてくれよ。

■　われことぶきせむ」

◇　わたしが祝って上げよう」


P3 どもかな--とも（も/+かな）

1 【いとしたたかなる】以下「われことぶきせむ」まで、源氏の詞。


初音．１．１．４

■　とうち笑わらひたまへる御おほむありさまをP4、年としのはじめの栄さかえに見みたてまつる。

◇　とちょっと笑っていらっしゃるご様子を、年の初めのめでたさとして拝する。

■　われはと思おもひあがれる中将ちゅうじゃうの君1きみぞ、

◇　自分こそはと自身たっぷりの中将の君は、


P4 御ありさまを--御（御/+あり〈朱〉）さま（ま/+を〈朱〉）

1 【中将の君】「葵」巻に初出。以下、「須磨」、「澪標」、「薄雲」に登場する女房。「須磨」巻以降は紫の上づきの女房となっている源氏の召人。


初音．１．１．５

■　「『かねてぞ見みゆるS4,1』

◇　「『今からもう見える』

■　などこそ、鏡かがみの影かげにも2語かたらひはんべりつれ。

◇　などと、鏡餅の姿にもお祝い申し上げておりました。

■　私わたくしの祈いのりは、何なにばかりのことをか3」

◇　自分の願い事は、何ほどのこともございません」


S4 近江のや鏡の山を立てたればかねてぞ見ゆる君が千歳は（古今集神遊歌-一〇八六　大伴黒主）

1 【かねてぞ見ゆる】以下「何ばかりのことをか」まで、中将の君の詞。「近江のや鏡の山を立てたればかねてぞ見ゆる君が千歳は」（古今集、神遊びの歌、一〇八〇、大伴黒主）を引く。

2 【鏡の影にも】『集成』は「歌の「鏡の山」（近江の歌枕）に「鏡」（鏡餅）をこと寄せた挨拶」。『完訳』は「鏡山の陰に、鏡餅を相手にするだけ、の意をこめ、源氏を恨む」と注す。

3 【何ばかりのことをか】係助詞「か」の下に「祈らむ」などの語句が省略。


初音．１．１．６

■　など聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。

初音．１．１．７

■　朝あしたのほどは人ひとびと参まゐり混こみて、もの騒さわがしかりけるを、夕ゆふつ方かた、御方々おほむかたがたの参座さむざしたまはむとて1、心こころことにひきつくろひ、化粧けさうじたまふ御影おほむかげこそ、げに見みるかひあめれ2。

◇　午前中は人々で混み合って、何となく騒がしかったが、夕方に、御方々への年賀の挨拶をなさろうとして、念入りに身づくろいなさり、お化粧なさったお姿は、まことに目を見張るようである。


1 【御方々の参座したまはむとて】主語は源氏。源氏が六条院の御夫人方へ年賀の挨拶に回ろうとの意。

2 【げに見るかひあめれ】「げに」は中将の君の詞を受ける。推量の助動詞「めれ」主観的推量のニュアンス。語り手の「こそ--めれ」係結びの強調的ニュアンスの加わった推量。『集成』は「前の中将の言葉を受けての草子地」と注す。


初音．１．１．８

■　「今朝けさ、この人ひとびとの戯たはぶれ交かはしつる、いとうらやましく見みえつるを、上うへにはわれ見みせたてまつらむ」

◇　「今朝、こちらの女房たちが戯れ合っていたのが、たいそう羨ましく見えたから、紫の上にはわたしがお見せ申し上げよう」

初音．１．１．９

■　とて、乱みだれたる事ことどもすこしうち混まぜつつ、祝いはひきこえたまふ。

◇　とおっしゃって、ご冗談なども少し交えては、お祝い申し上げなさる。

初音．１．１．１０

■　「薄氷解うすごほりとけぬる池いけの鏡かがみには

世よに曇くもりなき影かげぞ並ならべる」

◇　「薄い氷も解けた池の鏡のような面には

世にまたとない二人の影が並んで映っています」

初音．１．１．１１

■　げに、めでたき御おほむあはひどもなり。

◇　なるほど、素晴らしいお二人のご夫婦仲である。

初音．１．１．１２

■　「曇くもりなき池いけの鏡かがみによろづ代よを

すむべき影かげぞしるく見みえける」

◇　「一点の曇りのない池の鏡に幾久しくここに

住んで行くわたしたちの影がはっきりと映っています」

初音．１．１．１３

■　何事なにごとにつけても、末遠すゑとほき御契おほむちぎりを、あらまほしく聞きこえ交かはしたまふ。

◇　何事につけても、幾久しいご夫婦の縁を、申し分なく詠み交わしなさる。

■　今日けふは子ねの日ひなりけり。

◇　今日は子の日なのであった。

■　げに、千年ちとせの春はるをかけてS5祝いははむに、ことわりなる日ひなり。

◇　なるほど、千歳の春を子の日にかけて祝うには、ふさわしい日である。


S5 千歳まで限れる松も今日よりは君に引かれて万代を経む（拾遺集春-二四　大中臣能宣）


第二段　明石姫君、実母と和歌を贈答

初音．１．２．１

■　姫君ひめぎみの御方おほむかたに渡わたりたまへれば1、童女わらは、下仕しもづかへなど、御前おまへの山やまの小松引こまつひき遊あそぶ。

◇　姫君の御方にお越しになると、童女や、下仕えの女房たちなどが、お庭先の築山の小松を引いて遊んでいる。

■　若わかき人ひとびとの心地ここちども、おきどころなく見みゆ。

◇　若い女房たちの気持ちも、じっとしていられないように見える。

■　北きたの御殿おとどより2、わざとがましくし集あつめたる鬚籠ひげこども、破籠わりごなどたてまつれたまへり。

◇　北の御殿から、特別に用意した幾つもの鬚籠や、破籠などをお差し上げになっていた。

■　えならぬ五葉ごえふの枝えだに移うつる鴬うぐひすも、思おもふ心こころあらむかし4。

◇　素晴らしい五葉の松の枝に移り飛ぶ鴬も、思う子細があるのであろう。


1 【姫君の御方に渡りたまへれば】主語は源氏。明石姫君は春の御殿の寝殿を紫の上と分けて西面を使用している。

2 【北の御殿より】明石御方から娘の明石姫君のもとへ。

3? 【えならぬ五葉の枝に移れる鴬も】五葉の松も鴬も細工物。

4 【思ふ心あらむかし】語り手の想像。『完訳』は「語り手が「思ふ心--」と注意して、次の母娘隔離の歌に続ける」と注す。


初音．１．２．２

■　「年月としつきを松まつにひかれてS6経ふる人ひとに

今日鴬けふうぐひすの初音聞はつねきかせよ1

◇　「長い年月を子どもの成長を待ち続けていました

わたしに今日はその初音を聞かせてください

■　『音おとせぬ里さとのS7,2』」

◇　『音を聞かせない里に』」


S6 松の上に鳴く鴬の声をこそは初音の日とはいふべかりけれ（拾遺集春-二二　宮内）

S7 今日だにも初音聞かせよ鴬の音せぬ里はあるかひもなし（源氏釈所引、出典未詳）

1 【年月を松にひかれて経る人に今日鴬の初音聞かせよ】明石御方から娘への贈歌。「松」と「待つ」「古」と「経る」「初音」と「初子」の掛詞。「松」「引かれ」は縁語。「松の上になく鴬の声をこそ初ねの日とはいふべかりけれ」（拾遺集春、二二、宮内卿）。『完訳』は「新春でも娘に再会できぬ実母の嘆きの歌」と注す。

2 【音せぬ里の】歌に添えた言葉。「今日だにも初音聞かせよ鴬の音せぬ里はあるかひもなし」（源氏釈所引、出典未詳）を引く。


初音．１．２．３

■　と聞きこえたまへるを、

◇　とお申し上げになったのを、

■　「げに、あはれ」

◇　「なるほど、ほんとうに」

■　と思おぼし知しる。

◇　とお感じになる。

■　言忌こといみもえしあへたまはぬけしきなり。

◇　縁起でもない涙をも堪えきれない様子である。

初音．１．２．４

■　「この御返おほむかへりは1、みづから聞きこえたまへ。

◇　「このお返事は、ご自身がお書き申し上げなさい。

■　初音惜はつねをしみたまふべき方かたにもあらずかし」

◇　初便りを惜しむべき方でもありません」


1 【この御返りは】以下「あらずかし」まで、源氏の詞。


初音．１．２．５

■　とて、御硯取おほむすずりとりまかなひ、書かかせたてまつりたまふ。

◇　とおっしゃって、御硯を用意なさって、お書かせ申し上げなさる。

■　いとうつくしげにて、明あけ暮くれ見みたてまつる人ひとだに、飽あかず思おもひきこゆる御おほむありさまを、今いままでおぼつかなき年月としつきの隔へだたりにけるも、

◇　たいそうかわいらしくて、朝な夕なに拝見する人でさえ、いつまでも見飽きないとお思い申すお姿を、今まで会わせないで年月が過ぎてしまったのも、

■　「罪得つみえがましう、心苦こころぐるし1」

◇　「罪作りで、気の毒なことであった」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【罪得がましう心苦し】源氏の心中。


初音．１．２．６

■　「ひき別わかれ年としは経ふれども鴬うぐひすの

巣立すだちし松まつの根ねを忘わすれめや1」

◇　「別れて何年も経ちましたがわたしは

生みの母君を忘れましょうか」


1 【ひき別れ年は経れども鴬の巣立ちし松の根を忘れめや】明石姫君の返歌。「年」「松」「引く」「経る」「鴬」の語句を「引き別れ」「年は」「経れども」「鴬の巣立ちし」「松の根」と受けて「忘れめや」と返す。「松」と「待つ」は掛詞。


初音．１．２．７

■　幼をさなき御心みこころにまかせて、くだくだしくぞあめる。

◇　子供心に思ったとおりに、くどくどと書いてある。

第三段　夏の御殿の花散里を訪問

初音．１．３．１

■　夏なつの御住おほむすまひを見みたまへば、時ときならぬけにや、いと静しづかに見みえて、わざと好このましきこともなくて、あてやかに住すみたるけはひ見みえわたる。

◇　夏のお住まいを御覧になると、その時節ではないせいか、とても静かに見えて、特別に風流なこともなく、品よくお暮らしになっている様子がここかしこに窺える。

■　年月としつきに添そへて、御心みこころの隔へだてもなく、あはれなる御仲おほむなかなり。

◇　年月とともに、ご愛情の隔てもなく、しみじみとしたご夫婦仲である。

■　今いまは、あながちに近ちかやかなる御おほむありさまも、もてなしきこえたまはざりけり1。

◇　今では、しいて共寝をするご様子にも、お扱い申し上げなさらないのであった。

■　いと睦むつましくありがたからむ妹背いもせの契ちぎりばかり、聞きこえP5交かはしたまふ2。

◇　たいそう仲睦まじく世にまたとないような夫婦の約束程度に、互いに交わし合っていらっしゃる。

■　御几帳隔みきちゃうへだてたれど、すこし押おしやりたまへば、またさておはす。

◇　御几帳を隔てているが、少しお動かしになっても、そのままにしていらっしゃる。


P5 聞こえ--き（き/+こえ）

1 【今はあながちに近やかなる御ありさまももてなしきこえたまはざりけり】『集成』は「夫婦として枕を交わすこともなかった、の意」。『完訳』は「共寝するしないを超えた、世間にも稀な関係。次に「ありがたからん妹背の契り」とあるゆえん」と注す。

2 【妹背の契りばかり聞こえ交はしたまふ】『完訳』は「妹背のご縁というほどの語らいを互いになさっている」と注す。


初音．１．３．２

■　「縹はなだは、げに1、にほひ多おほからぬあはひにて、御髪みぐしなどもいたく盛さかり過すぎにけり。

◇　「縹色のお召物は、なるほど、はなやかでない色合いで、お髪などもたいそう盛りを過ぎてしまった。

■　やさしき方かたにあらぬと、葡萄鬘えびかづらしてぞつくろひたまふべき。

◇　優美でないと、かもじを使ってお手入れをなさっているのだろう。

■　我われならざらむ人ひとは、見醒みざめしぬべき御おほむありさまを、かくて見みるこそうれしく本意ほいあれ。

◇　わたし以外の人だったら、愛想づかしをするに違いないご様子を、こうしてお世話することは嬉しく本望なことだ。

■　心軽こころかろき人ひとの列つらにて、われに背そむきたまひなましかば2」

◇　考えの浅い女と同じように、わたしから離れておしまいになったら」

■　など、御対面おほむたいめんの折々をりをりは、まづ、

◇　などと、お会いなさる時々には、まずは、

■　「わが心こころの長ながきも、人ひとの御心みこころの重おもきをも3、うれしく、思おもふやうなり」

◇　「わたしの変わらない愛情も、相手の重々しいご性格をも、嬉しく、理想的だ」


1 【縹はげに】以下「背きたまひなましかば」まで、源氏の心中を通して語った叙述。『集成』は「以下、源氏の眼を通して花散里の容姿をいう」と注す。

2 【背きたまひなましかば】「ましか」反実仮想の助動詞。下に「見まし」などの語句が省略。

3 【人の御心の重きをも】花散里の人柄をいう。


初音．１．３．３

■　と思おぼしけり。

◇　とお考えになった。

■　こまやかに、ふる年としの御物語おほむものがたりなど、なつかしう聞きこえたまひて、西にしの対たいへ渡わたりたまひぬ。

◇　こまごまと、旧年中のお話などを、親密に申し上げなさって、西の対へお越しになる。

第四段　続いて玉鬘を訪問

初音．１．４．１

■　まだいたくも住すみ馴なれたまはぬほどよりは、けはひをかしくしなして、をかしげなる童女わらはべの姿すがたなまめかしく、人影ひとかげあまたして、御おほむしつらひ、あるべき限かぎりなれど、こまやかなる御調度みてうどは、いとしも調ととのへたまはぬを、さる方かたにものきよげに住すみなしたまへり。

◇　まだたいして住み馴れていらっしゃらないわりには、あたりの様子も趣味よくして、かわいらしい童女の姿が優美で、女房の数が多く見えて、お部屋の設備も、必要な物ばかりであるが、こまごまとしたお道具類は、十分には揃えていらっしゃらないが、それなりにこざっぱりとお住みになっていらっしゃった。

初音．１．４．２

■　正身さうじみも、あなをかしげと、ふと見みえて、山吹やまぶきにもてはやしたまへる御容貌おほむかたちなど、いとはなやかに、ここぞ曇くもれると見みゆるところなく1、隈くまなく匂にほひきらきらしく、見みまほしきさまぞしたまへる。

◇　ご本人も、何と美しいと、見た途端に思われて、山吹襲に一段と引き立っていらっしゃるご器量など、たいそうはなやかで、ここが暗いと思われるところがなく、どこからどこまで輝くように美しく、いつまでも見ていたいほどでいらっしゃる。

■　もの思おもひに沈しづみたまへるほどのしわざにや、髪かみの裾すそすこし細ほそりて、さはらかにかかれるしも、いとものきよげに、ここかしこいとけざやかなるさましたまへるを、

◇　つらい思いの生活をしていらっしゃった間のあったせいか、髪の裾が少し細くなって、はらりとかかっているのが、いかにもこざっぱりとして、あちらこちらがくっきりとした様子をしていらっしゃるのを、

■　「かくて見みざらましかば2」

◇　「こうして引き取らなかったら」

■　と思おぼすにつけても、えしも見過みすぐしたまふまじ。

◇　とお思いになるにつけても、とてもこのままお見過ごしできないであろう。


1 【ここぞ曇れると見ゆるところなく】『集成』は「陰気だと思われるところがなく」。『完訳』は「ここが疵と思われるところもなく」と訳す。

2 【かくて見ざらましかば】源氏の心中。


初音．１．４．３

■　かくいと隔へだてなく見みたてまつりなれたまへど、なほ思おもふに、隔へだたり多おほくあやしきが、うつつの心地ここちもしたまはねば2、まほならずもてなしたまへるも、いとをかし3。

◇　このように何の隔てもなくお目にかかっていらっしゃるが、やはり考えて見ると、どこか打ち解けにくいところが多く妙な感じなのが、現実のような感じがなさらないので、すっかり打ち解けた態度ではいらっしゃらないのも、たいそう興を惹かれる。


1? 【えしも見過したまふまじくや】語り手の源氏の心中を批評した文。後の物語発展への伏線的叙述。『集成』は「父親役では納まらないのではないか、という草子地」。『完訳』は「男女関係に発展せずにすむだろうか、とする語り手の予感」と注す。

2 【なほ思ふに隔たり多くあやしきがうつつの心地もしたまはねば】『集成』は「やはり考えてみると、（そこは実の親ではないので）気のおけることが多く何となく落着かぬ感じなのが、夢を見ているような思いもして。玉鬘の気持」と注す。

3 【いとをかし】『集成』は「源氏の心中の思いが、そのまま草子地と重なる」。『完訳』は「源氏の心。玉鬘の反発と警戒に、かえって惹かれる趣である」と注す。


初音．１．４．４

■　「年としごろになりぬる心地ここちして1、見みたてまつるにも心こころやすく、本意ほいかなひぬるを、つつみなくもてなしたまひて、あなたなどにも渡わたりたまへかし。

◇　「何年にもなるような気がして、お目にかかるのも気が張らず、長年の希望が叶いましたので、ご遠慮なさらず振る舞って、あちらにもお越しください。

■　いはけなき初琴習うひごとならふ人2ひともあめるを、もろともに聞ききならしたまへ。

◇　幼い初めて琴を習う人もいますので、ご一緒にお稽古なさい。

■　うしろめたく、あはつけき心持こころもたる3人ひとなき所ところなり」

◇　気の許せない、軽はずみな考えを持った人はいない所です」


1 【年ごろになりぬる心地して】以下「人なき所なり」まで源氏の詞。

2 【いはけなき初琴習ふ人】明石姫君をさす。

3 【うしろめたくあはつけき心持たる】『集成』は「気の許せぬ、軽はずみな考えを持った」。『完訳』は「気のゆるせない、思いやりのない」と注す。


初音．１．４．５

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお申し上げなさると、

初音．１．４．６

■　「のたまはせむままにこそは1」

◇　「仰せのとおりにいたしましょう」


1 【のたまはせむままにこそは】玉鬘の返事。


初音．１．４．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお答えになる。

■　さもあることぞかし。

◇　まことに適当なお返事である。

第五段　冬の御殿の明石御方に泊まる

初音．１．５．１

■　暮くれ方かたになるほどに、明石あかしの御方おほむかたに渡わたりたまふ。

◇　暮方になるころに、明石の御方にお越しになる。

■　近ちかき渡殿わたどのの戸押とおし開あくるより、御簾みすのうちの追風おひかぜP6、なまめかしく吹ふき匂にほはして、ものよりことに気高けだかく思おぼさる。

◇　近くの渡殿の戸を押し開けた途端に、御簾の中から流れてくる風が、優美に吹き漂って、他に比較して格段に気高く感じられる。

■　正身さうじみは見みえず。

◇　本人は見えない。

■　いづらと見みまはしたまふに、硯すずりのあたりにぎははしく、草子さうしどもなど取とり散ちらしたるなど取とりつつ見みたまふ。

◇　どこかしらと御覧になると、硯のまわりが散らかっていて、冊子類などが取り散らかしてあるのを手に取り手に取り御覧になる。

■　唐からの東京錦とうきゃうきのことことしき端はしさしたる茵しとねに、をかしげなる琴きんうち置おき、わざとめきよしある火桶ひおけに、侍従じじゅうをP7くゆらかして、物ものごとにしめたるに、衣被香えびかうの香かのまがへる、いと艶えんなり。

◇　唐の東京錦のたいそう立派な縁を縫い付けた敷物に、風雅な琴をちょっと置いて、趣向を凝らした風流な火桶に、侍従香を燻らせて、それぞれの物にたきしめてあるのに、衣被香の香が混じっているのは、たいそう優美である。

■　手習てならひどもの乱みだれうちとけたるも、筋変すぢかはり、ゆゑある書かきざまなり。

◇　手習いの反故が無造作に取り散らかしてあるのも、尋常ではなく、教養のある書きぶりである。

■　ことことしう草さうがちなどにP8もされP9書かかず、めやすく書かきすましたり。

◇　大仰に草仮名を多く使ってしゃれて書かず、無難にしっとりと書いてある。


P6 追風--上（上/＄追〈朱〉）風

P7 侍従を--侍従（従/+を〈朱〉）

P8 などに--なと（と/+に〈朱〉）

P9 され--さえ（え/＄れ〈朱〉）


初音．１．５．２

■　小松こまつの御返おほむかへりを、めづらしと見みけるままに、あはれなるP10古事ふることども書かきまぜて、

◇　姫君のお返事を、珍しいことと感じたあまりに、しみじみとした古歌を書きつけて、


P10 あはれなる--あはれ（れ/+な）る


初音．１．５．３

■　「めづらしや花はなのねぐらに木こづたひて

谷たにの古巣ふるすを訪とへるP11鴬うぐひす

声待こゑまち出いでP12たる」

◇　「何と珍しいことか、花の御殿に住んでいる鴬が

谷の古巣を訪ねてくれたとは

その初便りを待っていましたこと」


P11 訪へる--とつ（つ/＄へ〈朱〉）る

P12 出で--て（て/＄出〈朱〉）


初音．１．５．４

■　なども、

◇　などとも、

■　「咲さける岡辺をかべに家いへしあればS8」

◇　「咲いている岡辺に家があるので」

■　など、ひき返かへし慰なぐさめたる筋すぢなど書かきまぜつつあるを、取とりて見みたまひつつほほ笑ゑみたまへる、恥はづかしげなり。

◇　などと、思い返して心慰めている文句などが書き混ぜてあるのを、手に取って御覧になりながら微笑んでいらっしゃるのは、気がひけるほど立派である。


S8 梅の花咲ける岡辺に家しあればともしくもあらず鴬の声（古今六帖六-四三八五）


初音．１．５．５

■　筆ふでさし濡ぬらして書かきすさみたまふほどに、ゐざり出いでて、さすがにみづからのもてなしは、かしこまりおきて、めやすき用意よういなるを、

◇　筆をちょっと濡らして書き戯れていらっしゃるところに、いざり出て来て、そうはいっても自分自身の振る舞いは、慎み深くて、程よい心がけなのを、

■　「なほ、人ひとよりはことなり」

◇　「やはり、他の女性とは違うな」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　白しろきに、けざやかなる髪かみのかかりの、すこしさはらかなるほどに薄うすらぎにけるも、いとどなまめかしさ添そひて、なつかしければ、

◇　白い小袿に、くっきりと映える髪のかかり具合が、少しはらりとする程度に薄くなっていたのも、いっそう優美さが加わって慕わしいので、

■　「新あたらしき年としの御騒おほむさはがれもや」

◇　「新年早々に騒がれることになろうか」

■　と、つつましけれど、こなたに泊とまりたまひぬ。

◇　と、気にかかるが、こちらにお泊まりになった。

■　「なほ、おぼえことなりかし」

◇　「やはり、ご寵愛は格別なのだ」

■　と、方々かたがたに心こころおきて思おぼす。

◇　と、他の方々は面白からずお思いになる。

初音．１．５．６

■　南みなみの御殿おとどには、ましてめざましがる人ひとびとあり。

◇　南の御殿では、それ以上にけしからぬと思う女房たちがいる。

■　まだ曙あけぼののほどに渡わたりたまひぬ。

◇　まだ暁のうちにお帰りになった。

■　かうしもあるまじき夜深よぶかさぞかしと思おもふに、名残なごりもただならず、あはれに思おもふ。

◇　そんなに急ぐこともないまだ暗いうちなのに、と思うと、送り出した後も気持ちが落ち着かず、寂しい気がする。

■　待まちとりたまへるはた、なまP13けやけしと思おぼすべかめる心こころのうち、量はかられたまひて、

◇　お待ちになっていた方でもまた、何やら面白くないようなお思いでいるにちがいない心の中が、推量されずにはいらっしゃれないので、


P13 なま--なさ（さ/＄ま〈朱〉）


初音．１．５．７

■　「あやしきうたた寝ねをして、若々わかわかしかりけるいぎたなさを、さしもおどろかしたまはで」

◇　「いつになくうたた寝をして、年がいもなく寝込んでしまいましたのを、起こしても下さらないで」

初音．１．５．８

■　と、御みけしきとりたまふもをかしく見みゆ。

◇　と、ご機嫌をおとりになるのも面白く見える。

■　ことなる御おほむいらへもなければ、わづらはしくて、そら寝ねをしつつ、日高ひたかく御殿籠おほとのごもり起おきたり。

◇　特にお返事もないので、厄介なことだと、狸寝入りをしながら、日が高くなってからお起きになった。

第六段　六条院の正月二日の臨時客

初音．１．６．１

■　今日けふは、臨時客りんじかくP14のことに紛まぎらはして1ぞ、面隠おもかくしたまふ。

◇　今日は、臨時の客にかこつけて、顔を合わせないようにしていらっしゃる。

■　上達部かむだちめ、親王みこたちなど、例れいの、残のこりなく参まゐりたまへり。

◇　上達部や、親王たちなどが、例によって、残らず参上なさった。

■　御遊おほむあそびありて、引出物ひきでもの、禄ろくなど、二になし。

◇　管弦のお遊びがあって、引出物や、禄など、またとなく素晴らしい。

■　そこら集つどひたまへるが、我われも劣おとらじともてなしたまへるなかにも、すこしなずらひなるだにも見みえたまはぬものかな。

◇　大勢お集りの方々が、どなたも人に負けまいと振る舞っていらっしゃる中でも、少しも肩を並べられる方もお見えにならないことよ。

■　とり放はなちては、いと有職多いうそくおほくものしたまふころなれど、御前おまへにては気圧けおされたまふも、悪わるしかし。

◇　一人一人を見れば、才学のある人が多くいらっしゃるころなのだが、御前に出ると圧倒されておしまいになる、困ったことである。

■　何なにの数かずならぬ下部しもべどもなどだに、この院ゐんに参まゐる日ひは、心こころづかひことなりけり。

◇　ものの数にも入らぬ下人たちでさえ、この院に参上するには、気の配りようが格別なのであった。

■　まして若わかやかなる上達部かむだちめなどは、思おもふ心こころなどP15ものしたまひて、すずろに心懸想こころげさうしたまひつつ、常つねの年としよりもことなり。

◇　ましてや若々しい上達部などは、心中に思うところがおありになって、むやみに緊張なさっては、例年よりは格別である。


P14 臨時客--りひ（ひ/＄む〈朱〉）しかく

P15 など--なとの（の/＄〈朱〉）

1 【今日は臨時客のことに紛らはして】摂関大臣家の臨時客は正月二日を通例とする。それに倣う。


初音．１．６．２

■　花はなの香誘かさそふ夕風ゆふかぜS9、のどやかにうち吹ふきたるに、御前おまへの梅むめやうやうひもときて、あれは誰たれ時どきなるに、物ものの調しらべどもおもしろく、

◇　花の香りを乗せて夕風が、のどやかに吹いて来ると、お庭先の梅が次第にほころび出して、黄昏時なので、楽の音色なども美しく、

■　「この殿**S10」

◇　「この殿」

■　うち出いでたる拍子ひゃうし、いとはなやかなり。

◇　を謡い出した拍子は、たいそうはなやかな感じである。

■　大臣おとども時々声ときどきこゑうち添そへたまへる

◇　大臣も時々お声を添えなさる

■　「さき草**」

◇　「さき草」

■　の末すゑつ方かた、いとなつかしくめでたく聞きこゆ。

◇　の末の方は、とても優美で素晴らしく聞こえる。

■　何なにごとも、さしいらへしたまふ御光おほむひかりにはやされて、色いろをも音ねをも増ますけぢめ、ことになむ分わかれける。

◇　何もかも、お声を添えられる素晴らしさに引き立てられて、花の色も楽の音も格段に映える点が、はっきりと感じられるのであった。

◆　 
はな の か さそふ ゆふかぜ、 のどやか に うち-ふき たる に、 おまへ の むめ やうやう ひもとき て、 あれはたれどき なる に、 もの の しらべ-ども おもしろく、 この との うちいで たる ひゃうし、 いと はなやか なり。 おとど も ときどき こゑ うち-そへ たまへ る さき くさ の すゑ つ かた、 いと なつかしく めでたく きこゆ。 なにごと も、 さしいらへ し たまふ おほむ-ひかり に はやさ れ て、 いろ を も ね を も ます けぢめ、 ことに なむ わか れ ける。


S9 花の香を風の便りにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにはやる（古今集春上-一三　紀友則）山風の花の香誘ふ麓には春の霞ぞほだしなりける（後撰集春中-七三　藤原興風）

S10 この殿は　もべも　むべも富みけり　三枝の　あはれ　三枝の　はれ　三つ葉　四つ葉の中に　殿造りせりや　殿造りせりや（催馬楽-この殿は）


第二章　光る源氏の物語　二条東院の女性たちの物語

第一段　二条東院の末摘花を訪問

初音．２．１．１

■　かうののしる馬車むまくるまの音おとを、もの隔へだててP16聞ききたまふ御方々おほむかたがたは1、蓮はちすの中なかの世界せかいに、まだ開ひらけざらむ心地ここちもかくや2と、心こころやましげなり。まして、東ひむがしの院ゐんに離はなれたまへる御方々おほむかたがたは3、年月としつきに添そへて、つれづれの数かずのみまされど、「世よの憂うきめ見みえぬ山路**S11」に4思おもひなずらへて、つれなき人ひとの御心みこころをば、何なにとかは見みたてまつりとがめむ5、その他ほかの心こころもとなく寂さびしきことはたなければ、行おこなひの方かたの人ひとは6、その紛まぎれなく勤つとめ、仮名かなのよろづの草子さうしの学問がくもん、心こころに入いれたまはむ人ひとは7、また願ねがひに従したがひ、ものまめやかにはかばかしきおきてにも8、ただ心こころの願ねがひに従したがひたる住すまひなり。騒さわがしき日ひごろP17過すぐして渡わたりたまへり。

◇　このように雑踏する馬や車の音をも、遠く離れてお聞きになる御方々は、極楽浄土の蓮の中の世界で、まだ開かないで待っている心地もこのようなものかと、心穏やかではない様子である。それ以上に、二条東の院に離れていらっしゃる御方々は、年月とともに、所在ない思いばかりが募るが、「世の嫌な思いがない山路」に思いなぞらえて、薄情な方のお心を、何と言ってお咎め申せよう。その他の不安で寂しいことは何もないので、仏道修行の方面の人は、それ以外のことに気を散らさず励み、仮名文字のさまざまの書物の学問に、ご熱心な方は、またその願いどおりになさり、生活面でもしっかりとした基盤があって、まったく希望どおりの生活である。忙しい数日を過ごしてからお越しになった。

◆　 
かう ののしる むま くるま の おと を、 もの-へだて て きき たまふ おほむ-かたがた は、 はちす の なか の せかい に、 まだ ひらけ ざら む ここち も かく や と、 こころやましげ なり。 まして、 ひむがし-の-ゐん に はなれ たまへ る おほむ-かたがた は、 としつき に そへ て、 つれづれ の かず のみ まされ ど、 よ の うきめ みえ ぬ やまぢに おもひ なずらへ て、 つれなき ひと の み-こころ を ば、 なに と か は み たてまつり とがめ む、 その ほか の こころもとなく さびしき こと はた なけれ ば、 おこなひ の かた の ひと は、 その まぎれ なく つとめ、 かな の よろづ の さうし の がくもん、 こころ に いれ たまは む ひと は、 また ねがひ に したがひ、 もの-まめやか に はかばかしき おきて に も、 ただ こころ の ねがひ に したがひ たる すまひ なり。 さわがしき ひごろ すぐし て わたり たまへ り。


P16 隔てて--へたて（て/+て）

S11 世の憂きめ見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（古今集雑下-九五五　物部吉名）

P17 日ごろ--日かす（かす/＄ころ〈朱〉）

1 【もの隔てて聞きたまふ御方々は】花散里や明石御方をさす。

2 【蓮の中の世界にまだ開けざらむ心地もかくや】花散里などの心中を忖度して表現した文。極楽浄土世界中、九品の中の下品下生、最下級の世界。そこでは蓮の花が開くまでに十二大劫の期間を待たねばならない。

3 【東の院に離れたまへる御方々は】二条東院の末摘花や空蝉をさす。

4 【世の憂きめ見えぬ山路に】「世の憂きめ見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）。

5 【つれなき人の御心をば何とかは見たてまつりとがめむ】源氏の心をさす。「なにとかは--とがめむ」反語表現。『完訳』は「己が身の不運と諦める気持」と注す。

6 【行なひの方の人は】空蝉をさす。

7 【仮名のよろづの草子の学問心に入れたまはむ人は】末摘花をさす。『集成』は「「学問」と大げさに言うのは、例の、末摘花をからかった筆つき」と注す。

8 【ものまめやかにはかばかしきおきてにも】『集成』は「生活を支えるしっかりした経済的な処遇の点でも」。『完訳』は「給与や使用人などの取決め」「実生活上のきちんとした取決めの点でも」と注す。


初音．２．１．２

■　常陸宮ひたちの御方みやのおほむかたは、人ひとのほどあれば、心苦こころぐるしく思おぼして1、人目ひとめの飾かざりばかりは2、いとよくもてなしきこえたまふ。

◇　常陸宮の御方は、ご身分があるので、気の毒にお思いになって、人目に立派に見えるように、たいそう行き届いたお扱いをなさる。

■　いにしへ、盛さかりと見みえし御若髪おほむわかがみも、年としごろに衰おとろひゆき、まして、滝たきの淀よどみ恥はづかしげS12なる3御おほむかたはらめなどを、いとほしと思おぼせば、まほにも向むかひたまはず。

◇　若いころ、盛りに見えた御若髪も、年とともに衰えて行き、それ以上に、滝の淀みに引けをとらない白髪の御横顔などを、気の毒とお思いになると、面と向かって対座なさらない。


S12 落ちたぎつ滝の水上年積もり老いにけらしな黒き筋なし（古今集雑上-九二八　壬生忠岑）

1 【心苦しく思して】源氏が末摘花を。

2 【人目の飾りばかりは】『集成』は「人目には立派に見えるように」と注す。

3 【滝の淀み恥づかしげなる】白髪の譬喩。「落ちたぎつ滝の水上年積もり老いにけらしな黒き筋なし」（古今集雑上、九二八、壬生忠岑）。


初音．２．１．３

■　柳やなぎは、げにこそすさまじかりけれ1と見みゆるも、着きなしたまへる人ひとからなるべし2。

◇　柳襲は、なるほど不似合いだと見えるのも、お召しになっている方のせいであろう。

■　光ひかりもなく黒くろき掻練かいねりの、さゐさゐしく3張はりたる一襲ひとかさね、さる織物おりものの袿着うちききたまへる、いと寒さむげに心苦こころぐるし。

◇　光沢のない黒い掻練の、さわさわ音がするほど張った一襲の上に、その織物の袿を着ていらっしゃる、とても寒そうでいたわしい感じである。

■　襲かさねの衣きぬP18などは、いかにしなしたるにかあらむ4。

◇　襲の衣などは、どのようにしたのであろうか。


P18 衣--うちき（うちき/＄きぬ）

1 【柳はげにこそすさまじかりけれ】源氏が暮れに贈った柳襲の衣裳。源氏の感想。

2 【着なしたまへる人からなるべし】語り手の感想。

3 【さゐさゐしく】『小学館古語大辞典』に「「さゐ」は「潮騒（しほさゐ）」の「さゐ」で、「騷（さわ）く」の「さわ」と同源と考えられる。万葉集にみられる「さゐさゐしづみ」「さゑさゑしづみ」の「さゐさゐ」「さゑさゑ」、古事記などにみられる「さわさわ」は相互に母音交替形で、いずれも、騒がしい音を形容する擬声語であろう。「さゐさゐし」はその形容詞形であるが用例はすくない」とある。

4 【襲の衣などはいかにしなしたるにかあらむ】語り手の疑問介入の句。『集成』は「袿は何枚か重ねて着る。末摘花は、掻練の上に袿一枚だけを着ているのである」と注す。


初音．２．１．４

■　御鼻おほむはなの色いろばかり、霞かすみにも紛まぎるまじうS13はなやかなるに、御心みこころにもあらず2うち嘆なげかれたまひて、ことさらに御几帳引みきちゃうひきつくろひ隔へだてたまふ。

◇　お鼻の色だけは、霞にも隠れることなく目立っているので、お心にもなくつい嘆息されなさって、わざわざ御几帳を引き直して隔てなさる。

■　なかなか、女をむなはさしも思おぼしたらず3、今いまは、かくあはれに長ながき御心みこころのほどを、おだしきものにうちとけ頼たのみきこえたまへる御おほむさま、あはれなり。

◇　かえって、女はそのようにはお思いにならず、今は、このようにやさしく変わらない愛情のほどを、安心に思い気を許してご信頼申していらっしゃるご様子は、いじらしく感じられる。


S13 浅緑野辺の霞はつつめどもこぼれて匂ふ花桜かな（拾遺集春-四〇　読人しらず）

1? 【御鼻の色ばかり霞にも紛るまじく】「花」に「鼻」を掛ける。「浅緑野辺の霞はつつめどもこぼれて匂ふ花桜かな」（拾遺集春、四〇、読人しらず）。

2 【御心にもあらず】『集成』は「お気の毒とは思いながらもつい」。『完訳』は「思わず」と訳す。

3 【なかなか女はさしも思したらず】『完訳』は「源氏の想像に反して、彼女は源氏の心長さに満足する愚鈍さ」と注す。


初音．２．１．５

■　かかる方かたにも1、おしなべての人ひとならず2、いとほしく悲かなしき人ひとの御おほむさまに思おぼせば、あはれに、我われだにこそはと、御心みこころとどめたまへるも、ありがたきぞかし。

◇　このような面でも、普通の身分の人とは違って、気の毒で悲しいお身の上の方、とお思いになると、かわいそうで、せめてわたしだけでもと、お心にかけていらっしゃるのも、めったにないことである。

■　御声おほむこゑなども、いと寒さむげに、うちわななきつつ語かたらひきこえたまふ。

◇　お声なども、たいそう寒そうに、ふるえながらお話し申し上げなさる。

■　見みわづらひたまひて、

◇　見かねなさって、


1 【かかる方にも】『完訳』は「実生活の面においても」と注す。

2 【おしなべての人ならず】皇族である身分とプライドを強調。


初音．２．１．６

■　「御衣おほむぞどもの事ことP19など2、後見うしろみきこゆる人ひとははべりや。

◇　「衣装のことなどを、お世話申し上げる人はございますか。

■　かく心こころやすき御住おほむすまひは、ただいとうちとけたるさまに、含ふくみなえたるこそよけれ3。

◇　このように気楽なお住まいでは、ひたすらとてもくつろいだ様子で、ふっくらして柔らかくなっているのがよいのです。

■　うはべばかりつくろひたる御おほむよそひは、あいなくなむ」

◇　表面だけを取り繕ったお身なりは、感心しません」


P19 御衣どもの事--御そ（そ/+と〈朱〉）もの（の/+事〈朱〉）

1? 【ありがたきことぞかし】語り手の批評。『完訳』は「奇特だ。前文末の「あはれなり」と対照的。このあたり、末摘花・源氏への語り手の評言が多様」と注す。

2 【御衣どもの事など】以下「あいなくなむ」まで、源氏の詞。

3 【含みなえたるこそよけれ】『完訳』は「このあたり、相手がこたえない知ったうえでの侮蔑的な言辞」と注す。


初音．２．１．７

■　と聞きこえたまへば、こちごちしくさすがに笑わらひたまひて、

◇　と申し上げなさると、ぎごちなくそれでもお笑いになって、

初音．２．１．８

■　「醍醐だいごの阿闍梨あざりの君きみの1御おほむあつかひしはべるとて、衣きぬどももえ縫ぬひはべらでなむ2。

◇　「醍醐の阿闍梨の君のお世話を致そうと思っても、召し物などを縫うことができずにおります。

■　皮衣かはぎぬをさへ取とられにし後のち、寒さむくはべる」

◇　皮衣まで取られてしまった後は、寒うございます」


1 【醍醐の阿闍梨の君の】以下「寒くはべる」まで、末摘花の詞。「醍醐の阿闍梨」は末摘花の兄。「蓬生」巻に「御兄の禅師の君」と初出。

2 【衣どももえ縫ひはべらでなむ】『集成』は「前の「襲の袿」の仕立てが、新春の間に合わなかったゆえんである」と注す。


初音．２．１．９

■　と聞きこえたまふは、いと鼻赤はなあかき御兄おほむせうとなりけり1。

◇　と申し上げなさるのは、まったく鼻の赤い兄君だったのである。

■　心こころうつくしといひながら、あまりうちとけ過すぎたりと思おぼせど2、ここにては、いとまめにきすくの人ひとにておはす3。

◇　素直だとはいっても、あまりに構わなさすぎるとお思いになるが、この世では、とても実直で無骨な人になっていらっしゃる。


1 【いと鼻赤き御兄なりけり】『完訳』は「語り手の、似合いの兄妹だ、の評言」と注す。

2 【あまりうちとけ過ぎたりと思せど】『完訳』は「彼女の露骨なねだり言だと思う」と注す。

3 【きすくの人にておはす】主語は源氏。末摘花の態度に合わせた振る舞い。


初音．２．１．１０

■　「皮衣かはぎぬはいとよし1。

◇　「皮衣はそれでよい。

■　山伏やまぶしの蓑代衣みのしろごろもに譲ゆづりたまひてあへなむ。

◇　山伏の蓑代衣にお譲りになってよいでしょう。

■　さて、このいたはりなき白妙しろたへの衣きぬは、七重ななへにも、などか重かさねP20たまはざらむ。

◇　そうして、この大切にする必要もない白妙の衣は、七枚襲にでも、どうして重ね着なさらないのですか。

■　さるべきP21折々をりをりは、うち忘わすれたらむ2こともおどろかしたまへかし。

◇　必要な物がある時々には、忘れていることでもおっしゃってください。

■　もとよりおれおれしく3、たゆき心こころのおこたりに。

◇　もともと愚か者で気がききません性分ですから。

■　まして方々かたがたの紛まぎらはしき競きほひにも、おのづからなむ」

◇　まして方々への忙しさに紛れて、ついうっかりしまして」


P20 重ね--*かね

P21 さるべき--さ（さ/+る）へき

1 【皮衣はいとよし】以下「おのづからなむ」まで、源氏の詞。

2 【うち忘れたらむ】主語は源氏。

3 【おれおれしく】『完訳』は「自分を愚かで気がきかないとするが、相手への揶揄でもある」と注す。


初音．２．１．１１

■　とのたまひて、向むかひの院ゐんの御倉1開みくらあけさせたまひて、絹きぬ、綾あやなどたてまつらせたまふ。

◇　とおっしゃって、向かいの院の御倉を開けさせなさって、絹や、綾などを差し上げさせなさる。


1 【向かひの院の御倉】二条院の御倉。


初音．２．１．１２

■　荒あれたる所ところもなけれど、住すみたまはぬ所ところのけはひは1静しづかにて、御前おまへの木立こだちばかりぞいとおもしろく、紅梅こうばいの咲さき出いでたる匂にほひなど2、見みはやす人ひともなきを見みわたしたまひて、

◇　荒れた所もないが、お住まいにならない所の様子はひっそりとして、お庭先の木立だけがたいそう美しく、紅梅の咲き出した匂いなど、鑑賞する人がいないのをお眺めになって、


1 【荒れたる所もなけれど住みたまはぬ所のけはひは】二条東院をいう。「住みたまはぬ」の主語はこの邸の主人すなわち源氏。

2 【紅梅の咲き出でたる匂ひなど】正月初旬の紅梅の光景。


初音．２．１．１３

■　「ふるさとの春はるの梢こずゑに訪たづね来きて

世よの常つねならぬ花はなを見みるかな1」

◇　「昔の邸の春の梢を訪ねて来てみたら

世にも珍しい紅梅の花が咲いていたことよ」


1 【ふるさとの春の梢に訪ね来て世の常ならぬ花を見るかな】源氏の独詠歌。「花」に「鼻」を掛ける。久し振りに二条東院を訪れて、その女主人の相変わらぬさまに懐かしさと嫌気を感じて詠んだ歌。


初音．２．１．１４

■　と独ひとりごちたまへど、聞きき知しりたまはざりけむかし1。

◇　独り言をおっしゃったが、お聞き知りにはならなかったであろう。


1 【聞き知りたまはざりけむかし】語り手の言辞。『完訳』は「語り手の、末摘花には通じまいとする評言。その愚鈍さをいう」と注す。


第二段　続いて空蝉を訪問

初音．２．２．１

■　空蝉うつせみの尼衣あまごろもにも、さしのぞきたまへり。

◇　空蝉の尼君にも、お立ち寄りになった。

■　うけばりたるさまにはあらず、かごやかに局住つぼねずみにしなして、仏ほとけばかりに所得ところえさせたてまつりて、行おこなひ勤つとめけるさまあはれに見みえて、経きゃうP22、仏ほとけの御飾おほむかざり、はかなくしたる閼伽あかの具ぐなども、をかしげになまめかしう、なほ心こころばせありと見みゆる人ひとのけはひなり2。

◇　ご大層な様子ではなく、ひっそりと部屋住みのような体にして、仏ばかりに広く場所を差し上げて、勤行している様子がしみじみと感じられて、経や、仏のお飾り、ちょっとしたお水入れの道具なども、風情があり優美で、やはり嗜みがあると見える人柄である。

■　青鈍あをにびの几帳きちょう、心こころばへをかしきに、いたくゐ隠かくれて、袖口そでぐちばかりぞ色いろことなるしもなつかしければ、涙なみだぐみたまひて、

◇　青鈍の几帳、意匠も面白いのに、すっかり身を隠して、袖口だけが格別なのも心惹かれる感じなので、涙ぐみなさって、


P22 経--（/+経〈朱〉）

1? 【かごやかに局住みにして】『集成』は「部屋住みのような体にして。遜ったさま」と注す。

2 【なほ心ばせありと見ゆる人のけはひなり】『完訳』は「出家の身ながら、さすがに」と注す。


初音．２．２．２

■　「『松まつが浦島うらしまS14』

◇　「『松が浦島』

■　を1はるかに思おもひてぞやみぬべかりける。

◇　は遥か遠くに思って諦めるべきだったのですね。

■　昔むかしより心憂こころうかりける御契おほむちぎりかな。

◇　昔からつらいご縁でしたなあ。

■　さすがにかばかりの御睦おほむむつびP23は2、絶たゆまじかりけるよ」

◇　そうはいってもやはりこの程度の付き合いは、絶えないのでしたね」


S14 音に聞く松が浦島今日ぞ見るむべも心ある海人は住みけり（後撰集雑一-一〇九三　素性法師）

P23 御睦び--（/+御〈朱〉）むつひ

1 【松が浦島を】以下「絶ゆまじかりけるよ」まで、源氏の詞。「音に聞く松が浦島今日ぞ見るむべも心あるあまは住みけり」（後撰集雑一、一〇九三、素性法師）。『集成』は「尼姿のあなたとは、所詮結ばれぬものと諦めねばならないのですね」と訳す。

2 【さすがにかばかりの御睦びは】『集成』は「私のもとにいて下さるぐらいのお付合い」。『完訳』は「物越しに対面する程度の親交」と注す。


初音．２．２．３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　尼君あまぎみも、ものあはれなるけはひにて、

◇　尼君も、しみじみとした様子で、

初音．２．２．４

■　「かかる方かたに1頼たのみきこえさするしもなむ、浅あさくはあらず思おもひたまへ知しられはべりP24ける」

◇　「このようなことでご信頼申し上げていますのも、ご縁は浅くないのだと存じられます」


P24 はべり--（/+侍〈朱〉）

1 【かかる方に】以下「知られはべりける」まで、空蝉の詞。『集成』は「こうして（仏に仕える身となって）お頼り申し上げるほうが、かえってご縁も浅からず存じられます」と訳す。


初音．２．２．５

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

初音．２．２．６

■　「つらき折々重をりをりかさねて1、心惑こころまどはしたまひし世よの報むくいなどを、仏ほとけにかしこまりきこゆるこそ苦くるしけれ。

◇　「薄情な仕打ちを何度もなさって、心を惑わしなさった罪の報いなどを、仏に懺悔申し上げるとはお気の毒なことです。

■　思おぼし知しるや。

◇　ご存じですか。

■　かくいと素直すなほにもあらぬものをと、思おもひ合あはせたまふこともあらじやはとなむ思おもふP25」

◇　このように素直な者はいないのだと、お気づきになることもありはしないかと思います」


P25 なむ思ふ」と--なむ？（？/＃）おもふたのむと（たのむと/＄と〈朱〉）

1 【つらき折々重ねて】以下「となむ思ふ」まで、源氏の詞。


初音．２．２．７

■　とP25のたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　「かのあさましかりし1世よの古事ふることを聞きき置おきたまへるなめり」

◇　「あのあきれた昔のことをお聞きになっていたのだ」

■　と、恥はづかしく、

◇　と、恥ずかしく、


P25 なむ思ふ」と--なむ？（？/＃）おもふたのむと（たのむと/＄と〈朱〉）

1 【かのあさましかりし】以下「聞き置きたまへるなめり」まで、空蝉の心中。夫伊予介の死後に継子の紀伊守が言い寄ったということ。「関屋」巻にある。


初音．２．２．８

■　「かかるありさまを1御覧ごらんじ果はてらるるよりほかの報むくいは、いづくにかはべらむ2」

◇　「このような姿をすっかり御覧になられてしまったことより他に、どのような報いがございましょうか」


1 【かかるありさまを】以下「はべらむ」まで、空蝉の詞。出家姿をさしていう。

2 【いづくにかはべらむ】反語表現。どこにもない、の意。


初音．２．２．９

■　とて、まことにうち泣なきぬ。

◇　と言って、心の底から泣いてしまった。

■　いにしへよりも1もの深ふかく恥はづかしげさまさりて、かくもて離はなれたること2、と思おぼすしも3、見放みはなちがたく思おぼさるれど、はかなきことをのたまひかくべくも4あらず、おほかたの昔今むかしいまの物語ものがたりをしたまひて、

◇　昔よりもいっそうどことなく思慮深く気が引けるようなところがまさって、このような出家の身を守っているのだ、とお思いになると、見放しがたく思わずにはいらっしゃれないが、ちょっとした色めいた冗談も話しかけるべきではないので、普通の昔や今の話をなさって、

■　「かばかりの言いふかひだにあれかし5」

◇　「せめてこの程度の話相手であってほしいものよ」

■　と、あなたを見みやりたまふ6。

◇　と、あちらの方を御覧になる。


1 【いにしへよりも】以下、源氏の視点を通して語る空蝉像。

2 【かくもて離れたること】出家人としての振る舞い方。

3 【思すしも】主語は源氏。

4 【はかなきことをのたまひかくべくも】『完訳』は「色めかしい冗談」と注す。

5 【かばかりの言ふかひだにあれかし】源氏の心中。『集成』は「せめてこの程度の話し相手が勤まってほしいものだと」と訳す。空蝉の立派な態度から末摘花を比較。

6 【あなたを見やりたまふ】末摘花の方をさす。


初音．２．２．１０

■　かやうにても、御蔭おほむかげに隠かくれたる人ひとびと多おほかり。

◇　このようなことで、ご庇護になっている婦人方は多かった。

■　皆みなさしのぞきわたしたまひて、

◇　皆一通りお立ち寄りになって、

初音．２．２．１１

■　「おぼつかなき日数2ひかずつもる折々をりをりあれど、心こころのうちはおこたらずなむ。

◇　「お目にかかれない日が続くこともありますが、心の中では忘れていません。

■　ただ限かぎりある道みちの別わかれS15,3のみこそうしろめたけれ。

◇　ただいつかは死出の別れが来るのが気がかりです。

■　『命いのちを知しらぬS16』」

◇　『誰も寿命は分からないものです』」


S15 限りある別れのみこそ悲しけれ誰も命を空に知らねば（異本紫明抄所引、出典未詳）

S16 長らへむ命ぞ知らぬ忘れじと思ふ心は身に添はりつつ（信明集-五〇）

1? 【かやうにても御蔭に隠れたる人びとおほかり】末摘花や空蝉以外にも源氏の庇護下にある女性が二条東院に多くいたことをいう。

2 【おぼつかなき日数】以下「命を知らぬ」まで、源氏の詞。お目にかからないことが多いことを詫びつつ忘れてはいないという。

3 【限りある道の別れ】「限りある道の別れのみこそ悲しけれ誰も命を知らねば」（異本紫明抄所引、出典未詳）


初音．２．２．１２

■　など、なつかしくのたまふ。

◇　などと、やさしくおっしゃる。

■　いづれをも、ほどほどにつけてあはれと思おぼしたり。

◇　どの人をも、身分相応につけて愛情を持っていらっしゃった。

■　我われはと思おぼしあがりぬべき御身おほむみのほどなれど2、さしもことことしくもてなしたまはず3、所ところにつけ、人ひとのほどにつけつつ、さまざまあまねくP26なつかしくおはしませば、ただかばかりの御心みこころにかかりてなむ、多おほくの人ひとびと4年としを経へける。

◇　自分こそはと気位高く構えてもよさそうなご身分の方であるが、そのように尊大にはお振る舞いにはならず、場所柄につけ、また相手の身分につけては、どなたにもやさしくいらっしゃるので、ただこのようなお心配りをよりどころとして、多くの婦人方が年月を送っているのであった。


P26 あまねく--（/+あ）まねく

1? 【命ぞ知らぬ】「ながらへむ命ぞ知らぬ忘れじと思ふ心は身に添はりつつ」（信明集、五〇）。

2 【我はと思しあがりぬべき御身のほどなれど】源氏をさす。

3 【ことことしくもてなしたまはず】自分の身を。『完訳』は「尊大にはふるまわず、の意」と注す。

4 【多くの人びと】「御蔭に隠れたる人びと」をさす。


第三章　光る源氏の物語　男踏歌

第一段　男踏歌、六条院に回り来る

初音．３．１．１

■　今年ことしは男踏歌をとこたふかあり1。

◇　今年は男踏歌がある。

■　内裏うちより朱雀院すじゃくゐんに参まゐりて、次つぎにこの院ゐんに参まゐる。

◇　内裏から朱雀院に参上して、次にこの六条院に参上する。

■　道みちのほど遠とほくなどして、夜明よあけ方がたになりにけり。

◇　道中が遠かったりなどして、明け方になってしまった。

■　月つきの曇くもりなく澄すみまさりて、薄雪うすゆきすこし降ふれる庭にはのえならぬに、殿上人てんじゃうびとなども、物ものの上手多じゃうずおほかるころほひにて、笛ふえの音ねもいとおもしろう吹ふき立たてて、この御前**はことに心ころづかひしたり。

◇　月が曇りなく澄みきって、薄雪が少し降った庭が何ともいえないほど素晴らしいところに、殿上人なども、音楽の名人が多いころなので、笛の音もたいそう美しく吹き鳴らして、殿の御前では特に気を配っていた。

■　御方々物見おほむかたがたものみに渡わたりたまふべく、かねて御消息おほむせうそくどもありければ、左右ひだりみぎの対たい、渡殿わたどのなどに、御局みつぼねしつつおはさす。

◇　御婦人方が御覧に来られるように、前もってお便りがあったので、左右の対の屋、渡殿などに、それぞれお部屋を設けていらっしゃる。

◆　 
ことし は をとこたふか あり。 うち より すじゃくゐん に まゐり て、 つぎ に この ゐん に まゐる。 みち の ほど とほく など し て、 よあけがた に なり に けり。 つき の くもり なく すみ まさり て、 うすゆき すこし ふれ る には の え なら ぬ に、 てんじゃうびと など も、 もの の じゃうず おほかる ころほひ にて、 ふえ の ね も いと おもしろう ふきたて て、 おまへ は こと に こころづかひ し たり。 おほむ-かたがた ものみ に わたり たまふ べく、 かねて おほむ-せうそく-ども あり けれ ば、 ひだり みぎ の たい、 わたどの など に、 み-つぼね し つつ おはさ す。


1 【今年は男踏歌あり】男踏歌は隔年または数年を隔てて行われた。正月十四日の夜に行われる。


初音．３．１．２

■　西にしの対たいの姫君ひめぎみは1、寝殿しんでんの南みなみの御方おほむかたに渡わたりたまひて2、こなたの姫君ひめぎみに御対面おほむたいめんありけり3。

◇　西の対の姫君は、寝殿の南の御方にお越しになって、こちらの姫君とご対面があった。

■　上うへも一所ひとところにおはしませば4、御几帳みきちゃうばかり隔へだてて聞きこえたまふ5。

◇　紫の上もご一緒にいらっしゃったので、御几帳だけを隔て置いてご挨拶申し上げなさる。


1 【西の対の姫君は】夏の町の西の対の姫君すなわち玉鬘をいう。

2 【寝殿の南の御方に渡りたまひて】南の町の寝殿をいう。

3 【こなたの姫君に御対面ありけり】明石姫君をさす。異母姉妹としての対面であるが、姫君は実のところを知らないでいる。

4 【上も一所におはしませば】紫の上も姫君と同じ部屋にいた。

5 【御几帳ばかり隔てて聞こえたまふ】御几帳を間に隔てて会うのが普通の作法。


初音．３．１．３

■　朱雀院すじゃくゐんの后きさきの御方おほむかたなどめぐりけるほどに、夜よるもやうやう明あけゆけば、水駅みづむまやにてこと削そがせたまふべきを2、例れいあることより、ほかにさまことに加くはへて、いみじくもてはやさせたまふ。

◇　朱雀院の后宮の御方などを回っていったころに、夜もだんだんと明けていったので、水駅として簡略になさるはずのところを、例年の時よりも、特別に追加して、たいそう派手に饗応させなさる。


1? 【朱雀院の后の宮の御方などめくりけるほどに】弘徽殿大后は朱雀院の院内にある柏梁殿にいた。

2 【水駅にてこと削がせたまふべきを】六条院は「水駅」として簡単な饗応の場所に予定されていたが、異例の御馳走で饗応した。「水駅」は「飯駅」に対する語句。


初音．３．１．４

■　影かげすさまじき暁月夜あかつきづくよに、雪ゆきはやうやう降ふり積つむ1。

◇　白々とした明け方の月夜に、雪はだんだんと降り積もってゆく。

■　松風木高まつかぜこだかく吹ふきおろし、ものすさまじくもありぬべきほどに2、青色あをいろのなえばめるに3、白襲しらがさねの色いろあひ、何なにの飾かざりかは見みゆる4。

◇　松風が木高く吹き下ろして、興ざめしてしまいそうなころに、麹塵の袍が柔らかくなって、白襲の色合いは、何の飾り気も見えない。

■　插頭かざしの綿わたは、何なにの匂にほひもなきものなれど、所ところからにや5おもしろく、心こころゆき、命延いのちのぶるほどなり。

◇　插頭の綿は、何の色艶もないものだが、場所柄のせいか風流で、満足に感じられ、寿命も延びるような気がする。

■　殿とのの中将ちゅうじゃうの君6きみ、内うちの大殿おほとのの君達7きむだちぞ、ことにすぐれてめやすくはなやかなる。

◇　殿の中将の君や、内の大殿の公達は、大勢の中でも一段と勝れて立派に目立っている。


1 【影すさまじき暁月夜に雪はやうやう降り積む】『集成』は「光も白々とした」。『完訳』は「光も寒々と冴える明け方の月気色に雪はだんだん降り積ってゆく」と注す。

2 【ものすさまじくもありぬべきほどに】この場面のような情景は当時の美意識からは興醒めとされていたものであろう。

3 【青色のなえばめるに】踏歌の一行の装束。

4 【何の飾りかは見ゆる】反語表現。

5 【所からにや】六条院という場所柄のせいか。「影すさまじき--ものすさまじくもありぬべき・」を受けていう。

6 【殿の中将の君】夕霧をいう。

7 【内の大殿の君達】内大臣のご子息たちをいう。


初音．３．１．５

■　ほのぼのと明あけゆくに1、雪ゆきやや散ちりて、そぞろ寒さむきに2、

◇　ほのぼのと明けて行くころ、雪が少し散らついて、何となく寒く感じられるころに、

■　「竹河**S17」

◇　「竹河」

■　謡***ひて3、かよれる姿4は、なつかしき声々***の、絵***にもP27描***きとどめがたからむこそ口惜***しけれ。

◇　を謡って寄り添い舞う姿、思いをそそる声々が、絵に描き止められないのが残念である。

◆　 
ほのぼの と あけ ゆく に、 ゆき やや ちり て、 そぞろ さむき に、 たけかは うたひ て、 かよれ る すがた、 なつかしき こゑごゑ の、 ゑ に も かき とどめ がたから む こそ くちをしけれ。


S17 竹河の　橋の詰めなるや　橋の詰めなるや　花園に　はれ　我をば放てや　我をば放てや　少女伴へて（催馬楽-竹河）

P27 絵にも--ゑに（に/+も〈朱〉）

1 【ほのぼのと明けゆくに】格助詞「に」時間を表す。

2 【そぞろ寒きに】格助詞「に」時間を表す。

3 【竹河謡ひて】催馬楽・呂「竹河の橋の詰めなるや橋の詰めなるや花園にはれ花園に我をば放てや少女たぐへて」（竹河）

4 【かよれる姿】『集成』は「袖のひるがえる意とも、単に近寄る意とも」。『完訳』は「群をなして動く舞人の姿態」と注す。


初音．３．１．６

■　御方々おほむかたがた、いづれもいづれも劣おとらぬ袖口そでぐちども、こぼれ出いでたるこちたさ2、物ものの色いろあひなども、曙あけぼのの空そらに、春はるの錦にしきS18たち出いでにける霞かすみのうちP28かと見みえわたさる。

◇　御夫人方は、どなたもどなたも負けない袖口が、こぼれ出ている仰々しさ、お召し物の色合いなども、曙の空に、春の錦が姿を現した霞の中かと見渡される。

■　あやしく心こころのうちゆく見物みものにぞありける。

◇　不思議に満足のゆく催し物であった。


S18 見渡せば柳桜をこきまぜて都ぞ春の錦なりける（古今集春上-五六　素性法師）

P28 うち--なか（なか/＄うち）

1? 【絵にもか描きとどめがたからむこそ口惜しけれ】語り手の感想。

2 【劣らぬ袖口どもこぼれ出でたるこちたさ】御簾の下からののぞかせている出衣。


初音．３．１．７

■　さるは、高巾子かうこじP29の世離よばなれP30たるさま、寿詞ことぶきの乱みだりがはしき、をこめきたる2ことを、ことことしくとりなしたる、なかなか何なにばかりのおもしろかるべき拍子ひゃうしもP31聞きこえぬものを。

◇　一方では、高巾子の憂世離れした様子、寿詞の騒々しい、滑稽なことも、大仰に取り扱って、かえって何ほどの面白いはずの曲節も聞こえなかったのだが。

■　例れいの、綿わたかづきわたりてまかでぬ。

◇　例によって、綿を一同頂戴して退出した。


P29 高巾子--かうこむ（む/＃）し

P30 離れ--はなれ一本かうかしのいともよはなれ（一本かうかしのいともよはなれ/＄〈朱〉）

P31 拍子も--ひやうしに（に/＄〈朱〉）も

1? 【春の錦たち出でたる】「見渡せば柳桜をこきまぜて都ぞ春の錦なりける」（古今集春上、五六、素性法師）

2 【をこめきたる】『完訳』は「豊年を祈る言葉が生殖祈願に通じるところから、色恋の「乱りがはしき」内容を含む」と注す。


第二段　源氏、踏歌の後宴を計画す

初音．３．２．１

■　夜明よあけ果はてぬれば、御方々帰おほむかたがたかへりわたりたまひぬP32。

◇　夜がすっかり明けてしまったので、ご夫人方は御殿にお帰りになった。

■　大臣おとどの君きみ、すこし御殿籠おほとのごもりて、日高ひたかく起おきたまへり。

◇　大臣の君、少しお寝みになって、日が高くなってお起きになった。


P32 帰りわたりたまひぬ--え（え/＄〈朱〉）かへり（り/+わたり〈朱〉）給はす（はす/＄ひぬ〈朱〉）


初音．３．２．２

■　「中将ちゅうじゃうの声こゑは1、弁少将べんのせうしゃうに2をさをさ劣おとらざめるは。

◇　「中将の君は、弁少将に比べて少しも劣っていないようだったな。

■　あやしう有職いうそくども生おひ出いづるころほひにこそあれ。

◇　不思議と諸道に優れた者たちが出現する時代だ。

■　いにしへの人ひとは、まことにかしこき方3かたやすぐれたることも多おほかりけむ、情なさけだちたる筋4すぢは、このころの人ひとにえしもまさらざりけむかし。

◇　昔の人は、本格的な学問では優れた人も多かったが、風雅の方面では、最近の人に勝っているわけでもないようだ。

■　中将ちゅうじゃうなどをば、すくすくしき朝廷人おほやけびとにしなしてむとなむ思おもひおきてし、みづからのいとあざればみたるかたくなしさを、もて離はなれよと思おもひしかども、なほ下したにはほの好すきたる筋すぢの心こころをこそとどむべかめれ。

◇　中将などは、生真面目な官僚に育てようと思っていて、自分のようなとても風流に偏った融通のなさを真似させまいと思っていたが、やはり心の中は多少の風流心も持っていなければならない。

■　もてしづめ、すくよかなるうはべばかりは、うるさかP33めり」

◇　沈着で、真面目な表向きだけでは、けむたいことだろう」


P33 うるさか--うるせ（せ/＄さ〈朱〉）か

1 【中将の声は】以下「うるさかめり」まで、源氏の詞。

2 【弁少将に】内大臣の次男、「賢木」巻で「高砂」を歌った美声の人。

3 【まことにかしこき方】正式な学問の方面。

4 【情けだちたる筋】風雅の道。


初音．３．２．３

■　など、いとうつくしと思おぼしたり。

◇　などと言って、たいそうかわいいとお思いになっていた。

■　「万春楽**」

◇　「万春楽」

■　と、御口***ずさみにのたまひて、

◇　と、お口ずさみになって、

◆　 
など、 いと うつくし と おぼし たり。 ばんす-らく、 と おほむ-くちずさみ に のたまひ て、

初音．３．２．４

■　「人ひとびとのこなたに集つどひたまへるついでに、いかで物ものの音ねこころみてしがな。

◇　「ご婦人方がこちらにお集まりになった機会に、どうかして管弦の遊びを催したいものだ。

■　私わたくしの後宴ごえんすべし」

◇　私的な後宴をしよう」

初音．３．２．５

■　とのたまひて、御琴おほむことどもの、うるはしき袋ふくろどもして秘ひめおかせたまへる、皆引みなひき出いでて、おし拭のごひ、ゆるべる緒を、調ととのへさせたまひなどす。

◇　とおっしゃって、弦楽器などが、いくつもの美しい袋に入れて秘蔵なさっていたのを、皆取り出して埃を払って、緩んでいる絃を、調律させたりなどなさる。

■　御方々おほむかたがた、心こころづかひいたくしつつ、心懸想こころげさうP34を尽つくしたまふらむかし。

◇　御婦人方は、たいそう気をつかったりして、緊張をしつくされていることであろう。


P34 心懸想--心（心/+けさう）



２４． 胡蝶 (こてふ)

第一章　光る源氏の物語　春の町の船楽と季の御読経

第一段　三月二十日頃の春の町の船楽

胡蝶．１．１．１

■　弥生やよひの二十日はつかあまりのころほひ、春はるの御前おまへのありさま1、常つねよりことに尽つくして匂にほふ花はなの色いろ、鳥とりの声2こゑ、ほかの里さとには、まだ古ふりぬにやと3、めづらしう見みえ聞きこゆ。

◇　三月の二十日過ぎのころ、春の御殿のお庭先の景色は、例年より殊に盛りを極めて照り映える花の色、鳥の声は、他の町の方々では、まだ盛りを過ぎないのかしらと、珍しく見えもし聞こえもする。

■　山やまの木立こだち、中島なかじまのわたり、色いろまさる苔こけのけしきなど、若わかき人ひとびとのはつかに心こころもとなく思おもふべかめるに4、唐からめいたる舟造ふねつくらせたまひける、急いそぎ装束さうぞかせたまひて、下おろし始はじめさせたまふ日ひは、雅楽寮うたづかさの人召ひとめして、舟ふねの楽がくせらる5。

◇　築山の木立、中島の辺り、色を増した苔の風情など、若い女房たちがわずかしか見られないのをもどかしく思っているようなので、唐風に仕立てた舟をお造らせになっていたのを、急いで装備させなさって、初めて池に下ろさせなさる日は、雅楽寮の人をお召しになって、舟楽をなさる。

■　親王みこたち上達部かむだちめなど、あまた参まゐりたまへり。

◇　親王方、上達部など、大勢参上なさっていた。


1 【弥生の二十日あまりのころほひ春の御前のありさま】源氏三十六歳晩春の三月二十日過ぎの六条院春の町の御殿の様子。

2 【匂ふ花の色鳥の声】視覚美、聴覚美をいう。

3 【ほかの里にはまだ古りぬにやと】六条院の他の町から見るとこの春の御殿はまだ春の盛りが過ぎないのかと、の意。

4 【若き人びとのはつかに心もとなく思ふべかめるに】春の御殿の若い女房。春の町の庭が広大なために遠くからしか見えないもどかしさをいう。「べかめるに」は源氏の忖度する気持ち。

5 【舟の楽せらる】「らる」尊敬の助動詞。


胡蝶．１．１．２

■　中宮1ちゅうぐう、このころ里さとにおはします。

◇　中宮は、このころ里邸に下がっていらっしゃる。

■　かの「春待はるまつ園そのは」

◇　あの「春を待つお庭は」

■　と励はげましきこえたまへりし2御返おほむかへりもこのころやと思おぼし、大臣おとどの君きみも、いかでこの花はなのP1折をり、御覧ごらんぜさせむ4と思おぼしのたまへど、ついでなくて軽かるらかにはひわたり5、花はなをももてあそびたまふべきならねば、若わかき女房にょうばうたちの6、ものめでしぬべきを舟ふねに乗のせたまうて、南みなみの池いけの、こなたに通とほしかよはしなさせたまへるを、小ちひさき山やまを隔へだての関せきに見みせたれど、その山やまの崎さきより漕こぎまひて、東ひむがしの釣殿つりどのに、こなたの若わかき人ひとびと7集あつめさせたまふ。

◇　とお挑み申されたお返事もこのころがよい時期かとお思いになり、大臣の君も、ぜひともこの花の季節を、御覧に入れたいとお思いになりおっしゃるが、よい機会がなくて気軽にお越しになり、花を御鑑賞なさることもできないので、若い女房たちで、きっと喜びそうな人々を舟にお乗せになって、南の池が、こちら側に通じるようにお造らせになっているので、小さい築山を隔ての関に見せているが、その築山の崎から漕いで回って来て、東の釣殿に、こちら方の若い女房たちを集めさせなさる。


P1 花の--花（花/+の）

1 【中宮】秋好中宮。

2 【かの春待つ園はと励ましきこえたまへりし】「少女」巻に秋好中宮が紫の上に「心から春待つ園はわが宿の紅葉を風のつてにだに見よ」（第七章六段）と贈ったのをさす。

3? 【御返りも此ころやと思し】主語は紫の上。秋好中宮への返歌。

4 【いかでこの花の折御覧ぜさせむ】源氏の心中。秋好中宮に対して。

5 【軽らかにはひわたり】主語は秋好中宮。

6 【若き女房たちの】秋好中宮づきの若い女房。

7 【東の釣殿にこなたの若き人びと】春の御殿の東の釣殿に紫の上づきの女房たちを。


胡蝶．１．１．３

■　龍頭鷁首りょうとうげきすを、唐からのよそひにことことしうしつらひて、楫取かぢとりの棹さをさす童わらはべ、皆みなみづら結ゆひて、唐土もろこしだたせて、さる大おほきなる池いけの中なかにさし出いでたれば、まことの知しらぬ国くに来にきたらむ心地ここちして、あはれにおもしろく、見みならはぬ女房にょうばうなどは思おもふ。

◇　龍頭鷁首を、唐風の装飾に仰々しく飾って、楫取りの棹をさす童は、皆角髪を結って、唐土風にして、その大きな池の中に漕ぎ出たので、ほんとうに見知らない外国に来たような気分がして、素晴らしくおもしろいと、見馴れていない女房などは思う。

胡蝶．１．１．４

■　中島なかじまの入江いりえの岩蔭いはかげにさし寄よせて見みれば1、はかなき石いしのたたずまひも2、ただ絵ゑに描かいたらむやうなり。

◇　中島の入江の岩蔭に漕ぎ寄せて眺めると、ちょっとした立石の様子も、まるで絵に描いたようである。

■　こなたかなた霞かすみあひたる梢こずゑども、錦にしきを引ひきわたせるに3、御前おまへの方かたははるばると見みやられて4、色いろをましたる柳やなぎ、枝えだを垂たれたる5、花はなもえもいはぬ匂にほひを散ちらしたり6。

◇　あちらこちら霞がたちこめている梢々、錦を張りめぐらしたようで、御前の方は遥々と遠くに望まれて、色濃くなった柳が、枝を垂れている、花も何ともいえない素晴らしい匂いを漂わせている。

■　ほかには盛さかり過すぎたる桜さくらも、今盛いまさかりにほほ笑ゑみ、廊らうをめぐれる藤ふぢの色いろもS1,7、こまやかに開ひらけゆきにけり。

◇　他では盛りを過ぎた桜も、今を盛りに咲き誇り、渡廊を回るの藤の花の色も、紫濃く咲き初めているのであった。

■　まして池いけの水みづに影かげを写うつしたる山吹やまぶきP2、岸きしよりこぼれていみじき盛さかりなり。

◇　それ以上に池の水に姿を写している山吹、岸から咲きこぼれてまっ盛りである。

■　水鳥みづとりどもの、つがひを離はなれず遊あそびつつ、細ほそき枝えだどもを食くひて飛とびちがふ、鴛鴦をしの波なみの綾あやに紋もんを交まじへたるなど、ものの絵ゑやうにも描かき取とらまほしき8、まことに斧をのの柄えも朽くたいつべう思おもひつつ、日ひをP3暮くらす。

◇　水鳥たちが、番で離れずに遊びながら、細い枝をくわえて飛びちがっている、鴛鴦が波の綾に紋様を交えているのなど、何かの図案に写し取りたいくらいで、ほんとうに斧の柄も朽ちてしまいそうに面白く思いながら、一日中暮らす。


S1 繞廊紫藤架　夾砌紅薬欄（白氏文集　秦中吟・傷宅-七七）

P2 山吹--やまふ（ふ/+き）

P3 日を--（/+ひ）を

1 【さし寄せて見れば】「舟を」が省略されている。

2 【はかなき石のたたずまひも】平安時代の庭園様式の立石。

3 【こなたかなた霞みあひたる梢ども錦を引きわたせるに】『集成』は「大和絵の霞の描法を思わせる形容」と注す。

4 【御前の方ははるばると見やられて】舟の中の視点から語る。

5 【柳枝を垂れたる】連体中止法。

6 【花もえもいはぬ匂ひを散らしたり】花は桜。「匂ひ」は視覚美である。

7 【廊をめぐれる藤の色も】「廊を繞れる紫藤の架、砌を夾む紅葉の欄」（白氏文集、秦中吟、傷宅）による。

8 【描き取らまほしき】大島本は「かきとらまほしき」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「描き取らまほしきに」と「に」を補訂する。


胡蝶．１．１．５

■　「風吹かぜふけば波なみの花はなさへ色見いろみえて

こや名なに立たてる山吹やまぶきの崎さき」

◇　「風が吹くと波の花までが色を映して見えますが

これが有名な山吹の崎でしょうか」

胡蝶．１．１．６

■　「春はるの池いけや井手ゐでの川瀬かはせにかよふらむ

岸きしの山吹やまぶきそこも匂にほへり」

◇　「春の御殿の池は井手の川瀬まで通じているのでしょうか

岸の山吹が水底にまで咲いて見えますこと」

胡蝶．１．１．７

■　「亀かめの上うへの山やまもS2尋たづねじ舟ふねのうちに

老おいせぬ名なをばここに残のこさむ」

◇　「蓬莱山まで訪ねて行く必要もありません

この舟の中で不老の名を残しましょう」


S2 不見蓬莱不敢帰　童男くわん女舟中老（白氏文集　新楽府・海漫漫-一二八）


胡蝶．１．１．８

■　「春はるの日ひのうららにさしてゆく舟ふねは

棹さをのしづくも花はなぞ散ちりける」

◇　「春の日のうららかな中を漕いで行く舟は

棹のしずくも花となって散ります」

胡蝶．１．１．９

■　などやうの、はかなごとどもを、心々こころごころに言いひ交かはしつつ、行ゆく方かたも帰かへらむ里さとも忘わすれぬべう、若わかき人ひとびとの心こころを移うつすに、ことわりなる水みづの面おもになむ。

◇　などというような、とりとめもない和歌を、思い思いに詠み交わしながら、行く先も帰り路も忘れてしまいそうに、若い女房たちが心を奪われるのも、もっともな池の表面の美しさである。

第二段　船楽、夜もすがら催される

胡蝶．１．２．１

■　暮くれかかるほどに、

◇　日が暮れるころ、

■　「皇**じやう」

◇　「おうじょう」

■　といふ楽がく、いとおもしろく聞きこゆるに、心こころにもあらず1、釣殿つりどのにさし寄よせられて下おりぬ。

◇　という楽が、たいそう面白く聞こえる中を、残念ながら、釣殿に漕ぎ寄せられて降りた。

■　ここのしつらひ、いとこと削そぎたるさまに、なまめかしきに、御方々おほむかたがたの若わかき人ひとども2の、われ劣おとらじと尽つくしたる装束さうぞく、容貌かたち、花はなをこき交まぜたる錦にしきに3劣おとらず見みえわたる。

◇　ここの飾り、たいそう簡略な造りで、優美であって、御方々の若い女房たちが、自分こそは負けまいと心を尽くした装束、器量、花を混ぜた春の錦に劣らないように見渡される。

■　世よに目馴めなれずめづらかなる楽がくども仕つかうまつる。

◇　世にも珍しい楽の音をいくつも演奏する。

■　舞人まひびとなど、心こころことに選えらばせたまひて4。

◇　舞人など、特に選ばせなさって。

◆　 
くれ かかる ほど に、 わうじゃう と いふ がく、 いと おもしろく きこゆる に、 こころ に も あら ず、 つりどの に さしよせ られ て おり ぬ。 ここ の しつらひ、 いと ことそぎ たる さま に、 なまめかしき に、 おほむ-かたがた の わかき ひと-ども の、 われ おとら じ と つくし たる さうぞく、 かたち、 はな を こきまぜ たる にしき に おとら ず みえ わたる。 よ に めなれ ず めづらか なる がく-ども つかうまつる。 まひびと など、 こころこと に えらば せ たまひ て。


1 【いとおもしろく聞こゆるに心にもあらず】格助詞「に」時間を表す。「心にもあらず」とは、『集成』は「われ知らず」、『完訳』「不本意ながら」と訳す。楽の音に心奪われもっと聴いていたのに、早くも舟は岸に着いた、というニュアンス。

2 【御方々の若き人ども】中宮方と紫の上方の女房をさす。

3 【花をこき交ぜたる錦に】「見渡せば柳桜をこきまぜて都ぞ春の錦なりける」（古今集春上、五六、素性法師）。

4 【選ばせたまひて】大島本は「えらはせ給て」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「選ばせたまひて人の御心ゆくべき手の限りを尽くさせたまふ」と「人の御心ゆくべき手の限りを尽くさせたまふ」を補訂する。


胡蝶．１．２．２

■　夜よるに入いりぬれば、いと飽あかぬ心地ここちして、御前おまへの庭にはに篝火かがりびともして、御階みはしのもとの苔こけの上うへに、楽人召がくにんめして、上達部かむだちめ、親王みこたちも、皆みなおのおの弾ひきもの、吹ふきものとりどりにしたまふ。

◇　夜になったので、たいそうまだ飽き足りない心地がして、御前の庭に篝火を燈して、御階のもとの苔の上に、楽人を召して、上達部、親王たちも、皆それぞれの弦楽器や、管楽器などをお得意の演奏をなさる。

胡蝶．１．２．３

■　物ものの師しども、ことにすぐれたる限かぎり、双調吹そうでうふきて1、上うへに待まちとる御琴おほむことどもの調しらべ、いとはなやかにかき立たてて、

◇　音楽の師匠たちで、特に優れた人たちだけが、双調を吹いて、階上で待ち受けて合わせるお琴の調べを、とてもはなやかにかき鳴らして、

■　「安名尊2あなたふとあそびたまふほどS3」

◇　「安名尊」

■　遊**びたまふほど、

◇　を合奏なさるほどは、

■　「生いけるかひあり」

◇　「生きていた甲斐があった」

■　と、何なにのあやめも知しらぬ賤しづの男をも、御門みかどのわたり隙ひまなき馬むま、車くるまの立処たちどに混まじりて、笑ゑみさかえ聞ききにけり。

◇　と、何も分からない身分の低い男までも、御門近くにびっしり並んだ馬、牛車の立っている間に混じって、顔に笑みを浮かべて聞いていた。

◆　 
もの の し-ども、 こと に すぐれ たる かぎり、 そうでう ふき て、 うへ に まちとる おほむ-こと-ども の しらべ、 いと はなやか に かきたて て、 あな たふと あそび たまふ ほど、 "いけ る かひ あり" と、 なに の あやめ も しら ぬ しづのを も、 み-かど の わたり ひま なき むま、 くるま の たちど に まじり て、 ゑみ さかえ きき に けり。


S3 あな尊　今日の尊さ　や　いにしへも　はれ　いにしへも　かくやありけむ　や　今日の尊さ　あはれ　そこよしや　今日の尊さ（催馬楽-あな尊）

1 【双調吹きて】雅楽の六調子の一つ。春の調べ。

2 【安名尊】催馬楽「あな尊と」。


胡蝶．１．２．４

■　空そらの色いろ、物ものの音ねも、春はるの調しらべ、響ひびきはP4、いとことにまさりけるけぢめを、人ひとびと思おぼし分わくらむかし2。

◇　空の色も、楽の音も、春の調べと、響きあって、格別に優れている違いを、ご一同はお分かりになるであろう。

■　夜よもすがら遊あそび明あかしたまふ。

◇　一晩中遊び明かしなさる。

■　返かへり声ごゑに

◇　返り声に

■　「喜春楽**」

◇　「喜春楽」

■　立***ちそひて、兵部卿宮、

◇　が加わって、兵部卿宮が、

■　「青柳3**S4」

◇　「青柳」

■　折***り返***しおもしろく歌***ひたまふ。

◇　を繰り返し美しくお謡いになる。

■　主人てひゃうぶきゃうの大臣***も言加***へたまふ。

◇　ご主人の大臣もお声を添えなさる。

◆　 
そら の いろ、 もの の ね も、 はる の しらべ、 ひびき は、 いと こと に まさり ける けぢめ を、 ひとびと おぼし わく らむ かし。 よもすがら あそび あかし たまふ。 かへりごゑ に きしゅん-らく たちそひ て、 ひゃうぶきゃう-の-みや、 あをやぎ をりかへし おもしろく うたひ たまふ。 あるじ-の-おとど も こと くはへ たまふ。


P4 響きは--ひゝき（き/+は）

S4 青柳を　片糸によりて　やおけや　鴬のおけや　鴬の　縫ふといふ笠は　おけや梅の花笠（催馬楽-青柳）

1? 【何のあやめも知らぬ賤のも御門のわたり隙なき馬車の立処に混じりて笑みさかえ聞きたり】年中行事絵巻等に見られる風景である。

2 【人びと思し分くらむかし】語り手の確信にみちた推量。『完訳』は「春が秋に優ることは明らかだろう、とする語り手の推測」と注す。

3 【青柳】催馬楽の曲名。


第三段　蛍兵部卿宮、玉鬘を思う

胡蝶．１．３．１

■　夜よも明あけぬ。

◇　夜も明けてしまった。

■　朝あさぼらけの鳥とりのさへづりを、中宮ちゅうぐうはもの隔へだてて、ねたう聞きこし召めしけり。

◇　朝ぼらけの鳥の囀りを、中宮は築山を隔てて、悔しくお聞きあそばすのであった。

■　いつも春はるの光ひかりを籠こめたまへる大殿おほとのなれど1、心こころをつくるよすが2のまたなきを、飽あかぬことに思おぼす人ひとびともありけるに、西にしの対たいの姫君3ひめぎみ、こともなき御おほむありさま、大臣おとどの君きみも、わざと思おぼしあがめきこえたまふ御みけしきなど、皆世みなよに聞きこえ出いでて、思おぼししもしるく4、心こころなびかしたまふ人多ひとおほかるべし5。

◇　いつも春の光がいっぱいに満ちている六条院であるが、思いを寄せる姫君のいないのが残念なことにお思いになる方々もいたが、西の対の姫君、何一つ欠点のないご器量を、大臣の君も、特別に大事にしていらっしゃるご様子など、すっかり世間の評判となって、ご予想どおりに心をお寄せになる人々が多いようである。


1 【春の光を籠めたまへる大殿なれど】『完訳』は「六条院全体をさす」と注す。

2 【心をつくるよすが】懸想する相手。年頃の姫君。

3 【西の対の姫君】玉鬘をさす。

4 【思ししもしるく】源氏が予想したとおり。

5 【心なびかしたまふ人多かるべし】語り手の推測。


胡蝶．１．３．２

■　わが身みさばかりと思おもひ上あがりたまふ際きはの人1ひとこそ、便たよりにつけつつ2、けしきばみ、言出こといで聞きこえたまふもありけれ、えしもうち出いでぬ中なかの思おもひに燃もえぬべき3若君達わかきむだちなどもあるべし4。

◇　自分こそ適任者だと自負なさっている身分の方は、つてを求め求めしては、ほのめかし、口に出して申し上げなさる方もあったが、口には出せずに心中思い焦がれている若い公達などもいるのであろう。

■　そのうちに、ことの心こころを知しらで、内うちの大殿おほいどのの中将ちゅうじゃうなどは5、好すきぬべかめり。

◇　その中で、事情を知らないで、内の大殿の中将などは、思いを寄せてしまったようである。


1 【わが身さばかりと思ひ上がりたまふ際の人】玉鬘に求婚しようとするプライド高く身を持している人。

2 【便りにつけつつ】六条院に仕える女房のつてを頼って。

3 【えしもうち出でぬ中の思ひに燃えぬべき】「さざれ石の中の思ひはありながらうち出づることのかたくもあるかな」（奥入所引、出典未詳）。

4 【若君達などもあるべし】語り手の推測。

5 【内の大殿の中将などは】柏木をさす。内大臣の長男、中将に昇進は初出。


胡蝶．１．３．３

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやはた、年としごろおはしける北きたの方かたも亡うせたまひて、この三年みとせばかり、独ひとり住ずみにて1わびたまへば、うけばりて今いまはけしきばみたまふ。

◇　兵部卿宮は宮で、長年お連れ添いになった北の方もお亡くなりになって、ここ三年ばかり独身で淋しがっていらっしゃったので、気兼ねなく今は求婚なさる。


1 【兵部卿宮はた年ごろおはしける北の方も亡せたまひてこの三年ばかり独り住みにて】蛍兵部卿宮。源氏の弟宮。北の方を失って三年独り住みの生活と紹介される。


胡蝶．１．３．４

■　今朝けさも、いといたうそら乱みだれして、藤ふぢの花はなをかざして、なよびさうどきたまへる御おほむさま、いとをかし。

◇　今朝も、とてもひどく酔ったふりをして、藤の花を冠に挿して、しなやかに振る舞っていらっしゃるご様子、まこと優雅である。

■　大臣おとども、思おぼししさまかなふと、下したには思おぼせど、せめて知しらず顔がほをつくりたまふ。

◇　大臣も、お考えになっていたとおりになったと、心の底ではお思いになるが、しいて知らない顔をなさる。

■　御土器おほむかはらけのついでに、いみじうもて悩なやみたまうて1、

◇　ご酒宴の折に、ひどく苦しそうになさって、


1 【いみじうもて悩みたまうて】主語は兵部卿宮。


胡蝶．１．３．５

■　「思おもふ心こころはべらずは1、まかり逃にげはべりなまし。

◇　「内心思うことがございませんでしたら、逃げ出したいところでございます。

■　いと堪たへがたしや」

◇　とてもたまりません」


1 【思ふ心はべらずは】以下「いと堪へがたしや」まで、兵部卿宮の詞。


胡蝶．１．３．６

■　とすまひたまふ。

◇　とお杯をご辞退なさる。

胡蝶．１．３．７

■　「紫むらさきのゆゑにS5心こころをしめたれば

淵ふちに身投みなげむ名なやは惜をしけき」

◇　「ゆかりのある方に思いを懸けていますので

淵に身を投げても名誉は惜しくもありません」


S5 紫の一本ゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ思ふ（古今集雑上-八六七　読人しらず）


胡蝶．１．３．８

■　とて、大臣おとどの君きみに、同おなじかざしをS6参まゐりたまふ。

◇　と詠んで、大臣の君に、同じ藤の插頭を差し上げなさる。

■　いといたうほほ笑ゑみたまひて、

◇　とてもたいそうほほ笑みなさって、


S6 わが宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしをさしこそはせめ（後撰集恋四-八〇九　伊勢）


胡蝶．１．３．９

■　「淵ふちに身みを投なげつべしやとこの春はるは

花はなのあたりを立たち去さらで見みよ2」

◇　「淵に身を投げるだけの価値があるかどうか

この春の花の近くを離れないでよく御覧なさい」


1? 【紫のゆゑに心をしめたれば淵に身を投げむ名やは惜しけき】兵部卿宮の贈歌。「紫のゆゑ」とは縁の意、姪に当たるという意。「藤」と「淵」の掛詞。「紫」と「藤」は縁語。「やは」反語。

2 【淵に身を投げつべしやとこの春は花のあたりを立ち去らで見よ】源氏の返歌。「ふち」「身」の語句を受けて「淵に身を投げつべしや」と反語で切り返す。


胡蝶．１．３．１０

■　と切せちにとどめたまへば、え立たちあかれたまはで、今朝けさの御遊おほむあそび、ましていとおもしろし。

◇　と無理にお引き止めなさるので、お帰りになることもできないで、今朝の御遊びは、いっそう面白くなる。

第四段　中宮、春の季の御読経主催す

胡蝶．１．４．１

■　今日けふは、中宮ちゅうぐうの御読経みどきゃうの初はじめなりけり1。

◇　今日は、中宮の御読経の初日なのであった。

■　やがてまかでたまはで2、休やすみ所どころとりつつ、日ひの御おほむよそひに替かへたまふ人ひとびとも多おほかり。

◇　そのままお帰りにならず、めいめい休息所をとって、昼のご装束にお召し替えになる方々も多くいた。

■　障さはりあるは、まかでなどもしたまふ4。

◇　都合のある方は、退出などもなさる。

■　午むまの時ときばかりに、皆みなあなたに参まゐりたまふ5。

◇　午の刻ころに、皆あちらの町に参上なさる。

■　大臣おとどの君きみをはじめたてまつりて、皆着みなつきわたりたまふ。

◇　大臣の君をお始めとして、皆席にずらりとお着きになる。

■　殿上人てんじゃうびとなども、残のこるなく参まゐる。

◇　殿上人なども、残らず参上なさる。

■　多おほくは、大臣おとどの御勢おほむいきほひにもてなされたまひて、やむごとなく、いつくしき御おほむありさまなり。

◇　多くは、大臣のご威勢に助けられなさって、高貴で、堂々とした立派な御法会の様子である。


1 【中宮の御読経の初めなりけり】中宮の季の御読経のうち、ここは春の御読経の初日、四日間催す。六条院に里下がりして催した。

2 【やがてまかでたまはで】六条院から。

3? 【日の御よそひにか替えたまふ人びとも多かり】昼の装束の意で、束帯姿。これに対するのが宿直姿、直衣姿をいう。

4 【障りあるはまかでなどもしたまふ】六条院と宮中が逆になった感じである。

5 【あなたに参りたまふ】六条院の春の町から秋の町へ。


胡蝶．１．４．２

■　春はるの上うへの御心みこころざしに1、仏ほとけに花はなたてまつらせたまふ。

◇　春の上からの供養のお志として、仏に花を供えさせなさる。

■　鳥蝶とりてふに装束さうぞき分わけたる童わらはべ八人2はちにん、容貌かたちなどことに整ととのへさせたまひて、鳥とりには、銀しろがねの花瓶はながめに桜さくらをさし、蝶てふは、金こがねの瓶かめに山吹やまぶきを、同おなじき花はなの房ふさいかめしう、世よになき匂にほひを尽つくさせたまへり。

◇　鳥と蝶とにし分けた童女八人は、器量などを特にお揃えさせなさって、鳥には、銀の花瓶に桜を挿し、蝶には、黄金の瓶に山吹を、同じ花でも房がたいそうで、世にまたとないような色艶のものばかりを選ばせなさった。


1 【春の上の御心ざしに】紫の上からのお供養の志として。

2 【鳥蝶に装束き分けたる童べ八人】鳥と蝶との装束を付けた童女四人ずつ八人。「鳥」は迦陵頻の舞装束。「蝶」は胡蝶楽の舞装束。


胡蝶．１．４．３

■　南みなみの御前おまへの山際やまぎはより2漕こぎ出いでて、御前おまへに出いづるほど3、風吹かぜふきて、瓶かめの桜さくらすこしうち散ちりまがふ。

◇　南の御前の山際から漕ぎ出して、庭先に出るころ、風が吹いて、瓶の桜が少し散り交う。

■　いとうららかに晴はれて、霞かすみの間まより立たち出いでたるは、いとあはれになまめきて見みゆ。

◇　まことにうららかに晴れて、霞の間から現れ出たのは、とても素晴らしく優美に見える。

■　わざと平張ひらばりなども移うつされず4、御前おまへに渡わたれる廊らうを、楽屋がくやのさまにして5、仮かりに胡床あぐらどもを召めしたり6。

◇　わざわざ平張なども移させず、御殿に続いている渡廊を、楽屋のようにして、臨時に胡床をいくつも用意した。

■　童わらはべども、御階みはしのもとに寄よりて、花はなどもたてまつる。

◇　童女たちが、御階の側に寄って、幾種もの花を奉る。

■　行香ぎゃうがうの人ひとびと取とり次つぎて、閼伽あかに加くはへさせたまふ。

◇　行香の人々が取り次いで、閼伽棚にお加えさせになる。


1? 【鳥には銀の花瓶に桜をさし蝶には金の瓶に山吹を】鳥の装束を付けた童女は銀の花瓶に桜をさし、蝶の装束を付けた童女は金の花瓶に山吹の花をさして、の意。

2 【南の御前の山際より】春の町の池の中の築山の際から。

3 【御前に出づるほど】舟が秋好中宮の御殿の池に出るころ。

4 【わざと平張なども移されず】特に昨日使用した平張（楽人用の幔幕）を移動させないで、という意。

5 【御前に渡れる廊を楽屋のさまにして】秋好中宮の御殿に通じる渡廊を楽人たちの場所にして、という意。

6 【胡床どもを召したり】楽人のための椅子を準備した、という意。


第五段　紫の上と中宮和歌を贈答

胡蝶．１．５．１

■　御消息おほむせうそこ、殿とのの中将ちゅうじゃうの君1きみして聞きこえたまへり。

◇　お手紙、殿の中将の君から差し上げさせなさった。


1 【殿の中将の君】夕霧。


胡蝶．１．５．２

■　「花園はなぞのの胡蝶こてふをさへや下草したくさに

秋待あきまつ虫むしはうとく見みるらむ」

◇　「花園の胡蝶までを下草に隠れて

秋を待っている松虫はつまらないと思うのでしょうか」

胡蝶．１．５．３

■　宮みや、

◇　中宮は、

■　「かの紅葉もみぢの御返おほむかへりなりけり2」

◇　「あの紅葉の歌のお返事だわ」

■　と、ほほ笑ゑみて御覧ごらんず。

◇　と、ほほ笑んで御覧あそばす。

■　昨日きの女房ふのにょうばうたちも、

◇　昨日の女房たちも、


1? 【花園の胡蝶をさへや下草に秋待つ虫はけうとく見るらむ】紫の上の贈歌。昨秋、中宮から「心から春まつ園はわが宿の紅葉を風のつてにだに見よ」（「少女」巻第七章六段）と贈られた歌への返歌。中宮の「待つ」「見よ」の語句を受けて「まつ」に「待つ」と「松虫」の「松」を掛け、「け疎く見るらむ」と返す。

2 【かの紅葉の御返りなりけり】中宮の心中。


胡蝶．１．５．４

■　「げに、春はるの色いろは、え落おとさせたまふまじかりけり1」

◇　「なるほど、春の美しさは、とてもお負かせになれないわ」


1 【げに春の色はえ落とさせたまふまじかりけり】秋好中宮づきの女房の心中。


胡蝶．１．５．５

■　と、花はなにおれつつ1聞きこえあへり。鴬うぐひすのうららかなる音ねに、「鳥とりの楽***」はなやかに聞ききわたされて、池いけの水鳥みづとりもそこはかとなくさへづりわたるに、「急きふ」になり果はつるほど、飽あかずおもしろし。「蝶てふ」は、ましてはかなきさまに飛とび立たちて3、山吹やまぶきの籬ませのもとに、咲さきこぼれたる花はなの蔭かげに舞まひ出いづる4。

◇　と、花にうっとりして口々に申し上げていた。鴬のうららかな声に、「鳥の楽」がはなやかに響きわたって、池の水鳥もあちこちとなく囀りわたっているうちに、「急」になって終わる時、名残惜しく面白い。「蝶の楽」は、「鳥の楽」以上にひらひらと舞い上がって、山吹の籬のもとに咲きこぼれている花の蔭から舞い出る。

◆　 
と、 はな に おれ つつ きこえ あへ り。 うぐひす の うららか なる ね に、 とり-の-がく はなやか に きき わたさ れ て、 いけ の みづとり も そこはかとなく さへづり わたる に、 "きふ" に なり はつる ほど、 あか ず おもしろし。 "てふ" は、 まして はかなき さま に とびたち て、 やまぶき の ませ の もと に、 さき こぼれ たる はな の かげ に まひ-いづる。


1 【花におれつつ】「おれ」について、『集成』は「折れ」と解し「花には兜を脱いで」、『完訳』は「おれ」（ぼける意）と解し「花に魂を奪われては」と訳す。

2? 【急になりはべるほど】舞楽の構成、序・破・急の終わり章になる。

3 【蝶はましてはかなきさまに飛び立ちて】胡蝶楽の舞人の様子。

4 【舞ひ出づる】大島本は「まひいつる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「舞ひ入る」と校訂する。


胡蝶．１．５．６

■　宮みやの亮すけをはじめて1、さるべき上人うへびとども、禄取ろくとり続つづきて、童わらはべに賜たぶ。

◇　中宮の亮をはじめとして、しかるべき殿上人たちが、禄を取り次いで、童女に賜る。

■　鳥とりには桜さくらの細長ほそなが、蝶てふには山吹襲賜やまぶきがさねたまはる。

◇　鳥には桜襲の細長、蝶には山吹襲の細長を賜る。

■　かねてしも取とりあへたるやうなり2。

◇　前々から準備してあったかのようである。

■　物ものの師しどもは、白しろき一襲ひとかさね、腰差こしざしなど、次つぎ次つぎに賜たまふ。

◇　楽の師匠たちには、白の一襲、巻絹などを、身分に応じて賜る。

■　中将ちゅうじゃうの君きみには、藤ふぢの細長添ほそながそへて、女をむなの装束さうぞくかづけたまふ。

◇　中将の君には、藤襲の細長を添えて、女装束をお与えになる。

■　御返おほむかへり、

◇　お返事は、


1 【宮の亮をはじめて】中宮職の次官。系図不詳の官人。

2 【かねてしも取りあへたるやうなり】桜襲と山吹襲の細長の装束が、それぞれ桜と山吹の花を奉ったのとぴったり一致したので。


胡蝶．１．５．７

■　「昨日きのふは音ねに泣なきぬべくS7こそは。

◇　「昨日は声を上げて泣いてしまいそうでした。


S7 わが園の梅のほつえに鴬の音に鳴きぬべき恋もするかな（古今集恋一-四九八　読人しらず）


胡蝶．１．５．８

■　胡蝶こてふにも誘さそはれなまし心こころありて

八重山吹やへやまぶきを隔へだてざりせば2」

◇　胡蝶にもつい誘われたいくらいでした

八重山吹の隔てがありませんでしたら」


1? 【昨日は音にこそ泣きぬべくこそは】秋好中宮の返事。「わが園の梅のほつえに鴬の音になきぬべき恋もするかな」（古今集恋一、四九八、読人しらず）を引く。

2 【胡蝶にも誘はれなまし心ありて八重山吹を隔てざりせば】秋好中宮の返歌。紫の上の「胡蝶」を受けて、「胡蝶」に「来てふ（来いといふ）」「やへ」に「八重」と「八重山吹」を掛けて「誘はれなまし」と返す。しかし、「まし」は反実仮想の助動詞。「隔てざりせば」という「隔て」が存在するので、行けませんの意。


胡蝶．１．５．９

■　とぞありける。

◇　とあったのだ。

■　すぐれたる御労おほむらうどもに、かやうのことは堪たへぬP5にやありけむ、思おもふやうにこそ見みえぬ御口おほむくちつきどもなめれ1。

◇　優れた経験豊かなお二方に、このような論争は荷がかち過ぎたのであろうか、想像したほどに見えないお詠みぶりのようである。


P5 堪へぬ--たへ（え/＃へ）ぬ

1 【すぐれたる御労どもにかやうのことは堪へぬにやありけむ思ふやうにこそ見えぬ御口つきどもなめれ】『集成』は「草子地。作中の歌についての弁解」。『完訳』は「紫の上と中宮との贈答に対する語り手の評」と注す。


胡蝶．１．５．１０

■　まことや、かの見物みものの女房にょうばうたち、宮みやのには、皆みなけしきある贈おくり物ものどもせさせたまうけり。

◇　そうそう、あの見物の女房たちで、宮付きの人々には、皆結構な贈り物をいろいろとお遣わしになった。

■　さやうのこと、くはしければむつかし1。

◇　そのようなことは、こまごまとしたことなので厄介である。

■　明あけ暮くれにつけても、かやうのはかなき御遊おほむあそびしげく、心こころをやりて過すぐしたまへば、さぶらふ人ひとも、おのづからもの思おもひなき心地ここちしてなむ、こなたかなたにも聞きこえ交かはしたまふ2。

◇　朝に夕につけ、このようなちょっとしたお遊びも多く、ご満足にお過ごしになっているので、仕えている女房たちも、自然と憂いがないような気持ちがして、あちらとこちらとお互いにお手紙のやりとりをなさっている。


1 【さやうのことくはしければむつかし】『集成』は「省略をことわる草子地」。『完訳』は「話すときりがないので厄介だ。語り手の省筆の弁」と注す。

2 【こなたかなたにも聞こえ交はしたまふ】語り手にとって、心理的に近いほうが「こなた」、遠いほうが「かなた」。「こなた」は紫の上、「かなた」は秋好中宮。


第二章　玉鬘の物語　初夏の六条院に求婚者たち多く集まる

第一段　玉鬘に恋人多く集まる

胡蝶．２．１．１

■　西にしの対たいの御方おほむかたは1、かの踏歌たふかの折をりの御対面おほむたいめんのの後ちは、こなたにも聞きこえ交かはしたまふ2。

◇　西の対の御方は、あの踏歌の時のご対面以後は、こちらともお手紙を取り交わしなさる。

■　深ふかき御心みこころもちゐや3、浅あさくもいかにもあらむ、けしきいと労らうあり、なつかしき心こころばへと見みえて、人ひとの心隔こころへだつべくもものしたまはぬ人ひとざまなれば4、いづ方かたにも皆心寄みなこころよせきこえたまへり。

◇　深いお心用意という点では、浅いとかどうかという欠点もあるかも知れないが、態度がとてもしっかりしていて、親しみやすい性格に見えて、気のおけるようなところもおありでない性格の方なので、どの御方におかれても皆好意をお寄せ申し上げていらっしゃる。


1 【西の対の御方は】玉鬘をさす。

2 【こなたにも聞こえ交はしたまふ】紫の上をさす。格助詞「も」類例の意は、そもそもの訪問が明石姫君を訪ねたものだから、「こなたにも」という副次的な表現になっている。

3 【深き御心もちゐや】「や」間投助詞、詠嘆の意。

4 【人ざまなれば】大島本は「ひとさま」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「人のさま」と校訂する。


胡蝶．２．１．２

■　聞きこえたまふ人ひといとあまたものしたまふ。

◇　言い寄るお方も大勢いらっしゃる。

■　されど、大臣おとど、おぼろけに思おぼし定さだむべくもあらず、わが御心みこころにも、すくよかに親おやがり果はつまじき御心みこころや添そふらむ1、

◇　けれども、大臣は、簡単にはお決めになれそうにもなく、ご自身でもちゃんと父親らしく通すことができないようなお気持ちもあるのだろうか、

■　「父大臣ちちおとどにも知しらせやしてまし2」

◇　「実の父大臣にも知らせてしまおうかしら」

■　など、思おぼし寄よる折々をりをりもあり。

◇　などと、お考えになる時々もある。


1 【わが御心にもすくよかに親がり果つまじき御心や添ふらむ】語り手の挿入句。源氏の心中を推測。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「らむ」視界外推量、連体形で結ぶ。

2 【父大臣にも知らせやしてまし】源氏の心中。「て」完了の助動詞、確述の意。〜してしまおう、という強調のニュアンスが加わる。「まし」仮想の助動詞、躊躇ためらいの気持ちを表す。


胡蝶．２．１．３

■　殿とのの中将ちゅうじゃうは、すこし気近けぢかく、御簾みすのもとなどにも寄よりて1、御応おほむいらへみづからなどするも2、女をむなはつつましう思おぼせど、さるべきほどと3人ひとびとも知しりきこえたれば、中将ちゅうじゃうはすくすくしくて思おもひも寄よらず。

◇　殿の中将は、少しお側近く、御簾の側などにも寄って、お返事をご自身でなさったりするのを、女は恥ずかしくお思いになるが、しかるべきお間柄と女房たちも存じ上げているので、中将はきまじめで思いもかけない。


1 【御簾のもとなどにも寄りて】主語は夕霧。接続助詞「て」原因理由を表す。下文は主語が変わる。

2 【御応へみづからなどするも】主語は玉鬘。

3 【さるべきほどと】『完訳』は「親しくて当然な姉弟の仲と」と注す。


胡蝶．２．１．４

■　内うちの大殿おほいどのの君きみたちは、この君きみに引ひかれて、よろづにけしきばみ、わびありくを、その方かたのあはれにはあらで2、下したに心苦こころぐるしう、

◇　内の大殿の公達は、この中将の君にくっついて、何かと意中をほのめかし、切ない思いにうろうろするが、そうした恋心の気持ちでなく、内心つらく、

■　「まことの親おやにさも知しられたてまつりにしがな3」

◇　「実の親に子供だと知って戴きたいものだ」

■　と、人知ひとしれぬ心こころにかけたまへれど、さやうにも漏もらしきこえたまはず4、ひとへにうちとけ頼たのみきこえたまふ心こころむけなど、らうたげに若わかやかなり。

◇　と、人知れず思い続けていらっしゃるが、そのようにはちょっとでもお申し上げにならず、ひたすらご信頼申し上げていらっしゃる心づかいなど、かわいらしく若々しい。

■　似にるとはなけれど、なほ母君ははぎみのけはひにいとよくおぼえて5、これはかどめいたるところぞ添そひたる6。

◇　似ているというのではないが、やはり母君の感じにとてもよく似ていて、こちらは才気が加わっていた。


1? 【人びとも知りきこえたれは】女房たち。姉弟の関係と思っている。

2 【その方のあはれにはあらで】『集成』は「色めいた気持からではなく」。『完訳』は「女君は、そうした色恋沙汰のせつなさではなく」と訳す。

3 【まことの親にさも知られたてまつりにしがな】玉鬘の心中。「に」完了の助動詞。「がな」終助詞、願望の意を表す。

4 【さやうにも漏らしきこえたまはず】玉鬘が源氏に。

5 【似るとはなけれどなほ母君のけはひにいとよくおぼえて】玉鬘と母夕顔との印象比較。雰囲気や感じがどことなく似ている。

6 【これはかどめいたるところぞ添ひたる】『集成』は「母君になかった才気のはたらくところがある」と注す。


第二段　玉鬘へ求婚者たちの恋文

胡蝶．２．２．１

■　更衣ころもがへの今いまめかしう改あらたまれるころほひ、空そらのけしきなどさへ、あやしうそこはかとなくをかしきを1、のどやかにおはしませば2、よろづの御遊おほむあそびにて過すぐしたまふに、対たいの御方おほむかたに、人ひとびとの御文おほむふみしげくなりゆくを3、

◇　衣更のはなやかに改まったころ、空の様子などまでが、不思議とどことなく趣があって、のんびりとしていらっしゃるので、あれこれの音楽のお遊びを催してお過ごしになっていると、対の御方に、人々の懸想文が多くなって行くのを、

■　「思おもひしこと」

◇　「思っていた通りだ」

■　とをかしう思おぼいて、ともすれば渡わたりたまひつつ御覧ごらんじ、さるべきには御返おほむかへりそそのかしきこえたまひなどするを、うちとけず苦くるしいP6ことに思おぼいたり4。

◇　と面白くお思いになって、何かというとお越しになっては御覧になって、しかるべき相手にはお返事をお勧め申し上げなさったりなどするのを、気づまりなつらいこととお思いになっている。


P6 苦しい--くるしいゝ（ゝ/＄〈朱〉）

1 【更衣の今めかしう改まれるころほひ空のけしきなどさへあやしうそこはかとなくをかしきを】季節は四月、夏に移る。「をかしきを」の接続助詞、順接の意。

2 【のどやかにおはしませば】主語は源氏。太政大臣という特に要務もない官職にいる。

3 【対の御方に人びとの御文しげくなりゆくを】玉鬘に懸想文が多く寄せられる。「を」格助詞、目的格を表す。

4 【うちとけず苦しいことに思いたり】主語は玉鬘。


胡蝶．２．２．２

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうの1、ほどなく焦いられがましきわびごとどもを書かき集あつめたまへる御文おほむふみを御覧ごらんじつけて2、こまやかに笑わらひたまふ。

◇　兵部卿宮が、まだ間もないのに恋い焦がれているような怨み言を書き綴っていらっしゃるお手紙をお見つけになって、にこやかにお笑いになる。


1 【兵部卿宮の】格助詞「の」は主格を表し、「書き集めたまへる」に係る。連体形で「御文」を修飾し、「御覧じ」の目的となる複文構造。

2 【御文を御覧じつけて】主語は源氏。


胡蝶．２．２．３

■　「はやうより1隔へだつることなう、あまたの親王みこたちの御中おほむなかに、この君きみをなむ、かたみに取とり分わきて思おもひしに2、ただかやうの筋すぢのことなむ3、いみじう隔へだて思おもうたまひてやみにしを4、世よの末すゑに、かく好すきたまへる心こころばへを見みるが、をかしうもあはれにもおぼゆるかな。

◇　「子供のころから分け隔てなく、大勢の親王たちの中で、この君とは、特に互いに親密に思ってきたのだが、ただこのような恋愛の事だけは、ひどく隠し通してきてしまったのだが、この年になって、このような風流な心を見るのが、面白くもあり感に耐えないことでもあるよ。

■　なほ、御返おほむかへりなど聞きこえたまへ。

◇　やはり、お返事など差し上げなさい。

■　すこしもゆゑあらむ女をむなの、かの親王みこよりほかに、また言ことの葉はを交かはすべき人ひとこそ世よにおぼえね。

◇　少しでもわきまえのあるような女性で、あの親王以外に、また歌のやりとりのできる人がいるとは思えません。

■　いとけしきある人ひとの御おほむさまぞや」

◇　とても優雅なところのあるお人柄ですよ」


1 【はやうより】以下「人の御さまぞや」まで、源氏の詞。

2 【思ひしに】接続助詞「に」逆接の意。

3 【かやうの筋のことなむ】『集成』は「恋の道のことにかけては」。『完訳』は「ただこうした向きのことに限っては」と訳す。

4 【やみにしを】「に」完了の助動詞。「し」過去の助動詞。「を」接続助詞、逆接の意。


胡蝶．２．２．４

■　と、若わかき人ひとはめでたまひぬべく聞きこえ知しらせたまへど、つつましくのみ思おぼいたり。

◇　と、若い女性は夢中になってしまいそうにお聞かせになるが、恥ずかしがってばかりいらっしゃった。

胡蝶．２．２．５

■　右大将うだいしゃうの、いとまめやかに、ことことしきさましたる人ひとの1、

◇　右大将で、たいそう実直で、ものものしい態度をした人が、

■　「恋こひの山やまには孔子くじの倒たふれ2」

◇　「恋の山路では孔子も転ぶ」

■　まねびつべきけしきに愁うれへたるも、さる方かたにをかしと、皆見比みなみくらべたまふ中なかに、唐からの縹はなだの紙かみの、いとなつかしう、しみ深ふかう匂にほへるを、いと細ほそく小ちひさく結むすびたるあり3。

◇　の真似でもしそうな様子に嘆願しているのも、そのような人の恋として面白いと、全部をご比較なさる中で、唐の縹の紙で、とてもやさしく、深くしみ込んで匂っているのを、とても細く小さく結んだのがある。


1 【右大将のいとまめやかにことことしきさましたる人の】鬚黒右大将、ここが初出。春宮の母である承香殿女御の兄で、将来の有力者。

2 【恋の山には孔子の倒ふれ】「孔子の倒れ」は当時の諺。孔子ほどの聖人も恋の道では失敗するという意。「世俗諺文」「今昔物語集」（巻十-十五）に見える。

3 【唐の縹の紙のいとなつかしうしみ深う匂へるをいと細く小さく結びたるあり】恋文。柏木からのもの。


胡蝶．２．２．６

■　「これは、いかなれば、かく結むすぼほれたるにか1」

◇　「これは、どういう理由で、このように結んだままなのですか」


1 【これはいかなればかく結ぼほれたるにか】源氏の詞。玉鬘は柏木からの恋文なので開かずにいた。


胡蝶．２．２．７

■　とて、引ひき開あけたまへり。

◇　と言って、お開きになった。

■　手てP7いとをかしうて、

◇　筆跡はとても見事で、


P7 手--（/+て）


胡蝶．２．２．８

■　「思おもふとも君きみは知しらじなわきかへり

岩漏いはもる水みづに色いろし見みえねば1」

◇　「こんなに恋い焦がれていてもあなたはご存知ないでしょうね

湧きかえって岩間から溢れる水には色がありませんから」


1 【思ふとも君は知らじなわきかへり岩漏る水に色し見えねば】柏木から玉鬘への贈歌。


胡蝶．２．２．９

■　書かきざま今いまめかしうそぼれたり。

◇　書き方も当世風でしゃれていた。

胡蝶．２．２．１０

■　「これはいかなるぞ1」

◇　「これはどうした文なのですか」


1 【これはいかなるぞ】源氏の詞。


胡蝶．２．２．１１

■　と問とひきこえたまへど、はかばかしうも聞きこえたまはず。

◇　とお尋ねになったが、はっきりとはお答えにならない。

第三段　源氏、玉鬘の女房に教訓す

胡蝶．２．３．１

■　右近うこんを召めし出いでて、

◇　右近を呼び出して、

胡蝶．２．３．２

■　「かやうに訪おとづれきこえむ人ひとを1ば、人選ひとえりして、応いらへなどはせさせよ。

◇　「このように手紙を差し上げる方を、よく人選して、返事などさせなさい。

■　好すき好ずきしうあざれがましき今いまやうの人ひとの、便びんないことし出いでなどする2、男をの咎このとがにしもあらぬことなり。

◇　浮気で軽薄な新しがりやな女が、不都合なことをしでかすのは、男の罪とも言えないのだ。


1 【かやうに訪づれきこえむ人を】以下「労をも数へたまへ」まで、源氏の詞。

2 【好き好きしうあざれがましき今やうの人の便ないことし出でなどする】『集成』は「浮気っぽく遊び半分な気持の近頃の若い女が不都合なことをしでかしたりするのは」。『完訳』「色めかしく浮ついている当世の新し好きな女が不都合をしでかしたりなどするのは」と訳す。


胡蝶．２．３．３

■　我われにて思おもひしにも、あな情なさけな、恨うらめしうもと、その折をりにこそ1、無心むじんなるにや、もしはめざましかるべき際きは、けやけうなどもおぼえけれ、わざと深ふかからで、花蝶はなてふにつけたる便たよりごとは2、心こころねたうもてないたる3、なかなか心立こころたつやうにもあり。

◇　自分の経験から言っても、ああ何と薄情な、恨めしいと、その時は、情趣を解さない女なのか、もしくは身の程をわきまえない生意気な女だと思ったが、特に深い思いではなく、花や蝶に寄せての便りには、男を悔しがらせるように返事をしないのは、かえって熱心にさせるものです。

■　また、さて忘わすれぬるは4、何なにの咎とがかはあらむ。

◇　また、それで男の方がそのまま忘れてしまうのは、女に何の罪がありましょうか。


1 【その折にこそ】係助詞「こそ」は「おぼえけれ」に係る。逆接用法。

2 【便りごとは】便りに対しては、の意。

3 【心ねたうもてないたる】『集成』は「男をくやしがらせるように返事をしないでおくのは」。『完訳』は「返事をせず先方にいまいましく思わせたりすると」と訳す。

4 【忘れぬるは】主語は男。


胡蝶．２．３．４

■　ものの便たよりばかりのなほざりごとに2、口疾くちとう心得こころえたるも、さらでありぬべかりける、後のちの難なんとありぬべきわざなり。

◇　何かの折にふと思いついたようないいかげんな恋文に、すばやく返事をするものと心得ているのも、そうしなくてもよいことで、後々に難を招く種となるものです。

■　すべて、女をむなのものづつみせず、心こころのままに3、もののあはれも知しり顔がほつくり、をかしきことをも見知みしらむなむ、その積つもりあぢきなかるべきを、宮みや、大将だいしゃうは、おほなおほな4なほざりごとをうち出いでたまふべきにもあらず、またあまりもののほど知しらぬやうならむも、御おほむありさまに違たがへり5。

◇　総じて、女が遠慮せず、気持ちのままに、ものの情趣を分かったような顔をして、興あることを知っているというのも、その結果よからぬことに終わるものですが、宮や、大将は、見境なくいいかげんなことをおっしゃるような方ではないし、また、あまり情を解さないようなのも、あなたに相応しくないことです。


1? 【何の咎かあらむ】反語表現。女の側に落度はない。

2 【なほざりごとに】恋文をいう。

3 【女のものづつみせず心のままに】訓戒。女が慎みを忘れ気持ちのままに。

4 【おほなおほな】見境もなく、の意。

5 【御ありさまに違へり】『集成』は「玉鬘の身分、年齢に似つかわしくない、の意」と注す。


胡蝶．２．３．５

■　その際きはより下しもは、心こころざしのおもむきに従したがひてP8、あはれをも分わきたまへ。

◇　この方々より下の人には、相手の熱心さの度合に応じて、愛情のほどを判断しなさい。

■　労らうをも数かぞへたまへ」

◇　熱意のほどをも考えなさい」


P8 従ひて--したかひてを（を/＃〈朱〉）


胡蝶．２．３．６

■　など聞きこえたまへば、君きみはうち背そむきておはする、側目そばめいとをかしげなり1。

◇　などと申し上げなさるので、姫君は横を向いていらっしゃる、その横顔がとても美しい。

■　撫子なでしこの細長ほそながに、このころの花はなの色2いろなる御小袿おほむこうちき、あはひ気近けぢかう今いまめきて、もてなしなども、さはいへど、田舎ゐなかびたまへりし名残なごりこそ3、ただありに、おほどかなる方かたにのみは見みえたまひけれ、人ひとのありさまをもP9見知みしりたまふままに4、いとさまよう、なよびかに、化粧けさうなども、心こころしてもてつけたまへれば、いとど飽あかぬところなく、はなやかにうつくしげなり。

◇　撫子の細長に、この季節の花の色の御小袿、色合いが親しみやすく現代的で、物腰などもそうはいっても、田舎くさいところが残っていたころは、ただ素朴で、おっとりとしたふうにばかりお見えであったが、御方々の有様を見てお分かりになっていくにつれて、とても姿つきもよく、しとやかに、化粧なども気をつけてなさっているので、ますます足らないところもなく、はなやかでかわいらしげである。

■　他人こと見びととみなさむは、いと口惜くちをしかべう思おぼさる5。

◇　他人の妻とするのは、まことに残念に思わずにはいらっしゃれない。


P9 ありさまをも-ありさまを（を/+も〈朱〉）

1 【君はうち背きておはする側目いとをかしげなり】「君は」は「おはする」に係る。「おはする」の下は読点、以上が主語となり、「いとをかしげなり」が述語となる複文構造。

2 【このころの花の色】前に衣更とあった。四月の花は卯の花。すなわち卯花襲の小袿。

3 【さはいへど田舎びたまへりし名残こそ】係助詞「こそ」は「見えたまひけれ」に係る。逆接用法。

4 【人のありさまをも見知りたまふままに】大島本は「ありさまを（を＋も〈朱〉）」とある。すなわち朱筆で「も」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は底本の訂正以前本文と諸本に従って「ありさまを」と「も」を削除する。六条院の女性の様子をさす。

5 【いと口惜しかべう思さる】「る」自発の助動詞。たいそう残念に思わずにはいらっしゃれない、の意。


第四段　右近の感想

胡蝶．２．４．１

■　右近うこんも、うち笑ゑみつつ見みたてまつりて、

◇　右近も、ほほ笑みながら拝見して、

■　「親おやと聞きこえむには1、似にげなう若わかくおはしますめり。

◇　「親と申し上げるには、似合わない若くていらっしゃるようだ。

■　さし並ならびたまへらむはしも、あはひめでたしかし」

◇　ご夫婦でいらっしゃったほうが、お似合いで素晴しろう」

■　と、思おもひゐたり。

◇　と、思っていた。


1 【親と聞こえむには】以下「あはひめでたしかし」まで、右近の心中。


胡蝶．２．４．２

■　「さらに人ひとの2御消息おほむせうそこなどは、聞きこえ伝つたふることはべらず。

◇　「けっして殿方のお手紙などは、お取り次ぎ申したことはございません。

■　先々さきざきも知しろしめし御覧ごらんじたる3三みつ、四よつは、引ひき返かへし、はしたなめきこえむもいかがとて、御文おほむふみばかり取とり入いれなどしはべるめれど4、御返おほむかへりは、さらに。

◇　以前からご存知で御覧になった三、四通の手紙は、突き返して、失礼申し上げてもどうかと思って、お手紙だけは受け取ったりなど致しておりますようですが、お返事は一向に。

■　聞きこえさせたまふ折をりばかりなむ5。

◇　お勧めあそばす時だけでございます。

■　それをだに、苦くるしいことに思おぼいたる6」

◇　それだけでさえ、つらいことに思っていらっしゃいます」


1? 【さし並びたまへらむしも】『集成』は「ご夫婦としていたほうが」。『完訳』は「ご夫婦としてお並びになったら」と訳す。「ら」完了の助動詞、「む」推量の助動詞、仮定の意、「しも」連語（副助詞＋係助詞）強調の意。--になったら、それが、--だ、の意。

2 【さらに人の】以下「苦しいことに思いたる」まで、右近の詞。

3 【知ろしめし御覧じたる】主語は源氏。

4 【取り入れなどしはべるめれど】推量の助動詞「めり」主観的推量。他の女房がしているようだ、という意。

5 【聞こえさせたまふ折ばかりなむ】主語は源氏。

6 【苦しいことに思いたる】主語は玉鬘。連体中止法、余意余情表現。


胡蝶．２．４．３

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

胡蝶．２．４．４

■　「さて、この1若わかやかに結むすぼほれたるは誰たがぞ。

◇　「ところで、この若々しく結んであるのは誰のだ。

■　いといたう書かいたるけしきかな」

◇　たいそう綿々と書いてあるようだな」


1 【さてこの】以下「けしきかな」まで、源氏の詞。


胡蝶．２．４．５

■　と、ほほ笑ゑみて御覧ごらんずれば、

◇　と、にっこりして御覧になると、

胡蝶．２．４．６

■　「かれは、執念しふねう1とどめてまかりにけるにこそ。

◇　「あれは、しつこく言って置いて帰ったものです。

■　内うちの大殿おほいどのの中将ちゅうじゃうの、このさぶらふみるこをぞP10、もとより見知みしりたまへりける、伝つたへにてはべりける。

◇　内の大殿の中将が、ここに仕えているみるこを、以前からご存知だった、その伝てでことずかったのでございます。

■　また見入みいるる人ひともはべらざりしにこそ2」

◇　また他には目を止めるような人はございませんでした」


P10 みるこをぞ--見てこそを（てこそを/＄るこをそ〈朱〉）

1 【かれは執念う】以下「はべらざりしにこそ」まで、右近の詞。

2 【また見入るる人もはべらざりしにこそ】『集成』は「ほかに気をつける人もいなかったのでございましょう。玉鬘の前に出すまでに、適当に処置する女房がいなかった、女房だったらこんなことはしないのに、という含み」。『完訳』は「他には眼をとめる人もいない」と注す。


胡蝶．２．４．７

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

胡蝶．２．４．８

■　「いとらうたきことかな1。

◇　「たいそうかわいらしいことだな。

■　下臈げらうなりとも、かの主ぬしたちをば、いかがいとさははしたなめむ2。

◇　身分が低くとも、あの人たちを、どうしてそのように失礼な目に遭わせることができようか。

■　公卿くぎゃうといへど、この人ひとのおぼえに、かならずしも並ならぶまじきこそ多おほかれ。

◇　公卿といっても、この人の声望に、必ずしも匹敵するとは限らない人が多いのだ。

■　さるなかにも、いとしづまりたる人ひとなり。

◇　そうした人の中でも、たいそう沈着な人である。

■　おのづから思おもひあはする世よもこそあれ3。

◇　いつかは分かる時が来よう。

■　掲焉けちえんにはあらでこそ、言いひ紛まぎらはさめ。

◇　はっきり言わずに、ごまかしておこう。

■　見所みどころある文書ふみがきかな」

◇　見事な手紙であるよ」


1 【いとらうたきことかな】以下「見所ある文書きかな」まで、源氏の詞。

2 【いかがいとさははしたなめむ】「いかが--む」反語表現。

3 【おのづから思ひあはする世もこそあれ】自然といつかは玉鬘の素姓を知ることがあろう、という意。


胡蝶．２．４．９

■　など、とみにもうち置おきたまはず。

◇　などと、すぐには下にお置きにならない。

第五段　源氏、求婚者たちを批評

胡蝶．２．５．１

■　「かう何なにやかやと1聞きこゆるをも、思おぼすところやあらむと2、ややましきを、かの大臣おとどに知しられたてまつりたまはむことも3、まだ若々わかわかしう何なにとなきほどに、ここら年経としへたまへる御仲おほむなかにさし出いでたまはむことは、いかがと思おもひめぐらしはべる。

◇　「このようにいろいろとご注意申し上げるのも、ご不快にお思いになることもあろうかと、気がかりですが、あの大臣に知っていただかれなさることも、まだ世間知らずで何の後楯もないままに、長年離れていた兄弟のお仲間入りをなさることは、どうかといろいろと思案しているのです。

■　なほ世よの人ひとのあめる方かたに定さだまりて4こそは、人ひとびとしう、さるべきついでも5ものしたまはめと思おもふを。

◇　やはり世間の人が落ち着くようなところに落ち着けば、人並みの境遇で、しかるべき機会もおありだろうと思っていますよ。


1 【かう何やかやと】以下「心苦しく」まで、源氏の詞。

2 【思すところやあらむと】主語は玉鬘。「思す」は不快に思う、意。

3 【かの大臣に知られたてまつりたまはむことも】「られ」受身の助動詞。玉鬘が父の内大臣に。「たてまつり」受手尊敬の補助動詞、玉鬘に対する敬意。「たまふ」尊敬の補助動詞、玉鬘に対する敬意。「む」推量の助動詞、仮定の意。

4 【なほ世の人のあめる方に定まりて】『集成』は「やはり、世間の人が落着くような方向に落着いてこそ。普通に結婚してこそ」。『完訳』は「玉鬘が高貴な人と結婚すれば内大臣も無視すまい、と説得」と注す。

5 【さるべきついでも】父内大臣と対面するに適当な機会。


胡蝶．２．５．２

■　宮みやは、独ひとりものしたまふやうなれど1、人柄ひとがらいといたうあだめいて、通かよひたまふ所ところあまた聞きこえ、召人めしうどとか、憎にくげなる名なのりする人ひとどもなむ、数かずあまた聞きこゆる。

◇　宮は、独身でいらっしゃるようですが、人柄はたいそう浮気っぽくて、お通いになっている所が多いというし、召人とかいう憎らしそうな名の者が、数多くいるということです。

■　さやうならむことは2、憎にくげなうて見直みなほいたまはむ人ひとは3、いとようなだらかにもて消けちてむ。

◇　そのようなことは、憎く思わず大目に見過されるような人なら、とてもよく穏便にすますでしょう。

■　すこし心こころに癖くせありては4、人ひとに飽あかれぬべきことなむ、おのづから出いで来きぬべきを、その御心みこころづかひなむあべき。

◇　少し心に嫉妬の癖があっては、夫に飽きられてしまうことが、やがて生じて来ましょうから、そのお心づかいが大切です。


1 【宮は独りものしたまふやうなれど】蛍兵部卿宮には、現在北の方はいないが、他の通い妻は大勢いる。一夫多妻制社会。

2 【さやうならむことは】男の浮気をさす。

3 【憎げなうて見直いたまはむ人は】嫉妬せずに夫の気持ちが元に戻るまで待てるような人。「帚木」巻の女性論、参照。

4 【すこし心に癖ありては】嫉妬をさす。


胡蝶．２．５．３

■　大将だいしゃうは、年経としへたる人ひとの、いたうねび過すぎたるを、厭いとひがてにと2求もとむなれど3、それも人ひとびとわづらはしがるなり4。

◇　大将は、長年連れ添った北の方が、ひどく年を取ったのに、嫌気がさしてと求婚しているということですが、それも回りの人々が面倒なことだと思っているようです。

■　さもあべいことなれば、さまざまになむ、人知ひとしれず思おもひ定さだめかねはべる。

◇　それも当然なことなので、それぞれに、人知れず思い定めかねております。


1? 【その御心づかひなむあるべき】係助詞「なむ」--「べき」係結び、強調のニュアンス。嫉妬せずに辛抱する心づかいが大切である、と強調する。

2 【大将は年経たる人のいたうねび過ぎたるを厭ひがてにと】鬚黒大将は北の方がいるが、年老いたのを嫌っている。

3 【求むなれど】「なれ」伝聞推定の助動詞。玉鬘に求婚する意。

4 【人びとわづらはしがるなり】『集成』は「回りの者」。『完訳』は「北の方と縁ある人々」と注す。「なり」伝聞推定の助動詞。


胡蝶．２．５．４

■　かうざまのことは1、親おやなどにも、さはやかに、わが思おもふさまとて、語かたり出いでがたきことなれど、さばかりの御齢おほむよはひにもあらず2。

◇　このような問題は、親などにも、はっきりと、自分の考えはこうこうだといって、話し出しにくいことであるが、それ程のお年でもない。

■　今いまは、などか何なにごとをも御心みこころに分わいたまはざらむ。

◇　今は、何事でもご自分で判断がおできになれましょう。

■　まろを、昔むかしざまになずらへて3、母君ははぎみと思おもひないたまへ。

◇　わたしを、亡くなった方と同様に思って、母君とお思いになって下さい。

■　御心みこころに飽あかざらむことは、心苦こころぐるしく4」

◇　お気持に添わないことは、お気の毒で」


1 【かうざまのことは】結婚に関する話題。

2 【さばかりの御齢にもあらず】玉鬘二十二歳、物事の判断できない年ではないという。

3 【昔ざまになずらへて】亡くなった母君と同様に考えて、の意。

4 【心苦しく】下に「思ひはべり」などの語句が省略。余意余情表現。


胡蝶．２．５．５

■　など、いとまめやかにて聞きこえたまへば、苦くるしうて、御応おほむいらへ聞きこえむともおぼえたまはず。

◇　などと、たいそう真面目にお申し上げになるので、困ってしまって、お返事申し上げようというお気持ちにもなれない。

■　いと若々わかわかしきもうたておぼえて、

◇　あまり子供っぽいのも愛嬌がないと思われて、

胡蝶．２．５．６

■　「何なにごとも1思おもひ知しりはべらざりけるほどより、親おやなどは見みぬものにならひはべりて、ともかくも思おもうたまへられずなむ」

◇　「何の分別もなかったころから、親などは知らない生活をしてまいりましたので、どのように思案してよいものか考えようがございません」


1 【何ごとも】以下「思うたまへられずなむ」まで、玉鬘の詞。


胡蝶．２．５．７

■　と、聞きこえたまふさまのいとおいらかなれば、げにと思おぼいて、

◇　と、お答えなさる様子がとてもおおようなので、なるほどとお思いになって、

胡蝶．２．５．８

■　「さらば世よのたとひ1の、後のちの親おやP11をそれと思おぼいて、おろかならぬ心こころざし2のほども、見みあらはし果はてたまひてむや」

◇　「それならば世間が俗にいう、後の養父をそれとお思いになって、並々ならぬ厚志のほどを、最後までお見届け下さいませんでしょうか」


P11 親--（/+おや〈朱〉）

1 【さらば世のたとひ】以下「たまひてむや」まで、源氏の詞。

2 【おろかならぬ心ざし】源氏の気持ちをいう。


胡蝶．２．５．９

■　など、うち語かたらひたまふ。

◇　などと、こまごまとお話になる。

■　思おぼすさまのことは1、まばゆければ、えうち出いでたまはず2。

◇　心の底にお思いになることは、きまりが悪いので、口にはお出しにならない。

■　けしきある言葉ことばは時々混ときどきまぜたまへど、見知みしらぬさまなれば、すずろにうち嘆なげかれて渡わたりたまふ。

◇　意味ありげな言葉は時々おっしゃるが、気づかない様子なので、わけもなく嘆息されてお帰りになる。


1 【思すさまのことは】『集成』は「わが物に思うご本心は」。『完訳』は「玉鬘への懸想心」と注す。

2 【まばゆければえうち出でたまはず】主語は源氏。


第三章　玉鬘の物語　夏の雨と養父の恋慕の物語

第一段　源氏、玉鬘と和歌を贈答

胡蝶．３．１．１

■　御前近おまへちかき呉竹くれたけの、いと若わかやかに生おひたちて、うちなびくさまのなつかしきに、立たちとまりたまうて、

◇　お庭先の呉竹が、たいそう若々しく伸びてきて、風になびく様子が愛らしいので、お立ち止まりになって、

胡蝶．３．１．２

■　「ませのうちに根深ねぶかく植うゑし竹たけの子この

おのが世々よよにや生おひわかるべき2

思おもへば恨うらめしかべいことぞかし3」

◇　「邸の奥で大切に育てた娘も

それぞれ結婚して出て行くわけか

思えば恨めしいことだ」


1? 【御前近き呉竹のいと若やかに生ひ立ちてうちなびくさまのなつかしきに】夏の町の御殿の西の対。『完訳』は「源氏は若やかな呉竹に、五条の夕顔の家の呉竹を想起。夕顔と玉鬘のイメージが重なる。源氏の詠歌のゆえん」と注す。

2 【ませのうちに根深く植ゑし竹の子のおのが世々にや生ひわかるべき】源氏から玉鬘への贈歌。「ませ」は六条院、「竹の子」は玉鬘を喩える。「世（男女の仲）」と「（竹の）節（よ）」の掛詞。「節」は「竹」の縁語。大切に育てた娘もやがて成長した後には結婚して他人の妻になってしまうことへの哀惜の気持ちを詠む。

3 【思へば恨めしかべいことぞかし】歌に添えた言葉。


胡蝶．３．１．３

■　と、御簾**を引みすひき上あげて聞きこえたまへば、ゐざり出いでて、

◇　と、御簾を引き上げて申し上げなさると、膝行して出て来て、

◆　 
と、 み-す ひきあげ て きこえ たまへ ば、 ゐざり いで て、

胡蝶．３．１．４

■　「今いまさらにいかならむ世よか若竹わかたけの

生おひ始はじめけむ根ねをば尋たづねむ1

なかなかにこそはべらめ2」

◇　「今さらどんな場合にわたしの

実の親を探したりしましょうか

かえって困りますことでしょう」


1 【今さらにいかならむ世か若竹の生ひ始めけむ根をば尋ねむ】玉鬘の返歌。「根深し」「竹の子」「世」の語句を受けて、「世」「若竹」「根」と詠み込む。「若竹」は自分を、「根」は実の父親を譬喩し、今さら実の親を探して出ていったりしません、と応える。『集成』は「源氏の歌に「おのが世々にや--」とあったのを、実父の方に行く意に受け取ったもの」と注す。

2 【なかなかにこそはべらめ】かえって今以上に不都合になる。


胡蝶．３．１．５

■　と聞きこえたまふを、いとあはれと思おぼしけり。

◇　とお答えなさるのを、たいそういじらしいとお思いになった。

■　さるは、心こころのうちにはさも思おもはずかし1。

◇　実のところ、心中ではそうは思っていないのである。

■　いかならむ折聞をりきこえ出いでむとすら2むと、心こころもとなくあはれなれど、この大臣おとどの御心みこころばへの3いとありがたきを、

◇　どのような機会におっしゃって下さるのだろうかと、気がかりで胸の痛くなる思いでいたが、この大臣のお心のとても並々でないのを、

■　「親おやと聞きこゆとも4、もとより見馴みなれたまはぬは、えかうしもこまやかならずや」

◇　「実の親と申し上げても、小さい時からお側にいなかった者は、とてもこんなにまで心をかけて下さらないのでは」

■　と、昔物語むかしものがたりを見みたまふにも、やうやう人ひとのありさま、世よの中なかのあるやうを見知みしりたまへば、いとつつましう、心こころと知しられたてまつらむことはかたかるべう5、思おぼす。

◇　と、昔物語をお読みになっても、だんだんと人の様子や、世間の有様がお分かりになって来ると、たいそう気がねして、自分から進んで実の親に知っていただくことは難しいだろう、とお思いになる。


1 【さるは心のうちにはさも思はずかし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の断定的な評言が、かえって玉鬘の心の複雑さに注目させる。後続の心情叙述とも連動」と注す。

2 【いかならむ折聞こえ出でむとすら】玉鬘の心中。

3 【この大臣の御心ばへの】源氏をさす。

4 【親と聞こゆとも】以下「こまやかならずや」まで、玉鬘の心中。

5 【心と知られたてまつらむことはかたかるべう】玉鬘の心中を地の文で叙述した表現。


第二段　源氏、紫の上に玉鬘を語る

胡蝶．３．２．１

■　殿とのは1、いとどらうたしと思おもひきこえたまふ。

◇　殿は、ますますかわいいとお思い申し上げなさる。

■　上うへにも2語かたり申まうしたまふ。

◇　上にもお話し申し上げなさる。


1 【殿は】源氏をさす。

2 【上にも】紫の上をさす。


胡蝶．３．２．２

■　「あやしうなつかしき1人ひとのありさまにもあるかな。

◇　「不思議に人の心を惹きつける人柄であるよ。

■　かのいにしへのは、あまりはるけどころなく2ぞありし。

◇　あの亡くなった人は、あまりにも気がはれるところがなかった。

■　この君きみは、もののありさまも見知みしりぬべく、気近けぢかき心こころざま添そひて、うしろめたからずこそ見みゆれ」

◇　この君は、ものの道理もよく理解できて、人なつこい性格もあって、心配なく思われます」


1 【あやしうなつかしき】以下「こそ見ゆれ」まで、源氏の詞。紫の上の前で夕顔と玉鬘を比較して語る。

2 【あまりはるけどころなく】『集成』は「あまりにもはれやかなところがありませんでした。「はるく」は物思いを晴らすこと」と注す。


胡蝶．３．２．３

■　など、ほめたまふ。

◇　などと、お褒めになる。

■　ただにしも思おぼすまじき御心みこころざまを見知みしりたまへれば1、思おぼし寄よりて、

◇　ただではすみそうにないお癖をご存知でいらっしゃるので、思い当たりなさって、


1 【ただにしも思すまじき御心ざまを見知りたまへれば】語り手の意見と紫の上の観察がやや重なったような視点で語られている文章。


胡蝶．３．２．４

■　「ものの心得こころえつべくはものしたまふめるを1、うらなくしもうちとけ、頼たのみきこえたまふらむ2こそ、心苦こころぐるしけれ」

◇　「分別がおありでいらっしゃるらしいのに、すっかり気を許して、ご信頼申し上げていらっしゃるというのは、気の毒ですわ」


1 【ものの心得つべくはものしたまふめるを】以下「心苦しけれ」まで、紫の上の詞。「ものしたまふ」の主語は玉鬘。「める」推量の助動詞、紫の上の主観的推量のニュアンス。「を」接続助詞、逆接の意。

2 【うらなくしもうちとけ頼みきこえたまふらむ】玉鬘が源氏を。


胡蝶．３．２．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

胡蝶．３．２．６

■　「など、頼たのもしげなくやはあるべき1」

◇　「どうして、頼りにならないことがありましょうか」


1 【など頼もしげなくやはあるべき】源氏の詞。連語「やは」--「べき」反語表現。


胡蝶．３．２．７

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお答えなさるので、

胡蝶．３．２．８

■　「いでや、われにても1、また忍しのびがたう、もの思おもはしき折々をりをりありし御心みこころざまの、思おもひ出いでらるるふしぶしなくやは」

◇　「さあどうでしょうか、わたしでさえも、堪えきれずに、悩んだ折々があったお心が、思い出される節々がないではございませんでした」


1 【いでやわれにても】以下「ふしぶしなくやは」まで、紫の上の詞。連語「はや」反語表現。下に「ある」などの語句が省略。余意表情の効果表現。


胡蝶．３．２．９

■　と、ほほ笑ゑみて聞きこえたまへば、

◇　と、微笑して申し上げなさると、

■　「あな、心疾1こころと」

◇　「まあ、察しの早いことよ」

■　とおぼいて、

◇　と思われなさって、


1 【あな心疾】源氏の心中。


胡蝶．３．２．１０

■　「うたても思おぼし寄よるかな1。

◇　「嫌なことを邪推なさいますなあ。

■　いと見知みしらずしもあらじ2」

◇　とても気づかずにはいない人ですよ」

■　とて、わづらはしければ、のたまひさして、心こころのうちに、

◇　と言って、厄介なので、言いさしなさって、心の中で、

■　「人ひとのかう3推おし量はかりたまふにも、いかがはあべからむ」

◇　「上がこのように推量なさるのも、どうしたらよいものだろうか」

■　と思おぼし乱みだれ、かつは、ひがひがしう、けしからぬ我わが心こころのほども、思おもひ知しられたまうけり。

◇　とお悩みになり、また一方では、道に外れたよからぬ自分の心の程も、お分かりになるのであった。

■　心こころにかかれるままに、しばしば渡わたりたまひつつ見みたてまつりたまふ。

◇　気にかかるままに、頻繁にお越しになってはお目にかかりなさる。


1 【うたても思し寄るかな】以下「しもあらじ」まで、源氏の詞。

2 【いと見知らずしもあらじ】主語は玉鬘。『集成』は「（万一、私に好色心でもあれば）玉鬘は、とても見抜かずにおかないでしょう」と訳す。

3 【人のかう】以下「いかがはあべからむ」まで、源氏の心中。「人」は紫の上をさす。


第三段　源氏、玉鬘を訪問し恋情を訴える

胡蝶．３．３．１

■　雨あめのうち降ふりたる名残なごりの、いとものしめやかなる夕ゆふつ方かた、御前おまへの若楓わかかえで、柏木かしはぎなどの、青あをやかに茂しげりあひたるが、何なにとなく心地ここちよげなる空そらを見みい出だしたまひて、

◇　雨が少し降った後の、とてもしっとりした夕方、お庭先の若い楓や、柏木などが、青々と茂っているのが、何となく気持ちよさそうな空をお覗きになって、

■　「和わしてまた清きよしS8」

◇　「和して且た清し」

■　とうち誦じゅじたまうて2、まづ、この姫君ひめぎみの御おほむさまの、匂にほひやかげさP12を思おぼし出いでられて、例れいの、忍しのびやかに渡わたりたまへり。

◇　とお口ずさみなさって、まずは、この姫君のご様子の、つややかな美しさをお思い出しになられて、いつものように、ひっそりとお越しになった。


S8 四月天気和且清　緑槐陰合沙堤平（白氏文集巻一九-一二八〇）

P12 匂ひやかげさ--にほひや（や/+か〈朱〉）けさ

1? 【雨のうち降りたる名残のいとしめやかなる夕つ方御前の若楓柏木などの青やかに茂りあひたるが何となく心地よげなる空を】四月の雨の後。ここは六条院春の町の源氏の住む庭先。若楓・柏木などが植えられている。

2 【和してまた清しとうち誦じたまうて】「四月の天気和して且た清し緑槐陰合うて砂堤平かなり」（白氏文集巻十九、贈駕部呉郎仲七兄）。主語は源氏。


胡蝶．３．３．２

■　手習てならひなどして1、うちとけたまへりけるを、起おき上あがりたまひて2、恥はぢらひたまへる顔かほの色いろあひ、いとをかし。

◇　手習いなどをして、くつろいでいらっしゃったが、起き上がりなさって、恥ずかしがっていらっしゃる顔の色の具合、とても美しい。

■　なごやかなるけはひの、ふと昔思むかし出おぼしいでらるる3にも、忍しのびがたくて、

◇　物柔らかな感じが、ふと昔の母君を思い出さずにはいらっしゃれないのも、堪えきれなくて、


1 【手習などして】主語は玉鬘。

2 【起き上がりたまひて】『集成』は「俯いて書いていた上体を起したのである」と注す。

3 【ふと昔思し出でらるる】「昔」は亡き夕顔をさす。「らるる」自発の助動詞。


胡蝶．３．３．３

■　「見みそめたてまつりしは1、いとかうしもおぼえたまはずと思おもひしを、あやしう、ただそれかと思おもひまがへらるる折々をりをりこそあれ。

◇　「初めてお会いした時は、とてもこんなにも似ていらっしゃるまいと思っていましたが、不思議と、まるでその人かと間違えられる時々が何度もありました。

■　あはれなるわざなりけり。

◇　感慨無量です。

■　中将ちゅうじゃうの、さらに昔むかしざまの匂にほひにも見みえぬならひに2、さしも似にぬものと思おもふに、かかる人ひともものしたまうけるよ」

◇　中将が、少しも昔の母君の美しさに似ていないのに見慣れて、そんなにも親子は似ないものと思っていたが、このような方もいらっしゃったのですね」


1 【見そめたてまつりしは】以下「ものしたまうけるよ」まで、源氏の詞。

2 【中将のさらに昔ざまの匂ひにも見えぬならひに】夕霧は母葵の上には似ていないことをいう。「昔の匂ひ」とは故葵の上の美しさ、の意。


胡蝶．３．３．４

■　とて、涙なみだぐみたまへり。

◇　とおっしゃって、涙ぐんでいらっしゃった。

■　箱はこの蓋ふたなる御果物おほむくだものの中なかに、橘たちばなのあるをまさぐりて、

◇　箱の蓋にある果物の中に、橘の実があるのをいじりながら、

胡蝶．３．３．５

■　「橘たちばなの薫かをりし袖そでにS9よそふれば

変かはれる身みとも思おもほえぬかな1

◇　「あなたを昔懐かしい母君と比べてみますと

とても別の人とは思われません


S9 五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする（古今集夏-一三九　読人しらず）

1 【橘の薫りし袖によそふれば変はれる身とも思ほえぬかな】源氏から玉鬘への贈歌。「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集夏、一三九、読人しらず）を踏まえる。


胡蝶．３．３．６

■　世よとともの1心こころにかけて忘わすれがたきに、慰なぐさむことなくて過すぎつる年としごろを、かくて見みたてまつるは2、夢ゆめにやとのみ思おもひなすを、なほえこそ忍しのぶまじけれ。

◇　いつになっても心の中から忘れられないので、慰めることなくて過ごしてきた歳月だが、こうしてお世話できるのは夢かとばかり思ってみますが、やはり堪えることができません。

■　思おぼし疎うとむなよ」

◇　お嫌いにならないでくださいよ」


1 【世とともの】以下「思し疎むなよ」まで、歌に続けた源氏の詞。

2 【かくて見たてまつるは】『集成』は「こうしてお会いするのは」。『完訳』は「今こうしてお世話してさしあげるのは」と訳す。


胡蝶．３．３．７

■　とて、御手おほむてをとらへたまへれば、女をむな、かやうにもならひたまはざりつるを1、いとうたておぼゆれど、おほどかP13なるさまにてものしたまふ。

◇　と言って、お手を握りなさるので、女は、このようなことに経験がおありではなかったので、とても不愉快に思われたが、おっとりとした態度でいらっしゃる。


P13 おほどか--おほ（ほ/+と）か

1 【女かやうにもならひたまはざりつるを】『集成』は「「女」は、娘分だった玉鬘が、ここで、恋の相手になっていることを示す」と注す。「を」接続助詞、弱い順接の意。


胡蝶．３．３．８

■　「袖そでの香かをよそふるS10からに橘たちばなの

身みさへはかなくなりもこそすれ1」

◇　「懐かしい母君とそっくりだと思っていただくと

わたしの身までが同じようにはかなくなってしまうかも知れません」


S10 橘は実さへ花さへその葉さへ枝に霜降れどまして常磐木（古今六帖六-四二五〇）

1 【袖の香をよそふるからに橘の身さへはかなくなりもこそすれ】玉鬘の返歌。「橘」「香」「袖」「よそふ」「身」の語句を受けて返す。「五月待つ」の歌を踏まえ、「み」には「身」と「実」を掛ける。「もこそすれ」懸念の気持ちを表す。母君同様に短命になるかもしれません、とうまく切り返す。


胡蝶．３．３．９

■　むつかしと思おもひて1うつぶしたまへるさま、いみじうなつかしう、手てつきのつぶつぶと肥こえたまへる、身みなり、肌はだつきのこまやかにうつくしげなるに、なかなかなるもの思おもひ添そふ心地ここちしたまて2、今日けふはすこし思おもふこと聞きこえ知しらせたまひける。

◇　困ったと思ってうつ伏していらっしゃる姿、たいそう魅力的で、手つきのふっくらと肥っていらっしゃって、からだつき、肌つきがきめこまやかでかわいらしいので、かえって物思いの種になりそうな心地がなさって、今日は少し思っている気持ちをお耳に入れなさった。

■　女をむなは、心憂こころうく、いかにせむとおぼえて、わななかるけしき3もしるけれど、

◇　女は、つらくて、どうしようかしらと思われて、ぶるぶる震えている様子もはっきり分かるが、


1 【むつかしと思ひて】『集成』は「面倒に思って」。『完訳』は「恐ろしいことになったと思って」と訳す。

2 【心地したまて】大島本は「たまて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たまうて」と校訂する。

3 【わななかるけしき】大島本は「わなゝかる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「わななかるる」と校訂する。


胡蝶．３．３．１０

■　「何なにか、かく疎うとましとは思おぼいたる。

◇　「どうして、そんなにお嫌いになるのですか。

■　いとよくも隠てかくして、人ひとに咎とがめらるべくもあらぬ心こころのほどぞよ。

◇　うまくうわべをつくろって、誰にも非難されないように配慮しているのですよ。

■　さりげなくてをもて隠かくしたまへ。

◇　何でもないようにお振る舞いなさい。

■　浅あさくも思おもひきこえさせぬ心こころざしに、また添そふべければ、世よにたぐひあるまじき心地ここちなむするを、この訪おとづれきこゆる人ひとびとには、思おぼし落おとすべくやはある。

◇　いいかげんにはお思い申していません思いの上に、さらに新たな思いが加わりそうなので、世に類のないような心地がしますのに、この懸想文を差し上げる人々よりも、軽くお見下しになってよいものでしょうか。

■　いとかう深ふかき心こころある人ひとは、世よにありがたかるべきわざなれば、うしろめたくのみこそ」

◇　とてもこんなに深い愛情がある人は、世間にはいないはずなので、気がかりでなりません」

胡蝶．３．３．１１

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　いとさかしらなる御親心おほむおやごころなりかし。

◇　実にさしでがましい親心である。

第四段　源氏、自制して帰る

胡蝶．３．４．１

■　雨あめはやみて、風かぜの竹たけに生なるほどS11、はなやかにさし出いでたる月影つきかげ、をかしき夜よのさまもしめやかなるに1、人ひとびとは、こまやかなる御物語おほむものがたりにかしこまりおきて2、気近けぢかくもさぶらはず。

◇　雨はやんで、風の音が竹林の中から生じるころ、ぱあっと明るく照らし出した月の光、美しい夜の様子もしっとりとした感じなので、女房たちは、こまやかなお語らいに遠慮して、お近くには伺候していない。


S11 風生竹夜窓間臥　月照待時台上行（白氏文集巻一九-一二八〇）

1 【雨はやみて風の竹に生るほどはなやかにさし出でたる月影をかしき夜のさまもしめやかなるに】「風の竹に生る夜窓の間に臥せり月の松を照らす時台の上に行く」（白氏文集巻十九、贈駕部呉郎中七兄）による表現。「なる」は「生る」と「鳴る」の両義を掛ける。集成・完訳・新大系など「竹に鳴る」の表記を充てる。

2 【こまやかなる御物語にかしこまりおきて】源氏と玉鬘との語らい。「御」の敬語があることに注意。


胡蝶．３．４．２

■　常つねに見みたてまつりたまふ御仲おほむなかなれど1、かくよき折をりしもありがたければ、言ことに出いでたまへるついでの、御おほむひたぶる心こころにや2、なつかしいほどなる御衣おほむぞどものけはひは3、いとよう紛まぎらはしすべしたまひて、近ちかやかに臥ふしたまへば4、いと心憂こころうく、人ひとの思おもはむこともめづらかに、いみじうおぼゆ5。

◇　いつもお目にかかっていらっしゃるお二方であるが、このようによい機会はめったにないので、言葉にお出しになったついでの、抑えきれないお思いからであろうか、柔らかいお召し物のきぬずれの音は、とても上手にごまかしてお脱ぎになって、お側に臥せりなさるので、とてもつらくて、女房の思うことも奇妙に、たまらなく思われる。


1 【常に見たてまつりたまふ御仲なれど】『集成』は「几帳などを隔てず、直接対面することをいう」と注す。

2 【御ひたぶる心にや】語り手の源氏の心中を忖度した挿入句。

3 【なつかしいほどなる御衣どものけはひは】源氏の直衣である。

4 【近やかに臥したまへば】主語は源氏。

5 【人の思はむこともめづらかにいみじうおぼゆ】主語は玉鬘。「人」は女房たちをさす。


胡蝶．３．４．３

■　「まことの親おやの御おほむあたりならましかば1、おろかには見放みはなちたまふとも、かくざまの憂うきことはあらましや」

◇　「実の親のもとであったならば、冷たくお扱いになろうとも、このようなつらいことはあろうか」

■　と悲かなしきに、つつむとすれどこぼれ出いでつつ、いと心苦こころぐるしき御みけしきなれば、

◇　と悲しくなって、隠そうとしても涙がこぼれ出しこぼれ出し、とても気の毒な様子なので、


1 【まことの親の御あたりならましかば】以下「あらましや」まで玉鬘の心中。「ましかば--まし」反実仮想の構文。「や」係助詞、反語の意。


胡蝶．３．４．４

■　「かう思おぼすこそつらけれ1。

◇　「そのようにお嫌がりになるのがつらいのです。

■　もて離はなれ知しらぬ人ひとだに、世よのことわりにて、皆許みなゆるすわざなめるを2、かく年経としへぬる睦むつましさ3に、かばかり見みえたてまつるや4、何なにの疎うとましかるべきぞ5。

◇　全然見知らない男性でさえ、男女の仲の道理として、みな身を任せるもののようですのに、このように年月を過ごして来た仲の睦まじさから、この程度のことを致すのに、何と嫌なことがありましょうか。

■　これよりあながちなる心こころは、よも見みせたてまつらじ。

◇　これ以上の無体な気持ちは、けっして致しません。

■　おぼろけに忍しのぶるにあまるほどを、慰なぐさむるぞや」

◇　一方ならぬ堪えても堪えきれない気持ちを、晴らすだけなのですよ」


1 【かう思すこそつらけれ】以下「慰むるぞや」まで、源氏の詞。

2 【もて離れ知らぬ人だに世のことわりにて皆許すわざなめるを】『集成』は「全然見知らぬ男にでも、男女の仲の道理として」。『完訳』は「相手がまるで赤の他人の場合であっても、それが世間の道理というもので、女はみな身をまかせるもののようですのに」と訳す。

3 【かく年経ぬる睦ましさ】玉鬘は六条院に入って六か月であるが、年を越しあしかけ二年になるので、源氏は「年経ぬる」という誇張表現をしている。

4 【かばかり見えたてまつるや】『完訳』は「添い寝程度のこと」と注す。「や」間投助詞、詠嘆の意。

5 【何の疎ましかるべきぞ】反語表現。


胡蝶．３．４．５

■　とて、あはれげになつかしう聞きこえたまふこと多おほかり。

◇　と言って、しみじみとやさしくお話し申し上げなさることが多かった。

■　まして、かやうなるけはひは、ただ昔むかしの心地ここちして、いみじうあはれなり。

◇　まして、このような時の気持ちは、まるで昔の時と同じ心地がして、たいそう感慨無量である。

胡蝶．３．４．６

■　わが御心みこころながらも1、

◇　ご自分ながらも、

■　「ゆくりかにあはつけきこと」

◇　「だしぬけで軽率なこと」

■　と思おぼし知しらるれば、いとよく思おぼし返かへしつつ、人ひともあやしと思おもふべければ、いたう夜よも更ふかさで出いでたまひぬ。

◇　と思わずにはいらっしゃれないので、まことによく反省なさっては、女房も変に思うにちがいないので、ひどく夜を更かさないでお帰りになった。


1 【わが御心ながらも】源氏の心をさす。


胡蝶．３．４．７

■　「思おもひ疎うとみたまはば1、いと心憂こころうくこそあるべけれ。

◇　「お厭いなら、とてもつらいことでしょう。

■　よその人ひとは、かうほれぼれしうはあらぬものぞよ2。

◇　他の人は、こんなに夢中にはなりませんよ。

■　限かぎりなく、そこひ知しらぬ心こころざしなれば、人ひとの咎とがむべきさまにはよもあらじ。

◇　限りなく、底深い愛情なので、人が変に思うようなことはけっしてしません。

■　ただ昔恋むかしこひしき慰なぐさめに、はかなきことをも聞きこえむ。

◇　ただ亡き母君が恋しく思われる気持ちの慰めに、ちょとしたことでもお話し申したい。

■　同おなじ心こころに応いらへなどしたまへ」

◇　そのおつもりでお返事などをして下さい」


1 【思ひ疎みたまはば】以下「応へなどしたまへ」まで、源氏の詞。

2 【あらぬものぞよ】「よ」（間投助詞）、相手にやさしく言い含める気持ちを表す。


胡蝶．３．４．８

■　と、いとこまかに聞きこえたまへど、我われにもあらぬさまして、いといと憂うしと思おぼいたれば、

◇　と、たいそう情愛深く申し上げなさるが、度を失ったような状態で、とてもとてもつらいとお思いになっていたので、

胡蝶．３．４．９

■　「いとさばかりに1は見みたてまつらぬ御心みこころばへを、いとこよなくも憎にくみたまふべかめるかな」

◇　「とてもそれ程までとは存じませんでしたお気持ちを、これはまたこんなにもお憎みのようですね」


1 【いとさばかりに】以下「たまふべかめるかな」まで、源氏の詞。『集成』は「これほどつれないお気持とは思っていませんでしたのに」。『完訳』は「ほんとうにこうまでわたしをお嫌いでいらっしゃるとは存じませんでした」と訳す。


胡蝶．３．４．１０

■　と嘆なげきたまひて、

◇　と嘆息なさって、

胡蝶．３．４．１１

■　「ゆめ、けしきなくてを1」

◇　「けっして、人に気づかれないように」


1 【ゆめけしきなくてを】源氏の詞。


胡蝶．３．４．１２

■　とて、出いでたまひぬ。

◇　とおっしゃって、お帰りになった。

胡蝶．３．４．１３

■　女君をむなぎみも、御年おほむとしこそ過すぐしたまひにたるほどなれ1、世よの中なかを知しりたまはぬなかにも、すこしうち世馴よなれたる人ひとのありさまをだに見知みしりたまはねば2、これより気近けぢかきさまにも思おぼし寄よらず3、

◇　女君も、お年こそはおとりになっていらっしゃるが、男女の仲をご存知でない人の中でも、いくらかでも男女の仲を経験したような人の様子さえご存知ないので、これより親しくなるようなことはお思いにもならず、

■　「思おもひの外ほかにもありける世よかな」

◇　「まったく思ってもみない運命の身の上であるよ」

■　と、嘆なげかしきに、いとけしきも悪あしければ、人ひとびと、御心地悩みここちなやましげに見みえたまふ5と、もて悩なやみきこゆ。

◇　と、嘆いていると、とても気分も悪いので、女房たち、ご気分が悪そうでいらっしゃると、お困り申している。


1 【御年こそ過ぐしたまひにたるほどなれ】玉鬘二十二歳。係結び「こそ--なれ」逆接用法。

2 【すこしうち世馴れたる人のありさまをだに見知りたまはねば】『集成』は「いくらかでも男女の仲を経験した人の様子というものをご存じないので、（男女の睦びが）これ以上うちとけた関係であろうとはお気づきにもならない。普通なら、世馴れた女房の素振りからそれと気づくはず、という趣」と注す。

3 【これより気近きさまにも思し寄らず】『完訳』は「初心の処女らしい反応」と注す。

4? 【思の外にもありける世かな】玉鬘の心中。「世」は身の上、の意。

5 【御心地悩ましげに見えたまふ】玉鬘の気分が。


胡蝶．３．４．１４

■　「殿とのの御みけしきの1、こまやかに、かたじけなくもおはしますかな。

◇　「殿のお心づかいが、行き届いて、もったいなくもいらっしゃいますこと。

■　まことの御親おほむおやと聞きこゆとも、さらにかばかり2思おぼし寄よらぬことなくは、もてなしきこえたまはじ」

◇　実のお父上でいらっしゃっても、まったくこれ程までお気づきなさらないことはなく、至れり尽くせりお世話なさることはありますまい」


1 【殿の御けしきの】以下「きこえたまはじ」まで、玉鬘の乳母子の兵部の君の詞。

2 【さらにかばかり】副詞「さらに」は「もてなしきこえたまはじ」に係る。


胡蝶．３．４．１５

■　など、兵部ひゃうぶなども、忍しのびて聞きこゆるにつけて、いとど思おもはずに、心こころづきなき御心みこころのありさまを、疎うとましう思おもひ果はてたまふにも、身みぞ心憂こころうかりける。

◇　などと、兵部なども、そっと申し上げるにつけても、ますます心外で、不愉快なお心の程を、すっかり疎ましくお思いなさるにつけても、わが身の上が情けなく思われるのであった。

第五段　苦悩する玉鬘

胡蝶．３．５．１

■　またの朝あした、御文おほむふみとくあり1。

◇　翌朝、お手紙が早々にあった。

■　悩なやましがりて臥ふしたまへれど、人ひとびと御硯おほむすずりなど参まゐりて、

◇　気分が悪くて臥せっていらっしゃったが、女房たちがお硯などを差し上げて、

■　「御返おほむかへりとく2」

◇　「お返事を早く」

■　と聞きこゆれば、しぶしぶに見みたまふ。

◇　とご催促申し上げるので、しぶしぶと御覧になる。

■　白しろき紙かみの、うはべはおいらかに、すくすくしきに3、いとめでたう書かいたまへり。

◇　白い紙で、表面は穏やかに、生真面目で、とても立派にお書きになってあった。


1 【またの朝御文とくあり】後朝の文の体である。

2 【御返りとく】女房たちの催促の詞。

3 【白き紙のうはべはおいらかにすくすくしきに】白の料紙。表面的には親子の間の手紙といった体裁。恋文には色彩鮮やかな薄様の料紙を用いる。


胡蝶．３．５．２

■　「たぐひなかりし1御みけしきこそ、つらきしも忘わすれがたう2。

◇　「またとないご様子は、つらくもまた忘れ難くて。

■　いかに人見ひとみたてまつりけむ3。

◇　どのように女房たちはお思い申したでしょう。


1 【たぐひなかりし】以下「ものしたまひけれ」まで、源氏の文。『集成』は「またとない昨夜の無情なお仕打ちは」。『完訳』「源氏を拒んだ玉鬘の昨夜の態度は」と訳す。

2 【忘れがたう】下に述語が省略されている。余意余情効果がある。

3 【いかに人見たてまつりけむ】『集成』は「どんなふうに女房たちもお思い申したでしょう。かえって疑いをもったのではないか、の意」と注す。


胡蝶．３．５．３

■　うちとけて寝ねも見みぬものを若草わかくさのS12

ことあり顔がほにむすぼほるらむ1

◇　気を許しあって共寝をしたのでもないのに

どうしてあなたは意味ありげな顔をして思い悩んでいらっしゃるのでしょう


S12 うら若み寝よげに見ゆる若草を人の結ばむことをしぞ思ふ（伊勢物語四九段-九〇）初草のなど珍しき言の葉ぞうらなくものを思ひけるかな（伊勢物語四九段-九一）

1 【うちとけて寝も見ぬものを若草のことあり顔にむすぼほるらむ】源氏から玉鬘への贈歌。「うら若み寝よげに見ゆる若草を人の結ばむことをしぞ思ふ」（伊勢物語四十九段）を踏まえる。玉鬘を「若草」に喩える。「寝」と「根」は掛詞。「根」は「若草」の縁語。


胡蝶．３．５．４

■　幼をさなくこそものしたまひけれ」

◇　子供っぽくいらっしゃいますよ」

胡蝶．３．５．５

■　と、さすがに親おやがりたる御言葉おほむことばも、いと憎にくし1と見みたまひて、御返おほむかへり事聞ごときこえざらむも、人目ひとめあやしければ、ふくよかなる陸奥紙みちのくに2、ただ、

◇　と、それでも親めいたお言葉づかいも、とても憎らしいと御覧になって、お返事を差し上げないようなのも、傍目に不審がろうから、厚ぼったい陸奥紙に、ただ、


1 【いと憎し】玉鬘の心中。

2 【ふくよかなる陸奥紙に】玉鬘の返書の料紙、陸奥紙を使用する。恋文以外の普通の場合に用いる紙。


胡蝶．３．５．６

■　「うけたまはりぬ1。

◇　「頂戴致しました。

■　乱みだり心地ごこちの悪あしうはべれば、聞きこえさせぬ」

◇　気分が悪うございますので、お返事は失礼致します」


1 【うけたまはりぬ】以下「聞こえさせぬ」まで、玉鬘の返書。簡略を極めた内容。


胡蝶．３．５．７

■　とのみあるに、

◇　とだけあったので、

■　「かやうのけしきは、さすがにすくよかなり1」

◇　「こういうやりかたは、さすがにしっかりしたものだ」

■　とほほ笑ゑみて、恨うらみどころある心地ここちしたまふ2、うたてある心こころかな3。

◇　とにっこりして、口説きがいのある気持ちがなさるのも、困ったお心であるよ。


1 【かやうのけしきはさすがにすくよかなり】玉鬘の返書を見た源氏の感想。『集成』は「しっかりしていると」。『完訳』は「聰明で分別ある娘とはいえ、一本調子でかたくるしい」と注す。

2 【恨みどころある心地したまふ】大島本は「心ちしたまふ」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「心地したまふも」と「も」を補訂する。

3 【うたてある心かな】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の評言。相手の女の冷淡さにかえって熱心になる源氏を、困ったものと評す」と注す。


胡蝶．３．５．８

■　色いろに出いでたまひてのちはS13,1、

◇　いったん口に出してしまった後は、

■　「太田おほたの松まつのS14」

◇　「太田の松のように」

■　と2思おもはせたることなく3、むつかしう聞きこえたまふこと多おほかれば、いとど所狭ところせき心地ここちして、おきどころなきもの思おもひつきて、いと悩なやましうさへしたまふ。

◇　と思わせることもなく、うるさく申し上げなさることが多いので、ますます身の置き所のない感じがして、どうしてよいか分からない物思いの種となって、ほんとうに気を病むまでにおなりになる。


S13 忍ぶれど色に出でにけりわが恋はものや思ふと人の問ふまで（拾遺集恋一-六二二　平兼盛）

S14 恋ひわびぬ太田の松のおほかたは色に出でてや逢はむといはまし（躬恒集-三五八）

1 【色に出でたまひてのちは】『集成』「「色に出づ」は歌語」。『完訳』「しのぶれど色に出でにけりわが恋はものや思ふと人の問ふまでに」（拾遺集恋一、六二二、平兼盛）を引歌として指摘。

2 【太田の松のと】「恋ひわびぬ太田の松のおほかたは色に出でてや逢はむといはまし」（躬恒集、三五八）。

3 【思はせたることなく】『集成』は「（もういっそはっきり言ってしまおうか）と、ためらっていると思わせることなく」。『完訳』は「思わせぶりどころではなく」と訳す。


胡蝶．３．５．９

■　かくて、ことの心知こころしる人ひとは少すくなうて、疎うときも親したしきも、むげの親おやざまに思おもひきこえたるを、

◇　こうして、真相を知っている人は少なくて、他人も身内も、まったく実の親のようにお思い申し上げているので、

■　「かうやうのけしきの2漏もり出いでば、いみじう人笑ひとわらはれに、憂うき名なにもあるべきかな。

◇　「こんな事情が少しでも世間に漏れたら、ひどく世間の物笑いになり、情けない評判が立つだろうな。

■　父大臣ちちおとどなどの尋たづね知しりたまふにても、まめまめしき御心みこころばへにもあらざらむものから、ましていとあはつけう、待まち聞きき思おぼさむこと」

◇　父大臣などがお尋ね当てて下さっても、親身な気持ちで扱っても下さるまいだろうから、他人が思う以上に浮ついたようだと、待ち受けてお思いになるだろうこと」

■　と、よろづにやすげなう思おぼし乱みだる。

◇　と、いろいろと心配になりお悩みになる。


1? 【聞こえたるを】接続助詞「を」、『集成』は逆接の意に「お思い申しているのに」、『完訳』は順接の意に「お思い申しているので」と訳す。

2 【かうやうのけしきの】以下「待ち聞き思さむこと」まで、玉鬘の心中。『完訳』は「「待ち聞く」は、風評を確かめるべく、待ち受けて聞く意」と注す。


胡蝶．３．５．１０

■　宮みや、大将だいしゃうなどは1、殿とのの御みけしき、もて離はなれぬさまに伝つたへ聞ききたまうて、いとねむごろに聞きこえたまふ。

◇　宮、大将などは、殿のご意向が、相手にしていなくはないと伝え聞きなさって、とても熱心に求婚申し上げなさる。

■　この岩漏いはもる中将ちゅうじゃうも2、大臣おとどの御許おほむゆるしを見みてこそ、かたよりにほの聞ききて3、まことの筋すぢをば知しらず、ただひとへにうれしくて、おりたち恨うらみきこえまどひありくめり。

◇　あの岩漏る中将も、大臣がお認めになっていると、小耳にはさんで、ほんとうの事を知らないで、ただ一途に嬉しくなって、身を入れて熱心に恋の恨みを訴え申してうろうろしているようである。


1 【宮大将などは】蛍兵部卿宮と鬚黒右大将。

2 【この岩漏る中将も】柏木をさす。

3 【大臣の御許しを見てこそかたよりにほの聞きて】『集成』は「源氏がお認めになっているということを。次の「みてこそかたよりに」は解しがたい。宣長は「みるこがたより」の誤写とする」と注す。「みるこ」は女童の名前である。河内本「みてこそかたよりに」の句ナシ。



２５． 蛍 (ほたる)

第一章　玉鬘の物語　蛍の光によって姿を見られる

第一段　玉鬘、養父の恋に悩む

蛍．１．１．１

■　今いまはかく重々おもおもしきほどに1、よろづのどやかに思おぼししづめたる御おほむありさまなれば、頼たのみきこえさせたまへる人ひとびと2、さまざまにつけて、皆思みなおもふさまに定さだまり、ただよはしからで、あらまほしくて過すぐしたまふ。

◇　今はこのように重々しい身分ゆえに、何事にももの静かに落ち着いていらっしゃるご様子なので、ご信頼申し上げていらっしゃる方々は、それぞれ身分に応じて、皆思いどおりに落ち着いて、不安もなく、理想的にお過ごしになっている。


1 【今はかく重々しきほどに】源氏、太政大臣、三十六歳夏五月。

2 【頼みきこえさせたまへる人びと】六条院や二条東院の御夫人方をさす。


蛍．１．１．２

■　対たいの姫君ひめぎみこそ1、いとほしく2、思おもひのほかなる思おもひ添そひて、いかにせむと思おぼし乱みだるめれ。

◇　対の姫君だけは、気の毒に、思いもしなかった悩みが加わって、どうしようかしらと困っていらしゃるようである。

■　かの監げんが憂うかりし3さまには、なずらふべきけはひならねど、かかる筋すぢに、かけても人ひとの思おもひ寄よりきこゆべきことならねば、心こころひとつに思おぼしつつ4、

◇　あの監が嫌だった様子とは比べものにならないが、このようなことで、夢にも回りの人々がお気づき申すはずのないことなので、自分の胸一つをお痛めになりながら、

■　「様さまことに疎うとまし」

◇　「変なことで嫌らしい」

■　と思おもひきこえたまふ。

◇　とお思い申し上げなさる。


1 【対の姫君こそ】玉鬘をさす。夏の町の西の対屋の元文殿であった所を居所とする（「玉鬘」第四章四段）。

2 【いとほしく】『完訳』は「気の毒にも。語り手の評」と注す。

3 【かの監が憂かりし】筑紫にいたころの大夫督をさす。

4 【心ひとつに思しつつ】接続助詞「つつ」同じ動作の繰り返しの意。『完訳』は「度重なる源氏の求愛を暗示」と注す。


蛍．１．１．３

■　何なにごとをも思おぼし知しりにたる御齢おほむよはひなれば1、とざまかうざまに思おぼし集あつめつつ、母君ははぎみのおはせずなりにける口惜くちをしさも、またとりかへし惜をしく悲かなしくおぼゆ。

◇　どのようなことでもご分別のついているお年頃なので、あれやこれやとお考え合わせになっては、母君がお亡くなりになった無念さを、改めて惜しく悲しく思い出される。


1 【何ごとをも思し知りにたる御齢なれば】玉鬘二十二歳。前の「胡蝶巻」では、年齢のわりには男女関係に疎遠で無知であると語られていた。その間の経緯が想像される。


蛍．１．１．４

■　大臣おとども、うち出いでそめたまひては、なかなか苦くるしく思おぼせど、人目ひとめを憚はばかりたまひつつ、はかなきことをもえ聞きこえたまはず、苦くるしくも思おぼさるるままに、しげく渡わたりたまひつつ、御前おまへの人遠ひととほく、のどやかなる折をりは、ただならずけしきばみきこえたまふごとに、胸むねつぶれつつ、けざやかにはしたなく聞きこゆべきにはあらねば2、ただ見知みしらぬさまにもてなしきこえたまふ。

◇　大臣も、お口にいったんお出しになってからは、かえって苦しくお思いになるが、人目を遠慮なさっては、ちょっとした言葉もお話しかけになれず、苦しくお思いになるので、頻繁にお越しになっては、お側に女房などもいなくて、のんびりとした時には、穏やかならぬ言い寄りをなさるたびごとに、胸を痛め痛めしては、はっきりとお拒み申し上げることができないので、ただ素知らぬふりをしてお相手申し上げていらっしゃる。


1? 【ただならずけしきばみきこえたまふことに】源氏が密かに玉鬘に対して恋情を訴える意。

2 【胸つぶれつつけざやかにはしたなく聞こゆべきにはあらねば】主語は玉鬘。源氏の身分や人柄を思い、また自分への厚意をも思うゆえの苦慮。


蛍．１．１．５

■　人ひとざまのわららかに、気近けぢかくものしたまへば、いたくまめだち、心こころしたまへど1、なほをかしく愛敬あいぎゃうづきたるけはひのみ見みえたまへり。

◇　人柄が明朗で、人なつこくいらっしゃるので、とてもまじめぶって、用心していらっしゃるが、やはりかわいらしく魅力的な感じばかりが目立っていらっしゃる。


1 【いたくまめだち心したまへど】主語は玉鬘。『完訳』は「まじめに構えても、やはり可憐な魅力は紛れようもない、の意」と注す。


第二段　兵部卿宮、六条院に来訪

蛍．１．２．１

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやなどは、まめやかにせめきこえたまふ。

◇　兵部卿宮などは、真剣になってお申し込みなさる。

■　御労ごらうのほどはいくばくならぬに、五月雨さみだれになりぬる愁うれへS1,1をしたまひて、

◇　お骨折りの日数はそれほどたってないのに、五月雨になってしまった苦情を訴えなさって、


S1 神代より忌むといふなる五月雨のこなたに人を見るよしもがな（信明集-五六）侘びつつも頼む月日はあるものを五月雨にさへなりにけるかな（花鳥余情所引-出典未詳）

1 【五月雨になりぬる愁へ】五月は結婚を忌む風習があった。「神代より忌むといふなる五月雨のこなたに人を見るよしもがな」（信明集、五六）。


蛍．１．２．２

■　「すこし気近けぢかきほどを1だに許ゆるしたまはば、思おもふことをも、片端かたはしはるけてしがな」

◇　「もう少しお側近くに上がることだけでもお許し下さるならば、思っていることも、少しは晴らしたいものですね」


1 【すこし気近きほどを】以下「はるけてしかな」まで、蛍兵部卿宮の詞。


蛍．１．２．３

■　と、聞きこえたまへるを、殿御覧とのごらんじて、

◇　と、申し上げになさるのを、殿が御覧になって、

蛍．１．２．４

■　「なにかは1。

◇　「何のかまうことがあろうか。

■　この君達きむだちの好すきたまはむは、見所みどころありなむかし。

◇　この公達が言い寄られるのは、きっと風情があろう。

■　もて離はなれてな聞きこえたまひそ。

◇　そっけないお扱いをなさるな。

■　御返おほむかへり、時々聞ときどききこえたまへ」

◇　お返事は、時々差し上げなさい」


1 【なにかは】以下「時々聞こえたまへ」まで、源氏の詞。


蛍．１．２．５

■　とて、教をしへて書かかせたてまつりたまへど、いとどうたておぼえたまへば、

◇　とおっしゃって、教えてお書かせ申し上げなさるが、ますます不愉快なことに思われなさるので、

■　「乱みだり心地悪ごこちあし」

◇　「気分が悪い」

■　とて、聞きこえたまはず。

◇　と言って、お書きにならない。

蛍．１．２．６

■　人ひとびとも、ことにやむごとなく寄よせ重おもきなども、をさをさなし。

◇　女房たちも、特に家柄がよく声望の高い者などもほとんどいない。

■　ただ、母君ははぎみの御叔父おほむをぢなりける、宰相さいしゃうばかりの人ひとの娘むすめにて1、心こころばせなど口惜くちをしからぬが、世よに衰おとろへ残のこりたるを、尋たづねとりたまへる、宰相さいしゃうの君きみとて2、手てなどもよろしく書かき、おほかたも大人おとなびたる人ひとなれば、さるべき折々をりをりの御返おほむかへりなど書かかせたまへば3、召めし出いでて、言葉ことばなどのたまひて書かかせたまふ。

◇　ただ一人、母君の叔父君であった、宰相程度の人の娘で、嗜みなどさほど悪くはなく、世に落ちぶれていたのを、探し出されたのが、宰相の君と言って、筆跡などもまあまあに書いて、だいたいがしっかりした人なので、しかるべき折々のお返事などをお書かせになっていたのを、召し出して、文言などをおっしゃって、お書かせになる。


1 【母君の御叔父なりける宰相ばかりの人の娘にて】夕顔の父三位中将の兄弟で、宰相になった人の娘。すなわち玉鬘とは従姉妹に当たる人。

2 【宰相の君とて】父親の官職名にちなむ女房名。上臈の格式。

3 【御返りなど書かせたまへば】『新大系』は「（源氏が宰相の君に）書かせていらっしゃるので、（この度も）お召し出しになり、宰相君が代筆しなれているので、受け取った宮は玉鬘の自筆と思うはずだとする源氏の思惑による」と注す。


蛍．１．２．７

■　ものなどのたまふさまを、ゆかしと思おぼすなるべし1。

◇　お口説きになる様子を御覧になりたいのであろう。

■　正身さうじみは、かくうたてあるもの嘆なげかしさの後のちは、この宮みやなどは2、あはれげに聞きこえたまふ時ときは、すこし見入みいれたまふ時ときもありけり。

◇　ご本人は、こうした心配事が起こってから後は、この宮などには、しみじみと情のこもったお手紙を差し上げなさる時は、少し心をとめて御覧になる時もあるのだった。

■　何なにかと思おもふにはP1あらず、

◇　特に関心があるというのではないが、

■　「かく心憂こころうき御みけしき見みぬわざもがな3」

◇　「このようなつらい殿のお振る舞いを見ないですむ方法がないものか」

■　と、さすがにされたるところつきて思おぼしけり4。

◇　と、さすがに女らしい風情がまじる思いにもなるのだった。


P1 思ふには--おもふに（に/+は）

1 【ものなどのたまふさまをゆかしと思すなるべし】『集成』は「宮が玉鬘に言い寄られる様子を、見たいとお思いなのであろう。草子地。手紙が宮の訪問を許すような趣の文面であることを暗示して、次の場面の伏線」。『完訳』は「宮の反応に源氏が興味を抱くらしい、とする語り手の推測」と注す。

2 【この宮などは】係助詞「は」峻別の意。他の人はともかくもこの蛍兵部卿宮だけは、のニュアンス。

3 【かく心憂き御けしき見ぬわざもがな】玉鬘の心中。「御けしき」は源氏の懸想ばみた振る舞いをさす。

4 【さすがにされたるところつきて思しけり】『集成』は「なかなかのところがあってお思いなのだった」。『完訳』は「源氏を拒みながらも、やはり女らしく宮に情ある態度をとる」と注す。


蛍．１．２．８

■　殿とのは、あいなくおのれ心懸想こころげさうして1、宮みやを待まちきこえたまふも知しりたまはで2、よろしき御返おほむかへりのあるをめづらしがりて、いと忍しのびやかにおはしましたり。

◇　殿は、勝手に心ときめかしなさって、宮をお待ち申し上げていらっしゃるのもご存知なくて、まあまあのお返事があるのを珍しく思って、たいそうこっそりといらっしゃった。

■　妻戸つまどの間まに御茵参おほむしとねまゐらせて3、御几帳みきちゃうばかりを隔へだてにて、近ちかきほどなり。

◇　妻戸の間にお敷物を差し上げて、御几帳だけを間に隔てとした近い場所である。


1 【殿はあいなくおのれ心懸想して】形容詞「あいなく」は語り手の言辞、挿入語句。『完訳』も「「あいなく」は語り手の評」と注す。

2 【知りたまはで】主語は蛍兵部卿宮。

3 【妻戸の間に御茵参らせて】妻戸を入った所の廂間に敷物を用意した。


蛍．１．２．９

■　いといたう心こころして、空薫物心そらだきものこころにくきほどに匂にほはして、つくろひおはするさま、親おやにはあらで、むつかしきさかしら人びとの1、さすがにあはれに見みえたまふ。

◇　とてもたいそう気を配って、空薫物を奥ゆかしく匂わして、世話をやいていらっしゃる様子、親心ではなくて、手に負えないおせっかい者の、それでも親身なお扱いとお見えになる。

■　宰相さいしゃうの君きみなども、人ひとの御おほむいらへ聞きこえむこともおぼえず2、恥はづかしくてゐたるを、

◇　宰相の君なども、お返事をお取り次ぎ申し上げることなども分からず、恥ずかしがっているのを、

■　「埋むもれたり」

◇　「引っ込み思案だ」

■　と、ひきつみたまへば、いとわりなし3。

◇　と、おつねりになるので、まこと困りきっている。


1 【むつかしきさかしら人の】『完訳』は「手に負えないおせっかい者が。語り手の揶揄」と注す。

2 【人の御いらへ聞こえむこともおぼえず】「人」は玉鬘をさす。玉鬘の宮へのお返事をお取り次ぎ申し上げること。

3 【埋もれたりとひきつみたまへばいとわりなし】源氏が宰相の君を。『集成』は「気が利かぬと、おつねりになるので、困り果てている。やや諧謔を弄した筆致。「埋る」は、引っ込んでいる、の意。「いとわりなし」は、仕方なく取次ぎの役を勤めねばならぬ宰相の君の気持を直接書くことによって地の文としたもの」と注す。


第三段　玉鬘、夕闇時に母屋の端に出る

蛍．１．３．１

■　夕闇過ゆふやみすぎて、おぼつかなき空そらのけしき1の曇くもらはしきに、うちしめりたる宮みやの御おほむけはひも2、いと艶えんなり。

◇　夕闇のころが過ぎて、はっきりしない空模様も曇りがちで、物思わしげな宮のご様子も、とても優美である。

■　うちよりほのめく追風おひかぜも、いとどしき御匂おほむにほひのたち添そひたれば、いと深ふかく薫かをり満みちて、かねて思おぼししP2よりもをかしき御おほむけはひを、心こころとどめたまひけり。

◇　内側からほのかに吹いてくる追い風も、さらに優れた殿のお香の匂いが添わっているので、とても深く薫り満ちて、予想なさっていた以上に素晴らしいご様子に、お心を惹かれなさるのだった。


P2 思しし--おほし（し/+し）

1 【夕闇過ぎておぼつかなき空のけしき】五月四日ごろの夕方。四日の月が西の空にあるのだが、五月雨のころゆえ雲ではっきり見えない。

2 【宮の御けはひも】『完訳』は「以下「けはひ」の語の繰返しに注意。宮も玉鬘も、微光と微香のなかのほのかな存在として形象」と注す。


蛍．１．３．２

■　うち出いでて、思おもふ心こころのほどをのたまひ続つづけたる言ことの葉1は、おとなおとなしく、ひたぶるに好すき好ずきしくはあらで、いとけはひことなり。

◇　お口に出して、思っている心の中をおっしゃり続けるお言葉は、落ち着いていて、一途な好き心からではなく、とても態度が格別である。

■　大臣おとど、いとをかしと、ほの聞ききおはす。

◇　大臣は、とても素晴らしいと、ほのかに聞いていらっしゃる。


1 【のたまひ続けたる言の葉】『完訳』は「「聞こゆ」など謙譲語がないので、話す相手が宰相の君と分る」と注す。


蛍．１．３．３

■　姫君ひめぎみは、東面ひむがしおもてに引ひき入いりて大殿籠おほとのごもりにけるを、宰相さいしゃうの君きみの御消息伝おほむせうそこつたへに、ゐざり入いりたるにつけて1、

◇　姫君は、東面の部屋に引っ込んでお寝みになっていらしたのを、宰相の君が宮のお言葉を伝えに、いざり入って行く後についていって、


1 【ゐざり入りたるにつけて】源氏が宰相の君がいざって入って行く後について、の意。


蛍．１．３．４

■　「いとあまり暑あつかはしき1御おほむもてなしなり。

◇　「とてもあまりに暑苦しいご応対ぶりです。

■　よろづのこと、さまに従したがひてこそめやすけれ。

◇　何事も、その場に応じて振る舞うのがよろしいのです。

■　ひたぶるに若わかびたまふべきさまにもあらず。

◇　むやみに子供っぽくなさってよいお年頃でもありません。

■　この宮みやたちをさへ、さし放はなちたる人伝ひとづてに聞きこえたまふまじきことなりかし。

◇　この宮たちまでを、よそよそしい取り次ぎでお話し申し上げなさってはいけません。

■　御声おほむこゑこそ惜をしみたまふとも、すこし気近けぢかくだにこそ」

◇　お返事をしぶりなさるとも、せめてもう少しお近くで」


1 【いとあまり暑かはしき】以下「気近くだにこそ」まで、源氏の詞。


蛍．１．３．５

■　など、諌いさめきこえたまへど、いとわりなくて、ことづけてもはひ入いりたまひぬべき御心みこころばへなれば1、とざまかうざまにわびしければ2、すべり出いでて、母屋もやの際きはなる御几帳みきちゃうのもとに、かたはら臥ふしたまへる3。

◇　などと、ご忠告申し上げなさるが、とても困って、注意するのにかこつけて中に入っておいでになりかねないお方なので、どちらにしても身の置き所もないので、そっとにじり出て、母屋との境にある御几帳の側に横になっていらっしゃった。


1 【ことづけてもはひ入りたまひぬべき御心ばへなれば】『集成』は「（源氏は）こんなことにかこつけてでも入っておいでになりかねない魂胆をお持ちの方だから。源氏を警戒する玉鬘の気持を書いたもの」。『完訳』は「注意するのにかこつけて部屋の中にはいりかねない源氏の気持」と注す。

2 【とざまかうざまにわびしければ】『完訳』は「このままでは源氏が近づき、出れば宮に応ずるほかない状態」と注す。

3 【かたはら臥したまへる】連体中止形。状態の持続から次の事態の展開へと一続きの文脈。


第四段　源氏、宮に蛍を放って玉鬘の姿を見せる

蛍．１．４．１

■　何なにくれと言長ことながき御応おほむいらへ聞きこえたまふこともなく、思おぼしやすらふに1、寄よりたまひて2、御几帳みきちゃうの帷子かたびらを一重ひとえうちかけたまふにあはせて、さと光ひかるもの3。

◇　何やかやと長口舌にお返事を申し上げなさることもなく、ためらっていらっしゃるところに、お近づきになって、御几帳の帷子を一枚お上げになるのに併せて、ぱっと光るものが。

■　紙燭しそくをさし出いでたるかとあきれたり。

◇　紙燭を差し出したのかと驚いた。


1 【何くれと言長き御応へ聞こえたまふこともなく思しやすらふに】「言長き」は宮の長口舌、「御いらへ」はそれに対する玉鬘の返事。格助詞「に」時間を表す。

2 【寄りたまひて】源氏が。

3 【さと光るもの】この語句をうける述語なし。間合い。


蛍．１．４．２

■　蛍ほたるを薄うすきかたに1、この夕ゆふつ方かたいと多おほく包つつみおきて、光ひかりをつつみ隠かくしたまへりけるを、さりげなく、とかくひきつくろふやうにて2。

◇　螢を薄い物に、この夕方たいそうたくさん包んでおいて、光を隠していらっしゃったのを、何気なく、何かと身辺のお世話をするようにして。


1 【薄きかたに】諸説あり、不明の語句。『新大系』は「「かた」は「かたびら」の誤りか。帷子の裏のこととも。諸説あるが未詳」と注す。

2 【とかくひきつくろふやうにて】この語句を受ける述語なし。


蛍．１．４．３

■　にはかにかく掲焉けちえんに光ひあれるに、あさましくて、扇**をさし隠かくしたまへるかたはら目1め、いとをかしげなり。

◇　急にこのように明るく光ったので、驚きあきれて、扇をかざした横顔、とても美しい様子である。

◆　 
にはか に かく けちえん に ひあれ る に、 あさましく て、 あふぎ さし-かくし たまへ る かたはらめ、 いと をかしげ なり。


1 【扇をさし隠したまへるかたはら目】扇で顔を隠しなさった横顔、の意。


蛍．１．４．４

■　「おどろかしき光見ひかりみえば1、宮みやも覗のぞきたまひなむ。

◇　「驚くほどの光がさしたら、宮もきっとお覗きになるだろう。

■　わが女むすめと思おぼすばかりのおぼえに2、かくまでのたまふなめり。

◇　自分の娘だとお考えになるだけのことで、こうまで熱心にご求婚なさるようだ。

■　人ひとざま容貌かたちなど3、いとかくしも具ぐしたらむとは、え推おし量はかりたまはじ。

◇　人柄や器量など、ほんとうにこんなにまで整っているとは、さぞお思いでなかろう。

■　いとよく好すきたまひぬべき心こころ、惑まどはさむ」

◇　夢中になってしまうに違いないお心を、悩ましてやろう」


1 【おどろかしき光見えば】以下「惑はさむ」まで、源氏の心中。『集成』は「以下、源氏の目論見の説明」と注す。

2 【わが女と思すばかりのおぼえに】『集成』は「玉鬘をご自分（源氏）の実の娘とお思いになるだけのことで」。『完訳』は「宮は、姫君をこの自分の娘だとお思いになっているぐらいの考えから」と注す。副助詞「ばかり」は程度を表す。

3 【人ざま容貌など】玉鬘をさす。


蛍．１．４．５

■　と、かまへありきたまふなりけり。

◇　と、企んであれこれなさるのだった。

■　まことのわが姫君ひめぎみをば、かくしも、もて騷さわぎたまはじ、うたてある御心みこころなりけり。

◇　ほんとうの自分の娘ならば、このようなことをして、大騷ぎをなさるまいに、困ったお心であるよ。

■　こと方かたより、やをらすべり出いでて2、渡わたりたまひぬ。

◇　別の戸口から、そっと抜け出て、行っておしまいになった。


1? 【まことのわが姫君をばかくしももて騒ぎたまはじうたてある御心なりけり】『集成』は「草子地」。『完訳』は「以下、語り手の推測と評言。読者の反発を見越しながら、源氏の特殊な心に注目させる」と注す。

2 【こと方よりやをらすべり出でて】『集成』は「以上、源氏に即した視点から事の始終を書く。次の「宮は」以下は、同じ場面を宮に即した視点から再現する」と注す。


第五段　兵部卿宮、玉鬘にますます執心す

蛍．１．５．１

■　宮みやは、人ひとのおはするほど、さばかりと推おし量はかりたまふが、すこし気近けぢかきけはひするに、御心みこころときめきせられたまひて、えならぬ羅うすものの帷子かたびらの隙ひまより見入みいれたまへるに、一間ひとまばかり隔へだてたる見みわたしに、かくおぼえなき光ひかりのうちほのめくを、をかしと見みたまふ。

◇　宮は、姫のいらっしゃる所を、あの辺だと推量なさるが、割に近い感じがするので、つい胸がどきどきなさって、なんとも言えないほど素晴らしい羅の帷子の隙間からお覗きになると、柱一間ほど隔てた見通しの所に、このように思いがけない光がちらつくのを、美しいと御覧になる。

蛍．１．５．２

■　ほどもなく紛まぎらはして隠かくしつ1。

◇　間もなく見えないように取り隠した。

■　されどほのかなる光ひかり、艶えんなることのつまにもしつべく見みゆ2。

◇　けれどもほのかな光は、風流な恋のきっかけにもなりそうに見える。

■　ほのかなれど、そびやかに臥ふしたまへりつる様体やうだいのをかしかりつるを、飽あかず思おぼして、げに、このこと御心みこころにしみにけり。

◇　かすかであるが、すらりとした身を横にしていらっしゃる姿が美しかったのを、心残りにお思いになって、なるほど、この趣向はお心に深くとまったのであった。


1 【ほどもなく紛らはして隠しつ】主語は女房たち。

2 【艶なることのつまにもしつべく見ゆ】『集成』は「風流な恋のやりとりのきっかけにもできそうに見える」。『完訳』は「恋の語らい事の糸口にもなりそうな風情である」と訳す。


蛍．１．５．３

■　「鳴なく声こゑも聞きこえぬ虫むしの思おもひだに

人ひとの消けつには消きゆるものかは1

思おもひ知しりたまひぬや2」

◇　「鳴く声も聞こえない螢の火でさえ

人が消そうとして消えるものでしょうか

ご存知いただけたでしょうか」


1 【鳴く声も聞こえぬ虫の思ひだに人の消つには消ゆるものかは】蛍の宮から玉鬘への贈歌。「思ひ」に「火」を掛ける。まして私の恋の炎は消えるものではない、の意。

2 【思ひ知りたまひぬや】歌に添えた言葉。


蛍．１．５．４

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　かやうの御返おほむかへしを、思おもひまはさむもねぢけP3たれば、疾ときばかりをぞ。

◇　このような場合のお返事を、思案し過ぎるのも素直でないので、早いだけを取柄に。


P3 ねぢけ--＊ねちき


蛍．１．５．５

■　「声こゑはせで身みをのみ焦こがす蛍ほたるこそ

言いふよりまさる思おもひなるらめ1」

◇　「声には出さずひたすら身を焦がしている螢の方が

口に出すよりもっと深い思いでいるでしょう」


1 【声はせで身をのみ焦がす蛍こそ言ふよりまさる思ひなるらめ】玉鬘の返歌。「鳴く声」「虫」「思ひ」の語句を受けて「声はせで」「身をのみ焦がすこそこそ」「言ふよりまさる思ひなるらめ」と返す。「思ひ」に「火」を掛ける。「音もせで思ひに燃ゆる蛍こそ鳴く虫よりもあはれなりけれ」（重之集、二六四）。


蛍．１．５．６

■　など、はかなく聞きこえなして、御おほむみづからは引ひき入いりたまひにければ、いとはるかにもてなしたまふ愁うれはしさを、いみじく怨うらみきこえたまふ。

◇　などと、さりげなくお答え申して、ご自身はお入りになってしまったので、とても疎々しくおあしらいなさるつらさを、ひどくお恨み申し上げなさる。

蛍．１．５．７

■　好すき好ずきしきやうなれば1、ゐたまひも明あかさで、軒のきの雫しづくも苦くるしさにS2,2、濡ぬれ濡ぬれ夜深よぶかく出いでたまひぬ。

◇　好色がましいようなので、そのまま夜をお明かしにならず、軒の雫も苦しいので、濡れながらまだ暗いうちにお出になった。

■　時鳥ほととぎすなどかならずうち鳴なきS3けむかし。

◇　ほととぎすなどもきっと鳴いたことであろう。

■　うるさければこそ聞ききも止とめね。

◇　わずらわしいので耳も留めなかった。


S2 眺めつつ我が思ふことは日暮らしに軒の雫の絶ゆる世もなし（新古今集雑下-一八〇一　具平親王）

S3 五月雨に物思ひ居ればほととぎす夜深く鳴きていづち行くらむ（古今集夏-一五三　紀友則）

1 【好き好きしきやうなれば】蛍兵部卿宮の心中に即した叙述。

2 【軒の雫も苦しさに】「ながめつつわが思ふことはひぐらしに軒の雫の絶ゆる世もなし（新古今集雑下、一八〇一、具平親王）。『集成』は「「軒の雫」は歌語で、悲しみの涙の譬喩。五月雨と宮の悲しみの涙を重ねた趣の文飾」と注す。


蛍．１．５．８

■　「御おほむけはひなどの2なまめかしさは、いとよく大臣おとどの君きみに似にたてまつりたまへり」

◇　「ご様子などの優美さは、とてもよく大臣の君にお似申していらっしゃる」

■　と、人ひとびともめできこえけり。

◇　と、女房たちもお褒め申し上げるのであった。

■　昨夜よべ、いと女親めおやだちてつくろひたまひし御おほむけはひを、うちうちは知しらで、

◇　昨夜、すっかり母親のようにお世話やきなさったご様子を、内情は知らないで、

■　「あはれにかたじけなし」

◇　「しみじみとありがたい」

■　と皆言みないふ。

◇　と女房一同は言う。


1? 【時鳥などかならずうち鳴きけむかしうるさければえこそ聞きも止めね】大島本は「とめね」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「とどめね」と校訂する。「五月雨に物思ひをればほととぎす夜深く鳴きていづち行くらむ」（古今集夏、一五三、紀友則）。『集成』は「以下、草子地」。『完訳』は「以下、語り手の弁。果たせぬ恋のまま立ち去る類型的な場面ゆえの省筆」と注す。

2 【御けはひなどの】以下「似たてまつりたまへる」まで、女房たちの感想。


第六段　源氏、玉鬘への恋慕の情を自制す

蛍．１．６．１

■　姫君ひめぎみは、かくさすがなる御みけしきを1、

◇　姫君は、このようなうわべは親のようにつくろうご様子を、


1 【かくさすがなる御けしきを】『集成』は「うわべは親のようでありながら、ひそかに自分に思いを寄せる源氏の気持を」。『完訳』は「表向き親らしくしながらも、やはり懸想を禁じえない源氏の」と訳す。


蛍．１．６．２

■　「わがみづからの憂うさぞかし1。

◇　「自分自身の不運なのだ。

■　親おやなどに知しられたてまつり2、世よの人ひとめきたるさまにて、かやうなる御心みこころばへならましかば3、などかはいと似にげなくもあらまし。

◇　親などに娘と知っていただき、人並みに大切にされた状態で、このようなご寵愛をいただくのなら、どうしてひどく不似合いということがあろうか。

■　人ひとに似にぬありさまこそ、つひに世語よがたりにやならむ」

◇　普通ではない境遇は、しまいには世の語り草となるのではないかしら」


1 【わがみづからの憂さぞかし】以下「世語りにやならむ」まで、玉鬘の心中。『完訳』は「己が運命を痛恨。源氏への恨みではない」と注す。

2 【親などに知られたてまつり】『完訳』は「以下、反実仮想の構文。世間尋常の、親に養われる身で源氏と相対せるならば妻として似つかわしいと、その幸運を夢想する」と注す。

3 【かやうなる御心ばへならましかば】源氏の寵愛をさす。反実仮想「ならましかば--あらまし」の構文。


蛍．１．６．３

■　と、起おき臥ふし思おぼしなやむ。

◇　と、寝ても起きてもお悩みになる。

■　さるは、

◇　一方では、

■　「まことにゆかしげなきさまにはもてなし果はてじ」

◇　「ほんとに世間にありふれたような悪い扱いにしてしまうまい」

■　と1、大臣おとどは思おぼしけり。

◇　と、大臣はお思いになるのだった。

■　なほ、さる御心癖みこころぐせなれば、中宮ちゅうぐうなども、いとうるはしくや思おもひきこえたまへる2、ことに触ふれつつ、ただならず聞きこえP4動うごかしなどしたまへど、やむごとなき方かたの、およびなくわづらはしさに3、おり立たちあらはし聞きこえ寄よりたまはぬを、この君きみは、人ひとの御おほむさまも、気近けぢかく今いまめきたるに、おのづから思おもひ忍しのびがたきに、折々をりをり、人見ひとみたてまつりつけば疑うたがひ負おひぬべき御おほむもてなしなどは、うち交まじるわざなれど、ありがたく思おぼし返かへしつつ、さすがなる御仲おほむなかなりけり5。

◇　が、やはり、そのような困ったご性癖があるので、中宮などにも、とてもきれいにお思い申し上げていられようか、何かにつけては、穏やかならぬ申しようで気を引いてみたりなどなさるが、高貴なご身分で、及びもつかない事面倒なので、身を入れてお口説き申すことはなさらないが、この姫君は、お人柄も、親しみやすく現代的なので、つい気持ちが抑えがたくて、時々、人が拝見したらきっと疑いを持たれるにちがいないお振る舞いなどは、あることはあるが、他人が真似のできないくらいよく思い返し思い返しては、危なっかしい仲なのであった。


P4 聞こえ--き（き/+こ）え

1 【さるはまことにゆかしげなきさまにはもてなし果てじと】『集成』は「とはいえ、ほんとに世間にありふれたつまらぬことにはしてしまうまいと」。『完訳』は「とはいっても本当のところ、大臣は、姫君を真実聞きよくもない形に落ち着かせることだけはぜひ避けたいと」と訳す。

2 【中宮などもいとうるはしくや思ひきこえたまへる】大島本は「うるハしくや」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「うるはしくやは」と校訂する。挿入句。秋好中宮に対する懸想心も養女への恋であるとする、語り手の弁。

3 【やむごとなき方のおよびなくわづらはしさに】『集成』は「中宮という歴としたご身分の方が、及びもつかぬ高さで事面倒でもあるので」。『完訳』は「先方は高貴なご身分の及びもつかないお方として厄介なので」と訳す。

4? 【おり立ちあらはし聞こえより】主語は源氏。

5 【さすがなる御仲なりけり】『集成』は「あぶないものの、何事もないお二人の仲だった」。『完訳』は「なんといってもやはり美しいお二人の御仲なのだった」と訳す。


第二章　光る源氏の物語　夏の町の物語

第一段　五月五日端午の節句、源氏、玉鬘を訪問

蛍．２．１．１

■　五日いつかには、馬場むまばの御殿おとどに1出いでたまひけるついでに、渡わたりたまへり。

◇　五日には、馬場殿にお出ましになった機会に、お越しになった。


1 【五日には馬場の御殿に】五月五日、端午の節句。


蛍．２．１．２

■　「いかにぞや1。

◇　「どうでしたか。

■　宮みやは夜よや更ふかしたまひし。

◇　宮は夜更けまでいらっしゃいましたか。

■　いたくも馴ならしきこえじ。

◇　あまりお近づけ申さないように。

■　わづらはしき気添けそひたまへる人ひとぞや。

◇　やっかいなお癖がおありの方ですよ。

■　人ひとの心破こころやぶり、ものの過あやまちすまじき人ひとは、かたくこそありけれ」

◇　女の心を傷つけたり、何かの間違いをしないような男は、めったにいないものですよ」


1 【いかにぞや】以下「かたくこそありけれ」まで、源氏の詞。


蛍．２．１．３

■　など、活いけみ殺ころしみ戒**めおはする御おほむさま、尽つきせず若わかくきよげに見みえたまふ。

◇　などと、誉めたりけなしたりしながら注意していらっしゃるご様子は、どこまでも若々しく美しくお見えになる。

■　艶つやも色いろもこぼるばかりなる御衣おほむぞに、直衣なほしはかなく重かさなれるあはひも、いづこに加くははれるきよらにかあらむ2、この世よの人ひとの染そめ出いだしたると見みえず、常つねの色いろも変かへぬ文目あやめも、今日けふはめづらかに、をかしくおぼゆる薫かをりなども、

◇　光沢も色彩もこぼれるほどの御衣に、お直衣が無造作に重ね着されている色合いも、どこに普通と違う美しさがあるのであろうか、この世の人が染め出したものとも見えず、普通の直衣の色模様も、今日は特に珍しく見事に見え、素晴らしく思われる薫りなども、

■　「思おもふことなくは、をかしかりぬべき御おほむありさまかな3」

◇　「物思いがなければ、どんなに素晴らしく思われるにちがいないお姿だろう」

■　と姫君思ひめぎみおぼす。

◇　と姫君はお思いになる。

◆　 
など、 いけみ-ころしみ おはする おほむ-さま、 つき せ ず わかく きよげ に みえ たまふ。 つや も いろ も こぼる ばかり なる おほむ-ぞ に、 なほし はかなく かさなれ る あはひ も、 いづこ に くはは れ る きよら に か あら む、 このよ の ひと の そめ いだし たる と みえ ず、 つね の いろ も かへ ぬ あやめ も、 けふ は めづらか に、 をかしく おぼゆる かをり など も、 "おもふ こと なく は、 をかしかり ぬ べき おほむ-ありさま かな!" と ひめぎみ おぼす。


1? 【活けみ殺しみ戒めおはするさま】『集成』は「手綱をゆるめたりしめたりといった具合に、玉鬘に注意していられるご様子は。前には宮を近づけるようなことを言い、今は危険な人だという」。『完訳』は「さきには宮をお近づけになるようおっしゃったかと思うと、今度はこれに水をさすといったおっしゃりかたをしてご注意をお与えになる大臣のご様子は」と訳す。

2 【いづこに加はれるきよらにかあらむ】語り手の挿入句。

3 【思ふことなくはをかしかりぬべき御ありさまかな】玉鬘の心中。源氏からの厄介な懸想が悩みの種。


蛍．２．１．４

■　宮みやより御文おほむふみあり。

◇　宮からお手紙がある。

■　白しろき薄様うすやうにて、御手おほむてはいとよしありて書かきなしたまへり。

◇　白い薄様で、ご筆跡はとても優雅にお書きになっていらっしゃる。

■　見みるほどこそをかしけれ、まねび出いづれば、ことなることなしや1。

◇　見ていた時には素晴らしかったが、こう口にすると、たいしたことはないものだ。


1 【見るほどこそをかしけれまねび出づればことなることなしや】大島本は「おかしけれ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「をかしかりけれ」と校訂する。語り手の弁。『集成』は「草子地。その場にいた女房が語り伝える体。次の歌の批評である」。『完訳』は「語り手が宮の歌を平凡と評す」と注す。


蛍．２．１．５

■　「今日けふさへや引ひく人ひともなき水隠みがくれに

生おふる菖蒲あやめの根ねのみ泣なかれむ1」

◇　「今日までも引く人もない水の中に隠れて生えている菖蒲の根のように

相手にされないわたしはただ声を上げて泣くだけなのでしょうか」


1 【今日さへや引く人もなき水隠れに生ふる菖蒲の根のみ泣かれむ】蛍宮から玉鬘への贈歌。「根」と「音」、「流れ」と「泣かれ」の掛詞。「水隠れて生ふる五月のあやめ草長きためしに人は引かなむ」（古今六帖一、菖蒲草、一〇〇）。


蛍．２．１．６

■　例ためしにも引ひき出いでS4つべき根ねにP5結むすびつけたまへれば、

◇　話題にもなりそうな長い菖蒲の根に文を結んでいらっしゃったので、

■　「今日けふの御返おほむかへり1」

◇　「今日のお返事を」

■　などそそのかしおきて、出いでたまひぬ。

◇　などとお勧めしておいて、お出になった。

■　これかれも2、

◇　誰彼も

■　「なほ」

◇　「やはり、ご返事を」

■　と聞きこゆれば、御心みこころにもいかが思おぼしけむ3、

◇　と申し上げるので、ご自身どう思われたであろうか、


S4 水隠れて生ふる五月のあやめ草長きためしに人は引かなむ（続古今集夏-二二九　紀貫之）

P5 根に--（/+ね）に

1 【今日の御返り】源氏の詞。

2 【これかれも】周囲の女房をさす。

3 【御心にもいかが思しけむ】語り手の玉鬘の心中を忖度した挿入句。『完訳』は「語り手の玉鬘の心への疑問」と注す。


蛍．２．１．７

■　「あらはれていとど浅あさくも見みゆるかな

菖蒲あやめもわかず泣なかれける根ねの

若々わかわかしく2」

◇　「きれいに見せていただきましてますます浅く見えました

わけもなく泣かれるとおっしゃるあなたのお気持ちは

お年に似合わないこと」


1? 【あらはれていとど浅くも見ゆるかな菖蒲もわかず泣かれけるかな】玉鬘の返歌。「菖蒲」「根」「泣く」の語句を受けて返す。「洗はれて」と「現れて」、「文目」と「菖蒲」、「泣かれ」と「流れ」、「音」と「根」の掛詞。「洗ふ」は「水」の縁語。「現れて」は「水隠れに」の対語。

2 【若々しく】歌に添えた言葉。『集成』は「お年に似合わぬなさりようですこと」と訳す。


蛍．２．１．８

■　とばかり、ほのかにぞあめる。

◇　とだけ、薄墨で書いてあるようである。

■　「手てを今いますこしゆゑづけたらば1」

◇　「筆跡がもう少し立派だったら」

■　と、宮みやは好このましき御心みこころに、いささか飽あかぬことと見みたまひけむかし2。

◇　と、宮は風流好みのお心から、少しもの足りないことと御覧になったことであろうよ。


1 【手を今すこしゆゑづけたらば】蛍宮の感想。筆跡がもうすこし良かったらなあ、という気持ち。

2 【いささか飽かぬことと見たまひけむかし】語り手の推測。


蛍．２．１．９

■　楽玉くすだまなど、えならぬさまにて、所々ところどころより多おほかり。

◇　薬玉などを、実に趣向を凝らして、あちこちから多くあった。

■　思おぼし沈しづみつる年としごろの名残なごりなき御おほむありさまにて、心こころゆるびたまふことも多おほかるに1、

◇　おつらい思いをして来た長年の苦労もすっかりなくなったお暮らしぶりで、お気持ちにゆとりのおできになることも多かったので、

■　「同おなじくは2、人ひとの疵きずつくばかりのことなくてもやみにしがな」

◇　「同じことなら、あちらが傷つくようなことのないようにして終わりにしたいものだ」

■　と、いかが思おぼさざらむ3。

◇　と、どうしてお思いにならないことがあろうか。


1 【多かるに】接続助詞「に」順接の意。

2 【同じくは】以下「やみにしがな」まで、玉鬘の心中。「人」は源氏をさす。

3 【いかが思さざらむ】語り手が玉鬘の心中を忖度した文章。反語表現。


第二段　六条院馬場殿の騎射

蛍．２．２．１

■　殿とのは、東ほむがしの御方おほむかたにもさしのぞきたまひて、

◇　殿は、東の御方にもお立ち寄りになって、

蛍．２．２．２

■　「中将ちゅうじゃうの、今日けふの司つかさの1手結てつがひのついでに、男をのこども引ひき連つれてものすべきさまに言いひしを、さる心こころしたまへ2。

◇　「中将が、今日の左近衛府の競射の折に、男たちを引き連れて来るようなことを言っていたが、そのおつもりでいて下さい。

■　まだ明あかきほどに来きなむものぞ。

◇　まだ明るいうちにきっと来るでしょうよ。

■　あやしく、ここにはわざとならず忍しのぶることをも、この親王みこたち3の聞ききつけて、訪とぶらひものしたまへば、おのづからことことしくなむあるを、用意よういしたまへ4」

◇　不思議と、こちらでは目立たないようにする内輪の催しも、この親王たちが聞きつけて、見物にいらっしゃるので、自然と大げさになりますから、お心づもりなさい」


1 【中将の今日の司の】以下「用意したまへ」まで、源氏の詞。「中将の」の格助詞「の」は主格を表す。

2 【さる心したまへ】近衛府の官人たちが多数夏の町に来るので、楽しみにまた注意もして下さいという意。

3 【この親王たち】蛍宮たち。

4 【用意したまへ】『集成』は「お心づかい下さい」。『完訳』は「支度をしておいてください」と訳す。


蛍．２．２．３

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　馬場へむまばの御殿おとどは、こなたの廊らうより1見通みとほすほど遠とほからず。

◇　馬場の御殿は、こちらの渡廊から見渡す距離もさほど遠くない。


1 【こなたの廊より】夏の町の渡廊からの意。


蛍．２．２．４

■　「若わかき人ひとびと1、渡殿わたどのの戸開とあけて物見ものみよや。

◇　「若い女房たち、渡殿の戸を開けて見物をしなさいよ。

■　左ひだりの司つかさに、いとよしある官人多くわんじんおほかるころなり。

◇　左近衛府に、たいそう素晴らしい官人が多い時だ。

■　少々せうせうの殿上人てんじゃうびとに劣おとるまじ」

◇　なまじっかの殿上人には負けまい」


1 【若き人びと】以下「劣るまじ」まで、源氏の詞。「若き人びと」は女房をさす。


蛍．２．２．５

■　とのたまへば、物見ものみむことをいとをかしと思おもへり。

◇　とおっしゃるので、見物することをとても興味深く思っていた。

蛍．２．２．６

■　対たいの御方おほむかたよりも1、童女わらはべなど、物見ものみに渡わたり来きて、廊らうの戸口とぐちに御簾青みすあをやかに掛かけわたして、今いまめきたる裾濃すそごの御几帳みきちゃうども2立たてわたし、童わらは、下仕しもづかへなどさまよふ。

◇　対の御方からも、童女など、見物にやって来て、渡廊の戸口に御簾を青々と懸け渡して、当世風の裾濃の御几帳をいくつも立て並べ、童女や下仕などがあちこちしている。

■　菖蒲襲さうぶがさねの衵3あこめ、二藍ふたあゐの羅うすものの汗衫4着かざみきたる童女わらはべぞ、西にしの対たいのなめる5。

◇　菖蒲襲の袙、二藍の羅の汗衫を着ている童女は、西の対のであろう。

■　好このましく馴なれたる限かぎり四人よたり、下仕しもづかへは、楝あふちの裾濃すそごの裳6も、撫子なでしこの若葉わかばの色いろしたる唐衣7からぎぬ、今日けふのよそひどもなり。

◇　感じのいい物馴れた者ばかり四人、下仕え人は、楝の裾濃の裳、撫子の若葉色をした唐衣で、いずれも端午の日の装いである。


1 【対の御方よりも】西の対の御方、玉鬘をさす。

2 【裾濃の御几帳ども】御几帳の上は白く下にいくほど紫または紺に濃く染めたもの。

3 【菖蒲襲の衵】以下、玉鬘方の童女の装束。「菖蒲襲」は表青、裏紅梅または白の襲。「衵」は童女の表着。

4 【二藍の羅の汗衫】紅と藍の中間色、また二度染の薄紫色の童女の表着。「汗衫」は女房の唐衣と裳に相当する童女の晴着。

5 【西の対のなめる】推量の助動詞「めり」は語り手の推量。

6 【楝の裾濃の裳】以下、下仕えの女房の装束。下にいくほど濃く染めた楝の花の色に似た薄紫色の裳、また表紫、裏薄紫色の裳。

7 【撫子の若葉の色したる唐衣】薄萌黄色の唐衣。裳、唐衣を付けた正装。


蛍．２．２．７

■　こなたのはP6,1、濃こき一襲2ひとがさねに、撫子襲なでしこがさねの汗衫3かざみなどおほどかにて、おのおの挑いどみ顔がほなるもてなし、見所みどころあり。

◇　こちらの童女は、濃い単衣襲に、撫子襲の汗衫などをおっとりと着て、それぞれが競い合っている振る舞い、見ていておもしろい。


P6 こなたのは--こなたの（の/+は〈朱〉）

1 【こなたのは】花散里方の童女の装束、玉鬘方と対照的。

2 【濃き一襲】濃い紫色の単襲。

3 【撫子襲の汗衫】表紅梅、裏青の汗衫。


蛍．２．２．８

■　若わかやかなる殿上人てんじゃうびとなどは、目めをたててけしきばむ1。

◇　若い殿上人などは、目をつけては流し目を送る。

■　未ひつじの時ときに、馬場むまばの御殿おとどに出いでたまひて2、げに3親王みこたちおはし集つどひたり。

◇　未の刻に、馬場殿にお出になると、なるほど親王たちがお集まりになっていた。

■　手結てつがひの4公事おほやけごとにはさま変かはりて、次将すけたちかき連つれ参まゐりて、さまことに今いまめかしく遊あそび暮くらしたまふ。

◇　競技も公式のそれとは趣が異なって、中将少将たちが連れ立って参加して、風変りに派手な趣向を凝らして、一日中お遊びになる。


1 【目をたててけしきばむ】大島本は「め越たてゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「目をたてつつ」と校訂する。目をつけて流し目を送る、意。

2 【未の時に馬場の御殿に出でたまひて】主語は源氏。午後二時ころに馬場殿にお出になる。

3 【げに】先に源氏が言っていたことを受ける。

4 【手結ひの】格助詞「の」主格を表す。


蛍．２．２．９

■　女をむなは、何なにのあやめも知しらぬことなれど、舎人とねりどもさへ艶えんなる装束さうぞくを尽つくして、身みを投なげたる手てまどはしなどを見みるぞ1、をかしかりける。

◇　女性には、何も分からないことであるが、舎人連中までが優美な装束を着飾って、懸命に競技をしている姿などを見るのはおもしろいことであった。


1 【身を投げたる手まどはしなどを見るぞ】『集成』は「我を忘れてうろたえる姿などを見るのは」。『完訳』は「懸命の秘術を尽くしているのを見ることは」と訳す。


蛍．２．２．１０

■　南みなみの町まちも通とほして、はるばるとあれば、あなたにもかやうの若わかき人ひとどもは見みけり。

◇　南の町まで通して、ずっと続いているので、あちらでもこのような若い女房たちは見ていた。

■　「打毬楽**」

◇　「打毬楽」

■　「落蹲**」

◇　「落蹲」

■　など遊***びて、勝***ち負***けの乱声***どもののしるも、夜***に入***り果***てて、何事***も見***えずなり果***てぬ。

◇　などを奏でて、勝ち負けに大騒ぎをするのも、夜になってしまって、何も見えなくなってしまった。

■　舎人***どもの禄、品々賜***はる。

◇　舎人連中が禄を、位階に応じてに頂戴する。

■　いたく更***けて、人***びと皆***あかれたまひぬ。

◇　たいそう夜が更けてから、人々は皆お帰りになった。

◆　 
みなみ-の-まち も とほし て、 はるばる と あれ ば、 あなた に も かやう の わかき ひと-ども は み けり。 だきゅ-らく らくそん など あそび て、 かちまけ の らんじゃう-ども ののしる も、 よ に いり はて て、 なにごと も みえ ず なり はて ぬ。 とねり-ども の ろく、 しなじな たまは る。 いたく ふけ て、 ひとびと みな あかれ たまひ ぬ。

第三段　源氏、花散里のもとに泊まる

蛍．２．３．１

■　大臣おとどは、こなたに大殿籠おほとのごもりぬ1。

◇　大臣は、こちらでお寝みになった。

■　物語ものがたりなど聞きこえたまひて、

◇　お話などを申し上げなさって、


1 【大臣はこなたに大殿籠もりぬ】源氏は花散里のもとに泊まる。久し振りのことである。


蛍．２．３．２

■　「兵部卿宮ひゃうぶきゃうの1、人みやのひとよりはこよなくものしたまふかな。

◇　「兵部卿宮が、誰よりも格別に優れていらっしゃいますね。

■　容貌かたちなどはすぐれねど、用意よういけしきなど、よしあり、愛敬あいぎゃうづきたる君きみなり。

◇　容貌などはそれほどでもないが、心配りや態度などが優雅で、魅力的なお方です。

■　忍しのびて見みたまひつや。

◇　こっそりと御覧になりましたか。

■　よしといへど、なほこそあれ2」

◇　立派だと言うが、まだ物足りないところがあるね」


1 【兵部卿宮の】以下「なほこそあれ」まで、源氏の詞。

2 【よしといへどなほこそあれ】『集成』は「人はほめますが、たいしたことはありません。「なほあり」は、平凡だの意。言葉の裏に源氏のわれぼめの気持がある」と注す。


蛍．２．３．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

蛍．２．３．４

■　「御弟おほむおとうとにこそものしたまへど1、ねびまさりてぞ見みえたまひける2。

◇　「弟君ではいらっしゃいますが、大人びてお見えになりました。

■　年としごろ、かく折過をりすぐさず渡わたり、睦むつびきこえたまふと3聞ききはべれど、昔むかしの内裏うちわたりにてほの見みたてまつりしのち、おぼつかなしかし。

◇　ここ何年か、このように機会あるごとにおいでになっては、お親しみ申し上げなさっていらっしゃるとうかがっておりますが、昔の宮中あたりでちらっと拝見してから後、よくわかりません。

■　いとよくこそ、容貌かたちなどねびまさりたまひにけれ。

◇　たいそうご立派に、ご容貌など成長なさいました。

■　帥そちの親王みこよくものしたまふめれど4、けはひ劣おとりて、大君おほきみけしきにぞものしたまひける5」

◇　帥の親王が素晴らしくいらっしゃるようですが、感じが劣って、王族程度でいらっしゃいました」


1 【御弟にこそものしたまへど】以下「ものしたまひける」まで、花散里の詞。

2 【ねびまさりてぞ見えたまひける】『完訳』は「源氏より老けて見える、の意。源氏の若さを賞賛。宮は年齢不詳」と注す。

3 【渡り睦びきこえたまふと】蛍宮が六条院に。

4 【帥の親王よくものしたまふめれど】桐壷院の皇子、源氏や蛍宮たちの弟宮。ここだけに登場する人物。

5 【大君けしきにぞものしたまひける】『集成』は「諸王くらいの風格でいらっしゃいます。「大君」は親王宣下のない皇子、皇孫の意」と注す。


蛍．２．３．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

■　「ふと見知みしりたまひにけり1」

◇　「一目でお見抜きだ」

■　と思おぼせど、ほほ笑ゑみて2、なほあるを、良よしとも悪あしともかけたまはず3。

◇　とお思いになるが、にっこりして、その他の人々については、良いとも悪いとも批評なさらない。


1 【ふと見知りたまひにけり】源氏の心中。花散里の眼力に感服。

2 【ほほ笑みて】主語は花散里。

3 【なほあるを良しとも悪しともかけたまはず】『集成』は「取り柄のない人については、よいとも悪いとも批評がましいことはお口になさらない」と訳す。


蛍．２．３．６

■　人ひとの上うへを1難なんつけ、落おとしめざまのこと言いふ人ひとをば、いとほしきものにしたまへば、

◇　人のことに欠点を見つけ、非難するような人を、困った者だと思っていらっしゃるので、

■　「右大将うだいしゃうなどをだに、心こころにくき人ひとにすめるを2、何なにばかりかはある。

◇　「右大将などをさえ、立派な人だと言っているようだが、何のたいしたことがあろうか。

■　近ちかきよすがにて見みむは3、飽あかぬことにやあらむ」

◇　婿として見たら、きっと物足りないことであろう」

■　と、見みたまへど、言ことに表あらはしてものたまはず。

◇　と、お思いだが、口に出してはおっしゃらない。


1 【人の上を】以下の文の主語は源氏。

2 【右大将などをだに心にくき人にすめるを】以下「飽かぬことにやあらむ」まで、源氏の心中。「右大将」は鬚黒大将、玉鬘の求婚者の一人。

3 【近きよすがにて見むは】近い縁者、すなわち婿として見たら、の意。


蛍．２．３．７

■　今いまはただおほかたの御睦おほむむつびにて、御座おましなども異々ことごとにて大殿籠おほとのごもる1。

◇　今はただ一通りのご夫婦仲で、お寝床なども別々にお寝みになる。

■　「などてかく離はなれそめしぞ2」

◇　「どうしてこのよう疎々しい仲になってしまったのだろう」

■　と、殿とのは苦くるしがりたまふ。

◇　と、殿は苦痛にお思いになる。

■　おほかた、何なにやかやとも3そばみきこえたまはで、年としごろかく折をりふしにつけたる御遊おほむあそびどもを、人伝ひとづてに見聞みききたまひけるに、今日けふめづらしかりつることばかりをぞ、この町まちのおぼえきらきらしと思おぼしたる。

◇　だいたい、何のかのと嫉妬申し上げなさらず、長年このような折節につけた遊び事を、人づてにお聞きになっていらっしゃったのだが、今日は珍しくこちらであったことだけで、自分の町の晴れがましい名誉とお思いでいらっしゃった。


1 【今はただおほかたの御睦びにて御座なども異々にて大殿籠もる】源氏と花散里の夫婦生活。

2 【などてかく離れそめしぞ】源氏の心中。夫婦の契りの無くなったことをうらむ気持ち。

3 【おほかた何やかやとも】以下、花散里の性格。


蛍．２．３．８

■　「その駒こまもすさめぬ草くさS5と名なに立たてる

汀みぎはの菖蒲今日あや引めけふやひきつる1」

◇　「馬も食べない草として有名な水際の菖蒲のようなわたしを

今日は節句なので、引き立てて下さったのでしょうか」


S5 香を求めて訪ふ人あるをあやめ草あやしく駒のすさめざりける（後拾遺集夏-二一〇　恵慶）

1 【その駒もすさめぬ草と名に立てる汀の菖蒲今日や引きつる】花散里から源氏への贈歌。「香をとめてとふ人あるを菖蒲草あやしく人のすさめざりけり」（後拾遺集夏、二一〇、恵慶法師）を引歌とする。『完訳』は「「あやめ」は自分。「駒もすさめぬ」は、男に顧みられぬ女の嘆きの類型表現」と注す。


蛍．２．３．９

■　とおほどかに聞きこえたまふ。

◇　とおっとりと申し上げなさる。

■　何なにばかりのことにもあらねど、あはれと思おぼしたり。

◇　たいしたことではないが、しみじみとお感じになった。

蛍．２．３．１０

■　「鳰鳥にほどりに影かげをならぶる若駒わかこまS6は

いつか菖蒲あやめに引ひき別わかるべき」

◇　「鳰鳥のようにいつも一緒にいる若駒のわたしは

いつ菖蒲のあなたに別れたりしましょうか」


S6 若駒と今日に逢ひくるあやめ草おひおくるるや負くるなるらむ（頼基集-三〇）


蛍．２．３．１１

■　あいだちなき御おほむことどもなりや2。

◇　遠慮のないお二人の歌であること。


1? 【鳰鳥の影をならぶる若駒はいつか菖蒲に引き別るべき】源氏の返歌。「駒」「菖蒲」「引き」を受けて返す。「引き」は「菖蒲」の縁語。「若駒とけふに逢ひくるあやめ草おひおくるるや負くるなるらむ」（和漢朗詠集上、端午、一五七）を引歌とする。『完訳』は「「若駒」が自分。「あやめ」が花散里。仲のよい「にほどり」に、二人の仲を擬える」と注す。

2 【あいだちなき御ことどもなりや】語り手の揶揄。『集成』は「夫婦仲のことを遠慮なく詠んだ、色気のない歌だという揶揄気味の草子地」と注す。


蛍．２．３．１２

■　「朝夕あさゆふの隔へだてあるやうなれど1、かくて見みたてまつるは、心こころやすくこそあれ2」

◇　「いつも離れているようですが、こうしてお目にかかりますのは、心が休まります」


1 【朝夕の隔てあるやうなれど】以下「こそあれ」まで、源氏の詞。

2 【心やすくこそあれ】大島本は「心やすくこそあれ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心やすくこそあれと」と「と」を補訂する。


蛍．２．３．１３

■　戯たはぶれごとなれど、のどやかにおはする人ひとざまなれば、静しづまりて聞きこえなしたまふ。

◇　と、冗談を言うが、のんびりとしていらっしゃるお人柄なので、しんみりとした口ぶりで申し上げなさる。

■　床ゆかをば譲ゆづりきこえたまひて、御几帳引みき隔***てて大殿籠おほとのごもる。

◇　御帳台はお譲り申し上げなさって、御几帳を隔ててお寝みになる。

■　気近けぢかくなどあらむ筋すぢをば1、いと似にげなかるべき筋すぢに、思おもひ離はなれ果はてきこえたまへれば、あながちにも聞きこえたまはず。

◇　共寝をするというようなことを、たいそう似つかわしくないことと、すっかりお諦め申していらっしゃるので、無理にお誘い申し上げなさらない。

◆　 
たはぶれごと なれ ど、 のどやか に おはする ひとざま なれ ば、 しづまり て きこえ なし たまふ。
 ゆか を ば ゆづり きこえ たまひ て、 み-きちゃう ひき-へだて て おほとのごもる。 けぢかく など あら む すぢ を ば、 いと にげなかる べき すぢ に、 おもひ はなれ はて きこえ たまへ れ ば、 あながち に も きこえ たまは ず。


1 【気近くなどあらむ筋をば】共寝をすることをさす。


第三章　光る源氏の物語　光る源氏の物語論

第一段　玉鬘ら六条院の女性たち、物語に熱中

蛍．３．１．１

■　長雨例ながあめれいの年としよりもいたくして、晴はるる方かたなく1つれづれなれば、御方々おほむかたがた、絵物語2ゑものがたりなどのすさびにて、明あかし暮くらしたまふ。

◇　長雨が例年よりもひどく降って、晴れる間もなく所在ないので、御方々は、絵や物語などを遊び事にして、毎日お暮らしになっていらっしゃる。

■　明石あかしの御方おほむかたは、さやうのことをもよしありてしなしたまひて、姫君ひめぎみの御方おほむかたにたてまつりたまふ。

◇　明石の御方は、そのようなことも優雅な趣向を凝らして仕立てなさって、姫君の御方に差し上げなさる。


1 【晴るる方なく】『集成』は「空も心も」と注す。五月雨時期の景情一致、心象風景の描写。

2 【絵物語】『集成』は「絵物語（挿絵のついた物語）」。『完訳』は「絵や物語。一説に、絵物語」と注す。


蛍．３．１．２

■　西にしの対たいには、まして1めづらしくおぼえたまふことの筋すぢなれば、明あけ暮くれ書かき読よみいとなみおはす。

◇　西の対では、まして珍しく思われなさることの遊び事なので、毎日写したり読んだりしていらっしゃる。

■　つきなからぬ若人わかうどあまたあり2。

◇　そのうってつけの若い女房たちが大勢いる。

■　さまざまにめづらかなる人ひとの上うへなどを、真まことにや偽いつはりにや、言いひ集あつめたるなかにも、

◇　いろいろと珍しい人の身の上などを、本当のことか嘘のことかと、たくさんある物語の中でも、

■　「わがありさまのやうなるはなかりけり3」

◇　「自分の身の上と同じようなのはなかった」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1 【西の対にはまして】玉鬘をさす。筑紫の田舎育ちゆえに絵や物語に対して一層の興味と関心をしめす。

2 【つきなからぬ若人あまたあり】『集成』は「（物語の蒐集、書写、挿絵かきなどに）うってつけの若い女房は大勢いる」と注す。

3 【わがありさまのやうなるはなかりけり】玉鬘の心中。


蛍．３．１．３

■　『住吉すみよし』

◇　『住吉物語』

■　の姫君ひめぎみの、さしあたりけむ折をりはさるものにて1、今いまの世よのおぼえもなほ心こころことなめるに2、主計頭かぞへのかみが、ほとほとしかりけむなどぞ、かの監げんがゆゆしさを思おぼしなずらへたまふ。

◇　の姫君が、物語中での評判もさることながら、現実での評判もやはり格別のようだが、主計頭が、もう少しで奪うところであったことなどを、あの監の恐しさと思い比べて御覧になる。


1 【さしあたりけむ折はさるものにて】『集成』は「その当時の評判のすばらしかったことは当然として」。『完訳』は「いろいろなめにあったその時の話は話として」「玉鬘が物語の世界と現実の世界をやや混同するところを、次に源氏がからかう」と注す。

2 【なほ心ことなめるに】推量の助動詞「めり」の主観的推量は語り手の玉鬘の心中に即した叙述。


蛍．３．１．４

■　殿とのも、こなたかなたにかかるものどもの散ちりつつ、御目おほむめに離はなれねば、

◇　殿も、あちらこちらでこのような絵物語が散らかっていて、お目につくので、

蛍．３．１．５

■　「あな、むつかし1。

◇　「ああ、困ったものだ。

■　女をむなこそ、ものうるさがらず、人ひとに欺あざむかれむと生むまれたるものなれ。

◇　女性というものは、面倒がりもせず、人にだまされようとして生まれついたものですね。

■　ここらのなかに、真まことはいと少すくなからむを、かつ知しる知しる、かかるすずろごとに心こころを移うつし、はかられたまひて、暑あつかはしき五月雨さみだれの、髪かみの2乱みだるるS7も知しらで、書かきたまふよ」

◇　たくさんの中にも真実は少ないだろうに、そうとは知りながら、このようなつまらない話にうつつをぬかし、だまされなさって、蒸し暑い五月雨の、髪の乱れるのも気にしないで、お写しになることよ」


S7 ほととぎすをち返り鳴けうなゐ子がうち垂れ髪の五月雨の空（拾遺集夏-一一六　凡河内躬恒）

1 【あなむつかし】以下「書きたまふよ」まで、源氏の詞。

2 【五月雨の髪の】「ほととぎすをち返り鳴けうなゐ子がうち垂れ髪の五月雨の空」（拾遺集夏、一一六、躬恒）。


蛍．３．１．６

■　とて、笑わらひたまふものから、また、

◇　と言って、お笑いになる一方で、また、

蛍．３．１．７

■　「かかる世よの古言ふることならでは、げに、何なにをか紛まぎるることなきつれづれを慰なぐさめまし2。

◇　「このような古物語でなくては、なるほど、どうして気の紛らしようのない退屈さを慰めることができようか。

■　さても、この偽いつはりども3のなかに、げにさもあらむとあはれを見みせ、つきづきしく続つづけたる、はた、はかなしごとと知しりながら、いたづらに心動こころうごき、らうたげなる姫君ひめぎみのもの思おもへる見みるに、かた心こころつくかし4。

◇　それにしても、この虚構の物語の中に、なるほどそうもあろうかと人情を見せ、もっともらしく書き綴ったのは、それはそれで、たわいもないこととは知りながらも、無性に興をそそられて、かわいらしい姫君が物思いに沈んでいるのを見ると、何程か心引かれるものです。


1? 【かかる世の古事ならでは】以下「さしもあらじや」まで、源氏の詞。

2 【慰めまし】推量の助動詞「まし」反実仮想の意。

3 【偽りども】『完訳』は「女たちの理解に即して「いつはり」としたが、文意からは「そらごと」とあるべき。作り事が、人を勘当させる真実味や説得力をはらみうる、虚構の真実をいう」と注す。

4 【かた心つくかし】『集成』は「多少とも心がひかれるものですよ。以上、主人公が物思いに沈むといった情緒的な場面。物語の一つの要素である」と注す。


蛍．３．１．８

■　また、いとあるまじきことかなと1見みる見みる、おどろおどろしくとりなしけるが目めおどろきて、静しづかにまた聞きくたびぞ、憎にくけれど、ふとをかしき節ふし、あらはなるなどもあるべし。

◇　また、けっしてありそうにないことだと思いながらも、大げさに誇張して書いてあるところに目を見張る思いがして、落ち着いて再び聞く時には、憎らしく思うが、とっさには面白いところなどがきっとあるのでしょう。


1 【いとあるまじきことかなと】『集成』は「以下、奇抜な人目を驚かすような物語の趣向。伝奇的な要素。これも物語の持つもう一つの要素である」と注す。


蛍．３．１．９

■　このころ、幼をさなき人ひとの女房にょうばうなどに時々読ときどきよまするを立たち聞きけば1、ものよく言いふものの世よにあるべきかな。

◇　最近、幼い姫が女房などに時々読ませているのを立ち聞きすると、何と口のうまい者がいるものですね。

■　虚言そらごとをよくしなれたる口くちつきよりぞ言いひ出いだすらむとおぼゆれど、さしもあらじや」

◇　根も葉もない嘘をつき馴れた者の口から言い出すのだろうと思われますが、そうではないありませんか」


1 【幼き人の女房などに時々読まするを立ち聞けば】明石姫君をさす。格助詞「の」主格を表す。当時の物語の観賞法が窺える。


蛍．３．１．１０

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

蛍．３．１．１１

■　「げに、偽いつはり馴なれたる人ひとや2、さまざまにさも汲くみはべらむ。

◇　「おっしゃるとおり、嘘をつくことに馴れた人は、いろいろとそのようにご想像なさるでしょう。

■　ただいとP7真まことのこととこそ思おもうたまへられけれ」

◇　ただどうしても真実のことと思われるのです」


P7 いと--（/+いと）

1? 【虚事をよくしなれたる口つきよりぞ言ひ出だすらむとおぼゆれど】『集成』は「根も葉もない嘘をつきなれた口から言い出すのであろうとおもわれますが」。『完訳』は「こんな物語も、さぞかし巧みにありもせぬ作り事を言いなれた人の、口からの出まかせなのだろうと思うのですが」と訳す。

2 【げに偽り馴れたる人や】以下「お思うたまへられけれ」まで、玉鬘の詞。「たまへ」謙譲の補助動詞。「られ」自発の助動詞。「けれ」過去の助動詞、詠嘆の意。


蛍．３．１．１２

■　とて、硯すづりをおしやりたまへば、

◇　と言って、硯を押しやりなさるので、

蛍．３．１．１３

■　「こちなくも1聞きこえ落おとしてけるかな。

◇　「失礼にもけなしてしまいましたね。

■　神代かみよより世よにあることを、記しるしおきけるななり2。

◇　神代から世の中にあることを、書き記したものだそうだ。

■　『日本紀』

◇　『日本紀』

■　などは、ただかたそばぞかし3。

◇　などは、ほんの一面にしか過ぎません。

■　これらにこそ道々みちみちしく詳くはしきことはあらめ」

◇　物語にこそ道理にかなった詳細な事柄は書いてあるのでしょう」


1 【こちなくも】以下「詳しきことはあらめ」まで、源氏の詞。

2 【記しおきけるななり】「な」断定の助動詞、連体形。「なり」伝聞推定の助動詞。『集成』は「伝承の記録という意味では国史と変らない、むしろ国史よりも委しいと次に言う」と注す。

3 【日本紀などはただかたそばぞかし】『集成』は「『日本書紀』。わが国最初の正史」「ほんの片端にすぎないものです」。『完訳』は「六国史など官製国史の総称」「日本紀などはほんの一面にすぎないものです」と注す。


蛍．３．１．１４

■　とて、笑わらひたまふ。

◇　と言って、お笑いになる。

第二段　源氏、玉鬘に物語について論じる

蛍．３．２．１

■　「その人ひとの上うへとて1、ありのままに言いひ出いづることこそなけれ、善よきも悪あしきも、世よに経ふる人ひとのありさまの、見みるにも飽あかず、聞きくにもあまることを2、後のちの世よにも言いひ伝つたへさせまほしき節々ふしぶしを、心こころに籠こめがたくて、言いひおき始はじめたるなり。善よきさまに言いふとては3、善よきことの限かぎり選えり出いでて、人ひとに従したがはむとては、また悪あしきさまの珍めづらしきことを取とり集あつめたる、皆みなかたがたにつけたる、この世よの他**のことならずかし。

◇　「誰それの話といって、事実どおりに物語ることはありません。善いことも悪いことも、この世に生きている人のことで、見飽きず、聞き流せないことを、後世に語り伝えたい事柄を、心の中に籠めておくことができず、語り伝え初めたものです。善いように言おうとするあまりには、善いことばかりを選び出して、読者におもねろうとしては、また悪いことでありそうにもないことを書き連ねているのは、皆それぞれのことで、この世の他のことではないのですよ。

◆　 
"その ひと の うへ とて、 あり の まま に いひいづる こと こそ なけれ、 よき も あしき も、 よ に ふる ひと の ありさま の、 みる に も あか ず、 きく に も あまる こと を、 のち の よ に も いひつたへ させ まほしき ふしぶし を、 こころ に こめ がたく て、 いひおき はじめ たる なり。 よき さま に いふ とて は、 よき こと の かぎり えりいで て、 ひと に したがは む とて は、 また あしき さま の めづらしき こと を とりあつめ たる、 みな かたがた に つけ たる、 このよ の こと なら ず かし。


1 【その人の上とて】以下「空しからずなりぬや」まで、源氏の詞。『集成』は「以下、物語の細論。物語には誇張はあるが、この世の人間の姿を伝える点では国史と変らないという主旨を展開する」と注す。

2 【見るにも飽かず聞くにもあまることを】『完訳』は「人を感動させてやまぬ内容をいう」と注す。

3 【善きさまに言ふとては】以下、物語の誇張表現についていう。


蛍．３．２．２

■　人ひとの朝廷みかどの才ざえ、作つくりやう変かはる、同おなじ大和やまとの国くにのことなれば、昔今むかしいまのに変かはるべし、深ふかきこと浅あさきことのけぢめこそあらめ2、ひたぶるに虚言そらごと言といひ果はてむも、ことの心違こころたがひてなむありける。

◇　異朝の作品は、記述のしかたが変わっているが、同じ日本の国のことなので、昔と今との相違がありましょうし、深いものと浅いものとの違いがありましょうが、一途に作り話だと言い切ってしまうのも、実情にそぐわないことです。


1? 【人の朝廷の才作りやう変はる同じ大和のことなれば】『集成』は「異朝（中国の朝廷）では、学問（歴史についての考え）も記述の体裁もわが国と違います。この一句、解しがたく、異文も多く、諸説も多い」「（国史と物語とでは）同じ日本の国のことですから、昔からの国史と今出来の物語とでは違いがあるはずですし」。『完訳』は「異朝の物語でさえも--国が違うから書き方は変っているが、また日本の物語でも同じ国のことだから、昔のは今のと違っていて当然ですし」と注す。

2 【深きこと浅きことのけぢめこそあらめ】『集成』は「意味深い国史と浅はかな物語という差はありましょうが」。『完訳』は「その内容に深い浅いの相違はあるでしょうが」と訳す。


蛍．３．２．３

■　仏ほとけの、いとうるはしき心こころにて説ときおきたまへる御法みのりも、方便はうべんといふことありて、悟さとりなきものは、ここかしこ違たがふ疑うたがひを置おきつべくなむ。

◇　仏教で、まことに立派なお心で説きおかれた御法文も、方便ということがあって、分からない者は、あちこちで矛盾するという疑問を持つに違いありません。

■　『方等経』

◇　『方等経』

■　の中***に多***かれど、言***ひもてゆけば、ひとつ旨***にありて、菩提***と煩悩***との隔***たりなむ、この、人***の善***き悪***しきばかりのことは変***はりける。

◇　の中に多いが、詮じつめていくと、同一の主旨に落ち着いて、菩提と煩悩との相違とは、物語の、善人と悪人との相違程度に過ぎません。

■　よく言***へば、すべて何***ごとも空***しからずなりぬや」

◇　よく解釈すれば、全て何事も無駄でないことはなくなってしまうものですね」

◆　 
ほとけ の、 いと うるはしき こころ にて とき おき たまへ る みのり も、 はうべん と いふ こと あり て、 さとり なき もの は、 ここかしこ たがふ うたがひ を おき つ べく なむ。 はうどう-きゃう の なか に おほかれ ど、 いひ もて ゆけ ば、 ひとつ むね に あり て、 ぼだい と ぼんなう と の へだたり なむ、 この、 ひと の よき あしき ばかり の こと は かはり ける。
 よく いへ ば、 すべて なにごと も むなしから ず なり ぬ や?"

蛍．３．２．４

■　と、物語ものがたりをいとわざとのことにのたまひなしつ。

◇　と、物語を実にことさらに大したもののようにおっしゃった。

蛍．３．２．５

■　「さて、かかる古言ふることの中なかに1、まろがやうに実法じほふなる痴者しれものの物語ものがたりはありや2。

◇　「ところで、このような昔物語の中に、わたしのような律儀な愚か者の物語はありませんか。

■　いみじく気遠けどほきものの姫君ひめぎみも、御心みこころのやうにつれなく、そらおぼめきP8したるは世よにあらじな。

◇　ひどく親しみにくい物語の姫君も、あなたのお心のように冷淡で、そらとぼけている人はまたとありますまいな。

■　いざ、たぐひなき物語**にして、世よに伝つたへさせむ」

◇　さあ、二人の仲を世にも珍しい物語にして、世間に語り伝えさせましょう」

◆　 
"さて、 かかる ふること の なか に、 まろ が やう に じほふ なる しれもの の ものがたり は あり や? いみじく けどほき もの-の-ひめぎみ も、 み-こころ の やう に つれなく、 そら-おぼめき し たる は よ に あら じ な! いざ、 たぐひなき ものがたり し て、 よ に つたへ させ む。"


P8 そらおぼめき--そ（そ/+ら）おほめき

1 【さてかかる古言の中に】以下「世に伝へさせむ」まで、源氏の詞。

2 【まろがやうに実法なる痴者の物語はありや】『完訳』は「源氏は、自ら誠実を尽すが女に顧みられぬ男として、玉鬘へ哀訴」と注す。


蛍．３．２．６

■　と、さし寄よりて聞きこえたまへば、顔かほを引ひき入いれて、

◇　と、近づいて申し上げなさるので、顔を引き入れて、

蛍．３．２．７

■　「さらずとも1、かく珍めづらかなることは2、世語よがたりにこそはなりはべりぬべかめれ」

◇　「そうでなくても、このように珍しいことは、世間の噂になってしまいそうなことでございます」


1 【さらずとも】以下「はべりぬべかめれ」まで、玉鬘の詞。

2 【かく珍かなることは】父親が娘に言い寄ることをさす。


蛍．３．２．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

蛍．３．２．９

■　「珍めづらかにや1おぼえたまふ。

◇　「珍しくお思いですか。

■　げにこそ、またなき心地ここちすれ」

◇　なるほど、またとない気持ちがします」


1 【珍かにや】以下「またなき心地すれ」まで、源氏の詞。『集成』は「（私も）ほんとにこれほどまでにひとを思ったことはありません。玉鬘の言葉をそらして、からんでゆく」。『完訳』は「いかにもあなたのように冷淡な娘はまたとないような気がいたします」「玉鬘の「めづらか」に納得するかにみせ、「またなき心地」に親に冷淡な、の意をこめて歌に続ける」と注す。


蛍．３．２．１０

■　とて、寄よりゐたまへるさま、いとあざれたり1。

◇　と言って、寄り添っていらっしゃる態度は、たいそうふざけている。


1 【いとあざれたり】語り手の批評の文。


蛍．３．２．１１

■　「思おもひあまり昔むかしの跡あとを訪たづぬれど

親おやに背そむける子こぞたぐひなき1

◇　「思いあまって昔の本を捜してみましたが

親に背いた子供の例はありませんでしたよ


1 【思ひあまり昔の跡を訪ぬれど親に背ける子ぞたぐひなき】源氏から玉鬘への贈歌。


蛍．３．２．１２

■　不孝ふけうなるは、仏ほとけの道みちにもいみじくこそ言いひたれ」

◇　親不孝なのは、仏の道でも厳しく戒めています」

蛍．３．２．１３

■　とのたまへど、顔かほももたげたまはねば、御髪**をかきやりつつ2、いみじく怨うらみたまへば、からうして、

◇　とおっしゃるが、顔もお上げにならないので、お髪を撫でながら、ひどくお恨みなさるので、やっとのことで、

◆　 
と のたまへ ど、 かほ も もたげ たまは ね ば、 み-ぐし かきやり つつ、 いみじく うらみ たまへ ば、 からうして、


1? 【不幸なるは】以下「いみじくこそ言ひけれ」まで、歌に続けた源氏の詞。

2 【御髪をかきやりつつ】源氏が玉鬘の御髪を。


蛍．３．２．１４

■　「古ふるき跡あとを訪たづぬれどげになかりけり

　　この世よにかかる親おやの心こころは1」

◇　「昔の本を捜して読んでみましたが、おっしゃるとおり

ありませんでした。この世にこのような親心の人は」


1 【古き跡を訪ぬれどげになかりけりこの世にかかる親の心は】玉鬘の返歌。「昔」を「古き」に変え、「跡」「訪ぬ」「親」の語句はそのまま受けて返す。


蛍．３．２．１５

■　と聞きこえたまふも、心恥こころはづかしければ1、いといたくも乱みだれたまはず。

◇　とお申し上げなさるにつけても、気恥ずかしいので、そうひどくもお戯れにならない。

■　かくして、いかなるべき御おほむありさまならむ2。

◇　こうして、どうなって行くお二方の仲なのであろう。


1 【心恥づかしければ】以下、主語は源氏。

2 【かくしていかなるべき御ありさまならむ】語り手の弁。『集成』は「草子地」。『完訳』は「物語の後続に、読者の期待をつなぐ語り手の弁」と注す。


第三段　源氏、紫の上に物語について述べる

蛍．３．３．１

■　紫むらさきの上うへも、姫君ひめぎみの御おほむあつらへにことつけて、物語ものがたりは捨すてがたく思おぼしたり。

◇　紫の上も、姫君のご注文にかこつけて、物語は捨てがたく思っていらっしゃった。

■　『くまのの物語1ものがたり』

◇　『くまのの物語』

■　の絵ゑにてあるを、

◇　の絵の箇所を、

■　「いとよく描かきたる絵ゑかな2」

◇　「とてもよく描いた絵だわ」

■　とて御覧ごらんず。

◇　と御覧になる。

■　小ちひさき女君をむなぎみの、何心なにごころもなくて昼寝ひるねしたまへるところを、昔むかしのありさま思おぼし出いでて、女君をむなぎみは見みたまふ。

◇　小さい女君が、あどけなく昼寝をしていらっしゃる所を、昔の様子をご回想なさって、女君は御覧になる。


1 【くまのの物語】河内本と別本は「こまののものかたり」あるいは「こまのものかたり」とある。『枕草子』には「こまのの物語」と見える。

2 【よく描きたる絵かな】紫の上の感想。


蛍．３．３．２

■　「かかる童わらはどちだに1、いかにされたりけり。

◇　「このような子供どうしでさえ、なんとませたことなのでしょう。

■　まろこそ、なほ例ためしにしつべく2、心こころのどけさは人ひとに似にざりけれ」

◇　わたしなど、やはり語り草になるほど、気の長さは誰にも負けませんね」


1 【かかる童どちだに】以下「人に似ざりけれ」まで、源氏の詞。

2 【例にしつべく】『完訳』は「好色の経験がないとする冗談」と注す。


蛍．３．３．３

■　と聞きこえ出いでたまへり。

◇　と申し上げなさる。

■　げに、たぐひ多おほからぬことどもは、好このみ集あつめたまへりけりかし1。

◇　なるほど、世間に例の多くない恋愛を、数々なさってこられたことよ。


1 【げにたぐひ多からぬことどもは好み集めたまへりけりかし】語り手の批評。『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の評。「源氏の「なほ例に--」を、類例の少ない好色事の意に解して、皮肉る」と注す。


蛍．３．３．４

■　「姫君ひめぎみの御前おまへにて1、この世馴よなれたる物語ものがたりなど、な読よみ聞きかせたまひそ。

◇　「姫君の御前で、この色恋沙汰の物語など、読み聞かせなさいますな。

■　みそか心ごころつきたるものの娘むすめなどは、をかしとにはあらねど、かかること世よにはありけりと、見馴みなれたまはむぞ、ゆゆしきや」

◇　秘め事をする物語の娘などは、おもしろいと思わぬまでも、このようなことが世間にはあるのものだと、当たり前のように思われるのが、困ったことなのですよ」


1 【姫君の御前にて】以下「ゆゆしきや」まで、源氏の詞。


蛍．３．３．５

■　とのたまふも、こよなしと、対たいの御方聞おほむかたききたまはば、心置こころおきたまひつべくなむ1。

◇　とおっしゃるにつけても、格段に違うと、対の御方がお聞きになったら、きっとひがまれよう。


1 【こよなしと対の御方聞きたまはば心置きたまひつべくなむ】『完訳』は「以下、語り手の推測。玉鬘がこれを知れば、源氏の姫君への処遇は段違いだ、とひがまれよう」と注す。


蛍．３．３．６

■　上うへ、

◇　紫の上は、

蛍．３．３．７

■　「心浅こころあさげなる人ひとまねどもは1、見みるにもかたはらいたくこそ。

◇　「軽率な物語の人の物真似の類は、見ていてもたまりません。

■　『宇津保』

◇　『宇津保物語』

■　の藤原君ふぢはらぎみの女むすめこそ2、いと重おもりかにはかばかしき人ひとにて、過あやまちなかめれど、すくよかに言いひ出いでたることもP9しわざも3、女をむなしきところなかめるぞ、一様ひとやうなめる4」

◇　の藤原の君の娘は、とても思慮深くしっかりした人で、間違いはないようですが、そっけない返事もそぶりも、女性らしいところがないようなのが、同じようですね」


P9 ことも--（/+事も〈朱〉）

1 【心浅げなる人まねどもは】以下「一様なめる」まで、紫の上の詞。

2 【宇津保の藤原君の女こそ】大島本は「うつほのふちハら君」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本によって「藤原の君」と「の」を補訂する。『集成』は「現存の『宇津保物語』には、巻名も「藤原の君」とあるが、幼名としては「の」を入れないのが慣例であるから、本来は底本（大島本）のように「の」のない表記が正しいであろう」と注す。

3 【こともしわざも】大島本は「（＋事も〈朱〉）しわさも」とある。すなわち朱筆で「事も」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「しわざも」と校訂する。

4 【一様なめる】『集成』は「どうにも一本調子にすぎるように思われます。お手本にならない人物だという批評」。『完訳』は「「心浅げなる人まねども」と同様、魅力に欠ける」と注す。


蛍．３．３．８

■　とのたまへば、

◇　と、おっしゃると、

蛍．３．３．９

■　「うつつの人ひとも1、さぞあるべかめる。

◇　「実際の人も、そういうもののようです。

■　人ひとびとしく立たてたる趣おもむきことにて、よきほどにかまへぬや2。

◇　一人前にそれぞれ主義主張を異にして、加減というものを知りません。

■　よしなからぬ親おやの、心こころとどめて3生おほしたてたる人ひとの、子こめかしきを生いけるしるしにて、後おくれたること多おほかるは、何なにわざしてかしづきしぞと、親おやのしわざさへ思おもひやらるるこそ、いとほしけれ。

◇　悪くはない親が、気をつかって育てた娘が、無邪気さだけがただ一つのとりえで、劣ったところが多いのは、いったいどんなふうにして育ててきたのかと、親の育て方までが想像されるのは、気の毒です。


1 【うつつの人も】以下「人ほめさせじ」まで、源氏の詞。

2 【よきほどにかまへぬや】終助詞「や」詠嘆の意。

3 【親の心とどめて】格助詞「の」主格を表す。


蛍．３．３．１０

■　げに、さいへど、その人ひとのけはひよと見みえたるは、かひあり、おもだたしかし。

◇　なるほど、そうは言っても、身分にふさわしい感じがすると思えるのは、育てがいもあり、名誉なことです。

■　言葉ことばの限かぎりまばゆくほめおきたるに、し出いでたるわざ、言いひ出いでたることのなかに、げにと見みえ聞きこゆることなき、いと見劣みおとりするわざなり。

◇　口をきわめて気恥ずかしいほど誉めていたのに、しでかしたことや、口に出した言葉の中に、なるほどと見えたり聞こえたりすることがないのは、まことに見劣りがするものです。

■　すべて、善よからぬ人ひとに、いかで人ひとほめさせじ1」

◇　だいたい、つまらない人には、どうか娘を誉めさせたくないものです」


1 【すべて善からぬ人にいかで人ほめさせじ】『集成』は「下手の人間に下手な評判は立ててもらいたくないという気持」と注す。


蛍．３．３．１１

■　など、ただ

◇　などと、ひたすら

■　「この姫君ひめぎみの、点てんつかれたまふまじく」

◇　「この姫君が非難されないように」

■　と、よろづに思おぼしのたまふ。

◇　と、あれやこれやといろいろ考えておっしゃる。

■　継母ままははの腹はらぎたなき昔物語むかしも多***かるを、このころP10、

◇　継母の意地悪な昔物語も多いが、最近は、

■　「心見こころみえに心こころづきなし1」

◇　「心が見透かされ底意地悪い」

■　と思おぼせば、いみじく選えりつつなむ、書かきととのへさせ、絵ゑなどにも描かかせたまひける。

◇　と思われなさるので、厳しく選んでは選んでは、清書させたり、絵などにもお描かせなさるのだった。

◆　 
など、 ただ "この ひめぎみ の、 てんつか れ たまふ まじく。" と、 よろづ に おぼし のたまふ。
 ままはは の はらぎたなき むかし-ものがたり も おほかる を、 このころ、 "こころ みえ に こころづきなし。" と おぼせ ば、 いみじく えり つつ なむ、 かき ととのへ させ、 ゑ など に も かか せ たまひ ける。


P10 このころ--（/+此比〈朱〉）

1 【このころ心見えに心づきなし】大島本は「（＋此比〈朱〉）心みえに」とある。すなわち朱筆で「このころ」を補入する。『新大系』は底本の補入に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「此比」を削除する。『集成』は「そういう継母の心底がよく分って、気に入らぬとお思いになるので。紫の上の間柄を考慮した、姫君への教育的な配慮」と注す。


第四段　源氏、子息夕霧を思う

蛍．３．４．１

■　中将ちゅうじゃうの君きみを、こなたには気遠けどほくもてなしきこえたまへれど、姫君ひめぎみの御方おほむかたには、さしもさし放はなちきこえたまはずならはしたまふ。

◇　中将の君を、こちらにはお近づけ申さないようにしていらっしゃったが、姫君の御方には、そんなにも遠ざけ申しなさらず、親しくさせていらっしゃる。

蛍．３．４．２

■　「わが世よのほどは1、とてもかくても同おなじことなれど、なからむ世よを思おもひやるに、なほ見みつき、思おもひしみぬることどもこそ、取とり分わきてはおぼゆべけれ」

◇　「自分が生きている間は、どちらにせよ同じことだが、死んだ後を想像すると、やはり平生から、馴染んでおいた方が、格別親しく思内側われるに違いない」


1 【わが世のほどは】以下「おぼゆべけれ」まで、源氏の心中。


蛍．３．４．３

■　とて、南面みなみおもての御簾みすの内うちは許ゆるしたまへり1。

◇　と考えて、南面の御簾の内側に入ることはお許しになっていた。

■　台盤所だいばんどころ、女房にょうばうのなかは許ゆるしたまはず2。

◇　台盤所、女房の中はお許しにならない。

■　あまたおはせぬ御仲おほむなからひにて、いとやむごとなくかしづききこえたまへり。

◇　何人もいらっしゃらないお子たちの間柄なので、とても大切にお世話申し上げていらっしゃった。


1 【御簾の内は許したまへり】御簾の内側（南の廂間）に出入りすることは許していたの意。

2 【台盤所女房のなかは許したまはず】大島本は「たいはむ所女はうのなか」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「台盤所の」と「の」を補訂する。紫の上付きの女房の詰所への入室及びそれらの人との接触は禁じた。


蛍．３．４．４

■　おほかたの心こころもちゐなども、いとものものしく、まめやかにものしたまふ君きみなれば、うしろやすく思おぼし譲ゆづれり2。

◇　だいたいの性格なども、たいそう慎重で、真面目でいらっしゃる君なので、安心してお任せになっていらっしゃった。

■　まだいはけたる御雛遊おほむひひなあそびなどのけはひの見みゆれば3、かの人ひとの、もろともに4遊あそびて過すぐしし年月としつきの、まづ思おもひ出いでらるれば、雛ひひなの殿とのの宮仕みやづかへ、いとよくしたまひて、折々をりをりにうちしほたれたまひけり。

◇　まだ幼いお人形遊びなどの様子が見えるので、あの人が、一緒に遊んで過ごした昔の月日が、真先に思い出されるので、人形の殿の宮仕を、とても熱心になさりながら、時々は涙ぐんでいらっしゃるのであった。


1? 【いとやむごとなくかしづき聞えたまへり】主語について、『集成』は源氏と解し、『完訳』は夕霧と解す。

2 【うしろやすく思し譲れり】源氏は夕霧に明石姫君の相手を安心して任せていたの意。

3 【まだいはけたる御雛遊びなどのけはひの見ゆれば】明石姫君八歳。

4 【かの人のもろともに】雲居雁をさす。格助詞「の」主格を表す。


蛍．３．４．５

■　さもありぬべきあたりには1、はかなしごとものたまひ触ふるるはあまたあれど、頼たのみかくべくもしなさず2。

◇　そうしてもよさそうなあたりには、軽い気持ちで言い寄ったりなさる女は大勢いるが、望みを懸けてくるようには仕向けない。

■　さる方かたになどかは見みざらむと3、心こころとまりぬべきをも、強しひてなほざりごとにしなして、なほ

◇　愛人にしてもよさそうだと、思い寄られそうな女も、無理に一時の浮気沙汰にして、やはり

■　「かの、緑みどりの袖そでを見みえ直なほしてしがな4」

◇　「あの、緑の袖よと馬鹿にされたのを見返してやりたいものだ」

■　と思おもふ心こころのみぞ、やむごとなき節ふしにはとまりける。

◇　と思う気持ちだけが、重大事として忘れられないのであった。


1 【さもありぬべきあたりには】『完訳』は「恋の相手にしてもよさそうな」と注す。

2 【頼みかくべくもしなさず】夕霧は相手の女に期待を抱かせるようには仕向けない意。

3 【さる方になどかは見ざらむと】『集成』は「夫人あるいは愛人として世話してもよいなと」。『完訳』は「中には、この女なら自分の思い人としてもどこが悪かろうと」と訳す。

4 【なほかの緑の袖を見え直してしがな】夕霧の心中。「緑の袖」はかつて夕霧が六位であった時に雲居雁の乳母から「六位宿世」と軽蔑されたことをさす（「少女」第五章五段）。


蛍．３．４．６

■　あながちになどかかづらひまどはば、倒たふるる方かたに許ゆるしたまひもしつべかめれど、

◇　無理にでも何とかつきまとったならば、根負けしてお許しになるかも知れないが、

■　「つらしと思おもひし折々1をりをり、いかで人ひとにもことわらせたてまつらむ」

◇　「つらいと思った折々のことを、何とか内大臣にもお分りになっていただこう」

■　と思おもひおきし、忘わすれがたくて、正身さうじみばかりには、おろかならぬあはれを尽つくし見みせて、おほかたには焦いられ思おもへらず2。

◇　と考えていたこと、忘れられないので、ご本人に対してだけは、並々ならぬ愛情の限りを表して、表面では恋い焦がれているようには見せない。


1 【つらしと思ひし折々】以下「たてまつらむ」まで、夕霧の心中。

2 【おほかたには焦られ思へらず】『集成』は「表向きはあせらずおっとり構えている」。『完訳』は「大方の人々には焦ったところを見せようとはしない」と訳す。


蛍．３．４．７

■　兄せうとの君達きむだちなども、なまねたしなどのみ思おもふこと多おほかり。

◇　ご兄弟の公達なども、小憎らしいなどとばかり思う事が多かった。

■　対たいの姫君ひめぎみの御おほむありさまを、右中将1みぎのちゅうじゃうは、いと深ふかく思おもひしみて、言いひ寄よるたよりもいとはかなければ、この君きみをぞ2かこち寄よりけれど、

◇　対の姫君のご様子を、右中将は、たいそう深く思いつめて、言い寄る手引きもたいそう頼りなかったので、この中将の君に泣きついて来たが、


1 【右中将】柏木。

2 【この君をぞ】夕霧をさす。


蛍．３．４．８

■　「人ひとの上うへにては、もどかしきわざなりけり1」

◇　「他人事となると、感心できないことですね」


1 【人の上にてはもどかしきわざなりけり】夕霧の詞。


蛍．３．４．９

■　と、つれなく応いらへてぞものしたまひける。

◇　と素っ気なく答えていらっしゃるのだった。

■　昔むかしの父大臣ちちおとどたちの御仲おほむなからひに似にたり。

◇　その昔の父大臣たちの御仲に似ていた。

第五段　内大臣、娘たちを思う

蛍．３．５．１

■　内うちの大臣おとどは、御子おほむこども腹々はらばらいと多おほかるに、その生おひ出いでたるおぼえ1、人柄ひとがらに従したがひつつ2、心こころにまかせたるやうなるおぼえ、御勢おほむいきほひP11にて、皆みななし立たてたまふ。

◇　内大臣は、お子様方が夫人たちに大勢いたが、その母方の血筋の良さや、子供の性質に応じて、思いどおりのような世間の声望や、御権勢に任せて、皆一人前に引き立てなさる。

■　女をむなはあまたもおはせぬを、女御にょうごも、かく思おぼししことのとどこほりたまひ、姫君ひめぎみも、かくこと違たがふさまにてものしたまへば、いと口惜くちをしと思おぼす。

◇　女の子はたくさんはいないが、女御も、あのようにご期待していたこともうまくゆかず、姫君も、またあのように思惑と違うようなことでいらっしゃるので、とても残念だとお思いになる。


P11 御勢--（/+御〈朱〉）いきほひ

1 【その生ひ出でたるおぼえ】『集成』は「母方の身分による声望や」と訳す。

2 【人柄に従ひつつ】子供本人の性質に応じて。


蛍．３．５．２

■　かの撫子なでしこを忘わすれたまはず、ものの折をりにも語かたり出いでたまひしことなれば、

◇　あの撫子のことがお忘れになれず、何かのついでにもお口になさったことなので、

蛍．３．５．３

■　「いかになりにけむ。

◇　「どうなったのだろう。

■　ものはかなかりける親おやの心こころに引ひかれて、らうたげなりし人ひとを、行方知ゆくへしらずなりにP12たること。

◇　頼りない親の心のままに、かわいらしかった子を、行く方不明にしてしまったことよ。

■　すべて女子をむなごといはむものなむ、いかにもいかにも目放めはなつまじかりける。

◇　だいたい女の子というものは、どんなことがあっても目を放してはならないものであった。

■　さかしらにわが子こと言いひて、あやしきさまにてはふれやすらむ。

◇　勝手に自分の子供と名乗って、みじめな境遇でさまよっているのだろうか。

■　とてもかくても、聞きこえ出いで来**ば」

◇　どのような恰好でいるにせよ、噂が聞こえて来たならば」

◆　 
"いかに なり に けむ? もの-はかなかり ける おや の こころ に ひか れ て、 らうたげ なり し ひと を、 ゆくへ しら ず なり に たる こと。 すべて をむなご と いは む もの なむ、 いかに も いかに も め はなつ まじかり ける。 さかしら に わが こ と いひ て、 あやしき さま にて はふれ や す らむ? とても-かくても、 きこえいで ば。"


P12 なりに--なり（り/+に）


蛍．３．５．４

■　と、あはれに思おぼしわたる。

◇　と、しみじみとずっと思い続けていらっしゃる。

■　君達きみたちにも、

◇　ご子息たちにも、

蛍．３．５．５

■　「もし、さやうなる名なのりする人ひとあらば、耳みみとどめよ。

◇　「もし、そのように名乗り出る人があったら、聞き逃すな。

■　心こころのすさびにまかせて、さるまじきことも多おほかりしなかに、これは、いとしか、おしなべての際きはにも思おもはざりし人ひとの、はかなきもの倦うむじをして、かく少すくなかりけるもののくさはひ一ひとつを、失うしなひたることの口惜くちをしきこと」

◇　気紛れから、感心できない女性関係も多かった中で、あの人は、とても並々の愛人程度とは思われなかった人で、ちょっとした愛想づかしをして、このように少なかった娘一人を、行方不明にしてしまったことの残念なことよ」

蛍．３．５．６

■　と、常つねにのたまひ出いづ。

◇　と、いつもお口に出される。

■　中なかごろなどはさしもあらず、うち忘わすれたまひけるを、人ひとの、さまざまにつけて、女子をむなごかしづきたまへるたぐひどもに、わが思おもほすにしもかなはぬが、いと心憂こころうく、本意ほいなく思おぼすなりけり。

◇　ひところなどは、そんなにでもなく、ついお忘れになっていたが、他人が、さまざまに娘を大切になさっている例が多いので、ご自分のお思いどおりにならないのが、とても情けなく、残念にお思いになるのであった。

蛍．３．５．７

■　夢見ゆめみたまひて、いとよく合あはする者召ものめして、合あはせたまひけるに、

◇　夢を御覧になって、たいそうよく占う者を召して、夢の意味をお解かせになったところ、

蛍．３．５．８

■　「もし、年としごろ御心みこころに知しられたまはぬ御子みこを、人ひとのものになして、聞きこしめし出いづることや」

◇　「もしや、長年あなた様に知られずにいらっしゃるお子様を、他人の子として、お耳にあそばすことはございませんか」

蛍．３．５．９

■　と聞きこえたりければ、

◇　と申し上げたので、

蛍．３．５．１０

■　「女子をむなごの人ひとの子こになることは、をさをさなしかし。

◇　「女の子が他人の養女となることは、めったにないことだ。

■　いかなることにかあらむ」

◇　どのようなことだろうか」

蛍．３．５．１１

■　など、このころぞ、思おぼしのたまふべかめる。

◇　などと、このころになって、お考えになったりおっしゃっているようである。


２６． 常夏 (とこなつ)

第一章　玉鬘の物語　養父と養女の禁忌の恋物語

第一段　六条院釣殿の納涼

常夏．１．１．１

■　いと暑あつき日ひ、東ひむがしの釣殿つりどのに出いでたまひて1涼すずみたまふ。

◇　たいそう暑い日、東の釣殿にお出になって涼みなさる。

■　中将ちゅうじゃうの君きみもさぶらひたまふ2。

◇　中将の君も伺候していらっしゃる。

■　親したしき殿上人てんじゃうびとあまたさぶらひて、西川にしかはよりたてまつれる3鮎あゆ、近ちかき川かはの4いしぶしやうのもの、御前おまへにて調てうじて参まゐらす。

◇　親しい殿上人も大勢伺候して、西川から献上した鮎、近い川のいしぶしのような魚、御前で調理して差し上げる。

■　例れいの大殿おほとのの君達5きむだち、中将ちゅうじゃうの御おほむあたり尋たづねて参まゐりたまへり。

◇　いつもの大殿の公達、中将のおいでになる所を尋ねて参上なさった。


1 【いと暑き日東の釣殿に出でたまひて】源氏三十六歳夏のある日。六条院南の町（春の町）の東の釣殿。

2 【中将の君もさぶらひたまふ】夕霧をいう。

3 【西川よりたてまつれる】桂川をさす。

4 【近き川の】中川（京極川）や鴨川をさす。

5 【例の大殿の君達】内大臣のご子息たち、柏木らをさす。


常夏．１．１．２

■　「さうざうしく1ねぶたかりつる、折をりよくものしたまへるかな」

◇　「退屈で眠たかったところだが、ちょうどよい時にいらっしゃったな」


1 【さうざうしく】以下「折よくものしたまへるかな」まで、源氏の詞。


常夏．１．１．３

■　とて、大御酒参おほみきまゐり、氷水召ひみづめして、水飯すいはんなど、とりどりにさうどきつつ食くふ。

◇　とおっしゃって、御酒を召し上がり、氷水をお取り寄せになって、水飯などを、それぞれにぎやかに召し上がる。

常夏．１．１．４

■　風かぜはいとよく吹ふけども、日ひのどかに曇くもりなき空そらの、西日にしびになるほど、蝉せみの声こゑなどもいと苦くるしげにS1聞きこゆれば、

◇　風はたいそう気持ちよく吹くが、日は長くて曇りない空が、西日になるころ、蝉の声などもたいそう苦しそうに聞こえるので、


S1 かはむしは声も耐へぬに蝉の羽のいとうすき身も苦しげに鳴く（河海抄所引-花山院集）


常夏．１．１．５

■　「水みづの上無徳うへむとくなる1今日けふの暑あつかはしさかな。

◇　「水のほとりも役に立たない今日の暑さだね。

■　無礼むらいの罪つみは許ゆるされなむや」

◇　失礼は許していただけようか」


1 【水の上無徳なる】以下「許されなむや」まで、源氏の詞。「れ」尊敬の助動詞。「な」完了の助動詞、確述の意。推量の助動詞「む」。係助詞「や」疑問の意。


常夏．１．１．６

■　とて、寄より臥ふしたまへり。

◇　とおっしゃって、物に寄りかかって横におなりになった。

常夏．１．１．７

■　「いとかかるころは1、遊あそびなどもすさまじく、さすがに、暮くらしがたきこそ苦くるしけれ。

◇　「とてもこんな暑い時は、管弦の遊びなどもおもしろくなく、とはいえ、何もしないのもつらいことだ。

■　宮仕みやづかへする若***き人ひとびと堪たへがたからむな。

◇　宮仕えしている若い人々にはつらいことだろうよ。

■　帯おびも解ほどかぬほどよ2。

◇　帯も解かないではね。

■　ここにてだにうち乱みだれ、このころ世よにあらむことの、すこし珍めづらしく、ねぶたさ覚さめぬべからむ、語かたりて聞きかせたまへ。

◇　せめてここではくつろいで、最近世間に起こったことで、少し珍しく、眠気の覚めるようなことを、話してお聞かせください。

■　何なにとなく翁おきなびたる心地ここちして、世間せけんのこともおぼつかなしや」

◇　何となく年寄じみた心地がして、世間のことも疎くなったのでね」

◆　 
"いと かかる ころ は、 あそび など も すさまじく、 さすが に、 くらし がたき こそ くるしけれ! みやづかへ する ひとびと たへ がたから む な! おび も ほどか ぬ ほど よ! ここ にて だに うち-みだれ、 このころ よ に あら む こと の、 すこし めづらしく、 ねぶたさ さめ ぬ べから む、 かたり て きか せ たまへ。 なに と なく おきなび たる ここち し て、 せけん の こと も おぼつかなし や!


1 【いとかかるころは】以下「おぼつかなしや」まで、源氏の詞。

2 【堪へがたからむな帯も解かぬほどよ】大島本は「たへかたからむな越ひもとかぬほとよ」とある。他の青表紙本諸本は「たえかたからむなおひひもとかぬ程は」（横）−「たえかたからんおひゝもとかぬほとよ」（為）−「たえかたからんなおひゝもとかぬほとよ」（池三）−「たへかたからむなをしひもゝとかぬほとよ」（佐）−「たえかたからんなをしひもとかぬ程よ」（肖）とある。『集成』は「堪へがたからむな。帯紐解かぬ程よ」と校訂。「帯・紐」は横山本・為家本・池田本・三条西家本、「帯」は大島本のみ、「直衣・紐」は佐々木本・肖柏本そして書陵部本である。河内本は「たえかたからむかしなをひゝもゝとかぬ」とある。


常夏．１．１．８

■　などのたまへど、珍めづらしきこととて、うち出いで聞きこえむ物語ものがたりもおぼえねば、かしこまりたるやうにて、皆みないと涼すずしき高欄かうらんに、背中押せなかおしつつさぶらひたまふ。

◇　などとおっしゃるが、珍しい事と言って、ちょっと申し上げるような話も思いつかないので、恐縮しているようで、皆たいそう涼しい高欄に、背中を寄り掛けながら座っていらっしゃる。

第二段　近江君の噂

常夏．１．２．１

■　「いかで聞ききしことぞや1、大臣おとどのほか腹ばらの娘尋むすめたづね出いでてP1、かしづきたまふなるとまねぶ人ひとありしかば2、まことにや」

◇　「どうして聞いたことか、大臣が外腹の娘を捜し出して、大切になさっていると話してくれた人がいたので、本当ですか」


P1 尋ね出でて--たつね（ね/+い〈朱〉）てゝ

1 【いかで聞きしことぞや】以下「ありしかばまことや」まで、源氏の詞。

2 【まねぶ人ありしかば】大島本は「あ（△＆あ）りしかハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ありしは」と「か」を削除する。


常夏．１．２．２

■　と、弁少将べんのせうしゃうに1問とひたまへば、

◇　と、弁少将にお尋ねになると、


1 【弁少将に】内大臣の次男、柏木（中将）の弟。


常夏．１．２．３

■　「ことことしく、さまで1言いひなすべきことにもはべらざりけるを。

◇　「仰々しく、そんなに言うほどのことではございませんでしたが。

■　この春はるのころほひ、夢語ゆめがたりしたまひけるを2、ほの聞きき伝つたへはべりける女をむなの、

◇　今年の春のころ、夢をお話をなさったところ、ちらっと人伝てに聞いた女が、

■　『われなむかこつべきことある』

◇　『自分には聞いてもらうべき子細がある』

■　と、名なのり出いではべりけるを、中将ちゅうじゃうの朝臣あそむなむ聞ききつけて3、

◇　と、名乗り出ましたのを、中将の朝臣が耳にして、

■　『まことにさやうに触ふればひぬべきしるしやある』

◇　『本当にそのように言ってよい証拠があるのか』

■　と、尋たづねとぶらひはべりける。

◇　と、尋ねてやりました。

■　詳くはしきさまは、え知しりはべらず。

◇　詳しい事情は、知ることができません。

■　げに、このころ珍めづらしき世語よがたりになむ、人ひとびともしはべるなる。

◇　おっしゃるように、最近珍しい噂話に、世間の人々もしているようでございます。

■　かやうのことにぞ4、人ひとのため、おのづから家損けそんなるわざにはべりけれ」

◇　このようなことは、父にとって、自然と家の不面目となることでございます」


1 【ことことしくさまで】以下「家損なるわざにはべりけれ」まで、弁少将の詞。

2 【夢語りしたまひけるを】内大臣が見た夢の話をしたところの意。

3 【中将の朝臣なむ聞きつけて】弁少将の兄、柏木をいう。源氏の前なので「中将の朝臣」という呼び方をする。

4 【かやうのことにぞ】大島本は「ことにそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことにこそ」と校訂する。下文に「はべりけれ」（已然形）とあるので、係助詞「こそ」が適切。


常夏．１．２．４

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　「まことなりけり」

◇　「やはり本当だったのだ」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

常夏．１．２．５

■　「いと多おほかめる列つらに1、離はなれたらむ後おくるる雁かりを、強しひて尋たづねたまふが、ふくつけきぞ。

◇　「たいそう大勢の子たちなのに、列から離れたような後れた雁を、無理にお捜しになるのが、欲張りなのだ。

■　いとともしきに2、さやうならむもののくさはひ、見出みいでP2まほしけれど3、名なのりももの憂うき際きはとや思おもふらむ、さらにこそ聞きこえね。

◇　とても子どもが少ないのに、そのようなかしずき種を、見つけ出したいが、名乗り出るのも嫌な所と思っているのでしょう、まったく聞きません。

■　さても、もて離はなれたることにはあらじ。

◇　それにしても、無関係の娘ではあるまい。

■　らうがはしくとかく紛まぎれたまふめりしほどに、底清そこきよく澄すまぬ水みづにやどる月つきは、曇くもりなきやうのいかでかあらむ」

◇　やたらあちらこちらと忍び歩きをなさっていたらしいうちに、底が清く澄んでいない水に宿る月は、曇らないようなことがどうしてあろうか」


P2 見出で--*みて

1 【いと多かめる列に】以下「いかでかあらむ」まで、源氏の詞。「類よりもひとり離れて飛ぶ雁の友に後るる我が身悲しも」（曽丹集、四三一）を踏まえる。

2 【いとともしきに】源氏、自分自身には子の少ないことをいう。

3 【見出でまほしけれど】大島本は「みてまほしけれと」とある。「見出で」の「い」脱字とみて補訂する。


常夏．１．２．６

■　と、ほほ笑ゑみてのたまふ。

◇　と、ほほ笑んでおっしゃる。

■　中将ちゅうじゃうの君きみも、詳くはしく聞ききたまふことなれば2、えしもまめだたず。

◇　中将君も、詳しくお聞きになっていることなので、とても真面目な顔はできない。

■　少将せうしゃうと藤侍従とうじじゅとは、いとからしと思おもひたり。

◇　少将と藤侍従とは、とてもつらいと思っていた。


1? 【底清く澄まぬ水にやどる月は曇りなきやういかでかあらむ】打消の助動詞「ぬ」は「清し」と「澄む」の両語を打消す。身分の低い女の腹にすぐれた子は生まれないという喩え。

2 【詳しく聞きたまふことなれば】大島本は「きゝ給ふこと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「聞きたまへること」と校訂する。


常夏．１．２．７

■　「朝臣あそむや1、さやうの落葉おちばをだに拾ひろへ2。人悪ひとわろき名なのの後ちの世よに残のこらむよりは、同おなじかざしにてS2, 3慰なぐさめむに、なでふことかあらむ」

◇　「朝臣よ。せめてそのような落し胤でももらったらどうだね。体裁の悪い評判を残すよりは、同じ姉妹と結婚して我慢するが、何の悪いことがあろうか」


S2 わが宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしをさしこそはせめ（後撰集恋四-八〇九　伊勢）

1 【朝臣や】以下「なでふことかあらむ」まで、源氏の詞。

2 【さやうの落葉をだに拾へ】内大臣の落胤の娘をもらったらどうだ、の意。内大臣家の子息が聞いている前での発言なので、相手方への皮肉となる。

3 【同じかざしにて】「わが宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしをさしてこそはせめ」（後撰集恋四、八〇九、伊勢）。


常夏．１．２．８

■　と、弄ろうじたまふやうなり。

◇　と、おからかいになるようである。

■　かやうのことにてぞ1、うはべはいとよき御仲おほむなかの、昔むかしよりさすがに隙ひまありける。

◇　このようなこととなると、表面はたいそう仲の良いお二方が、やはり昔からそれでもしっくりしないところがあるのであった。

■　まいて、中将ちゅうじゃうをいたくはしたなめて、わびさせたまふつらさを思おぼしあまりて、

◇　その上、中将をひどく恥ずかしい目にあわせて、嘆かせていらっしゃるつらさを腹に据えかねて、

■　「なまねたしとも2、漏もり聞ききたまへかし」

◇　「悔しいとでも、人伝てに聞きなさったらよい」

■　と思おぼすなりけり。

◇　と、お思いになるのだった。


1 【かやうのことにてぞ】『完訳』は「以下、語り手の言辞」と注す。

2 【なまねたしとも】主語は内大臣。


常夏．１．２．９

■　かく聞ききたまふにつけても1、

◇　このようにお聞きになるにつけても、

■　「対たいの姫君ひめぎみを2見みせたらむ時とき、またあなづらはしからぬ方かたにもてなされなむはや。

◇　「対の姫君を見せたような時、また軽々しく扱われるようなことはあるまい。

■　いとものきらきらしく、かひあるところつきたまへる人ひとにて4、善よし悪あしきけぢめも、けざやかにもてはやし、またもて消けち軽かろむることも、人ひとに異ことなる大臣おとどなれば、いかにものしと思おもふらむ。

◇　たいそうはっきりとしていて、けじめをつけるところがある人で、善悪の区別も、はっきりと誉めたり、また貶しめ軽んじたりすることも、人一倍の大臣なので、どんなに腹立たしく思うであろう。

■　おぼえぬさまにて、この君きみをさし出いでたらむに、え軽かろくは思おぼさじ5。

◇　予想もしない形で、この対の姫君を見せたらば、軽く扱うことはできまい。

■　いときびしくもてなしてむ」

◇　まこと油断なくお世話しよう」

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。


1 【かく聞きたまふにつけても】源氏が内大臣の落胤の噂を聞くにつけても、の意。

2 【対の姫君を】以下「もてなしてむ」まで、源氏の心中。

3? 【もてなされむはや】連語「はや」反語表現。

4 【いとものきらきらしくかひあるところつきたまへる人にて】内大臣の性格。『集成』は「万事はっきりしていて打てば響くようなところがおありになる方なので」。『完訳』は「まったく万事にきちんと折目正しく、根性がおありの人で」と訳す。

5 【え軽くは思さじ】『集成』は「（養育の恩を）おろそかにはお考えになれまい、ずいぶんありがたく思うような態度に出てやろう」と訳す。


第三段　源氏、玉鬘を訪う

常夏．１．３．１

■　夕ゆふつけゆく風かぜ、いと涼すずしくて、帰かへり憂うく若わかき人ひとびとは思おもひたり。

◇　夕方らしくなって吹く風、たいそう涼しくて、帰るのももの憂く若い人々は思っていた。

常夏．１．３．２

■　「心こころやすくうち休やすみ1涼すずまむや2。

◇　「気楽にくつろいで涼んではどうか。

■　やうやうかやうの中なかに、厭いとはれぬべき齢よはひにもP3なりにけりや3」

◇　だんだんこのような若い人々の中で、嫌われる年になってしまったなあ」


P3 齢にも--よはひ（ひ/+にも）

1 【心やすくうち休み】以下「齢にもなりにけりや」まで、源氏の詞。

2 【涼まむや】推量の助動詞「む」勧誘の意。間投助詞「や」呼び掛けの意。

3 【なりにけりや】過去の助動詞「けり」詠嘆の意。間投助詞「や」詠嘆の意。


常夏．１．３．３

■　とて、西にしの対たいに渡わたりたまへば、君達きむだち、皆御送みなおほむおくりに参まゐりたまふ。

◇　と言って、西の対にお渡りになるので、公達、皆お送りにお供なさる。

常夏．１．３．４

■　たそかれ時どきのおぼおぼしきに、同おなじ直衣なほしどもP4なれば、何なにともわきまへられぬに1、大臣おとど、姫君ひめぎみを、

◇　黄昏時の薄暗い時に、同じ直衣姿なので、誰とも区別がつかないので、大臣は姫君に、


P4 直衣ども--なをしの（の/＄〈朱〉）とも

1 【何ともわきまへられぬに】接続助詞「に」順接の意。


常夏．１．３．５

■　「すこし外出といでたまへ1」

◇　「もう少し外へお出になりなさい」


1 【すこし外出でたまへ】源氏の詞。


常夏．１．３．６

■　とて、忍しのびて1、

◇　と言って、こっそりと、


1 【忍びて】玉鬘に向かってこっそりとささやく。


常夏．１．３．７

■　「少将せうしゃう、侍従じじゅなど率ゐてまうで来きたり1。

◇　「少将や、侍従などを連れて参りました。

■　いと翔かけり来こまほしげに思おもへるを、中将ちゅうじゃうの、いと実法じほふの人ひとにて2率ゐて来こぬ、無心むじんなめりかし。

◇　ひどく飛んで来たいほどに思っていたのを、中将が、まこと真面目一方の人なので、連れて来なかったのは、思いやりがないようでした。


1 【少将侍従など率てまうで来たり】以下「心ちしける」まで、源氏の詞。

2 【中将のいと実法の人にて】夕霧をさす。


常夏．１．３．８

■　この人ひとびとは、皆思みなおもふ心こころなきならじ。

◇　この人々は、皆気がないでもない。

■　なほなほしき際きはをだに、窓まどの内うちなるほどS3は1、ほどに従したがひて、ゆかしく思おもふべかめるわざなれば、この家いへのおぼえ2、うちうちのくだくだしきほどよりは、いと世よに過すぎて、ことことしくなむ言いひ思おもひなすべかめる。

◇　つまらない身分の女でさえ、深窓に養われている間は、身分相応に気を引かれるものらしいから、わが家の評判は内幕のくだくだしい割には、たいそう実際以上に、大げさに言ったり思ったりしているようです。

■　かたがたものすめれど3、さすがに人ひとの好すきごと言いひ寄よらむにつきなしかし。

◇　他にも女性方々がいらっしゃるのですが、やはり男性が恋をしかけるには相応しくない。


S3 楊家有女初長成　養在深窓人未識（白氏文集巻十二-八九六　長恨歌）

1 【窓の内なるほどは】深窓に養われる未婚時代。「養はれて深閨（深窓）に在り人未だ識らず」（白氏文集・長恨歌）。

2 【この家のおぼえ】『完訳』は「「--だに」の文脈を受ける。まして、六条院への世間の思惑は」と注す。

3 【かたがたものすめれど】推量の助動詞「めり」婉曲の意。『集成』は「源氏の夫人たちは、年長けて、若い貴公子の相手にはふさわしくないという」。『完訳』は「六条院の女君たち。秋好は現在の中宮、明石の姫君は将来の后と目され、恋の相手たりえない」と注す。


常夏．１．３．９

■　かくてものしたまふは1、いかでさやうならむ人ひとのけしきの、深ふかさ浅あささをも見みむなど、さうざうしきままに願ねがひ思おもひしを、本意ほいなむ叶かなふ心地ここちしける」

◇　こうしていらっしゃるのは、何とかそのような男性の気持ちの、深さ浅さを見たいなどと、退屈のあまり願っていたのだが、望みの叶う気がしました」


1 【かくてものしたまふは】玉鬘が六条院にいることをさす。


常夏．１．３．１０

■　など、ささめきつつ聞きこえたまふ。

◇　などと、ひそひそと申し上げなさる。

常夏．１．３．１１

■　御前おまへに、乱みだれがはしき前栽せんさいなども植うゑさせたまはず、撫子なでしこの色いろをととのへたる、唐からの、大和やまとの、籬ませいとなつかしく結ゆひなして、咲さき乱みだれたる夕**ばえ1、いみじく見みゆ。

◇　お庭先には、雑多な前栽などは植えさせなさらず、撫子の花を美しく整えた、唐撫子、大和撫子の、垣をたいそうやさしい感じに造って、その咲き乱れている夕映え、たいそう美しく見える。

■　皆みな、立たち寄よりて、心こころのままにも折をり取とらぬを、飽あかず思おもひつつやすらふ。

◇　皆、立ち寄って、思いのままに手折ることができないのを、残念に思って佇んでいる。

◆　 
おまへ に、 みだれがはしき せんさい など も うゑ させ たまは ず、 なでしこ の いろ を ととのへ たる、 から の、 やまと の、 ませ いと なつかしく ゆひ なし て、 さきみだれ たる ゆふばへ、 いみじく みゆ。 みな、 たちより て、 こころ の まま に も をりとら ぬ を、 あか ず おもひ つつ やすらふ。


1 【唐の大和の籬いとなつかしく結ひなして咲き乱れたる夕ばえ】『完訳』は「唐の、大和のと、とりどりに垣根をじつに上品に作って咲き乱れているのが夕明りのなかに浮き立って見えるのは」と訳す。


常夏．１．３．１２

■　「有職いうそくどもなりな2。

◇　「教養のある人たちだな。

■　心こころもちゐなども、とりどりにつけてこそめやすけれ。

◇　心づかいなども、それぞれに立派なものだ。

■　右みぎの中将ちゅうじゃうは、まして3すこし静しづまりて、心恥こころはづかしき気けまさりたり。

◇　右の中将は、さらにもう少し落ち着いていて、こちらが恥ずかしくなる感じがします。

■　いかにぞやP5,4、おとづれ聞きこゆや5。

◇　どうですか、お便り申して来ますか。

■　はしたなくも、なさし放はなちたまひそ」

◇　体裁悪く、突き放しなさいますな」


P5 いかにぞや--いかにそ（そ/+や〈朱〉）

1? 【心のままに折り取らぬを飽かず思つつやすらふ】主語は少将や侍従たち。「折り取らぬ」は不可能の意を表す。『集成』は「撫子を玉鬘に見立て、思うままにわがものとできないのをくやしく思っていることを暗示する」と注す。

2 【有職どもなりな】以下「なさし放ちたまひそ」まで、源氏の詞。玉鬘に話しかけたもの。

3 【右の中将はまして】柏木は、弟の少将や侍従らよりもの意。

4 【いかにぞや】大島本は「いかにそ（そ＋や〈朱〉）」とある。すなわち朱筆で「や」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「いかにぞ」と校訂する。

5 【おとづれ聞こゆや】柏木が玉鬘に手紙をよこしているか、の意。


常夏．１．３．１３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　中将ちゅうじゃうの君きみは、かくよきなかに1、すぐれてをかしげになまめきたまへり。

◇　中将君は、この優れた人たちの中でも、際立って優美でいらっしゃった。


1 【中将の君はかくよきなかに】夕霧をさす。


常夏．１．３．１４

■　「中将ちゅうじゃうを厭いとひたまふこそ1、大臣おとどは本意ほいなけれ。

◇　「中将をお嫌いなさるとは、内大臣は困ったものだ。

■　交まじりものなく、きらきらしかめるなかに、大君おほきみだつ筋すぢにて、かたくななりとにや2」

◇　ご一族ばかりで繁栄している中で、皇孫の血筋を引くので、見にくいとでもいうのか」


1 【中将を厭ひたまふこそ】以下「かたくななりとにや」まで、源氏の詞。内大臣への皮肉の言。

2 【かたくななりとにや】『集成』は「旧式だとでもお思いなのだろうか」。『完訳』は「みっともないというのでしょうか」と訳す。


常夏．１．３．１５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

常夏．１．３．１６

■　「来きまさばS4、といふ人ひともはべりけるを1」

◇　「来てくだされば、という人もございましたものを」


S4 我家は　帷帳も　垂れたるを　大君来ませ　聟にせむ　御肴に　何よけむ　鮑さだをか　石陰子よけむ　鮑さだをか　石陰子よけむ（催馬楽-我家）

1 【来まさばといふ人もはべりけるを】玉鬘の詞。源氏の「大君だつ」を受けて、催馬楽「我家」の「--大君来ませ、婿にせむ--」を踏まえて応える。『集成』「夕霧の方から事を進めれば、内大臣も喜んで婿として迎えるだろうにと、内大臣をとりなしていう」と注す。


常夏．１．３．１７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

常夏．１．３．１８

■　「いで、その御肴1みさかなもてはやされむさまは願ねがはしからず。

◇　「いや、そんな大事に持てなされることは望んでいません。

■　ただ、幼をさなきどちの結むすびおきけむ心こころも解とけず、年月としつき、隔へだてたまふ心こころむけの2つらきなり。

◇　ただ、幼い者同士が契り合った胸の思いが晴れないまま、長い年月、仲を裂いていらっしゃった大臣のやりかたがひどいのです。

■　まだ下臈げらふなり、世よの聞きき耳軽みみかろしと思おもはれば、知しらず顔がほにて、ここに任まかせたまへらむに3、うしろめたくはありなましや4」

◇　まだ身分が低い、外聞が悪いとお思いならば、知らない顔で、こちらに任せて下されたとしても、何の心配がありましょうか」


1 【いでその御肴】以下「ありなましや」まで、源氏の詞。同じく催馬楽「我家」の「--御肴に、何よけむ--」を踏まえて言う。

2 【心も解けず年月隔てたまふ心むけの】「隔て」は年月を隔てる意と仲を隔てる意とが掛けられている。「心むけ」は内大臣の心向け。幼恋の仲がさかれて三年を経過。

3 【ここに任せたまへらむに】「ここ」は源氏をさす。「ら」完了の助動詞、完了の意。「む」推量の助動詞、仮定の意。

4 【ありなましや】「な」完了の助動詞、確述。「まし」推量の助動詞、反実仮想。「や」間投助詞、反語の意。


常夏．１．３．１９

■　など、うめきたまふ。

◇　などと、不平をおっしゃる。

■　「さは、かかる御心みこころの隔へだてある御仲おほむなかなりけり1」

◇　「では、このようなお心のしっくりいってないお間柄だったのだわ」

■　と聞ききたまふにも、親おやに知しられたてまつらむことのいつとなきは、あはれにいぶせく思おぼす。

◇　とお聞きになるにつけても、親に知っていただけるのがいつか分からないのは、しみじみと悲しく胸の塞がる思いがなさる。


1 【さはかかる御心の隔てある御仲なりけり】玉鬘の心中。


第四段　源氏、玉鬘と和琴について語る

常夏．１．４．１

■　月つきもなきころなれば、燈籠とうろに御殿油参おほとなぶらまゐれり。

◇　月もないころなので、燈籠に明りを入れた。

常夏．１．４．２

■　「なほ、気近けぢかくて暑あつかはしや。

◇　「やはり、近すぎて暑苦しいな。

■　篝火かがりびこそよけれ1」

◇　篝火がよいなあ」


1 【なほ気近くて暑かはしや篝火こそよけれ】源氏の詞。


常夏．１．４．３

■　とて、人召ひとめして、

◇　とおっしゃって、人を呼んで、

常夏．１．４．４

■　「篝火かがりびの台一だいひとつ、こなたに1」

◇　「篝火の台を一つ、こちらに」


1 【篝火の台一つこなたに】源氏の詞。


常夏．１．４．５

■　と召めす。

◇　とお取り寄せになる。

■　をかしげなる和琴わごんのある、引ひき寄よせたまひて、掻かき鳴ならしたまへば、律りちにいとよく調しらべられたり1。

◇　美しい和琴があるのを、引き寄せなさって、掻き鳴らしなさると、律の調子にたいそうよく整えられていた。

■　音ねもいとよく鳴なれば、すこし弾ひきたまひて、

◇　音色もとてもよく出るので、少しお弾きになって、


1 【律にいとよく調べられたり】玉鬘が調絃した。


常夏．１．４．６

■　「かやうのことは1御心みこころに入いらぬ筋すぢにやと、月つきごろ思おもひおとしきこえけるかな。

◇　「このようなことはお好きでない方面かと、今まで大したことはないとお思い申していました。

■　秋あきの夜よの月影涼つきかげすずしきほど、いと奥深おくぶかくはあらで、虫むしの声こゑに掻かき鳴ならし合あはせたるほど、気近けぢかく今いまめかしきものの音ねなり。

◇　秋の夜の、月の光が涼しいころ、奥深い所ではなくて、虫の声に合わせて弾いたりするのには、親しみのあるはなやかな感じのする楽器です。

■　ことことしき調しらべ、もてなししどけなしや。

◇　改まった演奏は、役割がしっかりと決まりませんね。


1 【かやうのことは】以下「響きのぼれ」まで、源氏の詞。『完訳』は「田舎育ちを見くびったが、調絃から意外な趣味を知った」と注す。源氏の和琴論。


常夏．１．４．７

■　このものよ1、さながら多おほくの遊あそび物ものの音ね、拍子はうしを調ととのへとりたるなむいとかしこき。

◇　この楽器は、そのままで多くの楽器の音色や、調子を備えているところが優れた点です。

■　大和琴やまとごととはかなく見みせて、際きはもなくしおきたることなり。

◇　大和琴と言って一見大したことのないように見えながら、極めて精巧に作られているものです。

■　広ひろく異国ことくにのことを知しらぬ女をむなのためとなむおぼゆる3。

◇　広く外国の学芸を習わない女性のための楽器と思われます。


1 【このものよ】和琴をさす。

2? 【さながら多くの遊び物の音拍子を整へとりたるなむいとかしこき】『集成』は「そっくり多くの楽器の音色や拍子をきちんと演奏できるのが大したものです」と訳す。この物語の「大和魂」の思想に通じる。

3 【広く異国のことを知らぬ女のためとなむおぼゆる】『完訳』は「このあたり、渡来の文物の優秀さを前提にしながらも、日本古来の捨てがたい価値を称揚。和琴をその典型とする」と注す。一般に唐来物を最上、高麗物を次善とし、国産のものは低く見ている。


常夏．１．４．８

■　同おなじくは、心こころとどめて物ものなどに掻かき合あはせて習ならひたまへ。

◇　同じ習うなら、気をつけて他の楽器に合わせてお習いなさい。

■　深ふかき心こころとて1、何なにばかりもあらずながら、またまことに弾ひき得うることはかたきにやあらむ、ただ今いまは、この内大臣うちのおとどになずらふ人ひとなしかし。

◇　難しい手と言っても、特にあるわけではありませんが、また本当に弾きこなすことは難しいのでしょうか、現在では、あの内大臣に並ぶ人はいません。


1 【深き心とて】『集成』は「深遠な奥義といったものは」。『完訳』は「高度の演奏技術といっても」と訳す。


常夏．１．４．９

■　ただはかなき同おなじ菅掻すががきの音ねに、よろづのものの音ね、籠こもり通かよひて、いふかたもなくこそ、響ひびきのぼれ」

◇　ただちょっとした同じ菅掻き一つの音色に、あらゆる楽器の音色が、含まれていて、何とも形容のしようがないほど、響き渡るのです」

常夏．１．４．１０

■　と語かたりたまへば、ほのぼの心得こころえて、いかでと思おぼすことなれば1、いとどいぶかしくて、

◇　とご説明なさると、多少会得していて、ぜひともさらに上手になりたいとお思いのことなので、もっと聞きたくて、


1 【いかでと思すことなれば】「いかで」の下には「勝らむ」などの語句が省略。


常夏．１．４．１１

■　「このわたりにて1、さりぬべき御遊おほむあそびの折をりなど2、聞ききはべりなむや3。

◇　「こちらで、適当な管弦のお遊びがあります折などに、聞くことができましょうか。

■　あやしき山賤やまがつなどのなかにも、まねぶものあまたはべるなることなれば、おしなべて心こころやすくやとこそ思おもひたまへつれ。

◇　賤しい田舎者の中でも、習う者が大勢おりますと言うことですから、総じて気楽に弾けるものかと存じておりました。

■　さは、すぐれたるは、さまことにやはべらむ4」

◇　では、お上手な方は、まるで違っているのでしょうか」


1 【このわたりにて】以下「さまことにやはべらむ」まで、玉鬘の詞。

2 【さりぬべき御遊びの折など】大島本は「おりなと」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「をりなどに」と「に」を補訂する。

3 【聞きはべりなむや】内大臣の演奏をさす。「な」完了の助動詞。「む」推量の助動詞。「や」係助詞、疑問の意。

4 【さまことにやはべらむ】係助詞「や」疑問の意。推量の助動詞「む」、推量の意。軽い疑問の意。


常夏．１．４．１２

■　と、ゆかしげに、切せちに心こころに入いれて思おもひたまへれば、

◇　と、さも聞きたそうに、熱心に気を入れていらっしゃるので、

常夏．１．４．１３

■　「さかし1。

◇　「そうです。

■　あづまとぞ名なも立たち下くだりたるやうなれど、御前ごぜんの御遊おほむあそびにも、まづ書司ふみのつかさを召めすは、人ひとの国くには知しらず、ここには2これをものの親おやとしたるにこそあめれ3。

◇　東琴と言って名前は低そうに聞こえますが、御前での管弦の御遊にも、まず第一に書司をお召しになるのは、異国はいざ知らず、わが国では和琴を楽器の第一としたのでしょう。


1 【さかし】以下「聞きたまひてむかし」まで、源氏の詞。

2 【人の国は知らずここには】異国と日本を比較。

3 【ものの親としたるにこそあめれ】『集成』は「和琴を一番大切なものとしているからでしょう」。『完訳』は「これを第一番の楽器としているためなのでしょう」と訳す。


常夏．１．４．１４

■　そのなかにも、親おやとしつべき御手おほむてより弾ひき取とりたまへらむは、心こころことなりなむかし1。

◇　そうした中でも、その第一人者である父親から直接習い取ったら、格別でしょう。

■　ここになども、さるべからむ折をりにはものしたまひなむを、この琴ことに、手惜てをしまずなど、あきらかに掻かき鳴ならしたまはむことやかたからむ2。

◇　こちらにも、何かの機会にはおいでになるだろうが、和琴に、秘手を惜しまず、隠さず演奏するようなことはめったにないでしょう。

■　ものの上手じゃうずは、いづれの道みちも心こころやすからずのみぞあめる。

◇　物の名人は、どの道の人でも気安くは手の内を見せないもののようです。

■　さりとも、つひには聞ききたまひてむかし」

◇　とは言っても、いずれはお聞きになれることでしょう」


1 【親としつべき御手より弾き取りたまへらむは心ことなりなむかし】『集成』は「第一人者というべき内大臣のご演奏からじかに学び取られたら、すばらしいことでしょう」と訳す。

2 【ことやかたからむ】間投助詞「や」詠嘆。


常夏．１．４．１５

■　とて、調しらべすこし弾ひきたまふ。

◇　とおっしゃって、楽曲を少しお弾きになる。

■　ことつひいと二になくP6,2、今いまめかしくをかし。

◇　和琴を弾く姿はとても素晴らしく、はなやかで趣がある。

■　「これにもまされる音ねや出いづらむ」

◇　「これよりも優れた音色が出るのだろうか」

■　と、親おやの御おほむゆかしさたち添そひて、このことにてさへ、

◇　と、親にお会いしたい気持ちが加わって、和琴のことにつけてまでも、

■　「いかならむ世よに、さてうちとけ弾ひきたまはむを聞きかむ4」

◇　「いつになったら、こんなふうにくつろいでお弾きになるところを聞くことができるのだろうか」

■　など、思おもひゐたまへり。

◇　などと、思っていらっしゃった。


P6 いと二なく--きひう（きひう/＄いとになく〈朱〉）

1? 【いづれの道にも心やすからずのみぞあめる】『集成』「どの道の人もむやみに重々しく振舞うようです」。『完訳』は「どの道の人でもそう気軽に手の内を見せるということはないもののようです」と訳す。

2 【ことつひいと二なく】「ことつひ」は語義未詳。『集成』は「和琴を弾く姿とも、琴さき（爪）ともいう」。『完訳』は「弾奏する姿の意か」と注す。

3? 【これにもまさる音や出づらむ】玉鬘の心中。係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」連体形、係結び。

4 【いかならむ世にさてうちとけ弾きたまはむを聞かむ】玉鬘の心中。


常夏．１．４．１６

■　「貫河ぬきかはの瀬々せぜのやはらたS5,1」

◇　「貫河の瀬々の柔らかな手枕」

■　と、いとなつかしく謡うたひたまふ。

◇　と、たいそう優しくお謡いになる。

■　「親避おやさくるつま2」

◇　「親が遠ざける夫」

■　は、すこしうち笑わらひつつ、わざともなく掻かきなしたまひたる菅掻すががきのほど、いひ知しらずおもしろく聞きこゆ。

◇　というところは、少しお笑いになりながら、ことさらにでもなくお弾きになる菅掻きの音、何とも言いようがなく美しく聞こえる。


S5 貫河の瀬々　のやはら手枕　やはらかに　寝る夜はなくて　親離くる夫　親離くる夫は　ましてるはし　しかさらば　矢矧の市に　沓買ひにかむ　沓買はば　線鞋の　細底を買へ　さし履きて　表裳とり着て　宮路かよはむ（催馬楽-貫河）

1 【貫河の瀬々のやはらた】催馬楽「貫河」の歌詞の一節。

2 【親避くるつま】この語句も催馬楽「貫河」の歌詞の一節。


常夏．１．４．１７

■　「いで、弾ひきたまへ1。

◇　「さあ、お弾きなさい。

■　才ざえは人ひとになむ恥はぢぬ。

◇　芸事は人前を恥ずかしがっていてはいけません。

■　「想夫恋***」

◇　「想夫恋」

■　ばかりこそ、心こころのうちに思おもひて、紛まぎらはす人ひともありけめ、おもなくて、かれこれに合あはせつるなむよき」

◇　だけは、心中に秘めて、弾かない人があったようだが、遠慮なく、誰彼となく合奏したほうがよいのです」

◆　 
"いで、 ひき たまへ。 ざえ は ひと に なむ はぢ ぬ。 さうふれん ばかり こそ、 こころ の うち に おもひ て、 まぎらはす ひと も あり けめ、 おもなく て、 かれこれ に あはせ つる なむ よき。"


1 【いで弾きたまへ】以下「合はせつるなむよき」まで、源氏の詞。


常夏．１．４．１８

■　と、切せちに聞きこえたまへど、さる田舎ゐなかの隈くまにて、ほのかに京人きゃうひと名となのりける1、古大君女教ふるおほぎみをむなをしへきこえければ2、ひがことにもやとつつましくて、手触てふれたまはず。

◇　と、しきりにお勧めになるが、あの辺鄙な田舎で、何やら京人と名乗った皇孫筋の老女がお教え申したので、誤りもあろうかと遠慮して、手をお触れにならない。


1 【ほのかに京人と名のりける】『集成』は「何かにかこつけて都人だと自称していた」。『完訳』は「何やら京生れと名のっていた」と訳す。

2 【古大君女教へきこえければ】大島本は「ふるおほきミ女」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「古大君女の」と「の」を補訂する。


常夏．１．４．１９

■　「しばしも弾ひきたまはなむ。

◇　「少しの間でもお弾きになってほしい。

■　聞きき取とることもや1」

◇　覚えることができるかも知れない」

■　と心こころもとなきに、この御琴おほむことにより2ぞ、近ちかくゐざり寄よりて3、

◇　と聞きたくてたまらず、この和琴の事のために、お側近くにいざり寄って、


1 【しばしも弾きたまはなむ聞き取ることもや】玉鬘の心中。終助詞「なむ」願望の意。「もや」連語、下に「あらむ」連体形などの語句が省略。源氏にもう少し和琴を弾いていてほしい、と思う。

2 【この御琴により】「こと」は「事」と「琴」の掛詞。

3 【近くゐざり寄りて】主語は玉鬘。


常夏．１．４．２０

■　「いかなる風かぜの吹ふき添そひて、かくは響ひびきはべるぞとよ1」

◇　「どのような風が吹き加わって、このような素晴らしい響きが出るのかしら」


1 【いかなる風の吹き添ひてかくは響きはべるぞとよ】玉鬘の詞。「琴の音に峯の松風かよふらしいづれの緒よりしらべそめけむ」（拾遺集雑上、四五一、斎宮女御）を踏まえる。


常夏．１．４．２１

■　とて、うち傾かたぶきたまへるさま、火影ほかげにいとうつくしげなり。

◇　と言って、耳を傾けていらっしゃる様子、燈の光に映えてたいそうかわいらしげである。

■　笑わらひたまひて、

◇　お笑いになって、

常夏．１．４．２２

■　「耳固みみかたからぬ人ひとの1ためには、身みにしむ風かぜも2吹ふき添そふかし」

◇　「耳聰いあなたのためには、身にしむ風も吹き加わるのでしょう」


1 【耳固からぬ人の】以下「風も吹き添ふかし」まで、源氏の詞。

2 【身にしむ風も】「秋吹くはいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらむ」（詞花集秋、一〇九、和泉式部）。琴の音色は聴きわけるのにわたしの言うことは理解してくれない、という皮肉の意をこめる。


常夏．１．４．２３

■　とて、押おしやりたまふ。

◇　と言って、和琴を押しやりなさる。

■　いと心こころやまし1。

◇　何とも迷惑なことである。


1 【いと心やまし】『集成』は「玉鬘の思いがそのまま地の文に重なる書き方」。『完訳』は「玉鬘の心情に即した地の文」と注す。


第五段　源氏、玉鬘と和歌を唱和

常夏．１．５．１

■　人ひとびと近ちかくさぶらへば、例れいの戯たはぶれごともえ聞きこえたまはで、

◇　女房たちが近くに伺候しているので、いつもの冗談も申し上げなさらずに、

常夏．１．５．２

■　「撫子なでしこを飽あかでも1、この人ひとびとの立たち去さりぬるかな。

◇　「撫子を十分に鑑賞もせずに、あの人たちは立ち去ってしまったな。

■　いかで、大臣おとどにも、この花園見はなぞのみせたてまつらむ。

◇　何とかして、内大臣にも、この花園をお見せ申したいものだ。

■　世よもいと常つねなきをと思おもふに、いにしへも、もののついでに語かたり出いでたまへりしも2、ただ今いまのこととぞおぼゆる」

◇　人の命はいつまでも続くものでないと思うと、昔も、何かの時にお話しになったことが、まるで昨日今日のことのように思われます」


1 【撫子を飽かでも】以下「ことぞおぼゆる」まで、源氏の詞。

2 【語り出でたまへりしも】内大臣が玉鬘のことを。「帚木」巻の雨夜の品定めの段をさす。


常夏．１．５．３

■　とて、すこしのたまひ出いでたるにも、いとあはれなり。

◇　とおっしゃって、少しお口になさったのにつけても、たいそう感慨無量である。

常夏．１．５．４

■　「撫子なでしこのとこなつかしき色いろを見みば

もとの垣根かきねを人ひとや尋たづねむ1

◇　「撫子の花の色のようにいつ見ても美しいあなたを見ると

母親の行く方を内大臣は尋ねられることだろうな


1 【撫子のとこなつかしき色を見ばもとの垣根を人や尋ねむ】源氏から玉鬘への贈歌。「とこなつかしき」と「常夏」（撫子の別名）の掛詞。「もとの垣根」は母夕顔をさす。


常夏．１．５．５

■　このことのわづらはしさに1こそ、繭まゆごもりも心苦こころぐるしうS6,2思おもひきこゆれ」

◇　このことが厄介に思われるので、引き籠められているのをお気の毒に思い申しています」


S6 たらちねの親のかふこの繭ごもりいぶせくもあるか妹に逢はずして（拾遺集恋四-八九五　柿本人麿）

1 【このことのわづらはしさに】以下「思ひきこゆる」まで、歌に続けた源氏の詞。「このこと」は内大臣が夕顔の行方を詮索すること。

2 【繭ごもりも心苦しう】「たらちねの親の飼ふ蚕の繭ごもりいぶせくもあるか妹に逢はずて」（拾遺集恋四、八九五、人麿）を踏まえる。


常夏．１．５．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　君きみ、うち泣なきて、

◇　姫君は、ちょっと涙を流して、

常夏．１．５．７

■　「山賤やまがつの垣かきほに生おひし撫子なでしこの

もとの根ねざしを誰たれか尋たづねむ1」

◇　「山家の賤しい垣根に生えた撫子のような

わたしの母親など誰が尋ねたりしましょうか」


1 【山賤の垣ほに生ひし撫子のもとの根ざしを誰れか尋ねむ】玉鬘の返歌。「撫子」「尋ね」の言葉を引用し、「人や尋ねむ」を「誰か尋ねむ」と返す。「あな恋し今も見てしか山がつの垣ほに咲ける大和撫子」（古今集恋四、六九五、読人しらず）を踏まえる。


常夏．１．５．８

■　はかなげに聞きこえないたまへるさま、げにいとなつかしく1若わかやかなり。

◇　と人数にも入らないように謙遜してお答え申し上げなさった様子は、なるほどたいそう優しく若々しい感じである。


1 【げにいとなつかしく】「げに」は語り手が源氏の「とこなつかしき」と言った言葉を受けたもの。


常夏．１．５．９

■　「来こざらましかば1」

◇　「もし来なかったならば」


1 【来ざらましかば】源氏の詞。「うち誦じたまひて」とあるので、引歌があるらしいが、未詳。


常夏．１．５．１０

■　とうち誦ずじたまひて、いとどしき御心みこころは、苦くるしきまで、なほえ忍しのび果はつまじく思おぼさる。

◇　とお口ずさみになって、ひとしお募るお心は、苦しいまでに、やはり我慢しきれなくお思いになる。

第六段　源氏、玉鬘への恋慕に苦悩

常夏．１．６．１

■　渡わたりたまふことも、あまりうちしきり、人ひとの見みたてまつり咎とがむべきほどは、心こころの鬼おに思におぼしとどめて、さるべきことをし出いでて、御文おほむふみの通かよはぬ折をりなし。

◇　お渡りになることも、あまり度重なって、女房が不審にお思い申しそうな時は、気が咎め自制なさって、しかるべきご用を作り出して、お手紙の通わない時はない。

■　ただこの御おほむことのみ、明あけ暮くれ御心みこころにはかかりたり。

◇　ただこのお事だけがいつもお心に掛かっていた。

常夏．１．６．２

■　「なぞ、かくあいなきわざをして1、やすからぬもの思おもひをすらむ。

◇　「どうして、このような不相応な恋をして、心の休まらない物思いをするのだろう。

■　さ思おもはじとて、心こころのままにもあらば2、世よの人ひとのそしり言いはむことの軽々かるがるしさ、わがためをばさるものにて、この人ひとの御おほむためいとほしかるべし。

◇　そんな苦しい物思いはするまいとして、心の赴くままにしたら、世間の人の非難を受ける軽々しさを、自分への悪評はそれはそれとして、この姫君のためにもお気の毒なことだろう。

■　限かぎりなき心こころざしといふとも、春はるの上うへの御おほむおぼえに3並ならぶばかりは、わが心こころながらえあるまじく4」

◇　際限もなく愛しているからと言っても、春の上のご寵愛に並ぶほどには、わが心ながらありえまい」

■　思おぼし知しりたり。

◇　と思っていらっしゃった。

■　「さて、その劣おとりの列つらにては5、何なにばかりかはあらむ6。

◇　「さて、そうしたわけで、それ以下の待遇では、どれほどのことがあろうか。

■　わが身みひとつこそ、人ひとよりは異ことなれ7、見みむ人ひとのあまたが中なかに、かかづらはむ末すゑにては、何なにのおぼえかはたけからむ。

◇　自分だけは、誰よりも立派だが、世話する女君が大勢いる中で、あくせくするような末席にいたのでは、何の大したことがあろう。

■　異ことなることなき納言なふごんの際きはの、二心ふたごころなくて思おもはむには、劣おとりぬべきことぞ」

◇　格別大したこともない大納言くらいの身分で、ただ姫君一人を妻とするのには、きっと及ばないことだろう」


1 【なぞかくあいなきわざをして】以下「えあるまじく」まで、源氏の心中。【集成】は「以下、源氏の、あれこれの場合を想定しての心中の悩みを書く」。『完訳』は「以下、「あるまじく」まで、源氏の自制的な心語」と注す。

2 【さ思はじとて心のままにもあらば】「さ」は苦しい思い、「心のまま」は玉鬘を自分の妻妾の一人にすることをさす。

3 【春の上の御おぼえに】「春の上」は紫の上、源氏の心中文中の呼称に注意。

4 【えあるまじく】連用中止法。心中文から地の文に続く表現。

5 【さてその劣りの列にては】以下「劣りぬべきことぞ」まで、源氏の心中。花散里や明石御方などの劣った妻妾と同待遇をさす。

6 【なにばかりかはあらむ】「かは--む」反語表現。『集成』は「大した幸福とはいえない」と訳す。

7 【わが身ひとつこそ人よりは異なれ】源氏は太政大臣の地位にあることをさす。「こそ--なれ」係結び、逆接用法。


常夏．１．６．３

■　と、みづから思おぼし知しるに、いといとほしくて、

◇　と、ご自身お分りなので、たいそうお気の毒で、

■　「宮、大将みやだいしゃうなどにや1許ゆるしてまし。

◇　「いっそ、兵部卿宮か、大将などに許してしまおうか。

■　さてもて離はなれ、いざなひ取とりては2、思おもひも絶たえなむや。

◇　そうして自分も離れ、姫君も連れて行かれたら、諦めもつくだろうか。

■　いふかひなきにて、さもしてむ」

◇　言っても始まらないことだが、そうもしてみようか」

■　と思おぼす折をりもあり。

◇　とお思いになる時もある。


1 【宮大将などにや】以下「さもしてむ」まで、源氏の心中。

2 【さてもて離れいざなひ取りては】『集成』は「結婚してすっかり自分とは無関係に、（宮や大将が）自分の家に連れて行ってしまったなら、執着も絶えようか」。『完訳』は「そして自分とは縁が切れて、その人たちが引き取るというのだったら」と訳す。


常夏．１．６．４

■　されど、渡わたりたまひて、御容貌おほむかたちを見みたまひ、今いまは御琴教おほむことをしへたてまつりたまふにさへことづけて、近ちかやかに馴なれ寄よりたまふ。

◇　しかし、お渡りになって、ご器量を御覧になり、今ではお琴をお教え申し上げなさることまで口実にして、近くに常に寄り添っていらっしゃる。

常夏．１．６．５

■　姫君ひめぎみも、初はじめこそ1むくつけく、うたてとも思おもひたまひしか、

◇　姫君も、初めのうちこそ気味悪く嫌だとお思いであったが、

■　「かくても、なだらかに、うしろめたき御心みこころはあらざりけり2」

◇　「このようになさっても、穏やかなので、心配なお気持ちはないのだ」

■　と、やうやう目馴めなれて、いとしも疎うとみきこえたまはず、さるべき御応おほむいらへも、馴なれ馴なれしからぬほどに聞きこえかはしなどして、見みるままにいと愛敬あいぎゃうづき、薫かをりまさりたまへれば、なほさてもえ過すぐしやるまじく3思おぼし返かへす。

◇　と、だんだん馴れてきて、そうひどくお嫌い申されず、何かの折のお返事も、親し過ぎない程度に取り交わし申し上げなどして、御覧になるにしたがってとても可愛らしさが増し、はなやかな美しさがお加わりになるので、やはり結婚させてすませられないとお思い返しなさる。


1 【姫君も初めこそ】「思ひたまひしか」に係る係結び、逆接用法。

2 【かくてもなだらかにうしろめたき御心はあらざりけり】玉鬘の心中。「かくてもなだらかに」は『集成』は「こんなにおっしゃりながらも、人目に立つようなことはなさらないで」、『完訳』は「こうしていらっしゃっても、無体なことはなさらずおとなしくしておられるので」と訳す。

3 【なほさてもえ過ぐしやるまじく】『集成』は「やはりおめおめ結婚させられないと」。『完訳』は「やはりそのまではとても過せそうもない」と訳す。


常夏．１．６．６

■　「さはまた、さて、ここながら1かしづき据すゑて、さるべき折々をりをりに、はかなくうち忍しのび、ものをも聞きこえて慰なぐさみなむや。

◇　「それならばまた、結婚させて、ここに置いたまま大切にお世話して、適当な折々に、こっそりと会い、お話申して心を慰めることにしようか。

■　かくまだ世馴よなれぬほどの、わづらはしさにこそ、心苦こころぐるしくはありけれ、おのづから関守強せきもりつよくともS7,3、ものの心知こころしりそめ4、いとほしき思おもひなくて5、わが心こころも思おもひ入いりなばS8、しげくとも障さはらじかし6」

◇　このようにまだ結婚していないうちに、口説くことは面倒で、お気の毒であるが、自然と夫が手強くとも、男女の情が分るようになり、こちらがかわいそうだと思う気持ちがなくて、熱心に口説いたならば、いくら人目が多くても差し障りはあるまい」

■　と思おぼし寄よる、いとけしからぬことなりや7。

◇　とお考えになる、実にけしからぬ考えである。


S7 人知れぬわが通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ（古今集恋三-六三二　在原業平）

S8 筑波山葉山繁山し茂けれど思ひ入るには障らざりけり（新古今集恋一-一〇一三　源重之）

1 【さはまたさてここながら】以下「障はらじかし」まで、源氏の心中。

2? 【かくまだ世馴れぬほどのわづらはしさこそ心苦しけれ】「こそ--けれ」係結び、逆接用法。『集成』は「今のように、まだ男を知らぬ娘心を靡かせようとあれこれ気を遣って策を弄するのは、（玉鬘に対して）気の毒だけれど」。『完訳』は「こうして姫君がまだ男女の情を知らないうちに手出しするのは面倒だし、またかわいそうに思えるけれども」と訳す。

3 【関守強くとも】「関守」は玉鬘の夫をさす。「人知れぬわが通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ」（古今集恋三、六三二、業平朝臣・伊勢物語五段）。

4 【ものの心知りそめ】主語は玉鬘。玉鬘が男女の情を知るようになる。

5 【いとほしき思ひなくて】源氏側の思い。『集成』は「こちら（源氏）も、仮にも娘分をと、ひるむ気持がなくて」。『完訳』は「「心のままにも--いとほしかるべし」に照応。女が夫ある身なら不憫さも感じまい、とする」「こちらでもいたわしく思う気がねがなくなるわけだし」と注す。

6 【思ひ入りなばしげくとも障はらじかし】「筑波山端山繁山しげけれど思ひ入るには障らざりけり」（新古今集恋一、一〇一三、源重之・重之集）を踏まえる。

7 【いとけしからぬことなりや】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の源氏への批評」と注す。


常夏．１．６．７

■　いよいよ心こころやすからず1、思おもひわたらむ苦くるしからむ2。

◇　ますます気が気でなくなり、なお恋し続けるというのもつらいことであろう。

■　なのめに思おもひ過すぐさむことの3、とざまかくざまにもかたきぞ、世よづかずむつかしき御語おほむかたらひなりける。

◇　ほどほどに思い諦めることが、何かにつけてできそうにないのが、世にも珍しく厄介なお二人の仲なのであった。


1 【いよいよ心やすからず】『完訳』は「源氏の心に即した語り手の言辞」と注す。

2 【思ひわたらむ苦しからむ】大島本は「思ひわたらむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひわたらむも」と「も」を補訂する。

3 【なのめに思ひ過ぐさむことの】玉鬘をほどほどに諦めることの意。


第七段　玉鬘の噂

常夏．１．７．１

■　内うちの大殿おほとのは、この今いまの御女おほむむすめのことを1、

◇　内の大殿は、この新しい姫君のことを、

■　「殿とのの人ひとも許ゆるさず2、軽かろみ言いひ、世よにもほきたることと誹そしりきこゆ」

◇　「お邸の人々も姫として認めず、軽んじた批評をし、世間でも馬鹿げたことと非難申している」

■　と、聞ききたまふに、少将せうしゃうの、ことのついでに、太政大臣おほきおとどの

◇　と、お聞きになると、少将が、何かの機会に、太政大臣が

■　「さることや」

◇　「本当のことか」

■　とP7とぶらひたまひしこと3、語かたりきこゆれば、

◇　とお尋ねになったことを、お話し申し上げると、


P7 ことや」と--*ことや

1 【この今の御女のことを】近江君をさす。

2 【殿の人も許さず】以下「誹りきこゆ」まで、内大臣の耳に入ってくる内容。

3 【さることやととぶらひたまひしこと】大島本は「さることやとふらひ給し事」とある。『集成』は「さることやと問ひたまひし」と校訂する。『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「さることやととぶらひたまひし」と「と」を補訂する。


常夏．１．７．２

■　「さかし。

◇　「いかにも。

■　そこにP8こそは1、年としごろ、音おとにも聞きこえぬ山賤やまがつの子迎こむかへ取とりて、ものめかしたつれ。

◇　あちらでこそ、長年、噂にも立たなかった賤しい娘を迎え取って、大切にしているのだ。

■　をさをさ人ひとの上うへもどきたまはぬ大臣おとどの、このわたりのことは、耳みみとどめてぞおとしめたまふや。

◇　めったに人の悪口をおっしゃらない大臣が、わたしの家のことは、聞き耳を立てて悪口をおっしゃるよ。

■　これぞ、おぼえある心地ここちしける2」

◇　それで、面目を施して晴れがましい気がする」


P8 そこに--（/+そ）こゝ（ゝ/＄〈朱〉）に

1 【さかしそこにこそは】以下「おぼえある心地しける」まで、内大臣の詞。

2 【これぞおぼえある心地しける】『集成』は「それで、面目を施した気がする。源氏がとかく関心を持ってくれるので晴れがましい、と言う。源氏に突っかかるようなとげとげしいもの言い」。『完訳』は「負け惜しみからの皮肉である」と注す。


常夏．１．７．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　少将せうしゃうの、

◇　少将が、

常夏．１．７．４

■　「かの西にしの対たいに据すゑたまへる人ひとは1、いとこともなきけはひ見みゆるわたりになむはべるなる。

◇　「あの西の対にお置きになっていらっしゃる姫君は、たいそう申し分ない方だそうでございます。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやなど、いたう心こころとどめてのたまひわづらふとか。

◇　兵部卿宮などが、たいそうご熱心に苦心して求婚なさっていらっしゃるとか。

■　おぼろけにはあらじとなむ、人ひとびと推おし量はかりはべめる」

◇　けっして並大抵の姫君ではあるまいと、世間の人々が推量しているようでございます」


1 【かの西の対に据ゑたまへる人は】以下「推し量りはべめる」まで、内大臣の次男の少将の詞。六条院夏の町の玉鬘をさしていう。「据ゑたまへる」の主語は源氏。


常夏．１．７．５

■　と申まうしたまへば、

◇　と、お申し上げになると、

常夏．１．７．６

■　「いで、それは1、かの大臣おとどの御女おほむむすめと思おもふばかりのおぼえのいといみじきぞ。

◇　「さあ、それは、あの大臣の御姫君と思う程度の評判の高さだ。

■　人ひとの心こころ、皆みなさこそある世よなめれ。

◇　人の心は、皆そういうもののようだ。

■　かならずさしもすぐれじ。

◇　必ずしもそんなに優れてはいないだろう。

■　人ひとびとしきほどならば、年としごろ聞きこえなまし2。

◇　人並みの身分であったら、今までに評判になっていよう。


1 【いでそれは】以下「もてないたまふならむ」まで、内大臣の詞。

2 【人びとしきほどならば年ごろ聞こえなまし】「ならば--まし」反実仮想の構文。『完訳』は「もしひとかどのお人なのだったら、これまでにも評判が立っていただろうに」と訳す。


常夏．１．７．７

■　あたら、大臣おとどの、塵ちりもつかず、この世よには過すぎたまへる御身おほむみのおぼえありさまに、おもだたしき腹はらに1、女むすめかしづきて、げに疵きずなからむと、思おもひやりめでたきがものしたまはぬは2。

◇　惜しいことに、大臣が、何一つ欠点もなく、この世では過ぎた方でいらっしゃるご信望やご様子でありながら、れっきとした奥方の腹に、姫君を大切にお世話して、なるほど申し分あるまいと察せられる素晴らしい方がいらっしゃらないとは。


1 【おもだたしき腹に】正妻の紫の上に実子のないことをいう。

2 【ものしたまはぬは】下に「惜しい」などの語句が省略。余意・余情表現。


常夏．１．７．８

■　おほかたの、子この少すくなくて1、心こころもとなきなめりかし。

◇　だいたい子供の数が少なくて、きっと心細いことだろうよ。

■　劣おとり腹ばらなれど、明石あかしの御許おもとの2産うみ出いでたるはしも、さる世よになき宿世すくせにて、あるやうあらむとおぼゆかし3。

◇　妾腹であるが、明石の御許が生んだ娘は、あの通りまたとない運命に恵まれて、将来にきっと頼もしかろうと思われる。


1 【おほかたの子の少なくて】大島本は「おほかたのこのすくなくて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「おほかた子の少なくて」と「の」を削除する。

2 【明石の御許の】内大臣の詞文中の明石の君の呼称のされ方。

3 【あるやうあらむとおぼゆかし】『完訳』は「きっとこれからさき相当なところに落ち着く人なのだろうと、気にもならずにはいられない」と訳す。源氏の一人娘として、きっと入内するであろう、という予測。


常夏．１．７．９

■　その今姫君いまひめぎみは1、ようせずは、実じちの御子おほむこにもあらじかし。

◇　あの新しい姫君は、ひょっとしたら、実の姫君ではあるまいよ。

■　さすがにいとけしきあるところつきたまへる人ひとにて2、もてないたまふならむ」

◇　何といっても一癖も二癖もある方だから、大事にしていらっしゃるのだろう」


1 【今姫君は】玉鬘をさす。

2 【いとけしきあるところつきたまへる人にて】源氏をさしていう。


常夏．１．７．１０

■　と、言いひおとしたまふ。

◇　と、悪口をおっしゃる。

常夏．１．７．１１

■　「さて、いかが定さだめらるなる1。

◇　「ところで、どのようにお決めになったのか。

■　親王みここそまつはし得えたまはむ。

◇　親王がうまく靡かせて自分のものになさるだろう。

■　もとより取とり分わきて御仲おほむなかよし、人柄ひとがらも警策きゃうざくなる御おほむあはひどもならむかし」

◇　もともと格別にお仲がよいし、人物もご立派で婿君に相応しい間柄であろうよ」


1 【さていかが定めらるなる】以下「御あはひともならむかし」まで、内大臣の詞。「らる」受身の助動詞、「なる」伝聞推定の助動詞。


常夏．１．７．１２

■　などのたまひては、なほ、姫君ひめぎみの御おほむこと1、飽あかず口惜くちをし。

◇　などとおっしゃっては、やはり、姫君のことが、残念でたまらない。

■　「かやうに、心こころにくくもてなして2、いかにしなさむ3など、やすからずいぶかしがらせましものを4」

◇　「あのように、勿体らしく扱って、どういうふうになさる気かなどと、やきもきさせてやりたかったものを」

■　とねたければ、位くらゐさばかりと5見みざらむ限かぎりは、許ゆるしがたく思おぼすなりけり。

◇　と癪なので、位が相当になったと見えない限りは、結婚を許せないようにお思いになるのであった。


1 【姫君の御こと】雲居雁をさす。

2 【かやうに心にくくもてなして】以下「いぶかしがらせましものを」まで、内大臣の心中。「かやうに」とは源氏が玉鬘を大事にするように、の意。

3 【いかにしなさむ】世間の人の噂を想定。

4 【いぶかしがらせましものを】「まし」反実仮想の助動詞。

5 【位さばかりと】夕霧の官位をさす。


常夏．１．７．１３

■　大臣おとどなども1、ねむごろに口入くちいれかへさひたまはむにこそは、負まくるやうにてもなびかめと思おぼすに、男方をとこがたは2、さらに焦いられきこえたまはず、心こころやましくなむ3。

◇　大臣などが、丁重に口添えして覆しなさるなら、それに負けたようにして承認しようと思うが、男君の方は、一向に焦りもなさらないので、おもしろからぬことであった。


1 【大臣なども】以下「負くるやうにてもなびかめ」まで、内大臣の心中に即した叙述。「大臣」は源氏をさす。

2 【男方は】夕霧をさす。

3 【心やましくなむ】『集成』は「内大臣の気持をそのまま記したもの」と注す。


第八段　内大臣、雲井雁を訪う

常夏．１．８．１

■　とかく思おぼしめぐらすままに1、ゆくりもなく軽かるらかにはひ渡わたりたまへり2。

◇　あれこれとご思案なさりながら、前ぶれもなく気軽にお渡りになった。

■　少将せうしゃうも御供おほむともに参まゐりたまふ。

◇　少将もお供しておいでになる。


1 【とかく思しめぐらすままに】主語は内大臣。

2 【ゆくりもなく軽らかにはひ渡りたまへり】雲居雁の部屋を訪れる。


常夏．１．８．２

■　姫君ひめぎみは、昼寝ひるねしたまへるほどなり1。

◇　姫君は、お昼寝をなさっているところである。

■　羅うすものの単衣ひとへを着きたまひて臥ふしたまへるさま2、暑あつかはしくは見みえず、いとらうたげにささやかなり。

◇　羅の一重をお召しになって臥せっていらっしゃる様子、暑苦しくは見えず、とてもかわいらしく小柄な身体つきである。

■　透すきたまへる肌はだつきなど、いとうつくしげなる手てつきして、扇あふぎを持もたまへりけるながら、かひなを枕まくらにて、うちやられたる御髪みぐしのほど、いと長ながくこちたくはあらねど、いとをかしき末すゑつきなり。

◇　透けて見える肌つきなどは、とてもかわいらしい手つきして、扇をお持ちになったまま、腕を枕にして、投げ出されたお髪の具合、そう大して長く多いというのではないが、たいそう美しい裾の様子である。


1 【姫君は昼寝したまへるほどなり】雲居雁は昼寝の最中。

2 【羅の単衣を着たまひて臥したまへるさま】羅の単衣。上半身は透けて見える。国宝源氏物語絵巻「夕霧」の雲居雁の装束がそれである。


常夏．１．８．３

■　人ひとびとものの後うしろに寄より臥ふしつつ1うち休やすみたれば、ふともおどろいたまはず2。

◇　女房たちは物蔭で横になって休んでいたので、すぐにはお目覚めにならない。

■　扇あふぎを鳴ならしたまへるに3、何心なにごころもなく見上みあげたまへるまみ、らうたげにて、つらつき赤あかめるも、親おやの御目おほむめにはうつくしくのみ見みゆ。

◇　扇をお鳴らしになると、何気なく見上げなさった目つき、かわいらしげで、顔が赤くなっているのも、親の目にはかわいく見えるばかりである。


1 【人びとものの後に寄り臥しつつ】女房たちは屏風や几帳の物陰にいる。

2 【ふともおどろいたまはず】主語は雲居雁。女房たちが起こさないから。

3 【扇を鳴らしたまへるに】主語は内大臣。


常夏．１．８．４

■　「うたた寝ねはいさめS9きこゆるものを1。

◇　「うたた寝はいけないと注意申していたのに。

■　などか、いとものはかなきさまにては大殿籠おほとのごもりける。

◇　どうして、ひどく無用心な恰好で寝ていらっしゃったのか。

■　人ひとびとも近**くさぶらはで、あやしや。

◇　女房たちも近く伺候させないで、どうしたことか。

◆　 
"うたたね は いさめ きこゆる もの を! などか、 いと もの-はかなき さま にて は おほとの-ごもり ける? ひとびと も ちかく は さぶらは で、 あやし や!


S9 たらちねの親の諌めしうたた寝は物思ふ時のわざにぞありける（拾遺集恋四-八九七　読人しらず）

1 【うたた寝はいさめきこゆるものを】以下「いとゆかしけれ」まで、内大臣の詞。「たらちねの親のいさめしうたた寝は物思ふ時のわざにぞありける」（拾遺集恋四、八九七、読人しらず）を踏まえる。


常夏．１．８．５

■　女をむなは、身みを常つねに心こころづかひして守まもりたらむなむよかるべき。

◇　女性は、身を常に注意して守っているのがよいのです。

■　心こころやすくうち捨すてざまにもてなしたる、品しななきことなり。

◇　気を許して無造作なふうにしているのは、品のないことです。

常夏．１．８．６

■　さりとて、いとさかしく身みかためて、不動ふどうの陀羅尼誦だらによみて、印いんつくりてゐたらむも憎にくし。

◇　そうかといって、ひどく利口そうに身を堅くして、不動尊の陀羅尼を読んで、印を結んでいるようなのも憎らしい。

■　うつつの人ひとにもあまり気遠けどほく、もの隔へだてがましきなど、気高けだかきやうとても、人ひとにくく、心こころうつくしくはあらぬわざなり。

◇　日頃接する人にあまりよそよそしく、遠慮がすぎるのなども、上品なようなこととはいっても、小憎らしくて、かわいらしげのないことです。

常夏．１．８．７

■　太政大臣おほきおとどの、后きさきがねの姫君1ひめぎみならはしたまふなる教をしへは、よろづのことに通かよはしなだらめて、かどかどしきゆゑもつけじ2、たどたどしくおぼめくこともあらじと、ぬるらかにこそ掟おきてたまふなれ。

◇　太政大臣が、お后候補の姫君にしつけていらっしゃる教育は、何事でも一通りは心得ていて偏らず、特別目立つ特技もつけず、また不案内でうろうろすることもないようにと、余裕あるふうにとお考え置いていらっしゃるという。


1 【太政大臣の后がねの姫君】源氏の明石姫君。将来は皇后にという教育。

2 【よろづのことに通はしなだらめてかどかどしきゆゑもつけじ】広く一通りの教養を身につけ、かたよった特技というのは身につけない方針。


常夏．１．８．８

■　げに、さもあることなれど、人ひととして、心こころにもするわざにも、立たててなびく方かたは方かたとあるものなれば、生おひ出いでたまふさまあらむかし。

◇　なるほど、もっともなことですが、人というものは、考えにも行動にも、特に好き好む方面はどうしてもあるものだから、ご成長なさった後に特徴も現れるでしょう。

■　この君きみの人ひととなり1、宮仕みやづかへに出いだし立たてたまはむ世よの2けしきこそ、いとゆかしけれ」

◇　あの姫君が一人前になって、入内させなさる時の様子が、とても見たいものだ」


1 【この君の人となり】明石姫君をさす。「この」は今話題にしているという近称の指示代名詞。内大臣の姫君をさすのではない。

2 【宮仕へに出だし立てたまはむ世の】主語は源氏。


常夏．１．８．９

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

常夏．１．８．１０

■　「思おもふやうに見みたてまつらむと1思おもひし筋すぢは、難かたうなりにたる御身おほむみなれど、いかで人笑ひとわらはれならずしなしたてまつらむとなむ、人ひとの上うへのさまざまなるを2聞きくごとに、思おもひ乱みだれはべる。

◇　「思い通りにお世話申そうと思っていた方面は、難しくなってしまったお身の上だが、何とか世間の物笑いにならないようにして差し上げようと、他人の身の上をあれこれと聞くたびに、心配しております。


1 【思ふやうに見たてまつらむと】以下「思ふさまはべり」まで、内大臣の詞。内大臣が雲居雁を東宮に入内させようと思っていたことをさす（少女巻）。

2 【人の上のさまざまなるを】世間一般の女性の身の上をさす。


常夏．１．８．１１

■　試こころみ事ごとにねむごろがらむ人ひとのねぎごとに1、なしばしなびきたまひそ。

◇　試しにとばかり熱心なふりをする男の言葉を、ここしばらくはお聞き入れになってはいけません。

■　思おもふさまはべり」

◇　考えていることがございます」


1 【ねぎごとに】「ねぎごとをさのみ聞きけむ社こそ果てはなげきの森となるらめ」（古今集誹諧歌、一〇五五、讃岐）。夕霧の訴えをさす。


常夏．１．８．１２

■　など、いとらうたしと思おもひつつ聞きこえたまふ。

◇　などと、たいそうかわいく思いながら申し上げなさる。

常夏．１．８．１３

■　「昔むかしは、何なにごとも1深ふかくも思おもひ知しらで、なかなか2、さしあたりていとほしかりしことの騒さわぎにも3、おもなくて見みえたてまつりけるよ」

◇　「昔は、どのようなことも深くも考えないで、かえって、あの当座のつらい思いをした騒動にも、平気な顔をして父君にお会い申していたことよ」

■　と、今いまぞ思おもひ出いづるに、胸むねふたがりて、いみじく恥はづかしき。

◇　と、今になって思い出すと、胸が塞がってひどく、恥ずかしい。


1 【昔は何ごとも】以下「見えたてまつりけるよ」まで、雲居雁の心中。「昔」は三条宮邸にいたころをさす。

2 【なかなか】「おもなくて」に係る。

3 【いとほしかりしことの騒ぎにも】『集成』は「目も当てられなかった事件の時にも」。『完訳』は「夕霧に不憫なことをした、かつての騷ぎ」と注す。


常夏．１．８．１４

■　大宮おほみやよりも、常つねにおぼつかなきことを恨うらみきこえたまへど、かくのたまふるがつつましくて1、え渡わたり見みたてまつりたまはず2。

◇　大宮からも、いつも会えないことをお恨み申されるが、このようにおっしゃるのに遠慮されて、お出かけになってお目に掛かることがおできになれない。


1 【かくのたまふるがつつましくて】大島本は「の給ふるか」とある。「のたまふ」は四段活用の動詞。連体形「のたまふる」は誤用法だが、今底本のままとする。父内大臣のおっしゃることに雲居雁は遠慮されて、の文意。

2 【え渡り見たてまつりたまはず】雲居雁が三条宮邸に行き大宮にお目にかかることができない。


第二章　近江君の物語　娘の処遇に苦慮する内大臣の物語

第一段　内大臣、近江君の処遇に苦慮

常夏．２．１．１

■　大臣おとど、この北きたの対たいの今姫君いまひめぎみを1、

◇　大臣は、この北の対の今姫君を、


1 【大臣この北の対の今姫君を】大島本は「いま姫君」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「今君」と「姫」を削除する。内大臣、近江の君の処遇に苦慮する。近江の君が「北の対」にいることが注意される。


常夏．２．１．２

■　「いかにせむ1。

◇　「どうしたものか。

■　さかしらに2迎むかへ率ゐて来きて。

◇　よけいなことをして迎え取って。

■　人ひとかく誹そしるとて、返かへし送おくらむも、いと軽々かるがるしく、もの狂ぐるほしきやうなり。

◇　世間の人がこのように悪口を言うからといって、送り返したりするのも、まことに軽率で、気違いじみたことのようだ。

■　かくて籠こめおきたれば、まことにかしづくべき心こころあるかと、人ひとの6言いひなすなるもねたし。

◇　こうして置いているので、本当に大切にお世話する気があるのかと、他人が噂するのも癪だ。

■　女御にょうごの御方おほむかたなどに4交まじらはせて、さるをこのものにしないてむ5。

◇　女御の御方などに宮仕えさせて、そうした笑い者にしてしまおう。

■　人ひとのいとかたはなるものに言いひおとすなる容貌かたちはた、はた、いとさ言いふばかりにやはある8」

◇　女房たちがたいそう不細工だとけなしているらしい容貌も、そんなに言われるほどのものではない」


1 【いかにせむ】以下「さ言ふばかりにやはある」まで、内大臣の心中。

2 【さかしらに】『集成』は「独り合点で」。『完訳』は「あらずもがなのことをして」と訳す。

3? 【籠めおきてたれは】邸の奥に置いているので。已然形＋「ば」順接条件。

4 【女御の御方などに】内大臣の娘弘徽殿女御。

5 【さるをこのものにしないてむ】『完訳』は「内大臣は、自分の不見識を難じられぬよう、近江の君を道化者にすべく迎えたと装う」と注す。

6 【人の】女房をさす。

7? 【言ひ落とすなる】「なり」伝聞推定の助動詞。

8 【やはある】反語表現。そう大してひどくもない、の意。


常夏．２．１．３

■　など思おぼして、女御にょうごの君きみに、

◇　などとお思いになって、女御の君に、

常夏．２．１．４

■　「かの人参ひとまゐらせむ1。

◇　「あの人を出仕させましょう。

■　見苦みぐるしからむことなどは、老おいしらへる女房にょうばうなどして、つつまず言いひ教をしへさせたまひて御覧ごらんぜよ3。

◇　見ていられないようなことなどは、老いぼれた女房などをして、遠慮なく教えさせなさってお使いなさい。

■　若わかき人ひとびとの言種ことぐさには、な笑わらはせさせたまひそP9,2。

◇　若い女房たちの噂の種になるような、笑い者にはなさらないでください。

■　うたてあはつけきやうなり」

◇　それではあまりに軽率のようだ」


P9 たまひそ--*給ふそ

1 【かの人参らせむ】以下「あはつけきやうなり」まで、内大臣の詞。

2 【な笑はせさせたまひそ】大島本は「なわらはせさせ給ふそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「な笑はせさせたまひそ」と校訂する。

3 【つつまず言ひ教へさせたまひて御覧ぜよ】『集成』は「びしびし叱って教育させなさってお使い下さい」。『完訳』は「遠慮なくお言い聞かせになって面倒を見ていただきたい」と訳す。


常夏．２．１．５

■　と、笑わらひつつ聞きこえたまふ。

◇　と、笑いながら申し上げなさる。

常夏．２．１．６

■　「などか、いとさことのほかにははべらむ。

◇　「どうして、そんなひどいことがございましょう。

■　中将ちゅうじゃうなどの2、いと二になく思おもひはべりけむかね言ごとに足たらず3といふばかりにこそははべらめ。

◇　中将などが、たいそうまたとなく素晴らしいと吹聴したらしい前触れに及ばないというだけございましょう。

■　かくのたまひ騒さわぐを、はしたなう思おもはるるにも4、かたへはかかやかしきにや5」

◇　このようにお騒ぎになるので、きまり悪くお思いになるにつけ、一つには気後れしているのでございましょう」


1? 【などかいとことのほかにははべらむ】以下「かかやかしきにや」まで、弘徽殿女御の詞。「などか--はべらむ」反語表現。

2 【中将などの】柏木をさす。

3 【かね言に足らず】大島本は「かねことにたらすと」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「かね言にたへず」と校訂する。

4 【かくのたまひ騒ぐをはしたなう思はるるにも】「のたまひ騒ぐ」の主語は内大臣。「はしたなう思はるる」の主語は近江の君。「るる」は軽い尊敬の助動詞。

5 【かたへはかかやかしきにや】『集成』は「一つには面映ゆいのではないでしょうか。それで気後れしてつい失敗が多いのではないか、と取りなす」と注す。


常夏．２．１．７

■　と、いと恥はづかしげにて聞きこえさせたまふ1。

◇　と、たいそうこちらが気恥ずかしくなるような面持ちで申し上げなさる。

■　この御おほむありさまは、こまかにをかしげさはなくて2、いとあてに澄すみたるものの3、なつかしきさま添そひて、おもしろき梅むめの花はなの開ひらけS10さしたる朝あさぼらけ4おぼえて、残のこり多おほかりげにほほ笑ゑみたまへるぞ、人ひとに異ことなりける、と見みたてまつりたまふ5。

◇　この女御のご様子は、何もかも整っていて美しいというのではなくて、たいそう上品で澄ましていらっしゃるが、やさしさがあって、美しい梅の花が咲き初めた朝のような感じがして、おっしゃりたいことも差し控えて微笑んでいらっしゃるのが、人とは違う、と拝見なさる。


S10 匂はねどほほ笑む梅の花をこそ我もをかしと折りて眺むれ（好忠集-二六）

1 【いと恥づかしげにて聞こえさせたまふ】『完訳』は「父を圧倒するほどの正論で」と訳す。

2 【をかしげさはなくて】接続助詞「て」弱い逆接の意。

3 【あてに澄みたるものの】接続助詞「ものの」弱い逆接の意。

4 【おもしろき梅の花の開けさしたる朝ぼらけ】弘徽殿女御の美貌の譬喩。「匂はねどほほゑむ梅の花をこそ我もをかしと折りてながむれ」（曽丹集、二六）。

5 【ほほ笑みたまへるぞ人に異なりけると見たてまつりたまふ】地の文がいつしか内大臣の心中文となって、引用句「と見たてまつりたまふ」と表現される。


常夏．２．１．８

■　「中将ちゅうじゃうの、いとさ言いへど、心若こころわかきたどり少すくなさに1」

◇　「中将が、何といっても、思慮が足りなく調査が不十分だったので」


1 【中将のいとさ言へど心若きたどり少なさに】内大臣の詞。『集成』は「一人前だとはいっても、まだ世間知らずでよく考えもせずに」。『完訳』は「賢いとはいえ、思慮が足りず、調査が周到でなかったので。内大臣は柏木に責任を転嫁」と注す。


常夏．２．１．９

■　など申まうしたまふも、いとほしげなる人ひとの御おほむおぼえかな1。

◇　などと申し上げなさるが、お気の毒なお扱いであることよ。


1 【いとほしげなる人の御おぼえかな】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の、近江の君への同情」と注す。


第二段　内大臣、近江君を訪う

常夏．２．２．１

■　やがて、この御方おほむかたのたよりに1、たたずみおはして、のぞきたまへば、簾高すだれたかくおし張はりて2、五節ごせちの君きみとて、されたる若人わかうどのあると、双六すぐろくをぞ打うちたまふ。

◇　そのまま、この女御の御方を訪ねたついでに、ぶらぶらお歩きになって、お覗きになると、簾を高く押し出して、五節の君といって、気の利いた若い女房がいるのと、双六を打っていらっしゃる。

■　手てをいと切せちにおしもみて、

◇　手をしきりに揉んで、


1 【やがてこの御方のたよりに】弘徽殿女御は里下がりして、現在、寝殿にいる。そこから、内大臣は北の対の近江の君のもとを訪れようとする。

2 【簾高くおし張りて】『集成』は「簾を外に大きく張り出して。身体ごと簾を押し出すのであろう。つつしみのない端居のさま」と注す。


常夏．２．２．２

■　「せうさい、せうさい1」

◇　「小賽、小賽」


1 【せうさいせうさい】近江の君の詞。『古典セレクション』は「小賽、小賽」と表記する。


常夏．２．２．３

■　とこふ声こゑぞ、いと舌疾したどきや。

◇　と祈る声は、とても早口であるよ。

■　「あな、うたて1」

◇　「ああ、情ない」

■　と思おぼして、御供おほむともの人ひとの前駆追さきおふをもP10、手てかき制せいしたまうて、なほ、妻戸つまどの細目ほそめなるより、障子さうじの開あきあひたるを見入みいれたまふ。

◇　とお思いになって、お供の人が先払いするのをも、手で制しなさって、やはり、妻戸の細い隙間から、襖の開いているところをお覗き込みなさる。


P10 追ふをも--ほふせ（せ/＄を〈朱〉）も

1 【いと舌疾きやあなうたて】「いと舌疾きや」は語り手の感想。「あなうたて」は内大臣の心中。また、全体が内大臣の心中とも考えらえる文章表現。


常夏．２．２．４

■　この従姉妹いとこも1、はた、けしきはやれる、

◇　この従姉妹も、同じく、興奮していて、


1 【この従姉妹も】五節の君をさす。


常夏．２．２．５

■　「御返おほむかへしや、御返おほむかへしや1」

◇　「お返しよ、お返しよ」


1 【御返しや御返しや】五節の君の詞。


常夏．２．２．６

■　と、筒とうをひねりて、とみに打うち出いでず1。

◇　と、筒をひねり回して、なかなか振り出さない。

■　中なかに思おもひはS11ありやすらむ2、いとあさへたるさまどもしたり。

◇　心中に思っていることはあるのかも知れないが、たいそう軽薄な振舞をしている。


S11 さざれ石の中の思ひはありながらうち出ることのさもかたくもあるかな（紫明抄所引-出典未詳）

1 【とみに打ち出でず】大島本は「とみに」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「とみにも」と「も」を補訂する。

2 【中に思ひはありやすらむ】語り手の推測、挿入句。「さざれ石の中に思ひはありながらうち出づることのかたくもあるかな」（紫明抄所引、出典未詳）を踏まえる。


常夏．２．２．７

■　容貌かたちはひちちかに、愛敬あいぎゃうづきたるさまして、髪かみうるはしく、罪軽つみかろげなるを、額ひたひのいと近ちかやかなると、声こゑのあはつけさとにそこなはれたるなめり1。

◇　器量は親しみやすく、かわいらしい様子をしていて、髪は立派で、欠点はあまりなさそうだが、額がひどく狭いのと、声の上っ調子なのとで台なしになっているようである。

■　取とりたててよしとはなけれど、異人ことびととあらがふべくもあらず2、鏡かがみに思おもひあはせられたまふに3、いと宿世心すくせこころづきなし4。

◇　取り立てて良いというのではないが、他人だと抗弁することもできず、鏡に映る顔が似ていらっしゃるので、まったく運命が恨めしく思われる。


1 【そこなはれたるなめり】連語「なめり」断定の助動詞＋推量の助動詞、語り手の主観的推量のニュアンス。

2 【異人とあらがふべくもあらず】『完訳』は「自分（内大臣）と近江の君とが、他人であるとは思われない意」と注す。

3 【鏡に思ひあはせられたまふに】主語は内大臣。

4 【いと宿世心づきなし】『集成』は「内大臣の思いをそのまま地の文にした書き方」と注す。


常夏．２．２．８

■　「かくてものしたまふは1、つきなくうひうひしくなどやある。

◇　「こうしていらっしゃるのは、落ち着かず馴染めないのではありませんか。

■　ことしげくのみありて、訪とぶらひまうでずや2」

◇　大変に忙しいばかりで、お訪ねできませんが」


1 【かくてものしたまふは】以下「訪らひまうでずや」まで、内大臣の詞。

2 【訪らひまうでずや】内大臣が近江の君を。「や」間投助詞、詠嘆。


常夏．２．２．９

■　とのたまへば、例れいの、いと舌疾したどにて、

◇　とおっしゃると、例によって、とても早口で、

常夏．２．２．１０

■　「かくてさぶらふは1、何なにのもの思おもひかはべらむ2。

◇　「こうして伺候しておりますのは、何の心配がございましょうか。

■　年としごろ、おぼつかなく、ゆかしく思おもひきこえさせし御顔おほむかほ、常つねにえ見みたてまつらぬばかりこそ、手打てうたぬ心地ここちしはべれ3」

◇　長年、どんなお方かとお会いしたいとお思い申し上げておりましたお顔を、常に拝見できないのだけが、よい手を打たぬ時のようなじれったい気が致します」


1 【かくてさぶらふは】以下「心地しはべれ」まで、近江の君の詞。

2 【何のもの思ひかはべらむ】反語表現。

3 【手打たぬ心地しはべれ】『集成』は「まるでよい手を打たぬ時のような（焦れったい）気がいたします。「手打つ」は、双六で、巧みな手を打つこと」と注す。


常夏．２．２．１１

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになさる。

常夏．２．２．１２

■　「げに、身みに近ちかく使つかふ人ひともをさをさなきに、さやうにても見みならしたてまつらむと2、かねては思おもひしかど、えさしもあるまじきわざなりけり3。

◇　「なるほど、身近に使う人もあまりいないので、側に置いていつも拝見していようと、以前は思っていましたが、そうもできかねることでした。

■　なべての仕つかうまつり人びとこそ、とあるもかかるも、おのづから立たち交まじらひて、人ひとの耳みみをも目めをも、かならずしもとどめぬものなれば、心こころやすかべかめれ。

◇　普通の宮仕人であれば、どうあろうとも、自然と立ち混じって、誰の目にも耳にも、必ずしもつかないものですから、安心していられましょう。

■　それだに4、その人ひとの女むすめ、かの人ひとの子こと知しらるる際きはになれば、親兄弟おやはらからの面伏おもてぶせなる類たぐひ多おほかめり。

◇　それであってさえ、誰それの娘、何がしの子と知られる身分となると、親兄弟の面目を潰す例が多いようだ。

■　まして5」

◇　ましてや」


1? 【げに身に近くさぶらふ人も】以下「まして」まで、内大臣の詞。「身に近くさぶらふ人」とは、内大臣の身辺をさしていう。

2 【さやうにても見ならしたてまつらむと】『集成』は「内大臣づきの女房役にするつもりだった、と言う」と注す。

3 【えさしもあるまじきわざなりけり】実の娘ゆえにそのようにもできかねる、という意。

4 【それだに】「それ」は「なべての仕うまつり人」をさす。『集成』は「その場合でも、誰それの娘、何がしの子と、名の通った家の生れとなると、親兄弟の面目を潰すような者が多いようだ。娘が至らぬ場合、名家の出身ほで家門の恥になる。家風を云々されるからである」と注す。

5 【まして】下に、内大臣家の娘とあっては、の意が省略。


常夏．２．２．１３

■　とのたまひさしつる、御みけしきの恥はづかしきも知しらず1、

◇　と言いかけてお止めになった、そのご立派さも分からず、


1 【恥づかしきも知らず】大島本は「はつかしきもしらす」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「見知らず」と「見」を補訂する。


常夏．２．２．１４

■　「何なにか、そは1、ことことしく思おもひたまひて2交まじらひはべらばこそ、所狭ところせからめ。

◇　「いえいえ、それは、大層に思いなさって宮仕え致しましたら、窮屈でしょう。

■　大御大壺取おほみおほつぼとりにも、仕つかうまつりなむ」

◇　大御大壷の係なりともお仕え致しましょう」


1 【何かそは】以下「仕うまつりなむ」まで、近江の君の詞。

2 【ことことしく思ひたまひて】大島本は「おもひ給ひて」とある。『古典セレクション』は底本のままとする。『集成』『新大系』は諸本に従って「思ひたまへて」と校訂する。本来「思ひたまへて」と謙譲表現であるべきところ。底本のままとする


常夏．２．２．１５

■　と聞きこえたまへば、え念ねんじたまはで、うち笑わらひたまひて、

◇　とお答え申し上げるので、お堪えになることができず、ついお笑いになって、

常夏．２．２．１６

■　「似につかはしからぬ役やくななり1。

◇　「似つかわしくない役のようだ。

■　かくたまさかに会あへる親おやの孝けうせむの心こころあらば、このもののたまふ声こゑを、すこしのどめて聞きかせたまへ。

◇　このようにたまに会える親に孝行する気持ちがあるならば、その物をおっしゃる声を、少しゆっくりにしてお聞かせ下さい。

■　さらば、命いのちも延のびなむかし」

◇　そうすれば、寿命もきっと延びましょう」


1 【似つかはしからぬ役ななり】以下「延びなむかし」まで、内大臣の詞。連語「ななり」断定の助動詞＋伝聞推定の助動詞。


常夏．２．２．１７

■　と、をこめいたまへる大臣おとどにて、ほほ笑ゑみてのたまふP11,1。

◇　と、おどけたところのある大臣なので、苦笑しながらおっしゃる。


P11 のたまふ--*のまふ

1 【ほほ笑みてのたまふ】大島本は「ほゝゑミてのまふ」とある。大島本は「のたまふ」の「た」脱字とみて「た」を補訂する。


第三段　近江君の性情

常夏．２．３．１

■　「舌したの本性ほんじゃうにこそははべらめ1。

◇　「舌の生まれつきなのでございましょう。

■　幼をさなくはべりし時ときだに、故母こははの常つねに苦くるしがり教をしへはべりし。

◇　子供でした時でさえ、亡くなった母君がいつも嫌がって注意しておりました。

■　妙法寺みゃうほふじの別当大徳2べたうだいとこの、産屋うぶやにはべりける、あえものとなむ嘆なげきはべりたうびし。

◇　妙法寺の別当の大徳が、産屋に詰めておりましたので、それにあやかってしまったと嘆いていらっしゃいました。

■　いかでこの舌疾したどさやめはべらむ」

◇　何とかしてこの早口は直しましょう」


1 【舌の本性にこそははべらめ】以下「いかでこの舌疾さやめはべらむ」まで、近江の君の詞。

2 【妙法寺の別当大徳】妙法寺（近江国神崎郡高屋郷にあった寺）の別当大徳。


常夏．２．３．２

■　と思おもひ騒さわぎたるも、いと孝養けうやうの心深こころふかく2、あはれなりと見みたまふ。

◇　と大変だと思っているのも、たいそう孝行心が深く、けなげだとお思いになる。


1? 【あへものに】別当大徳のあやかり者という意。その大徳は早口であったらしい。

2 【いと孝養の心深く】『集成』は「内大臣の言葉の真意を解せず、素直に応じる近江の君をややからかった言い方」と注す。


常夏．２．３．３

■　「その、気近けぢかく1入いり立たちたりけむ大徳だいとここそは、あぢきなかりけれ。

◇　「その、側近くまで入り込んだ大徳こそ、困ったものです。

■　ただその罪つみの報むくいななり2。

◇　ただその人の前世で犯した罪の報いなのでしょう。

■　唖おし、言吃ことどもりとぞ、大乗誹だいじょうそしりたる罪3つみにも、数かずへたるかし」

◇　唖とどもりは、法華経を悪く言った罪の中にも、数えているよ」


1 【その気近く】以下「数へたるかし」まで、内大臣の詞。

2 【報いななり】連語「ななり」断定の助動詞＋伝聞推定の助動詞。

3 【唖言吃とぞ大乗誹りたる罪】「若し人と為ることを得れば、聾盲おんあにして、貧窮諸衰、以自ら荘厳し、（中略）斯の経を謗るが故に、罪を獲ること是くの如し」（法華経、譬喩品）。


常夏．２．３．４

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

■　「子こながら恥はづかしくおはする御おほむさまに1、見みえたてまつらむこそ2恥はづかしけれ。

◇　「わが子ながらも気の引けるほどの御方に、お目に掛けるのは気が引ける。

■　いかに定さだめて、かくあやしきけはひも尋たづねず迎むかへ寄よせけむ」

◇　どのよう考えて、こんな変な人を調べもせずに迎え取ったのだろう」

■　と思おぼし、

◇　とお思いになって、

■　「人ひとびともあまた見みつぎ、言いひ散ちらさむこと3」

◇　「女房たちが次々と見ては言い触らすだろう」

■　と、思おもひ返かへしたまふものから4、

◇　と、考え直しなさるが、


1 【子ながら恥づかしくおはする御さまに】以下「迎へ寄せけむ」まで、内大臣の心中。弘徽殿女御をさしていう。近江の君を引き取ったことを後悔する。

2 【見えたてまつらむこそ】近江の君を弘徽殿女御にお目にかける、の意。

3 【人びともあまた見つぎ言ひ散らさむこと】内大臣の心中。

4 【思ひ返したまふものから】近江の君を弘徽殿女御に仕えさせることを、考え直させる、の意。


常夏．２．３．５

■　「女御里にょうごさとにものしたまふ時々1ときどき、渡わたり参まゐりて、人ひとのありさまなども見みならひたまへかし。

◇　「女御が里下りしていらっしゃる時々には、お伺いして、女房たちの行儀作法を見習いなさい。

■　ことなることなき人ひとも、おのづから人ひとに交まじらひ、さる方かたになれば、さてもありぬかし。

◇　特に優れたところのない人でも、自然と大勢の中に混じって、その立場に立つと、いつか恰好もつくものです。

■　さる心こころして2、見みえたてまつりたまひなむや」

◇　そのような心積もりをして、お目通りなさってはいかがですか」


1 【女御里にものしたまふ時々】以下「見たてまつりたまひなむや」まで、内大臣の詞。

2 【さる心して】直前の「ことなることなき人もおのづから人に交じらひ、さる方になればさてもありぬかし」をさす。


常夏．２．３．６

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

常夏．２．３．７

■　「いとうれしきことにこそはべるなれ2。

◇　「とても嬉しいことでございますわ。

■　ただ、いかでもいかでも、御方々おほむかたがたに数かずまへ3しろしめされむことをなむ、寝ねても覚さめても、年としごろ何なにごとを思おもひたまへつるにもあらず。

◇　ただただ、何としてでも、皆様方にお認めいただくことばかりを、寝ても覚めても、長年この願い以外のことは思ってもいませんでした。

■　御許おほむゆるしだにはべらば、水みづを汲くみいただきても、仕つかうまつりなむ4」

◇　お許しさえあれば、水を汲んで頭上に乗せて運びましても、お仕え致しましょう」


1? 【見たてまつりたまひなむや】「なむや」、完了の助動詞「な」確述。推量の助動詞「む」勧誘。係助詞「や」疑問の意。〜なさいませんか。

2 【いとうれしきことにこそはべるなれ】以下「仕うまつりなむ」まで、近江の君の詞。「なれ」断定の助動詞。

3 【御方々に数まへ】弘徽殿女御や雲居雁をさす。姉妹の一人としての意。

4 【水を汲みいただきても仕うまつりなむ】「法華経をわが得しことは薪こり菜摘み水を汲み仕へてぞ得し」（拾遺集哀傷、一三四六、大僧正行基）を踏まえる。


常夏．２．３．８

■　と、いとよげに、今いますこしさへづれば、いふかひなしと思おぼして、

◇　と、たいそういい気になって、一段と早口にしゃべるので、どうしようもないとお思いになって、

常夏．２．３．９

■　「いとしか、おりたちて1薪拾たきぎひろひたまはずともS12,2、参まゐりたまひなむ3。

◇　「そんなにまで、自分自身で薪をお拾いにならなくても、参上なさればよいでしょう。

■　ただかのあえものにしけむ法のりの師しだに遠とほくは」

◇　ただあのあやかったという法師さえ離れたならばね」


S12 法華経を我が得しことは薪こり菜摘み水汲み仕へてぞ得し（拾遺集哀傷-一三一四　大僧正行基）

1 【いとしかおりたちて】以下「法の師だに遠くは」まで、内大臣の詞。

2 【薪拾ひたまはずとも】前の大僧正行基の和歌を踏まえる。

3 【参りたまひなむ】「なむ」は完了の助動詞「な」確述。推量の助動詞「む」適当。


常夏．２．３．１０

■　と、をこごとにのたまひなすをも知しらず1、同おなじき大臣おと聞どときこゆるなかにも、いときよげにものものしく、はなやかなるさまして、おぼろけの人見ひとみえにくき御みけしき2をも見知みしらず、

◇　と、冗談事に紛らわしておしまいになるのも気づかずに、同じ大臣と申し上げる中でも、たいそう美しく堂々として、きらびやかな感じがして、並々の人では顔を合わせにくい程立派な方とも分からずに、


1 【をこごとにのたまひなすをも知らず】「見えにくき御けしきをも見知らず」と並列の構文。

2 【おぼろけの人見えにくき御けしき】普通の人であったら気後れするほど立派な内大臣に対しての意。


常夏．２．３．１１

■　「さて、いつか女御殿にょうごどのには参まゐりはべらむずる1」

◇　「それでは、いつ女御殿の許に参上するといたしましょう」


1 【さていつか女御殿には参りはべらむずる】近江の君の詞。枕草子では「むず」を下品な言葉遣いとする。


常夏．２．３．１２

■　と聞きこゆれば、

◇　とお尋ね申すので、

常夏．２．３．１３

■　「よろしき日ひなどや1いふべからむ。

◇　「吉日などと言うのが良いでしょう。

■　よし、ことことしくは何なにかは。

◇　いや何、大げさにすることはない。

■　さ思おもはれば、今日けふにても」

◇　そのようにお思いならば、今日にでも」


1 【よろしき日などや】以下「今日にても」まで、内大臣の詞。


常夏．２．３．１４

■　とのたまひ捨すてて渡わたりたまひぬ。

◇　と、お言い捨てになって、お渡りになった。

第四段　近江君、血筋を誇りに思う

常夏．２．４．１

■　よき四位五位しゐごゐたちの、いつききこえて、うち身みじろきたまふにも1、いといかめしき御勢おほむいきほひなるを見送みおくりきこえて、

◇　立派な四位五位たちが、うやうやしくお供申し上げて、ちょっとどこかへお出ましになるにも、たいそう堂々とした御威勢なのを、お見送り申し上げて、


1 【うち身じろきたまふにも】内大臣がちょっとどこかへお出ましになるにも、の意。


常夏．２．４．２

■　「いで、あな、めでたのわが親おや1。

◇　「何と、まあ、ご立派なお父様ですわ。

■　かかりける胤たねながら、あやしき小家こいへに生おひ出いでけること」

◇　このような方の子供でありながら、賤しい小さい家で育ったこととは」


1 【いであなめでたのわが親や】以下「生ひ出でたること」まで、近江の君の詞。


常夏．２．４．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　五節ごせち、

◇　五節は、

常夏．２．４．４

■　「あまりことことしく1、恥はづかしげにぞおはする。

◇　「あまり立派過ぎて、こちらが恥ずかしくなる方でいらっしゃいますわ。

■　よろしき親おやの、思おもひかしづかむにぞ、尋たづね出いでられたまはまし2」

◇　相応な親で、大切にしてくれる方に、捜し出しされなさったならよかったのに」


1 【あまりことことしく】以下「尋ね出でられたまはまし」まで、五節君の詞。

2 【尋ね出でられたまはまし】「られ」受身の助動詞。「まし」推量の助動詞、反実仮想の意。『完訳』は「ほどほどの身分の親で、大切に愛育してくれそうな方に引き取ってもらえばよかったのに。素直な感想だが、内大臣の娘としては不相応、の意にも解せる」と注す。


常夏．２．４．５

■　と言いふも、わりなし1。

◇　と言うのも、無理な話である。


1 【わりなし】『集成』は「草子地」と注す。語り手の批評の言葉。


常夏．２．４．６

■　「例れいのP12、君きみの、人ひとの言いふこと1破やぶりたまひて、めざまし。

◇　「いつもの、あなたが、わたしの言うことをぶちこわしなさって、心外だわ。

■　今いまは、ひとつ口くちに言葉ことばな交まぜられそ2。

◇　今は、友達みたいな口をきかないでよ。

■　あるやうあるべき身みにこそあめれ3」

◇　将来のある身の上なのようですから」


P12 例の--れ（れ/+い）の

1 【例の君の人の言ふこと】以下「こそあめれ」まで、近江の君の詞。「君」は、あなた五節の君をさしていう。「人の」は、わたしの、の意。『完訳』は「五節の言葉を、自分への言いがかりと解した」と注す。

2 【今はひとつ口に言葉な交ぜられそ】『集成』は「友だちみたいに、口出ししないで下さい」。『完訳』は「私が内大臣の娘と分った今は、気やすく口をきかないでくれ」と訳す。「られ」軽い尊敬の助動詞。

3 【あるやうあるべき身にこそあめれ】『集成』は「きっと何か仔細のある身の上なのでしょう。内大臣に見出されたからには、特別の運勢に恵まれているのだろう、の意」と注す。


常夏．２．４．７

■　と、腹立はらだちたまふ顔かほやう、気近けぢかく、愛敬あいぎゃうづきて、うちそぼれたるは、さる方かたにをかしく罪許つみゆるされたり。

◇　と、腹をお立てになる顔つきが、親しみがあり、かわいらしくて、ふざけたところは、それなりに美しく大目に見られた。

常夏．２．４．８

■　ただ、いと鄙いなかび、あやしき下人しもびとの中なかに生おひP13出いでたまへれば、もの言いふさまも知しらず。

◇　ただひどい田舎で、賤しい下人の中でお育ちになっていたので、物の言い方も知らない。

■　ことなるゆゑなき言葉ことばをも2、声こゑのどやかに押おししづめて言いひ出いだしたるは、打うち聞ぎきP14,1、耳異みみことにおぼえ、をかしからぬ歌語うたがたりをするも、声こゑづかひつきづきしくて、残のこり思おもはせ、本末惜もとすゑをしみたるさまにてうち誦ずじたるは3、深ふかき筋思すぢおもひ得えぬほどの打うち聞ぎきには、をかしかなりと、耳みみもとまるかし。

◇　大したことのない話でも、声をゆっくりと静かな調子で言い出したのは、ふと聞く耳でも、格別に思われ、おもしろくない歌語りをするのも、声の調子がしっくりしていて、先が聞きたくなり、歌の初めと終わりとをはっきり聞こえないように口ずさむのは、深い内容までは理解しないまでもの、ちょっと聞いたところでは、おもしろそうだと、聞き耳を立てるものである。


P13 生ひ--おや（や/＃）ひ

P14 打ち聞き--うちきく（く/＝き〈朱〉）

1 【打ち聞き】大島本は「うちきく（く＝き〈朱〉）」とある。すなわち「く」の右傍らに朱筆で「き」と傍記する。『集成』『新大系』は底本の朱筆傍記に従う。『古典セレクション』は訂正以前本文に従う。

2 【ことなるゆゑなき言葉をも】『完訳』は「「耳もとまるかし」まで、近江の君評の前提となる一般論」と注す。

3 【本末惜しみたるさまにてうち誦じたるは】『集成』は「歌の上の句、下の句いずれにしろ、皆まで言わないように、ひそかに吟じたのは」と訳す。


常夏．２．４．９

■　いと心深こころふかくよしあることを言いひゐたりとも1、よろしき心地ここちあらむと聞きこゆべくもあらず、あはつけき声こわざまにのたまひ出いづる言葉ことばこはごはしく、言葉ことばたみてS13,2、わがままに誇ほこりならひたる乳母めの懐***にならひたるさまに、もてなしいとあやしきに、やつるるなりけり。

◇　たとえまことに深い内容の趣向ある話をしたとしても、相当な嗜みがあるとも聞こえるはずもない、うわずった声づかいをしておっしゃる言葉はごつごつして、訛があって、気ままに威張りちらした乳母に今も馴れきっているふうに、態度がたいそう不作法なので、悪く聞こえるのであった。

◆　 
いと こころ ふかく よし ある こと を いひ ゐ たり とも、 よろしき ここち あら む と きこゆ べく も あら ず、 あはつけき こわざま に のたまひ いづる ことば こはごはしく、 ことば たみ て、 わがまま に ほこり ならひ たる めのと の ふところ に ならひ たる さま に、 もてなし いと あやしき に、 やつるる なり けり。


S13 東にて養はれたる人の子は舌だみてこそ物は言ひけれ（拾遺集物名-四一三　読人しらず）

1 【いと心深くよしあることを言ひゐたりとも】『完訳』は「以下、近江の君の場合。たとえ深い内容で趣向のあることを」と注す。

2 【言葉たみて】「東にて養はれたる人の子は舌たみてこそものは言ひけれ」（拾遺集物名、四一三、読人しらず）。


常夏．２．４．１０

■　いといふかひなくはあらず、三十文字みそもじあまり、本末もとすゑあはぬ歌うた、口疾くちとくうち続つづけなどしたまふ。

◇　まったくお話にならないというのではないが、三十一文字の、上句と下句との意味が通じない歌を、早口で続けざまに作ったりなさる。

第五段　近江君の手紙

常夏．２．５．１

■　「さて、女御殿にょうごどのに1参まゐれとのたまひつるを、しぶしぶなるさまならば、ものしくもこそ思おぼせ2。

◇　「ところで、女御様に参上せよとおっしゃったのを、しぶるように見えたら、不快にお思いになるでしょう。

■　夜よさりまうでむ。

◇　夜になったら参上しましょう。

■　大臣おとどの君きみ、天下てんがに思おぼすとも3、この御方々おほむかたがたのすげなくしたまはむには、殿とののうちには立たてりなむはや」

◇　大臣の君が、世界一大切に思ってくださっても、ご姉妹の方々が冷たくなさったら、お邸の中には居られましょうか」


1 【さて女御殿に】以下「殿のうちには立てりなむや」まで、近江の君の詞。

2 【ものしくもこそ思せ】主語は内大臣。

3 【天下に思すとも】強調表現、大袈裟な言い方。


常夏．２．５．２

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御おほむおぼえのほど、いと軽かろらかなりや。

◇　ご声望のほどは、たいそう軽いことであるよ。

■　まづ御文おほむふみたてまつりたまふ。

◇　さっそくお手紙を差し上げなさる。

常夏．２．５．３

■　「葦垣あしがきのま近ぢかきS14ほどにはさぶらひながら、今いままで影踏かげふむばかりS15のしるしもはべらぬは、勿来なこその関せきをや据すゑS16させたまへらむとなむ。

◇　「お側近くにおりながら、今までお伺いする幸せを得ませんのは、来るなと関所をお設けになったのでしょうか。

■　知しらねども、武蔵野むさしのといへばS17かしこけれども。

◇　お目にかかってはいませんのに、お血続きの者ですと申し上げるのは、恐れ多いことですが。

■　あなかしこや、あなかしこや」

◇　まことに失礼ながら、失礼ながら」


S14 人知れぬ思ひやなぞと葦垣の間近けれども逢ふよしのなき（古今集恋一-五〇六　読人知らず）

S15 立ち寄らば影踏むばかり近けれど誰か勿来の関を据ゑけむ（後撰集恋二-六八二　小八条御息所）

S16 逢ひ見では面伏せにや思ふらむ勿来の関に生ひよ帚木（源氏釈所引-出典未詳）

S17 知らねども武蔵野と言へばかこたれぬよしやそこそは紫のゆゑ（古今六帖五-三五〇七）


常夏．２．５．４

■　と、点てんがちにて、裏うらには、

◇　と、点ばかり多い書き方で、その裏には、

常夏．２．５．５

■　「まことや、暮くれにも参まゐり来こむと思おもうたまへ立たつは、厭いとふにはゆるS18にや。

◇　「実は、今晩にも参上しようと存じますのは、お厭いになるとかえって思いが募るのでしょうか。

■　いでや、いでや、あやしきは水無川みなせがはS19にを」

◇　いいえ、いいえ、見苦しい字は大目に見ていただきたく」


S18 あやしくも厭ふにはゆる心かないかにしてかは思ひやむべき（後撰集恋二-六〇八　読人しらず）

S19 悪しき手をなほ善きさまに水無瀬川底の水屑の数ならずとも（源氏釈所引-出典未詳）


常夏．２．５．６

■　とて、また端はしに、かくぞ、

◇　とあって、また端の方に、このように、

常夏．２．５．７

■　「草若くさわかみ常陸ひたちの浦うらのいかが崎さき

いかであひ見みむ田子たごの浦波うらなみ

大川水おほかはみづのS20」

◇　「未熟者ですが、いかがでしょうかと

何とかしてお目にかかりとうございます

並一通りの思いではございません」


S20 み吉野の大川野辺の藤浪のなみに思はばわが恋ひめやは（古今集恋四-六九九　読人しらず）


常夏．２．５．８

■　と、青あをき色紙一重しきしひとかさねに、いと草さうがちに、いかれる手ての、その筋すぢとも見みえず、ただよひたる書かきざまも下長しもながP15に、わりなくゆゑばめり。

◇　と、青い色紙一重ねに、たいそう草仮名がちの、角張った筆跡で、誰の書風を継ぐとも分からない、ふらふらした書き方も下長で、むやみに気取っているようである。

■　行くだりのほど、端はしざまに筋交すぢかひて、倒たふれぬべく見みゆるを、うち笑ゑみつつ見みて、さすがにいと細ほそく小ちひさく巻まき結むすびて、撫子なでしこの花はなにつけたり。

◇　行の具合は、端に行くほど曲がって来て、倒れそうに見えるのを、にっこりしながら見て、それでもたいそう細く小さく巻き結んで、撫子の花に付けてあった。


P15 下長--しり（り/＄も〈朱〉）なか


第六段　女御の返事

常夏．２．６．１

■　樋洗童ひすましわらはP16しも1、いと馴なれてきよげなる、今参いままゐりなりけり。

◇　樋洗童は、たいそうもの馴れた態度できれいな子で、新参者なのであった。

■　女御にょうごの御方おほむかたの台盤所だいばんどころに寄よりて2、

◇　女御の御方の台盤所に寄って、


P16 樋洗童--ひすましわらはゝ（ゝ/＄〈朱〉）

1 【樋洗童しも】大島本は「ひすましわらハゝ（ゝ＃〈朱〉）しも」とある。すなわち底本は踊り字「ゝ」を朱筆で抹消する。『新大系』は底本の朱筆訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「樋洗童はしも」と校訂する。

2 【女御の御方の台盤所に寄りて】弘徽殿女御方の女房の詰所。


常夏．２．６．２

■　「これ、参まゐらせたまへ1」

◇　「これを差し上げてください」


1 【これ参らせたまへ】使者の詞。


常夏．２．６．３

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　下仕しもづかへ見知みしりて1、

◇　下仕えが顔を知っていて、


1 【下仕へ見知りて】女御方の下仕え。


常夏．２．６．４

■　「北きたの対たいにさぶらふ童わらはなりけり1」

◇　「北の対に仕えている童だわ」


1 【北の対にさぶらふ童なりけり】女御方の下仕えの詞。


常夏．２．６．５

■　とて、御文取おほむふみとり入いる。

◇　と言って、お手紙を受け取る。

■　大輔たいふの君1きみといふ、持もて参まゐりて2、引ひき解ときて御覧ごらんぜさす。

◇　大輔の君というのが、持参して、開いて御覧に入れる。


1 【大輔の君】女御方の女房。

2 【持て参りて】大島本は「もてままいりて」とある。「ま」は衍字であろう。


常夏．２．６．６

■　女御にょうご、ほほ笑ゑみてうち置おかせたまへるを、中納言ちゅうなごんの君1きみといふ、近ちかくゐて2、そばそば見みけり。

◇　女御が、苦笑してお置きあそばしたのを、中納言の君という者が、お近くにいて、横目でちらちらと見た。


1 【中納言の君】女御方の女房。女房名からして上臈の女房。

2 【近くゐて】大島本は「ちかくいて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「近くさぶらひて」と校訂する。


常夏．２．６．７

■　「いと今いまめかしき1御文おほむふみのけしきにもはべめるかな」

◇　「たいそうしゃれたお手紙のようでございますね」


1 【いと今めかしき】以下「はべめるかな」まで、中納言の君の詞。


常夏．２．６．８

■　と、ゆかしげに思おもひたれば、

◇　と、見たそうにしているので、

常夏．２．６．９

■　「草さうの文字もじは1、え見知みしらねばにやあらむ、本末もとすゑなくも見みゆるかな」

◇　「草仮名の文字は、読めないからかしら、歌の意味が続かないように見えます」


1 【草の文字は】以下「見ゆるかな」まで、弘徽殿女御の詞。『集成』は「草仮名の読みにくさにかこつけて、やんわりと批評したもの」と注す。


常夏．２．６．１０

■　とて、賜たまへり。

◇　とおっしゃって、お下しになった。

常夏．２．６．１１

■　「返かへりこと1、かくゆゑゆゑしく書かかずは、悪わろしとや思おもひおとされむ。

◇　「お返事は、このように由緒ありげに書かなかったら、なっていないと軽蔑されましょう。

■　やがて書かきたまへ」

◇　そのままお書きなさい」


1 【返りこと】以下「書きたまへ」まで、弘徽殿女御の詞。


常夏．２．６．１２

■　と、譲ゆづりたまふ。

◇　と、お任せになる。

■　もて出いでてこそあらね1、若わかき人ひとは、ものをかしくて、皆みなうち笑わらひぬ。

◇　そう露骨に現しはしないが、若い女房たちは、何ともおかしくて、皆笑ってしまった。

■　御返おほむかへり乞こへば2、

◇　お返事を催促するので、


1 【もて出でてこそあらね】挿入句。『集成』は「（ご姉妹のことゆえ）おおっぴらにではないが」。『完訳』は「そう露骨に示しはしないが」と訳す。

2 【御返り乞へば】主語は使者の樋洗童。


常夏．２．６．１３

■　「をかしきことの1筋すぢにのみまつはれてはべめれば、聞きこえさせにくくこそ。

◇　「風流な引歌ばかり使ってございますので、お返事が難しゅうございます。

■　宣旨書せんじがきめきては、いとほしからむ」

◇　代筆めいては、お気の毒でしょう」


1 【をかしきことの】以下「いとほしからむ」まで、中納言の君の詞。


常夏．２．６．１４

■　とて、ただ、御文おほむふみめきて書かく。

◇　と言って、まるで、女御のご筆跡のように書く。

常夏．２．６．１５

■　「近ちかきしるしなき2、おぼつかなさは、恨うらめしく、

◇　「お近くにいらっしゃるのにその甲斐なく、お目にかかれないのは、恨めしく存じられまして、


1? 【聞こえにくくこそ】係助詞「こそ」の下に「侍れ」などの語句が省略。

2 【近きしるしなき】以下、和歌の終わり「筥崎の松」まで、中納言の君が書いた返事。


常夏．２．６．１６

■　常陸ひたちなる駿河するがの海うみの須磨すまの浦うらに

波立なみたち出いでよ筥崎はこざきの松1まつ」

◇　常陸にある駿河の海の須磨の浦に

お出かけくだい、箱崎の松が待っています」


1 【常陸なる駿河の海の須磨の浦に波立ち出でよ筥崎の松】「常陸の浦」「田子の浦波」の語句を受けて、「常陸なる駿河の海」と返し、また「須磨の浦」「筥崎の松」という歌枕を詠んで返す。「松」は「待つ」の掛詞。「波」と「立つ」は縁語。歌意は「立ち出でよ」「待つ」にある。


常夏．２．６．１７

■　と書かきて、読よみきこゆれば、

◇　と書いて、読んでお聞かせす申すと、

常夏．２．６．１８

■　「あな、うたて1。

◇　「まあ、困りますわ。

■　まことにみづからのにもこそ言いひなせ」

◇　ほんとうにわたしが書いたのだと言ったらどうしましょう」


1 【あなうたて】以下「もこそ言ひなせ」まで、弘徽殿女御の詞。連語「もこそ」は、懸念の意を表す。


常夏．２．６．１９

■　と、かたはらいたげに思おぼしたれど、

◇　と、迷惑そうに思っていらっしゃったが、

常夏．２．６．２０

■　「それは聞きかむ人ひとわきまへはべりなむ1」

◇　「それは聞く人がお分かりでございましょう」


1 【それは聞かむ人わきまへはべりなむ】中納言の君の詞。


常夏．２．６．２１

■　とて、おし包つつみて出いだしつ1。

◇　と言って、紙に包んで使いにやった。


1 【おし包みて出だしつ】『完訳』は「正式な書状の形式の立文にした。女同士の文通には用いない」と注す。


常夏．２．６．２２

■　御方見おほむかたみて1、

◇　御方が見て、


1 【御方見て】近江の君をさす。「御方」という敬語表現が皮肉。


常夏．２．６．２３

■　「をかしの御口おほむくちつきや。

◇　「しゃれたお歌ですこと。

■　待まつとのたまへるを1」

◇　待っているとおっしゃっているわ」


1 【をかしの御口つきや待つとのたまへるを】近江の君の詞。間投助詞「を」詠嘆。


常夏．２．６．２４

■　とて、いとあまえたる薫物たきものの香かを、返かへす返がへす薫たきしめゐたまへり。

◇　と言って、たいそう甘ったるい薫物の香を、何度も何度も着物にた焚きしめていらっしゃった。

■　紅べにといふもの、いと赤あからかにかいつけて、髪かみけづりつくろひたまへる、さる方かたににぎははしく、愛敬あいぎゃうづきたり。

◇　紅というものを、たいそう赤く付けて、髪を梳いて化粧なさったのは、それなりに派手で愛嬌があった。

■　御対面おほむたいめんのほど、さし過すぐしたることもあらむかし1。

◇　ご対面の時、さぞ出過ぎたこともあったであろう。


1 【御対面のほどさし過ぐしたることもあらむかし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の言辞。この夜の出仕のさまを読者の想像にまかせる」と注す。



２７． 篝火 (かがりび)

第一章　玉鬘の物語　養父と養女の禁忌の恋物語

第一段　近江君の世間の噂

篝火．１．１．１

■　このごろ、世よの人ひとの言種ことうさに、

◇　近頃、世間の人の噂に、

■　「内うちの大殿おほいどのの今姫君1いまひめぎみ」

◇　「内の大殿の今姫君は」

■　と、ことに触ふれつつ言いひ散ちらすを、源氏げんじの大臣聞おとどきこしめして、

◇　と、何かにつけては言い触らすのを、源氏の大臣がお聞きあそばして、


1 【内の大殿の今姫君】近江の君をさす。


篝火．１．１．２

■　「ともあれ、かくもあれ1、人見ひとみるまじくて籠こもりゐたらむ女子をむなごを、なほざりのかことにても2、さばかりにものめかし出いでて、かく、人ひとに見みせ、言いひ伝つたへらるるこそ、心得こころえぬことなれ。

◇　「何はともあれ、人目につくはずもなく家に籠もっていたような女の子を、少々の口実はあったにせよ、あれほど仰々しく引き取った上で、このように、女房として人前に出して、噂されたりするのは納得できないことだ。

■　いと際々きはぎはしうものしたまふあまりに、深ふかき心こころをも尋たづねずもて出いでて、心こころにもかなはねば、かくはしたなきなるべし。

◇　たいそう物事にけじめをつけすぎなさるあまりに、深い事情も調べずに、お気に入らないとなると、このような体裁の悪い扱いになるのだろう。

■　よろづのこと、もてなしからにこそ、なだらかなるものなめれ」

◇　何事も、やり方一つで、穏やかにすむものなのだ」


1 【ともあれかくもあれ】以下「ものなめれ」まで、源氏の心中。『集成』は「娘の人柄がどうであれ」。『完訳』は「どういう事情があるにせよ」と訳す。

2 【なほざりのかことにても】『集成』は「先方が些細なことにかこつけて、ご落胤だと言ったにしても。本当は実子ではないかもしれないが、という含み」と注す。


篝火．１．１．３

■　と、いとほしがりたまふ。

◇　とお気の毒がりなさる。

篝火．１．１．４

■　かかるにつけても、

◇　このような噂につけても、

■　「げによくこそと1、親おやと聞きこえながらも2、年としごろの御心みこころを3知しりきこえず、馴なれたてまつらましに4、恥はぢがましきことやあらまし」

◇　「ほんとうによくこちらに引き取られてものだ、親と申し上げながらも、長年のお気持ちを存じ上げずに、お側に参っていたら、恥ずかしい思いをしただろうに」

■　と、対たいの姫君思ひめぎみおぼし知しるを、右近うこんもいとよく聞きこえ知しらせけり。

◇　と、対の姫君はお分りになるが、右近もとてもよくお申し聞かせていた。


1 【げによくこそと】以下「ことやあらまし」まで、玉鬘の心中。

2 【親と聞こえながらも】内大臣をさす。

3 【年ごろの御心を】『集成』は「離れていた間のお考えを」。『完訳』は「昔からのご気性も」と訳す。

4 【馴れたてまつらましに】「まし」反実仮想の助動詞、仮定の意。


篝火．１．１．５

■　憎にくき御心みこころこそ添そひたれど1、さりとて、御心みこころのままに押おしたちてなどもてなしたまはず、いとど深ふかき御心みこころのみまさりたまへば、やうやうなつかしううちとけきこえたまふ2。

◇　困ったお気持ちがおありであったが、そうかといって、お気持ちの赴くままに無理押しなさらず、ますます深い愛情ばかりがお増しになる一方なので、だんだんとやさしく打ち解け申し上げなさる。


1 【憎き御心こそ添ひたれど】源氏の懸想心をさす。

2 【やうやうなつかしううちとけきこえたまふ】玉鬘、源氏への親近感を強める。


第二段　初秋の夜、源氏、玉鬘と語らう

篝火．１．２．１

■　秋あきになりぬ。

◇　秋になった。

■　初風涼はつかぜすずしくS1吹ふき出いでて、背子せこが衣ころももうらさびしき心地ここちしたまふに、忍しのびかねつつ、いとしばしば渡わたりたまひて、おはしまし暮くらし、御琴おほむことなども1習ならはしきこえたまふ。

◇　初風が涼しく吹き出して、ものさびしい気持ちがなさるので、堪えかねては、たいそうしきりにお渡りになって、一日中おいでになって、お琴などをお教え申し上げなさる。


S1 わが背子が衣の裾を吹き返しうらめづらしき秋の初風（古今集秋上-一七一　読人しらず）初風の涼しくもあるかわが背子の衣の裏のうらのさびしき（源氏釈所引、出典未詳）

1 【御琴なども】和琴をさす。


篝火．１．２．２

■　五いつか、六日むゆかの夕月夜ゆふづくよは疾とく入いりて1、すこし雲隠くもがくるるけしき、荻おぎの音おともやうやうあはれS2なるほどに2なりにけり。

◇　五、六日の夕月夜はすぐに沈んで、少し雲に隠れた様子、荻の葉音もだんだんしみじみと感じられるころになった。

■　御琴おほむことを枕まくらにて、もろともに添そひ臥ふしたまへり。

◇　お琴を枕にして、一緒に横になっていらっしゃる。

■　かかる類たぐひあらむやと、うち嘆なげきがちにて夜更よふかしたまふも、人ひとの咎とがめたてまつらむことを思おぼせば、渡わたりたまひなむとて、御前おまへの篝火かがりびのすこし消きえがたなるを、御供おほむともなる右近うこんの大夫4たいふを召めして、灯ともしつけさせたまふ。

◇　このような例があろうかと、溜息をもらしながら夜更かしなさるのも、女房が変だと思い申すだろうことをお思いになって、お渡りになろうとして、御前の篝火が少し消えかかっているのを、お供の右近の大夫を召して、点灯させなさる。


S2 秋風の荻の葉を吹く音聞けばいよいよ我も物をこそ思へ（古今六帖六-三七二二）

1 【五六日の夕月夜は疾く入りて】七月五、六日の月。

2 【荻の音もやうやうあはれなるほどに】「さらでだにあやしきほどの夕暮に荻吹く風の音ぞ聞ゆる」（後拾遺集秋上、三一九、斎宮女御）。

3? 【かかるたぐひあらむや】源氏の心中。『完訳』は「ともに臥しながらそれ以上の行為に出られないのが、類稀」と注す。

4 【右近の大夫】右近衛府の将監（三等官、従六位相当官）、五位に叙せられた者。源氏の家人。


篝火．１．２．３

■　いと涼すずしげなる遣水やりみづのほとりに、けしきことに広ひろごり臥ふしたる檀まゆみの木きの下したに、打松うちまつおどろおどろしからぬほどに置おきて1、さし退しりぞきて灯ともしたれば、御前おまへの方かたは2、いと涼すずしくをかしきほどなる光ひかりに、女をむなの御おほむさま見みるにかひあり。

◇　たいそう涼しそうな遣水のほとりに、格別風情ありげに枝を広げている檀の木の下に、松の割木を目立たない程度に積んで、少し下がって篝火を焚いているので、御前の方は、たいそう涼しくちょうどよい程度の明るさで、女のお姿は見れば見るほど美しい。

■　御髪みぐしの手てあたりなど、いと冷ひややかにあてはかなる心地ここちして、うちとけぬさまにものをつつましと思おぼしたるけしき、いとらうたげなり。

◇　お髪の手あたり具合など、とてもひんやりと気品のある感じがして、身を固くして恥ずかしがっていらっしゃる様子、たいそうかわいらしい。

■　帰かへり憂うく思おぼしやすらふ。

◇　帰りづらくぐずぐずしていらっしゃる。


1 【打松おどろおどろしからぬほどに置きて】松の割木。篝火の燃料。

2 【御前の方は】玉鬘の部屋の前をさす。


篝火．１．２．４

■　「絶たえず人ひとさぶらひて1、灯ともしつけよ。

◇　「しじゅう誰かいて、篝火を焚いていよ。

■　夏なつの月つきなきほどは、庭にはの光ひかりなき、いとものむつかしく、おぼつかなしや」

◇　夏の月のないころは、庭に光がないと、何か気味が悪く、心もとないから」


1 【絶えず人さぶらひて】以下「おぼつかなしや」まで、源氏の詞。


篝火．１．２．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

篝火．１．２．６

■　「篝火かがりびにたちそふ恋こひの煙けぶりこそ

世よには絶たえせぬ炎ほのほなりけれ

◇　「篝火とともに立ち上る恋の煙は

永遠に消えることのないわたしの思いなのです

篝火．１．２．７

■　いつまでとかやS3,2。

◇　いつまで待てとおっしゃるのですか。

■　ふすぶるならでも、苦くるしき下燃したもえなりけり」

◇　くすぶる火ではないが、苦しい思いでいるのです」


S3 夏なれば宿にふすぶる蚊遣火のいつまでわが身下燃えにをせむ（古今集恋一-五〇〇　読人しらず）

1? 【篝火にたちそふ恋の煙こそ世には絶えぬ炎なりけれ】源氏から玉鬘への贈歌。「恋」に「火」を詠み込む。

2 【いつまでとかや】以下「下燃えなりや」まで、和歌に続けた詞。「夏なれば宿にふすぶる蚊遣火のいつまでわが身下燃えをせむ」（古今集恋一、五〇〇、読人しらず）。


篝火．１．２．８

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　女君をむなぎみ、

◇　女君は、

■　「あやしのありさまや1」

◇　「奇妙な仲だわ」

■　と思おぼすに、

◇　とお思いになると、


1 【あやしのありさまや】玉鬘の心中。


篝火．１．２．９

■　「行方ゆくへなき空そらに消けちてよ篝火かがりびの

たよりにたぐふ煙けぶりとならば1

◇　「果てしない空に消して下さいませ

篝火とともに立ち上る煙とおっしゃるならば


1 【行方なき空に消ちてよ篝火のたよりにたぐふ煙とならば】玉鬘の返歌。「篝火」「煙」の語句を受けて返す。『完訳』は「源氏の懸想をさりげなく拒んだ歌」と注す。


篝火．１．２．１０

■　人ひとのあやしと思おもひはべらむこと」

◇　人が変だと思うことでございますわ」

篝火．１．２．１１

■　とわびたまへば、

◇　とお困りになるので、

■　「くはや1」

◇　「さあて」

■　とて、出いでたまふに、東ひむがしの対たいの方かたに、おもしろき笛ふえの音ね、箏さうに吹ふきあはせたり。

◇　と言って、お出になると、東の対の方に美しい笛の音が、箏と合奏していた。


1 【くはや】源氏の詞。『集成』は「それでは」。『完訳』は「これはこれは。驚きの発語」と訳す。


篝火．１．２．１２

■　「中将ちゅうじゃうの1、例れいのあたり離はなれぬどち遊あそぶにぞあなる。

◇　「中将が、いつものように一緒にいる仲間たちと合奏しているようだ。

■　頭中将とうのちゅうじゃうにこそ2あなれ。

◇　頭中将であろう。

■　いとわざとも吹ふきなる音ねかな」

◇　たいそう見事に吹く笛の音色だなあ」


1 【中将の】以下「吹きたる音かな」まで、源氏の詞。

2 【頭中将にこそ】『集成』は以下を源氏の詞とする。


篝火．１．２．１３

■　とて、立たちとまりたまふ。

◇　と言って、お立ち止まりなさる。

第三段　柏木、玉鬘の前で和琴を演奏

篝火．１．３．１

■　御消息1おほむせうそこ、

◇　お便りに、

■　「こなたになむ2、いと影涼かげすずしき篝火かがりびに、とどめられてものする」

◇　「こちらに、たいそう涼しい火影の篝火に、引き止められています」

■　とのたまへれば、うち連つれて三人参みたりまゐりたまへり。

◇　とおっしゃったので、連れだって三人参上なさった。


1 【御消息】源氏から夕霧らへの消息。

2 【こなたになむ】以下「とどめられてものする」まで、源氏の消息。


篝火．１．３．２

■　「風かぜの音秋おとあきになりけりS4,2と、聞きこえつる笛ふえの音ねに、忍しのばれでなむ」

◇　「風の音は秋になったと、聞こえる笛の音色に、我慢ができなくてね」


S4 秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる（古今集秋上-一六九　藤原敏行）

1? 【三人参りたり】夕霧、柏木、弁少将をさす。

2 【風の音秋になりけり】大島本は「なりけり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なりにけり」と校訂する。「秋来きぬとめにはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる」（古今集秋上、一六九、藤原敏行）。


篝火．１．３．３

■　とて、御琴おほむことひき出いでて、なつかしきほどに弾ひきたまふ。

◇　と言って、お琴を取り出して、やさしい感じにお弾きになる。

■　源中将げんのちゅうじゃうは1、

◇　源中将は、

■　「盤渉調***」

◇　「盤渉調」

■　にいとおもしろく吹***きたり。

◇　にたいそう美しく吹いた。

■　頭中将でう、心***づかひして出***だし立***てがたうす。

◇　頭中将は、気をつかって歌いにくそうにしている。

■　「遅***し」

◇　「遅い」

■　とあれば、弁少将のちゅうじゃう、拍子打***ち出***でて、忍***びやかに歌***ふ声***、鈴虫***にまがひたり。

◇　というので、弁少将が、拍子を打って、静かに歌う声は、鈴虫かと思うほどである。

■　二返***りばかり歌***はせたまひて2、御琴***は中将***に3譲***らせたまひつ4。

◇　二度ほど歌わせなさって、お琴は中将にお譲りあそばした。

■　げに、かの父大臣うすおそしとあればべんの御爪音***に、をさをさ劣***らずP1、はなやかにおもしろし。

◇　まことに、あの父大臣のお弾きになる音色に、少しも劣らず、派手で素晴らしい。

◆　 
とて、 おほむ-こと ひきいで て、 なつかしき ほど に ひき たまふ。 げん-の-ちゅうじゃう は、 ばんしき-でう に いと おもしろく ふき たり。 とう-の-ちゅうじゃう、 こころづかひ し て いだしたて がたう す。 "おそし!" と あれ ば、 べん-の-せうしゃう、 ひゃうし うちいで て、 しのびやか に うたふ こゑ、 すずむし に まがひ たり。 ふた-かへり ばかり うたはせ たまひ て、 おほむ-こと は ちゅうじゃう に ゆづら せ たまひ つ。 げに、 かの ちち-おとど の おほむ-つまおと に、 をさをさ おとら ず、 はなやか に おもしろし。


P1 劣らず--おと（と/＆と=と）らす

1 【源中将は】夕霧をさす。頭中将（柏木）と区別する。

2 【歌はせたまひて】「せ」使役の助動詞。源氏が弁少将に。

3 【御琴は中将に】和琴を柏木に。

4 【譲らせたまひつ】「せ」尊敬の助動詞。源氏に対する二重敬語。


篝火．１．３．４

■　「御簾みすのうちに1、物ものの音聞ねき分きわく人2ひとものしたまふらむかし。

◇　「御簾の中に、音楽の分かる人がいらっしゃるようだ。

■　今宵こよひは、盃さかづきなど心こころしてを3。

◇　今晩は、杯なども気をつかわれよ。

■　盛さかり過すぎたる人4ひとは、酔ゑひ泣なきのついでに、忍しのばぬこともこそ5」

◇　盛りを過ぎた者は、酔泣きする折に、言わなくともよいことまで言ってしまうかもしれない」


1 【御簾のうちに】以下「こともこそ」まで、源氏の詞。

2 【物の音聞き分く人】玉鬘をさす。

3 【心してを】「を」間投助詞、詠嘆。

4 【盛り過ぎたる人】源氏自身をいう。

5 【忍ばぬこともこそ】『集成』は「柏木兄弟に玉鬘のことを漏らしてしまうかもしれない」。『完訳』は「玉鬘の素姓や、自分の玉鬘懸想の真相を、酔って口に出しかねない、という不安」と注す。


篝火．１．３．５

■　とのたまへば、姫君ひめぎみもげにあはれと聞ききたまふ1。

◇　とおっしゃると、姫君もまことにしみじみとお聞きになる。


1 【姫君もげにあはれと聞きたまふ】『完訳』は「彼女は、源氏の言葉「忍ばぬこともこそ--」から、やがて源氏の口から自分の素姓が実の親にも知れようと察して喜ぶ」と注す。


篝火．１．３．６

■　絶たえせぬ仲なかの御契おほむちぎり、おろかなるまじきものなればにや1、この君きみたちを人知ひとしれず目めにも耳みみにもとどめたまへど、かけてさだに思おもひ寄よらず2、この中将ちゅうじゃうは、心こころの限かぎり尽つくして、思おもふ筋すぢにぞ、かかるついでにも、え忍しのび果はつまじき心地ここちすれど、さまよくもてなして、をさをさ心こころとけても掻かきわたさず3。

◇　切っても切れないご姉弟の関係は、並々ならぬものだからであろうか、この君たちを人に分からないように目にも耳にも止めていらっしゃるが、よもやそんなことは思いも寄らず、この中将は、心のありったけを尽くして、思慕のことで、このような機会にも、抑えきれない気がするが、見苦しくないように振る舞って、少しも気を許して琴を弾き続けることができない。


1 【絶えせぬ仲の御契りおろかなるまじきものなればにや】語り手の挿入句。「なればにや」は語り手の判断と想像を交えた表現。

2 【かけてさだに思ひ寄らず】下の「この中将は」に係る句。

3 【をさをさ心とけても掻きわたさず】『集成』は「めったなことに気を許して弾き続けることもしない」と訳す。



２８． 野分 (のわき)

第一章　夕霧の物語　継母垣間見の物語

第一段　八月野分の襲来

野分．１．１．１

■　中宮ちゅうぐうの御前おまへに1、秋あきの花はなを植うゑさせたまへる2こと、常つねの年としよりも見所多みどころおほく、色種いろくさを尽つくして、よしある黒木赤木くろきあかきの籬ませを結ゆひまぜつつ、同おなじき花はなの枝えだざし、姿すがた、朝夕露あさゆふつゆの光ひかりも世よの常つねならず、玉たまかとかかやきてS1作つくりわたせる野辺のべの色いろを見みるに、はた、春はるの山やまも忘わすられて、涼すずしうおもしろく、心こころもあくがるるやうなり。

◇　中宮のお庭先に、秋の花をお植えあそばしていらっしゃることは、例年よりも見る価値が多くあって、ありとあらゆる種類の花を植えて、風情のある皮のある木と皮をはいだ木との籬垣を結い混ぜて、同じ花の枝ぶりや、姿は、朝夕の露の光も世間のと違って、玉かと輝いて、お造りになった野辺の色彩を見ると、一方では、春の山もつい忘れられて、さわやかで気分が晴々するようで、心も浮き立つほどである。


S1 植ゑたてて君がしめゆふ野辺なれば玉とも見よと露や置くらむ（古今六帖一-五六二　伊勢）

1 【中宮の御前に】今上（冷泉院）の中宮（秋好中宮）。その里邸六条院秋の御殿。

2 【植ゑさせたまへる】二重敬語、中宮への重々しい待遇。


野分．１．１．２

■　春秋はるあきの争あらそひに、昔むかしより秋あきに心寄こころよする人ひとは数かずまさりS2けるを2、名立なだたる3春はるの御前4おまへの花園はなぞのに心寄こころよせし人ひとびと、また引ひきかへし移うつろふけしきS3、世よのありさまに似にたり5。

◇　春秋の優劣に、昔から秋に心を寄せる人は数多くいたが、名高い春のお庭先の花園に心を寄せた人々が、再び掌を返すように秋に心変わりする様子は、時勢におもねる世情と似ていた。


S2 春はただ花のひとへに咲くばかりもののあはれは秋ぞまされる（拾遺集雑下-五一一　読人しらず）春はただ花こそは咲け野辺ごとに錦を張れる秋はまされり（論春秋歌合-二　豊主）

S3 春秋に思ひ乱れて分きかねつ時につけつつ移る心は（拾遺集雑下-五〇九　紀貫之）色見えで移ろふものは世の中の人の心の花にぞありける（古今集恋五-797　小野小町）

1? 【朝夕露の光も世の常ならず玉とかがやきて】「植ゑたてて君がしめゆふ花なれば玉と見えてや露もおくらむ」（後撰集秋中、二八〇、伊勢）

2 【春秋の争ひに昔より秋に心寄する人は数まさりけるを】「ふゆごもり春さりくればなかざりし鳥もきなきぬさかざりし花もさけれど山をしげみいりてもとらず草ふかみとりても見えず秋山の木のはを見てはもみぢをばとりてぞしのぶあをきをばおきてぞなげくそこしうらみし秋山ぞわれは」（万葉集巻一、一六）。「春はただ花のひとへに咲くばかり物のあはれは秋ぞまされりける（拾遺集雑下、五一一、読人しらず）。「春はただ花こそは散れ野辺ごと錦を張れる秋はまされり」（河海抄所引、出典未詳）。

3 【名立たる】「数知らず君が齢をのばへつつ名立たる宿の露とならなむ」（後撰集秋下、三九四、伊勢）。「露だにも名立たる宿の菊ならば花の主やいくよなるらむ（後撰集秋下、三九五、藤原雅正）

4 【春の御前】六条院春の御殿。

5 【移ろふけしき世のありさまに似たり】「色見えで移ろふものは世の中の人の心の花にぞありける」（古今集恋五、七九五、伊勢）


野分．１．１．３

■　これを御覧ごらんじつきて、里居さとゐしたまふ1ほど、御遊おほむあそびなどもあらまほしけれど、八月はづきは故前坊2こぜんばうの御忌月おほむきづきなれば、心こころもとなく思おぼしつつ明あけ暮くるるに、この花はなの色いろまさるけしきどもを御覧ごらんずるに、野分のわき、例れいの年としよりもおどろおどろしく、空そらの色変いろかはりて吹ふき出いづ。

◇　この庭をお気に召して、里住みなさっていらっしゃる間に、管弦のお遊びなども催したいところであるが、八月は故前坊の御忌月にあたるので、気になさりながら毎日過ごしていらっしゃったが、この花の色がいよいよ美しくなっていく様子を御覧になっていると、野分が、いつもの年よりも激しく、空も変わって風が吹き出す。


1 【里居したまふ】中宮への重々しい待遇から普通の敬語になる。

2 【故前坊】中宮の父、故前皇太子。


野分．１．１．４

■　花はなどものしをるるを、いとさしも思おもひしまぬ人ひとだに、あなわりなと思おもひ騒さわがるるを、まして、草くさむらの露つゆの玉たまの緒乱をみだるるままに、御心惑みこころまどひもしぬべく思おぼしたり。

◇　いろいろの花が萎れるのを、それほどにも思わない人でさえも、まあ、困ったことと心を痛めるのに、まして、草むらの露の玉が乱れるにつれて、お気もどうにかなってしまいそうにご心配あそばしていらっしゃった。

■　おほふばかりの袖そでS4は2、秋あきの空そらにしもこそ欲ほしげなりけれ。

◇　大空を覆うほどの袖は、秋の空にこそ欲しい感じがした。

■　暮くれゆくままに、ものも見みえず吹ふきまよはして、いとむくつけければ、御格子みかうしなど参まゐりぬるに、うしろめたくいみじと、花はなの上うへを思おぼし嘆なげく。

◇　日が暮れて行くにつれて、何も見えないほど吹き荒れて、たいそう気味が悪いなので、御格子などをお下ろしになったが、不安でたまらないと花の身をご心配あそばす。


S4 大空をおほふばかりの袖もがな春咲く花を風に任せじ（後撰集春中-六四　読人しらず）

1? 【露の玉のを乱るる】「白露に風の吹きしく秋の野は貫きとめぬ玉ぞ散りける」（後撰集秋中、三〇八、文屋朝康）。「玉の緒」は歌語。

2 【おほふばかりの袖は】「大空に覆ふばかりの袖もがな春さく花を風にまかせじ」（後撰集春中、六四、読人しらず）


第二段　夕霧、紫の上を垣間見る

野分．１．２．１

■　南みなみの御殿おとどにも1、前栽せんさいつくろはせたまひける折をりにしも、かく吹ふき出いでて、もとあらの小萩こはぎS5、はしたなく待まちえたる風かぜのけしきなり2。

◇　南の御殿でも、お庭先の植え込みを手入れさせていらっしゃったちょうどそのころ、このように野分が吹き出して、株もまばらな小萩が、待っていた風にしては激し過ぎる吹き具合である。

■　折をれ返かへり、露つゆもとまるまじく3吹ふき散ちらすを、すこし端近はしちかくて見みたまふ。

◇　枝も折れ曲がって、露も結ばないほど吹き散らすのを、少し端近くに出て御覧になる。


S5 宮城野のもとあらの小萩露を重み風を待つごと君をこそ待て（古今集恋四-六九四　読人しらず）

1 【南の御殿にも】六条院南の御殿、すなわち春の御殿、紫の上方。

2 【もとあらの小萩はしたなく待ちえたる風のけしきなり】「宮城野のもとあらの小萩露を重み風を待つごと君をこそまて」（古今集恋四、六九四、読人しらず）

3 【折れ返り露もとまるまじく】「折れ返り」「露」は、「萩」の縁語。


野分．１．２．２

■　大臣おとどは、姫君1ひめぎみの御方おほむかたにおはしますほどに、中将ちゅうじゃうの君2参きみまゐりたまひて、東ひむがしの渡殿3わたどのの小障子こさうじの上かみより、妻戸4つまどの開あきたる隙ひまを、何心なにごころもなく見入みいれたまへるに、女房にょうばうのあまた見みゆれば、立たちとまりて、音おともせで見みる。

◇　大臣は、姫君のお側にいらっしゃった時に、中将の君が参上なさって、東の渡殿の小障子の上から、妻戸の開いている隙間を、何気なく覗き込みなさると、女房たちが大勢見えるので、立ち止まって、音を立てないで見る。


1 【姫君】源氏の娘（明石の姫君）、八歳。

2 【中将の君】源氏の子息（夕霧）、従四位下相当官、十五歳。

3 【東の渡殿】寝殿と東の対を繋ぐ渡殿。

4 【妻戸】建物の四隅にある開き戸。


野分．１．２．３

■　御屏風おほむびゃうぶも1、風かぜのいたく吹ふきければ、押おし畳たたみ寄よせたるに、見通みとほしあらはなる廂ひさしの御座2おましにゐたまへる人ひと、ものに紛まぎるべくもあらず、気高けだかくきよらに3、さとにほふ心地ここちして、春はるの曙あけぼのの霞かすみの間まより、おもしろき樺桜かばざくらの咲さき乱みだれたるを見みる心地ここちす4。

◇　御屏風も、風がひどく吹いたので、押したたんで隅に寄せてあるので、すっかり見通せる廂の御座所に座っていらっしゃる方、他の人と間違えようもない、気高く清らかで、ぱっと輝く感じがして、春の曙の霞の間から、美しい樺桜が咲き乱れているのを見る感じがする。

■　あぢきなく、見みたてまつるわが顔かほにも移うつり来くるやうに、愛敬あいぎゃうはにほひ散ちりて、またなくめづらしき人ひとの御おほむさまなり。

◇　どうにもならぬほど、拝見している自分の顔にもふりかかってくるように、魅力的な美しさが一面に広がって、二人といないご立派な方のお姿である。


1 【御屏風も】以下、夕霧の眼を通して語られる。

2 【廂の御座】寝殿の南廂の御座所。

3 【気高くきよらに】「気高し」は上品でおかしがたい感じ。「清ら」は源氏物語では天皇・皇族の超一流の美に対して使われる表現。

4 【春の曙の霞の間よりおもしろき樺桜の咲き乱れたるを見る心地す】「浅緑野辺の霞はつつめどもこぼれて匂ふ花桜かな」（拾遺集春、四〇、読人しらず）。「山桜霞の間よりほのかにも見てし人こそ恋しかりけれ」（古今集恋一、四七九、貫之）。


野分．１．２．４

■　御簾みすの吹ふき上あげらるるを、人ひとびと押おさへて、いかにしたるにかあらむ1、うち笑わらひたまへる、いといみじく見みゆ。

◇　御簾の吹き上げられるのを、女房たちが押さえて、どうしたのであろうか、にっこりとなさっているのが、何とも美しく見える。

■　花はなどもを心苦こころぐるしがりて、え見捨みすてて入いりたまはず。

◇　いろいろな花を心配なさって、見捨てて中にお入りになることができない。

■　御前おまへなる人ひとびとも、さまざまにものきよげなる姿すがたどもは見みわたさるれど、目移めうつるべくもあらず。

◇　お側に仕える女房たちも、それぞれにこざっぱりとした姿に見えるが、目が止まるはずもない。


1 【いかにしたるにかあらむ】夕霧の疑問、同時に語り手の疑問を介入させた句。


野分．１．２．５

■　「大臣おとどの1いと気遠けどほくはるかにもてなしたまへるは、かく見みる人ひとただにはえ思おもふまじき御おほむありさまを、いたり深ふかき御心みこころにて、もし、かかることもやと思おぼすなりけり」

◇　「大臣がたいそう遠ざけていらっしゃるのは、このように見る人が心を動かさずにはいられないお美しさなので、用心深いご性質から、万一、このようなことがあってはいけないと、ご懸念になっていたのだ」

■　と思おもふに、けはひ恐おそろしうて、立たち去さるにぞ、西にしの御方おほむかたより2、内うちの御障子引みさうじひき開あけて渡わたりたまふ。

◇　と思うと、何となく恐ろしい気がして、立ち去ろうとする、その時、西のお部屋から、内の御障子を引き開けてお越しになる。


1 【大臣の】以下「なりけり」まで、夕霧の心内。

2 【西の御方より】姫君のお部屋から。すなわち、ここは東西に細長い寝殿。姫君は西の間に、紫の上は東の間にいる。


野分．１．２．６

■　「いとうたて1、あわたたしき風かぜなめり。

◇　「とてもひどい、気ぜわしい風ですね。

■　御格子下みかうしおろしてよ。

◇　御格子を下ろしなさいよ。

■　男をのこどもあるらむを、あらはにもこそあれ」

◇　男たちがいるだろうに、丸見えになっては大変だ」


1 【いとうたて】以下「あらはにもこそあれ」まで、源氏の紫の上への詞。


野分．１．２．７

■　と聞きこえたまふを、また寄よりて見みれば、もの聞きこえて1、大臣おとどもほほ笑ゑみて見みたてまつりたまふ。

◇　と申し上げなさるのを、再び近寄って見ると、何か申し上げて、大臣もにっこりしてお顔を拝していらっしゃる。

■　親おやともおぼえず、若わかくきよげになまめきて、いみじき御容貌おほむかたちの盛さかりなり。

◇　親とも思われず、若々しく美しく優雅で、素晴らしい盛りのお姿である。


1 【もの聞こえて】以下、夕霧の眼を通して語られる。


野分．１．２．８

■　女をむなもねびととのひ1、飽あかぬことなき御おほむさまどもなるを、身みにしむばかりおぼゆれど、この渡殿わたどのの格子かうしも吹ふき放はなちて、立たてる所ところのあらはになれば、恐おそろしうて立たち退のきぬ。

◇　女もすっかり成人なさって、何一つ不足のないお二方のご様子であるのを、身にしみて美しく感じられるが、この渡殿の格子も風が吹き放って、立っている所が丸見えになったので、恐ろしくなって立ち退いた。

■　今参いままゐれるやうにうち声こわづくりて、簀子すの方このかたに歩あゆみ出いでたまへれば、

◇　今ちょうど参上したように咳払いして、簀子の方に歩き出しなさると、


1 【女もねびととのひ】夕霧の眼は「女」と捉えている。


野分．１．２．９

■　「さればよ。

◇　「そらごらん。

■　あらはなりつらむ」

◇　見えたかもしれない」

■　とて、

◇　とおっしゃって、

■　「かの妻戸つまどの開あきたりけるよ」

◇　「あの妻戸が開いていたことよ」

■　と、今いまぞ見咎みとがめたまふ。

◇　と、今見てお気づきになる。

野分．１．２．１０

■　「年としごろかかることの1つゆなかりつるを。

◇　「長年このようなことはちっともなかったものを。

■　風かぜこそ、げに巌いはほも吹ふき上あげつべきものなりけれ。

◇　風は、ほんとうに巌も吹き上げてしまうものなのだなあ。

■　さばかりの御心みこころどもを騒さわがして。

◇　あれほどご用心の深い方々のお心を騒がせて。

■　めづらしくうれしき目めを見みつるかな」

◇　珍しく嬉しい目を見たものだ」

■　とおぼゆ。

◇　と思わずにはいられない。


1 【年ごろかかることの】以下「見つるかな」まで、夕霧の心内。


第三段　夕霧、三条宮邸へ赴く

野分．１．３．１

■　人ひとびと参まゐりて1、

◇　家司たちが参上して、


1 【人びと参りて】家司たち。


野分．１．３．２

■　「いといかめしう1吹ふきぬべき風かぜにはべり。

◇　「たいそうひどい勢いになりそうでございます。

■　艮うしとらの方かたより吹ふきはべれば、この御前おまへはのどけきなり。

◇　丑寅の方角から吹いて来ますので、こちらのお庭先は静かなのです。

■　馬場むまばの御殿おとど、南みなみの釣殿2つりどのなどは、危あやふげになむ」

◇　馬場殿や南の釣殿などは危なそうです」


1 【いといかめしう】以下「危ふげになむ」まで、家司たちの詞。

2 【馬場の御殿南の釣殿】六条院丑寅の町に夏の御殿として馬場殿と釣殿があり、花散里が住む。


野分．１．３．３

■　とて、とかくこと行おこなひののしる。

◇　と申して、あれこれと作業に大わらわとなる。

野分．１．３．４

■　「中将ちゅうじゃうは、いづこよりものしつるぞ1」

◇　「中将は、どこから参ったのか」


1 【中将はいづこよりものしつるぞ】「中将」は夕霧。源氏の詞。


野分．１．３．５

■　「三条さむでうの宮みやに1はべりつるを、

◇　「三条宮におりましたが、

■　『風かぜいたく吹ふきぬべし』

◇　『風が激しくなるだろう』

■　と、人ひとびとの申まうしつれば、おぼつかなさに参まゐりはべりつる。

◇　と、人々が申しましたので、気がかりで参上いたしました。

■　かしこには、まして心細こころぼそく、風かぜの音おとをも、今いまはかへりて、若わかき子このやうに懼おぢたまふめれば。

◇　あちらでは、ここ以上に心細く、風の音も、今ではかえって幼い子供のように恐がっていらっしゃるようなので。

■　心苦こころぐるしさに、まかではべりなむ」

◇　おいたわしいので、失礼いたします」


1 【三条の宮に】以下「まかではべりなむ」まで、夕霧の詞。三条の宮には夕霧の祖母大宮がいる。七十歳前後。


野分．１．３．６

■　と申まうしたまへば、

◇　とご挨拶申し上げなさると、

野分．１．３．７

■　「げに、はや1、まうでたまひね。

◇　「なるほど、早く、行って上げなさい。

■　老おいもていきて、また若わかうなること、世よにあるまじきことなれど、げに、さのみこそあれ」

◇　年をとるにつれて、再び子供のようになることは、まったく考えられないことだが、なるほど、老人はそうしたものだ」


1 【げにはや】以下「こそあれ」まで、源氏の詞。


野分．１．３．８

■　など、あはれがりきこえたまひて、

◇　などと、ご同情申し上げなさって、

野分．１．３．９

■　「かく騒さわがしげに1はべめるを、この朝臣2あそむさぶらへばと、思おもひたまへ譲ゆづりてなむ」

◇　「このように風が騒がしそうでございますが、この朝臣がお側におりましたらばと、存じまして代わらせました」


1 【かく騒がしげに】以下「譲りてなむ」まで、源氏の伝言。

2 【朝臣】親しみをこめて呼ぶ時に用いる。


野分．１．３．１０

■　と、御消息聞おほむせうそこきこえたまふ。

◇　と、お手紙をお託しになる。

野分．１．３．１１

■　道みちすがらいりもみする風かぜなれど、うるはしくものしたまふ君きみにて、三条宮さむでうのみやと六条院ろくでうのゐんとに参まゐりて、御覧ごらんぜられたまはぬ日ひなし1。

◇　道中、激しく吹き荒れる風だが、几帳面でいらっしゃる君なので、三条宮と六条院とに参上して、お目通りなさらない日はない。

■　内裏うちの御物忌おほむものいみなどに、えさらず籠こもりたまふべき日ひより外ほかは、いそがしき公事おほやけごと、節会せちゑなどの、暇いとまいるべく、ことしげきにあはせても、まづこの院ゐんに参まゐり、宮みやよりぞ出いでたまひければ、まして今日けふ、かかる空そらのけしきにより2、風かぜのさきにあくがれありきたまふもあはれに見みゆ。

◇　内裏の御物忌みなどで、どうしてもやむを得ず宿直しなければならない日以外は、忙しい公事や、節会などの、時間がかかり、用事が多い時に重なっても、真っ先にこの院に参上して、三条宮からご出仕なさったので、まして今日は、このような空模様によって、風より先に立ってあちこち動き回るのは、孝心深そうに見える。


1 【三条宮と六条院とに参りて御覧ぜられたまはぬ日なし】夕霧の祖母大宮は母親代わりとなって育てた。「凡そ病患有るに非んば日々必ず親に謁すべし」（九条殿遺誡）。

2 【かかる空のけしきにより】「大風疾雨雷鳴地震水火の変、非常の時は早く親を訪ひ、次に朝に参る」（九条殿遺誡）。


野分．１．３．１２

■　宮みや、いとうれしう、頼たのもしと待まち受うけたまひて、

◇　大宮は、たいそう嬉しく頼もしくお待ち受けになって、

野分．１．３．１３

■　「ここらの齢よはひに1、まだかく騒さわがしき野分のわきにこそあはざりつれ」

◇　「この年になるまで、いまだこのように激しい野分には遭わなかった」


1 【ここらの齢に】以下「あはざりつれ」まで、大宮の詞。


野分．１．３．１４

■　と、ただわななきにわななきたまふ。

◇　と、ただ震えに震えてばかりいらっしゃる。

野分．１．３．１５

■　「大おほきなる木きの枝えだなどの1折をるる音おとも、いとうたてあり。

◇　「大きな木の枝などが折れる音も、たいそう気味が悪い。

■　御殿おとどの瓦かはらさへ残のこるまじく吹ふき散ちらすに、かくてものしたまへること」

◇　御殿の瓦まで残らず吹き飛ばすので、よくぞおいで下さいましたこと」


1 【大きなる木の枝などの】大宮の詞。『集成』『新大系』は「かくてものしたまへること」を大宮の詞とする。


野分．１．３．１６

■　と、かつはのたまふ。

◇　と、脅えながらも挨拶なさる。

■　そこら所狭ところせかりし御勢おほむいきほひ1のしづまりて、この君きみを頼たのもし人びとに思おぼしたる、常つねなき世よなり。

◇　あれほど盛んだったご威勢も今はひっそりとして、この君一人を頼りに思っていらっしゃるのは、無常な世の中である。

■　今いまもおほかたのおぼえの薄うすらぎたまふことはなけれど、内うちの大殿おほとのの御おほむけはひ2は、なかなかすこし疎うとくぞありける。

◇　今でも世間一般のご声望が衰えていらっしゃることはないけれども、内の大殿のご態度は、親子であるのにかえって疎遠のようであったのだ。


1 【そこら所狭かりし御勢ひ】大宮は、帝（桐壷）の妹宮、太政大臣の北の方。今は、未亡人、孫の中将（夕霧）一人を頼りとする。

2 【内の大殿の御けはひ】大宮の嫡男、内大臣。元右大臣の四君に婿入りし、以後別居生活となる。


野分．１．３．１７

■　中将ちゅうじゃう、夜よもすがら荒あらき風かぜの音おとにも、すずろにものあはれなり。

◇　中将は、一晩中激しい風の音の中でも、何となくせつなく悲しい気持ちがする。

■　心こころにかけて恋こひしと思おもふ人1ひとの御おほむことは、さしおかれて、ありつる御面影2おほむおもかげの忘わすられぬを、

◇　心にかけて恋しいと思っていた人のことは、ついさしおかれて、先程の御面影が忘れられないのを、


1 【心にかけて恋しと思ふ人】夕霧が。伯父内大臣の娘、従兄妹にあたる人（雲居雁）。

2 【ありつる御面影】継母（紫の上）の面影。


野分．１．３．１８

■　「こは、いかにおぼゆる心こころぞ。

◇　「これは、どうしたことだろう。

■　あるまじき思おもひもこそ添そへ。

◇　だいそれた料簡を持ったら大変だ。

■　いと恐おそろしきこと」

◇　とても恐ろしいことだ」

■　と、みづから思おもひ紛まぎらはし、異事ことことに思おもひ移うつれど、なほ、ふとおぼえつつ、

◇　と、自分自身で気を紛らわして、他の事に考えを移したが、やはり、思わず御面影がちらついては、

■　「来きし方行かたゆく末1すゑ、ありがたくもものしたまひけるかな。

◇　「過去にも将来にも、めったにいない素晴らしい方でいらっしゃったなあ。

■　かかる御仲おほむなからひに、いかで東ひむがしの御方2おほむかた、さるものの数かずにて立たち並ならびたまひつらむ。

◇　このような素晴らしいご夫婦仲に、どうして東の御方が、夫人の一人として肩を並べなさったのだろうか。

■　たとしへなかりけりや。

◇　比べようもないことだな。

■　あな、いとほし」

◇　ああ、お気の毒な」

■　とおぼゆ。

◇　とつい思わずにはいられない。

■　大臣おとどの御心みこころばへを、ありがたしと思おもひ知しりたまふ。

◇　大臣のお気持ちをご立派だとお分かりになる。


1 【来し方行く末】以下「いとほし」まで、夕霧の心内。

2 【東の御方】六条院東北の町の御方、すなわち夕霧の母代の花散里。


野分．１．３．１９

■　人柄ひとがらのいとまめやかなれば、似にげなさを思おもひ寄よらねど、

◇　人柄がたいそう誠実なので、不相応なことを考えはしないが、

■　「さやうならむ人1ひとをこそ、同おなじくは、見みて明あかし暮くらさめ。

◇　「あのような美しい方とこそ、同じ結婚をするなら、妻にして暮らしたいものだ。

■　限かぎりあらむ命いのちのほども、今いますこしはかならず延のびなむかし」

◇　限りのある寿命も、きっともう少しは延びるだろう」

■　と思おもひ続つづけらる。

◇　と、自然と思い続けられる。


1 【さやうならむ人】以下「延びなむかし」まで、夕霧の心内。


第四段　夕霧、暁方に六条院へ戻る

野分．１．４．１

■　暁方あかつきがたに風かぜすこししめりて、村雨むらさめのやうに降ふり出いづ。

◇　明け方に風が少し湿りを含んで、雨が村雨のように降り出す。

野分．１．４．２

■　「六条院ろくでうのゐんには1、離はなれたる屋やども倒たふれたり」

◇　「六条院では、離れている建物が幾棟か倒れた」


1 【六条院には】以下「倒れたり」まで、人々の声。


野分．１．４．３

■　など人ひとびと申まうす。

◇　などと人々が申す。

野分．１．４．４

■　「風かぜの1吹ふきまふほど、広ひろくそこら高たかき心地ここちする院ゐんに、人ひとびと、おはします御殿おとどのあたりにこそしげけれ、東ひむがしの町まちなどは、人少ひとずくなに思おぼされつらむ」

◇　「風が吹き巻いているうちは、広々とはなはだ高い感じのする六条院には、家司たちは、殿のいらっしゃる御殿あたりには大勢詰めていようが、東の町などは、人少なで心細く思っていらっしゃることだろう」

■　とおどろきたまひて、まだほのぼのとするに参まゐりたまふ。

◇　とお気づきになって、まだ夜がほんのりとする時分に参上なさる。


1 【風の】以下「思されつらむ」まで、夕霧の心内。


野分．１．４．５

■　道みちのほど、横よこさま雨あめいと冷ひややかに吹ふき入いる。

◇　道中、横なぐりの雨がとても冷たく吹き込んでくる。

■　空そらのけしきもすごきに、あやしくあくがれたる心地ここちして、

◇　空模様も恐ろしいうえに、妙に魂も抜け出たような感じがして、

野分．１．４．６

■　「何なにごとぞや。

◇　「どうしたことか。

■　またわが心こころに思おもひ加くははれるよ」

◇　更に自分の心に物思いが加わったことよ」

■　と思おもひ出いづれば、

◇　と思い出すと、

■　「いと似にげなきことなりけり。

◇　「まことに似つかわしくないことでであるよ。

■　あな、もの狂ぐるほし2」

◇　ああ、気違いじみている」

■　と、とざまかうざまに思おもひつつ、東ひむがしの御方おほむかたに、まづまうでたまへれば、懼おぢ極こうじて3おはしけるに、とかく聞きこえ慰なぐさめて、人召ひとめして、所々ところどころつくろはすべきよしなど言いひおきて、南みなみの御殿おとどに参まゐりたまへれば、まだ御格子みかうしも参まゐらず。

◇　と、あれやこれやと思いながら、東の御方にまず参上なさると、脅えきっていらっしゃったところなるので、いろいろとお慰め申して、人を呼んで、あちこち修繕すべきことを命じ置いて、南の御殿に参上なさると、まだ御格子も上げていない。


1? 【何ごとぞやまたわが心に思加はれるよ】夕霧の心内。

2 【いと似げなきことなりけりあなもの狂ほし】夕霧の心内。

3 【懼ぢ極じて】『集成』は「極（ごう）」は「極（ごく）」の音便、疲れる意、『完訳』は通説の「困（こう）じて」とする。「極（ごう）ず」が適切。


野分．１．４．７

■　おはしますに当あたれる高欄かうらんに押おしかかりて、見みわたせば、山やまの木きどもも吹ふきなびかして、枝えだども多おほく折をれ伏ふしたり。

◇　いらっしゃる近くの高欄に寄り掛かって、見渡すと、築山の多数の木を吹き倒して、枝がたくさん折れて落ちていた。

■　草くさむらはさらにもいはず、桧皮ひはだ、瓦かはら、所々ところどころの立蔀たてじとみ、透垣すいがいなどやうのもの乱みだりがはし。

◇　草むらは言うまでもなく、桧皮、瓦、あちこちの立蔀、透垣などのような物までが散乱していた。

野分．１．４．８

■　日ひのわづかにさし出いでたるに、憂うれへ顔がほなる庭にはの露つゆきらきらとして、空そらはいとすごく霧きりわたれるに、そこはかとなく涙なみだの落おつるを、おし拭のごひ隠かくして、うちしはぶきたまへれば、

◇　日がわずかに差したところ、悲しい顔をしていた庭の露がきらきらと光って、空はたいそう冷え冷えと霧がかかっているので、何とはなしに涙が落ちるのを、拭い隠して、咳払いをなさると、

野分．１．４．９

■　「中将ちゅうじゃうの2声こわづくるにぞあなる。

◇　「中将が挨拶しているようだ。

■　夜よはまだ深ふかからむは」

◇　夜はまだ深いことだろうな」


1? 【まだ御簾も参らず】御簾を上げてない。

2 【中将の】以下「深からむ」まで、源氏の詞。


野分．１．４．１０

■　とて、起おきたまふなり。

◇　とおっしゃって、お起きになる様子である。

■　何なにごとにかあらむ1、聞きこえたまふ声こゑはせで、大臣おとどうち笑わらひたまひて、

◇　何事であろうか、お話し申し上げなさる声はしないで、大臣がお笑いになって、


1 【何ごとにかあらむ】以下「笑ひたまひて」まで、夕霧と語手の疑問が一体になった表現。


野分．１．４．１１

■　「いにしへだに1知しらせたてまつらずなりにし、暁あかつきの別わかれよ。

◇　「昔でさえ味わわせることのなかった、暁の別れですよ。

■　今いまならひたまはむに、心苦こころぐるしからむ」

◇　今になって経験なさるのは、つらいことでしょう」


1 【いにしへだに】以下「心苦しからむ」まで、源氏の詞。


野分．１．４．１２

■　とて、とばかり語かたらひきこえたまふけはひども、いとをかし。

◇　とおっしゃって、しばらくの間仲睦まじくお語らいになっていらっしゃるお二方のご様子は、たいそう優雅である。

■　女をむなの御おほむいらへは聞きこえねど、ほのぼの、かやうに聞きこえ戯たはぶれたまふ言ことの葉はの趣おもむきに、

◇　女のお返事は聞こえないが、かすかながら、このように冗談を申し上げなさる言葉の様子から、

■　「ゆるびなき御仲おほむなからひかな1」

◇　「水も漏らさないご夫婦仲だな」

■　と、聞ききゐたまへり。

◇　と、聞いていらっしゃった。


1 【ゆるびなき御仲らひかな】夕霧の感想。


第五段　源氏、夕霧と語る

野分．１．５．１

■　御格子みかうしを御手おほむてづから引ひき上あげたまへば、気近けぢかきかたはらいたさに、立たち退のきてさぶらひたまふ。

◇　御格子をご自身でお上げになるので、あまりに近くにいたのが具合悪く、退いて控えていらっしゃる。

野分．１．５．２

■　「いかにぞ1。

◇　「どうであった。

■　昨夜よべ、宮みやは待まちよろこびたまひきや」

◇　昨夜は、大宮はお待ちかねでお喜びになったか」


1 【いかにぞ】以下「たまひきや」まで、源氏の詞。


野分．１．５．３

■　「しか1。

◇　「はい。

■　はかなきことにつけても、涙なみだもろにものしたまへば、いと不便ふびんにこそはべれ」

◇　ちょっとしたことにつけても、涙もろくいらっしゃいますので、たいそう困ったことでございます」


1 【しか】以下「こそはべれ」まで、夕霧の詞。


野分．１．５．４

■　と申まうしたまへば、笑わらひたまひて、

◇　と申し上げなさると、お笑いになって、

野分．１．５．５

■　「今いまいくばくも1おはせじ。

◇　「もう先も長くはいらっしゃるまい。

■　まめやかに仕つかうまつり見みえたてまつれ。

◇　ねんごろにお世話して上げるがよい。

■　内大臣うちのおとどは、こまかにしもあるまじうこそ、愁うれへたまひしか。

◇　内大臣は、こまかい情愛がないと、愚痴をこぼしていらっしゃった。

■　人柄ひとがらあやしうはなやかに、男々ををしき方かたによりて、親おやなどの御孝おほむけうをも、いかめしきさまをば立たてて、人ひとにも見みおどろかさむの心こころあり、まことにしみて深ふかきところはなき人ひとになむ、ものせられける。

◇　人柄は妙に派手で、男性的過ぎて、親に対する孝養なども、見ための立派さばかりを重んじて、世間の人の目を驚かそうというところがあって、心底のしみじみとした深い情愛はない方でいらっしゃった。

■　さるは、心こころの隈多くまおほく、いとかしこき人ひとの、末すゑの世よにあまるまで、才類ざえたぐひなく、うるさながら。

◇　それはそれとして、物事に思慮深く、たいそう賢明な方で、この末世では過ぎたほど学問も並ぶ者がなく、閉口するほどだが。

■　人ひととして、かく難なんなきことはかたかりける」

◇　人間として、このように欠点のないことは難しいことだなあ」


1 【今いくばくも】以下「ことはかたかりける」まで、源氏の詞。


野分．１．５．６

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

野分．１．５．７

■　「いとおどろおどろしかりつる1風かぜに、中宮ちゅうぐうに、はかばかしき宮司みやづかさなどさぶらひつらむや」

◇　「たいそうひどい風だったが、中宮の御方には、しっかりした宮司などは控えていただろうか」


1 【いとおどろおどろしかりつる】以下「さぶらひつらむや」まで、源氏の詞。


野分．１．５．８

■　とて、この君きみして、御消息聞おほむせうそこきこえたまふ。

◇　とおっしゃって、この中将の君を使者として、お見舞を差し上げなさる。

野分．１．５．９

■　「夜よるの風かぜの音おとは1、いかが聞きこし召めしつらむ。

◇　「昨夜の風の音は、どのようにお聞きあそばしましたでしょうか。

■　吹ふき乱みだりはべりしに、おこりあひはべりて、いと堪たへがたき、ためらひはべるほどになむ」

◇　吹き荒れていましたが、あいにく風邪をひきまして、とてもつらいので、休んでいたところでございました」


1 【夜の風の音は】以下「ほどになむ」まで、源氏の中宮への伝言。


野分．１．５．１０

■　と聞きこえたまふ。

◇　とご伝言申し上げなさる。

第六段　夕霧、中宮を見舞う

野分．１．６．１

■　中将下ちゅうじゃうおりて、中なかの廊らうの戸とより通とほりて、参まゐりたまふ。

◇　中将は御前を辞して、中の廊の戸を通って、参上なさる。

■　朝あさぼらけの容貌かたち、いとめでたくをかしげなり。

◇　朝日をうけたお姿は、とても立派で素晴らしい。

■　東ひむがしの対たいの南みなみの側そばに立たちて、御前おまへの方かたを見みやりたまへば、御格子みかうし、まだ二間ふたまばかり上あげて、ほのかなる朝あさぼらけのほどに、御簾巻みすまき上あげて人ひとびとゐたり。

◇　東の対の南の側に立って、寝殿の方を遥かに御覧になると、御格子は、まだ二間ほど上げたばかりで、かすかな朝日の中に、御簾を巻き上げて、女房たちが座っていた。

野分．１．６．２

■　高欄かうらんに押おしかかりつつ、若わかやかなる限かぎりあまた見みゆ。

◇　高欄にいく人も寄り掛かっている、若々しい女房ばかりが大勢見える。

■　うちとけたるはいかがあらむ1、さやかならぬ明あけぼののほど2、色々いろいろなる姿すがたは、いづれともなくをかし。

◇　気を許している姿はどんなものであろうか、はっきり見えない早朝では、色とりどりの衣装を着た姿は、どれもこれも美しく見えるものでる。


1 【うちとけたるはいかがあらむ】語り手の推測。

2 【さやかならぬ明けぼののほど】大島本は「あけほの（ほの＝くれイ）ゝほと」とある。すなわち異本には「くれ」とあると傍記する。『新大系』は底本の本行本文に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「明けぐれ」とする。


野分．１．６．３

■　童女下わらはべおろさせたまひて、虫むしの籠こどもに露飼つゆかはせたまふなりけり。

◇　童女を庭にお下ろしになって、いくつもの虫籠に露をおやりになっていらっしゃるのであった。

■　紫苑しおん、撫子なでしこ、濃こき薄うすき衵あこめどもに、女郎花をみなへしの汗衫かざみなどやうの、時ときにあひたるさまにて、四よたり、五人連いつたりつれて、ここかしこの草くさむらに寄よりて、色々いろいろの籠こどもを持もてさまよひ、撫子なでしこなどの、いとあはれげなる枝えだども取とり持もて参まゐる、霧きりのまよひは、いと艶えんにぞ見みえける。

◇　紫苑、撫子、濃い薄い色の袙の上に、女郎花の汗衫などのような、季節にふさわしい衣装で、四、五人連れ立って、あちらこちらの草むらに近づいて、色とりどりの虫籠をいくつも持ち歩いて、撫子などの、たいそう可憐な枝をいく本も取って参上する、その霧の中に見え隠れする姿は、たいそう優艷に見えるのであった。

野分．１．６．４

■　吹ふき来くる追風おひかぜは、紫苑しおにことごとに匂にほふ空そらも、香かうのかをりも、触ふればひたまへる御おほむけはひにやと、いと思おもひやりめでたく、心懸想こころげさうせられて、立たち出いでにくけれど、忍しのびやかにうちおとなひて、歩あゆみ出いでたまへるに、人ひとびと、けざやかにおどろき顔がほにはあらねど、皆みなすべり入いりぬ。

◇　あとから吹いて来る追風は、紫苑の花すべてが匂う空も、薫物の香も、お触れになった御移り香のせいかと、想像されるのもまことにみごとなので、つい緊張されて、御前に進みにくいけれども、小声で咳払いして、お歩き出しになると、女房たちははっきりと驚いた顔ではないが、皆奥に入ってしまった。

野分．１．６．５

■　御参おほむまゐりのほど1など、童わらはなりしに、入いり立たち馴なれたまへる、女房にょうばうなども、いとけうとくはあらず。

◇　御入内されたころなどは、子供だったので、御簾の中によくお入りなにっていたので、女房なども、たいしてよそよそしくはない。

■　御消息啓おほむせうそこけいせさせたまひて、宰相さいしゃうの君きみ、内侍ないしなど2、けはひすれば、私事わたくしごとも忍しのびやかに語かたらひたまふ。

◇　お見舞いを言上させなさって、宰相の君や、内侍などのいる様子がするので、私事も小声でお話しになる。

■　これはた、さいへど、気高けだかく住すみたるけはひありさまを見みるにも、さまざまにもの思おもひ出いでらる。

◇　こちらはこちらで、何といっても、気品高く暮らしていらっしゃる様子を見るにつけ、さまざまなことが思い出される。


1 【御参りのほど】中宮の入内は「絵合」巻。夕霧、十歳の頃である。

2 【宰相の君内侍など】宰相の君、内侍、いずれも女房。


第二章　光源氏の物語　六条院の女方を見舞う物語

第一段　源氏、中宮を見舞う

野分．２．１．１

■　南みなみの御殿おとどには、御格子参みかうしまゐりわたして、昨夜よべ、見捨みすてがたかりし花はなどもの、行方ゆくへも知しらぬやうにてしをれ伏ふしたるを見みたまひけり。

◇　南の御殿では、御格子をすっかり上げて、昨夜、見捨てることのできなかった花々が、見るかげもなく萎れて倒れているのを御覧になった。

■　中将ちゅうじゃう、御階みはしにゐたまひて、御返おほむかへり聞きこえたまふ。

◇　中将が、御階にお座りになって、お返事を申し上げなさる。

野分．２．１．２

■　「荒あらき風かぜをも1防ふせがせたまふべくやと、若々わかわかしく心細こころぼそくおぼえはべるを、今いまなむ慰なぐさみはべりぬる」

◇　「激しい風を防いでくださいましょうかと、子供のように心細がっておりましたが、今はもう安心しました」


1 【荒き風をも】以下「はべりぬる」まで、夕霧の詞。中宮の返事。


野分．２．１．３

■　と聞きこえたまへれば、

◇　と申し上げなさると、

野分．２．１．４

■　「あやしく1あえかにおはする宮みやなり。

◇　「妙に気が弱くいらっしゃる宮だ。

■　女をむなどちは、もの恐おそろしく思おぼしぬべかりつる夜よのさまなれば、げに、おろかなりとも思おぼいP1つらむ」

◇　女ばかりでは、空恐ろしくお思いであったに違いない昨夜の様子だったから、おっしゃる通り、不親切だとお思いになったことであろう」


P1 おろかなりとも思い--おろかにし（にし/＄なりともおほひ）

1 【あやしく】以下「思いつらむ」まで、源氏の詞。


野分．２．１．５

■　とて、やがて参まゐりたまふ。

◇　とおっしゃって、すぐに参上なさる。

■　御直衣おほむなほしなどたてまつるとて、御簾引みすひき上あげて入いりたまふに、

◇　御直衣などをお召しになろうとして、御簾を引き上げてお入りになる時、

■　「短みじかき御几帳1引みき寄***せて、はつかに見みゆる御袖口おほむそでぐちは、さにこそはあらめ」

◇　「低い御几帳を引き寄せて、わずかに見えたお袖口は、きっとあの方であろう」

■　と思おもふに、胸むねつぶつぶと鳴なる心地ここちするも、うたてあれば、他ほかざまに見みやりつ。

◇　と思うと、胸がどきどきと高鳴る気がするのも、いやな感じので、他の方へ視線をそらした。

◆　 
とて、 やがて まゐり たまふ。 おほむ-なほし など たてまつる とて、 みす ひきあげ て いり たまふ に、 "みじかき み-きちゃう ひきよせ て、 はつか に みゆる おほむ-そでぐち は、 さ に こそ は あら め。" と おもふ に、 むね つぶつぶ と なる ここち する も、 うたて あれ ば、 ほかざま に みやり つ。


1 【短き御几帳】以下「こそはあらめ」まで、夕霧の眼を通して語る。


野分．２．１．６

■　殿との、御鏡おほむかがみなど見みたまひて、忍しのびて、

◇　殿が御鏡などを御覧になって、小声で、

野分．２．１．７

■　「中将ちゅうじゃうの朝あさけの姿すがたは1、きよげなりな。

◇　「中将の朝の姿は、美しいな。

■　ただ今いまは、きびはなるべきほどを、かたくなしからず見みゆるも、心こころの闇やみS6にや」

◇　今はまだ、子供のはずなのに、不体裁でなく見えるのも、親心の迷いからであろうか」


S6 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【中将の朝けの姿は】以下「心の闇にや」まで、源氏の詞。「わが背子が朝明の姿よく見ずて今日のあひだを恋ひ暮らすかも」（万葉集巻十二、二八五二、読人知らず）。「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道にまどひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）。


野分．２．１．８

■　とて、わが御顔おほむかほは、古ふりがたくよしと見みたまふべかめり1。

◇　と言って、ご自分のお顔は、年を取らず美しいと御覧のようです。

■　いといたう心懸想こころげさうしたまひて、

◇　とてもたいそう気をおつかいになって、


1 【わが御顔は古りがたくよしと見たまふべかめり】語り手の批評。


野分．２．１．９

■　「宮みやに1見みえたてまつるは、恥はづかしうこそあれ。

◇　「中宮にお目にかかるのは、気後れする感じがします。

■　何なにばかりあらはなるゆゑゆゑしさも、見みえたまはぬ人ひとの、奥おくゆかしく心こころづかひせられたまふぞかし。

◇　特に人目につく趣味ありげなところも、お見えでない方だが、奥の深い感じがして何かと気をつかわされるお人柄も方です。

■　いとおほどかに女をむなしきものから、けしきづきてぞおはするや」

◇　とてもおっとりして女らしい感じですが、なにかおもちのようでいらっしゃいますよ」


1 【宮に】以下「おはするや」まで、源氏の詞。


野分．２．１．１０

■　とて、出いでたまふに、中将ちゅうじゃうながめ入いりて、とみにもおどろくまじきけしきにてゐたまへるを、心疾こころとき人ひとの御目おほむめにはいかが見みたまひけむ、立たちかへり、女君をむなぎみに、

◇　とおっしゃって、外にお出になると、中将は物思いに耽って、すぐにはお気づきにならない様子で座っていらっしゃったので、察しのよい人のお目にはどのようにお映りになったことか、引き返してきて、女君に、

野分．２．１．１１

■　「昨日1きのふ、風かぜの紛まぎれに、中将ちゅうじゃうは見みたてまつりやしてけむ。

◇　「昨日、風の騷ぎに、中将はお隙見したのではないでしょうか。

■　かの戸との開あきたりしによ」

◇　あの妻戸が開いていたからね」


1 【昨日】以下「開きたりしによ」まで、源氏の詞。


野分．２．１．１２

■　とのたまへば、面おもてうち赤あかみて、

◇　とおっしゃると、お顔を赤らめて、

野分．２．１．１３

■　「いかでか1、さはあらむ。

◇　「どうして、そのようなことがございましょう。

■　渡殿わたどのの方かたには、人ひとの音おともせざりしものを」

◇　渡殿の方には、人の物音もしませんでしたもの」


1 【いかでか】以下「せざりしものを」まで、紫上の詞。


野分．２．１．１４

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお答え申し上げなさる。

野分．２．１．１５

■　「なほ、あやし1」

◇　「やはり、変だ」

■　とひとりごちて、渡わたりたまひぬ2。

◇　と独り言をおっしゃって、お渡りになりった。


1 【なほあやし】源氏の独語。

2 【渡りたまひぬ】中宮の御殿へ。


野分．２．１．１６

■　御簾みすの内うちに入いりたまひぬれば、中将ちゅうじゃう、渡殿わたどのの戸口とぐちに人ひとびとのけはひするに寄よりて、ものなど言いひ戯たはぶるれど、思おもふことの筋々嘆すぢすぢなげかしくて、例れいよりもしめりてゐたまへり。

◇　御簾の中にお入りになってしまったので、中将は、渡殿の戸口に女房たちのいる様子がしたので近寄って、冗談を言ったりするが、悩むことのあれこれが嘆かわしくて、いつもよりもしんみりとしていらっしゃった。

第二段　源氏、明石御方を見舞う

野分．２．２．１

■　こなたより1、やがて北きたに通とほりて、明石あかしの御方おほむかたを見みやりたまへば、はかばかしき家司けいしだつ人ひとなども見みえず、馴なれたる下仕しもづかひどもぞ、草くさの中なかにまじりて歩ありく。

◇　こちらから、そのまま北の町に抜けて、明石の御方をお見舞いになると、これといった家司らしい人なども見えず、もの馴れた下女どもが、草の中を分け歩いている。

■　童女わらはべなど、をかしき衵姿あこめすがたうちとけて、心こころとどめ取とり分わき植うゑたまふ龍胆りんだう、朝顔あさがほのはひまじれる籬ませも、みな散ちり乱みだれたるを、とかく引ひき出いで尋たづぬるなるべし2。

◇　童女などは、美しい衵姿にくつろいで、心をこめて特別にお植えになった龍胆や、朝顔の蔓が這いまつわっている籬垣も、みな散り乱れているのを、あれこれと引き出して、元の姿を求めているのであろう。


1 【こなたより】中宮の秋の御殿。

2 【とかく引き出で尋ぬるなるべし】語り手の想像。


野分．２．２．２

■　もののあはれにおぼえけるままに、箏さうの琴ことを掻かきまさぐりつつ、端近はしちかうゐたまへるに、御前駆追おほむさきおふ声こゑのしければ、うちとけ萎なえばめる姿すがたに、小袿こうちきひき落おとして、けぢめ見みせたる、いといたし1。

◇　何となくもの悲しい気分で、箏の琴をもてあそびながら、端近くに座っていらっしゃるところに、御前駆の声がしたので、くつろいだ糊気のない不断着姿の上に、小袿を衣桁から引き下ろしてはおって、きちんとして見せたのは、たいそう立派なものである。

■　端はしの方かたについゐたまひて、風かぜの騷さわぎばかりをとぶらひたまひて、つれなく立たち帰かへりたまふ、心こころやましげなり2。

◇　端の方にちょっとお座りになって、風のお見舞いだけをおっしゃって、そっけなくお帰りになるのが、恨めしげである。


1 【いといたし】語り手の感想。

2 【心やましげなり】語り手の感想。


野分．２．２．３

■　「おほかたに荻おぎの葉過はすぐる風かぜの音おとも

憂うき身みひとつにしむ心地ここちして1」

◇　「ただ普通に荻の葉の上を通り過ぎて行く風の音も

つらいわが身だけにはしみいるような気がして」


1 【おほかたに荻の葉過ぐる風の音も憂き身ひとつにしむ心地して】明石御方の独詠歌。「いとどしく物思ふ宿の荻の葉に秋と告げつる風のわびしさ」（後撰集秋上、二二〇、読人しらず）。


野分．２．２．４

■　とひとりごちけり。

◇　とつい独り言をいうのであった。

第三段　源氏、玉鬘を見舞う

野分．２．３．１

■　西にしの対1たいには、恐おそろしと思おもひ明あかしたまひける、名残なごりに、寝過ねすぐして、今いまぞ鏡かがみなども見みたまひける。

◇　西の対では、恐ろしく思って夜をお明かしになった、その影響で、寝過ごして、今やっと鏡などを御覧になるのであった。


1 【西の対】花散里の東の御殿の西の対、玉鬘が住む。


野分．２．３．２

■　「ことことしく前駆さき、な追おひそ1」

◇　「仰々しく先払い、するな」


1 【ことことしく前駆な追ひそ】源氏の詞。


野分．２．３．３

■　とのたまへば、ことに音おとせで入いりたまふ。

◇　とおっしゃるので、特に音も立てないでお入りになる。

■　屏風びゃうぶなども皆畳みなたたみ寄よせ、ものしどけなくしなしたるに、日ひのはなやかにさし出いでたるほど、けざけざとP2、ものきよげなるさましてゐたまへり。

◇　屏風などもみな畳んで隅に寄せ、乱雑にしてあったところに、日がぱあっと照らし出した時、くっきりとした美しい様子をして座っていらっしゃった。

■　近ちかくゐたまひて、例れいの、風かぜにつけても同おなじ筋すぢに、むつかしう聞きこえ戯たはぶれ1たまへば、堪たへずうたてと思おもひて2、

◇　その近くにお座りになって、いつものように、風の見舞いにかこつけても同じように、厄介な冗談を申し上げなさるので、たまらなく嫌だわと思って、


P2 けざけざと--けさ／＼（／＼/+と〈朱〉）

1 【聞こえ戯れ】源氏が玉鬘に。

2 【うたてと思ひて】主語は玉鬘。


野分．２．３．４

■　「かう心憂こころうければこそ1、今宵こよひの風かぜにもあくがれなまほしくはべりつれ」

◇　「このように情けないなので、昨夜の風と一緒に飛んで行ってしまいとうございましたわ」


1 【かう心憂ければこそ】以下「はべりつれ」まで、玉鬘の詞。


野分．２．３．５

■　と、むつかりたまへば、いとよくうち笑わらひたまひて、

◇　と、御機嫌を悪くなさると、たいそうおもしろそうにお笑いになって、

野分．２．３．６

■　「風かぜにつきて1あくがれたまはむや、軽々かるがるしからむ。

◇　「風と一緒に飛んで行かれるとは、軽々しいことでしょう。

■　さりとも、止とまる方かたありなむかし。

◇　そうはいっても、落ち着くところがきっとあることでしょう。

■　やうやうかかる御心みこころむけこそ添そひにけれ。

◇　だんだんこのようなお気持ちが出てきたのですね。

■　ことわりや」

◇　もっともなことです」


1 【風につきて】以下「ことわりや」まで、源氏の詞。


野分．２．３．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

野分．２．３．８

■　「げに1、うち思おもひのままに聞きこえてけるかな」

◇　「なるほど、ふと思ったままに申し上げてしまったわ」

■　と思おぼして、みづからもうち笑ゑみたまへる、いとをかしき色いろあひ、つらつきなり。

◇　とお思いになって、自分自身でもほほ笑んでいらっしゃるのが、とても美しい顔色であり、表情である。

■　酸漿ほほづきなどいふめるやうにふくらかにて、髪かみのかかれる隙々ひまひまうつくしうおぼゆ。

◇　酸漿などというもののようにふっくらとして、髪のかかった隙間から見える頬の色艶が美しく見える。

■　まみのあまりわららかなるぞ、いとしも品高しなたかく見みえざりける。

◇　目もとのほがらか過ぎる感じが、特に上品とは見えなかったのであった。

■　その他ほかは、つゆ難なんつくべうもあらず。

◇　その他は、少しも欠点のつけようがなかった。


1 【げに】以下「聞こえてけるかな」まで、玉鬘の心。


第四段　夕霧、源氏と玉鬘を垣間見る

野分．２．４．１

■　中将ちゅうじゃう、いとこまやかに聞きこえたまふを、

◇　中将は、たいそう親しげにお話し申し上げていらっしゃるのを、

■　「いかでこの御容貌見おほむかたちみてしがな1」

◇　「何とかこの姫君のご器量を見たいものだ」

■　と思おもひわたる心こころにて、隅すみの間まの御簾みすの、几帳きちゃうは添そひながらしどけなきを、やをら引ひき上あげてP3見みるに、紛まぎるるものどもも取とりやりたれば、いとよく見みゆ。

◇　と思い続けていたので、隅の間の御簾を、その奥に几帳は立ててあったがきちんとしていなかったので、静かに引き上げて中を見ると、じゃま物が片づけてあったので、たいそうよく見える。

■　かく戯たはぶれたまふけしきのしるきを、

◇　このようにふざけていらっしゃる様子がはっきりわかるので、


P3 引き上げて--ひま（ひま/＄）ひきあけて

1 【いかでこの御容貌見てしがな】夕霧の心。


野分．２．４．２

■　「あやしのわざや1。

◇　「妙なことだ。

■　親子おやこと聞きこえながら、かく懐離ふところはなれず、もの近ちかかべきほどかは」

◇　親子とは申せ、このように懐に抱かれるほど、馴れ馴れしくしてよいものだろうか」


1 【あやしのわざや】以下「近かべきほどは」まで、夕霧の心。


野分．２．４．３

■　と目めとまりぬ。

◇　と目がとまった。

■　「見みやつけたまはむ1」

◇　「見つけられはしまいか」

■　と恐おそろしけれど、あやしきに、心こころもおどろきて、なほ見みれば、柱隠はしらがくれに2すこしそばみたまへりつるを、引ひき寄よせたまへるに、御髪みぐしの並なみ寄よりて、はらはらとこぼれかかりたるほど、女をむなも、いとむつかしく苦くるしと思おもうたまへるけしきながら、さすがにいとなごやかなるさまして、寄よりかかりたまへるは、

◇　と恐ろしいけれども、変なので、びっくりして、なおも見ていると、柱の陰に少し隠れていらっしゃったのを、引き寄せなさると、御髪が横になびいて、はらはらとこぼれかかったところ、女も、とても嫌でつらいと思っていらっしゃる様子ながら、それでも穏やかな態度で、寄り掛かっていらっしゃるのは、


1 【見やつけたまはむ】夕霧の心。

2 【柱隠れに】以下、夕霧の視点で語られる。


野分．２．４．４

■　「ことと馴なれ馴なれしきに1こそあめれ。

◇　「すっかり親密な仲になっているらしい。

■　いで、あなうたて。

◇　いやはや、ああひどい。

■　いかなることにかあらむ。

◇　どうしたことであろうか。

■　思おもひ寄よらぬ隈くまなくおはしける御心みこころにて、もとより見馴みなれ生おほしたてたまはぬは、かかる御思おほむおもひ添そひたまへるなめり。

◇　抜け目なくいらっしゃるご性分だから、最初からお育てにならなかった娘には、このようなお思いも加わるのだろう。

■　むべなりけりや。

◇　もっともなことだが。

■　あな、疎うとまし」

◇　ああ、嫌だ」


1 【ことと馴れ馴れしきに】以下「あな疎まし」まで、夕霧の心を通して語られる。


野分．２．４．５

■　と思おもふ心こころも恥はづかし1。

◇　と思う自分自身までが気恥ずかしい。

■　「女をむなの御おほむさまP4,2、げに、はらからといふとも、すこし立たち退のきて、異腹ことはらぞかし」

◇　「女のご様子は、なるほど、姉弟といっても、少し縁遠くて、異母姉弟なのだ」

■　など思おもはむは、

◇　などと思うと、

■　「などか、心こころあやまりもせざらむ3」

◇　「どうして、心得違いを起こさないだろうか」

■　とおぼゆ。

◇　と思われる。


P4 御さま--（/+御）さま

1 【と思ふ心も恥づかし】夕霧の性格に対する語り手の批評。

2 【女の御さま】以下「異腹ぞかし」まで夕霧の心。

3 【などか心あやまりもせざらむ】夕霧の心。


野分．２．４．６

■　昨日見きのふみし御おほむけはひには、け劣おとりたれど1、見みるに笑ゑまるるさまは、立たちも並ならびぬべく見みゆる。

◇　昨日拝見した方のご様子には、どこか劣って見えるが、一目見ればにっこりしてしまうところは、肩も並べられそうに見える。

■　八重山吹やへやまぶきの咲さき乱みだれたる盛さかりに、露つゆのかかれる夕映ゆふばえぞ、ふと思おもひ出いでらるる。

◇　八重山吹の花が咲き乱れた盛りに、露の置いた夕映えのようだと、ふと思い浮かべずにはいられない。

■　折をりにあはぬよそへどもなれど2、なほ、うちおぼゆるやうよ。

◇　季節に合わないたとえだが、やはり、そのように思われるのであるよ。

■　花はなは限かぎりこそあれ、そそけたるしべなどもまじるかし、人ひとの御容貌おほむかたちのよきは、たとへむ方かたなきものなりけり。

◇　花は美しいといっても限りがあり、ばらばらになった蘂などが混じっていることもあるが、姫君のお姿の美しさは、たとえようもないものなのであった。


1 【昨日見し御けはひにはけ劣りたれど】地の文でありながら、夕霧の判断を含ませた心の文と一体化した文章。

2 【折にあはぬよそへどもなれど】以下「たとへむ方なきものなりけり」まで、夕霧の譬喩が今の季節に合わないとする語り手の批評。


野分．２．４．７

■　御前おまへに人ひとも出いで来こず、いとこまやかにうちささめき語かたらひ聞きこえたまふに、いかがあらむ1、まめだちてぞ立たちたまふ。

◇　御前には女房も出て来ず、たいそう親密に小声で話し合っていらっしゃったが、どうしたのであろうか、真面目な顔つきでお立ち上がりになる。

■　女君2をむなぎみ、

◇　女君は、


1 【いかがあらむ】語り手の推測。

2 【女君】玉鬘。


野分．２．４．８

■　「吹ふき乱みだる風かぜのけしきに女郎花をみなへし

しをれしぬべき心地ここちこそすれ1」

◇　「吹き乱す風のせいで女郎花は

萎れてしまいそうな気持ちがいたします」


1 【吹き乱る風のけしきに女郎花しをれしぬべき心地こそすれ】玉鬘の和歌。「濡れ濡れも明けばまづ見む宮城野のもとあらの萩はしをれぬらむ」（長能集、一三）


野分．２．４．９

■　詳くはしくも聞きこえぬに、うち誦ずじたまふ1をほの聞きくに、憎にくきもののをかしければ、なほ見果みはてまほしけれど2、

◇　はっきりとは聞こえないが、お口ずさみになるのをかすかに聞くと、憎らしい気がする一方で興味がわくので、やはり最後まで見届たいが、

■　「近ちかかりけりと見みえたてまつらじ3」

◇　「近くにいたなと悟られ申すまい」

■　と思おもひて、立たち去さりぬ。

◇　と思って、立ち去った。

■　御返おほむかへり、

◇　お返歌は、


1 【うち誦じたまふ】源氏が玉鬘の歌を。

2 【なほ見果てまほしけれど】夕霧の心を語り手が忖度。

3 【近かりけりと見えたてまつらじ】夕霧の心。


野分．２．４．１０

■　「下露したつゆになびかましかば女郎花をみなへし

荒あらき風かぜにはしをれざらまし1

なよ竹たけを見みたまへかし」

◇　「下葉の露になびいたならば

女郎花は荒い風には萎れないでしょうに

なよ竹を御覧なさい」


1 【下露になびかましかば女郎花荒き風にはしをれざらまし】源氏の返歌。「女郎花」「風」「しをれ」の語句を受けて返す。


野分．２．４．１１

■　など、ひが耳みみにやありけむ、聞ききよくもあらずぞ1。

◇　などと、聞き間違いであろうか、あまり聞きよい歌ではない。


1 【などひが耳にやありけむ聞きよくもあらずぞ】源氏の返歌があまり上手な出来でないとする語り手の批評。


第五段　源氏、花散里を見舞う

野分．２．５．１

■　東ひむがしの御方おほむかたへ1、これより2ぞ渡わたりたまふ。

◇　東の御方へ、ここからお渡りになる。

■　今朝けさの朝寒あさざむなるうちとけわざにや3、もの裁たちなどするねび御達ごたち、御前おまへにあまたして、細櫃ほそびつめくものに、綿引わたひきかけてまさぐる若人わかうどどもあり。

◇　今朝の寒さのせいで内輪の仕事であろうか、裁縫などをする老女房たちが御前に大勢いて、細櫃らしい物に、真綿をひっかけて延ばしている若い女房たちもいる。

■　いときよらなる朽葉くちばの羅うすもの、今様色いまやういろの二になく擣うちたるなど、引ひき散ちらしたまへり。

◇　とても美しい朽葉色の羅や、流行色でみごとに艶出ししたのなどを、ひき散らかしていらっしゃった。


1 【東の御方へ】花散里のお部屋。

2 【これより】玉鬘の居所から。夏の御殿の西の対の文殿を改造した部屋。

3 【うちとけわざにや】源氏の眼を通して語られる。


野分．２．５．２

■　「中将ちゅうじゃうの下襲したがさねか1。

◇　「中将の下襲か。

■　御前おまへの壺前栽つぼせんさいの宴えんも止とまりぬらむかし。

◇　御前での壷前栽の宴もきっと中止になるだろう。

■　かく吹ふき散ちらしてむには、何事なにごとかせられむ。

◇　このように吹き散らしたのでは、何の催し事ができようか。

■　すさまじかるべき秋あきなめり」

◇　興ざめな秋になりそうだ」


1 【中将の下襲か】以下「秋なめり」まで、源氏の花散里への詞。


野分．２．５．３

■　などのたまひて、何なににかあらむ1、さまざまなるものの色いろどもの、いときよらなれば、

◇　などとおっしゃって、何の着物であろうか、さまざまな衣装の色が、とても美しいので、

■　「かやうなる方かたは、南みなみの上うへにも劣おとらずかし2」

◇　「このような技術は南の上にも負けない」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　御直衣おほむなほし、花文綾けもんれうを、このころ摘つみ出いだしたる花はなして、はかなく染そめ出いでたまへる、いとあらまほしき色いろしたり。

◇　御直衣、花文綾を、近頃摘んできた花で、薄く染め出しなさったのは、たいそう申し分ない色をしていた。


1 【何にかあらむ】源氏と語り手が一体化した推測。

2 【かやうなる方は南の上にも劣らずかし】源氏の心内。花散里の裁縫染色の技量が南の上（紫の上）にも劣らないことを認める。


野分．２．５．４

■　「中将ちゅじゃうにこそ1、かやうにては着きせたまはめ。

◇　「中将にこそ、このようなのをお着せなさるがよい。

■　若わかき人ひとのにてめやすかめり」

◇　若い人の直衣として無難でしょう」


1 【中将にこそ】以下「めやすかめり」まで、源氏の花散里への詞。


野分．２．５．５

■　などやうのことを1聞きこえたまひて、渡わたりたまひぬ。

◇　などというようなことを申し上げなさって、お渡りになった。


1 【などやうのことを】語り手の概括の加わった表現。


第三章　夕霧の物語　幼恋の物語

第一段　夕霧、雲井雁に手紙を書く

野分．３．１．１

■　むつかしき方々かたがためぐりたまふ御供おほむともに歩ありきて、中将ちゅうじゃうは、なま心こころやましう、書かかまほしき文ふみなど、日ひたけぬるを思おもひつつ、姫君ひめぎみの御方1おほむかたに参まゐりたまへり。

◇　気疲れのする方々をお回りになるお供をして歩いて、中将は、何となく気持ちが晴れず、書きたい手紙など、日が高くなってしまうのを心配しながら、姫君のお部屋に参上なさった。


1 【姫君の御方】明石の姫君のお部屋。


野分．３．１．２

■　「まだあなたに1なむおはします。

◇　「まだあちらにおいであそばします。

■　風かぜに懼おぢさせたまひて、今朝けさはえ起おき上あがりたまはざりつる」

◇　風をお恐がりあそばして、今朝はお起きになれませんでしたこと」


1 【まだあなたに】以下「上がりたまはざりつる」まで、乳母の詞。


野分．３．１．３

■　と、御乳母おほむめのとぞ聞きこゆる。

◇　と、御乳母が申し上げる。

野分．３．１．４

■　「もの騒さわがしげ2なりしかば、宿直とのゐも仕つかうまつらむと思おもひたまへしを3、宮みやの、いとも心苦こころぐるしう思おぼいたりしかばなむ。

◇　「ひどい荒れようでしたから、宿直しようと存じましたが、宮が、たいそう恐がっていらっしゃったものですから。

■　雛ひひなの殿とのは、いかがおはすらむ」

◇　お雛様の御殿は、いかがでいらっしゃいましたか」


1? 【え--ざりつる】「え」（副詞）--打消しの助動詞「ず」の構文。不可能の意を表す。

2 【もの騒がしげ】以下「いかがおはすらむ」まで、夕霧の詞。

3 【思ひたまへしを】謙譲の補助動詞「たまへ」下二段活用。


野分．３．１．５

■　と問とひたまへば、人ひとびと笑わらひたまひて、

◇　とお尋ねになると、女房たちは笑って、

野分．３．１．６

■　「扇あふぎの風かぜだに1参まゐれば、いみじきことに思おぼいたるを、ほとほとしくこそ吹ふき乱みだりはべりしか。

◇　「扇の風でさえ吹けば、たいへんなことにお思いになっているのを、危うく吹き壊されるところでございました。

■　この御殿おほむとのあつかひに、わびにてはべり」

◇　この御殿のお世話に、困りっております」

■　など語かたる。

◇　などと話す。


1 【扇の風だに】以下「わびにてはべり」まで、女房の詞。


野分．３．１．７

■　「ことことしからぬ1紙かみやはべる。

◇　「大げさでない紙はありませんか。

■　御局みつぼねの硯すずり」

◇　お局の硯を」


1 【ことことしからぬ】以下「御局の硯」まで、夕霧の詞。


野分．３．１．８

■　と乞こひたまへば、御厨子みづしに寄よりて、紙一巻かみひとまき、御硯おほむすずりの蓋ふたに取とりおろしてたてまつれば、

◇　とお求めになると、御厨子に近寄って、紙一巻を、御硯箱の蓋に載せて差し上げたので、

野分．３．１．９

■　「いな、これはかたはらいたし1」

◇　「いや、これは恐れ多い」


1 【いなこれはかたはらいたし】夕霧の詞。


野分．３．１．１０

■　とのたまへど、北きたの御殿1おとどのおぼえを思おもふに、すこしなのめなる心地ここちして、文書ふみかきたまふ。

◇　とおっしゃるが、北の御殿の世評を考えれば、そう気をつかうほどでもない気がして、手紙をお書きになる。


1 【北の御殿】明石の御方。


野分．３．１．１１

■　紫むらさきの薄様うすやうなりけり1。

◇　紫の薄様の紙であった。

■　墨すみ、心こころとめておしすり、筆ふでの先さきうち見みつつ、こまやかに書かきやすらひたまへる、いとよし。

◇　墨は、ていねいにすって、筆先を見い見いして、念を入れて書きながら筆を休めていらっしゃるのが、とても素晴らしい。

■　されど、あやしく定さだまりて、憎にくき口くちつきこそものしたまへ。

◇　けれども、妙に型にはまって、感心しない詠みぶりでいらっしゃった。


1 【紫の薄様なりけり】以下「ものしたまへ」まで、語り手の評。


野分．３．１．１２

■　「風騒かぜさわぎむら雲くもまがふ夕ゆふべにも

忘わするる間まなく忘わすられぬ君1きみ」

◇　「風が騒いでむら雲が乱れる夕べにも

片時の間もなく忘れることのできないあなたです」


1 【風騒ぎむら雲まがふ夕べにも忘るる間なく忘られぬ君】夕霧から雲井雁への贈歌。


野分．３．１．１３

■　吹ふき乱みだれたる苅萱1かるかやS7につけたまへれば、人ひとびと、

◇　風に吹き乱れた刈萱にお付けになったので、女房たちは、


S7 苅萱の穂に出でて物を言はねどもなびく草葉にあはれとぞ見し（古今六帖六-三七八七）

1 【吹き乱れたる苅萱】「まめなれどよき名も立たず刈萱のいざ乱れなむしどろもどろに」（古今六帖六、刈萱、三七八五）を踏まえて、共寝してみたいと詠んで贈った。


野分．３．１．１４

■　「交野かたの少将のせうしゃうは1、紙かみの色いろにこそととのへはべりけれ」

◇　「交野の少将は、紙の色と同じ色の物に揃えましたよ」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【交野の少将は】以下「ととのへはべりりけれ」まで、女房の詞。


野分．３．１．１５

■　「さばかりの色いろも1思おもひ分わかざりけりや。

◇　「それくらいの色も考えつかなかったな。

■　いづこの野辺のべのほとりの花2はな」

◇　どこの野の花を付けようか」


1 【さばかりの色も】以下「花よ」まで、夕霧の詞。

2 【いづこの野辺のほとりの花】引歌があるか、未詳。


野分．３．１．１６

■　など、かやうの人ひとびとにも、言少ことずくなに見みえて、心解こころとくべくももてなさず、いとすくすくしう気高けだかし。

◇　などと、このような女房たちにも、言葉少なに応対して、気を許すふうもなく、とてもきまじめで気品がある。

野分．３．１．１７

■　またも書かいたまうて、馬むまの助すけに1賜たまへれば、をかしき童わらは、またいと馴なれたる御随身みずいじんなどに、うちささめきて取とらするを、若わかき人ひとびと、ただならずゆかしがる。

◇　もう一通お書きになって、右馬助にお渡しになったので、美しい童や、またたいそう心得ている御随身などに、ひそひそとささやいて渡すのを、若い女房たちは、ひどく知りたがっている。


1 【馬の助に】夕霧の側近。


第二段　夕霧、明石姫君を垣間見る

野分．３．２．１

■　渡わたらせたまふ1とて、人ひとびとうちそよめき、几帳引きちゃうひき直なほしなどす。

◇　お戻りあそばすというので、女房たちがざわめき、几帳を元に直したりする。

■　見みつる花はなの顔かほどもも、思おもひ比くらべまほしうて、例れいはものゆかしからぬ心地ここちに、あながちに、妻戸つまどの御簾みすを引ひき着きて、几帳きちゃうのほころびより見みればP5、もののそばより2、ただはひ渡わたりたまふほどぞ、ふとうち見みえたる。

◇　先ほど見た花の顔たちと、比べて見たくて、いつもは覗き見など関心もない人なのに、無理に、妻戸の御簾に身体を入れて、几帳の隙間を見ると、物蔭から、ちょうどいざっていらっしゃるところが、ふと目に入った。


P5 見れば--みれ（れ/+は〈朱〉）

1 【渡らせたまふ】「せ」（尊敬の助動詞）＋「たまふ」（尊敬の補助動詞）、最高敬語。主語は、明石姫君。

2 【もののそばより】以下、夕霧の目を通して語られる明石姫君。


野分．３．２．２

■　人ひとのしげくまがへば、何なにのあやめも見みえぬほどに、いと心こころもとなし。

◇　女房が大勢行ったり来たりするので、はっきりわからないほどなので、たいそうじれったい。

■　薄色うすいろの御衣おほむぞに、髪かみのまだ丈たけには1はづれたる末すゑの、引ひき広ひろげたるやうにて、いと細ほそく小ちひさきP6様体やうだい、らうたげに心苦こころぐるし。

◇　薄紫色のお召物に、髪がまだ背丈には届いていない末の広がったような感じで、たいそう細く小さい身体つきが可憐でいじらしい。


P6 小さき--ちう（う/＄い）さき

1 【髪のまだ丈には】明石姫君、八歳。


野分．３．２．３

■　「一昨年おととしばかりは1、たまさかにもほの見みたてまつりしに、またこよなく生おひまさりたまふなめりかし。

◇　「一昨年ぐらいまでは、偶然にもちらっとお姿を拝見したが、またすっかり成長なさったようだ。

■　まして盛さかりいかならむ」

◇　まして盛りになったらどんなに美しいだろう」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　「かの見みつる先々さきざきの、桜さくら、山吹2やまぶきといはば、これは3藤ふぢの花はなとやいふべからむ。

◇　「あの前に見た方々を、桜や山吹と言ったら、この方は藤の花と言うべきであろうか。

■　木高こだかき木きより咲さきかかりて、風かぜになびきたるにほひは、かくぞあるかし」

◇　木高い木から咲きかかって、風になびいている美しさは、ちょうどこのような感じだ」

■　と思おもひよそへらる。

◇　と思い比べられる。

■　「かかる人ひとびとを4、心こころにまかせて明あけ暮くれ見みたてまつらばや。

◇　「このような方々を、思いのままに毎日拝見していたいものだ。

■　さもありぬべきほどながら、隔へだて隔へだてのけざやかなるこそつらけれ」

◇　そうあってもよい身内の間柄なのに、事ごとに隔てを置いて厳しいのが恨めしいことだ」

■　など思おもふに、まめ心ごころも、なまあくがるる心地ここちす。

◇　などと思うと、誠実な心も、何やら落ち着かない気がする。


1 【一昨年ばかりは】以下「いかならむ」まで、夕霧の心。

2 【かの見つる先々の桜山吹】以下「あるかし」まで、夕霧の心。「桜」は紫の上、「山吹」は玉鬘をさす。

3 【これは】明石姫君。

4 【かかる人びとを】以下「つらけれ」まで、夕霧の心。


第三段　内大臣、大宮を訪う

野分．３．３．１

■　祖母宮おばみやの御おほむもとに1も参まゐりたまへれば、のどやかにて御行おほむおこなひしたまふ。

◇　祖母宮のお側に参上なさると、静かにお勤めをなさっている。

■　よろしき若人わかうどなど、ここにもさぶらへど、もてなしけはひ、装束さうぞくどもも、盛さかりなるあたりには似にるべくもあらず。

◇　まずまずの若い女房などは、こちらにも伺候しているが、物腰や様子、衣装なども、栄華を極めている所とは比較にもならない。

■　容貌かたちよき尼君あまぎみたちの、墨染すみぞめにやつれたるぞ、なかなかかかる所ところにつけては、さるかたにてあはれなりける。

◇　器量のよい尼君たちが、墨染の衣装で質素にしているのが、かえってこのような所では、それなりにしみじみとした感じがするのであった。


1 【祖母宮の御もとに】三条宮邸の祖母宮。


野分．３．３．２

■　内うちの大臣おとども参まゐりたまへるに、御殿油おほむとなぶらなど参まゐりて、のどやかに御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふ1。

◇　内大臣も参上なさったので、御殿油などを灯して、のんびりとお話など申し上げになさる。


1 【御物語など聞こえたまふ】内大臣と大宮との会話。夕霧はこの場面にいない。


野分．３．３．３

■　「姫君ひめぎみを1久ひさしく見みたてまつらぬがあさましきこと」

◇　「姫君に久しくお目にかからないのが情けないこと」


1 【姫君を】以下「あさましきこと」まで、大宮の詞。姫君とは雲居雁。


野分．３．３．４

■　とて、ただ泣なきに泣なきたまふ。

◇　とおっしゃって、ただひたすらお泣きになる。

野分．３．３．５

■　「今いまこのごろのほどに参まゐらせむ。

◇　「もうすぐこちらに参上させましょう。

■　心こころづからもの思おもはしげにて、口惜くちをしう衰おとろへにてなむはべめる。

◇　自分からふさぎ込んでいまして、惜しいことに痩せてしまっているようです。

■　女をむなこそ、よく言いはば、持もちはべるまじきものなりけれ。

◇　女の子は、はっきり申せば、持つべきではございませんでした。

■　とあるにつけても、心こころのみなむ尽つくされはべりける」

◇　何かにつけて、心配ばかりさせられました」

野分．３．３．６

■　など、なほ心解こころとけず思おもひおきたるけしきしてのたまへば、心憂こころうくて、切せちにも聞きこえたまはず。

◇　などと、依然として不快にこだわっている様子でおっしゃるので、情けなくて、ぜひにともお申し上げなさらない。

■　そのついでにも、

◇　その話の折に、

野分．３．３．７

■　「いと不調ふでうなる娘むすめまうけはべりて、もてわづらひはべりぬ」

◇　「たいそう不出来な娘を持ちまして、手を焼いてしまいました」

野分．３．３．８

■　と、愁うれへきこえたまひて、笑わらひたまふ。

◇　と、愚痴をおこぼしになって、にが笑いなさる。

■　宮みや、

◇　宮、

野分．３．３．９

■　「いで、あやし。

◇　「まあ、変ですこと。

■　女むすめといふ名なはして、さがなかるやうやある」

◇　あなたの娘という以上、出来の悪いことがありましょうか」

野分．３．３．１０

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

野分．３．３．１１

■　「それなむ見苦みぐるしきことになむはべる。

◇　「それが体裁の悪いことなのでございます。

■　いかで、御覧ごらんぜさせむ」

◇　ぜひ、御覧に入れたいものです」

野分．３．３．１２

■　と、聞きこえたまふとや。

◇　と申し上げなさったとか。


２９． 行幸 (みゆき)

第一章　玉鬘の物語　冷泉帝の大原野行幸

第一段　大原野行幸

行幸．１．１．１

■　かく思おぼしいたらぬことなく1、いかでよからむことは2と、思おぼし扱あつかひたまへど、この音無おとなしの滝たきS1こそ、うたていとほしく、南みなみの上4うへの御推おほむおし量はかりごとにかなひて、軽々かるがるしかるべき御名おほむななれ。

◇　このようにお考えの行き届かないことなく、何とかよい案はないかと、ご思案なさるが、あの音無の滝ではないが、嫌で気の毒なことなので、南の上のご想像通り、身分にふさわしくないご醜聞である。

■　かの大臣5おとど、何なにごとにつけても、きはぎはしう、すこしもかたはなるさまのことを、思おぼし忍しのばずなどものしたまふ御心みこころざまを、

◇　あの内大臣が、何ごとにつけても、はっきりさせ、少しでも中途半端なことを、我慢できずにいらっしゃるようなご気性なので、

■　「さて思おもひ隈ぐまなく6、けざやかなる御おほむもてなしなどのあらむにつけては、をこがましうもや」

◇　「そうなったら誰はばからず、はっきりとしたお婿扱いなどなされたりしたら、世間の物笑いになるのではないか」

■　など、思おぼし返かへさふ。

◇　などと、お考え直しなさる。


S1 とにかくに人目堤を堰きかねて下に流るる音無の滝（源氏釈所引-出典未詳）

1 【かく思しいたらぬことなく】主語は源氏。「かく」は下文の内容をさす。

2 【いかでよからむことは】源氏の心中。『完訳』は「玉鬘の将来によかれと思う方途をと。自らの恋の関係を持続させたい気持もこもっていよう」と注す。

3? 【この音無の瀧こそうたていとほしく】「とにかくに人目つつみをせきかねて下に流るる音無しの滝」（源氏釈所引、出典未詳）。『完訳』は「語り手の、玉鬘への同情の評」と注す。係助詞「こそ」は「御名なれ」に係る。

4 【南の上】紫の上をさす。

5 【かの大臣】内大臣をさす。

6 【さて思ひ隈なく】以下「をこがましうもや」まで、源氏の心中。地の文から自然と心中文になる。


行幸．１．１．２

■　その師走しはすに、大原野おほはらのの行幸ぎゃうがうとて1、世よに残のこる人ひとなく見騒みさわぐを、六条院ろくでうのゐんよりも、御方々引おほむかたがたひき出いでつつ見みたまふ。

◇　その年の十二月に、大原野の行幸とあって、世の中の人は一人残らず見物に騒ぐのを、六条院からも御夫人方が引き連ねて御覧になる。

■　卯うの時ときに出いでたまうて、朱雀すじゃくより五条ごでうの大路おほぢを、西にしざまに折をれたまふ。

◇　卯の刻に御出発になって、朱雀大路から五条大路を西の方に折れなさる。

■　桂川かつらがはのもとまで、物見車隙ものみぐるまひまなし。

◇　桂川の所まで、見物の車がびっしり続いている。


1 【その師走に大原野の行幸とて】大原野神社は藤原氏の氏神。醍醐天皇の延長六年（九二八）十二月五日の大原野行幸がその準拠とされる。『新大系』は「「野の行幸」で、大原野神社への行幸ではない」と注す。


行幸．１．１．３

■　行幸ぎゃうがうといへど、かならずかうしもあらぬを、今日けふは親王みこたち、上達部かむだちめも、皆心みなこころことに、御馬鞍おほむむまくらをととのへ、随身***、馬副ずいじんむまぞひの容貌丈かたちたけだち、装束さうぞくを飾かざりたまうつつ、めづらかにをかし。

◇　行幸といっても、かならずしもこんなにではないのだが、今日は親王たちや、上達部も、皆特別に気をつかって、御馬や鞍を整え、随身、馬副人の器量や背丈、衣装をお飾りお飾りになっては、見事で美しい。

■　左右大臣さいうのおとど、内大臣うちのおとど、納言なふごんより下しもはた、まして残のこらず仕つかうまつりたまへり。

◇　左右の大臣、内大臣、大納言以下、いうまでもなく一人残らず行幸に供奉なさった。

■　青色あをいろの袍2うへのきぬ、葡萄染えびぞめの下襲したがさねを、殿上人てんじゃうびと、五位六位ごゐろくゐまで着きたり。

◇　麹塵の袍に、葡萄染の下襲を、殿上人から五位六位までの人々が着ていた。

◆　 
ぎゃうがう と いへ ど、 かならず かう しも あら ぬ を、 けふ は みこ-たち、 かむだちめ も、 みな こころ こと に、 おほむ-むま くら を ととのへ、 ずいじん むまぞひ の かたち たけ-だち、 さうぞく を かざり たまう つつ、 めづらか に をかし。 さいう-の-おとど、 うち-の-おとど、 なふごん より しも はた、 まして のこら ず つかうまつり たまへ り。 あをいろ の うへ-の-きぬ、 えびぞめ の したがさね を、 てんじゃうびと、 ご-ゐ ろく-ゐ まで き たり。


1? 【卯の時に出たまうて朱雀より五条の大路を西ざまに折れたまふ】『李部王記』延長六年十二月五日の大原野行幸の記事に一致する。

2 【青色の袍】麹塵の袍。天皇の日常着だが、晴れの儀式には天皇は赤色の袍を召し、諸臣が麹塵の袍を着る。


行幸．１．１．４

■　雪ゆきただいささかづつうち散ちりて、道みちの空そらさへ艶えんなり。

◇　雪がほんの少し降って、道中の空までが優美に見えた。

■　親王みこたち、上達部かむだちめなども、鷹たかにかかづらひたまへるは、めづらしき狩かりの御おほむよそひどもをまうけたまふ。

◇　親王たち、上達部なども、鷹狩に携わっていらっしゃる方は、見事な狩のご装束類を用意なさっている。

■　近衛この鷹飼ゑのたかがひどもは、まして世よに目馴めなれぬ摺衣すりごろもを乱みだれ着きつつ1、けしきことなり。

◇　近衛の鷹飼どもは、それ以上に見たことのない摺衣を思い思いに着て、その様子は格別である。


1 【摺衣を乱れ着つつ】「春日野の若紫の摺衣しのぶの乱れ限り知られず」（伊勢物語一段）。


行幸．１．１．５

■　めづらしうをかしきことに競きほひ出いでつつ、その人ひとともなく、かすかなる足弱あしよわき車くるまなど、輪わを押おしひしがれ、あはれげなるもあり。

◇　素晴らしく美しい見物をと競って出て来ては、大した身分でもなく、お粗末な脚の弱い車など、車輪を押しつぶされて、気の毒なのもある。

■　浮橋うきはしのもとなど1にも、好このましう立たちさまよふよき車多くるまおほかり。

◇　舟橋の辺りなどにも優美にあちこちする立派な車が多かった。


1 【浮橋のもとなど】舟の上に板を渡して橋としたもの。『李部王記』の大原野行幸の記事に同じ。


第二段　玉鬘、行幸を見物

行幸．１．２．１

■　西にしの対たいの姫君ひめぎみも1立たち出いでたまへり。

◇　西の対の姫君もお出かけになった。

■　そこばく挑いどみ尽つくしたまへる人ひとの御容貌おほむかたちありさまを見みたまふに、帝みかどの、赤色あかいろの御衣おほむぞたてまつりて、うるはしう動うごきなき御おほむかたはらめに2、なずらひきこゆべき人ひとなし。

◇　大勢の我こそはと綺羅を尽くしていらっしゃる方々のご器量や様子を御覧になると、帝が赤色の御衣をお召しになって、凛々しく微動だになさらない御横顔に、ご比肩申し上げる人もいない。


1 【西の対の姫君も】玉鬘をいう。

2 【帝の赤色の御衣たてまつりてうるはしう動きなき御かたはらめに】「人主の躰は山岳の如し、高峻にして動かず」（帝範）。


行幸．１．２．２

■　わが父大臣ちちおとどを1、人知ひとしれず目めをつけたてまつりたまへど、きらきらしうものきよげに、盛さかりにはものしたまへど、限かぎりありかし。

◇　わが父内大臣を、こっそりとお気をつけて拝見なさったが、派手で美しく、男盛りでいらっしゃるが、限界があった。

■　いと人ひとにすぐれたるただ人うどと見みえて、御輿みこしのうちよりほかに、目移めうつるべくもあらず。

◇　たいそう人よりは優れた臣下と見えて、御輿の中以外の人には、目が移りそうもない。


1 【わが父大臣を】玉鬘の視点に立っての叙述。


行幸．１．２．３

■　まして、容貌かたちありや、をかしやなど、若わかき御達ごたちの消きえかへり心こころうつす中少将ちゅうせうしゃう、何なにくれの殿上人てんじゃうびとやうの人1ひとは、何なににもあらず消きえわたれるは、さらに類たぐひなうおはしますなりけり2。

◇　ましてや、美男だとか、素敵な方よなどと、若い女房たちが死ぬほど慕っている中将、少将、何とかいう殿上人などの人は、何ほどのこともなく眼中にないのは、まったく群を抜いていらっしゃるからなのであった。

■　源氏げんじの大臣おとどの御顔おほむかほざまは、異ことものとも見みえたまはぬを、思おもひなしの今いますこしいつかしう、かたじけなくめでたきなり。

◇　源氏の太政大臣のお顔の様子は、別人とはお見えにならないが、気のせいかもう少し威厳があって、恐れ多く立派である。


1 【中少将何くれの殿上人やうの人】『集成』は「中将、少将。ともに近衛府の次官。多く名門の子弟の容姿端麗な者が選ばれる。今日の護衛として帝のお側近くに供奉している」。『完訳』は「中将は柏木、少将は弁少将。ともに内大臣の子息。二人は弓箭を帯して左右の列に分れて行進」と注す。

2 【さらに類ひなうおはしますなりけり】冷泉帝をさす。


行幸．１．２．４

■　さは、かかる類たぐひはおはしがたかりけり2。

◇　そうしてみると、このような方はいらっしゃりにくいのであった。

■　あてなる人ひとは、皆3みなものきよげにけはひ異ことなべいものとのみ、大臣おとど、中将ちゅうじゃうなどの御おほむにほひに目馴めなれたまへるを、出いで消ぎえどものかたはなるにやあらむ4、同おなじ目鼻めはなとも見みえず、口惜くちをしうぞ圧おされたるや。

◇　身分の高い人は、皆美しく感じも格別よいはずのものとばかり、大臣や、中将などのお美しさに見慣れていたので、見劣りした者たちでまともな者はないのであろうか、同じ人の目鼻とも見えず、悔しいほど圧倒されていることだ。


1? 【今すこしいつくしうかたじけなくめでたきなり】思いなしかか、源氏より帝の方が威厳もあり畏れ多くも見える。

2 【さはかかる類ひはおはしがたかりけり】『集成』は「帝に心ひかれた玉鬘の心中と草子地が一体になった書き方」と注す。

3 【あてなる人は皆】以下、玉鬘の視点を通しての叙述。

4 【出で消えどものかたはなるにやあらむ】語り手の推測を交えた挿入句。


行幸．１．２．５

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやもおはす1。

◇　兵部卿宮もいらっしゃる。

■　右大将うだいしゃうの、さばかり2重おもりかによしめくも、今日けふのよそひいとなまめきて、やなぐひなど負おひて、仕つかうまつりたまへり。

◇　右大将が、あれほど重々しく気取っているのも、今日の衣装がたいそう優美で、やなぐいなどを背負って供奉なさっていた。

■　色黒いろく鬚ろくひげがちに見みえて、いと心こころづきなし3。

◇　色黒く鬚が多い感じに見えて、とても好感がもてない。

■　いかでかは、女をむなのP1,4つくろひたてたる顔かほの色いろあひには似にたらむ。

◇　どうして、女性の化粧した顔の色に男が似たりしようか。

■　いとわりなきことを、若わかき御心地みここちには、見みおとしたまうてけり。

◇　とても無理なことを、お若い方の考えとて、軽蔑なさったのであった。


P1 女の--（/+女の〈朱〉）

1 【兵部卿宮もおはす】蛍兵部卿宮をさす。

2 【右大将のさばかり】鬚黒大将をさす。

3 【いと心づきなし】『集成』は「玉鬘の思い」と注す。

4 【いかでかは女の】大島本は「いかてかハ（ハ＋女の〈朱〉）」とある。すなわち底本は朱筆で「女の」を補入する。玉上『評釈』によれば「女の」の語は「関戸本」（定家本）なし」という。『新大系』は底本の補訂に従う。『評釈』『集成』『古典セレクション』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「いかでかは」と校訂する。『集成』は「以下「見おとしたまうけり」まで、草子地」。『完訳』は「男の顔は女の化粧した顔とは異なるとして、語り手が玉鬘の感想を批判。鬚黒の雄々しさを刻印」と注す。


行幸．１．２．６

■　大臣おとどの君きみの思おぼし寄よりてのたまふことを、

◇　大臣の君がお考えになっておっしゃっることを、

■　「いかがはあらむ1、宮仕みやづかへは、心こころにもあらで、見苦みぐるしきありさまにや」

◇　「どうしたものか、宮仕えは、不本意なことで見苦しいことではないかしら」

■　と思おもひつつみたまふを、

◇　と躊躇していらっしゃったが、

■　「馴なれ馴なれしき筋すぢなどをば2もて離はなれて、おほかたに仕つかうまつり御覧ごらんぜられむは、をかしうもありなむかし」

◇　「帝の寵愛ということを離れて、一般の宮仕えしてお目通りするならば、きっと結構なことであろう」

■　とぞ、思おもひ寄よりたまうける。

◇　という、お気持ちになった。


1 【いかがはあらむ】以下「ありさまにや」まで、玉鬘の心中。

2 【馴れ馴れしき筋などをば】以下「ありなむかし」まで、玉鬘の心中。『完訳』は「男女の情愛、帝寵。それと無関係な宮仕えをと思う。この願望は、おのずと源氏の希望と重なる」と注す。


第三段　行幸、大原野に到着

行幸．１．３．１

■　かうて、野のに1おはしまし着つきて、御輿みこしとどめ、上達部かむだちめの平張ひらばりにもの参まゐり、御装束おほむさうぞくども、直衣なほし、狩かりのよそひなどに改あらためたまふほどに、六条院ろくでうのゐんより、御酒おほむみき、御おほむくだものなどたてまつらせたまへり2。

◇　こうして、大原野に御到着あそばして、御輿を止め、上達部の平張の中で食事を召し上がり、御衣装を直衣や、狩衣の装束に改めたりなさる時に、六条院からお酒やお菓子類などが献上された。

■　今日仕けふつかうまつりたまふべくP2、かねて御みけしきありけれど、御物忌おほむものいみのよしを奏そうせさせたまへりけるなりけり。

◇　今日供奉なさる予定だと、前もってご沙汰があったのだが、御物忌の理由を奏上なさったのであった。


P2 たまふべく--給へて（て/＄く〈朱〉）

1 【野に】大原野に。

2 【六条院より御酒御くだものなどたてまつらせたまへり】源氏から。なお。『李部王記』のその日の記事にも「六条院」（宇多法皇カ）から酒や炭などが献上されたことが記されている。


行幸．１．３．２

■　蔵人くらうどの左衛門尉1さゑもんのぜうP3を御使おほむつかひにて2、雉一枝きじひとえだたてまつらせたまふ3。

◇　蔵人で左衛門尉を御使者として、雉をつけた一枝を献上あそばしなさった。

■　仰おほせ言ごとには何なにとかや、さやうの折をりのことまねぶに、わづらはしくなむ4。

◇　仰せ言にはどのようにあったか、そのような時のことを語るのは、わずらわしいことなので。


P3 左衛門尉--（右/＄左〈朱〉）衛門のせう

1 【蔵人の左衛門尉】大島本は「右（右＄左〈朱〉）衛門のせう」とある。すなわち朱筆で「右」を「左」に改めている。玉上『評釈』によれば関戸本「右衛門」とあるよし。『集成』は関戸本及び大島本の訂正以前本文に従う。『評釈』『新大系』『古典セレクション』は諸本と大島本の訂正に従って「左衛門尉」と校訂する。

2 【御使にて】帝から源氏への返礼の使者。

3 【雉一枝たてまつらせたまふ】『九条右大臣集』（藤原師輔）に、朱雀院の野の行幸に不参して雉一双を賜った例が見られる。雉の一双を左右の枝に上下して付けるのが作法という（河海抄）。

4 【仰せ言には何とかやさやうの折のことまねぶにわづらはしくなむ】『集成』は「帝の仰せ言には何とあったか、このような場合のことをお話しするのは、女の身に憚りが多いので（やめておきます）。歌以外は省略することをことわる草子地」。『完訳』は「その仰せ言には何とあったか、そのような折のことをつぶさに記しとどめるのもわずらわしいことで--」「女が朝廷儀式の詳細を語るのを避けるための、語り手の省筆」と注す。


行幸．１．３．３

■　「雪深ゆき小塩山ふかきをしほのやまにたつ雉きじの

古ふるき跡あとをも今日けふは尋たづねよ1」

◇　「雪の深い小塩山に飛び立つ雉のように

古例に従って今日はいらっしゃればよかったのに」


1 【雪深き小塩山にたつ雉の古き跡をも今日は尋ねよ】帝から源氏への贈歌。『集成』は「源氏の不参を残念がられた歌」と注す。


行幸．１．３．４

■　太政大臣おほきおとどの、かかる野のの行幸ぎゃうがうに仕つかうまつりたまへる例ためしなどやありけむ。

◇　太政大臣が、このような野の行幸に供奉なさった先例があったのであろうか。

■　大臣おとど、御使おほむつかひをかしこまりもてなさせたまふ。

◇　大臣は、御使者を恐縮しておもてなしなさる。

行幸．１．３．５

■　「小塩山深雪積をしほやまみゆきつもれる松原まつばらに

今日けふばかりなる跡あとやなからむ2」

◇　「小塩山に深雪が積もった松原に

今日ほどの盛儀は先例がないでしょう」


1? 【太政大臣のかかる野の行幸に仕うまつりたまへるためしやありけむ】仁和二年（八八六）十二月十四日の光孝天皇の芹川行幸に太政大臣藤原基経が供奉した例がある（河海抄）。

2 【小塩山深雪積もれる松原に今日ばかりなる跡やなからむ】「行幸」「み雪」の掛詞。「や」間投助詞、詠嘆の意。今日ほどの盛儀はないことでしょう、の意。


行幸．１．３．６

■　と、そのころほひ聞ききしことの、そばそば思おもひ出いでらるるは、ひがことにやあらむ1。

◇　と、その当時に伝え聞いたことで、ところどころ思い出されるのは、聞き間違いがあるかもしれない。


1 【そのころほひ聞きしことのそばそば思ひ出でらるるはひがことにやあらむ】『集成』は「語り手の女房の言葉をそのまま伝えた体の草子地」。『完訳』は「以下も、源氏の本心にふれまいとする語り手の言辞」と注す。


第四段　源氏、玉鬘に宮仕えを勧める

行幸．１．４．１

■　またの日ひ、大臣おとど、西にしの対たいに、

◇　翌日、大臣は、西の対に、

行幸．１．４．２

■　「昨日きのふ、主上うへは1見みたてまつりたまひきや。

◇　「昨日、主上は拝見なさいましたか。

■　かのことは2、思おぼしなびきぬらむや」

◇　あの件は、その気におなりになりましたか」


1 【昨日主上は】以下「なびきぬらむや」まで、源氏の詞。

2 【かのことは】宮仕えの件をさす。


行幸．１．４．３

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさった。

■　白しろき色紙しきしに、いとうちとけたる文1ふみ、こまかにけしきばみてもあらぬが、をかしきを見みたまうて、

◇　白い色紙に、たいそう親しげな手紙で、こまごまと色めいたことも含まれてないのが、素晴らしいのを御覧になって、


1 【いとうちとけたる文】大島本は「ふミ」とある。玉上『評釈』によれば関戸本「文」とあるよし。『集成』『新大系』は関戸本と底本に従う。『評釈』『古典セレクション』は諸本に従って「御文」と校訂する。


行幸．１．４．４

■　「あいなのことや」

◇　「いやなことを」

行幸．１．４．５

■　と笑わらひたまふものから、

◇　とお笑いなさるものの、

■　「よくも推おし量はからせたまふものかな1」

◇　「よくも人の心を見抜いていらっしゃるわ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　御返おほむかへりに、

◇　お返事には、


1 【よくも推し量らせたまふものかな】玉鬘の心中。


行幸．１．４．６

■　「昨日きのふは1、

◇　「昨日は、


1 【昨日は】以下「御ことどもになむ」まで、玉鬘の返事。


行幸．１．４．７

■　うちきらしP4朝あさぐもりせし行幸みゆきには

さやかに空そらの光ひかりやは見みし

◇　雪が散らついて朝の間の行幸では

はっきりと日の光は見えませんでした


P4 きらし--*きえし


行幸．１．４．８

■　おぼつかなき御おほむことどもになむ2」

◇　はっきりしない御ことばかりで」


1? 【うちきらし朝くもりせし行幸にはさやかに空の光やは見し】大島本は「うちきえし」とある。「え」は「ら」の誤字と認められる。玉鬘の和歌。「光」は帝の姿を譬喩する。「やは」反語表現。

2 【おぼつかなき御ことどもになむ】歌に添えた言葉。接尾語「ども」複数は帝の顔や宮仕えのことを意味する。


行幸．１．４．９

■　とあるを、上うへも見みたまふ1。

◇　とあるのを、紫の上も御覧になる。


1 【上も見たまふ】紫の上をさす。


行幸．１．４．１０

■　「ささのことを1そそのかししかどP5,2、中宮ちゅうぐうかくておはす3、ここながらのおぼえには、便びんなかるべし。

◇　「しかじかのことを勧めたのですが、中宮がああしていらっしゃるし、わたしの娘という扱いのままでは不都合であろう。

■　かの大臣おとどに知しられても5、女御にょうごかくてまたさぶらひたまへば6など、思おもひ乱みだるめりし筋すぢなり7。

◇　あの内大臣に知られても、弘徽殿の女御がまたあのようにいらっしゃるのだからなどと、思い悩んでいたことです。

■　若人わかうどの8、さも馴なれ仕つかうまつらむに、憚はばかる思おもひなからむは、主上うへをほの見みたてまつりて、えかけ離はなれて思おもふはあらじ」

◇　若い女性で、そのように親しくお仕えするのに、何も遠慮する必要がないのは、主上をちらとでも拝見して、宮仕えを考えない者はないでしょう」


P5 そそのかししかど--*そゝのかしかと

1 【ささのことを】以下「思ふにはあらじ」まで、源氏の詞。指示代名詞「ささ」は、宮仕えのことをさす。

2 【そそのかししかど】大島本「そゝのかしかと」とある。「し」脱字と見られる。玉上『評釈』によれば関戸本にも「し」が無いよし。

3 【中宮かくておはす】秋好中宮をさす。

4? 【ここなからのおぼえには便なかるべし】『完訳』は「源氏の娘という扱いでは。養女の中宮と競うのが不都合」と注す。

5 【かの大臣に知られても】内大臣をさす。「知られ」の「れ」は受身の助動詞。

6 【女御かくてまたさぶらひたまへば】弘徽殿女御をさす。玉鬘の姉妹に当たる。

7 【思ひ乱るめりし筋なり】主語は玉鬘。推量の助動詞「めり」の主体は源氏。「し」過去の助動詞。源氏の観察体験にもとづくニュアンス。

8 【若人の】若い女性一般をいう。


行幸．１．４．１１

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

行幸．１．４．１２

■　「あな、うたて1。

◇　「あら、嫌ですわ。

■　めでたしと見みたてまつるとも、心こころもて宮仕みやづかひ思おもひ立たたむ2こそ、いとさし過すぎたる心こころならめ」

◇　いくら御立派だと拝見しても、自分から進んで宮仕えを考えるなんて、とても出過ぎた考えでしょう」


1 【あなうたて】以下「心ならめ」まで、紫の上の詞。

2 【宮仕ひ思ひ立たむ】大島本「思たゝむ」とある。『集成』は「ゝ」と判読。『評釈』『新大系』『古典セレクション』は「ら」と判読する。


行幸．１．４．１３

■　とて、笑わらひたまふ。

◇　と言って、お笑いになる。

行幸．１．４．１４

■　「いで、そこにしもぞ、めできこえたまはむ1」

◇　「さあ、そういうあなたこそ、きっと熱心になることでしょう」


1 【いでそこにしもぞめできこえたまはむ】源氏の詞。「そこ」は二人称、紫の上をさす。


行幸．１．４．１５

■　などのたまうて、また御返おほむかへり、

◇　などとおっしゃって、改めてお返事に、

行幸．１．４．１６

■　「あかねさす光ひかりは空そらに曇くもらぬを

などて行幸みゆきに目めをきらしけむ1

なほ、思おぼし立たて2」

◇　「日の光は曇りなく輝いていましたのに

どうして行幸の日に雪のために目を曇らせたのでしょう

やはり、ご決心なさい」


1 【あかねさす光は空に曇らぬをなどて行幸に目をきらしけむ】源氏の返歌。「きらす」「みゆき」「空の光」の語句を受けて返す。「あかねさす」は「光」の枕詞。「みゆき」に「行幸」と「み雪」の意を掛ける。

2 【なほ思し立て】歌に添えた言葉。


行幸．１．４．１７

■　など、絶たえず勧すすめたまふ。

◇　などと、ひっきりなしにお勧めになる。

第五段　玉鬘、裳着の準備

行幸．１．５．１

■　「とてもかうても1、まづ御裳着おほむもぎのことを2こそは」

◇　「何はともあれ、まずは御裳着の儀式を」

■　と思おぼして、その御おほむまうけの御調度おほむてうどの、こまかなるきよらども加くはへさせたまひ、何なにくれの儀式ぎしきを、御心みこころにはいとも思おもほさぬP6ことをだに、おのづからよだけくいかめしくなるを、まして、

◇　とお思いになって、そのご用意の御調度類の、精巧で立派な品々をお加えになり、どういった儀式であれ、ご自分では大して考えていらっしゃらないことでも、自然と大げさに立派になるのを、まして、

■　「内うちの大臣おとどにもP7,3、やがてこのついでにや4知しらせたてまつりてまし」

◇　「内大臣にも、このまま儀式の機会にお知らせ申そうか」

■　と思おぼし寄よれば、いとめでたくP8なむ5。

◇　とお考え寄りになったので、たいそう立派である。

■　「年返としかへりて、二月きさらぎに」

◇　「年が明けて、二月に」

■　と思おぼす6。

◇　とお考えになる。


P6 思ほさぬ--お（お/+も）ほさぬ

P7 内の大臣にも--うちのおとゝ（ゝ/+に〈朱〉）も

P8 めでたく--めてたう所せきまて（う所せきまて/＄く〈朱〉）

1 【とてもかうても】以下「こそは」まで、源氏の心中。

2 【御裳着のことを】玉鬘は女の成人式である裳着の儀式をまだ挙げてなかった。

3 【内の大臣にも】大島本「うちのおとゝ（＋に〈朱〉）も」とある。すなわち朱筆で「に」を補入する。玉上『評釈』によれば関戸本「も」あとあるよし。大島本の訂正以前本文と同文。以下「知らせたてまつりてまし」まで、源氏の心中。

4 【このついでにや】玉鬘の裳着の儀式の折をさす。係助詞「や」は推量の助動詞「まし」に係る。

5 【いとめでたくなむ】大島本「いとめてたう所せきまて（う所せきまて＄く〈朱〉）なむ」とある。すなわち朱筆で「う所せきまて」をミセケチにして「く」と訂正する。玉上『評釈』によれば関戸本は「いとめでたく所せきまでなむ」とあるよしである。『新大系』は大島本の訂正に従う。『評釈』『集成』『古典セレクション』は関戸本をはじめとする諸本及び大島本の訂正以前本文に従う。

6 【年返りて二月にと思す】源氏は玉鬘の裳着を明年二月に予定。


行幸．１．５．２

■　「女をむなは、聞きこえ高たかく1、名隠なかくしたまふべきほどならぬも、人ひとの御女おほむむすめとて、籠こもりおはするほどは、かならずしも、氏神うぢがみの御おほむつとめなど、あらはならぬほどなればこそ、年月としつきはまぎれ過すぐしたまへ2、この、もし思おぼし寄よること3もあらむには、春日かすがの神かみの御心違みこころたがひぬべきも4、つひには隠かくれてやむまじきものから、あぢきなく、わざとがましき後のちの名なまで、うたたあるべし。

◇　「女性というものは、評判が高く、名をお隠しできる年頃ではなくとも、誰かの姫君として、深窓にこもっていらっしゃる間は、必ずしも氏神への参詣なども、表立ってしないので、今までは分からないように過ごしていらっしゃったが、この、もし今考えていることが実現したら、春日明神の御心に背いてしまうし、結局は隠しおおせるものではないから、つまらないことに、格別の計略があったことのように後々まで取り沙汰されては、おもしろからぬことだろう。

■　なほなほしき人ひとの際きはこそ、今様いまやうとては、氏改うぢあらたむることのたはやすきもあれ」

◇　並の人の身分なら、当世ふうとしては、氏を改めることも簡単なものだが」

■　など思おぼしめぐらすに、

◇　などとご思案なさるが、

■　「親子おやこの御契おほむちぎり5、絶たゆべきやうなし。

◇　「親子のご縁は、絶えるようなことはないものだ。

■　同おなじくは、わが心許こころゆるしてを、知しらせたてまつらむ」

◇　同じことなら、こちらから進んで、お知らせ申そう」


1 【女は聞こえ高く】以下「たはやすきもあれ」まで、源氏の心中。

2 【こそ年月はまぎれ過ぐしたまへ】係助詞「こそ」は「たまへ」已然形に係るが、逆接で文脈を続ける。

3 【思し寄ること】玉鬘の尚侍としての出仕をさす。

4 【春日の神の御心違ひぬべきも】源氏の娘として出仕したら、藤原氏の氏神である春日の神慮に背くことになろう、の意。

5 【親子の御契り】以下「知らせたてまつらむ」まで、源氏の心中。


行幸．１．５．３

■　など思おぼし定さだめて、この御腰結おほむこしゆひには、かの大臣おとどをなむ、御消息聞おほむせうそこきこえたまうければ、大宮おほみや、去年こぞの冬ふゆつ方かたより1悩なやみたまふこと、さらにおこたりたまはねば、かかるに合あはせて、便びんなかるべきよし、聞きこえたまへり。

◇　などとご決心なさって、この儀式の御腰結役には、その内大臣をと、お手紙を差し上げなさったところ、大宮が、去年の冬頃から病気をなさっていたが、一向によくおなりにならないので、このような場合では、都合がつかない旨を、お返事申された。


1 【大宮去年の冬つ方より】内大臣の母。また源氏の妻故葵の上の母。夕霧には祖母にあたる。昨冬より病気。


行幸．１．５．４

■　中将ちゅうじゃうの君きみも、夜昼よるひる、三条さむでうにぞさぶらひたまひて、心こころの隙ひまなくものしたまうて、折悪をりあしきを、いかにせまし1と思おぼす。

◇　中将の君も、昼夜、三条宮邸に伺候なさっていて、心に余裕もなくいらっしゃるので、時機が悪いのを、どうしたものか、とお考えになる。


1 【いかにせまし】源氏の心中。


行幸．１．５．５

■　「世よも、いと定さだめなし1。

◇　「世の中も、まことに無常なものだ。

■　宮みやも亡うせさせたまはば、御服おほむぶくあるべきを2、知しらず顔がほにてものしたまはむ、罪深つみふかき3こと多おほからむ。

◇　大宮がお亡くなりにあそばしたら、御喪に服さなければならないのに、知らない顔をしていらっしゃったら、罪深いことが多かろう。

■　おはする世よに、このこと表あらはしてむ」

◇　生きていらっしゃるうちに、このことを打ち明けよう」


1 【世もいと定めなし】以下「表はしてむ」まで、源氏の心中。

2 【あるべきを】接続助詞「を」逆接の意。

3 【知らず顔にてものしたまはむ罪深き】主語は玉鬘。「たまふ」尊敬の補助動詞が付く。大宮は玉鬘の祖母でもある。父方の祖母の服喪期間は五か月。


行幸．１．５．６

■　と思おぼし取とりて、三条さむでうの宮みやに、御訪おほむとぶらひがてら渡わたりたまふ。

◇　とお考えになって、三条宮邸に、お見舞いかたがたお出かけになる。

第二章　光源氏の物語　大宮に玉鬘の事を語る

第一段　源氏、三条宮を訪問

行幸．２．１．１

■　今いまはまして1、忍しのびやかにふるまひたまへど、行幸みゆきに劣おとらずよそほしく、いよいよ光ひかりをのみ添そへたまふ御容貌おほむかたちなどの、この世よに見みえぬ心地ここちして2、めづらしう見みたてまつりたまふには、いとど御心地みここちの悩なやましさも、取とり捨すてらるる心地ここちして、起おきゐたまへり。

◇　今は以前にもまして、目立たないようになさったが、行幸に負けないほど厳めしく立派で、ますます光輝くばかりのお顔立ちなどが、この世では見られないほどの感じがして、素晴らしいと拝見なさるにつけては、ますますご気分の悪さも、取り除かれたような気持ちがして、起きて座わりになった。

■　御脇息おほむけふそくにかかりて、弱よわげなれど、ものなどいとよく聞きこえたまふ。

◇　御脇息に寄りかかりなさって、弱々しそうであるが、お話などはたいそうよく申し上げなさる。


1 【今はまして】太政大臣となった現在。「行幸に劣らず」に係る。

2 【心地して】以下の主語は大宮。


行幸．２．１．２

■　「けしうはおはしまさざりけるを1、なにがしの朝臣あそむの2心惑こころまどはして、おどろおどろしう嘆なげききこえさすめれば3、いかやうにものせさせたまふにかとなむ、おぼつかながりきこえさせつる。

◇　「お悪くはいらっしゃいませんのに、某の朝臣が気を動転させて、仰々しくお嘆き申しているようでしたので、どのようにいらっしゃるのかと、ご心配申し上げておりました。

■　内裏うちなどにも、ことなるついでなき限かぎりは参まゐらず、朝廷おほやけに仕つかふる人ひとともなくて籠こもりはべれば、よろづうひうひしう、よだけくなりにてはべり。

◇　宮中などにも、特別な場合でない限りは参内せず、朝廷に仕える人らしくもなく籠もっておりますので、何事も不慣れで大儀に思っております。

■　齢よはひなど、これよりまさる人ひと、腰堪こしたへぬまで屈かがまりありく例4ためし、昔むかしも今いまもはべめれど、あやしくおれおれしき本性ほんじゃうに、添そふもの憂うさになむはべるべき」

◇　年齢など、わたし以上の人で、腰が辛抱できないほど曲がっても動き回る例は、昔も今もございますようですが、妙に愚かしい性分の上に、物臭になったのでございましょう」


1 【けしうはおはしまさざりけるを】以下「もの憂さになむはべるべき」まで、源氏の詞。

2 【なにがしの朝臣の】夕霧をいう。『集成』は「実名で言ったのをおぼめかしてこういう。「朝臣」は五位以上の人に対する敬称。ここでは、大宮に対する敬意から、その愛孫についてやや改まった言い方をする」と注す。

3 【嘆ききこえさすめれば】「きこえさす」は大宮に対する敬意。

4 【腰堪へぬまで屈まりありく例】『集成』は「金章腰に勝へざるに、傴僂して君門に入る」（白氏文集、秦中吟、不致仕）を指摘。『完訳』は「四皓の故事のように、老齢をおして朝廷に仕えた賢人たちをさす」と注す。


行幸．２．１．３

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

行幸．２．１．４

■　「年としの積つもりの悩なやみと1思おもうたまへつつ、月つきごろになりぬるを、今年ことしとなりては、頼たのみ少すくなきやうにおぼえはべれば、今一度いまひとたび、かく見みたてまつりきこえさすることもなくてやと、心細こころぼそく思おもひたまへつるを、今日けふこそ、またすこし延のびぬる心地ここちしはべれ。

◇　「年老いたための病気と存じながら、ここ数か月になってしまいましたが、今年になってからは、望みも少なそうに思われますので、もう一度、このようにお目にかかりお話し申し上げることもないのではなかろうかと、心細く存じておりましたが、今日は、再びもう少し寿命も延びたような気が致します。

■　今いまは惜をしみとむべきほどにもはべらず。

◇　今はもう惜しむほどの年ではございません。

■　さべき人ひとびとにも立たち後おくれ2、世よの末すゑに残のこりとまれる類たぐひを、人ひとの上うへにて、いと心こころづきなしと見みはべりしかば、出いで立たちいそぎをなむ3、思おもひもよほされはべるに、この中将ちゅうじゃうの、いとあはれにあやしきまで思おもひあつかひ、心こころを騒さわがいたまふ見みはべるになむ、さまざまにかけとめられて4、今いままで長ながびきはべる」

◇　親しい人たちにも先立たれ、年老いて生き残っている例を、他人の身の上として、とても見苦しいと見ておりましたので、後世への出立の準備が、気になっておりますが、この中将が、とても真心こめて不思議なほどよくお世話し、心配してくださるのを見ましては、あれこれと心を引き留められて、今まで生き延びております」


1 【年の積もりの悩みと】以下「長びきはべる」まで、大宮の詞。

2 【さべき人びとにも立ち後れ】親しい肉親をいう。大宮にとっては、夫の太政大臣や娘の葵の上に先立たれたことをさす。

3 【出で立ちいそぎをなむ】あの世への旅立ちの支度。

4 【かけとめられて】大島本は「かけとめられて」とある。玉上『評釈』によれば関戸本も同文。『評釈』『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かけとどめられて」と校訂する。


行幸．２．１．５

■　と、ただ泣なきに泣なきて、御声おほむこゑのわななくも、をこがましけれど、さることどもなれば、いとあはれなり。

◇　と、ただお泣きになるばかりで、お声が震えているのも、ばかばかしく思うが、無理のないことなので、まことにお気の毒なことである。

第二段　源氏と大宮との対話

行幸．２．２．１

■　御物語おほむものがたりども、昔今むかしいまのとり集あつめ聞きこえたまふついでに、

◇　お話など、昔のこと今のことなどあれこれととりまぜて申し上げなさる折に、

行幸．２．２．２

■　「内うちの大臣おとどは1、日隔ひへだてず参まゐりたまふことしげからむを、かかるついでに対面たいめんのあらば、いかにうれしからむ。

◇　「内大臣は、日を置かず参上なさることは多いでしょうから、このような機会にお目にかかれたら、どんなに嬉しいことでしょう。

■　いかで聞きこえ知しらせむと思おもふことのはべるを、さるべきついでなくては、対面たいめんもありがたければ2、おぼつかなくてなむ」

◇　ぜひともお知らせ申し上げたいと思うことがございますが、しかるべき機会がなくては、お目にかかることも難しいので、気になっています」


1 【内の大臣は】以下「おぼつかなくてなむ」まで、源氏の詞。『完訳』は「内大臣の訪問が稀なのを知りつつ言う。大宮の不満を誘発し、彼女の心を取りつけて内大臣との対面の機会を作ろうとする」と注す。

2 【さるべきついでなくては対面もありがたければ】太政大臣の源氏と内大臣では、身分柄なかなかたやすく会う機会もむずかしい。


行幸．２．２．３

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

行幸．２．２．４

■　「公事おほやけごとの1しげきにや、私わたくしの心こころざしの深ふかからぬにや、さしもとぶらひものしはべらず。

◇　「公務が忙しいのでしょうか、孝心が深くないのでしょうか、それほど見舞いにも参りません。

■　のたまはすべからむことは、何なにさまのことにかは。

◇　おっしゃりたいことは、どのようなことでしょうか。

■　中将ちゅうじゃうの恨うらめしげに思おもはれたることもはべるを、

◇　中将が恨めしく思っていることもございますが、

■　『初はじめのことは2知しらねど、今いまはけに聞ききにくく3もてなすにつけて、立たちそめにし名なの、取とり返かへさるるものにもあらず、をこがましきやうに、かへりては世人よひとも言いひ漏もらすなるを』

◇　『初めのことは知らないが、今となって二人を引き離そうとしたところで、いったん立った噂は、取り消せるものではなし、ばかげたようで、かえって世間の人も噂するというものを』

■　などものしはべれば5、立たてたるところ6、昔むかしよりいと解とけがたき人ひとの本性ほんじゃうにて、心得こころえずなむ見みたまふる」

◇　などと言いましたが、一度言い出しことは、昔から後に引かない性格ですから、分かってくれないように見受けられます」


1 【公事の】以下「見たまふる」まで、大宮の詞。

2 【初めのことは】『集成』は「これより「言ひ漏らすなるを」まで、かつて内大臣に向って言った趣。二人のことは大宮の承認があってのことではないと、改めて強調する」。『完訳』は「「言ひ漏らすなるを」まで、内大臣への大宮の抗議」と注す。

3 【けに聞きにくく】大島本は「けにきゝにくゝ」とある。玉上『評釈』によれば関戸本は「けにくゝ」とあるよし。『評釈』『集成』『古典セレクション』は「けにくく」とする。『新大系』は底本のままとする。

4? 【立ちそめし名の取り返さるるものにもあらず】「群鳥の立ちにしわが名いまさらに事なしぶともしるしあらめや」（古今集恋三、六七四、読人しらず）。

5 【ものしはべれば】大島本は「ものしはへれハ」とある。玉上『評釈』によれば関戸本は大島本と同文。『評釈』『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ものしはべれど」と校訂する。

6 【立てたるところ】『完訳』は「昔から一度言い出したら後には引かない性格。内大臣の気性ゆえの不首尾として、わが息子を非難」と注す。


行幸．２．２．５

■　と、この中将ちゅうじゃうの御おほむことと思おぼしてのたまへばP9、うち笑わらひたまひて、

◇　と、この中将のこととお思いになっておっしゃるので、にっこりなさって、


P9 のたまへば--の（の/+た）まへは


行幸．２．２．６

■　「いふかひなきに1、許ゆるしP10捨すてたまふこともやと聞ききはべりて、ここにさへなむかすめ申まうすやうありしかど、いと厳きびしう諌いさめたまふよしを見みはべりし後のち、何なににさまで言ことをもまぜはべりけむと、人悪ひとわるう悔くい思おもうたまへてなむ。

◇　「今さら言ってもしかたのないことと、お許しになることもあろうかと聞きまして、わたくしまでがそれとなく口添え申したようなことがありましたが、たいそう厳しくお諌めになる旨を拝見しまして後は、どうしてそんなにまで口出しを致したのだろうかと、体裁悪く後悔致しております。


P10 許し--ゆるして（て/＄〈朱〉）

1 【いふかひなきに】以下「いとほしう聞きたまふる」まで、源氏の詞。


行幸．２．２．７

■　よろづのことにつけて、清きよめといふことはべれば、いかがは、さもとり返かへしすすいたまはざらむとは思おもうたまへながら、かう口惜くちをしき濁にごりの末すゑに、待まちとり深ふかう住すむべき水みづこそ出いで来きがたかべい世よなれ。

◇　万事につけて、清めということがございますので、何とかして、元通りにきれいさっぱり水に流してくださらないことがあろうかとは存じながら、このように残念ながら濁り淀んでしまった末には、いくら待ち受けても深く澄むような水というものは出て来にくいものなのでしょう。

■　何なにごとにつけても、末すゑになれば、落おちゆくけぢめこそやすくはべめれ。

◇　何事につけても、後になるほど、悪くなって行き易いもののようでございます。

■　いとほしう聞ききたまふる」

◇　お気の毒なことと存じます」

行幸．２．２．８

■　など申まうしたまうて、

◇　などと申し上げて、

第三段　源氏、大宮に玉鬘を語る

行幸．２．３．１

■　「さるは、かの1知しりたまふべき人ひとをなむ2、思おもひまがふることはべりて、不意ふいに尋たづね取とりてはべるを、その折をりは、さるひがわざとも明あかしはべらずありしかば3、あながちにことの心こころを尋たづね返かへさふこともはべらで4、たださるものの種5くさの少すくなきを、かことにても、何なにかはと思おもうたまへ許ゆるして、をさをさ睦むつびも見みはべらず6して、年月としつきはべりつるを7、いかでか聞きこしめしけむ8、内裏うちに仰おほせらるるやうなむある。

◇　「実は、あの方がお世話なさるはずの人を、思い違いがございまして、思いがけず捜し出しましたが、その時は、そうした間違いだとも言ってくれなかったものでしたから、しいて事情を詮索することもしませんで、ただそのような子どもが少ないので、口実であっても、何かまうものかと大目に見まして、少しも親身な世話もしませんで、年月が過ぎましたが、どのようにしてお聞きあそばしたのでしょうか、帝から仰せになることがございました。


1 【さるはかの】以下「伝へものせさせたまへ」まで、源氏の詞。

2 【かの知りたまふべき人をなむ】内大臣がお世話すべき人を、の意。

3 【さるひがわざとも明かしはべらずありしかば】『完訳』は「当人がそうしたまちがいだとも打ち明けてくれませんでしたので」「玉鬘やその女房らが。源氏自身の誤認でないとして、責任転嫁」と注す。「はべり」は玉鬘の行為に対して用いた丁寧語。

4 【尋ね返さふこともはべらで】主語は源氏。この「はべり」は自分自身の行為に対して用いた丁寧語。

5 【さるものの種】子供をさす。

6 【をさをさ睦びも見はべらず】『完訳』は「親身な世話をせず。玉鬘と愛人関係などではないことを弁明」。

7 【年月はべりつるを】玉鬘が源氏に引き取られて二年たつ。

8 【聞こしめしけむ】主語は帝。


行幸．２．３．２

■　尚侍ないしのかみ、宮仕みやづかへする人ひとなくては1、かの所ところのまつりごとしどけなく、女官にょくわんなども公事おほやけごとをP11仕つかうまつるに、たづきなく、こと乱みだるるやうになむありけるを、ただ今いま、主上うへにさぶらふ古老こらうの典侍二人2すけふたり、またさるべき人ひとびと、さまざまに申まうさするを、はかばかしう選えらばせたまはむ尋たづねに、類たぐふべき人ひとなむなき。

◇　尚侍として、宮仕えする者がいなくては、あの役所の仕事は取り締まれず、女官なども公務を勤めるのに頼り所がなく、事務が滞るようであったが、現在、帝付きの老齢の典侍二人や、また他に適当な人々が、それぞれに申し出ているが、立派な人をお選びあそばそうとするのに、その適任者がいない。


P11 公事を--おほやけことをを（を〈後〉/＃）

1 【尚侍宮仕へする人なくては】以下「選せたまはむ」まで、帝の詞を引用。間接話法が混じる。定員二名。うち一名は朧月夜がなっている。もう一名が欠員。

2 【古老の典侍二人】典侍は定員四名。うち、二人が尚侍への任官を申請している。


行幸．２．３．３

■　なほ、家高いへたかう、人ひとのおぼえ軽かろからで、家いへのいとなみたてたらぬ人1ひとなむ、いにしへよりなり来きにける。

◇　やはり、家柄も高く、世間の評判も軽くはなく、家の生活の心配のない人が、昔からなってきている。

■　したたかにかしこき2かたの選えらびにては、その人ひとならでも3、年月としつきの労らふになりのぼる類たぐひあれど、しか類たぐふべきもなしとならば、おほかたのおぼえをだに選えらせたまはむとなむ、うちうちに仰おほせられたりしを、似にげなきこととしも、何なにかは思おもひたまはむ4。

◇　仕事ができて賢い人という点での選考ならば、そういった人でなくとも、長年の功労によって昇任する例もあるが、それに当たる者もいないとなると、せめて世間一般の評判によってでもお選びあそばそうと、内々に仰せられましたが、似つかわしくないことだと、どうしてお思いになるでしょう。


1 【家のいとなみたてたらぬ人】自家の生活を顧みなくてもよい恵まれた人。裏返して言えば、世間には自家の生活のために宮仕えしている者がいるということである。

2 【したたかにかしこき】『集成』は「仕事ができてすぐれている」。『完訳』は「しっかりしていて賢明な」と訳す。

3 【その人ならでも】「家高う」以下「家のいとなみたてたらぬ人」をさす。

4 【似げなきこととしも何かは思ひたまはむ】主語は内大臣。反語表現。きっと賛成してくれよう、の意。


行幸．２．３．４

■　宮仕みやづかへは、さるべき筋すぢにて1、上かみも下しも思もおもひ及および、出いで立たつこそ心高こころたかきことなれ。

◇　宮仕えというものは、帝の恩顧を期待して、身分の高い者も低い者も出仕するというのが、理想が高いというものです。

■　公様おほやけざまにて、さる所ところのことをつかさどり、まつりごとのおもぶきをしたため知しらむことは、はかばかしからず、あはつけきやうに2おぼえたれど、などかまたさしもあらむ。

◇　一般職の役職に就いて、そうした所の役所を取り仕切り、公事に関する事務を処理するようなことは、何でもない、重々しくないように思われていますが、どうしてまたそのようなことがありましょうか。

■　ただ、わが身みのありさまからこそ、よろづのことはべめれと、思おもひ弱よわりはべりしついでになむ。

◇　ただ、自分自身の心がけ次第で、万事決まるようでございましょうというふうに、気持ちが傾いてきましたところです。


1 【宮仕へはさるべき筋にて】『集成』は「宮仕えというものは、しかるべき地位について（女御、更衣になって）」。『完訳』は「宮仕えというものは、主上のご寵愛をお受けするものとして」と注す。

2 【はかばかしからずあはつけきやうに】『集成』は「帝寵を受けるのなければ、何の意味もないということ」。『完訳』は「女は公的世界にかかわらないとする一般論を、勅命ゆえに否定」と注す。


行幸．２．３．５

■　齢よはひのほどなど問とひ聞ききはべれば1、かの御尋おほむたづねあべいことになむありけるを、いかなべいことぞとも、申まうしあきらめまほしうはべる2。

◇　年齢を尋ねましたところ、あの大臣がお引き取りになるはずの人であることが分かりましたので、どうしたらよいことかと、はっきりとご相談申し上げたいと存じております。

■　ついでなくては対面たいめんはべるべきにもはべらず。

◇　何かの機会がなくてはお目にかかることもございません。

■　やがてかかることなむと、あらはし申まうすべきやうを思おもひめぐらして、消息申せうそこまうししを3、御悩おほむなやみにことづけて4、もの憂うげにすまひたまへりし。

◇　すぐにこれこれしかじかのことをと、打ち明けて申し上げるべく手立てを考えて、お手紙を差し上げたのですが、ご病気のことを口実にして、億劫がって辞退なさいました。


1 【齢のほどなど問ひ聞きはべれば】源氏が玉鬘に。

2 【申しあきらめまほしうはべる】連体中止法。余意・余情表現。

3 【消息申ししを】源氏が内大臣に。

4 【御悩みにことづけて】内大臣は母大宮の病気を理由に。


行幸．２．３．６

■　げに、折をりしも便びんなう思おもひとまりはべるに、よろしうものせさせたまひければ1、なほ、かう思おもひおこせるついでにとなむ思おもうたまふる。

◇　なるほど、時期も悪いと思い止まっていたのですが、ご病気もよろしくいらっしゃるようですから、やはり、このように考え出しました機会にと存じております。

■　さやうに伝つたへものせさせたまへ」

◇　そのようにお伝え下さいませ」


1 【よろしうものせさせたまひければ】主語は大宮。


行幸．２．３．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　宮みや、

◇　宮、

行幸．２．３．８

■　「いかに、いかに、はべりけることにか1。

◇　「それは、それは、一体どうしたことでございましょうか。

■　かしこには、さまざまにかかる名なのりする人ひとを、厭いとふことなく拾ひろひ集あつめらるめるに、いかなる心こころにて、かくひき違たがへかこちきこえらるらむ3。

◇　あちらでは、いろいろとこのような名乗って出て来る人を、かまわずに迎え取っているようですが、どのような考えで、このように間違えて申し出たのでしょう。

■　この年としごろ、うけたまはりて、なりぬるにや」

◇　近年になってから、お噂を伺って、お子になったのでしょうか」


1 【いかにいかにはべりけることにか】以下「なりぬるにや」まで、大宮の詞。「ことにか」の下に「さぶらはむ」などの語句が省略。

2? 【かかる名のりする人を厭ふことなく拾ひ集めらるるに】近江の君以外にも名乗り出て来た者がいることをいう。「に」接続助詞、逆接の意。以下、文脈は源氏方の玉鬘に移る。

3 【いかなる心にてかくひき違へかこちきこえらるらむ】主語は玉鬘。


行幸．２．３．９

■　と、聞きこえたまへば、

◇　と、お尋ねなさるので、

行幸．２．３．１０

■　「さるやうはべることなり1。

◇　「それにはそれなりの訳がございますのです。

■　詳くはしきさまは、かの大臣おとどもおのづから尋たづね聞ききたまうてむ2。

◇　詳しい事情は、あの大臣も自然とお分かりになるでしょう。

■　くだくだしき直人なほびとの仲なからひに似にたることにはべれば3、明あかさむにつけても、らうがはしう人言ひといひ伝つたへはべらむを、中将ちゅうじゃうの朝臣あそむにだに4、まだわきまへ知しらせはべらず。

◇　ごたごたした身分の女との間によくあるような話ですから、事情を明かしても、喧しく人が噂するでしょうから、中将の朝臣にさえ、まだ事情を知らせておりません。

■　人ひとにも漏もらさせたまふまじ」

◇　人にはお漏らしになりませんように」


1 【さるやうはべることなり】以下「漏らさせたまふまじ」まで、源氏の詞。

2 【尋ね聞きたまうてむ】「てむ」連語。「て」完了の助動詞、確述の意。「む」推量の助動詞、推量の意。確信に満ちた推量のニュアンス。

3 【くだくだしき直人の仲らひに似たることにはべれば】『集成』は「一人の女に二人が通じて、子供のことについて勘違いをしたといったこと」。『完訳』は「女の産んだ子を間違えるような、身分低い者の色恋に似た話。夕顔の一件をさすが、言明しない」と注す。

4 【中将の朝臣にだに】夕霧をさす。


行幸．２．３．１１

■　と、御口おほむくちかためきこえたまふ。

◇　と、お口止め申し上げなさる。

第四段　大宮、内大臣を招く

行幸．２．４．１

■　内うちの大殿1おほいどの、かく三条さむでうの宮みやに太政大臣渡おほきおとどわたりおはしまいたるよし、聞ききたまひて、

◇　内大臣、このように三条宮に太政大臣がお越しになっていらっしゃる由、お聞きになって、


1 【内の大殿】大島本は「うちのおほゐとの」とある。玉上『評釈』によれば関戸本には「内の大殿にも」と「にも」があるよし。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は関戸本とその他の諸本に従って「にも」を補入する。


行幸．２．４．２

■　「いかに寂さびしげにて1、いつかしきP12御おほむさまを2待まちうけきこえたまふらむ3。

◇　「どんなに人少なの状態で、威勢の盛んな御方をお迎え申されているのだろう。

■　御前ごぜんども4もてはやし、御座おましひきつくろふ人ひとも、はかばかしうあらじかし。

◇　御前駆どもを接待し、お座席を、整える女房も、きっと気の利いた者はいないだろう。

■　中将ちゅうじゃうは、御供おほむともにこそものせられつらめ」

◇　中将は、お供をなさっていることだろう」


P12 いつかしき--いつく（く/＄か〈朱〉）しき

1 【いかに寂しげにて】以下「ものせられつらめ」まで、内大臣の詞。

2 【いつかしき御さまを】大島本は「いつく（く＄か〈朱〉）しき」とある。すなわち「く」を朱筆でミセケチにして「か」と訂正する。玉上『評釈』によれば関戸本は「いつかしき」のよしである。「いつかし」は「イツキ（斎）の形容詞形。斎き仕えたい心持になる意。イツクシとは別語」「潔斎してお仕えしたいと思われるほど（儀式とか人品とかが）おごそかで立派である」、一方「いつくし」は「イツ（稜威）クシ（奇）が原義。神や天皇の霊威・威光が勢い盛んで、鋭く、厳しい意。転じて、威厳があり、荘厳である意。また、気性や容姿が神の子のように凛とした気品にあふれて人並と異なっている意。従って、粗末にすると罰があたるというような気持がこめられていた。イツカシとは別語」（岩波古語辞典）。源氏の様子。『集成』『古典セレクション』は底本の訂正以前本文と諸本に従って「いつくしき」と校訂する。『評釈』『新大系』は「いつかし」のまま、また大島島本の訂正に従う。

3 【待ちうけきこえたまふらむ】「らむ」推量の助動詞、視界外推量。内大臣が離れた所から推量しているニュアンス。

4 【御前ども】源氏の御前の前駆の人々。


行幸．２．４．３

■　など、おどろきたまうて、御子おほむこどもの君達きみたち、睦むつましうさるべきまうち君ぎみたち1、たてまつれたまふ。

◇　などと、驚きなさって、ご子息の公達や、親しく出入りしているしかるべき廷臣たちを、差し向けなさる。


1 【睦ましうさるべきまうち君たち】『集成』は「摂関家などの家司を勤めている殿上人」と注す。


行幸．２．４．４

■　「御おほむくだもの1、御酒おほむみきなど、さりぬべく参まゐらせよ。

◇　「御果物や、御酒など、しかるべく差し上げよ。

■　みづからも参まゐるべきを、かへりてもの騒さわがしきやうならむ」

◇　自分自身も参上しなければならないが、かえって大騷ぎになるだろう」


1 【御くだもの】以下「物騒がしきやうならむ」まで、内大臣の詞。


行幸．２．４．５

■　などのたまふほどに、大宮おほみやの御文おほむふみあり。

◇　などとおっしゃているところに、大宮のお手紙がある。

行幸．２．４．６

■　「六条ろくでうの大臣おとどの1訪とぶらひに渡わたりたまへるを、もの寂さびしげにはべれば、人目ひとめのいとほしうも、かたじけなうもあるを2、ことことしう、かう聞きこえたるやうにはあらで、渡わたりたまひなむや。

◇　「六条の大臣がお見舞いにいらっしゃっているが、人少なな感じが致しますので、人目も体裁も悪く、もったいなくもあるので、仰々しくこのように申し上げたようにではなく、お越しになりませんか。

■　対面たいめんに聞きこえまほしげなることもあなり3」

◇　お目にかかって申し上げたいそうなこともあるそうです」


1 【六条の大臣の】以下「こともあなり」まで、大宮の手紙文。

2 【人目のいとほしうもかたじけなうもあるを】源氏に対して。「を」接続助詞、原因理由を表す、順接の意。

3 【聞こえまほしげなることもあなり】「聞こえ」の主語は源氏。「なる」伝聞推定の助動詞、大宮の推定。「なり」断定の助動詞。


行幸．２．４．７

■　と聞きこえたまへり。

◇　と、お申し上げなさった。

行幸．２．４．８

■　「何なにごとにかはあらむ1。

◇　「どのようなことだろうか。

■　この姫君ひめぎみの御おほむこと、中将ちゅうじゃうの愁うれへにや」

◇　この姫君のおんこと、中将の苦情だろうか」

■　と思おぼしまはすに、

◇　とお考えめぐらしになって、

■　「宮みやもかう御世残みよのこりなげにて2、このことと切せちにのたまひ、大臣おとども憎にくからぬさまに一言ひとことうち出いで恨うらみたまはむに3、とかく申まうしかへさふことえあらじかし。

◇　「宮もこのように余命少なげで、このことをしきりにおっしゃり、大臣も穏やかに一言口に出して訴えておっしゃるなるば、とやかく反対申すことはしまい。

■　つれなくて思おもひ入いれぬを見みるにはやすからず、さるべきついであらば、人ひとの御言おほむことになびき顔がほにて許ゆるしてむ」

◇　平気な顔をして深く思い悩んでいないのを見るのは面白くないし、適当な機会があったら、相手のお言葉に従った顔をして二人の仲を許そう」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。


1 【何ごとにかはあらむ】以下「中将の愁へにや」まで、内大臣の心中文。下に「あらむ」などの語句が省略された形。

2 【宮もかう御世残りなげにて】以下「なびき顔にて許してむ」まで、内大臣の心中文。

3 【恨みたまはむに】『完訳』は「源氏が言葉に出し懇願するのを期待。この「恨む」は哀訴する意」と注す。


行幸．２．４．９

■　「御心みこころをさしあはせてのたまはむこと」

◇　「お二人が心を合わせておっしゃろうとすることだな」

■　と思おもひ寄よりたまふに、

◇　とお思いになると、

■　「いとど否いなびどころなからむが、また、などかさしもあらむ」

◇　「ますます反対のしようのないことだが、また、どうしてすぐに承知する必要があろうか」

■　とやすらはるる、いとけしからぬ御おほむあやにく心ごころなりかし2。

◇　と躊躇されるのは、じつによからぬあいにくなご性分である。

■　「されど、宮みやかく3のたまひ、大臣おとども対面たいめんすべく待まちおはするにや、かたがたにかたじけなし。

◇　「しかし、宮がこのようにおっしゃり、大臣も会おうとお待ちになっているとか、どちらに対しても恐れ多い。

■　参まゐりてこそは、御みけしきに従したがはめ」

◇　参上してからご意向に従おう」


1? 【つれなくて思ひ入られぬを】主語は夕霧。夕霧の態度。

2 【いとけしからぬ御あやにく心なりかし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「源氏に対抗する内大臣の心を印象づける、語り手の評」と注す。

3 【されど宮かく】以下「従はめ」まで、内大臣の心中文。


行幸．２．４．１０

■　など思おもほしなりて、御装束心おほむさうぞくこころことにひきつくろひて、御前ごぜんなどもことことしきさまにはあらで渡わたりたまふ。

◇　などとお考え直して、ご装束を特に気をつけ整えなさって、御前駆なども仰々しくなくしてお出かけになる。

第五段　内大臣、三条宮邸に参上

行幸．２．５．１

■　君達きみたちいとあまた引ひきつれて入いりたまふさま、ものものしう頼たのもしげなり。

◇　ご子息方をたいそう大勢引き連れてお入りになる様子、堂々として頼もしげである。

■　丈たけだちそぞろかにものしたまふに、太ふとさもあひて、いと宿徳しうとくに2、面おももち、歩あゆまひ、大臣おとどといはむに足たらひたまへり。

◇　背丈も高くていらっしゃるうえに、肉づきも釣り合って、たいそう落ち着いて威厳があり、お顔つき、歩き方、大臣というに十分でいらっしゃる。


1? 【いと長うは裾引きて】大島本は「なかうハしりひきて」とある。玉上『評釈』によれば関戸本も同文。『評釈』『新大系』は関戸本及び底本のままとし、『評釈』では「長うは裾引きて」と整定。『新大系』では「長うはしり引きて」と整定し、「長う、走り引きて」（下襲の裾を長くなめらかに引いて）と解すべきか」と注す。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「は」を削除する。

2 【宿徳に】宿徳。『集成』は「老成して威厳のあるさま」。『新大系』は「「しくとく」の音便形。徳を積んだ人、転じて貫禄のあるさま」と注す。


行幸．２．５．２

■　葡萄染えびぞめの御指貫おほむさしぬき、桜さくらの下襲したがさね、いと長ながうは裾引しりひきて、ゆるゆるとことさらびたる御おほむもてなし、あなきらきらしと見みえたまへるに1、六条殿ろくでうどのは、桜さくらの唐からの綺きの御直衣おほむなほし、今様色いまやういろの御衣おほむぞひき重かさねて、しどけなき大君姿おほきみすがた、いよいよたとへむものなし。

◇　葡萄染の御指貫、桜の下襲、たいそう長く裾を引いて、ゆったりとことさらに振る舞っていらっしゃるのは、ああ何とご立派なとお見えになるが、六条殿は、桜の唐の綺の御直衣、今様色の御衣を重ねて、くつろいだ皇子らしい姿が、ますます喩えようもない。

■　光ひかりこそまさりたまへ、かうしたたかにひきつくろひたまへる御おほむありさまに2、なずらへても見みえたまはざりけり3。

◇　一段と光輝いていらっしゃるが、このようにきちんと衣装を整えていらっしゃるご様子には、比べものにならないお姿であった。


1 【あなきらきらしと見えたまへるに】以下、語り手の感情移入の表現が混じる。

2 【かうしたたかにひきつくろひたまへる御ありさまに】内大臣の服装をいう。

3 【なずらへても見えたまはざりけり】関戸本と大島本は「あすらへ」とある。『評釈』『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なずらひ」と校訂する。服装の華美な点では内大臣の方が勝っていたという意。


行幸．２．５．３

■　君達次々きみたちつぎつぎに、いとものきよげなる御仲おほむなからひにて、集つどひたまへり。

◇　ご子息たちは次々と、まことに美しいご兄弟で、集まっていらっしゃる。

■　藤大納言とうだいなごん、春宮大夫とうぐうのだいぶなど、今いまは聞きこゆる子こどもも1、皆みななり出いでつつものしたまふ。

◇　藤大納言、春宮大夫などと、今では申す方のご子息方も、みな大きくなってお供していらっしゃる。

■　おのづから、わざともなきに、おぼえ高たかくやむごとなき殿上人てんじゃうびと、蔵人頭くらひとのとう、五位ごゐの蔵人くらうど、近衛この中ゑのちゅう、少将せうしゃう、弁官べんくわんなど、人柄ひとがらはなやかにあるべかしき、十余人集じふよにんつどひたまへれば、いかめしう、次々つぎつぎのただ人ふども多おほくて、土器かはらけあまたたび流ながれ2、皆酔みなゑひになりて、おのおのかう幸さいはひ人ひとにすぐれたまへる御おほむありさまを3物語ものがたりにしけり4。

◇　自然と、特別ではないが、評判が高く身分の高い殿上人、蔵人頭、五位の蔵人、近衛の中将、少将、弁官など、人柄が派手で立派な、十何人が集まっていらっしゃるので、堂々としていて、それ以下の普通の人も多くいるので、杯が何回も回り、みな酔ってしまって、それぞれがこのように幸福が誰よりも勝れていらっしゃるご境遇を話題にしていた。


1 【今は聞こゆる子どもも】関戸本と大島本は「こともゝ」とある。『評釈』『新大系』は関戸本及び底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御子どもも」と「御」を補訂する。

2 【土器あまたたび流れ】『完訳』は「上座から同じ盃を三度廻らすのが常。それ以上に廻る盛んさ」と注す。

3 【御ありさまを】大宮の幸運をさす。

4 【物語にしけり】関戸本と大島本は「けり」とある。『評釈』『新大系』は関戸本及び底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たり」と校訂する。


第六段　源氏、内大臣と対面

行幸．２．６．１

■　大臣おとども、めづらしき御対面おほむたいめんに、昔むかしのこと思おぼし出いでられて、よそよそにてこそ、はかなきことにつけて、挑いどましき御心みこころも添そふべかめれ、さし向**かひきこえたまひては、かたみにいとあはれなることの数々思かずかずおぼし出いでつつ、例れいの、隔へだてなく、昔今むかしいまのことども、年としごろの御物語おほむものがたりに、日暮ひくれゆく。

◇　大臣も、ひさしぶりのご対面に、昔のことを自然と思い出されて、離れていてこそ、ちょっとしたことにつけても、競争心も起きるようだが、向かい合ってお話し申し上げなさると、お互いにたいそうしみじみとしたことの数々が思い出されなさって、いつもの、心の隔てなく、昔や今のことがらや、長年のお話しに、日が暮れて行く。

■　御土器おほむかはらけなど勧すすめ参まゐりたまふ1。

◇　お杯などお勧め申し上げなさる。

◆　 
おとど も、 めづらしき おほむ-たいめん に、 むかし の こと おぼし いで られ て、 よそよそ にて こそ、 はかなき こと に つけ て、 いどましき み-こころ も そふ べか' めれ、 さしむかし きこえ たまひ て は、 かたみ に いと あはれ なる こと の かずかず おぼし いで つつ、 れい の、 へだて なく、 むかし いま の こと-ども、 としごろ の おほむ-ものがたり に、 ひ くれ ゆく。 おほむ-かはらけ など すすめ まゐり たまふ。


1 【御土器など勧め参りたまふ】『完訳』は「主人側の内大臣が」と注す。


行幸．２．６．２

■　「さぶらはでは1悪あしかりぬべかりけるを、召めしなきに憚はばかりて。

◇　「お見舞いに伺わなくてはいけないことでしたが、お呼びがないので遠慮致しておりまして。

■　うけたまはり過すぐしてましかば、御勘事おほむかうじや添そはまし」

◇　お越しを承りながら参りませんでしたら、お叱り事が増えたことでしょうが」


1 【さぶらはでは】以下「御勘事や添はまし」まで、内大臣の詞。


行幸．２．６．３

■　と申まうしたまふに、

◇　とお申し上げになると、

行幸．２．６．４

■　「勘当かんだうは1、こなたざまになむ。

◇　「お叱りは、こちらの方です。

■　勘事かうじと思おもふこと多おほくはべる」

◇　お怒りだと思うことがたくさんございます」


1 【勘当は】以下「多くはべる」まで、源氏の詞。


行幸．２．６．５

■　など、けしきばみたまふに、このことにやと思おぼせば1、わづらはしうて、かしこまりたるさまにてものしたまふ。

◇　などと、意味ありげにおっしゃると、あの姫君のことだろうかとお思いになって、厄介なことだと、恐縮した態度でいらっしゃる。


1 【このことにやと思せば】内大臣の心中を地の文で語る。雲居の雁のことと直感する。


行幸．２．６．６

■　「昔**より、公私なくだいせうの1ことにつけて、心***の隔**てなく、大小**のこと聞**こえうけたまはり、羽翼はねを並ならぶるやうにてS2、朝廷おほやけの御後見おほむうしろみをも仕つかうまつると2なむ思おもうたまへしを、末すゑの世よとなりて、そのかみ思おもうたまへし本意ほいなきやうなること、うち交まじりはべれど、うちうちの私事わたくしごとにこそは3。

◇　「昔から、公私の事柄につけて、心に隔てなく、大小のことを申し上げたり承ったりして、羽翼を並べるようにして、朝廷の御補佐も致そうと存じておりましたが、年月がたちまして、その当時考えておりました気持ちと違うようなこと、時々出て来ましたが、内々の私事でしかありません。

◆　 
なく、 だいせう の こと きこえ うけたまはり、 はね を ならぶる やう にて、 おほやけの おほむ-うしろみ を も つかうまつる と なむ おもう たまへ し を、 すゑ の よと なり て、 そのかみ おもう たまへ し ほ'い なき やう なる こと、 うち-まじりはべれ ど、 うちうち の わたくしごと に こそ は。


S2 我欲易之、彼四人輔之、羽翼已成、難動矣（史記-留侯世家）

1 【昔より公私の】以下「恨めしき折々はべる」まで、源氏の詞。

2 【羽翼を並ぶるやうにて朝廷の御後見をも仕うまつると】「羽翼を並べる」とは、補佐するの意。羽翼ともいう。「彼の四人之を輔く。羽翼已に成り動し難し」（史記・留侯世家）に見える語句に基づく。

3 【私事にこそは】下に「はべれ」などの語句が省略。


行幸．２．６．７

■　おほかたの心こころざしは、さらに移うつろふことなくなむ。

◇　それ以外のことでは、まったく変わるところはありません。

■　何なにともなくて積つもりはべる年齢としよはひに添そへて、いにしへのことなむ恋こひしかりけるを、対面賜たいめんたまはることもいとまれにのみはべれば、こと限かぎりありて、世よだけき御おほむふるまひとは思おもうたまへながら1、親したしきほどには、その御勢おほむいきほひをも、引ひきしじめたまひてこそは、訪とぶらひものしたまはめとなむ、恨うらめしき折々2をりをりはべる」

◇　特に何ということもなく年をとって行くにつれて、昔のことが懐しくなったのに、お目にかかることもほとんどなくなって行くばかりですので、身分柄きまりがあって、威儀あるお振る舞いをしなければとは存じながらも、親しい間柄では、そのご威勢もお控え下さって、お訪ね下さったらよいのにと、恨めしく思うことが度々ございます」


1 【こと限りありて世だけき御ふるまひとは思うたまへながら】「世だけき御ふるまひ」は内大臣をさす。「思うたまへ」（謙譲表現）は源氏自身。『集成』は「ご身分柄、きまりがあって、威儀を張ったお振舞をなさらねばならぬことと存じますが。軽々しく私などにお会い下さらぬのも無理はないが、の意」と注す。

2 【恨めしき折々】『完訳』は「腰結役を断られた折など」と注す。


行幸．２．６．８

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお申し上げなさると、

行幸．２．６．９

■　「いにしへは、げに1面馴おもなれて、あやしくたいだいしきまで馴なれさぶらひ、心こころに隔へだつることなく御覧ごらんぜられしを2、朝廷おほやけに仕つかうまつりし際きは、羽翼ははねをP13並ならべたる数かずにも思おもひはべらで3、うれしき御おほむかへりみをこそ4、はかばかしからぬ身みにて、かかる位くらゐに及およびはべりて、朝廷おほやけに仕つかうまつりはべることに添そへても、思おもうたまへ知しらぬにははべらぬを、齢よはひの積つもりには、げにおのづからうちゆるぶことのみなむ、多おほくはべりける5」

◇　「昔は、おっしゃる通りしげしげお会いして、何とも失礼なまでにいつもご一緒申して、心に隔てることなくお付き合いいただきましたが、朝廷にお仕えした当初は、あなたと羽翼を並べる一人とは思いもよりませんで、嬉しいお引き立てをば、大したこともない身の上で、このような地位に昇りまして、朝廷にお仕え致しますことに合わせても、有り難いと存じませぬのではありませんが、年をとりますと、おっしゃる通りつい怠慢になることばかりが、多くございました」


P13 羽翼を--はね（ね/+を〈朱〉）

1 【いにしへはげに】以下「多くはべりける」まで、内大臣の詞。

2 【御覧ぜられしを】「御覧ぜ」の主語は源氏。「られ」受身の助動詞。「し」過去の助動詞、体験的ニュアンス。「を」接続助詞、逆接の意。

3 【羽翼を並べたる数にも思ひはべらで】源氏の「羽翼を並ぶるやうにて」を受けた表現。

4 【うれしき御かへりみをこそ】「思うたまへ知らぬにははべらぬを」に係る。『完訳』は「政界での自分の抜擢を源氏に謝す」と注す。「こそ」係助詞は、結びの流れ。「はかばかしからぬ身にて」以下「ことに添へても」まで、挿入句。

5 【うちゆるぶことのみなむ多くはべりける】『完訳』は「腰結役を断ったのを詫びる」と注す。


行幸．２．６．１０

■　などかしこまり申まうしたまふ。

◇　などと、お詫びを申し上げなさる。

行幸．２．６．１１

■　そのついでに、ほのめかし出いでたまひてけり1。

◇　その機会に、ちらと姫君のことをおっしゃったのであった。

■　大臣おとど、

◇　内大臣、


1 【ほのめかし出でたまひてけり】『完訳』は「内大臣の恐縮する隙を逃さず、源氏は玉鬘の真相を漏す」と注す。


行幸．２．６．１２

■　「いとあはれに、めづらかなることにもはべるかな1」

◇　「まことに感慨深く、またとなく珍しいことでございますね」

■　と、まづうち泣なきたまひて、

◇　と、何よりも先お泣きになって、

■　「そのかみより、いかになりにけむと2尋たづね思おもうたまへしさまは、何なにのついでにかはべりけむ3、愁うれへに堪たへず、漏もらし聞きこしめさせし心地ここちなむしはべる4。

◇　「その当時からどうしてしまったのだろうと捜しておりましたことは、何の機会でございましたでしょうか、悲しさに我慢できず、お話しお耳に入れましたような気が致します。

■　今いまかく、すこし人数ひとかずにもなりはべるにつけて5、はかばかしからぬ者ものどもの6、かたがたにつけてさまよひはべるを、かたくなしく、見苦みぐるしと見みはべるにつけても7、またさるさまにて、数々かずかずに連つらねては、あはれに思おもうたまへらるる折をりに添そへても、まづなむ思おもひたまへ出いでらるる8」

◇　今このように、少しは一人前にもなりまして、つまらない子供たちが、それぞれの縁故を頼ってうろうろ致しておりますのを、体裁が悪く、みっともないと思っておりますにつけても、またそれはそれとして、数々いる子供の中では、不憫だと思われる時々につけても、真っ先に思い出されるのです」


1 【いとあはれにめづらかなることにもはべるかな】内大臣の詞。

2 【そのかみよりいかになりにけむと】以下「思ひたまへ出でらるる」まで、内大臣の詞。

3 【何のついでにかはべりけむ】「帚木」巻の雨夜の品定めの折をさす。

4 【漏らし聞こしめさせし心地なむしはべる】『完訳』は「あなたも記憶のはず、の気持。とはいえ、だから間違えるはずもない、と迫る余裕はない」と注す。

5 【すこし人数にもなりはべるにつけて】内大臣自身をさす。

6 【はかばかしからぬ者どもの】『集成』は「不出来な者もまじる大勢の子供たちを卑下していう」。『完訳』は「隠し子と称する連中が、あれこれと縁故を求めてさまよう、意」と注す。

7 【かたくなしく見苦しと見はべるにつけても】近江の君のことをさす。

8 【まづなむ思ひたまへ出でらるる】玉鬘のことをさす。


行幸．２．６．１３

■　とのたまふついでに、かのいにしへの雨夜あまよの物語ものがたりに、いろいろなりし御睦言おほむむつごとの定さだめを思おぼし出いでて、泣なきみ笑わらひみ、皆みなうち乱みだれたまひぬ。

◇　とおっしゃるのをきっかけに、あの昔の雨夜の物語の時に、さまざまに語った体験談の結論をお思い出しになって、泣いたり笑ったり、すっかり打ち解けられた。

第七段　源氏、内大臣、三条宮邸を辞去

行幸．２．７．１

■　夜よいたう更ふけて、おのおのあかれたまふ。

◇　夜がたいそう更けて、それぞれお別れになる。

行幸．２．７．２

■　「かく参まゐり来きあひては1、さらに、久ひさしくなりぬる世よの古事ふること、思おもうたまへ出いでられ、恋こひしきことの忍しのびがたきに、立たち出いでむ心地ここちもしはべらず」

◇　「このように参上してご一緒しては、まったく、古くなってしまった昔の事が、自然と思い出されて、懐しい気持ちが抑えきれずに、帰る気も致しません」


1 【かく参り来あひては】以下「心地もしはべらず」まで、源氏の詞。「さらに久しく」以下「忍びがたきに」まで挿入句。「立ち出でむ心地もしはべらず」に係る。


行幸．２．７．３

■　とて、をさをさ心弱こころよわくおはしまさぬ六条殿ろくでうどのも、酔ゑひ泣なきにや、うちしほれたまふ1,2。

◇　とおっしゃって、決して気弱くはいらっしゃらない六条殿も、酔い泣きなのか、涙をお流しになる。

■　宮みやはたまいて、姫君ひめぎみの御おほむことを3思おぼし出いづるに、ありしにまさる御おほむありさま、勢いきほひを4見みたてまつりたまふに、飽あかず悲かなしくて、とどめがたく、しほしほと泣なきたまふ尼衣あまごろもは5、げに心こころことなりけり。

◇　宮は宮で言うまでもなく、姫君のお身の上をお思い出しになって、昔に優るご立派な様子、ご威勢を拝見なさると、悲しみが尽きないで、涙をとどめることができず、しおしおとお泣きになる尼姿は、なるほど格別な風情であった。


1 【酔ひ泣きにやうちしほれたまふ】『完訳』は「内大臣ほどには動揺のない源氏を、この場に合せる語り口」と注す。

2 【うちしほれたまふ】関戸本と大島本は「しほれ」とある。『新大系』は底本のままとする。『評釈』『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しほたれ」と校訂する。

3 【姫君の御ことを】故葵の上のことをさす。

4 【ありしにまさる御ありさま勢ひを】源氏の立派な姿をさす。

5 【泣きたまふ尼衣は】「泣きたまふ」は「尼衣は」を修飾する一続きの文。『完訳』は「「尼衣」と「海人衣」の掛詞。濡れるほどに泣く意。諧謔味ある表現で、大宮の格別な感激をいう」と注す。


行幸．２．７．４

■　かかるついでなれど、中将ちゅうじゃうの御おほむことをば、うち出いでたまはずなりぬ。

◇　このようなよい機会であるが、中将のおんことは、お口に出さずに終わってしまった。

■　ひとふし用意よういなしと思おぼしおきてければ1、口入くちいれむことも人悪ひとわるく思おぼしとどめ、かの大臣おとどはた、人ひとの御みけしきなきに2、さし過すぐしがたくて、さすがにむすぼほれたる心地ここちしたまうけり。

◇　一ふし思いやりがないとお思いであったので、口に出すことも体裁悪くお考えやめになり、あの内大臣はまた内大臣で、お言葉もないのに出過ぎることができずに、そうはいうものの胸の晴れない気持ちがなさるのであった。


1 【ひとふし用意なしと思しおきてければ】『集成』は「（内大臣のなさり方が）一ふし配慮が足りぬと、根に持っておいでになったので。自分（源氏）の子ということで、万事大目に見るべきなのに、という気持」と注す。

2 【人の御けしきなきに】『完訳』は「源氏も言わず、自分も夕霧の件を持ち出さず、心晴れない気分」と注す。


行幸．２．７．５

■　「今宵こよひも御供おほむともに1さぶらふべきを、うちつけに騒さわがしくもやとてなむ2。

◇　「今夜もお供致すべきでございますが、急なことでお騒がせしてもいかがかと存じます。

■　今日けふのかしこまりは、ことさらになむ参まゐるべくはべる」

◇　今日のお礼は、日を改めて参上致します」


1 【今宵も御供に】以下「参るべくはべる」まで、内大臣の詞。

2 【騒がしくもやとてなむ】「ためらひはべる」などの語句が省略。


行幸．２．７．６

■　と申まうしたまへば、

◇　とお申し上げなさると、

行幸．２．７．７

■　「さらば、この御悩おほむなやみも1よろしう見みえたまふを、かならず聞きこえし日違ひたがへさせたまはず、渡わたりたまふべき」

◇　「それでは、こちらのご病気もよろしいようにお見えになるので、きっと申し上げた日をお間違えにならず、お出で下さるように」

■　よし、聞きこえ契ちぎりたまふ。

◇　とのこと、お約束なさる。


1 【さらばこの御悩みも】以下「渡りたまふべきよし」まで、『集成』は「源氏の言葉を要約して述べる」。『完訳』は「間接話法による、源氏の内大臣への言葉」と注す。会話文を受けるべき引用句がない。


行幸．２．７．８

■　御みけしきどもようて、おのおの出いでたまふ響ひびき、いといかめし。

◇　お二人方のご機嫌も良くて、それぞれがお帰りになる物音、たいそう盛大である。

■　君達きみたちの御供おほむともの人ひとびと1、

◇　ご子息たちのお供の人々は、


1 【君達の御供の人びと】大島本と関戸本は「御ともの人／＼」とある。『評釈』『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「人々も」と「も」を補訂する。内大臣の弟や子息たちの供人たち。


行幸．２．７．９

■　「何なにごとありつるならむ1。

◇　「何があったのだろうか。

■　めづらしき御対面おほむたいめんに、いと御みけしきよげなりつるは」

◇　久し振りのご対面で、たいそうご機嫌が良くなったのは」

■　「また、いかなる御譲おほむゆづりあるべきにか2」

◇　「また、どのようなご譲与があったのだろうか」


1 【何ごとありつるならむ】以下「あるべきにか」まで、供人たちの詞。

2 【またいかなる御譲りあるべきにか】かつて源氏が内大臣の地位を譲ったことなどをさす（「少女」巻）。


行幸．２．７．１０

■　など、ひが心こころを得えつつ、かかる筋すぢとはP14思おもひ寄よらざりけり。

◇　などと、勘違いをして、このようなこととは思いもかけなかったのであった。


P14 筋とは--すちと（と/+は）


第三章　玉鬘の物語　裳着の物語

第一段　内大臣、源氏の意向に従う

行幸．３．１．１

■　大臣おとど、うちつけにいといぶかしう、心こころもとなうおぼえたまへど1、

◇　内大臣は、さっそくとても見たくなって、早く会いたくお思いになるが、


1 【大臣うちつけにいといぶかしう心もとなうおぼえたまへど】『集成』は「内大臣は、もう早速（玉鬘が）どんな娘か、早く会いたいと思われなさるのだが」。『完訳』は「内大臣は、突然のことなので、どうも納得がいかず、またもどかしいお気持になられるけれども」と訳す。


行幸．３．１．２

■　「ふと、しか受うけとり1、親おやがらむも便びんなからむ。

◇　「さっと、そのように迎え取って、親らしくするのも不都合だろう。

■　尋たづね得えたまへらむ初はじめを2思おもふに、定さだめて心こころきよう見放みはなちたまはじ3。

◇　捜し出して手にお入れになった当初のことを想像すると、きっと潔白なまま放っておかれることはあるまい。

■　やむごとなき方々かたがたを憚はばかりて、うけばりてその際きはにはもてなさず、さすがにわづらはしう、ものの聞きこえを思おもひて、かく明あかしたまふなめり4」

◇　れっきとした夫人方の手前を遠慮して、はっきりと愛人としては扱わず、そうはいっても面倒なことで、世間の評判を思って、このように打ち明けたのだろう」

■　と思おぼすは、口惜くちをしけれど、

◇　とお思いになるのは、残念だけれども、


1 【ふとしか受けとり】以下「かく明かしたまふなめり」まで、内大臣の心中。

2 【尋ね得たまへらむ初めを】主語は源氏。「たまへ」尊敬の補助動詞、已然形。「らむ」推量の助動詞、視界外推量のニュアンス。

3 【定めて心きよう見放ちたまはじ】『完訳』は「源氏と玉鬘の愛人関係を直感」と注す。

4 【かく明かしたまふなめり】『完訳』は「隠し通せぬ厄介さ。以下、内大臣は、今になって玉鬘の件を打ち明ける源氏の心を見抜く」と注す。


行幸．３．１．３

■　「それを疵きずとすべきことかは1。

◇　「そのことを瑕としなくてはならないことだろうか。

■　ことさらにも、かの御おほむあたりに触ふればはせむに、などかおぼえの劣おとらむ。

◇　こちらから進んで、あちらのお側に差し上げたとしても、どうして評判の悪いことがあろうか。

■　宮仕みやづかへざまにおもむきたまへらば、女御にょうごなどの思おぼさむこともあぢきなし2」

◇　宮仕えなさるようなことになったら、女御などがどうお思いになることも、おもしろくないことだ」

■　と思おぼせど、

◇　とお考えになるが、

■　「ともかくも、思おもひ寄よりのたまはむおきてを4違たがふべきことかは」

◇　「どちらにせよ、ご決定されおっしゃったことに背くことができようか」

■　と、よろづに思おぼしけり。

◇　と、いろいろとお考えになるのであった。


1 【それを疵とすべきことかは】以下「あぢきなし」まで、内大臣の心中。「かは」反語表現。『完訳』は「内大臣は源氏を最高の権勢家として、玉鬘との妻妾関係を悪くないと見る」と注す。

2 【女御などの思さむこともあぢきなし】弘徽殿女御と玉鬘は異母姉妹、二人が帝の寵愛を争うことを懸念。

3? 【とかくも】以下「違ふべきことかは」まで、内大臣の心中。

4 【思ひ寄りのたまはむおきてを】主語は源氏。


行幸．３．１．４

■　かくのたまふは、二月朔日きさらぎのついたちころなりけり。

◇　このようなお話があったのは、二月上旬のことであった。

■　十六日じふろくにち、彼岸ひがんの初はじめにて、いと吉よき日ひなりけり。

◇　十六日が彼岸の入りで、たいそう吉い日であった。

■　近ちかうまた吉よき日ひなしと勘かむがへ申まうしけるうちに、宮みやP15よろしうおはしませば、いそぎ立たちたまうて、例れいの渡わたりたまうても2、大臣おとどに申まうしあらはししさまなど、いとこまかにあべきことども3教をしへきこえたまへば4、

◇　近くにまた吉い日はないと占い申した上に、宮も少しおよろしかったので、急いでご準備なさって、いつものようにお越しになっても、内大臣にお打ち明けになった様子などを、たいそう詳細に、当日の心得などをお教え申し上げなさると、


P15 宮--（/+宮〈朱〉）

1? 【かう勘へ申しける】陰陽師の勘申。吉日を占う。

2 【例の渡りたまうても】源氏が玉鬘のもとに。

3 【あべきことども】御裳着の日に関する心得。

4 【教へきこえたまへば】源氏が玉鬘に。


行幸．３．１．５

■　「あはれなる御心みこころは1、親おやと聞きこえながらも、ありがたからむを」

◇　「行き届いたお心づかいは、実の親と申しても、これほどのことはあるまい」

■　と思おぼすものから、いとなむうれしかりける。

◇　とお思いになるものの、とても嬉しくお思いになるのであった。


1 【あはれなる御心は】以下「ありがたからむを」まで、玉鬘の心中。源氏に対する感謝の気持ち。


行幸．３．１．６

■　かくて後のちは、中将ちゅうじゃうの君きみにも、忍しのびてかかることの心こころのたまひ知しらせけり。

◇　こうして以後は、中将の君にも、こっそりとこのような事実をお知らせなさったのであった。

行幸．３．１．７

■　「あやしのことどもや。むべなりけり1」

　と、思おもひあはすることどもあるに、かのつれなき人2ひとの御おほむありさまよりも、なほもあらず思おもひ出いでられて、「思おもひ寄よらざりけることよ3」と、しれじれしき心地ここちす。されど、「あるまじう、ねじけP16たるべきほどなりけり」と、思おもひ返かへすことこそは、ありがたきまめまめしさなめれ5。

◇　「妙なことばかりだ。知ってみればもっともなことだ」

と、合点のゆくことがあるが、あの冷淡な姫君のご様子よりも、さらにたまらなく思い出されて、「思いも寄らないことだった」と、ばかばかしい気がする。けれども、「あってはならないこと。筋違いなことだ」と、反省することは、珍しいくらいの誠実さのようである。


P16 ねじけ--ねちき（き/＄け〈朱〉）

1 【あやしのことどもやむべなりけり】夕霧の心中文。「野分」巻の源氏と玉鬘の態度などをさす。

2 【かのつれなき人】雲居雁をさす。

3 【思ひ寄らざりけることよ】夕霧の心中。

4? 【あるまじうねぢけたるべきほどなりけり】夕霧の心中。『集成』は「（たとい実の姉妹でないにしても、雲居の雁がありながら玉鬘に思いを寄せるのは）してはならない、間違ったことなのだと」と訳す。

5 【ありがたきまめまめしさなめれ】『完訳』は「無類の律儀者とする語り手評」と注す。


第二段　二月十六日、玉鬘の裳着の儀

行幸．３．２．１

■　かくてその日ひになりて、三条さむでうの宮みやより、忍しのびやかに御使おほむつかひあり。

◇　こうしてその当日となって、三条宮からも、こっそりとお使いがある。

■　御櫛みくしの筥はこなど、にはかなれど、ことどもいときよらにしたまうて、御文おほむふみには、

◇　御櫛の箱など、急なことであるが、種々の品々をたいそう見事に仕立てなさって、お手紙には、

行幸．３．２．２

■　「聞きこえむにも1、いまいましきありさまを2、今日けふは忍しのびこめはべれど、さるかたにても3、長ながき例ためしばかりを思おぼし許ゆるすべうや、とてなむ4。

◇　「お手紙を差し上げるにも、憚れる尼姿のため、今日は引き籠もっておりますが、それに致しましても、長生きの例にあやかって戴くということで、お許し下さるだろうかと存じまして。

■　あはれにうけたまはり、あきらめたる筋すぢをかけきこえむも、いかが5。

◇　しみじみと感動してお聞き致しまして、はっきりしました事情を申し上げるのも、どうかと存じまして。

■　御みけしきに従したがひてなむ。

◇　あなたのお気持ち次第で。


1 【聞こえむにも】以下「懸子なりけり」まで、大宮の手紙文。

2 【いまいましきありさまを】尼姿であることをいう。「を」接続助詞、原因理由を表す順接の意。

3 【さるかたにても】尼姿であることをさす。

4 【とてなむ】下に「聞こゆる」などの語句が省略。

5 【あきらめたる筋をかけきこえむもいかが】『集成』は「玉鬘が孫と分ってうれしく思っていることを、相手の気持も知らずに言うのは遠慮される、の意。大宮の謙遜の言葉」。「いかが」の下に「あらむ」などの語句が省略。


行幸．３．２．３

■　ふたかたに言いひもてゆけば玉櫛笥たまくしげ

わが身みはなれぬ懸子かけごなりけり1」

◇　どちらの方から言いましてもあなたはわたしにとって

切っても切れない孫に当たる方なのですね」


1 【ふたかたに言ひもてゆけば玉櫛笥わが身はなれぬ懸子なりけり】大宮から玉鬘への贈歌。孫への親愛感を示す歌。「二方」は内大臣の実の娘と娘婿の源氏の養女という立場をさす。「玉櫛笥」は歌語。「懸子」に「子」を響かす。「二方」に「蓋」を掛け、「身」「懸子」は「玉櫛笥」の縁語。『完訳』は「先立つ文面の、抑えた遠慮深さと対照的」と注す。


行幸．３．２．４

■　と、いと古ふるめかしうわななきたまへるを、殿とのもこなたにおはしまして、ことどもP17御覧ごらんじ定さだむるほどなれば、見みたまうて、

◇　と、たいそう古風に震えてお書きになっているのを、殿もこちらにいらっしゃって、準備をお命じになっている時なので、御覧になって、


P17 ことども--ことし（し/＄と〈朱〉）も


行幸．３．２．５

■　「古代こたいなる御文書おほむふみがきなれど1、いたしや2、この御手おほむてよ。

◇　「古風なご文面だが、大したものだ、このご筆跡は。

■　昔むかしは上手じゃうずにものしたまひけるを、年としに添そへて、あやしく老おいゆくものにこそありけれ。

◇　昔はお上手でいらっしゃったが、年を取るに従って、奇妙に筆跡も年寄じみて行くものですね。

■　いとからく御手おほむてふるひにけり」

◇　たいそう痛々しいほどお手が震えていらっしゃるなあ」


1 【古代なる御文書きなれど】以下「御手ふるひにけり」まで、源氏の詞。『完訳』は「古風な筆跡。一説には、掛詞。縁語を多用した古風な詠みぶり」と注す。

2 【いたしや】『集成』は「大したものだ」。『完訳』は「おいたわしいことですね」と訳す。


行幸．３．２．６

■　など、うち返かへし見みたまうて、

◇　などと、繰り返し御覧になって、

行幸．３．２．７

■　「よくも玉櫛笥たまくしげに1まつはれたるかな。

◇　「よくもこれほど玉くしげに引っ掛けた歌だ。

■　三十一字みそひともじの中なかに、異文字こともじは少すくなく添そへたることのかたきなり2」

◇　三十一文字の中に、無縁な文字を少ししか使わずに詠むということは難しいことだ」


1 【よくも玉櫛笥に】以下「ことのかたきなり」まで、源氏の詞。

2 【三十一字の中に異文字は少なく添へたることのかたきなり】『集成』は「一首のうちに、玉櫛笥に縁のない言葉を少ししか使わずに詠むというのが大変なのだ。暗にからかった言葉」と注す。


行幸．３．２．８

■　と、忍しのびて笑わらひたまふ1。

◇　と、そっとお笑いになる。


1 【忍びて笑ひたまふ】『完訳』は「「忍びて笑」うのは、本心では揶揄。後続の、末摘花の「唐衣」に執する表現ともかかわっている」と注す。


第三段　玉鬘の裳着への祝儀の品々

行幸．３．３．１

■　中宮ちゅうぐうより、白しろき御裳おほむも、唐衣1からぎぬ、御装束おほむさうぞく、御髪上みぐしあげの具ぐなど、いと二になくて、例れいの、壺つぼどもに、唐からの薫物たきもの、心こころことに香かをり深ふかくてたてまつりたまへり。

◇　中宮から、白い御裳、唐衣、御装束、御髪上の道具など、たいそうまたとない立派さで、例によって、数々の壷に、唐の薫物、格別に香り深いのを差し上げなさった。


1 【白き御裳唐衣】『集成』は「「裳」「唐衣」は、婦人の正装の時着用する。白い裳、唐衣は儀式用。裳着のためにと特に賜るのである」と注す。


行幸．３．３．２

■　御方々おほむかたがた、皆心々みなこころごころに1、御装束おほむさうぞく、人ひとびとの料れうに、櫛扇くしあふぎまで、とりどりにし出いでたまへるありさま、劣おとりまさらず、さまざまにつけて、かばかりの御心みこころばせどもに2、挑いどみ尽つくしたまへればP18、をかしう見みゆるを、東ひむがしの院ゐんの人ひとびとも3、かかる御おほむいそぎは聞ききたまうけれども、訪とぶらひきこえたまふべき数かずならねば、ただ聞きき過すぐしたるに、常陸ひたちの宮みやの御方4おほむかた、あやしうものうるはしう、さるべきことの折過をりすぐさぬ古代こたいの御心みこころにて、いかでかこの5御おほむいそぎを、よそのこととは聞きき過すぐさむ、と思おぼして、形かたのごとなむし出いでたまうける。

◇　ご夫人方は、みな思い思いに、御装束、女房の衣装に、櫛や扇まで、それぞれにご用意なさった出来映えは、優るとも劣らない、それぞれにつけて、あれほどの方々が互いに、競争でご趣向を凝らしてお作りになったので、素晴らしく見えるが、東の院の人々も、このようなご準備はお聞きになっていたが、お祝い申し上げるような人数には入らないので、ただ聞き流していたが、常陸の宮の御方、妙に折目正しくて、なすべき時にはしないではいられない昔気質でいらして、どうしてこのようなご準備を、他人事として聞き過していられようか、とお思いになって、きまり通りご用意なさったのであった。


P18 たまへれば--たまつ（つ/＄へ〈朱〉）れは

1 【御方々皆心々に】六条院の御夫人方。

2 【かばかりの御心ばせどもに】『集成』は「源氏の寵を受けるほどのご婦人たちがご趣向を凝らして、競争でなさったものだから」と注す。

3 【東の院の人びとも】二条東院の人々。末摘花や空蝉たち。

4 【常陸の宮の御方】『完訳』は「この格式ばった呼称が、後の滑稽味を効果的にする」と注す。

5 【いかでかこの】以下「聞き過ぐさむ」まで、末摘花の心中。


行幸．３．３．３

■　あはれなる御心みこころざしなりかし1。

◇　殊勝なお心掛けである。

■　青鈍あをにびの細長2一襲ほそながひとかさね、落栗おちぐりとかや、何なにとかや、昔むかしの人ひとのめでたうしける袷あはせの袴一具はかまいちぐ、紫むらさきのしらきりP19見みゆる霰地あられぢの御小袿おほむこうちきと、よき衣筥ころもばこに入いれて、包つつみいとうるはしうて、たてまつれたまへり。

◇　青鈍色の細長を一襲、落栗色とか、何とかいう、昔の人が珍重した袷の袴を一具、紫色の白っぽく見える霰地の御小袿とを、結構な衣装箱に入れて、包み方をまことに立派にして、差し上げなさった。

■　御文おほむふみには、

◇　お手紙には、


P19 しらきり--しか（か/＄ら〈朱〉）きり

1 【あはれなる御心ざしなりかし】『集成』は「殊勝なお心がけではある。諧謔気味に、その出過ぎた態度を皮肉った草子地」。『完訳』は「語り手の評。末摘花の出過ぎた無用の行為を嘲弄する」と注す。

2 【青鈍の細長】『集成』は「多く喪中、または僧尼が着用し、祝儀には適切でない」。『完訳』は「祝儀に凶事用の「青鈍」とは無神経。「細長」は女のふだん着」と注す。


行幸．３．３．４

■　「知しらせたまふべき1数かずにもはべらねば、つつましけれど、かかる折をりは思おもたまへ忍しのびがたくなむ。

◇　「お見知り戴くような数にも入らない者でございませんので、遠慮致しておりましたが、このような時は知らないふりもできにくうございまして。

■　これ、いとあやしけれど、人ひとにも賜たまはせよ」

◇　これは、とてもつまらない物ですが、女房たちにでもお与え下さい」


1 【知らせたまふべき】以下「人にも賜はせよ」まで、末摘花の手紙。主語は玉鬘。玉鬘にお見知りいただくようなものではございませんが、の意。


行幸．３．３．５

■　と、おいらかなり1。

◇　と、おっとり書いてある。

■　殿***、御覧とのごらんじつけて、いとあさましう、例れいの、と思おぼすに、御顔赤おほむかほあかみぬ。

◇　殿が、御覧になって、たいそうあきれて、例によって、とお思いになると、お顔が赤くなった。

◆　 
と、 おいらか なり。 との ごらんじ つけ て、 いと あさましう、 れい の、 と おぼす に、 おほむ-かほ あかみ ぬ。


1 【おいらかなり】『完訳』は「「御文には」から続く。文面の限りでは穏やかだが、の心」と注す。


行幸．３．３．６

■　「あやしき古人ふるびとにこそあれ1。

◇　「妙に昔気質の人だ。

■　かくものづつみしたる人ひとは、引ひき入いり沈しづみ入いりたるこそよけれ。

◇　ああした内気な人は、引っ込んでいて出て来ない方がよいのに。

■　さすがに恥はぢがましや」

◇　やはり体裁の悪いものです」

■　とて、

◇　と言って、

■　「返**りことはつかはせ。

◇　「返事はおやりなさい。

■　はしたなく思おもひなむ。

◇　きまり悪く思うでしょう。

■　父親王ちちみこの、いとかなしうしたまひける、思おもひ出いづれば、人ひとに落おとさむはいと心苦こころぐるしき人ひとなり」

◇　父親王が、たいそう大切になさっていたのを、思い出すと、他人より軽く扱うのはたいそう気の毒な方です」

◆　 
"あやしき ふるびと に こそ あれ。 かく ものづつみ し たる ひと は、 ひきいり しづみいり たる こそ よけれ。 さすが に はぢがまし や!" とて、 "かへりごと は つかはせ。 はしたなく おもひ なむ。 ちち-みこ の、 いと かなしう し たまひ ける、 おもひいづれ ば、 ひと に おとさ む は いと こころぐるしき ひと なり。"


1 【あやしき古人にこそあれ】以下「恥ぢがましや」まで、源氏の詞。


行幸．３．３．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　御小袿おほむこうちきの袂たもとに、例れいの、同おなじ筋すぢの歌うたありけり。

◇　御小袿の袂に、例によって、同じ趣向の歌があるのであった。

行幸．３．３．８

■　「わが身みこそ恨うらみられけれ唐衣からごろも

君きみが袂たもとに馴なれずと思おもへば2」

◇　「わたし自身が恨めしく思われます

あなたのお側にいつもいることができないと思いますと」


1? 【返ことはつかはせ】以下「心苦しき人なり」まで、源氏の詞。『完訳』は「末摘花が返書を得られなかったら間のわるい思いをするだろう。彼女への憐憫に転ずる源氏は、同情すべき末摘花だから庇護してきたのだと、わが不面目を弁明」と注す。

2 【わが身こそ恨みられけれ唐衣君が袂に馴れずと思へば】末摘花から玉鬘への贈歌。『完訳』は「顧みない恋人を恨む発想で、祝儀には場違いの表現」と注す。


行幸．３．３．９

■　御手おほむては、昔むかしだにありしを1、いとわりなうしじかみ、彫深ゑりふかう、強つよう、堅かたう書かきたまへり。

◇　ご筆跡は、昔でさえそうであったのに、たいそうひどくちぢかんで、彫り込んだように深く、強く、固くお書きになっていた。

■　大臣おとど、憎にくきものの、をかしさをばえ念ねんじたまはで、

◇　大臣は、憎く思うものの、おかしいのを堪えきれないで、


1 【昔だにありしを】昔でさえそうであったとは、下文の「しじかみ彫深う強う堅う」をさす。


行幸．３．３．１０

■　「この歌詠うたよみつらむほどこそ1。

◇　「この歌を詠むのにはどんなに大変だったろう。

■　まして今いまは力ちからなくて2、所狭ところせかりけむ」

◇　まして今は昔以上に助ける人もいなくて、思い通りに行かなかったことだろう」


1 【この歌詠みつらむほどこそ】以下「ところ狭かりけむ」まで、源氏の詞。

2 【今は力なくて】手助けしてくれる人、の意。かつては侍従などがいた。


行幸．３．３．１１

■　と、いとほしがりたまふ。

◇　と、お気の毒にお思いになる。

行幸．３．３．１２

■　「いで、この返**りこと1、騒さわがしうとも、われせむ」

◇　「どれ、この返事は、忙しくても、わたしがしよう」

◆　 
"いで、 この かへりごと、 さわがしう とも、 われ せ む。"


1 【いでこの返りこと】以下「われせむ」まで、源氏の詞。


行幸．３．３．１３

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

行幸．３．３．１４

■　「あやしう1、人ひとの思おもひ寄よるまじき御心みこころばへこそ、あらでもありぬべけれ」

◇　「妙な、誰も気のつかないようなお心づかいは、なさらなくてもよいことですのに」


1 【あやしう】以下「ありぬべけれ」まで、源氏の詞。


行幸．３．３．１５

■　と、憎にくさに書かきたまうて、

◇　と、憎らしさのあまりにお書きになって、

行幸．３．３．１６

■　「唐衣からごろもまた唐衣唐衣からごろもからごろも

かへすがへすも唐衣からごろもなる1」

◇　「唐衣、また唐衣、唐衣

いつもいつも唐衣とおっしゃいますね」


1 【唐衣また唐衣唐衣かへすがへすも唐衣なる】源氏の返歌。「唐衣」と「返す」は縁語。『完訳』は「末摘花を、「憎さ」ゆえに愚弄した歌。「唐衣日もゆふぐれになる時は返す返すぞ人は恋しき」（古今・恋一読人しらず）の名高い歌があるだけに、奇妙な歌ながら一応の体をなしている」と注す。


行幸．３．３．１７

■　とて、

◇　と書いて、

■　「いとまめやかに1、かの人ひとの立たてて好このむ筋すぢなれば、ものしてはべるなり」

◇　「たいそうまじめに、あの人が特に好む趣向ですから、書いたのです」


1 【いとまめやかに】以下「はべるなり」まで、源氏の詞。


行幸．３．３．１８

■　とて、見みせたてまつりたまへば、君きみ、いとにほひやかに笑わらひたまひて、

◇　と言って、お見せなさると、姫君は、たいそう顔を赤らめてお笑いになって、

行幸．３．３．１９

■　「あな、いとほし。

◇　「まあ、お気の毒なこと。

■　弄ろうじたるやうにもはべるかな1」

◇　からかったように見えますわ」


1 【あないとほし弄じたるやうにもはべるかな】玉鬘の詞。


行幸．３．３．２０

■　と、苦くるしがりたまふ。

◇　と、気の毒がりなさる。

■　ようなしごといと多おほかりや1。

◇　つまらない話が多かったことよ。


1 【ようなしごといと多かりや】『集成』は「「ようなし」は、用無し。末摘花が登場する滑稽な一段はこれにておしまい、といった気持の草子地」。『完訳』は「語り手の言辞。不用な話をはさんだとして、物語の本流に戻る。玉鬘の裳着を控え、幕間狂言のような末摘花の登場」と注す。


第四段　内大臣、腰結に役を勤める

行幸．３．４．１

■　内大臣うちのおとどは、さしも急いそがれたまふまじき御心みこころなれど、めづらかに聞ききたまうし後のちは1、いつしかと御心みこころにかかりたれば、疾とく参まゐりたまへり。

◇　内大臣は、大してお急ぎにならない気持ちであったが、珍しい話をお聞きになって後は、早く会いたいとお心にかかっていたので、早く参上なさった。


1 【めづらかに聞きたまうし後は】玉鬘が実の娘と知った後。


行幸．３．４．２

■　儀式ぎしきなど、あべい限かぎりにまた過すぎて、めづらしきさまにしなさせたまへり。

◇　裳着の儀式などは、しきたり通りのことに更に事を加えて、目新しい趣向を凝らしてなさった。

■　「げにわざと御心みこころとどめたまうけること1」

◇　「なるほど特にお心を留めていらっしゃることだ」

■　と見みたまふも、かたじけなきものから、やう変かはりて思おぼさる。

◇　と御覧になるのも、もったいないと思う一方で、風変わりだと思わずにはいらっしゃれない。


1 【げにわざと御心とどめたまうけること】内大臣の心中。「御心とどめ」の主語は源氏。


行幸．３．４．３

■　亥ゐの時ときにて、入いれたてまつりたまふ1。

◇　亥の刻になって、御簾の中にお入れなさる。

■　例れいの御おほむまうけをばさるものにて、内うちの御座おましいと二になくしつらはせたまうて、御肴参みさかなまゐらせたまふ。

◇　慣例通りの設備はもとよりのこと、御簾の中のお席をまたとないほど立派に整えなさって、御酒肴を差し上げなさる。

■　御殿油おほむとのあぶら、例れいのかかる所ところよりは、すこし光見ひかりみせて、をかしきほどにもてなしきこえたまへり。

◇　御殿油は、慣例の儀式の明るさよりも、少し明るくして、気を利かせてお持てなしなさった。


1 【入れたてまつりたまふ】源氏が内大臣を御簾の内に。


行幸．３．４．４

■　いみじうゆかしう思おもひきこえたまへど2、今宵こよひは3いとゆくりかなべければ、引ひき結むすびたまふほど、え忍しのびたまはぬけしきなり。

◇　たいそうはっきりとお顔を見たいとお思いになるが、今夜はとても唐突なことなので、お結びになる時、お堪えきれない様子である。


1? 【御殿油例のかかる所よりすこし光見せて】『完訳』は「父娘対面のために明るくした。薄明に玉鬘が映える。以前の螢の光に照らした趣向に類似」と注す。

2 【いみじうゆかしう思ひきこえたまへど】内大臣は玉鬘の素顔を見たく思う。しかし玉鬘はこのような儀式の折には扇で顔を隠している。

3 【今宵は】以下「世の常の作法に」まで、源氏の詞。


行幸．３．４．５

■　主人あるじの大臣おとど、

◇　主人の大臣、

■　「今宵こよひは、いにしへざまのこと1はかけはべらねば、何なにのあやめも分わかせたまふまじくなむ2。

◇　「今夜は、昔のことは何も話しませんから、何の詳細もお分りなさらないでしょう。

■　心知こころしらぬ人目ひとめを飾かざりて、なほ世よの常つねの作法さほふに」

◇　事情を知らない人の目を繕って、やはり普通通りの作法で」


1 【いにしへざまのこと】亡き夕顔に関すること。祝儀の場なので忌んだ。

2 【何のあやめも分かせたまふまじくなむ】主語は、あなた内大臣。「せたまふ」は二重敬語。


行幸．３．４．６

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げなさる。

行幸．３．４．７

■　「げに、さらに聞きこえさせやるべき方かたはべらずなむ1」

◇　「おっしゃる通り、まったく何とも申し上げようもございません」


1 【げにさらに聞こえさせやるべき方はべらずなむ】内大臣の詞。


行幸．３．４．８

■　御土器参おほむかはらけまゐるほどにP20、

◇　お杯をお口になさる時、


P20 ほどに--ほと（と/+に〈朱〉）


行幸．３．４．９

■　「限かぎりなきかしこまりをば1、世よに例ためしなきことと聞きこえさせながら、今いままでかく忍しのびこめさせたまひける恨うらみも、いかが添そへはべらざらむ」

◇　「言葉に尽くせないお礼の気持ちは、世間にまたとないご厚意と感謝申し上げますが、今までこのようにお隠しになっていらっしゃった恨み言も、どうして申し添えずにいられましょう」


1 【限りなきかしこまりをば】以下「いかが添へはべらざらむ」まで、内大臣の詞。


行幸．３．４．１０

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

行幸．３．４．１１

■　「恨うらめしや沖おきつ玉藻たまもをかづくまで

　　磯いそがくれける海人あまの心こころよ1」

◇　「恨めしいことですよ。玉裳を着る

今日まで隠れていた人の心が」


1 【恨めしや沖つ玉藻をかづくまで磯がくれける海人の心よ】内大臣の贈歌。「浦」「恨」、「藻」「裳」、「潜く」「被く」の掛詞。「浦」「沖」「藻」「潜く」「磯」「海人」は海に関する縁語。『完訳』は「玉鬘を「海人」に見たてて、今まで名のらなかった不満を言う。源氏への恨みも、この儀礼的な贈答歌に託すほかない」と注す。


行幸．３．４．１２

■　とて、なほつつみもあへずしほたれたまふ1。

◇　と言って、やはり隠し切れず涙をお流しになる。

■　姫君ひめぎみは、いと恥はづかしき御おほむさまどもの2さし集つどひ、つつましさに、え聞きこえたまはねば、殿3との、

◇　姫君は、とても立派なお二方が集まっており、気恥ずかしさに、お答え申し上げることがおできになれないので、殿が、


1 【しほたれたまふ】和歌中の「海」に関する縁語による表現。

2 【御さまどもの】大島本と関戸本は「御さまともの」とある。『評釈』『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「御ありさまどもの」と「あり」を補訂する。

3 【殿】源氏が玉鬘に代わって返歌する。『完訳』は「源氏が代作。もともと内大臣の歌の真意は源氏に対してのもの」と注す。


行幸．３．４．１３

■　「よるべなみかかる渚なぎさにうち寄よせて

海人あまも尋たづねぬ藻屑もくずとぞ見みし1

◇　「寄る辺がないので、このようなわたしの所に身を寄せて

誰にも捜してもらえない気の毒な子だと思っておりました


1 【よるべなみかかる渚にうち寄せて海人も尋ねぬ藻屑とぞ見し】源氏の返歌。「寄る辺無み」「寄るべ波」の掛詞。「藻屑」に「裳」を響かす。「寄る」「波」「渚」「寄せ」「海人」「藻屑」は海に関する縁語。内大臣を「海人」に、玉鬘を「藻屑」に喩える。自分源氏は「渚」に喩えている。『集成』は「「かかる渚」は、源氏の卑下の言葉」。『完訳』は「実父内大臣の無責任を難じて自分の恩恵の広大さを主張する」と注す。


行幸．３．４．１４

■　いとわりなき御おほむうちつけごとになむ1」

◇　何とも無体なだしぬけのお言葉です」


1 【いとわりなき御うちつけごとになむ】歌に添えた源氏の詞。


行幸．３．４．１５

■　と聞きこえたまへば、

◇　と、お答え申し上げなさると、

行幸．３．４．１６

■　「いとことわりになむ1」

◇　「まことにごもっともです」


1 【いとことわりになむ】内大臣の詞。係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。


行幸．３．４．１７

■　と、聞きこえやる方かたなくて、出いでたまひぬ。

◇　と、それ以上申し上げる言葉もなくて、退出なさった。

第五段　祝賀者、多数参上

行幸．３．５．１

■　親王みこたち1、次々つぎつぎ、人ひとびと残のこるなく集つどひたまへり。

◇　親王たちや、次々の、人々が残らずお祝いに参上なさった。

■　御懸想人おほむけさうびともあまた混まじりたまへれば、この大臣おとど、かく入いりおはしてほど経ふるを、いかなることにかと疑うたがひたまへり2。

◇　思いを寄せている方々も大勢混じっていらっしゃったので、この内大臣が、このように中にお入りになって暫く時間がたつので、どうしたことか、とお疑いになっていた。


1 【親王たち】蛍兵部卿親王たち。

2 【いかなることにかと疑ひたまへり】大島本と関戸本は「うたかひたまへり」とある。『評釈』『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひ疑ひたまへり」と「思ひ」を補訂する。『完訳』は「裳着は結婚を前提に行れることが多い。求婚者たちは、腰結役の内大臣が簾中に長居しただけでも、結婚に関連あるかと気を揉む」と注す。


行幸．３．５．２

■　かの殿とのの君達きむだち、中将ちゅうじゃう、弁べんの君きみばかりぞ、ほの知しりたまへりける1。

◇　あの殿のご子息の中将や、弁の君だけは、かすかにご存知だったのであった。

■　人知ひとしれず思おもひしことを、からうも、うれしうも思おもひなりたまふ。

◇　密かに思いを懸けていたことを、辛いこととも、また嬉しいこととも、お思いになる。

■　弁べんは、

◇　弁の君は、


1 【かの殿の君達中将弁の君ばかりぞほの知りたまへりける】内大臣の子息の中将（柏木）やその弟の弁少将（紅梅大納言）だけが真相をうすうす父大臣から漏れ聞き知っていた、という意。


行幸．３．５．３

■　「よくぞうち出いでざりける1」

◇　「よくもまあ告白しなかった」

■　とささめきて、

◇　と小声で言って、

■　「さま異ことなる大臣おとどの2御好おほむこのみどもなめり。

◇　「一風変わった大臣のお好みのようだ。

■　中宮ちゅうぐうの御類おほむたぐひに仕立したてたまはむとや思おぼすらむ」

◇　中宮とご同様に入内させなさろうとお考えなのだろう」


1 【よくぞうち出でざりける】弁少将の詞。『完訳』は「弁の君は玉鬘に恋を打ち明けていない。恥から逃れ得たと安堵」と注す。

2 【さま異なる大臣の】以下「仕立てたまはむとや思すらむ」まで君達の詞。下に「などおのおの言ふ」とあるので、複数とみる。


行幸．３．５．４

■　など、おのおの言いふよしを聞ききたまへど、

◇　などと、めいめい言っているのをお聞きになるが、

行幸．３．５．５

■　「なほ、しばしは御心みこころづかひしたまうて1、世よにそしりなきさまにもてなさせたまへ。

◇　「やはり、暫くの間はご注意なさって、世間から非難されないようにお扱い下さい。

■　何なにごとも、心こころやすきほどの人ひとこそ、乱みだりがはしう、ともかくもはべべかめれ2、こなたをもそなたをも、さまざまP21人ひとの3聞きこえ悩なやまさむ、ただならむよりは4あぢきなきを、なだらかに、やうやう人目ひとめをも馴ならすなむ5、よきことにははべるべき」

◇　何事も、気楽な身分の人には、みだらなことがままあるでしょうが、こちらもそちらも、いろいろな人が噂して悩まされようなことがあっては、普通の身分の人よりも困ることですから、穏やかに、だんだんと世間の目が馴れて行くようにするのが、良いことでございましょう」


P21 さまざま--さま／＼の（の/＄〈朱〉）

1 【なほしばしは御心づかひしたまうて】以下「よきことにははべるべき」まで、源氏の詞。「御心づかひしたまうて」の主語は内大臣。『完訳』は「以下簾内での密話」と注す。

2 【何ごとも心やすきほどの人こそ乱りがはしうともかくもはべべかめれ】『集成』は「何事にも気楽な身分の者なら、きちんとしないことが、何かとあってもいいでしょうが」。『完訳』は「気楽な身分の者なら、みだらなことも、とかく許されよう。一人の女と二人の男の仲をいうか」と注す。「こそ」--「めれ」係結び、逆接用法。

3 【さまざま人の】大島本は「さま／＼の（の＄〈朱〉）人の」とある。すなわち朱筆で「の」をミセケチにする。『新大系』は底本の訂正に従う。『評釈』『集成』『古典セレクション』は関戸本及び諸本に従って「さまざまの人の」と校訂する。

4 【ただならむよりは】普通の身分の人よりも、の意。

5 【やうやう人目をも馴らすなむ】『完訳』は「玉鬘が内大臣の娘であることが自然に世間に知られていくように、時間をかけて事を運ぶのが」と注す。


行幸．３．５．６

■　と申まうしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

行幸．３．５．７

■　「ただ御おほむもてなしになむ1従したがひはべるべき。

◇　「ただあなた様のなされように従いましょう。

■　かうまで御覧ごらんぜられ、ありがたき御育おほむはぐくみに隠かくろへはべりけるも、前さきの世よの契ちぎりおろかならじ2」

◇　こんなにまでお世話いただき、またとないご養育によって守られておりましたのも、前世の因縁が特別であったのでしょう」


1 【ただ御もてなしになむ】以下「おろかならじ」まで、内大臣の詞。

2 【前の世の契りおろかならじ】『完訳』は「内大臣は、源氏の心を奇特とたたえつつも、同時に不満を己が運命と甘受するほかない」と注す。


行幸．３．５．８

■　と申まうしたまふ。

◇　とお答えなさる。

行幸．３．５．９

■　御贈物おほむおくりものなど、さらにもいはず、すべて引出物ひきいでもの、禄ろくども、品々しなじなにつけて、例れいあること限かぎりあれど、またこと加くはへ、二になくせさせたまへり1。

◇　御贈物などは、言うまでもなく、すべて引出物や、禄などは、身分に応じて、通常の例では限りがあるが、それに更に加えて、またとないほど盛大におさせになった。

■　大宮おほみやの御悩おほむなやみにことづけたまうし名残なごりもあれば、ことことしき御遊おほむあそびなどはなし。

◇　大宮のご病気を理由に断りなさった事情もあるので、大げさな音楽会などはなかった。


1 【二なくせさせたまへり】「させたまへり」二重敬語。源氏に対する敬意。


行幸．３．５．１０

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、

◇　兵部卿宮は、

行幸．３．５．１１

■　「今いまは1ことづけやりたまふべき滞とどこほりもなきを」

◇　「今はもうお断りになる支障も何もないでしょうから」


1 【今は】以下「とどこほりなきを」まで、蛍兵部卿宮の詞。


行幸．３．５．１２

■　と、おりたち聞きこえたまへど、

◇　と、身を入れてお願い申し上げなさるが、

行幸．３．５．１３

■　「内裏うちより御みけしきあること1、かへさひ奏そうし2、またまた仰おほせ言ごとに従したがひてなむ、異ことざまのことは、ともかくも思おもひ定さだむべき」

◇　「帝から御内意があったことを、ご辞退申し上げ、また再びお言葉に従いまして、他の話は、その後にでも決めましょう」


1 【内裏より御けしきあること】以下「思ひさだむべき」まで、源氏の詞。玉鬘の尚侍としての出仕。

2 【かへさひ奏し】『完訳』は「一度辞退するのが謙譲の作法」と注す。


行幸．３．５．１４

■　とぞ聞きこえさせたまひける。

◇　とお返事申し上げなさった。

行幸．３．５．１５

■　父大臣ちちおとどは、

◇　父内大臣は、

■　「ほのかなりしさまを2、いかでさやかにまた見みむ。

◇　「かすかに見た様子を、何とかはっきりと再び見たいものだ。

■　なまかたほなること見みえたまはば3、かうまでことことしうもてなし思おぼさじ4」

◇　少しでも不具なところがおありならば、こんなにまで大げさに大事にお世話なさるまい」

■　など、なかなか心こころもとなう恋こひしう思おもひきこえたまふ。

◇　などと、かえって焦れったく恋しく思い申し上げなさる。


1? 【異ざまのことはともかくも思ひさだむべき】玉鬘の結婚については出仕後に決めよう、の意。

2 【ほのかなりしさまを】以下「もてなし思さじ」まで、内大臣の心中。

3 【見えたまはば】玉鬘に対する敬意。

4 【もてなし思さじ】主語は源氏。


行幸．３．５．１６

■　今いまぞ、かの御夢おほむゆめも1、まことに思おぼしあはせける。

◇　今になって、あの御夢も、本当にお分かりになったのであった。

■　女御にょうごばかりには、さだかなることのさまを聞きこえたまうけり。

◇　弘徽殿女御だけには、はっきりと事情をお話し申し上げなさったのであった。


1 【かの御夢も】「蛍」巻（第三章五段）に語られていた夢。


第六段　近江の君、玉鬘を羨む

行幸．３．６．１

■　世よの人聞ひとぎきに、

◇　世間の人の口の端のために、

■　「しばしこのこと出いださじ」

◇　「暫くの間はこのことを上らないように」

■　と、切せちに籠こめたまへど1、口くちさがなきものは世よの人ひとなりけり。

◇　と、特にお隠しになっていたが、おしゃべりなのは世間の人であった。

■　自然じねんに言いひ漏もらしつつ、やうやう聞きこえ出いで来くるを、かのさがな者ものの君聞きみききて2、女御にょうごの御前おまへに、中将ちゅうじゃう、少将せうしゃうさぶらひたまふに出いで来きて3、

◇　自然と噂が流れ流れて、だんだんと評判になって来たのを、あの困り者の姫君が聞いて、女御の御前に、中将や、少将が伺候していらっしゃる所に出て来て、


1 【世の人聞きにしばしこのこと出ださじと切に籠めたまへど】源氏・内大臣いづれとも特定できない、二人の心中。

2 【かのさがな者の君聞きて】近江君が聞いて、の意。

3 【さぶらひたまふに出で来て】格助詞「に」場所を表す。「出で来て」の主語は近江の君。


行幸．３．６．２

■　「殿とのは、御女おほむむすめまうけたまふべかなり1。

◇　「殿は、姫君をお迎えあそばすそうですね。

■　あな、めでたや。

◇　まあ、おめでたいこと。

■　いかなる人ひと、二方ふたかたに2もてなさるらむ。

◇　どのような方が、お二方に大切にされるのでしょう。

■　聞きけば、かれも劣おとり腹ばらなり3」

◇　聞けば、その人も賤しいお生まれですね」


1 【殿は御女まうけたまふべかなり】以下「かれも劣り腹なり」まで、近江の君の詞。「べかなり」は「べかる」の撥音便化がさらに無表記の形、「なり」伝聞推定の助動詞。

2 【二方に】内大臣と源氏に。

3 【かれも劣り腹なり】係助詞「も」は同類を表す。自分も玉鬘も身分の低い母親から生れた娘だ、の意。


行幸．３．６．３

■　と、あふなげにのたまへば、女御にょうご、かたはらいたしと思おぼして、ものものたまはず。

◇　と、無遠慮におっしゃるので、女御は、はらはらなさって、何ともおっしゃらない。

■　中将ちゅうじゃう、

◇　中将が、

行幸．３．６．４

■　「しか、かしづかるべきゆゑこそ1ものしたまふらめ2。

◇　「そのように、大切にされるわけがおありなのでしょう。

■　さても、誰たが言いひしことを、かくゆくりなくうち出いでたまふぞ。

◇　それにしても、誰が言ったことを、このように唐突におっしゃるのですか。

■　もの言いひただならぬ女房にょうばうなどP22こそ3、耳みみとどむれ」

◇　口うるさい女房たちが、耳にしたらたいへんだ」


P22 など--なとも（も/＄〈朱〉）

1 【しかかしづかるべきゆゑこそ】以下「耳とどむれ」まで、中将（柏木）の詞。

2 【こそものしたまふらめ】『完訳』は「言外に、しかしあなたには大事にされる理由がない、の意」と注す。

3 【女房などこそ】大島本は「女房なとも（も＄〈朱〉）こそ」とある。すなわち朱筆で「も」をミセケチにする。『新大系』は底本の訂正に従う。『評釈』『集成』『古典セレクション』は関戸本及び諸本に従って「などもこそ」と校訂する。


行幸．３．６．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

行幸．３．６．６

■　「あなかま1。

◇　「おだまり。

■　皆聞みなききてはべり。

◇　すっかり聞いております。

■　尚侍ないしのかみになるべかなり2。

◇　尚侍になるのだそうですね。

■　宮仕みやづかへにと急いそぎ出いで立たちはべりしことは3、さやうの御おほむかへりみもやとて4こそ、なべての女房にょうばうたちだに仕つかうまつらぬことまで、おりたち仕つかうまつれ。

◇　宮仕えにと心づもりして出て参りましたのは、そのようなお情けもあろうかと思ってなので、普通の女房たちですら致さぬようなことまで、進んで致しました。

■　御前おまへのつらくおはしますなり」

◇　女御様がひどくていらっしゃるのです」


1 【あなかま】以下「おはしますなり」まで、近江の君の詞。

2 【尚侍になるべかなり】「べかなり」は「べかるなり」の撥音便化がさらに無表記された形。「なり」は伝聞推定の助動詞。

3 【宮仕へにと急ぎ出で立ちはべりしことは】主語は自分近江の君。

4 【さやうの御かへりみもやとて】『集成』は「尚侍に推薦でもして頂けようかと期待して」と注す。


行幸．３．６．７

■　と、恨うらみかくれば、皆みなほほ笑ゑみてP23、

◇　と、恨み言をいうので、みなにやにやして、


P23 ほほ笑みて--ほお（お/＄ほ〈朱〉）ゑみて


行幸．３．６．８

■　「尚侍ないしのかみあかばP24、なにがしこそ2望のぞまむと思おもふを、非道ひだうにも思おぼしかけけるかな」

◇　「尚侍に欠員ができたら、わたしこそが願い出ようと思っていたのに、無茶苦茶なことをお考えですね」


P24 あかば--ある（る/＄か〈朱〉）は

1? 【なべての女房たちだに仕ふまつらぬことまで】『完訳』は「便器掃除や水汲みん下使いをも辞さぬ覚悟」と注す。

2 【尚侍あかばなにがしこそ】以下「思しかけけるかな」まで、子息たちの詞。『完訳』は「女の職掌の尚侍に男も志願したいとは、愚弄の言葉である」と注す。


行幸．３．６．９

■　などのたまふに、腹立はらだちて、

◇　などとおっしゃるので、腹を立てて、

行幸．３．６．１０

■　「めでたき御仲おほむなかに1、数かずならぬ人ひとは、混まじるまじかりけり2。

◇　「立派なご兄姉の中に、人数にも入らない者は、仲間入りすべきではなかったのだわ。

■　中将ちゅうじゃうの君きみぞつらくおはする。

◇　中将の君はひどくていらっしゃる。

■　さかしらに迎むかへたまひて3、軽かろめあざけりたまふ。

◇　自分からかってにお迎えになって、軽蔑し馬鹿になさる。

■　せうせうの人ひとは4、え立たてるまじき殿とのの内うちかな。

◇　普通の人では、とても住んでいられない御殿の中ですわ。

■　あな、かしこ。

◇　ああ、恐い。

■　あな、かしこ」

◇　ああ、恐い」


1 【めでたき御仲に】以下「あなかしこあなかしこ」まで、近江の君の詞。

2 【数ならぬ人は混じるまじかりけり】「数ならぬ人」は謙遜の言葉。「まじかり」は三人称に付いた形で、不可能の推量の意を表す。

3 【さかしらに迎へたまひて】中将（柏木）が近江の君を探し出して迎えたことは、「常夏」巻（第一章二段）に語られている。

4 【せうせうの人は】『集成』は「「せうせう」は、「少々」。漢語で、女性の用語としてふさわしくない」。『完訳』は「感情の高ぶりとともに短文となり最後は感嘆詞」と注す。


行幸．３．６．１１

■　と、後しりへざまにゐざり退しぞきて、見みおこせたまふ。

◇　と、後ろの方へいざり下がって、睨んでいらっしゃる。

■　憎にくげもなけれど、いと腹悪はらあしげに目尻引まじりひき上あげたり。

◇　憎らしくもないが、たいそう意地悪そうに目尻をつり上げている。

行幸．３．６．１２

■　中将ちゅうじゃうは、かく言いふにつけても1、

◇　中将は、このように言うのを聞くにつけ、

■　「げにし過あやまちたること」

◇　「まったく失敗したことだ」

■　と思おもへば、まめやかにてものしたまふ。

◇　と思うので、まじめな顔をしていらっしゃる。

■　少将せうしゃうは、

◇　少将は、


1 【かく言ふにつけても】主語は近江の君。


行幸．３．６．１３

■　「かかる方かたにても2、類たぐひなき御おほむありさまを、おろかにはよも思おぼさじ3。

◇　「こちらの宮仕えでも、またとないようなご精勤ぶりを、いいかげんにはお思いでないでしょう。

■　御心みこころしづめたまうてこそ。

◇　お気持ちをお鎮めになって下さい。

■　堅かたき巌いはほも沫雪あわゆきになしたまうつべき御おほむけしきなれば、いとよう思おもひかなひたまふ時ときもありなむ」

◇　固い岩も沫雪のように蹴散らかしてしまいそうなお元気ですから、きっと願いの叶う時もありましょう」


1? 【げに過ちたること】柏木の心中。

2 【かかる方にても】以下「時もありなむ」まで、弁少将の詞。

3 【おろかにはよも思さじ】主語は弘徽殿女御。


行幸．３．６．１４

■　と、ほほ笑ゑみて言いひゐたまへり。

◇　と、にやにやして言っていらっしゃる。

■　中将ちゅうじゃうも、

◇　中将も、

行幸．３．６．１５

■　「天あまの岩門鎖いはとさし籠こもりたまひなむや、めやすく」

◇　「天の岩戸を閉じて引っ込んでいらっしゃるのが、無難でしょうね」

行幸．３．６．１６

■　とて、立たちぬれば、ほろほろと泣なきて、

◇　と言って、立ってしまったので、ぽろぽろと涙をこぼして、

行幸．３．６．１７

■　「この君達きみたちさへ、皆みなすげなくしたまふに、ただ御前おまへの御心**のあはれにおはしませば、さぶらふなり」

◇　「わたしの兄弟たちまでが、みな冷たくあしらわれるのに、ただ女御様のお気持ちだけが優しくいらっしゃるので、お仕えしているのです」

◆　 
"この きみ-たち さへ、 みな すげなく し たまふ に、 ただ おまへ の あはれ に おはしませ ば、 さぶらふ なり。"

行幸．３．６．１８

■　とて、いとかやすく、いそしく、下臈童女げらふわらはべなどの仕つかうまつりたらぬ雑役ざふやくをも、立たち走はしり、やすく惑まどひありきつつ、心こころざしを尽つくして宮仕みやづかへしありきて、

◇　と言って、とても簡単に、精を出して、下働きの女房や童女などが行き届かない雑用などをも、走り回り、気軽にあちこち歩き回っては、真心をこめて宮仕えして、

行幸．３．６．１９

■　「尚侍ないしのかみに、おれを、申まうしなしたまへ」

◇　「尚侍に、わたしを、推薦して下さい」

行幸．３．６．２０

■　と責せめきこゆれば、あさましう、

◇　とお責め申すので、あきれて、

■　「いかに思おもひて言いふことならむ」

◇　「どんなつもりで言っているのだろう」

■　と思おぼすに、ものも言いはれたまはず。

◇　とお思いになると、何ともおっしゃれない。

第七段　内大臣、近江の君を愚弄

行幸．３．７．１

■　大臣おとど、この望のぞみを聞ききたまひて、いとはなやかにうち笑わらひたまひて、女御にょうごの御方おほむかたに参まゐりたまへるついでに、

◇　内大臣、この願いをお聞きになって、たいそう陽気にお笑いになって、女御の御方に参上なさった折に、

行幸．３．７．２

■　「いづら、この、近江あふみの君***。

◇　「どこですか、これ、近江の君。

■　こなたに1」

◇　こちらに」

◆　 
"いづら、 この、 あふみ-の-きみ? こなた に。"


1 【いづらこの近江の君こなたに】内大臣の詞。『集成』は「「この」は、強めの気持で発している」と注す。「近江の君」という呼称のしかたは、女房名のような呼び方である。


行幸．３．７．３

■　と召めせば、

◇　とお呼びになると、

行幸．３．７．４

■　「を」

◇　「はあい」

行幸．３．７．５

■　と、いとけざやかに聞きこえて、出いで来きたり。

◇　と、とてもはっきりと答えて、出て来た。

行幸．３．７．６

■　「いと、仕つかへたる御おほむけはひ2、公人おほやけびとにて、げにいかにあひたらむ。

◇　「たいそう、よくお仕えしているご様子は、お役人としても、なるほどどんなにか適任であろう。

■　尚侍ないしのかみのことは、などか、おのれに疾とくはものせざりし」

◇　尚侍のことは、どうして、わたしに早く言わなかったのですか」


1? 【をといとけざやかに】『集成』は「はい。女の応答の言葉。『類聚名義抄』に「吁」に「ヲオ」の訓があり、「女答詞」とある」。『新大系』は「「人の召し侍る御いらへに、男は「よ」と申、女は「を」と申なり」（なよたけの物語）」と注す。『古典セレクション』は「姫君としては、ふさわしからぬ応答」と注す。

2 【いと仕へたる御けはひ】以下「ものせざりし」まで、内大臣の詞。


行幸．３．７．７

■　と、いとまめやかにてのたまへば、いとうれしと思おもひて、

◇　と、たいそう真面目な態度でおっしゃるので、とても嬉しく思って、

行幸．３．７．８

■　「さも、御みけしき賜たまはらまほしう1はべりしかど、この女御殿にょうごどのなど、おのづから伝つたへ聞きこえさせたまひてむP25と、頼たのみP26ふくれて2なむさぶらひつるを、なるべき人ひとものしたまふやうに聞ききP27たまふれば、夢ゆめに富とみしたる心地ここちしはべりてなむ、胸むねに手てを置おきたるやうにはべる3」

◇　「そのように、ご内意をいただきとうございましたが、こちらの女御様が、自然とお伝え申し上げなさるだろうと、精一杯期待しておりましたのに、なる予定の人がいらっしゃるようにうかがいましたので、夢の中で金持になったような気がしまして、胸に手を置いたようでございます」


P25 たまひてむ--給てな（な/＄）む

P26 頼み--なと（なと/＄）たのみ

P27 聞き--き（き/+き〈朱〉）

1 【さも御けしき賜はらまほしう】以下「置きたるやうにはべる」まで、近江の君の詞。

2 【頼みふくれて】『集成』は「「頼みふくる」は、「頼み脹る」。下賎な言葉づかいであろう」と注す。

3 【夢に富したる心地しはべりてなむ胸に手を置きたるやうにはべる】『集成』は「夢醒めてはっと気づくさまをいうか」。『完訳』は「これも下賎な言葉」と注す。


行幸．３．７．９

■　と申まうしたまふ。

◇　とお答えなさる。

■　舌したぶりいとものさはやかなり。

◇　その弁舌はまことにはきはきしたものである。

■　笑ゑみたまひぬべきを念ねんじて、

◇　笑ってしまいそうになるのを堪えて、

行幸．３．７．１０

■　「いとあやしう1、おぼつかなき御癖おほむくせなりや。

◇　「たいそう変った、はっきりしないお癖だね。

■　さも思おぼしのたまはましかば2、まづ人ひとの先さきに奏そうしてまし。

◇　そのようにもおっしゃってくださったら、まず誰より先に奏上したでしょうに。

■　太政大臣おほきおとどの御女3おほむむすめ、やむごとなくとも、ここに切せちに申まうさむことは、聞きこし召めさぬやうあらざらまし。

◇　太政大臣の姫君、どんなにご身分が高かろうとも、わたしが熱心にお願い申し上げることは、お聞き入れなさらぬことはありますまい。

■　今いまにても、申まうし文ぶみを取とり作つくりて、びびしう5書かき出いだされよ。

◇　今からでも、申文をきちんと作って、立派に書き上げなさい。

■　長歌ながうたなどの心こころばへあらむを6御覧ごらんぜむには、捨すてさせたまはじ。

◇　長歌などの趣向のあるのを御覧あそばしたら、きっとお捨て去りなさることはありますまい。

■　主上うへは、そのうちに情なさけ捨すてずおはしませば」

◇　主上は、とりわけ風流を解する方でいらっしゃるから」


1 【いとあやしう】以下「捨てずおはしませば」まで、内大臣の詞。

2 【のたまはましかば】「ましかば--奏してまし」反実仮想の構文。

3 【太政大臣の御女】玉鬘をいう。『集成』は「太政大臣（源氏）の娘という建前で押している」。『完訳』は「以下、源氏などものともしないとする物言いに、近江の君は感心。内大臣は内心に底流する源氏への不満を、彼女の愚弄に慰める」と注す。

4? 【聞こし召さぬやうは】主語は帝。

5 【びびしう】『集成』は「「びびし」は「便々し」で、似つかわしい、ふさわしい、の意」と注す。『完訳』は「美々しう」と宛てる。

6 【長歌などの心ばへあらむを】『完訳』は「女子は漢文の申文は書かない。長歌で代用せよ、と現実的に言う」と注す。


行幸．３．７．１１

■　など、いとようすかしたまふ。

◇　などと、たいそううまくおだましになる。

■　人ひとの親おやげなく、かたはなりや1。

◇　人の親らしくない、見苦しいことであるよ。


1 【人の親げなくかたはなりや】『集成』は「（仮にも娘を愚弄するとは）人の親らしくもなく、見苦しいことです。草子地」。『完訳』は「愚弄を難ずる語り手の評言」と注す。


行幸．３．７．１２

■　「大和歌やまとうたは1、悪あし悪あしもP28続つづけはべりなむ。

◇　「和歌は、下手ながら何とか作れましょう。

■　むねむねしき方かたのこと2はた、殿とのより申まうさせたまはば、つま声ごゑのやうにて3、御徳おほむとくをもかうぶりはべらむ」

◇　表向きのことの方は、殿様からお申し上げ下されば、それに言葉を添えるようにして、お蔭を頂戴しましょう」


P28 悪し悪しも--あしし（し〈後〉/＄〈朱〉+／＼〈朱〉）も

1 【大和歌は】以下「かうぶりはべらむ」まで、近江の君の詞。

2 【むねむねしき方のこと】『集成』は「漢文体の公文書の方は」。『完訳』は「公的な申請」と注す。

3 【つま声のやうにて】「つま声」は未詳の語句。『完訳』は「これも下賎の言葉か」と注す。


行幸．３．７．１３

■　とて、手てを押おしすりて聞きこえゐたり。

◇　と言って、両手を擦り合わせて申し上げていた。

■　御几帳みきちゃうのうしろなどにて聞きく女房にょうばう、死しぬべくおぼゆ。

◇　御几帳の後ろなどにいて聞いている女房は、死にそうなほどおかしく思う。

■　もの笑わらひに堪たへぬは、すべり出いでてなむ、慰なぐさめける。

◇　おかしさに我慢できない者は、すべり出して、ほっと息をつくのであった。

■　女御にょうごも御面赤おほむおもてあかみて、わりなう見苦みぐるしと思おぼしたり。

◇　女御もお顔が赤くなって、とても見苦しいと思っておいでであった。

■　殿とのも、

◇　殿も、

行幸．３．７．１４

■　「ものむつかしき折をりは1、近江あふみの君見きみみるこそ、よろづ紛まぎるれ」

◇　「気分のむしゃくしゃする時は、近江の君を見ることによって、何かと気が紛れる」


1 【ものむつかしき折は】以下「よろづ紛るれ」まで、内大臣の詞。


行幸．３．７．１５

■　とて、ただ笑わらひ種ぐさにつくりたまへど、世人よひとは、

◇　と言って、ただ笑い者にしていらっしゃるが、世間の人は、

行幸．３．７．１６

■　「恥はぢがてら、はしたなめたまふ1」

◇　「ご自分でも恥ずかしくて、ひどい目におあわせになる」


1 【恥ぢがてらはしたなめたまふ】世人の噂。


行幸．３．７．１７

■　など、さまざま言いひけり。

◇　などと、いろいろと言うのであった。


３０． 藤袴 (ふぢばかま)

第一章　玉鬘の物語　玉鬘と夕霧との新関係

第一段　玉鬘、内侍出仕前の不安

藤袴．１．１．１

■　尚侍ないしの御宮仕かみのおほむみやづかへのことを1、誰たれも誰たれもそそのかしたまふも2、

◇　尚侍としての御出仕のことを、どなたもどなたもお勧めなさるが、

■　「いかならむ3。

◇　「どうしたものだろうか。

■　親おやと思おもひきこゆる人ひとの御心みこころだに、うちとくまじき世よなりければ4、ましてさやうの交まじらひにつけて、心こころよりほかに便びんなきこともあらば5、中宮ちゅうぐうも女御にょうごも、方かたがたにつけて心こころおきたまはば、はしたなからむに、わが身みはかくはかなきさまにて、いづ方かたにも深ふかく思おもひとどめられたてまつれるほどもなく6、浅あさきおぼえにて、ただならず思おもひ言いひ、いかで人笑ひとわらへなるさまに見聞みききなさむと7、うけひたまふ人ひとびとも多おほく8、とかくにつけて、やすからぬことのみありぬべき」

◇　親とお思い申し上げる方のお気持ちでさえ、気を許すことのできない世の中なので、ましてそのような宮仕えにつけて、思いがけない不都合なことが生じたら、中宮にも女御にも、それぞれ気まずい思いをお持ちになったら、立つ瀬がなくなるだろうから、自分の身の上はこのように頼りない状態で、どちらの親からも深く愛していただける縁もなく、世間からも軽く見られているので、いろいろと取り沙汰されたり、何とか物笑いの種にしようと呪っている人々も多く、何かにつけて、嫌なことばかりあるにちがいない」

■　を、もの思おぼし知しるまじきほどにしあらねば9、さまざまに思おもほし乱みだれ、人知ひとしれずもの嘆なげかし。

◇　からと、分別のないお年頃でもないから、いろいろとお思い悩んで、独り嘆いていらっしゃる。


1 【尚侍の御宮仕へのことを】源氏三十七歳の八月。玉鬘の尚侍出仕の話題から始まる。

2 【誰れも誰れもそそのかしたまふも】源氏や内大臣らが。

3 【いかならむ】以下「ありぬべき」まで玉鬘の心中。「を」接続助詞。本来の感動詞のニュアンスも残していよう。また格助詞としても目的格の機能もないではない。しかし引用の格助詞「と」がないので、下に続く構文。心中文が地の文に流れる。『集成』は「以下「とかくにつけて、やすからぬことありぬべきを」まで、玉鬘の心中を叙し、自然に地の文になって、「ものおぼし知るまじきほどにしあらねば」に続く形」。『完訳』は「以下、玉鬘の心内。直接話法がしだいに間接話法にうつる語り口」と注す。

4 【親と思ひきこゆる人の御心だにうちとくまじき世なりければ】『完訳』は「養父源氏の懸想に悩むこと。「世」は源氏との仲をさすとともに、世間一般を思う文脈へと続く」と注す。

5 【心よりほかに便なきこともあらば】帝から寵愛を受けること。

6 【たてまつれるほどもなく】大島本は「たてまつれる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たてまつる」と校訂する。

7 【ただならず思ひ言ひいかで人笑へなるさまに見聞きなさむと】『集成』は「尚侍として入内する玉鬘の幸福を妬み、中宮方や弘徽殿方との軋轢で、その挫折を願う人々も多い」。『完訳』は「源氏とただの仲であるまいと」と注す。

8 【うけひたまふ人びとも多く】『完訳』は「敬語の使用から、源氏の妻妾たちか」と注す。

9 【もの思し知るまじきほどにしあらねば】玉鬘二十三歳。


藤袴．１．１．２

■　「さりとて1、かかるありさまも悪あしきことはなけれど、この大臣おとどの御心みこころばへの、むつかしく心こころづきなきも、いかなるついでにかは2、もて離はなれて、人ひとの推おし量はかるべかめる筋すぢを、心こころきよくもあり果はつべき。

◇　「そうかといって、このままの状態も悪いことはないけれども、この大臣のお気持ちの、厄介で厭わしいのも、どのような機会に、すっきりと断ち切って、世間の人が邪推しているらしいことを、潔白で通すことができようか。

■　まことの父大臣ちちおとども、この殿との思おぼさむところ3、憚はばかりたまひて、うけばりてとり放はなち、けざやぎたまふべきことにもあらねば、なほとてもかくても4、見苦みぐるしう、かけかけしきありさまにて、心こころを悩なやまし、人ひとにもて騒さわがるべき身みなめり」

◇　実の父大臣も、こちらの殿のお考えに、遠慮なさって、堂々と引き取って、はっきり娘としてお扱いになることはないのだから、やはりいずれにしても、外聞悪く、色めいた有様で、心を悩まし、世間の人から噂される身の上のようだ」


1 【さりとて】以下「もて騒がるべきみなめり」まで、玉鬘の心中文。

2 【いかなるついでにかは】「ありはつべき」に係る。反語表現。

3 【この殿の思さむところ】大島本は「おほさむ所」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ところを」と「を」を補訂する。

4 【なほとてもかくても】尚侍として出仕してもまたこのまま六条院にいても、の意。


藤袴．１．１．３

■　と、なかなかこの親尋おやたづねきこえたまひて後のちは、ことに憚はばかりたまふけしきもなき大臣おとどの君きみの御おほむもてなしを取とり加くはへつつ1、人知ひとしれずなむ嘆なげかしかりける。

◇　と、かえって実の親をお捜し当てなさった後は、とくに遠慮なさるご様子もない大臣の君のお扱いを加え加えして、独り嘆いているのであった。


1 【御もてなしを取り加へつつ】「つつ」接続助詞、同じ動作の反復の意。


藤袴．１．１．４

■　思おもふことを、まほならずとも、片端かたはしにてもうちかすめつべき女***P1親をむなおやもおはせず、いづ方かたもいづ方かたも、いと恥はづかしげに、いとうるはしき御おほむさまどもには、何なにごとをかは1、さなむ、かくなむとも聞きこえ分わきたまはむ。

◇　悩み事を、すっかりでなくとも、一部分だけでも漏らすことのできる女親もいらっしゃず、どちらの親も、とても立派で近づきがたいご様子では、どのようなことを、ああですとか、こうですとか申し上げて理解していただけようか。

■　世よの人ひとに似にぬ身みのありさまを、うち眺ながめつつ、夕暮ゆふぐれの空そらの2あはれげなるけしきを、端近はしちかうて見出みいだしたまへるさま、いとをかし。

◇　世間の人とは違ったわが身の上を、物思いに耽りながら、夕暮の空のしみじみとした様子を、端近くに出て眺めていらっしゃる姿、たいそう美しい。

◆　 
おもふ こと を、 まほ なら ず とも、 かたはし にて も うち-かすめ つ べき をむなおや も おはせ ず、 いづかた も いづかた も、 いと はづかしげ に、 いと うるはしき おほむ-さま-ども に は、 なにごと を か は、 さ なむ、 かく なむ と も きこえ わき たまは む? よのひと に に ぬ み の ありさま を、 うち-ながめ つつ、 ゆふぐれ の そら の あはれげ なる けしき を、 はし ちかう て みいだし たまへ る さま、 いと をかし。


P1 女--*をなん

1 【何ごとをかは】「聞こえ分きたまはむ」に係る。反語表現。

2 【夕暮の空の】大島本は「夕くれの空の」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「夕暮の空」と「の」を削除する。


第二段　夕霧、源氏の使者として玉鬘を訪問

藤袴．１．２．１

■　薄うすき鈍色にびいろの御衣おほむぞ、なつかしきほどにやつれて1、例れいに変かはりたる色いろあひにしも、容貌かたちはいとはなやかにもてはやされておはするを、御前おまへなる人ひとびと2は、うち笑ゑみて見みたてまつるに、宰相中将3さいしゃうのちゅうじゃう、同おなじ色いろの、今いますこしこまやかなる直衣姿なほしすがたにて4、纓巻えいまきたまへる姿すがたしも、またいとなまめかしくP2きよらにておはしたり。

◇　薄色の御喪服を、しっとりと身にまとって、いつもと変わった色合いに、かえってその器量が引き立って美しくいらっしゃるのを、御前の女房たちは、にっこりして拝しているところに、宰相中将が、同じ喪服の、もう少し色の濃い直衣姿で、纓を巻いていらっしゃる姿が、またたいそう優雅で美しくいらっしゃった。


P2 なまめかしく--なまめかし（し/+く〈朱〉）

1 【薄き鈍色の御衣なつかしきほどにやつれて】大宮の服喪のため。後の「藤裏葉」巻に、三月二十日に薨去したことが語られている。

2 【御前なる人びと】玉鬘の御前に伺候する女房たち。

3 【宰相中将】夕霧、参議兼近衛中将。

4 【同じ色の今すこしこまやかなる直衣姿にて】『完訳』は「母方の祖母の死は服喪三か月。その期間が過ぎたのに父方の玉鬘（服喪期間五か月）より濃い喪服を着用」。『集成』は「夕霧には外祖母の喪であるが、最近まで親しく養育されていたので、普通よりも濃い色を着ている」と注す。


藤袴．１．２．２

■　初はじめより、ものまめやかに心寄こころよせきこえたまへば、もて離はなれて疎々うとうとしきさまには1、もてなしたまはざりしならひに、今いま、あらざりけりとて、こよなく変かはらむもうたてあれば、なほ御簾みすに几帳添きちゃうそへたる御対面おほむたいめんは、人伝ひとづてならでありけり。

◇　初めから、誠意を持って好意をお寄せ申し上げていらっしゃったので、他人行儀にはなさらなかった習慣から、今、姉弟ではなかったといって、すっかりと態度を改めるのもいやなので、やはり御簾に几帳を加えたご面会は、取り次ぎなしでなさるのであった。

■　殿とのの御消息おほむせうそこにて2、内裏うちより仰おほせ言ごとあるさま3、やがてこの君きみのうけたまはりたまへるなりけり。

◇　殿のお使いとして、宮中からのお言葉の内容を、そのままこの君がお承りなさったのであった。


1 【もて離れて疎々しきさまには】主語は玉鬘。

2 【殿の御消息にて】源氏の御消息の使いとして、の意。

3 【内裏より仰せ言あるさま】主上から尚侍として出仕せよという趣旨。


藤袴．１．２．３

■　御返おほむかへり、おほどかなるものから、いとめやすく聞きこえなしたまふけはひの、らうらうじくなつかしきにつけても、かの野分のわきの朝あしたの御朝顔おほむあさがほは1、心こころにかかりて恋こひしきを、うたてある筋すぢに思おもひし、聞きき明あきらめて後のちは、なほもあらぬ心地添ここちそひて、

◇　お返事は、おっとりとしたものの、たいそう難のなくお答え申し上げなさる態度が、いかにも才気があって女性らしいのにつけても、あの野分の朝のお顔が心にかかって恋しいので、いやなことだと思ったが、真相を聞き知ってから後は、やはり平静ではいられない気持ちが加わって、


1 【かの野分の朝の御朝顔は】「野分」巻に語られていた源氏と玉鬘が一緒にいた場面（第二章四段）。「朝顔」は歌語。


藤袴．１．２．４

■　「この宮仕みやづかひを1、おほかたにしも思おぼし放はなたじ2かし。

◇　「この宮仕えをなさっても、普通のことではお諦めになるまい。

■　さばかり見所みどころある御おほむあはひどもにて3、をかしきさまなることのわづらはしき4、はた、かならず出いで来きなむかし」

◇　あれほどに見事なご夫人たちとの間柄でも、美しい人であるための厄介なことが、きっと起こるだろう」


1 【この宮仕ひを】以下「来なむかし」まで、夕霧の心中。「この」は玉鬘の、の意。

2 【おほかたにしも思し放たじ】主語は源氏。

3 【さばかり見所ある御あはひどもにて】あれほど素晴らしい六条院の御夫人方との間柄ながら、の意。

4 【をかしきさまなることのわづらはしき】『完訳』は「玉鬘の魅力に起因する厄介な事態。六条院の破綻を想像」と注す。


藤袴．１．２．５

■　と思おもふに、ただならず、胸むねふたがる心地ここちすれど、つれなくすくよかにて、

◇　と思うと、気が気でなく、胸のふさがる思いがするが、素知らぬ顔で真面目に、

藤袴．１．２．６

■　「人ひとに聞きかすまじとはべりつることを聞もきこえさせむに、いかがはべるべき」

◇　「誰にも聞かせるなとのことでございましたお言葉を申し上げますので、どう致しましょうか」

藤袴．１．２．７

■　とけしき立だてば、近ちかくさぶらふ人ひとも、すこし退しりぞきつつ、御几帳みきちゃうのうしろなどにそばみあへり2。

◇　と意味ありげに言うので、近くに伺候している女房たちも、少し下がり下がりして、御几帳の後ろなどに顔を横に向け合っていた。


1? 【人に聞かすまじとはべりることを】以下「いかがはべるべき」まで、夕霧の詞。「人に聞かすまじ」は源氏の言。「まじ」禁止の意。

2 【そばみあへり】『集成』は「遠慮の体」。『完訳』は「顔をそむけ、声を聞かぬ挙措」と注す。


第三段　夕霧、玉鬘に言い寄る

藤袴．１．３．１

■　そら消息せうそこをつきづきしくとり続つづけて、こまやかに聞きこえたまふ。

◇　嘘の伝言をそれらしく次々と続けて、こまごまと申し上げなさる。

■　主上うへの御みけしきのただならぬ筋すぢを、さる御心みこころしたまへ、などやうの筋すぢなり1。

◇　主上のご執心が並大抵ではないのを、ご注意なさい、などというようなことである。

■　いらへたまはむ言こともなくて、ただうち嘆なげきたまへるほど、忍しのびやかに、うつくしくいとなつかしきに、なほえ忍しのぶまじく、

◇　お答えなさる言葉もなくて、ただそっと溜息をついていらっしゃるのが、ひっそりとして、かわいらしくとても優しいので、やはり我慢できず、


1 【主上の御けしきのただならぬ筋をさる御心したまへなどやうの筋なり】『集成』は「人払いして話した作りごとの内容を説明する」。語り手の説明的叙述。


藤袴．１．３．２

■　「御服おほむぶくも、この月つきには1脱ぬがせたまふべきを、日ひついでなむ吉よろしからざりける。

◇　「ご服喪も、今月にはお脱ぎになる予定ですが、日が吉くありませんでした。

■　十三日じふさむに、河原ちにかはらへ出いでさせたまふべきよしのたまはせつP3,2。

◇　十三日に、河原へお出であそばすようにとおっしゃっていました。

■　なにがしも御供おほむともにさぶらふべくなむ思おもひたまふる」

◇　わたしもお供致したいと存じております」


P3 のたまはせつ--の給はせ（せ/+つ〈朱〉）

1 【御服もこの月には】以下「思ひたまふる」まで、夕霧の詞。父方の祖母の服喪は五か月。大宮の薨去の三月二十日からは五か月経たことになる。

2 【のたまはせつ】大島本は「の給ハせ（せ＋つ〈朱〉）」とある。すなわち朱筆で「つ」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「のたまはせつる」と校訂する。


藤袴．１．３．３

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

藤袴．１．３．４

■　「たぐひたまはむも1ことことしきやうにやはべらむ。

◇　「ご一緒くださると事が仰々しくございませんか。

■　忍しのびやかにてこそよくはべらめ」

◇　人目に立たないほうがよいでしょう」


1 【たぐひたまはむも】以下「よくはべらめ」まで、玉鬘の返事。


藤袴．１．３．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　この御服おほむぶくなんどの詳くはしきさまを1、人ひとにあまねく知しらせじとおもむけたまへる2けしき、いと労らうあり。

◇　このご服喪などの詳細なことを、世間の人に広く知らすまいとしていらっしゃる配慮、たいそう行き届いている。

■　中将ちゅうじゃうも、

◇　中将も、


1 【この御服なんどの詳しきさまを】大島本は「なんとの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「などの」と校訂する。『集成』は「玉鬘が大宮の喪に服している詳しい事情を」と注す。

2 【人にあまねく知らせじとおもむけたまへる】『集成』は「玉鬘の素姓は、今しばらく秘密にしようというのが、源氏と内大臣の約束でもあった」と注す。


藤袴．１．３．６

■　「漏もらさじと、つつませたまふらむこそ1、心憂こころうけれ。

◇　「世間の人に知られまいと、隠していらっしゃるのが、たいそう情ないのです。

■　忍しのびがたく思おもひたまへらるる形見かたみなれば、脱ぬぎ捨すてはべらむことも、いともの憂うくはべるものを2。

◇　恋しくてたまらなく存じました方の形見なので、脱いでしまいますのも、たいそう辛うございますのに。

■　さても、あやしうもて離はなれぬことの、また心得こころえがたきにこそはべれ3。

◇　それにしても、不思議にご縁のありますことが、また腑に落ちないのでございます。

■　この御おほむあらはし衣ごろもの色4いろなくは、えこそ思おもひたまへ分わくまじかりけれ」

◇　この喪服の色を着ていなかったら、とても分からなかったことでしょう」


1 【漏らさじとつつませたまふらむこそ】以下「思ひたまへ分くまじかりけれ」まで、夕霧の詞。

2 【いともの憂くはべるものを】「を」間投助詞、詠嘆の意。

3 【心得がたきにこそはべれ】夕霧は玉鬘が内大臣の実娘であることを知ってもなぜ六条院に迎えられたか分からない。

4 【御あらはし衣の色】同血縁であることを表す喪服の色、の意。


藤袴．１．３．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

藤袴．１．３．８

■　「何なにごとも思おもひ分わかぬ心こころには1、まして2ともかくも思おもひたまへたどられはべらねど、かかる色いろこそ、あやしくものP4あはれなるわざにはべりけれ」

◇　「何も分別のないわたしには、ましてどういうことか筋道も辿れませんが、このような色は、妙にしみじみと感じさせられるものでございますね」


P4 もの--も（も/+の〈朱〉）

1 【何ごとも思ひ分かぬ心には】以下「あはれなるわざにはべりけれ」まで、玉鬘の詞。

2 【まして】あなた以上に、の意。


藤袴．１．３．９

■　とて、例れいよりもしめりたる御みけしき、いとらうたげにをかし。

◇　と言って、いつもよりしんみりしたご様子、たいそう可憐で美しい。

第四段　夕霧、玉鬘と和歌を詠み交す

藤袴．１．４．１

■　かかるついでにとや思おもひ寄よりけむ1、蘭らにの花はなのいとおもしろきを持もたまへりけるを、御簾みすのつまよりさし入いれて、

◇　このような機会にとでも思ったのであろうか、蘭の花のたいそう美しいのを持っていらっしゃったが、御簾の端から差し入れて、


1 【かかるついでにとや思ひ寄りけむ】語り手の推測。


藤袴．１．４．２

■　「これも御覧ごらんずべきゆゑはありけり1」

◇　「この花も御覧になるわけのあるものです」


1 【これも御覧ずべきゆゑはありけり】夕霧の詞。


藤袴．１．４．３

■　とて、とみにも許ゆるさで持もたまへれば、うつたへに思おもひ寄よらで1取とりたまふ御袖おほむそでを、引ひき動うごかしたり。

◇　と言って、すぐには手放さないで持っていらっしゃったので、全然気づかないで、お取りになろうとするお袖を引いた。


1 【うつたへに思ひ寄らで】大島本は「思よらて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思ひもよらで」と「も」を補訂する。『集成』は「〔夕霧の真意に〕別に気づきもせずに」。『完訳』は「まるでそれと気づかずに」と訳す。「うつたへに」副詞、否定表現と呼応して、決して、全然--ない、の意。


藤袴．１．４．４

■　「同おなじ野のの露つゆにやつるる藤袴ふぢばかま

あはれはかけよかことばかりも1」

◇　「あなたと同じ野の露に濡れて萎れている藤袴です

やさしい言葉をかけて下さい、ほんの申し訳にでも」


1 【同じ野の露にやつるる藤袴あはれはかけよかことばかりも】夕霧から玉鬘への贈歌。「あはれはかけよ」と訴える。完訳「「藤袴」は、「藤衣」（喪服）の意をひびかすとともに、ゆかりの色（藤−薄紫）の意を表し、縁者同士の交誼をと訴えた」と注す。


藤袴．１．４．５

■　「道みちの果はてなるS1」

◇　「道の果てにある」

■　とかや1、いと心こころづきなくうたてなりぬれど、見知みしらぬさまに、やをら引ひき入いりて、

◇　というのかと思うと、とても疎ましく嫌な気になったが、素知らない様子に、そっと奥へ引き下がって、


S1 東路の道の果てなる常陸帯のかごとばかりも逢ひ見てしがな（古今六帖五二-三三六〇）

1 【道の果てなるとかや】以下、「うたてなりぬれと」まで、玉鬘の心中。引歌「東路の道の果てなる常陸帯のかごとばかりも逢ひ見てしがな」（古今六帖五、帯、三三六〇）による。


藤袴．１．４．６

■　「尋たづぬるにはるけき野辺のべの露つゆならば

薄紫うすむらさきやかことならまし1

かやうにて聞きこゆるより、深ふかきゆゑはいかが」

◇　「尋ねてみて遥かに遠い野辺の露だったならば

薄紫のご縁とは言いがかりでしょう

このようにして申し上げる以上に、深い因縁はございましょうか」


1 【尋ぬるにはるけき野辺の露ならば薄紫やかことならまし】玉鬘の返歌。「野」「露」「かこと」の語句を用い、「藤袴」はその色「薄紫」を用いて、「かことならまし」と切り返す。『完訳』は「反実仮想の構文で、実際には二人は無関係で「かごと」は「露」ほども当らぬ、と切り返した歌」と注す。「武蔵野は袖ひつばかりわけしかど若紫は尋ねわびにき」（後撰集雑二、一一七七、読人しらず）を踏まえる。


藤袴．１．４．７

■　とのたまへば、すこしうち笑わらひて、

◇　とおっしゃるので、少しにっこりして、

藤袴．１．４．８

■　「浅あさきも深ふかきも2、思おぼし分わく方かたははべりなむと思おもひたまふる。

◇　「浅くも深くも、きっとお分かりになることでございましょうと存じます。

■　まめやかには、いとかたじけなき筋すぢを3思おもひ知しりながら、えしづめはべらぬ心こころのうちを、いかでかしろしめさるべき。

◇　実際は、まことに恐れ多い宮仕えのことを存じながら、抑えきれません思いのほどを、どのようにしてお分りになっていただけましょうか。

■　なかなか思おぼし疎うとまむがわびしさに、いみじく籠こめはべるを、今いまはた同おなじS2と4、思おもひたまへわびてなむ5。

◇　かえってお疎みになろうことがつらいので、ひどく堪えておりましたのが、今はもう同じこと、ぜひともと思い余って申し上げたのです。


S2 侘びぬれば今はた同じ難波なる身を尽くしても逢はむとぞ思ふ（後撰集恋五-九六〇　元良親王）

1? 【かやうに聞こゆるより深きゆゑはいかが】歌に続けた玉鬘の詞。「いかが」の下に「あらむ」などの語句が省略。

2 【浅きも深きも】以下「思しをけよ」まで、夕霧の詞。

3 【いとかたじけなき筋を】尚侍としての出仕をさす。

4 【今はた同じと】引歌「わびぬれば今はた同じ難波なるみをつくしても逢はむとぞ思ふ」（後撰集恋五、九六〇、元良親王）。

5 【思ひたまへわびてなむ】下に「言ひにける」などの語句が省略。


藤袴．１．４．９

■　頭中将とうのちゅうじゃうのけしきは御覧ごらんじ知しりきや。

◇　頭中将の気持ちはご存知でしたか。

■　人ひとの上うへに、なんど思おもひはべりけむ1。

◇　他人事のように、どうして思ったのでございましょう。

■　身みにてこそ、いとをこがましく、かつは思おもひたまへ知しられけれ2。

◇　自分の身になってみて、たいそう愚かなことだと、その一方でよく分りました。

■　なかなか、かの君きみは思おもひさまして、つひに、御おほむあたり離はなるまじき頼たのみに3、思おもひ慰なぐさめたるけしきなど見みはべるも、いとうらやましくねたきに、あはれとだに思おぼしおけよ」

◇　かえってあの君は落ち着いていて、結局、ご姉弟の縁の切れないことをあてにして、思い慰めている様子などを拝見致しますのも、たいそう羨ましく憎らしいので、せめてかわいそうだとでもお心に留めてやってください」


1 【なんど思ひはべりけむ】大島本は「なんと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「など」と校訂する。

2 【かつは思ひたまへ知られけれ】『集成』は「内心よく分りもしました」。『完訳』は「同時によく得心せずにいられません」と訳す。

3 【御あたり離るまじき頼みに】実の姉弟の関係を期待して、の意。


藤袴．１．４．１０

■　など、こまかにP5聞きこえ知しらせたまふこと多おほかれど、かたはらいたければ書かかぬP6なり。

◇　などと、こまごまと申し上げなさることが多かったが、どうかと思われるので書かないのである。


P5 こまかに--こまや（や/＃〈朱〉）かに

P6 書かぬ--から（ら/＄か〈朱〉）ぬ


藤袴．１．４．１１

■　尚侍かむの君2きみ、やうやう引ひき入いりつつ、むつかしと思おぼしたれば、

◇　尚侍の君は、だんだんと奥に引っ込みながら、厄介なことだとお思いでいたので、


1? 【かたはらいたけれは書かぬなり】『集成』は「省筆の弁を兼ねた草子地」。『完訳』は「語り手の省筆の言辞。夕霧のしたたかな懸想ぶりを思わせる」と注す。

2 【尚侍の君】玉鬘。既に尚侍に就任したことを示す。


藤袴．１．４．１２

■　「心憂こころうき御みけしきかな1。

◇　「冷たいそぶりをなさいますね。

■　過あやまちすまじき心こころのほどは、おのづから御覧ごらんじ知しらるるやうもはべらむものを」

◇　間違い事は決して致さない性格であることは、自然とご存知でありましょうに」


1 【心憂き御けしきかな】以下「はべらむものを」まで、夕霧の詞。


藤袴．１．４．１３

■　とて、かかるついでに、今いますこし漏もらさまほしけれど1、

◇　と言って、このような機会に、もう少し打ち明けたいのだが、


1 【今すこし漏らさまほしけれど】大島本は「今すこし」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「今すこしも」と「も」を補訂する。


藤袴．１．４．１４

■　「あやしくなやましくなむ1」

◇　「妙に気分が悪くなりまして」


1 【あやしくなやましくなむ】玉鬘の詞。


藤袴．１．４．１５

■　とて、入いり果はてたまひぬれば、いといたくうち嘆なげきてP7立たちたまひぬ。

◇　と言って、すっかり入っておしまいになったので、とてもひどくお嘆きになってお立ちになった。


P7 嘆きて--なゝ（ゝ/＄〈朱〉）けきて


第五段　夕霧、源氏に復命

藤袴．１．５．１

■　「なかなかにもうち出いでてけるかな1」

◇　「言わないでもよいことを言ってしまった」

■　と、口惜くちをしきにつけても、かの、今いますこし2身みにしみておぼえし御おほむけはひを、かばかりの物越ものごしにても、

◇　と、悔やまれるにつけても、あの、もう少し身にしみて恋しく思われた御方のご様子を、このような几帳越しにでも、

■　「ほのかに御声おほむこゑをだに、いかならむついでにか聞きかむ」

◇　「せめてかすかにお声だけでも、どのような機会に聞くことができようか」

■　と、やすからず思おもひつつ、御前おまへに参まゐりたまへれば、出いでたまひて、御返おほむかへりなど聞きこえたまふ。

◇　と、穏やかならず思いながら、殿の御前に参上なさると、お出ましになったので、ご報告など申し上げなさる。


1 【なかなかにもうち出でてけるかな】夕霧の心中。

2 【かの今すこし】以下自然と地の文が夕霧の心中文となっていく。「野分」巻（第一章二段）の紫の上の垣間見をさす。


藤袴．１．５．２

■　「この宮仕みやづかへを1、しぶげにこそ思おもひたまへれ。

◇　「この宮仕えを、億劫に思っていらっしゃる。

■　宮みやなどの、練れんじたまへる人ひとにて2、いと心深こころふかきあはれを尽つくし、言いひ悩なやましたまふになむ3、心こころやしみたまふらむと思おもふになむ、心苦こころぐるしき。

◇　兵部卿宮などの、恋の道には練達していらっしゃる方で、たいそう深い恋心のありたけを見せて、お口説きなさるのに、心をお惹かれになっていらっしゃるのだろうと思われるのが、お気の毒なのだ。


1 【この宮仕へを】以下「かくものせし」まで、源氏の詞。

2 【宮などの練じたまへる人にて】「宮」は蛍兵部卿宮。「練じ」は、手慣れている、意。

3 【言ひ悩ましたまふになむ】大島本は「給ふになん」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「言ひ悩ましたまふに」と「なん」を削除する。


藤袴．１．５．３

■　されど、大原野おほはらのの行幸みゆきに、主上うへを見みたてまつりたまひては、いとめでたくおはしけり、と思おもひたまへりき。

◇　けれども、大原野の行幸に、主上を拝見なさってからは、たいそうご立派な方でいらっしゃったと、思っておいでであった。

■　若わかき人ひとは、ほのかにも見みたてまつりて、えしも宮仕みやづかへの筋すぢもて離はなれじ。

◇　若い人は、ちらっとでも拝見しては、とても宮仕えのことを思い切れまい。

■　さ思おもひてなむ、このことも1かくものせし」

◇　そのように思って、このこともこうしたのだ」


1 【このことも】宮仕えのこと。


藤袴．１．５．４

■　などのたまへば、

◇　などとおっしゃると、

藤袴．１．５．５

■　「さても、人ひとざまは1、いづ方かたにつけてかは、たぐひてものしたまふらむ2。

◇　「それにしても、お人柄は、どちらの方とご一緒になっても、相応しくいらっしゃるでしょう。

■　中宮ちゅうぐう、かく並ならびなき筋すぢにておはしまし、また、弘徽殿こうきでん、やむごとなく、おぼえことにてものしたまへば、いみじき御思おほむおもひありとも、立たち並ならびたまふこと、かたくこそはべらめ。

◇　中宮が、このように並ぶ者もない地位でいらっしゃいますし、また、弘徽殿女御も、立派な家柄で、ご寵愛も格別でいらっしゃるので、たいそうご寵愛を受けても、肩をお並べなさることは、難しいことでございましょう。


1 【さても人ざまは】以下「いといとほしくなむ聞きたまふる」まで、夕霧の詞。

2 【たぐひてものしたまふらむ】大島本は「たく（く＄ら）ひて」とある。すなわち本行本文「く」をミセケチにして「ら」と訂正する。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「たぐひて」と校訂する。


藤袴．１．５．６

■　宮みやは1、いとねむごろに思おぼしたなるを、わざと、さる筋すぢの御宮仕おほむみやづかへ2にもあらぬものから、ひき違たがへたらむさまに御心みこころおきたまはむも、さる御仲おほむなからひにては3、いといとほしくなむ4聞ききたまふる」

◇　兵部卿宮は、たいそう熱心にお思いでいらっしゃるようですが、特別に、そうした筋合の宮仕えでなくても、無視されたようにお思い置かれなさるのも、ご兄弟の間柄では、たいそうお気の毒に存じられます」


1 【宮は】蛍兵部卿宮。

2 【さる筋の御宮仕へ】女御としての入内をさす。そうではない尚侍としての出仕とはいえ、の意。

3 【さる御仲らひにては】親しい兄弟の仲としては。

4 【いといとほしくなむ】大島本は「いと／＼おしくなん」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いとほしく」と「いと」を削除する。


藤袴．１．５．７

■　と、おとなおとなしく申まうしたまふ。

◇　と大人びて申し上げなさる。

第六段　源氏の考え方

藤袴．１．６．１

■　「かたしや1。

◇　「難しいことだ。

■　わが心こころひとつなる人ひとの上うへにもあらぬを、大将だいしゃうさへ、我われをこそ恨うらむなれ2。

◇　自分の思いのままに行く人のことではないので、大将までが、わたしを恨んでいるそうだ。

■　すべて、かかることの心苦こころぐるしさを3見過みすぐさで、あやなき人ひとの恨うらみ負おふ4、かへりては軽々かるがるしきわざなりけり。

◇　何事も、このような気の毒なことは見ていられないので、わけもなく人の恨みを負うのは、かえって軽率なことであった。

■　かの母君ははぎみの5、あはれに言いひおきしことの忘わすれざりしかば6、心細こころぼそき山里やまざとになど聞ききしを7、かの大臣おとど、はた、聞きき入いれたまふべくもあらずと愁うれへしP8に8、いとほしくて、かく渡わたしはじめたるなり。

◇　あの母君が、しみじみと遺言したことを忘れなかったので、寂しい山里になどと聞いたが、あの内大臣は、やはり、お聞きになるはずもあるまいと訴えたので、気の毒に思って、このように引き取ることにしたのだ。

■　ここにかくものめかすとて、かの大臣おとども人ひとめかいたまふなめり」

◇　わたしがこう大切にしていると聞いて、あの大臣も人並みの扱いをなさるようだ」


P8 愁へし--うれ（れ/+へ）し

1 【かたしや】以下「人めかいたまふなめり」まで、源氏の詞。

2 【恨むなれ】「なれ」伝聞推定の助動詞。

3 【かかることの心苦しさを】『集成』は「「かかること」は玉鬘が父に知られず零落していたことをさす」。『完訳』は「玉鬘の実父に顧みられぬ不幸」と注す。

4 【あやなき人の恨み負ふ】実の親でもないのに、という意が含まれている。

5 【かの母君の】夕顔をさす。以下、玉鬘を引き取った事情を夕霧に説明する。

6 【あはれに言ひおきしことの忘れざりしかば】夕顔が遺言したという。これは作り事である。

7 【心細き山里になど聞きしを】大島本は「山さとになと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「山里になむと」と校訂する。

8 【かの大臣はた聞き入れたまふべくもあらずと愁へしに】内大臣が顧みてくれない、と泣きついてきたために。「愁へ」の主語は玉鬘。これも作り事。


藤袴．１．６．２

■　と、つきづきしくのたまひなす。

◇　と、もっともらしくおっしゃる。

藤袴．１．６．３

■　「人柄ひとがらは1、宮みやの御人おほむひとにて2いとよかるべし。

◇　「人柄は、宮の夫人としてたいそう適任であろう。

■　今いまめかしく、いとなまめきたるさまして、さすがにかしこく、過あやまちすまじくなどして3、あはひはめやすからむ。

◇　今風な感じで、たいそう優美な感じがして、それでいて賢明で、間違いなどしそうになくて、夫婦仲もうまく行くだろう。

■　さてまた、宮仕みやづかへにも、いとよく足たらひたらむかし。

◇　そしてまた、宮仕えにも十分適しているだろう。

■　容貌かたちよく、らうらうじきものの、公事おほやけごとなどにもおぼめかしからず、はかばかしくて、主上うへの常つねに願ねがはせたまふ御心みこころには、違たがふまじ4」

◇　器量もよく才気あるようだが、公務などにも暗いところがなく、てきぱきと処理して、主上がいつもお望みあそばすお考えには、外れないだろう」


1 【人柄は】以下「心には違ふまじ」まで、夕霧の詞。

2 【宮の御人にて】蛍兵部卿宮の北の方として、の意。

3 【過ちすまじくなどして】『集成』は「むやみに嫉妬をして波風を立てたりしないだろう」。『完訳』は「踏みはずすことなどもあるまいから」と訳す。

4 【主上の常に願はせたまふ御心には違ふまじ】「行幸」巻（第二章三段）に適任の尚侍がいないことが語られていた。


藤袴．１．６．４

■　などのたまふけしきの見みまほしければ、

◇　などとおっしゃる真意が知りたいので、

藤袴．１．６．５

■　「年としごろかくて1育はぐくみきこえたまひける御心みこころざしを、ひがざまにこそ人ひとは申まうすなれ2。

◇　「長年このようにお育てなさったお気持ちを、変なふうに世間の人は噂申しているようです。

■　かの大臣おとども、さやうになむおもむけて、大将だいしゃうの、あなたざまのたよりにけしきばみたりけるにも、応いらへける3」

◇　あの大臣もそのように思って、大将が、あちらに伝を頼って申し込んできた時にも、答えました」


1 【年ごろかくて】以下「応へける」まで、夕霧の詞。

2 【ひがざまにこそ人は申すなれ】「なれ」伝聞推定の助動詞。『完訳』は「源氏が玉鬘を愛人扱いするという噂」と注す。

3 【応へける】大島本は「いらへける」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「答へたまひける」と「たまひ」を補訂する。


藤袴．１．６．６

■　と聞きこえたまへば、うち笑わらひて、

◇　と申し上げなさると、ちょっと笑って、

藤袴．１．６．７

■　「かたがたいと似にげなきことかな1。

◇　「それもこれもまったく違っていることだな。

■　なほ、宮仕みやづかへをも2、御心許みこころゆるして、かくなむと思おぼされむさまにぞ従したがふべき3。

◇　やはり、宮仕えでも、お許しがあって、そのようにとお考えになることに従うのがよいだろう。

■　女をむなは三みつに従したがふS3ものにこそあなれ4ど、ついでを違たがへて5、おのが心こころにまかせむことは、あるまじきことなり」

◇　女は三つのことに従うものだというが、順序を取り違えて、わたしの考えにまかせることは、とんでもないことだ」


S3 婦人有三従之義。無専用之道。故未嫁従父。既嫁従夫。夫死従子。（儀礼-喪服篇）

1 【かたがたいと似げなきことかな】以下「あるまじきことなり」まで、源氏の詞。

2 【宮仕へをも】大島本は「宮つかへをも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「宮仕をも何ごとをも」と「何ごとをも」を補訂する。

3 【御心許してかくなむと思されむさまにぞ従ふべき】『完訳』は「実の父親が得心なさって、こうとお考えになるご意向に従わねばなるまい」と注す。

4 【女は三つに従ふものにこそあなれ】『集成』は「「婦人に三従の義あり。専用の道無し。故に未だ嫁せざれば父に従ひ、既に嫁しては夫に従ひ、夫死しては子に従ふ」（『儀礼』喪服伝）」。『完訳』は「女の三従の徳。未婚女性の父親に従うべき徳目で、論旨を強調」と注す。

5 【ついでを違へて】『集成』は「玉鬘は、実父の内大臣の意に従うべきである」。『完訳』は「順序を取り違えて（実父を無視して）私の思うままにするとは」と注す。


藤袴．１．６．８

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第七段　玉鬘の出仕を十月と決定

藤袴．１．７．１

■　「うちうちにも1、やむごとなきこれかれ、年としごろを経へてものしたまへば、えその筋すぢの人数ひとかずには3ものしたまはで、捨すてがてらにかく譲ゆづりつけ、おほぞうの宮仕みやづかへの筋すぢに、領らうぜむと4思おぼしおきつる、いとかしこくかどあることなりとなむ、よろこび申まうされけると5、たしかに人ひとの語かたり申まうしはべりしなり」

◇　「内々でも、立派な方々が、長年連れ添っていらっしゃるので、その夫人の一人にはなさることができないので、捨てる気持ち半分でこのように譲ることにし、通り一遍の宮仕えをさせて、自分のものにしようとお考えになっているのは、たいそう賢くよいやり方だと、感謝申されていたと、はっきりとある人が言っておりましたことです」


1 【うちうちにも】以下「語り申しはべりしなり」まで、夕霧の詞。『集成』は「夕霧の執拗な反論」と注す。

2? 【やむごとなきこれかれ年ごろを経てものしたまへど】『集成』は「以下「いとかしこくかどあることなり」まで内大臣の言葉」と注す。六条院のご夫人方をさす。

3 【その筋の人数には】妻妾の一人、の意。

4 【おほぞうの宮仕への筋に領ぜむと】『集成』は「通り一遍の宮仕えといったことをさせて（后妃としてではなく、尚侍という公職につけておいて）、わが物にしておこうと考えられたのは」。『完訳』は「源氏は玉鬘を表向きは尚侍にして、その実、愛人関係を保とうと。尚侍は、后妃でなく、夫や愛人がいてもかまわない」と注す。

5 【よろこび申されけると】主語は内大臣。皮肉な言い方である。


藤袴．１．７．２

■　と、いとうるはしきさまに語かたり申まうしたまへば、

◇　と、たいそう改まった態度でお話し申し上げなさるので、

■　「げに、さは思おもひたまふらむかし1」

◇　「なるほど、そのようにお考えなのだろう」

■　と思おぼすに、いとほしくて2、

◇　とお思いになると、気の毒になって、


1 【げにさは思ひたまふらむかし】源氏の心中。

2 【いとほしくて】『集成』は「お困りになって」。『完訳』は「気の毒にもなって」と訳す。


藤袴．１．７．３

■　「いとまがまがしき筋すぢにも1思おもひ寄よりたまひけるかな。

◇　「たいそうとんでもないふうにお考えになったものだな。

■　いたり深ふかき御心みこころならひならむかし。

◇　隅々まで考えを廻らすご気性からなのだろう。

■　今いまおのづから、いづ方かたにつけても、あらはなることありなむ。

◇　今に自然と、どちらにしても、はっきりすることがあろう。

■　思おもひ隈くまなしや2」

◇　思慮の浅いことよ」


1 【いとまがまがしき筋にも】以下「思ひ隈なしや」まで、源氏の詞。『集成』は「ずいぶんひねくれたふうにお取りになったのだね」。『完訳』は「じつに忌まわしいことを邪推なさったものだね」と訳す。

2 【思ひ隈なしや】『集成』は「ぶしつけな考えだね」。『完訳』は「考えの浅いお人だね」と訳す。『河海抄』は「いづかたに立ち隠れつつ見よとてか思ひぐまなく人のなりゆく」（後撰集恋三、七四八、藤原後蔭朝臣）を引歌として指摘。


藤袴．１．７．４

■　と笑わらひたまふ。

◇　とお笑いになる。

■　御みけしきはけざやかなれど1、なほ、疑うたがひは置おかる。

◇　ご様子はきっぱりしているが、やはり、疑問は残る。

■　大臣おとども、

◇　大臣も、


1 【御けしきはけざやかなれど】源氏の態度。『完訳』は「源氏の様子から、人々の邪推の当るまいことが明瞭だが」と訳す。


藤袴．１．７．５

■　「さりや。

◇　「やはりそうか。

■　かく1人ひとの推おし量はかる、案あんに落おつることもあらましかば、いと口惜くちをしくねぢけたらまし。

◇　このように人は推量するのに、その思惑どおりのことがあったら、まことに残念でひねくれたようだろうに。

■　かの大臣おとどに、いかで、かく心清こころぎよきさまを知しらせたてまつらむ」

◇　あの内大臣に、何とかして、このような身の潔白なさまをお知らせ申したいものだ」


1 【さりやかく】以下「知らせたてまつらむ」まで、源氏の心中。


藤袴．１．７．６

■　と思おぼすにぞ、

◇　とお思いになると、

■　「げに、宮仕みやづかへの筋すぢにて2、けざやかなるまじく紛まぎれたるおぼえを、かしこくも思おもひ寄よりたまひけるかな3」

◇　「なるほど、宮仕えということにして、はっきりと分からないようにごまかした懸想を、よくもお見抜きになったものだ」

■　と、むくつけく思おぼさる。

◇　と、気味悪いほどに思わずにはいらっしゃれない。


1? 【案にお落ることもあらましかば】「あらましかば--ねぢけたらまし」反実仮想の構文。

2 【げに宮仕への筋にて】以下「思ひたまひけるかな」まで、源氏の心中。

3 【かしこくも思ひ寄りたまひけるかな】主語は内大臣。


藤袴．１．７．７

■　かくて御服おほむぶくなど脱ぬぎたまひて、

◇　こうして御喪服などをお脱ぎになって、

藤袴．１．７．８

■　「月立つきたたば、なほ参まゐりP10たまはむこと忌いみあるべし1。

◇　「来月になると、やはり御出仕するには障りがあろう。

■　十月かむなづきばかりに」

◇　十月ごろに」


P10 参り--おほしの給を（おほしの給を/＄〈朱〉）まいり

1 【月立たばなほ参りたまはむこと忌あるべし】源氏の詞。現在八月。来月は季の末で結婚を忌む風習があった。『集成』は「尚侍は一般職であるが、帝寵を受けることがあるので、こういう」と注す。


藤袴．１．７．９

■　と思おぼしのたまふを、内裏うちにも心こころもとなく聞きこし召めし、聞きこえたまふ人ひとびとは、誰たれも誰たれも、いと口惜くちをしくて、この御参おほむまゐりの先さきにと、心寄こころよせのよすがよすがに責せめわびたまへど、

◇　とおっしゃるのを、帝におかせられても待ち遠しくお思いあそばされ、求婚なさっていた方々は、皆が皆、まことに残念で、この御出仕の前に何とかしたいと考えて、懇意にしている女房たちのつてづてに泣きつきなさるが、

藤袴．１．７．１０

■　「吉野よしのの滝たきを堰せかむS4よりも難かたき1ことなれば、いとわりなし」

◇　「吉野の滝を堰止めるよりも難しいことなので、まことに仕方がございません」


S4 手を障へて吉野の滝は堰きつとも人の心をいかが頼まむ（古今六帖四-二二三三　凡河内躬恒）

1 【吉野の滝を堰かむよりも難き】以下「いとわりなし」まで、女房たちの返事。「手をさへて吉野の滝はせきつとも人の心をいかが頼まむ」（古今六帖四、二二三三、女をはなれてよめる）。


藤袴．１．７．１１

■　と、おのおの応いらふ。

◇　と、それぞれ返事をする。

藤袴．１．７．１２

■　中将ちゅうじゃうも1、なかなかなることをうち出いでて、

◇　中将も、言わなければよいことを口にしたため、

■　「いかに思おぼすらむ2」

◇　「どのようにお思いだろうか」

■　と苦くるしきままに、駆かけりありきて、いとねむごろに、おほかたの御後見おほむうしろみを思おもひあつかひたるさまにて3、追従ついせうしありきたまふ。

◇　と胸の苦しいまま、駆けずり回って、たいそう熱心に、全般的なお世話をする体で、ご機嫌をとっていらっしゃる。

■　たはやすく、軽かるらかにうち出いでては4聞きこえかかりたまはず、めやすくP11もてしづめたまへり。

◇　簡単に、軽々しく口に出しては申し上げなさらず、体よく気持ちを抑えていらっしゃる。


P11 めやすく--（/+め）やすく

1 【中将も】夕霧。

2 【いかに思すらむ】夕霧の心中。主語は玉鬘。

3 【おほかたの御後見を思ひあつかひたるさまにて】『完訳』は「親切心からの世話。意中を訴えた反省から、雑事に奔走」と注す。

4 【うち出でては】夕霧の恋慕の意中をさす。


第二章　玉鬘の物語　玉鬘と柏木との新関係

第一段　柏木、内大臣の使者として玉鬘を訪問

藤袴．２．１．１

■　まことの御おほむはらからの君きみたちは、え寄より来こず、

◇　実のご兄弟の公達は、近づくことができず、

■　「宮仕みやづかへのほどの御後見おほむうしろみを」

◇　「宮仕えの時のご後見役をしよう」

■　と、おのおの心こころもとなくぞ思おもひける。

◇　と、それぞれ待ち兼ねているのであった。

藤袴．２．１．２

■　頭中将とうのちゅうじゃう、心こころを尽つくしわびしことは、かき絶たえにたるを、

◇　頭中将は、心の底から恋い焦がれていたことは、すっかりなくなったのを、

■　「うちつけなりける御心みこころかな1」

◇　「てきめんに変わるお心だわ」

■　と、人ひとびとはをかしがるに2、殿とのの御使おほむつかひにておはしたり3。

◇　と、女房たちがおもしろがっているところに、殿のお使いとしていらっしゃった。

■　なほもて出いでず、忍しのびやかに御消息おほむせうそこなども聞きこえ交かはしたまひければ、月つきの明あかき夜よ、桂かつらの蔭かげに隠かくれてものしたまへり。

◇　やはり表向きに出さず、こっそりとお手紙なども差し上げなさったので、月の明るい夜、桂の蔭に隠れていらっしゃった。

■　見聞みき入きいるべくもあらざりしを、名残なごりなく南みなみの御簾みすの前まへに据すゑたてまつる。

◇　手紙を見たり聞いたりしなかったのに、すっかり変わって南の御簾の前にお通し申し上げる。


1 【うちつけなりける御心かな】女房たちの噂。

2 【人びとはをかしがるに】『完訳』は「女房たちも真相を知っているが、柏木を急な変りようだと笑う」と注す。「に」格助詞、時間を表す。

3 【殿の御使にておはしたり】内大臣の使者として柏木が来た。


藤袴．２．１．３

■　みづから聞きこえたまはむことはしも、なほつつましければ、宰相さいしゃうの君きみして1応いらへ聞きこえたまふ。

◇　ご自身からお返事を申し上げなさることは、やはり遠慮されるので、宰相の君を介してお答え申し上げなさる。


1 【宰相の君して】玉鬘付きの女房。「蛍」巻にも登場。


藤袴．２．１．４

■　「なにがしらを選えらびて1たてまつりたまへるは、人伝ひとづてならぬ御消息おほむせうそこにこそはべらめ。

◇　「わたしを選んで差し向け申されたのは、直に伝えよとのお便りだからでございましょう。

■　かくもの遠とほくては、いかが聞きこえさすべからむ2。

◇　このように離れていては、どのように申し上げたらよいのでしょう。

■　みづからこそ、数かずにもはべらねど、絶たえぬたとひもはべなるは。

◇　わたしなど、物の数にも入りませんが、切っても切れない縁と言う喩えもありましょう。

■　いかにぞや、古代こたいのことなれど、頼たのもしくぞ思おもひたまへける」

◇　何と言いましょうか、古風な言い方ですが、頼みに存じておりますよ」


1 【なにがしらを選びて】大島本は「なにかしらを」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なにがしを」と「ら」を削除する。以下「思ひたまへける」まで、柏木の詞。

2 【いかが聞こえさすべからむ】「いかが--べからむ」反語表現。申し上げるすべがない。


藤袴．２．１．５

■　とて、ものしと思おもひたまへり。

◇　と言って、おもしろくなく思っていらっしゃった。

藤袴．２．１．６

■　「げに、年としごろの1積つもりも取とり添そへて、聞きこえまほしけれど、日ひごろあやしく悩なやましく3はべれば、起おき上あがりなどもえしはべらでなむ。

◇　「お言葉通り、これまでの積もる話なども加えて、申し上げたいのですが、ここのところ妙に気分がすぐれませんので、起き上がることなどもできずにおります。

■　かくまでとがめたまふも、なかなか疎々うとうとしき心地ここちなむしはべりける」

◇　こんなにまでお責めになるのも、かえって疎ましい気持ちが致しますわ」


1 【げに年ごろの】以下「心地なむしはべりける」まで、玉鬘の詞。

2? 【聞こえ出だしたまへり】御簾の内側から女房の宰相の君を介して、というニュアンス。

3 【悩ましく】以下「心地なかりけり」まで、柏木の詞。


藤袴．２．１．７

■　と、いとまめだちて聞きこえ出いだしたまへり。

◇　と、たいそう真面目に申し上げさせなさった。

藤袴．２．１．８

■　「悩なやましく思おぼさるらむ御几帳みきちゃうのもとをば、許ゆるさせたまふまじくや。

◇　「ご気分がすぐれないとおっしゃる御几帳の側に、入れさせて下さいませんか。

■　よしよし。

◇　よいよい。

■　げに、聞きこえさするも、心地ここちなかりけり1」

◇　なるほど、このようなことを申し上げるのも、気の利かないことだな」


1 【よしよしげに聞こえさするも心地なかりけり】『集成』は「私を嫌っていらっしゃるのに、と暗に恨む気持」と注す。


藤袴．２．１．９

■　とて、大臣おとどの御消息おほむせうそこども忍しのびやかに聞きこえたまふ用意よういなど、人ひとには劣おとりたまはず、いとめやすし。

◇　と言って、大臣のご伝言の数々をひっそりと申し上げなさる態度など、誰にも引けをおとりにならず、まことに結構である。

第二段　柏木、玉鬘と和歌を詠み交す

藤袴．２．２．１

■　「参まゐりたまはむほどの1案内あ、詳ないくはしきさまもえ聞きかぬを2、うちうちにのたまはむなむよからむ。

◇　「参内なさる時のご都合を、詳しい様子も聞くことができないので、内々にご相談下さるのがよいでしょう。

■　何なにごとも人目ひとめに憚はばかりて、え参まゐり来こず、聞きこえぬことをなむ、なかなかいぶせく思おぼしたる3」

◇　何事も人目を遠慮して、参上することができず、相談申し上げられないことを、かえって気がかりに思っていらっやいます」


1 【参りたまはむほどの】以下「思したる」まで、柏木の詞。

2 【え聞かぬを】主語は内大臣。『完訳』は「内大臣は口出しできないので」と注す。

3 【なかなかいぶせく思したる】『完訳』は「内大臣が。間接話法で結ぶ」と注す。


藤袴．２．２．２

■　など、語かたりきこえたまふついでに、

◇　などと、お話し申し上げるついでに、

藤袴．２．２．３

■　「いでや、をこがましきことも1、えぞ聞きこえさせぬや2。

◇　「いやはや、馬鹿らしい手紙も、差し上げられないことです。

■　いづ方かたにつけても3、あはれをば御覧ごらんじ過すぐすべくやはありける4と、いよいよ恨うらめしさも添そひはべるかな。

◇　どちらにしても、わたしの気持ちを知らないふりをなさってよいものかと、ますます恨めしい気持ちが増してくることです。

■　まづは、今宵こよひなどの御おほむもてなしよ。

◇　まずは、今夜などの、このお扱いぶりですよ。

■　北面きたおもてだつ方かたに召めし入いれて5、君達きむだちこそめざましくも思おぼし召めさめ6、下仕しもづかへなどやうの人ひとびととだに、うち語かたらはばや7。

◇　奥向きといったようなお部屋に招き入れて、あなたたちはお嫌いになるでしょうが、せめて下女のような人たちとだけでも、話をしてみたいものですね。

■　またかかるやうはあらじかし8。

◇　他ではこのような扱いはあるまい。

■　さまざまにめづらしき世よなりかし」

◇　いろいろと不思議な間柄ですね」


1 【いでやをこがましきことも】以下「めづらしき世なりかし」まで、柏木の詞。

2 【をこがましきこともえぞ聞こえさせぬや】「をこがましきこと」は懸想文をさす。『完訳』は「かつての懸想を愚かな体験とし、ばつの悪さを先取りして言う」と注す。「や」間投助詞、詠嘆の意。

3 【いづ方につけても】懸想人としてまた弟として、の意。

4 【御覧じ過ぐすべくやはありける】主語は玉鬘。「やは」反語表現。

5 【北面だつ方に召し入れて】「南表」に対して「北面」は奥向の部屋、私的な部屋。正客扱いに対しての不満。

6 【君達こそめざましくも思し召さめ】「君達」は、二人称。あなた方、の意。「こそ--めさめ」係結び。逆接用法の挿入句。

7 【下仕へなどやうの人びととだにうち語らはばや】『集成』は「内輪の者として気を許した付合いをさせてほしい、と言う」と注す。

8 【かかるやうはあらじかし】玉鬘の柏木に対する扱いをさす。


藤袴．２．２．４

■　と、うち傾かたぶきつつ、恨うらみ続つづけたるもをかしければ、かくなむと聞きこゆ1。

◇　と、首を傾けながら、恨みを言い続けているのもおもしろいので、これこれと申し上げる。


1 【かくなむと聞こゆ】主語は取り次ぎの宰相の君。


藤袴．２．２．５

■　「げに、人聞ひとぎきを1、うちつけなるやうにやと2憚はばかりはべるほどに、年としごろの埋むもれいたさをも3、あきらめはべらぬは、いとなかなかなること多おほくなむ4」

◇　「おっしゃるとおり、他人の手前、急な変わりようだと言われはしまいかと気にしておりましたところ、長年の引き籠もっていた苦しさを、晴らしませんのは、かえってとてもつらいことが多うございます」


1 【げに人聞きを】以下「こと多くなむ」まで、玉鬘の詞。

2 【うちつけなるやうにやと】急に親しい態度になった、の意。

3 【年ごろの埋れいたさをも】『集成』は「源氏のもとにいるので、相変わらず控えめにしているという弁解」と注す。

4 【いとなかなかなること多くなむ】「なかなかなること」とは、辛いことの意。係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。


藤袴．２．２．６

■　と、ただすくよかに聞きこえなしたまふに、まばゆくて、よろづおしこめたり。

◇　と、ただ素っ気なくお答え申されるので、きまり悪くて、何も申し上げられずにいた。

藤袴．２．２．７

■　「妹背山深いもせやまふかき道みちをば尋たづねずて

　　緒絶をだえの橋はしに踏ふみ迷まよひける

　よ」

◇　「実の姉弟という関係を知らずに

遂げられない恋の道に踏み迷って文を贈ったことです」

よ」

藤袴．２．２．８

■　と恨うらむるも、人ひとやりならず。

◇　と恨むのも、自分から招いたことである。

藤袴．２．２．９

■　「惑まどひP12ける道みちをば知しらず妹背山いもせやま

たどたどしくぞ誰たれも踏ふみ見みし2」

◇　「事情をご存知なかったとは知らず

どうしてよいか分からないお手紙を拝見しました」


P12 惑ひ--まよ（よ/＄と〈朱〉）ひ

1? 【妹背山深き道をばたどらずて緒絶の橋に踏み迷ひける】大島本は「まよひ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まどひ」と校訂する。柏木から玉鬘への贈歌。「妹背山」は大和の歌枕。「緒絶の橋」は陸奥の歌枕。「妹背」に姉弟の意。「絶え」に難渋する意をこめ、「踏み」に「文」を掛ける。『完訳』は「遠隔の歌枕が、稀有な体験のとまどいを表象」と注す。

2 【惑ひける道をば知らず妹背山たどたどしくぞ誰も踏み見し】大島本は「まよ（よ＃〈墨〉と〈朱〉）ひ」とある。すなわち、墨筆で「よ」を抹消し朱筆で「と」と訂正する。『新大系』『集成』『古典セレクション』は諸本及び大島本の訂正に従って「まどひ」と校訂する。大島本は「しらす」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本及び大島本の訂正に従って「知らで」と校訂する。玉鬘の返歌。


藤袴．２．２．１０

■　「いづ方かたのゆゑとなむ1、え思おぼし分わかざめりし2。

◇　「どういうわけのものか、お分かりでなかったようでした。

■　何なにごとも、わりなきまで、おほかたの世よを憚はばからせたまふめれば、え聞きこえさせたまはぬになむ。

◇　何事も、あまりなまで、世間に遠慮なさっておいでのようなので、お返事もなされないのでしょう。

■　おのづからかくのみもはべらじ」

◇　自然とこうしてばかりいられないでしょう」


1 【いづ方のゆゑとなむ】以下「かくのみもはべらじ」まで、宰相の君の詞。「いづかた」は柏木の「いづ方につけても」の言葉を受けて返した言い方。

2 【え思し分かざめりし】「思し分く」の主語は玉鬘、推量の助動詞「めり」の主体は宰相の君。「し」過去の助動詞、連体形、「なむ」の係結び。


藤袴．２．２．１１

■　と聞きこゆるも、さることなれば、

◇　と申し上げるのもと、それもそうなので、

藤袴．２．２．１２

■　「よし、長居ながゐしはべらむも2、すさまじきほどなり。

◇　「いや、長居をしますのも、時期尚早の感じだ。

■　やうやう労積らうつもりてこそは、かことをもP13,3」

◇　だんだんお役にたってから、恨み言も」

■　とてP14、立たちたまふ。

◇　とおっしゃって、お立ちになる。


P13 かことをも--かことをも（かことをも/＆かことをも、=くこんイ〈朱〉）

P14 とて--とてをもとて（をもとて/＄）

1? 【え聞こえたまはぬになむ】主語は玉鬘。係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。

2 【よし長居しはべらむも】以下「かことをも」まで、柏木の詞。

3 【かことをも】大島本は「かこ（△＆こ＝くこんイ〈朱〉）とをもとて（△△△△△＆とをもとて）をもとて（をもとて＄）」とある。すなわち本行本文に「か△△△△△△をもとて」とあった。元の文字は摺り消されて判読不能。その文字の上に「とをもとて」と重ね書きし、本行本文のをもとて」をミセケチにしている。『新大系』は底本の墨筆の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本及び底本の朱筆異本に従って「恪勤（かくごん）をも」と校訂する。


藤袴．２．２．１３

■　月隈つきくまなくさし上あがりて、空そらのけしきも艶えんなるに、いとあてやかにきよげなる容貌かたちして、御直衣おほむなほしの姿すがた、好このましくはなやかにて、いとをかし。

◇　月が明るく高く上がって、空の様子も美しいところに、たいそう上品で美しい容貌で、お直衣姿、好感が持て派手で、たいそう立派である。

藤袴．２．２．１４

■　宰相中将1さいしゃうのちゅうじゃうのけはひありさまには、え並ならびたまはねど、これもをかしかめるは、

◇　宰相中将の感じや、容姿には、並ぶことはおできになれないが、こちらも立派に見えるのは、

■　「いかでかかる御仲おほむなからひなりけむ2」

◇　「どうしてこう揃いも揃って美しいご一族なのだろう」

■　と、若わかき人ひとびとは、例れいの、さるまじきことをも取とり立たててめであへり。

◇　と、若い女房たちは、例によって、さほどでもないことをもとり立ててほめ合っていた。


1 【宰相中将】夕霧をさす。

2 【いかでかかる御仲らひなりけむ】若い女房たちの詞。


第三章　玉鬘の物語　玉鬘と鬚黒大将

第一段　鬚黒大将、熱心に言い寄る

藤袴．３．１．１

■　大将だいしゃうは、この中将ちゅうじゃうは同おなじ右みぎの次将すけなれば、常つねに呼よび取とりつつ、ねむごろに語かたらひ、大臣おとどにも申まうさせたまひけり。

◇　大将は、この中将は同じ右近衛の次官なので、いつも呼んでは熱心に相談し、内大臣にも申し上げさせなさった。

■　人柄ひとがらもいとよく、朝廷おほやけの御後見おほむうしろみとなるべかめる下形したかたなるを、

◇　人柄もたいそうよく、朝廷の御後見となるはずの地盤も築いているので、

■　「などかはP15あらむ」

◇　「何の難があろうか」

■　と思おぼしながら2、

◇　とお思いになる一方で、

■　「かの大臣おとどの3かくしたまへることを、いかがは聞きこえ返かへすべからむ4。

◇　「あの大臣がこうお決めになったことを、どのように反対申し上げられようか。

■　さるやうあることにこそ5」

◇　それにはそれだけの理由があるのだろう」

■　と、心得こころえたまへる筋すぢさへあれば、任まかせきこえたまへり。

◇　と、合点なさることまであるので、お任せ申し上げていらっしゃった。


P15 かは--*かい

1? 【大将はこの中将と同じ右の次将なれば】鬚黒大将は柏木が同じ右近衛府の次官なので、の意。

2 【などかはあらむと思しながら】大島本は「なとかい」とあるが、諸本によって改める。主語は内大臣。

3 【かの大臣の】以下「あることにこそ」まで、内大臣の心中。「かの大臣」は源氏をさす。

4 【いかがは聞こえ返すべからむ】「いかがは--べからむ」反語表現。

5 【さるやうあることにこそ】『集成』は「玉鬘を源氏のものにしておきたいのだろうと、内大臣は邪推している」と注す。


藤袴．３．１．２

■　この大将だいしゃうは、春宮とうぐうの女御にょうごの御おほむはらからにぞおはしける1。

◇　この右大将は、春宮の女御のご兄弟でいらっしゃった。

■　大臣おとどたちをおきたてまつりて、さしつぎの御おほむおぼえ、いとやむごとなき君きみなり2。

◇　大臣たちをお除き申せば、次いでの御信任が、すこぶる厚い方である。

■　年三十二三としさむじふにさむのほどにものしたまふ。

◇　年は三十二三歳くらいになっていらっしゃる。


1 【この大将は春宮の女御の御はらからにぞおはしける】鬚黒右大将は、朱雀院の承香殿女御で東宮の母女御と姉弟。

2 【大臣たちをおきたてまつりてさしつぎの御おぼえいとやむごとなき君なり】源氏太政大臣、内大臣に次ぐ第三の実力者。


藤袴．３．１．３

■　北きたの方かたは、紫むらさきの上うへの御姉おほむあねぞかし。

◇　北の方は、紫の上の姉君である。

■　式部卿宮しきぶきゃうの御大君みやのおほむおほいきみよ1。

◇　式部卿宮の大君であるよ。

■　年としのほど三みつ四よつP16がこのかみは、ことなるかたはにもあらぬを、人柄ひとがらやいかがおはしけむ2、

◇　年が三、四歳年長なのは、これといった欠点ではないが、人柄がどうでいらっしゃったのか、

■　「嫗おうな」

◇　「おばあさん」

■　とP17つけて心こころにも入いれず、いかで背そむきなむ3と思おもへり。

◇　と呼んで大事にもせず、何とかして離縁したい思っていた。


P16 四つ--よへ（へ/＄つ〈朱〉）

P17 嫗と--おん（ん/＄う）な（/な+と）

1 【北の方は紫の上の御姉ぞかし式部卿宮の御大君よ】式部卿宮の大君、紫の上の異母姉。「よ」間投助詞、呼び掛け。読者を意識した語り手の口吻。

2 【人柄やいかがおはしけむ】『完訳』は「性格上の以上があるらしいとする、語り手の推測」と注す。

3 【いかで背きなむ】鬚黒の心中。


藤袴．３．１．４

■　その筋すぢにより1、六条ろくでうの大臣おとどは、大将だいしゃうの御おほむことは、

◇　その縁故から、六条の大臣は、右大将のことは、

■　「似にげなくいとほしからむ2」

◇　「似合いでなく気の毒なことになるだろう」

■　と思おぼしたるなめり。

◇　と思っていらっしゃるようである。

■　色いろめかしくうち乱みだれたるところなきさまながら、いみじくぞ心こころを尽つくしありきたまひける。

◇　好色っぽく道を踏み外すところはないようだが、ひどく熱心に奔走なさっているのであった。


1 【その筋により】鬚黒の北の方が紫の上の異母姉という関係をさす。

2 【似げなくいとほしからむ】源氏の心中。『完訳』は「不似合いだし、また姫君がおかわいそうなことになる」と訳す。


藤袴．３．１．５

■　「かの大臣おとども1、もて離はなれても思おぼしたらざなり。

◇　「あの大臣も、全く問題外だとお考えでないようだ。

■　女をむなは2、宮仕みやづかへをもの憂うげに思おぼいたなり」

◇　女は、宮仕えを億劫に思っていらっしゃるらしい」

■　と、うちうちのけしきも、さる詳くはしきたよりあれば3、漏もり聞ききて、

◇　と、内々の様子も、しかるべき詳しいつてがあるので漏れ聞いて、


1 【かの大臣も】以下「思いたなり」まで、鬚黒の心中。「かの大臣」は内大臣をさす。

2 【女は】『集成』は「「女」とあるのは、結婚の相手として述べるところから出た言葉」と注す。

3 【さる詳しきたよりあれば】大島本は「たより」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「たよりし」と「し」を補訂する。


藤袴．３．１．６

■　「ただ大殿おほとのの1御おほむおもむけの異ことなるにこそはあなれ。

◇　「ただ大殿のご意向だけが違っていらっしゃるようだ。

■　まことの親おやの御心みこころだに違たがはずは」

◇　せめて実の親のお考えにさえ違わなければ」


1 【ただ大殿の】以下「違はずは」まで、鬚黒の詞。


藤袴．３．１．７

■　と、この弁べんの御許おもとにも1責せためたまふ。

◇　と、この弁の御許にも催促なさる。


1 【この弁の御許にも】玉鬘付きの女房。鬚黒との手引をする。『集成』は「「この」は、かねてから仲立ちであることを自明とした言い方」と注す。


第二段　九月、多数の恋文が集まる

藤袴．３．２．１

■　九月ながつきにもなりぬ。

◇　九月になった。

■　初霜はつしもむすぼほれ、艶えんなる朝あしたに1、例れいの、とりどりなる御後見おほむうしろみどもの2、引ひきそばみつつ持もて参まゐる御文おほむふみどもを、見みたまふこともなくて、読よみきこゆるばかりを聞ききたまふ。

◇　初霜が降りて、心そそられる朝に、例によって、それぞれのお世話役たちが、目立たないようにしては参上するいくつものお手紙を、御覧になることもなく、お読み申し上げるのだけをお聞きになる。

■　大将殿だいしゃうどののには、

◇　右大将殿の手紙には、


1 【九月にもなりぬ初霜むすぼほれ艶なる朝に】晩秋九月となり、尚侍としての出仕を来月に控えた、ある初霜の朝、という設定。

2 【御後見どもの】玉鬘のお世話役の女房たち。恋文の仲立ちをもしている。


藤袴．３．２．２

■　「なほ頼たのみ来こしも1、過すぎゆく空そらのけしきこそ、心尽こころづくしに、

◇　「それでもやはりあてにして来ましたが、過ぎ去って行く空の様子は気が気でなく、


1 【なほ頼み来しも】以下「ほどぞはかなき」まで、鬚黒の手紙文。


藤袴．３．２．３

■　数かずならば厭いとひもせまし長月ながつきに

命いのちをかくるほどぞはかなき1」

◇　人並みであったら嫌いもしましょうに、九月を

頼みにしているとは、何とはかない身の上なのでしょう」


1 【数ならば厭ひもせまし長月に命をかくるほどぞはかなき】鬚黒から玉鬘への贈歌。「長月に命を懸くる」とは、九月が帝への出仕や結婚を忌む月で、それを当てにしているので、という意。『完訳』は「「--ば--まし」で、人並ならぬ恋の思いを裏返しに表現。下句は、九月だけを頼みとして生命をかける意。切実な心情語による表現で、兵部卿宮の歌とは対照的」と注す。


藤袴．３．２．４

■　「月つきたたば」

◇　「来月になったら」

■　とある定さだめを、いとよく聞ききたまふなめり1。

◇　という決定を、ちゃんと聞いていらっしゃるようである。


1 【いとよく聞きたまふなめり】「なめり」の主体は語り手。語り手の批評と推量。


藤袴．３．２．５

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやは、

◇　兵部卿宮は、

藤袴．３．２．６

■　「いふかひなき世よは1、聞きこえむ方かたなきを、

◇　「言ってもしかたのない仲は、今さら申し上げてもしかたがありませんが、


1 【いふかひなき世は】以下「ありぬべくなむ」まで、蛍兵部卿宮の手紙文。


藤袴．３．２．７

■　朝日あさひさす光ひかりを見みても玉笹たまざさS5の

葉分はわけの霜しもを消けたずもあらなむ1

◇　朝日さす帝の御寵愛を受けられたとしても

霜のようにはかないわたしのことを忘れないでください


S5 玉笹の葉分きに置ける白露の今いく夜経む我ならなくに（古今六帖六-三九五〇）

1 【朝日さす光を見ても玉笹の葉分けの霜を消たずもあらなむ】蛍宮から玉鬘への贈歌。主旨「消たずもあらなむ」。「なむ」願望の助詞。私を忘れないでほしい。「朝日さす光」を帝の恩寵に、「玉笹」を玉鬘に、「霜」を自分自身に喩える。朝日を受ける玉笹（帝の恩寵を受ける玉鬘）と朝日に消えようとすえる霜（自分）を対照的に歌う。「玉笹の葉分に置ける白露の今幾世経む我ならなくに」（古今六帖六、笹、三九五〇）を踏まえる。


藤袴．３．２．８

■　思おぼしだに知しらば1、慰なぐさむ方かたもありぬべくなむ」

◇　お分りいただければ、慰められましょう」


1 【思しだに知らば】以下「ありぬべくなむ」まで、歌に添えた言葉。


藤袴．３．２．９

■　とて、いとかしけたる下折したをれの霜しも落もおとさず持もて参まゐれる御使おほむつかひさへぞ、うちあひたるや1。

◇　とあって、たいそう萎れて折れた笹の下枝の霜も落とさず持参した使者までが、似つかわしい感じであるよ。


1 【うちあひたるや】「や」間投助詞、語り手の詠嘆。


藤袴．３．２．１０

■　式部卿宮しきぶきゃうの左兵衛督みやのさひゃうゑのかみは、殿とのの上うへの御おほむはらからぞかし1。

◇　式部卿宮の左兵衛督は、殿の奥方のご兄弟であるよ。

■　親したしく参まゐりなどしたまふ君きみなれば2、おのづからいとよくものの案内あないも聞ききて、いみじくぞ思おもひわびける。

◇　親しく参上なさる君なので、自然と事の事情なども聞いて、ひどくがっかりしているのであった。

■　いと多おほく怨うらみ続つづけて、

◇　長々と恨み言を綴って、


1 【式部卿宮の左兵衛督は殿の上の御はらからぞかし】式部卿宮の子息。源氏の北の方紫の上の異母兄弟。初出の人。

2 【親しく参りなどしたまふ君なれば】六条院に親しく出入りしている意。


藤袴．３．２．１１

■　「忘わすれなむと思おもふもものの悲かなしきを

いかさまにしていかさまにせむ1」

◇　「忘れようと思う一方でそれがまた悲しいのを

どのようにしてどのようにしたらよいものでしょうか」


1 【忘れなむと思ふもものの悲しきをいかさまにしていかさまにせむ】「忘るれどかく忘るれど忘られずいかさまにしていかさまにせむ」（義孝集、一九）。『完訳』は「下句の反復に、無力な自分にいらだつ気持がこもる」と注す。


藤袴．３．２．１２

■　紙かみの色いろ、墨すみつき、しめたる匂にほひも、さまざまなるを1、人ひとびとも皆みな、

◇　紙の色、墨の具合、焚きこめた香の匂いも、それぞれに素晴らしいので、女房たちも皆、

■　「思おぼし絶たえぬべかめるこそ、さうざうしけれ2」

◇　「すっかり諦めてしまわれることは、寂しいことだわ」

■　など言いふ。

◇　などと言っている。


1 【さまざまなるを】それぞれに素晴らしいの意。

2 【思し絶えぬべかめるこそさうざうしけれ】女房たちの詞。『集成』は「（こうしたすばらしい方々が、出仕の暁には）皆すっかり諦めておしまいになるだろうと思うと、さびしくなりますね」と訳す。


藤袴．３．２．１３

■　宮みやの御返おほむかへりをぞ、いかが思おぼすらむ、ただいささかにて、

◇　宮へのお返事を、どうお思いになったのか、ただわずかに、

藤袴．３．２．１４

■　「心こころもて光ひかりに向むかふ葵あふひだに

朝あさおく霜しもをおのれやは消けつ2」

◇　「自分から光に向かう葵でさえ

朝置いた霜を自分から消しましょうか」


1? 【いかが思しけむ】『完訳』は「語り手の言辞。玉鬘があえて宮にだけ返事をする意外さをいう」と注す。

2 【心もて光に向かふ葵だに朝おく霜をおのれやは消つ】玉鬘から蛍宮への返歌。「朝」「光」「霜」「消つ」の語句をそのまま。「玉笹」を「葵」に置き換えて、自分を「葵」に、宮を「霜」に喩え、「己やは消つ」（反語表現。どうして私が消したりしましょうか）と切り返す。


藤袴．３．２．１５

■　とほのかなるを、いとめづらしと見みたまふに1、みづからはあはれを知しりぬべき御みけしきにかけたまひつれば2、つゆばかりなれど3、いとうれしかりけり。

◇　とうっすらと書いてあるのを、たいそう珍しく御覧になって、姫自身は宮の愛情を感じているに違いないご様子でいらっしゃるので、わずかであるがたいそう嬉しいのであった。


1 【いとめづらしと見たまふに】主語は蛍宮。『完訳』は「宮への玉鬘の返歌としては、これまで語られてきたかぎり最初」と注す。

2 【かけたまひつれば】大島本は「かけ給つれハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かけたまへれば」と校訂する。

3 【つゆばかりなれど】「つゆ（露）」は歌中の「霜」の縁で用いられた修辞。


藤袴．３．２．１６

■　かやうに何なにとなけれど、さまざまなる人ひとびとの、御おほむわびごとも多おほかり。

◇　このように特にどうということはないが、いろいろな人々からの、お恨み言がたくさんあった。

■　女をむなの御心みこころばへは、この君きみをなむ本もとにすべきと、大臣おとどたち定さだめきこえたまひけりとや2。

◇　女性の心の持ち方としては、この姫君を手本にすべきだと、大臣たちはご判定なさったとか。


1? 【女の御心ばへにはこの君をなむ本にすべき】源氏や内大臣の詞。「この君」は玉鬘をさす。『完訳』は「玉鬘への讃辞である。多くの懸想人に最後まで慕われながら、源氏と内大臣の円満裡に出仕する玉鬘を讃美」と注す。

2 【とや】『完訳』は「伝聞形式によって語り収める」と注す。



３１． 真木柱 (まきばしら)

第一章　玉鬘の物語　玉鬘、鬚黒大将と結婚

第一段　鬚黒、玉鬘を得る

真木柱．１．１．１

■　「内裏うちに聞きこし召めさむこと1もかしこし。

◇　「帝がお聞きあそばすことも恐れ多い。

■　しばし人ひとにあまねく漏もらさじ」

◇　少しの間は広く世間には知らせまい」

■　と諌いさめきこえたまへど2、さしもえつつみあへたまはず3。

◇　とご注意申し上げなさるが、そう隠してもお隠しきれになれない。

■　ほど経ふれど4、いささかうちとけたる御みけしきもなく5、

◇　何日かたったが、少しもお心を開くご様子もなく、

■　「思おもはずに憂うき宿世すくせなりけり6」

◇　「思いの他の不運な身の上だわ」

■　と、思おもひ入いりたまへるさまのたゆみなきを、

◇　と、思い詰めていらっしゃる様子がいつまでも続くので、

■　「いみじうつらし」

◇　「ひどく恨めしい」

■　と思おもへど7、おぼろけならぬ契ちぎりのほど、あはれにうれしく思おもふP1。

◇　と思うが、浅からぬご縁、しみじみと嬉しく思う。


P1 思ふ--思ひ（ひ/＄〈朱〉）

1 【内裏に聞こし召さむこと】以下「漏らさじ」まで、源氏の鬚黒大将に注意する詞である。しかし、源氏の心ともとれるような表現。「漏らさ」「じ」（打消推量の助動詞）は、自分自身に向かって戒めているような表現である。『完訳』は「源氏自身の無念さもこもるか」と指摘する。十月に尚侍として出仕することが予定されていた（「藤袴」第一章七段）。その前に鬚黒大将が玉鬘に通じてしまったことをさす。

2 【諌めきこえたまへど】源氏が鬚黒大将にお諌め申し上げなさるが。

3 【さしもえつつみあへたまはず】鬚黒大将は源氏が忠告するようにお隠し通しになれない。

4 【ほど経れど】鬚黒大将が玉鬘のもとに通うようになって暫くしたが。

5 【いささかうちとけたる御けしきもなく】玉鬘の鬚黒大将に対する態度には少しも気を許した御様子もなく。

6 【思はずに憂き宿世なりけり】玉鬘の感慨。鬚黒大将との結婚を「憂き宿世」と感想する。

7 【いみじうつらしと思へど】鬚黒大将はひどく辛いと思うが。


真木柱．１．１．２

■　見みるままにめでたく1、思おもふさまなる御容貌おほむかたち、ありさまを、

◇　見れば見るほどにご立派で、理想的なご器量、様子を、

■　「よそのものに見果みはててやみなましよ2」

◇　「他人のものにしてしまうところであったよ」

■　と思おもふだに胸むねつぶれて、石山いしやまの仏3ほとけをも、弁べんの御許4おもとをも、並ならべて預いただかまほしう思おもへど、女君5おむなぎみの、深ふかくものしと疎うとみにければ6、え交まじらはで籠こもりゐにけり7。

◇　と思うだけでも胸がどきどきして、石山寺の観音も、弁の御許も並べて拝みたく思うが、女君がほんとうに不愉快だと嫌ったので、出仕もせずに自宅に引き籠もっているのであった。


1 【見るままにめでたく】以下、鬚黒の目を通して語られる。「よそものに見果ててやみなましよ」は鬚黒大将の心中。「見るままにめでたく」というように、文末が過去の助動詞「けり」で結ばれる。以下「あらはれける」までの段、語り手が鬚黒の気持ちに添って、またその周辺から語った内容である。

2 【よそのものに見果ててやみなましよ】他人の妻としてしまうところであったよ。「まし」は反実仮想の助動詞。

3 【石山の仏】滋賀県大津市にある石山寺。本尊は如意輪観音像。当時霊験あらたかな観音として女性の信仰を多くあつめた。ここは男性の鬚黒大将が熱心に祈願した。

4 【弁の御許】玉鬘付きの女房で、「藤袴」巻に登場。鬚黒と玉鬘の結婚に一役果たしたらしい。

5 【女君】玉鬘。

6 【疎みにければ】大島本は「うとみ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本によって「思し疎み」と「思し」を補訂する。

7 【え交じらはで籠もりゐにけり】弁は他の女房に混じって出仕することもできず、里に謹慎しているのであった。


真木柱．１．１．３

■　げに、そこら心苦こころぐるしげなることどもを、とりどりに見みしかど、心浅こころあさき人ひとのためにぞ、寺てらの験げんも現あらはれける1。

◇　なるほど、たくさんお気の毒な例を、いろいろと見て来たが、思慮の浅い人のために、お寺の霊験が現れたのであった。


1 【げにそこら心苦しげなることどもをとりどりに見しかど心浅き人のためにぞ寺の験も現はれける】『一葉抄』が「双紙の言葉也」と指摘。『評釈』では「女房の感想これは、そのとき傍観している女房のことばと考える」。『全集』は「語り手のことば」。『集成』は「草子地」。『完訳』は「玉鬘の意外な結婚への、語り手の評言」と指摘する。「げに」「とりどりに見しかど」（過去の助動詞「しか」は直接体験を意味する）という語句は、登場人物らの傍らで見ていた者の感想を表現したものである。物語の伝承者とその筆記編集者が一体化している。


真木柱．１．１．４

■　大臣おとども、

◇　大臣も

■　「心こころゆかず口惜くちをし」

◇　「不満足で残念だ」

■　と思おぼせど、いふかひなきことにて、

◇　とお思いになるが、今さら言ってもしかたのないことなので、

■　「誰たれも誰たれもかく許ゆるしそめたまへることなれば、引ひき返かへしP2許ゆるさぬけしきを見みせむも、人ひとのためいとほしう、あいなし」

◇　「誰も彼もこのようにご承知なさったことなので、今さら態度を変えるのも、相手のためにたいそうお気の毒であり、筋違いである」

■　と思おぼして、儀式ぎしきいと二になくもてかしづきたまふ。

◇　とお考えになって、結婚の儀式をたいそうまたとなく立派にお世話なさる。


P2 引き返し--ひきかつ（つ/＄へ〈朱〉）し


真木柱．１．１．５

■　いつしかと2、わが殿とのに渡わたいたてまつらむことを思おもひいそぎたまへど、軽々かるがるしく4ふとうちとけ渡わたりたまはむに、かしこに待まち取とりて、よくも思おもふまじき人5ひとの3ものしたまふなるが6、いとほしさにことづけたまひて7、

◇　一日も早く、自分の邸にお迎え申し上げることをご準備なさるが、軽率にひょいとお移りなさる場合、あちらに待ち受けて、きっと好ましく思うはずのない人がいらっしゃるらしいのが、気の毒なことにかこつけなさって、


1? 【誰れも誰れも許しそめたまへることなれば】尊敬語「たまへ」があるので、内大臣や源氏自身をさす。源氏の心内文中に語り手の源氏に対する敬意が紛れ込んだ語法。

2 【いつしかと】鬚黒の心に添って語る。

3 【よくも思ふまじき人の】大島本は「よくも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本によって「よくしも」と「し」を補訂する。

4 【軽々しく】以下、視点が源氏の心に移る。

5 【よくも思ふまじき人】鬚黒の北の方。

6 【ものしたまふなるが】「なる」（伝聞推定の助動詞）。いらっしゃというふうに聞いているのが。

7 【ことづけたまひて】源氏はかこつけなさって。


真木柱．１．１．６

■　「なほ、心こころのどかに1、なだらかなるさまにて、音おとなく、いづ方かたにも、人ひとのそしり恨うらみなかるべくをもてなしたまへ」

◇　「やはり、ゆっくりと、波風を立てないようにして、騒がれないで、どこからも人の非難や妬みを受けないよう、お振る舞いなさい」


1 【なほ心のどかに】以下「もてなしたまへ」まで、源氏の玉鬘への忠告の詞。


真木柱．１．１．７

■　とぞ聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げなさる。

第二段　内大臣、源氏に感謝

真木柱．１．２．１

■　父大臣ちちおとどは1、

◇　父内大臣は、


1 【父大臣は】玉鬘の父大臣、すなわち内大臣。以下の段、「思ひきこえたまひける」まで、文末が過去の助動詞「けり」で結ばれる。語り手が物語の時間を結婚の三日夜の過去に遡らせ、その折の内大臣に関する態度について補足説明を挿入したような内容である。


真木柱．１．２．２

■　「なかなか1めやすかめり。

◇　「かえって無難であろう。

■　ことにこまかなる後見うしろみなき人ひとの、なまほの好すいたる宮仕みやづかへに出いで立たちて、苦くるしげにやあらむとぞ、うしろめたかりし2。

◇　格別親身に世話してくれる後見のない人が、なまじっかの色めいた宮仕えに出ては、辛いことであろうと、不安に思っていた。

■　心こころざしはありながら、女御にょうごかくてものしたまふを3おきて、いかがもてなさまし4」

◇　大切にしたい気持ちはあるが、女御がこのようにいらっしゃるのを差し置いて、どうして世話できようか」


1 【なかなか】以下「いかがもてなさまし」まで、内大臣の詞。なまじ宮仕えするよりは結婚したほうが無難なようである。「めり」（推量の助動詞、視界内推量）は内大臣が自らの経験の中で判断したニュアンス。

2 【うしろめたかりし】「し」（過去の助動詞）は内大臣自身不安に思っていた、というニュアンス。

3 【女御かくてものしたまふを】弘徽殿女御をさす。「澪標」巻に入内。内大臣と右大臣の娘四の君との間の姫君。

4 【いかがもてなさまし】反語表現。どのようにお世話できようか、しようがない。


真木柱．１．２．３

■　など、忍しのびてのたまひけり。

◇　などと、内々におっしゃっているのであった。

■　げに、帝みかどと聞きこゆとも、人ひとに思おぼし落おとし、はかなきほどに見みえたてまつりたまひて、ものものしくももてなしたまはずは、あはつけきやうにもあべかりけり。

◇　なるほど、帝だと申しても、人より軽くおぼし召し、時たまお目にかかりなさって、堂々としたお扱いをなさらなかったら、軽率な出仕ということになりかねないのであった。

真木柱．１．２．４

■　三日みかP3の夜よの御消息おほむせうそこども、聞きこえ交かはしたまひける2けしきを伝つたへ聞ききたまひて3なむ、この大臣おとどの君4きみの御心みこころを、

◇　三日の夜のお手紙を、取り交わしなさった様子を伝え聞きなさって、こちらの大臣のお気持ちを、

■　「あはれにかたじけなく、ありがたし5」

◇　「ほんとうにもったいなく、ありがたい」

■　とは思おもひきこえたまひける。

◇　と感謝申し上げなさるのであった。


P3 三日--三る（る/＄日〈朱〉）

1? 【げに帝と聞こゆとも人に思し落としはかなきほどに見えたてまつりたまひてものものしくもてなしたまはずはあはつけきやうにもあべかりけり】『休聞抄』は「双ノ地也又玉鬘の心也」と指摘。『全書』は「草子地」と指摘。『評釈』は「内大臣の考えを、作者は、「げに」と、賛成する」といい、『全集』『集成』は「草子地」という言い方で、『完訳』は「語り手」という言い方で指摘する。「なるほど」は内大臣の詞を受け、語り手がそれに賛成の意を表した口ぶり、また「あべかりけり」も語り手の推察である。

2 【聞こえ交はしたまひける】親代わりの源氏と婿の鬚黒大将との間でやりとりなさった。

3 【伝へ聞きたまひて】実の父親の内大臣が伝え聞きなさって。

4 【この大臣の君】源氏。

5 【あはれにかたじけなくありがたし】内大臣の源氏に対する感謝の気持ち。


真木柱．１．２．５

■　かう忍しのびたまふ御仲おほむなからひのことなれど1、おのづから、人ひとのをかしきことに語かたり伝つたへつつ、次々つぎつぎに聞きき洩もらしつつ、ありがたき世語よがたりにぞささめきける。

◇　このように隠れたご関係であるが、自然と、世間の人がおもしろい話として語り伝えては、次から次へと漏れ聞いて、めったにない世間話として言いはやすのであった。

■　内裏うちにも聞きこし召めしてけり。

◇　帝におかれてもお聞きあそばしたのであった。


1 【かう忍びたまふ御仲らひのことなれど】「かう」は以上の経緯を語った内容をさす。さらに角度を変えて、世間の人々の様子、さらに帝へと及んでいく。文末は過去の助動詞「けり」で結ばれている。『湖月抄』は「草子地也」と指摘する。


真木柱．１．２．６

■　「口惜くちをしう1、宿世異すくせことなりける人ひとなれど、さ思おぼしし本意2ほいもあるを。

◇　「残念にも、縁のなかった人であるが、あのように望んでいられた願いもあるのだから。

■　宮仕みやづかへなど、かけかけしき筋すぢならばこそは、思おもひ絶たえP4たまはめ3」

◇　宮仕えなど、妃の一人としてでは、お諦めになるのもよかろうが」


P4 絶え--たへ（へ/＄え〈朱〉）

1 【口惜しう】以下「思ひ絶えたまはめ」まで帝の独り言。

2 【さ思しし本意】尚侍の君としての宮仕えをさす。

3 【こそは思ひ絶えたまはめ】「こそ--め」の係結び。文末であるが、文意は逆接的または反語的表現である。断念なさるのもよいだろうが、入内するのではないから、何構うまい、という意である。下に「内侍所にも」（第三段）とあるように、帝のこのことばによって、玉鬘の尚侍としての出仕が決定したことを暗示している。


真木柱．１．２．７

■　などのたまはせけり1。

◇　などと仰せられるのであった。


1 【などのたまはせけり】以上、過去の助動詞「けり」で語られてきた段が終了し、以下は物語の現在時間に添って語られる。


第三段　玉鬘、宮仕えと結婚の新生活

真木柱．１．３．１

■　霜月しもつきになりぬ1。

◇　十一月になった。

■　神事かみわざなどしげく、内侍所ないしどころにもこと多おほかるころにて、女官にょくわんども、内侍ないしども参まゐりつつ2、今いまめかしう人騒ひとさわがしきに、大将殿だいしゃうどの、昼ひるもいと隠かくろへたるさまにもてなして、籠こもりおはするを、いと心こころづきなく、尚侍かむの君きみは思おぼしたり。

◇　神事などが多く、内侍所にも仕事の多いころなので、女官連中、内侍連中が参上しては、はなやかに騒々しいので、大将殿は、昼もたいそう隠れたようにして籠もっていらっしゃるのを、たいそう気にくわなく、尚侍の君はお思いになっていた。


1 【霜月になりぬ】新年立では源氏三十七年十一月。

2 【参りつつ】女官や内侍司の人々が六条院に尚侍の玉鬘の決裁を仰ぎに参上する。接尾語「つつ」は同じ行動が繰り返しなされる意。


真木柱．１．３．２

■　宮みやなどは1、まいていみじう口惜くちをしと思おぼす。

◇　兵部卿宮などは、それ以上に残念にお思いになる。

■　兵衛督2ひゃうゑのかみは、妹いもうとの北きたの方かたの御おほむことをさへ3、人笑ひとわらへに思おもひ嘆なげきて、とり重かさねもの思おもほしけれど、

◇　兵衛督は、妹の北の方の事までを外聞が悪いと嘆いて、重ね重ね憂鬱であったが、

■　「をこがましう、恨うらみ寄よりても、今いまはかひなし」

◇　「馬鹿らしく、恨んでみても今はどうにもならない」

■　と思おもひ返かへす。

◇　と考え直す。


1 【宮などは】蛍兵部卿宮。

2 【兵衛督】左兵衛督。紫の上の異母兄弟。式部卿宮の息子。その姉妹が鬚黒の北の方になっている。「藤袴」巻に初出の玉鬘求婚者の一人。

3 【妹の北の方の御ことをさへ】「さへ」には、玉鬘への求婚争いに敗れ、その上、姉妹の北の方が夫の鬚黒から顧みられなくなったことまで。


真木柱．１．３．３

■　大将だいしゃうは、名なに立たてるまめ人びとの1、年としごろいささか乱みだれたるふるまひなくて過すぐしたまへる、名残なごりなく心こころゆきて、あらざりしさまに好このましう、宵暁よひあかつきのうち忍しのびたまへる出いで入いりも、艶えんにしなしたまへるを、をかしと人ひとびと見みたてまつる。

◇　大将は、有名な堅物で、長年少しも浮気沙汰もなくて過ごしてこられたのが、すっかり変わってご満悦で、別人のようなご様子で、夜や早朝の人目を忍んでいらっしゃる出入りも、恋人らしく振る舞っていらっしゃるのを、おもしろいと女房たちは拝する。


1 【大将は名に立てるまめ人の】鬚黒大将の堅物なる人物像。


真木柱．１．３．４

■　女をむなは、わららかににぎははしくもてなしたまふ本性ほんじゃうも1、もて隠かくして、いといたう思おもひ結むすぼほれ、心こころもてあらぬP5さま2はしるきことなれど、

◇　女は、陽気にはなやかにお振る舞いなさるご性分も表に出さず、とてもひどくふさぎ込んで、自分から求めて一緒になったのでないことは誰の目からも明らかであるが、

■　「大臣おとどの思おぼすらむこと、宮みやの御心みこころざまの、心深こころふかう、情なさけ情なさけしうおはせし」

◇　「大臣がどうお思いであろうか、兵部卿宮のお気持ちの深くやさしくいらっしゃったこと」

■　などを思おもひ出いでたまふに、

◇　などを思い出しなさると、

■　「恥はづかしう、口惜くちをしう」

◇　「恥ずかしく、残念だ」

■　のみ思おもほすに、もの心こころづきなき御みけしき絶たえず。

◇　とばかりお思いになると、何かと気に入らないご様子が絶えない。


P5 あらぬ--*あかぬ

1 【女はわららかににぎははしくもてなしたまふ本性も】玉鬘の山吹の花のように明るく朗らかで何の屈託もなくはなやかな性格。

2 【あらぬさま】大島本は「あかぬ」とある。『新大系』『集成』『古典セレクション』は諸本によって「あらぬ」と校訂する。


第四段　源氏、玉鬘と和歌を詠み交す

真木柱．１．４．１

■　殿とのも1、いとほしう2人ひとびとも思おもひ疑うたがひける筋すぢを、心こころきよくあらはしたまひて、

◇　殿も、気の毒だと女房たちも疑っていたことに、潔白であることを証明なさって、

■　「わが心こころながら、うちつけにねぢけたることは好このまずかし3」

◇　「自分の心中でも、その場限りの間違ったことは好まないのだ」

■　と、昔むかしよりのことも思おぼし出いでて、紫むらさきの上うへにも、

◇　と、昔からのこともお思い出しになって、紫の上にも、


1 【殿も】「心きよくあらはしたまひて」に繋る。

2 【いとほしう】以下「疑ひける筋を」まで挿入句。源氏は玉鬘を愛人にしようとしたのではないかという疑い。

3 【わが心ながらうちつけにねぢけたることは好まずかし】源氏の心。


真木柱．１．４．２

■　「思おぼし疑うたがひたりしよ」

◇　「お疑いでしたね」

真木柱．１．４．３

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　「今いまさらに人ひとの心癖こころぐせもこそ1」

◇　「今さら、厄介な癖が出ても困る」

■　と思おぼしながら、ものの苦くるしう思おぼされし時とき、

◇　とお思いになる一方で、何かたまらなくお思いになった時、

■　「さてもや2」

◇　「いっそ自分の物にしてしまおうか」

■　と、思おぼし寄よりたまひしことなれば3、なほ思おぼしも絶たえず。

◇　と、お考えになったこともあるので、やはりご愛情も切れない。


1 【今さらに人の心癖もこそ】源氏の心を語り手が語る。

2 【さてもや】源氏の心を語り手が語る。「さ」は玉鬘を自分の愛人にすることをさす。

3 【思し寄りたまひしことなれば】語り手は源氏の側近くから観察して語る。


真木柱．１．４．４

■　大将だいしゃうのおはせぬ昼ひるつ方1渡かたわたりたまへり。

◇　大将のおいでにならない昼ころ、お渡りになった。

■　女君をむなぎみ、あやしう悩なやましげにのみもてないたまひて、すくよかなる折をりもなくしをれたまへるを、かくて渡わたりたまへれば2、すこし起おき上あがりたまひて、御几帳みきちゃうにはた隠かくれておはす。

◇　女君は、不思議なほど悩ましそうにばかりお振る舞いになって、さわやかな気分の時もなく萎れていらっしゃったが、このようにしてお越しになると、少し起き上がりなさって、御几帳に隠れてお座りになる。


1 【大将のおはせぬ昼つ方】源氏、玉鬘の夫の鬚黒のいない間に訪れ思いを訴える。

2 【かくて渡りたまへれば】大島本は「かくて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本によって「かく」と「て」を削除する。


真木柱．１．４．５

■　殿とのも、用意よういことに、すこしけけしきさまにもてないたまひて、おほかたのことどもP6など聞きこえたまふ。

◇　殿も、改まった態度で、少し他人行儀にお振る舞いになって、世間一般の話などを申し上げなさる。

■　すくよかなる世よの常つねの人ひとにならひては1、まして言いふ方かたなき御おほむけはひありさま2を見知みしりたまふにも3、思おもひのほかなる身4みの、置おきどころなく恥はづかしきにも、涙なみだぞこぼれける。

◇　真面目な普通の人を夫として迎えるようになってからは、今まで以上に言いようのないご様子や有様をお分りになるにつけ、意外な運命の身の、置き所もないような恥ずかしさにも、涙がこぼれるのであった。


P6 ことども--こと（と/+と〈朱〉）も

1 【世の常の人にならひては】普通の人、鬚黒との結婚生活に馴れて。源氏は「世の常の人」ではなかった、という反対の意のニュアンスが込められる。

2 【御けはひありさま】源氏の御様子や態度。

3 【見知りたまふにも】玉鬘が源氏の素晴らしさをお分かりになるにつけても。

4 【思ひのほかなる身】玉鬘は鬚黒との結婚を思いの外のことだったと感じ取っている。


真木柱．１．４．６

■　やうやう、こまやかなる御物語おほむものがたりになりて、近ちかき御脇息おほむけふそくに寄よりかかりて、すこしのぞきつつ、聞きこえたまふ。

◇　だんだんと、情のこもったお話になって、近くにある御脇息に寄り掛かって、少し覗き見しながら、お話し申し上げになさる。

■　いとP7をかしげに面痩おもやせたまへるP8さまの、見みまほしう、らうたいことの添そひたまへる1につけても、

◇　たいそう美しげに面やつれしておいでの様子が、見飽きず、いじらしさがお加わりになっているにつけても、

■　「よそに見放みはなつも、あまりなる心こころのすさびぞかし2」

◇　「他人に手放してしまうのも、あまりな気まぐれだな」

■　と口惜くちをし3。

◇　と残念である。


P7 いと--は（は/＄い〈朱〉）と

P8 たまへる--給つ（つ/＄へ〈朱〉）う

1 【らうたいことの添ひたまへる】結婚生活後の玉鬘に表れた変化。

2 【よそに見放つもあまりなる心のすさびぞかし】源氏の心。

3 【口惜し】語り手が源氏の心中を忖度した表現。


真木柱．１．４．７

■　「おりたちて汲くみは見みねども渡わたり川がは

人ひとの瀬せとはた契ちぎらざりしを1

思おもひのほかなりやP9,2」

◇　「あなたと立ち入った深い関係はありませんでしたが、三途の川を渡る時、

他の男に背負われて渡るようにはお約束しなかったはずなのに

思ってもみなかったことです」


P9 なりや--なれ（れ/＄り〈朱〉）や

1 【おりたちて汲みは見ねども渡り川人の瀬とはた契らざりしを】源氏から玉鬘への贈歌。「汲み」「瀬」は「川」の縁語。「せ」は「瀬」と「背」との掛詞。女は初めて逢った男に背負われて三途の川を渡る、という俗信をふまえる。

2 【思ひのほかなりや】玉鬘が鬚黒のものとなってしまい、永遠に自分のもとから離れて行ってしまったという感慨。


真木柱．１．４．８

■　とて、鼻はなうちかみたまふけはひ、なつかしうあはれなり1。

◇　と言って、鼻をおかみになる様子、やさしく心を打つ風情である。

■　女をむなは顔かほを隠かくして、

◇　女は顔を隠して、


1 【なつかしうあはれなり】語り手の感想をこめた評言。


真木柱．１．４．９

■　「みつせ川渡がはわたらぬさきにいかでなほ

涙なみだの澪みをの泡あわと消きえなむ1」

◇　「三途の川を渡らない前に何とかしてやはり

涙の流れに浮かぶ泡のように消えてしまいたいものです」


1 【みつせ川渡らぬさきにいかでなほ涙の澪の泡と消えなむ】玉鬘から源氏への返歌。「渡り川」を「みつせ川」と言い換えて返す。人は死んだら、三途の川を渡らねばならないものであるのに、その前に死んでしまいたいとは理屈にあわない歌であるが、その理不尽な気持ちを詠んでこたえた。


真木柱．１．４．１０

■　「心幼こころをさなの御消おほむきえどころや1。

◇　「幼稚なお考えですね。

■　さても、かの瀬せは避よき道みちなかなるを、御手おほむての先さきばかりは、引ひき助たすけきこえてむや」

◇　それにしても、あの三途の川の瀬は避けることのできない道だそうですから、お手先だけは、引いてお助け申しましょうか」

■　と、ほほ笑ゑみたまひて、

◇　と、ほほ笑みなさって、


1 【心幼なの御消えどころや】以下「きこえてむや」まで、源氏の詞。


真木柱．１．４．１１

■　「まめやかには1、思おぼし知しることもあらむかし。

◇　「真面目な話、お分かりになることもあるでしょう。

■　世よになき痴しれ痴じれしさも、またうしろやすさも、この世よにたぐひなきほどを、さりともとなむ、頼たのもしき」

◇　世間にまたといない馬鹿さ加減も、また一方で安心できるのも、この世に類のないくらいなのを、いくら何でもと、頼もしく思っています」


1 【まめやかには】以下「頼もしき」まで、源氏の詞。


真木柱．１．４．１２

■　と聞きこえたまふを、いとわりなう、聞きき苦ぐるしと思おぼいたれば、いとほしうて、のたまひ紛まぎらはしつつ、

◇　と申し上げなさるのを、ほんとうにどうすることもできず、聞き苦しいとお思いでいらっしゃるので、お気の毒になって、話をおそらしになりながら、

真木柱．１．４．１３

■　「内裏うちにのたまはすることなむいとほしきを、なほ、あからさまに参まゐらせたてまつらむ。

◇　「帝が仰せになることがお気の毒なので、やはり、ちょっとでも出仕おさせ申しましょう。

■　おのがものと領りゃうじ果はてては、さやうの御交おほむまじらひもかたげなめる世よなめり。

◇　自分の物と家の中に閉じ込めてしまってからでは、そのようなお勤めもできにくいお身の上となりましょう。

■　思おもひそめきこえし心こころは違たがふさまなめれど、二条にでうの大臣おとどは、心こころゆきたまふなれば、心こころやすくなむ」

◇　当初の考えとは違ったかっこうですが、二条の大臣は、ご満足のようなので、安心です」

真木柱．１．４．１４

■　など、こまかに聞きこえたまふ。

◇　などと、こまごまとお話し申し上げなさる。

■　あはれにも恥はづかしくも聞ききたまふこと多おほかれど、ただ涙なみだにまつはれておはす。

◇　ありがたくも気恥ずかしくもお聞きになることが多いけれど、ただ涙に濡れていらっしゃる。

■　いとかう思おぼしたるさまの心苦こころぐるしければ、思おぼすさまにも乱みだれたまはず、ただ、あるべきやう、御心みこころづかひを教をしへきこえたまふ。

◇　たいそうこんなにまで悩んでおいでの様子がお気の毒なので、お思いのままに無体な振る舞いはなさらず、ただ、心得や、ご注意をお教え申し上げなさる。

■　かしこに渡わたりたまはむことを、とみにも許ゆるしきこえたまふまじき御みけしきなり。

◇　あちらにお移りになることを、直ぐにはお許し申し上げなさらないご様子である。

第二章　鬚黒大将家の物語　北の方、乱心騒動

第一段　鬚黒の北の方の嘆き

真木柱．２．１．１

■　内裏うちへ参まゐりたまはむことを、やすからぬことに大将思だいしゃうおぼせど1、そのついでにや2、まかでさせたてまつらむ3の御心みこころつきたまひて、ただあからさまのほどを許ゆるしきこえたまふ4。

◇　宮中に参内なさることを、心配なことと大将はお思いになるが、その機会に、そのまま退出おさせ申そうかとのお考えを思いつかれて、ただちょっとの暇のお許しを申し上げなさる。

■　かく忍しのび隠かくろへたまふ御おほむふるまひ5も、ならひたまはぬ心地6ここちに苦くるしければ、わが殿とののうち修理すりししつらひて、年としごろは荒あらし埋うづもれ、うち捨すてたまへりつる御おほむしつらひ、よろづの儀式ぎしきを改あらため7いそぎたまふ。

◇　このように人目を忍んでお通いになることも、お慣れにならない感じで辛いので、ご自分の邸内の修理し整えて、長年荒れさせ埋もれ、放って置かれたお部屋飾り、すべての飾りつけを立派にしてご準備なさる。


1 【内裏へ参りたまはむことをやすからぬことに大将思せど】以下の段、場面変わって、視点を鬚黒の立場において語る。

2 【そのついでにや】大島本は「そのついてにや（△△＆にや）まかて」とある。すなわち「そのついて」の次の元の文字の上に重ねて「にや」と書く。『新大系』はその訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「そのついでにやがて」と校訂する。玉鬘が出仕した機会をさす。

3 【まかでさせたてまつらむ】宮中から鬚黒の自邸に退出おさせ申そう、の意。

4 【許しきこえたまふ】「許し」は名詞、許可の意。鬚黒は源氏にお許しを願い申し上げなさる、意。

5 【忍び隠ろへたまふ御ふるまひ】夫婦でありながら鬚黒が人目を忍んで玉鬘のもとにお通いになることをいう。

6 【ならひたまはぬ心地】経験のないこと。鬚黒の堅物らしい性格を示す。

7 【儀式を改め】格式を立派に改めて、の意。


真木柱．２．１．２

■　北きたの方かたの思おぼし嘆なげくらむ御心みこころも知しりたまはず、かなしうしたまひし君達きみたちをも、目めにもとめたまはず、なよびかに1情なさけ情なさけしき心こころうちまじりたる人ひとこそ、とざまかうざまにつけても、人ひとのため恥はぢがましからむことをば、推おし量はかり思おもふところもありけれ、ひたおもむきにすくみたまへる御心みこころにて、人ひとの御心動みこころうごきぬべきこと多おほかり。

◇　北の方がお嘆きになろうお気持ちもお考えにならず、かわいがっていらっしゃったお子たちにも、お目もくれなさらず、やさしく情け深い気持ちのある人ならば、何かのことにつけても、女にとって恥になるようなことには、考え及ぶところもあろうが、一徹で融通のきかないご性分なので、人のお気に障るようなことが多いのであった。


1 【なよびかに】以下「思ふところもありけれ」まで、挿入句。


真木柱．２．１．３

■　女君をむなぎみ、人ひとに劣おとりたまふべきことなし1。

◇　女君は、人にひけをお取りになるようなところはない。

■　人ひとの御本性おほむほんじゃうも、さるやむごとなき父親王ちちみこの、いみじうかしづきたてまつりたまへるおぼえ、世よに軽かろからず、御容貌おほむかたちなども、いとようおはしけるを、あやしう、執念しふねき御おほむもののけにわづらひたまひて、この年としごろ、人ひとにも似にたまはず、うつし心ごころなき折々多をりをりおほくものしたまひて、御仲おほむなかもあくがれてほど経へにけれど、やむごとなきものとは、また並ならぶ人ひとなく思おもひきこえたまへるを2、めづらしう御心移みこころうつる方かたの、なのめにだにあらず、人ひとにすぐれたまへる御おほむありさまよりも3、かの疑うたがひおきて、皆人みなひとの推おし量はかりしことさへ4、心こころきよくて過すぐいP10たまひけるなどを、ありがたうあはれと5、思おもひましきこえたまふも、ことわりになむ6。

◇　お人柄も、あのような高貴な父親王がたいそう大切にお育て申された世間の評判、けっして軽々しくなく、ご器量なども、たいそう素晴らしくいらっしゃったが、妙に、しつこい物の怪をお患いになって、ここ数年来、普通の人とはお変わりになって、正気のない時々が多くおありになって、ご夫婦仲も疎遠になって長くなったが、れっきとした本妻としては、また並ぶ人もなくお思い申し上げていらっしゃったが、珍しくお心惹かれる方が、一通りどころの方でなく、人より勝れていらっしゃるご様子よりも、あの疑いを持って皆が想像していたことさえ、潔白の身でお過ごしになっていらしたことなどを、めったにない立派な態度だと、ますます深くお思い申し上げなさるのも、もっともなことである。


P10 過ぐい--すく（く/＆く、=すイ〈朱〉）い

1 【女君人に劣りたまふべきことなし】鬚黒の北の方は、父は式部卿宮、藤壷中宮の姪、源氏の紫の上とは異母姉妹。『紹巴抄』は「女君」以下「ことわりになむ」までを「双地」と指摘する。以下、文体がやや変化する。

2 【また並ぶ人なく思ひきこえたまへるを】鬚黒がれっきとした北の方としてお思い申し上げていらしたが。

3 【人にすぐれたまへる御ありさまよりも】『万水一露』は「草地に批判したる詞成へし」と指摘する。

4 【推し量りしことさへ】過去の助動詞「し」は直接体験した出来事をいう。鬚黒の心に即して語り手が語っている。

5 【ありがたうあはれと】『孟津抄』は「草子地也」と指摘する。

6 【ことわりになむ】『岷江入楚』は「草子の地なるへし」と指摘する。もっともなことである、という批評判断は語り手の感想である。以上、客観的物語の地の文から次第に語り手中心の文体に変化してきた。


真木柱．２．１．４

■　式部卿宮聞しきぶきゃうのみやきこし召めして、

◇　式部卿宮がお聞きになって、

真木柱．２．１．５

■　「今いまは、しか1今いまめかしき人ひとを渡わたして、もてかしづかむ片隅かたすみに、人悪ひとわろくて添そひものしたまはむも、人聞ひとぎきやさしかるべしP11。

◇　「今は、あのような若い女を迎えて、大切にするだろう片隅で、みっともなく連れ添っていらっしゃるのも、外聞も痩せるほど恥ずかしいだろう。

■　おのがあらむこなたは、いと人笑ひとわらへなるさまに従したがひなびかでも2、ものしたまひなむ」

◇　自分が生きているうちは、まことに世間に恥をさらして言いなりにならなくても、お過ごしになられよう」


P11 べし--つ（つ/＄へ〈朱〉）し

1 【今はしか】以下「ものしたまひなむ」まで、式部卿宮の詞。

2 【従ひなびかでも】鬚黒の言いなりにならなくても。


真木柱．２．１．６

■　とのたまひて、宮みやの東ひむがしの対たいを払はらひしつらひて、

◇　とおっしゃって、宮邸の東の対を掃除し整えて、

■　「渡わたしたてまつらむ」

◇　「お迎え申そう」

■　と思おぼしのたまふを、

◇　とお考えになっておっしゃるのを、

■　「親おやの御おほむあたりといひながら1、今いまは限かぎりの身2みにて、たち返かへり見みえたてまつらむこと」

◇　「親の御家と言っても、夫に捨てられた身の上で、再び実家に戻ってお顔を合わせ申すのも」

■　と、思おもひ乱みだれたまふに、いとど御心地みここちもあやまりて、うちはへ臥ふしわづらひたまふ。

◇　と、思い悩みなさると、ますますご気分も悪くなって、ずっと病床にお臥せりになる。


1 【親の御あたりといひながら】以下「見えたてまつらむこと」まで、北の方の心。

2 【今は限りの身】『集成』は「夫に捨てられた身の上」と解し、『完訳』は「ひとたび人の妻となった身の上」と解す。


真木柱．２．１．７

■　本性ほんじゃうは1、いと静しづかに心こころよく、子こめきたまへる人ひとの、時々ときどき、心こころあやまりして2、人ひとに疎うとまれぬべきことなむ、うち混まじりたまひける。

◇　生まれつきは、たいそう静かで気立てもよく、おっとりとしていらっしゃる方で、時々、気がおかしくなって、人から嫌われてしまうようなことが、時たまおありなのであった。


1 【本性は】以下「うち混じりたまひける」まで、語り手の説明的文章が挿入される。

2 【時々心あやまりして】物の怪の発作によって気がおかしくなること。


第二段　鬚黒、北の方を慰める（一）

真木柱．２．２．１

■　住すまひなどの、あやしうしどけなく、もののきよらもなくやつして、いと埋むもれいたくもてなしたまへるを、玉たまを磨みがける目移めうつしに1、心こころもとまらねど、年としごろの心こころざしひき替かふるものならねば、心こころには、いとあはれと思おもひきこえたまふ。

◇　お住まいなどが、とんでもなく乱雑で、綺麗さもなく汚れて、たいそう塞ぎ込んでいらっしゃるのを、玉を磨いたような所を見て来た目には、気に入らないが、長年連れ添ってきた愛情が急に変わるものでもないので、心中では、たいそう気の毒にとお思い申し上げる。


1 【玉を磨ける目移しに】玉を磨いたように素晴らしい玉鬘の邸を見て来た目には、の意。「磨く」には、「玉を磨く」（素晴らしい）意と「目を磨く」（鑑識眼を高める）の両意が掛けられた表現であろう。


真木柱．２．２．２

■　「昨日今日きの1、いと浅あさはかなる人ひとの御仲おほむなからひだに、よろしき際**になれば、皆思みなおもひのどむる方かたありてこそ見果みはつなれ2。

◇　「昨日今日の、たいそう浅い夫婦仲でさえ、悪くはない身分の人となれば、皆我慢することがあって添い遂げるものだ。

■　いと身みも苦くるしげにもてなしたまひつればP12、聞きこゆべきこともうち出いで聞きこえにくくなむ。

◇　たいそう身体も苦しそうにしていらっしゃったので、申し上げなければならないこともお話し申し上げにくくてね。

◆　 
"きのふ けふ の、 いと あさはか なる ひと の おほむ-なからひ だに、 よろしき きは なれ ば、 みな おもひ のどむる かた あり て こそ みはつ なれ。 いと み も くるしげ に もてなし たまひ つれ ば、 きこゆ べき こと も うち-いで きこえ にくく なむ。


P12 たまひつれば--給へ（へ/＄つ〈朱〉）れは

1 【昨日今日の】以下「たまふべきにやあらむ」まで、鬚黒の北の方への慰めの詞。

2 【よろしき際になれば皆思ひのどむる方ありてこそ見果つなれ】ある程度の身分ある貴族の夫婦となると、みなお互いに我慢し合って最後まで添い遂げるもののようだ。「なれ」（伝聞推定の助動詞）。鬚黒の忠告は当時の貴族の夫婦生活をいうものか。


真木柱．２．２．３

■　年としごろ契ちぎりきこゆることにはあらずや。

◇　長年添い遂げ申して来た仲ではありませんか。

■　世よの人ひとにも似にぬ御おほむありさま1を、見みたてまつり果はてむとこそは、ここら思おもひしづめつつ過すぐし来くるに、えさしもあり果はつまじき御心みこころおきてに、思おぼし疎うとむな。

◇　世間の人と違ったご様子を、最後までお世話申そうと、ずいぶんと我慢して過ごして来たのに、とてもそうは行かないようなお考えで、お嫌いなさるのですね。


1 【世の人にも似ぬ御ありさま】世間の人と違った御病気の様子。


真木柱．２．２．４

■　幼をさなき人ひとびともはべれば1、とざまかうざまにつけて、おろかにはあらじと聞きこえわたるを、女をむなの御心みこころの乱みだりがはしきままに、かく恨うらみわたりたまふ。

◇　幼い子どもたちもいますので、何かにつけて、いいかげんにはしまいとずっと存じ上げてきたのに、女心の考えなさから、このように恨み続けていらっしゃる。

■　ひとわたり見果みはてたまはぬほど、さもありぬべきことなれど、まかせてこそ、今いましばし御覧ごらんじ果はてめ。

◇　最後まで見届けないうちは、そうかも知れないことですが、信頼してこそ、もう少し御覧になっていてください。


1 【幼き人びともはべれば】後文によれば、姫君一人、男君二人と見える。


真木柱．２．２．５

■　宮みやの聞きこし召めし疎うとみて、さはやかにふと渡わたしたてまつりてむと思おぼしのたまふなむ、かへりていと軽々かるがるしき。

◇　式部卿宮がお聞きになりお疎みになって、はっきりとすぐにお迎え申そうとお考えになっておっしゃっているのが、かえってたいそう軽率です。

■　まことに思おぼしおきつることにやあらむ、しばし勘事かうじしたまふべきにやあらむ」

◇　ほんとうに決心なさったことなのか、暫く懲らしめなさろうというのでしょうか」

真木柱．２．２．６

■　と、うち笑わらひてのたまへる1、いとねたげに心こころやまし2。

◇　と、ちょっと笑っておっしゃる、たいそう憎らしくおもしろくない。


1 【うち笑ひてのたまへる】冗談めかした笑い。

2 【いとねたげに心やまし】『集成』は「北の方の心を書いたもの」とある。語り手が北の方の立場になって気持ちを語ったところ。


第三段　鬚黒、北の方を慰める（二）

真木柱．２．３．１

■　御召人おほむめしうどだちて1、仕つかうまつり馴なれたる木工もくの君きみ、中将ちゅうじゃうの御許2おもとなどいふ人ひとびとだに3、ほどにつけつつ、

◇　殿の召人といったふうで、親しく仕えている木工の君、中将の御許などという女房たちでさえ、身分相応につけて、

■　「やすからずつらし」

◇　「おもしろくなく辛い」

■　と思おもひきこえたるを、北きたの方かたは、うつし心ごころものしたまふほどにて、いとなつかしううち泣なきてゐたまへり。

◇　と思い申し上げているのだから、まして北の方は、正気でいらっしゃる時なので、たいそうしおらしく泣いていらっしゃった。


1 【御召人だちて】妻に準じる待遇の鬚黒の女房。

2 【木工の君中将の御許】女房名。

3 【人びとだに】女房たちでさえ〜であるのだから、まして北の方は。


真木柱．２．３．２

■　「みづからをP13,1、ほけたり、ひがひがし、とのたまひ、恥はぢしむるは、ことわりなることになむ。

◇　「わたしを、惚けている、僻んでいる、とおっしゃって、馬鹿にするのは、けっこうなことです。

■　宮みやの御おほむことを2さへ取とり混まぜのたまふぞ3、漏もり聞ききたまはむは4いとほしう、憂うき身みのゆかり軽々かるがるしき5やうなる。

◇　父宮のことまでを引き合いに出しておっしゃるのは、もし、お耳に入ったらお気の毒だし、つたないわが身の縁から軽々しいようです。

■　耳馴みみなれにてはべれば、今いまはじめていかにもものを思おもひはべらず」

◇　耳馴れていますから、今さら何とも思いません」


P13 みづからを--身つからは（は/＃を）

1 【みづからを】以下「思ひはべらず」まで、北の方の詞。

2 【宮の御ことを】父兵部卿宮の悪口。

3 【取り混ぜのたまふぞ】大島本は「とりませの給う」とある。『新大系』『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「取りまぜのたまふぞ」と「ぞ」を補入する。

4 【漏り聞きたまはむは】兵部卿宮が悪口を漏れ聞きなさったら。推量の助動詞「む」は仮定の意。

5 【軽々しき】皇族の身にとって軽々しい、すなわち、傷がつくようだの意。


真木柱．２．３．３

■　とて、うち背そむきたまへる、らうたげなり2。

◇　と言って、横を向いていらっしゃる、いじらしい。


1? 【耳馴れて】自分への悪口は聞き馴れている。

2 【らうたげなり】語り手の、北の方をいじらしいという評言。以下、北の方の若かったころの美貌が語られる。


真木柱．２．３．４

■　いとささやかなる人ひとの、常つねの御悩おほむなやみに痩やせ衰おとろへ、ひはづにて、髪かみいとけうらにて長ながかりけるが、わけたるやうに落おち細ほそりて、削けづることもをさをさしたまはず、涙なみだにまつはれたるは1、いとあはれなり2。

◇　たいそう小柄な人で、いつものご病気で痩せ衰え、ひ弱で、髪はとても清らかに長かったが、半分にしたように抜け落ちて細くなって、櫛梳ることもほとんどなさらず、涙で固まっているのは、とてもお気の毒である。


1 【涙にまつはれたるは】大島本は「まつはれたる」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「まろがれたる」と校訂する。

2 【いとあはれなり】語り手の、北の方をとてもかわいそうだどいう評言。


真木柱．２．３．５

■　こまかに匂にほへるところはなくて、父宮ちちみやに似にたてまつりて、なまめいたる容貌かたちP14したまへるを、もてやつしたまへれば、いづこのはなやかなるけはひかはあらむ1。

◇　つややかに美しいところはなくて、父宮にお似申して、優美な器量をなさっていたが、身なりを構わないでいられるので、どこに華やかな感じがあろうか。


P14 容貌--かたち（ち/＄ち〈朱〉）

1 【いづこのはなやかなるけはひかはあらむ】反語表現。どこにも派手やかなところはない、という語り手の感想。以上、北の方への解説が終わり、再び物語の現時点に戻る。


真木柱．２．３．６

■　「宮みやの御おほむことを1、軽かろくは2いかが聞きこゆる。

◇　「宮の御事を、軽んじたりどうして思い申そう。

■　恐おそろしう、人聞ひとぎきかたはになのたまひなしそ」

◇　恐ろしい、人聞きの悪いおっしゃりようをなさいますな」

■　とこしらへて、

◇　となだめて、


1 【宮の御ことを】以下「なのたまひなしそ」まで、鬚黒の北の方への慰めの詞。下に「こしらへて」とある。

2 【軽くは】軽んじる、ないがしろにするの意。


真木柱．２．３．７

■　「かの通かよひはべる所ところの1、いとまばゆき玉たまの台2うてなに、うひうひしう、きすくなるさまにて出いで入いるほども、かたがたに人目ひとめたつらむ3と、かたはらいたければ、心こころやすく移うつろはしてむ4と思おもひはべるなり。

◇　「あの通っております所の、たいそう眩しい玉の御殿に、もの馴れない、生真面目な恰好で出入りしているのも、あれこれ人目に立つだろうと、気がひけるので、気楽に迎えてしまおうと考えているのです。


1 【かの通ひはべる所の】以下「かたみに後見むと思せ」まで、引き続き、鬚黒の北の方への慰めの詞。同じく下に「こしらへ聞こえたまへば」とある。六条院をいう。

2 【玉の台】六条院をいう。歌語的表現をした。

3 【人目たつらむ】眩しいほどの六条院に不格好なさまをして通っていたのでは人目にたって見苦しいとする、鬚黒自身認めており、またその解消策として玉鬘の迎えとりを持ち出す。

4 【心やすく移ろはしてむ】気安く玉鬘を自分の邸に迎えてしまおうと。


真木柱．２．３．８

■　太政大臣1おほきおとどの、さる世よにたぐひなき御おほむおぼえをば、さらにも聞きこえず、心恥こころはづかしう、いたり深ふかうおはすめる御おほむあたりに、憎にくげなること2漏もり聞きこえば、いとなむいとほしう、かたじけなかるべき3。

◇　太政大臣が、ああした世に比べるものもないご声望を、今さら申し上げるまでもなく、恥ずかしくなるほど、行き届いていらっしゃるお邸に、よくない噂が漏れ聞こえては、たいそうお気の毒であるし、恐れ多いことでしょう。


1 【太政大臣】源氏を「太政大臣」と呼ぶ。以下、その権勢をかさに着たものものしい言い方をする。

2 【憎げなること】北の方と玉鬘との不和の噂。

3 【いとなむいとほしうかたじけなかるべき】『集成』では「まことに不都合千万で、申しわけないことでしょう」と解し、『完訳』では「あなたにはまったく気の毒なことだし、大臣にも畏れ多いことになりましょう」と解す。


真木柱．２．３．９

■　なだらかにて、御仲おほむなかよくて、語かたらひてものしたまへ。

◇　穏やかにして、お二人仲を好くして、親しく付き合ってください。

■　宮みやに渡わたりたまへりとも、忘わするることははべらじ。

◇　宮邸にお渡りになっても、忘れることはございませんでしょう。

■　とてもかうても、今いまさらに心こころざしの隔へだたることはあるまじけれど、世よの聞きこえ人笑ひとわらへ1に、まろがためにも2軽々かろがろしうなむはべるべきを、年としごろの契ちぎり違たがへず、かたみに後見うしろみむと、思おぼせ」

◇　いずれにせよ、今さらわたしの気持ちが遠ざかることはあるはずはないのですが、世間の噂や物笑いに、わたしにとっても軽々しいことでございましょうから、長年の約束を違えず、お互いに力になり合おうと、お考えください」


1 【世の聞こえ人笑へ】『完訳』は「家の体面をつぶし、北の方も身を滅ぼす危惧」と解す。

2 【まろがためにも】係助詞「も」同類の意。あなたはもちろんのこと、わたにとっても。


真木柱．２．３．１０

■　と、こしらへ聞きこえたまへば、

◇　と、とりなし申し上げなさると、

真木柱．２．３．１１

■　「人ひとの御おほむつらさは1、ともかくも知しりきこえず。

◇　「あなたのお仕打ちは、どうこうと申しません。

■　世よの人ひとにも似にぬ身みの憂うき2をなむ、宮みやにも思おぼし嘆なげきて、今いまさらに人笑ひとわらへなることと、御心みこころを乱みだりたまふなれば3、いとほしう、いかでか見みえたてまつらむ、となむ。

◇　世間の人と違った身の病を、父宮におかれてもお嘆きになって、今さら物笑いになることと、お心を痛めていらっしゃるとのことなので、お気の毒で、どうしてお目にかかれましょう、と思うのです。


1 【人の御つらさは】以下「見るばかり」まで、北の方の詞。

2 【世の人にも似ぬ身の憂き】世間の人と違った身の不運、病い持ち。

3 【乱りたまふなれば】「なれ」（伝聞推定の助動詞）。お心を砕いていらっしゃるというので。


真木柱．２．３．１２

■　大殿おほとのの北きたの方1かたと聞きこゆるも、異人ことびとにやはものしたまふ2。

◇　大殿の北の方と申し上げる方も、他人でいらっしゃいましょうか。

■　かれは3、知しらぬさまにて生おひ出いでたまへる人ひとの、末すゑの世よに、かく人ひとの親おやだち4もてないたまふつらさをなむ、思おもほしのたまふなれど5、ここには6ともかくも思おもはずや。

◇　あの方は、知らない状態で成長なさった方で、後になって、このように人の親のように振る舞っていらっしゃる辛さを考えて、お口になさるようですが、わたしの方では何とも思っていませんわ。

■　もてないたまはむさま7を見みるばかり」

◇　なさりよう見ているばかりです」


1 【大殿の北の方】六条院の北の方、すなわち紫の上嬉さしてこう呼ぶ。

2 【異人にやはものしたまふ】反語表現。鬚黒の北の方と紫の上は異腹の姉妹である。

3 【かれは】紫の上をさす。以下「つらさをなむ」まで、北の方が父宮の詞を間接的にいったもの。

4 【親だち】紫の上が玉鬘の親代わりとなって結婚の世話をすることをいう。

5 【思ほしのたまふなれど】「なれ」（伝聞推定の助動詞）。父宮はおっしゃるようだが。

6 【ここには】わたしには。

7 【もてないたまはむさま】『集成』は「どうしようと紫の上の勝手で、私は構わない」と解し、『完訳』は「あなたのなさることを」と解す。


真木柱．２．３．１３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

真木柱．２．３．１４

■　「いとようのたまふを1、例れいの御心違みこころたがひにや、苦くるしきことも出いで来こむ。

◇　「たいそう良いことをおっしゃるが、いつものご乱心では、困ったことも起こるでしょう。

■　大殿おほとのの北きたの方かたの知しりたまふことにもはべらず2。

◇　大殿の北の方がご存知になることでもございません。

■　いつき女むすめのやうにてものしたまへば、かく思おもひ落おとされたる人3ひとの上うへまではP15知しりたまひなむや4。

◇　箱入り娘のようでいらっしゃっるので、このように軽蔑された人の身の上まではご存知のはずがありません。

■　人ひとの御親おほむおやげなくこそものしたまふべかめれ5。

◇　あの人の親らしくなくおいでのようです。

■　かかることの聞きこえ6あらば、いとど苦くるしかるべきこと7」

◇　このようなことが耳に入ったら、ますます困ることでしょう」


P15 までは--さ（さ/＄ま〈朱〉）ては

1 【いとようのたまふを】以下「苦しかるべきこと」まで、鬚黒の詞。

2 【大殿の北の方の知りたまふことにもはべらず】「知る」は単に知っているという意でなく、関知し指図する意。紫の上が関知し指図したことではありません。

3 【かく思ひ落とされたる人】玉鬘をさす。自分の結婚相手を卑下した言い方。

4 【知りたまひなむや】係助詞「や」は反語。関知していらっしゃろうか、そんなことはない。

5 【ものしたまふべかめれ】「べか」（推量の助動詞、推量）「めれ」（推量の助動詞、視界内推量）、鬚黒の体験から判断して「〜でいらっしゃるようだ」。

6 【かかることの聞こえ】紫の上が玉鬘の結婚を指図しているという非難。

7 【いとど苦しかるべきこと】大島本は「いとゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いと」と校訂する。


真木柱．２．３．１５

■　など、日一日入ひひとひいりゐて1、語かたらひ申まうしたまふ。

◇　などと、一日中お側で、お慰め申し上げなさる。


1 【入りゐて】北の方の部屋に入って座り続けて。


第四段　鬚黒、玉鬘のもとへ出かけようとする

真木柱．２．４．１

■　暮くれぬれば、心こころも空そらに浮うきたちて、いかで出いでなむと思おもほすに、雪ゆきかきたれて降ふる1。

◇　日が暮れたので、気もそぞろになって、何とか出かけたいとお思いになるが、雪がまっくらにして降っている。

■　かかる空そらにふり出いでむも2、人目ひとめいとほしう、この御みけしき6も、憎にくげにふすべ4恨うらみなどしたまはば、なかなかことつけて、われも迎むかひ火5びつくりてあるべきを、いとおいらかに、つれなうもてなしたまへるさまの、いと心苦こころくるしければ、いかにせむ、と思おもひ乱みだれつつ、格子かうしなどもさながら、端近はしちかううち眺ながめてゐたまへり。

◇　このような天候にあえて出かけるのも、人目に立ってお気の毒であるし、このご様子も憎らしく嫉妬して恨みなどなさるならば、かえってそれを口実にして、自分も対抗して出て行くのだが、たいそうおっとりと、気にかけていらっしゃらない様子が、たいそうお気の毒なので、どうしようか、と迷いながら、格子なども上げたまま、端近くに物思いに耽っていらっしゃった。


1 【雪かきたれて降る】前に「霜月になりぬ」とあった。季節は冬である。雪が空をまっくらにして降る様子が描写される。

2 【かかる空にふり出でむも】「ふり」は「雪」の縁語。「雪が降る」と「振り出す」の両意をこめた掛け詞的表現。以下、鬚黒の心情に添った語りとなる。言葉遊び的表現が見られる。

3? 【人めいとほしう】ひどい雪の中をわざわざ出掛けて行ったとあっては、人目に立って北の方にも気の毒である。

4 【ふすべ】下文の「火」の縁語。

5 【迎ひ火】大島本は「むかひ火」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「むかへ火」と校訂する。『日本書紀』巻第七に倭建命が相模野で迎え火をつけて難を逃れた故事がある。こちらから対抗して。

6 【けしき】物思いにふけっている鬚黒の様子。


真木柱．２．４．２

■　北きたの方かたけしきを見みて、

◇　北の方がその様子を見て、

真木柱．２．４．３

■　「あやにくなめる1雪ゆきを、いかで分わけたまはむとすらむ。

◇　「あいにくな雪ですが、どう踏み分けてお出かけなさろうとするのでしょう。

■　夜よも更ふけぬめりや」

◇　夜も更けたようですわ」


1 【あやにくなめる】以下「更けぬめりや」まで、北の方の詞。


真木柱．２．４．４

■　とそそのかしたまふ。

◇　とお促しになる。

■　「今いまは限かぎり、とどむとも1」

◇　「今はもうおしまいだ、引き止めたところで」

■　と思おもひめぐらしたまへるけしき、いとあはれなり。

◇　と思案なさっている様子、まことに不憫である。


1 【今は限りとどむとも】北の方の心。「いかならむ」などの語句が省略されている。鬚黒の気持ちはもう元には戻るまいという諦めの気持ち。


真木柱．２．４．５

■　「かかるには、いかでか1」

◇　「このような雪では、どうして出かけられようか」


1 【かかるにはいかでか】鬚黒の詞。「え出でむ」などの語句が省略されている。このようにひどい雪ではどうして出掛けられようかの意。


真木柱．２．４．６

■　とのたまふものから、

◇　とおっしゃる一方で、

真木柱．２．４．７

■　「なほ、このころばかり1。

◇　「やはり、ここ当分の間だけは。

■　心こころのほどを知しらで、とかく人ひとの言いひなし、大臣おとどたち2も、左右ひだりみぎに聞きき思おぼさむことを憚はばかりてなむ、とだえあらむはいとほしき。

◇　わたしの気持ちを知らないで、何かと人が噂し、大臣たちもあれこれとお耳になさろうことを憚って、途絶えを置くのは気の毒です。

■　思おもひしづめて、なほ見果みはてたまへ。

◇　落ち着いて、やはりわたしの気持ちをお見届けください。

■　ここになど渡わたしては、心こころやすくはべりなむ。

◇　こちらになど迎えたら、気がねもなくなるでしょう。

■　かく世よの常つねなる御みけしき見みえたまふ時ときは、ほかざまに分わくる心こころも失うせてなむ、あはれに思おもひきこゆる」

◇　このように普通のご様子をしていらっしゃる時は、他の女に心を移すこともなくなって、いとおしくお思い申し上げます」


1 【なほこのころばかり】以下「思ひきこゆる」まで、引き続き鬚黒の詞。結婚したばかりのころ。文はここで、いったん切れる。この語を受ける述語はない。

2 【大臣たち】源氏太政大臣や内大臣。


真木柱．２．４．８

■　など、語かたらひたまへば、

◇　などと、お慰めなさると、

真木柱．２．４．９

■　「立たちとまりたまひても1、御心みこころのほかならむは、なかなか苦くるしうこそあるべけれ。

◇　「お止まりになっても、お心が他に行っているのなら、かえってつらいことでございましょう。

■　よそにても、思おもひだにおこせたまはば、袖そでの氷こほりも2解とけなむS1かし3」

◇　他の所にいても、せめて思い出してくだされば、涙に濡れた袖の氷もきっと解けることでしょう」


S1 思ひつつ寝泣くに明くる冬の夜の袖の氷は解けずもあるかな（後撰集冬-四八一　読人しらず）

1 【立ちとまりたまひても】以下「解けなむかし」まで、北の方の詞。

2 【袖の氷も】『奥入』は「思ひつゝねなくに明くる冬の夜の袖の氷はとけずもあるかな」（後撰集冬。四八二、読人しらず）＜あの人を思いながら泣き明かした冬の夜は涙に濡れて凍った袖も解けないままであることよ＞を指摘し、現在の注釈書でも指摘する。

3 【解けなむかし】きっと解けましょう。「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞）。


真木柱．２．４．１０

■　など、なごやかに言いひゐたまへり。

◇　などと、穏やかにおっしゃっていられる。

第五段　北の方、鬚黒に香炉の灰を浴びせ掛ける

真木柱．２．５．１

■　御火取おほむひとり召めして、いよいよ焚たきしめさせたてまつりたまふ1。

◇　御香炉を取り寄せて、ますます香をたきしめさせてお上げになる。

■　みづからは、萎なえたる御衣おほむぞども2、うちとけたる御姿おほむすがた、いとど細ほそう、か弱よわげなり。

◇　自分自身は、皺になったお召物類で、身なりを構わないお姿が、ますますほっそりとか弱げである。

■　しめりておはする、いと心苦こころぐるし3。

◇　沈んでいらっしゃるのは、たいそうお気の毒である。

■　御目おほむめのいたう泣なき腫はれたるぞ、すこしものしけれど4、いとあはれ5と見みる時ときは、罪つみなう思おぼして、

◇　お目をたいそう泣き腫らしているのは、少し疎ましいが、しみじみといとおしいと見る時は、咎める気もお消えになって、


1 【焚きしめさせたてまつりたまふ】北の方が女房をして鬚黒の衣装に香をたきこめさせ申し上げなさる。

2 【萎えたる御衣ども】大島本は「御そとも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御衣どもに」と「に」を補訂する。

3 【いと心苦し】語り手の北の方に対する同情の句。

4 【すこしものしけれど】鬚黒と語り手の感情が重なったような表現。

5 【いとあはれ】鬚黒の心。鬚黒が北の方をたいそういとおしいと思う。


真木柱．２．５．２

■　「いかで過すぐしつる年月としつきぞ1」

◇　「どうして今まで疎遠にしてきたのか」

■　と、「名残なごりなう移うつろふ心こころのいと軽かろきぞや2」

◇　と、「すっかり心変わりした自分が何とも軽薄だ」

■　とは思おもふ思おもふ、なほ心懸想こころげさうは進すすみて3、そら嘆なげきをうちしつつ4、なほ装束さうぞくしたまひて、小ちひさき火取ひとり取とり寄よせて、袖そでに引ひき入いれてしめゐP16たまへり5。

◇　とは思いながらも、やはり気持ちははやって、溜息をつきながら、やはりお召物を整えなさって、小さい香炉を取り寄せて、袖に入れてたきしめていらっしゃった。


P16 しめゐ--*しゐ

1 【いかで過ぐしつる年月ぞ】鬚黒の感想。『集成』は「どうして今まで長の年月、疎遠に過してきたのか」と訳し、『完訳』は「よくもこの長い年月いっしょに過してきたものよ」と訳す。前者は鬚黒の反省、後悔と解し、後者は鬚黒が北の方との仲を不思議に思っているところと解す。「いかで」は疑問であるとともに反語でもあろう。

2 【名残なう移ろふ心のいと軽きぞや】引き続き、鬚黒の反省、後悔。

3 【思ふ思ふなほ心懸想は進みて】「思ふ思ふ」「なほ」というように、その反面ではやはり玉鬘を思う気持ちははやって、という複雑な心理を捉えて語る。

4 【そら嘆きをうちしつつ】嘘の嘆息を何度もして見せる。あなたを置いて出掛けるのは億劫だというポーズである。

5 【しめゐたまへり】大島本は「しゐ給へり」とある。『新大系』『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「しめゐたまへり」と「め」を補訂する。


真木柱．２．５．３

■　なつかしきほどに萎なえたる御装束おほむさうぞくに、容貌かたちも2、かの並ならびなき御光3おほむひかりにこそ圧おさるれP17ど、いとあざやかに男々ををしきさまして、ただ人うどと見みえず、心恥こころはづかしげなり。

◇　やさしいほどに着馴れたお召物で、器量も、あの並ぶ人のないお方には圧倒されるが、たいそうすっきりした男性らしい感じで、普通の人とは見えず、気おくれするほど立派である。


P17 圧さるれ--おさな（な/＄る〈朱〉）れ

1? 【なつかしきほどにて】鬚黒の様子について語る。

2 【容貌も】『万水一露』は「草子の批判の詞也」と指摘する。「心恥づかしげなり」は語り手の評言ともいえよう。

3 【かの並びなき御光】源氏の美しさを譬喩していう。


真木柱．２．５．４

■　侍1さぶらひに、人ひとびと声こゑして、

◇　侍所で、供人たちが声立てて、


1 【侍】名詞。侍所のこと、供人の詰所。


真木柱．２．５．５

■　「雪ゆきすこし隙ひまあり。

◇　「雪が小止みです。

■　夜よは更ふけぬらむかし1」

◇　夜が更けてしまいましょう」


1 【雪すこし隙あり夜は更けぬらむかし】供人の声。「ぬ」（完了の助動詞、確述）「らむ」（推量の助動詞、視界外推量）「かし」（終助詞、強調）。夜が更けてしまいましょうの意。


真木柱．２．５．６

■　など、さすがにまほにはあらで1、そそのかしきこえて、声こわづくりあへり。

◇　などと、それでもあらわには言わないで、お促し申して、咳払いをし合っている。


1 【さすがにまほにはあらで】供人たちの北の方への遠慮した態度動作。


真木柱．２．５．７

■　中将ちゅうじゃう、木工もくなど1、

◇　中将の君や、木工の君などは、

■　「あはれの世よや2」

◇　「おいたわしいことだわ」

■　などうち嘆なげきつつ、語かたらひて臥ふしたるに、正身さうじみは3、いみじう思おもひしづめて、らうたげに寄より臥ふしたまへり、と見みるほどに、にはかに起おき上あがりて、大おほきなる籠この下したなりつる火取ひとりを取とり寄よせて、殿とのの後うしろに寄よりて、さと沃いかけたまふほど、人ひとのややみあふる4ほどもなう、あさましきに、あきれてものしたまふ5。

◇　などと嘆きながら、話し合って臥しているが、ご本人は、ひどく落ち着いていじらしく寄りかかっていらっしゃる、と見るうちに、急に起き上がって、大きな籠の下にあった香炉を取り寄せて、殿の後ろに近寄って、さっと浴びせかけなさる間、人の制止する間もなく、不意のことなので、呆然としていらっしゃる。


1 【中将木工など】召人の中将の御許や木工の君など。

2 【あはれの世や】中将の御許や木工の君など感慨。北の方への同情。「世」は鬚黒と北の方の夫婦仲をいう。

3 【正身は】以下「あきれてものしたまふ」まで北の方の一連の動作。その間の緩急の行動が「〜と見るほどに、〜て、〜ほど、〜のほどもなう、〜に」という語りの口調の上に巧みに語られている。

4 【ややみあふる】『集成』は「「ややみ」「あふる」と複合動詞と見るべきであろうが、語義不詳。「ややむ」は驚きあるいは呼び掛けの語「やや」を活用させたものか。「あふる」は煽るか。「やや見敢ふる」と見るのは無理であろう」と注す。『完訳』は「「見敢ふ」で見届ける意。人の目にもとまらぬ瞬時の出来事」と注す。

5 【あきれてものしたまふ】鬚黒の態度。すでに灰を浴びせ掛けられて茫然自失しているさま。


真木柱．２．５．８

■　さるこまかなる灰はひの1、目鼻めはなにも入いりて、おぼほれてものもおぼえず。

◇　あのような細かい灰が、目や鼻にも入って、ぼうっとして何も分からない。

■　払はらひ捨すてたまへど、立たち満みちたれば、御衣おほむぞども脱ぬぎたまひつ。

◇　払い除けなさるが、立ちこめているので、お召物をお脱ぎになった。


1 【さるこまかなる灰の】以下、その様子を細かく具体的に語る。


真木柱．２．５．９

■　うつし心ごころにてかくしたまふぞと思おもはば1、またかへりみすべくもあらずあさましけれど、

◇　正気でこのようなことをなさると思ったら、二度と見向く気にもなれず驚くほかないが、

■　「例れいの御おほむもののけの2、人ひとに疎うとませむとするわざ」

◇　「例の物の怪が、人から嫌われるようにしようとしていることだ」

■　と、御前おまへなる人ひとびとも、いとほしう見みたてまつる。

◇　と、お側の女房たちもお気の毒に拝し上げる。


1 【うつし心にてかくしたまふぞと思はば】鬚黒の気持ちに添って語る。

2 【例の御もののけの】以下「するわざ」まで、鬚黒の感想であるとともに、「御前なる人びとも」とあるように女房たちの感想へと移る。


真木柱．２．５．１０

■　立たち騷さわぎて、御衣おほむぞどもたてまつり替かへなどすれど、そこらの灰はひの、鬢びんのわたりにも立たちのぼり、よろづの所ところに満みちたる心地ここちすれば、きよらを尽つくしたまふわたり1に、さながら参まうでたまふべきにもあらず。

◇　大騒ぎになって、お召物をお召し替えなどするが、たくさんの灰が鬢のあたりにも舞い上がり、すべての所にいっぱいの気がするので、善美を尽くしていらっしゃる所に、このまま参上なさることはできない。


1 【きよらを尽くしたまふわたり】六条院の玉鬘の所を指していう。


真木柱．２．５．１１

■　「心違こころたがひとはいひながら、なほめづらしう、見知みしらぬ人ひとの御おほむありさまなりや」

◇　「気が違っているとはいっても、やはり珍しい、見たこともないご様子だ」

■　と爪弾つまはじきせられ2、疎うとましうなりて、あはれと思おもひつる心3こころも残のこらねど、

◇　と愛想も尽き、疎ましくなって、いとしいと思っていた気持ちも消え失せたが、

■　「このころ、荒立あらだてては、いみじきこと出いで来きなむ4」

◇　「今、事を荒立てたら、大変なことになるだろう」

■　と思おぼししづめて、夜中よなかになりぬれど、僧そうなど召めして、加持参かぢまゐり騒さわぐ。

◇　と心を鎮めて、夜中になったが、僧などを呼んで、加持をさせる騷ぎとなる。

■　呼よばひののしりたまふ声こゑなど、思おもひ疎うとみたまはむにことわりなり。

◇　わめき叫んでいらっしゃる声など、お嫌いになるのもごもっともである。


1? 【心違ひといひながら】以下「さまなりや」まで、鬚黒の気持ち。

2 【爪弾きせられ】「られ」（自発の助動詞）。自然と〜とういう気持ちになって。

3 【あはれと思ひつる心】『集成』は「いとしいと思っていた気持」と解し、『完訳』は「憐憫」と注し「いじらしいと思っていた気持」と訳すが、憐憫よりも愛情であろう。

4 【このころ荒立ててはいみじきこと出で来なむ】鬚黒の心。この時期に事を荒立てては源氏方からも式部卿宮方からも厄介な事が出てこようという懸念。


第六段　鬚黒、玉鬘に手紙だけを贈る

真木柱．２．６．１

■　夜一夜よひとよ、打うたれ引ひかれ、泣なきまどひ1明あかしたまひて、すこしうち休やすみたまへるほどに、かしこへ2御文おほむふみたてまつれたまふ。

◇　一晩中、打たれたり引かれたり、泣きわめいて夜をお明かしになって、少しお静かになっているころに、あちらへお手紙を差し上げなさる。


1 【夜一夜打たれ引かれ泣きまどひ】北の方が僧から打たれたり引き回されたり、また北の方自身泣き叫んだりしている様子。

2 【かしこへ】鬚黒は玉鬘のもとへ。


真木柱．２．６．２

■　「昨夜よべ、にはかに消きえ入いる人ひとのはべしにより1、雪ゆきのけしきもふり出いでがたく2、やすらひはべしに、身みさへ3冷ひえてなむ。

◇　「昨夜、急に意識を失った人が出まして、雪の降り具合も出掛けにくく、ためらっておりましたところ、身体までが冷えてしまいました。

■　御心みこころをばさるものにて、人ひといかに取とりなしはべりけむ」

◇　あなたのお気持ちはもちろんのこと、周囲の人はどのように取り沙汰したことでございましょう」


1 【昨夜にはかに消え入る人のはべしにより】以下「とりなしはべりけむ」まで、鬚黒の文。北の方が物の怪に苦しめられて、と言わずに、漠然と昨夜急に瀕死の状態に陥った人が生じてと、言い訳をしている。

2 【ふり出でがたく】「ふり」は雪の縁語。また「降る」と「振る」の掛詞的表現。

3 【身さへ】心はもちろん身体までがの意。


真木柱．２．６．３

■　と、きすくに書かきたまへり。

◇　と、生真面目にお書きになっている。

真木柱．２．６．４

■　「心こころさへ空そらに乱みだれし雪ゆきもよに

ひとり冴さえつる片敷かたしきの袖1そで

堪たへがたくこそ2」

◇　「心までが中空に思い乱れましたこの雪に

独り冷たい片袖を敷いて寝ました

耐えられませんでした」


1 【心さへ空に乱れし雪もよにひとり冴えつる片敷の袖】鬚黒から玉鬘への贈歌。空模様ばかりでなく心までが。

2 【堪へがたくこそ】歌に添えた言葉。


真木柱．２．６．５

■　と、白しろき薄様うすやうに1、つつやかに書かいたまへれどP18、ことにをかしきところもなし2。

◇　と、白い薄様に、重々しくお書きになっているが、格別風情のあるところもない。

■　手てはいときよげなり。

◇　筆跡はたいそうみごとである。

■　才ざえかしこくなどぞものしたまひける。

◇　漢学の才能は高くいらっしゃるのであった。


P18 たまへれど--（/+給）へれと

1 【白き薄様に】雪にあわせて白の薄様の紙を選んだ。

2 【ことにをかしきところもなし】語り手の鬚黒の手紙に対する評言。以下「ものしたまひける」まで、鬚黒についての評言が続く。


真木柱．２．６．６

■　尚侍かむの君1きみ、夜よがれを何なにとも思おぼされぬに、かく心こころときめきしたまへるを2、見みも入いれたまはねば、御返おほむかへりなし。

◇　尚侍の君は、夜離れを何ともお思いなさらないので、このように心はやっていらっしゃるのを、御覧にもならないので、お返事もない。

■　男3をとこ、胸むねつぶれて、思おもひ暮くらしたまふ。

◇　男は、落胆して、一日中物思いをなさる。


1 【尚侍の君】玉鬘。

2 【かく心ときめきしたまへるを】鬚黒がはらはらしてお書きになった手紙を。「を」は下の「見も入れたまはねば」の目的格を表すとともに、内容的には逆接的に繋がっていくので、逆接の接続助詞とも見られる。両義性をもった用法である。

3 【男】鬚黒を「男」と呼ぶことに注意。男と女の場面。


真木柱．２．６．７

■　北きたの方かたは、なほいと苦くるしげにしたまへば、御修法みしゅほふなど始はじめさせたまふ。

◇　北の方は、依然としてたいそう苦しそうになさっているので、御修法などを始めさせなさる。

■　心こころのうちにも1、

◇　心の中でも、

■　「このころばかりだに2、ことなく、うつし心ごころにあらせたまへ」

◇　「せめてもう暫くの間だけでも、何事もなく、正気でいらっしゃってください」

■　と念ねんじたまふ。

◇　とお祈りになる。

■　「まことの心こころばへの3あはれなるを見みず知しらずは、かうまで思おもひ過すぐすべくもなきけ疎うとさかな」

◇　「ほんとうの気立てが優しいのを知らなかったら、こんなにまで我慢できない気味悪さだ」

■　と、思おもひゐたまへり。

◇　と、思っていらっしゃった。


1 【心のうちにも】鬚黒の心をいう。

2 【このころばかりだに】以下「あらせたまへ」まで、鬚黒の心。仏への祈り。

3 【まことの心ばへの】以下「け疎さかな」まで、鬚黒の心。


第七段　翌日、鬚黒、玉鬘を訪う

真木柱．２．７．１

■　暮くるれば、例れいの1、急いそぎ出いでたまふ。

◇　日が暮れると、いつものように急いでお出かけになる。

■　御装束おほむさうぞくのことなども、めやすくしなしたまはず2、世よにあやしう、うちあはぬさまにのみむつかりたまふを3、あざやかなる御直衣おほむなほしなども、え取とりあへたまはで、いと見苦みぐるし。

◇　お召物のことなども、体裁よく整えなさらず、まことに奇妙で身にそぐわないとばかり不機嫌でいらっしゃるが、立派な御直衣などは、間に合わせることがおできになれず、たいそう見苦しい。


1 【暮るれば例の】「例の」とあることによって、日が暮れると鬚黒は玉鬘のもとへ出掛けて行くことが習慣化していることが知られる。

2 【めやすくしなしたまはず】大島本は「めやすくしなしたまはす」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「めやすくもしなしたまはず」と「も」を補訂する。

3 【世にあやしううちあはぬさまにのみむつかりたまふを】鬚黒の身につかない風流事を自分自身でも認め不快がっている。


真木柱．２．７．２

■　昨夜よべのは、焼やけとほりて、疎うとましげに焦こがれたるにほひなども、ことやうなり。

◇　昨夜のは、焼け穴があいて、気味悪く焦げた匂いがするのも異様である。

■　御衣おほむぞどもに移うつり香がもしみたり。

◇　御下着にまでその匂いが染みていた。

■　ふすべられけるほどあらはに、人ひとも倦うじたまひぬべければ、脱ぬぎ替かへて、御湯殿おほむゆどのなど、いたうつくろひたまふ。

◇　嫉妬された跡がはっきりして、相手もお嫌いになるに違いないので、脱ぎ替えて、御湯殿などで、たいそう身繕いをなさる。

■　木工もくの君きみ、御薫物おほむたきものしつつ、

◇　木工の君、お召物に香をたきしめながら、

真木柱．２．７．３

■　「ひとりゐて焦こがるる胸むねの苦くるしきに

思おもひあまれる炎ほのほとぞ見みし1

◇　「北の方が独り残されて、思い焦がれる胸の苦しさが

思い余って炎となったその跡と拝見しました


1 【ひとりゐて焦がるる胸の苦しきに思ひあまれる炎とぞ見し】木工の君の贈歌。「ひとり」に「独り」と「火取り」を掛ける。「焦がるる」「炎」は「火」の縁語。「思ひ」の「ひ」に「火」を掛ける。


真木柱．２．７．４

■　名残なごりなき御おほむもてなしは、見みたてまつる人ひとだに、ただにやは」

◇　すっかり変わったお仕打ちは、お側で拝見する者でさえも、平気でいられましょうか」

真木柱．２．７．５

■　と、口くちおほひてゐたる、まみ、いといたし。

◇　と、口もとをおおっている、目もとは、たいそう魅力的である。

■　されど、

◇　けれども、

■　「いかなる心こころにて1、かやうの人ひとにものを言いひけむ」

◇　「どのような気持ちからこのような女に情けをかけたのだろう」

■　などのみぞおぼえたまひける。

◇　などとだけ思われなさるのであった。

■　情なさけなきことよ2。

◇　薄情なことであるよ。


1 【いかなる心にて】以下「言ひけむ」まで鬚黒の心。

2 【情けなきことよ】『細流抄』は「草子地の評也」と注し、『評釈』は「木工の君がそう思い、この物語を読み上げる女房がそう思い、男心と秋の空、と、物語の読者たる女性は思う」と解説する。『全集』『集成』『完訳』等も「草子地」と注す。鬚黒の木工の君に対する態度を薄情なことだという語り手の評言。


真木柱．２．７．６

■　「憂うきことを思おもひ騒さわげばさまざまに

くゆる煙けぶりぞいとど立たちそふ1

◇　「嫌なことを思って心が騒ぐので、あれこれと

後悔の炎がますます立つのだ


1 【憂きことを思ひ騒げばさまざまにくゆる煙ぞいとど立ちそふ】鬚黒の返歌。「思ひ」の「ひ」に「火」を掛け、「くゆる」に「燻る」と「悔ゆる」を掛ける。「燻る煙」は「火」の縁語。


真木柱．２．７．７

■　いとことの1ほかなることどもの、もし聞きこえあらば、中間ちゅうげんになりぬべき2身みなめり」

◇　まったくとんでもない事が、もし先方の耳に入ったら、宙ぶらりな身の上となるだろう」


1 【いとことの】以下「身なめり」まで鬚黒の詞が歌の後に続く。

2 【中間になりぬべき】どっちつかずの状態。北の方は式部卿宮に引き取られ、玉鬘は源氏方から仲を裂かれるような状態。


真木柱．２．７．８

■　と、うち嘆なげきて出いでたまひぬ。

◇　と、溜息ついてお出かけになった。

真木柱．２．７．９

■　一夜ひとよばかりの隔へだてだに、まためづらしう、をかしさまさりておぼえたまふありさまに、いとど心こころを分わくべくもあらずおぼえて1、心憂こころうければ2、久ひさしう籠こもりゐたまへり3。

◇　一夜会わなかっただけなのに、改めて珍しいほどに、美しさが増して見えなさるご様子に、ますます心を他の女に分けることもできないように思われて、憂鬱なので、長い間居続けていらっしゃった。


1 【いとど心を分くべくもあらずおぼえて】玉鬘のことを思うとますます他の女性に愛情を分けることはできないように思われて。

2 【心憂ければ】北の方のことを思うと憂鬱なので。

3 【久しう籠もりゐたまへり】鬚黒が六条院の玉鬘のもとに。


第三章　鬚黒大将家の物語　北の方、子供たちを連れて実家に帰る

第一段　式部卿宮、北の方を迎えに来る

真木柱．３．１．１

■　修法しゅほふなどし騒さわげど、御おほむもののけこちたくおこりてののしるを聞ききたまへば、

◇　修法などを盛んにしたが、物の怪がうるさく起こってわめいているのをお聞きになると、

■　「あるまじき疵きずもつき1、恥はぢがましきこと、かならずありなむ」

◇　「あってはならない不名誉なことにもなり、外聞の悪いことが、きっと出てこよう」

■　と、恐おそろしうて寄よりつきたまはず。

◇　と、恐ろしくて寄りつきなさらない。


1 【あるまじき疵もつき】以下「ありなむ」まで、鬚黒の心。


真木柱．３．１．２

■　殿とのに渡わたりたまふ時ときも1、異方ことかたに離はなれゐたまひて2、君達きみたちばかりをぞ呼よび放はなちて3見みたてまつりたまふ。

◇　邸にお帰りになる時も、別の部屋に離れていらして、子どもたちだけを呼び出してお会い申しなさる。

■　女一所をむなひとところ、十二じふに、三さむばかりにて4、また次々つぎつぎ、男二人をとこふたりなむおはしける5。

◇　女の子が一人、十二、三歳ほどで、またその下に、男の子が二人いらっしゃるのであった。

■　近ちかき年としごろとなりては、御仲おほむなかも隔へだたりがちにてならはしたまへれど、やむごとなう、立たち並ならぶ方かたなくてならひたまへれば、

◇　最近になって、ご夫婦仲も離れがちでいらっしゃるが、れっきとした方として、肩を並べる人もなくて暮らして来られたので、

■　「今いまは9限かぎり」

◇　「いよいよ最後だ」

■　と見みたまふに7、さぶらふ人ひとびとも、

◇　とお考えになると、お仕えしている女房たちも

■　「いみじう悲かなし」

◇　「ひどく悲しい」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【殿に渡りたまふ時も】鬚黒の自邸。

2 【異方に離れゐたまひて】北の方の部屋から離れていらして。

3 【呼び放ちて】子供たちを北の方のもとから引き離して鬚黒のもとに呼び寄せて。

4 【女一所十二三ばかりにて】鬚黒と北の方の子供の紹介文。女子は一人、真木柱の姫君という。年齢十二、三歳は成人式を迎え結婚適齢期にさしかかった女性である。

5 【次々男二人なむおはしける】弟君が二人が続いていらっしゃるのであった。

6? 【御仲も隔りがちにて】鬚黒と北の方の夫婦仲が疎遠がちである。

7 【今は限りと見たまふに】北の方が結婚生活もいよいよ最後だとお思いになると。

8? 【父宮聞きたまひて】北の方の父式部卿宮が鬚黒夫婦のことを。

9 【今は】以下「くづほれたまはむ」まで、式部卿宮の詞。


真木柱．３．１．３

■　父宮ちちみやききたまひて、聞きたまひて、

◇　父宮が、お聞きになって、

真木柱．３．１．４

■　「今いまは、しか1かけ離はなれて、もて出いでたまふらむに、さて、心強こころづよくものしたまふ、いと面おもなう人笑ひとわらへなることなり。

◇　「今は、あのように別居して、はっきりした態度をとっておいでだというのに、それにしても、辛抱していらっしゃる、たいそう不面目な物笑いなことだ。

■　おのがあらむ世よの限かぎりは、ひたぶるにしも、などか従したがひくづほれたまはむ」

◇　自分が生きている間は、そう一途に、どうして相手の言いなりに従っていらっしゃることがあろうか」


1 【しか】鬚黒が玉鬘に熱中して入りびたっている生活態度をさす。


真木柱．３．１．５

■　と聞きこえたまひて、にはかに御迎おほむむかへあり。

◇　と申し上げなさって、急にお迎えがある。

真木柱．３．１．６

■　北きたの方かた、御心地みここちすこし例れいになりて、世よの中なかをあさましう思おもひ嘆なげきたまふに、かくと聞きこえたまへれば、

◇　北の方は、ご気分が少し平常になって、夫婦仲を情けなく思い嘆いていらっしゃると、このようにお申し上げになっているので、

■　「しひて立たちとまりて1、人ひとの2絶たえ果はてむさまを見果みはてて、思おもひとぢめむも、今いますこし人笑ひとわらへにこそあらめ」

◇　「無理して立ち止まって、すっかり見捨てられるのを見届けて、諦めをつけるのも、さらに物笑いになるだろう」

■　など思おぼし立たつ。

◇　などと、ご決心なさる。


1 【しひて立ちとまりて】以下「こそあらめ」まで、北の方の心。

2 【人の】夫鬚黒が。


真木柱．３．１．７

■　御兄弟おほむせうとの君達きみたち、兵衛督1ひゃうゑのかみは、上達部かむだちめにおはすれば2、ことことしとて、中将3ちゅうじゃう、侍従じじゅう、民部大輔みんぶのたいふなど、御車三みくるまみつばかりしておはしたり。

◇　ご兄弟の公達、兵衛督は、上達部でいらっしゃるので、仰々しいというので、中将、侍従、民部大輔など、お車三台程でいらっしゃった。

■　「さこそはあべかめれ」

◇　「きっとそうなるだろう」

■　とP19、かねて思おもひつることなれど、さしあたりて今日けふを限かぎりと思おもへば、さぶらふ人ひとびとも、ほろほろと泣なきあへり。

◇　と、以前から思っていたことであるが、目の前に、今日がその終わりと思うと、仕えている女房たちも、ぽろぽろと涙をこぼし泣き合っていた。


P19 あべかめれ」と--あへる（る/＄か〈朱〉）めれと（と/＆と）

1 【兵衛督】「藤袴」巻（第三章二段）に初出。

2 【上達部におはすれば】兵衛督は従四位下相当官であるが、従三位に叙されていたものか。

3 【中将】従四位下相当官。


真木柱．３．１．８

■　「年としごろならひたまはぬ2旅住たびずみ3に、狭せばくはしたなくては、いかでかあまたはさぶらはむ。

◇　「長年ご経験のないよそでのお住まいで、手狭で気の置ける所では、どうして大勢の女房が仕えられようか。

■　かたへは4、おのおの里さとにまかでて、しづまらせたまひなむに5」

◇　何人かは、それぞれ実家に下がって、落ち着きになられてから」


1? 【さこそはあるべかめれ】女房たちの予測。「さ」は北の方が父式部卿宮に引き取られることをさす。

2 【年ごろならひたまはぬ】以下「たまひなむに」まで女房たちの詞。「たまはぬ」は北の方に対する敬語。

3 【旅住み】これから始まる式部卿宮家での慣れない生活をいう。

4 【かたへは】女房の半分の人は。

5 【しづまらせたまひなむに】「せ」（尊敬の助動詞）「給」（尊敬の補助動詞）「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞）。女房の会話どうしでも二重敬語を使う。


真木柱．３．１．９

■　など定さだめて、人ひとびとおのがじし、はかなきものどもなど1、里さとに払はらひやりつつ2、乱みだれ散ちるべし3。

◇　などと決めて、女房たちはそれぞれ、ちょっとした荷物など、実家に運び出したりして、散り散りになるのであろう。

■　御調度みてうどどもは、さるべきは皆みなしたため置おきなどするままに、上下泣かみしもなき騒さわぎたるは、いとゆゆしく見みゆ。

◇　お道具類は、必要な物は皆荷作りなどしながら、上の者や下の者が泣き騒いでいるのは、たいそう不吉に見える。


1 【はかなきものどもなど】女房のそれぞれの持物や荷物などをさす。

2 【里に払ひやりつつ】大島本は「はらひ」とある。『新大系』『古典セレクション』は底本のままとする。『集成』は諸本に従って「運びやりつつ」と校訂する。

3 【乱れ散るべし】語り手の推量。


第二段　母君、子供たちを諭す

真木柱．３．２．１

■　君きみたちは、何心なにごころもなくてありきたまふを、母君ははぎみ、皆呼みなよび据すゑたまひて、

◇　お子様たちは、無心に歩き回っていられるのを、母君、皆を呼んで座らせなさって、

真木柱．３．２．２

■　「みづからは、かく1心憂こころうき宿世すくせ、今いまは見果みはてつれば、この世よに跡あととむべきにもあらず、ともかくもさすらへなむ。生おひ先遠さきとほうて2、さすがに、散ちりぼひたまはむありさまどもの、悲かなしうもあべいかな。

◇　「わたしは、このようにつらい運命を、今は見届けてしまったので、この世に生き続ける気もありません。どうなりとなって行くことでしょう。将来があるのに、何といっても、散り散りになって行かれる様子が、悲しいことです。


1 【みづからはかく】以下「いみじきこと」まで、北の方の子供たちへの詞。

2 【生ひ先遠うて】子供たちのことをいう。


真木柱．３．２．３

■　姫君ひめぎみは1、となるともかうなるとも、おのれに添そひたまへ。

◇　姫君は、どうなるにせよ、わたしについていらっしゃい。

■　なかなか、男君をとこぎみたちは2、えさらず参まうで通かよひ見みえたてまつらむに、人ひとの3心こころとどめたまふべくもあらず、はしたなうてこそただよはめ。

◇　かえって、男の子たちは、どうしてもお父様のもとに参上してお会いしなければならないでしょうが、構ってもくださらないでしょうし、どっちつかずの頼りない生活になるでしょう。


1 【姫君は】北の方は女の子は自分と一緒に生活させようと考える。

2 【男君たちは】北の方は男子はどうしても政治の世界で父親と一緒に暮らして行かねばならないと考えている。

3 【人の】父親の鬚黒が。


真木柱．３．２．４

■　宮みやのおはせむほど1、形かたのやうに交まじらひをすとも、かの大臣おとどたちの御心みこころにかかれる世よにて2、かく心こころおくべきわたり3ぞと、さすがに知しられて、人ひとにもなり立たたむこと難かたし。

◇　父宮が生きていらっしゃるうちは、型通りに宮仕えはしても、あの大臣たちのお心のままの世の中ですから、あの気を許せない一族の者よと、やはり目をつけられて、立身することも難しい。

■　さりとて、山林やまはやしに引ひき続つづきまじらむこと、後のちの世よまでいみじきこと」

◇　それだからといって、山林に続いて入って出家することも、来世まで大変なこと」


1 【宮のおはせむほど】祖父の式部卿宮。

2 【かの大臣たちの御心にかかれる世にて】あの太政大臣の源氏や内大臣たちのお心のままの世の中だから。

3 【心おくべきわたり】源氏方から見れば、気を許せない所の者だ。


真木柱．３．２．５

■　と泣なきたまふに、皆みな、深ふかき心こころは思おもひ分わかねど、うちひそみて泣なきおはさうず。

◇　とお泣きになると、皆、深い事情は分からないが、べそをかいて泣いていらっしゃる。

真木柱．３．２．６

■　「昔物語むかしものがたりなどを2見みるにも、世よの常つねの心こころざし深ふかき親おやだに、時ときに移うつろひ、人ひとに従したがへば3、おろかにのみこそなりけれ4。

◇　「昔物語などを見ても、世間並の愛情深い親でさえ、時勢に流され、人の言うままになって、冷たくなって行くものです。

■　まして、形かたのやうにて、見みる前まへにだに名残なごりなき心こころは、かかりどころありてももてないたまはじ」

◇　まして、形だけの親のようで、見ている前でさえすっかり変わってしまったお心では、頼りになるようなお扱いをなさるまい」

■　と、御乳母おほむめのとどもさし集つどひて、のたまひ嘆なげく5。

◇　と、乳母たちも集まって、おっしゃり嘆く。


1? 【山林に引き続きまじらはむこと】自分が出家遁世し、息子たちも後を追って出家し山林に姿をくらますこと。

2 【昔物語などを】以下「もてないたまはじ」まで、北の方の詞。『住吉物語』『落窪物語』などの父親が後妻と結婚生活を続けるうちにやがて先妻の子供は父親の愛情も薄れてゆき、さらには継母からも苛められていくような話を想定する。

3 【人に従へば】具体的には後妻をさすが、一般論として読める。

4 【おろかにのみこそなりけれ】大島本は「のミこそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「のみこそは」と「は」を補訂する。

5 【御乳母どもさし集ひてのたまひ嘆く】子供たちの乳母も北の方と一緒になっておっしゃり嘆く。敬語があるので、北の方を中心にした表現。


第三段　姫君、柱の隙間に和歌を残す

真木柱．３．３．１

■　日ひも暮くれ、雪降ゆきふりぬべき空そらのけしきも1、心細こころぼそう見みゆる夕ゆふべなり。

◇　日も暮れ、雪も降って来そうな空模様も、心細く見える夕方である。


1 【日も暮れ雪降りぬべき空のけしきも】冬の雪の日の別れの場面。「薄雲」巻には大堰山荘を舞台にして明石の母子の別れの場面が語られていた。物語の季節と主題との類同的発想の一つである。


真木柱．３．３．２

■　「いたう荒あれはべりなむ。

◇　「ひどく荒れて来ましょう。

■　早はやう1」

◇　お早く」


1 【いたう荒れはべりなむ早う】迎えの君達の詞。「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞）、〜してしまいましょう、の意。


真木柱．３．３．３

■　と、御迎おほむむかへの君達きむだちそそのかしきこえて、御目おほむめおし拭のごひつつ眺ながめおはす1。

◇　と、お迎えの公達はお促し申し上げるが、お目を拭いながら物思いに沈んでいらっしゃる。

■　姫君ひめぎみは、殿とののいとかなしうしたてまつりたまふならひに2、

◇　姫君は、殿がたいそうかわいがって、懐いていらっしゃっるので、

■　「見みたてまつらでは3いかでかあらむ。

◇　「お目にかからないではどうして行けようか。

■　『今』

◇　『これで』

■　なども聞きこえで、また会あひ見みぬやうもこそあれ」

◇　などと挨拶しないで、再び会えないことになるかもしれない」

■　と思おもほすに、うつぶし伏ふして、

◇　とお思いになると、突っ伏して、

■　「え渡わたるまじ」

◇　「とても出かけられない」

■　と思おもほしたるを、

◇　とお思いでいるのを、


1 【おし拭ひつつ眺めおはす】迎えの君達の動作。

2 【姫君は殿いとかなしうしたてまつりたまふならひに】姫君は殿がふだんからとてもおかわいがり申し上げなさっていたのでの意。

3 【見たてまつらでは】以下「こそあれ」まで、姫君の心。


真木柱．３．３．４

■　「かく思おぼしたるなむ、いと心憂こころうき1」

◇　「そのようなお考えでいらっしゃるとは、とても情けない」


1 【かく思したるなむいと心憂き】北の方の姫君への詞。


真木柱．３．３．５

■　など、こしらへきこえたまふ。

◇　などと、おなだめ申し上げなさる。

■　「ただ今いまも渡わたりたまはなむ1」

◇　「今すぐにも、お父様がお帰りになってほしい」

■　と、待まちきこえたまへど、かく暮くれなむに2、まさに動うごきたまひなむや3。

◇　とお待ち申し上げなさるが、このように日が暮れようとする時、あちらをお動きなさろうか。


1 【ただ今も渡りたまはなむ】姫君の心。「なむ」は願望の意の終助詞。今すぐにでも父が帰ってきてほしいの意。

2 【かく暮れなむに】「な」（完了の助動詞、確述）「む」（推量の助動詞）。このように今にも日が暮れようとしている時に、の意。以下、語り手の評言。『孟津抄』は「推量也」と指摘する。『集成』も「草子地」と指摘、『完訳』は「語り手の推測。父の恋狂いなど思わぬ娘の純真さを暗示」と指摘する。

3 【まさに動きたまひなむや】反語表現。これから夜になっていこうとする時、鬚黒が玉鬘のもとから帰って来ようか、そんなことはまずあるまいという。


真木柱．３．３．６

■　常つねに寄よりゐたまふ東面ひむがしおもての柱はしらを、人ひとに譲ゆづる心地ここちしたまふもあはれにて、姫君***、桧皮色ひめぎみひはだいろP20の紙かみの重かさね、ただいささかに書かきて、柱はしらの干割ひわれたるはさまに、笄かうがいの先さきして押おし入いれたまふ。

◇　いつも寄りかかっていらっしゃる東面の柱を、他人に譲る気がなさるのも悲しくて、姫君、桧皮色の紙を重ねたのに、ほんのちょっと書いて、柱のひび割れた隙間に、笄の先でお差し込みなさる。

◆　 
つね に よりゐ たまふ ひむがし-おもて の はしら を、 ひと に ゆづる ここち し たまふ も あはれ にて、 ひめぎみ ひはだ いろ の かみ の かさね、 ただ いささか に かき て、 はしら の ひわれ たる はさま に、 かうがい の さき して おし-いれ たまふ。


P20 桧皮色--ひは（は/＄〈朱〉）わた色


真木柱．３．３．７

■　「今いまはとて宿やどかれぬとも馴なれ来きつる

真木まきの柱はしらはわれを忘わするな」

◇　「今はもうこの家を離れて行きますが、わたしが馴れ親しんだ

真木の柱はわたしを忘れないでね」

真木柱．３．３．８

■　えも書かきやらで泣なきたまふ。

◇　最後まで書き終わることもできずお泣きになる。

■　母君ははぎみ、

◇　母君、

■　「いでや」

◇　「いえ、なんの」

■　とて、

◇　と言って、

真木柱．３．３．９

■　「馴なれきとは思おもひ出いづとも何なににより

立たちとまるべき真木まきの柱はしらぞ」

◇　「長年馴れ親しんで来た真木柱だと思い出しても

どうしてここに止まっていられましょうか」

真木柱．３．３．１０

■　御前おまへなる人ひとびとも、さまざまに悲かなしく、

◇　お側に仕える女房たちも、それぞれに悲しく、

■　「さしも思おもはぬ木草きくさのもとさへ恋こひしからむこと」

◇　「それほどまで思わなかった木や草のことまで、恋しいことでしょう」

■　と、目めとどめて、鼻はなすすりあへり。

◇　と、目を止めて、鼻水をすすり合っていた。

真木柱．３．３．１１

■　木工もくの君きみは、殿とのの御方おほむかたの人ひとにてとどまるに、中将ちゅうじゃうの御許おもと、

◇　木工の君は、殿の女房として留まるので、中将の御許は、

真木柱．３．３．１２

■　「浅あさけれど石間いしまの水みづは澄すみ果はてて

宿やどもる君きみやかけ離はなるべき

◇　「浅い関係のあなたが残って、邸を守るはずの北の方様が

出て行かれることがあってよいものでしょうか

真木柱．３．３．１３

■　思おもひかけざりしことなり。

◇　思いもしなかったことです。

■　かくて別わかれたてまつらむことよ」

◇　こうしてお別れ申すとは」

真木柱．３．３．１４

■　と言いへば、木工もく、

◇　と言うと、木工の君は、

真木柱．３．３．１５

■　「ともかくも岩間いはまの水みづの結むすぼほれ

かけとむべくも思おもほえぬ世よを

いでや」

◇　「どのように言われても、わたしの心は悲しみに閉ざされて

いつまでここに居られますことやら

いや、そのような」

真木柱．３．３．１６

■　とてうち泣なく。

◇　と言って泣く。

真木柱．３．３．１７

■　御車引みくるまひき出いでて返かへり見みるも、

◇　お車を引き出して振り返って見るのも、

■　「またはいかでかは見みむ」

◇　「再び見ることができようか」

■　と、はかなき心地ここちす。

◇　と、心細い気がする。

■　梢こずゑをも目めとどめS2て、隠かくるるまでぞ返かへり見みたまひける。

◇　梢にも目を止めて、見えなくなるまで振り返って御覧になるのであった。

■　君きみが住すむゆゑにはあらで、ここら年経としへたまへる御住おほむすみかの、いかでか偲しのびどころなくはあらむ。

◇　君が住んでいるからではなく、長年お住まいになった所が、どうして名残惜しくないことがあろうか。


S2 君が住む宿の梢の行く行くと隠るるまでに顧みしはや（拾遺集別-三五一　菅原道真）


第四段　式部卿宮家の悲憤慷慨

真木柱．３．４．１

■　宮みやには待まち取とり、いみじう思おぼしたり。

◇　宮邸では待ち受けて、たいそうお悲しみである。

■　母北ははきたの方かた、泣なき騷さわぎたまひて、

◇　母の北の方、泣き騷ぎなさって、

真木柱．３．４．２

■　「太政大臣おほきおとどを1、めでたきよすがと思おもひきこえたまへれどP21,2、いかばかりの昔むかしの仇敵あたかたきにかおはしけむとこそ思おもほゆれ。

◇　「太政大臣を、結構なご親戚とお思い申し上げていらっしゃるが、どれほどの昔からの仇敵でいらっしゃったのだろうと思われます。


P21 たまへれど--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れと

1 【太政大臣を】以下「いかがつらからぬ」まで、大北の方の詞。

2 【思ひきこえたまへれど】あなたはお思い申し上げていらっしゃいますが、の意。大北の方の夫式部卿宮への皮肉。


真木柱．３．４．３

■　女御にょうごをも、ことに触ふれ1、はしたなくもてなしたまひしかど、それは、御仲おほむなかの恨うらみ2解とけざりしほど、思おもひ知しれとにこそはありけめと思おぼしのたまひ、世よの人ひとも言いひなししだに、なほ、さやはあるべき。

◇　女御にも、何かにつけて、冷淡なお仕打ちをなさったが、それは、お二人の間の恨み事が解けなかったころ、思い知れということであったであろうと、思ったりおっしゃったりもし、世間の人もそう言っていたのでさえ、やはり、そあってよいことでしょうか。


1 【女御をもことに触れ】大北の方の姫君、王女御をさす。「澪標」巻に初出。入内して女御となるが、源氏方の養女として入内した前斎宮が「少女」巻で中宮に立ち、立后が叶わなかった。

2 【御仲の恨み】源氏の須磨流謫前後に式部卿宮が源氏に対して冷淡な態度をとったことへの恨み。


真木柱．３．４．４

■　人一人ひとひとりを思おもひかしづきたまはむゆゑは、ほとりまでも1にほふ例ためしこそあれと、心得こころえざりしを、まして、かく末すゑに、すずろなる継子ままこかしづきをして2、おのれ古ふるしたまへるいとほしみに3、実法じほふなる人4ひとのゆるぎP22どころ5あるまじきをとて、取とり寄**せもてかしづきたまふは、いかがつらからぬ」

◇　一人を大切になさるのであれば、その周辺までもお蔭を蒙るという例はあるものだと、納得行きませんでしたが、まして、このような晩年になって、わけの分からない継子の世話をして、自分が飽きたのを気の毒に思って、律儀者で浮気しそうのない人をと思って、婿に迎えて大切になさるのは、どうして辛くないことでしょうか」

◆　 
ひと ひとり を おもひ かしづき たまは む ゆゑ は、 ほとり まで にほふ ためし こそ あれ と、 こころえ ざり し を、 まして、 かく すゑ に、 すずろ なる ままこ-かしづき を し て、 おのれ ふるし たまへ る いとほしみ に、 じ'ほふ なる ひと の ゆるぎ どころ ある まじき を とて、 とりよせ て もて-かしづき たまふ は、 いかが つらから ぬ?"


P22 ゆるぎ--*ゆき

1 【人一人を思ひかしづきたまはむゆゑはほとりまでも】源氏が紫の上を大事にするからには、その親類縁者までも厚遇してよい、の意。

2 【末にすずろなる継子かしづきをして】源氏が晩年の今頃になってから玉鬘の世話をして、の意。

3 【おのれ古したまへるいとほしみに】「古し」「いとをしみ」は、自分が玉鬘を愛人として長い間付き合ってきたのに飽きて、そのことを気の毒に思っての意。大北の方は、源氏と玉鬘の関係をこのように理解している。

4 【実法なる人】鬚黒をさす。

5 【ゆるぎどころ】大島本は「ゆき所」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本に従って「ゆるぎ所」と校訂する。


真木柱．３．４．５

■　と、言いひ続つづけののしりたまへば、宮みやは、

◇　と、大声で言い続けなさるので、宮は、

真木柱．３．４．６

■　「あな、聞ききにくや1。

◇　「ああ、聞き苦しい。

■　世よに難なんつけられたまはぬ大臣おとどを、口くちにまかせてなおとしめたまひそ。

◇　世間から非難されることのおありでない大臣を、口から出任せに悪くおっしゃるものではありませんよ。

■　かしこき人ひとは、思おもひおき、かかる報むくいもがなと、思おもふことこそはものせられけめ。

◇　賢明な方は、かねてから考えていて、このような報復をしようと、思うことがおありだったのだろう。

■　さ思おもはるるわが身みの不幸ふかうなるにこそはあらめ。

◇　そのように思われるわが身の不幸なのだろう。


1 【あな聞きにくや】以下「やみぬべきなめり」まで、式部卿宮の詞。


真木柱．３．４．７

■　つれなうて、皆みなかの沈しづみたまひし世よの報むくいは1、浮うかべ沈しづめ、いとかしこくこそは思おもひわたいたまふめれ。

◇　なにげないふうで、すべてあの苦しみなさった報復は、引き上げたり落としたり、たいそう賢く考えていらっしゃるようだ。

■　おのれ一人ひとりをば、さるべきゆかりと思おもひてこそは、一年ひととせも、さる世よの響ひびきに、家いへよりあまることどももありしか2。

◇　わたし一人は、しかるべき親戚だと思って、先年も、あのような世間の評判になるほどに、わが家には過ぎたお祝賀があった。

■　それをこの生しゃうの面目めいぼくにてやみぬべきなめり」

◇　そのことを生涯の名誉と思って、満足すべきなのだろう」


1 【皆かの沈みたまひし世の報いは】源氏の須磨退去の不遇当時に疎遠にしたことをさす。

2 【一年もさる世の響きに家よりあまることどももありしか】式部卿宮の五十賀を新築の六条院で祝ってくれたことをいう。「少女」巻（第七章三段）に見える。


真木柱．３．４．８

■　とのたまふに、いよいよ腹立はらだちて、まがまがしきことなどを言いひ散ちらしたまふ。

◇　とおっしゃると、ますます腹が立って、不吉な言葉を言い散らしなさる。

■　この大北おほきたの方かたぞ、さがな者ものなりける1。

◇　この大北の方は、性悪な人だったのである。


1 【この大北の方ぞさがな者なりける】語り手の大北の方に対する人物批評。『孟津抄』は「草子地」と指摘。『集成』も「草子地」と指摘。『完訳』は「語り手の評言。継子物語の性悪の継母像として語り収める」と指摘する。


真木柱．３．４．９

■　大将だいしゃうの君1きみ、かく渡わたりたまひにける2を聞ききて、

◇　大将の君は、このようにお移りになってしまったことを聞いて、

■　「いとあやしう3、若々わかわかしき仲なからひのやうに、ふすべ顔がほにてものしたまひけるかな。

◇　「まことに妙な、年若い夫婦のように、やきもちを焼いたようなことをなさったものだなあ。

■　正身さうじみは、しかひききりに際々きはぎはしき心こころもなきものを、宮みやのかく軽々かるがるしうおはする」

◇　ご本人には、そのようなせっかちできっぱりした性分もないのに、宮があのように軽率でいらっしゃる」

■　と思おもひて、君達きむだちもあり、人目ひとめもいとほしきに、思おもひ乱みだれて、尚侍かむの君きみに4、

◇　と思って、御子息もあり、世間体も悪いので、いろいろと思案に困って、尚侍の君に、


1 【大将の君】場面は六条院の玉鬘のもとに変わる。

2 【かく渡りたまひにける】北の方が実家に移ってしまったこと。

3 【いとあやしう】以下「おはする」まで鬚黒の心。

4 【尚侍の君に】玉鬘。


真木柱．３．４．１０

■　「かくあやしきことなむはべる1。

◇　「こんな妙なことがございましたようです。

■　なかなか心こころやすくは思おもひたまへなせど、さて片隅かたすみに3隠かくろへてもありぬべき人ひとの心こころやすさを、おだしう思おもひたまへつるに、にはかにかの宮みやものしたまふならむ4。

◇　かえって気楽に存じられますが、そのまま邸の片隅に引っ込んでいてもよい気楽な人と、安心しておりましたのに、急にあの宮がなさったのでしょう。

■　人ひとの聞きき見みることも5情なさけなきを、うちほのめきて、参まゐり来きなむ」

◇　世間が見たり聞いたりことも薄情なので、ちょっと顔を出して、すぐに戻ってまいりましょう」


1 【かくあやしきことなむはべる】大島本は「侍る」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』はそれぞれ諸本に従って「はべるなる」「はべなる」と校訂する。以下「参り来なむ」まで、鬚黒の玉鬘への詞。

2? 【なかなか心やすく思ひたまへなせど】北の方が実家に帰ってくれて、かえって気が楽になったとは思ってみるが。「たまへ」は鬚黒が自分自身「思う」謙譲表現である。

3 【さて片隅に】そのまま北の方が鬚黒の邸にいて。

4 【かの宮ものしたまふならむ】大島本は「かの宮ものし給ならむ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かの宮のしたまふならむ」と校訂する。

5 【人の聞き見ることも】世間の人が鬚黒の態度を聞いたり見たりすることも。


真木柱．３．４．１１

■　とて出いでたまふ。

◇　と言って、お出になる。

真木柱．３．４．１２

■　よき上うへの御衣おほむぞ、柳やなぎの下襲したがさね、青鈍あをにびの綺きの指貫着さしぬききたまひて、引ひきつくろひたまへる、いとものものし1。

◇　立派な袍のお召物に、柳の下襲、青鈍色の綺の指貫をお召しになって、身なりを整えていらっしゃる、まことに堂々としている。

■　「などかは似にげなからむ2」

◇　「どうして不似合いなところがあろうか」

■　と、人ひとびとは見みたてまつるを、尚侍かむの君きみは、かかることども3を聞ききたまふにつけても、身みの心こころづきなう思おぼし知しらるれば、見みもやりたまはず。

◇　と、女房たちは拝見するが、尚侍の君は、このようなことをお聞きになるにつけても、わが身が情けなく思わずにはいらっしゃれないので、見向きもなさらない。


1 【いとものものし】女房の目と一体化した語り手の評言。

2 【などかは似げなからむ】反語表現。鬚黒の堂々とした姿と玉鬘の美しさが似つかわしい。

3 【かかることども】鬚黒の話。主として北の方や式部卿宮のことをさす。


第五段　鬚黒、式部卿宮家を訪問

真木柱．３．５．１

■　宮みやに恨うらみ聞きこえむとて、参まうでたまふままに、まづ、殿とのにおはしたれば、木工もくの君きみなど出**で来きて、ありしさま語かたりきこゆ。

◇　宮に苦情を申し上げようと思って、参上なさるついでに、先に、自邸にいらっしゃると、木工の君などが出てきて、その時の様子をお話し申し上げる。

■　姫君ひめぎみの御おほむありさま聞ききたまひて、男々ををしく念ねんじたまへど、ほろほろとこぼるる御みけしき、いとあはれなり2。

◇　姫君のご様子をお聞きになって、男らしく堪えていらっしゃるが、ぽろぽろと涙がこぼれるご様子、たいそうお気の毒である。

◆　 
みや に うらみ きこえ む とて、 まうで たまふ まま に、 まづ、 との に おはし たれ ば、 もく-の-きみ など き て、 あり し さま かたり きこゆ。 ひめぎみ の おほむ-ありさま きき たまひ て、 ををしく ねんじ たまへ ど、 ほろほろ と こぼるる み-けしき、 いと あはれ なり。


1? 【宮に恨みきこえむとて】以下、場面が変わって、鬚黒の自邸を舞台となる。

2 【いとあはれなり】語り手の感情移入の表現。『評釈』は「大将の涙を見ると、木工も、許す気になったことであろう。「いとあはれなり」は、作者が読者に報告するだけのことばではない」と指摘。


真木柱．３．５．２

■　「さても、世よの人ひとにも似にず1、あやしきことどもを見過みすぐすここらの年としごろの心こころざしを、見知みしりたまはずありけるかな2。

◇　「それにしても、世間の人と違い、おかしな振る舞いの数々を大目に見てきた長年の気持ちを、ご理解なさらなかったのかな。

■　いと思おもひのままならむ人3ひとは、今いままでも立たちとまるべくやはある4。

◇　ひどくわがままな人は、今までも一緒にいただろうか。

■　よし、かの正身さうじみは、とてもかくても、いたづら人びと見とみえたまへば、同おなじことなり5。

◇　まあよい、あの本人は、どうなったところで、廃人にお見えになるから、同じことだ。

■　幼をさなき人ひとびとも、いかやうにもてなしたまはむとすらむ6」

◇　子どもたちも、どうなさろうというのだろうか」


1 【さても世の人にも似ず】以下「たまはむとすらむ」まで鬚黒の詞。

2 【見知りたまはずありけるかな】北の方はおわかりではなかったのだな。

3 【いと思ひのままならむ人】鬚黒が自分自身のことをいうが、自分はそのようなわがままな人ではないの意。

4 【立ちとまるべくやはある】「べく」（推量の助動詞、可能）「や」（係助詞、反語）。とどまっていられるものであろうか、そんなことはできないの意。

5 【同じことなり】邸に残るも実家に帰るも同じことである意。

6 【いかやうにもてなしたまはむとすらむ】北の方は幼い子供たちまでどのように巻き添えにしようとなさるのだろうか。


真木柱．３．５．３

■　と、うち嘆なげきつつ、かの真木柱まきばしらを1見みたまふに、手ても幼をさなけれど、心こころばへのあはれに恋こひしきままに、道みちすがら2涙なみだおしのごひつつ参まうでたまへればP23,3、対面たいめんしたまふべくもあらず4。

◇　と、嘆息しながら、あの真木の柱を御覧になると、筆跡も幼稚だが、気立てがしみじみといじらしくて、道すがら、涙を押し拭い押し拭い参上なさると、お会いになれるはずもない。


P23 たまへれば--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れは

1 【かの真木柱を】姫君が歌を詠み残して挟んでいった真木柱。

2 【道すがら】場面は鬚黒邸から式部卿宮邸に向かう道中に変わる。

3 【参うでたまへれば】鬚黒が式部卿宮邸に参上なさると。

4 【対面したまふべくもあらず】北の方にお会いなされるはずもない。「べくもあらず」は語り手の感情がこめられた表現。『完訳』は「北の方の固い覚悟による」と解す。


真木柱．３．５．４

■　「何なにか。

◇　「何の。

■　ただ時ときに移うつる心こころの1、今いまはじめて変かはりたまふにもあらず。

◇　ただ時勢におもねる心が、今初めてお変わりになったのではない。

■　年としごろ思おもひうかれたまふさま、聞ききわたりても久ひさしくなりぬるを、いづくをまた思おもひ直なほるべき折をりとか待またむ2。

◇　年来うつつを抜かしていらっしゃる様子を、長いこと聞いてはいたが、いつを再び改心する時かと待てようか。

■　いとどひがひがしきさまにのみこそ3見みえ果はてたまはめ」

◇　ますます、奇妙な姿を現すばかりで終わることにおなりになろう」


1 【何かただ時に移る心の】以下「見え果てたまはめ」まで、式部卿宮の娘北の方への諌めの詞。「何か」の下には「会はむ」などの語句が省略されている。「か」（係助詞、反語）。どうしてお会うことがあろうか、会う必要はないの意。式部卿宮は鬚黒を、源氏におもねって玉鬘と結婚したと解釈する。

2 【折とか待たむ】「か」（係助詞、反語）。心の改まる時と待とうか、そのような時はないの意。

3 【さまにのみこそ】大島本は「さまにのミこそ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さまのみこそ」と「に」を削除する。


真木柱．３．５．５

■　と諌いさめ申まうしたまふ、ことわりなり1。

◇　とご意見申される、もっともなことである。


1 【諌め申したまふことわりなり】式部卿宮が諌めるのも当然であるとする語り手の評言。『明星抄』は「いさめ申給」以下に「草子地也」と指摘。『評釈』は「ことはりなり」に「もっともな判断と、語り手も、作者も、同意する」と指摘する。


真木柱．３．５．６

■　「いと、若々わかわかしき心地ここちも1しはべるかな。

◇　「まったく、大人げない気がしますな。

■　思おもほし捨すつまじき人ひとびともはべればと、のどかに思おもひはべりける心こころのおこたりを、かへすがへす聞きこえてもやるかたなし。

◇　お見捨てになるはずもない子供たちもいますのでと、のんきに構えておりましたわたしの不行届を、繰り返しお詫び申しても、お詫びの申しようがありません。

■　今いまはただ、なだらかに御覧ごらんじ許ゆるして、罪つみさりどころなう2、世人よひとにもことわらせてこそP24、かやうに3ももてないたまはめ」

◇　今はただ、穏便に大目に見て下さって、罪は免れがたく、世間の人にも分からせた上で、このようにもなさるのがよい」


P24 こそ--こう（う/＄〈朱〉）そ

1 【いと若々しき心地も】以下「もてないたまはめ」まで、鬚黒の詞。北の方に申し上げている内容である。

2 【罪さりどころなう】わたしの罪は免れ難い、弁解の余地がないの意。

3 【かやうに】実家に戻ることをさす。


真木柱．３．５．７

■　など、聞きこえわづらひておはす。

◇　などと、説得申すのに苦慮していらっしゃる。

■　「姫君ひめぎみをだに見みたてまつらむ1」

◇　「せめて姫君にだけでもお会いしたい」

■　と聞きこえたまへれどP25、出いだしたてまつるべくもあらず。

◇　と申し上げなさっているが、お出し申すはずもない。


P25 たまへれど--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れと

1 【姫君をだに見たてまつらむ】鬚黒の詞。せめて姫君にだけでもお会い申したい。


真木柱．３．５．８

■　男君をとこぎみたち、十とをなるは、殿上てんじゃうしたまふ。

◇　男の子たち、十歳になるのは、童殿上なさっている。

■　いとうつくし。

◇　とてもかわいらしい。

■　人ひとにほめられて、容貌かたちなどようはあらねど、いとらうらうじう、ものの心こころやうやう知しりたまへり。

◇　人からほめられて、器量など優れてはいないが、たいそう利発で、物の道理をだんだんお分りになっていらした。

真木柱．３．５．９

■　次つぎの君きみは、八やつばかりにて、いとらうたげに、姫君ひめぎみにもおぼえたれば、かき撫なでつつ、

◇　次の君は、八歳ほどで、とても可憐で、姫君にも似ているので、撫でながら、

真木柱．３．５．１０

■　「あこをこそは2、恋こひしき御形見おほむかたみにも見みるべかめれ」

◇　「おまえを恋しい姫君のお形見と思って見ることにしよう」


1? 【出だしたてまてるべくもあらず】北の方が姫君を鬚黒の前にお出しするはずもない。「べくもあらず」という言い回しは、語り手の判断をも言い込めた表現。

2 【あこをこそは】以下「見るべかめれ」まで、鬚黒の詞。二郎君を目の前にして、これからおまえをかわいがって行くことになるのだろうというニュアンス。


真木柱．３．５．１１

■　など、うち泣なきて語かたらひたまふ。

◇　などと、涙を流してお話しなさる。

■　宮みやにも、御みけしき賜たまはらせたまへど1、

◇　宮にも、ご内意を伺ったが、


1 【宮にも御けしき賜はらせたまへど】鬚黒は式部卿宮にも面会の御意向をお伺いになるが、の意。


真木柱．３．５．１２

■　「風邪かぜおこりて1、ためらひはべるほどにて」

◇　「風邪がひどくて、養生しております時なので」


1 【風邪おこりて】以下「ほどにて」まで、式部卿宮の謝絶の詞。


真木柱．３．５．１３

■　とあれば、はしたなくて出いでたまひぬ。

◇　と言うので、不体裁な思いで退出なさった。

第六段　鬚黒、男子二人を連れ帰る

真木柱．３．６．１

■　小君達こきむだちをば車くるまに乗のせて、語かたらひおはす。

◇　幼い男の子たちを車に乗せて、親しく話しながらお帰りになる。

■　六条殿ろくでうどのには、え率ゐておはせねば1、殿とのにとどめて、

◇　六条殿には連れて行くことがおできになれないので、邸に残して、


1 【六条殿にはえ率ておはせねば】玉鬘のいる六条院には子供たちを連れて行くことができないので。鬚黒の生活の中心は今や六条院の玉鬘の所に移っている。


真木柱．３．６．２

■　「なほ、ここにあれ1。

◇　「やはり、ここにいなさい。

■　来きて見みむにもP26,2心こころやすかるべく」

◇　会いに来るのにも安心して来られるであろうから」


P26 見むにも--み（み/=んイ〈朱〉）にも

1 【なほここにあれ】以下「心やすかるべく」まで、鬚黒の詞。「ここ」は鬚黒の自邸をさす。

2 【来て見むにも】大島本は「きてみ（み＋んイ〈朱〉）にも」とある。『集成』『新大系』『古典セレクション』は諸本及び底本の朱筆補入に従って「来て見むにも」と「む」を補訂する。


真木柱．３．６．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　うち眺ながめて1、いと心細こころぼそげに見送みおくり2たるさまども、いとあはれなるに、もの思おもひ加くははりぬる心地ここちすれど、女君3をむなぎみの御おほむさまの、見みるかひありてめでたきに、ひがひがしき御おほむさま4を思おもひ比くらぶるにも、こよなくて、よろづを慰なぐさめたまふ。

◇　悲しみにくれて、たいそう心細そうに見送っていらっしゃる様子、たいそうかわいそうなので、心配の種が増えたような気がするが、女君のご様子が、見がいがあって立派なので、気違いじみたご様子と比べると、格段の相違で、すべてお慰めになる。


1 【うち眺めて】子供たち二人が物思いに沈んで。

2 【見送り】鬚黒を見送る。鬚黒は子供たちを残して六条院へ出掛ける。

3 【女君】玉鬘。

4 【ひがひがしき御さま】北の方の気違いじみた御様子。


真木柱．３．６．４

■　うち絶たえて訪おとづれもせず、はしたなかりしにことづけ顔がほなるを、宮みやには、いみじうめざましがり嘆なげきたまふ。

◇　さっぱり途絶えてお便りもせず、体裁の悪かったことを口実にしているふうなのを、宮におかれて、ひどく不愉快にお嘆きになる。

真木柱．３．６．５

■　春はるの上1うへも聞ききたまひて、

◇　春の上もお聞きになって、


1 【春の上】紫の上をいう。この呼称は「胡蝶」「常夏」の巻に見えた。


真木柱．３．６．６

■　「ここにさへ1、恨うらみらるるゆゑになるが苦くるしきこと」

◇　「わたしまで、恨まれる原因になるのがつらいこと」


1 【ここにさへ】以下「苦しきこと」まで、紫の上の詞。


真木柱．３．６．７

■　と嘆なげきたまふを、大臣おとどの君1きみ、いとほしと思おぼして、

◇　とお嘆きになるので、大臣の君は、気の毒だとお思いになって、


1 【大臣の君】源氏をいう。


真木柱．３．６．８

■　「難かたきことなり1。

◇　「難しいことだ。

■　おのが心こころひとつにもあらぬ人ひとのゆかり2に、内裏うちにも心こころおきたるさまに思おぼしたなり3。

◇　自分の一存だけではどうすることもできない人の関係で、帝におかせられても、こだわりをお持ちになっていらっしゃるようだ。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやなども、怨えんじたまふと聞ききしを、さいへど、思おもひやり深ふかうおはする人ひとにて、聞ききあきらめ4、恨うらみ解とけたまひにたなり。

◇　兵部卿宮なども、お恨みになっていらっしゃると聞いたが、そうは言っても、思慮深くいらっしゃる方なので、事情を知って、恨みもお解けになったようだ。

■　おのづから人ひとの仲なからひ5は、忍しのぶることと思おもへど、隠かくれなきものなれば、しか思おもふべき罪つみもなし6、となむ思おもひはべる」

◇　自然と、男女の関係は、人目を忍んでいると思っても、隠すことのできないものだから、そんなに苦にするほどの責任もない、と思っております」


1 【難きことなり】以下「となむ思ひはべる」まで、源氏の紫の上への詞。

2 【人のゆかり】玉鬘との関係をさす。

3 【思したなり】「た」（完了の助動詞、存続の意。連体形「たる」の「る」が撥音便化し、無表記された形）「なり」（伝聞推定の助動詞）。下文の「恨み解けたまひにたなり」も同じ。お思いになっているようだ。

4 【聞きあきらめ】式部卿宮は鬚黒と玉鬘との結婚が源氏のしわざではないと知る。

5 【人の仲らひ】男女関係をさしていう。

6 【しか思ふべき罪もなし】そんなに苦にする責任はない。男女関係は自然と明らかになってくるものであるからという考えによる。


真木柱．３．６．９

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第四章　玉鬘の物語　宮中出仕から鬚黒邸へ

第一段　玉鬘、新年になって参内

真木柱．４．１．１

■　かかることどもの騷さわぎに、尚侍かむの君きみの御みけしき、いよいよ晴はれ間まなきを、大将だいしゃうは、いとほしと思おもひあつかひきこえて、

◇　このようなことの騒動に、尚侍の君のご気分は、ますます晴れる間もないでいるのを、大将は、お気の毒にとお気づかい申し上げて、

真木柱．４．１．２

■　「この参まゐりたまはむとP27,1ありしことも、絶たえ切きれて、妨さまたげきこえつるを2、内裏うちにも、なめく心こころあるさまにP28聞きこしめし、人ひとびとも思おぼすところあらむ3。

◇　「あの参内なさる予定であったことも、沙汰止みになって、お妨げ申したのを、帝におかせられても、快からず何か含むところがあるようにお聞きあそばし、方々もお考えになるところがあるだろう。

■　公人おほやけびとを頼たのみたる人ひとはなくやはある」

◇　宮仕えの女性を妻にしている男もいないではないが」


P27 たまはむと--給はむこ（こ/＃）と

P28 さまに--ま（ま/＄さ）まに

1 【この参りたまはむと】以下「なくやはある」まで、鬚黒の心。「この」は尚侍としての出仕をさす。

2 【妨げきこえつるを】鬚黒が玉鬘の尚侍としての宮中出仕をお妨げ申し上げてしまったことを、の意。

3 【人びとも思すところあらむ】「人びと」は「思す」という敬語が使われているので、源氏や内大臣などをさす。「思すところ」とは不快にお思いになることをいう。


真木柱．４．１．３

■　と思おもひ返かへして、年返としかへりて、参まゐらせたてまつりたまふ。

◇　と思い返して、年が改まってから、参内させ申し上げなさる。

■　男踏歌をとこたふかありければ1、やがてそのほどに、儀式2ぎしきいといまめかしく3、二になくて参まゐりたまふ。

◇　男踏歌があったので、ちょうどその折に、参内の儀式をたいそう立派に、この上なく整えて参内なさる。


1 【男踏歌ありければ】正月十四日に行われる行事。「末摘花」「初音」巻にも見えた。ここでは、玉鬘参内が「けれ」（過去の助動詞）「ば」とあり、過去の出来事という視点に立って語られる。

2 【儀式】玉鬘の尚侍出仕の儀式。

3 【儀式いといまめかしく】大島本は「いまめかしく」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかめしう」と校訂する。


真木柱．４．１．４

■　かたがたの大臣おとどたち1、この大将だいしゃうの御勢おほむいきほひさへさしあひ、宰相中将2さいしゃうのちゅうじゃう、ねむごろに心こころしらひきこえたまふ。

◇　お二方の大臣たち、この大将のご威勢までが加わり、宰相中将、熱心に気を配ってお世話申し上げなさる。

■　兄弟せうとの君達きみたちも、かかる折をりにと集つどひ、追従ついせうし寄よりて、かしづきたまふさま、いとめでたし。

◇　兄弟の公達も、このような機会にと集まって、ご機嫌を取りに近づいて、大事になさる様子、たいそう素晴らしい。


1 【かたがたの大臣たち】源氏と内大臣をいう。

2 【宰相中将】夕霧をさす。


真木柱．４．１．５

■　承香殿しゃうきゃうでんの東面ひむがしおもてに御局みつぼねしたり2。

◇　承香殿の東面にお局を設けてある。

■　西にしに宮みやの女御にょうごはおはしければ3、馬道めだうばかりの隔へだてなるに、御心みこころのうちは、遥はるかに隔へだたりけむかし。

◇　西に宮の女御がいらしたので、馬道だけの間隔であるが、お心の中は、遠く離れていらっしゃったであろう。

■　御方々おほむかたがた、いづれとなく5挑いどみ交かはしたまひて、内裏うちわたり、心こころにくくをかしきころほひなり。

◇　御方々は、どの方となく競争なさい合って、宮中では、奥ゆかしくはなやいだ時分である。

■　ことに乱みだりがはしき更衣かういたち、あまたもさぶらひたまはず。

◇　格別家柄の劣った更衣たち、多くも伺候なさっていない。


1? 【兄弟の君たち】柏木や弁少将など。

2 【承香殿の東面に御局したり】承香殿は東西に長い建物。玉鬘はその東面の間をお部屋とした。以下、語り手の説明的文章が続く。

3 【西に宮の女御はおはしければ】承香殿の西面の間を式部卿宮の女御がお部屋としていた。

4? 【馬道ばかりの隔てなるに御心の中ははるかに隔たりけむかし】「けむ」（過去推量の助動詞）「かし」（終助詞、念を押す）は語り手の宮の女御と玉鬘との心を推測した表現。『一葉抄』は「双紙地也」と指摘。『細流抄』は「草子地をしはかりていへり」と指摘。『集成』も「草子地」と指摘する。

5 【御方々いづれとなく】冷泉帝の後宮の様子を語る。


真木柱．４．１．６

■　中宮ちうぐう、弘徽殿女御こきでんのにょうご、この宮みやの女御にょうご、左ひだりの大殿おほとのの女御1にょうごなどさぶらひたまふ。

◇　中宮、弘徽殿女御、この宮の王女御、左大臣の女御などが伺候していらっしゃる。

■　さては、中納言ちゅうなごん、宰相さいしゃうの御女二人おほむむすめふたりばかり2ぞさぶらひたまひける。

◇　その他には、中納言、宰相の御息女が二人ほどが伺候していらっしゃるのであった。


1 【左の大殿の女御】大島本は「左大殿のの女御」とある。衍字である。「左大殿」は「行幸」巻（第一章一段）に出てきた大臣。

2 【中納言宰相の御女二人ばかり】中納言、宰相は系図不明の人々。更衣である。以上、冷泉帝の後宮は、秋好中宮（源氏方養女）、弘徽殿女御（内大臣娘）、王女御（式部卿娘）、左大臣女御（左大臣娘）、中納言更衣、宰相更衣などがいる。


第二段　男踏歌、貴顕の邸を回る

真木柱．４．２．１

■　踏歌たふかは、方々かたがたに里人参さとびとまゐり、さまことに、けににぎははしきP29見物みものなれば、誰たれも誰たれもきよらを尽つくし、袖口そでぐちの重かさなり、こちたくめでたくととのへたまふ。

◇　踏歌は、局々に実家の人が参内し、ふだんとは違って、ことに賑やかな見物なので、どなたもどなたも綺羅を尽くし、袖口の色の重なり、うるさいほど立派に整えていらっしゃる。

■　春宮とうぐうの女御1にょうごも、いとはなやかにもてなしたまひて、宮みやは、まだ若わかくおはしませど2、すべていと今いまめかし。

◇　春宮の女御も、たいそう華やかになさって、春宮は、まだお若くいらっしゃるが、すべての面でたいそう風流である。


P29 にぎははしき--（/+に）きわゝしき

1 【春宮の女御】朱雀院の女御で鬚黒の妹。今、春宮の母女御として梨壺に住む。「澪標」巻参照。

2 【宮はまだ若くおはしませど】春宮はまだお若くいらっしゃるが。十二歳。元服適齢期である。


真木柱．４．２．２

■　御前おまへ、中宮ちゅうぐうの御方おほむかた、朱雀院しゅざくゐんとに参まゐりて1、夜よいたう更ふけにければ、六条ろくでうの院ゐんには、このたびは所狭ところせしP30とはぶきたまふ。

◇　帝の御前、中宮の御方、朱雀院と参って、夜がたいそう更けてしまったので、六条院には、今回は仰々しいのでとお取り止めになる。

■　朱雀院しゅざくゐんより帰かへり参まゐりて、春宮とうぐうの御方々おほむかたがためぐるほどに、夜明よあけぬ。

◇　朱雀院から帰参して、春宮の御方々を回るうちに、夜が明けた。


P30 所狭し--所を（を/＄せ〈朱〉）し

1 【御前中宮の御方朱雀院とに参りて】踏歌の一行が巡る順路である。帝の御前、すなわち清涼殿東庭から梅壺の中宮の御前、内裏を出て、上皇御所の朱雀院へと向かう。そして最後に内裏の梨壺の春宮の御前へと帰って来る。


真木柱．４．２．３

■　ほのぼのとをかしき朝あさぼらけに、いたく酔ゑひ乱みだれたるさまして、

◇　ほのぼのと美しい夜明けに、たいそう酔い乱れた恰好をして、

■　「竹河2**」

◇　「竹河」

■　謡***ひけるP31ほどを見みれば、内うちの大殿おほとのの君達きむだちは、四し、五人ごにんばかり、殿上人てんじゃうびとのなかに、声こゑすぐれ、容貌かたちきよげにて、うち続つづきたまへる、いとめでたし3。

◇　を謡っているところを見ると、内大臣家の御子息が、四、五人ほど、殿上人の中で、声が優れ、器量も美しくて、うち揃っていらっしゃるのが、たいそう素晴らしい。

◆　 
ほのぼの と をかしき あさぼらけ に、 いたく ゑひ みだれ たる さま し て、 たけかは うたひ ける ほど を みれ ば、 うち の おほとの の きむだち は、 し、 ご-にん ばかり、 てんじゃうびと の なか に、 こゑ すぐれ、 かたち きよげ にて、 うち-つづき たまへ る、 いと めでたし。


P31 ける--けに（に/＄る〈朱〉）

1? 【六条の院にこのたびは所狭しとはぶきたまふ】源氏の太政大臣邸の六条院は今回は仰々しいとという理由から省略なさる。「六条の院に」の格助詞「に」は尊敬の意、主格を表す。六条院におかれては。

2 【竹河】催馬楽、呂。「竹河の橋の詰めなるや橋の詰めなるや花園にはれ花園に我をば放てや少女たぐへて」。「初音」巻の踏歌の折にも謡われた。

3 【いとめでたし】その場の情景を見ている語り手の感想を交えた表現。


真木柱．４．２．４

■　童わらはなる八郎君はちらうぎみは、むかひ腹ばらにて、いみじうかしづきたまふが、いとうつくしうて、大将殿だいしゃうどのの太郎君1たらうぎみと立たち並なみたるを2、尚侍かむの君きみも、よそ人びと見とみたまはねば3、御目おほむめとまりけり。

◇　殿上童の八郎君は、正妻腹の子で、たいそう大切になさっているのが、とてもかわいらしくて、大将殿の太郎君と立ち並んでいるのを、尚侍の君も、他人とはお思いにならないので、お目が止まった。

■　やむごとなくまじらひ馴なれたまへる御方々おほむかたがたよりも、この御局みつぼねの袖口4そでぐち、おほかたのけはひ今いまめかしう、同おなじものの色いろあひ、襲かさなりなれど、ものよりことにはなやかなり。

◇　高貴な身分で長く宮仕えしていらっしゃる方々よりも、この御局の袖口は、全体の感じが今風で、同じ衣装の色合い、襲なりであるが、他の所より格別華やかである。


1 【大将殿の太郎君】鬚黒の長男、十歳。

2 【立ち並みたるを】大島本は「たちなミたるを」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「立ち並びたるを」と校訂する。

3 【尚侍の君もよそ人と見たまはねば】尚侍の君すなわち玉鬘にとって、内大臣の子は異母兄弟。鬚黒大将の子は先妻の子、いわゆる継子関係になる。

4 【この御局の袖口】承香殿の東面の玉鬘の局の女房たちの袖口。


真木柱．４．２．５

■　正身さうじみも女房にょうばうたちも、かやうに御心みこころやりて、しばしは過すぐいたまはまし、と思おもひあへり。

◇　ご本人も女房たちも、このようにご気分を晴らして、暫くの間は宮中でお過ごせになれたら、と思い合っていた。

真木柱．４．２．６

■　皆同みなおなじごと、かづけわたす綿わたのさま1も、匂にほひ香かことにらうらうじうしないたまひて、こなたは2水駅みづむまやなりけれど3、けはひにぎははしく、人ひとびと心懸想こころげさうしそして4、限かぎりある御饗みあるじなどのことどもも、したるさま、ことに用意よういありてなむ、大将殿だいしゃうどのせさせたまへりける5。

◇　どこでも同じように、肩にお被けになる綿の様子も、色艶も格別に洗練なさって、こちらは水駅であったが、様子が賑やかで、女房たちが心づかいし過ぎるほどで、一定の作法通りの御饗応など、用意がしてある様子は、特別に気を配って、大将殿がおさせになったのであった。


1 【皆同じごとかづけわたす綿のさま】踏歌の人々に褒美として被ける綿の様子。

2 【こなたは】玉鬘の局。

3 【水駅なりけれど】水駅であったが、というように「皆同じごと」以下の一文を過去の助動詞「けり」でもって過去の出来事として語る。

4 【人びと心懸想しそして】踏歌の一行たちが緊張して。

5 【大将殿せさせたまへりける】「ける」という過去の助動詞でもって、この一段を語り収める。


第三段　玉鬘の宮中生活

真木柱．４．３．１

■　宿直所とのゐどころにゐたまひて1、日一日ひひとひ、聞きこえ暮くらしたまふことは2、

◇　宿直所にいらっしゃって、一日中、申し上げなさることは、


1 【宿直所にゐたまひて】鬚黒が宿直所（陰明門内南廊、右大将直廬）に。

2 【日一日聞こえ暮らしたまふことは】踏歌の翌日。一日中、鬚黒は玉鬘に何かと話し掛けなさる内容は。


真木柱．４．３．２

■　「夜よさり、まかでさせたてまつりてむ。

◇　「夜になったら、ご退出おさせ申そう。

■　かかるついでにと2、思おぼし移うつるらむ御宮仕おほむみやづかへなむ、やすからぬ」

◇　このような機会にと、急にお考えが変わる宮仕えは安心でない」


1? 【夜さりまかでさせたてまつりなむ】以下「やすからぬ」まで、鬚黒の詞。

2 【かかるついでにと】このように宮中に上がった機会にそのままいようと。


真木柱．４．３．３

■　とのみ、同おなじことを責せめきこえたまへど、御返おほむかへりなし。

◇　とばかり、同じことをご催促申し上げなさるが、お返事はない。

■　さぶらふ人ひとびとぞ、

◇　伺候している女房たちが、

真木柱．４．３．４

■　「大臣おとどの、

◇　「大臣が、

■　『心こころあわたたしきほどならで1、まれまれの御参おほむまゐりなれば、御心みこころゆかせたまふばかり2。

◇　『急いで退出することなく、めったにない参内なので、ご満足あそばされるくらいに。

■　許ゆるされありてを、まかでさせたまへ』

◇　お許しがあってから、退出なさるよう』

■　と、聞きこえさせたまひしかば、今宵こよひは、あまりすがすがしうや」

◇　と、申し上げていらしたので、今夜は、あまりにも急すぎませんか」


1 【大臣の心あわたたしきほどならで】以下「すがすがしうや」まで、女房の詞。「大臣」は源氏をさしていう。「心あわたたしき」以下「まかでさせたまへ」まで、源氏の詞を引用。

2 【御心ゆかせたまふばかり】帝のお心に御満足あそばされるほど。


真木柱．４．３．５

■　と聞きこえたるを、いとつらしと思おもひて1、

◇　と申し上げたのを、たいそうつらく思って、


1 【いとつらしと思ひて】鬚黒はとてもひどいと思って。


真木柱．４．３．６

■　「さばかり1聞きこえしものを、さも心こころにかなはぬ世よかな」

◇　「あれほど申し上げたのに、何とも思い通りに行かない夫婦仲だなあ」


1 【さばかり】以下「世かな」まで、鬚黒の心。


真木柱．４．３．７

■　とうち嘆なげきてゐたまへり。

◇　とお嘆きになっていらっしゃった。

真木柱．４．３．８

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、御前ごぜんの御遊おほむあそびにさぶらひたまひて、静心しづこころなく、この御局みつぼねのあたり思おもひやられたまへば、念ねんじあまりて聞きこえたまへり。

◇　兵部卿宮、御前の管弦の御遊に伺候していらっしゃっても、気が落ち着かず、このお局あたりを思わずにはいらっしゃれないので、堪えきれずにお便りを申し上げなさった。

■　大将だいしゃうは、司つかさの御曹司みざうしにぞおはしける1。

◇　大将は、近衛府の御曹司にいらっしゃる時であった。

■　「これより」

◇　「そこから」

■　とて2取とり入いれたれば、しぶしぶに見みたまふ3。

◇　と言って取り次いだので、しぶしぶと御覧になる。


1 【大将は司の御曹司にぞおはしける】挿入句。蛍兵部卿宮から手紙が来た時、鬚黒はちょうど近衛府の右大将直廬にいらっしゃったのであったという説明を挿入した。

2 【これよりとて】大島本は「これより」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「それより」と校訂する。女房が鬚黒のもとからといって。

3 【しぶしぶに見たまふ】玉鬘が渋々と御覧になる。


真木柱．４．３．９

■　「深山木みやまぎに羽はねうち交かはしゐる鳥とりの

またなくねたき春はるにもあるかな1

さへづる声こゑもS3耳みみとどめられてなむ2」

◇　「深山木と仲よくしていらっしゃる鳥が

またなく疎ましく思われる春ですねえ

鳥の囀る声が耳に止まりまして」


S3 百千鳥さへづる春は物ごとに改まれども我ぞ古り行く（古今集春上-二八　読人しらず）

1 【深山木に羽うち交はしゐる鳥のまたなくねたき春にもあるかな】蛍兵部卿宮からの贈歌。鬚黒を「深山木」に見立て、玉鬘を「鳥」に見立てる。「深山木」は無風流な木の譬えである。「またなくねたき」には「またなく妬き」に「また鳴く音」「また泣く声」を響かせる。「羽うち交はし」は「長恨歌」の比翼連理を踏まえた夫婦仲の睦まじいことをいう。楽しいはずの春が自分には悔しい思いでいる。

2 【さへづる声も耳とどめられてなむ】蛍兵部卿宮の歌に添えた詞。『源氏釈』は「百千鳥囀る春はものごとに改まれども我ぞふりゆく」（古今集春上、二八、読人しらず）を指摘。現行の注釈書でも指摘する。


真木柱．４．３．１０

■　とあり。

◇　とある。

■　いとほしう、面赤おもてあかみて、聞きこえむかたなく思おもひゐたまへるに、主上渡うへわたらせたまふ1。

◇　お気の毒に思って、顔が赤くなって、お返事のしようもなく思っていらっしゃるところに、主上がお越しあそばす。


1 【主上渡らせたまふ】主上が承香殿の東面の玉鬘の局にお渡りあそばす。


第四段　帝、玉鬘のもとを訪う

真木柱．４．４．１

■　月つきの明あかきに、御容貌おほむかたちはいふよしなくきよらにて、ただ、かの大臣おとどの御おほむけはひに違たがふところなくおはします1。

◇　月が明るいので、ご容貌は言いようもなくお美しくて、まるで、あの大臣のご様子に違うところなくいらっしゃる。

■　「かかる人ひとはまたもおはしけり2」

◇　「このような方が二人もいらっしゃったのだ」

■　と、見みたてまつりたまふ3。

◇　と、拝見なさる。

■　かの御心みこころばへは4浅あさからぬも、うたてもの思おもひ加くははりしを、これは、などかはさしもおぼえさせたまはむ。

◇　あの方のお気持ちは浅くはないが、嫌な物思いをしたけれど、こちらは、どうしてそのように思わせなさろう。

■　いとなつかしげに6、思おもひしことの違たがひにたる怨うらみ7をのたまはするに、面おもておかむかたなくぞおぼえたまふや8。

◇　たいそうやさしそうに、期待していたことと違ってしまった恨み事を仰せられるので、顔のやり場もないほどにお思いなさるよ。

■　顔かほをもて隠かくして、御応おほむいらへもえ聞きこえたまはねば9、

◇　顔を袖で隠して、お返事も申し上げなさらないので、


1 【ただかの大臣の御けはひに違ふところなくおはします】月の光に照らされた主上のご容貌は源氏の大臣にそっくりでいらっしゃる。

2 【かかる人はまたもおはしけり】玉鬘の感想。源氏のように美しい方がもう一人いらっしゃったのだ。

3 【見たてまつりたまふ】玉鬘は主上を拝見なさる。

4 【かの御心ばへは】以下「おぼえさせたまはむ」あたりまで玉鬘の心。源氏と主上を比較する。

5? 【などかおぼえさせたまはむ】反語表現。どうして主上がお思いあそばそうか、それはない。

6 【いとなつかしげに】玉鬘の気持ちに添った語り口。「のたまはするに」に係る。

7 【思ひしことの違ひにたる怨み】主上が独身の身での尚侍としての出仕を期待していたことに相違してしまった恨み言。主上が「思って」いたことだが、ここでは敬語表現がない。

8 【面おかむかたなくぞおぼえたまふや】「や」（詠嘆の終助詞）、語り手の玉鬘に同情した表現。

9 【御応へもえ聞こえたまはねば】大島本は「えきこえ」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「聞こえ」と「え」を削除する。主上の恨み言に玉鬘は何とも返事を申し上げられないので。


真木柱．４．４．２

■　「あやしうおぼつかなきわざかな1。

◇　「妙に黙っていらっしゃるのですね。

■　よろこび2なども、思おもひ知しりたまはむと思おもふことあるを、聞きき入いれたまはぬさまにのみあるは、かかる御癖おほむくせなりけり」

◇　昇進なども、ご存知であろうと思うことがあるのに、何もお聞き入れなさらない様子でばかりいらっしゃるのは、そのようなご性格なのですね」


1 【あやしうおぼつかなきわざかな】以下「御癖なりけり」まで、主上の玉鬘への詞。

2 【よろこび】叙位の喜び。


真木柱．４．４．３

■　とのたまはせて、

◇　と仰せになって、

真木柱．４．４．４

■　「などてかく灰はひあひがたき紫むらさきを

心こころに深ふかく思おもひそめけむ1

◇　「どうしてこう一緒になりがたいあなたを

深く思い染めてしまったのでしょう


1 【などてかく灰あひがたき紫を心に深く思ひそめけむ】帝の贈歌。「紫」は三位の服色。玉鬘を三位に叙したことをいう。また紫は椿の灰を混ぜて染料を作る。「灰合ひ」に「逢ひ」を掛け、「深く」「染め」は「紫」の縁語。


真木柱．４．４．５

■　濃こくなり果はつまじきにや」

◇　これ以上深くはなれないのでしょうか」

真木柱．４．４．６

■　と仰おほせらるるさま、いと若わかくきよらに恥はづかしきを、

◇　と仰せになる様子、たいそう若々しく美しくて気恥ずかしいので、

■　「違たがひたまへるところやある2」

◇　「どこが違っていらっしゃろうか」

■　と思おもひ慰なぐさめて、聞きこえたまふ。

◇　と気を取り直して、お返事申し上げなさる。

■　宮仕みやづかへの労らうもなくて、今年ことし、加階かかいしたまへる心こころにや3。

◇　宮仕えの年功もなくて、今年、位を賜ったお礼の気持ちなのであろうか。


1? 【濃くなりはつまじきや】これ以上深い関係にはなれないのでしょうかの意。「濃く」は「紫」の縁語。会話文の中にも縁語を使う。ここまで、主上の歌に添えた詞。

2 【違ひたまへるところやある】玉鬘の心。源氏と主上を比較し、少しも違わないと思う。

3 【宮仕への労もなくて今年加階したまへる心にや】語り手が玉鬘が次のような返歌をした気持ちを先回りして語った挿入文。『細流抄』は「此哥の注を草子地かく也」と指摘。『集成』も「あらかしめ次の歌に説明を加えた草子地」と指摘する。


真木柱．４．４．７

■　「いかならむ色いろとも知しらぬ紫むらさきを

心こころしてこそ人ひとは染そめけれ1

◇　「どのようなお気持ちからとも存じませんでした

この紫の色は、深いお情けから下さったものなのですね


1 【いかならむ色とも知らぬ紫を心してこそ人は染めけれ】玉鬘の返歌。帝への感謝の気持ちを詠む。「色」「染め」は「紫」の縁語。


真木柱．４．４．８

■　今いまよりなむ思おもひたまへ知しるべき1」

◇　ただ今からはそのように存じましょう」


1 【今よりなむ思ひたまへ知るべき】ここまで、玉鬘の返歌に添えた詞。


真木柱．４．４．９

■　と聞きこえたまへば、うち笑ゑみて、

◇　と申し上げなさると、ほほ笑みなさって、

真木柱．４．４．１０

■　「その、今いまより染そめたまはむこそ1、かひなかべいことなれ。

◇　「その、今から思って下さろうとしても、何の役にも立たないことです。

■　愁うれふべき人ひとあらば2、ことわり聞きかまほしくなむ」

◇　訴えを聞いてくれる人があったら、その判断を聞いてみたいものです」


1 【その今より染めたまはむこそ】以下「聞かまほしくなむ」まで主上の詞。「そめ」は「初め」と「染め」とを掛け、「染め」は「紫」の縁語。

2 【愁ふべき人あらば】私の愁えを聞いてくださる人がいたら。


真木柱．４．４．１１

■　と、いたう怨うらみさせたまふ御みけしきの、まめやかにわづらはしければ、

◇　と、たいそうお恨みあそばす御様子が、真面目で厄介なので、

■　「いとうたてもあるかな1」

◇　「とても嫌だわ」

■　とおぼえて、

◇　と思われて、

■　「をかしきさまをも2見みえたてまつらじ、むつかしき世よの癖3くせなりけり」

◇　「愛想の良い態度をお見せ申すまい、男の方の困った癖だわ」

■　と思おもふに、まめだちてさぶらひたまへば、え思おぼすさまなる乱みだれごともうち出いでさせたまはで、

◇　と思うと、真面目になって伺候していらっしゃるので、お思い通りの冗談も仰せになれずに、

■　「やうやうこそは目馴めなれめ4」

◇　「だんだんと親しみ馴れて行くことだろう」

■　と思おぼしけり5。

◇　とお思いあそばすのであった。


1 【いとうたてもあるかな】玉鬘の心。

2 【をかしきさまをも】以下「世の癖なりけり」まで玉鬘の心。

3 【世の癖】男女の仲、特に男性の悪い性分の意。

4 【やうやうこそは目馴れめ】主上の心。玉鬘もだんだんと宮仕え生活に慣れてこよう。

5 【思しけり】帝はお思いあそばすのであった。「けり」（過去の助動詞）でもって、この段を語り収める。


第五段　玉鬘、帝と和歌を詠み交す

真木柱．４．５．１

■　大将だいしゃうは1、かく渡わたらせたまへるを聞ききたまひて、いとど静心しづこころなければ、急いそぎまどはしたまふ。

◇　大将は、このようにお越しあそばしたのをお聞きになって、ますます心が落ち着かないので、急いでせき立てなさる。

■　みづからも2、

◇　ご自身も、

■　「似にげなきことも出いで来きぬべき身みなりけり3」

◇　「身分不相応なことも出て来かねない身の上だなあ」

■　と心憂こころうきに、えのどめたまはず、まかでさせたまふべきさま、つきづきしきことづけども作つくり出いでて、父大臣4ちちおとどなど、かしこくたばかりたまひてなむ、御暇許おほむいとまゆるされたまひける。

◇　と情けなく思うので、落ち着いていらっしゃれず、退出させなさる段取り、もっともらしい口実を作り出して、父大臣など、うまく取り繕いなさって、御退出を許されなさったのであった。


1 【大将は】以下、鬚黒に視点を移して語る。

2 【みづからも】「も」（係助詞、並列）があることによって、鬚黒はもちろんのこと、玉鬘自身でものニュアンス。

3 【似げなきことも出で来ぬべき身なりけり】「似げなきこと」とは帝の寵愛を得ることをさす。既に夫があり、それはまた異母姉妹の弘徽殿女御や秋好中宮らと寵愛を競うことになると懸念した。

4 【父大臣】玉鬘の父、内大臣。


真木柱．４．５．２

■　「さらば1。

◇　「それでは。

■　物懲ものごりして2、また出いだし立たてぬ人ひともぞある3。

◇　これに懲りて、二度と出仕をさせない人があっては困る。

■　いとこそからけれP32。

◇　たいそうつらい。

■　人ひとより先さきに進すすみにし心こころざしの、人ひとに後おくれて、けしき取とり従したがふよ4。

◇　誰より先に望んだ気持ちが、人に先を越されて、その人の御機嫌を伺うことよ。

■　昔むかしのなにがしが例ためしも5、引ひき出いでつべき心地ここちなむする」

◇　昔の誰それの例も、持ち出したい気がします」


P32 からけれ--かゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）けれ

1 【さらば】以下「心地なむする」まで、帝の詞。それならしかたがないの意。

2 【物懲りして】玉鬘を出仕させたことに懲りての意。

3 【もぞある】〜があっては困る、の意。

4 【人に後れてけしき取り従ふよ】「人」は鬚黒をさす。鬚黒に先を越されて、今やその人の御機嫌を伺うことになったとはの意。

5 【昔のなにがしが例も】「大納言国経の朝臣の家にはべりける女に、平定文いとしのびて語らひはべりて、行末まで契りはべりけるころ、この女にはかに贈太政大臣にむかへられてわたりはべりにければ、文だにも通はすかたなくなりにければ、かの女の子の五ばかりなるが、本院の西の対に遊びありきけるを呼び寄せて、母に見せたてまつれとて腕にかきつけはべりける、平定文昔せしわがかねごとの悲しきはいかに契りし名残なるらむ。返し、読人しらずうつつにて誰契りけむ定めなき夢路にまどふ我は我かは」（後撰集恋三、七一一、平定文・七一二、読人しらず）の話が指摘されている。


真木柱．４．５．３

■　とて、まことにいと口惜くちをしと思おぼし召めしたり。

◇　と仰せになって、ほんとうに残念だとお思いあそばしていらっしゃった。

真木柱．４．５．４

■　聞きこし召めししにも、こよなき近ちかまさりを1、はじめよりさる御心2みこころなからむにてだにも、御覧ごらんじ過すぐすまじきを、まいていとねたう、飽あかず思おぼさる。

◇　お聞きあそばしていた時よりも、格段に実際に素晴らしいのを、初めからそのような気持ちがないにせよ、お見逃しになれないだろうに、なおさらたいそう悔しく、残念にお思いなさる。

■　されど、ひたぶるに浅あさき方かたに、思おもひ疎うとまれじとて、いみじう心深こころぶかきさまにのたまひ契ちぎりて、なつけたまふも、かたじけなう、

◇　けれども、まったく出来心からと、疎んじられまいとして、たいそう愛情深い程度にお約束なさって、親しみなさるのも、恐れ多く、

■　「われは、われ、と思おもふものを3」

◇　「わたしは、わたしだわ、と思っているのに」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【聞こし召ししにもこよなき近まさりを】帝は玉鬘の美しさをお聞きあそばしていた以上に、実際間近で御覧になると格段に美しいのを、の意。

2 【さる御心】妃の一人にしようとするお考え。

3 【われはわれと思ふものを】玉鬘は、心に前出の「後撰集」の女の返歌、「うつつにて誰契りけむ定めなき夢路にまどふ我は我かは」の語句を引用して、わが身を省みる。夫をもったわが身は昔のわたしではない。しかし、いまだ「夢路に惑う」という心の底に帝を思い続けている気持ちがあるのか、否、もう「我は我かは」という確固とした鬚黒の妻としての自覚なのか。二者択一というより両方の気持ちが揺れ動いているというのが玉鬘の真実に近いのではなかろうか。『完訳』は女の返歌による叙述としながら、「あるいはこれと無関係に、自分自身としてはみかどに仕えたいのに、と解すべきか」と注す。


真木柱．４．５．５

■　御輦車寄おほむてぐるまよせて1、こなた、かなたの、御おほむかしづき人びとども2心こころもとながり、大将だいしゃうも、いとものむつかしうたち添そひ、騷さわぎたまふまで、えおはしまし離はなれず3。

◇　御輦車を寄せて、こちら方、あちら方の、お世話役の人々が待ち遠しがって、大将も、たいそううるさいほどお側を離れず、世話をお焼きになる時まで、お離れあそばされない。

■　「かういと厳きびしき近ちかき守まもりこそむつかしけれ4」

◇　「こんなに厳重な付ききりの警護は不愉快だ」

■　と憎にくませたまふ。

◇　とお憎みあそばす。


1 【御輦車寄せて】御輦車は、女性では女御、妃などのうち、特に帝の勅許を得て許された者が乗用する。したがって、帝の玉鬘に対する特別な措置といえる。

2 【こなたかなたの御かしづき人ども】源氏方内大臣方のお世話役連中。

3 【えおはしまし離れず】帝は玉鬘のお側をお離れにならない。

4 【かういと厳しき近き守りこそむつかしけれ】帝の詞。鬚黒が右大将なので、それにひっかけて揶揄する。


真木柱．４．５．６

■　「九重ここのへに霞隔かすみへだてば梅むめの花はな

ただ香かばかりも匂にほひ来こじとや1」

◇　「幾重にも霞が隔てたならば、梅の花の香は

宮中まで匂って来ないのだろうか」


1 【九重に霞隔てば梅の花ただ香ばかりも匂ひ来じとや】帝の玉鬘への贈歌。別れの挨拶といった内容。「九重」は宮中の意と九重、すなわち幾重にもの意を掛ける。また「かはかり」にも「香はかり」と副詞の「かばかり」とを掛ける。「霞」に暗に鬚黒のことをいう。「梅の花」は玉鬘を譬喩する。


真木柱．４．５．７

■　殊ことなることなきことなれども、御おほむありさま、けはひを見みたてまつるほどは、をかしくもやありけむ。

◇　格別どうという歌ではないが、ご様子、物腰を拝見している時は、結構に思われたのであろうか。

真木柱．４．５．８

■　「野のをなつかしみS4,2、明あかいつべき夜よを、惜をしむべかめる人3ひとも、身みをつみて4心苦こころぐるしうなむ。

◇　「野原が懐かしいので、このまま夜明かしをしたいが、そうさせたくないでいる人が、自分の身につまされて気の毒に思う。

■　いかでか聞きこゆべき」

◇　どのようにお便りしたらよいものか」


S4 春の野にすみれ摘みにと来し我ぞ野をなつかしみ一夜寝にける（古今六帖六-三九一六）

1? 【殊なることなきやうなれど】以下「をかしくもやありけむ」まで語り手の判断の交じえた表現。『休聞抄』は「双也」と指摘。『孟津抄』は「紫式部が批判也」。『評釈』は「語り手の批評この歌はたいしたものでない、と、語り手はことわる。しかし、その時は、主上を拝していたのだから、結構なお歌と思ったことでしょうか。そう思ったひとを非難することはできない、と言うのである」と注す。『集成』は「草子地」と指摘。『完訳』は「語り手が、玉鬘の動揺を推測」と注す。

2 【野をなつかしみ】以下「聞こゆべき」まで帝の詞。「春の野に菫摘みにと来しわれぞ野をなつかしみ一夜寝にける」（古今六帖六、菫、三九一六・万葉集巻八、一四二四、山部赤人）の和歌の句を引用する。

3 【惜しむべかめる人】鬚黒をさす。

4 【身をつみて】前出の和歌の語句「菫摘みに」に引っ掛けた表現。


真木柱．４．５．９

■　と思おぼし悩なやむも1、

◇　とお悩みあそばすのも、

■　「いとかたじけなし」

◇　「まことに恐れ多いこと」

■　と、見みたてまつる2。

◇　と、拝する。


1 【と思し悩むも】と帝は玉鬘に仰せになってお悩みあそばすのもの意。「と」の下には「仰せて」などの語句が省略されている。

2 【いとかたじけなしと見たてまつる】玉鬘は帝をまことに恐れ多いと拝する。


真木柱．４．５．１０

■　「香かばかりは風かぜにもつてよ花はなの枝えに

立たち並ならぶべき匂にほひなくとも」

◇　「香りだけは風におことづけください

美しい花の枝に並ぶべくもないわたしですが」

真木柱．４．５．１１

■　さすがにかけ離はなれぬけはひを2、あはれと思おぼしつつ3、返かへり見みがちにて渡わたらせたまひぬ4。

◇　やはり冷たく扱われない様子を、しみじみとお思いになりながら、振り返りがちにお帰りあそばした。


1? 【香ばかりは風につけてよ花の枝に立ち並ぶべき匂ひなくとも】玉鬘の返歌。帝の贈歌から、「香ばかり」の語句を引用して応える。「花の枝」は後宮の妃方を隠喩。また帝をさすと考えることもできよう。わが身を「匂ひなくとも」と謙遜する。

2 【さすがにかけ離れぬけはひを】帝の目から見た玉鬘の冷淡にあしらわない態度。

3 【あはれと思しつつ】帝の気持ち。

4 【渡らせたまひぬ】帝はお戻りあそばした。以上、承香殿東間の玉鬘と帝の別れの場面終わる。帝の玉鬘に寄せる愛執はその後も語られる。


第六段　玉鬘、鬚黒邸に退出

真木柱．４．６．１

■　やがて今宵こよひ、かの殿とのにと思おぼしまうけたるを1、かねては許ゆるされあるまじきにより、漏もらしきこえたまはで2、

◇　そのまま今夜、あの邸にとお考えになっていたが、前もってはお許しが出ないだろうから、打ち明け申されずに、


1 【やがて今宵かの殿にと思しまうけたるを】場面は変わって、鬚黒を中心に語る。

2 【かねては許されあるまじきにより漏らしきこえたまはで】誰が許さないのか不分明。『集成』は内大臣とし、『完訳』は源氏とする。『新大系』は「源氏や内大臣」とする。


真木柱．４．６．２

■　「にはかにいと1乱みだり風邪かぜの悩なやましきを、心こころやすき所ところにうち休やすみはべらむほど、よそよそにてはいとおぼつかなくはべらむを」

◇　「急にたいそう風邪で気分が悪くなったものですから、気楽な所で休ませます間、よそに離れていてはたいそう不安でございますから」


1 【にはかにいと】以下「おぼつかなくはべらむを」まで、鬚黒の詞。


真木柱．４．６．３

■　と、おいらかに申まうしないたまひて1、やがて渡わたしたてまつりたまふ2。

◇　と、穏やかに申し上げなさって、そのままお移し申し上げなさる。


1 【申しないたまひて】「申しない」は「申しなし」のイ音便形。ここも誰に申し上げなさってなのか不分明。

2 【やがて渡したてまつりたまふ】鬚黒は玉鬘をそのまま自邸にお移し申し上げなさる。


真木柱．４．６．４

■　父大臣ちちおとど、にはかなるを、

◇　父内大臣は、急なことで、

■　「儀式ぎしきなきやうにや1」

◇　「格式が欠けるようではないか」

■　と思おぼせど、

◇　とお思いになるが、

■　「あながちに、さばかりのことを言いひ妨さまたげむも、人ひとの心こころおくべし」

◇　「強引に、そのくらいのことで反対するのも、気を悪くするだろう」

■　と思おぼせば、

◇　とお思いになると、


1 【儀式なきやうにや】退出の作法が疎略ではないか。当時は格式を重んじた。


真木柱．４．６．５

■　「ともかくも。

◇　「どのようにでも。

■　もとより進退しんたいならぬ人ひとの御おほむことなれば1」

◇　もともとわたしの自由にならないお方のことだから」


1 【ともかくももとより進退ならぬ人の御ことなれば】内大臣の詞。内大臣にとって玉鬘はもともと自分の思うままにならなかった人であるという意。


真木柱．４．６．６

■　とぞ、聞きこえたまひける1。

◇　と、申し上げなさるのであった。


1 【とぞ聞こえたまひける】内大臣は鬚黒に申し上げるのであったという意。玉鬘のいわゆる親権者は内大臣に移っているのか。あるいは、よく儀式の格式を重んじる内大臣側に焦点を当てて玉鬘の退出を語ったものか。


真木柱．４．６．７

■　六条殿ろくでうどのぞ1、

◇　六条殿は、

■　「いとゆくりなく本意ほいなし」

◇　「あまりに急で不本意だ」

■　と思おぼせど、などかはあらむ2。

◇　とお思いになるが、どうしようもない。

■　女をむなも、塩しほやく煙けぶりのS5なびきけるかたを、あさましと思おぼせど、盗ぬすみもて行ゆきたらまし4と思おぼしなずらへて、いとうれしく心地ここちおちゐぬ。

◇　女も、思ってもみなかった身の上を、情けないとお思いになるが、盗んで来たらと、たいそう嬉しく安心した。


S5 須磨の海人の塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり（古今集恋四-七〇八　読人しらず）

1 【六条殿ぞ】場面は変わって、六条院の源氏の立場を語る一文を挿入し、鬚黒の自邸に戻った鬚黒と玉鬘を語る。

2 【などかはあらむ】語り手の批評を挿入。『集成』は「何の不都合なことがあろう。鬚黒としては、もう源氏の意向など意に介する必要はない、という意味の草子地」と注す。

3? 【塩焼く煙のなびきけるかたを】『源氏釈』は「須磨の海人の塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり」（古今集恋四、七〇八、読人しらず）を指摘。現行の諸注釈書でも指摘する。

4 【盗みもて行きたらまし】鬚黒の気持ち。女を盗んだ時の気持ちを想像し、うれしく思っている。『伊勢物語』六段の二条の后の物語や、この物語の「夕顔」や「若紫」巻の物語がある。また、『更級日記』の作者も美しい男性に連れ出されることに憧れていた当時の読者の気持ちを反映していよう。


真木柱．４．６．８

■　かの、入いりゐさせたまへりしことを1、いみじう怨ゑんじきこえさせたまふも2、心こころづきなく3、なほなほしき心地ここちして4、世よには5心解こころとけぬ御おほむもてなし、いよいよけしき悪あし。

◇　あの、お入りあそばしたことを、たいそう嫉妬申し上げなさるのも、不愉快で、やはりつまらない人のような気がして、夫婦仲は疎々しい態度で、ますます機嫌が悪い。


1 【かの入りゐさせたまへりしことを】帝が玉鬘のお部屋にお入りあそばしたことを。最高敬語が使われているので、帝のことと分かる。

2 【怨じきこえさせたまふも】鬚黒が帝に嫉妬申し上げなさるのも。

3 【心づきなく】玉鬘の心。鬚黒がぶつぶつ嫉妬しているのを側で聞いて気にくわなく思っている。

4 【なほなほしき心地して】玉鬘にとって鬚黒は普通の人のような気がして。

5 【世には】夫婦仲は。


真木柱．４．６．９

■　かの宮みやにも1、さこそたけうのたまひしか、いみじう思おぼしわぶれど、絶たえて訪おとづれず2。

◇　あの宮家でも、あのようにきつくおっしゃったが、たいそう後悔なさっているが、まったく音沙汰もない。

■　ただ思おもふことかなひぬる御おほむかしづきに、明あけ暮くれいとなみて過すぐしたまふ3。

◇　ただ念願が叶ったお世話で、毎日いそしんでお過ごしになる。


1 【かの宮にも】式部卿宮家でも。母娘を引き取ったその後の宮家の様子を語る。

2 【絶えて訪れず】鬚黒はまったく宮家に音沙汰もない。

3 【いとなみて過ぐしたまふ】鬚黒は玉鬘のお世話にいそしんで過ごしていらっしゃる。


第七段　二月、源氏、玉鬘へ手紙を贈る

真木柱．４．７．１

■　二月きさらぎにもなりぬ1。

◇　二月になった。

■　大殿おほとのは、

◇　大殿は、

■　「さても、つれなきわざなりや2。

◇　「それにしても、無愛想な仕打ちだ。

■　いとかう際々きはぎはしうとしも思おもはで3、たゆめられたるねたさを4,5」

◇　まったくこのようにきっぱりと自分のものにしようとは思いもかけないで、油断させられたのが悔しい」

■　、人悪ひとわろく、すべて御心みこころにかからぬ折をりなく、恋こひしう思おもひ出いでられたまふ6。

◇　と、体裁悪く、何から何までお気にならない時とてなく、恋しく思い出さずにはいらっしゃれない。


1 【二月にもなりぬ】源氏三十八年二月、仲春の季節となる。玉鬘のいなくなった六条院の源氏を語る。

2 【さてもつれなきわざなりや】以下「ねたさを」まで、源氏の心であるが、この文を受ける引用句がなく、「ねたさを人悪く」というように地の文に繋がっている。

3 【際々しうとしも思はで】自分（源氏）は鬚黒が玉鬘をきっぱり自分のものにしようとは少しも考えないでの意。

4 【たゆめられたるねたさを】「られ」（受身の助動詞）。源氏は被害者意識をもっている。結婚して他人の妻となってもまだ心底から執着心を拭いきれないでいる。

5 【ねたさを】ここまでが源氏の心。しかし、この文を受ける引用句、例えば「と」などがない。そして、「ねたさを」は下の「人悪ろく」の目的格のようになっている。

6 【恋しう思ひ出でられたまふ】「られ」自発の助動詞。源氏は玉鬘が恋しく思い出さずにはいらっしゃれない。


真木柱．４．７．２

■　「宿世すくせなどいふもの1、おろかならぬことなれど、わがあまりなる心こころにて2、かく人ひとやりならぬものは思おもふぞかし」

◇　「運命などと言うのも、軽く見てはならないものだが、自分のどうすることもできない気持ちから、このように誰のせいでもなく物思いをするのだ」

■　と、起おき臥ふし面影おもかげにぞP33見みえたまふ。

◇　と、寝ても起きても幻のようにまぶたにお見えになる。


P33 面影にぞ--おもかけ（け/+に〈朱〉）そ

1 【宿世などいふもの】以下「思ふぞかし」まで、源氏の心。

2 【わがあまりなる心にて】自分のどうすることもできない心から。『完訳』は「自分があまりにうかつすぎたために」と訳す。


真木柱．４．７．３

■　大将だいしゃうの、をかしやかに、わららかなる気けもなき人ひとに添そひゐたらむに、はかなき戯たはぶれごともつつましう、あいなく思おぼされて、念ねんじたまふを、雨あめいたう降ふりて1、いとのどやかなるころ、かやうのつれづれも紛まぎらはし所どころに渡わたりたまひて2、語かたらひたまひしさまなどの、いみじう恋こひしければ、御文おほむふみたてまつりたまふ。

◇　大将のような、趣味も、愛想もない人に連れ添っていては、ちょっとした冗談も遠慮されつまらなく思われなさって、我慢していらっしゃるとき、雨がひどく降って、とてものんびりとしたころ、このような所在なさも気の紛らし所にお行きになって、お話しになったことなどが、たいそう恋しいので、お手紙を差し上げなさる。


1 【雨いたう降りて】二月の雨、春雨。『伊勢物語』などにも春の物思いの景物として描かれる。

2 【紛らはし所に渡りたまひて】かつて玉鬘がいた部屋に。


真木柱．４．７．４

■　右近2うこんがもとに忍しのびて遣つかはすも、かつは、思おもはむことを思おぼすに3、何なにごともえ続つづけたまはで、ただ思おもはせたることどもぞありける4。

◇　右近のもとにこっそりと差し出すのも、一方では、それをどのように思うかとお思いになると、詳しくは書き綴ることがおできになれず、ただ相手の推察に任せた書きぶりなのであった。


1? 【語らひしさま】過去の助動詞「し」、源氏は自らの体験を回想する。

2 【右近】もと夕顔の女房。その死後、源氏のもとに身を寄せ、「玉鬘」巻で、長谷寺に参詣した折、椿市で玉鬘に邂逅し、玉鬘が六条院に入ってからは玉鬘付きの女房となり、鬚黒と結婚して以後も女房として付き従って仕えている。

3 【思はむことを思すに】源氏は右近がどう思うかとお思いになると。相手の思うことに敬語がないから、右近が思うことであろう。

4 【ぞありける】なのであった、という後からの回想的語り方。


真木柱．４．７．５

■　「かきたれてのどけきころの春雨はるさめに

ふるさと人びとをいかに偲しのぶや1

◇　「降りこめられてのどやかな春雨のころ

昔馴染みのわたしをどう思っていらっしゃいますか


1 【かきたれてのどけきころの春雨にふるさと人をいかに偲ぶや】源氏の贈歌。「ふる」は「春雨に降る」と「古る里人」との掛詞。「ふるさと人」は、源氏自身をさす。


真木柱．４．７．６

■　つれづれに添そへてP34,1、うらめしう思おもひ出いでらるること多おほうはべるを、いかでか分わき聞きこゆP35べからむ2」

◇　所在なさにつけても、恨めしく思い出されることが多くございますが、どのようにして分かるように申し上げたらよいのでしょうか」


P34 添へて--そへても（も/＃）

P35 いかでか分き聞こゆ--いかてかは（は/＆わ）きこ（こ/＆ゝ）こゆ

1 【つれづれに添へて】大島本は「そへても（も＃）」とある。すなわち「も」をミセケチにする。『集成』『古典セレクション』は底本の訂正以前本文と諸本に従って「添へても」とする。『新大系』は底本の訂正に従って「添へて」と校訂する。以下「聞こゆべからむ」まで、歌に添えられた文面。

2 【いかでか分き聞こゆべからむ】大島本は「いかてかわ（△＆わ）きゝ（△＆ゝ）こゆへからむ」とある。すなわち「か」の次の文字「△」（判読不能）を摺り消して「わ」と重ね書きし、「き」の次の文字「△」（判読不能）を摺り消して「ゝ」と重ね書きする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかでかは聞こゆべからむ」とする。『新大系』は底本の訂正に従って「いかでかわき聞こゆべからむ」と校訂する。


真木柱．４．７．７

■　などあり。

◇　などとある。

真木柱．４．７．８

■　隙ひまに1忍しのびて見みせたてまつれば2、うち泣なきて、わが心こころにも3、ほど経ふるままに思おもひ出いでられたまふ4御おほむさまを5、まほに、

◇　人のいない間にこっそりとお見せ申し上げると、ほろっと泣いて、自分の心でも、月日のたつにつれて、思い出さずにはいらっしゃれないご様子を、正面きって、

■　「恋こひしや、いかで見みたてまつらむ6」

◇　「恋しい、何とかしてお目にかかりたい」

■　などは、えのたまはぬ親おやにて、

◇　などとは、おっしゃることのできない親なので、

■　「げに、いかでかは対面たいめんもあらむ7」

◇　「おっしゃるとおり、どうしてお会いすることができようか」

■　と、あはれなり。

◇　と、もの悲しい。


1 【隙に】鬚黒のいない時。

2 【見せたてまつれば】右近が玉鬘にお見せ申し上げると。

3 【わが心にも】相手の源氏同様に玉鬘自身の気持ちも、というニュアンスの表現。

4 【思ひ出でられたまふ】「られ」自発の助動詞。

5 【御さまを】源氏のお姿。

6 【恋しやいかで見たてまつらむ】玉鬘の心。源氏を慕う気持ち。

7 【げにいかでかは対面もあらむ】玉鬘の心。「げに」は源氏の手紙の「いかでか分き聞こゆべからむ」を受ける。


真木柱．４．７．９

■　時々ときどき、むつかしかりし御みけしきを、心こころづきなう思おもひきこえしなど1は、この人ひとにも2知しらせたまはぬことなれば、心こころひとつに思おぼし続つづくれど、右近うこんは、ほのけしき見みけり3。

◇　時々、厄介であったご様子を、気にくわなくお思い申し上げたことなどは、この人にもお知らせになっていないことなので、自分ひとりでお思い続けていらっしゃるが、右近は、うすうす感じ取っていたのであった。

■　いかなりけることならむ4とは、今いまに心得こころえがたく思おもひける5。

◇　実際、どんな仲であったのだろうと、今でも納得が行かず思っていたのであった。

■　御返おほむかへり、

◇　お返事は、

■　「聞きこゆるも6恥はづかしけれど、おぼつかなくやは7」

◇　「差し上げるのも気が引けるが、ご不審に思われようか」

■　とて、書かきたまふ。

◇　と思って、お書きになる。


1 【時々むつかしかりし御けしきを心づきなう思ひきこえしなど】過去の助動詞「し」で叙述。玉鬘の心に添った語り方。

2 【この人にも】右近をさす。

3 【ほのけしき見けり】過去の助動詞「けり」で叙述。右近について、本当はうすうす感じ取っていたのであった、というように語り手が真実を語り明かすニュアンス。

4 【いかなりけることならむ】右近の心。玉鬘と源氏はいったいどのような関係であったのだろうか、というので、やはり過去の助動詞「けり」で叙述される。

5 【心得がたく思ひける】連体中止形で、余韻をもたせた表現。

6 【聞こゆるも】以下「おぼつかなくやは」まで玉鬘の心。『集成』は心内文と解し、『完訳』は手紙文と解す。

7 【おぼつかなくやは】「申し上げずは」などの語句がその上に省略されている。


真木柱．４．７．１０

■　「眺ながめする軒のきの雫しづくに袖そでぬれて

うたかた人びとを偲しのばざらめや1

◇　「物思いに耽りながら軒の雫に袖を濡らして

どうしてあなた様のことを思わずにいられましょうか


1 【眺めする軒の雫に袖ぬれてうたかた人を偲ばざらめや】玉鬘の返歌。源氏の歌の「春雨」に応じて「長雨」と応える。「うたかた人」は源氏をさす。「ながめ」は「長雨」と「眺め」の掛詞。「うたかた」は水の泡の「泡沫（うたかた）」の意とかりそめの意を掛ける。「雫」「濡れ」「泡沫」は縁語。わたしも涙に袖を濡らして恋い慕っております、という主旨の歌。


真木柱．４．７．１１

■　ほどふるころはS6,1、げに、ことなるつれづれもまさりはべりけり。

◇　時がたつと、おっしゃるとおり、格別な所在なさも募りますこと。

■　あなかしこ」

◇　あなかしこ」


S6 君見ずて程のふるやの庇には逢ふことなしの草ぞ生ひける（新勅撰集恋五-九四五　読人しらず）

1 【ほどふるころは】以下「あなかしこ」まで、手紙の文。『河海抄』は「君見ずて程のふるやの廂には逢ことなしの草ぞ生ひける」（新勅撰集恋五、九四五、読人しらず）を指摘、『集成』も指摘する。


真木柱．４．７．１２

■　と、ゐやゐやしく書かきなしたまへり1。

◇　と、恭しくお書きになっていた。


1 【書きなしたまへり】「なす」はわざと、意識的にのニュアンスを添える。


第八段　源氏、玉鬘の返書を読む

真木柱．４．８．１

■　引ひき広ひろげて1、玉水たまみづのこぼるるS7やうに2思おぼさるるを、

◇　手紙を広げて、玉水がこぼれるように思わずにはいらっしゃれないが、

■　「人ひとも見みば、うたてあるべし3」

◇　「人が見たら、体裁悪いことだろう」

■　と、つれなくもてなしたまへど、胸むねに満みつ心地ここちして、かの昔むかしの、尚侍かむの君4きみを朱雀院すざくゐんの后5きさきの切せちに取とり籠こめたまひし折6をりなど思おぼし出いづれど、さしあたりたることなればにや7、これは世よづかずぞあはれなりける8。

◇　と、平静を装っていらっしゃるが、胸が一杯になる思いがして、あの昔の、尚侍の君を朱雀院の母后が無理に逢わせまいとなさった時のことなどをお思い出しになるが、目前のことだからであろうか、こちらは普通と変わって、しみじみと心うつのであった。


S7 雨止まぬ軒の玉水数知らず恋しき事のまさるころかな（後撰集恋一-五七八　平兼盛）

1 【引き広げて】場面は六条院に移る。源氏がその返書を広げて。

2 【玉水のこぼるるやうに】玉鬘の返歌にあった「軒の雫」から「玉水のこぼるる」と連想。『河海抄』は「雨止まぬ軒の玉水数知らず恋しきことのまさるころかな」（後撰集恋一、五七八、兼盛）を指摘、『集成』も指摘する。

3 【人も見ばうたてあるべし】源氏の懸念。

4 【かの昔の尚侍の君】源氏は、昔の朧月夜尚侍とのことを思い出す。

5 【朱雀院の后】朱雀院の母后、すなわち弘徽殿の大后をさす。

6 【取り籠めたまひし折】弘徽殿の大后が朧月夜尚侍を閉じ込めなさった時。過去の助動詞「し」によって、自らの体験を思い起こしている表現。

7 【さしあたりたることなればにや】語り手の挿入句。「なれ」（断定の助動詞）「ば」（係助詞）「に」（断定の助動詞）「や」（係助詞）。〜であればであろうか、という疑問の主体は語り手である。

8 【ぞあはれなりける】しみじみと心打つのであった。過去の助動詞「けり」によって、客観的に源氏の心を語る。


真木柱．４．８．２

■　「好すいたる人ひとは1、心こころからやすかるまじきわざなりけり。

◇　「色好みの人は、本心から求めて物思いの絶えない人なのだ。

■　今いまは何なににつけてか心こころをも乱みだらまし。

◇　今は何のために心を悩まそうか。

■　似にげなき恋こひのつまなりや」

◇　似つかわしくない恋の相手であるよ」


1 【好いたる人は】以下「つまなりや」まで源氏の心。多感なる自分の「色好み」の性分を述懐する。


真木柱．４．８．３

■　と、さましわびたまひて、御琴1掻おほむことかき鳴ならして、なつかしう弾ひきなしたまひし爪音2つまおと、思おもひ出いでられたまふ。

◇　と、冷静になるのに困って、お琴を掻き鳴らして、やさしくしいてお弾きになった爪音が、思い出さずにはいらっしゃれない。

■　あづまの調しらべを、すが掻がきて、

◇　和琴の調べを、すが掻きにして、


1 【御琴】和琴。下に「東の調べ」とある。

2 【弾きなしたまひし爪音】過去の助動詞「し」で叙述。源氏の体験に添った語り方。「常夏」巻に語られた。


真木柱．４．８．４

■　「玉藻たまもはな刈かりそS8,1」

◇　「玉藻はお刈りにならないで」


S8 鴛鴦　たかべ　鴨さへ来居る　藩良の池の　や　玉藻は真根な刈りそ　や　生ひも継ぐがに　や　生ひも継ぐがに（風俗歌-鴛鴦）

1 【玉藻はな刈りそ】「鴛鴦たかべ鴨さへ来居る原の池のや玉藻は真根な刈りそや生ひも継ぐがにや生ひも継ぐがに」（風俗歌・鴛鴦）の一節。


真木柱．４．８．５

■　と、歌うたひすさびたまふも、恋こひしき人ひとに1見みせたらば、あはれ過すぐすまじき御おほむさまなり。

◇　と、謡い興じていらっしゃるのも、恋しい人に見せたならば、感動せずにはいられないご様子である。


1 【恋しき人に】玉鬘をさす。


真木柱．４．８．６

■　内裏うちにも1、ほのかに御覧ごらんぜし御容貌おほむかたちありさまを、心こころにかけたまひて、

◇　帝におかせられても、わずかに御覧あそばしたご器量ご様子を、お忘れにならず、


1 【内裏にも】以下、場面は宮中の帝に移る。


真木柱．４．８．７

■　「赤裳垂あかもたれ引ひき去いにし姿すがたをS9,1」

◇　「赤裳を垂れ引いて去っていってしまった姿を」


S9 立ちて思ひ居てもぞ思ふ紅の赤裳垂れ引きいにし姿を（古今六帖五-三三三三）

1 【赤裳垂れ引き去にし姿を】「立ちて思ひ居てもぞ思ふ紅の赤裳垂れ引き去にし姿を」（古今六帖五、裳、三三三三）の下の句。


真木柱．４．８．８

■　と、憎にくげなる古事ふることなれど1、御言種おほむことぐさになりてなむ、眺ながめさせたまひける2。

◇　と、耳馴れない古歌であるが、お口癖になさって、物思いに耽っておいであそばすのであった。

■　御文おほむふみは、忍しのび忍しのびにありけり。

◇　お手紙は、そっと時々あるのであった。

■　身みを憂うきものに思おもひしみたまひて3、かやうP36の4すさびごとをも、あいなく思おぼしければ、心こころとけたる御おほむいらへも聞きこえたまはず。

◇　わが身を不運な境遇と思い込みなさって、このような軽い気持ちのお手紙のやりとりも、似合わなくお思いになるので、うち解けたお返事も申し上げなさらない。

■　なほ、かの、ありがたかりし御心おほむこころおきて5を、かたがたにつけて思おもひしみたまへる御おほむことぞ、忘わすられざりける6。

◇　やはり、あの、またとないほどであったお心配りを、何かにつけて深くありがたく思い込んでいらっしゃるお気持ちが、忘れられないのであった。


P36 かやう--*かや

1 【憎げなる古事なれど】語り手の判断を介在させた挿入句。

2 【眺めさせたまひける】帝は物思いに耽りあそばすのであった。この段はすべて過去の助動詞「けり」で叙述される。

3 【身を憂きものに思ひしみたまひて】場面は転じて、玉鬘に変わる。玉鬘はわが身を不運な運命と思い込みなさって。

4 【かやうの】大島本は「かやの」とある。諸本に従って「う」を補訂する。

5 【かのありがたかりし御心おきて】源氏の御配慮をさす。玉鬘にとって「あの」と想起され、「し」（過去の助動詞）というように追憶される。

6 【忘られざりける】玉鬘は忘れることができないのであった。この段終わり。


第九段　三月、源氏、玉鬘を思う

真木柱．４．９．１

■　三月やよひになりて1、六条殿ろくでうどのの御前おまへの、藤ふぢ、山吹やまぶきのおもしろき夕ゆふばえを見みたまふにつけても2、まづ見みるかひありてゐたまへりし御おほむさま3のみ思おぼし出いでらるれば、春はるの御前おまへをうち捨すてて、こなたに渡わたりて4御覧ごらんず。

◇　三月になって、六条殿の御前の、藤、山吹が美しい夕映えを御覧になるにつけても、まっさきに見る目にも美しい姿でお座りになっていらしたご様子ばかりが思い出さずにはいらっしゃれないので、春の御前を放って、こちらの殿に渡って御覧になる。

■　呉竹くれたけの籬ませに、わざとなう咲さきかかりたるにほひ5、いとおもしろし。

◇　呉竹の籬に、自然と咲きかかっている色艶が、たいそう美しい。


1 【三月になりて】晩春、いよいよ玉鬘の山吹の花のイメージにぴったりの季節となる。舞台は六条院。

2 【みたまふにつけても】主語は源氏。

3 【ゐたまへりし御さま】玉鬘の座っていらした御様子。過去の助動詞「し」で回想される。

4 【こなたに渡りて】六条院の夏の御殿、西の対。もと、玉鬘がいた部屋。

5 【呉竹の籬にわざとなう咲きかかりたるにほひ】呉竹の籬に自然と咲きかかっている山吹の花の色艶。


真木柱．４．９．２

■　「色いろに衣ころもをS10,1」

◇　「色に衣を」


S10 くちなしの色に心を染めしより言はで心にものをこそ思へ（古今六帖五-三五一〇）

1 【色に衣を】『河海抄』は「梔子の色に衣を染めしより言はで心にものをこそ思へ」（河海抄所引古今六帖五くちなし）を指摘し、『全書』『対校』『集成』がこの和歌を指摘する。また『弄花抄』は「思ふとも恋ふとも言はじ梔子の色に衣を染めてこそ着め」（古今六帖五、くちなし、三五〇八）を指摘し、『評釈』『全集』『集成』がこの和歌を指摘する。「梔子」で染めた色は黄色、山吹の花から連想され、さらにこの和歌へと連想が及ぶ。前者の和歌では下の句に、また後者の和歌では上の句にそれぞれ源氏の気持ちがこめられている。


真木柱．４．９．３

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

真木柱．４．９．４

■　「思おもはずに井手いでのP37中道隔なかみちへだつとも

言いはでぞ恋こふる山吹やまぶきの花1はな

顔かほに見みえつつS11,2」

◇　「思いがけずに二人の仲は隔てられてしまったが

心の中では恋い慕っている山吹の花よ

面影に見え見えして」


P37 井手の--いて（て/+の〈朱〉）

S11 夕されば野辺に鳴くてふ顔鳥の顔に見えつつ忘られなくに（古今六帖六-四四八八）

1 【思はずに井手の中道隔つとも言はでぞ恋ふる山吹の花】源氏の独詠歌。玉鬘への絶ちがたい恋情を訴えた内容。「井手の中道」は山吹の名所の井手へ通じる道。和歌に数多く詠まれた地名、歌枕。山城国綴喜郡井手町。

2 【顔に見えつつ】『河海抄」は「夕されば野辺に鳴くてふかほ鳥の顔に見えつつ忘られなくに」（古今六帖六、かほどり、四四八八）を指摘。現行の注釈書でも指摘する。


真木柱．４．９．５

■　などのたまふも、聞きく人ひとなし1。

◇　などとおっしゃっても、聞く人もいない。

■　かく、さすがにもて離はなれたることは、このたびぞ思おぼしける。

◇　このように、さすがに諦めていることは、今になってお分かりになるのであった。

■　げに、あやしき御心みこころのすさびなりや2。

◇　なるほど、妙なおたわむれの心であるよ。


1 【などのたまふも聞く人なし】「も」は逆接の接続助詞。他人に聞かれては困る内容だが、幸いにそれを聞いている者がいないというニュアンス。『完訳』は「聞いてくれる人がいるわけでもない」というニュアンスで訳す。

2 【げにあやしき御心のすさびなりや】語り手の批評。『林逸抄』は「双紙也」と注し、『評釈』も「ねえ、そうでしょう、と語り手は、作者は、読者に言うのである」、『全集』は「語り手の評、草子地」、『完訳』でも「語り手の評言。源氏自身の述懐とも呼応」と注す。なお、『一葉抄』は「かくさすがに」以下を「双紙詞也」と注す。


真木柱．４．９．６

■　かりの子このいと多おほかるを御覧ごらんじて、柑子かうじ、橘たちばななどやうに紛まぎらはして、わざとならずたてまつれたまふ。

◇　鴨の卵がたいそうたくさんあるのを御覧になって、柑子や、橘などのように見せて、何気ないふうに差し上げなさる。

■　御文おほむふみは、

◇　お手紙は、

■　「あまり人ひともぞ目立めたつる1」

◇　「あまり人目に立っては」

■　など思おぼして、すくよかに、

◇　などとお思いになって、そっけなく、


1 【あまり人もぞ目立つる】「もぞ」は〜があってはならないという懸念。あまり鬚黒の目に立ってはいけないの意。


真木柱．４．９．７

■　「おぼつかなき1月日つきひも重かさなりぬるを、思おもはずなる御おほむもてなしなりと恨うらみきこゆるも、御心みこころひとつにのみはあるまじう2聞ききはべれば、ことなるついでならでは、対面たいめんの難かたからむを、口惜くちをしう思おもひたまふる」

◇　「お目にかからない月日がたちましたが、思いがけないおあしらいだとお恨み申し上げるのも、あなたお一人のお考えからではなく聞いておりますので、特別の場合でなくては、お目にかかることの難しいことを、残念に存じております」


1 【おぼつかなき】以下「口惜しう思ひたまふる」まで源氏の文。

2 【御心ひとつにのみはあるまじう】あなた一人のお考えだけではないように。夫の鬚黒のせいにしたニュアンス。


真木柱．４．９．８

■　など、親おやめきP39書かきたまひて、

◇　などと、親めいてお書きになって、


P39 親めき--おやめに（に/＄き〈朱〉）


真木柱．４．９．９

■　「同おなじ巣すにかへりしかひの見みえぬかな

いかなる人ひとか手てににぎるらむ

◇　「せっかくわたしの所でかえった雛が見えませんね

どんな人が手に握っているのでしょう

真木柱．４．９．１０

■　などか、さしも2など、心こころやましうなむ」

◇　どうして、こんなにまでもなどと、おもしろくなくて」


1? 【同じ巣すにかへりしかひの見えぬかないかなる人か手ににぎるらむ】源氏の贈歌。「かひ」には「卵（かひ）」と「効」を掛ける。鬚黒が玉鬘を手放さないことを恨んだ歌。

2 【などかさしも】「さ」は鬚黒が玉鬘を手放さないことをさす。どうしてそこまでする必要があるのかという源氏の恨み。


真木柱．４．９．１１

■　などあるを、大将だいしゃうも見みたまひて、うち笑わらひて、

◇　などとあるのを、大将も御覧になって、ふと笑って、

真木柱．４．９．１２

■　「女をむなは1、まことの親おやの御おほむあたりにも、たはやすくうち渡わたり見みえたてまつりたまはむこと、ついでなくてあるべきことにあらず。

◇　「女性は、実の親の所にも、簡単に行ってお会いなさることは、適当な機会がなくてはなさるべきではない。

■　まして2、なぞ、この大臣おとどの、をりをり思おもひ放はなたず、恨うらみ言ごとはしたまふ」

◇　まして、どうして、この大臣は、度々諦めずに、恨み言をおっしゃるのだろう」


1 【女は】以下「恨み言はしたまふ」まで、鬚黒の詞。

2 【まして】親に会うことは適当な機会がなくてはするべきでない、まして実の親でもない人に気軽に会おうなど、とんでもないことだというニュアンス。しかし、「まして」の直接係る語句はない。下の文脈は、別の内容にズレている。


真木柱．４．９．１３

■　と、つぶやくも、憎にくしと聞ききたまふ1。

◇　と、ぶつぶつ言うのも、憎らしいとお聞きになる。


1 【憎しと聞きたまふ】玉鬘は鬚黒の不平を憎らしいとお聞きになる。


真木柱．４．９．１４

■　「御返おほむかへり、ここにはえ聞きこえじ」

◇　「お返事は、わたしは差し上げられません」

真木柱．４．９．１５

■　と、書かきにくくおぼいたれば、

◇　と、書きにくくお思いになっているので、

真木柱．４．９．１６

■　「まろ聞きこえむ2」

◇　「わたしがお書き申そう」


1? 【御返りここには聞こえじ】玉鬘の詞。わたしはとてもお返事を差し上げられません。

2 【まろ聞こえむ】鬚黒の詞。わたしが差し上げよう。


真木柱．４．９．１７

■　と代かはるも、かたはらいたしや1。

◇　と代わるのも、はらはらする思いである。


1 【かたはらいたしや】語り手の玉鬘に同情した評言。『休聞抄』は「双」と指摘。『集成』も「玉鬘の気持ちを代弁した草子地」。『完訳』は「玉鬘の心に即した、語り手の評」と指摘する。


真木柱．４．９．１８

■　「巣隠すがくれて数かずにもあらぬかりの子こを

いづ方かたにかは取とり隠かくすP40べき1

◇　「巣の片隅に隠れて子供の数にも入らない雁の子を

どちらの方に取り隠そうとおっしゃるのでしょうか


P40 取り隠す--とりかへ（へ/＃く）す

1 【巣隠れて数にもあらぬかりの子をいづ方にかは取り隠すべき】大島本は「とりかへ（へ＃く）すへき」とある。すなわち「へ」を抹消して「く」と訂正する。『集成』『古典セレクション』は底本の訂正以前本文と諸本に従って「とりかへす」と整定する。『新大系』は底本の訂正に従って「取り隠す」と整定する。鬚黒が玉鬘に代わって返歌。「かりの子」に「雁の子」と「仮の子」を掛け、「とり」に「鳥」と「取り」を掛ける。


真木柱．４．９．１９

■　よろしからぬ1御みけしきにおどろきて。

◇　不機嫌なご様子にびっくりしまして。

■　すきずきしや」

◇　懸想文めいていましょうか」


1 【よろしからぬ】以下「すきずきしや」まで、歌に添えた文。源氏の不機嫌な態度にびっくりいたしまして。「すきずきしきや」は玉鬘に代わって返歌したことに弁解の気持ちを表したもの。


真木柱．４．９．２０

■　と聞きこえたまへり。

◇　とお返事申し上げた。

真木柱．４．９．２１

■　「この大将だいしゃうの1、かかるはかなしごと2言いひたるも、まだこそ聞きかざりつれ。

◇　「この大将が、このような風流ぶった歌を詠んだのも、まだ聞いたことがなかった。

■　めづらしう3」

◇　珍しくて」


1 【この大将の】以下「めづらしう」まで源氏の詞。

2 【かかるはかなしごと】玉鬘に代わって返歌したことをさす。

3 【めづらしう】連用中止法。余韻を残した表現。


真木柱．４．９．２２

■　とて、笑わらひたまふ。

◇　と言って、お笑いになる。

■　心こころのうちには、かく領りゃうじたるを、いとからしと思おぼす。

◇　心中では、このように一人占めにしているのを、とても憎いとお思いになる。

第五章　鬚黒大将家と内大臣家の物語　玉鬘と近江の君

第一段　北の方、病状進む

真木柱．５．１．１

■　かの、もとの北きたの方1かたは、月日隔つきひへだたるままに、あさましと、ものを思おもひ沈しづみ、いよいよ呆ほけ疾しれてものしたまふ。

◇　あの、もとの北の方は、月日のたつにしたがって、あまりな仕打ちだと、物思いに沈んで、ますます気が変になっていらっしゃる。

■　大将殿だいしゃうどののおほかたの訪とぶらひ、何なにごとをも詳くはしう思おぼしおきて、君達きむだちをば、変かはらず思おもひかしづきたまへば、えしもかけ離はなれたまはず、まめやかなる方かたの頼たのみは、同おなじことにてなむものしたまひける2。

◇　大将殿の一通りのお世話、どんなことでも細かくご配慮なさって、男の子たちは、変わらずかわいがっていらっしゃるので、すっかり縁を切っておしまいにならず、生活上の頼りだけは、同様にしていらっしゃるのであった。


1 【かのもとの北の方】鬚黒の元の北の方。場面は実家の式部卿宮邸に帰った北の方に転じる。「かのもとの」と表現したところに玉鬘が今の北の方におさまっていることをいう。

2 【なむものしたまひける】過去の助動詞「けり」で叙述。後から補足して語ったニュアンス。


真木柱．５．１．２

■　姫君ひめぎみをぞ、堪たへがたく恋こひきこえたまへど、絶たえて見みせたてまつりたまはず1。

◇　姫君を、たまらなく恋しくお思い申し上げなさるが、全然お会わせ申し上げなさらない。

■　若わかき御心みこころのうちに2、この父君ちちぎみを、誰たれも誰たれも3、許ゆるしなう恨うらみきこえて、いよいよ隔へだてたまふこと4のみまされば、心細こころぼそく悲かなしきに5、男君をとこぎみたちは、常つねに参まゐり馴なれつつ、尚侍かむの君きみの御おほむありさまなどをも、おのづからことにふれてうち語かたりて、

◇　子供心にも、この父君を、誰もが、みな許すことなくお恨み申し上げて、ますます遠ざけることばかりが増えて行くので、心細く悲しいが、男の子たちは、いつも一緒に行き来しているので、尚侍の君のご様子などを、自然と何かにつけて話し出して、


1 【絶えて見せたてまつりたまはず】元の北の方は姫君を鬚黒に全然お会わせ申し上げなさらない。

2 【若き御心のうちに】「心細く悲しきに」に係る。

3 【この父君を誰れも誰れも】以下「のみまされば」は挿入句。

4 【いよいよ隔てたまふこと】式部卿宮が鬚黒をますます疎遠になさること。

5 【心細く悲しきに】「に」は逆接の接続助詞。女君と男君たちが対比されて語られている。


真木柱．５．１．３

■　「まろらをも1、らうたくなつかしうなむしたまふ。

◇　「わたしたちをも、かわいがってやさしくして下さいます。

■　明あけ暮くれをかしきことを好**みてものしたまふ」

◇　毎日おもしろいことばかりして暮らしていらっしゃいます」

◆　 
"まろ-ら を も、 らうたく なつかしう なむ し たまふ。 あけくれ をかしき こと を このみ たまふ。"


1 【まろらをも】以下「ものしたまふ」まで、子供たちの詞。


真木柱．５．１．４

■　など言いふに2、うらやましう3、かやうにても安やすらかに振ふる舞まふ身みならざりけむ4を嘆なげきたまふ。

◇　などと言うと、羨ましくなって、このようにして自由に振る舞える男の身に生まれてこなかったことをお嘆きになる。

■　あやしう、男女をとこをむなにつけつつ、人ひとにものを思おもはする尚侍かむの君きみにぞP41おはしける5。

◇　妙に、男にも女にも物思いをさせる尚侍の君でいらっしゃるのであった。


P41 にぞ--にて（て/＄そ〈朱〉）

1? 【明け暮れをかしきことを好みものしたまふ】男の子たちの無邪気な表現である。

2 【など言ふに】姉君に。

3 【うらやましう】姫君の心を語り手が叙述。

4 【かやうにても安らかに振る舞ふ身ならざりけむ】姫君の心。「けむ」（過去推量の助動詞）。どうして自由に振る舞える男の子の身に生まれてこなかったのだろう、という悔恨。しかし、これを受ける「と」（格助詞）などの引用の語句がなく、「を」（格助詞、目的）で受け、直接地の文に繋がっている。

5 【あやしう男女につけつつ人にものを思はする尚侍の君にぞおはしける】語り手の玉鬘評。『一葉抄』は「双紙の詞なり」と指摘。『評釈』は「玉鬘のせいで心を悩ます者がいた、と作者は言う」。『全集』は「語り手のことば」。『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の言辞」と指摘する。文末は過去の助動詞「けり」で叙述。以上で、この段を語り収める。


第二段　十一月に玉鬘、男子を出産

真木柱．５．２．１

■　その年としの十一月しもつきに1、いとをかしき稚児ちごをさへ抱いだき出いでたまへれば2、大将だいしゃうも、思おもふやうにめでたしと、もてかしづきたまふこと、限かぎりなし。

◇　その年の十一月に、たいそうかわいい赤子までお生みになったので、大将も、願っていたようにめでたいと、大切にお世話なさること、この上ない。

■　そのほどのありさま、言いはずとも思おもひやりつべきことぞかし3。

◇　その時の様子、言わなくても想像できることであろう。

■　父大臣ちちおとども、おのづから思おもふやうなる御宿世おほむすくせと思おぼしたり。

◇　父大臣も、自然に願っていた通りのご運命だとお思いになっていた。


1 【その年の十一月に】春の物語から、夏秋を経過して、冬十一月の物語となる。

2 【いとをかしき稚児をさへ抱き出でたまへれば】玉鬘が鬚黒と結婚したのは昨年の冬であった。およそ一年のうちに第一子を誕生。「稚児をさへ」とあるように、鬚黒との結婚生活も順調で安定した趣である。

3 【そのほどのありさま言はずとも思ひやりつべきことぞかし】語り手の省筆の弁。『一葉抄』は「作者詞也」と指摘。『評釈』は「大将の喜びよう、子供の扱いぶり、申さずともおわかりでしょう、と、作者は急いでいる」。『全集』は「草子地」。『完訳』は「語り手の、省筆の弁」と指摘する。


真木柱．５．２．２

■　わざとかしづきたまふ君達きみたちにも、御容貌おほむかたちなどは劣おとりたまはず1。

◇　特別に大切にお世話なさっているお子様たちにも、ご器量などは劣っていらっしゃらない。

■　頭中将とうのちゅうじゃうも、この尚侍かむの君きみを、いとなつかしきはらからにてP42、睦むつびきこえたまふものから、さすがなる御おほむけしき2うちまぜつつ、

◇　頭中将も、この尚侍の君を、たいそう仲の好い姉弟として、お付き合い申し上げていらっしゃるものの、やはりすっきりしない御そぶりを時々は見せながら、


P42 はらからにて--はらから（ら/+に）て

1 【劣りたまはず】玉鬘の器量は他の異母姉妹にもひけをとらない。

2 【さすがなる御けしき】大島本は「御気しき」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「けしき」と「御」を削除する。やはり諦めきれなきお気持ち。


真木柱．５．２．３

■　「宮仕みやづかひに1、かひありてものしたまはましものを2」

◇　「入内なさって、その甲斐あってのご出産であったらよかったのに」


1 【宮仕ひに】大島本は「宮つかひ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「宮仕へ」と校訂する。以下「たまはましものを」まで、頭中将（柏木）の心。

2 【ものしたまはましものを】「まし」反実仮想の助動詞。御出産であったらよかったのに。


真木柱．５．２．４

■　と、この若君わかぎみのうつくしきにつけても、

◇　と、この若君のかわいらしさにつけても、

真木柱．５．２．５

■　「今いままで皇子みこたちのP43おはせぬ嘆なげきを1見みたてまつるに、いかに面目めんぼくあらまし」

◇　「今まで皇子たちがいらっしゃらないお嘆きを拝見しているので、どんなに名誉なことであろう」


P43 皇子たちの--みこたち（ち/+の〈朱〉）

1 【今まで皇子たちのおはせぬ嘆きを】以下「面目あらまし」まで、頭中将の詞。帝に今まで皇子たちなどがいらっしゃらないお嘆き。


真木柱．５．２．６

■　と、あまりのことをぞ1思おもひてのたまふ。

◇　と、あまりに身勝手なことを思っておっしゃる。


1 【あまりのことをぞ】大島本は「あまりのこと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「あまりごと」と校訂する。語り手の感想を交えた表現。自分勝手なことをの意。


真木柱．５．２．７

■　公事おほやけごとは、あるべきさまに知しりなどしつつ、参まゐりたまふことぞ、やがてかくてやみぬべかめる1。

◇　公務は、しかるべく取り仕切っているが、参内なさることは、このままこうして終わってしまいそうである。

■　さてもありぬべきことなりかし。

◇　それもやむをえないことである。


1 【やがてかくてやみぬべかめる】語り手の判断を交えた表現。出仕なさることはこのまま終わってしまいそうである。『湖月抄』は「公事は」以下を「地」と指摘。『孟津抄』は「やかて」以下を「草子地也」と指摘する。


第三段　近江の君、活発に振る舞う

真木柱．５．３．１

■　まことや1、かの内うちの大殿おほいどのの御女おほむむすめの、尚侍ないしのかみのぞみし君きみも2、さるもののP44癖くせなれば3、色いろめかしう、さまよふ心こころさへ添そひて、もてわづらひたまふ4。

◇　そうそう、あの内の大殿のご息女で、尚侍を望んでいた女君も、ああした類の人の癖として、色気まで加わって、そわそわし出して、持て余していらっしゃる。

■　女御にょうごも、

◇　女御も、

■　「つひに、あはあはしきこと、この君きみぞ引ひき出いでむ」

◇　「今に、軽率なことが、この君はきっとしでかすだろう」

■　と、ともすれば、御胸おほむむねつぶしたまへど、大臣おとどの、

◇　と、何かにつけ、はらはらしていらっしゃるが、大臣が、

■　「今いまは、なまじらひそ5」

◇　「今後は、人前に出てはいけません」

■　と、制せいしのたまふをだに聞きき入いれず、まじらひ出いでてものしたまふ6。

◇　と、戒めておっしゃるのさえ聞き入れず、人中に出て仕えていらっしゃる。


P44 ものの--*をゝ

1 【まことや】話題転換の発語。話題は近江の君の物語にうつる。

2 【尚侍のぞみし君も】近江の君。「行幸」巻（第三章六段）に見える。

3 【さるものの癖なれば】大島本は「さるをゝくせなれは」とある。大島本の誤写である。『集成』『古典セレクション』『新大系』は諸本に従って「さるものの癖なれば」に改める。語り手の感想を交えた表現。ああした類の人の癖としてのニュアンス。『集成』は「そうした賎しい生れの者の性としてよくあることなので」と注す。

4 【もてわづらひたまふ】内大臣は近江の君をもてあましていらっしゃる。

5 【今はなまじらひそ】内大臣が近江の君を制した詞。

6 【まじらひ出でてものしたまふ】近江の君は人中に出て仕えていらっしゃる。


真木柱．５．３．２

■　いかなる折をりにかありけむ1、殿上人てんじゃうびとあまた、おぼえことなる限かぎり、この女御にょうごの御方おほむかたに参まゐりて、物ものの音ねなど調しらべ、なつかしきほどの拍子打ひゃうしうち加くはへてあそぶ。

◇　どのような時であったろうか、殿上人が大勢、立派な方々ばかりが、この女御の御方に参上して、いろいろな楽器を奏して、くつろいだ感じの拍子を打って遊んでいる。

■　秋あきの夕ゆふべのただならぬS12に2、宰相中将3さいしゃうのちゅうじゃうも寄よりおはして、例れいならず乱みだれてものなどのたまふを4、人ひとびとめづらしがりて、

◇　秋の夕方の、どことなく風情のあるところに、宰相中将もお寄りになって、いつもと違ってふざけて冗談をおっしゃるのを、女房たちは珍しく思って、


S12 秋はなほ夕まぐれこそただならぬ荻の上風萩の下露（和漢朗詠上-二二九　藤原義孝）

1 【いかなる折にかありけむ】語り手の疑問を挿入した文。『完訳』は「一つの挿話を語り出す語り口」と注す。

2 【秋の夕べのただならぬに】『集成』『完訳』は「秋はなほ夕まぐれこそただならね荻の上風萩の下風」（和漢朗詠集巻上、秋興、二二九、藤原義孝）を指摘。近江の君の物語は、秋に遡った物語である。

3 【宰相中将】夕霧。

4 【例ならず乱れてものなどのたまふを】『集成』『完訳』は「いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べはあやしかりけり」（古今集恋一、五四六、読人しらず）を指摘する。


真木柱．５．３．３

■　「なほ、人ひとよりことにも1」

◇　「やはり、どの人よりも格別だわ」


1 【なほ人よりことにも】女房の詞。


真木柱．５．３．４

■　とめづるに、この近江あふみの君きみ、人ひとびとの中なかを押おし分わけてP45出いでゐたまふ。

◇　と誉めると、この近江の君、女房たちの中を押し分けて出ていらっしゃる。


P45 押し分けて--（/+を）しわけて


真木柱．５．３．５

■　「あな、うたてや。

◇　「あら、嫌だわ。

■　こはなぞ1」

◇　これはどうなさるおつもり」


1 【あなうたてやこはなぞ】女房の制止する詞。


真木柱．５．３．６

■　と引ひき入いるれど、いとさがなげににらみて、張はりゐたれば、わづらはしくて、

◇　と引き止めるが、たいそう意地悪そうに睨んで、目を吊り上げているので、厄介になって、

真木柱．５．３．７

■　「あうなきことや、のたまひ出いでむ1」

◇　「軽率なことを、おっしゃらないかしら」

■　と、つき交かはすに、この世よに目馴めなれぬまめ人びとをしも、

◇　と、お互いにつつき合っていると、この世にも珍しい真面目な方を、


1 【あうなきことやのたまひ出でむ】女房の詞。「あうなき」は「奥なき」。


真木柱．５．３．８

■　「これぞな、これぞなP46」

◇　「この人よ、この人よ」


P46 これぞなこれぞな--これそなゝ


真木柱．５．３．９

■　とめでて、ささめき騒さわぐ声こゑ、いとしるし。

◇　と誉めて、小声で騷ぎ立てる声、まことにはっきり聞こえる。

■　人ひとびと、いと苦くるしと思おもふに、声こゑいとさはやかにて2、

◇　女房たち、とても困ったと思うが、声はとてもはっきりした調子で、


1? 【これぞなこれぞなと】大島本は「これそなゝと」とある。「な」と「と」の間の踊り字を「ゝ」とみるか「／＼」とみるかの違い。大島本は「ゝ」に読める。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「これぞなこれぞな」と校訂する。近江の君の詞。

2 【声いとさはやかにて】近江の君の声はとてもはっきりした調子で。


真木柱．５．３．１０

■　「沖おきつ舟ふねよるべ波路なみぢに漂ただよはば

　　棹さをさし寄よらむ泊とまり教をしへよ1

◇　「沖の舟さん。寄る所がなくて波に漂っているなら

わたしが棹さして近づいて行きますから、行く場所を教えてください


1 【沖つ舟よるべ波路に漂はば棹さし寄らむ泊り教へよ】近江の君の夕霧への贈歌。「沖つ舟」に夕霧を喩える。「なみ」は「寄る辺なみ」（寄る辺がないのでの意）と「波路」の掛詞。「漂はば」は夕霧と雲居雁との結婚が決まっていないことをいう。「棹さし寄らむ」は自分の方から近寄って行こうの意。


真木柱．５．３．１１

■　棚たななし小舟をぶねこぎかへりS13漕**ぎ返**り、同おなじ人ひとをや1。

◇　棚なし小舟みたいに、いつまでも一人の方ばかり思い続けていらっしゃるのね。

■　あな、悪わるやP48」

◇　あら、ごめんなさい」

◆　 
たななし-をぶね こぎかへり、 おなじ ひと を や! あな、 わる や"


S13 堀江漕ぐ棚無し小舟漕ぎ帰り同じ人にや恋ひ渡りなむ（古今集恋四-七三二　読人しらず）

P48 悪や--はるやい（い/＃）

1 【棚なし小舟漕ぎ返り同じ人をや】「堀江漕ぐ棚なし小舟漕ぎかへり同じ人にや恋ひわたりなむ」（古今集恋四、七三二、読人しらず）の第二句から第四句まで引用する。引き過ぎであるところが近江の君らしく普通と変わっている。以下「あな悪や」まで和歌に添えた文。


真木柱．５．３．１２

■　と言いふを、いとあやしう、

◇　と言うので、たいそう不審に思って、

真木柱．５．３．１３

■　「この御方おほむかたには1、かう用意よういなきこと聞きこえぬものを」

◇　「こちらの御方には、このようなぶしつけなこと、聞かないのに」

■　と思おもひまはすに、

◇　と思いめぐらすと、

■　「この聞きく人ひとなりけり」

◇　「あの噂の姫君であったのか」

■　と、をかしうて、

◇　と、おもしろく思って、


1 【この御方には】以下「聞こえぬものを」まで夕霧の心。


真木柱．５．３．１４

■　「よるべなみ風かぜの騒さはがす舟人ふなびとも

思おもはぬ方かたに磯伝いそづたひせず1」

◇　「寄る所がなく風がもてあそんでいる舟人でも

思ってもいない所には磯伝いしません」


1 【よるべなみ風の騒がす舟人も思はぬ方に磯伝ひせず】夕霧の返歌。「なみ」は「寄る辺なみ」（寄る辺がないのでの意）と「波風」の掛詞。「舟人」は自分を喩える。「思はぬ方」は近江の君を喩える。


真木柱．５．３．１５

■　とて、はしたなかめり、とや1。

◇　とおっしゃったので、引っ込みがつかなかったであろう、とか。


1 【とてはしたなかめりとや】「とて」はと応えての意。「はしたなかめり」との間にやや飛躍がある。語り手は物語の世界から享受者の世界に移動して語る。「とや」は語り手のこの巻の語り収めのことば。「〜とかいう話です」と結ぶ。『湖月抄』は「とて」に「地」、『岷江入楚』所引「或抄」は「はしたなかめりとや」に「御説草子地」と注し、『集成』は「その場に居合わせた女房の感想を伝える趣で巻を閉じる技巧」と注す。



３２． 梅枝 (むめがえ)

第一章　光る源氏の物語　薫物合せ

第一段　六条院の薫物合せの準備

梅枝．１．１．１

■　御裳着おほむもぎのこと、思おぼしいそぐ御心みこころおきて、世よの常つねならず1。

◇　御裳着の儀式、ご準備なさるお心づかい、並々ではない。

■　春宮とうぐうも同おなじ二月きさらぎに、御おほむかうぶりのことあるべければ2、やがて御参おほむまゐりもうち続つづくべきにや3。

◇　春宮も同じ二月に、御元服の儀式がある予定なので、そのまま御入内も続くのであろうか。


1 【御裳着のこと思しいそぐ御心おきて世の常ならず】明石姫君の裳着。明石姫君、十一歳。裳着の儀式は女性の成人式。

2 【春宮も同じ二月に御かうぶりのことあるべければ】朱雀院の皇子、十三歳。元服は男性の成人式。明石姫君と東宮が共に成人式を挙げ結婚の準備に入る。

3 【やがて御参りもうち続くべきにや】「御参り」は入内をいう。「べき」（推量の助動詞）「に」（断定の助動詞）「や」（係助詞、疑問の意）は語り手の推測を表す。


梅枝．１．１．２

■　正月しゃうぐわつの晦日つごもりなれば1、公私おほやけわたくしのどやかなるころほひに、薫物合たきものあはせたまふ。

◇　正月の月末なので、公私ともにのんびりとした頃に、薫物合わせをなさる。

■　大弐だいにの奉たてまつれる香かうども2御覧ごらんずるに3、

◇　大宰大弐が献上したいくつもの香を御覧になると、

■　「なほ、いにしへのには劣おとりてやあらむ4」

◇　「やはり、昔の香には劣っていようか」

■　と思おぼして、二条院にでうの御倉開ゐんのみくらあけさせたまひて、唐からの物ものども取とり渡わたさせたまひて、御覧ごらんじ比くらぶるに、

◇　とお思いになって、二条院の御倉を開けさせなさって、唐の品々を取り寄せなさって、ご比較なさると、


1 【正月の晦日なれば】時節は春正月の下旬。正月の年中行事なども終わってのんびりとしたころ。

2 【大弐の奉れる香ども】太宰大弍は系図不詳の人。源氏に献上した香。中国舶来の品である。

3 【御覧ずるに】主語は源氏。

4 【なほいにしへのには劣りてやあらむ】源氏の感想。今のものより昔のものがよかったとする尚古思想が窺える。


梅枝．１．１．３

■　「錦にしき、綾あやなども、なほ古ふるきものこそなつかしうこまやかにはありけれ」

◇　「錦、綾なども、やはり古い物が好ましく上品であった」

梅枝．１．１．４

■　とて、近ちかき御おほむしつらひの、物ものの覆おほひ、敷物しきもの、茵しとねなどの端はしどもに、故院こゐんの御世みよの初はじめつ方2かた、高麗人こまうどのたてまつれりける綾あや、緋金錦ひごんきどもなど、今いまの世よのものに似にず、なほさまざま御覧ごらんじあてつつせさせたまひて、このたびの綾あや、羅うすものなどは3、人ひとびとに賜たまはす。

◇　とおっしゃって、身近な調度類の、物の覆いや、敷物、座蒲団などの端々に、故院の御代の初め頃、高麗人が献上した綾や、緋金錦類など、今の世の物には比べ物にならず、さらにいろいろとご鑑定なさっては、今回の綾、羅などは、女房たちにご下賜なさる。


1? 【錦綾などなほ古きものこそなつかしうこまやかにはありけれ】源氏の感想。「なつかし」は、手放したくない、慕わしいの意。昔が思い出されるの意は後世。しかし文脈上「古きものこそなつかしう」とあるから、一種の懐古趣味。

2 【故院の御世の初めつ方】桐壷院をさす。

3 【このたびの綾羅などは】大弍が献上した品物をいう。


梅枝．１．１．５

■　香かうどもは、昔今むかしいまの、取とり並ならべさせたまひて、御方々おほむかたがたに配くばりたてまつらせたまふ。

◇　数々の香は、昔のと今のを、取り揃えさせなさって、ご夫人方にお配り申し上げさせなさる。

梅枝．１．１．６

■　「二種ふたくさづつ合あはせさせたまへ1」

◇　「二種類づつ調合なさって下さい」


1 【二種づつ合はせさせたまへ】源氏の言葉。使者に言わせた内容。「させ」「給へ」二重敬語。会話文中の用法。


梅枝．１．１．７

■　と、聞きこえさせたまへり1。

◇　と、お願い申し上げさせなさった。

■　贈おくり物もの、上達部かむだちめの禄ろくなど、世よになきさまに、内うちにも外とにも2、ことしげくいとなみたまふに添そへて、方々かたがたに選えりととのへて、鉄臼かなうすの音耳おとみみかしかまし3きころなり。

◇　贈物や、上達部への禄など、世にまたとないほどに、内にも外にも、お忙しくお作りなさるに加えて、それぞれに材料を選び準備して、鉄臼の音が喧しく聞こえる頃である。


1 【聞こえさせたまへり】「聞こえ」（「言う」の謙譲語）「させ」（使役の助動詞）「給へ」（尊敬の補助動詞）「り」（完了の助動詞）。使者をして御夫人方に申し上げさせなさったの意。

2 【内にも外にも】「内」は六条院、「外」は二条院、二条東院などをさす。

3 【かしかまし】「姦カシカマシ」（名義抄）。近世以後「かしがまし」と濁音化する。


梅枝．１．１．８

■　大臣おとどは、寝殿しんでんに離はなれおはしまして、承和じょうわP1の御おほむいましめの二ふたつの方はうを1、いかでか御耳おほむみみには伝つたへたまひけむ2、心こころにしめて合あはせたまふ。

◇　大臣は、寝殿に離れていらっしゃって、承和の帝の御秘伝の二つの調合法を、どのようにしてお耳にお伝えなさったのであろうか、熱心にお作りになる。


P1 承和--そうわう（そうわう/＄承和）

1 【承和の御いましめの二つの方を】承和の御戒め。仁明天皇が男子には伝えぬようにと戒めた二種の調合法。「黒方」と「侍従」である。『河海抄』所引「合香秘方」に「此両種方不伝男耳。承和仰事也」とある。

2 【いかでか御耳には伝へたまひけむ】語り手の疑問、挿入句。


梅枝．１．１．９

■　上うへは、東ひむがしの中なかの放出はなちいでに1、御おほむしつらひことに深ふかう2しなさせたまひて3、八条はちでうの式部卿しきぶきゃうの御方おほむはうを4伝つたへて、かたみに挑いどみ合あはせたまふほど5、いみじう秘ひしたまへば、

◇　紫の上は、東の対の中の放出に、御設備を特別に厳重におさせになって、八条の式部卿の御調合法を伝えて、互いに競争して調合なさっている間に、たいそう秘密にしていらっしゃるので、


1 【上は東の中の放出に】紫の上をいう。「上」という呼称。

2 【御しつらひことに深う】『完訳』は「秘法保持のため格別に慎重」と注す。

3 【しなさせたまひて】「させ」使役の助動詞。女房らをして準備させなさって。

4 【八条の式部卿の御方を】仁明天皇の第七皇子本康親王。「御方」は黒方と侍従をさす。

5 【かたみに挑み合はせたまふほど】源氏と紫の上。


梅枝．１．１．１０

■　「匂にほひの深ふかさ浅あささも、勝かち負まけの定さだめあるべし」

◇　「匂いの深さ浅さも、勝負けの判定にしよう」

梅枝．１．１．１１

■　と大臣おとどのたまふ。

◇　と大臣がおっしゃる。

■　人ひとの御親おほむおやげなき御おほむあらそひP2心ごころなり2。

◇　子を持つ親御らしくない競争心である。


P2 御あらそひ--御あらひ（ひ/＄〈朱〉）そひ

1? 【匂ひの深さ浅さの勝ち負けの定めあるべし】源氏の言葉。

2 【人の御親げなき御あらそひ心なり】語り手の評言。『一葉抄』が「草子詞也」と指摘。「人」は明石の姫君をさす。


梅枝．１．１．１２

■　いづ方かたにも、御前おまへにさぶらふ人ひとあまたならず。

◇　どちらにも、御前に伺候する女房は多くいない。

■　御調度1おほむてうどどもも、そこらのきよらを尽つくしたまへるなかにも、香壺かうごの御筥おほむはこどものやう、壺つぼの姿すがた、火取ひとりの心こころばへも、目馴めなれぬさまに、今いまめかしう、やう変かへさせたまへるに、所々ところどころの心こころを尽つくしたまへらむ匂にほひどもの、すぐれたらむどもを、かぎあはせて入いれむと思おぼすなりけり。

◇　御調度類も、多く善美を尽くしていらっしゃる中でも、いくつもの香壷の御箱の作り具合、壷の恰好、香炉の意匠も、見慣れない物で、当世風に、趣向を変えさせていらっしゃるのが、あちらこちらで一生懸命にお作りになったような香の中で、優れた幾種かを、匂いを比べた上で入れようとお考えなのである。


1 【御調度】『色葉字類抄』には「調」「度」ともに濁点を付す。『集成』「でうど」のルビを付ける。


第二段　二月十日、薫物合せ

梅枝．１．２．１

■　二月きさらぎの十日とをか、雨あめすこし降ふりて、御前近おまへちかき紅梅盛こうばいさかりに、色いろも香かも似にるものなきほどに、兵部卿宮渡ひゃうぶきゃうのみやわたりたまへり2。

◇　二月の十日、雨が少し降って、御前近くの紅梅の盛りに、色も香も他に似る物がない頃に、兵部卿宮がお越しになった。

■　御おほむいそぎの今日明日けふあすになりにけることども、訪とぶらひきこえたまふ3。

◇　御裳着の支度が今日明日に迫ってお忙しいことについて、ご訪問なさる。

■　昔むかしより取とり分わきたる御仲おほむなかなれば、隔へだてなく、そのことかのこと、とP3聞きこえあはせたまひて、花はなをめでつつ4おはするほどに、前斎院5さきのさいゐんよりとて、散ちりすきたる梅むめの枝えだにつけたる御文持おほむふみもて参まゐれり。

◇　昔から特別にお仲が好いので、隠し隔てなく、あの事この事、とご相談なさって、紅梅の花を賞美なさっていらっしゃるところに、前斎院からと言って、散って薄くなった梅の枝に結び付けられているお手紙を持ってまいった。

■　宮みや、聞きこしめすこともあれば、

◇　宮、お聞きになっていたこともあるので、


P3 かのこと、と--かの（の/+ことゝ〈朱〉）

1? 【二月の十日雨すこし降りて御前近き紅梅の盛りに色も香も似るものなきほどに】二月十日、六条院に蛍兵部卿宮参上し、薫物合せを試みる。

2 【兵部卿宮渡りたまへり】源氏の弟宮蛍兵部卿宮。趣味人、風流人である。

3 【御いそぎの今日明日になりにけることども訪らひきこえたまふ】大島本「こととも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ことと」と校訂する。明石の姫君の裳着の儀式が間近に迫ったことへの挨拶に参上。

4 【花をめでつつ】「花」は紅梅をさす。

5 【前斎院】朝顔斎院をさす。


梅枝．１．２．２

■　「いかなる御消息おほむせうそこのすすみ参まゐれるにか」

◇　「どのようなお手紙があちらから参ったのでしょうか」

梅枝．１．２．３

■　とて、をかしと思おぼしたれば、ほほ笑ゑみて、

◇　とおっしゃって、興味をお持ちになっているので、にっこりして、

梅枝．１．２．４

■　「いと馴なれ馴なれしきこと聞きこえつけたりしを、まめやかに急いそぎものしたまへるなめり」

◇　「たいそう無遠慮なことをお願い申し上げたところ、几帳面に急いでお作りになったのでしょう」

梅枝．１．２．５

■　とて、御文おほむふみは引ひき隠かくしたまひつ。

◇　とおっしゃって、お手紙はお隠しになった。

梅枝．１．２．６

■　沈ぢんの筥はこに、瑠璃るりの坏二つきふたつ据すゑて、大おほきにまろがしつつ入いれたまへり。

◇　沈の箱に、瑠璃の香壷を二つ置いて、大きく丸めてお入れになってある。

■　心葉こころば、紺瑠璃こんるりには五葉ごえふの枝えだ、白しろきには梅むめを選えりて、同おなじくひき結むすびたる糸いとのさまも、なよびやかになまめかしうぞしたまへる。

◇　心葉は、紺瑠璃のには五葉の枝を、白いのには白梅を彫って、同じように結んである糸の様子も、優美で女性的にお作りになってある。

梅枝．１．２．７

■　「艶えんあるもののさまかな」

◇　「優雅な感じのする出来ばえですね」

梅枝．１．２．８

■　とて、御目止おほむめとめたまへるに、

◇　とおっしゃって、お目を止めなさると、

梅枝．１．２．９

■　「花はなの香かは散ちりにし枝えだにとまらねど

うつらむ袖そでに浅あさくしまめや」

◇　「花の香りは散ってしまった枝には残っていませんが、

香を焚きしめた袖には深く残るでしょう」

梅枝．１．２．１０

■　ほのかなるを御覧ごらんじつけて、宮みやはことことしう誦ずじたまふ。

◇　薄墨のほんのりとした筆跡を御覧になって、宮は仰々しく口ずさみなさる。

梅枝．１．２．１１

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、御使尋おほむつかひたづねとどめさせたまひて、いたう酔よはしたまふ。

◇　宰相中将、お使いの者を捜し出して引き止めさせなさって、たいそう酔わせなさる。

■　紅梅襲こうばいがさねの唐からの細長添ほそながそへたる女をむなの装束さうぞくかづけたまふ。

◇　紅梅襲の唐の細長を添えた女装束をお与えになる。

■　御返おほむかへりもその色いろの紙かみにて、御前おまへの花はなを折をらせてつけさせたまふ。

◇　お返事も同じ紙の色で、御前の花を折らせてお付けになる。

梅枝．１．２．１２

■　宮みや、

◇　宮、

梅枝．１．２．１３

■　「うちのこと思おもひやらるる御文おほむふみかな。

◇　「どんな内容か気になるお手紙ですね。

■　何なにごとの隠かくろへあるにか、深ふかく隠かくしたまふ」

◇　どのような秘密があるのか、深くお隠しになさるな」

梅枝．１．２．１４

■　と恨うらみて、いとゆかしと思おぼしたり。

◇　と恨んで、ひどく見たがっていらっしゃった。

梅枝．１．２．１５

■　「何なにごとかはべらむ。

◇　「何でもありません。

■　隈々くまぐましく思おぼしたるこそ、苦くるしけれ」

◇　秘密があるようにお思いになるのが、かえって迷惑です」

梅枝．１．２．１６

■　とて、御硯おほむすずりのついでに、

◇　とおっしゃって、御筆のついでに、

梅枝．１．２．１７

■　「花はなの枝えにいとど心こころをS1しむるかな

人ひとのとがめむ香かをばつつめど」

◇　「花の枝にますます心を惹かれることよ

人が咎めるだろうと隠しているが」


S1 梅の花立ち寄るばかりありしより人の咎むる香にぞ染みぬる（古今集春上-三五　読人しらず）


梅枝．１．２．１８

■　とやありつらむ。

◇　とでもあったのであろうか。

梅枝．１．２．１９

■　「まめやかには、好すき好ずきしきやうなれど、またもなかめる人ひとの上うへにて、これこそはことわりのいとなみなめれと、思おもひたまへなしてなむ。

◇　「実のところ、物好きなようですが、二人といない娘のことですから、こうするのが当然の催しであろうと、存じましてね。

■　いと醜みにくければ、疎うとき人ひとはかたはらいたさに、中宮ちゅうぐうまかでさせたてまつりてと思おもひたまふるP4。

◇　たいそう不器量ですから、疎遠な方にはきまりが悪いので、中宮を御退出おさせ申し上げてと存じております。

■　親したしきほどに馴なれきこえかよへど、恥はづかしきところの深ふかうおはする宮みやなれば、何なにごとも世よの常つねにて見みせたてまつらむ、かたじけなくてなむ」

◇　親しい間柄でお慣れ申し上げているが、気の置ける点が深くおありの宮なので、何事も世間一般の有様でお見せ申しては、恐れ多いことですから」


P4 たまふる--給（給/+る〈朱〉）頼（頼/＄〈朱〉）


梅枝．１．２．２０

■　など、聞きこえたまふ。

◇　などと、申し上げなさる。

梅枝．１．２．２１

■　「あえものも、げに、かならず思おぼし寄よるべきことなりけり」

◇　「あやかるためにも、おっしゃるとおり、きっとお考えになるはずのことなのでしたね」

梅枝．１．２．２２

■　と、ことわり申まうしたまふ。

◇　と、ご判断申し上げなさる。

第三段　御方々の薫物

梅枝．１．３．１

■　このついでに、御方々おほむかたがたの合あはせたまふども、おのおの御使おほむつかひして、

◇　この機会に、ご夫人方がご調合なさった薫物を、それぞれお使いを出して、

■　「この夕暮ゆふぐれのしめりにこころみむ1」

◇　「今日の夕方の雨じめりに試してみよう」

■　と聞きこえたまへれば、さまざまをかしうしなして奉たてまつりたまへり2。

◇　とお話申し上げなさっていたので、それぞれに趣向を凝らして差し上げなさった。


1 【この夕暮れのしめりにこころみむ】源氏の詞を使者に言わせたもの。

2 【奉りたまへり】大島本は「たてまつり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「奉れ」と校訂する。


梅枝．１．３．２

■　「これ分**かせたまへ。

◇　「これらをご判定ください。

■　誰たれにか見みせむS2」

◇　あなたでなくて誰に出来ましょう」

◆　 
"これ わかた せ たまへ。 たれ に か みせ む?"


S2 君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る（古今集春上-三八　紀友則）


梅枝．１．３．３

■　と聞きこえたまひて、御火取おほむひとりども召めして、こころみさせたまふ。

◇　と申し上げなさって、いくつもの御香炉を召して、お試しになる。

梅枝．１．３．４

■　「知しる人ひとにもあらずや2」

◇　「知る人というほどの者ではありませんが」


1? 【これ分かせたまへた誰れにか見せむ】源氏の詞。「君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る」（古今集春上、三八、紀友則）

2 【知る人にもあらずや】蛍兵部卿宮の返事。「君ならで」歌の文句を引用して答える。


梅枝．１．３．５

■　と卑下ひげしたまへど、言いひ知しらぬ匂にほひどもの、進すすみ遅おくれたる香一種かうひとくさなどが、いささかの咎とがを分わきて、あながちに劣おとりまさりのけぢめをおきたまふ。

◇　と謙遜なさるが、何とも言えない匂いの中で、香りの強い物や弱い物の一つなどが、わずかの欠点を識別して、強いて優劣の区別をお付けになる。

■　かのわが御二種おほむふたくさのは1、今いまぞ取とう出でさせたまふ。

◇　あのご自分の二種の香は、今お取り出させになる。


1 【かのわが御二種のは】「承和の御いましめの二つの方」の「黒方」と「侍従」の香。


梅枝．１．３．６

■　右近うこんの陣ぢんの御溝水みかはみづのほとりになずらへて1、西にしの渡殿わたどのの下したより出いづる汀近みぎはちかう埋うづませP5たまへるを、惟光これみつの宰相さいしゃうの子この兵衛尉2ひゃうゑのじょう、堀ほりて参まゐれり。

◇　右近の陣の御溝水の辺に埋める例に倣って、西の渡殿の下から湧き出る遣水の近くに埋めさせなさっていたのを、惟光の宰相の子の兵衛尉が、掘り出して参上した。

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、取とりて伝つたへ参まゐらせたまふ。

◇　宰相中将が、受け取って差し上げさせなさる。

■　宮みや、

◇　宮、


P5 埋ませ--うつさ（さ/＄ま）せ

1 【右近の陣の御溝水のほとりになずらへて】『河海抄』に「承和御時、右近陣の御溝の辺の地にうづまる。後代相伝して其所をたがへず云々」とある。承和の御時になぞらえた趣向。

2 【惟光の宰相の子の兵衛尉】惟光は宰相（参議）に昇進。その子も兵衛尉の任官。初出。


梅枝．１．３．７

■　「いと苦くるしき判者はんざにも当あたりてはべるかな。

◇　「とても難しい判者に任命されたものですね。

■　いと煙けぶたしや1」

◇　とても煙たくて閉口しますよ」


1 【いと苦しき判者にも当たりてはべるかないと煙たしや】蛍兵部卿宮の素晴しさに辟易した詞。


梅枝．１．３．８

■　と、悩なやみたまふ。

◇　と、お困りになる。

■　同おなじうこそは1、いづくにも散ちりつつ広ひろごるべかめるを、人ひとびとの心々こころごころに合あはせたまへる、深ふかさ浅あささを、かぎあはせたまへるに、いと興きょうあること多おほかり。

◇　同じのは、どこにでも伝わって広がっているようだが、それぞれの好みで調合なさった、深さ浅さを、聞き分けて御覧になると、とても興味深いものが数多かった。


1 【同じうこそは】以下「いと多かり」まで、語り手の推量や判断を交えた叙述。『評釈』は「兵部卿の宮が心に思ったのか、語り手の批評か、作者の言葉か。いずれとも決しがたいところが物語らしい」という。


梅枝．１．３．９

■　さらにいづれともなき中なかに、斎院さいゐんの御黒方おほむくろばう、さいへども1、心こころにくくしづやかなる匂にほひ、ことなり。

◇　まったくどれと言えない香の中で、斎院の御黒方、そうは言っても、奥ゆかしく落ち着いた匂い、格別である。

■　侍従じじゅうは、大臣おとどの御おほむはP6、すぐれてなまめかしうなつかしき香かなりと定さだめたまふ。

◇　侍従の香は、大臣のその御香は、優れて優美でやさしい香りである、とご判定になさる。


P6 御は--御（御/+は）

1 【さいへども】前斎院が和歌で謙遜していたことをさす。


梅枝．１．３．１０

■　対たいの上うへの御おほむは、三種みくさある中なかに2、梅花ばいくわ、はなやかに今いまめかしう、すこしはやき心こころしつらひを添そへて、めづらしき薫かをり加くははれり。

◇　対の上の御香は、三種ある中で、梅花の香が、ぱっと明るくて当世風で、少し鋭く匂い立つように工夫を加えて、珍しい香りが加わっていた。


1? 【すぐれてなまめかしうなつかしきなり】蛍宮の源氏の「侍従」の判定。斎院の黒方は地の文に折り込んで語る。

2 【三種ある中に】黒方、侍従、梅香をさす。「黒方」は冬の香、「心にくくしづやかなる匂い」。「侍従」は秋の香、「なまめかしくなつかしき香」。「梅花」は春の香、「はなやかに今めかし」とある。


梅枝．１．３．１１

■　「このころの風かぜにたぐへむS3には、さらにこれにまさる匂にほひあらじ1」

◇　「今頃の風に薫らせるには、まったくこれに優る匂いはあるまい」


S3 花の香を風の便りにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにはやる（古今集春上-一三　紀友則）

1 【このころの風にたぐへむにはさらにこれにまさる匂ひあらじ】蛍宮の梅香に対する批評。梅香方は春の香である。「風にたぐへむ」は「花の香を風のたよりにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにはやる」（古今集春上、一三、紀友則）を踏まえる。


梅枝．１．３．１２

■　とめでたまふ。

◇　と賞美なさる。

梅枝．１．３．１３

■　夏なつの御方おほむかたには1、人ひとびとの、かう心々こころごころに挑いどみたまふなる中なかに、数々かずかずにも立たち出いでずやと、煙けぶりをさへ思おもひ消きえ2たまへる御心おほむこころにて、ただ荷葉かえふを一種3合ひとくさあはせたまへり。

◇　夏の御方におかれては、このようにご夫人方が思い思いに競争なさっている中で、人並みにもなるまいと、煙にさえお考えにならないご気性で、ただ荷葉の香を一種調合なさった。

■　さま変かはりしめやかなる香かして、あはれになつかし。

◇　一風変わって、しっとりした香りで、しみじみと心惹かれる。


1 【夏の御方には】花散里をいう。

2 【煙をさへ思ひ消え】「薫物」の縁で「煙」「消え」という。

3 【荷葉を一種】夏の香。「しめやかなる香」「あはれになつかし」とある。


梅枝．１．３．１４

■　冬ふゆの御方おほむかたにも1、時々ときどきによれる匂にほひの定さだまれるに消けたれむもあいなしと思おぼして、薫衣香くの方***のすぐれたるは、前さきの朱雀院しゅじゃくゐんのをうつさせたまひて、公忠朝臣きむただの、ことに選えらび仕つかうまつれりし百歩ひゃくぶの方はうなど思おもひ得えて、世よに似にずなまめかしさを取とり集あつめたる、心こころおきてすぐれたりと、いづれをも無徳むとくならず定さだめたまふを、

◇　冬の御方におかれても、季節季節に基づいた香が決まっているから、負けるのもつまらないとお考えになって、薫衣香の調合法の素晴らしいのは、前の朱雀院のをお学びなさって、源公忠朝臣が、特別にお選び申した百歩の方などを思いついて、世間にない優美さを調合した、その考えが素晴らしいと、どれも悪い所がないように判定なさるのを、

◆　 
ふゆ-の-おほむかた に も、 ときどき に よれ る にほひ の さだまれ る に けた れ む も あいなし と おぼし て、 くのえかう の はう の すぐれ たる は、 さき の しゅじゃくゐん の を うつさ せ たまひ て、 きむただ-の-あそむ の、 ことに えらび つかうまつれ り し ひゃくぶ の はう など おもひ え て、 よ に に ず なまめかしさ を とり-あつめ たる、 こころおきて すぐれ たり と、 いづれ を も むとく なら ず さだめ たまふ を、


1 【冬の御方にも】明石御方をいう。


梅枝．１．３．１５

■　「心こころぎたなき判者はんざなめり」

◇　「当たりさわりのない判者ですね」

梅枝．１．３．１６

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

第四段　薫物合せ後の饗宴

梅枝．１．４．１

■　月つきさし出いでぬれば1、大御酒おほみきなど参まゐりて、昔むかしの御物語おほむものがたりなどしたまふ。

◇　月が出たので、御酒などをお召し上がりになって、昔のお話などをなさる。

■　霞かすめる月つきの影心かげこころにくきを、雨あめの名残なごりの風かぜすこし吹ふきて、花はなの香かなつかしきに、御殿おとどのあたり言いひ知しらず匂にほひ満みちて、人ひとの御心地おほむここちいと艶えんあり3。

◇　霞んでいる月の光が奥ゆかしいところに、雨上がりの風が少し吹いて、梅の花の香りが優しく薫り、御殿の辺りに何とも言いようもなく匂い満ちて、皆のお気持ちはとてもうっとりしている。


1 【月さし出でぬれば】十日の月。夕刻やや早めに出る。

2? 【霞める月の影心にくきを雨の名残の風すこし吹きて花の香なつかしきに大臣のあたり言ひ知らず匂ひ満ちて人の御心地いと艶あり】二月十日の六条院の風情。

3 【人の御心地いと艶あり】大島本は「えんあり」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「艶なり」と校訂する。語り手の評言。


梅枝．１．４．２

■　蔵人所くらうどどころの方かたにも、明日あすの御遊おほむあそびのうちならしに、御琴おほむことどもの装束さうぞくなどして、殿上人てんじゃうびとなどあまた参まゐりて、をかしき笛ふゑの音ねども聞きこゆ。

◇　蔵人所の方にも、明日の管弦の御遊の試演に、お琴類の準備などをして、殿上人などが大勢参上して、美しい幾種もの笛の音が聞こえて来る。

梅枝．１．４．３

■　内うちの大殿おほいどのの頭中将とうのちゅうじゃう、弁少将べんのせうしゃうなども、見参げんざむばかりにてまかづるを、とどめさせたまひて、御琴おほむことども召めす。

◇　内の大殿の頭中将、弁少将なども、挨拶だけで退出するのを、お止めさせになって、いくつも御琴をお取り寄せになる。

梅枝．１．４．４

■　宮みやの御前おまへに琵琶びは、大臣おとどに箏さうのP7御琴参おほむことまゐりて、頭中将とうのちゅうじゃう、和琴賜わごんたまはりて、はなやかに掻かきたてたるほど、いとおもしろく聞きこゆ。

◇　宮の御前に琵琶、大臣に箏の御琴を差し上げて、頭中将は、和琴を賜って、賑やかに合奏なさっているのは、たいそう興趣深く聞こえる。

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、横笛吹よこぶえふきたまふ。

◇　宰相中将、横笛をお吹きになる。

■　折をりにあひたる調子てうし、雲居くもゐとほるばかり吹ふきたてたり。

◇　季節にあった調べを、雲居に響くほど吹き立てた。

■　弁少将べんのせうしゃう、拍子取ひゃうしとりて、

◇　弁少将は拍子を取って、

■　「梅むめが枝**S4」

◇　「梅が枝」

■　出えいだしたるほど、いとP8をかし。

◇　を謡い出したところ、たいそう興味深い。

■　童わらはにて、韻塞ゐんふたぎの折をり、

◇　子供の時、韻塞ぎの折に、

■　「高砂**」

◇　「高砂」

■　謡***ひし君***なり。

◇　を謡った君である。

■　宮***も大臣***もさしいらへしたまひて、ことことしからぬものから、をかしき夜***の御遊***びなり。

◇　宮も大臣も一緒にお謡いになって、仰々しくはないが、趣のある夜の管弦の催しである。

◆　 
みや の おまへ に びは、 おとど に さう の おほむ-こと まゐり て、 とう-の-ちゅうじゃう、 わごん たまはり て、 はなやか に かき-たて たる ほど、 いと おもしろく きこゆ。 さいしゃう-の-ちゅうじゃう、 よこぶえ ふき たまふ。 をり に あひ たる てうし、 くもゐ とほる ばかり ふき たて たり。 べん-の-せうしゃう、 ひゃうし とり て、 むめ-が-え いだし たる ほど、 いと をかし。 わらは にて、 ゐんふたぎ の をり、 たかさご うたひ し きみ なり。 みや も おとど も さし-いらへ し たまひ て、 ことことしから ぬ ものから、 をかしき よ の おほむ-あそび なり。


P7 箏の--さう（う/+の）

S4 梅が枝に　来居る鴬　や　春かけて　はれ　春かけて　鳴けどもいまだ　や　雪は降りつつ　あはれ　そこよしや　雪は降りつつ（催馬楽-梅が枝）

P8 いと--（/+いと〈朱〉）


梅枝．１．４．５

■　御土器参おほむかはらけまゐるに、宮みや、

◇　お杯をお勧めになる時に、宮が、

梅枝．１．４．６

■　「鴬うぐひすの声こゑにやいとどあくがれむ

心こころしめつる花はなのあたりに

千代ちよも経へぬべしS5」

◇　「鴬の声にますます魂が抜け出しそうです

心を惹かれた花の所では、

千年も過ごしてしまいそうです」


S5 いつまでか野辺に心のあくがれむ花し散らずは千代も経ぬべし（古今集春下-九六　素性法師）


梅枝．１．４．７

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお詠み申し上げなさると、

梅枝．１．４．８

■　「色いろも香かもうつるばかりにこの春はるは

花咲はなさく宿やどをかれずもあらなむ」

◇　「色艶も香りも移り染まるほどに、今年の春は

花の咲くわたしの家を絶えず訪れて下さい」

梅枝．１．４．９

■　頭中将とうのちゅうじゃうに賜たまへば、取とりて、宰相中将さいしゃうのちゅうじゃうにさす。

◇　頭中将におさずけになると、受けて、宰相中将に廻す。

梅枝．１．４．１０

■　「鴬うぐひすのねぐらの枝えだもなびくまで

なほ吹ふきとほせ夜半よはの笛竹ふえたけ」

◇　「鴬のねぐらの枝もたわむほど

夜通し笛の音を吹き澄まして下さい」

梅枝．１．４．１１

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、

◇　宰相中将は、

梅枝．１．４．１２

■　「心こころありて風かぜの避よくめる花はなの木きに

とりあへぬまで吹ふきや寄よるべき

情なさけなく」

◇　「気づかって風が避けて吹くらしい梅の花の木に

むやみに近づいて笛を吹いてよいものでしょうか

無風流ですね」

梅枝．１．４．１３

■　と、皆みなうち笑わらひたまふ。

◇　と言うと、皆お笑いになる。

■　弁少将べんのせうしゃう、

◇　弁少将は、

梅枝．１．４．１４

■　「霞かすみだに月つきと花はなとを隔へだてずは

ねぐらの鳥とりもほころびなまし」

◇　「霞でさえ月と花とを隔てなければ

ねぐらに帰る鳥も鳴き出すことでしょう」

梅枝．１．４．１５

■　まことに、明あけ方がたになりてぞ、宮帰みやかへりたまふ。

◇　ほんとうに、明け方になって、宮はお帰りになる。

■　御贈おほむおくり物ものに、みづからの御料ごれうの御直衣おほむなほしの御おほむよそひ一領ひとくだり、手触てふれたまはぬ薫物二壺添たきものふたつぼそへて、御車おほむくるまにたてまつらせたまふ。

◇　御贈物に、ご自身の御料の御直衣のご装束一揃い、手をおつけになっていない薫物を二壷添えて、お車までお届けになる。

■　宮みや、

◇　宮は、

梅枝．１．４．１６

■　「花はなの香かをえならぬ袖そでにうつしもて

ことあやまりと妹いもやとがめむ」

◇　「この花の香りを素晴らしい袖に移して帰ったら

女と過ちを犯したのではないかと妻が咎めるでしょう」

梅枝．１．４．１７

■　とあれば、

◇　と言うので、

梅枝．１．４．１８

■　「いと屈くつしたりや」

◇　「たいそう弱気ですな」

梅枝．１．４．１９

■　と笑わらひたまふ。

◇　と言ってお笑いになる。

■　御車おほむくるまかくるほどに、追おひてP9、

◇　お車に牛を繋ぐところに、追いついて、


P9 追ひて--せ（せ/＄を）いて


梅枝．１．４．２０

■　「めづらしと故里人ふるさとびとも待まちぞ見みむ

花はなの錦にしきを着きて帰かへる君きみ

◇　「珍しいと家の人も待ち受けて見ましょう

この花の錦を着て帰るあなたを

梅枝．１．４．２１

■　またなきことと思おぼさるらむ」

◇　めったにないこととお思いになるでしょう」

梅枝．１．４．２２

■　とあれば、いといたうからがりたまふ。

◇　とおっしゃるので、とてもつらがりなさる。

■　次々つぎつぎの君達きみたちにも、ことことしからぬさまに、細長ほそなが、小袿こうちきなどかづけたまふ。

◇　以下の公達にも、大げさにならないようにして、細長、小袿などをお与えになる。

第二章　光る源氏の物語　明石の姫君の裳着

第一段　明石の姫君の裳着

梅枝．２．１．１

■　かくて、西にしの御殿おとどに1、戌いぬの時ときに渡わたりたまふ2。

◇　こうして、西の御殿に、戌の刻にお渡りになる。

■　宮みやのおはします西にしの放出はなちいでをしつらひて、御髪上みぐしあげの内侍ないしなども、やがてこなたに参まゐれり3。

◇　中宮のいらっしゃる西の放出を整備して、御髪上の内侍なども、そのままこちらに参上した。

■　上うへも、このついでに、中宮ちゅうぐうに御対面おほむたいめんあり4。

◇　紫の上も、この機会に、中宮にご対面なさる。

■　御方々おほむかたがたの女房にょうばう、押おしあはせたる、数かずしらず見みえたり。

◇　お二方の女房たちが、一緒に来合わせているのが、数えきれないほど見えた。


1 【かくて西の御殿に】六条院の秋の町の寝殿。

2 【戌の時に渡りたまふ】午後七時から九時までの頃。主語は明石姫君。

3 【やがてこなたに参れり】御髪上の内侍たちが中宮に従って六条院西の御殿に参上していた、の意。

4 【上もこのついでに中宮に御対面あり】「上」は紫の上をいう。明石姫君の養母という立場。「このついで」とはその姫君の御裳着の儀式の折の意。初対面。


梅枝．２．１．２

■　子ねの時ときに御裳おほむもたてまつる1。

◇　子の刻に御裳をお召しになる。

■　大殿油おほとなぶらほのかなれど、御おほむけはひいとめでたしと、宮みやは見みたてまつれたまふ。

◇　大殿油は微かであるが、御器量がまことに素晴らしいと、中宮はご拝見あそばす。

■　大臣おとど、

◇　大臣は、


1 【子の時に御裳たてまつる】中宮が腰結役を務める。


梅枝．２．１．３

■　「思おぼし捨すつまじきを頼たのみにて1、なめげなる姿すがたを2、進すすみ御覧ごらんぜられはべるなり。

◇　「お見捨てになるまいと期待して、失礼な姿を、進んでお目にかけたのでございます。

■　後のちの世よのためしにやと3、心狭こころせばく忍しのび思おもひたまふる」

◇　後世の前例になろうかと、狭い料簡から密かに考えております」


1 【思し捨つまじきを頼みにて】以下「忍びたまふる」まで、源氏の詞。「思し捨つ」の主語は中宮、目的語は明石姫君。

2 【なめげなる姿を】娘の童女姿を親として失礼な姿と謙っていう。

3 【後の世のためしにやと】『集成』は「中宮の行啓を仰いで、腰結役をお願いするのは、前例がない名誉という」と注す。


梅枝．２．１．４

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　宮みや、

◇　中宮、

梅枝．２．１．５

■　「いかなるべきこととも思おもうたまへ分わきはべらざりつるを1、かうことことしうとりなさせたまふになむ、なかなか心こころおかれぬべく」

◇　「どのようなこととも判断せず致したことを、このように大層におっしゃって戴きますと、かえって気が引けてしまいます」


1 【いかなるべきこととも思うたまへ分きはべらざりつるを】以下「心おかれぬべく」まで、中宮の返事。


梅枝．２．１．６

■　と、のたまひ消けつほどの御おほむけはひ1、いと若わかく愛敬あいぎゃうづきたるに、大臣おとども、思おぼすさまにをかしき御おほむけはひどもの、さし集つどひたまへるを、あはひめでたく思おぼさる。

◇　と、否定しておっしゃる御様子、とても若々しく愛嬌があるので、大臣も、理想通りに立派なご様子の婦人方が、集まっていらっしゃるのを、お互いの間柄も素晴らしいとお思いになる。

■　母君ははぎみの、かかる折をりだにえ見みたてまつらぬを2、いみじと思おもへりしも心苦こころぐるしうて、参まう上のぼらせやせましと思おぼせど、人ひとのもの言いひをつつみて、過すぐしたまひつ。

◇　母君が、このような機会でさえお目にかかれないのを、たいそう辛い事と思っているのも気の毒なので、参列させようかしらと、お考えになるが、世間の悪口を慮って、見送った。


1 【のたまひ消つほどの御けはひ】『集成』は「何でもないことのようにおっしゃるご様子が」。『完訳』は「こともなげに仰せになる」と解す。

2 【母君のかかる折だにえ見たてまつらぬを】明石御方が娘の姫君を裳着の儀式に。


梅枝．２．１．７

■　かかる所ところの儀式ぎしきは2、よろしきにだに、いとこと多おほくうるさきを、片端かたはしばかり、例れいのしどけなくまねばむもなかなかにやとて、こまかに書かかず。

◇　このような邸での儀式は、まあまあのものでさえ、とても煩雑で面倒なのだが、一部分だけでも、例によってまとまりなくお伝えするのも、かえってどうかと思い、詳細には書かない。


1? 【参う上らせやまし】源氏の心。儀式に参列させようかしら、の意。

2 【かかる所の儀式は】以下「こまかに書かず」まで、語り手の省筆の弁。『評釈』は「作者の言葉。「書く」という言葉を用いるのは珍しい。普通は「語る」「言ふ」である。この所は私の物語音読論の立場からすると困る例と見られようが、これは我々に語ってくれる女房に資料を提供してくれる女房がいて、それが現実に前の「御方々の女房、おし合せたる、数しらず見えたり」の中にいて、後々の例になるようにと思ってこの儀式のことを書き記した。それにこのように「こまかに書かず」という断わり書があった。それを物語り手が我々にそのまま語ってくれると解したい」と注す。『集成』は「物語筆記者が省筆をことわる草子地」と注す。


第二段　明石の姫君の入内準備

梅枝．２．２．１

■　春宮とうぐうの御元服おほむげんぷくは、二十余日にじふよひのほどになむありける1。

◇　春宮の御元服は、二十日過ぎの頃に行われたのであった。

■　いと大人おとなしくおはしませば、人ひとの女むすめども競きほひ参まゐらすべきことを、心こころざし思おぼすなれど2、この殿とのの思おぼしきざすさまの、いとことなれば、なかなかにてや交まじらはむと、左ひだりの大臣おとどなども、思おぼしとどまるなるを4聞きこしめして、

◇　たいそう大人でおいであそばすので、人々が娘たちを競争して入内させることを、希望していらっしゃるというが、この殿がご希望していらっしゃる様子が、まことに格別なので、かえって中途半端な宮仕えはしないほうがましだと、左大臣なども、お思い留まりになっているということをお耳になさって、


1 【春宮の御元服は二十余日のほどになむありける】東宮の御元服も同じ二月の二十日過ぎに行われた。「けり」過去の助動詞。儀式の終わった後から語るという語り口。

2 【心ざし思すなれど】「なれ」伝聞推定の助動詞。

3? 【左の大臣などの】系図不詳の人。「行幸」「真木柱」に登場。

4 【思しとどまるなるを】「なる」伝聞推定の助動詞。


梅枝．２．２．２

■　「いとたいだいしきことなり1。

◇　「じつにもってのほかのことだ。

■　宮仕みやづかへの筋すぢは、あまたあるなかに、すこしのけぢめを挑いどまむこそ本意ほいならめ2。

◇　宮仕えの趣旨は、大勢いる中で、僅かの優劣の差を競うのが本当だろう。

■　そこらの警策きゃうざくの姫君ひめぎみたち、引ひき籠こめられなば、世よに映はえあらじ」

◇　たくさんの優れた姫君たちが、家に引き籠められたならば、何ともおもしろくないだろう」


1 【いとたいだいしきことなり】以下「世に映えあらじ」まで、源氏の詞。

2 【宮仕への筋はあまたあるなかにすこしのけぢめを挑まむこそ本意ならめ】宮仕えというものは大勢の妃方の中でわずかの優劣を競うのが本当だという考え。作者紫式部の後宮に対する考え方である。


梅枝．２．２．３

■　とのたまひて、御参おほむまゐり延のびぬ1。

◇　とおっしゃって、御入内が延期になった。

■　次々つぎつぎにもとしづめたまひけるを、かかるよし所々ところどころに聞ききたまひて、左大臣殿さだいじんどののP10三さむの君参きみまゐりたまひぬ。

◇　その次々にもと差し控えていらっしゃったが、このようなことをあちこちでお聞きになって、左大臣の三の君がご入内なさった。

■　麗景殿れいけいでんと聞きこゆP11。

◇　麗景殿女御と申し上げる。


P10 左大臣殿の--*左大臣殿

P11 聞こゆ--*きこゆる

1 【御参り延びぬ】『集成』は「ほかの人々に譲る気持。余裕のある態度」と注す。


梅枝．２．２．４

■　この御方おほむかたは、昔むかしの御宿直所おほむとのゐどころ、淑景舎しげいさを改あらためしつらひて2、御参おほむまゐり延のびぬるを、宮みやにも心こころもとながらせたまへば3、四月うづきにと定さだめさせたまふ4。

◇　こちらの御方は、昔の御宿直所の、淑景舎を改装して、ご入内が延期になったのを、春宮におかれても待ち遠しくお思いあそばすので、四月にとお決めあそばす。

■　御調度おほむてうどどもも、もとあるよりもととのへて、御おほむみづからも、ものの下形したかた、絵様ゑやうなどをも御覧ごらんじ入いれつつ、すぐれたる道々みちみちの上手じゃうずどもを召めし集あつめて、こまかに磨みがきととのへさせたまふ。

◇　ご調度類も、もとからあったのを整えて、御自身でも、道具類の雛形や図案などを御覧になりながら、優れた諸道の専門家たちを呼び集めて、こまかに磨きお作らせになる。


1? 【左大臣殿の三の君参りたまひぬ麗景殿ときこゆ】「真木柱」巻の冷泉帝の後宮に「中宮、弘徽殿の女御、この宮の女御、左の大殿の女御などさぶらひたまふ」（第四章一段）とあるから、冷泉帝の左大臣の女御の妹三の君であろう。麗景殿女御。後の「宿木」巻に藤壷女御と呼称される。『集成』は「元服の副臥（春宮、皇子などの元服の夜、選ばれて添い寝する姫）である。権勢のある公卿の娘が選ばれ、皇妃の中では重い地位を占める」と注す。なお花散里が三の君でその姉が桐壺帝の麗景殿女御とあったという設定同じである。

2 【この御方は昔の御宿直所淑景舎を改めしつらひて】明石の姫君は源氏の昔の宿直所、淑景舎を修繕して局とする。東宮は梨壷にいるので、桐壺はその北隣の殿舎である。

3 【宮にも心もとながらせたまへば】春宮も明石姫君の入内を待ち遠しく思っている。

4 【四月にと定めさせたまふ】「させ」「たまふ」（最高敬語）、主語は春宮。明石姫君の入内を四月にと春宮が御決定あそばすという意。


梅枝．２．２．５

■　草子さうしの筥はこに入いるべき草子さうしどもの、やがて本ほんにもしたまふべきを選えらせたまふ。

◇　冊子の箱に入れるべき冊子類を、そのまま手本になさることのできるのを選ばせなさる。

■　いにしへの上かみなき際きはの御手おほむてどもの、世よに名なを残のこしたまへるたぐひのも、いと多おほくさぶらふ。

◇　昔のこの上もない名筆家たちが、後世にお残しになった筆跡類も、たいそうたくさんある。

第三段　源氏の仮名論議

梅枝．２．３．１

■　「よろづのこと1、昔むかしには劣おとりざまに、浅あさくなりゆく世よの末すゑなれど、仮名かむなのみなむ、今いまの世よはいと際きはなくなりたる。

◇　「すべての事が、昔に比べて劣って、浅くなって行く末世だが、仮名だけは、現代は際限もなく発達したものだ。

■　古ふるき跡あとは、定さだまれるやうにはあれど、広ひろき心こころゆたかならず、一筋ひとすぢに通かよひてなむありける2。

◇　昔の字は、筆跡が定まっているようではあるが、ゆったりした感じがあまりなくて、一様に似通った書法であった。


1 【よろづのこと】以下「かどや後れたらむ」まで、源氏の詞。当代の女性の仮名論。尚古思想。仮名だけは現代の方が優れているという。

2 【古き跡は定まれるやうにはあれど広き心ゆたかならず一筋に通ひてなむありける】昔の書は一定の書法があるが、窮屈で一様で、個性的な豊さがないと批判。


梅枝．２．３．２

■　妙たへにをかしきことは、外とよりてこそ1書かき出いづる人ひとびとありけれど、女手2をむなでを心こころに入いれて習ならひし盛さかりに、こともなき手本多てほんおほく集つどへたりしなかに、中宮ちゅうぐうの母御息所ははみやすむどころの、心こころにも入いれず走はしり書かいたまへりし一行ひとくだりばかり、わざとならぬを得えて、際きはことにおぼえしはや。

◇　見事で上手なものは、近頃になって書ける人が出て来たが、平仮名を熱心に習っていた最中に、特に難点のない手本を数多く集めていた中で、中宮の母御息所が何気なくさらさらとお書きになった一行ほどの、無造作な筆跡を手に入れて、格段に優れていると感じたものです。


1 【外よりてこそ】『集成』は「近頃になってから」、『完訳』は「後の時代になってはじめて」の意に解す。文字は「外によりて」と当てる。

2 【女手】『集成』は「「女手」は、一般に「男手」（漢字）に対する語で、女の書く文字、すなわち平仮名のこととされるが、後文によると、仮名の一体とすべきもののようである」と注す。


梅枝．２．３．３

■　さて、あるまじき御名おほむなも立たてきこえしぞかし2。

◇　そういうことで、とんでもない浮名までもお流し申してしまったことよ。

■　悔くやしきことに思おもひしみたまへりしかど、さしもあらざりけり3。

◇　残念なことと思い込んでいらっしゃったが、それほど薄情ではなかったのだ。

■　宮みやにかく後見仕うしろみつかうまつることを、心深こころふかうおはせしかば、亡なき御影おほむかげにも見直みなほしたまふらむ。

◇　中宮にこのように御後見申し上げていることを、思慮深くいらっしゃったので、亡くなった後にも見直して下さることだろう。


1? 【御母御息所の】六条御息所の筆跡について、「際ことにおぼえしはや」と感想を述べる。

2 【さてあるまじき御名も立てきこえしぞかし】源氏は、御息所の筆跡の見事さに引かれて恋するようになったと、紫の上を前にしていう。

3 【さしもあらざりけり】源氏の自己弁護。それほど冷淡ではなかったのだ、という。


梅枝．２．３．４

■　宮みやの御手おほむては1、こまかにをかしげなれど、かどや後おくれたらむ」

◇　中宮の御筆跡は、こまやかで趣はあるが、才気は少ないようだ」


1 【宮の御手は】秋好中宮の筆跡について、「こまかにをかしげなれど、才や遅れたらむ」と批評。


梅枝．２．３．５

■　と、うちささめきて聞きこえたまふ。

◇　と、ひそひそと申し上げなさる。

梅枝．２．３．６

■　「故入道宮こにふだうの御手みやのおほむては1、いとけしき深ふかうなまめきたる筋すぢはありしかど、弱よわきところありて、にほひぞすくなかりし。

◇　「故入道宮の御筆跡は、たいそう深味もあり優美な手の筋はおありだったが、なよなよした点があって、はなやかさが少なかった。


1 【故入道宮の御手は】以下「ここにとこそは書きたまはめ」まで、源氏の詞。藤壷の筆跡について、「いと気色深くなまめいたる筋はありしかど弱き所つきてにほひぞ少なかりし」と批評。


梅枝．２．３．７

■　院ゐんの尚侍かむのきみこそ1、今いまの世よの上手じゃうずにおはすれど、あまりそぼれて癖くせぞ添そひためる。

◇　朱雀院の尚侍は、当代の名人でいらっしゃるが、あまりにしゃれすぎて欠点があるよだ。

■　さはありとも、かの君きみと、前斎院さきのさいゐんと、ここにとこそは、書かきたまはめ」

◇　そうは言っても、あの尚侍君と、前斎院と、あなたは、上手な方だと思う」


1 【院の尚侍こそ】朧月夜の筆跡について、「今の世の上手にはおはすれど、あまりそぼれて癖ぞ添ひためる」と批評。


梅枝．２．３．８

■　と、聴ゆるしきこえたまへば、

◇　と、お認め申し上げなさるので、

梅枝．２．３．９

■　「この数かずには、まばゆくや2」

◇　「この方々に仲間入りするのは、恥ずかしいですわ」


1? 【かの君と前斎院とここにこそは書きたまはめ】朧月夜君と朝顔姫君と紫の上は上手に書く人だ、の意。

2 【この数にはまばゆくや】紫の上の謙遜の詞。


梅枝．２．３．１０

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

梅枝．２．３．１１

■　「いたうな過すぐしたまひそ1。

◇　「ひどく謙遜なさってはいけません。

■　にこやかなる方かたのなつかしさは、ことなるものを。

◇　柔和という点の好ましさは、格別なものですよ。

■　真名まなのすすみたるほどに、仮名かむなはしどけなき文字もじこそ混まじるめれ」

◇　漢字が上手になってくると、仮名は整わない文字が交るようですがね」


1 【いたうな過ぐしたまひそ】以下「しどけなき文字こそ混じるめれ」まで、源氏の詞。紫の上の筆跡について、「にこやかなるかたの御なつかしさはことなるものを」と批評。


梅枝．２．３．１２

■　とて、まだ書かかぬ草子さうしども作つくり加くはへて、表紙へうし、紐ひもなどいみじうせさせたまふ。

◇　とおっしゃって、まだ書写してない冊子類を作り加えて、表紙や、紐など、たいへん立派にお作らせになる。

梅枝．２．３．１３

■　「兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやP12、左衛門督さゑもんのかみなどにものせむ2。

◇　「兵部卿宮、左衛門督などに書いてもらおう。

■　みづから一具ひとよろひは書かくべし。

◇　わたし自身も二帖は書こう。

■　けしきばみいますがりとも、え書かき並ならべじや」

◇　いくら自信がおありでも、並ばないことはあるまい」


P12 兵部卿宮--兵部卿の宮の（の/＄）

1? 【真名のすすみたるほどに仮名のしどけなき文字こそ混じるめれ】漢字と仮名文字を用いる男性への一般論。「ほどに」を、『集成』は「すればするだけ」の意に、『完訳』は「するわりには」の意に解す。

2 【兵部卿宮左衛門督などにものせむ】以下「え書き並べじや」まで、源氏の詞。「兵部卿宮」は蛍宮、「左衛門督」はここだけに登場する系図不明の人。


梅枝．２．３．１４

■　と、われぼめをしたまふ。

◇　と、自賛なさる。

第四段　草子執筆の依頼

梅枝．２．４．１

■　墨すみ、筆ふで、並ならびなく選えり出いでて、例れいの所々ところどころに、ただならぬ御消息おほむせうそこあれば、人ひとびと、難かたきことに思おぼして、返かへさひ申まうしたまふもあれば、まめやかに聞きこえたまふ。

◇　墨、筆、最上の物を選び出して、いつもの方々に、特別のご依頼のお手紙があると、方々は、難しいこととお思いになって、ご辞退申し上げなさる方もあるので、懇ろにご依頼申し上げなさる。

■　高麗こまの紙かみの薄様うすやうだちたるが、せめてなまめかしきを、

◇　高麗の紙の薄様風なのが、はなはだ優美なのを、

梅枝．２．４．２

■　「この、もの好ごのみする若わかき人ひとびと、試こころみむ1」

◇　「あの、風流好みの若い人たちを、試してみよう」


1 【このもの好みする若き人びと試みむ】源氏の詞。


梅枝．２．４．３

■　とて、宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、式部卿宮しきぶきゃうの兵衛督みやのひゃうゑのかみ、内うちの大殿おほいどのの頭中将とうのちゅうじゃうなどに、

◇　とおっしゃって、宰相中将、式部卿宮の兵衛督、内の大殿の頭中将などに、

梅枝．２．４．４

■　「葦手あしで、歌絵うたゑを、思おもひ思おもひに書かけ1」

◇　「葦手、歌絵を、各自思い通りに書きなさい」


1 【葦手歌絵を思ひ思ひに書け】源氏の詞。


梅枝．２．４．５

■　とのたまへば、皆心々みなこころごころに挑いどむべかめり。

◇　とおっしゃると、皆それぞれ工夫して競争しているようである。

梅枝．２．４．６

■　例れいの寝殿しんでんに離はなれおはしまして書かきたまふ1。

◇　いつもの寝殿に独り離れていらっしゃってお書きになる。

■　花はなざかり過すぎて、浅緑あさみどりP13なる空そらうららかなるに、古ふるき言ことどもなど思おもひすましたまひて、御心みこころのゆく限かぎり、草さうのも、ただのも、女手をむなでも、いみじう書かき尽つくしたまふ3。

◇　花盛りは過ぎて、浅緑色の空がうららかなので、いろいろ古歌などを心静かに考えなさって、ご満足のゆくまで、草仮名も、普通の仮名も、女手も、たいそう見事にこの上なくお書きになる。


P13 浅緑--あさみとか（か/＄り〈朱〉）

1 【例の寝殿に離れおはしまして書きたまふ】源氏、寝殿で草子を書く。「例の」は薫物合せの時と同様にの意。

2? 【花ざかり過ぎて浅緑なる空のうららかなるに】「花」は桜の花。晩春の景色。

3 【草のもただのも女手もいみじう書き尽くしたまふ】「草」は草仮名。しかし、「ただ」と「女手」の相違がはっきりしない。『集成』は「「女手」は、一般に「男手」（漢字）に対する語で、女の書く文字、すなわち平仮名のこととされるが、後文（この箇所）によると、仮名の一体とすべきもののようである」という。『完訳』は「「ただ」は普通の仮名、平仮名か。「女て」も平仮名とすると、「ただ」との違いが不明。「ただ」と「女て」を同格とみるべきか」と注す。


梅枝．２．４．７

■　御前おまへに人ひとしげからず、女房二にょうばうふたり、三人みたりばかり、墨すみなど擦すらせたまひて、ゆゑある古ふるき集しふの歌うたなど、いかにぞやなど選えり出いでたまふに、口惜くちをしからぬ限かぎりさぶらふ。

◇　御前に人は多くいず、女房が二、三人ほどで、墨などをお擦らせになって、由緒ある古い歌集の歌など、どんなものだろうかなどと、選び出しなさるので、相談相手になれる人だけが伺候している。

梅枝．２．４．８

■　御簾上みすあげわたして、脇息けふそくの上うへに草子さうしうち置おき、端近はしちかくうち乱みだれて、筆ふでの尻しりくはへて、思おもひめぐらしたまへるさま、飽あく世よなくめでたし1。

◇　御簾を上げ渡して、脇息の上に冊子をちょっと置いて、端近くに寛いだ姿で、筆の尻をくわえて、考えめぐらしていらっしゃる様子、いつまでも見飽きない美しさである。

■　白しろき赤あかきなど、掲焉けちえんなる枚ひらは、筆ふでとり直なほし、用意よういしたまへるさまさへ、見知みしらむ人ひとは、げにP14めでぬべき御おほむありさまなり2。

◇　白や赤などの、はっきりした色の紙は、筆を取り直して、注意してお書きになっていらっしゃる様子までが、情趣を解せる人は、なるほど感心せずにはいられないご様子である。


P14 げに--（/+けに）

1 【飽く世なくめでたし】その場を見聞した語り手の感想。『評釈』は「作者はその姿を「あく世なくめでたし」と賞賛する」という。

2 【見知らむ人はげにめでぬべき御ありさまなり】その場を見聞した語り手の感想。『評釈』は「作者はその姿を「見しらむ人は、げにめでぬべき御有様なり」と賞賛した」という。


第五段　兵部卿宮、草子を持参

梅枝．２．５．１

■　「兵部卿宮渡ひゃうぶきゃうのみやわたりたまふ1」

◇　「兵部卿宮がお越しになりました」

■　と聞きこゆれば、おどろきて、御直衣おほむなほしたてまつり、御茵参おほむしとねまゐり添そへさせたまひて、やがて待まち取とり、入いれたてまつりたまふ。

◇　と申し上げたので、驚いて御直衣をお召しになって、御敷物を持って来させなさって、そのまま待ち受けて、お入れ申し上げなさる。

■　この宮みやもいときよげにて、御階みはしさまよく歩あゆみ昇のぼりたまふほど、内うちにも人ひとびとのぞきて見みたてまつる。

◇　この宮もたいそう美しくて、御階を体裁よく歩いて上がっていらっしゃるところを、御簾の中からも女房たちが覗いて拝見する。

■　うちかしこまりて、かたみにうるはしだちたまへるも、いときよらなり。

◇　丁重に挨拶して、お互いに威儀を正していらっしゃるのも、たいそう美しい。


1 【兵部卿宮渡りたまふ】女房の詞。


梅枝．２．５．２

■　「つれづれに籠こもり1はべるも、苦くるしきまで思おもうたまへらるる心こころののどけさに2、折をりよく渡わたらせたまへる」

◇　「することもなく邸に籠もっておりますのも、辛く存じられますこの頃ののんびりとした折に、ちょうどよくお越し下さいました」


1 【つれづれに籠もり】以下「渡らせたまへる」まで、源氏の詞。歓迎の挨拶言葉。

2 【心ののどけさに】大島本は「こゝろの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ころの」と校訂する。


梅枝．２．５．３

■　と、よろこびきこえたまふ。

◇　と、歓迎申し上げなさる。

■　かの御草子待おほむさうしもたせて渡わたりたまへるなりけり。

◇　あの御依頼の冊子を持たせてお越しになったのであった。

■　やがて御覧ごらんずれば2、すぐれてしもあらぬ御手おほむてを3、ただかたかどに4、いといたう筆澄ふですみたるけしきありて5書かきなしたまへり。

◇　その場で御覧になると、たいして上手でもないご筆跡を、ただ一本調子に、たいそう垢抜けした感じにお書きになってある。

■　歌うたも、ことさらめき、そばみたる古言ふることどもを選えりて、ただ三行みくだりばかりに、文字少もじすくなに7好このましくぞ書かきたまへる。

◇　和歌も、技巧を凝らして、風変わりな古歌を選んで、わずか三行ほどに、文字を少なくして好ましく書いていらっしゃった。

■　大臣おとど、御覧ごらんじ驚おどろきぬ。

◇　大臣、御覧になって驚いた。


1? 【かの御草子持たせて渡りたまへるなりけり】蛍宮が来訪した事情を説明した文。『細流抄』は「草子地」と指摘。「せ」（使役の助動詞）、供人に持たせての意。

2 【やがて御覧ずれば】人々の仮名を批評する。源氏の目（批評眼）を通して語る。

3 【すぐれてしもあらぬ御手を】蛍宮の筆跡についての批評。

4 【ただかたかどに】『集成』は「未熟ながら才気にまかせて」の意に解し、『完訳』は「それが一つの才能だが、の意。具体的には、次の「いといたう--けしき」（じつにすっきりと、あかぬけた感じ、の意）」と注す。

5 【いといたう筆澄みたるけしきありて】蛍宮の筆跡についての批評。

6? 【歌もことさらめきそばみたる古言ども選りて】『完訳』は「技巧をこらして、変った好みの古歌。風流人らしい撰歌である」という。

7 【文字少なに】「文字」について『集成』は「仮名だけで書かず、漢字まじりにしたので、字数が少なくなっているのであろう」と字数の意に解し、『完訳』は「ほとんど全部仮名で」と漢字の意に解す。


梅枝．２．５．４

■　「かうまでは1思おもひたまへずこそありつれ。

◇　「こんなにまで上手にお書きになるとは存じませんでした。

■　さらに筆投ふでなげ捨すてつべしや」

◇　まったく筆を投げ出してしまいたいほどですね」


1 【かうまでは】以下「投げ捨てつべしや」まで、源氏のお世辞の詞。


梅枝．２．５．５

■　と、ねたがりたまふ。

◇　と、悔しがりなさる。

梅枝．２．５．６

■　「かかる御中おほむなかに1面おもなくくだす筆ふでのほど、さりともとなむ思おもうたまふるP15」

◇　「このような名手の中で臆面もなく書く筆跡の具合は、いくら何でもさほどまずくはないと存じます」


P15 たまふる--たも（も/＄ま）ふる

1 【かかる御中に】以下「思うたまふる」まで、蛍宮の冗談をまじえた返答。自負も窺える。


梅枝．２．５．７

■　など、戯たはぶれたまふ。

◇　などと、冗談をおっしゃる。

梅枝．２．５．８

■　書かきたまへる草子さうしどもも、隠かくしたまふべきならねば、取とう出でたまひて、かたみに御覧ごらんず。

◇　お書きになった冊子類を、お隠しすべきものでもないので、お取り出しになって、お互いに御覧になる。

梅枝．２．５．９

■　唐からの紙かみの、いとすくみたるに、草書さうかきたまへる1、すぐれてめでたしと見みたまふに、高麗こまの紙かみの、肌はだこまかに和なごうなつかしきが、色いろなどははなやかならで、なまめきたるに、おほどかなる女手をむなでの、うるはしう心こころとどめて書かきたまへる2、たとふべきかたなし。

◇　唐の紙で、たいそう堅い材質に、草仮名をお書きになっている、まことに結構であると、御覧になると、高麗の紙で、きめが細かで柔らかく優しい感じで、色彩などは派手でなく、優美な感じのする紙に、おっとりした女手で、整然と心を配って、お書きになっている、喩えようもない。


1 【唐の紙のいとすくみたるに草書きたまへる】中国舶来の紙、ぱりっとした紙に草仮名で書いた。「いとすぐれてめでたし」と批評する。

2 【高麗の紙の肌こまかに和うなつかしきが色などははなやかならでなまめきたるにおほどかなる女手のうるはしう心とどめて書きたまへる】高麗舶来の紙、紙質がきめこまやかで柔らかく温かい感じのする紙で、色も落ち着いた優雅な感じのする紙に女手で書いた。「たとふべきかたなし」と批評する。


梅枝．２．５．１０

■　見みたまふ人ひとの涙なみださへ、水茎みづぐきに流ながれS6添そふ心地ここちして、飽あく世よあるまじきに、また、ここの紙屋かみゃの色紙しきしの、色いろあひはなやかなるに1、乱みだれたる草さうの歌うたを、筆ふでにまかせて乱みだれ書かきたまへる、見所限みどころかぎりなし。

◇　御覧になる方の涙までが、筆跡に沿って流れるような感じがして、見飽きることのなさそうなところへ、さらに、わが国の紙屋院の色紙の、色合いが派手なのに、乱れ書きの草仮名の和歌を、筆にまかせて散らし書きになさったのは、見るべき点が尽きないほどである。

■　しどろもどろにS7,2愛敬あいぎゃうづき、見みまほしければ、さらに残のこりどもに目めも見みやりたまはず。

◇　型にとらわれず自在に愛嬌があって、ずっと見ていたい気がしたので、他の物にはまったく目もおやりにならない。


S6 亡き人の書きとどめけむ水茎はうち見るよりぞ流れそめける（歌仙家集本伊勢集-三八五）亡き人の影だに見えぬ遣水の底は涙に流してぞ来し（後撰集哀傷-一四〇二　伊勢）

S7 まめなれど良き名も立たず刈萱のいざ乱れなむしどろもどろに（古今六帖六-三七八五）

1 【色あひはなやかなるに】大島本は「色あひ」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『古典セレクション』は諸本に従って「色あはひ」と校訂する。

2 【しどろもどろに】「よしとてもよき名も立たず刈萱のいざ乱れなむしどろもどろに」（紫明抄所引、出典未詳）「まめなれどよき名も立たず刈萱のいざ乱れなむしどろもどろに」（古今六帖六、かるかや、三七八五）


第六段　他の人々持参の草子

梅枝．２．６．１

■　左衛門督さゑもんのかみは、ことことしうかしこげなる筋すぢをのみ好このみて書かきたれど、筆ふでの掟おきて澄すまぬ心地ここちして、いたはり加くはへたるけしきなり。

◇　左衛門督は、仰々しくえらそうな書風ばかりを好んで書いているが、筆法の垢抜けしない感じで、技巧を凝らした感じである。

■　歌うたなども、ことさらめきて、選えり書かきたり。

◇　和歌なども、わざとらしい選び方をして書いていた。

梅枝．２．６．２

■　女をむなの御おほむは1、まほにも取とり出いでたまはず。

◇　女君たちのは、そっくりお見せにならない。

■　斎院さいゐんのなどは、まして取とう出でたまはざりけり。

◇　斎院のなどは、言うまでもなく取り出しなさらないのであった。

■　葦手あしでの草子さうしどもぞ、心々こころごころにはかなうをかしき2。

◇　葦手の冊子類が、それぞれに何となく趣があった。


1 【女の御は】大島本は「女の御ハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「女のは」と校訂する。

2 【はかなうをかしき】『集成』は「整った正式の書体に対して下絵に合せて乱れ書いたものについての感じ」という。


梅枝．２．６．３

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃうのは、水みづの勢いきほひ豊ゆたかに書かきなし、そそけたる葦あしの生おひざまなど、難波なにはの浦うらに通かよひて、こなたかなた1いきまじりて、いたう澄すみたるところあり。

◇　宰相中将のは、水の勢いを豊富に書いて、乱れ生えている葦の様子など、難波の浦に似ていて、あちこちに入り混じって、たいそうすっきりした所がある。

■　また、いといかめしう2、ひきかへて、文字もじやう、石いしなどのたたずまひ、好このみ書かきたまへる枚ひらもあめり。

◇　また、たいそう大仰に趣を変えて、字体、石などの様子、風流にお書きになった紙もあるようだ。


1 【こなたかなた】『集成』は「〔流れや葦が〕あちらこちらと」と解し、『完訳』は「葦と文字があちこち入り交じり」と解す。

2 【いといかめしう】大島本は「いかめかしう」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いまめかしう」と校訂する。


梅枝．２．６．４

■　「目めも及およばず。

◇　「目も及ばぬ素晴らしさだ。

■　これは暇いとまいりぬべきものかな1」

◇　これは手間のかかったにちがいない代物だね」


1 【目も及ばずこれは暇いりぬべきものかな】蛍宮の讃辞。『集成』は「手間のかかりそうなものですね」の意に解し、『完訳』は「観賞に時間がかかるの意。一説に葦手書きするのに、とする」と注す。


梅枝．２．６．５

■　と、興きょうじめでたまふ。

◇　と、興味深くお誉めになる。

■　何事なにごとももの好ごのみし、艶えんがりおはする親王みこにて、いといみじうめできこえたまふ。

◇　どのようなことにも趣味を持って、風流がりなさる親王なので、とてもたいそうお誉め申し上げなさる。

第七段　古万葉集と古今和歌集

梅枝．２．７．１

■　今日けふはまた、手てのことどものたまひ暮くらし、さまざまの継紙つぎかみの本ほんども、選えり出いでさせたまへるついでに、御子みこの侍従じじゅうして、宮みやにさぶらふ本ほんども取とりに遣つかはす。

◇　今日はまた、書のことなどを一日中お話しになって、いろいろな継紙をした手本を、何巻かお選び出しになった機会に、御子息の侍従をして、宮邸に所蔵の手本類を取りにおやりになる。

梅枝．２．７．２

■　嵯峨さがの帝みかどの、『古万葉集1』を選***び書***かせたまへる四巻ん、延喜***の帝***の、『古今和歌集えふしふ』を、唐***の浅縹***の紙***を継***ぎて、同***じ色***の濃***き紋***の綺***の表紙***、同***じき玉***の軸***、緞***の唐組***の紐***など、なまめかしうて、巻***ごとに御手***の筋***を変***へつつ、いみじう書るよまき尽***くさせたまへる、大殿油短***く参***りて御覧***ずるに、

◇　嵯峨の帝が、『古万葉集』を選んでお書かせあそばした四巻。延喜の帝が、『古今和歌集』を、唐の浅縹の紙を継いで、同じ色の濃い紋様の綺の表紙、同じ玉の軸、だんだら染に組んだ唐風の組紐など、優美で、巻ごとに御筆跡の書風を変えながら、あらん限りの書の美をお書き尽くしあそばしたのを、大殿油を低い台に燈して御覧になると、

◆　 
さが-の-みかど の、 こ-まん'えふしふ を えらび かか せ たまへ る よ-まき、 えんぎ-の-みかど の、 こきんわかしふ を、 から の あさはなだ の かみ を つぎ て、 おなじ いろ の こき もん の き の へうし、 おなじき たま の じく、 だん の からくみ の ひも など、 なまめかしう て、 まき ごと に おほむ-て の すぢ を かへ つつ、 いみじう かき つくさ せ たまへ る、 おほとなぶら みじかく まゐり て ごらんずる に、


1 【古万葉集】『万葉集』をさす。『万葉集』の古称。


梅枝．２．７．３

■　「尽つきせぬものかな1。

◇　「いつまで見ていても見飽きないものだ。

■　このころの人ひとは、ただかたそばをけしきばむにこそありけれ」

◇　最近の人は、ただ部分的に趣向を凝らしているだけにすぎない」


1 【尽きせぬものかな】以下「こそありけれ」まで、源氏の詞。


梅枝．２．７．４

■　など、めでたまふ。

◇　などと、お誉めになる。

■　やがてこれはとどめたてまつりたまふ。

◇　そのままこれらはこちらに献上なさる。

梅枝．２．７．５

■　「女子をむなごなどを持もてはべらましにだに、をさをさ見みはやすまじきには伝つたふまじきを、まして、朽くちぬべき1を」

◇　「女の子などを持っていましたにしても、たいして見る目を持たない者には、伝えたくないのですが、まして、埋もれてしまいますから」


1 【女子などを持てはべらましにだにをさをさ見はやすまじきには伝ふまじきをまして朽ちぬべき】蛍宮の詞。「まし」（推量の助動詞、反実仮想）、「だに」は打消や反語の表現を伴って、述語の表す動作・状態に対して、例外的、逆接的な事物、事態であることを示す。〜でさえ、〜さえもの意。女の子を仮にもっていましたにしても、その時でさえも、見る目を持たない者には、伝えないでしょうが、まして、女の子がいないのだから、このまま持っているのは、埋もれさせてしまうことだから、の意。


梅枝．２．７．６

■　など聞きこえてたてまつれたまふ。

◇　などと申し上げて差し上げなさる。

■　侍従じじゅうに、唐からの本ほんなどのいとわざとがましき、沈ぢんの筥はこに入いれて、いみじき高麗笛添こまぶえそへて、奉たてまつれたまふ。

◇　侍従に、唐の手本などの特に念入りに書いてあるのを、沈の箱に入れて、立派な高麗笛を添えて、差し上げなさる。

梅枝．２．７．７

■　またこのころは、ただ仮名かむなの定さだめをしたまひて1、世よの中なかに手書てかくとおぼえたる、上中下かみなかしもの人ひとびとにも、さるべきものども思おぼしはからひて、尋たづねつつ書かかせたまふ2。

◇　またこの頃は、ひたすら仮名の論評をなさって、世間で能書家だと聞こえた、上中下の人々にも、ふさわしい内容のものを見計らって、探し出してお書かせになる。

■　この御筥おほむはこには、立たち下くだれるをば混まぜたまはず、わざと、人ひとのほど、品分しなわかせたまひつつ、草子さうし、巻物まきもの、皆書みなかかせたてまつりたまふ。

◇　この御箱には、身分の低い者のはお入れにならず、特別に、その人の家柄や、地位を区別なさりなさり、冊子、巻物、すべてお書かせ申し上げなさる。


1 【またこのころはただ仮名の定めをしたまひて】源氏、姫君のための書画類を調える。

2 【尋ねつつ書かせたまふ】大島本は「尋つゝ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「尋ねて」と校訂する。


梅枝．２．７．８

■　よろづにめづらかなる御宝物おほむたからものども、人ひとの朝廷みかどまでありがたげなる中なかに、この本ほんどもなむ、ゆかしと心動こころうごきたまふ若人わかうど、世よに多おほかりける。

◇　何もかも珍しい御宝物類、外国の朝廷でさえめったにないような物の中で、この何冊かの本を見たいと心を動かしなさる若い人たちが、世間に多いことであった。

■　御絵おほむゑどもととのへさせたまふ中なかに、かの

◇　御絵画類をご準備なさる中で、あの

■　『須磨すまの日記にき』

◇　『須磨の日記』

■　は、末すゑにも伝つたへ知しらせむと思おぼせど、

◇　は、子孫代々に伝えたいとお思いになるが、

■　「今いますこし世よをも思おぼし知しりなむに」

◇　「もう少し世間がお分りになったら」

■　と思おぼし返かへして1、まだ取とり出いでたまはず。

◇　とお思い返しなさって、まだお取り出しなさらない。


1 【かの須磨の日記は末にも伝へ知らせむと思せど今すこし世をも思し知りなむにと思し返して】源氏の心中を叙述。


第三章　内大臣家の物語　夕霧と雲居雁の物語

第一段　内大臣家の近況

梅枝．３．１．１

■　内うちの大臣おとどは、この御おほむいそぎを、人ひとの上うへにて聞ききたまふも、いみじう心こころもとなく、さうざうしと思おぼす。

◇　内大臣は、この入内の御準備を、他人事としてお聞きになるが、たいそう気が気でなく、つまらないとお思いになる。

■　姫君ひめぎみの御おほむありさま、盛さかりにととのひて1、あたらしううつくしげなり。

◇　姫君のご様子、女盛りに成長して、もったいないほどにかわいらしい。

■　つれづれとうちしめりたまへるほど、いみじき御嘆おほむなげきぐさなるに、かの人ひとの御みけしき、はた、同おなじやうになだらかなれば、

◇　所在なげに塞ぎ込んでいらっしゃる様子は、たいへんなお嘆きの種であるが、あの方のご様子は、どうかといえば、いつも変わらず平気なので、

■　「心弱こころよわく進すすみ寄よらむも2、人笑ひとわらはれに、人ひとのねむごろなりしきざみに、なびきなましかば」

◇　「弱気になってこちらから歩み寄るようなのも、体裁が悪いし、相手が夢中だった時に、言うことを聞いていたら」

■　など、人知ひとしれず思おぼし嘆なげきて、一方ひとかたに罪つみをもおほせたまはず3。

◇　などと、一人お嘆きになって、一途に悪いと責めることもおできになれない。


1 【姫君の御ありさま盛りにととのひて】雲居雁、二十歳。

2 【心弱く進み寄らむも】以下「なびきなましかば」まで、内大臣の心中。「なりし」の「し」（過去の助動詞）、過去を振り返ったニュアンス。「な」（完了の助動詞）「ましか」（反実仮想の助動詞）「ば」（係助詞、仮定）。

3 【罪をもおほせたまはず】大島本は「おほせ給ハす」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「え負ほせたまはず」と校訂する。


梅枝．３．１．２

■　かくすこしたわみたまへる御みけしきを、宰相さいしゃうの君きみは聞ききたまへど、しばしつらかりし御心みこころを憂うしと思おもへば、つれなくもてなし、しづめて、さすがに他ほかざまの心こころはつくべくもおぼえず、心こころづから戯たはぶれにくきS8折1多をりおほかれど、

◇　このように少し弱気になられたご様子を、宰相の君はお聞きになるが、ひところ冷たかったお心を酷いと思うと、平気を装い、落ち着いた態度で、そうはいっても他の女をという考えお持ちにならず、自分から求めてやるせない思いをする時は多いが、

■　「浅緑あさみどり」

◇　「浅緑の六位」

■　聞きこえごちし2御乳母おほむめのとどもに、納言なふごんに昇のぼりて見みえむの御心深みこころふかかるべし。

◇　と申して馬鹿にした御乳母どもに、中納言に昇進した姿を見せてやろうとのお気持ちが強いのであろう。


S8 ありぬやと心見がてらあひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき（古今集俳諧-一〇二五　読人しらず）

1 【戯れにくき折】「ありぬやとこころみがてらあひ見ねばたはぶれにくきまでぞ恋しき」（古今集俳諧歌、一〇二五、読人しらず）

2 【浅緑聞こえごちし】浅緑の袍は六位の装束。


第二段　源氏、夕霧に結婚の教訓

梅枝．３．２．１

■　大臣おとどは1、

◇　大臣は、

■　「あやしう浮うきたるさまかな2」

◇　「妙に身の固まらないことだ」

■　と、思おぼし悩なやみて、

◇　と、ご心配になって、


1 【大臣は】源氏をさす。

2 【あやしう浮きたるさまかな】源氏の心中。結婚の決まらない夕霧の身の上を心配。


梅枝．３．２．２

■　「かのわたりのこと1、思おもひ絶たえにたらば、右大臣みぎのおとど、中務宮なかつかさのみやなどの、けしきばみ言いはせたまふめるを、いづくも思おもひ定さだめられよ」

◇　「あちらの姫君のこと、思い切ってしまったら、右大臣、中務宮などが娘を縁づけたいご意向であるらしいから、どちらなりともお決めなさい」


1 【かのわたりのこと】以下「思ひ定められよ」まで、源氏の夕霧への詞。「かのわたり」は雲居雁をさす。「右大臣」「中務宮」はここだけの登場人物。「気色ばみいはせ給ふ」は娘を夕霧に縁づけたい意向をいう。「られ」は尊敬の助動詞。比較的軽い敬語。


梅枝．３．２．３

■　とのたまへど、ものも聞きこえたまはず、かしこまりたる御おほむさまにてさぶらひたまふ1。

◇　とおっしゃるが、何ともお返事申し上げず、恐縮したご様子で伺候していらっしゃる。


1 【御さまにてさぶらひたまふ】大島本は「御さまにて」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「さまにて」と「御」を削除する。


梅枝．３．２．４

■　「かやうのことは1、かしこき御教おほむをしへに2だに従したがふべくもおぼえざりしかば、言ことまぜま憂うけれど、今思いまおもひあはするには、かの御教おほむをしへこそ、長ながき例ためしにはありけれ。

◇　「このようなことは、恐れ多い父帝の御教訓でさえ従おうという気にもならなかったのだから、口をさしはさみにくいが、今考えてみると、あの御教訓こそは、今にも通じるものであった。


1 【かやうのことは】以下「ぞ深うあるべき」まで、源氏の夕霧への諭しの詞。

2 【かしこき御教へに】故桐壺院の諭をさす。


梅枝．３．２．５

■　つれづれとものすれば、思おもふところあるにやと、世人よひとも推おし量はかるらむを、宿世すくせの引ひく方かたにて、なほなほしきことにありありてなびく、いとP16尻しりびに、人悪ひとわろきことぞや。

◇　所在なく独身でいると、何か考えがあるのかと、世間の人も推量するであろうから、運命の導くままに、平凡な身分の女との結婚に結局落ち着くことになるのは、たいそう尻すぼまりで、みっともないことだ。


P16 いと--（/+いと〈朱〉）


梅枝．３．２．６

■　いみじう思おもひのぼれど、心こころにしもかなはず、限かぎりのあるものから1、好すき好ずきしき心こころつかはるな。

◇　ひどく高望みしても、思うようにならず、限界があることから、浮気心を起こされるな。

■　いはけなくより、宮みやの内うちに生おひ出いでて2、身みを心こころにP17まかせず、所狭ところせく、いささかの事ことのあやまりもあらば、軽々かろがろしきそしりをや負おはむと、つつみしだに、なほ好すき好ずきしき咎とがを負おひて、世よにはしたなめられき。

◇　幼い時から宮中で成人して、思い通りに動けず、窮屈に、ちょっとした過ちもあったら、軽率の非難を受けようかと、慎重にしていたのでさえ、それでもやはり好色がましい非難を受けて、世間から非難されたものだ。


P17 心に--（/=心に）

1 【限りのあるものから】大島本は「かきりのある」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「限りある」と「の」を削除する。

2 【いはけなくより宮の内に生ひ出でて】以下、源氏の幼少時代の回想。


梅枝．３．２．７

■　位浅くらゐあさく、何なにとなき身みのほど、うちとけ、心こころのままなる振ふる舞まひなどものせP18らるな。

◇　位階が低く、気楽な身分だからと、油断して、思いのままの行動などなさるな。

■　心こころおのづからおごりぬれば、思おもひしづむべきくさはひ1なき時とき、女をむなのことにてなむ、かしこき人ひと、昔むかしも乱みだるる例ためしありける。

◇　心が自然と思い上がってしまうと、好色心を抑えるべき妻子がいない時、女性関係のことで、賢明な人が、昔も失敗した例があったのだ。


P18 ものせ--（/=物）せ

1 【思ひしづむべきくさはひ】妻子などをさす。


梅枝．３．２．８

■　さるまじきことに心こころをつけて、人ひとの名なをも立たて1、みづからも恨うらみを負おふなむ、つひのほだしとなりける。

◇　けしからぬことに熱中して、相手の浮名を立て、自分も恨まれるのは、後世の妨げとなるのだ。

■　とりあやまりつつ見みむ人ひとの、わが心こころにかなはず、忍しのばむこと難かたき節ふしありとも、なほ思おもひ返かへさむ心こころをならひて、もしは親おやの心こころにゆづり、もしは親おやなくて世よの中なかかたほにありとも、人柄心苦ひとがらこころぐるしうなどあらむ人ひとをば、それを片かたかどに寄よせても見みたまへ。

◇　結婚に失敗したと思いながら共に暮らしている相手が、自分の理想通りでなく、我慢することのできない点があっても、やはり思い直す気を持って、もしくは女の親の心に免じて、もしくは親がいなくなって生活が不十分であっても、人柄がいじらしく思われるような人は、その人柄一つを取柄としてお暮らしなさい。

■　わがため、人ひとのため、つひによかるべき心こころぞ深ふかうあるべき」

◇　自分のため、相手のため、末長く添い遂げるような思慮が深くあって欲しいものだ」


1 【人の名をも立て】相手の浮名を立てること。


梅枝．３．２．９

■　など、のどやかにつれづれなる折をりは、かかる御心みこころづかひをのみ1教をしへたまふ。

◇　などと、のんびりとした所在のない時は、このような心づかいをしきりにお教えになる。


1 【御心づかひをのみ】大島本は「御心つかひ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「心づかひ」と「御」を削除する。


第三段　夕霧と雲居の雁の仲

梅枝．３．３．１

■　かやうなる御諌おほむいさめにつきて、戯たわぶれにても他ほかざまの心こころを思おもひかかるは、あはれに、人ひとやりならずおぼえたまふ。

◇　このようなご教訓に従って、冗談にも他の女に心を移すようなことは、かわいそうなことだと、自分からお思いになっている。

■　女をむなも、常つねよりことに、大臣おとどの思おもひ嘆なげきたまへる御おほむけしきに、恥はづかしう、憂うき身みと思おぼし沈しづめど1、上うへはつれなくS9おほどかにて2、眺ながめ過すぐしたまふ。

◇　女も、いつもより格別に、大臣が思い嘆いていらっしゃるご様子に、顔向けのできない思いで、つらい身の上と悲観していらっしゃるが、表面はさりげなくおっとりとして、物思いに沈んでお過ごしになっている。


S9 葦根這ふ憂きは上こそつれなけれ下はえならず思ふ心を（拾遺集恋四-八九三　読人しらず）

1 【恥づかしう憂き身と思し沈めど】『集成』は「顔向けできぬ思いで、情けない身の上と悲観していらっしゃるが。親不孝を恥じる気持」と注す。『完訳』は「自分のせいで父を嘆かせる思うと恥ずかしい。深窓の姫君らしい素直な性格」と注す。

2 【上はつれなくおほどかにて】「葦根はふうきは上こそつれなけれ下はえならず思ふ心を（拾遺集恋四、八九三、読人しらず）


梅枝．３．３．２

■　御文おほむふみは、思おもひあまりたまふ折々1をりをり、あはれに心深こころふかきさまに聞きこえたまふ。

◇　お手紙は、我慢しきれない時々に、しみじみと深い思いをこめて書いて差し上げなさる。

■　「誰たがまことをかS10」

◇　「誰の誠実を信じたらよいのか」

■　と2思おもひながら、世馴よなれたる人ひとこそ、あながちに人ひとの心こころをも疑うたがふなれ、あはれと見みたまふふし多おほかり。

◇　と思いながら、男を知っている女ならば、むやみに男の心を疑うであろうが、しみじみと御覧になる文句が多いのであった。


S10 偽りと思ふものから今さらに誰が真をか我は頼まむ（古今集恋四-七一三　読人しらず）

1 【御文は思ひあまりたまふ折々】夕霧から雲居雁への手紙。

2 【誰がまことをかと】「いつはりと思ふものから今さらに誰がまことをか我は頼まむ（古今集恋四、七一三、読人しらず）


梅枝．３．３．３

■　「中務宮なかつかさのみやなむ2、大殿おほとのにも御みけしき賜たまはりて、さもやと、思おぼし交かはしたなる」

◇　「中務宮が、大殿のご内意をも伺って、そのようにもと、お約束なさっているそうです」


1? 【世馴れたる人こそあながちに人の心をも疑ふなれあはれと見たまふふしふし多かり】語り手の批評。『新釈』は「記者の批評を挿入したものである」と注す。

2 【中務宮なむ】以下「思し交したなる」まで、女房の内大臣への注進。


梅枝．３．３．４

■　と人ひとの聞きこえければ、大臣おとどは、ひき返かへし御胸おほむむねふたがるべし1。

◇　と女房が申し上げたので、大臣は、改めてお胸がつぶれることであろう。

■　忍しのびて、

◇　こっそりと、


1 【大臣はひき返し御胸ふたがるべし】語り手の内大臣の心中を推測。『完訳』は「雲居雁入内を断念したのに続いて夕霧との結婚をも危ぶむ気持」と注す。


梅枝．３．３．５

■　「さることをこそ聞ききしか1。

◇　「こういうことを聞いた。

■　情なさけなき人ひとの御心みこころにもありけるかな。

◇　薄情なお心の方であったな。

■　大臣おとどの、口入くちいれたまひしに、執念しふねかりきとて、引ひき違たがへたまふなるべし。

◇　大臣が、口添えなさったのに、強情だというので、他へ持って行かれたのだろう。

■　心弱こころよわくなびきても、人笑ひとわらへならましこと」

◇　気弱になって降参しても、人に笑われることだろうし」


1 【さることをこそ聞きしか】以下「人笑へならましこと」まで、内大臣の詞。雲居雁を前にしていう。


梅枝．３．３．６

■　など、涙なみだを浮うけてのたまへば、姫君ひめぎみ、いと恥はづかしきにも、そこはかとなく涙なみだのこぼるれば、はしたなくて背そむきたまへる、らうたげさ限かぎりなし。

◇　などと、涙を浮かべておっしゃるので、姫君、とても顔も向けられない思いでいるにも、何とはなしに涙がこぼれるので、体裁悪く思って後ろを向いていらっしゃる、そのかわいらしさ、この上もない。

梅枝．３．３．７

■　「いかにせまし。

◇　「どうしよう。

■　なほや進すすみ出いでて、けしきをとらまし」

◇　やはりこちらから申し出て、先方の意向を聞いてみようか」

梅枝．３．３．８

■　など、思おぼし乱みだれて立たちたまひぬる名残なごりも、やがて端近はしちかう眺ながめたまふ。

◇　などと、お気持ちも迷ってお立ちになった後も、そのまま端近くに物思いに沈んでいらっしゃる。

梅枝．３．３．９

■　「あやしく、心こころおくれても進すすみ出いでつる涙なみだかな。

◇　「妙に、思いがけず流れ出てしまった涙だこと。

■　いかに思おぼしつらむ」

◇　どのようにお思いになったかしら」

梅枝．３．３．１０

■　など、よろづに思おもひゐたまへるほどに、御文おほむふみあり。

◇　などと、あれこれと思案なさっているところに、お手紙がある。

■　さすがにぞ見みたまふ。

◇　それでもやはり御覧になる。

■　こまやかにて、

◇　愛情のこもったお手紙で、

梅枝．３．３．１１

■　「つれなさは憂うき世よの常つねになりゆくを

忘わすれぬ人ひとや人ひとにことなる」

◇　「あなたの冷たいお心は、つらいこの世の習性となって行きますが

それでも忘れないわたしは世間の人と違っているのでしょうか」

梅枝．３．３．１２

■　とあり。

◇　とある。

■　「けしきばかりもかすめぬ、つれなさよ」

◇　「そぶりにも仄めかさない、冷たいお方だわ」

■　と、思おもひ続つづけたまふは憂うけれど、

◇　と、思い続けなさるのはつらいけれども、

梅枝．３．３．１３

■　「限かぎりとて忘わすれがたきを忘わするるも

こや世よになびく心こころなるらむ」

◇　「もうこれまでだと、忘れないとおっしゃるわたしのことを忘れるのは

あなたのお心もこの世の習性の人心なのでしょう」

梅枝．３．３．１４

■　とあるを、

◇　とあるのを、

■　「あやし」

◇　「妙だな」

■　と、うち置おかれず、傾かたぶきつつ見みゐたまへり。

◇　と、下にも置かれず、首をかしげながらじっと座ったまま手紙を御覧になっていた。


３３． 藤裏葉 (ふぢのうらば)

第一章　夕霧の物語　雲居雁との筒井筒の恋実る

第一段　夕霧と雲居雁の相思相愛の恋

藤裏葉．１．１．１

■　御おほむいそぎのほどにも、宰相中将さいしゃうのちゅうじゃうは眺ながめがちにて1、ほれぼれしき心地ここちするを、

◇　御入内の準備の最中にも、宰相中将は物思いに沈みがちで、ぼんやりした感じがするが、

■　「かつはあやしく、わが心こころながら2執念しふねきぞかし3。

◇　「一方では、不思議な感じで、自分ながら執念深いことだ。

■　あながちにかう思おもふことならば、関守せきもりの、うちも寝ねぬべきS1けしきに4思おもひ弱よわりたまふなるを聞ききながら、同おなじくは、人悪ひとわるからぬさまに5見果みはてむ」

◇　むやみにこんなに恋しいことならば、関守が、目をつぶって許そうというほどに気弱におなりだという噂を聞きながら、同じことなら、体裁の悪くないよう最後まで通そう」

■　と念ねんずるも、苦くるしう思おもひ乱みだれたまふ。

◇　と我慢するにつけても、苦しく思い悩んでいらっしゃる。


S1 人知れぬ我が通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ（古今集恋三-六三二　在原業平）

1 【御いそぎのほどにも宰相中将は眺めがちにて】晩春三月下旬、六条院の姫君入内の準備のころ。

2 【かつはあやしくわが心ながら】『集成』は「我心ながら」以下「人悪からぬさまに見果てむ」までを、夕霧の心中文と解し、「考えてみれば不思議で」と訳す。『完訳』は「あやしく」以下「人悪からぬさまに見果てむ」までを、夕霧の心中文と解し、「一方では、これはどうしたことなのだ、我ながら」と訳す。

3 【執念きぞかし】年立によれば「少女」巻以来六年の歳月の流れがある。

4 【関守のうちも寝ぬべきけしきに】「人知れぬわが通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ」（古今集恋三、六三二、在原業平・伊勢物語五段、六）を踏まえた表現。

5 【人悪からぬさまに】大島本は「人ハるからぬ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「人わろからぬ」と校訂する。


藤裏葉．１．１．２

■　女君をむなぎみも、大臣おとどのかすめたまひしことの筋1すぢを、

◇　女君も、大臣がちらっとおっしゃった縁談のお話を、

■　「もし、さもあらば、何なにの名残なごりかは2」

◇　「もしも、そうなったら、わたしのことをすっかり忘れてしまうだろう」

■　と嘆なげかしうて、あやしく背そむき背そむきに、さすがなる御おほむもろ恋ごひS2なり。

◇　と嘆かわしくて、不思議と背を向けあった関係ながら、そうはいっても相思相愛の仲である。


S2 みごもりの神しまことの神ならば我が片恋を諸恋になせ（古今六帖四-二〇二〇）

1 【大臣のかすめたまひしことの筋】「梅枝」巻（第三章三段）の夕霧と中務家との縁談をさす。

2 【もしさもあらば何の名残かは】雲居雁の心中。夕霧と中務家との縁談が真実ならば、自分は忘れ捨てられるかもしれない、とする不安。


藤裏葉．１．１．３

■　大臣おとども、さこそ心強こころづよがりたまひしかど、たけからぬに思おぼしわづらひて1、

◇　内大臣も、あれほど強情をお張りになったが、意地の張りがいのないのにご思案にあまって、

■　「かの宮みやにも2、さやうに思おもひ立たち果はてたまひなば、またとかく改あらため思おもひかかづらはむほど3、人ひとのためも苦くるしう、わが御方おほむかたざまにも人笑ひとわらはれに、おのづから軽々かろがろしきことやまじらむ。

◇　「あの宮におかれても、そのようにお決めになってしまったら、再びあれこれと改めて別の相手を探す間、その相手にも悪いし、ご自分の方にも物笑いとなって、自然と軽率だという噂の種にされよう。

■　忍しのぶとすれど、うちうちのことあやまりも4、世よに漏もりにたるべし。

◇　隠そうとしても、内輪の失敗も、世間に漏れているだろう。

■　とかく紛まぎらはして、なほ負まけぬべきなめり」

◇　何とか世間体をつくろって、やはり折れた方が良いようだ」

■　と、思おぼしなりぬ。

◇　と、お考えになった。


1 【たけからぬに思しわづらひて】『集成』は「意地の張りがいのないのに思いあぐねられて」。『完訳』「事がうまく運ばないのに思いあまって」と訳す。

2 【かの宮にも】以下「負けぬべきなめり」まで、内大臣の心中。

3 【改め思ひかかづらはむほど】夕霧以外に別の婿を探すことをさす。

4 【うちうちのことあやまりも】『集成』は「内輪の過失も。祖母大宮のもとで、夕霧と雲居の雁がひそかに相愛の仲になっていたこと」。『完訳』は「ひそかな相愛関係にあること」と注す。


藤裏葉．１．１．４

■　上うへはつれなくて、恨うらみ解とけぬ御仲おほむなかなれば、

◇　表面上は何気ないが、恨みの解けないご関係なので、

■　「ゆくりなく言いひ寄よらむもいかが1」

◇　「きっかけもなく言い出すのはどんなものか」

■　と、思おぼし憚はばかりて、

◇　と、ご躊躇なさって、

■　「ことことしくもてなさむも2、人ひとの思おもはむところをこなり。

◇　「改まって申し出るのも、世間の人が思うところも馬鹿馬鹿しい。

■　いかなるついでしてかはほのめかすべき」

◇　どのような機会にそれとなく切り出したらよかろう」

■　など思おぼすに、三月二十日やよひはつか、大殿おほとのの大宮おほみやの御忌日おほむきにちにて、極楽寺ごくらくじに詣まうでたまへり3。

◇　などと、お考えだったところ、三月二十日が、大殿の大宮の御忌日なので、極楽寺に参詣なさった。


1 【ゆくりなく言ひ寄らむもいかが】内大臣の心中。

2 【ことことしくもてなさむも】以下「ほのめかすべき」（５行）まで、内大臣の心中。

3 【三月二十日大殿の大宮の御忌日にて極楽寺に詣でたまへり】大宮の一周忌。その薨去は物語に語られていないが、「行幸」巻に「去年の冬つ方より悩みたまふ」（第一章五段）とあり、「藤袴」巻（第一章二段）に玉鬘が祖母の喪に服している様が語られている。


第二段　三月二十日、極楽寺に詣でる

藤裏葉．１．２．１

■　君達皆きみたちみなひき連つれ、勢いきほひあらまほしく、上達部かむだちめなどもあまた参まゐり集つどひたまへるに、宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、をさをさけはひ劣おとらず、よそほしくて、容貌かたちなど、ただ今いまのいみじき盛さかりにねびゆきて1、取とり集あつめめでたき人ひとの御おほむありさまなり。

◇　ご子息たちを皆引き連れて、ご威勢この上なく、上達部なども大勢参集なさっていたが、宰相中将、少しも引けを取らず、堂々とした様子で、容貌など、ちょうど今が盛りに美しく成人されて、何もかもすべて結構なご様子である。


1 【いみじき盛りにねびゆきて】夕霧、十八歳。


藤裏葉．１．２．２

■　この大臣おとどをば、つらしと思おもひきこえたまひしより、見みえたてまつるも、心こころづかひせられて、いといたう用意よういし、もてしづめてものしたまふを、大臣おとども、常つねよりは目めとどめたまふ。

◇　この大臣を、ひどいとお思い申し上げなさってから、お目にかかるのも、つい気が張って、とてもひどく気をつかって、取り澄ましていらっしゃるのを、大臣も、いつもよりは注目なさっている。

■　御誦経みずきゃうなど、六条院ろくでうのゐんよりもせさせたまへり。

◇　御誦経など、六条院からもおさせになった。

■　宰相君さいしゃうのきみは、まして、よろづをとりもちて1、あはれにいとなみ仕つかうまつりたまふ。

◇　宰相の君は、誰にもまして、万端のことを引き受けて、真心をこめて奉仕していらっしゃる。


1 【ましてよろづをとりもちて】『集成』は「（幼少の頃育てられた外祖母のこととて）誰にもまして、万端のことを引き受けて」。『完訳』は「自分を愛育してくれた祖母と思うと、誰にもまして」と訳す。


藤裏葉．１．２．３

■　夕ゆふかけて、皆帰みなかへりたまふほど、花はなは皆散みなちり乱みだれ、霞かすみたどたどしきに、大臣おとど、昔むかしを思おぼし出いでて1、なまめかしううそぶき眺ながめたまふ。

◇　夕方になって、皆がお帰りになるころ、花はみな散り乱れ、霞の朧ろな中に、内大臣、昔をお思い出して、優雅に口ずさんで物思いに耽っていらっしゃる。

■　宰相さいしゃうも、あはれなる夕ゆふべのけしきに、いとどうちしめりて、

◇　宰相も、しみじみとした夕方の景色に、ますます物思いに沈んだ面持ちで、

■　「雨気あまけあり」

◇　「雨が降りそうです」

■　と、人ひとびとの騒さわぐに、なほ眺ながめ入いりてゐたまへり。

◇　と、人々が騒いでいるのに、依然として物思いに耽りきっていらっしゃった。

■　心こころときめきに見みたまふことやありけむ2、袖そでを引ひき寄よせて、

◇　心をときめかせて御覧になることがあるのであろうか、袖を引き寄せて、


1 【昔を思し出でて】大島本は「むかしを」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「昔」と「を」を削除する。

2 【心ときめきに見たまふことやありけむ】『完訳』は「夕霧が雲居雁とのことを思っているのかと、心ときめかせてごらんになったのか。語り手の推測」と注す。語り手が内大臣の心中を推測した挿入句。


藤裏葉．１．２．４

■　「などか、いとこよなくは1勘かむじたまへる。

◇　「どうして、そんなにひどく怒っておいでなのか。

■　今日けふの御法みの縁りのえにをも尋たづね思おぼさば、罪許つみゆるしたまひてよや。

◇　今日の御法要の縁故をお考えになれば、不行届きはお許し下さいよ。

■　残のこり少すくなくなりゆく末すゑの世よに、思おもひ捨すてたまへるも、恨うらみきこゆべくなむ」

◇　余命少なくなってゆく老いの身に、お見限りなさるのも、お恨み申し上げたい」


1 【などかいとこよなくは】以下「恨みきこゆべくなむ」まで、内大臣の詞。


藤裏葉．１．２．５

■　とのたまへば、うちかしこまりて、

◇　とおっしゃるので、ちょっと恐縮して、

藤裏葉．１．２．６

■　「過すぎにし御おほむおもむけも1、頼たのみきこえさすべきさまに、うけたまはりおくことはべりしかど、許ゆるしなき御みけしきに、憚はばかりつつなむ」

◇　「故人のご意向も、お頼り申し上げるようにと、承っておりましたが、お許しのないご様子に、遠慮致しておりました」


1 【過ぎにし御おもむけも】以下「はばかりつつ」まで、夕霧の返事。「過ぎにし御おもむけ」は故大宮の御意向の意。


藤裏葉．１．２．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお答え申し上げになる。

藤裏葉．１．２．８

■　心こころあわたたしき雨風あまかぜに、皆みなちりぢりに競きほひ帰かへりたまひぬ。

◇　気ぜわしい雨風に、皆ばらばらに急いでお帰りになった。

■　君きみ、

◇　宰相の君は、

■　「いかに思おもひて1、例れいならずけしきばみ2たまひつらむ」

◇　「どのようにお考えになって、いつもとは違って、あのようなことをおっしゃったのだろうか」

■　など、世よとともに心こころをかけたる御おほむあたりなれば、はかなきことなれど、耳みみとまりて、とやかうやと思おもひ明あかしたまふ。

◇　などと、絶えず気にかけていらっしゃる内大臣家のことなので、ちょっとしたことであるが、耳が止まって、ああかこうかと、考えながら夜をお明かしになる。


1 【いかに思ひて】以下「見たまひつらむ」まで、夕霧の心中。

2 【けしきばみ】『集成』は「（雲居の雁とのことを）許してもよいような」。『完訳』「親しげな態度を」と訳す。


第三段　内大臣、夕霧を自邸に招待

藤裏葉．１．３．１

■　ここらの年としごろの思おもひのしるしにや1、かの大臣おとども、名残なごりなく思おぼし弱よわりて、はかなきついでの、わざとはなく、さすがにつきづきしからむを思おぼすに、四月うづきの朔日ついたちごろ2、御前おまへの藤ふぢの花はな、いとおもしろう咲さき乱みだれて、世よの常***の色つねならず、ただに見過みすぐさむこと惜をしき盛さかりなるに、遊あそびなどしたまひて、暮くれ行ゆくほどの、いとど色いろまされるに、頭中将とうのちゅうじゃうして、御消息おほむせうそこあり。

◇　長い年月思い続けてきた甲斐あってか、あの内大臣も、すっかり気弱になって、ちょっとした機会で、特別にというのでなく、そうはいっても相応しい時期をお考えになって、四月の初旬ころ、お庭先の藤の花、たいそうみごとに咲き乱れて、世間にある藤の花の色とは違って、何もしないのも惜しく思われる花盛りなので、管弦の遊びなどをなさって、日が暮れてゆくころの、ますます色美しくなってゆく時分に、頭中将を使いとして、お手紙がある。

◆　 
ここら の としごろ の おもひ の しるし に や、 かの おとど も、 なごり なく おぼし よわり て、 はかなき ついで の、 わざと は なく、 さすがに つきづきしから む を おぼす に、 うづき の ついたち ごろ、 おまへ の ふぢ の はな、 いと おもしろう さき みだれ て、 よ の つね なら ず、 ただに みすぐさ む こと をしき さかり なる に、 あそび など し たまひ て、 くれ ゆく ほど の、 いとど いろ まされ る に、 とう-の-ちゅうじゃう して、 おほむ-せうそこ あり。


1 【ここらの年ごろの思ひのしるしにや】『集成』は「夕霧の側に立った叙述」。『完訳』は「「--にや」は、語り手の推測」。語り手の推測。

2 【四月の朔日ごろ】大島本は「四月のついたちころ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「四月朔日ごろ」と「の」を削除する。四月上旬の意。後文に「七日の夕月夜」とある。


藤裏葉．１．３．２

■　「一日ひとひの花はなの蔭かげの対面1たいめんの、飽あかずおぼえはべりしを、御暇おほむいとまあらば、立たち寄よりたまひなむや」

◇　「先日の花の下でお目にかかったことが、堪らなく思われたので、お暇があったら、お立ち寄りなさいませんか」


1 【一日の花の蔭の対面】以下「立ち寄りたまひなむや」まで、内大臣からの伝言、頭中将が口頭で伝える。


藤裏葉．１．３．３

■　とあり。

◇　とある。

■　御文おほむふみには、

◇　お手紙には、

藤裏葉．１．３．４

■　「わが宿やどの藤ふぢの色濃いろこきたそかれにS3

尋たづねやは来こぬ春はるの名残なごりを1」

◇　「わたしの家の藤の花の色が濃い夕方に

訪ねていらっしゃいませんか、逝く春の名残を惜しみに」


S3 惆悵春帰留不得　紫藤花下漸黄昏（白氏文集十三-六三一）

1 【わが宿の藤の色濃きたそかれに尋ねやは来ぬ春の名残を】内大臣から夕霧への贈歌。『白氏文集』の「惆悵す春帰って留むることを得ざることを紫藤の花の下に漸く黄昏たり」（和漢朗詠集、春、三月尽）を踏まえる。夕霧招待の主旨。


藤裏葉．１．３．５

■　げに、いとおもしろき枝えだにつけたまへり。

◇　おっしゃる通り、たいそう美しい枝に付けていらっしゃった。

■　待まちつけたまへるも1、心こころときめきせられて、かしこまりきこえたまふ。

◇　心待ちしていらっしゃったのにつけても、心がどきどきして、恐縮してお返事を差し上げなさる。


1 【待ちつけたまへるも】夕霧は極楽寺で内大臣に会って以後、心密かに期待するところがあった。


藤裏葉．１．３．６

■　「なかなかに折をりやまどはむ藤ふぢの花はな

たそかれ時どきのたどたどしくは1」

◇　「かえって藤の花を折るのにまごつくのではないでしょうか

夕方時のはっきりしないころでは」


1 【なかなかに折りやまどはむ藤の花たそかれ時のたどたどしくは】夕霧の返歌。本当に伺ってよいのでしょうか、というのが表面の意。「（花を）折る」には結婚する、の意がこめられている。


藤裏葉．１．３．７

■　と聞きこえて、

◇　と申し上げて、

藤裏葉．１．３．８

■　「口惜くちをしくこそ1臆おくしにけれ。

◇　「残念なほど、気後れしてしまった。

■　取とり直なほしたまへよ」

◇　適当に取り繕って下さい」


1 【口惜しくこそ】以下「取り直したまへ」まで、夕霧の詞。意の満たないところの取りなしを柏木に依頼。


藤裏葉．１．３．９

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

藤裏葉．１．３．１０

■　「御供おほむともにこそ1」

◇　「お供しましょう」


1 【御供にこそ】柏木の詞。お供をしてご案内しましょうと、いう意。


藤裏葉．１．３．１１

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃったが、

藤裏葉．１．３．１２

■　「わづらはしき随身ずいじんは、否1いな」

◇　「面倒なお供はいりません」


1 【わづらはしき随身は否】夕霧の詞。拒否。柏木が中将なので戯れて大袈裟に言ったもの。


藤裏葉．１．３．１３

■　とて、返かへしつ。

◇　と言って、お帰しになった。

藤裏葉．１．３．１４

■　大臣おとどの御前おまへに、かくなむ1、とて、御覧ごらんぜさせたまふ。

◇　大臣の御前に、これこれしかじかです、と言って、御覧にお入れになる。


1 【かくなむ】夕霧の詞。間接話法、語り手がまとめたもの。


藤裏葉．１．３．１５

■　「思おもふやうありて1ものしたまひつるにや2あらむ。

◇　「考えがあっておっしゃっているのであろうか。

■　さも進すすみものしたまはばこそは、過すぎにし方かたの孝けうなかりし恨うらみも解とけめ」

◇　そのように先方から折れて来られたのならば、故人への不孝の恨みも解けることだろう」


1 【思ふやうありて】以下「恨みも解けめ」まで、源氏の詞。

2 【ものしたまひつるにや】大島本は「ものし給つるにや」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ものしたまへる」と校訂する。


藤裏葉．１．３．１６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御心みこころおごり、こよなうねたげなり1。

◇　そのご高慢は、この上なく憎らしいほどである。


1 【こよなうねたげなり】語り手の評言。


藤裏葉．１．３．１７

■　「さしもはべらじ1。

◇　「そうではございますまい。

■　対たいの前まへの藤ふぢ、常つねよりもおもしろう咲さきてはべるなるを、静しづかなるころほひなれば、遊あそびせむなどにやはべらむ」

◇　対の屋の前の藤が、例年よりも美しく咲いているというので、暇なころなので、管弦の遊びをしようなどというのでございましょう」


1 【さしもはべらじ】以下「などにやはべらむ」まで、夕霧の詞。


藤裏葉．１．３．１８

■　と申まうしたまふ。

◇　と申し上げなさる。

藤裏葉．１．３．１９

■　「わざと使つかひさされたりけるを、早はやうものしたまへ1」

◇　「わざわざ使者をさし向けられたのだから、早くお出掛けなさい」


1 【わざと使ひさされたりけるを早うものしたまへ】源氏の詞。夕霧に内大臣邸に行くようを促す。


藤裏葉．１．３．２０

■　と許ゆるしたまふ1。

◇　とお許しになる。

■　いかならむ2と、下したには苦くるしう、ただならず。

◇　どんなだろうと、内心は不安で、落ち着かない。


1 【許したまふ】源氏、夕霧の出向くこと、すなわち内大臣家の婿となることを承諾。

2 【いかならむ】夕霧の不安な心中。


藤裏葉．１．３．２１

■　「直衣なほしこそ1あまり濃こくて、軽かろびためれ。

◇　「直衣はあまりに色が濃過ぎて、身分が軽く見えよう。

■　非参議ひさむぎのほど、何なにとなき若人わかうどこそ、二藍ふたあゐはよけれ、ひき繕つくろはむや」

◇　非参議のうちとか、何でもない若い人は、二藍はよいだろうが、お召し替えになるかね」


1 【直衣こそ】以下「ひき繕はむや」まで、源氏の詞。夕霧が今着ている濃い二藍（赤みのある青色）の直衣を、縹色（薄い藍色）に着替えるようにと、自分の衣裳を贈る。非参議や若人は二藍の直衣を好んで着たらしい。が、それ以上の人（参議）は、縹色の直衣が相応しい、というのが源氏の考え。


藤裏葉．１．３．２２

■　とて、わが御料ごれうの心こころことなるに、えならぬ御衣おほむぞども具ぐして、御供おほむともに持もたせてたてまつれたまふ。

◇　とおっしゃって、ご自分のお召し物の格別見事なのに、何ともいえないほど素晴らしい御下着類を揃えて、お供に持たせて差し上げなさる。

第四段　夕霧、内大臣邸を訪問

藤裏葉．１．４．１

■　わが御方おほむかたにて、心こころづかひいみじう化粧けさうじて、たそかれ2も過すぎ、心こころやましきほどに参まうでたまへり。

◇　ご自分のお部屋で、念入りにおめかしなさって、黄昏時も過ぎ、じれったく思うころに参上なさった。

■　主人あるじの君達きみたち、中将ちゅうじゃうをはじめて、七しち、八人はちにんうち連つれて迎**ヘ入むかへいれたてまつる。

◇　主人のご子息たち、中将をはじめとして、七、八人うち揃ってお出迎えなさる。

■　いづれとなくをかしき容貌かたちどもなれど、なほ、人ひとにすぐれて、あざやかにきよらなるものから、なつかしう、よしづき、恥はづかしげなり3。

◇　どの方となくいずれも美しい器量の方々だが、やはり、その人々以上に、水際立って美しい一方、優しく、優雅で、犯しがたい気品がある。

◆　 
わが おほむ-かた にて、 こころづかひ いみじう けさうじ て、 たそかれ も すぎ、 こころやましき ほど に まうで たまへ り。 あるじ の きみ-たち、 ちゅうじゃう を はじめ て、 しち、 はち-にん うち-つれ て むかへ いれ たてまつる。 いづれ と なく をかしき かたち-ども なれ ど、 なほ、 ひと に すぐれ て、 あざやか に きよら なる ものから、 なつかしう、 よしづき、 はづかしげ なり。


1? 【わが御方にて心づかひいみじう化粧して】夕霧、召替えて内大臣邸に出向く。「わが御方」は六条院の夏の御殿であろう。

2 【たそかれ】「誰別タソカレ」（文明本節用集）。清音で読む。

3 【あざやかにきよらなるものからなつかしうよしづき恥づかしげなり】夕霧の容姿。『完訳』は「すっきりとおきれいであるものの、やさしい魅力があり、風格もあっていかにも人を気おくれさせるご立派さである」と訳す。


藤裏葉．１．４．２

■　大臣おとど、御座おましひきつくろはせなどしたまふ御用意おほむようい、おろかならず。

◇　内大臣、お座席を整え直させたりなさるご配慮、並大抵でない。

■　御冠おほむかうぶりなどしたまひて1、出いでたまふとて、北きたの方かた、若わかき女房にょうばうなどに、

◇　御冠などお付けになって、お出になろうとして、北の方や、若い女房などに、


1 【冠などしたまひて】直衣姿は烏帽子を着けるが、束帯姿の時の冠を着けて、内大臣は改まった態度を示した。


藤裏葉．１．４．３

■　「覗のぞきて見みたまへ1。

◇　「覗いて御覧なさい。

■　いと警策かうざくにねびまさる人ひとなり。

◇　たいそう立派になって行かれる方だ。

■　用意よういなどいと静しづかに、ものものしや。

◇　態度などもとても沈着で、堂々としたものだ。

■　あざやかに、抜ぬけ出いでおよすけたる方かたは、父大臣ちちおとどにもまさりざまにこそあめれ。

◇　はっきりと、抜きん出て成人された点では、父の大臣よりも勝っているようだ。

■　かれは、ただいと切せちになまめかしう愛敬あいぎゃうづきて、見みるに笑ゑましく、世よの中忘なかわするる心地ここちぞしたまふ。

◇　あの方は、ただ非常に優美で愛嬌があって、見るとついほほ笑みたくなり、世の中の憂さを忘れるような気持ちにおさせになる。

■　公おほやけざまは、すこしたはれて、あざれたる方かたなりし、ことわりぞかし2。

◇　政治の面では、多少柔らかさ過ぎて、謹厳さに欠けるところがあったのは、もっともなことだ。

■　これは、才ざえの際きはもまさり、心こころもちゐ男々ををしく、すくよかに足たらひたりと、世よにおぼえためり」

◇　この方は、学問の才能も優れ、心構えも男らしく、しっかりしていて申し分ないと、世間の評判のようだ」


1 【覗きて見たまへ】以下「世におぼえためり」まで、内大臣も詞。

2 【公ざまはすこしたはれてあざれたる方なりしことわりぞかし】『集成』は「政治家としては、少し謹厳さを欠いて、儀式ばらないところがあったが、それもあの人柄からすれば無理もないことだ。杓子定規な実務家タイプでないと言う。一世の源氏として、帝の膝下で育ったからである」と注す。


藤裏葉．１．４．４

■　などのたまひてぞ、対面たいめしたまふ。

◇　などとおっしゃって、対面なさる。

■　ものまめやかに、むべむべしき御物語おほむものがたりは、すこしばかりにて、花はなの興きょうに移うつりたまひぬ。

◇　儀礼的で、固苦しいご挨拶は、少しだけにして、花の美しさに興味はお移りになった。

藤裏葉．１．４．５

■　「春はるの花はな、いづれとなく1、皆開みなひらけ出いづる色いろごとに、目めおどろかぬはなきを2、心短こころみじかくうち捨すてて散ちりぬるが、恨うらめしうおぼゆるころほひ、この花はなのひとり立たち後おくれて、夏なつに咲さきかかるS4,3ほどなむ、あやしう心こころにくくあはれにおぼえはべる。

◇　「春の花、どれもこれも皆咲き出す色ごとに、目を驚かさない物はないが、気ぜわしく人の気も構わず散ってしまうのが、恨めしく思われるころに、この藤の花だけがひとり遅れて、夏に咲きかかるのが、妙に奥ゆかしくしみじみと思われます。

■　色いろもはた、なつかしきゆかりにしつべし」

◇　色も色で、懐しい由縁の物といえましょう」


S4 夏にこそ咲きかかりけれ藤の花松にとのみも思ひけるかな（拾遺集夏-八三　源重之）

1 【春の花いづれとなく】以下「かこつべし」まで、内大臣の詞。

2 【目おどろかぬはなきを】大島本は「め越おとろかぬハなきを」とある。『集成』『古典セレクション』『新大系』は諸本に従って「目おどろかぬは」と「を」を削除する。

3 【夏に咲きかかる】「夏にこそ咲きかかりけれ藤の花松にとのみも思ひけるかな」（拾遺集夏、八三、源重之）をふまえる。


藤裏葉．１．４．６

■　とて、うちほほ笑ゑみたまへる、けしきありて、匂にほひきよげなり。

◇　と言って、ちょっとほほ笑んでいらっしゃる、風格があって、つややかでお美しい。

第五段　藤花の宴　結婚を許される

藤裏葉．１．５．１

■　月つきはさし出いでぬれど、花はなの色いろさだかにも見みえぬほどなるを、もてあそぶに心こころを寄よせて、大酒参おほみきまゐり、御遊おほむあそびなどしたまふ。

◇　月は昇ったが、花の色がはっきりと見えない時分なのだが、花を愛でる心に寄せて、御酒を召して、管弦のお遊びなどをなさる。

■　大臣おとど、ほどなく空酔そらゑひをしたまひて、乱みだりがはしく強しひ酔ゑはしたまふを、さる心こころして、いたうすまひ悩なやめり1。

◇　大臣、程もなく空酔いをなさって、遠慮もせずに無理に酔わせなさるが、用心して、とても断るのに困っているようである。


1 【さる心していたうすまひ悩めり】「めり」推量の助動詞、視界内推量。語り手がその場に居合わせて夕霧の心中や態度を忖度しているような臨場感ある表現。


藤裏葉．１．５．２

■　「君きみは、末すゑの世よにはあまるまで、天あめの下したの有職いうそくにものしたまふめるを、齢古よはひふりぬる人ひと、思おもひ捨すてたまふなむつらかりける。

◇　「あなたは、この末世にできすぎるほどの、天下の有識者でいらっしゃるようだが、年を取った者を、お忘れになっていらっしゃるのが辛いことだ。

■　文籍ぶんせきにも、家礼かれいといふことS5あるべくや2。

◇　古典にも、家礼ということがあるではありませんか。

■　なにがしの教をしへも3、よく思おぼし知しるらむと思おもひたまふるを、いたう心悩こころなやましたまふと、恨うらみきこゆべくなむ」

◇　誰それの教えにも、よくご存知でいらっしゃろうと存じますが、ひどく辛い思いをおさせになると、お恨み申し上げたいのです」


S5 高祖五日一朝太公　如家人父子礼（史記-高祖本紀）

1? 【君は末の世にあまるまで】以下「恨みきこゆべくなむ」まで、内大臣の詞。夕霧の学殖をほめたたえ、自分の顧みられないさまを恨みごとに言う。

2 【文籍にも家礼といふことあるべくや】『史記』「高祖五日に一たび大公に朝すること、家人父子の礼の如し」（高祖本紀）を踏まえた表現。父子の礼をいう、すなわち舅と婿との関係であることをいう。

3 【なにがしの教へも】聖賢の教え。儒教をさす。


藤裏葉．１．５．３

■　などのたまひて、酔ゑひ泣なきにや、をかしきほどにけしきばみたまふ。

◇　などとおっしゃって、酔い泣きというのか、ほどよく抑えて意中を仄めかしなさる。

藤裏葉．１．５．４

■　「いかでか2。

◇　「どうしてそのような。

■　昔むかしを思おもうたまへ出いづる御変おほむかはりどもには、身みを捨すつるさまにもとこそ、思おもうたまへ知しりはべるを、いかに御覧ごらんじなすことにかはべらむ。

◇　今は亡き方々を思い出しますお身変わりとして、わが身を捨ててまでもと、存じておりますのに、どのように御覧になってのことでございましょうか。

■　もとより、おろかなる心こころのおこたりにこそ」

◇　もともと、わたしのうかつな心の至らなさのためです」


1? 【酔ひなきにや】「にや」連語（断定の助動詞「に」、係助詞「や」）。語り手の推測。臨場感ある表現。挿入句。

2 【いかでか】以下「おこたりにこそ」まで、夕霧の返事。内大臣の言葉を否定し、自分の至らなさであると詫びる。


藤裏葉．１．５．５

■　と、かしこまりきこえたまふ。

◇　と、恐縮して申し上げなさる。

■　御時おほむときよく、さうどきて、

◇　頃合いを見計らって、はやし立てて、

■　「藤ふぢの裏葉うらはのS6,1」

◇　「藤の裏葉の」

■　とうち誦ずじたまへる、御みけしきを賜たまはりて、頭中将とうのちゅうじゃう、花はなの色濃いろこく、ことに房長ふさながきを折をりてS7、客人まらうとの御盃おほむさかづきに加くはふ。

◇　とお謡いになった、そのお心をお受けになって、頭中将、藤の花の色濃く、特に花房の長いのを折って、客人のお杯に添えになる。

■　取とりて、もて悩なやむに、大臣おとど、

◇　受け取って、もてあましていると、内大臣、


S6 春日さす藤の裏葉のうらとけて君し思はば我も頼まむ（後撰集春下-一〇〇　読人しらず）

S7 聞得園中花養艶　請君許折一枝花（和漢朗詠下-七八四　無名）

1 【藤の裏葉の】内大臣の詞。「春日さす藤の裏葉のうらとけて君し思はば我も頼まむ」（後撰集春下、一〇〇、読人しらず）を口ずさむ。『完訳』は「結婚の許諾の意をこめた」と注す。


藤裏葉．１．５．６

■　「紫むらさきにかこと2はかけむ藤ふぢの花はな

まつより過すぎてうれたけれども1」

◇　「紫色のせいにしましょう、藤の花の

待ち過ぎてしまって恨めしいことだが」


1 【紫にかことはかけむ藤の花まつより過ぎてうれたけれども】内大臣の夕霧への贈歌。「紫」は雲居雁をさす。「まつ」に「松」と「待つ」を掛け、「憂（う）れ」に「末（うれ）」を懸ける。「藤」と「末」は縁語。あなたを婿とすることが、藤が松の木を越えるほど長く待たされたことが恨めしい、しかし、それも藤（娘）のせいで、という。

2 【かこと】「カコトカゴト」（日葡辞書）。


藤裏葉．１．５．７

■　宰相さいしゃう、盃さかづきを持もちながら、けしきばかり拝はいしたてまつりたまへるさま、いとよしあり。

◇　宰相中将、杯を持ちながら、ほんの形ばかり拝舞なさる様子、実に優雅である。

藤裏葉．１．５．８

■　「いく返かへり露つゆけき春はるをS8過すぐし来きて

花はなの紐解ひもとく折をりにあふらむ1」

◇　「幾度も湿っぽい春を過ごして来ましたが

今日初めて花の開くお許しを得ることができました」


S8 幾返り咲き散る花を眺めつつ物を思ひ暮らす春に逢ふらむ（新古今集恋一-一〇一七　大中臣能宣）

1 【いく返り露けき春を過ぐし来て花の紐解く折にあふらむ】「いくかへり咲き散る花をながめつつ物思ひくらす春に逢ふらむ」（新古今集恋一、一〇一七、大中臣能宣）の類歌がある。長年待ち続けた結婚の許諾が出た感激を歌う。


藤裏葉．１．５．９

■　頭中将とうのちゅうじゃうに賜たまへば、

◇　頭中将にお廻しになると、

藤裏葉．１．５．１０

■　「たをやめの袖そでにまがへる藤ふぢの花はな

見みる人ひとからや色いろもまさらむ1」

◇　「うら若い女性の袖に見違える藤の花は

見る人の立派なためかいっそう美しさを増すことでしょう」


1 【たをやめの袖にまがへる藤の花見る人からや色もまさらむ】柏木の唱和歌。


藤裏葉．１．５．１１

■　次々順流つぎつぎずんながるめれど、酔ゑひの紛まぎれにはかばかしからで、これよりまさらず1。

◇　次々と杯が回り歌を詠み添えて行ったようであるが、酔いの乱れに大したこともなく、これより優れていない。


1 【次々順流るめれど酔ひの紛れにはかばかしからでこれよりまさらず】「めれ」推量の助動詞、視界内推量・主観的推量、「これより勝らず」という評言は、語り手。『集成』は「以下の歌を省略する旨の草子地」と注す。


第六段　夕霧、雲居雁の部屋を訪う

藤裏葉．１．６．１

■　七日なぬかの夕月夜ゆふづくよ、影かげほのかなるに、池いけの鏡かがみのどかに澄すみわたれり。

◇　七日の夕月夜、月の光は微かであるのに、池の水が鏡のように静かに澄み渡っている。

■　げに、まだほのかなる梢こずゑどもの、さうざうしきころなるに、いたうけしきばみ横よこたはれる松まつの、木高こだかきほどにはあらぬに、かかれる花はなのさま、世よの常つねならずおもしろし。

◇　なるほど、まだ茂らない梢が、物足りないころなので、たいそう気取って横たわっている松の、木高くないのに、咲き掛かっている藤の花の様子、世になく美しい。

藤裏葉．１．６．２

■　例れいの、弁少将べんのせうしゃう、声こゑいとなつかしくて、

◇　例によって、弁少将が、声をたいそう優しく

■　「葦垣**S9」

◇　「葦垣」

■　を謡うたふ。

◇　を謡う。

■　大臣おとど、

◇　大臣、

◆　 
れい の、 べん-の-せうしゃう、 こゑ いと なつかしく て、 あしがき を うたふ。 おとど、


S9 葦垣真垣　真垣かき分けて　てふ越すと　負ひ越すと誰　てふ越すと　誰か　誰か　この事を　親に　まうよこし申し　轟ける　この家　この家の　弟嫁　親に　まうよこしけらしも（催馬楽-葦垣）


藤裏葉．１．６．３

■　「いとけやけうも仕つかうまつるかな」

◇　「実に妙な歌を謡うものだな」

藤裏葉．１．６．４

■　と、うち乱みだれたまひて、

◇　と、冗談をおっしゃって、

藤裏葉．１．６．５

■　「年経としへにけるこの家いへの」

◇　「年を経たこの家の」

藤裏葉．１．６．６

■　と、うち加くはへたまへる御声おほむこゑ、いとおもしろし。

◇　と、お添えになるお声、誠に素晴らしい。

■　をかしきほどに乱みだりがはしき御遊おほむあそびにて、もの思おもひ残のこらずなりぬめり。

◇　興趣ある中に冗談も混じった管弦のお遊びで、気持ちのこだわりもすっかり解けてしまったようである。

藤裏葉．１．６．７

■　やうやう夜更よふけ行ゆくほどに、いたうそら悩なやみして、

◇　だんだんと夜が更けて行くにつれて、ひどく苦しげな様子をして見せて、

藤裏葉．１．６．８

■　「乱みだり心地ごこちいと堪たへがたうて、まかでむ空そらもほとほとしうこそはべりぬべけれ。

◇　「酔いが回ってひどく辛いので、帰り道も危なそうです。

■　宿直所譲とのゐどころゆづりたまひてむや」

◇　泊まる部屋を貸していただけませんか」

藤裏葉．１．６．９

■　と、中将ちゅうじゃうに愁うれへたまふ。

◇　と、頭中将に訴えなさる。

■　大臣おとど、

◇　大臣が、

藤裏葉．１．６．１０

■　「朝臣あそむや、御休おほむやすみ所求どころもとめよ。

◇　「朝臣よ、お休み所になる部屋を用意しなさい。

■　翁おきないたう酔ゑひ進すすみて無礼むらいなれば、まかり入いりぬ」

◇　老人はひどく酔いが回って失礼だから、引っ込むよ」

藤裏葉．１．６．１１

■　と言いひ捨すてて、入いりたまひぬ。

◇　と言い捨てて、お入りになってしまった。

藤裏葉．１．６．１２

■　中将ちゅうじゃう、

◇　頭中将が、

藤裏葉．１．６．１３

■　「花はなの蔭かげの旅寝たびねよ。

◇　「花の下の旅寝ですね。

■　いかにぞや、苦くるしきしるべにぞはべるや」

◇　どういうものだろう、辛い案内役ですね」

藤裏葉．１．６．１４

■　と言いへば、

◇　と言うと、

藤裏葉．１．６．１５

■　「松まつに契ちぎれるは、あだなる花はなかは。

◇　「松と約束したのは、浮気な花なものですか。

■　ゆゆしや」

◇　縁起でもありません」

藤裏葉．１．６．１６

■　と責せめたまふ。

◇　と反発なさる。

■　中将ちゅうじゃうは、心こころのうちに、

◇　中将は、心中に、

■　「ねたのわざや」

◇　「憎らしいな」

■　と思おもふところあれど、人ひとざまの思おもふさまにめでたきに、

◇　と思うところがあるが、人柄が理想通り立派なので、

■　「かうもあり果はてなむ」

◇　「最後はこのようになって欲しい」

■　と、心寄こころよせわたることなれば、うしろやすく導みちびきつ。

◇　と、願って来たことなので、心許して案内した。

藤裏葉．１．６．１７

■　男君をとこぎみは、夢ゆめかとおぼえたまふにも、わが身みいとどいつかしうぞおぼえたまひけむかし。

◇　男君は、夢かと思われなさるにつけても、自分の身がますます立派に思われなさったことであろう。

■　女をむなは、いと恥はづかしとP1思おもひしみてものしたまふも、ねびまされる御おほむありさま、いとど飽あかぬところなくめやすし。

◇　女は、とても恥ずかしいと思い込んでいらっしゃるが、大人になったご様子は、ますます不足なところもなく素晴らしい。


P1 恥づかしと--はつかしう（う/＃と）


藤裏葉．１．６．１８

■　「世よの例ためしにもなりぬべかりS10つる身みを、心こころもてこそ、かうまでも思おぼし許ゆるさるめれ。

◇　「世間の話の種となってしまいそうな身の上を、その誠実さをもって、このようにお許しになったのでしょう。

■　あはれを知しりたまはぬも、さま異ことなるわざかな」

◇　わたしの気持ちをお分りになって下さらないとは、変なことですね」


S10 恋侘びて死ぬてふことはまだなきを世のためしにもなりぬべきかな（後撰集恋六-一〇三六　壬生忠岑）


藤裏葉．１．６．１９

■　と、怨うらみきこえたまふ。

◇　と、お恨み申し上げなさる。

藤裏葉．１．６．２０

■　「少将せうしゃうP2の進すすみ出いだしつる

◇　「少将が進んで謡い出した

■　『葦垣』

◇　『葦垣』

■　の趣おもむきは、耳みみとどめたまひつや。

◇　の心は、お分りでしたか。

■　いたき主ぬしかなな。

◇　ひどい人ですね。

■　『河口かはぐちのS11』

◇　『河口の』

■　とこそ、さしいらへまほしかりつれ」

◇　と、言い返したかったなあ」


P2 少将--中（中/＃少）将

S11 河口の　関の荒垣や　関の荒垣や　守れども　はれ　守れども　出でて我寝ぬや　出でて我寝ぬや　関の荒垣（催馬楽-河口）


藤裏葉．１．６．２１

■　とのたまへば、女をむな、いと聞きき苦ぐるし、と思おぼして、

◇　とおっしゃると、女は、とても聞き苦しい、とお思いになって、

藤裏葉．１．６．２２

■　「浅あさき名なを言いひ流ながしける河口かは

いかが漏もらしし関せきの荒垣あらがき

あさまし」

◇　「軽々しい浮名を流したあなたの口は

どうしてお漏らしになったのですか

あきれました」

藤裏葉．１．６．２３

■　とのたまふさま、いとこめきたり。

◇　とおっしゃる様子は、実におっとりしている。

■　すこしうち笑わらひて、

◇　少し微笑んで、

藤裏葉．１．６．２４

■　「漏もりにける岫田くきたの関せきを河口かはぐちの

浅あさきにのみはおほせざらなむ

◇　「浮名が漏れたのはあなたの父大臣のせいでもありますのに

わたしのせいばかりになさらないで下さい

藤裏葉．１．６．２５

■　年月としつきの積つもりも、いとわりなくて悩なやましきに、ものおぼえず」

◇　長い歳月の思いも、本当に切なくて苦しいので、何も分りません」

藤裏葉．１．６．２６

■　と、酔ゑひにかこちて、苦くるしげにもてなして、明あくるも知しらず顔がほS12なり。

◇　と、酔いのせいにして、苦しそうに振る舞って、夜の明けて行くのも知らないふうである。

■　人ひとびと、聞きこえわづらふを、大臣おとど、

◇　女房たちが、起こしかねているのを、大臣が、


S12 玉簾明くるも知らで寝しものを夢にも見じとゆめ思ひきや（伊勢集-五五）


藤裏葉．１．６．２７

■　「したり顔がほP3なる朝寝あさいかな」

◇　「得意顔した朝寝だな」


P3 したり顔--ゑ（ゑ/＄し〈朱〉）たりかほ


藤裏葉．１．６．２８

■　と、とがめたまふ。

◇　と、文句をおっしゃる。

■　されど、明あかし果はてでぞ出いでたまふ。

◇　けれども、すっかり夜が明け果てないうちにお帰りになる。

■　ねくたれの御朝顔おほむあさがほS13、見みるかひありかし。

◇　その寝乱れ髪の朝のお顔は、見がいのあったことだ。


S13 寝くたれの朝顔の花秋霧におも隠しつつ見えぬ君かな（河海抄所引-出典未詳）


第七段　後朝の文を贈る

藤裏葉．１．７．１

■　御文おほむふみは、なほ忍しのびたりつるさまの心こころづかひにてP4あるを、なかなか今日けふはえ聞きこえたまはぬを、もの言いひさがなき御達ごたちつきじろふに、大臣渡おとどわたりて見みたまふぞ、いとわりなきや。

◇　お手紙は、やはり人目を忍んだ配慮で届けられたのを、かえって今日はお返事をお書き申し上げになれないのを、口の悪い女房たちが目引き袖引きしているところに、内大臣がお越しになって御覧になるのは、本当に困ったことよ。


P4 心づかひにて--心つかひ（ひ/＋に）て


藤裏葉．１．７．２

■　「尽つきせざりつる御みけしきに1、いとど思おもひ知しらるる身みのほどを。

◇　「打ち解けて下さらなかったご様子に、ますます思い知られるわが身の程よ。

■　堪たへぬP5心こころにまた消きえぬP6べきも、

◇　耐えがたいつらさに、またも死んでしまいそうだが、


P5 堪へぬ--たえ（え/＄へ）ぬ

P6 消えぬ--き△（△/＃こイ）えぬ

1 【尽きせざりつる御けしきに】以下「袖のしづくを」まで、夕霧の文。後朝の文である。


藤裏葉．１．７．３

■　とがむなよ忍しのびにしぼる手てもたゆみ

今日けふあらはるる袖そでのしづくを1」

◇　お咎め下さいますな、人目を忍んで絞る手も力なく

今日は人目にもつきそうな袖の涙のしずくを」


1 【とがむなよ忍びにしぼる手もたゆみ今日あらはるる袖のしづくを】夕霧の贈歌。「咎むなよ」と禁止の意を倒置法で訴える初句切れ。率直で強い意志を表した歌。『集成』は「今日からは誰にも遠慮しませんよ、の意」と注す。


藤裏葉．１．７．４

■　など、いと馴なれ顔がほなり。

◇　などと、たいそう馴れ馴れしい詠みぶりである。

■　うち笑ゑみて、

◇　微笑んで、

藤裏葉．１．７．５

■　「手てをP7いみじうも書かきなられにP8けるかな1」

◇　「筆跡もたいそう上手になられたものだなあ」


P7 手を--ゝも（ゝも/＄てを）

P8 書きなられに--かき（き/＋な〈朱〉）られり（り/＄）に

1 【手をいみじうも書きなられにけるかな】内大臣の詞。夕霧の筆跡を誉める。


藤裏葉．１．７．６

■　などのたまふも、昔むかしの名残なごりなし。

◇　などとおっしゃるのも、昔の恨みはない。

藤裏葉．１．７．７

■　御返おほむかへり、いと出いで来きがたげなれば、

◇　お返事が、直ぐに出来かねているので、

■　「見苦みぐるしや」

◇　「みっともないぞ」

■　とて、さも思おぼし憚はばかりぬべきことなれば、渡わたりたまひぬ。

◇　とおっしゃって、ご躊躇なっているのももっともなことなので、あちらへお行きになった。

藤裏葉．１．７．８

■　御使おほむつかひの禄ろく、なべてならぬさまにて賜たまへり。

◇　お使いの者への褒禄は、並大抵でなくお与えになった。

■　中将ちゅうじゃう、をかしきさまにもてなしたまふ。

◇　頭中将が、風情のある様にお持てなしなさる。

■　常つねにひき隠かくしつつ隠かくろへありきし御使おほむつかひ、今日けふは、面おももちなど、人ひとびとしく振ふる舞まふめり。

◇　いつも人目を忍んでは持ち運んでいたお使い、今日は顔の表情など、人かどに振る舞っているようである。

■　右近将監うこんのぞうなる人ひとの、むつましう思おぼし使つかひたまふなりけり。

◇　右近将監である人で、親しくお使いになっている者であった。

藤裏葉．１．７．９

■　六条ろくでうの大臣おとども、かくと聞きこし召めしてけり1。

◇　六条の大臣も、これこれとお聞き知りになったのであった。

■　宰相さいしゃう、常つねよりも光添ひかりそひて参まゐりたまへれば、うちまもりたまひて、

◇　宰相中将、いつもより美しさが増して、参上なさったので、じっと御覧になって、


1 【六条の大臣もかくと聞こし召してけり】源氏も夕霧と雲居雁の結婚を承認。


藤裏葉．１．７．１０

■　「今朝けさはいかに1。

◇　「今朝はどうした。

■　文ふみなどものしつや。

◇　手紙など差し上げたか。

■　賢さかしき人ひとも、女をむなの筋すぢには乱みだるる例ためしあるを、人悪ひとわろくかかづらひ、心こころいられせで過すぐされたるなむ、すこし人ひとに抜ぬけたりける御心みこころとおぼえける。

◇　賢明な人でも、女のことでは失敗する話もあるが、見苦しいほど思いつめたり、じれたりせずに過ごされたのは、少し人より優れたお人柄だと思ったことだ。

■　大臣おとどの御おほむおきての、あまりすくみて、名残なごりなくくづほれたまひぬるを、世人よひとも言いひ出いづることあらむや2。

◇　内大臣のご方針が、あまりにもかたくなで、すっかり折れてしまわれたのが、世間の人も噂するだろうよ。

■　さりとても、わが方かたたけう思おもひ顔がほに、心こころおごりして、好すき好ずきしき心こころばへなど漏もらしP9たまふな。

◇　だからといって、自分の方が偉い顔をして、いい気になって、浮気心などをお出しなさるな。

■　さこそおいらかに、大おほきなる心こころおきてと見みゆれど、下したの心こころばへ男々ををしからずP10癖くせありて、人見ひとみえにくきところつきたまへる人ひとなり」

◇　あのようにおおらかで、寛大な性格と見えるが、内心は男らしくなくねじけていて、付き合いにくいところがおありの方である」


P9 漏らし--もく（く/＃ら）し

P10 男々しからず--をお（をお/＃おゝ）しからす

1 【今朝はいかに】以下「ところつきたまへる人なり」まで、源氏の夕霧への詞。女性問題に関する訓戒。

2 【世人も言ひ出づることあらむや】「や」終助詞、詠嘆の意。『集成』は「世間もいずれ批判するだろう」、『完訳』は「世間でもとやかく話の種にするにちがいない」ち訳す。


藤裏葉．１．７．１１

■　など、例れいの教をしへきこえたまふ。

◇　などと、例によってご教訓申し上げなさる。

■　ことうちあひ、めやすき御おほむあはひ、と思おぼさる。

◇　釣り合いもよく、恰好のご夫婦だ、とお思いになる。

藤裏葉．１．７．１２

■　御子おほむことも見みえず、すこしがこのかみばかりと見みえたまふ。

◇　ご子息とも見えず、少しばかり年長程度にお見えである。

■　ほかほかにては、同おなじ顔かほを写うつし取とりたると見みゆるを、御前おまへにては、さまざま、あなめでたと見みえたまへり。

◇　別々に見ると、同じ顔を写し取ったように似て見えるが、御前では、それぞれに、ああ素晴らしいとお見えでいらっしゃった。

藤裏葉．１．７．１３

■　大臣おとどは、薄うすき御直衣おほむなほし、白しろき御衣おほむぞの唐からめきたるが、紋もんけざやかにつやつやと透すきたるをたてまつりて2、なほ尽つきせずあてになまめかしうおはします。

◇　大臣は、薄縹色の御直衣に、白い御袿の唐風の織りが、紋様のくっきりと浮き出て艶やかに透けて見えるのをお召しになって、今もこの上なく上品で優美でいらっしゃる。


1? 【御子とも見えずすこしかこのかみばかりと見えたまふ】源氏三十九歳、夕霧十八歳。源氏の若々しさをいう。

2 【薄き御直衣白き御衣の唐めきたるが紋けざやかにつやつやと透きたるをたてまつりて】源氏の装束。薄縹色の御直衣に、その下に唐織の生地で模様のくっきり浮き出た、つやつやと光沢のあるの白い袿を着ている。


藤裏葉．１．７．１４

■　宰相殿さいしゃうどのはP11、すこし色深いろふかき御直衣おほむなほしに、丁子染ちゃうじぞめの焦こがるるまでしめる、白しろき綾あやのなつかしきを着きたまへる、ことさらめきて艶えんに見みゆ。

◇　宰相殿は、少し色の濃い縹色の御直衣に、丁子染めで焦げ茶色になるまで染めた袿と、白い綾の柔らかいのを着ていらっしゃるのは、格別に優雅にお見えになる。


P11 宰相殿は--宰相殿（殿/＋は）


第八段　夕霧と雲居雁の固い夫婦仲

藤裏葉．１．８．１

■　灌仏率くわんぶつゐてたてまつりて1、御導師遅おほむだうしおそく参まゐりければ、日暮ひくれて、御方々おほむかたがたより童女出わらはべいだし、布施ふせなど、公おほやけざまに変かはらず、心々こころごころにしたまへり。

◇　灌仏会の誕生仏をお連れ申して来て、御導師が遅く参上したので、日が暮れてから、六条院の御方々から女童たちを使者に立てて、お布施など、宮中の儀式と違わず、思い思いになさった。

■　御前おまへの作法さほふを移うつして、君達きみたちなども参まゐり集つどひて、なかなか、うるはしき御前ごぜんよりも、あやしう心こころづかひせられて臆おくしがちなり。

◇　御前での作法を真似て、公達なども参集して、かえって、格式ばった御前での儀式よりも、妙に気がつかわれて気後れするのである。


1 【灌仏率てたてまつりて】四月八日の釈迦誕生の日の潅仏会。寺から誕生仏を借り受けて行う。


藤裏葉．１．８．２

■　宰相さいしゃうは、静心しづこころなく1、いよいよ化粧けさうじ、ひきつくろひて出いでたまふを、わざとならねど、情なさけだちたまふ若人わかうどは、恨うらめしと思おもふもありけり。

◇　宰相は、心落ち着かず、ますますおめかしし、衣服を整えてお出かけになるのを、特別にではないが、多少お情けをおかけの若い女房などは、恨めしいと思っている人もいるのであった。

■　年としごろの積つもり取とり添そへて、思おもふやうなる御仲おほむなからひなめれば、水みづも漏もらむやはS14。

◇　長年の思いが加わって、理想的なご夫婦仲のようなので、水も漏れまい。


S14 などてかくあふごかたみになりにけむ水漏らさじと結びしものを（伊勢物語-六一）

1 【宰相は静心なく】四月八日夜、結婚第二夜。是非とも雲居雁のもとに行かねばならない。


藤裏葉．１．８．３

■　主人あるじの大臣おとど、いとどしき近ちかまさりを、うつくしきものに思おぼして、いみじうもてかしづききこえたまふ。

◇　主人の内大臣、ますます側に近づくほど美しいのを、かわいらしくお思いになって、たいそう大切にお世話申し上げなさる。

■　負まけぬる方かたの口惜くちをしさは、なほ思おぼせど、罪つみも残のこるまじうぞ2、まめやかなる御心みこころざまなどの、年としごろ異心ことごころなくて過すぐしたまへるなどを、ありがたく思おぼし許ゆるす。

◇　負けたことの悔しさは、やはりお持ちだが、こだわりもなく、誠実なご性格などで、長年の間浮気沙汰などもなくてお過ごしになったのを、めったにないことだとお認めになる。


1? 【水漏らむやは】「などてかくあふごかたみになりにけむ水漏らさじと結びしものを」（伊勢物語、六一）による表現。「やは」係助詞、反語。語り手の口吻。

2 【罪も残るまじうぞ】係助詞「ぞ」は「思し許す」に係る。


藤裏葉．１．８．４

■　女御にょうごの御おほむありさまなどよりも1、はなやかにめでたくあらまほしければ、北きたの方2かた、さぶらふ人ひとびとなどは、心こころよからず思おもひ言いふもあれど、何なにの苦くるしきことかはあらむ。

◇　弘徽殿女御のご様子などよりも、派手で立派で理想的だったので、北の方や、仕えている女房などは、おもしろからず思ったり言ったりする者もいるが、何の構うことがあろうか。

■　按察使あぜちの北きたの方かたなども4、かかる方かたにて5、うれしと思おもひきこえたまひけり。

◇　按察使大納言の北の方なども、このように結婚が決まって、嬉しくお思い申し上げていらっしゃるのであった。


1 【女御の御ありさまなどよりも】弘徽殿女御、雲居雁の異母姉。『完訳』は「この御仲らいが、弘徽殿女御のご様子などよりも」と訳す。

2 【北の方】弘徽殿女御の母、雲居雁の継母。継子の幸福を妬む。

3? 【何のくるしきことかはあらむ】『集成』は「夕霧夫婦の立場に立っての草子地」、『完訳』「夕霧に即した語り手の評」と注す。

4 【按察使の北の方なども】雲居雁の実母、今按察大納言と再婚している。

5 【かかる方にて】娘が夕霧と結婚して落ち着いた、ということをさす。


第二章　光る源氏の物語　明石の姫君の入内

第一段　紫の上、賀茂の御阿礼に参詣

藤裏葉．２．１．１

■　かくて、六条院ろくでうゐんの御おほむいそぎは1、二十余日にじふよにちのほどなりけり。

◇　こうして、六条院の御入内の儀は、四月二十日のころであった。

■　対たいの上うへ、御阿礼みあれに詣まうでたまふとて、例れいの御方々おほむかたがたいざなひきこえたまへど、なかなか、さしも引ひき続つづきて心こころやましきを思おぼして、誰たれも誰たれもとまりP12たまひて、ことことしきほどにもあらず、御車二十みくるまにじふばかりして、御前ごぜんなども、くだくだしき人数多ひとかずおほくもあらず、ことそぎたるしも、けはひことなり。

◇　対の上、賀茂の御阿礼に参詣なさろうとして、例によって御方々をお誘い申し上げなさったが、なまじ、そのように後に付いて行くのもおもしろくないのをお思いになって、どなたもどなたもお残りになって、仰々しいほどでなく、お車二十台ほどで、御前駆なども、ごたごたするほどの人数でなく、簡略になさったのが、かえって素晴らしい。


P12 とまり--もと（もと/＄とま）り

1 【かくて六条院の御いそぎは】明石姫君の東宮への入内の準備。二月に予定されていたのが延期されていた。


藤裏葉．２．１．２

■　祭まつりの日ひの暁あかつきに詣まうでP13たまひて、かへさには、物御覧ものごらんずべき御桟敷おほむさじきにおはします。

◇　祭の日の早朝に参詣なさって、帰りには、御見物なさる予定のお桟敷席におつきになる。

■　御方々おほむかたがたの女房にょうばう、おのおの車引くるまひき続つづきて、御前***、所占おまへところしめたるほど、いかめしう、

◇　御方々の女房たち、それぞれの車を後から連ねて、御前に車を止めているのは、堂々として、

■　「かれはそれ」

◇　「あれは誰それだ」

■　と、遠目とほめよりおどろおどろしき御勢おほむいきほひなり。

◇　と、遠くから見ても仰々しいご威勢である。

◆　 
まつり の ひ の あかつき に まうで たまひ て、 かへさ に は、 もの ごらんず べき おほむ-さじき に おあはします。 おほむ-かたがた の にょうばう、 おのおの くるま ひき-つづき て、 おまへ ところ しめ たる ほど、 いかめしう、 "かれ は それ。" と、 とほめ より おどろおどろしき おほむ-いきほひ なり。


P13 詣うで--まうへ（へ/＄て〈朱〉）


藤裏葉．２．１．３

■　大臣おとどは、中宮ちゅうぐうの御母御息所おほむははみやすむどころの、車押くるまおし避さけられたまへりし折をりのこと思おぼし出いでて、

◇　大臣は、中宮の御母御息所が、お車の榻を押し折られなさった時のことをお思い出しになって、

藤裏葉．２．１．４

■　「時ときにより心こころおごりして、さやうなることなむ、情なさけなきことなりける。

◇　「権勢をたのんで心奢りなさって、あのようなことを起こすのは、心ないことであった。

■　こよなく思おもひ消けちたりし人ひとも、嘆なげき負おふやうにて亡なくなりにき」

◇　全然無視していた方も、その恨みを受けた形で亡くなってしまった」

藤裏葉．２．１．５

■　と、そのほどはのたまひ消けちて、

◇　と、そこのあたりは言葉をお濁しになって、

藤裏葉．２．１．６

■　「残のこりとまれる人ひとの、中将ちゅうじゃうは、かくただ人うどにて、わづかになりのぼるめり。

◇　「後に残った人で、中将は、このような臣下として、やっと立身した程度だ。

■　宮みやは並ならびなき筋すぢにておはするも、思おもへば、いとこそあはれなれ。

◇　宮は並ぶ者のいない地位にいらっしゃるのも、考えてみれば、実にしみじみと感慨深い。

■　すべていと定さだめなき世よなればこそ、何なにごとも思おもふさまにて、生いける限かぎりの世よを過すぐさまほしけれと、残のこりたまはむ末すゑの世よなどの、たとしへなき衰おとろへなどをさへ、思おもひ憚はばからるれば」

◇　何もかもひどく定めない世の中なので、どのようなことも思い通りに、生きている間の世を過ごしたく思うが、後にお残りになる晩年などが、言いようもない衰えなどまでが、心配されるものですから」

藤裏葉．２．１．７

■　と、うち語かたらひたまひて、上達部かむだちめなども御桟敷おほむさじきに参つどひまゐり集**ひたまへれば、そなたに出いでたまひぬ。

◇　と、親しくお話しなさって、上達部などもお桟敷に参集なさったので、そちらにお出ましになった。

◆　 
と、 うち-かたらひ たまひ て、 かむだちめ など も おほむ-さじき に つどひ まゐり たまへ れ ば、 そなた に いで たまひ ぬ。

第二段　柏木や夕霧たちの雄姿

藤裏葉．２．２．１

■　近衛司この使***は1、頭中将***なりけり。

◇　近衛府の使者は、頭中将であった。

■　かの大殿***にて、出***で立***つ所***よりぞP14人***びとは参***りたまうける。

◇　あの大殿邸を、出立する所から人々は参上なさったのであった。

■　藤典侍2***も使***なりけり。

◇　藤典侍も使者であった。

■　おぼえことにて、内裏***、春宮いでたつところよりはじめたてまつりて、六条院***などよりも、御訪***らひども所狭***きまで、御心寄***せいとめでたし。

◇　格別に評判がよくて、帝、春宮をお初めとして、六条院などからも、御祝儀の数々が置き所もないほど、ご贔屓ぶりは実に素晴らしい。

◆　 
このゑづかさ の つかひ は、 とう-の-ちゅうじゃう なり けり。 かの おほとの にて、 いでたつ ところ より ぞ ひとびと は まゐり たまう ける。 とう-ないしのすけ も つかひ なり けり。 おぼえ こと にて、 うち、 とうぐう より はじめ たてまつり て、 ろくでうゐん など より も おほむ-とぶらひ-ども ところせき まで、 み-こころよせ いと めでたし。


P14 ぞ--その（の/＃）

1 【近衛司の使は】近衛府から出ている賀茂祭の勅使、柏木。他に、内蔵寮、馬寮、内侍所からもそれぞれ賀茂祭の勅使が出ている。

2 【藤典侍】惟光の娘。夕霧の愛人。「少女」巻（第六章一段）に五節舞姫として登場。


藤裏葉．２．２．２

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、出いで立たちの所ところにさへ訪とぶらひたまへり。

◇　宰相中将、出立の所にまでお手紙をお遣わしになった。

■　うちとけずあはれを交かはしたまふ御仲おほむなかなれば、かくやむごとなき方かたに定さだまりたまひぬるを、ただならずうち思おもひけり。

◇　人目を忍んで恋し合うお間柄なので、このようにれっきとしたお方と結婚がお決まりになったのを、心穏やかならず思っているのであった。

藤裏葉．２．２．３

■　「何なにとかや今日けふのかざしよかつ見みつつ

おぼめくまでもなりにけるかな2

あさまし」

◇　「何と言ったのか、今日のこの插頭は、目の前に見ていながら

思い出せなくなるまでになってしまったことよ

あきれたことだ」


1? 【御訪ひども所狭きまで】『集成』は「お祝いの贈り物が数々置き所がないまで届られて」と訳す。

2 【何とかや今日のかざしよかつ見つつおぼめくまでもなりにけるかな】夕霧から藤典侍への贈歌。


藤裏葉．２．２．４

■　とあるを、折過をりすぐしたまはぬばかりを、いかが思おもひけむ1、いともの騒さわがしくP15,2、車くるまに乗のるほどなれど、

◇　とあるのを、機会をお見逃しにならなかったことだけは、どう思ったことやら、たいそう忙しく、車に乗る時であるが、


P15 もの騒がしく--*物さはかし

1 【折過ぐしたまはぬばかりをいかが思ひけむ】語り手の挿入句。「を」は格助詞、目的格の意、また間投助詞、詠嘆の意にも。『集成』は「時宜に適ったお便りという点だけを、うれしく思ったのか。長い間逢って下さらないのは恨めしいど、という気持が裏にある」。『完訳』は「相手が感慨にふける機をのがさぬのを。以下、藤典侍の心内を測り難いとする語り手の弁」「折をはずさず歌をくださっただけだが、それを典侍はどう感じたのであろうか」と注す。

2 【もの騒がしく】大島本は「物さハかし」とある。『集成』『古典セレクション』『新大系』は諸本に従って「もの騒がしく」と「く」を補訂する。


藤裏葉．２．２．５

■　「かざしてもかつたどらるる草くさの名なは

桂かつらを折をりし人ひとS15や知しるらむ1

博士はかせならでは」

◇　「頭に插頭してもなおはっきりと思い出せない草の名は

桂を折られたあなたはご存知でしょう

博士でなくては」


S15 久方の月の桂も折るばかり家の風をも吹かせてしかな（拾遺集雑上-四七三　菅原道真の母）

1 【かざしてもかつたどらるる草の名は桂を折りし人や知るらむ】藤典侍の返歌。「かざし」「かつ見つつ」「おぼめく」の語句を受けて、「かざしても」「かつたどらるる」と切り返す。「桂を折りし」は「久方の月の桂を折るばかり家の風をも吹かせてしがな」（拾遺集雑上、四七三、菅原道真母）を踏まえる。


藤裏葉．２．２．６

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げた。

■　はかなけれど、ねたきいらへと1思おぼす。

◇　つまらない歌であるが、悔しい返歌だとお思いになる。

■　なほ、この内侍ないしにぞ、思おもひ離はなれず、はひまぎれたまふべき2。

◇　やはり、この典侍を、忘れられず、こっそりお会いなさるのであろう。


1 【はかなけれどねたきいらへと】『集成』は「たかが女の歌とはいえ、あざやかなお返しだと」、『完訳』は「これということもない歌であるが、してやられたと」と訳す。「はかなけれど」は語り手の批評を交えた表現。

2 【はひまぎれたまふべき】『完訳』は「語り手の推測」と注す。


第三段　四月二十日過ぎ、明石姫君、東宮に入内

藤裏葉．２．３．１

■　かくて、御参おほむまゐりは1北きたの方添かたそひたまふべきを2、

◇　こうして、御入内には北の方がお付き添いになるものだが、

■　「常つねに長々ながながしう3え添そひさぶらひたまはじ。

◇　「いつまでも長々とお付き添い申していらっしゃることはできまい。

■　かかるついでに、かの御後見おほむうしろみをや添そへまし」

◇　このような機会に、あの実の親をご後見役に付けようか」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。


1 【かくて御参りは】明石姫君の東宮への入内。

2 【北の方添ひたまふべきを】『完訳』は「一門を代表する女性が付き添うべきだが、の意。紫の上が相当」と注す。

3 【常に長々しう】大島本は「なか／＼しう」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「ながながしうは」と「は」を補訂する。以下「添へまし」まで、源氏の心中。


藤裏葉．２．３．２

■　上うへも、

◇　対の上も、

■　「つひにあるべきことの1、かく隔へだたりて過すぐしたまふを、かの人ひとも、ものしと思おもひ嘆なげかるらむ。

◇　「結局は一緒になるはずなのに、このように離れて年月を過ごして来られたのを、あの方も、ひどいと思い嘆いていることだろう。

■　この御心みこころにも、今いまはやうやうおぼつかなく、あはれに思おぼし知しるらむ。

◇　姫君のお胸の中でも、今ではだんだんと恋しくお感じになっていらっしゃろう。

■　かたがた心こころおかれたてまつらむも、あいなし」

◇　お二方からおもしろくなく思われ申すのも、つまらないことだ」

■　と思おもひなりたまひて、

◇　とお思いになって、


1 【つひにあるべきことの】以下「あいなし」まで、紫の上の心中。


藤裏葉．２．３．３

■　「この折をりに添そへ1たてまつりたまへ。

◇　「この機会にお付き添わせ申しなさいませ。

■　まだいとあえかなるほどもうしろめたきに、さぶらふ人ひととても、若々わかわかしきのみこそ多おほかれ。

◇　まだとてもか弱くいらっしゃるのも不安なので、伺候する女房たちとしても、若々しい人ばかり多いです。

■　御乳母おほむめのとたちなども、見及みおよぶことの心こころいたる限かぎりあるを、みづからは、えつとしもさぶらはざらむほど、うしろやすかるべく」

◇　御乳母たちなども、気をつけるといっても行き届かない所がありますから、わたし自身は、ずっとお付きできません時、安心なように」


1 【この折に添へ】以下「うしろやすかるべう」まで、紫の上の詞。源氏の心中思っていたことをいう。


藤裏葉．２．３．４

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

■　「いとよく思おぼし寄よるかな」

◇　「よくお気が付いたなあ」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

■　「さなむ2」

◇　「これこれで」

■　と、あなたにも語かたらひのたまひければ、いみじくうれしく、思おもふこと叶かなひはべる心地ここちして3、人ひとの装束さうぞく、何なにかのことも、やむごとなき御おほむありさまに劣おとるまじくいそぎたつ。

◇　と、あちらにもご相談になったので、まことに嬉しく願っていたことが、すっかり叶った心地がして、女房の着る装束、その他のことまで、高貴な方のご様子に劣らないほどに準備し出す。


1? 【いとよく思しよるかな】源氏の心中。

2 【さなむ】源氏の明石御方への言葉内容を間接話法で、これこれしかじかと、の意。『集成』は「こうこうだと。紫の上が言ったと」。『完訳』は「そういうわけで」と訳す。

3 【思ふこと叶ひはべる心地して】大島本は「かなひ侍る心ち」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「かなひはつる」と校訂する。


藤裏葉．２．３．５

■　尼君あまぎみなむ、なほこの御生おほむおひ先見さきみたてまつらむの心深こころふかかりける。

◇　尼君、やはりこの姫君のご将来を拝見したいお気持ちが深いのであった。

■　「今一度見いまひとたびみたてまつる世よもや1」

◇　「もう一度拝見する時があろうか」

■　と、命いのちをさへ執念しふねくなして念ねんじけるを、

◇　と、生きることに執念を燃やして祈っているのであったが、

■　「いかにしてかは2」

◇　「どうしたらお目にかかれるだろうか」

■　と、思おもふも悲かなし。

◇　と、思うにつけても悲しい。


1 【今一度見たてまつる世もや】明石尼君の心中。孫娘に今一度お目にかかりたい。

2 【いかにしてかは】明石尼君の心中。係助詞「かは」は疑問とも反語とも解せる。『集成』は「どうしたらお目にかかれるものやらと悲しい。生母の明石の上には姫君と再会の時が訪れたが、自分にはどんな機会があるのか、という気持」。『完訳』は「姫君の入内後は、今よりいっそう会いがたいと思う」「入内されたらもうお目にかかる機会はあるまい」と注す。


藤裏葉．２．３．６

■　その夜よは、上添うへそひて参まゐりたまふに、さてP16、車くるまにも1立たちくだりうち歩あゆみなど、人悪ひとわるかるべきを、わがためは思おもひ憚はばからず、ただ、かく磨みがきたてまつりたまふ玉たまの疵きずにて2、わがかくながらふるを、かつはいみじう心苦こころぐるしう思おもふ3。

◇　その夜は、対の上が付き添って参内なさるが、その際、輦車にも一段下がって歩いて行くなど、体裁の悪いことだが、自分は構わないが、ただ、このように大事に磨き申し上げなさった姫君の玉の瑕となって、自分がこのように長生きをしているのを、一方ではひどく心苦しく思う。


P16 さて--御てくるま（御てくるま/＄）さて

1 【さて車にも】大島本は「御（御＄）／てくるま（てくるま＄）さて車にも」とある。すなわち「御」と「てくるま」をミセケチにする。『新大系』は底本の訂正に従う。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御輦車」と校訂する。以下、明石御方の心中を間接的に叙述。

2 【かく磨きたてまつりたまふ玉の疵にて】大島本は「みかきたてまつり給ふ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「磨きたてたてまつりたまふ」と「たて」を補訂する。『集成』は「こうして立派にお扱い申し上げていられる姫君のそれこそ玉の疵のようなことで」、『完訳』は「ただこうもたいせつにお仕立てあげになった姫君にとって、それこそ玉の疵になりはせぬかと思われ」と訳す。

3 【かつはいみじう心苦しう思ふ】「心くるしう」までが明石の御方の心中だが、終止形＋引用の助詞という明石の心中を顕在化させた形でなく、連用形の用言修飾の韜晦した形で地の文に流れている。


藤裏葉．２．３．７

■　御参おほむまゐりP17の儀式1ぎしき、「人ひとの目めおどろくばかりのことはせじ2」と思おぼしつつめど、おのづから世よの常つねのさまにぞあらぬや3。限かぎりもなくかしづきすゑたてまつりたまひて、上うへは、「まことにあはれにうつくし」と思おもひきこえたまふにつけても、人ひとに譲ゆづるまじう、「まことにかかることもあらましかば4」と思おぼす。大臣おとども、宰相さいしゃうの君きみも、ただこのことひとつを5なむ、「飽あかぬことかな」と、思おぼしける。

◇　御入内の儀式、「世間の人を驚かすようなことはすまい」とご遠慮なさるが、自然と普通の入内とは違ったものとならざるをえない。この上もなく大事にお世話申し上げていらっしゃって、対の上は、本当にしみじみとかわいいとお思い申し上げなさるにつけても、他人に譲りたくなく、「本当にこのような子があったらいいのに」とお思いになる。大臣も宰相の君も、ただこのこと一点だけを、「物足りないことよ」と、お思いであった。


P17 御参り--*まいり

1 【御参りの儀式】大島本は「まいりのきしき」とある。『集成』『古典セレクション』『新大系』は諸本に従って「御参りの儀式」と「御」を補訂する。明石姫君の東宮入内の儀式。

2 【人の目おどろくばかりのことはせじ】源氏の心中。

3 【おのづから世の常のさまにぞあらぬや】語り手の評。『集成』は「どうしても並はずれた立派なことにならざるをえない。草子地」と注す。

4 【まことにかかることもあらましかば】紫の上の心中。明石姫君が自分の子であったらよいのに、の意。「ましか」反実仮想の助動詞。

5 【このことひとつを】明石姫君が紫の上の実子でないことをさす。


第四段　紫の上、明石御方と対面する

藤裏葉．２．４．１

■　三日過みかすごしてぞ、上うへはまかでさせたまふ。

◇　三日間を過ごして、対の上はご退出あそばす。

■　たち変かはりて参まゐりたまふ夜よ、御対面おほむたいめんあり。

◇　入れ替わって参内なさる夜に、ご対面がある。

藤裏葉．２．４．２

■　「かくおとなびたまふ2けぢめになむ、年月としつきのほども3知しられはべれば、疎々うとうとしき隔へだては、残のこるまじくや」

◇　「このようにご成人なさった節目に、長い歳月のほどが存じられますが、よそよそしい心の隔ては、ないでしょうね」


1? 【三日過ぐして】『集成』は「新婚三日間に、正式の婚礼の行事（後朝の文、三日の夜の餅など）がある。紫の上がそれを取り仕切っていたのである」と注す。

2 【かくおとなびたまふ】以下「残るまじくや」まで、紫の上の詞。

3 【年月のほども】紫の上が明石の姫君を引き取って八年になる。


藤裏葉．２．４．３

■　と、なつかしうのたまひて、物語ものがたりなどしたまふ。これもうちとけぬる初はじめなめり1。ものなどうち言いひたるけはひなど、「むべこそは2」と、めざましう見みたまふ。

◇　と、やさしくおっしゃって、お話などなさる。このことも仲好くなった初めのようである。お話などなさる態度に、なるほどもっともだと、目を見張る思いで御覧になる。


1 【これもうちとけぬる初めなめり】「なめり」連語（「な」断定の助動詞＋「めり」推量の助動詞、視界内推量）。語り手の推測。『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の言辞である」と注す。

2 【むべこそは】紫の上の心中。『集成』は「（源氏がこの人を重んずるのも）もっともだと、さすがな人だと御覧になる」と訳す。


藤裏葉．２．４．４

■　また、いと気高けだかう盛さかりなる御おほむけしきを、かたみにめでたしと見みて、

◇　また、実に気品高く女盛りでいらっしゃるご様子を、お互いに素晴らしいと認めて、

■　「そこらの御中おほむなかに1もすぐれたる御心おほむこころざしにて、並ならびなきさまに定さだまりたまひけるも、いとことわり」

◇　「大勢の御方々の中でも優れたご寵愛で、並ぶ方がいない地位を占めていらっしゃったのを、まことにもっともなことだ」

■　と思おもひ知しらるるに、

◇　と理解されると、

■　「かうまで、立たち並ならびきこゆる契ちぎり、おろかなりやは2」

◇　「こんなにまで出世し、肩をお並べ申すことができた前世の約束、いいかげんなものでない」

■　と思おもふものから、出いでたまふ儀式ぎしきの、いとことによそほしく、御輦車おほむてぐるまなど聴ゆるされたまひて、女御にょうごの御おほむありさまに異ことならぬを、思おもひ比くらぶるに、さすがなる身みのほどなり3。

◇　と思う一方で、ご退出になる儀式が実に格別に盛大で、御輦車などを許されなさって、女御のご様子と異ならないのを、思い比べると、やはり身分の相違というものを感じずにはいられないのである。


1 【そこらの御中に】以下「いとことわり」まで、明石の君の心中。紫の上の美しく立派な態度を見て、大勢の妻妾の中でも大事にされるのがもっともだと思う。

2 【かうまで立ち並びきこゆる契りおろかなりやは】明石の君の心中。自分の宿世も大したものだと自身をもつ。「やは」反語。『完訳』は「このようなお方とこれほどまでに方を並べ申すわが身の運勢は並一通りのものではない」と訳す。

3 【さすがなる身のほどなり】『集成』は「（紫の上とは）やはり段違いのわが身の上である。明石の上の述懐」。『完訳』「一方では自信をもったものの、やはり受領の娘の身をかみしめる」と注す。


藤裏葉．２．４．５

■　いとP18うつくしげに、雛ひひなのやうなる御おほむありさまを、夢ゆめの心地ここちして見みたてまつるにも、涙なみだのみとどまらぬは、一ひとつものとぞ1見みえS16ざりける。

◇　とてもかわいげに、お人形のようなご様子を、夢のような心地で拝見するにつけても、涙ばかりが止まらないのは、同じ涙とは思われないのであった。

■　年としごろよろづに嘆なげき沈しづみ、さまざま憂うき身みと思おもひ屈くしつる命いのちも延のべまほしう、はればれしきにつけて、まことに住吉すみよしの神かみもおろかならず思おもひ知しらる。

◇　長年何かにつけ悲しみに沈んで、何もかも辛い運命だと悲観していた寿命も更に延ばしたく、気も晴れやかになったにつけても、本当に住吉の神も霊験あらたかだと思わずにいられない。


P18 いと--いた（た/＄と）

S16 うれしきも憂きも心は一つにて別れぬものは涙なりけり（後撰集雑二-一一八八　読人しらず）

1 【一つものとぞ】「嬉しきも憂きも心は一つにて分れぬものは涙なりけり」（後撰集雑二、一一八八、読人しらず）を踏まえる。


藤裏葉．２．４．６

■　思おもふさまにかしづききこえて、心こころおよばぬことはた、をさをさなき人ひとのらうらうじさなれば、おほかたの寄よせ、おぼえよりはじめ、なべてならぬ御おほむありさま容貌かたちなるに、宮みやも、若わかき御心地みここちに、いと心こころことに思おもひきこえたまへり。

◇　思う通りにお世話申し上げて、行き届かないこと、それは、まったくない方の利発さなので、世人一般の人気、声望をはじめとして、並々ならぬご容姿ご器量なので、東宮も、お若い心で、たいそう格別にお思い申し上げていらっしゃった。

藤裏葉．２．４．７

■　挑いどみたまへる御方々おほむかたがたの人ひとびとなどは、この母君ははぎみの、かくてさぶらひたまふを、疵きずに言いひなしなどすれど、それに消けたるべくもあらず。

◇　競争なさっている御方々の女房などは、この母君がこうして伺候していらっしゃるのを、欠点に言ったりなどするが、それに負けるはずがない。

■　いまめかしう、並ならびなきことをば1、さらにもいはず、心こころにくくよしある御おほむけはひを、はかなきことにつけても、あらまほしうもてなしきこえたまへれば、殿上人てんじゃうびとなども、めづらしき挑いどみ所どころにて、とりどりにさぶらふ人ひとびとも、心こころをかけたる女房にょうばうの、用意よういありさまさへ、いみじくととのへなしたまへり2。

◇　当世風で、並ぶ者がないことは、言うまでもなく、奥ゆかしく上品なご様子を、ちょっとしたことにつけても、理想的に引き立ててお上げになるので、殿上人なども、珍しい風流の才を競う所として、それぞれに伺候する女房たちも、心寄せている女房の、心構え態度までが、実に立派なのを揃えていらっしゃった。


1 【いまめかしう並びなきことをば】大島本は「いまめかしうならひなきこと越ハ」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「いかめしう並びなきことは」と校訂する。

2 【心をかけたる女房の用意ありさまさへいみじくととのへなしたまへり】『集成』は「（殿上人たちが）懸想している女房のたしなみや態度まで、大層気を配って取り仕切っていらっしゃる」。『完訳』は「人々が心を寄せる女房のたしなみや物腰にまでも、それぞれに明石の御方はたいそう気をつかってお仕込みになっている」と訳す。


藤裏葉．２．４．８

■　上うへも、さるべき折節をりふしには参まゐりたまふ。

◇　対の上も、しかるべき機会には参内なさる。

■　御仲おほむなからひあらまほしううちとけゆくに、さりとてさし過すぎもの馴なれず、あなづらはしかるべきもてなし、はた、つゆなく、あやしくあらまほしき人ひとのありさま、心こころばへなり。

◇　お二方の仲は理想的に睦まじくなって行くが、そうかといって出過ぎたり馴れ馴れしくならず、軽く見られるような態度、言うまでもなく、まったくなく、不思議なほど理想的な方の態度、心構えである。

第三章　光る源氏の物語　准太上天皇となる

第一段　源氏、秋に准太上天皇の待遇を得る

藤裏葉．３．１．１

■　大臣おとども、

◇　大臣も、

■　「長ながからずのみ思おぼさるる御世みよのこなたに」

◇　「いつまでも生きていられないと思わずにはいられない存命中に」

■　と、思おぼしつる1御参おほむまゐりの、かひあるさまに2見みたてまつりなしたまひて、心こころからなれど、世よに浮うきたるやうにて、見苦みぐるしかりつる宰相さいしゃうの君きみも、思おもひなくめやすきさまにしづまりたまひぬれば、御心みこころおちゐ果はてたまひて、

◇　と、お思いであったご入内を、立派な地位にお付け申し上げなさって、本人が求めてのことであるが、身の上が落ち着かず、体裁の悪かった宰相の君も、心配もなく安心した結婚生活に落ち着きなさったので、すっかりご安心なさって、

■　「今いまは本意ほいも遂とげなむ3」

◇　「今は出家の本意を遂げよう」

■　と、思おぼしなる。

◇　と、お思いになる。


1 【長からずのみ思さるる御世のこなたにと思しつる】『集成』は「しきりに無常の感じられるこの世にご存命のうちにとお思いだった」。『完訳』は「いつまでも生きていられるわけではないと考えずにはいらっしゃれぬ御寿命とて、その命あるうちにと思っていらっしゃった」と訳す。

2 【御参りのかひあるさまに】大島本は「御まいりの」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「御参り」と「の」を削除する。

3 【今は本意も遂げなむ】源氏の心中。明石姫君の入内、夕霧の結婚が決まり、出家願望を遂げようと思う。


藤裏葉．３．１．２

■　対たいの上うへの御おほむありさまの、見捨みすてがたきにも、

◇　対の上のご様子の、見捨て難いのにつけても、

■　「中宮ちゅうぐうおはしませば1、おろかならぬ御心寄みこころよせなり。

◇　「中宮がいらっしゃるので、並々ならぬお味方である。

■　この御方おほむかたにも、世よに知しられたる親おやざまには、まづ思おもひきこえたまふべければ、さりとも」

◇　この姫君におかれても、表向きの親としては、真っ先にきっとお思い申し上げなさるだろうから、いくら何でも大丈夫」

■　と、思おぼし譲ゆづりけり。

◇　と、お任せになるのであった。


1 【中宮おはしませば】以下「さりとも」まで、源氏の心中。間接的に語る。秋好中宮は源氏の養女。紫の上には継子になる。


藤裏葉．３．１．３

■　夏なつの御方おほむかたの、時ときに花はなやぎたまふまじきも1、

◇　夏の御方が、何かにつけて華やかになりそうもないのも、

■　「宰相さいしゃうのものしたまへば」

◇　「宰相がいらっしゃるので」

■　と、皆みなとりどりにうしろめたからず思おぼしなりゆく。

◇　と、皆それぞれに心配はなくお考えになって行く。


1 【時に花やぎたまふまじきも】大島本は「時に」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「時々に」と校訂する。


藤裏葉．３．１．４

■　明あけむ年とし、四十よそぢになりたまふ1、御賀おほむがのことを、朝廷おほやけよりはじめたてまつりて、大おほきなる世よのいそぎなり。

◇　明年、四十歳におなりになる、御賀のことを、朝廷をお初め申して、大変な世を挙げてのご準備である。


1 【明けむ年四十になりたまふ】源氏は明年四十歳になる。「桐壺」巻以来初めて源氏の年齢を語る。


藤裏葉．３．１．５

■　その秋あき、太上天皇だいじゃうてんわうに准なずらふ御位得おほむくらゐえたまうて、御封加みふくははり、年官年爵つかさかうぶりなど、皆添みなそひたまふ1。

◇　その年の秋、太上天皇に準じる御待遇をお受けになって、御封が増加し、年官や年爵など、全部お加わりになる。

■　かからでも、世よの御心みこころに叶かなはぬことなけれど、なほめづらしかりける昔むかしの例れいを改あらためで、院司ゐんじどもなどなり、さまことにいつくしうなり添そひたまへば、内裏うちに参まゐりたまふべきこと、難かたかるべきをぞ、かつは思おぼしける。

◇　そうでなくても、世の中でご希望通りにならないことはないのが、やはりめったになかった昔の例を踏襲して、院司たちが任命され、格段に威儀厳めしくおなりになったので、宮中に参内なさることが、難しいだろうことを、一方では残念にお思いであった。


1 【その秋太上天皇に准らふ御位得たまうて御封加はり年官年爵など皆添ひたまふ】「太上天皇」は上皇の意。すなわち、臣下の域を超えて、皇族で天皇譲位者の地位と同待遇を受ける。史実にも例がない。その地位は「桐壷」巻の高麗人の予言と照応する。太上天皇の御封は二千戸、他に年官・年爵が加わる。そして院司が設けられる。


藤裏葉．３．１．６

■　かくても、なほ飽あかず帝みかどは思おぼして2、世よの中なかを憚はばかりて、位くらゐをえ譲ゆづりきこえぬことをなむ、朝夕あさゆふの御嘆おほむなげきぐさなりける。

◇　それでも、なおも物足りなく帝はお思いあそばして、世間に遠慮して、皇位をお譲り申し上げられないことが、朝夕のお嘆きの種であった。


1? 【なほめづらしかりつる昔の例を改めで】『集成』は「それでもやはり滅多にないことであった過去の例にもう一度倣って。藤壷を准太上天皇にしたことをさす」。『完訳』は「歴史上の嵯峨天皇時代ごろからの太上天皇の例（または物語の藤壺女院の例）を踏襲して。一説に、「改めて」と読み、太政大臣の例とは変えて、の意」。『集成』は「改めて」、『完訳』は「改めで」と読む。先例どおりに、の意。

2 【なほ飽かず帝は思して】大島本は「おほして」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「思しめして」と校訂する。


藤裏葉．３．１．７

■　内大臣ないだいじんあがりたまひてP19上**がりたまひて、宰相中将さいしゃうのちゅうじゃう、中納言ちゅうなごんになりたまひぬ。

◇　内大臣は太政大臣にご昇進になって、宰相中将は、中納言におなりになった。

■　御おほむよろこびに出いでたまふ。

◇　そのお礼言上にお出になる。

■　光ひかりいとどまさりたまへるさま、容貌かたちよりはじめて、飽あかぬことなきを、主人あるじの大臣おとども、

◇　輝きがますますお加わりになった姿、容貌をはじめとして、足りないところのないのを、主人の大臣も、

■　「なかなか人ひとに圧おされまし宮仕みやづかへよりは2」

◇　「なまじ人に圧倒されるような宮仕えよりはましであった」

■　と、思おぼし直なほる。

◇　と、お考え直しになる。

◆　 
ないだいじん あがり たまひ て、 さいしゃう-の-ちゅうじゃう、 ちゅうなごん に なり たまひ ぬ。 おほむ-よろこび に いで たまふ。 ひかり いとど まさり たまへ る さま、 かたち より はじめ て、 あか ぬ こと なき を、 あるじ-の-おとど も、 "なかなか ひと に おさ れ まし みやづかへ より は。" と、 おぼし なほる。


P19 内大臣--内大臣に（に/＃）

1? 【内大臣上りたまひて宰相中将中納言になりたまひぬ】内大臣は太政大臣に、夕霧の宰相中将は中納言に昇進。

2 【なかなか人に圧されまし宮仕へよりは】内大臣の心中。雲居雁を中途半端な宮仕えに出すより夕霧に縁づけて良かったと満足。


藤裏葉．３．１．８

■　女君をむなぎみの大輔乳母たいふのめのと、

◇　女君の大輔の乳母が、

■　「六位宿世ろくゐすくせ」

◇　「六位の人との結婚」

■　と、つぶやきし宵よひのこと1、ものの折々をりをりに思おぼし出いでければ、菊きくのいとおもしろくてP20,2、移うつろひたるを賜たまはせて、

◇　と、ぶつぶつ言った夜のことが、何かの機会ごとにお思い出しになったので、菊のたいそう美しくて、色の変化しているのをお与えになって、


P20 おもしろくて--おもしろく（く/＋て〈朱〉）

1 【六位宿世とつぶやきし宵のこと】「少女」巻（第五章五段）に見えた。

2 【おもしろくて】大島本は「おもしろく（く＋て〈朱〉）」とある。すなわち底本は朱筆で「て」を補入する。『新大系』は底本の補訂に従う。『集成』『古典セレクション』は底本の訂正以前と諸本に従って「おもしろく」と校訂する。


藤裏葉．３．１．９

■　「浅緑若葉あさみどりわかばの菊きくを露つゆにても

濃こき紫むらさきの色いろとかけきや1

◇　「浅緑色をした若葉の菊を

濃い紫の花が咲こうとは夢にも思わなかっただろう


1 【浅緑若葉の菊を露にても濃き紫の色とかけきや】夕霧の大輔の乳母への贈歌。「浅緑」は六位の袍の色。「濃き紫の色」は中納言三位の袍の色。「菊」と「露」は縁語。「や」は詠嘆の終助詞。私が将来三位以上に出世するとは思わなかっただろう、の意。


藤裏葉．３．１．１０

■　からかりし折をりの一言葉ひとことばこそ忘わすられね1」

◇　辛かったあの時の一言が忘れられない」


1 【からかりし折の一言葉こそ忘られね】歌に添えた言葉。


藤裏葉．３．１．１１

■　と、いと匂にほひやかにほほ笑ゑみて賜たまへり。

◇　と、たいそう美しくほほ笑んでお与えになった。

■　恥はづかしう、いとほしきものから、うつくしう見みたてまつる1。

◇　恥ずかしく、お気の毒なことをしたと思う一方で、いとしくも、お思い申し上げる。


1 【恥づかしういとほしきものからうつくしう見たてまつる】『集成』は「顔向けならず困惑しながら、いとしくお思い申し上げる」。『完訳』は「顔向けもならず困ったことになったと思うものの、またかわいいとも存じあげる」と訳す。


藤裏葉．３．１．１２

■　「双葉ふたばより名立なだたる園そのの菊きくなれば

浅あさき色いろわく露つゆもなかりき1

◇　「二葉の時から名門の園に育つ菊ですから

浅い色をしていると差別する者など誰もございませんでした


1 【双葉より名立たる園の菊なれば浅き色わく露もなかりき】大輔の乳母の返歌。夕霧の「浅緑」「若葉の菊」「露」の語句を受けて、「双葉より名立たる」「菊」なので「浅き色分く」「露もなかりき」と切り返す。


藤裏葉．３．１．１３

■　いかに心こころおかせたまへりけるにか1」

◇　どのようにお気を悪くお思いになったことでしょうか」


1 【いかに心おかせたまへりけるにか】歌に添えた言葉。『集成』は「どんなふうに悪くおとりになったのでしょうか」。『完訳』は「どんなにかお気を悪くなさいましたことやら」。夕霧に詫びる気持ち。


藤裏葉．３．１．１４

■　と、いと馴なれて苦くるしがる1。

◇　と、いかにも物馴れた様子に言い訳をする。


1 【いと馴れて苦しがる】『完訳』は「まったく物慣れた巧みさで苦しい言い訳をする」と注す。したたかな乳母という感じ。


第二段　夕霧夫妻、三条殿に移る

藤裏葉．３．２．１

■　御勢おほむいきほひまさりて、かかる御住おほむすまひも所狭ところせければ、三条殿さむでうどのに渡わたりたまひぬ1。

◇　ご威勢が増して、このようなお住まいでは手狭なので、三条殿にお移りになった。

■　すこし荒あれにたるを、いとめでたく修理すりしなして、宮みやのおはしましし方かたを改あらためしつらひて住すみたまふ。

◇　少し荒れていたのをたいそう立派に修理して、大宮がいらっしゃったお部屋を修繕してお住まいになる。

■　昔むかしおぼえて、あはれに思おもふさまなる御住おほむすまひなり。

◇　昔が思い出されて、懐しく心にかなったお部屋である。


1 【御勢ひまさりてかかる御住まひも所狭ければ三条殿に渡りたまひぬ】夕霧、中納言に昇進し威勢が増したので、内大臣邸から大宮の三条殿に雲居雁と共に移り住む。


藤裏葉．３．２．２

■　前栽せんさいどもなど、小ちひさき木きどもなりしも、いとしげき蔭かげとなり、一村薄ひとむらすすきS17も1心こころにまかせて乱みだれたりける、つくろはせたまふ。

◇　前栽どもなど、小さい木であったのが、たいそう大きな木蔭を作り、一叢薄ものび放題になっていたのを、手入れさせなさる。

■　遣水やりみづの水草みくさもかき改あらためて、いと心こころゆきたるけしきなり。

◇　遣水の水草も取り払って、とても気持ちよさそうに流れている。


S17 君が植ゑし一村薄虫の音のしげき野辺ともなりにけるかな（古今集哀傷-八五三　三春有助）

1 【一村薄も】「君が植ゑし一群薄虫の音のしげき野辺ともなりにけるかな」（古今集哀傷、八五三、御春有助）などに基づく歌語。


藤裏葉．３．２．３

■　をかしき夕暮ゆふぐれのほどを、二所眺ふたところながめたまひて、あさましかりし世よの、御幼おほむをさなさの物語ものがたりなどしたまふに、恋こひしきことも多おほく、人ひとの思おもひけむことも恥はづかしう、女君をむなぎみは思おぼし出いづ。

◇　美しい夕暮れ時を、お二人で眺めなさって、情けなかった昔の、子供時代のお話などをなさると、恋しいことも多く、女房たちが何と思っていたかも恥ずかしく、女君はお思い出しになる。

■　古人ふるびとどもの1、まかで散ちらず、曹司曹司ざうしざうしにP21さぶらひけるなど、参まう上のぼり集あつまりて、いとうれしと思おもひあへり。

◇　古い女房たちで、退出せず、それぞれの曹司に伺候していた人たちなど、参集して、実に嬉しく互いに思い合っていた。


P21 曹司曹司に--さま（ま/＄うし）／＼に

1 【古人どもの】三条殿に仕えていた老女房たち。


藤裏葉．３．２．４

■　男君をとこぎみ、

◇　男君、

藤裏葉．３．２．５

■　「なれこそは岩守いはもるあるじ見みし人ひとの

行方ゆくへは知しるや宿やどの真清水1ましみづ」

◇　「おまえこそはこの家を守っている主人だ、お世話になった人の

行方は知っているか、邸の真清水よ」


1 【なれこそは岩守るあるじ見し人の行方は知るや宿の真清水】夕霧の歌。「汝」は「真清水」に呼び掛けた表現。擬人法。「見し人」は故大宮をさす。


藤裏葉．３．２．６

■　女君をむなぎみ、

◇　女君、

藤裏葉．３．２．７

■　「亡なき人ひとの影かげS18だに見みえずつれなくて

心こころをやれるいさらゐの水1みづ」

◇　「亡き人の姿さえ映さず知らない顔で

心地よげに流れている浅い清水ね」


S18 亡き人の影だに見えぬ遣水の底は涙に流してぞこし（後撰集哀傷-一四〇二　伊勢）

1 【亡き人の影だに見えずつれなくて心をやれるいさらゐの水】雲居雁の唱和歌。「見し人」「真清水」を受けて「亡き人」「いさらいの水」と和す。「心をやれる」は擬人法。「亡き人の影だに見えぬ遣水の底に涙を流してぞ来し」（後撰集哀傷、一四〇二、伊勢）を踏まえる。『完訳』は「二人を愛育してくれた大宮への感傷を通して夕霧に共感する歌」と注す。


藤裏葉．３．２．８

■　などのたまふほどに、大臣おとど、内裏うちよりまかでたまひけるを1、紅葉もみぢの色いろに驚おどろかされて渡わたりたまへり。

◇　などとおっしゃっているところに、太政大臣、宮中からご退出なさった途中、紅葉のみごとな色に驚かされてお越しになった。


1 【大臣内裏よりまかでたまひけるを】太政大臣が宮中を退出して三条殿に訪れる。


第三段　内大臣、三条殿を訪問

藤裏葉．３．３．１

■　昔むかしおはさひし御おほむありさまにも1、をさをさ変かはることなく、あたりあたりおとなしく住すまひたまへるさま、はなやかなるを見みたまふにつけても、いとものあはれに思おぼさる。

◇　昔大宮がお住まいだったご様子に、たいして変わるところなく、あちらこちらも落ち着いてお住まいになっている様子、若々しく明るいのを御覧になるにつけても、ひどくしみじみと感慨が込み上げてくる。

■　中納言ちゅうぐうも、けしきことに、顔かほすこし赤あかみて、いとどしづまりてものしたまふ2。

◇　中納言も、改まった表情で、顔が少し赤くなって、いつも以上にしんみりとしていらっしゃる。


1 【昔おはさひし御ありさまにも】「おはさひし」は「おはしあひし」（複合形）の約。太政大臣と大宮がお暮らしになった、の意。

2 【いとどしづまりてものしたまふ】『集成』は「いつも以上にしんみりとしていらっしゃる」。『完訳』は「いよいよ神妙にしていらっしゃる」と訳す。


藤裏葉．３．３．２

■　あらまほしくうつくしげなる御おほむあはひなれど、女をむなは1、またかかる容貌かたちのたぐひも、などかなからむ2と見みえたまへり。

◇　理想的で初々しいご夫婦仲であるが、女は、他にこのような器量の人もいないこともなかろうと、お見えになる。

■　男をとこは、際きはもなくきよらにおはす3。

◇　男は、この上なく美しくいらっしゃる。

■　古人ふるびとども4御前おまへに所得ところえて、神かみさびたることども聞きこえ出いづ。

◇　古女房たちが御前で得意気になって、昔のことなどを申し上げる。

■　ありつる御手習おほむてならひどもの、散ちりたるを御覧ごらんじつけて、うちしほたれたまふ。

◇　さきほどのお二人の歌が、散らかっているのをお見つけになって、ふと涙ぐみなさる。


1 【女は】以下「女は--男は--」という構文。

2 【またかかる容貌のたぐひもなどかなからむ】語り手の批評。雲居雁程の器量は他にいないこともない、絶世の美人という程でない。

3 【男は際もなくきよらにおはす】夕霧は「きよら」で形容。源氏物語における美の最大限の讃辞である。

4 【古人ども】大島本は「ふる人とも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「古人どもも」と校訂する。


藤裏葉．３．３．３

■　「この水みづの心尋こころたづねまほしけれど、翁おきなは言忌こといみしてP22」

◇　「この清水の気持ちを尋ねてみたいが、老人は遠慮して」


P22 言忌して--*こといみしく


藤裏葉．３．３．４

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

藤裏葉．３．３．５

■　「そのかみの老木おいきはむべも朽くちぬらむP23

植うゑし小松こまつも苔生こけおひにけり」

◇　「その昔の老木はなるほど朽ちてしまうのも当然だろう

植えた小松にも苔が生えたほどだから」


P23 朽ちぬらむ--くちぬれ（れ/＄ら）む


藤裏葉．３．３．６

■　男君をとこぎみの御宰相おほむさいしゃうの乳母めのと、つらかりし御心みこころも忘わすれねば、したり顔がほに、

◇　男君の宰相の御乳母、冷たかったお仕打ちを忘れなかったので、得意顔に、

藤裏葉．３．３．７

■　「いづれをも蔭かげとぞ頼たのむ双葉ふたばより

根ねざし交かはせる松まつの末々すゑずゑ」

◇　「どちら様をも蔭と頼みにしております、二葉の時から

互いに仲好く大きくおなりになった二本の松でいらっしゃいますから」

藤裏葉．３．３．８

■　老人おいびとどもも、かやうの筋すぢに聞きこえ集あつめたるを、中納言ちゅうなごんは、をかしと思おぼす。

◇　老女房たちも、このような話題ばかりを歌に詠むのを、中納言は、おもしろいとお思いになる。

■　女君をむなぎみは、あいなく面赤おもてあかみ、苦くるしと聞ききたまふ。

◇　女君は、わけもなく顔が赤くなって、聞き苦しく思っていらっしゃる。

第四段　十月二十日過ぎ、六条院行幸

藤裏葉．３．４．１

■　神無月かむなづきの二十日はつかあまりのほどに、六条院ろくでうゐんに行幸ぎゃうがうあり1。

◇　神無月の二十日過ぎ頃に、六条院に行幸がある。

■　紅葉もみぢの盛さかりにて、興きょうあるべきたびの行幸ぎゃうがうなるに、朱雀院すじゃくゐんにも御消息おほむせうそくありて2、院ゐんさへ渡わたりおはしますべければ、世よにめづらしくありがたきことにて、世人よひとも心こころをおどろかす。

◇　紅葉の盛りで、きっと興趣あるにちがいない今回の行幸なので、朱雀院にも御手紙があって、院までがお越しあそばすので、実に珍しくめったにない盛儀なので、世間の人も心をときめかす。

■　主人あるじの院方ゐんがたも、御心みこころを尽つくし、目めもあやなる御心みこころまうけをせさせたまふ3。

◇　主人の六条院方でも、お心を尽くして、目映いばかりのご準備をあそばす。


1 【神無月の二十日あまりのほどに六条院に行幸あり】神無月二十日過ぎ、冷泉帝、朱雀院、共に六条院に行幸。康保二年（九六五）十月二十三日の村上天皇の朱雀院行幸が準拠とされる。

2 【朱雀院にも御消息ありて】冷泉帝から朱雀院へ御案内の手紙があって、の意。

3 【御心まうけをせさせたまふ】主語は主人の院、源氏。「させ」「たまふ」最高敬語。


藤裏葉．３．４．２

■　巳みの時ときに行幸ぎゃうがうありて、まづ、馬場殿むまばどのに左右ひだりみぎの寮つかさの御馬牽おほむむまひき並ならべて、左右近衛立ひだりみぎのこのゑたち添そひたる作法さほふ、五月さつきの節せちにあやめわかれず通かよひたり1。

◇　巳の時に行幸があって、まず、馬場殿に左右の馬寮の御馬を牽き並べて、左右近衛府の官人が立ち並んだ儀式、五月の節句に違わずよく似ていた。

■　未ひつじくだるほどに、南みなみの寝殿しんでんに移うつりおはします。

◇　未の刻を過ぎたころ、南の寝殿にお移りあそばす。

■　道みちのほどの反橋そりはし、渡殿わたどのには錦にしきを敷しき、あらはなるべき所ところには軟障ぜんじゃうを引ひき、いつくしうしなさせたまへり。

◇　途中の反橋、渡殿には錦を敷き、よそから見えるにちがいない所には軟障を引き、厳めしくおしつらわせなさった。


1 【五月の節にあやめわかれず通ひたり】帝が宮中の武徳殿に行幸し騎射競馬を御覧になる儀式。「あやめ」は「五月」にちなんだ言葉遊び的表現。


藤裏葉．３．４．３

■　東ひむがしの池いけに1舟ふねども浮うけて、御厨子所みづしどころの鵜飼2うかひの長をさ、院ゐんの鵜飼3うかひを召めし並ならべて、鵜うをおろさせたまへり。

◇　東の池に舟を幾隻か浮かべて、御厨子所の鵜飼の長が、院の鵜飼を召し並べて、鵜を下ろさせなさった。

■　小ちひさき鮒ふなども食くひたり。

◇　小さい鮒を幾匹もくわえた。

■　わざとの御覧ごらんとはなけれども4、過すぎさせたまふ道みちの興きょうばかりになむ。

◇　特別に御覧に入れるのではないが、お通りすがりになる一興ほどにである。


1 【東の池に】『集成』は「南の町の南庭の池。西の町の池に通じているので、こう言ったのであろう」。『完訳』は「池の東の部分（春の町の側）」と注す。

2 【御厨子所の鵜飼】宮中の御厨子所。内膳司に属し、天皇の食事や節会の饗を調じる。膳部があり、その下に鵜飼が属し、魚類を調進する。

3 【院の鵜飼】六条院の鵜飼。

4 【わざとの御覧とはなけれども】大島本は「なけれとも」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『古典セレクション』は諸本に従って「なけれど」と「も」を削除する。


藤裏葉．３．４．４

■　山やまの紅葉もみぢ、いづ方かたも劣おとらねど、西にしの御前おまへは心こころことなるを、中なかの廊らうの壁かべを崩くづし、中門ちゅうもんを開ひらきて、霧きりの隔へだてなくて御覧ごらんぜさせたまふ。

◇　築山の紅葉、どの町のも負けない程であるが、西の御庭のは格別に素晴らしいので、中の廊の壁を崩し、中門を開いて、霧がさえぎることなく御覧にお入れあそばす。

藤裏葉．３．４．５

■　御座おほむざ、二ふたつよそひて、主人あるじの御座おほむざは下くだれるを、宣旨せんじありて直なほさせP24たまふほど、めでたく見みえたれど、帝みかどは、なほ限かぎりあるゐやゐやしさを尽つくして見みせたてまつりたまはぬことをなむ、思おぼしける。

◇　御座、二つ準備して、主人の御座は下にあるのを、宣旨があってお改めさせなさるのも、素晴らしくお見えになったが、帝は、やはり規定以上の礼をお現し申し上げられないのを、残念にお思いあそばすのであった。


P24 直させ--なを（を/＋させ〈朱〉）


藤裏葉．３．４．６

■　池いけの魚いを、左少将捕をひだり、蔵人所のせうしゃうとりくらうどどころの鷹飼たかがひの、北野きたのに狩仕かりつかまつれる鳥一番とりひとつがひを、右少将捧みぎのすけささげて、寝殿しんでんの東ひむがしより御前おまへに出いでて、御階みはしの左右ひだりみぎに膝ひざをつきて奏そうす。

◇　池の魚を、左少将が手に取り、蔵人所の鷹飼が、北野で狩をして参った鳥の一番を、右少将が捧げて、寝殿の東から御前に出て、御階の左右に膝まづいて奏上する。

■　太政大臣おほきおとど、仰おほせ言賜ごとたまひて、調てうじて御膳おものに参まゐる。

◇　太政大臣が、お言葉を賜り伝えて、料理して御膳に差し上げる。

■　親王みこたち、上達部かむだちめなどの御おほむまうけも、めづらしきさまに、常つねの事ことどもを変かへて仕つかうまつらせたまへり。

◇　親王方、上達部たちの御馳走も、珍しい様子に、いつものと目先を変えて差し上げさせなさった。

第五段　六条院行幸の饗宴

藤裏葉．３．５．１

■　皆御酔みなおほむゑひになりて、暮くれかかるほどに、楽所がくその人召ひとめす。

◇　皆お酔いになって、日が暮れかかるころに、楽所の人をお召しになる。

■　わざとの大楽おほがくにはあらず、なまめかしきほどに、殿上てんじゃうの童わらはべ、舞仕まひつかうまつる。

◇　特別の大がかりの舞楽ではなく、優雅に奏して、殿上の童が、舞を御覧に入れる。

■　朱雀院すじゃくゐんの紅葉もみぢの賀が、例れいの古事思ふることおぼし出いでらる。

◇　朱雀院の紅葉の御賀、例によって昔の事が自然と思い出されなさる。

■　「賀王恩**」

◇　「賀皇恩」

■　といふものを奏そうするほどに、太政大臣おほきおとどの御弟子おほむをとごの十とをばかりなる1、切せちにおもしろう舞まふ。

◇　という楽を奏する時に、太政大臣の御末子の十歳ほどになる子が、実に上手に舞う。

■　内裏うちの帝みかど、御衣おほむぞぬぎて賜たまふ。

◇　今上の帝、御召物を脱いで御下賜なさる。

■　太政大臣降おほきおとどおりて舞踏ぶたうしたまふ。

◇　太政大臣、下りて拝舞なさる。

◆　 
みな おほむ-ゑひ に なり て、 くれ かかる ほど に、 がくそ の ひと めす。 わざと の おほがく に は あら ず、 なまめかしき ほど に、 てんじゃう の わらはべ、 まひ つかうまつる。 すじゃくゐん の もみぢのが、 れい の ふること おぼし いで らる。 がわうおん と いふ もの を そうする ほど に、 おほきおとど の おほむ-をとご の とを ばかり なる、 せち に おもしろう まふ。 うち-の-みかど、 おほむ-ぞ ぬぎ て たまふ。 おほきおとど おり て ぶたう し たまふ。


1 【御弟子の十ばかりなる】『集成』は「御男（をとこ）の」。『完訳』は「御弟子（おとこ）の」「末の子、の意か」。横山本「御おと子」とある。


藤裏葉．３．５．２

■　主人あるじの院ゐん、菊きくを折をらせたまひて、

◇　主人の院、菊を折らせなさって、

■　「青海波**」

◇　「青海波」

■　の折をりを思おぼし出いづ。

◇　を舞った時のことをお思い出しになる。

◆　 
あるじ-の-ゐん、 きく を をら せ たまひ て、 せいがいは の をり を おぼし いづ。

藤裏葉．３．５．３

■　「色いろまさる籬まがきの菊きくも折々をりをりに

袖そでうちかけし秋あきを恋こふらし1」

◇　「色濃くなった籬の菊も折にふれて

袖をうち掛けて昔の秋を思い出すことだろう」


1 【色まさる籬の菊も折々に袖うちかけし秋を恋ふらし】源氏の歌。今と変わらぬ昔の盛時を恋う歌。


藤裏葉．３．５．４

■　大臣おとど、その折をりは、同おなじ舞まひに立たち並ならびきこえたまひしを、我われも人ひとにはすぐれたまへる身みながら、なほこの際きははこよなかりけるほど、思おぼし知しらる。

◇　太政大臣、あの時は、同じ舞をご一緒申してお舞いなさったのだが、自分も人には勝った身ではあるが、やはりこの院のご身分はこの上ないものであったと、思わずにはいらっしゃれない。

■　時雨しぐれ、折知をり顔しりがほなり。

◇　時雨が、時知り顔に降る。

藤裏葉．３．５．５

■　「紫むらさきの雲くもにまがへる菊きくの花はなS19

濁にごりなき世よの星ほしかとぞ見みる1

時ときこそありけれS20,2」

◇　「紫の雲と似ている菊の花は

濁りのない世の中の星かと思います

一段とお栄えの時を」


S19 久方の雲の上にて見る菊は天つ星とぞ過たれける（古今集秋下-二六九　藤原敏行）

S20 秋をおきて時こそありけれ菊の花移ろふからに色のまされば（古今集秋下-二七九　平定文）

1 【紫の雲にまがへる菊の花濁りなき世の星かとぞ見る】太政大臣の唱和歌。源氏の歌の「色」「菊」の語句を受けて「紫の雲」「菊の花」「濁りなき世」と和す。「久方の雲の上にて見る菊は天つ星とぞあやまたれける」（古今集秋下、二六九、藤原敏行）を踏まえる。

2 【時こそありけれ】歌に添えた言葉。「秋をおきて時こそありけれ菊の花移ろふからに色のまされば」（古今集秋下、二七九、平貞文）の第二句の文句を引用したもの。『集成』は「いよいよお栄えですね」。『完訳』は「こうしていよいよ御栄えの時をお迎えあそばして」と訳す。


藤裏葉．３．５．６

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

第六段　朱雀院と冷泉帝の和歌

藤裏葉．３．６．１

■　夕風ゆふかぜの吹ふき敷しく紅葉もみぢの色々いろいろ、濃こき薄うすき、錦にしきを敷しきたる渡殿わたどのの上1うへ、見みえまがふ庭にはの面おもに、容貌かたちをかしき童わらはべの、やむごとなき家いへの子こどもなどにて、青あをき赤あかき白橡しらつるばみ、蘇芳すはう、葡萄染えびぞめなど2、常つねのごと、例れいのみづらに、額ひたいばかりのけしきを見みせて3、短みぢかきものどもをほのかに舞まひつつ、紅葉もみぢの蔭かげに返かへり入いるほど、日ひの暮くるるもいと惜をしげP25なり。

◇　夕風が吹き散らした紅葉の色とりどりの、濃いの薄いの、錦を敷いた渡殿の上、見違えるほどの庭の面に、容貌のかわいい童べの、高貴な家の子供などで、青と赤の白橡に、蘇芳と葡萄染めの下襲など、いつものように、例のみずらを結って、額に天冠をつけただけの飾りを見せて、短い曲目類を少しずつ舞っては、紅葉の葉蔭に帰って行くところ、日が暮れるのも惜しいほどである。


P25 いと惜しげ--いとほ（ほ/＄を）しけ

1 【夕風の吹き敷く紅葉の色々濃き薄き錦を敷きたる渡殿の上】日暮れて、朱雀院、冷泉帝、感慨深く、和歌を詠じる。

2 【青き赤き白橡蘇芳葡萄染めなど】『集成』は「青白橡の袍に葡萄染（薄紫）の下襲、赤白橡の袍に蘇芳（やや暗い紅色）の下襲。それぞれ右方（高麗楽）と左方（唐楽）の舞楽の童の装束」と注す。

3 【額ばかりのけしきを見せて】『集成』は「額に天冠を着けただけの飾りで」と訳す。


藤裏葉．３．６．２

■　楽所がくしょP26などおどろおどろしくはせず。

◇　楽所など仰々しくはしない。

■　上うへの御遊おほむあそび始はじまりて、書司ふみの御琴つかさのおほむことども召めす。

◇　堂上での管弦の御遊が始まって、書司の御琴類をお召しになる。

■　ものの興切きょうせちなるほどに、御前ごぜんに皆御琴みなおほむことども参まゐれり。

◇　一座の興が盛り上がったころに、お三方の御前にみな御琴が届いた。

■　宇多法師うだの変ほふしのかはらぬ声こゑも、朱雀院すじゃくゐんは、いとめづらしくあはれに聞きこし召めす。

◇　宇多の法師の変わらぬ音色も、朱雀院は、実に珍しくしみじみとお聞きあそばす。


P26 楽所--*かくしよそ


藤裏葉．３．６．３

■　「秋あきをへて時雨しぐれふりぬる里人さとびとも

かかる紅葉もみぢの折をりをこそ見みね1」

◇　「幾たびの秋を経て、時雨と共に年老いた里人でも

このように美しい紅葉の時節を見たことがない」


1 【秋をへて時雨ふりぬる里人もかかる紅葉の折をこそ見ね】朱雀院の歌。「ふり」に「降り」と「古り」を掛ける。今日の盛儀を羨む気持ち。


藤裏葉．３．６．４

■　うらめしげにぞ思おぼしたるや1。

◇　恨めしくお思いになったのであろうよ。

■　帝みかど、

◇　帝は、


1 【うらめしげにぞ思したるや】「や」詠嘆の終助詞。語り手の嘆息。


藤裏葉．３．６．５

■　「世よの常つねの紅葉もみぢとや見みるいにしへの

ためしにひける庭にはの錦にしきを1」

◇　「世の常の紅葉と思って御覧になるのでしょうか

昔の先例に倣った今日の宴の紅葉の錦ですのに」


1 【世の常の紅葉とや見るいにしへのためしにひける庭の錦を】冷泉帝の唱和歌。朱雀院の歌の「紅葉」「折をこそ見ね」の語句を受けて、「世の常の紅葉とや見る」と否定し、「古の例」すなわち、故桐壷院御世（朱雀院の東宮時代）の模倣だと謙遜して慰める。


藤裏葉．３．６．６

■　と、聞きこえ知しらせたまふ1。

◇　と、おとりなし申し上げあそばす。

■　御容貌おほむかたちいよいよねびととのほりたまひて、ただ一ひとつものと見みえさせたまふを、中納言ちゅうなごんさぶらひたまふが、ことことならぬこそ、めざましかめれ2。

◇　御器量は一段と御立派におなりになって、まるでそっくりにお見えあそばすのを、中納言が控えていらっしゃるが、また別々のお顔と見えないのには、目を見張らされる。

■　あてにめでたきけはひや、思おもひなしに3劣おとりまさらむP27,4、あざやかに匂にほはしきところは5、添そひてさへ見みゆ。

◇　気品があって素晴らしい感じは、思いなしか優劣がつけられようか、目の覚めるような美しい点は、加わっているように見える。


P27 まさらむ--（/＋ま〈朱〉）さらん

1 【聞こえ知らせたまふ】『集成』は「おとりなし申し上げる」。『完訳』は「お答え申し上げる」と訳す。

2 【めざましかめれ】語り手の感想。

3 【思ひなしに】語り手の「思ひなし」である。

4 【劣りまさらむ】『完訳』は「帝がまさり、夕霧が劣る意」と注す。

5 【あざやかに匂はしきところは】夕霧の美点。


藤裏葉．３．６．７

■　笛仕ふえつかうまつりたまふ、いとおもしろし。

◇　笛を承ってお吹きになる、たいそう素晴らしい。

■　唱歌さうがの殿上人てんじゃうびと、御階みはしにさぶらふ中なかに、弁少将べんの声***すぐれたり。

◇　唱歌の殿上人、御階に控えて歌っている中で、弁少将の声が優れていた。

■　なほさるべきにこそと見***えたる御仲***らひなめり1。

◇　やはり前世からの宿縁によって優れた方々がお揃いなのだと思われるご両家のようである。

◆　 
ふえ つかうまつり たまふ、 いと おもしろし。 さうが の てんじゃうびと、 み-はし に さぶらふ なか に、 べん-の-せうしゃう の こゑ すぐれ たり。 なほ さるべき に こそ と みえ たる おほむ-なからひ な' めり。


1 【なほさるべきにこそと見えたる御仲らひなめり】語り手の批評。『集成』は「やはり前世からのしかるべき宿縁によって、このようにすぐれた方々がお揃いなのだと思われるご両家のようだ。草子地」。『完訳』は「やはり、めでたい御果報に恵まれていらっしゃるのだろう、と思われるご一統同士のようである」と注す。



３４． 若菜上 (わかなのじゃう)

第一章　朱雀院の物語　女三の宮の婿選び

第一段　朱雀院、女三の宮の将来を案じる

若菜上．１．１．１

■　朱雀院すじゃくゐんの帝みかど、ありし御幸みゆきののち、そのころほひより、例れいならず悩なやみわたらせたまふ1。

◇　朱雀院の帝、先日の行幸の後、そのころから、御不例でずっと御病気でおいであそばす。

■　もとよりあつしくおはしますうちに、このたびはもの心細こころぼそく思おぼし召めされて、

◇　もともと御病気がちでいらせられるが、今回は何となく心細くお思いあさばされて、


1 【朱雀院の帝ありし御幸ののちそのころほひより例ならず悩みわたらせたまふ】朱雀院、十月二十日過ぎの六条院行幸（藤裏葉、第三章五段）の後、病状が続く。「せ」「たまふ」最高敬語。


若菜上．１．１．２

■　「年としごろ行おこなひの本意1深ほいふかきを、后きさいの宮みやおはしましつるほどは2、よろづ憚はばかりきこえさせたまひて3、今いままで思おぼしとどこほりつるを、なほその方かたにもよほすにやあらむ、世よに久ひさしかるまじき心地ここちなむする」

◇　「長年出家の願望は強いが、后の宮がご存命であった間は、いろいろと御遠慮申し上げなさって、今まで決意しないでいたが、やはりその方面に心が向くのだろうか、長くは生きていられないような気がする」


1 【年ごろ行なひの本意】以下「心地なむする」まで、朱雀院の詞。途中に語り手の敬意が混入した表現が混じる。『集成』は「朱雀院の言葉と見られるが、途中、敬語をまじえた地の文と重なり混ざった書き方」と注す。

2 【后の宮おはしましつるほどは】明融臨模本・大島本は「きさいの宮」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「后の宮の」と「の」を補訂する。

3 【憚りきこえさせたまひて】「きこえさせ」（「きこゆ」よりさらに一段深い謙譲表現）「たまひ」語り手の敬意の混入。


若菜上．１．１．３

■　などのたまはせて、さるべき御心みこころまうけどもせさせたまふ。

◇　などと仰せられて、しかるべきお心づもりをいろいろ御準備あそばす。

若菜上．１．１．４

■　御子みこたちは、春宮とうぐうをおきたてまつりてP1、女宮をむなみやたちなむ四所よところおはしましける。

◇　御子たちは、東宮を別に申して、女宮たちがお四方いらっしゃった。

■　その中なかに、藤壺ふぢつぼと聞きこえしは、先帝せんだいの源氏げんじにぞおはしましける1。

◇　その中でも、藤壷と申し上げた方は、先帝の源氏でいらっしゃった。


P1 おきたてまつりて--をきて（て/＄）たてまつりて

1 【先帝の源氏にぞおはしましける】「先帝」は「桐壺」巻に「先帝の四の宮」云々と見えた帝。藤壺の異腹の「源氏」にあたる。「ぞ--ける」係結び。


若菜上．１．１．５

■　まだ坊ばうと聞きこえさせし時参ときまゐりたまひて、高たかき位くらゐにも定さだまりたまべかりし人ひとの、取とり立たてたる御後見おほむうしろみもおはせず、母方ははかたもその筋すぢとなく、ものはかなき更衣腹かういばらにてものしたまひければ、御交おほむまじらひのほども心細こころぼそげにて、大后おほきさきの、尚侍ないしのかみを参まゐらせたてまつりたまひて、かたはらに並ならぶ人ひとなくもてなしきこえたまひなどせしほどに、気圧けおされて、帝みかども御心みこころのうちに、いとほしきものには思おもひきこえさせたまひながら、下おりさせたまひにしかば、かひなく口惜くちをしくて、世よの中なかを恨うらみたるやうにて亡うせたまひにし1。

◇　まだ東宮と申し上げた時代に入内なさって、高い地位にもおつきになるはずであった方が、これと言ったご後見役もいらっしゃらず、母方も名門の家柄でなく、微力の更衣腹でいらっしゃったので、ご交際ぶりも頼りなさそうで、大后が尚侍の君をお入れ申し上げなさって、側に競争相手がいないほど重くお扱い申し上げなさったりしたので、圧倒されて、帝も御心中に、お気の毒にはお思い申し上げあそばしながら、御譲位あそばしたので、入内した甲斐もなく残念で、世の中を恨むような有様でお亡くなりになった。


1 【世の中を恨みたるやうにて亡せたまひにし】『集成』は「身の上を恨むような有様でお亡くなりになった」と注す。


若菜上．１．１．６

■　その御腹おほむはらの女三をむなさむの宮みやを、あまたの御中おほむなかに、すぐれてかなしきものに思おもひかしづききこえたまふ。

◇　その腹の女三の宮を、大勢の御子たちの中で、特別にかわいがって大事になさっておいでになる。

■　そのほど、御年おほむとし、十三じふさむ、四しばかり1おはす。

◇　その当時、お年、十三、四歳ほどでいらっしゃる。


1 【十三四ばかり】年齢十三四という設定は、既に分別ある年ごろである。


若菜上．１．１．７

■　「今いまはと背そむき捨すて1、山籠やまごもりしなむ後のちの世よにたちとまりて、誰たれを頼たのむ蔭2かげにてS1ものしたまはむとすらむ」

◇　「今を限りと世を捨てて、山籠もりした後に残って、誰を頼りとして行かれるのだろうか」


S1 わび人の分きて立ち寄る木のもとは頼む蔭なく紅葉散りけり（古今集秋下-二九二　僧正遍昭）

1 【今はと背き捨て】以下「ものしたまはむとすらむ」まで、朱雀院の心中。

2 【頼む蔭】歌語。「わび人のわきて立ち寄る木の本は頼む蔭なく紅葉散りけり」（古今集秋下、二九二、僧正遍昭）、「おきつなみ--秋の紅葉と人々はおのが散り散り別れなば頼む蔭なくなりはてて--」（伊勢集、四六二）など。


若菜上．１．１．８

■　と、ただこの御おほむことをうしろめたく思おぼし嘆なげく。

◇　と、ただこの御方のことだけが気がかりにお嘆きになる。

若菜上．１．１．９

■　西山にしやまなる御寺造みてらつくり果はてて、移うつろはせたまはむほどの御おほむいそぎをせさせたまふに添そへて、またこの宮みやの御裳着おほむもぎのことを思おぼしいそがせたまふ。

◇　西山にある御寺を完成させて、お移りあそばすための御準備をあそばすにつけても、またこの宮の御裳着の儀式を御準備あそばす。

若菜上．１．１．１０

■　院ゐんのうちにやむごとなく思おぼす御宝物おほむたからのの、御調度みてうどどもをばさらにもいはず、はかなき御遊おほむあそびものまで2、すこしゆゑある限かぎりをば、ただこの御方おほむかたに取とりわたし3たてまつらせたまひて、その次々つぎつぎをなむ、異御子ことみこたちには、御処分おほむそうぶんどもありける。

◇　院の中に秘蔵していらっしゃる御宝物、御調度類は言うまでもなく、ちょっとしたお遊び道具類まで、少しでも由緒ある物は全て、ただこの御方にお譲り申し上げなさって、それに次ぐ品々を、他の御子たちには、御分配なさったのであった。


1? 【西山なる御寺造りはてて】仁和寺が想定されている。

2 【はかなき御遊びものまで】明融臨模本・大島本は「御あそひもの」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「遊び物」と「御」を削除する。

3 【この御方に取りわたし】明融臨模本・大島本は「とりわたし」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「と渡し」と校訂する。


第二段　東宮、父朱雀院を見舞う

若菜上．１．２．１

■　春宮とうぐうは、

◇　東宮は、

■　「かかる御悩おほむなやみに添そへて、世よを背そむかせたまふべき御心みこころづかひになむ」

◇　「このような御病気に加えて、御出家あそばすお心づもりだ」

■　と聞きかせたまひて、渡わたらせたまへり。

◇　とお聞きあそばして、お越しあそばした。

■　母女御1ははにょうご、添そひきこえさせたまひて参まゐりたまへり。

◇　母女御、ご一緒申されておいでになった。

■　すぐれたる御おほむおぼえにしもあらざりしかど、宮みやのかくておはします御宿世おほむすくせの、限かぎりなくめでたければ、年としごろの御物語おほむものがたり、こまやかに聞きこえさせたまひけり2。

◇　格別のご寵愛というほどでもなかったが、東宮がこうしていらっしゃるご運勢が、この上なく素晴らしいので、久しぶりのお話、親しくお話し合いになったのであった。


1 【母女御】明融臨模本「はゝ女御」とあり、大島本は「はゝ女御も」とある。『集成』『新大系』『完本』は大島本と諸本に従って「母女御も」と「も」を補訂する。

2 【聞こえさせたまひけり】明融臨模本・大島本は「きこえさせ給けり」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「聞こえかはさせたまひけり」と「かは」を補訂する。


若菜上．１．２．２

■　宮みやにも、よろづのこと、世よをたもちたまはむ御心みこころづかひなど、聞きこえ知しらせたまふ1。

◇　東宮にも、いろいろなこと、国をお治めになる時の御注意など、お教え申し上げなさる。

■　御年おほむとしのほどよりはいとよく大人おとなびさせたまひてP2,2、御後見おほむうしろみどもも、こなたかなた、軽々かろがろしからぬ仲なからひにものしたまへば、いとうしろやすく思おもひきこえさせたまふ。

◇　お年のわりにはとてもよくご成人あそばされていて、ご後見役たちも、あちらこちらと、重々しい立派なお間柄でいらっしゃるので、たいそう安心だとお思い申し上げていらっしゃる。


P2 御年のほどよりはいとよく大人びさせたまひて--（/+御としの程よりはいとよくおとなひさせ給て）

1 【聞こえ知らせたまふ】明融臨模本・大島本は「きこえしらせ給」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「聞こえ知らささせたまふ」と「させ」を補訂する。

2 【御年のほどよりはいとよく大人びさせたまひて】明融臨模本は補入。大島本はナシ。『新大系』は底本のままとする。『集成』『完本』は明融臨模本の補入に従う。河内本や別本（保・阿）には有る。目移りによる脱文で、浄書の際の誤写であろう。『集成』は「明融本、大島本なし（明融本は別筆補入）。もと河内本の本文であろう」と注す。東宮十三歳。


若菜上．１．２．３

■　「この世よに恨うらみ残のこることもはべらず。

◇　「この世に不満の残ることはございません。

■　女宮をむなみやたちP3のあまた残のこりとどまる行ゆく先さきを思おもひやるなむ、さらぬ別わかれS2にもほだしなりぬS3べかりける。

◇　女宮たちが大勢後に残るその行く末を思いやると、それがいざ別れとなる時にきっと障りとなることでしょう。

■　さきざき、人ひとの上うへに見聞みききしにも、女をむなは心こころよりほかに、あはあはしく、人ひとにおとしめらるる宿世すくせあるなむ、いと口惜くちをしくP4悲かなしき。

◇　これまで、他人事として見たり聞いたりしてきたことが、女は思いがけず、軽々しく、世間から批判される運命であるのが、たいそう残念で悲しいことだ。


P3 女宮たち--女御（御/＄宮）たち

S2 老いぬればさらぬ別れもありと言へばいよいよ見まくほしき君かな（古今集雑上-九〇〇　在原業平母）

S3 世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（古今集雑下-九五五　物部吉名）

P4 おとしめらるる宿世あるなむ、いと口惜しく--おと（と/+しめらるゝすくせあるなんいとくちお）しく


若菜上．１．２．４

■　いづれをも、思おもふやうならむ御世みよには、さまざまにつけて、御心みこころとどめて思おぼし尋たづねよ。

◇　どなたをも、御即位なさった御代には、何かにつけて、お心にかけてお世話なさって下さい。

■　その中なかに、後見うしろみなどあるは、さる方かたにも思おもひ譲ゆづりはべり。

◇　その中で、後見人のいる方は、そちらに任せてよいと思います。

若菜上．１．２．５

■　三さむの宮みやなむ、いはけなき齢よはひにて、ただ一人ひとりを頼たのもしきものとならひて、うち捨すててむ後のちの世よに、ただよひさすらへむこと、いといとうしろめたく悲かなしくはべる」

◇　三の宮は、幼いお年頃で、ただわたし一人をずっと頼りとしてきたので、出家した後の世に、寄るべもなく心細い生活をするだろうことを、とてもまことに気がかりで悲しく思っております」

若菜上．１．２．６

■　と、御目おほむめおし拭のごひP5つつ、聞きこえ知しらせさせたまふ。

◇　と、お目を拭いながら、お聞かせ申し上げあそばす。


P5 おし拭ひ--をしのひ（ひ/＄）こひ


若菜上．１．２．７

■　女御にょうごにも、うつくしきP6さまに聞きこえつけさせたまふ。

◇　女御にも、やさしくして下さるようお頼み申し上げあそばす。

■　されど、女御にょうごの、人ひとよりはまさりて時ときめきたまひしに、皆挑みないどみ交かはしたまひしほど、御仲おほむなからひども、えうるはしからざりしかば、その名残なごりにて、

◇　けれども、母女御が、他の人よりは優れて御寵愛が厚かったために、皆が競争なさい合ったころ、お妃方の御仲も、あまりよろしくできなかったので、その影響で、

■　「げにP7、今いまはわざと憎にくしなどはなくとも、まことに心こころとどめて思おもひ後見うしろみむとまでは思**さずもや」

◇　「なるほど、今では特に憎いなどとは思わなくても、本当に心にかけてお世話しようとまではお思いでなかろう」

■　とぞ推おし量はからるるかし。

◇　と推量されるのである。

◆　 
にょうご に も、 うつくしき さま に きこえ つけ させ たまふ。 されど、 にょうご の、 ひと より は まさり て ときめき たまひ し に、 みな いどみ かはし たまひ し ほど、 おほむ-なからひ-ども、 え うるはしから ざり しか ば、 その なごり にて、 "げに、 いま は わざと にくし など は なく とも、 まこと に こころ とどめ て おもひ うしろみ む と まで は おもは ず も や?" と ぞ おしはから るる かし。


P6 うつくしき--心（心/＄）うつくしき

P7 げに--けには（は/＄）


若菜上．１．２．８

■　朝夕あさゆふに、この御おほむことを思おぼし嘆なげく。

◇　朝な夕なに、この方の御事を御心配なさる。

■　年暮としくれゆくままに、御悩おほむなやみまことに重おもくなりまさらせたまひて、御簾みすの外とにも出いでさせたまはず。

◇　年が暮れてゆくにつれて、御病気がほんとうに重くおなりあそばして、御簾の外にもお出ましにならない。

■　御おほむもののけにて、時々悩ときどきなやませたまふP8こともありつれど、いとかくうちはへをやみなきさまにはおはしまさざりつるを、

◇　御物の怪で、時々お悩みになったことはあったが、とてもこのようにいつまでもお悪いことはあり続けなかったが、

■　「このたびは、なほ、限かぎりなり」

◇　「今度は、やはり、最期だ」

■　と思おぼし召めしたり。

◇　とお思いでいらっしゃった。


P8 悩ませたまふ--なやみ（み/＄ま）せたまふ


若菜上．１．２．９

■　御位おほむくらゐを去さらせたまひつれど、なほその世よに頼たのみそめたてまつりP9たまへる人ひとびとは、今いまもなつかしくめでたき御おほむありさまを、心こころやりどころに参まゐり仕つかうまつりたまふ限かぎりは、心こころを尽つくして惜をしみきこえたまふ。

◇　お位をお退きあそばしたが、やはりその当時にお頼り申し上げていらした方々は、今でもおやさしくご立派なお人柄を、心の慰め所にして参上しお仕えなさっている方々は、みな心の底からお悲しみ申し上げなさる。


P9 たてまつり--（/+たてまつり）


第三段　源氏の使者夕霧、朱雀院を見舞う

若菜上．１．３．１

■　六条院ろくでうのゐんよりも、御訪おほむとぶらひしばしばあり。

◇　六条院からも、お見舞いが頻繁にある。

■　みづからも参まゐりたまふべきよし、聞きこし召めして、院ゐんはいといたく喜よろこびきこえさせたまふ。

◇　ご自身も参上なさる由、お聞きあそばして、院はとてもたいそうお喜び申し上げあそばす。

若菜上．１．３．２

■　中納言ちゅうなごんの君参きみまゐりたまへるを、御簾みすの内うちに召めし入いれて1、御物語おほむものがたりこまやかなり。

◇　中納言の君が参上なさったのを、御簾の中に招き入れて、お話を親密になさる。


1 【中納言の君参りたまへるを御簾の内に召し入れて】夕霧、院の御所に朱雀院を見舞う。


若菜上．１．３．３

■　「故院こゐんの上うへの1、今いまはのきざみに、あまたの御遺言ごゆいごんありし中なかに、この院ゐんの御おほむこと、今いまの内裏うちの御おほむことなむ、取とり分わきてのたまひ置おきしを、公おほやけとなりて、こと限かぎりありければ、うちうちの御心寄みこころよせP10,2は、変かはらずながら、はかなきことのあやまりに、心こころおかれたてまつることも3ありけむと思おもふを、年としごろことに触ふれて、その恨うらみ残のこしたまへるけしきをなむ漏もらしたまはぬ。

◇　「故院の帝が、御臨終の際に、多くの御遺言があった中で、この院の御事と今上の帝の御事を、特別に仰せになったが、皇位に即くと、何かと自由にならないもので、心の中の好意は、変わらないものの、ちょっとした事の行き違いから、お恨まれ申されることもあっただろうと思うが、長年何かにつけて、その時の恨みが残っていらっしゃるご様子をお見せにならない。


P10 御心寄せ--（/+御）心よせ

1 【故院の上の】以下「ものしたまふべきよしもよほし申したまへ」まで、朱雀院の夕霧への詞。

2 【うちうちの御心寄せ】明融臨模本は「うち／＼の（の＋御）心よせ」とある。すなわち「御」を補入する。大島本は「うち／＼の御心よせ」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文のままとする。『新大系』は大島本に従って「御心寄せ」と「御」を補訂する。

3 【心おかれたてまつることも】「れ」受身の助動詞、「たてまつる」謙譲の補助動詞。私（朱雀院）が源氏からお恨まれ申されることが、の意。


若菜上．１．３．４

■　賢さかしき人ひとといへど、身みの上うへになりぬれば、こと違たがひて、心動こころうごき、かならずその報むくい見みえ、ゆがめることなむ、いにしへだに多おほかりける1。

◇　賢人と言っても、自分自身の事となると、話は違って、心が動揺し、必ずその報復をし、道を踏みはずす例は、昔でさえ多くあったのだ。


1 【いにしへだに多かりける】「だに」副助詞、でさえの意。『完訳』は「聖賢の世の昔でさえ多いのだから、まして人心荒廃の現代では」と訳す。


若菜上．１．３．５

■　いかならむ折をりにか、その御心みこころばへほころぶべからむと、世よの人ひともおもむけ疑うたがひけるを1、つひに忍しのび過すぐしたまひて、春宮とうぐうなどにも心こころを寄よせきこえたまふ。

◇　どのような時にか、お恨みの心が漏れ出ることだろうかと、世間の人々もその気で疑っていたが、とうとう辛抱なさって、東宮などにもご好意をお寄せ申されていらっしゃる。

■　今いまはた、またなく親したしかるべき仲なかとなり、睦むつび交かはしたまへるも、限かぎりなく心こころには思おもひながら、本性ほんじゃうの愚おろかなるに添そへて、子この道みちの闇やみS4にたち交まじり3、かたくななるさまにやとて、なかなかよそのことに聞きこえ放はなちたるさまにてはべる。

◇　今では、またとなく親しい姻戚関係になって交際していらっしゃるのも、この上なく有り難く心の中では思いながら、生来の愚かさに加えて、子を思う親心で目がくらみ、見苦しいことではないかと思って、かえってよそ事のようにお任せ申している有様でございます。


S4 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【世の人もおもむけ疑ひけるを】明融臨模本は「よのひと」、大島本は「世人」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「よひと」と読む。

2? 【春宮などにも心を寄せきこえ給たまふ今はたまたなく親しかるべき仲となり睦び交はしたまへるも】東宮は朱雀院の皇子。源氏の娘明石の姫君が入内している。

3 【子の道の闇にたち交じり】「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）。


若菜上．１．３．６

■　内裏うちの御おほむことは、かの御遺言違ごゆいごんたがへず仕つかうまつりおきてしかば、かく末すゑの世よのP11明あきらけき君きみとして、来きしかたの御面おほむおもてをも起おこしたまふ。

◇　帝の御事は、あの御遺言通りに致しましたので、このような末世の名君として、これまでの不面目を挽回して下さる。

■　本意ほいのごと、いとうれしくなむ。

◇　願い通りで、まことに嬉しく思います。


P11 末の世の--すゑのよに（に/＄の）


若菜上．１．３．７

■　この秋あきの行幸ぎゃうがうのP12の後2ち、いにしへのこととり添そへて、ゆかしくおぼつかなくなむおぼえたまふ3。

◇　この秋の行幸の後は、昔のことがあれこれと思い出されて、懐かしくお会いしたく存じます。

■　対面たいめんに聞きこゆべきことどもはべり4。

◇　お目にかかって申し上げたいことどもがございます。

■　かならずみづから訪とぶらひものしたまふべきよし、もよほし申まうしたまへ」

◇　必ずご自身お訪ね下さるよう、お勧め申し上げて下さい」


P12 秋の行幸--秋（秋/+の）行幸

1? 【なかなかよそのことに聞こえ放ちたるさまにれはべる】『集成』は「かえってひとごとのようにお任せ申した有様でいます」。『完訳』は「かえって他人事のように聞き捨てにふるまっております」と訳す。

2 【この秋の行幸の後】源氏三十九歳十月の六条院行幸をさす。十月は陰暦では冬になるが、太陽暦では立冬前日までが秋である。当時は太陰暦と太陽暦との二元的暦法に立つ季節感である。

3 【おぼえたまふ】朱雀院の会話文中に語り手の敬意が混入。

4 【対面に聞こゆべきことどもはべり】明融臨模本・大島本は「ことゝも」「事とも」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「ことどもも」と「も」を補訂する。


若菜上．１．３．８

■　など、うちしほたれつつのたまはす。

◇　などと、涙ぐみながら仰せになる。

第四段　夕霧、源氏の言葉を言上す

若菜上．１．４．１

■　中納言ちゅうなごんの君1きみ、

◇　中納言の君は、


1 【中納言の君】夕霧。


若菜上．１．４．２

■　「過すぎはべりにけむ方かたは1、ともかくも思おもうたまへ分わきがたくはべり。

◇　「過ぎ去りました昔の事は、何とも分りかねがたく存じます。

■　年としまかり入いりはべりて2、朝廷おほやけにも仕つかうまつりはべるあひだ、世よの中なかのことを見みたまへまかりありくほどには、大小だいせうのことにつけても、うちうちのさるべき物語ものがたりなどのついでにもP13、

◇　成人いたしまして、朝廷にもお仕え致す間に、世間の事をあれこれと経験してまいりますうちに、大小の公事につけても、私的な打ち解けた話し合いの中でも、

■　『いにしへのうれはしきことありてなむ3』

◇　『昔の辛い思いをしたことがあって』

■　など、うちかすめ申まうさるる折をりははべらずP14なむ4。

◇　などと、ほのめかされることはございませんでした。


P13 ついでにも--（/+つ）いてにも

P14 申さるる折ははべらず--申さゝ（ゝ/＄るゝ）るをり（り/+は）はゝへらす

1 【過ぎはべりにけむ方は】以下「折々嘆き申したまふ」まで、夕霧の詞。途中に源氏の詞を引く。

2 【年まかり入りはべりて】『集成』は「「まかる」は、ここは、他の動詞の上にそえて謙譲表現とする言い方。男性用語である。以下、「あひだ」「大小のこと」も男性用語」と注す。

3 【いにしへのうれはしきことありてなむ】源氏の詞を引用。

4 【うちかすめ申さるる折ははべらずなむ】『集成』は「一言でも漏らされることはございません」。『完訳』は「ほのめかし申される折に出会ったことがございません」と訳す。


若菜上．１．４．３

■　『かく朝廷おほやけの1御後見おほむうしろみを仕つかうまつりさしてP15,2、静しづかなる思おもひをかなへむと、ひとへに籠こもりゐし後のちは、何なにごとをも、知しらぬやうにて、故院こゐんの御遺言ごゆいごんのごとも3え仕つかうまつらず、御位みくらゐにおはしましし世よには4、齢よはひのほども、身みのうつはものも及およばず、かしこき上かみの人ひとびと多おほくて、その心こころざしを遂とげて御覧ごらんぜらるることもなかりき。

◇　『このように朝廷の御後見を中途でご辞退申して、静かな暮らしをしようと、すっかり籠居して後は、どのような事をも、関係ないようにして、故院の御遺言通りにもお仕え申すことができず、御在位時代には、年齢も器量も不十分で、すぐれた上位の方々が多くて、わたしの思いを十分に尽くして御覧いただくこともありませんでした。

■　今いま、かく政事まつりごとを去さりて、静しづかにおはしますころほひ、心こころのうちをも隔へだてなく、参まゐりうけたまはらまほしきを、さすがに何なにとなく所狭ところせき身みの5よそほひにて、おのづから月日つきひを過すぐすこと』

◇　今は、このように御退位なさって、静かにお暮らしになっていらっしゃるこの折に、思いのまま心おきなく、参上してお話を承りたいが、そうは言っても何やら大層な身分のために、ついつい月日を過ごしたていること』


P15 仕うまつりさして--つかうまつりて（て/＄）さして

1 【かく朝廷の】以下「月日を過ぐすこと」まで、源氏の詞を引用。

2 【仕うまつりさして】源氏が太政大臣から准太上天皇になったことをいう。

3 【故院の御遺言のごとも】故桐壺院の遺言、「賢木」巻（第二章一段）に見える。冷泉帝を後見するようにとの内容。

4 【御位におはしましし世には】主語は朱雀院。源氏、二十一歳から二十八歳まで、朱雀帝在位八年間。「葵」から「澪標」まで。

5 【さすがに何となく所狭き身の】隠退の身とはいえ、准太上天皇ゆえの窮屈な身の上であることをいう。


若菜上．１．４．４

■　となむ、折々嘆をりをりなげき申まうしたまふ」

◇　と、時々お嘆き申していらっしゃいます」

若菜上．１．４．５

■　など、奏そうしたまふ。

◇　などと、奏上なさる。

若菜上．１．４．６

■　二十はたちにもまだわづかなるほどなれどP16,1、いとよくととのひ過すぐして2、容貌かたちも盛さかりに匂にほひて、いみじくきよらなるP17を、御目おほむめにとどめてうちまもらせたまひつつ、このもてわづらはせたまふ姫宮ひめみやの御後見おほむうしろみに、これをやなど、人知ひとしれず思おぼし寄よりけり。

◇　二十歳にもまだわずか足りない年齢であるが、まことに立派に年齢以上に成人して、器量も今を盛りに輝くばかりで、たいそう美しいので、お目に止めてじっと御覧あそばしながら、この御心中を悩ましていらっしゃる姫宮の御後見に、この人はどうかしらなどと、人知れずお考えよりになるのであった。


P16 なれど--な（な/＄）なれと

P17 きよらなる--きよく（く/＄ら）なる

1 【二十にもまだわづかなるほどなれど】夕霧、十八歳。

2 【いとよくととのひ過ぐして】『集成』は「年齢よりはずっと立派に大人びて」。『完訳』は「まったく十二分にととのって」。


若菜上．１．４．７

■　「太政大臣おほきおとどのわたりに2、今いまは住すみつかれにたりとな。

◇　「太政大臣の邸に、今は落ちつかれたそうですね。

■　年としごろ心得こころえぬさまに3聞ききしが、いとほしかりしを、耳みみやすきものから、さすがにねたく思おもふことこそあれ4」

◇　長年わけの分からない話のように聞いたのは、気の毒に思ったが、ほっとしたものの、やはり残念に思うことがあります」


1? 【人知れず思し寄りにけり】『完訳』は「「けり」の注意。夕霧への女三の宮の降嫁を良縁と今気づく。その院の処遇を「もてわづらふ」院である」と注す。

2 【太政大臣のわたりに】以下「思ふことこそあれ」まで、朱雀院の詞。夕霧が太政大臣家に婿入りしたことをいう。

3 【年ごろ心得ぬさまに】「少女」から「藤裏葉」まで、六年間結婚が許されなかったことをさす。

4 【さすがにねたく思ふことこそあれ】『完訳』は「謎をかけた物言い。縁談を暗示し、夕霧の反応を見ようとする」と注す。


若菜上．１．４．８

■　とのたまはする御おほむけしきを、

◇　と仰せになる御様子を、

■　「いかにのたまはするにか」

◇　「何を仰せになろうとするのかしら」

■　とP18,1、あやしく思おもひめぐらすに、

◇　と、不思議に思って考えてみると、

■　「この姫宮ひめみやを2かく思おぼし扱あつかひて、さるべき人ひとあらば、預あづけて、心こころやすく世よをも思おもひ離はなればや、となむ思おぼしのたまはする」

◇　「こちらの姫宮をこのように御心配なさって、適当な人がいたら、頼んで、気楽に俗世を離れたい、とお思いになって仰せになるのだろう」

■　と、おのづから漏もり聞ききたまふ便たよりありければ、

◇　と、自然と漏れ聞きなさる伝もあったので、

■　「さやうの筋すぢにや3」

◇　「そのようなことではないか」

■　とは思おもひぬれど、ふと心得顔こころえがほにも、何なにかはいらへきこえさせむ4。

◇　とは思ったが、すぐさま分かったような顔をして、どうしてお答え申し上げられよう。

■　ただ、

◇　ただ、


P18 にか」と--*にと

1 【いかにのたまはするにかと】明融臨模本・大島本は「の給はするにと」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「のたまはするにかと」と「か」を補訂する。

2 【この姫宮を】以下「思しのたまはする」まで、世間の噂。間接話法的。

3 【さやうの筋にや】夕霧の心中。女三の宮の縁談の件をさす。

4 【ふと心得顔にも何かはいらへきこえさせむ】『集成』は「夕霧の心中の思いが自然草子地と重なった書き方」と注す。


若菜上．１．４．９

■　「はかばかしくも1はべらぬ身みには、寄よるべもさぶらひがたくのみなむ」

◇　「頼りにもならないわたしには、妻もなかなか得がたくございます」


1 【はかばかしくも】以下「さぶらひがたくのみなむ」まで、夕霧の返事。謙遜とあいまいな表現でにごす。


若菜上．１．４．１０

■　とばかり奏そうして止やみぬ。

◇　とだけお答え申し上げるにとどまった。

第五段　朱雀院の夕霧評

若菜上．１．５．１

■　女房にょうばうなどは、覗のぞきて見みきこえて、

◇　女房などは、覗き見申して、

若菜上．１．５．２

■　「いとありがたく1も見みえたまふ容貌かたち、用意よういかな」

◇　「本当に立派にお見えになる容貌や、態度ですこと」

■　「あな、めでた」

◇　「ああ、素晴らしい」


1 【いとありがたく】以下「あなめでた」まで、女房たちの詞。夕霧を賞賛。


若菜上．１．５．３

■　など、集あつまりて聞きこゆるを、老おいしらへるは、

◇　などと、集まってお噂申し上げているのを、年輩の女房は、

若菜上．１．５．４

■　「いで、さりとも1、かの院ゐんのかばかりにおはせし御おほむありさまには、えなずらひきこえたまはざめり。

◇　「さあ、どうかしら、そうは言っても、あの院がこれぐらいお年でいらっしゃった時のご様子には、とてもお比べ申し上げることはおできになれません。

■　いと目めもあやにこそきよらにものしたまひしか」

◇　実に眩しいほどお美しくいらっしゃいました」


1 【いでさりとも】以下「ものしたまひしか」まで、女房の詞。源氏を礼讃。


若菜上．１．５．５

■　など、言いひしろふを聞きこしめして、

◇　などと、言い合うのをお耳にあそばして、

若菜上．１．５．６

■　「まことに、かれは1いとさま異ことなりし人ひとぞかし。

◇　「本当に、あの方は特別の人であった。

■　今いまはまた、その世よにもねびまさりて、光ひかるとはこれを言いふべきにやと見みゆる匂にほひなむ、いとど加くははりにたる。

◇　今はまた、あの当時以上に立派になって、光り輝くとはこれを言うべきなのかと見える輝きが、一段と加わっている。

■　うるはしだちて、はかばかしき方かたに見みれば2、いつくしくあざやかに、目めも及およばぬP19心地ここちするを、また、うちとけて、戯たはぶれごとをも言いひ乱みだれ遊あそべば、その方かたにつけては、似にるものなく愛敬あいぎゃうづき、なつかしくうつくしきことの、並ならびP20なきこそ、世よにありがたけれ。

◇　威儀を正して、公事に携わっているところを見ると、堂々として鮮やかで、目も眩ゆい気がするが、また一方に、うちくつろいで、冗談を言ってふざけるところは、その方面では、またとないほど愛嬌があって、親しみやすく愛らしいこと、この上ないのは、めったにいない人だ。

■　何なにごとにも前さきの世推よおし量はかられて、めづらかなる人ひとのありさまなり。

◇　何事につけても前世の果報が思いやられて、類稀な人柄だ。


P19 及ばぬ--をよはす（す/＄ぬ）

P20 並び--ならひならひ（なたひ〈後出〉/＄）

1 【まことにかれは】以下「いと異なめり」まで、朱雀院の詞。源氏を礼讃。

2 【うるはしだちてはかばかしき方に見れば】『集成』は「威儀を正して、公事に携わっているところを見ると」。『完訳』は「表だった公事にたずさわっているところをみると」と訳す。


若菜上．１．５．７

■　宮みやの内うちに生おひ出いでて、帝王ていわうの限かぎりなくかなしきものにしたまひ、さばかり撫なでかしづきP21、身みに変かへて思おぼしたりしかど、心こころのままにも驕おごらず、卑下ひげして、二十はたちがうちには、納言なふごんにもならずなりにきかし。

◇　宮中で成長して、帝王がこの上なくおかわいがりなさり、あれほど大事にし、わが身以上に大切になさったが、いい気になって増長することもなく、謙虚にして、二十歳までは、中納言にもならずじまいだった。

■　一ひとつ余あまりてや、宰相さいしゃうにて大将だいしゃうかけたまへりけむ。

◇　一つ越してか、宰相で大将を兼官なさったろう。


P21 撫でかしづき--なて（て/+かし）つき


若菜上．１．５．８

■　それに、これはいとこよなく進すすみにためるは、次々つぎつぎの子この世よのおぼえ2のまさるなめりかし。

◇　それに比べて、こちらはこの上なく昇進しているのは、親から子へと次第に声望が高まっていくのであろう。

■　まことに賢かしこき方かたの才ざえ、心こころもちゐなどは、これもをさをさ劣おとるまじく、あやまりても、およすけまさりたるおぼえ、いと異ことなめりP22」

◇　本当に公事に関する才能、心構えなどは、こちらも決して父親に劣らず、たとい間違っても、年々老成してきたという評判は、たいそう格別なようだ」


P22 なめり--なめりかし（かし/＄）

1? 【何ごとにも先の世推し量られて】何事につけても、前世の善根が推量される。

2 【次々の子の世のおぼえ】明融臨模本・大島本は「このよのおほえ」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「子のおぼえ」と「よの」を削除する。


若菜上．１．５．９

■　など、めでさせたまふ。

◇　などと、お誉めあそばす。

第六段　女三の宮の乳母、源氏を推薦

若菜上．１．６．１

■　姫宮ひめみやのいとうつくしげにて、若わかく何心なにごころなき御おほむありさまなるを見みたてまつりたまふにも、

◇　姫宮がとてもかわいらしげで、幼く無邪気なご様子であるのを拝見なさるにつけても、

若菜上．１．６．２

■　「見みはやしたてまつり1、かつはまた2、片生かたおひならむことをば、見隠みかくし教をしへきこえつべからむ人ひとの、うしろやすからむに預あづけきこえばや」

◇　「はなやかにお世話して上げ、また一方では、至らないところは、見知らない体でそっと教えて上げるような人で、安心な方にお預け申したいものだ」


1 【見はやしたてまつり】以下「預けきこえばや」まで、朱雀院の詞。

2 【かつはまた】『集成』は「かつはまだ」と濁音に読む。『完本』『新大系』は清音に読む。


若菜上．１．６．３

■　など聞きこえたまふ1。

◇　などとお申し上げになる。

■　大人おとなしき御乳母おほむめのとども召めし出いでて、御裳着おほむもぎのほどのことなどのたまはするついでに、

◇　年かさの御乳母たちを御前に召し出して、御裳着の時の事などを仰せになる折に、


1 【など聞こえたまふ】『集成』は「おもらしになる」。『完訳』は「お申しあげになる」。「聞こゆ」は謙譲の意を含んだ本動詞。朱雀院が女三の宮に向かって申し上げる、というニュアンス。


若菜上．１．６．４

■　「六条ろくでうの大殿おとどの、式部卿親王しきぶきゃうの女2生みこのむすめおほし立たてけむやうに、この宮みやを預あづかりて育はぐくまむ人ひともがな。

◇　「六条の大殿が、式部卿の親王の娘を育て上げたというように、この姫宮を引き取って育ててくれる人がいないものか。

■　ただ人うどの中なかにはありがたし。

◇　臣下の中ではいそうにない。

■　内裏うちには中宮ちゅうぐうさぶらひたまふ。

◇　主上には中宮がいらっしゃる。

■　次々つぎつぎの女御にょうごたちとても、いとやむごとなき限かぎりものせらるるに3、はかばかしき後見うしろみなくて、さやうの交まじらひ、いとなかなかならむ。

◇　それに次ぐ女御たちにしても、たいそう高貴な家柄の方ばかりが揃っていられるから、しっかりした御後見役がいなくて、そのような宮廷生活は、かえってしないほうがましだろう。


1? 【大人しき乳母ども召し出でて】朱雀院が女三の宮の縁談について、年輩の乳母たちを召し出して相談。

2 【六条の大殿の式部卿親王の女】以下「人にこそあめるを」まで、朱雀院の詞。

3 【やむごとなき限りものせらるるに】冷泉帝後宮には、秋好中宮（源氏養女）、弘徽殿女御（太政大臣女）、王女御（式部卿宮女）、左大臣女御（「真木柱」巻）等がひしめいている。


若菜上．１．６．５

■　この権中納言ごんの朝臣ちゅうなごんの独***りありつるほどに、うちかすめてこそ試こころみるべかりけれ。

◇　この権中納言の朝臣が独身でいた時に、こっそり打診してみるべきであった。

■　若わかけれど、いと警策きゃうざくに、生おひ先頼さきたのもしげなるP23人ひとにこそあめるを2」

◇　若いけれど、たいそう有能で、将来有望な人と思えるから」

◆　 
この ごん-の-ちゅうなごん-の-あそむ の ひとり あり つる ほど に、 うち-かすめ て こそ こころみる べかり けれ。 わかけれ ど、 いと きゃうざく に、 おひさき たのもしげ なる ひと に こそ あ' める を。"


P23 頼もしげなる--たのもしけれ（れ/＄）なる

1? 【さやうの交らひいとなかなかならむ】『集成』は「後宮におつとめするのはかえってつらかろう」。『完訳』は「そのようなお勤めは、じっさいかえってせぬがましというものだろう」と訳す。

2 【人にこそあめるを】「める」推量の助動詞、主観的推量。「を」詠嘆の間投助詞。接続助詞とみることも可能。その場合、「--心みるべかりけれ」の理由を述べる文末として、順接の原因理由を表す用法と見るのが適切であろう。「こそ」係助詞の結びは「めれ」であるが、下に助詞が接続して、結びが流れている形。『集成』は「将来有望な人と思えるのだが」。『完訳』は「じつに有能でいかにも頼りになりそうな人だから」と訳す。


若菜上．１．６．６

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

若菜上．１．６．７

■　「中納言ちゅうなごんは1、もとよりいとまめ人びとにて、年としごろも2、かのわたりに心こころをかけて、ほかざまに思おもひ移うつろふべくもはべらざりけるに、その思おもひ叶かなひては、いとど揺ゆるぐ方かたはべらじ。

◇　「中納言は、もともとたいそう生真面目な方で、長年、あの方に心を懸けて、他の女性には心を移そうともしなかったのでございますから、その願いが叶ってからは、ますますお心の動くはずがございますまい。


1 【中納言は】以下「聞こえたまふなれ」まで、乳母の詞。

2 【年ごろも】「少女」巻から「藤裏葉」巻までの六年間。


若菜上．１．６．８

■　かの院ゐんこそ、なかなか、なほいかなるにつけても、人ひとをゆかしく思おぼしたる心こころは1、絶たえずものせさせたまふなれ。

◇　あの院こそは、かえって、依然としてどのようなことにつけても、女性にご関心の心は、引き続きお持ちのようでいらっしゃると聞いております。

■　その中なかにも、やむごとなき御願おほむねがひ深ふかくて2、前斎院さきのさいゐんなどをも、今いまに忘わすれがたくこそ、聞きこえたまふなれ」

◇　その中でも、高貴な女性を得たいとのお望みが深くて、前斎院などをも、今でも忘れることができずに、お便りを差し上げていらっしゃると聞いております」


1 【人をゆかしく思したる心は】『集成』は「新しい女君をお求めのお気持は」。『完訳』は「好色心を動かされるお気持は」と訳す。女性に対して関心を寄せ心動かす性格。

2 【やむごとなき御願ひ深くて】『集成』は「高い御身分の方を正妻に迎えたいというご希望が深くて」。『完訳』は「尊い素姓のお方を得たいとのお望みが強くて」と訳す。最も高貴な身分や血筋ということは内親王ということになる。


若菜上．１．６．９

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。

若菜上．１．６．１０

■　「いで、その旧ふりせぬあだけこそは、いとうしろめたけれ1」

◇　「いや、その変わらない好色心が、たいそう心配だ」


1 【いでその旧りせぬあだけこそはいとうしろめたけれ】朱雀院の詞。


若菜上．１．６．１１

■　とはのたまはすれど、

◇　とは仰せになるが、

若菜上．１．６．１２

■　「げに、あまたの中なかに1かかづらひて、めざましかるべき思おもひはありとも、なほやがて親おやざまに定さだめたるにて、さもや譲ゆづりおききこえまし」

◇　「なるほど、大勢の婦人方の中に混じって、不愉快な思いをすることがあったとしても、やはり親代わりと決めたことにして、そのようにお譲り申そうか」


1 【げにあまたの中に】『湖月抄』は「朱雀の御心中を草子地に云也」と指摘。『集成』は「以下「ゆづりおききこえまし」まで、朱雀院の心中」と注す。「げに」は乳母の詞に同意する気持ち。「なども思し召すべし」は語り手の推量。


若菜上．１．６．１３

■　なども、思おぼし召めすべし。

◇　などとも、お考えになるのだろう。

若菜上．１．６．１４

■　「まことに、少すこしも1世よづきてあらせむと思おもはむ女子持をむなごもたらば、同おなじくは、かの人ひとのあたりにこそ2、触ふればはせまほしけれ。

◇　「ほんとうに、少しでも結婚させようと思うような女の子を持っていたら、同じことなら、あの院の側に、添わせたいものだ。

■　いくばくならぬこの世よのあひだは、さばかり心こころゆくありさまにてこそ、過すぐさまほしけれ。

◇　長くもない人生では、あのように満ち足りた気持ちで、過ごしたいものだ。

■　われ女をむなならば、同おなじはらからなりとも、かならず睦むつび寄よりなまし。

◇　わたしが女だったら、同じ姉弟ではあっても、きっと睦まじい仲になっていただろう。

■　若わかかりし時ときなど、さなむおぼえし。

◇　若かった時など、そのように思った。

■　まして、女をむなの欺あざむかれむは、いと、ことわりぞや」

◇　ましてや、女がだまされたりするようなのは、まことに、もっともなことだ」


1 【まことに少しも】以下「いとことわりぞや」まで、朱雀院の詞。

2 【かの人のあたりにこそ】明融臨模本は「あたりにこそ」とある。大島本は「あたりにこそは」と「は」がある。『集成』『完本』は諸本に従って「こそは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「こそは」とする。


若菜上．１．６．１５

■　とのたまはせて、御心みこころのうちに2、尚侍かむの君きみの御おほむことも、思おぼし出いでらるべし。

◇　と仰せになって、御心中に、尚侍の君の御事も、自然とお思い出しになっているのであろう。


1? 【睦びよりなまし】「まし」反実仮想の助動詞。『完訳』は「きっと言い寄って睦まじい中になっていたことだろう」と訳す。

2 【御心のうちに】以下「思し出でらるべし」まで、語り手の文章。『細流抄』は「草子地也」と指摘。


第二章　朱雀院の物語　女三の宮との結婚を承諾

第一段　乳母と兄左中弁との相談

若菜上．２．１．１

■　この御後見おほむうしろみどもの中なかに1、重々おもおもしき御乳母おほむめの兄とのせうと、左中弁さちゅうべんなる、かの院ゐんの親したしき人ひとにて2、年としごろ仕つかうまつるありけり。

◇　姫宮のご後見たちの中で、重々しい御乳母の兄、左中弁でいる者で、あちらの院の近臣として、長年仕えている者がいたのであった。

■　この宮みやにも3心寄こころよせことにてさぶらへば、参まゐりたるにあひて、物語ものがたりするついでに、

◇　こちらの宮にも特別の気持ちを持って仕えているので、参上した折に会って、話をした機会に、


1 【この御後見どもの中に】女三の宮の乳母。内親王には三人の乳母がつく。

2 【かの院の親しき人にて】『完訳』は「六条院の院司か」と注す。

3 【この宮にも】女三の宮をさす。


若菜上．２．１．２

■　「主上うへなむ、しかしか1御みけしきありて聞きこえたまひしを、かの院ゐんに、折をりあらば漏もらしきこえさせたまへ。

◇　「院の上が、これこれしかじかの御意向があってお洩らしになったが、あちらの院に、機会があったらそれとなくお耳にお入れ申し上げてください。

■　皇女みこたちは、独ひとりおはしますこそは例れいのことなれど、さまざまにつけて心寄こころよせたてまつり、何なにごとにつけても、御後見おほむうしろみしたまふ人ひとあるは頼たのもしげなり。

◇　内親王たちは、独身でいらっしゃるのが通例ですが、いろいろなことにつけてご好意をお寄せ申し、どのような事柄につけても、ご後見なさる方がいることは頼もしいことです。


1 【主上なむしかしか】以下「塵も据ゑたてまつらじ」まで、乳母の詞。「主上」は朱雀院をさす。「しかしか」は間接話法が混入。


若菜上．２．１．３

■　主上うへをおきたてまつりて、また真心まごころに思おもひきこえたまふべき人ひともなければ、おのらは、仕つかうまつるとても、何なにばかりの宮仕みやづかへP24にかあらむ。

◇　院の上をお置き申しては、また心底からご心配申し上げなさる方もいないので、自分たちは、お仕え申しているが、どれほどのお役に立てましょうか。

■　わが心一こころひとつにしもあらで、おのづから思おもひの他ほかのこともおはしまし、軽々かるがるしき聞きこえもあらむ時ときには、いかさまにかは、わづらはしからむ1。

◇　わたしの一存のままにもならず、自然と思いの他の事もおありになり、浮いた噂が立つような時には、どんなにか厄介なことでしょう。

■　御覧ごらんずる世よに2、ともかくも、この御おほむこと定さだまりたらば、仕つかうまつりよくなむあるべき。

◇　御存命中には、どのような形にせよ、姫宮のお身の上が決まったならば、お仕えしやすいことでしょう。


P24 宮仕へ--みやつかひ（ひ/＄へ）

1 【いかさまにかはわづらはしからむ】『集成』は「〔責任上私は〕どんなに迷惑なことでしょう」。『完訳』は「どんなにか厄介なことでしょう」と訳す。

2 【御覧ずる世に】主語は朱雀院。


若菜上．２．１．４

■　かしこき筋すぢと聞きこゆれど、女をむなは、いと宿世定すくせさだめがたくおはしますものなれば、よろづに嘆なげかしく、かくあまたの御中おほむなかに、取とり分わききこえさせたまふにつけても、人ひとの嫉そねみあべかめるを、いかで塵ちりも据すゑS5たてまつらじ1」

◇　高貴なご身分と申しても、女は、本当に運命が不安定でいらっしゃいますから、いろいろと心配な上に、このような多くの皇女たちの中で、特別大切にお扱い申されるにつけても、人の妬みもあるでしょうし、何とか少しの瑕もおつけ申すまい」


S5 塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹とわが寝る常夏の花（古今集夏-一六七　凡河内躬恒）

1 【塵も据ゑたてまつらじ】「塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹と我が寝る常夏の花」（古今集夏、一六七、凡河内躬恒）の言葉による。


若菜上．２．１．５

■　と語かたらふに、弁べん、

◇　と相談をもちかけると、弁は、

若菜上．２．１．６

■　「いかなるべき御おほむことにかあらむ1。

◇　「どのような御事なのでしょうか。

■　院ゐんは、あやしきまで御心長みこころながく、仮かりにても見みそめたまへる人ひとは、御心みこころとまりたるをも、またさしも深ふかからざりけるをもP25、かたがたにつけて尋たづね取とりたまひつつ、あまた集つどへきこえたまへれど、やむごとなく思おぼしたるは、限かぎりありて、一方ひとかたなめれば、それにことよりて、かひなげなる住すまひしたまふ方々かたがたこそは多おほかめるを、御宿世おほむすくせありて、もし、さやうにおはしますやうもあらば、いみじき人ひと聞ときこゆとも、立たち並ならびておしたちたまふことは、えあらじとこそは推おし量はからるれど2、なほ、いかがと憚はばからるること3ありてなむおぼゆる。

◇　院は、不思議なまでお心の変わらない方で、いったんご寵愛なさった女性は、お気に入った方も、またさほど深くなかった方をも、それぞれにつけてお引き取りになっては、大勢お集め申していらっしゃるが、大切にお思いなさる方は、限りがあって、お一方のようなので、そちらに片寄って、寂しい暮らしをしていらっしゃる方々が多いようですが、御宿縁があって、もし、そのようにあそばされるようなことがありましたら、どんなに大切な方と申しても、張り合って押して来られるようなことは、とてもできますまいと想像されますが、やはり、どのようなものかと案じられることがあるように存じられます。


P25 深からざりけるをも--ふかゝらさり（り/+ける）をも

1 【いかなるべき御ことにかあらむ】以下「御あはひならむ」まで、左中弁の詞。

2 【いみじき人と聞こゆとも立ち並びておしたちたまふことはえあらじとこそは推し量らるれど】『集成』は「どんなにご寵愛の深い方（紫の上）と申しても、（女三の宮に）張り合って押してこられるようなことは、できないだろうと思われますが」。『完訳』は「いくらたいそうなお方と申しあげたところで、こちらの姫宮と肩を並べて威勢をお張りになるようなことはとてもなされますまい、とは察せられますものの」と訳す。

3 【いかがと憚らるること】『集成』は「紫の上の寵愛が並々ならぬことをいう」。『完訳』は「前言を翻し、源氏の紫の上厚遇から、姫宮降嫁への賛意を躊躇」と注す。


若菜上．２．１．７

■　さるは、

◇　とはいえ、

■　『この世よの栄さかえ、末すゑの世よに過すぎて、身みに心こころもとなきことはなきを、女をむなの筋すぢにてなむ、人ひとのもどきをも負おひP26、わが心こころにも飽あかぬこともある1』

◇　『この世での栄誉は、末世には過ぎて、身の上に不足はないが、女性関係では、人の非難を受け、自分自身の意に満たないところもある』

■　となむ、常つねにうちうちのすさびごとにも思おぼしのたまはすなる。

◇　と、いつも内々の閑談にお気持ちを漏らされるそうです。


P26 負ひ--おも（も/＄）ひ

1 【この世の栄え末の世に過ぎて身に心もとなきことはなきを女の筋にてなむ人のもどきをも負ひわが心にも飽かぬこともある】『集成』は「以下、源氏の述懐を伝える趣」「女性関係では、人からも非難され。六条の御息所や朧月夜の尚侍のことが想起される」「また自分としても意に満たぬこともある。源氏の心中としては、藤壺とのことをはじめとして、女性問題で不如意であったことを言うものと見られる」。『完訳』は「源氏の述懐」「「人のもどき」は六条御息所や朧月夜などによろうが、「飽かぬこと」は藤壺ゆえらしい。ここでの「この世の栄え」と「飽かぬこと」の両面の指摘は、後に繰り返される、繁栄と憂愁の人生とみる述懐と通底」と注す。


若菜上．２．１．８

■　げに、おのれらがP27見みたてまつるにも、さなむおはします。

◇　なるほど、わたくしどもが拝見致しても、そのようでいらっしゃいます。

■　かたがたにつけて、御蔭みかげに隠かくしたまへる人ひと、皆みなその人ひとならず立たち下くだれる際きはにはものしたまはねど、限かぎりあるただ人うどどもにて2、院ゐんの御おほむありさまに並ならぶべきおぼえ具ぐしたるやはおはすめる3。

◇　それぞれの御縁で、お世話なさっている方は、みな素姓の分からぬような卑しい身分ではいらっしゃいませんが、たかだか知れた臣下の身分ばかりで、院のご様子に並び得る声望のある方はいらっしゃるだろうか。


P27 おのれらが--をの（の/+れ）らか

1? 【げにおのれが見たてまつるにもさなむおはします】『完訳』は「弁は、源氏の述懐の真意とは異なって、果せぬ好色心と判断」と注す。

2 【限りあるただ人どもにて】皇族の人ではなくて臣下の人たち、という意。

3 【具したるやはおはすめる】「やは」反語。「める」推量の助動詞、弁の主観的推量のニュアンス。『集成』は「准太上天皇の身分にふさわしい正夫人のいないことをいう。源氏の述懐を、左中弁なりに解釈したのである。世間の常識として当然のことである」と注す。


若菜上．２．１．９

■　それに、同おなじくは、げにさもおはしまさば、いかにたぐひたる御おほむあはひならむ1」

◇　それに、同じ事なら、御意向通りに御降嫁あそばしたら、どんなにお似合いのご夫婦となることでしょう」


1 【いかにたぐひたる御あはひならむ】『河海抄』は「窈窕たる淑女は君子の好逑」（詩経、国風）を指摘。


若菜上．２．１．１０

■　と語かたらふを1、

◇　と内情を話したのを、


1 【語らふを】『集成』は「うち割って話すのを」。『完訳』は「内情をうち割って話してくれるので」と訳す。


第二段　乳母、左中弁の意見を朱雀院に言上

若菜上．２．２．１

■　乳母めのと、またことのついでに1、

◇　乳母が、また別の機会に、


1 【乳母またことのついでに】女三の宮の乳母、左中弁の言葉を朱雀院に奏上。場面変わるが、文章は一続き。


若菜上．２．２．２

■　「しかしかなむ、なにがしの朝臣あそむに1ほのめかしはべしかば、

◇　「これこれしかじかの事を、某朝臣にそれとなく話しましたところ、

■　『かの院ゐんには、かならず2うけひきP28申まうさせたまひてむ。

◇　『あちらの院では、きっとご承諾申し上げなさるでしょう。

■　年としごろの御本意おほむほいかなひて思おぼしぬべきことなるを、こなたの御許おほむゆるしまことにありぬべくは、伝つたへきこえむ』

◇　長年のご宿願が叶うとお思いになるはずのことですし、こちらの院の御許可が本当にあるのでしたらお伝え申し上げましょう』

■　となむ申なうしはべりしを、いかなるべきことにかははべらむ3。

◇　と申しておりましたが、どのように致しましょうか。


P28 うけひき--うけけ（け/＄）ひき

1 【しかしかなむなにがしの朝臣に】以下「わざになむはべるべき」まで、乳母の詞。冒頭、間接話法が混じる。「しかしか」は、語り手が要約した表現。「なにがしの朝臣」は、実際は実名を言ったのを省略した表現。

2 【かの院にはかならず】以下「伝へきこえむ」まで、弁の詞を引用。ただし、そっくり同じ表現は、乳母と弁との会話の中にはない。

3 【いかなるべきことにかははべらむ】『集成』は「どんなものでございましょうか」。『完訳』は「どういたすのがよろしゅうございましょう」と訳す。


若菜上．２．２．３

■　ほどほどにつけて、人ひとの際々思きはぎはおぼしわきまへつつ、ありがたき御心みこころざまにものしたまふなれど1、ただ人うどだに、またかかづらひ思おもふ人立ひとたち並ならびたることは、人ひとの飽あかぬことにしはべめるを、めざましきこともやはべらむ。

◇　身分身分に応じて、夫人それぞれの待遇をお考えになっては、めったにないお心づかいでいらっしゃるようですが、臣下の者でも、自分以外に寵愛を受ける女が横にいることは、誰でも不満に思うことでございますから、心外なことでございましょうかしら。

■　御後見望おほむうしろみのぞみたまふ人ひとびとは、あまたものしたまふめり。

◇　ご後見を希望なさる方は、大勢いらっしゃるようです。


1 【ものしたまふなれど】「なれ」伝聞推定の助動詞。


若菜上．２．２．４

■　よく思おぼし定さだめてこそ1よくはべらめ。

◇　よくお考えあそばしてお決めになるのがようございましょう。

■　限かぎりなき人ひと聞ときこゆれど、今いまの世よのやうとては、皆みなほがらかに、あるべかしくて、世よの中なかを御心みこころと過すぐしたまひつべきもおはしますべかめるを、姫宮ひめみやは、あさましくおぼつかなく、心こころもとなくのみ見みえさせたまふに、さぶらふ人ひとびとは、仕つかうまつる限かぎりこそはべらめ。

◇　この上ない身分の人と申しても、今の世の中では、みなわだかまりなく、立派に処理して、夫婦仲を考え通りにお過ごしになられる方もいらっしゃるようですが、姫宮は、驚くほど気がかりで、頼りなくお見えでいらっしゃるし、伺候している女房たちは、お仕え申すにも限界がございましょう。


1 【よく思し定めてこそ】明融臨模本と大島本は「おほしさためて」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「思しめし」と「めし」を補訂する。


若菜上．２．２．５

■　おほかたの御心みこころおきてに従したがひきこえて、賢さかしき下人しもびともなびきP29さぶらふこそ、頼たよりあることにはべらめP30。

◇　大抵ご主人のご意向にお従い申して、賢明な下々の者もそのお考え通りに従うのが、心丈夫なことでしょう。

■　取とり立たてたる御後見おほむうしろみものしたまはざらむは、なほ心細こころぼそきわざになむはべるべき」

◇　特別のご後見がいらっしゃらないのは、やはり心細いことでございましょう」


P29 なびき--な（な/+ひ）き

P30 はべらめ--はへらす（す/＄め）


若菜上．２．２．６

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

第三段　朱雀院、内親王の結婚を苦慮

若菜上．２．３．１

■　「しか思おもひたどるによりなむ1。

◇　「そのように考えるからなのだ。

■　皇女みこたちの世よづきたるありさまは、うたてあはあはしきやうにもあり2、また高たかき際きはといへども、女をむなは男をとこに見みゆるにつけてこそ、悔くやしげなることも、めざましき思おもひも、おのづからうちまじるわざなめれと、かつは心苦こころぐるしく思おもひ乱みだるるを、また、さるべき人ひとに立たちおくれて3、頼たのむ蔭かげどもに別わかれぬる後のち、心こころを立たてて世よの中なかに過すぐさむことも4、昔むかしは、人ひとの心こころたひらかにて5、世よに許ゆるさるまじきほどのことをば、思おもひ及およばぬものとならひたりけむ7、今いまの世よには、好すき好ずきしく乱みだりがはしきことも、類るいに触ふれて聞きこゆめりかし。

◇　皇女たちが結婚している様子は、見苦しく軽薄なようでもあり、また高貴な身分といっても、女は男との結婚によって、悔やまれることも、しゃくに障る思いも、自然と生じるもののようだと、一方では不憫に思い悩むが、また一方で、頼りとする人に先立たれて、頼る人々に別れた後、自分の意志通りに世の中を生きて行くことも、昔は、人の心も穏やかで、世間から許されない身分違いのことは、考えもしないことであったろうが、今の世では、好色で淫らなことも、縁者を頼って聞こえてくるようだ。


1 【しか思ひたどるによりなむ】以下「いとうきことなり」まで、朱雀院の詞。『集成』は、読点で下文に続ける。『完訳』は、句点で文を切り「決断しがたい、を補い読む」。

2 【皇女たちの世づきたるありさまはうたてあはあはしきやうにもあり】皇族の立場からみると、皇女が世俗の結婚するというのは、軽薄で見苦しく見える、という。皇女を神聖な巫女とみる信仰が底流にあるものであろう。

3 【さるべき人に立ちおくれて】親などに先立たれることをさす。

4 【心を立てて世の中に過ぐさむことも】『集成』は「自分の意志通り、世の中を生きてゆくといったことも。内親王が独身を通すこという」。『完訳』「自分の意志どおりに。独身を押し通すことを暗にいう」と注す。

5 【昔は人の心たひらかにて】以下の「今の世には好き好きしく乱りがはしきことも」との対句構文。

6? 【世に許さるまじきほどのことは】世間に認められないような身分違いの結婚などは。

7 【思ひ及ばぬものとならひたりけむ】『集成』は「考えてもいけないことと思いこんでいたようだが」。『完訳』は「そんな気を起こさぬ習わしだったろうが」と訳す。


若菜上．２．３．２

■　昨日きのふまで高たかき親おやの家いへにあがめられかしづかれし人ひとの女むすめの、今日けふは直々なほなほしく下くだれる際きはの好すき者ものどもに名なを立たち欺あざむかれて、亡なき親おやの面おもてを伏ふせ、影かげを恥はづかしむるたぐひ多おほく聞きこゆる1。

◇　昨日まで高貴な親の家で大切にされて育てられていた姫が、今日は平凡な身分の低い好色者たちに浮名を立てられだまされて、亡き親の面目をつぶし、死後の名を辱めるような例が多く聞こえる。

■　言いひもてゆけば皆同みなおなじP31ことなり。

◇　詮じつめれば、どちらも同じ事である。


P31 同じ--おなな（な/＄）

1 【昨日まで高き親の家にあがめられかしづかれし人の女の今日は直々しく下れる際の好き者どもに名を立ち欺かれて亡き親の面を伏せ影を恥づかしむるたぐひ多く聞こゆる】無常迅速の世のさまをいう。対句じたての名文は『方丈記』の冒頭を思わせる。


若菜上．２．３．３

■　ほどほどにつけて、宿世すくせP32などいふなることは、知しりがたきわざなれば、よろづにうしろめたくなむ。

◇　身分身分に応じて、宿世などということは、知りがたいことなので、万事が不安である。

■　すべて、悪あしくも善よくも、さるべき人ひとの心こころに許ゆるしおきたるままにて世よの中なかを過すぐすは、宿世宿世すくせすくせにて、後のちの世よに衰おとろへある時ときも、みづからの過あやまちにはならず。

◇　総じて、良くも悪くも、しかるべき人が指図しておいたようにして世の中を過ごして行くのは、それぞれの宿世であって、晩年に衰えることがあっても、自分自身の間違いにはならない。


P32 宿世--すき（き/＄く）せ


若菜上．２．３．４

■　あり経へて、こよなき幸さいはひあり、めやすきことになる折をりは、かくても悪あしからざりけり1と見みゆれど、なほ、たちまちふとうち聞ききつけたるほどは、親おやに知しられず、さるべき人ひとも許ゆるさぬに、心こころづからの忍しのびわざし出いでたるなむ、女をむなの身みにはますことなき疵きずとおぼゆるわざなる。

◇　後になって、この上ない幸福がきて、見苦しからぬことになった時には、それでもかまわなかったと見えるが、やはり、その当座いきなり耳にした時には、親にも内緒だし、しかるべき保護者も許さないのに、自分勝手の秘事をしでかしたのは、女の身の上にはこれ以上ない欠点だと思われることだ。


1 【かくても悪しからざりけり】『集成』は「「かく」は「心づからの忍びわざし出たる」ことをさす」。『完訳』は「自分勝手な結婚をしても」と注す。


若菜上．２．３．５

■　直々なほなほしきただ人うどの仲なからひにてだに、あはつけく1心こころづきなきことなり。

◇　平凡な臣下の者同士でさえ、軽薄で良くないことである。

■　みづからの心こころより離はなれてあるべきにもあらぬを、思おもふ心こころよりほかに人ひとにも見みえず2、宿世すくせのほど定さだめられむなむ3、いと軽々かろがろしく、身みのもてなし、ありさまP33推おし量はからるることなるを。

◇　本人の意志と無関係に事が運ばれて良いはずのものでもないが、自分の意に反しては結婚せず、運命の程が決めらるのは、たいそう軽率で、日常の態度、様子が想像されることよ。


P33 ありさま--ありさま／＼（／＼/＄）

1 【直々しきただ人の仲らひにてだにあはつけく】「だに」副助詞。平凡な臣下の者でさえ、まして皇族の内親王は、というニュアンスの文脈。

2 【思ふ心よりほかに人にも見えず】明融臨模本は「人にもみえす（す＝△イ、△＃）」とある。すなわち「す」の右傍らに「△（「無」カ）イ」と異本併記し、後、「む」を抹消している。大島本は「人にもみえ」とある。『集成』『完本』『新大系』は大島本や諸本に従って「見え」とし「ず」を削除する。

3 【宿世のほど定められむなむ】「られ」受身の助動詞。『集成』は「低い身分に定まってしまうのは」と訳す。


若菜上．２．３．６

■　あやしくものはかなき心こころざまにやと1見みゆめるP34御おほむさまなるを、これかれの心こころにまかせ2、もてなしきこゆなP35,3、さやうなることの世よに漏もり出いでむこと、いと憂うきことなり」

◇　妙に頼りない性質ではないかと見えるようなご様子だから、お前たちの考えのままに、お取り計らい申し上げるというのは、そのようなことが世間に漏れ出るようなことは、まことに情けないことだ」


P34 見ゆめる--みゆめるを（を/＄）

P35 きこゆな--きこゆな（な/＝なる）

1 【あやしくものはかなき心ざまにやと】主語は、女三の宮。一般論から話題転じて、女三の宮についていう。

2 【これかれの心にまかせ】明融臨模本は「心にまかせ」とある。大島本は「心にまかせて」とある。『集成』『完本』『新大系』は大島本や諸本に従って「心にまかせて」と「て」を補訂する。

3 【もてなしきこゆな】明融臨模本は「きこゆな（な＝なる）」とある。すなわち「な」の右傍らに「なる」と併記する。大島本は「きこゆな（な＋〈朱〉る〈墨〉）」とある。すなわち「な」の下に朱筆で補入符号を入れて墨筆で右傍らに「る」を補入する。『集成』は明融臨模本及び大島本の訂正以前本文「きこゆな」に従う。『完本』は諸本に従って「きこゆる」と校訂する。『新大系』は大島本の補入に従って「きこゆなる」と「る」を補訂する。


若菜上．２．３．７

■　など、見捨みすてたてまつりたまはむ後のちの世よを、うしろめたげに思おもひきこえさせたまへれば、いよいよわづらはしく思おもひあへり。

◇　などと、お残し申されて御出家あそばされる後のことを、不安にお思い申し上げていらっしゃるので、ますます厄介なことと思い合っていた。

第四段　朱雀院、婿候補者を批評

若菜上．２．４．１

■　「今いますこしものをも思***ひ知しりたまふほどまで見過みすぐさむとこそは、年としごろ念ねんじつるを、深ふかき本意ほいも遂とげずなりぬべき心地ここちのするに思おもひもよほされてなむ。

◇　「もう少し分別がおできになるまで世話してあげようとは、長年辛抱してきたが、深い出家の本懐も遂げずになってしまいそうな気がするので、つい気が急かされるものだ。

◆　 
"いま すこし もの を おもひ しり たまふ ほど まで みすぐさ む と こそ は、 としごろ ねんじ つる を、 ふかき ほ'い も とげ ず なり ぬ べき ここち の する に おもひ もよほさ れ て なむ。

若菜上．２．４．２

■　かの六条ろくでうの大殿おとどは、げに、さりともものの心得こころえて、うしろやすき方かたは2こよなかりなむを、方々かたがたにあまたものせらるべき人ひとびとを知しるべきにもあらずかし。

◇　あの六条の大殿は、なるほど、そうはいっても万事心得ていて、安心な点ではこの上ないが、あちこちに大勢いらっしゃるご夫人たちを考慮する必要もあるまい。

■　とてもかくても、人ひとの心こころからなり4。

◇　何といっても、当人の心次第である。

■　のどかにおちゐて、おほかたの世よのためしとも、うしろやすき方かたは並ならびなくものせらるる人ひとなり。

◇　ゆったりと落ち着いていて、広く世の模範であり、信頼できる点では並ぶ者がなくおいでになる方である。

■　さらで良よろしかるべき人ひと、誰たればかりかはあらむ5。

◇　この人以外で適当な人は誰がいようか。


1? 【今すこしものを思ひ知りたまふほどまで】以下「限りぞあるや」まで、朱雀院の詞。

2 【かの六条の大殿はげにさりともものの心得てうしろやすき方は】源氏を「ものの心得て」と期待する。

3? 【方々にあまたものせらべき人びとを知るべきにもあらずかし】六条院のご夫人方を考慮に入れる必要はあるまい、と考える。内親王としての身分血筋の高さからである。

4 【とてもかくても人の心からなり】『完訳』は「院は宮にその能力のないことを知りながら、その難点を無視する」と注す。

5 【誰ればかりかはあらむ】「かは」係助詞、反語。「む」連体形。誰がいようか、誰もいない。


若菜上．２．４．３

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、人柄ひとがらはめやすしかし。

◇　兵部卿宮、性質は好ましい。

■　同おなじき筋すぢにて、異人ことびととわきまへおとしむべきにはあらねど、あまりいたくなよびよしめくほどに、重おもき方かたおくれて、すこし軽かろびたるおぼえや進すすみにたらむ。

◇　同じ皇族で、他人扱いして軽んじるべきではないが、あまりにひどく弱々しく風流めいていて、重々しいところが足りなくて、少し軽薄な感じが過ぎていよう。

■　なほ、さる人ひとはいと頼たのもしげなくなむある。

◇　やはり、そのような人はたいそう頼りなさそうな気がする。

若菜上．２．４．４

■　また、大納言だいなごんの朝臣あそむの家司望いへづかさのぞむなる1、さる方かたに、ものまめやかなるべきことにはあなれど、さすがにいかにぞや2。

◇　また、大納言の朝臣が家司を望んでいるというのは、そうした点では、忠実に勤めるにちがいないだろうが、それでもどんなものか。

■　さやうにおしなべたる際きは、なほめざましくなむあるべき。

◇　その程度の世間一般の身分の者では、やはりとんでもない不釣合であろう。


1 【大納言の朝臣の家司望むなる】系図不詳の人。『完訳』は「親王・摂関以下三位以上の家務を執る者。女三の宮との結婚への願望を婉曲に言った表現」と注す。「なる」伝聞推定の助動詞。

2 【さすがにいかにぞや】『完訳』は「身分不相応と躊躇される気持」と注す。


若菜上．２．４．５

■　昔むかしも、かうやうなる選えらびには、何事なにごとも人ひとに異ことなるおぼえあるに、ことよりてこそありけれ。

◇　昔も、このような婿選びでは、万事につけ人より格別優れた評判のある者に、落ち着いたものだ。

■　ただひとへに、またなく持もちゐむ方かたばかりを2、かしこきことに思おもひ定さだめむは、いと飽あかず口惜くちをしかるべきわざになむ。

◇　ただ一途に、他の女には目もくれず大事にしてくれる点だけを、立派なことだと考えるのは、実に物足りなく残念なことだ。


1? 【昔もかやうなる選びには】『河海抄』は、嵯峨天皇の潔姫の太政大臣良房へ、醍醐天皇の康子内親王の右大臣師輔への降嫁を指摘。

2 【ただひとへにまたなく持ちゐむ方ばかりを】『集成』は「言外に、多くの妻妾を持とうとも、源氏がいいという気持がある」と注す。


若菜上．２．４．６

■　右衛門督ゑもんの下かみのしたにわぶなるよし1、尚侍ないしのかみのものせられし2、その人ひとばかりなむ、位くらゐなど今いますこしものめかしきほどに3なりなば、などかは、とも思おもひ寄よりぬべきを、まだ年としいと若わかくて4、むげに軽かろびたるほどなり。

◇　右衛門督が内々希望していると、尚侍が話していたが、その人だけは、位などがもう少し一人前になったら、何の不釣合なことがあろう、と思いつくところだが、まだ年齢が若くて、あまりに軽い地位である。


1 【右衛門督の下にわぶなるよし】「なる」伝聞推定の助動詞。柏木、右衛門督として登場。

2 【尚侍のものせられし】「ものす」は言うの意。朧月夜尚侍、柏木の母方の叔母。右大臣家四の君の妹六の君。

3 【位など今すこしものめかしきほどに】柏木、現在、参議兼右衛門督、正四位下相当官。上達部（三位）以上が一人前だという。

4 【まだ年いと若くて】現在、柏木二十三、四歳。


若菜上．２．４．７

■　高たかき心こころざし深ふかくて、やもめにて過すぐしつつ、いたくしづまり思おもひ上あがれるけしき、人ひとには抜ぬけて、才ざえなどもこともなく1、つひには世よのかためとなるべき人ひとなれば、行ゆく末すゑも頼たのもしけれど、なほまたこのためにと思おもひ果はてむには、限かぎりぞあるや2」

◇　高貴な女性をという願いが強くて、独身で過ごしながら、たいそう沈着に理想を高く持している態度が、誰よりも抜群で、漢学なども難なく備わり、最後は世の重鎮となるはずの人なので、将来を期待できるが、やはり婿にと決めてしまうには、不十分ではないか」


1 【才などもこともなく】漢学の才能などが申し分なく備わっている。

2 【限りぞあるや】『完訳』は「その線以下というものだ」「当座の身分の低さをいう」と注す。


若菜上．２．４．８

■　と、よろづに思おぼしわづらひたり。

◇　と、いろいろとお考え悩んでいらっしゃった。

若菜上．２．４．９

■　かうやうにも思おぼし寄よらぬ姉宮あねみやたちをば、かけても聞きこえ悩なやましたまふ人ひともなし。

◇　これほどにはお考えでない姉宮たちには、一向にお心をお悩ませ申し上げる人もいない。

■　あやしく、うちうちにのたまはするP36御おほむささめき言ごとどものP37,1、おのづからひろごりて、心こころを尽つくす人ひとびと多おほかりけり。

◇　不思議と、内々に仰せになる内証事が、自然と広がって、気を揉む人々が多いのであった。


P36 のたまはする--の給はすゑの（ゑの/＄る）

P37 言どもの--*こともの

1 【御ささめき言どもの】明融臨模本は「御さゝめきこともの」とある。大島本は「御さゝめき事ともの」とある。明融臨模本は「と」の脱字と認められる。『集成』『完本』『新大系』は大島本や諸本に従って「御ささめき言ども」と校訂する。


第五段　婿候補者たちの動静

若菜上．２．５．１

■　太政大臣おほきおとども1、

◇　太政大臣も、


1 【太政大臣も】太政大臣、柏木の父。


若菜上．２．５．２

■　「この衛門督ゑもんの1、今かみのいままでひとりのみありて、皇女みこたちならずは得えじと思おもへるを、かかる御定おほむさだめども出いで来きたなる折をりに、さやうにもおもむけたてまつりて、召めし寄よせられたらむ時2とき、いかばかりわがためにも面目めんぼくありてうれしからむ」

◇　「この右衛門督が、今まで独身でいて、内親王でなければ妻としないと思っているのを、このような御詮議が問題になっているという機会に、そのようにお願い申し上げて、召し寄せられたならば、どんなにか自分にとっても名誉なことで、嬉しいだろう」


1 【この衛門督の】以下「うれしからむ」まで、太政大臣の詞。

2 【召し寄せられたらむ時】『集成』は「〔婿として〕親しくお召し頂けたら」。『完訳』は「もしお近づきを許されることになったら」と訳す。


若菜上．２．５．３

■　と、思おぼしのたまひて、尚侍ないしの君かむのきみには、かの姉北あねきたの方かたして、伝つたへ申まうしたまふなりけり。

◇　と、お思いになりおっしゃりもなさって、尚侍の君には、その姉の北の方を通じて、お伝え申し上げるのであった。

■　よろづ限かぎりなき言ことの葉はを尽つくして奏そうせさせ、御みけしき賜たまはらせたまふ。

◇　あらん限りの言葉を尽くして奏上させて、御内意をお伺いになる。

若菜上．２．５．４

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやは、左大将さだいしゃうの北きたの方かたを聞きこえ外はづしたまひて1、聞ききたまふらむところもあり、かたほならむことはと、選えり過すぐしたまふに、いかがは御心みこころの動うごかざらむP38,2。

◇　兵部卿宮は、左大将の北の方を貰い受け損ねなさって、お聞きになっているだろうところもあって、欠点があってはと、選り好みしていらっしゃったが、どうしてお心が動かないことがあろうか。

■　限かぎりなくP39思おぼし焦いられたり。

◇　この上なくやきもきしていらっしゃった。


P38 動かざらむ--たゝ（たゝ/＄うこか）さらむ

P39 限りなく--かきりなき（き/＄く）

1 【左大将の北の方を聞こえ外したまひて】鬚黒大将の北の方、すなわち玉鬘。

2 【いかがは御心の動かざらむ】語り手の推測、挿入句。


若菜上．２．５．５

■　藤大納言とうだいなごんは1、年としごろ院ゐんの別当べたうにて、親したしくP40仕つかうまつりてさぶらひ馴なれにたるを、御山籠みやまごもりしたまひなむ後のち、寄より所どころなく心細こころぼそかるべきに、この宮みやの御後見おほむうしろみにことよせて、顧かへりみさせたまふべく2、御みけしき切せちに賜たまはりたまふなるべし3。

◇　藤大納言は、長年院の別当として、親しくお仕え続けてきたが、御入山あそばして後、頼る所もなくきっと心細いだろうから、この宮の御後見を口実にして、お心にかけていただくよう、御内意を熱心に伺っていらっしゃるのであろう。


P40 親しく--したしき（き/＄く）

1 【藤大納言は】前に「大納言の朝臣の家司望むなる」とあった人。朱雀院の院庁の長官。

2 【顧みさせたまふべく】「させ」尊敬の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。主語は朱雀院。最高敬語。

3 【賜はりたまふなるべし】主語は藤大納言。「なる」断定の助動詞「べし」推量の助動詞、語り手の断定と推量。


第六段　夕霧の心中

若菜上．２．６．１

■　権中納言ごんのちゅうなごんも1、かかることどもを聞ききたまふに、

◇　権中納言も、このような事柄をお聞きになって、


1 【権中納言も】夕霧。


若菜上．２．６．２

■　「人伝ひとづてにもあらず1、さばかりおもむけさせたまへりし2御みけしきを見みたてまつりてしかば、おのづから便たよりにつけて、漏もらし、聞きこし召めさることもあらば3、よももて離はなれてはあらじかし」

◇　「人伝でもなく直接に、あれほど意中をお漏らしあそばした御様子を拝見したのだから、自然と何かの機会を待って、自分の意向をほのめかし、お耳にあそばすことがあったら、けっして外れることはあるまい」


1 【人伝てにもあらず】以下の文章は、地の文と夕霧の心中とが渾然一体化した表現。

2 【おもむけさせたまへりし】「させ」尊敬の助動詞、「たまへ」尊敬の補助動詞、「り」完了の助動詞、「し」過去の助動詞。主語は朱雀院、最高敬語。『集成』は「意中をお漏らしになった」。『完訳』は「こちらの気持をそそるようにして仰せられた」と訳す。

3 【漏らし聞こし召さることもあらば】明融臨模本は「きこしめさる」とある。大島本は「きこしめさるゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こしめさする」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『完訳』は「自分の意中をほのめかしておいて、それが院の耳に入ったら」と訳す。「漏らし」の主体は夕霧、「聞こしめす」の主体は朱雀院。


若菜上．２．６．３

■　と、心こころときめきもしつべけれど、

◇　と、心をときめかしたにちがいなかろうが、

若菜上．２．６．４

■　「女君をむなぎみの1今いまはとうちとけて頼たのみたまへるを、年としごろ、つらきにも2ことつけつべかりしほどだに、他ほかざまの心こころもなくて過すぐしてしを、あやにくに、今いまさらに立たち返かへり、にはかに物ものをや思おもはせきこえむ3。

◇　「女君が、今はもう大丈夫と心から頼りにしていらっしゃるのを、長年、辛い仕打ちを口実に浮気しようと思えば出来た時でさえ、他の女への心変わりもなく過ごしてきたのに、無分別にも、今になって昔に戻って、急に心配をおかけできようか。

■　なのめならずやむごとなき方4かたにかかづらひなば、何なにごとも思おもふままならで、左右ひだりみぎに5安やすからずは、わが身みも苦くるしくこそはあらめ」

◇　並々ならぬ高貴なお方に関係したならば、どのようなことも思うようにならず、左右に気を使っては、自分も苦しいことだろう」


1 【女君の】以下「苦しくこそはあらめ」まで、再び夕霧の心中。

2 【年ごろつらきにも】『完訳』は「以下、夕霧の心中」と注す。

3 【にはかに物をや思はせきこえむ】『異本紫明抄』は「かねてよりつらさを我にならはさでにはかに物を思はするかな」（出典未詳）を引歌として指摘。「や」係助詞「む」推量の助動詞、連体形。反語表現。

4 【なのめならずやむごとなき方】女三の宮をさす。

5 【左右に】女三の宮と雲居雁をさす。


若菜上．２．６．５

■　など、もとより好すき好ずきしからぬ心こころなれば、思おもひしづめつつうち出いでねど、さすがに他ほかざまに定さだまり果はてたまはむも、いかにぞやおぼえて、耳みみはとまりけり。

◇　などと、本来好色でない性格なので、心を抑えながら外には出さないが、やはり他人に決定してしまうのも、どんなことかと思わずにはいられず、聞き耳を立てるのであった。

第七段　朱雀院、使者を源氏のもとに遣わす

若菜上．２．７．１

■　春宮とうぐうにも、かかることどもP41,1聞きこし召めして、

◇　東宮におかれても、このような事をお耳にあそばして、


P41 ことども--*ことも

1 【春宮にもかかることども】明融臨模本は「かゝることも」とある。大島本は「かゝる事とも」とある。『集成』『完本』『新大系』は大島本や他の諸本に従って「かかることども」と校訂する。東宮、十三歳。


若菜上．２．７．２

■　「さし当あたりたるただ今いまのことよりも1、後のちの世よの例ためしともなるべきことなるを、よく思おぼし召めしめぐらすべきことなりP42,2。

◇　「差し当たっての現在のことよりも、後の世の例となるべきのことですから、よくよくお考えあそばさなければならないことです。

■　人柄ひとがらよろしとても、ただ人うどは限かぎりあるを3、なほ、しか思おぼし立たつことならば、かの六条院ろくでうのゐんにこそ、親おやざまに譲ゆづりきこえさせたまはめ」

◇　人柄がまあまあ良いといっても、臣下では限界があるので、やはり、そのようにお考えになられるならば、あの六条院にこそ、親代わりとしてお譲り申し上げあそばしませ」


P42 ことなるを、よく思し召しめぐらすべきことなり--ことな（な/+るをよくおほしめくらすへき事也）り

1 【さし当たりたるただ今のことよりも】以下「親ざまに譲りきこえさせたまはめ」まで、東宮から朱雀院への消息文。

2 【ことなるをよく思し召しめぐらすべきことなり】明融臨模本は「ことな（な＋ルヲヨクオホシメシメクラスヘキ事也）り」とある。すなわち片仮名で補入。大島本と御物本は「事なり」とある。一方で横山本、陽明文庫本、池田本、国冬本等他の青表紙本や河内本、別本の保坂本、阿里莫本にもこの句がある。『集成』『完本』は明融臨模本の補入と他本に従って「なるをよく思し召しめぐらすべきこと」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。

3 【人柄よろしとてもただ人は限りあるを】皇族と臣下の区別は歴然。臣下では限界があるという。


若菜上．２．７．３

■　となむ、わざとの御消息おほむせうそことはあらねど、御みけしきありけるを、待まち聞きかせたまひても、

◇　と、特別のお手紙というのではないが、御内意があったのを、お待ち受けお聞きあそばしても、

若菜上．２．７．４

■　「げに、さることなり。

◇　「なるほど、おっしゃる通りだ。

■　いとよく思おぼしのたまはせたり1」

◇　たいそうよく考えておっしゃったことだ」


1 【げにさることなりいとよく思しのたまはせたり】朱雀院の心中。


若菜上．２．７．５

■　と、いよいよ御心立みこころたたせたまひて、まづ、かの弁べんしてぞ、かつがつ案内伝あないつたへきこえさせたまひける。

◇　と、ますます御決心をお固めあそばして、まずは、あの弁を使者として、とりあえず事情をお伝え申し上げさせあそばすのであった。

第八段　源氏、承諾の意向を示す

若菜上．２．８．１

■　この宮みやの御おほむこと、かく思おぼしわづらふさまは、さきざきも皆聞みなききおきたまへれば、

◇　この姫宮の御事、このようにお悩みの様子は、以前からもみなお聞きになっていらっしゃったので、

若菜上．２．８．２

■　「心苦こころぐるしきことにもあなるかな1。

◇　「お気の毒なことですね。

■　さはありとも、院ゐんの御世残みよのこりすくなしとて、ここにはまた、いくばく立たちおくれたてまつるべし2とてか、その御後見おほむうしろみP43の事ことをば受うけとりきこえむ。

◇　そうはいっても、院の御寿命が短いといっても、わたしとてまた、どれほど生き残り申せると思ってか、姫の御後見のことをお引き受け申すことができようか。

■　げに、次第しだいを過あやまたぬにて、今いましばしのほども残のこりとまる限かぎりあらば3、おほかたにつけては、いづれの皇女みこたちをも、よそにP44聞きき放はなちたてまつるP45べきにもあらねどP46、またかく取とり分わきて聞ききおきたてまつりP47てむをば、ことにこそは後見うしろみきこえめと思おもふを、それだにいと不定ふぢゃうなる世よの定さだめなさなりや」

◇　なるほど、年の順を間違わずに、もう暫くの間長生きできたら、大体の関係からいって、どの内親王たちをも、他人扱い申すはずもないが、またこのように特別に御心配の旨をお伺いしてしまったような方を、特別に御後見致そうと思うが、それさえも無常な世の中の定めなさということだ」


P43 御後見--*御うしろ

P44 よそに--よそき（き/＄）に

P45 たてまつる--（/+た）てまつる

P46 あらねど--あらぬ（ぬ/＄ね）と

P47 聞きおきたてまつり--きゝをきて（て/＄）たてまつり

1 【心苦しきことにもあなるかな】明融臨模本と大島本は「心くるしきこと」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「心苦しき御こと」と「御」を補訂する。以下「世の定めなさなりや」まで、源氏の詞。

2 【ここにはまたいくばく立ちおくれたてまつるべし】朱雀院、四十二歳。源氏、三十九歳。

3 【残りとまる限りあらば】『集成』は「生き残る寿命があったならば」。『完訳』は「この世に残りとどまることに決っているのだったら」と訳す。


若菜上．２．８．３

■　とのたまひて1、

◇　とおっしゃって


1 【とのたまひて】源氏が弁に。会話文と会話文との途中にはさみ込む。


若菜上．２．８．４

■　「まして、ひとつに頼たのまれたてまつるべき筋すぢに1、むつび馴なれきこえむことは、いとなかなかに、うち続つづき世よを去さらむきざみ心苦こころぐるしく、みづからのためにも浅あさからぬほだしになむあるべき。

◇　「それにもまして、一途に頼みにして戴くような者として、お親しみ申すことは、とてもかえって、引き続いて世を去るような時がおいたわしくて、自分自身にとっても容易ならぬ障りとなるにちがいなかろう。


1 【ましてひとつに頼まれたてまつるべき筋に】明融臨模本は「ひとつに」とある。大島本は「ひとつ（つ＄〈朱〉）に」とある。すなわち「つ」を朱筆でミセケチにする。『集成』『完本』は諸本に従って「ひとへに」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）の訂正以前本文に従う。以下「憚らせたまふにやあらむ」まで、源氏の詞。「ひとつに頼まれ」云々は女三の宮の婿になることをさす。


若菜上．２．８．５

■　中納言ちゅうなごんなどは、年若としわかく軽々かろがろしきやうなれど、行ゆく先遠さきとほくて、人柄ひとがらも、つひに朝廷おほやけの御後見おほむうしろみともなりぬべき生おひ先さきなめれば、さも思おぼし寄よらむに、などかこよなからむ。

◇　中納言などは、年も若く身分も軽々しいようだが、将来性があって、人柄も、最後は朝廷のご後見をするにちがいない見込みのようなので、そちらにお考えなさって、どうして申し分ないことがあろう。

若菜上．２．８．６

■　されど、いといたくまめだちて、思おもふ人定ひとさだまりにて1ぞあめればP48、それに憚はばからせたまふにやあらむ2」

◇　しかし、とてもたいそう生真面目で、思う人を妻にしたようなので、それに御遠慮あそばすのだろうか」


P48 あめれば--あめる（る/＃れ）は

1 【思ふ人定まりにて】雲居雁をさす。

2 【憚らせたまふにやあらむ】主語は朱雀院。「せ」「たまふ」最高敬語。


若菜上．２．８．７

■　などのたまひて、みづからは思おぼし離はなれたるさまなるを、弁べんは、おぼろけの御定おほむさだめにもあらぬを、かくのたまへば1、いとほしく、口惜くちをしくも思おもひて2、うちうちに思おぼし立たちにたるさまなど、詳くはしく聞きこゆれば、さすがに、うち笑ゑみつつ、

◇　などとおっしゃって、ご自身は思ってもいないというふうなので、弁は、並々な御決定でないことを、このようにおっしゃるので、お気の毒にも、残念にも思って、内々に御決意になった様子など、詳しく申し上げると、断ったとはいえ、やはりにっこりなさりながら、


1 【かくのたまへば】主語は源氏。

2 【いとほしく口惜しくも思ひて】明融臨模本は「いと越しく」、大島本も「いとおしく」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は「いとほしくも」と「も」を補訂する。『集成』は「困ったことだ、残念だと思って」。『完訳』は「院に対してお気の毒にも、また残念にも思って」と訳す。


若菜上．２．８．８

■　「いとかなしくしたてまつりたまふ皇女みこなめれば、あながちにかく来きし方行かたゆく先さきのたどりも深ふかきなめりかしな2。

◇　「とても大切にかわいがっていらっしゃる内親王のようなので、ひとえに過去や将来のことを深く考えたのだろうな。

■　ただ、内裏うちにこそたてまつりたまはめ。

◇　ただ、帝に差し上げなさるがよいであろう。

■　やむごとなきまづの人ひとびとおはすといふことは、よしなきことなり。

◇　れっきとした前からの人々がいらっしゃるということは、理由のないことである。

■　それにさはるべきことにもあらず。

◇　そのことに支障の生じることではない。

■　かならずさりとて、末すゑの人疎ひとおろかなるやうもなし。

◇　必ず、後から入内するからといって、後の人が疎略にされるものでない。


1? 【いとかなしくしたてまつりたまふ皇女なれば】以下「よもおはせじを」まで、源氏の心中。

2 【あながちにかく来し方行く先のたどりも深きなめりかしな】『集成』は「むやみに、そんなふうに先例を調べ、将来の例になる点も深くお考えになるのだな」。『完訳』は「たってこんなにも来し方行く末の例になるようなことまであれこれ深くお考えまわしになるのであろうな」と訳す。


若菜上．２．８．９

■　故院こゐんの御時おほむときに、大后おほきさきの、坊ばうの初はじめの女御にょうごにて、いきまきたまひしかど、むげの末すゑに参まゐりたまへりし入道宮にふだうのみやに、しばしは圧おされたまひにきかし。

◇　故院の御時に、弘徽殿大后が、東宮の最初の女御として、威勢をふるっていらっしゃったが、はるか後に入内なさった入道宮に、暫くの間は圧倒されなさったのだ。

若菜上．２．８．１０

■　この皇女みこの御母女御おほむははにょうごこそは、かの宮みやの御おほむはらからにものしたまひけめ2。

◇　この内親王の御母女御は、あの宮の御姉妹でいらっしゃったはず。

■　容貌かたちも、さしつぎには、いとよしと言いはれたまひし人ひとなりしかば、いづ方かたにつけても3、この姫宮ひめみやおしなべての際きはにはよもおはせじを」

◇　器量も、その次には、おきれいな方だと言われなさった方であったから、どちらから見ても、この姫宮は並大抵の方ではいらっしゃるまいが」


1? 【入道の宮】藤壺。

2 【この皇女の御母女御こそはかの宮の御はらからにものしたまひけめ】女三の宮の母、朱雀院の藤壺の女御は先帝の四の宮藤壺入道の宮の異母妹。その母は更衣。『完訳』は「女三の宮は藤壺の姪だからというあたり、源氏の心は微妙に変化して、彼女への関心を強める」と注す。

3 【いづ方につけても】『完訳』は「父院からも母女御からも」と注す。


若菜上．２．８．１１

■　など、いぶかしくは思おもひきこえたまふべし1。

◇　などと、興味深くお思い申し上げていらっしゃるのであろう。


1 【いぶかしくは思ひきこえたまふべし】「べし」推量の助動詞、語り手の強い推量のニュアンス。


第三章　朱雀院の物語　女三の宮の裳着と朱雀院の出家

第一段　歳末、女三の宮の裳着催す

若菜上．３．１．１

■　年としも暮くれぬ1。

◇　年も暮れた。

■　朱雀院しゅじゃくゐんには、御心地みここちなほおこたるさまにもおはしまさねば、よろづあわたたしく思おぼし立たちて、御裳着おほむもぎP49のことは2、思おぼしいそぐさま、来きし方行かたゆく先さきありがたげなるまで、いつくしくののしる。

◇　朱雀院におかれては、御気分もやはり快方に向かう御様子もないので、何かと気忙しく御決心なさって、御裳着の儀式は、その御準備なさる様子、過去にも将来にも例のないと思われるほど、盛大に大騷ぎである。


P49 御裳着--御も（も/+き）

1 【年も暮れぬ】源氏三十九歳の歳末。

2 【御裳着のことは】明融臨模本は「御も（も＋き）のことは」とある。大島本は「御もきの事」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「御裳着のこと」と「は」を削除する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．３．１．２

■　御おほむしつらひは、柏殿かへどのの西面にしおもてに、御帳みちゃう、御几帳みきちゃうよりはじめて、ここの綾錦1混あやにしきまぜさせたまはず、唐土もろこしの后きさきの飾かざりを思おぼしやりて、うるはしくことことしく、かかやくばかり調ととのへさせたまへり。

◇　お部屋の飾り付けは、柏殿の西表に、御帳台、御几帳をはじめとして、この国の綾や錦はお加えあそばさず、唐国の皇后の装飾を想像して、端麗で豪華に、光眩しいほどに御準備あそばした。


1 【綾錦】明融臨模本は「あやにしき」とある。大島本は「あやにしきを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「綾錦は」と「は」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「綾錦を」とする。


若菜上．３．１．３

■　御腰結おほむこしゆひには、太政大臣おほきおとどをかねてより聞きこえさせたまへりければ、ことことしくおはする人ひとにて1、参まゐりにくく思おぼしけれど、院ゐんの御言おほむことを昔むかしより背そむき申まうしたまはねば、参まゐりたまふ。

◇　御腰結の役には、太政大臣を前もってお願い申し上げていらっしゃったので、物事を大げさになさる方なので、参上しにくくお思いであったが、院のお言葉に昔から背きなさらないので、参上なさる。


1 【ことことしくおはする人にて】太政大臣の性格、物事をおおげさに考える性格。


若菜上．３．１．４

■　今二所いまふたところの大臣おとどたち1、その残のこり上達部かむだちめなどは2、わりなき障さはりあるも、あながちにためらひ助たすけつつ参まゐりたまふ3。

◇　もう二方の大臣たち、その他の上達部などは、やむをえない支障がある者も、無理に何とかし都合をつけて参上なさる。

■　親王みこたち八人はちにん、殿上人てんじゃうびとはたさらにもいはず、内裏うち、春宮とうぐうのの残こらず参まゐり集つどひて、いかめしき御おほむいそぎの響ひびきなり。

◇　親王たち八人、殿上人は言うまでもなく、内裏、東宮の人々も残らず参集して、盛大な御儀式の騷ぎである。


1 【今二所の大臣たち】左大臣と右大臣、共に系図不詳の人。左大臣は「梅枝」（第二章二段）に登場。

2 【その残り上達部などは】明融臨模本と大島本は「そのゝこりかむたちめ」「そののこり上達部」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「その残りの」と「の」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「とする。

3 【あながちにためらひ助けつつ参りたまふ】『集成』は「何とか手当てをし、気を張って参上なさる。病苦を押して参るのである」。『完訳』は「無理に繰り合せ都合をつけてはまいられた」と注す。


若菜上．３．１．５

■　院ゐんの御おほむこと、このたびP50こそとぢめなれと、帝みかど、春宮とうぐうをはじめたてまつりて、心苦こころぐるしく聞きこし召めしつつ、蔵人所くらうどどころ、納殿をさめどのの唐物からものP51ども、多おほく奉たてまつらせたまへり。

◇　院の御催事も、今回が最後であろうと、帝、東宮をおはじめ申して、お気の毒にお思いあそばされて、蔵人所、納殿の舶来品を、数多く献上させなさった。


P50 このたび--このた（た/＃）たひ

P51 唐物--からも（も/＄）もの


若菜上．３．１．６

■　六条院ろくでうのゐんよりも、御おほむとぶらひいとこちたし。

◇　六条院からも、御祝儀がたいそう盛大にある。

■　贈おくり物ものどもP52、人ひとびとの禄ろく、尊者そんじゃの大臣2おとどの御引出物おほむひきいでものなど、かの院ゐんよりぞ3奉たてまつらせたまひける4。

◇　数々の贈り物や、人々の禄、尊者の大臣の御引出者など、あちらの院からご献上あそばしたものであった。


P52 御とぶらひいとこちたし。贈り物ども--（/+御とふらひいとこちたし送り物とも）

1? 【多くたてまつらせたまへり】「せ」尊敬の助動詞、「たまへ」尊敬の補助動詞。帝、東宮に対する最高敬語表現。実際は人をしてであるが、その主体者が帝や東宮だからである。

2 【尊者の大臣】当儀式において腰結の役を勤めた太政大臣をさす。

3 【かの院よりぞ】六条院、源氏をさす。

4 【奉らせたまひける】「せ」尊敬の助動詞、「たまひ」尊敬の補助動詞。源氏に対する最高敬語表現。


第二段　秋好中宮、櫛を贈る

若菜上．３．２．１

■　中宮ちゅうぐうよりも1、御装束おほむさうぞく、櫛くしの筥はこ、心こころことに調てうぜさせたまひて、かの昔むかしの御髪上みぐしあげの具ぐ、ゆゑあるさまに改あらため加くはへて、さすがに元もとの心こころばへも失うしなはず、それと見みせて、その日ひの夕ゆふつ方かた、奉たてまつれさせたまふ2。

◇　中宮からも、御装束、櫛の箱を、特別にお作らせになって、あの昔の御髪上の道具、趣のあるように手を加えて、それでいて元の感じも失わず、それと分かるようにして、その日の夕方、献上させなさった。

■　宮みやの権ごんの亮すけ、院ゐんの殿上てんじゃうにもさぶらふを御使おほむつかひにて、姫宮ひめみやの御方おほむかたに参まゐらすべくのたまはせつれど、かかる言ことぞ、中なかにありける。

◇　中宮の権亮で、院の殿上にも伺候している人を御使者として、姫宮の御方に献上させるべく仰せになったが、このような歌が中にあったのである。


1 【中宮よりも】冷泉帝の秋好中宮。

2 【奉れさせたまふ】「たてまつれ」下二段連用形、「させ」尊敬の助動詞、「たまふ」尊敬の補助動詞。中宮に対する最高敬語表現。


若菜上．３．２．２

■　「さしながら昔むかしを今いまに伝つたふれば

玉たまの小櫛をぐしぞ神かみさびにける1」

◇　「挿したまま昔から今に至りましたので

玉の小櫛は古くなってしまいました」


1 【さしながら昔を今に伝ふれば玉の小櫛ぞ神さびにける】秋好中宮から朱雀院への贈歌。「さしながら」はそのままの意と「髪に挿しながら」の両意を掛けた表現。二人の共有する過去を回想し、また、姫宮の成長を讃えて、遠い昔の事となってしまったことを懐かしむ。親愛の情をのべた歌。


若菜上．３．２．３

■　院ゐん、御覧ごらんじつけて、あはれに思おぼし出いでらるることもありけり。

◇　院が、御覧になって、しみじみとお思い出されることがあるのであった。

■　あえ物ものけしうはあらじと譲ゆづりきこえたまへるほど、げに、おもだたしき簪かむざしなれば、御返おほむかへりも、昔むかしのあはれをばさしおきて、

◇　あやかり物として悪くはないとお譲り申し上げなさるだが、なるほど、名誉な櫛なので、お返事も、昔の感情はさておいて、

若菜上．３．２．４

■　「さしつぎに見みるものにもが万世よろづよを

黄楊つげの小櫛をぐしの神かみさぶるまで」

◇　「あなたに引き続いて姫宮の幸福を見たいものです

千秋万歳を告げる黄楊の小櫛が古くなるまで」

若菜上．３．２．５

■　とぞ祝いはひきこえたまへる。

◇　とお祝い申し上げなさった。

第三段　朱雀院、出家す

若菜上．３．３．１

■　御心地みここちいと苦くるしきを念ねんじつつ1、思おぼし起おこして、この御おほむいそぎ果はてぬれば、三日過みかすぐして、つひに御髪下みぐしおろしたまふ。

◇　御気分のたいそう苦しいのを我慢なさりながら、元気をお出しになって、この御儀式がすっかり終わったので、三日過ぎて、とうとう御髪をお下ろしになる。

■　よろしきほどの人ひとの上うへにてだに、今いまはとてさま変かはるは悲かなしげなるわざなれば、まして、いとあはれげに御方々おほむかたがたも思おぼし惑まどふ。

◇　普通の身分の者でさえ、今は最後と姿が変わるのは悲しいことなので、まして、お気の毒な御様子に、御妃方もお悲しみに暮れる。


1 【御心地いと苦しきを念じつつ】朱雀院の出家。女三の宮の裳着の儀式を無事済ませて、三日後、天台の座主を召して出家する。


若菜上．３．３．２

■　尚侍ないしの君かむのきみは、つとさぶらひたまひて、いみじく思おぼし入いりたるを、こしらへかねたまひて、

◇　尚侍の君は、ぴったりとお側を離れずにいらして、ひどく思いつめていらっしゃるのを、慰めかねなさって、

若菜上．３．３．３

■　「子こを思おもふ道みちは1限かぎりありけり。

◇　「子を思う道には限度があるなあ。

■　かく思おもひしみたまへる別わかれの堪たへがたくもあるかな」

◇　このように悲しんでいらっしゃる別れが堪え難いことよ」


1 【子を思ふ道は】以下「あるかな」まで、朱雀院の詞。「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を踏まえる。『完訳』は「子を思う親の執心でさえ、朧月夜へのそれに比べると限りがある。その愛執は昔から深い」と注す。


若菜上．３．３．４

■　とて、御心乱みこころみだれぬべけれど、あながちに御脇息おほむけふそくにかかりたまひて、山やまの座主ざすよりはじめて、御忌おほむいむことの阿闍梨三人1あざりみたりさぶらひて、法服ほふぶくなどたてまつるほど、この世よを別わかれたまふ御作法おほむさほふ、いみじくP53悲かなし。

◇　といって、御決心が鈍ってしまいそうだが、無理に御脇息に寄りかかりなさって、山の座主をはじめとして、御授戒の阿闍梨三人が伺候して、法服などをお召しになるとき、この世をお別れなさる御儀式、堪らなく悲しい。


P53 いみじく--（/いみしくおほしいりたるをこしらへかね給てこを思道はかきりありけりかくおもひしみ給へるわかれのたへかたくもあるかなとて御心みたれぬへけれとあなかちに御けうそくにかゝり給て山のさすよりはしめて御いむことのあさり三人さふらひてほうふくなとたてまつるほとこのよをわかれ給御さほう＄）いみしく

1 【山の座主よりはじめて御忌むことの阿闍梨三人】『完訳』は「戒を授ける師主、作法を教える教授師、戒場で作法を行う羯磨師の三人」と注す。


若菜上．３．３．５

■　今日けふは、世よを思おもひ澄すましたる僧そうたちなどだに、涙なみだもえとどめねば、まして女宮をむなみやたち、女御にょうご、更衣かうい、ここらの男女をとこをむな、上下かみしもゆすり満みちて泣なきとよむに、いと心こころあわたたしう、かからで、静しづやかなる所ところに、やがて籠こもるべく思おぼしまうけける本意違ほいたがひて思おぼし召めさるるも1、

◇　今日は、人の世を悟りきった僧たちなどでさえ、涙を堪えかねるのだから、まして女宮たち、女御、更衣、おおぜいの男女たち、身分の上下の者たち、皆どよめいて泣き悲しむので、何とも心が落ち着かず、こうしたふうにでなく、静かな所に、そのまま籠もろうとお心づもりなさっていた本意と違って思われなさるのも、

■　「ただ、この幼をさなき宮みやにひかされて」

◇　「ただもう、この幼い姫宮に引かれて」

■　と思おぼしのたまはす2。

◇　と仰せられる。


1 【かからで静やかなる所にやがて籠もるべく思しまうけける本意違ひて思し召さるるも】『集成』は「こんなふうな出家でなく、静かなお山にすぐに引き篭ってしまうお心積りだったのが、不本意なことになったとお思いになるのだが、それも」。『完訳』は「このような騷ぎもない閑かな所にそのままこもろうとのお心づもりでいらっしゃった、その御本意に反するようにもお感じになるが、それというのも」と訳す。

2 【思しのたまはす】『完訳』は「お思いになり、またそうも仰せられる」と訳す。


若菜上．３．３．６

■　内裏うちよりはじめたてまつりて、御おほむとぶらひのしげさ、いとさらなり。

◇　帝をおはじめ申して、お見舞いの多いこと、いまさら言うまでもない。

第四段　源氏、朱雀院を見舞う

若菜上．３．４．１

■　六条院ろくでうのゐんも、すこし御心地みここちよろしくと1聞ききたてまつらせたまひて2、参まゐりたまふ。

◇　六条院も、少し御気分がよろしいとお耳に入れあそばして、参上なさる。

■　御賜おほむたうばりの御封みふなどこそ、皆同みなおなじごと、下おりゐの帝みかどと等ひとしく定さだまりたまへれど、まことの太上天皇だいじゃうてんわうの儀式ぎしきにはうけばりたまはず。

◇　御下賜の御封など、みな同じように、退位された帝と同じく決まっていらっしゃったが、ほんとうの太上天皇の儀式には威勢をお張りにならない。

■　世よのもてなし思おもひきこえたるさまなどは、心こころことなれど、ことさらに削そぎたまひて、例れいの、ことことしからぬ御車みくるまにたてまつりて3、上達部かむだちめなど、さるべき限かぎり、車くるまにてぞ仕つかうまつりたまへる4。

◇　世間の人々のお扱いや尊敬申し上げる様子などは、格別であるが、わざと簡略になさって、例によって、仰々しくないお車にお乗りになって、上達部などのしかるべき方だけが、お車でお供なさっていた。


1 【六条院もすこし御心地よろしくと】源氏、朱雀院を見舞い、女三の宮の降嫁を承諾する。

2 【聞きたてまつらせたまひて】「たてまつら」謙譲の補助動詞、朱雀院に対する敬意。「せ」尊敬の助動詞「たまふ」尊敬の補助動詞、最高敬語は太上天皇である源氏に対する敬意。

3 【例のことことしからぬ御車にたてまつりて】『完訳』は「太上天皇の御幸には檳榔毛の車を用いるのを常としたという」と注す。

4 【上達部などさるべき限り車にてぞ仕うまつりたまへる】『完訳』は「供奉の公卿。馬で供奉するのが常であるという」と注す。


若菜上．３．４．２

■　院ゐんには、いみじく待まちよろこびきこえさせたまひて、苦くるしき御心地みここちを思おぼし強つよりて、御対面おほむたいめんあり。

◇　院におかれては、たいそうお待ちかねしてお喜び申し上げあそばして、苦しい御気分をしいて我慢なさって御対面なさる。

■　うるはしきさまならず、ただおはします方かたに、御座おましよそひ加くはへて、入いれたてまつりたまふ。

◇　格式ばらずに、ただ常の御座所に新たにお席を設けて、お入れ申し上げなさる。

若菜上．３．４．３

■　変かはりたまP54へる御おほむありさま見みたてまつりたまふに、来きし方行かたゆく先暮さきくれて、悲かなしくとめがたく思おぼさるれば、とみにもえためらひたまはず。

◇　お変わりになった御様子を拝見なさると、過去も未来も真暗になって、悲しく涙を止めがたく思わずにはいらっしゃれないので、すぐには気持ちをお静めになれない。


P54 変はりたま--（/+かはりたま）


若菜上．３．４．４

■　「故院こゐんにおくれたてまつりしころほひより1、世よの常つねなく思おもうたまへられしかば、この方かたの本意深ほいふかく2進すすみはべりにしを、心弱こころよわく思おもうたまへたゆたふことのみはべりつつ、つひにかく見みたてまつりなしはべるまで、おくれたてまつりP55はべりぬる心こころのぬるさを、恥はづかしく思おもうたまへらるるかな。

◇　「故院に先立たれ申したころから、世の中が無常に存じられずにはいられませんでしたので、この方面への決心も深くなっていましたが、心弱くてぐずぐずしてばかりいまして、とうとうこのように拝見致すまで、遅れ申してしまいました心の怠慢を、恥ずかしく存ぜずにはいられませんなあ。

■　身みにとりては、ことにもあるまじく思おもうたまへたちはべる折々をりをりあるを、さらにいと忍しのびがたきこと多おほかりぬべきわざにこそはべりけれ3」

◇　わたくし自身のこととしては、たいしたことでもあるまいと決心致しました時々もありましたが、どうしても堪えられないことが多くございましたよ」


P55 たてまつり--（/+たてまつり）

1 【故院におくれたてまつりしころほひより】以下「わざにこそはべりけれ」まで、源氏の詞。

2 【この方の本意深く】自分の出家の念願をさす。

3 【さらにいと忍びがたきこと多かりぬべきわざにこそはべりけれ】『集成』は「絆となる人々の見捨てがたいことをいう。女三の宮の身の上を案じる朱雀院の心中を汲んだ発言」。『完訳』は「ここでの堪えがたさは、捨てがたい絆の存在。姫宮を思う院の心中を察した表現」と注す。


若菜上．３．４．５

■　と、慰なぐさめがたく思おぼしたり。

◇　と、心を静められないお思いでいらっしゃった。

第五段　朱雀院と源氏、親しく語り合う

若菜上．３．５．１

■　院ゐんも、もの心細こころぼそく思おぼさるるに、え心強こころづよからず、うちしほれたまひつつP56,1、いにしへ、今いまの御物語おほむものがたり、いと弱よわげに聞きこえさせたまひて、

◇　院も、何となく心細くお思いになられて、我慢おできになれず、涙をお流しになりながら、昔、今のお話、たいそう弱々そうにお話しあそばされて、


P56 たまひつつ--給へる（へる/＄つゝ）

1 【うちしほれたまひつつ】明融臨模本は「うちしほれ給つる（つる＄つゝ）」とある。すなわち「つる」をミセケチにして「つつ」と訂正する。大島本他は「うちしほたれ給ひつゝ」と「た」がある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「しほたれ」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．３．５．２

■　「今日けふか明日あすかとS6おぼえはべりつつ1、さすがにほど経へぬるを、うちたゆみて、深ふかき本意ほいの端はしにても遂とげずなりなむこと、と思おもひ起おこしてP57なむ。

◇　「今日か明日かと思われながら、それでも年月を経てしまったが、つい油断して、心からの念願の一端も遂げずに終わってしまいそうなことだ、と思い立ったのです。

■　かくても残のこりの齢よはひなくは、行おこなひの心こころざしも叶かなふまじけれど、まづ仮かりにても、のどめおきて、念仏ねんぶつをだにと思おもひはべる。

◇　こう出家しても余生がなければ、勤行の意志も果たせそうにありませんが、まずは一時なりとも、命を延ばしておいて、せめて念仏だけでもと思っています。

■　はかばかしからぬ身みにても、世よにながらふること、ただこの心こころざしにひきとどめられたると、思おもうたまへ知しられぬにしもあらぬを、今いままで勤つとめなき怠おこたりをだに、安やすからずなむ2」

◇　何もできない身の上ですが、今まで生きながらえているのは、ただこの意志に引き留められていたと、存じられないわけではありませんが、今まで仏道に励まなかった怠慢だけでも、気にかかってなりません」


S6 我が世をば今日か明日かと待つかひの涙の滝といづれ高けむ（新古今集雑中-一六五一　在原行平）人の世の老いを果てにしせましかば今日か明日かと急がざらまし（朝忠集-一〇）

P57 起こして--おこし（し/+て）

1 【今日か明日かとおぼえはべりつつ】以下「安からずなむ」まで、朱雀院の詞。

2 【今まで勤めなき怠りをだに安からずなむ】「勤め」は仏道修行。『集成』は「仏道に励まなかった怠慢も気にかかります」。『完訳』は「今までお勤めを忘れた懈怠を思うだけでも、安からぬ気持なのです」と訳す。


若菜上．３．５．３

■　とて、思おぼしおきてたるさまなど、詳くはしくのたまはするついでに、

◇　とおっしゃって、考えていたことなどを、詳しく仰せになる機会に、

若菜上．３．５．４

■　「女皇女をむなみこたちを1、あまたうち捨すてはべるなむ心苦こころぐるしき。

◇　「内親王たちを、大勢残して行きますのが気の毒です。

■　中なかにも、また思おもひ譲ゆづる人ひとなきをば、取とり分わきうしろめたく2、見みわづらひはべる」

◇　その中でも、他に頼んでおく人のない姫を、格別に気がかりで、どうしたものかと苦にしております」


1 【女皇女たちを】以下「見わづらひはべる」まで、朱雀院の詞。女三の宮の件を切り出す。

2 【取り分きうしろめたく】明融臨模本と大島本は「とりわきうしろめたく」とある。『完本』は諸本に従って「とりわきて」と「て」を補訂する。『集成』と『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。


若菜上．３．５．５

■　とて、まほにはあらぬ御みけしき1、心苦こころぐるしく見みたてまつりたまふ。

◇　とおっしゃって、はっきりとは仰せにならない御様子を、お気の毒と拝し上げなさる。


1 【まほにはあらぬ御けしき】明融臨模本と大島本は「御けしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御けしきを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。はっきりすべてはおっしゃらぬ御様子。


第六段　内親王の結婚の必要性を説く

若菜上．３．６．１

■　御心みこころのうちにも、さすがにゆかしき御おほむありさまなれば、思おぼし過すぐしがたくて1、

◇　お心の中でも、何と言っても関心のある御事なので、お聞き過ごし難く思って、


1 【御心のうちにもさすがにゆかしき御ありさまなれば思し過ぐしがたくて】源氏は女三の宮が藤壺の姪に当たる人なので聞き過ごすことができない。


若菜上．３．６．２

■　「げに、ただ人うどよりも1、かかる筋すぢには2、私わたくしざまの御後見おほむうしろみなきは、口惜くちをしげなるわざになむはべりける。

◇　「仰せのとおり、尋常の臣下の者以上に、こういうご身分の方には、内々のご後見役がいないのは、いかにも残念なことでございますね。

■　春宮とうぐうかくておはしませば、いとかしこき末すゑの世よの儲まうけの君きみと、天あめの下したの頼たのみどころに仰あふぎきこえさするを。

◇　東宮がこうしてご立派にいらっしゃいますので、まことに末世には過ぎた畏れ多い儲けの君として、天下の頼り所として仰ぎ見申し上げておりますよ。


1 【げにただ人よりも】以下「定めおかせたまふべきになむはべなる」まで、源氏の詞。

2 【かかる筋には】明融臨模本と大島本は「かゝるすちには」とある。『完本』は諸本に従って「かかる筋は」と「に」を削除する。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。


若菜上．３．６．３

■　まして、このことと聞きこえ置おかせたまはむことは2、一事ひとこととして疎おろそかにP58軽かろめ申まうしたまふべきにはべらねば、さらに行ゆく先さきのこと思おぼし悩なやむべきにもはべらねど、げに、こと限かぎりあれば、公おほやけとなりたまひ、世よの政事御心まつりごとみこころにかなふべしとは言いひながら、女をむなの御おほむために、何なにばかりのけざやかなる御心寄みこころよせあるべきにもはべらざりけり。

◇　まして、これこれのことは是非にと仰せおきなさることは、一事としていい加減に軽んじ申し上げなさるはずのことはございませんので、全然将来のことをお悩みになることはございませんが、なるほど、物事には限りがあるので、即位なさり、世の中の政治もお心のままにお執りなるとは言っても、姫宮の御ためには、どれほどのはっきりとしたお力添えができるものでもございません。


P58 疎かに--おろ（ろ/+そ）かに

1? 【口惜しげしけなるわざになむはべりける】『集成』は「いかにも残念なことでございます」。『完訳』は「よそ目にも不都合というものでございます」と訳す。

2 【このことと聞こえ置かせたまはむことは】主語は朱雀院。「このこと」は朱雀院が東宮に遺言しておかれる事をさす。


若菜上．３．６．４

■　すべて、女をむなの御おほむためには、さまざま真まことの御後見おほむうしろみとすべきものは、なほさるべき筋すぢに契ちぎりを交かはし2、えさらぬことに、育はぐくみきこゆる御護おほむまもりめP59はべるなむ、うしろやすかるべきことにはべるを、なほ、しひて後のちの世よの御疑おほむうたがひ残のこるべくは、よろしきに思おぼし選えらびて3、忍しのびて、さるべき御預おほむあづかり4を定さだめおかせたまふべきになむはべなる」

◇　総じて、内親王の御ためには、いろいろとほんとうのご後見に当たる者は、やはりしかるべき夫婦の契りを交わし、当然の役目として、お世話申し上げる御保護者のいますのが、安心なことでございましょうが、やはり、どうしても将来にご不安が残りそうでしたら、適当な人物をお選びになって、内々に、しかるべきお引き受け手をお決めおきあそばすのがよいことでしょう」


P59 御護りめ--御（御/＄）御まもりめ

1? 【一事として疎かに軽め申したまふべきにもはべらねど】主語は東宮。朱雀院の遺言を一つとして疎かになさるまい、の意。

2 【さるべき筋に契りを交はし】しかるべき夫婦の契りを交わすこと、結婚の意。

3 【よろしきに思し選びて】適当な人物をお選びあそばして。

4 【さるべき御預かり】しかるべきお世話役、御婿君の意。


若菜上．３．６．５

■　と、奏そうしたまふ。

◇　と、奏上なさる。

第七段　源氏、結婚を承諾

若菜上．３．７．１

■　「さやうに思おもひ寄よる事ことはべれど1、それも難かたきことになむありける。

◇　「そのように考えたこともありますが、それも難しいことなのです。

■　いにしへの例ためしを聞ききはべるにも、世よをたもつ盛さかりの皇女みこにだに、人ひとを選えらびて、さるさまのことを2したまへるたぐひ多おほかりけり。

◇　昔の例を聞きましても、在位中の帝の内親王でさえ、人を選んで、そのような婿選びをなさった例は多かったのです。


1 【さやうに思ひ寄る事はべれど】以下「ねたくおぼえはべる」まで、朱雀院の詞。

2 【さるさまのことを】内親王の結婚をさす。


若菜上．３．７．２

■　ましてかく、今いまはとこの世よを離はなるる際きはにて、ことことしく思おもふべきにもあらねど、また、しか捨すつる中なかにも、捨すてがたきことありて、さまざまに思おもひわづらひはべるほどに、病やまひは重おもりゆく。

◇　ましてこのように、これが最後とこの世を離れる時になって、仰々しく思い悩むこともないのですが、また一方、世を捨てた中にも、捨て去り難いことがあって、いろいろと思い悩んでいましたうちに、病気は重くなってゆく。

■　また取とり返かへすべきにもあらぬ月日つきひの過すぎゆけば、心こころあわたたしくなむ。

◇　再び取り戻すことのできない月日も過ぎて行くので、気が急いてなりません。

若菜上．３．７．３

■　かたはらいたき譲ゆづりなれど1、このいはけなき内親王ないしんわう、一人ひとり、分わきて育はぐくみ思おぼして、さるべきよすがをも、御心みこころに思おぼし定さだめて預あづけたまへ、と聞きこえまほしきを2。

◇　恐縮なお譲りごとなのですが、この幼い内親王、一人、特別にお目にかけ育てくださって、適当な婿をも、あなたのお考え通りにお決めくださって、その人にお預けくださいと申し上げたいところですが。


1 【かたはらいたき譲りなれど】以下、女三の宮を源氏に降嫁させるべく話を切り出す。内親王の降嫁を「譲り」と表現する。

2 【分きて育み思してさるべきよすがをも御心に思し定めて預けたまへと聞こえまほしきを】明融臨模本は「わきて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とりわきて」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』は「特にお目をかけて下さって、適当な婿も、あなたのお考えどおりにお決め下さって、（その人に）お預け下さいと、お願いしたいところですが」「はじめから単刀直入に、源氏を婿に、とは言い出せない、幅を持たせた話術」。『完訳』は「特別にお目にかけてくださって、しかるべき縁づき先もあなたのお考えで決めて、そちらにお預けくださるようお願い申したいのですが--」「適当な婿も、あなたのお考えどおりに決めてくださいと申したいところだが。源氏を婿にとは言わないが、本心はそこにある」と訳し注す。


若菜上．３．７．４

■　権中納言ごんのちゅうなごんなどの独ひとりものしつるほどに、進すすみ寄よるべくこそありけれ。

◇　権中納言などが独身でいた時に、こちらから申し出るべきであった。

■　大臣おほいまうちぎみに先せんぜられて、ねたくおぼえはべる」

◇　太政大臣に先を越されて、残念に思っています」

若菜上．３．７．５

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

若菜上．３．７．６

■　「中納言ちゅうなごんの朝臣あそむ、まめやかなる方かたは、いとよく仕つかうまつりぬべくはべるを、何なにごともまだ浅あさくて、たどり少すくなくこそはべらめ。

◇　「中納言の朝臣は、誠実という点では、たいそうよくお仕え致しましょうが、何事もまだ経験が浅くて、分別が足りのうございましょう。

■　かたじけなくとも、深ふかき心こころにて後見うしろみきこえさせはべらむに2、おはします御蔭おほむかげに変かはりては思おぼされじを、ただ行ゆく先短さきみじかくて、仕つかうまつりさすことやはべらむと、疑うたがはしき方かたのみなむ、心苦こころぐるしくはべるべき」

◇　恐れ多いことですが、真心をこめてご後見させていただきましたら、御在俗中と違ってはお思いなされないでしょうが、ただ老い先が短くて、途中でお仕えできなくなることがございはしまいかと、懸念される点だけが、お気の毒でございます」


1? 【中納言の朝臣の】以下「心苦しくはべるべき」まで、源氏の詞。

2 【かたじけなくとも深き心にて後見きこえさせはべらむに】源氏が女三の宮の後見を切り出した表現。「後見きこえさせはべらむ」の主語は源氏。


若菜上．３．７．７

■　と、受うけ引ひき申まうしたまひつ2。

◇　と言って、お引き受け申し上げなさった。


1? 【おはします御蔭に変はりては】朱雀院の御在俗中の庇護をさす。

2 【受け引き申したまひつ】源氏、女三の宮降嫁の件を承諾。


第八段　朱雀院の饗宴

若菜上．３．８．１

■　夜よに入いりぬれば1、主人あるじの院方ゐんがたも、客人まらうとの上達部かむだちめたちも2、皆御前みなおまへにて、御饗おほむあるじのこと、精進物しゃうじものにて、うるはしからず、なまめかしくせさせたまへり。

◇　夜に入ったので、主人の院方も、お客の上達部たちも、皆御前において、御饗応の事があり、精進料理で、格式ばらずに、風情ある感じにおさせになっていた。

■　院ゐんの御前おまへに、浅香せんかうの懸盤かけばんに御鉢みはちなど、昔むかしに変かはりて参まゐるを、人ひとびと、涙なみだおし拭のごひたまふ。

◇　院の御前に、浅香の懸盤に御鉢など、在俗の時とは違って差し上げるのを、人々は、涙をお拭いになる。

■　あはれなる筋すぢのことどもあれど、うるさければ書かかず3。

◇　しみじみとした和歌が詠まれたが、煩わしいので書かない。


1 【夜に入りぬれば】朱雀院の饗応、精進料理。

2 【客人の上達部たちも】源氏に供奉してきた上達部たち。

3 【あはれなる筋のことどもあれどうるさければ書かず】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「語り手の女房の言葉の体」。『完訳』は「語り手の省筆の弁」と注す。


若菜上．３．８．２

■　夜更よふけて帰かへりたまふ1。

◇　夜が更けてお帰りになる。

■　禄ろくども、次々つぎつぎに賜たまふ。

◇　禄の品々を、次々と御下賜される。

■　別当大納言2べたうだいなごんも御送おほむおくりに参まゐりたまふ。

◇　別当の大納言もお送りに供奉申し上げなさる。

■　主人あるじの院ゐんは、今日けふの雪ゆきにいとど御風邪加おほむかぜくははりて、かき乱みだり悩なやましく思おぼさるれど、この宮みやの御事おほむこと、聞きこえ定さだめつるを、心こころやすく思おぼしけり。

◇　主の院は、今日の雪にますますお風邪まで召されて、御気分が悪く苦しくいらっしゃるが、この姫宮の御身の上を、御依頼し決定なさったので、御安心なさったのであった。


1 【夜更けて帰りたまふ】源氏、夜が更けてから朱雀院から六条院へ帰邸。

2 【別当大納言】朱雀院の別当。かつて女三の宮の降嫁を望んだ一人。


第四章　光る源氏の物語　紫の上に打ち明ける

第一段　源氏、結婚承諾を煩悶す

若菜上．４．１．１

■　六条院ろくでうのゐんは、なま心苦こころぐるしう、さまざま思おぼし乱みだる1。

◇　六条院は、何となく気が重くて、あれこれと思い悩みなさる。

■　紫むらさきの上うへも、かかる御定おほむさだめなむと2、かねてもほの聞ききたまひけれど、

◇　紫の上も、このようなご決定があったと、以前からちらっとお聞きになっていたが、


1 【六条院はなま心苦しうさまざま思し乱る】源氏、女三の宮の後見を承諾し、かえって思い悩む。

2 【かかる御定めなむと】明融臨模本は「御さためなむと」とある。大島本や諸本は「御さためなと」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「御定めなど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「御定めなど」とする。


若菜上．４．１．２

■　「さしもあらじ1。

◇　「決してそのようなことはあるまい。

■　前斎院さきのさいゐんをも、ねむごろに聞きこえたまふやうなりしかどP60、わざとしも思おぼし遂とげずなりにしを」

◇　前斎院を熱心に言い寄っていらっしゃるようだったが、ことさら思いを遂げようとはなさらなかったのだから」


P60 なりしかど--な（な/+り）しかと

1 【さしもあらじ】以下「思し遂げずなりにしを」まで、紫の上の心中。


若菜上．４．１．３

■　など思おぼして、

◇　などとお思いになって、

■　「さることもやある」

◇　「そのようなことがあったのですか」

■　とも1問とひきこえたまはず、何心なにごころもなくておはするに、いとほしく、

◇　ともお尋ね申し上げなさらず、平気な顔でいらっしゃるので、おいたわしくて、


1 【さることもやあるとも】明融臨模本は「さることもやあるとも」とある。大島本や諸本は「さることやあるとも」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「さることやあるとも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「さることやあるとも」とする。


若菜上．４．１．４

■　「この事ことをいかに思おぼさむ2。

◇　「このことをどのようにお思いだろう。

■　わが心こころはつゆも変かはるまじく、さることあらむにつけては、なかなかいとど深ふかさこそまさらめ3、見定みさだめたまはざらむほど、いかに思おもひ疑**ひたまはむ」

◇　自分の心は少しも変わるはずもなく、そのことがあった場合には、かえってますます愛情が深くなることだろうが、それがお分りいただけない間は、どんなにお思い疑いなさるだろう」

◆　 
"この こと を いかに おぼさ む? わが こころ は つゆ も かはる まじく、 さる こと あら む に つけ て は、 なかなか いとど ふかさ こそ まさら め、 み さだめ たまは ざら む ほど、 いかに おもひ うたがは む?"


1? 【何心もなくおはするに】紫の上の様子。

2 【この事をいかに思さむ】以下「いかに思ひ疑ひたまはん」まで、源氏の心中。

3 【深さこそまさらめ】係助詞「こそ」--「め」已然形、読点。逆接用法。


若菜上．４．１．５

■　など安やすからず思おぼさる。

◇　などと、気がかりにお思いになる。

若菜上．４．１．６

■　今いまの年としごろとなりては、ましてかたみに隔へだてきこえたまふことなく、あはれなる御仲おほむなかなれば、しばし心こころに隔へだて残のこしたることあらむもいぶせきを、その夜よはうち休やすみて明あかしたまひつ。

◇　長の年月を経たこのごろでは、ましてお互いに心を隔て置き申し上げることもなく、しっくりしたご夫婦仲なので、一時でも心に隔てを残しているようなことがあるのも気が重いのだが、その晩はそのまま寝んで、夜を明かしなさった。

第二段　源氏、紫の上に打ち明ける

若菜上．４．２．１

■　またの日ひ、雪ゆきうち降ふり、空そらのけしきもものあはれに、過すぎにし方行かたゆく先さきの御物語聞おほむものがたりきこえ交かはしたまふ。

◇　翌日、雪がちょっと降って、空模様も物思いを催し、過去のこと将来のことをお話し合いなさる。

若菜上．４．２．２

■　「院ゐんの頼たのもしげなく2なりたまひにたる、御おほむとぶらひに参まゐりて、あはれなることどものありつるかな。

◇　「院がお弱りになりなさったが、お見舞いに参上して、ひどく胸を打たれることがありました。

■　女三をむなさむの宮みやの御おほむことを、いと捨すてがたげに思おぼして、しかしかなむのたまはせつけしかば、心苦こころぐるしくて、え聞きこえ否いなびずなりにしを、ことことしくぞ人ひとは言いひなさむかし4。

◇　女三の宮の御身の上の事を、実に放っておきがたく思し召されて、これこれしかじかのことを仰せになったので、お気の毒で、お断り申し上げることができなくなってしまったのを、大げさに人は言いなすだろう。


1? 【またの日雪うち降り空のけしきもものあはれなるに】朱雀院を見舞い、女三の宮の後見を承諾して帰った翌日。連日の雪。その雪模様は源氏の心象風景でもある。源氏、紫の上に打ち明ける。

2 【院の頼もしげなく】以下「のどかにて過ぐしたまはば」まで、源氏の詞。

3? 【しかしかの】『ロドリゲス大文典』によれば「しかしか」清音である。

4 【ことことしくぞ人は言ひなさむかし】『完訳』は「源氏が正妻を迎えるなどと、大げさに世間では取り沙汰しよう」と訳す。『日葡辞書』によれば「ことことし」清音である。


若菜上．４．２．３

■　今いまは、さやうのことも初うひ初うひしく1、すさまじく思おもひなりにたれば、人伝ひとづてにけしきばませたまひしには2、とかく逃のがれきこえしを、対面たいめんのついでに、心深こころふかきさまなることどもを、のたまひ続つづけしにはP61,3、えすくすくしくも返かへさひ申まうさでなむ。

◇　今は、そのようなことも気恥ずかしく、関心も持てなくなってきたので、人を通してそれとなく仰せになった時には、何とか逃げ申したが、対面した時に、あわれ深い親心をおっしゃり続けたのには、すげなくご辞退申し上げることができませんでした。


P61 続けしには--つゝけしにも（も/＄は）

1 【今はさやうのことも初ひ初ひしく】結婚をさす。

2 【人伝てにけしきばませたまひしには】左中弁を通じての打診をさす。言葉ではいったん断ったとはいえ、左中弁が「内々に思し立ちにたるさまなど詳しく聞こゆれば」源氏は「さすがにうち笑みつつ」という態度を現し、関心を見せていた。

3 【心深きさまなることどもをのたまひ続けしには】『集成』は「あわれ深い親心のお嘆きをあれこれ縷々と申されましたのには」。『完訳』は「お心に深くお決めあそばしていることをいろいろとお打ち明けになったのには」と訳す。


若菜上．４．２．４

■　深ふかき御山住みやまずみに移うつろひたまはむほどにこそは、渡わたしたてまつらめ。

◇　深い山住み生活にお移りになるころには、こちらにお迎え申し上げることになろう。

■　あぢきなくや思おぼさるべき。

◇　おもしろくなくお思いでしょうか。

■　いみじきことありとも、御おほむため、あるより変かはることは1さらにあるまじきを、心こころなおきたまひそよ。

◇　たとえどんなことがあっても、あなたにとって、今までと変わることは決してありませんから、気にかけないでくださいよ。


1 【あるより変はることは】明融臨模本は「あるより（より＄世に）かはる」とある。すなわち「より」をミセケチにして「世に」と訂正する。大島本や諸本は「あるより」とある。『集成』『完本』は明融臨模本の訂正以前本文や大島本、諸本に従って「あるより」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「あるより」とする。


若菜上．４．２．５

■　かの御おほむためこそ、心苦こころぐるしからめ。

◇　あちらの方にとってこそ、お気の毒でしょう。

■　それもかたはならずもてなしてむ。

◇　その方も見苦しからずお世話しよう。

■　誰たれも誰たれも、のどかにて過すぐしたまはば」

◇　皆が皆、穏やかにお過ごしくださったなら」

若菜上．４．２．６

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

若菜上．４．２．７

■　はかなき御おほむすさびごとをだに、めざましきものにP62思おぼして、心こころやすからぬ御心みこころざまなれば1、

◇　ちょっとしたお浮気でさえ、目障りなとお思いなさって、心穏やかでないご性分なので、

■　「いかが思おぼさむ」

◇　「どうお思いかしら」

■　と思おぼすに、いとつれなくて、

◇　とお思いになると、まったく平静で、


P62 めざましきものに--めさましき？（？/＃もの）に

1 【はかなき御すさびごとをだにめざましきものに思して心やすからぬ御心ざまなれば】紫の上の性情。源氏の目を通して語った表現。嫉妬深い女性として語られる。「めざましきものに」について、『集成』は「もってのほかのこと」。『完訳』は「目にかどをお立てになって」と訳す。


若菜上．４．２．８

■　「あはれなる御譲おほむゆづりにこそはあなれ1。

◇　「ほんとうにお気の毒なご依頼ですこと。

■　ここには、いかなる心こころをおきたてまつるべきにか。

◇　わたしには、どのような快からぬ心をお抱き申しましょうか。

■　めざましく、かくてなど2、咎とがめらるまじくは、心こころやすくてもはべなむを3、かの母女御ははにょうごの御方おほむかたざまにても、疎うとからず思おぼし数かずまへてむや」

◇　目障りな、こうしていてなどと、咎められないようでしたら、安心してここにいさせていただきましょうが、あちらの御母女御の御縁からいっても、仲好くしていただけるでしょうから」


1 【あはれなる御譲りにこそはあなれ】明融臨模本は「こそあなれ」とある。大島本や諸本は「こそハ」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「こそは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のおまま「こそは」のままとする。以下「思し数まへてむや」まで、紫の上の詞。

2 【かくてなど】明融臨模本と大島本は「かくてなと」とある。『完本』は諸本に従って「かくては」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のまま「かくて」とする。

3 【心やすくてもはべなむを】接続助詞「を」は、弱い逆接。


若菜上．４．２．９

■　と、卑下ひげしたまふを、

◇　と、謙遜なさるのを、

若菜上．４．２．１０

■　「あまり、かう、うちとけ1たまふ御おほむゆるしも、いかなればと、うしろめたくこそあれ。

◇　「あまり、こんなに、快くお許しくださるのも、どうしてかと、不安に思われます。

■　まことは、さだに思おぼしゆるいて、われも人ひとも2心得こころえて、なだらかにもてなし過すぐしたまはば、いよいよあはれになむ3。

◇　ほんとうは、せめてそのように大目に見てくださって、自分もあちらの方も事情を分かりあって、穏やかに暮らしてくださるなら、一層ありがたいことです。


1 【あまりかううちとけ】以下「あいなきもの怨みしたまふな」まで、源氏の詞。

2 【われも人も】紫の上自身も女三の宮も。

3 【いよいよあはれになむ】「あはれ」について、『集成』は「一層ありがたいことです」。『完訳』は「いっそううれしい気持なのです」と訳す。


若菜上．４．２．１１

■　ひがこと聞きこえなどせむ人ひとの言こと、聞きき入いれたまふな。

◇　根も葉もない噂などをする人の話は、信じなさるな。

■　すべて、世よの人ひとの口くちといふものなむ、誰たが言いひ出いづるP63ことともなく、おのづから人ひとの仲なからひなど、うちほほゆがみP64、思おもはずP65なること出いで来くるものなるを1、心こころひとつにしづめて、ありさまに従したがふなむよき。

◇　総じて、世間の人の口というものは、誰が言い出したということもなく、自然と他人の夫婦仲などを、事実とは違えて、意外な話が出て来るもののようですが、自分一人の心におさめて、成り行きに従うのが良い。

■　まだきに騒さわぎて、あいなきもの怨うらみしたまふな」

◇　早まって騷ぎ出して、つまらない嫉妬をなさるな」


P63 言ひ出づる--（/+い）ひいつる

P64 うちほほゆがみ--うちともなくをのつから（ともなくをのつから/＄）ほをゆかみ

P65 思はず--お（お/+も）はす

1 【出で来るものなるを】明融臨模本は「いてくるものな（な＋め）るを」とある。すなわち「め」を補入する。大島本は「いてくる物なるを」とある。『完本』は底本（明融臨模本）の補入に従って「なめるを」と「め」を補訂する。『集成』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文、『新大系』は底本（大島本）のまま「なるを」とする。


若菜上．４．２．１２

■　と、いとよく教をしへきこえたまふ。

◇　と、たいそう良くお教え申し上げなさる。

第三段　紫の上の心中

若菜上．４．３．１

■　心こころのうちにも、

◇　心の中でも、

若菜上．４．３．２

■　「かく空そらより出いで来きにたるやうなることにて1、逃のがれたまひがたきを2、憎にくげにも聞きこえなさじP66。

◇　「このように空から降って来たようなことなので、ご辞退できなかったのだから、恨み言は申し上げまい。

■　わが心こころに憚はばかりたまひ3、いさむることに従したがひたまふべき、おのがどちの心こころより起おこれる懸想けさうにもあらず4。

◇　ご自身気が咎めなさり、他人の諌めに従いなさるような、当人同士の心から出た恋でない。

■　せかるべき方かたなきものから、をこがましく思おもひむすぼほるるさま、世人よひとに漏もり聞きこえじ。

◇　せき止めるすべもないものだから、馬鹿らしくうち沈んでいる様子、世間の人に漏れ見せまい。


P66 なさじ--なさむ（む/＄し）

1 【かく空より出で来にたるやうなることにて】以下「思ひ合はせたまはむ」まで、紫の上の心中。

2 【逃れたまひがたきを】主語は源氏。

3 【わが心に憚りたまひ】源氏の心をいう。

4 【おのがどちの心より起これる懸想にもあらず】『集成』は「紫の上は、藤壷思慕に発する、源氏の女三の宮への好奇心に気づくはずもないのである」と注す。


若菜上．４．３．３

■　式部卿宮しきぶきゃうの大北みやの方1***、常***にうけはしげなることどもをのたまひ出***でつつ、あぢきなき大将***の御***ことにてさへ2、あやしく恨***み嫉***みたまふなるを、かやうに聞***きて、いかにいちじるく思***ひ合***はせたまはむ3」

◇　式部卿宮の大北の方が、常に呪わしそうな言葉をおっしゃっては、どうにもならない大将の御身の上の事についてまで、変に恨んだり妬んだりなさるというが、このように聞いて、どんなにかそれ見たことかと思うことだろう」

◆　 
しきぶきゃう-の-みや の おほ-きたのかた、 つね に うけはしげ なる こと-ども を のたまひ いで つつ、 あぢきなき だいしゃう の おほむ-こと にて さへ、 あやしく うらみ そねみ たまふ なる を、 かやうに きき て、 いかに いちじるく おもひ あはせ たまは む。"


1 【式部卿宮の大北の方】紫の上の継母。

2 【あぢきなき大将の御ことにてさへ】鬚黒大将と玉鬘の結婚及び、北の方との離婚騒動をさす（「真木柱」巻）。

3 【いかにいちじるく思ひ合はせたまはむ】『集成』は「どんなにちゃんと報いがあったとお思いになることだろう」。『完訳』は「どんなにかそれみたことかとお思いになることだろう」と訳す。


若菜上．４．３．４

■　など、おいらかなる人ひとの御心おほむこころといへど、いかでかはかばかりの隈くまはなからむ1。

◇　などと、おっとりしたご性分とはいえ、どうしてこの程度の邪推をなさらないことがあろうか。

■　今いまはさりともとのみ、わが身みを思おもひ上あがり、うらなくて過すぐしける世よの2、人笑ひとわらへならむことを、下したには思おもひ続つづけたまへど、いとおいらかにのみもてなしたまへり3。

◇　今はもう大丈夫とばかり、わが身の上を気位を高く持って、気兼ねなく過ごして来た夫婦仲が、物笑いになろうことを、心の中では思い続けなさるが、表面はとても穏やかにばかり振る舞っていらっしゃった。


1 【おいらかなる人の御心といへどいかでかはかばかりの隈はなからむ】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の言辞」と注す。「いかでかは--む」反語表現。

2 【過ぐしける世の】過ごしてきた夫婦仲、結婚生活。

3 【下には思ひ続けたまへどいとおいらかにのみもてなしたまへり】紫の上、内心と表面を別々に振る舞う。


第五章　光る源氏の物語　玉鬘、源氏の四十の賀を祝う

第一段　玉鬘、源氏に若菜を献ず

若菜上．５．１．１

■　年としも返かへりぬ1。

◇　年も改まった。

■　朱雀院すじゃくゐんには、姫宮ひめみや、六条院ろくでうゐんに移うつろひたまはむ御おほむいそぎをしたまふ。

◇　朱雀院におかれては、姫宮が、六条院にお移りになる御準備をなさる。

■　聞きこえたまへる人ひとびと、いと口惜くちをしく思おぼし嘆なげく。

◇　ご求婚申し上げなさっていた方々は、たいそう残念にお嘆きになる。

■　内裏うちにも御心みこころばへありて、聞きこえたまひけるほどに2、かかる御定おほむさだめを聞きこし召めして、思おぼし止とまりにけり。

◇　帝におかせられてもお気持ちがあって、お申し入れしていらっしゃるうちに、このような御決定をお耳にあそばして、お諦めになったのであった。


1 【年も返りぬ】源氏四十歳となる。紫の上三十二、女三の宮十四、五歳。

2 【内裏にも御心ばへありて聞こえたまひけるほどに】冷泉帝も女三の宮の入内を希望していた、という。初めて語られる。


若菜上．５．１．２

■　さるは1、今年ことしぞ四十よそぢになりたまひければ、御賀おほむがのこと、朝廷おほやけにも聞きこし召めし過すぐさず、世よの中なかの営いとなみにて、かねてより響ひびくを、ことのわづらひ多おほくいかめしきことは、昔むかしより好このみたまはぬ御心みこころにて、皆みなかへさひ申まうしたまふ。

◇　それはそれとして実は、今年四十歳におなりになったので、その御賀のこと、朝廷でもお聞き流しなさらず、世を挙げての行事として、早くから評判であったが、いろいろと煩わしいことが多い厳めしい儀式は、昔からお嫌いなご性分であるから、皆ご辞退申し上げなさる。


1 【さるは】明融臨模本は「さる（る＄）は」とある。すなわち「る」をミセケチにする。大島本や諸本は「さるは」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文や大島本等の本文に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』は「（それはそれとして）実は。前の叙述の内容を受けて、別の事情を提示説明する」と注す。


若菜上．５．１．３

■　正月二十三日しゃうぐわつにじふさむにち、子ねの日ひなるに1、左大将殿さだいしゃうどのの北きたの方かた、若菜参わかなまゐりたまふ。

◇　正月二十三日は、子の日なので、左大将殿の北の方が、若菜を献上なさる。

■　かねてけしきも漏もらしたまはで、いといたく忍しのびて思おぼしまうけたりければ、にはかにて、えいさめ返かへしきこえたまはず。

◇　前もってその様子も外に現しなさらず、とてもたいそう密かにご準備なさっていたので、急な事で、ご意見してご辞退申し上げることもできない。

■　忍しのびたれどP67、さばかりの御勢おほむいきほひなれば、渡わたりたまふ御儀式3おほむぎしきP68など、いと響ひびきことなり。

◇　内々にではあるが、あれほどのご威勢なので、ご訪問の作法など、たいそう騷ぎが格別である。


P67 忍びたれど--しのひたれは（は/＄と）

P68 御儀式--（/+御）きしき

1 【正月二十三日子の日なるに】『河海抄』は、延長二年正月二十五日甲子、宇多法皇が醍醐天皇の四十賀のために、若菜を献じた例を引く。正月の子日に小松を引いたり若菜を摘んで食べたりして、長寿を祈念した。

2? 【左大将の北の方】鬚黒左大将の北の方、すなわち玉鬘。『完訳』は「鬚黒の北の方に収まり、もはや源氏とは無関係とする呼称」と注す。

3 【御儀式】明融臨模本は「（＋御）きしき」とある。すなわち「御」を補入する。大島本は「御きしき」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文の本文に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．５．１．４

■　南みなみの御殿おとどの西にしの放出はなちいでに1御座おましよそふ。

◇　南の御殿の西の放出に御座席を設ける。

■　屏風びゃうぶ、壁代かべしろよりはじめ、新あたらしく払はらひしつらはれたりP69。

◇　屏風、壁代をはじめ、新しくすっかり取り替えられている。

■　うるはしく倚子いしなどは立たてず2、御地敷四十枚3おほむぢしきしじふまい、御茵おほむしとね、脇息けふそくなど、すべてその御具おほむぐP70ども、いときよらにせさせたまへり4。

◇　儀式ばって椅子などは立てず、御地敷四十枚、御褥、脇息など、総じてその道具類は、たいそう美しく整えさせていらっしゃった。


P69 払ひしつらはれたり--はこ（こ/＄ら）ひしつらひ（ひ/＄）はれたり

P70 御具--御（御/+く）

1 【南の御殿の西の放出に】六条院南の御殿の寝殿の西面の母屋と廂間を一続きにした所。

2 【うるはしく倚子などは立てず】椅子を用いるのは中国式、また天皇が用いる。

3 【御地敷四十枚】御地敷、茣蓙の一種。四十賀にちなむ数を用意する。

4 【きよらにせさせたまへり】「させ」使役の助動詞、「たまへ」尊敬の補助動詞、「り」完了の助動詞、存続。主語は玉鬘。


若菜上．５．１．５

■　螺鈿らでんの御厨子二具みづしふたよろひに、御衣筥四おほむころもばこよつP71据すゑて1、夏冬なつふゆの御装束おほむさうぞく。

◇　螺鈿の御厨子二具に、御衣箱四つを置いて、夏冬の御装束。

■　香壺かうご、薬くすりの筥はこ、御硯おほむすずり、ゆする坏つき、掻上かかげの筥はこなどやうのもの、うちうちきよらを尽つくしたまへり2。

◇　香壷、薬の箱、御硯、ゆする坏、掻上の箱などのような物を、目立たない所に善美を尽くしていらっしゃった。

■　御插頭おほむかざしの台だいには、沈ぢん、紫檀したんを作つくり、めづらしきあやめを尽つくし、同おなじき金かねをも3、色使いろつかひなしたる、心こころばへあり、今いまめかしく。

◇　御插頭の台としては、沈や、紫檀で作り、珍しい紋様を凝らし、同じ金属製品でも、色を使いこなしているのは、趣があり、現代風で。


P71 四つ--よ（よ/+つ）

1 【御衣筥四つ据ゑて】四つも四十賀にちなむ数。

2 【うちうちきよらを尽くしたまへり】『集成』は「目立たぬところに善美を尽していらっしゃる」。『完訳』は「内々で善美を尽してご調製になられた」と訳す。

3 【同じき金をも】『集成』は「金銀も」。『完訳』は「同じ金具でも」と訳す。


若菜上．５．１．６

■　尚侍かむの君きみP72、もののみやび深ふかく、かどめきたまへる人ひとにて1、目馴めなれぬさまにしなしたまへる、おほかたのことをば、ことさらにことことしからぬほどなり。

◇　尚侍の君は、風雅の心が深く、才気のある方なので、目新しい形に整えなさっていたが、儀式全般のこととしては、格別に仰々しくないようにしてある。


P72 尚侍の君--かむのき（き/+み）

1 【尚侍の君もののみやび深くかどめきたまへる人にて】玉鬘の人柄。風雅の趣味が深く才気がある人。


第二段　源氏、玉鬘と対面

若菜上．５．２．１

■　人ひとびと参まゐりなどしたまひて、御座おましに出いでたまふとて、尚侍かむの君きみに御対面おほむたいめんあり1。

◇　人々が参上などなさって、お座席にお出になるに当たり、尚侍の君とご対面がある。

■　御心みこころのうちには、いにしへ思おぼし出いづることもさまざまなりけむかし2。

◇　お心の中では、昔を思い出しなさることがさまざまとあったことであろう。


1 【御座に出でたまふとて尚侍の君に御対面あり】女性は祝賀の宴席に出られないので、その前に、源氏は玉鬘に会う。

2 【御心のうちにはいにしへ思し出づることもさまざまなりけむかし】明融臨模本は「ことも」とある。大島本や諸本は「事とも」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「ことども」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『孟津抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「以下、語り手が源氏の未練の心を推測し、変らぬ風貌をも叙述」と注す。


若菜上．５．２．２

■　いと若わかくきよらにて、かく御賀おほむがなどいふことは、ひが数かぞへにやと、おぼゆるさまの、なまめかしく、人ひとの親おやげなくおはしますを、めづらしくて年月隔としつきへだてて見みたてまつりたまふは1、いと恥はづかしけれど、なほけざやかなる隔へだてもなくて2、御物語聞おほむものがたりきこえ交かはしたまふ。

◇　実に若々しく美しくて、このように御四十の賀などということは、数え違いではないかと、つい思われる様子で、優美で子を持つ親らしくなくいらっしゃるのを、珍しくて、歳月を経て拝見なさるのは、とても恥ずかしい思いがするが、やはり際立った隔てもなく、お話を交わしなさる。


1 【年月隔てて見たてまつりたまふは】主語は玉鬘。源氏三十七歳の冬十月頃に結婚して二年余り、源氏とは三年目の対面。

2 【なほけざやかなる隔てもなくて】『集成』は「昔通り、堅苦しい隔てもない有様で」。『完訳』「やはり際だって他人行儀というふうでもなく」。御簾や御几帳越しまた女房を介してというのではなく、直接会うことをいう。


若菜上．５．２．３

■　幼をさなき君きみも、いとうつくしくてP73,1ものしたまふ。

◇　幼い君も、とてもかわいらしくいらっしゃる。

■　尚侍かむの君きみは、うち続つづきても御覧ごらんぜられじ2とのたまひけるを、大将だいしゃう、かかるついでに3だに御覧ごらんぜさせむとて、二人同ふたりおなじやうに、振分髪ふりわけがみの何心なにごころなき直衣姿なほしすがたどもにて4おはす。

◇　尚侍の君は、続いて二人もお目にかけたくないとおっしゃったが、大将が、せめてこのような機会に御覧に入れようと言って、二人同じように、振り分け髪で、無邪気な童直衣姿でいらっしゃる。


P73 うつくしくて--うつくし（し/+く）て

1 【幼き君もいとうつくしくて】結婚の翌年に誕生、数え年三歳になる。

2 【うち続きても御覧ぜられじ】年子で、もう一人生まれている。

3 【大将かかるついでに】明融臨模本は「大将」とある。大島本や諸本は「大将の」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「大将の」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。

4 【直衣姿どもにて】童直衣姿。


若菜上．５．２．４

■　「過すぐる齢よはひも1、みづからの心こころにはことに思おもひとがめられず、ただ昔むかしながらの若々わかわかしきありさまにて、改あらたむることもなきを、かかる末々すゑずゑのもよほしになむ2、なまはしたなきまで思おもひ知しらるる折をりもはべりける3。

◇　「年を取ると、自分自身では特に気にもならず、ただ昔のままの若々しい様子で、変わることもないのだが、このような孫たちができたことで、きまりの悪いまでに年を取ったことを思い知られる時もあるのですね。


1 【過ぐる齢も】以下「忘れてもはべるべきを」まで、源氏の詞。

2 【かかる末々のもよほしになむ】玉鬘は源氏の実子ではないが、養女となったので、「末々（孫）」が生まれて、という。

3 【なまはしたなきまで思ひ知らるる折もはべりける】『集成』は「何やらきまりが悪いほど自分の年を痛感させられることもあるものでした」。『完訳』は「こうして孫たちができると、それに促されるように自分の年齢がなにやらきまりわるいくらい痛感させられるときもあったのですね」。「ける」過去の助動詞、連体形、「なむ」の係結び、詠嘆の意。


若菜上．５．２．５

■　中納言ちゅうなごんのいつしかとまうけたなるを1、ことことしく思おもひ隔へだてて、まだ見みせずかし。

◇　中納言が早々と子をなしたというのに、仰々しく分け隔てして、まだ見せませんよ。

■　人ひとよりことに、数かぞへ取とりたまひける今日けふの子ねの日2ひこそ、なほうれたけれ。

◇　誰より先に、私の年を数えて祝ってくださった今日の子の日は、やはりつらく思われます。

■　しばしは老おいを忘わすれてもはべるべきを3」

◇　しばらくは老いを忘れてもいられたでしょうに」


1 【中納言のいつしかとまうけたなるを】夕霧が雲居雁と結婚したのは、昨年の四月。『完訳』は「子があるとするのは、やや不自然」と注す。約十月間ある。またその間に閏月を想定すれば、不自然なこともないが、藤典侍（五節の舞姫、惟光の娘）との間の子であろうか。

2 【子の日】『集成』は「ねのび」と訓じる。『日葡辞書』に「ネノビ」とある。

3 【忘れてもはべるべきを】『完訳』は「忘れてもいられたでしょうに」。「べき」推量の助動詞、可能の意。「を」接続助詞、逆接の意。


若菜上．５．２．６

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

第三段　源氏、玉鬘と和歌を唱和

若菜上．５．３．１

■　尚侍かむの君きみも、いとよくねびまさり、ものものしきけさへ添そひて、見みるかひあるさましたまへり1。

◇　尚侍の君も、すっかり立派に成熟して、貫祿まで加わって、素晴らしいご様子でいらっしゃった。


1 【いとよくねびまさりものものしきけさへ添ひて見るかひあるさましたまへり】『完訳』は「まことに美しく女ざかりとなり、重々しい風采までそなわってきて、見るにはりあいのある有様でいらっしゃる」と訳す。


若菜上．５．３．２

■　「若葉わかばさす野辺のべの小松こまつを引ひき連つれて

もとの岩根いはねを祈いのる今日けふかな1」

◇　「若葉が芽ぐむ野辺の小松を引き連れて

育てて下さった元の岩根を祝う今日の子の日ですこと」


1 【若葉さす野辺の小松を引き連れてもとの岩根を祈る今日かな】玉鬘が源氏を祝う歌。「小松」は玉鬘の子ども、「元の岩根」は源氏をそれぞれさす。「小松」「引き」「岩根」は縁語。みずみずしく生い先豊かな「小松」の成長力と永遠不滅の「岩根」にあやっかって、源氏のますますの健康と長寿を祈る意。


若菜上．５．３．３

■　と、せめておとなび聞きこえたまふ。

◇　と、強いて母親らしく申し上げなさる。

■　沈ぢんの折敷四をしきよつして、御若菜おほむわかなさまばかり参まゐれりP74。

◇　沈の折敷を四つ用意して、御若菜を御祝儀ばかりに献上なさった。

■　御土器取おほむかはらけとりたまひて、

◇　御杯をお取りになって、


P74 参れり--（/+ま）いれり


若菜上．５．３．４

■　「小松原末こまつばらすゑの齢よはひに引ひかれてや

野辺のべの若菜わかなも年としを摘つむべき」

◇　「小松原の将来のある齢にあやかって

野辺の若菜も長生きするでしょう」

若菜上．５．３．５

■　など聞きこえ交かはしたまひて、上達部かむだちめあまた南みなみの廂ひさしに着つきたまふ。

◇　などと詠み交わしなさっているうちに、上達部が大勢南の廂の間にお着きになる。

若菜上．５．３．６

■　式部卿宮しきぶきゃうのみやは、参まゐりにくく2思おぼしけれど、御消息おほむせうそこありけるに3、かく親したしき御仲おほむなからひにて4、心こころあるやうならむも便びんなくて、日ひたけてぞ渡わたりたまへる。

◇　式部卿宮は、参上しにくくお思いであったが、ご招待があったのに、このように親しい間柄で、わけがあるみたいに取られるのも具合が悪いので、日が高くなってからお渡りになった。


1? 【小松原末の齢も引かれてや野辺の若菜も年を摘むべき】源氏の返歌。「若葉」「野辺」「小松」「引く」の語句を受けて「小松原」「引かれて」「野辺」「若菜」の語句を用いる。「摘む」「積む」の掛詞。「小松」「摘む」の縁語。小松の生命力にあやかって、私も長寿を保てようと祝う歌。

2 【式部卿宮は参りにくく】玉鬘主催の源氏四十賀に、紫の上の父式部卿宮は参列しにくく思う。鬚黒大将の北の方であった娘が、鬚黒と玉鬘の結婚によって、離縁されたといういきさつがある。

3 【御消息ありけるに】『完訳』は「源氏からのお誘い」と注す。

4 【かく親しき御仲らひにて】源氏と式部卿宮との間には、源氏の須磨明石流離の前後には一時疎遠になっていたが、その後、源氏は式部卿宮の五十賀を祝う（「少女」巻）など、その関係は縒りがもどったらしい。


若菜上．５．３．７

■　大将だいしゃうのしたり顔がほにて1、かかる御仲おほむなからひに、うけばりてものしたまふも、げに心こころやましげなるわざなめれど、御孫おほむまごの君きみたちは、いづ方かたにつけても2、おり立たちて雑役ざふやくしたまふ。

◇　大将が得意顔で、このようなお間柄ゆえ、すべて取り仕切っていらっしゃるのも、いかにも癪に障ることのようであるが、御孫の君たちは、どちらからも縁続きゆえに、骨身を惜しまず、雑用をなさっている。

■　籠物四十枝こものよそえだ、折櫃物四十をりびつものよそぢ。

◇　籠物四十枝、折櫃物四十。

■　中納言ちゅうなごんをはじめたてまつりて、さるべき限かぎり取とり続つづきたまへり3。

◇　中納言をおはじめ申して、相当な方々ばかりが、次々に受け取って献上なさっていた。

■　御土器おほむかはらけくだり、若菜わかなの御羹参おほむあつものまゐる。

◇　お杯が下されて、若菜の御羹をお召し上がりになる。

■　御前おまへには、沈ぢんの懸盤四かけばんよつ、御坏おほむつきどもなつかしく、今いまめきたるほどにせられたり。

◇　御前には、沈の懸盤四つ、御坏類も好ましく現代風に作られていた。


1 【大将のしたり顔にて】『完訳』は「以下「雑役したまふ」まで、宮の心中に即した叙述」と注す。

2 【御孫の君たちはいづ方につけても】源氏の孫の君たち。すなわち鬚黒の前の北の方の子供たち、玉鬘は継母、紫の上は叔母に当たる。

3 【取り続きたまへり】『完訳』は「以下、正式の賀宴の作法。夕霧ら、しかるべき人々が順次献上する」と注す。


第四段　管弦の遊び催す

若菜上．５．４．１

■　朱雀院すじゃくゐんの御薬おほむくすりのこと、なほたひらぎ果はてたまはぬにより、楽人1がくにんなどは召めさず。

◇　朱雀院の御病気が、まだすっかり良くならないことによって、楽人などはお召しにならない。

■　御笛おほむふえなど、太政大臣おほきおとどの、そのP75方かたは整ととのへたまひて、

◇　管楽器などは、太政大臣が、そちらの方面はお整えになって、


P75 召さず。御笛など、太政大臣の、その--（/+めさす御ふえなとおほきおとゝのその）

1 【楽人】『集成』は「雅楽寮、楽所、六衛府の官人などで音楽をよくする者をいう」と注す。


若菜上．５．４．２

■　「世よの中なかに、この御賀おほむがよりまためづらしくきよら尽つくすべきことあらじ1」

◇　「世の中に、この御賀より他に立派で善美を尽くすような催しはまたとあるまい」


1 【世の中にこの御賀よりまためづらしくきよら尽くすべきことあらじ】太政大臣の詞。


若菜上．５．４．３

■　とのたまひて、すぐれたる音ねの限かぎりを、かねてより思おぼしまうけたりければ、忍しのびやかに御遊おほむあそびあり。

◇　とおっしゃって、優れた楽器ばかりを、以前からご準備なさっていたので、内輪の方々で音楽のお遊びが催される。

若菜上．５．４．４

■　とりどりにたてまつる中なかに、和琴わごんは、かの大臣おとどの第一だいいちに秘ひしたまひける御琴おほむことなり。

◇　それぞれ演奏する楽器の中で、和琴は、あの太政大臣が第一にご秘蔵なさっていた御琴である。

■　さるものの上手じゃうずの1、心こころをとどめて弾ひき馴ならしたまへる音ね、いと並ならびなきを、異人ことびとは掻かきたてにくくしたまへば、衛門督ゑもんの固かみのかたく否いなぶるを責せめたまへばP76、げにいとおもしろく、をさをさ劣おとるまじく弾ひく2。

◇　このような名人が、日頃入念に弾き馴らしていらっしゃる音色、またとないほどなので、他の人は弾きにくくなさるので、衛門督が固く辞退しているのを催促なさると、なるほど実に見事に、少しも父親に負けないほどに弾く。


P76 衛門督の固く否ぶるを責めたまへば--（/+衛門のかみのかたくいなふるをせめたまへは）

1 【さるものの上手の】太政大臣が和琴の名手であることは、「少女」「常夏」に語られている。

2 【げにいとおもしろくをさをさ劣るまじく弾く】柏木も和琴の名手であったことは「梅枝」に語られている。


若菜上．５．４．５

■　「何なにごとも、上手じゃうずの嗣つぎといひながら1、かくしもえ継つがぬP77わざぞかし」

◇　「どのようなことも、名人の後嗣と言っても、これほどにはとても継ぐことはできないものだ」

■　と、心こころにくくあはれに人ひとびと思おぼす。

◇　と、奥ゆかしく感心なことに人々はお思いになる。

■　調しらべに従したがひて、跡あとある手てども、定さだまれる唐土もろこしの伝つたへP78どもは2、なかなか尋たづね知しるべき方かたあらはなるを、心こころにまかせて、ただ掻かき合あはせたるすが掻がきに、よろづの物ものの音調ねととのへられたるは、妙たへにおもしろく、あやしきまで響ひびく。

◇　それぞれの調子に従って、楽譜の整っている弾き方や、決まった型のある中国伝来の曲目は、かえって習い方もはっきりしているが、気分にまかせて、ただ掻き合わせるすが掻きに、すべての楽器の音色が一つになっていくのは、見事に素晴らしく、不思議なまでに響き合う。


P77 継がぬ--つ（つ/+か）ぬ

P78 伝へ--つる（る/＄た）へ

1 【何ごとも上手の嗣といひながら】以下「え継がぬわざぞかし」まで、人々の感想。

2 【調べに従ひて跡ある手ども定まれる唐土の伝へどもは】『集成』は「それぞれの調子に従って楽譜が整っている弾き方や、きまった型のある中国伝来の曲なら」。『完訳』は「それぞれの調子に従って一定の型が決っている奏法や、楽譜の決っている唐伝来の曲などは」と訳す。


若菜上．５．４．６

■　父大臣ちちおとどは、琴ことの緒をもいと緩ゆるに張はりて、いたう下くだして調しらべ、響ひびき多おほく合あはせてぞ掻かき鳴ならしたまふ。

◇　父大臣は、琴の緒をとても緩く張って、たいそう低い調子で調べ、余韻を多く響かせて掻き鳴らしなさる。

■　これは1、いとわららかに昇のぼる音ねの、なつかしく愛敬あいぎゃうづきたるを、

◇　こちらは、たいそう明るく高い調子で、親しみのある朗らかなので、

■　「いとかうしもは聞きこえざりしを2」

◇　「とてもこんなにまでとは知らなかった」

■　と、親王みこたちも驚おどろきたまふ。

◇　と、親王たちはびっくりなさる。


1 【これは】柏木をさす。

2 【いとかうしもは聞こえざりしを】親王たちの感想。


若菜上．５．４．７

■　琴きんは、兵部卿宮弾ひゃうぶきゃうのみやひきたまふ。

◇　琴は、兵部卿宮がお弾きになる。

■　この御琴おほむことは、宜陽殿ぎやうでんの御物おほむものにて1、代々だいだいに第一だいいちの名なありし御琴おほむことを、故院こゐんの末すゑつ方かた、一品宮いつぽんの好みやのこのみたまふことにて2、賜たまはりたまへりけるを、この折をりのきよらを尽つくしたまはむとするため、大臣おとどの申まうし賜たまはりP79たまへる御伝おほむつたへ伝つたへ4を思おぼすに、いとあはれに、昔むかしのことも恋こひしく思おぼし出いでらる。

◇　この御琴は、宜陽殿の御物で、代々に第一の評判のあった御琴を、故院の晩年に、一品宮がお嗜みがおありであったので、御下賜なさったのを、この御賀の善美を尽しなさろうとして、大臣が願い出て賜ったという次々の伝来をお思いになると、実にしみじみと、昔のことが恋しくお思い出さずにはいらっしゃれない。


P79 賜はり--給はる（る/＄り）

1 【宜陽殿の御物にて】宮中の殿舎の一つ。累代の楽器や書籍を保管した殿。

2 【故院の末つ方一品宮の好みたまふことにて】桐壷院の晩年、その内親王、女一の宮、母は弘徽殿大后。初めて見える記事。

3? 【大臣の申し賜りたまへる】太政大臣が女一の宮に願い出て頂戴なさった、の意。北の方が弘徽殿大后の妹四の宮という縁からであろう。

4 【御伝へ伝へ】皇室に代々第一の御物であったのが桐壷院の女一の宮に伝えられ、それがさらに太政大臣に伝わったということをいう。


若菜上．５．４．８

■　親王みこも、酔ゑひ泣なきえとどめたまはず。

◇　親王も、酔い泣きを抑えることがおできになれない。

■　御みけしきとりたまひて1、琴きんは御前おまへに譲ゆづりきこえさせたまふ。

◇　ご心中をお察しになって、琴は御前にお譲り申し上げあそばす。

■　もののあはれにえ過すぐしたまはで2、めづらしきもの一ひとつばかり弾ひきたまふに、ことことしからねど、限かぎりなくおもしろき夜よの御遊おほむあそびP80なり。

◇　感興にじっとしていらっしゃれずに、珍しい曲目を一曲だけお弾きなさると、儀式ばった仰々しさはないけれども、この上なく素晴らしい夜のお遊びである。


P80 御遊び--御（御/+あ）そひ

1 【御けしきとりたまひて】主語は蛍兵部卿宮。

2 【もののあはれにえ過ぐしたまはで】主語は源氏。


若菜上．５．４．９

■　唱歌さうがの人ひとびと御階みはしに召めして1、すぐれたる声こゑの限かぎり出いだして、返かへり声ごゑになる2。

◇　唱歌の人々を御階に召して、美しい声ばかりで歌わせて、返り声に転じて行く。

■　夜よの更ふけ行ゆくままに、物ものの調しらべども、なつかしく変かはりて、

◇　夜が更けて行くにつれて、楽器の調子など、親しみやすく変わって、

■　「青柳**S7」

◇　「青柳」

■　遊***びたまふほど3、げに、ねぐらの鴬4***おどろきぬべく、いみじくおもしろし。

◇　を演奏なさるころに、なるほど、ねぐらの鴬が目を覚ますに違いないほど、大変に素晴らしい。

■　私事***のさまにしなしたまひて、禄***など、いと警策***にまうけられたりけり5。

◇　私的な催しの形式になさって、禄など、たいそう見事な物を用意なさっていた。

◆　 
さうが の ひとびと み-はし に めし て、 すぐれ たる こゑ の かぎり いだし て、 かへりごゑ に なる。 よ の ふけ ゆく まま に、 もの の しらべ-ども、 なつかしく かはり て、 あをやぎ あそび たまふ ほど、 げに、 ねぐら の うぐひす おどろき ぬ べく、 いみじく おもしろし。 わたくしごと の さま に し なし たまひ て、 ろく など、 いと きゃうさく に まうけ られ たり けり。


S7 青柳を　片糸によりて　や　おけや　鴬の　おけや　鴬の　縫ふといふ笠は　おけや　梅の花笠や（催馬楽-青柳）

1 【唱歌の人びと御階に召して】楽器の譜を歌う殿上人を寝殿の南正面の階段の前に召しての意。

2 【返り声になる】『集成』は「音楽の調子が、呂旋法より律旋法に変ること。正式な感じから、くだけた感じになる」と注す。

3 【青柳遊びたまふほど】催馬楽「青柳」律の曲。「青柳を片糸によりてやおけや鴬のおけや鴬の縫ふといふ笠はおけや梅の花笠や」。

4 【げにねぐらの鴬】「青柳」の歌詞を受けて、「げに」という。

5 【私事のさまにしなしたまひて禄などいと警策にまうけられたりけり】准太上天皇という身分では規定があるので、私的な内輪の祝賀とすることによって、かえって見事な禄などを準備したという。


第五段　暁に玉鬘帰る

若菜上．５．５．１

■　暁あかつきに、尚侍君帰かむのきみかへりたまふ1。

◇　明け方に、尚侍の君はお帰りになる。

■　御贈おほむおくり物ものなどありけり2。

◇　御贈り物などがあるのだった。


1 【暁に尚侍君帰りたまふ】時刻は、夜明け方となる。玉鬘帰途につく。

2 【御贈り物などありけり】源氏方から玉鬘への返礼の御贈り物。


若菜上．５．５．２

■　「かう世よを捨すつるやうにて1明あかし暮くらすほどに、年月としつきの行方ゆくへも知しらず顔がほなるを、かう数かぞへ知しらせたまへるにつけては、心細こころぼそくなむ。

◇　「このように世を捨てたようにして毎日を送っていると、年月のたつのも気づかぬありさまだが、このように齢を数えて祝ってくださるにつけて、心細い気がする。

■　時々ときどきは、老おいやまさると見みたまひ比くらべよかし。

◇　時々は、前より年とったかどうか見比べにいらっしゃって下さいよ。

■　かく古ふるめかしき身みの所狭ところせさに2、思おもふに従したがひて対面たいめんなきも、いと口惜くちをしくなむ」

◇　このように老人の身の窮屈さから、思うままにお会いできないのも、まことに残念だ」


1 【かう世を捨つるやうにて】以下「いと口惜しくなむ」まで、源氏の詞。

2 【かく古めかしき身の所狭さに】『集成』は「こんな老人で動きにくくて」。『完訳』は「こんな年寄の身の窮屈さから」と訳す。


若菜上．５．５．３

■　など聞きこえたまひて、あはれにもをかしくも、思おもひ出いできこえたまふことなきにしもあらねば、なかなかほのかにて、かく急いそぎ渡わたりたまふを、いと飽あかず口惜くちをしくぞ思おぼされける。

◇　などと申し上げなさって、しんみりとまた情趣深く、思い出しなさることがないでもないから、かえってちらっと顔を見せただけで、このように急いでお帰りになるのを、たいそう堪らなく残念に思わずにはいらっしゃれなかった。

若菜上．５．５．４

■　尚侍かむの君きみも、まことの親おやをばさるべき契ちぎりばかりに思おもひきこえたまひて、ありがたくこまかなりし御心みこころばへを1、年月としつきに添そへて、かく世よに住すみ果はてたまふにつけても、おろかならず思おもひきこえたまひけり2。

◇　尚侍の君も、実の親は親子の宿縁とお思い申し上げなさるだけで、世にも珍しく親切であったお気持ちの程を、年月とともに、このようにお身の上が落ち着きなさったにつけても、並々ならずありがたく感謝申し上げなさるのであった。


1 【ありがたくこまかなりし御心ばへを】源氏の愛情をいう。

2 【おろかならず思ひきこえたまひけり】『集成』は「並々ならずありがたくお思い申された」。『完訳』は「ひとかたならずお慕い申しあげていらっしゃるのであった」と訳す。


第六章　光る源氏の物語　女三の宮の六条院降嫁

第一段　女三の宮、六条院に降嫁

若菜上．６．１．１

■　かくて、如月きさらぎの十余日とをよかに1、朱雀院すじゃくゐんの姫宮ひめみや、六条院ろくでうゐんへ渡わたりたまふ。

◇　こうして、二月の十日過ぎに、朱雀院の姫宮、六条院へお輿入れになる。

■　この院ゐんにも、御心みこころP81まうけ世よの常つねならず。

◇　こちらの院におかれても、ご準備は並々でない。

■　若菜参わかなまゐりし西にしの放出はなちいでに御帳みちゃうたててP82立**てて2、そなたの一いち、二にの対***、渡殿たいわたどのかけて3、女房にょうばうの局々つぼねつぼねまで、こまかにしつらひ磨みがかせたまへり。

◇　若菜を召し上がった西の放出に御帳台を設けて、そちらの西の第一、第二の対、渡殿にかけて、女房の局々に至るまで、念入りに整え飾らせなさっていた。

■　内裏うちに参まゐりたまふ人ひとの作法さほふをまねびて、かの院ゐんP83よりも御調度みてうどなど運はこばる。

◇　宮中に入内なさる姫君の儀式に似せて、あちらの院からも御調度類が運ばれて来る。

■　渡わたりたまふ儀式4ぎしき、言いへばさらなり。

◇　お移りになる儀式の盛大さは、今さら言うまでもない。

◆　 
かくて、 きさらぎ の とを-よ-か に、 すじゃくゐん-の-ひめみや、 ろくでうゐん へ わたり たまふ。 この ゐん に も、 み-こころ まうけ よ の つね なら ず。 わかな まゐり し にし の はなちいで に み-ちゃう たて て、 そなた の いち、 に の たい わたどの かけ て、 にょうばう の つぼね つぼね まで、 こまか に しつらひ みがか せ たまへ り。 うち に まゐり たまふ ひと の さほふ を まねび て、 かの ゐん より も み-てうど など はこば る。 わたり たまふ ぎしき、 いへ ば さら なり。


P81 御心--御（御/＄）御心

P82 御帳--御帳丁（丁/＄）

P83 かの院--こ（こ/=か）の院

1 【かくて如月の十余日に】二月十余日に朱雀院の女三の宮が六条院に降嫁。

2 【御帳立てて】御帳台を設けて。

3 【そなたの一二の対渡殿かけて】六条院の南の御殿には西の対が二棟あり、寝殿に近いほうから第一、第二の対と呼んだ。その対と渡殿にかけて、女三の宮に付き従って来た女房の局を設けた。

4 【渡りたまふ儀式】お輿入れの格式、作法。


若菜上．６．１．２

■　御送おほむおくりに、上達部かむだちめなどあまた参まゐりたまふ。

◇　御供奉に、上達部などが大勢お供なさる。

■　かの家司望けいしのぞみたまひし大納言だいなごんも、やすからず思おもひながらさぶらひたまふ。

◇　あの家司をお望みになった大納言も、面白らかず思いながらも供奉なさっている。

■　御車寄おほむくるまよせたる所ところに、院渡ゐんわたりたまひて1、下おろしたてまつりたまふなども、例れいには違たがひたることどもなり2。

◇　お車を寄せた所に、院がお出になって、お下ろし申し上げなさるなども、例には無いことである。


1 【御車寄せたる所に院渡りたまひて】女三の宮の御車は六条院の南の御殿の寝殿南面の階段に着けられる。源氏はそこまで迎えに出る。

2 【例には違ひたることどもなり】通常の宮中の入内の儀式作法とは違うという意。


若菜上．６．１．３

■　ただ人うどにおはすれば、よろづのこと限かぎりありて1、内裏参うちまゐりにも似にず、婿むこの大君おほきみS8といはむにもこと違たがひて、めづらしき御仲おほむなかのあはひどもになむ。

◇　臣下でいらっしゃるので、何もかも制限があって、入内の儀式とも違うし、婿の大君と言うのとも事情が違って、珍しいご夫婦の関係である。


S8 我家は　帷（とばり）帳（ちやう）も　垂れたるを　大君来ませ　聟にせむ　御肴に　何よけむ　鮑（あはび）栄螺（さだを）か　石陰子（かせ）よけむ　鮑栄螺か　石陰子よけむ（催馬楽-我家）

1 【ただ人におはすればよろづのこと限りありて】源氏は准太上天皇となったとはいえ、皇族には復帰しておらず、臣下の身分のままであった。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「准太上天皇という源氏の位は、史実にはない虚構であり、読者が奇異に感じるおそれがある。物語に現実感を与えるために、語り手に批評させた」と注す。


第二段　結婚の儀盛大に催さる

若菜上．６．２．１

■　三日みかがほど、かの院ゐんよりも、主人あるじの院方ゐんかたよりもP84、いかめしくめづらしきみやびを尽つくしたまふ。

◇　三日の間は、あちらの院からも、主人である院からも、盛大でまたとないほどの優雅な催しをお尽くしになる。


P84 よりも--よ（よ/+り）も


若菜上．６．２．２

■　対たいの上うへも2、ことに触ふれてただにも思おぼされぬ世よのありさまなり。

◇　対の上も何かにつけて、平静ではいらっしゃれないお身の回りである。

■　げに、かかるにつけて3、こよなく人ひとに4劣おとり消けたるることもあるまじけれど5、また並ならぶ人ひとなくならひたまひて6、はなやかに生おひ先遠さきとほく、あなづりにくきけはひにて7移うつろひたまへるに、なまはしたなく思おぼさるれど8、つれなくのみもてなして、御渡おほむわたりのほども、もろ心こころにはかなきこともし出いでたまひて、いとらうたげなる御おほむありさまを9、いとどありがたしと思おもひきこえたまふ。

◇　なるほど、このようなことになったからと言って、すっかりあちらに負けて影が薄くなってしまうこともあるまいけれど、また一方でこれまで揺ぎない地位にいらしたのに、華やかでお年も若く、侮りがたい勢いでお輿入れになったので、何となく居心地が悪くお思いになるが、何気ないふうにばかり装って、お輿入れの時も、ご一緒に細々とした事までお世話なさって、まことにかいがいしいご様子を、ますます得がたい人だとお思い申し上げなさる。


1? 【三日かほど】結婚の三日間の儀礼。

2 【対の上も】紫の上。『集成』は「東の対に住むところから出た呼称」。『完訳』は「必ずしも正妻を表す呼称ではない」と注す。

3 【げにかかるにつけて】「げに」は以前に源氏が言ったことを受ける。『集成』は「紫の上の心中。以下自然に地の文になる」。『完訳』は「以下、紫の上の心」と注す。心中文と地の文が融合した文章。

4 【人に】女三の宮をさす。

5 【あるまじけれど】「まじ」打消推量の助動詞。紫の上が推量。

6 【並ぶ人なくならひたまひて】紫の上の今までをいう。尊敬の補助動詞「たまふ」が混入するところに、心中文と地の文が融合した表現といえる。「て」接続助詞、逆接。

7 【はなやかに生ひ先遠くあなづりにくきけはひにて】女三の宮をいう。

8 【なまはしたなく思さるれど】このあたりまで、心中文と地の文が融合。

9 【いとらうたげなる御ありさまを】『集成』は「本当に何の下心もないご様子なのを」。『完訳』は「いかにもいじらしいご様子なのを」と訳す。


若菜上．６．２．３

■　姫宮ひめみやは、げに、まだいと小ちひさく、片かたなりにおはするうちにも、いといはけなきけしきして、ひたみちに若わかびたまへり。

◇　姫宮は、なるほど、まだとても小さく、大人になっていらっしゃらないうえ、まことにあどけない様子で、まるきり子供でいらっしゃった。

■　かの紫むらさきのゆかり尋たづね取とりたまへりし折1思をりおぼし出いづるに、

◇　あの紫のゆかりを探し出しなさった時をお思い出しなさると、


1 【かの紫のゆかり尋ね取りたまへりし折】紫の上のことをいうのだが、「紫のゆかり」という表現に注意しなければならない。今度の女三の宮も「紫のゆかり」として関心を抱いたのである。すなわち「藤壷」ということが、依然と源氏の心底に行動原理としてあるのである。


若菜上．６．２．４

■　「かれはP85されていふかひありしをP86、これは、いといはけなくのみ見みえたまへば、よかめり。

◇　「あちらは気が利いていて手ごたえがあったが、こちらはまことに幼くだけお見えでいらっしゃるので、まあ、よかろう。

■　憎にくげにおしたちたることなどはあるまじかめり」

◇　憎らしく強気に出ることなどもあるまい」


P85 かれは--かれはかれは（かれは〈後出〉/＄）

P86 ありしを--ありしに（に/＄）を


若菜上．６．２．５

■　と思おぼすものから、

◇　とお思いになる一方で、

■　「いとあまりものの栄はえなき御おほむさまかな2」

◇　「あまり張り合いのないご様子だ」

■　と見みたてまつりたまふ。

◇　と拝見なさる。


1? 【よかめり憎げにおしたちけることなどはあるまじかめり】源氏の心中。『完訳』は「幼稚な宮ゆえ紫の上と対抗すまいと安心する一方で、期待を裏切られる気持」と注す。

2 【いとあまりものの栄なき御さまかな】源氏の心中。女三の宮に失望。


第三段　源氏、結婚を後悔

若菜上．６．３．１

■　三日みかがほどは、夜離よがれなく渡わたりたまふを1、年としごろさもならひたまはぬ心地ここちに2、忍しのぶれど、なほものあはれなり。

◇　三日間は、毎晩お通いになるのを、今までにこのようなことは経験がおありでないので、堪えはするが、やはり胸が痛む。

■　御衣おほむぞどもなど、いよいよ薫たきしめさせたまふものから3、うち眺ながめてものしたまふけしき、いみじくらうたげにをかし。

◇　お召し物などを、いっそう念入りに香を薫きしめさせなさりながら、物思いに沈んでいらっしゃる様子は、たいそういじらしく美しい。


1 【三日がほどは夜離れなく渡りたまふを】結婚三日間。源氏は東の対の屋から女三の宮を迎えた寝殿へ通う。

2 【年ごろさもならひたまはぬ心地に】紫の上の心地。

3 【御衣どもなどいよいよ薫きしめさせたまふものから】「真木柱」巻の鬚黒大将の北の方が夫が雪もよいの夜に玉鬘のもとに通って行こうとするのを送り出す場面と類似する。


若菜上．６．３．２

■　「などて、よろづのことありとも1、また人ひとをば並ならべて見みるべきぞ。

◇　「どうして、どんな事情があるにもせよ、他に妻を迎える必要があったのだろうか。

■　あだあだしく、心弱こころよわくなりおきにけるわがおこたりに、かかることも出いで来くるぞかし。

◇　浮気っぽく、気弱になっていた自分の失態から、このような事も出てきたのだ。

■　若わかけれど、中納言ちゅうなごんをばえ思おぼしかけずなりぬめりしを3」

◇　若いけれど、中納言をお考えに入れずじまいだったようなのに」


1 【などてよろづのことありとも】以下「え思しかけずなりぬめりしを」まで、源氏の心中。「などて--みるべきぞ」反語表現。

2? 【あだあだしく心弱くなりおきにけるわがおこたりにこそ】源氏の反省。好色心とその気弱さになっている気の緩みとする。「おき（置）」と「き（来）」の相違は重要。後者は頽齢による変化となる。前者は源氏の性格の意になる。

3 【中納言をばえ思しかけずなりぬめりしを】「え思しかけずなりぬ」の主語は朱雀院。「めり」推量の助動詞、源氏の主観的推量。「し」過去の助動詞、連体形。「を」接続助詞、逆接。その下に、自分が婿になってしまった、という意が含まれている。『集成』は「夕霧を（朱雀院は）婿にとはお考えにならなかったようなのにと」。『完訳』は「中納言を婿にとはお考えになれずじまいだったらしいものを」と訳す。


若菜上．６．３．３

■　と、われながらつらく思おぼし続つづくるに1、涙なみだぐまれて、

◇　と、自分ながら情けなくお思い続けられて、つい涙ぐんで、


1 【われながらつらく思し続くるに】明融臨模本と大島本は「おほしつゝくるに」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「思しつづけらるるに」と校訂する。


若菜上．６．３．４

■　「今宵こよひばかりは1、ことわりと許ゆるしたまひてむな。

◇　「今夜だけは、無理もないこととお許しくださいな。

■　これより後のちのとだえあらむこそ2、身みながらも心こころづきなかるべけれ。

◇　これから後に来ない夜があったら、我ながら愛想が尽きるだろう。

■　またP87、さりとて3、かの院ゐんに聞きこし召めさむことよ」

◇　だが、とは言っても、あちらの院には何とお聞きになろうやら」


P87 また--又△△（△△/＃）

1 【今宵ばかりは】以下「院に聞こし召さむことよ」まで、源氏から紫の上への詞。

2 【これより後のとだえあらむこそ】紫の上との夫婦関係をいう。

3 【またさりとて】女三の宮との夫婦仲を疎略に扱うことをいう。


若菜上．６．３．５

■　と、思おもひ乱みだれたまへる御心みこころのうち、苦くるしげなり。

◇　と言って、思い悩んでいらっしゃるご心中、苦しそうである。

■　すこしほほ笑ゑみて1、

◇　少しほほ笑んで、


1 【すこしほほ笑みて】主語は紫の上。


若菜上．６．３．６

■　「みづからの御心みこころながらだに1、え定さだめたまふまじかなるを、ましてことわりも何なにも、いづこにとまるべきにか」

◇　「ご自身のお考えでさえ、お決めになれないようですのに、ましてわたしは無理からぬことやら何やら、どちらに決められましょう」


1 【みづからの御心ながらだに】以下「いづこにとまるべきにか」まで、紫の上の詞。突き放した物の言い方。


若菜上．６．３．７

■　と、いふかひなげにとりなしたまへば、恥はづかしうさへおぼえたまひて1、つらづゑをつきたまひて、寄より臥ふしたまへれば、硯すずりを引ひき寄よせたまひて2、

◇　と、取りつく島もないように話を逸らされるので、恥ずかしいまでに思われなさって、頬杖をおつきになって、寄り臥していらっしゃると、硯を引き寄せて、


1 【恥づかしうさへおぼえたまひて】主語は源氏。

2 【硯を引き寄せたまひて】主語は紫の上。


若菜上．６．３．８

■　「目めに近ちかくS9移うつれば変かはる世よの中なかを

行ゆく末遠すゑとほく頼たのみけるかな1」

◇　「眼のあたりに変われば変わる二人の仲でしたのに

行く末長くとあてにしていましたとは」


S9 秋萩の下葉につけて目に近くよそなる人の心をぞ見る（拾遺集雑秋-一一一六　女）

1 【目に近く移れば変はる世の中を行く末遠く頼みけるかな】紫の上の独詠歌。源氏に裏切られ夫婦仲に絶望した意。


若菜上．６．３．９

■　古言ふることなど書かき交まぜたまふを、取とりて見みたまひて、はかなき言ことなれど、げにと、ことわりにて、

◇　古歌などを書き交えていらっしゃるのを、取って御覧になって、何でもない歌であるが、いかにもと、道理に思って、

若菜上．６．３．１０

■　「命いのちこそ絶たゆとも絶たえめ定さだめなき

世よの常つねならぬ仲なかの契ちぎりを2」

◇　「命は尽きることがあってもしかたのないことだが

無常なこの世とは違う変わらない二人の仲なのだ」


1? 【古言など書きまぜたまふを】『集成』は「古歌などをまぜてお書きになるのを。自分の心を託す古歌を思いつくままに書く、いわゆる手習である」。『完訳』は「自作歌と同内容の伝承古歌。ありふれた古歌ながら、源氏をして合点させる。この場合の真実のこもる歌として再評価される」と注す。古歌が紫の上の心情に客観的正当性と真実性を賦与する。

2 【命こそ絶ゆとも絶えめ定めなき世の常ならぬ仲の契りを】源氏の返歌。夫婦仲の意の「世の中」を受けて、「定めなき世」という世間一般の世の中の意で切り返し、夫婦仲は変わらないという。


若菜上．６．３．１１

■　とみにもえ渡わたりたまはぬを、

◇　すぐにはお出かけになれないのを、

若菜上．６．３．１２

■　「いとかたはらいたきわざかな」

◇　「まこと不都合なことです」

若菜上．６．３．１３

■　と、そそのかしきこえたまへば、なよよかにをかしきほどに、えならず匂にほひて渡わたりたまふを、見出みいだしたまふも、いとただにはあらずかし2。

◇　と、お促し申し上げなさると、柔らかで優美なお召し物に、たいそうよい匂いをさせてお出かけになるのを、お見送りなさるのも、まことに平気ではいられないだろう。


1? 【いとかたらいたきわざかな】紫の上の詞。

2 【いとただにはあらずかし】語り手の感情移入表現。


第四段　紫の上、眠れぬ夜を過ごす

若菜上．６．４．１

■　年としごろ、さもやあらむ1と思おもひしことどもも、今いまはとのみもて離はなれたまひつつ、さらばかくにこそは2とうちとけゆく末すゑに、ありありて、かく世よの聞きき耳みみもなのめならぬこと3の出いで来きぬるよ。

◇　長い間には、もしかしたらと思っていたいろいろな事も、今は終わりとすっかりお絶ちになって、ではこれで大丈夫と、安心なさるようになった今頃になって、とどのつまり、このような世間に外聞の悪い事が出て来るとは。

■　思おもひ定さだむべき世よのありさまにもあらざりければ、今いまより後のちもうしろめたくP88ぞ思おぼしなりぬる。

◇　安心できる二人の仲ではなかったのだから、これから先も不安にお思いになるのであった。


P88 うしろめたく--うしろめたな（な/＄）く

1 【さもやあらむ】『集成』は「自分を上廻る地位の正夫人が迎えられるのでないかと思ったこと」。以下、紫の上の心中に即した地の文。

2 【さらばかくにこそは】朝顔の姫君との事件が落着したことを受ける。

3 【なのめならぬこと】『集成』は「外聞の悪いこと」。『完訳』は「不都合なこと」と訳す。


若菜上．６．４．２

■　さこそつれなく紛まぎらはしたまへど、さぶらふ人ひとびとも、

◇　あのようにさりげなく装ってはいらっしゃるが、伺候している女房たちも、

若菜上．６．４．３

■　「思おもはずなる世よなりや1。

◇　「思いがけない事になりましたわね。

■　あまたものしたまふやうなれど、いづ方かたも、皆みなこなたの御おほむけはひにはかたさり憚はばかるさまにて過すぐしたまへばこそ2、ことなくなだらかにもあれ、おしたちてかばかりなるありさまに3、消けたれてもえ過すぐしたまふまじ4」

◇　大勢いらっしゃるようですが、どの方も、皆こちらのご威勢には一歩譲って遠慮なさって来たからこそ、何事もなく平穏でしたのに、誰憚らないこのようなやり方に、負けておしまいになったままではお過ごしになれまい」


1 【思はずなる世なりや】以下「出で来なむかし」まで、女房たちの詞。

2 【過ぐしたまへばこそ】「こそ」--「なだらかにもあれ」係結び、逆接用法。

3 【おしたちてかばかりなるありさまに】『集成』は「（女三の宮方の）誰憚らぬこうしたやり方に。女三の宮の婚儀のさまを、紫の上づきの女房の視点で言う」と注す。

4 【消たれてもえ過ぐしたまふまじ】明融臨模本と大島本は「たまふまし」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「たまはじ」と校訂する。主語は紫の上。


若菜上．６．４．４

■　「また、さりとて、はかなきことにつけても、安やすからぬことのあらむ折々をりをり、かならずわづらはしきことども出いで来きなむかし」

◇　「でも、それはそれとして、ちょっとした事でも、穏やかならぬことがいろいろと起こったら、きっと面倒な事が持ち上がって来ましょうよ」

若菜上．６．４．５

■　など、おのがじしうち語かたらひ嘆なげかしげなるを、つゆも見知みしらぬやうに1、いとけはひをかしく2物語ものがたりなどしたまひつつ、夜更よふくるまでおはすP89。

◇　などと、朋輩同士話し合って嘆いているふうなのを、少しも知らないふうに、まことに感じも優雅にお話などをなさりながら、夜が更けるまで起きていらっしゃる。


P89 おはす--おも（も/＄）はす

1 【つゆも見知らぬやうに】紫の上の態度。

2 【いとけはひをかしく】『集成』は「いかにも優雅な風情で」。『完訳』は「まことにご機嫌よく」と訳す。


第五段　六条院の女たち、紫の上に同情

若菜上．６．５．１

■　かう人ひとのただならず言いひ思おもひたるも、聞ききにくしと思おぼして、

◇　このように女房たちが容易ならぬことを言ったり思ったりしているのも、聞きにくいことだとお思いになって、

若菜上．６．５．２

■　「かく、これかれあまたものしたまふめれど1、御心みこころにかなひて2、今いまめかしくすぐれたる際きはにもあらずと、目馴めなれてさうざうしく思おぼしたりつるに、この宮みやのかく渡わたりたまへるこそ、めやすけれ。

◇　「このように、だれかれと大勢いらっしゃるようですが、お気持ちにかなった、華やかな高い身分ではないと、目馴れて物足りなくお思いになっていたところに、この宮がこのようにお輿入れなさったことは、本当に結構なことです。


1 【かくこれかれあまたものしたまふめれど】以下「心おかれたてまつらじとなむ思ふ」まで、紫の上の詞。源氏の夫人方をさしていう。

2 【御心にかなひて】源氏の心に叶って。紫の上からの推測。


若菜上．６．５．３

■　なほ、童心***の失***せぬにやあらむ、われも睦むつびきこえてあらまほしきを、あいなく隔へだてあるさまに2人ひとびとやとりなさむとすらむ。

◇　まだ、子供心が抜けないのでしょうか、わたしもお親しくさせていただきたいのですが、困ったことにこちらに隔て心があるかのように皆が考えようとするのかしら。

■　ひとしきほど、劣おとりざまなど思おもふ人ひとにこそ、ただならず耳みみたつことも、おのづから出いで来くるわざなれ、かたじけなく、心苦こころぐるしき御おほむことなめれば4、いかで心こころおかれたてまつらじとなむ思おもふ」

◇　同じ程度の人とか、劣っていると思う人に対しては、黙って聞き流すわけに行かないことも、ついつい起こるものですが、恐れ多く、お気の毒な御事情がおありらしいので、何とか親しくさせていただきたいと思っています」

◆　 
なほ、 わらはごころ うせ ぬ に や あら む、 われ も むつび きこえ て あらまほしき を、 あいなく へだて ある さま に ひとびと や とりなさ む と す らむ。 ひとしき ほど、 おとりざま など おもふ ひと に こそ、 ただ なら ず みみ たつ こと も、 おのづから いでくる わざ なれ、 かたじけなく、 こころぐるしき おほむ-こと な' めれ ば、 いかで こころおか れ たてまつら じ と なむ おもふ。"


1? 【この宮のかく渡りたまへるにこそめやすけれ】『集成』は「准太上天皇にふさわしい身分の北の方であることをいう」と注す。「こそ」係助詞は、「めやすけれ」に係り、強調のニュアンスを表す。

2 【あいなく隔てあるさまに】『完訳』は「口さがない女房たちの陰口に釘をさす」と注す。

3? 【ひとしきほど劣りざまに思ふ人にこそただならず耳たつこともおのづから出で来るわざなれ】同程度の身分や劣った身分に対しては、つい張り合って黙っていられないこともあるものだ、とする当時の貴族社会の人情をいう。

4 【かたじけなく心苦しき御ことなめれば】皇女であるにもかかわらず、後見人がいない事情をいう。


若菜上．６．５．４

■　などのたまへば、中務なかつかさ、中将ちゅうじゃうの君きみなどやうの人ひとびと、目めをくはせつつ、

◇　などとおっしゃると、中務、中将の君などといった女房たちは、目くばせしながら、

若菜上．６．５．５

■　「あまりなる御思おほむおもひやりかな1」

◇　「あまりなお心づかいですこと」


1 【あまりなる御思ひやりかな】中務や中将の君の詞。間接話法。かつての源氏の召人だった、すなわちお手つきの女房たち。源氏が須磨明石へと流離した際に、紫の上付きの女房となった人たち。


若菜上．６．５．６

■　など言いふべし1。

◇　などと、きっと言っているであろう。

■　昔むかしは、ただならぬさまに使つかひならしたまひし人ひとどもなれど、年としごろは2この御方おほむかたにさぶらひて、皆心寄みなこころよせP90きこえたるなめり3。

◇　昔は、普通の女房よりは親しく使っていらした女房たちであるが、ここ何年かはこちらの御方にお仕えして、皆お味方申しているようである。


P90 心寄せ--心よ（よ/+せ）

1 【など言ふべし】『休聞抄』は「双」と指摘。「べし」推量の助動詞。語り手の強い推量のニュアンス。

2 【年ごろは】源氏が須磨へ流離して以後。

3 【心寄せきこえたるなめり】「な」伝聞推定の助動詞。「めり」推量の助動詞。『紹巴抄』は「双注」と指摘。語り手の主観的推量。


若菜上．６．５．７

■　異御方々ことおほむかたがたよりも、

◇　他の御方々からも、

若菜上．６．５．８

■　「いかに思おぼすらむ。

◇　「どのようなお気持ちでしょう。

■　もとより思おもひ離はなれたる人ひとびとは、なかなか心安こころやすきを1」

◇　初めから諦めているわたしたちには、かえって平気ですが」


1 【いかに思すらむもとより思ひ離れたる人びとはなかなか心安きを】花散里や明石御方からのお見舞い。間接話法。『集成』は「こういう場合は、見舞うのが当時の妻妾間の礼儀であった」。『蜻蛉日記』の作者から時姫へのお見舞いが想起される。『完訳』の「このあたりの同情には、紫の上の不幸を喜ぶ気持さえあろう」と注すのは、花散里や明石御方の人柄からして、いかがなものか。


若菜上．６．５．９

■　など、おもむけつつ、とぶらひきこえたまふもあるを、

◇　などと、こちらの気を引きながら、お慰め申される方もあるが、

若菜上．６．５．１０

■　「かく推おし量はかる人ひとこそ、なかなか苦くるしけれ。

◇　「このように推量する人こそ、かえって厄介なこと。

■　世よの中なかもいと常つねなきものを、などてかさのみは思おもひ悩なやまむ」

◇　世の中もまことに無常なものなのに、どうしてそんなにばかり思い悩んでいよう」

若菜上．６．５．１１

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。

若菜上．６．５．１２

■　あまり久ひさしき宵居よひゐP91も、例れいならず人ひとやとがめむと、心こころの鬼おに思におぼして、入いりたまひぬれば、御衾参おほむふすままゐりぬれど、げにかたはらさびしき夜よな夜よな経へにけるも、なほ、ただならぬ心地ここちすれど、かの須磨すまの御別おほむわかれの折をりなどを思おぼし出いづれば、

◇　あまり遅くまで起きているのも、いつにないことと、皆が変に思うだろうと気が咎めて、お入りになったので、御衾をお掛けしたが、なるほど独り寝の寂しい夜々を過ごしてきたのも、やはり、穏やかならぬ気持ちがするが、あの須磨のお別れの時などをお思い出しになると、


P91 宵居--よ（よ/+ひ）ゐ


若菜上．６．５．１３

■　「今いまはと、かけ離はなれたまひても、ただ同おなじ世よのうちに聞ききたてまつらましかばと、わが身みまでのことはうち置おき、あたらしく悲かなしかりしありさまぞかし。

◇　「もう最後だと、お離れになっても、ただ同じこの世に無事でいらっしゃるとお聞き申すのであったらと、自分の身の上までのことはさておいて、惜しみ悲しく思ったことだわ。

■　さて、その紛まぎれに、われも人ひとも命堪いのちたへずなりなましかば、いふかひあらまし世よかは」

◇　あのまま、あの騷ぎの中に、自分も殿も死んでしまったならば、お話にもならない二人の仲であったろうに」

若菜上．６．５．１４

■　と思おぼし直なほす。

◇　とお思い直される。

若菜上．６．５．１５

■　風かぜうち吹ふきたる夜よのけはひ冷ひややかにて、ふとも寝入ねいられたまはぬを、近ちかくさぶらふ人ひとびと、あやしとや聞きかむと、うちも身みじろきたまはぬも、なほいと苦くるしげなり。

◇　風が吹いている夜の様子が冷やかに感じられて、急には寝つかれなされないのを、近くに伺候している女房たち、変に思いはせぬかと、身動き一つなさらないのも、やはりまことにつらそうである。

■　夜深よぶかき鶏とりの声こゑの聞きこえたるも、ものあはれなり。

◇　夜深いころの鶏の声が聞こえるのも、しみじみと哀れを感じさせる。

第六段　源氏、夢に紫の上を見る

若菜上．６．６．１

■　わざとつらしP92とにはあらねど、かやうに思おもひ乱みだれたまふけにや1、かの御夢おほむゆめに見みえたまひければ2、うちおどろきたまひて、いかにと心騒こころさわがしたまふに、鶏とりの音待ねまち出いでたまへれば、夜深よぶかきも知しらず顔がほに、急いそぎ出いでたまふ。

◇　特別に恨めしいというのではないが、このように思い乱れなさったためであろうか、あちらの御夢に現れなさったので、ふと目をお覚ましになって、どうしたのかと胸騷ぎがなさるので、鶏の声をお待ちになっていたので、まだ夜の深いのも気づかないふりをして、急いでお帰りになる。

■　いといはけなき御おほむありさまなれば、乳母めのとたち近ちかくさぶらひけり。

◇　とても子供子供したご様子なので、乳母たちが近くに伺候していた。


P92 つらし--つく（く/＄ら）し

1 【わざとつらしとにはあらねどかやうに思ひ乱れたまふけにや】『湖月抄』は「草子地よりいふ也」と指摘。語り手の推測。挿入句。場面は、寝殿の女三の宮の閨、源氏のいる場面に移る。

2 【かの御夢に見えたまひければ】源氏の夢の中に紫の上が現れた。『完訳』は「紫の上の迷乱する魂が、その意志を超えて、現れ出たかとする」と注す。


若菜上．６．６．２

■　妻戸押つまどおし開あけて出いでたまふを、見みたてまつり送おくる。

◇　妻戸を押し開けてお出になるのを、お見送り申し上げる。

■　明あけぐれの空そらS10に、雪ゆきの光見ひかりみえておぼつかなし。

◇　明け方の暗い空に、雪の光が見えてぼんやりとしている。

■　名残なごりまでとまれる御匂おほむにほひ、

◇　後に残っている御匂いに、


S10 あけぐれの空にぞ我は迷ひぬる思ふ心のゆかぬまにまに（拾遺集恋二-七三六　源順）


若菜上．６．６．３

■　「闇やみはあやなしS11,2」

◇　「闇はあやなし」


S11 春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やはかくるる（古今集春上-四一　凡河内躬恒）

1? 【鳥の音待ち出でたまへれば】『集成』は「心待ちしていた鶏の鳴くのをお聞きになったので。さきほどの「夜深き鶏の声」を源氏も聞き、鶏の音にかこつけて、まだ暗いのに帰る」と注す。

2 【闇はあやなし】「春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる」（古今集春上、四一、凡河内躬恒）。『完訳』は「深夜のうちに帰るのはひどい、の寓意」と注す。


若菜上．６．６．４

■　と独ひとりごたるP93。

◇　とつい独り言が出る。


P93 独りごたる--ひとりみ（み/＄こ）たる


若菜上．６．６．５

■　雪ゆきは所々消ところどころきえ残のこりたるが、いと白しろき庭にはの、ふとけぢめ見みえわかれぬほど1なるに、

◇　雪は所々に消え残っているのが、真白な庭と、すぐには見分けがつかぬほどなので、


1 【けぢめ見えわかれぬほど】白い砂と雪との見分けがつかないの意。


若菜上．６．６．６

■　「なほ残のこれる雪ゆきS12」

◇　「今も残っている雪」


S12 子城陰處猶残雪　衙鼓声前未有塵（白氏文集巻十六-九一一）


若菜上．６．６．７

■　と忍しのびやかに口くちずさびたまひつつ、御格子みかうしうち叩たたきたまふも、久ひさしくかかることなかりつるならひに、人ひとびとも空寝そらねをしつつ2、やや待またせたてまつりて、引ひき上あげたり。

◇　とひっそりとお口ずさみなさりながら、御格子をお叩きなさるのも、長い間こうしたことがなかったのが常となって、女房たちも空寝をしては、ややお待たせ申してから、引き上げた。


1? 【なほ残れる雪と】「子城の陰なる処には猶残れる雪あり衙鼓の前には未だ塵有らず」（白氏文集巻十六、＊楼暁望＊=广+臾）

2 【人びとも空寝をしつつ】『集成』は「源氏を懲らしめようというつもり」。『完訳』は「女房たちの、源氏への意地悪」と注す。


若菜上．６．６．８

■　「こよなく久ひさしかりつるに1、身みも冷ひえにけるは。

◇　「ずいぶん長かったので、身もすっかり冷えてしまったよ。

■　懼おぢきこゆる心こころの2おろかならぬにこそあめれ。

◇　お恐がり申す気持ちが並々でないからでしょう。

■　さるは、罪つみもなしや」

◇　とは言っても、別に私には罪はないのだがね」


1 【こよなく久しかりつるに】以下「さるは罪もなしや」まで、源氏の詞。

2 【懼ぢきこゆる心の】源氏が紫の上に対して。


若菜上．６．６．９

■　とて、御衣おほむぞひきやりなどしたまふに1、すこし濡ぬれたる御単衣おほむひとへの袖そでをひき隠かくして、うらもなくなつかしきものから、うちとけてはたあらぬ御用意おほむよういなど2、いと恥はづかしげにをかし3。

◇　と言って、御衾を引きのけなどなさると、少し涙に濡れた御単衣の袖を引き隠して、素直でやさしいものの、仲直りしようとはなさらないお気持ちなど、とてもこちらが恥ずかしくなるくらい立派である。


1 【御衣ひきやりなどしたまふに】主語は源氏。「御衣」について、『集成』は「お召し物」。『完訳』は「御夜着」と訳す。

2 【うらもなくなつかしきものからうちとけてはたあらぬ御用意など】『集成』は「すねたりもなさらずやさしいものの、仲直りしようとはなさらぬお心配りなど」。『完訳』は「何のお恨みもなくやさしくしていらっしゃるものの、といってすっかり許しておしまいになるのでもないお心づかいなど」と訳す。

3 【いと恥づかしげにをかし】『集成』は「とても気がひけるほどで風情がある」。『完訳』は「まったく殿にとっては顔向けもならぬくらいゆかしいお方である」と訳す。


若菜上．６．６．１０

■　「限かぎりなき人ひと聞ときこゆれど、難かたかめる世よを1」

◇　「この上ない身分の人と申しても、これほどの人はいまい」


1 【限りなき人と聞こゆれど難かめる世を】源氏の心中。紫の上の人柄を賞賛。


若菜上．６．６．１１

■　と、思おぼし比くらべらる1。

◇　と、ついお比べにならずにはいられない。


1 【思し比べらる】紫の上と女三の宮を。「らる」自発の助動詞。


若菜上．６．６．１２

■　よろづいにしへのことを思おぼし出いでつつ、とけがたき御みけしきを怨うらみきこえたまひて、その日ひは暮くらしたまひつれば、え渡わたりたまはで、寝殿しんでんには御消息おほむせうそこを聞きこえたまふ。

◇　いろいろと昔のことをお思い出しになりながら、なかなか機嫌を直してくださらないのをお恨み申し上げなさって、その日はお過ごしになったので、お渡りになれず、寝殿にはお手紙を差し上げなさる。

若菜上．６．６．１３

■　「今朝けさの雪ゆきに心地ここちあやまりて1、いと悩なやましくはべれば、心安こころやすき方かたにためらひはべる」

◇　「今朝の雪で気分を悪くして、とても苦しゅうございますので、気楽な所で休んでおります」


1 【今朝の雪に心地あやまりて】以下「心安き方にためらひはべる」まで、源氏から女三の身への手紙文。


若菜上．６．６．１４

■　とあり。

◇　とある。

■　御乳母おほむめのと、

◇　御乳母は、

若菜上．６．６．１５

■　「さ聞きこえさせはべりぬ1」

◇　「さように申し上げました」


1 【さ聞こえさせはべりぬ】女三の宮の乳母の返事。


若菜上．６．６．１６

■　とばかり、言葉ことばに聞きこえたり1。

◇　とだけ、口上で申し上げた。


1 【とばかり言葉に聞こえたり】乳母が源氏に。「ばかり」副助詞。限定の意とその強調のニュアンス。「言葉」は口頭での意。本来、宮自筆の手紙があってしかるべきという含み。


若菜上．６．６．１７

■　「異ことなることなの御返おほむかへりや1」と思おぼす。「院ゐんに聞きこし召めさむことも2いとほし。このころばかりつくろはむ」と思おぼせど、えさもあらぬを、「さは思おもひしことぞかし。あな苦くるし3」と、みづから思おもひ続つづけたまふ。

◇　「そっけないお返事だ」とお思いになる。「院がお耳にあそばすこともおいたわしい、しばらくの間は人前を取り繕う」とお思いになるが、そうもできないので、「それは思ったとおりだった。ああ困ったことだ」と、ご自身お思い続けなさる。


1 【異なることなの御返りや】源氏の感想。以下、源氏の感想を交えて語っていく。

2 【院に聞こし召さむことも】以下「つくろはむ」まで、源氏の心中。

3 【さは思ひしことぞかしあな苦し】源氏の心中。


若菜上．６．６．１８

■　女君をむなぎみも、

◇　女君も、

■　「思おもひやりなき御心おほむこころかな1」

◇　「お察しのないお方だ」

■　と、苦くるしがりたまふ。

◇　と、迷惑がりなさる。


1 【思ひやりなき御心かな】紫の上の心中。『集成』は「紫の上が引き止めているのではないかと、誤解される立場にあることを察してほしいと思う」。『完訳』は「自分が源氏を引き止めていると誤解されるのを恐れる」と注す。


第七段　源氏、女三の宮と和歌を贈答

若菜上．６．７．１

■　今朝けさは、例れいのやうに大殿籠おほとのごもり起おきさせたまひて1、宮みやの御方おほむかたに御文おほむふみたてまつれたまふ。

◇　今朝は、いつものようにこちらでお目覚めになって、宮の御方にお手紙を差し上げなさる。

■　ことに恥はづかしげもなき御おほむさまなれど2、御筆おほむふでなどひきつくろひて、白しろき紙かみに3、

◇　特別に気の張らないご様子であるが、お筆などを選んで、白い紙に、


1 【今朝は例のやうに大殿籠もり起きさせたまひて】結婚後五日目の朝。昨日は気分の悪いことを理由に女三の宮のもとに出かけず、紫の上方に一日過ごしたその翌朝。「例のように」と語られている。

2 【ことに恥づかしげもなき御さまなれど】『完訳』は「気の張らない、姫宮の幼稚さ」と注す。

3 【白き紙に】季節や天候の白梅や雪による趣向。


若菜上．６．７．２

■　「中道なかみちを隔へだつるほどはなけれども

心乱こころみだるる今朝けさのあは雪1ゆきS13」

◇　「わたしたちの仲を邪魔するほどではありませんが

降り乱れる今朝の淡雪にわたしの心も乱れています」


S13 かつ消えて空に乱るる淡雪はもの思ふ人の心なりけり（後撰集冬-四七九　藤原蔭基）

1 【中道を隔つるほどはなけれども心乱るる今朝のあは雪】源氏から女三の宮への贈歌。「乱るる」は「心乱るる」と「乱るるあは雪」に掛かる。「かつ消えて空に乱るる淡雪はもの思ふ人の心なりけり」（後撰集冬、四七九、藤原蔭基）を踏まえる。


若菜上．６．７．３

■　梅むめに付つけたまへり。

◇　梅の枝にお付けなさった。

■　人召ひとめして、

◇　人を呼び寄せて、

若菜上．６．７．４

■　「西にしの渡殿わたどのよりたてまつらせよ1」

◇　「西の渡殿から差し上げなさい」


1 【西の渡殿よりたてまつらせよ】源氏の詞。西の渡殿の女房の局から差し上げるようにとの伝言。


若菜上．６．７．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　やがて見出みいだして、端近はしちかくおはします。

◇　そのまま外を見出して、端近くにいらっしゃる。

■　白しろき御衣おほむぞどもを着きたまひて、花はなをまさぐりたまひつつ、

◇　白い御衣類を何枚もお召しになって、花を玩びなさりながら、

■　「友待ともまつ雪**S14」

◇　「友待つ雪」

■　のほのかに残のこれる上うへに1、うち散ちり添そふ空そらを眺ながめたまへり。

◇　がほのかに残っている上に、雪の降りかかる空をながめていらっしゃった。

■　鴬うぐひすの若わかやかに、近ちかき紅梅こうばいの末すゑにうち鳴なきたるを、

◇　鴬が初々しい声で、軒近い紅梅の梢で鳴いているのを、

◆　 
と のたまふ。 やがて みいだし て、 はし ちかく おはします。 しろき おほむ-ぞ-ども を き たまひ て、 はな を まさぐり たまひ つつ、 とも まつ ゆき の ほのかに のこれ る うへ に、 うち-ちり そふ そら を ながめ たまへ り。 うぐひす の わかやか に、 ちかき こうばい の すゑ に うち-なき たる を、


S14 白雪の色分きがたき梅が枝に友待つ雪ぞ消え残りたる（家持集-二八四）

1 【友待つ雪のほのかに残れる上に】「白雪の色わきがたき梅が枝に友待つ雪ぞ消え残りたる」（家持集、二八四）を踏まえた表現。


若菜上．６．７．６

■　「袖そでこそ匂にほへS15」

◇　「袖が匂う」


S15 折りつれば袖こそ匂へ梅の花ありとやここに鴬の鳴く（古今集春上-三二　読人しらず）


若菜上．６．７．７

■　と花はなをひき隠かくして、御簾押みすおし上あげて眺ながめたまへるさま、夢ゆめにも、かかる人ひとの親おやにて、重おもき位くらゐと見みえたまはず2、若わかうなまめかしき御おほむさまなり。

◇　と花を手で隠して、御簾を押し上げて眺めていらっしゃる様子は、少しも、このような人の親で重い地位のお方とはお見えでなく、若々しく優美なご様子である。


1? 【袖こそ匂へと】源氏は「折りつれば袖こそ匂へ梅の花ありとやここに鴬の鳴く」（古今集春上、三二、読人しらず）の歌を想起して、梅の枝を鴬から隠すしぐさをする。

2 【夢にもかかる人の親にて重き位と見えたまはず】源氏の若々しさを強調、暗に、女三の宮との結婚も相応しいことを匂わす。


若菜上．６．７．８

■　御返おほむかへり、すこしほど経ふる心地ここちすれば1、入いりたまひて、女君をむなぎみに花見はなみせたてまつりたまふ。

◇　お返事が、少し暇どる感じなので、お入りになって、女君に花をお見せ申し上げなさる。


1 【御返りすこしほど経る心地すれば】返事が遅いのは好ましいことではない。女三の宮の欠点。


若菜上．６．７．９

■　「花はなといはば、かくこそ匂にほはまほしけれな1。

◇　「花と言ったら、このように匂いがあってよいものだな。

■　桜さくらに移うつしてS16は、また塵ちりばかりも心分こころわくる方かたなくやあらまし」

◇　桜に移したら、少しも他の花を見る気はしないだろうね」


S16 梅が香を桜の花に匂はせて柳が枝に咲かせてしかな（後拾遺集春上-八二　中原致時）

1 【花といはばかくこそ匂はまほしけれな】以下「心分くる方なくやあらまし」まで、源氏の詞。紫の上の機嫌をとる。


若菜上．６．７．１０

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

若菜上．６．７．１１

■　「これも、あまた1移うつろはぬほど、目めとまるにやあらむ。

◇　「この花も、多くの花に目移りしないうちに咲くから、人目を引くのであろうか。

■　花はなの盛さかりに並ならべて見みばや2」

◇　桜の花の盛りに比べてみたいものだ」


1 【これもあまた】以下「並べて見ばや」まで、源氏の詞。

2 【花の盛りに並べて見ばや】『完訳』は「桜の盛りに、桜と白梅を。暗に女三の宮と紫の上を並べたら好一対になろう、の意。このあたり、紫の上が応じない源氏の独り相撲」と注す。


若菜上．６．７．１２

■　などのたまふに、御返おほむかへりあり。

◇　などとおっしゃっているところに、お返事がある。

■　紅くれなゐの薄様うすやうに、あざやかにおし包つつまれたるを、胸むねつぶれて、御手おほむてのいと若わかきを、

◇　紅の薄様に、はっきりと包まれているので、どきりとして、ご筆跡のまことに幼稚なのを、

若菜上．６．７．１３

■　「しばし見みせたてまつらであらばや1。

◇　「しばらくの間はお見せしないでおきたいものだ。

■　隔へだつとはなけれど、あはあはしきやうならむは、人ひとのほどかたじけなし」

◇　隠すというのではないが、軽々しく人に見せたら、身分柄恐れ多いことだ」


1 【しばし見せたてまつらであらばや】以下「人のほどかたじけなし」まで、源氏の心中。女三の宮の返事に、驚愕失望。女三の宮の返事を紫の上に。


若菜上．６．７．１４

■　と思おぼすに、ひき隠かくしたまはむも心こころおきたまふべければ、かたそば広ひろげたまへるを、しりめに見みおこせて1添そひ臥ふしたまへり。

◇　とお思いになると、お隠しになるというのもきっと気を悪くするだろうから、片端を広げていらっしゃるのを、横目で御覧になりながら、物に寄り臥していらっしゃった。


1 【しりめに見おこせて】主語は紫の上。


若菜上．６．７．１５

■　「はかなくてうはの空そらにぞ消きえぬべき

風かぜにただよふ春はるのあは雪1**」

◇　「頼りなくて中空に消えてしまいそうです

風に漂う春の淡雪のように」

◆　 
"はかなく て うはのそら に ぞ きえ ぬ べき
 かぜ に ただよふ はる の あはゆき


1 【はかなくてうはの空にぞ消えぬべき風にただよふ春のあは雪】女三の宮の返歌。「あは雪」の語句を受けて、それを我が身に喩えて返す。『集成』は「乳母たちの代作であろう」と注す。


若菜上．６．７．１６

■　御手おほむて、げにいと若わかく幼をさなげなり1。

◇　ご筆跡は、なるほどまことに未熟で幼稚である。

■　「さばかりのほどになりぬる人ひとは、いとかくはおはせぬものを2」

◇　「これほどの年になった人は、とてもこんなではいらっしゃらないものを」

■　と、目めとまれど、見みぬやうに紛まぎらはして、止やみたまひぬ。

◇　と、目につくが、見ないふりをなさって、お止めになった。


1 【御手げにいと若く幼げなり】紫の上の視点から語った表現。「げに」は前に「御手のいと若きを」とあったのと呼応。紫の上の感想。

2 【さばかりのほどになりぬる人はいとかくはおはせぬものを】紫の上の感想。


若菜上．６．７．１７

■　異人ことひとの上うへならば1、

◇　他人のことならば、

■　「さこそあれ2」

◇　「こんなに下手な」

■　などは、忍しのびて聞きこえたまふべけれど、いとほしくて、ただ、

◇　などとは、こっそり申し上げなさるにちがいないのだが、気の毒で、ただ、


1 【異人の上ならば】皇女である女三の宮以外の他の女性。

2 【さこそあれ】源氏の詞。『集成』は「こんなに下手だ」。『完訳』は「この程度なのですよ」と訳す。


若菜上．６．７．１８

■　「心安こころやすくを、思おもひなしたまへ1」

◇　「ご安心して、お思いなさい」


1 【心安くを思ひなしたまへ】源氏の詞。


若菜上．６．７．１９

■　とのみ聞きこえたまふ。

◇　とだけ申し上げなさる。

第八段　源氏、昼に宮の方に出向く

若菜上．６．８．１

■　今日けふは、宮みやの御方おほむかたに昼渡ひるわたりたまふ1。

◇　今日は、宮の御方に昼お渡りになる。

■　心こころことにうち化粧けさうじたまへる御おほむありさま、今見いまみたてまつる女房にょうばうなどは、まして2見みるかひありと思おもひきこゆらむかし。

◇　特別念入りにお化粧なさっているご様子、今初めて拝見する女房などは、宮以上に素晴らしいとお思い申し上げることであろう。

■　御乳母おほむめのとなどやうの老おいしらへる人ひとびとぞ、

◇　御乳母などの年とった女房たちは、


1 【今日は宮の御方に昼渡りたまふ】同じく新婚五日目の昼、源氏、女三の宮方に出かける。

2 【まして】既に拝見していた女房と比較して、それ以上に。


若菜上．６．８．２

■　「いでや。

◇　「さあ、どうでしょう。

■　この御おほむありさま1一所ひとところこそめでたけれ2、めざましきことはありなむかし」

◇　このお一方はご立派ですが、癪にさわるようなことがきっと起こることでしょう」


1 【いでやこの御ありさま】以下「めざましきことはありなむかし」まで、老乳母の心中。源氏の立派さに対し、女三の宮の未熟さを熟知するので、将来の夫婦関係に、紫の上よりも寵愛が劣ることになるのではないかと、懸念する。

2 【こそめでたけれ】「こそ」係助詞、「めでたけれ」已然形、逆接用法。


若菜上．６．８．３

■　と、うち混まぜて思おもふもありける1。

◇　と、嬉しいなかにも心配する者もいるのだった。


1 【うち混ぜて思ふもありける】明融臨模本と大島本は「ありける」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「ありけり」と校訂する。『完訳』は「喜びのなかに不安をまじえて心配する者もいるのだった」と訳す。


若菜上．６．８．４

■　女宮をむなみやは、いとらうたげに幼をさなきさまにて、御おほむしつらひなどのことことしくP95, 1、よだけくうるはしきに、みづからは何心なにごころもなく、ものはかなき御おほむほどにて、いと御衣おほむぞがちに、身みもなく、あえかなり。ことに恥はぢなどもしたまはず、ただ稚児ちごの面嫌おもぎらひせぬ心地ここちして、心安こころやすくうつくしきさましたまへり。

◇　女宮は、たいそうかわいらしげに子供っぽい様子で、お部屋飾りなどが仰々しく。堂々と整然としているが、ご自身は無心に、頼りないご様子で、まったくお召し物に埋まって、身体もないかのように、か弱くいらっしゃる。特に恥ずかしがりもなさらず、まるで子供が人見知りしないような感じがして、気の張らないかわいい感じでいらっしゃった。


P95 ことことしく--うと（うと/=こと）／＼しく

1 【御しつらひなどのことことしく】以下、女三の宮の高貴な身分と幼稚な人柄が対比的に語られている。


若菜上．６．８．５

■　「院ゐんの帝みかどは1、ををしくすくよかなる方かたの御才おほむざえなどこそ2、心こころもとなくおはしますと、世人思よひとおもひためれ、をかしき筋3すぢ、なまめきゆゑゆゑしき方かたは、人ひとにまさりたまへるを、などて、かくおいらかに生おほしたてたまひけむ。

◇　「院の帝は、男らしく理屈っぽい方面のご学問などは、しっかりしていらっしゃらないと、世間の人は思っていたようだが、趣味の方面では、優美で風雅なことでは、人一倍勝れていらっしゃったのに、どうして、このようにおっとりとお育てになったのだろう。

■　さるは、いと御心みこころとどめたまへる皇女みこと聞ききしを」

◇　とはいえ、たいそうお心にとめていらっしゃった内親王と聞いたのだが」


1 【院の帝は】以下「皇女と聞きしを」まで、源氏の心中。『完訳』は「朱雀院の女三の宮への教育について批判的」と指摘する。

2 【ををしくすくよかなる方の御才などこそ】漢学をさす。係助詞「こそ」は「思ひためれ」已然形に掛かる、逆接用法。

3 【をかしき筋】趣味の方面。音楽や和歌などをさす。


若菜上．６．８．６

■　と思おもふも、なま口惜くちをしけれど、憎にくからず見みたてまつりたまふ1。

◇　と思うと、何やら残念な気がするが、それもかわいいと拝見なさる。


1 【憎からず見たてまつりたまふ】『集成』は「それもかわいいとお思いになる」。『完訳』は「憎めないお方とお思い申しあげなさる」と訳す。


若菜上．６．８．７

■　ただ聞きこえたまふままに1、なよなよとなびきたまひて、御おほむいらへなどをも、おぼえたまひけることは、いはけなくうちのたまひP96出いでて、え見放みはなたず見みえたまふ2。

◇　ただ申し上げるままに、柔らかくお従いになって、お返事なども、お心に浮かんだことは、何の考えもなくお口に出されて、とても見捨てられないご様子にお見えになる。


P96 のたまひ--の給て（給て/＄）たまひ

1 【ただ聞こえたまふままに】主語は源氏。

2 【え見放たず見えたまふ】女三の宮の、父朱雀院に対してもまた源氏に対しても同じような思いを抱かせる人柄をいう。


若菜上．６．８．８

■　昔むかしの心こころならましかば、うたて心劣こころおとりせましを、今いまは、世よの中なかを皆みなさまざまに思おもひなだらめて、

◇　若いころの考えであったなら、嫌になってがっかりしたろうが、今では、世の中を人それぞれだと穏やかに考えて、

若菜上．６．８．９

■　「とあるもかかるも2、際離きははなるることは難かたきものなりけり。

◇　「あれやこれやといろいろな女がいるが、飛び抜けて立派な女はいないものだなあ。

■　とりどりにこそ多おほうはP97ありけれ、よその思おもひは、いとあらまほしきほどなりかし3」

◇　それぞれいろいろな特色があるものだが、はたから見れば、まったく申し分のない方なのだ」


P97 多うは--おほゆれ（ゆれ/＄）うは

1? 【昔の心あらましかば】『集成』は「以下「いとあらまほしきほどなりかし」まで、源氏の心中の思い」と注す。

2 【とあるもかかるも】『完訳』は、以下「いとあらまほしきほどなりかし」まで、源氏の心中とする。「帚木」巻の女性論と同主旨。

3 【よその思ひはいとあらまほしきほどなりかし】『集成』は「身分の点で、外見から見れば正室としてふさわしい、と思い直す」。『完訳』は「女三の宮も、外からみれば、妻として申し分ない、の意。皇女ゆえの理想性をいう」と注す。


若菜上．６．８．１０

■　と思おぼすに、差さし並ならび目離めかれず見みたてまつりたまへる年としごろよりも、対たいの上うへの御おほむありさまぞ1なほありがたく、

◇　とお思いになると、二人一緒にいつも離れずお暮らし申して来られた年月からも、対の上のご様子がやはり立派で、

■　「われながらも生おほしたてけり」

◇　「自分ながらもよく教育したものだ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　一夜ひとよのほど、朝あしたの間まも、恋こひしくおぼつかなく、いとどしき御心みこころざしのまさるを、

◇　一晩の間、朝の間も、恋しく気にかかって、いっそうのご愛情が増すので、

■　「などかくおぼゆらむ3」

◇　「どうしてこんなに思われるのだろう」

■　と、ゆゆしきまでなむ4。

◇　と、不吉な予感までなさる。


1 【差し並び目離れず見たてまつりたまへる年ごろよりも対の上の御ありさまぞ】『完訳』は「反転して、紫の上について思う。女宮降嫁以前と以後に区別し、後者の彼女に感動を抱き直す」と注す。

2? 【我ながらも生ほしたてけり】前の朱雀の女三の宮の教育を批判したことと対応する。

3 【などかくおぼゆらむ】源氏の紫の上を思う気持ち。

4 【ゆゆしきまでなむ】後に、紫の上がこの事件が心労となって亡くなる伏線。


第九段　朱雀院、紫の上に手紙を贈る

若菜上．６．９．１

■　院ゐんの帝みかどは、月つきのうちに御寺みてらに移うつろひたまひぬ。

◇　院の帝は、その月のうちにお寺にお移りになった。

■　この院ゐんに、あはれなる御消息おほむせうそこども聞きこえたまふ。

◇　こちらの院に、情のこもったお手紙を何度も差し上げなさる。

■　姫宮ひめみやの御おほむことはさらなり。

◇　姫宮の御事は言うまでもない。

若菜上．６．９．２

■　わづらはしく、いかに聞きくところやなど2、憚はばかりP98たまふことなくて3、ともかくも、ただ御心みこころにかけてもてなしたまふべくぞ、たびたび聞きこえたまひける。

◇　気を遣って、どのように思うかなどと、遠慮なさることもなく、どうなりと、ただお心次第にお世話くださいますように、度々お申し上げなさるのであった。

■　されど、あはれにうしろめたく、幼をさなくおはするを思おもひきこえたまひけり。

◇　けれども、身にしみて後ろ髪引かれる思いで、幼くていらっしゃるのを御心配申し上げなさるのでもあった。


P98 わづらはしく、いかに聞くところやなど、憚り--かゝり（かゝり/＄わつらはしくいかにきくところやなとはゝかり）

1? 【院の帝は月のうちに御寺に移ろひたまぬ】朱雀院、二月のうちに御寺に入山。

2 【わづらはしくいかに聞くところやなど】『集成』は「以下「もてなしたまふべく」まで、朱雀院の消息の大意をいう」と注す。「聞く」の主語は朱雀院。

3 【憚りたまふことなくて】主語は源氏。


若菜上．６．９．３

■　紫むらさきの上うへにも、御消息おほむせうそこことにあり。

◇　紫の上にも、お手紙が特別にあった。

若菜上．６．９．４

■　「幼をさなき人ひとの1、心地ここちなきさまにて移うつろひものすらむを、罪つみなく思おぼしゆるして、後見うしろみたまへ。

◇　「幼い人が、何のわきまえもない有様でそちらへ参っておりますが、罪もないものと大目に見ていただき、お世話ください。

■　尋たづねたまふべきゆゑもやあらむとぞ。

◇　お心にかけてくださるはずの縁もあろうかと存じます。


1 【幼き人の】以下「おこがましくや」まで、朱雀院から紫の上への消息。女三の宮の後見を依頼する内容。


若菜上．６．９．５

■　背そむきにしこの世よに残のこる心こころこそ

入いる山路やまみちのほだしS17なりけれ2

◇　捨て去ったこの世に残る子を思う心が

山に入るわたしの妨げなのです


S17 世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（古今集雑下-九五五　物部吉名）

1? 【尋ねたまふべきゆゑもやあらむとっぞ】紫の上と女三の宮は先帝の孫、紫の上の父式部卿宮と女三の宮の母藤壷女御は異母兄妹の関係。すなわち、従姉妹同士であることをいう。

2 【背きにしこの世に残る心こそ入る山路のほだしなりけれ】朱雀院から紫の上への贈歌。女三の宮が気ががりであるという感懐を詠む。「この世」に「子」を懸ける。「世の憂き目見えぬ山路に入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部良名）を踏まえる。


若菜上．６．９．６

■　闇やみをえはるけでS18,1聞きこゆるも、をこがましくや」

◇　親心の闇を晴らすことができずに申し上げるのも、愚かなことですが」


S18 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【闇をえはるけで】明融臨模本は「（＋え）はるけて」とある。すなわち「え」を補入する。大島本は「えハるけて」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）による。


若菜上．６．９．７

■　とあり。

◇　とある。

■　大殿おとども見みたまひて、

◇　殿も御覧になって、

若菜上．６．９．８

■　「あはれなる御消息おほむせうそこを。

◇　「お気の毒なお手紙よ。

■　かしこまり聞きこえたまへ1」

◇　謹んでお承りした旨を差し上げなさい」


1 【あはれなる御消息をかしこまり聞こえたまへ】源氏の詞。『完訳』は「おいたわしいお手紙ではありませんか。謹んでお引き受け申しあげる旨をご返事なされ」と訳す。


若菜上．６．９．９

■　とて、御使おほむつかひにも、女房にょうばうして、土器かはらけさし出いでさせたまひて、しひさせたまふ。

◇　とおっしゃって、お使いにも、女房を通じて、杯をさし出させなさって、何杯もお勧めになる。

■　「御返おほむかへりはいかが」

◇　「お返事はどのように」

■　など、聞きこえにくくP100思おぼしたれど、ことことしくおもしろかるべき折をりのことならねば、ただ心こころをのべて、

◇　などと、申し上げにくくお思いになったが、仰々しく風流めかすべき時のことでないので、ただ心のままを書いて、


P100 聞こえにくく--きこえ（え/+に）くゝ


若菜上．６．９．１０

■　「背そむく世よのうしろめたくはP101さりがたき

ほだしをしひてかけな離はなれそ1」

◇　「お捨て去りになったこの世が御心配ならば

離れがたいお方を無理に離れたりなさいますな」


P101 うしろめたくは--うしろめたくも（も/＄は）

1 【背く世のうしろめたくはさりがたきほだしをしひてかけな離れそ】紫の上の返歌。「背きにし世」「ほだしなりけれ」を受けて「背く世」「ほだしをしひてかけな離れそ」と切り返して返歌する。『完訳』は「贈答歌の、相手を切り返す返歌の作法によりながら、朱雀院の出家に対して批判的な気持もまじる」と注す。


若菜上．６．９．１１

■　などやうにぞあめりし1。

◇　などというようにあったらしい。


1 【などやうにぞあめりし】『林逸抄』は「双紙詞也」と指摘。『評釈』は「物語りのすべてが、作られたものではなくて、事実を紫の上づきの女房が語り伝えたのであるという体裁をとっているため、このような言い方をしたのである」と注す。


若菜上．６．９．１２

■　女をむなの装束さうぞくP102に、細長添ほそながそへてかづけたまふ。

◇　女の装束に、細長を添えてお与えになる。

■　御手おほむてなどのいとめでたきを、院御覧ゐんごらんじて、何なにごともいと恥はづかしげなめるあたりに1、いはけなくて見みえたまふらむこと、いと心苦こころぐるしう思おぼしたり。

◇　ご筆跡などがとても立派なのを、院が御覧になって、万事気後れするほど立派なような所で、幼稚にお見えになるだろうこと、まことにお気の毒に、お思いになっていた。


P102 女の装束--女はう（はう/＄のさ）うそく

1 【何ごともいと恥づかしげなめるあたりに】以下、朱雀院の心中だが、その引用句がなく、地の文と融合したような表現。


第七章　朧月夜の物語　こりずまの恋

第一段　源氏、朧月夜に今なお執心

若菜上．７．１．１

■　今いまはとて1、女御にょうご、更衣かういたちなど、おのがじし別わかれたまふも、あはれなることなむ多おほかりける。

◇　いよいよこれまでと、女御、更衣たちなど、それぞれお別れなさるのも、しみじみと悲しいことが多かった。


1 【今はとて】朱雀院出家後、朧月夜尚侍、二条宮に移り住む。


若菜上．７．１．２

■　尚侍ないしの君かむのきみは、故后こきさいの宮みやのおはしましし二条にでうの宮みやにぞ住すみたまふ。

◇　尚侍の君は、故后の宮がいらっしゃった二条宮にお住まいになる。

■　姫宮ひめみやの御おほむことをおきては、この御おほむことをなむかへりみがちに、帝みかども思おぼしたりける。

◇　姫宮の御事をおいては、この方の御事を気がかりに、院の帝もお思いになっていたのであった。

■　尼あまになりなむと思おぼしたれど、

◇　尼になってしまおうとお思いであったが、

若菜上．７．１．３

■　「かかるきほひには、慕したふやうに心こころあわたたしく2」

◇　「そのように競って出家したのでは、後を追うようで気ぜわしいから」


1? 【尚侍の君は故后の宮のおはしましゝ二条の宮にぞ住みたまふ】朧月夜尚侍は、姉の故弘徽殿大后の住んでいた二条宮邸に住む。

2 【かかるきほひには慕ふやうに心あわたたしく】朱雀院の詞。


若菜上．７．１．４

■　と諌いさめたまひて、やうやう仏ほとけの御おほむことなどいそがせたまふ1。

◇　と、お止めになって、だんだんと仏道の御事などをご準備おさせになる。


1 【仏の御ことなどいそがせたまふ】「せ」使役の助動詞。朱雀院が朧月夜尚侍に出家の準備をおさせになるの意。


若菜上．７．１．５

■　六条ろくでうの大殿おとどは、あはれに飽あかずのみ思おぼして1やみにし御おほむあたりなれば、年としごろも忘わすれがたく、

◇　六条の大殿は、いとしく飽かぬ思いのままに別れてしまったお方の事なので、長年忘れがたく、


1 【六条の大殿はあはれに飽かずのみ思して】源氏、朧月夜尚侍に文を遣わす。


若菜上．７．１．６

■　「いかならむ折をりに対面たいめんあらむ1。

◇　「どのような時に会えるだろう。

■　今一いまひとたびあひ見みて、その世よのことも聞きこえまほしく」

◇　もう一度お会いして、その当時の事もお話申し上げたい」

■　のみ思おぼしわたるを、かたみに世よの聞きき耳みみも憚はばかりたまふべき身みのほどに、いとほしげなりし世よの騷さわぎなども思おぼし出いでらるれば、よろづにつつみ過すぐしたまひけるを、かうのどやかになりたまひて2、世よの中なかを思おもひしづまりたまふらむころほひの御おほむありさま3、いよいよゆかしく、心こころもとなければ、あるまじきこととは思おぼしながら、おほかたの御おほむとぶらひにことつけて、あはれなるさまに常つねに聞きこえたまふ。

◇　と、ばかりお思い続けていらっしゃったが、お互いに世間の噂も遠慮なさらねばならないご身分であるし、お気の毒に思った当時の騷動なども、お思い出さずにはいらっしゃれないので、何事も心に秘めてお過ごしになったが、このようにのんびりとしたお身になられて、世の中を静かに御覧になっていらっしゃるこのごろのご様子を、ますますお会いしたく、気になってならないので、あってはならないこととはお思いになりながら、通例のお見舞いにかこつけて、心をこめた書きぶりで始終お便りを差し上げなさる。


1 【いかならむ折に対面あらむ】以下、「聞こえまほしく」まで、源氏の心中。だが、その引用句がなく、地の文と融合したような表現。

2 【かうのどやかになりたまひて】『集成』は「このようにお暇ある身になられて。朱雀院の出家により、独り身になったことをいう」。『完訳』は「こうして平穏に落ち着いてお暮しになる身となられ」「院出家後の朧月夜の独身生活。以下、彼女の自由な暮しぶりを想像する源氏は、再会をと念ずる」と注す。

3 【世の中を思ひしづまりたまふらむころほひの御ありさま】『集成』は「世の中の移り変りを静かに考えていられるであろうこの頃の様子が」。『完訳』は「浮世の情けにお気持を乱されることなさそうなこのごろのご様子が」と訳す。


若菜上．７．１．７

■　若々わかわかしかるべき御おほむあはひならねば、御返おほむかへりも時々ときどきにつけて聞きこえ交かはしたまふ。

◇　若い者どうしの色恋めいた間柄でもないので、お返事も時に応じてやりとりなさっていらっしゃる。

■　昔むかしよりもこよなくうち具ぐし、ととのひ果はてP103にたる御おほむけはひを見みたまふにも、なほ忍しのびがたくて、昔むかしの中納言ちゅうなごんの君きみのもとにも1、心深こころふかきことどもを常つねにのたまふ。

◇　若いころよりも格段に何もかもそなわって、すっかり円熟していらっしゃるご様子を御覧になるにつけても、やはり堪えがたくて、昔の中納言の君の許にも、切ない気持ちをいつもおっしゃる。


P103 ととのひ果て--とゝのひ（ひ/+は）て

1 【昔の中納言の君のもとにも】朧月夜尚侍付きの女房。「賢木」「須磨」に登場。


第二段　和泉前司に手引きを依頼

若菜上．７．２．１

■　かの人ひとの兄せうとなる和泉いづみの前さきの守かみを召めし寄よせて、若々わかわかしく、いにしへに返かへりて語かたらひたまふ。

◇　その人の兄に当たる和泉前司を招き寄せて、若々しく、昔に返って相談なさる。

若菜上．７．２．２

■　「人伝ひとづてならでS19,2、物越ものごしに聞きこえ知しらすべきことなむある。

◇　「人を介してではなく、直接物越しに申し上げねばならないことがある。

■　さりぬべく聞きこえなびかして、いみじく忍しのびて参まゐらむ。

◇　しかるべく申し上げご承知いただいた上で、たいそうこっそりと参上したい。

■　今いまは、さやうのありきも所狭ところせき身みのほどに3、おぼろけならず忍しのぶれば4、そこにもまた人ひとには漏もらしたまはじと思おもふに、かたみにうしろやすくなむ5」

◇　今は、そのような忍び歩きも、窮屈な身分で、並々ならず秘密のことなので、そなたも他の人にはお漏らしなさるまいと思うゆえ、お互いに安心だ」


S19 いかにしてかく思ふことをだに人づてならで君に語らむ（後撰集恋五-九六一　藤原敦忠）

1? 【かの人の兄なる和泉の先の守を召し寄せて】中納言の君の兄の前和泉守。女房及びその兄弟が登場して活躍するあたり、源氏物語第二部の特徴。またこのあたり、柏木が小侍従をくどき落とす手口と類似。

2 【人伝てならで】以下「うしろやすくなむ」まで、源氏の詞。「いかにしてかく思ふてふことをだに人づてならで君に語らむ」（後撰集恋五、九六一、藤原敦忠）を踏まえる。

3 【今はさやうのありきも所狭き身のほどに】准太上天皇という地位。

4 【おぼろけならず忍ぶれば】明融臨模本と大島本は「しのふれは」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「忍ぶべきことなれば」と校訂する。

5 【かたみにうしろやすくなむ】『完訳』は「互いに安心。裏に無事遂行してくれれば、あなたの国司就任を斡旋しよう、の意が含まれるか」と注す。


若菜上．７．２．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　尚侍かむの君きみ、

◇　尚侍の君は、

若菜上．７．２．４

■　「いでや。

◇　「さてどうしたものだろう。

■　世よの中なかを1思おもひ知しるにつけても、昔むかしよりつらき御心みこころを、ここら思おもひつめつる年としごろの果はてに、あはれに悲かなしき御おほむことをさし置おきて2、いかなる昔語むかしがたりをか聞きこえむ。

◇　世間の事が分かって来たにつけても、昔から薄情なお心を、幾度も味わわされて来た長の年月の果てに、しみじみと悲しい御事をさしおいて、どのような昔話をお話し申し上げられようか。

■　げに、人ひとは漏もり聞きかぬやうありとも、心こころの問とはむS20こそいと恥はづかしかるべけれ」

◇　なるほど、他人は漏れ聞かないようにしたところで、良心に聞かれたら恥ずかしい気がするに違いない」


S20 無き名ぞと人には言ひて有りぬべし心の問はばいかが答へむ（後撰集恋三-七二五　読人しらず）

1 【いでや世の中を】以下「恥づかしかるべけれ」まで、朧月夜尚侍の心中。

2 【あはれに悲しき御ことをさし置きて】朱雀院の出家をさす。


若菜上．７．２．５

■　とうち嘆なげきたまひつつ、なほ、さらにあるまじきよしをのみ聞きこゆ。

◇　と嘆息をなさりながら、やはり、会うことはできない旨だけを申し上げる。

第三段　紫の上に虚偽を言って出かける

若菜上．７．３．１

■　「いにしへ、わりなかりし世よにだに1,2、心交こころかはしたまはぬことにもあらざりしを。

◇　「昔、逢瀬も難しかった時でさえ、お心をお通わしなさらないでもなかったものを。

■　げに、背そむきたまひぬる御おほむためうしろめたきやうにはあれど、あらざりしことにもあらねば、今いましもけざやかにきよまはりて、立たちにしわが名なS21、今いまさらに取とり返かへしたまふべきにや3」

◇　なるほど、ご出家なさったお方に対しては後ろ暗い気はするが、昔なかった事でもないのだから、今になって綺麗に潔白ぶっても、立ってしまった自分の浮名は、今さらお取り消しになることができるものでもあるまい」


S21 むら鳥の立ちにし我が名今さらに事なしぶともしるしあらめや（古今集恋三-六七四　読人しらず）

1 【いにしへわりなかりし世にだに】以下「取り返したまふべきにや」まで、源氏の心中。

2 【わりなかりし世にだに】『集成』は「無理な逢瀬に苦労した時でさえ」と訳す。

3 【立ちにしわが名今さらに取り返したまふべきにや】「むら鳥の立ちにし我が名今さらに事なしぶともしるしあらめや」（古今集恋三、六七四、読人しらず）。「取り返したまふべきにや」の主語は朧月夜尚侍。「にや」反語表現。


若菜上．７．３．２

■　と思おぼし起おこして、この信太しの森だのもりS22を1道みちのしるべにて参まうでたまふ。

◇　と、お思い起こして、この信太の森の和泉前司を道案内にしてお出かけになる。

■　女君をむなぎみには2、

◇　女君には、


S22 よも恋ひじ我をば恋ひじ和泉なる信太の森の雫なるらむ（出典未詳-源氏釈所引）

1 【この信太の森を】「和泉なる信太の森の葛の葉の千枝に分かれて物をこそ思へ」（古今六帖二、一〇四九）。「信太の森」は和泉の国の歌枕。和泉前司を道案内にの意。

2 【女君には】紫の上をいう。


若菜上．７．３．３

■　「東ひむがしの院ゐんにものする1常陸ひたちの君きみの、日ひごろわづらひて久ひさしくなりにけるを、もの騒さわがしき紛まぎれに訪とぶらはねば、いとほしくてなむ。

◇　「東の院にいらっしゃる常陸の君が、このところ久しく患っていましたのに、何かと忙しさに取り紛れて、お見舞いもしなかったので、お気の毒に思っております。

■　昼ひるなど、けざやかに渡わたらむも便びんなきを、夜よの間まに忍しのびてとなむ、思おもひはべる。

◇　昼間など、人目に立って出かけるのも不都合なので、夜の間にこっそりと、思っております。

■　人ひとにもかくとも知しらせじ」

◇　誰にもそうとは知らせまい」


1 【東の院にものする】以下「人にもかくとも知らせじ」まで、源氏の詞。嘘言である。


若菜上．７．３．４

■　と聞きこえたまひて、いといたく心懸想こころげさうしたまふを、例れいはさしも見みえたまはぬあたりを、あやし1、と見みたまひて、思おもひ合あはせたまふこともあれどP104,2、姫宮ひめみやの御事おほむことのの後ちは、何事なにごとも、いと過すぎぬる方かたのやうにはあらず、すこし隔へだつる心添こころそひて3、見知みしらぬやうにておはす。

◇　と申し上げなさって、とてもたいそう改まった気持ちでいらっしゃるのを、いつもはそれほどまでにはお思いでない方を、妙だ、と御覧になって、お思い当たりなさることもあるが、姫宮の御事の後は、どのような事も、まったく昔のようにではなく、少し隔て心がついて、見知らないようにしていらっしゃる。


P104 あれど--あは（は/＄）れと

1 【例はさしも見えたまはぬあたりをあやし】紫の上の心中。「あたり」は常陸宮姫君すなわち末摘花をさす。

2 【思ひ合はせたまふこともあれど】紫の上、源氏と朧月夜の文通を聞き知っている。

3 【姫宮の御事の後は何事もいと過ぎぬる方のやうにはあらずすこし隔つる心添ひて】紫の上の変化。夫婦に仲に亀裂が入った。源氏はそれに無頓着。


第四段　源氏、朧月夜を訪問

若菜上．７．４．１

■　その日ひは、寝殿しんでんへも渡わたりたまはで1、御文書おほむふみかき交かはしたまふ。

◇　その日は、寝殿へもお渡りにならず、お手紙だけを書き交わしなさる。

■　薫たき物ものなどに心こころを入いれて暮くらしたまふ。

◇　薫物などを念入りになさって一日中お過ごしになる。


1 【その日は寝殿へも渡りたまはで】源氏、朧月夜訪問、再会。


若菜上．７．４．２

■　宵過よひすぐして、睦むつましき人ひとの限かぎり、四し、五人ごにんばかり、網代車あじろぐるまの、昔むかしおぼえてやつれたるにて出いでたまふ。

◇　宵が過ぎるのを待って、親しい者ばかり、四、五人ほどで、網代車の、昔を思い出させる粗末なふうで、お出かけになる。

■　和泉守いづみのかみして、御消息聞おほむせうそこきこえたまふ。

◇　和泉守を遣わして、ご挨拶を申し上げなさる。

■　かく渡わたりおはしましたるよし、ささめき聞きこゆれば、驚おどろきたまひて、

◇　このようにいらっしゃった旨、小声で申し上げると、驚きなさって、

若菜上．７．４．３

■　「あやしく。

◇　「変だこと。

■　いかやうに聞きこえたるにか1」

◇　どのようにお返事申し上げたのだろうか」


1 【あやしくいかやうに聞こえたるにか】朧月夜尚侍の心中。「聞こえ」の主語は和泉守。


若菜上．７．４．４

■　とむつかりたまへど、

◇　とご機嫌が悪いが、

若菜上．７．４．５

■　「をかしやかにて1帰かへしたてまつらむに、いと便びんなうはべらむ」

◇　「気を持たせるようにしてお帰し申すのは、たいそう不都合でございましょう」


1 【をかしやかにて】以下「いと便なうはべらむ」まで、女房の詞。『集成』は「色めいたおあしらいでお帰し申すのは」。『完訳』は「もったいをつけてお帰し申しあげるのでは」と訳す。


若菜上．７．４．６

■　とて、あながちに思おもひめぐらして、入いれたてまつる。

◇　と言って、無理に工夫をめぐらして、お入れ申し上げる。

■　御おほむとぶらひなどP105聞きこえたまひて、

◇　お見舞いの言葉などを申し上げなさって、


P105 など--なとに（に/＄）


若菜上．７．４．７

■　「ただここもとに1、物越ものごしにても。

◇　「ただここまでお出ください、几帳越しにでも。

■　さらに昔むかしのあるまじき心こころなどは2、残のこらずなりにけるを」

◇　まったく昔のけしからぬ心などは、無くなったのですから」


1 【ただここもとに】以下「残らずなりにけるを」まで、源氏の詞。

2 【あるまじき心などは】『集成』は「不埒な考えなどは」。『完訳』は「不都合な心などは」と訳す。


若菜上．７．４．８

■　と、わりなく聞きこえたまへば、いたく嘆なげく嘆なげくゐざり出いでたまへり。

◇　と、切々と訴え申し上げなさるので、ひどく溜息をつきながらいざり出ていらっしゃった。

若菜上．７．４．９

■　「さればよ。

◇　「案の定だ。

■　なほ、気近けぢかさは1」

◇　やはり、すぐに靡くところは」


1 【さればよなほ気近さは】源氏の心中。『完訳』は「朧月夜のため息まじりの挙措が、源氏には媚態とも映る」「朧月夜の靡きやすさを昔に変らぬと、情をそそられる一方では、冷静に非難もする」と注す。


若菜上．７．４．１０

■　と、かつ思おぼさる。

◇　と、一方ではお思いになる。

■　かたみに、おぼろけならぬ御おほむみじろきなれば1、あはれも少すくなからず。

◇　お互いに、知らないではない相手の身動きなので、感慨も浅からぬものがある。

■　東ひむがしの対たいなりけり2。

◇　東の対だったのだ。

■　辰巳たつみの方かたの廂ひさしに据すゑたてまつりて、御障子みさうじのしりばかりP106は3固かためたれば、

◇　辰巳の方の廂の間にお座りいただいて、御障子の端だけは固くとめてあるので、


P106 しりばかり--しり（り/+はかり）

1 【かたみにおぼろけならぬ御みじろきなれば】『完訳』は「よく知り合った同士が、その身動きの気配から相手の姿態を想像し、互いに情をそそられる」と注す。

2 【東の対なりけり】昔、藤の花の宴が行われた所。「花宴」（第一章五段）。

3 【御障子のしりばかりは】明融臨模本は「みさうしのしり（り＋はかり）は」とある。すなわち「はかり」を補入する。大島本は「みさうしのしりハ」とある。肖柏本が「しりはかり」とある。『集成』『完本』は底本の訂正以前本文に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．７．４．１１

■　「いと若わかやかなる心地ここちもするかな1。

◇　「とても若い者のような心地がしますね。

■　年月としつきの積つもりをも、紛まぎれなく数かぞへらるる心こころならひに2、かくおぼめかしきP107は、いみじうつらくこそ」

◇　あれからの年月の数をも、間違いなく数えられるほど思い続けているのに、このように知らないふりをなさるのは、たいそう辛いことです」


P107 かくおぼめかしき--（/+かく）おほし（し/＄）めかしき

1 【いと若やかなる心地もするかな】以下「いみじうつらくこそ」まで、源氏の詞。

2 【年月の積もりをも紛れなく数へらるる心ならひに】『完訳』は「逢わずに過した年月を正確に数えうる。自らの恋の証をいう」と注す。


若菜上．７．４．１２

■　と怨うらみきこえたまふ。

◇　とお恨み申し上げなさる。

第五段　朧月夜と一夜を過ごす

若菜上．７．５．１

■　夜よいたく更ふけゆく。

◇　夜はたいそう更けて行く。

■　玉藻たまもに遊あそぶ鴛鴦をしS23の声々こゑごゑなど1、あはれに聞きこえて、しめじめと人目少ひとめすくなき宮みやの内うちのありさまも、

◇　玉藻に遊ぶ鴛鴦の声々などが、しみじみと聞こえて、ひっそりと人の少ない宮邸の中の様子を、

■　「さも移うつりゆく世よかな2」

◇　「こうも変わってしまう世の中だな」

■　と思おぼし続つづくるに、平中へいちゅうがまねならねど3、まことに涙なみだもろになむ。

◇　とお思い続けると、平中の真似ではないが、ほんとうに涙が出てしまう。

■　昔むかしに変かはりて、おとなおとなしくは聞きこえたまふものから、

◇　昔に変わって、落ち着いて申し上げなさる一方で、

■　「これをかくてや」

◇　「この隔てをこのままでいられようか」

■　と、引ひき動うごかしたまふ。

◇　と、引き動かしなさる。


S23 春の池の玉藻に遊ぶ鳰鳥の足のいとなき恋もするかな（後撰集春中-七二　宮道高風）

1 【玉藻に遊ぶ鴛鴦の声々など】「春の池の玉藻に遊ぶ鳰鳥の足のいとなき恋もするかな」（後撰集春中、七二、宮道高風）を踏まえる。庭の鴛鴦の声が源氏の恋情をいっそうそそる。

2 【さも移りゆく世かな】源氏の心中。右大臣家の推移。右大臣、弘徽殿大后在世中の権勢を誇っていた時代と比較した感想。

3 【平中がまねならねど】平中の空泣き。「末摘花」（第二章一段）にも出る。


若菜上．７．５．２

■　「年月としつきをなかに隔へだてて逢坂あふさかの

さも塞せきがたくP108落おつる涙なみだか1」

◇　「長の年月を隔ててやっとお逢いできたのに

このような関があっては堰き止めがたく涙が落ちます」


P108 塞きがたく--せきかたき（き/＄く）

1 【年月をなかに隔てて逢坂のさも塞きがたく落つる涙か】源氏から朧月夜への贈歌。「逢坂」と「逢ふ」、「関」と「塞」の掛詞。「逢坂」と「関」は縁語。


若菜上．７．５．３

■　女1をむな、

◇　女、


1 【女】朧月夜の君。恋の場面における呼称。


若菜上．７．５．４

■　「涙なみだのみ塞せきとめがたき清水しみづにて

ゆき逢あふ道みちははやく絶たえにき1」

◇　「涙だけは関の清水のように堰き止めがたくあふれても

お逢いする道はとっくに絶え果てました」


1 【涙のみ塞きとめがたき清水にてゆき逢ふ道ははやく絶えにき】朧月夜から源氏への返歌。「塞き」「がたし」「逢ふ」の語句を受け、「涙」を「清水」に、「隔つ」を「絶ゆ」とずらして「道は早く絶えにき」と返す。「逢ふ道」と「近江路」の掛詞。「関」「清水」は「逢坂」の縁語。『完訳』は「源氏の歌を切り返しながらも同じ歌語を多用して共感をも表現」と注す。


若菜上．７．５．５

■　などかけ離はなれきこえたまへど、いにしへを思おぼし出いづるも、

◇　などとまったくお受け付けにならないが、昔をお思い出しなさると、

若菜上．７．５．６

■　「誰たれにより1、多おほうはさるいみじきこともありし世よの騷さわぎぞは」

◇　「誰のせいで、あのような大変なことが起こり世の騷ぎもあったのか、この自分のせいではなかったか」

■　と思おもひ出いでたまふに、

◇　とお思い出しなさると、

■　「げに、今一いまひとたびP109の2対面たいめんはありもすべかりけり」

◇　「なるほど、もう一度会ってもいい事だ」


P109 一たび--ひとた（た/+ひ）

1 【誰れにより】以下「世の騒ぎぞは」まで、朧月夜の心中。係助詞「は」反語の意。みな自分のせいで起こったことだ、の意。

2 【げに今一たびの】以下「すべかりけり」まで、朧月夜の心中。


若菜上．７．５．７

■　と、思おぼし弱よわるも、もとよりづしやかなるところはおはせざりし人ひとの、年としごろは、さまざまに世よの中なかを思おもひ知しり、来きし方かたを悔くやしく、公私おほやけわたくしのことに触ふれつつ、数かずもなく思おぼし集あつめて、いといたく過すぐしたまひにたれど、昔むかしおぼえたる御対面おほむたいめんに1、その世よのことも遠とほからぬ心地ここちして、え心強こころづよくもP110もてなしたまはず。

◇　と、気弱におなりになるのも、もともと重々しい所がおありでなかった方で、この何年かは、あれこれと愛情の問題も分かるようになり、過去を悔やまれて、公事につけ私事につけ、数えきれないほど物思いが重なって、とてもたいそう自重してお過ごしなさって来たのだが、昔が思い出されるご対面に、その当時の事もそう遠くない心地がして、いつまでも気強い態度をおとりになれない。


P110 心強くも--心つよからぬ（からぬ/＄くも）

1 【昔おぼえたる御対面に】源氏と朧月夜の逢瀬。昔の同場面を回想。


若菜上．７．５．８

■　なほ、らうらうじく、若わかうなつかしくて1、一方ひとかたならぬ世よのつつましさをもあはれをも2、思おもひ乱みだれて、嘆なげきがちにてものしたまふけしきなど、今始いまはじめたらむよりもめづらしくあはれにて、明あけゆくもいと口惜くちをしくて、出いでたまはむ空そらもなし。

◇　昔に変わらず、洗練されて、若々しく魅力的で、並々でない世間への遠慮も思慕も、思い乱れて、溜息がちでいらっしゃるご様子など、今初めて逢った以上に新鮮で心が動いて、夜が明けて行くのもまことに残念に思われて、お帰りになる気もしない。


1 【なほらうらうじく若うなつかしくて】『集成』は「昔に変らず洗練された物腰で、若々しく愛敬があって」。『完訳』は「今もやはり行き届いて隙もなく、若々しく、やさしさがこもっていて」と訳す。

2 【世のつつましさをもあはれをも】世間への遠慮と源氏への思慕。


第六段　源氏、和歌を詠み交して出る

若菜上．７．６．１

■　朝あさぼらけのただならぬ空そらに1、百千鳥ももちどりの声こゑもいとうららかなり2。

◇　朝ぼらけの美しい空に、百千鳥の声がとてもうららかに囀っている。

■　花はなは皆散みなちり過すぎて、名残なごりかすめる梢こずゑP111の浅緑あさみどりなる木立こだち、

◇　花はみな散り終わって、その後に霞のかかった梢が浅緑の木立に、

■　「昔、藤むかしふぢの宴えんしたまひし、このころのことなりけりかし」

◇　「昔、藤の宴をなさったのは、今頃の季節であったな」

■　と思おぼし出いづる、年月としつきの積つもりにけるほども、その折をりのこと、かき続つづけあはれに思おぼさる。

◇　とお思い出される、あれからずいぶん歳月の過ぎ去った事も、その当時の事も、次から次へとしみじみと思い出される。


P111 梢--み（み/＄こ）すゑ

1 【朝ぼらけのただならぬ空に】『完訳』は「後朝の別れの時としては、やや遅い」と注す。

2 【百千鳥の声もいとうららかなり】「百千鳥」は歌語。「百千鳥さへずる春はものごとにあらたまれども我ぞふりゆく」（古今集春上、二八、読人しらず）。


若菜上．７．６．２

■　中納言ちゅうなごんの君きみ、見みたてまつり送おくるとて、妻戸押つまどおし開あけたるに、立たち返かへりたまひて2、

◇　中納言の君、お見送り申し上げるために、妻戸を押し開けたが、立ち戻りなさって、


1? 【昔藤の宴したまひしこのころのことなりけむかし】源氏の心中。源氏、現在四十歳、藤の花の宴は源氏二十歳の時（「花宴」）、二十年前の出来事。

2 【立ち返りたまひて】源氏は先に簀子に出ていて、後に中納言の君が妻戸を押し開けて送りに出てきた。そこへ立ち戻っての意。「夕顔」（第三章一段）の源氏が六条御息所邸からの帰り際に中将のおもとが送りに出る場面に類似。


若菜上．７．６．３

■　「この藤ふぢよ。

◇　「この藤の花よ。

■　いかに染そめけむ色いろにか1。

◇　どうしてこのように美しく染め出して咲いているのか。

■　なほ、えならぬ心添こころそふ匂にほひにこそ。

◇　やはり、何とも言えない風情のある色あいだな。

■　いかでか、この蔭かげをば立たち離はなるS24べき」

◇　どうして、この花蔭を離れることができようか」


S24 今日のみと春を思はぬ時だにも立つことやすき花の蔭かは（古今集春下-一三四　凡河内躬恒）

1 【この藤よいかに染めけむ色にか】以下「立ち離るべき」まで、源氏の詞。朧月夜のもとを立ち去りがたい気持ちを述べる。


若菜上．７．６．４

■　と、わりなく出いでがてに思おぼしやすらひたり。

◇　と、どうしても帰りにくそうにためらっていらっしゃった。

若菜上．７．６．５

■　山際やまぎはよりさし出いづる日ひの1はなやかなるにさしあひ、目めもかかやく心地ここちする御おほむさまの、こよなくねび加くははりたまへる御おほむけはひなどを、めづらしくほど経へても見みたてまつるは2、まして世よの常つねならずおぼゆれば、

◇　築山の端からさし昇ってくる朝日の明るい光に映えて、目も眩むように美しいお姿が、年とともにこの上なくご立派におなりになったご様子などを、久し振りに拝見するのは、いよいよ世の常の人とは思われない気がするので、


1 【山際よりさし出づる日の】この「山際」は築山のわき。『完訳』は「以下、中納言の目と心にそいながら、源氏の華麗な姿態を描く」と注す。

2 【めづらしくほど経ても見たてまつるは】中納言の君とは十五、六年ぶりに対面。


若菜上．７．６．６

■　「さる方かたにても1、などか見みたてまつり過すぐしたまはざらむ。

◇　「ご一緒になって、どうしてお暮らしにならなかったのだろうか。

■　御宮仕おほむみやづかへにも限かぎりありて、際きはことに離はなれたまふこともなかりしを2。

◇　御宮仕えにも限度があって、特別のご身分になられることもなかったのに。

■　故宮こみやの、よろづに心こころを尽つくしたまひ、よからぬ世よの騷さわぎに、軽々かろがろしき御名おほむなさへ響ひびきてやみにしよ」

◇　故宮が、万事にお心を尽くしなさって、けしからぬ世の騷ぎが起こって、軽々しいお噂まで立って、それきりになってしまったことだわ」


1 【さる方にても】以下「御名さへ響きてやみにしよ」まで、中納言の君の心中。「さる方」は源氏との結婚を仮想。

2 【御宮仕へにも限りありて際ことに離れたまふこともなかりしを】朱雀帝の後宮で尚侍としての宮仕えに終わり、立后することがなかったことをいう。


若菜上．７．６．７

■　など思おもひ出いでらる。

◇　などと思い出される。

■　名残多なごりおほく残のこりぬらむ御物語1おほむものがたりのとぢめにはP112、げに残のこりあらせまほしきわざなめるP113を、御身おほむみ、心こころにえまかせたまふまじく2、ここらの人目ひとめもいと恐おそろしくつつましければ、やうやうさし上あがり行ゆくに、心こころあわたたしくて3、廊らうの戸とに御車みくるまさし寄よせたる人ひとびとも4、忍しのびて声こわづくりきこゆ5。

◇　尽きない思いが多く残っているだろうお話の終わりは、なるほど後を続けたいものであろうが、御身を、お心のままにおできになれず、大勢の人目に触れることもたいそう恐ろしく遠慮もされるので、だんだん日が上って行くので、気がせかれて、廊の戸に御車をつけ寄せた供人たちも、そっと催促申し上げる。


P112 とぢめには--とちめ（め/+に）は

P113 なめる--なり（り/＄め）る

1 【名残多く残りぬらむ御物語】以下、語り手の想像を交えた表現。推量の助動詞「らむ」視界外推量、副詞「げに」同意、希望の助動詞「まほし」、「わざなめるを」をの推量の助動詞「めり」主観的推量、等のニュアンスはいずれも語り手の同意。『一葉抄』は「双紙の地也」と指摘。『集成』は「尽きぬ思いがたくさん残っているに違いないお二人の語らいの締めくくりとしては、本当にもっとあとを続けさせたいものだが」。『完訳』は「名残も尽きなかったにちがいないお二人の語らいの最後まで、いかにも残りを続けさせてあげたいものではあるけれども」と訳す。

2 【御身心にえまかせたまふまじく】明融臨模本は「御身」とある。大島本は「御身を」とある。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「御身を」と「を」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。

3 【心あわたたしくて】この語句を受ける語がないのだが、連用中止で余意を残し、文の途中で主語が入れ替わっていると解せば、読点でよい。

4 【廊の戸に御車さし寄せたる人びとも】中門廊の妻戸口。

5 【忍びて声づくりきこゆ】源氏の注意を喚起するための咳払い。


若菜上．７．６．８

■　人召ひとめして、かの咲さきかかりたる花はな、一枝折ひとえだをらせたまへり。

◇　人を呼んで、あの咲きかかっている藤の花、一枝折らさせなさった。

若菜上．７．６．９

■　「沈しづみしも忘わすれぬものをこりずまにS25

身みも投なげつべき宿やどの藤波ふぢなみ」

◇　「須磨に沈んで暮らしていたことを忘れないが

また懲りもせずにこの家の藤の花に、淵に身を投げてしまいたい」


S25 こりずまに又も無き名は立ちぬべし人憎からぬ世にし住まへば（古今集恋三-六三一　読人しらず）


若菜上．７．６．１０

■　いといたく思おぼしわづらひて、寄よりゐたまへるを、心苦こころぐるしう見みたてまつる2。

◇　とてもひどく思い悩んでいらっしゃって、物に寄り掛かっていらっしゃるのを、お気の毒に拝し上げる。

■　女君をむなぎみも、今いまさらにいとつつましく、さまざまに思おもひ乱みだれたまへるに、花はなの蔭かげは、なほなつかしくて3、

◇　女君も、今さらにとても遠慮されて、いろいろと思い乱れていらっしゃるが、藤の花は、やはり慕わしくて、


1? 【沈みしも忘れぬ物をこりずまに身も投げつべき宿の藤波】源氏から朧月夜への贈歌。「こりずま」と「須磨」、「藤」と「淵」の掛詞。朧月夜を藤の花に喩える。『集成』は「こりずまにまたも無き名は立ちぬべし人憎からぬ世にし住まへば」（古今集恋三、六三一、読人しらず）「恋しさに身を投げつべし慰むることに従ふ心ならねば」（興風集）を指摘。『完訳』は「あなたゆえに流離の逆境に沈んだのに、性懲りもなくまた、淵ならざるこの邸の藤に身を投げたい。朧月夜への執着」と注す。

2 【心苦しう見たてまつる】主語は中納言の君。

3 【花の蔭はなほなつかしくて】「今日のみと春を思はぬ時だにも立つことやすき花の蔭かは」（古今集春下、一三四、躬恒）。「花の蔭」は源氏を喩える。


若菜上．７．６．１１

■　「身みを投なげむ淵ふちもまことの淵ふちならで

かけじやさらにこりずまの波1なみ」

◇　「身を投げようとおっしゃる淵も本当の淵ではないのですから

性懲りもなくそんな偽りの波に誘われたりしません」


1 【身を投げむ淵もまことの淵ならでかけじやさらにこりずまの波】朧月夜の返歌。「身を投ぐ」「こりずま」「藤」「波」の語句を受けて、「真の淵ならでかけじやさらに」と切り返す。「淵」と「藤」の掛詞、「藤」と「波」は縁語。『完訳』は「本当の淵でもない藤波の淵に袖を濡らすまい、と切り返す一方で、源氏の歌の語を多用して共感をもかたどる」と注す。


若菜上．７．６．１２

■　いと若わかやかなる御振おほむふる舞まひを、心こころながらも1ゆるさぬことに思おぼしながら、関守せきもりS26の固かたからぬたゆみに2や、いとよく語かたらひおきて出いでたまふ。

◇　とても若々しいお振る舞いを、ご自分ながらも良くないこととお思いになりながら、関守が固くないのに気を許してか、たいそうよく後の逢瀬を約束してお帰りになる。


S26 人知れぬ我が通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ（古今集恋三-六三二　在原業平）

1 【御振る舞ひを心ながらも】主語は源氏。

2 【関守の固からぬたゆみに】「人知れぬわが通ひ路の関守は宵々ごとにうちも寝ななむ」（古今集恋三、六三二、在原業平・伊勢物語、五段）。


若菜上．７．６．１３

■　そのかみも、人ひとより1こよなく心こころとどめて思おもうたまへりし御心みこころざしながら、はつかにてやみにし御仲おほむなからひには、いかでかはあはれも少すくなからむ2。

◇　その昔も、誰にも勝ってご執心でいらっしゃったご愛情であるが、わずかの契りで終わってしまったお二人の仲なので、どうして愛情の浅いことがあろうか。


1 【そのかみも人より】『細流抄』は「草子地也」と指摘。語り手の評言。

2 【いかでかはあはれも少なからむ】「いかでか」「少なからむ」反語表現。どうして思いの浅いことがあろうか、けっして浅くはない、の意。


第七段　源氏、自邸に帰る

若菜上．７．７．１

■　いみじく忍しのび入いりたまへる御寝おほむねくたれの1さまを待まち受うけて、女君をむなぎみ、さばかりならむ2と心得こころえたまへれど、おぼめかしくもてなしておはす。

◇　たいそう人目を忍んで入って来られたその寝乱れ髪の様子を待ち受けて、女君、そんなことだろうと、お悟りになっていたが、気づかないふりをしていらっしゃる。

■　なかなかうちふすべなどしたまへらむよりも、心苦こころぐるしく3、

◇　なまじやきもちを焼いたりなどなさるよりも、お気の毒で、

■　「など、かくしも見放みはなちたまへらむ4」

◇　「どうして、このように見放していられるのだろうか」

■　と思おぼさるれば、ありしよりけにS27深ふかき契ちぎりをのみ、長ながき世よをかけて聞きこえたまふ。

◇　と思わずにはいらっしゃれないので、以前よりもいっそう強い愛情を、永遠に変わらないことをお誓い申し上げなさる。


S27 忘るらむと思ふ心の疑ひに在りしよりけにものぞ悲しき（伊勢物語-四一）

1 【いみじく忍び入りたまへる御寝くたれの】源氏、六条院に帰邸、紫の上のもとに戻る。

2 【さばかりならむ】紫の上の心中。たぶん、女の所へ行っていたのだろう、という推測。

3 【心苦しく】源氏が紫の上を見た気持ち。

4 【などかくしも見放ちたまへらむ】源氏の心中。『完訳』は「どうしてこうまで自分のことを見限っておしまいなのだろう」と訳す。


若菜上．７．７．２

■　尚侍かむの君きみの御おほむことも、また漏もらすべきならねど、いにしへのことも知しりたまへれば、まほにはあらねど、

◇　尚侍の君の御事も、他に漏らしてよいことではないが、昔のこともご存知でいらっしゃるので、ありのままではないが、

若菜上．７．７．３

■　「物越ものごしに、はつかなりつる対面たいめんなむ2、残のこりある心地ここちする。

◇　「物越しに、ほんのちょっとお会いしましたので、物足りない気が致しています。

■　いかで人目咎ひとめとがめあるまじくもて隠かくしては3、今一いまひとたびも」

◇　何とか人に見咎められないように秘密にして、もう一度だけでも」


1? 【ありしよりもけに】「忘るらむと思ふ心の疑ひにありしよりけにものぞ悲しき」（伊勢物語、五十六段）。

2 【物越しにはつかなりつる対面なむ】以下「今一たびも」まで、源氏の詞。「なむ」の下に、逢いたいの意をこめる。

3 【もて隠しては】明融臨模本は「もてかくしては」とある。大島本は「もてかくして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もて隠して」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．７．７．４

■　と、語かたらひきこえたまふ1。

◇　と、打ち明けて申し上げなさる。

■　うち笑わらひて、

◇　軽く笑って、


1 【語らひきこえたまふ】『集成』は「うち割ってお話し申される」と訳す。


若菜上．７．７．５

■　「今いまめかしくも1なり返かへる御おほむありさまかな。

◇　「ずいぶん若返ったご様子ですこと。

■　昔むかしを今いまにS28改あらため加くはへP114たまふほど2、中空なかぞらなる身みのため苦くるしく」

◇　昔の恋を今さらむし返しなさるので、どっちつかずのよるべのないわたしには辛くて」


S28 いにしへのしづのをだまき繰り返し昔を今になすよしもがな（伊勢物語-六五）

P114 加へ--*（/+く）は（は/＄ら）へ

1 【今めかしくも】以下「中空なる身のため苦しく」まで、紫の上の返事。

2 【昔を今に改め加へたまふほど】『完訳』は「昔の恋の縒りをお戻しになり、新たにお加えになるというのも」「新しく正妻を迎え、さらに過往の人との恋を再燃させること」と注す。「いにしへのしづのをだまき繰り返し昔を今になすよしもがな」（伊勢物語、三十二段）。


若菜上．７．７．６

■　とて、さすがに涙なみだぐみたまへるまみの、いとらうたげに見みゆるに1、

◇　とおっしゃって、そうはいうものの涙ぐんでいらっしゃる目もとが、とてもおいたわしく見えるので、


1 【らうたげに見ゆるに】『集成』は「かわいらしく思われるので」。『完訳』は「おいたわしく思われるので」と訳す。


若菜上．７．７．７

■　「かう心安こころやすからぬ御みけしきこそ1苦くるしけれ。

◇　「このようにご機嫌の悪いご様子が辛いことです。

■　ただおいらかに引ひき抓つみなどして、教をしへたまへ。

◇　いっそ素直に抓るなりなさって、叱ってください。

■　隔へだてあるべくも、ならはしきこえぬを、思おもはずにこそなりにける御心みこころなれ」

◇　他人行儀に思うこともおっしゃらないふうには、今までお仕向けしてこなかったのに、心外なお気持ちになってしまわれたお心ですね」


1 【かう心安からぬ御けしきこそ】以下「御心なれ」まで、源氏の詞。


若菜上．７．７．８

■　とて、よろづに御心みこころとりたまふほどに、何なにごともえ残のこしたまはずなりぬめり1。

◇　とおっしゃって、いろいろとご機嫌をお取りになるうちに、何もかも残らず白状なさってしまったようである。


1 【え残したまはずなりぬめり】推量の助動詞「めり」主観的推量は語り手の推測。


若菜上．７．７．９

■　宮みやの御方おほむかたにも、とみにえ渡わたりたまはず、こしらへきこえつつおはします1。

◇　宮の御方にも、すぐにはお行きになることができずに、あれこれとおなだめ申してお過ごしになる。

■　姫宮ひめみやは、何なにとも思おぼしたらぬを、御後見おほむうしろみどもぞ安やすからず聞きこえける2。

◇　姫宮は、何ともお思いにならないが、ご後見人たちはご不満申し上げてるのであった。

■　わづらはしうなど見みえたまふけしきならば、そなたもまして心苦こころぐるしかるべきを、おいらかにうつくしきもて遊あそびぐさに思おもひきこえたまへり3。

◇　うるさいお方と思われなさるようなことであったら、あちらもこちら以上にお気の毒なはずだが、おっとりとしてかわいらしいお相手のようにお思い申し上げていらっしゃった。


1 【こしらへきこえつつおはします】紫の上をお慰め申していらっしゃる、の意。

2 【安からず聞こえける】『集成』は「（源氏のおわたりがないのを）不平がましくお噂申し上げた」と訳す。

3 【おいらかにうつくしきもて遊びぐさに思ひきこえたまへり】『完訳』は「今はただおっとりして、かわいらしいお遊び相手のようにお思い申し上げていらっしゃる」と訳す。


第八章　紫の上の物語　紫の上の境遇と絶望感

第一段　明石姫君、懐妊して退出

若菜上．８．１．１

■　桐壺きりつぼの御方おほむかたは1、うちはへえまかでたまはず2。

◇　桐壷の御方は、ずっと長いこと退出なさっていない。

■　御暇おほむいとまのありがたければ、心安こころやすくならひたまへる若わかき御心みこころに3、いと苦くるしくのみ思おぼしたり。

◇　御暇が出そうにもないので、今までお気楽に過ごして来られたお若い年頃の方ゆえ、とても辛くばかり思っていらっしゃった。


1 【桐壺の御方は】明石女御。源氏の母、桐壺更衣と同じ殿舎を局とした。ただし、東宮は淑景舎（桐壺）の隣の梨壺にいたので、最も近い殿舎である。

2 【うちはへえまかでたまはず】昨年の夏四月に入内。以来、ずっと里下がりできないでいた。

3 【若き御心に】明融臨模本と大島本は「わかき御心に」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「御心地に」と校訂する。


若菜上．８．１．２

■　夏なつごろ、悩なやましくしたまふを1、とみにも許ゆるしきこえたまはねば、いとわりなしと思おぼす。

◇　夏のころ、ご気分がすぐれなくいらっしゃったのを、すぐにもお許し申し上げなさらないので、とても困ったこことお思いになる。

■　めづらしきさまの御心地みここちにぞありける2。

◇　ご懐妊のご様子だったのである。

■　まだいとあえかなる御おほむほどに3、いとゆゆしくぞ、誰たれも誰たれも思おぼすらむかし4。

◇　まだとても若すぎるご様子なので、たいそう恐ろしいことと、どなたもどなたもお思いのようである。

■　からうしてまかでたまへり。

◇　やっとのことでご退出なさった。


1 【夏ごろ悩ましくしたまふを】夏ころ、明石女御、懐妊の兆候が現れる。季節と物語の類同的発想。

2 【めづらしきさまの御心地にぞありける】懐妊のことをいう。

3 【まだいとあえかなる御ほどに】明石の女御、数え年十二歳。

4 【誰れも誰れも思すらむかし】東宮や源氏などをさす。


若菜上．８．１．３

■　姫宮ひめみやのおはします御殿おとどの東面ひむがしおもてに、御方おほむかたはしつらひたり1。

◇　姫宮がいらっしゃる寝殿の東側に、お部屋は設営してある。

■　明石あかしの御方おほむかた、今いまは御身おほむみに添そひて、出いで入いりたまふも、あらまほしき御宿世おほむすくせなりかし。

◇　明石の御方、今は女御の御方に付き添って、参内し退出なさるのも、申し分ないご運勢である。


1 【姫宮のおはします御殿の東面に御方はしつらひたり】六条院の春の御殿の寝殿の西面には女三の宮が住み、東面に明石女御の部屋が用意されている。


第二段　紫の上、女三の宮に挨拶を申し出る

若菜上．８．２．１

■　対たいの上うへP115、こなたに渡わたりて1対面たいめんしたまふついでに、

◇　対の上が、こちらにおいでになって、お会いなさるついでに、


P115 対の上--たいのうへに（に/＄）

1 【対の上こなたに渡りて】紫の上、寝殿の東面に来ている明石女御に対面する折に、西面の女三の宮にも対面し挨拶することを、源氏に申し出る。


若菜上．８．２．２

■　「姫宮ひめみやにも、中なかの戸開とあけて1聞きこえむ。

◇　「姫宮にも、中の戸を開けてご挨拶申し上げましょう。

■　かねてよりもさやうに思おもひしかど、ついでなきにはつつましきを、かかる折をりに聞きこえ馴なれP116なば、心安こころやすくなむあるべき」

◇　前々からそのように思っていましたが、機会がなくては遠慮されますが、このような機会にご挨拶申し上げ、お近づきになれましたら、気が楽になるでしょう」


P116 聞こえ馴れ--きこえは（は/＄）なれ

1 【姫宮にも中の戸開けて】以下「心安くなむあるべき」まで、紫の上の詞。「中の戸」は寝殿を東西に仕切る襖障子。「野分」巻には「内の御障子」とあった。


若菜上．８．２．３

■　と、大殿おとどに聞きこえたまへば、うち笑ゑみて、

◇　と、大殿に申し上げると、ほほ笑んで、

若菜上．８．２．４

■　「思おもふやうなるべき御語おほむかたらひにこそは2あなれ。

◇　「それは望みどおりのお付き合いというものだ。

■　いと幼をさなげにものしたまふめるを、うしろやすく教をしへなしたまへかし」

◇　とても子供子供していらっしゃるようだから、心配のないようにお教え上げてください」


1? 【聞こえな馴れなば】『集成』は「お親しくして頂けましたら」。『完訳』は「お近づき願えましたら」と訳す。

2 【思ふやうなるべき御語らひにこそは】以下「教へなしたまへかし」まで、源氏の返事。紫の上の申し出を結構なことだと許し、女三の宮の後見、教育を依頼する。


若菜上．８．２．５

■　と、許ゆるしきこえたまふ。

◇　と、お許し申し上げなさる。

■　宮みやよりも、明石あかしの君きみの恥はづかしげにて交まじらむを思おぼせば、御髪みぐしすましひきつくろひておはする、たぐひあらじと見みえたまへり1。

◇　姫宮よりも、明石の君が気の張る様子で控えているだろうことをお思いになると、御髪を洗い身づくろいしていらっしゃる、世にまたとあるまいとお見えになった。


1 【たぐひあらじと見えたまへり】語り手がその場に居て見ていたような臨場感ある表現。


若菜上．８．２．６

■　大殿おとどは、宮みやの御方おほむかたに渡わたりたまひて、

◇　大殿は、宮の御方においでになって、

若菜上．８．２．７

■　「夕方ゆふかた、かの対たいに1はべる人ひとの、淑景舎しげいさに対面たいめんせむとて出いで立たつ。

◇　「夕方、あちらの対にいます人が、淑景舎の御方にお目にかかろう出て参ります。

■　そのついでに、近ちかづききこえさせまほしげにものすめるを、許ゆるして語かたらひたまへ。

◇　その機会に、お近づき申し上げたいように申しておりますようなので、お許しになって会ってください。

■　心こころなどはいとよき人ひとなり。

◇　気立てなどはとてもよい方です。

■　まだ若々わかわかしくて、御遊おほむあそびがたきにもつきなからずなむ」

◇　まだ若々しくて、お遊び相手として不似合いでなく思われます」


1 【夕方かの対に】以下「つきなからずなむ」まで、源氏の女三の宮に対する詞。


若菜上．８．２．８

■　など、聞きこえたまふ。

◇　などと、申し上げなさる。

若菜上．８．２．９

■　「恥はづかしうこそはあらめ。

◇　「さぞきまりの悪いことでしょうね。

■　何なにごとをか聞きこえむ1」

◇　何をお話し申し上げたらよいのでしょう」


1 【恥づかしうこそはあらめ何ごとをか聞こえむ】女三の宮の詞。自分の気持ちと何を話したらよいか、源氏に尋ねる。『集成』は「気の張ることでしょうね。どんなことをお話し申しましょう」。『完訳』は「さぞきまりのわるうございましょう。どんなことを申しあげたものでしょう」と訳す。


若菜上．８．２．１０

■　と、おいらかにのたまふ。

◇　と、おっとりとおっしゃる。

若菜上．８．２．１１

■　「人ひとのいらへは1、ことにしたがひてこそは思おぼし出いでめ。

◇　「お返事は、あちらの言うことに応じて考えつかれるのがよいでしょう。

■　隔へだて置おきてなもてなしたまひそ」

◇　他人行儀なおあしらいはなさいますな」


1 【人のいらへは】以下「なもてなしたまひそ」まで、源氏の返事。


若菜上．８．２．１２

■　と、こまかに教をしへきこえたまふ。

◇　と、こまごまとお教え申し上げなさる。

■　「御仲おほむなかうるはしくて過すぐしたまへ1」

◇　「二人が仲好くきちんとお暮らしになって欲しい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【御仲うるはしくて過ぐしたまへ】源氏の心中。『集成』は「お二人が仲良く、義理をわきまえてお暮しなさるように」。『完訳』は「「うるはし」は妻妾間のきちんとした秩序」「お二人が仲よくお暮しになってほしい」また「以下、語り手の説明的な文章」と注す。


若菜上．８．２．１３

■　あまりに何心なにごころもなき御おほむありさまを見みあらはされむも、恥はづかしくあぢきなけれど、さのたまはむを、

◇　あまりに無邪気なご様子を見られてしまっても、き含り悪く面白くないが、あのようにおっしゃるお気持ちを、

■　「心隔こころへだてむもあいなし」

◇　「止めだてするのも感心しない」

■　と、思おぼすなりけり。

◇　と、お思いになるのであった。

第三段　紫の上の手習い歌

若菜上．８．３．１

■　対たいには、かく出いで立たちなどしたまふものから、

◇　対の上におかれては、このようにご挨拶にお出向きなさるものの、

若菜上．８．３．２

■　「我われより上かみの人ひとやはあるべき。

◇　「自分より上の人があるだろうか。

■　身みのほどなるものはかなきさまを、見みえおきたてまつりたるばかりP117こそあらめ2」

◇　わが身の頼りない身の上を、見出され申しただけのことなのだわ」


P117 ばかり--（/+はかり）

1? 【我より上の人やはあるべき身のほどのものはかなきを見えおきたてまつりたるばかりこそあらめ】紫の上の心中。『集成』は「六条の院における源氏の寵愛第一の人としての自負」。『完訳』は「紫の上の自ら宮に挨拶に出向く屈辱感が、かえって源氏最愛の女という自負心を強める」「家同士の正式な結婚の手続きを踏んでいないための負い目など、あえて捨象しようとする」と注す。

2 【見えおきたてまつりたるばかりこそあらめ】『集成』は「知られ申していただけのことなのだ」。『完訳』は「お世話いただいたということだけのことなのに」と訳す。


若菜上．８．３．３

■　など、思おもひ続つづけられて、うち眺ながめたまふ。

◇　などと、つい思い続けずにはいらっしゃれなくて、物思いに沈んでいらっしゃる。

■　手習てならひなどするにも、おのづから古言ふることも、もの思おもはしき筋すぢにのみ1書かかるるを、

◇　手習いなどをするにも、自然と古歌も、物思いの歌だけが筆先に出てくるので、

■　「さらば、わが身みには思おもふことありけり2」

◇　「それでは、わたしには思い悩むことがあったのだわ」

■　と、身みながらぞ思おぼし知しらるる3。

◇　と、自分ながら気づかされる。


1 【おのづから古言ももの思はしき筋にのみ】明融臨模本は「すち（ち＋に）のみ」とある。すなわち「に」を補入する。大島本は「すちにのミ」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「筋のみ」と「に」を削除する。『完訳』は「自ら憂愁の身と意識すまいとしながらも、古歌の表現におのずとそれを意識させられる」と注す。

2 【さらばわが身には思ふことありけり】紫の上の心中。手習いによって我が身と心のありようが認識させられる。

3 【身ながらぞ思し知らるる】明融臨模本と大島本は「身なからそ」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「みづからぞ」と校訂する。


若菜上．８．３．４

■　院ゐん、渡わたりたまひて、宮みや、女御にょうごの君きみなどの御おほむさまP118どもを、

◇　院、お渡りになって、宮、女御の君などのご様子などを、

■　「うつくしうもおはするかな1」

◇　「かわいらしくていらっしゃるものだ」

■　と、さまざま見みたてまつりたまへる御目おほむめうつしには2、年としごろ目馴めなれたまへる人ひとの、おぼろけならむが、いとかくおどろかるP119べきにもあらぬを、

◇　と、それぞれを拝見なさったそのお目で御覧になると、長年連れ添っていらした人が、世間並の器量であったなら、とてもこうも驚くはずもないのに、

■　「なほ、たぐひなくこそは」

◇　「やはり、二人といない方だ」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。

■　ありがたきことなりかし3。

◇　世間にありそうもないお美しさである。


P118 御さま--おほさ（さ/＄）むさむ（さむ/＄）さま

P119 おどろかる--おとろい（い/＄）かる

1 【うつくしうもおはするかな】源氏の感想。女三の宮、十四、五歳。明石女御、十二歳。

2 【御目うつしには】明石女御、女三の宮を見た目で紫の上を見ると、の意。

3 【ありがたきことなりかし】『湖月抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「語り手が読者に共感を求める語り方」と注す。


若菜上．８．３．５

■　あるべき限かぎり、気高けだかう1恥はづかしげにととのひたるに添そひて、はなやかに今いまめかしく、にほひなまめきたるさまざまの香かをりP120も、取とりあつめ、めでたき盛さかりに見みえたまふ2。

◇　どこからどこまでも、気品高く立派に整っていらっしゃる上に、はなやかに現代風で、照り映えるような美しさと優雅さとを、何もかも兼ね備え、素晴らしい女盛りにお見えになる。

■　去年こぞより今年ことしはまさり、昨日きのふより今日けふはめづらしく、常つねに目馴めなれぬさまのしたまへるを、

◇　去年より今年が素晴らしく、昨日よりは今日が目新しく、いつも新鮮なご様子でいらっしゃるのを、

■　「いかでかくしもありけむ4」

◇　「どうしてこんなにも美しく生まれつかれたのか」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


P120 香り--かは（は/＄を）り

1 【あるべき限り気高う】以下「常に目馴れぬさましたまへる」まで、源氏の目を通して紫の上の美質を語る。

2 【めでたき盛りに見えたまふ】紫の上、三十二歳。

3? 【去年より今年はまさり昨日より今日はめづらしく常に目馴れぬさましたまへる】明融臨模本は「きのふよりは」とある。大島本は「きのふより」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「昨日より」と「は」を削除する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。「去年」「今年」、「昨日」「今日」、「まさる」「めづらし」という対句表現。「常に目馴れぬさましたまへる」という紫の上の身と心の美質のありよう。

4 【いかでかくしもありけむ】源氏の紫の上に対する感想。


若菜上．８．３．６

■　うちとけたりつる御手習おほむてならひを、硯すずりの下したにさし入いれたまへれど、見みつけたまひて、引ひき返かへし見みたまふ。

◇　気を許してお書きになった御手習いを、硯の下にさし隠しなさっていたが、見つけなさって、繰り返して御覧になる。

■　手てなどの、いとわざとも上手じゃうずと見みえで、らうらうじくうつくしげに書かきたまへり。

◇　筆跡などの、特別に上手とも見えないが、行き届いてかわいらしい感じにお書きになっていた。

若菜上．８．３．７

■　「身みに近ちかく秋あきや来きぬらむ見みるままに

青葉あをばの山やまも移うつろひS29にけり1」

◇　「身近に秋が来たのかしら、見ているうちに

青葉の山のあなたも心の色が変わってきたことです」


S29 白露はうつしなりけり水鳥の青葉の山の色づく見れば（古今六帖二-九二一）紅葉する秋は来にけり水鳥の青葉の山の色づく見れば（古今六帖三-一四六八）

1 【身に近く秋や来ぬらむ見るままに青葉の山も移ろひにけり】紫の上の手習い歌、独詠歌。「白露はうつしなりけり水鳥の青葉の山の色づくみれば」（古今六帖二、山、九二一、三原王）「紅葉する秋は来にけり水鳥の青葉の山の色づく見れば」（古今六帖三、水鳥、一四六八）。「秋」に「飽き」を懸ける。わたしは飽られたのでようか、の意。


若菜上．８．３．８

■　とある所ところに、目めとどめたまひて、

◇　とある所に、目をお止めになって、

若菜上．８．３．９

■　「水鳥みづとりの青羽あをばは色いろも変かはらぬを

萩はぎの下したこそS30けしきことなれ1」

◇　「水鳥の青い羽のわたしの心の色は変わらないのに

萩の下葉のあなたの様子は変わっています」


S30 秋萩の下葉につけて目に近くよそなる人の心をぞ見る（拾遺集雑秋-一一一六　女）秋萩の下葉色づく今よりや一人ある人のいねがてにする（古今集秋上-二二〇　読人しらず）

1 【水鳥の青羽は色も変はらぬを萩の下こそけしきことなれ】源氏の返歌。「秋萩の下葉色づく今よりやひとりある人の寝ねかてにする」（古今集秋上、二二〇、読人しらず）「白露は上より置くをいかなれば萩の下葉のまづもみづらむ」（拾遺集雑下、五一三、参議伊衡）。「水鳥の青羽」は源氏、「萩」は紫の上を喩える。「下葉」と内心の意を懸ける。引歌の「水鳥の青葉」を踏まえて冒頭に詠み込む。わたしは少しも変わっていないのに、あなたの方こそ変です、の意。


若菜上．８．３．１０

■　など書かき添そへつつすさびたまふ1。

◇　などと書き加えながら手習いに心をやりなさる。

■　ことに触ふれて、心苦こころぐるしき御みけしきの、下したにはおのづから漏もりつつ見みゆるを、ことなく消けちたまへるも、ありがたくあはれに思おぼさる2。

◇　何かにつけて、おいたわしいご様子が、自然に漏れて見えるのを、何でもないふうに隠していらっしゃるのも、またと得がたい殊勝な方だと思わずにはいらっしゃれない。


1 【書き添へつつすさびたまふ】『集成』は「手習に興じなさる」。『完訳』は「手習に思いを委ねておいでになる」と訳す。

2 【ありがたくあはれに思さる】主語は源氏。「る」自発の助動詞。


若菜上．８．３．１１

■　今宵こよひは、いづ方かたにも御暇おほむいとまありぬべければ、かの忍しのび所どころに、いとわりなくて、出いでたまひにけり1。

◇　今夜は、どちらの方にも行かなくてよさそうなので、あの忍び所に、実にどうしようもなくて、お出かけになるのであった。

■　「いとあるまじきこと」

◇　「とんでもないけしからぬ事」

■　と、いみじく思おぼし返かへすにも、かなはざりけり2。

◇　と、ひどく自制なさるのだが、どうすることもできないのであった。


1 【かの忍び所にいとわりなくて出でたまひにけり】朧月夜のもとへ行く。

2 【いとあるまじきことといみじく思し返すにもかなはざりけり】このあたり自制心では抑えきれない源氏の好色心、朧月夜への執心が語られている。『集成』は「いかにも不届きなことと、何度も反省なさるのだがどうすることもできないのであった」。『完訳』は「まことに不都合なふるまいと、きびしくご自制になるものの、それをどうすることもできないのであった」と訳す。


第四段　紫の上、女三の宮と対面

若菜上．８．４．１

■　春宮とうぐうの御方おほむかたは、実じちの母君ははぎみよりも、この御方おほむかたをば1睦むつましきものに頼たのみきこえたまへり。

◇　東宮の御方は、実の母君よりも、この御方を親しいお方と思ってお頼り申し上げていらっしゃった。

■　いとうつくしげにおとなびまさりたまへるを、思おもひ隔へだてず、かなしと見みたてまつりたまふ。

◇　たいそうかわいらしげに一段と大人らしくおなりになったのを、実の子のように、いとしいとお思い申し上げなさる。


1 【春宮の御方は実の母君よりもこの御方をば】明石の姫君は実の母親よりも養母の紫の上を慕っているという。


若菜上．８．４．２

■　御物語おほむものがたりなど、いとなつかしく聞きこえ交かはしたまひて、中なかの戸開とあけて、宮みやにも対面たいめんしたまへり。

◇　お話などを、とてもうちとけてお互いに話し合われてから、中の戸を開けて、宮にもお会いになった。

若菜上．８．４．３

■　いと幼をさなげにのみ見みえたまへば1、心安こころやすくて、おとなおとなしく親おやめきたるさまに、昔むかしの御筋おほむすぢをも尋たづねきこえたまふ2。

◇　ただもう子供っぽくばかりお見えになるので、気安く感じられて、年輩者らしく母親のような態度で、親たちのお血筋をお話し申し上げなさる。

■　中納言ちゅうなごんの乳母めのとといふ召めし出いでて、

◇　中納言の乳母という人を召し出して、


1 【いと幼げにのみ見えたまへば】明石女御と比較した目で見る。

2 【昔の御筋をも尋ねきこえたまふ】祖先の血縁関係を話題にする。同祖父の先帝から出た従姉妹同士であること言い、親密感を抱かせる。


若菜上．８．４．４

■　「同おなじかざしS31を尋たづねきこゆれば1、かたじけなけれど、分わかぬさまに聞きこえさすれどP121、ついでなくてはべりつるを、今いまよりは疎うとからず、あなたなどにもものしたまひて2、おこたらむことは、おどろかしなどもものしたまはむなむ、うれしかるべき」

◇　「同じ血筋の繋がりをお尋ね申し上げてゆくと、恐れ多いことですが、切っても切れない御縁とは拝し上げながら、その機会もなく失礼致しておりましたが、今からはお心おきなく、あちらの方にもおいでくださって、行き届かない点がありましたら、ご注意くださるなどしていただけましたら、嬉しゅうございましょう」


S31 我が宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしをさしこそはせめ（後撰集恋四-八〇九　伊勢）

P121 さすれど--さすれは（は/＄と）

1 【同じかざしを尋ねきこゆれば】以下「うれしかるべき」まで、紫の上の詞。「わが宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしをさしこそはせめ」（後撰集恋四、八〇九、伊勢）。

2 【今よりは疎からずあなたなどにもものしたまひて】東の対の方にいらっしゃって、の意。中納言の乳母に対する勧誘の詞。


若菜上．８．４．５

■　などのたまへば、

◇　などとおっしゃると、

若菜上．８．４．６

■　「頼たのもしき御蔭おほむかげどもに1、さまざまに後おくれきこえたまひて、心細こころぼそげにおはしますめるを、かかる御おほむゆるしのはべめれば、ますことなくなむ思おもうたまへられける。

◇　「頼みとなさっていた方々に、それぞれお別れ申されて、心細そうでいらっしゃいますので、このようなお言葉を戴きますと、この上なくありがたく存じられます。

■　背そむきたまひにし2上うへの御心向おほむこころむけも、ただかくなむ御心隔みこころへだてきこえたまはず3、まだいはけなき御おほむありさまをも、はぐくみたてまつらせたまふべくぞはべめりし。

◇　御出家あそばされた院の上の御意向も、ただこのように他人扱いなさらずに、まだ子供っぽいご様子を、お育て申し上げて戴きたくございましたようでした。

■　うちうちにも、さなむ頼たのみきこえさせたまひし4」

◇　内々の話にも、そのようにお頼み申していらっしゃいました」


1 【頼もしき御蔭どもに】以下「頼みきこえさせたまひし」まで、中納言の乳母の返事。

2 【背きたまひにし】朱雀院の出家をさいう。なお、中納言の乳母の言葉遣は、院に対して最高敬語ではなく、普通の敬語表現である。

3 【ただかくなむ御心隔てきこえたまはず】主語は紫の上。以下の「はぐくみたてまつらせたまふべくぞ」も同じ。

4 【頼みきこえさせたまひし】朱雀院が紫の上に。「きこえさす」は紫の上を敬った最高敬語。


若菜上．８．４．７

■　など聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。

若菜上．８．４．８

■　「いとかたじけなかりし1御消息おほむせうそこのの後ちは、いかでとのみ思おもひはべれど、何なにごとにつけても、数かずならぬ身みP122なむ口惜くちをしかりける」

◇　「まことに恐れ多いお手紙を頂戴してから後は、是非にお力になりたいとばかり存じておりましたが、何事につけても、人数に入らない我が身が残念に思われます」


P122 身--事（事/＄身）

1 【いとかたじけなかりし】以下「口惜しかりける」まで、紫の上の詞。謙遜の意を表す。


若菜上．８．４．９

■　と、安やすらかにおとなびたるけはひにて、宮みやにも、御心みこころにつきたまふべく、絵ゑなどのこと、雛ひひなの捨すてがたきさま、若わかやかに聞きこえたまへば、

◇　と、穏やかに大人びた様子で、宮にも、お気に入りなさるように、絵などのこと、お人形遊びの楽しいことを、若々しく申し上げなさるので、

■　「げに、いと若わかく心こころよげなる人ひとかな1」

◇　「なるほど、ほんとうに若々しく気立てのよい方だわ」

■　と、幼をさなき御心地みここちにはうちとけたまへり。

◇　と、子供心にうちとけなさった。


1 【げにいと若く心よげなる人かな】女三の宮の心中。「げに」は源氏の前の言葉に納得する気持ち。


第五段　世間の噂、静まる

若菜上．８．５．１

■　さて後のちは、常つねに御文通おほむふみかよひなどして、をかしき遊あそびわざなどにつけても、疎うとからず聞きこえ交かはしたまふ。

◇　それから後は、いつもお手紙のやりとりなどをなさって、おもしろい遊び事がある折につけても、別け隔てせずお便りをやりとりなさる。

■　世よの中なかの人ひとも、あいなう、かばかりになりぬるあたりのことは、言いひあつかふものなれば、初はじめつ方かたは、

◇　世の中の人も、おせっかいなことに、これほどの地位になった方々のことは、とかく噂したがるものなので、初めのうちは、

若菜上．８．５．２

■　「対たいの上うへ、いかに思おぼすらむ1。

◇　「対の上は、どのようにお思いだろう。

■　御おほむおぼえ、いとこの年としごろのやうにはおはせじ。

◇　ご寵愛は、とても今までのようにはおありであるまい。

■　すこしは劣おとりなむ」

◇　少しは落ちるだろう」


1 【対の上いかに思すらむ】以下「劣りなむかし」まで、人々の噂。


若菜上．８．５．３

■　など言いひけるを、今いますこし深ふかき御心みこころざし、かくてしも勝まさるさまなるを、それにつけても、また安やすからず言いふP123人ひとびとあるに、かく憎にくげなくさへ聞きこえ交かはしたまへば、こと直なほりて、目安めやすくなむありける。

◇　などと言っていたが、以前よりも深い愛情、こうなってから一段と勝った様子なので、それにつけても、また事ありげに言う人々もいたが、このように仲睦まじいまでに交際なさっているので、噂も変わって、無難におさまっていたのである。


P123 言ふ--ゆ（ゆ/＄い）ふ


第九章　光る源氏の物語　紫の上と秋好中宮、源氏の四十賀を祝う

第一段　紫の上、薬師仏供養

若菜上．９．１．１

■　神無月かみなづきに、対たいの上うへ、院ゐんの御賀おほむがに1、嵯峨野さがのの御堂みだうにて、薬師仏供養やくしぼとけくやうじたてまつりたまふ。

◇　神無月に、対の上は、院の四十の御賀のために、嵯峨野の御堂で、薬師仏をご供養申し上げなさる。

■　いかめしきことは、切せちにいさめ申まうしたまへば、忍しのびやかにと思おぼしおきてたり。

◇　盛大になることは、切にご禁じ申されていたので、目立たないようにとお考えになっていた。


1 【神無月に対の上院の御賀に】神無月に紫の上が源氏の四十賀を祝って嵯峨野の御堂で薬師仏供養を催す。


若菜上．９．１．２

■　仏ほとけ、経箱きゃうばこ、帙簀ぢすのととのへ、まことの極楽思ごくらくおもひやらる。

◇　仏像、経箱、帙簀の整っていること、真の極楽のように思われる。

■　最勝王経さいそうわうきゃう、金剛般若こんがうはんにゃ、寿命経ずみゃうきゃうなど、いとゆたけき御祈おほむいのりなり。

◇　最勝王経、金剛般若経、寿命経など、たいそう盛大なお祈りである。

■　上達部かむだちめいと多おほく参まゐりたまへり。

◇　上達部がたいへん大勢参上なさった。

若菜上．９．１．３

■　御堂みだうのさま、おもしろくいはむかたなく、紅葉もみぢの蔭分かげわけゆく野辺のべのほどよりはじめて、見物みものなるに1、かたへは、きほひ集あつまりたまふなるべし。

◇　御堂の様子、素晴らしく何とも言いようがなく、紅葉の蔭を分けて行く野辺の辺りから始まって、見頃の景色なので、半ばはそれで競ってお集まりになったのであろう。


1 【紅葉の蔭分けゆく野辺のほどよりはじめて見物なるに】下文の「霜枯れわたれる野原のままに馬車の行きちがふ音しげく響きたり」とともに、神無月の嵯峨野の風景描写。


若菜上．９．１．４

■　霜枯しもがれわたれる野原のはらのままに、馬車むまくるまの行ゆきちがふ音おとしげく響ひびきたり。

◇　一面に霜枯れしている野原のまにまに、馬や牛車が行き違う音がしきりに響いていた。

■　御誦経みずきゃうわれもわれもと、御方々2おほむかたがたいかめしくせさせたまふ。

◇　御誦経を、我も我もと御方々がご立派におさせになる。


1? 【かたへはきほひ集まりたまふなるべし】「なる」「べし」の断定の助動詞と推量の助動詞は、語り手の言辞。

2 【御方々】六条院の御方々。


第二段　精進落としの宴

若菜上．９．２．１

■　二十三日にじふさむにちを御おほむとしみの日ひにて1、この院ゐんは、かく隙間すきまなく集つどひたまへるうちに、わが御私おほむわたくしの殿とのと思おぼす二条にでうの院ゐんにて、その御おほむまうけせさせたまふ2。

◇　二十三日を御精進落しの日として、こちらの院は、このように隙間もなく大勢集っていらっしゃるので、ご自分の私的邸宅とお思いの二条院で、そのご用意をおさせになる。

■　御装束おほむさうぞくをはじめ、おほかたのことどもも、皆みなこなたにのみしたまふ3。

◇　ご装束をはじめとして、一般の事柄もすべてこちらでばかりなさる。

■　御方々おほむかたがたも、さるべきことども分わけつつ望のぞみ仕つかうまつりたまふ。

◇　他の御方々も適当な事を分担しいしい、進んでお仕えなさる。


1 【二十三日を御としみの日にて】十月二十三日を精進落しの日としての意。

2 【その御まうけせさせたまふ】明融臨模本と大島本は「その御まうけ」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「御設けは」と「は」を補訂する。

3 【皆こなたにのみしたまふ】明融臨模本と大島本は「し給」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「したまふを」と「を」を補訂する。


若菜上．９．２．２

■　対たいどもは、人ひとの局々つぼねつぼねにしたるを払はらひて、殿上人てんじゃうびと、諸大夫しょたいふ、院司ゐんじ、下人しもびとまでのまうけ、いかめしくせさせたまへり。

◇　東西の対は、女房たちの局にしていたのを片付けて、殿上人、諸大夫、院司、下人までの饗応の席を、盛大に設けさせなさっている。

■　寝殿そんでんの放出はなちいでを、例れいのしつらひにて1、螺鈿らでんの倚子立いしたてたり。

◇　寝殿の放出を例のように飾って、螺鈿の椅子を立ててある。


1 【例のしつらひにて】明融臨模本と大島本は「しつらひにて」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「しつらひて」と「に」を削除する。


若菜上．９．２．３

■　御殿おとどの西にしの間まに、御衣おほむぞの机十二立つくゑじふにたてて1、夏***P124冬なつふゆの御おほむよそひ、御衾おほむふすまなど、例れいのごとく、紫むらさきの綾あやの覆おほひどもうるはしく見みえわたりて、うちの心こころはあらはならず。

◇　御殿の西の間に、ご衣装の机を十二立てて、夏冬のご衣装、御夜具など、しきたりによって、紫の綾の覆いの数々が整然と掛けられていて、中の様子ははっきりしない。

◆　 
おとど の にし の ま に、 おほむ-ぞ の つくゑ じふ-に たて て、 なつ ふゆ の おほむ-よそひ、 おほむ-ふすま など、 れい の ごとく、 むらさき の あや の おほひ-ども うるはしく みえ わたり て、 うち の こころ は あらは なら ず。


P124 夏--なれ（れ/＄つ）

1 【机十二立てて】十二か月分という意味。


若菜上．９．２．４

■　御前おまへに置物おきものの机二つくゑふたつ、唐からの地ぢP125の裾濃すそごの覆おほひしたり。

◇　御前に置物の机を二脚、唐の地の裾濃の覆いをしてある。

■　插頭かざしの台だいは、沈ぢんの花足くえそく、黄金こがねの鳥とり、銀しろがねの枝えだにゐたる心こころばへなど、淑景舎しげいさの御おほむあづかりにて、明石あかしの御方おほむかたのせさせたまへる、ゆゑ深ふかく心こころことなり。

◇　挿頭の台は沈の花足、黄金の鳥が、銀の枝に止まっている工夫など、淑景舎のご担当で、明石の御方がお作らせになったものだが、趣味深くて格別である。


P125 二つ、唐の地--ふた？？（？？/＃つから）のち（ち/=らイ）


若菜上．９．２．５

■　うしろの御屏風四帖みびゃうぶしでふは、式部卿宮しきぶきゃうのみやなむせさせたまひける。

◇　背後の御屏風の四帖は、式部卿宮がお作らせになったものであった。

■　いみじく尽つくして、例れいの四季しきの絵ゑなれど、めづらしき山水せんずい、潭たんなど1、目***P126馴めなれずおもしろし。

◇　たいそう善美を尽くして、おきまりの四季の絵であるが、目新しい山水、潭など、見なれず興味深い。

■　北きたの壁かべに添そへて、置物おきものの御厨子みづし、二具立ふたよろひたてて、御調度みてうどども例れいのことなり。

◇　北の壁に沿って、置物の御厨子、二具立てて、御調度類はしきたりどおりである。

◆　 
うしろ の み-びゃうぶ し-でふ は、 しきぶきゃう-の-みや なむ せ させ たまひ ける。 いみじく つくし て、 れい の しき の ゑ なれ ど、 めづらしき せんずい、 たん など、 め なれ ず おもしろし。 きた の かべ に そへ て、 おきもの の み-づし、 ふた-よろひ たて て、 み-てうど-ども れい の こと なり。


P126 など、目--なとの（の/＄め）

1 【山水潭など】『集成』は「泉水・壇」の漢字を宛て「庭園に設けた泉であろう。泉水の周囲を石などで固めたもの。唐絵であろう」。『完訳』は「山水・潭」の漢字を宛て「「山水」は庭園の泉。「潭」は石などで固めた泉水の周囲の意か」と注す。『新大系』は「山水潭」の漢字を宛てる。


若菜上．９．２．６

■　南みなみの廂ひさしに、上達部かむだちめ、左右ひだりみぎの大臣おとど、式部卿宮しきぶきゃうのみやをはじめたてまつりて、次々つぎつぎはまして参まゐりたまはぬ人ひとなし。

◇　南の廂の間に、上達部、左右の大臣、式部卿宮をおはじめ申して、ましてそれ以下の人々で参上なさらない人はいない。

■　舞台ぶたいの左右ひだりみぎに、楽人がくにんの平張打ひらばりうちて、西東にしひむがしに屯食八十具とんじきはちじふぐ、禄ろくの唐櫃四十からびつしじふづつ続つづけて立たてたり。

◇　舞台の左右に、楽人の平張りを作り、東西に屯食を八十具、禄の唐櫃を四十ずつ続けて立ててある。

第三段　舞楽を演奏す

若菜上．９．３．１

■　未ひつじの時ときばかりに楽人参がくにんまゐる。

◇　未の刻ごろに楽人が参る。

■　「万歳楽**」

◇　「万歳楽」

■　、「皇**じやう」

◇　、「皇じょう」

■　など舞***ひて1、日暮***れかかるほどに、高麗***の乱声***して2、

◇　などを舞って、日が暮れるころ、高麗楽の乱声をして、

■　「落蹲**」

◇　「落蹲」

■　舞***ひ出***でたる3ほど、なほ常***の目馴***れぬ舞***のさまなれば、舞***ひ果***つるほどに、権中納言んざいらく、衛門督4,7下***りて、

◇　が舞い出たところは、やはり常には見ない舞の様子なので、舞い終わるころに、権中納言や、衛門督が庭に下りて、

■　「入綾**」

◇　「入綾」

■　をほのかに舞***ひて5、紅葉***の蔭***に入***りぬる名残、飽***かず興***ありと人***びと思***したり。

◇　を少し舞って、紅葉の蔭に入ったその後の気持ちは、いつまでも面白いとご一同お思いである。

◆　 
ひつじ の とき ばかり に がくにん まゐる。 まんざい-らく、 わうじゃう など まひ て、 ひ くれ かかる ほど に、 こま の らんじゃう して、 らくそん まひ いで たる ほど、 なほ つね の め なれ ぬ まひ の さま なれ ば、 まひ はつる ほど に、 ごん-の-ちゅうなごん、 ゑもん-の-かみ おり て、 いりあや を ほのか に まひ て、 もみぢ の かげ に いり ぬる なごり、 あか ず きょう あり と ひとびと おぼし たり。


1 【万歳楽皇じやうなど舞ひて】「万歳楽」は唐楽（左舞）の曲名。平調。四人舞。即位礼などの祝宴に舞う。「皇じやう」も唐楽（左舞）の曲名。平調。

2 【高麗の乱声して】高麗楽（右舞）が始まる前に演奏される笛と太鼓による「乱声」。

3 【落蹲舞ひ出でたる】明融臨模本と大島本は「らくそん」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「落蹲の」と「の」を補訂する。高麗楽（右舞）の曲名。高麗壱越調。

4 【権中納言衛門督】明融臨模本と大島本は「衛もんのかみ」「衛門督」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「衛門督の」と「の」を補訂する。夕霧と柏木。

5 【入綾をほのかに舞ひて】舞が終って退場する前に、改めて正面に向いて、再び舞い納める。

6? 【いにしへの朱雀院の行幸に青海波のいみじかりし夕べ】「紅葉賀」に語られている。「藤裏葉」でも回想されている。

7 【権中納言衛門督】以下「進みてさへこそ」まで、人々の噂だが、地の文と融合している。


若菜上．９．３．２

■　いにしへの朱雀院すじゃくゐんの行幸みゆきに、

◇　昔の朱雀院の行幸に、

■　「青海波***」

◇　「青海波」

■　のいみじかりし夕ゆふべ、思おもひ出いでたまふ人ひとびとは、権中納言ごんのちゅうなごん、衛門督ゑもんのかみ、また劣おとらず立たち続つづきたまひにける、世々よよのおぼえありさま、容貌かたち、用意よういP127などもをさをさ劣おとらず、官位つかさくらゐはやや進すすみてさへこそなど、齢よはひのほどをも数かぞへて、

◇　が見事であった夕べ、お思い出しになる方々は、権中納言と、衛門督とが、また負けず跡をお継ぎになっていらっしゃるのが、代々の世評や様子、器量、態度なども少しも負けず、官位は少し昇進さえしていらっしゃるなどと、年齢まで数えて、

■　「なほ、さるべきにて1、昔むかしよりかく立たち続つづきたる御仲おほむなからひなりけり」

◇　「やはり、前世の因縁で、昔からこのように代々並び合うご両家の間柄なのだ」

■　と、めでたく思おもふ。

◇　と、素晴らしく思う。

◆　 
いにしへ の すじゃくゐん の みゆき に、 せいがいは の いみじかり し ゆふべ、 おもひ いで たまふ ひとびと は、 ごん-の-ちゅうなごん、 ゑもん-の-かみ、 また おとら ず たち-つづき たまひ に ける、 よよ の おぼえ ありさま、 かたち、 ようい など も をさをさ おとら ず、 つかさ くらゐ は やや すすみ て さへ こそ など、 よはひ の ほど を も かぞへ て、 "なほ、 さるべき にて、 むかし より かく たち-つづき たる おほむ-なからひ なり けり。" と、 めでたく おもふ。


P127 用意--（/+ようい）

1 【なほさるべきにて】以下「御仲らひなりけり」まで、人々の噂。


若菜上．９．３．３

■　主人あるじの院ゐんも、あはれに涙なみだぐましく、思おぼし出いでらるることども多おほかり。

◇　主人の院も、しみじみと涙ぐんで、自然と思い出される事柄が多かった。

第四段　宴の後の寂寥

若菜上．９．４．１

■　夜よに入いりて、楽人がくにんどもまかり出いづ。

◇　夜に入って、楽人たちが退出する。

■　北きたの政所まんどころの別当べたうども、人ひとびと率ひきゐて、禄ろくの唐櫃からびつに寄よりて、一ひとつづつ取とりて、次々賜つぎつぎたまふ。

◇　北の対の政所の別当連中は、下男どもを引き連れて、禄の唐櫃の側に立って、一つずつ取り出して、順々に与えなさる。

■　白しろきものどもを品々しなじなかづきて、山際やまぎはより池いけの堤過つつみすぐるほどのよそ目めは、千歳ちとせをかねて遊あそぶ鶴つるS32の毛衣けごろもに1思おもひまがへらる。P128

◇　白い衣類をそれぞれが肩に懸けて、築山の側から池の堤を通り過ぎて行くのを横から眺めると、千歳の寿をもって遊ぶ鶴の白い毛衣に見間違えるほどである。


S32 席田（むしろだ）の　席田の　伊津貫川（いつぬきがは）に　や　住む鶴の　住む鶴の　や　住む鶴の　千歳をかねてぞ　遊びあへる　千歳をかねてぞ　遊びあへる（催馬楽-席田）

P128 鶴の毛衣に思ひまがへらる。御遊び--（/+つるのけ衣に思まかへらる御あそひ）

1 【千歳をかねて遊ぶ鶴の毛衣に】催馬楽「席田（むしろだ）の席田の伊津貫川にや住む鶴の住む鶴のや住む鶴の千歳をかねてぞ遊びあへる千歳をかねてぞ遊びあへる」（席田）の文句による表現。


若菜上．９．４．２

■　御遊おほむあそびP128始はじまりて、またいとおもしろし。

◇　管弦の御遊びが始まって、これもまた素晴らしい。

■　御琴おほむことどもは、春宮とうぐうよりぞ調ととのへさせたまひける。

◇　御琴類は、東宮から御準備あそばしたものであった。

■　朱雀院すじゃくゐんよりわたり参まゐれる琵琶びは、琴きん。

◇　朱雀院からお譲りのあった琵琶、琴。

■　内裏うちより賜たまはりたまへる箏さうの御琴おほむことなど、皆昔みなむかしおぼえたるものの音ねどもにて、めづらしく掻かき合あはせたまへるに、何なにの折をりにも、過すぎにし方かたの御おほむありさま、内裏うちわたりなど思おぼし出いでらる。

◇　帝から頂戴なさった箏の御琴など、すべて昔を思い出させる音色で、久しぶりに合奏なさると、どの演奏の時にも、昔のご様子や、宮中あたりのことなどが自然とお思い出される。


P128 鶴の毛衣に思ひまがへらる。御遊び--（/+つるのけ衣に思まかへらる御あそひ）


若菜上．９．４．３

■　「故入道こにうだうの宮みやおはせましかば1、かかる御賀おほむがなど、われこそ進すすみ仕つかうまつらましかP129。

◇　「亡き入道の宮が生きていらっしゃったら、このような御賀など、自分が進んでお仕え申したであろうに。

■　何なにごとにつけてかは心こころざしも見みえたてまつりけむ2」

◇　何をすることによって、わたしの気持ちを分かって戴けただろうか」


P129 ましか--ましかは（は/＄）

1 【故入道の宮おはせましかば】以下「見えたてまつりけむ」まで、源氏の心中。藤壺は三十七歳で薨去。「ましかば--まし」の反実仮想の構文。

2 【何ごとにつけてかは心ざしも見えたてまつりけむ】明融臨模本と大島本は「心さしも」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「心ざしをも」と「を」を補訂する。『集成』は、疑問文で「一体何によってお尽ししたいと思う気持も分って頂けたことだろう」。『完訳』は、反語文で「この自分の深い気持を何一つごらんいただいたことがあったであろうか、まったくそうした機会もなかった」と訳す。


若菜上．９．４．４

■　と、飽あかず口惜くちをしくのみ思おもひ出いできこえたまふ。

◇　と、ただただ恨めしく残念にばかりお思い申し上げなさる。

若菜上．９．４．５

■　内裏うちにも、故宮こみやのおはしまさぬことを、何なにごとにも栄はえなくさうざうしく思おぼさるるに、この院ゐんの御おほむことをだに、例れいの跡あとをあるさまの1かしこまりを尽つくしてもえ見みせたてまつらぬを、世よとともに飽あかぬ心地ここちしたまふも、今年ことしはこの御賀おほむがにことつけて、行幸みゆきなどもあるべく思おぼしおきてけれど、

◇　帝におかせられても、亡き母宮のおいであそばさないことを、何事につけても張り合いがなく物足りなくお思いなされるので、せめてこの院の御賀の事だけでも、きまったとおりの礼儀を十分に尽くしてさし上げることができないのを、何かにつけ常に物足りないお気持ちでいらっしゃるので、今年はこの四十の御賀にかこつけて、行幸などもあるようにお考えでいらっしゃったが、


1 【例の跡をあるさまの】明融臨模本は「あと越ある」とある。大島本は「あとある」とある。『新大系』は底本のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「あとある」と「を」を削除する。


若菜上．９．４．６

■　「世よの中なかのわづらひならむこと、さらにせさせたまふまじくなむ1」

◇　「世の中の迷惑になるようなことは、絶対になさらぬように」


1 【世の中のわづらひならむことさらにせさせたまふまじくなむ】源氏の詞。帝の行幸を辞退。


若菜上．９．４．７

■　と否いなび申まうしたまふこと、たびたびになりぬれば、口惜くちをしく思おぼしとまりぬ。

◇　とご辞退申し上げなさること、再々になったので、残念ながらお思い止まりなさった。

第五段　秋好中宮の奈良・京の御寺に祈祷

若菜上．９．５．１

■　師走しはすの二十日余はつかあまりのほど1に、中宮ちゅうぐうまかでさせたまひて、今年ことしのの残こりの御祈おほむいのりに、奈良ならの京きゃうの七大寺しちだいじに2、御誦経みずきゃう、布四千反ぬのよんせんたん、この近ちかき都みやこの四十寺しじふじに、絹四百疋きぬよんひゃくひきを分わかちてせさせたまふ。

◇　十二月の二十日過ぎのころに、中宮が御退出あそばして、今年の残りの御祈祷に、奈良の京の七大寺に、御誦経のため、布を四千反、この平安京の四十寺に、絹を四百疋分けてお納めあそばす。


1 【師走の二十日余りのほど】十二月二十日過ぎ、中宮が源氏の四十賀を催す。

2 【奈良の京の七大寺に】東大寺・興福寺・元興寺・大安寺・薬師寺・西大寺・法隆寺。


若菜上．９．５．２

■　ありがたき御おほむはぐくみを思おぼし知しりながら、何なにごとにつけてかP130,1、深ふかき御心みこころざしをもあらはし御覧ごらんぜさせたまはむとて、父宮ちちみや、母御息所ははみやすむどころのおはせまし御おほむための2心こころざしをも取とり添そへ思おぼすに、かくあながちに、朝廷おほやけにも聞きこえ返かへさせたまへば、ことども多おほくとどめさせたまひつ。

◇　ありがたいお世話をご存知でありながら、どのような機会にか、深い感謝の気持ちを表して御覧に入れようとお思いなさって、父宮と、母御息所とがご存命ならばきっとして差し上げただろう感謝の気持ちも添えてお思いになったのだが、このように無理に、帝に対してもご辞退申し上げていらっしゃっるので、ご計画の多くを中止なさった。


P130 何ごとにつけてか--なにことも（も/＄に）つけても（も/＄か）

1 【何ごとにつけてか】明融臨模本は「なにことも（も＄に）つけても（も＄か）」とある。すなわち「も」をミセケチにして「に」と訂正、「も」をミセケチにして「か」と訂正する。大島本は「なに事につけてかハ」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「何ごとにつけてかは」と「は」を補訂する。反語表現。この機会を逃したら他にない。

2 【父宮母御息所のおはせまし御ための】父故前坊と母六条御息所。「まし」反実仮想の助動詞。『完訳』は「父宮と母御息所がもしご存命であったならこうもしてさしあげたであろう報恩の」と訳す。


若菜上．９．５．３

■　「四十しじふの賀がといふことは1、さきざきを聞ききはべるにも、残のこりの齢久よはひひさしき例ためしなむ少すくなかりけるを2、このたびは、なほ、世よの響ひびきとどめさせたまひて、まことに後のちに足たらむことを数かぞへさせP131たまへ3」

◇　「四十の賀ということは、先例を聞きましても、残りの寿命が長い例が少なかったが、今回は、やはり、世間の騷ぎになることをお止めあそばして、ほんとうに後に寿命を保った時に祝ってください」


P131 させ--きか（きか/＄さ）せ

1 【四十の賀といふことは】以下「数へさせたまへ」まで、源氏の四十の賀を盛大に祝うことを辞退する詞。

2 【残りの齢久しき例なむ少なかりけるを】『河海抄』は仁明天皇四十一、村上天皇四十二、東三条院四十にて崩御の例を挙げる。

3 【まことに後に足らむことを数へさせたまへ】『集成』は「将来、本当に五十、六十になった時お祝い下さい」。『完訳』は「本当にこの後、余生を全うすることができたようなときに祝ってくださいまし」と訳す。


若菜上．９．５．４

■　とありけれど、公おほやけざまにて、なほいといかめしくなむありける。

◇　とあったが、公的催しとなって、やはりたいそう盛大になったのであった。

第六段　中宮主催の饗宴

若菜上．９．６．１

■　宮みやのおはします町まちの寝殿しんでんに、御おほむしつらひなどして、さきざきにこと変かはらず1、上達部かむだちめの禄ろくなど、大饗だいきゃうになずらへて、親王みこたちにはことに女をむなの装束さうぞく、非参議ひさむぎの四位しゐ、まうち君達きむだちなどP132、ただの殿上人てんじゃうびとには、白しろき細長一襲ほそながひとかさね、腰差こしざしなどまで、次々つぎつぎに賜たまふP133。

◇　宮のいらっしゃる町の寝殿に、御準備などをして、前のと特に変わらず、上達部の禄など、大饗に準じて、親王たちには特に女装束、非参議の四位、廷臣たちなどの、普通の殿上人には、白い細長を一襲と、腰差などまで、次々とお与えになる。


P132 など--なとの（の/＄）

P133 賜ふ--た（た/＄）たまふ

1 【さきざきにこと変はらず】明融臨模本と大島本は「ことかはらす」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「ことに変らず」と「に」を補訂する。玉鬘や紫の上が主催した四十の賀と比較しての意。


若菜上．９．６．２

■　装束限さうぞくかぎりなくきよらを尽つくして、名高なだかき帯おび、御佩刀みはかしなど、故前坊こぜんばうの御方おほむかたざまにて伝つたはり参まゐりたるも、またあはれになむ。

◇　装束はこの上なく善美を尽くして、有名な帯や、御佩刀など、故前坊のお形見として御相続なさっているのも、また感慨に堪えないことである。

■　古ふるき世よの一いちの物ものと名なある限かぎりは1、皆集みなつどひ参まゐる御賀おほむがになむあめる2。

◇　古来第一の宝物として有名な物は、すべて集まって参るような御賀のようである。

■　昔物語むかしものがたりにも3、もの得えさせたるを、かしこきことには数かぞへ続つづけためれど、いとうるさくて、こちたきP134御仲おほむなからひのことどもはP135,4、えぞ数かぞへあへはべらぬやP136,5。

◇　昔物語にも、引出物を与えることを、たいしたこととして一つ一つ数え上げているようであるが、これはとても煩わしいので、ご立派な方々のご贈答の数々は、とても数え上げることができない。


P134 こちたき--こ△△（△△/＃ちた）き

P135 ことどもは--ことゝも（も/+は）

P136 はべらぬや--はへらぬや△（△/＃）

1 【古き世の一の物と名ある限りは】『集成』は「以下、草子地」。『完訳』は「語り手の評」と注す。

2 【御賀になむあめる】推量の助動詞「めり」主観的推量は、語り手の言辞。下文にも「続けためれど」とある。

3 【昔物語にも】『宇津保物語』など。『細流抄』は「草子地也」と指摘。

4 【こちたき御仲らひのことどもは】『集成』は「こちらは（源氏の御賀の場合は）とても大変で、ご立派な方々のご贈答の数々は」。『完訳』は「この仰々しいご交際のことは」と訳す。

5 【えぞ数へあへはべらぬや】「はべり」丁寧の補助動詞、語り手の文章中に使用。


第七段　勅命による夕霧の饗宴

若菜上．９．７．１

■　内裏うちには1、思おぼし初そめてしことどもを、むげにやはとて、中納言ちゅうなごんにぞつけさせたまひてける。

◇　帝におかせられては、お思い立ちあそばした事柄を、やすやすとは中止できまいとお思いになって、中納言に御依頼あそばした。

■　そのころの右大将うだいしゃう、病やまひして辞じしたまひけるを2、この中納言ちゅうなごんに、御賀おほむがのほどよろこび加くはへむと思おぼし召めして、にはかになさせたまひつ3。

◇　そのころの右大将が、病気になって職をお退きになったので、この中納言に、御賀に際して喜びを加えてやろうとお思いあそばして、急に右大将におさせあそばした。


1 【内裏には】冷泉帝、夕霧に命じて源氏の四十賀を祝う。

2 【右大将病して辞したまひけるを】系図不詳の人。病気により職を退いたのでの意。

3 【にはかになさせたまひつ】急に夕霧を右大将の後任にご任命あそばした。


若菜上．９．７．２

■　院ゐんもよろこび聞きこえさせたまふものから、

◇　院もお礼申し上げなさるものの、

若菜上．９．７．３

■　「いと、かく、にはかに1余あまる喜よろこびをなむ、いちはやき心地ここちしはべる」

◇　「とても、このような、急に身に余る昇進は、早すぎる気が致します」


1 【いとかくにはかに】以下「心地しはべる」まで、源氏の詞。感謝の気持ちを述べる。


若菜上．９．７．４

■　と卑下ひげし申まうしたまふ。

◇　とご謙遜申し上げなさる。

若菜上．９．７．５

■　丑寅うしとらの町まちに、御おほむしつらひまうけたまひて、隠かくろへたるやうにしなしたまへれど、今日けふは、なほかたことに儀式ぎしきまさりて、所々ところどころの饗きゃうなども2、内蔵寮くらづかさ、穀倉院こくさうゐんより、仕つかうまつらせたまへり3。

◇　丑寅の町に、ご準備を整えなさって、目立たないようになさったが、今日は、やはり儀式の様子も格別で、あちらこちらでの饗応なども、内蔵寮や、穀倉院から、ご奉仕させなさっていた。


1? 【隠ろへたるやうにしなしたれど】『集成』は「目立たぬ所をお選びなさったのだけれども」。『完訳』は「内輪の御賀のようになさったのだったが」と訳す。

2 【所々の饗なども】『集成』は「六条の院の、院庁の諸役所への饗応」。『完訳』は「花散里の居所以外でも饗応」と注す。

3 【内蔵寮穀倉院より仕うまつらせたまへり】「内蔵寮」は宮中の宝物や献上品を収蔵管理する役所。「穀倉院」は畿内諸国から徴収した米餞を収納する役所。勅命による賀宴ゆえにこれらの物品を用いる。


若菜上．９．７．６

■　屯食とんじきなど、公おほやけざまにて、頭中将宣旨とうのちゅうじゃうせんじうけたまはりて1、親王みこたち五人ごにん、左右ひだりみぎの大臣おとど、大納言二人だいなごんふたり、中納言三人ちゅうなごんさむにん、宰相五人さいしゃうごにん、殿上人てんじゃうびとは、例れいの、内裏うち、春宮とうぐう、院ゐん、残のこる少すくなし。

◇　屯食などは、公式的な作り方で、頭中将が宣旨を承って、親王たち五人、左右の大臣、大納言が二人、中納言が三人、参議が五人で、殿上人は、例によって、内裏のも、東宮のも、院のも、残る人は少ない。


1 【頭中将宣旨うけたまはりて】朝廷の饗宴の場合と同様に頭中将が勅命によって行った。この頭中将は、系図不詳の人。述語は省略されている。


若菜上．９．７．７

■　御座おまし、御調度みてうどどもなどは、太政大臣詳おほきおとどくはしくうけたまはりて、仕つかうまつらせたまへり。

◇　お座席、ご調度類などは、太政大臣が詳細に勅旨を承って、ご準備なさっていた。

■　今日けふは、仰おほせ言ごとありて渡わたり参まゐりP137たまへり。

◇　今日は、勅命があって、いらっしゃっていた。

■　院ゐんも、いとかしこくおどろき申まうしたまひて、御座おほむざに着つきたまひぬ。

◇　院も、たいそう恐縮申されて、お座席にご着席になった。


P137 渡り参り--つかうまつらせ（つかうまつらせ/＄わたりまいり）


若菜上．９．７．８

■　母屋もやの御座おほむざに向むかへて、大臣おとどの御座おほむざあり。

◇　母屋のお座席に向かい合って、大臣のお座席がある。

■　いときよらにものものしく太ふとりて、この大臣おとどぞ、今盛いまさかりの宿徳しうとくとは見みえたまへる。

◇　たいそう美々しく堂々と太って、この大臣は、今が盛りの威厳があるようにお見えである。

若菜上．９．７．９

■　主人あるじの院ゐんは、なほいと若わかき源氏げんじの君きみに見みえたまふ。

◇　主人の院は、今もなお若々しい源氏の君とお見えである。

■　御屏風四帖みびゃうぶしでふに、内裏うちの御手書おほむてかかせたまへる、唐からの綾あやの薄毯うすだんに、下絵したゑのさまなどおろかならむやは2。

◇　御屏風四帖に、帝が御自身でお書きあそばした唐の綾の薄毯の地に、下絵の様子など、尋常一様であるはずがない。

■　おもしろき春秋しゅんじうの作つくり絵ゑなどよりも、この御屏風みびゃうぶの墨すみつきのかかやくさまは、目めも及およばず、思おもひなしさへめでたくなむありける。

◇　美しい春秋の作り絵などよりも、この御屏風のお筆の跡の輝く様子は、目も眩む思いがし、御宸筆と思うせいでいっそう素晴らしかったのであった。


1? 【いときよらにものものしく太りてこの大臣ぞいま盛りの宿徳とは見えたまへる】太政大臣の風采。『集成』は「美々しく堂々と太っていられて」「重々しく威厳のある人」。『完訳』は「まことに美々しく堂々とふとっていて、この大臣こそ今が盛りの威厳望を誇るお方とお見受けされる」と訳す。

2 【おろかならむやは】語り手の驚嘆の辞。


若菜上．９．７．１０

■　置物おきものの御厨子みづし、弾ひき物もの、吹ふき物ものなど、蔵人所くらうどどころより賜たまはりたまへり。

◇　置物の御厨子、絃楽器、管楽器など、蔵人所から頂戴なさった。

■　大将だいしゃうの御勢おほむいきほひ1、いといかめしくなりたまひにたれば、うち添そへて、今日けふの作法さほふいとことなり。

◇　右大将のご威勢も、たいそう堂々たる者におなりになったので、それも加わって、今日の儀式はまことに格別である。

■　御馬四十疋おほむむましじふひき、左右ひだりみぎの馬寮むまづかさ、六衛府ろくゑふの官人くわんにん、上かみより次々つぎつぎに牽ひきととのふるほど、日暮ひくれ果はてぬ。

◇　御馬四十疋、左右の馬寮、六衛府の官人が、上の者から順々に馬を引き並べるうちに、日がすっかり暮れた。


1 【大将の御勢ひ】明融臨模本は「御いきをひ」とある。大島本は「御いきをひも」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「御勢ひも」と「も」を補訂する。


第八段　舞楽を演奏す

若菜上．９．８．１

■　例れいの、

◇　例によって、

■　「万歳楽**」

◇　「万歳楽」

■　、「賀王恩**」

◇　「賀皇恩」

■　などいふ舞らく、けしきばかり舞***ひて1、大臣***の渡***りたまへるに、めづらしくもてはやしたまへる御遊***びに、皆人、心***を入***れたまへり。

◇　などという舞、形ばかり舞って、太政大臣がおいでになっているので、珍しく湧き立った管弦の御遊に、参会者一同、熱中して演奏していらっしゃった。

■　琵琶***は、例***の兵部卿宮、何***ごとにも世***に難***きものの上手***におはして、いと二***なし2。

◇　琵琶は、例によって兵部卿宮、どのような事でも世にも稀な名人でいらっしゃって、二人といない出来である。

■　御前***に琴***の御琴きばかりまひて。

◇　院の御前に琴の御琴。

■　大臣***、和琴弾***きたまふ。

◇　太政大臣、和琴をお弾きになる。

◆　 
れい の、 まんざい-らく、 がわうおん など いふ まひ、 けしき ばかり まひ て、 おとど の わたり たまへ る に、 めづらしく もて-はやし たまへ る おほむ-あそび に、 みなひと、 こころ を いれ たまへ り。 びは は、 れい の ひゃうぶきゃう-の-みや、 なにごと に も よ に かたき もの の じゃうず に おはし て、 いと になし。 おまへ に きん-の-おほむ-こと。 おとど、 わごん ひき たまふ。


1 【けしきばかり舞ひて】『完訳』は「ご祝儀としてほんの形ばかりに舞い」と訳す。

2 【いと二なし】『完訳』は「まったく太刀打ちできるお方はいらっしゃらない」と訳す。


若菜上．９．８．２

■　年としごろ添そひたまひにける御耳おほむみみの聞ききなしにや1、いと優いうにあはれに思おぼさるれば、琴きんも御手おほむてをさをさ隠かくしたまはず、いみじき音ねども出いづ。

◇　長年幾度となくお聞きになってきたお耳のせいか、まことに優美にしみじみと感慨深くお感じになって、ご自身の琴の秘術も少しもお隠しにならず、素晴らしい音色を奏でる。


1 【年ごろ添ひたまひにける御耳の聞きなしにや】『集成』は「長年、太政大臣の和琴を何度も聞いてこられたことを思って聞かれるせいか」と訳す。


若菜上．９．８．３

■　昔むかしの御物語おほむものがたりどもなど出いで来きて、今いまはた、かかる御仲おほむなからひに1、いづ方かたにつけても、聞きこえかよひたまふべき御睦おほむむつびなど、心こころよく聞きこえたまひて、御酒おほむみきあまたたび参まゐりて、もののおもしろさもとどこほりなく、御酔おほむゑひ泣なきどもえとどめたまはず。

◇　昔のお話なども出てきて、今は今で、このような親しいお間柄で、どちらからいっても、仲よくお付き合いなさるはずの親しいご交際などを、気持ちよくお話し申されて、お杯を幾度もお傾けになって、音楽の感興も増す一方で、酔いの余りの感涙を抑えかねていらっしゃる。


1 【今はたかかる御仲らひに】昔は従兄弟どうし、今は子供たち夕霧と雲居雁の舅どうしという関係。


若菜上．９．８．４

■　御贈おほむおくり物ものに1、すぐれたる和琴一わごんひとつ、好このみたまふ高麗笛添こまぶえそへて。

◇　御贈り物として見事な和琴を一つ、お好きでいらっしゃる高麗笛を加えて。

■　紫檀したんの箱一具はこひとよろひに、唐からの本ほんども、ここの草さうの本ほんなど入いれて。

◇　紫檀の箱一具に、唐の手本とわが国の草仮名の手本などを入れて。

■　御車みくるまに追おひてたてまつれたまふ2。

◇　お車まで追いかけて差し上げなさる。

■　御馬おほむむまども迎むかへ取とりて、右馬寮みぎのつかさども、高麗こまの楽がくして、ののしる。

◇　御馬を受け取って、右馬寮の官人たちが、高麗の楽を演奏して、大声を上げる。

■　六衛府ろくゑふの官人くわんにんの禄ろくども、大将賜だいしゃうたまふP138。

◇　六衛府の官人の禄など、大将がお与えになる。


P138 賜ふ--（/+たまふ）

1 【御贈り物に】源氏から太政大臣への贈り物。

2 【御車に追ひてたてまつれたまふ】『集成』は「贈り物の通例の作法である」と注す。


若菜上．９．８．５

■　御心みこころと削そぎたまひて1、いかめしきことどもは、このたび停とどめたまへれど、内裏うち、春宮とうぐう、一院2いちのゐん、后きさいの宮みや、次々つぎつぎの御おほむゆかりいつくしきほど、いひ知しらず見みえにたることなれば、なほかかる折をりには、めでたくなむおぼえける3。

◇　ご意向から簡素になさって、仰々しいことは、今回はご中止なさったが、帝、東宮、一の院、后の宮、次から次へと御縁者の堂々たることは、筆舌に尽くしがたいことなので、やはりこのような晴れの賀宴の折には、素晴らしく思われるのであった。


1 【御心と削ぎたまひて】源氏の御意向から簡略になさっての意。

2 【一院】朱雀院。『完訳』は「准太上天皇の源氏（新院）と区別するための呼称」と注す。

3 【なほかかる折にはめでたくなむおぼえける】『集成』は「草子地」と注す。


第九段　饗宴の後の感懐

若菜上．９．９．１

■　大将だいしゃうの、ただ一所ひとところおはするを、さうざうしく栄はえなき心地ここちせしかど、あまたの人ひとにすぐれ、おぼえことに、人柄ひとがらもかたはらなきやうにものしたまふにも、かの母北ははきたの方かたの1、伊勢いせの御息所みやすむどころとの恨うらみ深ふかく、挑いどみかはしたまひけむほどの御宿世おほむすくせどもの行ゆく末見すゑみえたるなむ、さまざまなりける2。

◇　大将が、ただ一人りいらっしゃるのを、物足りなく張り合いのない感じがしたが、大勢の人々に抜きん出て、評判も格別で、人柄も並ぶ者がないように優れていらっしゃるにつけても、あの母北の方が、伊勢の御息所との確執が深く、互いに争いなさったご運命の結果が現れたのが、それぞれの違いだったのである。


1 【かの母北の方の】葵の上をさす。

2 【行く末見えたるなむさまざまなりける】『全集』は「語り手の感慨」と指摘。『集成』は「それぞれのお子たちの身の上なのだ。車争いに恨みをのんだ御息所の娘は中宮になり、夕霧はただの臣下である」と注す。


若菜上．９．９．２

■　その日ひの御装束おほむさうぞくどもなど、こなたの上うへなむしたまひける1。

◇　その当日のご装束類は、こちらの御方がご用意なさったのであった。

■　禄ろくどもおほかたのことをぞ、三条さむでうの北きたの方2かたはいそぎたまふめりし3。

◇　禄などの一通りのことは、三条の北の方がご準備なさったようであった。

■　折節をりふしにつけたる御おほむいとなみ、うちうちのもののきよらをも、こなたには4ただよそのことにのみ聞ききわたりたまふを、何事なにごとにつけてかは5、かかるものものしき数かずにもまじらひたまはましと、おぼえたるを、大将だいしゃうの君きみの御おほむゆかりに、いとよく数かずまへられたまへり。

◇　何かの折節につけたお催し事、内輪の善美事をも、こちらはただ他所事とばかり聞き過していらっしゃるので、どのような事をして、このような堂々たる方々のお仲間入りなされようかと、お思いであったのだが、大将の君のご縁で、まことに立派に重んじられていらっしゃった。


1 【その日の御装束どもなどこなたの上なむしたまひける】当日の源氏の装束を花散里が準備。

2 【三条の北の方】雲居雁をいう。「北の方」という呼称。

3 【いそぎたまふめりし】推量の助動詞「めり」主観的推量、過去の助動詞「き」体験的過去等のニュアンスは、語り手の言辞。

4 【こなたには】花散里方をいう。

5 【何事につけてかは】以下「まじらひたまはまし」まで、花散里の心中と地の文が融合した叙述。語り手の花散里に対する敬語「たまふ」が混入する。助動詞「まし」反実仮想。


第十章　明石の物語　男御子誕生

第一段　明石女御、産期近づく

若菜上．１０．１．１

■　年返としかへりぬ1。

◇　年が改まった。

■　桐壺きりつぼの御方近おほむかたちかづきたまひぬるにより2、正月朔日しゃうぐわつついたちより3、御修法不断みすほふふだんにせさせたまふ4。

◇　桐壷の御方の御出産が近づきなさったことによって、正月上旬から、御修法を不断におさせになる。

■　寺々てらでら、社々やしろやしろの御祈おほむいのり、はた数かずも知しらず。

◇　多くの寺々、神社神社の御祈祷は、これまた数えきれないほどである。

■　大殿おとどの君きみ、ゆゆしきことを見みたまへてしかば5、かかるほどのこと6、いと恐おそろしきものに思おぼししみたるを、対たいの上うへなどのさることしたまはぬは、口惜くちをしくさうざうしきものから、うれしく思おぼさるるに、まだいとあえかなる御おほむほどに7、いかにおはせむと、かねて思おぼし騒さわぐに、二月きさらぎばかりより、あやしく御みけしき変かはりて悩なやみたまふに、御心みこころども騒さわぐべし8。

◇　大殿の君は、不吉なことをご経験なさったことがあるので、このような時のことは、たいそう恐ろしいものと心底から思っていらっしゃるので、対の上などがそのようなことがおありでなかったのは、残念に物足りなく思うものの、一方では嬉しく思わずにはいらっしゃれないので、まだとてもお小さいお年頃なので、どんなことにおなりかと、前々からご心配であったが、二月ごろから、妙にご容態が変わってお苦しみなさるので、どなたもご心痛のようである。


1 【年返りぬ】源氏四十一歳、紫の上三十三歳、女三の宮十五六歳、明石女御十三歳、柏木二十五六歳、夕霧二十歳。

2 【桐壺の御方近づきたまひぬるにより】明石女御の出産が迫る。

3 【正月朔日より】正月の上旬、初めころからの意。

4 【御修法不断にせさせたまふ】『集成』は「真言密教の祈祷。安産祈願のためである」と注す。

5 【ゆゆしきことを見たまへてしかば】明融臨模本と大島本は「見給へてしかは」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「見たまひて」と校訂する。葵の上が夕霧を出産して亡くなった例をさす。

6 【かかるほどのこと】明融臨模本と大島本は「かゝるほとのこと」とある。大島本は「かゝるほとの事ハ」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「かかるほどのことは」と「は」を補訂する。

7 【まだいとあえかなる御ほどに】明石女御、十三歳。

8 【御心ども騒ぐべし】『集成』は「草子地」と注す。


若菜上．１０．１．２

■　陰陽師おみゃうじどもも、所ところを変かへてつつしみたまふべく1申まうしければ、他ほかのさし離はなれたらむはおぼつかなしとて、かの明石あかしの御町おほむまちの中なかの対たいに2渡わたしたてまつりたまふ。

◇　陰陽師たちも、お住まいを変えてお大事になさるのがよいと申したので、他のかけ離れた所は気がかりであると思って、あの明石の御町の中の対にお移し申し上げなさる。

■　こなたは、ただおほきなる対二たいふたつ、廊らうどもなむめぐりてありけるに3、御修法みすほふの壇隙だんひまなく塗ぬりて、いみじき験者げんざども集つどひて、ののしる。

◇　こちらは、ただ大きい対の屋が二棟だけあって、幾つもの渡廊などが周囲を廻っていたが、御修法の壇を隙間なく塗り固めて、たいそう霊験ある修験者たちが集まって、大声を上げて祈願する。


1 【所を変へてつつしみたまふべく】陰陽師の詞を間接話法で語る。明石女御のいる場所を変えての意。

2 【かの明石の御町の中の対に】六条院内の明石御方の町の中の対。第二番目の対。

3 【こなたはただおほきなる対二つ廊どもなむめぐりてありけるに】明石の町は、普通の寝殿を中央に左右対の屋を配置する造りとは違って、大きな対の屋が二棟あり、それを渡廊で囲んでいる造りである。


若菜上．１０．１．３

■　母君ははぎみ、この時ときにわが御宿世おほむすくせも見みゆべきわざなめれば、いみじき心こころを尽つくしたまふ。

◇　母君は、この時に自分の御運もはっきりするだろうことなので、たいそう気が気でない思いでいらっしゃる。

第二段　大尼君、孫の女御に昔を語る

若菜上．１０．２．１

■　かの大尼君おほあまぎみも、今いまはこよなきほけ人びとにてぞありけむかし1。

◇　あの大尼君も、今ではすっかりもうろくした人になったのであろう。

■　この御おほむありさまを見みたてまつるは、夢ゆめの心地ここちして2、いつしかと参まゐり、近ちかづき馴なれたてまつる。

◇　このご様子を拝見するのは、夢のような心地がして、早速お側に上がり、親しくお付き添い申す。


1 【かの大尼君も今はこよなきほけ人にてぞありけむかし】『集成』は「今はすっかり老い呆けた人になってしまっていたことだろう。草子地」、句点で文を切る。『完訳』は「あの大尼君も、今はもうすっかり老いほうけた人になっていたのだろうか」「語り手の推測。大堰転居のころは思慮深い人だった。今は六十歳半ばの老耄の人」、読点で下文に掛けて読む。

2 【この御ありさまを見たてまつるは夢の心地して】孫の明石姫君と別れて十年ぶりの再会である。「薄雲」巻に明石姫君三歳で二条院に引き取られた。


若菜上．１０．２．２

■　年としごろ、母君ははぎみは1かう添そひさぶらひたまへど、昔むかしのことなど、まほにしも聞きこえ知しらせたまはざりけるを、この尼君あまぎみ、喜よろこびにえ堪たへで、参まゐりては、いと涙なみだがちに、古ふるめかしきことどもを、わななき出いでつつ語かたりきこゆ。

◇　今まで、この母君はこのようにお付き添いなさっていたが、昔のことなどは、まともにお聞かせ申し上げなかったが、この尼君、喜びを抑えることができず、参上しては、たいそう涙っぽく、大昔のことどもを震え声を出しては度々お話し申し上げる。


1 【年ごろ母君は】明融臨模本と大島本は「はゝ君は」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「この母君は」と「この」を補訂する。『完訳』は「長い間」「明石の君が女御に付き添うのは前年四月の女御入内以降。「年ごろ」はやや不審」と注す。昨年今年と二年にわたるので、「年ごろ」というのだろう。


若菜上．１０．２．３

■　初はじめつ方かたは、あやしくむつかしき人ひとかな1と、うちまもりたまひしかど、かかる人ひとありとばかりは、ほの聞ききおきたまへれば、なつかしくもてなしたまへり。

◇　初めのころは、妙にうるさい人だと、じっと顔を見つめていらっしゃったが、このような人がいるという程度には、うすうす聞いていらっしゃったので、やさしくお相手なさっていた。


1 【あやしくむつかしき人かな】明石女御の感想。


若菜上．１０．２．４

■　生むまれたまひしほどのこと、大殿おとどの君きみのP139かの浦うらにおはしましたりしありさま、

◇　お生まれになったころのこと、大殿の君があの浦にいらっしゃった様子、


P139 君の--き（き/+み）の


若菜上．１０．２．５

■　「今いまはとて1京きゃうへP140上のぼりたまひしに、誰たれも誰たれも、心こころを惑まどはして、今いまは限かぎり、かばかりの契ちぎりにこそはありけれと嘆なげきしを、若君わかぎみのかく引ひき助たすけたまへる御宿世おほむすくせの、いみじくかなしきこと」

◇　「もうお別れとばかり都へ上京なさった時、皆が皆、気が動転して、これが最後と、これだけの御縁であったのだと嘆いていましたが、若君がお生まれになってお助けくださった御運が、ほんとうに身にしみて感じられますこと」


P140 京へ--京（京/+へ）

1 【今はとて】以下「いみじくかなしきこと」まで、尼君の詞。『集成』は「このあたりから、地の文より自然に会話の体に移っていく」と注す。


若菜上．１０．２．６

■　と、ほろほろと泣なけばP141、

◇　とぼろぼろと涙をこぼして泣くので、


P141 泣けば--なき（き/＄け）は


若菜上．１０．２．７

■　「げに、あはれなりける昔むかしのことを1、かく聞きかせざらましかば、おぼつかなくても過すぎぬべかりけり」

◇　「なるほど、大変であった当時のことを、このように聞かせてくださらなかったら、知らずに過ごしてしまったにちがいないことだわ」


1 【げにあはれなりける昔のことを】以下「過ぎぬべかりけり」まで、明石女御の心中。「げに」は尼君の言葉に納得する気持ち。『完訳』は「なるほどそういうことだったのかと、なんともいたわしく思われる当時のことを」と訳す。


若菜上．１０．２．８

■　と思おぼして、うち泣なきP142たまふ。

◇　とお思いになって、涙をお漏らしになる。

■　心こころのうちには、

◇　心の中では、


P142 泣き--なけ（け/＄）き


若菜上．１０．２．９

■　「わが身みは、げにうけばりて1いみじかるべき際きはにはあらざりけるを、対たいの上うへの御おほむもてなしに磨みがかれて、人ひとの思おもへるさまなども、かたほにはあらぬなりけり。

◇　「わが身は、なるほど大きな顔をして栄華をきわめるような身分ではなかったのに、対の上のご養育のお蔭で立派になって、世間の人の思惑なども、悪くはなかったのだわ。

■　人ひとびとP143をばまたなきものに思おもひ消けちP144,2、こよなき心こころおごりをばしつれ。

◇　傍輩の女御更衣たちをまったく問題にもせず、すっかり思い上がっていたものだわ。

■　世人よひとは、下したに言いひ出いづるやうもありつらむかし」

◇　世間の人は、蔭で噂することもあったであろうよ」


P143 人びと--み（み/＄人／＼）

P144 思ひ消ち--おもひて（て/＄）けち

1 【わが身はげにうけばりて】以下「言ひ出づるやうもやありつらむかし」まで、明石女御の心中。

2 【人びとをばまたなきものに思ひ消ち】明融臨模本は「み（み＄ひと／＼）をはまたなき物におもひて（て＄）けち」とある。すなわち「み」をミセケチにして「ひと／＼」と訂正し、「て」をミセケチにする。大島本は「人をハまたなき物に思けち」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「身をばまたなきものに思ひてこそ宮仕へのほどにもかたへの人々をば思ひ消ち」と「思ひてこそ宮仕へのほどにもかたへの人々をば」を補訂する。


若菜上．１０．２．１０

■　など思おぼし知しり果はてぬ。

◇　などと、すっかりお分りになった。

若菜上．１０．２．１１

■　母君ははぎみをば、もとよりかくすこしおぼえ下くだれる筋すぢと知しりながら、生むまれたまひけむほどなどをば、さる世離よばなれたる境さかひにてなども知しりたまはざりけり。

◇　母君を、もともとこのように少し身分が低い家柄とは知っていたが、お生まれになったときの状況などを、あのような都から遠く離れた田舎だなどとはご存知なかったのである。

■　いとあまりおほどきたまへるけにこそは。

◇　実にあまりにおっとりし過ぎていらっしゃるせいであろう。

■　あやしくおぼおぼしかりけることなりや1。

◇　変に頼りないお話であったこと。


1 【いとあまりおほどきたまへるけにこそはあやしくおぼおぼしかりけることなりや】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「（それも）女御が、あまりおっとりしていらっしゃるせいだろう。変に頼りない話ですこと。草子地」。『完訳』は「おっとりしすぎておられるせいだろう、妙に頼りない話ではある。語り手の評言で、読者の非難を先取りし、逆に女御を擁護」と注す。


若菜上．１０．２．１２

■　かの入道にふだうの、今いまは仙人せんにんの、世よにも住すまぬやうにてゐたなるを聞ききたまふも、心苦こころぐるしくなど、かたがたに思おもひ乱みだれたまひぬ。

◇　あの入道が、今では仙人のように、とてもこの世ではないような暮らしぶりでいるとの話をお聞きになるにつけても、お気の毒ななどと、あれやこれやとお心をお痛めになった。

第三段　明石御方、母尼君をたしなめる

若菜上．１０．３．１

■　いとものあはれに眺ながめておはするに、御方参おほむかたまゐりたまひて、日中にちうの御加持おほむかぢに1、こなたかなたより参まゐり集つどひ、もの騒さわがしくののしるに、御前おまへにこと人びともさぶらはず2、尼君あまぎみ、所得ところえていと近ちかくさぶらひたまふ。

◇　たいそう物思いに沈んでいらっしゃるところに、御方がお上がりになって、日中の御加持に、あちらこちらから参まって来て、大声を立てて祈祷していたが、御前に特に女房たちも伺候していず、尼君、得意顔にたいそう身近にお付きしていらっしゃる。


1 【日中の御加持に】『完訳』は「以下「さぶらひたまふ」まで挿入句。女御と尼君の直接対面する場面を説明したもの」。

2 【御前にこと人もさぶらはず】明融臨模本と大島本は「こと人も」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「ことに人も」と「に」を補訂する。


若菜上．１０．３．２

■　「あな、見苦みぐるしや1。

◇　「まあ、見苦しいこと。

■　短みじかき御几帳引みき寄***せてこそ、さぶらひたまはめ。

◇　短い御几帳をお側に置いてこそ、お付きなさいませ。

■　風かぜなど騒さわがしくて、おのづからほころびの隙ひまもあらむに。

◇　風などが強くて、自然と隙間もできましょうに。

■　医師くすしなどやうのさまして2。

◇　医師のようにして。

■　いと盛さかり過すぎたまへりや3」

◇　ほんとうに盛りを過ぎていらっしゃること」

◆　 
"あな みぐるし や! みじかき み-きちゃう ひきよせ て こそ、 さぶらひ たまは め。 かぜ など さわがしく て、 おのづから ほころび の ひま も あら む に。 くすし など やう の さま し て。 いと さかり すぎ たまへ り や!"


1 【あな見苦しや】以下「いと盛り過ぎたまへりや」まで、明石御方の詞。

2 【医師などやうのさまして】医師は貴人の御帳台の中にまで入れる。尼君が女御の側にいることを揶揄。

3 【いと盛り過ぎたまへりや】『集成』は「ほんに盛りを過ぎていらっしゃる。老耄をやわらかくたしなめて言う」と注す。


若菜上．１０．３．３

■　など、なまかたはらいたく思おもひたまへり。

◇　などと、はらはらしていらっしゃった。

■　よしめきそして振ふる舞まふとP145,1、おぼゆめれども、もうもうに耳みみもおぼおぼしかりければ、

◇　十分気を付けて振る舞っていると、思っているらしいけれども、老いぼれて耳もよく聞こえなかったので、

■　「ああ」

◇　「ああ」

■　と、傾かたぶきてゐたり。

◇　と、首をかしげていた。


P145 振る舞ふと--ふるまふは（は/＄と）

1 【振る舞ふと】明融臨模本は「ふるまふは（は＄と）」とある。すなわち「は」をミセケチにして「と」と訂正する。大島本は「ふるまふは」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「ふるまふとは」と「と」を補訂する。


若菜上．１０．３．４

■　さるは、いとさ言いふばかりにもあらずかし1。

◇　実際、そう言うほどの年齢でもない。

■　六十五ろくじふご、六ろくのほどなり。

◇　六十五、六歳ぐらいである。

■　尼姿あますがた、いとかはらかに、あてなるさまして、目艶めつややかにP146泣なき腫はれたるけしきの、あやしく昔思むかしおもひ出いでたるさまなれば、胸むねうちつぶれて、

◇　尼姿、たいそうこざっぱりと、気品がある様子で、目がきらきらと涙で泣きはらした様子が、妙に昔を思い出しているようなので、胸がどきりとして、


P146 あてなるさまして、目艶やかに--（/+あてなるさましてめつやゝかに）

1 【さるはいとさ言ふばかりにもあらずかし】『休聞抄』は「双也」と指摘。『全集』は「草子地。滑稽な人物描写に続いて、逆に一言弁護に似たことばをはさむことは、この物語に他にも見える」と注す。


若菜上．１０．３．５

■　「古代こだいのひが言ことどもや1、はべりつらむ。

◇　「古めかしいわけのわからないお話でも、ございましたのでしょう。

■　よく、この世よのほかなるやうなるひがおぼえどもにとり混まぜつつ、あやしき昔むかしのことどもも出いでまうで来きつらむはや。

◇　よく、この世にはありそうもない記憶違いのことを交えては、妙な昔話もあれこれとお話し申し上げたことでしょうよ。

■　夢ゆめの心地ここちこそしはべれ」

◇　夢のような心地がします」


1 【古代のひが言どもや】以下「夢の心地こそしはべれ」まで、明石御方の詞。


若菜上．１０．３．６

■　と、うちほほ笑ゑみて1見みたてまつりたまへば、いとなまめかしくきよらにて、例れいよりもいたくしづまり、もの思おぼしたるさまに見みえたまふ。

◇　と、ちょっと苦笑して拝見なさると、たいそう優雅でお美しくて、いつもよりひどく落ち着いていらして、物思いに沈んでいるようにお見えになる。

■　わが子こともおぼえたまはず、かたじけなきに2、

◇　自分が生んだ子ともお見えにならないほど、恐れ多い方なので、


1 【うちほほ笑みて】苦笑して、の意。

2 【わが子ともおぼえたまはずかたじけなきに】自分が産んだ子ともお見えにならぬほどで。気高いさま。


若菜上．１０．３．７

■　「いとほしきことどもを1聞きこえたまひて、思おぼし乱みだるるにや。

◇　「お気の毒なことを申し上げなさったので、お悩みになっていらっしゃるのだろうか。

■　今いまはかばかりと御位みくらゐを極きはめたまはむ世よに2、聞きこえも知しらせむとこそ思おもへ、口惜くちをしく思おぼし捨すつべきにはあらねど3、いといとほしく心劣こころおとりしたまふらむ」

◇　もうこれ以上ない最高のお地位におつきになった時に、お話し申し上げようと思っていたのに、残念にも自信をおなくしになる程のことではないが、さぞやお気の毒にがっかりしていられることだろう」


1 【いとほしきことどもを】以下「心劣りしたまふらむ」まで、明石御方の心中。立后の暁に素姓を明かそうと思っていた。

2 【今はかばかりと御位を極めたまはむ世に】立后をさしていう。

3 【口惜しく思し捨つべきにはあらねど】『集成』は「（実情をお知りになったからといって）むざむざと自信をおなくしになるほどのことでないが」と訳す。


若菜上．１０．３．８

■　とおぼゆ。

◇　とご心配なさる。

第四段　明石女三代の和歌唱和

若菜上．１０．４．１

■　御加持果おほむかぢはててまかでぬるに、御おほむくだものなど近ちかくまかなひなし、

◇　御加持が終わって退出したので、果物など近くにさし上げ、

■　「こればかりをだに1」

◇　「せめてこれだけでもお召し上がりください」

■　と、いと心苦こころぐるしげに思おもひてP147聞きこえたまふ。

◇　と、たいそうおいたわしく思い申し上げなさる。


P147 思ひて--思ひ（ひ/+て）

1 【こればかりをだに】明石御方の詞。果物をすすめる。


若菜上．１０．４．２

■　尼君あまぎみは、いとめでたううつくしう見みたてまつるままに1も、涙なみだはえとどめず。

◇　尼君は、とても立派でかわいらしいと拝見するにつけても、涙を止めることができない。

■　顔かほは笑ゑみて、口くちつきなどは見苦みぐるしくひろごりたれど、まみのわたりうちしぐれて、ひそみゐたりP148。

◇　顔は笑って、口もとなどはみっともなく広がっているが、目のあたりは涙に濡れて、泣き顔していた。


P148 ゐたり--ゐたりし（し/＄）

1 【見たてまつるままに】『集成』は「拝するともうそれだけで」。『完訳』は「お思い申しあげるにつけても」と訳す。


若菜上．１０．４．３

■　「あな、かたはらいた1」

◇　「まあ、みっともない」


1 【あなかたはらいた】明石御方の心中。


若菜上．１０．４．４

■　と、目めくはすれど、聞ききも入いれず。

◇　と、目くばせするが、かまいつけない。

若菜上．１０．４．５

■　「老おいの波なみかひある浦うらに立たち出いでて

しほたるる海人あまを誰たれかとがめむ

◇　「長生きした甲斐があると嬉し涙に泣いているからと言って

誰が出家した老人のわたしを咎めたりしましょうか

若菜上．１０．４．６

■　昔むかしの世よにも2、かやうなる古人ふるびとは、罪許つみゆるされてなむはべりける」

◇　昔の時代にも、このような老人は、大目に見てもらえるものでございます」


1? 【老の浪かひある浦に立ち出でてしほたるる海人を誰れかとがめむ】尼君の和歌。「貝」と「効」、「尼」と「海人」の掛詞。「波」「貝」「浦」「潮垂る」は「海人」の縁語。

2 【昔の世にも】以下「罪許されてなむはべりけり」まで、和歌に続けた尼君の詞。『完訳』は「おきなさび人なとがめそかり衣今日ばかりぞと鶴も鳴くなる（伊勢物語百十四段）によるか」と注す。


若菜上．１０．４．７

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　御硯おほむすずりなる紙かみに1、

◇　御硯箱にある紙に、


1 【御硯なる紙に】女御の硯箱の中にある紙にの意。敬語「御」があるので、女御の所有という意。「硯」は「硯箱」、「なる」は存在の意。


若菜上．１０．４．８

■　「しほたるる海人あまを波路なみぢのしるべにて

尋たづねも見みばや浜はまの苫屋とまやを」

◇　「泣いていらっしゃる尼君に道案内しいただいて

訪ねてみたいものです、生まれ故郷の浜辺を」

若菜上．１０．４．９

■　御方おほむかたもえ忍しのびたまはで、うち泣なきたまひぬ。

◇　御方も我慢なされずに、つい泣いておしまいになった。

若菜上．１０．４．１０

■　「世よを捨すてて明石あかしの浦うらに住すむ人ひとも

心こころの闇やみS33ははるけしもせじ2」

◇　「出家して明石の浦に住んでいる父入道も

子を思う心の闇は晴れることもないでしょう」


S33 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1? 【しほたるる海人を浪路のしるべにて尋ねも見ばや浜の苫屋を】女御の歌。「しほたるる」「海人」「波」の語句を受けて、「訪ねて見ばや」と唱和する。

2 【世を捨てて明石の浦に住む人も心の闇ははるけしもせじ】明石御方の歌。父明石入道を思いやる。「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ路に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を踏まえる。


若菜上．１０．４．１１

■　など聞きこえ、紛まぎらはしたまふ。

◇　などと申し上げて、涙をお隠しになる。

■　別わかれけむ暁あかつきの1ことも、夢ゆめの中なかに思おぼし出いでられぬを、

◇　別れたという暁のことを、少しも覚えていらっしゃらないのを、

■　「口惜くちをしくもありけるかな」

◇　「残念なことだった」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【別れけむ暁の】過去推量の助動詞「けむ」伝聞のニュアンス、主語が明石女御ゆえである。


第五段　三月十日過ぎに男御子誕生

若菜上．１０．５．１

■　弥生やよひの十余日とをよかのほどに、平たひらかに生むまれたまひぬ1。

◇　三月の十何日のころに、無事にお生まれになった。

■　かねてはおどろおどろしく思おぼし騷さわぎしかど、いたく悩なやみたまふことなくて2、男御子をとこみこにさへおはすれば、限かぎりなく思おぼすさまにて、大殿おとども御心落みこころおちゐたまひぬ。

◇　前々は仰々しく大騒ぎしていたのだが、ひどくお苦しみになることもなくて、男の御子でさえいらっしゃったので、際限もなく望みどおりだったので、大殿もご安心なさった。


1 【弥生の十余日のほどに平らかに生まれたまひぬ】明石女御、三月十日過ぎに無事男御子を出産。

2 【いたく悩みたまふことなくて】明融臨模本と大島本は「ことなくて」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「こともなくて」と「も」を補訂する。


若菜上．１０．５．２

■　こなたは隠かくれの方かたにて1、ただ気近けぢかきほどなるに、いかめしき御産養おほむうぶやしなひなどのうちしきり、響ひびきよそほしきありさま、げに

◇　こちらは裏側に当たっていて、端近な所であるが、盛大な御産養などがひき続き、騷ぎの仰々しい様子は、なるほど

■　「かひある浦うら」

◇　「価値ある浦」

■　と、尼君あまぎみのためには見みえたれど2、儀式ぎしきなきやうなれば3、渡わたりたまひなむとす4。

◇　と、尼君のためには見えたが、威儀も整わないようなので、お移りになることになる。


1 【こなたは隠れの方にて】六条院の明石の町。『完訳』は「人目につかぬ裏側の御殿で」と訳す。

2 【げにかひある浦と尼君のためには見えたれど】「げに」は語り手の納得する気持ちの表出。「かひ（貝・効）ある浦」は尼君の和歌中の言葉。

3 【儀式なきやうなれば】『集成』は「（こんな所では）威儀も整わないようなので。表立たず、手狭だから」と注す。

4 【渡りたまひなむとす】元の御殿の東南の町の寝殿へ。


若菜上．１０．５．３

■　対たいの上うへも渡わたりたまへり1。

◇　対の上もいらっしゃった。

■　白しろき御装束おほむさうぞくしたまひて、人ひとの親おやめきて、若宮わかみやをつと抱いだきてゐたまへるさま、いとをかし。

◇　白い御装束をお着けになって、まるで親のようにして、若宮をしっかりと抱いていらっしゃる様子、たいそう素晴らしい。

■　みづからかかること知しりたまはず、人ひとの上うへにても見みならひたまはねば、いとめづらかにうつくしと思おもひきこえたまへり。

◇　ご自身ではこのようなことはご経験もないし、他人のことでも御覧になったことがないので、とても珍しくかわいいとお思い申し上げていらっしゃった。

■　むつかしげにおはするほどを、絶たえず抱いだきとりたまへば、まことの祖母君おばぎみは、ただ任まかせたてまつりて、御湯殿おほむゆどのの扱あつかひなどを2仕つかうまつりたまふ。

◇　まだお扱いにくそうでいらっしゃる時なのを、しじゅうお抱きになっていらっしゃるので、実の祖母君は、ただお任せ申して、お湯殿のお世話などをなさる。


1 【対の上も渡りたまへり】紫の上も産屋にいらっしゃっていた、の意。

2 【まことの祖母君はただ任せたてまつりて御湯殿の扱ひなどを】明石御方はお湯殿の世話をする。産湯をつかわせる儀式。朝夕七日間行う。


若菜上．１０．５．４

■　春宮とうぐうの宣旨せんじなる典侍ないしのすけぞ仕つかうまつる1。

◇　東宮の宣旨である典侍がお湯殿に奉仕する。

■　御迎湯おほむむかへゆにP149、おりたちたまへるもいとあはれに、うちうちのP150こともほの知しりたるに、

◇　御迎湯の役を、ご自身がなさるのも大変に胸をうつことで、内々の事情も少しは知っているので、


P149 御迎湯に--御むかへゆ（ゆ/+に）

P150 うちうちの--うち／＼の△（△/＃）

1 【春宮の宣旨なる典侍ぞ仕うまつる】『完訳』は「産湯を使わせる主役は東宮の宣旨（女房。立太子の宣旨の取次による命名）。その介添である「迎湯」をつとめるのが明石の君。女房格に卑下する点に注意」と注す。


若菜上．１０．５．５

■　「すこしかたほならば1、いとほしからましを2、あさましく気高けだかく、げに、かかる契ちぎりことにものしたまひける人ひとかな」

◇　「少しでも欠点があれば、お気の毒であったろうに、驚くほど気品があり、なるほど、このような前世からの約束事があったお方なのだわ」


1 【すこしかたほならば】以下「ものしたまひける人かな」まで、典侍の心中。

2 【いとほしからましを】「まし」反実仮想の助動詞。「を」接続助詞、逆接の意。


若菜上．１０．５．６

■　と見みきこゆ。

◇　と拝見する。

■　このほどの儀式ぎしきなども1、まねびたてむに、いとさらなりや。

◇　この時の儀式の様子などを、そっくりそのまま語り伝えるのも、まったく今さららしく思われるよ。


1 【このほどの儀式なども】以下、語り手の言辞。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「省筆をことわる草子地」。『完訳』は「語り手の、産養の盛大さを読者の想像にゆだねようとする言辞」と注す。


第六段　帝の七夜の産養

若菜上．１０．６．１

■　六日むいかといふに、例れいの御殿おとどに渡わたりたまひぬ。

◇　六日目という日に、いつもの御殿にお移りになった。

■　七日なぬかの夜よ、内裏うちよりも御産養おほむうぶやしなひのことあり1。

◇　七日の夜に、内裏からも御産養がある。


1 【七日の夜内裏よりも御産養のことあり】七夜の日、帝主催の産養の儀式が行われる。


若菜上．１０．６．２

■　朱雀院すざくゐんの、かく世よを捨すておはします御代おほむかはりにや、蔵人所くらうどどころより、頭弁とうのべん、宣旨せんじうけたまはりて、めづらかなるさまに仕つかうまつれり。

◇　朱雀院が、このように御出家あそばされいるお代わりであろうか、蔵人所から、頭弁が、宣旨を承って、例のないほど立派にご奉仕した。

■　禄ろくの衣きぬなど、また中宮ちゅうぐうの御方おほむかたよりも、公事おほやけごとにはたちまさり、いかめしくせさせたまふ。

◇　禄の衣装など、また中宮の御方からも、公事のきまり以上に、盛大におさせあそばす。

■　次々つぎつぎの親王みこたち、大臣おとどの家々いへいへ、そのころのいとなみにて、われもわれもと、きよらを尽つくして仕つかうまつりたまふ。

◇　次々の親王方、大臣の家々、その当時のもっぱらの仕事にして、われもわれもと、善美を尽くしてご奉仕なさる。

若菜上．１０．６．３

■　大殿おとどの君きみも、このほどのことどもは、例れいのやうにもこと削そがせたまはで、世よになく響ひびきこちたきほどに、うちうちのなまめかしくこまかなるみやびの、まねび伝つたふべき節ふしは、目めも止とまらずなりにけり。

◇　大殿の君も、この時の儀式はいつものように簡略になさらずに、世に例のないほど大仰な騷ぎで、内輪の優美で繊細な優雅さの、そのままお伝えしなければならない点は、目も止まらずに終わってしまったのであった。

■　大殿おとどの君きみも、若宮わかみやをほどなく抱いだきたてまつりたまひて、

◇　大殿の君も、若宮をすぐにお抱き申し上げなさって、

若菜上．１０．６．４

■　「大将だいしゃうのあまたまうけたなるを、今いままで見みせぬがうらめしきに、かくらうたき人ひとをぞ得えたてまつりたる」

◇　「大将が大勢子供を儲けているそうだが、今まで見せないのが恨めしいが、このようにかわいらしい子をお授かり申したことよ」

若菜上．１０．６．５

■　と、うつくしみきこえたまふは、ことわりなりや。

◇　と、おかわいがり申し上げなさるのは、無理もないことであるよ。

若菜上．１０．６．６

■　日々ひびに、ものを引ひき伸のぶるやうにおよすけたまふ。

◇　日に日に、物を引き伸ばすようご成長なさっていく。

■　御乳母おほむめのとなど、心知こころしらぬはとみに召めさで、さぶらふ中なかに、品***、心しなこころすぐれたる限かぎりを選えりて、仕つかうまつらせたまふ。

◇　御乳母など、気心の知れないのは急いでお召しにならず、伺候している者の中から、家柄、嗜みのある人ばかりを選んで、お仕えさせなさる。

◆　 
ひび に、 もの を ひきのぶる やう に およすけ たまふ。 おほむ-めのと など、 こころしら ぬ は とみ に めさ で、 さぶらふ なか に、 しな こころ すぐれ たる かぎり を えり て、 つかうまつら せ たまふ。

第七段　紫の上と明石御方の仲

若菜上．１０．７．１

■　御方おほむかたの御心みこころおきての、らうらうじく気高けだかく、おほどかなるものの、さるべき方かたには卑下ひげして、憎にくらかにもうけばらぬなどを、褒ほめぬ人ひとなし。

◇　御方のお心構えが、気が利いていて気品があって、おっとりしているものの、しかるべき時には謙遜して、小憎らしくわがもの顔に振る舞ったりしないことなどを、誉めない人はいない。

若菜上．１０．７．２

■　対たいの上うへは、まほならねど、見みえ交かはしたまひて、さばかり許ゆるしなく思おぼしたりしかど1、今いまは、宮みやの御徳おほむとくに、いと睦むつましく、やむごとなく思おぼしなりにたり。

◇　対の上は、改まった形というのではないが、時々お会いなさって、あれほど許せないと思っていらっしゃったが、今では、若宮のお蔭で、たいそう仲好く、大切な方と思うようにおなりになっていた。

■　稚児ちごうつくしみたまふ御心みこころにて、天児あまがつなど、御手おほむてづから作つくりそそくりおはするも、いと若々わかわかし。

◇　子供をおかわいがりになるご性格で、天児などを、ご自身でお作りになり忙しそうにしていらっしゃるのも、たいそう若々しい。

■　明あけ暮くれこの御おほむかしづきにて過すぐしたまふ。

◇　毎日このお世話で日を暮していらっしゃる。


1 【さばかり許しなく思したりしかど】紫の上が明石御方に対して嫉妬心を抱いた場面は、「澪標」「松風」「薄雲」「玉鬘」等に見られる。


若菜上．１０．７．３

■　かの古代こだいの尼君あまぎみは、若宮わかみやをえ心こころのどかに見みたてまつらぬなむ、飽あかずおぼえける。

◇　あの年寄の尼君は、若君をゆっくりと拝見できないことを、残念に思っているのであった。

■　なかなか見みたてまつり初そめて、恋こひきこゆるにぞ、命いのちもえ堪たふまじかめる1。

◇　なまじ拝見したために、またお目にかかりたく思って、死ぬほど切ない思いをしているようである。


1 【命もえ堪ふまじかめる】『集成』は「せつない思いに、命も堪えられぬ様子である。今にも死にそうだと、滑稽化していう」。『完訳』は「命をちぢめかねぬばかりである」と訳す。「ぞ」--「める」係結びの構文。推量の助動詞「めり」主観的推量のニュアンスは語り手の推測。


第十一章　明石の物語　入道の手紙

第一段　明石入道、手紙を贈る

若菜上．１１．１．１

■　かの明石あかしにも1、かかる御おほむこと伝つたへ聞ききて、さるP151聖心地ひじりごこちにも、いとうれしくおぼえければ、

◇　あの明石でも、このようなお話を伝え聞いて、そうした出家心にも、たいそう嬉しく思われたので、


P151 さる--さ（/＄）さる

1 【かの明石にも】明石入道、女御に男御子誕生を聞き、入山を決意。


若菜上．１１．１．２

■　「今いまなむ、この世よの境さかひを心こころやすく行ゆき離はなるべき1」

◇　「今は、この世から心安らかな気持ちで離れて行くことができよう」


1 【今なむこの世の境を心やすく行き離るべき】入道の詞。『完訳』は「思い残すこともなく、いつ死んでも悪道に堕ちるまい、の心境」と注す。


若菜上．１１．１．３

■　と弟子でしどもに言いひて、この家いへをば寺てらになし、あたりの田たなどやうのものは、皆みなその寺てらのことにしおきて、この国くにの奥おくの郡こほりに、人ひとも通かよひがたく深ふかき山やまあるを、年としごろも占しめおきながら、あしこに籠こもりなむ後のち、また人ひとには見みえ知しらるべきにもあらず1と思おもひて、ただすこしのおぼつかなきこと残のこりければ2、今いままでながらへけるを、今いまはさりとも3と、仏神ほとけかみを頼たのみ申まうしてなむ移うつろひける。

◇　と弟子たちに言って、この家を寺にして、周辺の田などといったものは、みなその寺の所領にすることにして、この国の奥の郡で、人も行かないような深い山があるのを、かねてより所有していたのを、あそこに籠もった後は、再び人に見られることもあるまいと考えて、ほんの少し気がかりなことが残っていたので、今までとどまっていたが、今はもう大丈夫と、仏神をお頼み申して移ったのであった。


1 【あしこに籠もりなむ後また人には見え知らるべきにもあらず】入道の心中。

2 【ただすこしのおぼつかなきこと残りければ】後文に詳述される。

3 【今はさりとも】入道の心中。もう大丈夫、安心だ、の意。


若菜上．１１．１．４

■　この近ちかき年としごろとなりては、京きゃうに異ことなることならで、人ひとも通かよはしたてまつらざりつ。

◇　最近の数年間は、都に特別の事でなくては、使いを差し上げることもしなかった。

■　これより下くだしたまふ人ひとばかりにつけて1なむ、一行ひとくだりにても、尼君あまぎみさるべき折節をりふしの2ことも通かよひける。

◇　都からお下しになる使者ぐらいには言づけて、ほんの一行の便りなりと、尼君はしかるべき折のお返事をするのであった。

■　思おもひ離はなるる世よのとぢめに、文書ふみかきて、御方おほむかたにたてまつれたまへり。

◇　俗世を離れる最後に、手紙を書いて、御方に差し上げなさった。


1 【これより下したまふ人ばかりにつけて】『集成』は「こちら（京の方）から遣わされる使者にことづけるぐらいで」。『完訳』は「源氏が明石に派遣した使者」と注す。

2 【尼君さるべき折節の】明融臨模本と大島本は「あまきみ」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「尼君に」と「に」を補訂する。


第二段　入道の手紙

若菜上．１１．２．１

■　「この年としごろは1、同おなじ世よの中なかのうちにめぐらひはべりつれど、何なにかは、かくながら身みを変かへたるやうに思おもうたまへなしつつ2、させることなき限かぎりは、聞きこえうけたまはらず。

◇　「ここ数年というものは、同じこの世に生きておりましたが、何のかのと、生きながら別世界に生まれ変わったように考えることに致しまして、格別変わった事がない限りは、お手紙を差し上げたり戴いたりしないでおります。


1 【この年ごろは】以下「夢語りする」まで、入道から御方への手紙文。

2 【何かはかくながら身を変へたるやうに思うたまへなしつつ】『集成』は「何の何の生きながら別世界に生れ変ったように考えることにいたしましては」。『完訳』は「何の、そうもしておれまい、このままあの世に生れ変ったような気になっておりまして」と訳す。


若菜上．１１．２．２

■　仮名文見かなぶみみたまふるは、目めの暇いとまいりて、念仏ねんぶつも懈台けたいするやうに、益やくなうてなむ、御消息おほむせうそこもたてまつらぬを、伝つてにうけたまはれば、若君わかぎみは春宮とうぐうに参まゐりたまひて、男宮生をとこみやむまれたまへるよしをなむ、深ふかく喜よろこび申まうしはべる。

◇　仮名の手紙を拝見するのは、時間がかかって、念仏も怠けるようで、無益と考えて、お手紙を差し上げませんでしたが、人伝てに承りますと、若君は東宮に御入内なさって、男宮がご誕生なさったとのこと、心からお喜び申し上げております。

若菜上．１１．２．３

■　そのゆゑは、みづからかくつたなきP152山伏やまぶしの身みに、今いまさらにこの世よの栄さかえを思おもふにもはべらず。

◇　そのわけは、わたし自身このような取るに足りない山伏の身で、今さらこの世での栄達を願うのではございません。

■　過すぎにし方かたの年としごろ、心こころぎたなく、六時ろくじの勤つとめにも、ただ御おほむことを心こころにかけて、蓮はちすの上うへの露つゆの願ねがひ1をばさし置おきてなむ念ねんじたてまつりし。

◇　過ぎ去った昔の何年かの間、未練がましく、六時の勤めにも、ただあなたの御事を心にかけ続けて、自分の極楽往生の願いはさしおいて願ってきました。


P152 つたなき--つた△（△/＃）なき

1 【蓮の上の露の願ひ】極楽往生の願いをいう。


若菜上．１１．２．４

■　わがおもと生むまれたまはむとせし、その年としの二月にぐわつのその夜よの夢ゆめに1見みしやう、

◇　あなたがお生まれになろうとした、その年の二月の某日の夜の夢に見たことは、


1 【その年の二月のその夜の夢に】『集成』は「実際には何年何月何日の夜と書いてあるのを省略した書き方」と注す。


若菜上．１１．２．５

■　『みづから須弥すみの山やまを1、右みぎの手てに捧ささげたり2。

◇　『自分は須弥山を右手に捧げ持っていた。

■　山やまの左右さいうより、月日つきひの光ひかりさやかにさし出いでて世よを照てらす3。

◇　その山の左右から、月の光と日の光とが明るくさし出して世の中を照らす。

■　みづからは山やまの下しもの蔭かげに隠かくれて、その光ひかりにあたらず。

◇　自分自身は山の下の蔭に隠れて、その光に当たらない。

■　山やまをば広ひろき海うみに浮うかべおきて4、小ちひさき舟ふねに乗のりて、西にしの方かたをさして漕こぎゆく5』

◇　山を広い海の上に浮かべ置いて、小さい舟に乗って、西の方角を指して漕いで行く』


1 【みづから須弥の山を】以下「西の方をさして漕ぎゆく」まで、入道が見た夢の内容。「須弥山」は仏教の世界観で中心となる山。この世の中心を暗示。

2 【右の手に捧げたり】『完訳』は「明石の君の誕生の予兆。女は右をつかさどる」と注す。

3 【山の左右より月日の光さやかにさし出でて世を照らす】「日」は帝を、「月」は皇后を暗示。明石の君よりそれらの誕生を暗示する。

4 【山をば広き海に浮かべおきて】東宮が即位して四海を治めることを暗示。

5 【小さき舟に乗りて西の方をさして漕ぎゆく】入道自身のこと、極楽往生を暗示。


若菜上．１１．２．６

■　となむ見みはべし。

◇　と見ました。

若菜上．１１．２．７

■　夢覚ゆめさめて、朝あしたより数かずならぬ身みに頼たのむところ出いで来きながら、『何なにごとにつけてか1、さるいかめしきことをば待まち出いでむ』と、心こころのうちに思おもひはべしを、そのころより孕はらまれたまひにしこなた、俗ぞくP153の方かたの書ふみを2見みはべしにも、また内教ないけうの心こころを3尋たづぬる中なかにも、夢ゆめを信しんずべきP154こと多おほくはべしかば、賤いやしき懐ふところのうちにも、かたじけなく思おもひいたづきたてまつりしかど、力及ちからおよばぬ身みに4思おもうたまへP155かねてなむ、かかる道みちに赴おもむきはべりにし。

◇　夢から覚めて、その朝から物の数でもないわが身にも期待する所が出て来ましたが、どのようなことにつけてか、そのような大変な幸運を待ち受けることができようかと、心中に思っておりましたが、そのころからあなたが孕まれなさって以来今まで、仏典以外の書物を見ましても、また仏典の真意を求めました中にも、夢を信じるべきことが多くございましたので、賎しい身ながらも、恐れ多く大切にお育て申し上げましたが、力の及ばない身に思案にあまって、このような田舎に下ったでした。


P153 俗--そゝ（ゝ/＄く）

P154 信ずべき--しんの心を（の心を/＄）すへき

P155 思うたまへ--おもむき（むき/＄ふ）たまへ

1 【何ごとにつけてか】以下「待ち出でむ」まで、入道の心中。

2 【俗の方の書を】仏典以外の書物、主に儒教の経典などをさす。

3 【内教の心を】仏典、仏教の主旨。

4 【力及ばぬ身に】『完訳』は「娘養育のための経済力の不足」と注す。


若菜上．１１．２．８

■　また、この国くにのことに沈しづみはべりて、老おいの波なみにさらに立たち返かへらじと思おもひとぢめて、この浦うらに年としごろはべしほども、わが君きみを頼たのむことに思おもひきこえはべしかばなむ、心一こころひとつに多おほくの願ぐわんを立たてはべし。

◇　するとまた、この国で沈淪しまして、老の身で都に二度と帰るまいと諦めをつけて、この浦に何年もおりましたその間も、あなたに期待をおかけ申していましたので、自分一人で数多くの願を立てました。

■　その返かへり申まうし、平たひらかに思おもひのごと時ときにあひたまふ。

◇　そのお礼参りが、無事にできるような願いどおりの運勢に巡り合われたのです。

若菜上．１１．２．９

■　若君わかぎみ、国くにの母ははとなりたまひて、願ねがひ満みちたまはむ世よに、住吉すみよしの御社みやしろをはじめ、果はたしP156申まうしたまへ。

◇　若君が、国母とおなりになって、願いが叶いなさったあかつきには、住吉の御社をはじめとして、お礼参りをなさい。

■　さらに何なにごとをかは疑うたがひはべらむ。

◇　まったく何を疑うことがありましょうか。


P156 果たし--はた（た/+し）


若菜上．１１．２．１０

■　この一ひとつの思おもひ、近ちかき世よにかなひはべりぬれば、はるかに西にしの方かた、十万億じふまんおくの国隔くにへだてS34たる、九品くほんの上うへのの望ぞみ疑うたがひなくなりはべりぬれば、今いまはただ迎むかふる蓮はちすを待まちはべるほど、その夕ゆふべまで、水草清みづくさき山よきやまの末すゑにて勤つとめはべらむとてなむ、まかり入いりぬる。

◇　この一つの願いが、近い将来に叶うことになったので、遥か西方の、十万億土を隔てた極楽の九品の蓮台の上の往生の願いも確実になりましたので、今はただ阿彌陀の来迎を待っておりますだけで、その夕べまで、水も草も清らかな山の奥で勤行しましょうと思って、入山致しました。


S34 従是西方過十万億仏土　有世界　名曰極楽（阿弥陀経）


若菜上．１１．２．１１

■　光出ひかりいでむ暁近**くなりにけり

今***ぞ見***し世***の夢語***りする」

◇　日の出近い暁となったことよ

今初めて昔見た夢の話をするのです」

◆　 
ひかり いで む あかつき ちかきう なり に けり
 いま ぞ み し よ の ゆめ がたり する"

若菜上．１１．２．１２

■　とて、月日書つきひかきたり。

◇　とあって、月日が書いてある。

第三段　手紙の追伸

若菜上．１１．３．１

■　「命終いのちおはらむ月日つきひも、さらにな知しろしめしそ。

◇　「寿命の尽きる月日を、決してお心にかけてなさいますな。

■　いにしへより人ひとの染そめおきける藤衣ふぢごろもにも、何なにかやつれたまふ2。

◇　昔から皆が染めておいた喪服なども、お召しなさるな。

■　ただわが身みは変化へんげのものと思おぼしなして3、老法師おいほふしのためには功徳くどくをつくりたまへ。

◇　ただ自分は神仏の権化とお思いになって、この老僧のためには冥福をお祈り下さい。

■　この世よの楽たのしみに添そへても、後のちの世よを忘わすれたまふな。

◇　現世の楽しみを味わうにつけても、来世をお忘れなさるな。


1? 【命終はらむ月日も】以下「疾くあひ見むとを思せ」まで、入道の追伸。

2 【何かやつれたまふ】反語表現。喪服など着なくてよい、の意。

3 【わが身は変化のものと思しなして】『集成』は「ただ自分を変化の身とお考えになって。「変化」は神仏が人の姿をかりて仮にこの世に姿を現したもの。人の子（明石の入道の娘）だと思わずに、の意」と注す。


若菜上．１１．３．２

■　願ねがひはべる所ところにだに至いたりはべりなば、かならずまた対面たいめんははべりなむ。

◇　願っております極楽にさえ行きつけましたら、きっと再びお会いすることがございましょう。

■　娑婆さばP157の他ほかの岸きしに至いたりて、疾とくあひ見みむとを思おぼせ」

◇　この世以外の世界に行き着いて、早く会おうとお考え下さい」


P157 娑婆--さはり（り/＄）


若菜上．１１．３．３

■　さて、かの社やしろに立たて集あつめたる願文ぐわんぶみどもを、大おほきなる沈ぢんのP158文箱ふばこに、封ふんじ籠こめてたてまつりたまへり。

◇　そして、あの社に立てた多くの願文類を、大きな沈の文箱に、しっかり封をして差し上げなさっていた。


P158 沈の--ちむ（む/+の）


若菜上．１１．３．４

■　尼君あまぎみには、ことごとにも書かかず1、ただ、

◇　尼君には、別に改めて書いてなく、ただ、


1 【ことごとにも書かず】『集成』は「別に改めても」。『完訳』は「そう詳しくも書かず」と訳す。


若菜上．１１．３．５

■　「この月つきの十四日じふよにちになむ1、草くさの庵いほりまかり離はなれて、深ふかき山やまに入いりはべりぬる。

◇　「今月の十四日に、草の庵を出て、深い山に入ります。

■　かひなき身みをば、熊狼くまおほかみにも施せしS35はべりなむ2。

◇　役にも立たない身は、熊や狼に施しましょう。

■　そこには、なほ思おもひしやうなる御世みよを待まち出いでたまへ3。

◇　あなたは、やはり望みどおりの御代になるのをお見届け下さい。

■　明あきらかなる所ところにて4、また対面たいめんはありなむ」

◇　極楽浄土で、再びお会いすることがありましょう」


S35 身を捨てて山に入りにし我なれば熊の食らはむこともおぼえず（拾遺集物名-三八二　読人しらず）

1 【この月の十四日になむ】以下「対面はありなむ」まで、入道から尼君への手紙。『完訳』は「後に「三日」とあり、手紙の書かれたのは十二日。三月十余日の若宮誕生の報に接した入道は、即座に入山を決意し実行した」と注す。

2 【熊狼にも施しはべりなむ】「身を捨てて山に入りにし我なれば熊のくらはむこともおぼえず」（拾遺集物名、三八二、読人知らず）。

3 【なほ思ひしやうなる御世を待ち出でたまへ】『集成』は「続いて望みどおりの〔皇子の〕御代をお見届け下さい」。『完訳』は「やはり望みどおりの御世になるのをお見届けくだされ」と訳す。

4 【明らかなる所にて】悟りの世界。極楽浄土をさす。


若菜上．１１．３．６

■　とのみあり。

◇　とだけある。

第四段　使者の話

若菜上．１１．４．１

■　尼君あまぎみ、この文ふみを見みて、かの使つかひの大徳だいとこに問とへば、

◇　尼君、この手紙を見て、その使いの大徳に尋ねると、

若菜上．１１．４．２

■　「この御文書おほむふみかきたまひて1、三日みかといふになむ、かの絶たえたる峰みねに移うつろひたまひにし。

◇　「このお手紙をお書きになって、三日目という日に、あの人跡絶えた山奥にお移りになりました。

■　なにがしらも、かの御送おほむおくりに、麓ふもとまではさぶらひしかど、皆返みなかへしたまひて、僧一人そうひとり、童二人わらはふたりなむ、御供おほむともにさぶらはせたまふ。

◇　拙僧らも、そのお見送りに、麓までは参りましたが、皆お帰しになって、僧一人と、童二人をお供にお連れなさいました。

■　今いまはと世よを背そむきたまひし折をりを、悲かなしきとぢめと思おもうたまへしかど、残のこりはべりけり2。

◇　今は最後とご出家なさった時に、悲しみの極みと存じましたが、さらに悲しいことが残っておりました。


1 【この御文書きたまひて】以下「人びとなむ多くはべる」まで、大徳の詞。

2 【残りはべりけり】まだ悲しみが残っていた、の意。


若菜上．１１．４．３

■　年としごろ行おこなひの隙々ひまひまに、寄より臥ふしながら掻かき鳴ならしたまひし琴きんの御琴おほむこと、琵琶びわとり寄よせたまひて、掻かい調しらべたまひつつ、仏ほとけにまかり申まうししたまひてなむ、御堂みだうに施入せにふしたまひし。

◇　長年勤行の合間合間に寄りかかりながら、掻き鳴らしていらした琴の御琴、琵琶を取り寄せなさって、少しお弾きなさっては、仏にお別れ申されて、御堂に施入なさいました。

■　さらぬものどもも、多おほくはたてまつりたまひて、その残のこりをなむ、御弟子みでしども六十余人ろくじふよにんなむ、親したしき限かぎりさぶらひける、ほどにつけて皆処分みなそぶんしたまひて、なほし残のこりをなむ、京きゃうの御料ごれうとて送おくりたてまつりたまへる。

◇　その他の物も、大抵は寄進なさって、その残りを、御弟子たち六十何人の、親しい者たちだけのお仕えしてきた者に、身分に応じて全て処分なさって、その上で残っているのを、都の方々の分としてお送り申し上げたのです。

若菜上．１１．４．４

■　今いまはとてかき籠こもり、さるはるけきP159山やまの雲霞くもかすみに混まじりたまひにし、むなしき御跡おほむあとにとまりて、悲かなしび思おもふ人ひとびとなむ多**くはべる」

◇　今は最後と引き籠もり、あの遥かな山の雲霞の中にお入りになってしまわれたので、空っぽのお跡に残されて悲しく思う人々は多くございます」

◆　 
いまは とて  かき-こもり、 さる はるけき やま の くも かすみ に まじり たまひ に し、 むなしき おほむ-あと に とまり て、 かなしび おもふ ひとびと おほく なむ はべる。"


P159 はるけき--は（は/+る）けき


若菜上．１１．４．５

■　など、この大徳だいとこも、童わらはにて京きゃうより下くだりしP160人ひとの、老法師おいほふしになりてとまれる、いとあはれに心細こころぼそしと思おもへりP161。

◇　などと、この大徳も、子供の時に都から下った人で、老僧となって残っているのだが、まことにしみじみと心細く思っていた。

■　仏ほとけの御弟子みでしのさかしき聖ひじりだにP162、鷲わしの峰みねをばたどたどしからず頼たのみきこえながら、なほ薪尽たきぎつきけるS36夜よの惑まどひ1は深ふかかりけるを、まして尼君あまぎみの悲かなしと思おもひたまへること限かぎりなし。

◇　仏の御弟子の偉い聖僧でさえ、霊鷲山を十分に信じていながら、それでもやはり釈迦入滅の時の悲しみは深いものであったが、まして尼君の悲しいと思っていらっしゃることは際限がない。


P160 下りし--くたりしける（ける/＄）

P161 思へり--おもふ（ふ/＄へ）り

P162 だに--（/+た）に

S36 仏此夜滅度　如薪尽火滅（法華経-序品）

1 【薪尽きける夜の惑ひ】「法華経」序品の釈迦入滅のさまをいう。


第五段　明石御方、手紙を見る

若菜上．１１．５．１

■　御方おほむかたはP163、南みなみの御殿おとどにおはするを1、

◇　明石御方は、南の御殿にいらっしゃったが、

■　「かかる御消息おほむせうそこなむある」

◇　「このようなお手紙がありました」

■　とありければ、忍しのびて渡わたりたまへり。

◇　と、伝えて来たので、人目に立たないようにしてお越しになった。

■　重々おもおもしく身みをもてなして2、おぼろけならでは、通かよひあひたまふこともかたきを3、

◇　重々しく振る舞って、さしたる用件がなければ、行き来しあいなさることは難しいのだが、

■　「あはれなることなむ」

◇　「悲しいことがある」

■　と聞ききて、おぼつかなければ、うち忍しのびてものしたまへるに、いといみじく悲かなしげなるけしきにてゐたまへり4。

◇　と聞いて、気がかりなので、こっそりといらっしゃったところ、とてもたいそう悲しそうな様子で座っていらっしゃった。


P163 御方は--御かた（た/+は）

1 【御方は南の御殿におはするを】明石御方、入道の手紙を見る。

2 【重々しく身をもてなして】主語は御方。今は若宮の祖母としての重々しさをもって振る舞う。

3 【通ひあひたまふこともかたきを】明融臨模本は「かよひあひ給こと」とある。大島本は「かよひあひ見給こと」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「通ひあひ見たまふこと」と「見」を補訂する。

4 【いといみじく悲しげなるけしきにてゐたまへり】尼君の態度をいう。


若菜上．１１．５．２

■　火近ひちかく取とり寄よせて、この文ふみを見みたまふに、げにせきとめむかたぞなかりける。

◇　灯火を近くに引き寄せて、この手紙を御覧になると、なるほど涙を堰き止めることができなかった。

■　よその人ひとP164は、何なにとも目めとどむまじきことの、まづ、昔来むかし方きしかたのこと思おもひ出いで、恋こひしと思おもひわたりたまふ心こころには、

◇　他人ならば、何とも感じないことが、まず、昔から今までのことを思い出して、恋しいとお思い続けていなさるお心には、

■　「あひ見みで過すぎ果はてぬるにこそは1」

◇　「二度と会えずに終わってしまうのだ」

■　と、見みたまふに、いみじくいふかひなし。

◇　と、思って御覧になると、ひどく何とも言いようがない。


P164 よその人--よ（よ/+そ）の人

1 【あひ見で過ぎ果てぬるにこそは】明石御方の心中。父入道に再び会えないことになってしまった気持ち。


若菜上．１１．５．３

■　涙なみだをえせきとめず、この夢語ゆめがたりを、かつは行ゆく先頼さきたのもしく、

◇　涙をお止めになることもできない。この夢物語を一方では将来頼もしく思われ、

若菜上．１１．５．４

■　「さらば、ひが心こころにて1、わが身みをさしもあるまじきさまにあくがらしたまふと、中なかごろ思おもひただよはれしことは2、かくはかなき夢ゆめに頼たのみをかけて、心高こころたかくものしたまふなりけり」

◇　「それでは、偏屈な考えで、わたしをあんなにもとんでもない身にして不安にさまよわせなさると、一時は気持ちが迷ったこともあるが、それは、このような当てにならない夢に望みをかけて、高い理想を持っていらしたのだ」


1 【さらばひが心にて】以下「ものしたまふなりけり」まで、明石御方の心中。父の気持ちと行動を理解する。

2 【中ごろ思ひただよはれしことは】『完訳』は「明石の君が源氏と別れて明石にいた時、また大堰で過した時」と注す。


若菜上．１１．５．５

■　と、かつがつ思おもひ合あはせたまふ。

◇　と、やっとお分りになる。

第六段　尼君と御方の感懐

若菜上．１１．６．１

■　尼君あまぎみ、久ひさしくためらひて、

◇　尼君は、長い間涙を抑えて、

若菜上．１１．６．２

■　「君きみの御徳おほむとくには1、うれしくおもだたしきことをも、身みにあまりて並ならびなく思おもひはべり。

◇　「あなたのお蔭で、嬉しく光栄なことも、身に余るほどに又とない運勢だと思っております。

■　あはれにいぶせき思おもひもすぐれてこそはべりけれ。

◇　でも、悲しく胸の晴れない思いも、人一倍多くございました。


1 【君の御徳には】以下「かくて別れぬらむ」まで、尼君の詞。


若菜上．１１．６．３

■　数かずならぬ方かたにても2、ながらへし都みやこを捨すてて、かしこに沈しづみゐしをだに、世人よひとに違たがひたる宿世すくせにもあるかな、と思おもひはべしかど、生いける世よにゆき離はなれ、隔へだたるべき仲なかの契ちぎりとは思おもひかけず、同おなじ蓮はちすに住すむべき後のちの世よの頼たのみ3をさへかけて年月としつきを過すぐし来きて、にはかにかくおぼえぬ御おほむこと出いで来きて、背そむきにし世よに立たち返かへりてはべる、かひある御おほむことを見みたてまつり5よろこぶものから、片かたつかたには、おぼつかなく悲かなしきことのうち添そひて絶たえぬを6、つひにかくあひ見みず隔へだてながらこの世よを別わかれぬるなむ、口惜くちをしくおぼえはべる。

◇　物の数にも入らない身分ながらも、住み馴れた都を捨てて、あの国に沈淪していたのでさえ、普通の人と違った運命であると思っておりましたが、生きている間に別れ別れになり、離れて住まなければならない夫婦の縁とは思っておりませんで、同じ蓮の花の上に住むことができることに望みを託して歳月を送って来て、急にあのような思いもかけない御事が出てきて、捨てた都に帰って来ましたが、その甲斐あった御事を拝見して喜ぶものの、もう一方には、気がかりで悲しいことが付きまとって離れないのを、とうとうこのように再び会うことなく離れたまま、一生の別れとなってしまったのが残念に思われます。


1? 【あはれにもいぶせき思ひもすぐれてこそはべりけれ】光源氏の述懐と同じ発想の述懐をする。

2 【数ならぬ方にても】夫入道についていう。

3 【同じ蓮に住むべき後の世の頼み】『集成』は「極楽の往生人は、蓮華の上に半座をあけて、この世での有縁の人を待つという」と注す。

4? 【にはかにおぼえぬ御こと出で来て】源氏との結婚をさす。

5 【かひある御ことを見たてまつり】明石女御に若宮が誕生したことをさす。

6 【おぼつかなく悲しきことのうち添ひて絶えぬを】『集成』は「入道の身を案じて悲しい思いがつきまとって絶えませんでしたのに」。『完訳』は「入道のことが気がかりで悲しい思いがこの身に添うておりましたのに」と訳す。


若菜上．１１．６．４

■　世よに経へし時ときだに1、人ひとに似にぬP165心こころばへにより、世よをもてひがむるやうなりしを、若わかきどち頼たのみならひて、おのおのはまたなく契ちぎりおきてければ、かたみにいと深ふかくこそ頼たのみはべしか。

◇　在俗の時でさえ、普通の人と違った性質のため、世をすねているようでしたが、まだ若かった私たちは頼りにし合って、それぞれまたとなく深く約束し合っていたので、お互いに本当に心から頼りにしていましたのに。

■　いかなれば、かく耳みみに近ちかきほどながら、かくてP166別わかれぬらむ」

◇　どのようなわけで、このような便りの通じる近い所でありながら、こうして別れてしまったのでしょう」


P165 似ぬ--（/+似）ぬ

P166 かくて--かくし（し/＄）て

1 【世に経し時だに】『集成』は「宮仕えをしていた時でも」。『完訳』は「まだ俗人でいらっしゃったころでさえ」と訳す。


若菜上．１１．６．５

■　と言いひ続つづけて、いとあはれにうちひそみたまふ。

◇　と言い続けて、たいそう悲しげに泣き顔をしていらっしゃる。

■　御方おほむかたもいみじく泣なきて、

◇　御方もひどく泣いて、

若菜上．１１．６．６

■　「人ひとにすぐれむ行ゆく先さきのことも、おぼえずや2。

◇　「人より優れた将来のことなど、嬉しくありません。

■　数かずならぬ身みには、何なにごとも、けざやかにかひあるべきにもあらぬものから3、あはれなるありさまに、おぼつかなくてやみなむのみこそ口惜くちをしけれ4。

◇　物の数にも入らない身には、どのようなことにつけても、晴れがましく生きがいのあるはずもないとはいうものの、悲しい行き別れの恰好で、生死の様子も分からずに終わってしまったことだけが残念です。


1? 【かく耳近きほどながら】『完訳』は「たやすく音信を交すことのできる所に住みながら」と訳す。

2 【人にすぐれむ行く先のこともおぼえずや】以下「かひなくなむ」まで、明石御方の詞。『完訳』は「人よりすぐれた将来の幸運などどうでもよい。若宮の即位、女御の立后も二の次だとする」と注す。

3 【数ならぬ身には何ごともけざやかにかひあるべきにもあらぬものから】『集成』は「陰の身で、女御の母、皇子の祖母の扱いはされないことをいう」。『完訳』は「表だって女御の母、皇子の祖母と振舞わない」と注す。

4 【あはれなるありさまにおぼつかなくてやみなむのみこそ口惜しけれ】父入道に対する肉親の情。


若菜上．１１．６．７

■　よろづのこと、さるべき人ひとの御おほむためとこそおぼえはべれ、さて絶たえ籠こもりたまひなば、世よの中なかも定さだめなきに1、やがて消きえたまひなば、かひなくなむ」

◇　すべてのこと、そうした因縁がおありだった方のためと思われますが、そうして山奥に入ってしまわれたなら、人の命ははかないものですから、そのままお亡くなりになったら、何にもなりません」


1 【世の中も定めなきに】『集成』は「人の命ははかないものですから」。『完訳』は「世の中は定めがたいこととて」と訳す。


若菜上．１１．６．８

■　とて、夜よもすがら、あはれなることどもを言いひつつ明あかしたまふ。

◇　と言って、一晩中、しみじみとしたお話をし合って夜を明かしなさる。

第七段　御方、部屋に戻る

若菜上．１１．７．１

■　「昨日きのふも、大殿おとどの君きみの1、あなたにありと2見置みおきたまひてしを、にはかにはひ隠かくれたらむも、軽々かろがろしきやうなるべし。

◇　「昨日も、大殿の君が、あちらにいると御覧になっていらっしゃったが、急に人目を避けて隠れたようなのも、軽率に見えましょう。

■　身みひとつは、何なにばかりも思おもひ憚**りはべらず。

◇　わが身一つは、何も遠慮することはないのです。

■　かく添そひたまふ御おほむためなどのいとほしきになむ、心こころにまかせて身みをももてなしにくかるべき」

◇　このように若宮にお付きなさっている姫君のためにお気の毒で、思いのままに身を振る舞いにくいのです」

◆　 
"きのふ も、 おとど-の-きみ の、 あなた に あり と み おき たまひ て し を、 にはかに はひ かくれ たら む も、 かろ-がろしき やう なる べし。 み ひとつ は、 なに ばかり も おもひ はべら ず。 かく そひ たまふ おほむ-ため など の いとほしき に なむ、 こころ に まかせ て み を も もてなし にくかる べき。"


1 【昨日も大殿の君の】以下「身をももてなしにくかるべき」まで、明石御方の詞。

2 【あなたにありと】主語は明石御方。


若菜上．１１．７．２

■　とて、暁あかつきに帰かへり渡わたりたまひぬ2。

◇　と言って、暗いうちにお帰りになった。


1? 【見置きたまひてしをにはかにはひ隠れむも】『完訳』は「人目を忍んでの尼君との面会」と注す。

2 【暁に帰り渡りたまひぬ】明石御方、夜の暗いうちに春の御殿に帰った。


若菜上．１１．７．３

■　「若宮わかみやは1いかがおはします。

◇　「若宮はどうしていらっしゃいますか。

■　いかでか見みたてまつるべき」

◇　何とかしてお目にかかれないのでしょうか」


1 【若宮は】以下「見たてまつるべき」まで、尼君の詞。『完訳』は「以下、帰参以前に遡り、あらためて二人の対話を語る」と注す。


若菜上．１１．７．４

■　とても泣なきぬ。

◇　と言ってまたも泣いた。

若菜上．１１．７．５

■　「今見いまみたてまつりたまひてむ1。

◇　「すぐにお目にかかれましょう。

■　女御にょうごの君きみも、いとあはれになむ思おぼし出いでつつ、聞きこえさせたまふめる。

◇　女御の君も、とても懐かしくお思い出しになっては、お口にあそばすようです。

■　院ゐんも、ことのついでにP167、もし世よの中思なかおもふやうならば2、ゆゆしきかね言ごとなれどP168,3、尼君あまぎみそのほどまでながらへたまはなむ、とのたまふめりき。

◇　院も、話のついでに、もし世の中が思うとおりに行ったならば、縁起でもないことを言うようだが、尼君がその時まで生き永らえていらして欲しいと、おっしゃっているようでした。

■　いかに思おぼすことにかあらむ」

◇　どのようにお考えになってのことなのでしょうか」


P167 出でつつ、聞こえさせたまふめる。院も、ことのついでに--いてに（に/＄つゝ聞えさせ給める院もことのつゐてに）

P168 かね言なれど--*かねこと

1 【今見たてまつりたまひてむ】以下「思すことにかあらむ」まで、明石御方の詞。

2 【世の中思ふやうならば】若宮の立坊をいう。

3 【かね言なれど】明融臨模本は「かねこと」とある。大島本は「かねことなれと」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「かね言なれど」と「なれど」を補訂する。


若菜上．１１．７．６

■　とのたまへば、またうち笑ゑみて、

◇　とおっしゃると、再び笑い顔になって、

若菜上．１１．７．７

■　「いでや、さればこそ1、さまざま例ためしなき宿世すくせにこそはべれ」

◇　「さあ、それだからこそ、喜びも悲しみもまたと例のない運命なのです」


1 【いでやさればこそ】以下「宿世にこそはべれ」まで、尼君の詞。


若菜上．１１．７．８

■　とて喜よろこぶ。

◇　と言って喜ぶ。

■　この文箱ふばこは持もたせて参まう上のぼりたまひぬ。

◇　この文箱を持たせて女御の方の許に参上なさった。

第十二章　明石の物語　一族の宿世

第一段　東宮からのお召しの催促

若菜上．１２．１．１

■　宮みやより、とく参まゐりたまふべきよしのみあれば1、

◇　東宮から、早く参内なさるようにとのお召しが始終あるので、


1 【宮よりとく参りたまふべきよしのみあれば】東宮から女御と若宮に参内の要請あり。


若菜上．１２．１．２

■　「かく思おぼしたる1、ことわりなり。

◇　「そのようにお思いあそばすのも、無理のないことです。

■　めづらしきことさへ添そひて2、いかに心こころもとなく思おぼさるらむ」

◇　おめでたいことまで加わって、どんなにか待ち遠しがっていらっしゃることでしょう」


1 【かく思したる】以下「思さるらむ」まで、紫の上の詞。

2 【めづらしきことさへ添ひて】若宮の誕生をさす。


若菜上．１２．１．３

■　と、紫むらさきの上うへものたまひて、若宮忍わかみやしのびて参まゐらせたてまつらむ御心みこころづかひP169したまふ。

◇　と、紫の上もおっしゃって、若宮をこっそりと参上させようとご準備なさる。


P169 御心づかひ--御（御/+心）つかひ


若菜上．１２．１．４

■　御息所みやすむどころは1、御暇おほむいとまの心こころやすからぬに懲こりたまひて、かかるついでに、しばしあらまほしく思おぼしたり。

◇　御息所は、なかなかお暇が出ないのにお懲りになって、このような機会に、暫くお里にいたいと思っていらっしゃった。

■　ほどなき御身おほむみに、さる恐おそろしきことをしたまへれば、すこし面痩おもやせ細ほそりて、いみじくなまめかしき御おほむさましたまへり。

◇　年端も行かないお身体で、あのような恐ろしいご出産をなさったので、少しお顔がお痩せになって、たいそう優美なご様子をしていらっしゃった。


1 【御息所は】明石女御をいう。御子を出産したので、こう呼称する。


若菜上．１２．１．５

■　「かく、ためらひがたくおはするほど、つくろひたまひてこそは1」

◇　「このような、まだおやつれになっていらっしゃるのですから、もう少し静養なさってからでは」


1 【かくためらひがたくおはするほどつくろひたまひてこそは】明石女御の詞。『集成』は「こんなにまだおやつれになったままなのですから」。『完訳』は「このように、まだ元どおりになっていらっしゃらないのですから」と訳す。


若菜上．１２．１．６

■　など、御方おほむかたなどは心苦こころくるしがりP170きこえたまふを、大殿おとどは、

◇　などと、御方などはお気の毒にお思い申し上げなさるが、大殿は、


P170 心苦しがり--心くるし（し/+かり）


若菜上．１２．１．７

■　「かやうに面痩おもやせて1見みえたてまつりたまはむも、なかなかあはれなるべきわざなり」

◇　「このように面痩せしてお目通りなさるのも、かえって魅力が増すものですよ」


1 【かやうに面痩せて】以下「あはれなるべきわざなり」まで、源氏の詞。


若菜上．１２．１．８

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

第二段　明石女御、手紙を見る

若菜上．１２．２．１

■　対たいの上うへなどの渡わたりたまひぬる夕ゆふつ方1かた、しめやかなるに、御方おほむかた、御前おまへに参まゐりたまひて、この文箱聞ふばこきこえ知しらせたまふ。

◇　対の上などがお帰りになった夕方、ひっそりした時に、御方は、御前に参上なさって、あの文箱のことをお聞かせ申し上げなさる。


1 【対の上などの渡りたまひぬる夕つ方】紫の上が東の対の屋に帰った夕方の意。


若菜上．１２．２．２

■　「思おもふさまに1かなひ果はてさせたまふまでは、取とり隠かくして置おきてはべるべけれど、世よの中定なかさだめがたければ、うしろめたさになむ。

◇　「望み通りにおなりあそばすまでは、隠して置くべきことでございますが、この世は無常ですので、気がかりに思いまして。

■　何なにごとをも御心みこころと思おぼし数かずまへざらむこなた2、ともかくも、はかなくなりはべりなば3、かならずしも今いまはのとぢめを、御覧ごらんぜらるべき身みにもはべらねば4、なほ、うつし心失ごころうせずはべる世よになむ、はかなきことをも、聞きこえさせ置おくべくはべりける、と思おもひはべりて。

◇　何事もご自分のお考えで一つ一つご判断のおできになります前に、何にせよ、わたしが亡くなるようなことがございましたら、必ずしも臨終の際に、お見取りいただける身分ではございませんので、やはり、しっかりしているうちに、ちょっとした事柄でも、お耳に入れて置いたほうがよい、と存じまして。


1 【思ふさまに】以下「思ひなりにてはべり」まで、明石御方の詞。

2 【御心と思し数まへざらむこなた】『集成』は「ご自分でいろいろとご判断のおできになる前に」と訳す。

3 【ともかくもはかなくなりはべりなば】主語は明石御方。『集成』は「何にせよ」。『完訳』は「もしものことで」と訳す。

4 【今はのとぢめを御覧ぜらるべき身にもはべらねば】明石御方は身分が低いので、娘の女御に見取ってもらえるかどうか分からない、という意。


若菜上．１２．２．３

■　むつかしくあやしき跡あとなれど、これも御覧ごらんぜよ。

◇　分りにくい変な筆跡ですが、これも御覧くださいませ。

■　この願文ぐわんぶみは1、近ちかき御厨子みづしなどに置おかせたまひて、かならずさるべからむ折をりに御覧ごらんじて、このうちのことどもはせさせたまへP171。

◇　この御願文は、身近な御厨子などにお置きあそばして、きっとしかるべき機会に御覧になって、この中の事柄をお果たしください。


P171 せさせたまへ--せさり（り/＄せ）給へ

1 【この願文は】明融臨模本と大島本は「このくわんふみ」「この願ふミ」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）」のままとする。『完本』は諸本に従って「この御願文」と「御」を補訂する。


若菜上．１２．２．４

■　疎うとき人ひとには、な漏もらさせP172たまひそ。

◇　気心の知れない人には、お話しあそばしてはなりません。

■　かばかりと見みたてまつりおきつれば1、みづからも世よを背そむきはべなむと思おもうたまへなりゆけば、よろづ心こころのどかにもおぼえはべらず。

◇　将来も確かだと拝察致しましたので、自分自身も出家しましょうと思うようになってまいりましたので、何かにつけゆっくり構えるわけにも行きません。


P172 漏らさせ--もら（ら/+さ）せ

1 【かばかりと見たてまつりおきつれば】『集成』は「あなたの将来も、こうとお見届けしましたので。男御子の誕生で、もう安心という気持」という気持ち。


若菜上．１２．２．５

■　対たいの上うへの御心みこころ、おろかに思おもひきこえさせたまふな1。

◇　対の上のお心、いい加減にはお思い申されますな。

■　いとありがたくものしたまふ、深ふかき御みけしきを見みはべれば、身みにはこよなくまさりて2、長ながき御世みよにもあらなむとぞ思おもひはべる。

◇　実にめったにないほどでいらっしゃる、深いご親切のほどを拝見しますと、わたしよりはこの上なく、長生きして戴きたいと存じております。

■　もとより、御身おほむみに添そひきこえさせむにつけても、つつましき身みのほどにはべれば、譲ゆづりきこえそめはべりにしを、いとかうしも、ものしたまはじとなむ、年としごろは、なほ世よの常つねに思おもうたまへわたり3はべりつる。

◇　もともと、お側にお付き申し上げるのも、遠慮される身分でございますので、最初からお譲り申し上げていたのでしたが、とてもこうまでも、してくださるまいと、長い間、やはり世間並に考えていたのでございました。


1 【対の上の御心おろかに思ひきこえさせたまふな】『集成』は「以下、明石の上も遺言めいて語る」と注す。

2 【身にはこよなくまさりて】「身」は自分をさす。私など以上に。

3 【世の常に思うたまへわたり】紫の上を世間並の継母ぐらいに思っていという意。


若菜上．１２．２．６

■　今いまは、来きし方行かたゆく先さき、うしろやすく思おもひなりにてはべり」

◇　が今では、過去も将来も、安心できる気持ちになりました」

若菜上．１２．２．７

■　など、いと多おほく聞きこえたまふ。

◇　などと、とても数多く申し上げなさる。

■　涙なみだぐみて聞ききおはす。

◇　涙ぐんで聞いていらっしゃる。

■　かくむつましかるべき御前おまへにも、常つねにうちとけぬさましたまひて1、わりなくものづつみしP173たるさまなり。

◇　このように親しくしてもよい御前でも、いつも礼儀正しい態度をなさって、無闇に遠慮している様子である。

■　この文ふみの言葉ことば、いとうたてこはく、憎にくげなるさまを、陸奥国紙みちのくにがみにて、年経としへにければ、黄きばみ厚肥あつごえたる五ご、六枚ろくまい、さすがに香かうにいと深ふかくしみたるに書かきたまへり。

◇　この手紙の文句、たいそう固苦しく無愛想な感じであるが、陸奥国紙で年数が経っているので、黄ばんで厚くなった五、六枚に、そうは言っても香をたいそう深く染み込ませたのにお書きになっていた。


P173 ものづつみし--ものつゝま（ま/＄み）し

1 【常にうちとけぬさましたまひて】『集成』は「いつも礼儀正しい態度でいらして」と訳す。


若菜上．１２．２．８

■　いとあはれと思おぼして、御額髪おほむひたひがみのやうやう濡ぬれゆく、御側目おほむそばめ、あてになまめかし。

◇　たいそう感動なさって、御額髪がだんだん涙に濡れて行く、御横顔、上品で優美である。

第三段　源氏、女御の部屋に来る

若菜上．１２．３．１

■　院ゐんは、姫宮ひめみやの御方おほむかたにおはしけるを1、中なかの御障子みさうじよりふと渡わたりたまへれば、えしも引かくさでみき隠**さで、御几帳ちゃうをすこし引ひき寄よせて、みづからははた隠かくれたまへり。

◇　院は、姫宮の御方にいらっしゃったが、中の御障子から不意にお越しになったので、手紙を引き隠すことができず、御几帳を少し引き寄せて、ご自身はやはり隠れなさった。

◆　 
ゐん は、 ひめみや の おほむ-かた に おはし ける を、 なか の み-さうじ より ふと わたり たまへ れ ば、 え しも かくさ で、 み-きちゃう を すこし ひきよせ て、 みづから は はた かくれ たまへ り。


1 【院は姫宮の御方におはしけるを】源氏、寝殿の西面の女三の宮のもとから中の襖障子を開けて東面の明石女御のもとに来る。


若菜上．１２．３．２

■　「若宮わかみやは1、おどろきたまへりや。

◇　「若宮は、お目覚めでいらっしゃいますか。

■　時ときの間まも恋こひしきわざなりけり」

◇　ちょっとの間も恋しいものですよ」


1 【若宮は】以下「恋しきわざなりけり」まで、源氏の詞。


若菜上．１２．３．３

■　と聞きこえたまへば、御息所みやすむどころはいらへも聞きこえたまはねば、御方おほむかた、

◇　と申し上げなさると、御息所はお答えも申し上げなさらないので、御方が、

若菜上．１２．３．４

■　「対たいに渡わたしきこえたまひつ1」

◇　「対の上にお渡し申し上げなさいました」


1 【対に渡しきこえたまひつ】明石御方の返事。


若菜上．１２．３．５

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

若菜上．１２．３．６

■　「いとあやしや1。

◇　「実に不都合な。

■　あなたにこの宮みやを領らうじたてまつりて、懐ふところをさらに放はなたずもて扱あつかひつつ、人ひとやりならず衣きぬも皆濡みなぬらして2、脱ぬぎかへがちなめる。

◇　あちらではこの宮を独り占め申されて、懐から少しも放さずお世話なさっては、好き好んで着物もすっかり濡らして、しきりに脱ぎ替えているようです。

■　軽々かろがろしく、などかく渡わたしたてまつりたまふ。

◇　かるがると、どうしてお渡し申しなさるのか。

■　こなたに渡わたりてこそ見みたてまつりたまP174はめ」

◇　こちらに来てお世話申し上げなさればよいものを」


P174 こなたに渡りてこそ見たてまつりたま--（/+こなたにわたりてこそ見たてまつりたま）

1 【いとあやしや】以下「見たてまつりたまはめ」まで、源氏の詞。

2 【人やりならず衣も皆濡らして】かってに好き好んで若宮のおしっこで衣裳をすっかり濡らしているという意。


若菜上．１２．３．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

若菜上．１２．３．８

■　「いと、うたて1。

◇　「まあ、いやな。

■　思おもひぐまなき御おほむことかな。

◇　思いやりのないお言葉ですこと。

■　女をむなにおはしまさむにだに、あなたにて見みたてまつりたまはむこそよくはべらめ。

◇　女宮でいらっしゃっても、あちらでお育て申し上げなさるのがよいことでございましょう。

■　まして男をとこは、限かぎりなしと聞きこえさすれど、心こころやすくおぼえたまふを。

◇　まして男宮は、どれほど尊いご身分と申し上げても、ご自由と存じ上げておりますのに。

■　戯たはぶれにても、かやうに隔へだてがましきこと、なさかしがりP175聞きこえさせたまひそ2」

◇　ご冗談にも、そのような分け隔てをするようなことを、変に知ったふうに申されなさいますな」


P175 さかしがり--さかしら（ら/＄）かり

1 【いとうたて】以下「聞こえさせたまひそ」まで、明石御方の詞。「女に--だに--まして--男は」という構文。女は他人に見られてはならないものだが、紫の上は母の養母だからかまわない、まして、男御子はなおさら差し支えないという意。

2 【なさかしがり聞こえさせたまひそ】明融臨模本は「さかしら（ら＄）かり」とある。すなわち「ら」をミセケチにする。大島本は「さかしかり」とある。『集成』は明融臨模本の訂正に従う。『完本』は明融臨模本の訂正以前本文と諸本に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．１２．３．９

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお答え申し上げなさる。

■　うち笑わらひて、

◇　ほほ笑んで、

若菜上．１２．３．１０

■　「御仲おほむなかどもにまかせて1、見放みはなちきこゆべきななりな2。

◇　「お二人にお任せして、お構い申さないのがよいというのですね。

■　隔へだてて、今いまは、誰たれも誰たれもさし放はなち、さかしらなどのたまふこそ3幼をさなけれ。

◇　分け隔てをして、このごろは、誰も彼もが除け者にして、でしゃばりだなどとおっしゃるのは、考えが足りないことです。

■　まづは、かやうにはひ隠かくれて、つれなく言いひ落おとしたまふめりかしP176」

◇　第一、そのようにこそこそ隠れて、冷たくこき下ろしなさるようだ」


P176 めりかし--めりし（し/＄かし）

1 【御仲どもにまかせて】以下「言ひ落としたまふめりかし」まで、源氏の詞。軽い冗談を交えて話す。

2 【見放ちきこゆべきななりな】「べき」推量の助動詞、適当の意。「な」断定の助動詞（「なり」の連体形、撥音便無表記）。「なり」伝聞推定の助動詞、終止形。「な」詠嘆の終助詞。

3 【さかしらなどのたまふこそ】明石御方の「なさかしらがりきこえさせたまひそ」という語句を受けて返す。


若菜上．１２．３．１１

■　とて、御几帳みきちゃうを引ひきやりたまへれば、母屋もやの柱はしらに寄**りかかりて1、いときよげに、心恥こころはづかしげなるさましてものしたまふ。

◇　と言って、御几帳を引きのけなさると、母屋の柱に寄り掛かって、たいそう綺麗に、気が引けるほど立派な様子をしていらっしゃる。

◆　 
とて、 み-きちゃう を ひきやり たまへ れ ば、 もや の はしら に かかり て、 いと きよげ に、 こころはづかしげ なる さま し て ものし たまふ。


1 【母屋の柱に寄りかかりて】主語は明石御方。


第四段　源氏、手紙を見る

若菜上．１２．４．１

■　ありつる箱はこも、惑まどひ隠かくさむもさま悪あしければ、さておはするを、

◇　さきほどの文箱も、慌てて隠すのも体裁が悪いので、そのままにしておかれたのを、

若菜上．１２．４．２

■　「なぞの箱1***。

◇　「何の箱ですか。

■　深かこふかき心こころあらむ。

◇　深い子細があるのでしょう。

■　懸想人けさうびとの長歌詠ながうたよみて封ふんじこめたる心地ここちこそすれ」

◇　懸想人が長歌を詠んで大事に封じ込めてあるような気がしますね」

◆　 
"なぞ の かこ? ふかき こころ あら む。 けさうびと の ながうた よみ て ふんじこめ たる ここち こそ すれ。"


1 【なぞの箱】明融臨模本と大島本は「なそのはこ」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「なぞの箱ぞ」と「ぞ」を補訂する。以下「心地こそすれ」まで、源氏の詞。冗談を言ってからかう。


若菜上．１２．４．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

若菜上．１２．４．４

■　「あな、うたてや1。

◇　「まあ、いやですわ。

■　今いまめかしくなり返かへらせたまふめる御心みこころならひに、聞きき知しらぬやうなる御おほむすさび言ごとどもこそ、時々出ときどきいで来くれ」

◇　今風に若返りなさったようなお癖で、合点のゆかないようなご冗談が、時々出て来ますこと」


1 【あなうたてや】以下「時々出で来れ」まで、明石御方の返事。『完訳』は「女三の宮との結婚を暗に皮肉りながら、源氏の冗談を切り返す。前に、紫の上も、源氏の若返りと皮肉った」と注す。


若菜上．１２．４．５

■　とて、ほほ笑ゑみたまへれど、ものあはれなりける御みけしきども1しるければ、あやしとうち傾かたぶきたまへるさまなれば2、わづらはしくて、

◇　と言って、ほほ笑んでいらっしゃるが、しみじみとしたご様子がはっきりと感じられるので、妙だと首を傾けていらっしゃる様子なので、厄介に思って、


1 【御けしきども】明石御方と女御の態度。接尾語「ども」複数を表す。

2 【あやしとうち傾きたまへるさまなれば】主語は源氏。


若菜上．１２．４．６

■　「かの明石あかしの岩屋いはやより1、忍しのびてはべし御祈おほむいのりの巻数くわんじゅ、また、まだしき願ぐわんなどのはべりけるを、御心みこころにも知しらせたてまつるべき折をりあらば2、御覧ごらんじおくべくやとてはべるを、ただ今いまは、ついでなくて、何なにかは開あけさせたまはむ」

◇　「あの明石の岩屋から、内々で致しましたご祈祷の巻数、また、まだ願解きをしていないのがございましたのを、殿にもお知らせ申し上げるべき適当な機会があったら、御覧になって戴いたほうがよいのではないかと送って来たのでございますが、只今は、その時でもございませんので、何のお開けあそばすこともございますまい」


1 【かの明石の岩屋より】以下「何かは開けさせたまはむ」まで、明石御方の詞。手紙の真相を語る。

2 【御心にも知らせたてまつるべき折あらば】源氏をさす。


若菜上．１２．４．７

■　と聞きこえたまふに、

◇　と申し上げなさると、

■　「げに、あはれなるべきありさまぞかし1」

◇　「なるほど、泣くのも無理はない」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【げにあはれなるべきありさまぞかし】源氏の心中。「げに」は前の明石御方と女御がしんみりしていたことをさす。


若菜上．１２．４．８

■　「いかに行おこなひまして1住すみたまひにたらむ。

◇　「どんなに修業を積んでお暮らしになったことだろう。

■　命長いのちながくて、ここらの年としごろ勤つとむる罪つみも、こよなからむかし2。

◇　長生きをして、長年の勤行の功徳の積み重ねによって消滅した罪障も、数知れぬことだろう。

■　世よの中なかに、よしあり、賢さかしき方々3かたがたの、人ひととて見みるにも、この世よに染そみたるほどの濁にごり深ふかきにやあらむ、賢かしこき方かたこそあれ4、いと限かぎりありつつ及およばざりけりや。

◇　世の中で、教養があり、賢明であるという方々を、それと見ても、現世の名利に執着した煩悩が深いのだろうか、学問は優れていても、実に限度があって及ばないな。


1 【いかに行なひまして】以下「いと会はまほしくこそ」まで、源氏の詞。

2 【ここらの年ごろ勤むる罪もこよなからむかし】『集成』は「多年勤めてきた修業によって消滅した罪障も数知れぬことであろう」。『完訳』は「この多くの年月に積み重ねた功徳はこのうえもなく尊いものであろう」と訳す。

3 【賢しき方々】主として僧侶をさす。

4 【賢き方こそあれ】係助詞「こそ」「あれ」已然形、逆接用法。


若菜上．１２．４．９

■　さもいたり深ふかく、さすがに、けしきありし人ひとのありさまかな。

◇　実に悟りは深く、それでいて、風情のあった人だな。

■　聖ひじりだち、この世離よばなれ顔がほにもあらぬものから、下したの心こころは、皆みなあらぬ世よに通かよひ住すみにたるとこそ、見みえしか1。

◇　聖僧のように、現世から離れている顔つきでもないのに、本心は、すっかり極楽浄土に行き来しているように、見えました。


1 【下の心は皆あらぬ世に通ひ住みにたるとこそ見えしか】『集成』は「本心は、この世ならぬ世界（極楽浄土）に、自在に行き来して暮していると思われた」。『完訳』は「心の奥ではすっかり極楽浄土に通い住んでいる、と見えました」と訳す。


若菜上．１２．４．１０

■　まして、今いまは心苦こころぐるしきほだしもなく、思おもひ離はなれにたらむをや。

◇　まして、今では気にかかる係累もなく、解脱しきっているだろう。

■　かやすき身みならば、忍しのびて、いと会あはまほしくこそ」

◇　気楽に動ける身ならば、こっそりと行って、ぜひにも会いたいものだが」

若菜上．１２．４．１１

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

若菜上．１２．４．１２

■　「今いまは、かの1はべりし所ところをも捨すててP177,2、鳥とりの音聞ねきこえぬ山やまS37に3となむ聞ききはべる」

◇　「今は、あの住んでいた所も捨てて、鳥の音も聞こえない奥山にと聞いております」


P177 捨てて--す（す/＄）すてゝ

S37 飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ（古今集恋一-五三五　読人しらず）

1 【今はかの】以下「聞きはべる」まで、明石御方の返事。

2 【かのはべりし所をも捨てて】明石入道の邸宅。

3 【鳥の音聞こえぬ山に】「飛ぶ鳥の声も聞えぬ奥山の深き心を人は知らなむ」（古今集恋一、五三五、読人しらず）の文句を踏まえる。


若菜上．１２．４．１３

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

若菜上．１２．４．１４

■　「さらば、その遺言ゆいごんななりなP178,1。

◇　「それでは、その遺言なのですね。

■　消息せうそこは通かよはしたまふや。

◇　お手紙はやりとりなさっていますか。

■　尼君あまぎみ、いかに思おもひたまふらむ。

◇　尼君、どんなにお思いだろうか。

■　親子おやこの仲なかよりも、またさるさまの契ちぎりは、ことにこそ添そふべけれ」

◇　親子の仲よりも、また夫婦の仲は、格別に悲しみも深かろう」


P178 ななりな--なくも（くも/＄なり）な

1 【さらばその遺言ななりな】以下「こそ添ふべけれ」まで、源氏の詞。「ななりな」は、「な」断定の助動詞（連体形、撥音便化の無表記）「なり」伝聞推定の助動詞、終止形、「な」終助詞、詠嘆。


若菜上．１２．４．１５

■　とて、うち涙なみだぐみたまへり。

◇　とおっしゃって、涙ぐみなさっていた。

第五段　源氏の感想

若菜上．１２．５．１

■　「年としの積つもりに1、世よの中なかのありさまを、とかく思おもひ知しりゆくままに、あやしく恋こひしく思おもひ出いでらるる人ひとの御みありさまなれば、深ふかき契ちぎりの仲なからひは、いかにあはれならむ」

◇　「年を取って、世の中の様子を、あれこれと分かってくるにつれて、妙に恋しく思い出されるご様子の方なので、深い契りの夫婦では、どんなにか感慨も深いことであろう」


1 【年の積もりに】以下「あはれならむ」まで、源氏の詞。


若菜上．１２．５．２

■　などのたまふついでに、

◇　などとおっしゃっている機会に、

■　「この夢語ゆめがたりも思おぼし合あはすることもや」

◇　「あの夢物語もお思い当たりなさることがあるかも知れない」

■　と思おもひてP179、

◇　と思って、


P179 思ひて--思ひ（ひ/+て）


若菜上．１２．５．３

■　「いとあやしき梵字ぼんじとかいふやうなる2跡あとにはべめれど、御覧ごらんじとどむべき節ふしもや混まじりはべるとてなむ。

◇　「たいそう変な梵字とか言うような筆跡ではございますが、お目に止まるようなこともございましょうかと存じまして。

■　今いまはとて別わかれはべりにしかど、なほこそ、あはれは残のこりはべるものなりけれ3」

◇　これが最後と思って別れたのでしたが、やはり、愛着は残るものでございました」


1? 【この夢語りも思し合はすこともや】明石御方の心中。

2 【いとあやしき梵字とかいふやうなる】以下「はべるものなりけれ」まで、明石御方の詞。入道の手紙の筆跡を「梵字」のようなと謙遜していう。

3 【なほこそあはれは残りはべるものなりけれ】『集成』は「やはりまだ思いは残るものなのでございました」。『完訳』は「やはりせつない思いはあとあとまで尾をひくものでございました」と訳す。


若菜上．１２．５．４

■　とて、さまよくうち泣なきたまふ。

◇　と言って、見苦しからぬ体でお泣きになる。

■　寄よりたまひてP180,1、

◇　側に寄りなさって、


P180 泣きたまふ。寄りたまひて--なけ（け/＄）き給て（て/＄より給て）

1 【さまよくうち泣きたまふ寄りたまひて】明融臨模本は「さまよくうちなけ（け＄）き給て（て＄より給て、より＝△イ）」とある。すなわち「け」をミセケチにし、「て」をミセケチにしいて「より給て」と訂正、その「より」の傍らに△（判読不能）を異本表記する。大島本は「さまよくうちなき給て」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うち泣きたまふ。取りたまひて」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。「うち泣きたまふ」の主語は明石御方。「寄りて」の主語は源氏。


若菜上．１２．５．５

■　「いとかしこく1、なほほれぼれしからずこそあるべけれ。

◇　「実にしっかりしていて、まだまだ耄碌していませんな。

■　手てなども、すべて何なにごとも、わざと有職いうそくにしつべかりける人ひとの2、ただこの世経よふる方かたの心こころおきてこそ少すくなかりけれ。

◇　筆跡なども、総じて何につけても、ことさら有職と言ってもよい方で、ただ世渡りの心得だけが上手でなかったな。


1 【いとかしこく】以下「しるしにこそはあらめ」まで、源氏の詞。

2 【人の】格助詞「の」同格の意。


若菜上．１２．５．６

■　かの先祖せんぞの大臣おとどはP181,1、いとかしこくありがたき心こころざしを尽つくして、朝廷おほやけに仕つかうまつりたまひけるP182ほどに、ものの違たがひめありて2、その報むくいにかく末すゑはなきなりなど、人言ひといふめりしを、女子をむなごの方かたにつけたれど、かくていと嗣つぎなしといふべきにはP183あらぬも、そこらの行おこなひのしるしにこそはあらめ」

◇　あの先祖の大臣は、たいそう賢明で世にも稀な忠誠を尽くして、朝廷にお仕え申していらっしゃった間に、何かの行き違いがあって、その報いでそのような子孫が絶えたのだと、人々が噂したようだが、女子の系統であるが、このように決して子孫がいないというわけでないのも、長年の勤行の甲斐があってなのだろう」


P181 大臣は--おとゝを（を/＄は）

P182 たまひける--給ひに（に/＄）ける

P183 いふべきには--いふへきにも（も/＄は）

1 【かの先祖の大臣は】明石入道の先祖は大臣であるというが、源氏の母桐壺更衣はその弟の按察大納言、同祖でもある。「若紫」「明石」参照。

2 【ものの違ひめありて】以下「かく末はなきなり」まで、世人の噂を引用。『河海抄』は藤原実頼の例を指摘する。


若菜上．１２．５．７

■　など、涙なみだおし拭のごひたまひつつ、この夢ゆめのわたりにS38,1目めとどめたまふ。

◇　などと、涙をお拭いになりながら、あの夢物語のあたりにお目を止めなさる。


S38 世の中は夢のわたりの浮き橋かうち渡りつつものをこそ思へ（出典未詳-源氏釈所引）

1 【この夢のわたりに】「世の中は夢のわたりの浮橋かうち渡しつつ物をこそ思へ」（河海抄所引、出典未詳）


若菜上．１２．５．８

■　「あやしくひがひがしく1、すずろに高たかき心こころざしありと人ひとも咎とがめ、また我われながらP184も、さるまじき振ふる舞まひを、仮かりにてもするかな2、と思おもひしことは、この君きみの生むまれたまひし時ときに3、契ちぎり深ふかく思おもひ知しりにしかど、目めの前まへに見みえぬあなたのことは4、おぼつかなくこそ思おもひわたりつれ、さらば、かかる頼たのみありて5、あながちには望のぞみしなりけり。

◇　「変に偏屈者で、無闇に大それた望みを持っていると人も非難し、また自分ながらも、よろしからぬ結婚をかりそめにもしたことよ、と思ったのは、この姫君がお生まれになった時に、前世からの宿縁だと深く理解したが、目の前に見えない遠い先のことは、どういうものかよく分からぬとずっと思い続けていたのだが、それでは、このような期待があって、無理やり婿に望んだのだったな。


P184 我ながら--われも（も/＄）なから

1 【あやしくひがひがしく】以下「心に起こしけむ」まで、源氏の心中。

2 【また我ながらもさるまじき振る舞ひを仮にてもするかな】『集成』は「また自分としても、入道が身分にあるまじき振舞を、かりそめにもすることだと思ったことは。入道が自分を婿にと望んだこと」。『完訳』は「かりそめにも紫の上を裏切って明石の君と結ばれたことをいう。一説には、入道が身分違いの結婚をさせたこと」「またわたし自身も、一時のかりそめにしろ不都合なふるまいをするものよ」と注す。

3 【この君の生まれたまひし時に】明石姫君の誕生。「澪標」参照。

4 【目の前に見えぬあなたのことは】『集成』は「遠い過去の因縁は」。『完訳』は「過去の因縁。一説に、将来」「目に見えぬこれから先のことは」と注す。

5 【かかる頼みありて】夢のお告げを期待して。


若菜上．１２．５．９

■　横よこさまに、いみじき目めを見み、ただよひしも、この人一人ひとひとりのためにこそありけれ1。

◇　無実の罪によって、酷い目に遭い、流浪したのも、この人一人の祈願成就のためであったのだな。

■　いかなる願ぐわんをか心こころに起おこしけむ」

◇　どのような祈願を思い立ったのだろうか」


1 【この人一人のためにこそありけれ】『集成』は「入道一人の祈願成就のためだったのだ」。『完訳』は「この人ひとりがお生れになるためだったのです」と訳す。


若菜上．１２．５．１０

■　とゆかしければ、心こころのうちに拝おがみて取とりたまひつ。

◇　と知りたいので、心の中で拝んでお取りになった。

第六段　源氏、紫の上の恩を説く

若菜上．１２．６．１

■　「これは、また具ぐしてたてまつるべきもの1はべり。

◇　「この願文には、また一緒に差し上げねばならない物があります。

■　今いままた聞きこえ知しらせP185はべらむ」

◇　そのうちお話しましょう」


P185 知らせ--しらせむ（む/＄）

1 【これはまた具してたてまつるべきもの】以下「はべらむ」まで、源氏の詞。入道の願文に一緒にして奉らねばならない自分の願文がある、の意。


若菜上．１２．６．２

■　と、女御にょうごには聞きこえたまふ。

◇　と、女御には申し上げなさる。

■　そのついでに、

◇　その折に、

若菜上．１２．６．３

■　「今いまは、かく1、いにしへのことをもたどり知しりたまひぬれど、あなたの御心みこころばへを、おろかに思おぼしなすな。

◇　「今は、このように、昔のことをだいぶお分りになったのだが、あちらのご好意を、いい加減にはお思いなさいますな。

■　もとよりさるべき仲なか、えさらぬ睦むつびよりも2、横よこさまの人3ひとのなげのあはれをもかけ、一言ひとことP186の心寄こころよせあるは、おぼろけのことにもあらず。

◇　もともと親しいはずの夫婦仲や、切っても切れない親兄弟の親しみよりも、血の繋がらない他人がかりそめの情けをかけ、一言の好意でも寄せてくれるのは、並大抵のことではありません。


P186 一言--（/+ひと）こと

1 【今はかく】以下「口惜しくや」まで、源氏の詞。

2 【さるべき仲えさらぬ睦びよりも】『集成』は「もともと親しかるべき夫婦の仲や、切っても切れない親子兄弟の親しみよりも」と訳す。

3 【横さまの人】他人の意。


若菜上．１２．６．４

■　まして、ここになどさぶらひ馴なれたまふを1見みる見みるも、初はじめの心こころざし変かはらず2、深ふかくねむごろにP187思おもひきこえたるを。

◇　まして、ここに始終お付きしていらっしゃるのを見ながら、最初の気持ちも変わらず、深くご好意をお寄せ申しているのですから。


P187 ねむごろに--（/+ねむ）ころに

1 【さぶらひ馴れたまふを】主語は明石御方。

2 【見る見るも初めの心ざし変はらず】主語は紫の上。


若菜上．１２．６．５

■　いにしへの世よのたとへにも、さこそはうはべには育はぐくみけれとP188,1、らうらうじきたどりあらむも、賢かしこきやうなれど、なほあやまりても、わがため下したの心こころのゆがみたらむ人ひとを、さも思おもひ寄よらず2、うらなからむためは、引ひき返かへしあはれに、いかでかかるにはと、罪得つみえがましきにも、思おもひ直なほることもあるべし。

◇　昔の世の例にも、いかにも表面だけはかわいがっているようだがと、賢そうに推量するのも、利口なようだが、やはり間違っても、自分にとって内心悪意を抱いているような継母を、そうとは思わず、素直に慕っていったならば、思い返してかわいがり、どうしてこんなかわいい子にはと、罰が当たることだと、改心することもきっとあるでしょう。


P188 けれと--けれれ（れ〈後出〉/＄）と

1 【うはべには育みけれと】明融臨模本は「はくゝみけれれ（れ＄）」とある。すなわち衍字「れ」をミセケチにする。大島本は「はくゝみけれ」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「はぐくみげなれと」と「な」を補訂する。

2 【さも思ひ寄らず】継母が内心悪意を抱いていると思わずの意。


若菜上．１２．６．６

■　おぼろけの昔むかしの世よのあだならぬ人ひとは1、違たがふ節々ふしぶしあれど、ひとりひとり罪つみなき時ときには、おのづからもてなす例ためしどもあるべかめり。

◇　並々ならぬ昔からの仇敵でない人は、いろいろ行き違いがあっても、お互いに欠点のない場合には、自然と仲好くなる例はたくさんあるようです。

■　さしもあるまじきことに、かどかどしくP189癖くせをつけ、愛敬あいぎゃうなく、人ひとをもて離はなるる心こころあるは、いとうちとけがたく、思おもひぐまなきわざになむあるべき。

◇　それほどでもないことに、とげとげしく難癖をつけ、かわいげなく、人を疎んじる心のある人は、とてもうちとけにくく、考えの至らない者と言うべきでしょう。


P189 かどかどしく--かと／＼しき（き/＄く）

1 【おぼろけの昔の世のあだならぬ人は】『完訳』は「昔の、並々ならず実のある人は」「昔からの尋常ならぬ敵同士というのでなければ」と注す。


若菜上．１２．６．７

■　多おほくはあらねど1、人ひとの心こころの、とあるさまかかるおもむきを見みるに、ゆゑよしといひ2、さまざまに口惜くちをしからぬ際きはの心こころばせあるべかめり。

◇　多くはありませんが、人の心の、あれこれとある様子を見ると、嗜み教養といい、それぞれにしっかりした程度の心得は持っているようです。

■　皆みなおのおの得えたる方かたありて、取とるところなくもあらねど、また、取とり立たてて、わが後見うしろみに思おもひ、まめまめしく選えらび思おもはむにはP190、ありがたきわざになむ。

◇　皆それぞれ長所があって、取柄がないでもないが、かと言って、特別に、わが妻にと思って、真剣に選ぼうとすれば、なかなか見当たらないものです。


P190 思はむには--おも（も/+は）むには

1 【多くはあらねど】『完訳』は「わたしにはたくさんの経験があるというわけではないけれど」と訳す。

2 【ゆゑよしといひ】『集成』は「たしなみといい教養といい」。『完訳』は「その性分といい才覚といい」と訳す。


若菜上．１２．６．８

■　ただまことに心こころの癖くせなくよきことは、この対たいをのみ1なむ、これをぞおいらかなる人ひとといふべかりける、となむ思おもひはべる。

◇　ただ本当に素直で良い人は、この対の上だけで、この人を穏やかな人と言うべきだ、と思います。

■　よしとて、またあまりひたたけて頼たのもしげなきも、いと口惜くちをしや2」

◇　身分の高い人と言っても、またあまりに締まりがなくて頼りなさそうなのも、まことに残念なことですよ」


1 【この対をのみ】紫の上をさす。

2 【よしとてまたあまりひたたけて頼もしげなきもいと口惜しや】『集成』は「（しかし）いくら人柄がよいといっても、またあまり締りがなく頼りないのも、残念なものです」。『完訳』は「いくら身分がよいといっても、またあまりしまりがなく頼りになりそうでないのも、まったく困ったものですよ」と訳す。暗に女三の宮のことをいう。


若菜上．１２．６．９

■　とばかりのたまふに、かたへの人ひとは思おもひやられぬかし1。

◇　とだけおっしゃったが、もうお一方のことがきっと想像されたことだろう。


1 【かたへの人は思ひやられぬかし】『一葉抄』は「草子の詞也」と指摘。語り手の言辞。「れ」可能の助動詞、連用形。「ぬ」完了の助動詞、強調。「かし」終助詞、念押しのニュアンス。明石御方には女三の宮のことがきっと思いやられたことだろうの意。『全集』は「語り手のことばであるが、ここにゆくりなくも女三の宮に言及されていることは、これまで長々と語られてきた明石一族の因縁の物語が、女三の宮の降嫁にはじまる現在の六条院物語の中に相対化されたことになる」と注す。


第七段　明石御方、卑下す

若菜上．１２．７．１

■　「そこにこそ1、すこしものの心得こころえてものしたまふめるを、いとよし、睦むつび交かはして、この御後見おほむうしろみをも、同おなじ心こころにてものしたまへ」

◇　「あなたこそは、少し物の道理が分かっていらっしゃるようだから、ほんとうに結構なことで、仲好くし合って、この姫君のご後見を、心を合わせてなさって下さい」


1 【そこにこそ】以下「ものしたまへ」まで、源氏の詞。


若菜上．１２．７．２

■　など、忍しのびやかにP191のたまふ。

◇　などと、声をひそめておっしゃる。


P191 忍びやかに--しのひ（ひ/+や）かに


若菜上．１２．７．３

■　「のたまはせねど1、いとありがたき御みけしきを2見みたてまつるままに、明あけ暮くれの言種ことぐさに聞きこえはべる。

◇　「仰せはなくとも、まことに有り難いご好意を拝見しておりまして、朝夕の口癖に感謝申し上げております。

■　めざましきものに3など思おぼしゆるさざらむに、かうまで御覧ごらんじ知しるべきにもあらぬを、かたはらいたきまで数かずまへのたまはすれば、かへりてはまばゆくさへなむ。

◇　目障りな者だとお許しがなかったら、こんなにまでお見知りおき下さるはずもございませんのに、身の置き所もない程に人並みにお言葉をかけて下さるので、かえって面映ゆいくらいです。


1 【のたまはせねど】以下「もて隠されたてまつりつつのみこそ」まで、明石の詞。「のたまはせねど」の主語は源氏。

2 【いとありがたき御けしきを】主語は紫の上。

3 【めざましきものに】明石御方自身をさしていう。


若菜上．１２．７．４

■　数かずならぬ身みの、さすがに消きえぬは、世よの聞きき耳みみも、いと苦くるしく、つつましく思おもうたまへらるるを、罪つみなきさまに、もて隠かくされたてまつりつつのみこそ」

◇　人数にも入らないわたしが、それでも生き永らえていますのは、世間の評判もいかがと、まことに苦しく、遠慮される思いが致しますが、お咎めもない様子に、いつもお庇いいただいているのでございます」

若菜上．１２．７．５

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

若菜上．１２．７．６

■　「その御おほむためには1、何なにの心こころざしかはあらむ。

◇　「あなたのためには、特にご好意があるのではないでしょう。

■　ただ、この御おほむありさまを、うち添そひてもえ見みたてまつらぬおぼつかなさに、譲ゆづりきこえらるるなめり2。

◇　ただ、この姫君のご様子を始終付き添ってお世話申し上げられないのが心配で、お任せ申されるのでしょう。

■　それもまた、とりもちて、掲焉けちえんに3などあらぬ御おほむもてなしどもに、よろづのことなのめに目めやすくなれば、いとなむ思おもひなくうれしき。

◇　それもまた、一人で取り仕切って、特に目立つようにお振る舞いにならないので、何事も穏やかで体裁よく運ぶので、まことに嬉しく思っています。


1 【その御ためには】以下「心やすくなむ」まで、源氏の詞。

2 【譲りきこえらるるなめり】「きこえ」謙譲の補助動詞、受手の明石御方に対する敬意。「らるる」尊敬の助動詞、仕手の紫の上に対する敬意。「な」断定の助動詞、連体形、撥音便化の無表記、「めり」推量の助動詞、主観的推量のニュアンス、源氏の断定と推量。

3 【それもまたとりもちて掲焉に】主語は明石御方。


若菜上．１２．７．７

■　はかなきことにて、ものの心得こころえず1ひがひがしき人ひとは、立たち交まじらふにつけて、人ひとのためさへからきことありかし。

◇　ちょとしたことにつけても、物の道理の分からずひねくれた者は、人と交際するにつけて、相手まで迷惑を被ることがあるものです。

■　さ直なほしどころなく、誰たれもものしたまふめれば、心こころやすくなむ」

◇　そのような直さなければならない所が、どちらにもなくいらっしゃるようなので、安心です」


1 【はかなきことにてものの心得ず】明融臨模本と大島本は「はかなきことにて」とある。また大島本は「もの心えす」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「はかなきことにても」と「も」を補訂する。


若菜上．１２．７．８

■　とのたまふにつけても、

◇　とおっしゃるにつけても、

若菜上．１２．７．９

■　「さりや、よくこそ卑下ひげしにけれ1」

◇　「やっぱりだわ。よくここまで謙遜して来たこと」


1 【さりやよくこそ卑下しにけれ】明石御方の心中。


若菜上．１２．７．１０

■　など、思おもひ続つづけたまふ。

◇　などと思い続けなさる。

■　対たいへ渡わたりたまひぬ。

◇　対の屋へお渡りになった。

第八段　明石御方、宿世を思う

若菜上．１２．８．１

■　「さも、いとやむごとなき1御心みこころざしのみまさるめるかな。

◇　「ああして、たいそう大事になさるお気持ちが深まるばかりのようだこと。

■　げにはた、人ひとよりことに、かくしも具ぐしたまへるありさまの、ことわりと見みえたまへるこそめでたけれ。

◇　なるほどほんとに、人並み勝れて、こんなに何もかも揃っていらっしゃる様子で、無理もないとお見えになるのが立派ですわ。


1 【さもいとやむごとなき】以下「心苦しく」まで、明石御方の詞。


若菜上．１２．８．２

■　宮みやの御方おほむかた、うはべの御おほむかしづきのみめでたくて、渡わたりたまふことも、えなのめならざめるは、かたじけなきわざなめりかし。

◇　宮の御方は、表向きのお扱いだけはご立派で、お渡りになるのも、そう十分でないらしいのは、恐れ多いことのようですわ。

■　同おなじ筋すぢにはおはすれど1、今一際いまひときは2心苦はこころぐるしく」

◇　同じお血筋でいらっしゃるが、もう一段御身分が高いことだけにお気の毒で」


1 【同じ筋にはおはすれど】女三の宮と紫の上が同じ皇族、従姉妹どうしの間柄であることをいう。

2 【今一際は】女三の宮が内親王で、紫の上が女王であることをいう。


若菜上．１２．８．３

■　としりうごちきこえたまふにつけても、わが宿世すくせは、いとたけくぞ、おぼえたまひける。

◇　と陰口を申し上げなさるにつけても、自分の運命は、まことに大したものだと、思われなさるのであった。

若菜上．１２．８．４

■　「やむごとなきだに1、思おぼすさまにもあらざめる世よに、まして立たちまじるべきおぼえにしあらねば、すべて今いまは、恨うらめしき節ふしもなし。

◇　「高貴な方でさえ、思い通りにならないらしいご夫婦仲なのに、ましてお仲間入りできるような身分でもないのだから、何もかも今は、恨めしく思うことはない。

■　ただ、かの絶たえ籠こもりにたる山住やまずみを思おもひやるのみぞ、あはれにおぼつかなき」

◇　ただ、あの世を捨てて籠もった深山生活を思いやるだけが悲しく心配だわ」


1 【やむごとなきだに】以下「おぼつかなき」まで、明石御方の心中。後半は地の文に融合。


若菜上．１２．８．５

■　尼君あまぎみも、ただ、

◇　尼君も、ただ、

■　「福地ふくぢの園そのに種たねまきてS39,1」

◇　「福地の園に種を蒔いて」

■　とやうなりし一言ひとことをうち頼たのみて、後のちの世よを思おもひやりつつ眺ながめゐたまへり。

◇　といったような一言を頼みにして、後世の事を考え考え物思いに耽っていらっしゃった。


S39 耶輸陀羅が福地の園に種蒔きて逢はむ必ず有為の都に（出典未詳-奥入所引）

1 【福地の園に種まきて】仏典に基づく故事。『異本紫明抄』『河海抄』等が指摘するが、出典不明。


第十三章　女三の宮の物語　柏木、女三の宮を垣間見る

第一段　夕霧の女三の宮への思い

若菜上．１３．１．１

■　大将だいしゃうの君きみは1、この姫宮ひめみやの御おほむことを、思おもひ及およばぬにしもあらざりしかば、目めに近ちかくおはしますを、いとただにもおぼえず、おほかたの御おほむかしづきにつけて、こなたには2さりぬべき折々をりをりに参まゐり馴なれ、おのづから御おほむけはひ、ありさまも見聞みききたまふに、いと若わかくおほどきたまへる一筋ひとすぢにて、上うへの儀式ぎしきP192は3いかめしく、世よの例ためしにしつばかりもてかしづきたてまつりたまへれど、をさをさけざやかに4もの深ふかくは見みえず。

◇　大将の君は、この姫宮の御事を、考えなかったわけでもないので、身近においであそばしますのを、とても平気ではいられず、普通のお世話にかこつけて、こちらには何か御用がある時にはいつも参上して、自然と雰囲気や、様子を見聞きなさると、とても若くおっとりしていらっしゃるばかりで、表向きの格式だけは堂々として、世の前例にもなりそうなくらい大事に申し上げなさっているが、実際はそう大して際立って奥ゆかしくは思われない。


P192 儀式--きぬ（ぬ/＄）しき

1 【大将の君は】夕霧、女三の宮を批判する。

2 【こなたには】女三の宮方に。

3 【上の儀式は】源氏の女三の宮に対する表面上の待遇態度。

4 【をさをさけざやかに】『完訳』は「「見えず」までは夕霧の観察。以下、語り手の女房たちへの観察に転ずる。女房のありようから、その女主人の人柄も推測される」と注す。


若菜上．１３．１．２

■　女房にょうばうなども、おとなおとなしきは少すくなく、若わかやかなる容貌人かたちびとの、ひたぶるにうちはなやぎ、さればめるP193はいと多おほく、数知かずしらぬまで集つどひさぶらひつつ、もの思おもひなげなる御おほむあたりとはいひながら、何なにごとものどやかに心こころしづめたるは、心こころのうちのあらはにしも見みえぬわざなれば、身みに人知ひとしれぬ思おもひ添そひたらむも、またまことに心地ここちゆきげに、とどこほりなかるべきにしうち混まじれば、かたへの人ひとにひかれつつ、同おなじけはひもてなしになだらかなるを、ただ明あけ暮くれは、いはけたる遊あそび戯たはぶれに心入こころいれたる童女わらはべのありさまなど、院ゐんは1、いと目めにつかずP194見みたまふ2ことどもあれど、一ひとつさまに世よの中なかを思おぼしのたまはぬ御本性ごほんじゃうなれば、かかる方かたをもまかせて、さこそはあらまほしからめ3、と御覧ごらんじゆるしつつ、戒いましめととのへさせたまはず。

◇　女房なども、しっかりした年輩の者たちは少なく、若くて美人で、ただもう華やかに振る舞って、気取っている者がとても多く、数えきれないほど多く集まり集まって、何の苦労もないお住まいとはいえ、どのような事でも騒がず落ち着いている女房は、心の中がはっきりと見えないものであるから、わが身に人知れない悩みを持っていても、また真実楽しげに、万事思い通りに行っているらしい人たちの中にいると、はたの人に引かれて、同じ気分や態度に調子を合わせるものであるから、ただ一日中、子供じみた遊びや戯れ事に熱中している童女の様子など、院は、まことに感心しないと御覧になることもあるが、一律に世間の事を断じたりなさらないご性格なので、このような事も勝手にさせて、そのようなこともしたいのだろうと、大目に御覧になって、叱って改めさせることはなさらない。


P193 さればめる--されさり（さり/＃は）める

P194 つかず--つかぬ（ぬ/＄す）

1 【院は】源氏をさす。

2 【目につかず見たまふ】『集成』は「感心しないと」。『完訳』は「目障りとお思いになる」と訳す。

3 【かかる方をもまかせてさこそはあらまほしからめ】源氏の心中、間接的表現。


若菜上．１３．１．３

■　正身さうじみの御おほむありさまばかりをば、いとよく教をしへきこえたまふに、すこしもてつけたまへり。

◇　ご本人のお振る舞いだけは、十分よくお教え申し上げなさるので、少しは取り繕っていらっしゃった。

第二段　夕霧、女三の宮を他の女性と比較

若菜上．１３．２．１

■　かやうのことを、大将だいしゃうの君きみも、

◇　このようなことを、大将の君も、

若菜上．１３．２．２

■　「げにこそ、ありがたき1世よなりけれ。

◇　「なるほど、立派な方はなかなかいないものだな。

■　紫むらさきの御用意おほむようい、けしきの、ここらの年経としへぬれど、ともかくも漏もり出いで見みえ聞きこえたるところなく、しづやかなるをもととして、さすがに、心こころうつくしう、人ひとをも消けたず、身みをもやむごとなく、心こころにくくもてなし添そへたまへること」

◇　紫の上のお心がけ、態度は、長年たったけれども、何かと噂に出て見えたり聞こえたりするところはなく、もの静かな点を第一として、何と言っても、心やさしく、人をないがしろにせず、自分自身も気品高く、奥ゆかしくしていらっしゃることよ」


1 【げにこそありがたき】以下「もてなし添へたまへること」まで、夕霧の心中。


若菜上．１３．２．３

■　と、見みし面影おも忘かげもわすれがたくのみ1なむ思おもひ出いでられける。

◇　と、垣間見した面影を忘れ難くばかり思い出されるのであった。


1 【見し面影も忘れがたくのみ】「野分」巻に野分の吹いた朝、紫の上を垣間見たことが語られている。五年前のことである。


若菜上．１３．２．４

■　「わが御北おほむきたの方かたも1、あはれと思おぼす方かたこそ深ふかけれ、いふかひあり、すぐれたるらうらうじさなど、ものしたまはぬ人ひとなり。

◇　「自分の北の方も、かわいいとお思いになることは強いのであるが、取り上げるほどの、人に勝れた才覚などは、お持ちでない方だ。

■　おだしきものに、今いまはと目馴めなるるに、心こころゆるびて、なほかくさまざまに、集つどひたまへるありさまどもの、とりどりにをかしきを、心こころひとつに思おもひ離はなれがたきを、ましてこの宮みやは、人ひとの御おほむほどを思おもふにも、限かぎりなく心こころことなる御おほむほどに2、取とり分わきたる御みけしきしもあらず3、人目ひとめの飾かざりばかりにこそ」

◇　安心していられる人と、もう今は安心だと見慣れているために、気が緩んで、やはりこのように、いろいろな方がお集まりになっていらっしゃる様子が、それぞれにご立派でいらっしゃるのを、内心密かに関心を捨て切れないでいるところに、ましてこの宮は、ご身分を考えるにつけても、この上なく格別のお生まれなのに、特別のご寵愛でもなく、世間体を飾っているだけのことだ」


1 【わが御北の方も】以下「人目の飾りばかりにこそ」まで、夕霧の心中と地の文が融合。初めに「わが御北の方」「思す」という敬語表現がまじる。途中から地の文になり、再び最後は心中文になる。

2 【御ほどに】「に」格助詞、文意は逆接に続く。

3 【取り分きたる御けしきしもあらず】明融臨模本は「御けしきしも」とある。大島本は「御けしきにしも」とある。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』『完本』は諸本に従って「御けしきにしも」と「に」を補訂する。源氏の女三の宮に対する寵愛。


若菜上．１３．２．５

■　と見みたてまつり知しる。

◇　とお見受けする。

■　わざとおほけなき心こころにしもあらねど、

◇　特に大それた考えではないが、

■　「見みたてまつる折をりありなむや1」

◇　「拝見する機会があるだろうか」

■　と、ゆかしく思おもひきこえたまひけり。

◇　と、関心をお寄せになっていらっしゃった。


1 【見たてまつる折ありなむや】夕霧の心中。女三の宮柏木密通の主題へと物語が動き出す。


第三段　柏木、女三の宮に執心

若菜上．１３．３．１

■　衛門督ゑもんの君かむのきみも1、院ゐんにP195常つねに参まゐり、親したしくさぶらひ馴なれたまひし人ひとなれば、この宮みやを父帝ちちみかどのかしづきあがめたてまつりたまひし御心みこころおきてなど、詳くはしく見みたてまつりおきて、さまざまの御定おほむさだめありしころほひより聞きこえ寄より2、院ゐんにも、

◇　衛門督の君も、朱雀院に常に参上し、常日頃親しく伺候していらっしゃった方なので、この宮を父帝が大切になさっていらっしゃったご意向など、詳細に拝見していて、いろいろなご縁談があったころから申し出で、院におかせられても、

■　「めざましとは思おぼし、のたまはせず3」

◇　「出過ぎた者とはお思いでなく、おっしゃりもしなかった」

■　と聞ききしを、かくことざまに4なりたまへるは、いと口惜くちをしく、胸むねいたき心地ここちすれば、なほえ思おもひ離はなれず。

◇　と聞いていたが、このようにご降嫁になったのは、大変に残念で、胸の痛む心地がするので、やはり諦めることができない。


P195 院に--院（院/+に）

1 【衛門督の君も】柏木は依然として女三の宮に執着。

2 【聞こえ寄り】『完訳』は「自分も意中を申し出ていて」と訳す。

3 【めざましとは思しのたまはせず】朱雀院の詞、要旨。『集成』は「出過ぎた者とはお思いにならず仰せにもならなかったと聞いたのに」。『完訳』は「別にお気に召さぬことと仰せになったわけではないと聞いていたのに」と訳す。

4 【かくことざまに】柏木の意に反して、女三の宮が六条院に降嫁したことをいう。


若菜上．１３．３．２

■　その折をりより語かたらひつきにける女房にょうばうのたよりに、御おほむありさまなども聞きき伝つたふるを慰なぐさめに思おもふぞ、はかなかりける1。

◇　そのころから親しくなっていた女房の口から、ご様子なども伝え聞きくのを慰めにしているのは、はかないことであった。


1 【はかなかりける】『完訳』は「語り手の評。柏木の処しがたい絶望的な執着を印象づける」と注す。


若菜上．１３．３．３

■　「対たいの上うへの御おほむけはひにはP196、なほ圧おされたまひてなむ1」

◇　「対の上のご寵愛には、やはり圧倒されていらっしゃる」

■　と、世人よひともまねび伝つたふるを2聞ききては、

◇　と、世間の人が噂しているのを聞いては、


P196 御けはひには--御けはひ（ひ/+に）は

1 【対の上の御けはひにはなほ圧されたまひてなむ】世人の噂。「なむ」係助詞。下に「ある」また「はべる」などの語句が省略されている。

2 【まねび伝ふるを】『集成』は「聞いたことをそっくりそのまま伝えること」と訳す。


若菜上．１３．３．４

■　「かたじけなくとも1、さるものは思おもはせたてまつらざらまし2。

◇　「恐れ多いことだが、そのような辛い思いはおさせ申さなかったろうに。

■　げに、たぐひなき御身おほむみにこそ、あたらざらめ」

◇　いかにも、そのような高いご身分の相手には、相応しくないだろうが」


1 【かたじけなくとも】以下「あたらざらめ」まで、柏木の心中。

2 【たてまつらざらまし】「まし」反実仮想の助動詞。自分であったらそうはさせなかっただろうに。


若菜上．１３．３．５

■　と、常つねにこの小侍従こじじゅうといふ御乳主おほむちぬしを1も言いひはげまして、

◇　と、いつもこの小侍従という御乳母子を責めたてて、


1 【御乳主を】『集成』は「女三の宮の乳姉妹」。『完訳』は「養君と同時期に生れた乳母子」と注す。


若菜上．１３．３．６

■　「世よの中定なかさだめなきを1、大殿おとどの君きみP197、もとより本意ほいありて思おぼしおきてたる方かたに赴おもむきたまはば」

◇　「世の中は無常なものだから、大殿の君が、もともと抱いていらしたご出家をお遂げなさったら」


P197 大殿の君--も（も/＄おとゝ）のきみ

1 【世の中定めなきを】以下「赴きたまはば」まで、柏木の心中。源氏の出家後を待ち望む。源氏が朱雀院の出家後に朧月夜尚侍に言い寄ったのと同じ構図でもある。


若菜上．１３．３．７

■　と、たゆみなく思おもひありきけり1。

◇　と、怠りなく思い続けていらっしゃるのであった。


1 【たゆみなく思ひありきけり】『集成』は「怠りなく機会をうかがっていらっしゃった」。『完訳』は「あれこれ油断なく思いつめているのであった」。


第四段　柏木ら東町に集い遊ぶ

若菜上．１３．４．１

■　弥生やよひばかりの空そらうららかなる日1ひ、六条ろくでうの院ゐんに、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、衛門督ゑもんのかみなど参まゐりたまへり。

◇　三月ころの空がうららかに晴れた日、六条の院に、兵部卿宮、衛門督などが参上なさった。

■　大殿出おとどいでたまひて、御物語おほむものがたりなどしたまふ。

◇　大殿がお出ましになって、お話などなさる。


1 【弥生ばかりの空うららかなる日】六条院の南の町で蹴鞠の遊びが催される。


若菜上．１３．４．２

■　「静しづかなる1住すまひは、このごろこそいとつれづれにP198紛まぎるることなかりけれ。

◇　「静かな生活は、このごろ大変に退屈で気の紛れることがないね。

■　公私おほやけわたくしにことなしや。

◇　公私とも平穏無事だ。

■　何なにわざしてかは暮くらすべき」

◇　何をして今日一日を暮らせばよかろう」


P198 つれづれに--つれ／＼に△（△/＃）

1 【静かなる】以下「暮らすべき」まで、源氏の詞。


若菜上．１３．４．３

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

若菜上．１３．４．４

■　「今朝けさ、大将だいしゃうのものしつるは1、いづ方かたにぞ。

◇　「今朝、大将が来ていたが、どこに行ったか。

■　いとさうざうしきを、例れいの、小弓***P199射こゆみいさせて見みるべかりけりP200。

◇　何とももの寂しいから、いつものように、小弓を射させて見物すればよかった。

■　好このむめる若人わかうどどもも見みえつるを、ねたう出いでやしぬる」

◇　愛好者らしい若い人たちが見えていたが、惜しいことに帰ってしまったかな」

◆　 
"けさ、 だいしゃう の ものし つる は、 いづかた に ぞ? いと さうざうしき を、 れい の、 こゆみ い させ て みる べかり けり。 このむ める わかうど-ども も みえ つる を、 ねたう いで や し ぬる。"


P199 小弓--ふ（ふ/＄こ）ゆき（き/＄）み

P200 べかりけり--へかりける（る/=り）

1 【今朝大将のものしつるは】以下「出でやしぬる」まで、源氏の詞。


若菜上．１３．４．５

■　と、問とはせたまふ1。

◇　と、お尋ねさせなさる。


1 【問はせたまふ】「せ」使役の助動詞。「たまふ」尊敬の補助動詞。源氏が人をして尋ねさせなさる、の意。


若菜上．１３．４．６

■　「大将だいしゃうの君きみは1、丑寅うしとらの町まちにP201、人ひとびとあまたして、鞠まりP202もて遊あそばして見みたまふ」

◇　「大将の君は、丑寅の町で、人々と大勢して、蹴鞠をさせて御覧になっていらっしゃる」

■　と聞きこしめして、

◇　とお聞きになって、


P201 町に--ま（ま/+ち）に

P202 鞠--ま△（△/＃）り

1 【大将の君は】以下「遊ばして見たまふ」まで、報告の要旨。「し」使役の助動詞。夕霧が大勢の人々に蹴鞠をさせての意。


若菜上．１３．４．７

■　「乱みだりがはしきことの1、さすがに目覚めさめてかどかどしきぞかし。

◇　「無作法な遊びだが、それでも派手で気の利いた遊びだ。

■　いづら、こなたに」

◇　どれ、こちらで」


1 【乱りがはしきことの】『集成』は「無作法な遊戯だが」。『完訳』は「どうもあれは騒がしいものの」と訳す。


若菜上．１３．４．８

■　とて、御消息おほむせうそこあれば、参まゐりたまへり。

◇　といって、お手紙があったので、参上なさった。

■　若君達わかきむだちめく人ひとびと多おほかりけり。

◇　若い公達らしい人々が多くいたのであった。

若菜上．１３．４．９

■　「鞠持まりもたせたまへりや。

◇　「鞠をお持たせになったか。

■　誰々たれだれかものしつる1」

◇　誰々が来たか」


1 【鞠持たせたまへりや誰々かものしつる】源氏の詞。「せ」使役の助動詞。「たまへ」尊敬の補助動詞。


若菜上．１３．４．１０

■　とのたまふ。

◇　とお尋ねになる。

若菜上．１３．４．１１

■　「これかれはべりつ1」

◇　「誰それがおります」


1 【これかれはべりつ】夕霧の返事。実際は実名を言ったのだが、省略された書き方。


若菜上．１３．４．１２

■　「こなたへまかでむや1」

◇　「こちらへ来ませんか」


1 【こなたへまかでむや】源氏の詞。ここ東南の町へ来ませんか、の意。


若菜上．１３．４．１３

■　とのたまひて、寝殿しんでんの東面ひむがしおもて、桐壺きりつぼは若宮具わかみやぐしたてまつりて、参まゐりたまひにしころなれば1、こなた隠かくろへたりけり2。

◇　とおっしゃって、寝殿の東面は、桐壷の女御は若宮をお連れ申し上げていらっしゃっている折なので、こちらはひっそりしていた。

■　遣水やりみづなどのゆきあひはれて3、よしあるかかりのほど4を尋たづねて立たち出いづ。

◇　遣水などの合流する所が広々としていて、趣のある場所を探しに出て行く。

■　太政大臣殿おほきおほいどのの君達きみたち、頭弁とうのべん、兵衛佐ひゃうゑのすけ、大夫たいふの君きみなど5、過すぐしたるも、まだ片かたなりなるも、さまざまに、人ひとよりまさりてのみものしたまふ。

◇　太政大臣の公達の、頭弁、兵衛佐、大夫の君などの、年輩者も、また若い者も、それぞれに、他の人より立派な方ばかりでいらっしゃる。


1 【寝殿の東面桐壺は若宮具したてまつりて参りたまひにしころなれば】東南の町の寝殿の東側は明石女御の部屋であるが、現在、若宮を伴って東宮に帰参している。西側は女三の宮の部屋。

2 【こなた隠ろへたりけり】明融臨模本は「こなた（た＋は）」とある。すなわち「は」を補入する。大島本は「こなた」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文と諸本に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『集成』は「目立たぬ所だった」。『完訳』は「ひっそりとしていたのであるが」と訳す。

3 【遣水などのゆきあひはれて】明融臨模本は「ゆきあひは（は＋な）れて」とある。すなわち「な」を補入する。大島本は「こなた」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文と諸本に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。「はれて」は広々として、の意味。

4 【かかりのほど】蹴鞠をするために砂を敷いた場所。

5 【頭弁兵衛佐大夫の君など】柏木の弟たち。


第五段　南町で蹴鞠を催す

若菜上．１３．５．１

■　やうやう暮くれかかるに、

◇　だんだん日が暮れかかって行き、

■　「風吹かぜふかず、かしこき日ひなり1」

◇　「風が吹かず、絶好の日だ」

■　と興きょうじて、弁君べんのきみもえしづめず立たちまじれば、大殿おとど、

◇　と興じて、弁君も我慢できずに仲間に入ったので、大殿が、


1 【風吹かずかしこき日なり】風が吹かず、蹴鞠に絶好の日だ、の意。


若菜上．１３．５．２

■　「弁官べんくわんもえをさめあへざめるを1、上達部かむだちめなりとも、若わかき衛府司ゑふづかさたちは、などか乱みだれたまはざらむ2。

◇　「弁官までが落ち着いていられないようだから、上達部であっても、若い近衛府司たちは、どうして飛び出して行かないのか。

■　かばかりの齢よはひにては3、あやしく見過みすぐす、口惜くちをしくおぼえしわざなり。

◇　それくらいの年では、不思議にも見ているのは、残念に思われたことだ。

■　さるは、いと軽々きゃうぎゃうなりや。

◇　とはいえ、とても騒々しいな。

■　このことのさまよ」

◇　この遊びの有様はな」


1 【弁官もえをさめあへざめるを】以下「このことのさまよ」まで、源氏の詞。

2 【などか乱れたまはざらむ】『完訳「もっと羽目をはずしたらどうです」と訳す。「などか--む」反語表現。

3 【かばかりの齢にては】源氏自身の若いころを思い出して言う。下に「おぼえし」という自己体験をいう過去の助動詞がある。


若菜上．１３．５．３

■　などのたまふに、大将だいしゃうも督君かむのきみも、皆下みなおりたまひて、えならぬ花はなの蔭かげにさまよひたまふP203夕ゆふばえ、いときよげなり。

◇　などとおっしゃると、大将も督君も、みなお下りになって、何ともいえない美しい桜の花の蔭で、あちこち動きなさる夕映えの姿、たいそう美しい。

■　をさをささまよく静しづかならぬ、乱みだれごとなめれど、所ところからP204人ひとからなりけり1。

◇　決して体裁よくなく、騒々しく落ち着きのない遊びのようだが、場所柄により人柄によるものであった。


P203 たまふ--給て（て/＄）

P204 所から--*心から

1 【所から人からなりけり】明融臨模本は「心から人から」とある。大島本は「所から人から」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「所から人から」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜上．１３．５．４

■　ゆゑある庭にはの木立こだちのいたく霞かすみこめたるに、色々紐いろいろひもときわたる花はなの木きども1、わづかなる萌黄もえぎの蔭かげに2、かくはかなきことなれど、善よき悪あしきけぢめあるを挑いどみつつ、われも劣おとらじと思おもひ顔がほなる中なかに、衛門督ゑもんのかりそめに立たち混まじりたまへる足あしもとに、並ならぶ人ひとなかりけり。

◇　趣のある庭の木立がたいそう霞に包まれたところに、何本もの色とりどりに蕾の開いて行く花の木が、わずかに芽のふいた木の蔭で、このようにつまらない遊びだが、上手下手の違いがあるのを競い合っては、自分も負けまいと思っている顔つきの中で、衛門督がほんのお付き合いの顔で参加なさった蹴り方に、並ぶ人がいなかった。


1 【色々紐ときわたる花の木ども】『集成』は「「紐とく」は花の開くことを、女性に見立てていう歌語」と忠す。

2 【わづかなる萌黄の蔭に】『完訳』は「わずかに若芽のふいている柳の木のもとで」と訳す。


若菜上．１３．５．５

■　容貌かたちいときよげに、なまめきたるさましたる人ひとの、用意よういいたくして、さすがに乱みだりがはしき、をかしく見みゆ。

◇　器量もたいそう美しく優雅な物腰の人が、心づかいを十分して、それでいて活発なのは見事である。

若菜上．１３．５．６

■　御階みはしの間まにあたれる桜さくらの蔭かげに寄よりて、人ひとびと、花はなのP205上うへも忘わすれて心こころに入いれたるを、大殿おとども宮みやも、隅すみの高欄かうらんに出いでて御覧ごらんず。

◇　御階の柱間に面した桜の木蔭に移って、人々が、花のことも忘れて熱中しているのを、大殿も兵部卿宮も隅の高欄に出て御覧になる。


P205 間にあたれる桜の蔭に寄りて、人々、花の--（/+まにあたれるさくらのかけによりて人／＼花の）


第六段　女三の宮たちも見物す

若菜上．１３．６．１

■　いと労らうある心こころばへども見みえて、数多かずおほくなりゆくに1、上臈じゃうらふも乱みだれて、冠かうぶりの額ひたひすこしくつろぎたり。

◇　たいそう稽古を積んだ技の数々が見えて、回が進んで行くにつれて、身分の高い人も無礼講となって、冠の額際が少し弛んで来た。

■　大将だいしゃうの君きみも、御位おほむくらゐのほど思おもふこそ、例れいならぬ乱みだりがはしさかなとおぼゆれ、見みる目めは、人ひとよりけに若わかくをかしげにて、桜さくらの直衣なほしのやや萎なえたるに、指貫さしぬきの裾すそつ方かた、すこしふくみて、けしきばかり引ひき上あげたまへり。

◇　大将の君も、ご身分の高さを考えれば、いつにない羽目の外しようだと思われるが、見た目には、人よりことに若く美しくて、桜の直衣の少し柔らかくなっているのを召して、指貫の裾の方が、少し膨らんで、心もち引き上げていらっしゃった。


1 【数多くなりゆくに】『集成』は「回数が増えてゆくにつれ」。『完訳』は「鞠が地に落ちて一度と数える」と注す。


若菜上．１３．６．２

■　軽々かるがるしうも見みえず、ものきよげなるうちとけ姿すがたに、花はなP206の雪ゆきのP207やうに降ふりかかれば、うち見上みあげて、しをれたるP208枝えだすこし押おし折をりて、御階みはしの中なかのしなのほどにゐたまひぬ。

◇　軽率には見えず、さっぱりとした寛いだ姿に、花びらが雪のように降りかかるので、ちょっと見上げて、撓んだ枝を少し折って、御階の中段辺りにお座りになった。

■　督かむの君続きみつづきて、

◇　督の君も続いて、


P206 に、花--はな（はな/＄に花）

P207 雪の--ゆきのゆきの（ゆきの〈後出〉/＄）

P208 しをれたる--しほ△れ（△れ/＄れたる）


若菜上．１３．６．３

■　「花はな、乱みだりがはしく散ちるめりや。

◇　「花びらが、しきりに散るようですね。

■　桜さくらは避よきてS40こそ1」

◇　桜は避けて吹いてくれればよいに」


S40 吹く風よ心しあらばこの春の桜はよきて散らさざらなむ（出典未詳-源氏釈所引）春風は花のあたりをよきて吹け心づからやう移ろふと見む（古今集春下-八五　藤原好風）

1 【花乱りがはしく散るめりや桜は避きてこそ】柏木の詞。「吹く風よ心しあらばこの春の桜は避きて散らさざらなむ」（源氏釈所引、出典未詳）。「春風は花のあたりをよきて吹け心づからや移ろうと見む」（古今集春下、八五、藤原好風）を踏まえる。


若菜上．１３．６．４

■　などのたまひつつ、宮みやの御前おまへの方かたを後目しりめに見みれば、例れいの、ことにをさまらぬけはひどもして1、色々いろいろこぼれ出いでたる御簾みすのつま2、透影すきかげなど、春はるの手向たむけの幣袋ぬさぶくろにやとおぼゆ。

◇　などとおっしゃりながら、宮の御前の方角を横目に見やると、いつものように、格別慎みのない女房たちがいる様子で、色とりどりの袖口がこぼれ出ている御簾の端々から、透影などが、春に供える幣袋かと思われて見える。


1 【例のことにをさまらぬけはひどもして】『集成』は「いつものように、格別慎み深くするでもない女房たちがいる様子で」。『完訳』は「例によって、とくに慎み深くすることもない女房たちのいる気配があれこれと感じられて」と訳す。

2 【御簾のつま】明融臨模本と大島本は「みすのつま」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「御簾のつまづま」と校訂する。


第七段　唐猫、御簾を引き開ける

若菜上．１３．７．１

■　御几帳みきちゃうどもしどけなく引ひきやりつつ1、人気近ひとけちかく世よづきてぞ見みゆるに2、唐猫からねこのいと小ちひさくをかしげなるを、すこし大おほきなる猫追ねこおひ続つづきてP209、にはかに御簾みすのつまより走はしり出いづるに、人ひとびとおびえ騒さわぎて、そよそよと身みじろきさまよふけはひども、衣きぬの音おとなひ、耳みみかしかましき3心地ここちす。

◇　御几帳類をだらしなく方寄せ方寄せして、女房がすぐ側にいて世間ずれしているように思われるところに、唐猫でとても小さくてかわいらしいのを、ちょっと大きめの猫が追いかけて、急に御簾の端から走り出すと、女房たちは恐がって騷ぎ立て、ざわざわと身じろぎし、動き回る様子や、衣ずれの音がやかましいほどに思われる。


P209 追ひ続きて--をひき（き/＄）つゝきて

1 【御几帳どもしどけなく引きやりつつ】御簾に添えて立てられている御几帳をだらしなくずらしている。女三の宮が覗かれる伏線。

2 【人気近く世づきてぞ見ゆるに】『集成』は「すぐ端近に女房がおり、世間ずれしているように思われるところに。男にすぐ返事でもしそうに思われる」。『完訳』は「すぐ間近に控えている人の気配が奥ゆかしさもなく世なれた感じであるが」と注す。

3 【かしかましき】「姦カシカマシ」（名義抄）「カシカマシイ」（日葡辞書）、「古く「かしかまし」と第三音節は清音で、「かしがまし」となったのは近世以後のこと」（小学館古語大辞典）。


若菜上．１３．７．２

■　猫ねこは、まだよく人ひとにもなつかぬにや、綱つないと長ながく付つきたりけるを、物ものにひきかけまつはれにけるを、逃にげむとひこしろふほどに、御簾みすの側そばいとあらはに引ひき開あけられたるを1、とみにひき直なほす人ひともなし。

◇　猫は、まだよく人に馴れていないのであろうか、綱がたいそう長く付けてあったが、物に引っかけまつわりついてしまったので、逃げようとして引っぱるうちに、御簾の端がたいそうはっきりと中が見えるほど引き開けられたのを、すぐに直す女房もいない。

■　この柱はしらのもとにありつる人ひとびとも、心こころあわたたしげにて、もの懼おぢしたるけはひどもなり。

◇　この柱の側にいた人々も慌てているらしい様子で、誰も手が出ないでいるのである。


1 【御簾の側いとあらはに引き開けられたるを】明融臨模本には「け」に朱点で濁点符号が付いている。「引き上げ」と解したものである。『集成』『新大系』は「引きあけられ」と清音に読む。『完本』は「引き上げられ」と濁音に読む。


第八段　柏木、女三の宮を垣間見る

若菜上．１３．８．１

■　几帳きちゃうの際きはすこし入いりたるほどに、袿姿うちきすがたにて1立たちたまへる人ひとあり2。

◇　几帳の側から少し奥まった所に、袿姿で立っていらっしゃる方がいる。

■　階はしより西にしの二にの間まの東ひむがしの側そばなれば3、まぎれどころもなくあらはに見入みいれらる4。

◇　階から西の二間の東の端なので、隠れようもなくすっかり見通すことができる。


1 【袿姿にて】女主人の服装。女房装束の表着・唐衣・裳を着けた姿とは一目で区別される。

2 【立ちたまへる人あり】異例の姿。女性は普通は座っているものである。『完訳』は「貴婦人は座っているのが普通。蹴鞠見物に立ち上る不謹慎な挙措」と注す。

3 【階より西の二の間の東の側なれば】『集成』は「そこは中央御階の間から西へ二つめの柱間の東の端なので」と注す。「東の端」は向かって右側の御簾なので、と同じ。

4 【見入れらる】「らる」可能の助動詞。見通すことができる。


若菜上．１３．８．２

■　紅梅こうばいにやあらむ1、濃こき薄うすきP210、すぎすぎに、あまた重かさなりたるけぢめ、はなやかに、草子そうしのつまのやうに見みえて、桜さくらの織物おりものの細長ほそながなるべし2。

◇　紅梅襲であろうか、濃い色薄い色を、次々と、何枚も重ねた色の変化、派手で、草子の小口のように見えて、桜襲の織物の細長なのであろう。

■　御髪みぐしのすそまでけざやかに見みゆるは、糸いとをよりかけたるやうになびきて、裾すそのふさやかにそがれたる、いとうつくしげにて、七しち、八寸はちすんばかりぞ余あまりたまへる。

◇　お髪が裾までくっきりと見えるところは、糸を縒りかけたように靡いて、裾がふさふさと切り揃えられているのは、とてもかわいい感じで、七、八寸ほど身丈に余っていらっしゃる。

■　御衣おほむぞの裾すそがちに、いと細ほそくささやかP211にて、姿すがたつき、髪かみのかかりたまへる側目そばめ、言いひ知しらずあてにらうたげなり。

◇　お召し物の裾が長く余って、とても細く小柄で、姿つき、髪のふりかかっていらっしゃる横顔は、何とも言いようがないほど気高くかわいらしげである。

■　夕影ゆふかげなれば、さやかならず、奥暗おくくらき心地ここちするも、いと飽あかず口惜くちをし4。

◇　夕日の光なので、はっきり見えず、奥暗い感じがするのも、とても物足りなく残念である。


P210 薄き--うすきに（に/＄）

P211 ささやか--さく（さく/＄さゝ）やか

1 【紅梅にやあらむ】以下、柏木と語り手の目が一体化した視点からの描写。

2 【桜の織物の細長なるべし】『完訳』は「上に着ておられるのは桜襲の織物の細長のようである」と訳す。

3? 【七八寸ばかりぞあまりたまへる】身長よりも七、九寸長いさま。普通の髪の長さ。

4 【いと飽かず口惜し】『完訳』は「柏木の心情の直叙に注意」と注す。


若菜上．１３．８．３

■　鞠まりに身みを投なぐる若君達わかきむだちの、花はなの散ちるを惜をしみもあへぬけしきどもを1見みるとて2、人ひとびと、あらはをふともえ見みつけぬなるべし3。

◇　蹴鞠に夢中になっている若公達の、花の散るのを惜しんでもいられないといった様子を見ようとして、女房たちは、まる見えとなっているのを直ぐには気がつかないのであろう。

■　猫ねこのいたく鳴なけば、見返みかへりたまへる面おももち、もてなしなど、いとおいらかにて、若わかくうつくしの人ひとや4と、ふと見みえたり。

◇　猫がひどく鳴くので、振り返りなさった顔つき、態度などは、とてもおっとりとして、若くかわいい方だと、直観された。


1 【花の散るを惜しみもあへぬけしきどもを】主語は若公達。普通は桜の花の散るのを惜しみ、このまま咲き止めておきたいというところだが、蹴鞠の鞠が枝に触れてひとしお美しく散るのでろう。蹴鞠に夢中になって、ゆったり惜しんでもいられぬという意。

2 【見るとて】主語は女房たち。

3 【ふともえ見つけぬなるべし】「なるべし」は語り手の言辞。

4 【若くうつくしの人や】柏木が女三の宮を見た感想。第一印象。


第九段　夕霧、事態を憂慮す

若菜上．１３．９．１

■　大将だいしゃう、いとかたはらいたけれど、はひ寄よらむもなかなかいと軽々かるがるしければ、ただ心こころを得えさせて、うちしはぶきたまへるにぞ、やをらひき入いりたまふ。

◇　大将は、たいそうはらはらしていたが、近寄るのもかえって身分に相応しくないので、ただ気づかせようと、咳ばらいなさったので、すっとお入りになる。

■　さるは、わが心地ここちにも1、いと飽あかぬ心地ここちしたまへど、猫ねこの綱つなゆるしつれば、心こころにもあらずうち嘆なげかる2。

◇　実の所、自分ながらも、とても残念な気持ちがなさったが、猫の綱を放したので、溜息をもらさずにはいられない。


1 【さるはわが心地にも】『集成』「実のところ、夕霧自身も」と訳す。

2 【綱ゆるしつれば心にもあらずうち嘆かる】夕霧のほっとした気持ち。『集成』は「（中の女房が）猫の綱を放したので（御簾が下りて）思わず溜息をおつきになる」。『完訳』は「猫の綱を解いてしまったので、思わずついため息をもらさずにはいられない」と訳す。


若菜上．１３．９．２

■　まして1、さばかり心こころをしめたる衛門督ゑもんのかみは、胸むねふとふたがりて、誰たればかりにかはあらむ2、ここらの中なかにしるき袿姿うちきすがたよりも、人ひとに紛まぎるべくもあらざりつる3御おほむけはひなど、心こころにかかりておぼゆ。

◇　それ以上に、あれほど夢中になっていた衛門督は、胸がいっぱいになって、他の誰でもない、大勢の中ではっきりと目立つ袿姿からも、他人と間違いようもなかったご様子など、心に忘れられなく思われる。


1 【まして】柏木は夕霧以上に、の意。

2 【誰ればかりにかはあらむ】以下「あらざりつる」まで、柏木の心中。「かはあらむ」反語表現。『完訳』は「女三の宮以外の誰でもない。「あらざりつる」あたりまで、柏木の心を直叙。以下は間接話法」と注す。

3 【あらざりつる】柏木の心中語であるが、連体形の余情表現とかつ下文の「御けはひ」に係っていく表現。


若菜上．１３．９．３

■　さらぬ顔かほにもてなしたれど、

◇　何気ない顔を装っていたが、

■　「まさに目めとどめじや1」

◇　「当然見ていたにちがいない」

■　と、大将だいしゃうはいとほしく思おぼさる。

◇　と、大将は困った事になったと思わずにはいられない。

■　わりなき心地ここちの慰なぐさめに、猫ねこを招まねき寄よせてかき抱いだきたれば、いと香かうばしくて、らうたげにうち鳴なくも、なつかしく思おもひよそへらるるぞ、好すき好ずきしきや2。

◇　たまらない気持ちの慰めに、猫を招き寄せて抱き上げてみると、とてもよい匂いがして、かわいらしく鳴くのが、慕わしい方に思いなぞらえられるとは、好色がましいことであるよ。


1 【まさに目とどめじや】夕霧の心中。反語表現。『集成』は「きっと見ていたにちがいない」。『完訳』は「衛門督がどうしてあのお姿を見逃すわけがあろう」と訳す。

2 【なつかしく思ひよそへらるるぞ好き好きしきや】『首書或抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「語り手の評。柏木の異様なまでの執着を評す」と注す。


第十四章　女三の宮の物語　蹴鞠の後宴

第一段　蹴鞠の後の酒宴

若菜上．１４．１．１

■　大殿御覧おとどごらんじおこせて、

◇　大殿がこちらを御覧になって、

若菜上．１４．１．２

■　「上達部かむだちめの座ざ、いと軽々かろがろしや。

◇　「上達部の座席には、あまりに軽々しいな。

■　こなたにこそ1」

◇　こちらに」


1 【上達部の座いと軽々しやこなたにこそ】源氏の詞。上達部は夕霧や柏木をさす。


若菜上．１４．１．３

■　とて、対たいの南面みなみおもてに1入いりたまへれば、みなそなたに参まゐりたまひぬ。

◇　とおっしゃって、東の対の南面の間にお入りになったので、皆そちらの方にお上りになった。

■　宮みやもゐ直なほりたまひて、御物語おほむものがたりしたまふ。

◇　兵部卿宮も席をお改めになって、お話をなさる。


1 【対の南面に】東の対の南面の間。


若菜上．１４．１．４

■　次々つぎつぎの殿上人てんじゃうびとは、簀子すのこに円座召わらふだめして、わざとなく、椿餅つばいもちひ、梨なし、柑子かうじやうのものども1、さまざまに箱はこの蓋ふたどもにとり混まぜつつあるを、若わかき人ひとびとそぼれ取とり食くふ。

◇　それ以下の殿上人は、簀子に円座を召して、気楽に、椿餅、梨、柑子のような物が、いろいろないくつもの箱の蓋の上に盛り合わせてあるのを、若い人々ははしゃぎながら取って食べる。

■　さるべき乾物からものばかりして、御土器参おほむかはらけまゐる。

◇　適当な干物ばかりを肴にして、酒宴の席となる。


1 【椿餅梨柑子やうのものども】椿餅、梨、柑子というが、春三月に梨の実があるとは思われない。氷室に保存していた物か、梨を使った加工食品であろうか。


若菜上．１４．１．５

■　衛門督ゑもんのかみは、いといたく思おもひしめりて、ややもすれば、花はなの木きに目めをつけて眺ながめやる。

◇　衛門督は、たいそうひどく沈みこんで、ややもすれば、花の木に目をやってぼんやりと物思いに耽っている。

■　大将だいしゃうは、心知こころしりに1、

◇　大将は、事情を知っているので、

■　「あやしかりつる御簾みすの透影思すきかげおもひ出いづることやP212あらむ2」

◇　「妙なことから垣間見た御簾の透影を思い出しているのだろう」

■　と思おもひたまふ。

◇　とお考えになる。


P212 ことや--ことも（も/＄）や

1 【心知りに】事情を知っているので、の意。

2 【あやしかりつる御簾の透影思ひ出づることやあらむ】夕霧の心中。『集成』は「（柏木が）妙なことから垣間見た、御簾の隙間の女三の宮のお姿を思い浮べているのであろうかと」と訳す。


若菜上．１４．１．６

■　「いと端近はしぢかなりつる1ありさまを、かつは軽々かろがろしと思おもふらむかし2。

◇　「とても端近にいた様子を、一方では軽率だと思っているだろう。

■　いでや。

◇　いやはや。

■　こなたの3御おほむありさまの、さはあるまじかめるものを」

◇　こちらのご様子は、あのようなことは決してありますまいものを」

■　と思おもふに、

◇　と思うと、

■　「かかればこそ4、世よのおぼえのほどよりは、うちうちの御心みこころざし5ぬるきやうにはありけれ」

◇　「こんなふうだから、世間の評判が高い割には、内々のご愛情は薄いようなのだった」


1 【いと端近なりつる】以下あるまじかめるものを」まで、夕霧の心中。

2 【かつは軽々しと思ふらむかし】主語は柏木。柏木の心中を忖度。

3 【こなたの】紫の上をさす。

4 【かかればこそ】以下「ありけれ」まで、夕霧の心中。

5 【うちうちの御心ざし】源氏のご寵愛。


若菜上．１４．１．７

■　と思おもひ合あはせて、

◇　と合点されて、

若菜上．１４．１．８

■　「なほ、内外うちとの用意1多よういおほからず、いはけなきは、らうたきやうなれど、うしろめたきやうなりや」

◇　「やはり、他人に対しても自分に対しても、不用心で、幼いのは、かわいらしいようだが不安なものだ」


1 【なほ内外の用意】以下「うしろめたきやうなりや」まで、夕霧の心中。同様の主旨を言っている「帚木」巻の女性論が思い合わされる。


若菜上．１４．１．９

■　と、思おもひ落おとさる。

◇　と、軽んじられる。

若菜上．１４．１．１０

■　宰相さいしゃうの君きみは1、よろづの罪つみをもをさをさたどられず2、おぼえぬものの隙ひまより、ほのかにもそれと見みたてまつりつるにも、

◇　宰相の君は、いろんな欠点をもなかなか気づかず、思いがけない御簾の隙間から、ちらっとその方と拝見したのも、

■　「わが昔むかしよりの心こころざしのしるしあるべきにや3」

◇　「自分の以前からの気持ちが報いられるのではないか」

■　と、契ちぎりうれしき心地ここちして、飽あかずのみおぼゆ4。

◇　と、前世からの約束も嬉しく思われて、どこまでもお慕い続けている。


1 【宰相の君は】柏木。宰相兼右衛門督である。初めて語られる。

2 【よろづの罪をもをさをさたどられず】『完訳』は「宮にどんな欠点があろうと、ほとんど顧みるゆとりもなく」と訳す。

3 【わが昔よりの心ざしのしるしあるべきにや】柏木の心中。

4 【飽かずのみおぼゆ】『完訳』は「どこまでも宮に心を奪われている」と注す。


第二段　源氏の昔語り

若菜上．１４．２．１

■　院ゐんは、昔***P213物語むかし出***でたまひて、

◇　院は、昔話を始めなさって、

◆　 
ゐん は、 むかしものがたり しいで たまひ て、


P213 昔--むかし△（△/＃）


若菜上．１４．２．２

■　「太政大臣おほきおとどの、よろづの1ことにたち並ならびて、勝かち負まけの定さだめしたまひし中なかに、鞠まりなむえ及およばずなりにし。

◇　「太政大臣が、どのような事でも、わたしを相手にして勝負の争いをなさった中で、蹴鞠だけはとても敵わなかった。

■　はかなきことは、伝つたへあるまじけれど、ものの筋すぢはなほこよなかりけり。

◇　ちょっとした遊び事には、別に伝授があるはずもないが、名人の血統はやはり特別であったよ。

■　いと目めも及およばず、かしこうこそ見みえつれ2」

◇　たいそう目も及ばぬほど、上手に見えた」


1 【太政大臣のよろづの】以下「かしこうこそ見えつれ」まで源氏の詞。源氏と太政大臣の間で、何事にも彼に勝ってきたが、蹴鞠だけは及ばなかったという。

2 【かしこうこそ見えつれ】『集成』は「〔今日のあなたは〕上手だった」。『完訳』は「わたしには及びもつかぬくらい上手なものだと見えました」と訳す。


若菜上．１４．２．３

■　とのたまへば、うちほほ笑ゑみて1、

◇　とおっしゃると、ちょっと苦笑して、


1 【うちほほ笑みて】主語は柏木。照れ笑いの意。


若菜上．１４．２．４

■　「はかばかしき方かたには1ぬるくはべる家いへの風かぜS41の2、さしも吹ふき伝つたへはべらむに、後のちの世よのため、異ことなることなくこそはべりぬべけれ」

◇　「公の政務にかけては劣っております家風が、そのような方面では伝わりましても、子孫にとっては、大したことはございませんでしょう」


S41 久方の月の桂も折るばかり家の風をも吹かせてしかな（拾遺集雑上-四七三　菅原道真母）

1 【はかばかしき方には】以下「はべりぬべけれ」まで、柏木の返答。謙遜する。「はかばかしき方」は公務政治向きの事柄をさす。

2 【家の風の】「久方の月の桂も折るばかり家の風をも吹かせてしがな」（拾遺集雑上、四七三、菅原道真の母）を引歌とする。


若菜上．１４．２．５

■　と申まうしたまへば、

◇　とお答え申されると、

若菜上．１４．２．６

■　「いかでか1。

◇　「どうしてそんなことが。

■　何なにごとも人ひとに異ことなるけぢめをば、記しるし伝つたふべきなり。

◇　何事でも他人より勝れている点を、書き留めて伝えるべきなのだ。

■　家いへの伝つたへなどに書かき留とどめ入いれたらむこそ、興きょうはあらめ」

◇　家伝などの中に書き込んでおいたら、面白いだろう」


1 【いかでか】以下「興はあらめ」まで、源氏の詞。「いかでか」は反語。否定になる。どうしてそんなことがあろうか、そうではないの意。


若菜上．１４．２．７

■　など、戯たはぶれたまふ御おほむさまの、匂にほひやかにきよらなるを見みたてまつるにも1、

◇　などと、おからかいになるご様子が、つやつやとして美しいのを拝見するにつけても、


1 【見たてまつるにも】主語は柏木。


若菜上．１４．２．８

■　「かかる人ひとにならひて1、いかばかりのことにか心こころを移うつす人ひとはものしたまはむ。

◇　「このような方と一緒にいては、どれほどのことに心を移す人がいらっしゃるだろうか。

■　何なにごとにつけてか、あはれと見みゆるしたまふばかり2は、なびかしきこゆべき」

◇　いったい、どうしたら、かわいそうにとお認め下さるほどにでも、気持ちをお動かし申し上げることができようか」


1 【かかる人にならひて】以下「なびかしきこゆべき」まで、柏木の心中。源氏に対するコンプレックス。『集成』『新大系』は「ならひて」と清音に読む。『完本』は「並びて」と濁音に読む。「ならひて」は「こんな立派な方（源氏）を見馴れていて」（集成）。「並びて」は「源氏ほどの人に連れ添う宮は」（完訳）。

2 【あはれと見ゆるしたまふばかり】『集成』は「せめてかわいそうにと大目に見て下さるほどにでも」。『完訳』は「せめてこの自分をいじらしい者よとそのまま認めてくださる程度にでも」と訳す。


若菜上．１４．２．９

■　と、思おもひめぐらすに、いとどこよなく、御おほむあたりはるかなるべき身みのほども思おもひ知しらるれば、胸むねのみふたがりてまかでP214たまひぬ1。

◇　と、あれこれ思案すると、ますますこの上なく、お側には近づきがたい身分の程が自然と思い知らされるので、ただもう胸の塞がる思いで退出なさった。


P214 まかで--まかり（り/＄）て

1 【まかでたまひぬ】明融臨模本は「まかり（り＄）て給ぬ」とある。すなわち「り」をミセケチにする。大島本は「まかりて給ぬ」とある。明融臨模本の訂正以前本文に同文。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正と諸本に従って「まかでたまひぬ」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「まかりで給ひぬ」とする。


第三段　柏木と夕霧、同車して帰る

若菜上．１４．３．１

■　大将だいしゃうの君一きみひとつ車くるまにて、道みちのほど物語ものがたりしたまふ1。

◇　大将の君と同車して、途中お話なさる。


1 【大将の君一つ車にて道のほど物語したまふ】柏木は夕霧と同車して女三の宮への同情を語る。六条院から夕霧の三条邸、柏木の二条邸へ帰る途中。


若菜上．１４．３．２

■　「なほ、このころの1つれづれには、この院ゐんに参まゐりて、紛まぎらはすべきなりけり」

◇　「やはり、今ごろの退屈な時には、こちらの院に参上して、気晴らしすべきだ」


1 【なほこのころの】以下「参りたまへ」（まで、柏木と夕霧の詞。『集成』は全体を夕霧の詞とみる。『完訳』『新大系』は「なほこのごろの」から「紛らはすべきなりけり」までを柏木の詞。「今日の」以下「参りたまへ」までの後半を夕霧の詞と解す。


若菜上．１４．３．３

■　「今日けふのやうならむ暇いとまの隙待ひままちつけて、花はなの折過をりすぐさず参まゐれ、とのたまひつるを、春惜はるをしみがてら、月つきのうちに、小弓持こゆみもたせて1参まゐりたまへ」

◇　「今日のような暇な日を見つけて、花の季節を逃さず参上せよと、おっしゃったが、行く春を惜しみがてらに、この月中に、小弓をお持ちになって参上ください」


1 【小弓持たせて】「せ」使役の助動詞。随身供人に小弓を持たせての意。


若菜上．１４．３．４

■　と語かたらひ契ちぎる。

◇　と約束し合う。

■　おのおの別わかるる道みちのほど物語ものがたりしたまうて、宮みやの御事おほむことのなほ言いはまほしP215ければ、

◇　お互いに別れる道までお話なさって、宮のお噂がやはりしたかったので、


P215 まほし--ま（ま/+ほ）し


若菜上．１４．３．５

■　「院ゐんには、なほ1この対たいにのみものせさせたまふなめりな。

◇　「院におかれては、やはり東の対の御方にばかりいらっしゃるようですね。

■　かの御おほむおぼえ2の異ことなるなめりかし。

◇　あちらの方へのご愛情が格別勝るからでしょう。

■　この宮みやいかに思おぼすらむ。

◇　こちらの宮はどのようにお思いでしょうか。

■　帝みかどの並ならびなくならはしたてまつりたまへるに、さしもあらで3、屈くしたまひにたらむこそ、心苦こころぐるしけれ」

◇　院の帝が並ぶ者のないお扱いをずっとしてお上げになっていらっしゃったのに、それほどでもないので、沈み込んでいらっしゃるようなのは、お気の毒なことです」


1 【院にはなほ】以下「心苦しけれ」まで、柏木の詞。女三の宮への同情。

2 【かの御おぼえ】源氏の紫の上に対する寵愛。

3 【さしもあらで】『集成』は「（六条の院では）それほどでもなくて」。『完訳』は「殿のお気持はそれほどでもないものですから」と訳す。


若菜上．１４．３．６

■　と、あいなく言いへば1、

◇　と、よけいな事を言うので、


1 【あいなく言へば】『全集』は「ずけずけと堰を切ったように繰り出される柏木の言葉について、これを不穏当とする語り手の気持をこめる」と注す。


若菜上．１４．３．７

■　「たいだいしきこと1。

◇　「とんでもないことです。

■　いかでかさはあらむ。

◇　どうしてそんなことがありましょう。

■　こなたは、さま変かはりて生おほしたてたまへる睦むつびのけぢめばかりにこそあべかめれ。

◇　こちらの御方は、普通の方とは違った事情でお育てなさったお親しさの違いがおありなのでしょう。

■　宮みやをば、かたがたにつけて、いとやむごとなく思おもひきこえたまへるものを」

◇　宮を何かにつけて、たいそう大事にお思い申し上げていらっしゃいますものを」


1 【たいだいしきこと】以下「思ひきこえたまへるものを」まで、夕霧の反論。


若菜上．１４．３．８

■　と語かたりたまへば、

◇　とお話しになると、

若菜上．１４．３．９

■　「いで、あなかま。たまへ2。皆聞みなききてはべり。いといとほしげなる折々をりをりあなるをや。さるは、世よにおしなべたらぬ人ひとの御おほむおぼえを3。ありがたきわざなりや」

◇　「いや、黙って下さい。すっかり聞いております。とてもお気の毒な時がよくあるというではありませんか。実のところ、並々ならぬ御寵愛の宮ですのに。考えられないお扱いではないですか」


1? 【けぢめばかりこそはあらめ】『完訳』は「そこに宮とちがうところがおありなのでしょう」と訳す。

2 【いであなかまたまへ】以下「ありがたきわざなりや」まで、柏木の反論。

3 【さるは世におしなべたらぬ人の御おぼえを】『集成』は「実際は、一通りではない女三の宮のご声望ですのに」。『完訳』は「それにしても、並一通りではなく父院がお目をかけあそばしたお方ですのに」と訳す。


若菜上．１４．３．１０

■　と、いとほしがる。

◇　と、お気の毒がる。

若菜上．１４．３．１１

■　「いかなれば花はなに木こづたふ鴬うぐひすの

桜さくらをわきてねぐらとはせぬ

◇　「どうして、花から花へと飛び移る鴬は

桜を別扱いしてねぐらとしないのでしょう

若菜上．１４．３．１２

■　春はるの鳥とりの、桜一さくらひとつにとまらぬ心こころよ2。

◇　春の鳥が、桜だけにはとまらないことよ。

■　あやしとおぼゆることぞかし」

◇　不思議に思われることですよ」


1? 【いかなれば花に木づたふ鴬のさくらをわきてぬぐらとはせぬ】柏木の歌。花を六条院の女君に、鴬を源氏に、桜を女に喩え、源氏が女三の宮を大事にしないことを非難する。

2 【春の鳥の桜一つにとまらぬ心よ】以下「おぼゆるぞかし」まで、歌に続けた柏木の詞。『集成』は「春の鳥ならば、美しい桜だけにとまればよいものを」。『完訳』は「春の鳥の、桜ひとつに心をとどめぬとは移り気な心よ」と訳す。


若菜上．１４．３．１３

■　と、口くちずさびに言いへば、

◇　と、口ずさみに言うので、

若菜上．１４．３．１４

■　「いで、あなあぢきなのもの扱あつかひや、さればよ1」と思おもふ。

◇　「何と、つまらないおせっかいだ。やっぱり思った通りだな」と思う。


1 【いであなあぢきなのもの扱ひやさればよ】夕霧の感想。夕霧、柏木の女三の宮に対する恋情を確信する。


若菜上．１４．３．１５

■　「深山木みやまぎにねぐらS42定さだむるはこ鳥どりも

いかでか花はなの色いろに飽あくべき1

わりなきこと。

◇　「深山の木にねぐらを決めているはこ鳥も

どうして美しい花の色を嫌がりましょうか

理屈に合わない話です。

■　ひたおもむきにのみやは2」

◇　そう一方的におっしゃってよいものですか」


S42 深山木に夜は来て鳴くはこ鳥の明けば帰らむことをこそ思へ（古今六帖六-四四八三）

1 【深山木にねぐら定むるはこ鳥もいかでか花の色に飽くべき】夕霧の返歌。「花」「ねくら」の語句を受け、「鴬」は「はこ鳥」として返す。深山木を紫の上に、はこ鳥を源氏に、花を女三の宮に喩える。春の美しい花に飽きたりはしない、と反論。

2 【わりなきことひたおもむきにのみやは】歌に続けた夕霧の詞。「やは」反語表現。そう一方的に決めつけてよいものか、そうではない、の意。


若菜上．１４．３．１６

■　といらへてP216、わづらはしければ、ことに言いはせずなりぬ1。

◇　と答えて、面倒なので、それ以上物を言わせないようにした。

■　異事ことごとに言いひ紛まぎらはして、おのおの別わかれぬ。

◇　他に話をそらせて、それぞれ別れた。


P216 といらへて--（/+と）いらへて

1 【ことに言はせずなりぬ】「せ」使役の助動詞。夕霧が柏木にそれ以上言わせなかった、の意。


第四段　柏木、小侍従に手紙を送る

若菜上．１４．４．１

■　督かむの君きみは、なほ大殿おほいどのの東ひむがしの対たいに、独ひとり住ずみにて1ぞものしたまひける。

◇　督の君は、やはり太政大臣邸の東の対に、独身で暮らしていらっしゃっるのであった。

■　思おもふ心こころありて2、年としごろかかる住すまひをするに、人ひとやりならずP217さうざうしく心細こころぼそき折々をりをりあれどP218、

◇　考えるところがあって、長年このような独身生活をしてきが、誰のせいでもなく自分からもの寂しく心細い時々もあるが、


P217 ならず--ならぬ（ぬ/＄す）

P218 あれど--あは（は/＄）れと

1 【督の君はなほ大殿の東の対に独り住みにて】柏木は大殿邸の東の対にまだ正妻を迎えず独り身で住んでいる。

2 【思ふ心ありて】『完訳』は「結婚への高い理想。女三の宮のような高貴な女君との結婚を望み独身を貫く。「わが身かばかり」「心おごり」ともあり、彼の宮への執着は、権勢志向に発していた」と注す。


若菜上．１４．４．２

■　「わが身みかばかりにて1、などか思おもふことかなはざらむ」

◇　「自分はこれほどの身分で、どうして思うことが叶わないことがあろうか」


1 【わが身かばかりにて】以下「かなはざらむ」まで、柏木の心中。「などか」--「む」反語表現。


若菜上．１４．４．３

■　とのみ、心こころおごりをするに、この夕ゆふべより屈くしいたく、もの思おもはしくて、

◇　と、ばかり自負しているが、この夕方からひどく気持ちが塞ぎ、物思いに沈み込んで、

若菜上．１４．４．４

■　「いかならむ折をりに1、またさばかりにても、ほのかなる御おほむありさまをだに見みむ。

◇　「どのような機会に、再びあれぐらいでもよい、せめてちらっとでもお姿を見たいものだ。

■　ともかくもかき紛まぎれたる際きはの人ひとこそ2,3、かりそめにもたはやすき物忌ものいみ、方違かたたがへの移うつろひも軽々かるがるしきにP219、おのづからともかくP220ものの隙ひまをうかがひつくるやうもあれ」

◇　何をしても人目につかない身分の者なら、ちょっとでも手軽な物忌や、方違えの外出も身軽にできるから、自然と何かと機会を見つけることもできようが」


P219 軽々しきに--かる／＼しき（き/+に）

P220 ともかく--とかく（とかく/＄ともかくも）

1 【いかならむ折に】以下「つくるやうもあれ」まで、柏木の心中。

2 【ともかくもかき紛れたる際の人こそ】『集成』は「何をしても人目につかない身分の者なら」。『完訳』は「もしも相手が何をしようにも人目に立たぬ身分であったら」と訳す。

3 【人こそ】係助詞「こそ」は「やうもあれ」に係る。逆接用法。


若菜上．１４．４．５

■　など思おもひやる方かたなく、

◇　などと、思いを晴らすすべもなく、

若菜上．１４．４．６

■　「深ふかき窓まどのうちS43に1、何なにばかりのことにつけてか、かく深ふかき心こころありけりとだに知しらせたてまつるべき」

◇　「深窓の内に住む方に、どのような手段で、このような深くお慕い申しているということだけでも、お知らせ申し上げられようか」


S43 楊家有女初長成　養在深窓人未識（白氏文集-五九六　長恨歌）

1 【深き窓のうちに】以下「知らせたてまつるべき」まで、柏木の心中。「養はれて深窓に在れば人未だ識らず」（白氏文集・長恨歌）を踏まえた表現。


若菜上．１４．４．７

■　と胸痛むねいたくいぶせければ、小侍従こじじゅうがり、例れいの1、文ふみやりたまふ。

◇　と胸が苦しく晴れないので、小侍従のもとに、いつものように、手紙をおやりになる。


1 【例の】「例の」とあるので、初めてでない。今までにも度々あったことを暗示する書き方。


若菜上．１４．４．８

■　「一日ひとひ、風かぜに誘さそはれて、御垣みかきの原はらS44を1わけ入いりてはべしに、いとどいかに見落みおとしたまひけむ2。

◇　「先日、誘われて、お邸に参上致しましたが、ますますどんなにかわたしをお蔑すみなさったことでしょうか。

■　その夕ゆふべより、乱みだり心地ごこちS45かきくらし、あやなく今日けふは眺ながめ暮くらしはべる3」

◇　その夕方から、気分が悪くなって、わけもなく今日は物思いに沈んで暮らしております」


S44 ふるさとは春めきにけりみ吉野の御垣の原を霞こめたり（詞花集春-三　平兼盛）

S45 見ずもあらず見もせぬ人の恋しくはあやなく今日を眺め暮らさむ（古今集恋一-四七六　在原業平）

1 【一日風に誘はれて御垣の原を】以下「眺め暮らしはべる」まで、柏木の手紙文。「御垣の原」は吉野の地名、歌枕だが、六条院をさす。

2 【いかに見落としたまひけむ】柏木の謙った表現。

3 【あやなく今日は眺め暮らしはべる】「見ずもあらず見もせぬ人の恋しくはあやなく今日やながめ暮さむ（古今集恋一、四七六、在原業平）を踏まえた表現。


若菜上．１４．４．９

■　など書かきて、

◇　などと書いて、

若菜上．１４．４．１０

■　「よそに見みて折をらぬ嘆なげきはしげれども

なごり恋こひしき花はなの夕ゆふかげ1」

◇　「よそながら見るばかりで手折ることのできない悲しみは深いけれども

あの夕方見た花の美しさはいつまでも恋しく思われます」


1 【よそに見て折らぬ嘆きはしげれどもなごり恋しき花の夕かげ】柏木から女三の宮への贈歌。「嘆き」に「投げ木」を響かせ、「木」の縁語として「折る」「繁る」「花」の語句を引き出す。「花」は女三の宮の美しさをいう。


若菜上．１４．４．１１

■　とあれど、侍従じじうは一日ひとひP221の心こころも知しらねばP222,1、ただ世よの常つねの眺ながめにこそはと思おもふ。

◇　とあるが、小侍従は先日の事情を知らないので、ただ普通の恋煩いだろうと思う。


P221 侍従は一日--（/+侍従は一日）

P222 知らねば--しらぬ（ぬ/＄ね）は

1 【侍従は一日の心も知らねば】明融臨模本は「（＋侍従は一日）のこゝろもしらぬ（ぬ＄ね）は」とある。すなわち「侍従は一日」を補入し、「ぬ」をミセケチにして「ね」と訂正する。大島本は「一日の心もしらぬハ」とある。『集成』『新大系』は大島本に従って「一日の心も知らぬは」と校訂し、『完本』は諸本に従って「一日の心も知らねば」と校訂する。


第五段　女三の宮、柏木の手紙を見る

若菜上．１４．５．１

■　御前おまへに人ひとしげからぬほどなれば、かの文ふみを持もて参まゐりて1、

◇　御前には女房たちがあまりいない時なので、この手紙を持って上がって、


1 【かの文を持て参りて】明融臨模本と大島本は「かのふみ」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）に従って「かの文」のままとする。『完本』は諸本に従って「この文」と校訂する。


若菜上．１４．５．２

■　「この人ひとの、かくのみ1、忘わすれぬものに、言問こととひものしたまふこそわづらはしくはべれ。

◇　「あの方が、このようにばかり、忘れられないといって、手紙を寄こしなさるのが面倒なことでございます。

■　心苦こころぐるしげなるありさまも見みたまへあまる心こころもや添そひはべらむと2、みづからの心こころながら知しりがたくなむ」

◇　お気の毒そうな様子を見るに見かねる気持ちが起こりはせぬかと、自分の心ながら分らなくなります」


1 【この人のかくのみ】以下「知りがたくてなむ」まで、小侍従の詞。

2 【見たまへあまる心もや添ひはべらむと】主語は小侍従自身。「たまへ」謙譲の補助動詞。小侍従が柏木を手引きしかねない気持ちがおこりはしないかと、という意。


若菜上．１４．５．３

■　と、うち笑わらひて聞きこゆれば、

◇　と、にっこりして申し上げると、

若菜上．１４．５．４

■　「いとうたてあることをも言いふかな1」

◇　「とても嫌なことを言うのね」


1 【いとうたてあることをも言ふかな】女三の宮の詞。


若菜上．１４．５．５

■　と、何心なにごころもなげにP223のたまひて、文広ふみひろげたるを御覧ごらんず1。

◇　と、無邪気におっしゃって、手紙を広げたのを御覧になる。


P223 なげに--なけれ（れ/＄）に

1 【文広げたるを御覧ず】「文広げたる」の主語は小侍従。「御覧ず」の主語は女三の宮。


若菜上．１４．５．６

■　「見みもせぬ」

◇　「見ていない」

■　と言いひたるところを1、あさましかりし御簾みすのつまを2思おぼし合あはせらるるに、御面赤おほむおもてあかみて、大殿おとどの、さばかりことのP224ついでごとに、

◇　という歌を引いたところを、不注意だった御簾の端の事を自然とお思いつかれたので、お顔が赤くなって、大殿が、あれほど何かあるごとに、


P224 ことの--（/+こと）の

1 【見もせぬと言ひたるところを】女三の宮、柏木の手紙の文句から「見ずもあらず見もせぬ人の恋しくはあやなく今日やながめ暮さむ」の和歌を引いたものであることを察する。

2 【あさましかりし御簾のつまを】『集成』は「思いもかけなかったあの御簾の隙間のことだと」。『完訳』は「あの思いがけなかった御簾の端の一件に」と訳す。


若菜上．１４．５．７

■　「大将だいしゃうに見みえたまふな1。

◇　「大将に見られたりなさらないように。

■　いはけなき御おほむありさまなんめれば、おのづからとりはづして、見みたてまつるやうもありなむ」

◇　子供っぽいところがおありのようだから、自然とついうっかりしていて、お見かけ申すようなことがあるかも知れない」


1 【大将に見えたまふな】以下「やうもありなむ」まで、源氏の女三の宮に対する戒めの詞。源氏が女三の宮に面と向かって「いはけなき御ありさまなれば」と言ったとしたら、かなりきつい辛辣な物言いである。


若菜上．１４．５．８

■　と、戒いましめきこえたまふを思おぼし出いづるに、

◇　と、ご注意申し上げなさっていたのをお思い出しになると、

若菜上．１４．５．９

■　「大将だいしゃうの、さることの1ありしと語かたりきこえたらむ時とき、いかにあはめたまはむ2」

◇　「大将が、こんなことがあったとお話し申し上げるようなことがあったら、どんなにお叱りになるだろう」


1 【大将のさることの】以下「あはめたまはむ」まで、女三の宮の心中。

2 【いかにあはめたまはむ】『集成』は「どんなにお叱りになるだろう」。『完訳』は「殿はこの私をどんあに疎ましくお思いになるだろう」と訳す。


若菜上．１４．５．１０

■　と、人ひとの見みたてまつりけむことをば思おぼさで、まづ、憚はばかりきこえたまふ2心こころのうちぞ幼をさなかりける1。

◇　と、人が拝見なさったことをお考えにならないで、まずは、叱られることを恐がり申されるお考えとは、なんと幼稚な方よ。


1 【人の見たてまつりけむことをば思さでまづ憚りきこえたまふ心のうちぞ幼かりける】『細流抄』は「草子地也」と指摘。語り手の女三の宮批評の文章。

2 【憚りきこえたまふ】『集成』は「〔源氏を〕こわがり申される」。『完訳』は「殿に気がねをなさる」と訳す。


若菜上．１４．５．１１

■　常つねよりも御おほむさしらへなければ、すさまじく、しひて聞きこゆべきことにもあらねば2、ひき忍しのびて、例れいの書かく。

◇　いつもよりもお言葉がないので、はりあいがなく、特に無理して催促申し上げるべき事でもないから、こっそりと、いつものように書く。


1? 【常よりも御さしいらへなければ】主語は女三の宮。女三の宮から柏木の手紙に対するお言葉がないこと。

2 【しひて聞こゆべきことにもあらねば】小侍従が女三の宮の返事を催促すべきことでもない、の意。


若菜上．１４．５．１２

■　「一日ひとひは、つれなし顔がほを1なむ。

◇　「先日は、知らない顔をなさっていましたね。

■　めざましうP225と許ゆるしきこえざりしを2、

◇　失礼なことだとお許し申し上げませんでしたのに、

■　『見みずもあらぬ』

◇　『見ないでもなかった』

■　やいかに。

◇　とは何ですか。

■　あな、かけかけし」

◇　まあ、嫌らしい」


P225 めざましう--めさましく（く/＄う）

1 【一日はつれなし顔を】以下「あなかけかけし」まで、小侍従の返書。小侍従は柏木が女三の宮を垣間見たことを知らない。

2 【めざましうと許しきこえざりしを】『集成』は「（宮様に対して）失礼なこととお許し申しませんでしたのに」。『完訳』は「これまでのご希望も、宮に失礼なことだからとお許し申しあげなかったのに」と訳す。


若菜上．１４．５．１３

■　と、はやりかに走はしり書かきて、

◇　と、さらさらと走り書きして、

若菜上．１４．５．１４

■　「いまさらに色いろにな出いでそ山桜やまざくら

およばぬ枝えだに心こころかけきと1

かひなきことを2」

◇　「今さらお顔の色にお出しなさいますな

手の届きそうもない桜の枝に思いを掛けたなどと

無駄なことですよ」


1 【いまさらに色にな出でそ山桜およばぬ枝に心かけきと】小侍従の返歌。山桜に女三の宮を喩える。

2 【かひなきことを】歌に添えた言葉。


若菜上．１４．５．１５

■　とあり。

◇　とある。


３５． 若菜下 (わかなのげ)

第一章　柏木の物語　女三の宮の結婚後

第一段　六条院の競射

若菜下．１．１．１

■　ことわりとは思おもへども1、

◇　もっともだとは思うけれども、


1 【ことわりとは思へども】主語は柏木。小侍従の返事をさす。「若菜上」巻末の小侍従の手紙の文面を直接受けた語り出し。『集成』は「「思へども」と敬語を使わないのは、「思ふ」とともに、柏木に密着した書き方」と注す。


若菜下．１．１．２

■　「うれたくも言いへるかな1。

◇　「いまいましい言い方だな。

■　いでや、なぞ、かく異ことなることなきあへしらひばかりを慰なぐさめにては、いかが過すぐさむ。

◇　いや、しかし、なんでこのような通り一遍の返事だけを慰めとしては、どうして過ごせようか。

■　かかる人伝ひとづてならでS1,2、一言ひとことをものたまひ聞きこゆる3世よありなむや」

◇　このような人を介してではなく、一言でも直接おっしゃってくださり、また申し上げたりする時があるだろうか」


S1 いかにしてかく思ふてふことをだに人伝てならで君に語らむ（後撰集恋五-九六一　藤原敦忠）

1 【うれたくも言へるかな】以下「世ありなむや」まで、柏木の心中。

2 【かかる人伝てならで】「いかにしてかく思ふてふことをだに人づてならで君に語らむ」（後撰集恋五、九六一、藤原敦忠）。

3 【のたまひ聞こゆる】「のたまひ」の主語は女三の宮、「聞こゆる」の主語は柏木。


若菜下．１．１．３

■　と思おもふにつけて、おほかたにては、惜をしくめでたしと思おもひきこゆる院ゐんの御おほむため、なまゆがむ心こころや添そひにたらむ1。

◇　と思うにつけても、普通の関係では、もったいなく立派な方だとお思い申し上げる院の御為には、けしからぬ心が生じたのであろうか。


1 【なまゆがむ心や添ひにたらむ】疑問の係助詞「や」、推量の助動詞「む」は、語り手の言辞。


若菜下．１．１．４

■　晦日つごもりの日ひは1、人ひとびとあまた参まゐりたまへり。

◇　晦日には、人々が大勢参上なさった。

■　なまもの憂うく、すずろはしけれど、

◇　何やら気が進まず、落ち着かないけれども、

■　「そのあたりの花はなの色いろをも見みてや慰なぐさむ2」

◇　「あのお方のいらっしゃる辺りの桜の花を見れば気持ちが慰むだろうか」

■　と思おもひて参まゐりたまふ。

◇　と思って参上なさる。


1 【晦日の日は】三月晦日。六条院の競射。

2 【そのあたりの花の色をも見てや慰む】柏木の心中。


若菜下．１．１．５

■　殿上てんじゃうのの賭弓1りゆみ、如月きさらぎにとありしを過すぎて、三月やよひはた御忌月おほむきづきなれば2、口惜くちをしくと人ひとびと思おもふに、この院ゐんに、かかるまとゐあるべしと3聞きき伝つたへて、例れいの集つどひたまふ。

◇　殿上の賭弓は、二月とあったが過ぎて、三月もまた御忌月なので、残念に人々は思っているところに、この院で、このような集まりがある予定と伝え聞いて、いつものようにお集まりになる。

■　左右さいうの大将だいしゃう、さる御仲おほむなからひにて4参まゐりたまへば、次将すけたちなど挑いどみかはして、小弓こゆみとのたまひしかど5、歩弓6かちゆみのすぐれたる上手じゃうずどもありければ、召めし出いでて射いさせたまふ。

◇　左右の大将は、お身内という間柄で参上なさるので、中将たちなども互いに競争しあって、小弓とおっしゃったが、歩弓の勝れた名人たちもいたので、お呼び出しになって射させなさる。


1 【殿上の賭弓】「賭弓」そのものは正月十八日に弓場殿で帝出御のもとに競射が催される。「殿上の賭弓」はそれに準じて殿上人が行う競射。二月三月に催されることが多い。

2 【三月はた御忌月なれば】冷泉帝の母后藤壺の忌月。

3 【かかるまとゐあるべしと】「まとゐ」は「円居」と「的射」の掛詞的表現。

4 【左右の大将さる御仲らひにて】左大将鬚黒と右大将夕霧である。

5 【小弓とのたまひしかど】「若菜上」（第十三章四段）の源氏の言葉に見える。

6 【歩弓】「歩弓」は「馬弓（騎射）」の対語。十七日の射礼、十八日の賭弓なども歩射である。


若菜下．１．１．６

■　殿上人てんじゃうびとどもも、つきづきしき限かぎりは、皆前後みなまへしりへの心こころ、こまどりに方分かたわきて1、暮くれゆくままに、今日けふにとぢむる霞かすみのけしきも2あわたたしく、乱みだるる夕風ゆふかぜに、花はなの蔭かげS2いとど立たつことやすからで3、人ひとびといたく酔ゑひ過すぎたまひて、

◇　殿上人たちも、相応しい人は、すべて前方と後方との、交互に組分けをして、日が暮れてゆくにつれて、今日が最後の春の霞の感じも気ぜわしくて、吹き乱れる夕風に、花の蔭はますます立ち去りにくく、人々はひどく酔い過ごしなさって、


S2 今日のみと春を思はぬ時だにも立つことやすき花の蔭かは（古今集春下-一三四　凡河内躬恒）

1 【前後の心こまどりに方分きて】左方の先に射る者、右方の後に射る者と、奇数偶数の二組に分けること。

2 【今日にとぢむる霞のけしきも】今日が三月晦日で春の終わりの日であることをいう。惜春の情景。

3 【花の蔭いとど立つことやすからで】「今日のみと春を思はぬ時だにも立つことやすき花の蔭かは」（古今集春下、一三四、躬恒）。


若菜下．１．１．７

■　「艶えんなる賭物かけものども1、こなたかなた人ひとびとの御心見みこころみえぬべきを。

◇　「しゃれた賭物の数々は、あちらこちらの御婦人方のご趣味のほどが窺えようというものを。

■　柳やなぎの葉はを百度当ももたびあてS3つべき舎人とねりどもの2、うけばりて射取いとる、無人むじんなりや。

◇　柳の葉を百発百中できそうな舎人たちが、わがもの顔をして射取るのは、面白くないことだ。

■　すこしここしき手てつきどもをこそ、挑いどませめ」

◇　少しおっとりした手並みの人たちこそ、競争させよう」


S3 楚有養由基者　善射者也　去柳葉百歩而射之　百発而百中之　左右観者数千人　皆曰　善射（史記-周本紀）

1 【艶なる賭物ども】以下「こそ挑ませめ」まで、源氏の詞。

2 【柳の葉を百度当てつべき舎人どもの】『史記』周本紀の楚の養由基の故事。


若菜下．１．１．８

■　とて、大将だいしゃうたちよりはじめて、下おりたまふに、衛門督ゑもんのかみ、人ひとよりけに眺ながめをしつつものしたまへば、かの片端心知かたはしこころしれる御目おほむめには1、見みつけつつ、

◇　といって、大将たちをはじめとして、お下りになると、衛門督、他の人より目立って物思いに耽っていらっしゃるので、あの少々は事情をご存知の方のお目には止まって、


1 【心知れる御目には】夕霧をさす。


若菜下．１．１．９

■　「なほ、いとけしき異ことなり。

◇　「やはり、様子が変だ。

■　わづらはしきこと出いで来くべき世よにやあらむ1」

◇　厄介な事が引き起こるのだろうか」


1 【なほいとけしき異なりわづらはしきこと出で来べき世にやあらむ】夕霧の心中。『集成』は「やっかいなことがもちあがる二人の仲なのだろうか」。『完訳』は「面倒なことがもちあがってくるのではなかろうか」と訳す。


若菜下．１．１．１０

■　と、われさへ思おもひつきぬる心地ここちす。

◇　と、自分までが悩みに取りつかれたような心地がする。

■　この君きみたち、御仲おほむなかいとよし。

◇　この君たち、お仲が大変に良い。

■　さる仲なからひ1といふ中なかにも、心交こころかはしてねむごろなれば、はかなきことにても、もの思おもはしくうち紛まぎるることあらむを2、いとほしくおぼえたまふ。

◇　従兄弟同士という中でも、気心が通じ合って親密なので、ちょっとした事でも、物思いに悩んで屈託しているところがあろうものなら、お気の毒にお思いになる。


1 【さる仲らひ】従兄弟同士という意。

2 【もの思はしくうち紛るることあらむを】推量の助動詞「む」仮定の意。『集成』は「思い悩んでそれに屈託するようなことがあるのを」。『完訳』は「物思いがちに心を奪われるようなことがあろうものなら」と訳す。


若菜下．１．１．１１

■　みづからも1、大殿おとどを見みたてまつるに、気恐けおそろしくまばゆく、

◇　自分でも、大殿を拝見すると、何やら恐ろしく目を伏せたくなるようで、


1 【みづからも】柏木をさす。


若菜下．１．１．１２

■　「かかる心こころはあるべきものか1。

◇　「このような考えを持ってよいものだろうか。

■　なのめならむにてだに、けしからず、人ひとに点てんつかるべき振ふる舞まひはせじと思おもふものを。

◇　どうでもよいことでさえ、不行き届きで、人から非難されるような振る舞いはすまいと思うものを。

■　ましておほけなきこと」

◇　まして身のほどを弁えぬ大それたことを」


1 【かかる心はあるべきものか】以下「おほけなきこと」まで、柏木の心中。


若菜下．１．１．１３

■　と思おもひわびては、

◇　と思い悩んだ末に、

若菜下．１．１．１４

■　「かのありし猫ねこをだに1、得えてしがな。

◇　「あの先日の猫でも、せめて手に入れたい。

■　思おもふこと語かたらふべくはあらねど、かたはら寂さびしき慰なぐさめにも、なつけむ」

◇　思い悩んでいる気持ちを打ち明ける相手にはできないが、独り寝の寂しい慰めを紛らすよすがにも、手なづけてみよう」


1 【かのありし猫をだに】以下「慰めにもなつけむ」まで、柏木の心中。


若菜下．１．１．１５

■　と思おもふに、もの狂ぐるほしく、

◇　と思うと、気違いじみて、

■　「いかでかは盗ぬすみ出いでむ」

◇　「どうしたら盗み出せようか」

■　と、それさへぞ難かたきことなりける。

◇　と思うが、それさえ難しいことだったのである。

第二段　柏木、女三の宮の猫を預る

若菜下．１．２．１

■　女御にょうごの御方おほむかたに参まゐりて1、物語ものがたりなど聞きこえ紛まぎらはし試こころみる。

◇　弘徽殿女御の御方に参上して、お話などを申し上げて心を紛らわそうとしてみる。

■　いと奥深おく、心恥ふかくこころはづかしき御おほむもてなしにて2、まほに見みえたまふこともなし。

◇　たいそう嗜み深く、気恥ずかしくなるようなご応対ぶりなので、直にお姿をお見せになることはない。

■　かかる御仲おほむなからひにだに3、気遠けどほくならひたるを、

◇　このような姉弟の間柄でさえ、隔てを置いてきたのに、

■　「ゆくりかにあやしくは、ありしわざぞかし4」

◇　「思いがけず垣間見したのは、不思議なことであった」

■　とは、さすがにうちおぼゆれど、おぼろけにしめたるわが心こころから、浅あさくも思おもひなされず5。

◇　とは、さすがに思われるが、並々ならず思い込んだ気持ちゆえ、軽率だとは思われない。


1 【女御の御方に参りて】柏木、妹の弘徽殿女御のもとに参上。弘徽殿女御の慎み深い態度、女三の宮の軽率さが比較される。

2 【いと奥深く心恥づかしき御もてなしにて】弘徽殿女御の態度。女三の宮と対照的。

3 【かかる御仲らひにだに】兄妹の関係をいう。

4 【ゆくりかにあやしくはありしわざぞかし】柏木の心中。女三の宮を垣間見たことを想起する。

5 【浅くも思ひなされず】女三の宮の振る舞いを。


若菜下．１．２．２

■　春宮とうぐうに参まゐりたまひて1、

◇　東宮に参上なさって、

■　「論ろなう通かよひたまへるところあらむかし2」

◇　「当然似ていらっしゃるところがあるだろう」

■　と、目めとどめて見みたてまつるに、匂にほひやかになどはあらぬ御容貌おほむかたちなれど、さばかりの御おほむありさまはた、いと異ことにて、あてになまめかしくおはします3。

◇　と、目を止めて拝すると、輝くほどのお美しさのご容貌ではないが、これくらいのご身分の方は、また格別で、上品で優雅でいらっしゃる。


1 【春宮に参りたまひて】柏木、東宮のもとに参上し、女三の宮の猫を預かる。

2 【論なう通ひたまへるところあらむかし】柏木の心中。東宮と女三の宮が兄妹ゆえに似ているだろうと注意深く見る。

3 【あてになまめかしくおはします】東宮の器量。上文に「匂ひやかになどはあらぬ御容貌」。輝くほどの美しさではないが、東宮という心なしか、上品で優雅でいらっしゃる。参考、源氏の器量、「匂ひやかにきよら」（若菜上）とある。


若菜下．１．２．３

■　内裏うちの御猫おほむねこの、あまた引ひき連つれたりけるはらからどもの、所々ところどころにあかれて、この宮みやにも参まゐれるが、いとをかしげにて歩ありくを見みるに、まづ思おもひ出いでらるれば、

◇　内裏の御猫が、たくさん引き連れていた仔猫たちの兄弟が、あちこちに貰われて行って、こちらの宮にも来ているのが、とてもかわいらしく動き回るのを見ると、何よりも思い出されるので、

若菜下．１．２．４

■　「六条ろくでうの院ゐんの姫宮ひめみやの御方おほむかたに1はべる猫ねここそP1,2、いと見みえぬやうなる顔かほして、をかしうはべしか。

◇　「六条院の姫宮の御方におります猫は、たいそう見たこともないような顔をしていて、かわいらしうございました。

■　はつかになむ見みたまへし」

◇　ほんのちょっと拝見しました」


P1 こそ--*そ

1 【六条の院の姫宮の御方に】以下「見たまふべし」まで、柏木の詞。

2 【猫こそ】明融臨模本は「ねこそ」とある。大島本は「ねここそ」とある。文末は「をかしうはべしか」と已然形であるから「こそ」が適切。『集成』『完本』は大島本や諸本に従って「猫こそ」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）通り。


若菜下．１．２．５

■　と啓けいしたまへば、わざとらうたく1せさせたまふ御心みこころにて、詳くはしく問とはせたまふ。

◇　と申し上げなさると、猫を特におかわいがりあそばすご性分なので、詳しくお尋ねあそばす。


1 【わざとらうたく】明融臨模本と大島本は「わさとらうたく」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「猫わざとらうたく」と「猫」を補訂する。


若菜下．１．２．６

■　「唐猫からねこの、ここのに違たがへるさましてなむはべりし。

◇　「唐猫で、こちらのとは違った恰好をしてございました。

■　同おなじやうなるものなれど、心こころをかしく人馴ひとなれたるは、あやしくなつかしきものになむはべる」

◇　同じようなものですが、性質がかわいらしく人なつっこいのは、妙にかわいいものでございます」

若菜下．１．２．７

■　など、ゆかしく思おぼさるばかり、聞きこえなしたまふ。

◇　などと、興味をお持ちになるように、特にお話し申し上げなさる。

若菜下．１．２．８

■　聞きこし召めしおきて1、桐壺きりつぼの御方おほむかたより伝つたへて聞きこえさせたまひければ3、参まゐらせたまへり4。

◇　お耳にお止めあそばして、桐壷の御方を介してご所望なさったので、差し上げなさった。

■　「げに、いとうつくしげなる猫ねこなりけり5」

◇　「なるほど、たいそうかわいらしげな猫だ」

■　と、人ひとびと興きょうずるを6、衛門督ゑもんのかみは、

◇　と、人々が面白がるので、衛門督は、

■　「尋たづねむと思おぼしたりき」

◇　「手に入れようとお思いであった」

■　と、御みけしきを見みおきて7、日ひごろ経へて参まゐりたまへり。

◇　と、お顔色で察していたので、数日して参上なさった。


1 【聞こし召しおきて】主語は東宮。以下、後日の話になる。

2? 【桐壺の御方に】明石女御をさす。

3 【聞こえさせたまひければ】『集成』は「その猫をご所望になったので」と訳す。

4 【参らせたまへり】女三の宮方から東宮に猫を差し上げなさった、の意。

5 【げにいとうつくしげなる猫なりけり】東宮方の人々の詞。「げに」は柏木の言葉に納得する気持ちの表出。

6 【人びと興ずるを】『完訳』は「人々がおもしろがっているところへ」と訳す。

7 【尋ねむと思したりきと御けしきを見おきて】『集成』は「あの猫を手に入れたいとお思いだったと、（その時の）東宮のお顔色を見て取った上で」。『完訳』は「東宮があの猫をもらい受けようとおぼしめしだった、と察していたので」と訳す。このあたり、時間が前後して語られている。


若菜下．１．２．９

■　童わらはなりしより、朱雀院しゅじゃくゐんの取とり分わきて思おぼし使つかはせたまひしかば、御山住みやまずみに後おくれきこえては、またこの宮みやにも親したしう参まゐり、心寄こころよせきこえたり。

◇　子供であったころから、朱雀院が特別におかわいがりになってお召し使いあそばしていたので、御入山されて後は、やはりこの東宮にも親しく参上し、お心寄せ申し上げていた。

■　御琴おほむことなど教をしへきこえ1たまふとて、

◇　お琴などをお教え申し上げなさるついでに、


1 【御琴など教へきこえ】柏木は東宮に弦楽器を教授している。太政大臣家は特に和琴の名手である。


若菜下．１．２．１０

■　「御猫おほむねこども1あまた集つどひはべりにけり。

◇　「御猫たちがたくさん集まっていますね。

■　いづら、この見みし人ひとは」

◇　どうしたかな、わたしが見た人は」


1 【御猫ども】以下「この見し人は」まで、柏木の詞。猫を「見し人」と喩えて言っている。『集成』は「女三の宮の身代わりというほどの気持が「人」と言わせている」と注す。


若菜下．１．２．１１

■　と尋たづねて見みつけたまへり。

◇　と探してお見つけになった。

■　いとらうたくおぼえて、かき撫なでてゐたり。

◇　とてもかわいらしく思われて、撫でていた。

■　宮みやも、

◇　東宮も、

若菜下．１．２．１２

■　「げに、をかしきさましたりけり1。

◇　「なるほど、かわいい恰好をしているね。

■　心こころなむ、まだなつきがたきは、見馴みなれぬ人ひとを知しるにやあらむ。

◇　性質が、まだなつかないのは、人見知りをするのだろうか。

■　ここなる猫ねこども、ことに劣おとらずかし」

◇　ここにいる猫たちも、大して負けないがね」


1 【げにをかしきさましたりけり】以下「劣らずかし」まで、東宮の詞。猫の様子。


若菜下．１．２．１３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

若菜下．１．２．１４

■　「これは、さるわきまへ心ごころも1、をさをさはべらぬものなれど、その中なかにも心***かしこきは、おのづから魂たましひはべらむかし」

◇　「猫というものは、そのような人見知りは、普通しないものでございますが、その中でも賢い猫は、自然と性根がございますのでしょう」

■　など聞きこえて、

◇　などとお答え申し上げて、

■　「まさるどもさぶらふめるを2、これはしばし賜たまはり預あづからむ」

◇　「これより勝れている猫が何匹もございますようですから、これは暫くお預かり申しましょう」

◆　 
"これ は、 さる わきまへ-ごころ も、 をさをさ はべら ぬ もの なれ ど、 その なか に も かしこき は、 おのづから たましひ はべら む かし。" など きこえ て、 "まさる-ども さぶらふ める を、 これ は しばし たまはり あづから む。"


1 【これはさるわきまへ心も】以下「魂はべらむかし」まで、柏木の詞。疫これは」は猫一般をさす。

2 【まさるどもさぶらふめるを】以下「預からむ」まで、柏木の詞。「まさるども」はこの猫より勝れている猫ども、の意。


若菜下．１．２．１５

■　と申まうしたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　心こころのうちに、あながちにをこがましく、かつはおぼゆるに1、これを尋たづね取とりて2、夜よるもあたり近ちかく臥ふせたまふ。

◇　心の中では、何とも馬鹿げた事だと、一方ではお考えになるが、この猫を手に入れて、夜もお側近くにお置きなさる。


1 【かつはおぼゆるに】明融臨模本は「かつはおほゆるに」とある。大島本は「かつハおほゆるつゐに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おぼゆ。つひに」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「おぼゆる。つひに」とする。

2 【これを尋ね取りて】柏木、猫を手に入れて女三の宮を偲ぶ。


若菜下．１．２．１６

■　明あけ立たてば、猫ねこのかしづきをして、撫なで養やしなひたまふ。

◇　夜が明ければ、猫の世話をして、撫でて食事をさせなさる。

■　人気遠ひとげとほかりし心こころも、いとよく馴なれて、ともすれば、衣きぬの裾すそにまつはれ、寄より臥ふし睦むつるるを、まめやかにうつくしと思おもふ。

◇　人になつかなかった性質も、とてもよく馴れて、ともすれば、衣服の裾にまつわりついて、側に寝そべって甘えるのを、心からかわいいと思う。

■　いといたく眺ながめて、端近はしちかく寄より臥ふしたまへるに、来きて、

◇　とてもひどく物思いに耽って、端近くに寄り臥していらっしゃると、やって来て、

■　「ねう、ねう1」

◇　「ねよう、ねよう」

■　と、いとらうたげに鳴なけば、かき撫なでて、

◇　と、とてもかわいらしげに鳴くので、撫でて、

■　「うたても、すすむかな」

◇　「いやに、積極的だな」

■　と、ほほ笑ゑまる2。

◇　と、思わず苦笑される。


1 【ねうねう】猫の鳴き声。擬音語。柏木は「寝よう、寝よう」の意に解す。

2 【うたてもすすむかなとほほ笑まる】『集成』は「いやに積極的だなと、苦笑が浮ぶ」。『完訳』は「いやに心のはやるやつよ、と苦笑せずにはいられない」と訳す。


若菜下．１．２．１７

■　「恋こひわぶる人ひとのかたみと手てならせば

なれよ何なにとて鳴なく音ねなるらむ1

◇　「恋いわびている人のよすがと思ってかわいがっていると

どういうつもりでそんな鳴き声を立てるのか


1 【恋ひわぶる人のかたみと手ならせばなれよ何とて鳴く音なるらむ】柏木の独詠歌。


若菜下．１．２．１８

■　これも昔むかしの契ちぎりにや1」

◇　これも前世からの縁であろうか」


1 【これも昔の契りにや】歌の後の独り言。「これ」は猫との縁をさす。


若菜下．１．２．１９

■　と、顔かほを見みつつのたまへば、いよいよらうたげに鳴なくを、懐ふところに入いれて眺ながめゐたまへり。

◇　と、顔を見ながらおっしゃると、ますますかわいらしく鳴くので、懐に入れて物思いに耽っていらっしゃる。

■　御達ごたちなどは、

◇　御達などは、

若菜下．１．２．２０

■　「あやしく、にはかなる猫ねこの1ときめくかな。

◇　「奇妙に、急に猫を寵愛なさるようになったこと。

■　かやうなるもの見入みいれたまはぬ御心みこころに」

◇　このようなものはお好きでなかったご性分なのに」


1 【あやしくにはかなる猫の】以下「御心かな」まで、御達の詞。


若菜下．１．２．２１

■　と、とがめけり。

◇　と、不審がるのだった。

■　宮みやより召めすにも参まゐらせず、取とりこめて、これを語かたらひたまふ。

◇　宮から返すようにとご催促があってもお返し申さず、独り占めして、この猫を話相手にしていらっしゃる。

第三段　柏木、真木柱姫君には無関心

若菜下．１．３．１

■　左大将殿さだいしゃうどのの北きたの方かたは1、大殿おほとの君のきみたちよりも、右大将うだいしゃうの君きみをば、なほ昔むかしのままに、疎うとからず思おもひきこえたまへり。

◇　左大将殿の北の方は、大殿の君たちよりも、右大将の君を、やはり昔のままに、親しくお思い申し上げていらっしゃった。

■　心こころばへのかどかどしく、気近けぢかくおはする君きみにて2、対面たいめんしたまふ時々ときどきも、こまやかに隔へだてたるけしきなくもてなしたまへれば、大将だいしゃうも、淑景舎しげいさなどの、疎々うとうとしく及およびがたげなる御心みこころざまのあまりなるに、さま異ことなる御睦おほむむつびにて、思おもひ交かはしたまへり。

◇　気立てに才気があって、親しみやすくいらっしゃる方なので、お会いなさる時々にも、親身に他人行儀になるところはなくお振る舞いになるので、右大将も、淑景舎などが、他人行儀で近づきがたいお扱いであるので、一風変わったお親しさで、お付き合いしていらっしゃった。


1 【左大将殿の北の方は】玉鬘の近況、旧に変わらず夕霧と親しく交際。

2 【心ばへのかどかどしく気近くおはする君にて】玉鬘についていう。


若菜下．１．３．２

■　男君をとこぎみ、今いまはまして2、かのはじめの北きたの方かたをももて離はなれ果はてて、並ならびなくもてかしづききこえたまふ3。

◇　夫君は、今では以前にもまして、あの前の北の方とすっかり縁が切れてしまって、並ぶ者がないほど大切にしていらっしゃる。

■　この御腹おほむはらには、男君達をとこきんだちの限かぎりなれば、さうざうしとて、かの真木柱まきばしらの姫君ひめぎみを4得えて、かしづかまほしくしたまへど、祖父宮おほぢみやなど5、さらに許ゆるしたまはず、

◇　このお方の腹には、男のお子たちばかりなので、物足りないと思って、あの真木柱の姫君を引き取って、大切にお世話申したいとお思いになるが、祖父宮などは、どうしてもお許しにならず、


1? 【疎々しく及びがたげなる御心ざまのあまりあるに】『集成』は「よそよそしくてとても近づきがたく取り澄ましていられるのが心外なので」と訳す。

2 【男君今はまして】鬚黒大将、娘の真木柱の姫君のことを恋しく思う。

3 【並びなくもてかしづききこえたまふ】鬚黒は玉鬘を。

4 【かの真木柱の姫君を】「真木柱の姫君」の呼称は、巻名にもとづくものか。当時、十二、三歳であったから、現在十六、七歳になっている。

5 【祖父宮など】式部卿宮。


若菜下．１．３．３

■　「この君きみをだに、人笑ひとわらへならぬさまにて見みむ1」

◇　「せめてこの姫君だけでも、物笑いにならないように世話しよう」


1 【この君をだに人笑へならぬさまにて見む】式部卿宮の詞。「見む」は立派な婿を迎えてやりたい、の意。


若菜下．１．３．４

■　と思おぼし、のたまふ。

◇　とお思いになり、おっしゃりもしている。

若菜下．１．３．５

■　親王みこの御おほむおぼえいとやむごとなく、内裏うちにも、この宮みやの御心寄みこころよせ、いとこよなくて1、このことと奏そうしたまふことをば、え背そむきたまはず、心苦こころぐるしきものに思おもひきこえたまへり2。

◇　親王のご声望はたいそう高く、帝におかせられても、この宮への御信頼は、並々ならぬものがあって、こうと奏上なさることはお断りになることができず、お気づかい申していらっしゃる。

■　おほかたも今いまめかしくおはする宮みやにて、この院ゐん、大殿おほとのにさしつぎたてまつりては3、人ひとも参まゐり仕つかうまつり、世人よひとも重おもく思おもひきこえけり。

◇　だいたいのお人柄も現代的でいらっしゃる宮で、こちらの院、大殿にお次ぎ申して、人々もお仕え申し、世間の人々も重々しく申し上げているのであった。


1 【内裏にもこの宮の御心寄せいとこよなくて】式部卿宮は冷泉帝の母藤壺の兄すなわち伯父にあたり、その娘が王女御として入内もしているという関係。

2 【心苦しきものに思ひきこえたまへり】冷泉帝が式部卿宮を。『集成』は「心にかけて大切なお方とお思い申し上げていられる」。『完訳』は「お気づかい申しておいであそばす」と訳す。

3 【この院大殿にさしつぎたてまつりては】式部卿宮は、源氏、太政大臣家に次ぐ、第三の権勢家。「澪標」巻以来変わらない地位を確保。鬚黒左大将より上格。


若菜下．１．３．６

■　大将だいしゃうも、さる世よの重鎮おもしとなりたまふべき下形したかたなれば1、姫君ひめぎみの御おほむおぼえ、などてかは軽かるくはあらむ2。

◇　左大将も、将来の国家の重鎮とおなりになるはずの有力者であるから、姫君のご評判、どうして軽いことがあろうか。

■　聞きこえ出いづる人ひとびと3、ことに触ふれて多おほかれど、思おぼしも定さだめず4。

◇　求婚する人々、何かにつけて大勢いるが、ご決定なさらない。

■　衛門督ゑもんのかみを、

◇　衛門督を、

■　「さも、けしきばまば5」

◇　「そのような、態度を見せたら」

■　と思おぼすべかめれど、猫ねこには思おもひ落おとしたてまつるにや6、かけても思おもひ寄よらぬぞ、口惜くちをしかりける。

◇　とお思いのようだが、猫ほどにはお思いにならないのであろうか、まったく考えもしないのは、残念なことであった。


1 【さる世の重鎮となりたまふべき下形なれば】『集成』は「東宮の伯父として、国家の柱石ともおなりになるはずの有力者でいられるから」と訳す。

2 【などてかは軽くはあらむ】「などてかは--む」反語表現。語り手の言辞。

3 【聞こえ出づる人びと】真木柱の姫君に求婚する人々。

4 【思しも定めず】主語は式部卿宮。真木柱の姫君の親権者は祖父式部卿宮。

5 【さもけしきばまば】真木柱の姫君への求婚の意向。

6 【猫には思ひ落としたてまつるにや】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『集成』は「以下、前の話題とここの話題とをつないでの諧謔気味の草子地」。『完訳』は「語り手の皮肉めいた評言」と注す。


若菜下．１．３．７

■　母君ははぎみの、あやしく、なほひがめる人ひとにて、世よの常つねのありさまにもあらず、もて消けちたまへるを1、口惜くちをしきものに思おぼして2、継母ままははの御おほむあたりをば、心こころつけてゆかしく思おもひて、今いまめきたる御心みこころざまにぞものしたまひける3。

◇　母君が、どうしたことか、今だに変な方で、普通のお暮らしぶりでなく、廃人同様になっていらっしゃるのを、残念にお思いになって、継母のお側を、いつも心にかけて憧れて、現代的なご気性でいらっしゃっるのだった。


1 【もて消ちたまへるを】『集成』は「廃人同様のありさまでいられるのを」。『完訳』は「世間と没交渉になっている意」「世間のことは意にも介しておられないのを」と注す。

2 【口惜しきものに思して】主語は真木柱の姫君。

3 【今めきたる御心ざまにぞものしたまひける】主語は真木柱の姫君。継母を慕うあたりが今風といわれるゆえん。


第四段　真木柱、兵部卿宮と結婚

若菜下．１．４．１

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、なほ一所ひとところのみおはして1、御心みこころにつきて思おぼしけることどもは、皆違みなたがひて2、世よの中なかもすさまじく、人笑ひとわらへに思おぼさるるに、

◇　蛍兵部卿宮は、やはり独身生活でいらっしゃって、熱心にお望みになった方々は、皆うまくいかなくて、世の中が面白くなく、世間の物笑いに思われると、

■　「さてのみやはあまえて過すぐすべき3」

◇　「このまま甘んじていられない」

■　と思おぼして、このわたりにけしきばみ寄よりたまへれば、大宮おほみや、

◇　とお思いになって、この宮に気持ちをお漏らしになったところ、式部卿大宮は、


1 【兵部卿宮なほ一所のみおはして】蛍兵部卿宮は北の方を亡くして以後、独身生活。

2 【御心につきて思しけることどもは皆違ひて】玉鬘や女三の宮を望んだことをさす。

3 【さてのみやはあまえて過ぐすべき】蛍兵部卿宮の心中。「あまえて」について、『集成』は「こんなふうにのんびり構えてばかりもいられない」。『完訳』は「こんなふうにいい気になってばかりもいられまい」と訳す。


若菜下．１．４．２

■　「何なにかは1。

◇　「いや何。

■　かしづかむと思おもはむ女子をむなごをば、宮仕みやづかへに次つぎては、親王みこたちにこそは見みせたてまつらめ。

◇　大切に世話しようと思う娘なら、帝に差し上げる次には、親王たちにめあわせ申すのがよい。

■　ただ人うどの、すくよかに、なほなほしきをのみ2、今いまの世よの人ひとのかしこくする、品しななきわざなり」

◇　臣下の、真面目で、無難な人だけを、今の世の人が有り難がるのは、品のない考え方だ」


1 【何かは】以下「品なきわざなり」まで、式部卿宮の詞。娘の結婚相手の第一は帝、次いで親王だ、という考え。実際、宮の中の君は王女御として入内。大君は臣下の鬚黒大将の北の方となったが、離縁となった。

2 【ただ人のすくよかになほなほしきをのみ】鬚黒の性格が思い合わされる表現。


若菜下．１．４．３

■　とのたまひて、いたくも悩なやましたてまつりたまはず、受うけ引ひき申まうしたまひつ。

◇　とおっしゃって、そう大してお焦らし申されることなく、ご承諾なさった。

若菜下．１．４．４

■　親王みこ、あまり怨うらみどころなきを、さうざうしと思おぼせど、おほかたのあなづりにくきあたりなれば、えしも言いひすべしたまはで、おはしましそめぬ。

◇　蛍親王は、あまりに口説きがいのないのを、物足りないとお思いになるが、大体が軽んじ難い家柄なので、言い逃れもおできになれず、お通いになるようになった。

■　いと二になくかしづききこえたまふ1。

◇　たいそうまたとなく大事にお世話申し上げなさる。


1 【いと二なくかしづききこえたまふ】式部卿宮家が蛍兵部卿宮を婿として。


若菜下．１．４．５

■　大宮おほみやは、女子をむなごあまたものしたまひて、

◇　式部卿大宮は、女の子がたくさんいらっしゃって、

若菜下．１．４．６

■　「さまざまもの嘆なげかしき1折々多をりをりおほかるに、物懲ものごりしぬべけれど2、なほこの君きみのことの思おもひ放はなちがたくおぼえてなむ。

◇　「いろいろと何かにつけ嘆きの種が多いので、懲り懲りしたと思いたいところだが、やはりこの君のことが放っておけなく思えてね。

■　母君はは、あやしきひがものに、年としごろに添そへてなりまさりたまふ。

◇　母君は、奇妙な変人に年とともになって行かれる。

■　大将だいしゃうはた、わがことに従したがはず3とて、おろかに見捨みすてられためれば、いとなむ心苦こころぐるしき」

◇　大将は大将で、自分の言う通りにしないからと言って、いい加減に見放ちなされたようだから、まことに気の毒である」


1 【さまざまもの嘆かしき】以下「心苦しき」まで、式部卿宮の詞。

2 【物懲りしぬべけれど】式部卿宮の大君は鬚黒と離縁、中の君は入内はしたものの立后が叶わなかった。

3 【わがことに従はず】鬚黒の意見に式部卿宮が従わない、の意。


若菜下．１．４．７

■　とて、御おほむしつらひをも、立たちゐ、御手おほむてづから御覧ごらんじ入いれ、よろづにかたじけなく御心みこころに入いれたまへり。

◇　と言って、お部屋の飾り付けも、立ったり座ったり、ご自身でお世話なさり、すべてにもったいなくも熱心でいらっしゃった。

第五段　兵部卿宮と真木柱の不幸な結婚生活

若菜下．１．５．１

■　宮みやは、亡うせたまひにける北きたの方かたを、世よとともに恋こひきこえたまひて、

◇　宮は、お亡くなりになった北の方を、それ以来ずっと恋い慕い申し上げなさって、

■　「ただ、昔むかしの御おほむありさまに似にたてまつりたらむ人ひとを見みむ1」

◇　「ただ、亡くなった北の方の面影にお似申し上げたような方と結婚しよう」

■　と思おぼしけるに、

◇　とお思いになっていたが、

■　「悪あしくはあらねど、さま変かはりてぞものしたまひける2」

◇　「悪くはないが、違った感じでいらっしゃる」

■　と思おぼすに、口惜くちをしくやありけむ3、通かよひたまふさま、いともの憂うげなり。

◇　とお思いになると、残念であったのか、お通いになる様子は、まこと億劫そうである。


1 【昔の御ありさまに似たてまつりたらむ人を見む】蛍兵部卿宮の心中。故北の方は、右大臣の三の君、太政大臣の北の方（四の君）や六の君（朧月夜尚侍）の姉。「花宴」に「帥宮の北の方、頭中将のすさめぬ四の君などこそよしと聞きしか」（第一章二段）とあるのが初出。「胡蝶」に「年ごろおはしける北の方も亡せたまひて、この三年ばかり独り住みにてわびたまへば」（第一章三段）とあった。「面影の人」を求めるのはこの物語の通貫したテーマ。

2 【悪しくはあらねどさま変はりてぞものしたまひける】蛍兵部卿宮の感想。『集成』は「きれいな人ではあるが、全然感じの違うお方だった」。『完訳』は「ご器量がわるいというわけではないのだけれど、まるで感じがちがっていらっしゃる」と訳す。

3 【口惜しくやありけむ】語り手の挿入句。蛍兵部卿宮の心中を忖度。


若菜下．１．５．２

■　大宮おほみや、

◇　式部卿大宮は、

■　「いと心こころづきなきわざかな1」

◇　「まったく心外なことだ」

■　と思おぼし嘆なげきたり。

◇　とお嘆きになっていた。

■　母君ははぎみも、さこそひがみたまへれど、うつし心出ごころいで来くる時ときは、

◇　母君も、あれほど変わっていらっしゃったが、正気に返る時は、

■　「口惜くちをしく憂うき世よ」

◇　「口惜しい嫌な世の中だ」

■　と、思おもひ果はてたまふ。

◇　と、すっかり思いきりなさる。


1 【いと心づきなきわざかな】式部卿宮の心中。蛍宮の態度に立腹。


若菜下．１．５．３

■　大将だいしゃうの君きみも、

◇　左大将の君も、

■　「さればよ。

◇　「やはりそうであったか。

■　いたく色いろめきたまへる親王みこを」

◇　ひどく浮気っぽい親王だから」

■　と、はじめよりわが御心みこころに許ゆるしたまはざりしことなればにや、ものしと思おもひたまへり。

◇　と、はじめからご自身お認めにならなかったことだからであろうか、面白からぬお思いでいらっしゃった。

若菜下．１．５．４

■　尚侍かむの君きみも、かく頼たのもしげなき御おほむさまを、近ちかく聞ききたまふには、

◇　尚侍の君も、このように頼りがいのないご様子を、身近にお聞きになるにつけ、

■　「さやうなる世よの中なかを見みましかば、こなたかなた、いかに思おぼし見みたまはまし」

◇　「そのような方と結婚をしたのだったら、こちらにもあちらにも、どんなにお思いになり御覧になっただろう」

■　など、なまをかしくも、あはれにも思おぼし出いでけり。

◇　などと、少々おかしくも、また懐かしくもお思い出しになるのだった。

若菜下．１．５．５

■　「そのかみも、気近けぢかく見聞みきこえむとは、思おもひ寄よらざりきかし。

◇　「あの当時も、結婚しようとは、考えてもいなかったのだ。

■　ただ、情なさけ情なさけしう、心深こころふかきさまにのたまひわたりしを、あへなくあはつけきやうにや、聞きき落おとしたまひけむ」

◇　ただ、いかにも優しく、情愛深くお言葉をかけ続けてくださったのに、張り合いなく軽率なように、お見下しになったであろうか」

■　と、いと恥はづかしく、年としごろも思おぼしわたることなれば、

◇　と、とても恥ずかしく、今までもお思い続けていらっしゃることなので、

■　「かかるあたりにて、聞ききたまはむことも、心こころづかひせらるべく」

◇　「あのような近いところで、わたしの噂をお聞きになることも、気をつかわねばならない」

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。

若菜下．１．５．６

■　これよりも、さるべきことは扱あつかひきこえたまふ。

◇　こちらからも、しかるべき事柄はしてお上げになる。

■　せうとの君きみたちなどして、かかる御みけしきも知しらず顔がほに、憎にくからず聞きこえまつはしなどするに、心苦こころぐるしくて、もて離はなれたる御心みこころはなきに、大北おほきたの方かたといふさがな者ものぞ、常つねに許ゆるしなく怨ゑんじきこえたまふ。

◇　兄弟の公達などを差し向けて、このようなご夫婦仲も知らない顔をして、親しげにお側に伺わせたりなどするので、気の毒になって、お見捨てになる気持ちはないが、大北の方という性悪な人が、いつも悪口を申し上げなさる。

若菜下．１．５．７

■　「親王みこたちは、のどかに二心ふたごころなくて、見みたまはむをだにこそ、はなやかならぬ慰なぐさめには思おもふべけれ」

◇　「親王たちは、おとなしく浮気をせず、せめて愛して下さるのが、華やかさがない代わりには思えるのだが」

若菜下．１．５．８

■　とむつかりたまふを、宮みやも漏もり聞ききたまひては、

◇　とぶつぶつおっしゃるのを、宮も漏れお聞きなさっては、

■　「いと聞ききならはぬことかな。

◇　「まったく変な話だ。

■　昔むかし、いとあはれと思おもひし人ひとをおきても、なほ、はかなき心こころのすさびは絶たえざりしかど、かう厳きびしきもの怨ゑんじは、ことになかりしものを」

◇　昔、とてもいとしく思っていた人を差し置いても、やはり、ちょっとした浮気はいつもしていたが、こう厳しい恨み言は、なかったものを」

■　、心こころづきなく、いとど昔むかしを恋こひきこえたまひつつ、故里ふるさとにうち眺ながめがちにのみおはします。

◇　と、気にくわなく、ますます故人をお慕いなさりながら、自邸に物思いに耽りがちでいらっしゃる。

■　さ言いひつつも、二年ふたとせばかりになりぬれば、かかる方かたに目馴めなれて、ただ、さる方かたの御仲おほむなかにて過すぐしたまふ。

◇　そうは言いながらも、二年ほどになったので、こうした事にも馴れて、ただ、そのような夫婦仲としてお過ごしになっていらっしゃる。

第二章　光る源氏の物語　住吉参詣

第一段　冷泉帝の退位

若菜下．２．１．１

■　はかなくて、年月としつきもかさなりて、内裏うちの帝みかど、御位みくらゐに即つかせたまひて、十八年じふはちねんにならせたまひぬ1。

◇　これという事もなくて、年月が過ぎて行き、今上の帝、御即位なさってから十八年におなりあそばした。


1 【はかなくて年月もかさなりて内裏の帝御位に即かせたまひて十八年にならせたまひぬ】その後四年を経て、冷泉帝は譲位する。冷泉帝は十一歳で即位（澪標）。したがって現在二十八歳。源氏は四十六歳。つまり、源氏四十二歳から四十五歳までの四年間の空白がある。


若菜下．２．１．２

■　「嗣つぎの君きみとならせたまふべき御子1みこおはしまさず、ものの栄はえなきに、世よの中なかはかなくおぼゆるを2、心こころやすく、思おもふ人ひとびとにも対面たいめんし、私わたくしざまに心こころをやりて、のどかに過すぎまほしくなむ3」

◇　「後を嗣いで次の帝におなりになる皇子がいらっしゃらず、物寂しい上に、寿命がいつまで続くか分からない気がするので、気楽に、会いたい人たちと会い、私人として思うままに振る舞って、のんびりと過ごしたい」


1 【嗣の君とならせたまふべき御子】以下「過ぎまほしくなむ」まで、冷泉帝の詞。次の帝となるべき男皇子もいない寂しさを嘆く。

2 【世の中はかなくおぼゆるを】『完訳』は「この寿命もいつまで続くのか頼りなく思われてならないので」と訳す。

3 【のどかに過ぎまほしくなむ】明融臨模本と大島本は「すきまほしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「過ぐさまほしく」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜下．２．１．３

■　と、年としごろ思おぼしのたまはせつるを、日ひごろいと重おもく悩なやませたまふことありて、にはかに下おりゐさせたまひぬ。

◇　と、長年お思いになりおっしゃりもしていたが、最近たいそう重くお悩みあそばすことがあって、急に御退位あそばした。

■　世よの人ひと、

◇　世間の人は、

■　「飽あかず盛さかりの御世みよを、かく逃のがれたまふこと1」

◇　「惜しい盛りのお年を、このようにお退きになること」

■　と惜をしみ嘆なげけど、春宮とうぐうもおとなびさせたまひにたれば2、うち嗣つぎて、世よの中なかの政事まつりごとなど、ことに変かはるけぢめもなかりけり3。

◇　と、惜しみ嘆いたが、東宮もご成人あそばしているので、お嗣ぎになって、世の中の政治など、特別に変わることもなかった。


1 【飽かず盛りの御世をかく逃れたまふこと】世の中の人の詞。冷泉帝の御譲位を惜しむ。

2 【春宮もおとなびさせたまひにたれば】東宮は二十歳。朱雀院の皇子、母承香殿女御で左大将鬚黒の妹。三歳で立坊（澪標）、十三歳で元服（梅枝）、源氏の娘明石女御が入内（藤裏葉）、第一皇子誕生（若菜上）。

3 【世の中の政事などことに変はるけぢめもなかりけり】冷泉帝から今上帝へ御世替わりがあったが、格別政治や政界の人事に大きな異動がなかったことをいう。


若菜下．２．１．４

■　太政大臣おほきおとど、致仕ちじの表へうたてまつりて1、籠こもりゐたまひぬ。

◇　太政大臣は致仕の表を奉って、ご引退なさった。


1 【太政大臣致仕の表たてまつりて】太政大臣が致仕し、鬚黒が右大臣となる。


若菜下．２．１．５

■　「世よの中なかの常つねなきにより1、かしこき帝みかどの君きみも、位くらゐを去さりたまひぬるに、年深としふかき身みの冠かうぶりを挂かけむS4、何なにか惜をしからむ」

◇　「世間の無常によって、恐れ多い帝の君も、御位をお下りになったのに、年老いた自分が冠を掛けるのは、何の惜しいことがあろうか」


S4 逢萌字子康　北海都昌人也　（中略）　即解冠挂東都城門　帰　将家属浮海　客於遼東（後漢書-逢萌伝）

1 【世の中の常なきにより】以下「何か惜しからむ」まで、太政大臣の詞。


若菜下．２．１．６

■　と思おぼしのたまひて1、左大将さだいしゃう、右大臣うだいじんになりたまひてぞ、世よの中なかの政事仕まつりごとつかうまつりたまひける。

◇　とお考えになりおっしゃって、左大将が、右大臣におなりになって、政務をお勤めになったのであった。

■　女御にょうごの君きみは、かかる御世みよをも待まちつけたまはで、亡うせたまひにければ2、限かぎりある御位みくらゐを得えたまへれど3、ものの後うしろの心地ここちして、かひなかりけり。

◇　承香殿女御の君は、このような御世にお会いにならず、お亡くなりになったので、規定のご称号を奉られたが、光の当たらない感じがして、何にもならなかった。


1 【と思しのたまひて】明融臨模本と大島本は「おほしの給て」とある。『完本』は諸本に従って「思しのたまふ」と校訂する。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。

2 【女御の君はかかる御世をも待ちつけたまはで亡せたまひにければ】東宮の母承香殿女御はこれまでに死去。はじめてここに語られる。

3 【限りある御位を得たまへれど】皇太后の位を追贈されたことをいう。


若菜下．２．１．７

■　六条ろくでうの女御にょうごの御腹おほむはらの一いちの宮みや、坊ばうにゐたまひぬ1。

◇　六条院の女御腹の一の宮、東宮におつきになった。

■　さるべきこととかねて思おもひしかど、さしあたりてはなほめでたく、目めおどろかるるわざなりけり。

◇　当然のこととは以前から思っていたが、実現して見るとやはり素晴らしく、目を見張るようなことであった。

■　右大将うだいしゃうの君きみ、大納言だいなごんになりたまひぬ。

◇　右大将の君、大納言におなりになった。

■　いよいよあらまほしき御仲おほむなからひなり2。

◇　ますます理想的なお間柄である。


1 【六条の女御の御腹の一の宮坊にゐたまひぬ】明石女御の第一皇子が皇太子となる。今年六歳。

2 【いよいよあらまほしき御仲らひなり】鬚黒右大臣と夕霧大納言の関係をいう。


若菜下．２．１．８

■　六条院ろくでうのゐんは、下おりゐたまひぬる冷泉院1れいぜいゐんの、御嗣おほむつぎおはしまさぬを、飽あかず御心みこころのうちに思おぼす。

◇　六条院は、御退位あそばした冷泉院が、御後嗣がいらっしゃらないのを、残念なこととご心中ひそかにお思いになる。

■　同おなじ筋すぢなれど3、思おもひ悩なやましき御おほむことならで4、過すぐしたまへるばかりに、罪つみは隠かくれて、末すゑの世よまではえ伝つたふまじかりける御宿世5おほむすくせ、口惜くちをしくさうざうしく思おぼせど6、人ひとにのたまひあはせぬことなれば、いぶせくなむ。

◇　同じ自分の血統であるが、御煩悶なさることなくて、無事にお過ごしなっただけに、罪は現れなかったが、子孫まで皇位を伝えることができなかった御運命を、口惜しく物足りなくお思いになるが、人と話し合えないことなので、気持ちが晴れない。


1 【冷泉院】初めての呼称。退位後、冷泉院を院の御所としたことがわかる。またこの帝の呼称にもなる。

2? 【冷泉院の御嗣おはしまさぬを飽かず御心の内に思す】源氏は、冷泉院に御継嗣のいないことを心中に残念に思う。

3 【同じ筋なれど】冷泉院と東宮をさす。

4 【思ひ悩ましき御ことならで】明融臨模本は「御事ならて」とある。大島本は「御事なくて」とある。『集成』『新大系』はそれぞれ底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「御事なうて」と校訂する。

5 【過ぐしたまへるばかりに罪は隠れて末の世まではえ伝ふまじかりける御宿世】接続助詞「て」逆接の意。『完訳』は「世間に知られずにすんだが、そのかわり帝のお血筋を」と訳す。

6 【口惜しくさうざうしく思せど】源氏の心中。間接的叙述。


若菜下．２．１．９

■　春宮とうぐうの女御にょうごは、御子みこたちあまた数添かずそひたまひて1、いとど御おほむおぼえ並ならびなし。

◇　東宮の母女御は、御子たちが大勢いらっしゃって、ますます御寵愛は並ぶ者がいない。

■　源氏げんじの、うち続つづき后きさきにゐたまふべきことを2、世人飽よひとあかず思おもへるにつけても、冷泉院れいぜいゐんの后きさきは3、ゆゑなくて、あながちにかくしおきたまへる4御心みこころを思おぼすに、いよいよ六条院ろくでうゐんの御おほむことを、年月としつきに添そへて、限かぎりなく思おもひきこえたまへり。

◇　源氏が、引き続いて皇后におなりになることを、世間の人は不満に思っているのにつけても、冷泉院の皇后は、格別の理由もないのに、強引にこのようにして下さったお気持ちをお思いになると、ますます六条院の御事を、年月と共に、この上なく有り難くお思い申し上げになっていらっしゃった。


1 【春宮の女御は御子たちあまた数添ひたまひて】明石女御は帝の寵愛が厚く御子たちも大勢いる。「春宮の女御」は東宮の母女御の意。帝の女御は複数いる。東宮の母女御は一人。そのほうが重々しい呼称。

2 【源氏のうち続き后にゐたまふべきことを】藤壺（先帝の四宮）、秋好（故前坊の姫、源氏の養女）をさす。「源氏」は皇族の意で使われている。

3 【冷泉院の后は】秋好中宮。

4 【ゆゑなくてあながちにかくしおきたまへる】秋好中宮は、立后がかなり強引で無理になったものだ、と思っている。


若菜下．２．１．１０

■　院ゐんの帝1みかど、思おぼし召めししやうに、御幸みゆきも、所狭ところせからで渡わたりたまひなどしつつ、かくてしも、げにめでたくあらまほしき御おほむありさまなり。

◇　院の帝は、お考えになっていたように、御幸も、気軽にお出かけなさったりして、御退位後はかえって、確かに素晴らしく申し分ない御生活である。


1 【院の帝】冷泉院の日常。上皇を「院の帝」と呼称する。


第二段　六条院の女方の動静

若菜下．２．２．１

■　姫宮ひめみやの御おほむことは、帝みかど、御心みこころとどめて思おもひきこえたまふ。

◇　姫宮の御事は、帝が、御配慮になってお気をつけて差し上げなさる。

■　おほかたの世よにも、あまねくもてかしづかれたまふを、対たいの上うへの御勢おほむいきほひには、えまさりたまはず。

◇　世間の人々からも、広く重んじられていらっしゃるが、対の上のご威勢には、勝ることがおできになれない。

■　年月経としつきふるままに、御仲おほむなかいとうるはしく睦むつびきこえ交かはしたまひて2、いささか飽あかぬことなく、隔へだても見みえたまはぬものから3、

◇　年月がたつにつれて、ご夫婦仲は互いにたいそうしっくりと睦まじくいらして、少しも不満なところなく、よそよそしさもお見えでないが、


1? 【姫宮の御事は帝御心とどめて】女三の宮をさす。

2 【年月経るままに御仲いとうるはしく睦びきこえ交はしたまひて】女三の宮降嫁後、五年を経ている。「麗はしく睦び交はす」とは外見的な振る舞いをいうのであろう。『集成』は「源氏とのお間柄はまことにしっくりと仲むつまじくいらして」。『完訳』は「院の殿と対の上とのご夫婦仲はまったく毛筋ほどの乱れもなく、お互いに仲睦まじくお過しになって」と訳す。

3 【いささか飽かぬことなく隔ても見えたまはぬものから】紫の上の源氏から心の乖離が語られる。


若菜下．２．２．２

■　「今いまは、かうおほぞうの住すまひならで1、のどやかに行おこなひをも、となむ思おもふ。

◇　「今は、このような普通の生活ではなく、のんびりと仏道生活に入りたい、と思います。

■　この世よはかばかりと、見果みはてつる心地ここちする齢よはひにもなりにけり2。

◇　この世はこれまでと、すっかり見終えた気がする年齢にもなってしまいました。

■　さりぬべきさまに思おぼし許ゆるしてよ」

◇　そのようにお許し下さいませ」


1 【今はかうおほぞうの住まひならで】以下「思し許してよ」まで、紫の上の詞。出家の希望を述べる。『完訳』は「このような通り一遍の暮しでなく」「ありふれた物思いがちな愛人なみの生活」と注す。

2 【この世はかばかりと見果てつる心地する齢にもなりにけり】紫の上、三十六歳。後文の翌年の記事に「今年は三十七にぞなりたまふ」（第六章二段）とある。


若菜下．２．２．３

■　と、まめやかに聞きこえたまふ折々をりをりあるを1、

◇　と、真剣に申し上げなさることが度々あるが、


1 【まめやかに聞こえたまふ折々あるを】紫の上は出家の希望を真剣に度々源氏に願っている。


若菜下．２．２．４

■　「あるまじく、つらき御おほむことなり1。

◇　「とんでもない、酷いおっしゃりようです。

■　みづから、深ふかき本意ほいあることなれど、とまりてさうざうしくおぼえたまひ2、ある世よに変かはらむ御おほむありさまの3、うしろめたさによりこそ、ながらふれ。

◇　わたし自身、強く希望するところですが、後に残って寂しいお気持ちがなさり、今までと違ったようにおなりになるのが、気がかりなばかりに、生き永らえているのです。

■　つひにそのこと遂とげなむ後のちに、ともかくも思おぼしなれ」

◇　とうとう出家した後に、どうなりとお考え通りになさるがよい」


1 【あるまじくつらき御ことなり】以下「ともかくも思しなれ」まで、源氏の詞。紫の上の出家の希望を阻止する。出家後の紫の身の上が心配、自分の出家後に出家するのがよい、という。

2 【とまりてさうざうしくおぼえたまひ】主語は紫の上。源氏が出家した場合を想定した発言。

3 【ある世に変はらむ御ありさまの】『集成』は「今までとは打って変ったお暮しが」。『完訳』は「わたしといっしょの時と比べてどんなに変ったお身の上になろうかと」と訳す。


若菜下．２．２．５

■　などのみ、妨さまたげきこえたまふ。

◇　などとばかり、ご制止申し上げなさる。

若菜下．２．２．６

■　女御にょうごの君きみ、ただこなたを、まことの御親みおやにもてなしきこえたまひて、御方おほむかたは隠かくれがの1御後見おほむうしろみにて、卑下ひげしものしたまへるしもぞ、なかなか、行ゆく先頼さきたのもしげにめでたかりける。

◇　女御の君、ひたすらこちらを、本当の母親のようにお仕え申し上げなさって、御方は蔭のお世話役として、謙遜していらっしゃるのが、かえって、将来頼もしげで、立派な感じであった。


1 【御方は隠れがの】明石御方をさす。


若菜下．２．２．７

■　尼君あまぎみも、ややもすれば、堪たへぬよろこびの涙なみだ、ともすれば落おちつつ、目めをさへ拭のごひただして、命長いのちながき、うれしげなる例ためしになりてものしたまふ。

◇　尼君も、ややもすれば感激に堪えない喜びの涙、ともすれば、落とし落としして、目まで拭い爛れさせて、長生きした、幸福者の例になっていらっしゃる。

第三段　源氏、住吉に参詣

若菜下．２．３．１

■　住吉すみよしの御願ごぐわん、かつがつ果はたしたまはむとて1、春宮女御とうぐうの御祈にょうごのおほむいのりに詣までたまはむとて、かの箱開はこあけて御覧ごらんずれば、さまざまのいかめしきことども多おほかり。

◇　住吉の神に懸けた御願、そろそろ果たそうとなさって、春宮の女御の御祈願に参詣なさろうとして、あの箱を開けて御覧になると、いろいろな盛大な願文が多かった。


1 【住吉の御願かつがつ果たしたまはむとて】源氏、住吉詣でを思い立つ。


若菜下．２．３．２

■　年としごとの春秋はるあきの神楽かぐらに、かならず長ながき世よの祈いのりを加くはへたる願ぐわんども1、げに、かかる御勢おほむいきほひならでは、果はたしたまふべきこととも思おもひおきてざりけり。

◇　毎年の春秋に奏する神楽に、必ず子孫の永遠の繁栄を祈願した願文類が、なるほど、このようなご威勢でなければ果たすことがおできになれないように考えていたのであった。

■　ただ走はしり書がきたる趣おもむきの、才々ざえざえしくはかばかしく、仏神ほとけかみも聞きき入いれたまふべき言ことの葉明はあきらかなり。

◇　ただ走り書きしたような文面で、学識が見え論旨も通り、仏神もお聞き入れになるはずの文意が明瞭である。


1 【長き世の祈りを加へたる願ども】『集成』は「明石の上の将来を祈願した上に、その度に遠い行く末まで（姫君や東宮のこと）祈って立てた数多くの願は」。『完訳』は「子々孫々の繁栄をという祈りの添えてある願文は」と訳す。


若菜下．２．３．３

■　「いかでさる山伏やまぶしの1聖心ひじりごころに、かかることどもを思おもひよりけむ」

◇　「どうしてあのような山伏の聖心で、このような事柄を思いついたのだろう」

■　と、あはれにおほけなくも御覧ごらんず。

◇　と、感服し分を過ぎたことだと御覧になる。

■　「さるべきにて2、しばしかりそめに身みをやつしける、昔むかしの世よの行おこなひ人3びとにやありけむ」

◇　「前世の因縁で、ほんの少しの間、仮に身を変えた前世の修行者であったのだろうか」

■　など思おぼしめぐらすに、いとど軽々かるがるしくも思おぼされざりけり。

◇　などとお考えめぐらすと、ますます軽んじることはできなかった。


1 【いかでさる山伏の】以下「思ひよりけむ」まで、源氏の感想。

2 【さるべきにて】以下「行なひ人にやありけむ」まで、源氏の感想。

3 【昔の世の行なひ人】『集成』は「遠い昔のすぐれた修行僧」。『完訳』は「前の世の行者」と訳す。


若菜下．２．３．４

■　このたびは、この心こころをば表あらはしたまはず、ただ、院ゐんの御物詣おほむものまうでにて出いで立たちたまふ。

◇　今回は、この趣旨は表にお立てにならず、ただ、院の物詣でとしてご出立なさる。

■　浦伝うらづたひの1もの騒さわがしかりしほど、そこらの御願おほむぐわんども、皆果みなはたし尽つくしたまへれども2、なほ世よの中なかにかくおはしまして、かかるいろいろの栄さかえを見みたまふにつけても、神かみの御助おほむたすけは忘わすれがたくて、対たいの上うへも具ぐしきこえさせたまひて、詣まうでさせたまふ3、響ひびき世よの常つねならず。

◇　浦から浦へと流離した事変の当時の数多くの御願は、すっかりお果たしなさったが、やはりこの世にこうお栄えになっていらっしゃって、このようないろいろな栄華を御覧になるにつけても、神の御加護は忘れることができず、対の上もご一緒申し上げなさって、ご参詣あそばす、その評判、大変なものである。

■　いみじくことども削そぎP2捨すてて、世よの煩わづらひあるまじく、と省はぶかせたまへど、限かぎりありければ4、めづらかによそほしくなむ。

◇　たいそう儀式を簡略にして、世間に迷惑があってはならないように、と省略なさるが、仕来りがあることゆえ、またとない立派さであった。


P2 削ぎ--そ（そ/+き）

1 【浦伝ひの】「浦伝ひ」は歌語。源氏の和歌にも詠まれる（明石）。

2 【皆果たし尽くしたまへれども】「澪標」巻の住吉詣での段に語られている。

3 【具しきこえさせたまひて詣でさせたまふ】「きこえさせ」謙譲の補助動詞。紫の上に対する敬意。「きこゆ」より一段と深い敬意。「たまひ」尊敬の補助動詞。源氏の動作に対する敬意。「させ」尊敬の助動詞、「たまふ」尊敬の補助動詞、最高敬語。

4 【限りありければ】いくら簡略にするといっても院としての格式があるので、という意。


第四段　住吉参詣の一行

若菜下．２．４．１

■　上達部かむだちめも、大臣二所おとどふたところをおきたてまつりては、皆仕みなつかうまつりたまふ。

◇　上達部も、大臣お二方をお除き申しては、皆お供奉申し上げなさる。

■　舞人まひびとは、衛府ゑふの次将すけども1の、容貌かたちきよげに、丈たけだち等ひとしき限かぎりを選えらせたまふ。

◇　舞人は、近衛府の中将たちで器量が良くて、背丈の同じ者ばかりをお選びあそばす。

■　この選えらびに入いらぬをば恥はぢに、愁うれへ嘆なげきたる好すき者ものどもありけり。

◇　この選に漏れたことを恥として、悲しみ嘆いている芸熱心の者たちもいるのだった。


1 【舞人は衛府の次将ども】六衛府（左右近衛府・左右兵衛府・左右衛門府）の次官たち。東遊の舞人は十人である。


若菜下．２．４．２

■　陪従べいじうも、石清水いはしみづ、賀茂かもの臨時りんじの祭まつりなどに召めす人ひとびとの1、道々みちみちのことにすぐれたる限かぎりを整ととのへさせたまへり。

◇　陪従も、岩清水、賀茂の臨時の祭などに召す人々で、諸道に殊に勝れた者ばかりをお揃えになっていらっしゃった。

■　加くははりたる二人2ふたりなむ、近衛府この名高ゑづかさのなだかき限かぎりを召めしたりける。

◇　それに加わった二人も、近衛府の世間に名高い者ばかりをお召しになっているのだった。


1 【陪従も石清水賀茂の臨時の祭などに召す人びとの】石清水の臨時の祭（三月中または下の午の日）、賀茂の臨時の祭（十一月下の酉の日）に東遊を奏する楽人（陪従）は、いずれも十二人（四位、五位、六位から各四人ずつ出る）。

2 【加はりたる二人】加陪従といい、臨時に加えた楽人。


若菜下．２．４．３

■　御神楽みかぐらの方かたには、いと多おほく仕つかうまつれり。

◇　御神楽の方には、たいそう数多くの人々がお供申していた。

■　内裏うち、春宮とうぐう、院ゐんの殿上人てんじゃうびと、方々かたがたに分わかれて、心寄こころよせ仕つかうまつる。

◇　帝、東宮、院の殿上人、それぞれに分かれて、進んで御用をお勤めになる。

■　数かずも知しらず、いろいろに尽つくしたる上達部かむだちめの御馬おほむむま、鞍くら、馬副むまぞひ、随身ずいじん、小舎人童1こどねりわらは、次々つぎつぎの舎人とねりなどまで、整ととのへ飾かざりたる見物みもの、またなきさまなり。

◇　その数も知れず、いろいろと善美を尽くした上達部の御馬、鞍、馬添、随身、小舎人童、それ以下の舎人などまで、飾り揃えた見事さは、またとないほどである。


1 【小舎人童】「小舎人コドネリ」（禁中方名目抄）。近衛の中将・少将が召し連れる少年。


若菜下．２．４．４

■　女御殿にょうごどの、対たいの上うへは、一ひとつに奉たてまつりたり。

◇　女御殿と、対の上は、同じお車にお乗りになっていた。

■　次つぎの御車みくるまには、明石あかしの御方おほむかた、尼君忍あまぎみしのびて乗のりたまへり。

◇　次のお車には、明石の御方と、尼君がこっそりと乗っていらっしゃった。

■　女御にょうごの御乳母おほむめのと、心知こころしりにて乗のりたり。

◇　女御の御乳母、事情を知る者として乗っていた。

■　方々かたがたのひとだまひ、上うへの御方おほむかたの五いつ、女御殿つにょうごどのの五いつ、明石つあかしの御おほむあかれの三みつ、目めもあやに飾かざりたる装束さうぞく、ありさま、言いへばさらなり。

◇　それぞれお供の車は、対の上の御方のが五台、女御殿のが五台、明石のご一族のが三台、目も眩むほど美しく飾り立てた衣装、様子は、言うまでもない。

■　さるは、

◇　一方では、

若菜下．２．４．５

■　「尼君あまぎみをば1、同おなじくは、老おいの波なみの皺延しはのぶばかりに、人ひとめかしくて2詣まうでさせむ」

◇　「尼君をば、どうせなら、老の波の皺が延びるように、立派に仕立てて参詣させよう」


1 【尼君をば】以下「詣でさせむ」まで、源氏の詞。

2 【人めかしくて】『集成』は「家族の一人として」。『完訳』は「女御の祖母君らしく立派に仕立てて」と訳す。


若菜下．２．４．６

■　と、院ゐんはのたまひけれど、

◇　と、院はおっしゃったが、

若菜下．２．４．７

■　「このたびは、かくおほかたの1響ひびきに立たち交まじらむもかたはらいたし。

◇　「今回は、このような世を挙げての参詣に加わるのも憚られます。

■　もし思おもふやうならむ世よの中なかを2待まち出いでたらば」

◇　もし希望通りの世まで生き永らえていましたら」


1 【このたびはかくおほかたの】以下「世の中を待ち出でたらば」まで、明石御方の詞。

2 【思ふやうならむ世の中を】東宮の即位をいう。


若菜下．２．４．８

■　と、御方おほむかたはしづめたまひけるを、残のこりの命いのちうしろめたくて、かつがつものゆかしがりて、慕したひ参まゐりたまふなりけり。

◇　と、御方はお抑えなさったが、余命が心配で、もう一方では見たくて、付いていらっしゃったのであった。

■　さるべきにて、もとよりかく匂にほひたまふ御身おほむみども1よりも、いみじかりける契ちぎり、あらはに思おもひ知しらるる人ひとの御みありさまなり。

◇　前世からの因縁で、もともとこのようにお栄えになるお身の上の方々よりも、まことに素晴らしい幸運が、はっきり分かるご様子の方である。


1 【匂ひたまふ御身ども】紫の上、明石の女御、明石の君をさす。


第五段　住吉社頭の東遊び

若菜下．２．５．１

■　十月中じふぐわつなかの十日とをかなれば、神かみの斎垣いがきに2はふ葛くずも色変いろかはりS5て、松まつの下紅葉3したもみぢS6など、音おとにのみ秋あきを聞きかぬ顔4かほなり1。

◇　十月の二十日なので、社の玉垣に這う葛も色が変わって、松の下紅葉などは、風の音にだけ秋を聞き知っているのではないというふうである。

■　ことことしき高麗こま、唐土もろこしの楽がくよりも、東遊あづまあそびの耳馴みみなれたるは、なつかしくおもしろく5、波風なみかぜの声こゑに響ひびきあひて、さる木高こだかき松風まつかぜに吹ふき立たてたる笛ふえの音ねも、ほかにて聞きく調しらべには変かはりて身みにしみ、御琴6おほむことP3に打うち合あはせたる拍子ひゃうしも、鼓つづみを離はなれて調ととのへとりたるかた、おどろおどろしからぬも、なまめかしくすごうおもしろく、所ところからは、まして聞きこえけり。

◇　仰々しい高麗、唐土の楽よりも、東遊の耳馴れているのは、親しみやすく美しく、波風の音に響き合って、あの木高い松風に吹き立てる笛の音も、他で聞く調べに変わって身にしみて感じられ、お琴に合わせた拍子も、鼓を用いないで調子をうまく合わせた趣が、大げさなところがないのも、優美でぞっとするほど面白く、場所が場所だけに、いっそう素晴らしく聞こえるのであった。


S5 千早振る神の忌垣に這ふ葛も秋にはあへず移ろひにけり（古今集秋下-二六二　紀貫之）

S6 紅葉せぬ常盤の山は吹く風の音にや秋を聞きわたるらむ（古今集秋下-二五一　紀淑望）下紅葉するをば知らで松の木の上の緑を頼みけるかな（拾遺集恋三-八四四　読人しらず）

P3 御琴--こ（こ/＄御）こと

1 【十月中の十日なれば神の斎垣にはふ葛も色変はりて松の下紅葉など音にのみ秋を聞かぬ顔なり】源氏一行、十月二十日に住吉参詣する。

2 【神の斎垣に】明融臨模本に合点と付箋「ちはやふる神のいかきにはふくすも秋にはあへすもみちしにけり」（古今集秋下、二六二、紀貫之）とある。

3 【松の下紅葉】『集成』は「松の下葉の紅葉。「下紅葉」は歌語」と注す。『完訳』は「下紅葉するをば知らで松の木の上の緑を頼みけるかな」（拾遺集恋三、八四四、読人しらず）を指摘。

4 【音にのみ秋を聞かぬ顔】明融臨模本は合点と付箋「もみちせぬときはの山は吹風のをとにや秋をきゝわたるらん」（古今集秋下、二五一、紀淑望）とある。『集成』は「音だけでなく、色にも秋を知らぬ顔である、の意」。『完訳』は「風の音にだけそれを聞くとは限らない秋の風情である」と注す。

5 【ことことしき高麗唐土の楽よりも東遊の耳馴れたるはなつかしくおもしろく】仰々しい高麗や唐土の楽より日本の東遊のほうが耳馴れて「なつかしくおもしろ」いという。「桐壺」巻の楊貴妃と桐壺更衣の容貌を比較した文章が想起される。

6 【御琴】明融臨模本は「しみゝ（ゝ＄御）こと（こと＝琴）に」とある。すなわち「御琴」とする。大島本は「こと」とある。『集成』は底本（明融臨模本）の訂正に従う。『完本』は諸本に従って「琴」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜下．２．５．２

■　山藍やまあゐに摺すれる竹たけの節ふしは1、松まつの緑みどりに見みえまがひ、插頭かざしの色々いろいろは2、秋あきの草くさに異ことなるけぢめ分わかれで、何なにごとにも目めのみまがひいろふ。

◇　山藍で摺り出した竹の模様の衣装は、松の緑に見間違えて、插頭の色とりどりなのは、秋の草と見境がつかず、どれもこれも目先がちらつくばかりである。


1 【山藍に摺れる竹の節は】東遊の舞人の衣裳。山藍で摺った竹の葉も紋様の衣裳を着る。

2 【插頭の色々は】明融臨模本と大島本は「かさしの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「插頭の花の」と「花の」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜下．２．５．３

■　「求子**S7」

◇　「求子」

■　果もとめごはつる末すゑに、若わかやかなる上達部かむだちめは、肩かたぬぎて下おりたまふ。

◇　が終わった後に、若い上達部は、肩脱ぎしてお下りになる。

■　匂にほひもなく黒くろき袍うへのきぬに1、蘇芳襲すはうがさねの3、葡萄染えびぞめの袖そでを2、にはかに引ひきほころばしたるに、紅深くれなゐふかき衵あこめの袂たもとの、うちしぐれたるにけしきばかり濡ぬれたる、松原まつばらをば忘わすれて、紅葉もみぢの散ちるに思おもひわたさる。

◇　光沢のない黒の袍衣から、蘇芳襲で、葡萄染の袖を急に引き出したところ、紅の濃い袙の袂が、はらはらと降りかかる時雨にちょっとばかり濡れたのは、松原であることを忘れて、紅葉が散ったのかと思われる。

◆　 
もとめご はつる すゑ に、 わかやか なる かむだちめ は、 かた ぬぎ て おり たまふ。 にほひ も なく くろき うへのきぬ に、 すはう がさね の、 えびぞめ の そで を、 にはか に ひき-ほころばし たる に、 くれなゐ ふかき あこめ の たもと の、 うち-しぐれ たる に けしき ばかり ぬれ たる、 まつばら をば わすれ て、 もみぢ の ちる に おもひ わたさ る。


S7 あはれ　ちはやぶる　賀茂の社の　姫小松　あはれ　姫小松　よろづ世経とも　色はかは　あはれ　色は変はらじ（求子）

1 【匂ひもなく黒き袍に】四位以上の黒の袍。平安中期の服飾の色を反映する。

2 【蘇芳襲の葡萄染の袖を】『完訳』は「蘇芳襲や葡萄染の袖を」と訳す。

3 【蘇芳襲の】『集成』は「蘇芳襲」と校訂。河内本と別本が「の」ナシ。


若菜下．２．５．４

■　見みるかひ多おほかる姿すがたどもに、いと白しろく枯かれたる荻をぎを、高たかやかにかざして、ただ一返ひとかへり舞まひて入いりぬるは、いとおもしろく飽あかずぞありける。

◇　皆見栄えのする容姿で、たいそう白く枯れた荻を、高々と插頭に挿して、ただ一さし舞って入ってしまったのは、実に面白くもっといつまでも見ていたい気がするのであった。

第六段　源氏、往時を回想

若菜下．２．６．１

■　大殿1おとど、昔むかしのこと思おぼし出いでられ2、中なかごろ沈しづみたまひし世よのありさまも、目めの前まへのやうに思おぼさるるに、その世よのこと、うち乱みだれ語かたりたまふべき人ひとも3なければ、致仕ちじの大臣おとどをぞ、恋こひしく思おもひきこえたまひける。

◇　大殿、昔の事が思い出されて、ひところご辛労なさった当時の有様も、目の前のように思い出されなさるが、その当時の事、遠慮なく語り合える相手もいないので、致仕の大臣を、恋しくお思い申し上げなさるのであった。

■　入いりたまひて、二にの車くるまに4忍しのびて、

◇　お入りになって、二の車に目立たないように、


1 【大殿】源氏をいう。

2 【思し出でられ】「られ」自発の助動詞。下文にも「思さるるに」と自発の助動詞が使用されている。

3 【うち乱れ語りたまふべき人も】『集成』は「遠慮なく」。『完訳』は「打ち解けてお話し合いになれそうな人も」。推量の助動詞「べし」可能・適当の両意。

4 【二の車に】第二番目の車の意。明石御方と尼君が乗っている車。


若菜下．２．６．２

■　「誰たれかまた心こころを知しりて住吉すみよしの

神代かみよを経へたる松まつにこと問とふ1」

◇　「わたしの外に誰がまた昔の事情を知って住吉の

神代からの松に話しかけたりしましょうか」


1 【誰れかまた心を知りて住吉の神代を経たる松にこと問ふ】源氏の贈歌。「神代を経る」は遠い昔の意。「松」は尼君をさす。


若菜下．２．６．３

■　御畳紙おほむたたむがみに書かきたまへり。

◇　御畳紙にお書きになっていた。

■　尼君あまぎみうちしほたる。

◇　尼君、感涙にむせぶ。

■　かかる世よを見みるにつけても、かの浦うらにて、今いまはと別わかれたまひしほど、女御にょうごの君きみのおはせしありさまなど1思おもひ出いづるも2、いとかたじけなかりける身みの宿世すくせのほどを思おもふ。

◇　このような時世を見るにつけても、あの明石の浦で、これが最後とお別れになった時の事、女御の君が御方のお腹に中にいらっしゃった時の様子などを思い出すにつけても、まことにもったいない運勢の程を思う。

■　世よを背そむきたまひし人ひとも恋こひしく3、さまざまにもの悲がなしきを、かつはゆゆしと言忌こといみして、

◇　出家なさった方も恋しく、あれこれと物悲しく思われるので、一方では涙は縁起でもないと思い直して言葉を慎んで、


1 【女御の君のおはせしありさまなど】『集成』は「姫君が明石でお暮しだった様子」。『完訳』は「女御の君が御腹に宿っておられた様子などを」と訳す。

2 【思ひ出づるも】主語は尼君。

3 【世を背きたまひし人も恋しく】明石入道をさす。主語は尼君。入道が深い山に入ってから五年の歳月がたつ。


若菜下．２．６．４

■　「住すみの江えをいけるかひある渚なぎさとは

年経としふる尼あまも今日けふや知しるらむ2」

◇　「住吉の浜を生きていた甲斐がある渚だと

年とった尼も今日知ることでしょう」


1? 【言忌みして】『集成』は「言葉を選んで」。『完訳』は「言葉を慎んで」と訳す。

2 【住の江をいけるかひある渚とは年経る尼も今日や知るらむ】尼君の返歌。「貝」と「効」、「尼」と「海人」の掛詞。


若菜下．２．６．５

■　遅おそくは便びんなからむと、ただうち思おもひけるままなりけり。

◇　遅くなっては不都合だろうと、ただ思い浮かんだままにお返ししたのであった。

若菜下．２．６．６

■　「昔むかしこそまづ忘わすられね住吉すみよしの

神かみのしるしを見みるにつけても1」

◇　「昔の事が何よりも忘れられない

住吉の神の霊験を目の当たりにするにつけても」


1 【昔こそまづ忘られね住吉の神のしるしを見るにつけても】尼君の独詠歌。


若菜下．２．６．７

■　と独ひとりごちけり。

◇　とひとり口ずさむのであった。

第七段　終夜、神楽を奏す

若菜下．２．７．１

■　夜一夜遊よひとよあそび明あかしたまふ。

◇　一晩中神楽を奏して夜をお明かしなさる。

■　二十日はつかの月つきはるかに澄すみて1、海うみの面おもておもしろく見みえわたるに、霜しものいとこちたく置おきて、松原まつばらも色いろまがひて、よろづのことそぞろ寒さむく、おもしろさも2あはれさも立たち添そひたり。

◇　二十日の月が遥かかなたに澄み照らして、海面が美しく見えわたっているところに、霜がたいそう白く置いて、松原も同じ色に見えて、何もかもが寒気をおぼえる素晴らしさで、風情や情趣の深さも一入に感じられる。


1 【二十日の月はるかに澄みて】十月二十日の月。月の出は午後十時ころ。

2 【そぞろ寒くおもしろさも】『完訳』は「寒気をおぼえるすばらしさなので」と訳す。


若菜下．２．７．２

■　対たいの上うへ、常つねの垣根かきねのうちながら、時々ときどきにつけてこそ、興きょうある朝夕あさゆふの遊あそびに、耳古みみふり目馴めなれたまひけれ、御門みかどより外との物見ものみ、をさをさしたまはず、ましてかく都みやこのほかのありきは、まだ慣ならひたまはねば、珍めづらしくをかしく思おぼさる。

◇　対の上は、いつものお邸の内にいらしたまま、季節季節につけて、興趣ある朝夕の遊びに、耳慣れ目馴れていらっしゃったが、御門から外の見物を、めったになさらず、ましてこのような都の外へお出になることは、まだご経験がないので、物珍しく興味深く思わずにはいらっしゃれない。

若菜下．２．７．３

■　「住すみの江えの松まつに夜深よぶかく置おく霜しもは

神かみの掛かけたる木綿鬘ゆふかづらかも2」

◇　「住吉の浜の松に夜深く置く霜は

神様が掛けた木綿鬘でしょうか」


1? 【御門より外の物見をさをさしたまはずましてかく都の外のありきはまだならひたまはねば】当時の高貴な女性がめったに外出しないこと、また都以外の地にも行かないことをいう。「御門」は「みかど」と読む。

2 【住の江の松に夜深く置く霜は神の掛けたる木綿鬘かも】紫の上の和歌。住吉の神の神慮をうたう。「住の江」は歌語。「霜」を「木綿鬘」に見立てる。


若菜下．２．７．４

■　篁たかむらの朝臣あそむの、

◇　篁朝臣が、

■　「比良ひらの山やまさへS8」

◇　「比良の山さえ」

■　と言いひける1雪ゆきの朝あしたを思おぼしやれば、祭まつりの心こころうけたまふしるしにや2と、いよいよ頼たのもしくなむ。

◇　と言った雪の朝をお思いやりになると、ご奉納の志をお受けになった証だろうかと、ますます頼もしかった。

■　女御にょうごの君きみ、

◇　女御の君、


S8 ひもろぎは神の心にうけつらむ比良の高嶺に木綿鬘せり（袋草子-一四〇）

1 【篁の朝臣の比良の山さへと言ひける】小野篁（八〇二〜八五二）。漢詩と和歌両面にすぐれた平安前期の文人。「ひもろぎは神の心にうけつらし比良の山さへゆふかづらせり」（河海抄所引、出典未詳）。なお『河海抄』は「文時卿歌也」と注記する。『花鳥余情』は「名違へか」ともいう。作者紫式部の記憶違いかまた別伝があったか。

2 【祭の心うけたまふしるしにや】紫の上の心中。『完訳』は「この霜景色も神が奉納の志をお受けになった証であろうかと」と訳す。


若菜下．２．７．５

■　「神人かみびとの手てに取とりもたる榊葉さかきばに

木綿ゆふかけ添そふる深ふかき夜よの霜1しも」

◇　「神主が手に持った榊の葉に

木綿を掛け添えた深い夜の霜ですこと」


1 【神人の手に取りもたる榊葉に木綿かけ添ふる深き夜の霜】明石女御の紫の上の和歌への唱和歌。「神」「木綿」「霜」を詠み込む。


若菜下．２．７．６

■　中務なかつかさの君1きみ、

◇　中務の君、


1 【中務の君】紫の上づきの女房。もと左大臣家の葵の上の女房だが、源氏の召人でもあった（帚木・末摘花）。主人葵の上の死後、源氏の女房となり二条院に移り、須磨退去にあたり紫の上の女房となる（須磨）。


若菜下．２．７．７

■　「祝子はふりこが木綿ゆふうちまがひ置おく霜しもは

げにいちじるき神かみのしるしか1」

◇　「神に仕える人々の木綿鬘と見間違えるほどに置く霜は

仰せのとおり神の御霊験の証でございましょう」


1 【祝子が木綿うちまがひ置く霜はげにいちじるき神のしるしか】中務君の紫の上の和歌への唱和歌。「木綿」「霜」「神」を詠み込む。


若菜下．２．７．８

■　次々数知つぎつぎかずしらず多おほかりけるを、何なにせむにP4かは聞ききおかむ1。

◇　次々と数え切れないほど多かったのだが、どうして覚えていられようか。

■　かかるをりふしの歌うたは、例れいの上手じゃうずめきたまふ男をとこたちも、なかなか出いで消きえして、松まつの千歳ちとせより離はなれて、今いまめかしきことなければ2、うるさくてなむ。

◇　このような時の歌は、いつもの上手でいらっしゃるような殿方たちも、かえって出来映えがぱっとしないで、松の千歳を祝う決まり文句以外に、目新しい歌はないので、煩わしくて省略した。


P4 何せむに--なにせむ（む/+に）

1 【次々数知らず多かりけるを何せむにかは聞きおかむ】以下「うるさくてなむ」まで、語り手の言辞。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「省筆をことわる草子地。一行中の女房の語る言葉をそのまま伝える体」。『完訳』は「語り手の、数多く詠まれた和歌を省筆する弁」と注す。

2 【松の千歳より離れて今めかしきことなければ】『集成』は「「松の千歳」といった決り文句以外に目新しい趣向の歌もないので」と注す。


第八段　明石一族の幸い

若菜下．２．８．１

■　ほのぼのと明あけゆくに1、霜しもはいよいよ深ふかくて、本末もとすゑもたどたどしきまで、酔ゑひ過すぎにたる神楽かぐらおもてどもの、おのが顔かほをば知しらで、おもしろきことに心こころはしみて、庭燎にはびも影かげしめりたるに、なほ、

◇　夜がほのぼのと明けて行くと、霜はいよいよ深く、本方と末方とがその分担もはっきりしなくなるほど、酔い過ぎた神楽面が、自分の顔がどんなになっているか知らないで、面白いことに夢中になって、庭燎も消えかかっているのに、依然として、

■　「万歳、万歳3まんざいまんざいS9」

◇　「万歳、万歳」

■　と、榊葉さかきばを取とり返かへしつつ4、祝いはひきこゆる御世みよの末すゑ、思おもひやるぞいとどしきや5。

◇　と、榊の葉を取り直し取り直して、お祝い申し上げる御末々の栄えを、想像するだけでもいよいよめでたい限りである。


S9 （本方）千歳　千歳　千歳や　千年の　千歳や　（末方）万歳　万歳　万歳や　万代の　万歳や　（本方）なほ千歳　（末方）なほ万歳（神楽歌-千歳法）

1 【ほのぼのと明けゆくに】翌朝を迎える霜の白さ鮮明。

2? 【本末たどたどしきまで】神楽を歌う本方と末方とが混乱するほどまでの意。

3 【万歳万歳】神楽「千歳法」の歌詞の一部。

4 【榊葉を取り返しつつ】『完訳』は「神楽は舞人が榊葉を持ち去ると終るが、終りそうで終らない」と注す。

5 【思ひやるぞいとどしきや】『湖月抄』は「地」（草子地の意）と指摘。語り手の詠嘆と讃辞。


若菜下．２．８．２

■　よろづのこと飽あかずおもしろきままに、千夜ちよを一夜ひとよにS10なさまほしき夜よの1、何なににもあらで明あけぬれば、返かへる波なみにきほふも口惜くちをしく、若わかき人ひとびと思おもふ。

◇　万事が尽きせず面白いまま、千夜の長さをこの一夜の長さにしたいほどの今夜も、何という事もなく明けてしまったので、返る波と先を争って帰るのも残念なことと、若い人々は思う。


S10 秋の夜の千夜を一夜になせりとも言葉残りて鶏や鳴くらむ（伊勢物語-四六）

1 【千夜を一夜になさまほしき夜の】明融臨模本、合点と付箋「秋の夜のちよを一夜になせりともこと葉のこりて鳥やなきなん」（伊勢物語）がある。『源氏釈』が初指摘（ただし、第一句「あきのよの」、第五句「とりやなきてん」）。『岷江入楚』は「私不用之」と注す。


若菜下．２．８．３

■　松原まつばらに、はるばると立たて続つづけたる御車みくるむどもの1、風かぜにうちなびく下簾したすだれの隙々ひまひまも、常磐ときはの蔭かげに、花はなの錦にしきを引ひき加くはへたると見みゆるに、袍うへの色々きぬのいろいろけぢめおきて2、をかしき懸盤取かけばんとり続つづきて、もの参まゐりわたすをぞ、下人しもびとなどは目めにつきて、めでたしとは思おもへる。

◇　松原に、遥か遠くまで立て続けた幾台ものお車が、風に靡く下簾の間々も、常磐の松の蔭に、花の錦を引き並べたように見えるが、袍の色々な色が位階の相違を見せて、趣きのある懸盤を取って、次々と食事を一同に差し上げるのを、下人などは目を見張って、立派だと思っている。


1 【松原にはるばると立て続けたる御車どもの】翌朝の明るくなってからの松原の景色。

2 【袍の色々けぢめおきて】袍衣の色。令制では、一位深紫、二位・三位浅紫、四位深緋、五位浅緋、六位深緑、七位浅緑、八位深縹、初位浅縹。ただし、一条天皇のころから、四位以上は黒袍。前に「匂ひもなく黒き袍に」（第二章五段）とあった。この住吉詣でには四位以上は黒袍で供奉していた。


若菜下．２．８．４

■　尼君あまぎみの御前おまへにも、浅香せんかうの折敷をしきに、青鈍あをにびの表折おもてをりて2、精進物さうじんものを参まゐるとて、

◇　尼君の御前にも、浅香の折敷に、青鈍の表を付けて、精進料理を差し上げるという事で、

■　「めざましき女をむなの宿世すくせかな」

◇　「驚くほどの女性のご運勢だ」

■　と、おのがじしはしりうごちけり。

◇　と、それぞれ陰口を言ったのであった。


1? 【をかしき懸盤取り続きてもの参りわたすぞ】五位以下の者が食膳を準備している様子。

2 【浅香の折敷に青鈍の表折りて】尼君は出家者なので、浅香の折敷に青鈍色の絹を折り畳んで敷いた上に精進料理が特別に用意された。


若菜下．２．８．５

■　詣まうでたまひし道みちは、ことことしくて、わづらはしき神宝かむだから、さまざまに所狭ところせげなりしを、帰かへさはよろづの逍遥せうえうを尽つくしたまふ。

◇　御参詣なさった道中は、ものものしいことで、もてあますほどの奉納品が、いろいろと窮屈げにあったが、帰りはさまざまな物見遊山の限りをお尽くしになる。

■　言いひ続つづくるもうるさく、むつかしきことどもなれば1。

◇　それを語り続けるのも煩わしく、厄介な事柄なので。


1 【言ひ続くるもうるさくむつかしきことどもなれば】『一葉抄』は「作者語也」と指摘。『集成』は「以上、省筆をことわる草子地」と注す。語り手の省筆と盛大さをいう言辞。


若菜下．２．８．６

■　かかる御おほむありさまをも1、かの入道にふだうの、聞きかず見みぬ世よにかけ離はなれたうべるのみなむ、飽あかざりける。

◇　このようなご様子をも、あの入道が、聞こえないまた見えない山奥に離れ去ってしまわれたことだけが、不満に思われた。

■　難かたきP5ことなりかし2、交まじらはましも見苦みぐるしくや。

◇　それも難しいことだろう、出てくるのは見苦しいことであろうよ。

■　世よの中なかの人ひと、これを例ためしにて、心高こころたかくなりぬべきころなめり3。

◇　世の中の人は、これを例として、高望みがはやりそうな時勢のようである。

■　よろづのことにつけて、めであさみ、世よの言種ことぐさにて、

◇　万事につけて、誉め驚き、世間話の種として、

■　「明石あかしの尼君あまぎみ」

◇　「明石の尼君」

■　とぞ、幸さいはひ人びとに言いひける。

◇　と、幸福な人の例に言ったのであった。

■　かの致仕ちじの大殿おほとのの近江あふみの君きみは、双六打すぐろくうつ時ときの言葉ことばにも、

◇　あの致仕の大殿の近江の君は、双六を打つ時の言葉にも、

■　「明石あかしの尼君あまぎみ、明石あかしの尼君あまぎみ」

◇　「明石の尼君、明石の尼君」

■　とぞ、賽さいは乞こひける4。

◇　と言って賽を祈ったのである。


P5 難き--かた（た/+き）

1 【かかる御ありさまをも】『集成』は「尼君や明石の上の心中を察して書いたもの」。『完訳』は「「見苦しくや」まで、明石の君の心情に即して入道を語る」と注す。

2 【難きことなりかし】『一葉抄』は「記者語也」と指摘。『全集』は「このあたり、地の文ながら、「--飽かざりける」「難きことなりかし」「まじらはしくも見苦しくや」と、異なる視点から入道を捉えなおしている点に注意」と注す。明石の君と語り手が一体化した表現。

3 【世の中の人これを例にて心高くなりぬべきころなめり】『細流抄』は「草子地也」と指摘。語り手の主観的推量。

4 【近江の君は双六打つ時の言葉にも明石の尼君明石の尼君とぞ賽は乞ひける】近江君は双六が好き。「常夏」巻にもその場面が語られていた。


第三章　朱雀院の物語　朱雀院の五十賀の計画

第一段　女三の宮と紫の上

若菜下．３．１．１

■　入道にふだうの帝みかどは1、御行おほむおこなひをいみじくしたまひて、内裏うちの御おほむことをも聞きき入いれたまはず。

◇　入道の帝は、仏道に御専心あそばして、内裏の御政道にはいっさいお口をお出しにならない。

■　春秋しゅんじうの行幸2ぎゃうがうになむ、昔思むかしおもひ出いでられたまふこともまじりける。

◇　春秋の朝覲の行幸には、昔の事をお思い出しになることもあった。

■　姫宮ひめみやの御おほむことをのみぞ、なほえ思おぼし放はなたで、この院ゐんをば、なほおほかたの御後見おほむうしろみに思おもひきこえたまひて、うちうちの御心寄みこころよせあるべく奏そうせさせたまふ。

◇　姫宮の御事だけを、今でも御心配でいらして、こちらの六条院を、やはり表向きのお世話役としてお思い申し上げなさって、内々の御配慮を下さるべく帝にもお願い申し上げていらっしゃる。

■　二品にほんになりたまひて、御封みふなどまさる4。

◇　二品におなりになって、御封なども増える。

■　いよいよはなやかに御勢おほむいきほひ添そふ。

◇　ますます華やかにご威勢も増す。


1 【入道の帝は】朱雀院をさす。

2 【春秋の行幸】今上帝の父朱雀院への朝覲行幸をさす。

3? 【この院をばおほかたの御後見に思ひきこえたまひてうちうちの御心寄せあるべく奏せさせたまふ】朱雀院は源氏を「おほかたの御後見」と考え、帝に「うちうちの御心寄せあるべく」依頼している。

4 【二品になりたまひて御封などまさる】女三の宮、二品になる。「禄令」によれば、親王は、一品は八百戸、二品は六百戸、三品は四百戸、四品は三百戸で、内親王はその半分とされる。すなわち、女三の宮の二品内親王は三百戸の御封。


若菜下．３．１．２

■　対たいの上うへ、かく年月としつきに添そへて1、かたがたにまさりたまふ御おほむおぼえに2、

◇　対の上は、このように年月とともに何かにつけてまさって行かれるご声望に比べて、


1 【かく年月に添へて】紫の上の寂寥、女三の宮のはなやかさと対比されて語られる。『完訳』は「紫の上の心中に即す。直接、間接話法が混じる」と注す。

2 【かたがたにまさりたまふ御おぼえに】主語は女三の宮。『集成』は「何かにつけて盛んになられる〔女三の宮の〕ご声望に」。『完訳』は「六条院の他の御方々より盛んになられる女宮のご声望であるにつけても」と訳す。


若菜下．３．１．３

■　「わが身みはただ1一所ひとところの御おほむもてなしに、人ひとには劣おとらねど、あまり年積としつもりなば、その御心みこころばへもつひに衰おとろへなむ。

◇　「自分自身はただ一人が大事にして下さるお蔭で、他の人には負けないが、あまりに年を取り過ぎたら、そのご愛情もしまいには衰えよう。

■　さらむ世よを見果みはてぬさきに、心こころと背そむきにしがな」

◇　そのような時にならない前に、自分から世を捨てたい」


1 【わが身はただ】以下「心と背きにしがな」まで、紫の上の心中。


若菜下．３．１．４

■　と、たゆみなく思おぼしわたれど、さかしきやうにや思おぼさむ1とつつまれて、はかばかしくもえ聞きこえたまはず。

◇　と、ずっと思い続けていらっしゃるが、生意気なようにお思いになるだろうと遠慮されて、はっきりとはお申し上げになることができない。

■　内裏うちの帝みかどさへ2、御心寄みこころよせことに聞きこえたまへば、おろかに聞きかれたてまつらむもいとほしくて3、渡わたりたまふこと、やうやう等ひとしきやうになりゆく4。

◇　今上帝までが、御配慮を特別にして上げていらっしゃるので、疎略なと、お耳にあそばすことがあったらお気の毒なので、お通いになることがだんだんと同等になってなって行く。


1 【さかしきやうにや思さむ】紫の上の心中。源氏の気持ちを忖度。

2 【内裏の帝さへ】副助詞「さへ」添加の意。『完訳』は「朱雀院はもちろん帝までが」と注す。

3 【おろかに聞かれたてまつらむもいとほしくて】主語は源氏。「れ」受身の助動詞。帝に女三の宮を疎略に扱っていると聞かれる、それが帝に申し訳ない、の意。

4 【渡りたまふことやうやう等しきやうになりゆく】源氏の女三の宮のもとに通うことが紫の上の場合と同等になる。


若菜下．３．１．５

■　さるべきこと、ことわりとは思おもひながら1、さればよ2とのみ、やすからず思おぼされけれど、なほつれなく同おなじさまにて過すぐしたまふ。

◇　無理もないこと、当然なこととは思いながらも、やはりそうであったのかとばかり、面白からずお思いになるが、やはり素知らぬふうに同じ様にして過ごしていらっしゃる。

■　春宮とうぐうの御おほむさしつぎの女一をむないちの宮みやを、こなたに取とり分わきてかしづきたてまつりたまふ。

◇　春宮のすぐお下の女一の宮を、こちらに引き取って大切にお世話申し上げていらっしゃる。

■　その御扱おほむあつかひになむ、つれづれなる御夜おほむよがれのほども慰なぐさめたまひける4。

◇　そのご養育に、所在ない殿のいらっしゃらない夜々を気をお紛らしていらっしゃるのだった。

■　いづれも分わかず5、うつくしくかなしと思おもひきこえたまへり。

◇　どちらの宮も区別せず、かわいくいとしいとお思い申し上げていらっしゃった。


1 【さるべきことことわりとは思ひながら】紫の上は、やがて源氏の愛情も女三の宮のほうに傾斜していくことを予測していた。

2 【さればよ】かねて懸念していたとおり。

3? 【春宮の御さしぎきの女一の宮を】養女の明石女御が産んだ春宮のすぐ下の妹。孫娘として愛育する。

4 【その御扱ひになむつれづれなる御夜がれのほども慰めたまひける】紫の上も源氏の「夜離れ」を経験するようになる。愛孫の世話に所在なさを紛らわす。『蜻蛉日記』の作者が晩年養女を迎えて所在なさを紛らしたのに類似。

5 【いづれも分かず】明石女御が産んだ御子。春宮、三の宮（匂宮）、女一の宮を差別せず。


第二段　花散里と玉鬘

若菜下．３．２．１

■　夏なつの御方おほむかたは1、かくとりどりなる御孫扱おほむむまごあつかひをうらやみて、大将だいしゃうの君きみの典侍腹ないしの君***を、切***に迎***へてぞかしづきたまふ。

◇　夏の御方は、このようなあれこれのお孫たちのお世話を羨んで、大将の君の典侍腹のお子を、ぜひにと引き取ってお世話なさる。

■　いとをかしげにて、心***ばへも、ほどよりはされおよすけたれば、大殿***の君***もらうたがりたまふ。

◇　とてもかわいらしげで、気立ても、年のわりには利発でしっかりしているので、大殿の君もおかわいがりになる。

■　少***なき御嗣いと思***ししかど、末げに広***ごりて、こなたかなたいと多***く3なり添***ひたまふを、今***はただ、これをうつくしみ扱***ひたまひてぞ、つれづれも慰***めたまひける4。

◇　数少ないお子だとお思いであったが、孫は大勢できて、あちらこちらに数多くおなりになったので、今はただ、これらをかわいがり世話なさることで、退屈さを紛らしていらっしゃるのであった。

◆　 
なつ-の-おほむかた は、 かく とりどり なる おほむ-むまご-あつかひ を うらやみ て、 だいしゃう-の-きみ の ないし-の-すけ-ばら の きみ を、 せち に むかへ て ぞ かしづき たまふ。 いと をかしげ にて、 こころばへ も、 ほど より は され およすけ たれ ば、 おとど-の-きみ も らうたがり たまふ。 すくなき おほむ-つぎ と おぼし しか ど、 すゑ に ひろごり て、 こなた かなた いと おほく なり そひ たまふ を、 いま は ただ、 これ を うつくしみ あつかひ たまひ て ぞ、 つれづれ も なぐさめ たまひ ける。


1 【夏の御方は】夏の御方すなわち花散里も養子夕霧大将の典侍腹の孫を引き取って世話をする。

2? 【すくなき御嗣と思ししかど末に広ごりて】源氏の子の少ないこと。しかし、その子の孫は数多くできたことをいう。

3 【こなたかなたいと多く】夕霧方と明石姫君方とをさす。

4 【今はただこれをうつくしみ扱ひたまひてぞつれづれも慰めたまひける】主語は源氏。源氏も晩年の所在なさを「御孫扱ひ」で過す。


若菜下．３．２．２

■　右みぎの大殿おほとのの参まゐり仕つかうまつりたまふこと、いにしへよりも1まさりて親したしく、今いまは北きたの方かたもおとなび果はてて2、かの昔むかしのかけかけしき筋思すぢおもひ離はなれたまふにや、さるべき折をりも渡わたりまうでたまふ4。

◇　右の大殿が参上してお仕えなさることは、昔以上に親密になって、今では北の方もすっかり落ち着いたお年となって、あの昔の色めかしい事は思い諦めたのであろうか、適当な機会にはよくお越しになる。

■　対たいの上うへにも御対面おほむたいめんありて、あらまほしく聞きこえ交かはしたまひけり。

◇　対の上ともお会いになって、申し分ない交際をなさっているのであった。


1 【右の大殿の参り仕うまつりたまふこといにしへよりも】鬚黒右大臣兼左大将。今上帝の外戚。

2 【北の方もおとなび果てて】玉鬘は鬚黒の北の方、二児の母親としてすっかり落ち着いた年齢と地位にある。現在三十二歳。

3? 【昔のかけかけしき筋思ひはなれたまふにや】語り手の挿入句。源氏の心中を忖度。

4 【渡りまうでたまふ】明融臨模本と大島本は「まうて給」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「まうでたまひつつ」と校訂する。


若菜下．３．２．３

■　姫宮ひめみやのみぞ、同おなじさまに若わかくおほどきておはします。

◇　姫宮だけが、同じように若々しくおっとりしていらっしゃる。

■　女御にょうごの君きみは、今いまは公おほやけざまに思おもひ放はなちきこえたまひて、この宮みやをばいと心苦こころぐるしく、幼をさなからむ御女おほむむすめのやうに、思おもひはぐくみたてまつりたまふ2。

◇　女御の君は、今は主上にすべてお任せ申し上げなさって、この姫宮をたいそう心に懸けて、幼い娘のように思ってお世話申し上げていらっしゃる。


1? 【姫宮のみぞ同じさまに若くおほどきおはします】六条院の源氏、紫の上、花散里らの「御孫扱ひ」、そこに出入りする玉鬘のすっかり落ち着いた年齢。そうした中で、女三の宮のみが変わらず若く幼いままでいる。二十一、二歳になっている。柏木との密通事件の伏線。

2 【いと心苦しく幼からむ御女のやうに思ひはぐくみたてまつりたまふ】『集成』は「大層心にかけて」「〔源氏は〕大事にお世話申し上げていられる」。『完訳』は「まことにいじらしくお思いになり、まるで幼い御娘でもあるかのように、たいせつにお世話申しあげていらっしゃる」と訳す。


第三段　朱雀院の五十の賀の計画

若菜下．３．３．１

■　朱雀院すざくゐんの、

◇　朱雀院が、

若菜下．３．３．２

■　「今いまはむげに世近よちかくなりぬる心地ここちして1、もの心細こころぼそきを、さらにこの世よのこと顧かへりみじと思おもひ捨すつれP6ど、対面たいめんなむ今一度いまひとたびあらまほしきを、もし恨うらみ残のこりもこそすれ2、ことことしきさまならで渡わたりたまふべく」

◇　「今はすっかり死期が近づいた心地がして、何やら心細いが、決してこの世のことは気に懸けまいと思い捨てたが、もう一度だけお会いしたく思うが、もし未練でも残ったら大変だから、大げさにではなくお越しになるように」

■　、聞きこえたまひければ、大殿おとども、

◇　と、お便り申し上げなさったので、大殿も、


P6 思ひ捨つれ--おもひ（ひ/+す）つれ

1 【今はむげに世近くなりぬる心地して】以下「渡りたまふべく」まで、朱雀院から女三の宮への手紙。ただし、文末の引用句がなく、地の文に流れる。

2 【残りもこそすれ】懸念の語法。恨みが残ったら大変だ。


若菜下．３．３．３

■　「げに、さるべきことなり1。

◇　「なるほど、仰せの通りだ。

■　かかる御みけしきなからむにてだに、進すすみ参まゐりたまふべきを。

◇　このような御内意が仮になくてさえ、こちらから進んで参上なさるべきことだ。

■　まして、かう待まちきこえたまひけるが、心苦こころぐるしきこと」

◇　なおさらのこと、このようにお待ちになっていらっしゃるとは、おいたわしいことだ」


1 【げにさるべきことなり】以下「心苦しきこと」まで、源氏の詞。「げに」は朱雀院の手紙を受ける。


若菜下．３．３．４

■　と、参まゐりたまふべきこと思おぼしまうく。

◇　と、ご訪問なさるべきことをご準備なさる。

若菜下．３．３．５

■　「ついでなく、すさまじきさまにてやは1、はひ渡わたりたまふべき。

◇　「何のきっかけもなく、取り立てた趣向もなくては、どうして簡単にお出かけになれようか。

■　何なにわざをしてか、御覧ごらんぜさせたまふべき」

◇　どのようなことをして、御覧に入れたらよかろうか」


1 【ついでなくすさまじきさまにてやは】以下「御覧ぜさせたまふべき」まで、源氏の心中。「やは」係助詞、反語表現。


若菜下．３．３．６

■　と、思おぼしめぐらす。

◇　と、ご思案なさる。

若菜下．３．３．７

■　「このたび足たりたまはむ年とし、若菜わかななど調てうじてや1」

◇　「来年ちょうどにお達しになる年に、若菜などを調進してお祝い申し上げようか」

■　と、思おぼして、さまざまの御法服おほむほふぶくのこと、斎いもひの御おほむまうけのP7しつらひ、何なにくれとさまことに変かはれることどもなれば、人ひとの御心みこころしつらひども入いりつつ、思おぼしめぐらす3。

◇　と、お考えになって、いろいろな御法服のこと、精進料理のご準備、何やかやと勝手が違うことなので、ご夫人方のお智恵も取り入れてお考えになる。


P7 御まうけの--御まうけ（け/+の）

1 【このたび足りたまはむ年若菜など調じてや】源氏の心中。「足りたまはむ年」とは、朱雀院が来年ちょうど五十歳に達する年という意。

2? 【人の御心しらひども入りつつ】六条院のご夫人方の意見をさす。

3 【思しめぐらす】明融臨模本は「めくらす（す＋に）」とある。すなわち「に」を補入する。大島本は「おほしめくらす」とある。『集成』『完本』は底本の訂正以前本文と諸本に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜下．３．３．８

■　いにしへも、遊あそびの方かたに御心みこころとどめさせたまへりしかば、舞人まひびと、楽人がくにんなどを、心こころことに定さだめ、すぐれたる限かぎりをととのへさせたまふ。

◇　御出家以前にも、音楽の方面には御関心がおありでいらっしゃったので、舞人、楽人などを、特別に選考し、勝れた人たちだけをお揃えあそばす。

■　右みぎの大殿おほとのの御子みこども二人ふたり、大将だいしゃうの御子みこ、典侍ないしの腹すけばらの加くはへて三人さむにん、まだ小ちひさき七ななつより上かみのは1、皆殿上みなてんじゃうせさせたまふ。

◇　右の大殿のお子たち二人、大将のお子は、典侍腹の子を加えて三人、まだ小さい七歳以上の子は、皆童殿上させなさる。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうの童孫王みやのわらはそんわう、すべてさるべき宮みやたちの御子おほむこども、家いへの子この君きみたち、皆選みなえらび出いでたまふ。

◇　兵部卿宮の童孫王、すべてしかるべき宮家のお子たちや、良家のお子たち、皆お選び出しになる。


1 【まだ小さき七つより上のは】夕霧は自分の七歳以上の子を童殿上させる。


若菜下．３．３．９

■　殿上てんじゃうの君達きみたちも、容貌かたちよく、同おなじき舞まひの姿すがたも、心こころことなるべきを定さだめて1、あまたの舞まひのまうけをせさせたまふ。

◇　殿上の君たちも、器量が良く、同じ舞姿と言っても、また格別な人を選んで、多くの舞の準備をおさせになる。

■　いみじかるべきたびのこととて、皆人心みなひとこころを尽つくしたまひてなむ。

◇　大層なこの度の催しとあって、誰も皆懸命に練習に励んでいらっしゃる。

■　道々みちみちのものの師し、上手じゃうず、暇いとまなきころなり。

◇　その道々の師匠、名人が、大忙しのこのごろである。


1 【心ことなるべきを定めて】『集成』は「目立ちそうな者たちを」。『完訳』は「格別な芸を見せてくれそうなのを選定して」と訳す。


第四段　女三の宮に琴を伝授

若菜下．３．４．１

■　宮みやは、もとより琴きんの御琴おほむことをなむ習ならひたまひけるを、いと若わかくて院ゐんにもひき別わかれ1たてまつりたまひしかば2、おぼつかなく思おぼして、

◇　姫宮は、もともと琴の御琴をお習いであったが、とても小さい時に父院にお別れ申されたので、気がかりにお思いになって、


1 【院にもひき別れ】「ひき別れ」には琴の縁で「弾き」を響かす。

2 【たまひしかば】明融臨模本と大島本は「給ひしかは」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「たまひにしかば」と「に」を補訂する。


若菜下．３．４．２

■　「参まゐりたまはむついでに1、かの御琴おほむことの音ねなむ聞きかまほしき。

◇　「お越しになる機会に、あの御琴の音をぜひ聞きたいものだ。

■　さりとも琴きんばかりは2弾ひき取とりたまひつらむ」

◇　いくら何でも琴だけは物になさったことだろう」


1 【参りたまはむついでに】以下「弾き取りたまひつらむ」まで、朱雀院の詞。

2 【さりとも琴ばかりは】女三の宮、源氏に嫁して六年。『集成』は「琴の名手である源氏に嫁してもう七年にもなるのだから、といった気持がある」。『完訳』は「女宮の琴の巧拙に、源氏の情愛の厚薄を判断しようとする」と注す。


若菜下．３．４．３

■　と、しりうごとに聞きこえたまひけるを1、内裏うちにも聞きこし召めして、

◇　と、陰で申されなさったのを、帝におかせられてもお耳にあそばして、


1 【しりうごとに聞こえたまひけるを】『完訳』は「朱雀院の言辞には、言辞の情愛の薄さが思われている」と注す。


若菜下．３．４．４

■　「げに、さりとも1、けはひことならむかし。

◇　「仰せの通り、何と言っても、格別のご上達でしょう。

■　院ゐんの御前おまへにて2、手尽てつくしたまはむついでに、参まゐり来きて聞きかばや」

◇　院の御前で、奥義をお弾きなさる機会に、参上して聞きたいものだ」


1 【げにさりとも】以下「参り来て聞かばや」まで、帝の詞。「げに」について、『集成』は「これも、源氏の膝下にあるのだからという気持」。『完訳』は「院の「さりとも--」を肯定的に受けとめ、今は名手源氏の指導を得て上達していよう、とする」と注す。

2 【院の御前にて】朱雀院の御前をさす。


若菜下．３．４．５

■　などのたまはせけるを、大殿おとどの君きみは伝つたへ聞ききたまひて、

◇　などと仰せになったのを、大殿の君は伝え聞きなさって、

若菜下．３．４．６

■　「年としごろさりぬべきついでごとには1、教をしへきこゆることもあるを、そのけはひは、げにまさりたまひにたれど、まだ聞きこし召めしどころあるもの深ふかき手てには及およばぬを2、何心なにごころもなくて参まゐりたまへらむついでに、聞きこし召めさむとゆるしなくゆかしがらせたまはむは、いとはしたなかるべきことにも」

◇　「今までに適当な機会があるたびに、お教え申したことはあるが、その腕前は、確かに上達なさったが、まだお聞かせできるような深みのある技術には達していないのを、何の準備もなくて参上した機会に、お聞きあそばしたいと強くお望みあそばしたら、とてもきっときまり悪い思いをすることになりはせぬか」


1 【年ごろさりぬべきついでごとには】以下「いとはしたなかるべきことにも」まで、源氏の心中。適当な機会に源氏が女三の宮に琴の琴を教えたということがここに初めて語られている。

2 【まだ聞こし召しどころあるもの深き手には及ばぬを】『集成』は「院のお耳にご満足がゆくほどの深味のある曲はとても弾けないのに」。『完訳』は「まだ父院がお喜びあそばすほどの味わい深い技量にはほど遠いのだから」と訳す。


若菜下．３．４．７

■　と、いとほしく思おぼして、このころぞ御心みこころとどめて教をしへきこえたまふ。

◇　と、気の毒にお思いになって、ここのところご熱心にお教え申し上げなさる。

若菜下．３．４．８

■　調しらべことなる手1て、二ふたつ三みつ、おもしろき大曲だいごくどもの2、四季しきにつけて変かはるべき響ひびき、空そらの寒さむさぬるさをととのへS11出いでて3、やむごとなかるべき手ての限かぎりを、取とり立たてて教をしへきこえたまふに、心こころもとなくおはするやうなれど、やうやう心得こころえたまふままに、いとよくなりたまふP8。

◇　珍しい曲目、二つ三つ、面白い大曲類で、四季につれて変化するはずの響き、空気の寒さ温かさをその音色によって調え出して、高度な技術のいる曲目ばかりを、特別にお教え申し上げになるが、気がかりなようでいらっしゃるが、だんだんと習得なさるにつれて、大変上手におなりになる。


S11 琴書曰師曠晋之楽官也　上於琴能易寒暑占風雨為（琴書-花鳥余情所引）

P8 なりたまふ--なり（り/+給）

1 【調べことなる手】『集成』は「珍しい旋律の曲」。『完訳』は「特別に調べの変った曲」と注す。

2 【おもしろき大曲どもの】『完訳』は「帖を曲の単位として、一帖だけのものを小曲、数帖を中曲、十数帖を大曲と称すという」と注す。

3 【空の寒さぬるさをととのへ出でて】琴（七絃琴）の音色に気候の温暖を調節させる霊妙な力があるという思想。『花鳥余情』所引「琴書」に見える。


若菜下．３．４．９

■　「昼ひるは、いと人ひとしげく1、なほ一度ひとたびも揺ゆし按あんずる暇いとまも、心こころあわたたしければ、夜々よるよるなむ、静しづかにことの心こころもしめたてまつるべき」

◇　「昼間は、たいそう人の出入りが多く、やはり絃を一度揺すって音をうねらせる間も、気ぜわしいので、夜な夜なに、静かに奏法の勘所をじっくりとお教え申し上げよう」


1 【昼はいと人しげく】以下「心もしめたてまつるべき」まで、源氏の詞。


若菜下．３．４．１０

■　とて、対たいにも、そのころは御暇聞おほむいとまきこえたまひて、明あけ暮くれ教をしへきこえたまふ。

◇　と言って、対の上にも、そのころはお暇申されて、朝から晩までお教え申し上げなさる。

第五段　明石女御、懐妊して里下り

若菜下．３．５．１

■　女御にょうごの君きみにも、対たいの上うへにも、琴きんは習ならはしたてまつりたまはざりければ、この折をり、をさをさ耳馴みみなれぬ手てども弾ひきたまふらむを、ゆかしと思おぼして、女御にょうごも、わざとありがたき御暇おほむいとまを、ただしばしと聞きこえたまひてまかでたまへり。

◇　女御の君にも、対の上にも、琴の琴はお習わせ申されなかったので、この機会に、めったに耳にすることのない曲目をお弾きになっていらっしゃるらしいのを、聞きたいとお思いになって、女御も、特別にめったにないお暇を、ただ少しばかりお願い申し上げなさって御退出なさっていた。

若菜下．３．５．２

■　御子二所みこふたところおはするを、またもけしきばみたまひて、五月いつつきばかりにぞなりたまへれば2、神事かみわざなどにことづけておはしますなりけり3。

◇　お子様がお二方いらっしゃるが、再びご懐妊なさって、五か月ほどにおなりだったので、神事にかこつけてお里下がりしていらっしゃるのであった。

■　十一日4過じふいちにちすぐしては、参まゐりたまふべき御消息おほむせうそこうちしきりあれど、かかるついでに、かくおもしろき夜々よるよるの御遊おほむあそびをうらやましく、

◇　十一日が過ぎたら、参内なさるようにとのお手紙がしきりにあるが、このような機会に、このように面白い毎夜の音楽の遊びが羨ましくて、

■　「などて我われに伝つたへたまはざりけむ5」

◇　「どうしてわたしにはご伝授して下さらなかったのだろう」

■　と、つらく思おもひきこえたまふ。

◇　と、恨めしくお思い申し上げなさる。


1? 【女御の君にも対の上にも琴は習はしたてまつりたまはざりつれば】この物語では、琴（きん）の琴は皇族の楽器と規定している。和琴は藤原氏が名手となっている。また琵琶は皇族圏の人々、源典侍、明石君、宇治大君等が名手、となっている。

2 【御子二所おはするをまたもけしきばみたまひて五月ばかりにぞなりたまへれば】明石女御、妊娠五月になる。『集成』は「すでに女御の手許を離れている東宮と女一の宮は除いた、二の宮と三の宮であろう。前に「御子たちあまた数添ひたまひて」（若菜下）とあった」。『完訳』は「一皇子一皇女がいる」と注す。

3 【神事などにことづけておはしますなりけり】『集成』は「十一月から十二月の初旬にかけて神事が多い」と注す。『拾芥抄』に「凡そ宮女の懐妊せる者は、散斎の前に、退出すべし。月の事有る者は、祭日の前に、宿廬に退下すべし、殿に上るを得ず。其の三月・九月は、潔斎の前に、預り宮外に退出すべし」（触穢部）とある。明石女御は妊娠五月。散斎（祭に先立ち七日間の身体上の潔斎をすること）の前に、退出した。

4 【十一日】十二月十一日に宮中では神今食の神事がある。明石女御の退出はそれに先立つ七日前の、十二月初めに宮中退出となろう。

5 【などて我に伝へたまはざりけむ】明石女御の心中。源氏は女三の宮に琴の琴を教えたのに、どうして自分には伝授してくれないのか。


若菜下．３．５．３

■　冬ふゆの夜よの月つきは、人ひとに違たがひてめでたまふ御心みこころなれば1、おもしろき夜よの雪ゆきの光ひかりに、折をりに合あひたる手てども弾ひきたまひつつ、さぶらふ人ひとびとも、すこしこの方かたにほのめきたるに、御琴おほむことどもとりどりに弾ひかせて、遊あそびなどしたまふ。

◇　冬の夜の月は、人とは違ってご賞美なさるご性分なので、美しい雪の夜の光に、季節に合った曲目類をお弾きになりながら、伺候する女房たちも、少しはこの方面に心得のある者に、お琴類をそれぞれ弾かせて、管弦の遊びをなさる。


1 【冬の夜の月は人に違ひてめでたまふ御心なれば】源氏の性向。冬の夜の月を賞美する心は、「朝顔」巻（第三章二段）に語られていた。


若菜下．３．５．４

■　年としの暮くれつ方かたは、対たいなどにはいそがしく、こなたかなたの御おほむいとなみに、おのづから御覧ごらんじ入いるることどもあれば、

◇　年の暮れ方は、対の上などは忙しく、あちらこちらのご準備で、自然とお指図なさる事柄があるので、

若菜下．３．５．５

■　「春はるのうららかならむ夕ゆふべなどに、いかでこの御琴おほむことの音聞ねきかむ」

◇　「春のうららかな夕方などに、ぜひにこのお琴の音色を聞きたい」

若菜下．３．５．６

■　とのたまひわたるに、年返としかへりぬ。

◇　とおっしゃり続けているうちに、年が改まった。

第六段　朱雀院の御賀を二月十日過ぎと決定

若菜下．３．６．１

■　院ゐんの御賀おほむが、まづ朝廷おほやけよりせさせたまふことども1こちたきに2、さしあひては便びんなく思おぼされて、すこしほど過すごしたまふ。

◇　朱雀院の五十の御賀は、まず今上の帝のあそばすことがたいそう盛大であろうから、それに重なっては不都合だとお思いになって、少し日を遅らせなさる。

■　二月十余日にがわつじふよにちと定さだめたまひて3、楽人がくにん、舞人まひびとなど参まゐりつつ、御遊おほむあそびP9絶たえず。

◇　二月十日過ぎとお決めになって、楽人や、舞人などが参上しては、合奏が続く。


P9 御遊び---*あそひ

1 【院の御賀まづ朝廷よりせさせたまふことども】朱雀院の御五十賀は子にあたる今上帝がまず初めに祝う。

2 【こちたきに】明融臨模本と大島本は「こちたきに」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「いとこちたきに」と「いと」を補訂する。

3 【二月十余日と定めたまひて】源氏から兄朱雀院への御五十祝賀は二月十余日と定めるが、次々といろいろな支障が生じて遅れていく。


若菜下．３．６．２

■　「この対たいに、常つねにゆかしくする1御琴おほむことの音ね、いかでかの人ひとびとの箏さう、琵琶びはの音ねも合あはせて、女楽試をむながくこころみさせむ。

◇　「こちらの対の上が、いつも聞きたがっているお琴の音色を、ぜひとも他の方々の箏の琴や、琵琶の音色も合わせて、女楽を試みてみたい。

■　ただ今いまのものの上手じゃうずどもこそ、さらにこのわたりの人ひとびとの御心みこころしらひどもにまさらね。

◇　ただ最近の音楽の名人たちは、この院の御方々のお嗜みのほどにはかないませんね。


1 【この対に常にゆかしくする】以下「をさをさあらじ」まで、源氏の詞。『完訳』は「「この対」は紫の上。女宮のもとにいながら身近な呼び方をする」と注す。


若菜下．３．６．３

■　はかばかしく伝つたへ取とりたることは、をさをさなけれど、何なにごとも、いかで心こころに知しらぬことあらじとなむ、幼をさなきほどに思おもひしかば、世よにあるものの師しといふ限かぎり2、また高たかき家々いへいへの、さるべき人ひとの伝つたへどもをも、残のこさず試こころみし中なかに、いと深ふかく恥はづかしきかなとおぼゆる際きはの人ひとなむなかりし。

◇　きちんと伝授を受けたことは、ほとんどありませんが、どのようなことでも、何とかして知らないことがないようにと、子供の時に思ったので、世間にいる道々の師匠は全部、また高貴な家々の、しかるべき人の伝えをも残さず受けてみた中で、とても造詣が深くてこちらが恥じ入るように思われた人はいませんでした。


1? 【かの人びとの箏琵琶の音も合はせて女楽心みさせむ】箏は明石女御、琵琶を明石御方、紫の上には和琴、そして女三の宮が琴の琴で女楽を演奏する。

2 【世にあるものの師といふ限り】以下、源氏の音楽学習の体験と自信のほどを披瀝する。


若菜下．３．６．４

■　そのかみよりも、またこのころの若わかき人ひとびとの、されよしめき過すぐすに、はた浅あさくなりにたるべし。

◇　その当時から、また最近の若い人々が、風流で気取り過ぎているので、全く浅薄になったのでしょう。

■　琴きんはた、まして、さらにまねぶ人ひとなくなりにたりとか。

◇　琴の琴は、琴の琴で、他の楽器以上に全然稽古する人がなくなってしまったとか。

■　この御琴おほむことの音ねばかりだに伝つたへたる人ひと、をさをさあらじ」

◇　あなたの御琴の音色ほどにさえも習い伝えている人は、ほとんどありますまい」

若菜下．３．６．５

■　とのたまへば、何心なにごころなくうち笑ゑみて、うれしく、

◇　とおっしゃると、無邪気にほほ笑んで、嬉しくなって、

■　「かくゆるしたまふほどになりにける」

◇　「このようにお認めになるほどになったのか」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

若菜下．３．６．６

■　二十一にじふいち、二にばかりになりたまへど、なほいといみじく片かたなりに、きびはなる心地ここちして、細ほそくあえかにうつくしくのみ見みえたまふ。

◇　二十一、二歳ほどにおなりになりだが、まだとても幼げで、未熟な感じがして、ほっそりと弱々しく、ただかわいらしくばかりお見えになる。

若菜下．３．６．７

■　「院ゐんにも見みえたてまつりたまはで、年経としへぬるを、ねびまさりたまひにけりと御覧ごらんずばかり、用意加よういくはへて見みえたてまつりたまへ」

◇　「院にもお目にかかりなさらないで、何年にもなったが、ご成人なさったと御覧いただけるように、一段と気をつけてお会い申し上げなさい」

若菜下．３．６．８

■　と、ことに触ふれて教をしへきこえたまふ。

◇　と、何かの機会につけてお教え申し上げなさる。

若菜下．３．６．９

■　「げに、かかる御後見おほむうしろみなくては、ましていはけなくおはします御おほむありさま、隠かくれなからまし」

◇　「なるほど、このようなご後見役がいなくては、まして幼そうにいらっしゃいますご様子、隠れようもなかろう」

若菜下．３．６．１０

■　と、人ひとびとも見みたてまつる。

◇　と、女房たちも拝見する。

第四章　光る源氏の物語　六条院の女楽

第一段　六条院の女楽

若菜下．４．１．１

■　正月二十日しゃうぐわちはつかばかりになれば、空そらもをかしきほどに、風かぜぬるく吹ふきて、御前おまへの梅むめも盛さかりになりゆく。

◇　正月二十日ほどなので、空模様もうららかで、風がなま温かく吹いて、御前の梅の花も盛りになって行く。

■　おほかたの花はなの木きどもも、皆みなけしきばみ、霞かすみわたりにけり。

◇　たいていの花の木も、みな蕾がふくらんで、一面に霞んでいた。

若菜下．４．１．２

■　「月つきたたば、御おほむいそぎ近ちかく2、もの騒さわがしからむに、掻かき合あはせたまはむ御琴おほむことの音ねも、試楽しがくめきて人言ひといひなさむを、このころ静しづかなるほどに試こころみたまへ」

◇　「来月になったら、ご準備が近づいて、何かと騒がしかろうから、合奏なさる琴の音色も、試楽のように人が噂するだろうから、今の静かなころに合奏なさってごらんなさい」


1? 【正月二十日ばかりなれば空もをかしきほどに風ぬるく吹て御前の梅も盛りになりゆく】正月二十日ほどの季節描写。六条院春の御殿の庭先の様子。「をかしき空」「風温し」「梅（白梅）の盛り」花の木の蕾」「霞みわたる」、新年正月二十日ころとしては標準的季節描写。

2 【月たたば御いそぎ近く】以下「試みたまへ」まで、源氏の紫の上への詞。来月になったら、朱雀院五十賀の準備でなにかと忙しくなるから、その前にという配慮。


若菜下．４．１．３

■　とて、寝殿しんでんに渡わたしたてまつりたまふ1。

◇　とおっしゃって、寝殿にお迎え申し上げなさる。


1 【寝殿に渡したてまつりたまふ】紫の上を女三の宮のいる寝殿へ。紫の上に対する丁重な敬語表現。


若菜下．４．１．４

■　御供おほむともに、我われも我われもと、ものゆかしがりて、参まう上のぼらまほしがれど、こなたに遠とほきをば、選えりとどめさせたまひて1、すこしねびたれど、よしある限かぎり選えりてさぶらはせたまふ。

◇　お供に、わたしもわたしもと、合奏を聞きたく参上したがるが、音楽の方面に疎い者は、残させなさって、すこし年は取っていても、心得のある者だけを選んで伺候させなさる。


1 【選りとどめさせたまひて】「させ」使役の助動詞。下の「さぶらはせたまふ」の「せ」も同じく使役の助動詞。


若菜下．４．１．５

■　童女わらは、容貌べはかたちすぐれたる四人よたり、赤色あかいろに桜さくらの汗衫かざみ、薄色うすいろの織物おりものの衵あこめ、浮紋うきもんの表うへの袴はかま、紅くれなゐの擣うちたる、さま1、もてなしすぐれたる限かぎりを召めしたり。

◇　女童は、器量の良い四人、赤色の表着に桜襲の汗衫、薄紫色の織紋様の袙、浮紋の上の袴に、紅の打ってある衣装で、容姿、態度などのすぐれている者たちだけをお召しになっていた。

■　女御にょうごの御方おほむかたにも2、御おほむしつらひなど、いとどあらたまれるころのくもりなきに、おのおの挑いどましく、尽つくしたるよそほひども、鮮あざやかに二になし。

◇　女御の御方にも、お部屋の飾り付けなど、常より一層に改めたころの明るさなので、それぞれ競争し合って、華美を尽くしている衣装、鮮やかなこと、またとない。


1 【赤色に桜の汗衫薄色の織物の衵浮紋の表の袴紅の擣ちたるさま】紫の上方の童女の衣裳。『完訳』は「赤色の表着に桜襲の汗衫、薄紫色の織物の衵、浮模様の表袴、それは紅の艶出しをしたもので」と訳す。

2 【女御の御方にも】明石女御方の描写に移る。


若菜下．４．１．６

■　童わらは、青色はあをいろに蘇芳すはうの汗衫かざみ、唐綾からあやの表うへの袴はかま、衵あこめは山吹やまぶきなる唐からの綺きを、同おなじさまに調ととのへたり。

◇　童は、青色の表着に蘇芳の汗衫、唐綾の表袴、袙は山吹色の唐の綺を、お揃いで着ていた。

■　明石あかしの御方おほむかたのは、ことことしからで、紅梅二人こうばいふたり、桜二人さくらふたり、青磁あをぢの限かぎりにて、衵濃あこめこく薄うすく、擣目うちめなどえならで着きせたまへり。

◇　明石の御方のは、仰々しくならず、紅梅襲が二人、桜襲が二人、いずれも青磁色ばかりで、袙は濃紫や薄紫、打目の模様が何とも言えず素晴らしいのを着せていらっしゃった。

若菜下．４．１．７

■　宮みやの御方おほむかたにも、かく集つどひたまふべく聞ききたまひて、童女わらはべの姿すがたばかりは、ことにつくろはせたまへり。

◇　宮の御方でも、このようにお集まりになるとお聞きになって、女童の容姿だけは特別に整えさせていらっしゃった。

■　青丹あをに柳にやなぎの汗衫かざみ、葡萄染えびぞめの衵あこめなど2、ことに好このましくめづらしきさまにはあらねど、おほかたのけはひの、いかめしく気高けだかきことさへ、いと並ならびなし。

◇　青丹の表着に柳襲の汗衫、葡萄染の袙など、格別趣向を凝らして目新しい様子ではないが、全体の雰囲気が、立派で気品があることまでが、まことに並ぶものがない。


1? 【童は青色に蘇芳汗衫唐綾の表の袴衵山吹なる唐の綺を同じさまに整へたり】『完訳』は「女童は、青色の表着に蘇芳襲の汗衫、唐の綾織の表袴、衵は山吹色の唐の綺を、同じようにおそろいで着ている」と訳す。

2 【青丹に柳の汗衫葡萄染の衵など】『完訳』は「青丹の表着に、柳襲の汗衫、葡萄染の衵など」と訳す。


第二段　孫君たちと夕霧を召す

若菜下．４．２．１

■　廂ひさしの中なかの御障子みさうじを放はなちて、こなたかなた御几帳みきちゃうばかりをけぢめにて、中なかの間まは、院ゐんのおはしますべき御座おましよそひたり。

◇　廂の中の御障子を取り外して、あちらとこちらと御几帳だけを境にして、中の間には、院がお座りになるための御座所を設けてあった。

■　今日けふの拍子合ひゃうしあはせには童わらはべを召めさむとて、右みぎの大殿おほいどのの三郎さぶらう、尚侍かむの君きみの御腹おほむはらの兄君あにぎみ、笙しゃうの笛ふえ、左大将さだいしゃうの御太郎おほむたらう、横笛よこぶえと吹ふかせて、簀子すのこにさぶらはせたまふ。

◇　今日の拍子合わせの役には、子供を召そうとして、右の大殿の三郎君、尚侍の君の御腹の兄君、笙の笛、左大将の御太郎君、横笛と吹かせて、簀子に伺候させなさる。

若菜下．４．２．２

■　内うちには、御茵おほむしとねども並ならべて、御琴おほむことども参まゐり渡わたす。

◇　内側には御褥をいくつも並べて、お琴を御方々に差し上げる。

■　秘ひしたまふ御琴おほむことども、うるはしき紺地こんぢの袋ふくろどもに入いれたる取とり出いでて、明石あかしの御方おほむかたに琵琶びは、紫むらさきの上うへに和琴わごん、女御にょうごの君きみに箏さうの御琴おほむこと、宮みやには、かくことことしき琴ことはまだえ弾ひきたまはずやと、あやふくて、例れいの手馴てならしたまへるをぞ、調しらべてたてまつりたまふ。

◇　秘蔵の御琴類を、いくつもの立派な紺地の袋に入れてあるのを取り出して、明石の御方に琵琶、紫の上に和琴、女御の君に箏のお琴、宮には、このような仰々しい琴はまだお弾きになれないかと、心配なので、いつもの手馴れていらっしゃる琴を調絃して差し上げなさる。

若菜下．４．２．３

■　「箏さうの御琴おほむことは1、ゆるぶとなけれど、なほ、かく物ものに合あはする折をりの調しらべにつけて、琴柱ことぢの立処乱たちどみだるるものなり。

◇　「箏のお琴は、弛むというわけではないが、やはり、このように合奏する時の調子によって、琴柱の位置がずれるものだ。

■　よくその心こころしらひ調ととのふべきを、女をむなはえ張はりしづめじ。

◇　よくその点を考慮すべきだが、女性の力ではしっかりと張ることはできまい。

■　なほ、大将だいしゃうをこそ召めし寄よせつべかめれ。

◇　やはり、大将を呼んだ方がよさそうだ。

■　この笛吹ふえふきども、まだいと幼をさなげにて、拍子調ひゃうしととのへむ頼たのみ強つよからず」

◇　この笛吹く人たちも、まだ幼いようで、拍子を合わせるには頼りにならない」


1 【箏の御琴は】以下「頼み強からず」まで、源氏の詞。


若菜下．４．２．４

■　と笑わらひたまひて1、

◇　とお笑いになって、


1 【笑ひたまひて】苦笑に近い笑い。


若菜下．４．２．５

■　「大将だいしゃう、こなたに1」

◇　「大将、こちらに」


1 【大将こなたに】源氏の詞。


若菜下．４．２．６

■　と召めせば、御方々恥おほむかたがたはづかしく、心こころづかひしておはす。

◇　とお呼びになるので、御方々はきまり悪く思って、緊張していらっしゃる。

■　明石あかしの君きみを放はなちては、いづれも皆捨みなすてがたき御弟子みでしどもなれば、御心加みこころくはへて、大将だいしゃうの聞ききたまはむに、難なんなかるべくと思おぼす。

◇　明石の君を除いては、どなたも皆捨てがたいお弟子たちなので、お気を遣われて、大将がお聞きになるので、難点がないようにとお思いになる。

若菜下．４．２．７

■　「女御にょうごは1、常つねに上うへの聞きこし召めすにも、物ものに合あはせつつ弾ひきならしたまへれば、うしろやすきを、和琴わごんこそ2、いくばくならぬ調しらべなれど、あと定さだまりたることなくて、なかなか女をむなのたどりぬべけれ。

◇　「女御は、ふだん主上がお聞きあそばすにも、楽器に合わせながら弾き馴れていらっしゃるので、安心だが、和琴は、たいして変化のない音色なのだが、奏法に決まった型がなくて、かえって女性は弾き方にまごつくに違いないのだ。

■　春はるの琴ことの音ねは、皆掻みなかき合あはするものなるを3、乱みだるるところもや」

◇　春の琴の音色は、おおよそ合奏して聞くものであるから、他の楽器と合わないところが出て来ようかしら」


1 【女御は】以下「乱るるところもや」まで、源氏の心中。初め地の文と融合した叙述、やがて心中文として明確化。

2 【和琴こそ】係助詞「こそ」は「たどりぬべけれ」に係る。

3 【春の琴の音は皆掻き合はするものなるを】『集成』は「春の琴（絃楽器）の音色は、総じて合奏して聞くものと決っているものだが、の意に解されるが、古来不審とされている。河内本「さるものと琴の音は」」と注す。


若菜下．４．２．８

■　と、なまいとほしく思おぼす1。

◇　と、何となく気がかりにお思いになる。


1 【なまいとほしく思す】『集成』は「何となく気がかりに」。『完訳』は「いささか心苦しくお思いになる」と訳す。


第三段　夕霧、箏を調絃す

若菜下．４．３．１

■　大将だいしゃう、いとP10いたく心懸想こころげさうして、御前おまへのことことしく、うるはしき御試おほむこころみあらむよりも、今日けふの心こころづかひは、ことにまさりておぼえたまへば、あざやかなる御直衣おほむなほし、香かうにしみたる御衣おほむぞども、袖そでいたくたきしめて、引ひきつくろひて1参まゐりたまふほど、暮くれ果はてにけり。

◇　大将は、とてもたいそう緊張して、御前での大がかりな、改まった御試楽以上に、今日の気づかいは、格別に勝って思われなさったので、鮮やかなお直衣に、香のしみたいく重ものお召し物で、袖に特に香をたきしめて、化粧して参上なさるころ、日はすっかり暮れてしまった。


P10 いと--（/+いと）

1 【あざやかなる御直衣香にしみたる御衣ども袖いたくたきしめて引きつくろひて】夕霧の化粧した姿。すっきりした御直衣に香をたきしめる。特に袖に深く香をたきしめる。身動きのたびにもっとも香が発しやすい所だからである。


若菜下．４．３．２

■　ゆゑあるたそかれ時どきの空そらに、花はなは去年こぞの古雪思ふるゆきおもひ出いでられて、枝えだもたわむばかり咲さき乱みだれたり1。

◇　趣深い夕暮の空に、花は去年の古雪を思い出されて、枝も撓むほどに咲き乱れている。

■　ゆるるかにうち吹ふく風かぜに、えならず匂にほひたる御簾みすの内うちの香かをりも吹ふき合あはせて、鴬誘うぐひすさそふS12,2つまにしつべく、いみじき御殿おとどのあたりの匂にほひなり。

◇　緩やかに吹く風に、何とも言えず素晴らしく匂っている御簾の内側の薫りも一緒に漂って、鴬を誘い出すしるべにできそうな、たいそう素晴らしい御殿近辺の匂いである。

■　御簾みすの下したより、箏さうの御琴おほむことのすそ、すこしさし出いでて、

◇　御簾の下から箏のお琴の裾、少しさし出して、


S12 花の香を風の便りにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにはやる（古今集春上-一三　紀友則）

1 【ゆゑあるたそかれ時の空に花は去年の古雪思ひ出でられて枝もたわむばかり咲き乱れたり】正月二十日ころ、夕暮時に、白梅が雪かと見間違えられるほに満開に咲いている様子。

2 【鴬誘ふ】明融臨模本、合点と付箋「花のかを風のたよりにたくへてそ鴬さそふしるへにはやる」（古今集春上、一三、紀友則）。『源氏釈』に初指摘、諸注指摘する。


若菜下．４．３．３

■　「軽々かるがるしきやうなれど1、これが緒調をととのへて、調しらべ試こころみたまへ。

◇　「失礼なようですが、この絃を調節して、みてやって下さい。

■　ここにまた疎うとき人ひとの入いるべきやうもなきを」

◇　ここには他の親しくない人を入れることはできないものですから」


1 【軽々しきやうなれど】以下「人の入るべきやうはなきを」まで、源氏の詞。


若菜下．４．３．４

■　とのたまへば、うちかしこまりて賜たまはりたまふほど、用意多よういおほくめやすくて1、

◇　とおっしゃると、礼儀正しくお受け取りになる態度、心づかいも行き届いていて立派で、

■　「壱越調**」

◇　「壱越調」

■　の声***に発***の緒***を立***てて2、ふとも調***べやらでさぶらひたまへば、

◇　の音に発の緒を合わせて、すぐには弾き始めずに控えていらっしゃるので、

◆　 
と のたまへ ば、 うち-かしこまり て たまはり たまふ ほど、 ようい おほく めやすく て、 いちこち-でう の こゑ に はち-の-を を たて て、 ふと も しらべ やら で さぶらひ たまへ ば、


1 【用意多くめやすくて】『集成』は「いかにもたしなみ深く、非の打ち所のない所作で」。『完訳』は「心づかいも行き届いていかにも好ましく」と訳す。

2 【壱越調の声に発の緒を立てて】「壱越調」は雅楽の六調子の一つ。「発の緒」は箏の琴の調絃で、調子の基準音にする絃。


若菜下．４．３．５

■　「なほ、掻かき合あはせばかりは、手一てひとつ、すさまじからでこそ1」

◇　「やはり、調子合わせの曲ぐらいは、一曲、興をそがない程度に」


1 【なほ掻き合はせばかりは手一つすさまじからでこそ】源氏の詞。『集成』は「興を殺がなぬように。お愛想までに、掻き合せくらいは一曲弾いてみなさい、というほどの意」と注す。


若菜下．４．３．６

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

若菜下．４．３．７

■　「さらに、今日けふの御遊おほむあそびの1さしいらへに、交まじらふばかりの手てづかひなむ、おぼえずはべりける」

◇　「まったく、今日の演奏会のお相手に、仲間入りできるような腕前では、ございませんから」


1 【さらに今日の御遊びの】以下「おぼえずはべりける」まで、夕霧の詞。言葉では遠慮しながら、態度はもったいぶった様子。


若菜下．４．３．８

■　と、けしきばみたまふ1。

◇　と、思わせぶりな態度をなさる。


1 【けしきばみたまふ】『集成』は「勿体ぶったご挨拶をなさる」と訳す。


若菜下．４．３．９

■　「さもあることなれど1、女楽をむながくにえことまぜでなむ逃にげにけると、伝つたはらむ名なこそ惜をしけれ」

◇　「もっともな言い方だが、女楽の相手もできずに逃げ出したと、噂される方が不名誉だぞ」


1 【さもあることなれど】以下「名こそ惜しけれ」まで、源氏の詞。夕霧をからかう。


若菜下．４．３．１０

■　とて笑わらひたまふ1。

◇　と言ってお笑いになる。


1 【笑ひたまふ】冗談の後の笑い。


若菜下．４．３．１１

■　調しらべ果はてて、をかしきほどに掻かき合あはせばかり弾ひきて、参まゐらせたまひつ。

◇　調絃を終わって、興をそそる程度に調子合わせだけを弾いて、差し上げなさった。

■　この御孫おほむむまごの君達きみたちの、いとうつくしき宿直姿とのゐすがたども1にて、吹ふき合あはせたる物ものの音ねども、まだ若わかけれど、生おひ先さきありて、いみじくをかしげなり。

◇　このお孫の君たちが、とてもかわいらしい宿直姿で、笛を吹き合わせている音色は、まだ幼い感じだが、将来性があって、素晴らしく聞こえる。


1 【宿直姿ども】宮中で宿直するときに直衣を着るので、いま夜でもあるので、こう表現したもの。


第四段　女四人による合奏

若菜下．４．４．１

■　御琴おほむことどもの調しらべども調ととのひ果はてて1、掻かき合あはせたまへるほど、いづれとなき中なかに、琵琶びははすぐれて上手じゃうずめき、神かみさびたる手てづかひ、澄すみ果はてておもしろく聞きこゆ2。

◇　それぞれのお琴の調絃が終わって、合奏なさる時、どれも皆優劣つけがたい中で、琵琶は特別上手という感じで、神々しい感じの弾き方、音色が澄みきって美しく聞こえる。


1 【御琴どもの調べども調ひ果てて】以下、女楽が始まる。

2 【神さびたる手づかひ澄み果てておもしろく聞こゆ】明石御方の琵琶。住吉の神の縁で「神さびたる」と表現。『集成』は「由緒ある古風な撥さばきが、澄みきった音色で」。『完訳』は「年功を積んだ神々しいまでの弾きようが、音色も澄みとおるようなみごとさでおもしろく聞こえる」と訳す。


若菜下．４．４．２

■　和琴わごんに、大将だいしゃうも耳みみとどめたまへるに、なつかしく愛敬あいぎゃうづきたる御爪音おほむつまおとに、掻かき返かへしたる音ねの、めづらしく今いまめきて、さらにこのわざとある上手じゃうずどもの、おどろおどろしく掻かき立たてたる調しらべ調子てうしに劣おとらず、にぎははしく、

◇　和琴に、大将も耳を留めていらっしゃるが、やさしく魅力的な爪弾きに、掻き返した音色が、珍しく当世風で、まったくこの頃名の通った名人たちが、ものものしく掻き立てた曲や調子に負けず、華やかで、

■　「大和琴やまとごとにもかかる手てありけり2」

◇　「大和琴にもこのような弾き方があったのか」

■　と聞きき驚おどろかる。

◇　と感嘆される。

■　深ふかき御労ごらうのほどあらはに聞きこえて、おもしろきに、大殿御心落おとどみこころおちゐて、いとありがたく思おもひきこえたまふ。

◇　深いお嗜みのほどがはっきりと分かって、素晴らしいので、大殿はご安心なさって、またとない方だとお思い申し上げなさる。


1? 【なつかしく愛敬づきたる御つめ音に掻き返したる音のめづらしく今めきて】紫の上の和琴。「なつかし」「今めかし」は紫の上の人柄を特徴づける語句。

2 【大和琴にもかかる手ありけり】源氏の感想。紫の上の和琴に感嘆。


若菜下．４．４．３

■　箏さうの御琴おほむことは、ものの隙々ひまひまに、心こころもとなく漏もり出いづる物ものの音ねがらにて、うつくしげになまめかしくのみ聞きこゆ1。

◇　箏のお琴は、他の楽器の音色の合間合間に、頼りなげに時々聞こえて来るといった性質の音色のものなので、可憐で優美一筋に聞こえる。


1 【ものの隙々に心もとなく漏り出づる物の音がらにてうつくしげになまめかしくのみ聞こゆ】明石女御の箏の琴。「うつくしげ」「なまめかし」」は女御の可憐な人柄を表す語句。『完訳』は「他の楽器の合間合間に、おぼつかなく聞こえてくる性質の音色なので」と訳す。


若菜下．４．４．４

■　琴きんは、なほ若わかき方かたなれど、習ならひたまふ盛さかりなれば、たどたどしからず1、いとよくものに響ひびきあひて、

◇　琴の琴は、やはり未熟ではあるが、習っていらっしゃる最中なので、あぶなげなく、たいそう良く他の楽器の音色に響き合って、

■　「優いうになりにける御琴おほむことの音ねかな2」

◇　「随分と上手になったお琴の音色だな」

■　と、大将聞だいしゃうききたまふ。

◇　と、大将はお聞きになる。

■　拍子ひゃうしとりて唱歌さうがしたまふ3。

◇　拍子をとって唱歌なさる。

■　院ゐんも、時々扇ときどきあふぎうち鳴ならして、加くはへたまふ御声おほむこゑ、昔むかしよりもいみじくおもしろく、すこしふつつかに、ものものしきけ添そひて聞きこゆ4。

◇　院も、時々扇を打ち鳴らして、一緒に唱歌なさるお声、昔よりもはるかに美しく、少し声が太く堂々とした感じが加わって聞こえる。

■　大将だいしゃうも、声こゑいとすぐれたまへる人ひとにて5、夜よの静しづかになりゆくままに、言いふ限かぎりなくなつかしき夜よの御遊おほむあそびなり。

◇　大将も、声はたいそう勝れていらっしゃる方で、夜が静かになって行くにつれて、何とも言いようのない優雅な夜の音楽会である。


1 【琴はなほ若き方なれど習ひたまふ盛りなればたどたどしからず】女三の宮の琴の琴。その音色に人柄が反映されてない。あるとすれば、「若し」の未熟という人柄。未熟な技量だが、練習中なので、あぶなげなかった。

2 【優になりにける御琴の音かな】夕霧の感想。

3 【唱歌したまふ】旋律を譜で歌うこと。

4 【昔よりもいみじくおもしろくすこしふつつかにものものしきけ添ひて聞こゆ】源氏の声、昔以上に美しくかつ堂々とした感じも加わって聞こえる。

5 【大将も声いとすぐれたまへる人にて】夕霧も声のすぐれた人。他に柏木の弟紅梅大納言が上手と言われている（賢木）。


第五段　女四人を花に喩える

若菜下．４．５．１

■　月心つきこころもとなきころなれば1、灯籠とうろこなたかなたに懸かけて、火ひよきほどに灯ともさせたまへり。

◇　月の出が遅いころなので、灯籠をあちらこちらに懸けて、明かりを調度良い具合に灯させていらっしゃった。


1 【月心もとなきころなれば】後に「臥待の月」とある。


若菜下．４．５．２

■　宮みやの御方おほむかたを覗のぞきたまへれば、人ひとよりけに小ちひさくうつくしげにて、ただ御衣おほむぞのみある心地ここちす1。

◇　宮の御方をお覗きになると、他の誰よりも一段と小さくかわいらしげで、ただお召し物だけがあるという感じがする。

■　匂にほひやかなる方かたは後おくれて、ただいとあてやかにをかしく2、二月にぐわつの中なかの十日とをかばかりの青柳あをやぎの、わづかに枝垂しだりはじめたらむ心地ここちして、鴬うぐひすの羽風はかぜS13にも乱みだれぬべく、あえかに見みえたまふ3。

◇　つややかな美しさは劣るが、ただとても上品に美しく、二月の二十日頃の青柳が、ようやく枝垂れ始めたような感じがして、鴬の羽風にも乱れてしまいそうなくらい、弱々しい感じにお見えになる。


S13 鴬の羽風になびく青柳の乱れて物を思ふころかな（具平親王集-河海抄所引）

1 【小さくうつくしげにてただ御衣のみある心地す】女三の宮の小柄を強調した表現。

2 【匂ひやかなる方は後れてただいとあてやかにをかしく】女三の宮は美しさよりも気品高貴さが特徴。『集成』は「つややかな美しさといった点は劣るが、気品があって美しく」。『完訳』は「つやつやした美しさという点は劣るが、ただまことに気品があって美しく」と訳す。

3 【二月の中の十日ばかりの青柳のわづかに枝垂りはじめたらむ心地して鴬の羽風にも乱れぬべくあえかに見えたまふ】女三の宮を植物に喩える。『紫式部日記』に小少将の君を描写したのと類似の文章がある。『河海抄』は「白雪の花繁くして空しく地を撲つ緑糸の条弱くして鴬に勝へず」（白氏文集、巻第六十四、楊柳枝詞八首の第三首）と「鴬の羽風になびく青柳の乱れてものを思ふころかな」（具平親王集）を指摘。


若菜下．４．５．３

■　桜さくらの細長ほそながに、御髪みぐしは左右ひだりみぎよりこぼれかかりて、柳やなぎの糸いとのさましたり1。

◇　桜襲の細長に、御髪は左右からこぼれかかって、柳の糸のようであった。


1 【柳の糸のさましたり】女三の宮の髪の様子。「青柳」の縁で「柳の糸」という。歌語。


若菜下．４．５．４

■　「これこそは、限かぎりなき人ひとの御おほむありさまなめれ1」

◇　「この方こそは、この上ないご身分の方のご様子というものだろう」

■　と見みゆるに、女御にょうごの君きみは、同おなじやうなる御おほむなまめき姿すがたの、今いますこし匂にほひ加くははりて2、もてなしけはひ心こころにくく、よしあるさましたまひて、よく咲さきこぼれたる藤ふぢの花はなの、夏なつにかかりて、かたはらに並ならぶ花はななき、朝あさぼらけの心地ここちぞしたまへる3。

◇　と見えるが、女御の君は、同じような優美なお姿で、もう少し生彩があって、態度や雰囲気が奥ゆかしく、風情のあるご様子でいらっしゃって、美しく咲きこぼれている藤の花が、夏に咲きかかって、他に並ぶ花がない、朝日に輝いているような感じでいらっしゃった。


1 【これこそは限りなき人の御ありさまなめれ】語り手の視点。女三の宮についていう。

2 【同じやうなる御なまめき姿の今すこし匂ひ加はりて】明石女御は「なまめき姿」という点では女三の宮と同じだが、女三の宮のもってない「匂ひ」がこちらにはすこしある、という。

3 【よく咲きこぼれたる藤の花の夏にかかりてかたはらに並ぶ花なき朝ぼらけの心地ぞしたまへる】明石女御を藤の花に喩える。「野分」巻にも明石女御を藤の花に喩えた描写がある。


若菜下．４．５．５

■　さるは、いとふくらかなるほどに1なりたまひて、悩なやましくおぼえたまひければ、御琴おほむこともおしやりて、脇息けふそくにおしかかりたまへり。

◇　とは言え、とてもふっくらとしたころにおなりになって、ご気分もすぐれない時期でいらっしゃったので、お琴も押しやって、脇息に寄りかかっていらっしゃった。

■　ささやかになよびかかりたまへるに、御脇息おほむけふそくは例れいのほどなれば、およびたる心地ここちして2、ことさらに小ちひさく作つくらばや3と見みゆるぞ、いとあはれげにおはしける4。

◇　小柄なお身体でなよなよとしていらっしゃるが、ご脇息は並の大きさなので、無理に背伸びしている感じで、特別に小さく作って上げたいと見えるのが、とてもおかわいらしげにお見えになるのであった。


1 【いとふくらかなるほどに】明石女御、妊娠五月となっている。

2 【ささやかになよびかかりたまへるに御脇息は例のほどなればおよびたる心地して】明石女御の姿態。小柄な点では女三の宮と同じ。女三の宮は着物の中に埋まっているという感じで描写、明石女御は脇息に背伸びして寄り掛かっているという描写。

3 【ことさらに小さく作らばや】語り手の感想、挿入。

4 【いとあはれげにおはしける】『集成』は「とても可憐にお見えになるのだった」。『完訳』は「いかにも痛々しいご様子であった」と訳す。


若菜下．４．５．６

■　紅梅こうばいの御衣おほむぞに、御髪みぐしのかかりはらはらときよらにて、火影ほかげの御姿おほむすがた、世よになくうつくしげなるに1、紫むらさきの上うへは、葡萄染えびぞめにやあらむ2、色濃いろこき小袿こうちき、薄蘇芳うすすはうの細長ほそながに、御髪みぐしのたまれるほど、こちたくゆるるかに、大おほきさなどよきほどに、様体やうだいあらまほしく、あたりに匂にほひ満みちたる心地ここちして3、花はなといはば桜さくらに喩たとへてもP11、なほものよりすぐれたるけはひ、ことにものしたまふ4。

◇　紅梅襲のお召物に、お髪がかかってさらさらと美しくて、灯台の光に映し出されたお姿、またとなくかわいらしげだが、紫の上は、葡萄染であろうか、色の濃い小袿に、薄蘇芳襲の細長で、お髪がたまっている様子、たっぷりとゆるやかで、背丈などちょうど良いぐらいで、姿形は申し分なく、辺り一面に美しさが満ちあふれている感じがして、花と言ったら桜に喩えても、やはり衆に抜ん出た様子、格別の風情でいらっしゃる。


P11 喩へても--たとへて（て/+も）

1 【紅梅の御衣に御髪のかかりはらはらときよらにて火影の御姿世になくうつくしげなるに】明石女御の衣裳。紅梅襲。

2 【紫の上は葡萄染にやあらむ】語り手の挿入句。上の「なるに」の接続助詞「に」で続ける。『完訳』は「「灯影の御姿」の無類の美貌が共通するとして、紫の上に転ずる」と注す。

3 【あたりに匂ひ満ちたる心地して】女三の宮や明石女御にはない紫の上の美質。『集成』は「あたり一面照り映えるほどの美しさで」。『完訳』は「あたり一面につややかな美しさがあふれているような風情」と注す。

4 【花といはば桜に喩へてもなほものよりすぐれたるけはひことにものしたまふ】紫の上を桜に喩える。「野分」巻


若菜下．４．５．７

■　かかる御おほむあたりに、明石あかしはけ圧おさるべきを、いとさしもあらず1、もてなしなどけしきばみ恥はづかしく2、心こころの底そこゆかしきさまして、そこはかとなくあてになまめかしく見みゆ。

◇　このような方々の中で、明石は圧倒されてしまうところだが、まったくそのようなことはなく、態度なども意味ありげにこちらが恥ずかしくなるくらいで、心の底を覗いてみたいほどの深い様子で、どことなく上品で優雅に見える。


1 【かかる御あたりに明石はけ圧さるべきをいとさしもあらず】語り手の主観を交えた挿入句。明石御方についての描写。

2 【もてなしなどけしきばみ恥づかしく】『集成』は「身ごなしなどしゃれていて風格があり」。『完訳』は「物腰など気がきいていて、こちらが恥じ入りたいくらいだし」と訳す。


若菜下．４．５．８

■　柳やなぎの織物おりものの細長ほそなが、萌黄もえぎにやあらむ、小袿着こうちききて、羅うすものの裳ものはかなげなる引ひきかけて1、ことさら卑下ひげしたれど、けはひ、思おもひなしも、心こころにくくあなづらはしからず。

◇　柳の織物の細長に、萌黄であろうか、小袿を着て、羅の裳の目立たないのを付けて、特に卑下していたが、その様子、そうと思うせいもあって、立派で軽んじられない。


1 【柳の織物の細長萌黄にやあらむ小袿着て羅の裳のはかなげなる引きかけて】明石御方の衣裳。柳襲。薄い織物の裳を付ける。『完訳』は「裳の着用は女房の格。それをさりげなく着て「ことさら卑下」するのが、彼女の一貫した処世態度」と注す。「にやあらむ」は語り手の推測陰挿入句。


若菜下．４．５．９

■　高麗こまの青地あをぢの錦にしきの端はしさしたる茵しとねに、まほにもゐで、琵琶びはをうち置おきて、ただけしきばかり弾ひきかけて、たをやかに使つかひなしたる撥ばちのもてなし、音ねを聞きくよりも、またありがたくなつかしくて、五月待さつ花橘きまつはなたちばな、花はなも実みも具ぐしておし折をれる薫かをりおぼゆ。

◇　高麗の青地の錦で縁どりした敷物に、まともに座らず、琵琶をちょっと置いて、ほんの心持ばかり弾きかけて、しなやかに使いこなした撥の扱いよう、音色を聞くやいなや、また比類なく親しみやすい感じがして、五月待つ花橘の、花も実もともに折り取った薫りのように思われる。

第六段　夕霧の感想

若菜下．４．６．１

■　これもかれも、うちとけぬ御おほむけはひどもを1聞きき見みたまふに、大将だいしゃうも、いと内うちゆかしくおぼえたまふ。

◇　この方もあの方も、とりすましたご様子を見たり聞いたりなさると、大将も、まことに中を御覧になりたくお思いになる。

■　対たいの上うへの、見みし折をりよりも、ねびまさりたまへらむありさまゆかしきに、静心しづこころもなし。

◇　対の上が、昔見た時よりも、ずっと美しくなっていっらっしゃるだろう様子が見たいので、心が落ち着かない。


1 【うちとけぬ御けはひどもを】『集成』は「たしなみ深い婦人たちのご様子を」。『完訳』は「とりつくろっていらっしゃるご様子を」と訳す。


若菜下．４．６．２

■　「宮みやをば、今いますこしの宿世1及すくせおよばましかば2、わがものにても見みたてまつりてまし。

◇　「宮を、もう少し運勢があったなら、自分の妻としてお世話申し上げられたであろうに。

■　心こころのいとぬるきぞ悔くやしきや。

◇　まことにゆったり構えていたのが悔やまれるよ。

■　院ゐんは、たびたびさやうにおもむけて、しりう言ごとにものたまはせけるを」

◇　院は、度々そのように水を向けられ、蔭でおっしゃっていられたものを」

■　と、ねたく思おもへど、すこし心こころやすき方かたに見みえたまふ御おほむけはひに3、あなづりきこゆとはなけれど、いとしも心こころは動うごかざりけり4。

◇　と、残念に思うが、少し軽率なようにお見えになるご様子に、軽くお思い申すと言うのではないが、それほど心は動かなかったのである。


1 【宮をば今すこしの宿世】以下「のたまはせけるを」まで、夕霧の心中。

2 【及ばましかば】「ましかば」--「見たてまつらまし」反実仮想の構文。

3 【すこし心やすき方に見えたまふ御けはひに】夕霧の見た女三の宮。『集成』は「組しやすいようにお見えになる女三の宮のご様子に」。『完訳』は「多少気のおけない性分の方とお見受けされるご様子だから」と訳す。

4 【あなづりきこゆとはなけれどいとしも心は動かざりけり】夕霧の女三宮に対する態度、関心。語り手が評す。


若菜下．４．６．３

■　この御方おほむかたをば、何なにごとも1思おもひ及およぶべき方かたなく、気遠けとほくて、年としごろ過すぎぬれば、

◇　こちらの御方を、何事につけても手の届くすべなく、高嶺の花として、長年過ごして来たので、

■　「いかでか、ただおほかたに3、心寄こころよせあるさまをも見**えたてまつらむ2」

◇　「ただ何とかして、義理の親子の関係として、好意をお寄せ申している気持ちをお見せ申し上げたい」

■　とばかりの、口惜くちをしく嘆なげかしきなりけり。

◇　とだけ、残念に嘆かわしいのであった。

■　あながちに、あるまじくおほけなき心地ここちなどは4、さらにものしたまはず、いとよくもてをさめたまへり。

◇　むやみに、あってはならない大それた考えなどは、まったくおありではなく、実に立派に振る舞っていらっしゃった。

◆　 
この おほむ-かた を ば、 なにごと も おもひ およぶ べき かた なく、 け とほく て、 としごろ すぎ ぬれ ば、 "いかでか、 ただ おほかた に、 こころよせ ある さま を も み たてまつら む。" と ばかり の、 くちをしく なげかしき なり けり。 あながち に、 ある まじく おほけなき ここち など は、 さらに ものし たまは ず、 いと よく もて をさめ たまへ り。


1 【この御方をば何ごとも】夕霧の紫の上に対する態度、関心。

2 【いかでかただおほかたに心寄せあるさまをも見えたてまつらむ】夕霧の心中。紫の上に対する気持ち。

3 【おほかたに】『集成』は「家族の一員として」。『完訳』は「ほんの一通りの意味で」と訳す。

4 【心地などは】明融臨模本と大島本は「心ちなとは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心などは」と「ち」を削除する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


第五章　光る源氏の物語　源氏の音楽論

第一段　音楽の春秋論

若菜下．５．１．１

■　夜更よふけゆくけはひ1、冷ひややかなり。

◇　夜が更けて行く様子、冷え冷えとした感じがする。

■　臥待ふしまちの月つきはつかにさし出いでたる2、

◇　臥待の月がわずかに顔を出したのを、


1 【夜更けゆくけはひ】夜更けて、源氏、夕霧と音楽論をかわす。

2 【臥待の月はつかにさし出でたる】十九日の月。


若菜下．５．１．２

■　「心こころもとなしや1、春はるの朧月夜おぼろづきよ。

◇　「おぼつかない光だね、春の朧月夜は。

■　秋よあきのあはれ、はた、かうやうなる物ものの音ねに、虫むしの声縒こゑより合あはせたる、ただならず、こよなく響ひびき添そふ心地ここちすかし」

◇　秋の情趣は、やはりまた、このような楽器の音色に、虫の声を合わせたのが、何とも言えず、この上ない響きが深まるような気がするものだ」


1 【心もとなしや】以下「心地すかし」まで、源氏の詞。春秋優劣論。秋の音楽がまさるという。


若菜下．５．１．３

■　とのたまへば、大将だいしゃうの君きみ、

◇　とおっしゃると、大将の君、

若菜下．５．１．４

■　「秋あきの夜よの1隈くまなき月つきには、よろづの物ものとどこほりなきに、琴笛ことふえの音ねも、あきらかに澄すめる心地**はしはべれど、なほことさらに作つくり合あはせたるやうなる空そらのけしき、花はなの露つゆも2、いろいろ目移めうつろひ心散こころちりて、限かぎりこそはべれ。

◇　「秋の夜の曇りない月には、すべてのものがくっきりと見え、琴や笛の音色も、すっきりと澄んだ気は致しますが、やはり特別に作り出したような空模様や、草花の露も、いろいろと目移りし気が散って、限界がございます。

◆　 
"あき の よ の くまなき つき に は、 よろづ の もの とどこほり なき に、 こと ふえ の ね も、 あきらか に すめ る ここち し はべれ ど、 なほ ことさら に つくり あはせ たる やう なる そら の けしき、 はな の つゆ も、 いろいろ め うつろひ こころ ちり て、 かぎり こそ はべれ。


1 【秋の夜の】以下「ことにはべりけれ」まで、夕霧の詞。春がまさるという。

2 【なほことさらに作り合はせたるやうなる空のけしき花の露も】秋の情緒のわざとらしさやことさららしさに対して否定的。


若菜下．５．１．５

■　春はるの空そらのたどたどしき霞かすみの間まより、おぼろなる月影つきかげに1、静しづかに吹ふき合あはせたるやうには、いかでか。

◇　春の空のたどたどしい霞の間から、朧に霞んだ月の光に、静かに笛を吹き合わせたようなのには、どうして秋が及びましょうか。

■　笛ふえの音ねなども、艶えんに澄すみのぼり果はてずなむ2。

◇　笛の音色なども、優艶に澄みきることはないのです。


1 【春の空のたどたどしき霞の間よりおぼろなる月影に】『完訳』は「忘れがたい紫の上の印象「春の曙の霞の間より--」（野分）に酷似。彼女への思慕を秘めて、春の夢幻的な情趣を高く評価」と注す。「秋の夜の隈なき月影」よりも「春の空のたどたどしき霞の間より朧なる月影を賞美する。「末摘花」巻の源氏、常陸宮邸訪問の場面参照。

2 【澄みのぼり果てずなむ】『集成』は「笛の音なども、秋は、しゃれた感じに高く澄みきって聞えるということがございません」。『完訳』は「秋は笛の音なども、澄みのぼるというところまではまいりません」。


若菜下．５．１．６

■　女をむなは春はるをあはれぶS14と1、古ふるき人ひとの言いひ置おきはべりける。

◇　女性は春をあわれぶと、昔の人が言っておりました。

■　げに、さなむはべりける。

◇　なるほど、そのようでございます。

■　なつかしく物もののととのほることは、春はるの夕暮ゆふぐれこそことにはべりけれ2」

◇　やさしく音色が調和する点では、春の夕暮が格別でございます」


S14 春女感陽気而思男　秋士感陰気而思女（毛詩-題七月）

1 【女は春をあはれぶと】明融臨模本、合点あり。巻末の奥入に「伊行／毛詩云／女ハ感陽気春思男々感陰気秋思」（毛詩、国風、七月、鄭箋）とある。しかし、『源氏釈』には指摘なし。

2 【なつかしく物のととのほることは春の夕暮こそことにはべりけれ】夕霧の春がまさるとする結論。「なつかし」「ととのふ」という情趣を推奨。


若菜下．５．１．７

■　と申まうしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

若菜下．５．１．８

■　「いな、この定さだめよ1。

◇　「いや、この議論だがね。

■　いにしへより人ひとの分わきかねたることを、末すゑの世よに下くだれる人ひとの、えあきらめ果はつまじくこそ。

◇　昔から皆が判断しかねた事を、末の世の劣った者には、決定しがたいことであろう。

■　物ものの調しらべ、曲ごくのものどもはしも、げに律りちをば次つぎのものにしたるは2、さもありかし」

◇　楽器の調べや、曲目などは、なるほど律を二の次にしているが、そのようなことであろう」


1 【いなこの定めよ】以下「さもありかし」まで、源氏の詞。『集成』は「夕霧が今夕の催しにかこつけて春をよしとするのに対して、やや留保をつける口調」と注す。

2 【律をば次のものにしたるは】『集成』は「呂は中国から伝来した雅楽の旋法、律は日本固有の俗楽の旋法に基づくものなので、呂の方を重く見たのである。『河海抄』は「呂は春のしらべ、律は秋のしらべといふ歟」という」。『完訳』は「春を推称する夕霧に納得。律は秋の、呂は春の調べ。日本古来の催馬楽などでは呂を重視」と注す。


若菜下．５．１．９

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

若菜下．５．１．１０

■　「いかに。

◇　「どんなものであろう。

■　ただ今1いま、有職いうそくのおぼえ高たかき、その人ひとかの人ひと、御前おまへなどにて、たびたび試こころみさせたまふに、すぐれたるは、数少かずすくなくなりためるを、そのこのかみと思おもへる上手じゃうずども、いくばくえまねび取とらぬにやあらむ。

◇　現在、演奏上手の評判の高い、その人あの人を、帝の御前などで、度々試みさせあそばすと、勝れた者は、数少なくなったようだが、その一流と思われる名人たちも、どれほども習得し得ていないのではなかろうか。

■　このかくほのかなる女をむなたちの御中おほむなかに弾ひきまぜたらむに、際離きははなるべくこそおぼえね。

◇　このような何でもないご婦人方の中で一緒に弾いたとしても、格別に勝れているようには思われない。


1 【いかにただ今】以下「いかにぞ」まで、源氏の詞。当代の名手の評判。


若菜下．５．１．１１

■　年としごろかく埋むもれて過すぐすに1、耳みみなどもすこしひがひがしくなりにたるにやあらむ、口惜くちをしうなむ。

◇　何年もこのように引き籠もって過ごしていると、鑑賞力も少し変になったのだろうか、残念なことだ。

■　あやしく、人ひとの才ざえ、はかなくとりすることども2、ものの栄はえありてまさる所ところなる3。

◇　妙に、人々の才能は、ちょっと習い覚えた芸事でも、見栄えがして他より勝れているところである。

■　その、御前ごぜんの御遊おほむあそびなどに、ひときざみに選えらばるる人ひとびと、それかれといかにぞ」

◇　あの、御前の管弦の御遊などに、一流の名手として選ばれた人々の、誰それと比較したらどうであろうか」


1 【年ごろかく埋れて過ぐすに】源氏が准太上天皇の待遇を受けたのは八年前の秋。その前後から六条院に引き籠もりがちの生活になっている。

2 【人の才はかなくとりすることども】『集成』は「婦人たちの才芸はもとより、さしたることもない取りはからいも」と訳す。

3 【所なる】「なる」断定の助動詞、連体形中止。余意余情を残す表現。


若菜下．５．１．１２

■　とのたまへば、大将だいしゃう、

◇　とおっしゃるので、大将は、

若菜下．５．１．１３

■　「それをなむ1、とり申まうさむと思おもひはべりつれど、あきらかならぬ心こころのままに、およすけてやはと思おもひたまふる。

◇　「その事を、申し上げようと思っておりましたが、よくも弁えぬくせに、偉そうに言うのもどうかと存じまして。

■　上のぼりての世よを聞きき合あはせはべらねばにや、衛門督ゑもんの和琴かみのわごん、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの御琵琶みやのおほむびはなどをこそ、このころめづらかなる例ためしに引ひき出いではべめれ。

◇　古い昔の勝れた時代を聞き比べておりませんからでしょうか、衛門督の和琴、兵部卿宮の御琵琶などは、最近の珍しく勝れた例に引くようでございます。


1 【それをなむ】以下「はべりつれ」まで、夕霧の詞。


若菜下．５．１．１４

■　げに、かたはらなきを、今宵こよひうけたまはる物ものの音ねどもの、皆みなひとしく耳みみおどろきはべるは。

◇　なるほど、又とない演奏者ですが、今夜お聞き致しました楽の音色は、皆同じように耳を驚かしました。

■　なほ、かくわざともあらぬ御遊おほむあそびと、かねて思おもうたまへたゆみける心こころの騒さわぐにやはべらむ。

◇　やはり、このように特別のことでもない御催しと、かねがね思って油断しておりました気持ちが不意をつかれて騒ぐのでしょう。

■　唱歌さうがなど、いと仕つかうまつりにくくなむ。

◇　唱歌など、とてもお付き合いしにくうございました。

若菜下．５．１．１５

■　和琴わごんは、かの大臣おとどばかりこそ1、かく折をりにつけて、こしらへなびかしたる音ねなど、心こころにまかせて掻かき立たてたまへるは、いとことにものしたまへ、をさをさ際離きははなれぬものにはべめるを、いとかしこく整ととのひてこそ2はべりつれ」

◇　和琴は、あの太政大臣だけが、このように臨機応変に、巧みに操った音色などを、思いのままに掻き立てていらっしゃるのは、とても格別上手でいらっしゃったが、なかなか飛び抜けて上手には弾けないものでございますのに、まことに勝れて調子が整ってございました」


1 【和琴はかの大臣ばかりこそ】係助詞「こそ」は「ものしたまへ」已然形に係る逆接用法。

2 【いとかしこく整ひてこそ】紫の上の和琴についていう。


若菜下．５．１．１６

■　と、めできこえたまふ。

◇　と、お誉め申し上げなさる。

若菜下．５．１．１７

■　「いと、さことことしき際きはには1あらぬを、わざとうるはしくも取とりなさるるかな」

◇　「いや、それほど大した弾き方ではないが、特別に立派なようにお誉めになるね」


1 【いとさことことしき際には】以下「取りなさるるかな」まで源氏の詞。紫の上を自分の弟子として謙辞。


若菜下．５．１．１８

■　とて、したり顔がほにほほ笑ゑみたまふ。

◇　とおっしゃって、得意顔に微笑んでいらっしゃる。

若菜下．５．１．１９

■　「げに、けしうはあらぬ1弟子でしどもなりかし。

◇　「なるほど、悪くはない弟子たちである。

■　琵琶びははしも、ここにP12口入くちいるべきことまじらぬを、さいへど、物もののけはひ異ことなるべし2。

◇　琵琶は、わたしが口出しするようなことは何もないが、そうは言っても、どことなく違うはずだ。

■　おぼえぬ所ところにて聞きき始はじめたりしに、めづらしき物もの声のねかなとなむおぼえしかど、その折をりよりは、またこよなく優まさりにたるをや」

◇　思いがけない所で初めて聞いた時、珍しい楽の音色だと思われたが、その時からは、又格段上達しているからな」


P12 ここに--（/+こゝに）

1 【げにけしうはあらぬ】以下「優りにたるをや」まで、源氏の詞。『集成』は「諧謔の語」と注す。

2 【さいへど物のけはひ異なるべし】『集成』は「やはり（わたしの側にいるお蔭で）どことなく違うところがあるはずだ」と訳す。


若菜下．５．１．２０

■　と、せめて我われかしこ2にかこちなしたまへば1、女房にょうばうなどは、すこしつきしろふ。

◇　と、強引に自分の手柄のように自慢なさるので、女房たちは、そっとつつきあう。


1 【せめて我かしこにかこちなしたまへば】『集成』は「強引に何もかも自分の手柄のように自慢なさるので」。『完訳』は「しいてご自分のお仕込みででもあるかのように仰せになるので」と訳す。

2 【我かしこ】『集成』は「われがしこ」と濁音に読む。


第二段　琴の論

若菜下．５．２．１

■　「よろづのこと1、道々みちみちにつけて習ならひまねばば、才ざえといふもの、いづれも際きはなくおぼえつつ2、わが心地ここちに飽あくべき限かぎりなく、習ならひ取とらむことはいと難かたけれど、何なにかは、そのたどり深ふかき人3ひとの、今いまの世よにをさをさなければ、片端かたはしをなだらかにまねび得えたらむ人ひと、さるかたかどに心こころをやりてもありぬべきを4、琴きんなむ、なほわづらはしく、手触てふれにくきものはありける。

◇　「何事も、その道その道の稽古をすれば、才能というもの、どれも際限ないとだんだんと思われてくるもので、自分の気持ちに満足する限度はなく、習得することは実に難しいことだが、いや、どうして、その奥義を究めた人が、今の世に少しもいないので、一部分だけでも無難に習得したような人は、その一面で満足してもよいのだが、琴の琴は、やはり面倒で、手の触れにくいものである。


1 【よろづのこと】以下「いとあはれになむ」まで、源氏の詞。琴の琴論。

2 【おぼえつつ】副助詞「つつ」、動作・思考の繰り返し。思われ思われしてくるもので、のニュアンス。

3 【たどり深き人】奥義を極めた人の意。

4 【ありぬべきを】「ぬべし」連語。接続助詞「を」逆接の機能。「ぬ」完了の助動詞、確述の意と推量の助動詞「べし」当然の意。確かにそうあってもよいのだが。


若菜下．５．２．２

■　この琴ことは、まことに跡あとのままに尋たづねとりたる昔むかしの人ひとは、天地てんちをなびかしS15,1、鬼神おにかみの心こころをやはらげ、よろづの物ものの音ねのうちに従したがひて、悲かなしび深ふかき者ものも喜よろこびに変かはり、賤いやしく貧まづしき者ものも高たかき世よに改あらたまり、宝たからにあづかり、世よにゆるさるるたぐひ多おほかりけり。

◇　この琴は、ほんとうに奏法どおりに習得した昔の人は、天地を揺るがし、鬼神の心を柔らげ、すべての楽器の音がこれに従って、悲しみの深い者も喜びに変わり、賎しく貧しい者も高貴な身となり、財宝を得て、世に認められるといった人が多かったのであった。


S15 感天地以致和　＊（＊＝虫＋支）行之衆類（文選-五三　琴賦）

1 【天地をなびかし】琴の琴の効用を説く。帝王の楽器である理由が分かる。以下の文体は対句じたての四六駢儷文に倣った表現。『花鳥余情』は「楽書云、琴は天地を動かし、鬼神を感ぜしむ」（原漢文）と「琴書」を指摘。また『詩経』にも「天地を動かし、鬼神を感ぜしむるは、詩より近きはなし」とある。『古今和歌集』序には「力をも入れずして天地を動かし、目に見えぬ鬼神をもあはれと思はせ」と和歌の効用を説く。


若菜下．５．２．３

■　この国くに弾にひき伝つたふる初はじめつ方1かたまで、深ふかくこの事ことを心得こころえたる人ひとは、多おほくの年としを知しらぬ国くに過にすぐし、身みをなきになして、この琴ことをまねび取とらむと惑まどひてだに、し得うるは難かたくなむありける。

◇　わが国に弾き伝える初めまで、深くこの事を理解している人は、長年見知らぬ国で過ごし、生命を投げうって、この琴を習得しようとさまよってすら、習得し得るのは難しいことであった。

■　げにはた、明あきらかに空そらの月星つきほしを動うごかし、時ときならぬ霜雪しもゆきを降ふらせ、雲雷くもいかづちを騒さわがしたる例ためし、上あがりたる世よにはありけり。

◇　なるほど確かに、明らかに空の月や星を動かしたり、時節でない霜や雪を降らせたり、雲や雷を騒がしたりした例は、遠い昔の世にはあったことだ。


1 【この国に弾き伝ふる初めつ方】以下『宇津保物語』「俊蔭」巻を念頭においた叙述。


若菜下．５．２．４

■　かく限かぎりなきものにて1、そのままに習ならひ取とる人ひとのありがたく、世よの末すゑなればにやP13、いづこのそのかみの片端かたはしにかはあらむ2。

◇　このように限りない楽器で、その伝法どおりに習得する人がめったになく、末世だからであろうか、どこにその当時の一部分が伝わっているのだろうか。

■　されど、なほ、かの鬼神おにかみの耳みみとどめ、かたぶきそめにけるものなればにや、なまなまにまねびて、思おもひかなはぬたぐひ3ありけるのち、これを弾ひく人ひと、よからずとかいふ難なんをつけて、うるさきままに、今いまはをさをさ伝つたふる人ひとなしとか。

◇　けれども、やはり、あの鬼神が耳を止め、傾聴した始まりの事のある琴だからであろうか、なまじ稽古して、思いどおりにならなかったという例があってから後は、これを弾く人、禍があるとか言う難癖をつけて、面倒なままに、今ではめったに弾き伝える人がいないとか。

■　いと口惜くちをしきことにこそあれ。

◇　実に残念なことである。


P13 にや--（/+にや）

1 【かく限りなきものにて】『集成』は「この上もない楽器なので」。『完訳』は「このように琴は際限もなく霊力をそなえた楽器であるだけに」と訳す。

2 【片端にかはあらむ】反語表現に近い語気。『集成』は「その昔の一端も伝わっていようか」。『完訳』は「どこにその昔の秘法の一端でも伝わっているというのだろう」と訳す。

3 【思ひかなはぬたぐひ】『集成』は「立身が叶わなかったといった者」。『完訳』は「不如意な身の上となった例」と訳す。


若菜下．５．２．５

■　琴きんの音ねを離はなれては、何琴なにごとをか物ものを調ととのへ知しるしるべとはせむ。

◇　琴の音以外では、どの絃楽器をもって音律を調える基準とできようか。

■　げに、よろづのこと衰おとろふるさまは、やすくなりゆく世よの中なかに、一人出ひとりいで離はなれて、心こころを立たてて、唐土もろこし、高麗こまと、この世よに惑まどひありき、親子おやこを離はなれむことは、世よの中なかにひがめる者ものになりぬべし。

◇　なるほど、すべての事が衰えて行く様子は、たやすくなって行く世の中で、一人故国を離れて、志を立てて、唐土、高麗と、この世をさまよい歩き、親子と別れることは、世の中の変わり者となってしまうことだろう。

若菜下．５．２．６

■　などか、なのめにて、なほこの道みちを通かよはし知しるばかりの端はしをば、知しりおかざらむ1。

◇　どうして、それほどまでせずとも、やはりこの道をだいたい知る程度の一端だけでも、知らないでいられようか。

■　調しらべ一ひとつに手てを弾ひき尽つくさむことだに、はかりもなきものななり。

◇　一つの調べを弾きこなす事さえ、量り知れない難しいものであるという。

■　いはむや、多みゃおほくの調しらべ、わづらはしき曲多ごくおほかるを2、心こころに入いりし盛さかりには3、世よにありとありP14、ここに伝つたはりたる譜ふといふものの限かぎりをあまねく見合みあはせて、のちのちは、師しとすべき人ひともなくてなむ、好このみ習ならひしかど、なほ上あがりての人ひとには、当あたるべくもあらじをや4。

◇　いわんや、多くの調べ、面倒な曲目が多いので、熱中していた盛りには、この世にあらん限りの、わが国に伝わっている楽譜という楽譜のすべてを広く見比べて、しまいには、師匠とすべき人もなくなるまで、好んで習得したが、やはり昔の名人には、かないそうにない。

■　まして、この後のちといひては、伝つたはるべき末すゑもなき、いとあはれになむ」

◇　まして、これから後というと、伝授すべき子孫がいないのが、何とも心寂しいことだ」


P14 あり--（/+あり）

1 【などかなのめにてなほこの道を通はし知るばかりの端をば知りおかざらむ】『集成』は「（しかし）どうして、それほどまでせずとも、やはり、なにとかこの琴の奏法に通暁するに足りる一端だけでも、心得ておかずにいられようか」。『完訳』は「とはいえ、一通りでも、やはらこの道をわきまえる糸口ぐらいは、どうして心得ておかずにいられましょう」と訳す。

2 【多かるを】接続助詞「を」順接。前の「いはむや」と呼応する文脈。『集成』は「多いのだが」。『完訳』は「たくさんあるものですから」と訳す。

3 【心に入りし盛りには】以下、源氏がいかに広く七絃琴の楽譜を調査して奏法を習得したかの経験談。

4 【当たるべくもあらじをや】『集成』は「かないそうもないことだろうね」。『完訳』は「追いつきそうにもありませんね」と訳す。


若菜下．５．２．７

■　などのたまへば、大将だいしゃう、げにいと口惜くちをしく恥はづかしと思おぼす。

◇　などとおっしゃるので、大将は、なるほどまことに残念にも恥ずかしいとお思いになる。

若菜下．５．２．８

■　「この御子みこたちの御中おほむなかに1、思おもふやうに生おひ出いでたまふものしたまはば、その世よになむ、そもさまでながらへとまるやうあらば、いくばくならぬ手ての限かぎりも、とどめたてまつるべき。

◇　「この御子たちの中で、望みどおりにご成人なさる方がおいでなら、その方が大きくなった時に、その時まで生きていることがあったら、いかほどでもないわたしの技にしても、すべてご伝授申し上げよう。

■　三さむの宮みや、今いまよりけしきありて見みえたまふを」

◇　三の宮は、今からその才能がありそうにお見えになるから」


1 【この御子たちの御中に】以下「見えたまふを」まで、源氏の詞。「この」は明石女御をさす。


若菜下．５．２．９

■　などのたまへば、明石あかしの君きみは、いとおもだたしく、涙なみだぐみP15て聞ききゐたまへり。

◇　などとおっしゃると、明石の君は、たいそう面目に思って、涙ぐんで聞いていらっしゃった。


P15 涙ぐみ--な（な/+み）たくみ


第三段　源氏、葛城を謡う

若菜下．５．３．１

■　女御にょうごの君きみは、箏さうの御琴おほむことをば、上うへに譲ゆづりきこえて、寄より臥ふしたまひぬれば、和琴あづまを大殿おとどの御前おまへに参まゐりて、気近けぢかき御遊おほむあそびになりぬ。

◇　女御の君は、箏の御琴を、紫の上にお譲り申し上げて、寄りかかりなさったので、和琴を大殿の御前に差し上げて、寛いだ音楽の遊びになった。

■　「葛城**S16」

◇　「葛城」

■　遊***びたまふ1。

◇　を演奏なさる。

■　はなやかにおもしろし。

◇　明るくおもしろい。

■　大殿折***り返***し謡***ひたまふ御声はなやかにおもしろし、たとへむかたなく愛敬***づきめでたし。

◇　大殿が繰り返しお謡いになるお声は、何にも喩えようがなく情がこもっていて素晴らしい。

◆　 
にょうご-の-きみ は、 さう-の-おほむ-こと を ば、 うへ に ゆづり きこえ て、 よりふし たまひ ぬれ ば、 あづま を おとど の おまへ に まゐり て、 けぢかき おほむ-あそび に なり ぬ。 かづらき あそび たまふ。 はなやか に おもしろし。 おとど をりかへし うたひ たまふ おほむ-こゑ、 たとへ む かた なく あいぎゃうづき めでたし。


S16 葛城の　寺の前なるや　豊浦の寺の　西なるや　榎の葉井に　白璧沈くや　おおしとど　おしとど　しかしてば　国ぞ栄えむや　我家らぞ　富せむや　おおしとど　としとんど　おおしとど　としとんど（催馬楽-葛城）

1 【葛城遊びたまふ】明融臨模本、合点あり。催馬楽、呂「葛城」「葛城の寺の前なるや豊浦の寺の西なるや榎の葉井に白玉沈くや真白玉沈くやおおしとどおしとどしかしては国ぞ栄えむや我家らぞ富せむやおおしとどとしとんどおおしとんどとしとんど」。子孫繁栄を寿ぐ歌謡。


若菜下．５．３．２

■　月つきやうやうさし上あがるままに1、花はなの色香いろかももてはやされて2、げにいと心こころにくきほどなり。

◇　月がだんだんと高く上って行くにつれて、花の色も香も一段と引き立てられて、いかにも優雅な趣である。

■　箏さうの琴ことは、女御にょうごの御爪音おほむつまおとは、いとらうたげになつかしく、母君ははぎみの御おほむけはひ加くははりて、揺ゆの音深ねふかく、いみじく澄すみて聞きこえつるを、この御手おほむてづかひは3、またさま変かはりて、ゆるるかにおもしろく、聞きく人ひとただならず、すずろはしきまで愛敬あいぎゃうづきて4、輪りんの手てなど、すべてさらに、いとかどある御琴おほむことの音ねなり。

◇　箏の琴は、女御のお爪音は、とてもかわいらしげにやさしく、母君のご奏法の感じが加わって、揺の音が深く、たいそう澄んで聞こえたのを、こちらのご奏法は、また様子が違って、緩やかに美しく、聞く人が感に堪えず、気もそぞろになるくらい魅力的で、輪の手など、すべていかにも、たいそう才気あふれたお琴の音色である。


1 【月やうやうさし上るままに】臥待ちの月、十九日の月である。

2 【花の色香ももてはやされて】梅の花。「御前の梅も盛りに」（第四章一段）とあった。

3 【この御手づかひは】紫の上の手さばきをさす。

4 【愛敬づきて】明融臨模本と大島本は「あい行つきて」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「愛敬づき」と「て」を削除する。


若菜下．５．３．３

■　返かへり声ごゑに、皆調みなしらべ変かはりて、律りちの掻かき合あはせども、なつかしく今いまめきたるに、琴きんは、五個ごかの調しらべ1、あまたの手ての中なかに、心こころとどめてかならず弾ひきたまふべき五ご、六ろくの発剌2はらP16を、いとおもしろく澄すまして弾ひきたまふ3。

◇　返り声に、すべて調子が変わって、律の合奏の数々が、親しみやすく華やかな中にも、琴の琴は、五箇の調べを、たくさんある弾き方の中で、注意して必ずお弾きにならなければならない五、六の発刺を、たいそう見事に澄んでお弾きになる。

■　さらにかたほならず、いとよく澄すみて聞きこゆ。

◇　まったくおかしなところはなく、たいそうよく澄んで聞こえる。


P16 発刺--*はち

1 【琴は五個の調べ】『新大系』は「琴は胡笳の調べ」と整定。『河海抄』は「掻手片垂水宇瓶蒼海波雁鳴調」を指摘。奏者は女三の宮。

2 【五六の発剌】明融臨模本は「五六のはち」とある。大島本は「五六のハち（ち＝らイ、らイ＃）」とある。すなわち、「はち」の右傍らに「はらイ」と異本表記するが、後にそれを削除する。『集成』は「青表紙本は「五六のはち」とあるが、河内本の中に「五六のはら」とするものがあり、それが正しいであろう。「はらとは溌剌とかく。七徽の七分あたりにて六の絃を按へて、五六を右手の人中名の三指にて内へ一声に弾ずるを撥と云ふ。外へ弾ずるを剌と云。つめて云へば発剌（はら）なり」（『玉堂雑記』）」と注して、「五六のはら」と校訂する。『新大系』は本文「はち」のままだが、脚注に「「はち」は誤りか。河内本「五六のはら」。「はら」は、「発剌（はつらつ）」がつまったもので、五絃六絃を三指をもって内へ弾じ外へ弾じて一声の如くする奏法という（山田孝雄）」と注す。『完本』は「五六の撥」のままとする。

3 【いとおもしろく澄まして弾きたまふ】主語は女三の宮。


若菜下．５．３．４

■　春秋はるあきよろづの物ものに通かよへる調しらべにて、通かよはしわたしつつ弾ひきたまふ。

◇　春秋どの季節の物にも調和する調べなので、それぞれに相応しくお弾きになる。

■　心こころしらひ、教をしへきこえたまふさま違たがへず、いとよくわきまへたまへるを、いとうつくしく、おもだたしく思おもひきこえたまふ。

◇　そのお心配りは、お教え申し上げたものと違わず、たいそうよく会得していらっしゃるのを、たいそういじらしく、晴れがましくお思い申し上げになる。

第四段　女楽終了、禄を賜う

若菜下．５．４．１

■　この君達きみたちの1、いとうつくしく吹ふき立たてて、切せちに心入こころいれたるを、らうたがりたまひて、

◇　この若君たちが、とてもかわいらしく笛を吹き立てて、一生懸命になっているのを、おかわいがりになって、


1 【この君達の】鬚黒の三男や夕霧の長男をさす。


若菜下．５．４．２

■　「ねぶたくなりにたらむに1。

◇　「眠たくなっているだろうに。

■　今宵こよひの遊あそびは、長ながくはあらで、はつかなるほどにと思おもひつるを。

◇　今夜の音楽の遊びは、長くはしないで、ほんの少しのところでと思っていたが。

■　とどめがたき物ものの音ねどもの、いづれともなきを、聞きき分わくほどの耳みみとからぬたどたどしさに、いたく更ふけにけり。

◇　やめるのには惜しい楽の音色が、甲乙をつけがたいのを、聞き分けるほどに耳がよくないので愚図愚図しているうちに、たいそう夜が更けてしまった。

■　心こころなきわざなりや2」

◇　気のつかないことであった」


1 【ねぶたくなりにたらむに】以下「心なきわざなりや」まで、源氏の詞。

2 【心なきわざなりや】『集成』は「気のつかぬことをしたものだ」。『完訳』は「どうもわたしはいい気になっていたのだね」と訳す。


若菜下．５．４．３

■　とて、笙さうの笛吹ふえふく君きみに1、土器かはらけさしたまひて、御衣脱おほむぞぬぎてかづけたまふ。

◇　と言って、笙の笛を吹く君に、杯をお差しになって、お召物を脱いでお与えになる。

■　横笛よこぶえの君きみには2、こなたより3、織物おりものの細長ほそながに、袴はかまなどことことしからぬさまに、けしきばかりにて、大将だいしゃうの君きみには、宮みやの御方おほむかたより4、杯さかづきさし出いでて、宮みやの御装束一領おほむさうぞくひとくだりかづけたてまつりたまふを、大殿おとど、

◇　横笛の君には、こちらから、織物の細長に、袴などの仰々しくないふうに、形ばかりにして、大将の君には、宮の御方から、杯を差し出して、宮のご装束を一領をお与え申し上げなさるのを、大殿は、


1 【笙の笛吹く君に】鬚黒の三男。

2 【横笛の君には】夕霧の長男。

3 【こなたより】紫の上方からの意。

4 【宮の御方より】女三の宮からの意。


若菜下．５．４．４

■　「あやしや。

◇　「妙なことだね。

■　物ものの師しをこそ、まづはものめかしたまはめ2。

◇　師匠のわたしにこそ、さっそくご褒美を下さってよいものなのに。

■　愁うれはしきことなり1」

◇　情ないことだ」


1 【あやしや物の師をこそまづはものめかしたまはめ愁はしきことなり】源氏の詞。冗談にいう。

2 【ものめかしたまはめ】『集成』は「お引き立てになって頂きたいものだ」。『完訳』は「大事に扱っていただきたいものです」と訳す。


若菜下．５．４．５

■　とのたまふに、宮みやのおはします御几帳みきちゃうのそばより、御笛おほむふえをたてまつる。

◇　とおっしゃるので、宮のおいであそばす御几帳の側から、御笛を差し上げる。

■　うち笑わらひたまひて取とりたまふ1。

◇　微笑みなさってお取りになる。

■　いみじき高麗笛こまぶえなり。

◇　たいそう見事な高麗笛である。

■　すこし吹ふき鳴ならしたまへば、皆立みなたち出いでたまふほどに、大将立だいしゃうたち止とまりたまひて、御子みこの持もちたまへる笛ふえを取とりて2、いみじくおもしろく吹ふき立たてたまへるが、いとめでたく聞きこゆれば、いづれもいづれも、皆御手みなおほむてを離はなれぬものの伝つたへ伝つたへ、いと二になくのみあるにてぞ3、わが御才おほむざえのほど、ありがたく思おぼし知しられける4。

◇　少し吹き鳴らしなさると、皆お返りになるところであったが、大将が立ち止まりなさって、ご子息の持っておいでの笛を取って、たいそう素晴らしく吹き鳴らしなさったのが、実に見事に聞こえたので、どなたもどなたも、皆ご奏法を受け継がれたお手並みが、実に又となくばかりあるので、ご自分の音楽の才能が、めったにないほどだと思われなさるのであった。


1 【うち笑ひたまひて取りたまふ】主語は源氏。

2 【御子の持ちたまへる笛を取りて】横笛である。

3 【いづれもいづれも皆御手を離れぬものの伝へ伝へいと二なくのみあるにてぞ】夕霧やその子も含めて源氏の奏法を受け継いですばらしいことをいう。『完訳』は「以下、源氏の心中に即す叙述。女君たちの巧技が自分の伝授によると再確認し、わが優れた才能を思う。前の対話での、伝授されがたいとする慨嘆ともひびきあう」と注す。

4 【思し知られける】「られ」自発の助動詞。思わずにはいられない、というニュアンス。


第五段　夕霧、わが妻を比較して思う

若菜下．５．５．１

■　大将殿だいしゃうどのは、君達きみたちを御車みくるまに乗のせて、月つきの澄すめるにまかでたまふ。

◇　大将殿は、若君たちをお車に乗せて、月の澄んだ中をご退出なさる。

■　道みちすがら、箏さうの琴ことの変かはりていみじかりつる音ねも1、耳みみにつきて恋こひしくおぼえたまふ。

◇　道中、箏の琴が普通とは違ってたいそう素晴らしかった音色が、耳について恋しくお思い出されなさる。


1 【道すがら箏の琴の変はりていみじかりつる音も】夕霧、紫の上の箏の琴の音色を忘れ難く思い出す。


若菜下．５．５．２

■　わが北きたの方かたは、故大宮こおほみやの教をしへきこえたまひしかど、心こころにもしめたまはざりしほどに、別わかれたてまつりたまひにしかば2、ゆるるかにも弾ひき取とりたまはで、男君4をとこぎみの御前おまへにては、恥はぢてさらに弾ひきたまはず。

◇　ご自分の北の方は、亡き大宮がお教え申し上げなさったが、熱心にお習いなさらなかったうちに、お引き離されておしまいになったので、ゆっくりとも習得なさらず、夫君の前では、恥ずかしがって全然お弾きにならない。

■　何なにごともただおいらかに、うちおほどきたるさまして、子こども扱あつかひを、暇いとまなく次々つぎつぎしたまへば、をかしきところもなくおぼゆ。

◇　何ごともただあっさりと、おっとりとした物腰で、子供の世話に、休む暇もなく次々となさるので、風情もなくお思いになる。

■　さすがに、腹悪はらあしくて、もの妬ねたみうちしたる、愛敬あいぎゃうづきてうつくしき人ひとざまにぞものしたまふめる。

◇　そうはいっても、機嫌を悪くして、嫉妬するところは、愛嬌があってかわいらしい人柄でいらっしゃるようである。


1? 【わか北の方は】雲居雁。

2 【別れたてまつりたまひにしかば】『完訳』は「大宮の御もとからお離れ申しあげなさったので」。父内大臣によって雲居雁は大宮の三条宮邸から自邸の方に引き取られた。

3? 【ゆるらかにも弾き取りたまはで】『集成』は「ゆっくり伝授をお受けになることもなくて」。『完訳』は「十分に稽古をお積みにならなかったものだから」と訳す。

4 【男君】『完訳』は「前の「大将」とは異なり、家庭内の夫婦関係を強調した呼称」と注す。


第六章　紫の上の物語　出家願望と発病

第一段　源氏、紫の上と語る

若菜下．６．１．１

■　院ゐんは、対たいへ渡わたりたまひぬ。

◇　院は、対へお渡りになった。

■　上うへは、止とまりたまひて、宮みやに御物語おほむものがたりなど聞きこえたまひて、暁あかつきにぞ渡わたりたまへる。

◇　紫の上は、お残りになって、宮にお話など申し上げなさって、暁方にお帰りになった。

■　日高ひたかうなるまで大殿籠おほとのごもれり。

◇　日が高くなるまでお寝みになった。

若菜下．６．１．２

■　「宮みやの御琴おほむことの音ねは2、いとうるさくなりにけりな。

◇　「宮のお琴の音色は、たいそう上手になったものだな。

■　いかが聞ききたまひし」

◇　どのようにお聞きなさいましたか」


1? 【対へ渡りぬ】源氏は東の対へ帰った。

2 【宮の御琴の音は】以下「いかが聞きたまひし」まで、源氏の詞。


若菜下．６．１．３

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお尋ねなさるので、

若菜下．６．１．４

■　「初はじめつ方1かた、あなたにてほの聞ききしは、いかにぞやありしを、いとこよなくなりにけり。

◇　「初めの方は、あちらでちらっと聞いた時には、どんなものかしらと思いましたが、とてもこの上なく上手になりましたわ。

■　いかでかは、かく異事ことごとなく教をしへきこえたまはむには」

◇　どうして、あのように専心してお教え申し上げになったのですから」


1 【初めつ方】以下「きこえたまはむには」まで、紫の上の詞。


若菜下．６．１．５

■　といらへきこえたまふ。

◇　とお答えなさる。

若菜下．６．１．６

■　「さかし2。

◇　「そうなのだ。

■　手てを取とる取とる、おぼつかなからぬ物ものの師しなりかし3。

◇　手を取り取りの、たいした師匠なんだよ。

■　これかれにも、うるさくわづらはしくて、暇いとまいるわざなれば、教をしへたてまつらぬを、院ゐんにも内裏うちにも、琴きんはさりとも習ならはしきこゆらむとのたまふと聞きくがいとほしく、さりとも、さばかりのことをだに、かく取とり分わきて御後見おほむうしろみにと預あづけたまへるしるしにはと、思おもひ起おこしてなむ」

◇　他のどなたにも、厄介で、面倒なことなので、お教え申さないが、院にも帝にも、琴の琴はいくらなんでもお教え申しているだろうとおっしゃると、耳にするのがおいたわしくて、そうは言っても、せめてその程度のことだけはと、このように特別なご後見にとお預けになった甲斐にはと、思い立ってね」


1? 【いかでかは異事なく教へきこえたまはむには】「いかでかは」反語表現。『集成』は「どうしてご上達なさらないことがありましょう、こんなにかかりきりでお教え申し上げなさったのですから」。『完訳』は「それもそのはずでございましょう、ほかに何もなさらずこうしてかかりきりで教えておあげになるのですから」と訳す。

2 【さかし】以下「思ひ起こしてなむ」まで、源氏の詞。

3 【手を取る取るおぼつかなからぬ物の師なりかし】『集成』は「手を取らんばかりの教授ぶりで、なかなかしっかりした師匠だというべきでしょう」。『完訳』は「いちいち手を取るようにして、わたしは頼りがいのある師匠というものです」と訳す。


若菜下．６．１．７

■　など聞きこえたまふついでにも、

◇　などと申し上げなさるついでにも、

若菜下．６．１．８

■　「昔むかし、世よづかぬほどを1、扱あつかひ思おもひしさま、その世よには暇いとまもありがたくて、心こころのどかに取とりわき教をしへきこゆることなどもなく、近ちかき世よにも、何なにとなく次々つぎつぎ、紛まぎれつつ過すぐして、聞きき扱あつかはぬ御琴おほむことの音ねの、出いで栄ばえしたりしも、面目めんぼくありて2、大将だいしゃうの、いたくかたぶきおどろきたりしけしきも、思おもふやうにうれしくこそありしか」

◇　「昔、まだ幼かったころ、お世話したものだが、当時は暇がなくて、ゆっくりと特別にお教え申し上げることなどもなく、近頃になっても、何となく次から次へと、とり紛れては日を送り、聞いて上げなかったお琴の音色が、素晴らしい出来映えだったのも、晴れがましいことで、大将が、たいそう耳を傾け感嘆していた様子も、思いどおりで嬉しいことであった」


1 【昔世づかぬほどを】以下「うれしくこそありしか」まで、源氏の詞。

2 【面目ありて】自分にとって面目であったという意。


若菜下．６．１．９

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

第二段　紫の上、三十七歳の厄年

若菜下．６．２．１

■　かやうの筋すぢも、今いまはまたおとなおとなしく、宮みやたちの御扱おほむあつかひ1など、取とりもちてしたまふさま2も、いたらぬことなく、すべて何なにごとにつけても、もどかしくたどたどしきこと混まじらず、ありがたき人ひとの御おほむありさまなれば、いとかく具ぐしぬる人ひとは、世よに久ひさしからぬ例ためしもあなるをと3、ゆゆしきまで思おもひきこえたまふ4。

◇　こういった音楽の方面のことも、今はまた年輩者らしく、若宮たちのお世話などを、引き受けなさっている様子も、至らないところなく、すべて何事につけても、非難されるような行き届かないところなく、世にもまれなご様子の方なので、まことにこのように何から何までそなわっていらっしゃる方は、長生きしない例もあるというのでと、不吉なまでにお思い申し上げなさる。


1 【宮たちの御扱ひ】明石女御腹の御子の世話。

2 【取りもちてしたまふさま】『集成』は「自分から買って出てなさる様子も」。『完訳』は「とりしきっていらっしゃるが」と訳す。

3 【例もあなるをと】「なる」伝聞推定の助動詞。

4 【ゆゆしきまで思ひきこえたまふ】源氏の心中を地の文で叙述。不安・不吉を心中に呼び込み、実際それが以後の物語展開に実現していくという表現構造。


若菜下．６．２．２

■　さまざまなる人ひとのありさまを見集みあつめたまふままに、取とり集あつめ足たらひたることは、まことにたぐひあらじとのみ1思おもひきこえたまへり。

◇　いろいろな人の有様を多く御覧になっているために、何から何まで揃っている点では、本当に例があるまいと心底からお思い申し上げていらっしゃった。

■　今年ことしは三十七さむじふしちにぞなりたまふ2。

◇　今年は、三十七歳におなりである。

■　見みたてまつりたまひし年月としつきのことなども、あはれに思おぼし出いでたるついでに、

◇　一緒にお暮らし申されてからの年月のことなどを、しみじみとお思い出しなさったついでに、


1 【たぐひあらじとのみ】『集成』は「二人とないお方だと心底から」と訳す。副助詞「のみ」強調のニュアンス。

2 【今年は三十七にぞなりたまふ】女の重厄の年。藤壺も三十七で崩御。『集成』は「源氏十八歳の若紫の巻で、紫の上は「十ばかりにやあらむと見えて」とあった。源氏は今四十七歳。多少の齟齬があると見るよりも大体符合するとすべきであろう。厄年にしたのは作者の意図である」。『完訳』は「源氏との年齢差を八歳と見るかぎり、紫の上の年齢は三十九歳のはず。作者の意識的過誤か」と注す。


若菜下．６．２．３

■　「さるべき御祈おほむいのりなど1、常つねよりも取とり分わきて、今年ことしはつつしみたまへ。

◇　「しかるべきご祈祷など、いつもの年よりも特別にして、今年はご用心なさい。

■　もの騒さわがしくのみありて、思おもひいたらぬこともあらむを、なほ、思おぼしめぐらして、大おほきなることどももしたまはば、おのづからせさせてむ。

◇　何かと忙しくばかりあって、考えつかないことがあるだろうから、やはり、あれこれとお思いめぐらしになって、大がかりな仏事を催しなさるなら、わたしの方でさせていただこう。

■　故僧都こそうづのものしたまはずなりにたるこそ、いと口惜くちをしけれ。

◇　僧都が亡くなってしまわれたことが、たいそう残念なことだ。

■　おほかたにてうち頼たのまむにも、いとかしこかりし人ひとを」

◇　一通りのお願いをするのにつけても、たいそう立派な方であったのに」


1 【さるべき御祈りなど】以下「かしこかりし人を」まで、源氏の詞。


若菜下．６．２．４

■　などのたまひ出いづ。

◇　などとおっしゃる。

第三段　源氏、半生を語る

若菜下．６．３．１

■　「みづからは、幼をさなくより1、人ひとに異ことなるさまにて、ことことしく生おひ出いでて、今いまの世よのおぼえありさま、来きし方かたにたぐひ少すくなくなむありける2。

◇　「わたしは、幼い時から、人とは違ったふうに、大層な育ち方をして来て、現在の世の評判や有様、過去にも類例が少ないものであった。

■　されど、また3、世よにすぐれて悲かなしきめを見みる方かたも、人ひとにはまさりけりかし。

◇　けれども、また一方で、大変に悲しいめに遭ったことでも、人並み以上であったことです。


1 【みづからは幼くより】以下「さりともとなむ思ふ」まで、源氏の詞。生涯を述懐し、紫の上への愛情を語る。

2 【たぐひ少なくなむありける】以上、現世において無類の栄耀栄華を極めたことをいう。

3 【されどまた】反転して、以下に無類の憂愁を体験したともいう。


若菜下．６．３．２

■　まづは、思おもふ人ひとにさまざま後おくれ1、残のこりとまれる齢よはひの末すゑにも、飽あかず悲かなしと思おもふこと多おほく2、あぢきなくさるまじきことにつけても3、あやしくもの思おもはしく、心こころに飽あかずおぼゆること添そひたる身みにて過すぎぬれば、それに代かへてや、思おもひしほどよりは4、今いままでもながらふるならむとなむ、思おもひ知しらるる。

◇　まず第一に、愛する方々に次々と先立たれ、とり残された晩年になっても、意に満たず悲しいと思う事が多く、不本意にも感心しないことにかかわったにつけても、妙に物思いが絶えず、心に満足のゆかず思われる事が身につきまとって過ごして来てしまったので、その代わりとででもいうのか、思っていたわりに、今まで生き永らえているのだろうと、思わずにはいられません。


1 【まづは思ふ人にさまざま後れ】源氏は三歳の時には母桐壺更衣に、六歳の時には祖母に、二十三歳で父桐壺院に先立たれた。

2 【残りとまれる齢の末にも飽かず悲しと思ふこと多く】『集成』は「具体的には明らかではないが、次の言葉から、藤壺や六条の御息所など、悔恨にみちた青春時代を回想しての感慨と思われる」。『完訳』は「現実世界への不満。その具体内容が次の「あぢきなく--」に語られるが、冷泉帝の皇統の断絶した無念さもひびいていよう」と注す。

3 【あぢきなくさるまじきことにつけても】『集成』は「我ながら不本意な感心しないことにかかわったにつけても」。『完訳』は「道にはずれた大それたことにかかわったにつけても」「藤壺への恋情ゆえの物思い」と注す。

4 【それに代へてや思ひしほどよりは】『完訳』は「憂愁ゆえに存命しうる。絵合にも見られる考え方」と注す。


若菜下．６．３．３

■　君きみの御身おほむみには、かの一節ひとふしの別わかれ1より、あなたこなた、もの思おもひとて、心乱こころみだりたまふばかりのことあらじとなむ思おもふ。

◇　あなたご自身には、あの一件での離別のほかは、その前にも後にも、心配して、心をお痛めになるようなことはあるまいと思う。

■　后きさきといひ、ましてそれより次々つぎつぎは、やむごとなき人ひとといへど、皆みなかならずやすからぬもの思おもひ添そふわざなり。

◇　后と言っても、ましてそれより下の方々は、身分が高いからと言っても、皆必ず物思いの種が付き纏うものなのです。


1 【かの一節の別れ】源氏の須磨明石への流離をさす。


若菜下．６．３．４

■　高たかき交まじらひにつけても、心乱こころみだれ、人ひとに争あらそふ思おもひの絶たえぬも、やすげなきを1、親おやの窓まどのうちながら過すぐしたまへるやうなる心こころやすきことはなし。

◇　高いお付き合いをするにつけても、気苦労があり、人と争う思いが絶えないのも、楽なことではないから、親のもとでの深窓生活同然に暮らしていらっしゃるような気楽さはありません。

■　そのかた3、人ひとにすぐれたりける宿世すくせとは思おぼし知しるや。

◇　その点では、人並み以上の運勢だとお分かりでしょうか。


1 【人に争ふ思ひの絶えぬもやすげなきを】『集成』は「人と帝寵をきそう気持が絶えないのも楽なことではありませんが」。『完訳』は「主上のお情けを他人と争い合う気持の絶えないのも不安なものですから」と訳す。

2? 【親の窓の内ながら過ぐしたまへるやうなる】「窓の内」は「長恨歌」の「養在深窓人未識」にもとづく表現。接尾語「ながら」は、さながら、同然の意。

3 【そのかた】明融臨模本と大島本は「そのかた」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「ほの方は」と「は」を補訂する。


若菜下．６．３．５

■　思おもひの外ほかに、この宮みやのかく渡わたりものしたまへるこそは、なま苦くるしかるべけれど、それにつけては、いとど加くはふる心こころざしのほどを、御おほむみづからの上うへなれば、思おぼし知しらずやあらむ。

◇　思いもかけず、この宮がこのようにお輿入れなさったのは、何やら辛くお思いでしょうが、それにつけては、いっそう勝る愛情を、ご自分の身の上のことですから、あるいはお気づきでないかも知れません。

■　ものの心こころも深ふかく知しりたまふめれば、さりともとなむ思おもふ1」

◇　物のわけをよくお分りのようですから、きっとお分りだろうと思います」


1 【さりともとなむ思ふ】『集成』は「それでも、そのことはよくわきまえておいでのことと私は安心しています」。『完訳』は「いくらなんでも分ってくださると思いますが」と訳す。


若菜下．６．３．６

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

若菜下．６．３．７

■　「のたまふやうに1、ものはかなき身みには、過すぎにたるよそのおぼえはあらめど、心こころに堪たへぬもの嘆なげかしさのみうち添そふや、さはみづからの祈いのりなりける2」

◇　「おっしゃるように、ふつつかな身の上には、過ぎた事と世間の目には見えましょうが、心に堪えない物思いばかりがつきまとうのは、それがわたし自身のご祈祷となっているのでした」


1 【のたまふやうに】以下「祈りなりける」まで、紫の上の詞。

2 【さはみづからの祈りなりける】『集成』は「それでは、それが私のためのお祈祷になって今まで生き永らえているのかもしれません」「源氏が「それにかへてや、思ひしほどよりは、今までもながらふるならむとなむ、思ひ知らる」と言ったのにすがった形で、女三の宮降嫁後の苦衷を訴える」と注す。『完訳』は「それが自分自身のための祈りのようになっているのでした」と訳す。


若菜下．６．３．８

■　とて、残のこり多おほげなるけはひ、恥はづかしげなり。

◇　と言って、多く言い残したような様子は、奥ゆかしそうである。

若菜下．６．３．９

■　「まめやかには1、いと行ゆく先少さきすくなき心地ここちするを、今年ことしもかく知しらず顔がほにて過すぐすは、いとうしろめたくこそ。

◇　「ほんとうのことを申しますと、もうとても先も長くないような心地がするのですが、今年もこのように知らない顔をして過ごすのは、とても不安なことです。

■　さきざきも聞きこゆること2、いかで御許おほむゆるしあらば」

◇　先々にも申し上げたこと、何とかお許しがあれば」


1 【まめやかには】以下「御許しあらば」まで、紫の上の詞。出家を再度願う。

2 【さきざきも聞こゆること】「今は、かうおほぞうの住まひならで、のどやかに行なひをも、となむ思ふ」（第三章二段））の出家の意志をさす。


若菜下．６．３．１０

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

若菜下．６．３．１１

■　「それはしも、あるまじきことになむ1。

◇　「それは、とんでもないことだ。

■　さて、かけ離はなれたまひなむ世よに残のこりては、何なにのかひかあらむ。

◇　そうして、離れておしまいになった後に残ったわたしは、何の生き甲斐があろう。

■　ただかく何なにとなくて過すぐる年月としつきなれど、明あけ暮くれの隔へだてなきうれしさのみこそ、ますことなくおぼゆれ。

◇　ただこのように何ということもなく過ぎて行く月日だが、朝に晩に顔を合わせる嬉しさだけで、これ以上の事はないと思われるのです。

■　なほ思おもふさま異ことなる心こころのほどを見果みはてたまへ」

◇　やはりあなたを人とは違って思う気持ちがどれほど深いものであるか最後まで見届けてください」


1 【それはしもあるまじきことになむ】以下「心のほどを見果てたまへ」まで、源氏の詞。紫の上の出家の再度の願いを拒絶、制止する。


若菜下．６．３．１２

■　とのみ聞きこえたまふを1、例れいのことと心こころやましくて2、涙なみだぐみたまへるけしきを、いとあはれと見みたてまつりたまひて、よろづに聞きこえ紛まぎらはしたまふ。

◇　とばかり申し上げなさるのを、いつものことと胸が痛んで、涙ぐんでいらっしゃる様子を、たいそういとしいと拝見なさって、いろいろとお慰め申し上げなさる。


1 【とのみ聞こえたまふを】副助詞「のみ」限定と強調のニュアンス。と同じことばかり、というニュアンス。

2 【例のことと心やましくて】『集成』「（出家の願いを聞き届けて下さらない）いつもの口実だと、つらく思って」。『完訳』は「上は、いつもと同じおっしゃりようだと、まったくやりばのないお気持になられて」と訳す。


第四段　源氏、関わった女方を語る

若菜下．６．４．１

■　「多おほくはあらねど1、人ひとのありさまの、とりどりに口惜くちをしくはあらぬを見知みしりゆくままに、まことの心こころばせおいらかに落おちゐたるこそ、いと難かたきわざなりけれとなむ、思おもひ果はてにたる。

◇　「多くは知らないが、人柄が、それぞれにとりえのないものはないと分かって行くにつれて、ほんとうの気立てがおおらかで落ち着いているのは、なかなかいないものであると、思うようになりました。


1 【多くはあらねど】以下「悔しきことも多くなむ」まで、源氏の詞。源氏の女性観。過去の女性について語る。


若菜下．６．４．２

■　大将だいしゃうの母君ははぎみを1、幼をさなかりしほどに見みそめて2、やむごとなくえ避さらぬ筋すぢには思おもひしを、常つねに仲なかよからず、隔へだてある心地ここちして止やみにしこそ、今思いまおもへば、いとほしく悔くやしくもあれ3。

◇　大将の母君を、若いころにはじめて妻として、大事にしなければならない方とは思ったが、いつも夫婦仲が好くなく、うちとけぬ気持ちのまま終わってしまったのが、今思うと、気の毒で残念である。


1 【大将の母君を】葵の上をさす。源氏の詞中での呼称。以下、葵の上評。

2 【幼かりしほどに見そめて】源氏は十二歳で元服、その日の夜に葵の上と結婚。

3 【いとほしく悔しくもあれ】「こそ」の係結び、已然形。『集成』は句点で「お気の毒にも残念にも思われます」。『完訳』は読点で逆接用法の「おいたわしく悔やまれもするのですけれど」と訳す。


若菜下．６．４．３

■　また、わが過あやまちにのみもあらざりけりなど、心こころひとつになむ思おもひ出いづる。

◇　しかしまた、わたし一人の罪ばかりではなかったのだと、自分の胸一つに思い出される。

■　うるはしく重おもりかにて1、そのことの飽あかぬかなとおぼゆることもなかりき。

◇　きちんとして重々しくて、どの点が不満だと思われることもなかった。

■　ただ、いとあまり乱みだれたるところなく、すくすくしく、すこしさかしとやいふべかりけむ2と、思おもふには頼たのもしく、見みるにはわづらはしかりし人ひとざまになむ。

◇　ただ、あまりにくつろいだところがなく、几帳面すぎて、少しできすぎた人であったと言うべきであろうかと、離れて思うには信頼が置けて、一緒に生活するには面倒な人柄であった。


1 【うるはしく重りかにて】『完訳』は「深窓の麗人という印象である」と注す。「麗し」という語句は、きちんとしすぎていてよそよそしく好感がもたれない、というニュアンス。女三の宮降嫁後の紫の上の態度に「うるはし」という表現が使われているのは、注意すべき。

2 【すこしさかしとやいふべかりけむ】『集成』は「どちらかというと頭のよすぎる人だったであろうと」。『完訳』は「少し立派すぎたとでもいうべきだったでしょうか」と訳す。


若菜下．６．４．４

■　中宮ちゅうぐうの御母御息所おほむははみやすむどころなむ1、さま異ことに心深こころふかくなまめかしき例ためしには、まづ思おもひ出いでらるれど、人見ひとみえにくく、苦くるしかりしさまになむありし。

◇　中宮の御母君の御息所は、人並すぐれてたしなみ深く優雅な人の例としては、まず第一に思い出されるが、逢うのに気がおけて、こちらが気苦労するような方でした。

■　怨うらむべきふしぞ、げにことわりとおぼゆるふしを、やがて長ながく思おもひつめて、深ふかく怨ゑんぜられしこそ、いと苦くるしかりしか2。

◇　恨むことも、なるほど無理もないことと思われる点を、そのままいつまでも思い詰めて、深く怨まれたのは、まことに辛いことであった。


1 【中宮の御母御息所なむ】六条御息所。源氏の詞中での呼称。以下、六条御息所評。

2 【怨ぜられしこそいと苦しかりしか】「られ」受身の助動詞。源氏が御息所から怨まれたのはつらいことであった、の意。


若菜下．６．４．５

■　心こころゆるびなく恥はづかしくて、我われも人ひともうちたゆみ、朝夕あさゆふの睦むつびを交かはさむには、いとつつましきところのありしかば、うちとけては見落みおとさるることやなど、あまりつくろひしほどに、やがて隔へだたりし仲なかぞかし。

◇　緊張のし通しで気づまりで、自分も相手もゆっくりとして、朝夕睦まじく語らうには、とても気の引けるところがあったので、気を許しては軽蔑されるのではないかなどと、あまりに体裁をつくろっていたうちに、そのまま疎遠になった仲なのです。

若菜下．６．４．６

■　いとあるまじき名なを立たちて、身みのあはあはしくなりぬる嘆なげきを1、いみじく思おもひしめたまへりしがいとほしく、げに人ひとがらを思おもひしも、我罪われつみある心地ここちして止やみにし慰なぐさめに、中宮ちゅうぐうをかくさるべき御契おほむちぎりとはいひながら2、取とりたてて、世よのそしり、人ひとの恨うらみをも知しらず、心寄こころよせたてまつるを、かの世よながらも見直みなほされぬらむ。

◇　たいそうとんでもない浮名を立て、ご身分に相応しくなくなってしまった嘆きを、たいそう思い詰めていらっしゃったのがお気の毒で、なるほど人柄を考えても、自分に罪がある心地がして終わってしまったその罪滅ぼしに、中宮をこのようにそうなるべき前世からのご因縁とは言いながら、取り立てて、世の非難、人の嫉妬も意に介さず、お世話申し上げているのを、あの世からであっても考え直して下さったろう。

■　今いまも昔むかしも、なほざりなる心こころのすさびに、いとほしく悔くやしきことも多おほくなむ」

◇　今も昔も、いいかげんな気まぐれから、気の毒な事や後悔する事が多いのです」


1 【身のあはあはしくなりぬる嘆きを】『集成』は「ご身分にふさわしからぬ身の上になられた嘆きを」。『完訳』は「ご身分を傷つけてしまったことが嘆かわしいと」と訳す。

2 【さるべき御契りとはいひながら】后という高い地位になるご宿縁とはいっても。


若菜下．６．４．７

■　と、来きし方かたの人ひとの御上おほむうへ、すこしづつのたまひ出いでて、

◇　と、亡くなったご夫人方について少しずつおっしゃり出して、

若菜下．６．４．８

■　「内裏うちの御方おほむかたのP17御後見おほむうしろみは1、何なにばかりのほどならずと、あなづりそめて、心こころやすきものに思おもひしを、なほ心こころの底見そこみえず、際きはなく深ふかきところある人ひとになむ。

◇　「今上の御方のご後見は、大した身分の人でないと、最初から軽く見て、気楽な相手だと思っていたが、やはり心の底が見えず、際限もなく深いところのある人でした。

■　うはべは人ひとになびき、おいらかに見みえながら、うちとけぬけしき下したに籠こもりて、そこはかとなく恥はづかしきところこそあれ」

◇　表面は従順で、おっとりして見えるながら、しっかりしたところが下にあって、どことなく気の置けるところがある人です」


P17 御方の--（/+御かたの）

1 【内裏の御方の御後見は】以下「ところこそあれ」まで、源氏の詞。源氏の詞中での明石御方の呼称。以下明石御方評。


若菜下．６．４．９

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

若菜下．６．４．１０

■　「異人ことびとは見みねば知しらぬを1、これは、まほならねど2、おのづからけしき見みる折々をりをりもあるに、いとうちとけにくく、心恥こころはづかしきありさましるきを、いとたとしへなきうらなさを、いかに見みたまふらむと、つつましけれど、女御にょうごは、おのづから思おぼし許ゆるすらむとのみ思おもひてなむ」

◇　「他の方は会ったことがないので知りませんが、この方は、はっきりとではないが、自然と様子を見る機会も何度かあったので、とても馴れ馴れしくできず、気の置ける嗜みがはっきりと分かりますにつけても、とても途方もない単純なわたしを、どのように御覧になっているだろうと、気の引けるところですが、女御は、自然と大目に見て下さるだろうとばかり思っています」


1 【異人は見ねば知らぬを】以下「思ひてなむ」まで、紫の上の詞。

2 【まほならねど】『集成』は「はっきりとではありませんが」。『完訳』は「あらたまってではありませんが」と訳す。


若菜下．６．４．１１

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

若菜下．６．４．１２

■　さばかりめざましと1心置こころおきたまへりし人ひとを、今いまはかく許ゆるして見みえ交かはしなどしたまふも、女御にょうごの御おほむための真心まごころなるあまりぞかしと思おぼすに、いとありがたければ、

◇　あれほど目障りな人だと心を置いていらっしゃった人を、今ではこのように顔を合わせたりなどなさるのも、女御の御ためを思う真心の結果なのだとお思いになると、普通にはとても出来ないことなので、


1 【さばかりめざましと】以下「真心なるあまりぞかし」まで、地の文と源氏の心中が融合した表現。


若菜下．６．４．１３

■　「君きみこそは、さすがに1隈くまなきにはあらぬものから、人ひとにより、ことに従したがひ、いとよく二筋ふたすぢに心こころづかひはしたまひけれ。

◇　「あなたこそは、それでもやはり心底に思わないこともないではないが、人によって、事によって、とても上手に心を使い分けていらっしゃいますね。

■　さらにここらP18見みれど、御おほむありさまに似にたる人ひとはなかりけり。

◇　全く多くの女たちに接して来たが、あなたのご様子に似ている人はいませんでした。

■　いとけしきこそものしたまへ3」

◇　とても態度は格別でいらっしゃいます」


P18 ここら--こゝと（と/＄ら）

1 【君こそはさすがに】以下「こそものしたまへ」まで、源氏の詞。

2? 【よく二筋に心づかひしたまひけれ】『完訳』は「状況に応じて心の使い分けをする聰明さをいう」と注す。

3 【いとけしきこそものしたまへ】『集成』は「とても余人に代えがたい感心なお人柄です」と訳し、「「けしきあり」はひとかどの風情があるというほどの意」と注す。『完訳』は「まことにご機嫌ななめなところをお見せにはなりますけれど」と訳し、「嫉妬なさるところもあるが、と戯れた」と注す。


若菜下．６．４．１４

■　と、ほほ笑ゑみて聞きこえP19たまふ。

◇　と、ほほ笑んで申し上げなさる。


P19 聞こえ--き（き/+こ）え


若菜下．６．４．１５

■　「宮みやに、いとよく1弾ひき取とりたまへりしことの喜よろこび聞きこえむ」

◇　「宮に、とても琴の琴を上手にお弾きになったお祝いを申し上げよう」


1 【宮にいとよく】以下「喜び聞こえむ」まで、源氏の詞。


若菜下．６．４．１６

■　とて、夕ゆふつ方渡かたわたりたまひぬ。

◇　と言って、夕方お渡りになった。

■　我われに心置こころおく人ひとやあらむとも思おぼしたらず、いといたく若わかびて、ひとへに御琴おほむことに心入こころいれておはす。

◇　自分に気兼ねする人があろうかともお考えにもならず、とてもたいそう若々しくて、一途に御琴に熱中していらっしゃる。

若菜下．６．４．１７

■　「今いまは、暇許いとまゆるしてうち休やすませたまへかし1。

◇　「もう、お暇を下さって休ませていただきたいものです。

■　物ものの師しは心こころゆかせてこそ2。

◇　師匠は満足させてこそです。

■　いと苦くるしかりつる日ひごろのしるしありて、うしろやすくなりたまひにけり」

◇　とても辛かった日頃の成果があって、安心出来るほどお上手になりになりました」


1 【今は暇許してうち休ませたまへかし】以下「たまひにたり」まで、源氏の詞。女三の宮が源氏に暇を許して琴の教授を休ませる、の意。「せ」使役の助動詞。

2 【物の師は心ゆかせてこそ】『集成』は「師匠というものは、（ご褒美を下さって）喜ばせないといけないものです」。『完訳』は「師匠を楽にさせてこそ弟子というものです」と訳す。


若菜下．６．４．１８

■　とて、御琴おほむことどもおしやりて、大殿籠おほとのごもりぬ。

◇　と言って、お琴類は押しやって、お寝みになった。

第五段　紫の上、発病す

若菜下．６．５．１

■　対たいには、例れいのおはしまさぬ夜よは、宵居よひゐしたまひて、人ひとびとに物語ものがたりなど読よませて聞ききたまふ1。

◇　対の上のもとでは、いつものようにいらっしゃらない夜は、遅くまで起きていらして、女房たちに物語などを読ませてお聞きになる。


1 【人びとに物語など読ませて聞きたまふ】当時の物語の観賞法を窺わせる。女房が物語を読みあげて姫君が耳で聞くというかたち。国宝『源氏物語絵巻』「東屋」第一段の図、参照。


若菜下．６．５．２

■　「かく、世よのたとひに言いひ集あつめたる昔語むかしがたりどもにも1、あだなる男をとこ、色好いろごのみ、二心ふたごころある人ひとにかかづらひたる女をむな、かやうなることを言いひ集あつめたるにも、つひに寄よる方かたS17ありてこそ2あめれ3。

◇　「このように、世間で例に引き集めた昔語りにも、不誠実な男、色好み、二心ある男に関係した女、このようなことを語り集めた中にも、結局は頼る男に落ち着くようだ。

■　あやしく、浮うきても過すぐしつるありさまかな4。

◇　どうしたことか、浮いたまま過してきたことだわ。

■　げに、のたまひつるやうに5、人ひとより異ことなる宿世すくせもありける身みながら6、人ひとの忍しのびがたく飽あかぬことにするもの思おもひ離はなれぬ身みにてや止やみなむとすらむ。

◇　確かにおっしゃったように、人並み勝れた運勢であったわが身の上だが、世間の人が我慢できず満足ゆかないこととする悩みが身にまといついて終わろうとするのだろうか。

■　あぢきなくもあるかな」

◇　つまらない事よ」


S17 寄る方もありといふなるありそ海の立つ白波も同じ心よ（出典未詳-源氏釈所引）大幣と名にこそ立てれ流れてもつひに寄る瀬はありてふものを（古今集恋四-七〇七　在原業平）

1 【かく世のたとひに言ひ集めたる昔語りどもにも】「あぢきなくもあるかな」まで、紫の上の心中。「昔語り」の性格について、『集成』は「こうして世間によくある話としていろいろ物語っているたくさんの昔話でも」。『完訳』は「このように世間にありがちな話としていろいろと書いてある昔の数々の物語にも」と訳す。いずれにしても短編物語集的性格であろう。

2 【寄る方ありてこそ】明融臨模本、合点。付箋「よるかたもありといふなり（る）ありそ海にたつ白なみのおなし所に」（出典未詳）。前田家本『源氏釈』は「よるかたもありといふなるありそ海のたつ白浪もおなし心よ」（出典未詳）を指摘。定家自筆本『奥入』は「よる方もありといふなるありそうみの（に）たつしらなみのおなし所に」（出典未詳）と、第四五句に異同ある和歌を指摘。『異本紫明抄』『紫明抄』『河海抄』は『奥入』所引系の和歌、『休聞抄』『孟津抄』は『源氏釈』所引系の和歌を指摘する。現行の注釈書では『河海抄』指摘の「大幣と名にこそ立てれ流れてもつひに寄る瀬はありといふものを」（伊勢物語四十七段）を指摘する。

3 【こそあめれ】係結び、逆接用法。

4 【あやしく浮きても過ぐしつるありさまかな】以下、紫の上の述懐。『集成』は「ずっと源氏の正式な北の方としてではなく過してきたこと。それゆえ、今は北の方として女三の宮がいる」と注す。

5 【げにのたまひつるやうに】源氏の言葉「そのかた人にすぐれたりける宿世とは思し知るや」（第六章三段）を受ける。

6 【人より異なる宿世もありける身ながら】『完訳』は「ここでも栄華と憂愁の半生とするが、宿命観が濃厚」と注す。


若菜下．６．５．３

■　など思おもひ続つづけて、夜更よふけて大殿籠おほとのごもりぬる、暁方あかつきがたより、御胸おほむむねを悩なやみたまふ。

◇　などと思い続けて、夜が更けてお寝みになった、その明け方から、お胸をお病みになる。

■　人ひとびと見みたてまつり扱あつかひて、

◇　女房たちがご看病申し上げて、

若菜下．６．５．４

■　「御消息聞おほむせうそこきこえさせむ1」

◇　「お知らせ申し上げましょう」


1 【御消息聞こえさせむ】女房の詞。源氏に知らせよう、の意。


若菜下．６．５．５

■　と聞きこゆるを、

◇　と申し上げるが、

若菜下．６．５．６

■　「いと便びんないこと1」

◇　「とても不都合なことです」


1 【いと便ないこと】紫の上、制止の詞。今女三の宮と一緒にいるところに知らせを遣るのは不都合である、というニュアンスで断る。


若菜下．６．５．７

■　と制せいしたまひて、堪たへがたきを押おさへて明あかしたまひつ。

◇　とお制しなさって、苦しいのを我慢して夜を明かしなさった。

■　御身おほむみもぬるみてS18、御心地おほむここちもいと悪あしけれど、院ゐんもとみに渡わたりたまはぬほど、かくなむとも聞きこえず。

◇　お身体も熱があって、ご気分もとても悪いが、院がすぐにお帰りにならない間、これこれとも申し上げない。


S18 人知れぬ我が思ひに逢はぬ間は身にさへぬるみて思ほゆるかな（小町集-四九）


第六段　朱雀院の五十賀、延期される

若菜下．６．６．１

■　女御にょうごの御方おほむかたより御消息おほむせうそこあるに、

◇　女御の御方からお便りがあったので、

若菜下．６．６．２

■　「かく悩なやましくてなむ1」

◇　「これこれと気分が悪くていらっしゃいます」


1 【かく悩ましくてなむ】紫の上方の女房の詞。


若菜下．６．６．３

■　と聞きこえたまへるに、驚おどろきて、そなたより聞きこえたまへるに1、胸むねつぶれて、急いそぎ渡わたりたまへるに、いと苦くるしげにておはす。

◇　と申し上げなさると、びっくりして、そちらから申し上げなさったので、胸がどきりとして、急いでお帰りになると、とても苦しそうにしていらっしゃる。


1 【そなたより聞こえたまへるに】明石女御方から源氏のもとへ、の意。


若菜下．６．６．４

■　「いかなる御心地みここちぞ1」

◇　「どのようなご気分ですか」


1 【いかなる御心地ぞ】源氏の詞。


若菜下．６．６．５

■　とて探さぐりたてまつりたまへば、いと熱あつくおはすれば、昨日聞きのふきこえたまひし御おほむつつしみの筋すぢなど思おぼし合あはせたまひて、いと恐おそろしく思おぼさる。

◇　と手をさし入れなさると、とても熱っぽくいらっしゃるので、昨日申し上げなさったご用心のことなどをお考え合わせになって、とても恐ろしく思わずにはいらっしゃれない。

若菜下．６．６．６

■　御粥おほむかゆなどこなたに1参まゐらせたれど、御覧ごらんじも入いれず、日一日ひひとひそひおはしてP20添**ひおはして、よろづに見みたてまつり嘆なげきたまふ。

◇　御粥などをこちらで差し上げたが、御覧にもならず、一日中付き添っていらして、いろいろと介抱なさりお心を痛めなさる。

■　はかなき御おほむくだものを2だに、いともの憂うくしたまひて、起おき上あがりたまふこと絶たえて、日ひごろ経へぬ。

◇　ちょっとしたお果物でさえ、とても億劫になさって、起き上がりなさることはまったくなくなって、数日が過ぎてしまった。

◆　 
おほむ-かゆ など こなた に まゐらせ たれ ど、 ごらんじ も いれ ず、 ひ-ひとひ そひ おはし て、 よろづ に み たてまつり なげき たまふ。 はかなき おほむ-くだもの を だに、 いと ものうく し たまひ て、 おきあがり たまふ こと たえ て、 ひごろ へ ぬ。


P20 日一日--ひゝとひひ（ひ/＄〈後出〉）

1 【御粥などこなたに】朝粥、源氏の朝食をいう。

2 【はかなき御くだものを】紫の上への軽い食事。『集成』は「果物、木の実、菓子などの軽い食事。ここは果物であろう」。『完訳』「お菓子」と注す。


若菜下．６．６．７

■　いかならむと思おぼし騒さわぎて1、御祈おほむいのりども、数知かずしらず始はじめさせたまふ。

◇　どうなるのだろうとご心配になって、御祈祷などを、数限りなく始めさせなさる。

■　僧召そうめして、御加持おほむかぢなどせさせたまふ。

◇　僧侶を召して、御加持などをおさせになる。

■　そこところともなく、いみじく苦くるしくしたまひて、胸むねは時々ときどきおこりつつ患わづらひたまふさま、堪たへがたく苦くるしげなり。

◇　どこということもなく、たいそうお苦しみになって、胸は時々発作が起こってお苦しみになる様子は、我慢できないほど苦しげである。


1 【いかならむと思し騒ぎて】主語は源氏。


若菜下．６．６．８

■　さまざまの御慎おほむつつしみ限かぎりなけれど、しるしも見みえず。

◇　さまざまのご謹慎は数限りないが、効験も現れない。

■　重おもしと見みれど、おのづからおこたるけぢめあらば1頼たのもしきを、いみじく心細こころぼそく悲かなしと見みたてまつりたまふに、異事思ことごとおぼされねば、御賀おほむがの響ひびきも静しづまりぬ2。

◇　重態と見えても、自然と快方に向かう兆しが見えれば期待できるが、たいそう心細く悲しいと見守っていらっしゃると、他の事はお考えになれないので、御賀の騷ぎも静まってしまった。

■　かの院ゐんよりも、かく患わづらひたまふよし聞きこし召めして、御訪おほむとぶらひいとねむごろに、たびたび聞きこえたまふ。

◇　あちらの院からも、このようにご病気である由をお聞きあそばして、お見舞いを非常に御丁重に、度々申し上げなさる。


1 【けぢめあらば】明融臨模本と大島本は「あらは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あるは」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。

2 【御賀の響きも静まりぬ】最初正月に予定、次いで二月十余日に延期、それも中止になりそうとなる。


第七段　紫の上、二条院に転地療養

若菜下．６．７．１

■　同おなじさまにて、二月にぐわつも過すぎぬ1。

◇　同じような状態で、二月も過ぎた。

■　いふ限かぎりなく思おぼし嘆なげきて、試こころみに所ところを変かへたまはむとて、二条にでうの院ゐんに渡わたしたてまつりたまひつ。

◇　言いようもない程にお嘆きになって、ためしに場所をお変えなさろうとして、二条院にお移し申し上げなさった。

■　院ゐんの内うちゆすり満みちて、思おもひ嘆なげく人多ひとおほかり2。

◇　院の中は上を下への大騒ぎで、嘆き悲しむ者が多かった。


1 【同じさまにて二月も過ぎぬ】紫の上の病状、回復に向かうことなく二月が過ぎる。朱雀院の御賀も再び延期となる。

2 【院の内ゆすり満ちて思ひ嘆く人多かり】六条院の人々の様子をいう。


若菜下．６．７．２

■　冷泉院れいぜいゐんも聞きこし召めし嘆なげく。

◇　冷泉院にもお聞きあそばして悲しまれる。

■　この人亡ひとうせたまはば1、院ゐんも、かならず世よを背そむく御本意遂おほむほいとげたまひてむと、大将だいしゃうの君きみなども、心こころを尽つくして見みたてまつり扱あつかひたまふ。

◇　この方がお亡くなりになったら、院もきっと出家のご素志をお遂げになるだろうと、大将の君なども、真心をこめてお世話申し上げなさる。


1 【この人亡せたまはば】以下「御本意遂げたまひてむ」まで、夕霧の心中。


若菜下．６．７．３

■　御修法みすほふなどは、おほかたのをばさるものにて、取とり分わきて1仕つかうまつらせたまふ。

◇　御修法などは、普通に行うものはもとより、特別に選んでおさせになる。

■　いささかもの思おぼし分わく隙ひまには、

◇　少しでも意識がはっきりしている時には、


1 【取り分きて】『完訳』は「大将ご自身もとくにお命じになって」と訳す。


若菜下．６．７．４

■　「聞きこゆることを、さも心憂こころうく1」

◇　「お願い申し上げていることを、お許しなく情けなくて」


1 【聞こゆることをさも心憂く】紫の上の詞。かねて申し上げている出家の願いを聞き届けてくれず、辛いという意。


若菜下．６．７．５

■　とのみ恨うらみきこえたまへど1、限かぎりありて別わかれ果はてたまはむよりも2、目めの前まへに、わが心こころとやつし捨すてたまはむ御おほむありさまを見みては3、さらに片時堪かたときたふまじくのみ、惜をしく悲かなしかるべければ、

◇　とだけお恨み申し上げなさるが、寿命が尽きてお別れなさるよりも、目の前でご自分の意志で出家なさるご様子を見ては、まったく少しの間でも耐えられず、惜しく悲しい気がしないではいられないので、


1 【とのみ恨みきこえたまへど】副助詞「のみ」限定と強調のニュアンスを添える。紫の上は出家を遂げられない恨みだけを言う。

2 【限りありて別れ果てたまはむよりも】『完訳』は「以下、源氏の心中に即した地の文」と注す。

3 【目の前にわが心とやつし捨てたまはむ御ありさまを見ては】出家することは夫婦関係を絶つこと。いわゆる家庭内離婚の形になる。夫が先に出家した例として、明石入道夫妻の関係。妻が先に出家した例として、光源氏女三の宮の夫婦関係。その意味が違ってくる。男にとっては棄てられた関係になる。


若菜下．６．７．６

■　「昔むかしより、みづからぞ1かかる本意深ほいふかきを、とまりてさうざうしく思おぼされむ心苦こころぐるしさに引ひかれつつ過すぐすを、さかさまにうち捨すてたまはむとや思おぼす」

◇　「昔から、自分自身こそこのような出家の本願は深かったのだが、残されて物寂しくお思いなさる気の毒さに心引かれ引かれして過しているのに、逆にわたしを捨てて出家なさろうとお思いなのですか」


1 【昔よりみづからぞ】以下「捨てたまはむとや思す」まで、源氏の詞。


若菜下．６．７．７

■　とのみ、惜をしみきこえたまふに1、げにいと頼たのみがたげに弱よわりつつ、限かぎりのさまに見みえたまふ折々多をりをりおほかるを、いかさまにせむと思おぼし惑まどひつつ2、宮みやの御方おほむかたにも、あからさまに渡わたりたまはず。

◇　とばかり、惜しみ申し上げなさるが、本当にとても頼りなさそうに弱々しく、もうこれきりかとお見えになる時々が多かったが、どのようにしようとお迷いになっては、宮のお部屋には、ちょっとの間もお出掛けにならない。

■　御琴おほむことどももすさまじくて、皆引みなひき籠こめられ、院ゐんの内うちの人ひとびとは、皆みなある限かぎり二条にでうの院ゐんに集つどひ参まゐりて、この院ゐんには、火ひを消けちたるやうにて、ただ女をむなどちおはして3、人ひとひとりのP21御おほむけはひなりけり4と見みゆ。

◇　御琴類にも興が乗らず、みなしまいこまれて、院の内の人々は、すっかりみな二条院にお集まりになって、こちらの院では、火を消したようになって、ただ女君たちばかりがおいでになって、お一方の御威勢であったかと見える。


P21 人ひとりの--人ひとり（り/+の）

1 【とのみ惜しみきこえたまふに】副助詞「のみ」限定と強調のニュアンスを添える。棄てられる側に立った源氏のエゴが剥き出し。

2 【思し惑ひつつ】接続助詞「つつ」は、同じ動作の繰り返し。

3 【女どちおはして】尊敬語「おはす」があるので六条院の女君たちをさす。接続助詞「て」弱い逆接用法。

4 【人ひとりの御けはひなりけり】「人ひとり」は紫の上をさす。『集成』は「（六条の院のはなやかさも）紫の上お一人がいられたせいであったのだと見える」と訳す。


第八段　明石女御、看護のため里下り

若菜下．６．８．１

■　女御にょうごの君きみも渡わたりたまひて、もろともに見みたてまつり扱あつかひたまふ。

◇　女御の君もお渡りになって、ご一緒にご看病申し上げなさる。

若菜下．６．８．２

■　「ただにもおはしまさで1、もののけなどいと恐おそろしきを、早はやく参まゐりたまひね」

◇　「普通のお身体でもいらっしゃらないので、物の怪などがとても恐ろしいから、早くお帰りあそばせ」


1 【ただにもおはしまさで】以下「参りたまひね」まで、紫の上の詞。「ただにもおはしまさで」の主語は明石姫君。身重の身体を案じる。接続助詞「で」原因理由の意で続くニュアンス。


若菜下．６．８．３

■　と、苦くるしき御心地みここちにも聞きこえたまふ。

◇　と、苦しいご気分ながらも申し上げなさる。

■　若宮わかみやの、いとうつくしうておはしますを1見みたてまつりたまひても、いみじく泣なきたまひて、

◇　若宮が、とてもかわいらしくていらっしゃるのを拝見なさっても、ひどくお泣きになって、


1 【若宮のいとうつくしうておはしますを】諸説ある。『集成』は「「三の宮」であろう」。『完訳』は「二の宮か。または紫の上の養育する女一の宮か」。『新大系』は「紫上の養育する女一宮か、源氏が音楽の才能を期待した二宮（あるいは三宮）か」と注す。


若菜下．６．８．４

■　「おとなびたまはむを1、え見みたてまつらずなりなむこと。

◇　「大きくおなりになるのを、見ることができずになりましょうこと。

■　忘わすれたまひなむかし」

◇　きっとお忘れになってしまうでしょうね」


1 【おとなびたまはむを】以下「忘れたまひなむかし」まで、紫の上の詞。


若菜下．６．８．５

■　とのたまへば、女御にょうご、せきあへず悲かなしと思おぼしたり。

◇　とおっしゃるので、女御は、涙を堪えきれず悲しくお思いでいらっしゃった。

若菜下．６．８．６

■　「ゆゆしく、かくな思おぼしそ1,2。

◇　「縁起でもない、そのようにお考えなさいますな。

■　さりともけしうはものしたまはじ。

◇　いくら何でも悪いことにはおなりになるまい。

■　心こころによりなむ、人ひとはともかくもある。

◇　気持ちの持ちようで、人はどのようにでもなるものです。

■　おきて広ひろきうつはものには3、幸さいはひもそれに従したがひ、狭せばき心こころある人ひとは、さるべきにて、高たかき身みとなりても、ゆたかにゆるべるP22方かたは後おくれ、急きふなる人ひとは、久ひさしく常つねならずP23、心こころぬるくなだらかなる人ひとは、長ながき例ためしなむ多おほかりける」

◇　心の広い人には、幸いもそれに従って多く、狭い心の人には、そうなる運命によって、高貴な身分に生まれても、ゆったりゆとりのある点では劣り、性急な人は、長く持続することはできず、心穏やかでおっとりとした人は、寿命の長い例が多かったものです」


P22 ゆるべる--ゆ（ゆ/+る）へる

P23 ならず--か（か/＄な）らす

1 【ゆゆしくかくな思しそ】以下「多かりける」まで、源氏の詞。

2 【かくな思しそ】副詞「な」--終助詞「そ」禁止の構文。

3 【おきて広きうつはものには】『河海抄』は「小にして焉（これ）を取れば小さく福（さいはひ）を得。大にして焉を取れば大いに福を得」（孝経、至徳要道篇の注）と指摘する。


若菜下．６．８．７

■　など、仏神ほとけかみにも、この御心みこころばせのありがたく1、罪軽つみかろきさまを申まうし明あきらめさせたまふ2。

◇　などと、仏神にも、この方のご性質が又とないほど立派で、罪障の軽い事を詳しくご説明申し上げなさる。


1 【この御心ばせのありがたく】紫の上の性質をさす。

2 【罪軽きさまを申し明らめさせたまふ】前世での罪障が軽いことを、詳しく神や仏に言明申し上げて悪病を取り除いてもらうという趣旨。


若菜下．６．８．８

■　御修法みすほふの阿闍梨あざりたち、夜居よゐなどにても、近ちかくさぶらふ限かぎりのやむごとなき僧そうなどは、いとかく思おぼし惑まどへる御おほむけはひを1聞きくに、いといみじく心苦こころぐるしければ、心こころを起おこして祈いのりきこゆ。

◇　御修法の阿闍梨たち、夜居などでも、お側近く伺候する高僧たちは皆、たいそうこんなにまで途方に暮れていらっしゃるご様子を聞くと、何ともおいたわしいので、心を奮い起こしてお祈り申し上げる。

■　すこしよろしきさまに見みえたまふ時とき、五いつか、六日むいかうちまぜつつ、また重おもりわづらひたまふこと、いつとなくて月日つきひを経へたまへば2、

◇　少しよろしいようにお見えになる日が五、六日続いては、再び重くお悩みになること、いつまでということなく続いて、月日をお過ごしになるので、

■　「なほ、いかにおはすべきにか。

◇　「やはり、どのようにおなりになるのだろうか。

■　よかるまじき御心地みここちにや」

◇　治らないご病気なのかしら」

■　と、思おぼし嘆なげく。

◇　と、お悲しみになる。


1 【思し惑へる御けはひを】源氏の態度をさす。

2 【月日を経たまへば】『集成』は「月日を経たまへば」、已然形＋接続助詞「ば」、順接の確定条件。『完訳』『新大系』は「月日を経たまふは」、連体形＋係助詞「は」、間に「の」が省略された形。強調のニュアンスを添える。


若菜下．６．８．９

■　御おほむもののけなど言いひて出いで来くるもなし。

◇　御物の怪などと言って出て来るものもない。

■　悩なやみたまふさま、そこはかと見みえず、ただ日ひに添そへて、弱よわりたまふさまにのみ見みゆれば、いともいとも悲かなしくいみじく思おぼすに、御心みこころの暇いとまもなげなり。

◇　お悩みになるご様子は、どこということも見えず、ただ日がたつにつれて、お弱りになるようにばかりお見えになるので、とてもとても悲しく辛い事とお思いになると、お心の休まる暇もなさそうである。

第七章　柏木の物語　女三の宮密通の物語

第一段　柏木、女二の宮と結婚

若菜下．７．１．１

■　まことや1、衛門督ゑもんのかみは、中納言ちゅうなごんになりにきかし。

◇　そうであったよ、衛門督は、中納言になったのだ。

■　今いまの御世みよには、いと親したしく思おぼされて、いと時ときの人ひとなり。

◇　今上の御治世では、たいそう御信任厚くて、今を時めく人である。

■　身みのおぼえまさるにつけても、思おもふことのかなはぬ愁うれはしさを思おもひわびて、この宮みやの御姉おほむあねの二にの宮2みやをなむ得えたてまつりてける。

◇　わが身の声望が高まるにつけても、思いが叶わない悲しさを嘆いて、この宮の御姉君の二の宮を御降嫁頂いたのであった。

■　下臈げらふの更衣3腹かういばらにおはしましければ、心こころやすき方かたまじりて思おもひきこえたまへり。

◇　身分の低い更衣腹でいらっしゃったので、多少軽んじる気持ちもまじってお思い申し上げていらっしゃった。


1 【まことや】話題を転じて、以前に途中のままになっていた物語を語り起こす発語。『完訳』は「話題を呼び返す語り口」と注す。

2 【この宮の御姉の二の宮】女三の宮の姉宮、女二の宮。落葉宮と呼ばれる人。

3 【下臈の更衣】一条御息所をさす。


若菜下．７．１．２

■　人柄ひとがらも、なべての人ひとに思おもひなずらふれば、けはひこよなくおはすれど、もとよりしみにし方かたこそなほ深ふかかりけれ1、慰なぐさめがたき姨捨をばすてS19にて2、人目ひとめに咎とがめらるまじきばかりに、もてなしきこえたまへり。

◇　人柄も、普通の人に比較すれば、感じはこの上なくよくていらっしゃるが、はじめから思い込んでいた方がやはり深かったのであろう、慰められない姨捨で、人に見咎められない程度に、お世話申し上げていらっしゃった。


S19 我が心慰めかねつ更級や姨捨山に照る月を見て（古今集雑上-八七八　読人知らず）

1 【もとよりしみにし方こそなほ深かりけれ】挿入句。係助詞「こそ」--「深かりけれ」已然形、読点。逆接用法。

2 【慰めがたき姨捨にて】『源氏釈』と明融臨模本、付箋「わか心なくさめかねつさらしなやをはすて山にてる月をみて」（古今集雑上、八七八、読人しらず）を指摘。


若菜下．７．１．３

■　なほ、かの下したの心忘こころわすられず、小侍従こじじゅうといふ語かたらひ人びとは、宮みやの御侍従おほむじじゅうの乳母めの娘とのむすめなりけり。

◇　今なお、あの内心の思いを忘れることができず、小侍従という相談相手は、宮の御侍従の乳母の娘だった。

■　その乳母めの姉とのあねぞ、かの督かむの君きみの御乳母おほむめのとなりければ1、早はやくより気近けぢかく聞ききたてまつりて、まだ宮幼みやをさなくおはしましし時ときより、いときよらにP24なむおはします2、帝みかどのかしづきたてまつりたまふさまなど、聞ききおきたてまつりて、かかる思おもひもつきそめたるなりけり。

◇　その乳母の姉があの衛門督の君の御乳母だったので、早くから親しくご様子を伺っていて、まだ宮が幼くいらっしゃった時から、とてもお美しくいらっしゃるとか、帝が大事にしていらっしゃるご様子など、お聞き申していて、このような思いもついたのであった。


P24 きよらに--きよらぬ（ぬ/＄に）

1 【その乳母の姉ぞかの督の君の御乳母なりければ】女三の宮の乳母と柏木の乳母は姉妹。女三の宮の乳母子は柏木の乳母の姪。

2 【いときよらになむおはします】『集成』は「はじめは乳母が柏木に向って語る直接話法のような書き方で、すぐ間接話法に転じる」。『完訳』は「「--おはします」は、次の「帝の--たまふ」と並列。美貌とともに、帝最愛の姫宮である点に注意。その恋慕は彼の権勢志向に始まる」と注す。


第二段　柏木、小侍従を語らう

若菜下．７．２．１

■　かくて、院ゐんも離はなれおはしますほど1、人目少ひとめすくなくしめやかならむを推おし量はかりて、小侍従こじじゅうを迎むかへ取とりつつ、いみじう語かたらふ。

◇　こうして、院も離れていらっしゃる時、人目が少なくひっそりした時を推量して、小侍従を度々迎えては、懸命に相談をもちかける。


1 【かくて院も離れおはしますほど】紫の上が病気療養のため二条院におり、源氏もそちらにいっているという意。


若菜下．７．２．２

■　「昔むかしより1、かく命いのちも堪たふまじく思おもふことを、かかる親したしきよすがありて、御おほむありさまを聞きき伝つたへ、堪たへぬ心こころのほどをも聞きこし召めさせて2、頼たのもしきに3、さらにそのしるしのなければ、いみじくなむつらき。

◇　「昔から、このように寿命も縮むほどに思っていることを、このような親しい手づるがあって、ご様子を伝え聞いて、抑え切れない気持ちをお聞き頂いて、心丈夫にしているのに、全然その甲斐がないので、ひどく辛い。


1 【昔より】以下「おぼゆるわざなりけれ」まで、柏木の詞。

2 【聞こし召させて】「聞く」の「聞こし召す」最高敬語。主語は女三の宮。

3 【頼もしきに】接続助詞「に」逆接。


若菜下．７．２．３

■　院ゐんの上うへだに1、

◇　院の上でさえ、

■　『かくあまたにかけかけしく2て、人ひとに圧おされたまふやう3にて、一人大殿籠ひとりおほとのごもる夜よな夜よな多おほく、つれづれにて過すぐしたまふなり4』

◇　『あのように大勢の方々と関わっていらっしゃって、他人に負けておいでのようで、独りでお寝みになる夜々が多く、寂しく過ごしていらっしゃるそうです』

■　など、人ひとの奏そうしける5ついでにも、すこし悔くい思おぼしたる御みけしきにて、

◇　などと、人が奏上した時にも、少し後悔なさっている御様子で、


1 【院の上だに】朱雀院をいう。柏木の会話中での呼称。「すこし悔い思したる」に係る。

2 【かくあまたにかけかけしく】『集成』は「以下、ある人の朱雀院への報告」と注す。源氏の態度についていう。

3 【人に圧されたまふやう】女三の宮のことをいう。

4 【過ぐしたまふなり】「たまふ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なり」。

5 【人の奏しける】朱雀院への奏上。


若菜下．７．２．４

■　『同おなじくは、ただ人うどの1心こころやすき後見うしろみを定さだめむには、まめやかに仕つかうまつるべき人ひとをこそ、定さだむべかりけれ』

◇　『同じ降嫁させるなら、臣下で安心な後見を決めるには、誠実にお仕えするような人を決めるべきであった』

■　と、のたまはせて、

◇　と、仰せになって、

■　『女二をむなにの宮みやの2、なかなかうしろやすく、行ゆく末長すゑながきさまにてものしたまふなること』

◇　『女二の宮が、かえって安心で、将来長く幸福にお暮らしなさるようだ』


1 【同じくはただ人の】以下「定むべかりけれ」まで、朱雀院の詞引用。

2 【女二の宮の】以下「ものしたまふなること」まで、朱雀院の詞引用。「たまふ」終止形＋伝聞推定の助動詞「なり」の連体形。


若菜下．７．２．５

■　と、のたまはせけるを伝つたへ聞ききしに。

◇　と、仰せになったのを伝え聞いたが。

■　いとほしくも、口惜くちをしくも、いかが思おもひ乱みだるる。

◇　お気の毒にも、残念にも、どんなに思い悩んだことだろうか。

■　げに、同おなじ御筋すぢとは尋たづねきこえしかど1、それはそれとこそおぼゆるわざなりけれ2」

◇　なるほど、同じご姉妹を頂戴したが、それはそれで別のことに思えるのだ」


1 【げに同じ御筋とは尋ねきこえしかど】同じお血筋の姉妹だが違う人だという。母方の身分の違い（下臈の更衣腹）に基づくのである。

2 【それはそれとこそおぼゆるわざなりけれ】『完訳』は「女二の宮と女三の宮では、実際には姉妹とも思われぬ、の気持」と注す。


若菜下．７．２．６

■　と、うちうめきたまへば、小侍従こじじゅう、

◇　と、思わず溜息をお漏らしになるので、小侍従は、

若菜下．７．２．７

■　「いで、あな、おほけな1。

◇　「まあ、何と、大それたことを。

■　それをそれとさし置おきたてまつりたまひて、また、いかやうに限かぎりなき御心みこころならむ」

◇　その方を別事とお置き申し上げなさって、さらにまた、なんと途方もないお考えをお持ちなのでしょう」


1 【いであなおほけな】以下「御心ならむ」まで、小侍従の詞。


若菜下．７．２．８

■　と言いへば、うちほほ笑ゑみて、

◇　と言うと、ちょっとほほ笑んで、

若菜下．７．２．９

■　「さこそはありけれ1。

◇　「そうではあった。

■　宮みやにかたじけなく聞きこえさせ及およびけるさま2は、院ゐんにも内裏うちにも3聞きこし召めしけり。

◇　宮に恐れ多くも求婚申し上げたことは、院にも帝にもお耳にあそばしていらっしゃるのだ。

■　などてかは、さてもさぶらはざらまし4となむ、ことのついでにはのたまはせける。

◇　どうして、そうとして相応しからぬことがあろうと、何かの機会に仰せになったのだ。

■　いでや、ただ、今いますこしの御おほむいたはりあらましかば5」

◇　いやなに、ただ、もう少しご慈悲を掛けて下さったならば」


1 【さこそはありけれ】以下「あらましかば」まで、柏木の詞。

2 【宮にかたじけなく聞こえさせ及びけるさま】『集成』は「女三の宮との結婚を、恐れ多いことながら若輩の私がお望み申し上げた次第は。「及ぶ」は、手を届かせる。柏木としては、背伸びして望んだというほどの気持がある」と注す。

3 【院にも内裏にも】朱雀院と今上帝。

4 【などてかはさてもさぶらはざらまし】朱雀院の詞を間接的引用。反語表現。

5 【御いたはりあらましかば】朱雀院の柏木への恩顧。反実仮想の構文。


若菜下．７．２．１０

■　など言いへば、

◇　などと言うと、

若菜下．７．２．１１

■　「いと難かたき御おほむことなりや1。

◇　「とてもお難しいことですわ。

■　御宿世おほむすくせとかいふことはべなるを、もとにて、かの院ゐんの言出こといでてねむごろに聞きこえたまふに、立たち並ならび妨さまたげきこえさせたまふべき御身おほむみのおぼえとや思おぼされし3。

◇　ご宿運とか言うことがございますのに、それが本となって、あの院が言葉に出して丁重に求婚申し上げなさったのに、同じように張り合ってお妨げ申し上げることがおできになるほどのご威勢であったとお思いでしたか。

■　このころこそ、すこしものものしく、御衣おほむぞの色いろも深ふかくなりたまへれ4」

◇　最近は、少し貫祿もつき、ご衣装の色も濃くおなりになりましたが」


1 【いと難き御ことなりや】以下「深くなりたまへれ」まで、小侍従の詞。

2? 【かの院の言に出でてねむごろに聞こえたまふに】明融臨模本と大島本は「きこえ給に」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「たまはんに」と校訂する。源氏が言葉に出して熱心に求婚したと、小侍従はいう。

3 【御身のおぼえとや思されし】係助詞「や」--過去の助動詞「し」連体形、疑問の意だが、裏に反語的意をこめる。

4 【御衣の色も深くなりたまへれ】中納言は従三位相当官。袍の色は浅紫。


若菜下．７．２．１２

■　と言いへば、いふかひなくはやりかなる口強くちごはさに、え言いひ果はてたまはで、P25

◇　と言うので、言いようもなく遠慮のない口達者さに、最後までおっしゃり切れないで、


P25 さに、え言ひ果てたまはで、「今はよし。過ぎにし--（/+さにえいひはてたまはていまはよしすきにし）


若菜下．７．２．１３

■　「今いまはよし1。

◇　「今はもうよい。

■　過すぎにしP25方かたをば聞きこえじや。

◇　過ぎたことは申し上げまい。

■　ただ、かくありがたきものの隙ひまに、気近けぢかきほどにて、この心こころP26のうちに2思おもふことの端はし、すこし聞きこえさせつべくたばかりたまへ。

◇　ただ、このようにめったにない人目のない機会に、お側近くで、わたしの心の中に思っていることを、少しでも申し上げられるようにとり計らって下さい。

■　おほけなき心こころは、すべて、よし見みたまへ、いと恐おそろしければ、思おもひ離はなれてはべり」

◇　大それた考えは、まったく、まあ見て下さい、たいそう恐ろしいので、思ってもおりません」


P25 さに、え言ひ果てたまはで、「今はよし。過ぎにし--（/+さにえいひはてたまはていまはよしすきにし）

P26 心--*ころ

1 【今はよし】以下「思ひ離れてはべり」まで、柏木の詞。

2 【この心のうちに】明融臨模本は「このころ」とある。大島本は「このころ（ころ＄〈朱墨〉心〈墨〉）」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のまますなわち、朱筆と墨筆で「ころ」をミセケチにして「心」と訂正する。『集成』『完本』は諸本に従って「この心」と校訂する。『新大系』はミセケチ訂正に従う。


若菜下．７．２．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

若菜下．７．２．１５

■　「これよりおほけなき心こころは1、いかがはあらむ。

◇　「これ以上大それた考えは、他に考えられますか。

■　いとむくつけきことをも思おぼし寄よりけるかな。

◇　何とも恐ろしいことをお考えになったことですよ。

■　何なにしに参まゐりつらむ」

◇　どうして伺ったのでしょう」


1 【これよりおほけなき心は】以下「参りつらむ」まで、小侍従の詞。反語表現。


若菜下．７．２．１６

■　と、はちふく。

◇　と、口を尖らせる。

第三段　小侍従、手引きを承諾

若菜下．７．３．１

■　「いで、あな、聞ききにくP27,1。

◇　「まあ、何と、聞きにくいことを。

■　あまりこちたくものをこそ言いひなしたまふべけれ。

◇　あまり大げさな物の言い方をなさるというものだ。

■　世よはいと定さだめなきものを2、女御にょうご、后きさきも、あるやうありて、ものしたまふたぐひなくやは3。

◇　男女の縁は分からないものだから、女御、后と申しても、事情がって、情を交わすことがないわけではあるまい。

■　まして、その御おほむありさまよ。

◇　まして、その宮のご様子よ。

■　思おもへば、いとたぐひなくめでたけれど、うちうちは心こころやましきことも多おほかるらむ。

◇　思えば、たいそう又となく立派であるが、内情は面白くないことが多くあることだろう。


P27 聞きにく--きゝにくの（の/＄）

1 【いであな聞きにく】以下「なのたまひそよ」まで、柏木の詞。

2 【世はいと定めなきものを】「世」は男女の縁。男と女の縁というのは定めない、という思想。

3 【あるやうありてものしたまふたぐひなくやは】反語表現。『集成』は「わけがあって男と情けをかわされるようなお方がないわけでもあるまい」と訳す。


若菜下．７．３．２

■　院ゐんの、あまたの御中おほむなかに、また並ならびなきやうにならはしきこえたまひしに、さしもひとしからぬ際きはの御方々おほむかたがたに1たち混まじり、めざましげなることもありぬべくこそ。

◇　院が、大勢のお子様方の中で、他に肩を並べる者がないほど大切にお育て申し上げておいででしたのに、さほど同列とは思えないご夫人方の中にたち混じって、失礼に思うようなことがあるに違いない。

■　いとよく聞ききはべりや。

◇　何もかも知っておりますよ。

■　世よの中なかはいと常つねなきものを、ひときはに思おもひ定さだめて、はしたなく、突つき切きりなることなのたまひそよ」

◇　世の中は無常なものですから、一概に決めつけて、取り付く島もなく、ぶっきらぼうにおっしゃるものではないよ」


1 【ひとしからぬ際の御方々に】六条院の夫人方。


若菜下．７．３．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

若菜下．７．３．４

■　「人ひとに落おとされたまへる2御おほむありさまとて、めでたき方かたに改あらためたまふべきにやははべらむ3。

◇　「他の人から負かされていらっしゃるご境遇だからと言って、今さら別の結構な縁組をなさるというわけにも行きますまい。

■　これは世よの常つねの御おほむありさまにもはべらざめり。

◇　このご結婚は世間一般の結婚ではございませんでしょう。

■　ただ、御後見おほむうしろみなくて漂ただよはしくおはしまさむよりは、親おやざまに、と譲ゆづりきこえたまひしかば、かたみにさこそ思おもひ交かはしきこえさせたまひためれ。

◇　ただ、ご後見がなくて頼りなくお暮らしになるよりは、親代わりになって頂こう、というお譲り申し上げなさったご結婚なので、お互いにそのように思い合っていらっしゃるようです。

■　あいなき御落おほむおとしめ言ごとになむ」

◇　つまらない悪口をおっしゃるものです」


1? 【世の中はいとつねなき】明融臨模本、朱合点、付箋「恋しなはたか名はたゝし世中のつねなき物といひはなすとも」（古今集恋二、六〇三、深養父）。『源氏釈」が初指摘（第二句「誰が名か惜しき」）。『岷江入楚」は「私此引うたに及ばず」と注す。

2 【人に落とされたまへる】以下「御落としめ言になむ」まで、小侍従の詞。

3 【改めたまふべきにやははべらむ】反語表現。


若菜下．７．３．５

■　と、果はて果はては腹立はらだつを、よろづに言いひこしらへて、

◇　と、しまいには腹を立てるが、いろいろと言いなだめて、

若菜下．７．３．６

■　「まことは1、さばかり世よになき御おほむありさまを見みたてまつり馴なれたまへる御心みこころに、数かずにもあらずあやしきなれ姿すがたS20を2、うちとけて御覧ごらんぜられむとは、さらに思おもひかけぬことなり。

◇　「本当は、そのように世に又とないご様子を日頃拝見していらっしゃるお方に、人数でもない見すぼらしい姿を、気を許して御覧に入れようとは、まったく考えていないことです。

■　ただ一言ひとこと、物越ものごしにて聞きこえ知しらすばかりは、何なにばかりの御身おほむみのやつれ3にかはあらむ。

◇　ただ一言、物越しに申し上げたいだけで、どれほどのご迷惑になることがありましょう。

■　神仏4かみほとけにも思おもふこと申まうすは、罪つみあるわざかは」

◇　神仏にも思っていることを申し上げるのは、罪になることでしょうか」


S20 これを見よ人もすさめぬ恋すとて音を泣く虫のなれ姿を（後撰集恋三-七九三　源重光）

1 【まことは】以下「罪あるわざかは」まで、柏木の詞。

2 【数にもあらずあやしきなれ姿を】柏木の謙辞。『源氏釈』は「これを見よ人もすさめぬ恋すとて音を泣く虫のなれる姿を」（後撰集恋三、七九四、源重光朝臣）を指摘（第二句「人もとがめぬ」）。『岷江入楚』は「君が門今ぞ過ぎ行く出でて見よ恋する人のなれる姿を」（住吉物語）を指摘。「なれ姿」は歌語的表現。

3 【御身のやつれ】『集成』は「「やつれ」は、身を落すというほどの意」。『完訳』は「宮の御身の疵になるまいの意」と注す。

4 【神仏】仏神（大・横・池）「柏木」にも明融臨模本と大島本とでは語順を逆にする例がある。


若菜下．７．３．７

■　と、いみじき誓言ちかごとをしつつ1のたまへば、しばしこそ、いとあるまじきことに言いひ返かへしけれ2、もの深ふかからぬ若人わかうどは、人ひとのかく身みに代かへていみじく思おもひのたまふを、え否いなび果はてで、

◇　と、大変な誓言を繰り返しおっしゃるので、暫くの間は、まったくとんでもないことだと断っていたが、思慮の足りない若い女は、男がこのように命に代えてたいそう熱心にお頼みになるので、断り切れずに、


1 【誓言をしつつ】副助詞「つつ」同じ動作も繰り返し。

2 【しばしこそいとあるまじきことに言ひ返しけれ】挿入句。係結び「こそ」--「けれ」逆接用法。


若菜下．７．３．８

■　「もし、さりぬべき1隙ひまあらば、たばかりはべらむ。

◇　「もし、適当な機会があったら、手立ていたしましょう。

■　院ゐんのおはしまさぬ夜よは、御帳みちゃうのめぐりに人多ひとおほくさぶらひて、御座おましのほとりに、さるべき人ひとかならずさぶらひたまへば、いかなる折をりをかは、隙ひまを見みつけはべるべからむ」

◇　院がいらっしゃらない夜は、御帳台の回りに女房が大勢仕えていて、お寝みになる所には、しかるべき人が必ず伺候していらっしゃるので、どのような機会に、隙を見つけたらよいのだろう」


1 【もしさりぬべき】以下「見つけはべらむ」まで、小侍従の詞。柏木の願いを聞きいれ、手引することを約束する。


若菜下．７．３．９

■　と、わびつつ参まゐりぬ。

◇　と、困りながら帰参した。

第四段　小侍従、柏木を導き入れる

若菜下．７．４．１

■　いかに、いかにと、日々ひびに責せめられ極こうじて1、さるべき折をりうかがひつけて、消息せうそこしおこせたり2。

◇　どうなのか、どうなのかと、毎日催促され困って、適当な機会を見つけ出して、手紙をよこした。

■　喜よろこびながら、いみじくやつれ忍しのびておはしぬ。

◇　喜びながら、ひどく粗末で目立たない姿でいらっしゃった。


1 【極じて】明融臨模本は「功」と傍書。『集成』『新大系』は「極じて」。『完訳』は「困じて」と宛てる。

2 【消息しおこせたり】主語は小侍従。


若菜下．７．４．２

■　まことに、わが心こころにもいとけしからぬことなれば、気近けぢかく1、なかなか思おもひ乱みだるることもまさるべきことまでは、思おもひも寄よらず、ただ、

◇　本当に、自分ながらまことに善くないことなので、お側近くに参って、かえって煩悶が勝ることまでは、考えもしないで、ただ、


1 【気近く】『集成』は「このあたり、柏木の気持を、その心事に即して書いているので、敬語がない」。『完訳』は「柏木の心情に即した文脈ながら、語り手が、恋ゆえの想外の事態の出来を想像」と注す。


若菜下．７．４．３

■　「いとほのかに御衣おほむぞのつまばかりを見みたてまつりし春はるの夕ゆふべの、飽あかず世よとともに思おもひ出いでられたまふ御おほむありさまを、すこし気近けぢかくて見みたてまつり、思おもふことをも聞きこえ知しらせては1、一行ひとくだりの御返おほむかへりなどもや見みせたまふ、あはれとや思おぼし知しる」

◇　「ほんの微かにお召し物の端だけを拝見した春の夕方が、いつまでも思い出されなさるご様子を、もう少しお側近くで拝見し、思っている気持ちをもお聞かせ申し上げたら、ほんの一くだりほどのお返事だけでも下さりはしまいか、かわいそういと思っては下さらないだろうか」


1 【聞こえ知らせては】「は」について、『集成』は係助詞「は」、「自分の気持もお話し申し上げたら」。『完訳』は接続助詞「ば」仮定条件の意、「この意中をもお打ち明け申し上げたならば」と訳す。


若菜下．７．４．４

■　とぞ思おもひける。

◇　と思うのであった。

若菜下．７．４．５

■　四月十余日しぐわつじふよにちばかりのことなり。

◇　四月十日過ぎのことである。

■　御禊明日みそぎあすとて1、斎院さいゐんにたてまつりたまふ女房十二人2にょうばうじふににん、ことに上臈じゃうらふにはあらぬ若わかき人ひと、童女わらはべなど、おのがじしもの縫ぬひ、化粧けさうなどしつつ、物見ものみむと思おもひまうくるも、とりどりに暇いとまなげにて、御前おまへの方かたしめやかにて、人ひとしげからぬ折をりなりけり。

◇　御禊が明日だと言って、斎院に差し上げなさる女房を十二人、特別に上臈ではない若い女房、女の童など、それぞれ裁縫をしたり、化粧などをしいしい、見物をしようと準備するのも、それぞれに忙しそうで、御前の方がひっそりとして、人が多くない時であった。


1 【四月十余日ばかりのことなり御禊明日とて】賀茂祭（四月中酉の日）の前の御禊、吉日を選んで行う。

2 【斎院にたてまつりたまふ女房十二人】女三の宮方から賀茂祭の奉仕のために女房を十二人差し出した。後文から上臈の女房と推量される。


若菜下．７．４．６

■　近ちかくさぶらふ按察使あぜちの君きみも、時々通ときどきかよふ源中将げんちゅうじゃう、責せめて呼よび出いださせければ、下おりたる間まに、ただこの侍従じじゅうばかり、近ちかくはさぶらふなりけり。

◇　側近くに仕えている按察の君も、時々通って来る源中将が、無理やり呼び出させたので、下がっている間に、ただこの小侍従だけが、お側近くには伺候しているのであった。

■　よき折をりと思おもひて、やをら御帳みちゃうの東面ひむがしおもての御座おましの端はしに据すゑつ。

◇　ちょうど良い機会だと思って、そっと御帳台の東面の御座所の端に座らせた。

■　さまでもあるべきことなりやは。

◇　そんなにまですべきことであろうか。

第五段　柏木、女三の宮をかき抱く

若菜下．７．５．１

■　宮みやは、何心なにごころもなく大殿籠おほとのごもりにけるを、近ちかく男をとこのけはひのすれば、院ゐんのおはすると思おぼしたるに、うちかしこまりたるけしき見みせて1、床ゆかの下しもに抱いだき下おろしたてまつるに2、物ものに襲おそはるるかと、せめて見上みあげたまへれば、あらぬ人ひとなりけり。

◇　宮は、無心にお寝みになっていらっしゃったが、近くに男性の感じがするので、院がいらっしゃったとお思いになったが、かしこまった態度で、浜床の下に抱いてお下ろし申したので、魔物に襲われたのかと、やっとの思いで目を見開きなさると、違う人なのであった。


1 【うちかしこまりたるけしき見せて】柏木の態度。

2 【床の下に抱き下ろしたてまつるに】御帳台の浜床の下に。『河海抄』によれば、浜床の高さは三尺という。また『類聚雑要抄』には一尺あるいは九寸の例が見えるという。


若菜下．７．５．２

■　あやしく聞ききも知しらぬことどもをぞ聞きこゆるや2。

◇　妙なわけも分からないことを申し上げるではないか。

■　あさましくむくつけくなりて、人召ひとめせど、近ちかくもさぶらはねば、聞ききつけて参まゐるもなし。

◇　驚いて恐ろしくなって、女房を呼ぶが、近くに控えていないので、聞きつけて参上する者もいない。

■　わななきたまふさま、水みづのやうに汗あせも流ながれて、ものもおぼえたまはぬけしき、いとあはれにらうたげなり。

◇　震えていらっしゃる様子、水のように汗が流れて、何もお考えになれない様子、とてもいじらしく可憐な感じである。


1? 【せめて見上げたまへば】『集成』は「見上げ」。『完訳』は「見開け」と宛てる。

2 【あやしく聞きも知らぬことどもをぞ聞こゆるや】語り手の挿入句。『完訳』は「宮の、柏木への反応に即した叙述。「聞こゆる」の主語は柏木」と注す。


若菜下．７．５．３

■　「数かずならねど1、いとかうしも思おぼし召めさるべき身みとは、思おもうたまへられずなむ。

◇　「人数の者ではありませんが、まことにこんなにまでも軽蔑されるべき身の上ではないと、存ぜずにはいられません。


1 【数ならねど】以下「心もさらにはべるまじ」まで、柏木の詞。


若菜下．７．５．４

■　昔むかしよりおほけなき心こころのはべりしを、ひたぶるに籠こめて止やみはべなましかば2、心こころのうちに朽くたして過すぎぬべかりけるを、なかなか、漏もらしきこえさせて3、院ゐんにも聞きこし召めされにしを4、こよなくもて離はなれてものたまはせざりけるに5、頼たのみをかけそめはべりて、身みの数かずならぬひときはに6、人ひとより深ふかき心こころざしを空むなしくなしはべりぬることと、動うごかしはべりにし心こころなむ7、よろづ今いまはかひなきことと思おもうたまへ返かへせど、いかばかりしみはべりにけるにか、年月としつきに添そへて、口惜くちをしくも、つらくも、むくつけくも、あはれにも、いろいろに深ふかく思おもうたまへまさるに、せきかねて、かくおほけなきさまを御覧ごらんぜられぬるも、かつは、いと思おもひやりなく恥はづかしければ、罪重つみおもき心こころもさらにはべるまじ」

◇　昔から身分不相応の思いがございましたが、一途に秘めたままにしておきましたら、心の中に朽ちて過ぎてしまったでしょうが、かえって、少し願いを申し上げさせていただいたところ、院におかせられても御承知おきあそばされましたが、まったく問題にならないように仰せにはならなかったので、望みを繋ぎ始めまして、身分が一段劣っていたがために、誰よりも深くお慕いしていた気持ちを無駄なものにしてしまったことと、残念に思うようになりました気持ちが、すべて今では取り返しのつかないことと思い返しはいたしますが、どれほど深く取りついてしまったことなのか、年月と共に、残念にも、辛いとも、気味悪くも、悲しくも、いろいろと深く思いがつのることに、堪えかねて、このように大それた振る舞いをお目にかけてしまいましたのも、一方では、まことに思慮浅く恥ずかしいので、これ以上大それた罪を重ねようという気持ちはまったくございません」


1? 【思ひたまへられずなむ】「たまへ」謙譲の補助動詞、未然形。「られ」自発の助動詞、未然形。「ず」打消の助動詞、終止形。「なむ」係助詞、下に「ある」などの語句が省略されて、強調と余意のニュアンス。--と存ぜずにはいられない、の意。

2 【止みはべなましかば】明融臨模本は「はへなましかは」とある。大島本は「侍なましかハ」とある。『集成』は底本のままとする。『新大系』は明融臨模本の読みに従う。『完本』は諸本に従って「はべりなましかば」と校訂する。反実仮想の構文。「過ぎぬべかりけるを」に係る。

3 【なかなか漏らしきこえさせて】主語は柏木。女三の宮への求婚を願い申し上げたことをいう。「きこえさす」は「きこゆ」よりも一段と敬意の深い謙譲語。

4 【院にも聞こし召されにしを】朱雀院も承知していたことをいう。「聞こし召す」は「聞く」の最高敬語。

5 【のたまはせざりけるに】「のたまはす」は「言ふ」の最高敬語。

6 【身の数ならぬひときはに】身分が源氏より劣っていたことをいう。

7 【動かしはべりにし心なむ】『集成』は「無念に思うようになりました気持が」。『完訳』は「その口惜しさを静めることのできません一念が」と訳す。


若菜下．７．５．５

■　と言いひもてゆくに、この人ひとなりけりと思おぼすに、いとめざましく恐おそろしくて、つゆいらへもしたまはず。

◇　と言い続けるうちに、この人だったのだとお分りになると、まことに失礼な恐ろしいことに思われて、何もお返事なさらない。

若菜下．７．５．６

■　「いとことわりなれど1、世よに例ためしなきことにもはべらぬを、めづらかに情なさけなき御心みこころばへならば、いと心憂こころうくて、なかなかひたぶるなる心こころもこそつきはべれ2、あはれとだにのたまはせば、それをうけたまはりてまかでなむ」

◇　「まことにごもっともなことですが、世間に例のないことではございませんのに、又とないほどな無情なご仕打ちならば、まことに残念で、かえって向こう見ずな気持ちも起こりましょうから、せめて不憫な者よとだけでもおっしゃって下されば、その言葉を承って退出しましょう」


1 【いとことわりなれど】以下「たまはりてまかでなむ」まで、柏木の詞。女三の宮を安心させ脅し懇願する。

2 【心もこそつきはべれ】「もこそ」係助詞の連語。--しては大変だ、という懸念の構文。


若菜下．７．５．７

■　と、よろづに聞きこえたまふ。

◇　と、さまざまに申し上げなさる。

第六段　柏木、猫の夢を見る

若菜下．７．６．１

■　よその思おもひやりはいつくしく、もの馴なれて見みえたてまつらむも恥はづかしく推おし量はかられたまふに、

◇　はたから想像すると威厳があって、馴れ馴れしくお逢い申し上げるのもこちらが気が引けるように思われるようなお方なので、

■　「ただかばかり思おもひつめたる片端聞かたはしきこえ知しらせて、なかなかかけかけしきことはなくて止やみなむ」

◇　「ただこのように思い詰めているほんの一部を申し上げて、なまじ色めいた振る舞いはしないでおこう」

■　と思おもひしかど、いとさばかり気高けだかう恥はづかしげにはあらで、なつかしくらうたげに、やはやはとのみ見みえたまふ御おほむけはひ1の、あてにいみじくおぼゆることぞ、人ひとに似にさせたまはざりける。

◇　と思っていたが、実際それほど気品高く恥ずかしくなるような様子ではなくて、やさしくかわいらしくて、どこまでももの柔らかな感じにお見えになるご様子で、上品で素晴らしく思えることは、誰とも違う感じでいらっしゃるのであった。


1 【なつかしくらうたげにやはやはとのみ見えたまふ御けはひ】女三の宮の感じ。「なつかし」「らうたげなり」は桐壺更衣にも「なつかしうらうたげなりしを思し出づるにも」（桐壺）とあった。「やはやは」が女三の宮の特徴。


若菜下．７．６．２

■　賢さかしく思おもひ鎮しづむる心こころも失うせて、

◇　賢明に自制していた分別も消えて、

■　「いづちもいづちも1率ゐて隠かくしたてまつりて、わが身みも世よに経ふるさまならず、跡絶あとたえて止やみなばや」

◇　「どこへなりとも連れて行ってお隠し申して、自分もこの世を捨てて、姿を隠してしまいたい」

■　とまで思おもひ乱みだれぬ。

◇　とまで思い乱れた。


1 【いづちもいづちも】「跡絶えて止みなばや」まで、柏木の思念。『伊勢物語』六段、『大和物語』百五十四段、百五十五段に男が女を盗み出すという同じ発想の物語がある。『更級日記』にも、そのような話への憧れが書かれている。


若菜下．７．６．３

■　ただいささかまどろむともなき夢ゆめに1、この手馴てならしし猫ねこの2、いとらうたげにうち鳴なきて来きたるを、この宮みやに奉たてまつらむとて、わが率ゐて来きたるとおぼしきを、何なにしに奉たてまつりつらむと思おもふほどに3、おどろきて、いかに見みえつるならむ4、と思おもふ。

◇　ただちょっとまどろんだとも思われない夢の中に、あの手なずけた猫がとてもかわいらしく鳴いてやって来たのを、この宮にお返し申し上げようとして、自分が連れて来たように思われたが、どうしてお返し申し上げようとしたのだろうと思っているうちに、目が覚めて、どうしてあんな夢を見たのだろう、と思う。


1 【ただいささかまどろむともなき夢に】情交の最中の夢。『集成』は「この前後、宮との間に密通のことがあったことを暗示する」。『完訳』は「情交の象徴的表現」と注す。

2 【この手馴らしし猫の】以下、夢の中の描写。柏木が夢の中で不思議に思いながら見た夢という描写。『細流抄』は「懐妊の事也」。『岷江入楚』は「獣を夢みるは懐胎の相なり」と指摘する。当時の俗信。

3 【何しに奉りつらむと思ふほどに】夢の中の自分の行動をどうしてそういうことをするのだろうと、不審不思議に思いながらその夢を見ている。

4 【いかに見えつるならむ】夢から覚めて後の柏木の反省。


若菜下．７．６．４

■　宮みやは、いとあさましく、うつつともおぼえたまはぬに、胸むねふたがりて、思おぼしおぼほるるを1、

◇　宮は、あまりにも意外なことで、現実のことともお思いになれないので、胸がふさがる思いで、途方に暮れていらっしゃるのを、


1 【思しおぼほるるを】「を」接続助詞。『集成』は「悲しみに沈んでいられるのに」。『完訳』は「正気もなくいらっしゃるが」と訳す。


若菜下．７．６．５

■　「なほ、かく1逃のがれぬ御宿世おほむすくせの、浅あさからざりけると思おもほしP28なせ。

◇　「やはり、このように逃れられないご宿縁が、浅くなかったのだとお思い下さい。

■　みづからの心こころながらも、うつし心ごころにはあらずなむ、おぼえはべる」

◇　自分ながらも、分別心をなくしたように、思われます」


P28 思ほし--お（お/+も）ほし

1 【なほかく】以下「おぼえはべる」まで、柏木の詞。引用句なし。


若菜下．７．６．６

■　かのおぼえなかりし御簾みすのつまを、猫ねこの綱引つなひきたりし夕ゆふべのP29ことも聞きこえ出いでたり。

◇　あの身に覚えのなかった御簾の端を、猫の綱が引いた夕方のこともお話し申し上げた。


P29 夕べの--ゆふへ（へ/+の）


若菜下．７．６．７

■　「げに、さはたありけむよ1」

◇　「なるほど、そうであったことなのか」


1 【げにさはたありけむよ】女三の宮の心中。


若菜下．７．６．８

■　と、口惜くちをしく、契ちぎり心憂こころうき御身おほむみなりけり1。

◇　と、残念に、前世からの宿縁が辛い御身の上なのであった。

■　「院ゐんにも、今いまはいかでかは見みえたてまつらむ2」

◇　「院にも、今はどうしてお目にかかることができようか」

■　と、悲かなしく心細こころぼそくて、いと幼をさなげに泣なきたまふを、いとかたじけなく、あはれと見みたてまつりて、人ひとの御涙おほむなみだをさへ拭のごふ袖そでは3、いとど露つゆけさのみまさる。

◇　と、悲しく心細くて、まるで子供のようにお泣きになるのを、まことに恐れ多く、いとしく拝見して、相手のお涙までを拭う袖は、ますます露けさがまさるばかりである。


1 【契り心憂き御身なりけり】『一葉抄』は「双紙の詞也」と指摘。『全集』は「柏木のいう「のがれぬ御宿世」関係づけて、女三の宮のありようを評した草子地」。『集成』は「女三の宮の気持を、地の文で代弁した筆致」と注す。

2 【院にも今はいかでかは見えたてまつらむ】女三の宮の心中。反語表現。

3 【人の御涙をさへ拭ふ袖は】副助詞「さへ」添加の意。自分の涙を拭う上に宮の涙までを拭う袖は、の意。


第七段　きぬぎぬの別れ

若菜下．７．７．１

■　明あけゆくけしきなるに、出いでむ方かたなく、なかなかなり1。

◇　夜が明けてゆく様子であるが、帰って行く気にもなれず、かえって逢わないほうがましであったほどである。


1 【なかなかなり】語り手の評言。『集成』は「柏木の気持を述べたもの」。『完訳』は「前の語り手の想像「なかなか思ひ乱ることもまさるべきことまでは思ひもよらず」どおり、逆の事態に陥った」と注す。


若菜下．７．７．２

■　「いかがはしはべるべき1。

◇　「いったい、どうしたらよいのでしょう。

■　いみじく憎にくませたまへば、また聞きこえさせむこともありがたきを2、ただ一言御声ひとことおほむこゑを聞きかせたまへ」

◇　ひどくお憎みになっていらっしゃるので、再びお話し申し上げることも難しいでしょうが、ただ一言だけでもお声をお聞かせ下さい」


1 【いかがはしはべるべき】以下「御声を聞かせたまへ」まで、柏木の詞。宮の「あはれ」の一言を所望。

2 【ありがたきを】接続助詞「を」弱い順接の意。間投助詞「を」の詠嘆のニュアンスも添う。


若菜下．７．７．３

■　と、よろづに聞きこえ悩なやますも、うるさくわびしくて、もののさらに言いはれたまはねば、

◇　と、さまざまに申し上げて困らせるのも、煩わしく情けなくて、何もまったくおしゃれないので、

若菜下．７．７．４

■　「果はて果はては1、むくつけくこそなりはべりぬれ。

◇　「しまいには、薄気味悪くさえなってしまいました。

■　また、かかるやうはあらじ」

◇　他に、このような例はありますまい」


1 【果て果ては】以下「かかるやうはあらじ」まで、柏木の詞。末摘花の無口が想起される。


若菜下．７．７．５

■　と、いと憂うしと思おもひきこえて、

◇　と、まことに辛いとお思い申し上げて、

若菜下．７．７．６

■　「さらば不用ふようなめり1。

◇　「それでは生きていても無用のようですね。

■　身みをいたづらにS21,2やはなし果はてぬ。

◇　いっそ死んでしまいましょう。

■　いと捨すてがたきによりてこそ、かくまでもはべれ。

◇　生きていたいからこそ、こうしてお逢いもしたのです。

■　今宵こよひに限かぎりはべりなむもいみじくなむ。

◇　今晩限りの命と思うとたいそう辛うございます。

■　つゆにても御心みこころゆるしたまふさまならばP30、それに代かへつるにても捨すてはべりなまし3」

◇　少しでもお心を開いて下さるならば、それを引き換えにして命を捨てもしましょうが」


S21 夏虫の身をいたづらになすことも一つ思ひによりてなりけり（古今集恋一-五四四　読人しらず）

P30 ならば--なと（と/＄ら）は

1 【さらば不用なめり】以下「捨てはべりなまし」まで、柏木の詞。明融臨模本「不用」の傍書がある。『集成』は「あなたの気持を得ることはできないのですね、という気持」と注す。

2 【身をいたづらに】明融臨模本、朱合点あり。『河海抄』は「夏虫の身をいたづらになすことも一つ思ひによりてなりけり」（古今集恋一、五四四、読人しらず）を引く。しかし『岷江入楚』が「不及此歌」と批判して、現行の注釈書では引歌として指摘されない。

3 【それに代へつるにても捨てはべりなまし】反実仮想の構文。『集成』は「その代りということで命を捨てても何の惜しいこともありません」。『完訳』は「そのお情けとひきかえに命を捨ててしまうこともできましょうに」と訳す。


若菜下．７．７．７

■　とて、かき抱いだきて出いづるに1、果はてはいかにしつるぞ2と、あきれて思おぼさる。

◇　と言って、抱いて外へ出るので、しまいにはどうするのだろうと、呆然としていらっしゃる。


1 【かき抱きて出づるに】柏木が女三の宮を抱いて御帳台の浜床の下から端の方へ出る。

2 【果てはいかにしつるぞ】宮の心中。


若菜下．７．７．８

■　隅すみの間まの屏風びゃうぶをひき広ひろげて、戸とを押おし開あけたれば、渡殿わたどのの南みなみの戸との、昨夜入よべいりしがまだ開あきながらあるに、まだ明あけぐれのほどなるべし、ほのかに見みたてまつらむの心こころあれば、格子かうしをやをら引ひき上あげて、

◇　隅の間の屏風を広げて、妻戸を押し開けると、渡殿の南の戸の、昨夜入った所がまだ開いたままになっているが、まだ夜明け前の暗いころなのであろう、ちらっと拝見しようとの気があるので、格子を静かに引き上げて、

若菜下．７．７．９

■　「かう、いとつらき御心みこころに、うつし心ごころも失うせはべりぬ。

◇　「このように、まことに辛い無情なお仕打ちなので、正気も消え失せてしまいました。

■　すこし思おもひのどめよと思おぼされば、あはれとだにのたまはせよ」

◇　少しでも気持ちを落ち着けるようにとお思いならば、せめて一言かわいそうにとおっしゃって下さい」

若菜下．７．７．１０

■　と、脅おどしきこゆるを、いとめづらかなりと思おぼして物ものも言いはむとしたまへど、わななかれて、いと若々わかわかしき御おほむさまなり。

◇　と、脅して申し上げると、とんでもないとお思いになって、何かおっしゃろうとなさったが、震えるばかりで、ほんとうに子供っぽいご様子である。

若菜下．７．７．１１

■　ただ明あけに明あけゆくに、いと心こころあわたたしくて、

◇　ただ夜が明けて行くので、とても気が急かれて、

若菜下．７．７．１２

■　「あはれなる夢語ゆめがたりも聞きこえさすべきを、かく憎にくませたまへばこそ。

◇　「しみじみとした夢語りも申し上げたいのですが、このようにお憎みになっていらっしゃるので。

■　さりとも、今思いまおぼし合あはすることもはべりなむ」

◇　そうは言っても、やがてお思い当たりなさることもございましょう」

若菜下．７．７．１３

■　とて、のどかならず立たち出いづる明あけぐれ、秋あきの空そらよりも心尽こころづくしS22なり。

◇　と言って、気ぜわしく出て行く明けぐれ、秋の空よりも物思いをさせるのである。


S22 木の間より漏り来る月の影見れば心尽くしの秋は来にけり（古今集秋上-一八四　読人知らず）


若菜下．７．７．１４

■　「起おきてゆく空そらも知しられぬ明あけぐれに

いづくの露つゆのかかる袖そでなり」

◇　「起きて帰って行く先も分からない明けぐれに

どこから露がかかって袖が濡れるのでしょう」

若菜下．７．７．１５

■　と、ひき出いでて愁うれへきこゆれば、出いでなむとするに、すこし慰なぐさめたまひて、

◇　と、袖を引き出して訴え申し上げるので、帰って行くのだろうと、少しほっとなさって、

若菜下．７．７．１６

■　「明あけぐれの空そらに憂うき身みは消きえななむ

夢ゆめなりけりと見みてもやむべく」

◇　「明けぐれの空にこの身は消えてしまいたいものです

夢であったと思って済まされるように」

若菜下．７．７．１７

■　と、はかなげにのたまふ声こゑの、若わかくをかしげなるを、聞ききさすやうにて出いでぬる魂たましひS23は、まことに身みを離はなれて止とまりぬる心地ここちす。

◇　と、力弱くおっしゃる声が、若々しくかわいらしいのを、聞きも果てないようにして出てしまった魂は、ほんとうに身を離れて後に残った気がする。


S23 飽かざりし袖の中にや入りにけむ我が魂のなき心地する（古今集雑下-九九二　陸奥）


第八段　柏木と女三の宮の罪の恐れ

若菜下．７．８．１

■　女宮をむなみやの御おほむもとにも参まうでたまはで、大殿おほとのへぞ忍しのびておはしぬる1。

◇　女宮のお側にもお帰りにならないで、大殿へこっそりとおいでになった。

■　うち臥ふしたれど目めも合あはず、見みつる夢ゆめのさだかに合あはむS24ことも難かたきをさへ思おもふに、かの猫ねこのありしさま、いと恋こひしく思おもひ出いでらる。

◇　横にはなったが目も合わず、あの見た夢が当たるかどうか難しいことを思うと、あの夢の中の猫の様子が、とても恋しく思い出さずにはいられない。


S24 むばたまの闇の現はさだかなる夢にいくらもまさらざりけり（古今集恋三-六四七　読人知らず）

1 【女宮の御もとにも参うでたまはで大殿へぞ忍びておはしぬる】柏木の正室女二の宮邸へは行かず、父の大殿邸にこっそりと帰る。


若菜下．７．８．２

■　「さてもいみじき1過あやまちしつる身みかなP31。

◇　「それにしても大変な過ちを犯したものだな。

■　世よにあらむことこそ、まばゆくなりぬれ2」

◇　この世に生きて行くことさえ、できなくなってしまった」


P31 身かな--みかなき（き/＄）

1 【さてもいみじき】以下「まばゆくなりぬれ」まで、柏木の心中。罪におののく。

2 【世にあらむことこそまばゆくなりぬれ】『集成』は「胸を張ってこの世に生きてゆくこともできなくなってしまった」。『完訳』は「まともな顔をしてこの世に生きてはいられなくなった」と訳す。


若菜下．７．８．３

■　と、恐おそろしくそら恥はづかしき心地ここちして、ありきなどもしたまはず。

◇　と、恐ろしく何となく身もすくむ思いがして、外歩きなどもなさらない。

■　女をむなの御おほむためP32は1さらにもいはず、わが心地ここちにもいとあるまじきことといふ中なかにも、むくつけくおぼゆれば、思おもひのままにもえ紛まぎれありかず。

◇　女のお身の上は言うまでもなく、自分を考えてもまことにけしからぬ事という中でも、恐ろしく思われるので、気ままに出歩くことはとてもできない。


P32 御ため--*ため

1 【女の御ためは】明融臨模本は「ためは」とある。大島本は「御ためは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御ためは」と「御」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。以下、柏木に即した叙述。途中から徐々に間接的叙述から直接的叙述、柏木の心中文的表現になり再び間接的叙述に戻る。


若菜下．７．８．４

■　帝みかどの御妻みめをも取とり過あやまちて1、ことの聞きこえあらむに、かばかりおぼえむことゆゑは2、身みのいたづらにならむ、苦くるしくおぼゆまじ3。

◇　帝のお妃との間に間違いを起こして、それが評判になったような時に、これほど苦しい思いをするなら、そのために死ぬことも、苦しくないことだろう。

■　しか、いちじるき罪つみにはあたらずとも、この院ゐんに目めをそばめられたてまつらむことは、いと恐おそろしく恥はづかしくおぼゆ4。

◇　それほど、ひどい罪に当たらなくても、この院に睨まれ申すことは、まことに恐ろしく目も合わせられない気がする。


1 【帝の御妻をも取り過ちて】このあたりから柏木の心中文的様相をおびてくる。

2 【かばかりおぼえむことゆゑは】「おぼゆ」の内容について、『集成』は「これほど不埒なと思われることのためなら」。『完訳』は「今の自分のように苦しい思いを味わわせられるのだったら」と訳す。

3 【おぼゆまじ】主体は柏木。打消推量の助動詞「まじ」意志の打消は、柏木自身のもの。

4 【恥づかしくおぼゆ】柏木の心中を地の文に韜晦させた表現。


若菜下．７．８．５

■　限かぎりなき女をむなと聞きこゆれど、すこし世よづきたる心こころばへ混まじり、上うへはゆゑあり子こめかしきにも、従したがはぬ下したの心添こころそひたるこそ、とあることかかることにうちなびき、心交こころかはしたまふたぐひもありけれ、これは深ふかき心こころもおはせねど、ひたおもむきにもの懼おぢしたまへる御心みこころに、ただ今いましも、人ひとの見聞みききつけたらむやうに、まばゆく、恥はづかしく思おぼさるれば、明あかき所ところにだにえゐざり出いでたまはず。

◇　この上ない高貴な身分の女性とは申し上げても、少し夫婦馴れした所もあって、表面は優雅でおっとりしていても、心中はそうでもない所があるのは、あれやこれやの男の言葉に靡いて、情けをお交わしなさる例もあるのだが、この方は深い思慮もおありでないが、ひたすら恐がりなさるご性質なので、もう今にも誰かが見つけたり聞きつけたりしたかのように、目も上げられず、後ろめたくお思いなさるので、明るい所へいざり出なさることさえおできになれない。

■　いと口惜くちをしき身みなりけり1と、みづから思おぼし知しるべし2。

◇　まことに情けないわが身の上だと、自分自身お分りになるのであろう。


1 【いと口惜しき身なりけり】女三の宮の心中。

2 【とみづから思し知るべし】語り手の挿入句。宮の心中を推測。


若菜下．７．８．６

■　悩なやましげになむ1、とありければ、大殿聞おとどききたまひて、いみじく御心みこころを尽つくしたまふ御事2おほむことにうち添そへて、またいかにと驚なげかせたまひて、渡わたりたまへり3。

◇　ご気分がすぐれない、とあったので、大殿はお聞きになって、たいそうお心をお尽くしになるご看病に加えて、またどうしたことかとお驚きあそばして、お渡りになった。


1 【悩ましげになむ】源氏のもとに伝えられた使者の詞。

2 【いみじく御心を尽くしたまふ御事】紫の上の看病をさす。

3 【渡りたまへり】二条院から六条院へ。


若菜下．７．８．７

■　そこはかと苦くるしげなることも見みえたまはず、いといたく恥はぢらひしめりて、さやかにも見合みあはせたてまつりたまはぬを、

◇　どこそこと苦しそうな事もお見えにならず、とてもひどく恥ずかしがり沈み込んで、まともにお顔をお合わせ申されないのを、

■　「久ひさしくなりぬる絶たえ間まを恨うらめしく思おぼすにや」

◇　「長くなった絶え間を恨めしくお思いになっていらっしゃるのか」

■　と、いとほしくて、かの御心地みここちのさま1など聞きこえたまひて、

◇　と、お気の毒に思って、あちらのご病状などをお話し申し上げなさって、


1 【かの御心地のさま】紫の上の病状をさす。


若菜下．７．８．８

■　「今いまはのとぢめにもこそあれ1。

◇　「もう最期かも知れません。

■　今いまさらにおろかなるさまを見みえおかれじとてなむ。

◇　今になって薄情な態度だと思われまいと思いましてね。

■　いはけなかりしほどより扱あつかひそめて、見放みはなちがたければ、かう月つきごろよろづを知しらぬさまに過すぐしはべるぞ。

◇　幼いころからお世話して来て、放って置けないので、このように幾月も何もかもうち忘れて看病して来たのですよ。

■　おのづから、このほど過すぎば、見直みなほしたまひてむ」

◇　いつか、この時期が過ぎたら、きっとお見直し頂けるでしょう」


1 【今はのとぢめにもこそあれ】以下「見直したまひてむ」まで、源氏の詞。「もこそあれ」係結び。懸念の意。


若菜下．７．８．９

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　かくけしきも知しりたまはぬも、いとほしく心苦こころぐるしく思おぼされて1、宮みやは人知ひとしれず涙なみだぐましく思おぼさる。

◇　このようにお気づきでないのも、お気の毒にも心苦しくもお思いになって、宮は人知れずつい涙が込み上げてくる。


1 【いとほしく心苦しく思されて】「れ」自発の助動詞。下文の「おぼさる」の「る」も同じ。『集成』は「申しわけなくつらく」。『完訳』は「宮はおいたわしくも申し訳なくもお思いになって」と訳す。


第九段　柏木と女二の宮の夫婦仲

若菜下．７．９．１

■　督かむの君きみは、まして1、なかなかなる心地ここちのみまさりて、起おき臥ふし明あかし暮くらしわびたまふ。

◇　督の君は、宮以上に、かえって苦しさがまさって、寝ても起きても明けても暮れても日を暮らしかねていらっしゃる。

■　祭まつりの日ひなどは、物見ものみに争あらそひ行ゆく君達きむだちかき連つれ来きて言いひそそのかせど、悩なやましげにもてなして、眺ながめ臥ふしたまへり。

◇　祭の日などは、見物に先を争って行く公達が連れ立って誘うが、悩ましそうにして物思いに沈んで横になっていらっしゃった。


1 【督の君はまして】柏木。「まして」は女三の宮に比較してそれ以上にの意。


若菜下．７．９．２

■　女宮をむなみやをば、かしこまりおきたるさまにもてなしきこえて、をさをさうちとけても見みえたてまつりたまはず、わが方かたに離はなれゐて1、いとつれづれに心細こころぼそく眺ながめゐたまへるに、童わらはべの持もたる葵あふひを見みたまひて、

◇　女宮を、丁重にお扱い申しているが、親しくお逢い申されることもほとんどなさらず、ご自分の部屋に離れて、とても所在なさそうに心細く物思いに耽っていらっしゃるところに、女童が持っている葵を御覧になって、


1 【わが方に離れゐて】自分の部屋をさす。柏木は宮の居間とは別に自分用の部屋があり、そこにばかりいることをいう。


若菜下．７．９．３

■　「悔くやしくぞ摘つみ犯をかしける葵草あふひぐさ

神かみの許ゆるせるかざしならぬに1」

◇　「悔しい事に罪を犯してしまったことよ

神が許した仲ではないのに」


1 【悔しくぞ摘み犯しける葵草神の許せるかざしならぬに】柏木の独詠歌。柏木、女三の宮との密通を罪と自覚する。「摘み犯す」と「罪犯す」。「葵」と「逢ふ日」の掛詞。『集成』は「あのお方に無理無体にお逢いするという大それたあやまちを犯して、くやまれることだ、神様が大目に見て下さる--世間に許される--挿頭（葵草）ではないのに」と訳す。


若菜下．７．９．４

■　と思おもふも、いとなかなかなり。

◇　と思うにつけても、まことになまじ逢わないほうがましな思いである。

若菜下．７．９．５

■　世よの中静なかしづかならぬ車くるまの音おとなどを、よそのことに聞ききて、人ひとやりならぬつれづれに、暮くらしがたくおぼゆ。

◇　世間のにぎやかな車の音などを、他人事のように聞いて、我から招いた物思いに、一日が長く思われる。

若菜下．７．９．６

■　女宮をむなみやも1、かかるけしきのすさまじげさも見知みしられたまへば、何事なにごととは知しりたまはねど、恥はづかしくめざましきに、もの思おもはしくぞ思おぼされける2。

◇　女宮も、このような様子のつまらなさそうなのがお分かりになるので、どのような事情とはお分かりにならないが、気が引け心外なと思われるにつけ、面白くない思いでいられるのであった。


1 【女宮も】柏木の正室女二の宮をさす。

2 【恥づかしくめざましきにもの思はしくぞ思されける】妻として夫に疎んじられ、また皇女として誇りを傷つけられた思い。


若菜下．７．９．７

■　女房にょうばうなど、物見ものみに皆出みないでて、人少ひとずくなにのどやかなれば、うち眺ながめて、箏さうの琴ことなつかしく弾ひきまさぐりておはするけはひも、さすがにあてに1なまめかしけれど、

◇　女房などは、見物に皆出かけて、人少なでのんびりしているので、物思いに耽って、箏の琴をやさしく弾くともなしに弾いていらっしゃるご様子も、内親王だけあって高貴で優雅であるが、

■　「同おなじくは2今いまひと際及きはおよばざりける宿世すくせよ」

◇　「同じ皇女を頂くなら、もう一段及ばなかった運命よ」

■　と、なほおぼゆ。

◇　と、今なお思われる。


1 【さすがにあてに】『完訳』は「「さすがに--なほ--」と感情の起伏に注意」と注す。

2 【同じくは】以下「宿世よ」まで、柏木の心中。


若菜下．７．９．８

■　「もろかづら落葉おちばを何なに拾にひろひけむ

名なは睦むつましきかざしなれども」

◇　「劣った落葉のような方をどうして娶ったのだろう

同じ院のご姉妹ではあるが」

若菜下．７．９．９

■　と書かきすさびゐたる、いとなめげなるしりう言ごとなりかし2。

◇　と遊び半分に書いているのは、まこと失礼な蔭口である。


1? 【もろかづら落葉を何に拾いけむ名は睦ましきかざしなれども】柏木の独詠歌。「もろかづら」は葵と桂の挿頭、「かざし」は姉妹、女三の宮と二の宮の姉妹をいう。

2 【書きすさびゐたるいとなめげなるしりう言なりかし】『一葉抄』は「双紙詞」と指摘。『集成』は「女二の宮をずいぶん馬鹿にした陰口というものだ。皇女に対して斟酌を加える意味合いもある草子地」。『完訳』は「柏木の蔑視を、語り手が評す」と注す。


第八章　紫の上の物語　死と蘇生

第一段　紫の上、絶命す

若菜下．８．１．１

■　大殿おとどの君きみは、まれまれ渡わたりたまひて、えふとも立たち帰かへりたまはず、静心しづごころなく思おぼさるるに、

◇　大殿の君は、たまたまお渡りになって、すぐにはお帰りになることもできず、落ち着いていらっしゃれないところに、

若菜下．８．１．２

■　「絶たえ入いりたまひぬ1」

◇　「息をお引きとりになりました」


1 【絶え入りたまひぬ】紫の上の絶命を伝える使者の詞。


若菜下．８．１．３

■　とて、人参ひとまゐりたれば、さらに何事なにごとも思おぼし分わかれず、御心みこころも暮くれて渡わたりたまふ。

◇　と言って、使者が参上したので、まったく何を考えることもおできになれず、お心も真暗になってお帰りになる。

■　道みちのほどの心こころもとなきに、げにかの院ゐんは、ほとりの大路おほぢまで人立ひとたち騒さわぎたり。

◇　その道中気が気でないところ、なるほどあちらの院は、周囲の大路まで人が騷ぎ立っていた。

■　殿とののうち泣なきののしるけはひ、いとまがまがし。

◇　邸の中の泣きわめいている様子、まことに不吉である。

■　我われにもあらで入いりたまへれば、

◇　無我夢中で中にお入りになると、

若菜下．８．１．４

■　「日ひごろは、いささか隙見ひまみえたまへるを、にはかになむ、かくおはします」

◇　「ここのところ数日は、少しよろしいようにお見えになったのですが、急に、このようにおなりになりました」

若菜下．８．１．５

■　とて、さぶらふ限かぎりは、我われも後おくれたてまつらじと、惑まどふさまども、限かぎりなし。

◇　と言って、控えている女房たちは皆、自分も後を追おうと、うろうろしている者たちが、数限りない。

■　御修法みすほふどもの檀だんこぼち、僧そうなども、さるべき限かぎりこそまかでね2、ほろほろと騒さわぐを見みたまふに、

◇　いく壇もの御修法の壇を壊して、僧たちも残るべき人は残っているが、ばらばらと立ち騒ぐのを御覧になると、

■　「さらば限かぎりにこそは」

◇　「それではもう最期なのだ」

■　と思おぼし果はつる3あさましさに、何事なにごとかはたぐひあらむ。

◇　とお思い切りなさるその情けなさに、他にどのような比べるものがあろうか。


1? 【日ごろはいささかひ隙見え】以下「かくおはします」まで、女房の詞。

2 【さるべき限りこそまかでね】係助詞「こそ」--打消助動詞「ね」已然形、逆接用法。読点で下文に続く。

3 【思し果つる】明融臨模本と大島本は「はへる」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「はつる」と校訂する。


若菜下．８．１．６

■　「さりとも、もののけの1するにこそあらめ。

◇　「そうは言っても、物の怪のすることであろう。

■　いと、かくひたぶるにな騷さわぎそ」

◇　まことに、そんなにむやみに騒ぐな」


1 【さりとももののけの】以下「な騒ぎそ」まで、源氏の詞。


若菜下．８．１．７

■　と鎮しづめたまひて、いよいよいみじき願ぐわんどもを立たて添そへさせたまふ。

◇　と皆をお静めになって、ますます大層ないくつもの願をお立て加えさせなさる。

■　すぐれたる験者げんざどもの限かぎり召めし集あつめて、

◇　すぐれた験者たちをすべて召し集めて、

若菜下．８．１．８

■　「限かぎりある御命おほむいのちにて1、この世尽よつきたまひぬとも、ただ、今いましばしのどめたまへ。

◇　「有限なご寿命であるから、この世でのご寿命が終わったとしても、ただ、もう暫く延ばして下さい。

■　不動尊ふどうそんの御本おほむもとの誓ちかひ2あり。

◇　不動尊の御本の誓いがあります。

■　その日数ひかずをだに、かけ止とどめたてまつりたまへ」

◇　せめてその日数だけでも、この世にお引き止め申して下さい」


1 【限りある御命にて】以下「止めたてまつりたまへ」まで、僧侶の詞。

2 【不動尊の御本の誓ひ】『河海抄』は『大般若経』の「定業亦能転」の『不動義軌』を引いて「又正報尽者、能延六月住」を注す。「その日数」とは六ケ月をさす。


若菜下．８．１．９

■　と、頭かしらよりまことに黒煙くろけぶりを立たてて、いみじき心こころを起おこして加持かぢしたてまつる。

◇　と、頭から本当に黒い煙を立てて、大変な熱心さでご加持申し上げる。

■　院ゐんも、

◇　院も、

若菜下．８．１．１０

■　「ただ、今一度1目いまひとたびめを見合みあはせたまへ。

◇　「ただ、もう一度目と目を見合わせて下さい。

■　いとあへなく限かぎりなりつらむほどをだに、え見みずなりにけることの、悔くやしく悲かなしきを」

◇　まったくあっけなく臨終の時をさえ、会わずじまいであったことが、悔しく悲しいのですよ」


1 【ただ今一度】以下「悔しく悲しきを」まで、源氏の心中。または独り言。


若菜下．８．１．１１

■　と思おぼし惑まどへるさま、止とまりたまふべきにもあらぬを、見みたてまつる心地ここちども1、ただ推おし量はかるべし2。

◇　と取り乱している様子は、生き残っていらっしゃることができそうにないのを、拝見する心地は、ただ想像できよう。

■　いみじき御心みこころのうちを、仏ほとけも見みたてまつりたまふにや3、月つきごろさらに現あらはれ出いで来こぬもののけ、小ちひさき童女わらはに移うつりて、呼よばひののしるほどに、やうやう生いき出いでたまふに、うれしくもゆゆしくも思おぼし騒さわがる4。

◇　大変なご悲痛を、仏も御照覧申されたのであろうか、このいく月もまったく現れなかった物の怪が小さい童に乗り移って、大声でわめくうちに、だんだんと生き返っていらっしゃって、嬉しくも不吉にもお心が騒がずにはいらっしゃれない。


1 【見たてまつる心地ども】女房たちの心地。

2 【ただ推し量るべし】『完訳』は「語り手の言辞」と注す。

3 【仏も見たてまつりたまふにや】「にや」は語り手の判断推測の言辞。『完訳』は「以下の物の怪出現の理由を語り手が推測」と注す。

4 【思し騒がる】「る」自発の助動詞。冷静ではいらっしゃれない。


第二段　六条御息所の死霊出現

若菜下．８．２．１

■　いみじく調てうぜられて、

◇　ひどく調伏されて、

若菜下．８．２．２

■　「人ひとは皆去みなさりね1。

◇　「他の人は皆去りなさい。

■　院一所ゐんひとところの御耳おほむみみに聞きこえむ。

◇　院お一人方のお耳に申し上げたい。

■　おのれを月つきごろ調てうじわびさせたまふが、情なさけなくつらければ、同おなじくは思おぼし知しらせむと思おもひつれど2、さすがに命いのちも堪たふまじく、身みを砕くだき3て思おぼし惑まどふを見みたてまつれば、今いまこそ、かくいみじき身みを受うけたれ4、いにしへの心こころのの残こりて5こそ、かくまでも参まゐり来きたるなれば、ものの心苦こころぐるしさをえ見過みすぐさで、つひに現あらはれぬること。

◇　自分をこのいく月も調伏し困らせなさるのが薄情で辛いので、同じことならお知らせしようと思ったが、そうは言っても命が耐えられないほど、身を粉にして悲嘆に暮れていらっしゃるご様子を拝見すると、今でこそ、このようなあさましい姿に変わっているが、昔の愛執が残っていればこそ、このように参上したので、お気の毒な様子を放って置くことができなくて、とうとう現れ出てしまったのです。

■　さらに知しられじと思おもひつるものを」

◇　決して知られまいと思っていたのに」


1 【人は皆去りね】以下「思ひつるものを」まで、物の怪の詞。

2 【同じくは思し知らせむと思ひつれど】源氏に。「思し知らせむ」という敬語表現。『集成』は「どうせ取り憑いたのなら、思い知らせてさし上げようと思いましたが」「紫の上を絶息させたこと」。『完訳』は「どうせなら殿にこの私のつらさをお知りいただこうと思ったのだけれど」と訳す。

3 【命も堪ふまじく身を砕き】源氏の紫の上を看病する態度。

4 【今こそかくいみじき身を受けたれ】成仏できずに魔界にさまよっていることをいう。

5 【いにしへの心の残りて】生前の心。『集成』は「昔の愛執の思いが残っているので」。『完訳』は「人間の世を生きた昔の心が残っていればこそ」「人間界にあった時の心。源氏への愛執をさす。それが残っているので、成仏できない」と注す。


若菜下．８．２．３

■　とて、髪かみを振ふりかけて泣なくけはひ、ただ昔見むかしみたまひしもののけ1のさまと見みえたり。

◇　と言って、髪を振り掛けて泣く様子は、まったく昔御覧になった物の怪の恰好と見えた。

■　あさましく、むくつけしと、思おぼししみにしことの変かはらぬもゆゆしければ、この童女わらはの手てをとらへて、引ひき据すゑて、さま悪あしくもせさせたまはず。

◇　こんなことがこの世にあろうか、恐ろしいことだと、心底お思い込みになったことが相変わらず忌まわしいことなので、この童女の手を捉えて、じっとさせて、体裁の悪いようにはおさせにならない。


1 【昔見たまひしもののけ】「葵」巻の六条御息所の生霊出現をさす。


若菜下．８．２．４

■　「まことにその人ひとか1。

◇　「本当にあなたか。

■　よからぬ狐きつねなどいふなるものの、たぶれたる2が、亡なき人ひとの面伏おもてぶせなること言いひ出いづるもあなるを、たしかなる名なのりせよ。

◇　良くない狐などと言うもので、気の狂ったのが、亡くなった人の不名誉になることを言い出すということもあると言うから、はっきりと名乗りをせよ。

■　また人ひとの知しらざらむことの、心こころにしるく思おもひ出いでられぬべからむを言いへ。

◇　また誰も知らないようなことで、心にはっきりと思い出されるようなことを言いなさい。

■　さてなむ、いささかにても信しんずべき」

◇　そうすれば、少しは信じもしよう」


1 【まことにその人か】以下「いささかにても信ずべき」まで、源氏の詞。「その人」は六条御息所をいう。

2 【たぶれたる】明融臨模本は「た（た＋は）ふれたる」とある。すなわち「は」を補入するが、後人の筆蹟である。大島本は「たふれたる」とある。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の本行本文に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。『和名抄』に「狂、太布流。俗云、毛乃久流比」。『名義抄』に「誑、タブロカス」とある。


若菜下．８．２．５

■　とのたまへば、ほろほろといたく泣なきて、

◇　とおっしゃると、ぽろぽろとひどく泣いて、

若菜下．８．２．６

■　「わが身みこそあらぬさまなれそれながら

そらおぼれする君きみは君きみなり1

◇　「わたしはこんな変わりはてた身の上となってしまったが

知らないふりをするあなたは昔のままですね


1 【わが身こそあらぬさまなれそれながらそらおぼれする君は君なり】六条御息所の死霊の歌。


若菜下．８．２．７

■　いとつらし、いとつらし1」

◇　とてもひどい方だわ、とてもひどい方だわ」


1 【いとつらしいとつらし】死霊の詞。『完訳』は「「つらし」は相手を恨む意。現身の御息所にはなかった発想。情念のむき出しになった物の怪のゆえんか」と注す。


若菜下．８．２．８

■　と泣なき叫さけぶものから、さすがにもの恥はぢしたるけはひ、変かはらず、なかなかいと疎うとましく、心憂こころうければ、もの言いはせじと思おぼす。

◇　と泣き叫ぶ一方で、そうはいっても恥ずかしがっている様子、昔に変わらず、かえってまことに疎ましい気がし、情けないので、何も言わせまいとお思いになる。

若菜下．８．２．９

■　「中宮ちゅうぐうの御事おほむことにても2、いとうれしくかたじけなしとなむ、天翔あまがけりても見みたてまつれど、道異みちことになりぬれば、子この上うへまでも深ふかくおぼえぬにやあらむ、なほ、みづからつらしと思おもひきこえし心こころの執しふなむ、止とまるものなりける3。

◇　「中宮の御事につけても、大変に嬉しく有り難いことだと、魂が天翔りながら拝見していますが、明幽境を異にしてしまったので、子の身の上までも深く思われないのでしょうか、やはり、自分自身がひどい方だとお思い申し上げた方への愛執が残るのでした。


1? 【疎ましく心憂けれは】『集成』は「いやらしく情けないので」。『完訳』は「無気味にも厭わしいので」と訳す。

2 【中宮の御事にても】以下「ことになむありける」まで、六条御息所の死霊の詞。

3 【みづからつらしと思ひきこえし心の執なむ止まるものなりける】わが子の身の上よりも愛人としての源氏のほうに愛執の念がのこった、という。女として母であることよりも妻であることに執着した。


若菜下．８．２．１０

■　その中なかにも、生いきての世よに、人ひとより落おとして思おぼし捨すてしよりも1、思おもふどちの御物語おほむものがたりのP33ついでに2、心善こころよからず憎にくかりしありさまを3のたまひ出いでたりしなむ、いと恨うらめしく。

◇　その中でも、生きているうちに、人より軽いお扱いをなさってお見捨てになったことよりも、お親しい者どうしのお話の時に、性格が善くない扱いにくい女であったとおっしゃったのが、まことに恨めしくて。

■　今いまはただ亡なきに思おぼし許ゆるして、異人ことびとの言いひ落おとしめむをだに、はぶき隠かくしたまへとこそ思おもへ、とうち思おもひしばかりに、かくいみじき身みのけはひなれば、かく所狭ところせきなり4。

◇　今はもう亡くなってしまったのだからとお許し下さって、他人が悪口を言うのでさえ、打ち消してかばって戴きたいと思うと、その思っただけで、このように恐ろしい身の上なので、このように大変なことになったのです。


P33 御物語の--御もの（の/+かたりの）

1 【人より落として思し捨てしよりも】正妻の葵の上より低く扱われたことをいう。

2 【思ふどちの御物語のついでに】女楽の後に源氏が紫の上に六条御息所のことを語ったことをさす。

3 【心善からず憎かりしありさまを】御息所自身の性格や振る舞いをいう。

4 【かく所狭きなり】『集成』は「こんな大変なことになったのです」「魔界に身を堕した悪霊なので、ほんのちょっとした心のゆらぎでも、紫の上の大病の原因になった、と言う」と注す。


若菜下．８．２．１１

■　この人ひとを、深ふかく憎にくしと思おもひきこゆることはなけれど1、守まもり強つよく、いと御おほむあたり遠とほき心地ここちして2、え近ちかづき参まゐらず、御声おほむこゑをだにほのかになむ聞ききP34はべる。

◇　この方を、心底憎いと思い申すことはないが、あなたの神仏の加護が強くて、とてもご身辺は遠い感じがして、近づき参ることができず、お声さえもかすかに聞くだけでおります。


P34 なむ聞き--（/+なんきゝ）

1 【この人を深く憎しと思ひきこゆることはなけれど】紫の上をさす。御息所は紫の上に対しては恨み心はもたないという。

2 【守り強くいと御あたり遠き心地して】源氏をさす。源氏の神仏の加護が厚く物の怪として近寄りがたいことをいう。


若菜下．８．２．１２

■　よし、今いまは、この罪軽つみかろむばかりのわざをせさせたまへ。

◇　よし、今はもう、この罪障を軽めることをなさって下さい。

■　修法すほふ、読経どきゃうとののしることも、身みには苦くるしくわびしき炎ほのほとのみまつはれて、さらに尊たふときことも聞きこえねば、いと悲かなしくなむ。

◇　修法や読経の大声を立てることも、わが身には苦しく情けない炎となってまつわりつくばかりで、まったく尊いお経の声も聞こえないので、まことに悲しい気がします。

若菜下．８．２．１３

■　中宮ちゅうぐうにも、このよしを伝つたへ聞きこえたまへ。

◇　中宮にも、この旨をお伝え申し上げて下さい。

■　ゆめ御宮仕おほむみやづかへのほどに、人ひとときしろひ嫉そねむ心こころつかひたまふな。

◇　決して御宮仕え中に、他人と争ったり嫉妬したりする気をお持ちになってなりません。

■　斎宮さいぐうにおはしまししころほひの御罪軽おほむつみかるむべからむ1功徳くどくのことを、かならずせさせたまへ。

◇　斎宮でいらっしゃったころのご罪障を軽くするような功徳のことを、必ずなさるように。

■　いと悔くやしきことになむありける2」

◇　ほんとうに残念なことでしたよ」


1 【御罪軽むべからむ】明融臨模本は「かるむ」とある。大島本は「かろむ」とある。『集成』『新大系』はそれぞれ底本（明融臨模本・大島本）のまま『かるむ」「かろむ」とする。『完本』は諸本に従って」かろむ」とす校訂する。

2 【いと悔しきことになむありける】斎宮となって仏道から離れた生活をしていたことを悔やまれることだ、という。当時の仏教思想の篤さを暗示する。


若菜下．８．２．１４

■　など、言いひ続つづくれど、もののけに向むかひて物語ものがたりしたまはむも、かたはらいたければ、封ふんじ込こめて、上うへをば、また異方ことかたに、忍しのびて渡わたしたてまつりたまふ。

◇　などと、言い続けるが、物の怪に向かってお話なさることも、気が引けることなので、物の怪を封じ込めて、紫の上を、別の部屋に、こっそりお移し申し上げなさる。

第三段　紫の上、死去の噂流れる

若菜下．８．３．１

■　かく亡うせたまひにけりといふこと、世よの中なかに満みちて、御弔おほむとぶらひに聞きこえたまふ人ひとびとあるを、いとゆゆしく思おぼす。

◇　このようにお亡くなりになったという噂が、世間に広がって、ご弔問に参上なさる方々がいるのを、まことに縁起でもなくお思いになる。

■　今日けふの帰かへさ見みに1出いでたまひける上達部かむだちめなど、帰かへりたまふ道みちに、かく人ひとの申まうせば、

◇　今日の祭の翌日の行列の見物にお出かけになった上達部などは、お帰りになる道すがら、このように人が申すので、


1 【今日の帰さ見に】賀茂祭の翌日の上賀茂の神館に一泊した斎王の紫野に帰る行列を見るために、の意。


若菜下．８．３．２

■　「いといみじきP35,1ことにもあるかな。

◇　「大変な事になったな。

■　生いけるかひありつる幸さいはひ人びとの、光失ひかりうしなふ日ひにて、雨あめはそほ降ふる2なりけり」

◇　この世の生甲斐を満喫した幸福な方が、光を失う日なので、雨がしょぼしょぼ降るのだな」


P35 いみじき--いみしくさ（くさ/＄き）

1 【いといみじき】以下「雨はそほ降るなりけり」まで、上達部の詞。

2 【そほ降る】『万葉集』に「曾保零」。『日葡辞書補遺』に「ソヲフル」とある。しかし『易林本節用集』には「微降雨ソボフルアメ添雨ソボフルアメ」とある。古くは第二音節は清音であったらしいといわれる。


若菜下．８．３．３

■　と、うちつけ言ごとしたまふ人ひともあり。

◇　と、思いつきの発言をなさる方もいる。

■　また、

◇　また、

若菜下．８．３．４

■　「かく足たらひぬる人ひとは1、かならずえ長ながからぬことなり。

◇　「このようにすべてに満ち足りた方は、必ず寿命も長くはないことです。

■　『何なにを桜さくらにS25,2』

◇　『何を桜に』

■　といふ古言ふることもあるは。

◇　と言う古歌もあることよ。

■　かかる人ひとの、いとど世よにながらへて、世よの楽たのしびを尽つくさば、かたはらの人苦ひとくるしからむ。

◇　このような方が、ますます世に長生きをして、この世の楽しみの限りを尽くしたら、はたの人が迷惑するだろう。

■　今いまこそ、二品にほんの宮みやは、もとの御おほむおぼえ現あらはれたまはめ3。

◇　これでやっと、二品の宮は、本来のご寵愛をお受けになられることだろう。

■　いとほしげに圧おされたりつる御おほむおぼえを」

◇　お気の毒に圧倒されていたご寵愛であったから」


S25 待てといふに散らでし止まる物ならば何を桜に思ひまさまし（古今集春下-七〇　読人しらず）

1 【かく足らひぬる人は】以下「御おぼえを」まで、上達部の詞。前に「いとかく具しぬる人は世に久しからぬ例もあるを」（第六章二段）「取り集め足らひたることはまことにたぐひあらじ」（同）とあった。盈虚思想である。「絵合」巻末の源氏の嵯峨野の御堂建立もそうした思想に基づく造営であった。

2 【何を桜に】明融臨模本、合点と付箋「まてといふにちらてしとまる物ならはなにを桜に思まさまし」（古今集春下、七〇、読人しらず）がある。『源氏釈』が初指摘。

3 【今こそ二品の宮はもとの御おぼえ現はれたまはめ】紫の上が亡くなって、これで正妻としての本来のご身分に相応しい寵愛を得るであろう、という意。


若菜下．８．３．５

■　など、うちささめきけり。

◇　などと、ひそひそ噂するのであった。

若菜下．８．３．６

■　衛門督ゑもんのかみ、昨日暮きのふくらしがたかりしを1思おもひて、今日けふは、御弟おほむおとうとども、左大弁さだいべん、藤宰相とうさいしゃうなど、奥おくの方かたに乗のせて見みたまひけり。

◇　衛門督は、昨日一日とても過ごしにくかったことを思って、今日は、弟の方々の、左大弁、藤宰相など、車の奥の方に乗せて見物なさった。

■　かく言いひあへるを聞きくにも2、胸むねうちつぶれて、

◇　このように噂しあっているのを聞くにつけても、胸がどきっとして、


1 【昨日暮らしがたかりしを】明融臨模本と大島本は「くらしかたかりし」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「いと暮らしがたかりし」と「いと」を補訂する。昨日の賀茂祭の行列には苦しくて見物する気にもなれなかったことをいう。

2 【かく言ひあへるを聞くにも】紫の上絶命の噂を。主語は柏木。


若菜下．８．３．７

■　「何なにか憂うき世よに1久ひさしかるべきS26」

◇　「どうして嫌な世の中に長生きしようか」


S26 残りなく散るぞめでたき桜花ありて世の中果ての憂ければ（古今集春下-七一　読人しらず）散ればこそいとど桜はめでたけれ憂き世に何か久しかるべき（伊勢物語-一四六）

1 【何か憂き世に】明融臨模本、合点と付箋「のこりなくちるそめてたきさくら花有てよのなかはてのうけれは」（古今集春下、七一、読人しらず）とある。『源氏釈』が初指摘。ただし初句「なごりなく」とある。文句が合わない。現行の注釈書では「散ればこそいとど桜はめでたけれ憂き世に何か久しかるべき」（伊勢物語）を指摘。


若菜下．８．３．８

■　と、うち誦ずじ独ひとりごちて、かの院ゐんへ皆参みなまゐりたまふ。

◇　と、独り口ずさんで、あちらの院に皆で参上なさる。

■　たしかならぬことなればゆゆしくや、とて、ただおほかたの御訪おほむとぶらひに参まゐりたまへるに、かく人ひとの泣なき騒さわげば、まことなりけりと、立たち騷さわぎたまへり。

◇　不確かなことなので縁起でもないことを言っては、と思って、ただ普通のお見舞いの形で参上したところ、このように人が泣き叫んでいるので、本当だったのだなと、驚きなさった。

若菜下．８．３．９

■　式部卿宮しきぶきゃうのみやも渡わたりたまひて、いといたく思おぼしほれたるさまにてぞ入いりたまふ。

◇　式部卿宮もお越しになって、とてもひどくご悲嘆なさった様子でお入りになる。

■　人ひとの御消息おほむせうそこも1、え申まうし伝つたへたまはず。

◇　一般の方々のご弔問も、お伝え申し上げることがおできになれない。

■　大将だいしゃうの君きみ、涙**を拭なみだのごひて立たち出いでたまへるに、

◇　大将の君が、涙を拭って出ていらっしゃったので、

◆　 
しきぶきゃう-の-みや も わたり たまひ て、 いと いたく おぼし ほれ たる さま にて ぞ いり たまふ。 ひと の おほむ-せうそこ も、 え まうし つたへ たまは ず。 だいしゃう-の-きみ、 なみだ のごひ て たち-いで たまへ る に、


1 【人の御消息も】明融臨模本と大島本は「人の」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「人々の」と校訂する。


若菜下．８．３．１０

■　「いかに、いかに1。

◇　「いかがですか、いかがですか。

■　ゆゆしきさまに人ひとの申まうしつれば、信しんじがたきことにてなむ。

◇　縁起でもないふうに皆が申しましたので、信じがたいことです。

■　ただ久ひさしき御悩おほむなやみをうけたまはり嘆なげきて参まゐりつる」

◇　ただ長い間のご病気と承って嘆いて参上しました」


1 【いかにいかに】以下「参りつる」まで、柏木の詞。


若菜下．８．３．１１

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

若菜下．８．３．１２

■　「いと重おもくなりて1、月日経つきひへたまへるを、この暁あかつきより絶たえ入いりたまへりつるを、もののけのしたるになむありける。

◇　「大変に重態になって、月日を送っていらっしゃったが、今日の夜明け方から息絶えてしまわれましたが、物の怪の仕業でした。

■　やうやう生いき出いでたまふやうに聞ききなしはべりて、今いまなむ皆人心静みなひとこころしづむめれど、まだいと頼たのもしげなしや。

◇　だんだんと息を吹き返しなさったふうに聞きまして、今ちょうど皆安心したようですが、まだとても気がかりでなりません。

■　心苦こころぐるしきことにこそ」

◇　おいたわしい限りです」


1 【いと重くなりて】以下「心苦しきことにこそ」まで、夕霧の詞。紫の上の病状について説明する。


若菜下．８．３．１３

■　とて、まことにいたく泣なきたまへるけしきなり。目めもすこし腫はれたり。衛門督ゑもんのかみ、わがあやしき心こころならひにや1、『この君きみの2、いとさしも親したしからぬ継母ままははの御おほむことを3、いたく心こころしめたまへるかな』、と目めをとどむ。

◇　と言って、本当にひどくお泣きになるご様子である。目も少し腫れている。衛門督は、自分のけしからぬ気持ちに照らしてか、この君が、大して親しい関係でもない継母のご病気を、ひどく悲嘆していらっしゃるなと、目を止める。


1 【衛門督わがあやしき心ならひにや】語り手が柏木の心中を推測した挿入句。『集成』は「自分のまともでない恋心からであろうか」「源氏を裏切って及ばぬ恋に身をやつす自分の心事からおしはかって、夕霧も継母の紫の上に恋情を抱いているのかと疑う」。『完訳』は「衛門督は、自分のけしからぬ気持に照らして人の心をも推し量るのか」「柏木はわが体験を根拠に、夕霧の異様な悲嘆ぶりに、彼も継母の紫の上に懸想心を抱いているかと直感する」と注す。

2 【この君の】以下「心しめたまへるかな」まで、柏木の心中。

3 【継母の御ことを】明融臨模本と大島本は「まゝはゝの御こと越」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「御事に」と校訂する。


若菜下．８．３．１４

■　かく、これかれ参まゐりたまへるよし聞きこし召めして、

◇　このように、いろいろな方々がお見舞いに参上なさった旨をお聞きになって、

若菜下．８．３．１５

■　「重おもき病者びゃうじゃの1、にはかにとぢめつるさまなりつるを、女房にょうばうなどは、心こころもえ収をさめず、乱みだりがはしく騷さわぎはべりけるに、みづからもえのどめず、心こころあわたたしきほどにてなむ。

◇　「重病人が、急に息を引き取ったふうになったのですが、女房たちは、冷静さを失って、取り乱して騷ぎましたが、自分自身も落ちつきをなくして、取り乱しております。

■　ことさらになむ、かくものしたまへるよろこびは聞きこゆべき」

◇　後日改めて、このお見舞いにはお礼申し上げます」


1 【重き病者の】以下「聞こゆべき」まで、源氏の詞。


若菜下．８．３．１６

■　とのたまへり。

◇　とおっしゃった。

■　督かむの君きみは胸むねつぶれて、かかる折をりのらうらうならずはえ参まゐるまじく、けはひ恥はづかしく思おもふも、心こころのうちぞ腹はらぎたなかりける1。

◇　督の君は胸がどきっとして、このようなのっぴきならぬ事情がなければ参上できそうになく、何がなし恐ろしい気がするのも、心中後ろめたいところがあるからなのであった。


1 【心のうちぞ腹ぎたなかりける】『岷江入楚』は「草子地なり」と指摘。『集成』は「その心中は、立派とは癒えないものだ」「なにも知らない源氏に対して、露顕を恐れる柏木の心中を批判した趣の草子地」。『完訳』は「心中うしろめたいからなのであった」「柏木のうしろめたい秘め事への、語り手の評言」と注す。


第四段　紫の上、蘇生後に五戒を受く

若菜下．８．４．１

■　かく生いき出いでたまひての後のちしも、恐おそろしく思おぼして、またまた、いみじき法ほふどもを尽つくして加くはへ行おこなはせたまふ。

◇　このように生き返りなさった後は、恐ろしくお思いになって、再度、大変ないくつもの修法のあらん限りを追加して行わせなさる。

若菜下．８．４．２

■　うつし人びとにてだに、むくつけかりし人ひとの1御おほむけはひの、まして世変よかはり、妖あやしきもののさまになりたまへらむを2思おぼしやるに、いと心憂こころうければ、中宮ちゅうぐうを扱あつかひきこえたまふさへぞ、この折をりはもの憂うく、言いひもてゆけば、女をむなの身みは、皆同みなおなじ罪深つみふかきもとゐぞかし3と、なべての世よの中4厭なかいとはしく、かの、また人ひとも聞きかざりし御仲おほむなかの睦物語むつものがたりに、すこし語かたり出いでたまへりしことを言いひ出いでたりしに、まことと思おぼし出いづるに、いとわづらはしく思おぼさる。

◇　生きていた時の人でさえ、嫌な気がしたご様子の方が、まして死後に、異形のものに姿を変えていらっしゃるのだろうことをご想像なさると、まことに気味が悪いので、中宮をお世話申し上げなさることまでが、この際は億劫になり、せんじつめれば、女性の身は、皆同様に罪障の深いものだと、すべての男女関係が嫌になって、あの、他人は聞かなかったお二人の睦言に、少しお話し出しになったことを言い出したので、確かにそうだとお思い出しになると、まことに厄介なことに思わずにはいらっしゃれない。


1 【うつし人にてだにむくつけかりし人の】以下、源氏の六条御息所についての述懐。

2 【世変はり妖しきもののさまになりたまへらむを】『集成』は「魔道に堕ちて恐ろしい姿になっていられるであろうことを」。『完訳』は「生を変えて恐ろしい異形の姿になっていらっしゃるのを」と訳す。

3 【言ひもてゆけば女の身は皆同じ罪深きもとゐぞかし】源氏の心中思惟。

4 【世の中】特に男女関係をさす。


若菜下．８．４．３

■　御髪下みぐしおろしてむ1と切せちに思おぼしたれば、忌いむことの力ちからもや2とて、御頂おほむいただきしるしばかり挟はさみて、五戒3ごかいばかり受うけさせたてまつりたまふ。

◇　御髪を下ろしたいと切望なさっているので、持戒による功徳もあろうかと考えて、頭の頂を形式的に挟みを入れて、五戒だけをお受けさせ申し上げなさる。

■　御戒ごかいの師し、忌いむことのすぐれたるよし、仏ほとけに申まうすにも、あはれに尊たふときこと混まじりて、人悪ひとわるく御おほむかたはらに添そひゐて4、涙なみだおし拭のごひたまひつつ、仏ほとけを諸心もろごころに念ねんじきこえたまふさま、世よにかしこくおはする人ひとも、いとかく御心惑みこころまどふことにあたりては、え静しづめたまはぬわざなりけり。

◇　御戒の師が、持戒のすぐれている旨を仏に申すにつけても、しみじみと尊い文句が混じっていて、体裁が悪いまでお側にお付きなさって、涙をお拭いになりながら、仏を一緒にお念じ申し上げなさる様子は、この世に又となく立派でいらっしゃる方も、まことにこのようにご心痛になる非常時に当たっては、冷静ではいらっしゃれないものなのであった。


1 【御髪下ろしてむ】紫の上の願い。完了の助動詞「て」未然形、確述の意、推量の助動詞「む」意志の意、強い意志を表す。

2 【忌むことの力もや】源氏の思念。

3 【五戒】殺生・偸盗・邪淫・妄語・飲酒の戒律。在家の信者の守るべき戒律。

4 【添ひゐて】明融臨模本と大島本は「そひゐて」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「添ひゐたまひて」と「たまひ」を補訂する。


若菜下．８．４．４

■　いかなるわざをして1、これを救すくひかけとどめたてまつらむとのみ、夜昼思よるひるおぼし嘆なげくに、ほれぼれしきまで、御顔おほむかほもすこし面痩おもやせたまひにたり。

◇　どのような手立てをしてでも、この方をお救い申しこの世に引き止めておこうとばかり、昼夜お嘆きになっているので、ぼうっとするほどになって、お顔も少しお痩せになっていた。


1 【いかなるわざをして】以下「とどめたてまつらむ」まで、源氏の心中。


第五段　紫の上、小康を得る

若菜下．８．５．１

■　五月ごぐわつなどは、まして1、晴はれ晴ばれしからぬ空そらのけしきに、えさはやぎたまはねど、ありしよりはすこし良よろしきさまなり。

◇　五月などは、これまで以上に、晴々しくない空模様で、すっきりした気分におなりになれないが、以前よりは少し良い状態である。

■　されど、なほ絶たえず悩なやみわたりたまふ。

◇　けれども、やはりずっと絶えることなくお悩みになっている。


1 【五月などはまして】五月雨の時期である。病人にはますますつらい季節である。


若菜下．８．５．２

■　もののけの罪救つみすくふべきわざ、日ひごとに法華経一部ほけきゃういちぶづつ供養くやうぜさせたまふ1。

◇　物の怪の罪障を救えるような仏事として、毎日法華経を一部ずつ供養させなさる。

■　日ひごとに何なにくれと尊たふときわざせさせたまふ。

◇　毎日何やかやと尊い供養をおさせになる。

■　御枕上近おほむまくらがみちかくても、不断ふだんの御読経みどきゃう、声尊こゑたふとき限かぎりして読よませたまふ。

◇　御枕元近くでも、不断の御読経を、声の尊い人だけを選んでおさせになる。

■　現あらはれそめては、折々悲をりをりかなしげなることどもを言いへど、さらにこのP36もののけ去さり果はてず2。

◇　物の怪が正体を現すようになってからは、時々悲しげなことを言うが、まったくこの物の怪がすっかり消え去ったというわけではない。


P36 この--（/+こ）の

1 【日ごとに法華経一部づつ供養ぜさせたまふ】『法華経』二十八品を毎日一部（一品）ずつを写経させて、六条御息所の成仏のため供養させること。

2 【さらにこのもののけ去り果てず】副詞「さらに」は打消の助動詞「ず」にかかる。『完訳』は「すっかり離れ去るというのでもない」と訳す。


若菜下．８．５．３

■　いとど暑あつきほどは、息いきも絶たえつつ、いよいよのみ弱よわりたまへば、いはむかたなく思おぼし嘆なげきたり。

◇　ますます暑いころは、息も絶え絶えになって、ますますご衰弱なさるので、何とも言いようがないほどお嘆きになった。

■　なきやうなる御心地みここちにも1、かかる御みけしき2を心苦こころぐるしく見みたてまつりたまひて、

◇　意識もないようなご病状の中でも、このようなご様子をお気の毒に拝見なさって、


1 【なきやうなる御心地にも】紫の上の思慮。以下、重い病状にありながら源氏を案じる紫の上のけなげな態度が語られる。

2 【かかる御けしき】源氏のやつれた表情。


若菜下．８．５．４

■　「世よの中なかに亡なくなりなむも、わが身みにはさらに口惜くちをしきこと残のこるまじけれど、かく思おぼし惑まどふめるに、空むなしく見みなされたてまつらむが2、いと思おもひ隈くまなかるべければ」

◇　「この世から亡くなっても、わたしには少しも残念だと思われることはないが、これほどご心痛のようなので、自分の亡骸をお目にかけるのも、いかにも思いやりのないことだから」

■　、思おもひ起おこして、御湯おほむゆなどいささか参まゐるけにや、六月ろくぐわつになりてぞ、時々御頭ときどきみぐしもたげたまひける。

◇　と、気力を奮い起こして、お薬湯などを少し召し上がったせいか、六月になってからは、時々頭を枕からお上げになった。

■　めづらしく見みたてまつりたまふにも、なほ、いとゆゆしくて、六条ろくでうの院ゐんにはあからさまにもえ渡わたりたまはず。

◇　珍しいことと拝見なさるにつけても、やはり、とても危なそうなので、六条院にはわずかの間でもお出向きになることができない。


1? 【世の中になくなりなむも】以下「思ひ隈なかるべければ」まで、紫の上の思念。引用句はなく、地の文に続く。

2 【空しく見なされたてまつらむが】「れ」受身の助動詞。源氏から見られる、の意。『集成』は「はかなくなった自分の姿をお目にかけるのは」。『完訳』は「むなしく命の果てる姿をお目にかけてしまうことになっては」と訳す。


第九章　女三の宮の物語　懐妊と密通の露見

第一段　女三の宮懐妊す

若菜下．９．１．１

■　姫宮ひめみやは、あやしかりしことを思おぼし嘆なげきしより、やがて例れいのさまにもおはせず、悩なやましくしたまへど、おどろおどろしくはあらず、立たちぬる月つきより、物ものきこし召めさで1、いたく青あをみそこなはれたまふ。

◇　姫宮は、わけの分からなかった出来事をお嘆きになって以来、そのまま普通のお具合ではいらっしゃらず、苦しそうにしておいでであったが、そうひどい状態でもなく、先月から、食べ物をお召し上がりにならず、ひどく蒼ざめてやつれていらっしゃる。


1 【立ちぬる月より物きこし召さで】『集成』は「月が改まってこのかた」「柏木に逢ったのは四月であるから五月になってから」と注す。悪阻の症状が現れる。


若菜下．９．１．２

■　かの人ひとは1、わりなく思おもひあまる時々ときどきは、夢ゆめのやうに見みたてまつりけれど2、宮みや、尽つきせずわりなきことに3思おぼしたり。

◇　あの人は、無性に我慢ができない時々には、夢のようにお逢い申し上げたが、宮は、どこまでも無体なことだとお思いになっていた。

■　院ゐんをいみじく懼おぢきこえたまへる御心みこころに4、ありさまも人ひとのほども5、等ひとしくだにやはある、いたくよしめきなまめきたれば、おほかたの人目ひとめにこそ、なべての人ひとには優まさりてめでらるれ、幼をさなくより、さるたぐひなき御おほむありさまに馴ならひたまへる御心みこころには、めざましくのみ見みたまふほどに、かく悩なやみわたりたまふは、あはれなる御宿世おほむすくせにぞありける6。

◇　院をひどくお恐がり申されるお気持ちから、態度も人品も、同等に見られようか、たいそう風流っぽく優美にしているので、一般の目には、普通の人以上に誉められるが、幼い時から、そのように類例のないご様子の方に馴れ親しんでいらっしゃるお心にとっては、心外な者とばかり見ていらっしゃるうちに、このようにずっとお悩みになることは、気の毒なご運命であった。


1 【かの人は】柏木をさす。

2 【夢のやうに見たてまつりけれど】『完訳』は「夢路を通うような思いで宮にお逢い申していたのであったが」「密会は一度ならず繰り返された」と注す。

3 【宮尽きせずわりなきことに】明融臨模本と大島本は「宮」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「宮は」と「は」を補訂する。

4 【院をいみじく懼ぢきこえたまへる御心に】主語は女三の宮。「院」は源氏の六条院。異常な夫婦関係である。

5 【ありさまも人のほども】以下、女三の宮の心情に即した叙述。

6 【あはれなる御宿世にぞありける】軽蔑し愛情もないままに、その人の子を妊娠してしまった女三の宮の境涯をいう。『完訳』は「不運だったとする語り手の評」と注す。


若菜下．９．１．３

■　御乳母おほむめのとたち見みたてまつりとがめて1、院ゐんの渡わたらせたまふこともいとたまさかになるを2、つぶやき恨うらみたてまつる。

◇　御乳母たちは懐妊の様子に気がついて、院がお越しになることも実にたまにでしかないのを、ぶつぶつお恨み申し上げる。


1 【見たてまつりとがめて】宮の懐妊に気がついて、の意。

2 【たまさかになるを】明融臨模本は「たまさかになる越」とある。大島本は「たまさかなる越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまさかなるを」と「に」を削除する。『新大系』は底本のまま「たまさかなるを」とする。


若菜下．９．１．４

■　かく悩なやみたまふ1と聞きこし召めしてぞ渡わたりたまふ。

◇　このようにお苦しみでいらっしゃるとお聞きになってお出かけになる。

■　女君をむなぎみは2、暑あつくむつかしとて、御髪澄みぐしすまして、すこしさはやかにもてなしたまへり。

◇　女君は、暑く苦しいと言って、御髪を洗って、少しさわやかにしていらっしゃった。

■　臥ふしながらうちやりたまへりしかば、とみにも乾かはかねど、つゆばかりうちふくみ、まよふ筋すぢもなくて、いときよらにゆらゆらとして、青あをみ衰おとろへたまへるしも、色いろは真青さをに白しろくうつくしげに、透すきたるやうに見みゆる御肌おほむはだつきなど、世よになくらうたげなり。

◇　横になりながら髪を投げ出していらっしゃったので、すぐには乾かないが、少しもふくらんだり、乱れたりした毛もなくて、実に清らかにゆらゆらとたっぷりあって、蒼く痩せていらっしゃるのが、かえって青白くかわいらしげに見え、透き透ったように見えるお肌つきなどは、又とないほど可憐な感じである。

■　もぬけたる虫むしの殻からなどのやうに、まだいとただよはしげにおはす。

◇　脱皮した虫の脱殻かのように、まだとても頼りない感じでいらっしゃる。


1 【かく悩みたまふ】宮が懐妊のため苦しんでいるということ。

2 【女君は】紫の上をいう。


若菜下．９．１．５

■　年としごろ住すみたまはで、すこし荒あれたりつる院ゐんの内うち、たとしへなく狭せばげにさへ見みゆ。

◇　長年お住みにならなかったので、多少荒れていた院の内、喩えようもないくらい手狭な感じにさえ見える。

■　昨日今日きのふけふかくものおぼえたまふ隙ひまにて、心こころことにつくろはれたる遣水やりみづ、前栽せんさいの、うちつけにP37心地ここちよげなるを見出みいだしたまひても、あはれに、今いままで経へにけるを思おもほす。

◇　昨日今日とこのように意識のおありの時に、特別に手入れをさせた遣水、前栽が、急にさわやかに感じられるのを御覧になっても、しみじみと、今まで過ごしてきたことをお思いになる。


P37 うちつけに--うちつけ（け/+に）


第二段　源氏、紫の上と和歌を唱和す

若菜下．９．２．１

■　池いけはいと涼すずしげにて、蓮はちすの花はなの咲さきわたれるに、葉ははいと青あをやかにて、露つゆきらきらと玉たまのやうに見みえわたるを、

◇　池はとても涼しそうで、蓮の花が一面に咲いているところに、葉はとても青々として、露がきらきらと玉のように一面に見えるのを、

若菜下．９．２．２

■　「かれ見みたまへ1。

◇　「あれを御覧なさい。

■　おのれ一人ひとりも涼すずしげなるかな」

◇　自分ひとりだけ涼しそうにしているね」


1 【かれ見たまへ】以下「涼しげなるかな」まで、源氏の詞。


若菜下．９．２．３

■　とのたまふに、起おき上あがりて見出みいだしたまへるも、いとめづらしければ、

◇　とおっしゃると、起き上がって外を御覧になるのも、実に珍しいことなので、

若菜下．９．２．４

■　「かくて見みたてまつるこそ1、夢ゆめの心地ここちすれ。

◇　「このように拝見するのさえ、夢のような気がします。

■　いみじく、わが身みさへ限かぎりとおぼゆる折々をりをりのありしはや」

◇　ひどく、自分自身までが終わりかと思われた時がありましたよ」


1 【かくて見たてまつるこそ】以下「ありしはや」まで、源氏の詞。


若菜下．９．２．５

■　と、涙なみだを浮うけてのたまへば、みづからもあはれに思おぼして、

◇　と涙を浮かべておっしゃると、自分自身でも胸がいっぱいになって、

若菜下．９．２．６

■　「消きえ止とまるほどやは経ふべきたまさかに

蓮はちすの露つゆのかかるばかりを1」

◇　「露が消え残っている間だけでも生きられましょうか

たまたま蓮の露がこうしてあるほどの命ですから」


1 【消え止まるほどやは経べきたまさかに蓮の露のかかるばかりを】紫の上の詠歌。「消え」と「露」と「かかる」は縁語。「玉」と「露」も縁語。「たまさかに」に「玉」の音を響かす。「かかる」は「かくある」の縮と掛詞。わが命のはかなさを露の消え残る間に喩えて詠む。


若菜下．９．２．７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

若菜下．９．２．８

■　「契ちぎり置おかむこの世よならでも蓮葉はちすばに

玉たまゐる露つゆの心隔こころへだつな1」

◇　「お約束して置きましょう、この世ばかりでなく来世に蓮の葉の上に

玉と置く露のようにいささかも心の隔てを置きなさいますな」


1 【契り置かむこの世ならでも蓮葉に玉ゐる露の心隔つな】源氏の返歌。紫の上の「蓮」「玉」「露」の語句を用いる。「消え止まる」の語句を「契り置かむ」と切り返す。この世のみならず来世までの永遠の愛を誓う。


若菜下．９．２．９

■　出いでたまふP38方かたざまはもの憂うけれど、内裏うちにも院ゐんにも、聞きこし召めさむところあり、悩なやみたまふと聞ききてもほど経へぬるを、目めに近ちかきに心こころを惑まどはしつる1ほど、見みたてまつることもをさをさなかりつるに、かかる雲間くもまにさへやは絶たえ籠こもらむ2と、思おぼし立たちて、渡わたりたまひぬ。

◇　お出かけになる先は億劫であるが、帝におかれても院おかれても、お耳にあそばすこともあるので、ご病気と聞いてしばらくたっているので、目の前の病人に心を混乱させていた間、お目にかかることもほとんどなかったので、このような雲の晴れ間にまで引き籠もっていては、とお思い立ちになって、お出かけになった。


P38 出でたまふ--いてた（た/＄）給

1 【目に近きに心を惑はしつる】紫の上の病気をさす。

2 【かかる雲間にさへやは絶え籠もらむ】源氏の心中。「雲間」は天候状態と紫の上の小康状態を譬喩的にさす。


第三段　源氏、女三の宮を見舞う

若菜下．９．３．１

■　宮みやは、御心みこころの鬼おに、見にみえたてまつらむも恥はづかしう、つつましく思おぼすに、物ものなど聞きこえたまふ御おほむいらへも、聞きこえたまはねば、日ひごろの積つもりを2、さすがにさりげなくてつらしと思おぼしけると、心苦こころぐるしければ、とかくこしらへきこえたまふ。

◇　宮は、良心の呵責に苛まれて、お会いするのも恥ずかしく、気が引けてお思いになると、何かおっしゃるお言葉にも、お返事申し上げなさらないので、長い間会わずにいたことを、そうと言わないけれど辛くお思いになっているのだと、お気の毒なので、あれやこれやとお慰めになる。

■　大人おとなびたる人召ひとめして、御心地みここちのさまなど問とひたまふ。

◇　年輩の女房を召して、ご気分の様子などをお尋ねになる。


1? 【物なと聞こえたまふ】主語は源氏。

2 【日ごろの積もりを】以下「つらしと思しける」まで、源氏の心中。


若菜下．９．３．２

■　「例れいのさまならぬ御心地みここちになむ1」

◇　「普通のお身体ではいらっしゃいません」


1 【例のさまならぬ御心地になむ】女房の詞。妊娠のことをいう。


若菜下．９．３．３

■　と、わづらひたまふ御おほむありさまP39を聞きこゆ。

◇　と、ご気分のすぐれないご様子を申し上げる。


P39 御ありさま--（/+御）ありさま


若菜下．９．３．４

■　「あやしく。

◇　「妙だな。

■　ほど経へてめづらしき御おほむことにも1」

◇　今ごろになってご妊娠だとは」


1 【あやしくほど経てめづらしき御ことにも】源氏の詞。「あるかな」などの語句を言いさした形。「めづらしき御事」は妊娠をさす。無感動の発言。「とばかりのたまひて」という、無表情の振る舞い。


若菜下．９．３．５

■　とばかりのたまひて、御心みこころのうちには、

◇　とだけおっしゃって、ご心中には、

若菜下．９．３．６

■　「年としごろ経へぬる人ひとびとだに1もさることなきを2、不定ふぢゃうなる御事おほむことにもや」

◇　「長年連れ添った妻たちでさえそのようなことはなかったのに、不確かなことなので、どうなのか」


1 【年ごろ経ぬる人びとだに】以下「御ことにもや」まで、源氏の心中。女三の宮が源氏に降嫁して七年たつ。「人びと」は、源氏の妻たちをさす。

2 【さることなきを】妊娠をさす。


若菜下．９．３．７

■　と思おぼせば、ことにともかくものたまひあへしらひたまはで、ただ、うち悩なやみたまへるさまのいとらうたげなるを、あはれと見みたてまつりたまふ。

◇　とお思いなさるので、特にあれこれとおっしゃらずに、ただ、お苦しみでいらっしゃる様子がとても痛々しげなのを、いたわしく拝見なさる。

若菜下．９．３．８

■　からうして思おぼし立たちて渡わたりたまひしかば、ふともえ帰かへりたまはで、二に、三日さむにちおはするほど、

◇　やっとのことでお思い立ちになってお越しになったので、すぐにはお帰りになることはできず、二、三日いらっしゃる間、

■　「いかに、いかに2」

◇　「どうしているだろうか、どうしているだろうか」

■　とうしろめたく思おぼさるれば、御文おほむふみをのみ書かき尽つくしたまふ。

◇　と気がかりにお思いになるので、お手紙ばかりをこまごまとお書きになる。


1? 【不定なる御事にもやと思せば】「もや」連語、係助詞「も」＋係助詞「や」疑問の意。危ぶむ気持ちを表す。下に「ある」連体形を省略した形。女三の宮の懐妊に期待や関心もない。

2 【いかにいかに】源氏の心中。紫の上を気づかう。


若菜下．９．３．９

■　「いつの間まに1積つもる御言おほむことの葉はにかあらむ。

◇　「いつの間にたくさんお言葉が溜るのでしょう。

■　いでや、やすからぬ世よをも見みるかな2」

◇　まあ、何と、心配でならないこと」


1 【いつの間に】以下「世をも見るかな」まで、女房の詞。

2 【いでややすからぬ世をも見るかな】女三の宮方を心配する言葉。『集成』は「「なんと、姫様のお身の上が心配なこと」。『完訳』は「いやもう、こちらとの御仲もそう油断してはいらせませぬ」と訳す。


若菜下．９．３．１０

■　と、若君1わかぎみの御過おほむあやまちを知しらぬ人ひとは言いふ。

◇　と、若君の御過ちを知らない女房は言う。

■　侍従じじゅうぞ、かかるにつけても胸むねうち騷さわぎける。

◇　侍従だけは、このようなことにつけても胸騷ぎがするのであった。


1 【若君】女三の宮をいう。『完訳』は「宮の、幼稚さをこめた呼称」と注す。


若菜下．９．３．１１

■　かの人ひとも、かく渡わたりたまへりと聞きくに、おほけなく心誤こころあやまりして、いみじきことどもを書かき続つづけて、おこせたまへり。

◇　あの人も、このようにお越しになっていると聞くと、大それた考え違いを起こして、大層な訴え事を書き綴っておよこしになった。

■　対たいにあからさまに渡わたりたまへるほどに1、人間ひとまなりければ、忍しのびて見みせたてまつる。

◇　対の屋にちょっとお渡りになっている間に、人少なであったので、こっそりとお見せ申し上げる。


1 【対にあからさまに渡りたまへるほどに】主語は源氏。東の対へ。


若菜下．９．３．１２

■　「むつかしきもの見みするこそ1、いと心憂こころうけれ。

◇　「厄介な物を見せるのは、とても辛いわ。

■　心地ここちのいとど悪あしきに」

◇　気分がますます悪くなりますから」


1 【むつかしきもの見するこそ】以下「いとど悪しきに」まで、女三の宮の詞。柏木からの手紙を見たいとは思わない、という。


若菜下．９．３．１３

■　とて臥ふしたまへれば、

◇　と言ってお臥せになっているので、

若菜下．９．３．１４

■　「なほ、ただ1、この端書はしがきの、いとほしげにはべるぞや」

◇　「でも、ただ、このはしがきが、お気の毒な気がいたしますよ」


1 【なほただ】以下「はべるぞや」まで、小侍従の詞。


若菜下．９．３．１５

■　とて広ひろげたれば、人ひとの参まゐるに、いと苦くるしくて、御几帳引みき寄***せて去さりぬ。

◇　と言って、広げたところへ誰か参ったので、まこと困って、御几帳を引き寄せて出て行った。

◆　 
とて ひろげ たれ ば、 ひと の まゐる に、 いと くるしく て、 み-きちゃう ひきよせ て さり ぬ。

若菜下．９．３．１６

■　いとど胸むねつぶるるに1、院入ゐんいりたまへば、えよくも隠かくしたまはで、御茵おほむしとねの下したにさし挟はさみたまひつ。

◇　ますます胸がどきどきしているところに、院がお入りになったので、上手にお隠しになることもできず、御褥の下にさし挟みなさった。


1 【いとど胸つぶるるに】主語は女三の宮。


第四段　源氏、女三の宮と和歌を唱和す

若菜下．９．４．１

■　夜よさりつ方かた、二条にでうの院ゐんへ渡わたりたまはむとて、御暇聞おほむいとまきこえたまふ。

◇　夜になってから、二条院にお帰りになろうとして、ご挨拶を申し上げなさる。

若菜下．９．４．２

■　「ここには1、けしうはあらず見みえたまふを、まだいとただよはしげなりしを2、見捨みすてたるやうに思おもはるるも、今いまさらにいとほしくてなむ。

◇　「こちらには、お具合は悪くないようにお見えですが、まだとても頼りなさそうなのを、放って置くように思われますのも、今さらお気の毒なので。

■　ひがひがしく聞きこえなす人ひとありとも、ゆめ心置こころおきたまふな。

◇　悪く申す者がありましても、決してお気になさいますな。

■　今見直いまみなほしたまひてむ」

◇　やがてきっとお分かりになりましょう」


1 【ここには】以下「見直したまひてむ」まで、源氏の詞。女三の宮への暇乞いの挨拶。

2 【まだいとただよはしげなりしを】紫の上の容態をいう。


若菜下．９．４．３

■　と語かたらひたまふ。

◇　とお慰めになる。

■　例れいは、なまいはけなき戯たはぶれ言ごとなども1、うちとけ聞きこえたまふを、いたくしめりて、さやかにも見合みあはせたてまつりたまはぬを、ただ世よの恨うらめしき御みけしきと心得こころえたまふ2。

◇　いつもは、子供っぽい冗談事などを、気楽に申し上げなさるのだが、ひどく沈み込んで、ちゃんと目をお合わせ申すこともなさらないのを、ただ側にいないのを恨んでいらっしゃるのだとお思いなさる。


1 【例はなまいはけなき戯れ言なども】主語は女三の宮。

2 【ただ世の恨めしき御けしきと心得たまふ】主語は源氏。「世」は源氏との夫婦仲をいう。『集成』は「（事情を知らぬ源氏は）ただ、夫にいつも側にいてもらえないのを恨めしく思っていられるのだと、お思いになる」と訳す。


若菜下．９．４．４

■　昼ひるの御座おましにうち臥ふしたまひて、御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふほどに暮くれにけり。

◇　昼の御座所に横におなりになって、お話など申し上げているうちに日が暮れてしまった。

■　すこし大殿籠おほとのごもり入いりにけるに、ひぐらしのはなやかに鳴なくに1おどろきたまひて、

◇　少しお寝入りになってしまったが、ひぐらしが派手に鳴いたのに目をお覚ましになって、


1 【ひぐらしのはなやかに鳴くに】『完訳』は「秋の景物。夕暮時に鳴く。ここは夏の終りの夕べである」と注す。


若菜下．９．４．５

■　「さらば、道みちたどたどしからぬS27ほどに1」

◇　「それでは、道が暗くならない間に」


S27 夕闇は道たどたどし月待ちて帰れ我が背子その間にも見む（古今六帖一-三七一）

1 【さらば道たどたどしからぬほどに】源氏の詞。「夕闇は道たどたどし月待ちて帰れわが背子その間にも見む」（古今六帖一、三七一、夕闇）をの語句を引いた言葉。


若菜下．９．４．６

■　とて、御衣おほむぞなどたてまつり直なほす。

◇　と言って、お召し物などをお召し替えになる。

若菜下．９．４．７

■　「月待つきまちて、とも言いふなるものを1」

◇　「月を待って、と言うそうですから」


1 【月待ちてとも言ふなるものを】女三の宮の詞。源氏の言葉中の引歌の文句を踏まえて応える。「なる」伝聞推定の助動詞。明融臨模本、合点、付箋「夕くれはみちたとたとし月待てかへれわかせこそのまにもみむ」とある。


若菜下．９．４．８

■　と、いと若わかやかなるさましてのたまふは、憎にくからずかし1。

◇　と、若々しい様子でおっしゃるのはとてもいじらしい。

■　「その間まにも、とや思おぼす2」

◇　「その間でも、とお思いなのだろうか」

■　と、心苦こころぐるしげに思おぼして、立たち止とまりたまふ。

◇　と、いじらしくお思いになって、お立ち止まりになる。


1 【憎からずかし】『集成』は「いかにも愛くるしい」「無下にことわりもならぬ源氏の気持を、草子地が代弁する」と注す。

2 【その間にもとや思す】源氏の心中。女三の宮の気持を忖度する。


若菜下．９．４．９

■　「夕露ゆふつゆに袖濡そでぬらせとやひぐらしの

鳴なくを聞きく聞きく起おきて行ゆくらむ」

◇　「夕露に袖を濡らせというつもりで、ひぐらしが鳴くのを

聞きながら起きて行かれるのでしょうか」

若菜下．９．４．１０

■　片かたなりなる御心みこころにまかせて言いひ出いでたまへるもらうたければ、ついゐて、

◇　子供のようなあどけないままにおっしゃったのもかわいらしいので、膝をついて、

若菜下．９．４．１１

■　「あな、苦くるしや2」

◇　「ああ、困りましたこと」


1? 【夕露に袖濡らせとやひぐらしの鳴くを聞く聞く起きて行らむ】女三の宮から源氏への贈歌。「露」は涙の象徴。「起きて」は「露」との縁語「置きて」を響かす。『集成』は「夕方は尋ねて来て下さるはずの時ですのに、の余意があろう」。『完訳』は「蜩が鳴き露が置く夕べは男が女を尋ね来る時。それなのに立ち去るのだとして、源氏を恨む歌」と注す。係助詞「や」--「行くらむ」連体形は、反語の意を含んだ疑問、恨み言の余意余情がある。

2 【あな苦しや】源氏の心中。


若菜下．９．４．１２

■　と、うち嘆なげきたまふ。

◇　と、溜息をおつきになる。

若菜下．９．４．１３

■　「待まつ里さともいかが聞きくらむ方かたがたに

心騒こころさわがすひぐらしの声**」

◇　「わたしを待っているほうでもどのように聞いているでしょうか

それぞれに心を騒がすひぐらしの声ですね」

◆　 
"まつ さと も いかが きく らむ かたがた に
 こころ さわがす ひぐらし の こゑ

若菜下．９．４．１４

■　など思おぼしやすらひて、なほ情なさけなからむも心苦こころぐるしければ、止とまりたまひぬ。

◇　などとご躊躇なさって、やはり無情に帰るのもお気の毒なので、お泊まりになった。

■　静心しづごころなく、さすがに眺ながめられたまひて、御おほむくだものばかり参まゐりなどして、大殿籠おほとのごもりぬ。

◇　心は落ち着かず、そうは言っても物思いにお耽りになって、果物類だけを召し上がりなどなさって、お寝みになった。

第五段　源氏、柏木の手紙を発見

若菜下．９．５．１

■　まだ朝涼あさすずみのほどに渡わたりたまはむとて、とく起おきたまふ。

◇　まだ朝の涼しいうちにお帰りになろうとして、早くお起きになる。

若菜下．９．５．２

■　「昨夜よべのかはほりを落おとして、これは風かぜぬるくこそありけれ1」

◇　「昨夜の扇を落として。これでは風がなま温いな」


1 【昨夜のかはほりを落としてこれは風ぬるくこそありけれ】源氏の独言。「かはほり」は夏扇。「これ」は桧扇をさす。


若菜下．９．５．３

■　とて、御扇置おほむあふぎおきたまひて、昨日きのふうたた寝ねしたまへりし御座おましのあたりを、立たち止とまりて見みたまふに、御茵おほむしとねのすこしまよひたるつまより、浅緑あさみどりの薄様うすやうなる文ふみの、押おし巻まきたる1端見はしみゆるを、何心なにごころもなく引ひき出いでて御覧ごらんずるに、男をとこの手てなり。

◇　と言って、御桧扇をお置きになって、昨日うたた寝なさった御座所の近辺を、立ち止まってお探しになると、御褥の少し乱れている端から、浅緑の薄様の手紙で、押し巻いてある端が見えるのを、何気なく引き出して御覧になると、男性の筆跡である。

■　紙かみの香かなどいと艶えんに、ことさらめきたる書かきざまなり2。

◇　紙の香りなどはとても優美で、気取った書きぶりである。

■　二重ふたかさねにこまごまと書かきたるを見みたまふに、

◇　二枚にこまごまと書いてあるのを御覧になると、

■　「紛まぎるべき方かたなく、その人ひとの手てなりけり3」

◇　「紛れようもなく、あの人の筆跡である」

■　と見みたまひつ。

◇　と御覧になった。


1 【浅緑の薄様なる文の押し巻きたる】柏木から女三の宮への恋文。浅緑色の薄様の紙を巻紙につくろう。

2 【ことさらめきたる書きざまなり】『集成』は「気取った」。『完訳』は「わざとらしく意味ありげな書きぶりである」と訳す。

3 【紛るべき方なくその人の手なりけり】源氏の心中。「その人」は柏木をさす。


若菜下．９．５．４

■　御鏡おほむかがみなど開あけて参まゐらする人ひとは、見みたまふ文ふみにこそは1と、心こころも知しらぬに、小侍従見こじじゅうみつけて、昨日きの文ふの色ふみのいろと見みるに、いといみじく、胸むねつぶつぶと鳴なる心地ここちす。

◇　お鏡の蓋を開けて差し上げる女房は、やはり殿が御覧になるはずの手紙であろうと、事情を知らないが、小侍従はそれを見つけて、昨日の手紙と同じ色と見ると、まことにたいそう、胸がどきどき鳴る心地がする。

■　御粥おほむかゆなど参まゐる方かたに目めも見みやらず、

◇　お粥などを差し上げる方には見向きもせず、


1 【見たまふ文にこそは】明融臨模本と大島本は「見給ふみ」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「なほ見たまふ文」と「なほ」を補訂する。主語は源氏。女房たちの心中を叙述。


若菜下．９．５．５

■　「いで、さりとも1、それにはあらじ。

◇　「いいえ、いくら何でも、それはあるまい。

■　いといみじく、さることはありなむや2。

◇　本当に大変で、そのようなことがあろうか。

■　隠かくいたまひてけむ」

◇　きっとお隠しになったことだろう」


1 【いでさりとも】以下「隠いたまひてむ」まで、小侍従の心中。

2 【さることはありなむや】反語表現。


若菜下．９．５．６

■　と思おもひなす。

◇　としいて思い込む。

若菜下．９．５．７

■　宮みやは、何心なにごころもなく、まだ大殿籠おほとのごもれり。

◇　宮は、無心にまだお寝みになっていらっしゃった。

若菜下．９．５．８

■　「あな、いはけな1。

◇　「何と、幼いのだろう。

■　かかる物ものを散ちらしたまひて。

◇　このような物をお散らかしになって。

■　我われならぬ人ひとも見みつけたらましかば」

◇　自分以外の人が見つけたら」


1 【あないはけな】以下「見つけたらましかば」まで、源氏の心中。


若菜下．９．５．９

■　と思おぼすも、心劣こころおとりして、

◇　とお思いになるにつけても、見下される思いがして、

若菜下．９．５．１０

■　「さればよ1。

◇　「やはりそうであったか。

■　いとむげに心こころにくきところなき御おほむありさまを、うしろめたしとは見みるかし」

◇　本当に奥ゆかしいところがないご様子を、不安であると思っていたのだ」


1 【さればよ】以下「とは見るかし」まで、源氏の心中。


若菜下．９．５．１１

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

第六段　小侍従、女三の宮を責める

若菜下．９．６．１

■　出いでたまひぬれば1、人ひとびとすこしあかれぬるに、侍従寄じじゅうよりて、

◇　お帰りになったので、女房たちが少しばらばらになったので、侍従がお側に寄って、


1 【出でたまひぬれば】主語は源氏。源氏が帰った後の場面。


若菜下．９．６．２

■　「昨日きの物ふのものは1、いかがせさせたまひてし。

◇　「昨日のお手紙は、どのようにあそばしましましたか。

■　今朝けさ、院ゐんの御覧ごらんじつる文ふみの色いろこそ、似にてはべりつれ」

◇　今朝、院が御覧になっていた手紙の色が、似ておりましたが」


1 【昨日の物は】以下「似てはべりつれ」まで、小侍従の詞。


若菜下．９．６．３

■　と聞きこゆれば、あさましと思おぼして、涙なみだのただ出いで来きに出いで来くれば、いとほしきものから、

◇　と申し上げると、意外なことと驚きなさって、涙が止めどもなく出て来るので、お気の毒に思う一方で、

■　「いふかひなの御おほむさまや1」

◇　「何とも言いようのない方だ」

■　と見みたてまつる。

◇　と拝し上げる。


1 【いとほしきものからいふかひなの御さまや】小侍従の心中を間接的に叙述する。気の毒に思う一方で、あきれた思いをする。


若菜下．９．６．４

■　「いづくにかは1、置おかせたまひてし。

◇　「どこに、お置きあそばしましたか。

■　人ひとびとの参まゐりしに、ことあり顔がほに近ちかくさぶらはじと、さばかりの忌いみをだに、心こころの鬼おに避にさりP40はべしを。

◇　女房たちが参ったので、子細ありげに近くに控えておりまいと、ちょっとしたぐらいの用心でさえ、気が咎めますので慎重にしておりましたのに。

■　入いらせたまひしほどは、すこしほど経へはべりにしを、隠かくさせたまひつらむとなむ、思おもうたまへし」

◇　お入りあそばしました時には、少し間がございましたが、お隠しあそばただろうと、存じておりました」


P40 避り--（/+さ）り

1 【いづくにかは】以下「思うたまへし」まで、小侍従の詞。


若菜下．９．６．５

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

若菜下．９．６．６

■　「いさ、とよ1。

◇　「いいえ、それがね。

■　見みしほどに入いりたまひしかば、ふともえ置おきあへでP41,2、さし挟はさみしを、忘わすれにけり」

◇　見ていた時にお入りになったので、すぐに起き上がることもできないで、褥に差し挟んで置いたのを、忘れてしまったの」


P41 置きあへで--をきあから（から/=へ）て

1 【いさとよ】以下「忘れにけり」まで、女三の宮の詞。「いさとよ」について、『集成』は「自信なげに応ずる言葉」と注す。

2 【置きあへで】明融臨模本は「えをきあか（か＝へ）ら（ら＝無イ）て」とある。すなわち異本には「えをきあへて」とあるとする。大島本は「えおきあからて」とある。『集成』は底本（明融臨模本）の訂正に従う。『完本』は底本の（明融臨模本）の訂正以前本文従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


若菜下．９．６．７

■　とのたまふに、いと聞きこえむかたなし。

◇　とおっしゃるので、何ともまったく申し上げる言葉もない。

■　寄よりて見みれば、いづくのかはあらむ1。

◇　近寄って探すが、どこにもあろうはずがない。


1 【いづくのかはあらむ】反語表現。語り手の口吻がまじった表現。


若菜下．９．６．８

■　「あな、いみじ1。

◇　「まあ、大変。

■　かの君きみも、いといたく懼おぢ憚はばかりて、けしきにても漏もり聞きかせたまふことあらばと、かしこまりきこえたまひしものを。

◇　かの君も、とてもひどく恐れ憚って、素振りにもお聞かせ申されるようなことがあったら大変と、恐縮申していられたものを。

■　ほどだに経へず2、かかることの出いでまうで来くるよ。

◇　まだいくらもたたないのに、もうこのような事になってしまってよ。

■　すべて、いはけなき御おほむありさまにて3、人ひとにも見みえさせたまひければ4、年としごろさばかり忘わすれがたく、恨うらみ言いひわたりたまひしかど、かくまで思おもうたまへし御おほむことかは。

◇　全体、子供っぽいご様子でいらして、人にお姿をお見せあそばしたので、長年あれほどまで忘れることができず、ずっと恨み言を言い続けていらっしゃったが、こうまでなるとは存じませんでした事ですわ。

■　誰たが御おほむためにも、いとほしくはべるべきこと」

◇　どちら様のためにも、お気の毒な事でございますわ」


1 【あないみじ】以下「いとほしくはべるべきこと」まで、小侍従の詞。

2 【ほどだに経ず】『完訳』は「あっけない露顕の気持」と注す。

3 【すべていはけなき御ありさまにて】小侍従、女三の宮の性格をなじる、非難の言葉。

4 【人にも見えさせたまひければ】六年前に六条院での蹴鞠の折に柏木に姿を見られたことをいう。


若菜下．９．６．９

■　と、憚はばかりもなく聞きこゆ。

◇　と、遠慮もなく申し上げる。

■　心こころやすく若わかくおはすれば、馴なれきこえたるなめり1。

◇　気安く子供っぽくいらっしゃるので、ずけずけと申し上げたのであろう。

■　いらへもしたまはで、ただ泣なきにのみぞ泣なきたまふ。

◇　お答えもなさらず、ただ泣いてばかりいらっしゃる。

■　いと悩なやましげにて、つゆばかりの物ものもきこしめさねば、

◇　とても苦しそうで、まったく何もお召し上がりにならないので、


1 【心やすく若くおはすれば馴れきこえたるなめり】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『集成』は「小侍従は女三の宮と乳母子という親しい間柄でもある。以下、草子地」と注す。


若菜下．９．６．１０

■　「かく悩なやましくせさせたまふを1、見みおきたてまつりたまひて、今いまはおこたり果はてたまひにたる御扱おほむあつかひに2、心こころを入いれたまへること」

◇　「このようにお苦しみでいらっしゃるのを、放っていらっしゃって、今はもうすっかりお治りになったお方のお世話に、熱心でいらっしゃること」


1 【かく悩ましくせさせたまふを】以下「心を入れたまへること」まで、女房の詞。源氏への非難。

2 【今はおこたり果てたまひにたる御扱ひに】紫の上の看病をさす。


若菜下．９．６．１１

■　と、つらく思おもひ言いふ。

◇　と、薄情に思って言う。

第七段　源氏、手紙を読み返す

若菜下．９．７．１

■　大殿おとどは、この文ふみのなほあやしく思おぼさるれば、人見ひとみぬ方かたにて、うち返かへしつつ見みたまふ。

◇　大殿は、この手紙をやはり不審に思わずにはいらっしゃれないので、人の見ていない方で、繰り返し御覧になる。

■　「さぶらふ人ひとびとの中なかに1、かの中納言ちゅうなごんの手てに似にたる手てして書かきたるか」

◇　「伺候している女房の中で、あの中納言の筆跡に似た書き方で書いたのだろうか」

■　とまで思おぼし寄よれど、言葉ことばづかひきらきらと、まがふべくもあらぬことどもあり2。

◇　とまでお考えになったが、言葉遣いがはっきりしていて、本人に間違いないことがいろいろと書いてある。


1 【さぶらふ人びとの中に】以下「書きたるか」まで、源氏の心中。

2 【言葉づかひきらきらとまがふべくもあらぬことどもあり】『完訳』は「その言葉づかいは美しくととのったあやがあって、当の本人としか考えられぬふしぶしがある」と訳す。


若菜下．９．７．２

■　「年としを経へて1思おもひわたりけることの、たまさかに本意ほいかなひP42て、心こころやすからぬ筋すぢを書かき尽つくしたる言葉ことば、いと見所みどころありてあはれなれど、いとかくさやかにはP43書かくべしや。

◇　「長年慕い続けてきたことが、偶然に念願が叶って、心にかかってならないといった事を書き尽くした言葉は、まことに見所があって感心するが、本当に、こんなにまではっきりと書いてよいものだろうか。

■　あたら人ひとの2、文ふみをこそ思おもひやりなく書かきけれ。

◇　惜しいことに、あれほどの人が、思慮もなく手紙を書いたものだ。

■　落おち散ちることもこそと3思おもひしかば、昔むかし、かやうに4こまかなるべき折をりふしにも、ことそぎつつこそ書かき紛まぎらはししか。

◇　人目に触れることがあってはいけないと思ったので、昔、このようにこまごまと書きたい時も、言葉を簡略に簡略にして書き紛らわしたものだ。

■　人ひとの深ふかき用意よういは難かたきわざなりけり」

◇　人が用心するということは難しいことなのだ」


P42 かなひ--め（め/＄か）なひ

P43 さやかには--さやかに（に/+は）

1 【年を経て】以下「難きわざなりけり」まで、柏木の手紙を見た源氏の感想。係助詞「や」反語表現。はっきり書くべきでない、という。『集成』は「以下、その手紙の内容の概略」と注す。『新大系』も「以下、柏木の文面の大体」と注す。『完本』は地の文として処理。『集成』『完本』『新大系』は「いとかくさやかには」以下を源氏の心中文（心内、感想）とする。

2 【あたら人の】柏木をさす。あれほどにすぐれた人が、という評価と失望。

3 【落ち散ることもこそと】連語「もこそ」懸念の気持ち。

4 【思ひしかば昔かやうに】過去の助動詞「しか」自己の体験。以下、自分の過去の体験を振り返る。


若菜下．９．７．３

■　と、かの人ひとの心こころをさへ1見落みおとしたまひつ。

◇　と、その人の心までお見下しなさった。


1 【かの人の心をさへ】柏木をさす。副助詞「さへ」添加は女三の宮に加えてのニュアンス。


第八段　源氏、妻の密通を思う

若菜下．９．８．１

■　「さても、この人ひとをば1いかがもてなしきこゆべき。

◇　「それにしても、この宮をどのようにお扱いしたら良いものだろうか。

■　めづらしきさまの御心地みここちも、かかることの紛まぎれにてなりけり2。

◇　おめでたいことのご懐妊も、このようなことのせいだったのだ。

■　いで、あな、心憂こころうや。

◇　ああ、何と、厭わしいことだ。

■　かく、人伝ひとづてならず憂うきことを知しるしる、ありしP44ながら見みたてまつらむよ」

◇　このような、目の当たりに嫌な事を知りながら、今までどおりにお世話申し上げるのだろうか」


P44 ありし--あ（あ/＄）ありし

1 【さてもこの人をば】以下「見たてまつらむよ」まで、源氏の心中。今後の女三の宮の処遇について悩む。

2 【めづらしきさまの御心地もかかることの紛れにてなりけり】源氏は、女三の宮の懐妊も柏木との過ちによって起こったことなのだ、と理解する。


若菜下．９．８．２

■　と、わが御心みこころながらも、え思おもひ直なほすまじくおぼゆるを、

◇　と、自分のお心ながらも、とても思い直すことはできないとお思いになるが、

若菜下．９．８．３

■　「なほざりのすさびと1、初はじめより心こころをとどめぬ人ひとだに、また異だことざまの心分こころわくらむと思おもふは、心こころづきなく思おもひ隔へだてらるるを、ましてこれは、さま異ことに、おほけなき人ひとの心こころにもありけるかな2。

◇　「浮気の遊び事としても、初めから熱心でない女でさえ、また別の男に心を分けていると思うのは、気にくわなく疎んじられてしまうものなのに、ましてこの宮は、特別な方で、大それた男の考えであることよ。


1 【なほざりのすさびと】以下「たぐひあらじ」まで、源氏の心中。

2 【おほけなき人の心にもありけるかな】源氏の柏木に対する非難の思い。


若菜下．９．８．４

■　帝みかどの御妻みめをも過あやまつたぐひ、昔むかしもありけれど1、それはまたいふ方異かたことなり。

◇　帝のお妃と過ちを生じる例は、昔もあったが、それはまた事情が違うのだ。

■　宮仕みやづかへといひて、我われも人ひとも同おなじ君きみに馴なれ仕つかうまつるほどに、おのづから、さるべき方かたにつけても3、心こころを交かはしそめ2、もののまぎれ多おほかりぬべきわざなり。

◇　宮仕えと言って、自分も相手も同じ主君に親しくお仕えするうちに、自然と、そのような方面で、好意を持ち合うようになって、みそか事も多くなるというものだ。


1 【帝の御妻をも過つたぐひ昔もありけれど】『河海抄』は在原業平と五条后や二条后の例、花山院女御と藤原実資や藤原道信、源頼定と三条院麗景殿女御や一条院承香殿女御との例を指摘。光源氏自身、桐壺帝の藤壺女御と過ちを犯している。

2 【宮仕へといひて我も人も同じ君に馴れ仕うまつるほどにおのづからさるべき方につけても心を交はしそめ】女性が入内することも男性が官僚として仕えることも共に「宮仕え」といった。帝との結婚も「宮仕え」なのであった。「同じ君に馴れ仕うまつるほどに」という状況は、桐壺帝の下での源氏と藤壺女御との関係によく似ている。

3 【さるべき方につけても】異性間の愛情問題をさす。


若菜下．９．８．５

■　女御にょうご、更衣かういといへど、とある筋すぢかかる方かたにつけて、かたほなる人ひともあり、心こころばせかならず重おもからぬうち混まじりて、思おもはずなることもあれど、おぼろけの定さだかなる過あやまち見みえぬほどは、さても交まじらふやうもあらむに、ふとしもあらはならぬ紛まぎれありぬべし。

◇　女御、更衣と言っても、あれこれいろいろあって、どうかと思われる人もおり、嗜みが必ずしも深いとは言えない人も混じっていて、意外なことも起こるが、重大な確かな過ちと分からないうちは、そのままで宮仕えを続けて行くようなこともあるから、すぐには分からない過ちもきっとあることだろう。

若菜下．９．８．６

■　かくばかり、またなきさまに2もてなしきこえて、うちうちの心こころざし引ひく方かたよりも3、いつくしくかたじけなきものに思おもひはぐくまむ人ひとをおきて、かかることは、さらにたぐひあらじ」

◇　このように、又となく大事にお扱い申し上げて、内心愛情を寄せている人よりも、大切な恐れ多い方と思ってお世話しているような自分をさしおいて、このような事を起こすとは、まったく例がない」


1? 【おぼろけの定かなる過ち見えぬほどはさても交じらふやうもあたむに】『集成』は「重大な、はっきりした不始末が人目につかない間は、そのまま宮仕えを続けるというこもあろうから」。『完訳』は「格別の不始末であることがはっきり人目につかない間は、そのまま宮仕えを続けていくことにもなろうから」と訳す。

2 【かくばかりまたなきさまに】以下、自分の女三の宮の扱いについていう。

3 【うちうちの心ざし引く方よりも】紫の上をさす。その人よりも。


若菜下．９．８．７

■　と、爪弾つまはじきせられたまふ。

◇　と、つい非難せずにはいらっしゃれない。

若菜下．９．８．８

■　「帝みかどと聞きこゆれど2、ただ素直すなほに、公おほやけざまの心こころばへばかりにて、宮仕みやづかへのほどもものすさまじきに3、心こころざし深ふかき私わたくしのねぎ言ごとになびきS28,4、おのがじしあはれを尽つくし、見過みすぐしがたき折をりのいらへをも言いひそめ、自然じねんに心通こころかよひそむらむ仲なからひは、同おなじけしからぬ筋すぢなれど、寄よる方かたありや5。

◇　「帝とは申し上げても、ただ素直に、お仕えするだけでは面白くもないので、深い私的な思いを訴えかける言葉に引かれて、お互いに愛情を傾け尽くし、放って置けない折節の返事をするようになり、自然と心が通い合うようになった間柄は、同様に良くない事柄だが、まだ理由があろうか。

■　わが身みながらも、さばかりの人ひとに心分こころわけたまふべくはおぼえぬものを」

◇　自分自身の事ながら、あの程度の男に宮が心をお分けにならねばならないとは思われないのだが」


S28 ねぎ事をさのみ聞きけむ社こそ果ては嘆きの杜となるらめ（古今集俳諧-一〇五五　讃岐）

1? 【思ひはぐくむ人をおきて】自分光源氏をさす。

2 【帝と聞こゆれど】以下「おぼえぬものを」まで、源氏の心中。

3 【ただ素直に公ざまの心ばへばかりにて宮仕へのほどもものすさまじきに】後宮の女御更衣たちの宮仕えの心境について忖度する。

4 【ねぎ言になびき】「ねぎごとをさのみ聞きけむ社こそ果てはなげきの森となるらめ」（古今集俳諧歌、一〇五五、讃岐）。

5 【寄る方ありや】『集成』は「まだ許せるところがある」。『完訳』は「同情の余地があるというもの」と訳す。人情の自然な発露から出た行為というものは尊重する。


若菜下．９．８．９

■　と、いと心こころづきなけれど、また

◇　と、まことに不愉快ではあるが、また

■　「けしきに出いだすべきことにもあらず」

◇　「顔色に出すべきことではない」

■　など、思おぼし乱みだるるにつけて、

◇　などと、ご煩悶なさるにつけても、

若菜下．９．８．１０

■　「故院こゐんの上うへも、かく御心みこころには1知しろし召めしてや、知しらず顔がほを作つくらせたまひけむ。

◇　「故院の上も、このように御心中には御存知でいらして、知らない顔をあそばしていられたのだろうか。

■　思おもへば、その世よのことこそは、いと恐おそろしく、あるまじき過あやまちなりけれ」

◇　それを思うと、その当時のことは、本当に恐ろしく、あってはならない過失であったのだ」


1 【故院の上もかく御心には】以下「あるまじき過ちなりけれ」まで、源氏の心中。自分と藤壺との過ちを思い出し、帝の心境を忖度し、我が行為を深く反省する。


若菜下．９．８．１１

■　と、近ちかき例ためしを思おぼすにぞ、恋こひの山路1やまぢS29は、えもどくまじき御心みこころまじりける。

◇　と、身近な例をお思いになると、恋の山路は、非難できないというお気持ちもなさるのであった。


S29 いかばかり恋てふ山の深ければ入りと入りぬる人惑ふらむ（古今六帖四-一九八〇）

1 【恋の山路】明明融臨模本、合点あり、付箋に「いかはかり恋の山路のしけゝれはいりといりぬる人まとふらん」（古今六帖四、一九七四）とある。


第十章　光る源氏の物語　密通露見後

第一段　紫の上、女三の宮を気づかう

若菜下．１０．１．１

■　つれなしづくりたまへど、もの思おぼし乱みだるるさまのしるければ、女君をむなぎみ、消きえ残のこりたるいとほしみに渡わたりたまひて、

◇　平静を装っていらっしゃるが、ご煩悶の様子がはっきりと見えるので、女君は、生き返ったのをいじらしそうに思ってこちらにお帰りになって、

■　「人ひとやりならず1、心苦こころぐるしう思おもひやりきこえたまふにや」

◇　「ご自身どうにもならず、宮をお気の毒に思っていらっしゃるのだろうか」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【人やりならず】以下「思ひやりきこえたまふにや」まで、紫の上の心中。源氏が「心くるしう思ひやる」対象は女三の宮。


若菜下．１０．１．２

■　「心地ここちはよろしくなりにてはべるを、かの宮みやの悩なやましげにおはすらむに、とく渡わたりたまひにしこそ2、いとほしけれ」

◇　「気分は良ろしくなっておりますが、あちらの宮がお悪くいらっしゃいましょうに、早くお帰りになったのが、お気の毒です」


1? 【心地はいとよろしく】以下「いとほしけれ」まで、紫の上の詞。

2 【とく渡りたまひにしこそ】源氏が六条院から二条院へ戻ってきたこと。


若菜下．１０．１．３

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお申し上げなさるので、

若菜下．１０．１．４

■　「さかし。

◇　「そうですね。

■　例れいならず1見みえたまひしかど、異ことなる心地ここちにもおはせねば、おのづから心こころのどかに思おもひてなむ。

◇　普通のお身体ではないようにお見えになりましたが、別段のご病気というわけでもいらっしゃらないので、何となく安心に思っていましてね。

■　内裏うちよりは、たびたび御使おほむつかひありけり。

◇　宮中からは、何度もお使いがありました。

■　今日けふも御文おほむふみありつとか。

◇　今日もお手紙があったとか。

■　院ゐんの、いとやむごとなく聞きこえつけたまへれば、上うへもかく思おぼしたるなるべし。

◇　院が、特別大切になさるようにとお頼み申し上げていらっしゃるので、主上もそのようにお考えなのでしょう。

■　すこしおろかになどもあらむは、こなたかなた思おぼさむことの、いとほしきぞや」

◇　少しでも宮を疎かになどあるようであれば、お二方がどうお思いになるかが、心苦しいことです」


1 【さかし例ならず】以下「いとほしきぞや」まで、源氏の詞。


若菜下．１０．１．５

■　とて、うめきたまへば、

◇　と言って、嘆息なさると、

若菜下．１０．１．６

■　「内裏うちの聞きこし召めさむよりも2、みづから恨うらめしと思おもひきこえたまはむこそ、心苦こころぐるしからめ。

◇　「帝がお耳にあそばすことよりも、宮ご自身が恨めしいとお思い申し上げなさることのほうが、お気の毒でしょう。

■　我われは思おぼし咎とがめずとも3、よからぬさまに聞きこえなす人ひとびと、かならずあらむと思おもへば、いと苦くるしくなむ」

◇　ご自分ではお気になさらなくても、良からぬように蔭口を申し上げる女房たちが、きっといるでしょうと思うと、とてもつろう存じます」


1? 【こなたかなたいとほしきぞや】朱雀院と今上帝をさす。

2 【内裏の聞こし召さむよりも】以下「いと苦しくなむ」まで、紫の上の詞。

3 【我は思し咎めずとも】「我」は女三の宮をさす。


若菜下．１０．１．７

■　などのたまへば、

◇　などとおっしゃるので、

若菜下．１０．１．８

■　「げに、あながちに1思おもふ人ひとのためには、わづらはしきよすがなけれど、よろづにたどり深ふかきこと、とやかくやP45と、おほよそ人びとの思おもはむ心こころさへ思おもひめぐらさるるを2、これはただ3、国王こくわうの御心みこころやおきたまはむとばかりを憚はばからむは、浅あさき心地ここちぞしける」

◇　「なるほど、おっしゃるとおり、ひたすら愛しく思っているあなたには、厄介な縁者はいないが、いろいろと思慮を廻らすことといったら、あれやこれやと、一般の人が思うような事まで考えを廻らされますが、わたしのただ、国王が御機嫌を損ねないかという事だけを気にしているのは、考えの浅いことだな」


P45 とやかくや--ゝやか（か/+く）や

1 【げにあながちに】以下「心地ぞしける」まで、源氏の詞。

2 【思ひめぐらさるるを】主語は紫の上。思慮深く行き届いた心づかいをいう。

3 【これはただ】「これは」、私はの意。一人称代名詞。


若菜下．１０．１．９

■　と、ほほ笑ゑみてのたまひ紛まぎらはす1。

◇　と、苦笑して言い紛らわしなさる。

■　渡わたりたまはむことは、

◇　お帰りになることは、


1 【ほほ笑みてのたまひ紛らはす】苦笑して問題の本質には触れない。『集成』は「苦笑して本心には触れずにおしまいになる」。『完訳』は「苦笑して言い紛らわしていらっしゃる」「密通への複雑な思念を隠す気持」と注す。


若菜下．１０．１．１０

■　「もろともに1帰かへりてを。

◇　「一緒に帰ってよ。

■　心こころのどかにあらむ」

◇　ゆっくりと過すことにしよう」


1 【もろともに】以下「心のどかにを」まで、源氏の詞。「帰りてを」の「を」は、間投助詞、詠嘆の気持。


若菜下．１０．１．１１

■　とのみ聞きこえたまふを、

◇　とだけ申し上げなさるのを、

若菜下．１０．１．１２

■　「ここには、しばし1心こころやすくてはべらむ。

◇　「ここでもう暫くゆっくりしていましょう。

■　まづ渡わたりたまひて、人ひとの御心みこころも慰なぐさみなむほどにを」

◇　先にお帰りになって、宮のご気分もよくなったころに」


1 【ここにはしばし】以下「慰みなむほどにを」まで、紫の上の詞。


若菜下．１０．１．１３

■　と、聞きこえ交かはしたまふほどに、日ひごろ経へぬ。

◇　と、話し合っていらっしゃるうちに、数日が過ぎた。

第二段　柏木と女三の宮、密通露見におののく

若菜下．１０．２．１

■　姫宮ひめみやは、かく渡わたりたまはぬ日ひごろの経ふるも、人ひとの御おほむつらさにのみ思おぼすを、今いまは、

◇　姫宮は、このようにお越しにならない日が数日続くのも、相手の薄情とばかりお思いであったが、今では、

■　「わが御おほむおこたりうち混まぜてかくなりぬるP46,1」

◇　「自分の過失も加わってこうなったのだ」

■　と思おぼすに、院ゐんも聞きこし召めしつけてP47、いかに思おぼし召めさむ2と、世よの中なかつつましくなむ3。

◇　とお思いになると、院も御存知になって、どのようにお思いだろうかと、身の置き所のない心地である。


P46 かくなりぬる--*なりぬる

P47 つけて--け（け/＄つ）けて

1 【わが御おこたりうち混ぜてかくなりぬる】明融臨模本は「なりぬる」とある。大島本は「かくなりぬる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かくなりぬる」と「かく」を補訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。女三の宮の心中。

2 【院も聞こし召しつけていかに思し召さむ】女三の宮の心中。父の朱雀院に知られたらどう思うだろうと心配する。

3 【世の中つつましくなむ】係助詞「なむ」で下文を省略。強調と余意余情。『集成』は「世間に顔向けできない思いでいられる」。『完訳』は「身の置き所もない心地でいらっしゃる」と訳す。


若菜下．１０．２．２

■　かの人ひとも1、いみじげにのみ言いひわたれども、小侍従こじじゅうもわづらはしく思おもひ嘆なげきて、

◇　かの人も、熱心に手引を頼み続けるが、小侍従も面倒に思い困って、

■　「かかることなむ、ありし」

◇　「このような事が、ありました」

■　と告つげてければ、いとあさましく、

◇　と知らせてしまったので、まこと驚いて、


1 【かの人も】柏木をさす。


若菜下．１０．２．３

■　「いつのほどに1さること出いで来きけむ。

◇　「いつの間にそのような事が起こったのだろうか。

■　かかることは、あり経ふれば、おのづからけしきにても漏もり出いづるやうもや」

◇　このような事は、いつまでも続けば、自然と気配だけで感づかれるのではないか」


1 【いつのほどに】以下「漏り出づるやうもや」まで、柏木の心中。


若菜下．１０．２．４

■　と思おもひしだに、いとつつましく、空そらに目めつきたるやうにおぼえしを、

◇　と思っただけでも、まことに気が引けて、空に目が付いているように思われたが、

■　「ましてさばかり1違たがふべくもあらざりしことどもを見みたまひてけむ2」

◇　「ましてあんなに間違いようもない手紙を御覧になったのでは」

■　、恥はづかしく、かたじけなく、かたはらいたきに3、朝夕あさゆふ、涼すずみもなきS30ころ4なれど、身みもしむる心地ここちして、いはむかたなくおぼゆ。

◇　と、顔向けもできず、恐れ多く、居たたまれない気がして、朝夕の、涼しい時もないころであるが、身も凍りついたような心地がして、何とも言いようもない気がする。


S30 夏の日も朝夕涼みあるものをなど我が恋のひまなかるらむ（出典未詳-源氏釈所引）

1 【ましてさばかり】以下「見たまひてけむ」あたりまで、柏木の心中。ただし引用句はなく、地の文に融合。

2 【見たまひてけむ】完了の助動詞「つ」連用形、確述。過去推量の助動詞「けむ」。御覧になってしまったのだろう、の意。

3 【恥づかしくかたじけなくかたはらいたきに】柏木の心中と地の文が融合した叙述。『完訳』は「心中叙述が、心情語を重畳させた地の文に転換」と注す。

4 【朝夕涼みもなきころ】明融臨模本、合点と付箋「夏のひのあさゆふすゝみある物をなとにか恋のひまなかるらん」（出典未詳）とある。『源氏釈』に初指摘。


若菜下．１０．２．５

■　「年としごろ、まめごとにも1あだことにも、召めしまつはし参まゐり馴なれつるものを。

◇　「長年、公事でも遊び事でも、お呼び下さり親しくお伺いしていたものを。

■　人ひとよりはP48こまかに思おぼしとどめたる御みけしきの2、あはれになつかしきを、あさましくおほけなきものに心こころおかれたてまつりては、いかでかは目めをも見合みあはせたてまつらむ。

◇　誰よりもこまごまとお心を懸けて下さったお気持ちが、しみじみと身にしみて思われるので、あきれはてた大それた者と不快の念を抱かれ申したら、どうして目をお合わせ申し上げることができようか。

■　さりとて、かき絶たえほのめき参まゐらざらむも、人目ひとめあやしく、かの御心みこころにも4思おぼし合あはせむことのいみじさ」

◇　そうかと言って、ふっつりと参上しなくなるのも、人が変だと思うだろうし、あちらでもやはりそうであったかと、お思い合わせになろう、それが堪らない」


P48 よりは--よか（か/＄り）は

1 【年ごろまめごとにも】以下「ことのいみじさ」まで、柏木の心中。

2 【人よりはこまかに思しとどめたる御けしきの】明融臨模本と大島本は「こまかに」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「こまやかに」と「や」を補訂する。源氏が柏木を厚遇。

3? 【いかでかは目をも見あはせたてまつらむ】反語表現。

4 【かの御心にも】源氏をさす。


若菜下．１０．２．６

■　など、やすからず思おもふに、心地ここちもいと悩なやましくて、内裏うちへも参まゐらず。

◇　などと、気が気でない思いでいるうちに、気分もとても苦しくなって、内裏へも参内なさらない。

■　さして重おもき罪つみには当あたるべきならねど、身みのいたづらになりぬる心地ここちすれば1、

◇　それほど重い罪に当たるはずではないが、身も破滅してしまいそうな気がするので、

■　「さればよ」

◇　「やっぱり懸念していたとおりだ」

■　と、かつはわが心こころも、いとつらくおぼゆ。

◇　と、一方では自分ながら、まことに辛く思われる。


1 【さして重き罪には当たるべきならねど身のいたづらになりぬる心地すれば】姦通罪に相当するが、柏木はそのこと以上に身の破滅、源氏から睨まれ疎んぜられることを恐れる。


若菜下．１０．２．７

■　「いでや、しづやかに心こころにくきけはひ見みえたまはぬわたりぞや。

◇　「考えて見れば、落ち着いた嗜み深いご様子がお見えでない方であった。

■　まづは、かの御簾みすのはさまも、さるべきことかは。

◇　まず第一に、あの御簾の隙間の事も、あっていいことだろうか。

■　軽々かるがるしと、大将だいしゃうの思おもひたまへるけしき見みえきかし」

◇　軽率だと、大将が思っていらした様子に見えた事だ」

若菜下．１０．２．８

■　など、今いまぞ思おもひ合あはする。

◇　などと、今になって気がつくのである。

■　しひてこのことを思おもひさまさむと思おもふ方かたにて、あながちに難なんつけたてまつらまほしきにやあらむ。

◇　無理してこの思いを冷まそうとするあまり、むやみに非難つけお思い申し上げたいのであろうか。

第三段　源氏、女三の宮の幼さを非難

若菜下．１０．３．１

■　「良よきやうとても1、あまりひたおもむきにおほどかにあてなる人ひとは、世よのありさまも知しらず、かつ、さぶらふ人ひとに心こころおきたまふこともなくて、かくいとほしき御身おほむみのためも、人**のためも、いみじきことにもあるかな」

◇　「良いことだからと言って、あまり一途におっとりし過ぎている高貴な人は、世間の事もご存知なく、一方では、伺候している女房に用心なさることもなくて、このようにおいたわしいご自身にとっても、また相手にとっても、大変な事になるのだ」

◆　 
"よき やう とて も、 あまり ひたおもむき に おほどか に あて なる ひと は、 よ の ありさま も しら ず、 かつ、 さぶらふ ひと に こころおき たまふ こと も なく て、 かく いとほしき おほむ-み の ため も、 いみじき こと に も ある かな!"


1 【良きやうとても】以下「いみじきことにもあるかな」まで、柏木の心中。宮の境遇への同情。


若菜下．１０．３．２

■　と、かの御おほむことの心苦こころぐるしさも、え思おもひ放はなたれたまはず。

◇　と、あのお方をお気の毒だと思う気持ちも、お捨てになることができない。

若菜下．１０．３．３

■　宮みやは、いとらうたげにて悩なやみわたりたまふさまの、なほいと心苦こころぐるしく、かく思おもひ放はなちたまふにつけては1、あやにくに、憂うきに紛まぎれぬ恋こひしさの苦くるしく思おぼさるれば2、渡わたりたまひて、見みたてまつりたまふにつけても、胸むねいたくいとほしく思おぼさる3。

◇　宮はまことに痛々しげにお苦しみ続けなさる様子が、やはりとてもお気の毒で、このようにお見限りになるにつけては、妙に嫌な気持ちに消せない恋しい気持ちが苦しく思われなさるので、お越しになって、お目にかかりなさるにつけても、胸が痛くおいたわしく思わずにはいらっしゃれない。


1 【かく思ひ放ちたまふにつけては】主語は源氏。源氏が女三の宮を。

2 【あやにくに憂きに紛れぬ恋しさの苦しく思さるれば】源氏の「あやにく」な性癖。「紛れ」「ぬ」打消の助動詞。『集成』は「あいにくなことに、情けない思いだけではごまかされない、宮恋しさの思いが、せつないまでにこみ上げるので」。『完訳』は「あいにくなことに、厭わしく思う気持だけからはとりつくろえぬ恋しさをどうすることもならず」と訳す。

3 【胸いたくいとほしく思さる】源氏の女三の宮に対する気持ち。


若菜下．１０．３．４

■　御祈おほむいのりなど、さまざまにせさせたまふ。

◇　御祈祷などを、いろいろとおさせになる。

■　おほかたのことは、ありしに変かはらず、なかなか労いたはしくやむごとなくもてなしきこゆるさまをましたまふ。

◇　大体のことは、以前と変わらず、かえって労り深く大事にお持てなし申し上げる態度がお加わりさる。

■　気近けぢかくうち語かたらひきこえたまふさまは、いとこよなく御心隔みこころへだたりて、かたはらいたければ、人目ひとめばかりをめやすくもてなして、思おぼしのみ乱みだるるに、この御心みこころのうちしもぞ苦くるしかりける。

◇　身近にお話し合いなさる様子は、まことにすっかりお心が離れてしまって、体裁が悪いので、人前だけは体裁をつくろって、苦しみ悩んでばかりなさっているので、ご心中は苦しいのであった。

若菜下．１０．３．５

■　さること見みきとも表あらはしきこえたまはぬに、みづからいとわりなく思おぼしたるさまも、心幼こころをさなし。

◇　そうした手紙を見たともはっきり申し上げなさらないのに、ご自分でとてもむやみに苦しみ悩んでいらっしゃるのも子供っぽいことである。

若菜下．１０．３．６

■　「いとかくおはするけぞかし。

◇　「まことにこんなお人柄である。

■　良よきやうといひながら、あまり心こころもとなく後おくれたる、頼たのもしげなきわざなり」

◇　良い事だとは言っても、あまりに気がかりなほどおっとりし過ぎているのは、何とも頼りないことだ」

若菜下．１０．３．７

■　と思おぼすに、世よの中なかなべてうしろめたく、

◇　とお思いになると、男女の仲の事がすべて心もとなく、

若菜下．１０．３．８

■　「女御にょうごの、あまりやはらかにおびれたまへるこそ、かやうに心こころかけきこえむ人ひとは、まして心乱こころみだれなむかし。

◇　「女御が、あまりにやさしく穏やかでいらっしゃるのは、このように懸想するような人は、これ以上にきっと心が乱れることであろう。

■　女をむなは、かうはるけどころなくなよびたるを、人ひともあなづらはしきにや、さるまじきに、ふと目めとまり、心強こころづよからぬ過あやまちはし出いづるなりけり」

◇　女性は、このように内気でなよなよとしているのを、男も甘く見るのだろうか、あってはならぬが、ふと目にとまって、自制心のない過失を犯すことになるのだ」

若菜下．１０．３．９

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

第四段　源氏、玉鬘の賢さを思う

若菜下．１０．４．１

■　「右みぎの大臣おとどの北きたの方かたの1、取とり立たてたる後見うしろみもなく、幼をさなくより、ものはかなき世よにさすらふるやうにて、生おひ出いでたまひけれど、かどかどしく労らうありて、我われもおほかたには親おやめきしかど、憎にくき心2こころの添そはぬにしもあらざりしを、なだらかにつれなくもてなして過すぐし3、この大臣おとどの、さる無心むじんの女房にょうばうに心合こころあはせて入いり来きたりけむにも、けざやかにもて離はなれたるさまを、人ひとにも見みえ知しられ、ことさらに許ゆるされたるありさまにしなして4、わが心こころと罪つみあるにはなさずなりにしなど5、今思いまおもへば、いかにかどあることなりけり。

◇　「右大臣の北の方が、特にご後見もなく、幼い時から、頼りない生活を流浪するような有様で、ご成人なさったが、利発で才気があって、自分も表向きは親のようにしていたが、憎からず思う心がないでもなかったが、穏やかにさりげなく受け流して、あの大臣が、あのような心ない女房と心を合わせて入って来たときにも、はっきりと受け付けなかった態度を、周囲の人にも見せて分からせ、改めて許された結婚の形にしてから、自分のほうに落度があったようにはしなかった事など、今から思うと、何とも賢い身の処し方であった。


1 【右の大臣の北の方の】以下「もてなしてしわざなり」まで、源氏の心中。転じて玉鬘のことを思い出す。

2 【憎き心】けしからぬ好色心。

3 【なだらかにつれなくもてなして過ぐし】源氏をうまく拒み続けた玉鬘の態度。

4 【ことさらに許されたるありさまにしなして】『集成』は「わざわざ、源氏や実の父内大臣に許されての結婚というように事を運んで」と訳す。

5 【わが心と罪あるにはなさずなりにしなど】玉鬘は鬚黒大将との結婚をいっさい自分の方には落度がなかったようにした身の処し方を立派であったと、改めて感心する。


若菜下．１０．４．２

■　契ちぎり深ふかき仲なかなりければ、長ながくかくて保たもたむことは、とてもかくても、同おなじごとあらましものから、心こころもてありしこととも1、世人よひとも思おもひ出いでば、すこし軽々かるがるしき思おもひ加くははりなまし2、いといたくもてなしてしわざなり」

◇　宿縁の深い仲であったので、長くこうして連れ添ってゆくことは、その初めがどのような事情からであったにせよ、同じような事であったろうが、自分の意志でしたのだと、世間の人も思い出したら、少しは軽率な感じが加わろうが、本当に上手に身を処したことだ」

■　と思おぼし出いづ。

◇　とお思い出しになる。


1 【心もてありしこととも】自分の方から望んでおこなったの意。結婚における女性の態度は主体的よりも受動的な身の処し方をよしとした。

2 【すこし軽々しき思ひ加はりなまし】反実仮想の構文。玉鬘には軽々しいという非難がいっさいなかった。


第五段　朧月夜、出家す

若菜下．１０．５．１

■　二条にでうの尚侍ないしの君かむのきみをば、なほ絶たえず、思おもひ出いできこえたまへど、かくうしろめたき筋すぢのこと、憂うきものに思おぼし知しりて、かの御心弱みこころよわさも、少すこし軽かるく思おもひなされたまひけり。

◇　二条の尚侍の君を、依然として忘れず、お思い出し申し上げなさるが、このように気がかりな方面の事を、厭わしくお思いになって、あの方のお心弱さも、少しお見下しなさるのだった。

若菜下．１０．５．２

■　つひに御本意おほむほいのことしたまひてけり1と聞ききたまひては、いとあはれに口惜くちをしく、御心動みこころうごきて、まづ訪とぶらひきこえたまふ。

◇　とうとうご出家の本懐を遂げられたとお聞きになってからは、まことにしみじみと残念に、お心が動いて、さっそくお見舞いを申し上げなさる。

■　今いまなむとだににほはしたまはざりけるつらさを、浅あさからず聞きこえたまふ。

◇　せめて今出家するとだけでも知らせて下さらなかった冷たさを、心からお恨み申し上げなさる。


1 【つひに御本意のことしたまひてけり】朧月夜尚侍が出家したという話。


若菜下．１０．５．３

■　「海人あまの世よをよそに聞きかめや須磨すまの浦うらに

藻塩垂もしほたれしも誰たれならなくに1

◇　「出家されたことを他人事して聞き流していられましょうか

わたしが須磨の浦で涙に沈んでいたのは誰ならぬあなたのせいなのですから


1 【海人の世をよそに聞かめや須磨の浦に藻塩垂れしも誰れならなくに】源氏から朧月夜尚侍への贈歌。出家を聞いて贈る。「尼」に「海人」を掛ける。


若菜下．１０．５．４

■　さまざまなる世よの定さだめなさを心こころに思おもひつめて、今いままで後おくれきこえぬる口惜くちをしさを、思おぼし捨すてつとも、避さりがたき御回向ごゑかうのうちには、まづこそはと、あはれになむ」

◇　いろいろな人生の無常さを心の内に思いながら、今まで出家せずに先を越されて残念ですが、お見捨てになったとしても、避けがたいご回向の中には、まず第一にわたしを入れて下さると、しみじみと思われます」

若菜下．１０．５．５

■　など、多おほく聞きこえたまへり。

◇　などと、たくさんお書き申し上げなさった。

若菜下．１０．５．６

■　とく思おぼし立たちにしことなれど、この御妨おほむさまたげにかかづらひて2、人ひとにはしか表あらはしたまはぬことなれど、心こころのうちあはれに、昔むかしよりつらき御契おほむちぎりを、さすがに浅あさくしも思おぼし知しられぬなど、かたがたに思おぼし出いでらる3。

◇　早くからご決意なさった事であるが、この方のご反対に引っ張られて、誰にもそのようにはお表しなさらなかった事だが、心中ではしみじみと昔からの恨めしいご縁を、何と言っても浅くはお思いになれない事など、あれやこれやとお思い出さずにはいらっしゃれない。


1? 【さまざまなる世を】以下「あはれになむ」まで、和歌に続けた源氏の文。

2 【この御妨げにかかづらひて】源氏が朧月夜尚侍の出家を引き止めること。

3 【かたがたに思し出でらる】『集成』は「つらかったことといい、また深いかかわりといい、それぞれ昔のことが思い出される」と訳す。


若菜下．１０．５．７

■　御返おほむかへり、今いまはかくしも通かよふまじき御文おほむふみのとぢめと思おぼせば、あはれにて、心こころとどめて書かきたまふ、墨すみつきなど、いとをかし。

◇　お返事は、今となってはもうこのようなお手紙のやりとりをしてはならない最後とお思いになると、感慨無量となって、念入りにお書きになる、その墨の具合などは、実に趣がある。

若菜下．１０．５．８

■　「常つねなき世よとは1身一みひとつにのみ知しりはべりにしを、後おくれぬとのたまはせたるになむ、げに、

◇　「無常の世とはわが身一つだけと思っておりましたが、先を越されてしまったとの仰せを思いますと、おっしゃるとおり、


1 【常なき世とは】以下「いかがは」まで、朧月夜尚侍の源氏への返書。


若菜下．１０．５．９

■　海人舟あまぶねにいかがは思おもひおくれけむ

明石あかしの浦うらにいさりせし君1きみ

◇　尼になったわたしにどうして遅れをおとりになったのでしょう

明石の浦に海人のようなお暮らしをなさっていたあなたが


1 【海人舟にいかがは思ひおくれけむ明石の浦にいさりせし君】朧月夜尚侍の源氏への返歌。「海人の世」「須磨の浦」の語句を受けて「海人舟」「明石の浦」と返す。「あま」に「尼」と「海人」を掛ける。「いさり」は漁りの意だが、裏に明石君との結婚をこめるか。『完訳』は「流離の真意は明石の君との邂逅にあったと切り返す」と注す。


若菜下．１０．５．１０

■　回向ゑかうには、あまねきかどにても、いかがは1」

◇　回向は、一切衆生の為のものですから、どうして含まれないことがありましょうか」


1 【回向にはあまねきかどにてもいかがは】『集成』は「「あまねきかど」は「普門」をそのまま和らげたもの。「是の観世音菩薩の自在の業、普門示現の神通力を聞かむ者は、当に知るべし、是の人は功徳少なからじ」（『法華経』観世音菩薩普門品第二十五）」と注す。


若菜下．１０．５．１１

■　とあり。

◇　とある。

■　濃こき青鈍あをにびの紙かみにて、樒しきみにさしたまへる、例れいのことなれど、いたく過すぐしたる筆ふでづかひ、なほ古ふりがたくをかしげなり。

◇　濃い青鈍色の紙で、樒に挟んでいらっしゃるのは、通例のことであるが、ひどく洒落た筆跡は、今も変わらず見事である。

第六段　源氏、朧月夜と朝顔を語る

若菜下．１０．６．１

■　二条院にでうのゐんにおはしますほどにて、女君をむなぎみにも、今いまはむげに絶たえぬることにて、見みせたてまつりたまふ。

◇　二条院にいらっしゃる時なので、女君にも、今ではすっかり関係が切れてしまったこととて、お見せ申し上げなさる。

若菜下．１０．６．２

■　「いといたくこそ1恥はづかしめられたれ。

◇　「とてもひどくやっつけられたものです。

■　げに、心こころづきなしや。

◇　本当に、気にくわないよ。

■　さまざま心細こころぼそき世よの中なかのありさまを、よく見過みすぐしつるやうなるよ。

◇　いろいろと心細い世の中の様子を、よく見過して来たものですよ。

■　なべての世よのことにても、はかなくものを言いひ交かはし、時々ときどきによせて、あはれをも知しり、ゆゑをも過すぐさず、よそながらの睦むつび交かはしつべき人ひとは、斎院さいゐんとこの君きみとこそは2残のこりありつるを、かくみな背そむき果はてて、斎院さいゐんはた、いみじうつとめて3、紛まぎれなく行おこなひにしみたまひにたなり4。

◇　普通の世間話でも、ちょっと何か言い交わしあい、四季折々に寄せて、情趣をも知り、風情を見逃さず、色恋を離れて付き合いのできる人は、斎院とこの君とが生き残っているが、このように皆出家してしまって、斎院は斎院で、熱心にお勤めして、余念なく勤行に精進していらっしゃるということだ。


1 【いといたくこそ】以下「助けられぬるを」まで、源氏の詞。

2 【よそながらの睦び交はしつべき人は斎院とこの君とこそは】『集成』は「さっぱりとした親しい付合いをすることのできる人は」。『完訳』は「離れていても親しくお付合いのできる人としては」と訳す。

3 【かくみな背き果てて斎院はたいみじうつとめて】朝顔斎院の出家はここに初めて語られる。

4 【たまひにたなり】「に」完了の助動詞。「た（る）」完了の助動詞、存続の意。「なり」伝聞推定の助動詞。


若菜下．１０．６．３

■　なほ、ここらの人ひとのありさまを聞きき見みる中なかに、深ふかく思おもふさまに、さすがになつかしきことの、かの人ひとの御おほむなずらひに1だにもあらざりけるかな。

◇　やはり、大勢の女性の様子を見たり聞いたりした中で、思慮深い人柄で、それでいて心やさしい点では、あの方にご匹敵する人はいなかったなあ。

■　女子をむなごを生おほし立たてむことよ、いと難かたかるべきわざなりけり。

◇　女の子を育てることは、まことに難しいことだ。


1 【かの人の御なずらひに】朝顔斎院をさす。


若菜下．１０．６．４

■　宿世すくせなどいふらむものは、目めに見みえぬわざにて、親おやの心こころに任まかせがたし。

◇　宿世などと言うものは、目に見えないことなので、親の心のままにならない。

■　生おひ立たたむほどの心こころづかひは、なほ力入ちからいるべかめり。

◇　成長して行く際の注意は、やはり力を入れねばならないようです。

■　よくこそ、あまたかたがたに心こころを乱みだるまじき契ちぎりなりけれ。

◇　よくぞまあ、大勢の女の子に心配しなくてもよい運命であった。

■　年深としふかくいらざりしほどは、さうざうしのわざや、さまざまに見みましかばとなむ、嘆なげかしきをりをりありし。

◇　まだそれほど年を取らなかったころは、もの足りないことだ、何人もいたらと嘆かわしく思ったことも度々あった。

若菜下．１０．６．５

■　若宮わかみやを、心こころして1生おほし立たてたてまつりたまへ。

◇　若宮を、注意してお育て申し上げて下さい。

■　女御にょうごは、ものの心こころを深ふかく知しりたまふほどならで、かく暇いとまなき交まじらひをしたまへば2、何事なにごとも心こころもとなき方かたにぞものしたまふらむ。

◇　女御は、物の分別を十分おわきまえになる年頃でなくて、このようにお暇のない宮仕えをなさっているので、何事につけても頼りないといったふうでいらっしゃるでしょう。

■　御子みこたちなむ、なほ飽あく限かぎり人ひとに点てんつかるまじくて3、世よをのどかに過すぐしたまはむに、うしろめたかるまじき心こころばせ、つけまほしきわざなりける。

◇　内親王たちは、やはりどこまでも人に後ろ指をさされるようなことなくして、一生をのんびりとお過ごしなさるように、不安でない心づかいを、付けたいものです。

■　限かぎりありて、とざまかうざまの後見うしろみまうくるただ人うどは4、おのづからそれにも助たすけられぬるを」

◇　身分柄、あれこれと夫をもつ普通の女性であれば、自然と夫に助けられるものですが」


1 【若宮を心して】明石女御所生の女一の宮をさす。

2 【かく暇なき交らひをしたまへば】帝の寵愛が厚く、里下がりもままならぬ状況をさす。

3 【点つかるまじくて】欠点や後ろ指をさされるようなことなく。

4 【とざまかうざまの後見まうくるただ人は】『完訳』は「それぞれに相応の夫をもつ普通の女であれば」と訳す。


若菜下．１０．６．６

■　など聞きこえたまへば、

◇　などと申し上げなさると、

若菜下．１０．６．７

■　「はかばかしきさまの1御後見おほむうしろみならずとも、世よにながらへむ限かぎりは、見みたてまつらぬやうあらじと思おもふを、いかならむ2」

◇　「しっかりしたしたご後見はできませんでも、世に生き永らえています限りは、是非ともお世話してさし上げたいと思っておりますが、どうなることでしょう」


1 【はかばかしきさまの】以下「いかならむ」まで、紫の上の詞。

2 【いかならむ】『集成』は「どうなりますことやら。いつまでお世話できるか心もとないと、余命をあやぶむ」と注す。


若菜下．１０．６．８

■　とて、なほものを心細こころぼそげにて、かく心こころにまかせて、行おこなひをもとどこほりなくしたまふ人ひとびとを、うらやましく思おもひきこえたまへり。

◇　と言って、やはり何か心細そうで、このように思いどおりに、仏のお勤めを差し障りなくなさっている方々を、羨ましくお思い申し上げていらっしゃった。

若菜下．１０．６．９

■　「尚侍かむの君きみに1、さま変かはりたまへらむ装束さうぞくなど、まだ裁たち馴なれぬほどは訪とぶらふべきを、袈裟けさなどはいかに縫ぬふものぞ。

◇　「尚侍の君に、尼になられた衣装など、まだ裁縫に馴れないうちはお世話すべきであるが、袈裟などはどのように縫うものですか。

■　それせさせたまへ2。

◇　それを作って下さい。

■　一領ひとくだりは、六条ろくでうの東ひむがしの君きみにものしつけむ3。

◇　一領は、六条院の東の君に申し付けよう。

■　うるはしき法服ほふぶくだちては、うたて見目みめもけうとかるべし。

◇　正式の尼衣のようでは、見た目にも疎ましい感じがしよう。

■　さすがに、その心こころばへ見みせてを」

◇　そうはいっても、法衣らしいのが分かるのを」


1 【尚侍の君に】以下「心ばへ見せてを」まで、源氏の詞。

2 【それせさせたまへ】源氏、紫の上に朧月夜尚侍の袈裟を作ることを依頼する。

3 【六条の東の君にものしつけむ】花散里に申し付けよう。花散里が裁縫にたけた女性であることは「少女」巻に語られている。


若菜下．１０．６．１０

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

若菜下．１０．６．１１

■　青鈍あをにびの一領ひとくだりを、ここにはせさせたまふ。

◇　青鈍の一領を、こちらではお作らせになる。

■　作物所つくもどころの人召ひとめして1、忍しのびて、尼あまの御具おほむぐどものさるべきはじめのたまはす。

◇　宮中の作物所の人を呼んで、内々に、尼のお道具類で、しかるべき物をはじめとしてご下命なさる。

■　御茵おほむしとね、上席うはむしろ、屏風びゃうぶ、几帳きちゃうなどのことも、いと忍しのびて、わざとがましくいそがせたまひけり。

◇　御褥、上蓆、屏風、几帳などのことも、たいそう目立たないようにして、特別念を入れてご準備なさったのであった。


1 【作物所の人召して】蔵人所に属し、宮中の調度類や細工物を作製する役所。その人たちに作製を私的に依頼する。


第十一章　朱雀院の物語　五十賀の延引

第一段　女二の宮、院の五十の賀を祝う

若菜下．１１．１．１

■　かくて、山やまの帝みかどの御賀おほむがも延のびて1、秋あきとありしを、八月はちぐわつは大将だいしゃうの御忌月おほむきづきにて2、楽所がくそのこと行おこなひたまはむに、便びんなかるべし。

◇　こうして、山の帝の御賀も延期になって、秋にとあったが、八月は大将の御忌月で、楽所を取り仕切られるのには、不都合であろう。

■　九月くぐわつは、院ゐんの大后おほきさきの崩かくれたまひにし月つきなれば3、十月じふぐわつにと思おぼしまうくるを、姫宮ひめみやいたく悩なやみたまへば、また延のびぬ。

◇　九月は、院の大后がお崩れになった月なので、十月にとご予定を立てたが、姫宮がひどくお悩みになったので、再び延期になった。


1 【かくて山の帝の御賀も延びて】朱雀院の五十賀。「山の帝」の呼称は初見。源氏主催の御賀は、最初、二月二十余日の予定だったが、紫の上の発病によって延期になっていた。『集成』は、女三の宮主催の御賀という。源氏主催といっても、女三の宮の夫としての主催である。

2 【八月は大将の御忌月にて】夕霧大将の母葵の上は八月に逝去。賀宴には近衛府の楽人が演奏するので、その長官である夕霧が取り仕切るのは不都合だという。

3 【九月は院の大后の崩れたまひにし月なれば】弘徽殿大后の御忌月。


若菜下．１１．１．２

■　衛門督ゑもんの御預かみのおほむあづかりの宮みやなむ2、その月つきには参まゐりたまひける3。

◇　衛門督がお引き受けになっている宮が、その月には御賀に参上なさったのだった。

■　太政大臣居立おほきおとどゐたちて、いかめしくこまかに、もののきよら、儀式ぎしきを尽つくしたまへりけり。

◇　太政大臣が奔走して、盛大にかつこまごまと気を配って、儀式の美々しさ、作法の格式の限りをお尽くしなさっていた。

■　督かむの君きみも、そのついでにぞ、思おもひ起おこして出いでたまひける。

◇　督の君も、その機会には、気力を出してご出席なさったのだった。

■　なほ、悩なやましく、例れいならず病やまひづきてのみ過すぐしたまふ。

◇　やはり、気分がすぐれず、普通と違って病人のように日を送ってばかりいらっしゃる。


1? 【姫君いたく悩みたまへば】女三の宮、妊娠七月になる。

2 【衛門督の御預かりの宮なむ】朱雀院の女二の宮、通称、落葉宮。「御預かりの宮」という呼称表現が注目される。『集成』は「衛門督が、正室としてお世話申し上げている女二の宮」。『完訳』は「衛門督がお迎えしている女二の宮が」と訳す。

3 【その月には参りたまひける】十月に、朱雀院の御所に御賀に参上した、という意。


若菜下．１１．１．３

■　宮みやP49も、うちはへてものをつつましく、いとほしとのみ思おぼし嘆**くけにやあらむ1、月多つきおほく重かさなりたまふままに2、いと苦くるしげにおはしませば、院ゐんは、心憂こころうしと思おもひきこえたまふ方かたこそあれ3、いとらうたげにあえかなるさまして、かく悩なやみわたりたまふを、いかにおはせむと嘆なげかしくて、さまざまに思おぼし嘆なげく。

◇　宮も、引き続いて何かと気がめいって、ただつらいとばかりお思い嘆いていられるせいであろうか、懐妊の月数がお重なりになるにつれて、とても苦しそうにいらっしゃるので、院は、情けないとお思い申し上げなさる気持ちはあるが、とても痛々しく弱々しい様子をして、このようにずっとお悩みになっていらっしゃるのを、どのようにおなりになることかと心配で、あれこれとお心をお痛めになられる。

■　御祈おほむいのりなど、今年ことしは紛まぎれ多おほくて過すぐしたまふ4。

◇　ご祈祷など、今年は取り込み事が多くてお過ごしになる。

◆　 
みや も、 うち-はへ て もの を つつましく、 いとほし と のみ おぼし なげく に や あら む、 つき おほく かさなり たまふ まま に、 いと くるしげ に おはしませ ば、 ゐん は、 こころうし と おもひ きこえ たまふ かた こそ あれ、 いと らうたげ に あえか なる さま し て、 かく なやみ わたり たまふ を、 いかに おはせ む と なげかしく て、 さまざま に おぼし なげく。 おほむ-いのり など、 ことし は まぎれ おほく て すぐし たまふ。


P49 宮--（/+宮）

1 【思し嘆くけにやあらむ】係助詞「や」疑問、推量の助動詞「む」。語り手の推測の気持ちをを介在させた挿入句。

2 【月多く重なりたまふままに】懐妊の月数をさす。

3 【院は心憂しと思ひきこえたまふ方こそあれ】係助詞「こそ」「あれ」已然形、係結び、逆接で下文に続く。

4 【御祈りなど今年は紛れ多くて過ぐしたまふ】紫の上、女三の宮の病気平癒のための御祈祷。何かととりこみ事が多い、という意。


第二段　朱雀院、女三の宮へ手紙

若菜下．１１．２．１

■　御山みやまにも聞きこし召めして1、らうたく恋こひしと思おもひP50きこえたまふ。

◇　お山におかせられてもお耳にあそばして、いとおしくお会いしたいとお思い申し上げなさる。

■　月つきごろかくほかほかにて、渡わたりたまふこともをさをさなきやうに、人ひとの奏さうしければ2、いかなるにかと御胸おほむむねつぶれて3、世よの中なかも今いまさらに恨うらめしく思おぼして4、

◇　いく月もあのように別居していて、お越しになることもめったにないように、ある人が奏上したので、どうしたことにかとお胸が騒いで、俗世のことも今さらながら恨めしくお思いになって、


P50 思ひ--（/+思）

1 【御山にも聞こし召して】朱雀院が女三の宮懐妊の事をお聞きになって、の意。

2 【をさをさなきやうに人の奏しければ】源氏は紫の上の病気もほぼ平癒したにもかかわらず、六条院にはほとんどもどらず、二条院にとどまったままでいる。

3 【いかなるにかと御胸つぶれて】朱雀院の心中。懐妊してめでたいというのに、夫婦別居しているとは、いかなる事情があってか、という気持ちだろう。

4 【世の中も今さらに恨めしく思して】「世の中」は夫婦の仲。係助詞「も」強調のニュアンスを添える。「今さらに」とは出家した身でという気持ち。


若菜下．１１．２．２

■　「対たいの方かたのわづらひけるころは1、なほその扱あつかひにと聞きこし召めしてだに、なまやすからざりしを、そののち、直なほりがたく2ものしたまふらむは、そのころほひ、便びんなきことや出いで来きたりけむ3。

◇　「対の方が病気であったころは、やはりその看病でとお聞きになってでさえ、心穏やかではなかったのに、その後も、変わらずにいらっしゃるとは、そのころに、何か不都合なことが起きたのだろうか。

■　みづから知しりたまふことならねど4、良よからぬ御後見おほむうしろみどもの心こころにて、いかなることかありけむ5。

◇　宮自身に責任がおありのことでなくても、良くないお世話役たちの考えで、どんな失態があったのだろうか。

■　内裏うちわたりなどの、みやびを交かはすべき仲なからひなどにも、けしからず憂うきこと言いひ出いづるたぐひも聞きこゆかし」

◇　宮中あたりなどで、風雅なやりとりをし合う間柄などでも、けしからぬ評判を立てる例も聞こえるものだ」


1 【対の方のわづらひけるころは】以下「聞こゆかし」まで、朱雀院の心中。途中に語り手の朱雀院に対する敬意が混入する。『集成』は「以下、朱雀院の心中」「「聞こしめしてだに」は、語り手の敬意の表れたものと見る」と注す。

2 【そののち直りがたく】『完訳』は、以下を朱雀院の心中とする。

3 【そのころほひ便なきことや出で来たりけむ】「そのころほひ」は妊娠のきっかけをさそう。

4 【みづから知りたまふことならねど】宮御自身関知しないことでも、の意。

5 【いかなることかありけむ】『集成』は「どんな失態があったのだろう」。『完訳』は「何かがあったのだろうか」と訳す。


若菜下．１１．２．３

■　とさへ思おぼし寄よるも、こまやかなること思おぼし捨すててし世よなれど1、なほ子この道みちは離はなれがたくて、宮みやに御文おほむふみこまやかにてありけるを、大殿おとど、おはしますほどにて、見みたまふ。

◇　とまでお考えになるのも、肉親の情愛はお捨てになった出家の生活だが、やはり親子の愛情は忘れ去りがたくて、宮にお手紙を心をこめて書いてあったのを、大殿も、いらっしゃった時なので、御覧になる。


1 【こまやかなること思し捨ててし世なれど】「こまやかなること」について、『集成』は「肉親の情愛などは」、『完訳』は「俗世のわずらわしいことは」と訳す。


若菜下．１１．２．４

■　「そのこととなくて1、しばしばも聞きこえぬほどに、おぼつかなくてのみ年月としつきの過すぐるなむ、あはれなりける2。

◇　「特に用件もないので、たびたびはお便りを差し上げなかったうちに、あなたの様子も分からないままに歳月が過ぎるのは、気がかりなことです。

■　悩なやみたまふなるさまは、詳くはしく聞ききしのち、念誦ねんずのついでにも思おもひやらるるは、いかが3。

◇　お具合がよろしくなくいらっしゃるという様子は、詳しく聞いてからは、念仏誦経の時にも気にかかってならないが、いかがいらっしゃいますか。

■　世よの中寂なかさびしく思おもはずなることありとも、忍しのび過すぐしたまへ。

◇　ご夫婦仲が寂しくて意に満たないことがあっても、じっと堪えてお過ごしなさい。

■　恨うらめしげなるけしきなど、おぼろけにて、見知みしり顔がほにほのめかす、いと品しなおくれたるわざになむ4」

◇　恨めしそうな素振りなどを、いい加減なことで、心得顔にほのめかすのは、まことに品のないことです」


1 【そのこととなくて】以下「おくれたるわざになむ」まで、朱雀院から女三の宮への手紙。

2 【あはれなりける】『集成』は「気がかりなことです」。『完訳』は「悲しいことです」。『新大系』はさびしいことであった」と訳す。

3 【思ひやらるるはいかが】『完訳』は「現世への未練が残るのはどうしたことか。自分自身の心を疑う」と注す。

4 【恨めしげなるけしきなどおぼろけにて見知り顔にほのめかすいと品おくれたるわざになむ】皇女の身の処し方についての教訓。「帚木」巻の夫婦処世術と比較。『集成』は「いい加減なことで、心得顔にちらつかすのは、はしたないことです」と訳す。


若菜下．１１．２．５

■　などP51、教をしへきこえたまへり。

◇　などと、お教え申し上げていらっしゃった。


P51 など--（/+なと）


若菜下．１１．２．６

■　いといとほしく心苦こころぐるしく、

◇　まことにお気の毒で心が痛み、

■　「かかるうちうちのあさましきをば、聞きこし召めすべきにはあらで、わがおこたりに、本意ほいなくのみ聞きき思おぼすらむことを2」

◇　「このような内々の宮の不始末を、お耳にあそばすはずはなく、わたしの怠慢のせいにと、御不満にばかりお思いあそばすことだろう」

■　とばかり思おぼし続つづけて、

◇　とばかりにお思い続けて、


1? 【かかるうちうちのあさましきことをば】以下「思すらむことを」まで、源氏の心中。「うちうちのあさましきこと」は女三の宮の不始末をさす。そうした自分の娘の不始末は朱雀院は知らないで、の意。

2 【わがおこたりに本意なくのみ聞き思すらむことを】源氏の愛情の薄い原因ばかりに思っていることだろう、の意。「を」終助詞、詠嘆。


若菜下．１１．２．７

■　「この御返おほむかへりをば、いかが聞きこえたまふ。

◇　「このお返事は、どのようにお書き申し上げなさいますか。

■　心苦こころぐるしき御消息おほむせうそこに、まろこそいと苦くるしけれ2。

◇　お気の毒なお手紙で、わたしこそとても辛い思いです。

■　思おもはずに思おもひきこゆることありとも3、おろかに、人ひとの見咎みとがむばかりはあらじとこそ思おもひはべれ。

◇　たとえ心外にお思い申す事があったとしても、疎略なお扱いをして、人が変に思うような態度はとるまいと思っております。

■　誰たが聞きこえたるにかあらむ」

◇　誰が申し上げたのでしょうか」


1? 【この御返をばいかが聞こえたまふ】以下「誰が聞こえたるにかあらむ」まで、源氏の詞。

2 【まろこそいと苦しけれ】『完訳』は「私こそ、じつにつらい。不義ゆえの不快さをこめていう」と注す。

3 【思はずに思ひきこゆることありとも】柏木との不義ををさす。


若菜下．１１．２．８

■　とのたまふに、恥はぢらひて背そむきたまへる1御姿おほむすがたも、いとらうたげなり。

◇　とおっしゃると、恥ずかしそうに横を向いていらっしゃるお姿も、まことに痛々しい。

■　いたく面痩おもやせて、もの思おもひ屈くしたまへる、いとどあてにをかし2。

◇　ひどく面やつれして、物思いに沈んでいらっしゃるのは、ますます上品で美しい。


1 【とのたまふに恥ぢらひて背きたまへる】柏木との過失を暗に言われて恥じる。源氏のいじわるな態度である。

2 【いたく面痩せてもの思ひ屈したまへるいとどあてにをかし】深刻な局面も唯美的関心に移り、この場面は切り上げられる。


第三段　源氏、女三の宮を諭す

若菜下．１１．３．１

■　「いと幼をさなき御心みこころばへを1見みおきたまひて、いたくはうしろめたがりきこえたまふなりけりと、思おもひあはせたてまつれば、今いまより後のちもよろづになむ2。

◇　「とても幼い御気性を御存知で、たいそう御心配申し上げていらっしゃるのだと、拝察されますので、今後もいろいろと心配でなりません。

■　かうまでもいかで聞きこえじと思おもへど、上うへの、御心みこころに背そむくと聞きこし召めすらむことの、やすからず、いぶせきを、ここにだに聞きこえ知しらせでやはとてなむ。

◇　こんなにまでは決して申し上げまいと思いましたが、院の上が、御心中にわたしが背いているとお思いになろうことが、不本意であり、心の晴れない思いであるが、せめてあなたにだけは申し上げておかなくてはと思いまして。


1 【いと幼き御心ばへを】以下「罪いと恐ろしからむ」まで、源氏の詞。この冒頭の「幼し」「うしろめたがる」などの発言は女三の宮の幼さを面と向かってののしっているにも等しいきつい表現。

2 【よろづになむ】言いさした形。下に、心配でならない、また同様な過ちを犯すかもしれないのが気がかりだ、という意をこめる、余意・含みのある表現。


若菜下．１１．３．２

■　いたり少すくなく、ただ、人ひとの聞きこえなす方かたにのみ2寄よるべかめる御心みこころには、ただおろかに浅あさきとのみ思おぼし3、また、今いまはこよなくさだ過すぎにたるありさまも、あなづらはしく目馴めなれてのみ見みなしたまふらむも、かたがたに口惜くちをしくもうれたくもおぼゆるを5、院ゐんのおはしまさむほどは、なほ心収こころをさめて6、かの思おぼしおきてたるやうありけむ、さだ過すぎ人びとをも、同おなじくなずらへきこえて、いたくな軽かるめたまひそ。

◇　思慮が浅く、ただ、人が申し上げるままにばかりお従いになるようなあなたとしては、ただ冷淡で薄情だとばかりお思いで、また、今ではわたしのすっかり年老いた様子も、軽蔑し飽き飽きしてばかりお思いになっていられるらしいのも、それもこれも残念にも忌ま忌ましくも思われますが、院の御存命中は、やはり我慢して、あちらのお考えもあったことでしょうから、この年寄をも、同じようにお考え下さって、ひどく軽蔑なさいますな。


1? 【ここにだにも聞こえ知らせてやはとてなむ】源氏の薄情に見える態度の原因をいう。以下、柏木との密通が原因であることを暗にいう。

2 【いたり少なくただ人の聞こえなす方にのみ】女三の宮には思慮分別がないと、面と向かっていう。罵倒するに等しい発言。

3 【ただおろかに浅きとのみ思し】源氏の態度をさしていう。

4? 【今はこよなくさだ過ぎたるありさまもあなづらはしく目馴れてのみ見なしたまふらむも】源氏の老齢をさしていう。『集成』は「以下、自分の薄情を怨んで、若い柏木と通じたと、暗に怨んで言う」。『完訳』は「自らを老醜と自嘲し、以下に、柏木と通じた宮を暗に非難」と注す。

5 【かたがたに口惜しくもうれたくもおぼゆるを】「ただ愚かに浅き」と「こよなくさだ過ぎたる」とをさしていう。

6 【院のおはしまさむほどはなほ心収めて】主語は女三の宮。しかし、この部分だけでは、源氏にもとれる。朱雀院が生きていらっしゃるうちは、自分は我慢して、となるが、かなりきつい表現。後文にいって女三の宮が主語と判明。どちらともとれるような両義性のある表現をしたものか。


若菜下．１１．３．３

■　いにしへより本意深ほいふかき道みちにも、たどり薄うすかるべき女方をむながたP52にだに、皆思みなおもひ後おくれつつ1、いとぬるきこと多おほかるを、みづからの心こころには、何なにばかり思おぼしまよふべきにはあらねど、今いまはと捨すてたまひけむ2世よの後見うしろみに譲ゆずりP53おきたまへる御心みこころばへの、あはれにうれしかりしを、ひき続つづき争あらそひきこゆるやうにて、同おなじさまに見捨みすてたてまつらむことの4、あへなく思おぼされむに5つつみてなむ6。

◇　昔からの出家の本願も、考えの不十分なはずのご婦人方にさえ、みな後れを取り後れを取りして、とてものろまなことが多いのですが、自分自身の心には、どれほどの思いを妨げるものはないのですが、院がこれを最後と御出家なさった後のお世話役にわたしをお譲り置きになったお気持ちが、しみじみと嬉しかったが、引き続いて後を追いかけるようにして、同じようにお見捨て申し上げるようなことが、院にはがっかりされるであろうと差し控えているのです。


P52 女方--女（女/+かた）

P53 譲り--（/+ゆつり）

1 【たどり薄かるべき女方にだに皆思ひ後れつつ】光源氏の女性蔑視の思想は当時の社会一般の風潮か。

2 【今はと捨てたまひけむ】主語は朱雀院。

3? 【引き続き争ひきこゆるやうにて】朱雀院の出家に引き続いて、先を争うようにして、の意。

4 【同じさまに見捨てたてまつらむことの】出家して女三の宮を捨てる意。

5 【あへなく思されむに】主語は朱雀院。

6 【つつみてなむ】主語は源氏。係助詞「なむ」の下に、出家しないでいるの意が含まれる。


若菜下．１１．３．４

■　心苦こころぐるしと思おもひし人ひとびとも、今いまはかけとどめらるるほだしばかりなるもはべらず。

◇　気にかかっていた人々も、今では出家の妨げとなるほどの者もおりません。

■　女御にょうごも、かくて、行ゆく末すゑは知しりがたけれど、御子みこたち数添かずそひたまふめれば、みづからの世よだにのどけくはと見みおきつべし1。

◇　女御も、あのようにして、将来の事は分かりませんが、皇子方がいく人もいらっしゃるようなので、わたしの存命中だけでもご無事であればと安心してよいでしょう。

■　その他ほかは、誰たれも誰たれも、あらむに従したがひて、もろともに身みを捨すてむも、惜をしかるまじき齢よはひどもになりにたるを、やうやうすずしく思おもひはべる。

◇　その他の事は、誰も彼も、状況に従って、一緒に出家するのも、惜しくはない年齢になっているのを、だんだんと気持ちも楽になっております。


1 【みづからの世だにのどけくはと見おきつべし】自分が生きている間だけは無事でいればと考えておいけばよいだろう、その先のことまでは考えない、の意。


若菜下．１１．３．５

■　院ゐんの御世みよのの残こり久ひさしくもおはせじ1。

◇　院の御寿命もそう長くはいらっしゃらないでしょう。

■　いと篤あつしくいとどなりまさりたまひて、もの心細こころぼそげにのみ思おぼしたるに、今いまさらに思おもはずなる御名おほむなのP54,2漏もり聞きこえて、御心乱みこころみだりたまふな。

◇　とても御病気がちにますますなられて、何となく心細げにばかりお思いでいられるから、今さら感心しないお噂を院のお耳にお入れ申して、お心を乱したりなさらないように。

■　この世よはいとやすし。

◇　現世はまことに気にかけることはありません。

■　ことにもあらず3。

◇　どうということもありません。

■　後のちの世よの御道おほむみちの妨さまたげならむも、罪つみいと恐おそろしからむ」

◇　が、来世の御成仏の妨げになるようなのは、罪障がとても恐ろしいでしょう」


P54 御名の--御な（な/+の）

1 【院の御世の残り久しくもおはせじ】朱雀院の御寿命もそう長くはないだろう、の意。

2 【御名の】明融臨模本は「御な（な＋の）」とある。すなわち「の」を補入する。大島本は「御な」とある。『集成』『完本』は諸本に従って底本の訂正以前本文に従う。『新大系』は底本（大島本）のままとする。

3 【この世はいとやすしことにもあらず】『集成』は「この現世については、何の気にかけることもありません。どうということもないのです」「現世だけのことなら、問題はない、の意」。『完訳』は「この世は、じっさいどうというものでもない、別段のこともないのです」と訳す。世間虚仮、この世は仮の世であるとする現世観。


若菜下．１１．３．６

■　など、まほにそのこととは明あかしたまはねど1、つくづくと聞きこえ続つづけたまふに、涙なみだのみ落おちつつ、我われにもあらず2思おもひしみておはすれば、我われもうち泣なきたまひて3、

◇　などと、はっきりとその事とはお明かしにならないが、しみじみとお話し続けなさるので、涙ばかりがこぼれては、正体もない様子で悲しみに沈んでいらっしゃるので、ご自分もお泣きになって、


1 【まほにそのこととは明かしたまはねど】『完訳』は「密通事件。しかしそれを暗に語り、宮を責めていることになる」と注す。

2 【涙のみ落ちつつ我にもあらず】主語は女三の宮。

3 【我もうち泣きたまひて】源氏、自嘲の涙。


若菜下．１１．３．７

■　「人ひとの上うへにても1、もどかしく聞きき思おもひし古人ふるびとのさかしらよ。

◇　「他人の身の上でも、嫌なものだと思って聞いていた老人のおせっかいというものを。

■　身みに代かはることにこそ。

◇　自分がするようになったことよ。

■　いかにうたての翁おきなやと、むつかしくうるさき御心添みこころそふらむ2」

◇　どんなに嫌な老人かと、不愉快で厄介なと思うお気持ちがつのることでしょう」


1 【人の上にても】以下「御心添ふらむ」まで、源氏の詞。『集成』は「若い柏木に対するねたみの気持が言わせる言葉」。『完訳』は「自分に無関係な他人事でも、いらいらした思いで聞いていた老人のおせっかい、それを自分が言うようになったとは。いやな老人と自嘲する物言いの底に、若い柏木や宮への嫉妬と憎悪がくすぶる」と注す。光源氏の老醜。紫式部の老いに対する思想感懐。

2 【御心添ふらむ】女三の宮の心をさす。源氏を嫌な老人と思う心が増すことであろう、の意。


若菜下．１１．３．８

■　と、恥はぢたまひつつ、御硯引おほむすずりひき寄よせたまひて、手てづから押おし磨すり、紙取かみとりまかなひ、書かかせたてまつりたまへど、御手おほむてもわななきて、え書かきたまはず。

◇　と、お恥になりながら、御硯を引き寄せなさって、自分で墨を擦り、紙を整えて、お返事をお書かせ申し上げなさるが、お手も震えて、お書きになることができない。

若菜下．１１．３．９

■　「かのこまかなりし返事かへりごとは、いとかくしもつつまず通かよはしたまふらむかし1」

◇　「あのこまごまと書いてあった手紙のお返事は、とてもこのように遠慮せずやりとりなさっていたのだろう」

■　と思おぼしやるに、いと憎にくければ、よろづのあはれも冷さめぬべけれど2、言葉ことばなど教をしへて書かかせたてまつりたまふ。

◇　とご想像なさると、実に癪にさわるので、一切の愛情も冷めてしまいそうであるが、文句などを教えてお書かせ申し上げなさる。


1 【かのこまかなりし返事はいとかくしもつつまず通はしたまふらむかし】源氏の心中、間接的叙述。源氏の嫉妬と憎悪の気持ち。

2 【いと憎ければよろづのあはれも冷めぬべけれど】源氏の憎悪の心中が語り手によって浮き彫りにされて語られている。


第四段　朱雀院の御賀、十二月に延引

若菜下．１１．４．１

■　参まゐりたまはむことは、この月つきかくて過すぎぬ1。

◇　参賀なさることは、この月はこうして過ぎてしまった。

■　二にの宮みやの御勢おほむいきほひ殊ことにて参まゐりたまひけるを、古ふるめかしき御身おほむみざまにて、立たち並ならび顔がほならむも、憚はばかりある心地ここちしけり。

◇　二の宮が格別のご威勢で参賀なさったのに、身籠もられたお身体で、競うようなのも、遠慮され気が引けるのであった。


1 【この月かくて過ぎぬ】十月が過ぎた。


若菜下．１１．４．２

■　「霜月しもつきはみづからの忌月きづきなり。

◇　「十一月はわたしの忌月です。

■　年としの終をはりはた、いともの騒さわがし。

◇　年の終わりは歳末で、とても騒々しい。

■　また、いとどこの御姿おほむすがたも見苦みぐるしく、待まち見みたまはむをと思おもひはべれど、さりとて、さのみ延のぶべきことにやは。

◇　また、ますますこのお姿も体裁悪く、お待ち受けあそばす院はいかが御覧になろうと思いますが、そうかと言って、そんなにも延期することはでません。

■　むつかしくもの思おぼし乱みだれず、あきらかにもてなしたまひて、このいたく面痩おもやせたまへる、つくろひたまへ」

◇　くよくよとお思いあそばさず、明るくお振る舞いになって、このひどくやつれていらっしゃるのを、お直しなさい」

若菜下．１１．４．３

■　など、いとらうたしと、さすがに見みたてまつりたまふ。

◇　などと、とてもおいたわしいと、それでもお思い申し上げていらっしゃる。

若菜下．１１．４．４

■　衛門督ゑもんのかみをば、何なにざまのことにも、ゆゑあるべきをりふしには、かならずことさらにまつはしたまひつつ、のたまはせ合あはせしを、絶たえてさる御消息おほむせうそこもなし。

◇　衛門督をどのような事でも、風雅な催しの折には、必ず特別に親しくお召しになっては、ご相談相手になさっていたのが、全然そのようなお便りはない。

■　人ひとあやしと思おもふらむと思おぼせど、

◇　皆が変だと思うだろうとお思いになるが、

■　「見みむにつけても、いとどほれぼれしきかた恥はづかしく、見みむにはまたわが心こころもただならずや」

◇　「顔を見るにつけても、ますます自分の間抜けさが恥ずかしくて、顔を見てはまた自分の気持ちも平静を失うのではないか」

■　と思おぼし返かへされつつ、やがて月つきごろ参まゐりたまはぬをも咎とがめなし。

◇　と思い返され思い返されて、そのままいく月も参上なさらないのにもお咎めはない。

若菜下．１１．４．５

■　おほかたの人ひとは、なほ例れいならず悩なやみわたりて、院ゐんにはた、御遊おほむあそびなどなき年としなれば、とのみ思おもひわたるを、大将だいしゃうの君きみぞ、

◇　世間一般の人は、ずっと普通の状態でなく病気でいらっしゃったし、院でもまた、管弦のお遊びなどがない年なので、とばかりずっと思っていたが、大将の君は、

■　「あるやうあることなるべし。

◇　「何かきっと事情があることに違いない。

■　好色者すきものは、さだめてわがけしきとりしことには、忍しのばぬにやありけむ」

◇　風流者は、さだめし自分が変だと気がづいたことに、我慢できなかったのだろうか」

■　と思おもひ寄よれど、いとかく定さだかに残のこりなきさまならむとは、思おもひ寄よりたまはざりけり。

◇　と考えつくが、ほんとうにこのようにはっきりと何もかも知れるところにまでなっているとは、想像もおつきにならなかったのである。

第五段　源氏、柏木を六条院に召す

若菜下．１１．５．１

■　十二月じふにぐわつになりにけり。

◇　十二月になってしまった。

■　十余日じふよにちと定さだめて、舞まひども習ならし、殿とののうちゆすりてののしる。

◇　十何日と決めて、数々の舞を練習し、御邸中大騒ぎしている。

■　二条にでうの院ゐんの上うへは、まだ渡わたりたまはざりけるを、この試楽しがくによりてぞP55,1、えしづめ果はてで渡わたりたまへる。

◇　二条院の上は、まだお移りにならなかったが、この試楽のために、落ち着き払ってもいられずお帰りになった。

■　女御にょうごの君きみも里さとにおはします。

◇　女御の君も里にお下がりになっていらっしゃる。

■　このたびの御子みこは、また男をとこにて2なむおはしましける。

◇　今度御誕生の御子は、また男御子でいらっしゃった。

■　すぎすぎいとをかしげにておはするを、明あけ暮くれもて遊あそびたてまつりたまふになむ、過すぐる齢よはひのしるし、うれしく思おぼされける3。

◇　次々とおかわいらしくていらっしゃるのを、一日中御子のお相手をなさっていらっしゃるので、長生きしたお蔭だと、嬉しく思わずにはいらっしゃれないのだった。

■　試楽しがくに、右大臣殿うだいじんどのの北きたの方かたも渡わたりたまへり4。

◇　試楽には、右大臣殿の北の方もお越しになった。


P55 よりてぞ--より（り/+て）そ

1 【この試楽によりてぞ】明融臨模本は「よりそ（そ＝て）」とある。すなわち「そ」の右傍に「て」を傍書する。大島本は「より（り＋て〈墨〉、＄〈朱〉）そ」とある。すなわち本行本文「よりそ」に「て」を補入しのち抹消している。『集成』『完本』は底本（明融臨模本）の訂正以前本文と諸本に従う。『新大系』も底本（大島本）の訂正以前本文に従う。

2 【このたびの御子はまた男にて】『集成』は「前に見えた「三の宮」に次ぐ方である」。『完訳』は「女楽のころ懐妊五か月。第三皇子（後の匂宮）か、その兄の二の宮か」。『新大系』は「「二の宮」の次の皇子」と注す。

3 【うれしく思されける】主語は紫の上。大病を克服して生き延び、孫を見ることができた喜び。

4 【右大臣殿の北の方も渡りたまへり】玉鬘。右大臣鬚黒の北の方の地位におさまっている。


若菜下．１１．５．２

■　大将だいしゃうの君きみ、丑寅うしとらの町まちにて、まづうちうちに調楽てうがくのやうに、明あけ暮くれ遊あそび習ならしたまひければ、かの御方おほむかたは、御前おまへの物ものは見みたまはず1。

◇　大将の君は、丑寅の町で、まず内々に調楽のように、毎日練習なさっていたので、あの御方は、御前での試楽は御覧にならない。


1 【かの御方は御前の物は見たまはず】花散里は春の御殿においての源氏御前の試楽は見ない、の意。


若菜下．１１．５．３

■　衛門督ゑもんのかみを、かかることの折をりも交まじらはせざらむは、いと栄はえなく、さうざうしかるべきうちに、人ひとあやしと傾かたぶきぬべきことなれば、参まゐりたまふべきよしありけるを、重おもくわづらふよし申まうして参まゐらず。

◇　衛門督を、このような機会に参加させないようなのは、まことに引き立たず、もの足りなく感じられるし、皆が変だと思うに違いないことなので、参上なさるようにお召しがあったが、重病である旨を申し上げて参上しない。

若菜下．１１．５．４

■　さるは、そこはかと苦くるしげなる病やまひにもあらざなるを、思おもふ心こころのあるにやと、心苦こころぐるしく思おぼして1、取とり分わきて御消息おほむせうそこつかはす。

◇　しかし、どこがどうと苦しい病気でもないようなのに、自分に遠慮してのことかと、気の毒にお思いになって、特別にお手紙をお遣わしになる。

■　父大臣ちちおとども、

◇　父の大臣も、


1 【心苦しく思して】源氏の、柏木への憐愍の情。


若菜下．１１．５．５

■　「などか返かへさひ申まうされける1。

◇　「どうしてご辞退申されたのか。

■　ひがひがしきやうに、院ゐんにも聞きこし召めさむを、おどろおどろしき病やまひにもあらず、助たすけて参まゐりたまへ」

◇　いかにもすねているように、院におかれてもお思いあそばそうから、大した病気でもない、何とかして参上なさい」


1 【などか返さひ申されける】以下「助け参りたまへ」まで、致仕太政大臣の詞。柏木に六条院に参るよう勧める。


若菜下．１１．５．６

■　とそそのかしP56たまふに、かく重かさねてのたまへれば、苦くるしと思おもふ思おもふ参まゐりぬ1。

◇　とお勧めなさっているところに、このように重ねておっしゃってきたので、苦しいと思いながらも参上した。


P56 そそのかし--そ（そ/+そ）のかし

1 【苦しと思ふ思ふ参りぬ】尊敬語なしの直接的表現。不気味な事件の展開を暗示。


第六段　源氏、柏木と対面す

若菜下．１１．６．１

■　まだ上達部かむだちめなども集つどひたまはぬほどなりけり。

◇　まだ上達部なども参上なさっていない時分であった。

■　例れいの気近けぢかき御簾みすの内うちに入いれたまひて、母屋もやの御簾下みすおろしておはします1。

◇　いつものようにお側近くの御簾の中に招き入れなさって、母屋の御簾を下ろしていらっしゃる。

■　げに、いといたく痩やせ痩やせに青あをみて2、例れいも誇ほこりかにはなやぎたる方かたは、弟おとうとの君きみたちにはもて消けたれて、いと用意よういあり顔がほにしづめたるさまぞことなるを3、いとどしづめてさぶらひたまふさま、

◇　なるほど、実にひどく痩せて蒼い顔をしていて、いつもの陽気で派手な振る舞いは、弟の君たちに気圧されて、いかにも嗜みありげに落ち着いた態度でいるのが格別であるのを、いつもより一層静かに控えていらっしゃる様子は、

■　「などかは皇女みこたちの御おほむかたはらに4さし並ならべたらむに、さらに咎とがあるまじきを、ただことのさまの5、誰たれも誰たれもいと思おもひやりなきこそ、いと罪許つみゆるしがたけれ6」

◇　「どうして内親王たちのお側に夫として並んでも、全然遜色はあるまいが、ただ今度の一件については、どちらもまことに思慮のない点に、ほんとうに罪は許せないのだ」

■　など、御目おほむめとまれど、さりげなく、いとなつかしく、

◇　などと、お目が止まりなさるが、平静を装って、とてもやさしく、


1 【例の気近き御簾の内に入れたまひて母屋の御簾下ろしておはします】前者の「御簾」は簀子と廂の間とを仕切る御簾、後者の「御簾」は廂の間と母屋を仕切る御簾である。柏木は廂の間、源氏は母屋の御簾の中にいる。光の関係で、柏木の表情は源氏から見えるが、母屋の中の源氏の表情は柏木から見えない。

2 【げにいといたく痩せ痩せに青みて】以下、源氏の目に映った柏木の姿。源氏の目と地の文とが融合した叙述。

3 【いと用意あり顔にしづめたるさまぞことなるを】『集成』は「いかにもたしなみありげに、もの静かに振舞うところが、人にすぐれて目立つのだが」。『完訳』は「じっさいたしなみも深そうに落ち着いているところが余人とちがうのであるが」と訳す。

4 【などかは皇女たちの御かたはらに】以下「いと罪許しがたけれ」まで、源氏の心中。『集成』は「柏木は現に女二の宮を正室としているが、源氏の念頭には女三の宮のことがある」と注す。

5 【ただことのさまの】密通事件をさす。

6 【いと罪許しがたけれ】『集成』は「柏木が自分の恩顧を忘れて正室を犯し、女三の宮も源氏の配慮を考慮しない点を、許しがたく思う」。『完訳』は「宮も柏木も自分（源氏）を無視した。その無分別を「罪」とする」と注す。


若菜下．１１．６．２

■　「そのこととなくて1、対面たいめんもいと久ひさしくなりにけり。

◇　「特別の用件もなくて、お会いすることも久し振りになってしまった。

■　月つきごろは、いろいろの病者びゃうざを見みあつかひ、心こころの暇いとまなきほどに、院ゐんの御賀おほむがのため、ここにものしたまふ皇女みこの、法事仕ほふじつかうまつりたまふべくありしを2、次々つぎつぎとどこほることしげくて、かく年としもせめつれば、え思おもひのごとくしあへで3、型かたのごとくなむ、斎いもひの御鉢参みはちまゐるべきを、御賀おほむがなどいへば、ことことしきやうなれど、家いへに生おひ出いづる童わらはべの数多かずおほくなりにけるを御覧ごらんぜさせむとて、舞まひなど習ならはしはじめし、そのことをだに果はたさむとて。

◇　ここいく月は、あちこちの病人を看病して、気持ちの余裕もなかった間に、院の御賀のために、こちらにいらっしゃる内親王が、御法事をして差し上げなさる予定になっていたが、次々と支障が続出して、このように年もおし迫ったので、思うとおりにもできず、型通りに精進料理を差し上げる予定だが、御賀などと言うと、仰々しいようだが、わが家に生まれた子供たちの数が多くなったのを御覧に入れようと、舞などを習わせ始めたが、その事だけでも予定どおり執り行おうと思って。

■　拍子調ひゃうしととのへむこと、また誰たれにかはと思おもひめぐらしかねてなむ、月つきごろ訪とぶらひものしたまはぬ恨うらみも捨すててける」

◇　調子をきちんと合わせることは、誰にお願いできようかと思案に窮していたが、いく月もお顔を見せにならなかった恨みも捨てました」


1 【そのこととなくて】以下「恨みも捨ててける」まで、源氏の詞。

2 【法事仕うまつりたまふべくありしを】出家者である朱雀院の五十賀が仏事で催されるので「法事」という。

3 【え思ひのごとくしあへで】明融臨模本と大島本は「ことく」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「ごとくも」と「も」を補訂する。


若菜下．１１．６．３

■　とのたまふ御おほむけしきの、うらなきやうなるものから、いといと恥はづかしきに1、顔かほの色違いろたがふらむとおぼえて、御おほむいらへもとみに聞きこえず2。

◇　とおっしゃるご様子が、何のこだわりないような一方で、とてもとても顔も上げられない思いに、顔色も変わるような気がして、お返事もすぐには申し上げられない。


1 【いといと恥づかしきに】主語は柏木。

2 【とみに聞こえず】明融臨模本は「きこえす」とある。大島本は「えきこえす」とある。『集成』と『新大系』はそれぞれ底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「え聞こえず」と「え」を補訂する。


第七段　柏木と御賀について打ち合わせる

若菜下．１１．７．１

■　「月つきごろ、かたがた1に思おぼし悩なやむ御おほむこと、承うけたまはり嘆なげきはべりながら、春はるのころほひより、例れいも患わづらひはべる乱みだり脚病かくびゃうといふもの、所狭ところせく起おこり患わづらひはべりて、はかばかしく踏ふみ立たつることもはべらず、月つきごろに添そへて沈しづみはべりてなむ、内裏うちなどにも参まゐらず、世よの中跡絶なかあとたえたるやうにて籠こもりはべる。

◇　「ここいく月、あちらの方こちらの方のご病気にご心配でいらっしゃったお噂を、お聞きいたしてお案じ申し上げておりましたが、春ごろから、普段も病んでおりました脚気という病気が、ひどくなって苦しみまして、ちゃんと立ち歩くこともできませんで、月日が経つにつれて臥せっておりまして、内裏などにも参内せず、世間とすっかり没交渉になったようにして家に籠もっておりました。


1 【月ごろかたがた】以下「まさりてはべるべき」まで、柏木の返事。


若菜下．１１．７．２

■　院ゐんの御齢足おほむよはひたりたまふ年としなり1、人ひとよりさだかに数かぞへたてまつり仕つかうまつるべきよし、致仕ちじの大臣思おとどおもひ及および申まうされしを2、

◇　院のお年がちょうどにおなりあそばす年であり、誰よりも人一倍しっかりしたお祝いをして差し上げるよう、致仕の大臣も思って申されましたが、

■　『冠かうぶりを掛かけS31、車くるまを惜をしまず捨すてS32てし身みにて3、進すすみ仕つかうまつらむに、つくところなし。

◇　『冠を挂け、車を惜しまず捨てて官職を退いた身で、進み出てお祝い申し上げるようなのも身の置き所がない。

■　げに、下臈げらふなりとも4、同おなじごと深ふかきところはべらむ。

◇　なるほど、そなたは身分が低いと言っても、自分と同じように麓い気持ちは持っていよう。

■　その心御覧こころごらんぜられよ』

◇　その気持ちを御覧に入れなさい』

■　と、催もよほし申まうさるることの5はべしかば、重おもき病やまひを相助あひたすけてなむ、参まゐりてはべし。

◇　と、催促申されることがございましたので、重病をあれこれ押して、参上いたしました。


S31 逢萌字子康　北海都昌人也　（中略）　即解冠挂東都城門　帰　将家属浮海　客於遼東（後漢書-逢萌伝）

S32 七十老致仕　懸其所仕之車　置諸廟永使子孫監　而則焉立身之終（古文孝経）

1 【院の御齢足りたまふ年なり】朱雀院のお年齢がちょうど五十にお達しになる年である、の意。

2 【申されしを】「申す」は「言ふ」の謙譲語。「れ」尊敬の助動詞。「し」過去の助動詞、連体形。父の致仕大臣が自分（柏木）に申されたという敬語表現。

3 【冠を掛け車を惜しまず捨ててし身にて】明融臨模本、合点あり、『奥入』に「掛冠」と「懸車」の故事を『蒙求』から引用する。以下「御覧ぜられよ」まで、致仕大臣の言葉を引用。

4 【下臈なりとも】柏木をさす。

5 【申さるることの】前の「申されし」と同じ語法。『集成』は「相手の源氏に斟酌しての言葉遣い」と注す。


若菜下．１１．７．３

■　今いまは、いよいよいとかすかなるさまに思おぼし澄すまして1、いかめしき御おほむよそひを待まちうけたてまつりたまはむこと、願ねがはしくも思おぼすまじく見みたてまつりはべしを、事ことどもをば削そがせたまひて、静しづかなる御物語おほむもの深***き御願おほむねがひ2叶かなはせたまはむなむ、まさりてはべるべき」

◇　このごろは、ますますひっそりとしたご様子で俗世間のことはお考えにならずお過ごしあそばしていらっしゃいまして、盛大なお祝いの儀式をお待ち受け申されることは、お望みではありますまいと拝察いたしましたが、諸事簡略にあそばして、静かなお話し合いを心からお望みであるのを叶えて差し上げるのが、上策かと存じられます」

◆　 
いま は、 いよいよ いと かすか なる さま に おぼし すまし て、 いかめしき おほむ-よそひ を まち うけ たてまつり たまは む こと、 ねがはしく も おぼす まじく み たてまつり はべ' し を、 こと-ども を ば そが せ たまひ て、 しづか なる おほむ-ものがたり の ふかき おほむ-ねがひ かなは せ たまは む なむ、 まさり て はべる べき。"


1 【今はいよいよいとかすかなるさまに思し澄まして】朱雀院の出家生活をいう。

2 【静かなる御物語の深き御願ひ】朱雀院と女三の宮との親子の親密な語らいを願っている院の希望をいう。


若菜下．１１．７．４

■　と申まうしたまへば、いかめしく聞ききし御賀おほむがの事ことを1、女二をむなにの宮みやの御方おほむかたざまには言いひなさぬも、労らうありと思おぼす。

◇　とお申し上げなさったので、盛大であったと聞いた御賀の事を、女二の宮の事とは言わないのは、大したものだとお思いになる。


1 【いかめしく聞きし御賀の事を】女二の宮主催、致仕大臣後援の朱雀院五十賀をさす。


若菜下．１１．７．５

■　「ただかくなむ1。

◇　「ただこのとおりだ。

■　こと削そぎたるさまに世人よひとは浅あさく見みるべきを、さはいへど、心得こころえてものせらるるに、さればよと2なむ、いとど思おもひなられはべる。

◇　簡略な様子に世間の人は浅薄に思うに違いないが、さすがに、よく分かってくれるので、思ったとおりで良かったと、ますます安心して来ました。

■　大将だいしゃうは、公方おほやけがたは、やうやう大人おとなぶめれど、かうやうに情なさけびたる方かたは、もとよりしまぬにやあらむ。

◇　大将は、朝廷の方では、だんだん一人前になって来たようだが、このように風流な方面は、もともと性に合わないのであろうか。


1 【ただかくなむ】以下「いと口惜しきものなり」まで、源氏の詞。

2 【さればよと】やはりこれでよかった、の意。


若菜下．１１．７．６

■　かの院ゐん、何事なにごとも心及こころおよびたまはぬことは、をさをさなきうちにも、楽がくの方**のことは御心みこころとどめて、いとかしこく知しり調ととのへたまへるを、さこそ思おぼし捨すてたるやうなれ1、静しづかに聞きこしめし澄すまさむこと、今いましもなむ心こころづかひせらるべき。

◇　あちらの院は、どのような事でもお心得のないことは、ほとんどない中でも、音楽の方面には御熱心で、まことに御立派に精通していらっしゃるから、そのように世をお捨てになっているようだが、静かにお心を澄まして音楽をお聞きになることは、このような時にこそ気づかいすべきでしょう。

■　かの大将だいしゃうともろともに見入みいれて、舞まひの童わらはべの用意ようい、心こころばへ、よく加くはへたまへ。

◇　あの大将と一緒に面倒を見て、舞の子供たちの心構えや、嗜みをよく教えてやって下さい。

■　物もの師のしなどいふものは、ただわが立たてたることこそあれ、いと口惜くちをしきものなり」

◇　音楽の師匠などというものは、ただ自分の専門についてはともかくも、他はまったくどうしようもないものです」

◆　 
かの ゐん、 なにごと も こころ および たまは ぬ こと は、 をさをさ なき うち に も、 がく の こと は み-こころ とどめ て、 いと かしこく しり ととのへ たまへ る を、 さこそ おぼし すて たる やう なれ、 しづか に きこしめし すまさ む こと、 いま しも なむ こころづかひ せ らる べき。 かの だいしゃう と もろともに みいれ て、 まひ の わらはべ の ようい、 こころばへ、 よく くはへ たまへ。 もののし など いふ もの は、 ただ わが たて たる こと こそ あれ、 いと くちをしき もの なり。"


1 【さこそ思し捨てたるやうなれ】柏木の詞を受ける。朱雀院の出家生活をさしていう。


若菜下．１１．７．７

■　など、いとなつかしくのたまひつくるを1、うれしきものから、苦くるしくつつましくて、言少ことずくなにて、この御前おまへをとく立たちなむと思おもへば、例れいのやうにこまやかにもあらで、やうやうすべり出いでぬ。

◇　などと、たいそうやさしくお頼みになるので、嬉しく思う一方で、辛く身の縮む思いがして、口数少なくこの御前を早く去りたいと思うので、いつものようにこまごまと申し上げず、やっとの思いで下がりになった。


1 【いとなつかしくのたまひつくるを】『完訳』は「源氏の親しい言葉づかいが、かえって無気味さを感じさせる」と注す。


若菜下．１１．７．８

■　東ひむがしの御殿おとどにて1、大将だいしゃうのつくろひ出いだしたまふ楽人がくにん、舞人まひびとの装束さうぞくのことなど、またまた行おこなひ加くはへたまふ。

◇　東の御殿で、大将が用意なさった楽人、舞人の装束のことなどを、さらに重ねて指図をお加えになる。

■　あるべき限かぎりいみじく尽つくしたまへるに2、いとど詳くはしき心こころしらひ添そふも、げにこの道みちは、いと深ふかき人ひとにぞものしたまふめる3。

◇　できるかぎり立派になさっていた上に、ますます細やかな心づかいが加わるのも、なるほどこの道には、まことに深い人でいらっしゃるようである。


1 【東の御殿にて】六条院丑寅の町。花散里の御殿。

2 【尽くしたまへるに】接続助詞「に」添加の意。『完訳』は「夕霧が念入りに整えていたうえに、柏木が細かな趣向を加える」と注す。

3 【げにこの道はいと深き人にぞものしたまふめる】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。語り手の納得の言辞。副詞「げに」。推量の助動詞「めり」主観的推量のニュアンス。


第十二章　柏木の物語　源氏から睨まれる

第一段　御賀の試楽の当日

若菜下．１２．１．１

■　今日けふは、かかる試こころみの日ひなれど、御方々物見おほむかたがたものみたまはむに、見所みどころなくはあらせじとて、かの御賀おほむがの日ひは、赤あかき白橡しらつるばみに、葡萄染えびぞめの下襲したがさねを着きるべし1、今日けふは、青色あをいろに蘇芳襲すはうがさね、楽人三十人がくにんさむじふにん、今日けふは白襲しらがさねを着きたる、辰巳たつみの方かたの釣殿つりどのに続つづきたる廊らうを楽所がくそにて2、山やまの南みなみの側そばより御前おまへに出いづるほど、

◇　今日は、このような試楽の日であるが、ご夫人方が見物なさるので、見がいのないようにはしまいと思って、あの御賀の日は、赤い白橡に葡萄染の下襲を着るのであろう、今日は、青色に蘇芳襲の下襲を着て、楽人三十人は、今日は白襲を着ているが、東南の方の釣殿に続いている廊を楽所にして、山の南の側から御前に出る所で、

■　「仙遊霞**」

◇　「仙遊霞」

■　といふもの遊あそびて、雪ゆきのただいささか散ちるに、春はるのとなり近ちかくS33,3、梅むめのけしきS34見みるかひありて4ほほ笑ゑみたり。

◇　という楽を奏して、雪がほんのわずか散らついたので、春の隣に近い、梅の花の様子が見栄えがしてほころびかけていた。

◆　 
けふ は、 かかる こころみ の ひ なれ ど、 おほむ-かたがた もの み たまは む に、 みどころ なく は あら せ じ とて、 かの おほむ-が の ひ は、 あかき しら つるばみ に、 えびぞめ の したがさね を きる べし、 けふ は、 あをいろ に すはう がさね、 がくにん さむじふ-にん、 けふ は しら がさね を き たる、 たつみ の かた の つりどの に つづき たる らう を がくそ にて、 やま の みなみ の そば より おまへ に いづる ほど、 せん'いうか と いふ もの あそび て、 ゆき の ただ いささか ちる に、 はる の となり ちかく、 むめ の けしき みる かひ あり て ほほゑみ たり。


S33 冬ながら春の隣の近ければ中垣よりぞ花は散りける（古今集俳諧-一〇二一　清原深養父）

S34 匂はねどほほゑむ梅の花をこそ我もをかしと折りてながむれ（好忠集-二六）

1 【かの御賀の日は赤き白橡に葡萄染の下襲を着るべし】御賀の当日の衣裳と試楽の日の衣裳とを異にする。

2 【楽所にて】明融臨模本と大島本は「かく所にて」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「楽所にして」と「し」を補訂する。

3 【春のとなり近く】明融臨模本、合点と付箋に「冬なから春のとなりのちかけれは中かきよりそ花はちりく（け）る」（古今集誹諧歌、一〇二一、清原深養父）とある。

4 【梅のけしき見るかひありて】「匂はねどほほゑむ梅の花をこそ我もをかしと折りてながめむ」（好忠集、二六）。


若菜下．１２．１．２

■　廂ひさしの御簾みすの内うちにおはしませば、式部卿宮しきぶきゃうのみや、右大臣みぎのおとどばかりさぶらひたまひて1、それより下しもの上達部かむだちめは簀子すのこに、わざとならぬ日ひのことにて、御饗応おほむあるじなど、気近けぢかきほどに仕つかうまつりなしたり2。

◇　廂の御簾の内側にいらっしゃるので、式部卿宮、右大臣ぐらいがお側に伺候していらっしゃるだけで、それ以下の上達部は簀子で、特別の日でないので、御饗応などは、お手軽な物を用意してあった。


1 【式部卿宮右大臣ばかりさぶらひたまひて】紫の上の父宮と鬚黒右大臣。いずれも源氏の身内。

2 【御饗応など気近きほどに仕うまつりなしたり】『完訳』は「ご馳走などはそう仰々しくはなくお出ししてある」と訳す。


若菜下．１２．１．３

■　右みぎの大殿おほとのの四郎君しらうぎみ、大将殿だいしゃうどのの三郎君さぶらうぎみ、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの孫王みやの君***たち二人ふたりは1、

◇　右の大殿の四郎君、大将殿の三郎君、兵部卿宮の孫王の公達二人は、

■　「万歳楽**」

◇　「万歳楽」

■　。まだいと小ちひさきほどにて、いとらうたげなり。

◇　。まだとても小さい年なので、とてもかわいらしげである。

■　四人よたりながら、いづれとなく高たかき家いへの子こにて、容貌かたちをかしげにかしづき出いでたる、思おもひなしも、やむごとなし。

◇　四人とも、誰彼となく高貴な家柄のお子なので、器量もかわいらしく装い立てられている姿は、そう思うせいか、気品がある。

◆　 
みぎ-の-おほとの の しらう-ぎみ、 だいしゃう-どの の さぶらう-ぎみ、 ひゃうぶきゃう-の-みや の そんわう-の-きみ-たち ふたり は、 まんざいらく。 まだ いと ちひさき ほど にて、 いと らうたげ なり。 よ-たり ながら、 いづれ と なく たかき いへのこ にて、 かたち をかしげ に かしづき いで たる、 おもひなし も、 やむごとなし。


1 【兵部卿宮の孫王の君たち二人は】蛍兵部卿宮の子二人。「孫王」は帝の孫の意。


若菜下．１２．１．４

■　また、大将だいしゃうの典侍***P57腹ないしの二郎君すけばらのじらうぎみ、式部卿宮しきぶきゃうの兵衛督みやのひゃうゑのかみといひし、今いまは源中納言1ぐえんちゅうなごんの御子みこ、

◇　また、大将の典侍がお生みになった二郎君と、式部卿宮の兵衛督と言った人で、今では源中納言になっている方の御子は

■　「皇**じやう」

◇　「皇じょう」

■　。右みぎの大殿おほいどのの三郎君さぶらうぎみ、

◇　。右の大殿の三郎君は、

■　「陵王**」

◇　「陵王」

■　。大将殿りゃうわうだいしゃうどのの太郎たらう、

◇　。大将殿の太郎は、

■　「落蹲**」

◇　「落蹲」

■　。さては

◇　。その他では

■　「太平楽**」

◇　「太平楽」

■　、「喜春楽**」

◇　、「喜春楽」

■　などいふ舞***どもをなむ、同***じ御仲***らひの君***たち、大人***たちなど舞***ひける。

◇　などと言ういくつもの舞を、同じ一族の子供たちや大人たちなどが舞ったのであった。

◆　 
また、 だいしゃう の ないしのすけばら の じらう-ぎみ、 しきぶきゃう-の-みや の ひゃうゑ-の-かみ と いひ し、 いま は ぐえん-ちゅうなごん の みこ、 わうじゃう。 みぎ-の-おほいどの の さぶらう-ぎみ、 りゃうわう。 だいしゃう-どの の たらう、 らくそん。 さては たいへいらく、 きしゅんらく など いふ まひ-ども を なむ、 おなじ おほむ-なからひ の きみ-たち、 おとな-たち など まひ ける。


P57 典侍--御（御/＄）ないしのすけ

1 【兵衛督といひし今は源中納言】式部卿宮の御子の兵衛督、真木柱姫君と兄妹。「藤袴」「梅枝」に登場。臣籍降下して源氏となっている。


若菜下．１２．１．５

■　暮くれゆけば、御簾上みすあげさせたまひて、物ものの興きょうまさるに、いとうつくしき御孫おほむむまごの君きみたちの1容貌かたち、姿すがたにて、舞まひのさまも、世よに見みえぬ手てを尽つくして、御師おほむしどもも、おのおの手ての限かぎりを教をしへきこえけるに、深ふかきかどかどしさを加くはへて、珍めづらかに舞まひたまふを、いづれをもいとらうたしと思おぼす2。

◇　日が暮れて来たので、御簾を上げさせなさって、感興が高まっていくにつれて、実にかわいらしいお孫の君たちの器量や、姿で、舞の様子も、又とは見られない妙技を尽くして、お師匠たちも、それぞれ技のすべてをお教え申し上げたうえに、深い才覚をそれに加えて、素晴らしくお舞いになるのを、どの御子もかわいいとお思いになる。

■　老おいたまへる上達部かむだちめたちは、皆涙落みななみだおとしたまふ3。

◇　年老いた上達部たちは、皆涙を落としなさる。

■　式部卿宮しきぶきゃうのみやも、御孫おほむまごを4思おぼして、御鼻おほむはなの色いろづくまでしほたれたまふ5。

◇　式部卿宮も、お孫のことをお思いになって、お鼻が赤く色づくほどお泣きになる。


1 【いとうつくしき御孫の君たちの】源氏は孫たちの瑞々しく可愛らしい舞姿に自らの老いが自覚されていく。

2 【いづれをもいとらうたしと思す】源氏の感想。

3 【老いたまへる上達部たちは皆涙落としたまふ】右大臣以下の老人の上達部たち。

4 【式部卿宮も御孫を】孫の源中納言を思う。この中の最年長者か。

5 【御鼻の色づくまでしほたれたまふ】『完訳』は「老いの涙を戯画化。次の源氏の酔泣きに効果的に続けていく」と注す。


第二段　源氏、柏木に皮肉を言う

若菜下．１２．２．１

■　主人あるじの院ゐん、

◇　ご主人の院は、

若菜下．１２．２．２

■　「過すぐる齢よはひに添そへて1は、酔ゑひ泣なきこそとどめがたきわざなりけれ。

◇　「寄る年波とともに、酔泣きの癖は止められないものだな。

■　衛門督ゑもんのかみ、心こころとどめてほほ笑ゑまるる2、いと心恥こころはづかしや3。

◇　衛門督が目を止めてほほ笑んでいるのは、まことに恥ずかしくなるよ。

■　さりとも、今いましばしならむ。

◇　そうは言っても、もう暫くの間だろう。

■　さかさまに行ゆかぬ年月としつきS35よ4。

◇　さかさまには進まない年月さ。

■　老おいはえ逃のがれぬわざなり」

◇　老いは逃れることのできないものだよ」


S35 さかさまに年も行かなむとりもあへず過ぐる齢やともに返ると（古今集雑上-八九六　読人知らず）

1 【過ぐる齢に添へて】以下「え逃れぬわざなり」まで、源氏の詞。『完訳』は「自分を老醜の人とする。これまで女三の宮を前に繰り返し言われてきた。この自嘲の言葉が相手への痛烈な皮肉に転ずる」と注す。

2 【衛門督心とどめてほほ笑まるる】『完訳』は「柏木が嘲笑するはずのないのを知りながら、自分の老いを蔑視しているとして、皮肉る」と注す。

3 【いと心恥づかしや】『集成』は「全く気のひけることです」。『完訳』は「なんともきまりがわるいことですよ」と訳す。

4 【さかさまに行かぬ年月よ】「さかさまに年もゆかなむとりもあへず過ぐる齢やともに返ると」（古今集雑上、八九六、読人しらず）。


若菜下．１２．２．３

■　とて、うち見みやりたまふに、人ひとよりけにまめだち屈くんじて、まことに心地ここちもいと悩なやましければ、いみじきことも目めもとまらぬ心地ここちする人ひとをしも、さしわきて、空酔そらゑひをしつつかくのたまふ1。

◇　と言って、ちらっと御覧やりなさると、誰よりも一段とかしこまって塞ぎ込んで、真実に気分もたいそう悪いので、試楽の素晴らしさも目に入らない気分でいる人をつかまえて、わざと名指しで、酔ったふりをしながらこのようにおっしゃる。

■　戯たはぶれのやうなれど、いとど胸むねつぶれて、盃さかづきのめぐり来くるも頭かしらいたくおぼゆれば、けしきばかりにて紛まぎらはすを、御覧ごらんじ咎とがめて、持もたせながらたびたび強しひたまへば、はしたなくて、もてわづらふさま、なべての人ひとに似にずをかし3。

◇　冗談のようであるが、ますます胸が痛くなって、杯が回って来るのも頭が痛く思われるので、真似事だけでごまかすのを、お見咎めなさって、杯をお持ちになりながら何度も無理にお勧めなさるので、いたたまれない思いで、困っている様子、普通の人と違って優雅である。


1 【空酔ひをしつつかくのたまふ】源氏の態度。『完訳』は「酔いを装って本心を吐露する」と注す。

2? 【けしきばかりにて紛らはすを御覧じ咎めて持たせながらたびたびし強ひたまへば】源氏が柏木に。『完訳』は「柏木の酔ったふりを許さない。源氏の鋭くきびしい凝視は持続」と注す。

3 【なべての人に似ずをかし】柏木の態度を優雅な振る舞いとしてこの場を語り収める。


若菜下．１２．２．４

■　心地ここちかき乱みだりて堪たへがたければ、まだことも果はてぬにまかでたまひぬるままに、いといたく惑まどひて、

◇　気分が悪くて我慢できないので、まだ宴も終わらないのにお帰りになったが、そのままひどく苦しくなって、

若菜下．１２．２．５

■　「例れいの、いとおどろおどろしき酔ゑひにもあらぬを1、いかなればかかるならむ。

◇　「いつものような、大した深酔いしたのでもないのに、どうしてこんなに苦しいのであろうか。

■　つつましとものを思おもひつるに2、気けののぼりぬるにや。

◇　何か気が咎めていたためか、上気してしまったのだろうか。

■　いとさいふばかり臆おくすべき心弱こころよわさとはおぼえぬを、言いふかひなくもありけるかな」

◇　そんなに怖気づくほどの意気地なしだとは思わなかったが、何とも不甲斐ない有様だった」


1 【例のいとおどろおどろしき酔ひにもあらぬを】以下「ありけるかな」まで、柏木の心中。

2 【つつましとものを思ひつるに】『集成』は「何か頭の上がらぬ臆した思いだったので」。『完訳』は「何か気が咎めていたために」と訳す。


若菜下．１２．２．６

■　とみづから思おもひ知しらる1。

◇　と自分自身思わずにはいられない。


1 【みづから思ひ知らる】「る」自発の助動詞。『集成』は「敬語抜きで、柏木の思いに密着した書き方」と注す。


若菜下．１２．２．７

■　しばしの酔ゑひの惑まどひにもあらざりけり。

◇　一時の酔の苦しみではなかったのであった。

■　やがていといたくわづらひたまふ。

◇　そのまままことひどくお病みになる。

■　大臣おとど、母北ははきたの方思かたおぼし騷さわぎて、よそよそにていとおぼつかなしとて1、殿とのに渡わたしたてまつりたまふを2、女宮をむなみやの思おぼしたるさま、またいと心苦こころぐるし3。

◇　大臣、母北の方が心配なさって、別々に住んでいたのでは気がかりであると考えて、邸にお移し申されるのを、女宮がお悲しみになる様子、それはそれでまたお気の毒である。


1 【よそよそにていとおぼつかなしとて】別々に住んでいたのでは気掛かりでならない、の意。太政大臣の長男である柏木は妻の落葉宮邸に住む。婿入り婚の生活をしている。

2 【殿に渡したてまつりたまふを】柏木を実家に引き取って看護しようとする。

3 【またいと心苦し】夫婦の仲を引き裂かれる思い。


第三段　柏木、女二の宮邸を出る

若菜下．１２．３．１

■　ことなくて過すぐす月日つきひP58は1、心こころのどかにあいな頼だのみして、いとしもあらぬ御心みこころざしなれど、今いまはと別わかれS36たてまつるべき門出かどでにやと2思おもふは、あはれに悲かなしく、後おくれて思おぼし嘆なげかむことのかたじけなきを、いみじと思おもふ3。

◇　特別の事がない月日は、のんびりと当てにならない将来のことを当てにして、格別深い愛情もかけなかったが、今が最後と思ってお別れ申し上げる門出であろうかと思うと、しみじみと悲しく、自分に先立たれてお嘆きになるだろうことの恐れ多さを、とても辛いと思う。

■　母御息所ははみやすむどころも4、いといみじく嘆なげきたまひて、

◇　母御息所も、ひどくお嘆きになって、


P58 月日--*へきひ

S36 かりそめの行き交ひ路とぞ思ひ来し今は限りの門出なりける（古今集哀傷-八六二　在原滋春）

1 【ことなくて過ぐす月日は】明融臨模本は「すくすへきひ（ひ＝比）は」とある。大島本は「すくすへきひ比ハ」とある。その他の青表紙本は「すくすへき日は」（横池）「すくす月（月＄へき）日（日＋ころ）は」（榊）「すくへき日は」（陽）「すくすへき比は」（肖）「すくへき比は」（三）とある。『集成』は「へ」を「つ」の誤写と見て「過ぐす月日は」と整定する。『完本』は底本（明融臨模本）の訂正と肖柏本に従って「過ぐすべき頃は」と整定する。『新大系』は底本（大島本）や榊原家本に従って「過ぐすべき日比は」と整定する。以下「かたじけなきをいみじ」まで、柏木の心中に即した叙述。『集成』は「何事もなく過して来た今までは、のんきに当てにならない先のことを当てにして」「いつかは女二の宮と愛情を交わす仲になるだろうと思って、の意」と注す。

2 【今はと別れたてまつるべき門出にやと】「かりそめの行きかひ路とぞ思ひ来し今は限りの門出なりけり」（古今集哀傷、八六二、在原滋春）。

3 【いみじと思ふ】敬語抜きの表現。心中文と地の文が融合し、柏木の心中に密着した表現となっている。

4 【母御息所も】女二の宮の母一条御息所。


若菜下．１２．３．２

■　「世よのこととして1、親おやをばなほさるものにおきたてまつりて、かかる御仲おほむなからひは、とある折をりもかかる折をりも、離はなれたまはぬこそ例れいのことなれ、かく引ひき別わかれて、たひらかにものしたまふまでも過すぐしたまはむが、心尽こころづくしなるべきことを2、しばしここにて、かくて試こころみたまへ」

◇　「世間普通の事として、親は親としてひとまずお立て申しても、このような夫婦のお間柄は、どのような時でも、お離れにならないのが常のことですが、このように離れて、よくお治りになるまであちらでお過ごしになるのが、心配でならないでしょうから、もう暫くこちらで、このままご養生なさって下さい」


1 【世のこととして】以下「かくて試みたまへ」まで、母御息所の詞。夫婦仲を割いてまで子息を迎え取ろうという大臣夫妻の処置を非難し、柏木にここで養生するよう依頼する。

2 【心尽くしなるべきことを】娘の女二の宮が心配でたまらないだろうからと言う。


若菜下．１２．３．３

■　と、御おほむかたはらに御几帳みきちゃうばかりを隔へだてて見みたてまつりたまふ。

◇　と、お側に御几帳だけを間に置いてご看病なさる。

若菜下．１２．３．４

■　「ことわりや。

◇　「ごもっともなことです。

■　数かずならぬ身みにて、及およびがたき御仲おほむなからひに、なまじひに許ゆるされたてまつりて、さぶらふしるしには、長ながく世よにはべりて、かひなき身みのほども、すこし人ひと等とひとしくなるけぢめをもや御覧ごらんぜらるる、とこそ思おもうたまへつれ、いといみじく、かくさへなりはべれば、深ふかき心こころざしをだに御覧ごらんじ果はてられずやなりはべりなむと思おもうたまふるになむ、とまりがたき心地ここちにも、え行ゆきやるまじく思おもひたまへらるる」

◇　取るに足りない身の上で、及びもつかないご結婚を、なまじお許し頂きまして、こうしてお側におりますその感謝には、長生きをしまして、つまらない身の上も、もう少し人並みとなるところを御覧に入れたいと存じておりましたが、とてもひどく、このようにまでなってしまいましたので、せめて深い愛情だけでも御覧になって頂けずに終わってしまうのではないか存じられまして、生き永らえられそうにない気がするにつけても、まこと安心してあの世に行けそうにも存じられません」

若菜下．１２．３．５

■　など、かたみに泣なきたまひて、とみにもえ渡わたりたまはねば、また母北ははきたの方かた、うしろめたく思おぼして、

◇　などと、お互いにお泣きになって、すぐにもお移りにならないので、再び母北の方が、気がかりにお思いになって、

若菜下．１２．３．６

■　「などか、まづ見みえむとは思おもひたまふまじき。

◇　「どうして、まずは顔を見せようとはお思いになさらないのだろうか。

■　われは、心地ここちもすこし例れいならず心細こころぼそき時ときは、あまたの中なかに、まづ取とり分わきてゆかしくも頼たのもしくもこそおぼえたまへ。

◇　わたしは、少しでも気分のいつもと違って心細い時は、大勢の子らの中で、まず第一に会いたくなり頼りに思っているのです。

■　かくいとおぼつかなきこと」

◇　このように大変に気がかりなこと」

若菜下．１２．３．７

■　と恨うらみきこえたまふも、また、いとことわりなりP59。

◇　とお恨み申し上げなさるのも、これもまた、もっともなことである。


P59 ことわりなり---ことわり


若菜下．１２．３．８

■　「人ひとより先さきなりけるけぢめにや、取とり分わきて思おもひならひたるを、今いまになほかなしくしたまひて、しばしも見みえぬをば苦くるしきものにしたまへば、心地ここちのかく限かぎりにおぼゆる折をりしも、見みえたてまつらざらむ、罪深つみふかく、いぶせかるべし。

◇　「他の兄弟より先に生まれたせいでしょうか、特別にかわいがっていたので、今でもやはりいとしくお思いになって、少しの間でも会わないのを辛くお思いになっているので、気分がこのように最期かと思われるような時に、お目にかからないのは、罪障深く、気が塞ぐことでしょう。

若菜下．１２．３．９

■　今いまはと頼たのみなく聞きかせたまはば、いと忍しのびて渡わたりたまひて御覧ごらんぜよ。

◇　今はいよいよ危崙とお聞きあそばしたら、たいそうこっそりお越しになってお会い下さい。

■　かならずまた対面賜たいめんたまはらむ。

◇　必ず再びお会いしましょう。

■　あやしくたゆくおろかなる本性ほんじゃうにて、ことに触ふれておろかに思おぼさるることありつらむこそ、悔くやしくはべれ。

◇　妙に気がつかないふつつかな性分で、何かにつけて疎略な扱いであったとお思いになることがおありだったでしょうと、後悔されます。

■　かかる命いのちのほどを知しらで、行ゆく末長すゑながくのみ思おもひはべりけること」

◇　このような寿命とは知らないで、将来末長くご一緒にとばかり思っておりました」

若菜下．１２．３．１０

■　と、泣なく泣なく渡わたりたまひぬ。

◇　と言って、泣き泣きお移りになった。

■　宮みやはとまりたまひて、言いふ方かたなく思おぼしこがれたり。

◇　宮はお残りになって、何とも言いようもなく恋い焦がれなさった。

第四段　柏木の病、さらに重くなる

若菜下．１２．４．１

■　大殿おほとのに待まち受うけきこえたまひて、よろづに騷さわぎたまふ。

◇　大殿ではお待ち受け申し上げなさって、いろいろと大騒ぎをなさる。

■　さるは、たちまちにおどろおどろしき御心地みここちのさまにもあらず、月つきごろ物ものなどをさらに参まゐらざりけるに2、いとどはかなき柑子かうじなどをだに触ふれたまはず、ただ、やうやうものに引ひき入いるるやうに見みえたまふ3。

◇　そうはいえ、急変するようなご病気の様子でもなく、ここいく月も食べ物などをまったくお召し上がりにならなかったが、ますますちょっとした柑子などでさえお手を触れにならず、ただ、冥界に引き込まれていくようにお見えになる。


1? 【よろづに騒ぎたまふ】加持祈祷などのための大騒ぎ。

2 【参らざりけるに】接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

3 【ただやうやうものに引き入るるやうに見えたまふ】明融臨模本と大島本は「やうに」とある。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「やうにぞ」と「ぞ」を補訂する。『集成』は「次第に何かに引き入れられるように、弱っていかれる」。『完訳』は「ただ、だんだんと何かに引き込まれていくようにお見えになるばかりである」「冥界に引き込まれていくような感じ。しだいに衰弱していく」と注す。


若菜下．１２．４．２

■　さる時ときの有職いうそくの、かくものしたまへば、世よの中惜なかをしみあたらしがりて、御訪おほむとぶらひに参まゐりたまはぬ人ひとなし。

◇　このような当代の優れた人物が、こんなでいらっしゃるので、世間中が惜しみ残念がって、お見舞いに上がらない人はいない。

■　内裏うちよりも院ゐんよりも、御訪おほむとぶらひしばしば聞きこえつつ、いみじく惜をしみ思おぼし召めしたるにも、いとどしき親おやたちの御心みこころのみ惑まどふ1。

◇　朝廷からも院の御所からも、お見舞いを度々差し上げては、ひどく惜しんでいらっしゃるのにつけても、ますますご両親のお心は痛むばかりである。


1 【御心のみ惑ふ】副助詞「のみ」強調のニュアンスを添える。『集成』は「いよいよ深まるご両親の悲しみは、気も狂わんばかりである」と訳す。


若菜下．１２．４．３

■　六条院ろくでうのゐんにも、

◇　六条院におかれても、

■　「いと口惜くちをしきわざなり」

◇　「まことに残念なことだ」

■　と思おぼしおどろきて、御訪おほむとぶらひにたびたびねむごろに父大臣ちちおとどにも聞きこえたまふ1。

◇　とお嘆きになって、お見舞いを頻繁に丁重に父大臣にも差し上げなさる。

■　大将だいしゃうは、ましていとよき御仲おほむなかなれば2、気近けぢかくものしたまひつつ、いみじく嘆なげきありきたまふ。

◇　大将は、それ以上に仲の好い間柄なので、お側近くに見舞っては、大変にお嘆きになっておろおろしていらっしゃる。


1 【父大臣にも聞こえたまふ】係助詞「も」同類の意。柏木はもちろん父大臣にも、の意。

2 【大将はましていとよき御仲なれば】副詞「まして」は、源氏と柏木との関係以上に、のニュアンス。


若菜下．１２．４．４

■　御賀おほむがは、二十五日にじふごにちになりにけり2。

◇　御賀は、二十五日になってしまった。

■　かかる時ときのやむごとなき上達部かむだちめの3重おもく患わづらひたまふに、親おや、兄弟はらから、あまたの人ひとびと、さる高たかきP60御仲おほむなからひの嘆なげきしをれたまへるころほひにて、ものすさまじきやうなれど、次々つぎつぎに滞とどこほりつることだにあるを4、さて止やむまじきことなれば、いかでかは思おぼし止とどまらむ5。

◇　このような時に重々しい上達部が重病でいらっしゃるので、親、兄弟たち、大勢の方々、そういう高貴なご縁戚や友人方が嘆き沈んでいらっしゃる折柄なので、何か興の冷めた感じもするが、次々と延期されて来た事情さえあるのに、このまま中止にすることもできないので、どうして断念なされよう。

■　女宮をむなみやの御心みこころのうちをぞ、いとほしく思おもひきこえさせたまふ6。

◇　女宮のご心中を、おいたわしくお察し上げになる。


P60 高き--か（か/＃）たかき

1? 【ものしたまひつゝ】副助詞「つつ」は、同じ動作の繰り返し。たびたびお見舞いに伺っては、のニュアンス。

2 【御賀は二十五日になりにけり】前に「十二月になりにけり十余日と定めて」（第十一章五段）とあった。「なりにけり」には、その予定がさらに延びてしまったというニュアンスがこめられている。

3 【かかる時のやむごとなき上達部の】『集成』は「当世の下にも置かれぬ」。『完訳』は「こういうときにぜひご列席にならねばならない大事な上達部が」と訳す。

4 【次々に滞りつることだにあるを】副助詞「だに」打消や反語の表現をともなった文脈の中で、例外的・逆接的な事態であることを強調するニュアンス。『集成』は「御賀が次々延引になったことだけでも不都合なことであるのに」。『完訳』は「これまで次々と延引を重ねたことだけでも申し訳のないことなのに」と訳す。

5 【いかでかは思し止まらむ】語り手が、源氏の心中を忖度した表現。

6 【いとほしく思ひきこえさせたまふ】主語は源氏。


若菜下．１２．４．５

■　例れいの、五十寺ごじふじの御誦経1みずきゃう、また、かのおはします御寺みてらにも、摩訶毘盧遮那まかびるさなの2。

◇　例によって、五十寺の御誦経、それから、あちらのおいでになる御寺でも、摩訶毘廬遮那の御誦経が。


1 【例の五十寺の御誦経】五十賀にちなむ五十寺での御誦経。

2 【摩訶毘盧遮那の】『集成』は「こうした中断の形で擱筆したとするのが古来の通説であるが、この帖の終りの一葉が何らかの事情で失われた可能性もあろう。次の柏木の巻の末尾にも同じような状況がある」と注す。



３６． 柏木 (かしはぎ)

第一章　柏木の物語　女三の宮、薫を出産

第一段　柏木、病気のまま新年となる

柏木．１．１．１

■　衛門督ゑもんの君1かむのきみ、かくのみ悩なやみわたりたまふこと2、なほおこたらで、年としも返かへりぬ3。

◇　衛門督の君、このようにばかりお病み続けになること、依然として回復せぬまま、年も改まった。

■　大臣おとど、北きたの方4かた、思おぼし嘆なげくさまを見みたてまつるに5、

◇　大臣、北の方、お嘆きになる様子を拝見すると、


1 【衛門督の君】「柏木」巻頭の語句。格助詞や係助詞が無い。話題の提示のいわば独立格。衛門督の君、その人はどうしたかといえば、というニュアンス。ただ、下文の述語「悩みたまふ」との関係から、改めて主語と規定される。さらに「悩みわたりたまふこと」が主語となるので、複文構造、さらに「年も返りぬ」の主語−述語関係が続くので、冒頭の一文全体は重文構造である。

2 【悩みわたりたまふこと】主格。述語「おこたらで」に掛かる。

3 【年も返りぬ】係助詞「も」強調のニュアンスを添える。

4 【大臣北の方】『細流抄』は「此已下柏木の心也」と指摘。『全書』・『評釈』も柏木の心中文とする。

5 【見たてまつるに】主語は柏木。この巻冒頭の語りの視点、また座標軸。


柏木．１．１．２

■　「しひてかけ離はなれなむ命1いのち、かひなく、罪重つみおもかるべきことを思おもふ、心こころは心こころとして、また、あながちにこの世よに3,4離はなれがたく、惜をしみ留とどめまほしき身みかは5。

◇　「無理して死のうと思う命、その甲斐もなく、罪障のきっと重いだろうことを思う、その考えは考えとして、また一方で、むやみに、この世から出離しがたく、惜しんで留めて置きたい身の上であろうか。

■　いはけなかりしほどより、思おもふ心異こころことにて、何なにごとをも、人ひとに今一際いまひときはまさらむと、公私おほやけわたくしのことに触ふれて、なのめならず思おもひ上のぼりしかど6、その心叶こころかなひがたかりけり」

◇　幼かったときから、思う考えは格別で、どのようなことでも、人にはいま一段抜きんでたいと、公事私事につけて、並々ならず気位高く持していたが、その望みも叶いがたかった」


1 【しひてかけ離れなむ命】「しひてかけ離れなむ」の文中の機能について、『源氏物語講読』（佐伯梅友）は「命」に掛かるとする見方に「この場合、かいがないというのはどういうことをいうのか解しかねる」と疑問を呈する。「それで、「命かひなく、罪重かるべきこと」に対する主語のようには見られないかと考えた。しいてかけ離れてしまおうとしても、自然のままでは命が消えないとすればそう思うかいがないだろうし、またそれがかなったとしたら、親に嘆きをかけて重い罪業となるだろうと考えている意を、「命かひなく、罪重かるべし」といったと見るのである。そう思う一方では、今が死に時だとも考える気持が、次の心中の部分の終りの方に出ている」と注す。

2? 【罪重かるべきを】『湖月抄』は「父母にさきだつはその歎きをかけて不孝の罪をもきる也」と注す。

3 【あながちにこの世に】『講読』は「ことばの続きぐあいやら、ことばの調子やらを考えて」、以下「あはれも出で来なむ」までを柏木の心中文とする。

4 【この世に】格助詞「に」基点を表す。この世から出離しがたく、の意。

5 【惜しみ留めまほしき身かは】連語「かは」反語表現。言語主体は柏木。

6 【思ひ上りしかど】過去の助動詞「しか」已然形、自己体験のニュアンス。


柏木．１．１．３

■　と、一ひとつ二ふたつの節ふしごとに、身みを思おもひ落おとしてしこなた、なべての世よの中2なかS1すさまじう思おもひなりて、後のちの世よの行おこなひに本意深ほいふかく進すすみにしを3、親おやたちの御恨おほむうらみを思おもひて4、野山のやまにも5あくがれむ道みちの重おもきほだしなるべく6おぼえしかば、とざまかうざまに紛まぎらはしつつ過すぐしつるを、つひに、

◇　と、一つ二つのつまずき事に、わが身に自信をなくして以来、大方の世の中がおもしろくなく思うようになって、来世の修業に心深く惹かれたのだが、両親のご悲嘆を思うと、山野にもさまよい込む道の強い障害ともなるにちがいなく思われたので、あれやこれやと紛らわし紛らわし過ごしてきたのだが、とうとう、


S1 大方の我が身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな（拾遺集恋五-九五三　紀貫之）

1? 【その心叶ひがたかりけりと】『全集』は「挫折してはじめて事柄のむずかしさに気づく」と注す。

2 【なべての世の中】明融臨模本、朱合点、付箋C型「大かたのわか身一のうきからになへての世をもうらみつるかな」（拾遺集恋五、九五三、紀貫之）とあり、大島本も、朱合点、細字注記「大方は我身一のうきからになへての世をもうらみつるかな」とある。

3 【後の世の行なひに本意深く進みにしを】『全集』は「柏木に出家の意志のあったことは初出」と指摘。連語「にし」完了の助動詞と過去の助動詞の複合。すでに出家へと心がすっかり傾いてしまっていた、というニュアンス。

4 【親たちの御恨みを思ひて】接続助詞「て」順接の仮定条件、お嘆きを考えたら、お嘆きを考えると、の意。「重きほだしにもなりぬべく」に掛かる。

5 【野山にも】明融臨模本、付箋「いつくにか世をはいとはむ心こそ野にも山にもまとふへらなれ」（古今集雑下、九四七、素性）とあり、大島本も、朱合点、付箋「いつくにか世をはいとはん心こそ野にも山にもまとふへらなれ」とある。

6 【ほだしなるべく】大島本、朱合点。『河海抄』は「世の憂きめ見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を指摘。


柏木．１．１．４

■　「なほ、世よに立たちまふべくもおぼえぬもの思おもひの、一方ひとかたならず1身みに添そひにたるは、我われより他ほかに誰たれかはつらき2、心こころづからもてそこなひつるにこそあめれ」

◇　「やはり、世の中には生きていけそうにも思われない悩みが、並々ならず身に付き纏っているのは、自分より外に誰を恨めようか、自分の料簡違いから破滅を招いたのだろう」


1 【一方ならず】『大系』は「一方だけでなく（女三宮への恋と、源氏に知られたこととが）」。『全集』は「並み一とおりでなく」と訳す。

2 【誰かはつらき】反語表現。『大系』は「誰がまあ、苦しいのか（皆、自分の罪である）」。『全集』は「自分自身よりほかに誰を恨むことができようか」と訳す。


柏木．１．１．５

■　と思おもふに、恨うらむべき人ひともなし。

◇　と思うと、恨むべき相手もいない。

柏木．１．１．６

■　「神かみ、仏ほとけをもかこたむ方かたなきは1、これ皆みなさるべきにこそはあらめ。

◇　「神、仏にも不平の訴えようがないのは、これは皆前世からの因縁なのであろう。

■　誰たれも千年ちとせの松まつならぬS2世よは2、つひに止とまるべきにもあらぬを、かく、人ひとにも、すこしうちしのばれぬべきほどにて3、なげのあはれをもかけたまふ人ひとあらむをこそは、一ひとつ思おもひにS3燃もえぬるしるし4にはせめ。

◇　誰も千年を生きる松ではない一生は、結局いつまでも生きていられるものではないから、このように、あの人からも、少しは思い出してもらえるようなところで、かりそめの憐れみなりともかけて下さる方があろうということを、一筋の思いに燃え尽きたしるしとはしよう。


S2 憂くも世に思ふ心に叶はぬか誰も千年の松ならなくに（古今六帖四-二〇九六）

S3 夏虫の身をいたづらになすことも一つ思ひによりてなりけり（古今集恋一-五四四　読人しらず）

1 【神仏をもかこたむ方なきは】『全書』は「神仏にも不平の言ひやうがないのは」。『評釈』は「神仏のせいだともできないのは」と訳す。

2 【誰も千年の松ならぬ世は】尊経閣文庫本、付箋「うくも世の思心にかなはぬかたれもちとせの松ならなくに」（古今六帖四、二〇九六）。明融臨模本は、朱合点、付箋「うくも世の思心にかなはぬかたれもちとせの松ならなくに」で同文。しかし大島本は、朱合点、行間書入「うくも世に心に物のかなはぬそたれも小野」とあり、引歌の文句が異なる。中山家本、朱合点、奥入「うくも世のおもふ心にかなはぬかたれもちとせのまつならなくに」と指摘。

3 【かく人にもすこしうちしのばれぬべきほどにて】『全書』は「女三宮に少しは思い出して貰へさうな内に死んで」。『評釈』は「このように誰かに少しは死後思い出してもらえる間に」と訳す。

4 【一つ思ひに燃えぬるしるし】尊経閣文庫本、付箋「夏虫の身をいたつらになすこともひとつおもひによりてなりけり」（古今集恋一、五四四、読人しらず）。明融臨模本、朱合点、付箋「夏むしの身をいたつらになす事も一思ひによりてなりけり」。大島本、朱合点、行間書入、「なつむしの身をいたつらになす事もひとつ」。中山家本、朱合点、奥入「なつむしのみをいたつらになす事もひとつ思ひによりてなりけり」とある。


柏木．１．１．７

■　せめてながらへば、おのづからあるまじき名なをも立たち、我われも人ひとも、やすからぬ乱みだれ出いで来くるやうもあらむよりは、なめしと、心置こころおいたまふらむあたりにも、さりとも思おぼし許ゆるいてむかし。

◇　無理に生き永られていれば、自然ととんでもない噂もたち、自分にも相手にも、容易ならぬ面倒なことが出て来るようになるよりは、不届き者よと、ご不快に思われた方にも、いくら何でもお許しになろう。

■　よろづのこと、今いまはのとぢめには、皆消みなきえぬべきわざなり。

◇　何もかものこと、臨終の折には、一切帳消しになるものである。

■　また、異ことざまの過あやまちしなければ、年としごろものの折をりふしごとには、まつはしならひたまひにし方かたのあはれも出いで来きなむ」

◇　また、これ以外の過失はほんとないので、長年何かの催しの機会には、いつも親しくお召し下さったことからの憐れみも生じて来よう」

柏木．１．１．８

■　など、つれづれに思おもひ続つづくるも、うち返かへし、いとあぢきなし1。

◇　などと、所在なく思い続けるが、いくら考えてみても、実にどうしようもない。


1 【うち返しいとあぢきなし】語り手の評言。


第二段　柏木、女三の宮へ手紙

柏木．１．２．１

■　「などかく、ほどもなく1しなしつる身みならむ」

◇　「どうしてこのように、生きる瀬もなくしてしまった身の上なのだろう」

■　と、かきくらし思おもひ乱みだれて、枕まくらも浮うきぬばかりS4,2、人ひとやりならず流ながし添そへつつ、いささか隙ひまありとて、人ひとびと立たち去さりたまへるほどに、かしこに御文おほむふみたてまつれたまふ。

◇　と、心がまっくらになる思いがして、枕も浮いてしまうほどに、誰のせいでもなく涙を流しては、少しは具合が好いとあって、ご両親たちがお側を離れなさっていた時に、あちらにお手紙を差し上げなさる。


S4 独り寝の床にたまれる涙には石の枕も浮きぬべらなり（古今六帖五-三二四一）

1 【などかくほどもなく】『湖月抄』は「世の不義をなす人はじめよりやがてあらはれむと思ひてはせざれども終にあらはれて悔るにもかひなくいたづらに身をころし名をくたす事なべて柏木にことなる事なし是をしるしていましめとするなるべし」注す。

2 【枕も浮きぬばかり】明融臨模本、付箋「泪川枕なかるゝうきねには夢もさたかに見えすそ有ける」（古今集恋一、五二七、読人しらず）。大島本、行間書入「古今涙川枕なかるゝうきねには」と指摘する。『源注余滴』は「独り寝の床にたまれる涙には石の枕も浮きぬべらなり」（古今六帖五、枕）を指摘する。


柏木．１．２．２

■　「今いまは限かぎりになりにてはべるありさまは、おのづから聞きこしめすやうもはべらむを、いかがなりぬるとだに、御耳おほむみみとどめさせたまはぬも、ことわりなれど、いと憂うくもはべるかな」

◇　「今はもう最期となってしまいました様子は、自然とお耳に入っていらっしゃいましょうが、せめていかがですかとだけでも、お耳に止めて下さらないのも、無理もないことですが、とても情けなく存じられますよ」

柏木．１．２．３

■　など聞きこゆるに、いみじうわななけば、思おもふことも皆書みなききさして、

◇　などと申し上げるにつけても、ひどく手が震えるので、思っていることも皆書き残して、

柏木．１．２．４

■　「今いまはとて燃もえむ煙けぶりもむすぼほれ

絶たえぬ思おもひのなほや残のこらむ

◇　「もうこれが最期と燃えるわたしの荼毘の煙もくすぶって

空に上らずあなたへの諦め切れない思いがなおもこの世に残ることでしょう

柏木．１．２．５

■　あはれとだにのたまはせよ。

◇　せめて不憫なとだけでもおっしゃって下さい。

■　心こころのどめて、人ひとやりならぬ闇やみに惑まどはむ道みちの光ひかりにもしはべらむ」

◇　気持ちを静めて、自分から求めての無明の闇を迷い行く道の光と致しましょう」

柏木．１．２．６

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

柏木．１．２．７

■　侍従じじうにも、こりずまに、あはれなることどもを言いひおこせたまへり。

◇　侍従にも、性懲りもなく、つらい思いの数々を書いてお寄こしになった。

柏木．１．２．８

■　「みづからも、今一度言いまひとたびいふべきことなむ」

◇　「直接お会いして、もう一度申し上げたい事がある」

柏木．１．２．９

■　とのたまへれば、この人ひとも、童わらはより、さるたよりに参まゐり通かよひつつ、見みたてまつり馴なれたる人ひとなれば、おほけなき心こころこそうたておぼえたまひつれ、今いまはと聞きくは、いと悲かなしうて、泣なく泣なく、

◇　とおっしゃるので、この人も、子供の時から、あるご縁で行き来して、親しく存じ上げている人なので、大それた恋心は疎ましく思われなさるが、最期と聞くと、とても悲しくて、泣き泣き、

柏木．１．２．１０

■　「なほ、この御返おほむかへり。

◇　「やはり、このお返事。

■　まことにこれをとぢめにもこそはべれ」

◇　本当にこれが最後でございましょう」

柏木．１．２．１１

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

柏木．１．２．１２

■　「われも、今日けふか明日あすかの心地ここちして、もの心細こころぼそければ、おほかたのあはればかりは思おもひ知しらるれど、いと心憂こころうきことと思おもひ懲こりにしかば、いみじうなむつつましき」

◇　「わたしも、今日か明日かの心地がして、何となく心細いので、人の死は悲しいものと思いますが、まことに嫌な事であったと懲り懲りしてしまったので、とてもその気になれません」

柏木．１．２．１３

■　とて、さらに書かいたまはず。

◇　とおっしゃって、どうしてもお書きにならない。

柏木．１．２．１４

■　御心本性みこころほんじゃうの、強つよくづしやかなるにはあらねど、恥はづかしげなる人ひとの御みけしきの、折々をりをりにまほならぬが、いと恐おそろしうわびしきなるべし。

◇　ご性質が、しっかりしていて重々しいというのではないが、気の置ける方のご機嫌が時々良くないのが、とても恐く辛く思われるのであろう。

■　されど、御硯おほむすずりなどまかなひて責せめきこゆれば、しぶしぶに書かいたまふ。

◇　けれども、御硯などを用意して是非にとお促し申し上げるので、しぶしぶとお書きになる。

■　取とりて、忍しのびて宵よひの紛まぎれに、かしこに参まゐりぬ。

◇　受け取って、こっそりと宵闇に紛れて、あちらに持って上がった。

第三段　柏木、侍従を招いて語る

柏木．１．３．１

■　大臣1おとど、かしこき行おこなひ人びと、葛城山かづらきやまより請さうじ出いでたる、待まち受うけたまひて、加持参かぢまゐらせむとしたまふ。

◇　大臣は、優れた行者で、葛城山から招き迎えたのを、お待ち受けになって、加持をして上げようとなさる。

■　御修法みすほふ、読経どきゃうなども、いとおどろおどろしう騷さわぎたり。

◇　御修法、読経なども、まことに大声で行なっていた。

■　人ひとの申まうすままに、さまざま聖ひじりだつ験者げんざなどの、をさをさ世よにも聞きこえず、深ふかき山やまに籠こもりたるなどをも、弟おとうとの君きみたちを遣つかはしつつ、尋たづね召めすに、けにくく心こころづきなき山伏やまぶしどもなども、いと多おほく参まゐる。

◇　誰彼のお勧め申すがままに、いろいろと聖めいた験者などで、ほとんど世間では知られず、深い山中に籠もっている者などをも、弟の公達をお遣わしお遣わしになって、探し出して召し出しになるので、無愛想で気にくわない山伏連中なども、たいそう大勢参上する。

■　患わづらひたまふさまの、そこはかとなくものを心細こころぼそく思おもひて、音ねをのみ、時々泣ときどきなきたまふ。

◇　お病みになっているご様子が、ただ何となく物心細く思って、声を上げて時々お泣きになる。


1 【大臣】定家筆本と大島本は「おとゝ」とある。明融臨模本は「おとゝ（ゝ＋は）」と、「は」を補入する。『集成』『新大系』は底本（定家筆本・大島本）のままとする。『完本』は明融臨模本の補訂と諸本に従って「大臣は」と校訂する。


柏木．１．３．２

■　陰陽師おみゃうじなども、多おほくは女をむなの霊りゃうとのみ占うらなひ申まうしければ、さることもやと思おぼせど1、さらにもののけの現あらはれ出いで来くるもなきに、思おもほしわづらひて、かかる隈々くまぐまをも尋たづねたまふなりけり。

◇　陰陽師なども、多くは女の霊だとばかり占い申したので、そういう事かも知れないとお考えになるが、まったく物の怪が現れ出て来るものがないので、お困り果てになって、こうした辺鄙な山々にまでお探しになったのであった。


1 【さることもやと思せど】主語は大臣。


柏木．１．３．３

■　この聖ひじりも、丈高たけたかやかに、まぶしつべたましくて1、荒あららかにおどろおどろしく陀羅尼読だらによむを、

◇　この聖も、背丈が高く、眼光が鋭くて、荒々しい大声で陀羅尼を読むのを、


1 【まぶしつべたましくて】明融臨模本「つへたましくて」に傍書「ツヘツヘシキナト云心」とあり、大島本にも「つへつへしきなといふ心なり」という傍書がある。『集成』は「まなざしも冷酷な光を放って」。『完訳』は「まなざしがけわしくて」と訳す。


柏木．１．３．４

■　「いで、あな憎にくや1。

◇　「ええ、嫌なことだ。

■　罪つみの深ふかき身みにやあらむ、陀羅尼だらにの声高こゑたかきは、いと気恐けおそろしくて、いよいよ死しぬべくこそ2おぼゆれ」

◇　罪障の深い身だからであろうか、陀羅尼の大声が聞こえて来るのは、まことに恐ろしくて、ますます死んでしまいそうな気がする」


1 【いであな憎や】以下「こそおぼゆれ」まで、柏木の独語。

2 【いよいよ死ぬべくこそ】大島本に「時平卿御子あつたゝの中納言事」という傍書がある。敦忠は誤りで保忠が正しい。『大鏡』時平伝に見え、大島本の傍書や『花鳥余情』の説は誤り。


柏木．１．３．５

■　とて、やをらすべり出いでて、この侍従じじゅうと語かたらひたまふ。

◇　と言って、そっと病床を抜け出して、この侍従とお話し合いになる。

柏木．１．３．６

■　大臣おとどは、さも知しりたまはず、うち休やすみたると、人ひとびとして申まうさせたまへば1、さ思おぼして、忍しのびやかにこの聖ひじりと物語ものがたりしたまふ。

◇　大臣は、そうともご存知でなく、お休みになっていると、女房たちに申し上げさせなさったので、そうお思いになって、小声でこの聖とお話なさっている。

■　おとなびたまへれど2、なほはなやぎたるところつきて、もの笑わらひしたまふ大臣おとどの、かかる者ものどもと向むかひゐて、この患わづらひそめたまひしありさま、何なにともなくうちたゆみつつ、重おもりたまへること、

◇　お年は召していらっしゃるが、相変わらず陽気なところがおありで、よくお笑いになる大臣が、このような山伏どもと対座して、この病気におなりになった当初からの様子、どうということもなくはっきりしないままに、重くおなりになったこと、


1 【人びとして申させたまへば】柏木が女房たちをして父大臣に。

2 【おとなびたまへれど】大臣の性格。お年は召していらっしゃるが。


柏木．１．３．７

■　「まことに、このもののけ、現あらはるべう念ねんじたまへ1」

◇　「本当に、この物の怪の正体が、現れるよう祈祷して下さい」


1 【まことにこのもののけ現はるべう念じたまへ】大臣の山伏への詞。柏木平癒の懇願。


柏木．１．３．８

■　など、こまやかに語かたらひたまふも、いとあはれなり1。

◇　などと、心からお頼みなさるのも、まことにいたいたしい。


1 【いとあはれなり】語り手の評言。『万水一露』は「草子の地也」と指摘。『完訳』は「大臣がわが子の延命のため身分いやしい行者に対面する場面を、語り手の勘当をもって結び、次に柏木と小侍従の対面場面へと転じる」と注す。


柏木．１．３．９

■　「かれ聞ききたまへ1。何なにの罪つみとも思おぼし寄よらぬに、占うらなひよりけむ女をむなの霊りゃうこそ、まことにさる御執おほむしふの身みに添そひたるならば、厭いとはしき身みをひきかへ、やむごとなくこそなりぬべけれ。

◇　「あれをお聞きなさい。何の罪咎ともご存じならないのに。占い当てたという女の霊、本当にそのようなあの方のご執念がわたしの身に取りついているならば、愛想の尽きたこの身もうって変わって、大切なものとなるだろう。


1 【かれ聞きたまへ】以下「結びとどめたまへよ」まで、柏木の小侍従に対しての詞。しかし、途中やや心中文的また独語的性格をおびた発言。


柏木．１．３．１０

■　さてもおほけなき心こころありて、さるまじき過あやまちを引ひき出いでて、人ひとの御名おほむなをも立たて、身みをも顧かへりみぬたぐひ、昔むかしの世よにもなくやはありける、と思おもひ直なほすに、なほけはひわづらはしう、かの御心みこころに、かかる咎とがを知しられたてまつりて、世よにながらへむことも、いとまばゆくおぼゆるは、げに異ことなる御光おほむひかりなるべし。

◇　それにしても身分不相応な望みを抱いて、とんでもない過ちをしでかして、相手のお方の浮名をも立て、身の破滅を顧みないといった例は、昔の世にもないではなかった、と考え直してみるが、どうしても様子が何となく恐ろしくて、かのお心に、このような過失をお知られ申したからには、この世に生き永らえることも、まことに顔向けができなく思われるのは、なるほど特別なご威光なのだろう。

柏木．１．３．１１

■　深ふかき過あやまちもなきに、見合みあはせたてまつりし夕ゆふべのほどより、やがてかき乱みだり、惑まどひそめにし魂たましひの、身みにも返かへらずS5なりにしを、かの院ゐんのうちにあくがれありかば、結むすびとどめたまへよ」

◇　大きな過失でもないのに、目をお合わせした夕方から、そのまま気分がおかしくなって、抜け出した魂が、戻って来なくなってしまったのですが、あの院の中で彷徨っていたら、魂結びをして下さいよ」


S5 恋ひ侘びて夜よる惑ふ我が魂はなかなか身にも返らざりけり（能宣集-三二八）思ひあまり出でにし魂のあるならむ夜深く見えば魂結びせよ（伊勢物語-一八九）


柏木．１．３．１２

■　など、いと弱よわげに、殻からのやうなるさまして、泣なきみ笑わらひみ語かたらひたまふ。

◇　などと、とても弱々しく、脱殻のような様子で、泣いたり笑ったりしてお話しになる。

第四段　女三の宮の返歌を見る

柏木．１．４．１

■　宮みやもものをのみ恥はづかしうつつましと思おぼしたるさま1を語かたる。

◇　宮も何かと恥ずかしく顔向けできない思いでいられる様子を話す。

■　さてうちしめり、面痩おもやせたまへらむ御おほむさまの、面影おもかげに見みたてまつる心地ここちして、思おもひやられたまへば、げにあくがるらむ魂たまや、行ゆき通かよふらむ2など、いとどしき心地ここちも乱みだるれば、

◇　そのようにうち沈んで、痩せていらっしゃるだろうご様子が、目の前にありありと拝見できるような気がして、ご想像されるので、なるほど抜け出した霊魂は、あちらに行き通うのだろうかなどと、ますます気分もひどくなるので、


1 【ものをのみ恥づかしうつつましと思したるさま】『集成』は「何かにつけて空恐ろしく顔向けもできぬ思いでいられる様子を」。『完訳』は「ただ何かにつけて後ろめたく気がねしていらっしゃるご様子を」と訳す。

2 【げにあくがるらむ魂や行き通ふらむ】柏木の心中。間接的叙述。『集成』は「もの思へば沢の螢もわが身よりあくがれ出づる魂かとぞ見る」（後拾遺集、神祇、和泉式部）を指摘。


柏木．１．４．２

■　「今いまさらに1、この御おほむことよ、かけても聞きこえじ。

◇　「今となっては、もう宮の御事は、いっさい申し上げますまい。

■　この世よはかうはかなくて過すぎぬるを、長ながき世よのほだしにもこそ2と思おもふなむ、いとほしき3。

◇　この世はこうしてはかなく過ぎてしまったが、未来永劫の成仏する障りになるかもしれないと思うと、お気の毒だ。

■　心苦こころぐるしき御おほむことを4、平たひらかにとだにいかで5聞きき置おいたてまつらむ。

◇　気にかかるお産の事を、せめてご無事に済んだとお聞き申しておきたい。

■　見みし夢ゆめを6心一こころひとつに思おもひ合あはせて、また語かたる人ひともなきが、いみじういぶせくもあるかな7」

◇　見た夢を独り合点して、また他に語る相手もいないのが、たいそう堪らないことであるなあ」


1 【今さらに】以下「いぶせくもあるかな」まで、柏木の独語。小侍従に向かっての発言ではないだろう。

2 【長き世のほだしにもこそ】明融臨模本、付箋「一念五百生ー」とある。連語「もこそ」は危惧の気持ちを表す。『集成』は「これから先来世をかけていつまでも成仏の障りになるであろうと思うと、つらいことだ」。『完訳』は「この思いが未来永劫成仏の妨げになるかもしれないと思うと、まったくせつないのです」と訳す。

3 【いとほしき】定家筆本と明融臨模本は「いとおしき」とある。大島本は「いといとおしき」とある。『集成』と『新大系』はそれぞれ底本（定家筆本・大島本）のままとする。『完本』は大島本及び諸本に従って「いといとほしき」と「いと」を補訂する。

4 【心苦しき御ことを】お産のこと。

5 【平らかにとだにいかで】副助詞「だに」最小限の願望。副詞「いかで」願望の意。柏木の女三の宮のお産の報を聞いてから死にたいという切なる願い。

6 【見し夢を】猫の夢。懐妊の予兆という俗信がある。

7 【また語る人もなきがいみじういぶせくもあるかな】『集成』は「女三の宮が自分の胤を宿していることを、誰にも知らせることができないのをいう」「ほかに打ち明ける人もいないのが、何とも心残りでならないことだ」。『完訳』は「ほかの誰にも打ち明ける人のいないのが、ひどく胸のふさがる思いなのです」と訳す。『完訳』などのように小侍従を前にした発言とするよりも、小侍従の存在は無視して独語または心中文のほうが面白みがある。


柏木．１．４．３

■　など、取とり集あつめ思おもひしみたまへるさまの深ふかきを、かつはいとうたて恐おそろしう思おもへど、あはれはた、え忍しのばず、この人ひともいみじう泣なく。

◇　などと、あれこれと思い詰めていらっしゃる執着の深いことを、一方では嫌で恐ろしく思うが、おいたわしい気持ちは、抑え難く、この人もひどく泣く。

柏木．１．４．４

■　紙燭召しそくめして、御返おほむかへり見みたまへば、御手おほむてもなほいとはかなげに、をかしきほどに書かいたまひて、

◇　紙燭を取り寄せて、お返事を御覧になると、ご筆跡もたいそう弱々しいが、きれいにお書きになって、

柏木．１．４．５

■　「心苦こころぐるしう聞ききながら1、いかでかは。ただ推おし量はかり。『残のこらむ』とあるは2、

◇　「お気の毒に聞いていますが、どうしてお伺いできましょう。ただお察しするばかりです。お歌に『残ろう』とありますが、


1 【心苦しう聞きながら】以下「後るべうやはある」まで、女三の宮の手紙文。

2 【残らむとあるは】柏木の和歌（第一章二段）をさす。


柏木．１．４．６

■　立たち添そひて消きえやしなまし憂うきことを

思おもひ乱みだるる煙比けぶりくらべに1

後おくるべうやは2」

◇　わたしも一緒に煙となって消えてしまいたいほどです

辛いことを思い嘆く悩みの競いに

後れをとれましょうか」


1 【立ち添ひて消えやしなまし憂きことを思ひ乱るる煙比べに】明融臨模本、付箋「柏木今はとてもえむ煙もむすほゝれたへぬ思ひの猶や残らん」という、作中の柏木の歌を貼付する。『完訳』は「「煙比べ」には、柏木の理不尽な恋への抗議も含まれるか」と注す。

2 【後るべうやは】「やは」反語。後れをとれようか、いや後れはとらぬ、の意。


柏木．１．４．７

■　とばかりあるを、あはれにかたじけなしと思おもふ。

◇　とだけあるのを、しみじみともったいないと思う。

柏木．１．４．８

■　「いでや、この煙けぶりばかりこそ1は、この世よの思おもひ出いでならめ。

◇　「いやもう、この煙だけが、この世の思い出であろう。

■　はかなくもありけるかな」

◇　はかないことであったな」


1 【いでやこの煙ばかりこそ】以下「ありけるかな」まで、柏木の心中。


柏木．１．４．９

■　と、いとど泣なきまさりたまひて、御返おほむかへり、臥ふしながら、うち休やすみつつ書かいたまふ。

◇　と、ますますお泣きになって、お返事、横に臥せりながら、筆を置き置きしてお書きになる。

■　言ことの葉はの続つづきもなう、あやしき鳥とりの跡あとのやうにて、

◇　文句の続きもおぼつかなく、筆跡も妙な鳥の脚跡のようになって、

柏木．１．４．１０

■　「行方ゆくへなき空そらの煙けぶりとなりぬとも

思おもふあたりを立たちは離はなれじ1

◇　「行く方もない空の煙となったとしても

思うお方のあたりは離れまいと思う


1 【行方なき空の煙となりぬとも思ふあたりを立ちは離れじ】柏木の女三の宮への贈歌。「煙」と「立ち」は縁語。


柏木．１．４．１１

■　夕ゆふべはわきて眺ながめさせたまへ。

◇　夕方は特にお眺め下さい。

■　咎とがめきこえさせたまはむ人目1ひとめをも、今いまは心こころやすく思おぼしなりて、かひなきあはれをだにも、絶たえずかけさせたまへ2」

◇　咎め立て申されるお方の目も、今はもうお気になさらずに、せめて何にもならないことですが、憐みだけは絶えず懸けて下さいませ」


1 【咎めきこえさせたまはむ人目】源氏をさす。

2 【今は心やすく思しなりてかひなきあはれをだにも絶えずかけさせたまへ】「あはれ」について、『集成』は「今はもうお気になさらず、死んでしまっては詮ないことですが、かわいそうな者よとだけでもいつまでもお心をおかけ下さい」。『完訳』は「私の亡き後はご心配にならないで、いまさらかいのないことですが、せめてもの憐れみだけはおかけくださいまし」と訳す。


柏木．１．４．１２

■　など書かき乱みだりて、心地ここちの苦くるしさまさりければ、

◇　などと乱れ書きして、気分の悪さがつのって来たので、

柏木．１．４．１３

■　「よし。

◇　「もうよい。

■　いたう更ふけぬさきに1、帰かへり参まゐりたまひて、かく限かぎりのさまになむとも聞きこえたまへ。

◇　あまり夜が更けないうちに、お帰りになって、このように最期の様子であったと申し上げて下さい。

■　今いまさらに、人ひとあやしと2思おもひ合あはせむを、わが世よのの後ちさへ思おもふこそ口惜くちをしけれ3。

◇　今となって、人が変だと感づくのを、自分の死んだ後まで想像するのは情けないことだ。

■　いかなる昔むかしの契ちぎりにて4、いとかかることしも心こころにしみけむ」

◇　どのような前世からの因縁で、このような事が心に取り憑いたのだろうか」


1 【よしいたう更けぬさきに】以下「心にしみけむ」まで、柏木の詞。

2 【今さらに人あやしと】『集成』は「女三の宮への恋ゆえに死んだのだと、疑惑を招くかもしれないが、の意」と注す。

3 【口惜しけれ】定家筆本と大島本は「くちおしけれ」とある。明融臨模本は「くちおしけれ（＝苦シイケレ）」と

4 【いかなる昔の契りにて】明融臨模本、付箋「別てふことは色にもあらなくに心にしみてわひしかるらむ」（古今集離別、三八一、貫之）。


柏木．１．４．１４

■　と、泣なく泣なくゐざり入いりたまひぬれば1、例れいは無期むごに2迎むかへ据すゑて、すずろ言ごとをさへ言いはせまほしうしたまふを、言少ことずくなにても、と思おもふがあはれなるに、えも出いでやらず。

◇　と、泣き泣きいざってお入りになったので、いつもはいつまでも前に座らせて、とりとめもない話までをおさせになりたくなさっていたのに、お言葉の数も少ない、と思うと悲しくてならないので、帰ることも出来ない。

■　御おほむありさまを乳母めのとも3語かたりて、いみじく泣なき惑まどふ。

◇　ご様子を乳母も話して、ひどく泣きうろたえる。

■　大臣おとどなどの思おぼしたるけしきぞいみじきや4。

◇　大臣などがご心配された有様は大変なことであるよ。


1 【ゐざり入りたまひぬれば】床の中へ。

2 【例は無期に】以下「言少なにも」まで、小侍従の心中に即した叙述。

3 【御ありさまを乳母も】柏木の容態について、柏木の乳母が姪に当たる小侍従に話してきかせる。

4 【大臣などの思したるけしきぞいみじきや】語り手の評言。


柏木．１．４．１５

■　「昨日今日1きのふけふ、すこしよろしかりつるを、などかいと弱よわげには見みえたまふ」

◇　「昨日今日と、少し好かったのだが、どうしてたいそう弱々しくお見えなのだろう」


1 【昨日今日】以下「見えたまふ」まで、大臣の詞。


柏木．１．４．１６

■　と騷さわぎたまふ。

◇　とお騷ぎになる。

柏木．１．４．１７

■　「何なにか、なほとまりはべるまじきなめり1」

◇　「いいえもう、生きていられそうにないようです」


1 【何かなほとまりはべるまじきなめり】柏木の詞。


柏木．１．４．１８

■　と聞きこえたまひて、みづからも泣ないたまふ。

◇　と申し上げなさって、ご自身もお泣きになる。

第五段　女三の宮、男子を出産

柏木．１．５．１

■　宮みやは、この暮くれつ方かたより悩なやましうしたまひけるを、その御みけしきと、見みたてまつり知しりたる人ひとびと、騷さわぎみちて、大殿おとどにも聞きこえたりければ、驚おどろきて渡わたりたまへり1。

◇　宮は、この日の夕方から苦しそうになさったが、産気づかれた様子だと、お気づき申した女房たち、一同に騷ぎ立って、大殿にも申し上げたので、驚いてお越しになった。

■　御心みこころのうちは、

◇　ご心中では、


1 【驚きて渡りたまへり】主語は源氏。紫の上のいる東の対から女三の宮いる寝殿の西面へ。


柏木．１．５．２

■　「あな、口惜くちをしや1。

◇　「ああ、残念なことよ。

■　思おもひまずる方かたなくて見みたてまつらましかば、めづらしくうれしからまし」

◇　疑わしい点もなくてお世話申すのであったら、おめでたく喜ばしい事であろうに」


1 【あな口惜しや】以下「うれしからまし」まで、源氏の心中。反実仮想の構文。『集成』は「柏木の子という疑いがなければ、正室の腹でもあり、子供の少ない源氏にとって晩年の慶事であるはず」と注す。


柏木．１．５．３

■　と思おぼせど、人ひとにはけしき漏もらさじと思おぼせば、験者げんざなど召めし、御修法みすほふはいつとなく不断ふだんにせらるれば、僧そうどもの中なかに験げんある限かぎり皆参みなまゐりて、加持参かぢまゐり騒さわぐ。

◇　とお思いになるが、他人には気づかれまいとお考えになるので、験者などを召し、御修法はいつとなく休みなく続けてしていられるので、僧侶たちの中で効験あらたかな僧は皆参上して、加持を大騷ぎして差し上げる。

柏木．１．５．４

■　夜一夜悩よひとよなやみ明あかさせたまひて、日ひさし上あがるほどに生むまれたまひぬ。

◇　一晩中お苦しみあそばして、日がさし昇るころにお生まれになった。

■　男君をと聞こぎみとききたまふに、

◇　男君とお聞きになると、

柏木．１．５．５

■　「かく忍しのびたることの1、あやにくに、いちじるき顔かほつきにてさし出いでたまへらむこそ苦くるしかるべけれ。

◇　「このように内証事が、あいにくなことに、父親に大変よく似た顔つきでお生まれになることは困ったことだ。

■　女をむなこそ、何なにとなく紛まぎれ、あまたの人ひとの見みるものならねばやすけれ」

◇　女なら、何かと人目につかず、大勢の人が見ることはないので心配ないのだが」


1 【かく忍びたることの】以下「やすけれ」まで、源氏の心中。男の子であると、人前に出ることが多い。女の子であると、深窓にあって顔を見られることもなくてすむ。


柏木．１．５．６

■　と思おぼすに、また、

◇　とお思いになるが、また一方では、

柏木．１．５．７

■　「かく、心苦こころぐるしき1疑うあたがひ混まじりたるにては、心こころやすき方かたにものしたまふもいとよしかし。

◇　「このように、つらい疑いがつきまとっていては、世話のいらない男子でいらしたのも良かったことだ。

■　さても、あやしや。

◇　それにしても、不思議なことだなあ。

■　わが世よとともに恐おそろしと思おもひしことの報むくいなめり。

◇　自分が一生涯恐ろしいと思っていた事の報いのようだ。

■　この世よにて、かく思おもひかけぬことにむかはりぬれば、後のちの世よの罪つみも、すこし軽かろみなむや」

◇　この世で、このような思いもかけなかった応報を受けたのだから、来世での罪も、少しは軽くなったろうか」


1 【かく心苦しき】以下「すこし軽みなむや」まで、源氏の心中。「心苦しき」は源氏自身の胸の痛み、疑念。『集成』は「こんな胸の痛む疑惑のかかったお子であるからには」。『完訳』は「こうした気がかりな疑念がつきまとうのでは」と訳す。


柏木．１．５．８

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

柏木．１．５．９

■　人ひとはた知しらぬことなれば、かく心こころことなる御腹おほむはらにて2、末すゑに出いでおはしたる御おほむおぼえいみじかりなむと、思おもひいとなみ仕つかうまつる。

◇　周囲の人は他に誰も知らない事なので、このように特別なお方のご出産で、晩年にお生まれになったご寵愛はきっと大変なものだろうと、思って大事にお世話申し上げる。


1? 【むかはりきぬれば】明融臨模本、付箋「要集云有智之人以智恵力能令地獄極重之業現世軽受愚癡之人現世軽業獄重轉重軽受住也出弥鉢経」とある。『新大系』は「以前と同じことが起きる」と注す。

2 【かく心ことなる御腹にて】以下「いみじかりなむ」まで、一般の人々の心中を忖度して間接的に叙述。


柏木．１．５．１０

■　御産屋おほむうぶやの儀式ぎしき、いかめしうおどろおどろし1。

◇　御産屋の儀式は、盛大で仰々しい。

■　御方々おほむかたがた、さまざまにし出いでたまふ御産養おほむうぶやしなひP1、世よの常つねの折敷をしき、衝重ついがさね、高坏たかつきなどの心こころばへも、ことさらに心々こころごころに挑いどましさ見みえつつなむ。

◇　ご夫人方が、さまざまにお祝いなさる御産養、世間一般の折敷、衝重、高坏などの趣向も、特別に競い合っている様子が見えるのであった。


P1 御産養--御（御/+う）ふやしなひ

1 【いかめしうおどろおどろし】池田利夫氏は定家本「いかめしう」（尊経閣文庫本、一二丁ウ５行）までを定家自筆という。以下は定家風の書で別人である。


柏木．１．５．１１

■　五日いつかの夜よる、中宮ちゅうぐうの御方おほむかたより、子持こもちの御前おまへの物もの、女房にょうばうの中なかにも、品々しなじなに思おもひ当あてたる際々きはぎは、公事おほやけごとにいかめしうせさせたまへり。

◇　五日の夜、中宮の御方から、御産婦のお召し上がり物、女房の中にも、身分相応の饗応の物を、公式のお祝いとして盛大に調えさせなさった。

■　御粥2おほむかゆP2、屯食五十具とんじきごじふぐ、所々ところどころの饗きゃう、院ゐんの下部しもべ、庁ちゃうの召次所めしつぎどころ、何なにかの隈くままで、いかめしくせさせたまへり。

◇　御粥、屯食を五十具、あちらこちらの饗応は、六条院の下部、院庁の召次所の下々の者たちまで、堂々としたなさり方であった。

■　宮司みやづかさ、大夫だいぶよりはじめて、院ゐんの殿上人てんじゃうびと、皆参みなまゐれり。

◇　中宮の宮司、大夫をはじめとして、冷泉院の殿上人が、皆参上した。


P2 御粥--*御かゆて

1? 【子もちの御前の】女三の宮をさす。

2 【御粥】定家筆本、明融臨模本、大島本は「御かゆて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御粥」と「て」を削除する。『新大系』は底本（大島本）のまま「御粥て」とし、「「て」が難解。「ごて（碁手）の脱字という見方がある。うつほ及び宿木に「碁手（の銭）」が見える」と脚注を付ける。


柏木．１．５．１２

■　七夜しちやは、内裏うちより、それも公おほやけざまなり。

◇　お七夜は、帝から、それも公事に行われた。

■　致仕ちじの大臣おとどなど、心こころことに仕つかうまつりたまふべきに、このころは、何なにごとも思おぼされで、おほぞうの御訪おほむとぶらひのみぞありける。

◇　致仕の大臣などは、格別念を入れてご奉仕なさるはずのところだが、最近は、何を考えるお気持ちのゆとりもなく、一通りのお祝いだけがあった。

柏木．１．５．１３

■　宮みやたち、上達部かむだちめなど、あまた参まゐりたまふ。

◇　親王方、上達部などが、大勢お祝いに参上する。

■　おほかたのけしきも、世よになきまでかしづききこえたまへど、大殿おとどの御心みこころのうちに、心苦こころぐるしと思おぼすことありて、いたうももてはやしきこえたまはず、御遊おほむあそびなどはなかりけり。

◇　表向きのお祝いの様子にも、世にまたとないほど立派にお世話して差し上げなさるが、大殿のご心中に、辛くお思いになることがあって、そう大して賑やかなお祝いもしてお上げにならず、管弦のお遊びなどはなかったのであった。

第六段　女三の宮、出家を決意

柏木．１．６．１

■　宮みやは、さばかりひはづなる御おほむさまにて、いとむくつけう、ならはぬことの恐おそろしう思おぼされけるに、御湯おほむゆなどもきこしめさず、身みの心憂こころうきことを1、かかるにつけても思おぼし入いれば、

◇　宮は、あれほどか弱いご様子で、とても気味の悪い、初めてのご出産で、恐く思われなさったので、御薬湯などもお召し上がりにならず、わが身の辛い運命を、こうしたことにつけても心底お悲しみになって、


1 【身の心憂きことを】『完訳』は「わが身の不運を、不義の子の出生によって思い知らされる」と注す。


柏木．１．６．２

■　「さはれ、このついでにも死しなばや1」

◇　「いっそのこと、この機会に死んでしまいたい」


1 【さはれこのついでにも死なばや】女三の宮の心中を客観的に地の文で叙述。


柏木．１．６．３

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　大殿おとどは、いとよう人目ひとめを飾かざり思おぼせど、まだむつかしげにおはするなどを、取とり分わきても見みたてまつりたまはずなどあれば、老おいしらへる人ひとなどは1、

◇　大殿は、まことにうまく表面を飾って見せていらっしゃるが、まだ生まれたばかりの扱いにくい状態でいらっしゃるのを、特別にはお世話申されるというでもないので、年老いた女房などは、


1 【老いしらへる人などは】『集成』は「年取って遠慮のない女房」と訳す。


柏木．１．６．４

■　「いでや、おろそかにも1おはしますかな。

◇　「何とまあ、お冷たくていらっしゃること。

■　めづらしうさし出いでたまへる御おほむありさまの、かばかりゆゆしきまでにおはしますを」

◇　おめでたくお生まれになったお子様が、こんなにこわいほどお美しくていらっしゃるのに」


1 【いでやおろそかにも】以下「おはしますめるものを」まで、女房の詞。


柏木．１．６．５

■　と、うつくしみきこゆれば、片耳かたみみに聞ききたまひて1、

◇　と、おいとしみ申し上げるので、小耳におはさみなさって、


1 【片耳に聞きたまひて】主語は女三の宮。


柏木．１．６．６

■　「さのみこそは、思おぼし隔へだつることもまさらめ1」

◇　「そんなにもよそよそしいことは、これから先もっと増えて行くことになるのだろう」


1 【さのみこそは思し隔つることもまさらめ】女三の宮の心中。


柏木．１．６．７

■　と恨うらめしう、わが身みつらくて、尼あまにもなりなばや、の御心尽みこころつきぬ。

◇　と恨めしく、わが身も辛くて、尼にもなってしまいたい、というお気持ちになられた。

柏木．１．６．８

■　夜よるなども、こなたには大殿籠おほとのごもらず、昼ひるつ方かたなどぞさしのぞきP3たまふ。

◇　夜なども、こちらにはお寝みにならず、昼間などにちょっとお顔をお見せになる。


P3 さしのぞき--さしのそかせ（かせ/＄き）


柏木．１．６．９

■　「世よの中なかのはかなきを1見みるままに、行ゆく末短すゑみぢかう、もの心細こころぼそくて、行おこなひがちになりにてP4はべれば、かかるほどのらうがはしき心地ここちするにより、え参まゐり来こぬを、いかが、御心地みここちはさはやかに思おぼしなりにたりや。

◇　「世の中の無常な有様を見ていると、この先も短く、何となく頼りなくて、勤行に励むことが多くなっておりますので、このようなご出産の後は騒がしい気がするので、参りませんが、いかがですか、ご気分はさわやかになりましたか。

■　心苦こころぐるしうこそ」

◇　おいたわしいことです」


P4 なりにて--て（て/＃な）りにて

1 【世の中のはかなきを】以下「心苦しうこそ」まで、源氏から女三の宮への詞。


柏木．１．６．１０

■　とて、御几帳みきちゃうの側そばよりさしのぞきたまへり。

◇　と言って、御几帳の側からお覗き込みになった。

■　御頭みぐしもたげたまひて、

◇　御髪をお上げになって、

柏木．１．６．１１

■　「なほ、え生いきたるまじき心地ここちなむしはべるを、かかる人ひとは罪つみも重おもかなり。

◇　「やはり、生きていられない気が致しますが、こうしたわたしは罪障も重いことです。

■　尼あまになりて、もしそれにや生いきとまると試こころみ、また亡なくなるとも、罪つみを失うしなふこともやとなむ思おもひはべる」

◇　尼になって、もしやそのために生き残れるかどうか試してみて、また死んだとしても、罪障をなくすことができるかと存じます」

柏木．１．６．１２

■　と、常つねの御おほむけはひよりは、いとおとなびて聞きこえたまふを、

◇　と、いつものご様子よりは、とても大人らしく申し上げなさるので、

柏木．１．６．１３

■　「いとうたて、ゆゆしき御おほむことなり。

◇　「まことに嫌な、縁起でもないお言葉です。

■　などてか、さまでは思おぼす。

◇　どうして、そんなにまでお考えになるのですか。

■　かかることは、さのみこそ恐おそろしかなれど、さてながらへぬわざならばこそあらめ」

◇　このようなことは、そのように恐ろしい事でしょうが、それだからと言って命が永らえないというなら別ですが」

柏木．１．６．１４

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げなさる。

■　御心みこころのうちには、

◇　ご心中では、

柏木．１．６．１５

■　「まことにさも思おぼし寄よりてのたまはば、さやうにて見みたてまつらむは、あはれなりなむかし。

◇　「本当にそのようにお考えになっておっしゃるのならば、出家をさせてお世話申し上げるのも、思いやりのあることだろう。

■　かつ見みつつも、ことに触ふれて心置こころおかれたまはむが心苦こころぐるしう、我われながらも、え思おもひ直なほすまじう、憂うきことうち混まじりぬべきを、おのづからおろかに人ひとの見咎みとがむることもあらむが、いといとほしう、院ゐんなどの聞きこし召めさむことも、わがおこたりにのみこそはならめ。

◇　このように連れ添っていても、何かにつけて疎ましく思われなさるのがおいたわしいし、自分自身でも、気持ちも改められそうになく、辛い仕打ちが折々まじるだろうから、自然と冷淡な態度だと人目に立つこともあろうことが、まことに困ったことで、院などがお耳になさることも、すべて自分の至らなさからとなるであろう。

■　御悩おほむなやみにことづけて、さもやなしたてまつりてまし」

◇　ご病気にかこつけて、そのようにして差し上げようかしら」

柏木．１．６．１６

■　などP5思おぼし寄よれど、また、いとあたらしう、あはれに、かばかり遠とほき御髪みぐしの生おひ先さきを、しかやつさむことも心苦こころぐるしければ、

◇　などとお考えになるが、また一方では、大変惜しくていたわしく、これほど若く生い先長いお髪を、尼姿に削ぎ捨てるのはお気の毒なので、


P5 など--△（△/＃な）と


柏木．１．６．１７

■　「なほ、強つよく思おぼしなれ。

◇　「やはり、気をしっかりお持ちなさい。

■　けしうはおはせじ。

◇　心配なさることはありますまい。

■　限かぎりと見みゆる人ひとも、たひらなる例近ためしちかければ、さすがに頼たのみある世よになむ」

◇　最期かと思われた人も、平癒した例が身近にあるので、やはり頼みになる世の中です」

柏木．１．６．１８

■　など聞きこえたまひて、御湯参おほむゆまゐりたまふ。

◇　などと申し上げなさって、御薬湯を差し上げなさる。

■　いといたう青あをみ痩やせて、あさましうはかなげにてうち臥ふしたまへる御おほむさま、おほどき、うつくしげなれば、

◇　とてもひどく青く痩せて、何とも言いようもなく頼りなげな状態で臥せっていらっしゃるご様子、おっとりして、いじらしいので、

柏木．１．６．１９

■　「いみじき過あやまちありとも、心弱こころよわく許ゆるしつべき御おほむさまかな」

◇　「大層な過失があったにしても、心弱く許してしまいそうなご様子だな」

柏木．１．６．２０

■　と見みたてまつりたまふ。

◇　と拝見なさる。

第二章　女三の宮の物語　女三の宮の出家

第一段　朱雀院、夜闇に六条院へ参上

柏木．２．１．１

■　山やまの帝みかどは、めづらしき御おほむこと平たひらかなりと聞きこし召めして、あはれにゆかしう思おもほすに、

◇　山の帝は、初めてのご出産が無事であったとお聞きあそばして、しみじみとお会いになりたくお思いになるが、

柏木．２．１．２

■　「かく悩なやみたまふよしのみあれば、いかにものしたまふべきにか」

◇　「このようにご病気でいらっしゃるという知らせばかりなので、どうおなりになることか」

柏木．２．１．３

■　と、御行おほむおこなひも乱みだれて思おぼしけり。

◇　と、御勤行も乱れて御心配あそばすのであった。

柏木．２．１．４

■　さばかり弱よわりたまへる人ひとの、ものを聞きこし召めさで、日ひごろ経へたまへば、いと頼たのもしげなくなりたまひて、年としごろ見みたてまつらざりしほどよりも1、院ゐんのいと恋こひしくおぼえたまふを2、

◇　あれほどお弱りになった方が、何もお召し上がりにならないで、何日もお過ごしになったので、まことに頼りなくおなりになって、幾年月もお目にかからなかった時よりも、院を大変恋しく思われなさるので、


1 【年ごろ見たてまつらざりしほどよりも】『集成』は「宮は源氏に嫁して七年、父院との対面がなかったが、昨年暮れの御賀でお会いして、恋しさがかえってつのるという気持」と注す。

2 【院のいと恋しくおぼえたまふを】『集成』は「「たまふ」は、院に対する敬語」「父院がとても恋しく思われなさるのに」。『完訳』は「宮は、対面後かえって父院が。一説には、「おぼえたまふ」の主語を院と解し、前の「年ごろ」以下を宮の言葉とする」と注す。


柏木．２．１．５

■　「またも見みたてまつらずなりぬるにや1」

◇　「再びお目にかかれないで終わってしまうのだろうか」


1 【またも見たてまつらずなりぬるにや】女三の宮の心中。


柏木．２．１．６

■　と、いたう泣ないたまふ。

◇　と、ひどくお泣きになる。

■　かく聞きこえたまふさま1、さるべき人ひとして伝つたへ奏そうせさせたまひければ、いと堪たへがたう悲かなしと思おぼして、あるまじきこととは思おぼし召めしながら2、夜よに隠かくれて出いでさせたまへり。

◇　このように申し上げなさるご様子、しかるべき人からお伝え申し上げさせなさったので、とても我慢できず悲しくお思いになって、あってはならないこととはお思いになりながら、夜の闇に隠れてお出ましになった。


1 【かく聞こえたまふさま】『完訳』は「「かく」は前行「またも--なりぬるにや」の内容か。一説には、出家を訴えたこと」と注す。

2 【あるまじきこととは思し召しながら】出家の身でありながら親子の情の執着に引かれることをいう。


柏木．２．１．７

■　かねてさる御消息おほむせうそこもなくて、にはかにかく渡わたりおはしまいたれば、主人あるじの院ゐん、おどろきかしこまりきこえたまふ。

◇　前もってそのようなお手紙もなくて、急にこのようにお越しになったので、主人の院、驚いて恐縮申し上げなさる。

柏木．２．１．８

■　「世よの中なかを1顧かへりみすまじうP6思おもひはべりしかど、なほ惑まどひ覚さめがたきものは、子この道みちの闇やみS6になむ2はべりければ、行おこなひも懈怠けたいして、もし後おくれ先立さきだつ道みちの道理3だうりのままならで別わかれなば、やがてこの恨うらみもやかたみに残のこらむと、あぢきなさに、この世よのそしりをば知しらで、かくものしはべる」

◇　「世俗の事を顧みすまいと思っておりましたが、やはり煩悩を捨て切れないのは、子を思う親心の闇でございましたが、勤行も懈怠して、もしも親子の順が逆になって先立たれるようなことになったら、そのまま会わずに終わった怨みがお互いに残りはせぬかと、情けなく思われたので、世間の非難を顧みず、こうして参ったのです」


P6 すまじう--すまし（し/+う）

S6 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【世の中を】以下「ものしはべる」まで、朱雀院の詞。

2 【子の道の闇になむ】大島本、朱合点。『異本紫明抄』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、兼輔朝臣）を指摘し、現行の注釈書でも指摘する。

3 【後れ先立つ道の道理】『異本紫明抄』は「末の露もとの雫や後れ先立つためしなるらむ」（古今六帖、露・和漢朗詠集、無常、良僧正）を指摘。


柏木．２．１．９

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになる。

■　御容貌おほむかたち、異ことにても、なまめかしうなつかしきさまに、うち忍しのびやつれたまひて、うるはしき御法服おほむほふぶくならず、墨染すみぞめの御姿おほむすがた、あらまほしうきよらなるも、うらやましく見みたてまつりたまふ。

◇　御姿、僧形であるが、優雅で親しみやすいお姿で、目立たないように質素な身なりをなさって、正式な法服ではなく、墨染の御法服姿で、申し分なく素晴らしいのにつけても、羨ましく拝見なさる。

■　例れいの、まづ涙落なみだおとしたまふ。

◇　例によって、まっさきに涙がこぼれなさる。

柏木．２．１．１０

■　「患わづらひたまふ御おほむさま1、ことなる御悩おほむなやみにもはべらず。

◇　「患っていらっしゃるご様子、特別どうというご病気ではありません。

■　ただ月つきごろ弱よわりたまへる御おほむありさまに、はかばかしう物ものなども参まゐらぬ積つもりにや、かくものしたまふにこそ」

◇　ただここ数月お弱りになったご様子で、きちんとお食事なども召し上がらない日が続いたせいか、このようなことでいらっしゃるのです」


1 【患ひたまふ御さま】以下「かくものしたまふ」まで、源氏の詞。女三の宮の容態をさしていう。


柏木．２．１．１１

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

第二段　朱雀院、女三の宮の希望を入れる

柏木．２．２．１

■　「かたはらいたき御座おましなれど1も」

◇　「はなはだ恐縮な御座所ではありますが」


1 【かたはらいたき御座なれど】源氏の詞。朱雀院を女三の宮の病床近くに招き入れる。


柏木．２．２．２

■　とて、御帳みちゃうの前まへに、御茵参おほむしとねまゐりて入いれたてまつりたまふ。

◇　と言って、御帳台の前に、御褥を差し上げてお入れ申し上げなさる。

■　宮みやをも、とかう人ひとびと繕つくろひきこえて、床ゆかのしもに1下おろしたてまつる。

◇　宮を、あれこれと女房たちが身なりをお整い申して、浜床の下方にお下ろし申し上げる。

■　御几帳みきちゃうすこし押おしやらせたまひて、

◇　御几帳を少し押し除けさせなさって、


1 【床のしもに】御帳台の下の浜床に。


柏木．２．２．３

■　「夜居加持僧よゐかぢそうなどの1心地ここちすれどP7、まだ験げんつくばかりの行おこなひにもあらねば、かたはらいたけれど、ただおぼつかなくおぼえたまふらむ2さまを、さながら見みたまふべきなり」

◇　「夜居の加持僧などのような気がするが、まだ効験が現れるほどの修業もしていないので、恥ずかしいけれど、ただお会いしたく思っていらっしゃるわたしの姿を、そのままとくと御覧になるがよい」


P7 すれど--すれ△（△/＃と）も

1 【夜居加持僧などの】以下「さながら見たまふべきなり」まで、朱雀院の詞。

2 【おぼえたまふらむ】主語は女三の宮。


柏木．２．２．４

■　とて、御目おほむめおし拭のごはせたまふ。

◇　とおっしゃって、お目をお拭いあそばす。

■　宮みやも、いと弱よわげに泣ないたまひて、

◇　宮も、とても弱々しくお泣きになって、

柏木．２．２．５

■　「生いくべうも1おぼえはべらぬを、かくおはしまいたるついでに、尼あまになさせたまひてよ」

◇　「生き永らえそうにも思われませんので、このようにお越しになった機会に、尼になさって下さいませ」


1 【生くべうも】以下「尼になさせたまひてよ」まで、女三の宮の詞。僧形姿の父に出家の受戒を懇願。


柏木．２．２．６

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

柏木．２．２．７

■　「さる御本意おほむほいあらば1、いと尊たふときことなるを、さすがに、限かぎらぬ命いのちのほどにて、行ゆく末遠すゑとほき人ひとは、かへりてことの乱みだれあり、世よの人ひとに誹そしらるるやうありぬべき」

◇　「そのようなご希望があるならば、まことに尊いことであるが、そうはいえ、人の寿命は分からないものゆえ、生き先長い人は、かえって後で間違いを起こして、世間の非難を受けるようなことになりかねないだろう」


1 【さる御本意あらば】以下「やうありぬべき」まで、朱雀院の詞。


柏木．２．２．８

■　などのたまはせて、大殿おとどの君きみに、

◇　などと仰せられて、大殿の君に、

柏木．２．２．９

■　「かくなむ進すすみ2のたまふを、今いまは限かぎりのさまならば、片時かたときのほどにても、その助たすけあるべきさまにてとなむ、思おもひたまふる」

◇　「このように自分から進んでおっしゃるので、もうこれが最期の様子ならば、ちょっとの間でも、その功徳があるようにして上げたい、と存じます」


1? 【ありぬべきなど】定家筆本と明融臨模本は「ありぬへきなと」とある。大島本は「ありぬへきなんと」とある。『集成』と『新大系』はそれぞれ底本のまま「…ありうべき」など」「…ありぬべき」なんど」とする。『完本』は諸本に従って「…ありぬべきことになん、なほ憚りぬべき」など」と「ことになんなほ憚りぬべき」を補訂する。

2 【かくなむ進み】以下「となむ思ひたまふる」まで、朱雀院の詞。


柏木．２．２．１０

■　とのたまへば、

◇　と仰せになるので、

柏木．２．２．１１

■　「日ひごろもかく1なむのたまへど、邪気ざけなどの、人ひとの心こころたぶろかして、かかる方かたにて2進すすむるやうもはべなるをとて、聞ききも入いれはべらぬなり」

◇　「この日頃もそのようにおっしゃいますが、物の怪などが、宮のお心を惑わして、このような方面に勧めるようなこともございますこととて、お聞き入れ致さないのです」


1 【日ごろもかく】以下「聞きも入れはべらぬなり」まで、源氏の詞。

2 【かかる方にて】定家筆本と明融臨模本、大島本は「かゝるかたにて」とある。『集成』と『新大系』はそれぞれ底本のままとする。『完本』は諸本に従って「かかる方に」と「て」を削除する。


柏木．２．２．１２

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお申し上げになる。

柏木．２．２．１３

■　「もののけの1教をしへにても、それに負まけぬとて、悪あしかるべきことならばこそ憚はばからめ、弱よわりにたる人ひとの、限かぎりとてものしたまはむP8ことを、聞きき過すぐさむはP9、後のちの悔くい心苦こころぐるしうや」

◇　「物の怪の教えであっても、それに負けたからといって、悪いことになるのならば控えねばならないが、衰弱した人が、最期と思って願っていらっしゃるのを、聞き過ごすのは、後々になって悔やまれ辛い思いをするのではないか」


P8 たまはむ--た（た/＄）給はむ

P9 過ぐさむは--すくさむい（い/＃は）

1 【もののけの】以下「心苦しうや」まで、朱雀院の詞。


柏木．２．２．１４

■　とのたまふ。

◇　と仰せになる。

第三段　源氏、女三の宮の出家に狼狽

柏木．２．３．１

■　御心みこころの内うち、限かぎりなう1うしろやすく譲ゆづりおきし御おほむことを、受うけとりたまひて、さしも心こころざし深ふかからず、わが思おもふやうにはあらぬ御みけしきを、ことに触ふれつつ、年としごろ聞きこし召めし思おぼしつめけること、色いろに出いでて恨うらみきこえたまふべきにもあらねば、世よの人ひとの思おもひ言いふらむところも2口惜くちをしう思おぼしわたるに、

◇　御心中、この上なく安心に思ってお任せ申した姫宮の御ことを、お引き受けなさったが、それほど愛情も深くなく、自分の思っていたのとは違ったご様子を、何かにつけて、ここ幾年もお聞きあそばして積もりに積もったご不満、顔色に現してお恨み申し上げなさるべきことでもないので、世間の人が想像したり噂したりすることも残念にお思い続けていられたので、


1 【限りなう】以下「その心ばへをも見果てむ」まで、朱雀院の心中に即した文章。

2 【世の人の思ひ言ふらむところも】源氏と女三の宮の結婚について。


柏木．２．３．２

■　「かかる折をりに、もて離はなれなむも1、何なにかは、人笑ひとわらへに2、世よを恨うらみたるけしきならで、さもあらざらむ。

◇　「このような機会に、出家するのが、どうしてか、物笑いになるような、夫婦仲を恨んでのことのようでなく、それで不都合があろうか。

■　おほかたの後見うしろみには、なほ頼たのまれぬべき御おほむおきてなるを、ただ預あづけおきたてまつりししるしには思おもひなして、憎にくげに背そむくさまにはあらずとも、御処分おほむそうぶんに広ひろくおもしろき宮賜みやたまはりたまへるを3、繕つくろひて住すませたてまつらむ4。

◇　一通りのお世話は、やはり頼りになれそうなお気持ちであるから、ただそれだけをお預け申し上げた甲斐と思うことにして、面当てつけがましく出家した恰好ではなくとも、ご遺産に広くて美しい宮邸をご伝領なさっていたのを、修繕してお住ませ申そう。


1 【かかる折にもて離れなむも】『完訳』は「どうせ離れるのなら、重病の現在出家するのが最良、の気持」と注す。

2 【人笑へに】『完訳』は「健康の身で出家しては、世間の物笑いにもなり、源氏を恨んで行為ともみられようが、の気持」と注す。

3 【広くおもしろき宮賜はりたまへるを】三条宮（院）をさす。『集成』は「女三の宮が朱雀院から」。『完訳』は「父桐壺院からの伝領」と注す。

4 【繕ひて住ませたてまつらむ】朱雀院は女三の宮を六条院から三条宮に引き取って別居させようとする。


柏木．２．３．３

■　わがおはします世よに1、さる方かたにても、うしろめたからず聞ききおき、またかの大殿おとども、さいふとも、いとおろかにはよも思おもひ放はなちたまはじ、その心こころばへをもP10見果みはてむ」

◇　自分の生きている間に、そのようにしてでも、不安がないようにしておき、またあの大殿も、そうは言っても、冷淡には決してお見捨てなさるまい。その気持ちも見届けよう」


P10 心ばへをも--心はへ（へ/+を）も

1 【わがおはします世に】『集成』は「「おはします」は、筆者の朱雀院に対する敬意が文面に現れたもの」と注す。


柏木．２．３．４

■　と思おもほし取とりて、

◇　とお考え決めなさって、

柏木．２．３．５

■　「さらば、かく1ものしたるついでに、忌いむこと受うけたまはむP11をだに、結縁けちえんにせむかし」

◇　「それでは、このように参った機会に、せめて出家の戒をお受けになることだけでもして、仏縁を結ぶことにしよう」


P11 たまはむ--給はら（ら/＄）む

1 【さらばかく】以下「結縁にせむかし」まで、朱雀院の詞。


柏木．２．３．６

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

柏木．２．３．７

■　大殿おとどの君きみ、憂うしと思おぼす方かたも忘わすれて1、こはいかなるべきことぞと、悲かなしく口惜くちをしければ、え堪たへたまはず、内うちに入いりてP12、

◇　大殿の君、厭わしいとお思いになる事も忘れて、これはどうなることかと、悲しく残念でもあったので、堪えることがおできになれず、御几帳の中に入って、


P12 入りて--ま（ま/＄）いりて

1 【憂しと思す方も忘れて】柏木と女三の宮の密通事件をさす。かつて六条御息所の生霊事件も源氏にとって「憂し」とあった。


柏木．２．３．８

■　「などか、いくばくも1はべるまじき身みをふり捨すてて、かうは思おぼしなりにける。

◇　「どうしてか、そう長くはないわたしを捨てて、そのようにお考えになったのですか。

■　なほ、しばし心こころを静しづめたまひて、御湯参おほむゆまゐり、物ものなどをもP13聞きこし召めせ。

◇　やはり、もう暫く心を落ち着けなさって、御薬湯を上がり、食べ物を召し上がりなさい。

■　尊たふときことなりとも、御身弱おほむみよわうては、行おこなひもしたまひてむや。

◇　尊い事ではあるが、お身体が弱くては、勤行もおできになれようか。

■　かつは、つくろひたまひてこそ」

◇　ともかくも、養生なさってから」


P13 などをも--なと（と/+を）も

1 【などかいくばくも】明融臨模本、付箋「いく世しもあらしわか身をなそもかくあまのかるもに思みたるゝ」（古今集雑下、九三四、読人しらず）。大島本、行間書入れ「古今いく世しもあらし我身をなそもかく海人のかるもに思みたるゝ」とある。古注では『河海抄』が指摘する。現行の注釈書では指摘されない。以下「つくろひたまひてこそ」まで、源氏から女三の宮への詞。


柏木．２．３．９

■　と聞きこえたまへど、頭かしらふりて、いとつらうのたまふと思おぼしたり。

◇　と申し上げなさるが、頭を振って、とても辛いことをおっしゃると思っておいでである。

■　つれなくて1、恨うらめしと思おぼすこともありけるにやと見みたてまつりたまふに、いとほしうあはれなり。

◇　表面ではさりげなく振る舞っているが、心中恨めしいとお思いになっていらしたことがあったのかと拝見なさると、不憫でおいたわしい。

■　とかく聞きこえ返かへさひP14、思おぼしやすらふほどに、夜明よあけ方がたになりぬ。

◇　あれやこれやと反対を申して、ためらっていらっしゃるうちに、夜明け近くなってしまいまった。


P14 返さひ--*かへさむ

1 【つれなくて】以下「ありけるにや」まで、源氏の心中を間接的に叙述。『集成』は「宮の思い詰めた様子に、源氏も悔恨に似た思いを抱く」と注す。


第四段　朱雀院、夜明け方に山へ帰る

柏木．２．４．１

■　帰かへり入いらむに、道みちも昼ひるははしたなかるべしと急いそがせたまひて、御祈おほむいのりにさぶらふ中なかに、やむごとなう尊たふとき限かぎり召めし入いれて、御髪下みぐしおろさせたまふ。

◇　山に帰って行くのに、道中が昼間では不体裁であろうとお急がせあそばして、御祈祷に伺候している中で、位が高く有徳の僧だけを召し入れて、お髪を下ろさせなさる。

■　いと盛さかりにきよらなる御髪みぐしを削そぎ捨すてて、忌いむこと受うけたまふ作法さほふ、悲かなしう口惜くちをしければ、大殿おとどはえ忍しのびあへたまはず、いみじう泣ないたまふ。

◇　まことに女盛りで美しいお髪を削ぎ落として、戒をお受けになる儀式、悲しく残念なので、大殿は堪えることがおできになれず、ひどくお泣きになる。

柏木．２．４．２

■　院ゐんはた、もとより取とり分わきてやむごとなう、人ひとよりも1すぐれて見みたてまつらむと思おぼししを、この世よには甲斐かひなきやうにないたてまつるも、飽あかず悲かなしければ、うちしほたれたまふ。

◇　院は院で、もとから特別大切に、誰よりも幸福にしてさし上げたいとお思いになっていたのだが、この世ではその甲斐もないようにおさせ申し上げるのも、どんなに考えても悲しいので、涙ぐみなさる。


1 【人よりも】『集成』は「誰よりもしあわあせな生涯を送らせようとお思いだったのに。そのために、源氏を婿に選んだのである」と注す。


柏木．２．４．３

■　「かくても1、平たひらかにて、同おなじうは2念誦ねんずをも勤つとめたまへ」

◇　「こうした姿にしたが、健康になって、同じことなら念仏誦経をもお勤めなさい」


1 【かくても】以下「念誦をも勤めたまへ」まで、朱雀院の詞。

2 【同じうは】出家姿でいるなら、何もせずにいるのでなく、の気持。『完訳』は「出家したうえは来世の救済に期待して精進しなさい」と訳す。


柏木．２．４．４

■　と聞きこえ置おきたまひて、明あけ果はてぬるに、急いそぎて出いでさせたまひぬ。

◇　と申し上げなさって、夜が明けてしまうので、急いでお帰りになった。

柏木．２．４．５

■　宮みやは、なほ弱よわう消きえ入いるやうにしたまひて、はかばかしうもえ見みたてまつらず、ものなども聞きこえたまはず。

◇　宮は、今も弱々しく息も絶えそうでいらっしゃって、はっきりともお顔も拝見なさらず、ご挨拶も申し上げなさらない。

■　大殿おとども、

◇　大殿も、

柏木．２．４．６

■　「夢ゆめのやうに1思おもひたまへ乱みだるる心惑こころまどひに、かう昔むかしおぼえたる御幸みゆきのかしこまり3をも、え御覧ごらんぜられぬらうがはしさは、ことさらに参まゐりはべりてなむ」

◇　「夢のように存じられて心が乱れておりますので、このように昔を思い出させます御幸のお礼を、御覧に入れられない御無礼は、後日改めて参上致しまして」


1 【夢のやうに】以下「参りはべりてなむ」まで、源氏の詞。

2? 【昔おぼえたる行幸】九年前の六条院行幸をさす。「藤裏葉」巻に語られていた。

3 【かしこまり】『集成』は「恐懼の気持。具体的には、饗応、贈り物その他のしかるべきもてなしをいう」と注す。


柏木．２．４．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　御送おほむおくりに人ひとびと参まゐらせたまふ。

◇　お帰りのお供に家臣を差し上げなさる。

柏木．２．４．８

■　「世よの中なかの1、今日けふか明日あすかにおぼえはべりしほどに、また知しる人ひともなくて2、漂ただよはむことの、あはれに避さりがたうおぼえはべしかば、御本意おほむほいにはあらざりけめど3、かく聞きこえつけて、年としごろは心こころやすく思おもひたまへつるを、もしも生いきとまりはべらば4、さま異ことに変かはりて、人ひとしげき住すまひはつきなかるべきを、さるべき山里やまざとなどにかけ離はなれたらむありさまも、またさすがに心細こころぼそかるべくや。

◇　「わたしの寿命も、今日か明日かと思われました時に、また他に面倒を見る人もなくて、寄るべもなく暮らすことが、気の毒で放っておけないように思われましたので、あなたの本意ではなかったでしょうが、このようにお願い申して、今まではずっと安心しておりましたが、もしも宮が命を取り留めましたら、普通とは変わった尼姿で、人の大勢いる中で生活するのは不都合でしょうが、適当な山里などに離れ住む様子も、またそうはいっても心細いことでしょう。

■　さまに従したがひて、なほ、思おぼし放はなつまじく」

◇　尼の身の上相応に、やはり、今まで通りお見捨てなさらずに」


1 【世の中の】以下「思し放つまじうなむ」まで、朱雀院の詞。

2 【また知る人もなくて】大島本、朱合点、行間書入「古今枕より又しる人も」とある。古注では『異本紫明抄』が「枕よりまた知る人もなき恋を涙せきあへず漏らしつるかな」（古今集恋三、六七〇、平貞文）を指摘。女三の宮の身の上をさす。

3 【御本意にはあらざりけめど】『完訳』は「この言葉、院自身には他意がなくとも、源氏には痛烈な皮肉」と注す。

4 【もしも生きとまりはべらば】主語は女三の宮。


柏木．２．４．９

■　など聞きこえたまへば、

◇　などとお頼み申し上げなさると、

柏木．２．４．１０

■　「さらにかくまで1仰おほせらるるなむ、かへりて恥はづかしう思おもひたまへらるる。

◇　「改めてこのようにまで仰せ下さいましたことが、かえってこちらが恥ずかしく存じられます。

■　乱みだり心地ごこち、とかく乱みだれはべりて、何事なにごともえわきまへはべらず」

◇　乱れ心地に、何やかやと思い乱れまして、何事も判断がつきかねております」


1 【さらにかくまで】以下「えわきまへはべらず」まで、源氏の詞。


柏木．２．４．１１

■　とて、げに、いと堪たへがたげに思おぼしたり。

◇　と答えて、なるほど、とても辛そうに思っていらっしゃった。

柏木．２．４．１２

■　後夜ごやの御加持おほむかぢに、御おほむもののけ出いで来きて、

◇　後夜の御加持に、御物の怪が現れ出て、

柏木．２．４．１３

■　「かうぞあるよ1。

◇　「それごらん。

■　いとかしこう取とり返かへしつと、一人ひとりをば思おぼしたりしが2、いとねたかりしかば、このわたりに、さりげなくてなむ、日ひごろさぶらひつる。

◇　みごとに取り返したと、一人はそうお思いになったのが、まことに悔しかったので、この辺に、気づかれないようにして、ずっと控えていたのだ。

■　今いまは帰かへりなむ」

◇　今はもう帰ろう」


1 【かうぞあるよ】以下「今は帰りなむ」まで、物の怪の詞。女三の宮の出家は物の怪のしわざであった。

2 【一人をば思したりしが】「一人」は紫の上をさし、「思す」の主語は源氏。


柏木．２．４．１４

■　とて、うち笑わらふ1。

◇　と言って、ちょっと笑う。

■　いとあさましう、

◇　まことに驚きあきれて、


1 【うち笑ふ】明融臨模本、付箋「栄花小一条院女御＜顕光女＞の邪気にて御堂の御女のひさしく患給ひてつゐに御くしおろさせ給ふその時邪気人に付て今こそうれしけれとて手をうちて笑けるよしみえたり」とある。『河海抄』にほぼ同文の内容が見える。小一条院女御（道長女、寛子）が危篤に陥ったとき、藤原顕光とその女小一条院女御延子が死霊となって現れ出て、手を打って喝采をさけんだという話。『栄華物語』「峰の月」に見える。


柏木．２．４．１５

■　「さは、このもののけのここにも、離はなれざりけるにやあらむ」

◇　「それでは、この物の怪がここにも、離れずにいたのか」

柏木．２．４．１６

■　と思おぼすに、いとほしう悔くやしう思おぼさる2。

◇　とお思いになると、お気の毒に悔しく思わずにはいらっしゃれない。

■　宮みや、すこし生いき出いでたまふやうなれど、なほ頼たのみがたげに見みえたまふ。

◇　宮は、少し生き返ったようだが、やはり頼りなさそうにお見えになる。

■　さぶらふ人ひとびとも、いといふかひなうおぼゆれど、

◇　伺候する女房たちも、まことに何とも言いようもなく思われるが、

■　「かうても、平たひらかにだにおはしまさば」

◇　「こうしてでも、せめてご無事でいらっしゃったならば」

■　と、念ねんじつつ、御修法みすほふまた延のべて、たゆみなく行おこなはせなど、よろづにせさせたまふ。

◇　と、祈りながら、御修法をさらに延長して、休みなく行わせたりなど、いろいろとおさせになる。


1? 【さはこのもののけのなほここにも離れざりけるにやあらむ】源氏の心中。物の怪の正体を六条御息所と知る。

2 【いとほしう悔しう思さる】『集成』は「おいたわしく残念にお思いになる」。『完訳』は「宮がいじらしくもあり、また尼にしてさしあげたことを悔まずにはいらっしゃれない」「物の怪の出現は、宮出家の種明かしでもあるが、源氏の人生を根源的に捉え直す視点ともなろう」と注す。


第三章　柏木の物語　夕霧の見舞いと死去

第一段　柏木、権大納言となる

柏木．３．１．１

■　かの衛門督ゑもんのかみは、かかる御事おほむことを聞ききたまふに1、いとど消きえ入いるやうにしたまひて、むげに頼たのむ方少かたすくなうなりたまひにたり。

◇　あの衛門督は、このような御事をお聞きになって、ますます死んでしまいそうな気がなさって、まるきり回復の見込みもなさそうになってしまわれた。

■　女宮をむなみやのあはれにおぼえたまへば2、ここに渡わたりたまはむことは3、今いまさらに軽々かるがるしきやうにもあらむを、上うへも大臣おとども4、かくつと添そひおはすれば、おのづからとりはづして見みたてまつりたまふやうもあらむに、あぢきなしと思おぼして、

◇　女宮がしみじみと思われなさるので、こちらにお越しになることは、今さら軽々しいようにも思われますが、母上も大臣もこのようにぴったり付き添っていらっしゃるので、何かの折にうっかりお顔を拝見なさるようなことがあっては、困るとお思いになって、


1 【かかる御事を聞きたまふに】女三の宮の出家をさす。

2 【女宮のあはれにおぼえたまへば】落葉の宮をさす。「おぼえたまふ」の主体は柏木、その対象は落葉の宮。『集成』は「北の方の女二の宮（落葉の宮）がおいたわしく思われなさるので。「おぼえたまふ」の「たまふ」は、落葉の宮に対する敬語」と注す。

3 【ここに渡りたまはむことは】『集成』は「以下、柏木の心中」と注す。間接的叙述。

4 【上も大臣も】柏木の母北の方と父大臣。


柏木．３．１．２

■　「かの宮みやに、とかくして今一度参いまひとたびまうでむ1」

◇　「あちらの宮邸に、何とかしてもう一度参りたい」


1 【かの宮にとかくして今一度参うでむ】柏木の詞。


柏木．３．１．３

■　とのたまふを、さらに許ゆるしきこえたまはず。

◇　とおっしゃるが、まったくお許し申し上げなさらない。

■　誰たれにも、この宮みやの御おほむことを聞きこえつけたまふ。

◇　皆にも、この宮の御事をお頼みなさる。

■　はじめより母御息所はは、をさをさ心***ゆきたまはざりしを、この大臣***の居立***ちねむごろに聞***こえたまひて、心***ざし深***かりしに負***けたまひて、院***にも、いかがはせむと思***し許***しけるを、二品どの宮2***の御***こと思***ほし乱***れけるついでに、

◇　最初から母御息所は、あまりお気が進みでなかったのだが、この大臣自身が奔走して熱心に懇請申し上げなさって、そのお気持ちの深いことにお折れになって、院におかれても、しかたないとお許しになったのだが、二品の宮の御事にお心をお痛めになっていた折に、

◆　 
と のたまふ を、 さらに ゆるし きこえ たまは ず。 たれ に も、 この みや の おほむ-こと を きこえ つけ たまふ。 はじめ より はは-みやすむどころ は、 をさをさ こころゆき たまは ざり し を、 この おとど の ゐたち ねむごろ に きこえ たまひ て、 こころざし ふかかり し に まけ たまひ て、 ゐん に も、 いかが は せ む と おぼし ゆるし ける を、 にほん-の-みや の おほむ-こと おもほし みだれ ける ついで に、


1? 【許したまはず】主語は柏木の両親。

2 【二品の宮】女三の宮をさす。


柏木．３．１．４

■　「なかなか、この宮みやは1行ゆく先さきうしろやすく、まめやかなる後見うしろみまうけたまへり」

◇　「かえって、この宮は将来安心で、実直な夫をお持ちになったことだ」


1 【なかなかこの宮は】以下「後見まうけたまへり」まで、朱雀院の詞。引用。


柏木．３．１．５

■　と、のたまはすと聞ききたまひしを、かたじけなう思おもひ出いづ。

◇　と、仰せられたとお聞きになったのを、恐れ多いことだと思い出す。

柏木．３．１．６

■　「かくて1、見捨みすてたてまつりぬるなめりと思おもふにつけては、さまざまにいとほしけれど2、心こころよりほかなる命いのちなれば、堪たへぬ契ちぎり恨うらめしうて、思おぼし嘆なげかれむが、心苦こころぐるしきこと。

◇　「こうして、後にお残し申し上げてしまうようだと思うにつけても、いろいろとお気の毒だが、思う通りには行かない命なので、添い遂げられない夫婦の仲が恨めしくて、お嘆きになるだろうことがお気の毒なこと。

■　御心みこころざしありて訪とぶらひものせさせたまへ」

◇　どうか気をつけてお世話してさし上げて下さい」


1 【かくて】以下「ものせさせたまへ」まで、柏木の詞。

2 【さまざまにいとほしけれど】『集成』は「どなたに対してもおいたわしいことですが。父院や母御息所のお嘆きも思われるが、というほどの意」と注す。


柏木．３．１．７

■　と、母上ははうへにも聞きこえたまふ。

◇　と、母上にもお頼み申し上げなさる。

柏木．３．１．８

■　「いで、あなゆゆし。

◇　「まあ、何と縁起でもないことを。

■　後おくれたてまつりては、いくばく世よに経ふべき身みとて、かうまで行ゆく先さきのことをばのたまふ」

◇　あなたに先立たれては、どれほど生きていられるわたしだと思って、こうまで先々の事をおっしゃるの」

柏木．３．１．９

■　とて、泣なきにのみ泣なきたまへば、え聞きこえやりたまはず。

◇　と言って、ただもうお泣きになるばかりなので、十分にお頼み申し上げになることができない。

■　右大弁うだいべんの君2きみにぞ、大方おほかたの事ことどもは詳くはしう聞きこえたまふ。

◇　右大弁の君に、一通りの事は詳しくお頼み申し上げなさる。


1? 【いであなゆゆしや】以下「ことをばのたまふ」まで、母北の方の詞。

2 【右大弁の君】柏木の弟。もし次弟と考えれば、「若菜下」巻に「左大弁」とあった人物と同一人となり、いずれかに誤写があろう。


柏木．３．１．１０

■　心こころばへののどかに1よくおはしつる君きみなれば、弟おとうとの君きみたちも、まだ末々すゑずゑの若わかきは、親おやとのみ頼たのみきこえたまへるに、かう心細こころぼそうのたまふを、悲かなしと思おもはぬ人ひとなく、殿とののうちの人ひとも嘆なげく。

◇　気性が穏やかでよくできたお方なので、弟の君たちも、まだ下の方の幼い君たちは、まるで親のようにお頼り申していらっしゃったのに、このように心細くおっしゃるのを、悲しいと思わない人はなく、お邸中の人達も嘆いている。


1 【心ばへののどかに】定家筆本と明融臨模本、大島本は「心はへの」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「心ばへ」と「の」を削除する。


柏木．３．１．１１

■　公おほやけも、惜をしみ口惜くちをしがらせたまふ。

◇　帝も、惜しがり残念がりあそばす。

■　かく限かぎりと聞きこし召めして、にはかに権大納言ごんのだいなごんになさせたまへり。

◇　このように最期とお聞きあそばして、急に権大納言にお任じあそばした。

■　よろこびに思おもひ起おこして、今一度いまひとたびも参まゐりたまふやうもやあると、思おぼしのたまはせけれど、さらにえためらひやりたまはで、苦くるしきなかにも、かしこまり申まうしたまふ。

◇　喜びに気を取り戻して、もう一度参内なさるようなこともあろうかと、お考えになって仰せになったが、一向に病気が好くおなりにならず、苦しい中ながら、丁重にお礼申し上げなさる。

■　大臣おとども、かく重おもき御おほむおぼえを見みたまふにつけても、いよいよ悲かなしうあたらしと思おぼし惑まどふ。

◇　大臣も、このようにご信任の厚いのを御覧になるにつけても、ますます悲しく惜しいとお思い乱れなさる。

第二段　夕霧、柏木を見舞う

柏木．３．２．１

■　大将だいしゃうの君きみ、常つねにいと深ふかう思おもひ嘆なげき、訪とぶらひきこえたまふ。

◇　大将の君、いつも大変に心配して、お見舞い申し上げなさる。

■　御喜おほむよろこびにもまづ参**うでたまへり。

◇　ご昇進のお祝いにも早速参上なさった。

■　このおはする対たいのほとり、こなたの御門みかどは、馬むま、車くるまたち込こみ1、人騒ひとさわがしう騷さわぎ満みちたり。

◇　このいらっしゃる対の屋の辺り、こちらの御門は、馬や、車がいっぱいで、人々が騒がしいほど混雑しあっていた。

■　今年ことしとなりては、起おき上あがることもをさをさしたまはねば、重々おもおもしき御おほむさまに2、乱みだれながらは、え対面たいめんしたまはで、思おもひつつ弱よわりぬること、と思おもふに口惜くちをしければ、

◇　今年になってからは、起き上がることもほとんどなさらないので、重々しいご様子に、取り乱した恰好では、お会いすることがおできになれないで、そう思いながら会えずに衰弱してしまったこと、と思うと残念なので、

◆　 
だいしゃう-の-きみ、 つねに いと ふかう おもひ なげき、 とぶらひ きこえ たまふ。 おほむ-よろこび に も まうで たまへ り。 この おはする たい の ほとり、 こなた の み-かど は、 むま、 くるま たちこみ、 ひと さわがしう さわぎ みち たり。 ことし と なり て は、 おきあがる こと も をさをさ し たまは ね ば、 おもおもしき おほむ-さま に、 みだれ ながら は、 え たいめん し たまは で、 おもひ つつ よわり ぬる こと、 と おもふ に くちをしけれ ば、


1 【馬車たち込み】「馬」は身分低い者の乗り物。「車」は高い者の乗り物。

2 【重々しき御さまに】夕霧の「大将」という身分の重さをいう。


柏木．３．２．２

■　「なほ、こなたに1入いらせたまへ。

◇　「どうぞ、こちらへお入り下さい。

■　いとらうがはしきさまにはべる罪つみは、おのづから思おぼし許ゆるされなむ2」

◇　まことに失礼な恰好でおりますご無礼は、何とぞお許し下さい」


1 【なほこなたに】以下「思し許されなむ」まで、柏木の詞。

2 【おのづから思し許されなむ】『集成』は「事情お察しの上大目に見て頂けましょう」。『完訳』は「もしやお許しくださることかと存じまして」と訳す。


柏木．３．２．３

■　とて、臥ふしたまへる枕上まくらがみの方かたに、僧そうなどしばし出いだしたまひて、入いれたてまつりたまふ。

◇　と言って、臥せっていらっしゃる枕元に、僧たちを暫く外にお出しになって、お入れ申し上げなさる。

柏木．３．２．４

■　早はやうより1、いささか隔へだてたまふことなう、睦むつび交かはしたまふ御仲おほむなかなれば、別わかれむことの悲かなしう恋こひしかるべき嘆なげき、親兄弟おやはらからの御思おほむおもひにも劣おとらず。

◇　幼少のころから、少しも分け隔てなさることなく、仲好くしていらっしゃったお二方なので、別れることの悲しく恋しいに違いない嘆きは、親兄弟の思いにも負けない。

■　今日けふは喜よろこびとて、心地ここちよげならましを2と思おもふに、いと口惜くちをしう、かひなし。

◇　今日はお祝いということで、元気になっていたらどんなによかろうと思うが、まことに残念に、その甲斐もない。


1 【早うより】明融臨模本、付箋「栄粟田殿（道兼也）御病（母同道長公）の中に関白になり給御よろこひに小野宮殿参給へりたるをもやのみすおろしてよひいれ奉り給へりふしなからたいめんありてみたり心ちいとあしう侍てとにはまかりいてねはかく申侍なりし」とある。付箋の位置は、「こなたに入らせたまへ」が適切である。『河海抄』には「栄花物語粟田殿御病の中に関白になり給御よろこひに小野宮殿まいり給へりけるをもやの御すおろしてよひいれたてまつり給へりふしなから御対面ありてみたり心ちいとあしう侍てとにはまかりいてねはかくて申侍なり（以下略）」というさらに詳細な注記がある。

2 【今日は喜びとて心地よげならましを】夕霧の心中を間接的に叙述。「まし」反実仮想の助動詞。


柏木．３．２．５

■　「などかく頼たのもしげなく1はなりたまひにける。

◇　「どうしてこんなにお弱りになってしまわれたのですか。

■　今日けふは、かかる御喜おほむよろこびに、いささかすくよかにもやとこそ思おもひはべりつれ」

◇　今日は、このようなお祝いに、少しでも元気になったろうかと思っておりましたのに」


1 【などかく頼もしげなく】以下「思ひはべれ」まで、夕霧の詞。


柏木．３．２．６

■　とて、几帳きちゃうのつま2引ひき上あげたまへれば、

◇　と言って、几帳の端を引き上げなさったところ、


1? 【こそ思ひはべれ】『完訳』は「「--こ--已然形」は逆接の文脈。下に、しかし--と無念の気持」と注す。

2 【几帳のつま】定家筆本と明融臨模本は「木丁のつま」とある。大島本は「木丁のつまを」とある。『集成』『新大系』はそれぞれ底本（定家筆本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「几帳のつまを」と「を」を補訂する。


柏木．３．２．７

■　「いと口惜くちをしう1、その人ひとにもあらずなりにてはべりや」

◇　「まことに残念なことに、本来の自分ではなくなってしまいましたよ」


1 【いと口惜しう】以下「はべりや」まで、柏木の返事。


柏木．３．２．８

■　とて、烏帽子えぼうしばかりおし入いれて1、すこし起おき上あがらむとしたまへど、いと苦くるしげなり。

◇　と言って、烏帽子だけを押し入れるように被って、少し起き上がろうとなさるが、とても苦しそうである。

■　白しろき衣きぬどもの、なつかしうなよよかなるをあまた重かさねて、衾ふすまひきかけて臥ふしたまへり。

◇　白い着物で、柔らかそうなのをたくさん重ね着して、衾を引き掛けて臥していらっしゃる。

■　御座おましのあたりものきよげに、けはひ香かうばしう、心こころにくくぞ住すみなしたまへる。

◇　御座所の辺りをこぎれいにしていて、あたりに香が薫っていて、奥ゆかしい感じにお過ごしになっていた。


1 【烏帽子ばかりおし入れて】『完訳』は「烏帽子をとらぬのが、当時の礼儀。髪を押し入れるべくかぶる」と注す。源氏物語絵巻「柏木」第二段、参照。


柏木．３．２．９

■　うちとけながら、用意よういありと見みゆ1。

◇　くつろいだままながら、嗜みがあると見える。

■　重おもく患わづらひたる人ひとは、おのづから髪髭かみひげも乱みだれ、ものむつかしきけはひも添そふわざなるを、痩やせさらぼひたるしも、いよいよ白しろうあてなるさまして2、枕まくらをそばだてて、ものなど聞きこえたまふけはひ、いと弱よわげに、息いきも絶たえつつ、あはれげなり。

◇　重病人というものは、自然と髪や髭も乱れ、むさくるしい様子がするものだが、痩せてはいるが、かえって、ますます白く上品な感じがして、枕を立ててお話を申し上げなさる様子、とても弱々しそうで、息も絶え絶えで、見ていて気の毒そうである。


1 【うちとけながら用意ありと見ゆ】『集成』は「くつろいだままながら、たしなみありげに」。『完訳』は「遠慮のいらぬ病人ながら嗜みを忘れていないと見える」と訳す。

2 【あてなるさまして】定家筆本と明融臨模本、大島本は「あてなる」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「あてはかなる」と「はか」を補訂する。


第三段　柏木、夕霧に遺言

柏木．３．３．１

■　「久ひさしう患わづらひたまへる1ほどよりは、ことにいたうもそこなはれたまはざりけり2。

◇　「長らくご病気でいらっしゃったわりには、ことにひどくもやつれていらっしゃらないね。

■　常つねの御容貌おほむかたちよりも、なかなかまさりてなむ見みえたまふ」

◇　いつものご容貌よりも、かえって素晴らしくお見えになります」


1 【久しう患ひたまへる】以下「見えたまふ」まで、夕霧の詞。

2 【そこなはれたまはざりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆の意。


柏木．３．３．２

■　とのたまふものから、涙なみだおし拭のごひて、

◇　とおっしゃるものの、涙を拭って

柏木．３．３．３

■　「後おくれ先立さきだつS7,1隔へだてなくとこそ契ちぎりきこえしか。

◇　「後れたり先立ったりすることなく死ぬ時は一緒にとお約束申していたのに。

■　いみじうもあるかな。

◇　ひどいことだな。

■　この御心地みここちのさまを、何事なにごとにて重おもりたまふとだに、え聞きき分わきはべらず2。

◇　このご病気の様子を、何が原因でこうもご重態になられたのかと、それさえ伺うことができないでおります。

■　かく親したしきほどながら、おぼつかなくのみ」

◇　こんなに親しい間柄ながら、もどかしく思うばかりです」


S7 末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ（古今六帖一-五九三　僧正遍昭）

1 【後れ先立つ】明融臨模本、朱合点。大島本、朱合点。古注では『異本紫明抄』が「末の露もとの雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ」（古今六帖、雫。五九三）を指摘。現行の注釈書では『評釈』が指摘する。以下「おぼつかなくのみ」まで、夕霧の詞。

2 【何事にて重りたまふとだにえ聞き分きはべらず】『完訳』は「何が原因でこうも重態になられたのか、それさえうかがえない。後に柏木の告白を引き出す契機」と注す。


柏木．３．３．４

■　などのたまふに、

◇　などとおっしゃると、

柏木．３．３．５

■　「心こころには1、重おもくなるけぢめもおぼえはべらず。

◇　「わたし自身には、いつから重くなったのか分かりません。

■　そこどころと苦くるしきこともなければ、たちまちにかうも思おもひたまへざりしほどに、月日つきひも経へで弱よわりはべりにければ、今いまはうつし心ごころも失うせたるやうに2なむ。

◇　どこといって苦しいこともありませんで、急にこのようになろうとは思ってもおりませんでしたうちに、月日を経ずに衰弱してしまいましたので、今では正気も失せたような有様で。


1 【心には】以下「御徳にはべるべき」まで、柏木の詞。

2 【うつし心も失せたるやうに】『完訳』は「生きている心地もしないような有様で」と訳す。


柏木．３．３．６

■　惜をしげなき身みを、さまざまにひき留とどめらるる祈いのり、願ぐわんなどの力ちからにや、さすがにかかづらふも、なかなか苦くるしうはべれば、心こころもてなむ、急いそぎ立たつ心地ここちP15しはべる。

◇　惜しくもない身を、いろいろとこの世に引き止められる祈祷や、願などの力でしょうか、そうはいっても生き永らえるのも、かえって苦しいものですから、自分から進んで、早く死出の道へ旅立ちたく思っております。


P15 心地--心ちの（の/＄）


柏木．３．３．７

■　さるはP16、この世よの別わかれ、避さりがたきことは、いと多おほうなむ。

◇　そうは言うものの、この世の別れに、捨て難いことが数多くあります。

■　親おやにも仕つかうまつりさしS8,1て、今いまさらに御心みこころどもを悩なやまし、君きみに仕つかうまつることも半なかばのほどにて、身みを顧かへりみるS9,2方かた、はた、ましてはかばかしからぬ恨うらみを留とどめつる大方おほかたの嘆なげき3をば、さるものにて。

◇　親にも孝行を十分せずに、今になって両親にご心配をおかけし、主君にお仕えすることも中途半端な有様で、わが身の立身出世を顧みると、また、なおさら大したこともない恨みを残すような世間一般の嘆きは、それはそれとして。


P16 さるは--さる（る/+は）

S8 夫孝始於事親　中於事君　終於立身（孝経）

S9 吾日三省吾身（論語-学而）

1 【親にも仕うまつりさし】「夫孝始於事親中於事君終於立身」（孝経）による表現。

2 【身を顧みる】『集成』「わが身を修めるという面ではもちろん」。『完訳』は「立身出世」と注す。

3 【大方の嘆き】『完訳』は「前述の孝・忠・立身の儒教的な徳目。権門の長子らしい発想だが、それをしりぞけ、あらためて心中の惑乱を告白しようとする」と注す。


柏木．３．３．８

■　また心こころの内うちに思おもひたまへ乱みだるることのはべるを、かかる今いまはのきざみにて、何なにかは漏もらすべきと思おもひはべれど1、なほ忍しのびがたきことを、誰たれにかは愁うれへはべらむ。

◇　また、心中に思い悩んでおりますことがございますが、このような臨終の時になって、どうして口に出そうかと思っておりましたが、やはり堪えきれないことを、あなたの他に誰に訴えられましょう。

■　これかれあまたものすれど、さまざまなることにて、さらにかすめはべらむも、あいなしかし。

◇　誰彼と兄弟は多くいますが、いろいろと事情があって、まったく仄めかしたところで、何にもなりません。


1 【何かは漏らすべきと思ひはべれど】「何かは--べき」反語表現。『集成』は「何で人に打ち明けてよいものかと思いますけれども」。『完訳』は「どうして口にすべきことかと存じますものの」と訳す。


柏木．３．３．９

■　六条院ろくでうのゐんにいささかなる事ことの違たがひ目めありて、月つきごろ、心こころの内うちにかしこまり申まうすことなむはべりしを、いと本意ほいなう、世よの中心細なかこころぼそう思おもひなりて、病やまひづきぬとおぼえはべしに、召めしありて、院ゐんの御賀おほむがの楽所がくその試こころみの日参ひまゐりて、御みけしき3を賜たまはりしに、なほ許ゆるされぬ御心みこころばへあるさまに、御目尻おほむまじりを見みたてまつりはべりて、いとど世よにながらへむことも憚はばかり多おほうおぼえなりはべりて、あぢきなう思おもひたまへしに1、心こころの騷さわぎそめて、かく静しづまらずなりぬるになむ。

◇　六条院にちょっとした不都合なことがありまして、ここ幾月、心中密かに恐縮申していることがございましたが、まことに不本意なことで、世の中に生きて行くのも心細くなって、病気になったと思われたのですが、お招きがあって、朱雀院の御賀の楽所の試楽の日に参上して、ご機嫌を伺いましたところ、やはりお許しなさらないお気持ちの様子に、御目差しを拝見致しまして、ますますこの世に生き永らえることも憚り多く思われまして、どうにもならなく存じられましたが、魂がうろうろ離れ出しまして、このように鎮まらなくなってしまいました。


1 【あぢきなう思ひたまへしに】『集成』は「何もかも終りだと思いましたのがもとで」。『完訳』は「もうどうにもならぬといった気持になりましたが」と訳す。

2? 【いかなる御心の鬼にかは】以下「今はいふかひなしや」まで、夕霧の詞。「かは」疑問の意。

3 【御けしき】「源氏物語絵巻」詞書に仮名表記で「おほむけしき」とある。「御けしき」を「おほむ--」と読む例。源氏の態度表情をさす。


柏木．３．３．１０

■　人数ひとかずには思おぼし入いれざりけめど、いはけなうP17はべし時ときより、深ふかく頼たのみ申まうす心こころのはべりしを、いかなる讒言ざうげんなどのありけるにかと、これなむ、この世よの愁うれへにて残のこりはべるべければ、論ろんなうかの後のちの世よの妨さまたげにもやと思おもひたまふるを、ことのついではべらば、御耳留おほむみみとどめて、よろしう明あきらめ申まうさせたまへ。

◇　一人前とはお考え下さいませんでしたでしょうが、幼うございました時から、深くお頼り申す気持ちがございましたが、どのような中傷などがあったのかと、このことが、この世の恨みとして残りましょうから、きっと来世への往生の妨げになろうかと存じますので、何かの機会がございましたら、お耳に止めて下さって、よろしく申し開きなさって下さい。


P17 いはけなう--いま（ま/＄は）けなう


柏木．３．３．１１

■　亡なからむ後うしろにも、この勘事許かうじゆるされたらむなむ、御徳おほむとくにはべるべき」

◇　死んだ後にも、このお咎めが許されたらば、あなたのお蔭でございましょう」

柏木．３．３．１２

■　などのたまふままに、いと苦くるしげにのみ見みえまされば、いみじうて、心こころの内うちに思おもひ合あはすることどもあれど、さして確たしかには、えしも推おし量はからず。

◇　などとおっしゃるうちに、たいそう苦しそうになって行くばかりなので、おいたわしくて、心中に思い当たることもいくつかあるが、どうしたことなのか、はっきりとは推量できない。

柏木．３．３．１３

■　「いかなる御心みこころの鬼おににかは。

◇　「どのような良心の呵責なのでしょうか。

■　さらに、さやうなる御みけしきもなく、かく重おもりたまへる由よしをも聞ききおどろき嘆なげきたまふこと1、限かぎりなうこそ口惜くちをしがり申まうしたまふめりしか。

◇　全然、そのようなご様子もなく、このように重態になられた由を聞いて驚きお嘆きになっていること、この上もなく残念がり申されていたようでした。

■　など、かく思おぼすことあるにては、今いままで残のこいP18たまひつらむ。

◇　どうして、このようにお悩みになることがあって、今まで打ち明けて下さらなかったのでしょうか。

■　こなたかなたP19明あきらめ申まうすべかりけるものを。

◇　こちらとあちらとの間に立って弁解して差し上げられたでしょうに。

■　今いまはいふかひなしや」

◇　今となってはどうしようもありません」


P18 残い--のこひ（ひ/＃い）

P19 かなた--か（か/+な）た

1 【聞きおどろき嘆きたまふこと】主語は源氏。


柏木．３．３．１４

■　とて、取とり返かへさまほしう悲かなしく思おぼさる。

◇　と言って、昔を今に取り戻したくお思いになる。

柏木．３．３．１５

■　「げに、いささかも1隙ひまありつる折をり、聞きこえうけたまはるべうこそはべりけれ。

◇　「おっしゃる通り、少しでも具合の良い時に、申し上げてご意見を承るべきでございました。

■　されど、いとかう今日明日けふあすとしもやはと2、みづからながら知**らぬ命いのちのほどを、思おもひのどめはべりけるもはかなくなむ。

◇　けれども、ほんとうに今日か明日かの命になろうとは、自分ながら分からない寿命のことを、悠長に考えておりましたのも、はかないことでした。

■　このことは、さらに御心みこころより漏もらしたまふまじ。

◇　このことは、決してあなた以外にお漏らしなさらないで下さい。

■　さるべきついではべらむ折をりには、御用意加おほむよういくはへたまへとて、聞きこえおくになむ。

◇　適当な機会がございました折には、ご配慮戴きたいと申し上げて置くのです。

◆　 
"げに、 いささか も ひま あり つる をり、 きこえ うけたまはる べう こそ はべり けれ。 されど、 いと かう けふ あす と しも やは と、 みづから しら ぬ いのち の ほど を、 おもひ のどめ はべり ける も はかなく なむ。 この こと は、 さらに み-こころ より もらし たまふ まじ。 さるべき ついで はべら む をり に は、 おほむ-ようい くはへ たまへ とて、 きこえ おく に なむ。


1 【げにいささかも】以下「つくろひたまへ」まで、柏木の詞。

2 【今日明日としもやはと】明融臨模本、付箋「今日不知死明日不知死何故造作栖安穏無常身」とある。大島本、朱合点、行間書入「つゐにゆく道と」。古注では、『源氏釈』が「ついにゆくみちとはかねてきゝしかと昨日今日とはおもはさりしを」（古今集哀傷、八六一、業平朝臣）を指摘。現行の注釈書では指摘しない。


柏木．３．３．１６

■　一条いちでうにものしたまふ宮みや、ことに触ふれて訪とぶらひきこえたまへ。

◇　一条の邸にいらっしゃる宮を、何かの折にはお見舞い申し上げて下さい。

■　心苦こころぐるしきさまにて、院ゐんなどにも聞きこし召めされたまはむを、つくろひたまへ」

◇　お気の毒な様子で、父院などにおかれても御心配あそばされるでしょうが、よろしく計らって上げて下さい」

柏木．３．３．１７

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　言いはまほしきことは多おほかるべけれど、心地ここちせむかたなくなりにければ、

◇　言いたいことは多くあるに違いないようだが、気分がどうにもならなくなってきたので、

柏木．３．３．１８

■　「出いでさせたまひね1」

◇　「お出になって下さい」


1 【出でさせたまひね】柏木の詞。『完訳』は「臨終の近さを知り、夕霧への失礼がないように帰邸を促す」と注す。


柏木．３．３．１９

■　と、手てかききこえたまふ1。

◇　と、手真似で申し上げなさる。

■　加持参かぢまゐる僧そうども近ちかう参まゐり、上うへ、大臣おとどなどおはし集あつまりて、人ひとびとも立たち騒さわげば、泣なく泣なく出いでたまひぬ。

◇　加持を致す僧たちが近くに参って、母上、大臣などがお集まりになって、女房たちも立ち騒ぐので、泣く泣くお立ちになった。


1 【と手かききこえたまふ】と、手真似でお促し申し上げなさる、意。


第四段　柏木、泡の消えるように死去

柏木．３．４．１

■　女御にょうごをばさらにも聞きこえず、この大将だいしゃうの御方おほむかたなどもいみじう嘆なげきたまふ。

◇　女御は申し上げるまでもなく、この大将の御方などもひどくお嘆きになる。

■　心こころおきての、あまねく2人ひとのこのかみ心ごころにものしたまひければ、右みぎの大殿おほとのの北きたの方3かたも、この君きみをのみぞ、睦むつましきものに思おもひきこえたまひければ、よろづに思おもひ嘆なげきたまひて、御祈おほむいのりなど取とり分わきてせさせたまひけれど、やむ薬くすりならねばS10,4、かひなきわざになむありける。

◇　思ひやりが、誰に対しても兄としての面倒見がよくていらっしゃったので、右の大殿の北の方も、この君だけを親しい人とお思い申し上げていらしたので、万事にお嘆きになって、ご祈祷などを特別におさせになったが、薬では治らない病気なので、何の役にも立たないことであった。

■　女宮をむなみやにも、つひにえ対面たいめんしきこえたまはで、泡あわの消きえ入いるやうにS11,5て亡うせたまひぬ。

◇　女宮にも、とうとうお目にかかることがおできになれないで、泡が消えるようにしてお亡くなりになった。


S10 我こそや見ぬ人恋ふる病すれ逢ふ日ならではやむ薬なし（拾遺集恋一-六六五　読人しらず）

S11 水の泡の消えて憂き身といひながら流れてなほも頼まるるかな（古今集恋五-七九二　紀友則）

1? 【女御をばさらにもき聞えずこの大将の御方なども】柏木と同腹の弘徽殿女御はいうまでもなく、異腹の雲居雁も、のニュアンス。

2 【心おきてのあまねく】『集成』は「柏木は、気立てが、誰にも分け隔てせず、兄貴分然とした面倒見のいいお方だったので」と訳す。

3 【右の大殿の北の方】鬚黒右大臣。その北の方、玉鬘をいう。

4 【やむ薬ならねば】定家本、付箋「我こそや見ぬ人こふるくせつけれあふよりほかのやむくすりなし」（拾遺集恋一、六六五、読人しらず）。明融臨模本、朱合点、付箋「我こそや（は）みぬ人こふるくせつけれあふより外のやむくすりなし」。大島本、朱合点、行間書入、朱「われこそはみぬ人こふるくせつけれ」とある。中山家本、朱合点、奥入、同歌指摘。『源氏釈』（抄・前）が指摘し、現行の注釈書でも指摘する。

5 【泡の消え入るやうに】明融臨模本、朱合点、付箋「水の泡のきえてうき身と知なから流て猶もたのまるゝ哉／世皆不牢固如水沫泡□法花／幻世春来夢浮世水上泡白氏」。大島本、朱合点、行間書入「古今水の泡の消てうき世とありなからなかれて猶もたのまるゝかな」（古今集恋五、七九二、友則）。『異本紫明抄』が指摘し、現行の注釈書でも指摘する。


柏木．３．４．２

■　年としごろ1、下したの心こころこそねむごろに深ふかくもなかりしか、大方おほかたには、いとあらまほしくもてなしかしづききこえて、気けなつかしう、心こころばへをかしう、うちとけぬさまにて2過すぐいたまひければ、つらき節ふしもことになし。

◇　長年の間、心底から真心こめて愛していたのではなかったが、表面的には、まことに申し分なく大事にお世話申し上げて、素振りもお優しく、気立てもよく、礼節をわきまえてお過ごしになられたので、辛いと思った事も特にない。

■　ただ、

◇　ただ、


1 【年ごろ】『完訳』は「以下、宮が柏木との結婚生活を回顧。柏木が心からは宮を愛さなかったが」と注す。

2 【うちとけぬさまにて】『集成』は「けじめ正しい態度で終始されたので。柏木の、落葉の宮に対して礼を失わなかったさま」。『完訳』は「礼儀をわきまえたお扱いを受けてお過しになったのだから」と注す。


柏木．３．４．３

■　「かく短みじかかりける御身おほむみにて、あやしくなべての世よのすさまじう思おもひたまへけるなりけり」

◇　「このように短命なお方だったので、不思議なことに普通の生活を面白くなくお思いであったのだわ」

柏木．３．４．４

■　と思おもひ出いでたまふに、いみじうて、思おぼし入いりたるさま、いと心苦こころぐるし。

◇　とお思い出されると、悲しくて、沈み込んでいらっしゃる様子、ほんとうにおいたわしい。

柏木．３．４．５

■　御息所みやすむどころも、

◇　母御息所も、

■　「いみじう人笑ひとわらへに口惜くちをし」

◇　「大変に外聞が悪く残念だ」

■　と、見みたてまつり嘆なげきたまふこと、限かぎりなし。

◇　と、拝見しお嘆きになること、この上もない。

柏木．３．４．６

■　大臣おとど、北きたの方かたなどは、ましていはむかたなく、

◇　大臣や、北の方などは、それ以上に何とも言いようがなく、

柏木．３．４．７

■　「我われこそ先立さきだため。

◇　「自分こそ先に死にたいものだ。

■　世よのことわりなうつらいこと」

◇　世間の道理もあったものでなく辛いことよ」

柏木．３．４．８

■　と焦こがれたまへど、何なにのかひなし。

◇　と恋い焦がれなさったが、何にもならない。

柏木．３．４．９

■　尼宮あまみやは、おほけなき心こころもうたてのみ思おぼされて、世よに長ながかれとしも思おぼさざりしを、かくなむと聞ききたまふは、さすがにP20いとあはれなりかし。

◇　尼宮は、大それた恋心も不愉快なこととばかりお思いなされて、長生きして欲しいともお思いではなかったが、このように亡くなったとお聞きになると、さすがにかわいそうな気がした。


P20 さすがに--さすか（か/+に）


柏木．３．４．１０

■　「若君わかぎみの御おほむことを、さぞと思おもひたりしも、げに、かかるべき契ちぎりにてや、思おもひのほかに心憂こころうきこともありけむ」

◇　「若君のご誕生を、自分の子だと思っていたのも、なるほど、こうなるはずの運命であってか、思いがけない辛い事もあったのだろう」

■　と思おぼし寄よるに、さまざまもの心細こころぼそうて、うち泣なかれたまひぬ。

◇　とお考えいたると、あれこれと心細い気がして、お泣きになった。

第四章　光る源氏の物語　若君の五十日の祝い

第一段　三月、若君の五十日の祝い

柏木．４．１．１

■　弥生やよひになれば、空そらのけしきもものうららかにて1、この君きみ、五十日いかのほどになりたまひて2、いと白しろううつくしう、ほどよりはおよすけて、物語ものがたりなどしたまふ。

◇　三月になると、空の様子もどことなく麗かな感じがして、この若君、五十日のほどにおなりになって、とても色白くかわいらしくて、日数の割に大きくなって、おしゃべりなどなさる。

■　大殿渡おとどわたりたまひて、

◇　大殿がお越しになって、


1 【弥生になれば空のけしきもものうららかにて】季節は晩春三月になる。『完訳』は「晩春のはなやぐ情景に転じる」と注す。

2 【五十日のほどになりたまひて】柏木、生後五十日ほどになる。五十日の祝いがある。


柏木．４．１．２

■　「御心地みここちは1、さはやかになりたまひにたりや。

◇　「ご気分は、さっぱりなさいましたか。

■　いでや、いとかひなくもはべるかな。

◇　いやもう、何とも張り合いのないことだな。

■　例れいの御おほむありさまにて、かく見みなしたてまつらましかば2、いかにうれしうはべらまし。

◇　普通のお姿で、このようにお祝い申し上げるのであるならば、どんなにか嬉しいことであろうに。

■　心憂こころうく、思おぼし捨すてけること」

◇　残念なことに、ご出家なさったことよ」


1 【御心地は】以下「思し捨てけること」まで、源氏の詞。

2 【見なしたてまつらましかば】「ましかば--まし」の反実仮想の構文。


柏木．４．１．３

■　と、涙なみだぐみて怨うらみきこえたまふ。

◇　と、涙ぐんでお恨み申し上げなさる。

■　日々ひびに渡わたりたまひて、今いましも、やむごとなく限かぎりなきさまにもてなしきこえたまふ。

◇　毎日お越しになって、今になって、この上なく大切にお世話申し上げなさる。

柏木．４．１．４

■　御五十日おほむいかに餅参もちひまゐらせたまはむとて、容貌異かたちことなる御おほむさまを、人ひとびと、

◇　五十日の御祝いに餅を差し上げなさろうとして、尼姿でいられるご様子を、女房たちは、

■　「いかに」

◇　「どうしたものか」

■　など聞きこえやすらへど、院渡ゐんわたらせたまひて、

◇　とお思い申して躊躇するが、院がお越しあそばして、

柏木．４．１．５

■　「何なにか1。

◇　「何のかまうことはない。

■　女をむなにP21ものしたまはばこそ、同おなじ筋すぢにて、いまいましくもあらめ」

◇　女の子でいらっしゃったら、同じ事で、縁起でもなかろうが」


P21 女に--女にて（て/＄）

1 【何か】以下「あらめ」まで、源氏の詞。


柏木．４．１．６

■　とて、南面みなみおもてに小ちひさき御座おましなどよそひて、参まゐらせたまふ。

◇　と言って、南面に小さい御座所などを設定して、差し上げなさる。

■　御乳母おほむめのと、いとはなやかに装束さうぞきて、御前おまへのもの、いろいろを尽つくしたる籠物こもの、桧破籠ひわりごの心こころばへどもを、内うちにも外とにも、もとの心1こころを知しらぬことなれば、取とり散ちらし、何心なにごころもなきを、

◇　御乳母は、とても派手に衣装を着飾って、御前の物、色々な色彩を尽くした籠物、桧破子の趣向の数々を、御簾の中でも外でも、本当の事は知らないことなので、とり散らかして、無心にお祝いしているのを、

■　「いと心苦こころぐるしう2まばゆきわざなりや」

◇　「まことに辛く目を背けたい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【もとの心】『完訳』は「若君が柏木の実子という真相」と注す。

2 【いと心苦しう】明融臨模本、付箋「柏木喪の説入ホカ也不用ー」と指摘。以下「わざなりや」まで、源氏の心中。『集成』は「とても見るに見かねる面映ゆいことよ」。『完訳』は「つらく、目をそむけたい思い。盛儀に酔う人々のなかで、源氏の心は醒めて、宮の罪をも許せない」と注す。


第二段　源氏と女三の宮の夫婦の会話

柏木．４．２．１

■　宮みやも起おきゐたまひて、御髪みぐしの末すゑの所狭ところせう広ひろごりたるを1、いと苦くるしと思おぼして、額ひたひなど撫なでつけておはするに、几帳きちゃうを引ひきやりてゐたまへば、いと恥はづかしうて背そむきたまへるを2、いとど小ちひさう細ほそりたまひて、御髪みぐしは惜をしみきこえて、長ながう削そぎたりければ、後うしろは異ことにけぢめも見みえたまはぬほどなり。

◇　宮もお起きなさって、御髪の裾がいっぱいに広がっているのを、とてもうるさくお思いになって、額髪などを撫でつけていらっしゃる時に、御几帳を引き動かしてお座りになると、とても恥ずかしい思いで顔を背けていらっしゃるが、ますます小さく痩せ細りなさって、御髪は惜しみ申されて、長くお削ぎになってあるので、後姿は格別普通の人と違ってお見えにならない程である。


1 【御髪の末の所狭う広ごりたるを】尼削ぎの裾が広がっている様子。

2 【背きたまへるを】定家筆本と明融臨模本は「そむきたまへるを」とある。大島本は「そむかせ給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「背きたまへる」と「を」を削除する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


柏木．４．２．２

■　すぎすぎ見みゆる鈍色にびいろども、黄きがちなる今様色いまやういろなど着きたまひて、まだありつかぬ御おほむかたはらめ、かくてしもうつくしき子こどもの心地ここちして、なまめかしうをかしげなり。

◇　次々と重なって見える鈍色の袿に、黄色みのある今流行の紅色などをお召しになって、まだ尼姿が身につかない御横顔は、こうなっても可憐な少女のような気がして、優雅で美しそうである。

柏木．４．２．３

■　「いで、あな心憂1こころうすみぞめこそ。

◇　「まあ、何と情けない。

■　墨染**こそ、なほ、いとうたて目めもくるる色いろなりけれ。

◇　墨染の衣は、やはり、まことに目の前が暗くなる色だな。

■　かやうにても、見みたてまつることは、絶たゆまじきぞかしと、思おもひ慰なぐさめはべれど、古ふりがたうわりなき心地ここちする涙なみだの人悪ひとわろさを、いとかう思おもひ捨すてられたてまつる身みの咎とがに思おもひなすも2、さまざまに胸むねいたう口惜くちをしくなむ。

◇　このようになられても、お目にかかることは変わるまいと、心を慰めておりますが、相変わらず抑え難い心地がする涙もろい体裁の悪さを、実にこのように見捨てられ申したわたしの悪い点として思ってみますにつけても、いろいろば胸が痛く残念です。

■　取とり返かへすものにもがなやS12,3」

◇　昔を今に取り返すことができたらな」

◆　 
"いで、 あな こころう! すみぞめ こそ、 なほ、 いと うたて め も くるる いろ なり けれ! かやう にて も、 み たてまつる こと は、 たゆ まじき ぞ かし と、 おもひ なぐさめ はべれ ど、 ふり がたう わりなき ここち する なみだ の ひとわろさ を、 いと かう おもひ すて られ たてまつる み の とが に おもひ なす も、 さまざま に むね いたう くちをしく なむ。 とりかへす もの に も がな や!"


S12 取り返すものにもがなやいにしへを在りしながらの我が身と思はむ（出典未詳-源氏釈所引）

1 【いであな心憂】以下「取り返す物にもがなや」まで、源氏の詞。

2 【思ひ捨てられたてまつる身の咎に思ひなすも】『集成』は「ほんとにこうして見捨てられ申した私の悪い点と思ってみますにつけても。未練がましいところがあるから、あなたから見捨てられたのだろう、の意」と注す。

3 【取り返すものにもがなや】明融臨模本、朱合点。大島本、朱合点、行間書入「古今とりかへす物にもかなや世中を」。中山家本、朱合点、奥入「とりかへすものにもかなやよのなかを」。『源氏釈』が「とりかへすものにもかなやいにしへをありしなからのわか身と思はん」（前田家本所引、出典未詳）と指摘する。


柏木．４．２．４

■　と、うち嘆なげきたまひて、

◇　とお嘆きになって、

柏木．４．２．５

■　「今いまはとて1思おぼし離はなれば、まことに御心みこころと厭いとひ捨すてたまひけると、恥はづかしう心憂こころうくなむおぼゆべき。

◇　「もうこれっきりとお見限りなさるならば、本当に本心からお捨てになったのだと、顔向けもできず情けなく思われることです。

■　なほ、あはれと思おぼせ2」

◇　やはり、いとしい者と思って下さい」


1 【今はとて】以下「あはれと思せ」まで、源氏の詞。『完訳』は「宮が六条院から他所へ出る不都合さを思う。源氏には朱雀院への義理、宮への執着がある」と注す。

2 【なほあはれと思せ】『完訳』は「自分を捨てないでほしい気持」と注す。


柏木．４．２．６

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

柏木．４．２．７

■　「かかるさまの人ひとは1、もののあはれも知しらぬものと聞ききしを、ましてもとより知しらぬことにて、いかがは聞きこゆべからむ」

◇　「このような出家の身には、もののあわれもわきまえないものと聞いておりましたが、ましてもともと知らないことなので、どのようにお答え申し上げたらよいでしょうか」


1 【かかるさまの人は】以下「いかがは聞こゆべからむ」まで、女三の宮の返事。反語表現。何とも申し上げようがない、意。


柏木．４．２．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

柏木．４．２．９

■　「かひなのことや1。

◇　「情けないことだ。

■　思おぼし知しる方かたもあらむものを2」

◇　お分りになることがおありでしょうに」


1 【かひなのことや】以下「あらむものを」まで、源氏の詞。痛烈な皮肉がまじる。

2 【思し知る方もあらむものを】『集成』は「柏木とは愛を交わしたではないか、という気持」。『完訳』は「柏木と心交したのに、の気持」と注す。


柏木．４．２．１０

■　とばかりのたまひさして、若君わかぎみを見みたてまつりたまふ。

◇　とだけ途中までおっしゃって、若君を拝見なさる。

第三段　源氏、老後の感懐

柏木．４．３．１

■　御乳母おほむめのとたちは、やむごとなく、めやすき限かぎりあまたさぶらふ。

◇　御乳母たちは、家柄が高く、見た目にも無難な人たちばかりが大勢伺候している。

■　召めし出いでて、仕つかうまつるべき心こころおきてなどのたまふ。

◇　お呼び出しになって、お世話申すべき心得などをおっしゃる。

柏木．４．３．２

■　「あはれ、残のこり少すくなき世よに、生おひ出いづべき人ひとに2こそ1」

◇　「ああかわいそうに、残り少ない晩年に、ご成人して行くのだな」


1 【あはれ残り少なき世に生ひ出づべき人にこそ】源氏の詞。独言。

2 【生ひ出づべき人に】明融臨模本、朱合点。『孟津抄』は「いまさらに何生ひ出づらむ竹の子の憂きふししげきよとは知らずや」（古今集雑下、九五七、凡河内躬恒）を指摘。


柏木．４．３．３

■　とて、抱いだき取とりたまへば、いと心こころやすくうち笑ゑみて、つぶつぶと肥こえて白しろううつくし。

◇　と言って、お抱きになると、とても人見知りせずに笑って、まるまると太っていて色白でかわいらしい。

■　大将だいしゃうなどの稚児生ちごおひ、ほのかに思おぼし出いづるには似にたまはず。

◇　大将などが幼い時の様子、かすかにお思い出しなさるのには似ていらっしゃらない。

■　女御にょうごの御宮おほむみやたち、はた、父帝ちちみかどの御方おほむかたざまに、王気わうけづきて気高けだかうこそおはしませ、ことにすぐれてめでたうしもおはせず。

◇　明石女御の宮たちは、それはそれで、父帝のお血筋を引いて、皇族らしく高貴ではいらっしゃるが、特別優れて美しいというわけでもいらっしゃらない。

柏木．４．３．４

■　この君きみ、いとあてなるに添そへて、愛敬あいぎゃうづき、まみの薫かをりて、笑ゑがちなるなどを、いとあはれと見みたまふ。

◇　この若君、とても上品な上に加えて、かわいらしく、目もとがほんのりとして、笑顔がちでいるのなどを、とてもかわいらしいと御覧になる。

■　思おもひなしにや、なほ、いとようおぼえたりかし1。

◇　気のせいか、やはり、とてもよく似ていた。

■　ただ今いまながら、眼居まなこゐののどかにP22恥はづかしきさまも、やう離はなれて、薫かをりをかしき顔かほざまなり。

◇　もう今から、まなざしが穏やかで人に優れた感じも、普通の人とは違って、匂い立つような美しいお顔である。


P22 のどかに--ゝの（の/＄）とかに

1 【思ひなしにやなほいとようおぼえたりかし】『集成』は「そう思って見るせいか、やはりとてもよく柏木に似ていることだ。源氏の心をそのまま地の文としたもの」。『完訳』は「気のせいか、やはり柏木に似ている。源氏の心中に即した叙述」と注す。


柏木．４．３．５

■　宮みやはさしも思おぼし分わかず。人ひとはた、さらに知しらぬことなれば、ただ一所ひとところの御心1みこころの内うちにのみぞ、

◇　宮はそんなにもお分りにならず、女房たちもまた、全然知らないことなので、ただお一方のご心中だけが、


1 【ただ一所の御心】源氏をさす。


柏木．４．３．６

■　「あはれ、はかなかりける人ひとの契ちぎりかな1」

◇　「ああ、はかない運命の人であったな」


1 【あはれはかなかりける人の契りかな】源氏の心中。


柏木．４．３．７

■　と見みたまふに、大方おほかたの世よの定さだめなさも思おぼし続つづけられて、涙なみだのほろほろとこぼれぬるを、今日けふは言忌こといみすべき日ひを1と、おし拭のごひ隠かくしたまふ。

◇　とお思いになると、世間一般の無常の世も思い続けられなさって、涙がほろほろとこぼれたのを、今日の祝いの日には禁物だと、拭ってお隠しになる。


1 【今日は言忌みすべき日を】源氏の心中。


柏木．４．３．８

■　「静しづかに思おもひて嗟なげくに堪たへたりS13,1」

◇　「静かに思って嘆くことに堪へた」


S13 五十八翁方有後　静思堪喜亦堪嗟（白氏文集二十八-二八二一）

1 【静かに思ひて嗟くに堪へたり】明融臨模本、朱合点、付箋「いとふにたえんとかきたり不用之」、付箋「五十八翁方有後静思堪喜亦堪嗟持盃祝願無他語慎勿頑愚似汝爺白」（白氏文集巻二十八、自嘲）。尊経閣文庫本奥入・明融臨模本奥入・自筆本奥入、同詩句を指摘。ただし、尊経閣文庫本系統奥入は「白楽天は子なくして老にのそむ人也五十八にてはしめて男子むまれたりむまるゝ事をそきによりて生遅と名つくその子にむかひてつくりける詩也」（尊・明・大・中）、自筆本奥入は「白楽天は子なくして老にのそむ人也おいのゝちはしめて生遅といふ子いてきてむまるゝ事をそきによりて（名を傍書）生遅とつけたりその子にむかひてつくりける詩也」とある。『源氏釈』は「此身何足恋万劫煩悩之恨此身何足厭一聚虚空之庵／文集／又云堪□云」（白氏文集巻十一、逍遥詠）と指摘。


柏木．４．３．９

■　と、うち誦ずうじたまふ。

◇　と、朗誦なさる。

■　五十八ごじふはちS14を十取とをとり捨**てたる御齢おほむよはひなれど、末すゑになりたる心地ここちしたまひて、いとものあはれに思おぼさる。

◇　五十八から十とったお年齢だが、晩年になった心地がなさって、まことにしみじみとお感じになる。

■　「汝なんぢが爺ちちにS15」

◇　「おまえの父親に似るな」

■　とも、諌いさめまほしう思おぼしけむかし2。

◇　とでも、お諌めなさりたかったのであろうよ。

◆　 
と、 うち-ずうじ たまふ。 ごじふ-はち を とを とり たる おほむ-よはひ なれ ど、 すゑ に なり たる ここち し たまひ て、 いと もの あはれ に おぼさ る。 "なんぢ が ちち に" と も、 いさめ まほしう おぼし けむ かし。


S14 五十八翁方有後　静思堪喜亦堪嗟（白氏文集二十八-二八二一）

S15 持盃祝願無他語　慎勿頑愚似汝爺（白氏文集二十八-二八二一）

1? 【心地して】大島本、行間書入「白楽天子生遅にむかひてつくれる詩云五十八翁方有後静思堪喜又堪嗟持盃祝願無他語慎勿頑愚似汝爺」とある。

2 【汝が爺にとも諌めまほしう思しけむかし】明融臨模本、朱合点。『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『集成』は「「汝が爺に」（そちの実の父、柏木の轍を踏むでないぞ）とでも、いましめたくお思いになったことであろうよ。前引の詩中の句による草子地」。『完訳』は「実父柏木に似てはならぬと、源氏は思ったはず。前引の漢詩によって、語り手が推測」と注す。


第四段　源氏、女三の宮に嫌味を言う

柏木．４．４．１

■　「このことの心知こころしれる人ひと、女房にょうばうの中なかにもあらむかし。

◇　「この事情を知って人、女房の中にもきっといることだろう。

■　知しらぬこそ、ねたけれ。

◇　知らないのは、悔しい。

■　烏滸をこなりと見みるらむ」

◇　馬鹿だと思っているだろう」

■　と、安やすからず思おぼせど、

◇　、と穏やかならずお思いになるが、

■　「わが御咎おほむとがある2ことはあへなむP23。

◇　「自分の落度になることは堪えよう。

■　二ふたつ言いはむには、女をむなの御おほむため3こそ、いとほしけれ」

◇　二つを問題にすれば、女宮のお立場が、気の毒だ」


P23 あへなむ--あへ（あへ/＆あへ）なむ

1? 【このこと心しれる人】以下「見るらむ」まで、源氏の心中。

2 【わが御咎ある】以下「いとほしけれ」まで、源氏の心中。

3 【二つ言はむには女の御ため】『集成』は「男と女、双方どちらかと言おうなら」。『完訳』は「自分と宮のどちらかといえば」と訳す。


柏木．４．４．２

■　など思おぼして、色いろにも出いだしたまはず。

◇　などとお思いになって、顔色にもお出しにならない。

■　いと何心なにごころなう1物語ものがたりして笑わらひたまへるまみ、口くちつきのうつくしきも、

◇　とても無邪気にしゃべって笑っていらっしゃる目もとや、口もとのかわいらしさも、

■　「心知こころしらざらむ人ひとは2いかがあらむ。

◇　「事情を知らない人はどう思うだろう。

■　なほ、いとよく似通にかよひたりけり」

◇　やはり、父親にとてもよく似ている」

■　と見みたまふに、

◇　、と御覧になると、

■　「親おやたちの3、子こだにあれかしと4、泣ないたまふらむにも、え見みせず、人知ひとしれずはかなき形見かたみばかりをとどめ置おきて、さばかり思おもひ上あがり5、およすけたりし身みを、心こころもて失うしなひつるよ」

◇　「ご両親が、せめて子供だけでも残してくれていたらと、お泣きになっていようにも、見せることもできず、誰にも知られずはかない形見だけを残して、あれほど高い望みをもって、優れていた身を、自分から滅ぼしてしまったことよ」


1 【いと何心なう】若君（薫）の無邪気な表情。

2 【心知らざらむ人は】以下「似通ひたりけり」まで、源氏の心中。

3 【親たちの】以下「失ひつるよ」まで、源氏の心中。

4 【子だにあれかしと】明融臨模本、付箋「結をくかたみの子たに」と指摘。「結び置きし形見のこだになかりせば何に忍ぶの草を摘ままし」（後撰集雑二、一一八七、兼忠朝臣の母の乳母）。

5 【さばかり思ひ上がり】『完訳』は「柏木の気位高くすぐれた人柄を回想し、その自滅の運命を思う」と注す。


柏木．４．４．３

■　と、あはれに惜をしければ、めざましと思おもふ心こころもひき返かへし、うち泣なかれたまひぬ。

◇　と、しみじみと惜しまれるので、けしからぬと思う気持ちも思い直されて、つい涙がおこぼれになった。

柏木．４．４．４

■　人ひとびとすべり隠かくれたるほどに、宮みやの御おほむもとに寄よりたまひて、

◇　女房たちがそっと席をはずした間に、宮のお側に近寄りなさって、

柏木．４．４．５

■　「この人ひとをば1、いかが見みたまふや。

◇　「この子を、どのようにお思いになりますか。

■　かかる人ひとを捨すてて、背そむき果はてたまひぬべき世よにやありける。

◇　このような子を見捨てて、出家なさらねばならなかったものでしょうか。

■　あな、心憂こころう」

◇　何とも、情けない」


1 【この人をば】以下「あな心憂」まで、源氏の詞。


柏木．４．４．６

■　と、おどろかしきこえたまへば、顔かほうち赤あかめておはす。

◇　と、ご注意をお引き申し上げなさると、顔を赤くしていらっしゃる。

柏木．４．４．７

■　「誰たが世よにか種たねは蒔まきS16しと人問ひととはば

いかが岩根いはねの松まつは答こたへむ1

あはれなり」

◇　「いったい誰が種を蒔いたのでしょうと人が尋ねたら

誰と答えてよいのでしょう、岩根の松は

不憫なことだ」


S16 梓弓磯辺の小松誰が世によろづ世かねて種を蒔きけむ（古今集雑上-九〇七　読人しらず）

1 【誰が世にか種は蒔きしと人問はばいかが岩根の松は答へむ】源氏の贈歌。「岩根」に「言はね」を響かす。「松」は若君（薫）を喩える。明融臨模本、付箋「あつさ弓いそへの小松たか世にか万代かけて種をまきけむ」（古今集雑上、九〇七、読人しらず）。『異本紫明抄』が指摘する。


柏木．４．４．８

■　など、忍しのびて聞きこえたまふに、御おほむいらへもなうて、ひれふしたまへり。

◇　などと、そっと申し上げなさると、お返事もなくて、うつ臥しておしまいになった。

■　ことわりと思おぼせば、しひても聞きこえたまはず。

◇　もっともなことだとお思いになるので、無理に催促申し上げなさらない。

柏木．４．４．９

■　「いかに思おぼすらむ1。

◇　「どうお思いでいるのだろう。

■　もの深ふかうなどはおはせねど、いかでかはただには」

◇　思慮深い方ではいらっしゃらないが、どうして平静でいられようか」


1 【いかに思すらむ】以下「いかでかはただには」まで、源氏の心中。女三の宮の心中を推測。『集成』は「どうして平気でおいでになれよう。柏木の死に悲しい思いでいられるだろう、というほどの意」。『完訳』は「宮が柏木の死を平静に受けとめているはずがない、の意」と注す。


柏木．４．４．１０

■　と、推おし量はかりきこえたまふも、いと心苦くるしうなむ1。

◇　と、ご推察申し上げなさるのも、とてもおいたわしい思いである。


1 【いと心苦しうなむ】『集成』は「とてもおいたわしい思いだ」。『完訳』は「まったくせつないことではある」と訳す。


第五段　夕霧、事の真相に関心

柏木．４．５．１

■　大将だいしゃうの君きみは、かの心こころに余あまりて、ほのめかし出いでたりしを、

◇　大将の君は、あの思い余って、ちらっと言い出した事を、

柏木．４．５．２

■　「いかなることにか1ありけむ。

◇　「どのような事であったのだろうか。

■　すこしものおぼえたるさまならましかば、さばかりうち出いでそめたりしに、いとようけしきは見みてましを。

◇　もう少し意識がはっきりしている状態であったならば、あれほど言い出した事なのだから、十分に事情が察せられたろうに。

■　いふかひなきとぢめにて、折悪をりあしういぶせくて、あはれにもありしかな」

◇　何とも言いようのない最期であったので、折も悪くはっきりしないままで、残念なことであったな」


1 【いかなることにか】以下「ありしかな」まで、夕霧の心中。


柏木．４．５．３

■　と、面影忘おもかげわすれがたうて、兄弟はらからの君きみたちよりも、しひて悲かなしとおぼえたまひけり。

◇　と、その面影が忘れることができなくて、兄弟の君たちよりも、特に悲しく思っていらっしゃった。

柏木．４．５．４

■　「女宮をむなみやのかく世よを2背そむきたまへるありさま、おどろおどろしき御悩おほむなやみにもあらで、すがやかに思おぼし立たちけるほどよ。

◇　「女宮がこのように出家なさった様子、大したご病気でもなくて、きれいさっぱりとご決心なさったものよ。

■　また、さりとも、許ゆるしきこえたまふべきことかは。

◇　また、そうだからといって、お許し申し上げなさってよいことだろうか。


1? 【ましかば--ましを】反実仮想の構文。

2 【女宮のかく世を】以下「たまへるものを」まで、夕霧の心中。


柏木．４．５．５

■　二条にでうの上うへの、さばかり限かぎりにて、泣なく泣なく申まうしたまふと聞ききしをば、いみじきことに思おぼして、つひにかくかけとどめたてまつりたまへるものを」

◇　二条の上が、あれほど最期に見えて、泣く泣くお願い申し上げなさったと聞いたのは、とんでもないことだとお考えになって、とうとうあのようにお引き留め申し上げなさったものを」

柏木．４．５．６

■　など、取とり集あつめて思おもひくだくに1、

◇　などと、あれこれと思案をこらしてみると、


1 【取り集めて思ひくだくに】『集成』は「あれこれと思案をこらしてみるのに。敬語を使わず、夕霧の心理に密着した地の文」と注す。


柏木．４．５．７

■　「なほ、昔むかしより1絶たえず見みゆる心こころばへ、え忍しのばぬ折々をりをりありきかし。

◇　「やはり、昔からずっと抱き続けていた気持ちが、抑え切れない時々があったのだ。

■　いとようもて静しづめたる2うはべは、人ひとよりけに用意よういあり、のどかに、何なにごとをこの人ひとの心こころのうちに思おもふらむと、見みるP24人ひとも苦くるしきまでありしかど、すこし弱よわきところつきて3、なよび過すぎたりしけぞかし。

◇　とてもよく静かに落ち着いた表面は、誰よりもほんとうに嗜みがあり、穏やかで、どのようなことをこの人は考えているのだろうかと、周囲の人も気づまりなほどであったが、少し感情に溺れやすいところがあって、もの柔らか過ぎたためだ。


P24 見る--みゆ（ゆ/＄る）

1 【なほ昔より】以下「あぢきなきことなりかし」まで、夕霧の心中。

2 【もて静めたる】明融臨模本、付箋「夕霧ノ上ニミル説不用」と指摘。

3 【すこし弱きところつきて】『集成』は「すこし情に溺れるところがあって」。『完訳』は「すこし情に負けるところがあって」と訳す。


柏木．４．５．８

■　いみじうとも、さるまじきことに心こころを乱みだりて1、かくしも身みに代かふべきことにやはありける。

◇　どんなにせつなく思い込んだとしても、あってはならないことに心を乱して、このように命を引き換えにしてよいことだろうか。

■　人ひとのためにもいとほしう、わが身みはいたづらにやなすべき。

◇　相手のためにもお気の毒であるし、わが身は滅ぼすことではないか。

■　さるべき昔むかしの契ちぎりといひながら、いと軽々かるがるしう、あぢきなきことなりかし」

◇　そのようになるはずの前世からの因縁と言っても、まことに軽率で、つまらないことであるぞ」


1 【いみじうともさるまじきことに心を乱りて】『完訳』は「柏木の不義密通を推測」と注す。


柏木．４．５．９

■　など、心一こころひとつに思おもへど、女君をむなぎみにだに2聞きこえ出いでたまはず。

◇　などと、自分独りで思うが、女君にさえ申し上げなさらない。

■　さるべきついでなくて、院ゐんにもまだえ申まうしたまはざりけり。

◇　適当な機会がなくて、院にもまだ申し上げることができなかった。

■　さるは、かかることをなむかすめし、と申まうし出いでて、御みけしきも見みまほしかりけり。

◇　とはいえ、このようなことを小耳にはさみました、と申し出て、ご様子も窺って見てみたい気持ちでもあった。


1? 【はやありける】『完訳』は「「--やはありける」「--やなすべき」と、柏木への強い批判」と注す。

2 【女君にだに】副助詞「だに」最小限のニュアンス。最も気を許してよい妻（雲居雁）にさえ話さない。


柏木．４．５．１０

■　父大臣ちちおとど、母北ははきたの方かたは、涙なみだのいとまなく思おぼし沈しづみて、はかなく過すぐる日数1ひかずをも知しりたまはず、御おほむわざの法服ほふぶく、御装束おほむさうぞく、何なにくれのいそぎをも、君きみたち、御方々2おほむかたがた、とりどりになむ、せさせたまひける。

◇　父大臣と、母北の方は、涙の乾かぬ間なく悲しみにお沈みになって、いつの間にか過ぎて行く日数をもお分かりにならず、ご法要の法服、ご衣装、何やかやの準備も、弟の君たち、姉妹の方々が、それぞれ準備なさるのであった。


1 【過ぐる日数】大島本、朱合点、行間書入「物おもふすくる月日もしらぬまに雁こそ鳴て秋とつけくれ」（後撰集秋下、三五八、読人しらず）と指摘。『異本紫明抄』が指摘するが、『岷江入楚』に「私不及此歌」と批判され、現行の注釈書では指摘しない。

2 【君たち御方々】柏木の弟たち姉妹たちをいう。


柏木．４．５．１１

■　経仏きゃうほとけのおきてなども、右大弁うだいべんの君きみせさせたまふ。

◇　経や仏像の指図なども、右大弁の君がおさせになる。

■　七日七日なぬかなぬかの御誦経みずきゃうなどを、人ひとの聞きこえおどろかすにも、

◇　七日七日ごとの御誦経などを、周囲の人が注意を促すにつけても、

柏木．４．５．１２

■　「我われにな聞きかせそ1。

◇　「わたしに何も聞かせるな。

■　かくいみじと思おもひ惑まどふに、なかなか道妨みちさまたげにも2こそ」

◇　このようにひどく悲しい思いに暮れているのに、かえって往生の妨げとなってはいけない」


1 【我にな聞かせそ】以下「道妨げにもこそ」まで、大臣の詞。

2 【道妨げにも】大島本、朱合点、行間書入「拾おもふ事ありてこそ行け春かすみみちさまたけに立ちなかくしそ」（拾遺集雑春、一〇一七、紀貫之）を指摘。


柏木．４．５．１３

■　とて、亡なきやうに思おぼし惚ほれたり。

◇　と言って、死んだ人のようにぼんやりしていらっしゃる。

第五章　夕霧の物語　柏木哀惜

第一段　夕霧、一条宮邸を訪問

柏木．５．１．１

■　一条いちでうの宮みやには、まして、おぼつかなうて別わかれたまひにし恨うらみさへ添そひて、日ひごろ経ふるままに、広ひろき宮みやの内うち、人気少ひとけすくなう心細こころぼそげにて、親したしく使つかひ慣ならしたまひし1人ひとは、なほ参まゐり訪とぶらひきこゆ。

◇　一条宮におかれては、それ以上に、お目にかかれぬままご逝去なさった心残りまでが加わって、日数が過ぎるにつれて、広い宮の邸内も、人数少なく心細げになって、親しく使い馴らしていらした人は、やはりお見舞いに参上する。


1 【親しく使ひ慣らしたまひし】主語は柏木。


柏木．５．１．２

■　好このみたまひしP25鷹たか、馬むまなど、その方かたの預あづかりどもも、皆みなつくところなう思おもひ倦うじて、かすかに出いで入いるを見みたまふも1、ことに触ふれてあはれは尽つきぬものになむありけるP26。

◇　お好きであった鷹、馬など、その係の者たちも、皆主人を失ってしょんぼりとして、ひっそりと出入りしているのを御覧になるにつけても、何かにつけてしみじみと悲しみの尽きないものであった。

■　もて使つかひたまひし御調度おほむでうどども、常つねに弾ひきたまひし琵琶***、和琴びはわごんなどのP27緒をも取とり放はなちやつされて、音ねを立たてぬも、いと埋むもれいたきわざなりや3。

◇　お使いになっていらしたご調度類で、いつもお弾きになった琵琶、和琴などの絃も取り外されて、音を立てないのも、あまりにも引き籠もり過ぎていることであるよ。

◆　 
このみ たまひ し たか、 むま など、 その かた の あづかり-ども も、 みな つく ところ なう おもひ う'じ て、 かすかに いで いる を み たまふ も、 こと に ふれ て あはれ は つき ぬ もの に なむ あり ける。 もて-つかひ たまひ し おほむ-でうど-ども、 つねに ひき たまひ し びは わごん など の を も とり-はなち やつさ れ て、 ね を たて ぬ も、 いと むもれ いあたき わざ なり や。


P25 たまひし--給（給/+し）

P26 ありける--あ（あ/+り）ける

P27 などの--なと（と/+の）

1 【出で入るを見たまふも】主語は落葉宮。

2? 【あはれは尽きせぬものになむありける】過去の助動詞「ける」詠嘆の意。『完訳』は「「ける」に注意。邸内の返歌一つ一つに、はっと気づかせられる」と注す。

3 【いと埋れいたきわざなりや】終助詞「や」詠嘆。語り手の感慨。


柏木．５．１．３

■　御前おまへの木立こだちいたう煙けぶりて、花はなは時ときを忘わすれぬけしきなるを眺ながめつつ、もの悲がなしく、さぶらふ人ひとびとも、鈍色にびいろにやつれつつ、寂さびしうつれづれなる昼ひるつ方かた、前駆さきはなやかに追おふ音おとして、ここに止とまりぬる人ひとあり。

◇　御前の木立がすっかり芽をふいて、花は季節を忘れない様子なのを眺めながら、何となく悲しく、伺候する女房たちも、鈍色の喪服に身をやつしながら、寂しく所在ない昼間に、先払いを派手にする声がして、この邸の前に止まる人がいる。

柏木．５．１．４

■　「あはれ、故殿ことのの2御おほむけはひとこそ、うち忘わすれては思おもひつれ」

◇　「ああ、亡くなられた殿のおいでかと、ついうっかり思ってしまいました」


1? 【御前の木立いといたう煙りて花は時を忘れぬけしきなるを】『完訳』は「梢の芽ぶく様子。このあたり三月の情景に寂寥の気分が際だつ。季節の甦りに対して、不帰の生命のはかなさが痛感される」と注す。

2 【あはれ故殿の】以下「思ひつれ」まで、女房の詞。


柏木．５．１．５

■　とて、泣なくもあり。

◇　と言って、泣く者もいる。

■　大将殿だいしゃうどののおはしたるなりけり1。

◇　大将殿がいらっしゃったのであった。

■　御消息聞おほむせうそこきこえ入いれたまへり。

◇　ご案内を申し入れなさった。

■　例れいの弁べんの君きみ、宰相さいしゃうなどのおはしたると2思おぼしつるを、いと恥はづかしげにきよらなるもてなしにて入いりたまへり。

◇　いつものように弁の君や、宰相などがいらっしゃったものかとお思いになったが、たいそう気おくれのするほど立派な美しい物腰でお入りになった。


1 【大将殿のおはしたるなりけり】『弄花抄』は「注の心也」と指摘。『集成』も「草子地」と指摘。

2 【弁の君宰相などのおはしたると】『集成』は「柏木の弟たち。柏木の遺言で、今までに何度か弔問に訪れている趣」と注す。


柏木．５．１．６

■　母屋もやの廂ひさしに御座おましよそひて入いれたてまつる1。

◇　母屋の廂間に御座所を設けてお入れ申し上げなさる。

■　おしなべたるやうに、人ひとびとのあへしらひきこえむは、かたじけなきさまのしたまへればP28、御息所みやすむどころぞ対面たいめんしたまへる2。

◇　普通の客人と同様に、女房たちがご応対申し上げるのでは、恐れ多い感じのなさる方でいらっしゃるので、御息所がご対面なさった。


P28 たまへれば--*給つれは

1 【母屋の廂に御座よそひて入れたてまつる】寝殿の南廂の間。

2 【御息所ぞ対面したまへる】一条宮邸の主人、母御息所。


柏木．５．１．７

■　「いみじきことを1思おもひたまへ嘆なげく心こころは、さるべき人ひとびと2にも越こえてはべれど、限かぎりあれば、聞きこえさせやる方かたなうて、世よの常つねに3なりはべりにけり。

◇　「悲しい気持ちでおりますことは、身内の方々以上のものがございますが、世のしきたりもありますから、お見舞いの申し上げようもなくて、世間並になってしまいました。

■　今いまはのほどにも、のたまひ置おくことはべりしかば、おろかならずなむ。

◇　臨終の折にも、ご遺言なさったことがございましたので、いいかげんな気持ちでいたわけではありません。


1 【いみじきことを】以下「いと尽きせずなむ」まで、夕霧の詞。

2 【さるべき人びと】『集成』は「身内の人々」。『完訳』は「死を当然悲しむ血縁の者」と注す。

3 【世の常に】明融臨模本、付箋「恋しさもうき世のつねに成行を心は猶そもの思ひける」（出典未詳）。大島本、合点、行間書入「恋しきはうき世のつねに成ゆくを心は猶そ物思ひける」。古注では、『異本紫明抄』が指摘するが、現行の注釈書では指摘されない。


柏木．５．１．８

■　誰たれものどめがたき世よなれど、後おくれ先立さきだつほどのけぢめには、思おもひたまへ及およばむに従したがひて、深ふかき心こころのほどをも御覧ごらんぜられにしがなとなむ。

◇　誰でも安心してはいられない人生ですが、生き死にの境目までは、自分の考えが及ぶ限りは、浅からぬ気持ちを御覧いただきたいものだと思っております。

■　神事かみわざなどのしげきころほひ1、私わたくしの心こころざしにまかせて、つくづくと籠こもりゐはべらむも、例れいならぬことなりければ、立たちながらはた2、なかなかに飽あかず思おもひたまへらるべうてなむ、日ひごろを過すぐしはべりにける。

◇　神事などの忙しいころは、私的な感情にまかせて、家に籠もっておりますことも、例のないことでしたので、立ったままではこれまた、かえって物足りなく存じられましょうと思いまして、日頃ご無沙汰してしまったのです。


1 【神事などのしげきころほひ】二月には春日祭、大原野祭、祈年祭などの神事がある。今、三月になった。

2 【立ちながらはた】『集成』は「お庭先で失礼いたしますのでは、これまた。「立ちながら」は上にあがらないこと。神事に出仕する身として、その時期に訪問しても、死の穢れに触れるのを避けねばならない、という意」と注す。


柏木．５．１．９

■　大臣おとどなどの心こころを乱みだりたまふさま、見聞みききはべるにつけても、親子おやこの道みちの闇やみをばさるものにて、かかる御仲おほむなからひの、深ふかく思おもひとどめたまひけむほどを、推おし量はかりきこえさするに、いと尽つきせずなむ」

◇　大臣などが悲嘆に暮れていらっしゃるご様子、見たり聞いたり致すにつけても、親子の恩愛の情は当然のことですが、ご夫婦の仲では、深いご無念がおありだったでしょうことを、推量致しますと、まことにご同情に堪えません」

柏木．５．１．１０

■　とて、しばしばおし拭のごひ、鼻はなうちかみたまふ。

◇　と言って、しばしば涙を拭って、鼻をおかみになる。

■　あざやかに気高けだかきものから、なつかしうなまめいたり。

◇　きわだって気高い一方で、親しみが感じられ優雅な物腰である。

第二段　母御息所の嘆き

柏木．５．２．１

■　御息所みやすむどころも鼻声はなごゑになりたまひて、

◇　御息所も鼻声におなりになって、

柏木．５．２．２

■　「あはれなることは1、その常つねなき世よのさがにこそは。

◇　「死別の悲しみは、この無常の世の習いでございましょう。

■　いみじとても、またたぐひなきことにやはと、年積としつもりぬる人ひとは2、しひて心強こころづようさましはべるを、さらに思おぼし入いりたる3さまの、いとゆゆしきまで、しばしも立たち後おくれたまふまじきやうに見みえはべれば、すべていと心憂こころうかりける身みの4、今いままでながらへはべりて、かくかたがたに5はかなき世よの末すゑのありさまを見みたまへ過すぐすべきにやと、いと静心しづこころなくなむ。

◇　どんなに悲しいといっても、世間に例のないことではないと、この年寄りは、無理に気強く冷静に致しておりますが、すっかり悲しみに暮れたご様子が、とても不吉なまでに、今にも後を追いなさるように見えますので、すべてまことに辛い身の上であったわたしが、今まで生き永らえまして、このようにそれぞれに無常な世の末の様子を拝見致して行くのかと、まことに落ち着かない気持ちでございます。


1 【あはれなることは】以下「瀬はまじりはべりける」まで、御息所の詞。

2 【年積もりぬる人は】自分のことを謙遜していう。

3 【さらに思し入りたる】自分以上に。落葉宮をさしていう。

4 【すべていと心憂かりける身の】『完訳』は「以下、娘の不幸をもかみしめながら、わが身を回顧。朱雀院の更衣として苦悩が多かったか」と注す。

5 【かくかたがたに】『完訳』は「柏木が早世し、宮は気力を失う。自分も朱雀院出家後は孤独な晩年を送る」と注す。


柏木．５．２．３

■　おのづから近ちかき御仲おほむなからひにて、聞きき及およばせたまふやうもはべりけむ。

◇　自然と親しいお間柄ゆえで、お聞き及んでいらっしゃるようなこともございましたでしょう。

■　初はじめつ方かたより、をさをさうけひききこえざりし御おほむことを1、大臣おとどの御心みこころむけも心苦こころぐるしう、院ゐんにもよろしきやうに思おぼし許ゆるいたる御みけしきなどのはべしかば、さらばみづからの心こころおきての及およばぬなりけりと、思おもひたまへなしてなむ、見みたてまつりつるを2、かく夢ゆめのやうなることを見みたまふるに、思おもひたまへ合あはすれば、みづからの心こころのほどなむ3、同おなじうは強つようもあらがひきこえましを4、と思おもひはべるに、なほいと悔くやしう。

◇　最初のころから、なかなかご承知申し上げなかったご縁組でしたが、大臣のご意向もおいたわしく、院におかれても結構な縁組のようにお考えであった御様子などがございましたので、それではわたしの考えが至らなかったのだと、自ら思い込ませまして、お迎え申し上げたのですが、このように夢のような出来事を目に致しまして、考え会わせてみますと、自分の考えを、同じことなら強く押し通し反対申せばよかったものを、と思いますと、やはりとても残念で。

■　それは、かやうにしも思おもひ寄よりはべらざりきかし。

◇　それは、こんなに早くとは思いも寄りませんでした。


1 【をさをさうけひききこえざりし御ことを】宮と柏木の縁組をさす。

2 【見たてまつりつるを】『集成』は「お世話申し上げたのですが。柏木を夫として迎えた宮をお世話した、の意」と注す。

3 【みづからの心のほどなむ】『集成』は「そうした私の存じよりのほどを、どうせなら強く反対して申し上げればよかったのにと思いますと」。『完訳』は「こんなことになるくらいなら、強く反対して、この私の存じよりのほどを申しあげればよかったものをと思いますにつけても」と訳す。

4 【あらがひきこえましを】「まし」反実仮想の助動詞。「を」間投助詞、詠嘆の意。


柏木．５．２．４

■　皇女みこたちは、おぼろけのことならで、悪あしくも善よくも、かやうに世よづきたまふことは、え心こころにくからぬこと1なりと、古ふるめき心ごころには思おもひはべしを、いづかたにもよらず、中空なかぞらに憂うき御宿世おほむすくせP29なりければ、何なにかは、かかるついでに煙けぶりにも紛まぎれたまひなむは、この御身おほむみのための人聞ひとぎきなどは、ことに口惜くちをしかるまじけれど、さりとても、しかすくよかに、え思おもひ静しづむまじう、悲かなしう見みたてまつりはべるに、いとうれしう、浅あさからぬ御訪おほむとぶらひのたびたびになりはべめるを2、有あり難がたうもとP30聞きこえはべるも、さらば、かの御契おほむちぎりありけるにこそはと、思おもふやうにしも見みえざりし御心みこころばへ3なれど、今いまはとて、これかれにつけおきたまひける御遺言おほむゆいごんの、あはれなるになむ、憂うきにもうれしき瀬せは4まじりS17はべりける」

◇　内親王たちは、並大抵のことでは、よかれあしかれ、このように結婚なさることは、感心しないことだと、老人の考えでは思っていましたが、結婚するしないにかかわらず、中途半端な中空にさまよった辛い運命のお方であったので、いっそのこと、このような時にでも後をお慕い申したところで、このお方にとって外聞などは、特に気にしないでよろしいでしょうが、そうかといっても、そのようにあっさりとも、諦め切れず、悲しく拝し上げておりますが、まことに嬉しいことに、懇ろなお見舞いを重ね重ね頂戴しましたようで、有り難いこととお礼申し上げますが、それでは、あのお方とのお約束があったゆえと、願っていたようには見えなかったお気持ちでしたが、今はの際に、誰彼にお頼みなさったご遺言が、身にしみまして、辛い中にも嬉しいことはあるものでございました」


P29 御宿世--御すくせを（を/＄）

P30 有り難うもと--ありかたうも（も/+と）

S17 うれしきも憂きも心は一つにて別れぬ物は涙なりけり（後撰集雑二-一一八八　読人しらず）

1 【え心にくからぬこと】定家筆本と明融臨模本は「え心にくからぬこと」とある。大島本は「心にくからぬこと」とある。『集成』『新大系』はそれぞれ底本（定家本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「心にくからぬこと」と「え」を削除する。

2 【御訪らひのたびたびになりはべめるを】『集成』は「自身の訪問ははじめてだが、今まで何度も弔問の使者がさし向けられていた趣」と注す。

3 【御心ばへ】柏木の気持をさす。

4 【憂きにもうれしき瀬は】明融臨模本、朱合点、付箋「うれしきもうきも心はひとつにて別ぬものは泪なりけり」（後撰集雑二、一一八九、読人しらず）。大島本、朱合点、行間書入「うれしきもうきも心は一にてわすれぬ物は涙なりけり」とある。古注では、『異本紫明抄』が指摘するが、現行の注釈書では指摘されない。


柏木．５．２．５

■　とて、いといたう泣ないたまふけはひなり。

◇　と言って、とてもひどくお泣きになる様子である。

第三段　夕霧、御息所と和歌を詠み交わす

柏木．５．３．１

■　大将だいしゃうも、とみにえためらひたまはず。

◇　大将も、すぐには涙をお止めになれない。

柏木．５．３．２

■　「あやしう、いとこよなく1およすけたまへりし人2ひとの、かかるべうてや、この二に、三年さむねんのこなたなむ、いたうしめりて、もの心細こころぼそげに見みえたまひしかば、あまり世よのことわりを思おもひ知しり、もの深ふかうなりぬる人ひとの、澄すみ過すぎて3、かかる例ためし、心こころうつくしからず、かへりては、あざやかなる方かたのおぼえP31薄うすらぐものなりとなむ4、常つねにはかばかしからぬ心こころに諌いさめきこえしかば、心浅こころあさしと思おもひたまへりし5。

◇　「どうしたわけか、実に申し分なく老成していらっしゃった方が、このようになる運命だったからでしょうか、ここ二、三年の間、ひどく沈み込んで、どことなく心細げにお見えになったので、あまりに世の無常を知り、考え深くなった人が、悟りすまし過ぎて、このような例で、心が素直でなくなり、かえって逆に、てきぱきしたところがないように人に思われるものだと、いつも至らない自分ながらお諌め申していたので、思慮が浅いとお思いのようでした。

■　よろづよりも、人ひとにまさりて、げに、かの思おぼし嘆なげくらむ御心みこころの内うちの6、かたじけなけれど、いと心苦こころぐるしうもはべるかな」

◇　何事にもまして、人に優れて、おっしゃる通り、宮のお悲しみのご心中、恐れ多いことですが、まことにおいたわしゅうございます」


P31 おぼえ--*おほく

1 【あやしういとこよなく】以下「心苦しうもはべるかな」まで、夕霧の詞。

2 【およすけたまへりし人】柏木をさす。

3 【澄み過ぎて】明融臨模本、付箋「とにかくに物は思はすひたゝくみうつすみなはのたゝ一筋に」（拾遺集恋五、九六〇、人麿）。大島本、朱合点、行間書入「とにかくに物はおもはすひたゝくみうつすみなはのたゝ一すちに」とある。古注では、『異本紫明抄』が指摘するが、現行の注釈書では指摘されない。

4 【あざやかなる方のおぼえ薄らぐものなりとなむ】『集成』は「はきはきしたところがないように人に思われるようになるものだと」。『完訳』は「その人らしいと噂される面が」「かえってその人らしさが見えなくなってしまうものだと」と注す。

5 【心浅しと思ひたまへりし】主語は柏木。柏木は夕霧を。

6 【かの思し嘆くらむ御心の内の】落葉宮の心をさす。


柏木．５．３．３

■　など、なつかしうこまやかに聞きこえたまひて、ややほど経へてぞ出いでたまふ。

◇　などと、優しく情愛こまやかに申し上げなさって、やや長居してお帰りになる。

柏木．５．３．４

■　かの君きみは、五ご、六年ろくねんのほどのこのかみなりしかど1、なほ、いと若わかやかに、なまめき、あいだれてものしたまひし。

◇　あの方は、五、六歳くらい年上であったが、それでも、とても若々しく、優雅で、人なつっこいところがおありであった。

■　これは、いとすくよかに2重々おもおもしく、男々ををしきけはひして、顔かほのみぞいと若わかうきよらなること、人ひとにすぐれたまへる。

◇　この方は、実にきまじめで重々しく、男性的な感じがして、お顔だけがとても若々しく美しいことは、誰にも勝っていらっしゃった。

■　若わかき人ひとびとは、もの悲がなしさもすこし紛まぎれて見出みいだしたてまつる。

◇　若い女房たちは、もの悲しい気持ちも少し紛れてお見送り申し上げる。


1 【かの君は五六年のほどのこのかみなりしかど】柏木は夕霧よりも五、六歳年長であった意。夕霧、二十七歳。柏木、三十二、三歳。

2 【これはいとすくよかに】夕霧をさす。『集成』は「きりりとして」。『完訳』は「じつにきまじめで」と訳す。


柏木．５．３．５

■　御前近おまへちかき桜さくらのいとおもしろきを、

◇　御前に近い桜がたいそう美しく咲いているのを、

■　「今年ことしばかりはS18,1」

◇　「今年ばかりは」

■　と、うちおぼゆるも、いまいましき筋すぢなりければ、

◇　と、ふと思われるのも、縁起でもないことなので、


S18 深草の野辺の桜し心あらば今年ばかりは墨染めに咲け（古今集哀傷-八三二　上野岑雄）

1 【今年ばかりは】明融臨模本、朱合点、付箋「深草の野への桜し心あらはことしはかりは墨染にさけ」（古今集哀傷、八三二、上野岑雄）。大島本、朱合点、行間書入「古今深草野ゝへの」。中山家本、朱合点。古注では、『源氏釈』（吉川家本勘物）が指摘し、現行の注釈書でも指摘する。


柏木．５．３．６

■　「あひ見みむことはS19,1」

◇　「再びお目にかかれるのは」


S19 春ごとに花の盛りはありなめどあひ見むことは命なりけり（古今集春下-九七　読人しらず）

1 【あひ見むことは】夕霧の詞。口ずさみ。尊経閣文庫本、付箋「春ことに花のさかりはありなめとあひみん事は命なりけり」（古今集春下、九七、読人しらず）。明融臨模本、朱合点、付箋「春毎に花のさかりはありなめとあひ見むことはいのちなりけり」。大島本、朱合点、行間書入「古今春ことに花のさかりは」。中山家本、朱合点、奥入に同歌を指摘。古注では『源氏釈』が指摘し、現行の注釈書でも指摘する。


柏木．５．３．７

■　と口くちずさびて、

◇　と口ずさみなさって、

柏木．５．３．８

■　「時ときしあれば変かはらぬ色いろに匂にほひけり

片枝枯かたえかれにし宿やどの桜さくらも1」

◇　「季節が廻って来たので変わらない色に咲きました

片方の枝は枯れてしまったこの桜の木にも」


1 【時しあれば変はらぬ色に匂ひけり片枝枯れにし宿の桜も】夕霧の贈歌。


柏木．５．３．９

■　わざとならず誦ずじなして立たちたまふに、いととう、

◇　さりげないふうに口ずさんでお立ちになると、とても素早く、

柏木．５．３．１０

■　「この春はるは柳やなぎの芽めにぞ玉たまはぬくS20

咲さき散ちる花はなの行方知ゆくへしらねば1」

◇　「今年の春は柳の芽に露の玉が貫いているように泣いております

咲いて散る桜の花の行く方も知りませんので」


S20 より合はせて泣くなる声を糸にして我が涙をば玉にぬかなむ（古今六帖四-二四八〇　伊勢）

1 【この春は柳の芽にぞ玉はぬく咲き散る花の行方知らねば】御息所の返歌。贈歌の「時」「桜」を「春」「柳」と趣向を変えて返す。「芽」に「目」を響かす。尊経閣文庫本、付箋「よりあはせてなくなるこゑをいとにしてわかなみたをはたまにぬかなむ」（伊勢集）。明融臨模本、付箋「あさみとり糸よりかけてー／よりあはせてなくなる聲をいとにしてわか涙をは玉にぬかなん」。古注では『源氏釈』が指摘。


柏木．５．３．１１

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　いと深ふかきよしにはあらねど1、今いまめかしう、かどありとは言いはれたまひし更衣かういなりけり。

◇　格別深い情趣があるわけではないが、当世風で、才能があると言われていらした更衣だったのである。

■　「げに、めやすきほどの用意よういなめり2」

◇　「なるほど、無難なお心づかいのようだ」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1 【いと深きよしにはあらねど】『完訳』は「即座に返歌しえた嗜みを評す」と注す。

2 【げにめやすきほどの用意なめり】夕霧の一条御息所の返歌に対する感想。


第四段　夕霧、太政大臣邸を訪問

柏木．５．４．１

■　致仕ちじの大殿おほとのに、やがて参まゐりたまへればP32、君きみたちあまたものしたまひけり。

◇　致仕の大殿に、そのまま参上なさったところ、弟君たちが大勢いらっしゃっていた。


P32 たまへれば--*給つれは


柏木．５．４．２

■　「こなたに入いらせたまへ1」

◇　「こちらにお入りあそばせ」


1 【こなたに入らせたまへ】「君たち」（柏木の弟たち）の詞。


柏木．５．４．３

■　とあれば、大臣おとどの御出居おほむいでゐの方1かたに入いりたまへり。

◇　と言うので、大臣の御客間の方にお入りになった。

■　ためらひて対面たいめんしたまへり2。

◇　悲しみを抑えてご対面なさった。

■　古ふりがたうきよげなる御容貌おほむかたち、いたう痩やせ衰おとろへて、御髭おほむひげなどもとりつくろひたまはねば、しげりて、親おやの孝けうよりも、けにやつれたまへり4。

◇　いつまでも若く美しいご容貌、ひどく痩せ衰えて、お髭などもお手入れなさらないので、いっぱい生えて、親の喪に服するよりも憔悴していらっしゃった。

■　見みたてまつりたまふより5、いと忍しのびがたければ、

◇　お会いなさるや、とても堪え切れないので、

■　「あまりにをさまらず乱みだれ落おつる涙なみだこそ、はしたなけれ」

◇　「あまりだらしなくこぼす涙は体裁が悪い」

■　と思おもへば、せめてぞもて隠かくしたまふ。

◇　と思うので、無理にお隠しになる。


1 【大臣の御出居の方】『集成』は「主人の、来客との対面所のような所。廂の間である」。『完訳』は「寝殿の表座敷のほうに」と注す。

2 【ためらひて対面したまへり】『集成』は「かたちを改めて。悲嘆にくれていた涙を収めて、の意」。『完訳

3? 【親の孝よりけにやつれたまへり】子が親の喪に服する以上のお悲しみようである、の意。

4 【けにやつれたまへり】明融臨模本、付箋「孝経／哭弗依礼亡容」とある。

5 【見たてまつりたまふより】主語は夕霧。夕霧が致仕太政大臣を。


柏木．５．４．４

■　大臣おとども、

◇　大臣も、

■　「取とり分わきて御仲おほむなかよくものしたまひしを2」

◇　「特別仲好くいらしたのに」

■　と見みたまふに、ただ降ふりに降ふり落おちて、えとどめたまはず、尽つきせぬ御事おほむことどもを聞きこえ交かはしたまふ。

◇　とお思いになると、ただ涙がこぼれこぼれて、お止めになることができず、語り尽きせぬ悲しみを互いにお話しなさる。


1? 【あまりをさまらず】以下「はしたなけれ」まで、夕霧の心中。

2 【取り分きて御仲よくものしたまひしを】定家筆本と明融臨模本は「とりわきて」とある。大島本は「とりわき」とある。『集成』『新大系』はそれぞれ底本定家筆本・大島本）のままとする。『完本』は諸本に従って「とりわき」と「て」を削除する。大臣の心中。夕霧と柏木の仲を思う。


柏木．５．４．５

■　一条いちでうの宮みやに参までたりつるありさまなど聞きこえたまふ。

◇　一条宮邸に参上した様子などを申し上げなさる。

■　いとどしう、春雨はるさめかと見みゆるまで、軒のきの雫しづくに1異ことならず、濡ぬらし添そへたまふ。

◇　ますます、春雨かと思われるまで、軒の雫と違わないほど、いっそう涙をお流しになる。

■　畳紙たたむがみに2、かの

◇　畳紙に、あの

■　「柳やなぎの芽めにぞ3」

◇　「柳の芽に」

■　とありつるを、書かいたまへるP33をたてまつりたまへば、

◇　とあったのを、お書き留めになっていたのを差し上げなさると、

■　「目めも見みえずや4」

◇　「目も見えませんよ」

■　と、おし絞しぼりつつ見みたまふ。

◇　と、涙を絞りながら御覧になる。


P33 たまへる--*給つる

1 【春雨かと見ゆるまで軒の雫に】『集成』は「「春雨」「軒の雫」は歌語」。『完訳』は「「ただ降りに降り落ちて」とある縁で、涙を季節の雨と見立てた」と注す。

2 【畳紙に】夕霧は御息所の返歌を自分の畳紙に書付けておいた。

3 【柳の芽にぞ】御息所の返歌の第二句の文句。

4 【目も見えずや】大臣の詞。終助詞「や」詠嘆。


柏木．５．４．６

■　うちひそみつつぞ見みたまふ御おほむさま、例れいは心強こころづようあざやかに、誇ほこりかなる御みけしき名残なごりなく、人悪ひとわろし。

◇　泣き顔をして御覧になるご様子、いつもは気丈できっぱりして、自信たっぷりのご様子もすっかり消えて、体裁が悪い。

■　さるは、異ことなることなかめれど、この

◇　実のところ、特別良い歌ではないようだが、この

■　「玉たまはぬく」

◇　「玉が貫く」

■　とある節ふしの、げにと思おぼさるるに、心乱こころみだれて、久ひさしうえためらひたまはず。

◇　とあるところが、なるほどと思わずにはいらっしゃれないので、心が乱れて、暫くの間、涙を堪えることができない。

柏木．５．４．７

■　「君きみの御母君おほむははぎみの2隠かくれたまへりし秋あきなむ、世よに悲かなしきことの際きはにはおぼえはべりしを、女をむなは限かぎりありて、見みる人少ひとすくなう、とあることもかかることもあらはならねば、悲かなしびも隠かくろへてなむありける。

◇　「あなたの母上がお亡くなりになった秋は、本当に悲しみの極みに思われましたが、女性というものはきまりがって、知る人も少なく、あれこれと目立つこともないので、悲しみも表立つことはないのであった。


1? 【玉は貫く】御息所の返歌の第三句の文句。

2 【君の御母君の】以下「思ひさますべからむ」まで、大臣の詞。夕霧の母葵の上の死去の際を回想。


柏木．５．４．８

■　はかばかしからねど1、朝廷おほやけも捨すてたまはず、やうやう人ひととなり、官位つかさくらゐにつけて、あひ頼たのむ人ひとびと2、おのづから次々つぎつぎに多おほうなりなどして、おどろき口惜くちをしがるも、類るいに触ふれてあるべし。

◇　ふつつかな者でしたが、帝もお見捨てにならず、だんだんと一人前になって、官位も昇るにつれて、頼りとする人々が、自然と次々に多くなってきたりして、驚いたり残念に思う者も、いろいろな関係でいることでしょう。


1 【はかばかしからねど】話題転じて、柏木についていう。

2 【あひ頼む人びと】『完訳』は「追従する者の多いのは、柏木が権勢家の道を歩んでいた証拠」と注す。


柏木．５．４．９

■　かう深ふかき思おもひは、その大方おほかたの世よのおぼえも、官***P34位***も思おもほえず。

◇　このように深い嘆きは、その世間一般の評判も、官位のことは考えていません。

■　ただことなることなかりしみづからのありさま1のみこそ、堪たへがたく恋こひしかりけれ。

◇　ただ格別人と変わったところもなかった本人の有様だけが、堪え難く恋しいのです。

■　何なにばかりのことにてか2、思おもひさますべからむ」

◇　いったいどのようにして、この悲しみが忘れられるのでしょう」

◆　 
かう ふかき おもひ は、 その おほかた の よ の おぼえ も、 つかさ くらゐ も おもほえ ず。 ただ こと なる こと なかり し みづから の ありさま のみ こそ、 たへ がたく こひしかり けれ。 なに ばかり の こと にて か、 おもひ さます べから む。"


P34 官--（/+つかさ）

1 【みづからのありさま】柏木の身の上をいう。

2 【何ばかりのことにてか】定家筆本と明融臨模本、大島本は「ことにてか」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「ことにてかは」と「は」を補訂する。


柏木．５．４．１０

■　と、空そらを仰あふぎて眺ながめたまふ。

◇　と言って、空を仰いで物思いに耽っていらっしゃる。

柏木．５．４．１１

■　夕暮ゆふぐれの雲くものけしき1、鈍色にびいろに霞かすみて、花はなの散ちりたる梢こずゑどもをも、今日けふぞ目めとどめたまふ。

◇　夕暮の雲の様子、鈍色に霞んで、花の散った梢々を、今日初めて目をお止めになる。

■　この御畳紙おほむたたむがみに2、

◇　さきほどの御畳紙に、


1 【夕暮の雲のけしき】明融臨模本、朱合点、付箋「夕暮の雲の気色を見るからになかめしとそおもふ心こそつけ／大空は恋しき人のかたみかは物おもふことに詠らるらん」（新古今集雑下、一八〇六、和泉式部と古今集恋四、七四三、酒井人真）。大島本、朱合点、行間書入「夕暮の雲の気しきをみるからになかめしとそおもふ心こそつけ」。古注では、新古今集歌は、『異本紫明抄』が指摘するが、現行の注釈書では指摘されない。古今集歌は旧注の『休聞抄』が指摘し、現行の注釈書でも指摘する。

2 【この御畳紙に】夕霧が差し上げた御息所の和歌を書いてある懐紙。


柏木．５．４．１２

■　「木この下したの雫しづくに濡ぬれてさかさまに

霞かすみの衣着ころもきたる春はるかな1」

◇　「木の下の雫に濡れて逆様に

親が子の喪に服している春です」


1 【木の下の雫に濡れてさかさまに霞の衣着たる春かな】大臣の歌。親が子の喪に服すことを「さかさまに」と言った。「霞の衣」は喪服を喩える。「木の下の雫」は亡き子を偲ぶ涙の意をこめる。


柏木．５．４．１３

■　大将だいしゃうの君きみ、

◇　大将の君、

柏木．５．４．１４

■　「亡なき人ひとも思おもはざりけむうち捨すてて

夕ゆふべの霞君着かすみきみきたれとは」

◇　「亡くなった人も思わなかったことでしょう

親に先立って父君に喪服を着て戴こうとは」

柏木．５．４．１５

■　弁べんの君きみ、

◇　弁の君、

柏木．５．４．１６

■　「恨うらめしや霞かすみの衣誰ころもたれ着きよと

春はるよりさきに花はなの散ちりけむ2」

◇　「恨めしいことよ、墨染の衣を誰が着ようと思って

春より先に花は散ってしまったのでしょう」


1? 【亡き人も思はざりけむうち捨てて夕の霞君着たれとは】夕霧の唱和歌。「亡き人」は柏木、「君」は父の大臣をさす。「着る」はそのまま用いるが、「霞の衣」を「夕の霞」と趣向を変える。

2 【恨めしや霞の衣誰れ着よと春よりさきに花の散りけむ】柏木の弟の弁の君の唱和歌。大臣の「霞の衣」「着る」「春」をそのまま用いるが、夕霧の「君」は「誰」と趣向を変える。「花」に柏木を喩える。


柏木．５．４．１７

■　御おほむわざなど、世よの常つねならず、いかめしうなむありける。

◇　ご法要などは、世間並でなく、立派に催されたのであった。

■　大将殿だいしゃうどのの北きたの方1かたをばさるものにて、殿とのは心こころことに、誦経ずきゃうなども、あはれに深ふかき心こころばへを加くはへたまふ。

◇　大将殿の北の方はもちろんのこと、殿は特別に、誦経なども手厚くご趣向をお加えなさる。


1 【大将殿の北の方】雲居雁をさす。


第五段　四月、夕霧の一条宮邸を訪問

柏木．５．５．１

■　かの一条いちでうの宮みやにも、常つねに訪とぶらひきこえたまふ1。

◇　あの一条宮邸にも、常にお見舞い申し上げなさる。

■　卯月うづきばかりの卯うの花はなは2、そこはかとなう心地ここちよげに、一ひとつ色いろなる3四方よもの梢こずゑもをかしう見みえわたるを、もの思おもふ宿やどは4、よろづのことにつけて静しづかに心細こころぼそう、暮くらしかねたまふに、例れいの渡わたりたまへり。

◇　四月ごろの卯の花は、どこそことなく心地よく、一面新緑に覆われた四方の木々の梢が美しく見わたされるが、物思いに沈んでいる家は、何につけてもひっそりと心細く、暮らしかねていらっしゃるところに、いつものように、お越しになった。


1 【常に訪らひきこえたまふ】主語は夕霧。

2 【卯月ばかりの卯の花は】定家筆本と明融臨模本、大島本は「う月はかりのうのはなは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「四月ばかりの空は」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【一つ色なる】大島本、合点、行間書入「みとりなる一色とそ春はみし」。「緑なるひとつ草とぞ春は見し秋は色々の花にぞありける」（古今集秋上、二四五、読人しらず）。古注では『河海抄』が指摘する。現行の注釈書では指摘しない。『完訳』は「一面新緑に彩られる。以下、その初夏の明るさが、悲傷のうちに荒廃した邸内を照らし出す趣」と注す。

4 【もの思ふ宿は】大島本、朱合点、行間書入「古今鳴わたるかりの涙や」と指摘。「鳴きわたる雁の涙や落ちつらむもの思ふ宿の萩の上の露」（古今集秋上、二二一、読人しらず）。古注では『異本紫明抄』が指摘する。


柏木．５．５．２

■　庭にはもやうやう青あをみ出いづる若草見わかくさみえわたり、ここかしこの砂子薄すなごうすきものの隠かくれの方かたに、蓬よも所得顔ぎもところえがほなり。

◇　庭もだんだんと青い芽を出した若草が一面に見えて、あちらこちらの白砂の薄くなった物蔭の所に、雑草がわが物顔に茂っている。

■　前栽せんさいに心入こころいれてつくろひたまひしも、心こころにまかせて茂しげりあひ、一村薄ひとむらすすきS21も1頼たのもしげに広ひろごりて、虫むしの音添ねそへむ秋思あきおもひやらるるP35より2、いとものあはれに露つゆけくて、分わけ入いりたまふ。

◇　前栽を熱心に手入れなさっていたのも、かって放題に茂りあって、一むらの薄も思う存分に延び広がって、虫の音が加わる秋が想像されると、もうとても悲しく涙ぐまれて、草を分けてお入りになる。


S21 君が植ゑし一村薄虫の音しげき野辺ともなりにけるかな（古今集哀傷-八五三　三春有助）

P35 やらるる--やられ（れ/＄）るゝ

1 【一村薄も】明融臨模本、朱合点、付箋「夕暮の一村薄露ちりて虫のねそはぬ秋かせそ吹□□僧正」。大島本、朱合点、行間書入「古今君かうへし一むらすゝき虫の音の」と指摘。「君が植ゑし一むら薄虫の音のしげき野辺ともなりにけるかな」（古今集哀傷、八五三、御春有輔）。古注では『異本紫明抄』が指摘し、現行の注釈書でも指摘する。

2 【思ひやらるるより】「るる」自発の助動詞。格助詞「より」起点を表す。『集成』は「思いやられるともう」。『完訳』は「さぞかしと思いやらずにはいられないので」と訳す。


柏木．５．５．３

■　伊予簾いよすかけ渡わたして、鈍色にびいろP36の几帳きちゃうの衣更ころもがへしたる透影すきかげ、涼すずしげに見みえて1、よき童女わらはの、こまやかに鈍にばめる汗衫かざみのつま、頭かしらつきなどほの見みえたる、をかしけれど、なほ目めおどろかるる色いろなりかし。

◇　伊予簾を一面に掛けて、鈍色の几帳を衣更えした透き影が、涼しそうに見えて、けっこうな童女の、濃い鈍色の汗衫の端、頭の恰好などがちらっと見えているのも、趣があるが、やはりはっとさせられる色である。


P36 鈍色--にひ（ひ/+い）ろ

1 【鈍色の几帳の衣更へしたる透影涼しげに見えて】『集成』は「ここは几帳の帷を夏向きにしたのが、伊予簾の隙から見える趣」と注す。


柏木．５．５．４

■　今日けふは簀子すのこにゐたまへば、茵しとねさし出いでたり。

◇　今日は簀子にお座りになったので、褥をさし出した。

■　「いと軽かるらかなる御座おましなり1」

◇　「まことに軽々しいお座席です」

■　とて、例れいの、御息所みやすどころおどろかしきこゆれど、このごろ、悩なやましとて寄より臥ふしたまへり。

◇　と言って、いつものように、御息所に応対をお促し申し上げるが、最近、気分が悪いといって物に寄り臥していらっしゃった。

■　とかく聞きこえ紛まぎらはすほど、御前おまへP37の木立こだちども、思おもふことなげなるけしきを2見みたまふも、いとものあはれなり。

◇　あれこれと座をお取り持ちする間、御前の木立が、何の悩みもなさそうに茂っている様子を御覧になるにつけても、とてもしみじみとした思いがする。


P37 御前--を（を/＃お）まへ

1 【いと軽らかなる御座なり】女房の詞。

2 【思ふことなげなるけしきを】擬人法。木立が何の悩みもなさそうに生い茂る風情を夕霧がご覧になるにつけても、の意。


柏木．５．５．５

■　柏木かしはぎと楓かへでとの、ものよりけに若わかやかなる色いろして、枝えださし交かはしたるを、

◇　柏木と楓とが、他の木々よりも一段と若々しい色をして、枝をさし交わしているのを、

柏木．５．５．６

■　「いかなる契ちぎりにか、末逢すゑあへる頼たのもしさよ1」

◇　「どのような前世の縁でか、枝先が繋がっている頼もしさだ」


1 【いかなる契りにか末逢へる頼もしさよ】夕霧の詞。独言。連理の枝を見ての感想。


柏木．５．５．７

■　などのたまひて、忍しのびやかにさし寄よりて、

◇　などとおっしゃって、目立たないように近寄って、

柏木．５．５．８

■　「ことならば馴ならしの枝えだにならさなむ

葉守はもりの神かみS22の許ゆるしありきと2

◇　「同じことならばこの連理の枝のように親しくして下さい

葉守の神の亡き方のお許があったのですからと


S22 楢の葉の葉守の神のましけるを知らで折りし祟りなさるな（後撰集雑二-一一八三　藤原仲平）

1? 【さしよりて】御簾の際に近づいて、の意。

2 【ことならば馴らしの枝にならさなむ葉守の神の許しありきと】明融臨模本、付箋「柏木に葉守の神のましけるをしらてそおりしたゝりなさるな／大和ニ枇杷殿＜左大臣仲平＞よりとしこか家に柏木のありけるを折におこせたりけるを／我やとはいつならしてかならのはのならしかほには折にをこする」。大島本、行間書入「我やとをいつかは君かならの葉のならしかほにもおりにおこするとしこ返事／かしは木に葉もりの神のましけるをしらてそおりしたゝりなさるな左大臣仲平」と指摘。「我が宿をいつならしてか楢の葉をならし顔には折りておこする」（後撰集雑二、一一八三、俊子）「楢の葉の葉守の神のましけるを知らで折りしたたりなさるな」（後撰集雑二、一一八四、枇杷左大臣）。古注では『異本紫明抄』が指摘する。


柏木．５．５．９

■　御簾みすの外との隔へだてあるほどこそ、恨うらめしけれ」

◇　御簾の外に隔てられているのは、恨めしい気がします」

柏木．５．５．１０

■　とて、長押なげしに寄よりゐたまへり。

◇　と言って、長押に寄りかかっていらっしゃった。

柏木．５．５．１１

■　「なよび姿1すがたはた、いといたうたをやぎけるP38をや」

◇　「くだけたお姿もまた、とてもたいそうしなやかでいらっしゃること」


P38 たをやぎける--たをや（や/+き）ける

1 【なよび姿】以下「たをやぎけるをや」まで、女房の噂。


柏木．５．５．１２

■　と、これかれつきしろふ。

◇　と、お互いにつつき合っている。

■　この御おほむあへしらひきこゆる少将せうしゃうの君きみといふ人ひとして、

◇　お相手を申し上げる少将の君という人を使って、

柏木．５．５．１３

■　「柏木かしはぎに葉守はもりの神かみはまさずとも

人ひとならすべき宿やどの梢こずゑか1

◇　「柏木に葉守の神はいらっしゃらなくても

みだりに人を近づけてよい梢でしょうか


1 【柏木に葉守の神はまさずとも人ならすべき宿の梢か】少将の君の返歌。「葉守の神」は柏木に宿るということから、「柏木」「葉守の神」を用い、「神の許し」に対して、「神はまさずとも」「なさすべき」という反語表現で切り返す。


柏木．５．５．１４

■　うちつけなる1御言おほむことの葉はになむ、浅あさう思おもひたまへなりぬる」

◇　唐突なお言葉で、いい加減なお方と思えるようになりました」


1 【うちつけなる】以下「思ひたまへなりぬる」まで、歌に添えた詞。


柏木．５．５．１５

■　と聞きこゆれば、げにと思おぼすに、すこしほほ笑ゑみたまひぬ。

◇　と申し上げたので、なるほどとお思いになると、少し苦笑なさった。

第六段　夕霧、御息所と対話

柏木．５．６．１

■　御息所みやすどころゐざり出いでたまふけはひすれば、やをらゐ直なほりたまひぬ。

◇　御息所のいざり出でなさるご様子がするので、静かに居ずまいを正しなさった。

柏木．５．６．２

■　「憂うき世よの中なかを1、思おもひたまへ沈しづむ月日つきひの積つもるけぢめにや、乱みだり心地ごこちも、あやしうほれぼれしうて過すぐしはべるを、かくたびたび重かさねさせたまふ御訪おほむとぶらひの、いとかたじけなきに、思おもひたまへ起おこしてなむ」

◇　「嫌な世の中を、悲しみに沈んで月日を重ねてきたせいでしょうか、気分の悪いのも、妙にぼうっとして過ごしておりますが、このように度々重ねてお見舞い下さるのが、まことにもったいので、元気を奮い起こしまして」


1 【憂き世の中を】以下「思ひたまへ起こしてなむ」まで、御息所の詞。


柏木．５．６．３

■　とて、げに悩なやましげなる御おほむけはひなり。

◇　と言って、本当に苦しそうなご様子である。

柏木．５．６．４

■　「思おもほし嘆なげくは1、世よのことわりなれど2、またいとさのみはいかが。

◇　「お嘆きになるのは、世間の道理ですが、またそんなに悲しんでばかりいられるのもいかがなものかと。

■　よろづのこと、さるべきにこそはべめれ。

◇　何事も、前世からの約束事でございましょう。

■　さすがに限かぎりある世よになむ3」

◇　何といっても限りのある世の中です」


1 【思ほし嘆くは】以下「限りある世になむ」まで、夕霧の詞。

2 【世のことわりなれど】大島本、朱合点、行間書入「松風のふけはさすかにわひしはた世のことはりと思ふ物から」と指摘。「秋風の吹けばさすがに侘しきは世のことわりと思ふ物から」（後撰集秋上、二五〇、読人しらず）。古注では『異本紫明抄』が指摘するが、現行の注釈書では指摘されない。

3 【さすがに限りある世になむ】『集成』は「やはり世間とはそうしたものでございます。いくら悲しくても、いつまでも悲しんではいられない、というほどの意」と注す。


柏木．５．６．５

■　と、慰なぐさめきこえたまふ。

◇　と、お慰め申し上げなさる。

柏木．５．６．６

■　「この宮みやこそ1、聞ききしよりは心こころの奥見おくみえたまへ、あはれ、げに、いかに人笑ひとわらはれなることを取とり添そへて思おぼすらむ2」

◇　「この宮は、聞いていたよりも奥ゆかしいところがお見えになるが、お気の毒に、なるほど、どんなにか外聞の悪い事を加えてお嘆きになっていられることだろう」


1 【この宮こそ】以下「取り添へて思すらむ」まで、夕霧の心中。落葉宮を思う。

2 【げにいかに人笑はれなることを取り添へて思すらむ】『集成』は「ほんとに、どんなにか世間の笑いものになることを、死別の悲しみに加えて、お悩みのことだろう。皇女としての体面を苦にしておいでだろう、の意」と注す。


柏木．５．６．７

■　と思おもふもただならねば、いたう心こころとどめて、御おほむありさまも問とひきこえたまひけり。

◇　と思うと心が動くので、たいそう心をこめて、ご様子をもお尋ね申し上げなさった。

柏木．５．６．８

■　「容貌かたちぞいとまほには1えものしたまふまじけれど、いと見苦みぐるしうかたはらいたきほどにだにあらずは、などて、見みる目めにより2人ひとをも思おもひ飽あきS23、また、さるまじきに心こころをも惑まどはすべきぞ。

◇　「器量などはとても十人並でいらっしゃるまいけれども、ひどくみっともなくて見ていられない程でなければ、どうして、見た目が悪いといって相手を嫌いになったり、また、大それたことに心を迷わすことがあってよいものか。

■　さま悪あしや。

◇　みっともないことだ。

■　ただ、心こころばせのみこそ、言いひもてゆかむには、やむごとなかるべけれ」

◇　ただ、気立てだけが、結局は、大切なのだ」

■　と思おもほす。

◇　とお考えになる。


S23 伊勢の海人の朝な夕なにかづくてふみるめに人を飽くよしもがな（古今集恋四-六八三　読人しらず）

1 【容貌ぞいとまほには】以下「やむごとなかるべけれ」まで、夕霧の心中。『完訳』は「ご器量はそれほど申し分のないというほどではいらっしゃらないようだけれど」「柏木の情愛の薄さを根拠に推量」と注す。

2 【見る目により】明融臨模本、朱合点。大島本、朱合点、行間書入「伊勢の海人の朝な夕なに」。「伊勢の海人の朝な夕なにかづくてふみるめに人をあくよしもがな」（古今集恋四、六八三、読人しらず）。古注では『異本紫明抄』が指摘する。


柏木．５．６．９

■　「今いまはなほ2昔むかしに思おもほしなずらへて、疎うとからずもてなさせたまへ」

◇　「今はやはり故人と同様にお考え下さって、親しくお付き合い下さいませ」


1? 【人をも思ひ飽きまたさるまじき心をも惑はすべきぞ】『集成』は「柏木のことを思うのである」と注す。

2 【今はなほ】以下「もてなさせたまへ」まで、夕霧の詞。


柏木．５．６．１０

■　など、わざと懸想けさうびてはあらねど、ねむごろにけしきばみて聞きこえたまふ。

◇　などと、特に色めいたおっしゃりようではないが、心を込めて気のある申し上げ方をなさる。

■　直衣姿なほしすがたいとあざやかにて、丈たけだちものものしう、そぞろかP39に1ぞ見みえたまひける。

◇　直衣姿がとても鮮やかで、背丈も堂々と、すらりと高くお見えであった。


P39 そぞろか--*そろゝか

1 【そぞろかに】定家筆本と明融臨模本は「そろゝかに」とある。大島本は「そゝろかに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「そぞろかに」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のままとする。


柏木．５．６．１１

■　「かの大殿おとどは1、よろづのことなつかしうなまめき、あてに愛敬あいぎゃうづきたまへることの並ならびなきなり」

◇　「お亡くなりになった殿は、何事にもお優しく美しく、上品で魅力的なところがおありだったことは無類でした」


1 【かの大殿は】以下「人に似ぬや」まで、女房の詞。「かの大殿」は柏木をさす。夕霧との比較。


柏木．５．６．１２

■　「これは、男々ををしうはなやかに、あなきよらと、ふと見みえたまふにほひぞ、人ひとに似にぬや」

◇　「こちらは、男性的で派手で、何と美しいのだろうと、直ぐにお見えになる美しさは、ずば抜けています」

柏木．５．６．１３

■　と、うちささめきP40て、

◇　と、ささやいて、


P40 ささめき--△△（△△/＃さゝ）めき


柏木．５．６．１４

■　「同おなじうは、かやうにても出いで入いりたまはましかば」

◇　「同じことなら、このようにしてお出入りして下さったならば」

柏木．５．６．１５

■　など、人ひとびと言いふめり。

◇　などと、女房たちは言っているようである。

柏木．５．６．１６

■　「右将軍いうしゃうぐんが墓つかに草初くさはじめて青あをしS24,2」

◇　「右将軍の墓に草初めて青し」


S24 天与善人吾不信　右将軍墓草初秋（本朝秀句-河海抄所引）

1? 【同じうはかやうにて出で入りたまはましかば】女房の詞。反実仮想がやがて本物の事態となる。

2 【右将軍が墓に草初めて青し】夕霧の詞。口ずさみ。明融臨模本、付箋「右大将保忠カ事ヲ作レル也／天與善人吾不信／右将軍墓草初青（秋）紀在昌」。大島本、行間書入「時平子右大将保忠墓ヲシテ紀在昌作詩右将軍カ墓草初秋ナリ」。中山家本、朱合点、奥入「天與善人吾不信右将軍墓草初青」と指摘。古注では『源氏釈』が「天與善人吾不信右将軍墓草初青（秋）」と指摘する。紀在昌の詩句は『本朝秀句』所収。現在逸書。『河海抄』所引によれば、原詩は「初青」ではなく「初秋」とあった。夕霧が言い換えたものか。


柏木．５．６．１７

■　と、うち口くちずさびて、それもいと近ちかき世よのことなれば1、さまざまに近ちかう遠とほう、心乱こころみだるやうなりし世よの中なかに、高たかきも下くだれるも、惜をしみあたらしがらぬはなきも、むべむべしき方かたをばさるものにて、あやしう情なさけを立たてたる人ひとにぞものしたまひければ、さしもあるまじき公人おほやけびと、女房にょうばうなどの年古としふるめきたるどもP41さへ、恋こひ悲かなしびきこゆる。

◇　と口ずさんで、それも最近の事だったので、あれこれと近頃も昔も、人の心を悲しませるような世の中の出来事に、身分の高い人も低い人も、惜しみ残念がらない者がないのも、もっともらしく格式ばった事柄はそれとして、不思議と人情の厚い方でいらっしゃったので、大したこともない役人、女房などの年取った者たちまでが、恋い悲しみ申し上げた。

■　まして、上うへには、御遊おほむあそびなどの折をりごとにも、まづ思おぼし出いでてなむ、しのばせたまひける。

◇　それ以上に、主上におかせられては、管弦の御遊などの折毎に、まっさきにお思い出しになって、お偲びあそばされた。


P41 たるども--たる（る/+と）も

1 【それもいと近き世のことなれば】右大将藤原保忠の死去は朱雀天皇の承平六年（九三六）七月十四日。四十七歳。


柏木．５．６．１８

■　「あはれ、衛門督2ゑもんのかみ」

◇　「ああ、衛門督よ」


1? 【むべむべしき方をさるものにて】『集成』は「人柄の表立った面は言うまでもないとして」「公人としての才幹、学識、技芸といった面をいう」。『完訳』は「もっともらしく格式ばった事柄。公人としての才学、技芸」と注す。

2 【あはれ衛門督】『新し大系』は「あああ、衛門督よ。物語の読者は前の女三宮へことづけた柏木の「あはれとだにのたまはせよ」という遺志が残されたみなに行き渡っている感じを受け取る」と注す。


柏木．５．６．１９

■　といふ言種ことぐさ、何なにごとにつけても言いはぬ人ひとなし。

◇　と言う口癖を、何事につけても言わない人はいない。

■　六条院ろくでうのゐんには、ましてあはれと思おぼし出いづること、月日つきひに添そへて多おほかり。

◇　六条院におかれては、まして気の毒にとお思い出しになること、月日の経つにつれて多くなっていく。

柏木．５．６．２０

■　この若君わかぎみを、御心一おほむこころひとつには形見かたみと見みなしたまへど、人ひとの思おもひ寄よらぬことなれば、いとかひなし。

◇　この若君を、お心の中では形見と御覧になるが、誰も知らないことなので、まことに何の張り合いもない。

■　秋あきつ方かたになれば、この君きみは、ゐざりなど1。

◇　秋頃になると、この若君は、這い這いをし出したりなどして。


1 【この君はゐざりなど】河内本はこの後にさらに五十八字の文章が続く。別本では御物本と保坂本に同文がある。大島本は切り裂いて削除した跡が見られる。言いさした終わり方である。



３７． 横笛 (よこぶえ)

第一章　光る源氏の物語　薫の成長

第一段　柏木一周忌の法要

横笛．１．１．１

■　故権大納言こだいなごんのはかなく亡うせたまひにし悲かなしさを1、飽あかず口惜くちをしきものに、恋こひしのびたまふ人多ひとおほかり。

◇　故権大納言があっけなくお亡くなりになった悲しさを、いつまでも残念なことに、恋い偲びなさる方々が多かった。

■　六条院ろくでうのゐんにも、おほかたにつけてだに、世よにめやすき人ひとの亡なくなるをば、惜をしみたまふ御心みこころに、まして、これは、朝夕あさゆふに親したしく参まゐり馴なれつつ、人ひとよりも御心みこころとどめ思おぼしたりしかば、いかにぞやとP1、思おぼし出いづることはありながら2、あはれは多おほく、折々をりをりにP2つけてしのびたまふ。

◇　六条院におかれても、特別の関係がなくてさえ、世間に人望のある人が亡くなるのは、惜しみなさるご性分なので、なおさらのこと、この人は、朝夕に親しくいつも参上しいしい、誰よりもお心を掛けていらしたので、どうにもけしからぬと、お思い出しなさることはありながら、哀悼の気持ちは強く、何かにつけてお思い出しになる。


P1 いかにぞやと--*いかにそや

P2 折々に--おり／＼（／＼/+に〈朱〉）

1 【故権大納言のはかなく亡せたまひにし悲しさを】柏木は権大納言に昇進してまもなく死去。

2 【いかにぞやと思し出づることはありながら】大島本は「いかにそや」とある。いま、私に「と」を補訂した。『完訳』は「以下、源氏の愛憎半ばする気持」と注す。「いかにぞや」の下に引用の格助詞「と」が省略された形。


横笛．１．１．２

■　御果おほむはてにも1、誦経ずきゃうなど、取とり分わきせさせたまふ。

◇　ご一周忌にも、誦経などを、特別おさせになる。

■　よろづも知しらず顔がほにいはけなき御おほむありさまを2見みたまふにも、さすがにいみじくあはれなれば、御心みこころのうちに、また心こころざしたまうて3、黄金百両こがねひゃくりゃうをなむ別べちにせさせたまひける。

◇　何事も知らない顔の幼い子のご様子を御覧になるにつけても、何といってもやはり不憫でならないので、内中密かに、また志立てられて、黄金百両を別にお布施あそばすのであった。

■　大臣おとどは、心こころも知しらで4ぞかしこまり喜よろこびきこえさせたまふ。

◇　父大臣は、事情も知らないで恐縮してお礼を申し上げさせなさる。


1 【御果てにも】柏木の一周忌の法要。昨年の春二月に死去（花鳥余情）。

2 【よろづも知らず顔にいはけなき御ありさまを】薫、数え年二歳。

3 【御心のうちにまた心ざしたまうて】『集成』は「内心ひそかに、薫の分として別に追善供養を志されて」と注訳す。

4 【大臣は心も知らで】致仕大臣は柏木の死亡の原因と薫の誕生の経緯を知らないで、の意。


横笛．１．１．３

■　大将だいしゃうの君きみも、ことども多おほくしたまひ、とりもちてねむごろに営いとなみたまふ。

◇　大将の君も、供養をたくさんなさり、ご自身も熱心に法要のお世話をなさる。

■　かの一条いちでうの宮みやをも1、このほどの御心みこころざし深ふかく訪とぶらひきこえたまふ。

◇　あの一条宮に対しても、一周忌に当たってのお心遣いも深くお見舞い申し上げなさる。

■　兄弟はらからの君きみたちよりもまさりたる御心みこころのほどを、いとかくは思おもひきこえざりきと、大臣おとど、上うへも、喜よろこびきこえたまふ。

◇　兄弟の君たちよりも優れたお気持ちのほどを、とてもこんなにまでとはお思い申さなかったと、大臣、母上もお喜び申し上げなさる。

■　亡なき後あとにも、世よのおぼえ重おもくものしたまひけるほどの見みゆるに、いみじうあたらしうのみ、思おぼし焦こがるること、尽つきせず。

◇　亡くなった後にも、世間の評判の高くていらっしゃったことが分かるので、ひどく残念がり、いつまでも恋い焦がれること、限りがない。


1 【かの一条の宮をも】柏木の未亡人落葉宮をさす。


第二段　朱雀院、女三の宮へ山菜を贈る

横笛．１．２．１

■　山やまの帝みかどは1、二にの宮みやも、かく人笑ひとわらはれなるやうにて眺ながめたまふなり2、入道にふだうの宮みやも、この世よの人ひとめかしきかたは、かけ離はなれたまひぬれば、さまざまに3飽あかず思おぼさるれど、すべてこの世よを思おぼし悩なやまじ4、と忍しのびたまふ。

◇　山の帝は、二の宮も、このように人に笑われるような境遇になって物思いに沈んでいらっしゃるといい、入道の宮も、現世の普通の人らしい幸せは、一切捨てておしまいになったので、どちらも物足りなくお思いなさるが、総じてこの世の事を悩むまい、と我慢なさる。

■　御行おほむおこなひのほどにも、

◇　御勤行をなさる時にも、

■　「同おなじ道みちをこそは勤つとめたまふらめ5」

◇　「同じ道をお勤めになっているのだろう」

■　など思おぼしやりて、かかるさまになりたまて後のちは、はかなきことにつけても、絶たえず聞きこえたまふ。

◇　などとお思いやりになって、このように尼になられてから後は、ちょっとしたことにつけても、絶えずお便りを差し上げなさる。


1 【山の帝は】朱雀院。西山に住む。

2 【二の宮もかく人笑はれなるやうにて眺めたまふなり】連用中止形。「入道の宮も」と並立の構文をつくる。『集成』は「以下、朱雀院の心中の思い」。『完訳』は「臣下に降嫁したあげく未亡人となったので世間の物笑いだとする。母の御息所と同様、内親王の誇りを傷つけられた思い。被害者意識が強い」と注す。

3 【かけ離れたまひぬればさまざまに】心中文が地の文に融合。

4 【すべてこの世を思し悩まじ】朱雀院の心中を間接話法で語る。「悩まじ」の主語は朱雀院だが、「思し」という語り手の敬語が混入する。

5 【同じ道をこそは勤めたまふらめ】朱雀院の心中。「らめ」推量の助動詞、視界外推量の意。はるか西山から京の女三の宮を思いやっているニュアンス。


横笛．１．２．２

■　御寺みてらのかたはら近ちかき林はやしに抜ぬき出いでたる筍たかうな、そのわたりの山やまに掘ほれる野老ところなどの、山里やまざとにつけてはあはれなれば、たてまつれたまふとて、御文おほむふみこまやかなる端はしに、

◇　お寺近くの林に生え出した筍、その近辺の山で掘った山芋などが、山里の生活では風情があるものなので、差し上げようとなさって、お手紙を情愛こまやかにお書きになった端に、

横笛．１．２．３

■　「春はるのの野山やま、霞かすみも1たどたどしけれど、心こころざし深ふかく堀ほり出いでさせてはべるしるしばかりになむ3。

◇　「春の野山は、霞がかかってはっきりしませんが、深い心をこめて掘り出させたものでございます。


1 【春の野山霞も】以下「いと難きわざになむある」まで、朱雀院から女三の宮への手紙。

2? 【心ざし深く掘り出でさせてはべる】『集成』は「そなたに差し上げようと心をこめて深い土の中から掘り出させましたものを」。『完訳』は「あなたをお慰めしたく深い思いから掘り出させましたもの」と訳す。「深く」は「志深く」と「（地中）深く掘り出させ」の掛詞的表現。「させ」使役の助動詞。「て」完了の助動詞。人をして掘り出させた、の意。

3 【しるしばかりになむ】「なむ」係助詞の下に「はべる」などの語句が省略。


横笛．１．２．４

■　世よを別わかれ入いりなむ道みちはおくるとも

同おなじところを君きみも尋たづねよ

◇　この世を捨ててお入りになった道はわたしより遅くとも

同じ極楽浄土をあなたも求めて来て下さい

横笛．１．２．５

■　いと難かたきわざになむある2」

◇　とても難しい事ですよ」


1? 【世を別れ入りなむ道はおくるとも同じところを君も尋よ】「野老（ところ）」を詠み込み、「野老」に「所」を懸ける。

2 【いと難きわざになむある】歌に添えた言葉。極楽往生は難しいことをいう。


横笛．１．２．６

■　と聞きこえたまへるを、涙なみだぐみて見みたまふほどに、大殿おとどの君渡きみわたりたまへり。

◇　とお便り申し上げなさったのを、涙ぐんで御覧になっているところに、大殿の君がお越しになった。

■　例れいならず、御前近おまへちかき櫑子らいしども1を、

◇　いつもと違って、御前近くに櫑子がいくつもあるので、

■　「なぞ、あやし2」

◇　「何だろう、おかしいな」

■　と御覧ごらんずるに、院ゐんの御文おほむふみなりけり。

◇　と御覧になると、院からのお手紙なのであった。

■　見みたまへば、いとあはれなり。

◇　御覧になると、とても胸の詰まる思いがする。


1 【櫑子ども】櫑子、『和名抄』は酒器、『河海抄』は高坏の形をした菓子などを入れる器と注す。

2 【なぞあやし】源氏の心中。


横笛．１．２．７

■　「今日けふか、明日あすかの心地ここちするを、対面たいめんの心こころにかなはぬこと1」

◇　「わが命も今日か、明日かの心地がするのに、思うままにお会いすることができないのが辛いことです」


1 【今日か明日かの心地するを対面の心にかなはぬこと】朱雀院の手紙の一節。


横笛．１．２．８

■　など、こまやかに書かかせたまへり。この「同おなじところ」の御おほむともなひを、ことにをかしき節ふしもなき。聖言葉ひじりことばなれど、「げに、さぞ思おぼすらむかし1。我われさへおろかなるさまに見みえたてまつりて2、いとどうしろめたき御思おほむおもひの添そふべかめるを、いといとほし3」と思おぼす。

◇　などと、情愛こまやかにお書きあそばしていらっしゃった。この「同じ極楽浄土」へ御一緒にとのお歌を、特別に趣があるものではない、僧侶らしい言葉遣いであるが、「いかにも、そのようにお思いのことだろう。自分までが疎略にお世話しているというふうをお目に入れ申して、ますます御心配あそばされることになろうことを、おいたわしい」とお思いになる。


1 【げにさぞ思すらむかし】以下「いといとほし」まで、源氏の心中。

2 【我さへおろかなるさまに見えたてまつりて】「疎かなるさま」は、女三の宮を出家させたことをさす。「見えたてまつりて」は朱雀院のお目に入れて、の意。

3 【いといとほし】朱雀院に対する憐愍の情。


横笛．１．２．９

■　御返おほんかへりつつましげに書かきたまひて1、御使おほむつかひには、青鈍あをにびの綾一襲あやひとかさねたまふP3賜**ふ。

◇　お返事は恥ずかしげにお書きになって、お使いの者には、青鈍の綾を一襲をお与えなさる。

■　書かき変かへたまへりける紙かみの、御几帳みきちゃうの側そばよりほの見みゆるを、取とりて見みたまへば、御手おほむてはいとはかなげにて、

◇　書き変えなさった紙が、御几帳の端からちらっと見えるのを、取って御覧になると、ご筆跡はとても頼りない感じで、

◆　 
おほん-かへり つつましげ に かき たまひ て、 おほむ-つかひ に は、 あをにび の あや ひと-かさね たまふ。 かき かへ たまへ り ける かみ の、 み-きちゃう の そば より ほの-みゆる を、 とり て み たまへ ば、 おほむ-て は いと はかなげ にて、


P3 一襲--（/+一）かさね

1 【御返りつつましげに書きたまひて】『完訳』は「恥ずかしげに。源氏への遠慮」と注す。


横笛．１．２．１０

■　「憂うき世よにはあらぬところのゆかしくて

背そむく山路やまぢに思おもひこそ入いれ1」

◇　「こんな辛い世の中とは違う所に住みたくて

わたしも父上と同じ山寺に入りとうございます」


1 【憂き世にはあらぬところのゆかしくて背く山路に思ひこそ入れ】女三の宮の返歌。「野老」を受けてそのまま、「世」は「憂き世」、「道」は「山路」と言い換えて返す。「ところ」は「野老」と「所」の掛詞。


横笛．１．２．１１

■　「うしろめたげなる御みけしき1なるに、このあらぬ所求ところもとめたまへる2、いとうたて、心憂こころうし3」

◇　「ご心配なさっているご様子なのに、ここと違う住み処を求めていらっしゃる、まことに嫌な、辛いことです」


1 【うしろめたげなる御けしき】以下「心憂し」まで、源氏の詞。「うしろめたげなる御けしき」の主語は朱雀院。

2 【このあらぬ所求めたまへる】『完訳』は「この返歌は、六条院での世話を思う自分（源氏）の気持に背くとする。朱雀院への面目が立たない」と注す。

3 【いとうたて心憂し】『集成』は「本当につらく情けないことです。六条の院の生活を厭うとはひどい、と恨む」と注す。


横笛．１．２．１２

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

横笛．１．２．１３

■　今いまは、まほにも見みえたてまつりたまはず1、いとうつくしうらうたげなる御額髪おほむひたひがみ、面つらつきのをかしさ、ただ稚児ちごのやうに見みえたまひて、いみじうらうたきを見みたてまつりたまふにつけては、

◇　今では、まともにお顔をお合わせ申されず、とても美しくかわいらしいお額髪、お顔の美しさ、まるで子供のようにお見えになって、たいそういじらしいのを拝見なさるにつけては、

■　「など、かうはなりにしことぞ2」

◇　「どうして、このようになってしまったことか」

■　と、罪得つみえぬべく思おぼさるれば3、御几帳みきちゃうばかり隔へだてて、またいとこよなう気遠けどほく、疎々うとうとしうはあらぬほどに、もてなしきこえてぞおはしける。

◇　と、罪悪感をお感じになるので、御几帳だけを隔てて、また一方でたいそう隔たった感じで、他人行儀にならない程度に、お扱い申し上げていらっしゃるのだった。


1 【今はまほにも見えたてまつりたまはず】出家後の女三の宮は源氏とは几帳越しに対面する生活となっている。

2 【などかうはなりにしことぞ】源氏の心中。『集成』は「なぜ尼になってしまったのか、と悔やむ気持」と注す。

3 【罪得ぬべく思さるれば】『完訳』は「宮が出家に追い込まれたのは、わが至らなさかと罪悪感を抱く」と注す。


第三段　若君、竹の子を噛る

横笛．１．３．１

■　若君わかぎみは1、乳母めのとのもとに寝ねたまへりける、起おきて這はひ出いでたまひて、御袖おほむそでを引ひきまつはれたてまつりたまふさま2、いとうつくし。

◇　若君は、乳母のもとでお寝みになっていたが、起きて這い出しなさって、お袖を引っ張りまとわりついていらっしゃる様子、とてもかわいらしい。


1 【若君は】薫。

2 【御袖を引きまつはれたてまつりたまふさま】「御袖」は源氏の袖をさす。


横笛．１．３．２

■　白しろき羅うすものに、唐からの小紋こもんの紅梅こうばいの御衣おほむぞの裾すそ、いと長ながくしどけなげに引ひきやられて、御身おほむみはいとあらはにて、うしろの限かぎりに着きなしたまへるさまは、例れいのことなれど1、いとらうたげに白しろくそびやかに、柳やなぎを削けづりて作つくりたらむやうなり。

◇　白い羅に、唐の小紋の紅梅のお召し物の裾、とても長くだらしなく引きずられて、お身体がすっかりあらわに見えて、後ろの方だけが着ていらっしゃる恰好は、幼児の常であるが、とてもかわいらしく色白ですんなりとして、柳の木を削って作ったようである。


1 【例のことなれど】『集成』は「幼児の常ではあるが」と訳す。


横笛．１．３．３

■　頭かしらは露草つゆくさしてことさらに色いろどりたらむ心地ここちして、口くちつきうつくしうにほひ、まみのびらかに、恥はづかしう薫かをりたるなどは、なほいとよく思おもひ出いでらるれど、

◇　頭は露草で特別に染めたような感じがして、口もとはかわいらしく艶々として、目もとがおっとりと、気がひけるほど美しいのなどは、やはりとてもよく思い出さずにはいられないが、

横笛．１．３．４

■　「かれは、いとかやうに1際離きははなれたるきよらはなかりしものを、いかでかからむ。

◇　「あの人は、とてもこのようにきわだった美しさはなかったが、どうしてこんなに美しいのだろう。

■　宮みやにも似にたてまつらず、今いまより気高けだかくものものしう、さま異ことに見みえたまへるけしきなどは、わが御鏡おほむかがみの影かげにも似にげなからず」

◇　母宮にもお似申さず、今から気品があり立派で、格別にお見えになる様子などは、自分が鏡に映った姿にも似てはいないこともないな」

■　見みなされたまふ2。

◇　というお気持ちになる。


1 【かれはいとかやうに】以下「似げなからず」まで、源氏の心中。『完訳』は「以下、「にげなからず」まで、源氏の心中。直接話法による」と注す。

2 【似げなからず見なされたまふ】引用の格助詞「と」がなく、心中文が地の文に流れる形。


横笛．１．３．５

■　わづかに歩あゆみなどしたまふほどなり1。

◇　やっとよちよち歩きをなさる程である。

■　この筍たかうなの櫑子らいしに、何なにとも知しらず立たち寄よりて、いとあわたたしう取とり散ちらして、食くひかなぐりなどしたまへば、

◇　この筍が櫑子に、何であるのか分からず近寄って来て、やたらにとり散らかして、食いかじったりなどなさるので、


1 【わづかに歩みなどしたまふほどなり】薫、この時満一歳一か月。


横笛．１．３．６

■　「あな、らうがはしや1。

◇　「まあ、お行儀の悪い。

■　いと不便ふびんP4なり。

◇　いけません。

■　かれ取とり隠かくせ。

◇　あれを片づけなさい。

■　食くひ物ものに目めとどめたまふと、もの言いひさがなき女房にょうばうもこそ言いひなせ」

◇　食べ物に目がなくていらっしゃると、口の悪い女房が言うといけない」


P4 不便--ふむ（む/＄〈朱〉）ひん

1 【あならうがはしや】以下「女房もこそ言ひなせ」まで、源氏の詞。


横笛．１．３．７

■　とて、笑わらひたまふ。

◇　と言って、お笑いになる。

■　かき抱いだきたまひて、

◇　お抱き寄せになって、

横笛．１．３．８

■　「この君きみのまみの1いとけしきあるかな2。

◇　「若君の目もとは普通と違うな。

■　小ちひさきほどの稚児ちごを、あまた見みねばにやあらむ、かばかりのほどは、ただいはけなきものとのみ見みしを、今いまよりいとけはひ異ことなるこそ、わづらはしけれ3。

◇　小さい時の子を、多く見ていないからだろうか、これくらいの時は、ただあどけないものとばかり思っていたが、今からとても格別すぐれているのが、厄介なことだ。

■　女宮をむなみやものしたまふめるあたりに、かかる人生ひとおひ出いでて、心苦こころぐるしきこと、誰たがP5ためにもありなむかし4。

◇　女宮がいらっしゃるようなところに、このような人が生まれて来て、厄介なことが、どちらにとっても起こるだろうな。


P5 誰が--たる（る/＄か〈朱〉）

1 【この君のまみの】以下「花の盛りはありなめど」まで、源氏の詞。

2 【いとけしきあるかな】『集成』は「なんと非凡なことよ」と訳す。『完訳』は「以下、源氏は薫の美しさを逆説的に賞賛。心中には密通事件を回顧しつつ、この子の将来を懸念」と注す。

3 【今よりいとけはひ異なるこそわづらはしけれ】『完訳』は「異様なまでもの美しさが厄介」と注す。

4 【女宮ものしたまふめるあたりにかかる人生ひ出でて心苦しきこと誰がためにもありなむかし】「女宮」は明石女御腹の女一の宮をさし、「誰がため」は女一の宮と薫をさす。紫の上の養女となって六条院に住んでいる。『集成』は「冗談ながら、暗に柏木のような恋愛事件を起すのではないか、という含みがある」と注す。


横笛．１．３．９

■　あはれ、そのおのおのの生おひゆく末すゑまでは、見果みはてむとすらむやは1。

◇　ああ、この人たちが育って行く先までは、見届けることができようか。

■　花はなの盛さかりは、ありなめどS1」

◇　花の盛りにめぐり逢うことは、寿命あってのことだ」


S1 春ごとに花の盛りはありなめどあひ見むことは命なりけり（古今集春下-九七　読人しらず）

1 【見果てむとすらむやは】「やは」反語表現。


横笛．１．３．１０

■　とP6、うちまもりきこえたまふ。

◇　と言って、じっとお見つめ申していらっしゃる。


P6 と--*ナシ


横笛．１．３．１１

■　「うたて、ゆゆしき御おほむことにも2」

◇　「何とまあ、縁起でもないお言葉を」


1? 【花の盛りはありなめどと】大島本は「ありなめと」とある。『集成』『完本』『新大系』は「…ありなめど」と」と引用の格助詞「と」を補訂する。「春ごとに花の盛りはありなめどあひ見むことは命なりけり」（古今集春下、九七、読人しらず）。

2 【うたてゆゆしき御ことにも】女房たちの詞。


横笛．１．３．１２

■　と、人ひとびとは聞きこゆ。

◇　と、女房たちは申し上げる。

横笛．１．３．１３

■　御歯おほむはの生おひ出いづるに食くひ当あてむとて、筍たかうなをつと握にぎり待もちて、雫しづくもよよと食くひ濡ぬらしたまへば、

◇　歯の生えかけたところに噛み当てようとして、筍をしっかりと握り持って、よだれをたらたらと垂らしてお齧りになっているので、

横笛．１．３．１４

■　「いとねぢけたる色好いろごのみかな1」

◇　「変わった色好みだな」

■　とて、

◇　とおっしゃって、


1 【いとねぢけたる色好みかな】源氏の詞。『新大系』は「えらく曲がりくねった物好きであるよな。色好みは色好みでも、食べ物好みとはねじけている、との冗談」と注す。


横笛．１．３．１５

■　「憂うき節ふしも忘わすれずS2ながら呉竹くれたけの

こは捨すて難がたきものにぞありける1」

◇　「いやなことは忘れられないがこの子は

かわいくて捨て難く思われることだ」


S2 今さらに何生ひ出づらむ竹の子の憂き節しげき世とは知らずや（古今集雑下-九五七　凡河内躬恒）

1 【憂き節も忘れずながら呉竹のこは捨て難きものにぞありける】源氏の独詠歌。「憂き節」は女三の宮と柏木の密通事件をさす。「こは」は「これは」の意と「子は」の掛詞。「節」と「竹」は縁語。「今さらに何生ひ出づらむ竹の子の憂き節しげき世とは知らずや」（古今集雑下、九五七、凡河内躬恒）。


横笛．１．３．１６

■　と、率ゐて放はなちて、のたまひかくれど、うち笑わらひて、何なにとも思おもひたらず、いとそそかしう、這はひ下おり騷さわぎたまふ。

◇　と、引き離して連れて来て、お話しかけになるが、にこにことしていて、何とも分からず、とてもそそくさと、這い下りて動き回っていらっしゃる。

横笛．１．３．１７

■　月日つきひに添そへて、この君きみのうつくしうゆゆしきまで生おひまさりたまふに、まことに、この憂うき節ふし、皆思みなおぼし忘わすれぬべし。

◇　月日が経つにつれて、この君がかわいらしく不吉なまでに美しく成長なさっていくので、本当に、あの嫌なことが、すべて忘れられてしまいそうである。

横笛．１．３．１８

■　「この人ひとの出いでものしたまふべき契ちぎりにて、さる思おもひの外ほかの事こともあるにこそはありけめ。

◇　「この人がお生まれになるためのご縁で、あの思いがけない事件も起こったのだろう。

■　逃のがれ難がたかなるわざぞかし」

◇　逃れられない宿命だったのだ」

横笛．１．３．１９

■　と、すこしは思おぼし直なほさる。

◇　と、少しはお考えが改まる。

■　みづからの御宿世おほむすくせも、なほ飽あかぬこと多おほかり。

◇　ご自身の運命にもやはり不満のところが多かった。

横笛．１．３．２０

■　「あまた集つどへたまへる中なかにも、この宮みやこそは、かたほなる思おもひまじらず、人ひとの御おほむありさまも、思おもふに飽あかぬところなくてものしたまふべきを、かく思おもはざりしさまにて見みたてまつること」

◇　「大勢集っていらっしゃるご夫人方の中でも、この宮だけは、不足に思うところもなく、宮ご自身のご様子も、物足りないと思うところもなくていらっしゃるはずなのに、このように思いもかけない尼姿で拝見するとは」

横笛．１．３．２１

■　と思おぼすにつけてなむ、過すぎにし罪許つみゆるし難がたく、なほ口惜くちをしかりける。

◇　とお思いになるにつけて、過去の二人の過ちを許し難く、今も無念に思われるのであった。

第二章　夕霧の物語　柏木遺愛の笛

第一段　夕霧、一条宮邸を訪問

横笛．２．１．１

■　大将だいしゃうの君きみは、かの今いまはのとぢめにとどめし一言ひとことを、心こころひとつに思おもひ出いでつつ1、

◇　大将の君は、あの臨終の際に言い遺した一言を、心ひそかに思い出し思い出ししては、

■　「いかなりしことぞ2」

◇　「どういうことであったのか」

■　とは、いと聞きこえまほしう、御みけしきもゆかしきを3、ほの心得こころえて思おもひ寄よらるることもあれば4、なかなかうち出いでて聞きこえむもかたはらいたくて、

◇　と、とてもお尋ね申し上げたく、お顔色も伺いたいのだが、うすうす思い当たられる節もあるので、かえって口に出して申し上げるのも具合が悪くて、

■　「いかならむついでに5、この事ことのP7詳くはしきありさまも明あきらめ、また、かの人ひとの思おもひ入いりたりしさまをも聞きこしめさむ6」

◇　「どのような機会に、この事の詳しい事情をはっきりさせ、また、あの人の思いつめていた様子をお耳に入れようか」

■　と、思おもひわたりたまふ。

◇　と、思い続けていらっしゃる。


P7 事の--こと（と/+の〈朱〉）

1 【思ひ出でつつ】接続助詞「つつ」同じ動作の繰り返し。

2 【いかなりしことぞ】夕霧の心中。

3 【御けしきもゆかしきを】源氏の顔色。

4 【ほの心得て思ひ寄らるることもあれば】夕霧は薄々そうではないかと自然思い当たることもあるので、の意。

5 【いかならむついでに】以下「聞こしめさむ」まで、夕霧の心中。

6 【聞こしめさむ】『完訳』は「柏木は源氏の勘気の解けるよう夕霧にとりなしを遺言。その約束も果せば柏木の霊も浮ばれよう」と注す。


横笛．２．１．２

■　秋あきの夕ゆふべのものあはれなるに、一条いちでうの宮みやを思おもひやりきこえたまひて、渡わたりたまへり。

◇　秋の夕方の心寂しいころに、一条の宮をどうしていられるかとご心配申し上げなさって、お越しになった。

■　うちとけ、しめやかに、御琴おほむことどもなど弾ひきたまふほどなるべし1。

◇　くつろいで、ひっそりとお琴などを弾いていらっしゃったところなのであろう。

■　深ふかくもえ取とりやらで、やがてその南みなみの廂ひさしに入いれたてまつりたまへり。

◇　奥へ片づけることもできず、そのままその南の廂間にお入れ申し上げなさった。

■　端はしつ方かたなりける人ひとの、ゐざり入いりつるけはひどもしるく、衣きぬの音おとなひも、おほかたの匂にほひ香かうばしく、心こころにくきほどなり。

◇　端の方にいた人たちが、いざって入って行く様子がはっきり分かって、衣ずれの音や、あたりに漂う香の匂いも薫り高く、奥ゆかしい感じである。


1 【御琴どもなど弾きたまふほどなるべし】接尾語「ども」複数を表す。弦楽器類による合奏をしていたもの。「べし」推量の助動詞。『完訳』は「夕霧の心に即した推測」と注す。


横笛．２．１．３

■　例れいの、御息所みやすむどころ、対面たいめんしたまひて2、昔むかしの物語ものがたりども聞きこえ交かはしたまふ。

◇　いつものように、御息所がお相手なさって、昔話をあれこれと交わし合いなさる。

■　わが御殿おほむとのの、明あけ暮くれ人ひとしげくて、もの騒さわがしく、幼をさなき君きみたちなど、すだきあわてたまふにならひたまひて3、いと静しづかにものあはれなり。

◇　ご自分の御殿は、明け暮れ人が大勢出入りして、もの騒がしく、幼い子供たちが、大勢寄って騒々しくしていらっしゃるのにお馴れになっているので、とても静かで心寂しい感じがする。

■　うち荒あれたる心地ここちすれど、あてに気高けだかく住すみなしたまひて、前栽せんさいの花はなども、虫むしの音ねしげき野辺のべS3と4乱みだれたる夕映ゆふばえを、見みわたしたまふ。

◇　ちょっと手入れも行き届いてない感じがするが、上品に気高くお暮らしになって、前栽の花々、虫の音のたくさん聞こえる野原のように咲き乱れている夕映えを、見渡しなさる。


S3 君が植ゑし一村薄虫の音しげき野辺ともなりにけるかな（古今集哀傷-八五三　三春有助）

1? 【けはひどもしるく衣の音なひもおほかたの匂ひ香ばしく】『完訳』は「「けはひ」「音なひ」「匂ひ」と、夕霧の神経が女宮の周辺に集中」と注す。

2 【例の御息所対面したまひて】「例の」は「対面したまひて」に係る。落葉宮の母一条御息所が常に応対に出ている。

3 【わが御殿の明け暮れ人しげくてもの騒がしく幼き君たちなどすだきあわてたまふにならひたまひて】夕霧自邸の様子を思い比べる。『集成』は「以下、夕霧の思い」と注す。

4 【虫の音しげき野辺と】「君が植ゑし一むら薄虫の音しげき野辺ともなりにけるかな」（古今集哀傷、八五三、御春有助）。「柏木」巻に「一村薄も頼もしげに広ごりて虫の音添へむ秋思ひやらるる」（第五章五段）とあった。


第二段　柏木遺愛の琴を弾く

横笛．２．２．１

■　和琴わごんを引ひき寄よせたまへれば、律りちに調しらべられて2、いとよく弾ひきならしたる、人香ひとがにしみて、なつかしうおぼゆ3。

◇　和琴をお引き寄せになると、律の調子に調えられていて、とてもよく弾きこんであるのが、人の移り香がしみこんでいて、心惹かれる感じがする。


1? 【和琴引き寄せたまへれば】主語は夕霧。

2 【律に調べられて】律は秋に相応しい調べ。

3 【なつかしうおぼゆ】『集成』は「女らしい感じがする」。『完訳』は「何か思いをそそらずにはいられない感じである」と訳す。


横笛．２．２．２

■　「かやうなるあたりに1、思おもひのままなる好すき心ごころある人ひとは2、静しづむることなくて、さま悪あしきけはひをもあらはし、さるまじき名なをも立たつるぞかし」

◇　「このようなところに、慎みのない好き心のある人は、心を抑えることができなくて、見苦しい振る舞いにでも出て、あってはならない評判を立てるものだ」


1 【かやうなるあたりに】以下「立つるぞかし」まで、夕霧の心中。

2 【好き心ある人は】『完訳』は「夕霧は自らを「すき心」とは無縁とするが、好色めいてもくる」と注す。


横笛．２．２．３

■　など、思おもひ続つづけつつ、掻かき鳴ならしたまふ。

◇　などと、思い続けながら、お弾きになる。

横笛．２．２．４

■　故君こきみの常つねに弾ひきたまひし琴ことなりけり1。

◇　故君がいつもお弾きになっていた琴であった。

■　をかしき手一てひとつなど、すこし弾ひきたまひて、

◇　風情のある曲目を一つ二つ、少しお弾きになって、


1 【故君の常に弾きたまひし琴なりけり】柏木。柏木は和琴の名手。


横笛．２．２．５

■　「あはれ、いとめづらかなる音ねに1掻かき鳴ならしたまひしはや2。

◇　「ああ、まことにめったにない素晴らしい音色をお弾きになったものだがな。

■　この御琴おほむことにも籠こもりてはべらむかし。

◇　このお琴にも故人の名残が籠もっておりましょう。

■　承うけたまはりあらはしてしがな3」

◇　お聞かせ願いたいものだ」


1 【あはれいとめづらかなる音に】以下「承りあらはしてしがな」まで、夕霧の詞。

2 【掻き鳴らしたまひしはや】主語は柏木。「はや」連語、感動の意。

3 【承りあらはしてしがな】落葉宮の弾奏によって柏木の名残の籠もっている音色を聴きたい、の意。


横笛．２．２．６

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

横笛．２．２．７

■　「琴ことの緒絶をたえにし後のちS4より1、昔むかしの御童遊おほむわらはあそびの名残なごりをだに、思おもひ出いでたまはずなむなりにてはべめる2。

◇　「主人が亡くなりまして後より、昔の子供遊びの時の記憶さえ、思い出しなさらなくなってしまったようです。

■　院ゐんの御前おまへにて3、女宮をむなみやたちのとりどりの御琴おほむことども、試こころみきこえたまひしにも、かやうの方かたは4、おぼめかしからずものしたまふとなむ、定さだめきこえたまふめりしを5、あらぬさまにほれぼれしうなりて、眺ながめ過すぐしたまふめれば、世よの憂うきつまS5にといふやうに6なむ見みたまふる」

◇　院の御前で、女宮たちがそれぞれ得意なお琴を、お試し申されました時にも、このような方面は、しっかりしていらっしゃると、ご判定申されなさったようでしたが、今は別人のようにぼんやりなさって、物思いに沈んでいらっしゃるようなので、悲しい思いを催す種というように拝見しております」


S4 呂氏春秋曰、鍾子期善聴（中略）鍾子期死、伯牙破琴絶絃（蒙求-伯牙絶絃）

S5 浅茅生の小笹が原に置く露ぞ世の憂きつまと思ひ乱るる（源氏釈所引-出典未詳）

1 【琴の緒絶えにし後より】以下「見たまふる」まで、一条御息所の詞。伯牙絶絃の故事（呂氏春秋・蒙求）。和琴の名手柏木が亡くなって以来、の意。「亡き人は訪れもせで琴の緒を絶ちし月日ぞかへり来にける」（蜻蛉日記）。

2 【思ひ出でたまはずなむなりにてはべめる】主語は落葉宮。「はべめる」は一条御息所の推測と丁寧表現。

3 【院の御前にて】朱雀院の御前。

4 【かやうの方は】琴の腕前。

5 【定めきこえたまふめりしを】落葉宮を高く評価した。主語は判然としないが、朱雀院御前の高貴な方々であろう。

6 【世の憂きつまにといふやうに】『源氏釈』は「浅茅生の小篠が原に置く露ぞ世の憂きつまと思ひ乱るる」（出典未詳）を指摘。


横笛．２．２．８

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお答え申し上げなさると、

横笛．２．２．９

■　「いとことわりの御思おほむおもひなりや。

◇　「まことにごもっともなお気持ちです。

■　限かぎりだにあるS6,1」

◇　せめて終わりがあれば」


S6 恋しさの限りだにある世なりせば年経ば物は思はざらまし（古今六帖五-二五七一）

1 【いとことわりの御思ひなりや限りだにある】夕霧の詞。「恋しさの限りだにある世なりせば年へてものは思はざらまし」（古今六帖五、二五七一、坂上是則）を引く。


横笛．２．２．１０

■　と、うち眺ながめて、琴ことは押おしやりたまへれば、

◇　と、物思いに沈んで、琴は押しやりなさったので、

横笛．２．２．１１

■　「かれ、なほさらば1、声こゑに伝つたはることもやと、聞ききわくばかり2鳴ならさせたまへ。

◇　「あの琴を、やはりそういうことなら、音色の中に伝わることもあろうかと、聞いて分かるように弾いて下さい。

■　ものむつかしう思おもうたまへ沈しづめる耳みみをだに、明あきらめS7はべらむ3」

◇　何やら気も晴れずに物思いに沈み込んでいる耳だけでも、せめてさっぱりさせましょう」


S7 如聴仙楽耳暫明（白氏文集-六〇三「琵琶行」）

1 【かれなほさらば】以下「耳をだに明きらめはべらむ」まで、一条御息所の詞。「かれ」は和琴をさす。

2 【声に伝はることもやと聞きわくばかり】『集成』は「夕霧と柏木は知友であったので、こう言う」と注す。

3 【耳をだに明きらめはべらむ】『完訳』は「仙楽ヲ聴クが如ク耳暫ク明サム」（白氏文集、琵琶引）を指摘。


横笛．２．２．１２

■　と聞きこえたまふを、

◇　と申し上げなさるので、

横笛．２．２．１３

■　「しか伝つたはる中なかの緒をは1、異ことにこそははべらめ。

◇　「ご夫婦の仲に伝わる琴の音色は、特別でございましょう。

■　それをこそ承うけたまはらむとは聞きこえつれ」

◇　それを伺いたいと申し上げているのです」


1 【しか伝はる中の緒は】以下「聞こえつれ」まで、夕霧の詞。「中の緒」は琴の第二絃に夫婦仲の意をこめる。


横笛．２．２．１４

■　とて、御簾みすのもと近ちかく押おし寄よせたまへど1、とみにしも受うけひきたまふまじきことなれば、しひても聞きこえたまはず。

◇　とおっしゃって、御簾の側近くに和琴を押し寄せなさるが、すぐにはお引き受けなさるはずもないことなので、無理にお願いなさらない。


1 【御簾のもと近く押し寄せたまへど】夕霧が落葉宮の御簾の近くに和琴を押しやる。


第三段　夕霧、想夫恋を弾く

横笛．２．３．１

■　月つきさし出いでて曇くもりなき空そらに、羽はねうち交かはす雁かりがねS8も1、列つらを離はなれぬ、うらやましく聞ききたまふらむかし2。

◇　月が出て雲もない空に、羽をうち交わして飛ぶ雁も、列を離れないのを、羨ましくお聞きになっているのであろう。

■　風肌寒かぜはださむく、ものあはれなるに誘さそはれて、箏しゃうの琴ことをいとほのかに掻かき鳴ならしたまへるも3、奥深おくふかき声こゑなるに、いとど心こころとまり果はてて、なかなかに思おもほゆれば、琵琶びはを取とり寄よせて4、いとなつかしき音ねに、

◇　風が肌寒く感じられ、何となく寂しさに心動かされて、箏の琴をたいそうかすかにお弾きになっているのも、深みのある音色なので、ますます心を引きつけられてしまって、かえって物足りない思いがするので、琵琶を取り寄せて、とても優しい音色に

■　「想夫恋**」

◇　「想夫恋」

■　を弾ひきたまふ。

◇　をお弾きになる。

◆　 
つき さしいで て くもり なき そら に、 はね うち-かはす かりがね も、 つら を はなれ ぬ、 うらやましく きき たまふ らむ かし。 かぜ はだ さむく、 もの-あはれ なる に さそは れ て、 しゃうのこと を いと ほのか に かき ならし たまへ る も、 おく ふかき こゑ なる に、 いとど こころ とまり はて て、 なかなか に おもほゆれ ば、 びは を とりよせ て、 いと なつかしき ね に、 さうふれん を ひき たまふ。


S8 白雲に羽うち交し飛ぶ雁の数さへ見ゆる秋の夜の月（古今集秋上-一九一　読人しらず）

1 【羽うち交はす雁がねも】「白雲に羽うち交はし飛ぶ雁の数さへ見ゆる秋の夜の月」（古今集秋上、一九一、読人しらず）による表現。

2 【聞きたまふらむかし】語り手の推測。『細流抄』は「夕霧の心也」。『評釈』は「夕霧の想像か、作者また語り手の言葉か」と注す。

3 【箏の琴をいとほのかに掻き鳴らしたまへるも】主語は落葉宮。

4 【琵琶を取り寄せて】主語は夕霧。


横笛．２．３．２

■　「思おもひ及および顔がほなるは1、かたはらいたけれど、これは、こと問とはせたまふべくや2」

◇　「お気持ちを察してのようなのは、恐縮ですが、この曲目なら、何かおっしゃって下さるかと思いまして」


1 【思ひ及び顔なるは】以下「こと問はせたまふべくや」まで、夕霧の詞。

2 【こと問はせたまふべくや】『集成』は「「こと」に「琴」を掛ける。柏木への追慕から、合奏して頂けるのではないかと、暗にすすめる」。『完訳』は「亡夫を偲んで、その親友に何か言いかけてくれるだろうかと」と注す。


横笛．２．３．３

■　とて、切せちに簾すの内うちをそそのかしきこえたまへど、まして、つつましきさしいらへなれば、宮みやはただものをのみあはれと思おぼし続つづけたるに、

◇　とおっしゃって、しきりに御簾の中に向かって催促申し上げなさるが、和琴を所望された以上に、気が引けるお相手なので、宮はただ悲しいとばかりお思い続けていらっしゃるので、

横笛．２．３．４

■　「ことに出いでて言いはぬも言いふにまさるS9とは

人ひとに恥はぢたるけしきをぞ見みる1」

◇　「言葉に出しておっしゃらないのも、おっしゃる以上に

深いお気持ちなのだと、慎み深い態度からよく分かります」


S9 此時無声勝有声（白氏文集-六〇三「琵琶行」）心には下行く水の湧き返り言はで思ふぞ言ふに勝れる（古今六帖五-二六四八）

1 【ことに出でて言はぬも言ふにまさるとは人に恥ぢたるけしきをぞ見る】夕霧から落葉宮への贈歌。「言」「琴」の掛詞。「心には下行く水のわきかへり言はで思ふぞ言ふにまされる」（古今六帖五、二六四八）を引歌とする。


横笛．２．３．５

■　と聞きこえたまふに、ただ末すゑつ方かたをいささか弾ひきたまふ1。

◇　と申し上げなさると、わずかに終わりの方を少しお弾きになる。


1 【ただ末つ方をいささか弾きたまふ】主語は落葉宮。「想夫恋」の曲の終わりの部分を弾く。


横笛．２．３．６

■　「深ふかき夜よのあはればかりは聞ききわけど

ことより顔がほにえやは弾**きける1」

◇　「趣深い秋の夜の情趣はぞんじておりますが、

靡き顔に琴をお弾き申したでしょうか」

◆　 
"ふかき よ の あはれ ばかり は きき わけ ど
 こと より がほ に え やは いひ ける"


1 【深き夜のあはればかりは聞きわけどことより顔にえやは弾きける】落葉宮の返歌。「琴」の語句を受けて返す。「琴」「言」の掛詞。「えやは」反語表現。大島本は「ことよりかほに」「ひきける」とある。大島本の独自異文。他本「ことよりほかに」「いひける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ほかに」「言ひ」と校訂する。『新大系』は底本のままとし、脚注に「下の句、青表紙他本多く「ことよりほかにえやはいひける」。これだと「琴以外で何か言うことができましたか」」と注す。『完訳』は「迷惑な言いがかりと切り返す」と注す。


横笛．２．３．７

■　飽あかずをかしきほどに1、さるおほどかなるものの音ねがらに、古ふるき人ひとの心こころしめて弾ひき伝つたへける、同おなじ調しらべのものといへど2、あはれに心こころすごきものの、片端かたはしを掻かき鳴ならして止やみたまひぬれば、恨うらめしきまでおぼゆれど、

◇　もっと聞いていたいほどであるが、そのおっとりした音色によって、昔の人が心をこめて弾き伝えてきた、同じ調子の曲目といっても、しみじみとまたぞっとする感じで、ほんの少し弾いてお止めになったので、恨めしいほどに思われるが、


1 【飽かずをかしきほどに】「片端を掻き鳴らして」以下に係る。「さるおほどかなる」から「心すごきものの」まで、落葉宮の琴の音色を説明する挿入句。

2 【古き人の心しめて弾き伝へける同じ調べのものといへど】『集成』は「昔の人が心をこめて弾き伝えた、同じ調子（律の調べ）のものではあるが」。『完訳』は「昔の人が心をこめて弾き伝えてきたものだけに、誰が弾いても同じ曲とはいえ」と訳す。


横笛．２．３．８

■　「好すき好ずきしさを1、さまざまにひき出いでて2も御覧ごらんぜられぬるかな。

◇　「物好きな心を、いろいろな琴を弾いてお目に掛けてしまいました。

■　秋あきの夜更よふかしはべらむも、昔むかしの咎とがめやと3憚はばかりてなむ、まかではべりぬべかめる。

◇　秋の夜に遅くまでおりますのも、故人の咎めがあろうかとご遠慮致して、退出致さねばなりません。

■　またことさらに心こころしてなむさぶらふべきを、この御琴おほむことどもの調しらべ変かへず待またせたまはむや4。

◇　また改めて失礼のないよう気をつけてお伺い致そうと思いますが、このお琴の調子を変えずにお待ち下さいませんか。

■　弾ひき違たがふることもはべりぬべき世よなれば5、うしろめたくこそ」

◇　とかく思いもよらぬことが起こる世の中ですから、気掛かりでなりません」


1 【好き好きしさを】以下「うしろめたくこそ」まで、夕霧の詞。

2 【さまざまにひき出でて】和琴や琵琶を弾いたことをいう。「ひきいでて」は「弾き出でて」と「引き出でて」の掛詞的表現。

3 【昔の咎めやと】故人柏木が咎めようかと、の意。「咎めや」の下に「あらむ」などの語句が省略された形。

4 【この御琴どもの調べ変へず待たせたまはむや】『完訳』は「今宵の調べは宮が自分に好意を寄せてくれた証と解し、後日も変らぬ心でいてほしいと懇願する」と注す。

5 【弾き違ふることもはべりぬべき世なれば】『完訳』は「「琴」の縁で「弾き」をひびかす。期待を裏切らぬようの意をこめる」と注す。


横笛．２．３．９

■　など、まほにはあらねど、うち匂にほはしおきて出いでたまふ。

◇　などと、あらわにではないが、心の内をほのめかしてお帰りになる。

第四段　御息所、夕霧に横笛を贈る

横笛．２．４．１

■　「今宵こよひの御好おほむすきには1、人許ひとゆるしきこえつべく2なむありける。

◇　「今夜の風流なお振る舞いについては、誰もがお許し申すはずのことでございます。

■　そこはかとなきいにしへ語がたりP8にのみ紛まぎらはさせたまひて、玉たまの緒をにせむS10心地ここちも3しはべらぬ、残のこり多おほくなむ4」

◇　これということもない昔話にばかり紛らわせなさって、寿命が延びるまでお聞かせ下さらなかったのが、とても残念です」


P8 語り--かたる（る/＄り）

S10 片糸をこなたかなたに撚りかけて逢はずは何を玉の緒にせむ（古今集恋一-四三八　読人しらず）

1 【今宵の御好きには】以下「残り多くなむ」まで、一条御息所の詞。

2 【人許しきこえつべく】「人」について、『集成』は「誰もがごもっともと」。『完訳』は「「人」は亡き柏木」と注す。

3 【玉の緒にせむ心地も】「玉の緒」は延命の意。また「琴」の縁語。「片糸をこなたかなたに縒りかけてあはずは何を玉の緒にせむ」（古今集恋一、四八三、読人しらず）を踏まえる。

4 【心地もしはべらぬ残り多くなむ】「心地もしはべらぬ」が主語、下に格助詞「が」などが省略された形。


横笛．２．４．２

■　とて、御贈おほむおくり物ものに笛ふえを添そへてたてまつりたまふ。

◇　と言って、御贈り物に笛を添えて差し上げなさる。

横笛．２．４．３

■　「これになむ、まことに古ふるきことも伝つたはるべく聞ききおきはべりしを、かかる蓬生よもぎふに埋うづもるるもあはれに見みたまふるを、御前駆おほむさきに競きほはむ声こゑなむ、よそながらもいぶかしうはべる」

◇　「この笛には、実に古い由緒もあるように聞いておりましたが、このような蓬生の宿に埋もれているのは残念に存じまして、御前駆の負けないほどにお吹き下さる音色を、ここからでもお伺いしたく存じます」

横笛．２．４．４

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

横笛．２．４．５

■　「似につかはしからぬ随身ずいじんにこそははべるべけれ」

◇　「似つかわしくない随身でございましょう」

横笛．２．４．６

■　とて、見みたまふに、これもげに世よとともに身みに添そへてもてあそびつつ、

◇　とおっしゃって、御覧になると、この笛もなるほど肌身離さず愛玩しては、

横笛．２．４．７

■　「みづからも、さらにこれが音ねの限かぎりは、え吹ふきとほさず。

◇　「自分でも、まったくこの笛の音のあらん限りは、吹きこなせない。

■　思おもはむ人ひとにいかで伝つたへてしがな」

◇　大事にしてくれる人に何とか伝えたいものだ」

横笛．２．４．８

■　と、をりをり聞きこえごちたまひしを思おもひ出いでたまふに、今いますこしあはれ多おほく添そひて、試こころみに吹ふき鳴ならす。

◇　と、柏木が時々愚痴をこぼしていらっしゃったのをお思い出しなさると、さらに悲しみが胸に迫って、試みに吹いてみる。

■　盤渉調ばんしきでうの半なからばかり吹ふきさして、

◇　盤渉調の半分ばかりでお止めになって、

横笛．２．４．９

■　「昔むかしを偲しのぶ独ひとり言ごとは、さても罪許つみゆるされはべりけり。

◇　「故人を偲んで和琴を独り弾きましたのは、下手でも何とか聞いて戴けました。

■　これはまばゆくなむ」

◇　この笛はとても分不相応です」

横笛．２．４．１０

■　とて、出いでたまふに、

◇　と言って、お出になるので、

横笛．２．４．１１

■　「露つゆしげきむぐらの宿やどにいにしへの

秋あきに変かはらぬ虫むしの声こゑかな」

◇　「涙にくれていますこの荒れた家に昔の

秋と変わらない笛の音を聞かせて戴きました」

横笛．２．４．１２

■　と、聞きこえ出いだしたまへり。

◇　と、内側から申し上げなさった。

横笛．２．４．１３

■　「横笛よこぶえの調しらべはことに変かはらぬを

むなしくなりし音ねこそ尽つきせね」

◇　「横笛の音色は特別昔と変わりませんが

亡くなった人を悼む泣き声は尽きません」

横笛．２．４．１４

■　出いでがてにやすらひたまふに、夜よるもいたく更ふけにけり。

◇　出て行きかねていらっしゃると、夜もたいそう更けてしまった。

第五段　帰宅して、故人を想う

横笛．２．５．１

■　殿とのに帰かへりたまへれば1、格子かうしなど下おろさせて、皆寝みなねたまひにけり。

◇　殿にお帰りになると、格子などを下ろさせて、皆お寝みになっていた。


1 【殿に帰りたまへれば】夕霧の自邸三条殿。


横笛．２．５．２

■　「この宮みやに心こころかけきこえたまひて、かくねむごろがり聞きこえたまふぞ1」

◇　「この宮にご執心申されて、あのようにご熱心でいらっしゃるのだ」


1 【この宮に心かけきこえたまひてかくねむごろがり聞こえたまふぞ】雲居雁付きの女房の詞。


横笛．２．５．３

■　など、人ひとの聞きこえ知しらせければ1、かやうに夜更よふかしたまふもなま憎にくくて、入いりたまふをも聞きく聞きく、寝ねたるやうにてものしたまふなるべし2。

◇　などと、誰かがご報告したので、このように夜更けまで外出なさるのも憎らしくて、お入りになったのも知っていながら、眠ったふりをしていらっしゃるのであろう。


1 【聞こえ知らせければ】大島本は「けれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。女房が雲居雁に。

2 【ものしたまふなるべし】推量の助動詞「べし」は語り手の推測。


横笛．２．５．４

■　「妹いもと我われといるさの山やまのS11,1」

◇　「いい人とわたしと一緒に入るあの山の」


S11 妹（いも）と我と　いるさの山の　山蘭（やまあららぎ）　手な取り触れそや　顔優るがにや　速（と）く優るがにや（催馬楽-妹と我）

1 【妹と我といるさの山の】夕霧の口ずさみ。「妹（いも）と我といるさの山の山蘭（やまあららぎ）手な取り触れそや顔まさるがにやとくまさるがにや」（催馬楽、妹と我）の一節。


横笛．２．５．５

■　と、声こゑはいとをかしうて、独ひとりごち歌うたひて、

◇　と、声はとても美しく独り歌って、

横笛．２．５．６

■　「こは、など、かく1鎖さし固かためたる。

◇　「これは、またどうして、こう固く鍵を閉めているのだ。

■　あな、埋むもれや。

◇　何とまあ、うっとうしいことよ。

■　今宵こよひの月つきを見みぬ里さともありけり」

◇　今夜の月を見ない所もあるのだなあ」


1 【こはなどかく】以下「里もありけり」まで、夕霧の詞。


横笛．２．５．７

■　と、うめきたまふ。

◇　と、不満げにおっしゃる。

■　格子上かうしあげさせたまひて、御簾巻みすまき上あげなどしたまひて1、端近はしちかく臥ふしたまへり。

◇　格子を上げさせなさって、御簾を巻き上げなどなさって、端近くに横におなりになった。


1 【格子上げさせたまひて御簾巻き上げなどしたまひて】「させ」使役の助動詞。格子は女房などをして上げさせ、御簾は自分で巻き上げる。


横笛．２．５．８

■　「かかる夜よの月つきに1、心こころやすく夢見ゆめみるS12人ひとは、あるものか。

◇　「このように素晴らしい月なのに、気楽に夢を見ている人が、あるものですか。

■　すこし出いでたまへ。

◇　少しお出になりなさい。

■　あな心憂こころう」

◇　何と嫌な」


S12 かくばかり惜しと思ふ夜をいたづらに寝て明かすらむ人さへぞ憂き（古今集秋上-一九〇　凡河内躬恒）

1 【かかる夜の月に】以下「あな心憂」まで、夕霧の詞。「かくばかり惜しと思ふ夜をいたづらに寝て明かすらむ人さへぞ憂き」（古今集秋上、一九〇、躬恒）を踏まえる。


横笛．２．５．９

■　など聞きこえたまへど、心こころやましううち思おもひて、聞きき忍しのびたまふ1。

◇　などと申し上げなさるが、面白くない気がして、知らぬ顔をなさっている。


1 【心やましううち思ひて聞き忍びたまふ】主語は雲居雁。


横笛．２．５．１０

■　君きみたちの、いはけなく寝ねおびれたるけはひなど1、ここかしこにうちして、女房にょうばうもさし混こみて臥ふしたる、人気ひとけにぎははしきに、ありつる所ところのありさま、思おもひ合あはするに、多おほく変かはりたり2。

◇　若君たちが、あどけなく寝惚けている様子などが、あちらこちらにして、女房も混み合って寝ている、とてもにぎやかな感じがするので、さきほどの所の様子が、思い比べられて、多く違っている。

■　この笛3ふえをうち吹ふきたまひつつ、

◇　この笛をちょっとお吹きになりながら、


1 【寝おびれたるけはひなど】『集成』は「夢におびえて声をあげる気配など」。『完訳』は「寝ぼけている声などが」と訳す。

2 【ありつる所のありさま思ひ合はするに多く変はりたり】『完訳』は「一条邸での感興が残響するだけに、日常性に埋没しきったような自邸への無感動が際だつ」と注す。

3 【この笛】一条御息所から夕霧に贈られた柏木遺愛の笛。


横笛．２．５．１１

■　「いかに、名残なごりも1、眺ながめたまふらむ。

◇　「どのように、わたしが立ち去った後でも、物思いに耽っていらっしゃることだろう。

■　御琴おほむことどもは、調しらべ変かはらず遊あそびたまふらむかし。

◇　お琴の合奏は、調子を変えずなさっていらっしゃるのだろう。

■　御息所みやすむどころも、和琴わごんの上手じゃうずぞかし」

◇　御息所も、和琴の名手であった」


1 【いかに名残も】以下「和琴の上手ぞかし」まで、夕霧の心中。


横笛．２．５．１２

■　など、思おもひやりて臥ふしたまへり。

◇　などと、思いをはせて臥せっていらっしゃった。

横笛．２．５．１３

■　「いかなれば、故君1こきみ、ただおほかたの心こころばへは、やむごとなくもてなしきこえながら、いと深ふかきけしきなかりけむ」

◇　「どうして、故君は、ただ表向きの気配りは、大切にお扱い申し上げていながら、大して深い愛情はなかったのだろう」


1 【いかなれば故君】以下「けしきなかりけむ」まで、夕霧の心中。「故君」は柏木をさす。『完訳』は「亡き柏木は宮を、表面的には皇女の北の方として厚遇したものの。以下、宮への柏木の情愛の薄かった事情に不審を抱く」と注す。


横笛．２．５．１４

■　と、それにつけても、いといぶかしうおぼゆ。

◇　と、考えるにつけても、大変いぶかしく思わずにはいらっしゃれない。

横笛．２．５．１５

■　「見劣みおとりせむこそ1、いといとほしかるべけれ。

◇　「実際会って見て器量がよくないとなると、たいそうお気の毒なことだな。

■　おほかたの世よにつけても、限かぎりなく聞きくことは、かならずさぞあるかしP10,2」

◇　世間一般の話でも、最高に素晴らしいという評判の人は、きっとそんなこともあるものだ」


P10 あるかし--あるは（は/＄か〈朱〉）し

1 【見劣りせむこそ】大島本は「見をとりせむこそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見劣りせむことこそ」と「こと」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「さぞあるかし」まで、夕霧の心中。

2 【さぞあるかし】「さ」は「見劣りせむ」をさす。


横笛．２．５．１６

■　など思おもふに、わが御仲おほむなかの、うちけしきばみたる思おもひやりもなくて1、睦むつびそめたる年月としつきのほどを数かぞふるに2、あはれに、いとかう押おしたちておごりならひたまへるも3、ことわりにおぼえたまひけり4。

◇　などと思うにつけ、ご自分の夫婦仲が、その気持ちを顔に出して相手を疑うこともなくて、仲睦まじくなった歳月のほどを数えると、しみじみと感慨深く、とてもこう我が強くなって勝手に振る舞うようにおなりになったのも、無理もないことと思われなさった。


1 【うちけしきばみたる思ひやりもなくて】『集成』は「ご自分たちの夫婦仲が、お互い恋のかけひきなど気にすることもなく仲むつまじくなった、今までの年月を数えてみると、しみじみ感慨深く。幼な馴染みだった当初の二人のいきさつをいう」と注す。

2 【睦びそめたる年月のほどを数ふるに】主語は夕霧。夕霧は雲居雁と結婚して十年を経過。さらにそれ以前の年月を数えれば、二十年になんなんとする。

3 【押したちておごりならひたまへるも】主語は雲居雁。

4 【ことわりにおぼえたまひけり】主語は夕霧。『完訳』は「自分（夕霧）が浮気心を起さぬので妻の癖も道理とする。落葉の宮思慕を合理化する心もひそむ」と注す。


第六段　夢に柏木現れ出る

横笛．２．６．１

■　すこし寝入ねいりたまへる夢ゆめに1、かの衛門督ゑもんのかみ、ただありしさまの袿姿うちきすがたにて、かたはらにゐて、この笛ふえを取とりて見みる2。

◇　少し寝入りなさった夢に、あの衛門督が、まるで生前の袿姿で、側に座って、この笛を取って見ている。

■　夢ゆめのうちにも、亡なき人ひとの、わづらはしう、この声こゑを尋たづねて来きたるP11、と思おもふに3、

◇　夢の中にも、故人が、厄介にも、この笛の音を求めて来たのだ、と思っていると、


P11 来たる--きた（た/+る）

1 【すこし寝入りたまへる夢に】主語は夕霧。

2 【かの衛門督ただありしさまの袿姿にてかたはらにゐてこの笛を取りて見る】夕霧の夢の中の描写。

3 【夢のうちにも亡き人のわづらはしうこの声を尋ねて来たると思ふに】「夢の中にも」は「思ふに」に係る。夕霧は夢と知る知る見ているというのではない。『完訳』は「柏木が中有に迷っており、厄介にもこの笛を求めて来たとする」と注す。


横笛．２．６．２

■　「笛竹ふえたけに吹ふき寄よる風かぜのことならば

末すゑの世長よながきねに伝つたへなむ1

◇　「この笛の音に吹き寄る風は同じことなら

わたしの子孫に伝えて欲しいものだ


1 【笛竹に吹き寄る風のことならば末の世長きねに伝へなむ】柏木の霊が詠んだ歌。「根」「音」、「世」「節（よ）」の掛詞。「竹」「根」「「節（よ）」は縁語。「根」は子孫の意。「なむ」願望の終助詞。この笛をわが子（薫）に伝えたい、という主旨。


横笛．２．６．３

■　思おもふ方異かたことにはべりき1」

◇　その伝えたい人は違うのだった」


1 【思ふ方異にはべりき】歌に続けた柏木の詞。自分がこの笛を伝えたいと思うのは、夕霧ではなかった、という意。


横笛．２．６．４

■　と言いふを、問とはむと思おもふほどに1、若君わかぎみの寝ねおびれて泣なきたまふ御声おほむこゑに、覚さめたまひぬ。

◇　と言うので、尋ねようと思った時に、若君が寝おびえて泣きなさるお声に、目が覚めておしまいになった。


1 【と言ふを問はむと思ふほどに】「を」接続助詞、順接の意、原因理由を表す。「問はむと思ふ」の主語は夢の中の夕霧。「に」格助詞、時間を表す。


横笛．２．６．５

■　この君きみいたく泣なきたまひて、つだみなどしたまへば、乳母めのとも起おき騷さわぎ、上うへも大殿油近おほとなぶらちかく取とり寄よせさせたまて、耳挟みみはさみして、そそくりつくろひて、抱いだきてゐたまへり。

◇　この若君がひどく泣きなさって、乳を吐いたりなさるので、乳母も起き騷ぎ、母上も御殿油を近くに取り寄せさせなさって、額髪を耳に挟んで、せわしげに世話して、抱いていらっしゃった。

■　いとよく肥こえて1、つぶつぶとをかしげなる胸むねを開あけて、乳ちなどくくめたまふ。

◇　とてもよく太って、ふっくらとした美しい胸を開けて、乳などをお含ませになる。

■　稚児ちごもいとうつくしうおはする君きみなれば、白しろくをかしげなるに2、御乳おほむちはいとかはらかなるを、心こころをやりて慰なぐさめたまふ。

◇　子供もとてもかわいらしくいらっしゃる若君なので、色白で美しく見えるが、お乳はまったく出ないのを、気休めにあやしていらっしゃる。


1 【いとよく肥えて】以下、雲居雁の描写。

2 【白くをかしげなるに】「に」接続助詞、逆接の意。しかし、この文脈を受ける語句がない。為家本等は「御乳白くをかしげなるに」とするが、すると上の「おはする君なれば」の受ける語句が無くなる。


横笛．２．６．６

■　男君をとこぎみも寄よりおはして、

◇　男君も側にお寄りになって、

■　「いかなるぞ1」

◇　「どうしたのだ」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　うちまきし散ちらし2などして、乱みだりがはしきに、夢ゆめのあはれも紛まぎれぬべし3。

◇　魔除の撤米をし米を散らかしなどして、とり騒いでいるので、夢の情趣もどこかへ行ってしまうことであろう。


1 【いかなるぞ】夕霧の詞。

2 【うちまきし散らし】魔除の散米。国宝『源氏物語絵巻』「横笛」段にこの様子が描かれている。『完訳』は「ここでは、乳児のむずかるのを物の怪のせいとみての処置」と注す。

3 【夢のあはれも紛れぬべし】『集成』は「草子地の文」と注す。


横笛．２．６．７

■　「悩なやましげにこそ見みゆれ1。

◇　「苦しそうに見えますわ。

■　今いまめかしき御おほむありさまのほどに2あくがれたまうて、夜深よぶかき御月愛おほむつきめでに、格子かうしも上あげられたれば、例れいのもののけの入いり来きたるなめり」

◇　若い人のような恰好でうろつきなさって、夜更けのお月見に、格子なども上げなさったので、例の物の怪が入って来たのでしょう」


1 【悩ましげにこそ見ゆれ】以下「入り来たるなめり」まで、雲居雁の詞。

2 【今めかしき御ありさまのほどに】『集成』は「落葉の宮にうつつを抜かして、深夜帰宅したことを皮肉る」。『完訳』は「雲居雁は、一条邸からの帰りと知っている。以下は、その情趣にふける夫へのいやみ」と注す。


横笛．２．６．８

■　など、いと若わかくをかしき顔かほして、かこちたまへば、うち笑わらひて、

◇　などと、とても若く美しい顔をして、恨み言をおっしゃるので、にっこりして、

横笛．２．６．９

■　「あやしの、もののけの1しるべや。

◇　「妙な、物の怪の案内とは。

■　まろ格子上かうしあげずは、道みちなくて、げにえ入いり来こざらまし。

◇　わたしが格子を上げなかったら、道がなくて、おっしゃる通り入って来られなかったでしょう。

■　あまたの人ひとの親おやになりたまふままに2、思おもひいたり深ふかくものをこそのたまひなりにたれ」

◇　大勢の子持ちの母親におなりになるにつれて、思慮深く立派なことをおっしゃるようにおなりになった」


1 【あやしのもののけの】以下「のたまふなりにたれ」まで、夕霧の詞。

2 【あまたの人の親になりたまふままに】雲居雁をさす。『完訳』は「思慮深く、結構な物言いができた。妻へのいやみで切り返す」と注す。


横笛．２．６．１０

■　とて、うち見みやりたまへるまみの、いと恥はづかしげなれば、さすがに1物ものものたまはで、

◇　と言って、ちらりと御覧になる目つきが、たいそう気後れするほど立派なので、それ以上は何ともおっしゃらず、


1 【いと恥づかしげなればさすがに】『恥づかしげ」について、『集成』は「気おくれするほど美しいので」。『完訳』は「女君からすればきまりがわるいので、さすがにそれ以上は」と訳す。


横笛．２．６．１１

■　「出いでたまひね。

◇　「さあ、もうお止めなさいまし。

■　見苦みぐるし1」

◇　みっともない恰好ですから」


1 【出でたまひね見苦し】雲居雁の詞。「見苦し」は後文により、自分自身の姿とわかる。


横笛．２．６．１２

■　とて、明あきらかなる火影ほかげを、さすがに恥はぢたまへるさまも憎にくからず。

◇　と言って、明るい灯火を、さすがに恥ずかしがっていらっしゃる様子も憎くない。

■　まことに、この君きみなづみて、泣なきむつかり明あかしたまひつ。

◇　ほんとうに、この若君は苦しがって、一晩中泣きむずかって夜をお明かしになった。

第三章　夕霧の物語　匂宮と薫

第一段　夕霧、六条院を訪問

横笛．３．１．１

■　大将だいしゃうの君きみも、夢思ゆめおぼし出いづるに、

◇　大将の君も、夢を思い出しなさると、

横笛．３．１．２

■　「この笛ふえのわづらはしくもあるかな1。

◇　「この笛は厄介なものだな。

■　人ひとの心こころとどめて2思おもへりしものの、行ゆくべき方かたにもあらず。

◇　故人が執着していた笛の、行くべき所ではなかったのだ。

■　女をむなの御伝おほむつたへはかひなきをや3。

◇　女方から伝わっても意味のなことだ。

■　いかが思おもひつらむ4。

◇　どのように思ったことだろう。

■　この世よにて、数かずに思おもひ入いれぬことも、かの今いまはのとぢめに、一念いちねんの恨うらめしきも5、もしはあはれとも思おもふにまつはれてこそは、長ながき夜よの闇やみにも惑まどふわざななれ。

◇　この世に、物の数にも入らない些事も、あの臨終の際に、一心に恨めしく思ったり、または愛情を持ったりしては、無明長夜の闇に迷うということだ。

■　かかればこそは、何なにごとにも執しふはとどめじと思おもふ世よなれ」

◇　そうだからこそ、どのようなことにも執着は持つまいと思うのだ」


1 【この笛のわづらはしくもあるかな】以下「と思ふ世なれ」まで、夕霧の心中。

2 【人の心とどめて】「人」は柏木をさす。夢の中の柏木の言葉を想起。

3 【女の御伝へはかひなきをや】横笛は男性の吹く楽器。『完訳』は「女は笛を吹かないので、女からの伝授はありえない」と注す。

4 【いかが思ひつらむ】主語は柏木。

5 【一念の恨めしきも】大島本は「うらめしきも」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「恨めしきにも」と「に」を補訂する。


横笛．３．１．３

■　など、思おぼし続つづけて、愛宕をたぎに誦経ずきゃうせさせたまふ2。

◇　などと、お考え続けなさって、愛宕で誦経をおさせになる。

■　また、かの心寄こころよせの寺てらにもせさせたまひて3、

◇　また、故人が帰依していた寺にもおさせになって、


1? 【長き世の闇に惑ふわざなれ】無明長夜の闇に苦しむ、意。「なれ」は伝聞推定の助動詞。

2 【愛宕に誦経せさせたまふ】愛宕は当時の火葬場。「桐壺」巻の桐壺更衣が火葬にふされた場所も同じ。

3 【かの心寄せの寺にもせさせたまひて】左大臣家の菩提寺である極楽寺か。


横笛．３．１．４

■　「この笛ふえをば、わざと1人ひとの2さるゆゑ深ふかきものにて、引ひき出いでたまへりしを、たちまちに仏ほとけの道みちにおもむけむも、尊たふときこと3とはいひながら、あへなかるべし」

◇　「この笛を、わざわざ御息所が特別の遺品として、譲り下さったのを、すぐにお寺に納めるのも、供養になるとは言うものの、あまりにあっけなさぎよう」


1 【この笛をばわざと】以下「あへなかるべし」まで、夕霧の心中。『集成』は「以下、ふたたび夕霧お思い」と注す。『完訳』は「わざと」以下を夕霧の心中とする。

2 【人の】『完訳』は「「人」は御息所。一説には宮」と注す。

3 【仏の道におもむけむも尊きこと】笛を寺に寄進するのも故人の供養になる、という意。


横笛．３．１．５

■　と思おもひて、六条ろくでうの院ゐんに参まゐりたまひぬ。

◇　と思って、六条院に参上なさった。

横笛．３．１．６

■　女御にょうごの御方おほむかたにおはしますほどなりけり1。

◇　女御の御方にいらっしゃる時なのであった。

■　三さむの宮みや、三みつばかりにて2、中なかにうつくしくおはするを、こなたにぞまた取とり分わきて3おはしまさせたまひける。

◇　三の宮は、三歳ほどで、親王の中でもかわいらしくいらっしゃるのを、こちらではまた特別に引き取ってお住ませなさっているのであった。

■　走はしり出いでたまひて、

◇　走っておいでになって、


1 【女御の御方におはしますほどなりけり】主語は源氏。女御は明石女御、里下がり中。『集成』は「源氏は、常は紫の上方（東の対）にいるので、夕霧はまずそこを訪れる」と注す。

2 【三の宮三つばかりにて】匂宮、三歳。

3 【こなたにぞまた取り分きて】紫の上が女一宮の他にもまた三の宮を特別に引き取って、の意。


横笛．３．１．７

■　「大将だいしゃうこそ、宮抱みやいだきたてまつりて、あなたへ率ゐておはせ1」

◇　「大将よ、宮をお抱き申して、あちらへ連れていらっしゃい」


1 【大将こそ宮抱きたてまつりてあなたへ率ておはせ】匂宮の詞。「こそ」係助詞、呼び掛け。「宮」は自分自身。「抱きたてまつりて」「率ておはせ」という言い方には敬語の使い方として、自分で自分を敬った言い方をしている。そにに、いかにもあどけなくまた宮さまらしい高貴さがうかがえる。「あなた」は母明石女御のいる寝殿。


横笛．３．１．８

■　と、みづからかしこまりて、いとしどけなげにのたまへば、うち笑わらひて1、

◇　と、自分に敬語をつけて、とても甘えておっしゃるので、ほほ笑んで、


1 【うち笑ひて】主語は夕霧。


横笛．３．１．９

■　「おはしませ1。

◇　「いらっしゃい。

■　いかでか御簾みすの前2まへをば渡わたりはべらむ。

◇　どうして御簾の前を行けましょうか。

■　いと軽々きゃうぎゃうならむ」

◇　たいそう無作法でしょう」


1 【おはしませ】以下「軽々ならむ」まで、夕霧の詞。さあ、いらっしゃい、の意。

2 【御簾の前】紫の上のいる御簾の前。


横笛．３．１．１０

■　とて、抱いだきたてまつりてゐたまへれば、

◇　と言って、お抱き申してお座りになると、

横笛．３．１．１１

■　「人ひとも見みず。

◇　「誰も見ていません。

■　まろ、顔かほは隠かくさむ。

◇　わたしが、顔を隠そう。

■　なほなほ」

◇　さあさあ」

横笛．３．１．１２

■　とて、御袖おほむそでしてさし隠かくしたまへば、いとうつくしうて、率ゐてたてまつりたまふ。

◇　と言って、お袖で顔をお隠しになるので、とてもかわいらしいので、お連れ申し上げなさる。

第二段　源氏の孫君たち、夕霧を奪い合う

横笛．３．２．１

■　こなたにも1、二にの宮みやの、若君わかぎみとひとつに混まじりて2遊あそびたまふ3、うつくしみておはしますなりけり4。

◇　こちら方にも、二の宮が、若君とご一緒になって遊んでいらっしゃるのを、かわいがっておいであそばすのであった。

■　隅すみの間まのほどに下おろしたてまつりたまふを、二にの宮見みやみつけたまひて、

◇　隅の間の所にお下ろし申し上げなさるのを、二の宮が見つけなさって、


1 【こなたにも】明石女御方をさす。

2 【二の宮の若君とひとつに混じりて】二の宮は後の式部卿宮。音楽の才能が期待された（若菜下）。若君は薫。

3 【遊びたまふ】大島本は「あそひ給ふ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「遊びたまふを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【うつくしみておはしますなりけり】主語は源氏。


横笛．３．２．２

■　「まろも大将だいしゃうに抱いだかれむ1」

◇　「わたしも大将に抱かれたい」


1 【まろも大将に抱かれむ】二の宮の詞。


横笛．３．２．３

■　とのたまふを、三さむの宮みや、

◇　とおっしゃるのを、三の宮は、

横笛．３．２．４

■　「あが大将だいしゃうをや1」

◇　「わたしの大将なのだから」


1 【あが大将をや】匂宮の詞。「を」間投助詞、詠嘆。「や」係助詞、詠嘆。


横笛．３．２．５

■　とて、控ひかへたまへり。

◇　と言って、お放しにならない。

■　院ゐんも御覧ごらんじて、

◇　院も御覧になって、

横笛．３．２．６

■　「いと乱みだりがはしき1御おほむありさまどもかな。

◇　「まことにお行儀の悪いお二方ですね。

■　公おほやけの御近おほむちかき衛まもりを、私わたくしの随身ずいじんに領りゃうぜむと争あらそひたまふよ。

◇　朝廷のお身近の警護の人を、自分の随身にしようと争いなさるとは。

■　三さむの宮みやこそ、いとさがなくおはすれ。

◇　三の宮が、特にいじわるでいらっしゃいます。

■　常つねに兄このかみに競きほひ申まうしたまふ」

◇　いつも兄宮に負けまいとなさる」


1 【いと乱りがはしき】以下「競ひ申したまふ」まで、源氏の詞。


横笛．３．２．７

■　と、諌いさめきこえ扱あつかひたまふ。

◇　と、おたしなめ申して仲裁なさる。

■　大将だいしゃうも笑わらひて、

◇　大将も笑って、

横笛．３．２．８

■　「二にの宮みやは、こよなく1兄心このかみごころにところさりきこえたまふ御心深みこころふかくなむおはしますめる。

◇　「二の宮は、すっかりお兄様らしく弟君に譲って上げるお気持ちが十分におありのようです。

■　御年おほむとしのほどよりは2、恐おそろしきまで見みえさせたまふ」

◇　お年のわりには、こわいほどご立派にお見えになります」


1 【二の宮はこよなく】以下「見えさせ給ふ」まで、夕霧の詞。

2 【御年のほどよりは】二の宮は四、五歳。


横笛．３．２．９

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　うち笑ゑみて、いづれもいとうつくしと思おもひきこえさせたまへり1。

◇　ほほ笑んで、どちらもとてもかわいらしいとお思い申し上げあそばしていらっしゃった。


1 【うち笑みていづれもいとうつくしと思ひきこえさせたまへり】大島本は「いつれも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いづれをも」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。主語は源氏。「させたまへり」最高敬語。


横笛．３．２．１０

■　「見苦みぐるしく1軽々かるがるしき公卿くぎゃうの御座みざなり2。

◇　「見苦しく失礼なお席だ。

■　あなたにこそ3」

◇　あちらへ」


1 【見苦しく】以下「あなたにこそ」まで、源氏の詞。

2 【公卿の御座なり】大島本に仮名で「みさ」とある。「御座」を「みざ」と読む例。

3 【あなたにこそ】東の対をさす。


横笛．３．２．１１

■　とて、渡わたりたまはむとするに、宮みやたちまつはれて、さらに離はなれたまはず。

◇　とおっしゃって、お渡りになろうとすると、宮たちがまとわりついて、まったくお離れにならない。

■　宮みやの若君わかぎみは、宮みやたちの御列おほむつらにはあるまじきぞかし1と、御心みこころのうちに思おぼせど、なかなかその御心みこころP12ばへを、母宮ははみやの、御心みこころの鬼おににや思おもひ寄よせたまふらむ2と、これも心こころの癖くせに、いとほしう思おぼさるれば3、いとらうたきものに4思おもひかしづききこえたまふ。

◇　宮の若君は、宮たちとご同列に扱うべきではないと、ご心中にはお考えになるが、かえってそのお気持ちを、母宮が、心にとがめて気を回されることだろうと、これもまたご性分で、お気の毒に思われなさるので、とても大切にお扱い申し上げなさる。


P12 のうちに思せど、なかなかその御心--（/+のうちにおほせと中／＼その御心〈朱〉）

1 【宮の若君は宮たちの御列にはあるまじきぞかし】源氏の心中。「宮の若君」は女三の宮の若君、すなわち薫。『集成』は「臣下の分際だから、公私の別をつけるべきだと、内心は考える」と注す。

2 【なかなかその御心ばへを母宮の御心の鬼にや思ひ寄せたまふらむ】源氏の心中。間接的に語る。したがって源氏の「心ばへ」を「御心ばへ」という敬語が混入する。『完訳』は「もしも薫を低く扱えば、女三の宮が不義の子ゆえとひがむだろう、と考える」と注す。

3 【いとほしう思さるれば】女三の宮を。

4 【いとらうたきものに】薫を。


第三段　夕霧、薫をしみじみと見る

横笛．３．３．１

■　大将だいしゃうは、この君きみを

◇　大将は、この若君を

■　「まだえよくも見みぬかな1」

◇　「まだよく見ていないな」

■　と思おぼして、御簾みすの隙ひまよりさし出いでたまへるに2、花はなの枝えだの枯かれて落おちたるを取とりて、見みせたてまつりて、招まねきたまへば、走はしりおはしたり。

◇　とお思いになって、御簾の間からお顔をお出しになったところを、花の枝が枯れて落ちているのを取って、お見せ申して、お呼びなさると、走っていらっしゃった。


1 【まだえよくも見ぬかな】夕霧の心中。

2 【御簾の隙よりさし出でたまへるに】主語は薫。


横笛．３．３．２

■　二藍ふたあゐの直衣なほしの限かぎりを着きて、いみじう白しろう光ひかりうつくしきこと、皇子みこたちよりも1こまかにをかしげにて、つぶつぶときよらなり。

◇　二藍の直衣だけを着て、たいそう色白で光輝いてつやつやとかわいらしいこと、親王たちよりもいっそうきめこまかに整っていらっしゃって、まるまると太りおきれいである。

■　なま目めとまる心こころP13も添そひて見みればにや2、眼居まなこゐなど、これは今いますこし強つようかどあるさままさりたれど3、眼尻まじりのとぢめをかしうかをれるけしきなど、いとよくおぼえたまへり4。

◇　何となくそう思って見るせいか、目つきなど、この子は少しきつく才走った様子は衛門督以上だが、目尻の切れが美しく輝いている様子など、とてもよく似ていらっしゃった。


P13 心--*ところ

1 【皇子たちよりも】二の宮や三の宮よりも。

2 【なま目とまる心も添ひて見ればにや】大島本は「ところ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。語り手の夕霧の心中を忖度した挿入句。『完訳』は「何となくそう思い見るせいか」と訳す。以下、夕霧の目を通した描写。

3 【まさりたれど】「これは」「今すこし」などと共に、父柏木との比較を前提にした構文。

4 【いとよくおぼえたまへり】父柏木そっくりである意。


横笛．３．３．３

■　口くちつきの、ことさらにはなやかなるさまして、うち笑ゑみたるなど、

◇　口もとが、特別にはなやかな感じがして、ほほ笑んでいるところなどは、

■　「わが目めのうちつけなる1にやあらむ、大殿おとどはかならず思おぼし寄よすらむ2」

◇　「自分がふとそう思ったせいなのか、大殿はきっとお気づきであろう」

■　と、いよいよ御みけしきゆかし3。

◇　と、ますますご心中が知りたい。


1 【わが目のうちつけなる】以下「かならず思し寄すらむ」まで、夕霧の心中。

2 【大殿はかならず思し寄すらむ】推量の助動詞「らむ」視界外推量のニュアンス。

3 【いよいよ御けしきゆかし】『完訳』は「夕霧は柏木死去の由因を確かめたい。ここで薫が柏木の子であることをほとんど確信し、いよいよ秘密の核心をつかみたい」と注す。


横笛．３．３．４

■　宮みやたちは、思おもひなしこそ気高けだかけれ、世よの常つねのうつくしき稚児ちごどもと見みえたまふに、この君きみは、いとあてなるものから、さま異ことにをかしげなるを、見比みくらべたてまつりつつ、

◇　宮たちは、親王だと思うせいから気高くもみえるものの、世間普通のかわいらしい子供とお見えになるのだが、この君は、とても上品な一方で、特別に美しい様子なので、ご比較申し上げながら、

横笛．３．３．５

■　「いで、あはれ1。

◇　「何と、かわいそうな。

■　もし疑うたがふゆゑもまことならば、父大臣ちちおとどの2、さばかり世よにいみじく思おもひほれたまて、

◇　もし自分の疑いが本当なら、父大臣が、あれほどすっかり気落ちしていらして、


1 【いであはれ】以下「罪得がましさ」まで、夕霧の心中。

2 【父大臣の】柏木の父、致仕太政大臣。


横笛．３．３．６

■　『子こと名なのり出いでくる人ひとだになきこと。

◇　『子供だと名乗って出て来る人さえいないことよ。

■　形見かたみに見みるばかりの名残なごりをだにとどめよかし』

◇　形見と思って世話する者でもせめて遺してくれ』

横笛．３．３．７

■　と、泣なき焦こがれたまふに、聞きかせたてまつらざらむ罪得つみえがましさ2」

◇　と、泣き焦がれていらしたのに、お知らせ申し上げないのも罪なことではないか」

■　など思おもふも、

◇　などと思うが、

■　「いで、いかでさはあるべきことぞ3」

◇　「いや、どうしてそんなことがありえよう」


1? 【子となのり出で来る人だに】以下「とどめよかし」まで、致仕大臣の言葉を引用。「柏木」巻に同趣旨の言葉がある。

2 【聞かせたてまつらざらむ罪得がましさ】『集成』は「仏教では、親子の縁を重んじるからである」と注す。

3 【いでいかでさはあるべきことぞ】夕霧の心中。


横笛．３．３．８

■　と、なほ心得こころえず、思おもひ寄よる方かたなし。

◇　と、やはり納得がゆかず、推測のしようもない。

■　心こころばへさへなつかしうあはれにて1、睦むつれ遊あそびたまへば2、いとらうたくおぼゆ。

◇　気立てまでが優しくおとなしくて、じゃれていらっしゃるので、とてもかわいらしく思われる。


1 【心ばへさへなつかしうあはれにて】薫は美貌の上に気立てまでがやさしい。副助詞「さへ」添加の意。「あはれ」の意について、『集成』は「おとなしくて」、『完訳』は「しみじみ好ましく」と解す。

2 【睦れ遊びたまへば】夕霧になついてじゃれる。


第四段　夕霧、源氏と対話す

横笛．３．４．１

■　対たいへ渡わたりたまひぬれば、のどやかに御物語おほむものがたりなど聞きこえておはするほどに、日暮ひくれかかりぬ1。

◇　対へお渡りになったので、のんびりとお話など申し上げていらっしゃるうちに、日も暮れかかって来た。

■　昨夜よべ、かの一条いちでうの宮みやに参まうでたりしに、おはせしありさまなど2聞きこえ出いでたまへるを、ほほ笑ゑみて聞ききおはす。

◇　昨夜、あの一条宮邸に参った時に、おいでになっていたご様子などを申し上げなさったところ、ほほ笑んで聞いていらっしゃる。

■　あはれなる昔むかしのこと3、かかりたる節々ふしぶしは、あへしらひなどしたまふに、

◇　気の毒な故人の話、関係のある話の節々には、あいずちなどを打ちなさって、


1 【対へ渡りたまひぬればのどやかに御物語など聞こえておはするほどに日暮れかかりぬ】大島本は「日くれかゝりぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「日も」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。源氏が東の対に移動なさったので、夕霧も源氏に従って移動し、東の対でゆっくりとお話し申し上げているうちに、日が暮れかかってきた、という意。

2 【おはせしありさまなど】御息所や落葉宮の様子。

3 【あはれなる昔のこと】「昔」は故人柏木をさす。


横笛．３．４．２

■　「かの想夫恋さうふれんの心こころばへは1、げに、いにしへの例ためしにも引ひき出いでつべかりけるをりながら、女をむなは、なほ、人ひとの心移こころうつるばかりのゆゑよしをも、おぼろけにては漏もらすまじうこそありけれ2と、思おもひ知しらるることどもこそ多おほかれ。

◇　「あの想夫恋を弾いた気持ちは、なるほど、昔の風流の例として引き合いに出してもよさそうなところであるが、女は、やはり、男が心を動かす程度の風流があっても、いい加減なことでは表わすべきではないことだと、考えさせられることが多いな。


1 【かの想夫恋の心ばへは】以下「なからむとなむ思ふ」まで、源氏の詞。『集成』は「夕霧の話を聞いて、以下に落葉の宮を批判する。女三の宮のこともつねに意識下にあるからであろう」と注す。

2 【女はなほ人の心移るばかりのゆゑよしをもおぼろけにては漏らすまじうこそありけれ】『完訳』は「女は、相手の男が心を動かすような嗜みがあっても、並々のことでは見せてはならぬもの。宮は想夫恋を弾くべきでなかったと訓戒」と注す。


横笛．３．４．３

■　過すぎにし方かたの心こころざしを忘わすれず1、かく長ながき用意よういを、人ひとに知しられぬとならば2、同おなじうは、心こころきよくて、とかくかかづらひ、ゆかしげなき乱みだれなからむや3、誰たがためも心こころにくく、めやすかるべきことならむとなむ思おもふ」

◇　故人への情誼を忘れず、このように末長い好意を、先方も知られたとならば、同じことなら、きれいな気持ちで、あれこれとかかわり合って、面白くない間違いを起こさないのが、どちらにとっても奥ゆかしく、世間体も穏やかなことであろうと思う」


1 【過ぎにし方の心ざしを忘れず】故人柏木への情誼。

2 【人に知られぬとならば】「人」は相手落葉宮をさす。「られ」受身の助動詞、連用形。「ぬ」完了の助動詞。

3 【ゆかしげなき乱れなからむや】『完訳』は「おもしろみのない間違い。女三の宮の姉宮に、夕霧までが関わり父院に迷惑の及ぶのを恐れる」と注す。


横笛．３．４．４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

■　「さかし。

◇　「そのとおりだ。

■　人ひとの上うへの1御教おほむをしへばかりは心強こころつよげにて、かかる好すきはいでや」

◇　他人へのお説教だけはしっかりしたものだが、このような好色の道はどうかな」

■　と、見みたてまつりたまふ。

◇　と、拝見なさる。


1 【さかし人の上の】以下「かかる好きはいでや」まで、夕霧の心中。『集成』は「一人の男性として源氏を見る夕霧の心中」。『完訳』は「源氏の日常を見て、こちらも同感だ、とする皮肉な反応。他人への説教だけはしっかりしたものだが、ご自分の色恋沙汰はどんなものか。この反発が、以下の父への冷たい観察へと転ず」と注す。


横笛．３．４．５

■　「何なにの乱みだれかはべらむ1。

◇　「何の間違いがございましょう。

■　なほ、常つねならぬ世よのあはれをかけそめはべりにしあたりに、心短こころみじかくはべらむこそ2、なかなか世よの常つねの嫌疑けんぎあり顔がほに3はべらめとてこそ。

◇　やはり、無常の世の同情から世話をするようになりました方々に、当座だけのいたわりで終わったら、かえって世間にありふれた疑いを受けましょうと思ってです。


1 【何の乱れかはべらむ】以下「ものしたまひける」まで、夕霧の詞。

2 【心短くはべらむこそ】当座のいたわり。

3 【世の常の嫌疑あり顔に】『集成』は「未亡人に言い寄ってみたが、はねつけられたので、手を引いたのだとおもわれはしないか、の意」と注す。


横笛．３．４．６

■　想夫恋さうふれんは、心こころとさし過すぎてこと出いでたまはむや、憎にくきことにはべらまし1、もののついでにほのかなりしは、をりからのよしづきて、をかしうなむはべりし。

◇　想夫恋は、ご自分の方から弾き出しなさったのなら、非難されることにもなりましょうが、ことのついでに、ちょっとお弾きになったのは、あの時にふさわしい感じがして、興趣がございました。


1 【こと出でたまはむや憎きことにはべらまし】推量の助動詞「まし」反実仮想の意。読点で、逆接で文脈は続く。


横笛．３．４．７

■　何なにごとも、人ひとにより、ことに従したがふわざにこそはべるべかめれ。

◇　何事も、人次第、事柄次第の事でございましょう。

■　齢よはひなども1、やうやういたう若わかびたまふべきほどにもものしたまはず、また、あざれがましう2、好すき好ずきしきけしきなどに、もの馴なれなどもP14しはべらぬに、うちとけたまふにや3。

◇　年齢なども、だんだんと、若々しいお振る舞いが相応しいお年頃ではいらっしゃいませんし、また、冗談を言って、好色がましい態度を見せることに、馴れておりませんので、お気を許されるでしょうか。

■　おほかたなつかしうめやすき人ひとの御おほむありさまになむものしたまひける」

◇　大体が優しく無難なお方のご様子でいらっしゃいました」


P14 なども--（/+な）とも

1 【齢なども】落葉宮の年齢不詳。女三の宮が二十三、四歳だから、それより上のはず。

2 【またあざれがましう】以下、夕霧自身についていう。

3 【うちとけたまふにや】主語は落葉宮。係助詞「や」反語表現。


横笛．３．４．８

■　など聞きこえたまふに、いとよきついで作つくり出いでて1、すこし近ちかく参まゐり寄よりたまひて、かの夢語ゆめがたり2を聞きこえたまへば、とみにものものたまはで、聞きこしめして、思おぼし合あはすることもあり。

◇　などと申し上げなさっているうちに、ちょうどよい機会を作り出して、少し近くに寄りなさって、あの夢のお話を申し上げなさると、すぐにはお返事をなさらずに、お聞きあそばして、お気づきあそばすことがある。


1 【いとよきついで作り出でて】『集成』は「うまく話のきっかけを作り出して」と訳す。

2 【かの夢語り】柏木が夕霧の夢の中で、笛の相伝が間違っている、夕霧ではなく別の人に伝えたのだ、といったこと。


第五段　笛を源氏に預ける

横笛．３．５．１

■　「その笛ふえは、ここに見みるべきゆゑあるものなり1。

◇　「その笛は、わたしが預からねばならない理由がある物だ。

■　かれは陽成院やうぜいゐんの御笛おほむふえなり2。

◇　それは陽成院の御笛だ。

■　それを故式部卿宮こしきぶきゃうの3、いみじきものにしたまひけるを、かの衛門督ゑもんのかみは、童わらはよりいと異ことなる音ねを吹ふき出いでしに感かんじて、かの宮みやの萩はぎの宴えんせられける日4ひ、贈おくり物ものに取とらせたまへるなり。

◇　それを故式部卿宮が大事になさっていたが、あの衛門督は、子供の時から大変上手に笛を吹いたのに感心して、故式部卿宮が萩の宴を催された日、贈り物にお与えになったものだ。

■　女をむなの心こころは深ふかくもたどり知しらず、しかものしたるななり5」

◇　女の考えで深い由緒もよく知らず、そのように与えたのだろう」


1 【その笛はここに見るべきゆゑあるものなり】以下「ものしたるなり」まで、源氏の詞。『集成』は「内心、薫に伝えるべきだと判断しての発言」と注す。

2 【陽成院の御笛なり】陽成院、歴史上の天皇（八六八〜九四九）。

3 【故式部卿宮の】物語中の朝顔斎院の父桃園式部卿宮。陽成天皇の弟に南院式部卿宮貞保親王（八七〇〜九二四）がいる。柏木は右将軍藤原保忠（九三六年死去）に準えられているので（「柏木」巻）、史実と虚構との不即不離の関係が見られる。

4 【かの宮の萩の宴せられける日】物語中には語られていない催し事。

5 【ものしたるななり】「ななり」は断定の助動詞＋伝聞推定の助動詞の省約形。


横笛．３．５．２

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

横笛．３．５．３

■　「末すゑの世よの伝つたへ1、またいづ方かたにとかは思おもひまがへむ。

◇　「子孫に伝えたいということは、また他に誰と間違えようか。

■　さやうに思おもふ2なりけむかし」

◇　そのように考えたのだろう」

■　など思おぼして、

◇　などとお考えになって、

■　「この君きみも3いといたり深ふかき人ひとなれば、思おもひ寄よることあらむかし」

◇　「この君も思慮深い人なので、気づくこともあろうな」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【末の世の伝へ】大島本は「つたへ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「伝へは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「思ふなりけむかし」まで、源氏の心中。

2 【さやうに思ふ】柏木は笛を薫に伝えたい、ということ。

3 【この君も】以下「ことあらむかし」まで、源氏の心中。


横笛．３．５．４

■　その御みけしきを見みるに1、いとど憚はばかりて、とみにもうち出いで聞きこえたまはねど2、せめて聞きかせたてまつらむの心こころあれば、今いましもことのついでに思おもひ出いでたるやうに、おぼめかしうもてなしてP15、

◇　そのご表情を見ていると、ますます遠慮されて、すぐにはお話し申し上げなされないが、せめてお聞かせ申そうとの思いがあるので、ちょうど今この機会に思い出したように、はっきり分からないふりをして、


P15 もてなして--もてなし△（△/＃て）

1 【その御けしきを見るに】夕霧が源氏の表情を見ると。接続助詞「に」順接の意。

2 【うち出で聞こえたまはねど】主語は夕霧。


横笛．３．５．５

■　「今いまはとせしほどにも1、とぶらひにまかりてはべりしに、亡なからむ後のちのことども言いひ置おきはべりし中なかに、しかしかなむ深ふかくかしこまり申まうすよしを2、返かへす返がへすものしはべりしかば、いかなることにかはべりけむ、今いまにそのゆゑをなむえ思おもひたまへ寄よりはべらねば、おぼつかなくはべる」

◇　「臨終となった折にも、お見舞いに参上いたしましたところ、亡くなった後の事を遺言されました中に、これこれしかじかと、深く恐縮申している旨を、繰り返し言いましたので、どのようなことでしょうか、今に至までその理由が分かりませんので、気に掛かっているのでございます」


1 【今はとせしほどにも】以下「おぼつかなくはべる」まで、夕霧の詞。

2 【しかしかなむ深くかしこまり申すよしを】『集成』は「「しかしかなむ」は、夕霧の実際に発言した内容を省略した書き方」。『完訳』は「柏木が実際には詳しく述べたが、ここは「しかじか」と省筆」と注す。「かしこまり申す」は柏木が源氏に対してお詫び申す意。


横笛．３．５．６

■　と、いとたどたどしげに聞きこえたまふに、

◇　と、いかにも腑に落ちないように申し上げなさるので、

横笛．３．５．７

■　「さればよ1」

◇　「やはり知っているのだな」


1 【さればよ】源氏の心中。『集成』は「やっぱり知っているのだな、と（源氏は）お思いになるが、いやなに、その時のことをありのままにおっしゃるべきことではないので。源氏の心中の思いと地の文が交錯し、重なる文脈」と注す。


横笛．３．５．８

■　と思おぼせど、何なにかは、そのほどの事ことあらはしのたまふべきならねば、しばしおぼめかしくて、

◇　とお思いになるが、どうして、そのような事柄をお口にすべきではないので、暫くは分からないふりをして、

横笛．３．５．９

■　「しか、人ひとの恨うらみ1とまるばかりのけしきは、何なにのついでにかは漏もり出いでけむと、みづからもえ思おもひ出いでずなむ2。

◇　「そのような、人に恨まれるような事は、いつしただろうかと、自分自身でも思い出す事ができないな。

■　さて、今静いましづかに、かの夢ゆめは思おもひ合あはせてなむ聞きこゆべき。

◇　それはそれとして、そのうちゆっくり、あの夢の事は考えがついてからお話し申そう。

■　夜語よるかたらずとかP16、女房にょうばうの伝つたへに3言いふなり」

◇　夜には夢の話はしないものだとか、女房たちが言い伝えているようだ」


P16 とか--と（と/+か〈朱〉）

1 【しか人の恨み】以下「言ふなり」まで、源氏の詞。「人」は柏木をさす。

2 【何のついでにかは漏り出でけむとみづからもえ思ひ出でずなむ】『完訳』は「六条院の試楽で、柏木に皮肉をあびせたこともあるが、それらにはあえてふれない」と注す。

3 【夜語らずとか女房の伝へに】大島本は「女はう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「女ばら」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。夢の話は夜には語らないという言い伝え。「孫真人云フ、夜、夢ハ須ラク説クベカラズ」（紫明抄）。


横笛．３．５．１０

■　とのたまひて、をさをさ御おほむいらへもなければ、うち出いで聞きこえてけるを、いかに思おぼすにかと、つつましく思おぼしけり、とぞ1。

◇　とおっしゃって、ろくにお返事もないので、お耳に入れてしまったことを、どのように考えていらっしゃるのかと、きまり悪くお思いであった、とか。


1 【つつましく思しけりとぞ】『弄花抄』は「紫式部が作と見せしと也」と指摘。『集成』は「事実を伝え聞いた語り手の口ぶり」。『完訳』は「語り手が伝聞した形で閉じる」と注す。



３８． 鈴虫 (すずむし)

第一章　女三の宮の物語　持仏開眼供養

第一段　持仏開眼供養の準備

鈴虫．１．１．１

■　夏なつごろ、蓮はちすの花はなの盛さかりに1、入道にふだうの姫宮ひめみやの御持仏おほむぢぶつどもあらはしたまへる、供養くやうぜさせたまふ2。

◇　夏頃、蓮の花の盛りに、入道の姫宮が御持仏の数々をお造りになったのを、開眼供養を催しあそばす。


1 【夏ごろ蓮の花の盛りに】源氏五十歳の夏、「横笛」巻の翌年。

2 【入道の姫宮の御持仏どもあらはしたまへる供養ぜさせたまふ】『集成』は「お念持仏（身辺に安置して、朝夕礼拝する仏像）の数々をお造りになったのを、開眼供養なさる」。「あらはしたまへる」「供養ぜさせたまふ」の主語は、女三の宮。


鈴虫．１．１．２

■　このたびは、大殿おとどの君きみの御心みこころざしにて、御念誦堂おほむねんずだうの具ぐども、こまかに調ととのへさせたまへるを1、やがてしつらはせたまふ。

◇　今回は、大殿の君のお志で、御念誦堂の道具類も、こまごまとご準備させていたのを、そっくりそのままお飾りあそばす。

■　幡はたのさまなどなつかしう、心こころことなる唐からの錦にしきを選えらび縫ぬはせたまへり。

◇　幡の様子など優しい感じで、特別な唐の錦を選んでお縫わせなさった。

■　紫むらさきの上うへぞ、急いそぎせさせたまひける2。

◇　紫の上が、ご準備させなさったのであった。


1 【調へさせたまへるを】「させ」使役の助動詞。源氏が家人をして。

2 【紫の上ぞ急ぎせさせたまひける】「させ」使役の助動詞。過去の助動詞「ける」は事の終わった後から事情を明かすニュアンス。


鈴虫．１．１．３

■　花机はなづくゑの覆おほひなどのをかしき目染めぞめもなつかしう1、きよらなる匂にほひ、染そめつけられたる心こころばへ、目馴めなれぬさまなり。

◇　花机の覆いなどの美しい絞り染も優しい感じで、美しい色艶が、染め上げられている趣向など、またとない素晴らしさである。

■　夜よるの御帳みちゃうの帷かたびらを、四面よおもてながら上あげて、後うしろの方かたに法華ほけの曼陀羅まんだらかけたてまつり2て、銀しろがねの花瓶はながめに、高たかくことことしき花はなの色いろを調ととのへてたてまつり、名香みゃうがうに3、唐からの百歩ひゃくぶの薫衣香4くのえかうを焚たきたまへり。

◇　夜の御帳台の帷子を、四面とも上げて、後方に法華の曼陀羅をお掛け申して、銀の花瓶に、高々と見事な蓮の花を揃えてお供えになって、名香には、唐の百歩の衣香を焚いていらっしゃる。


1 【をかしき目染もなつかしう】「目染（めぞめ）」、鹿の子絞り。絞り染。

2 【たてまつり】大島本は「奉り」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たてまつれり」と文を結ぶ。『新大系』は底本のままとする。

3 【名香に】大島本は「名かうに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「名香には」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【薫衣香】大島本は「くのえかう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「衣香（えかう）」と「くの」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


鈴虫．１．１．４

■　阿弥陀仏あみだぶつ、脇士けふじの菩薩1ぼさち、おのおの白檀びゃくだんして作つくりたてまつりたる、こまかにうつくしげなり。

◇　阿彌陀仏、脇士の菩薩、それぞれ白檀でお造り申してあるのが、繊細で美しい感じである。

■　閼伽あかの具ぐは、例れいの、きはやかに小ちひさくて、青あをき、白しろき、紫むらさきの蓮はちすを調ととのへて、荷葉かえふの方はうを合あはせたる名香2みゃうがう、蜜みちを隠かくしほほろげて、焚たき匂にほはしたる、一ひとつ薫かをりに3匂にほひ合あひて、いとなつかし。

◇　閼伽の道具は、例によって、際立って小さくて、青色、白色、紫の蓮の色を揃えて、荷葉香を調合したお香は、蜜を控えてぼろぼろに崩して、焚き匂わしているのが、一緒に匂って、とても優しい感じがする。


1 【阿弥陀仏脇士の菩薩】阿弥陀仏とその脇士の観音菩薩と勢至菩薩。

2 【荷葉の方を合はせたる名香】「荷葉の方」は夏の薫香。

3 【一つ薫りに】大島本は「ひとつかをりに」とある。『完本』は諸本に従って「ひとつかをり」と「に」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


鈴虫．１．１．５

■　経きゃうは、六道ろくだうの衆生すざうのために六部書ろくぶかかせたまひて1、みづからの御持経おほむぢきゃうは、院ゐんぞ御手おほむてづから書かかせたまひける2。

◇　経は、六道の衆生のために六部お書きあそばして、ご自身の御持経は、院がご自身でお書きあそばしたのであった。

■　これをだに、この世よの結縁けちえんにて、かたみに導みちびき交かはしたまふべき心こころを、願文ぐわんもんに作つくらせたまへり。

◇　せめてこれだけでも、この世の結縁として、互いに極楽浄土に導き合いなさるようにとの旨を願文にお作りあそばした。


1 【六部書かせたまひて】「せたまひて」最高敬語。主語は女三の宮。

2 【みづからの御持経は院ぞ御手づから書かせたまひける】女三の宮御自身の御持経は、源氏の御親筆による。「書かせたまひける」最高敬語、過去の助動詞「けり」後から事情を明かすニュアンス。


鈴虫．１．１．６

■　さては、阿弥陀経1あみだきゃう、唐からの紙かみはもろくて、朝夕あさゆふの御手慣おほむてならしにも2いかがとて、紙屋かみゃの人ひとを召めして、ことに仰おほせ言賜ごとたまひて、心こころことにきよらに漉すかせたまへるに、この春はるのころほひより、御心みこころとどめて急いそぎ書かかせたまへるかひありて3、端はしを見みたまふ人ひとびと、目めもかかやき惑まどひたまふ。

◇　その他には、阿彌陀経、唐の紙はもろいので、朝夕のご使用にはどのようなものかしらと考えて、紙屋院の官人を召して、特別にご命令を下して、格別美しく漉かせなさった紙に、この春頃から、お心を込めて急いでお書きあそばしたかいがあって、その片端を御覧になった方々、目も眩むほどに驚いていらっしゃる。


1 【さては阿弥陀経】これも源氏親筆。

2 【朝夕の御手慣らしにも】女三の宮が始終使うには、の意。

3 【御心とどめて急ぎ書かせたまへるかひありて】「書かせたまひ」最高敬語。『完訳』は「お心をこめてせっせとお書きになっただけのことはあって」と訳す。


鈴虫．１．１．７

■　罫けかけたる金かねの筋すぢよりも、墨すみつきの上うへに1かかやくさまなども、いとなむめづらかなりける。

◇　罫に引いた金泥の線よりも、墨の跡の方がさらに輝くように立派な様子などが、まことに見事なものであった。

■　軸ぢく、表紙へうし、筥はこのさま2など、いへばさらなりP1かし。

◇　軸、表紙、箱の様子など、言うまでもないことである。

■　これはことに3沈ぢんの花足けそくの机つくゑに据すゑて、仏ほとけの御同おほむおなじP2帳台ちゃうだいの上うへに飾かざらせたまへり4。

◇　これは特に沈の花足の机の上に置いて、仏と同じ御帳台の上に飾らせなさった。


P1 さらなり--さゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）なり

P2 御同じ--御（御/+お）なを（を/＃）し

1 【罫かけたる金の筋よりも墨つきの上に】罫に引いた金泥の線よりも、源氏の書いた墨筆の方が目も眩むほど素晴らしい。

2 【軸表紙筥のさま】巻物にしたお経の軸、表紙、収納箱。

3 【これはことに】阿弥陀経をさす。

4 【飾らせたまへり】大島本は「かさらせ給へり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「飾られ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


第二段　源氏と女三の宮、和歌を詠み交わす

鈴虫．１．２．１

■　堂飾だうかざり果はてて、講師参かう上じまうのぼり、行道ぎゃうだうの人ひとびと1参まゐり集つどひたまへば、院ゐんもあなたに出いでたまふとて、宮みやのおはします西にしの廂ひさしに2のぞきたまへれば、狭せばき心地ここちする仮かりの御おほむしつらひに、所狭ところせく暑あつげなるまで、ことことしく装束さうぞきたる女房にょうばう、五ご、六十人ろくじふにんばかり集つどひたり3。

◇　お堂を飾り終わって、講師が壇上して、行道の人々も参集なさったので、院もそちらに出ようとなさって、宮のいらっしゃる西の廂の間にお立ち寄りなさると、狭い感じのする仮の御座所に、窮屈そうに暑苦しいほどに、仰々しく装束をした女房たちが五、六十人ほど集まっていた。


1 【行道の人びと】大島本「行た（た＝かイ〈朱〉〈右〉、た＝か〈墨〉〈左〉）うの人／＼」とある。『集成』は本文を「行香の人々」とし、「法会の時、僧に香を配ること。殿上人が勤める」と注す。『完訳』は「行道の人々」とし、「仏像の周囲を巡り歩く礼法。「行香」とする本も多い」と注す。『完本』は「行道の人々」する。『新大系』は「行香の人／＼」とする。

2 【宮のおはします西の廂に】『集成』は「寝殿の西面の西の廂。女三の宮の常の居間である母屋は法会の場になっているので、西廂に移っている」と注す。

3 【ことことしく装束きたる女房五六十人ばかり集ひたり】女三の宮付きの女房の勢揃いであろう。五、六十人伺候していた。


鈴虫．１．２．２

■　北きたの廂ひさしの簀子すのこまで、童女わらはべなどはさまよふ1。

◇　北の廂の間の簀子まで、女童などはうろうろしている。

■　火取ひとりども2あまたして、煙けぶたきまで扇あふぎ散ちらせば、さし寄よりたまひて、

◇　香炉をたくさん使って、煙いほど扇ぎ散らすので、近づきなさって、


1 【北の廂の簀子まで童女などはさまよふ】女房以外の女童は北の廂をはみ出して簀子に伺候した。

2 【火取りども】香炉。接尾語「ども」は複数を表す。


鈴虫．１．２．３

■　「空そらに焚たくは、いづくの煙けぶりぞと1思おもひ分わかれぬこそよけれ。

◇　「空薫物は、どこで焚いているのか分からないくらいなのがよいのだ。

■　富士ふじの嶺みねよりもけに、くゆり満みち出いでたる2は、本意ほいなきわざなり。

◇　富士山の噴煙以上に、煙がたちこめているのは、感心しないことだ。

■　講説かうぜちの折をりは、おほかたの鳴なりを静しづめて、のどかにものの心こころも聞きき分わくべきことなれば、憚はばかりなき衣きぬの音おとなひ、人ひとのけはひ、静しづめてなむよかるべき」

◇　お経の御講義の時には、あたり一帯の音は立てないようにして、静かにお説教の意味を理解しなければならないことだから、遠慮のない衣ずれの音、人のいる感じは、出さないのがよいのです」


1 【空に焚くはいづくの煙ぞと】以下「静めてなむよかるべき」まで、源氏の詞。「空に焚くは」は空薫物はの意。

2 【富士の嶺よりもけにくゆり満ち出でたる】富士山の噴煙よりも多く煙が出ている意。当時の富士山は噴煙を上げていた。伊勢物語、更級日記等参照。


鈴虫．１．２．４

■　など、例れいの、もの深ふかからぬ若人わかうどどもの用意教よういをしへたまふ。

◇　などと、いつものとおり、思慮の足りない若い女房たちの心用意をお教えになる。

■　宮みやは、人気ひとげに圧おされたまひて、いと小ちひさくをかしげにて、ひれ臥ふしたまへり。

◇　宮は、人気に圧倒されなさって、とても小柄で美しい感じに臥せっていらっしゃった。

鈴虫．１．２．５

■　「若君わかぎみ、らうがはしからむ。

◇　「若君が、騒がしかろう。

■　抱いだき隠かくしたてまつれ1」

◇　抱いてあちらへお連れ申せ」


1 【若君らうがはしからむ抱き隠したてまつれ】源氏の詞。「若君」は薫。


鈴虫．１．２．６

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

鈴虫．１．２．７

■　北きたの御障子みさうじも取とり放はなちて、御簾みすかけたり。

◇　北の御障子も取り放って、御簾を掛けてある。

■　そなたにP3人ひとびとは入いれたまふ2。

◇　そちらに女房たちをお入れになっている。

■　静しづめて、宮みやにも、ものの心知こころしりたまふべき下形3したかたを聞きこえ知しらせたまふ、いとあはれに見みゆ。

◇　静かにさせて、宮にも、法会の内容がお分かりになるように予備知識をお教え申し上げなさるのも、とても親切に見える。

■　御座**を譲おましゆづりたまへる4仏ほとけの御おほむしつらひ、見みやりたまふも5、さまざまに6、

◇　御座所をお譲りなさった仏のお飾り付け、御覧になるにつけても、あれこれと感慨無量で、

◆　 
きた の み-さうじ も とり はなち て、 みす かけ たり。 そなた に ひとびと は いれ たまふ。 しづめ て、 みや に も、 もの の こころ しり たまふ べき したかた を きこえ しらせ たまふ、 いと あはれ に みゆ。 おまし ゆづり たまへ る ほとけ の おほむ-しつらひ、 みやり たまふ も、 さまざま に、


P3 そなたに--それ（れ/＃な）たに

1? 【北の御障子も取りは放ちて御簾かけたり】『完訳』は「母屋の北側の障子（襖）。北の廂にも女房の聴聞所を設営。御簾で女房たちの姿を隠す」と注す。

2 【そなたに人びとは入れたまふ】「そなた」は北の廂の間。「人びと」は女房。

3 【下形】予備知識。

4 【御座を譲りたまへる】女三の宮の常の御座所を。

5 【見やりたまふも】主語は源氏。

6 【さまざまに】『完訳』は「源氏は宮の御帳台を見て、これまでの夫婦仲、宮と柏木の密通などを回想、複雑な思念を抱く」と注す。


鈴虫．１．２．８

■　「かかる方かたの1御おほむいとなみをも、もろともに急いそがむものとは思おもひ寄よらざりしことなり。よし、後のちの世よにだに、かの花はなの中なかの宿やどりにP4、隔へだてなく、とを2思おもほせ」

◇　「このような仏事の御供養を、ご一緒にしようとは思いもしなかったことだ。まあ、しかたない。せめて来世では、あの蓮の花の中の宿を、一緒に仲好くしよう、と思って下さい」


P4 宿りに--やとり（り/+に）

1 【かかる方の】以下「とを思ほせ」まで、源氏の詞。『集成』は「若い女三の宮は、源氏よりもあと、その死後か出家の後に、世を背くことになろうと思っていたのに、逆に今生で自分が宮から厭い捨てられたことを恨む」と注す。

2 【かの花の中の宿りに隔てなくとを】『集成』は「極楽の往生人は、蓮華の上に半座をあけて同行の人を待つとされた」と注す。『河海抄』所引、五会讃。


鈴虫．１．２．９

■　とて、うち泣なきたまひぬ。

◇　とおっしゃって、お泣きになった。

鈴虫．１．２．１０

■　「蓮葉はちすばを同おなじ台うてなと契ちぎりおきて

露つゆの分わかるる今日けふぞ悲かなしき1」

◇　「来世は同じ蓮の花の中でと約束したが

その葉に置く露のように別々でいる今日が悲しい」


1 【蓮葉を同じ台と契りおきて露の分かるる今日ぞ悲しき】源氏から女三の宮への贈歌。主旨は、一蓮托生と約束したが、別々に暮らすのが悲しい。「蓮葉」「置き」「露」が縁語。


鈴虫．１．２．１１

■　と、御硯おほむすずりにさし濡ぬらして、香染かうぞめなるP5御扇おほむあふぎに書かきつけたまへり。

◇　と、御硯に筆を濡らして、香染の御扇にお書き付けになった。

■　宮みや、

◇　宮は、


P5 香染めなる--かうそめの（の/＄なる）


鈴虫．１．２．１２

■　「隔へだてなく蓮はちすの宿やどを契ちぎりても

君きみが心こころや住すまじとすらむ1」

◇　「蓮の花の宿を一緒に仲好くしようと約束なさっても

あなたの本心は悟り澄まして一緒にとは思っていないでしょう」


1 【隔てなく蓮の宿を契りても君が心や住まじとすらむ】女三の宮の返歌。「蓮」「契り」の語句を引用して、「君が心やすまじとすらむ」と切り返す。「すまじ」は「住まじ」と「清まじ」の掛詞。


鈴虫．１．２．１３

■　と書かきたまへれば、

◇　とお書きになったので、

鈴虫．１．２．１４

■　「いふかひなくも思おもほし朽くたすかな1」

◇　「せっかくの申し出をかいなくされるのですね」


1 【いふかひなくも思ほし朽たすかな】源氏の詞。


鈴虫．１．２．１５

■　と、うち笑わらひながら、なほあはれとものを思おもほしたる御みけしきなり。

◇　と、苦笑しながらも、やはりしみじみと感に堪えないご様子である。

第三段　持仏開眼供養執り行われる

鈴虫．１．３．１

■　例れいの、親王みこたちなども、いとあまた参まゐりたまへり。

◇　例によって、親王たちなども、とても大勢参上なさった。

■　御方々おほむかたがたより2、我われも我われもと営いとなみ出いでたまへる3捧物ほうもちのありさま、心こころことに、所狭ところせきまで見みゆ。

◇　御夫人方から、我も我もと作り出した御供物の様子、格別立派で、所狭しと見える。

■　七僧しちそうの法服ほふぶくなど、すべておほかたのことどもは、皆紫みなむらさきの上うへせさせたまへり4。

◇　七僧の法服など、総じて一通りのことは、皆紫の上がご準備させなさった。

■　綾あやのよそひにて、袈裟けさの縫目ぬひめまで、見知みしる人ひとは、世よになべてならずとめでけりとや。

◇　綾織物で、袈裟の縫目まで、分かる人は、世間にはめったにない立派な物だと誉めたとか。

■　むつかしうこまかなることどもかな5。

◇　うるさく細かい話であるよ。


1? 【例の親王たちなどもあまた参りたまへり】「例の」は「参りたまへり」を修飾する。したがって、「例の」の下に読点必要。

2 【御方々より】六条院の源氏のご夫人方をさす。

3 【営み出でたまへる】大島本は「いとなミ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いどみ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【紫の上せさせたまへり】「させ」使役の助動詞。

5 【綾のよそひにて袈裟の縫目まで見知る人は世になべてならずとめでけりとやむつかしうこまかなることどもかな】『一葉抄』は「作者の詞也」と指摘。『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の言辞。省筆しながら、紫の上の用意した法服を賞賛」と注す。


鈴虫．１．３．２

■　講師かうじのいと尊たふとく、ことの心こころを申まうして、この世よにすぐれたまへる盛さかりを1厭いとひ離はなれたまひて、長ながき世々よよに絶たゆまじき御契おほむちぎり2を、法華経ほけきゃうに結むすびたまふ、尊たふとく深ふかきさまを表あらはして、ただ今いまの世よの3、才ざえもすぐれ、豊ゆたけきさきらを4、いとど心こころして言いひ続つづけたる、いと尊たふとければ、皆人みなひと、しほたれたまふ。

◇　講師が大変に尊く、法要の趣旨を申して、この世でご立派であった盛りのお身の上を厭い離れなさって、未来永劫にわたって絶えることのない夫婦の契りを、法華経に結びなさる、尊く深いお心を表わして、ただ現在、才学も優れ、豊かな弁舌を、ますます心をこめて言い続ける、とても尊いので、参会者全員、涙をお流しなさる。


1 【この世にすぐれたまへる盛りを】以下「尊く深きさま」まで、講師の読み上げた趣旨（表白）の内容、間接的に要約して叙述。

2 【長き世々に絶ゆまじき御契り】源氏と女三の宮との夫婦の契り。

3 【ただ今の世の】大島本は「たゝいまのよの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「今の世に」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【才もすぐれ豊けきさきらを】講師の学才、弁舌文才をいう。


鈴虫．１．３．３

■　これは1、ただ忍しのびて、御念誦堂おほむねんじゅだうの初はじめと思おぼしたることなれど、内裏うちにも、山やまの帝みかども2聞きこし召めして、皆御使みなおほむつかひどもあり。

◇　この持仏開眼供養は、ただこっそりと、御念誦堂の開き初めとお考えになったことだが、帝におかせられても、また山の帝もお耳にあそばして、いずれもお使者があった。

■　御誦経みずきゃうの布施ふせなど、いと所狭ところせきまで、にはかになむこと広ひろごりける。

◇　御誦経のお布施など、大変置ききれないほど、急に大げさになったのであった。


1 【これは】今回の持仏開眼供養をさす。

2 【内裏にも山の帝も】主上は女三の宮の兄弟、山の帝は父朱雀院である。


鈴虫．１．３．４

■　院ゐんにまうけさせたまへりける1ことどもも、削そぐと思おぼししかど、世よの常つねならざりけるを、まいて、今いまめかしきことどもの加くははりたれば、夕ゆふべの寺てらに置おき所どころなげなるまで、所狭ところせき勢いきほひになりてなむ、僧そうどもは帰かへりける2。

◇　院でご準備あそばしたことも、簡略にとはお思いになったが、それでも並々ではなかったのだが、それ以上に、華やかなお布施が加わったので、夕方のお寺に置き場もないほど沢山になって、僧たちは帰って行ったのであった。


1 【院にまうけさせたまへりける】六条院。「させ」尊敬の助動詞。最高敬語待遇。

2 【夕べの寺に置き所なげなるまで所狭き勢ひになりてなむ僧どもは帰りける】『集成』は「夕方、寺に置き所もなさそうなほど、豪勢な様子で僧たちは帰って行った」。『完訳』は「夕方になって退出する僧たちは、寺に持ち帰っても置場があるまいと思われるくらいお布施をいただいて、豪勢な様子で帰っていったのであった」と訳す。「重畳せる煙嵐の断えたる処に晩寺に僧帰る」（和漢朗詠集下、僧）。


第四段　三条宮邸を整備

鈴虫．１．４．１

■　今いましも、心苦こころぐるしき御心添みこころそひて1、はかりもなくかしづききこえたまふ。

◇　今となって、おいたわしく思われる気持ちが加わって、この上もなく大切にお世話申し上げなさる。

■　院ゐんの帝みかどは、この御処分ごそうぶんの宮みやに2住すみ離はなれたまひなむも、つひのことにて3、目めやすかりぬべく聞きこえたまへど、

◇　院の帝は、御相続なさった宮に離れてお住みになることも、結局のことなのだから、世間体がよいように申し上げなさるが、


1 【今しも心苦しき御心添ひて】副助詞「しも」強調のニュアンス。『完訳』は「宮の出家生活が本格化する今になって、源氏の執心が強まる」と注す。

2 【この御処分の宮に】朱雀院から女三の宮に遺贈された三条宮邸。

3 【つひのことにて】『完訳』は「出家の身ゆえ、どうせ別居するのだから、居間のうちが世間体もよかろうと。その時期が遅れては、世人が疑念を抱くだろう、の判断」と注す。


鈴虫．１．４．２

■　「よそよそにては1、おぼつかなかるべし。

◇　「離れ離れでいては、気掛かりであろう。

■　明あけ暮くれ見みたてまつり、聞きこえ承うけたまはらむこと怠おこたらむに、本意違ほいたがひぬべし。

◇　毎日お世話申し上げて、こちらから申し上げたり用向きを承ることができないようでは、本意に外れることであろう。

■　げに、あり果はてぬ世2よいくばくあるまじけれど、なほ生いける限かぎりの心こころざしをだに失うしなひ果はてじ」

◇　なるほど、いつまでも生きていられない世であるが、やはり生きている限りはお世話したい気持ちだけはなくしたくない」


1 【よそよそにては】以下「失ひ果てじ」まで、源氏の詞。下文に「聞こえたまひつつ」とあるので、直接話法というより間接話法的内容。

2 【あり果てぬ世】「ありはてぬ命待つ間のほどばかり憂きことしげく思はずもがな」（古今集雑下、九六五、平貞文）。


鈴虫．１．４．３

■　と聞きこえたまひつつ1、この宮みやを2もいとこまかにきよらに造つくらせたまひ3、御封みふの物ものども、国々くにぐにの御荘みさう、御牧みまきなどより奉たてまつる物ものども、はかばかしきさまのは、皆みなかの三条さむでうの宮みやの御倉みくらにP6納をさめさせたまふ。

◇　と申し上げ申し上げなさっては、あちらの宮も大変念入りに美しくご改築させなさって、御封の収入、国々の荘園、牧場などからの献上物で、これはと思われる物は、全てあちらの三条宮の御倉に納めさせなさる。

■　またも、建たて添そへさせたまひて4、さまざまの御宝物おほむたからものども、院ゐんの御処分ごそうぶんに数かずもなく賜たまはりたまへるなど、あなたざまの物ものは5、皆みなかの宮みやに運はこび渡わたし、こまかにいかめしうし置おかせたまふ。

◇　さらに又、増築させて、いろいろな御宝物類、院の御遺産相続の時に無数にお譲り受けなさった物など、宮の関係の品物は、全てあちらの宮に運び移して、念を入れて厳重に保管させなさる。


P6 御倉に--みく（く/+ら〈朱〉）にも（も/＄〈朱〉）

1 【と聞こえたまひつつ】接続助詞「つつ」同じ動作の反復。

2 【この宮を】大島本は「この宮」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かの宮」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。三条宮邸をさす。

3 【いとこまかにきよらに造らせたまひ】「せ」使役の助動詞。『集成』は「念入りに立派に改築させなさって」と訳す。

4 【またも建て添へさせたまひて】源氏がさらにまた御倉を建て加えさせなさって、の意。「させ」使役の助動詞。三条宮邸の家司等をしての意。

5 【あなたざまの物は】女三の宮関係の物は、の意。


鈴虫．１．４．４

■　明あけ暮くれの御おほむかしづき、そこらの女房1にょうばうのことども、上下かみしもの育はぐくみP7は、おしなべてわが御扱おほむあつかひにてなど2、急いそぎ仕つかうまつらせたまひける3。

◇　日常のお世話、大勢の女房の事ども、上下の人々の面倒は、全てご自分の経費のまかないでなどと、急いでお手入れをして差し上げる。


P7 育み--はゝ（ゝ/＄）くみ

1 【そこらの女房】女三の宮付きの女房は五、六十人いる。

2 【御扱ひにてなど】大島本は「なと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【急ぎ仕うまつらせたまひける】『完訳』は「お手入れをお進めになるのであった」と訳す。「つかうまつる」は、目上の人に〜してさしあげるというニュアンス。「せ」尊敬の助動詞、源氏に対する最高敬語。


第二章　光る源氏の物語　六条院と冷泉院の中秋の宴

第一段　女三の宮の前栽に虫を放つ

鈴虫．２．１．１

■　秋あきごろ、西にしの渡殿わたどのの前まへ、中なかの塀へいの東ひむがしの際きはを1、おしなべて野のに作つくらせたまへり。

◇　秋頃、西の渡殿の前、中の塀の東側を、辺り一帯を野原の感じにお作らせになった。

■　閼伽あかの棚たななどして、その方かたに2しなさせたまへる御おほむしつらひなど、いとなまめきたり。

◇　閼伽の棚などを作って、その方面の生活にふさわしくお整えになったお道具類など、とても優美な感じである。


1 【西の渡殿の前中の塀の東の際を】寝殿と西の対を結ぶ渡廊の前（南）側でその間にある塀の東側。

2 【その方に】仏道方面の生活に。


鈴虫．２．１．２

■　御弟子みでしに従したがひきこえたる1尼あまども、御乳母おほむめのと、古人ふるびとどもは、さるものにて、若わかき盛さかりのも、心定こころさだまり、さる方かたにて2世よを尽つくしつべき限かぎりは選えりてなむ、なさせたまひける3。

◇　お弟子としてお従い申し上げている尼たち、御乳母、老女たちは、それはそれとして、若い盛りの女房でも、決心固く、尼として一生を送れる者だけを選んで、おさせになったのであった。


1 【従ひきこえたる】大島本は「したかひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「慕ひ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【さる方にて】尼として。

3 【選りてなむなさせたまひける】主語は源氏。


鈴虫．２．１．３

■　さるきほひP8には、我われも我われもときしろひけれど、大殿おとどの君聞きみきこしめして、

◇　その当座の競争気分の折には、我も我もと競って申し出たが、大殿がお聞きになって、


P8 さるきほひ--さか（か/＄る〈朱〉）きほひ


鈴虫．２．１．４

■　「あるまじきことなり1。

◇　「それは良くないことだ。

■　心こころならぬ人ひとすこしも混まじりぬれば、かたへの人苦ひとくるしう2、あはあはしき聞きこえ出いで来くるわざなり」

◇　本心からでない人が少しでも混じってしまうと、周囲の人が困るし、浮ついた噂が出て来るものだ」


1 【あるまじきことなり】以下「出で来るわざなり」まで、源氏の詞。

2 【かたへの人苦しう】「人」「苦しう」は主語−述語の関係。


鈴虫．２．１．５

■　と諌いさめたまひて、十余人じふよにんばかりのほどぞ、容貌異かたちことにてはさぶらふ。

◇　とお諌めになって、十何人かだけが尼姿になってお付きしている。

鈴虫．２．１．６

■　この野のに虫むしども放はなたせたまひて1、風かぜすこし涼すずしくなりゆく夕暮ゆふぐれに、渡わたりたまひつつ2、虫むしの音ねを聞ききたまふやうにて、なほ思おもひ離はなれぬさまを聞きこえ悩なやましたまへば、

◇　この野原に虫どもを放たせなさって、風が少し涼しくなってきた夕暮に、たびたびお越しになっては、虫の音を聴くふりをなさって、今でも断ちがたい思いのほどを申し上げ悩ましなさるので、


1 【虫ども放たせたまひて】主語は源氏。「せ」使役の助動詞。

2 【渡りたまひつつ】主語は源氏。接続助詞「つつ」同じ動作の繰り返し。源氏の女三の宮に対する執心。


鈴虫．２．１．７

■　「例れいの御心みこころはあるまじきことにこそはあなれ2」

◇　「いつものお心癖はとんでもないことになろう」


1? 【虫の音を聞きたまふやうにてなほ思ひ離れぬさまを聞こえ悩ましたまへれば】源氏の女三の宮に対する執心。『完訳』は「「--やうにて」とあり、虫の音の観賞は二

2 【例の御心はあるまじきことにこそはあなれ】女三の宮の心中。『完訳』は「以下、宮の心内に即した叙述。「例の」の注意。源氏の好色心ゆえの頻繁な訪問と思われ、困惑する」と注す。「なれ」断定の助動詞。


鈴虫．２．１．８

■　と、ひとへにむつかしきことに思おもひきこえたまへり。

◇　と、一途に厄介なことにお思い申し上げていらっしゃった。

鈴虫．２．１．９

■　人目ひとめにこそ1変かはることなくもてなしたまひしか、内うちには憂うきを知しりたまふけしきしるく、こよなう変かはりにし御心みこころを2、いかで見みえたてまつらじの御心みこころにて3、多おほうは思おもひなりたまひにし御世みよの背そむきなれば、今いまはもて離はなれて心こころやすきに、

◇　他人の目には変わったところなくお扱いになっているが、内心では嫌な事件をご存知の様子がはっきり分かり、すっかり変わってしまったお心を、何とかお目に掛からずにいたいお気持ちで、それが主な動機でご決心なさったご出家なので、今は離れて安心していたのに、


1 【人目にこそ】以下、女三の宮の心中に即した叙述。「人目にこそ--もてなし給ひしか、うちには--けしきしるく」という対比の構文。

2 【こよなう変はりにし御心を】源氏の心。女三の宮への愛情。愛情のない執心のみが依然として続く。しかし、愛情は最高の概念ではない。

3 【いかで見えたてまつらじの御心にて】女三の宮の考え、気持ち。


鈴虫．２．１．１０

■　「なほ、かやうに」

◇　「やはり、このように」

鈴虫．２．１．１１

■　など聞きこえたまふぞ苦くるしうて、

◇　などとお耳に入れたりなどなさるのが辛くて、

■　「人離ひとはなれたらむ御住おほむすまひにもがな2」

◇　「人里離れた所に住みたい」

■　と思おぼしなれど、およすけてえさも強しひ申まうしたまはず。

◇　とお思いになるが、大人ぶってとてもそのように押して申し上げることはおできになれない。


1? 【なほかやうになど聞こえたまふぞ】「なほ思ひ離れぬさまを聞こえ悩ましたまへれば」をさす。

2 【人離れたらむ御住まひにもがな】女三の宮の心中。


第二段　八月十五夜、秋の虫の論

鈴虫．２．２．１

■　十五夜じふごやの夕暮ゆふぐれに、仏ほとけの御前おまへに宮みやおはして、端近はしちかう眺ながめたまひつつ念誦ねんずしたまふ。

◇　十五夜の夕暮に、仏の御前に宮はいらっしゃって、端近くに物思いに耽りながら念誦なさる。

■　若わかき尼君あまぎみたち二に、三人さむにん、花奉はなたてまつるとて鳴ならす閼伽坏あかつきの音おと、水みづのけはひなど聞きこゆる、さま変かはりたるいとなみに、そそきあへる、いとあはれなるに、例れいの渡わたりたまひて、

◇　若い尼君たち二、三人が花を奉ろうとして鳴らす閼伽、坏の音、水の感じなどが聞こえるのは、今までとは違った仕事に、忙しく働いているが、まことに感慨無量なので、いつものようにお越しになって、

鈴虫．２．２．２

■　「虫むしの音ねいとしげう乱みだるる夕ゆふべかな1」

◇　「虫の音がとてもうるさく鳴き乱れている夕方ですね」


1 【虫の音いとしげう乱るる夕べかな】源氏の詞。


鈴虫．２．２．３

■　とて、われも忍しのびてうち誦ずんじたまふ阿弥陀あみだの大呪だいじゅ、いと尊たふとくほのぼの聞きこゆ。

◇　と言って、自分もひっそりと朗誦なさる阿彌陀経の大呪が、たいそう尊くかすかに聞こえる。

■　げに、声々聞こゑごゑきこえたる中なかに1、鈴虫すずむしのふり出いでたるほど2、はなやかにをかし。

◇　いかにも、虫の音がいろいろ聞こえる中で、鈴虫が声を立てているところは、華やかで趣きがある。


1 【げに声々聞こえたる中に】「げに」は源氏の詞を受けた語り手の発語。

2 【鈴虫のふり出でたるほど】「鈴」と「振り」は縁語。


鈴虫．２．２．４

■　「秋あきの虫むしの声1こゑ、いづれとなき中なかに、松虫まつむしなむすぐれたるとて、中宮ちゅうぐうの、はるけき野辺のべを分わけて2、いとわざと尋たづね取とりつつ放はなたせたまへる、しるく鳴なき伝つたふるこそ少すくなかなれ。

◇　「秋の虫の声は、どれも素晴らしい中で、松虫が特に優れているとおっしゃって、中宮が、遠い野原から、特別に探して来てはお放ちになったが、はっきり鳴き伝えているのは少ないようだ。

■　名なには違たがひて4、命いのちのほどはかなき虫むしにぞあるべき。

◇　名前とは違って、寿命の短い虫のようである。


1 【秋の虫の声】以下「らうたけれ」まで、源氏の詞。

2 【中宮のはるけき野辺を分けて】秋好中宮。「野辺」歌語。

3? 【しるくなき伝ふる】『集成』は「はっきり野の声さながらに鳴き続ける」と注す。

4 【名には違ひて】「松虫」の「松」は長寿をイメージする。


鈴虫．２．２．５

■　心こころにまかせて、人聞ひときかぬ奥山おくやま、はるけき野のの松原まつばらに、声惜こゑをしまぬも、いと隔へだて心ごころある虫むしになむありける。

◇　思う存分に、誰も聞かない山奥、遠い野原の松原で、声を惜しまず鳴いているのも、まことに分け隔てしている虫であるよ。

■　鈴虫すずむしは、心こころやすく、今いまめいたるこそらうたけれ」

◇　鈴虫は、親しみやすく、にぎやかに鳴くのがかわいらしい」

鈴虫．２．２．６

■　などのたまへば、宮みや、

◇　などとおっしゃると、宮は、

鈴虫．２．２．７

■　「おほかたの秋あきをば憂うしと知しりにしを

ふり捨すてがたき鈴虫すずむしの声1こゑ」

◇　「秋という季節はつらいものと分かっておりますが

やはり鈴虫の声だけは飽きずに聴き続けていたいものです」


1 【おほかたの秋をば憂しと知りにしをふり捨てがたき鈴虫の声】女三の宮から源氏への贈歌。「秋」と「飽き」の掛詞。「鈴」「振り」は縁語。『完訳』は「源氏の「鈴虫は--」を受け、庭に虫を放つなどの源氏の厚志に感謝しながらも、自分を飽きた源氏への恨みを言い込めた歌」と注す。


鈴虫．２．２．８

■　と忍しのびやかにのたまふ。

◇　とひっそりとおっしゃる。

■　いとなまめいて、あてにおほどかなり。

◇　とても優雅で、上品でおっとりしていらっしゃる。

鈴虫．２．２．９

■　「いかにとかや1。

◇　「何とおしゃいましたか。

■　いで、思おもひの外ほかなる御おほむことにこそ」

◇　いやはや、思いがけないお言葉ですね」

■　とて、

◇　と言って、


1 【いかにとかや】以下「御ことにこそ」まで、源氏の詞。『完訳』は「宮の歌の「飽き」への反発」と注す。


鈴虫．２．２．１０

■　「心こころもて草くさの宿やどりを厭いとへども

なほ鈴虫すずむしの声こゑぞふりせぬ1」

◇　「ご自分からこの家をお捨てになったのですが

やはりお声は鈴虫と同じように今も変わりません」


1 【心もて草の宿りを厭へどもなほ鈴虫の声ぞふりせぬ】源氏の返歌。「振り」「鈴虫」の語句を受けて、「声ぞふりせぬ」あなたは昔どおり若く美しい、と返す。「振り」「古り」掛詞、「鈴」「振り」縁語。「草のやどり」は六条院、「鈴虫」は女三の宮を喩える。『完訳』は「源氏には、「心やすく、いまめい」た鈴虫が、女三の宮の美質として顧みられる。秋虫を放った六条院庭園は、執心を捨て得ない源氏の心象風景たりうる」と注す。


鈴虫．２．２．１１

■　などP9聞きこえたまひて、琴きんの御琴召おほむことめして、珍めづらしく弾ひきたまふ。

◇　などと申し上げなさって、琴の御琴を召して、珍しくお弾きになる。

■　宮みやの御数珠引おほむずずひき怠おこたりたまひて、御琴おほむことになほ心入こころいれたまへり。

◇　宮が御数珠を繰るのを忘れなさって、お琴の音色に依然として聴き入っていらっしゃった。


P9 など--なえ（え/＄と〈朱〉）


鈴虫．２．２．１２

■　月つきさし出いでて、いとはなやかなるほどもあはれなるに、空そらをうち眺ながめて、世よの中なかさまざまにつけて1、はかなく移うつり変かはるありさまも思おぼし続つづけられて、例れいよりもあはれなる音ねに掻かき鳴ならしたまふ。

◇　月が出て、とても明るくなったのもしみじみと心を打つので、空をちょっと眺めて、人の世のあれこれにつけて、無常に移り変わる有様が次々と思い出されて、いつもよりもしみじみとした音色でお弾きになる。


1 【世の中さまざまにつけて】『集成』は「女三の宮をはじめ、朧月夜や朝顔の前斎院などのこと」と注す。


第三段　六条院の鈴虫の宴

鈴虫．２．３．１

■　今宵こよひは、例れいの御遊おほむあそびにやあらむと1推おし量はかりて、兵部卿宮渡ひゃうぶきゃうのみやわたりたまへり。

◇　今夜は、いつものとおり管弦のお遊びがあろうかと推量して、兵部卿宮がお越しになった。

■　大将だいしゃうの君3きみ、殿上人てんじゃうびとのさるべきなど具ぐしてP10参まゐりたまへれば、こなたにおはしますと、御琴おほむことの音ねを尋たづねて、やがて参まゐりたまふ。

◇　大将の君、殿上人で音楽の素養のある人々を連れていらっしゃっていたので、こちらにいらっしゃると、お琴の音をたよりにして、そのまま参上なさる。


P10 具して--ゝ（ゝ/＄く〈朱〉）して

1 【今宵は例の御遊びにやあらむと】今夜は八月十五夜である。六条院で管弦の遊びが催されるだろうことを期待。

2? 【兵部卿の宮】蛍兵部卿宮。

3 【大将の君】夕霧。


鈴虫．２．３．２

■　「いとつれづれにて1、わざと遊あそびとはなくとも、久ひさしく絶たえにたるめづらしき物もの音のねなど、聞きかまほしかりつる独ひとり琴ごとを2、いとよう尋たづねたまひける3」

◇　「とても所在ないので、特別の音楽会というのではなくても、長い間弾かないでいた珍しい楽器の音など、聴きたかったので独りで弾いていたのを、たいそうよく聴きつけて来て下さった」


1 【いとつれづれにて】以下「いとよう尋ねたまひける」まで、源氏の詞。

2 【独り琴を】「を」格助詞、目的格を表す。

3 【尋ねたまひける】「ける」過去の助動詞、詠嘆の意。連体中止法、余意・余情の気持ちを表す。


鈴虫．２．３．３

■　とて、宮みやも、こなたに御座おましよそひて入いれたてまつりたまふ。

◇　とおっしゃって、宮にも、こちらに御座所を設けてお入れ申し上げなさる。

■　内裏うちの御前おまへに、今宵こよひは月つきの宴えんあるべかりつるを、とまりてさうざうしかりつるに、この院ゐんに人ひとびと参まゐりたまふと聞きき伝つたへて2、これかれ上達部かむだちめなども参まゐりたまへり。

◇　宮中の御前で、今夜は月の宴が催される予定であったが、中止になって物足りない気がしたので、こちらの院に方々が参上なさると伝え聞いて、誰や彼やと上達部なども参上なさった。

■　虫むしの音ねの定さだめをしたまふ。

◇　虫の音の批評をなさる。


1? 【内裏の御前に今宵月の宴あるべかりつるをとまりて】宮中の帝の御前における八月十五夜の月の宴が中止となる。その理由は語られていない。

2 【聞き伝へて】主語は、これかれの上達部。


鈴虫．２．３．４

■　御琴おほむことどもの声々掻こゑごゑかき合あはせて、おもしろきほどに、

◇　お琴類を合奏なさって、興が乗ってきたころに、

鈴虫．２．３．５

■　「月見つきみる宵よひの1、いつとてもS1ものあはれならぬ折をりはなきなかに、今宵こよひの新あらたなる月つきの色いろS2には2、げになほ、わが世よの外ほかまでこそ、よろづ思おもひ流ながさるれ3。

◇　「月を見る夜は、いつでももののあわれを誘わないことはない中でも、今夜の新しい月の色には、なるほどやはり、この世の後の世界までが、いろいろと想像されるよ。

■　故権大納言4こだいなごん、何なにの折々をりをりにも、亡なきにつけていとど偲しのばるること多おほく、公おほやけ、私わたくし、ものの折節をりふしのにほひ失うせたる心地ここちこそすれ。

◇　故大納言が、いつの折にも、亡くなったことにつけて、一層思い出されることが多く、公、私、共に何かある機会に物の栄えがなくなった感じがする。

■　花鳥はなとりの色いろにも音ねにも5、思おもひわきまへ、いふかひあるかたの、いとうるさかりしものを」

◇　花や鳥の色にも音にも、美をわきまえ、話相手として、大変に優れていたのだったが」


S1 いつとても月見ぬ秋はなきものをわきて今宵の珍しきかな（後撰集秋中-三二五　藤原雅正）

S2 三五夜中新月色　二千里外故人心（白氏文集巻十四-七二四）

1 【月見る宵の】以下「いとうるさかりしものを」まで、源氏の詞。

2 【新たなる月の色には】「三五夜中新月の色二千里の外故人心」（白氏文集、八月十五夜禁中独直対月憶元九）。

3 【思ひ流さるれ】「るれ」自発の助動詞。係結びの已然形、強調のニュアンス。

4 【故権大納言】柏木。亡くなる直前に「大納言」となった。

5 【花鳥の色にも音にも】「花鳥の色をも音をもいたづらにもの憂かる身には過ぐすのみなり」（後撰集夏、二一二、藤原雅正）。


鈴虫．２．３．６

■　などのたまひ出いでて、みづからも掻かき合あはせたまふ御琴おほむことの音ねにも1、袖濡そでぬらしたまひつ。

◇　などとお口に出されて、ご自身でも合奏なさる琴の音につけても、お袖を濡らしなさった。

■　御簾みすの内うちにも2、耳みみとどめてや聞ききたまふらむと、片かたつ方かたの御心みこころには思おぼしながら、かかる御遊おほむあそびのほどには、まづ恋こひしう、内裏うちなどにも思おぼし出いでける。

◇　御簾の中でも耳を止めてお聴きになって入るだろうと、片一方のお心ではお思いになりながら、このような管弦のお遊びの折には、まずは恋しく、帝におかせられてもお思い出しになられるのであった。


1 【御琴の音にも】柏木は和琴の名手であったことを回想。

2 【御簾の内にも】以下「聞きたまふらむ」まで、源氏の心中。「御簾の内」は女三の宮をさす。


鈴虫．２．３．７

■　「今宵こよひは鈴虫すずむしの宴えんにて明あかしてむ1」

◇　「今夜は鈴虫の宴を催して夜を明かそう」


1 【今宵は鈴虫の宴にて明かしてむ】源氏の詞。


鈴虫．２．３．８

■　と思おぼしのたまふ。

◇　とお考えになっておっしゃる。

第四段　冷泉院より招請の和歌

鈴虫．２．４．１

■　御土器二おほむかはらけふたわたりばかり参まゐるほどに、冷泉院れいぜいゐんより御消息おほむせうそこあり。

◇　お杯が二回りほど廻ったころに、冷泉院からお手紙がある。

■　御前ごぜんの御遊おほむあそびP11にはかにとまりぬるを口惜くちをしがりて、左大弁さだいべん、式部大輔しきぶのたいふ、また人ひとびと率ひきゐて、さるべき限かぎり参まゐりたれば、大将だいしゃうなどは六条ろくでうの院ゐんにさぶらひたまふ、と聞きこしP12召めしてなりけり。

◇　宮中の御宴が急に中止になったのを残念に思って、左大弁や、式部大輔らが、また大勢人々を引き連れて、詩文に堪能な人々ばかりが参上したところ、大将などは六条院に伺候していらっしゃる、とお耳にあそばしてなのであった。


P11 御遊び--（/+御〈朱〉）あそひ

P12 たまふ、と聞こし--給（給/+ふ〈朱〉）時（時/とき〈朱〉）こし


鈴虫．２．４．２

■　「雲くもの上うへをかけ離はなれたるすみかにも

もの忘わすれせぬ秋あきの夜よの月つき

同おなじくはS3」

◇　「宮中から遠く離れて住んでいる仙洞御所にも

忘れもせず秋の月は照っています

同じことならあなたにも」


S3 あたら夜の月と花とを同じくはあはれ知れらむ人に見せばや（後撰集春下-一〇三　源信明）


鈴虫．２．４．３

■　と聞きこえたまへれば、

◇　とお申し上げなさったので、

鈴虫．２．４．４

■　「何なにばかり所狭ところせき身みのほどにもあらずながら、今いまはのどやかにおはしますに、参まゐり馴なるることもをさをさなきを、本意ほいなきことに思おぼしあまりて、おどろかさせたまへる、かたじけなし」

◇　「どれほどの窮屈な身分ではないのだが、今はのんびりとしてお過ごしになっていらっしゃるところに、親しく参上することもめったにないことを、不本意なことと思し召されるあまりに、お便りをお寄越しあばされている、恐れ多いことだ」

鈴虫．２．４．５

■　とて、にはかなるやうなれど、参まゐりたまはむとす。

◇　とおっしゃって、急な事のようだが、参上なさろうとする。

鈴虫．２．４．６

■　「月影つきかげは同おなじ雲居くもゐに見みえながら

わが宿やどからの秋あきぞ変かはれる」

◇　「月の光は昔と同じく照っていますが

わたしの方がすっかり変わってしまいました」

鈴虫．２．４．７

■　異ことなることなかめれど、ただ昔今むかしいまの御おほむありさまの思おぼし続つづけられけるままなめり。

◇　特に変わったところはないようであるが、ただ昔と今とのご様子が思い続けられての歌なのであろう。

■　御使おほむつかひに盃賜さかづきたまひて、禄ろくいと二になし。

◇　お使者にお酒を賜って、禄はまたとなく素晴らしい。

第五段　冷泉院の月の宴

鈴虫．２．５．１

■　人ひとびとの御車おほむくるま、次第しだいのままに引ひき直なほし、御前ごぜんの人ひとびと立たち混こみて、静しづかなりつる御遊おほむあそび紛まぎれて、出いでたまひぬ。

◇　人々のお車を、身分に従って並べ直し、御前駆の人々が大勢集まって来て、しみじみとした合奏もうやむやになって、お出ましになった。

■　院ゐんの御車おほむくるまに、親王みこたてまつり1、大将だいしゃう、左衛門督さゑもんのかみ、藤宰相とうさいしゃうなど、おはしける限かぎり皆参みなまゐりたまふ。

◇　院のお車に、親王をお乗せ申し、大将、左衛門督、藤宰相など、いらっしゃった方々全員が参上なさる。


1 【院の御車に親王たてまつり】六条院の御車。源氏と蛍兵部卿宮と同乗。


鈴虫．２．５．２

■　直衣なほしにて、軽かろらかなる御おほむよそひどもなれば、下襲したがさねばかりたてまつり加くはへて、月つきややさし上あがり、更ふけぬる空そらおもしろきに、若わかき人ひとびと、笛ふえなどわざとなく吹ふかせたまひなどして1、忍しのびたる御参おほむまゐりのさまなり。

◇　直衣姿で、皆お手軽な装束なので、下襲だけをお召し加えになって、月がやや高くなって、夜が更けた空が美しいので、若い方々に、笛などをさりげなくお吹かせになったりなどして、お忍びでの参上の様子である。


1 【わざとなく吹かせたまひなどして】『集成』は「興のままにお吹かせになったりして」。『完訳』は「さりげなく笛をお吹かせになったりして」と訳す。


鈴虫．２．５．３

■　うるはしかるべき折節をりふしは、所狭ところせくよだけき儀式1ぎしきを尽つくして、かたみに御覧ごらんぜられたまひ2、また、いにしへのただ人びとざまに思おぼし返かへりて3、今宵こよひは軽々かるがるしきやうに、ふとかく参まゐりたまへれば、いたう驚おどろき、待まち喜よろこびきこえたまふ。

◇　改まった公式の儀式の折には、仰々しく厳めしい威儀の限りを尽くして、お互いにご対面なさり、また一方で、昔の臣下時代に戻った気持ちで、今夜は手軽な恰好で、急にこのように参上なさったので、大変にお驚きになり、お喜び申し上げあそばす。


1 【よだけき儀式】大島本は「よたけけき」とある。「け」は衍字である。『新大系』も諸本によって「よだけき」と校訂する。

2 【御覧ぜられたまひ】逆接で下文に続く。

3 【またいにしへのただ人ざまに思し返りて】「いにしへ」は冷泉帝在位中をさす。源氏は准太上天皇の待遇を得たとはいうものの、皇族に復籍せず、あくまでも臣下のままである。


鈴虫．２．５．４

■　ねびととのひたまへる御容貌1おほむかたち、いよいよ異ことものならず。

◇　御成人あそばした御容貌、ますますそっくりである。

■　いみじき御盛おほむさかりの世よを、御心みこころと思おぼし捨すてて2、静しづかなる御おほむありさまに、あはれ少すくなからず。

◇　お盛りの最中であったお位を、御自分から御退位あそばして、静かにお過ごしになられる御様子に、心打たれることが少なくない。


1 【ねびととのひたまへる御容貌】冷泉院三十二歳。

2 【御盛りの世を御心と思し捨てて】冷泉院は二十八歳で退位。「若菜下」巻に語られている。


鈴虫．２．５．５

■　その夜よの歌うたども1、唐からのも大和やまとのも、心こころばへ深ふかうおもしろくのみなむ。

◇　その夜の詩歌は、漢詩も和歌も共に、趣深く素晴らしいものばかりである。

■　例れいの、言足ことたらぬP13片端かたは、まねぶもかたはらいたくてなむ。

◇　例によって、一端を言葉足らずにお伝えするのも気が引けて。

■　明あけ方がたに文ふみなど講かうじて、とく人ひとびとまかでたまふ。

◇　明け方に漢詩などを披露して、早々に方々はご退出なさる。


P13 足らぬ--たゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）ぬ

1 【その夜の歌ども】『林逸抄』は「さうしの詞」と指摘。『集成』は「以下、草子地」。


第三章　秋好中宮の物語　出家と母の罪を思う

第一段　秋好中宮、出家を思う

鈴虫．３．１．１

■　六条院ろくでうのゐんは、中宮ちゅうぐうの御方おほむかたに渡わたりたまひて1、御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふ。

◇　六条の院は、中宮の御方にお越しになって、お話など申し上げなさる。


1 【中宮の御方に渡りたまひて】主語は源氏。冷泉院御所の秋好中宮方に。


鈴虫．３．１．２

■　「今いまはかう1静しづかなる御住おほむすまひに、しばしばも参まゐりぬべく、何なにとはなけれど、過すぐる齢よはひに添そへて、忘わすれぬ昔むかしの御物語おほむものがたりなど、承うけたまはり聞きこえまほしう思おもひたまふるに、何なににもつかぬ身みのありさまにて2、さすがにうひうひしく、所狭ところせくもはべりてなむ3。

◇　「今はこのように静かなお住まいに、しばしば伺うことができ、特にどうということはないけれども、年をとるにつれて、忘れない昔話など、お聞きしたり申し上げたりしたく存じますが、中途半端な身の有様で、やはり気が引け、窮屈な思いが致しまして。


1 【今はかう】以下「思しとどめてものせさせたまへ」まで、源氏の詞。

2 【何にもつかぬ身のありさまにて】『集成』は「どっちつかずの身の有様で。ただの臣下でもなく、真の上皇でもない、准太上天皇の身分をいう。源氏の卑下の言葉」。『完訳』は「中途半端な身分と卑下。准太上天皇は上皇でも臣下でもない」と注す。

3 【所狭くもはべりてなむ】下に「参らぬ」という内容が省略。


鈴虫．３．１．３

■　我われより後のちの人ひとびとに、方々かたがたにつけて後おくれゆく心地ここちしはべるも1、いと常つねなき世よの心細こころぼそさの、のどめがたうおぼえはべれば、世離よはなれたる住すまひにもやと、やうやう思おもひ立たちぬるを、残のこりの人ひとびとのものはかなからむ、漂ただよはしたまふな、と2先々さきざきも聞きこえP14つけし心違こころたがへず3、思おぼしとどめてものせさせたまへ」

◇　わたしより若い方々に、何かにつけて先を越されて行く感じが致しますのも、まことに無常の世の心細さが、のんびり構えていられぬ気持ちがしますので、世を離れた生活をしようかと、だんだん気持ちが進んできましたが、後に残された方々が頼りないでしょうから、おちぶれさせなさらないように、と以前にもお願い申し上げました通り、その気持ちを変えずにお世話してやって下さい」


P14 聞こえ--き（き/+こえ〈朱〉）

1 【我より後の人びとに方々につけて後れゆく心地しはべるも】『集成』は「柏木との死別、女三の宮、朧月夜、朝顔の前斎院の出家などが念頭にある」と注す。

2 【残りの人びとのものはかなからむ漂はしたまふなと】「人びとの」主格を表し、「ものはかなからむ」は原因理由を述べて、下文に「漂はしたまふな」という禁止の句を続ける構文。

3 【先々も聞こえつけし心違へず】源氏が秋好中宮に後事を託したことは、「薄雲」巻、「藤裏葉」巻に見える。


鈴虫．３．１．４

■　など、まめやかなるさまに聞きこえさせたまふ1。

◇　などと、方々の生活面のことについてお願い申し上げなさる。


1 【聞こえさせたまふ】「聞こえさせ」＋「たまふ」の形。中宮に対する源氏の厚い謙譲表現。


鈴虫．３．１．５

■　例れいの、いと若わかうおほどかなる御おほむけはひにて、

◇　例によって、大変に若くおっとりしたご様子で、

鈴虫．３．１．６

■　「九重ここの隔へのへだて1深ふかうはべりし年としごろよりも、おぼつかなさのまさるやうに思おもひたまへらるるありさまを、いと思おもひの外ほかに、むつかしうて、皆人みなひとの背そむきゆく世よを2、厭いとはしう思おもひなることもはべりながら、その心こころの内うちを聞きこえさせうけたまはらねば、何事なにごともまづ頼たのもしき蔭かげには聞きこえさせならひて、いぶせくはべる3」

◇　「宮中の奥深くに住んでおりましたころよりも、お目に掛かれないことが多くなったように存じられます今の有様が、ほんとうに思いもしなかったことで、面白くなく思われまして、皆が出家して行くこの世を、厭わしく思われることもございますが、その心の中を申し上げてご意向を伺っておりませんので、何事もまずは頼りにしている癖がついていますため、気に致しております」


1 【九重の隔て】以下「いぶせくはべる」まで、秋好中宮の詞。

2 【皆人の背きゆく世を】「皆人の背き果てにし世の中にふるの社の身をいかにせむ」（斎宮女御集）。

3 【いぶせくはべる】連体形止め。余意・余情効果。


鈴虫．３．１．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

鈴虫．３．１．８

■　「げに、公おほやけざまにては1、限かぎりある折節をりふしの御里居おほむさとゐも、いとよう待まちつけきこえさせしを、今いまは何事なにごとにつけてかは、御心みこころにまかせさせたまふ御移おほむうつろひもはべらむP15,2。

◇　「おっしゃる通り、宮中にいらっしゃった時には、決まりに従った折々のお里下がりも、ほんとうにお待ち申し上げておりましたが、今は何を理由として、御自由にお出であそばすことがございましょうか。

■　定さだめなき世よと言いひながらも、さして厭いとはしきことなき人3ひとの、さはやかに背そむき離はなるるもありがたう、心こころやすかるべきほどにつけてだに、おのづから思おもひかかづらふほだしのみはべるを4、などか5、その人ひとまねにきほふ御道心おほむだうしんは、かへりてひがひがしう推おし量はかりきこえさする人ひともこそはべれ6。

◇　無常な世の習いとは言いながらも、特に世を厭う理由のない人が、きっぱりと出家することも難しいことで、容易に出家できそうな身分の人でさえ、自然とかかわり合う係累ができて世を背くことが出来ませんのに、どうして、そんな人真似をして負けずに出家なさろうとするのは、かえって変なお心掛けとご推量申し上げる者があっては困ります。

■　かけてもいとあるまじき御おほむことになむ7」

◇　絶対にあってはならない御事でございます」


P15 はべらむ--あ（あ/＄侍〈朱〉）らむ

1 【げに公ざまにては】以下「いとあるまじき御ことになむ」まで、源氏の詞。冷泉院の在位中をさしていう。

2 【今は何事につけてかは御心にまかせさせたまふ御移ろひもはべらむ】反語表現。お心のままに里下がりもできない、の意。

3 【さして厭はしきことなき人】『完訳』は「中宮を、特に世を厭う理由のない人として、その出家に反対」と注す。

4 【心やすかるべきほどにつけてだにおのづから思ひかかづらふほだしのみはべるを】家族に対する思いのため出家のし難さをいう。

5 【などか】『集成』は読点で「どうしてそんな人真似をして負けじと競われるようなご出家のお志では」と訳し「御道心」にかけて読む。『完訳』は句点で「なぜ出家などお考えなのか」と訳す。

6 【人もこそはべれ】「もこそ」--已然形。懸念の気持ちを表す。

7 【御ことになむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。


鈴虫．３．１．９

■　と聞きこえたまふを、

◇　と申し上げなさるので、

■　「深ふかうも汲くみはかりたまはぬなめりかし1」

◇　「深くは汲み取っ下さっていないようだ」

■　と、つらう思**ひきこえたまふ。

◇　と、恨めしくお思い申し上げなさる。

◆　 
と きこえ たまふ を、 "ふかう も くみ はかり たまは ぬ な' めり かし。" と、 つらう きこえ たまふ。


1 【深うも汲みはかりたまはぬなめりかし】秋好中宮の心中。


第二段　母御息所の罪を思う

鈴虫．３．２．１

■　御息所みやすむどころの1、御身おほむみの苦くるしうなりたまふらむありさま2、いかなる煙けぶりの中なかに3惑まどひたまふらむ、亡なき影かげにても、人ひとに疎うとまれたてまつりたまふ御名おほむなのりなどの4出いで来きけること、かの院ゐんには5いみじう隠かくしたまひけるを、おのづから人ひとの口くちさがなくて、伝つたへ聞きこし召めしける後のち、いと悲かなしういみじくて、なべての世よの厭いとはしく思おぼしなりて、仮かりにても、かののたまひけむありさま6の詳くはしう聞きかまほしきを、まほにはえうち出いで聞きこえたまはで、ただ、

◇　母御息所が、ご自身お苦しみになっていらっしゃろう様子、どのような業火の中で迷っていらっしゃるのだろう様子、亡くなった後までも、人から疎まれ申される物の怪となって名乗り出たことは、あちらの院では大変に隠していらっしゃったが、自然と人の口は煩しいもので、伝え聞いた後は、とても悲しく辛くて、何もかもが厭わしくお思いになって、たとい憑坐にのり移った言葉にせよ、そのおっしゃった内容を詳しく聞きたいのだが、まともには申し上げかねなさって、ただ、


1 【御息所の】『集成』は「以下、中宮の気持を直接書く体であるが、「かの院には」あたり以下は、自然に地の文ふうの書き方になる」と注す。

2 【御身の苦しうなりたまふらむありさま】推量の助動詞「らむ」視界外推量。地獄に堕ちて苦しんでいる母六条御息所を推量しているニュアンス。

3 【いかなる煙の中に】『完訳』は「以下、「出で来けること」まで、中宮の心中に即した叙述」と注す。

4 【亡き影にても人に疎まれたてまつりたまふ御名のりなどの】死霊となって、紫の上を仮死状態に陥れたり（「若菜下」巻）、女三の宮を出家させたりした（「柏木」巻）という話をさす。

5 【かの院には】六条院をさす。冷泉院を基準にした言い方。

6 【仮にてもかののたまひけむありさま】『集成』は「憑坐にのり移った物の怪の言葉にせよ」。『完訳』は「憑坐のかりそめの言いぐさでもよい」と訳す。


鈴虫．３．２．２

■　「亡なき人ひとの御おほむありさまの、罪1軽つみかろからぬさまに、ほの聞きくことのはべりしを、さるしるしあらはならでも、推おし量はかり伝つたへつべき2ことにはべりけれど、後おくれしほどのあはればかりを忘わすれぬことにて、もののあなた思おもうたまへやらざりけるがものはかなさを、いかでよう言いひ聞きかせむ人ひとの勧すすめをも聞ききはべりて、みづからだに、かの炎ほのほをも冷さましはべりにしがなと、やうやう積つもるになむ、思おもひ知しらるることもありける4」

◇　「亡くなった母上のあの世でのご様子が、罪障の軽くない様子と、かすかに聞くことがございましたので、そのような証拠がはっきりしているのでなくとも、推し量らねばならないことでしたのに、先立たれた時の悲しみばかりを忘れずにおりまして、あの世での苦しみを想像しなかった至らなさを、何とかして、ちゃんと教えてくれる人の勧めを聞きまして、せめてわたしでも、その業火の炎を薄らげて上げたいと、だんだんと年をとるにつれて、考えられるようになったことでございます」


1 【亡き人の御ありさまの罪】以下「思ひ知らるることもありける」まで、秋好中宮の詞。

2 【推し量り伝へつべき】大島本は「つたへつへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「つべき」と「つたへ」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3? 【もののあなた思ふたまへやらざりけるがものはかなさを】『集成』は読点で「後世の苦しみにまで思いをめぐらしませんでしたとはほんとにいたらぬことでしたので」。『完訳』は句点で「後生のお苦しみまでは考えてあげようともいたしませんでした、それがなんとも至らぬことでございました」と訳す。

4 【やうやう積もるになむ思ひ知らるることもありける】『集成』は「出家の志が、長年の間に自然に固まったものだという」と注す。


鈴虫．３．２．３

■　など、かすめつつぞのたまふ。

◇　などと、それとなしにおっしゃる。

鈴虫．３．２．４

■　「げに、さも思おぼしぬべきこと1」

◇　「なるほど、そのようにお考えになるのももっともなことだ」

■　と、あはれに見みたてまつりたまうて、

◇　と、お気の毒に拝し上げなさって、


1 【げにさも思しぬべきこと】源氏の心中。中宮の言葉に納得する気持ち。


鈴虫．３．２．５

■　「その炎ほのほなむ1、誰たれも逃のがるまじきことと知しりながら、朝あしたの露2つゆのかかれるほどは、思おもひ捨すてはべらぬになむ。

◇　「その業火の炎は、誰も逃れることはできないものだと分かっていながら、朝露のようにはかなく生きている間は、執着を去ることはできないものなのです。

■　目蓮もくれんが仏ほとけに近ちかき聖ひじりの身みにて、たちまちに救すくひけむ例ためしにも3、え継つがせたまはざらむものから4、玉たまの簪***P16捨かむざしすてさせたまはむも5、この世よには恨うらみ残のこるやうなるわざなり。

◇　目蓮が仏に近い聖僧の身で、すぐに救ったという故事にも、真似はお出来になれないでしょうが、玉の簪をお捨てになって出家なさったとしても、この世に悔いを残すようなことになるでしょう。

◆　 
"その ほのほ なむ、 たれ も のがる まじき こと と しり ながら、 あした の つゆ の かかれ る ほど は、 おもひ すて はべら ぬ に なむ。 もくれん が ほとけ に ちかき ひじり の み にて、 たちまちに すくひ けむ ためし に も、 え つが せ たまは ざら む ものから、 たま の かむざし すて させ たまは む も、 このよ に は うらみ のこる やう なる わざ なり。


P16 簪--かんか（か/＄さ〈朱〉）し

1 【その炎なむ】以下「心幼きことなれ」まで、源氏の詞。

2 【朝の露】大島本は「あしたの露」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「朝露」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【目蓮が仏に近き聖の身にてたちまちに救ひけむ例にも】「仏説盂蘭盆経」に見える目蓮が餓鬼道に堕ちた母親を救ったという話。

4 【え継がせたまはざらむものから】主語は中宮。目蓮の真似はできない意。

5 【玉の簪捨てさせたまはむも】『集成』「「玉の簪」は、玉で飾った中国風の髪飾り。中宮に対してふさわしい言葉遣い」。『完訳』は「出家して后の位を捨てても母を救えず現世に悔恨が残るとする」と注す。


鈴虫．３．２．６

■　やうやうさる御心みこころざしをしめたまひて、かの御煙晴おほむけぶりはるべきこと1をせさせたまへ。

◇　だんだんそのようなお気持ちを強くなさって、あの母君のお苦しみが救われるような供養をなさいませ。

■　しか思おもひたまふる2ことはべりながら、もの騒さわがしきやうに、静しづかなる本意ほいもなきやうなるありさまに明あけ暮くらしはべりつつ、みづからの勤つとめに添そへて、今静いましづかにと思おもひたまふるも、げにこそ、心幼こころをさなきことなれ3」

◇　そのように存じますことお持ちしながら、何か落ち着かないようで、静かな出家の本意もないような有様で毎日を過ごしておりまして、自分自身の勤行に加えて、供養もそのうちゆっくりと存じておりますのも、おしゃるとおり、浅はかなことでした」


1 【かの御煙晴るべきこと】大島本は「はるへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はるくべき」と「く」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【しか思ひたまふる】主語は源氏、自分自身。

3 【げにこそ心幼きことなれ】『集成』は「「心をさなし」は、無常の世に、いつまでも命があるかのように油断していることへの自嘲」。『完訳』は「中宮の言う「物のあなた--ものはかなさを」に納得し、出家に踏みきれぬ自分を苦々しく顧みる」と注す。


鈴虫．３．２．７

■　など、世よの中なかなべてはかなく、厭いとひ捨すてまほしきことを聞きこえ交かはしたまへど、なほ、やつしにくき御身おほむみのありさまどもなり1。

◇　などと、世の中の事が何もかも無常であり、出家したいことをお互いに話し合いなさるが、やはり、出家することは難しいお二方の身の上である。


1 【なほやつしにくき御身のありさまどもなり】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「語り手の評」と注す。


第三段　秋好中宮の仏道生活

鈴虫．３．３．１

■　昨夜よべはうち忍しのびてかやすかりし御歩おほむありき、今朝けさは表あらはれたまひて、上達部かまだちめども1、参まゐりたまへる限かぎりは皆御送みなおほむおくり仕つかうまつりたまふ。

◇　昨夜はこっそりとお気軽なお出ましであったが、今朝は世間に知れわたりなさって、上達部なども、参上していた方々は皆お帰りのお供を申し上げなさる。


1 【上達部ども】大島本は「上達部とん」とある。「ん」は「も」に同じ。『集成』『完本』は諸本に従って「上達部なども」と「な」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


鈴虫．３．３．２

■　春宮とうぐうの女御1にょうごの御おほむありさま2、並ならびなく、いつきたてたまへるかひがひしさも、大将だいしゃうのまたいと人ひとに異ことなる御おほむさまをも、いづれとなくめやすしと思おぼすに3、なほ、この冷泉院れいぜいゐんを思おもひきこえたまふ御心みこころざしは、すぐれて深ふかくあはれにぞおぼえたまふP17。

◇　春宮の女御のご様子、他に並ぶ方がなく、大切にお世話申し上げなさっているだけのことは十分あり、大将がまた大変に格別に優れているご様子をも、どちらも安心だとお思いになるが、やはり、この冷泉院をお思い申し上げるお気持ちは、特に深くいとしくお思いなさる。

■　院ゐんも4常つねにいぶかしう思おもひきこえたまひしに、御対面おほむたいめんのまれに5いぶせうのみ思おぼされけるに、急いそがされたまひて、かく心安こころやすきさまにと思おぼしなりけるになむ6。

◇　院もいつも気に掛けていらっしゃったが、ご対面がめったになく気掛かりにお思いだったため、気がせかれなさって、このように気楽なご境遇にとお考えになったのであった。


P17 御心ざしは、すぐれて深くあはれにぞおぼえたまふ--（/+御心さしはすくれてふかく哀にそおほえ給〈朱〉）

1 【春宮の女御】明石姫君をさす。

2 【御ありさま】大島本は「御有様」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御ありさまの」と「な」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【いづれとなくめやすしと思すに】源氏の心中。「に」接続助詞、逆接の意。『集成』は「どちらも結構なことと満足にお思いになるのだが」。『完訳』は「どちらがどうと優り劣りなくご満足であるが」と訳す。

4 【院も】冷泉院。

5 【御対面のまれに】冷泉院の在位中をさす。

6 【かく心安きさまにと思しなりけるになむ】『集成』は「草子地」と注す。係助詞「なむ」の下に「ある」などの語句が省略された形。


鈴虫．３．３．３

■　中宮ちゅうぐうぞ、なかなかまかでたまふこともいと難かたうなりて、ただ人びとの仲なかのやうに並ならびおはしますに1、今いまめかしう、なかなか昔むかしよりもはなやかに、御遊おほむあそびをもしたまふ。

◇　中宮は、かえって里下がりなさることが大変に難しくなって、臣下の夫婦のようにいつもご一緒にいられて、当世風に、かえって御在位中よりも華やかに、管弦の御遊などもなさる。

■　何なにごとも御心みこころやれるありさまながら、ただかの御息所みやすむどころの御事おほむことを2思おぼしやりつつ、行おこなひの御心進みこころすすみにたるを、人ひとの許ゆるしきこえたまふまじきことなれば3、功徳くどくのことを立たてて思おぼしいとなみ、いとど心深こころぶかう、世よの中なかを思おぼし取とれるさまになりまさりたまふ4。

◇　どのようなことにもご満足のゆくご様子であるが、ただあの母御息所の御事をお考えなさっては、勤行のお心が深まって行ったのを、院がお許し申されるはずのないことなので、追善供養をひたすら熱心にお営みになって、ますます道心深く、この世の無常をお悟りになったご様子におなりになって行かれる。


1 【ただ人の仲のやうに並びおはしますに】『集成』は「帝は在位中は後宮の后妃にあまねく心を配らねばならないが、譲位後は、お気に召した方と思いのままに暮すことができる」と注す。

2 【ただかの御息所の御事を】中宮の母御息所をさす。

3 【人の許しきこえたまふまじきことなれば】「人」について、『集成』『新大系』は「源氏」、『完訳』は「冷泉院」とする。両説ある。

4 【世の中を思し取れるさまになりまさりたまふ】『集成』は「人の世の無常をお悟りになったご日常になってゆかれる」。『完訳』は「世の中の無常をお悟りになるお気持もいよいよ深くおなりになる」と訳す。



３９． 夕霧 (ゆふぎり)

第一章　夕霧の物語　小野山荘訪問

第一段　一条御息所と落葉宮、小野山荘に移る

夕霧．１．１．１

■　まめ人びとの名なをとりて、さかしがりたまふ大将だいしゃう、この一条いちでうの宮みやの御おほむありさまを2、なほ3あらまほしと心こころにとどめて、おほかたの人目ひとめには、昔むかしを忘わすれぬ用意よういに見みせつつ、いとねむごろにとぶらひきこえたまふ。

◇　堅物との評判を取って、こざかしそうにしていらっしゃる大将、この一条宮のご様子を、やはり理想的だと心に止めて、世間の人目には、昔の友情を忘れていない心遣いを見せながら、とても懇切にお見舞い申し上げなさる。

■　下したの心こころには、かくては止やむまじくなむ、月日つきひに添そへて思おもひまさりたまひける。

◇　内心では、このままではやめられそうになく、月日を経るに従って思いが募って行かれるのであった。


1? 【まめ人のなをとりてさかしがりたまふ大将】『集成』は「やや揶揄的な筆致。真木柱の巻に、髭黒が「名に立てるまめ人」とされており、同じ巻に、夕霧も「この世に目馴れぬまめ人」とされていた」。『完訳』は「夕霧は「まめ人」と称されてきたが、ここでは自らそれを意識して落葉の宮接近を合理化する。「さかしが」るのも、そのため。実直な男が盲目的な恋に陥る点で、鬚黒大将とも類似。『宇津保物語』の源実忠や藤原仲頼も、妻子を捨てて貴宮への恋に溺れる」と注す。

2 【この一条の宮の御ありさまを】邸宅の雰囲気をさす表現。

3 【なほ】副詞「なほ」は「思して」を修飾。『完訳』は「まめ人と言われながらやはり」と訳す。


夕霧．１．１．２

■　御息所みやすむどころも1、

◇　御息所も、

■　「あはれにありがたき御心みこころばへにもあるかな」

◇　「大変にもったいないご親切であることよ」

■　と、今いまはいよいよもの寂さびしき御おほむつれづれを、絶たえず訪おとづれたまふに、慰なぐさめたまふことども多おほかり。

◇　と、今ではますます寂しく所在ないお暮らしを、絶えず訪れなさるので、お慰めになることがいろいろと多かった。


1 【御息所も】落葉宮の母一条御息所。


夕霧．１．１．３

■　初はじめより懸想けさうびても聞きこえたまはざりしに、

◇　初めから色めいたことを申し上げたりなさらなかったのだが、

夕霧．１．１．４

■　「ひき返かへし1懸想けさうばみなまめかむもまばゆし。

◇　「打って変わって色めかしく艶めいた振る舞いをするのも気恥ずかしい。

■　ただ深ふかき心こころざしを見みえたてまつりて、うちとけたまふ折をりもあらじやは」

◇　ただ深い愛情をお見せ申せば、心を許してくれる時がなくはないだろう」


1 【ひき返し】以下「あらじやは」まで、夕霧の心中。『集成』は「ここから夕霧の心」と注して、括弧にはくくらない。


夕霧．１．１．５

■　と思おもひつつ、さるべきことにつけても、宮みやの御おほむけはひありさまを見みたまふ1。

◇　と思いながら、何かの用事にかこつけても、宮のご様子や態度をお伺いなさる。

■　みづからなど聞きこえたまふことはさらになし2。

◇　ご自身がお応え申し上げなさることはまったくない。


1 【宮の御けはひありさまを見たまふ】落葉の宮の雰囲気や様子を。「見たまふ」は、注意を払う、関心をもつ、意。几帳が間にあるので直接見ているのではない。

2 【みづからなど聞こえたまふことはさらになし】落葉宮御自身が夕霧に直接返事をすること。


夕霧．１．１．６

■　「いかならむついでに1、思おもふことをもまほに聞きこえ知しらせて、人ひとの御おほむけはひを見みむ」

◇　「どのような機会に、思っていることをまっすぐに申し上げて、相手のご様子を見ようか」


1 【いかならむついでに】以下「けはひを見む」まで、夕霧の心中。


夕霧．１．１．７

■　と思おぼしわたるに、御息所みやすむどころ、もののけにいたう患わづらひたまひて1、小野をのといふわたりに、山里持やまざともたまへるに2渡わたりたまへり。

◇　と、お考えになっていたところ、御息所が、物の怪にひどくお患いになって、小野という辺りに、山里を持っていらっしゃった所にお移りになった。

■　早はやうより御祈おほむいのりの師しに3、もののけなど祓はらひ捨すてける律師りし、山籠やまごもりして里さとに出いでじ4と誓ちかひたるを5、麓近ふもとちかくて、請さうじ下おろしたまふゆゑなりけり6。

◇　早くから御祈祷師として、物の怪などを追い払っていた律師が、山籠もりして里には出まいと誓願を立てていたのを、麓近くなので、下山して頂くためなのであった。


1 【御息所もののけにいたう患ひたまひて】一条御息所は二年前から病気がちであった。「柏木」巻に語られている。

2 【小野といふわたりに山里持たまへるに】二つの「に」格助詞、いずれも場所を表す。京都の北の郊外。修学院離宮のあたり。

3 【御祈りの師に】大島本は「御いのりのしに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御祈りの師にて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【山籠もりして里に出でじ】律師の考え、間接話法、その要旨。

5 【誓ひたるを】『集成』は「請願を立てているのを」。『完訳』は「誓いを立てているそのお方に」と訳す。「を」格助詞、目的格に解す。また接続助詞「を」順接、原因理由を表す、とも解せる。

6 【麓近くて請じ下ろしたまふゆゑなりけり】『集成』は「近くに来て、下山して頂きなさるためなのだった」。『完訳』は「麓近くまで下りてもらうようお願いになるためなのだった」と訳す。集成は「麓近くて」を御息所が「麓近くに来て」の意に解している。


夕霧．１．１．８

■　御車みくるまよりはじめて、御前ごぜんなど、大将殿だいしゃうどのよりぞたてまつれたまへるを、なかなか昔のむかしの近ちかきゆかりの君きみたちは1、ことわざしげきおのがじしの世よのいとなみに紛まぎれつつ、えしも思おもひ出いできこえたまはず。

◇　お車をはじめとして、御前駆など、大将殿から差し向けなさったのであるが、かえって故人の親しい弟君たちは、仕事が忙しく自分の事にかまけて、お思い出し申し上げることができなかった。


1 【なかなか昔の近きゆかりの君たちは】大島本は「中／＼むかしの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なかなかまことの昔の」と「まことの」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。柏木の弟たちをいう。もって回った言い方。


夕霧．１．１．９

■　弁べんの君きみ、はた、思おもふ心こころなきにしもあらで、けしきばみけるに2、ことの外ほかなる御おほむもてなし1なりけるには、しひてえ参までとぶらひたまはずなりにたり。

◇　弁の君、彼は彼で、気がないわけでもなくて、素振りを匂わせたのだが、思ってもみない程のおあしらいだったので、無理に参上してお世話なさることもできなくなっていた。


1 【弁の君はた思ふ心なきにしもあらでけしきばみけるにことの外なる御もてなし】『完訳』は「一条の宮に出入りするうちに宮に求婚し、皇女降嫁に反対の母御息所に拒まれたか」と注す。

2 【けしきばみけるに】接続助詞「に」逆接の意。


夕霧．１．１．１０

■　この君きみは、いとかしこう、さりげなくて聞きこえ馴なれたまひにためり。

◇　この君は、とても賢く、何とはない様子で自然と馴れ親しみなさったようである。

■　修法すほふなどせさせたまふと聞ききて、僧そうの布施ふせ、浄衣じゃうえなどやうの、こまかなるものをさへたてまつれたまふ。

◇　修法などをおさせになると聞いて、僧の布施、浄衣などのような、こまごまとした物まで差し上げなさる。

■　悩なやみたまふ人ひとは2、え聞きこえたまはず3。

◇　病気でいらっしゃる方は、お書きになるとができない。


1? 【さりげなく聞こえ馴れたまひにためり】推量の助動詞「めり」主観的推量は、語り手の推量。

2 【悩みたまふ人は】御息所をいう。

3 【え聞こえたまはず】夕霧へのお礼の返事を書くことができない。


夕霧．１．１．１１

■　「なべての宣旨書せんじがきは1、ものしと思おぼしぬべく、ことことしき御おほむさまなり」

◇　「通り一遍の代筆は、けしからぬとお思いでしょう、重々しい身分のお方です」


1 【なべての宣旨書きは】以下「御さまなり」まで、女房の詞。その要旨、間接的話内容であろう。


夕霧．１．１．１２

■　と、人ひとびと聞きこゆれば、宮みやぞ御返おほむかへり聞きこえたまふ1。

◇　と、女房たちが申し上げるので、宮がお返事をさし上げなさる。


1 【宮ぞ御返り聞こえたまふ】落葉の宮が返事を書く。係助詞「ぞ」--「たまふ」連体形の係結び、強調のニュアンス。


夕霧．１．１．１３

■　いとをかしげにて、ただ一行ひとくだりなど1、おほどかなる書かきざま、言葉ことばもなつかしきところ書かき添そへたまへるを2、いよいよ見みまほしう目めとまりて、しげう聞きこえ通かよひたまふ。

◇　とても美しく、ただ一くだりほど、おっとりとした筆づかいに、言葉も優しい感じを書き添えなさっているので、ますます見たく目がとまって、頻繁に手紙を差し上げなさる。


1 【ただ一行りなど】『完訳』は「和歌を一行書きにしたものか」と注す。

2 【言葉もなつかしきところ書き添へたまへるを】『完訳』は「和歌に添えた言葉か」と注す。


夕霧．１．１．１４

■　「なほ、つひにあるやうあるべきやう御仲おほむなからひなめり」

◇　「やはり、いつかは事の起こるに違いないご関係のようだ」

夕霧．１．１．１５

■　と、北きたの方かたけしきとりたまへれば、わづらはしくて、参まうでまほしう思おぼせど、とみにえ出いで立たちたまはず。

◇　と、北の方は様子を察していられたので、めんどうに思って、訪問したいとはお思いになるが、すぐにはお出かけになることができない。

第二段　八月二十日頃、夕霧、小野山荘を訪問

夕霧．１．２．１

■　八月中はちぐわつなかの十日とをかばかりなれば、野辺のべのけしきもをかしきころなるに1、山里やまざとのありさまのいとゆかしければ、

◇　八月二十日のころなので、野辺の様子も美しい時期だし、山里の様子もとても気になるので、


1 【八月中の十日ばかりなれば野辺のけしきもをかしきころなるに】八月二十日ころ、中秋をや過ぎたころ。


夕霧．１．２．２

■　「なにがし律師りしの1めづらしう下おりたなるに2、せちに語かたらふべきことあり。

◇　「何某律師が珍しく下山していると言うので、是非に相談したいことがある。

■　御息所みやすむどころの患わづらひたまふなるも3とぶらひがてら、参まうでむ」

◇　御息所が病気でいらっしゃると言うのもお見舞いがてら、お伺いしよう」


1 【なにがし律師の】以下「とぶらひがてら参でむ」まで、夕霧の詞。「某律師」は雲居雁の前では実名で言ったのを、語り手が読者には「某」とぼかして表現したもの。『完訳』は「語り手が固有名詞をぼかした」と注す。

2 【下りたなるに】「た」は完了の助動詞「たる」の「る」が撥音便化し無表記。「なる」伝聞推定の助動詞。接続助詞「に」順接の意。

3 【患ひたまふなるも】「なる」伝聞推定の助動詞。


夕霧．１．２．３

■　と、おほかたにぞ聞きこえて1出いでたまふ。

◇　と、さりげない用件のように申し上げてお出かけになる。

■　御前ごぜん、ことことしからで、親したしき限かぎり五ご、六人ろくにんばかり2、狩衣かりぎぬにてさぶらふ。

◇　御前駆、大げさにせず、親しい者だけ五、六人ほどが、狩衣姿で従う。

■　ことに深ふかき道みちならねど、松まつが崎さきの小山をやまの色いろなども、さる巌いはほならねど、秋あきのけしきつきて、都みやこに二になくと尽つくしたる家居いへゐには4、なほ、あはれも興きょうもまさりてぞ見みゆるや5。

◇　特別深い山道ではないが、松が崎の小山の色なども、それほどの岩山ではないが、秋らしい様子になって、都で又となく善美を尽くした住居より、やはり、情趣も風情も立ち勝って見えることであるよ。


1 【おほかたにぞ聞こえて】大島本は「きこえて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こえごちて」と「ごち」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「さりげない用件のように申し上げて」。『完訳』は「一通りの訪問のようにお申し出になって」と訳す。

2 【御前ことことしからで親しき限り五六人ばかり】大将の公式の前駆は定員十二名。それを親しい者五、六名に限って追従させている。

3? 【松が崎のを小山の色など】『集成』は「尾山」と宛て、「歌枕。修学院の対岸、高野川の右岸に張り出した形の山。所々に岩盤が露出し、松の木が多い。「尾山」の「尾」は、峯の意」と注す。

4 【都に二なくと尽くしたる家居には】『完訳』は「六条院の秋の町と対比して、小野の秋の美しさを称揚」と注す。連語「には」比較を表す。

5 【まさりてぞ見ゆるや】「や」詠嘆の終助詞。語り手の言辞。臨場感ある措辞。視点が夕霧と一体化して語られている。


夕霧．１．２．４

■　はかなき小柴垣こしばがきもゆゑあるさまにしなして、かりそめなれどあてはかに住すまひなしたまへり。

◇　ちょっとした小柴垣も風流な様に作ってあって、仮のお住まいだが品よくお暮らしになっていらっしゃった。

■　寝殿しんでんとおぼしき東ひむがしの放出はなちいでに、修法すほふの檀塗だんぬりて、北きたの廂ひさしにおはすれば、西面にしおもてに宮みやはおはします。

◇　寝殿と思われる東の放出に、修法の壇を塗り上げて、北の廂の間にいらっしゃるので、西表の間に宮はいらっしゃる。

夕霧．１．２．５

■　御おほむもののけむつかしとて、とどめたてまつりたまひけれど1、いかでか離はなれたてまつらむ2と、慕したひわたりたまへるを、人ひとに移うつり散ちるを懼おぢて、すこしの隔へだてばかりに、あなたには渡わたしたてまつりたまはず3。

◇　御物の怪が厄介だからと言って、お止め申し上げなさったが、どうしてお側を離れ申そうと、慕ってお移りになったのだが、物の怪が他の人に乗り移るのを恐れて、わずかの隔てを置く程度にして、そちらにはお入れ申し上げなさらない。


1 【とどめたてまつりたまひけれど】落葉の宮を京の邸に留めたが、の意。

2 【いかでか離れたてまつらむ】落葉の宮の心中。間接的叙述。「いかでか」--「む」反語表現。

3 【あなたには渡したてまつりたまはず】落葉の宮を御息所のいる北廂の間にはお入れしない、の意。


夕霧．１．２．６

■　客人まらうとのゐたまふべき所ところのなければ、宮みやの御方1おほむかたの御簾みすの前まへに2入いれたてまつりて、上臈じゃうらふだつ人ひとびと、御消息聞おほむせうそこきこえ伝つたふ。

◇　客人のお座りになる所がないので、宮の御方の簾の前にお入れ申して、上臈のような女房たちが、ご挨拶をお伝え申し上げる。


1 【宮の御方】落葉の宮。

2 【御簾の前に】大島本は「みす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「簾（す）」と「み」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．１．２．７

■　「いとかたじけなく1、かうまでのたまはせ渡わたらせたまへるをなむ。

◇　「まことにもったいなく、こんなにまで遠路はるばるお見舞いにお越し下さいまして。

■　もしかひなくなり果はてはべりなば、このかしこまりをだに2聞きこえさせでや3と、思おもひたまふるをなむ、今いましばしかけとどめまほしき心こころつきはべりぬる」

◇　もしこのままはかなくなってしまいましたならば、このお礼をさえ申し上げることができないのではないかと、存じておりましたが、もう暫く生きていたいという気持ちになりました」


1 【いとかたじけなく】以下「心つきはべりぬる」まで、御息所の詞。

2 【このかしこまりをだに】副助詞「だに」最小限の意。

3 【聞こえさせでや】「聞こえさす」謙譲表現。接続助詞「で」否定の意。「や」間投助詞、詠嘆の意。


夕霧．１．２．８

■　と、聞きこえ出いだしたまへり。

◇　と、奥から申し上げなさった。

夕霧．１．２．９

■　「渡わたらせたまひし1御送おほむおくりにもと思おもうたまへしを、六条院ろくでうのゐんに承うけたまはりさしたることはべりしほどにて2なむ3。

◇　「お移りあそばした時のお供を致そうと存じておりましたが、六条院から仰せつけられていた事が中途になっていまして。

■　日ひごろも、そこはかとなく紛まぎるることはべりて、思おもひたまふる心こころのほどよりは、こよなくおろかに御覧ごらんぜらるることの、苦くるしうはべる」

◇　このところも、何かと忙しい雑事がございまして、案じておりました気持ちよりも、ずっと誠意がない者のように御覧になられますのが、辛うございます」


1 【渡らせたまひし】以下「ことの苦しうはべる」まで、夕霧の詞。

2 【六条院に承りさしたることはべりしほどにて】『完訳』は「口実である。雲居雁の嫉妬で訪問できなかったのが真相」と注す。

3 【ほどにてなむ】係助詞「なむ」の下に、できなかった、という意の言葉が省略された形。


夕霧．１．２．１０

■　など、聞きこえたまふ。

◇　などと、申し上げなさる。

第三段　夕霧、落葉宮に面談を申し入れる

夕霧．１．３．１

■　宮みやは、奥おくの方かたにいと忍しのびておはしませど、ことことしからぬ旅たびの御おほむしつらひ1、浅あさきやうなる御座おましのほどにて、人ひとの御おほむけはひ2おのづからしるし。

◇　宮は、奥の方にとてもひっそりとしていらっしゃるが、おおげさでない仮住まいのお設備で、端近な感じのご座所なので、宮のご様子も自然とはっきり伝わる。

■　いとやはらかにうちみじろきなどしたまふ御衣おほむぞの音おとなひ、さばかりななり3と、聞ききゐたまへり。

◇　とても物静かに身じろぎなさる時の衣ずれの音、あれがそうなのだろうと、聞いていらっしゃった。


1 【ことことしからぬ旅の御しつらひ】小野の山荘の様子。

2 【人の御けはひ】落葉の宮。

3 【さばかりななり】連語「ななり」断定の助動詞＋推量の助動詞。『集成』は「あれが宮なのだろう」。『完訳』は「あのあたりらしい」と訳す。


夕霧．１．３．２

■　心こころも空そらにおぼえて、あなたの御消息通おほむせうそこかよふほど1、すこし遠とほう隔へだたる隙ひまに2、例れいの少将せうしゃうの君きみなど、さぶらふ人ひとびとに3物語ものがたりなどしたまひて、

◇　心も上の空になって、あちらへのご挨拶を伝えている間、少し長く手間取っているうちに、例の少将の君などの、伺候している女房たちにお話などなさって、


1 【あなたの御消息通ふほど】格助詞「の」は、御息所への、の意。

2 【すこし遠う隔たる隙に】「少し遠う隔たる」は空間の理由を説明して「隙」を修飾、時間的な間合のあることをいう。

3 【例の少将の君などさぶらふ人びとに】『完訳』は「落葉の宮づきの女房。小少将。御息所の姪で、その養女格。大和守の妹」と注す。


夕霧．１．３．３

■　「かう参まゐり来馴きなれ1承うけたまはることの、年としごろといふばかりに2なりにけるを、こよなうもの遠とほうもてなさせたまへる恨うらめしさなむ3。

◇　「このように参上して親しくお話を伺うことが、何年という程になったが、まったく他人行儀にお扱いなさる恨めしさよ。

■　かかる御簾みすの前まへにて、人伝ひとづての御消息おほむせうそこなどの、ほのかに聞きこえ伝つたふることよ。

◇　このような御簾の前で、人伝てのご挨拶などを、ほのかにお伝え申し上げるとはね。

■　まだこそならはね。

◇　いまだ経験したことがないね。

■　いかに古ふるめかしきさまに4、人ひとびとほほ笑ゑみたまふらむと5、はしたなくなむ6。

◇　どんなにか古くさい人間かと、宮様方は笑っていらっしゃるだろうと、きまりの悪い思いがする。


1 【かう参り来馴れ】以下「たぐひあらじかし」まで、夕霧の詞。『完訳』は「宮に聞えよがしに言う」と注す。

2 【年ごろといふばかりに】柏木が亡くなって足掛け三年になる。その間、夕霧は落葉の宮に援助し続けてきた。

3 【恨めしさなむ】係助詞「なむ」の下に、辛く思われる、などの意が省略。

4 【いかに古めかしきさまに】『完訳』は「私を野暮な人間と。自分を貶めながら、好色とは無縁であるかのように言い、相手を安心させる」と注す。

5 【人びとほほ笑みたまふらむと】『集成』は「あなた方がおかしがっておいでだろうと」。『完訳』は「落葉の宮や御息所など」と注す。

6 【はしたなくなむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略、強調のニュアンス。


夕霧．１．３．４

■　齢積よはひつもらず軽かるらかなりしほどに1、ほの好すきたる方かたに面馴おもなれなましかば2、かううひうひしうもおぼえざらまし。

◇　年齢も若く身分も低かったころに、多少とも色めいたことに経験が豊かであったら、こんな恥ずかしい思いはしなかったろうに。

■　さらに、かばかりすくすくしう、おれて年経としふる人ひとは、たぐひあらじかし3」

◇　まったく、このように生真面目で、愚かしく年を過ごして来た人は、他にいないだろう」


1 【齢積もらず軽らかなりしほどに】『完訳』は「「軽らか」は身分について。ここでも自嘲的でありながら、若年からの律儀さを強調し、相手を安心させる」と注す。

2 【面馴れなましかば】「ましかば」--「まし」反実仮想の構文。

3 【おれて年経る人はたぐひあらじかし】『集成』は「いつまでもうかうかと過す人間は、またといまいと思われます。もういい加減に、親しい扱いをしてほしい、と言う」と注す。


夕霧．１．３．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　げに、いとあなづりにくげなるさましたまひつれば1、さればよ2と、

◇　なるほど、まことに軽々しくお扱いできないご様子でいらっしゃるので、やはりそうであったかと、


1 【げにいとあなづりにくげなるさましたまひつれば】大島本は「給つれは」とある。「つ」と「へ」は紛らわしい字体である。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。「げに」は語り手の納得の意。女房の気持と一体化した表現。

2 【さればよ】女房の心中。『集成』は「やはり、ただではすまないことだと。宮の挨拶がなくては事がすむまいという気持」。『完訳』は「夕霧の宮への恋情に気づく」と注す。


夕霧．１．３．６

■　「なかなかなる御おほむいらへ聞きこえ出いでむは、恥はづかしう1」

◇　「中途半端なお返事を申し上げるのは、気が引けます」


1 【なかなかなる御いらへ聞こえ出でむは恥づかしう】女房の詞。連体中止法。余意余情効果がある。


夕霧．１．３．７

■　などつきしろひて、

◇　などとつっ突き合って、

夕霧．１．３．８

■　「かかる御愁おほむうれへ1聞きこしめし知しらぬやうなり」

◇　「このようなご不満に対し情趣を解さないように思われます」


1 【かかる御愁へ】以下「知らぬやうなり」まで、女房の詞。「御愁へ」は夕霧のそれ。「聞こしめし知らぬ」は人情や情趣を解さない意。主語は落葉の宮なので敬語表現が使用されている。


夕霧．１．３．９

■　と、宮みやに聞きこゆれば、

◇　と、宮に申し上げると、

夕霧．１．３．１０

■　「みづから聞きこえたまはざめるかたはらいたさに1、代かはりはべるべきを2、いと恐おそろしきまでものしたまふめりしを、見みあつかひはべりしほどに、いとどあるかなきかの心地ここちになりて3なむ、え聞きこえぬ」

◇　「ご自身で直接申し上げなさらないようなご無礼につき、代わって致さねばならないところですが、大変に恐いほどのご病気でいらっしゃったようなのを、看病致しておりましたうちに、ますます生きているのかどうなのか分からない気分になって、お返事申し上げることができません」


1 【みづから聞こえたまはざめるかたはらいたさに】「みづから」は母御息所ご自身が、の意。下に「たまふ」という敬語表現があるので。

2 【代はりはべるべきを】主語は落葉の宮。丁寧語表現。

3 【いとどあるかなきかの心地になりて】『完訳』は「恐ろしいほど物の怪に病むような御息所を看病するうちに、自分も人心地が失せた。口実である」と注す。


夕霧．１．３．１１

■　とあれば、

◇　とおっしゃるので、

夕霧．１．３．１２

■　「こは、宮みやの御消息おほむせうそこか1」

◇　「これは、宮のお返事ですか」

■　とゐ直なほりて、

◇　と居ずまいを正して、

■　「心苦こころぐるしき御悩おほむなやみを2、身みに代かふばかり嘆なげききこえさせはべるも3、何なにのゆゑにか4。

◇　「お気の毒なご病気を、わが身に代えてもとご心配申し上げておりましたのも、他ならぬあなたのためです。

■　かたじけなけれど、ものを思おぼし知しる御おほむありさまなど5、はればれしき方かたにも見みたてまつり直なほしたまふまでは、平たひらかに過すぐしたまはむこそ、誰たが御おほむためにも頼たのもしきことにははべらめと、推おし量はかりきこえさするによりなむ。

◇　恐れ多いことですが、物事のご判断がお出来になるご様子などを、ご快復を御覧になられるまでは、平穏にお過ごしになられるのが、どなたにとっても心強いことでございましょうと、ご推察申し上げるのです。

■　ただあなたざまに思おぼし譲ゆづりて7、積つもりはべりぬる心こころざしをも知しろしめされぬは、本意ほいなき心地ここちなむ8」

◇　ただ母上様へのご心配ばかりとお考えになって、積もる思いをご理解下さらないのは、不本意でございます」


1 【こは宮の御消息か】夕霧の詞。または心中、いづれか不明。

2 【心苦しき御悩みを】以下「本意なき心地なむ」まで、夕霧の詞。「御悩み」は御息所の病気。『完訳』は「以下、宮に直接話しかける趣。宮の居場所の近さを知っている」と注す。

3 【嘆ききこえさせはべるも】「聞こえさす」最も丁重な謙譲表現。

4 【何のゆゑにか】『完訳』は「ほかならぬ、あなたのため」と訳す。

5 【ものを思し知る御ありさまなど】『集成』は「物の怪は、おうおうにして明晰な理解、判断を狂わせる症状を呈するので、「ものをおぼし知る御ありさまなど」と、日頃の御息所の聰明さを特に言う」。『完訳』は「何かと思いにひたっていらっしゃる宮の日々のお暮しなどが」「憂愁に沈む落葉の宮が晴れ晴れしくなるまで、御息所が生きていてほしい、の意。暗に、宮は自分と結ばれて幸福になる、と主張」と注す。

6? 【推し量り聞こえさするによりなむ】係助詞「なむ」の下に「侍る」などの語句が省略。

7 【ただあなたざまに思し譲りて】主語は落葉の宮。あなたは、わたしの訪問をただ母御息所へのご心配とばかりお思いになって、の意。

8 【本意なき心地なむ】係助詞「なむ」の下に「する」などの語句が省略。


夕霧．１．３．１３

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　「げに」

◇　「おっしゃる通りだ」

■　と、人ひとびとも聞きこゆ。

◇　と、女房たちも申し上げる。

第四段　夕霧、山荘に一晩逗留を決意

夕霧．１．４．１

■　日入ひいり方かたになり行ゆくに、空そらのけしきもあはれに霧きりわたりて、山やまの蔭かげS1は小暗をぐらき心地ここちするに、ひぐらしの鳴なきしきりて1、垣かきほに生おふる撫子なでしこS2の2、うちなびける色いろも3をかしう見みゆ。

◇　日も入り方になるにつれて、空の様子もしんみりと霧が立ち籠めて、山の蔭は薄暗い感じがするところに、蜩がしきりに鳴いて、垣根に生えている撫子が、風になびいている色も美しく見える。


S1 ひぐらしの鳴きつるなへに日は暮れぬと思ふは山の蔭にぞありける（古今集秋上-二〇四　読人しらず）

S2 あな恋ひし今も見てしか山賤の垣ほに咲ける大和撫子（古今集恋四-六九五　読人しらず）

1 【ひぐらしの鳴きしきりて】大島本は「ひくらしの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ひぐらし」と「の」を削除する。『新大系』は底本のままとする。「ひぐらしの鳴きつるなべに日は暮れぬと思ふは山の蔭にぞありける」（古今集秋上、二〇四、読人しらず）。

2 【垣ほに生ふる撫子の】「あな恋し今も見てしが山賤の垣ほに咲ける大和撫子」（古今集恋四、六九五、読人しらず）。「日入方になり行くに--山の蔭は--垣ほに生ふる撫子の」の情景は右の古今集歌二首にもとづく。

3 【うちなびける色も】『集成』は「くびをかしげた花の淡い紅色も」。『完訳』は「風に揺れなびいている色合いも」と訳す。


夕霧．１．４．２

■　前まへの前栽せんさいの花はなどもは、心こころにまかせて乱みだれあひたるに、水みづの音をといと涼すずしげにて、山やまおろし心こころすごく、松まつの響ひびき木深こぶかく聞きこえわたされなどして、不断ふだんの経読きゃうよむ、時変ときかはりて、鐘かねうち鳴ならすに、立たつ声こゑもゐ変かはるも、一ひとつにあひて、いと尊たふとく聞きこゆ。

◇　前の前栽の花々が、思い思いに咲き乱れているところに、水の音がとても涼しそうに聞こえて、山下ろしの風がぞっとするように、松風の響きが奥にこもってそこらじゅう聞こえたりなどして、不断の経を読むのが、交替の時刻になって、鐘を打ち鳴らすと、立つ僧の声も変って座る僧の声も、一緒になって、まことに尊く聞こえる。

夕霧．１．４．３

■　所ところから、よろづのこと心細こころぼそう見みなさるるも、あはれにもの思おもひ続つづけらる1。

◇　場所柄ゆえ、あらゆる事が心細く思われるのも、しみじみと感慨が湧き起こる。

■　出いでたまはむ心地ここちもなし。

◇　お帰りなる気持ちも起こらない。

■　律師りしも、加持かぢする音おとして、陀羅尼だらにいと尊たふとく読よむなり2。

◇　律師の加持する声がして、陀羅尼を大変に尊く読んでいる様子である。


1 【もの思ひ続けらる】「らる」自発の助動詞。

2 【読むなり】「なり」伝聞推定の助動詞。語り手の言辞。臨場感のある表現。


夕霧．１．４．４

■　いと苦くるしげにしたまふなりとて1、人ひとびともそなたに集つどひて、おほかたも、かかる旅所たびどころにあまた参まゐらざりけるに2、いとど人少ひとずくなにて、宮みやは眺ながめたまへり。

◇　たいそうお苦しそうでいらっしゃるということで、女房たちもそちらの方に集まって、大体が、このような仮住まいに大勢はお供しなかったので、ますます人少なで、宮は物思いに耽っていらっしゃった。

■　しめやかにて、

◇　ひっそりしていて、

■　「思おもふこともうち出いでつべき折をりかな3」

◇　「思っていることも話し出すによい機会かな」

■　と思おもひゐたまへるに、霧きりのただこの軒のきのもとまで立たちわたれば、

◇　と思って座っていらっしゃると、霧がすぐこの軒の所まで立ち籠めたので、


1 【いと苦しげにしたまふなりとて】主語は御息所。「なり」伝聞推定の助動詞。

2 【あまた参らざりけるに】接続助詞「に」順接、原因理由を表す。

3 【思ふこともうち出でつべき折かな】夕霧の心中。


夕霧．１．４．５

■　「まかでむ方かたも見みえずなり行ゆくは、いかがすべき」

◇　「帰って行く方角も分からなくなって行くのは、どうしたらよいでしょうか」

■　とて、

◇　と言って、

夕霧．１．４．６

■　「山里やまざとのあはれを添そふる夕霧ゆふぎりに

立たち出いでむ空そらもなき心地ここちして2」

◇　「山里の物寂しい気持ちを添える夕霧のために

帰って行く気持ちにもなれずおります」


1? 【まかでむ方も見えずなりゆくはいかがすべき】夕霧の詞。『完訳』は「霧で帰れない。恋の常套句」と注す。

2 【山里のあはれを添ふる夕霧に立ち出でむ空もなき心地して】夕霧から落葉の宮への贈歌。「霧」「立ち」「空」が縁語。「夕霧に衣は濡れて草枕旅寝するかも逢はぬ君ゆゑ」（古今六帖、霧）。


夕霧．１．４．７

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

夕霧．１．４．８

■　「山賤やまがつの籬まがきをこめて立たつ霧きりも

心こころそらなる人ひとはとどめず1」

◇　「山里の垣根に立ち籠めた霧も

気持ちのない人は引き止めません」


1 【山賤の籬をこめて立つ霧も心そらなる人はとどめず】落葉の宮の返歌。「山」「立つ」「霧」「心」「空」の語句を受けて、「霧」を落葉の宮自身に、「心そらなる人」を夕霧に喩えて、「とどめず」と切り返す。


夕霧．１．４．９

■　ほのかに聞きこゆる御おほむけはひに慰なぐさめつつ、まことに帰かへるさ忘わすれ果はてぬ。

◇　かすかに申し上げるご様子に慰めながら、ほんとうに帰るのを忘れてしまった。

夕霧．１．４．１０

■　「中空なかぞらなるわざかな1。

◇　「どうしてよいか分からない気持ちです。

■　家路いへぢは見みえず、霧きりの籬まがきは、立たち止とまるべうもあらず遣やらはせたまふ。

◇　家路は見えないし、霧の立ち籠めたこの家には、立ち止まることもできないようにせき立てなさる。

■　つきなき人ひとは、かかることこそ2」

◇　物馴れない男は、こうした目に遭うのですね」


1 【中空なるわざかな】以下「かかることこそ」まで、夕霧の詞。「中空」「家路」「籬」など宮の和歌の中の語句の歌語を使用して優美にいう。

2 【つきなき人はかかることこそ】夕霧自身をいう。恋に馴れない人は、の意。『集成』は「不馴れな男は、こんな目に会うのですね」。『完訳』は「こうしたことの不似合いな男でしたらこのお仕打ちももっともなことでしょうが」と訳す。係助詞「こそ」の下に「あらめ」などの語句が省略された形。


夕霧．１．４．１１

■　などやすらひて、忍しのびあまりぬる筋すぢも1ほのめかし聞きこえたまふに、年としごろもむげに見知みしりたまはぬにはあらねど、知しらぬ顔かほにのみもてなしたまへるを2、かく言ことに出いでて怨うらみきこえたまふを、わづらはしうて、いとど御おほむいらへもなければ、いたう嘆なげきつつ、心こころのうちに、

◇　などとためらって、これ以上堪えられない思いをほのめかして申し上げなさると、今までも全然ご存知でなかったわけではないが、知らない顔でばかり通して来なさったので、このように言葉に出されてお恨み申し上げなさるのを、面倒に思って、ますますお返事もないので、たいそう嘆きながら、心の中で、

■　「また、かかる折をりありなむや3」

◇　「再び、このような機会があるだろうか」

■　と、思おもひめぐらしたまふ。

◇　と、思案をめぐらしなさる。


1 【忍びあまりぬる筋も】『集成』は「もはや抑えがたい胸の内も」。『完訳』は「これ以上包みきれない胸の中をも」と訳す。

2 【年ごろもむげに見知りたまはぬにはあらねど知らぬ顔にのみもてなしたまへるを】主語は落葉の宮。宮自身も実は夕霧の気持ちを知っていたのだがという解説的叙述。

3 【またかかる折ありなむや】夕霧の心中。連語「なむや」は、「な」完了の助動詞、確述の意と「む」推量の助動詞、推量の意。「や」係助詞、疑問の意。強い疑問の推量のニュアンスを表す。


夕霧．１．４．１２

■　「情なさけなうあはつけきものには思おもはれたてまつるとも2、いかがはせむ3。

◇　「薄情で軽薄な者と思われ申そうとも、どうすることもできない。

■　思おもひわたるさまをだに知しらせたてまつらむ」

◇　せめて思い続けて来たことだけでもお打ち明け申そう」


1? 【情けなうあはつけきもものには】以下「知らせたてまつらむ」まで、夕霧の心中。

2 【思はれたてまつるとも】自分が思われ申す、という謙譲表現。

3 【いかがはせむ】反語表現。仕方のないことだ、の意。


夕霧．１．４．１３

■　と思おもひて、人ひとを召めせば1、御司おほむつかさの将監ぞうよりかうぶり得えたる、睦むつましき人2ひとぞ参まゐれる。

◇　と思って、供人をお呼びになると、近衛府の将監から五位になった、腹心の家来が参った。

■　忍しのびやかに召めし寄よせて、

◇　人目に立たないように呼び寄せなさって、


1 【人を召せば】夕霧の供人。

2 【御司の将監よりかうぶり得たる睦ましき人】「御司」は左近衛府をさす。「将監」は近衛府第三等官で従六位下相当官。「かうぶり得たる」は五位に叙せられた、の意。


夕霧．１．４．１４

■　「この律師りしに1かならず言いふべきことのあるを。

◇　「この律師に是非とも話したいことがあるのだが。

■　護身ごしんなどに暇いとまなげなめる、ただ今いまはうち休やすむらむ。

◇　護身などに忙しいようだが、ちょうど今は休んでいるだろう。

■　今宵こよひこのわたりに泊とまりて、初夜そやの時果じはてむほどに、かのゐたる方かたにものせむ。

◇　今夜はこの近辺に泊まって、初夜の時刻が終わるころに、あの控えている所に参ろう。

■　これかれ、さぶらはせよ。

◇　誰と誰とを、控えさせておけ。

■　随身ずいじんなどの男をのこどもは2、栗栖野くるすのの荘3近さうちかからむ、秣まぐさなどとり飼かはせて、ここに人ひとあまた声こゑなせそ。

◇　随身などの男たちは、栗栖野の荘園が近いから、秣などを馬に食わせて、ここでは大勢の声を立てるではない。

■　かやうの旅寝たびねは、軽々かるがるしきやうに人ひともとりなすべし」

◇　このような旅寝は、軽率なように人が取り沙汰しようから」


1 【この律師に】以下「人もとりなすべし」まで、夕霧の詞。

2 【随身などの男どもは】随身たちは栗栖野に遣って人少なにさせる。

3 【栗栖野の荘】小野の近くにある夕霧の荘園。


夕霧．１．４．１５

■　とのたまふ。

◇　とお命じになる。

■　あるやうあるべし1と心得こころえて、承うけたまはりて立たちぬ。

◇　何かきっと子細があるのだろうと理解して、仰せを承って立った。


1 【あるやうあるべし】将監の心中。


第五段　夕霧、落葉宮の部屋に忍び込む

夕霧．１．５．１

■　さて、

◇　そうしてから、

夕霧．１．５．２

■　「道みちいとたどたどしけれS3ば1、このわたりに宿借やどかりはべる2。

◇　「帰り道が霧でまことにはっきりしないので、この近辺に宿をお借りしましょう。

■　同おなじうは、この御簾みすのもとに許ゆるされあらなむ3。

◇　同じことなら、この御簾の側をお許し下さい。

■　阿闍梨あざりの下おるるほどまで」

◇　阿闍梨が下がって来るまでは」


S3 夕闇は道たどたどし月待ちて帰れ我が背子その間にも見む（古今六帖一-三七一）

1 【道いとたどたどしければ】以下「下るるほどまでなむ」まで、夕霧の詞。

2 【宿借りはべる】連体中止法、余意余情表現。

3 【許されあらなむ】「なむ」終助詞、願望の意。


夕霧．１．５．３

■　など、つれなくのたまふ2。

◇　などと、さりげなくおっしゃる。

■　例れいは、かやうに3長居ながゐして、あざればみたるけしきも見みえたまはぬを、

◇　いつもは、このように長居して、くだけた態度もお見せなさらないのに、

■　「うたてもあるかな」

◇　「嫌なことだわ」

■　と、宮思みやおぼせど、ことさらめきて、軽かるらかにあなたにはひ渡わたりたまふは、人ひとも4さま悪あしき心地ここちして、ただ音おとせでおはしますに、とかく聞きこえ寄よりて、御消息聞おほむせうそこきこえ伝つたへにゐざり入いる人5ひとの影かげにつきて、入いりたまひぬ。

◇　と、宮はお思いになるが、わざとらしくして、さっさとあちらにお移りになるのは、人の体裁の悪い気がなさって、ただ音を立てずにいらっしゃると、何かと申し上げて、お言葉をお伝えに入って行く女房の後ろに付いて、御簾の中に入っておしまいになった。


1? 【までなど】大島本は「まてなと」とある。『完本』は諸本に従って「までなむと」と「む」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【つれなくのたまふ】『完訳』は「さりげなく。一方的な態度」と注す。

3 【例はかやうに】以下「うたてもあるかな」まで、落葉の宮の心中と地の文が融合した形。

4 【はひ渡りたまふは人も】大島本は「はひ（△＆ひ）わたり給ハ人も」とある。「人」と「ん」の字体の類似から生じた異文。『集成』『完本』は諸本に従って「はひわたりたまはむも」と「校訂する。『新大系』は底本のまま「はひわたり給（たまは）ば人も」と整定する。

5 【御消息聞こえ伝へにゐざり入る人】夕霧から落葉の宮へのご口上を伝えるために膝行して中へ入っていく女房の意。


夕霧．１．５．４

■　まだ夕暮ゆふぐれの、霧きりに閉とぢられて、内うちは暗くらくなりにたるほどなり。

◇　まだ夕暮のころで、霧に閉じ籠められて、家の内は暗くなった時分である。

■　あさましうて見返みかへりたるに1、宮みやはいとむくつけうなりたまうて、北きたの御障子みさうじの外とにゐざり出いでさせたまふを2、いとようたどりて、ひきとどめたてまつりつ。

◇　驚いて振り返ると、宮はとても気味悪くおなりになって、北の御障子の外にいざってお出あそばすが、実によく探し当てて、お引き止め申した。


1 【あさましうて見返りたるに】主語は女房。

2 【北の御障子の外にゐざり出でさせたまふを】母屋から母御息所のいる北廂間に通じる襖障子の向う側へ、の意。「出でさせたまふ」という最高敬語表現。


夕霧．１．５．５

■　御身おほむみは入いり果はてたまへれど、御衣おほむぞの裾すそのの残こりて、障子さうじは、あなたより鎖さすべき方かたなかりければ2、引ひきたてさして、水みづのやうにわななきおはす。

◇　お身体はお入りになったが、お召し物の裾が残って、襖障子は、向側から鍵を掛けるすべもなかったので、閉めきれないまま、総身びっしょりに汗を流して震えていらっしゃる。


1? 【いとようたどりて引きとどめたてまつりつ】主語は夕霧。夕霧には敬語表現のないことに注意。

2 【障子はあなたより鎖すべき方なかりければ】落葉の宮は母屋の外側に出たので、外側からは錠が掛けられない。


夕霧．１．５．６

■　人ひとびともあきれて、いかにすべきことともえ思おもひえず。

◇　女房たちも驚きあきれて、どうしたらよいかとも考えがつかない。

■　こなたよりこそ鎖さす錠かねなどもあれ1、いとわりなくて、荒々あらあらしくは、え引ひきかなぐるべくはたものしたまはねば、

◇　こちら側からは懸金もあるが、困りきって、手荒くは、引き離すことのできるご身分の方ではないので、


1 【こなたよりこそ鎖す錠などもあれ】係助詞「こそ」--「あれ」已然形、逆接用法。


夕霧．１．５．７

■　「いとあさましう1。

◇　「何ともひどいことを。

■　思おもたまへ寄よらざりける御心みこころのほどになむ」

◇　思いも寄りませんでしたお心ですこと」


1 【いとあさましう】以下「御心のほどになむ」まで、女房の詞。「あさましう」連体中止法、余意余情表現。下に「なむある」などの語句が省略。


夕霧．１．５．８

■　と、泣なきぬばかりに聞きこゆれど、

◇　と、今にも泣き出しそうに申し上げるが、

夕霧．１．５．９

■　「かばかりにて1さぶらはむが、人ひとよりけに疎うとましう、めざましう思おぼさるべきにやは。

◇　「この程度にお側近くに控えているのが、誰にもまして疎ましく、目障りな者とお考えになるのでしょうか。

■　数かずならずとも、御耳馴おほむみみなれぬる年月としつきも重かさなりぬらむ2」

◇　人数にも入らないわが身ですが、お耳馴れになった年月も長くなったでしょう」


1 【かばかりにて】以下「重なりぬらむ」まで、夕霧の詞。

2 【数ならずとも御耳馴れぬる年月も重なりぬらむ】『完訳』は「夕霧のいやみな自卑。多年、この邸に昵懇を重ねてきた、の気持のみならず、権勢家としての自分の名声を誇る気持もこめる」と注す。


夕霧．１．５．１０

■　とて、いとのどやかにさまよくもてしづめて1、思おもふことを聞きこえ知しらせたまふ。

◇　とおっしゃって、とても静かに体裁よく落ち着いた態度で、心の中をお話し申し上げなさる。


1 【いとのどやかにさまよくもてしづめて】『集成』は「とてももの静かにたしなみよく落着いた態度で」と訳す。『完訳』は「簾中に入ってもまるであわてない。夕霧らしい態度というべき」「まことにもの静かな様子で、見苦しからず落ち着いて」と注す。


第六段　夕霧、落葉宮をかき口説く

夕霧．１．６．１

■　聞きき入いれたまふべくもあらず、悔くやしう、かくまで1と思おぼすことのみ、やる方かたなければ、のたまはむことはたましておぼえたまはず。

◇　お聞き入れになるはずもなく、悔しい、こんな事にまでと、お思いになることばかりが、心を去らないので、返事のお言葉はまったく思い浮かびなさらない。


1 【悔しうかくまで】落葉の宮の心中。『集成』は「不覚だった、こんなにまでこの人を近づけてしまってと、悔む気持ばかり先立って、やり場のない思いなので。皇女としての誇りが深く傷つけられた思い」。『完訳』は「こうまでもご自分をお見下しになるのかと」「夕霧のぶしつけな態度に自尊心が傷つけられた思い」と注す。


夕霧．１．６．２

■　「いと心憂こころうく1、若々わかわかしき御おほむさまかな。

◇　「まことに情けなく、子供みたいなお振る舞いですね。

■　人知ひとしれぬ心こころにあまりぬる好すき好ずきしき罪つみばかりこそはべらめ、これより馴なれ過すぎたることは、さらに御心許みこころゆるされでは御覧ごらんぜられじ2。

◇　人知れない胸の中に思いあまった色めいた罪ぐらいはございましょうが、これ以上馴れ馴れし過ぎる態度は、まったくお許しがなければ致しません。

■　いかばかり、千々ちぢに砕くだけS4はべる思おもひに堪たへぬぞや3。

◇　どんなにか、千々に乱れて悲しみに堪え兼ねていますことか。


S4 君恋ふる心は千々に砕くれど一つも失せぬものにぞありける（後拾遺集恋四-八〇一　和泉式部）

1 【いと心憂く】以下「いとかたじけなければ」まで、夕霧の詞。

2 【御心許されでは御覧ぜられじ】主語は落葉の宮。「で」接続助詞、打消の意。「られ」受身の助動詞。「じ」打消推量の助動詞。

3 【千々に砕けはべる思ひに堪へぬぞや】「堪へ」未然形。「ぬ」打消の助動詞。係助詞「ぞ」。間投助詞「や」詠嘆の意。『集成』は「君恋ふと心は千々にくだくるをなど数ならぬわが身なるらむ」（曽丹集）を指摘。『完訳』は「君恋ふる心は千々にくだくれど一つも失せぬものにぞありける」（後拾遺集恋四、八〇一、和泉式部）を指摘。


夕霧．１．６．３

■　さりともおのづから御覧ごらんじ知しるふしもはべらむものを、しひておぼめかしう、け疎うとうもてなさせたまふめれば、聞きこえさせむ方かたなさに、いかがはせむ1、心地ここちなく憎にくしと思おぼさるとも、かうながら朽くちぬべき愁うれへを、さだかに聞きこえ知しらせはべらむとばかりなり2。

◇　いくらなんでも自然とご存知になる事もございましょうに、無理に知らぬふりに、よそよそしくお扱いなさるようなので、申し上げるすべもないので、しかたがない、わきまえもなくけしからぬとお思いなさっても、このままでは朽ちはててしまいかねない訴えを、はっきりと申し上げて置きたいと思っただけです。

■　言いひ知しらぬ御みけしきの辛つらきものから、いとかたじけなければ3」

◇　言いようもないつれないおあしらいが辛く思われますが、まことに恐れ多いことですから」


1 【いかがはせむ】反語表現。もはやどうすることもできない、の意。

2 【知らせはべらむとばかりなり】「む」推量の助動詞、意志。副助詞「ばかり」限定のニュアンス。

3 【いとかたじけなければ】『集成』は「これ以上のことには及ばぬ、という含意」と注す。


夕霧．１．６．４

■　とて、あながちに情なさけ深ふかう、用意よういしたまへり1。

◇　と言って、努めて思いやり深く、気をつかっていらっしゃった。


1 【あながちに情け深う用意したまへり】『完訳』は「無作法な態度を省みて自己を抑制」と注す。


夕霧．１．６．５

■　障子さうじを押おさへたまへるは1、いとものはかなき固かためなれど、引ひきも開あけず2。

◇　襖を押さえていらっしゃるのは、頼りにならない守りであるが、あえて引き開けず、


1 【障子を押さへたまへるは】主語は落葉の宮。

2 【引きも開けず】副助詞「も」強調のニュアンス。開けようと思えば簡単に開けられるのに開けないで、の意。


夕霧．１．６．６

■　「かばかりのけぢめをと1、しひて思おぼさるらむこそあはれなれ」

◇　「この程度の隔てをと、無理にお思いになるのがお気の毒です」


1 【かばかりのけぢめをと】以下「あはれなれ」まで、夕霧の詞。


夕霧．１．６．７

■　と、うち笑わらひて、うたて心こころのままなるさまにもあらず。

◇　と、ついお笑いになって、思いやりのない振る舞いはしない。

■　人ひとの御おほむありさま1の、なつかしうあてになまめいたまへること、さはいへどことに見みゆ2。

◇　宮のご様子の、優しく上品で優美でいらっしゃること、何と言っても格別に思える。

■　世よとともにものを思おもひたまふけにや、痩やせ痩やせにあえかなる心地ここちして、うちとけたまへるままの3御袖おほむそでのあたりもなよびかに、気近けぢかうしみたる匂にほひなど4、取とり集あつめてらうたげに、やはらかなる心地ここちしたまへり。

◇　ずっと物思いに沈んでいらっしゃったせいか、痩せてか細い感じがして、普段着のままでいらっしゃるお袖の辺りもしなやかで、親しみやすく焚き込めた香の匂いなども、何もかもがかわいらしく、なよなよとした感じがしていらっしゃった。


1 【人の御ありさま】落葉の宮をいう。

2 【さはいへどことに見ゆ】『集成』は「そうは言っても（そう美しい方ではないといっても）格段にすぐれている。宮様だけのことはある」。『完訳』は「夫柏木の情の薄さから宮の容貌が劣ると推測した。それを受けて「さはいへど」」と注す。

3 【うちとけたまへるままの】くつろいだ姿、すなわち普段着のままの姿。

4 【気近うしみたる匂ひなど】「気近し」は親しみやすい意。


第七段　迫りながらも明け方近くなる

夕霧．１．７．１

■　風かぜいと心細こころぼそう、更ふけゆく夜よるのけしき、虫むしの音ねも、鹿しかの鳴なく音ねも、滝たきの音おとも、一ひとつに乱みだれて、艶えんあるほどなれど1、ただありのあはつけ人びとだに2、寝覚ねざめしぬべき空そらのけしきを、格子かうしもさながら3、入いり方かたの月つきの山やまの端近はちかきほど、とどめがたう4、ものあはれなり。

◇　風がとても心細い感じで、更けて行く夜の様子、虫の音も、鹿の声も、滝の音も、一つに入り乱れて、風情をそそるころなので、まるで情趣など解さない軽薄な人でさえ、寝覚めするに違いない空の様子を、格子もそのまま、入方の月が山の端に近くなったころ、涙を堪え切れないほど、ものあわれである。


1 【艶あるほどなれど】大島本は「えむあるほとなれと」とある。『集成』『完訳』は諸本に従って「艶なるほどなれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【ただありのあはつけ人だに】『集成』は「何の趣味もない間抜けな人でも」。『完訳』は「情趣など解せぬ軽薄な人でさえ」と訳す。

3 【格子もさながら】格子を上げたままの状態。

4 【とどめがたう】涙を留めがたく、の意。


夕霧．１．７．２

■　「なほ、かう思おぼし知しらぬ1御おほむありさまこそ、かへりては浅あさう御心みこころのほど知しらるれ。

◇　「やはり、このようにお分かりになって頂けないご様子は、かえって浅薄なお心底と思われます。

■　かう世よづかぬまでしれじれしきうしろやすさP1なども2、たぐひあらじとおぼえはべるを、何事なにごとにもかやすきほどの人ひとこそ、かかるをば痴者しれものなどうち笑わらひて、つれなき心こころもつかふなれ。

◇　このような世間知らずなまで愚かしく心配のいらないところなども、他にいないだろうと思われますが、どのようなことでも手軽にできる身分の人は、このような振る舞いを愚か者だと笑って、同情のない心をするものです。


P1 うしろやすさ--うしろやすき（き/＄さ〈朱〉）

1 【なほかう思し知らぬ】以下「思し知らぬにしもあらじを」まで、夕霧の詞。

2 【世づかぬまでしれじれしきうしろやすさなども】夕霧自身の態度振る舞いをいう。『完訳』は「相手（女）に安心な男とする」と注す。


夕霧．１．７．３

■　あまりこよなく思おぼし貶おとしたるに、えなむ静しづめ果はつまじき心地ここちしはべる。

◇　あまりにひどくお蔑みなさるので、もう抑えてはいられないような気が致します。

■　世よの中なかをむげに思おぼし知しらぬにしもあらじを」

◇　男女の仲というものを全くご存知ないわけではありますまいに」

夕霧．１．７．４

■　と、よろづに聞きこえせめられたまひて2、いかが言いふべきと、わびしう思おぼしめぐらす。

◇　と、いろいろと言い迫られなさって、どのようにお答えしたらよいものかと、困り切って思案なさる。


1? 【えなむ静めはつまじき心地しはべる】『集成』は「「つれなき心もつかふ」かもしれないとおどす」。『完訳』は「自分も薄情に強引に出るか、と反転」と注す。「やすきほどの人」と同様に「つれなき心を使」おうか、と脅しに出る。

2 【よろづに聞こえせめられたまひて】主語は落葉の宮。「られ」受身の助動詞。


夕霧．１．７．５

■　世よを知しりたる方かたの心こころやすきやうに1、折々をりをりほのめかすも、めざましう、

◇　結婚した経験があるから気安いように、時々口にされるのも、不愉快で、

■　「げに、たぐひなき身みの憂うさなりや」

◇　「なるほど、又とない身の不運だわ」

■　と、思おぼし続つづけたまふに、死しぬべくおぼえたまうて、

◇　と、お思い続けていらっしゃると、死んでしまいそうに思われなさって、


1 【世を知りたる方の心やすきやうに】以下「身の憂さなりや」まで、落葉の宮の心中に沿った叙述と心中文。『集成』は「夫を持ったことがあるから組みしやすいと言わんばかりに、時折夕霧が匂わすのも、不愉快で。落葉の宮の気持。「世」は、前の「世の中」とともに、男女の仲の意」。『完訳』は「結婚の経験があるので言い寄りやすいといわんばかりに。以下、宮の心中に転ずる」と注す。


夕霧．１．７．６

■　「憂うきみづからの罪つみを1思おもひ知しるとても、いとかうあさましきを、いかやうに思おもひなすべきにかはあらむ」

◇　「情けない我が身の過ちを知ったとしても、とてもこのようなひどい有様を、どのように考えたらよいものでしょうか」


1 【憂きみづからの罪を】以下「思ひなすべきにかはあらむ」まで、落葉の宮の詞。不本意にも柏木と結婚したことをいう。


夕霧．１．７．７

■　と、いとほのかに、あはれげに泣ないたまうて、

◇　と、とてもかすかに、悲しそうにお泣きになって、

夕霧．１．７．８

■　「我われのみや憂うき世***を知よしれるためしにて

濡ぬれそふ袖そでの名なを朽くたすべき1」

◇　「わたしだけが不幸な結婚をした女の例として

さらに涙の袖を濡らして悪い評判を受けなければならないのでしょうか」

◆　 
"われ のみ や うきよ しれ る ためし にて
 ぬれ そふ そで の な を くたす べき"


1 【我のみや憂き世を知れるためしにて濡れそふ袖の名を朽たすべき】落葉宮の歌。『完訳』は「夕霧の「世の中を--あらじを」に対応。「濡れ添ふ」は、柏木との結婚で流した涙に、夕霧との仲で流す涙を添える意。「くたす」は評判を朽たす、涙で袖を朽たす、の両意。己が身の不幸を痛恨する歌」と注す。係助詞「や」疑問の意は「朽たすべき」連体形に係る。


夕霧．１．７．９

■　とのたまふともなきを、わが心こころに続つづけて、忍しのびやかにうち誦ずじたまへるも1、かたはらいたく2、いかに言いひつることぞと、思おぼさるるに、

◇　とおっしゃるともないのに、わが気持ちのままに、ひっそりとお口ずさみなさるのも、いたたまれない思いで、どうして歌など詠んだのだろうと、悔やまずいらっしゃれないでいると、


1 【わが心に続けて忍びやかにうち誦じたまへるも】主語は夕霧。よく聞き取れないないところを推測して補い一首に仕立て上げて口ずさんだ。

2 【かたはらいたく】落葉宮の心中。


夕霧．１．７．１０

■　「げに、悪あしう聞きこえつかし2」

◇　「おっしゃるとおり、悪い事を申しましたね」


1? 【いかに言ひつるぞと】どうして歌など詠んだのだろうと、後悔の気持ち。

2 【げに悪しう聞こえつかし】夕霧の詞。


夕霧．１．７．１１

■　など、ほほ笑ゑみたまへるけしきにて、

◇　などと、微笑んでいらっしゃるご様子で、

夕霧．１．７．１２

■　「おほかたは我濡衣われぬれぎぬを着きせずとも

朽くちにし袖そでの名なやは隠かくるる1

◇　「だいたいがわたしがあなたに悲しい思いをさせなくても

既に立ってしまった悪い評判はもう隠れるものではありません


1 【おほかたは我濡衣を着せずとも朽ちにし袖の名やは隠るる】夕霧の返歌。「濡れ添ふ袖」「名を朽たす」の語句を受けて、「濡衣」「朽ちにし袖」と返す。「名やは隠るる」反語表現、汚名は歴然としているではないか、と切り返した。『完訳』は「すでに汚名を立てたのだから、自分との間に悪評を立てても構わぬではないか、の意。宮を傷つける歌だが、宮の微妙な心の動きを顧慮しない」と注す。


夕霧．１．７．１３

■　ひたぶるに思おぼしなりねかし1」

◇　一途にお心向け下さい」


1 【ひたぶるに思しなりねかし】夕霧の歌に添えた詞。『集成』は「何もかも捨てた気持におなり下さい」と訳す。


夕霧．１．７．１４

■　とて、月明つき方あかきかたに誘いざなひきこゆるも、あさまし、と思おぼす1。

◇　と言って、月の明るい方にお誘い申し上げるのも、心外な、とお思いになる。

■　心強こころづようもてなしたまへど2、はかなう引ひき寄よせたてまつりて3、

◇　気強く応対なさるが、たやすくお引き寄せ申して、


1 【あさましと思す】主語は落葉宮。

2 【心強うもてなしたまへど】主語は落葉宮。

3 【はかなう引き寄せたてまつりて】主語は夕霧に変わる。


夕霧．１．７．１５

■　「かばかりたぐひなき1心こころざしを御覧ごらんじ知しりて、心こころやすうもてなしたまへ。

◇　「これほど例のない厚い愛情をお分かり下さって、お気を楽になさって下さい。

■　御許おほむゆるしあらでは、さらに、さらに2」

◇　お許しがなくては、けっして、けっして」


1 【かばかりたぐひなき】以下「さらにさらに」まで、夕霧の詞。

2 【さらにさらに】『集成』は「無体な振舞には及ばないと誓う」。『完訳』は「ぶしつけな言葉である」と注す。


夕霧．１．７．１６

■　と、いとけざやかに聞きこえたまふほど、明あけ方近がたちかうなりにけり。

◇　と、たいそうはっきりと申し上げなさっているうちに、明け方近くなってしまった。

第八段　夕霧、和歌を詠み交わして帰る

夕霧．１．８．１

■　月隈つきくまなう澄すみわたりて、霧きりにも紛まぎれずさし入いりたり。

◇　月は曇りなく澄みわたって、霧にも遮られず光が差し込んでいる。

■　浅あさはかなる廂ひさしのの軒きは、ほどもなき心地ここちすれば、月つきの顔かほに向むかひたるやうなる、あやしうはしたなくて、紛まぎらはしたまへるもてなしなど、いはむかたなくなまめきたまへり。

◇　浅い造りの廂の軒は、奥行きもない感じがするので、月の顔と向かい合っているようで、妙にきまり悪くて、顔を隠していらっしゃる振る舞いなど、言いようもなく優美でいらっしゃった。

夕霧．１．８．２

■　故君こきみの御おほむこともすこし聞きこえ出いでて1、さまようのどやかなる物語ものがたりをぞ聞きこえたまふ。

◇　亡き君のお話も少し申し上げて、当たり障りのない穏やかな話を申し上げなさる。

■　さすがになほ、かの過すぎにし方かたに思おぼし貶おとすをば2、恨うらめしげに怨うらみきこえたまふ。

◇　それでもやはり、あの故人ほどに思って下さらないのを、恨めしそうにお恨み申し上げなさる。

■　御心みこころの内うちにも、

◇　お心の中でも、


1 【故君の御こともすこし聞こえ出でて】柏木のこと。主語は夕霧。

2 【過ぎにし方に思し貶すをば】落葉宮が柏木よりも夕霧を軽く思うこと。


夕霧．１．８．３

■　「かれは、位くらゐなども1まだ及およばざりけるほどながら、誰たれ誰たれも2御許おほむゆるしありけるに、おのづからもてなされて、見馴みなれたまひにしを3、それだにいとめざましき心こころのなりにしさま、ましてかうあるまじきことに、よそに聞きくあたりにだにあらず4、大殿おほとのなどの聞きき思おもひたまはむことよ5。

◇　「かの亡き君は、位などもまだ十分ではなかったのに、誰も彼もがお許しになったので、自然と成り行きに従って、結婚なさったのだが、それでさえ冷淡になって行ったお心の有様は、ましてこのようなとんでもないことに、まったくの他人というわけでさえないが、大殿などがお聞きになってどうお思いになることか。

■　なべての世よのそしりをばさらにもいはず、院ゐんにもいかに聞きこし召めし思おもほされむ6」

◇　世間一般の非難は言うまでもなく、父の院におかれてもどのようにお聞きあそばしお思いあそばされることだろうか」


1 【かれは位なども】以下「思ほされむ」まで、落葉宮の心中。

2 【誰れ誰れも】大島本は「たれ／＼も」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「誰も誰も」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【見馴れたまひにしを】『集成』は「「たまふ」と敬語があるのは、地の文の気持が混入したもの」。『完訳』は「宮の心中叙述ながら、語り手の宮への尊敬「たまふ」が混入」と注す。

4 【よそに聞くあたりにだにあらず】夕霧は柏木の異母妹雲居雁を北の方にしている、という縁者。

5 【大殿などの聞き思ひたまはむことよ】故夫柏木の父致仕の大臣。

6 【院にもいかに聞こし召し思ほされむ】落葉宮の父朱雀院。


夕霧．１．８．４

■　など、離はなれぬここかしこの御心みこころを思おぼしめぐらすに、いと口惜くちをしう、わが心一こころひとつに1、

◇　などと、ご縁者のあちらこちらの方々のお心をお考えなさると、とても残念で、自分の考え一つに、


1 【わが心一つに】以下、落葉の宮の心中に即した地の文。初めは心中文、文末の「わびしければ」が地の文に融合。


夕霧．１．８．５

■　「かう強つよう思おもふとも、人ひとのもの言いひいかならむ。

◇　「このように強く思っても、世間の人の噂はどうだろうか。

■　御息所みやすむどころの知しりたまはざらむも、罪得つみえがましう、かく聞ききたまひて、心幼こころをさなく、と思おぼしのたまはむ」

◇　母御息所がご存知でないのも、罪深い気がするし、このようにお聞きになって、考えのないことだと、お思いになりおっしゃろうこと」

■　もわびしければ、

◇　が辛いので、

夕霧．１．８．６

■　「明あかさでだに出いでたまへ1」

◇　「せめて夜を明かさずにお帰り下さい」


1 【明かさでだに出でたまへ】落葉宮の詞。


夕霧．１．８．７

■　と、やらひきこえたまふより外ほかの言ことなし。

◇　と、せき立て申し上げなさるより他ない。

夕霧．１．８．８

■　「あさましや1。

◇　「驚いたことですね。

■　ことあり顔がほに分わけはべらむ朝露あさつゆの思おもはむところよ2。

◇　意味ありげに踏み分けて帰る朝露が変に思うでしょうよ。

■　なほ、さらば思おぼし知しれよ。

◇　やはり、それならばお考え下さい。

■　をこがましきさまを3見みえたてまつりて、賢かしこうすかしやりつと思おぼし離はなれむこそ、その際きは心はこころもえ収をさめあふまじう、知しらぬP2ことと4、けしからぬ心こころづかひもならひはじむべう思おもひたまへらるれ」

◇　愚かな姿をお見せ申して、うまく言いくるめて帰したとお見限り考えなさるようなら、その時はこの心もおとなしくしていられない、今までに致した事もない、不埒な事どもを仕出かすようなことになりそうに存じられます」


P2 知らぬ--しか（しか/＄し〈朱〉）らぬ

1 【あさましや】以下「思ひたまへらるれ」まで、夕霧の詞。

2 【ことあり顔に分けはべらむ朝露の思はむところよ】『集成』は「実際は、逢って帰るわけでもないので、言う」。『完訳』は「契り交したかのように」「朝露が一晩中起きていた二人を変に思うだろう。「露」の縁で、「置く」「起く」を連想させる」と注す。

3 【をこがましきさまを】大島本は「おこかましきさまを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かうをこがましきを」と「かう」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「手出しをしなかったことを言う」と注す。

4 【知らぬことと】大島本は「し（し＄〈朱〉）か（か＄し〈朱〉）らぬことゝ」とある。すなわち初め「し」を朱筆でミセケチにし次いで「か」を朱筆でミセケチにして「し」と訂正する。『集成』『完本』は諸本に従って「知らぬことこと」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．１．８．９

■　とて、いとうしろめたく、なかなかなれど、ゆくりかにあざれたることの、まことにならはぬ御心地みここちなれば、

◇　と言って、とても後が気がかりで、中途半端な逢瀬であったが、いきなり色めいた態度に出ることが、ほんとうに馴れていないお人柄なので、

■　「いとほしう、わが御おほむみづからも心劣こころおとりやせむ」

◇　「お気の毒で、ご自身でも見下げたくならないか」

■　など思おぼいて、誰たが御おほむためにも、あらはなるまじきほどの霧きりに立たち隠かくれて出いでたまふ、心地ここちそらなり。

◇　などとお思いになって、どちらにとっても、人目につきにくい時分の霧に紛れてお帰りになるのは、心も上の空である。

夕霧．１．８．１０

■　「荻原をぎはらや軒端のきばの露つゆにそぼちつつ

八重立やへたつ霧きりを分わけぞ行ゆくべき1

◇　「荻原の軒葉の荻の露に濡れながら幾重にも

立ち籠めた霧の中を帰って行かねばならないのでしょう


1 【荻原や軒端の露にそぼちつつ八重立つ霧を分けぞ行くべき】夕霧から落葉宮への贈歌。『完訳』は「露と霧の中を涙ながらに帰る自分に同情を引こうとする歌」と注す。「夕霧に衣は濡れて草枕旅寝するかも逢はぬ君ゆゑ」（古今六帖一）。


夕霧．１．８．１１

■　濡衣ぬれごろもS5はなほえ干ほさせたまはじ1。

◇　濡れ衣はやはりお免れになることはできますまい。

■　かうわりなうやらはせたまふ御心みこころづからこそは」

◇　このように無理にせき立てなさるあなたのせいですよ」


S5 夕霧に衣は濡れて草枕旅寝するかも逢はぬ君ゆゑ（古今六帖一-六三三）

1 【濡衣はなほえ干させたまはじ】以下「御心づからこそは」まで、歌に続けた夕霧の詞。


夕霧．１．８．１２

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　げに、この御名おほむなの1たけからず漏もりぬべきを、

◇　なるほど、ご自分の評判が聞きにくく伝わるに違いないが、

■　「心こころの問とはむS6にだに2、口くちぎよう答こたへむ」

◇　「せめて自分の心に問われた時だけでも、潔白だと答えよう」

■　と思おぼせば、いみじうもて離はなれたまふ。

◇　とお思いになると、ひどくよそよそしいお返事をなさる。


S6 なき名ぞと人には言ひてありぬべし心の問はばいかが答へむ（後撰集恋三-七二五　読人しらず）

1 【げにこの御名の】以下「口ぎよう答へむ」まで、落葉宮の心中に沿った叙述。語り手の落葉の宮への敬語が混入して「御名」とある。

2 【心の問はむにだに】「なき名ぞと人には言ひてありぬべし心の問はばいかが答へむ」（後撰集恋三、七二六、読人しらず）。


夕霧．１．８．１３

■　「分わけ行ゆかむ草葉くさばの露つゆをかことにて

なほ濡衣ぬれぎぬをかけむとや思おもふ1

◇　「帰って行かれる草葉の露に濡れるのを言いがかりにして

わたしに濡れ衣を着せようとお思いなのですか


1 【分け行かむ草葉の露をかことにてなほ濡衣をかけむとや思ふ】落葉宮の返歌。「露」の語句を受けて返す。


夕霧．１．８．１４

■　めづらかなることかな1」

◇　心外なことですわ」


1 【めづらかなることかな】歌に添えた詞。『完訳』は「心外な。非難めく気持」と注す。


夕霧．１．８．１５

■　と、あはめたまへるさま、いとをかしう恥はづかしげなり。

◇　と、お咎めになるご様子、とても風情があり気品がある。

■　年としごろ、人ひとに違たがへる1心こころばせ人びとになりて2、さまざまに情なさけを見みえたてまつる、名残なごりなく、うちたゆめ、好すき好ずきしきやうなるが、いとほしう、心恥こころはづかしげなれば、おろかならず思おもひ返かへしつつ、

◇　長年、人とは違った人情家になって、いろいろと思いやりのあるところをお見せ申していたのに、それとうって変わって、油断させ、好色がましいのが、おいたわしく、気恥ずかしいので、少なからず反省し反省しては、

■　「かうあながちに3従したがひきこえても、後のちをこがましくや」

◇　「このように無理をしてお従い申したとしても、後になって馬鹿らしく思われないか」

■　と、さまざまに思おもひ乱みだれつつ出いでたまふ。

◇　と、あれこれと思い乱れながらお帰りになる。

■　道みちの露つゆけさも、いと所狭ところせし4。

◇　帰り道の露っぽさも、まことにいっぱいある。


1 【年ごろ人に違へる】以下、夕霧の心中に沿った叙述。

2 【心ばせ人になりて】『集成』は「よく気を配る人というほどの意」と注す。

3 【かうあながちに】以下「をこがましくや」まで、夕霧の心中。

4 【道の露けさもいと所狭し】『集成』は「帰り路の露けさも一方ならぬものがある。歩みなずむ気持と悲しみを同時に言う」。『異本紫明抄』は「帰るさの路やは変はる変はらねど解くるに惑ふ今朝の沫雪」（後拾遺集恋二、六七一、藤原道信）を指摘。朝帰りは同じ趣向だが、露と雪との違いがある。


第二章　落葉宮の物語　律師の告げ口

第一段　夕霧の後朝の文

夕霧．２．１．１

■　かやうの歩ありき、慣ならひたまはぬ心地ここちに、をかしうも心尽こころづくしにもおぼえつつ、殿とのにおはせば1、女君をむなぎみの、かかる濡ぬれをあやしと咎とがめたまひぬべければ、六条院ろくでうの東ゐんの御殿ひむがしのおとどに2参まうでたまひぬ。

◇　このような出歩き、馴れていらっしゃらないお人柄なので、興をそそられまた気のもめることだとも思われながら、三条殿にお帰りになると、女君が、このような露に濡れているのを変だとお疑いになるに違いないので、六条院の東の御殿に参上なさった。

■　まだ朝霧あさぎりも晴はれず、ましてかしこにはいかに、と思おぼしやる。

◇　まだ朝霧も晴れず、それ以上にあちらではどうであろうか、とお思いやりになる。


1 【殿におはせば】夕霧の自邸、三条殿。ここは夕霧の心中に即した仮定の文脈。

2 【六条院の東の御殿に】花散里のもとをさす。夕霧の養母。


夕霧．２．１．２

■　「例れいならぬP3御歩おほむありきありけり1」

◇　「いつにないお忍び歩きだったのですわ」


P3 例ならぬ--れ（れ/+い〈朱〉）ならぬ

1 【例ならぬ御歩きありけり】女房たちの詞。「けり」過去の助動詞、詠嘆の意。


夕霧．２．１．３

■　と、人ひとびとはささめく。

◇　と、女房たちはささやき合う。

■　しばしうち休やすみたまひて、御衣脱おほむぞぬぎ替かへたまふ。

◇　暫くお休みになってから、お召し物を着替えなさる。

■　常つねに夏冬なつふゆといときよらにしおきたまへれば、香かうの御唐櫃おほむからびつより取とう出でて奉たてまつりたまふ。

◇　いつでも夏服冬服と大変きれいに用意していらっしゃるので、香を入れた御唐櫃から取り出して差し上げなさる。

■　御粥おほむかゆなど参まゐりて、御前おまへに参まゐりたまふ2。

◇　お粥など召し上がって、院の御前に参上なさる。


1? 【香の唐櫃】『集成』は「香を入れて、収めた装束に匂いを移らせる唐櫃」。『完訳』は「香を着物に移らせるための唐櫃」と注す。

2 【御前に参りたまふ】源氏の御前をさす。挨拶のためである。


夕霧．２．１．４

■　かしこに御文おほむふみたてまつりたまへれど、御覧ごらんじも入いれず1。

◇　あちらにお手紙を差し上げなさったが、御覧になろうともなさらない。

■　にはかにあさましかりしありさま、めざましうも恥はづかしうも思おぼすに、心こころづきなくて、御息所みやすむどころの漏もり聞ききたまはむことも、いと恥はづかしう、また、かかることやとかけて知しりたまはざらむに、ただならぬふしにても見みつけたまひ、人ひとのもの言いひ隠かくれなき世よなれば3、おのづから聞ききあはせて、隔へだてけると思おぼさむがいと苦くるしければ、

◇　唐突にも心外であった有様、腹だたしくも恥ずかしくもお思いなさると、不愉快で、母御息所がお聞き知りになることもまことに恥ずかしく、また一方、こんなことがあったとは全然御存知でないのに、普段と変わった態度にお気づきになり、人の噂もすぐに広まる世の中だから、自然と聞き合わせて、隠していたとお思いになるのがとても辛いので、


1 【かしこに御文たてまつりたまへれど御覧じも入れず】源氏のもとに行く前に夕霧は手紙を小野に差し出したもの。場面は小野に移る。「御覧じも入れず」の主語は落葉宮。

2? 【にはかにあさまししかりし】以下、落葉の宮の心中に沿った叙述。

3 【人のもの言ひ隠れなき世なれば】『異本紫明抄』は「ここにしも何匂ふらむ女郎花人の物言ひさがにくき世に」（拾遺集雑、一〇九八、僧正遍昭）を指摘。


夕霧．２．１．５

■　「人ひとびとありしままに聞きこえ漏もらさなむ1。

◇　「女房たちがありのままに申し上げて欲しい。

■　憂うしと思おぼすともいかがはせむ」

◇　困ったことだとお思いになってもしかたがない」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【人びとありしままに聞こえ漏らさなむ】以下「いかがはせむ」まで、落葉の宮の心中文。心中に即した地の文の中に直接話法のように嵌め込まれている。『集成』は「夕霧が近づいたけれども何ごともなかったその実情を、いっそ告げてほしいと思う」と注す。


夕霧．２．１．６

■　親子おやこの御仲おほむなかと聞きこゆる中なかにも、つゆ隔へだてずぞ思おもひ交かはしたまへる。

◇　母子の御仲と申す中でも、少しも互いに隠さず打ち明けていらっしゃる。

■　よその人ひとは漏もり聞きけども、親おやに隠かくすたぐひこそは、昔むかしの物語ものがたりにもあめれど1、さはた思おぼされず。

◇　他人は漏れ聞いても、親には隠している例は、昔の物語にもあるようだが、そのようにはお思いなさらない。

■　人ひとびとは、

◇　女房たちは、


1 【昔の物語にもあめれど】『完訳』は「他人には知られても親には隠しだてをする話。『伊勢物語』や『平中物語』などに多い」と注す。「あめれど」の主体は語り手。


夕霧．２．１．７

■　「何なにかは、ほのかに聞ききたまひて1、ことしもあり顔がほに、とかく思おぼし乱みだれむ。

◇　「何の、少しばかりお聞きになって、子細ありそうに、あれこれと御心配なさることがありましょうか。

■　まだきに、心苦こころぐるし」

◇　まだ何事もないのに、おいたわしい」


1 【何かはほのかに聞きたまひて】以下「まだきに心苦し」まで、女房の詞。「ほのかに聞きたまひて」の主語は御息所。


夕霧．２．１．８

■　など言いひあはせて、いかならむと思おもふどち1、この御消息おほむせうそこのゆかしきを、ひきも開あけさせたまはねば、心こころもとなくて、

◇　などと言い合わせて、この御仲がどうなるのだろうと思っている女房どうしは、このお手紙が見たいと思うが、すこしも開かせなさらないので、じれったくて、


1 【いかならむと思ふどち】宮と夕霧の仲がこれからどうなるのかと関心をもっている女房同士。「心もとなくて」にかかる。


夕霧．２．１．９

■　「なほ、むげに聞きこえさせたまはざらむも1、おぼつかなく、若々わかわかしきやうにぞはべらむ」

◇　「やはり、全然お返事をなさらないのも、不安だし、子供っぽいようでございましょう」


1 【なほむげに聞こえさせたまはざらむも】以下「若々しきやうにぞはべらむ」まで、女房の詞。夕霧からの手紙を開いて見るように勧める。


夕霧．２．１．１０

■　など聞きこえて、広ひろげたれば、

◇　などと申し上げて、広げたので、

夕霧．２．１．１１

■　「あやしう、何心なにごころもなきさまにて1、人ひとにかばかりにても見みゆるあはつけさの2、みづからの過あやまちに思おもひなせど、思おもひやりなかりしあさましさも、慰なぐさめがたくなむ3。

◇　「見苦しく、呆然としていて、相手にあの程度でお会いした至らなさを、わが身の過ちと思ってみるが、遠慮のなかったあまりの態度を、情けなく思われるのです。

■　え見みえずとを言いへ4」

◇　拝見できませんと言いなさい」


1 【あやしう何心もなきさまにて】以下「え見ずとを言へ」まで、落葉宮の詞。

2 【人にかばかりにても見ゆるあはつけさの】『集成』は「男の人にあの程度にせよお逢いした至らなさを」と訳す。

3 【慰めがたくなむ】係助詞「なむ」の下に「思ふ」などの語句が省略。

4 【え見ずとを言へ】「を」間投助詞、強調の意。


夕霧．２．１．１２

■　と、ことのほかにて、寄より臥ふさせたまひぬ。

◇　と、もってのほかだと、横におなりあそばした。

夕霧．２．１．１３

■　さるは、憎にくげもなく1、いと心深こころぶかう書かいたまうて、

◇　実のところは、憎い様子もなく、とても心をこめてお書きになって、


1 【さるは憎げもなく】『集成』は「とはいえ。落葉の宮のご不興にもかかわらず、というほどの含み」と注す。語り手の夕霧弁護の句。


夕霧．２．１．１４

■　「魂たましひをつれなき袖そでS7に留とどめおきて

わが心こころから惑まどはるるかな1

◇　「魂をつれないあなたの所に置いてきて

自分ながらどうしてよいか分かりません


S7 飽かざりし袖の中にや入りにけむわが魂のなき心地する（古今集雑下-九九二　陸奥）

1 【魂をつれなき袖に留めおきてわが心から惑はるるかな】夕霧から落葉の宮への贈歌。『河海抄』は「飽かざりし袖の中にや入りにけむ我が魂のなき心地する」（古今集雑下、九九二、陸奥）を指摘。


夕霧．２．１．１５

■　ほかなるものはS8とか1、昔むかしもたぐひありけりと思おもたまへなすにも、さらに行ゆく方知かたしらずS9,2のみなむ」

◇　思うにまかせないものは心であるとか、昔も同じような人があったのだと存じてみますにも、まったくどうしてよいものか分かりません」


S8 身を捨てて行きやしにけむ思ふより外なるものは心なりけり（古今集雑下-九七七　凡河内躬恒）

S9 我が恋はむなしき空に満ちぬらし思ひやれども行く方もなし（古今集恋一-四八八　読人しらず）

1 【ほかなるものはとか】以下「さらに行く方知らずのみなむ」まで、歌に続けた手紙文。『奥入』は「身を捨てて行きやしにけむ思ふよりほかなるものは心なりけり」（古今集雑下、九七七、躬恒）を指摘。

2 【さらに行く方知らず】『一葉集』は「我が恋はむなしき空に満ちぬらし思ひやれども行く方もなし」（古今集恋一、四八八、読人しらず）を指摘。


夕霧．２．１．１６

■　など、いと多おほかめれど、人ひとはえまほにも見みず1。

◇　などと、とても多く書いてあるようだが、女房はよく見ることができない。

■　例れいのけしきなる今朝けさの御文おほむふみにもあらざめれど2、なほえ思おもひはるけず3。

◇　通常の後朝の手紙ではないようであるが、やはりすっきりとしない。

■　人ひとびとは、御みけしきもいとほしきを、嘆なげかしう見みたてまつりつつ、

◇　女房たちは、ご様子もお気の毒なので、心を痛めて拝見しながら、


1 【人はえまほにも見ず】女房は正面から手紙を見ることができない。

2 【例のけしきなる今朝の御文にもあらざめれど】後朝の文らしくないことをいう。「あらざめれど」は女房の視点を通しての叙述。

3 【なほえ思ひはるけず】『集成』は「普通の後朝の文のような今朝のお手紙でもないようだが、女房たちにはどうも十分に納得がいかない」。『完訳』は「昨夜何事があったのかと不審がる」と注す。


夕霧．２．１．１７

■　「いかなる御おほむことにかはあらむ1。

◇　「どのような御事なのでしょう。

■　何なにごとにつけても、ありがたうあはれなる御心みこころざまはほど経へぬれど」

◇　どのような事につけても、素晴らしく思いやりのあるお気持ちは長年続いているけれども」


1 【いかなる御ことにかはあらむ】以下「思ふも危うく」まで、女房の詞。


夕霧．２．１．１８

■　「かかる方かたに頼たのみきこえては1、見劣みおとりやしたまはむ2、と思おもふも危あやふく」

◇　「ご結婚相手としてお頼み申しては、がっかりなさるのではないか、と思うのも不安で」


1 【かかる方に頼みきこえては】「かかる方」は、夫としての意。

2 【見劣りやしたまはむ】『集成』は「夫になったら、夕霧は思ったほどでもないかもしれない、と危ぶむ。柏木の前例もあるからであろう」。『完訳』は「夕霧の予測に反して宮が劣って見え、彼が宮を冷遇するのではないかと、女房たちは以前の柏木と宮の関係を根拠に不安に思うらしい」と注す。


夕霧．２．１．１９

■　など、睦むつましうさぶらふ限かぎりは、おのがどち思おもひ乱みだる。

◇　などと、親しく伺候している者だけは、皆それぞれ心配している。

■　御息所みやすむどころもかけて知しりたまはず。

◇　御息所もまったく御存知でない。

第二段　律師、御息所に告げ口

夕霧．２．２．１

■　もののけにわづらひたまふ人ひとは、重おもしと見みれど、さはやぎたまふ隙ひまもありてなむ、ものおぼえたまふ。

◇　物の怪にお悩みになっていらっしゃる方は、重病と見えるが、爽やかな気分になられる合間もあって、正気にお戻りになる。

■　日中にちゅうの御加持果おほむかぢはてて1、阿闍梨一人あざりひとりとどまりて、なほ陀羅尼読だらによみたまふ。

◇　昼日中のご加持が終わって、阿闍梨一人が残って、なおも陀羅尼を読んでいらっしゃる。

■　よろしうおはします、喜よろこびて、

◇　好くおなりあそばしたのを、喜んで、


1 【日中の御加持果てて】大島本は「日中の」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「昼日中の」と「昼」を補訂する。


夕霧．２．２．２

■　「大日如来虚言だいにちにょらいそらごとしたまはずは1。

◇　「大日如来は嘘をおっしゃいません。

■　などてか2、かくなにがしが心こころを致いたして仕つかうまつる御修法3みすほふ、験しるしなきやうはあらむ。

◇　どうして、このような拙僧が心をこめて奉仕するご修法に、験のないことがありましょうか。

■　悪霊あくりゃうは執念しふねきやうなれど、業障ごふしゃうにまとはれたるはかなものなり」

◇　悪霊は執念深いようですが、業障につきまとわれた弱いものである」


1 【大日如来虚言したまはずは】以下「はかなものなり」まで、阿闍梨の詞。『集成』は「は」を係助詞に解し、読点で下に掛けて読む。『完訳』は「は」を終助詞に解し詠嘆の意にとって、句点で文を完結する。

2 【などてか】「なきやうはあらむ」に係る。反語表現。

3 【御修法】大島本は「御す法」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御修法に」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．２．２．３

■　と、声こゑはかれて怒いかりたまふ1。

◇　と、声はしわがれて荒々しくいらっしゃる。

■　いと聖ひじりだち、すくすくしき律師りっしにて、ゆくりもなく、

◇　たいそう俗世離れした一本気な律師なので、だしぬけに、


1 【声はかれて怒りたまふ】『集成』は「修法に声は嗄れて、いかめしく言い放たれる」。『完訳』は「声はしわがれて肩をいからしておられる」と訳す。


夕霧．２．２．４

■　「そよや。

◇　「そうでした。

■　この大将だいしゃうは、いつよりここには参まゐり通かよひたまふぞ1」

◇　あの大将は、いつからここにお通い申すようになられましたか」


1 【そよやこの大将はいつよりここには参り通ひたまふぞ】阿闍梨の詞。


夕霧．２．２．５

■　と問とひ申まうしたまふ。

◇　とお尋ねになる。

■　御息所みやすむどころ、

◇　御息所は、

夕霧．２．２．６

■　「さることもはべらず1。

◇　「そのようなことはございません。

■　故大納言こだいなごんのいとよき仲なかにて、語かたらひつけたまへる心違こころたがへじと、この年としごろ、さるべきことにつけて、いとあやしくなむ語かたらひものしたまふも、かくふりはへ、わづらふを訪とぶらひにとて、立たち寄よりたまへりければ、かたじけなく聞ききはべりし」

◇　亡くなった大納言と大変仲が好くて、お約束なさったことを裏切るまいと、ここ数年来、何かの機会につけて、不思議なほど親しくお出入りなさっているのですが、このようにわざわざ、患っていますのをお見舞いにと言って、立ち寄って下さったので、もったいないことと聞いておりました」


1 【さることもはべらず】以下「かたじけなく聞きはべりし」まで、御息所の詞。


夕霧．２．２．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

夕霧．２．２．８

■　「いで、あなかたは1。

◇　「いや、何とおかしい。

■　なにがしに隠かくさるべきにもあらず。

◇　拙僧にお隠しになることもありますまい。

■　今朝けさ、後夜ごやに参まう上のぼりつるに2、かの西にしの妻戸つまどより3、いとうるはしき男をとこの出いでたまへるを、霧深きりふかくて、なにがしはえ見分みわいたてまつらざりつるを、この法師ほふしばらなむ、

◇　今朝、後夜の勤めに参上した時に、あの西の妻戸から、たいそう立派な男性がお出になったのを、霧が深くて、拙僧にはお見分け申すことができませんでしたが、この法師どもが、

■　『大将殿だいしゃうどのの出いでたまふなりけり』

◇　『大将殿がお出なさるのだ』

■　と、『昨夜よべも御車みくるまも返かへして泊とまりたまひにける』

◇　と、『昨夜もお車を帰してお泊りになったのだ』

■　と、口々申くちぐちまうしつる。

◇　と、口々に申していた。


1 【いであなかたは】以下「もはら受けひかず」まで、阿闍梨の詞。『集成』は「いや、それは見苦しい。いらざる弁解だというほどの意」と注す。

2 【後夜に参う上りつるに】六時の勤行の一つ。夜半から暁にかけて行われる。

3 【かの西の妻戸より】落葉宮のいる寝殿の西表の妻戸。


夕霧．２．２．９

■　げに、いと香かうばしき香かの2満みちてP4、頭痛かしらいたきまでありつれば、げにさなりけり3と、思おもひあはせはべりぬる。

◇　なるほど、まことに香ばしい薫りが満ちていて、頭が痛くなるほどであったので、なるほどそうであったのかと、合点がいったのでござった。

■　常つねにいと香かうばしうものしたまふ君きみなり。

◇　いつもまことに香ばしくいらっしゃる君である。

■　このこと、いと切せちにもあらぬことなり4。

◇　このことは、決して望ましいことではあるまい。

■　人ひとはいと有職いうそくにものしたまふ。

◇　相手はまことに立派な方でいらっしゃる。


P4 満ちて--みちに（に/＄〈朱〉）て

1? 【昨夜も御車も返へして】係助詞「も」、最初の「も」は同例の意、後出の「も」は強調の意。過去にも見掛けたことがあったという含み。

2 【げにいと香うばしき香の】「げに」は、法師ばらの言うことを受けた意。

3 【げにさなりけり】「げに」は、自分自身で納得した気持ち。『集成』は「なるほどそうだったのかと」。『完訳』は「個人個人特有の薫香を用いるので誰であるか分る」と注す。

4 【このこといと切にもあらぬことなり】『集成』は「このご縁組は、たって望ましいことでもありませぬ」。『完訳』は「この大将のこちらへのお通いは、まったくどうしても是非にといったものではございません」と訳す。


夕霧．２．２．１０

■　なにがしらも、童わらはにものしたまうし時ときより1、かの君きみの御おほむためのことは、修法すほふをなむ、故大宮こおほみやののたまひつけたりしかば、一向いかうにさるべきこと、今いまに承うけたまはるところなれど、いと益やくなし2。

◇　拙僧らも、子供でいらっしゃったころから、あの君の御為の事には、修法を、亡くなられた大宮が仰せつけになったので、もっぱらしかるべき事は、今でも承っているところであるが、まことに無益である。

■　本妻強ほんさいつよくものしたまふ。

◇　本妻は勢いが強くていらっしゃる。

■　さる、時ときにあへる族類ぞうるいにて、いとやむごとなし。

◇　ああした、今を時めく一族の方で、まことに重々しい。

■　若君わかぎみたちは、七しち、八人はちにんになりたまひぬ。

◇　若君たちは七、八人におなりになった。


1 【童にものしたまうし時より】主語は夕霧。敬語が付いている。

2 【いと益なし】『集成』は「お二人のご縁組は何のためにもなりませぬ」と訳す。


夕霧．２．２．１１

■　え皇女みこの君圧きみおしたまはじ。

◇　皇女の君とて圧倒できまい。

■　また、女人にょにんの悪あしき身みをうけ1、長夜ぢゃうやの闇2やみに惑まどふは、ただかやうの罪つみによりなむ、さるいみじき報むくいをも受うくるものなる4。

◇　また、女人という罪障深い身を受け、無明長夜の闇に迷うのは、ただこのような罪によって、そのようなひどい報いを受けるものである。

■　人ひとの御怒おほむいかり出いで来きなば、長ながきほだしとなりなむ。

◇　本妻のお怒りが生じたら、長く成仏の障りとなろう。

■　もはら受うけひかず」

◇　全く賛成できぬ」


1 【女人の悪しき身をうけ】女は罪深いとする仏教思想。

2 【長夜の闇】『完訳』は「無明長夜の闇。煩悩ゆえに、死後も未来永劫に迷いさまよって真理の光明を見られないこと」と注す。

3? 【ただかやうなる罪により】愛欲の罪。

4 【さるいみじき報いをも受くるものなる】「さる」は、女性に生まれて無明長夜の闇に迷うことをさす。


夕霧．２．２．１２

■　と、頭振かしらふりて、ただ言いひに言いひ放はなてば、

◇　と、頭を振って、ずけずけと思い通りに言うので、

夕霧．２．２．１３

■　「いとあやしきことなり1。

◇　「何とも妙な話です。

■　さらにさるけしきにも見みえたまはぬ人ひとなり。

◇　まったくそのようにはお見えにならない方です。

■　よろづ心地ここちの惑まどひにしかば、うち休やすみて対面たいめせむ2とてなむ、しばし立たち止とまりたまへると、ここなる御達言ごたちいひしを、さやうにて泊とまりたまへるにやあらむ3。

◇　いろいろと気分が悪かったので、一休みしてお目にかかろうとおっしゃって、暫くの間立ち止まっていらっしゃると、ここの女房たちが言っていたが、そのように言ってお泊まりになったのでしょうか。

■　おほかたいとまめやかに、すくよかにものしたまふ人ひとを4」

◇　だいたいが誠実で、実直でいらっしゃる方ですが」


1 【いとあやしきことなり】以下「すくよかにものしたまふ人を」まで、御息所の詞。

2 【うち休みて対面せむ】以下「立ち止まりたまへる」まで、御達の詞を引用。その中にさらに夕霧の詞を引用。「うち休みて」の主語は夕霧。

3 【さやうにて泊りたまへるにやあらむ】「さやうにて」は「昨夜も御車も返して」の内容をさす。

4 【ものしたまふ人を】「を」間投助詞、詠嘆。接続助詞の逆接的ニュアンスもある。『完訳』は「夕霧が宮に通じるはずがない、の気持をこめる。しかし律師の説得力ある言葉に、夕霧への信頼感が揺れる」と注す。


夕霧．２．２．１４

■　と、おぼめいたまひながら、心こころのうちに、

◇　と、不審がりなさりながら、心の中では、

夕霧．２．２．１５

■　「さることもやありけむ1。

◇　「そのような事があったのだろうか。

■　ただならぬ御みけしきは、折々見をりをりみゆれど、人ひとの御おほむさまのいとかどかどしう、あながちに人ひとの誹そしりあらむことははぶき捨すて、うるはしだちたまへるに、たはやすく心許こころゆるされぬことはあらじ2と、うちとけたるぞかし。

◇　普通でないご様子は、時々見えたが、お人柄がたいそうしっかりしていて、努めて人の非難を受けるようなことは避けて、真面目に振る舞っていらっしゃったのに、たやすく納得できないことはなさるまいと、安心していたのだ。

■　人少ひとずくなにておはするけしき3を見みて、はひ入いりもやしたまへりけむ4」

◇　人少なでいらっしゃる様子を見て、忍び込みなさったのであろうか」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【さることもやありけむ】以下「はひ入りもやしたまひけむ」まで、御息所の心中。

2 【たはやすく心許されぬことはあらじ】主語は御息所。夕霧を信頼。

3 【人少なにておはするけしき】落葉宮の周辺。

4 【たまへりけむ】大島本は「給へりけむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひけむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


第三段　御息所、小少将君に問い質す

夕霧．２．３．１

■　律師立りしたちぬる後のちに、小少将こしゃうしゃうの君きみを召めして、

◇　律師が立ち去った後に、小少将の君を呼んで、

夕霧．２．３．２

■　「かかることなむ聞ききつる1。

◇　「これこれの事を聞きました。

■　いかなりしことぞ。

◇　どうした事ですか。

■　などかおのれには、さなむ、かくなむとは聞きかせたまはざりける。

◇　どうしてわたしには、これこれ、しかじかの事があったとお聞かせ下さらなかったのですか。

■　さしもあらじと思おもひながら」

◇　そんな事はあるまいと思いますが」


1 【かかることなむ聞きつる】以下「あらじとは思ひながら」まで、御息所の詞。「かかること」は、小少将の君には具体的に言った内容を、語り手が要約したもの。


夕霧．２．３．３

■　とのたまへば、いとほしけれど、初はじめよりありしやうを、詳くはしう聞きこゆ。

◇　とおっしゃると、お気の毒であるが、最初からのいきさつを、詳しく申し上げる。

■　今朝けさの御文おほむふみのけしき、宮みやもほのかにのたまはせつるやうなど聞きこえ、

◇　今朝のお手紙の様子、宮もかすかに仰せになった事などを申し上げ、

夕霧．２．３．４

■　「年としごろ、忍しのびわたり1たまひける心こころの内うちを、聞きこえ知しらせむ2とばかりにやはべりけむ。ありがたう用意よういありてなむ3、明あかしも果はてで出いでたまひぬるを、人ひとはいかに聞きこえはべるにか4」。

◇　「長年、秘めていらしたお胸の中を、お耳に入れようというほどでございましたでしょうか。めったにないお心づかいで、夜も明けきらないうちにお帰りになりましたが、人はどのようなふうに申し上げたのでございましょうか」


1 【年ごろ忍びわたり】以下「いかに聞こえはべるにか」まで、小少将の君の詞。

2 【心の内を聞こえ知らせむ】夕霧の心の中を落葉の宮に。

3 【ありがたう用意ありてなむ】『完訳』は「無体な行為には出なかったと弁明」と注す。

4 【いかに聞こえはべるにか】会話文の引用句がなく、即地の文に続く文章の呼吸。


夕霧．２．３．５

■　律師りしとは思おもひも寄よらで1、忍しのびて人ひとの2聞きこえけると思おもふ。

◇　律師とは思いもよらず、こっそりと女房が申し上げたものと思っている。

■　ものものたまはで3、いと憂***く口惜ちをしと思おぼすに、涙なみだほろほろとこぼれたまひぬ。

◇　何もおっしゃらず、とても残念だとお思いになると、涙がぽろぽろとこぼれなさった。

■　見みたてまつるも、いといとほしう4、

◇　拝見するのも、まことにお気の毒で、

■　「何なに、ありのままに5聞きこえつらむ。

◇　「どうして、ありのままを申し上げてしまったのだろう。

■　苦くるしき御心地みここちを、いとど思おぼし乱みだるらむ」

◇　苦しいご気分を、ますますお胸を痛めていらっしゃるだろう」

■　と悔くやしう思おもひゐたり。

◇　と後悔していた。

◆　 
りし と は おもひ も よら で、 しのび て ひと の きこえ ける と おもふ。 もの も のたまは で、 いと くちをし と おぼす に、 なみだ ほろほろと こぼれ たまひ ぬ。 み たてまつる も、 いと いとほしう、 "なに に、 ありのまま に きこえ つ らむ? くるしき み-ここち を いとど おぼし みだる らむ。" と くやしう おもひ ゐ たり。


1 【律師とは思ひも寄らで】主語は小少将の君。

2 【人の】他の女房をさす。

3 【ものものたまはで】主語は御息所。『完訳』は「小少将の言葉から、夕霧を見たとする律師の話を信頼し、二人に実事があったと思い込む。宮に裏切られた思い」と注す。

4 【見たてまつるもいといとほしう】小少将の君が御息所を。

5 【何にありのままに】以下「いとど思し乱るらむ」まで、小少将の君の心中。


夕霧．２．３．６

■　「障子さうじは鎖さしてなむ1」

◇　「襖は懸金が懸けてありました」

■　と、よろづによろしきやうに聞きこえなせど、

◇　と、いろいろと適当に言いつくろって申し上げるが、


1 【障子は鎖してなむ】小少将の詞。係助詞「なむ」の下に「はべりつる」などの語句が省略。実事はなかったように言う。


夕霧．２．３．７

■　「とてもかくても1、さばかりに、何なにの用意よういもなく、軽かるらかに人ひとに見みえたまひけむこそ、いといみじけれ。

◇　「どうあったにせよ、そのように近々と、何の用心もなく、軽々しく人とお会いになったことが、とんでもないのです。

■　うちうちの御心みこころきようおはすとも2、かくまで言いひつる法師ほふしばら、よからぬ童わらはべなど3は、まさに言いひ残のこしてむや4。

◇　内心のお気持ちが潔白でいらっしゃっても、こうまで言った法師たちや、口さがない童などは、まさに言いふらさずには置くまい。

■　人ひとには、いかに言いひあらがひ5、さもあらぬことと言いふべきにかあらむ6。

◇　世間の人には、どのように抗弁をし、何もなかった事と言うことができましょうか。

■　すべて、心幼こころをさなき限かぎりしも、ここにさぶらひて」

◇　皆、思慮の足りない者ばかりがここにお仕えしていて」


1 【とてもかくても】以下「ここにさぶらひて」まで、御息所の詞。『完訳』は「掛け金があろうとなかろうと。襖を隔てただけで。二人の実事を思い込む御息所には、小少将の気休めの言葉もかえって逆効果」と注す。

2 【うちうちの御心きようおはすとも】落葉宮の心をさす。

3 【よからぬ童べなど】『集成』は「たちのよくない京童べ。都の無頼の若者たち」。『完訳』は「口さがない若者。ここは、僧たちに従う召使か」と注す。

4 【まさに言ひ残してむや】「言い残す」は、言わずに置くの意。係助詞「や」反語の意が加わって、言わないことがあろうか、きっと言い触らすにちがいない。「てむ」連語、当然の結果を予想する。

5 【人にはいかに言ひあらがひ】世間の人に対して。

6 【言ふべきにかあらむ】反語表現。


夕霧．２．３．８

■　とも、えのたまひやらず。

◇　と、最後までおっしゃれない。

■　いと苦くるしげなる御心地みここちに、ものを思おぼしおどろきたれば、いといとほしげなりP5,1。

◇　とても苦しそうなご容態の上に、心を痛めてびっくりなさったので、まことにお気の毒である。

■　気高けだかうもてなしきこえむとおぼいたるに、世よづかはしう、軽々かるがるしき名なの立たちたまふべきを、おろかならず思おぼし嘆なげかる2。

◇　品高くお扱い申そうとお思いになっていたのに、色恋事の、軽々しい浮名がお立ちになるに違いないのを、並々ならずお嘆きにならずにはいられない。


P5 いとほしげなり--*いとほしけなる

1 【いといとほしげなり】大島本は「いと／＼ほしけなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとほしげなり」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【思し嘆かる】主語は御息所。「る」自発の助動詞。


夕霧．２．３．９

■　「かうすこしものおぼゆる隙ひまに1、渡わたらせたまうべう聞きこえよ2。

◇　「このように少しはっきりしている間に、お越しになるよう申し上げなさい。

■　そなたへ参まゐり来くべけれど3、動うごきすべうもあらでなむ。

◇　あちらへお伺いすべきですが、動けそうにありません。

■　見みたてまつらで、久ひさしうなりぬる心地ここちすや」

◇　お会いしないで、長くなってしまった気がしますわ」


1 【かうすこしものおぼゆる隙に】以下「久しうなりぬる心地すや」まで、御息所の詞。主語は御息所自身。

2 【渡らせたまうべう聞こえよ】落葉宮にこちらにいらっしゃるよう申し上げなさい、の意。

3 【そなたへ参り来べけれど】主語は御息所。娘ではあるが皇女なので、自らは「参る」という謙譲語表現をし、宮には「渡らせたまふ」という尊敬語表現を使う。


夕霧．２．３．１０

■　と、涙なみだを浮うけてのたまふ。

◇　と、涙を浮かべておっしゃる。

■　参まゐりて1、

◇　参上して、


1 【参りて】主語は小少将の君。会話文をはさんで「とばかり聞こゆ」に係る。


夕霧．２．３．１１

■　「しかなむ聞きこえさせたまふ1」

◇　「しかじかと申されていらっしゃいます」


1 【しかなむ聞こえさせたまふ】小少将の君の詞。「しか」は語り手が言い換えたもの。


夕霧．２．３．１２

■　とばかり聞きこゆ1。

◇　とだけ申し上げる。


1 【とばかり聞こゆ】『完訳』は「小少将は自分が密告者のようになりかねないので、ばつがわるい。御息所の言葉だけを伝えた」と注す。副助詞「ばかり」限定の意に注意。


第四段　落葉宮、母御息所のもとに参る

夕霧．２．４．１

■　渡わたりたまはむとて、御額髪おほむひたいがみの濡ぬれまろがれたる1、ひきつくろひ、単衣ひとへの御衣おほむぞほころびたる2、着替きがへなどしたまひても、とみにもえ動うごいたまはず。

◇　お越しになろうとして、額髪が濡れて固まっている、繕い直し、単重のお召し物が綻びているが、着替えなどなさっても、すぐにはお動きになれない。


1 【濡れまろがれたる】連体中止法。以下にも「ほころびたる」も連体中止法。助詞を省略した間合をもたせる余意余情表現である。

2 【御衣ほころびたる】『完訳』は「夕霧に引っぱられて綻びていた」と注す。


夕霧．２．４．２

■　「この人ひとびともいかに思おもふらむ1。

◇　「この女房たちもどのように思っているだろう。

■　まだえ知しりたまはで2、後のちにいささかも聞ききたまふことあらむに、つれなくてありしよ」

◇　まだご存知なくて、後に少しでもお聞きになることがあったとき、素知らぬ顔をしていたよ」


1 【この人びともいかに思ふらむ】以下「つれなくてありしよ」まで、落葉宮の心中。

2 【まだえ知りたまはで】主語は母御息所。


夕霧．２．４．３

■　と思おぼしあはせむも、いみじう恥はづかしければ、また臥ふしたまひぬ。

◇　とお思い当たられるのも、ひどく恥ずかしいので、再び臥せっておしまいになった。

夕霧．２．４．４

■　「心地ここちのいみじう悩なやましきかな1。

◇　「気分がひどく悩ましいわ。

■　やがて直なほらぬさまにもありなむ、いとめやすかりぬべくこそ3。

◇　このまま治らなくなったら、とてもいい都合だろう。

■　脚あしの気けのの上ぼりたる心地ここちす」

◇　脚の気が上がった気がする」


1 【心地のいみじう悩ましきかな】以下「上りたる心地す」まで、落葉宮の詞。

2? 【直らぬさまにもなりなむ】「なり」動詞、連用形に、完了の助動詞「な」確述の意と推量の助動詞「む」、推量の意が付いて、強い推量の意を表す。以下の文の主語になっている。

3 【いとめやすかりぬべくこそ】係助詞「こそ」の下に「あれ」已然形、などの語句が省略された形。強い意志を表す。『集成』は「何もかも好都合というものです」。『完訳』は「そのほうがいやな噂も立たず見苦しいこともなかろうに」と訳す。


夕霧．２．４．５

■　と、押おし下くださせたまふ。

◇　と、脚を指圧させなさる。

■　ものをいと苦くるしう、さまざまに思おぼすには、気けぞ上あがりける。

◇　心配事をとてもつらく、あれこれ気にしていらっしゃる時には、気が上がるのであった。

夕霧．２．４．６

■　少将せうしゃう、

◇　小少将の君は、

■　「上うへに、この御おほむこと2ほのめかし聞きこえける人ひとこそはべけれ。

◇　「母上に、あの御事をそれとなく申し上げた人がいたようでございます。

■　いかなりしことぞ、と問とはせたまひつれば3、ありのままに聞きこえさせて、御障子みさうじの固かためばかりをなむ、すこしこと添そへて、けざやかに聞きこえさせつる。

◇　どのような事であったのかと、お尋ねあそばしたので、ありのままに申し上げて、御襖障子の掛金の点だけを、少し誇張して、はっきりと申し上げました。

■　もし、さやうにかすめきこえさせたまはば、同おなじさまに聞きこえさせたまへ」

◇　もし、そのように何かお尋ねなさいましたら、同じように申し上げなさいまし」


1? 【ものをいと苦しうさまざまに思すには気ぞ上りける】『万水一露』は「双紙の地也」と指摘。

2 【上にこの御こと】以下「同じさまに聞こえさせたまへ」まで、小少将の君の詞。

3 【いかなりしことぞと問はせたまひつれば】主語は御息所。


夕霧．２．４．７

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。

夕霧．２．４．８

■　嘆なげいたまへるけしきは1聞きこえ出いでず。

◇　お嘆きでいらっしゃる様子は申し上げない。

■　「さればよ」

◇　「やはりそうであったか」

■　と2、いとわびしくて、ものものたまはぬ御枕おほむまくらより、雫しづくぞ落おつる。

◇　と、とても悲しくて、何もおっしゃらない御枕もとから涙の雫がこぼれる。


1 【嘆いたまへるけしきは】御息所が。

2 【さればよと】落葉宮の心中。


夕霧．２．４．９

■　「このことにのみもあらず1、身みのP6思おもはずになりそめしより2、いみじうものをのみ思おもはせたてまつること」

◇　「このことだけでない、不本意な結婚をして以来、ひどくご心配をお掛け申していることよ」


P6 身の--身（身/+の）

1 【このことにのみもあらず】以下「思はせたてまつること」まで、落葉宮の心中。『完訳』は「以下、不本意なわが身を柏木との過往に遡って思念」と注す。

2 【身の思はずになりそめしより】柏木との不本意な結婚をさす。


夕霧．２．４．１０

■　と、生いけるかひなく思おもひ続つづけたまひて2、

◇　と、生きている甲斐もなくお思い続けなさって、

■　「この人ひとは3、かうても止やまで、とかく言いひかかづらひ出いでむも、わづらはしう、聞きき苦ぐるしかるべう」

◇　「この方は、このまま引き下がることはなく、何かと言い寄ってくることも、厄介で聞き苦しいだろう」

■　、よろづに思おぼす。

◇　と、いろいろとお悩みになる。

■　「まいて、いふかひなく4、人ひとの言ことによりて5、いかなる名なを朽くたさまし6」

◇　「まして、言いようもなく、相手の言葉に従ったらどんなに評判を落とすことになるだろう」


1? 【いみじうものをのみ思はせたてまつれることと】母御息所に対して。

2 【生けるかひなく思ひ続けたまひて】『源注余滴』は「ねぬなはの苦しかるらむ人よりも我ぞ益田の生けるかひなき」（拾遺集恋四、八九四、読人しらず）を指摘。

3 【この人は】夕霧をさす。以下「聞き苦しかるべう」まで、落葉宮の心中。ただし、その引用句はなく、地の文に続く。

4 【まいていふかひなく】以下「いかなる名を朽たさまし」まで、落葉の宮の心中。『完訳』「実事がなくともこんなにつらいのだから、まして、意気地なく夕霧の言いなりになっていたら」と注す。

5 【人の言によりて】「人」は夕霧。接続助詞「て」順接、下文の反実仮想の助動詞「まし」と呼応して、仮定の意を含む。

6 【いかなる名を朽たさまし】『完訳』は「「まし」に注意。夕霧の言葉に従わずによかったとするが、実は法師たちの噂にのぼされている」と注す。


夕霧．２．４．１１

■　など、すこし思おぼし慰なぐさむる方かたはあれど、

◇　などと、多少はお気持ちの慰められる面もあるが、

■　「かばかりになりぬる高たかき人ひとの1、かくまでも、すずろに人ひとに見みゆるやうはあらじかし」

◇　「内親王ほどにもなった高貴な人が、こんなにまでも、うかうかと男と会ってよいものであろうか」

■　と、宿世憂すく思せうくおぼし屈くして、夕ゆふつ方かたぞ2、

◇　と、わが身の不運を悲しんで、夕方に、


1 【かばかりになりぬる高き人の】以下「人に見ゆるやうはあらじかし」まで、落葉宮の心中。「かばかりになりぬる貴き人」とは皇女の意。

2 【夕つ方ぞ】係助詞「ぞ」は「渡りたまへる」に係る。


夕霧．２．４．１２

■　「なほ、渡わたらせたまへ1」

◇　「やはり、お出で下さい」


1 【なほ渡らせたまへ】御息所からの消息。


夕霧．２．４．１３

■　とあれば、中なかの塗籠ぬりごめの戸開とあけあはせて1、渡わたりたまへる。

◇　とあるので、中の塗籠の戸を両方を開けて、お越しになった。


1 【中の塗籠の戸開けあはせて】『完訳』は「女房や僧などの目を避けるべく、この塗籠を通り抜けるか」と注す。


第五段　御息所の嘆き

夕霧．２．５．１

■　苦くるしき御心地みここちにも、なのめならずかしこまりかしづききこえたまふ1。

◇　苦しいご気分ながら、並々ならずかしこまって丁重にご応対申し上げなさる。

■　常つねの御作法おほむさほふあやまたず、起おき上あがりたまうて、

◇　いつものご作法と違わず、起き上がりなさって、


1 【苦しき御心地にもなのめならずかしこまりかしづききこえたまふ】主語は御息所。母が娘の皇女に対して礼儀を尽くす態度。


夕霧．２．５．２

■　「いと乱みだりがはしげにはべれば、渡わたらせたまふも心苦こころぐるしうてなむ2。

◇　「とても見苦しい有様でおりますので、お越し頂くにもお気の毒に存じます。

■　この二ふつか、三日みかばかり見みたてまつらざりけるほどの、年月としつきの心地ここちするも、かつはいとはかなくなむ3。

◇　ここ二、三日ほど、拝見しませんでした期間が、年月がたったような気がし、また一方では心細い気がします。

■　後のち、かならずしも、対面たいめのはべるべきにもはべらざめり4。

◇　後の世で、必ずしもお会いできるとも限らないもののようでございます。

■　まためぐり参まゐるとも、かひやははべるべき5。

◇　再びこの世に生まれて参っても、何にもならないことでございましょう。


1? 【いと乱りがはしくはべれば】以下「悔しきまでなむ」まで、御息所の詞。

2 【心苦しうてなむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。

3 【はかなくなむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。

4 【後かならずしも対面のはべるべきにもはべらざめり】「後」は、来世。親子は一世の縁という。『河海抄』は「一世には二たび見えぬ父母を置きてや長く吾が別れなむ」（万葉集巻五、八九一）を引歌として指摘。

5 【まためぐり参るともかひやははべるべき】仏教の輪廻転生の考え。反語表現。『集成』は「もう一度この世に生を享けましても、何にもならぬことでございます。お互い顔も見知らぬであろうからである」と注す。『源注拾遺』は「契りありて此の世にまたも生まるとも面変はりして見もや忘れむ」（後拾遺集哀傷、五六六、藤原実方）を引歌として指摘。


夕霧．２．５．３

■　思おもへば、ただ時ときの間まに隔へだたりぬべき世よの中なかを、あながちにならひはべりにけるも2、悔くやしきまでなむ3」

◇　考えてみれば、ただ一瞬一瞬の間に別れ別れにならねばならない世の中を、無理に馴れ親しんでまいりましたのも、悔しい気がします」


1? 【ただ時のまに隔たりぬべき世の中を】『集成』は「思えば、ほんの一時のうちに別れ別れにならねばならない無常迅速のこの世ですのに、それを勝手についつい親子の情にほだされてきましたのも、今となってはくやまれるほどでございます」と訳す。

2 【あながちにならひはべりにけるも】『休聞抄』は「思ふとていとこそ人に馴れざらめしか習ひてぞ見ねば恋しき」（拾遺集恋四、九〇〇、読人しらず）を引歌として指摘。

3 【悔しきまでなむ】係助詞「なむ」の下に「思ふ」などの語句が省略。


夕霧．２．５．４

■　など泣なきたまふ。

◇　などとお泣きになる。

夕霧．２．５．５

■　宮みやも、もののみ悲かなしう取とり集あつめ思おぼさるれば、聞きこえたまふこともなくて見みたてまつりたまふ。

◇　宮も、物悲しい思いばかりがせられて、申し上げる言葉もなくてただ拝見なさっている。

■　ものづつみをいたうしたまふ本性ほんじゃうに、際々きはぎはしうのたまひさはやぐべきにもあらねば1、恥はづかしとのみ思おぼすに、いといとほしうて、いかなりしなども、問とひきこえたまはず2。

◇　ひどく内気なご性格で、はきはきと弁明をなさるような方ではないから、恥ずかしいとばかりお思いなので、とてもお気の毒になって、どのような事であったのですかなどと、お尋ね申し上げなさらない。


1 【ものづつみをいたうしたまふ本性に際々しうのたまひさはやぐべきにもあらねば】落葉宮の性格。『完訳』は「宮の遠慮深く寡黙な性分。ここで宮が夕霧との一件を弁明せず、御息所も不憫さから何も尋ねない」と注す。

2 【問ひきこえたまはず】主語は御息所。御息所の誤解思い込みは解消されないまま、母と娘の間の気まずさは続く。


夕霧．２．５．６

■　大殿油おほとなぶらなど急いそぎ参まゐらせて、御台みだいなど、こなたにて参まゐらせたまふ。

◇　大殿油などを急いで灯させて、お膳など、こちらで差し上げなさる。

■　もの聞きこし召めさずと聞ききたまひて、とかう手てづからまかなひ直なほしなどしたまへど1、触ふれたまふべくもあらず。

◇　何も召し上がらないとお聞きになって、あれこれと自分自身で食事を整え直しなさるが、箸もおつけにならない。

■　ただ御心地みここちのよろしう見みえたまふぞ、胸むねすこしあけたまふ2。

◇　ただご気分がよろしくお見えなので、少し胸がほっとなさる。


1 【とかう手づからまかなひ直しなどしたまへど】主語は御息所。病床から起き上がって礼儀を尽くしていた御息所が自ら宮に食事の給仕をする。

2 【ただ御心地のよろしう見えたまふぞ胸すこしあけたまふ】御息所のご気分がよく見えたので、宮はわずかほっとなさる、というさま。


第三章　一条御息所の物語　行き違いの不幸

第一段　御息所、夕霧に返書

夕霧．３．１．１

■　かしこよりまた御文おほむふみあり。

◇　あちらからまたお手紙がある。

■　心知こころしらぬ人ひとしも取とり入いれて、

◇　事情を知らない女房が受け取って、

夕霧．３．１．２

■　「大将殿だいしゃうどのより、少将せうしゃうの君きみにとて、御使おほむつかひあり1」

◇　「大将殿から、少将の君にと言って、お使者があります」


1 【大将殿より少将の君にとて御使ひあり】大島本は「御つかひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御文」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。女房の取り次ぎの詞。


夕霧．３．１．３

■　と言いふぞ、またわびしきや1。

◇　と言うのが、また辛いことであるよ。

■　少将せうしゃう、御文おほむふみは取とりつ。

◇　少将の君は、お手紙は受け取った。

■　御息所みやすむどころ、

◇　母御息所が、


1 【またわびしきや】『集成』は「宮の思いを直接地の文として書く」。『完訳』は「宮や小少将の立場に即した語り手の感想」と注す。


夕霧．３．１．４

■　「いかなる御文おほむふみにか1」

◇　「どのようなお手紙ですか」


1 【いかなる御文にか】御息所の詞。


夕霧．３．１．５

■　と、さすがに問とひたまふ1。

◇　と、やはりお尋ねになる。

■　人知ひとしれず思おぼし弱よわる心こころも添そひて、下したに待まちきこえたまひP7けるに、さもあらぬなめりと思おもほすも2、心騷こころさわぎして、

◇　人知れず弱気な考えも起こって、内心はお待ち申し上げていらしたのに、いらっしゃらないようだとお思いになると、胸騷ぎがして、


P7 きこえたまひ--きこえ（え/+給〈朱〉）

1 【さすがに問ひたまふ】前に「いかなりしなども問ひきこえたまはず」を受けて、そうは言ってもやはり気がかりで、という文脈。『完訳』は「二人の実事を確信する御息所は、その結婚を不本意としながらも、結ばれた上は夕霧が今夜も来るのを当然と考え、手紙だけ来たのを不審に思う」と注す。

2 【人知れず思し弱る心も添ひて下に待ちきこえたまひけるにさもあらぬなめりと思ほすも】主語は御息所。『集成』は「御息所は、ひそかに、宮を夕霧に許そうと、折れる気持にもなっていられて。事ここに及んでは止むを得ないという気持になっていたのである」と注す。


夕霧．３．１．６

■　「いで、その御文1おほむふみ、なほ聞きこえたまへ。

◇　「さあ、そのお手紙には、やはりお返事をなさい。

■　あいなし。

◇　失礼ですよ。

■　人ひとの御名おほむなを善よさまに言いひ直なほす人ひとは難かたきものなり。

◇　一度立った噂を良いほうに言い直してくれる人はいないものです。

■　そこに心こころきよう思おぼすとも、しか用もちゐる人ひとは少すくなくこそあらめ。

◇　あなただけ潔白だとお思いになっても、そのまま信用してくれる人は少ないものです。

■　心こころうつくしきやうに聞きこえ通かよひたまひて、なほありしままならむこそ良よからめ。

◇　素直にお手紙のやりとりをなさって、やはり以前と同様なのが良いことでしょう。

■　あいなき甘あまえたるさまなるべし2」

◇　いいかげんな馴れ過ぎた態度というものでしょう」


1 【いでその御文】以下「甘えたるさまなるべし」まで、御息所の詞。

2 【あいなき甘えたるさまなるべし】この文の前に、返事をしないのは、という内容が略されている。前文の「こそよからめ」という係結びの構文が、逆接的文脈のニュアンスを介在させるので、このような言い方になっている。


夕霧．３．１．７

■　とて、召めし寄よす1。

◇　とおっしゃって、取り寄せなさる。

■　苦くるしけれどたてまつりつ。

◇　辛いけれども差し上げた。


1 【召し寄す】夕霧からの手紙を。


夕霧．３．１．８

■　「あさましき御心みこころのほどを1見みたてまつり表あらはいてこそ、なかなか心こころやすく、ひたぶる心こころもつきはべりぬべけれ。

◇　「驚くほど冷淡なお心をはっきり拝見しては、かえって気楽になって、一途な気持ちになってしまいそうです。


1 【あさましき御心のほどを】以下、和歌の末尾「つつみ果てずは」まで、夕霧の消息文。


夕霧．３．１．９

■　せくからに浅あささぞ見みえむ山川やまがはの

流ながれての名なをつつみ果はてずは1」

◇　拒むゆえに浅いお心が見えましょう

山川の流れのように浮名は包みきれませんから」


1 【せくからに浅さぞ見えむ山川の流れての名をつつみ果てずは】「塞く」「浅さ」「流れ」が「山川」の縁語。


夕霧．３．１．１０

■　と言葉ことばも多おほかれど、見みも果はてたまはず。

◇　と言葉も多いが、最後まで御覧にならない。

夕霧．３．１．１１

■　この御文おほむふみも、けざやかなるけしきにもあらで、めざましげに心地ここちよ顔がほに、今宵こよひつれなきを1、いといみじと思おぼす。

◇　このお手紙も、はっきりした態度でもなく、いかにも癪に障るようないい気な調子で、今夜訪れないのを、とてもひどいとお思いになる。


1 【今宵つれなきを】今夜の訪問のないのを、の意。


夕霧．３．１．１２

■　「故督こかむの君きみの1御心みこころざまの思おもはずなりし時とき、いと憂うしと思おもひしかど、おほかたのもてなしは、また並ならぶ人ひとなかりしかば、こなたに力ちからある心地ここちして慰なぐさめしだに2、世よには心こころもゆかざりしを。

◇　「故衛門督君が心外に思われた時、とても情けないと思ったが、表向きの待遇は、またとなく大事に扱われたので、こちらに権威のある気がして慰めていたのでさえ、満足ではなかったのに。

■　あな、いみじや。

◇　ああ、何ということであろう。

■　大殿おほとののわたりに思おもひのたまはむこと」

◇　大殿のあたりでどうお思いになりおっしゃっていることだろうか」


1 【故督の君の】以下「思ひのたまはむこと」まで、御息所の心中。

2 【こなたに力ある心地して慰めしだに】『完訳』は「皇女で正妻ゆえの強みがある気がして慰めた、それでさえけっして満足できなかった」と注す。


夕霧．３．１．１３

■　と思おもひしみたまふ。

◇　と心をお痛めになる。

夕霧．３．１．１４

■　「なほ、いかがのたまふと、けしきをだに見みむ1」

◇　「やはり、どのようにおっしゃるかと、せめて様子を窺ってみよう」

■　と、心地ここちのかき乱みだりくるるやうにしたまふ目め、おし絞しぼりて2、あやしき鳥とりの跡あとのやうに書かきたまふ。

◇　と、気分がひどく悪く涙でかき曇ったような目、おし開けて、見にくい鳥の足跡のような字でお書きになる。


1 【なほいかがのたまふとけしきをだに見む】御息所の心中。

2 【くるるやうにしたまふ目おし絞りて】「したまふ」は連体形で下の「目」を修飾する。


夕霧．３．１．１５

■　「頼たのもしげなく1なりにてはべる、訪とぶらひに渡わたりたまへる2折をりにて、そそのかしきこゆれど、いとはればれしからぬさまにものしたまふめれば、見みたまへわづらひてなむ。

◇　「すっかり弱ってしまった、お見舞いにお越しになった折なので、お勧め申したのですが、まことに沈んだような様子でいらっしゃるようなので、見兼ねまして。


1 【頼もしげなく】以下、和歌の末尾「宿を借りけむ」まで、御息所の返書。

2 【渡りたまへる】主語は、落葉宮。


夕霧．３．１．１６

■　女郎花萎をみなへししをるる野辺のべをいづことて

一夜ひとよばかりの宿やどを借かりけむ1」

◇　女郎花が萎れている野辺をどういうおつもりで

一夜だけの宿をお借りになったのでしょう」


1 【女郎花萎るる野辺をいづことて一夜ばかりの宿を借りけむ】『河海抄』は「秋の野に狩りぞ暮れぬる女郎花今宵ばかりの宿もかさなむ」（古今六帖二、小鷹狩）を指摘。「女郎花」を宮に、「野辺」を小野山荘に喩える。『集成』は「今宵の訪れのないのを責めた歌であるが、同時に、母親として娘を許すという意志表示にもなっている」。『完訳』は「二人の結婚を前提に夕霧の訪れぬのをなじる歌」と注す。


夕霧．３．１．１７

■　と、ただ書かきさして、おしひねりて出いだしたまひて、臥ふしたまひぬるままに、いといたく苦くるしがりたまふ。

◇　と、ただ途中まで書いて、捻り文にしてお出しなさって、臥せっておしまいになったまま、とてもお苦しがりなさる。

■　御おほむもののけのたゆめけるにや1と、人ひとびと言いひ騒さわぐ。

◇　御物の怪が油断させていたのかと、女房たちは騒ぐ。


1 【御もののけのたゆめけるにや】女房の詞。今まで御息所の気分が良かったのは、の意が省略されている。


夕霧．３．１．１８

■　例れいの、験げんある限かぎり、いと騒さわがしうののしる。

◇　いつもの、効験のある僧すべてが、とても大声を出して祈祷する。

■　宮みやをば、

◇　宮に、

夕霧．３．１．１９

■　「なほ、渡わたらせたまひね1」

◇　「やはり、あちらにお移りあそばせ」


1 【なほ渡らせたまひね】女房の詞。物の怪が落葉の宮に移らないように。


夕霧．３．１．２０

■　と、人ひとびと聞きこゆれど、御身おほむみの憂うきままに1、後おくれきこえじと思おぼせば、つと添そひたまへり。

◇　と、女房たちが申し上げるが、ご自身が辛く思うと同時に、後れ申すまいとお思いなので、ぴったりと付き添っていらっしゃった。


1 【御身の憂きままに】副詞「ままに」。--につれての意と、--と同時にの意があるが、ここは後者の意であろう。『集成』は「情けなさを思うあまり」。『完訳』は「情けなさにつけても」と訳す。


第二段　雲居雁、手紙を奪う

夕霧．３．２．１

■　大将殿だいしゃうどのは、この昼ひるつ方かた、三条殿さむでうどのにおはしにける1、今宵立こよひたち返かへり参までたまはむに2、

◇　大将殿は、この昼頃に、三条殿にいらっしゃったが、今晩再び小野にお伺いなさるのに、

■　「ことしもあり顔がほに、まだきに聞きき苦くるしかるべし」

◇　「何かわけがありそうで、まだ何もないのに外聞が悪かろう」

■　など念ねんじたまひて、いとなかなか年としごろの心こころもとなさよりも、千重ちへにもの思おもひS10重かさねて3嘆なげきたまふ。

◇　などと気持ちをお抑えになって、ほんとにかえって今までの気がかりさよりも、幾重にも物思いを重ねて嘆息していらっしゃる。


S10 心には千重に思へど人に言はぬわが恋妻を見むよしもがな（古今六帖四-一九九〇　かさのにらう）

1 【三条殿におはしにける】連体中止法。間合が生きている。

2 【今宵立ち返り参でたまはむに】小野山荘に行くことをさす。昨晩一泊した。今夜も行けば結婚の三日通いにとられる。以下「聞き苦しかるべし」まで、夕霧の心中に即した地の文。そのため敬語「たまふ」がある。

3 【千重にもの思ひ重ねて】『源氏釈』は「心には千重に思へど人にいはぬ我が恋ひ妻を見むよしもがな」（古今六帖四、恋）を指摘。『源注余滴』は「和泉なる信太の森の楠の木の千重に別れて物をこそ思へ」（古今六帖二、森）を指摘。


夕霧．３．２．２

■　北きたの方かたは、かかる御おほむありきのけしきほの聞ききて、心こころやましと聞ききゐたまへるに、知しらぬやうにて、君達きむだちもて遊あそび紛まぎらはしつつ、わが昼ひるの御座おましに臥ふしたまへり1。

◇　北の方は、このようなお忍び歩きの様子をちらっと聞いて、面白くなく思っていらっしゃるので、知らないふりをして、若君たちをあやして気を紛らしながら、ご自分の昼のご座所で臥していらっしゃった。


1 【昼の御座に臥したまへり】以下「御心ならひなべかめり」まで、国宝「源氏物語絵巻」詞書にある。


夕霧．３．２．３

■　宵過よひすぐるほどにぞ、この御返おほむかへり持もて参まゐれるを1、かく例れいにもあらぬ鳥とりの跡あとのやうなれば、とみにも見解みときたまはで、大殿油近おほとなぶらちかう取とり寄よせて見みたまふ。

◇　ちょうど宵過ぎるころに、このお返事を持って参ったが、このようにいつもと違った鳥の足跡のような筆跡なので、直ぐにはご判読できないで、大殿油を近くに取り寄せて御覧になる。

■　女君をむなぎみ、もの隔へだてたるやうなれど2、いと疾とく見みつけたまうて、はひ寄よりて、御後おほむうしろより取とりたまうつ。

◇　女君、物を隔てていたようであるが、とてもすばやくお見つけになって、這い寄って、殿の後ろから取り上げなさなった。


1 【この御返り持て参れるを】母御息所が代筆した返書。「頼もしげなくなりにて」以下「宿を借りけむ」までの内容をさす。

2 【女君もの隔てたるやうなれど】『集成』は「人ごとのような顔をしていらしたが」。『完訳』は「女君は、その場からは何か隔て越しのようであったけれど」と訳す。


夕霧．３．２．４

■　「あさましう。こは、いかにしたまふぞ2。あな、けしからず。六条ろくでうの東ひむがしの上うへの御文おほむふみなり3。今朝けさ、風邪かぜおこりて悩なやましげにしたまへるを、院ゐんの御前おまへにはべりて4、出いでつるほど、またも参まうでずなりぬれば、いとほしさに、今いまの間まいかに5と、聞きこえたりつるなり。見みたまへよ、懸想けさうびたる文ふみのさまか。さても、なほなほしの御おほむさまや。年月としつきに添そへて、いたうあなづりたまふこそうれたけれ。思おもはむところを、むげに恥はぢたまはぬよ6」

◇　「あきれたことを。これは、何をなさるのですか。何と、けしからん。六条の東の上様のお手紙です。今朝、風邪をひいて苦しそうでいらっしゃったが、院の御前におりまして、帰る時に、もう一度伺わないままになってしまったので、お気の毒に思って、ただ今の加減はいかかがですかと、申し上げたのです。御覧なさい。恋文めいた手紙の様子ですか。それにしても、はしたないなさりようです。年月とともに、ひどく馬鹿になさるのが情けないことです。どう思うか、全く気になさらないのですね」


1? 【はひ寄りて御う後より取りたまうつ】国宝「源氏物語絵巻」には夕霧の背後から右手を伸ばした雲居雁の立ち姿が描かれている。

2 【あさましうこはいかにしたまふぞ】以下「むげに恥ぢたまはぬよ」まで、夕霧の詞。

3 【六条の東の上の御文なり】花散里からの手紙であると嘘をつく。花散里は、夕霧の養母。

4 【院の御前にはべりて】源氏の御前をさす。

5 【今の間いかに】『大系』は「あはざりし時いかなりし物とてかただ今の間も見ねば恋しき（後撰集恋一、五六四、読人しらず）「いかなれや昔思ひしほどよりも今の間思ふ事のまさるは」（落窪物語）を指摘。

6 【思はむところをむげに恥ぢたまはぬよ】『集成』は「わたしがどう思おうと、ちっとも気になさらないことだ」。『完訳』は「わたしがどう思おうとまるではずかしいとお思いにならないのですね」と訳す。


夕霧．３．２．５

■　とうちうめきて、惜をしみ顔がほにもひこしろひたまはねば、さすがに1、ふとも見みで持もたまへり。

◇　と慨嘆して、大切そうに無理に取り返そうとなさらないので、それでもやはり、すぐには見ずに持ったままでいらっしゃった。


1 【さすがに】奪ってはみたものの、やはり、の意。本当に養母からの手紙であったらとも思う。はしたなさと嫉妬心むきだしにするのも体裁悪いので。


夕霧．３．２．６

■　「年月としつきに添そふるあなづらはしさは、御心みこころならひなべかめり1」

◇　「年月につれて馬鹿になさるのは、あなたのほうこそそうでございますわ」


1 【年月に添ふるあなづらはしさは御心ならひなべかめり】雲居雁の詞。夕霧の「とし月にそへていたうあなつりたまふこそうれたけれ」の言葉を取って返す。


夕霧．３．２．７

■　とばかり、かくうるはしだちたまへるに1憚はばかりて、若わかやかにをかしきさましてのたまへば2、うち笑わらひて、

◇　とだけ、このように泰然としていらっしゃる態度に気後れして、若々しくかわいらしい顔つきでおっしゃるので、ふとお笑いになって、


1 【かくうるはしだちたまへるに】夕霧の態度をさす。

2 【若やかにをかしきさましてのたまへば】主語は雲居雁。


夕霧．３．２．８

■　「そは、ともかくもあらむ1。

◇　「それは、どちらでも良いことでしょう。

■　世よの常つねのことなり。

◇　夫婦とはそのようなものです。

■　またあらじかし、よろしうなりぬる男をの、かく紛まがふ方かたなく、一ひとつ所ところを守まもらへて、もの懼おぢしたる鳥とりの兄鷹せうやうのもののやうなるは。

◇　二人といないでしょうね、相当な地位に上った男が、このように気を紛らすことなく、一人の妻を守り続けて、びくびくしている雄鷹のような者はね。

■　いかに人笑ひとわらふP8らむ。

◇　どんなに人が笑っているでしょう。

■　さるかたくなしき者ものに守まもられたまふは、御おほむためにもたけからずや。

◇　そのような愚か者に守られていらっしゃるのは、あなたにとっても名誉なことではありますまい。


P8 笑ふ--わつ（つ/＄〈朱〉）らふ

1 【そはともかくもあらむ】以下「いづこの栄えかあらむ」まで、夕霧の詞。代名詞「そ」は、互いに相手が悪くなったと言ったことをさす。


夕霧．３．２．９

■　あまたが中なかに、なほ際きはまさり、ことなるけぢめ見みえたるこそ、よそのおぼえも心こころにくく、わが心地ここちもなほ古ふりがたく、をかしきこともあはれなるすぢも絶たえざらめ。

◇　大勢の妻妾の中で、それでも一段と際立って、格別に重んじられていることが、世間の見る目も奥ゆかしく、わが気持ちとしてもいつまでも新鮮な感じがして、興をそそることもしみじみとしたことも続くでしょう。

■　かく翁おきなのなにがし守まもりけむやうに、おれ惑まどひたれば、いとぞ口惜くちをしき。

◇　このように翁が何かを守ったように、愚かしく迷っているので、大変に残念なことです。

■　いづこの栄はえかあらむ」

◇　どこに見栄えがありましょうか」

夕霧．３．２．１０

■　と、さすがに、この文ふみのけしきなくをこつり取とらむP9の心こころにて、欺あざむき申まうしたまへば、いとにほひやかにうち笑わらひて、

◇　と、そうはいっても、この手紙を欲しそうな態度を見せずにだまし取ろうとのつもりで、嘘を申し上げると、とても高かにお笑いになって、


P9 取らむ--*とゝむ


夕霧．３．２．１１

■　「ものの映はえ映ばえしさ作つくり出いでたまふほど、古ふりぬる人苦ひとくるしや。

◇　「見栄えのある事をお作りになるので、年取ったわたしは辛いのです。

■　いと今いまめかしくなり変かはれる御みけしきのすさまじさも、見みならはずなりP10にける事ことなれば、いとなむ苦くるしき。

◇　とても若々しくなられたご様子がぞっとしてなりませんことも、今まで経験したことのない事なので、とても辛いのです。

■　かねてよりならはしS11たまはで」

◇　以前から馴れさせてお置きにならないで」


P10 今めかしくなり変はれる御けしきのすさまじさも、見ならはずなり--*いまめかしさも見ならはすなり

S11 かねてより辛さを我にならはさでにはかに物を思はさぬかな（源氏釈所引-出典未詳）


夕霧．３．２．１２

■　とかこちたまふも、憎にくくもあらず。

◇　と文句をおっしゃるのも、憎くはない。

夕霧．３．２．１３

■　「にはかにと思おぼすばかりには、何なにごとか見みゆらむ。

◇　「急にとお考えになる程に、どこが変わって見えるのでしょう。

■　いとうたてある御心みこころの隈くまかな。

◇　とても嫌なお心の隔てですね。

■　よからずもの聞きこえ知しらする人ひとぞあるべき。

◇　良くないことを申し上げる女房がいるのでしょう。

■　あやしう、もとよりまろをば許ゆるさぬぞかし。

◇　不思議と、昔からわたしのことを良く思っていないのです。

■　なほ、かの緑みどりの袖そでの名残なごり、あなづらはしきにことづけて、もてなしたてまつらむと思おもふやうあるにや。

◇　依然として、あの緑の六位の袍の名残で、軽蔑しやすいことにつけて、あなたをうまく操ろうと思っているのではないでしょうか。

■　いろいろ聞ききにくきことどもほのめくめり。

◇　いろいろと聞きにくいことをほのめかしているらしい。

■　あいなき人ひとの御おほむためにも、いとほしう」

◇　関わりのない方にとっても、お気の毒です」

夕霧．３．２．１４

■　などのたまへど、つひにあるべきことと思おぼせば、ことにあらがはず。

◇　などとおっしゃるが、結局はそうなることだとお考えなので、特に言い争いはしない。

■　大輔たいふの乳母めのと、いと苦くるしと聞ききて、ものも聞きこえず。

◇　大輔の乳母は、とても辛いと聞いて、何も申し上げない。

第三段　手紙を見ぬまま朝になる

夕霧．３．３．１

■　とかく言いひしろひて、この御文おほむふみはひき隠かくしたまひつれば、せめても漁あさり取とらで、つれなく大殿籠おほとのごもりぬれば1、胸むねはしりてS12、「いかで取とりてしがな」と2、「御息所みやすむどころの御文おほむふみなめり。何なにごとありつらむ」と、目めも合あはず思おもひ臥ふしたまへり。

◇　あれこれと言い合いをして、このお手紙はお隠しになってしまったので、無理しても探し出さず、さりげない顔してお寝みになったので、胸騷ぎがして、「何とかして奪い返したいものだ」と、「御息所のお手紙のようだ。何事があったのだろう」と、目も合わず考えながら臥せっていらっしゃった。


S12 人に逢はむ月のなきには思ひおきて胸走り火に心焼けをり（古今集俳諧-一〇三〇　小野小町）

1 【つれなく大殿籠もりぬれば】主語は夕霧。『異本紫明抄』は「人にあはむ月のなきには思ひおきてむね走り火に心焼けをり（古今集誹諧歌、一〇三〇、小野小町）を指摘。

2 【いかで取りてしがなと】以下「何ごとありつらむ」まで、夕霧の心中。途中に地の文の引用句「と」が介在する。『完訳』は「「と」は「--ありつらむと」と並列で、夕霧の心中叙述の文脈を構成」と注す。


夕霧．３．３．２

■　女君をむなぎみの寝ねたまへるに1、昨夜よべの御座おましの下したなどに2、さりげなくて探さぐりたまへど、なし。

◇　女君が眠っていらっしゃる間に、昨夜のご座所の下などを、何げなくお探しになるが、ない。

■　隠かくしたまへらむほどもなければ、いと心こころやましくて、明あけぬれど、とみにも起おきたまはず。

◇　お隠しなさる場所もないのに、とても悔しい思いで、夜も明けてしまったが、すぐにはお起きにならない。


1 【女君の寝たまへるに】『集成』は「眠っていられる間」、「に」を格助詞に解す。『完訳』は「眠っていらっしゃるので」、「に」を接続助詞、順接の意に解す。

2 【御座の下などに】大島本は「したなとに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「下など」と「に」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．３．３．３

■　女君をむなぎみは、君達きむだちにおどろかされて、ゐざり出いでたまふにぞ、われも今起いまおきたまふやうにて、よろづにうかがひたまへど、え見みつけたまはず。

◇　女君は、若君たちに起こされて、いざり出ていらっしゃったので、自分も今お起きになったようにして、あちこちとお探しになるが、見つけることがおできになれない。

■　女をむなはP11、かく求もとめむとも1思おもひたまへらぬをぞ、

◇　妻は、このように探そうとお思いなさらないので、

■　「げに、懸想けさうなき御文おほむふみなりけり」

◇　「なるほど、恋文ではないお手紙であったのだ」

■　と、心こころにも入いれねば2、君達きむだたちのあわて遊あそびあひて、雛作ひひなつくり、拾ひろひ据すゑて遊あそびたまふ、書読ふみ、手習よみてならひなど3、さまざまにいとあわたたし、小ちひさき稚児這ちごはひかかり引ひきしろへば、取とりし文ふみのことも思おもひ出いでたまはず4。

◇　と、気にもかけていないので、若君たちが騒がしく遊びあって、人形を作って、立て並べて遊んでいらっしゃり、漢籍を読んだり、習字をしたりなど、いろいろと雑然としていて、小さい稚児が這ってきて裾を引っ張るので、奪い取った手紙のこともお思い出しにならない。


P11 女は--*女なは

1 【女はかく求めむとも】大島本は「女なは」とある。「な」は衍字であろう。『集成』は「「女君」と呼ばず、敬語抜きなのは、その人に遠慮抜きで親しく密着した書き方。次に夕霧も単に「男」と呼ばれる」。『完訳』は「「男」とともに、夫婦のあり方を強調した呼称」と注す。

2 【心にも入れねば】「取りし文のことも」にかかる。「君達のあわて遊び」以下「引きしろへば」まで、挿入句。

3 【書読み手習ひなど】『集成』は「漢籍の素読をしたり、お習字をしたりなど。これは少し大きい子たちのお勉強である」と注す。

4 【取りし文のことも思ひ出でたまはず】主語は雲居雁。


夕霧．３．３．４

■　男をとこは、異事ことごともおぼえたまはず、かしこに疾とく聞きこえむと思おぼすに、昨夜よべの御文おほむふみのさまも、えたしかに見みずなりにしかば、

◇　夫は、他の事もお考えにならず、あちらに早く返事を差し出そうとお思いになると、昨夜の手紙の内容も、よく読まないままになってしまったので、

■　「見みぬさまならむも、散ちらしてけると推おし量はかりたまふべし1」

◇　「見ないで書いたというようなのも、なくしたのだとお察しになるだろう」

■　など、思おもひ乱みだれたまふ。

◇　などと、お思い乱れなさる。


1 【見ぬさまならむも散らしてけると推し量りたまふべし】夕霧の心中。苦悩。


夕霧．３．３．５

■　誰たれも誰たれも御台参みだいまゐりなどして、のどかになりぬる昼ひるつ方かた、思おもひわづらひて、

◇　どなたもどなたもお食事などを召し上がったりして、のんびりとなった昼ころに、困りきって、

夕霧．３．３．６

■　「昨夜よべの御文おほむふみは1、何なにごとかありし。

◇　「昨夜のお手紙には、何が書いてありましたか。

■　あやしう見みせたまはで2。

◇　けしからん事にお見せにならないで。

■　今日けふも訪とぶらひ聞きこゆべし。

◇　今日もお見舞い申そう。

■　悩なやましうて、六条ろくでうにもえ参まゐるまじければ、文ふみをこそはたてまつらめ。

◇　気分が悪くて、六条院にも参上することができないようなので、手紙を差し上げたい。

■　何なにごとかありけむ3」

◇　何が書いてあったのだろうか」


1 【昨夜の御文は】以下「何ごとかありけむ」まで、夕霧の詞。

2 【見せたまはで】句点。余意余情効果。

3 【何ごとかありけむ】『集成』は「どんなご用だったのだろう」。下文の「さりげなく」と呼応させて自問のように訳す。『完訳』は「どんなことだったのでしょうか」。相手への問い掛けとして訳す。


夕霧．３．３．７

■　とのたまふが、いとさりげなければ、

◇　とおっしゃるのが、とてもさりげないので、

■　「文ふみは、をこがましう取とりてけり1」

◇　「手紙を、愚かにも奪い取ってしまった」

■　とすさまじうて、そのことをばかけたまはず、

◇　と興醒めがして、そのことはおっしゃらずに、


1 【文はをこがましう取りてけり】雲居雁の心中。後悔、反省の気持ち。


夕霧．３．３．８

■　「一夜ひとよの深山風みやまかぜに、あやまりたまへる2悩なやましさななり3と、をかしきやうにかこちきこえたまへかし」

◇　「昨夜の深山風に当たって、具合を悪くされたらしいと、風流気取りで訴えられたらよいでしょう」


1? 【一夜の御山風に】以下「聞こえたまへかし」まで、雲居雁の詞。「御山風」は小野山荘訪問を喩える。皮肉を込める。

2 【あやまりたまへる】小野の山風に当たって身体の具合を悪くした、の意。

3 【悩ましさななり】「ななり」は断定の助動詞＋伝聞推定の助動詞。--であるようだ、の意。


夕霧．３．３．９

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

夕霧．３．３．１０

■　「いで、このひがこと1、な常つねにのたまひそ。

◇　「さあ、そんな冗談、いつまでもおっしゃいませんな。

■　何なにのをかしきやうかある。

◇　何の風流なことがあろうか。

■　世人よひとになずらへたまふこそ、なかなか恥はづかしけれ。

◇　世間の人と一緒になさるのは、かえって気が引けます。

■　この女房にょうばうたちも、かつはあやしきまめざまを、かくのたまふと、ほほ笑ゑむらむものを」

◇　ここの女房たちも、一方では不思議なほどの堅物を、このようにおっしゃると、笑っていることでしょうよ」


1 【いでこのひがこと】以下「ほほ笑むらむものを」まで、夕霧の詞。『集成』は「何と、そんな見当違いなことを、いつもいつもおっしゃるでない。邪推だと、たしなめる」と注す。『完訳』は「まあ、そんなつまらぬことをいつも口になさらぬがよい」と訳す。


夕霧．３．３．１１

■　と、戯たはぶれ言ごとに言いひなして、

◇　と、冗談に言いなして、

夕霧．３．３．１２

■　「その文ふみよ。

◇　「その手紙ですよ。

■　いづら1」

◇　どこですか」


1 【その文よいづら】夕霧の詞。


夕霧．３．３．１３

■　とのたまへど、とみにも引ひき出いでたまはぬほどに、なほ物語ものがたりなど聞きこえて、しばし臥ふしたまへるほどに、暮くれにけり。

◇　とお尋ねになるが、すぐにはお出しにならないままに、またお話などを申し上げて、暫く横になっていらっしゃるうちに、日が暮れてしまった。

第四段　夕霧、手紙を見る

夕霧．３．４．１

■　ひぐらしの声こゑにおどろきて1、

◇　蜩の鳴き声に目が覚めて、

■　「山やまの蔭かげいかに2霧きりふたがりぬらむ3。

◇　「小野の麓ではどんなに霧が立ち籠めているだろう。

■　あさましや。

◇　何ということか。

■　今日けふこの御返事おほむかへりごとをだに」

◇　せめて今日中にお返事をしよう」

■　と、いとほしうて4、ただ知しらず顔がほに硯すずりおしすりて、

◇　と、お気の毒になって、ただ知らない顔をして硯を擦って、

■　「いかになしてしにかとりなさむ」

◇　「どのように取り繕って書こうか」

■　と、眺ながめおはする5。

◇　と、物思いに耽っていらっしゃる。


1 【ひぐらしの声におどろきて】『源氏物語引歌』は「ひぐらしの鳴きつるなべに日は暮れぬと思ふは山の蔭にぞありける」（古今集秋上、二〇四、読人しらず）を指摘。

2 【山の蔭いかに】以下「御返事をだに」まで、夕霧の心中。「山の蔭」は小野山荘をさす。直前の「ひぐらしの」歌による措辞。

3 【いかに霧りふたがりぬらむ】『完訳』は「涙に濡れて思い屈する意」と注す。

4 【いとほしうて】『集成』は「困ってしまって」。『完訳』は「あの宮がおいたわしく思われるので」と訳す。

5 【眺めおはする】連体中止法。


夕霧．３．４．２

■　御座おましの奥おくの1すこし上あがりたる所ところを、試こころみにひき上あげたまへれば、

◇　ご座所の奥の少し盛り上がった所を、試しにお引き上げなさったところ、

■　「これにさし挟はさみたまへるなりけり2」

◇　「ここに差し挟みなさったのだ」

■　と、うれしうもをこがましうもおぼゆるに、うち笑ゑみて見みたまふに、かう心苦こころぐるしきことなむありける。

◇　と、嬉しくもまた馬鹿らしくも思えるので、にっこりして御覧になると、あのようなおいたわしいことが書いてあったのであった。

■　胸むねつぶれて、

◇　胸がどきりとして、

■　「一夜ひとよのことを、心こころありて聞ききたまうける3」

◇　「先夜の出来事を、何かあったようにお聞きになったのだ」

■　と思おぼすに、いとほしう心苦こころぐるし。

◇　とお思いになると、おいたわしくて胸が痛む。


1 【御座の奥の】『集成』は「夕霧のだろう」。『完訳』は「夕霧の。一説に雲居雁の」と注す。

2 【これにさし挟みたまへるなりけり】夕霧の心中。「けり」過去の助動詞、詠嘆の意。

3 【一夜のことを心ありて聞きたまうける】夕霧の心中。『完訳』は「意味ありげに。御息所の「女郎花--」の歌から宮との実事が思われていると察する」と注す。


夕霧．３．４．３

■　「昨夜よべだに、いかに1思おもひ明あかしたまうけむ。

◇　「昨夜でさえ、どれほどの思いで夜をお明かしになったことだろう。

■　今日けふも、今いままで文ふみをだに」

◇　今日も、今まで手紙さえ上げずに」


1 【昨夜だにいかに】以下「文をだに」まで、夕霧の心中。『集成』は「昨夜だって、どんな思いで夜をお明かしだったろう、今日も、今までお返事もさし上げないでと」。『完訳』は「御息所の判断では昨夜は結婚の第二夜。それを無視したと気づく」と注す。「昨夜だに」の副助詞「だに」は、軽いほうを示して重いほうを暗示する文脈を作る。昨夜すらまして今日は、の気持ち。「文をだに」の下には「差し上げないで」の意が省略。否定の語句と呼応して最小限のそれさえ、という気持ちを含む表現。


夕霧．３．４．４

■　と、言いはむ方かたなくおぼゆ。

◇　と、何とも言いようなく思われる。

■　いと苦くるしげに、言いふかひなく、書かき紛まぎらはしたまへるさまにて、

◇　とても苦しそうに、言いようもなく、書き紛らしていらっしゃる様子で、

夕霧．３．４．５

■　「おぼろけに1思おもひあまりてやは、かく書かきたまうつらむ。

◇　「よほど思案にあまって、このようにお書きになったのだろう。

■　つれなくて今宵こよひの明あけつらむ」

◇　返事のないまま、夜が明けていくのだろう」


1 【おぼろけに】以下「今宵の明けつらむ」まで、夕霧の心中。『集成』は「娘を許すとまで書いた御息所の苦衷を察する」と注す。


夕霧．３．４．６

■　と、言いふべき方かたのなければ、女君をむなぎみぞ、いとつらう心憂こころうき1。

◇　と、申し上げる言葉もないので、女君が、まことに辛く恨めしい。


1 【女君ぞいとつらう心憂き】雲居雁をさす。


夕霧．３．４．７

■　「すずろに、かく1、あだへ隠かくして。

◇　「いいかげんな、あなようなことをして、悪ふざけに隠すとは。

■　いでや、わがならはしぞや」

◇　いやはや、自分がこのようにしつけたのだ」

■　と、さまざまに身みもつらく3、すべて泣なきぬべき心地ここちしたまふ。

◇　と、あれこれとわが身が情けなくなって、全く泣き出したい気がなさる。


1 【すずろにかく】以下「わがならはしぞや」まで、夕霧の心中。

2? 【わがならはしぞやと--すべて泣きぬべき心地】『源氏釈』は「海人のかるもに棲む虫のわれからと音をこそ泣かめ世をば恨みじ（古今集恋五、八〇七、典侍藤原直子朝臣）を引歌指摘。「や」詠嘆の意。

3 【身もつらく】大島本は「身もつらく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「身もつらくて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。。


夕霧．３．４．８

■　やがて出いで立たちたまはむとするを、

◇　そのままお出かけなさろうとするが、

夕霧．３．４．９

■　「心こころやすく対面たいめも1あらざらむものから、人ひともかくのたまふ2、いかならむ。

◇　「気安く対面することもできないだろうから、御息所もあのようにおっしゃっているし、どうであろうか。

■　坎日かんにちにもありけるを3、もしたまさかに思おもひ許ゆるしたまはば、悪あしからむ。

◇　坎日でもあったが、もし万が一にお許し下さっても、日が悪かろう。

■　なほ吉よからむことをこそ」

◇　やはり縁起の良いように」


1 【心やすく対面も】以下「なほ吉からむことをこそ」まで、夕霧の心中。

2 【人もかくのたまふ】「人」は御息所をさす。

3 【坎日にもありけるを】「ありける」という過去表現。「坎日」は陰陽道で外出その他を忌む日。『完訳』は「宮との結婚を一方的にきめこんで、それが凶日から始るのを避けようとする夕霧には、宮や御息所の苦悩が想像できない」と注す。


夕霧．３．４．１０

■　と、うるはしき心こころに1思おぼして、まづ、この御返おほむかへりを聞きこえたまふ。

◇　と、几帳面な性格から判断なさって、まずは、このお返事を差し上げなさる。


1 【うるはしき心に】『完訳』は「几帳面な心に。語り手の皮肉」と注す。


夕霧．３．４．１１

■　「いとめづらしき御文おほむふみを1、かたがたうれしう見みたまふるに、この御咎おほむとがめをなむ2。

◇　「とても珍しいお手紙を、何かと嬉しく拝見しましたが、このお叱りは。

■　いかに聞きこし召めしたることにか。

◇　どのようにお聞きあそばしたのですか。


1 【いとめづらしき御文を】以下「ひたやごもりにや」まで、夕霧から一条御息所への返書。

2 【この御咎めをなむ】句点で文が切れる。係助詞「なむ」の下に「いかにせむ」などの語句が省略された形。『集成』は「このお叱りは何としたことなのでしょう」。『完訳』は「このお咎めをどうお受けしたらよいのでしょうか」と訳す。


夕霧．３．４．１２

■　秋あきのの野のくさの草***の茂しげみは分わけしかど

仮寝かりねの枕結まくらむすびやはせし1

◇　秋の野の草の茂みを踏み分けてお伺い致しましたが

仮初の夜の枕に契りを結ぶようなことを致しましょうか

◆　 
あき の の の くさ の しげみ は わけ しか ど
 かりね の まくら むすび やは せ し


1 【秋の野の草の茂みは分けしかど仮寝の枕結びやはせし】「草」「枕」「結び」が縁語。「結びやはせし」反語表現。仮初の契りを結んだおぼえはありません、の意。


夕霧．３．４．１３

■　明あきらめきこえさするもあやなけれど、昨夜よべの罪つみは、ひたやごもりにや1」

◇　言い訳を申すのも筋違いですが、昨夜の罪は、一方的過ぎませんでしょうか」


1 【昨夜の罪はひたやごもりにや】『異本紫明抄』は「憂きによりひたやごもりと思へども近江の海は打出てみよ」（和泉式部集）を指摘。『集成』は「一方的な決めつけ方だという気持」と注す。『完訳』は「それを黙ってお受けしなければならないのでしょうか」と訳す。「にや」の下に「あらむ」などの語句が省略された形。


夕霧．３．４．１４

■　とあり。

◇　とある。

■　宮みやには、いと多おほく聞きこえたまて、御厩みまやに足疾あしとき御馬おほむむまに移うつし置おきて1、一夜ひとよの大夫たいふをぞたてまつれたまふ。

◇　宮には、たいそう多くお書き申し上げなさって、御厩にいる足の速いお馬に移し鞍を置いて、先夜の大夫を差し向けなさる。


1 【御厩に足疾き御馬に移し置きて】『源注拾遺』は「常陸なるをのだの御牧の露草をうつしは駒のおくにぞありける」（閑院左大将朝光卿集）を指摘。『集成』は「移鞍（うつしぐら）という。移馬（うつしうま、官吏の公用の乗馬用として左右の馬寮に飼われている馬）に置く一定の型式の鞍。駿足の馬に公用の鞍を用いさせたというのは、使命の重さを印象づける」と注す。


夕霧．３．４．１５

■　「昨夜よべより1、六条ろくでうの院ゐんにさぶらひて、ただ今いまなむまかでつると言いへ」

◇　「昨夜から、六条院に伺候していて、たった今退出してきたところだと言え」


1 【昨夜より】以下「まかでつると言へ」まで、夕霧の詞。大夫に嘘を言うように命じる。


夕霧．３．４．１６

■　とて、言いふべきやう、ささめき教をしへたまふ。

◇　と言って、言うべきさま、ひそひそとお教えになる。

第五段　御息所の嘆き

夕霧．３．５．１

■　かしこには、昨夜よべもつれなく見みえたまひし御みけしきを1、忍しのびあへで、後のちの聞きこえをもつつみあへず2恨うらみきこえたまうしを、その御返おほむかへりだに見みえず、今日けふの暮くれ果はてぬるを、いかばかりの御心みこころにかはと3、もて離はなれてあさましう、心こころもくだけて、よろしかりつる御心地みここち、またいといたう悩なやみたまふ。

◇　あちらでは、昨夜も薄情なとお見えになったご様子を、我慢することができないで、後のちの評判をもはばからず恨み申し上げなさったが、そのお返事さえ来ずに、今日がすっかり暮れてしまったのを、どれ程のお気持ちかと、愛想が尽きて、驚きあきれて、心も千々に乱れて、すこしは好ろしかったご気分も、再びたいそうひどくお苦しみになる。


1 【昨夜もつれなく見えたまひし御けしきを】「つれなく」は訪問のなかったことをさす。副助詞「も」は強調のニュアンスを添える。

2 【後の聞こえをもつつみあへず】後々の評判とは、御息所のほうから手紙を贈って宮の結婚を許した、ということをさす。

3 【いかばかりの御心にかはと】以下、御息所の心中に即した地の文。「御心」は夕霧の心を推測したもの。


夕霧．３．５．２

■　なかなか正身さうじみの御心みこころのうちは1、このふしをことに憂うしとも思おぼし、驚おどろくべきことしなければ、ただおぼえぬ人ひとに、うちとけたりし2ありさまを見みえしことばかりこそ口惜くちをしけれ、いとしも思おぼししまぬを、かくいみじうおぼいたるを3、あさましう恥はづかしう、明あきらめきこえたまふ方かたなくて、例れいよりももの恥はぢしたまへるけしき見みえたまふを、

◇　かえってご本人のお気持ちは、このことを特に辛いこととお思いになり、心を動かすほどのことではないので、ただ思いも寄らない方に、気を許した態度で会ったことだけが残念であったが、たいしてお心にかけていなかったのに、このようにひどくお悩みになっているのを、言いようもなく恥ずかしく、弁解申し上げるすべもなくて、いつもよりも恥ずかしがっていらっしゃる様子にお見えになるのを、

■　「いと心苦こころぐるしう4、ものをのみ思おもほし添そふべかりける」

◇　「とてもお気の毒で、ご心労ばかりがお加わりになって」

■　と見みたてまつるも、胸むねつとふたがりて悲かなしければ、

◇　と拝するにつけても、胸が締めつけられて悲しいので、


1 【なかなか正身の御心のうちは】『集成』は「夕霧の訪れのないのをかえって幸いとするほどの気持であろう」。『完訳』は「世間体を気にする御息所とは対照的」と注す。

2 【おぼえぬ人にうちとけたりし】夕霧をさす。

3 【いみじうおぼいたるを】主語は落葉宮。

4 【いと心苦しう】以下「添ふべかりける」まで、御息所の心中。


夕霧．３．５．３

■　「今いまさらに1むつかしきことをば聞きこえじと思おもへど、なほ、御宿世おほむすくせとはいひながら、思おもはずに心幼こころをさなくてP12,2、人ひとのもどきを負おひたまふべきことを3。

◇　「今さら厄介なことは申し上げまいと思いますが、やはり、ご運命とは言いながらも、案外に思慮が甘くて、人から非難されなさることでしょうが。

■　取とり返かへすべきことにはあらねど、今いまよりは、なほさる心こころしたまへ4。

◇　それを元に戻れるものではありませんが、今からは、やはり慎重になさいませ。


P12 心幼くて--*をさなくて

1 【今さらに】以下「はべりけるかな」まで、御息所の詞。

2 【心幼くて】大島本は「をさなくて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心幼くて」と「心」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【負ひたまふべきことを】『集成』は「を」格助詞、目的格の意に解し、読点で文を下に続ける。『完訳』は「を」間投助詞、詠嘆の意に解し、句点で文を結ぶ。

4 【さる心したまへ】『完訳』は「世間の非難をつのらせぬよう、慎重にふるまってほしい、の意」と注す。


夕霧．３．５．４

■　数かずならぬ身みながらも、よろづに育はぐくみきこえつるを1、今いまは何事なにごとをも思おぼし知しり、世よの中なかのとざまかうざまのありさまをも、思おぼしたどりぬべきほどに、見みたてまつりおきつることと2、そなたざまはうしろやすくこそ見みたてまつりつれ、なほいといはけて、強つよき御心みこころおきての3なかりけることと、思おもひ乱みだれはべるに、今いましばしの命いのちもとどめまほしうなむ4。

◇　物の数に入るわが身ではありませんが、いろいろとお世話申し上げてきましたが、今ではどのようなことでもお分かりになり、世の中のあれやこれやの有様も、お分かりになるほどに、お世話申してきたことと、そうした方面は安心だと拝見していましたが、やはりとても幼くて、しっかりしたお心構えがなかったことと、思い乱れておりますので、もう暫く長生きしたく思います。


1 【数ならぬ身ながらもよろづに育みきこえつるを】御息所は落葉の宮に対して宮様ゆえに、母子の関係ではあるが、自ら遜り娘に尊敬語を使用する。

2 【見たてまつりおきつることと】お世話申してきた、の意。

3 【いといはけて強き御心おきての】『源注拾遺』は「逢ふことの片寄せにする網の目にいはけなきまで恋ひかかりぬる」（古今六帖三、網）を指摘。

4 【とどめまほしうなむ】係助詞「なむ」の下に「思ひはべる」などの語句が省略。


夕霧．３．５．５

■　ただ人びとだに1、すこしよろしくなりぬる女をむなの、人二人ひと見ふたりとみるためしは、心憂こころうくあはつけきわざなるを、ましてかかる御身おほむみには、さばかりおぼろけにて3、人ひとの近ちかづききこゆべきにもあらぬを、思おもひのほかに心こころにもつかぬ御おほむありさまと5、年としごろも見みたてまつり悩なやみしかど、さるべき御宿世おほむすくせにこそは6。

◇　普通の人でさえ、多少とも人並みの身分に育った女性で、二人の男性に嫁ぐ例は、感心しない軽薄なことですのに、ましてこのようなご身分では、そのようないい加減なことで、男性がお近づき申してよいことでもないのに、思ってもいませんでした心外なご結婚と、長年来心を痛めてまいりましたが、そのようなご運命であったのでしょう。


1 【ただ人だに】臣下の人でさえ、まして皇女は、のニュアンス。

2? 【女の人二人と見る例は心憂くあはつけきわざなるを】『河海抄』は「忠臣不事二君、貞女不更二夫」（史記、田単列伝）を指摘。

3 【さばかりおぼろけにて】そんないい加減なことで、の意。

4? 【人の近づき聞こゆべきにもあらぬを】推量の助動詞「べき」当然の意。「を」について、『集成』は接続助詞、逆接の意に解し、読点で下文に続けて読み、『完訳』は間投助詞、詠嘆の意に解し、句点で文を結ぶ。

5 【思ひのほかに心にもつかぬ御ありさまと】御息所は落葉宮の柏木との結婚を不本意なことと思っていた。

6 【御宿世にこそは】係助詞「こそ」「は」の下に「あれ」などの語句が省略。


夕霧．３．５．６

■　院ゐんより始はじめたてまつりて、思おぼしなびき、この父大臣1ちちおとどにも許ゆるいたまふべき御みけしき2ありしに、おのれ一人ひとりしも心こころをたてても、いかがはと思おもひ寄よりはべりし3ことなれば、末すゑの世よまでものしき御おほむありさまを、わが御過おほむあやまちならぬに、大空おほぞらをかこちて見みたてまつり過すぐすを4、いとかう人ひとのためわがための、よろづに聞ききにくかりぬべきことの出いで来添きそひぬべきが、さても、よその御名おほむなをば5知しらぬ顔かほにて、世よの常つねの御おほむありさまにだにあらば6、おのづからあり経へむにつけても、慰なぐさむこともやと、思おもひなしはべるを、こよなう情なさけなき人ひとの御心みこころにもはべりけるかな」

◇　院をお始め申して、御賛成なさり、この父大臣にもお許しなさろうとの御内意があったのに、わたし一人が反対を申し上げても、どんなものかと思いよりましたことですが、のちのちまで面白からぬお身の上を、あなたご自身の過ちではないので、天命を恨んでお世話してまいりましたが、とてもこのような相手にとってもあなたにとっても、いろいろと聞きにくい噂が加わって来ましょうが、そうなっても、世間の噂を知らない顔をして、せめて世間並のご夫婦としてお暮らしになれるのでしたら、自然と月日が過ぎて行くうちに、心の安まる時が来ようかと、思う気持ちにもなりましたが、この上ない薄情なお心の方でございますね」


1 【この父大臣】落葉宮の夫の父親である致仕太政大臣。

2 【許いたまふべき御けしき】朱雀院の御内意。

3 【思ひ寄りはべりし】大島本は「おもひより」とある。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完本』は諸本に従って「思ひ弱り」と「わ」を補訂する。

4 【大空をかこちて見たてまつり過ぐすを】『異本紫明抄』は「身の憂きを世の憂きとのみながむればいかに大空苦しかるらむ」（出典未詳）を指摘。『源注拾遺』は「世の中はいかに苦しと思ふらむここらの人に恨みらるれば」（古今集雑体、一〇六二、在原元方）「大空は恋しき人の形見かはもの思ふごとに眺めらるらむ」（古今集恋四、七四三、境人実）を指摘。『評釈』は「逢ふことはいとど雲居の大空に立つ名のみしてやみぬばかりか」（後撰集恋一、五三五、読人しらず）を指摘する。

5 【よその御名をば】世間でのあなたの評判、の意。

6 【世の常の御ありさまにだにあらば】世間並の夫婦、の意。副助詞「だに」せめて--だけでも、という最低限のニュアンスを添える。


夕霧．３．５．７

■　と、つぶつぶと泣なきたまふ1。

◇　と、ほろほろとお泣きになる。


1 【つぶつぶと泣きたまふ】『集成』は「かきくどいて」。『完訳』は「しきりに涙をおこぼしになる」と訳す。


第六段　御息所死去す

夕霧．３．６．１

■　いとわりなくおしこめてのたまふを1、あらがひはるけむ言ことの葉はもなくて、ただうち泣なきたまへるさま2、おほどかにらうたげなり。

◇　ほんとうにどうしようもなく独りぎめにしておっしゃるので、抗弁して申し開きをする言葉もなくて、ただ泣いていらっしゃる様子、おっとりとしていじらしい。

■　うちまもりつつ3、

◇　じっと見つめながら、


1 【いとわりなくおしこめてのたまふを】主語は御息所。

2 【ただうち泣きたまへるさま】落葉宮の様子。

3 【うちまもりつつ】主語は御息所。


夕霧．３．６．２

■　「あはれ、何なにごとかは1、人ひとに劣おとりたまへる。

◇　「ああ、どこが、人に劣っていらっしゃろうか。

■　いかなる御宿世おほむすくせにて2、やすからず、ものを深ふかく思おぼすべき契ちぎり深ふかかりけむ」

◇　どのようなご運命で、心も安まらず、物思いなさらなければならない因縁が深かったのでしょう」


1 【あはれ何ごとかは】以下「契り深かりけむ」まで、御息所の詞。「何ごとかは--劣りたまへる」反語表現。

2 【いかなる御宿世にて】疑問表現。前世の因果を思う。


夕霧．３．６．３

■　などのたまふままに1、いみじう苦くるしうしたまふ。

◇　などとおっしゃるうちに、ひどくお苦しみになる。

■　もののけなども、かかる弱目よわめに所得ところうるものなりければ2、にはかに消きえ入いりて、ただ冷ひえに冷ひえ入いりたまふ。

◇　物の怪などが、このような弱り目につけ込んで勢いづくものだから、急に息も途絶えて、見る見るうちに冷たくなっていかれる。

■　律師りしも騷さわぎたちたまうて、願ぐわんなど立たて3ののしりたまふ。

◇　律師も騷ぎ出しなさって、願などを立てて大声でお祈りなさる。


1 【のたまふままに】連語「ままに」、同時進行の意。おっしゃっているうちに。

2 【もののけなどもかかる弱目に所得るものなりければ】『湖月抄』は「地」と注す。

3 【願など立て】蘇生の願文。


夕霧．３．６．４

■　深ふかき誓ちかひにて1、今いまは命いのちを限かぎりける山籠やまごもりを、かくまでおぼろけならず出いで立たちて、壇だんこぼちて2帰かへり入いらむことの、面目めいぼくなく、仏ほとけもつらくおぼえたまふべきことを、心こころを起おこして祈いのり申まうしたまふ。

◇　深い誓いを立てて、命果てるまでと決心した山籠もりを、こんなにまで並々の思いでなく出てきて、壇を壊して退出することが、面目なくて、仏も恨めしく思わずいはいらっしゃれない趣旨を、一心不乱にお祈り申し上げなさる。

■　宮みやの泣なき惑まどひたまふこと、いとことわりなりかし。

◇　宮が泣き取り乱していらっしゃること、まことに無理もないことではある。


1 【深き誓ひにて】以下「仏もつらくおぼえたまふべきこと」まで、願文の趣旨。

2 【出で立ちて壇こぼちて】最初の接続助詞「て」逆接用法、後出の接続助詞「て」順接用法。「壇壊つ」は、修法の護摩壇。加持の僧侶は効験がないと判断すると護摩壇を壊して帰山する。


夕霧．３．６．５

■　かく騒さわぐほどに、大将殿だいしゃうどのより御文取おほむふみとり入いれたる、ほのかに聞ききたまひて1、今宵こよひもおはすまじきなめり2、とうち聞なきたまふ。

◇　このように騒いでいる最中に、大将殿からお手紙を受け取ったと、かすかにお聞きになって、今夜もいらっしゃらないらしい、とお聞きになる。


1 【ほのかに聞きたまひて】主語は御息所。『完訳』は「御息所は少し意識を回復する」と注す。

2 【今宵もおはすまじきなめり】御息所の心中。


夕霧．３．６．６

■　「心憂こころうく。

◇　「情けない。

■　世よのためしにも引ひかれたまふべきなめり。

◇　世間の話の種にも引かれるに違いない。

■　何なに我にわれさへさる言ことの葉はを2残のこしけむ」

◇　どうして自分まであのような和歌を残したのだろう」


1? 【心憂く世の例にも】以下「残しけむ」まで、御息所の心中。「世の例」は、『完訳』は「皇女なのに一夜で男に捨てられる例」と注す。

2 【さる言の葉を】夕霧に贈った手紙、特に「女郎花」の歌をさす。


夕霧．３．６．７

■　と、さまざま思おぼし出いづるに、やがて絶たえ入いりたまひぬ。

◇　と、あれこれとお思い出しなさると、そのまま息絶えてしまわれた。

■　あへなくいみじと言いへばおろかなり1。

◇　あっけなく情けないことだと言っても言い足りない。

■　昔むかしより、もののけには時々患ときどきわづらひたまふ。

◇　昔から、物の怪には時々お患いになさる。

■　限かぎりと見みゆる折々をりをりもあれば、

◇　最期と見えた時々もあったので、

■　「例れいのごと取とり入いれたるなめり2」

◇　「いつものように物の怪が取り入ったのだろう」

■　とて、加持参かぢまゐり騒さわげど、今いまはのさま、しるかりけり。

◇　と考えて、加持をして大声で祈ったが、臨終の様子は、明らかであったのだ。


1 【あへなくいみじと言へばおろかなり】『全集』は「語り手のことば」と注す。

2 【例のごと取り入れたるなめり】僧たちの心中。『集成』は「いつものように物の怪が気を失わせたのだろうと」。『完訳』は「物の怪が魂を奪って、自分のほうに取り込める意」と注す。


夕霧．３．６．８

■　宮みやは、後おくれじと思おぼし入いりて、つと添そひ臥ふしたまへり。

◇　宮は、一緒に死にたいとお悲しみに沈んで、ぴったりと添い臥していらっしゃった。

■　人ひとびと参まゐりて1、

◇　女房たちが参って、


1 【人びと参りて】女房たち。


夕霧．３．６．９

■　「今いまは、いふかひなし1。

◇　「もう、何ともしかたありません。

■　いとかう思おぼすとも、限かぎりある道みちは、帰かへりおはすべきことにもあらず。

◇　まことこのようにお悲しみになっても、定められた運命の道は、引き返すことはできるものでありません。

■　慕したひきこえたまふとも、いかでか3御心おほむこころにはかなふべき」

◇　お慕い申されようとも、どうしてお思いどおりになりましょう」


1 【今はいふかひなし】以下「御心にはかなふべき」まで、女房の詞。

2? 【限りある道には】『集成』は「きまった運命の死出の旅路では」。『完訳』は「決められた死出の御旅路から」と訳す。

3 【いかでか】「--かなふべき」反語表現。


夕霧．３．６．１０

■　と、さらなることわりを聞きこえて、

◇　と、言うまでもない道理を申し上げて、

夕霧．３．６．１１

■　「いとゆゆしう1。

◇　「とても不吉です。

■　亡なき御おほむためにも、罪深つみふかきわざなり2。

◇　亡くなったお方にとっても、罪深いことです。

■　今いまは去さらせたまへ」

◇　もうお離れなさいまし」


1 【いとゆゆしう】以下「去らせたまへ」まで、女房の詞。

2 【亡き御ためにも罪深きわざなり】『完訳』は「死者に執して後を追うようなのは、死者の成仏を妨げるとする」と注す。


夕霧．３．６．１２

■　と、引ひき動うごかいたてまつれど、すくみたるやうにて、ものもおぼえたまはず。

◇　と、引き動かし申し上げるが、身体もこわばったようで、何もお分かりにならない。

夕霧．３．６．１３

■　修法すほふの壇だんこぼちて、ほろほろと出いづるに、さるべき限かぎり、片かたへこそP13立たちとまれ1、今いまは限かぎりのさま、いと悲かなしう心細こころぼそし2。

◇　修法の壇を壊して、ばらばらと出て行くので、しかるべき僧たちだけ、一部の者が残ったが、今は全てが終わった様子、まことに悲しく心細い。


P13 片へこそ--かたへに（に/＄こ〈朱〉）そ

1 【さるべき限り片へこそ立ちとまれ】『集成』は「しかるべき僧たちだけ。近親者とともに三十日の忌に篭る僧たちであろう」、完訳「葬儀を行うべき人々だけ。三十日の忌に篭る僧たちか」と注す。係助詞「こそ」--「とまれ」係結び、逆接用法。

2 【いと悲しう心細し】『評釈』は「第三者として眺めている作者（物語の語り手）の判断なのである。この語はなくてもよい。しかし語り手はつぶやかずにはいられないのだ」と注す。


第七段　朱雀院の弔問の手紙

夕霧．３．７．１

■　所々ところどころの御弔おほむとぶらひ、いつの間まにかと見みゆ。

◇　あちこちからのご弔問、いつの間に知れたのかと見える。

■　大将殿だいしゃうどのも、限かぎりなく聞きき驚おどろきたまうて、まづ聞きこえたまへり。

◇　大将殿も、限りなく驚きなさって、さっそくご弔問申し上げなさった。

■　六条ろくでうの院ゐんよりも、致仕ちじの大殿おほとのよりも、すべていとしげう聞きこえたまふ。

◇　六条院からも、致仕の大臣からも、皆々頻繁にご弔問申し上げなさる。

■　山やまの帝みかども聞きこし召めして、いとあはれに御文書おほむふみかいたまへり。

◇　山の帝もお聞きあそばして、まことにしみじみとしたお手紙をお書きなさっていた。

■　宮みやは、この御消息おほむせうそこにぞ、御みぐしもたげたまふ。

◇　宮は、このお手紙には、おぐしをお上げなさる。

夕霧．３．７．２

■　「日ひごろ重おもく悩なやみたまふと1聞ききわたりつれど、例れいも篤あつしうのみ聞ききはべりつるならひに、うちたゆみてなむ2。

◇　「長らく重く患っていらっしゃるとずっと聞いていましたが、いつも病気がちとばかり聞き馴れておりましたので、つい油断しておりました。

■　かひなきことをばさるものにて、思おもひ嘆なげいたまふらむありさま3推おし量はかるなむ、あはれに心苦こころぐるしき。

◇　言ってもしかたのないことはそれとして、お悲しみ嘆いていらっしゃるだろう有様、想像するのがお気の毒でおいたわしい。

■　なべての世よのことわりに思おぼし慰なぐさめたまへ4」

◇　すべて世の中の定めとお諦めになって慰めなさい」


1 【日ごろ重く悩みたまふと】以下「思し慰めたまへ」まで、朱雀院から落葉の宮への弔問の手紙文。

2 【うちたゆみてなむ】係助詞「なむ」の下に「はべりける」などの語句が省略。余意余情の効果表現。

3 【思ひ嘆いたまふらむありさま】『完訳』は「御息所の死よりも、宮の悲嘆ぶりを想像して同情する」と注す。

4 【なべての世のことわりに思し慰めたまへ】『集成』は「世間の人誰しも逃れられぬ（無常の）道理なのだと、お心をお慰めなさい。出家人らしい言い方」と注す。


夕霧．３．７．３

■　とあり。

◇　とある。

■　目めも見みえたまはねど、御返おほむかへり聞きこえたまふ。

◇　目もお見えにならないが、お返事は申し上げなさる。

夕霧．３．７．４

■　常つねにさこそあらめ1とのたまひけることとて、今日けふやがてをさめたてまつるとて2、御甥おほむをひの大和守やまとのかみにてありけるぞ3、よろづに扱あつかひきこえける。

◇　普段からそうして欲しいとおっしゃっていたことなので、今日直ちに葬儀を執り行い申すことになって、御甥の大和守であった者が、万事お世話申し上げたのであった。


1 【さこそあらめ】御息所の遺言の趣旨。死後すぐに葬られることを希望していた。地の文で語る。

2 【今日やがてをさめたてまつるとて】『完訳』は「当時は蘇生を期待して葬儀を延ばすのが普通」と注す。当時の葬儀（火葬）は夜に行われた。

3 【御甥の大和守にてありけるぞ】御息所の甥の大和守。『完訳』は「大和守（従五位上）が親類縁者の代表だけに、家柄の低い一族と知れる」と注す。


夕霧．３．７．５

■　骸からをだにしばし見みたてまつらむとて1、宮みやは惜をしみきこえたまひけれど2、さてもかひあるべきならねば、皆みないそぎたちて、ゆゆしげなるほどにぞ、大将だいしゃうおはしたる。

◇　せめて亡骸だけでも暫くの間拝していたいと思って、宮は惜しみ申し上げなさったが、いくら別れを惜しんでもきりがないので、皆準備にとりかかって、忌中の最中に、大将がいらっしゃった。


1 【骸をだにしばし見たてまつらむとて】『伊行釈』は「空蝉はからを見つつも慰めつ深草の山煙だに立て」（古今集哀傷、八三一、僧都勝延）を指摘。

2 【宮は惜しみきこえたまひけれど】『集成』は「葬儀の日延べを希望する趣」と注す。


夕霧．３．７．６

■　「今日けふより後のち、日ひついで悪あしかりけり1」

◇　「今日から後は、日柄が悪いのだ」


1 【今日より後日ついで悪しかりけり】夕霧の詞。『完訳』は「以下、時間を遡って、夕霧が自邸を出る様子。弔問に赴く口実」と注す。場面は夕霧の三条殿。


夕霧．３．７．７

■　など、人聞ひとぎきにはのたまひて、いとも悲かなしうあはれに、宮みやの思おぼし嘆なげくらむことを推おし量はかりきこえたまうて1、

◇　などと、人前ではおっしゃって、とても悲しくしみじみと、宮がお悲しみであろうことをご推察申し上げなさって、


1 【宮の思し嘆くらむことを推し量りきこえたまうて】夕霧の心中。「人聞きには」と対照させて語る。推量の助動詞「らむ」視界外推量や「推し量りきこえ」などに、これから出向く様子がうかがえる。


夕霧．３．７．８

■　「かくしも急いそぎわたりたまふべきことならず1」

◇　「こんなに急いでお出掛けになる必要はありません」


1 【かくしも急ぎわたりたまふべきことならず】女房の詞。特別に御息所の縁者でもない夕霧が急いで弔問に出かける必要はない、という。


夕霧．３．７．９

■　と、人ひとびといさめきこゆれど、しひておはしましぬ。

◇　と、女房たちがお引き止め申したが、無理にいらっしゃった。

第八段　夕霧の弔問

夕霧．３．８．１

■　ほどさへ遠とほくて1、入いりたまふほど、いと心こころすごし。

◇　道のりまでも遠くて、山麓にお入りになるころ、じつにぞっとした気がする。

■　ゆゆしげに引ひき隔へだてめぐらしたる儀式ぎしきの方かたは隠かくして2、この西面にしおもてに3入いれたてまつる。

◇　不吉そうに幕を引き廻らした葬儀の方は目につかないようにして、この西面にお入れ申し上げる。

■　大和守出やまとのかみいで来きて、泣なく泣なくかしこまりきこゆ。

◇　大和守が出て来て、泣きながら挨拶を申し上げる。

■　妻戸つまどの簀子すのこにおし掛かかりたまうて4、女房呼にょうばうよび出いでさせたまふに5、ある限かぎり、心こころも収をさまらず、物ものおぼえぬほどなり。

◇　妻戸の前の簀子に寄り掛かりなさって、女房をお呼び出しなさるが、伺候する者みな、悲しみも収まらず、何も考えられない状態である。


1 【ほどさへ遠くて】副助詞「さへ」添加の意。『完訳』は「気がせくうえ、道のりまでも」と注す。

2 【ゆゆしげに引き隔てめぐらしたる儀式の方は隠して】死の穢れを忌むために祭場との間に幕が引き廻らされている。

3 【この西面に】落葉宮が居間として使っている部屋。

4 【妻戸の簀子におし掛かりたまうて】主語は夕霧。妻戸の前の簀子の高欄に寄り掛かった姿。

5 【女房呼び出でさせたまふに】「させ」使役の助動詞。接続助詞「に」逆接用法。


夕霧．３．８．２

■　かく渡わたりたまへるにぞ、いささか慰なぐさめて、少将せうしゃうの君きみは参まゐる1。

◇　このようにお越しになったので、すこし気持ちもほっとして、小少将の君は参った。

■　物ものもえのたまひやらず。

◇　何もおっしゃることができない。

■　涙なみだもろにおはせぬ心強こころづよさなれど2、所ところのさま、人ひとのけはひなどを3思おぼしやるも、いみじうて、常つねなき世よのありさまの、人ひとの上うへならぬも、いと悲かなしきなりけり。

◇　涙もろくはいらっしゃらない気丈な方であるが、場所柄、人の様子などをお思いやりになると、ひどく悲しくて、無常の世の有様が、他人事でもないのも、まことに悲しいのであった。

■　ややためらひて4、

◇　少し気を落ち着けてから、


1 【少将の君は参る】落葉の宮づきの女房、小少将の君。夕霧の前に出る。

2 【涙もろにおはせぬ心強さなれど】夕霧の性格。感傷的でなく意志がしっかりしている性格。理性的で頑迷な性格。

3 【所のさま人のけはひなどを】『完訳』は「小野という場所柄、宮の悲嘆する様子などを。狭い山荘で、隣室の様子も感取。「けはひ」に注意」と注す。

4 【ややためらひて】主語は夕霧。


夕霧．３．８．３

■　「よろしうおこたりたまふさまに1承うけたまはりしかば、思おもうたまへたゆみたりしほどに。

◇　「好くおなりになったように承っておりましたので、油断しておりました時に。

■　夢ゆめも覚さむるほどはべなるを、いとあさましうなむ」

◇　夢でも醒める時がございますというのに、何とも思いがけないことで」


1 【よろしうおこたりたまふさまに】以下「あさましうなむ」まで、夕霧の詞。


夕霧．３．８．４

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさった。

■　「思おぼしたりしさま1、これに多おほくは御心みこころも乱みだれにしぞかし」

◇　「ご心痛であったご様子、この方のために多くはお心も乱れになったのだ」

■　と思おぼすに、さるべきとは言いひながらも、いとつらき人ひとの御契おほむちぎりなれば、いらへをだにしたまはず。

◇　とお思いになると、そうなる運命とはいっても、まことに恨めしい人とのご因縁なので、お返事さえなさらない。


1 【思したりしさま】以下「乱れにしぞかし」まで、落葉宮の心中。「思したりし」の主語は御息所。


夕霧．３．８．５

■　「いかに聞きこえさせたまふとか1、聞きこえはべるべき」

◇　「どのように申し上げあそばしたかと、申し上げましょうか」

■　「いと軽かるらかならぬ御おほむさまにて、かくふりはへ急いそぎ渡わたらせたまへる御心みこころばへを、思おぼし分わかぬやうならむも、あまりにはべりぬべし」

◇　「とても重々しいご身分で、このように遠路急いでお越しになったご厚志を、お分かりにならないようなのも、あまりというものでございましょう」


1 【いかに聞こえさせたまふとか】以下「あまりにはべりぬべし」まで、女房たちの詞。


夕霧．３．８．６

■　と、口々聞くちぐちきこゆれば、

◇　と、口々に申し上げるので、

夕霧．３．８．７

■　「ただ、推おし量はかりて2。

◇　「ただ、よいように返事せよ。

■　我われは言いふべきこともおぼえず」

◇　わたしはどう言ってよいか分かりません」


1? 【いとかるらかならぬ御さまにて】夕霧をさす。近衛大将。遠路はるばる自ら急いで弔問に訪れたことをいう。

2 【ただ推し量りて】以下「言ふべきこともおぼえず」まで、落葉宮の詞。『集成』は「そなたたちのはからい次第に。よいように返事せよ、の意」。『完訳』は「私の気持を察して。宮は、母の死は夕霧との一件ゆえと思うので、応対する気にもなれない」と注す。


夕霧．３．８．８

■　とて、臥ふしたまへるもことわりにて、

◇　とおっしゃって、臥せっていらっしゃるのも道理なので、

夕霧．３．８．９

■　「ただ今いまは1、亡なき人ひと異とことならぬ御おほむありさまにてなむ2。

◇　「ただ今は、亡き人と同然のご様子でありまして。

■　渡わたらせたまへるよしは、聞きこえさせはべりぬ」

◇　お出あそばしました旨は、お耳に入れ申し上げました」


1 【ただ今は】以下「聞こえさせはべりぬ」まで、小少将の君の詞。

2 【御ありさまにてなむ】係助詞「なむ」の下に「おはす」などの語句が省略された形。


夕霧．３．８．１０

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　この人ひとびともむせかへるさまなれば、

◇　この女房たちも涙にむせんでいる様子なので、

夕霧．３．８．１１

■　「聞きこえやるべき方かたもなきをP14,1。

◇　「お慰め申し上げようもありませんが。

■　今いますこしみづからも思おもひのどめ、また静しづまりたまひなむに、参まゐり来こむ。

◇　もう少し、私自身も気が静まって、またお静まりになったころに、参りましょう。

■　いかにしてかくにはかに2と、その御おほむありさまなむゆかしき」

◇　どうしてこのように急にと、そのご様子が知りたい」


P14 なきを--な（な/+き）を

1 【聞こえやるべき方もなきを】以下「なむゆかしき」まで、夕霧の詞。

2 【いかにしてかくにはかに】主語は御息所。


夕霧．３．８．１２

■　とのたまへば、まほにはあらねど、かの思おもほし嘆なげきしありさまを、片端かたはしづつ聞きこえて、

◇　とおっしゃると、すっかりではないが、あのお悩みになり嘆いていた様子を、少しずつお話し申し上げて、

夕霧．３．８．１３

■　「かこちきこえさする1さまになむ、なりはべりぬべき。

◇　「恨み言を申し上げるようなことに、きっとなりましょう。

■　今日けふは、いとど乱みだりがはしき心地ここちどもの惑まどひに2、聞きこえさせ違たがふることどももはべりなむ。

◇　今日は、いっそう取り乱したみなの気持ちのせいで、間違ったことを申し上げることもございましょう。

■　さらば、かく3思おぼし惑まどへる御心地みここちも4、限かぎりあることにて、すこし静しづまらせたまひなむほどに、聞きこえさせ承うけたまはらむ5」

◇　それゆえ、このようにお悲しみに暮れていらっしゃるご気分も、きりのあるはずのことで、少しお静まりあそばしたころに、お話を申し上げ承りましょう」


1 【かこちきこえさする】以下「聞こえさせ承らむ」まで、小少将の君の詞。「かこちきこえさする」の相手は夕霧。

2 【乱りがはしき心地どもの惑ひに】女房たちの「心惑ひ」複数形。

3 【さらばかく】『集成』は「夕霧が「またしづまりたまひなむに、参り来む」と、辞去する旨を告げたのに応ずる」と注す。

4 【思し惑へる御心地も】落葉宮の悲しみの気持ち。

5 【聞こえさせ承らむ】主語は小少将君。小少将君が落葉宮に夕霧の言葉をお話し申し上げ宮の返事を承りましょう、の意。


夕霧．３．８．１４

■　とて、我われにもあらぬさまなれば、のたまひ出いづることも口くちふたがりて、

◇　と言って、正気もない様子なので、おっしゃる言葉も口に出ず、

夕霧．３．８．１５

■　「げにこそ1、闇やみに惑まどへる心地ここちすれ。

◇　「なるほど、闇に迷った気がします。

■　なほ、聞きこえ慰なぐさめたまひて2、いささかの御返おほむかへりもあらばなむ3」

◇　やはり、お慰め申し上げなさって、わずかのお返事でもありましたら」


1 【げにこそ】以下「御返りもあらばなむ」まで、夕霧の詞。『完訳』は「小少将の言葉を受け、宮と同様に自分も悲嘆が深いとする」と注す。

2 【聞こえ慰めたまひて】主語はあなた、小少将君が落葉宮を。

3 【御返りもあらばなむ】係助詞「なむ」の下に「うれしく思ふ」などの語句が省略。


夕霧．３．８．１６

■　などのたまひおきて、立たちわづらひたまふも、軽々かるがるしう1、さすがに人騒ひとさわがしければ、帰かへりたまひぬ。

◇　などと言い残しなさって、ぐずぐずしていらっしゃるのも、身分柄軽々しく思われ、そうはいっても人目が多いので、お帰りになった。


1 【立ちわづらひたまふも軽々しう】『完訳』は「葬儀当日、縁者でもないのにぐずぐずしている自分を、高貴の身分柄、軽率と反省」と注す。夕霧の心中を地の文で語る。


第九段　御息所の葬儀

夕霧．３．９．１

■　今宵こよひしもあらじと思おもひつる1事ことどものしたため、いとほどなく際々きはぎはしきを、いとあへなしと思おぼいて、近ちかき御荘みさうの人ひとびと2召めし仰おほせて、さるべき事ことども仕つかうまつるべく、おきて定さだめて出いでたまひぬ。

◇　まさか今夜ではあるまいと思っていた葬儀の準備が、実に短時間にてきぱきと整えられたのを、いかにもあっけないとお思いになって、近くの御荘園の人々をお呼びになりお命じになって、しかるべき事どもをお仕えするように、指図してお帰りになった。

■　事ことのにはかなれば、削そぐやうなりつることども、いかめしう、人数ひとかずなども添そひてなむ3。

◇　事が急なので、簡略になりがちであったのが、盛大になり、人数も多くなった。

■　大和守やまとのかみも、

◇　大和守も、


1 【今宵しもあらじと思ひつる】主語は夕霧。以下「いとあへなし」まで、夕霧の心中に即して語る。

2 【近き御荘の人びと】夕霧の荘園、栗栖野の人々。

3 【添ひてなむ】係助詞「なむ」の下に「ありける」などの語句が省略。


夕霧．３．９．２

■　「ありがたき殿とのの御心おほむこころおきて1」

◇　「有り難い殿のお心づかいだ」


1 【ありがたき殿の御心おきて】大和守の詞。『集成』は「めったにない大将殿（夕霧）のご配慮です」。『完訳』は「願ってもない殿のご配慮で」と訳す。


夕霧．３．９．３

■　など、喜よろこびかしこまりきこゆ。

◇　などと、喜んでお礼申し上げる。

■　「名残なごりだになくあさましきこと1」

◇　「跡形もなくあっけないこと」

■　と、宮みやは臥ふしまろびたまへど、かひなし。

◇　と、宮は身をよじってお悲しみになるが、どうすることもできない。

■　親おやと聞きこゆとも、いとかくはならはすまじきものなりけり2。

◇　親と申し上げても、まことにこのように仲睦まじくするものではないのだった。

■　見みたてまつる人ひとびとも、この御事おほむことを、またゆゆしう嘆なげききこゆ。

◇　拝見する女房たちも、このご悲嘆を、また不吉だと嘆き申し上げる。

■　大和守やまとのかみ、残のこりのことどもしたためて、

◇　大和守は、後始末をして、


1 【名残だになくあさましきこと】落葉宮の心中。

2 【親と聞こゆともいとかくはならはすまじきものなりけり】『完訳』は「語り手の言辞。親子の間柄とはいえ、異常に仲睦まじくしすぎたために、こうも悲嘆しなければならないのだ」と注す。真淵『新釈』は「思ふとていとこそ人に馴れざらめしかならひてぞ見ねば恋しき」（拾遺集恋四、九〇〇、読人しらず）を指摘。


夕霧．３．９．４

■　「かく心細こころぼそくては1、えおはしまさじ。

◇　「このように心細い状態では、いらっしゃれまい。

■　いと御心みこころの隙ひまあらじ」

◇　とてもお心の紛れることはありますまい」


1 【かく心細くては】以下「心の隙あらじ」まで、大和守の詞。


夕霧．３．９．５

■　など聞きこゆれど、なほ、峰みねの煙けぶりをだに1、気近けぢかくて思おもひ出いできこえむと、この山里やまざとに住すみ果はてなむと思おぼいたり。

◇　などと申し上げるが、やはり、せめて峰の煙だけでも、側近くお思い出し申そうと、この山里で一生を終わろうとお考えになっていた。


1 【なほ峰の煙をだに】以下「住み果てなむ」まで、落葉宮の心中に即した地の文。


夕霧．３．９．６

■　御忌おほむいみに籠こもれる1僧そうは、東面ひむがしおもて、そなたの渡殿2わたどの、下屋しもやなどに、はかなき隔へだてしつつ、かすかにゐたり。

◇　御忌中に籠もっていた僧は、東面や、そちらの渡殿、下屋などに、仮の仕切りを立てて、ひっそりとしていた。

■　西にしの廂ひさしをやつして、宮みやはおはします。

◇　西の廂の間の飾りを取って、宮はお住まいになる。

■　明あけ暮くるるも思おぼし分わかねど、月つきごろ経へければ、九月ながつきになりぬ3。

◇　日の明け暮れもお分かりにならないが、いく月かが過ぎて、九月になった。


1 【御忌に籠もれる】『集成』は「死穢のため、三十日間、近親者が忌に籠る」。『完訳』は「喪中の四十九日間」と注す。

2 【そなたの渡殿】「そなた」は寝殿の西表と西の対を結ぶ方面をさす。

3 【月ごろ経ければ九月になりぬ】一条御息所の逝去は八月二十日ごろであった。八月九月と両月にわたるので、「月ごろ」といったもの。


第四章　夕霧の物語　落葉宮に心あくがれる夕霧

第一段　夕霧、返事を得られず

夕霧．４．１．１

■　山下やまおろしいとはげしう、木この葉はの隠かくろへなくなりて、よろづの事こといといみじきほどなれば1、おほかたの空そらにもよほされて、干ひる間まもなく思おぼし嘆なげき2、

◇　山下ろしがたいそう烈しく、木の葉の影もなくなって、何もかもがとても悲しく寂しいころなので、だいたいがもの悲しい秋の空に催されて、涙の乾く間もなくお嘆きになり、

■　「命いのちさへ心こころにかなはず」

◇　「命までが思いどおりにならなかった」

■　と3、厭いとはしういみじう思おぼす。

◇　と、厭わしくひどくお悲しみになる。

■　さぶらふ人ひとびとも、よろづにもの悲かなしう思おもひ惑まどへり。

◇　伺候する女房たちも、何かにつけ悲しみに暮れていた。


1 【山下ろしいとはげしう木の葉の隠ろへなくなりてよろづの事いといみじきほどなれば】九月の小野山里の様子。いちはやく晩秋を迎えた風情。

2 【干る間もなく思し嘆き】涙の乾く間もなく、の意。

3 【命さへ心にかなはずと】『異本紫明抄』は「命だに心にかなふものならば何か別れの悲しからまし」（古今集離別、三八七、白女）を指摘。『集成』は「意味するところは逆だが、この歌を踏んだものか」と注す。『河海抄』は「命さへ心にかなふものならば死には安くぞあるべかりける」（出典未詳）を指摘。『源注拾遺』は「恋しきに命をかふるものならば死には安くぞあるべかりける」（古今集恋一、五一七、読人しらず）も指摘する。


夕霧．４．１．２

■　大将殿だいしゃうどのは、日々ひびに訪とぶらひきこえ1たまふ。

◇　大将殿は、毎日お見舞いの手紙を差し上げなさる。

■　寂さびしげなる念仏ねんぶつの僧そうなど、慰なぐさむばかり2、よろづの物ものを遣つかはし訪とぶらはせたまひ、宮みやの御前おまへには、あはれに心深こころふかき言ことの葉はを尽つくして怨うらみきこえ、かつは、尽つきもせぬ御訪おほむとぶらひを聞きこえたまへど、取とりてだに御覧ごらんぜず3、すずろにあさましき4ことを、弱よわれる御心地みここちに5、疑うたがひなく思おぼししみて、消きえ失うせたまひにしことを思おぼし出いづるに、

◇　心細げな念仏の僧などが、気の紛れるように、いろいろな物をお与えになりお見舞いなさり、宮の御前には、しみじみと心をこめた言葉の限りを尽くしてお恨み申し上げ、一方では、限りなくお慰め申し上げなさるが、手に取って御覧になることさえなく、思いもしなかったあきれた事を、弱っていらしたご病状に、疑う余地なく信じこんで、お亡くなりになったことをお思い出しになると、

■　「後のちの世よの御罪おほむつみにさへやなるらむ6」

◇　「ご成仏の妨げになりはしまいか」

■　と、胸むねに満みつ心地ここちして、この人ひとの御おほむことをだにかけて聞ききたまふは、いとどつらく心憂こころうき涙なみだのもよほしに思おぼさる。

◇　と、胸が一杯になる心地がして、この方のお噂だけでもお耳になさるのは、ますます恨めしく情けない涙が込み上げてくる思いが自然となさる。

■　人ひとびとも聞きこえわづらひぬ。

◇　女房たちもお困り申し上げていた。


1 【大将殿は日々に訪らひきこえ】お見舞いの使者を差し向ける、の意。

2 【念仏の僧など慰むばかり】『集成』は「一息つけるようにと」。『完訳』は「気が紛れるようにと」と訳す。

3 【取りてだに御覧ぜず】主語は落葉宮。夕霧からの手紙を手に取りさえしない。

4 【すずろにあさましき】以下、落葉宮の心中に即した叙述。『集成』は「以下、落葉の宮の思い」。『完訳』は「以下、心内語に転ずる」と注す。夕霧との一件をさす。

5 【弱れる御心地に】御息所の病状をいう。

6 【後の世の御罪にさへやなるらむ】成仏の妨げ、の意。


夕霧．４．１．３

■　一行ひとくだりの御返おほむかへりをだにもなきを、

◇　ほんの一行ほどのお返事もないのを、

■　「しばしは心惑こころまどひしたまへる1」

◇　「暫くの間は気が転倒していらっしゃるのだ」

■　など思おぼしけるに、あまりにほど経へぬれば、

◇　などとお考えになっていたが、あまりに月日も過ぎたので、


1 【心惑ひしたまへる】夕霧の心中を地の文に語る。


夕霧．４．１．４

■　「悲かなしきことも1限かぎりあるを。

◇　「悲しい事でも限度があるのに。

■　などか、かく、あまり見知みしりたまはずはあるべき。

◇　どうして、こんなに、あまりにお分かりにならないことがあろうか。

■　いふかひなく若々わかわかしきやうに2」

◇　言いようもなく子供のようで」

■　と恨うらめしう、

◇　と恨めしく、

■　「異事ことことの筋すぢに3、花はなや蝶てふやと4書かけばこそあらめ5、わが心こころにあはれと思おもひ、もの嘆なげかしき方かたざまのことを、いかにと問とふ人ひとは6、睦むつましうあはれにこそおぼゆれ。

◇　「これとは筋違いに、花や蝶だのと書いたのならともかく、自分の気持ちに同情してくれ、悲しんでいる状態を、いかがですかと尋ねる人は、親しみを感じうれしく思うものだ。


1 【悲しきことも】以下「若々しきやうに」まで、夕霧の心中。

2 【若々しきやうに】『完訳』は「結婚の経験があるのに、世間知らずのようではないか、の気持」と注す。

3 【異事の筋に】以下「なつかしうおぼえし」まで、夕霧の心中。

4 【花や蝶やと】当時の慣用句。「男女などを寄せつつ、花や蝶やと言へれば」（三宝絵、序）とある。『源注拾遺』は「みな人は花や蝶やと急ぐ日も我が心をば君ぞ知りける」（枕草子）を指摘。

5 【書けばこそあらめ】係助詞「こそ」--「あらめ」逆接用法。書いたのならばともかく、そうではないのに、の意。

6 【いかにと問ふ人は】夕霧自身をさす。


夕霧．４．１．５

■　大宮おほみやの亡うせたまへりしを1、いと悲かなしと思おもひしに、致仕ちじの大臣おとどのさしも思おもひたまへらず、ことわりの世よの別わかれに、公々おほやけおほやけしき作法さほふばかり2のことを孝けうじたまひしに、つらく心こころづきなかりしに、六条院ろくでうの、なかなかねむごろに3、後のちの御事おほむことをも営いとなみたまうしが、わが方かたざまといふ中なかにも4、うれしう見みたてまつりしその折をりに、故衛門督こゑもんのかみをば、取とり分わきて思おもひつきにしぞかし5。

◇　大宮がお亡くなりになったのを、実に悲しいと思ったが、致仕の大臣がそれほどにもお悲しみにならず、当然の死別として、世間向けの盛大な儀式だけを供養なさったので、恨めしく情けなかったが、六条院が、かえって心をこめて、後のご法事をもお営みになったのが、自分の父親ということを超えて、嬉しく拝見したその時に、故衛門督を、特別に好ましく思うようになったのだった。


1 【大宮の亡せたまへりしを】夕霧の祖母死去の折。

2 【公々しき作法ばかり】表向きの儀式。『集成』は「源氏も、致仕の大臣の人柄について「人柄あやしうはなやかに、男々しきかたによりて、親などの御孝をも、いかめしきさまをばたてて、人にも見おどろかさむの心あり、まことにしみて深きところはなき人になむものせられける」（野分）と夕霧に語ったことがある」と注す。

3 【六条院のなかなかねむごろに】『完訳』は「六条院が、実の親でもないのにかえって懇切に」と訳す。

4 【わが方ざまといふ中にも】『集成』は「自分の親というひいき目からだけでなく」と訳す。

5 【その折に故衛門督をば取り分きて思ひつきにしぞかし】『完訳』は「柏木が祖母大宮の死を心から哀悼していたので、自分は彼に共感し親しみをおぼえた、の意」と注す。


夕霧．４．１．６

■　人柄ひとがらのいたう静しづまりて、物ものをいたう思おもひとどめたりし心こころに、あはれもまさりて、人ひとより深ふかかりしが、なつかしうおぼえし」

◇　人柄がたいそう冷静で、何事にも心を深く止めていた性格で、悲しみも深くまさって、誰よりも深かったのが、慕わしく思われたのだ」

夕霧．４．１．７

■　など、つれづれとものをのみ思おぼし続つづけて、明あかし暮くらしたまふ。

◇　などと、所在なく物思いに耽るばかりで、毎日をお過ごしになる。

第二段　雲居雁の嘆きの歌

夕霧．４．２．１

■　女君をむなぎみ、なほこの御仲おほむなかのけしきを1、

◇　女君、やはりこのお二人のご様子を、


1 【女君なほこの御仲のけしきを】雲居雁、夕霧と落葉宮の関係を疑う。「女君」の述語は「たてまつれたまへる」。


夕霧．４．２．２

■　「いかなるにかP15ありけむ1。

◇　「どのような関係だったのだろうか。

■　御息所みやすむどころとこそ、文通ふみかよはしも2、こまやかにしたまふめりしか」

◇　御息所と、手紙を遣り取りしていたのも、親密なようになさっていたようだが」


P15 いかなるにか--いかなるに（に/＄〈朱〉）にか

1 【いかなるにかありけむ】以下「こまやかにしたまふめりしか」まで、雲居雁の心中。

2 【こそ文通はしも】係助詞「こそ」は「たまふめりしか」已然形に係る。「文通はし」名詞。


夕霧．４．２．３

■　など思おもひ得えがたくて、夕暮ゆふぐれの空そらを眺ながめ入いりて臥ふしたまへるところに1、若君わかぎみして2たてまつれたまへる。

◇　などと納得がゆきがたいので、夕暮の空を眺め入って臥せっていらっしゃるところに、若君を使いにして差し上げなさった。

■　はかなき紙かみの端はしに3、

◇　ちょっとした紙の端に、


1 【夕暮の空を眺め入りて臥したまへるところに】文脈は主語が夕霧に変わる。

2 【若君して】夕霧と雲居雁の子。

3 【はかなき紙の端に】『集成』は「ありあわせた」。『完訳』は「これといったことのない紙の端に」と訳す。


夕霧．４．２．４

■　「あはれをもいかに知しりてか慰なぐさめむ

あるや恋こひしき亡なきや悲かなしき1

◇　「お悲しみを何が原因と知ってお慰めしたらよいものか

生きている方が恋しいのか、亡くなった方が悲しいのか


1 【あはれをもいかに知りてか慰めむあるや恋しき亡きや悲しき】雲居雁から夕霧への贈歌。「ある」は落葉宮をさし、「亡き」は御息所をさす。


夕霧．４．２．５

■　おぼつかなきこそ心憂こころうけれ1」

◇　はっきりしないのが情けないのです」


1 【おぼつかなきこそ心憂けれ】歌に添えた言葉。夕霧の本心を知りたいが、はっきりしないのが情けない、の意。


夕霧．４．２．６

■　とあれば、ほほ笑ゑみて、

◇　とあるので、にっこりとして、

夕霧．４．２．７

■　「先さきざきもP16、かく思おもひ寄よりてのたまふ、似にげなの、亡なきがよそへや2」

◇　「以前にも、このような想像をしておっしゃる、見当違いな、故人などを持ち出して」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　いとどしく3、ことなしびに、

◇　ますます、何気ないふうに、


P16 先ざきも--さま（ま/＄き）／＼も

1? 【先きざきもかく】大島本は「さま（ま＄き）／＼も」とある。すなわち「ま」をミセケチにして「き」と訂正する。『集成』『新大系』は底本の訂正に従う。『完本』は底本の訂正以前と諸本に従って「さまざまも」と校訂する。以下「亡きがよそへや」まで、夕霧の心中。

2 【似げなの亡きがよそへや】『集成』は「「亡きや悲しき」と、自分が御息所の死を悲しんでいるのかもしれないといった言い方は、今さらしらじらしい。落葉の宮とのことをはっきり疑っているくせに、という気持」と注す。『休聞抄』は「むら鳥の立ちにし我が名今さらにことなしぶともしるしあらめや」（古今集恋三、六七四、読人しらず）指摘。

3 【いとどしく】大島本は「いとゝしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いととく」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．４．２．８

■　「いづれとか分わきて眺ながめむ消きえかへる

露つゆも草葉くさばのうへと見みぬ世よを1

◇　「特に何がといって悲しんでいるのではありません

消えてしまう露も草葉の上だけでないこの世ですから


1 【いづれとか分きて眺めむ消えかへる露も草葉のうへと見ぬ世を】夕霧から雲居雁への返歌。「ある」「亡き」から「消えかへる露」と詠み返した。『集成』は「落葉の宮のことははぐらかした返歌」。『弄花抄』は「我が宿の菊の垣根におく霜の消えかへりてぞ恋しかりける」（古今集恋二、五六四、紀友則）を指摘。『源注拾遺』は「露をだにあだなるものと思ひけむ我が身も草もおかぬばかりを」（古今集哀傷、八六〇、藤原これもと）を指摘。


夕霧．４．２．９

■　おほかたにこそ悲かなしけれ1」

◇　世間一般の無常が悲しいのです」


1 【おほかたにこそ悲しけれ】一般論としてはぐらかす。


夕霧．４．２．１０

■　と書かいたまへり。

◇　とお書きになっていた。

■　「なほ、かく隔へだてたまへること」

◇　「やはり、このように隔て心を持っていらっしゃること」

■　と、露つゆのあはれをばさしおきて1、ただならず嘆なげきつつおはす。

◇　と、露の世の悲しさは二の次のこととして、並々ならず胸を痛めていらっしゃる。


1 【露のあはれをばさしおきて】『集成』は「この世の無常を悲しむなどということは、知ったことではなくて。夕霧の歌の言葉によっていう」。『完訳』は「露の世の悲しみは二の次のこととして」と注す。


夕霧．４．２．１１

■　なほ、かくおぼつかなく思おぼしわびて1、また渡わたりたまへり。

◇　やはり、このように気がかりでたまらなくなって、改めてお越しになった。

■　「御忌おほむいみなど過すぐして2のどやかに」

◇　「御忌中などが明けてからゆっくり訪ねよう」

■　と思おぼし静しづめけれど、さまでもえ忍しのびたまはず、

◇　と、気持ちを抑えていらっしゃったが、そこまでは我慢がおできになれず、


1 【なほかくおぼつかなく思しわびて】主語は夕霧。

2 【御忌など過ぐして】『集成』は「三十日の忌籠り」。『完訳』は「忌中の四十九日」と注す。


夕霧．４．２．１２

■　「今いまはこの御おほむなき名なの1、何なにかはあながちにもつつまむ。

◇　「今はもうこのおん浮名を、どうして無理に隠していようか。

■　ただ世よづきて、つひの思おもひかなふべきにこそは」

◇　ただ世間一般の男性と同様に、目的を遂げるまでのことだ」


1 【今はこの御なき名の】以下「かなふべきにこそは」まで、夕霧の心中。『集成』は「「御」は地の文の気持の混入したもの」。『完訳』は「世間一般の男性と同様に、無遠慮な態度で宮を得ようと居直る」と注す。


夕霧．４．２．１３

■　と、思おぼしたばかりにければ1、北きたの方かたの御思おほむおもひやりを、あながちにもあらがひきこえたまはず。

◇　と、ご計画なさったので、北の方のご想像を、無理に打ち消そうとなさらない。


1 【思したばかりにければ】大島本は「おほしたハかりにけれは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思したちにけり」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．４．２．１４

■　正身さうじみは強つよう思おぼし離はなるとも、かの一夜ひとよばかりの御恨おほむうらみ文ぶみを1とらへどころにかこちて、「えしも、すすぎ果はてたまはじ」と、頼たのもしかりけり。

◇　ご本人はきっぱりとお気持ちがなくても、あの「一夜ばかりの宿を」といった恨みのお手紙を理由に訴えて、「潔白を言い張ることは、おできになれまい」と、心強くお思いになるのであった。


1 【かの一夜ばかりの御恨み文を】御息所からの手紙をさす。『完訳』は「夕霧は、これを拠りどころに宮をくどき、世間にも二人には実事があったとしらしめようとする」と注す。


第三段　九月十日過ぎ、小野山荘を訪問

夕霧．４．３．１

■　九月十余日くぐわつじふよにち、野山のやまのけしきは1、深ふかく見知みしらぬ人ひとだに、ただにやはおぼゆる2。

◇　九月十余日、野山の様子は、十分に分からない人でさえ、何とも思わずにはいられない。

■　山風やまかぜに堪たへぬ木々きぎの梢こずゑも、峰みねの葛葉くずはS13も、心こころあわたたしう争あらそひ散ちる紛まぎれに3、尊たふとき読経どきゃうの声こゑかすかに、念仏ねんぶつなどの声こゑばかりして、人ひとのけはひいと少すくなう、木枯こがらしの吹ふき払はらひたるに、鹿しかはただ籬まがきのもとにたたずみつつ4,5、山田やまだの引板ひたにもおどろかず、色濃いろこき稲いねどもの中なかに混まじりてうち鳴なくも、愁うれへ顔がほなり6。

◇　山風に堪えきれない木々の梢も、峰の葛の葉も、気ぜわしく先を争って散り乱れているところに、尊い読経の声がかすかに、念仏などの声ばかりして、人の気配がほとんどせず、木枯らしが吹き払ったところに、鹿は籬のすぐそばにたたずんでは、山田の引板にも驚かず、色の濃くなった稲の中に入って鳴いているのも、もの悲しそうである。


S13 風早み峯の葛葉のともすればあやかりやすき人の心か（拾遺集雑恋-一二五一　読人しらず）

1 【九月十余日野山のけしきは】晩秋九月十日過ぎの小野の野山の景色。後文に「十三日の月のいとはなやかにさし出でぬれば」とある。

2 【ただにやはおぼゆる】反語表現。

3 【山風に堪へぬ木々の梢も峰の葛葉も心あわたたしう争ひ散る紛れに】『異本紫明抄』は「風はやみ峰の葛葉のともすればあやかりやすき人の心か」（拾遺集哀傷、一二五一、藤原これもと）を指摘。

4 【木枯の吹き払ひたるに鹿はただ籬のもとにたたずみつつ】『完訳』は「木枯らしが吹きはらうと、鹿は垣根のすぐ近くにたたずんでは」と訳し、前出「に」接続助詞、後出「に」格助詞、に解す。「吹き払ひたる」を準体言と見て両方とも格助詞「に」場所、所を表す意とも解せる。

5 【たたずみつつ】「つつ」接続助詞、同じ動作の反復・継続。

6 【うち鳴くも愁へ顔なり】夕霧の感情移入による表現。『完訳』は「妻を恋い慕って鳴く鹿に、宮を恋い慕う夕霧の心をかたどる」と注す。


夕霧．４．３．２

■　滝たきの声こゑは1、いとどもの思おもふ人ひとをおどろかし顔がほに、耳みみかしかましうとどろき響ひびく。

◇　滝の音は、ますます物思いをする人をはっとさせるように、耳にうるさく響く。

■　草くさむらの虫むしのみぞ、よりどころなげに鳴なき弱よわりて2、枯かれたる草くさの下したより、龍胆りんだうの、われひとりのみ心長こころながうはひ出いでて、露つゆけく見みゆるなど3、皆例みなれいのこのころのことなれど、折をりから所ところからにやP17、いと堪たへがたきほどの、もの悲がなしさなり4。

◇　叢の虫だけが、頼りなさそうに鳴き弱って、枯れた草の下から、龍胆が、自分だけ茎を長く延ばして、露に濡れて見えるなど、みないつもの時節のことであるが、折柄か場所柄か、実に我慢できないほどの、もの悲しさである。


P17 所からにや--所から（ら/+にや〈朱〉）

1 【滝の声は】音羽の滝。

2 【草むらの虫のみぞよりどころなげに鳴き弱りて】『完訳』は「草が枯れて隠れ処のない虫に、頼るべき人のない宮をかたどる」と注す。下文の龍胆を宮に、虫は仕える女房たちをかたどるとも解せよう。

3 【枯れたる草の下より龍胆のわれひとりのみ心長うはひ出でて露けく見ゆるなど】『河海抄』は「我が宿の花ふみしだく鳥うたむ野はなければやここにしもくる」（古今集物名、紀友則）を指摘。『集成』は「龍胆は、枝ざしなどもむつかしけれど、異花どもの皆霜枯れたるに、いと花やかなる色あひにさし出でたる、いとをかし」（枕草子、草の花は）を指摘。擬人法。

4 【折から所からにやいと堪へがたきほどのもの悲しさなり】『異本紫明抄』は「ただ思ふ人のかたみにいかになどみなはらわたのたゆる声なり」（出典未詳）を指摘。


夕霧．４．３．３

■　例れいの妻戸つまどのもとに1立たち寄よりたまて、やがて眺ながめ出いだして立たちたまへり。

◇　いつもの妻戸のもとに立ち寄りなさって、そのまま物思いに耽りながら立っていらっしゃった。

■　なつかしきほどの直衣なほしに、色いろこまやかなる御衣おほむぞの擣目うちめ、いとけうらに透すきて、影弱かげよわりたる夕日2ゆふひの、さすがに何心なにごころもなうさし来きたるに3、まばゆげに、わざとなく扇あふぎをさし隠かくしたまへる4手てつき、

◇　やさしい感じの直衣に、紅の濃い下襲の艶が、とても美しく透けて見えて、光の弱くなった夕日が、それでも遠慮なく差し込んできたので、眩しそうに、さりげなく扇をかざしていらっしゃる手つきは、

■　「女をむなこそかうはあらまほしけれ、それだにえあらぬを5」

◇　「女こそこうありたいものだが、それでさえできないものを」

■　と、見みたてまつる。

◇　と、拝見している。


1 【例の妻戸のもとに】寝殿の西南の妻戸。

2 【影弱りたる夕日】光の弱くなった夕日。九月十三日の夕方。

3 【何心もなうさし来たるに】『完訳』は「愁傷の場に夕陽のさす趣」と注す。擬人法。「に」接続助詞、順接の意。

4 【わざとなく扇をさし隠したまへる】夕霧の動作、姿態。『完訳』は「粋な懸想人の風姿でもある」と評す。

5 【女こそかうはあらまほしけれそれだにえあらぬを】女房の視点・心中で夕霧の美しさを語る。係助詞「こそ」--「あらまほしけれ」已然形、逆接用法。


夕霧．４．３．４

■　もの思おもひの慰なぐさめにしつべく、笑ゑましき顔かほの匂にほひにて、少将せうしゃうの君きみを、取とり分わきて召めし寄よす。

◇　物思いの時の慰めにしたいほどの、笑顔の美しさで、小少将の君を、特別にお呼びよせになる。

■　簀子すのこのほどもなけれど、奥おくに人ひとや添そひゐたらむと1うしろめたくて、えこまやかにも語かたらひたまはず。

◇　簀子はさほどの広さもないが、奥に人が一緒にいるだろうかと不安で、打ち解けたお話はおできになれない。


1 【奥に人や添ひゐたらむと】「人」は他の女房をさす。『完訳』は「夕霧は狭い簀子にいて、簾中の小少将の君と対座。簾の奥に誰か一緒にいるかと警戒する」と注す。


夕霧．４．３．５

■　「なほ近ちかくて1。

◇　「もっと近くに。

■　な放はなちたまひそ。

◇　放っておかないでください。

■　かく山深やまふかく分わけ入いる心こころざしは、隔へだて残のこるべくやは2。

◇　このように山の奥にやって来た気持ちは、他人行儀でよいものでしょうか。

■　霧きりもいと深ふかしや3」

◇　霧もとても深いのですよ」


1 【なほ近くて】大島本は「な越ちかくて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なほ近くてを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「いと深しや」まで、夕霧の詞。

2 【隔て残るべくやは】「やは」反語表現。他人行儀でよいはずがない。

3 【霧もいと深しや】『集成』は「霧も深いから、姿も見えまいと、小少将をさそう」と注す。


夕霧．４．３．６

■　とて、わざとも見入みいれぬさまに、山やまの方かたを眺ながめて、

◇　と言って、特に見るでもないふりをして、山の方を眺めて、

■　「なほ、なほ」

◇　「もっと近く、もっと近く」

■　と切せちにのたまへば、鈍色にびいろの几帳きちゃうを、簾すだれのつまよりすこしおし出いでて、裾すそをひきそばめつつゐたり1。

◇　としきりにおっしゃるので、鈍色の几帳を、簾の端から少し外に押し出して、裾を引き繕って横向きに座わっている。

■　大和守やまとの妹***なれば2、離***れたてまつらぬうちに、幼***くより生***ほし立***てたまうければ3、衣***の色***いと濃***くて、橡***の衣一襲4まつらぬうちに、小袿着***たり。

◇　大和守の妹なので、お近い血縁の上に、幼い時からお育てになったので、着物の色がとても濃い鈍色で、橡の喪服一襲に、小袿を着ていた。

◆　 
とて、 わざと も みいれ ぬ さま に、 やま の かた を ながめ て、 "なほ、 なほ。" と せち に のたまへ ば、 にびいろ の きちゃう を、 すだれ の つま より すこし おし-いで て、 すそ を ひき そばめ つつ ゐ たり。 やまと-の-かみ の いもうと なれ ば、 はなれ たてまつら ぬ うち に、 をさなく より おほし たて たまう けれ ば、 きぬ の いろ いと こく て、 つるばみ の きぬ ひと-かさね、 こうちき き たり。


1 【裾をひきそばめつつゐたり】『集成』は「着物の裾が簀子に出たのを横に引き隠して」。『完訳』は「着物の裾を片寄せながらすわっている」と注す。

2 【大和守の妹なれば】小少将の君は大和守の妹という紹介。落葉宮とは従姉妹。

3 【幼くより生ほし立てたまうければ】御息所が小少将の君を。

4 【橡の衣一襲】大島本は「つるはミのきぬ」とある。『集成』『完本』は「橡の喪衣」と「喪」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．４．３．７

■　「かく尽つきせぬ御おほむことは1、さるものにて、聞きこえなむ方かたなき2御心みこころのつらさ3を思おもひ添そふるに、心魂こころだましひもあくがれ果はてて、見みる人ひとごとに咎とがめられはべれば、今いまはさらに忍しのぶべき方かたなし4」

◇　「このようにいくら悲しんでもきりのない方のことは、それはそれとして、申し上げようもないお気持ちの冷たさをそれに加えて思うと、魂も抜け出てしまって、会う人ごとに怪しまれますので、今はまったく抑えることができません」


1 【かく尽きせぬ御ことは】以下「忍ぶべき方なし」まで、夕霧の詞。

2 【聞こえなむ方なき】大島本は「きこえなむ」とある。『集成』『完本』は「聞こえむ」と「な」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【御心のつらさ】落葉宮の冷淡な心。

4 【見る人ごとに咎められはべれば今はさらに忍ぶべき方なし】『休聞抄』は「忍ぶれど色に出でにけり我が恋は物や思ふと人の問ふまで」（拾遺集恋一、六二二、平兼盛）を指摘。


夕霧．４．３．８

■　と、いと多おほく恨うらみ続つづけたまふ。

◇　と、とても多く恨み続けなさる。

■　かの今いまはの御文おほむふみのさまものたまひ出いでて、いみじう泣なきたまふ。

◇　あの最期の折のお手紙の様子もお口にされて、ひどくお泣きになる。

第四段　板ばさみの小少将君

夕霧．４．４．１

■　この人ひとも、ましていみじう泣なき入いりつつ1、

◇　この人も、それ以上にひどく泣き入りながら、


1 【この人もましていみじう泣き入りつつ】小少将の君も夕霧以上に。


夕霧．４．４．２

■　「その夜よの御返おほむかへりさへ1見みえはべらずなりにしを2、今いまは限かぎりの御心みこころに、やがて思おぼし入いりて、暗くらうなりにしほどの空そらのけしきに3、御心地惑みここちまどひにけるを、さる弱目よわめに、例れいの御おほむもののけの引ひき入いれたてまつる4、となむ見みたまへし。

◇　「その夜のお返事さえ拝見せずじまいでしたが、もう最期という時のお心に、そのままお思いつめなさって、暗くなってしまいましたころの空模様に、ご気分が悪くなってしまいましたが、そのような弱目に、例の物の怪が取りつき申したのだ、と拝見しました。


1 【その夜の御返りさへ】以下「暮らさせたまうし」まで、小少将の君の詞。

2 【見えはべらずなりにしを】主語は御息所。

3 【暗うなりにしほどの空のけしきに】『集成』は「いよいよ大将の訪れがないと確信された頃」と注す。

4 【引き入れたてまつる】物の怪が御息所の魂を。


夕霧．４．４．３

■　過すぎにし御おほむことにも1、ほとほと御心惑みこころまどひぬべかりし2折々多をりをりおほくはべりしを、宮みやの同おなじさまに沈しづみたまうしを、こしらへきこえむ3の御心強みこころづよさになむ、やうやうものおぼえたまうし。

◇　以前の御事でも、ほとんど人心地をお失いになったような時々が多くございましたが、宮が同じように沈んでいらっしゃったのを、お慰め申そうとのお気を強くお持ちになって、だんだんとお気をしっかりなさいました。

■　この御嘆おほむなげきをば4、御前おまへには、ただわれかの御みけしきにて5、あきれて暮くらさせたまうし」

◇　このお嘆きを、宮におかれては、まるで正体のないようなご様子で、ぼんやりとしていらっしゃるのでした」


1 【過ぎにし御ことにも】柏木逝去の折をさす。

2 【ほとほと御心惑ひぬべかりし】主語は御息所。

3 【こしらへきこえむ】御息所が落葉宮を。

4 【この御嘆きをば】御息所の逝去。

5 【御前にはただわれかの御けしきにて】『河海抄』は「夢にだに何かも見えぬ見ゆれども我かも惑ふ恋の繁きに」（万葉集巻十一）を指摘する。


夕霧．４．４．４

■　など、とめがたげにうち嘆なげきつつ、はかばかしうもあらず聞きこゆ。

◇　などと、涙を止めがたそうに悲しみながら、はきはきとせず申し上げる。

夕霧．４．４．５

■　「そよやP18。

◇　「そうですね。

■　そもあまりに1おぼめかしう、いふかひなき御心みこころなり。

◇　それもあまりに頼りなく、情けないお心です。

■　今いまは、かたじけなくとも、誰たれをかはよるべに思おもひきこえたまはむ2。

◇　今は、恐れ多いことですが、誰を頼りにお思い申し上げなさるのでしょう。

■　御山住みやまずみも、いと深ふかき峰みねに3、世よの中なかを思おぼし絶たえたる雲くもの中なかなめれば、聞きこえ通かよひたまはむこと難かたし。

◇　御山暮らしの父院も、たいそう深い山の中で、世の中を思い捨てなさった雲の中のようなので、お手紙のやりとりをなさるにも難しい。


P18 そよや--そ（そ/+よ〈朱〉）や

1 【そよやそもあまりに】以下「あるべきことかは」まで、夕霧の詞。

2 【誰をかはよるべに思ひきこえたまはむ】反語表現。暗に自分をおいて他に頼る人はいない、という。

3 【御山住みもいと深き峰に】西山に籠もっている朱雀院をさす。


夕霧．４．４．６

■　いとかく心憂こころうき御みけしき、聞きこえ知しらせたまへ1。

◇　ほんとうにこのような冷たいお心を、あなたからよく申し上げてください。

■　よろづのこと、さるべきにこそ2。

◇　万事が、前世からの定めなのです。

■　世よにあり経へじと思おぼすとも、従したがはぬ世よなり。

◇　この世に生きていたくないとお思いになっても、そうはいかない世の中です。

■　まづは、かかる御別おほむわかれの、御心みこころにかなはば3、あるべきことかは4」

◇　第一、このような死別がお心のままになるなら、この死別もあるはずがありません」


1 【心憂き御けしき聞こえ知らせたまへ】落葉宮にあなた小少将の君からよく申し上げて下さい、の意。

2 【よろづのことさるべきにこそ】万事が前世からの宿縁である。係助詞「こそ」の下に「あれ」などの語句が省略。

3 【まづはかかる御別れの御心にかなはば】『源氏物語引歌』は「命だに心にかなふものならば何か別れの悲しからまし」（古今集離別、三八七、白女）を指摘。

4 【あるべきことかは】反語表現。主語、突然の御息所の逝去という意が省略されている。


夕霧．４．４．７

■　など、よろづに多おほくのたまへど、聞きこゆべきこともなくて、うち嘆なげきつつゐたり。

◇　などと、いろいろと多くおっしゃるが、お返事申し上げる言葉もなくて、ただ溜息をつきながら座っていた。

■　鹿しかのいといたく鳴なくを、

◇　鹿がとても悲しそうに鳴くのを、

■　「われ劣おとらめやS14」

◇　「自分も鹿に劣ろうか」

■　とて1、

◇　と思って、


S14 秋なれば山とよむまで鳴く鹿に我劣らめや独り寝る夜は（古今集恋二-五八二　読人しらず）

1 【鹿のいといたく鳴くをわれ劣らめやとて】『源氏釈』は「秋なれば山とよむまで鳴く鹿に我劣らめや独り寝る夜は」（古今集恋二、五八二、読人しらず）を指摘。


夕霧．４．４．８

■　「里遠さととほみ小野をのの篠原しのはらわけて来きて

我われも鹿しかこそ声こゑも惜をしまね1」

◇　「人里が遠いので小野の篠原を踏み分けて来たが

わたしも鹿のように声も惜しまず泣いています」


1 【里遠み小野の篠原わけて来て我も鹿こそ声も惜しまね】夕霧から小少将の君への贈歌。「鹿」「然（しか）」の掛詞。『河海抄』は「山城の小野の山人里遠み仮の宿りをとりぞかねつる」（出典未詳）を指摘。『集成』は「山城の小野の山辺の里遠み仮の宿りもとりぞかねつる」（能宣集）を指摘。『全集』は「浅茅生の小野の篠原忍ぶとも人こそ知るらめや言ふ人なしに」（古今集恋一、五〇五、読人しらず）「浅茅生の小野の篠原忍ぶれどなどか人の恋しき」（後撰集恋一、五七八、源等）を指摘。


夕霧．４．４．９

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

夕霧．４．４．１０

■　「藤衣露ふぢごろもつゆけき秋あきの山人やまびとは

鹿しかの鳴なく音ねに音ねをぞ添そへつる1」

◇　「喪服も涙でしめっぽい秋の山里人は

鹿の鳴く音に声を添えて泣いています」


1 【藤衣露けき秋の山人は鹿の鳴く音に音をぞ添へつる】小少将の君の返歌。「鹿」の語句を受けて返す。『全集』は「山里は秋こそことにわびしけれ鹿の鳴く音に目を覚ましつつ」（古今集秋上、二一四、壬生忠岑）を指摘。


夕霧．４．４．１１

■　よからねど、折をりからに、忍しのびやかなる声こわづかひなどを、よろしう聞ききなしたまへり。

◇　上手な歌ではないが、時が時とて、ひっそりとした声の調子などを、けっこうにお聞きになった。

夕霧．４．４．１２

■　御消息おほむせうそことかう聞きこえたまへど、

◇　ご挨拶をあれこれ申し上げなさるが、

夕霧．４．４．１３

■　「今いまは、かくあさましき2夢ゆめの世よを、すこしも思おもひ覚さます折をりあらばなむ、絶たえぬ御おほむとぶらひも聞きこえやるべき」

◇　「今は、このように思いがけない夢のような世の中を、少しでも落ち着きを取り戻す時がございましたら、たびたびのお見舞いにもお礼申し上げましょう」


1? 【よからねど折からに--聞きなしたまへり】『岷江入楚』は「草子地歟」と指摘。

2 【今はかくあさましき】以下「聞こえやるべき」まで、落葉宮の詞。伝言。


夕霧．４．４．１４

■　とのみ、すくよかに言いはせたまふ2。

◇　とだけ、素っ気なく言わせなさる。

■　「いみじういふかひなき御心みこころなりけり3」

◇　「ひどく何とも言いようのないお心だ」

■　と、嘆なげきつつ帰かへりたまふ。

◇　と、嘆きながらお帰りになる。


1? 【夢の世をすこし思ひ覚ます折】「夢」「覚ます」縁語表現。

2 【言はせたまふ】「せ」使役の助動詞。落葉宮が小少将の君をして夕霧に。

3 【いみじういふかひなき御心なりけり】夕霧の心中。


第五段　夕霧、一条宮邸の側を通って帰宅

夕霧．４．５．１

■　道みちすがらも、あはれなる空そらを眺ながめて、十三日じふさむにちの月つきのいとはなやかにさし出いでぬれば、小倉をぐらの山やまS15もたどるまじう2おはするに、一条いちでうの宮みやは道みちなりけり3。

◇　道すがら、しみじみとした空模様を眺めて、十三日の月がたいそう明るく照り出したので、薄暗い小倉の山も難なく通れそうに思っているうちに、一条の宮邸はその途中であった。


S15 秋の夜の月の光し明かければ暗部の山も越えぬべらなり（古今集秋上-一九五　在原元方）

1? 【道すがらもあはれなる空を眺めて十三日の月いとはなやかにさし出でぬれば】小野山荘からの帰途。九月十三日の月がさし昇る。十三夜の月として賞美されている。

2 【小倉の山もたどるまじう】『源氏釈』は「秋の夜の月の光し明ければ小倉の山も越えぬべらなり」（古今集秋上、一九五、在原元方）、『紹巴抄』は「いづくにか今宵の月の曇るべき小倉の山も名をや変ふらむ」（新古今集秋上、四〇五、大江千里）、『源注拾遺』は「大堰川浮かべる舟の篝火に小倉の山も名のみなりけり」（後撰集雑三、一二三二、在原業平）「秋の色は千種ながらにさやけきを誰か小倉の山といふらむ」（是則集）を指摘。

3 【一条の宮は道なりけり】落葉宮の本邸。


夕霧．４．５．２

■　いとどうちあばれて、未申ひつじさるの方かたの崩くづれたるを見入みいるれば、はるばると下おろし籠こめて1、人影ひとかげも見みえず。

◇　以前にもまして荒れて、南西の方角の築地の崩れている所から覗き込むと、ずっと一面に格子を下ろして、人影も見えない。

■　月つきのみ2遣水やりみづの面おもてをあらはに澄すみましたるに3、大納言だいなごん、ここにて遊あそびなどしたまうし4折々をりを、思りをおもひ出いでたまふ。

◇　月だけが遣水の表面をはっきりと照らしているので、大納言が、ここで管弦の遊びなどをなさった時々のことを、お思い出しになる。


1 【はるばると下ろし籠めて】ずっと一面に格子を下ろしているさま。

2 【人影も見えず月のみ】「（人）影」「月」縁語。

3 【月のみ遣水の面をあらはに澄みましたるに】「澄む」「住む」の掛詞。月を擬人化した表現。

4 【大納言ここにて遊びなどしたまうし】柏木をさす。死の直前に権大納言に任じられた。


夕霧．４．５．３

■　「見みし人ひとの影澄かげすみ果はてぬ池水いけみづに

ひとり宿守やどもる秋あきの夜よの月つき」

◇　「あの人がもう住んでいないこの邸の池の水に

独り宿守りしている秋の夜の月よ」

夕霧．４．５．４

■　と独ひとりごちつつ、殿とのにおはしても2、月つきを見みつつ、心こころは空そらにあくがれ3たまへり。

◇　と独言を言いながら、お邸にお帰りになっても、月を見ながら、心はここにない思いでいらっしゃった。


1? 【見し人の影住み果てぬ池水にひとり宿守る秋の夜の月】夕霧の独詠歌。柏木を偲ぶ。「人の影」「（月の）影」、「住み」「澄み」の掛詞。「影」「澄み」「月」縁語。『異本紫明抄』は「亡き人の影だに見えぬ遣水の底に涙を流してぞこし」（後撰集哀傷、一四〇三、伊勢）を指摘。

2 【殿におはしても】夕霧の邸。三条邸。

3 【月を見つつ心は空にあくがれ】「月」「空」縁語。


夕霧．４．５．５

■　「さも見苦みぐるしう。

◇　「何ともみっもない。

■　あらざりし御癖おほむくせかな1」

◇　今までになかったお振る舞いですこと」


1 【さも見苦しうあらざりし御癖かな】女房のひそひそ話。


夕霧．４．５．６

■　と、御達ごたちも憎にくみあへり。

◇　と、おもだった女房たちも憎らしがっていた。

■　上うへは、まめやかに1心憂こころうく、

◇　北の方は、真実嫌な気がして、


1 【上はまめやかに】雲居雁。『集成」は「「上」は、北の方の称。「御達」に対する」と注す。


夕霧．４．５．７

■　「あくがれたちぬる御心みこころなめり1。

◇　「魂が抜け出たお方のようだ。

■　もとよりさる方かたにならひたまへる2六条ろくでうの院ゐんの人ひとびとを、ともすればめでたきためしにひき出いでつつ、心こころよからずあいだちなきものに思おもひたまへる、わりなしや。

◇　もともと何人もの夫人たちがいっしょに住んでいらっしゃる六条院の方々を、ともすれば素晴らしい例として引き出し引き出しては、性根の悪い無愛想な女だと思っていらっしゃる、やりきれないわ。

■　我われも、昔むかしよりしかならひなましかば4、人目ひとめも馴なれて、なかなか過すごしてまし5。

◇　わたしも昔からそのように住むことに馴れていたならば、人目にも無難に、かえってうまくいったでしょうが。

■　世よのためしにしつべき御心みこころばへと、親兄弟おやはらからよりはじめたてまつり、めやすきあえものにしたまへるを、ありありては、末すゑに恥はぢがましきことやあらむ」

◇　世の男性の模範にしてもよいご性質と、親兄弟をはじめ申して、けっこうなあやかりたい者となさっていたのに、このままいったら、あげくの果ては恥をかくことがあるだろう」


1 【あくがれたちぬる御心なめり】以下「末に恥がましきことやあらむ」まで、雲居雁の心中。

2 【さる方にならひたまへる】一夫多妻の同居生活をさす。

3? 【引き出でつつ】接続助詞「つつ」同じ動作の反復継続。

4 【しかならひなましかば】「ましかば」--「過ぐしてまし」反実仮想の構文。

5 【なかなか過ごしてまし】大島本は「すこして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「過ぐして」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．４．５．８

■　など、いといたう嘆なげいたまへり。

◇　などと、とてもひどく嘆いていらっしゃった。

夕霧．４．５．９

■　夜明よあけ方近がたちかく1、かたみにうち出いでたまふことなくて、背そむき背そむきに嘆なげき明あかして2、朝霧あさぎりの晴はれ間まも待またず、例れいの、文ふみをぞ急いそぎ書かきたまふ。

◇　夜明け方近く、お互いに口に出すこともなくて、背き合いながら夜を明かして、朝霧の晴れる間も待たず、いつものように、手紙を急いでお書きになる。

■　いと心こころづきなしと思おぼせど3、ありしやうにも奪ばひたまはず。

◇　とても気にくわないとお思いになるが、以前のようには奪い取りなさらない。

■　いとこまやかに書かきて、うち置おきてうそぶきたまふ。

◇　たいそう情愛をこめて書いて、ちょっと下に置いて歌を口ずさみなさる。

■　忍しのびたまへど、漏もりて聞ききつけらる4。

◇　声をひそめていらっしゃったが、漏れて聞きつけられる。


1 【夜明け方近く】「朝霧の晴れ間も待たず」に係る。

2 【かたみにうち出でたまふことなくて背き背きに嘆き明かして】挿入句。『源注拾遺』は「我が背子をいづく行かめとさき竹の背向（そがひ）に寝しく今し悔しも」（万葉集巻七）指摘。

3 【いと心づきなしと思せど】主語は雲居雁。

4 【漏りて聞きつけらる】雲居雁の耳に入る。「らる」尊敬の助動詞。


夕霧．４．５．１０

■　「いつとかはおどろかすべき明あけぬ夜よの

夢覚ゆめさめてとか言いひしひとこと1

上うへより落おつるS16,2」

◇　「いつになったらお訪ねしたらよいのでしょうか

明けない夜の夢が覚めたらとおっしゃったことは

お返事がありません」


S16 いかにしていかによるらむ小野山の上より落つる音無の滝（源氏釈所引-出典未詳）

1 【いつとかはおどろかすべき明けぬ夜の夢覚めてとか言ひしひとこと】夕霧から落葉宮への贈歌。宮の「あさましき夢の世をすこしも思ひ覚ます折あらば」と言った言葉を受けて詠み贈る。

2 【上より落つる】『源氏釈』は「いかにしていかに住むらむ奥山の上より落つる音無の滝」（出典未詳）を指摘。


夕霧．４．５．１１

■　とや書かいたまひつらむ1、おし包つつみて、名残なごりも、

◇　とでもお書きになったのであろうか、手紙を包んで、その後も、

■　「いかでよからむ2」

◇　「どうしたらよかろう」

■　など口くちずさびたまへり。

◇　などと口ずさんでいらっしゃった。

■　人召ひとめして賜たまひつ。

◇　人を召してお渡しになった。

■　「御返おほむかへり事ことをだに見みつけてしがな。

◇　「せめてお返事だけでも見たいものだわ。

■　なほ、いかなることぞ3」

◇　やはり、本当はどうなのかしら」

■　と、けしき見みまほしう思おぼす。

◇　と、様子を窺いたくお思いになっている。


1 【とや書いたまひつらむ】大島本は「かい給つらむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「書いたまへらむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。『弄花抄』は「双紙詞歟いかてよからんと夕霧の吟し給ふによて也」と指摘。三光院説「いかてよからんなとの給ふを雲居雁の聞とかめて文の内を推し給ふ也」。『評釈』は「語り手の注釈である」と注す。

2 【いかでよからむ】『集成』は「前注に引く歌（源氏釈所引歌）とは別の引歌があるかとも考えられるが、「いかにしていかによからむ」の調べにならって口ずさんだものか」と注す。

3 【御返り事をだに見つけてしがななほいかなることぞ】雲居雁の心中。


第六段　落葉宮の返歌が届く

夕霧．４．６．１

■　日ひたけてぞ持もて参まゐれる。

◇　日が高くなってから返事を持って参った。

■　紫むらさきのこまやかなる紙かみすくよかにて、小少将こせうしゃうぞ、例れいの聞きこえたる。

◇　紫の濃い紙が素っ気ない感じで、小少将の君が、いつものようにお返事申し上げた。

■　ただ同おなじさまに、かひなきよしを書かきて1、

◇　いつもと同じで、何の甲斐もないことを書いて、


1 【かひなきよしを書きて】宮の返事が頂けない旨を書いて。


夕霧．４．６．２

■　「いとほしさに1、かのありつる御文おほむふみに2、手習てならひすさびたまへるを3盗ぬすみたる」

◇　「お気の毒なので、あの頂戴したお手紙に、手習いをしていらしたのをこっそり盗みました」


1 【いとほしさに】以下「盗みたる」まで、小少将の君の文言。

2 【かのありつる御文に】『完訳』は「以前夕霧が贈った手紙の余白に、宮が古歌や自作の歌を書きつけた。小少将がその部分をひそかに盗んで破り、同封してきた」と注す。

3 【手習ひすさびたまへるを】主語は落葉宮。


夕霧．４．６．３

■　とて、中なかにひき破やりて入いれたる1、

◇　とあって、中に破いて入っていたが、

■　「目めには見みたまうてけり」

◇　「御覧になったのだ」

■　と、思おぼすばかりのうれしさぞ、いと人悪ひとわろかりける3。

◇　と、お思いになるだけで嬉しいとは、とても体裁の悪い話である。

■　そこはかとなく書かきたまへるを、見続みつづけたまへれば4、

◇　とりとめもなくお書きになっているのを、見続けていらっしゃると、


1 【ひき破りて入れたる】大島本は「入たる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「入たり」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2? 【目にはみたまうてけり】夕霧の心中。完了の助動詞「て」確述。過去助動詞「けり」詠嘆。驚嘆のニュアンス。

3 【いと人悪ろかりける】『休聞抄』は「双」と指摘。『完訳』は「語り手の夕霧への評語」と注す。

4 【見続けたまへれば】『集成』は「文句を続けてご覧になると」。『完訳』は「散らし書きの文字を継いで」と訳す。


夕霧．４．６．４

■　「朝夕あさゆふに泣なく音ねを立たつる小野山をのやまは

絶たえぬ涙なみだや音無おとなしの滝たき」

◇　「朝な夕なに声を立てて泣いている小野山では

ひっきりなしに流れる涙は音無の滝になるのだろうか」

夕霧．４．６．５

■　とや、とりなすべからむ2、古言ふることなど、もの思おもはしげに書かき乱みだりたまへる、御手おほむてなども見所みどころあり。

◇　とか、読むのであろうか、古歌などを、悩ましそうに書き乱れていらっしゃる、ご筆跡なども見所がある。


1? 【朝夕に泣く音を立つる小野山は絶えぬ涙や音無の瀧】落葉宮の手習歌。『完訳』は「亡母追慕の歌」と注す。『大系』は「恋ひ侘びぬ音をだに泣かむ声立てていづれなるらむ音無の滝」（拾遺集恋二、七四九、読人しらず）を指摘。

2 【とやとりなすべからむ】夕霧と語り手の視点が一体化した表現。


夕霧．４．６．６

■　「人ひとの上うへなどにて、かやうの好すき心思ごころおもひ焦いらるるは、もどかしう、うつし心ごころならぬことに見聞みききしかど、身みのことにては2、げにいと堪たへがたかるべきわざなりけり。

◇　「他人の事などで、このような浮気沙汰に心焦がれているのは、はがゆくもあり、正気の沙汰でもないように見たり聞いたりしていたが、自分の事となると、なるほどまことに我慢できないものであるなあ。

■　あやしや。

◇　不思議だ。

■　など、かうしも思おもふべき心焦こころいられぞ」

◇　どうして、こんなにもいらいらするのだろう」


1? 【人の上などまで】以下「心焦られそ」まで、夕霧の心中。「人の上」は柏木のことをさす。

2 【身のことにては】夕霧、我が身を反省。


夕霧．４．６．７

■　と思おもひ返かへしたまへど、えしもかなはず。

◇　と反省なさるが、思うにまかせない。

第五章　落葉宮の物語　夕霧執拗に迫る

第一段　源氏や紫の上らの心配

夕霧．５．１．１

■　六条院ろくでうのゐんにも聞きこし召めして、いとおとなしう1よろづを思おもひしづめ、人ひとのそしりどころなく、めやすくて過すぐしたまふを、おもだたしう、わがいにしへ、すこしあざればみ、あだなる名なを取とりたまうし2面起おもておこしに3、うれしう思おぼしわたるを4、

◇　六条院にもお聞きあそばして、とても落ち着いていて何につけ冷静で、人の非難もなく、無難に過ごしていらっしゃるのを、誇りに思い、自分の若いころ、少し風流すぎて、好色家だという評判をおとりになった名誉回復に、嬉しくお思い続けていらしたが、


1 【いとおとなしう】以下「口入るべきことならず」まで、源氏の心中。前半、源氏の心中と地の文とが混合した表現。「いとほしう」以下が直接心中文。

2 【わがいにしへすこしあざればみあだなる名を取りたまうし】源氏、好色の半生を振り返り反省する。「たまうし」という敬語表現が混在する。

3 【面起こしに】夕霧を我が不名誉を挽回してくれた子だと賞賛。

4 【うれしう思しわたるを】「思し」という敬語が混在。


夕霧．５．１．２

■　「いとほしう、いづ方かたにも心苦こころぐるしきことのあるべきこと。

◇　「かわいそうに、どちらにとってもお気の毒なことがきっとあるだろうことよ。

■　さし離はなれたる仲なからひにてだにあらで2、大臣おとどなども3、いかに思おもひたまはむ。

◇　赤の他人の間でさえなく、大臣なども、どのようにお思いになろうか。

■　さばかりのこと、たどらぬにはあらじ。

◇　それくらいのこと、分からないではないだろう。

■　宿世すくせといふもの、逃のがれわびぬることなり。

◇　宿世というものからは、逃れられないのだ。

■　ともかくも口入くちいるべきことならず」

◇　とやかく口を出すべきことではない」


1? 【いとほしういづ方につけても】以下、純粋な源氏の心中文となる。雲居雁に対してもまた落葉宮に対しても。

2 【さし離れたる仲らひにてだにあらで】夕霧と雲居雁と落葉宮の関係。致仕太政大臣から見れば、夕霧は我が甥であり、娘雲居雁の夫、落葉宮は我が子柏木の妻であった人。その女性に甥であり娘婿である夕霧が懸想をしている、ということ。

3 【大臣なども】致仕太政大臣。


夕霧．５．１．３

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　女をむなのためのみにこそ、いづ方かたにもいとほしけれと、あいなく聞きこしめし嘆なげく。

◇　女の身にとっては、どちらに対してもお気の毒だと、困った事にお聞きあそばしてお心をお痛めになる。

夕霧．５．１．４

■　紫むらさきの上うへにも、来きし方行かたゆく先さきのこと思おぼし出いでつつ、かうやうP19のためしを聞きくにつけても、亡なからむ後のち、うしろめたう思おもひきこゆるさまをのたまへば、御顔おほむかほうち赤あかめて、「心憂こころうく、さまで後おくらかしたまふべきにや」と思おぼしたり。

◇　紫の上に対しても、今までのことや将来のことをお考えになりながら、このような噂を聞くにつけても、亡くなった後、不安にお思い申し上げる様子をおっしゃると、お顔をぽっと赤らめて、「情けないこと。そんなに長く後にお残しなさるおつもりか」とお思いになっていた。


P19 かうやう--か（か/+う〈朱〉）やう


夕霧．５．１．５

■　「女をむなばかり、身みをもてなすさまも所狭ところせう、あはれなるべきものはなし。

◇　「女ほど、身の処し方も窮屈で、痛ましいものはない。

■　もののあはれ、折をりをかしきことをも、見知みしらぬさまに引ひき入いり沈しづみなどすれば、何なににつけてか、世よに経ふる映はえばえしさも、常つねなき世よのつれづれをも慰なぐさむべきぞは。

◇　ものの情趣も、折にふれた興趣深いことも、見知らないふうに身を引いて黙ってなどいては、いったい何によって、この世に生きている晴れがましさを味わい、無常なこの世の所在なさをも慰めることができよう。

夕霧．５．１．６

■　おほかた、ものの心こころを知しらず、いふかひなきものにならひたらむも、生おほしたてけむ親おやも、いと口惜くちをしかるべきものにはあらずや。

◇　だいたい、ものの道理も弁えないで、つまらない者のようになってしまったのでは、育てた親も、とても残念に思うはずではないか。

夕霧．５．１．７

■　心こころにのみ籠こめて、無言太子むごんたいしとか、小法師こぼふしばらの悲かなしきことにする昔むかしのたとひのやうに、悪あしきこと善よきことを思おもひ知しりながら、埋うづもれなむも、いふかひなし。

◇　心の中にばかり思いをこめて、無言太子とか言って、小法師たちが辛い修行の例とする昔の喩えのように、悪い事良い事を弁えながら、口に出さずにいるのは、つまらない。

■　わが心こころながらも、良よきほどには、いかで保たもつべきぞ」

◇　自分ながらも、ほど好い身の処し方をするには、どのようにしたらよいものか」

夕霧．５．１．８

■　と思おぼしめぐらすも、今いまはただ女一をむないちの宮みやの御おほむためなり。

◇　とご思案なさるのも、今はただ女一の宮の御身のためを思ってのことである。

第二段　夕霧、源氏に対面

夕霧．５．２．１

■　大将だいしゃうの君きみ、参まゐりたまへるついでありて、思おもひたまへらむけしきもゆかしければ1、

◇　大将の君が、参上なさった機会があって、悩んでいらっしゃる様子も知りたいので、


1 【思ひたまへらむけしきもゆかしければ】主語は源氏。夕霧が悩んでいる様子を。


夕霧．５．２．２

■　「御息所みやすむどころの忌果いみはてぬらむな1。

◇　「御息所の忌中は明けたのだろうね。

■　昨日今日きのふけふと思おもふほどに、三年2みとせよりあなたのことになる世よにこそあれ。

◇　昨日今日と思っているうちに、三年以上の昔になる世の中なのだ。

■　あはれに、あぢきなしや。

◇　ああ、悲しく味気ないものだ。

■　夕ゆふべの露つゆS17かかるほどのむさぼりよ3。

◇　夕方の露がかかっている間の寿命を貪っているとは。

■　いかでかこの髪剃かみそりて、よろづ背そむき捨すてむと思おもふを、さものどやかなるやうにても過すぐすかな。

◇　何とかこの髪を剃って、何もかも捨て去ろうと思うが、なんといつまでものんびりと過ごしていることか。

■　いと悪わろきわざなりや」

◇　まことに悪いことだ」


S17 朝露貪名利　夕陽憂子孫（白氏文集二-七九「不致仕」）

1 【御息所の忌果てぬらむな】以下「いと悪ろきわざなりや」まで、源氏の詞。

2 【三年】みそとせ横山本・池田本・三条西家本『集成』は「三十年」と校訂し「人の死後、月日のたつことの早さをいう当時の諺と思われる。朝顔の巻にも同様の表現がある」と注す。

3 【夕べの露かかるほどのむさぼりよ】「朝の露に名利を貪り、夕の陽に子孫を憂ふ」（白氏文集、不致仕）。


夕霧．５．２．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

夕霧．５．２．４

■　「まことに惜をしげなき人ひとだにこそ、はべめれ1」

◇　「ほんとうに、惜しくない人でさえ、めいめい離れがたく思っている人の世でございましょう」

■　など聞きこえて、

◇　などと申し上げて、

■　「御息所みやすむどころの四十九日なななぬかのわざなど2、大和守やまとのかみなにがしの朝臣あそむ、一人3扱ひとりあつかひはべる、いとあはれなるわざなりや。

◇　「御息所の四十九日の法事など、大和守某朝臣が、独りでお世話致しますのは、とてもお気の毒なことです。

■　はかばかしきよすがなき人ひとは、生いける世よの限かぎりにて、かかる世よの果はてこそ、悲かなしうはべりけれ」

◇　しっかりした縁者がいない方は、生きている間だけのことで、このような死後は、悲しゅうございます」


1 【まことに惜しげなき人だにこそはべめれ】大島本は「たにこそはへめれ」とある。『集成』『完本』は底本に従って「人だにおのがじしは離れがたく思ふ世にこそはべめれ」と「おのがじしは離れがたく思ふ世に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。夕霧の詞。

2 【御息所の四十九日のわざなど】以下「悲しうはべりけれ」まで、夕霧の詞。

3 【大和守なにがしの朝臣一人】夕霧の詞。大和守某朝臣一人。「某」は実名を語り手が朧化した表現。


夕霧．５．２．５

■　と、聞きこえたまふ。

◇　と、お申し上げになる。

夕霧．５．２．６

■　「院ゐんよりも1弔とぶらはせたまふらむ。

◇　「朱雀院からも御弔問があるだろう。

■　かの皇女みこ、いかに思おもひ嘆なげきたまふらむ。

◇　あの内親王、どんなにお嘆きでいらっしゃるだろう。

■　はやう聞ききしよりは、この近ちかき年としごろ2、ことに触ふれて聞きき見みるに、この更衣かういこそ3、口惜くちをしからずめやすき人ひとのうちなりけれ。

◇　昔聞いていた時よりは、つい最近、何かにつけ聞いたり見たりするに、この更衣は、しっかりした無難な人の中に入っていた。

■　おほかたの世よにつけて、惜をしきわざなりや。

◇　世間一般のことにつけて、惜しいことをしたものだ。

■　さてもありぬべき人ひとの4、かう亡うせゆくよ。

◇　生きていてもよいと思う方が、このように亡くなってゆくことよ。


1 【院よりも】以下「人ざまもよくおはすべし」まで、源氏の詞。『集成』は「夕霧の言葉を受けて、院からのお世話もあろうから御息所の御法事に疎漏はあるまい、と言う」。『完訳』は「以下、源氏は遠まわしに、夕霧の反応を試そうとする」と注す。

2 【この近き年ごろ】柏木の死後。

3 【この更衣こそ】一条御息所。

4 【さてもありぬべき人の】『集成』は「もっと生きていて欲しい人が」。『完訳』は「まずまずと思うような人が」と訳す。


夕霧．５．２．７

■　院ゐんも、いみじう驚おどろき思おぼしたりけり。

◇　朱雀院も、ひどく驚きお悲しみになっていた。

■　かの皇女みここそは、ここにものしたまふ入道にふだうの宮みやよりさしつぎには、らうたうしたまひけれ。

◇　あの内親王は、ここにいらっしゃる入道の宮の次には、かわいがっていらっしゃった。

■　人ひとざまもよくおはすべし」

◇　人柄も良くいらっしゃるのだろう」

夕霧．５．２．８

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

夕霧．５．２．９

■　「御心みこころはいかがものしたまふらむ1。

◇　「お気立てはどのようでいらっしゃいましょう。

■　御息所みやすむどころは、こともなかりし人ひとのけはひ、心こころばせになむ2。

◇　御息所は、申し分のない人柄や、気立てでいらっしゃいました。

■　親したしううちとけたまはざりしかど3、はかなきことのついでに、おのづから人ひとの用意よういはあらはなるものになむはべる」

◇　親しく気をお許して接したわけではありませんでしたが、ちょっとした事の機会に、自然と人の心配りというものがよく分かるものでございます」


1 【御心はいかがものしたまふらむ】以下「ものになむはべる」まで、夕霧の詞。『完訳』は「夕霧は誘導尋問をかわし、御息所の話題に転換」と注す。推量の助動詞「らむ」視界外推量、夕霧の空とぼけ。

2 【心ばせになむ】係助詞「なむ」の下に「おはしき」などの語句が省略された形。

3 【親しううちとけたまはざりしかど】『完訳』は「親しく話を交わしたことがあるのに、そらとぼけて言う」と注す。


夕霧．５．２．１０

■　と聞きこえたまひて、宮みやの御おほむこともかけず、いとつれなし1。

◇　とお申し上げになって、宮の御事は口にかけず、まったく素知らぬふりをしている。


1 【宮の御こともかけずいとつれなし】『集成』は「源氏の目に映じた夕霧の態度」と注す。


夕霧．５．２．１１

■　「かばかりのすくよけ心ごころに1思おもひそめてむこと、諌いさめむにかなはじ。

◇　「これほどの一本気の性格の者が思い染めたことは、忠告しても聞き入れないだろう。

■　用もちゐざらむものから、我賢われさかしに言出こといでむもあいなし」

◇　聞き入れもしないだろうことを分かっていながら、自分が分別くさく口を出してもしようがない」


1 【かばかりのすくよけ心に】以下「あいなし」まで、源氏の感想。


夕霧．５．２．１２

■　と思おぼして止やみぬ。

◇　とお思いになっておやめになった。

第三段　父朱雀院、出家希望を諌める

夕霧．５．３．１

■　かくて御法事おほむほふじに、よろづとりもちてせさせたまふ。事ことの聞きこえ、おのづから隠かくれなければ、大殿おほいどのなどにも聞ききたまひて、「さやはあるべき2」など、女方をむながたの心浅こころあさきやうに思おぼしなすぞ、わりなきや3。かの昔むかしの御心みこころあれば4、君達きむだち、参まで訪とぶらひたまふ5。

◇　こうしてご法事に、万端を取り仕切っておさせなさる。その評判は、自然に知れることなので、大殿などにおかれてもお聞きになって、「そんなことがあって良いことか」などと、妻方が思慮が浅いようにお考えになるのは、困ったことである。あの故人とのご縁もあるので、ご子息たちも。ご法要に参集なさる。


1? 【御法事よろづとりもちてせさせたまふ】主語は夕霧。「せ」「させ」（使役の助動詞）「たまふ」（尊敬の補助動詞）。『完訳』は「御息所の四十九日の法事。夕霧が主宰し、大和守がこれを準備」と注す。

2 【さやはあるべき】『集成』は「おだやかならぬことだ」。『完訳』は「そんなことがあってよいものか」「致仕の大臣は、自分が依頼されると思っていたので腹を立てる」と注す。

3 【わりなきや】『評釈』は「作者も読みあげる女房も、聞く姫君、女君、傍らの女房たちも、女たちは皆一様に顔をあげ、悔しいため息をつく」。『集成』は「宮にとっては濡衣だというほどの気持の草子地」と注す。

4 【昔の御心あれば】「昔」は故人柏木をさし、「御心」は御縁というほどの意。

5 【君達参で訪らひたまふ】大島本は「きむたちまて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「君達も」と校訂する。『新大系』は「君達まで」と整定する。柏木の弟たち。ここは法要に参列。


夕霧．５．３．２

■　誦経ずきゃうなど、殿とのよりもいかめしうせさせたまふ。

◇　読経など、大殿からも盛大におさせになる。

■　これかれも、さまざま劣おとらずしたまへれば、時ときの人ひとのかやうのわざに劣おとらずなむありける。

◇　誰も彼も、いろいろ負けず劣らずなさったので、時めく人のこのような法事に負けないほどであった。

夕霧．５．３．３

■　宮みやは、かくて住すみ果はてなむと思おぼし立たつことありけれど1、院ゐんに、人ひとの漏もらし奏そうしければ、

◇　宮は、このまま小野で一生を送ろうとご決心なさったことがあったが、朱雀院に、誰かがそっとお告げ申し上げたので、


1 【宮はかくて住み果てなむと思し立つことありけれど】落葉宮は小野に籠もったまま出家しようと決心。


夕霧．５．３．４

■　「いとあるまじきことなり1。

◇　「それはとんでもないことです。

■　げに、あまた、とざまかうざまに身みをもてなしたまふべきことにもあらねど2、後見うしろみなき人ひとなむ、なかなかさるさまにて、あるまじき名なを立たち3、罪得つみえがましき時とき、この世後よの世ちのよ、中空なかぞらに4もどかしき咎負とがおふわざなる。

◇　なるほど、何人とも、あれこれと身の関わりをお持ちになることは良いことではないが、後見のない人は、なまじ尼姿になってから、けしからぬ噂がたち、罪を得るような時、現世も来世も、どっちつかずの非難されるというものです。


1 【いとあるまじきことなり】以下「ともかうも」まで、朱雀院から落葉宮への手紙文の趣旨。

2 【げにあまたとざまかうざまに身をもてなしたまふべきことにもあらねど】「げに」は落葉宮が夕霧を避けて出家したいと言った趣旨を受けたもの。『集成』は「柏木との結婚、そして夕霧とのことを婉曲に言ったもの」と注す。

3 【あるまじき名を立ち】『完訳』は「夕霧と宮の仲は断ち切れまいとも懸念し、さらには尼の身で愛欲の罪を犯すのを恐れる」と注す。

4 【この世後の世中空に】現世における幸福、来世における極楽往生、どちらも得ることなく、中途半端におわる。


夕霧．５．３．５

■　ここにかく世よを捨すてたるに、三さむの宮みやの同おなじごと身みをやつしたまへる、すべなきやうに人ひとの思おもひ言いふも1、捨すてたる身みには、思おもひ悩なやむべきにはあらねど、かならずさしも、やうのことと争あらそひたまはむも、うたてあるべし。

◇　自分がこのように世を捨てているのに、三の宮が同じように出家なさったのを、何ともなす手がないように人が思ったり言ったりするのも、世を捨てた身には、思い悩むべきことではないが、必ずそんなにも、同じように競って出家なさるのも、感心しないことでしょう。


1 【すべなきやうに人の思ひ言ふも】大島本は「すへなき」とある。『集成』『完本』は「末（すゑ）なき」と整定する。『新大系』は「すべなき」とする。父親娘揃って出家したことを指していう。


夕霧．５．３．６

■　世よの憂うきにつけて厭はいとふは1、なかなか人悪ひとわろきわざなり。

◇　世の辛さに負けて世を厭うのは、かえって体裁の悪いことです。

■　心こころと思おもひ取とる方かたありて、今いますこし思おもひ静しづめP20,2、心澄こころすましてこそ、ともかうも」

◇　自分でしっかり考えて、もう少し冷静になって、心を澄ましてから、どうなりとも」


P20 思ひ取る方ありて、今すこし思ひ静め--*おもひしつめ

1 【世の憂きにつけて厭ふは】『完訳』は「夕霧の言い寄る時に出家するのは、かえってよからぬ噂が立つ、の気持」と注す。

2 【心と思ひ取る方ありて今すこし思ひ静め】大島本は「心とおもひしつめ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心と思ひ取る方ありて今すこし思ひ静め」と「取る方ありて今すこし」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


夕霧．５．３．７

■　とたびたび聞きこえたまうけり。

◇　と度々申し上げなさった。

■　この浮うきたる御名おほむなをぞ聞きこし召めしたるべき1。

◇　この浮いたお噂をお耳にあそばしたのであろう。

■　「さやうのことの思おもはずなるにつけて倦うんじたまへる」

◇　「噂のようなことが思うとおりに行かないので世をお厭いになった」

■　と2言いはれたまはむことを思おぼすなりけり。

◇　と言われなさることを御心配なさったのであった。

■　さりとて、また、

◇　そうかといって、また、

■　「表あらはれてものしたまはむも3あはあはしう、心こころづきなきこと」

◇　「公然と再婚なさるのも軽薄で、感心しないこと」

■　と、思おぼしながら、恥はづかしと思おぼさむもいとほしきを、

◇　と、お思いになりながら、恥ずかしいとお思いになるのもお気の毒なので、

■　「何なにかは、我われさへ聞きき扱あつかはむ4」

◇　「どうして、自分までが噂を聞いて口出ししたりしようか」

■　と思おぼしてなむ、この筋すぢは5、かけても聞きこえたまはざりける。

◇　とお思いになって、このことは、全然一言もお出し申し上げなさらないのだった。


1 【この浮きたる御名をぞ聞こし召したるべき】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「朱雀院の文面の背後を補足説明した語り手のことば」と注す。

2 【さやうのことの思はずなるにつけて倦じたまへると】『集成』は「夕霧との間に実事があり、その後、夕霧の態度が煮えきらないので出家したと世間に取り沙汰されることを朱雀院は心配する」と注す。

3 【表はれてものしたまはむも】公然と夕霧と再婚すること。

4 【何かは、我さへ聞き扱はむ】朱雀院の心中。夕霧のことをはっきりと言えば、落葉の宮が恥ずかしく思うのが、気の毒だ、という気持ち。

5 【この筋は】夕霧の件をさす。


第四段　夕霧、宮の帰邸を差配

夕霧．５．４．１

■　大将だいしゃうも、

◇　大将も、

■　「とかく言いひなしつるも1、今いまはあいなし。

◇　「あれこれと言ってみたが、今は無駄なことだ。

■　かの御心みこころに許ゆるしたまはむことは2、難かたげなめり。

◇　宮のお心ではお聞き入れなさることは、難しいことのようだ。

■　御息所みやすむどころの心知こころしりなりけりと、人ひとには知しらせむ。

◇　御息所が承知済みであったと、世間の人には知らせよう。

■　いかがはせむ3。

◇　どうしようもない。

■　亡なき人ひとにすこし浅あさき咎とがは思おもはせて、いつありそめしことぞともなく、紛まぎらはしてむ。

◇　亡くなった方に少し思慮が浅かったと罪を思わせて、いつからそうなったということもなく、分からなくさせてしまおう。

■　さらがへりて、懸想けさうだち、涙なみだを尽つくしかかづらはむも、いとうひうひしかるべし」

◇　年がいもなく若返って、懸想をし、涙を流し尽くして口説いたりするのも、いかにも身にふさわしからぬことだろう」


1 【とかく言ひなしつるも】以下「いとうひうひしかるべし」まで、夕霧の心中。

2 【かの御心に許したまはむことは】落葉宮をさす。

3 【いかがはせむ】反語表現。どうしようもない。


夕霧．５．４．２

■　と思おもひ得えたまうて、一条いちでうに渡わたりたまふべき日ひ、その日ひばかりと定さだめて1、大和守召やまとのかみめして、あるべき作法さほふのたまひ、宮みやのうち払はらひしつらひ、さこそいへども、女をむなどちは、草茂くさしげう住すみなしたまへりしを、磨みがきたるやうにしつらひなして、御心みこころづかひなど、あるべき作法さほふめでたう2、壁代かべしろ、御屏風みびゃうぶ、御几帳みきちゃう、御座おましなどまで思おぼし寄よりつつ、大和守やまとのかみにのたまひて、かの家いへにぞ3急いそぎ仕つかうまつらせたまふ。

◇　と決心なさって、一条邸にお帰りになる予定の日を、何日ほどにと決めて、大和守を呼んで、しかるべき諸式をお命じになり、邸内を掃除し整え、何といっても、女世帯では、草深く住んでいらっしゃったので、磨いたように整備し直して、お気づかいぶりなどは、しかるべきやり方も立派に、壁代、御屏風、御几帳、御座所などまでお気を配りなさり、大和守にお命じになって、あちらの家で急いで準備させなさる。


1 【一条に渡りたまふべき日その日ばかりと定めて】『集成』は「帰宅、しかも結婚と夕霧は決め込んでいるので、暦によって吉日を選ぶ」と注す。

2 【あるべき作法めでたう】『集成』は「婚儀にふさわしい諸式」「しかるべき立派な品々を整え」。『完訳』は「移転のためのしかるべき儀礼」「必要な諸式も立派に」と訳す。

3 【かの家にぞ】大和守の家で。


夕霧．５．４．３

■　その日ひ、我われおはしゐて、御車みくるま、御前ごぜんなどたてまつれたまふ1。

◇　その日、自分でいらっしゃって、お車や、御前駆などを差し向けなさる。

■　宮みやは、さらに渡わたらじと思おぼしのたまふを2、人ひとびといみじう聞きこえ、大和守やまとのかみも、

◇　宮は、どうしても帰るまいとお思いになりおっしゃるのを、女房たちが熱心に説得申し上げ、大和守も、


1 【御車御前などたてまつれたまふ】夕霧が小野山荘の落葉宮に差し向けなさる。

2 【思しのたまふを】「を」格助詞、目的格を表す。


夕霧．５．４．４

■　「さらに承うけたまはらじ。

◇　「まったくご承知するわけには行きません。

■　心細こころぼそく悲かなしき御おほむありさまを見みたてまつり嘆なげき、このほどの宮仕みやづかへは、堪たふるに従したがひて仕つかうまつりぬ。

◇　心細く悲しいご様子を拝見し心を痛め、これまでのお世話は、できるだけのことはさせていただきました。

夕霧．５．４．５

■　今いまは、国くにのこともはべり、まかり下くだりぬべし。

◇　今は、任国の公務もございますし、下向しなければなりません。

■　宮みやの内うちのことも、見みたまへ譲ゆづるべき人ひともはべらず。

◇　お邸内のことも任せられる人もございません。

■　いとたいだいしう、いかにと見みたまふるを、かくよろづに思おぼしいとなむを、げに、この方かたにとりて思おもたまふるには、かならずしもおはしますまじき御おほむありさまなれど、さこそは、いにしへも御心みこころにかなはぬためし、多おほくはべれ。

◇　まことに不行届なことで、どうしたものかと心配いたしておりますが、このように万事お世話なさいますのを、なるほど、ご結婚ということを考えてみますと、必ずしも今すぐに移転するのが良いというのではないお身の上ですが、そのように、昔もお心のままにならなかった例は、多くございます。

夕霧．５．４．６

■　一所ひとところやは、世よのもどきをも負おはせたまふべき。

◇　あなたお一方だけが、世間の非難をお受けになることでしょうか。

■　いと幼をさなくおはしますことなり。

◇　とても幼稚なお考えです。

■　たけう思おぼすとも、女をむなの御心みこころひとつに、わが御身おほむみをとりしたため、顧かへりみたまふべきやうかあらむ。

◇　いくら強がっても、女一人のご分別で、ご自分の身の振りをきちんとなさり、お気をつけなさることがどうしてできましょうか。

■　なほ、人ひとのあがめかしづきたまへらむに助たすけられてこそ、深ふかき御心みこころのかしこき御おほむおきても、それにかかるべきものなり。

◇　やはり、男性から大事にお世話なされるのに助けられて、初めて深いお考えによる立派なご方針も、それに依存するものなのです。

夕霧．５．４．７

■　君きみたちの聞きこえ知しらせたてまつりたまはぬなり。

◇　あなた方がよくお教え申し上げなさらないのです。

■　かつは、さるまじきことをも、御心みこころどもに仕つかうまつりそめたまうて」

◇　一方では、けしからぬことをも、ご自分たちの判断でかってにお取り計らい申し上げなさって」

夕霧．５．４．８

■　と、言いひ続つづけて、左近さこん、少将せうしゃうを責せむ。

◇　と、言い続けて、左近の君や、小少将の君を責める。

第五段　落葉宮、自邸へ向かう

夕霧．５．５．１

■　集あつまりて聞きこえこしらふるに1、いとわりなく、あざやかなる御衣おほむぞども、人ひとびとのたてまつり替かへさするも3、われにもあらず、なほ、いとひたぶるに削そぎ捨すてまほしう思おぼさるる御髪みぐしを、かき出いでて見みたまへば、六尺ろくさくばかりにて、すこし細ほそりたれど、人ひとはかたはにも見みたてまつらず、みづからの御心みこころには、

◇　寄ってたかって説得申し上げるので、とても困りきって、色鮮やかなお召し物を、女房たちがお召し替え申し上げるにも、夢心地で、やはり、とても一途に削き落としたく思われなさる御髪を、掻き出して御覧になると、六尺ほどあって、少し細くなったが、女房たちは不完全だとは拝見せず、ご自身のお気持ちでは、


1 【集りて聞こえこしらふるに】主語は女房たち。

2? 【いとわりなくて】以下、落葉宮の心に即した叙述。

3 【あざやかなる御衣ども人びとのたてまつり替へさするも】喪服から婚儀にふさわしい華やかな衣裳に着替えさせる。


夕霧．５．５．２

■　「いみじの衰おとろへや1。

◇　「ひどく衰えたこと。

■　人ひとに見みゆべきありさまにもあらず。

◇　とても男の人にお見せできなる有様ではない。

■　さまざまに心憂こころうき身みを」

◇　いろいろと情けない身の上であるものを」


1 【いみじの衰へや】以下「心憂き身を」まで、落葉の宮の心中。


夕霧．５．５．３

■　と思おぼし続つづけて、また臥ふしたまひぬ。

◇　とお思い続けなさって、また臥せっておしまいになった。

夕霧．５．５．４

■　「時違ときたがひぬ。

◇　「時刻に遅れます。

■　夜よも更ふけぬべし1」

◇　夜も更けてしまいます」


1 【時違ひぬ夜も更けぬべし】女房の詞。『集成』は「出発の時刻も吉時を選ぶ」と注す。


夕霧．５．５．５

■　と、皆騒みなさわぐ。

◇　と、皆が騷ぐ。

■　時雨しぐれいと心こころあわたたしう吹ふきまがひ、よろづにもの悲かなしければ1、

◇　時雨がとても心急かせるように風に吹き乱れて、何事にもつけ悲しいので、


1 【時雨いと心あわたたしう吹きまがひよろづにもの悲しければ】『完訳』は「宮の心象風景でもある」と注す。時雨は晩秋から初冬にかけての季節の景物。


夕霧．５．５．６

■　「のぼりにし峰みねの煙けぶりにたちまじり

思おもはぬ方かたになびかずもがな1」

◇　「母君が上っていった峰の煙と一緒になって

思ってもいない方角にはなびかずにいたいものだわ」


1 【のぼりにし峰の煙にたちまじり思はぬ方になびかずもがな】落葉宮の独詠歌。『河海抄』は「須磨の海人の塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり」（古今集恋四、七〇八、読人しらず）を指摘。夕霧の意のままになるよりは、ここで死にたい、の意。


夕霧．５．５．７

■　心こころひとつには強つよく思おぼせど、そのころは、御鋏おほむはさみなどやうのものは1、皆みなとり隠かくして、人ひとびとの守まもりきこえければ、

◇　ご自分では気強く思っていらっしゃるが、そのころは、お鋏などのような物は、みな取り隠して、女房たちが目をお離し申さずいたので、


1 【御鋏などやうのものは】髪を下ろさないように。


夕霧．５．５．８

■　「かくもて騒さわがざらむにてだに1、何なにの惜をしげある身みにてか2、をこがましう、若々わかわかしきやうにはひき忍しのばむ。

◇　「このように騒がないでいても、どうして惜しい身の上で、愚かしく、子供っぽくもこっそり髪を下ろしたりしようか。

■　人聞ひとぎきもうたて思おぼすまじかべきわざを」

◇　人聞きも悪いとお思いなさることを」


1 【かくもて騒がざらむにてだに】以下「思すまじかべきわざを」まで、落葉宮の心中。

2 【身にてか】係助詞「か」は「忍ばむ」連体形に係る。こっそり髪を下ろそうか、けっしてせぬ。反語表現。


夕霧．５．５．９

■　と思おぼせば、その本意ほいのごともしたまはず。

◇　とお思いになると、ご希望通り出家もなさらない。

夕霧．５．５．１０

■　人ひとびとは、皆みないそぎ立たちて、おのおの、櫛くし、手筥てばこ、唐櫃からびつ、よろづの物ものを、はかばかしからぬ袋ふくろやうの物ものなれど、皆みなさきだてて運はこびたれば、一人止ひとりとまりたまふべうもあらで、泣なく泣なく御車みくるまに乗のりたまふも、傍かたはらのみまもられたまて1、こち渡わたりたまうし時2とき、御心地みここちの苦くるしきにも、御髪みぐしかき撫なで3つくろひ、下おろしたてまつりたまひしを思おぼし出いづるに、目めも霧きりていみじ。

◇　女房たちは、全員急ぎ出して、それぞれ、櫛や、手箱や、唐櫃や、いろいろな道具類を、つまらない袋入れのような物であるが、全部前もって運んでしまっていたので、独り居残っているわけにもゆかず、泣く泣くお車にお乗りになるのも、隣の空席ばかりに自然と目が行きなさって、こちらにお移りになった時、ご気分が優れなかったにも関わらず、御髪をかき撫でて繕って、降ろしてくださったことをお思い出しになると、目も涙にむせんでたまらない。

■　御佩刀みはかしに添そへて経筥きゃうばこを添そへたるが、御傍おほむかたはらも離はなれねば4、

◇　御佩刀といっしょに経箱を持っているが、いつもお側にあるので、


1 【傍らのみまもられたまて】『集成』は「誰もいないお側が見つめられるばかりで。御息所がお側にいないさびしさである」。『完訳』は「『蜻蛉日記』康保元年秋、母を喪った作者が京の邸に変える条に、また鳴滝から京に連れ戻される条に類似」と注す。

2 【こち渡りたまうし時】「こち」は小野山荘をさす。「し」過去の助動詞。小野に来たころを回想。

3 【御心地の苦しきにも御髪かき撫で】母御息所が気分悪いながらも宮の御髪を、の意。

4 【御佩刀に添へて経筥を添へたるが御傍らも離れねば】「御佩刀」は守刀。「経」は法華経か。いずれも亡き母御息所から贈られた形見の品。


夕霧．５．５．１１

■　「恋こひしさの慰なぐさめがたき形見かたみにて

涙なみだにくもる玉たまの筥はこかな1」

◇　「恋しさを慰められない形見の品として

涙に曇る玉の箱ですこと」


1 【恋しさの慰めがたき形見にて涙にくもる玉の筥かな】落葉宮の独詠歌。「形見」「筺」の掛詞。


夕霧．５．５．１２

■　黒くろきもまだしあへさせたまはず1、かの手てならしたまへりし螺鈿らでんの筥はこなりけり。

◇　黒造りのもまだお調えにならず、あの日頃親しくお使いになっていた螺鈿の箱なのであった。

■　誦経ずきゃうにせさせたまひしを、形見かたみにとどめたまへるなりけり2。

◇　お布施の料としてお作らせになったのだが、形見として残して置かれたのであった。

■　浦島うらしまの子こが心地ここちなむ3。

◇　浦島の子の気がなさる。


1 【黒きもまだしあへさせたまはず】喪中に用いる黒漆塗の経箱もまだ新調せずに。

2 【誦経にせさせたまひしを形見にとどめたまへるなりけり】僧へのお布施の料として作らせたのだが、の意。『細流抄』は「草子地也」と注す。

3 【浦島の子が心地なむ】浦島子が龍宮から玉手筥を持ち帰った気分。『奥入』は「夏の夜は浦島の子が箱なれやはかなく明けて悔しかるらむ」（拾遺集夏、一二一、中務）。『河海抄』は「常世べに雲立ちわたる水の江の浦島の子が言持ちわたる大和べに風吹き上げて雲放れ退き居りともよ吾を忘るな」（丹後国風土記）。『孟津抄』は「明けてだに何かはせむ水の江の浦島の子を思ひやりつつ」（後撰集雑一、一一〇五、中務）を指摘。


第六段　夕霧、主人顔して待ち構える

夕霧．５．６．１

■　おはしまし着つきたれば、殿とののうち悲かなしげもなく、人気多ひとけおほくて、あらぬさまなり。

◇　ご到着なさると、邸内は悲しそうな様子もなく、人の気配が多くて、様子が違っている。

■　御車寄みくるまよせて降おりたまふを1、さらに、故里ふるさととおぼえず、疎うとましううたて思おぼさるれば、とみにも下おりたまはず。

◇　お車を寄せてお降りになるに、全然、以前に住んでいた所とは思われず、よそよそしく嫌な気がなさるので、すぐにはお降りにならない。

■　いとあやしう、若々わかわかしき御おほむさまかな2と、人ひとびとも見みたてまつりわづらふ。

◇　とてもおかしな子供っぽいお振る舞いですわと、女房たちも拝見し困っている。

■　殿とのは、東ひむがしの対たいの南面みなみおもてを、わが御方おほむかたを、仮かりにしつらひて、住すみつき顔がほにおはす3。

◇　殿は、東の対の南面を、自分のお部屋として、仮に設けて、主人気取りでいらっしゃる。

■　三条殿さむでうどのには4、人ひとびと、

◇　三条殿では、女房たちが、


1 【降りたまふを】接続助詞「を」逆接の気分。

2 【いとあやしう若々しき御さまかな】女房たちの心中。

3 【殿は東の対の南面をわが御方を仮にしつらひて住みつき顔におはす】大島本は「わか御方を」とある。『集成』は諸本に従って「わが御方」と「を」を削除する。『完本』は諸本に従って「わが御方に」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。夕霧は東対の南面を自分の部屋に設えて主人顔をしている。宮にとっては疎ましいさま。

4 【三条殿には】夕霧の本邸、北の方の雲居雁がいる邸。


夕霧．５．６．２

■　「にはかにあさましうも1なりたまひぬるかな。

◇　「突然あきれたことにおなりになったこと。

■　いつのほどにありしことぞ」

◇　いつからのことだったのかしら」


1 【にはかにあさましうも】以下「ありしことぞ」まで、女房の詞。


夕霧．５．６．３

■　と、驚おどろきけり。

◇　とあきれるのだった。

■　なよらかにをかしばめることを1、好このましからず思おぼす人ひとは2、かくゆくりかP21なることぞうちまじりたまうける。

◇　色めいた風流事を、お好きでなくお思いになる方は、このように突然な事がおありになるのだった。

■　されど、年経としへにけることを3、音おとなくけしきも漏もらさで過すぐしたまうける4なり、とのみ思おもひなして5、かく、女をむなの御心許みこころゆるいたまはぬと、思おもひ寄よる人ひともなし6。

◇　けれども、何年も前からあった事を、噂にもならず素振り知られずにお過ごしになって来られたのだ、とばかりに思い込んで、このように、女のお気持ちは不承知であると、気づく人もいない。

■　とてもかうても、宮みやの御おほむためにぞいとほしげなる7。

◇　いずれにしても宮の御ためにはお気の毒なことである。


P21 ゆくりか--ゆくる（る/＄り〈朱〉）か

1 【なよらかにをかしばめることを】『孟津抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「以下、語り手の評言」と注す。

2 【好ましからず思す人は】夕霧をいう。「思す」という敬語は皮肉にも聞こえる。

3 【されど年経にけることを】「年経にけること」以下、「たまうけるなり」まで、夕霧の心中に即した語り手の文。「年経にけること」は落葉宮との関係。

4 【過ぐしたまうける】夕霧に対する敬語。

5 【思ひなして】主語は夕霧。

6 【思ひ寄る人もなし】夕霧の振る舞いと宮の気持ちの違いを女房は誰一人気づかない意。

7 【とてもかうても宮の御ためにぞいとほしげなる】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「語り手の評言」と注す。


夕霧．５．６．４

■　御おほむまうけなどさま変かはりて1、もののはじめゆゆしげなれど、もの参まゐらせなど3、皆静みなしづまりぬるに、渡わたりたまて、少将せうしゃうの君きみをいみじう責せめたまふ。

◇　お調度類なども普段と変わって、新婚としては縁起が悪いが、お食事を差し上げたりした後、皆が寝静まったころにお渡りになって、少将の君をひどくお責めになる。


1 【御まうけなどさま変はりて】新婚の祝儀、喪中のため普通の祝儀とは違うさま。

2? 【物のはじめゆゆしげなれど】新婚の諸式が縁起でもないようだが。

3 【もの参らせなど】「など」の下に「して」などの語句が省略。


夕霧．５．６．５

■　「御心みこころざしまことに長ながう1思おぼされば、今日明日けふあすを過すぐして聞きこえさせたまへ。

◇　「ご愛情が本当に末長くとお思いでしたら、今日明日を過ぎてから申し上げて下さいませ。

■　なかなか、立たち帰かへりてもの思おぼし沈しづみて2、亡なき人ひとのやうにてなむ臥ふさせたまひぬる。

◇　お帰りになって、かえって、悲しみに沈み込んで、亡くなった方のようにお臥せりになってしまわれました。

■　こしらへきこゆるをも3、つらしとのみ思おぼされたれば、何なにごとも身みのためこそはべれ4。

◇　おとりなし申し上げても、辛いとばかりお思いでいらっしゃるので、何事もわが身あってでございますもの。

■　いとわづらはしう5、聞きこえさせにくくなむ6」

◇　まことに困って、申し上げにくうございます」


1 【御心ざしまことに長う】以下「聞こえさせにくくなむ」まで、小少将君の詞。

2 【立ち帰りてもの思し沈みて】『完訳』は「宮は、自邸に帰ってうれしいはずなのに、かえって」と注す。

3 【こしらへきこゆるをも】小少将君ら女房が、夕霧との結婚を納得するように執り成し申し上げる。

4 【何ごとも身のためこそはべれ】「身」は、我が身。『集成』は「挿入句。女房の分際として、不興を買うわけにはいかない、の意」。『完訳』は「「はべれ」まで挿入句。主人の機嫌を損ねては、女房として身が立たない意。使用人根性の弁」と注す。

5 【いとわづらはしう】『集成』は「ご不興がいかにも恐ろしく」。『完訳』は「ほんとに面倒なことで」と訳す。

6 【聞こえさせにくくなむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。


夕霧．５．６．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

夕霧．５．６．７

■　「いとあやしう1。

◇　「まことに妙なことです。

■　推おし量はかりきこえさせしには違たがひて、いはけなく心こころえがたき御心みこころにこそありけれ」

◇　ご推量申し上げていたのとは違って、子供っぽく理解しがたいお考えでありますね」


1 【いとあやしう】以下「御心にこそありけれ」まで、夕霧の詞。


夕霧．５．６．８

■　とて、思おもひ寄よれるさま1、人ひとの御おほむためも2、わがためにも、世よのもどきあるまじうのたまひ続つづくれば、

◇　とおっしゃって、考えていらっしゃる処遇は、宮の御ためにも、自分のためにも、世間の非難のないようにおっしゃり続けるので、


1 【思ひ寄れるさま】『集成』は「落葉の宮の処遇についてのこと。雲居の雁と並ぶ正室としてお扱いするということなのであろう」と注す。

2 【人の御ためも】落葉宮をさす。


夕霧．５．６．９

■　「いでや、ただ今いまは1、またいたづら人びとに見みなしたてまつるべきにや2と、あわたたしき乱みだり心地ごこちに、よろづ思おもたまへわかれず。

◇　「いえもう、ただ今は、またもお亡くし申し上げてしまうのではないかと、気が気ではなく取り乱しておりますので、万事判断がつきません。

■　あが君3きみ、とかくおしたちて、ひたぶるなる御心みこころなつかはせたまひそ」

◇　お願いでございます、あれこれと無理押しなさって、乱暴なことはなさいませぬように」


1 【いでやただ今は】以下「御心なつかはせたまひそ」まで、小少将の君の詞。

2 【またいたづら人に見なしたてまつるべきにや】御息所に続いて宮も亡くなってしまうのではないか、の意。

3 【あが君】集成「多く、相手に懇願する時に呼び掛ける言葉」と注す。


夕霧．５．６．１０

■　と手てをする。

◇　と手を擦って頼む。

夕霧．５．６．１１

■　「いとまだ知しらぬ世よかな1。

◇　「これはまだ経験のないことだ。

■　憎にくくめざましと、人ひとよりけに思おぼし落おとすらむ身みこそ2いみじけれ。

◇　憎らしく嫌な者だと、人より格段に軽蔑される身の上が情けない。

■　いかで人ひとにもことわらせむ」

◇　是非とも誰かにでも判断してもらいたい」


1 【いとまだ知らぬ世かな】以下「ことわらせむ」まで、夕霧の詞。『集成』は「まだ知らぬ」。『完訳』は「また知らぬ」と整定。

2 【人よりけに思し落とすらむ身こそ】『完訳』は「柏木よりも。「身」は夕霧自身」と注す。


夕霧．５．６．１２

■　と、いはむかたもなしと思おぼしてのたまへば、さすがにいとほしうもあり、

◇　と、言いようもないとお思いになっておっしゃるので、やはりお気の毒でもあり、

夕霧．５．６．１３

■　「まだ知しらぬは1、げに世よづかぬ御心みこころがまへの2けにこそはと、ことわりは、げに、いづ方かたにかは3寄よる人ひとはべらむとすらむ」

◇　「まだ知らないとおっしゃるのは、なるほど恋愛経験の少ないお人柄だからでしょうと、道理は、仰せのとおり、どちら様を正しいと申す人がございますでしょうか」


1 【まだ知らぬは】以下「はべらむとすらむ」まで、小少将の君の詞。「まだ知らぬ」は夕霧の言葉を受けて返した。『集成』は「まだ知らぬ」。『完訳』は「また知らぬ」と整定。

2 【世づかぬ御心がまへの】夕霧を恋愛経験未熟ゆえだと非難する。『集成』は「夕霧のやり方を軽くたしなめる」。『完訳』は「恋愛体験に乏しく、情愛の機微が分らぬ、とからかう」と注す。

3 【いづ方にかは】「すらむ」にかかる。疑問形の構文だが、趣旨は夕霧の方を道理に反するとしよう、という含み。


夕霧．５．６．１４

■　と、すこしうち笑わらひぬ1。

◇　と、少しほほ笑んだ。


1 【すこしうち笑ひぬ】『完訳』は「少将は少し笑顔になる」。やや皮肉をこめた微笑。


第七段　落葉宮、塗籠に籠る

夕霧．５．７．１

■　かく心こころごはけれど、今いまは、堰せかれたまふべきならねば2、やがてこの人ひとをひき立たてて、推おし量はかりに入いりたまふ。

◇　このように強情であるが、今となっては、邪魔立てされなさるおつもりもないので、そのままこの人を引き立てて、当て推量にお入りになる。


1? 【かく心ごはけれと】小少将の君をさす。『湖月抄』は「草子地よりいふ也」と注す。

2 【堰かれたまふべきならねば】主語は夕霧。「れ」受身の助動詞。


夕霧．５．７．２

■　宮みやは、

◇　宮は、

■　「いと心憂こころうく1、情なさけなくあはつけき人ひとの心こころなりけり2」

◇　「まことに嫌でたまらない、思いやりのない浅薄な心の方だった」

■　と、ねたくつらければ、

◇　と、悔しく辛いので、

■　「若々わかわかしきやうには言いひ騒さわぐとも3」

◇　「大人げないようだと言われようとも」

■　と思おぼして、塗籠ぬりごめに御座おましひとつ敷しかせたまて、うちより鎖さして大殿籠おほとのごもりにけり。

◇　とご決意なさって、塗籠にご座所を一つ敷かせなさって、内側から施錠して、お寝みになってしまった。

■　「これもいつまでにかは4。

◇　「これもいつまで続くことであろうか。

■　かばかりに乱みだれ立たちにたる人ひとの心こころどもは5、いと悲かなしう口惜くちをしう」

◇　これほどに浮き足立っている女房たちの気持ちは、何と悲しく残念なことか」

■　思おぼす。

◇　とお思いなさる。


1 【いと心憂く】以下「人の心なりけり」まで、落葉宮の心中。

2 【人の心なりけり】小少将の君をさす。完訳「夕霧への憤りはもちろん、手引した小少将にも裏切られたと、今にして「--けり」と気づく」と注す。

3 【若々しきやうには言ひ騒ぐとも】落葉宮の心中。居直りの気持ち。

4 【これもいつまでにかは】『集成』は「以下、落葉の宮の心」。『全集』は「語り手の言辞。情交は時間の問題」と注す。

5 【かばかりに乱れ立ちにたる人の心どもは】夕霧に心をかよわしている浮足立った女房たちの思慮。宮の心中に立った視点。


夕霧．５．７．３

■　男君をとこぎみは1、めざましうつらしと思おもひきこえたまへど、かばかりにては、何なにのもて離はなるることかはと2、のどかに思おぼして、よろづに思おもひ明あかしたまふ。

◇　男君は、心外なひどい仕打ちとお思い申し上げなさるが、このようなことで、どうして逃れることができようかと、気長にお考えになって、いろいろと思案しながら夜をお明かしなさる。

■　山鳥やまどりの心地ここちS18ぞしたまうける3。

◇　山鳥の気がなさるのであった。

■　からうして明あけ方がたになりぬ。

◇　やっとのことで明け方になった。

■　かくてのみ、ことといへば、直面ひたおもてなべければ、出いでたまふとて、

◇　こうしてばかり、取り立てて言うと、にらみ合いになりそうなので、お出になろうとして、


S18 足引きの山鳥の尾のしだり尾の長ながし夜を独りかも寝む（拾遺集恋三-七七八　人麿）

1 【男君は】『集成』は「夫の君といった感じの呼び方」。『完訳』は「男女関係強調の呼称」と注す。

2 【かばかりにては何のもて離るることかはと】『集成』は「もうこうなっては、相手ものがれようのないことだと」。『完訳』は「これくらいのことでどうしてあきらめられるものかと」と訳す。宮が塗籠に隠れたことをさす。「なにの--かは」反語表現。

3 【山鳥の心地ぞしたまうける】『異本紫明抄』は「昼は来て夜は別るる山鳥の影見る時ぞ音は泣かれける」（新古今集恋五、一三七一、読人しらず）。『河海抄』は「あしびきの山鳥の尾のしだり尾の長々し夜を一人かも寝む」（拾遺集恋三、七七八、柿本人麿）を指摘。山鳥は雌雄が峯を隔てて別々に寝るとされていた（俊頼髄脳・奥義抄・袖中抄）。


夕霧．５．７．４

■　「ただ、いささかの隙ひまをだに2」

◇　「ただ、少しの隙間だけでも」


1? 【かくてのみことといへば直面なるべければ】『集成』は「こんなことでは、下手をすると、露骨なにらみ合いということになりかねないので」。『完訳』は「いつまでもこうしていたのでは、人に顔を見られてきまりわるい思いをするのがおちだから」と注す。

2 【ただいささかの隙をだに】夕霧の詞。


夕霧．５．７．５

■　と、いみじう聞きこえたまへど、いとつれなし。

◇　と、しきりにお頼み申し上げなさるが、まったくお返事がない。

夕霧．５．７．６

■　「怨うらみわび胸むねあきがたき冬ふゆの夜よに

また鎖さしまさる関せきの岩門1いはかど

◇　「怨んでも怨みきれません、胸の思いを晴らすことのできない冬の夜に

そのうえ鎖された関所のような岩の門です


1 【怨みわび胸あきがたき冬の夜にまた鎖しまさる関の岩門】夕霧から落葉宮への贈歌。


夕霧．５．７．７

■　聞きこえむ方かたなき御心みこころなりけり1」

◇　何とも申し上げようのない冷たいお心です」


1 【聞こえむ方なき御心なりけり】歌に添えた言葉。


夕霧．５．７．８

■　と、泣なく泣なく出いでたまふ。

◇　と、泣く泣くお出になる。

第六章　夕霧の物語　雲居雁と落葉宮の間に苦慮

第一段　夕霧、花散里へ弁明

夕霧．６．１．１

■　六条ろくでうの院ゐんにぞおはして、やすらひたまふ。

◇　六条院にいらっしゃって、ご休息なさる。

■　東ひむがしの上1うへ、

◇　東の上は、


1 【東の上】花散里。夕霧の母代。


夕霧．６．１．２

■　「一条いちでうの宮1渡みやわたしたてまつりたまへることと、かの大殿おほとのわたりなどに聞きこゆる、いかなる御おほむことにかは2」

◇　「一条の宮をお移し申し上げなさったと、あの大殿あたりなどでお噂申しているのは、どのようなことなのですか」


1 【一条の宮】以下「いかなる御ことにかは」まで、花散里の詞。

2 【いかなる御ことにかは】疑問の構文。下に「あらむ」などの語句が省略。


夕霧．６．１．３

■　と、いとおほどかにのたまふ。

◇　と、とてもおっとりとお尋ねになる。

■　御几帳添みきちゃうそへたれど1、側そばよりほのかには、なほ見みえたてまつりたまふ2。

◇　御几帳を添えているが、端からちらちらと、それでも顔をお見せ申し上げなさる。


1 【御几帳添へたれど】夕霧との間に御簾の他にさらに御几帳を添えて隔てている、意。

2 【側よりほのかにはなほ見えたてまつりたまふ】主語は花散里。『集成』は「養母としての花散里の飾らない人柄が示されている」。『完訳』は「彼女が夕霧を見たいためでもある」と注す。


夕霧．６．１．４

■　「さやうにも、なほ人ひとの1言いひなしつべきことにはべり。

◇　「そのようにも、やはり世間の人は取り沙汰しそうなことでございます。

■　故御息所こみやすむどころは、いと心強こころづよう、あるまじきさまに言いひ放はなちたまうしかど、限かぎりのさまに、御心地みここちの弱よわりけるに、また見譲みゆづるP22べき人ひとのなきや悲かなしかりけむ、亡なからむ後のちの後見うしろみにとやうなることのはべりしかば3、もとよりの心こころざしもはべりしことにて、かく思おもたまへなりぬるを5、さまざまに、いかに人扱ひとあつかひはべらむかし。

◇　故御息所は、とても気強く、とんでもないことときっぱりおっしゃいましたが、最期の様子の時に、お気持ちが弱られた折に、わたし以外に後見を依頼できる人のないのが悲しかったのでしょうか、亡くなった後の後見というようなことがございましたので、もともとの心積もりもございましたことなので、このようにお引き受け致すことになりましたが、あれこれと、どのように世間の人は噂するのでございましょう。

■　さしもあるまじきをも、あやしう人ひとこそ、もの言いひさがなきものにあれ6」

◇　そうでないことをも、不思議と世間の人は、口さがないものです」


P22 見譲る--*ゆつる

1 【さやうにもなほ人の】以下「さかなきものにあれ」まで、夕霧の詞。

2? 【また見譲るべき人なき】大島本は「ゆつる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見譲る」と「見」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。自分夕霧以外に世話をする人はいない、意。

3 【亡からむ後の後見にとやうなることのはべりしかば】御息所から夕霧に贈られた「女郎花」歌を踏まえて言う。

4? 【もとよりの心ざしもはべりしかば】『完訳』は「柏木の遺言をさすか」「もとより故人とのよしみもございますこととて」と注す。

5 【かく思たまへなりぬるを】落葉宮を宮邸に迎えて結婚したことをさす。

6 【あやしう人こそもの言ひさがなきものにあれ】『河海抄』は「ここにしも何匂ふらむ女郎花人の物言ひさがにくき世に」（拾遺集雑秋、一〇九八、僧正遍昭）を指摘。


夕霧．６．１．５

■　と、うち笑わらひつつ1、

◇　と、ほほ笑みながら、


1 【とうち笑ひつつ】夕霧の会話文と会話文の間に挿入した地の文。余裕を見せた笑み。


夕霧．６．１．６

■　「かの正身さうじみなむ1、なほ世よに経へじと深ふかう思おもひ立たちて、尼あまになりなむと2思おもひ結むすぼほれたまふめれば、何なにかは3。

◇　「あのご本人の宮は、もう普通の暮らしはするまいと深く決心なさって、尼になってしまいたいと思い詰めていらっしゃるようなので、どうしてどうして。

■　こなたかなたに聞ききにくくもはべべきを、さやうに嫌疑離けんぎはなれても4、また、かの遺言ゆいごんは違たがへじと5思おもひたまへて、ただかく言いひ扱あつかひはべるなり。

◇　あちら方こちら方に聞きずらいことでもございますが、そのように嫌疑を招かぬことになったとしても、また一方で、あの遺言に背くまいと存じまして、ただこのようにお世話申しているのでございます。


1 【かの正身なむ】以下「はべりけれ」まで、夕霧の詞。落葉宮をさす。

2 【尼になりなむと】「なり」動詞、連用形、「な」完了の助動詞、確述の意、「む」推量の助動詞、意志の意。尼になってしまいたい、の意。なお願望の終助詞「なむ」は未然形に接続し、他に対する誂えの願望を表す。自らの願望は終助詞「ばや」である。

3 【何かは】『集成』は「正しくは反語で受けるべきであるが、「またかの遺言は違へじ」で受けられる」と注す。

4 【さやうに嫌疑離れても】夕霧との仲の嫌疑を離れるとは、出家し尼になったとしても、の意。

5 【かの遺言は違へじと】御息所が宮の後見を頼むという遺言。


夕霧．６．１．７

■　院ゐんの渡わたらせたまへらむにも1、ことのついではべらば、かうやうにまねびきこえさせたまへ。

◇　院がお渡りあそばしたような時に、よい機会がございましたら、このようにわたしの申したとおりに申し上げてください。

■　ありありて、心こころづきなき心こころつかふと、思おぼしのたまはむを2憚**りはべりつれど、げに、かやうの筋すぢにてこそ3、人ひとの諌いさめをも、みづからの心こころにも従したがはぬやうにはべりけれ」

◇　この年になって、感心しない浮気心を起こしたと、お思いになりおっしゃりもするだろうと気にいたしておりますが、なるほど、このようなことには、人の意見にも、自分の心にも従えないものだということが分かりました」

◆　 
ゐん の わたら せ たまへ ら む に も、 こと の ついで はべら ば、 かやう に まねび きこえ させ たまへ。 あり あり て、 こころづきなき こころ つかふ と、 おぼし のたまは む を はばかり つれ ど、 げに、 かやう の すぢ にて こそ、 ひと の いさめ を も、 みづから の こころ に も したがは ぬ やう に はべり けれ。"


1 【院の渡らせたまへらむにも】源氏がこちらにいらっしゃった時に。

2 【思しのたまはむを】主語は源氏。

3 【げにかやうの筋にてこそ】『完訳』は「恋は盲目と世間で言うとおり」と注す。


夕霧．６．１．８

■　と、忍しのびやかに聞きこえたまふ。

◇　と、声を小さくして申し上げなさる。

夕霧．６．１．９

■　「人ひとのいつはりにやと1思おもひはべりつるを、まことにさるやうある御みけしきにこそは。

◇　「誰かの間違いではないかと思っておりましたが、本当にそのようなご事情があったのですね。

■　皆世みなよの常つねのことなれど、三条さむでうの姫君ひめぎみの思おぼさむことこそ、いとほしけれ2。

◇　すべて世間によくある事ですが、三条の姫君がご心配なさるのも、お気の毒です。

■　のどやかに慣ならひたまうて3」

◇　平穏無事に馴れていらっしゃって」


1 【人のいつはりにやと】以下「のとやかに慣らひたまうて」まで、花散里の詞。

2 【三条の姫君の思さむことこそいとほしけれ】雲居雁をさす。夕霧の北の方を「姫君」と、ちょっと変わった言い方をした。

3 【慣らひたまうて】接続助詞「て」逆接の意で言いさした、余情表現。


夕霧．６．１．１０

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

夕霧．６．１．１１

■　「らうたげにも1のたまはせなす、姫君ひめぎみかな。

◇　「かわいらしくおっしゃいますね、姫君とはね。

■　いと鬼おにしうはべるさがなものを」

◇　まるで鬼のようでございます性悪な者を」

■　とて、

◇　とおっしゃって、

■　「などてか、それをも2おろかにはもてなしはべらむ。

◇　「どうして、その人をいい加減に扱っておりましょうか。

■　かしこけれど、御おほむありさまどもにても、推おし量はからせたまへ3。

◇　恐れ多いですが、こちらのご夫人方のご様子からご推量ください。


1 【らうたげにも】以下「さがなものを」まで、夕霧の詞。「らうたげに」は花散里の「姫君」という呼称のしかたをさしていう。

2 【などてかそれをも】「見たてまつり果てはべりぬれ」まで、夕霧の詞。「それ」は雲居雁をさす。「などてか--はべらむ」反語構文。

3 【御ありさまどもにても推し量らせたまへ】六条院のご夫人方のお互いに嫉妬しないありさまからご想像してほしい、の意。


夕霧．６．１．１２

■　なだらかならむのみこそ、人ひとはつひのことにははべめれ。

◇　穏やかである事だけが、女性として結局良いことのようでございます。

■　さがなくことがましきも、しばしはなまむつかしう、わづらはしきやうに憚はばからるることあれど、それにしも従したがひ果はつまじきわざなれば、ことの乱みだれ出いで来きぬる後1のち、我われも人ひとも、憎にくげに飽あきたしや。

◇　口やかましく事を荒立てるのも、暫くの間は煩しく、面倒くさいように遠慮することもありますが、それに必ずしも最後まで従うものではないので、浮気沙汰が出てきた後、自分も相手も、憎らしそうに嫌気のさすものです。


1 【ことの乱れ出で来ぬる後】浮気沙汰が表面化した後。


夕霧．６．１．１３

■　なほ、南みなみの御殿おとどの御心みこころもちゐこそ1、さまざまにありがたう、さてはこの御方おほむかたの御心みこころなどこそは2、めでたきものには、見みたてまつり果はてはべりぬれ」

◇　やはり、南の殿の上のお心遣いこそが、いろいろとまたとないことで、それに次いではこちらのお気立てなどが、素晴らしいものとして、拝見するようになりました」


1 【南の御殿の御心もちゐこそ】紫の上の気立てをいう。

2 【さてはこの御方の御心などこそは】紫の上に次いでは、こちら花散里の気立てが、の意。


夕霧．６．１．１４

■　など、ほめきこえたまへば、笑わらひたまひて、

◇　などと、お誉め申し上げなさると、お笑いになって、

夕霧．６．１．１５

■　「もののためしに1引ひき出いでたまふほどに2、身みの人悪ひとわろきおぼえこそあらはれぬべう3。

◇　「そうした女性の例に出したりなさるので、我が身の体裁の悪い評判がはっきりしてしまいそうで。


1 【もののためしに】以下「おぼえはべれ」まで、花散里の詞。

2 【引き出でたまふほどに】目的語は花散里自分を。

3 【身の人悪ろきおぼえこそあらはれぬべう】『完訳』は「夫からの冷遇に腹も立てない女の手本にされるのでは、名誉でもない、の気持。軽い皮肉である」と注す。係助詞「こそ」の結びは流れている。「べけれ」と言い切った表現よりも言いさした表現に余情効果が生じる。


夕霧．６．１．１６

■　さて、をかしきことは、院ゐんの、みづからの1御癖みくせをば人知ひとしらぬやうに、いささかあだあだしき御心みこころづかひをば2、大事だいじと思おぼいて3、戒いましめ申まうしたまふ。

◇　ところで、おかしなことは、院が、ご自分の女癖を誰も知らないように、ちょっとした好色めいたお心遣いを、重大事とお思いになって、お諌め申し上げなさる。

■　後言しりうごとにも聞きこえたまふめるこそ、賢さかしだつ人ひとの、おのが上知うへしらぬやうにおぼえはべれ」

◇　陰口をも申し上げなさっているらしいのは、賢ぶっている人が、自分のことは知らないでいるように思われます」


1 【さてをかしきことは院のみづからの】話題転換、源氏の身の上について話題を転じる。

2 【いささかあだあだしき御心づかひをば】夕霧の「あだあだしき御心遣ひ」をさす。

3 【大事と思いて】主語は源氏。


夕霧．６．１．１７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

夕霧．６．１．１８

■　「さなむ、常つねに1この道みちを2しも戒いましめ仰おほせらるる。

◇　「さように、いつも女性の事では厳しくお仰せになります。

■　さるは、かしこき御教おほむをしへならでも、いとよくをさめてはべる心こころを3」

◇　しかし、恐れ多い教えを戴かなくても、自分で十分に気をつけておりますのに」


1 【さなむ常に】以下「をさめてはべる心を」まで、夕霧の詞。「仰せらるる」は連体中止法、余情表現と見る。

2 【この道を】女性関係の問題をさす。

3 【をさめてはべる心を】夕霧自身の心。「を」間投助詞、詠嘆の意。


夕霧．６．１．１９

■　とて、げにをかしと思おもひたまへり。

◇　とおっしゃって、なるほどおかしいと思っていらっしゃった。

夕霧．６．１．２０

■　御前おまへに参まゐりたまへれば1、かのことは聞きこし召めしたれど、何なにかは聞きき顔がほにも2と思おぼいて、ただうちまもりたまへるに、

◇　御前に参上なさると、あの事件はお聞きあそばしていらしたが、どうして知っている顔をしていられようかとお思いになって、ただじっと顔を窺っていらっしゃると、


1 【御前に参りたまへれば】夕霧が源氏の御前に。

2 【何かは聞き顔にも】源氏の心中。「何かは」反語表現。「聞き顔にも」の下に「見えむ」などの語句が省略。


夕霧．６．１．２１

■　「いとめでたくきよらに1、このころこそねびまさりたまへる御盛おほむさかりなめれ。

◇　「実に素晴らしく美しくて、最近特に男盛りになったようだ。

■　さるさまの好すき事ごとをしたまふとも2、人ひとのもどくべきさまもしたまはず。

◇　そのような浮気事をなさっても、人が非難すべきご様子もなさっていない。

■　鬼神おにがみも罪許つみゆるしつべく、あざやかにものきよげに、若わかう盛さかりに匂にほひを散ちらしたまへり。

◇　鬼神も罪を許すに違いなく、鮮やかでどことなく清らかで、若々しく今を盛りに生気溌剌としていらっしゃる。


1 【いとめでたくきよらに】以下「などかおごらざらむ」まで、源氏の目に映じた夕霧の姿を心中に思う。『完訳』は「夕霧二十九歳。父親としての源氏の目と心にそって貫祿十分なその風姿が語られる」と注す。

2 【さるさまの好き事をしたまふとも】落葉宮との関係をさす。


夕霧．６．１．２２

■　もの思おもひ知しらぬ若人わかうどのほどにはたおはせず1、かたほなるところなうねびととのほりたまへる、ことわりぞかし2。

◇　何の分別もない若い人ではいらっしゃらず、どこからどこまですっかり成人なさっている、無理もないことだ。

■　女をむなにて、などかめでざらむ3。

◇　女性として、どうして素晴らしいと思わないでいられようか。

■　鏡かがみを見みても、などかおごらざらむ」

◇　鏡を見ても、どうして心奢らずにいられようか」


1 【もの思ひ知らぬ若人のほどにはたおはせず】夕霧をさしていう。

2 【ことわりぞかし】挿入句。上の「ねびととのほりたまへる」は下の「女にて」の原因理由を表す。

3 【などかめでざらむ】反語表現。誰でも素晴らしいと思う、の意。


夕霧．６．１．２３

■　と、わが御子おほむこながらも、思おぼす。

◇　と、ご自分のお子ながらも、そうお思いになる。

第二段　雲居雁、嫉妬に荒れ狂う

夕霧．６．２．１

■　日ひたけて、殿とのには渡わたりたまへり1。

◇　日が高くなって、殿にお帰りになった。

■　入いりたまふより、若君わかぎみたち2、すぎすぎうつくしげにて、まつはれ遊あそびたまふ。

◇　お入りになるや、若君たちが、次々とかわいらしい姿で、纏わりついてお遊びになる。

■　女君をむなぎみは、帳ちゃうの内うちに臥ふしたまへり3。

◇　女君は、御帳台の中に臥せっていらっしゃった。


1 【日たけて殿には渡りたまへり】夕霧、日が高くなってから三条殿に帰邸。

2 【入りたまふより若君たち】格助詞「より」時間の起点を表す、入るや否や、の意。

3 【女君は帳の内に臥したまへり】『完訳』は「雲居雁は一睡もせず夕霧の帰邸を待っていたのだろう」と注す。


夕霧．６．２．２

■　入いりたまへれど1、目めも見合みあはせたまはず。

◇　お入りになったが、目もお合わせにならない。

■　つらきにこそはあめれ2、と見みたまふもことわりなれど、憚はばかり顔がほにももてなしたまはず、御衣**をひきやりたまへれば、

◇　ひどいと思っているのであろう、と御覧になるのもごもっともであるが、遠慮した素振りもお見せにならず、お召し物を引きのけなさると、

◆　 
いり たまへ れ ど、 め も み あは せ たまは ず。 つらき に こそ は あ' めれ、 と み たまふ も ことわり なれ ど、 はばかりがほ に も もてなし たまは ず、 おほむ-ぞ ひきやり たまへ れ ば、


1 【入りたまへれど】夕霧が御帳台の中に。

2 【つらきにこそはあめれ】夕霧の心中。雲居雁の気持を推察。


夕霧．６．２．３

■　「いづことておはしつるぞ1。

◇　「ここをどこと思っていらっしゃったのですか。

■　まろは早はやう死しにき2。

◇　わたしはとっくに死にました。

■　常つねに鬼おにとのたまへば、同おなじくはなり果はてなむとて」

◇　いつも鬼とおっしゃるので、同じことならすっかりなってしまおうと思って」


1 【いづことておはしつるぞ】以下「なり果てなむとて」まで、雲居雁の詞。皮肉をこめた言い方。

2 【まろは早う死にき】『源注拾遺』は「あらばこそ初めも果ても思ほえめ今日にも逢はで消えにしものを」（大和物語）「恋しとも今は思はず魂の逢ひ見ぬさきに亡くなりぬれば」（興風集）を指摘。


夕霧．６．２．４

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

夕霧．６．２．５

■　「御心みこころこそ、鬼おにより1けにもおはすれ、さまは憎にくげもなければ、え疎うとみ果はつまじ」

◇　「お心は、鬼以上でいらっしゃるが、姿形は憎らしくもないので、すっかり嫌いになることはできないな」


1 【御心こそ鬼より】以下「え疎みはつまじ」まで、夕霧の詞。『完訳』は「相手の言葉じりを捉えてからかい、美貌をほめて機嫌をとる」と注す。係助詞「こそ」--「おはすれ」已然形、読点、逆接用法。『源注拾遺』は「恋しくは影をだに見て慰めよ我が打ち解けて忍ぶ顔なり」（後撰集恋五、九一〇、読人しらず）「影見ればいとど心ぞ惑はるる近からぬけの疎きなりけり」（後撰集恋五、九一一、伊勢）を指摘。


夕霧．６．２．６

■　と、何心なにごころもなう言いひなしたまふも、心こころやましうて1、

◇　と、何くわぬ顔でおっしゃるのも、癪にさわって、


1 【心やましうて】『完訳』は「雲居雁は真剣なだけに、夫のごまかしの冗談に腹が立つ」と訳す。


夕霧．６．２．７

■　「めでたきさまに1なまめいたまへらむあたりに、あり経ふべき身みにもあらねば2、いづちもいづちも失うせなむとするを、かくだにな思おぼし出いでそ3。

◇　「結構な姿形で優美に振る舞っていらっしゃるお方に、いつまでも連れ添っていられる身でもありませんので、どこへなりとも消え失せようと思うのを、このようにさえお思い出しますな。

■　あいなく年としごろを経へけるだに、悔くやしきものを」

◇　いつのまにか過ごした年月さえ、惜しく思われるものを」


1 【めでたきさまに】以下「くやしきものを」まで、雲居雁の詞。夕霧の姿をさしていう。

2 【あり経べき身にもあらねば】雲居雁わが身をいう。

3 【失せなむとするをかくだにな思し出でそ】大島本は「うせなむとする越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「失せなむとす。なほ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「今日のようにたまに思い出して尋ねてくるようなこともしてほしくない、の意」。『完訳』は「「さまは憎げも--」を受け、私を美貌とさえ思い出すな、の意。相手のうれしがらせが快く耳に残った。人の好さが躍如」と注す。


夕霧．６．２．８

■　とて、起おき上あがりたまへるさまは、いみじう愛敬あいぎゃうづきて、匂にほひやかにうち赤あかみたまへる顔1かほ、いとをかしげなり。

◇　と言って、起き上がりなさった様子は、たいそう愛嬌があって、つやつやとして赤くなった顔、実に美しい。


1 【匂ひやかにうち赤みたまへる顔】『完訳』は「興奮して赤らむ顔も魅力的」と注す。


夕霧．６．２．９

■　「かく心幼こころをさなげに1腹立はらだちなしたまへればにや、目馴めなれて、この鬼おにこそ、今いまは恐おそろしくもあらずなりにたれ。

◇　「このように子供っぽく腹を立てていらっしゃるからでしょうか、見慣れて、この鬼は、今では恐ろしくもなくなってしまったなあ。

■　神々かうがうしき気けを添そへばや」

◇　神々しい感じを加わえたいものだ」


1 【かく心幼げに】以下「神々しき気を添へばや」まで、夕霧の詞。からかいの言葉。


夕霧．６．２．１０

■　と、戯たはぶれに言いひなしたまへど、

◇　と、冗談事におっしゃるが、

夕霧．６．２．１１

■　「何なにごと言いふぞ1。

◇　「何を言うの。

■　おいらかに死しにたまひね。

◇　あっさりと死んでおしまいなさい。

■　まろも死しなむ。

◇　わたしも死にたい。

■　見みれば憎にくし。

◇　見ていると憎らしい。

■　聞きけば愛敬あいぎゃうなし。

◇　聞くも気にくわない。

■　見捨みすてて死しなむはうしろめたし」

◇　後に残して死ぬのは気になるし」


1 【何ごと言ふぞ】以下「うしろめたし」まで、雲居雁の詞。『完訳』は「雲居雁はいよいよ興奮。相手への敬語も省く。以下、短い言葉を矢つぎばやに発する」と注す。


夕霧．６．２．１２

■　とのたまふに、いとをかしきさまのみまされば、こまやかに笑わらひて1、

◇　とおっしゃるが、とても愛らしさが増すばかりなので、心からにっこりして、


1 【こまやかに笑ひて】『集成』は「こみあげるように」。『完訳』は「にこやかな笑顔になって」と訳す。


夕霧．６．２．１３

■　「近ちかくてこそ1見みたまはざらめ、よそにはなにか2聞ききたまはざらむ。

◇　「近くで御覧にならなくても、よそながらどうして噂をお聞きにならないわけには行きますまい。

■　さても、契ちぎり深ふかかなる瀬せを知しらせむの御心みこころななり。

◇　そうして、夫婦の縁の深いことを分からせようとのおつもりのようですね。

■　にはかにうち続つづくべかなる冥途よみぢのいそぎは、さこそは契ちぎりきこえしか」

◇　急に続くような冥土への旅立ちは、そのようにお約束申したからね」


1 【近くてこそ】以下「契りきこえしか」まで、夕霧の詞。係助詞「こそ」--「見たまはざらめ」已然形、逆接用法。「見たまはざらめ」の目的語は、わたし夕霧を。

2 【よそにはなにか】大島本は「なにか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「などか」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。「なにか」--「聞きたまはざらむ」反語表現。


夕霧．６．２．１４

■　と、いとつれなく言いひて1、何なにくれと慰なぐさめこしらへきこえ慰なぐさめたまへば2、いと若わかやかに心こころうつくしう3、らうたき心こころはたおはする人ひとなれば、なほざり言ごととは見みたまひながら、おのづからなごみつつものしたまふを、いとあはれと思おぼすものから4、心こころは空そらにて、

◇　と、まこと素っ気なく言って、何やかやと宥めすかし申し慰めなさると、とても若々しく素直で、かわいらしいお心の持ち主でいらっしゃる方なので、口からの出まかせの言葉とはお思いになりながら、自然と和らいでいらっしゃるのを、とても愛しい人だとお思いになる一方で、心はうわの空で、


1 【いとつれなく言ひて】『集成』は「相手にもせずあしらって」。『完訳』は「まったく取り合う様子もなくあしらって」と訳す。

2 【何くれと慰めこしらへきこえ慰めたまへば】大島本は「なにくれとなくさめこしらへきこえなくさめ給へハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「何くれとこしらへきこえ慰めたまへば」と「慰め」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【いと若やかに心うつくしう】雲居雁の心根。

4 【いとあはれと思すものから】主語は夕霧。


夕霧．６．２．１５

■　「かれも、いとわが心こころを1立たてて、強つようものものしき人ひとのけはひには見みえたまはねど、もしなほ本意ほいならぬことにて2、尼あまになども思おもひなりたまひなば、をこがましうもあべいかな」

◇　「あの方も、とても我を張って、強く頑固な人の様子にはお見えではないが、もしやはり不本意なことと思って、尼などになっておしまいになったら、馬鹿らしくもあるな」


1 【かれもいとわが心を】以下「あべいかな」まで、夕霧の詞。落葉宮を思う。

2 【本意ならぬことにて】夕霧との結婚を不本意なことと考えて。


夕霧．６．２．１６

■　と思おもふに、しばしはとだえ置おくまじう1、あわたたしき心地ここちして、暮くれゆくままに、

◇　と思うと、暫くの間は絶え間なく通おうと、落ち着いていられない気がして、日が暮れて行くにつれて、

■　「今日けふも御返おほむかへりだになきよ2」

◇　「今日もお返事さえなかったな」

■　と思おぼして、心こころにかかりつつ3、いみじう眺ながめをしたまふ。

◇　とお思いになって、気にかかりながら、ひどく物思いに耽っていらっしゃる。


1 【しばしはとだえ置くまじう】結婚当初だから絶え間なく通おうと。

2 【今日も御返りだになきよ】夕霧の心中。落葉宮のもとからの返書。

3 【心にかかりつつ】大島本は「心にかゝりつゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心にかかりて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


第三段　雲居雁、夕霧と和歌を詠み交す

夕霧．６．３．１

■　昨日今日きのふけふつゆも参まゐらざりけるもの1、いささか参まゐりなどしておはす。

◇　昨日今日と全然お召し上がりにならなかった食事を、少々はお召し上がりになったりなどしていらっしゃる。


1 【つゆも参らざりけるもの】主語は雲居雁。


夕霧．６．３．２

■　「昔むかしより、御おほむために1心こころざしの2おろかならざりしさま、大臣おとどのつらくもてなしたまうしに、世よの中なかの痴しれがましき名なを取とりしかど、堪たへがたきを念ねんじて、ここかしこ、すすみけしきばみしあたりを3、あまた聞きき過すぐししありさまは、女をむなだにさしもあらじ4となむ、人ひとももどきし5。

◇　「昔から、あなたのために愛情が並大抵でなかった事情は、大臣がひどいお扱いをなさったために、世間から愚かな男だとの評判を受けたが、堪えがたいところを我慢して、あちらこちらが、進んで申し込まれた縁談を、たくさん聞き流して来た態度は、女性でさえそれほどの人はいるまいと、世間の人も皮肉った。


1 【昔より御ために】以下「命こそ定めなき世なれ」まで、夕霧の詞。

2 【御ために心ざしの】あなたのためにわたしの気持ちの、の意。

3 【ここかしこすすみけしきばみしあたりを】「ここかしこ」が主語。縁談を申し込んできた。

4 【女だにさしもあらじ】女性には多数の縁談の申し込みを断ることがよくある、というのが前提になっている。

5 【人ももどきし】世間の人が皮肉った。


夕霧．６．３．３

■　今思いまおもふにも、いかでかはさありけむと、わが心こころながら、いにしへだに重おもかりけり1と思おもひ知しらるるを、今いまは、かく憎にくみたまふとも、思おぼし捨すつまじき人ひとびと、いと所狭ところせきまで数添かずそふめれば2、御心みこころひとつに3もて離はなれたまふべくもあらず。

◇　今思うにつけても、どうしてそうであったのかと、自分ながらも、昔でさえ重々しかったと反省されるが、今は、このようにお憎みになっても、お捨てになることのできない子供たちが、とても辺りせましと数増えたようなので、あなたのお気持ち一つで出てお行きになることはできません。

■　また、よし見みたまへや。

◇　また、まあ見ていてくださいよ。

■　命いのちこそ定さだめなき世よなれ」

◇　寿命とは分からないのがこの世の常です」


1 【いにしへだに重かりけり】まして現在は昔以上に重々しい、の含み。

2 【思し捨つまじき人びといと所狭きまで数添ふめれば】夕霧と雲居雁の間にできた子供たちをさす。

3 【御心ひとつに】あなた雲居雁の考え一つで。


夕霧．６．３．４

■　とて、うち泣なきたまふこともあり。

◇　と言って、お泣きになったりすることもある。

■　女をむなも2、昔むかしのことを思おもひ出いでたまふに、

◇　女も、往時を思い出しなさると、


1? 【命こそさだめなき世なれ】『集成』は「人の命は不定だが、私のあなたへの情愛は不変だ、の意」と注す。係助詞「こそ」--「なれ」已然形の係結び、逆接のニュアンスの余意余情表現。

2 【女も】『完訳』は「男女関係強調の呼称」と注す。


夕霧．６．３．５

■　「あはれにもありがたかりし御仲おほむなかの、さすがに契ちぎり深ふかかりけるかな」

◇　「しみじみとも世に又となく仲睦まじかった二人の仲が、何と言っても前世の約束が深かったのだな」

夕霧．６．３．６

■　と、思おもひ出いでたまふ。

◇　と、お思い出しなさる。

■　なよびたる御衣おほむぞども脱**いたまうて2、心こころことなるをとり重かさねて焚たきしめたまひ、めでたうつくろひ化粧けさうじて出いでたまふを、灯影ほかげに見出みいだして、忍しのびがたく涙なみだの出いで来くれば、脱ぬぎとめたまへる単衣ひとへの袖そでをひき寄よせたまひて、

◇　柔らかくなったお召し物をお脱ぎになって、新調の素晴らしいのを重ねて香をたきしめなさり、立派に身繕いし化粧してお出かけになるのを、灯火の光で見送って、堪えがたく涙が込み上げて来るので、脱ぎ置きなさった単衣の袖を引き寄せなさって、

◆　 
と、 おもひ いで たまふ。 なよび たる おほむ-ぞ-ども ぬひ たまう て、 こころ こと なる を とり かさね て たきしめ たまひ、 めでたう つくろひ けさうじ て いで たまふ を、 ほかげ に みいだし て、 しのび がたく なみだ の いで くれ ば、 ぬぎ とめ たまへ る ひとへ の そで を ひきよせ たまひ て、


1? 【さすがに契り深かりけるかなと】『完訳』は「恨めしくもあるが、やはり。雲居雁は素直な性格を印象づける」と注す。

2 【なよびたる御衣ども脱いたまうて】主語は夕霧。


夕霧．６．３．７

■　「馴なるる身みを恨うらむるよりは松島まつしまの

海人あまの衣ころもに裁たちやかへまし1

◇　「長年連れ添って古びたこの身を恨んだりするよりも

いっそ尼衣に着替えてしまおうかしら


1 【馴るる身を恨むるよりは松島の海人の衣に裁ちやかへまし】雲居雁の独詠歌。手にとった源氏の下着から「馴るる」と出る。「恨む」「裏」、「尼」「海人」は掛詞。「馴るる」「裏」「衣」「裁ち」、「浦」「松島」は縁語。『完訳』は「夫に飽きられた悲しみを、衣の縁語表現でまとめた歌」と注す。


夕霧．６．３．８

■　なほうつし人びとにては、え過すぐすまじかりけり1」

◇　やはり俗世の人のままでは、生きて行くことができないわ」


1 【なほうつし人にてはえ過ぐすまじかりけり】歌に付いて出た言葉。『源氏釈』は「かひすらも妹背ぞなべてある物をうつし人にて我ひとり寝る」（出典未詳）を指摘。


夕霧．６．３．９

■　と、独言ひとりごとにのたまふを、立たち止とまりて、

◇　と、独言としておっしゃるのを、立ち止まって、

夕霧．６．３．１０

■　「さも心憂こころうき御心みこころかな。

◇　「何とも嫌なお心ですね。

夕霧．６．３．１１

■　松島まつしまの海人あまの濡衣ぬれぎぬなれぬとて

脱ぬぎ替かへつてふ名なを立たためやは2」

◇　いくら長年連れ添ったからといって、わたしを見限って

尼になったという噂が立ってよいものでしょうか」


1? 【さも心うき御心かな】夕霧の詞。

2 【松島の海人の濡衣なれぬとて脱ぎ替へつてふ名を立ためやは】夕霧の返歌。「松島」「海人」「馴る」「裁つ」の語句を受けて返す。「やは」反語表現。私を捨てて尼になったという噂が立ってよいものか。『河海抄』は「松島や小島の磯にあさりせし海人の袖こそかくは濡れしか」（後拾遺集恋四、八二八、源重之）。『源氏物語事典』は「音に聞く松が浦島今日ぞ見るむべも心あるあまは住みけり」（後撰集雑一、一〇九四、素性法師）を指摘。


夕霧．６．３．１２

■　うち急いそぎて、いとなほなほしや1。

◇　急いでいて、とても平凡な歌であるよ。


1 【うち急ぎていとなほなほしや】三光院説「草子地也」と指摘。『全集』は「語り手の夕霧に対するからかい。読者の夕霧に対する非難を先取りする軽い諧謔」と注す。


第四段　塗籠の落葉宮を口説く

夕霧．６．４．１

■　かしこには1、なほさし籠こもりたまへるを2、人ひとびと、

◇　あちらには、やはり籠もっていらっしゃるのを、女房たちが、


1 【かしこには】一条宮邸の落葉宮をさす。

2 【なほさし籠もりたまへるを】塗籠の中に落葉宮が。


夕霧．６．４．２

■　「かくてのみやは1。

◇　「こうしてばかりいらしてよいものでしょうか。

■　若々わかわかしうけしからぬ聞きこえもはべりぬべきを、例れいの御おほむありさまにて、あるべきことをこそ聞きこえたまはめ」

◇　子供っぽく良くない噂も立つでございましょうから、いつものご座所に戻って、お考えのほどを申し上げなさいませ」


1 【かくてのみやは】以下「聞こえたまはめ」まで、女房たちの詞。


夕霧．６．４．３

■　など、よろづに聞きこえければ、さもあることとは思おぼしながら、今いまより後のちのよその聞きこえをも、わが御心みこころの過すぎにし方かたをも、心こころづきなく、恨うらめしかりける人ひとのゆかりと2思おぼし知しりて、その夜よも対面たいめんしたまはず。

◇　などと、いろいろと申し上げたので、もっともなことだとお思いになりながら、今から以後の世間での噂も、自分のどのようなお気持ちで過ごして来たかも、気にくわなく、恨めしかった方のせいだとお考えになって、その夜もお会いなさらない。

■　「戯たはぶれにくく、めづらかなり3」

◇　「冗談ではなく、変わった方だ」

■　と、聞きこえ尽つくしたまふ。

◇　と、言葉を尽くして恨みのたけを申し上げなさる。

■　人ひともいとほしと見みたてまつる4。

◇　女房もお気の毒だと拝す。


1? 【例のありさまにて】いつものご座所に戻って。

2 【心づきなく恨めしかりける人のゆかりと】夕霧をさす。『一葉抄』は「双紙の地也」と注す。『集成』は「夕霧と結婚することに対する外部の悪評、夕霧のせいで母御息所の亡くなったを落葉の宮は思う」と注す。

3 【戯れにくくめづらかなり】夕霧の詞。『異本紫明抄』は「ありぬやと試みがてら逢ひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき」（古今集誹諧、一〇二五、読人しらず）を指摘。『完訳』は「冗談も言いにくく、非常識で融通もきかないほど珍しい、の意」と注す。

4 【人もいとほしと見たてまつる】主語は小少将の君。目的語は夕霧とも落葉宮とも、また二人とも解せる。


夕霧．６．４．４

■　「『いささかも人心地ひとごこちする折をりあらむに1、忘わすれたまはずは2、ともかうも聞きこえむ3。

◇　「『わずかでも人心地のする時があろうときに、お忘れでなかったら、何なりとお返事申し上げましょう。

■　この御服おほむぶくのほどは4、一筋ひとすぢに思おもひ乱みだるることなくてだに過すぐさむ』

◇　この御服喪期間中は、せめて他の事で頭を思い乱すことなく過ごしたい』

■　となむ、深ふかく思おぼしのたまはするを、かくいとあやにくに5、知しらぬ人ひとなくなりぬめるを、なほいみじうつらきものに聞きこえたまふ」

◇　と、深くお思いになりおっしゃっていますが、このようにまことに都合悪く、知らない人のなくなってしまったようなことを、やはりひどくお辛いことと申し上げておいでです」


1 【いささかも人心地する折あらむに】以下「聞こえたまふ」まで、小少将の君の詞。ただし「いささかも」から「過ぐさむ」までは宮の言葉を伝えたもの。

2 【忘れたまはずは】主語は夕霧。あなたがわたしを。

3 【ともかうも聞こえむ】主語はわたし落葉宮。

4 【この御服のほどは】『集成』は「御息所の喪に服している間は。一年間ということになる」と注す。

5 【あやにくに】母親の服喪中にも関わらず夕霧と結婚したことをさす。


夕霧．６．４．５

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

夕霧．６．４．６

■　「思おもふ心こころは2、また異ことざまにうしろやすきものを。

◇　「愛する気持ちは、また普通の人とは違って安心ですのに。

■　思おもはずなりける世よかな」

◇　思いも寄らない目に遭うものですね」

■　とうち嘆なげきて、

◇　と嘆息して、

■　「例れいのやうにて3おはしまさば、物越ものごしなどにても、思おもふことばかり聞きこえて、御心破みこころやぶるべきにもあらず。

◇　「普通のご気分でいらっしゃったら、物越しなどでも、自分の気持ちだけでも申し上げて、お心を傷つけるようなことはしません。

■　あまたの年月としつきをも過すぐしつべくなむ」

◇　何年でもきっとお待ちしましょう」


1? 【知らぬ人なくなりぬるを】目的語、夕霧とのことを、が省略。

2 【思ふ心は】以下「思はずなりける世かな」まで、夕霧の詞。

3 【例のやうにて】以下「過ぐしつべくなむ」まで、夕霧の詞。


夕霧．６．４．７

■　など、尽つきもせず聞きこえたまへど、

◇　などと、どこまでも申し上げなさるが、

夕霧．６．４．８

■　「なほ、かかる乱みだれに添そへて1、わりなき御心2みこころなむいみじうつらき。

◇　「やはり、このような喪中の心の乱れに加えて、無理をおっしゃるお心がひどく辛い。

■　人ひとの聞きき思おもはむことも、よろづになのめならざりける身みの憂うさをば、さるものにて、ことさらに心憂こころうき御心みこころがまへなれ」

◇　他人が聞いて想像することも、すべていい加減なことで済まされないわが身の辛さは、それはそれとして措いても、格別に情けないお心づもりです」


1 【なほかかる乱れに添へて】以下「御心がまへなり」まで、落葉宮の詞。小少将の君を介して。喪中の悲しみに取り乱している折に、の意。

2 【わりなき御心】夕霧の求婚。


夕霧．６．４．９

■　と、また言いひ返かへし恨うらみたまひつつ、はるかにのみもてなしたまへり1。

◇　と、重ねて拒否してお恨みになりながら、つき放してお相手していらっしゃった。


1 【はるかにのみもてなしたまへり】『異本紫明抄』は「陸奥のちかの塩釜近ながら遥けくのみも思ほゆるかな」（古今六帖、しほ）を指摘。


第五段　夕霧、塗籠に入って行く

夕霧．６．５．１

■　「さりとて、かくのみやは。

◇　「そうかといって、こうしてばかりいられようか。

■　人ひとの聞きき漏もらさむこともことわり1」

◇　人が洩れ聞くことも当然だ」

■　と、はしたなう、ここの人目ひとめもおぼえたまへば、

◇　と、きまり悪く、こちらの人目も気にかかりなさるので、


1 【さりとてかくのみやは人の聞き漏らさむこともことわり】夕霧の心中。


夕霧．６．５．２

■　「うちうちの御心みこころづかひは1、こののたまふさまにかなひても、しばしは情なさけばまむ2。

◇　「内々のお気づかいは、このおっしゃることに適っても、暫くの間はお気持ちに逆らわないでいよう。

■　世よづかぬありさまの、いとうたてあり。

◇　夫婦らしからぬ様子が、とても嫌である。

■　また、かかりとて、ひき絶たえ参まゐらずは、人ひとの御名3おほむないかがはいとほしかるべき4。

◇　また、こうだからといって、まったく参らなくなったら、あなたのご評判がどんなにかおいたわしいことでしょうか。

■　ひとへにものを思おぼして、幼をさなげなるこそいとほしけれ」

◇　一方的にお考えになって、大人げないのが困ったことです」


1 【うちうちの御心づかひは】以下「いとほしけれ」まで、夕霧の詞。

2 【情けばまむ】『完訳』は「宮の気持に逆わず、表向きだけの夫婦でいよう。本心ではない」と注す。

3 【人の御名】あなた落葉宮の評判。

4 【いかがはいとほしかるべき】「いかがは」--「べき」は強調表現。


夕霧．６．５．３

■　など、この人ひとを責せめたまへば1、げにとP23思おもひ2、見みたてまつるも今いまは3心苦こころぐるしう、かたじけなうおぼゆるさまなれば、人通ひとかよはしたまふ塗籠ぬりごめの北きたの口くちより4、入いれたてまつりてけり。

◇　など、この女房をお責めになるので、なるほどと思って、拝するのも今はお気の毒になって、恐れ多くも思われる様子なので、女房を出入りさせなさる塗籠の北の口から、お入れ申し上げてしまった。


P23 げにと--けにとも（も/＄）

1 【この人を責めたまへば】夕霧が小少将の君を。

2 【げにと思ひ】大島本は「けにとも（も＄）」とある。すなわち「も」をミセケチにする。『集成』『完本』は諸本に従って「げにとも」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従う。主語は小少将の君。『一葉集』は「双紙の地也」と指摘。『林逸抄』は「双紙の地也又は少将か心也」と注す。

3 【見たてまつるも今は】目的語は夕霧。

4 【人通はしたまふ塗籠の北の口より】宮が女房の出入りを許していらっしゃる塗籠の北の口から。


夕霧．６．５．４

■　いみじうあさましうつらし1と、さぶらふ人ひとをも2、げにかかる世よの人ひとの心こころなれば、これよりまさる目めをも見みせつべかりけりと、頼たのもしき人ひともなくなり果はてたまひぬる御身おほむみを3、かへすがへす悲かなしう思おぼす。

◇　ひどく驚いて情けなくむごいと、伺候している女房も、なるほどこのような世間の人の心だから、これ以上ひどい目に遭わせるに違いないと、頼りにする人もいなくなってしまった我が身を、かえすがえす悲しくお思いになる。


1 【いみじうあさましうつらし】落葉宮の心。

2 【さぶらふ人をも】以下「見せつべかりけり」まで落葉宮の心。

3 【頼もしき人もなくなり果てたまひぬる御身を】『完訳』は「信頼していた小少将の君にも裏切られた感じ」と注す。


夕霧．６．５．５

■　男をとこは1、よろづに思おぼし知しるべきことわりを聞きこえ知しらせ、言ことの葉多はおほう、あはれにもをかしうも聞きこえ尽つくしたまへど、つらく心こころづきなしとのみ思おぼいたり2。

◇　男は、いろいろと納得なさるような条理を尽くしてお説き申し上げ、言葉数多く、しみじみと気を引くようなことをどこまでも申し上げなさるが、辛く気にくわないとばかりお思いになっていた。


1 【男は】『集成』は「男女対座の場面なので、「男」と端的に呼ぶ」。『完訳』は「男女関係強調の呼称」と注す。

2 【つらく心づきなしとのみ思いたり】主語は落葉宮。


夕霧．６．５．６

■　「いと、かう、言いはむ方かたなきものに1思おもほされける身みのほどは2、たぐひなう恥はづかしければ、あるまじき心こころのつきそめけむも3、心地ここちなく悔くやしうおぼえはべれど、とり返かへすものならぬうちに4、何なにのたけき御名おほむなにかはあらむ5。

◇　「まったく、このように、何とも言いようもない者に思われなさった身のほどは、例のないくらい恥ずかしいので、あってはならない考えがつき始まったのも、迂闊にも悔しく思われますが、昔に戻ることのできない関係で、何の立派なご評判がございましょうか。

■　いふかひなく思おぼし弱よわれ。

◇　もう仕方のないこととお諦めください。


1 【いとかう言はむ方なきものに】以下「捨てつる身と思しなせ」まで、夕霧の詞。

2 【身のほどは】夕霧の身。我が身のつたなさは、の意。

3 【あるまじき心のつきそめけむも】『完訳』は「人臣の身で皇女を娶ろうとする心づもりをいう」と注す。

4 【とり返すものならぬうちに】『奥入』は「取り返すものにもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（出典未詳）。『弄花抄』は「むら鳥の立ちにし我が名今さらにことなしぶともしるしあらめや」（古今集恋三、六七四、読人しらず）を指摘。

5 【何のたけき御名にかはあらむ】反語表現、いまさら何にもならない。


夕霧．６．５．７

■　思おもふにかなはぬ時とき、身みを投なぐるためしもはべなるを、ただかかる心こころざしを深ふかき淵ふちになずらへS19たまて、捨すてつる身みと思おぼしなせ1」

◇　思い通りにならない時、淵に身を投げる例もございますそうですが、ただこのような愛情を深い淵だとお思いになって、飛び込んだ身だとお思いください」


S19 身を捨てて深き淵にも入りぬべし底の心の知らまほしさに（後拾遺集恋一-六四七　源道済）

1 【深き淵になずらへたまて捨てつる身と思しなせ】『異本紫明抄』は「身を捨てて深き淵にも入りぬべし底の知らまほしさに」（後拾遺集恋一、六四七、源道済）。『河海抄』は「世の中の憂きたびごとに身を投げば深き谷こそ浅くなりなめ」（古今集誹諧、一〇六一、読人しらず）。『評釈』は「そこひなき淵やは騒ぐ山川の浅き瀬にこそあだ波は立て」（古今集恋四、七二二、素性法師）を指摘。


夕霧．６．５．８

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　単衣ひとへの御衣おほむぞを御髪込みぐしこめひきくくみて、たけきこととは、音ねを泣なきたまふさまの、心深こころふかくいとほしければ、

◇　単衣のお召し物をお髪ごと被って、できることといっては、声を上げてお泣きになる様子が、心底お気の毒なので、

夕霧．６．５．９

■　「いとうたて。

◇　「まったく困ったことだ。

■　いかなれば1いとかう思おぼすらむ。

◇　どうしてまったくこのようにまでお嫌いになるのだろう。

■　いみじう思おもふ人ひとも2、かばかりになりぬれば、おのづからゆるぶけしきもあるを、岩木いはきよりけになびきがたきS20は3、契ちぎり遠とほうて、憎にくしなど思おもふやうあなるを4、さや思おぼすらむ」

◇　強情を張っている人でも、これほどになってしまえば、自然と弱くなる様子もあるのだが、石や木よりもほんとうに心を動かさないのは、前世の因縁が薄いために、恨むようなことがあるが、そのようにお思いなのだろうか」


S20 人非木石皆有情　不如不遇傾城色（白氏文集四-一六〇　「李夫人」）

1 【いとうたていかなれば】以下「さやおぼすらむ」まで、夕霧の心中。

2 【いみじう思ふ人も】『集成』は「どんなに決心の固い人でも」。『完訳』は「どんなに気強い女でも」と訳す。

3 【岩木よりけになびきがたきは】「人、木石に非ざれば皆情あり」（白氏文集、李夫人）。

4 【契り遠うて憎しなど思ふやうあなるを】『完訳』は「前世の因縁で憎むのなら、これはどうしょうもないが、の意」と注す。


夕霧．６．５．１０

■　と思おもひ寄よるに1、あまりなれば心憂こころうく、三条さむでうの君きみの思おもひたまふらむこと2、いにしへも何心なにごころもなう、あひ思おもひ交かはしたりし世よのこと、年としごろ、今いまはとうらなきさまにうち頼たのみ、解とけたまへるさまを3思おもひ出いづるも、わが心こころもて、いとあぢきなう思おもひ続つづけらるれば4、あながちにもこしらへきこえたまはず、嘆なげき明あかしたまうつ。

◇　と思い当たると、あまりひどいので情けなくなって、三条の君がお悲しみであろうことや、昔も何の疑いもなく、お互いに愛情を交わし合った当時のこと、長年にわたり、もう安心と信頼し、打ち解けていらっしゃった様子を思い出すにつけても、自分のせいで、まことにつまらなく思い続けられずにはいられないので、無理にもお慰め申し上げなさらず、嘆息しながら夜をお明かしになった。


1 【と思ひ寄るに】『集成』は「「と思ひ寄るに」以下、地の文だが、「思ひ出づるも」「思ひ続けらるれば」と、敬語を欠き、夕霧の思いに密着した書き方」と注す。

2 【三条の君の思ひたまふらむこと】雲居雁がお悲しみであろうこと。推量の助動詞「らむ」視界外推量、遥かに思い遣るニュアンス。

3 【うち頼み解けたまへるさまを】雲居雁が夕霧を信頼し打ち解けていらした、の意。

4 【思ひ続けらるれば】「らるれ」自発の助動詞。『集成』は「落葉宮にうとまれ、雲居の雁からは怨まれる結果になったのも、皆自分の招いたことだ、と苦い思いを反芻する」と注す。


第六段　夕霧と落葉宮、遂に契りを結ぶ

夕霧．６．６．１

■　かうのみ痴しれがましうて出いで入いらむもあやしければ1、今日けふは泊とまりて、心こころのどかにおはす。

◇　こうしてばかり馬鹿らしく出入りするのもみっともないので、今日は泊まって、ゆっくりとしていらっしゃる。

■　かくさへひたぶるなるを、あさましと宮みやは思おぼいて2、いよいよ疎うとき御みけしきのまさるを、をこがましき御心みこころかな3と、かつは、つらきもののあはれなり4。

◇　こんなにまで一途なのを、あきれたことと宮はお思いになって、ますます疎んずる態度が増してくるのを、愚かしい意地の張りようだと、思う一方で、情けなくもおいたわしい。


1 【かうのみ痴れがましうて出で入らむもあやしければ】『集成』は「いつもこんなことでおめおめ間抜け者然と出入りするのも不体裁なので」。『完訳』は「こうして、いかにもばかげた有様で出入りするのも変なものであるから」。「かく」副詞、「痴れがまし」を修飾。副助詞「のみ」のニュアンスを添える。

2 【宮は思いて】主語「宮は」を添えて強調する。「女は」とはないことに注意。

3 【をこがましき御心かな】夕霧の心中。『集成』は「みっともないほどの意地の張りようかと」。『完訳』は「大将は、愚かしい方よと」と訳す。

4 【かつはつらきもののあはれなり】地の文から語り手の夕霧と落葉宮に対する評語に移る表現。


夕霧．６．６．２

■　塗籠ぬりごめも、ことにこまかなるもの多おほうもあらで、香かうの御唐櫃おほむからびつP24、御厨子みづしなどばかりあるは、こなたかなたにかき寄よせて、気近けぢかうしつらひてぞおはしける。

◇　塗籠も、格別こまごまとした物も多くはなくて、香の御唐櫃や、御厨子などばかりがあるのは、あちらこちらに片づけて、親しみの持てる感じに設えていらっしゃるのだった。

■　うちは暗くらき心地ここちすれど、朝日あさひさし出いでたるけはひ漏もり来きたるに、埋うづもれたる御衣おほむぞひきやり1、いとうたて乱みだれたる御髪みぐし、かきやりなどして2、ほの見みたてまつりたまふ3。

◇　内側は暗い感じがするが、朝日がさし昇った感じが漏れて来たので、被っていた単衣をひき払って、とてもひどく乱れていたお髪、かき上げたりなどして、わずかに拝見なさる。


P24 御唐櫃--御からう（う/=ひ〈朱〉）つ

1 【埋もれたる御衣ひきやり】主語は夕霧。落葉宮の被っていた御衣を払いのける。

2 【御髪かきやりなどして】主語は夕霧。

3 【ほの見たてまつりたまふ】『完訳』は「宮の顔をほのかに見る。情交のあったことをにおわせる表現」と注す。


夕霧．６．６．３

■　いとあてに女をむなしう、なまめいたるけはひしたまへり。

◇　まことに気品高く女性的で、優美な感じでいらっしゃった。

■　男をとこの御おほむさまは1、うるはしだちたまへる時ときよりも、うちとけてものしたまふは2、限かぎりもなうきよげなり。

◇　夫君のご様子は、凛々しくしていらっしゃる時よりも、くつろいでいらっしゃる時は、限りなく美しい感じである。


1 【男の御さまは】『完訳』は「以下、宮の心情に即した行文。「男」の呼称も情交の場を強調」と注す。

2 【うちとけてものしたまふは】『完訳』は「肌を許し合う仲として見直すと、夕霧の美しさが際だつ。契り交した後の女の心の変化に注意」と注す。


夕霧．６．６．４

■　「故君こきみの異ことなることなかりしだに1、心こころの限かぎり思おもひあがり、御容貌おほむかたちまほにおはせずと2、ことの折をりに思おもへりしけしきを思おぼし出いづれば、まして、かういみじう衰おとろへにたるありさまを3、しばしにても見忍みしのびなむや4」

◇　「亡き夫君が特別すぐれた容貌というわけでなかったが、その彼でさえ、すっかり気位高く持って、ご器量がお美しくないと、何かの折に思っていたらしい様子をお思い出しになると、それ以上に、このようにひどく衰えた様子を、少しの間でも我慢できようか」

■　と思おもふも、いみじう恥はづかしう5、とざまかうざまに思おもひめぐらしつつ、わが御心みこころをこしらへたまふ。

◇　と思うのも、ひどく恥ずかしく、あれやこれやと思案しながら、自分のお気持ちを納得させなさる。


1 【故君の異なることなかりしだに】以下「見忍びなむや」まで、落葉宮の心中。『集成』は「以下、落葉の宮の思い」。『完訳』は「女三の宮を思う柏木は、ことさら宮を低く見た。宮の劣等感の原因」と注す。

2 【御容貌まほにおはせずと】柏木が思いまた落葉宮に言ったこと。落葉宮の心中文に敬語「思す」がまじる。

3 【ましてかういみじう衰へにたるありさまを】柏木との結婚当時以上に年衰え醜くなった、の意。『完訳』は「宮は二十代後半であろう。ちなみに女三の宮は二十四、五歳。確かに、女盛りは過ぎている」と注す。

4 【見忍びなむや】主語は夕霧。敬語がないことに注意。結婚後の夫婦間の心情。

5 【と思ふもいみじう恥づかしう】大島本は「はつかしう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「恥づかし」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。作中人物の気持ちと地の文が一体化した表現。


夕霧．６．６．５

■　ただかたはらいたう1、ここもかしこも2、人ひとの聞きき思おぼさむことの罪つみさらむ方かたなきに、折をりさへいと心憂こころうければP25、慰なぐさめがたきなりけり。

◇　ただ外聞が悪く、こちらでもあちらでも、人がお聞きになってどうお思いなさろうかの罪は避けられないうえ、喪中でさえあるのがとても情けないので、気持ちの慰めようがないのであった。


P25 心憂ければ--心うけれ（れ/+は〈朱〉）

1 【ただかたはらいたう】『集成』は「以下、宮の心中を説明する」と注す。

2 【ここもかしこも】朱雀院や致仕の太政大臣をさす。


夕霧．６．６．６

■　御手水みてうづ、御粥おほむかゆなど、例れいの御座おましの方かたに2参まゐれり。

◇　御手水や、お粥などを、いつものご座所の方で差し上げる。

■　色異いろことなる御おほむしつらひも、いまいましきやうなれば、東面ひむがしおもては屏風びゃうぶを立たてて、母屋もやの際きはに香染かうぞめの御几帳みきちゃうなど、ことことしきやうに見みえぬ物もの、沈ぢんの二階にかいなんどやうのを立たてて、心こころばへありてしつらひたり。

◇　色の変わった御調度類も、縁起でもないようなので、東面には屏風を立てて、母屋との境に香染の御几帳など、大げさに見えない物、沈の二階棚などのような物を立てて、気を配って飾ってある。

■　大和守やまとのかみのしわざなりけり3。

◇　大和守のしたことであったのだ。


1? 【折さへいと心憂けれは】母御息所の喪中であることをさす。

2 【例の御座の方に】塗籠から出ていつもの御座所に移る。

3 【大和守のしわざなりけり】語り手の説明的叙述。


夕霧．６．６．７

■　人ひとびとも、鮮あざやかならぬ色いろの1、山吹やまぶき、掻練かいねり、濃こき衣きぬ、青鈍あをにびなどを着きかへさせ、薄色うすいろの裳も、青朽葉あをくちばなどを、とかく紛まぎらはして、御台みだいは参まゐる。

◇　女房たちも、派手でない色の、山吹襲、掻練襲、濃い紫の衣、青鈍色などを着替えさせ、薄紫色の裳、青朽葉などを、何かと目立たないようにして、お食膳を差し上げる。

■　女所をむなどころにて、しどけなくよろづのことならひたる宮みやの内うちに2、ありさま心こころとどめて、わづかなる下人しもびとをも言いひととのへ、この人一人ひとひとりのみ扱あつかひ行おこなふ3。

◇　女主人の生活で、諸事しまりなくいろいろ習慣になっていた宮邸の中で、有様に気を配って、わずかの下人たちにも声をかけてきちんとさせ、この大和守一人だけで取り仕切っている。


1 【人びとも鮮やかならぬ色の】女房たち。喪中ゆえに服飾の色も目立たないものを用いる。

2 【女所にてしどけなくよろづのことならひたる宮の内に】『集成』は「女世帯なので、諸事しまりもなく今までやってこられた邸内に」。『完訳』は「女ばかりの住いとて、万事締りのないのが習慣になっていた邸内だったのを」と訳す。

3 【この人一人のみ扱ひ行ふ】大和守一人が取り仕切る。


夕霧．６．６．８

■　かくおぼえぬやむごとなき客人まらうとのおはする1と聞ききて、もと勤つとめざりける家司けいしなど、うちつけに参まゐりて2、政所まどころなど言いふ方かたにさぶらひて営いとなみけり。

◇　このように思いがけない高貴な来客がいらっしゃったと聞いて、もとから怠けていた家司なども、急に参上して、政所などという所に控えて仕事をするのだった。


1 【やむごとなき客人のおはする】夕霧をさす。

2 【もと勤めざりける家司などうちつけに参りて】以前には真面目に勤めなかった家司が急にやって来て、の意。


第七章　雲居雁の物語　夕霧の妻たちの物語

第一段　雲居雁、実家へ帰る

夕霧．７．１．１

■　かくせめても見馴みなれ顔がほに作つくりたまふほど、三条殿さむでうどの、

◇　このように無理して馴染んだ顔をしていらっしゃるので、三条殿は、

夕霧．７．１．２

■　「限かぎりなめりと2、さしもやはとこそ、かつは頼たのみつれ、まめ人びとの心変こころかはるは名残なごりなくなむと聞ききしは、まことなりけり」

◇　「これが最後のようだと、まさかそんなことはあるまいと、一方では信頼していたが、実直な人が浮気したら跡形もなくなると聞いていたことは、本当のことであった」


1? 【作りたまふほどに】主語は夕霧。

2 【限りなめりと】以下「まことなりけり」まで、雲居雁の心中、地の文に織り交ぜて叙述。


夕霧．７．１．３

■　と、世よを試こころみつる心地ここちして1、

◇　と、夫婦の仲を見届けてしまった感じがして、

■　「いかさまにしてこのなめげさを見みじ」

◇　「どうにしてこの侮辱を味わっていようか」

■　と思おぼしければ、大殿おほいどのへ、方違かたたがへむとて、渡わたりたまひにけるを、女御にょうごの里さとにおはするほどなどに2、対面たいめんしたまうて、すこしもの思おもひはるけどころに思おぼされて、例れいのやうにも急いそぎ渡わたりたまはず3。

◇　とお思いになったので、大殿邸へ、方違えしようと思って、お移りになったところ、弘徽殿の女御が里にいらっしゃる時でもあり、お会いなさって、少し悩みが晴れることとお思いになって、いつものように急いでお帰りにならない。


1 【世を試みつる心地して】『集成』は「夫婦の仲を見届けてしまった気がして」。『完訳』は「男女の仲らいの定めなさがすっかり分ってしまったような心地がして」と訳す。

2 【女御の里におはするほどなどに】弘徽殿の女御。雲居雁とは異母姉妹。

3 【急ぎ渡りたまはず】三条邸に急いで帰らない。


夕霧．７．１．４

■　大将殿だいしゃうどのも聞ききたまひて、

◇　大将殿もお聞きになって、

夕霧．７．１．５

■　「さればよ。

◇　「やはりそうであったか。

■　いと急きふに1ものしたまふ本性ほんじゃうなり。

◇　まことせかっちでいらっしゃる性格だ。

■　この大臣おとどもはた、おとなおとなしうのどめたるところ、さすがになく、いとひききりにはなやいたまへる人ひとびとにて、めざまし、見みじ、聞きかじなど、ひがひがしきことどもし出いでたまうつべき」

◇　この大殿の方も、また、年輩者らしくゆったりと落ち着いているところが、何といってもなく、実に性急で派手でいらっしゃる方々だから、気にくわない、見るものか、聞くものかなどと、不都合なことをおっしゃり出すかも知れない」


1 【さればよいと急に】以下「し出でたまうつべき」まで、夕霧の心中。


夕霧．７．１．６

■　と、驚おどろかれたまうて、三条殿さむでうどのに渡わたりたまへれば、君きみたちも、片かたへは止とまりたまへれば、姫君ひめぎみたち、さてはいと幼をさなきとをぞ率ゐておはしにける2、見みつけてよろこびむつれ、あるは上うへを恋こひたてまつりて3、愁うれへ泣なきたまふを、心苦こころぐるしと思おぼす。

◇　と、驚きなさって、三条殿にお帰りになると、子供たちも、半ばは残っていらっしゃって、姫君たちと、それからとても幼い子は連れていらっしゃっていたのだが、見つけて喜んで纏わりつき、ある者は母上を恋い慕い申して、悲しんで泣いていらっしゃるのを、かわいそうにとお思いになる。


1? 【ひがひがしきことどもし出でつべき】『集成』は「相手が相手だから、離縁話に発展しかねない、とあやぶむ」。「し出でつべき」連体中止法、余情余意表現。

2 【姫君たちさてはいと幼きとをぞ率ておはしにける】挿入句。直前の「止まりたまへれば」はこの句の下の「見つけて」に続く。

3 【上を恋ひたてまつりて】母上を恋しがって。


夕霧．７．１．７

■　消息せうそこたびたび聞きこえて、迎むかへにたてまつれたまへど1、御返おほむかへりだになし。

◇　手紙を頻繁に差し上げて、お迎えに参上なさるが、お返事すらない。

■　かくかたくなしう軽々かるがるしの世よやと、ものしうおぼえたまへど、大臣おとどの見聞みききたまはむところもあれば、暮くらして、みづから参まゐりたまへり。

◇　このように頑固で軽率な夫婦仲だと、嫌に思われなさるが、大殿が見たり聞いたりなさる手前もあるので、日が暮れてから、自分自身で参上なさった。


1 【迎へにたてまつれたまへど】人をして迎えに差し向けなさるが、の意。


第二段　夕霧、雲居雁の実家へ行く

夕霧．７．２．１

■　寝殿しんでんになむおはする1とて、例れいの渡わたりたまふ方かたは、御達ごたちのみさぶらふ2。

◇　寝殿にいらっしゃると聞いて、いつもお帰りの時に使う部屋は、年配の女房たちだけが控えている。

■　若君わかぎみたちぞ、乳母めのとに添そひておはしける。

◇　若君たちは、乳母と一緒にいらっしゃった。


1 【寝殿になむおはする】弘徽殿女御が里下りの時に用いる寝殿の部屋に雲居雁も一緒にいる。

2 【例の渡りたまふ方は御達のみさぶらふ】雲居雁が実家に帰った時に用いる部屋は女房たちがいる。


夕霧．７．２．２

■　「今いまさらに若々わかわかしの御おほむまじらひや1。

◇　「今になって若々しいお付き合いをなさることだ。

■　かかる人ひとを、ここかしこに落おとしおきたまひて。

◇　このような子を、あちらやこちらにほって置きなさって。

■　など寝殿しんでんの御おほむまじらひは2。

◇　どうして寝殿でお話に熱中なさっているのですか。

■　ふさはしからぬ御心みこころの筋すぢとは、年としごろ見知みしりたれど、さるべきにや4、昔むかしより心こころに離はなれがたう思おもひきこえて、今いまはかく、くだくだしき人ひとの数々5かずかずあはれなるを、かたみに見捨みすつべきにやは6と、頼たのみきこえける。

◇　不似合いなご性格とは、長年見知っていたが、前世からの宿縁だろうか、昔から忘れられない人とお思い申し上げて、今ではこのように、手のかかった子供たちも大勢かわいくなっているのを、お互いに見捨ててよいものかと、お頼み申しているのです。

■　はかなき一節ひとふしに7、かうはもてなしたまふべくや」

◇　ちょっとしたことで、こんなふうになさってよいものでしょうか」


1 【今さらに若々しの御まじらひや】以下「もてなしたまふべくや」まで、夕霧の詞。女房を介して雲居雁に伝える。弘徽殿の女御と一緒にいることをさす。当時の若い女性は宮廷に仕える人からその有様や情報などを聞くのを喜んだ。

2 【など寝殿の御まじらひは】女御と話しこんで子供をほったらかしているのを非難。「は」終助詞、詠嘆の意。

3? 【ふさはしからぬ御心の筋は】わたし夕霧には似合わなしくないあなたのご気性は、の意。

4 【さるべきにや】前世からの宿縁か、の意。

5 【くだくだしき人の数々】夕霧と雲居雁の間にできた大勢の子供たち。

6 【かたみに見捨つべきにやは】「やは」反語表現。お互いに見捨ててよいはずでない。

7 【はかなき一節に】落葉の宮との一件をいう。


夕霧．７．２．３

■　と、いみじうあはめ恨うらみ申まうしたまへば、

◇　と、ひどく非難しお恨み申し上げなさると、

夕霧．７．２．４

■　「何なにごとも、今いまはと1見飽みあきたまひにける身みなれば2、今いまはた、直なほるべきにもあらぬを、何なにかはとて3。

◇　「何もかも、もう飽き飽きしたと見限られてしまった身ですので、今さらまた、直るものでないのを、どうして直そうかと思いまして。

■　あやしき人ひとびとは4、思おぼし捨すてずは、うれしうこそはあらめ」

◇　見苦しい子供たちは、お忘れにならなければ、嬉しく思いましょう」


1 【何ごとも今はと】以下「うれしうこそはあらめ」まで、雲居雁の詞。

2 【見飽きたまひにける身なれば】主語は夕霧。夕霧がわたし雲居雁を見飽きた、の意。

3 【何かはとて】『集成』は「何もおとなしくしているに及ぶまいと思いまして。夕霧の非難に答えて、勝手にこうしていますと、居直った言いぶり」と注す。「なにかは」の下に「直さむ」などの語句が省略。反語表現。

4 【あやしき人びとは】子供たちをいう。自分の生んだ子なので「あやしき」とへりくだって言う。夕霧の「くだくだしき人」に対応した言い方。


夕霧．７．２．５

■　と聞きこえたまへり。

◇　とお答え申し上げなさった。

夕霧．７．２．６

■　「なだらかの御おほむいらへや。

◇　「穏やかなお返事ですね。

■　言いひもていけば、誰たが名なか惜をしきS21」

◇　言い続けていったら、誰が悪く言われるでしょう」


S21 言ひたてば誰が名か惜しき信濃なる木曽路の橋の踏みし絶えなば（奥入所引-出典未詳）


夕霧．７．２．７

■　とて、しひて渡わたりたまへともなくて、その夜よはひとり臥ふしたまへり。

◇　と言って、無理にお帰りになりなさいとも言わずに、その夜は独りでお寝みになった。

夕霧．７．２．８

■　「あやしう中空なかぞらなるころかな2」

◇　「変に中途半端なこのごろだ」

■　と思おもひつつ、君きみたちを前まへに臥ふせたまひて、かしこにまた、いかに3思おぼし乱みだるらむさま、思おもひやりきこえ、やすからぬ心尽こころづくしなれば、

◇　と思いながら、子供たちを前にお寝せになって、あちらではまた、どんなにお悩みになっていらっしゃるだろう様子を、ご想像申し上げ、気の安まらない心地なので、

■　「いかなる人ひと、かうやうなることをかしうおぼゆらむ4」

◇　「どのような人が、このようなことを興味もつのだろう」

■　など、物懲ものごりしぬべうおぼえたまふ。

◇　などと、懲り懲りした感じがなさる。


1? 【なだらかの御いらへや言ひもてゆけば誰が名か惜しき】皮肉。『完訳』は「あなたが悪く噂されるのがおち、の気持」と注す。『奥入』は「言ひ立てば誰が名か惜しき信濃なる木曾路の橋のふみし絶えなば」（出典未詳）。『異本紫明抄』は「恋ひ死なば誰が名は立たじ世の中の常なきものと言ひはなすとも」（古今集恋二、六〇三、清原深養父）。『源注拾遺』は「里人も語り継ぐがねよしゑやし恋ひても誰が名ならめや」（万葉集巻十二）「人目多みただに逢はずてけだしくも我が恋ひ死なば誰が名あらむも」（万葉集巻十二）を指摘。

2 【あやしう中空なるころかな】夕霧の心中。

3 【かしこにまたいかに】落葉宮を思う。

4 【いかなる人かうやうなることをかしうおぼゆらむ】夕霧の心中。「人」は一般男性をす。「かうやうのこと」は色恋沙汰をさす。推量の助動詞「らむ」原因推量のニュアンス。


夕霧．７．２．９

■　明あけぬれば、

◇　夜が明けたので、

■　「人ひとの見聞みきかむも若々わかわかしきを1、限かぎりとのたまひ果はてば2、さて試こころみむ3。

◇　「誰が見聞きしても大人げないことですから、もう最後だとおっしゃるならば、そのようにしましょう。

■　かしこなる人ひとびとも、らうたげに4恋こひきこゆめりしを、選えり残のこしたまへる、やうあらむとは5見みながら、思おもひ捨すてがたきを、ともかくももてなしはべりなむ」

◇　あちらにいる子供たちも、かわいらしそうに恋い慕い申しているようでしたが、選び残されたのには、何かわけがあるのかと思いながら、放っておくことができませんから、どうなりともいたしましょう」


1 【人の見聞かむも若々しきを】以下「もてなしはべりなむ」まで、夕霧の詞。

2 【限りとのたまひ果てば】主語はあなた雲居雁が。

3 【さて試みむ】「さて」は雲居雁が言うように、「試みむ」は自分夕霧がしよう、の意。

4 【かしこなる人びともらうたげに】三条邸に残っている子供たち。

5 【選り残したまへるやうあらむとは】『集成』は「出来の悪いのだけを残して行ったのだろうという嫌味」と注す。


夕霧．７．２．１０

■　と、脅おどしきこえたまへば、すがすがしき御心みこころにて1、この君達きみたちをさへ2や、知しらぬ所ところに率ゐて渡わたしたまはむ3、と危あやふし。

◇　と、脅し申し上げなさると、いかにもきっぱりしたご性格なので、この子供たちまで、知らない所へお連れなさるのだろうか、と心配になる。

■　姫君ひめぎみを、

◇　姫君を、


1 【すがすがしき御心にて】以下「渡したまはむ」まで、雲居雁の心中。『集成』は「まっすぐなご性分だから。以下、雲居の雁の心中。子供を全部取られはしないかと恐れる」。『完訳』は「夕霧の思いきりのよい性格。一説に、雲居雁は素直な性格」と注す。

2 【この君達をさへ】副助詞「さへ」は三条邸に残してきた子供たちに加えてこの連れて来た子供たちまでが、のニュアンス。

3 【知らぬ所に率て渡したまはむ】落葉宮の一条邸へ。


夕霧．７．２．１１

■　「いざ、たまへかしP26,1。

◇　「さあ、いらっしゃい。

■　見みたてまつりに、かく参まゐり来くることもはしたなければ、常つねにも参まゐり来こじ。

◇　お目にかかるために、このように参上するのも体裁が悪いので、いつも参上できません。

■　かしこにも人ひとびとのらうたきを2、同おなじ所ところにてだに見みたてまつらむ」

◇　あちらにも子供たちがかわいいので、せめて同じ所でお世話申そう」


P26 たまへかし--たまへり（り/＄か〈朱〉）し

1 【いざたまへかし】以下「見たてまつらむ」まで、夕霧の詞。

2 【かしこにも人びとのらうたきを】三条邸にいる兄弟たちをさす。


夕霧．７．２．１２

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　まだいといはけなく、をかしげにておはす、いとあはれと見みたてまつりたまひて、

◇　まだとても小さく、かわいらしくいらっしゃるのを、しみじみといとしいと拝見なさって、

夕霧．７．２．１３

■　「母君ははぎみの御教おほむをしへに1な叶かなひたまうそ。

◇　「母君のお言葉にお従いになってはなりませんよ。

■　いと心憂こころうく、思おもひとる方かたなき心こころあるは、いと悪あしきわざなり」

◇　とても情けなく、物事の分別がつかないのは、とても良くないことです」


1 【母君の御教へに】以下「いと悪しきわざなり」まで、夕霧の詞。


夕霧．７．２．１４

■　と、言いひ知しらせたてまつりたまふ。

◇　と、お教え申し上げなさる。

第三段　蔵人少将、落葉宮邸へ使者

夕霧．７．３．１

■　大臣おとど、かかることを聞ききたまひて1、人笑ひとわらはれなるやうに思おぼし嘆なげく。

◇　大殿は、このようなことをお聞きになって、物笑いになることとお嘆きになる。


1 【大臣かかることを聞きたまひて】致仕の太政大臣。雲居雁の父、夕霧の舅。


夕霧．７．３．２

■　「しばしは、さても見みたまはで1。

◇　「もう少しの間、そのまま様子を見ていらっしゃらないで。

■　おのづから思おもふところものせらるらむものを2。

◇　自然と反省するところも生じてこようものを。

■　女をむなのかくひききりなるも、かへりては軽かるくおぼゆるわざなり。

◇　女がこのように性急であるのも、かえって軽く思われるものだ。

■　よし、かく言いひそめつとならば3、何なにかは愚おれて、ふとしも帰かへりたまふ4。

◇　仕方ない、このように言い出したからには、どうして間抜け顔をして、おめおめとお帰りになれよう。

■　おのづから人ひとのけしき心こころばへは見みえなむ」

◇　自然と相手の様子や考えが分かるだろう」


1 【しばしはさても見たまはで】以下「心ばへも見えなむ」まで、致仕の太政大臣の詞。ここで文が切れる。「見たまはで」の下に「かく渡りたまふ」などの語句が省略。雲居雁の短慮に対する諌めの言葉。

2 【おのづから思ふところものせらるらむものを】夕霧の行動についていう。

3 【よしかく言ひそめつとならば】「言ひそめつ」の主語は雲居雁。ただし敬語はない。娘の立場にたっていう。

4 【何かは愚れてふとしも帰りたまふ】「何かは」--「たまふ」連体形、反語表現。


夕霧．７．３．３

■　とのたまはせて1、この宮みやに2、蔵人少将くらうどの君***を御使***にて3たてまつりたまふ。

◇　と仰せになって、この一条宮邸に、蔵人少将の君をお使いとして差し向けなさる。

◆　 
と のたまはせ て、 この みや に、 くらうど-の-せうしゃう の きみ を おほむ-つかひ にて たてまつり たまふ。


1 【のたまはせて】大臣に対する重い敬語表現。

2 【この宮に】一条宮邸の落葉の宮へ。

3 【蔵人少将の君を御使にて】致仕太政大臣の子息、柏木の弟。


夕霧．７．３．４

■　「契ちぎりあれや君きみを心こころにとどめおきて

あはれと思おもふ恨うらめしと聞きく1

◇　「前世からの因縁があってか、あなたのことを

お気の毒にと思う一方で、恨めしい方だと聞いております


1 【契りあれや君を心にとどめおきてあはれと思ふ恨めしと聞く】致仕太政大臣から故柏木の妻の落葉宮への贈歌。『完訳』は「「あはれ」は宮が長男柏木の妻だったから、「うらめし」は宮が娘雲居雁の夫を奪ったから。怒りを皮肉に言い込めた」と注す。『異本紫明抄』は「よそに我人々ごとを聞きしかばあはれとも思ふあな憂とも思ふ」（朝忠集）を指摘。


夕霧．７．３．５

■　なほ、え思おぼし放はなたじ1」

◇　やはり、お忘れにはなれないでしょう」


1 【なほえ思し放たじ】歌に添えた言葉。『完訳』は「こちらをも顧みよ、の気持」と注す。


夕霧．７．３．６

■　とある御文おほむふみを、少将持せうしゃうもておはして、ただ入いりに入いりたまふ1。

◇　とあるお手紙を、少将が持っていらっしゃって、ただずんずんとお入りになる。


1 【ただ入りに入りたまふ】『集成』は「もの馴れた様子でずんずん入って行かれる。一条の宮には以前から出入りし馴れた様子」。『完訳』は「門内まで乗り入れる。普通、貴人の邸では門前で挨拶して下車」と注す。


夕霧．７．３．７

■　南面みなみおもての簀子すのこに円座わらふださし出いでて1、人ひとびと、もの聞きこえにくし2。

◇　南面の簀子に円座をさし出したが、女房たちは、応対申し上げにくい。

■　宮みやは、ましてわびしと思おぼす。

◇　宮は、それ以上に困ったことだとお思いになる。


1 【南面の簀子に円座さし出でて】寝殿の南面の簀子。普通の応対待遇。接続助詞「て」逆接のニュアンス。

2 【人びともの聞こえにくし】女房たち。


夕霧．７．３．８

■　この君きみは、なかにいと容貌かたちよく、めやすきさまにて1、のどやかに見みまはして、いにしへを思おもひ出いでたるけしきなり2。

◇　この君は、兄弟の中でとても器量がよく、難のない態度で、ゆったりと見渡して、昔を思い出している様子である。


1 【この君はなかにいと容貌よくめやすきさまにて】蔵人少将。柏木の兄弟の中で。

2 【いにしへを思ひ出でたるけしきなり】柏木在世中を。


夕霧．７．３．９

■　「参まゐり馴なれにたる心地ここちして1、うひうひしからぬに、さも御覧ごらんじ許ゆるさずやあらむ2」

◇　「参上し馴れた気がして、久しぶりの感じもしませんが、そのようにはお認めいただけないでしょうか」


1 【参り馴れにたる心地して】以下「許さずやあらむ」まで、少将の詞。

2 【さも御覧じ許さずやあらむ】『完訳』は「来なれた者として大目には見ていただけないのか、の意」と注す。


夕霧．７．３．１０

■　などばかりぞかすめたまふ。

◇　などとだけそれとなくおっしゃる。

■　御返おほむかへりいと聞きこえにくくて、

◇　お返事はとても申し上げにくくて、

夕霧．７．３．１１

■　「われはさらにえ書かくまじ1」

◇　「わたしはとても書くことできない」


1 【われはさらにえ書くまじ】落葉宮の詞。女房たちに言ったもの。


夕霧．７．３．１２

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

夕霧．７．３．１３

■　「御心みこころざしも1隔へだて若々わかわかしきやうに。

◇　「お気持ちも通じず子供っぽいように思われます。

■　宣旨書せんじがき、はた聞きこえさすべきにやは」

◇　代筆のお返事は、差し上げるべきではありません」


1 【御心ざしも】以下「聞こえさすべきにやは」まで、女房の詞。反語表現。


夕霧．７．３．１４

■　と、集**りて聞きこえさすれば、まづうち泣なきて、

◇　と寄ってたかって申し上げるので、何より先涙がこぼれて、

◆　 
と、 あつまり きこえさすれ ば、 まづ うち-なき て、

夕霧．７．３．１５

■　「故上こうへおはせましかば1、いかに心こころづきなし、と思おぼしながらも、罪つみを隠かくいたまはまし」

◇　「亡くなった母上が生きていらっしゃったら、どんなに気にくわない、とお思いになりながらも、罪を庇ってくれたであろうに」


1 【故上おはせましかば】以下「隠いたまはまし」まで、落葉宮の心中。「ましかば」--「まし」反実仮想の構文。


夕霧．７．３．１６

■　と思おもひ出いでたまふに、涙なみだのみつらきに先さきだつ心地ここちして、書かきやりたまはず。

◇　とお思い出しなさると、涙ばかりが辛さに先走る気がして、お書きになれない。

夕霧．７．３．１７

■　「何なにゆゑか世よに数かずならぬ身みひとつをP27

憂うしとも思おもひかなしとも聞きく1」

◇　「どういうわけで、世の中で人数にも入らないわたしのような身を

辛いとも思い愛しいともお聞きになるのでしょう」


P27 ひとつを--ひとつに（に/＄を〈朱〉）

1 【何ゆゑか世に数ならぬ身ひとつを憂しとも思ひかなしとも聞く】落葉宮の返歌。『完訳』は「「数ならぬ身ひとつ」と、夕霧とは無関係に、一人を強調。下の句は、大臣の歌の下句に照応」と注す。『奥入』は「月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身一つはもとの身にして」（古今集恋五、七四七、在原業平）を指摘。


夕霧．７．３．１８

■　とのみ、思おぼしけるままに、書かきもとぢめたまはぬやうにて、おしつつみて1出いだしたまうつ。

◇　とだけ、お心にうかんだままに、終わりまで書かなかったような書きぶりで、ざっと包んでお出しになった。

■　少将せうしゃうは、人ひとびと物語ものがたりして、

◇　少将は、女房と話して、


1 【おしつつみて】上包みに包んで。


夕霧．７．３．１９

■　「時々ときどきさぶらふに1、かかる御簾みすの前まへは、たづきなき心地ここちしはべるを、今いまよりはよすがある心地ここちして2、常つねに参**るべし。

◇　「時々お伺いしますのに、このような御簾の前では、頼りない気がいたしますが、今からは御縁のある気がして、常に参上しましょう。

■　内外ないげなども許ゆるされぬべき3、年としごろのしるし現あらはれはべる心地ここちなむしはべる4」

◇　御簾の中にもお許しいただけそうな、長年の忠勤の結果が現れましたような気がいたします」

◆　 
"ときどき さぶらふ に、 かかる みす の まへ は、 たづきなき ここち し はべる を、 いま より は よすが ある ここち し て、 つねに まゐる ばし。 ないげ など も ゆるさ れ ぬ べき、 としごろ の しるし あらはれ はべる ここち なむ し はべる。"


1 【時々さぶらふに】以下「心地なむしはべる」まで、少将の詞。

2 【今よりはよすがある心地して】『完訳』は「暗に、姉婿の夕霧が夫になった縁から訪れやすく、常に参上しよう、といやがらせに言う」と注す。

3 【内外なども許されぬべき】御簾の内側と外側、御簾の中への自由な出入りをいう。

4 【年ごろのしるし現はれはべる心地なむしはべる】『完訳』は「自分も夕霧同様にしばしば参上して忠勤に励んだので、同じように扱ってもらえそう。宮を好色の女と言わんばかりのいやみ」と注す。


夕霧．７．３．２０

■　など、けしきばみおきて出いでたまひぬ。

◇　などと、思わせぶりな態度を見せてお帰りになった。

第四段　藤典侍、雲居雁を慰める

夕霧．７．４．１

■　いとどしく心こころよからぬ御みけしき1、あくがれ惑まどひたまふほど、大殿おほいどの君のきみは3、日ひごろ経ふるままに、思おぼし嘆なげくことしげし。

◇　ますますおもしろからぬご気分に、気もそぞろにうろうろなさっているうちに、大殿邸にいる女君は、何日も経るうちに、お悲しみ嘆くことしばしばである。

■　典侍ないしのすけ、かかることを聞きくに4、

◇　藤典侍は、このようなことを聞くと、


1 【いとどしく心よからぬ御けしき】落葉宮の機嫌。致仕太政大臣からの手紙によってますます不機嫌となる。

2? 【あくがれまどひたまふほど】主語は夕霧。

3 【大殿の君は】雲居雁。大殿邸にいる女君のニュアンス。

4 【典侍かかることを聞くに】藤典侍。惟光の娘、「少女」巻に初出、「藤裏葉」「若菜下」巻にも登場。


夕霧．７．４．２

■　「われを世よとともに1許ゆるさぬものにのたまふなるに、かくあなづりにくきことも2出いで来きにけるを」

◇　「わたしを長年ずっと許さないとおっしゃっていたと聞いているが、このように馬鹿にできない相手が現れたこと」


1 【われを世とともに】以下「出で来にけるを」まで、藤典侍の心中。

2 【かくあなづりにくきことも】『完訳』は「雲居雁は北の方とはいえ、皇女の身の宮を軽視できない。藤典侍の同情の裏には、今まで雲居雁に見下げられてきた恨みがこもる」と注す。


夕霧．７．４．３

■　と思おもひて、文ふみなどは時々ときどきたてまつれば1、聞きこえたり。

◇　と思って、手紙などは時々差し上げていたので、お見舞い申し上げた。


1 【文などは時々たてまつれば】挿入句。今までに文通はしていたので。直前の「思ひて」はこの句の下の「聞こえたり」に続く。


夕霧．７．４．４

■　「数かずならば身みに知しられまし世よの憂うさを

人ひとのためにも濡ぬらす袖そでかな1」

◇　「わたしが人数にも入る女でしたら夫婦仲の悲しみを思い知られましょうが

あなたのために涙で袖をぬらしております」


1 【数ならば身に知られまし世の憂さを人のためにも濡らす袖かな】藤典侍から雲居雁への贈歌。「身」は我が身、「人」はあなた雲居雁。『異本紫明抄』は「我が身にはきにけるものを憂き事は人の上とも思ひけるかな」（小町集）を指摘。


夕霧．７．４．５

■　なまけやけしとは見みたまへど1、もののあはれなるほどのつれづれに、

◇　何となく出過ぎた手紙だとは御覧になったが、何となくしみじみと物思いに沈んでいる時の所在なさに、

■　「かれもいとただにはおぼえじ2」

◇　「あの人もとても平気ではいられまい」

■　と思おぼす片心かたごころぞ、つきにける。

◇　とお思いになる気にも、幾分おなりになった。


1 【なまけやけしとは見たまへど】主語は雲居雁。

2 【かれもいとただにはおぼえじ】雲居雁の心中。「かれ」は藤典侍をさす。


夕霧．７．４．６

■　「人ひとの世よの憂うきをあはれと見みしかども

身みにかへむとは思おもはざりしを1」

◇　「他人の夫婦仲の辛さをかわいそうにと思って見てきたが

わが身のこととまでは思いませんでした」


1 【人の世の憂きをあはれと見しかども身にかへむとは思はざりしを】雲居雁の返歌。「身」「世」「憂」「人」の語句を用いて返す。『集成』は「よく同情して下さいました、の意」と注す。


夕霧．７．４．７

■　とのみあるを、思おぼしけるままと1、あはれに見みる2。

◇　とだけあるのを、お思いになったままだと、しみじみと見る。


1 【思しけるままと】藤典侍は雲居雁がお心のままに詠んだ歌と理解する。

2 【あはれに見る】『集成』は「同情する」。『完訳』は「しみじみお気の毒に思っている」と訳す。


夕霧．７．４．８

■　この、昔むかし、御中絶おほむなかだえのほどに1は、この内侍ないしのみこそ2、人知ひとしれぬものに思おもひとめたまへりしか、こと改あらためて後のちは3、いとたまさかに、つれなくなりまさりたまうつつ、さすがに君達きむだちはあまたになりにけり。

◇　あの、昔、二人のお仲が遠ざけられていた期間は、この典侍だけを、密かにお目をかけていらっしゃったのだが、事情が変わってから後は、とてもたまさかに、冷たくおなりになるばかりであったが、そうは言っても、子供たちは大勢になったのであった。


1 【この昔御中絶えのほどに】夕霧と雲居雁の仲が父大臣によって妨げられていた間、「少女」巻から「藤裏葉」巻で結婚するまで、六年間あった。

2 【内侍のみこそ】「思ひとめたまへりしか」にかかる。逆接用法。

3 【こと改めて後は】夕霧と雲居雁が結婚して後。


夕霧．７．４．９

■　この御腹おほむはらには1、太郎君2たらうぎみ、三郎君さぶらうぎみ、五郎君ごらうぎみ、六郎君ろくらうぎみ、中なかの君きみ、四しの君きみ、五ごの君きみとおはす。

◇　こちらがお生みになったのは、太郎君、三郎君、五郎君、六郎君、中の君、四の君、五の君といらっしゃる。

■　内侍ないしは、大君おほいきみ、三さむの君きみ、六ろくの君きみ、次郎君じらうぎみ、四郎君しらうぎみとぞおはしける。

◇　藤典侍は、大君、三の君、六の君、二郎君、四郎君といらっしゃった。

■　すべて十二人じふににんが中なかに、かたほなるなく、いとをかしげに、とりどりに生おひ出いでたまける3。

◇　全部で十二人の中で、出来の悪い子供はなく、とてもかわいらしく、それぞれに大きくおなりになっていた。


1 【この御腹には】雲居雁腹をさす。

2 【太郎君】『完訳』は「以下の子供の人数、雲居雁腹と藤典侍腹の割り振りは諸本によっても異同が多く、そのいずれによっても他の巻の記述と矛盾する」と注す。

3 【とりどりに生ひ出でたまける】大島本は「たま（ま＋ウ〈朱〉）ける」とある。すなわち朱筆で「う」を補入する。『集成』は「たまひける」と整定する。『完本』『新大系』は底本の訂正以前の「たまける」と整定する。


夕霧．７．４．１０

■　内侍腹ないしばらの君達きむだちしもなむ、容貌かたちをかしう、心こころばせかどありて、皆みなすぐれたりける。

◇　藤典侍のお生みになった子供は、特に器量がよく、才気が見えて、みな立派であった。

■　三さむの君きみ、次郎君じらうぎみは、東ひむがしの御殿おとどにぞ、取とり分わきてかしづきたてまつりたまふ1。

◇　三の君と、二郎君は、六条院の東の御殿で、特別に引き取ってお世話申していらっしゃる。

■　院ゐんも見馴みなれたまうて2、いとらうたくしたまふ。

◇　院も日頃御覧になって、とてもかわいがっていらっしゃる。


1 【三の君次郎君は東の御殿にぞ取り分きてかしづきたてまつりたまふ】六条院の東町、花散里の御殿で養育。

2 【院も見馴れたまうて】源氏も日頃御覧になって、の意。


夕霧．７．４．１１

■　この御仲おほむなからひのこと、言いひやるかたなく、とぞ1。

◇　このお二方の話は、いろいろとあって語り尽くせない、とのことである。


1 【この御仲らひのこと言ひやるかたなくとぞ】『弄花抄』は「紫式部か語也巻々如此」。『細流抄』は「例の作者の語也」。『評釈』は「いま姫君に語って聞かせる女房（この物語の本文をよみあげる女房）の言葉となる。「言ひやる方なく」とは、昔の、源氏を見た古女房の言葉であり、それをここに伝えるのだ、と、ことわるのである」。『集成』は「このご一統のお話は、とても語り尽せたものではないとのことです。語り手の口ぶりをそのまま伝える草子地の筆法」「夕霧と落葉の宮の物語を、夕霧の家庭に生じた一波瀾という印象で収束しようとする語り手の意図がうかがえる」。『完訳』は「問題が複雑すぎて語り尽せないとする。語り手の省筆の弁」「律儀者の子沢山を印象づけながら、ほろ苦い家庭喜劇の幕が閉じられる。次巻からは本筋へ復帰」。



４０． 御法 (みのり)

第一章　紫の上の物語　死期間近き春から夏の物語

第一段　紫の上、出家を願うが許されず

御法．１．１．１

■　紫むらさきの上うへ、いたうわづらひたまひし御心地みここちのの後1ち、いと篤あつしくなりたまひて、そこはかとなく悩なやみわたりたまふこと久ひさしくなりぬ。

◇　紫の上、ひどくお患いになったご病気の後、とても衰弱がひどくおなりになって、どこそこがお悪いというのでなくご気分がすぐれない状態が長くなった。


1 【紫の上いたうわづらひたまひし御心地の後】四年前の正月の女楽の直後発病し、四月危篤状態まで陥ったが（若菜下）、その後全快せず今日にいたっている。冒頭「紫の上」、と女主人公を提示し、以下にも体言の下に格助詞や係助詞を伴わない、物語としての文章の生動に注意べき。


御法．１．１．２

■　いとおどろおどろしうはあらねど、年月重としつきかさなれば、頼たのもしげなく、いとどあえかになりまさりたまへるを、院ゐんの思おもほし嘆なげくこと、限かぎりなし1。

◇　たいして重病ではないが、年月が重なるので、頼りなさそうに、ますます衰弱をお増しになったのを、院がご心痛になること、この上ない。

■　しばしにても2後おくれきこえたまはむことをば、いみじかるべく思おぼし、みづからの御心地みここちには3、この世よに飽あかぬことなく、うしろめたきほだしだにまじらぬ御身おほむみなれば、あながちにかけとどめまほしきP1御命おほむいのちとも思おぼされぬを4、年としごろの御契おほむちぎりかけ離はなれ5、思おもひ嘆なげかせたてまつらむことのみぞ6、人知ひとしれぬ御心みこころのうちにも、ものあはれに思おぼされける7。

◇　少しの間でも先立たれ申されることは、堪えがたくお思いになり、ご自身のお気持ちは、この世に何の不足なこともなく、気がかりな子供たちさえおいででないお身の上なので、無理に生き残っていたいお命ともお思いなされないのだが、長年のご夫婦の縁を別れ、ご悲嘆申させるだろうことだけが、人知れず心の中でも、何となく悲しく思われなさるのであった。

■　後のちの世よのためにと、尊たふときことどもを多おほくせさせたまひつつ、

◇　来世のためにと、尊い仏事を数多くなさりながら、

■　「いかでなほ本意ほいあるさまになりて8、しばしもかかづらはむ命いのちのほどは9、行**ひを紛まぎれなく」

◇　「何とかしてやはり出家の本願を遂げて、暫くの間でも生きている命の限りは、勤行を一途に行いたい」

■　と、たゆみなく思おぼしのたまへど、さらに許ゆるしきこえたまはず10。

◇　と、いつもお思いになりお願いなさるが、まったくお許し申し上げなさらない。

◆　 
いと おどろおどろしう は あら ね ど、 としつき かさなれ ば、 たのもしげ なく、 いとど あえかに なり まさり たまへ る を、 ゐん の おもほし なげく こと、 かぎり なし。 しばし にて も おくれ きこえ たまは む こと を ば、 いみじかる べく おぼし、 みづから の み-ここち に は、 このよ に あか ぬ こと なく、 うしろめたき ほだし だに まじら ぬ おほむ-み なれ ば、 あながちに かけ とどめ まほしき おほむ-いのち と も おぼさ れ ぬ を、 としごろ の おほむ-ちぎり かけはなれ、 おもひ なげか せ たてまつら む こと のみ ぞ、 ひと-しれ-ぬ み-こころ の うち に も、 もの-あはれ に おぼさ れ ける。 のち の よ の ため に と、 たふとき こと-ども を おほく せ させ たまひ つつ、 "いかで なほ ほ'い ある さま に なり て、 しばし も かかづらは む いのち の ほど は、 おこなひ まぎれ なく" と、 たゆみ なく おぼし のたまへ ど、 さらに ゆるし きこえ たまは ず。


P1 まほしき--（/+ま）ほしき

1 【院の思ほし嘆くこと限りなし】源氏の悲嘆。

2 【しばしにても】以下「いみじかるべく思し」まで、源氏の心中を地の文で語る。

3 【みづからの御心地には】以下、紫の上の心中を地の文で語る。

4 【思されぬを】「れ」自発の助動詞。接続助詞「を」逆接の意。

5 【年ごろの御契りかけ離れ】『集成』は「死別によって今生の契りを断つこと」。『完訳』は「源氏との年来の縁。「契り」に注意。単なる「仲」でない。子への執着がない代りに、源氏との宿縁の仲が現世の絆となっている」と注す。

6 【思ひ嘆かせたてまつらむことのみぞ】源氏を嘆かせる。『休聞抄』は「声をだに聞かで別るる魂よりもなき床に寝む君ぞ悲しき」（古今集哀傷、八五八、読人しらず）を指摘。

7 【思されける】「れ」自発の助動詞。係助詞「ぞ」--「ける」係結びの構文の強調表現。

8 【いかでなほ本意あるさまになりて】紫の上の出家願望は、「若菜下」巻に語られていた。

9 【しばしもかかづらはむ命のほどは】『河海抄』は「ありはてぬ命待つ間の程ばかり憂きことしげく思はずもがな」（古今集雑下、九六五、平貞文）を指摘。

10 【さらに許しきこえたまはず】主語は源氏。


御法．１．１．３

■　さるは、わが御心みこころにも、しか思おぼしそめたる筋すぢなれば1、かくねむごろに思おもひたまへるついでにもよほされて、同おなじ道みちにも入いりなむと思おぼせど3、一度ひとたび、家いへを出いでたまひなば4、仮かりにもこの世よを顧かへりみむとは思おぼしおきてず、後のちの世よには、同おなじ蓮はちすの座ざをも分わけむと、契ちぎり交かはしきこえたまひて、頼たのみをかけたまふ御仲おほむなかなれど、ここながら勤つとめたまはむほどは、同おなじ山やまなりとも、峰みねを隔へだてて、あひ見みたてまつらぬ住すみ処かにかけ離はなれなむことをのみ5思おぼしまうけたるに6、かくいと頼たのもしげなきさまに悩なやみ篤あついたまへば7、いと心苦こころぐるしき御おほむありさまを、今いまはと行ゆき離はなれむきざみには捨すてがたく、なかなか、山水やまみづの住すみ処濁かにごりぬべく8、思おぼしとどこほるほどに、ただうちあさへたる、思おもひのままの道心起だうしんおこす人ひとびとには、こよなう後おくれたまひぬべかめり9。

◇　そうは言うものの、ご自分のお気持ちにも、そのようにご決心なさっていることなので、このように熱心に思っていらっしゃる機会に促されて、一緒に出家生活に入ろうとお思いになるが、一度、出家をなさったらば、仮にもこの世の事を顧みようとはお思いにならず、来世では、一つの蓮の座を分け合おうと、お約束申し上げなさって、頼りにしていらっしゃるご夫婦仲であるが、この世のままで勤行なさる間は、同じ奥山であっても、峰を隔てて、お互いに顔を会わせない住まいで離れて生活することばかりをお考えになっていたので、このようにとても頼りない状態で病が篤くなってゆかれるので、とてもお気の毒なご様子を、いよいよ出家しようという時機には捨てることができず、かえって、山水の清い生活も濁ってしまいそうで、ぐずぐずしていらっしゃるうちに、ほんの浅い考えで、思うまま出家心を起こす人々に比べて、すっかり後れを取っておしまいになりそうである。


1 【さるはわが御心にもしか思しそめたる筋なれば】「さるは」反転して、また一方では。以下、源氏の心中。源氏の出家願望は、「若紫」「葵」「絵合」「藤裏葉」の諸巻に見られる。

2? 【同じ道に入りなむ】源氏の心中。連語「なむ」（完了の助動詞、確述＋推量の助動詞、意志）、源氏の強い意志を表す。

3 【思せど】「ど」逆接の接続助詞、いったんは出家をと思うが、以下に躊躇される気持ちが語られる。

4 【一度家を出でたまひなば】以下、源氏の心中。出家の覚悟とそれを躊躇される源氏の気持ちを地の文に語る。心情の流れに即した紆余曲折のある長文の文章表現に注意。

5 【かけ離れなむことをのみ】連語「なむ」、完了の助動詞、確述の意＋推量の助動詞、意志の意。副助詞「のみ」限定強調の意、源氏の強い決意を表す。

6 【思しまうけたるに】接続助詞「に」順接、原因理由を表す。源氏のかねての考え方をいう。以下、逆接の文脈になり、それがかなわないことをいう。

7 【悩み篤いたまへば】動詞「篤え」の転、連用形しか文献には見えないという（岩波古語辞典）。容態が重くなる意。

8 【山水の住み処濁りぬべく】地の文中だが、「澄む」「住む」の掛詞、「水」と「濁る」「澄む」の縁語、という修辞が見られる。

9 【ただうちあさへたる思ひのままの道心起こす人びとにはこよなう後れたまひぬべかめり】推量の助動詞「べかめり」は語り手が源氏の心中と行動を推測した言辞。『評釈』は「当時の貴族たちにとっては、出家は理想の生活として考えられていたらしい。（中略）それを光る源氏をめぐる婦人たちでさえ行なっているのに、光る源氏が今まで口には言いながら実行しないのはどうしたことなのか。そういった読者の疑問に答えるための、作者の弁解がこの「御法」の冒頭文ではないかと思われる」と注す。


御法．１．１．４

■　御許おほむゆるしなくて1、心一こころひとつに思おぼし立たたむも、さま悪あしく本意ほいなきやうなれば、このことによりてぞ2、女君おむなぎみは3、恨うらめしく思おもひきこえたまひける。

◇　お許しがなくて、一存でご決心なさるのも、体裁が悪く不本意のようなので、この一事によって、女君は、恨めしくお思い申し上げていらっしゃるのであった。

■　わが御身おほむみをも、罪軽つみかろかるまじきにやと4、うしろめたく思おぼされけり。

◇　ご自身でも、罪障が浅くない身の上ゆえかと、気がかりに思わずにはいらっしゃれないのであった。


1 【御許しなくて】源氏の許可がなくて紫の上は出家を。

2 【このことによりてぞ】源氏が出家を許さないことをさす。係助詞「ぞ」--「思ひきこえたまひける」、係結びの構文による強調表現。

3 【女君は】紫の上。あえて主語を提示することによって強調したもの。

4 【わが御身をも罪軽かるまじきにやと】紫の上自身の反省。接続助詞「に」順接、原因理由の意。我が身の罪障が深いために、出家も許されないのだろうか、と考える。『完訳』は「源氏を恨むよりも、わが運命を悲しむ」と注す。


第二段　二条院の法華経供養

御法．１．２．１

■　年としごろ、私わたくしの御願おほむぐわんにて書かかせたてまつりたまひける

◇　長年、私的なご発願としてお書かせ申し上げなさった

■　『法華経』

◇　『法華経』

■　千部1ほけきゃう、いそぎて供養くやうじたまふ。

◇　一千部を、急いでご供養なさる。

■　わが御殿おほむと思のとおぼす二条院にでうのゐんにて2ぞしたまひける。

◇　ご自身のお邸とお思いの二条院で催されるのであった。

■　七僧しちそうの法服ほふぶくなど3、品々賜しなじなたまはす。

◇　七僧の法服など、それぞれ身分に応じてお与えになる。

■　物ものの色いろ、縫ぬひ目めよりはじめて、きよらなること、限かぎりなし。

◇　法服の染色や、仕立て方をはじめとして、美しいこと、この上ない。

■　おほかた何なにごとも、いといかめしきわざどもをせられたり。

◇　だいたいどのようなことに対しても、実にご荘厳な法会を催された。


1 【法華経千部】『法華経』は全八巻、二十八品の経。それを千部写経させた。大勢の写経者が必要。大事業である。

2 【わが御殿と思す二条院にて】「若菜上」巻にも「わが御私の殿と思す二条の院にて」（第九章二段）とあった。

3 【七僧の法服など】講師（こうじ）・読師（とくじ）・呪願（しゅがん）・三礼（さんらい）・唄（ばい）・散花（さんげ）・堂達（どうだつ）の役僧たちの法服。


御法．１．２．２

■　ことことしきさまにも聞きこえたまはざりければ1、詳くはしきことどもも知しらせたまはざりけるに2、女をむなの御おほむおきてにてはいたり深ふかく、仏ほとけの道みちにさへ通かよひたまひける3御心みこころのほどなどを、院ゐんはいと限かぎりなしと見みたてまつりたまひて、ただおほかたの御おほむしつらひ、何なにかのことばかりをなむ、営いとなませたまひける4。

◇　大層な催しには致されなかったので、詳細な事柄はお教えなさらなかったのに、女性のお指図としては行き届いており、仏道にまで通じていらっしゃるお心のほどなどを、院はまことにこの上ない方だと感心なさって、ただ大体のお飾り、何やかのことだけを、お世話なさるのであった。

■　楽人がくにん、舞人まひびとなどのことは、大将だいしゃうの君5きみ、取とり分わきて仕つかうまつりたまふ。

◇　楽人、舞人などのことは、大将の君が特別にお世話を申し上げなさる。


1 【ことことしきさまにも聞こえたまはざりければ】紫の上は源氏に。

2 【詳しきことどもも知らせたまはざりけるに】主語は源氏。『集成』は「こまかいところまで何もご存じでなかったのに」。『完訳』は「院は立ち入った数々のことをお教えにならなかったのに」。両解釈あるが、こうした表現は、二者択一的解釈より多重的解釈（掛詞的）のほうがより適切か。

3 【仏の道にさへ通ひたまひける】『完訳』は「仏の儀式にまでよく通じて」と注す。

4 【営ませたまひける】「せたまひ」は、主語が「院は」とあるので、最高敬語とみてよい。

5 【大将の君】夕霧。近衛府の官人という立場から。


御法．１．２．３

■　内裏うち、春宮とうぐう、后きさいの宮みやたちをはじめ1たてまつりて、御方々おほむかたがた、ここかしこに御誦経みずきゃう、捧物ほうもちなどばかりのことをうちしたまふだに所狭ところせきに、まして、そのころ、この御おほむいそぎを仕つかうまつらぬ所ところなければ、いとこちたきことどもあり3。

◇　帝、春宮、后宮たちをおはじめ申して、ご夫人方が、それぞれ御誦経、捧げ物など程度のことをご寄進なさるのでさえ所狭しなのに、それ以上に、その当時は、このご準備のご用をお務めしない人がないので、たいそう物々しいことがあれこれとある。

■　「いつのほどに4、いとかくいろいろ思おぼしまうけけむ。

◇　「いつのまに、とてもこのようにいろいろとご用意なさったのであろう。

■　げに、石上いその世々経かみのよよへたる5御願おほむぐわんにや6」

◇　なるほど、古い昔からの御願であろうか」

■　とぞ見みえたる。

◇　と見えた。


1 【内裏春宮后の宮たちをはじめ】今上帝は朱雀院の御子。春宮は今上帝と明石女御の間に生まれた御子。「后宮たち」と複数形で語られているので、秋好中宮の他に明石女御が中宮になったことが暗示されている。明石女御の立后は初見の記事。

2? 【御かたがたここかしこに】六条院のご夫人方、花散里や明石御方をさす。

3 【いとこちたきことどもあり】『評釈』は「作者の批評」と注す。

4 【いつのほどに】以下「御願にや」まで、源氏の心中。

5 【石上の世々経たる】「石上」は「ふる」に係る枕詞。ここは「世々経たる」にかけた修辞。古くから、の意。『源氏釈』は「塵泥（ちりひぢ）の世々のみかずにありへてぞ思ひあつむることもおほかる」（出典未詳）を指摘。

6 【御願にや】係助詞「や」の下に「あらむ」などの語句が省略。


御法．１．２．４

■　花散里はなちるさと聞ときこえし御方おほむかた、明石あかしなども渡わたりたまへり1。

◇　花散里と申し上げた御方、明石などもお越しになった。

■　南東みなみひむがしの戸とを開あけておはします2。

◇　東南の妻戸を開けていらっしゃる。

■　寝殿しんでんの西にしの塗籠ぬりごめなりけり3。

◇　寝殿の西の塗籠であった。

■　北きたの廂ひさしに、方々かたがたの御局みつぼねどもは、障子さうじばかりを隔へだてつつしたり。

◇　北の廂に、御方々のお席は、襖障子だけを仕切って設えてあった。


1 【花散里と聞こえし御方明石なども渡りたまへり】花散里と明石御方に対する待遇の違いに注意。『完訳』は「花散里との身分差を表すべく、「明石」と呼び捨てた呼称」と注す。

2 【南東の戸を開けておはします】主語は紫の上。

3 【寝殿の西の塗籠なりけり】前文を補足説明した叙述。


第三段　紫の上、明石御方と和歌を贈答

御法．１．３．１

■　三月もの十日**なれば、花盛**りにて、空**のけしきなども、うららかにものおもしろく、仏***のおはすなる所**のありさま、遠とほからず思おもひやられて、ことなり。

◇　三月の十日なので、花盛りで、空の様子なども、うららかで興趣あり、仏のいらっしゃる極楽浄土の有様が、身近に想像されて、格別である。

■　深ふかき心こころもなき人ひとさへ、罪つみを失うしなひつべし。

◇　信心のない人までが、罪障がなくなりそうである。

■　薪たきぎこる讃嘆さんたんの声こゑS1も、そこらP2集つどひたる響ひびき、おどろおどろしきを、うち休やすみて静しづまりたるほどだにあはれに思おぼさるるを、まして、このころとなりてはP3、何なにごとにつけても、心細こころぼそくのみ思おぼし知しる。

◇　薪こる行道の声も、大勢集い響き、あたりをゆるがすが、声が中断して静かになった時でさえしみじみ寂しく思わずにはいらっしゃれないのに、それ以上に、最近になっては、何につけても、心細くばかりお感じになられる。

■　明石あかしの御方おほむかたに、三さむの宮みやして、聞きこえたまへる。

◇　明石の御方に、三の宮を使いにして、申し上げなさる。

◆　 
ものおもしろく、 ほとけ の おはする ところ の ありさま、 とほから ず おもひやられ て、 こと なり。 ふかき こころ も なき ひと さへ、 つみ を うしなひ つ べし。たきぎ こる さんたん の こゑ も、 そこら つどひ たる ひびき、 おどろおどろしきを、 うち-やすみ て しづまり たる ほど だに あはれに おぼさ るる を、 まして、このころ と なり て は、 なにごと に つけ て も、 こころぼそく のみ おぼししる。 あかし-の-おほむかた に、 さむ-の-みや して、 きこえ たまへ る。


S1 法華経をわが得しことは薪こり名摘み水汲み仕へてぞ得し（拾遺集哀傷-一三四六　大僧正行基）

P2 そこら--そこえ（え/＄ら）

P3 なりては--なりて△（△/＃は）


御法．１．３．２

■　「惜をしからぬこの身みながらもかぎりとて

薪尽たきぎつきなむS2ことの悲かなしさ」

◇　「惜しくもないこの身ですが、これを最後として

薪の尽きることを思うと悲しうございます」


S2 入無余涅槃　如薪尽火滅（法華経-方便品）


御法．１．３．３

■　御返おほむかへり、心細こころぼそき筋すぢは、後のちの聞きこえも心後こころおくれたるわざにや、そこはかとなくぞあめる。

◇　お返事は、心細い歌意のことは、後の非難も気にかかったのであろうか、当り障りのない詠みぶりであったようだ。

御法．１．３．４

■　「薪たきぎこる思おもひは今日けふを初はじめにて

この世よに願ねがふ法のりぞはるけき」

◇　「仏道へのお思いは今日を初めの日として

この世で願う仏法のために千年も祈り続けられることでしょう」

御法．１．３．５

■　夜よもすがら、尊たふときことにうち合あはせたる鼓つづみの声こゑ、絶たえずおもしろし。

◇　一晩中、尊い読経の声に合わせた鼓の音、鳴り続けておもしろい。

■　ほのぼのと明あけゆく朝あさぼらけ、霞かすみの間まより見みえたる花はなの色々いろいろ、なほ春はるに心こころとまりぬべく匂にほひわたりて、百千鳥ももちどりのさへづりも、笛ふえの音ねに劣おとらぬ心地ここちして、もののあはれもおもしろさも残のこらぬほどに、陵王りゃうわうの舞まひ手急てきふになるほどの末すゑつ方かたの楽がく、はなやかににぎははしく聞きこゆるに、皆人みなびとの脱ぬぎかけたるものの色々いろいろなども、もののをりからにをかしうのみ見みゆ。

◇　ほのぼのと夜が明けてゆく朝焼けに、霞の間から見えるさまざまな花の色が、なおも春に心がとまりそうに咲き匂っていて、百千鳥の囀りも、笛の音に負けない感じがして、しみじみとした情趣も感興もここに極まるといった感じで、陵王の舞が急の調べにさしかかった最後のほうの楽、はなやかに賑やかに聞こえるので、一座の人々が脱いで掛けていた衣装のさまざまな色なども、折からの情景に美しく見える。

御法．１．３．６

■　親王みこたち、上達部かむだちめの中なかにも、ものの上手じゃうずども、手残てのこさず遊あそびたまふ。

◇　親王たち、上達部の中でも、音楽の上手な方々は、技を尽くして演奏なさる。

■　上下心地かみしもここちよげに、興きょうあるけしきどもなるを見みたまふにも、残のこり少すくなしと身みを思おぼしたる御心みこころのうちには、よろづのことあはれにおぼえたまふ。

◇　身分の上下に関わらず気持ちよさそうに、うち興じている様子を御覧になるにも、余命少ないと身をお思いになっていらっしゃるお心の中には、万事がしみじみと悲しく思われなさる。

第四段　紫の上、花散里と和歌を贈答

御法．１．４．１

■　昨日きのふ、例れいならず起おきゐたまへりし名残なごりにや、いと苦くるしうして臥ふしたまへり。

◇　昨日は、いつもと違って起きていらっしゃったせいであろうか、とても苦しくて臥せっていらっしゃる。

■　年としごろ、かかるものの折をりごとに、参まゐり集つどひ遊あそびたまふ人ひとびとの御容貌おほむかたちありさまの、おのがじし才ざえども、琴笛ことふえの音ねをも、今日けふや見聞みききたまふべきとぢめなるらむ、とのみ思おぼさるれば2、さしも目めとまるまじき人ひとの顔かほどもも、あはれに見みえわたされたまふ3。

◇　長年、このような機会ごとに、参集して音楽をなさる方々のご容貌や態度が、それぞれの才能、琴笛の音色をも、今日が見たり聞いたりなさる最後になるだろう、とばかりお思いなさるので、格別に目にもとまらないはずの人達の顔も、しみじみと一人一人に目が自然とお止まりになる。


1? 【昨日は例ならず起きゐたまへりし名残にや】法華経千部供養の翌日。「にや」は語り手の推測を交えた表現。『湖月抄』は「地」と注す。

2 【今日や見聞きたまふべきとぢめなるらむとのみ思さるれば】紫の上の心中。『完訳』は「死の予感から、法会を、知人との最期の惜別だったと思い返す」と注す。副助詞「のみ」限定の意。「るれ」自発の助動詞。

3 【あはれに見えわたされたまふ】「れ」自発の助動詞。紫の上の自然と一人一人に目がとまる気持ちが表されている。『完訳』は「平常は格別目にとまらない些細な物事にまで、深い感慨を抱く。末期の目にはすべてが印象的」と注す。


御法．１．４．２

■　まして、夏冬なつふゆの時ときにつけたる遊あそび戯たはぶれにも、なま挑いどましき下したの心こころは、おのづから立たちまじりもすらめど1、さすがに情なさけを交かはしP4たまふ方々かたがたは、誰たれも久ひさしくとまるべき世よにはあらざなれど、まづ我一人行方知われひとりゆくへしらずなりなむを3思おぼし続つづくる、いみじうあはれなり。

◇　それ以上に、夏冬の四季折々の音楽会や遊びなどにも、何となく張り合う気持ちは、自然と沸き起こって来るようであるが、やはりお互いに親しくしあっていらっしゃる御方々は、誰もみな永久に生きていらっしゃれる世の中ではないが、まず自分独りが先立って行くのをお考え続けなさると、ひどく悲しいのである。


P4 交はし--（/+か）はし

1 【おのづから立ちまじりもすらめど】推量の助動詞「らめ」視界外推量は、語り手が紫の上の心情を推測したもの。

2? 【情けを交はしたまふかたがたは】六条院の夫人方。

3 【誰れも久しくとまるべき世にはあらざなれどまづ我一人行方知らずなりなむを】紫の上の心中を地の文に語る。一人先立つ悲しみを思う。『完訳』は「死の予感が彼女らへの親近感を強める」「死の至り着く先が分らず、往生や救済の確信も持てない絶望的な気持」と注す。


御法．１．４．３

■　こと果はてて、おのがじし帰かへりたまひなむとするも、遠とほき別わかれめきて惜をしまる1。

◇　法会が終わって、それぞれお帰りになろうとするのも、永遠の別れのように思われて惜しまれる。

■　花散里はなちるさとの御方おほむかたに、

◇　花散里の御方に、


1 【遠き別れめきて惜しまる】紫の上の気持ち。「る」自発の助動詞。


御法．１．４．４

■　「絶たえぬべき御法みのりながらぞ頼たのまるる

世々よよにと結むすぶ中なかの契ちぎりを1」

◇　「これが最後と思われます法会ですが、頼もしく思われます

生々世々にかけてと結んだあなたとの縁を」


1 【絶えぬべき御法ながらぞ頼まるる世々にと結ぶ中の契りを】「御法」の「み」と「身」の掛詞。法会の結縁の席で同席した親近感を訴える。


御法．１．４．５

■　御返おほむかへり、

◇　お返事は、

御法．１．４．６

■　「結むすびおく契ちぎりは絶たえじおほかたの

残のこりすくなき御法みのりなりとも1」

◇　「あなた様と御法会で結んだ御縁は未来永劫に続くでしょう

普通の人には残り少ない命とて、多くは催せない法会でしょうとも」


1 【結びおく契りは絶えじおほかたの残りすくなき御法なりとも】「絶えぬ」「御法」「結ぶ」「契り」の語句を受けて、縁は絶えないでしょう、と同意した歌。『集成』は「「おほかたの」は、世間一般には、の意。そのなかに自分をこめ、しかし紫の上は特別で、末長いお命を保たれ、法会も営まれましょう、という祝意がある」と注す。


御法．１．４．７

■　やがて、このついでに、不断ふだんの読経どきゃう、懺法せんぼふなど、たゆみなく1、尊たふときことども2せさせたまふ。

◇　引き続き、この機会に、不断の読経や、懺法などを、怠りなく、尊い仏事の数々をおさせになる。

■　御修法みすほふは、ことなるしるしも見みえでほども経へぬれば3、例れいのことになりて、うちはへさるべき所々ところどころ、寺々てらでらにてぞせさせたまひける。

◇　御修法は、格別の効験も現れないで時が過ぎたので、いつものことになって、引き続いてしかるべきあちらこちら、寺々においておさせになった。


1 【不断の読経懺法などたゆみなく】僧侶が輪番で昼夜間断なく読み続ける読経と罪障を懺悔し滅罪を願う法華懺法。

2 【尊きことども】大島本は「たうとき事とも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことどもを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【ほども経ぬれば】大島本は「ほとも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ほど」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


第五段　紫の上、明石中宮と対面

御法．１．５．１

■　夏なつになりては、例れいの暑あつしさにさへ1、いとど消きえ入いりたまひぬべき折々多をりをりおほかり。

◇　夏になってからは、いつもの暑さでさえ、ますます意識を失っておしまいになりそうな時々が多かった。

■　そのことと、おどろおどろしからぬ御心地みここちなれど、ただいと弱よわきさまになりたまへば、むつかしげに所狭ところせく悩なやみたまふこともなし3。

◇　どこといって、特に苦しんだりなさらないご病状であるが、ただたいそう衰弱した状態におなりになったので、いかにも病人めいてたいそうにお悩みになることもない。

■　さぶらふ人ひとびとも、いかにおはしまさむとするにか、と思おもひよるにも、まづかきくらし、あたらしう悲かなしき御おほむありさまと見みたてまつる。

◇　伺候している女房たちも、この先どうおなりになるのだろうか、と思うにつけても、もう目の前がまっくらになって、もったいなくも悲しいご様子と拝する。


1 【夏になりては例の暑さにさへ】物語は法華経千部供養の行われた三月十日から夏四月に移る。この間およそ二十日間が経過。

2? 【そのことおどろおどろしからぬ御心地なれど】『集成』は「どこが悪いと、ひどく苦しんだりはなさらぬ病状であるが」と注す。

3 【むつかしげに所狭く悩みたまふこともなし】『完訳』は「いかにも重病人めいてひどくお苦しみになるといったこともない」と注す。衰弱がひどくなっていく様子。


御法．１．５．２

■　かくのみおはすれば、中宮ちゅうぐう、この院ゐんにまかでさせたまふ1。東ひむがしの対たいにおはしますべければ、こなたにはた待まちきこえたまふ2。儀式ぎしきなど、例れいに変かはらねど、この世よのありさまを見果みはてずなりぬるなどのみ3思おぼせば、よろづにつけてものあはれなり。名対面なだいめんを聞ききたまふにも4、その人ひと、かの人ひとなど、耳みみとどめて聞きかれたまふ。上達部かむだちめなど、いと多おほく仕つかうまつりたまへり。

◇　こうした状態ばかりでいらっしゃるので、中宮が、この二条院に御退出あそばされる。東の対に御滞在あそばす予定なので、こちらでお待ち申し上げていらっしゃる。儀式など、いつもと変わらないが、この世の作法もこれが見納めだろうなどとばかりお思いになると、何かにつけても悲しい。名対面をお聞きになっても、あれは誰、これは誰などと、耳を止めてついお聞きになる。


1 【中宮この院にまかでさせたまふ】明石中宮、二条院に養母紫の上を見舞うべく退出する。「させたまふ」最高敬語表現。

2 【東の対におはしますべければこなたにはた待ちきこえたまふ】東の対を明石中宮の居所と予定される。紫の上は病室の西の対から東の対に移って、そこで中宮を待つ。

3 【この世のありさまを見果てずなりぬるなどのみ】紫の上の心中を地の文に語る。見果てないで終わってしまう、が原文の逐語的表現。見納めになる、の意。

4 【名対面を聞きたまふにも】行啓供奉の公卿などが入御の後、名を名乗ること。


御法．１．５．３

■　久ひさしき御対面おほむたいめんのとだえを、めづらしく思おぼして、御物語おほむものがたりこまやかに聞きこえたまふ。院入ゐんいりたまひて、

◇　上達部なども大勢供奉なさっていた。久しく御対面なさらなかったので、珍しくお思いになって、お話をこまごまと申し上げなさる。院がお入りになって、

御法．１．５．４

■　「今宵こよひは2、巣離すばなれたる心地ここちして、無徳むとくなりや。

◇　「今夜は、巣をなくした鳥の思いで、まったくぶざまなさまですね。

■　まかりて休やすみはべらむ」

◇　退出して寝るとしよう」


1? 【めつらしく思して】主語は紫の上。

2 【今宵は】以下「休みはべらむ」まで、源氏の詞。主語は自分源氏自身。『集成』は「今夜は、巣を無くしたような気がして、体裁の悪いことだ。紫の上は中宮と語り合っていて、側へ寄れないことを戯れて言ったもの」と注す。


御法．１．５．５

■　とて、渡わたりたまひぬ。

◇　と言って、お帰りになってしまった。

■　起おきゐたまへるを、いとうれしと思おぼしたるも1、いとはかなきほどの御慰おほむなぐさめなり。

◇　起きていらっしゃるのを、嬉しいとお思いになるのも、まことにはかないお慰めである。


1 【起きゐたまへるをいとうれしと思したるも】紫の上が起きていらっしゃるのを源氏は嬉しくお思いになるが、の意。


御法．１．５．６

■　「方々かたがたにおはしましては1、あなたに渡わたらせたまはむも2かたじけなし。

◇　「別々のお部屋にいらっしゃったのでは、あちらにお越しあそばすのも恐れ多いことです。

■　参まゐらむこと、はたわりなくなりにてはべれば」

◇　お伺いすること、それもできにくくなってしまいましたので」


1 【方々におはしましては】以下「なりにてはべれば」まで、紫の上の詞。中宮と自分紫の上が二条院の別々の対に離れていたのでは、の意。

2 【あなたに渡らせたまはむも】紫の上の病室である西の対へ中宮が。「せたまふ」は中宮に対する最高敬語。


御法．１．５．７

■　とて、しばらくはP5,1こなたにおはすれば、明石あかしの御方おほむかたも渡わたりたまひて、心深こころぶかげにしづまりたる御物語おほむものがたりども聞きこえ交かはしたまふ。

◇　と言って、暫くの間はこちらにいらっしゃるので、明石の御方もお越しになって、心のこもった静かなお話などをお取り交わしなさる。


P5 しばらくは--しはし（し/＄らく〈朱〉）は

1 【しばらくは】大島本は「しハし（し＄らく〈朱墨〉）ハ」とある。すなわち、「し」を朱筆と墨筆でミセケチにして「らく」と訂正する。『集成』『完本』は訂正以前本文と諸本に従って「しばし」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従う。「しばらく」は「平安時代、漢文訓読体に使われ、女流文学では一般に「しばし」を使ったが、鎌倉時代以後、区別が失われた」（岩波古語辞典）。


第六段　紫の上、匂宮に別れの言葉

御法．１．６．１

■　上うへは、御心みこころのうちにP6思おぼしめぐらすこと多おほかれど、さかしげに、亡なからむ後のちなどのたまひ出いづることもなし。

◇　紫の上は、ご心中にお考えになっていらっしゃることがいろいろと多くあるが、利口そうに、亡くなった後はなどと、お口にされることもない。

■　ただなべての世よの常つねなきありさまを、おほどかに言少ことすくななるものから、あさはかにはあらず2のたまひなしたるけはひなどぞ、言ことに出いでたらむよりも3あはれに、もの心細こころぼそき御みけしきは、しるう見みえける。

◇　ただ世間一般の世の無常な有様を、おっとりと言葉少なでありながらも、並々ではないおっしゃりようをなさるご様子などを、言葉にお出しになるよりも、しみじみと何か心細いご様子は、はっきりと見えるのであった。

■　宮みやたちを見みたてまつりたまうても4、

◇　宮たちを拝見なさっても、


P6 うちに--うち（ち/+に）

1? 【亡から後ちなどのたまひ出づることもなし】『完訳』は「紫の上は、遺言したいが、死期を予知して冷静にふるまうのを、女らしからぬ態度として避ける」と注す。

2 【あさはかにはあらず】『集成』は「おざなりなおっしゃりようではなく」。『完訳』は「心深くおっしゃる」と訳す。

3 【言に出でたらむよりも】言葉に表して言うよりも。

4 【宮たちを見たてまつりたまうても】明石中宮腹の皇子皇女たち。女一の宮、三の宮（匂宮）たちをさす。


御法．１．６．２

■　「おのおのの御行おほむゆく末すゑを1、ゆかしく思おもひきこえけるこそ、かくはかなかりける身みを惜をしむ心こころのまじりけるにや」

◇　「それぞれのご将来を、見たいものだとお思い申し上げていましたのは、このようにはかなかったわが身を惜しむ気持ちが交じっていたからでしょうか」


1 【おのおのの御行く末を】以下「心のまじりけるにや」まで、紫の上の詞。


御法．１．６．３

■　とて、涙なみだぐみたまへる御顔おほむかほの匂にほひ、いみじうをかしげなり。

◇　と言って、涙ぐんでいらっしゃるお顔の美しさ、素晴らしく見事である。

■　「などかうのみ思おぼしたらむ1」

◇　「どうしてこんなふうにばかりお思いでいらっしゃるのだろう」

■　と思おぼすに、中宮ちゅうぐう、うち泣なきたまひぬ。

◇　とお思いになると、中宮は、思わずお泣きになってしまった。

■　ゆゆしげになどは聞きこえなしたまはず2、もののついでなどにぞ、年としごろ仕つかうまつり馴なれたる人ひとびとの、ことなるよるべなういとほしげなる、この人ひと、かの人ひと、

◇　縁起でもない申し上げようはなさらず、お話のついでなどに、長年お仕えし親しんできた女房たちで、特別の身寄りがなく気の毒そうな、この人、あの人を、


1 【などかうのみ思したらむ】明石中宮の心中。

2 【ゆゆしげになどは聞こえなしたまはず】主語は紫の上。遺言めいた言い方。


御法．１．６．４

■　「はべらずなりなむ後のちに、御心みこころとどめて、尋たづね思おもほせ」

◇　「私が亡くなりました後に、お心をとめて、お目をかけてやってください」

御法．１．６．５

■　などばかり聞きこえたまひける。

◇　などとだけ申し上げなさるのであった。

■　御読経みどきゃうなどによりてぞ2、例れいのわが御方おほむかたに3渡わたりたまふ。

◇　御読経などのために、いつものご座所にお帰りになる。


1? 【この人かの人はべらずなりなむ後に御心とどめて尋ね思ほせ】『集成』は「地の文からすぐ紫の上の言葉に続く語り口」。『完訳』は「はべらず」以下を紫の上の詞とする。

2 【御読経などによりてぞ】季の御読経。中宮主催の催し。中宮里邸退出の折には里邸で行う。

3 【例のわが御方に】紫の上は西の対に戻る。


御法．１．６．６

■　三さむの宮1みやは、あまたの御中おほむなかに、いとをかしげにて歩ありきたまふを、御心地みここちの隙ひまには、前まへに据すゑたてまつりたまひて、人ひとの聞きかぬ間まに、

◇　三の宮は、大勢の皇子たちの中で、とてもかわいらしくお歩きになるのを、ご気分の好い間には、前にお座らせ申されて、人が聞いていない時に、


1 【三の宮】匂宮。


御法．１．６．７

■　「まろがはべらざらむに、思おぼし出いでなむや1」

◇　「わたしが亡くなってからも、お思い出しになってくださいましょうか」


1 【まろがはべらざらむに思し出でなむや】紫の上の詞。「む」推量の助動詞、連体形、仮定の意。「に」接続助詞、単純な接続。「な」完了の助動詞、確述の意。「む」推量の助動詞、推量の意。「や」係助詞、疑問の意。


御法．１．６．８

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお尋ね申し上げなさると、

御法．１．６．９

■　「いと恋こひしかりなむ1。

◇　「きっととても恋しいことでしょう。

■　まろは、内裏うちの上うへよりも宮みやよりも2、婆ばばをこそまさりて3思おもひきこゆれば、おはせずは、心地ここちむつかしかりなむ」

◇　わたしは、御所の父上よりも母宮よりも、祖母様を誰よりもお慕い申し上げていますので、いらっしゃらなくなったら、機嫌が悪くなりますよ」


1 【いと恋しかりなむ】以下「心地むつかしかりなむ」まで、匂宮の詞。

2 【内裏の上よりも宮よりも】「内裏の上」は父帝、「宮」は母明石中宮をさす。

3 【婆をこそまさりて】大島本は「はゝ」と表記する。『集成』は「はは」、『完本』は「母」、『新大系』は「ばゞ」と整定する。「婆」は祖母紫の上をさす。『集成』は「「はは」は古くから澄んで読むが、祖母の意であろう」。『新大系』は「幼児語に、祖父・祖母を「ぢぢ（爺）」「ばば（婆）」と称したろう、と推定しておく」と注す。


御法．１．６．１０

■　とて、目めおしすりて紛まぎらはしたまへるさま、をかしければ、ほほ笑ゑみながら涙なみだは落おちぬ。

◇　と言って、目を拭ってごまかしていらっしゃる様子、いじらしいので、ほほ笑みながらも涙は落ちた。

御法．１．６．１１

■　「大人おとなになりたまひなば1、ここに住すみたまひて、この対たいの前まへなる紅梅こうばいと桜さくらとは2、花はなの折々をりをりに、心こころとどめてもて遊あそびたまへ。

◇　「大人におなりになったら、ここにお住まいになって、この対の前にある紅梅と桜とは、花の咲く季節には、大切にご鑑賞なさい。

■　さるべからむ折をりは、仏ほとけにもたてまつりたまへ3」

◇　何かの折には、仏前にもお供えください」


1 【大人になりたまひなば】以下「仏にもたてまつりたまへ」まで、紫の上の詞。

2 【この対の前なる紅梅と桜とは】二条院の西の対の前にある紅梅と桜の木。『集成』は「春を好む紫の上らしい遺言」と注す。

3 【さるべからむ折は仏にもたてまつりたまへ】「仏」とは、暗に自分の供養のために、という意。


御法．１．６．１２

■　と聞きこえたまへば、うちうなづきて、御顔おほむかほをまもりて、涙なみだの落おつべかめれば、立たちておはしぬ。

◇　と申し上げなさると、こっくりとうなずいて、お顔をじっと見つめて、涙が落ちそうなので、立って行っておしまいになった。

■　取とり分わきて生おほしたてまつりたまへれば1、この宮みやと姫宮ひめみやとをぞ2、見みさしきこえたまはむこと、口惜くちをしくあはれに思おぼされける。

◇　特別に引き取ってお育て申し上げなさったので、この宮と姫宮とを、途中でお世話申し上げることができないままになってしまうことが、残念にしみじみとお思いなさるのであった。


1 【生ほしたてまつりたまへれば】大島本は「おほしたてまつり給へれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「生ほしたてたてまつり」と「たて」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【この宮と姫宮とをぞ】匂宮と女一の宮。


第二章　紫の上の物語　紫の上の死と葬儀

第一段　紫の上の部屋に明石中宮の御座所を設ける

御法．２．１．１

■　秋待あきまちつけて、世よの中なかすこし涼すずしくなりては1、御心地みここちもいささかさはやぐやうなれど、なほともすれば、かことがまし。

◇　ようやく待っていた秋になって、世の中が少し涼しくなってからは、ご気分も少しはさわやかになったようであるが、やはりどうかすると、何かにつけ悪くなることがある。

■　さるは、身みにしむばかり思おぼさるべき秋風あきかぜS3ならねど3、露つゆけき折をりがちにて過すぐしたまふ。

◇　といっても、身にしみるほどに思われなさる秋風ではないが、涙でしめりがちな日々をお過ごしになる。


S3 秋吹く風はいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらむ（詞花集秋-一〇九　和泉式部）

1 【秋待ちつけて世の中すこし涼しくなりては】季節は夏から秋に推移。病人にとってもしのぎやすい季節となる。『完訳』は「ようやく待ちかねた秋になって」と訳す。

2? 【なほともすればかごとがまし】『集成』は「「かことがまし」は、何かにつけて恨みたくなる、の意。何かにつけて、すぐぶり返す状態をいう」と注す。

3 【身にしむばかり思さるべき秋風ならねど】『源氏釈』は「秋吹くはいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらむ」（詞花集秋、和泉式部）。『源注拾遺』は「吹きくれば身にもしみける秋風を色なきものと思ひけるかな」（古今六帖、秋の風）を指摘。


御法．２．１．２

■　中宮ちゅうぐうは、参まゐりたまひなむと2するを、今いましばしは御覧ごらんぜよとも、聞きこえまほしう思おぼせども3、さかしきやうにもあり、内裏うちの御使おほむつかひの隙ひまなきもわづらはしければ、さも聞きこえたまはぬに、あなたにも4え渡わたりたまはねば、宮みやぞ渡わたりたまひける。

◇　中宮は、宮中に参内なさろうとするのを、もう暫くは御逗留をとも、申し上げたくお思いになるが、差し出がましいような気がし、宮中からのお使いがひっきりなしに見えるのも厄介なので、そのようにはお申し上げなさらず、あちらにもお渡りになることができないので、中宮がお越しなさった。


1? 【秋風ならねと露けきおりかちにて】「露」は「秋風」の縁語。涙にしめりがち、の意。

2 【中宮は参りたまひなむと】以下「消え果てたまひぬ」まで、国宝「源氏物語絵巻」詞書にある。

3 【今しばしは御覧ぜよとも聞こえまほしう思せども】主語は紫の上。

4 【あなたにも】西の対から東の対へ。


御法．２．１．３

■　かたはらいたけれど、げに見みたてまつらぬもかひなしとて、こなたに御おほむしつらひをことにせさせたまふ。

◇　恐れ多いことであるが、いかにもお目にかからずには張り合いがないということで、こちらに御座所を特別に設えさせなさる。

■　「こよなう痩やせ細ほそりたまへれど2、かくてこそ3、あてになまめかしきことの限かぎりなさもまさりてめでたかりけれ」

◇　「すっかり痩せ細っていらっしゃるが、こうしても、高貴で優美でいらっしゃることの限りなさも一段と素晴らしく見事である」

■　と4、来きし方かたあまり匂にほひ多おほく、あざあざとおはせし盛さかりは、なかなかこの世よの花はなの薫かをりにもよそへられたまひしを、限かぎりもなくらうたげにをかしげなる御おほむさまにて、いとかりそめに世よをP7思おもひたまへるけしき、似にるものなく心苦こころぐるしく5、すずろにもの悲がなし。

◇　と、今まで匂い満ちて華やかでいらっしゃった女盛りは、かえってこの世の花の香にも喩えられていらっしゃったが、この上もなく可憐で美しいご様子で、まことにかりそめの世と思っていらっしゃる様子、他に似るものもなくおいたわしく、何となく物悲しい。


P7 世を--（/+世をイ）

1? 【宮ぞわたりたまひける】中宮がじきじきに西の対にお越しになった。

2 【こよなう痩せ細りたまへれど】「れ」完了の助動詞、存続の意。『完訳』は「以下、中宮の目に映る紫の上」と注す。

3 【かくてこそ】『集成』「かえってこのほうが」。『完訳』は「当時の美人はふっくらした感じ。その常識に反して、痩せても美しいと讃嘆」と注す。以下「めでたかりけれ」まで、明石中宮の感想。

4 【めでたかりけれと】「限りもなくらうたげに」に続く。「来し方」以下「よそへられたまひしを」まで、挿入句。

5 【いとかりそめに世を思ひたまへるけしき似るものなく心苦しく】大島本は「かりそめに（に＋世をイ）思給へる」とある。すなわち「に」の後に「世を」と異本校合を記す。『集成』『完本』は底本の異本と諸本に従って「世を」を補訂する。『新大系』は底本の本行本文のままとする。『休聞抄』は「朝露のおくての山田かりそめに憂き世の中を思ひぬるかな」（古今集哀傷、八四二、貫之）を指摘。


第二段　明石中宮に看取られ紫の上、死去す

御法．２．２．１

■　風かぜすごく吹ふき出いでたる夕暮ゆふぐれに、前栽見せんさいみたまふとて、脇息けふそくに寄よりゐたまへるを、院渡ゐんわたりて見みたてまつりたまひて、

◇　風が身にこたえるように吹き出した夕暮に、前栽を御覧になろうとして、脇息に寄りかかっていらっしゃるのを、院がお渡りになって拝見なさって、

御法．２．２．２

■　「今日けふは、いとよく1起おきゐたまふめるは2。

◇　「今日は、とても具合好く起きていらっしゃいますね。

■　この御前おまへにては、こよなく御心みこころもはればれしげなめりかし」

◇　この御前では、すっかりご気分も晴れ晴れなさるようですね」


1 【今日はいとよく】以下「はればれしげなめりかし」まで、源氏の詞。

2 【おきゐたまふめるは】終助詞「は」詠嘆の意。


御法．２．２．３

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　かばかりの隙ひまあるをも、いとうれしと思おもひきこえたまへる1御みけしきを見みたまふも、心苦こころぐるしく2、

◇　この程度の気分の好い時があるのをも、まことに嬉しいとお思い申し上げていらっしゃるご様子を御覧になるのも、おいたわしく、

■　「つひに、いかに思おぼし騒さわがむ3」

◇　「とうとう最期となった時、どんなにお嘆きになるだろう」

■　と思おもふに、あはれなれば、

◇　と思うと、しみじみ悲しいので、


1 【いとうれしと思ひきこえたまへる】主語は源氏。

2 【御けしきを見たまふも心苦しく】紫の上が源氏の様子を。

3 【つひにいかに思し騒がむ】紫の上の心中。


御法．２．２．４

■　「おくと見みるほどぞはかなきともすれば

風かぜに乱みだるる萩はぎのうは露1つゆ」

◇　「起きていると見えますのも暫くの間のこと

ややもすれば風に吹き乱れる萩の上露のようなわたしの命です」


1 【おくと見るほどぞはかなきともすれば風に乱るる萩のうは露】紫の上の和歌。「置く」「起く」の掛詞。「露」「置く」縁語。わが身を露に喩えてはかない命を詠む。


御法．２．２．５

■　げにぞ1、折をれかへりとまるべうもあらぬ、よそへられたる折をりさへ忍しのびがたきを、見出みいだしたまひても、

◇　なるほど、風にひるがえってこぼれそうなのが、よそえられたのさえ我慢できないので、お覗きになっても、


1 【げにぞ】庭の光景に紫の上の歌をいかにもと思う、源氏の心中。『完訳』は「紫の上の詠歌どおり、庭前の萩は風に折れ返って、露がこぼれ落ちそう。それがむらあきの上のはかない生命に擬えられる。紫の上を思う源氏の心象風景である」と注す。


御法．２．２．６

■　「ややもせば消きえをあらそふ露つゆの世よに

後おくれ先さきだつほど経へずもがな」

◇　「どうかすると先を争って消えてゆく露のようにはかない人の世に

せめて後れたり先立ったりせずに一緒に消えたいものです」

御法．２．２．７

■　とて、御涙おほむなみだを払はらひあへたまはず。

◇　と言って、お涙もお拭いになることができない。

■　宮みや、

◇　中宮、

御法．２．２．８

■　「秋風あきかぜにしばしとまらぬ露つゆの世よを

誰たれか草葉くさばのうへとのみ見みむ2」

◇　「秋風に暫くの間も止まらず散ってしまう露の命を

誰が草葉の上の露だけと思うでしょうか」


1? 【ややもせば消えをあらそふ露の世に後れ先立つほど経ずもがな】源氏の唱和歌。「おく」「ほど」「露」の語句を受けて、自分も一緒に死にたいという歌。『異本紫明抄』は「ややもせば消えぞしぬべきとにかくに思ひ乱るる刈萱の露」（出典未詳）。『河海抄』は「ややもせば風にしたがふ雨の音を絶えぬ心にかけずもあらなむ」（出典未詳）、「末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ」（古今六帖、雫）を指摘。

2 【秋風にしばしとまらぬ露の世を誰れか草葉のうへとのみ見む】明石中宮の歌。紫の上の歌の「風」、源氏の歌の「露の世」の語句を受けて、わが身も同じことと、紫の上を慰める歌。『河海抄』は「暁の露は枕に置きにけるを草葉の上と何思ひけむ」（後拾遺集恋二、七〇一、馬内侍）を指摘。


御法．２．２．９

■　と聞きこえ交かはしたまふ御容貌おほむかたちども、あらまほしく、見みるかひあるにつけても1、

◇　と詠み交わしなさるご器量、申し分なく、見る価値があるにつけても、

■　「かくて千年ちとせを過すぐすわざもがな」

◇　「こうして千年を過ごしていたいものだ」

■　と思おぼさるれど、心こころにかなはぬことなれば、かけとめむ方かたなきぞ悲かなしかりける。

◇　と思われなさるが、思うにまかせないことなので、命を掛け止めるすべがないのが悲しいのであった。


1 【見るかひあるにつけても】『孟津抄』は「草子地也」と注す。


御法．２．２．１０

■　「今いまは渡わたらせたまひね2。

◇　「もうお帰りなさいませ。

■　乱みだり心地ごこちいと苦くるしくなりはべりぬ。

◇　気分がひどく悪くなりました。

■　いふかひなくなりにけるほどと言いひながら、いとなめげにはべりや」

◇　お話にもならないほどの状態になってしまったとは申しながらも、まことに失礼でございます」


1? 【かくて千年を過ぐす限りもがなと】『河海抄』は「暮るる間は千歳を過す心地して待つはまことに久しかりけり」（後拾遺集恋二、六六七、藤原隆方）。『花鳥余情』は「頼むるに命の延ぶる物ならば千歳もかくてあらむとや思ふ」（後拾遺集恋一、六五四、小野宮太政大臣女）。『集成』は「桜花今宵かざしにさしながらかくて千歳の春をこそ経め」（拾遺集賀、九条右大臣）を指摘。

2 【今は渡らせたまひね】以下「いとなめげにはべりや」まで、紫の上の詞。


御法．２．２．１１

■　とて、御几帳引みき寄***せて臥ふしたまへるさまの、常つねよりもいと頼たのもしげなく見みえたまへば、

◇　と言って、御几帳引き寄せてお臥せりになった様子が、いつもより頼りなさそうにお見えなので、

◆　 
とて、 み-きちゃう ひきよせ て ふし たまへ る さま の、 つね より も いと たのもしげ なく みえ たまへ ば、

御法．２．２．１２

■　「いかに思おぼさるるにか」

◇　「どうあそばしましたか」

御法．２．２．１３

■　とて、宮みやは、御手おほむてをとらへたてまつりて、泣なく泣なく見みたてまつりたまふに、まことに消きえゆく露つゆの心地ここちして1、限かぎりに見みえたまへば、御誦経みずきゃうの使つかひども、数かずも知しらず立たち騷さわぎたり。

◇　とおっしゃって、中宮は、お手をお取り申して泣きながら拝し上げなさると、本当に消えてゆく露のような感じがして、今が最期とお見えなので、御誦経の使者たちが、数えきれないほど騷ぎだした。

■　先さきざきも、かくて生いき出いでたまふ折をりにならひたまひて、御おほむもののけと疑うたがひたまひて、夜一夜よひとよさまざまのことをし尽つくさせたまへど3、かひもなく、明あけ果はつるほどに消きえ果はてたまひぬ4。

◇　以前にもこうして生き返りなさったことがあったのと同じように、御物の怪のしわざかと疑いなさって、一晩中いろいろな加持祈祷のあらん限りをし尽くしなさったが、その甲斐もなく、夜の明けきるころにお亡くなりになった。


1 【まことに消えゆく露の心地して】『集成』は「さきほどの露に寄せた最後の唱和が想起される」。『完訳』は「三人の唱和した「露」を、さらに当時の通念としての「露の命」の語をも受け、「まことに」とする」。

2? 【先ざきもかくて生き出でたまふ折にならひて】「若菜下」巻（第八章一段）に紫の上の蘇生が語られていた。

3 【さまざまのことをし尽くさせたまへど】加持祈祷のあらん限りを。

4 【明け果つるほどに消え果てたまひぬ】紫の上の臨終のさま。露の消え果てるさまに擬えられる。


第三段　源氏、紫の上の落飾のことを諮る

御法．２．３．１

■　宮みやも、帰かへりたまはで1、かくて見みたてまつりたまへるを、限かぎりなく思おぼす2。

◇　中宮もお帰りにならず、こうしてお看取り申されたことを、感慨無量にお思いあそばす。

■　誰たれも誰たれも、ことわりの別わかれにて、たぐひあることとも思おぼされず、めづらかにいみじく、明あけぐれの夢ゆめに惑まどひたまふほど、さらなりや3。

◇　どなたもどなたも、当然の別れとして、誰にでもあることともお思いなされず、又とない大変な悲しみとして、明け方のほの暗い夢かとお惑いなさるのは、言うまでもないことであるよ。


1 【宮も帰りたまはで】帝から宮中に帰るようにとの催促があった。

2 【限りなく思す】臨終に立ち会えたことを前世からの因縁と感慨無量に思う。

3 【明けぐれの夢に惑ひたまふほどさらなりや】語り手の感情移入による表現。『万水一露』は「双紙の批判の詞也」と注す。


御法．２．３．２

■　さかしき人ひとおはせざりけり。

◇　しっかりとした人はいらっしゃらなかった。

■　さぶらふ女房にょうばうなども、ある限かぎり、さらにものおぼえたるなし。

◇　伺候する女房たちも、居合わせた者は、全て分別のある者はまったくいない。

■　院ゐんは、まして思おぼし静しづめむ方かたなければ、大将だいしゃうの君近きみちかく参まゐりたまへるを、御几帳みきちゃうのもとに呼よび寄よせたてまつりたまひて、

◇　院は、誰よりもお気の静めようもないので、大将の君がお側近くに参上なさっているのを、御几帳の側にお呼び寄せ申されて、

御法．２．３．３

■　「かく今いまは限かぎりのさまなめるを、年としごろの本意ほいありて思おもひつること、かかるきざみに、その思おもひ違たがへてやみなむがいといとほしき。

◇　「このように今はもうご臨終のようなので、長年願っていたこと、このような際にその願いを果たせずに終わってしまうことがかわいそうだ。

■　御加持おほむかぢにさぶらふ大徳だいとこたち、読経どきゃうの僧そうなども、皆声みなこゑやめて出いでぬなるを、さりとも、立たちとまりてものすべきもあらむ。

◇　御加持を勤める大徳たち、読経の僧なども、皆声を止めて帰ったようだが、そうはいっても、まだ残っている僧たちもいるだろう。

■　この世よにはむなしき心地ここちするを、仏ほとけの御おほむしるし、今いまはかの冥くらき途みちのとぶらひにだに頼たのみ申まをすべきを、頭かしらおろすべきよしものしたまへ。

◇　この現世のためには何の役にも立たないような気がするが、仏の御利益は、今はせめて冥途の道案内としてでもお頼み申さねばならないゆえ、剃髪するよう計らいなさい。

■　さるべき僧そう、誰たれかとまりたる」

◇　適当な僧で、誰が残っているか」

御法．２．３．４

■　などのたまふ御みけしき、心強こころづよく思おぼしなすべかめれど、御顔おほむかほの色いろもあらぬさまに、いみじく堪たへかね、御涙おほむなみだのとまらぬを、ことわりに悲かなしく見みたてまつりたまふ。

◇　などとおっしゃるご様子、気強くお思いのようであるが、お顔の色も常とは変わって、ひどく悲しみに堪えかね、お涙の止まらないのを、無理もないことと悲しく拝し上げなさる。

御法．２．３．５

■　「御おほむもののけなどの、これも、人ひとの御心乱みこころみだらむとて、かくのみものははべめるを、さもやおはしますらむ。

◇　「御物の怪などが、今度も、この方のお心を悩まそうとして、このようなことになるもののようでございますから、そのようなことでいらっしゃいましょう。

■　さらば、とてもかくても、御本意おほむほいのことは、よろしきことにはべなり。

◇　それならば、いずれにせよ、御念願のことは、結構なことでございます。

■　一日一夜忌いちにちいちやいむことのしるしS4こそは、むなしからずははべなれ。

◇　一日一夜でも戒をお守りになりましたら、その効は必ずあるものと聞いております。

■　まことにいふかひなくなり果はてさせたまひて、後のちの御髪みぐしばかりをやつさせたまひても、異ことなるかの世よの御光おほむひかりともならせたまはざらむものから、目めの前まへの悲かなしびのみまさるやうにて、いかがはべるべからむ」

◇　本当に息絶えてしまわれて、後から御髪だけをお下ろしなさっても、特に後世の御功徳とはおなりではないでしょうから、目の前の悲しみだけが増えるようで、いかがなものでございましょうか」


S4 中品中生者　若有衆生　若一日一夜　受持八戒斎　若一日一夜　持沙弥戒　若一日一夜　持具足戒（観無量寿経-中品中生）


御法．２．３．６

■　と申まをしたまひて、御忌おほむいみに籠こもりさぶらふべき心こころざしありてまかでぬ僧そう、その人ひと、かの人ひとなど召めして、さるべきことども、この君きみぞ行おこなひたまふ。

◇　と申し上げなさって、御忌みに籠もって伺候しようとするお志があって止まっている僧のうち、あの僧、この僧などをお召しになって、しかるべきことどもを、この君がお命じになる。

第四段　夕霧、紫の上の死に顔を見る

御法．２．４．１

■　年としごろ、何なにやかやと1、おほけなき心2こころはなかりしかど、

◇　長年、何やかやと、分不相応な考えは持たなかったが、

■　「いかならむ世よに、ありしばかりも見みたてまつらむ。

◇　「いつの世にか、あの時同様に拝見したいものだ。

■　ほのかにも御声おほむこゑをだに聞きかぬこと3」

◇　かすかにお声さえ聞かなかったことよ」

■　など、心こころにも離はなれず思おもひわたりつるものを、

◇　などと、忘れることなく慕い続けていたが、

■　「声こゑはつひに聞きかせたまはずなりぬるにこそはあめれ4、むなしき御骸おほむからにても、今一度見いまひとたびみたてまつらむの心こころざしかなふべき折をりは、ただ今いまよりほかにいかでかあらむ」

◇　「声はとうとうお聞かせなさらないで終わったようだが、むなしい御亡骸なりとも、もう一度拝見したい気持ちが叶えられる折は、ただ今の時以外にどうしてあろう」

■　と思おもふに、つつみもあへず泣なかれて、女房にょうばうの、ある限かぎり騷さわぎ惑まどふを、

◇　と思うと、抑えることもできずつい泣けて、女房たちで、側に伺候する人たち皆が泣き騷ぎおろおろしているのを、


1 【年ごろ何やかやと】以下「いかでかあらむ」まで、夕霧の心中と地の文が綾をなして織り込まれている。『集成』は「以下、夕霧の心中の思い」と注す。『完訳』は地の文扱い。「おほけなき心はなかりしかど」という文章を地の文（語り手の叙述）と解すか、心中文（夕霧の内省）と解すかで、夕霧の人物像が違ってくる。文章は地の文から徐々に夕霧の心中文になっていく表現である。明確にどこからとは峻別しがたい。

2 【おほけなき心】継母紫の上に対する恋慕の情。

3 【ほのかにも御声をだに聞かぬこと】『河海抄』は「声をだに聞かで別るる魂よりもなき床に寝む君ぞ恋しき」（古今集哀傷、八五八、読人しらず）を指摘。

4 【こそはあめれ】推量の助動詞「めり」主観的推量。夕霧の推量。紫の上の死をまだ確定的には思っていないニュアンス。


御法．２．４．２

■　「あなかま、しばし1」

◇　「静かに。暫く」


1 【あなかましばし】夕霧の詞。


御法．２．４．３

■　と、しづめ顔がほにて、御几帳みきちゃうの帷かたびらを、もののたまふ紛ぎれに、引ひき上あげて見みたまへば、ほのぼのと明あけゆく光ひかりもおぼつかなければ、大殿油おほとなぶらを近ちかくかかげて見みたてまつりたまふに1、飽あかずうつくしげに、めでたうきよらに見みゆる御顔おほむかほのあたらしさに、この君きみのかくのぞきたまふを見みる見みるも、あながちに隠かくさむの御心みこころも思おぼされぬなめり。

◇　と制止するふりして、御几帳の帷子を、何かおっしゃるのに紛らして、引き上げて御覧になると、ほのぼのと明けてゆく光も弱々しいので、大殿油を近くにかかげて拝見なさると、どこまでもかわいらしげに、立派で美しく見えるお顔のもったいなさに、この君がこのように覗き込んでいらっしゃるのを目にしながらも、無理に隠そうとのお気持ちも起こらないようである。


1 【見たてまつりたまふに】接続助詞「に」弱い逆接条件の文脈。拝見なさると、死人であるのにもかかわらず、というニュアンス。


御法．２．４．４

■　「かく何なにごとも2まだ変かはらぬけしきながら、限かぎりのさまはしるかりけるこそ」

◇　「このとおりに何事もまだそのままの感じだが、最期の様子ははっきりしているのです」


1? 【この君のかくのぞきたまふを見る見るもあながちに隠さむの御心もおぼされぬなめり】「なめり」語り手の源氏の心理状態を推測した叙述。『完訳』は「無理に隠そうとの気持にもなれぬようだ。源氏の茫然自失の体。紫の上の姿を夕霧に見られるとは、以前の源氏では考えられない」と注す。

2 【かく何ごとも】以下「しるかりけるこそ」まで、源氏の詞。係助詞「こそ」の下に「はべれ」などの語句が省略。


御法．２．４．５

■　とて、御袖おほむそでを顔かほにおしあてたまへるほど、大将だいしゃうの君きみも、涙なみだにくれて、目めも見みえたまはぬを、しひてしぼり開あけて1見みたてまつるに、なかなか飽あかず悲かなしきことたぐひなきに、まことに心惑こころまどひもしぬべし2。

◇　と言って、お袖を顔におし当てていらっしゃる時、大将の君も、涙にくれて、目も見えなさらないのを、無理に涙を絞り出すように目を開いて拝見すると、かえって悲しみが増してたとえようもなく、本当に心もかき乱れてしまいそうである。

■　御髪みぐしのただうちやられたまへるほど、こちたくけうらにて3、露つゆばかり乱みだれたるけしきもなう、つやつやとうつくしげなるさまぞ限かぎりなき。

◇　御髪が無造作に枕許にうちやられていらっしゃる様子、ふさふさと美しくて、一筋も乱れた様子はなく、つやつやと美しそうな様子、この上ない。


1 【しひてしぼり開けて】涙を絞り出すように目を開けるさま。

2 【なかなか飽かず悲しきことたぐひなきにまことに心惑ひもしぬべし】推量の助動詞「べし」は、語り手が夕霧の心中を推測したもの。『集成』は「夕霧の心中を叙べる」。『完訳』は「以下、夕霧の惑乱しそうな悲嘆ぶり」と注す。

3 【御髪のただうちやられたまへるほどこちたくけうらにて】『弄花抄』は「双紙詞歟、女たち歟、夕霧のみるめ歟。次詞になのめにたにあらす夕霧の心也」。『評釈』は「作者の見る目で描写する近代小説と違い、作中人物の目を通して語る物語は、今の場合、光る源氏をはずせば、女房の目をかりるべきだが、女房ふぜいに語る余裕はない。光る源氏も女房もだめなら、と、あえて夕霧を紀要したのである」。『集成』は「以下「--臥したまへる御あり


御法．２．４．６

■　灯ひのいと明あかきに1、御色おほむいろはいと白しろく光ひかるやうにて、とかくうち紛まぎらはすこと、ありしうつつの御おほむもてなしよりも、いふかひなきさまにて2、何心なにごころなくて臥ふしたまへる御おほむありさまの3、飽あかぬ所ところなしと言いはむもさらなりや4。

◇　灯火がたいそう明るいので、お顔色はとても白く光るようで、何かと身づくろいをしていらっしゃった、生前のご様子よりも、今さら嘆いても嘆くかいのない、正体のない状態で無心に臥せっていらっしゃるご様子が、一点の非の打ちどころもないと言うのも、ことさらめいたことである。

■　なのめにだにあらず、たぐひなきを見みたてまつるに、

◇　並一通りの美しさどころか、類のない美しさを拝見すると、

■　「死しに入いる魂たましひの、やがてこの御骸おほむからにとまらなむ」

◇　「死に入ろうとする魂がそのままこの御亡骸に止まっていてほしい」

■　と思おもほゆるも、わりなきことなりや5,6。

◇　と思われるのも、無理というものであるよ。


1 【灯のいと明かきに】灯火の明かり。『紹巴抄』は「是より又源の御覧の心か、双地とも可見」と注す。

2 【いふかひなきさまにて】大島本は「さまにて」とある。『完本』は諸本に従って「さまに」と「て」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【何心なくて臥したまへる御ありさまの】『集成』は「もう正体もない有様で。亡くなって意識のない状態」と注す。死者を「何心なく」（無心に）と生きている人のごとく描写している。

4 【飽かぬ所なしと言はむもさらなりや】語り手の評言。

5 【死に入る魂のやがてこの御骸にとまらなむと思ほゆるもわりなきことなりや】「清（林逸抄所引）」は「双紙の詞也」と指摘。『集成』は「悲しみに正気を失って、消え入りそうなわが魂が、この紫の上のご遺骸に留まってほしいと思われるのも。紫の上の亡骸にでも取り憑きたい夕霧の気持」。『完訳』は「死せる紫の上の魂がそのままこの亡骸にとどまってほしい意。一説には、正気を失った夕霧の魂が紫の上の亡骸に、とするがとらない」と注す。終助詞「なむ」願望の意は、他に対する願望の用法である。

6 【わりなきことなりや】語り手の批評。


第五段　紫の上の葬儀

御法．２．５．１

■　仕つかうまつり馴なれたる女房にょうばうなどの、ものおぼゆるもなければ、院ゐんぞ1、何なにごとも思おぼしわかれず思おぼさるる御心地みここちを、あながちに静しづめたまひて、限かぎりの御おほむことどもしたまふ。

◇　お仕え親しんでいた女房たちで、気の確かな者もいないので、院が、何事もお分かりにならないように思われなさるお気持ちを、無理にお静めになって、ご葬送のことをお指図なさる。

■　いにしへも、悲かなしと思おぼすこともあまた見みたまひし御身おほむみなれど2、いとかうおり立たちてはまだ知しりたまはざりけることを、すべて来きし方行かたゆく先さき、たぐひなき心地ここちしたまふ。

◇　昔も、悲しいとお思いになることを多くご経験なさったお身の上であるが、まことにこのようにご自身でもってお指図なさることはご経験なさらなかったことなので、すべて過去にも未来にも、またとない気がなさる。


1 【院ぞ】「限りの御ことどもしたまふ」に続く。「何ごとも」以下「静めたまひて」は挿入句。

2 【いにしへも悲しと思すこともあまた見たまひし御身なれど】源氏の身近な人との死別は、母桐壺更衣（桐壺）、祖母（桐壺）、夕顔（夕顔）、葵の上（葵）、父帝（賢木）、六条御息所（澪標）、藤壺（薄雲）等がある。


御法．２．５．２

■　やがて、その日ひ、とかく収をさめたてまつる1。

◇　そのまま、その当日に、あれこれしてご葬儀をお営み申し上げる。

■　限かぎりありけることなれば、骸からを見みつつもS5え過すぐしたまふまじかりけるぞ、心憂こころうき世よの中なかなりける。

◇　所定の作法があることなので、亡骸を見ながらお過しになるということもできないのが、情けない人の世なのであった。

■　はるばると広ひろき野のの、所ところもなく立たち込こみて、限かぎりなくいかめしき作法さほふなれど、いとはかなき煙けぶりにて、はかなく昇のぼりたまひぬるも、例れいのことなれど、あへなくいみじ。

◇　広々とした広い野原に、いっぱいに人が立ち込めて、この上もなく厳めしい葬儀であるが、まことにあっけない煙となって、はかなく上っていっておしまいになったのも、常のことであるが、あっけなく何とも悲しい。


S5 空蝉はからを見つつも慰めつ深草の山煙だにたて（古今集哀傷-八三一　僧都勝延）

1 【やがてその日とかく収めたてまつる】亡くなったその日のうちに葬儀をとり行う。八月十四日暁に亡くなって、その日の夜に荼毘にふし、十五日の暁に遺骨を拾って帰る、という手順。


御法．２．５．３

■　空そらを歩あゆむ心地ここちして、人ひとにかかりてぞおはしましけるを、見みたてまつる人ひとも、

◇　地に足が付かない感じで、人に支えられてお出ましになったのを、拝し上げる人も、

■　「さばかりいつかしき御身おほむみを」

◇　「あれほど威厳のあるお方が」

■　と、ものの心知こころしらぬ下衆げすさへ、泣なかぬなかりけり。

◇　と、わけも分からない下衆まで泣かない者はいなかった。

■　御送おほむおくりの女房にょうばうは、まして夢路ゆめぢに惑まどふ心地ここちして、車くるまよりもまろび落おちぬべきをぞ、もてあつかひける。

◇　ご葬送の女房は、それ以上に夢路に迷ったような気がして、車から転び落ちてしまいそうになるのに、手を焼くのであった。

御法．２．５．４

■　昔むかし、大将だいしゃうの君きみの御母君亡おほむははぎみうせたまへりし時ときの暁あかつきを思おもひ出いづるにも、かれは、なほもののおぼえけるにや、月つきの顔かほの明あきらかにおぼえしを、今宵こよひはただくれ惑まどひたまへり。

◇　昔、大将の君の御母君がお亡くなりになった時の暁のことをお思い出しになっても、あの時は、やはりまだ物事の分別ができたのであろうか、月の顔が明るく見えたが、今宵はただもう真暗闇で何も分からないお気持ちでいらっしゃった。

御法．２．５．５

■　十四日じふよに亡ちにうせたまひて、これは十五日じふごにちの暁あかつきなりけり。

◇　十四日にお亡くなりになって、葬儀は十五日の暁であった。

■　日ひはいとはなやかにさし上あがりて、野辺のべの露つゆも隠かくれたる隈くまなくて、世よの中思なかおぼし続つづくるに、いとど厭いとはしくいみじければ、

◇　日はたいそう明るくさし昇って、野辺の露も隠れたところなく照らし出して、人の世をお思い続けなさると、ますます厭わしく悲しいので、

■　「後おくるとても、幾世いくよかは経ふべき。

◇　「先立たれたとて、何年生きられようか。

■　かかる悲かなしさの紛まぎれに、昔むかしよりの御本意おほむほいも遂とげてまほしく」

◇　このような悲しみに紛れて、昔からのご本意の出家を遂げたく」

■　思おもほせど、心弱こころよわき後のちのそしりを思おぼせば、

◇　お思いになるが、女々しいとの後の評判をお考えになると、

■　「このほどを過すぐさむ」

◇　「この時期を過ごしてから」

■　としたまふに、胸むねのせきあぐるぞ堪たへがたかりける。

◇　とお思いなさるにつけ、胸に込み上げてくるものが我慢できないのであった。

第三章　光る源氏の物語　源氏の悲嘆と弔問客たち

第一段　源氏の悲嘆と弔問客

御法．３．１．１

■　大将だいしゃうの君きみも、御忌おほむいみに籠こもりたまひて1、あからさまにもまかでたまはず、明あけ暮くれ近ちかくさぶらひて、心苦こころぐるしくいみじき御みけしきを、ことわりに悲かなしく見みたてまつりたまひて、よろづに慰なぐさめきこえたまふ。

◇　大将の君も、御忌みに籠もりなさって、ほんのちょっとも退出なさらず、朝夕お側近くに伺候して、痛々しくうちひしがれたご様子を、もっともなことだと悲しく拝し上げなさって、いろいろとお慰め申し上げなさる。


1 【大将の君も御忌に籠もりたまひて】三十日間の忌み籠もり。


御法．３．１．２

■　風野分かぜのわきだちて吹ふく夕暮ゆふぐれに、昔むかしのこと思おぼし出いでて1、

◇　野分めいて吹く夕暮時に、昔のことをお思い出しになって、

■　「ほのかに見みたてまつりしものを」

◇　「かすかに拝見したことがあったことよ」

■　と2、恋こひしくおぼえたまふに、また

◇　と、恋しく思われなさると、また

■　「限かぎりのほどの夢ゆめの心地ここちせし」

◇　「最期の時が夢のような気がした」

■　など、人知ひとしれず思おもひ続つづけたまふに、堪たへがたく悲かなしければ、人目ひとめにはさしも見みえじ、と3つつみて、

◇　など、心の中で思い続けなさると、我慢できなく悲しいので、他人にはそのようには見られまいと隠して、


1 【風野分だちて吹く夕暮に昔のこと思し出でて】主語は夕霧。「野分」巻（第一章二段）の紫の上垣間見を思い出す。『完訳』は「夕暮は人恋しい時。夕霧の追慕と悲愁の心象景」。「桐壺」巻の野分の段にも通底する。

2 【ほのかに見たてまつりしものをと】以下、夕霧の心中に即した叙述。過去の助動詞「き」を多用。間投助詞「を」詠嘆の意。

3 【人目にはさしも見えじと】『完訳』は「義母をひそかに慕う気持を、他人に気づかれぬようはばかる」と注す。


御法．３．１．３

■　「阿弥陀仏あみだぶつ、阿弥陀仏1あみだぶつ」

◇　「阿彌陀仏、阿彌陀仏」


1 【阿弥陀仏阿弥陀仏】夕霧の詞。


御法．３．１．４

■　と引ひきたまふ数珠ずずの数かずに紛まぎらはしてぞ、涙なみだの玉たまをばもて消けちP8たまひける1。

◇　と繰りなさる数珠の数に紛らわして、涙の玉を隠していらっしゃるのであった。


P8 もて消ち--*もちけち

1 【数珠の数に紛らはしてぞ涙の玉をばもて消ちたまひける】大島本は「もちけち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もて消ち」と訂正する。『新大系』は底本のままとする。『花鳥余情』は「より合はせて泣くなる声を糸にして我が涙をば玉にぬかなむ」（伊勢集）を指摘。『岷江入楚』は「不及此歌歟」と注す。


御法．３．１．５

■　「いにしへの秋あきの夕ゆふべの恋こひしきに

今いまはと見みえし明あけぐれの夢1ゆめ」

◇　「昔お姿を拝した秋の夕暮が恋しいのにつけても

御臨終の薄暗がりの中でお顔を見たのが夢のような気がする」


1 【いにしへの秋の夕べの恋しきに今はと見えし明けぐれの夢】夕霧の独詠歌。『集成』は「歌の末尾が地の文に続く。夕霧の独詠、心中の思いである」と注す。『一葉集』は「忘れては夢かとぞ思ふ思ひきや雪踏み分けて君を見むとは」（古今集雑下、九七〇、業平朝臣）を指摘。


御法．３．１．６

■　ぞ、名残なごりさへ憂うかりける。

◇　のが、その名残までがつらいのであった。

■　やむごとなき僧そうどもさぶらはせたまひて、定さだまりたる念仏ねんぶつをばさるものにて、法華経ほけきゃうなど誦ずぜさせたまふ1。

◇　尊い僧たちを伺候させなさって、決められた念仏はいうまでもなく、法華経など読経させなさる。

■　かたがたいとあはれなり2。

◇　あれこれとまた実に悲しい。


1 【法華経など誦ぜさせたまふ】主語は夕霧。「させ」使役の助動詞。

2 【かたがたいとあはれなり】『評釈』は「作者が批評している」と注す。


御法．３．１．７

■　臥ふしても起おきても涙なみだの干ひる世よなく、霧きりふたがりて明あかし暮くらしたまふ1。

◇　寝ても起きても、涙の乾く時もなく、涙に塞がって毎日をお送りになる。

■　いにしへより御身おほむみのありさま思おぼし続つづくるに、

◇　昔からご自身の様子をお思い続けると、


1 【臥しても起きても涙の干る世なく霧りふたがりて明かし暮らしたまふ】主語は源氏。


御法．３．１．８

■　「鏡かがみに見みゆる影かげをはじめて1、人ひとには異ことなりける身みながら、いはけなきほどより、悲かなしく常つねなき世よを思おもひ知しるべく、仏ほとけなどのすすめたまひける身みを、心強こころづよく過すぐして、つひに来きし方行かたゆく先さきも例ためしあらじとおぼゆる悲かなしさを見みつるかな。

◇　「鏡に映る姿をはじめとして、普通の人とは異なったわが身ながら、幼い時から、悲しく無常なわが人生を悟るべく、仏などがお勧めになったわが身なのに、強情に過ごしてきて、とうとう過去にも未来にも類があるまいと思われる悲しみに遭ったことだ。

■　今いまは、この世よにうしろめたきこと残のこらずなりぬ2。

◇　今はもう、この世に気がかりなこともなくなった。

■　ひたみちに行おこなひにおもむきなむに、障さはり所どころあるまじきを、いとかく収をさめむ方かたなき心惑こころまどひにては、願ねがはむ道みちにも入いりがたくや」

◇　ひたすら仏道に赴くに支障もないのだが、まことにこのように静めようもない惑乱状態では、願っている仏の道に入れないないのでは」


1 【鏡に見ゆる影をはじめて】以下「道にも入りがたくや」まで、源氏の心中。ただしその始まり方は地の文が自然と心中文になっていく叙述のしかた。

2 【今はこの世にうしろめたきこと残らずなりぬ】『完訳』は「源氏の出家を引きとめてきた最大の絆は紫の上の存在であった」と注す。


御法．３．１．９

■　と、ややましきP9を、

◇　と気が咎めるので、


P9 ややましき--やら（ら/＄や）ましき


御法．３．１．１０

■　「この思おもひすこしなのめに、忘わすれさせたまへ2」

◇　「この悲しみを少し和らげて、忘れさせてください」


1? 【いとかく収めむかたなき心惑ひにては願はむ道にも入りがたくや】『集成』は「紫の上への愛執の思いの絶ちがたいことを嘆く」と注す。

2 【この思ひすこしなのめに忘れさせたまへ】源氏の心中。仏への願い。


御法．３．１．１１

■　と、阿弥陀仏あみだぶつを念ねんじたてまつりたまふ。

◇　と、阿彌陀仏をお念じ申し上げなさる。

第二段　帝、致仕大臣の弔問

御法．３．２．１

■　所々ところどころの御おほむとぶらひ1、内裏うちをはじめたてまつりて、例れいの作法さほふばかりにはあらず、いとしげく聞きこえたまふ。

◇　あちらこちらからのご弔問は、朝廷をはじめ奉り、型通りの作法だけでなく、たいそう数多く申し上げなさる。

■　思おぼしめしたる心こころのほどには2、さらに何なにごとも目めにも耳みみにもとまらず3、心こころにかかりたまふこと、あるまじけれど、

◇　ご決意なさっているお気持ちとしては、まったく何事も目にも耳にも止まらず、心に掛りなさること、ないはずであるが、

■　「人ひとにほけほけしきさまに見みえじ。

◇　「人から惚けた様子に見られまい。

■　今いまさらにわが世よの末すゑに、かたくなしく心弱こころよわき惑まどひにて、世よの中なかをなむ背そむきにける」

◇　今さらわが晩年に、愚かしく心弱い惑乱から出家をした」

■　と、流ながれとどまらむ名なを思おぼしつつむに5なむ、身みを心こころにまかせぬ嘆なげきを6さへうち添そへたまひける。

◇　と、後世まで語り伝えられる名をお考えになるので、思うに任せない嘆きまでがお加わりなっていらっしゃるのであった。


1 【所々の御とぶらひ】方々からの源氏への弔問。

2 【思しめしたる心のほどには】『湖月抄』は「源の心を草子地よりいふ也」と注す。

3 【目にも耳にもとまらず】大島本は「とまらす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とどまらず」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4? 【人にほけほけしきさまには見えじ】以下「背きにける」まで源氏の心中。文末は地の文に流れる。

5 【流れとどまらむ名を思しつつむに】心中文であるはずの内容が地の文に語られる。

6 【身を心にまかせぬ嘆きを】『河海抄』は「いなせとも言ひ放たれず憂き物は身を心ともせぬ世なりけり」（後撰集恋五、九三八、伊勢）を指摘。『集成』は「悲しみにばかり浸っていられず、弔問にも答えねばならぬという嘆き」と注す。


御法．３．２．２

■　致仕ちじの大臣おとど、あはれをも折過をりすぐしたまはぬ御心みこころにて、かく世**にたぐひなくものしたまふ人ひとの1、はかなく亡うせたまひぬることを、口惜くちをしくあはれに思おぼして、いとしばしば問とひきこえたまふ。

◇　致仕の大臣は、時宜を得たお見舞いにはよく気のつくお方なので、このように世に類なくいらした方が、はかなくお亡くなりになったことを、残念に悲しくお思いになって、とても頻繁にお見舞い申し上げなさる。

◆　 
ちじ-の-おとど、 あはれ を も をり すぐし たまは ぬ み-こころ にて、 かく たぐひ なく ものし たまふ ひと の、 はかなく うせ たまひ ぬる こと を、 くちをしく あはれ に おぼし て、 いと しばしば とひ きこえ たまふ。


1 【かく世にたぐひなくものしたまふ人の】紫の上をさす。


御法．３．２．３

■　「昔むかし、大将だいしゃうの御母亡おほむははうせたまへりしも、このころのことぞかし」

◇　「昔、大将の御母堂がお亡くなりになったのも、ちょうどこの頃のことであった」

■　と1思おぼし出いづるに、いともの悲かなしく、

◇　とお思い出しになると、とても何となく悲しくて、


1 【昔大将の御母亡せたまへりしもこのころのことぞかしと】大島本は「御はゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御母上」と「上」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。致仕大臣の心中。葵の上の死去は今から三十年前の秋、八月二十余日であった。


御法．３．２．４

■　「その折をり、かの御身おほむみを1惜をしみきこえたまひし人ひとの、多おほくも亡うせたまひにけるかな2。

◇　「あの時の、あの方を惜しみ申された方も、多くお亡くなりになったな。

■　後おくれ先さきだつほどなき世よS6なりけりや3」

◇　死に後れたり先立ったりしても、大差のない人生だな」


S6 末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ（新古今集哀傷-七五七　僧正遍昭）

1 【その折かの御身を】以下「世なりけりや」まで、致仕大臣の心中。

2 【惜しみきこえたまひし人の多くも亡せたまひにけるかな】『集成』は「父左大臣や母大宮など」。『完訳』は「葵の上の死を悲嘆した人々の多くは故人。時の経過を思う」と注す。

3 【後れ先だつほどなき世なりけりや】『異本紫明抄』は「末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ」（古今六帖、雫）を引歌として指摘。


御法．３．２．５

■　など、しめやかなる夕暮ゆふぐれにながめたまふ。

◇　などと、ひっそりとした夕暮に物思いに耽っていらっしゃる。

■　空そらのけしきもただならねば、御子おほむこくらうどの蔵人少将1せうしゃうしてたてまつりたまふ。

◇　空の様子も哀れを催し顔なので、ご子息の蔵人少将を使いとして差し上げなさる。

■　あはれなることなど、こまやかに聞きこえたまひて、端はしに、

◇　しみじみとした思いを心をこめてお書き申されて、その端に、


1 【蔵人少将】致仕大臣の子。故柏木や左大弁の弟。


御法．３．２．６

■　「いにしへの秋あきさへ今いまの心地ここちして

濡ぬれにし袖そでに露つゆぞおきそふ1」

◇　「昔の秋までが今のような気がして

涙に濡れた袖の上にまた涙を落としています」


1 【いにしへの秋さへ今の心地して濡れにし袖に露ぞおきそふ】致仕大臣の贈歌。三十年前の妹葵の上の死別を思い合わせながらこのたびの紫の上の死去に対する弔問の歌。


御法．３．２．７

■　御返おほむかへし、

◇　お返事、

御法．３．２．８

■　「露つゆけさは昔今むかしいまともおもほえず

おほかた秋あきの夜よこそつらけれ」

◇　「涙に濡れていますことは昔も今もどちらも同じです

だいたい秋の夜というのが堪らない思いがするのです」

御法．３．２．９

■　もののみ悲かなしき御心みこころのままならば、待まちとりたまひて2は、心弱こころよわくもと、目めとどめたまひつべき大臣おとどの御心みこころざまなれば、めやすきほどにと、

◇　何事も悲しくお思いの今のお気持ちのままの返歌では、待ち受けなさって、意気地無しと、見咎めなさるにちがいない大臣のご気性なので、無難な体裁にと、


1? 【露けさは昔今ともおもほえずおほかたの秋の世こそつらけれ】源氏の返歌。「秋」「今」「露」の語句を用い、「いにしへ」は「昔」と言い換えて返す。

2 【待ちとりたまひて】主語は致仕大臣。


御法．３．２．１０

■　「たびたびのなほざりならぬ1御おほむとぶらひの重かさなりぬること」

◇　「度々の懇ろな御弔問を重ねて頂戴しましたこと」


1 【たびたびのなほざりならぬ】以下「重なりぬること」まで、弔問に対する源氏のお礼の詞。


御法．３．２．１１

■　と喜よろこびきこえたまふ。

◇　とお礼申し上げなさる。

御法．３．２．１２

■　「薄墨うすずみ」

◇　「薄墨衣」

■　とのたまひしより1は、今いますこしこまやかにてたてまつれり。

◇　とお詠みになった時よりも、もう少し濃い喪服をお召しになっていらっしゃった。

■　世よの中なかに幸さいはひありめでたき人ひとも2、あいなうおほかたの世よに嫉そねまれ、よきにつけても、心こころの限かぎりおごりて、人ひとのため苦くるしき人ひともあるを、あやしきまで、すずろなる人ひとにも受うけられ、はかなくし出いでたまふことも、何なにごとにつけても、世よにほめられ、心こころにくく、折をりふしにつけつつ、らうらうじく、ありがたかりし人ひとの御心みこころばへなりかし。

◇　世の中に幸い人で結構な方も、困ったことに一般の世間の人から妬まれ、身分が高いにつけ、この上なくおごり高ぶって、他人を困らせる人もあるのだが、不思議なまで、無縁な人々からも人望があり、ちょっとなさることにも、どのようなことでも、世間から誉められ、奥ゆかしく、その折々につけて行き届いており、めったにいらっしゃらないご性格の方であった。


1 【薄墨とのたまひしより】源氏が「限りあれば薄墨衣浅けれど涙ぞ袖を淵となしける」（「葵」第二章七段）と詠んだことをさす。

2 【世の中に幸ひありめでたき人も】『林逸抄』は「紫上の事をほむる詞也さうし也」。『万水一露』は「双帋の地也」と指摘。『集成』は「この世で幸運に恵まれた結構な方でも、困ったことに一般の世間から嫉まれ。以下「人のため苦しき人もあるを」まで、一般論を述べ、しかし紫の上はそうではないと、「あやしきまで」からあと、紫の上への讃辞を書く。このあたりの文章は、薄雲の巻の、藤壷崩御に当って、その仁慈を讃える文を連想させる」と注す。


御法．３．２．１３

■　さしもあるまじきおほよその人ひとさへ1、そのころは、風かぜの音虫おとむしの声こゑにつけつつ、涙落なみだおとさぬはなし。

◇　さほど縁のなさそうな世間一般の人でさえ、その当時は、風の音、虫の声につけて、涙を落とさない人はいない。

■　まして、ほのかにも見みたてまつりし人ひとの、思おもひ慰なぐさむべき世よなし。

◇　まして、ちょっとでも拝した人では、悲しみの晴れる時がない。

■　年としごろ睦むつましく仕つかうまつり馴なれつる人ひとびと、しばしも残のこれる命いのち、恨うらめしきことを嘆なげきつつ、尼あまになり、この世よのほかの山住やまずみなどに思おもひ立たつもありけり。

◇　長年親しくお仕え馴れてきた人々、寿命が少しでも生き残っている命が、恨めしいことを嘆き嘆き、尼になり、この世を離れた山寺に入ることなどを思い立つ者もいるのであった。


1 【さしもあるまじきおほよその人さへ】『完訳』は「以下、紫の上を惜しむ人々を、他に「ほのかにも--人」「年ごろ--人々」と、三段階に分けて叙述」と注す。


第三段　秋好中宮の弔問

御法．３．３．１

■　冷泉院れいぜいゐんの后きさいの宮1みやよりも、あはれなる御消息絶おほむせうそこたえず、尽つきせぬことども聞きこえたまひて、

◇　冷泉院の后の宮からも、お心のこもったお便りが絶えずあり、尽きない悲しみをあれこれと申し上げなさって、


1 【冷泉院の后の宮】秋好中宮。


御法．３．３．２

■　「枯かれ果はつる野辺のべを憂うしとや亡なき人ひとの

秋あきに心こころをとどめざりけむ1

◇　「枯れ果てた野辺を嫌ってか、亡くなられたお方は

秋をお好きにならなかったのでしょうか


1 【枯れ果つる野辺を憂しとや亡き人の秋に心をとどめざりけむ】秋好中宮から源氏への見舞いの贈歌。『河海抄』は「霜枯れの野辺を憂しと思へばや垣ほの草と人のあるらむ」（古今六帖拾遺）と指摘。『集成』は「昔、春秋の争いに、紫の上は春を好んだことによって詠む」。『完訳』は「「秋に--けん」は、秋に亡くなったのは秋を好まなかったためか、の意。「枯れはつる」は秋の終りとともに、人生の終末をも連想」と注す。


御法．３．３．３

■　今いまなむことわり知しられはべりぬる1」

◇　今になって理由が分かりました」


1 【今なむことわり知られはべりぬる】歌に添えた消息文。


御法．３．３．４

■　とありけるを、ものおぼえぬ御心みこころにも、うち返かへし、置おきがたく見みたまふ。

◇　とあったのを、何も分からぬお気持ちにも、繰り返し、下にも置きがたく御覧になる。

■　「いふかひあり1、をかしからむ方かたの慰なぐさめには、この宮みやばかりこそおはしけれ」

◇　「話相手になれる風情ある歌のやりとりをして気を慰める人としては、この中宮だけがいらっしゃった」

■　と、いささかのもの紛まぎるるやうに思おぼし続つづくるにも、涙なみだのこぼるるを、袖そでの暇いとまなく、え書かきやりたまはず。

◇　と、少しは悲しみも紛れるようにお思い続けても、涙がこぼれるのを、袖の乾く間もなく、返歌をなかなかお書きになれない。


1 【いふかひあり】以下「おはしけれ」まで、源氏の心中。


御法．３．３．５

■　「昇のぼりにし雲居くもゐながらもかへり見みよ

われ飽あきはてぬ常つねならぬ世よに1」

◇　「煙となって昇っていった雲居からも振り返って欲しい

わたしはこの無常の世にすっかり飽きてしまいました」


1 【昇りにし雲居ながらもかへり見よわれ飽きはてぬ常ならぬ世に】源氏の返歌。「果つ」「秋」の語句を用いる。「かへり見よ」の主語は荼毘にふされて空にのぼった紫の上。紫の上に呼び掛けている。「あき」に「秋」と「飽き」を掛ける。『完訳』は「贈答歌としては中宮への返歌になりきらない。しかし、「のぼりにし雲居」を中宮の位と解し、中宮に呼びかけたとする一説はとらない」と注す。


御法．３．３．６

■　おし包つつみたまひても1、とばかり、うち眺ながめておはす。

◇　お包みになっても、そのまま茫然と、物思いに耽っていらっしゃる。


1 【おし包みたまひても】手紙を上包みの紙に包む。きちんとした体裁の返書。


御法．３．３．７

■　すくよかにも思おぼされず、われながら、ことのほかにほれぼれしく思おぼし知しらるること多おほかる、紛まぎらはしに、女方をむながたにぞおはします1。

◇　しっかりとしたお心もなく、自分ながら、ことのほかに正体もないさまにお思い知られることが多いので、紛らわすために、女房のほうにいらっしゃる。


1 【女方にぞおはします】『集成』は「女房たちのいる所。奥向き。男性の出入りする表向きの場所での緊張に耐えない」と注す。


御法．３．３．８

■　仏ほとけの御前おまへに人ひとしげからずもてなして、のどやかに行おこなひたまふ。

◇　仏の御前に女房をあまり多くなくお召しになって、心静かにお勤めになる。

■　千年ちとせをももろともにと思おぼししかど1、限かぎりある別わかれぞいと口惜くちをしきわざなりける。

◇　千年も一緒にとお思いになったが、限りのある別れが実に残念なことであった。

■　今いまは、蓮はちすの露つゆも異事ことごとに紛まぎるまじく、後のちの世よをと、ひたみちに思おぼし立たつこと、たゆみなし。

◇　今は、極楽往生の願いが他のことに紛れないように、来世をと、一途にお思い立ちになられる気持ち、揺ぎもない。

■　されど、人聞ひとぎきを憚はばかりたまふなむ、あぢきなかりける。

◇　けれども、外聞を憚っていらっしゃるのは、つまらないことであった。


1 【千年をももろともにと思ししかど】『集成』は「源氏の気持を地の文の形で書く」と注す。


御法．３．３．９

■　御おほむわざのことども、はかばかしくのたまひおきつることどもなかりければ、大将だいしゃうの君きみなむ、とりもちて仕つかうまつりたまひける。

◇　御法要の事も、はっきりとお取り決めなさることもなかったので、大将の君が、万事引き受けてお営みなさるのであった。

■　今日けふやとのみ、わが身みもS7心こころづかひせられたまふ折多をりおほかるを、はかなくて、積つもりにけるも、夢ゆめの心地ここちのみす。

◇　今日が最期かとばかり、ご自身でもお覚悟される時が多いのであったが、いつのまにか、月日が積もってしまったのも、夢のような気ばかりがする。

■　中宮ちゅうぐうなども、思おぼし忘わするる時ときの間まなく、恋こひきこえたまふ。

◇　中宮なども、お忘れになる時の間もなく、恋い慕っていらっしゃる。


S7 侘びつつも昨日ばかりは過ぐしてき今日やわが身の限りなるらむ（拾遺集恋一-六九四　読人しらず）



４１． 幻 (まぼろし)

第一章　光る源氏の物語　紫の上追悼の春の物語

第一段　紫の上のいない春を迎える

幻．１．１．１

■　春はるの光ひかりを見みたまふにつけても1、いとどくれ惑まどひたるやうにのみ、御心みこころひとつは、悲かなしさの改あらたまるべくもあらぬに、外とには、例れいのやうに人ひとびと参まゐりたまひなどすれど、御心地悩みここちなやましきさまにもてなしたまひて、御簾みすの内うちにのみおはします。

◇　春の光を御覧になるにつけても、ますます涙にくれ心も乱れるようにばかりで、お心ひとつは、悲しみが改まりようもないので、外には、例年のように人びとが年賀に参ったりするが、ご気分のすぐれないように振る舞いなさって、御簾の内にばかりいらっしゃる。

■　兵部卿宮渡ひゃうぶきゃうのみやわたりたまへるにぞ、ただうちとけたる方かたにて対面たいめんしたまはむとて、御消息聞おほむせうそこきこえたまふ3。

◇　兵部卿宮がお越しになったので、ほんの内々のお部屋でお会いなさろうとして、その旨お伝え申し上げなさる。


1 【春の光を見たまふにつけても】主語は源氏。源氏五十二歳の春。『河海抄』は「いづことも春の光はわかなくにまだみ吉野の山は雪ふる」（後撰集春上、一九、躬恒）を指摘。『細流抄』は「百千鳥囀る春はものごとに改まれども我ぞふりゆく」（古今集春上、二八、読人しらず）を指摘。『評釈』『集成』でも指摘。

2? 【例のやうに人びと参りたれど】『集成』は「妻の服喪は三ケ月で、旧年中に源氏の喪は明けている」と注す。

3 【御消息聞こえたまふ】主語は源氏。


幻．１．１．２

■　「わが宿やどは花はなもてはやす人ひともなし

何なににか春はるのたづね来きつらむ1」

◇　「わたしの家には花を喜ぶ人もいませんのに

どうして春が訪ねて来たのでしょう」


1 【わが宿は花もてはやす人もなし何にか春のたづね来つらむ】源氏の詠歌。「花もてはやす人」は紫の上をさす。「春」は蛍兵部卿宮を喩える。「の」は主格を表す格助詞。『奥入』は「何にきく色染めかへし匂ふらむ花もてはやす君も来なくに」（後撰集秋下、四〇〇、読人しらず）を指摘。


幻．１．１．３

■　宮みや、うち涙なみだぐみたまひて、

◇　宮、ちょっと涙ぐみなさって、

幻．１．１．４

■　「香かをとめて来きつるかひなくおほかたの

花はなのたよりと言いひやなすべき1」

◇　「梅の香を求めて来たかいもなく

ありきたりの花見とおっしゃるのですか」


1 【香をとめて来つるかひなくおほかたの花のたよりと言ひやなすべき】蛍兵部卿宮の返歌。「花」「来」の語句を用いて返す。『源注拾遺』は「年をへて花の便りにこと問はばいとどあだなる名をや立ちなむ」（後撰集春中、七八、兼覧王）「訪はるるもあだにはあれどこの春は花の便りぞうれしかりける」（古今六帖五、道のたより）「あぢきなく花の便りに訪はるれば我さへあだになりぬべらなり」（古今六帖五、道のたより、躬恒）「をさなくぞ春のみ訪ふと思ひける花の便りに見ゆるなりけり」（重之集）を指摘。


幻．１．１．５

■　紅梅こうばいの下したに歩あゆみ出いでたまへる御おほむさまの1、いとなつかしきにぞ、これより他ほかに見みはやすべき人ひとなくや、と2見みたまへる。

◇　紅梅の下に歩いていらっしゃったご様子が、大変優しくお似合いなので、この方以外に賞美する人もいないのではないか、とお見えになる。

■　花はなはほのかに開ひらけさしつつ、をかしきほどの匂にほひなり。

◇　花はわずかに咲きかけて、風情あるころの美しさである。

■　御遊おほむあそびもなく、例れいに変かはりたること多おほかり。

◇　管弦のお遊びもなく、いつもの年と違ったことが多かった。


1 【紅梅の下に歩み出でたまへる御さまの】蛍兵部卿宮をさす。『集成』は「六条の院南の待ちの前栽であろう」。『完訳』は「この巻の舞台は、全体が六条院か二条院か不明。一説には、前半が二条院、後半が六条院とも」と注す。

2 【これより他に見はやすべき人なくやと】『河海抄』は「山高み人もすさめぬ桜花いたくなわびそ我見はやさむ」（古今集春上、五〇、読人しらず）を指摘。


幻．１．１．６

■　女房にょうばうなども、年としごろ経へにけるは、墨染すみぞめの色いろこまやかにて着きつつ1、悲かなしさも改あらためがたく2、思おもひさますべき世よなく恋こひきこゆるに、絶たえて、御方々おほむかたがたにも渡わたりたまはず。

◇　女房なども、長年仕えて来た者は、墨染の色の濃いのを着て、悲しみも慰めがたく、いつまでも諦めきれずにお慕い申し上げるが、全然、ご夫人方にもお渡りにならない。

■　紛まぎれなく見みたてまつるを慰なぐさめにて4、馴なれ仕つかうまつれる年としごろ5、まめやかに御心みこころとどめてなどはあらざりしかど、時々ときどきは見放みはなたぬやうに思おぼしたりつる人ひとびと6も、なかなか7、かかる寂さびしき御一人寝おほむひとりねになりては、いとおほぞうにもてなしたまひて、夜よるの御宿直おほむとのゐなどにも、これかれとあまたを、御座おましのあたり引ひきさけつつ8、さぶらはせたまふ。

◇　それをいつも目の前に拝するのを慰めとして、親しくお仕えしていた今まで、本気でお心をかけてということはなかったけれど、時々は見放さないようにお思いになっていた女房たちも、かえって、このような寂しいお独り寝になってからは、ごくあっさりとお扱いになって、夜の御宿直などにも、この人あの人と大勢を、ご座所から引き離し引き離しして、伺候させなさる。


1 【こまやかにて着つつ】接続助詞「つつ」反復継続の意。多数の人が同じ喪服を着ている意。

2 【悲しさも改めがたく】『河海抄』は「百千鳥囀る春はものごとにあらたまれども我ぞふりゆく」（古今集春上、二八、読人しらず）を指摘。

3? 【絶えて御方々に渡りたまはず】主語は源氏。この文は挿入句。『完訳』は「亡き紫の上への執着から、明石の君・花散里などを相手にする気になれない。このころ源氏は六条院にいるか」と注す。

4 【紛れなく見たてまつるを慰めにて】主語は女房たち。

5 【馴れ仕うまつれる年ごろ】大島本は「なれつかうまつれる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「馴れ仕えうまつる」と校訂し、句点で文を結ぶ。『新大系』は底本のままとし、読点で文を続ける。

6 【年ごろまめやかに御心とどめてなどはあらざりしかど時々は見放たぬやうに思したりつる人びと】敬語表現は源氏に対して。『集成』は「源氏の寵を受けていた女房たち。後出の中納言の君、中将の君など」。『完訳』は「いわゆる召人。情交関係のある女房」と注す。

7 【なかなか】『完訳』は「「いとおほぞうに--」にかかる。紫の上亡き今、女房らと交わってもよさそうなのだが、かえって」と注す。

8 【引きさけつつ】接続助詞「つつ」反復継続の意。多数の人々に同じ動作をさせる。


第二段　雪の朝帰りの思い出

幻．１．２．１

■　つれづれなるままに、いにしへの物語ものがたりなどしたまふ折々をりをりもあり。

◇　所在ないままに、昔の思い出話などをなさる時々もある。

■　名残なごりなき御聖心おほむひじりごころの深ふかくなりゆくにつけても1、さしもあり果はつまじかりけることにつけつつ2、中なかごろ、もの恨うらめしう思おぼしたるけしきの3、時々見ときどきみえたまひしなどを思おぼし出いづるに、

◇　昔の好色心の名残もなく仏道一途のお心が深くなってゆくにつけても、長続きしそうもなかった恋愛事につけても、ひと頃、何やら恨めしそうであった様子が、時々お見えになったことなどをお思い出しになると、


1 【名残なき御聖心の深くなりゆくにつけても】『集成』は「かつての好き心の名残もないご道心が」。『完訳』は「かつての好色心の名残もなく仏道一途のお気持が深くなってゆくにつけても」と訳す。

2 【さしもあり果つまじかりけることにつけつつ】『集成』は「大したこになるはずもなかったあれこれの恋愛事件につけて。朝顔の斎院とのことなど」と注す。

3 【中ごろもの恨めしう思したるけしきの】紫の上の態度表情をさす。


幻．１．２．２

■　「などて、戯たはぶれにても1、またまめやかに心苦こころぐるしきこと2につけても、さやうなる心こころを3見みえたてまつりけむ。

◇　「どうして、一時の戯れであるにせよ、また真実おいたわしかったことにつけても、あのような心をお見せ申したのだろう。

■　なに事ごとも4らうらうじくおはせし御心みこころばへなりしかば、人ひとの深ふかき心こころもいとよう見知みしりたまひながら5、怨ゑんじ果はてたまふことはなかりしかど、一ひとわたりづつは、いかならむとすらむ」

◇　どのようなことにもよく練られたお方であったので、自分の心底もとてもよくご存知でありながら、心底お恨みになることはなかったが、それぞれ一通りは、どのようになるのだろう」


1 【などて戯れにても】以下「いかならむとすらむ」まで、源氏の心中。「戯れ」は一時の浮気沙汰。

2 【まめやかに心苦しきこと】『集成』は「女三の宮を迎えたことをさしていよう」と注す。

3 【さやうなる心を】紫の上以外の女性に心を移したこと。

4 【なに事も】大島本は「なに事も」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「何ごとにも」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【人の深き心もいとよう見知りたまひながら】『集成』は「自分（源氏）の本当の気持も、大層よく分ってはいらっしゃるものの」。『完訳』は「紫の上は、源氏の恋の心底を、よく察知していたとする」と注す。


幻．１．２．３

■　と思おぼしたりしを1、すこしにても心こころを乱みだりたまひけむことの、いとほしう悔くやしうおぼえたまふさま、胸むねよりもあまる心地ここちしたまふ。

◇　とご心配なさっていたのを、わずかであってもお心をお乱しなさったことが、おいたわしく悔やまれなさる様子は、胸一つに収めきれないような気がなさる。

■　その折をりのことの心こころを知しり2、今いまも近ちかう仕つかうまつる人ひとびとは、ほのぼの聞きこえ出いづるもあり。

◇　その当時の事情を知っていて、今でもお側近くに仕えている女房たちは、ぽつりぽつりと口に出して申す者もいる。


1 【と思したりしを】大島本は「とおほしたりしを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「と思したりしに」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【心を知り】大島本は「心越しり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心をも知り」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


幻．１．２．４

■　入道にふだうの宮みやの渡わたりはじめたまへりしほど1、そのP1折をりはしも、色いろにはさらに出いだしたまはざりしかど、ことにふれつつ、あぢきなのわざやと、思おもひたまへりしけしきのあはれなりし中なかにも、雪降ゆきふりたりし暁あかつきに2立たちやすらひて、わが身みも冷ひえ入いるやうにおぼえて、空そらのけしき激はげしかりしに、いとなつかしうおいらかなるものから、袖そでのいたう泣なき濡ぬらしたまへりけるをひき隠かくしP2、せめて紛まぎらはしたまへりしほどの用意よういなどを3、夜よもすがら、

◇　入道の宮がご降嫁なさった当初、その当座は、顔色にも全然お出しにならなかったが、何かにつけて、情けないことよと、思っていらっしゃった様子がお気の毒であった中でも、雪が降った早朝に室外にたたずんで、自分の身も冷えきったように思われて、空模様がすごかった時に、とてもやさしくおっとりとしていらっしゃる一方で、袖がたいそう泣き濡れていらっしゃったのを引き隠し、無理して紛らわしていらっしゃった時のたしなみの深さなどを、一晩中、

■　「夢ゆめにても、またはいかならむ世よにか」

◇　「夢であっても、もう一度いつになたら会えるだろうか」

■　と、思おぼし続つづけらる。

◇　と、自然とお思い続けられる。


P1 その--（/+そ）の

P2 ひき隠し--ひきかへ（へ/＄く）し

1 【入道の宮の渡りはじめたまへりしほど】女三の宮の降嫁。『集成』は「女房が少しずつ語り出した口調を写した文章から、次第に、源氏自身の回想に移る」と注す。

2 【雪降りたりし暁に】女三の宮の降嫁の三日目の夜明け方の出来事。

3 【用意などを】格助詞「を」目的格を表す。ここまで、回想の内容。


幻．１．２．５

■　曙あけぼのにしも、曹司ざうしに下おるる女房にょうばうなるべし2、

◇　夜明けに、折も折、曹司に下りる女房であろう、


1? 【夜もすがら夢にてもまたはいかなむ世にかと】「夢にても」以下、源氏の心中。現在から未来への願望。

2 【曹司に下るる女房なるべし】「なるべし」は語り手の推測。『集成』は「夜の宿直を終って退出するのである」と注す。


幻．１．２．６

■　「いみじうも積つもりにける雪ゆきかな1」

◇　「ひどく積もった雪ですこと」


1 【いみじうも積もりにける雪かな】女房の詞。


幻．１．２．７

■　と言いふ声こゑを聞ききつけたまへる、ただその折をりの心地ここちするに、御おほむかたはらの寂さびしきも、いふかたなく悲かなし。

◇　と言う声をお聞きつけになって、ちょうどその時の気がするが、側にいらっしゃらない寂しさも、言いようもなく悲しい。

幻．１．２．８

■　「憂うき世よには雪消ゆききえなむと思おもひつつ

思おもひの外ほかになほぞほどふる1」

◇　「つらいこの世からは姿を消してしまいたいと思いながらも

心外にもまだ月日を送っていることだ」


1 【憂き世には雪消えなむと思ひつつ思ひの外になほぞほどふる】源氏の独詠歌。「行き消え」と「雪消え」、「経る」と「降る」の掛詞。「消え」と「降る」は「雪」の縁語。『異本紫明抄』は「憂き世には行き隠れなでかき曇りふるは思ひのほかにもあるかな」（拾遺集雑上、五〇四、清原元輔）を指摘。『集成』も引歌として指摘する。『一葉抄』は「世の中のうけくにあらぬ奥山の木の葉にふれる雪やけなまし」（古今集雑下、九五四、読人しらず）を指摘。


第三段　中納言の君らを相手に述懐

幻．１．３．１

■　例れいの、紛まぎらはしには、御手水召みてうづめして行おこなひしたまふ1。

◇　いつもの、気の紛らわしには、御手水をお使いになって勤行をなさる。

■　埋うづみたる火起ひおこし出いでて、御火桶参おほむひおけまゐらす。

◇　埋もれている炭火をかき起こして、御火桶を差し上げる。

■　中納言ちゅうなごんの君きみ、中将ちゅうじゃうの君きみなど、御前近おまへちかくて御物語聞おほむものがたりきこゆ。

◇　中納言の君、中将の君などは、御前近くでお話申し上げる。


1 【行ひしたまふ】大島本は「をこなひし給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「行ひたまふ」と「し」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


幻．１．３．２

■　「独ひとり寝常ねつねよりも1寂さびしかりつる夜よるのさまかな。

◇　「独り寝がいつもより寂しかった夜であったよ。

■　かくてもいとよく思おもひ澄すましつべかりける世よを、はかなくもかかづらひけるかな」

◇　このように独り住みでも殊勝に過ごせた世なのに、つまらなく俗世にかかわって来たことよ」


1 【独り寝常よりも】以下「かかづらひけるかな」まで、源氏の詞。


幻．１．３．３

■　と、うちながめたまふ。

◇　と、物思いに沈みこみなさる。

■　「我われさへうち捨すてては1、この人ひとびとの、いとど嘆なげきわびむことの、あはれにいとほしかるべき」

◇　「自分までが出家したら、この女房たちが、ますます嘆き悲しむだろうことが、いじらしくかわいそうだろう」

■　など、見みわたしたまふ。

◇　などと思って、見渡しなさる。

■　忍しのびやかにうち行おこなひつつ、経きゃうなど読よみたまへる御声おほむこゑを、よろしう思おもはむことにてだに涙なみだとまるまじきを、まして、袖そでのしがらみせきあへぬS1まで2あはれに、明あけ暮くれ見みたてまつる人ひとびと3の心地ここち、尽つきせず思おもひきこゆ。

◇　ひっそりと勤行をしながら、経などを読んでいらっしゃるお声を、並一通り聞く時でさえ涙がとまらないのに、まして今は、袖のしがらみも止めかねるほど悲しくて、朝晩拝し上げる女房たちの気持ちは、限りなく悲しくお思い申し上げる。


S1 涙川落つる水上早ければせきかねつるぞ袖のしがらみ（拾遺集恋四-八七六　紀貫之）

1 【我さへうち捨てては】以下「いとほしかるべき」まで、源氏の心中を地の文に叙述。副助詞「さへ」添加の意。紫の上が亡くなったうえに、という含み。

2 【袖のしがらみせきあへぬまで】『異本紫明抄』は「飛鳥川心のうちに流るれば底のしがらみいつかよどまむ」（後撰集恋六、一〇一四、読人しらず）を指摘。『源注拾遺』は「涙川落つる水上早ければせきぞかねつる袖のしがらみ」（拾遺集恋四、八七六、紀貫之）を指摘。現行の注釈書でも引歌として指摘する。

3 【明け暮れ見たてまつる人びと】源氏を明け暮れ拝し上げる女房たち。


幻．１．３．４

■　「この世よにつけては1、飽あかず思おもふべきこと、をさをさあるまじう2、高たかき身みには生むまれながら、また人ひとよりことに、口惜くちをしき契ちぎりにもありけるかな3、と思おもふこと絶たえず。

◇　「現世の果報という点では、物足りなく思うことは、全然なく、高い身分には生まれたが、また誰よりも格別に、残念な運命であったなあ、と思うことがしょっちゅうだ。

■　世よのはかなく憂うきを知しらすべく、仏ほとけなどのおきてたまへる身みなるべし。

◇　世の中のはかなくつらさを悟らせるべく、仏などがそういう運命をお授けになった身の上なのだろう。

■　それをしひて知しらぬ顔かほにながらふれば、かく今いまはの夕ゆふべ近ちかき末すゑに、いみじきことのとぢめを見みつるに、宿世すくせのほども、みづからの心こころの際きはも5、残のこりなく見果みはてて6、心こころやすきに、今いまなむ露つゆのほだしなくなりにたるを7、これかれ、かくて、ありしよりけに目馴めならす人ひとびとの、今いまはとて8行ゆき別わかれむほどこそ、今一際いまひときはの心乱こころみだれぬべけれ。

◇　それを無理して知らない顔をして生き永らえて来たので、このように人生の終焉近くに、大変な悲しみの極みにあったのだから、宿世のつたなさも、自分の限界もすっかり残らず見届けてしまった、その安心感から、今は全然心残りもなくなったが、あの人この人、こうして、以前から親しくなった女房たちが、今を限りに別れ別れになってしまうことが、もう一段と心が乱れるに違いないだろう。

■　いとはかなしかし。

◇　まことにはかないことだ。

■　悪わろかりける心こころのほどかな9」

◇　諦めの悪い心だな」


1 【この世につけては】以下「心のほどかな」まで、源氏の述懐。女房を前にして語る。

2 【飽かず思ふべきことをさをさあるまじう】『完訳』は「以下の、不足のない高貴の身と生まれながらも誰より格別に不本意な運命の人生であったとの述懐は、若菜下・御法の、栄華も憂愁も比類のない人生、の述懐の繰返し」と注す。

3 【口惜しき契りにもありけるかな】光る源氏の「口惜しき契り」という言葉の背後にある実態が何をさしてそう言うのか、実は、よく分かっていない。

4? 【いみじきことのけぢめを見つるに】『集成』は「悲しみの極みを味わったことで」。『完訳』は「痛ましい結末を抱き取らされてしまったのだから」と訳す。

5 【宿世のほどもみづからの心の際も】『集成』は「自分の運勢のつたなさも、私自身の器量のほども」。『完訳』は「わたしの宿運のつたなさや器量の限度も」。「ほど」と「際」は、人生のどうにもならぬ運命的限界とわずか何とか自由になる自分自身の器量力量の限界をさす。

6 【残りなく見果てて】人生をすっかり見届けてしまった意。

7 【今なむ露のほだしなくなりにたるを】『源氏物語事典』は「世の憂きめ見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を指摘。

8 【今はとて】『集成』は「私の出家で」と訳す。

9 【悪ろかりける心のほどかな】『完訳』は「あきらめのわるいわが根性よ」と注す。


幻．１．３．５

■　とて、御目おほむめおしのごひ隠かくしたまふに、紛まぎれず、やがてこぼるる御涙おほむなみだを、見みたてまつる人ひとびと、ましてせきとめむかたなし。

◇　と言って、お涙を拭い隠しなさるが、ごまかしきれず、そのままこぼれるお涙を、拝する女房たちは、それ以上に止めようもない。

■　さて、うち捨すてられたてまつりなむが憂うれはしさを、おのおのうち出いでまほしけれど、さもえ聞きこえず、むせかへりてやみぬ。

◇　そうして、お見捨てられ申すだろうことのつらさを、それぞれ口に出したく思うが、そのように申すことはできず、涙に咽んでしまった。

幻．１．３．６

■　かくのみ嘆なげき明あかしたまへる曙あけぼの、ながめ暮くらしたまへる夕暮ゆふぐれなどの、しめやかなる折々をりをりは、かのおしなべてには思おぼしたらざりし人ひとびとを1、御前近おまへちかくて、かやうの御物語おほむものがたりなどをしたまふ。

◇　こうしてばかり嘆き明かしていらっしゃる早朝、物思いに沈んで暮らしていらっしゃる夕暮などの、ひっそりとした折々には、あの並々にはお思いでなかった女房たちを、お側近くにお召しになって、あのような話などをなさる。


1 【おしなべてには思したらざりし人びとを】主語は源氏。「人びと」は前出の中納言の君や中将の君。


幻．１．３．７

■　中将ちゅうじゃうの君きみとてさぶらふは、まだ小ちひさくより見みたまひ馴なれにしを、いと忍しのびつつ見みたまひ過すぐさずやありけむ1、いとかたはらいたきことに思おもひて、馴なれきこえざりけるを、かく亡うせたまひて後のちは、その方かたにはあらず3、人ひとよりもらうたきものに4心こころとどめたまへりし方かたざまにも5、かの御形見おほむかたみの筋すぢにつけてぞ、あはれに思おもほしける6。

◇　中将の君といって伺候する女房は、まだ小さい時からお側近くに置いていらっしゃったのだが、ごく人目に隠れては何度かお見過ごしになれなかったことがあったのであろうか、まことに心苦しいことに思って、親しみ申し上げなかったのに、このようにお亡くなりになってから後は、色めいた相手としてではなく、他の女房よりもかわいい女房だと心をかけていらっしゃった人としても、あの方の形見の人として、しみじみとお思いになっていらっしゃった。

■　心こころばせ容貌かたちなどもめやすくて、うなゐ松まつにおぼえたるけはひ7、ただならましよりは、らうらうじと思おもほす8。

◇　気立てや器量なども難がなくて、うない松に思える感じが、何でもなかっただろうよりは、気が利いているとお思いになる。


1 【いと忍びつつ見たまひ過ぐさずやありけむ】挿入句。語り手の推測を交えて語る。『休聞抄』は「双」と指摘。『完訳』は「源氏が内々に情をかけたこと」と注す。

2? 【いとかたはらいたきことに思ひつつみて馴れきこえざりけるを】大島本は「なれきこえ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「馴れもきこえ」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「紫の上に申し訳ないからである」と注す。

3 【その方にはあらず】色めいた相手としてではなく。

4 【人よりもらうたきものに】大島本は「人よりも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人よりことに」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【心とどめたまへりし方ざまにも】大島本は「心とゝめ給へりしかたさまにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心とどめ思したりしものをと思し出づるにつけて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

6 【筋につけてぞあはれに思ほしける】大島本は「すちにつけてそあはれにおもほしける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「筋をぞあはれと思したる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

7 【うなゐ松におぼえたるけはひ】『完訳』は「これから生長する小松。『河海抄』などは、墓に植えた松で、中将の君を亡き紫の上の形見の意に解す。情をかけた召人だけに、いよいよ故人の形見と思われる」と注す。

8 【ただならましよりはらうらうじと思ほす】『集成』は「何でもなかったであろう場合よりは、気が利いているとおぼしめす。かつて情けをかけた女房だけに、ひとしお紫の上の形見と思われる、という意か」と注す。


第四段　源氏、面会謝絶して独居

幻．１．４．１

■　疎うとき人ひとにはさらに見みえたまはず2。

◇　疎遠な人の前にはまったくお見えにならない。

■　上達部かむだちめなども、むつましき1御兄弟おほむはらからの宮みやたちなど、常つねに参まゐりたまへれど、対面たいめんしたまふことをさをさなし。

◇　上達部なども、親しいご兄弟の宮たちなど、いつも参上なさったが、お会いなさることはめったにない。


1 【むつましき】大島本は「むつましき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「睦ましきまた」と「また」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【疎き人にはさらに見えたまはず】「外人（うときひと）には見えじ見えば笑ひもこそ応（す）れ」（白氏文集、上陽白髪人）。


幻．１．４．２

■　「人ひとに向むかはむほどばかりは1、さかしく思おもひしづめ、心収こころをさめむと思おもふとも、月つきごろにほけにたらむ身みのありさま、かたくなしきひがことまじりて、末すゑの世よの人ひとにもて悩なやまれむ、後のちの名なさへ2うたてあるべし。

◇　「人に会う時だけは、しっかりと落ち着いて冷静にいようと思っても、幾月も茫然としている身の有様、愚かな間違い事があったりして、晩年が他人から迷惑がられるのでは、死後の評判までが嫌なことであろう。

■　思おもひほれてなむ人ひとにも見みえざむなる、と言いはれむも、同おなじことなれど、なほ音おとに聞ききて思おもひやることのかたはなるよりも、見苦みぐるしきことの目めに見みるは、こよなく際きはまさりてをこなり」

◇　惚けて人前に出ないらしい、と言われるようなことも、同じことだが、やはり噂を聞いて想像することの不十分さよりも、見苦しいことが目に入るのは、この上なく格段にばからしいことだ」


1 【人に向かはむほどばかりは】以下「際まさりてをこなり」まで、源氏の心中。

2 【末の世の人にもて悩まれむ後の名さへ】「末の世の」の後出の格助詞「の」は主格を表す。わが晩年が、の意。『集成』は「老いの果てに若い人々に迷惑がられるのでは、死後の評判も」。『完訳』は「こうした老いの果てになってから人に困られることになったという評判を」と注す。


幻．１．４．３

■　と思おぼせば、大将だいしゃうの君きみなどにだに、御簾隔みすへだててぞ対面たいめんしたまひける。

◇　とお思いになると、大将の君などに対してでさえ、御簾を隔ててお会いになるのであった。

■　かく、心変こころがはりしたまへるやうに1、人ひとの言いひ伝つたふべきころほひをだに思おもひのどめてこそはと、念ねんじ過すぐしたまひつつ、憂うき世よをも背そむきやりたまはず2。

◇　このように、人柄が変わりなさったようだと、人が噂するにちがいない時期だけでもじっと心を静めていなければと、我慢して過ごしていらっしゃる一方で、憂き世をお捨てになりきれない。

■　御方々おほむかたがたにまれにもうちほのめきたまふにつけては、まづいとせきがたき涙なみだの雨あめのみ降ふりS2まされば3、いとわりなくて、いづ方かたにもおぼつかなきさまにて過すぐしたまふ。

◇　ご夫人方にまれにちょっとお顔出しなさるにつけても、まっさきに止めどなく涙ばかりが一層こぼれるので、まことに具合が悪くて、どの方にも御無沙汰がちにお過ごしになる。


S2 墨染の君が袂は雲なれや絶えず涙の雨とのみふる（古今集哀傷-八四三　壬生忠岑）

1 【かく心変りしたまへるやうに】『集成』は「紫の上を喪った悲しみのために、理性を失って、出家したのだと言われまいとする用意」と注す。

2 【背きやりたまはず】大島本は「そむきやり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「え背きやり」と副詞「え」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【まづいとせきがたき涙の雨のみ降りまされば】『異本紫明抄』は「墨染の君が袂はくもなれや絶えず涙の雨とのみ降る」（古今集哀傷、八四三、壬生忠岑）を指摘。


幻．１．４．４

■　后きさいの宮みやは、内裏うちに参まゐらせたまひて1、三さむの宮みやをぞ、さうざうしき御慰おほむなぐさめには、おはしまさせたまひける。

◇　后の宮は、内裏にお帰りあそばして、三の宮を、寂しさのお慰めとしてお置きあそばしていらっしゃるのであった。


1 【后の宮は内裏に参らせたまひて】明石中宮。「参らせたまひて」最高敬語表現。接続助詞「て」弱い逆接のニュアンス。係助詞「は」は取り立てて強調するニュアンス。明石中宮は宮中に帰参したが、匂宮は留まって、という文脈。


幻．１．４．５

■　「婆ばばののたまひしかば2」

◇　「お祖母様がおっしゃったから」


1? 【三の宮をぞさうざうしき御慰めにおはしまさせたまひける】『集成』は「次の匂宮の言葉からすれば、二条の院のことと見なくてはならないが、あえて六条の院のこととしたのであろう」。『完訳』は「ここは二条院か」と注す。

2 【婆ののたまひしかば】匂宮の詞。『完訳』は「紫の上が匂宮に、二条院西の対の紅梅を大事にせよと遺言」と注す。「御法」巻（第一章六段）に語られている。


幻．１．４．６

■　とて、対たいの御前おまへの紅梅こうばいは、いと取とり分わきて後見うしろみありきたまふを1、いとあはれと見みたてまつりたまふ2。

◇　と言って、対の前の紅梅は、特別大事にお世話なさっているのも、とてもしみじみと拝見なさる。


1 【対の御前の紅梅はいと取り分きて後見ありきたまふを】大島本は「紅梅ハいと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「紅梅」と「はいと」を削除する。『新大系』は底本のままとする。二条院西の対の前の紅梅。主語は匂宮。

2 【いとあはれと見たてまつりたまふ】主語は源氏。


幻．１．４．７

■　如月きさらぎになれば1、花はなの木きどもの盛さかりなるも2、まだしきも、梢こずゑをかしう霞かすみわたれるに、かの御形見おほむかたみの紅梅こうばいに、鴬うぐひすのはなやかに鳴なき出いでたれば3、立たち出いでて御覧ごらんず4。

◇　二月になると、梅の木々が花盛りになったのも、まだ蕾なのも、梢が美しく一面に霞んでいるところに、あの御形見の紅梅に、鴬が陽気に鳴き出したので、立ち出て御覧になる。


1 【如月になれば】季節は仲春二月に移る。

2 【盛りなるも】大島本は「さかりなるも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「盛りになるも」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【御形見の紅梅に鴬のはなやかに鳴き出でたれば】梅（紅梅）に鴬という取り合わせ。『河海抄』は「吾妹子が植ゑし梅の樹見るごとに心むせつつ涙し流る」（万葉集巻三、大伴旅人）「見るごとに袖ぞ濡れぬる亡き人の形見に見よと植ゑし花かは」（古今六帖四、悲しみ）を指摘。

4 【立ち出でて御覧ず】主語は源氏。


幻．１．４．８

■　「植うゑて見みし花はなのあるじもなき宿やどに

知しらず顔がほにて来きゐる鴬うぐひす」

◇　「植えて眺めた花の主人もいない宿に

知らない顔をして来て鳴いている鴬よ」

幻．１．４．９

■　と、うそぶき歩ありかせたまふ。

◇　と、口ずさみながらお歩きなさる。

第五段　春深まりゆく寂しさ

幻．１．５．１

■　春深はるふかくなりゆくままに、御前おまへのありさま1、いにしへに変かはらぬを、めでたまふ方かたにはあらねど、静心しづごころなくS3、何なにごとにつけても胸むねいたう思おぼさるれば、おほかたこの世よの外ほかのやうに、鳥とりの音ねも聞きこえざらむ山やまS4の末すゑゆかしうのみ、いとどなりまさりたまふ2。

◇　春が深くなって行くにつれて、御前の様子は、昔と変わらないのを、花を賞美なさるのではないが、心は落ち着かず、何事につけても胸が痛く思わずにはいらっしゃれないので、だいたいこの世を離れたように、鳥の声も聞こえない山奥ばかりが、ますます恋しくなって行かれる。


S3 久方の光のどけき春の日に静心なく花の散るらむ（古今集春下-八四　紀友則）

S4 飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ（古今集恋一-五三五　読人しらず）

1 【春深くなりゆくままに御前のありさま】『細流抄』は「これより六条院のことなり」。『完訳』は「三月に入る。以下、六条院か」と注す。

2 【鳥の音も聞こえざらむ山の末ゆかしうのみいとどなりまさりたまふ】『異本紫明抄』は「飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ」（古今集恋一、五三五、読人しらず）を指摘。現行の注釈書でも指摘。


幻．１．５．２

■　山吹やまぶきなどの、心地ここちよげに咲さき乱みだれたるも、うちつけに露つゆけくのみ見みなされたまふ。

◇　山吹などが、気持ちよさそうに咲き乱れているのも、思わず涙の露に濡れているかとばかり見えておしまいになる。

■　他ほかの花はなは、一重散ひとへちりて1、八重咲やへさく花桜2盛はなざくらさかり過すぎて、樺桜かばざくらは開ひらけ、藤ふぢは後おくれて色いろづきなどこそはすめるを、その遅おそく疾とき花はなの心こころをよく分わきて、いろいろを尽つくし植うゑおきたまひしかば、時ときを忘わすれず匂にほひ満みちたるに、若宮わかみや、

◇　他の花は、一重が散って、八重に咲く桜花が盛りを過ぎて、樺桜は開いて、藤は後れて色づいたりするらしいのを、その遅咲き早咲きの花の性質をよく理解して、いろいろと植えてお置きになったので、花の時期を忘れず匂い満ちているので、若宮は、


1 【他の花は一重散りて】『休聞抄』は「見る人もなき山里の桜花ほかの散りなむ後ぞ咲かまし」（古今集春上、六八、伊勢）。『河海抄』は「浅緑野辺の霞はつつめどもこぼれて匂ふ花桜かな」（拾遺集春、四〇、読人しらず）。『真淵新釈』は「雨降れば色さりやすき花桜薄き心を我が思はなくに」（貫之集）を指摘。『集成』は「（六条の院南の町の）よそでは」と注す。

2 【八重咲く花桜】「花桜」は歌語。


幻．１．５．３

■　「まろが桜さくらは咲さきにけり2。

◇　「わたしの桜は咲いた。

■　いかで久ひさしく散ちらさじ。

◇　何とかいつまでも散らすまい。

■　木きのめぐりに帳とばりを立たてて、帷子かたびらP3を上あげずは、風かぜもえ吹ふき寄よらじ」

◇　木の回りに帳を立てて、帷子を上げなかったら、風も近寄って来まい」


P3 帷子--かたら（ら/＄〈朱〉）ひ（ひ/+ら〈朱〉）

1? 【色づきなどこそすめるを】推量の助動詞「めり」は語り手の観察に立っての叙述。

2 【まろが桜は咲きにけり】以下「風もえ吹き寄らじ」まで、匂宮の詞。


幻．１．５．４

■　と、かしこう思おもひ得えたり、と思おもひてのたまふ顔かほのいとうつくしきにも、うち笑ゑまれたまひぬ。

◇　と、よいことを考えた、と思っておっしゃる顔がとてもかわいらしいので、ふとほほ笑まれなさった。

幻．１．５．５

■　「覆おほふばかりの袖***S5求そでもとめけむ人ひとよりは1、いとかしこう思おぼし寄よりたまへりしかし2」

◇　「大空を覆うほどの袖を求めた人よりは、とてもよいことをお思いつきになった」

■　など、この宮みやばかりをぞもてあそびに見みたてまつりたまふ。

◇　などと、この宮だけをお遊び相手とお思い申してしていらっしゃる。

◆　 
"おほふ ばかり の そで もとめ けむ ひと より は、 いと かしこう おぼし より たまへ り し かし。" など、 この みや ばかり を ぞ もてあそび に み たてまつり たまふ。


S5 大空に覆ふばかりの袖もがな春咲く花を風にまかせじ（後撰集春中-六四　読人しらず）

1 【覆ふばかりの袖求めけむ人よりは】以下「思し寄りたまへりしかし」まで、源氏の心中。『源氏釈』は「大空におほふばかりの袖もがな春咲く花を風にまかせじ」（後撰集春中、六四、読人しらず）を指摘。現行の注釈書でも指摘する。

2 【思し寄りたまへりしかし】大島本は「給へりしかし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへりかし」と「し」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


幻．１．５．６

■　「君きみに馴なれきこえむことも1残のこり少すくなしや。

◇　「あなたとお親しみ申していられるのも残り少なくなりましたよ。

■　命いのちといふもの、今いましばしかかづらふべくとも、対面たいめんはえあらじかし」

◇　寿命というものは、もう暫くこの世に留まっていても、お会いすることはあるまい」


1 【君に馴れきこえむことも】以下「えあらじかし」まで、源氏の詞。「君」は匂宮をさす。やがて出家すべきことを言う。


幻．１．５．７

■　とて、例れいの、涙なみだぐみたまへれば、いとものしと思おぼして、

◇　とおっしゃって、いつものように、涙ぐみなさると、とても嫌だとお思いになって、

幻．１．５．８

■　「婆ばばののたまひしことを、まがまがしうのたまふ1」

◇　「お祖母様がおっしゃったことを、縁起でもなくおっしゃいます」


1 【婆ののたまひしことをまがまがしうのたまふ】匂宮の返事。


幻．１．５．９

■　とて、伏目ふしめになりて、御衣おほむぞの袖そでを引ひきまさぐりなどしつつ、紛まぎらはしおはす。

◇　と言って、伏目になって、お召し物の袖をもてあそびなどしながら、紛らしていらっしゃる。

幻．１．５．１０

■　隅すみの間まの高欄かうらんにおしかかりて、御前おまへの庭にはをも1、御簾みすの内うちをも、見みわたして眺ながめたまふ。

◇　隅の間の高欄に寄りかかって、御前の庭を、また御簾の中をも、見渡して物思いに沈んでいらっしゃる。

■　女房にょうばうなども、かの御形見おほむかたみの色変いろかへぬもあり、例れいの色いろあひなるも、綾あやなどはなやかにはあらず。

◇　女房なども、あの御形見の喪服の色を変えない者もおり、通常の色合いの者も、綾などは派手なのではない。

■　みづからの御直衣おほむなほしも、色いろは世よの常つねなれど、ことさらやつして2、無紋むもんをたてまつれり。

◇　ご自身のお直衣も、色は普通の物であるが、特別に質素にして、無紋をお召しになっていた。

■　御おほむしつらひなども、いとおろそかにことそぎて、寂さびしく心細こころぼそげに3しめやかなれば、

◇　お部屋飾りなどもたいそう簡略に省いて、寂しく何となく頼りなさそうにひっそりとしているので、


1 【隅の間の高欄におしかかりて御前の庭をも】『集成』は「源氏のさま。六条の院南の町の東の対（源氏と紫の上の居所）の隅の簀子にいる体。西南の隅であろう」と注す。

2 【ことさらやつして】大島本は「ことさら」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことさらに」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【寂しく心細げに】大島本は「心ほそけに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もの心細げに」と「もの」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


幻．１．５．１１

■　「今いまはとて荒あらしや果はてむ亡なき人ひとの

心こころとどめし春はるの垣根かきねを1」

◇　「いよいよ出家するとなるとすっかり荒れ果ててしまうのだろうか

亡き人が心をこめて作った春の庭も」


1 【今はとて荒らしや果てむ亡き人の心とどめし春の垣根を】源氏の独詠歌。『完訳』は「「今はとて」は、いよいよ出家となれば、の気持。紫の上の丹精した春の庭がやがて荒廃するだろう、と嘆く歌」と注す。


幻．１．５．１２

■　人ひとやりならず悲かなしう思おぼさるる1。

◇　自分ながら悲しく思われなさる。


1 【悲しう思さるる】大島本は「おほさるゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思さる」と「る」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


第六段　女三の宮の方に出かける

幻．１．６．１

■　いとつれづれなれば、入道にふだうの宮みやの御方おほむかたに1渡わたりたまふに、若宮わかみやも人ひとに抱いだかれておはしまして2、こなたの若君わかぎみと3走はしり遊あそび、花惜はなをしみたまふ心こころばへども深ふかからず、いといはけなし4。

◇　とても所在ないので、入道の宮のお部屋にお越しになると、若宮も女房に抱かれておいでになっていて、こちらの若君と走り回って遊び、花を惜しみなさるお気持ちは深くなく、とても幼い。


1 【入道の宮の御方に】南の町の寝殿、女三の宮の居所。

2 【若宮も人に抱かれておはしまして】匂宮。

3 【こなたの若君と】薫。

4 【花惜しみたまふ心ばへども深からずいといはけなし】語り手の評言。接尾語「ども」複数を表す。大人たちの憂愁に満ちた世界と違った幼く無邪気で活発な二人の子供たちを点描。『河海抄』は「年経れば齢は老いぬしかはあれど花をし見れば物思ひもなし」（古今集春上、五二、藤原良房）を指摘。


幻．１．６．２

■　宮みやは、仏ほとけの御前おまへにて、経きゃうをぞ読よみたまひける。

◇　宮は、仏の御前で、お経を読んでいらっしゃるのであった。

■　何なにばかり深ふかう思おぼしとれる御道心おほむだうしんにもあらざりしかども1、この世よに恨うらめしく御心乱みこころみだるることもおはせず、のどやかなるままに、紛まぎれなく行おこなひたまひて、一方ひとかたに2思おもひ離はなれたまへるも、いとうらやましく、

◇　何ほども深くお悟りになった御道心ではなかったが、この現世に対して恨みに思ってお気持ちの乱れることはおありでなく、のんびりとしたお暮らしのまま、気を散らさずに勤行なさって、仏道一筋にこの世を思い離れていらっしゃるのも、まことに羨ましく、

■　「かくあさへP4たまへる3女をむなの御心みこころざしにだに後おくれぬること」

◇　「このような思慮深くない女の御志にさえ後れを取ったこと」

■　と口惜くちをしう思おぼさる。

◇　と残念に思われなさる。


P4 あさへ--あまへ（あまへ/=あさへイ）

1 【何ばかり深う思しとれる御道心にもあらざりしかども】大島本は「あらさりしかとも」とある。『集成』『完本』は「あらざりしかど」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『首書或抄』は「源氏の心也又物語地歟」と指摘。『集成』は「以下、女三の宮を見ての源氏の感懐」と注す。

2 【一方に】大島本は「ひとかたに」とある。『完本』は「一（ひと）つ方（かた）に」と「つ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【かくあさへたまへる】大島本は「かくあまへ給へる」とある。すなわち字母「万」と「左」の似た字体から生じた異文である。『集成』『完本』は諸本に従って「あさへたる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


幻．１．６．３

■　閼伽あかの花はなの、夕映**えしていとおもしろく見みゆれば、

◇　閼伽の花が、夕日に映えてとても美しく見えるので、

◆　 
あか の はな の、 ゆふばへ し て いと おもしろく みゆれ ば、

幻．１．６．４

■　「春はるに心寄こころよせたりし人ひとなくて1、花はなの色いろもすさまじくのみ見みなさるるを、仏ほとけの御飾おほむかざりにてこそ見みるべかりけれ」

◇　「春に心を寄せた人もいなくなって、花の色も殺風景なばかりに見られるが、仏のお飾りとして見るべきであった」

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

■　「対たいの前まへの山吹やまぶきこそ、なほ世よに見みえぬ花はなのさまなれ。

◇　「対の前の山吹は、やはりめったに見られない花の様子ですね。

■　房ふさの大おほきさなどよ。

◇　房の大きいことですね。

■　品高しなたかくなどはおきてざりける花はなにやあらむ2、はなやかににぎははしき方かたは、いとおもしろきものになむありける。

◇　上品に咲こうなどとは考えていない花なのでしょうか、はなやかでにぎやかな面では、とても美しい花です。

■　植うゑし人ひとなき春はるとも知しらず顔がほにて3、常つねよりも匂にほひかさねたるこそ、あはれにはべれ」

◇　植えた人のいない春とも知らないで、いつもの年より美しさを増しているのには、しみじみとした思いがしますね」


1 【春に心寄せたりし人なくて】以下「見るべかりけれ」まで、源氏の詞。

2 【品高くなどはおきてざりける花にやあらむ】『完訳』は「上品に咲こうなどとは考えなかった花なのだろうか。擬人表現」と注す。

3 【植ゑし人なき春とも知らず顔にて】『異本紫明抄』は「植ゑて見し主なき宿の桜花色ばかりこそ昔なりけれ」（出典未詳）。『河海抄』は「色も香も昔のこさに匂へども植ゑけむ人の影ぞ恋しき」（古今集哀傷、八五一、紀貫之）を指摘。


幻．１．６．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御おほむいらへに、

◇　お返事に、

幻．１．６．６

■　「谷たにには春はるもS6,1」

◇　「谷には春も無縁です」


S6 光なき谷には春もよそなれば咲きてとく散る物思ひもなし（古今集雑下-九六七　清原深養父）

1 【谷には春も】女三の宮の返事。『源氏釈』は「光なき谷には春もよそなれば咲きてとく散る物思ひもなし」（古今集雑下、九六七、清原深養父）を指摘。『集成』は「世を捨てた尼の身にとっては、人の世の悲しみも喜びも無縁であるという気持で言ったもの。女三の宮としては、卑下のつもりであろう」と注す。


幻．１．６．７

■　と、何心なにごころもなく聞きこえたまふを、

◇　と、何気なく申し上げなさるのを、

■　「ことしもこそあれ、心憂こころうく1も」

◇　「他に言いようもあろうに、不愉快な」

■　と思おぼさるるにつけても、

◇　とお思いなさるにつけても、

■　「まづ、かやうのはかなきことにつけては2、そのことのさらでもありなむかし、と思おもふに、違たがふふしなくてもやみにしかな」

◇　「まずは、このようなちょっとしたことにおいては、これこれのことではそうではなくあってほしい、と思うことに、反したことはついぞなかったな」

■　と、いはけなかりしほどよりの御おほむありさまを、

◇　と、幼かった時からのご様子を、

■　「いで、何なにごとぞやありし5」

◇　「いったい、何の不足があったろうか」

■　と思おぼし出いづるには4、まづ、その折をりかの折をり、かどかどしうらうらうじう、匂にほひ多おほかりし心こころざま6、もてなし、言ことの葉はのみ思おもひ続つづけられたまふに、例れいの涙なみだもろさは7、ふとこぼれ出いでぬるもいと苦くるし8。

◇　とお思い出しになると、まず、あの時この時の、才気があり行き届いていて、奥ゆかしく情味豊かな人柄、態度、言葉づかいばかりが自然と思い出されなさると、いつもの涙もろさのこととて、ついこぼれ出すのもとてもつらい。


1 【ことしもこそあれ心憂く】源氏の心中。『集成』は「折から、庭前の花を見るにつけても、紫の上を偲び、悲嘆にくれる源氏にとって、「もの思ひもなし」という結句に続く返事は、いかにも思いやりなく響くのである」と注す。

2 【まづかやうのはかなきことにつけては】以下「なくてもやみにしかな」まで、源氏の心中。紫の上と比較する。

3? 【そのことのさらでもありなむと】『細流抄』は「今はただそよその事と思ひ出でて忘るばかりの憂きこともがな」（後拾遺集哀傷、五七三、和泉式部）を指摘。

4 【思し出づるには】大島本は「おほしいつるには」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思し出づるに」と「は」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

5 【いで何ごとぞやありし】反語表現。『集成』は「一体何の不足なことがあったろうか」と訳す。

6 【匂ひ多かりし心ざま】『集成』は「奥ゆかしく情味豊かな人柄」。『完訳』は「奥ゆかしい魅力をたたえたお人柄」と訳す。

7 【例の涙もろさは】大島本は「涙もろさ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「涙のもろさ」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

8 【いと苦し】語り手の評言。


第七段　明石の御方に立ち寄る

幻．１．７．１

■　夕暮ゆふぐれの霞かすみたどたどしく、をかしきほどなれば、やがて明石あかしの御方おほむかたに渡わたりたまへり。

◇　夕暮の霞がたちこめて、趣のあるころなので、そのまま明石の御方にお渡りになった。

■　久ひさしうさしものぞきたまはぬに、おぼえなき折をりなれば、うち驚おどろかるれど、さまようけはひ心こころにくくもてつけて、

◇　久しくお立ち寄りにならなかったので、思いも寄らない時だったので、ちょっと驚きはするが、体裁よく奥ゆかしく振る舞って、

■　「なほこそ人ひとにはまさりたれ1」

◇　「やはり他の人より優れている」

■　と見みたまふにつけては、またかうざまにはあらで、

◇　と御覧になるにつけては、またこのようにではなく、

■　「かれはさまことにこそ2、ゆゑよしをももてなしたまへりしか」

◇　「あの方は格別に、教養や趣味もお振る舞いになっていた」

■　と、思おぼし比くらべらるるにも4、面影おもかげに恋こひしう、悲かなしさのみまされば、

◇　と、ついお比べになられると、面影に浮かんで恋しく、悲しさばかりがつのるので、

■　「いかにして慰なぐさむべき心こころぞ」

◇　「どのようにして慰めたらよい心か」

■　と、いと比くらべ苦くるしう5、こなたにては6、のどやかに昔物語むかしものがたりなどしたまふ。

◇　と、とても比較がつらくて、こちらでは、のんびりと昔話などをなさる。


1 【なほこそ人にはまさりたれ】源氏の明石御方に対する感想。

2 【またかうざまにはあらでかれはさまことにこそ】大島本は「かうさまにハあらてかれハさまことにこそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かうざまにはあらでこそ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。「かれは」以下「もてなしたまへりしか」まで、源氏の心中。紫の上を思い比べる。

3? 【ゆえよしをも】『集成』は「たしなみのほども趣味の深さをも」。『完訳』は「そのお人柄やたしなみのほどを」と訳す。

4 【思し比べらるるにも】大島本は「おほしくらへらるゝにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思しくらべらるるに」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

5 【いかにして慰むべき心ぞといと比べ苦しう】大島本は「くらへくるしう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「くらべ苦し」と「う」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『源氏物語引歌』は「世の中はくらべ苦しくなりにけり長く短く思ふ筋なし」（出典未詳）を指摘。

6 【こなたにては】六条院の戌亥の町、明石の御方のもと。


幻．１．７．２

■　「人ひとをあはれと心こころとどめむは1、いと悪わろかべきことと、いにしへより思おもひ得えて、すべていかなる方かたにも、この世よに執しふとまるべきことなく2、心こころづかひをせしに、おほかたの世よにつけて、身みのいたづらにはふれぬべかりしころほひなど3、とざまかうざまに思おもひめぐらししに、命いのちをもみづから捨すてつべく5、野山のやまの末すゑにはふらかさむに4、ことなる障さはりあるまじくなむ6思おもひなりしを、末すゑの世よに、今いまは限かぎりのほど近ちかき身みにてしも7、あるまじきほだし多おほうかかづらひて8、今いままで過すぐしてけるが、心弱こころよわうも、もどかしきこと9」

◇　「女をいとしいと思いつめるのは、実に悪いはずのことだと、昔から知っていながら、すべてどのような事柄にも、現世に執着が残らないようにと、配慮して来たが、普通の世間から見て、むなしく零落してしまいそうだったころなど、あれやこれやと思案したが、命をも自分から捨ててしまおうと、野山の果てにさすらえさせても、格別に差支えなく思うほどになったが、晩年に、最期が近くなった身の上で、持たなくてよい係累に多くかかずらって、今まで過ごしてきたが、意志が弱くて、愚かしいことよ」


1 【人をあはれと心とどめむは】以下「もどかしきこと」まで、源氏の詞。

2 【この世に執とまるべきことなく】大島本は「事なく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことなくと」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【身のいたづらにはふれぬべかりしころほひなど】須磨明石流離のころをさす。

4 【命をもみづから捨てつべく野山の末にはふらかさむに】『河海抄』は「身は捨てつ心をだにもはふらさじつひにはいかなると知るべく」（古今集雑体、一〇六四、藤原興風）を指摘。

5 【捨てつべく】連語「つべし」強い意志を表す。

6 【あるまじくなむ】係助詞「なむ」は係結びの流れ。

7 【末の世に今は限りのほど近き身にてしも】『完訳』は「「しも」に注意。晩年の、最期の時になって、かえって俗世の絆に深く関り今日に至ったとする」と注す。

8 【あるまじきほだし多うかかづらひて】『源氏物語事典』は「世の憂きめ見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそ絆なりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を指摘。

9 【心弱うももどかしきこと】大島本は「心よハうももとかしきことなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心弱うもどかしきこと」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『完訳』は「出家の初志を貫きえなかった気弱さとして自らを非難」と注す。


幻．１．７．３

■　など、さして一ひとつ筋すぢの悲かなしさにのみはのたまはねど、思おぼしたるさまのことわりに心苦こころぐるしきを、いとほしう見みたてまつりて2、

◇　などと、それと名指して一人の悲しみばかりにはおっしゃらないが、お胸の内はさぞかしとお気の毒なので、おいたわしく拝して、


1? 【さして一筋の悲しさにのみは】紫の上の死去をさす。それと名指ししての意。

2 【いとほしう見たてまつりて】主語は明石御方。


幻．１．７．４

■　「おほかたの人目ひとめに1、何なにばかり惜をしげなき人ひとだに、心こころのうちのほだし、おのづから多おほうはべるなるP5を2、ましていかでかは3心こころやすくも思おぼし捨すてむ。

◇　「世間一般の目からは、さほど惜しくなさそうな人でさえ、心の中の執着、自然と多くございますものですが、ましてどうしてやすやすとお思い捨てになることができましょうか。

■　さやうにあさへP6たることは、かへりて4軽々かるがるしきもどかしさなども立たち出いでて、なかなかなることなどはべるを、思おぼしたつほど、鈍にぶきやうにはべらむや、つひに澄すみ果はてさせたまふ方かた、深ふかうはべらむ5と、思おもひやられはべりてこそ6。

◇　そのような浅はかな出家は、かえって軽はずみなと非難されることも出てきて、なまじ出家しないほうがよいでしょうが、ご決心が、つきかねるようでいらっしゃるほうが、結局は澄みきった御境地に、至られましょうと、想像されます。


P5 はべるなる--侍（侍/+な〈朱〉）る

P6 あさへ--あ△（△/＃さ）へ（へ/＆へ）

1 【おほかたの人目に】以下「うれしくもはべるべけれ」まで、明石御方の詞。

2 【多うはべるなるを】大島本は「おほう侍（侍＋な〈朱〉）るを」とある。すなわち朱筆で「な」を補訂する。『集成』『完本』『新大系』は底本の補訂と諸本に従って「はべなるを」と整定する。

3 【いかでかは】「思し捨てむ」に係る。反語表現。

4 【あさへたることはかへりて】『集成』は「（たやすく出家するような）浅はかなことは」。『完訳』「深い道心に基づかない出家」と注す。

5 【思したつほど鈍きやうにはべらむやつひに澄み果てさせたまふ方深うはべらむ】すらすらと出家するよりも迷いに迷った末の出家のほうが悟りの境地に達しやすいだろう、という意見。

6 【思ひやられはべりてこそ】係助詞「こそ」結びの省略、下に「あれ」などの語句が省略。強調と余意余情効果が出る。


幻．１．７．５

■　いにしへの例ためしなどを1聞ききはべるにつけても、心こころにおどろかれ、思おもふより違たがふふしありて、世よを厭いとふついでになるとか。

◇　昔の例などをお聞きいたしますにつけても、心が動揺したり、思いのままにならないことがあって、世を厭うきっかけになったとか。

■　それはなほ悪わるきこととこそ。

◇　それはやはりよくないことと申します。

■　なほ、しばし思おぼしのどめさせたまひて、宮みやたちなどもおとなびさせたまひて2、まことに動うごきなかるべき御おほむありさまに3、見みたてまつりなさせたまはむまでは、乱みだれなくはべらむこそ、心こころやすくも、うれしくもはべるべけれ」

◇　やはり、もう暫くごゆっくりあそばして、宮たちなどがご成人あそばして、ほんとうにゆるぎない地位を拝見あそばされるまでは、変わったことがございませんのが、安心で嬉しうもございましょう」


1 【いにしへの例などを】『花鳥余情』は花山院が弘徽殿女御藤原為光の女の死に際して俄に出家したが、後に俗世に再び執着した事例を引く。

2 【宮たちなどもおとなびさせたまひて】大島本は「をとなひさせ給て」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おとなびさせたまひ」と「て」を削除する。『新大系』は底本のままとする。明石中宮腹の皇子皇女たち。

3 【まことに動きなかるべき御ありさまに】『集成』は「本当にゆるぎないご身分と、お見極め申し上げなさるまでは。東宮（第一皇子）の即位のことなどをさす」と注す。


幻．１．７．６

■　など、いとおとなびて聞きこえたるけしき、いとめやすし1。

◇　などと、とても思慮深く申し上げた様子、本当に申し分がない。


1 【いとめやすし】『評釈』は「明石の御方の理知的な聰明な性格が、源氏の出家への歩みを説明する役割を与えているのである。その役割のはたしぶりを作者は、「いとめやすし」と賞めるのだ」と注す。


第八段　明石の御方に悲しみを語る

幻．１．８．１

■　「さまで思おもひのどめむ1心深こころぶかさこそ、浅あさきに劣おとりぬべけれ」

◇　「そこまで思慮深くためらい過ぎては、浅薄な出家にも劣ろう」


1 【さまで思ひのどめむ】以下「劣りぬべけれ」まで、源氏の詞。『集成』は「結局いつまでたっても出家を遂げられぬことを恐れる」と注す。


幻．１．８．２

■　などのたまひて、昔むかしよりものを思おもふことなど語かたり出いでたまふ中なかに、

◇　などとおっしゃって、昔から悲しい思いをし続けてきたことなどを話し出される中で、

幻．１．８．３

■　「故后こきさいの宮みやの1崩かくれたまへりし春はるなむ、花はなの色いろを見みても、まことに心こころあらばS7と2おぼえし。

◇　「故后の宮が御崩御なさった春が、花の美しさを見ても、本当に、花に心があったならばと思われました。

■　それは、おほかたの世よにつけて、をかしかりし御おほむありさまを、幼をさなくより見みたてまつりしみて3、さるとぢめの悲かなしさも、人ひとよりことにおぼえしなり。

◇　そのわけは、世間一般につけて、誰が見ても素晴らしかったご様子を、幼い時から拝見し続けてきたので、そういうご臨終の悲しさも、誰より格別に思われたのです。


S7 深草の野辺の桜し心あらば今年ばかりは墨染に咲け（古今集哀傷-八三二　上野岑雄）

1 【故后の宮の】以下「なむありける」まで、源氏の詞。藤壺の宮をさす。

2 【花の色を見てもまことに心あらばと】『源氏釈』は「深草の野辺の桜し心あらば今年ばかりは墨染に咲け」（古今集哀傷、八三二、上野峯雄）を指摘。

3 【幼くより見たてまつりしみて】源氏の継母。元服以前にはその御簾の中に入ることも許された。


幻．１．８．４

■　みづから取とり分わく心こころざしにも、もののあはれはよらぬわざなり。

◇　自分が特別に愛情をもったための、悲しみとは限らないものです。

■　年経としへぬる人ひとに2後おくれて、心収こころをさめむ方かたなく忘わすれがたきも、ただかかる仲なかの悲かなしさのみにはあらず。

◇　長年連れ添った人に先立たれて、諦めようもなく忘れられないのも、ただこのような夫婦仲の悲しさだけではありません。

■　幼をさなきほどより生おほしたてしありさま3、もろともに老おいぬる末すゑの世**にうち捨すてられて、わが身みも人ひとの身みも、思おもひ続つづけらるる悲かなしさの、堪たへがたきになむ4。

◇　幼い時から育て上げた様子や、一緒に年老いた晩年に先立たれて、自分の身の上も相手の身の上も、次々と思い出が浮かんでくる悲しさが、堪えられないのです。

■　すべて、もののあはれも、ゆゑあることも、をかしき筋すぢも、広ひろう思おもひめぐらす方かた、方々添かたがたそふことの5、浅あさからずなるになむありける」

◇　すべて、心を打つ感動も、意味あることも、風流な面も、広く思い出すところの、あれこれが多く加わっていくのが、悲しみを深めるものなのでした」

◆　 
みづから とりわく こころざし に も、 もの の あはれ は よら ぬ わざ なり。 とし へ ぬる ひと に おくれ て、 こころ をさめ む かた なく わすれ がたき も、 ただ かかる なか の かなしさ のみ に は あら ず。 をさなき ほど より おほし たて し ありさま、 もろともに おい ぬる すゑ-の-よ うち-すて られ て、 わが み も ひと の み も、 おもひ つづけ らるる かなしさ の、 たへ がたき に なむ。 すべて、 もの の あはれ も、 ゆゑ ある こと も、 をかしき すぢ も、 ひろう おもひ めぐらす かた、 かたがた そふ こと の、 あさから ず なる に なむ あり ける。"


1? 【みづから取り分く心ざしにしももののあはれはよらぬわざなり】『集成』は「自分が特別深い愛情を持っているから、特に無常の悲しみが深いとも限らぬようです。藤壺の死をこれほどまで悲しむことについての弁解」。『完訳』は「心にしみる哀感というものは、自分がその人にとりわけ深く思いを寄せているからとはかぎらないのです」と注す。

2 【年経ぬる人に】紫の上。

3 【幼きほどより生ほしたてしありさま】藤壺の場合の「幼くより見奉りしみて」と同じ。共に過ごしてきた長い歳月の重みがある。

4 【堪へがたきになむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。

5 【思ひめぐらす方方々添ふことの】大島本は「おもひめくらす方かた／＼そふ事」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひめぐらす方々」と「方」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


幻．１．８．５

■　など、夜更よふくるまで、昔今むかしいまの御物語おほむものがたりに、

◇　などと、夜が更けるまで、昔や今のお話で、こ

■　「かくても明あかしつべき夜よるを1」

◇　「うして明かしてもよい夜だ」

■　と思おぼしながら、帰かへりたまふを、女をむなもものあはれに思おもふべし2。

◇　とお思いになりながらも、お帰りになるのを、女も物悲しく思うことであろう。

■　わが御心みこころにも、

◇　ご自身でも、

■　「あやしうもなりにける心こころのほどかな3」

◇　「不思議なふうになってしまった心だな」

■　と、思おぼし知しらる。

◇　と、思わずにはいらっしゃれない。


1 【かくても明かしつべき夜を】源氏の心中。

2 【女もものあはれに思ふべし】大島本は「おもふへし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おぼゆべし」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。『岷江入楚』所引「箋」（三光院）は「草子地也」と指摘。

3 【あやしうもなりにける心のほどかな】源氏の心中。『完訳』は「源氏も、明石の君のもとに泊ろうともしないわが心を見つめる」と注す。


幻．１．８．６

■　さてもまた、例れいの御行おほむおこなひに1、夜中よなかになりてぞ、昼ひるの御座おましに、いとかりそめに寄より臥ふしたまふ2。

◇　お帰りになっても、またいつものご勤行で、夜半になってから、昼のご座所に、ほんのかりそめに横におなりになる。

■　つとめて、御文おほむふみたてまつりたまふに、

◇　翌朝、お手紙を差し上げなさるに、


1 【さてもまた例の御行ひに】『集成』は「お帰りになってもまた、いつものように仏前のお勤めをなさり」と注す。

2 【夜中になりてぞ昼の御座にいとかりそめに寄り臥したまふ】寝所でないところでの仮眠であることを強調。


幻．１．８．７

■　「なくなくも帰かへりにしかな仮かりの世よは

いづこもつひの常世とこよならぬに1」

◇　「泣きながら帰ってきたことです、この仮の世は

どこもかしこも永遠の住まいではないので」


1 【なくなくも帰りにしかな仮の世はいづこもつひの常世ならぬに】源氏から明石への贈歌。「鳴く」「泣く」、「雁」「仮」の掛詞。「常」に「床」を響かせる。「雁」と「常世」は縁語。『河海抄』は「おきもゐぬ我が常世こそ悲しけれ春帰りにし雁も鳴くなり」（後拾遺集秋上、二七四、赤染衛門）。『大系』は「白露の消えにし人の秋待つと常世の雁も鳴きて飛びけり」（斎宮集）を指摘。『集成』は「雁は、北の常世の国（不老不死の仙境）から渡ってくると考えられていた。三月、帰雁の季節に寄せて詠む」。『完訳』は「北（常世）に帰る「雁」に源氏自身を見立て、「常世」に「床」をひびかせ、永遠にと願った紫の上との共寝も終った、と嘆く歌」と注す。


幻．１．８．８

■　昨夜よべの御おほむありさまは1恨うらめしげなりしかど、いとかく、あらぬさまに思おぼしほれたる御おほむけしきの心苦こころぐるしさに、身みの上うへはさしおかれて、涙なみだぐまれたまふ。

◇　昨夜のご様子は恨めしげに思ったが、とてもこんなに、まるで違った方のように茫然としていらしたご様子がお気の毒なので、自分のことは忘れて、つい涙ぐまれなさる。


1 【昨夜の御ありさまは】『完訳』は「以下、明石の君に即した行文」と注す。


幻．１．８．９

■　「雁かりがゐし苗代水なはしろみづの絶たえしより

映うつりし花はなの影かげをだに見みず1」

◇　「雁がいた苗代水がなくなってからは

そこに映っていた花の影さえ見ることができません」


1 【雁がゐし苗代水の絶えしより映りし花の影をだに見ず】明石御方の返歌。「雁」の語句を受けて詠み返す。『河海抄』は「何方も露路と聞かば尋ねまし列離れけむ雁の行方を」（紫式部集）。『花鳥余情』は「秋の夜に雁かも鳴きて渡るなり我が思ふ人の言づてやせし」（後撰集秋下、三五七、紀貫之）を指摘。「苗代水」は紫の上を、「花」源氏を喩える。紫の上の死後、源氏の訪れがないことをいう。


幻．１．８．１０

■　古ふりがたくよしある書かきざまにも、なまめざましきものに1思おぼしたりしを2、末すゑの世よには、かたみに心こころばせを見知みしるどちにて、うしろやすき方かたにはうち頼たのむべく、思おもひ交かはしたまひながら、またさりとて、ひたぶるにはたうちとけず、ゆゑありてもてなしたまへりし心こころおきてを、

◇　いつ見ても相変わらず味わいのある書きぶりを見るにつけても、何となく目障りなとお思いであったが、晩年には、お互いに心を交わし合う仲となって、安心な相手としては信頼できるよう、互いに思い合いなさりながら、またそうかといってまるきり許し合うのではなく、奥ゆかしく振る舞っていらしたお心遣いを、

■　「人ひとはさしも見知みしらざりきかし」

◇　「他人はそこまで知らなかったであろう」

■　など思おぼし出いづ。

◇　などと、お思い出しになる。


1 【なまめざましきものに】以下「見知らざりきかし」まで、源氏の心中。

2 【思したりしを】主語は紫の上。


幻．１．８．１１

■　せめてさうざうしき時ときは、かやうにただおほかたに、うちほのめきたまふ折々をりをりもあり。

◇　たまらなく寂しい時には、このようにただ一通りに、お顔をお見せになることもある。

■　昔むかしの御おほむありさまには、名残なごりなくなりにたるべし1。

◇　昔のご様子とはすっかり変わってしまったのであろう。


1 【昔の御ありさまには名残なくなりにたるべし】語り手の推量。


第二章　光る源氏の物語　紫の上追悼の夏の物語

第一段　花散里や中将の君らと和歌を詠み交わす

幻．２．１．１

■　夏なつの御方おほむかたより、御衣更おほむころもがへの御装束おほむさうぞくたてまつりたまふとて、

◇　夏の御方から、お衣更のご装束を差し上げなさるとあって、

幻．２．１．２

■　「夏衣裁なつごろもたち替かへてける今日けふばかり

古ふるき思おもひもすすみやはせぬ」

◇　「夏の衣に着替えた今日だけは

昔の思いも思い出しませんでしょうか」

幻．２．１．３

■　御返おほむかへし、

◇　お返事、

幻．２．１．４

■　「羽衣はごろもの薄うすきに変かはる今日けふよりは

空蝉うつせみの世よぞいとど悲かなしき」

◇　「羽衣のように薄い着物に変わる今日からは

はかない世の中がますます悲しく思われます」

幻．２．１．５

■　祭まつりの日ひ、いとつれづれにて、

◇　賀茂祭の日、とても所在ないので、

■　「今日けふは物見ものみるとて、人ひとびと心地ここちよげならむかし」

◇　「今日は見物しようとして、女房たちは気持ちよさそうだろう」

■　とて、御社みやしろのありさまなど思おぼしやる。

◇　と思って、御社の様子などをご想像なさる。

幻．２．１．６

■　「女房にょうばうなど、いかにさうざうしからむ。

◇　「女房などは、どんなに手持ち無沙汰だろう。

■　里さとに忍しのびて出いでて見みよかし」

◇　そっと里下がりして見て来なさい」

■　などのたまふ。

◇　などとおしゃる。

幻．２．１．７

■　中将ちゅうじゃうの君きみの、東面ひむがしおもてにうたた寝ねしたるを、歩あゆみおはして見みたまへば、いとささやかにをかしきさまして、起おき上あがりたり。

◇　中将の君が、東表の間でうたた寝しているのを、歩いていらっしゃって御覧になると、とても小柄で美しい様子で起き上がった。

■　つらつきはなやかに、匂にほひたる顔かほをもて隠かくして、すこしふくだみたる髪かみのかかりなど、をかしげなり。

◇　顔の表情は明るくて、美しい顔をちょっと隠して、少しほつれた髪のかかっている具合など、見事である。

■　紅くれなゐの黄きばみたる気添けそひたる袴はかま、萱草色くわんざういろの単衣ひとへ、いと濃こき鈍色にびいろに黒くろきなど、うるはしからず重かさなりて、裳も、唐衣からぎぬも脱ぬぎすべしたりけるを、とかく引ひきかけなどするに、葵あふひをかたはらに置おきたりけるを寄よりて取とりたまひて、

◇　紅の黄色味を帯びた袴に、萱草色の単衣、たいそう濃い鈍色の袿に黒い表着など、きちんとではなく重着して、裳や、唐衣も脱いでいたが、あれこれ着掛けなどするが、葵を側に置いてあったのを側によってお取りになって、

幻．２．１．８

■　「いかにとかや。

◇　「何と言ったかね。

■　この名なこそ忘わすれにけれ」

◇　この名前を忘れてしまった」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

幻．２．１．９

■　「さもこそはよるべの水みづに水草みくさゐめ

今日けふのかざしよ名なさへ忘わするる」

◇　「いかにもよるべの水も古くなって水草が生えていましょう

今日の插頭の名前さえ忘れておしまいになるとは」

幻．２．１．１０

■　と、恥はぢらひて聞きこゆ。

◇　と、恥じらいながら申し上げる。

■　げにと、いとほしくて、

◇　なるほどと、お気の毒なので、

幻．２．１．１１

■　「おほかたは思おもひ捨すててし世よなれども

葵あふひはなほや摘つみをかすべき」

◇　「だいたいは執着を捨ててしまったこの世ではあるが

この葵はやはり摘んでしまいそうだ」

幻．２．１．１２

■　など、一人ひとりばかりをば思おぼし放はなたぬけしきなり。

◇　などと、一人だけはお思い捨てにならない様子である。

第二段　五月雨の夜、夕霧来訪

幻．２．２．１

■　五月雨さみだれは、いとど眺ながめくらしたまふより他ほかのことなく、さうざうしきに、十余日じふよにちの月つきはなやかにさし出いでたる雲間くもまの1めづらしきに、大将だいしゃうの君御前きみおまへにさぶらひたまふ。

◇　五月雨の時は、ますます物思いに沈んでお暮らしになるより他のことなく、物寂しいところに、十日過ぎの月が明るくさし出た雲間が珍しいので、大将の君が御前に伺候なさっている。


1 【五月雨はいとど眺めくらしたまふより他のことなくさうざうしきに十余日の月はなやかにさし出でたる雲間の】五月十日過ぎ。およそ一月が経過。「さうざうしきに」の「に」格助詞、時間を表す。所在ないところに、の意。


幻．２．２．２

■　花橘1はなたちばなの、月影つきかげにいときはやかに見みゆる薫かをりも、追風おひかぜなつかしければ、千代ちよを馴ならせる声こゑS8も2せなむ、と待またるるほどに、にはかに立たち出いづる村雲むらくものけしき、いとあやにくにて、いとおどろおどろしう3降ふり来くる雨あめに添そひて、さと吹ふく風かぜに灯籠とうろも吹ふきまどはして、空暗そらくらき心地ここちするに、

◇　花橘が、月光にたいそうくっきりと見える薫りも、その追い風がやさしい感じなので、花橘にほととぎすの千年も馴れ親しんでいる声を聞かせて欲しい、と待っているうちに、急にたち出た村雲の様子が、まったくあいにくなことで、とてもざあざあ降ってくる雨に加わって、さっと吹く風に燈籠も吹き消して、空も暗い感じがするので、

■　「窓まどを打うつ声こゑS9」

◇　「窓を打つ声」

■　など、めづらしからぬ古言ふることを、うち誦じゅんじたまへるP7も、折をりからにや、妹いもが垣根かきねにおとなはせまほしき御声おほむこゑなり5。

◇　などと、珍しくもない古詩を口ずさみなさるのも、折からか、妻の家に聞かせてやりたいようなお声である。


S8 色変へぬ花橘にほととぎす千代をならせる声聞こゆなり（後撰集夏-一八六　読人しらず）

S9 秋夜長　夜長無眠天不明　耿耿残灯背壁影　蕭蕭暗雨打窓声（白氏文集-一三一「上陽白髪人」）

P7 たまへる--給つ（つ/＄へ〈朱〉）

1 【花橘】『集成』は「橘の花。歌語。五月の景物とされた」と注す。

2 【千代を馴らせる声も】『源氏釈』は「色変へぬ花橘に時鳥千代をならせる声聞こゆなり」（後撰集夏、一八六、読人しらず）を指摘。

3 【いとおどろおどろしう】大島本は「いとおとろ／＼しう」とある。『集成』『完本』は諸本に従ってそれぞれ「おどろおどろしく」「おどろおどろしう」と「いと」を削除して整定する。『新大系』は底本のままとする。

4? 【窓打つ声など】『奥入』は「秋夜長夜長無眠天不明耿々残燈背壁影蕭々暗夜雨打窓声」（白氏文集、上陽白髪人・和漢朗詠集、秋夜）を指摘。

5 【妹が垣根におとなはせまほしき御声なり】『異本紫明抄』は「一人して聞くは悲しきほととぎす妹が垣根におとなはせばや」（出典未詳）と指摘。『評釈』は「夕霧の心中であるが、夕霧は、源氏の求道生活に紫の上の影を見ている。それは作者の心でもあり、読者の心でもある」と注す。


幻．２．２．３

■　「独ひとり住ずみは1、ことに変かはることなけれど、あやしうさうざうしくこそありけれ。

◇　「独り住みは、格別に変わったことはないが、妙に物寂しい感じがする。

■　深ふかき山住やまずみせむにも、かくて身みを馴ならはしたらむは、こよなう心澄こころすみぬべきわざなりけり」

◇　深い山住みをするにも、こうして身を馴らすのは、この上なく心が澄みきることであった」

■　などのたまひて、

◇　などとおっしゃって、

■　「女房、ここに、くだものなど参まゐらせよ2。

◇　「女房よ、こちらに、お菓子などを差し上げよ。

■　男をのこども召めさむもことことしきほどなり」

◇　男たちを召し寄せるのも大げさな感じである」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【独り住みは】以下「わざなり」まで、源氏の詞。

2 【女房ここにくだものなど参らせよ】以下「ほどなり」まで、源氏の詞。「参らせよ」は夕霧を意識した敬語の使いかた。


幻．２．２．４

■　心こころには、ただ空そらを眺ながめたまふS10,1御おほむけしきの、尽つきせず心苦こころぐるしければ、

◇　心中には、ただ空を眺めていらっしゃるご様子が、どこまでもおいたわしいので、

■　「かくのみ思おぼし紛まぎれずは、御行おほむおこなひにも心澄こころすましたまはむこと難かたくや」

◇　「こんなにまでお忘れになれないのでは、ご勤行にもお心をお澄しになることも難しいのでないか」

■　と、見みたてまつりたまふ。

◇　と、拝見なさる。

■　「ほのかに見みし御面影おほむおもかげだに忘わすれがたし。

◇　「かすかに見た御面影でさえ忘れ難い。

■　ましてことわりぞかし2」

◇　まして無理もないことだ」

■　と、思おもひゐたまへり。

◇　と、思っていらっしゃった。


S10 大空は恋しき人の形見かは物思ふごとに眺めらるらむ（古今集恋四-七四三　酒井人真）

1 【心にはただ空を眺めたまふ】以下「ことかたくや」まで、夕霧の源氏を見ての感想。「心には」は源氏の心中には、の意。『休聞抄』は「大空は恋しき人の形見かはもの思ふごとに眺めらるらむ」（古今集恋四、七四三、酒井人真）を指摘。

2 【ほのかに見し御面影だに忘れがたしましてことわりぞかし】夕霧の心中。


第三段　ほととぎすの鳴き声に故人を偲ぶ

幻．２．３．１

■　「昨日今日きのふけふと1思おもひたまふるほどに、御果おほむはてもやうやう近ちかうなりはべりにけり。

◇　「昨日今日と思っておりましたうちに、ご一周忌もだんだん近くなってまいりました。

■　いかやうにかおきて思おぼしめすらむ」

◇　どのようにあそばすお積もりでいらっしゃいましょうか」


1 【昨日今日と】以下「思しめすらむ」まで、夕霧の詞。


幻．２．３．２

■　と申まをしたまへば、

◇　とお尋ね申し上げなさると、

幻．２．３．３

■　「何なにばかり、世よの常つねならぬ1ことをかはものせむ2。

◇　「何ほども、世間並み以上のことをしようとは思わない。

■　かの心こころざしおかれたる極楽ごくらくの曼陀羅まんだらなど、このたびなむ供養くやうずべき。

◇　あの望んでおかれた極楽の曼陀羅など、今回は供養しよう。

■　経きゃうなどもあまたありけるを、なにがし僧都そうづ、皆みなその心こころくはしく聞ききおきたなれば、また加くはへてすべきことどもも、かの僧都そうづの言いはむに従したがひてなむものすべき」

◇　経などもたくさんあったが、某僧都が、すべてその事情を詳しく聞きおいたそうだから、それに加えてしなければならない事柄も、あの僧都が言うことに従って催そう」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【何ばかり世の常ならぬ】以下「ものすべき」まで、源氏の返事。

2 【かはものせむ】反語表現。


幻．２．３．４

■　「かやうのこと1、もとよりとりたてて思おぼしおきてけるは、うしろやすきわざなれど、この世***にはかりそめの御契おほむちぎりなりけりと見みたまふには2、形見かたみといふばかりとどめきこえたまへる人ひとだにものしたまはぬこそ、口惜くちをしうはべれ3」

◇　「このようなことは、ご生前から特別にお考え置きになっていたことは、来世のため安心なことですが、この世にはかりそめのご縁であったとお思いなりますのは、お形見と言えるようにお残し申されるお子様さえいらっしゃなかったのが、残念なことでございます」

◆　 
"かやう の こと、 もとより とりたて て おぼし おき て ける は、 うしろやすき わざ なれ ど、 このよ に かりそめ の おほむ-ちぎり なり けり と み たまふ に は、 かたみ と いふ ばかり とどめ きこえ たまへ る ひと だに ものし たまは ぬ こそ、 くちをしう はべれ。"


1 【かやうのこと】以下「口惜しうはべれ」まで、夕霧の詞。

2 【見たまふには】『集成』は「今生では、縁薄くて短いご生涯でいらっしゃったと思いますにつけては。鈴木朖の『玉小櫛補遺』に言うように「見たまふるには」とありたいところ」と注する。『完訳』は「本文のままでは源氏が主語。「見たまふるには」と謙譲語の誤りとして、夕霧と解すべきか」と注す。『新大系』は「底本「み給」の「み」は「見」の変体仮名だから「見え給ふ」とも読めるか」と注している。諸本異同ナシ。よって、源氏として解す。

3 【口惜しうはべれ】大島本は「くちおしう侍れ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべりけれ」と過去助動詞「けり」の付いた形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。


幻．２．３．５

■　と申まをしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

幻．２．３．６

■　「それは、仮かりならず1、命長いのちながき人ひとびとにも、さやうなることのおほかた少すくなかりける。

◇　「それは、縁浅からず、寿命の長い人びとでも、そのようなことはだいたいが少なかった。

■　みづからの口惜くちをしさにこそ。

◇　自分自身の拙さなのだ。

■　そこにこそは、門かどは広ひろげたまはめ」

◇　そなたこそ、家門を広げなさい」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【それは仮ならず】大島本は「それはかりならす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かりそめならず」と「そめ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「門は広げたまはめ」まで、源氏の詞。『完訳』は「紫の上以外の女君にも子供が少なく、わが宿世のつたなさを悔やむ気持」と注す。


幻．２．３．７

■　何なにごとにつけても1、忍しのびがたき御心弱みこころよわさのつつましくて2、過すぎにしこといたうものたまひ出いでぬに、待またれつる山やまほととぎす3のほのかにうち鳴なきたるも、

◇　どのような事につけても、堪えきれないお心の弱さが恥ずかしくて、過ぎ去ったことをたいして口にお出しにならないが、待っていた時鳥がかすかにちょっと鳴いたのも、

■　「いかに知しりてかS11」

◇　「どのようにして知ってか」

■　と4、聞きく人ひとただならず5。

◇　と、聞く人は落ち着かない。


S11 いにしへのこと語らへばほととぎすいかに知りてか古声のする（古今六帖五-二八〇四）

1 【何ごとにつけても】『完訳』は「以下、源氏の所懐」と注す。

2 【御心弱さのつつましくて】『集成』は「お心の弱さが恥ずかしくて」。『完訳』は「お心弱さをひけめにお感じになるので」と訳す。

3 【山ほととぎす】大島本は「山ほとゝきす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ほととぎす」と「山」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

4 【いかに知りてかと】『源氏釈』は「いにしへのこと語らへばほととぎすいかに知りてか古声のする」（古今六帖五、物語）を指摘。

5 【聞く人ただならず】『完訳』は「源氏のこと」と注す。敬語抜きの客観的叙述。


幻．２．３．８

■　「亡なき人ひとを偲しのぶる宵よひの村雨むらさめに

濡ぬれてや来きつる山やまほととぎす1」

◇　「亡き人を偲ぶ今宵の村雨に

濡れて来たのか、山時鳥よ」


1 【亡き人を偲ぶる宵の村雨に濡れてや来つる山ほととぎす】源氏の詠歌。『完訳』は「前の引歌（「いかに知りてか」）をとらえ返す発想。ほととぎすは現世と冥土を往来する鳥。それを濡らす「むら雨」に、故人を思う源氏の涙を象徴」と注す。『評釈』は「大空は恋しき人の形見かはもの思ふごとに眺めらるらむ」（古今集恋四、七四三、酒井人真）を指摘。


幻．２．３．９

■　とて、いとど空そらを眺ながめたまふ。

◇　と言って、ますます空を眺めなさる。

■　大将だいしゃう、

◇　大将、

幻．２．３．１０

■　「ほととぎす君きみにつてなむふるさとの

花橘はなたちばなは今いまぞ盛さかりと1」

◇　「時鳥よ、あなたに言伝てしたい

古里の橘の花は今が盛りですよと」


1 【ほととぎす君につてなむふるさとの花橘は今ぞ盛りと】夕霧の唱和歌。「君」は紫の上をさす。『休聞抄』は「亡き人の宿に通はばほととぎすかけてねにのみ鳴くと告げなむ」（古今集哀傷、八五五、読人しらず）。『源氏物語事典』は「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集夏、一三九、読人しらず）を指摘。


幻．２．３．１１

■　女房にょうばうなど、多おほく言いひ集あつめたれど、とどめつ1。

◇　女房なども、たくさん詠んだが、省略した。

■　大将だいしゃうの君きみは、やがて御宿直おほむとのゐにさぶらひたまふ2。

◇　大将の君は、そのままお泊まりになる。

■　寂さびしき御一人寝おほむひとりねの心苦こころぐるしければ、時々ときどきかやうにさぶらひたまふに、おはせし世よは3、いと気遠けどほかりし御座おましのあたりの、いたうも立たち離はなれぬなどにつけても、思おもひ出いでらるることも多おほかり4。

◇　寂しいお独り寝がおいたわしいので、時々このように伺候なさるが、生きていらっしゃった当時は、とても近づきにくかったご座所の近辺に、たいして遠く離れていないことなどにつけても、思い出される事柄が多かった。


1 【女房など多く言ひ集めたれどとどめつ】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「例の作者の省筆の技法」と注す。

2 【大将の君はやがて御宿直にさぶらひたまふ】夕霧はそのまま六条院の源氏のもとに宿直伺候する。

3 【おはせし世は】紫の上の在世中は。

4 【ことも多かり】大島本は「こともおほかり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことども」と「ど」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第四段　蛍の飛ぶ姿に故人を偲ぶ

幻．２．４．１

■　いと暑あつきころ1、涼すずしき方かたにて眺ながめたまふに、池いけの蓮はちすの盛さかりなるを見みたまふに、

◇　たいそう暑いころ、涼しい所で物思いに耽っていらっしゃる折、池の蓮の花が盛りなのを御覧になると、

■　「いかに多おほかるS12」

◇　「なんと多い涙か」

■　など2、まづ思おぼし出いでらるるに、ほれぼれしくて、つくづくとおはするほどに、日ひも暮くれにけり。

◇　などと、何より先に思い出されるので、茫然として、つくねんとしていらっしゃるうちに、日も暮れてしまった。

■　ひぐらしの声こゑはなやかなるに、御前おまへの撫子なでしこの夕映**えS13を3、一人ひとりのみ見みたまふは、げにぞかひなかりける。

◇　蜩の声がにぎやかなので、御前の撫子が夕日に映えた様子を、独りだけで御覧になるのは、本当に甲斐のないことであった。

◆　 
いと あつき ころ、 すずしき かた にて ながめ たまふ に、 いけ の はちす の さかり なる を み たまふ に、 "いかに おほかる?" など、 まづ おぼし いで らるる に、 ほれぼれしく て、 つくづく と おはする ほど に、 ひ も くれ に けり。 ひぐらし の こゑ はなやか なる に、 おまへ の なでしこ の ゆふばへ を、 ひとり のみ み たまふ は、 げに ぞ かひなかり ける。


S12 悲しさぞまさりにまさる人の身にいかに多かる涙なりけり（古今六帖四-二四七九）

S13 我のみやあはれと思はむきりぎりす鳴く夕影の大和撫子（古今集秋上-二四四　素性法師）

1 【いと暑きころ】『集成』は「盛夏。旧暦六月である」と注す。梅雨が明けて暑い日々となる。

2 【いかに多かるなど】『源氏釈』は「悲しさぞまさりにまさる人の身にいかに多かる涙なるらむ」（古今六帖四、悲しび、伊勢）を指摘。

3 【ひぐらしの声はなやかなるに御前の撫子の夕映えを】『異本紫明抄』は「我のみやあはれと思はむきりぎりす鳴く夕影の大和撫子」（古今集秋上、二四四、素性法師）。『大系』は「ひぐらしの鳴く夕暮ぞ憂かりけるいつもつきせぬ思ひなれども」（藤原長能集）を指摘。


幻．２．４．２

■　「つれづれとわが泣なき暮くらす夏なつの日ひを

かことがましき虫むしの声こゑかな1」

◇　「することもなく涙とともに日を送っている夏の日を

わたしのせいみたいに鳴いている蜩の声だ」


1 【つれづれとわが泣き暮らす夏の日をかことがましき虫の声かな】源氏の独詠歌。


幻．２．４．３

■　蛍ほたるのいと多おほう飛とび交かふも、

◇　螢がとても数多く飛び交っているのも、

■　「夕殿せきでんに蛍飛ほたるとんでS14」

◇　「夕べの殿に螢が飛んで」

■　と1、例れいの、古事ふることもかかる筋すぢにのみ口馴くちなれたまへり。

◇　と、いつもの、古い詩もこうした方面にばかり口馴れていらっしゃった。


S14 夕殿蛍飛思悄然　秋灯挑尽未能眠（白氏文集十二-五九六「長恨歌」）

1 【夕殿に蛍飛んでと】『源氏釈』は「夕殿に蛍飛んで思ひ悄然たり」（白氏文集・長恨歌、和漢朗詠集）を指摘。


幻．２．４．４

■　「夜よるを知しる蛍ほたるS15を見みても悲かなしきは

時ときぞともなき思おもひなりけり1」

◇　「夜になったことを知って光る螢を見ても悲しいのは

昼夜となく燃える亡き人を恋うる思いであった」


S15 蒹葭水暗蛍夜知　楊柳風高雁送秋（和漢朗詠集上-一八七　許渾）

1 【夜を知る蛍を見ても悲しきは時ぞともなき思ひなりけり】源氏の独詠歌。『河海抄』は「蒹葭水暗うして蛍夜を知る楊柳風高うして雁秋を送る」（和漢朗詠集、蛍、許渾）を指摘。


第三章　光る源氏の物語　紫の上追悼の秋冬の物語

第一段　紫の上の一周忌法要

幻．３．１．１

■　七月七日しちぐわつなぬかも1、例れいに変かはりたること多おほく、御遊おほむあそびなどもしたまはで、つれづれに眺ながめ暮くらしたまひて、星逢ほしあひ2見みる人ひともなし。

◇　七月七日も、いつもと変わったことが多く、管弦のお遊びなどもなさらず、何もせずに一日中物思いに耽ってお過ごしになって、星合の空を見る人もいない。

■　まだ夜深よぶかう、一所起ひとところおきたまひて、妻戸押つまどおし開あけたまへるに、前栽せんさいの露つゆいとしげく3、渡殿わたどのの戸とよりとほりてP8見みわたさるれば、出いでたまひて、

◇　まだ夜は深く、独りお起きになって、妻戸を押し開けなさると、前栽の露がとてもびっしょりと置いて、渡殿の戸から通して見渡されるので、お出になって、


P8 とほりて--とおも（おも/＄をり〈朱〉）て

1 【七月七日も】季節は初秋に移る。七夕の節句。詩歌を作り管弦の遊びをするのが習わし。

2 【星逢ひ】大島本「星逢」と表記。牽牛星と織姫星とが逢うこと。

3 【前栽の露いとしげく】『河海抄』は「置くつゆを別れし君と思ひつつ朝な朝なぞ悲しかりける」（古今六帖一、露）を指摘。


幻．３．１．２

■　「七夕たなばたの逢あふ瀬せは雲くものよそに見みて

別わかれの庭にはに露つゆぞおきそふ1」

◇　「七夕の逢瀬は雲の上の別世界のことと見て

その後朝の別れの庭の露に悲しみの涙を添えることよ」


1 【七夕の逢ふ瀬は雲のよそに見て別れの庭に露ぞおきそふ】源氏の独詠歌。『完訳』は「「わかれの庭」は、二星の別れる明け方の庭。紫の上との死別を思い、八日未明の庭に落涙する意」と注す。


幻．３．１．３

■　風かぜの音おとさへただならず1なりゆくころしも、御法事おほむほふじの営いとなみにて、ついたちころは2紛まぎらはしげなり。

◇　風の音までがたまらないものになってゆくころ、御法事の準備で、上旬ころは気が紛れるようである。

■　「今いままで経へにけるS16月日つきひよ」

◇　「今まで生きて来た月日よ」

■　と思おぼすにも、あきれて明あかし暮くらしたまふ。

◇　とお思いになるにつけても、あきれる思いで暮らしていらっしゃる。


S16 人の身もならはしものを今までにかくても経ぬるものにぞありける（源氏釈所引-出典未詳）身を憂しと思ふに消えぬものなればかくても経ぬる世にこそありけれ（古今集恋五-八〇六　読人しらず）

1 【風の音さへただならず】『河海抄』は「秋はなほ夕まぐれこそただならね荻の上風萩の下風」（藤原義孝集、和漢朗詠集上、二二九）を指摘。

2 【ついたちころは】八月の上旬ころ。


幻．３．１．４

■　御正日おほむしゃうにちには、上下かみしもの人ひとびと皆斎みないもひして、かの曼陀羅まんだらなど、今日けふぞ供養くやうぜさせたまふ2。

◇　御命日には、上下の人びとがみな精進して、あの曼陀羅などを、今日ご供養あそばす。

■　例れいの宵よひの御行おほむおこなひに、御手水みてうづなど3参まゐらする中将ちゅうじゃうの君きみの扇あふぎに、

◇　いつもの宵のご勤行に、御手水を差し上げる中将の君の扇に、


1? 【今で経にける月日よと思す】『源氏釈』は「人の身もならはし物をいままでにかくてもへぬる物にそ有りける」（出典未詳）。『源注拾遺』は「人の身もならはしものを逢はずしていざ試みむ恋ひや死ぬると」（古今集恋一、五一八、読人しらず）「身を憂しと思ふにに消えぬものなればかくても経ぬる世にこそありけれ」（古今集恋五、八〇六、読人しらず）を指摘。

2 【供養ぜさせたまふ】「サ変動詞が直接付くときは、「くやうず」と濁って読まれる習慣があるが、根拠は確かでない」（例解古語辞典）。

3 【御手水など】大島本は「御てうつなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御手水」と「など」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


幻．３．１．５

■　「君恋きみこふる涙なみだは際きはもなきものを

今日けふをば何なにの果はてといふらむ1」

◇　「ご主人様を慕う涙は際限もないものですが

今日は何の果ての日と言うのでしょう」


1 【君恋ふる涙は際もなきものを今日をば何の果てといふらむ】中将の君の詠歌。「君」は故紫の上。「果て」は一周忌をさす。『異本紫明抄』は「我が身には悲しきことのつきせねば昨日を果てと思はざりけり」（後拾遺集哀傷、江侍従）を指摘。


幻．３．１．６

■　と書かきつけたるを、取とりて見みたまひて、

◇　と書きつけてあるのを、手に取って御覧になって、

幻．３．１．７

■　「人恋ひとこふるわが身みも末すゑになりゆけど

残のこり多おほかる涙なみだなりけり1」

◇　「人を恋い慕うわが余命も少なくなったが

残り多い涙であることよ」


1 【人恋ふるわが身も末になりゆけど残り多かる涙なりけり】源氏の中将の君への返歌。「恋ふる」「涙」をそのまま用い、「君」は「人」、「果て」は「残り」と言い換えて返す。


幻．３．１．８

■　と、書かき添そへたまふ。

◇　と、書き加えなさる。

幻．３．１．９

■　九月くぐわつになりて、九日ここぬか、綿わたおほひたる菊きくを御覧ごらんじて1、

◇　九月になって、九日、綿被いした菊を御覧になって、


1 【九月になりて九日綿おほひたる菊を御覧じて】季節は晩秋九月に推移。九日、重陽の節句を迎える。


幻．３．１．１０

■　「もろともにおきゐし菊きくの白露しらつゆも

一人袂ひとりたもとにかかる秋あきかな1」

◇　「一緒に起きて置いた菊のきせ綿の朝露も

今年の秋はわたし独りの袂にかかることだ」


1 【もろともにおきゐし菊の白露も一人袂にかかる秋かな】大島本は「しら露」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「朝露」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。源氏の独詠歌。「置き」「起き」の掛詞。「露」は「涙」を暗示する。『奥入』は「明くるまで起きゐる菊の白露は仮の世を思ふ涙なるべし」（古今六帖一）。『孟津抄』は「もろともに起きゐし秋の露ばかりかからむものと思ひかけきや」（後撰集哀傷、一四〇九、玄上朝臣女）を指摘。


第二段　源氏、出家を決意

幻．３．２．１

■　神無月かむなづきには、おほかたも時雨しぐれがちなるころ、いとど眺ながめたまひて、夕暮ゆふぐれの空そらのけしきも3、えもいはぬ心細こころぼそさに、

◇　神無月には、一般に時雨がちなころとて、ますます物思いに沈みなさって、夕暮の空の様子にも、何ともいえない心細さゆえ、

■　「降ふりしかどS17」

◇　「いつも時雨は降ったが」

■　と2,4独ひとりごちおはす。

◇　と独り口ずさんでいらっしゃる。

■　雲居くもゐを渡わたる雁かりの翼つばさも、うらやましくまぼられたまふ5。

◇　雲居を渡ってゆく雁の翼も、羨ましく見つめられなさる。


S17 神無月いつも時雨は降りしかどかく袖ひたす折はなかりき（源氏釈所引-出典未詳）

1? 【神無月にはおほかたにも時雨がちなるころ】大島本は「神無月にハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「神無月は」と「に」を削除する。『新大系』は底本のままとする。季節は初冬、十月の時雨の多い頃に推移する。

2 【降りしかどと】『源氏釈』は「神無月いつも時雨は降りしかどかく袖ひづる折はなかりき」（出典未詳）。『大系』は「神無月いつも時雨は悲しきを子恋ひの森はいかが見るらむ」（為頼集）を指摘。

3 【夕暮の空のけしきも】大島本は「空のけしきも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「空のけしきにも」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【降りしかどと】『源氏釈』は「神無月いつも時雨は降りしかどかく袖ひづる折はなかりき」（出典未詳）。『大系』は「神無月いつも時雨は悲しきを子恋ひの森はいかが見るらむ」（為頼集）を指摘。

5 【雲居を渡る雁の翼もうらやましくまぼられたまふ】大島本は「まほられ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まもられ」と整定する。『新大系』は底本のままとする。『異本紫明抄』は「天の原わきて鳴くなる雁がねは故郷訪ね帰るなるべし」（能宣集）を指摘。


幻．３．２．２

■　「大空おほぞらをかよふ幻夢まぼろしゆめにだに

見みえこぬ魂たまの行方ゆくへたづねよ1」

◇　「大空を飛びゆく幻術士よ、夢の中にさえ

現れない亡き人の魂の行く方を探してくれ」


1 【大空をかよふ幻夢にだに見えこぬ魂の行方たづねよ】源氏の独詠歌。


幻．３．２．３

■　何なにごとにつけても、紛まぎれずのみ、月日つきひに添そへて思おぼさる。

◇　どのような事につけても、気の紛れることのないばかりで、月日につれて悲しく思わずにはいらっしゃれない。

幻．３．２．４

■　五節ごせちなどいひて、世よの中なかそこはかとなく今いまめかしげなるころ1、大将殿だいしゃうどのの君きみたち、童殿上わらはてんじゃうしたまへる率ゐて参まゐりたまへり2。

◇　五節などといって、世の中がどことなくはなやかに浮き立っているころ、大将殿のご子息たち、童殿上なさって参上なさった。

■　同おなじほどにて、二人ふたりいとうつくしきさまなり。

◇　同じくらいの年齢で、二人とてもかわいらしい姿である。

■　御叔父おほむをぢの頭中将とうのちゅうじゃう、蔵人少将くらうどのせうしゃうなど3、小忌をみにてP9、青摺あをずりの姿すがたども4、きよげにめやすくて、皆みなうち続つづき、もてかしづきつつ、もろともに参まゐりたまふ。

◇　御叔父の頭中将や、蔵人少将などは、小忌衣で、青摺の姿がさっぱりして感じよくて、みな引き続いて、お世話しながら一緒に参上なさる。

■　思おもふことなげなるさまどもを見みたまふに、いにしへ、あやしかりし日蔭ひかげの折をり、さすがに思おぼし出いでらるべし5。

◇　何の物思いもなさそうな様子を御覧になると、昔、心ときめくことのあった五節の折、何といってもお思い出されるであろう。


P9 小忌にて--をみにい（い/＄〈朱〉）て

1 【五節などいひて世の中そこはかとなく今めかしげなるころ】季節は十一月中旬へと推移。

2 【童殿上したまへる率て参りたまへり】大島本は「し給へるいて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「したまひて」と「いて」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【御叔父の頭中将蔵人少将など】雲居雁の兄弟たち。

4 【小忌にて青摺の姿ども】小忌衣の青摺の衣裳姿。

5 【いにしへあやしかりし日蔭の折さすがに思し出でらるべし】語り手の源氏の心中を推測した叙述。筑紫の五節舞姫に逢ったことは「花散里」「須磨」「明石」「少女」の諸巻に回想されている。


幻．３．２．５

■　「宮人みやびとは豊明とよのあかりといそぐ今日けふ

日影ひかげも知しらで暮くらしつるかな1」

◇　「宮人が豊明の節会に夢中になっている今日

わたしは日の光も知らないで暮らしてしまったな」


1 【宮人は豊明といそぐ今日日影も知らで暮らしつるかな】大島本は「とよのあかりと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「豊明に」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。源氏の独詠歌。「日光（ひかげ）」と「日蔭の蔓」の掛詞。『完訳』は「華麗な儀に入り込めぬ孤独を詠む」。


幻．３．２．６

■　「今年ことしをばかくて忍しのび過すぐしつれば、今いまは」

◇　「今年をこうしてひっそりと過ごして来たので、これまで」

■　と、世よを去さりたまふべきほど近ちかく思おぼしまうくるに1、あはれなること、尽つきせず。

◇　と、ご出家なさるべき時を近々にご予定なさるにつけ、しみじみとした悲しみ、尽きない。

■　やうやうさるべきことども、御心みこころのうちに思おぼし続つづけて、さぶらふ人ひとびとにも、ほどほどにつけて、物賜ものたまひなど、おどろおどろしく、今いまなむ限かぎりとしなしたまはねど、近ちかくさぶらふ人ひとびとは、御本意遂おほむほいとげたまふべきけしきと見みたてまつるままに、年としの暮くれゆくも心細こころぼそく、悲かなしきこと限かぎりなし。

◇　だんだんとしかるべき事柄を、ご心中にお思い続けなさって、伺候する女房たちにも、身分身分に応じて、お形見分けなど、大げさに、これを最後とはなさらないが、近く伺候する女房たちは、ご出家の本願をお遂げになる様子だと拝見するにつれて、年が暮れてゆくのも心細く、悲しい気持ちは限りがない。


1 【今年をばかくて忍び過ぐしつれば今はと世を去りたまふべきほど近く思しまうくるに】『集成』は「今年一年をこうして出家を我慢して過したので、もういよいよ俗世をお捨てになる時期が近づいたとお心積りなさるにつけ」。『完訳』「傷心に堪えて一歳を過した。出家を留保してきたことをさす」「今年一年間はこうして悲しみをこらえて過してきたのだから、いよいよ俗世をお捨てになる時期が近づいたことを覚悟なさるにつけても」と注す。いずれも地の文に解すが、「今年をば」から「今は」は源氏の心中文、源氏の思惟過程であろう。「世を去り給ふべきほど近く思しまうくるに」は地の文。「近く思しまうくる」は「近くに思しまうくる」の意であろう。


第三段　源氏、手紙を焼く

幻．３．３．１

■　落おちとまりてかたはなるべき人ひとの御文おほむふみども、破やれば惜をしS18、と思おぼされけるにや、すこしづつ残のこしたまへりけるを、もののついでに御覧ごらんじつけて、破やらせたまひなどするに、かの須磨すまのころほひ、所々ところどころよりたてまつれたまひける2もある中なかに、かの御手おほむてなるは3、ことに結ゆひ合あはせてぞありける。

◇　後に残っては見苦しいような女の人からのお手紙は、破っては惜しい、とお思いになってか、少しずつ残していらっしゃったのを、何かの機会に御覧になって、破り捨てさせなさるなどすると、あの須磨にいたころ、あちらこちらから差し上げさせなさったものもある中で、あの方のご筆跡の手紙は、特別に一つに結んであったのであった。


S18 破れば惜し破らねば人に見えぬべし泣く泣くもなほ返すまされり（後撰集雑二-一一四三　元良親王）

1? 【かたはなるべき人の御文なども破れば惜しと】『異本紫明抄』は「破れば惜し破らねば人に見えぬべし泣くなくもなほ返すまされり」（後撰集雑二、一一四四、元良親王）を指摘。

2 【たてまつれたまひける】大島本は「たてまつれ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「奉り」と校訂する『新大系』は底本のままとする。

3 【かの御手なるは】紫の上の筆跡。手紙。


幻．３．３．２

■　みづからしおきたまひけることなれど、

◇　ご自身でなさっておいたことだが、

■　「久ひさしうなりける世よのこと1」

◇　「遠い昔のことになった」

■　と思おぼすに、ただ今いまのやうなる墨すみつきなど、

◇　とお思いになるが、たった今書いたような墨跡などが、

■　「げに千年ちとせの形見かたみS19にしつべかりけるを、見みずなりぬべきよ」

◇　「なるほど千年の形見にできそうだが、見ることもなくなってしまうものよ」

■　と思おぼせば、かひなくて3、疎うとからぬ人ひとびと、二に、三人さむにんばかり、御前おまへにて破やらせたまふ。

◇　とお思いになると、何にもならないので、気心の知れた女房、二、三人ほどに、御前で破らせなさる。


S19 かひなしと思ひなけちそ水茎の跡ぞ千歳の形見ともなる（古今六帖五-三三七九）

1 【久しうなりける世のこと】大島本は「なりける」とある。『集成』『完本』は底本に従って「なりにける」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2? 【千年の形見にもしつべかりけるを】『異本紫明抄』は「書きつくる跡は千歳もありぬべし忘れず偲ぶ人やなからむ」（出典未詳）「かひなしと思ひなけちそ水茎の跡ぞ千歳の形見ともなる」（古今六帖五、文）を指摘。後者の和歌が引歌として指摘されている。

3 【見ずなりぬべきよと思せばかひなくて】『集成』は「（出家すれば）こういうものを見ることもなくなうであろうよ、とお思いになると、残しておくかいもなくて」と訳す。


幻．３．３．３

■　いと、かからぬほどのことにてだに、過すぎにし人ひとの跡あと見とみるはあはれなるを、ましていとどかきくらし、それとも見分みわかれぬまで、降ふりおつる御涙おほむなみだの水茎みづぐきに流ながれ添そふを1、人ひともあまり心弱こころよわしと見みたてまつるべきが、かたはらいたうはしたなければ、押おしやりたまひて、

◇　ほんとうに、このようなことでなくさえ、亡くなった人の筆跡と思うと胸が痛くなるのに、ましてますます涙にくれて、どれがどれとも見分けられないほど、流れ出るお涙の跡が文字の上を流れるのを、女房もあまりに意気地がないと拝見するにちがいないのが、見ていられなく体裁悪いので、手紙を押しやりなさって、


1 【御涙の水茎に流れ添ふを】『河海抄』は「黄壌なんぞ我を知らん白頭にして徒に君を憶ふ唯だ老年の涙を将つて一たび故人の文に灑ぐ」（白氏文集巻第五十一・和漢朗詠集、懐旧）を指摘。


幻．３．３．４

■　「死出しでの山越やまこえにし人ひとを慕したふとて

跡あとを見みつつもなほ惑まどふかな1」

◇　「死出の山を越えてしまった人を恋い慕って行こうとして

その跡を見ながらもやはり悲しみにくれまどうことだ」


1 【死出の山越えにし人を慕ふとて跡を見つつもなほ惑ふかな】源氏の独詠歌。『河海抄』は「死出の山ふもとを見てぞ帰りにしつらき人よりまづ越えじとも」（古今集恋五、七八九、兵衛）「死出の山越えて来つらむ時鳥恋しき人の上語らなむ」（拾遺集哀傷、一三〇七、伊勢）「いにしへの跡を見つつも惑ひしを今行く末をいかにせよとぞ」（宇津保物語、菊の宴）を指摘。


幻．３．３．５

■　さぶらふ人ひとびとも、まほにはえ引ひき広ひろげねど、それとほのぼの見みゆるに、心惑こころまどひどもおろかならず。

◇　伺候する女房たちも、まともには広げられないが、その筆跡とわずかに分かるので、心動かされることも並々でない。

■　この世よながら遠とほからぬ御別おほむわかれのほどを、いみじと思おぼしけるままに書かいたまへる言ことの葉は、げにその折をりよりもせきあへぬ悲かなしさ、やらむかたなし。

◇　この世にありながらそう遠くでなかったお別れの間中を、ひどく悲しいとお思いのままお書きになった和歌、なるほどその時よりも堪えがたい悲しみは、慰めようもない。

■　いとうたて、今いまひときはの御心惑みこころまどひも、女々めめしく人悪ひとわるくなりぬべければ、よくも見みたまはで、こまやかに書かきたまへるかたはらに、

◇　まことに情けなく、もう一段とお心まどいも、女々しく体裁悪くなってしまいそうなので、よくも御覧にならず、心をこめてお書きになっている側に、

幻．３．３．６

■　「かきつめて見みるもかひなし藻塩草もしほぐさ

同おなじ雲居くもゐの煙けぶりとをなれ」

◇　「かき集めて見るのも甲斐がない、この手紙も

本人と同じく雲居の煙となりなさい」

幻．３．３．７

■　と書かきつけて、皆焼みなやかせたまふ2。

◇　と書きつけて、みなお焼かせになる。


1? 【かきつめて見るもかひもなし藻塩草同じ雲居の煙とをなれ】源氏の独詠歌。「藻塩草」は手紙を譬喩する。「煙」と縁語。

2 【皆焼かせたまふ】大島本は「やかせ給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「焼かせたまひつ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


第四段　源氏、出家の準備

幻．３．４．１

■　「御仏名おほむぶつみゃうも、今年ことしばかりにこそは1」

◇　「御仏名も、今年限りだ」

■　と思おぼせばにや2、常つねよりもことに、錫杖しゃくじゃうの声々こゑごゑなどあはれに思おぼさる。

◇　とお思いになればであろうか、例年よりも格別に、錫杖の声々などがしみじみと思われなさる。

■　行ゆく末すゑながきことを請こひ願ねがふも、仏ほとけの聞ききたまはむこと、かたはらいたし3。

◇　行く末長い将来を請い願うのも、仏が何とお聞きになろうかと、耳が痛い。


1 【御仏名も今年ばかりにこそは】源氏の心中。十二月十九日から三日間行われる。年もいよいよ押し詰まった。

2 【思せばにや】係助詞「や」疑問の意。語り手の源氏心中の推測を挿入。

3 【かたはらいたし】『完訳』は「出家を志す身に対して、長寿を祈願することになるから」と注す。語り手の批評の語句。


幻．３．４．２

■　雪ゆきいたう降ふりて、まめやかに積つもりにけり。

◇　雪がたいそう降って、たくさん積もった。

■　導師だうしのまかづるを、御前おまへに召めして、盃さかづきなど、常つねの作法さほふよりもさし分わかせたまひて、ことに禄ろくなど賜たまはす。

◇　導師が退出するのを、御前にお召しになって、盃など、平常の作法よりも格別になさって、特に禄などを下賜なさる。

■　年としごろ久ひさしく参まゐり、朝廷おほやけにも仕つかうまつりて、御覧ごらんじ馴なれたる御導師おほむだうしの、頭かしらはやうやう色変いろかはりてさぶらふも1、あはれに思おぼさる。

◇　長年久しく参上し、朝廷にもお仕えして、よくご存知になられている御導師が、頭はだんだん白髪に変わって伺候しているのも、しみじみとお思われなさる。

■　例れいの、宮みやたち、上達部かむだちめなど、あまた参まゐりたまへり。

◇　いつもの、親王たち、上達部などが、大勢参上なさった。


1 【頭はやうやう色変はりてさぶらふも】『岷江入楚』は「香火一炉燈一盞白頭にしては夜仏名経を礼す」（白氏文集巻六十八・和漢朗詠集、仏名）を指摘。


幻．３．４．３

■　梅むめの花はなの、わづかにけしきばみはじめて雪ゆきにもてはやされたるほど1、をかしきを、御遊おほむあそびなどもありぬべけれど、なほ今年ことしまでは、ものの音ねもむせびぬべき心地ここちしたまへば、時ときによりたるもの、うち誦ずんじなどばかりぞせさせたまふ。

◇　梅の花が、わずかにほころびはじめて雪に引き立てられているのが、美しいので、音楽のお遊びなどもあるはずなのだが、やはり今年までは、楽の音にもむせび泣きしてしまいそうな気がなさるので、折に合うものを、口ずさむ程度におさせなさる。


1 【梅の花のわづかにけしきばみはじめて雪にもてはやされたるほど】大島本は「けしきはミハしめて雪にもてはやされたるほと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「気色ばみはじめて」と「雪にもてはやされたるほと」を削除する。『新大系』は底本のままとする。雪の降りかかった梅の蕾が綻び始める。


幻．３．４．４

■　まことや、導師だうしの盃さかづきのついでに、

◇　そう言えば、導師にお盃を賜る時に、

幻．３．４．５

■　「春はるまでの命いのちも知しらず雪ゆきのうちに

色いろづく梅むめを今日けふかざしてむ2」

◇　「春までの命もあるかどうか分からないから

雪の中に色づいた紅梅を今日は插頭にしよう」


1? 【まことにや】『一葉抄』は「双紙詞」と指摘。

2 【春までの命も知らず雪のうちに色づく梅を今日かざしてむ】源氏の詠歌。『源注拾遺』は「雪深き山路に何にかへるらむ春待つ花のかげにとまらで」（拾遺集冬、二五九、能宣）を指摘。


幻．３．４．６

■　御返おほむかへし、

◇　お返事は、

幻．３．４．７

■　「千世ちよの春見はるみるべき花はなと祈いのりおきて

わが身みぞ雪ゆきとともにふりぬる1」

◇　「千代の春を見るべくあなたの長寿を祈りおきましたが

わが身は降る雪とともに年ふりました」


1 【千世の春見るべき花と祈りおきてわが身ぞ雪とともにふりぬる】導師の返歌。源氏を「花」と見立て、その長命を祈る。「降り」「古り」の掛詞。


幻．３．４．８

■　人ひとびと多おほく詠よみおきたれど、もらしつ1。

◇　人々も数多く詠みおいたが、省略した。


1 【人びと多く詠みおきたれどもらしつ】『紹巴抄』は「双也」と指摘。語り手の省筆の弁。


幻．３．４．９

■　その日ひぞ、出いでたまへる1。

◇　この日、初めて人前にお出になった。

■　御容貌おほむかたち、昔むかしの御光おほむひかりにもまた多おほく添そひて、ありがたくめでたく見みえたまふを、この古ふりぬる齢よはひの僧そうは、あいなう涙なみだもとどめざりけり。

◇　ご器量、昔のご威光にもまた一段と増して、素晴らしく見事にお見えになるのを、この年とった老齢の僧は、無性に涙を抑えられないのであった。


1 【その日ぞ出でたまへる】大島本は「いてたまへる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「出でゐたまへる」と「ゐ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。この仏名の日に、源氏は、紫の上薨去以来初めて人前に姿を現した。『一葉抄』は「双紙の詞也」と指摘。


幻．３．４．１０

■　年暮としくれぬと思おぼすも、心細こころぼそきに、若宮わかみやの1、

◇　年が暮れてしまったとお思いになるにつけ、心細いので、若宮が、


1 【若宮の】匂宮。


幻．３．４．１１

■　「儺なやらはむに1、音高おとたかかるべきこと、何なにわざをせさせむ」

◇　「追儺をするのに、高い音を立てるには、どうしたらよいでしょう」


1 【儺やらはむに】以下「何わざをせさせむ」まで、匂宮の詞。追儺は大晦日の行事。源氏の退場と引き替えに若々しく無邪気な匂宮を点描。


幻．３．４．１２

■　と、走はしりありきたまふも、

◇　と言って、走り回っていらっしゃるのも、

■　「をかしき御おほむありさまを見みざらむこと」

◇　「かわいいご様子を見なくなることだ」

■　と、よろづに忍しのびがたし。

◇　と、何につけ堪えがたい。

幻．３．４．１３

■　「もの思おもふと過すぐる月日つきひも知しらぬまにS20

年としもわが世よも今日けふや尽つきぬる」

◇　「物思いしながら過ごし月日のたつのも知らない間に

今年も自分の寿命も今日が最後になったか」


S20 物思ふと過ぐる月日も知らぬ間に今年は今日に果てぬとか聞く（後撰集冬-五〇六　藤原敦忠）


幻．３．４．１４

■　朔日ついたちのほどのこと、

◇　元日の日のことを、

■　「常つねよりことなるべく」

◇　「例年より格別に」

■　と、おきてさせたまふ。

◇　と、お命じあそばす。

■　親王みこたち、大臣おとどの御引出物ひきいでもの、品々しなじなの禄ろくどもなど、何なにとなう思おぼしまうけて、とぞ。

◇　親王方、大臣への御引出物や、人々への禄などを、またとなくご用意なさって、とあった。


４２． 匂兵部卿 (にほふひゃうぶきゃう)

第一章　光る源氏没後の物語　光る源氏の縁者たちのその後

第一段　匂宮と薫の評判

匂兵部卿．１．１．１

■　光隠ひかりかくれたまひにし後のち、かの御影おほむかげに立たちつぎたまふべき人ひと、そこらの御末々おほむすゑずゑにありがたかりけり1。

◇　光源氏がお隠れになって後、あのお輝きをお継ぎになるような方、大勢のご子孫方の中にもいらっしゃらないのであった。

■　下おりゐの帝みかどを2かけたてまつらむはかたじけなし。

◇　御譲位された帝をどうこう申し上げるのは恐れ多いことである。

■　当代たうだいの三さむの宮3みや、その同おなじ御殿おとどにて生おひ出いでたまひし宮みやの若君4わかぎみと、この二所ふたところなむ、とりどりにきよらなる御名取おほむなとりたまひて5、げに、いとなべてならぬ御おほむありさまどもなれど、いとまばゆき際きはにはおはせざるべし6。

◇　今上帝の三の宮、その同じお邸でお生まれになった宮の若君と、このお二方がそれぞれに美しいとのご評判をお取りになって、なるほど、実に並大抵でないお二方のご器量であるが、ほんとうに輝くほどではいらっしゃらないであろう。


1 【光隠れたまひにし後かの御影に立ちつぎたまふべき人そこらの御末々にありがたかりけり】光る源氏の死後。『完訳』は「光源氏の死を、その名にふさわしく、日の光が隠れたと喩えた」と注す。「光」「影」は縁語表現。『河海抄』は「草深き霞の谷に影隠してる日の暮れし今日にやはあらぬ」（古今集哀傷、八四六、文屋康秀）を指摘。

2 【下りゐの帝を】冷泉院。

3 【当代の三の宮】今上帝の第三親王、すなわち匂宮。

4 【宮の若君】女三の宮の若君、すなわち薫。

5 【きよらなる御名取りたまひて】『集成』は「お美しいという評判をお取りになって」。『完訳』は「気高くお美しいとのご評判で」と訳す。

6 【おはせざるべし】推量の助動詞「べし」推量の意は語り手の言辞。三光院実枝「けにいとなへてならぬ」を以下「作者の批判の語也」と注す。


匂兵部卿．１．１．２

■　ただ世よの常つねの人ひとざまに、めでたくあてになまめかしくおはするをもととして、さる御仲おほむなからひに、人ひとの思おもひきこえたるもてなし、ありさまも、いにしへの御響おほむひびきけはひよりも、やや立たちまさりたまへるおぼえからなむ、かたへは、こよなういつくしかりける。

◇　ただ世間普通の人らしく、立派で高貴で優美でいらっしゃるのを基本として、そのようなご関係から、人が思い込みでご評判申し上げている扱い、様子も、昔のご評判やご威光よりも、少し勝っていらっしゃる高い評判ゆえに、一つには、この上なく威勢があったのであった。

匂兵部卿．１．１．３

■　紫むらさきの上うへの、御心寄おほむこころよせことに育はぐくみきこえたまひしゆゑ、三さむの宮みやは、二条にでうの院ゐんにおはします。

◇　紫の上が、格別におかわいがりになってお育て申し上げたゆえに、三の宮は、二条院にいらっしゃる。

■　春宮とうぐうをば1、さるやむごとなきものにおきたてまつりたまて、帝みかど、后きさき、いみじうかなしうしたてまつり、かしづききこえさせたまふ宮みやなれば2、内裏住うちずみをせさせたてまつりたまへど、なほ心こころやすき故里ふるさとに、住すみよくしたまふなりけり。

◇　春宮は、そのような重い方として特別扱い申し上げなさって、帝、后が、大変におかわいがり申し上げになり、大切にお世話申し上げになっている宮なので、宮中生活をおさせ申し上げなさるが、やはり気楽な里邸を、住みよくお思いでいらっしゃるのであった。

■　御元服おほむげんぷくしたまひては、兵部卿ひゃうぶきゃうと聞きこゆ。

◇　ご元服なさってからは、兵部卿と申し上げる。


1 【春宮をば】以下「住みよくしたまふなりけり」までの一文、主語は「帝、后」であるが、「宮なれば」までの前半は東宮のことについて、後半は匂宮のことについて語っている。叙述が東宮から匂宮へと移っている。叙述の移ろいを鑑賞すべき。

2 【帝后いみじうかなしうしたてまつりかしづききこえさせたまふ宮なれば】宮は匂宮。匂宮に対して「たてまつり」「きこえ」という謙譲表現が用いられる。帝、后には「させ」「たまふ」という最高敬語が用いられている。


第二段　今上の女一宮と夕霧の姫君たち

匂兵部卿．１．２．１

■　女一をむないちの宮1みやは、六条ろくでうの院ゐんの南みなみの町まちの東ひむがしの対たいを、その世よの御おほむしつらひ2改あらためずおはしまして、朝夕あさゆふに恋こひしのびきこえたまふ。

◇　女一の宮は、六条院南の町の東の対を、ご生前当時のお部屋飾りを変えずにいらして、朝晩に恋い偲び申し上げなさっている。

■　二にの宮みやも3、同おなじ御殿おとどの寝殿しんでんを、時々ときどきの御休おほむやすみ所どころにしたまひて、梅壺むめつぼを御曹司おほむざうしにしたまうて、右みぎの大殿おほいどのの中なかの姫君ひめぎみを得えたてまつりたまへり。

◇　二の宮も、同じ邸の寝殿を、時々のご休息所になさって、梅壷をお部屋になさって、右大臣の中の姫君をお迎え申し上げていらっしゃった。

■　次つぎの坊ばうがねにて、いとおぼえことに重々おもおもしう、人柄ひとがらもすくよかになむものしたまひける。

◇　次の春宮候補として、まことに信望が重々しく、人柄もしっかりしていらっしゃるのであった。


1 【女一の宮】明石中宮腹の女一の宮。匂宮とともに紫の上に養育されていた。

2 【その世の御しつらひ】紫の上在世当時のお部屋の模様。

3 【二の宮も】今上帝の第二皇子、東宮の弟、匂宮の兄。


匂兵部卿．１．２．２

■　大殿おほいどのの御女おほむむすめは、いとあまたものしたまふ。

◇　大殿の御姫君は、とても大勢いらっしゃる。

■　大姫君おほひめぎみは、春宮とうぐうに参まゐりたまひて、またきしろふ人ひとなきさまにてさぶらひたまふ。

◇　大姫君は、春宮に入内なさって、また競争する相手もない様子で伺候していらっしゃる。

■　その次々つぎつぎ、なほ皆みなついでのままにこそはと、世よの人ひとも思おもひきこえ、后きさいの宮みやものたまはすれど、この兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやは、さしも思おぼしたらず、わが御心みこころより起おこらざらむことなどは、すさまじく思おぼしぬべき御みけしきなめり2。

◇　その次々と、やはりみなその順番通りに結婚なさるだろうと、世間の人もお思い申し上げ、后の宮も仰せになっていらっしゃるが、この兵部卿宮は、それほどはお思いにならず、ご自分のお気持ちから生じたのではない結婚などは、おもしろくなくお思いのご様子のようである。


1? 【右の大殿の中姫君】夕霧の女、中の君。雲居雁腹の姫君。

2 【御けしきなめり】推量の助動詞「めり」主観的推量は語り手の言辞。


匂兵部卿．１．２．３

■　大臣おとども、

◇　大臣も、

■　「何なにかは1、やうのものと、さのみうるはしうは」

◇　「何の、同じようにと、そのようにばかりきちんきちんとすることはない」

■　と静しづめたまへど、また、さる御みけしきあらむをば、もて離はなれてもあるまじうおもむけて、いといたうかしづききこえたまふ。

◇　と落ち着いていらっしゃるが、また一方で、そのようなご意向があるなら、お断りはしないという顔つきで、とても大切にお世話申し上げていらっしゃる。

■　六ろくの君2きみなむ、そのころの、すこし我われはと思おもひのぼりたまへる親王みこたち、上達部かむだちめの、御心尽みこころつくすくさはひにものしたまひける。

◇　六の君は、その当時の、少し自分こそはと自尊心高くいらっしゃる親王方、上達部の、お心を夢中にさせる種でいらっしゃるのであった。


1 【何かは】以下「うるはしうは」まで、夕霧の心中。

2 【六の君】夕霧の六の君、典侍腹の姫君。後の「宿木」巻で、匂宮と結婚する。


第三段　光る源氏の夫人たちのその後

匂兵部卿．１．３．１

■　さまざま集つどひたまへりし御方々1おほむかたがた、泣なく泣なくつひにおはすべき住すみかどもに、皆みなおのおの移うつろひたまひしに、花散里はなちるさと聞ときこえしは、東ひむがしの院ゐんをぞ、御処分所おほむそうぶんどころにて渡わたりたまひにける。

◇　いろいろとお集まりであった御方々は、泣く泣く最後の生活をなさるべき邸々に、みなそれぞれお移りになったが、花散里と申し上げた方は、二条東の院を、ご遺産としてお移りになった。


1 【さまざま集ひたまへりし御方々】六条院の源氏の夫人たち。女三の宮、花散里、明石御方たち。


匂兵部卿．１．３．２

■　入道にふだうの宮みやは、三条さむでうの宮みやにおはします。

◇　入道の宮は、三条宮にいらっしゃる。

■　今后いまぎさきは1、内裏うちにのみさぶらひたまへば、院ゐんのうち寂さびしく、人少ひとずくなになりにけるを、右みぎの大臣おとど、

◇　今后は、宮中にばかり伺候していらっしゃるので、六条院の中は寂しく、人少なになったが、右大臣が、


1 【今后は】今上帝の明石中宮。冷泉院の秋好中宮に対して「今后」という。


匂兵部卿．１．３．３

■　「人ひとの上うへにて1、いにしへの例ためしを見聞みきくにも、生いける限かぎりの世よに、心こころをとどめて造つくり占しめたる人ひとの家居いへゐの、名残なごりなくうち捨すてられて、世よの名残なごりも常つねなく見みゆるは2、いとあはれに、はかなさ知しらるるを、わが世よにあらむ限かぎりだに、この院荒ゐんあらさず、ほとりの大路おほぢなど、人影離ひとかげかれ果はつまじう」

◇　「他人事として、昔の例を見たり聞いたりするにつけても、生きている限りの間に、丹精をこめて造り上げた人の邸が、すっかり忘れられて、人の世の常のことながら無常に思われるのは、まことに感慨無量で、情けない思いがしないではいられないが、せめて自分が生きている間だけでも、この院を荒廃させず、近くの大路など、人の姿が見えなくならないように」


1 【人の上にて】以下「人影離れ果つまじう」まで夕霧の心中。

2 【世の名残も常なく見ゆるは】大島本は「世のなこり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「世のならひ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。「世のならひ」ならば「世の常のことながら無常なものと」（集成）という意味になる。


匂兵部卿．１．３．４

■　と、思おぼしのたまはせて、丑寅うしとらの町まちに、かの一条いちでうの宮みやを1渡わたしたてまつりたまひてなむ、三条殿さむでうどのと2、夜よごとに十五日じふごにちづつ、うるはしう通かよひ住すみたまひける。

◇　と、お思いになりおっしゃって、丑寅の町に、あの一条宮をお移し申し上げなさって、三条殿と、一晩置きに十五日ずつ、きちんとお通いになっていらっしゃるのであった。


1 【一条の宮を】落葉の宮。

2 【三条殿と】大宮邸、雲居雁がいる。


匂兵部卿．１．３．５

■　二条にでうの院ゐんとて、造つくり磨みがき、六条ろくでうの院ゐんの春はるの御殿おとどとて、世よにののしる玉たまの台うてなも1、ただ一人ひとりの御末おほむすゑのため2なりけり、と見みえて、明石あかしの御方おほむかたは、あまたの宮みやたちの御後見おほむうしろみをしつつ、扱あつかひきこえたまへり。

◇　二条院と言って、磨き造り上げ、六条院の春の御殿と言って、世間に評判であった玉の御殿も、ただお一方の将来のためであったと思えて、明石の御方は、大勢の宮たちのご後見をしながら、お世話申し上げていらっしゃった。

■　大殿おほいどのは、いづかたの御おほむことをも、昔むかしの御心みこころおきて3のままに、改あらため変かはることなく、あまねき親心おやごころに仕つかうまつりたまふにも、

◇　大殿は、どの方の御事も、故人のおとりきめ通りに、改変することなく、別け隔てなく親切にお仕えなさっているにつけても、

■　「対たいの上うへの4、かやうにてとまりたまへらましかば、いかばかり心こころを尽つくして仕つかうまつり見みえたてまつらまし。

◇　「対の上が、このように生きていらっしゃったならば、どんなに誠意を尽くしてお仕え申し御覧に入れたことであろうか。

■　つひに、いささかも取とり分わきて、わが心寄こころよせと見知みしりたまふべきふしもなくて、過すぎたまひにしこと」

◇　とうとう、多少なりとも特別に、自分が好意を寄せているとお分かりになっていただける機会もなくて、お亡くなりになってしまったこと」

■　を、口惜くちをしう6飽あかず悲かなしう思おもひ出いできこえたまふ。

◇　を、残念に物足りなく悲しく思い出し申し上げなさる。


1 【世にののしる玉の台も】大島本は「世にのゝしる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「世にののしりし」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。ここは「し」（過去助動詞・連体形）という過去形のほうが適切。

2 【ただ一人の御末のため】大島本は「御末」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「末」と「御」を削除する。『新大系』は底本のままとする。明石の御方をさす。二条院には匂宮（三の宮）、六条院の南町（春の御殿）には女一の宮と二の宮（東宮の弟）が住む。

3 【昔の御心おきて】故人（源氏）の御意向。

4 【対の上の】以下「過ぎたまひにしこと」まで、夕霧の心中。結びは地の文に吸収される。

5? 【ましかば--まし】反実仮想の構文。紫の上の死を追悼。

6 【ことを口惜しう】『完訳』は「心中叙述が地の文に転ずる」と注す。


匂兵部卿．１．３．６

■　天あめの下したの人ひと、院ゐんを1恋こひきこえぬなく、とにかくにつけても、世よはただ火ひを消けちたるやうに、何なにごとも栄はえなき嘆なげきをせぬ折をりなかりけり。

◇　天下の人は、院を恋い慕い申し上げない者はなく、あれこれにつけても、世はまるで火を消したように、何事につけてもはりあいのない嘆きを漏らさない折はなかった。

■　まして、殿とののうちの人ひとびと2、御方々3おほむかたがた、宮みやたちなどは4、さらにも聞きこえず、限かぎりなき御おほむことをばさるものにて、またかの紫むらさきの御おほむありさまを5心こころにしめつつ、よろづのことにつけて、思おもひ出いできこえたまはぬ時ときの間まなし。

◇　まして、殿の内の女房たち、ご夫人方、宮様方などは、改めて申し上げるまでもなく、限りないお嘆きの事はもちろんのこととして、またあの紫の上のご様子を心に忘れず、いろいろのことにつけて、お思い出し申し上げなさらない時の間もない。

■　春はるの花はなの盛さかりは6、げに、長ながからぬS1にしも、おぼえまさるものとなむ。

◇　春の花の盛りは、なるほど、長くないことによって、かえって大事にされるというものである。


S1 残りなく地散るぞめでたき桜花ありて世の中果ての憂ければ（古今集春下-七一　読人しらず）

1 【院を】源氏を。

2 【殿のうちの人びと】『集成』は「お邸に仕える人々。「殿」は、六条の院、二条の院、それに東の院も含めていうか」と注す。

3 【御方々】明石御方、花散里など。

4 【宮たちなどは】明石中宮腹の源氏の孫宮たち。

5 【紫の御ありさまを】語り手（作者）は地の文では「紫」と呼称する。

6 【春の花の盛りは】『異本紫明抄』は「散ればこそいとど桜はめでたけれ憂き世に何か久しかるべき」（伊勢物語）。『花鳥余情』は「残りなく散るぞめでたき桜花ありて世の中はての憂ければ」（古今集春下、七一、読人しらず）。『休聞抄』は「待てと言ふに散らでし止まる物ならば何を桜に思ひまさまし」（古今集春下、七〇、読人しらず）。『岷江入楚』は「いざ桜我も散りなむ一盛りありなば人に憂きめ見えなむ」（古今集春下、七七、承均法師）を指摘。


第二章　薫中将の物語　薫の厭世観と恋愛に消極的な性格

第一段　薫、冷泉院から寵遇される

匂兵部卿．２．１．１

■　二品宮にほんの若君みやのわかぎみは1、院ゐんの聞きこえつけたまへりしままに、冷泉院れいぜいゐんの帝みかど、取とり分わきて思おぼしかしづき、后きさいの宮みやも2、皇子みこたちなどおはせず、心細こころぼそう思おぼさるるままに、うれしき御後見おほむうしろみに、まめやかに頼たのみきこえたまへり。

◇　二品の宮の若君は、院がお頼み申し上げなさっているとおりで、冷泉院の帝が、特別に大切になさり、后の宮も、親王方などいらっしゃらず、心細くお思いのために、嬉しいご後見役として、お頼み申し上げていらっしゃった。


1 【二品宮の若君は】女三の宮腹の若君、すなわち薫のこと。

2 【后の宮も】秋好中宮。


匂兵部卿．２．１．２

■　御元服おほむげんぷくなども、院ゐんにてせさせたまふ。

◇　ご元服なども、院の御所でおさせになる。

■　十四じふしにて、二月にぐわつに侍従じじゅうになりたまふ。

◇　十四歳で、二月に侍従におなりになる。

■　秋あき、右近中将うこんのちゅうじゃうになりて、御おほむたうばりの加階1かかいなどをさへ、いづこの心こころもとなきにか、急いそぎ加くはへておとなびさせたまふ。

◇　秋、右近衛府の中将なって、恩賜の加階などまで、どこが気がかりなのか、急いで加えてご成人させなさる。

■　おはします御殿近おとどちかき対たいを2曹司ざうしにしつらひなど、みづから御覧ごらんじ入いれて、若わかき人ひとも、童わらは、下仕しもづかへまで、すぐれたるを選えりととのへ、女をむなの御儀式おほむぎしきよりもまばゆくととのへさせたまへり。

◇　お住まいあそばす御殿の近くの対の屋をお部屋にしたてたりなど、院御自身で監督なさって、若い女房も、女の童、下仕えまで、すぐれた人を選びそろえ、姫宮の御儀式よりもまぶしいほど立派にお整えさせなさっていた。


1 【御たうばりの加階】『完訳』は「恩賜の加階。上皇らが特に指定する。皇族並に四位になった」と注す。

2 【おはします御殿近き対を】主語は冷泉院。冷泉院の住む院の御所の中の近くの対の屋。


匂兵部卿．２．１．３

■　上うへにも宮みやにも、さぶらふ女房にょうばうの中なかにも、容貌かたちよく、あてやかにめやすきは、皆移みなうつし渡わたさせたまひつつ、院ゐんのうちを心こころにつけて、住すみよくありよく思おもふべくとのみ、わざとがましき御扱おほむあつかひぐさに思おぼされたまへり。

◇　院の上におかれても中宮におかれても、伺候している女房の中でも、器量がよく、上品で難がない者は、みなお移しなさりなさりして、院の中を気に入って、住みよく生活しよく思うようにとばかり、特別にお世話しようとお思いなっていらっしゃった。

■　故致仕こちじの大殿おほいどのの女御2にょうごと聞きこえし御腹おほむはらに、女宮をむなみやただ一所ひとところおはしけるをなむ、限かぎりなくかしづきたまふ御おほむありさまに劣おとらず、后きさいの宮みやの御おほむおぼえの、年月としつきにまさりたまふけはひにこそは、などかさしも、と見みるまでなむ3。

◇　故致仕の大殿の女御と申し上げたお方に、女宮がただお一方いらっしゃったのを、この上なく大切にお育てなさっているのに負けないほど、后の宮の御寵愛が、年月とともに厚くなってゆく感じなのであろうが、どうして、そんなにまですることがあろう、と思われるほどである。


1? 【女の御けしきよりも】女宮のお世話よりも。当時は女子の世話には男子の場合以上に気を配って世話をした。

2 【故致仕の大殿の女御】故致仕太政大臣の女、弘徽殿女御。「澪標」巻で冷泉帝に入内。太政大臣の死去したことが初めて見える。

3 【などかさしもと見るまでなむ】『評釈』は「読者が納得しないことを、語り手のほうが先刻知っている。「などか、さしも、と、見るまでなむ」と、語り手のほうが、先に首をかたむける」。『完訳』は「院の薫好遇への語り手の評言」と注す。


匂兵部卿．２．１．４

■　母宮はは、今みやはいまはただ御行おほむおこなひを静しづかにしたまひて、月つきの御念仏1おほむねんぶつ、年としに二度ふたたびの御八講みはかう、折々をりをりの尊たふとき御おほむいとなみばかりをしたまひて、つれづれにおはしませば、この君きみの出いで入いりたまふを、かへりて親おやのやうに、頼たのもしき蔭かげに2思おぼしたれば、いとあはれにて3、院ゐんにも内裏うちにも、召めしまとはし4、春宮とうぐうも、次々つぎつぎの宮みやたちも、なつかしき御遊おほむあそびがたきにてともなひたまへば、暇いとまなく苦くるしく、

◇　母宮は、今はただご勤行だけを静かになさって、毎月のお念仏、年に二回の御八講、折々の尊い御仏事の営みばかりなさって、他に何もすることなくいらっしゃるので、この君がお出入りなさるのを、かえって親のように、頼りになる方とお思いでいらっしゃったので、とてもおいたわしくて、院におかせられても帝におかせられても、いつもお召しになり、春宮も、次々の親王方も、親しいお遊び相手としてお誘いになるので、暇もなく苦しくて、

■　「いかで身みを分わけてしがな」

◇　「何とかして身体を分けたいものだ」

■　と5、おぼえたまひける。

◇　と、思われなさるのであった。


1 【月の御念仏】大島本は「月の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「月ごとの」と「ごと」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【かへりて親のやうに頼もしき蔭に】大島本は「かへりて」とある。『完本』は諸本に従って「かへりては」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。息子の薫が母の女三の宮に対して、逆に親のように頼もしい人となって、の意。

3 【いとあはれにて】薫が母女三の宮を。「いかで身を分けてしがなとおぼえける」に係る。「院にも」以下「暇なく苦しう」までは挿入句。

4 【召しまとはし】大島本は「まとはし」とある。『完本』は諸本に従って「まつはし」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

5 【身を分けてしがなと】『集成』は「「身を分く」は、和歌に使われる常套句」と注す。『河海抄』は「あはれとも憂しとも物を思ふ時などか涙のいとなかるらむ」（古今集恋五、八〇五、読人しらず）「思へども身をし分けねば目に見えぬ心を君にたぐへてぞやる」（古今集離別、三七三、読人しらず）を指摘。


第二段　薫、出生の秘密に悩む

匂兵部卿．２．２．１

■　幼心地をさなごこちにほの聞ききたまひしことの1、折々をりをりいぶかしう、おぼつかなう思おもひわたれど、問とふべき人ひともなし。

◇　子供心にかすかにお聞きになったことが、時々気にかかり、どうしたことかとずっと思い続けていたが、尋ねるべき人もいない。

■　宮みやには、ことのけしきにても、知しりけりと思おぼされむ、かたはらいたき筋すぢなれば、世よとともの心こころにかけて、

◇　宮には、事の一端なりとも知ってしまったと思われなさるのは、具合の悪い筋合なので、それ以来心から離れることなくて、


1 【幼心地にほの聞きたまひしことの】『集成』は「実の父が柏木であることを、何かの折に耳にしたとでもいった趣」。『完訳』は「薫は、女房たちの内緒話などから出生の秘事を疑い、今では実父が柏木であることを感じとっているらしい」と注す。


匂兵部卿．２．２．２

■　「いかなりけることにかは1、何なにの契ちぎりにて、かうやすからぬ思おもひ添そひたる身みにしもなり出いでけむ。

◇　「どのようなことであってか、何の因果で、このような気がかりな思いを身にまとって生まれてきたのだろうか。

■　善巧太子ぜんげうたいしP1の、わが身みに問とひけむ悟さとりをも得えてしがな」

◇　善巧太子が、わが身に問うている悟りを得たいものだ」

■　とぞ、独ひとりごたれたまひける。

◇　と、つい独り言が漏れなさるのであった。


P1 善巧太子--せんけうた（た/+いし〈朱〉）けう（けう/＄〈朱〉）

1 【いかなりけることにかは】以下「得てしがな」まで、薫の心中。


匂兵部卿．２．２．３

■　「おぼつかな誰たれに問とはましいかにして

初はじめも果はても知しらぬわが身みぞ1」

◇　「はっきりしないことだ、誰に尋ねたらよいものか

どうして初めも終わりも分からない身の上なのだろう」


1 【おぼつかな誰れに問はましいかにして初めも果ても知らぬわが身ぞ】薫の独詠歌。


匂兵部卿．２．２．４

■　いらふべき人ひともなし。

◇　答えることのできる人はいない。

■　ことに触ふれて、わが身みにつつがある心地ここちするも、ただならず、もの嘆なげかしくのみ、思おもひめぐらしつつ、

◇　何かにつけて、自分自身に悪いところのある感じがするのも、気持ちが落ち着かず、何か物思いばかりがされ、あれこれ思案して、

■　「宮みやもかく1盛さかりの御容貌おほむかたちをやつしたまひて、何なにばかりの御道心おほむだうしんにてか、にはかにおもむきたまひけむ。

◇　「母宮もこのような盛りのお姿を尼姿になさって、どのような御道心でからか、急に出家されたのだろう。

■　かく、思おもはずなりけることの乱みだれに、かならず憂うしと思おぼしなるふしありけむ。

◇　このように、不本意な過ちがもとで、きっと世の中が嫌になることがあったのだろう。

■　人ひともまさに漏もり出いで、知しらじやは2。

◇　世間の人も漏れ聞いて、知らないはずがあろうか。

■　なほ、つつむべきことの聞きこえにより、我われにはけしきを知しらする人ひとのなきなめり」

◇　やはり、隠しておかなければならないことのために、わたしには事情を知らせる人がいないようだ」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【宮もかく】以下「人のなきなめり」まで、薫の心中。

2 【人もまさに漏り出で知らじやは】『集成』は「世間の人も、どうしてこの秘密をひそかに耳にして知らないはずがあろうか」。『完訳』は「当然噂にも聞えて、誰が知らないでいるはずがあろう」と訳す。「やは」反語表現。


匂兵部卿．２．２．５

■　「明あけ暮くれ、勤つとめたまふやうなめれど1、はかなくP2,2おほどきたまへる女をむなの御悟おほむさとりのほどに、蓮はちすの露つゆも明あきらかにS2、玉たまと磨みがきたまはむことも3難かたし。

◇　「朝晩、勤行なさっているようだが、とりとめもなくおっとりしていらっしゃる女のお悟りの状態では、蓮の露も明らかなように、玉と磨きなさることも難しい。

■　五いつつのなにがしも、なほうしろめたきを、我われ、この御心地みここちを、同おなじうは後のちの世よをだに」

◇　五つの障害も、やはり不安だが、わたしが、このお志を、同じことならせめて来世を」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　「かの過すぎたまひけむも5、やすからぬ思おもひに結むすぼほれてや6」

◇　「あの亡くなったという方も、辛い思いに迷いが解けないでいるのではないか」

■　など推おし量はかるに、世よを変かへても対面たいめんせまほしき心こころつきて7、元服げんぷくはもの憂うがりたまひけれど、すまひ果はてず、おのづから世よの中なかにもてなされて、まばゆきまではなやかなる御身おほむみの飾かざりも、心こころにつかずのみ、思おもひしづまりたまへり。

◇　などと推量するが、生まれ変わってでもお会いしたい気がして、元服は気がお進みにならなかったが、辞退しきれず、自然と世間から大事にされて、眩しいほど華やかなご身辺も、一向に気に染まず、ひっこみ思案でいらっしゃった。


P2 はかなく--はかも（も/＄）なく

S2 蓮葉の濁りに染まぬ心もてなにかは露を玉と欺く（古今集夏-一六五　僧正遍昭）

1 【明け暮れ勤めたまふやうなめれど】以下「後の世をだに」まで、薫の心中。

2 【はかなく】大島本は「はかも（も＄）なく」と「も」をミセケチにする。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「はかなもなく」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従って「はかなく」と整定する。

3 【蓮の露も明らかに玉と磨きたまはむことも】『異本紫明抄』は「蓮葉の濁りに染まぬ心もてなにかは露を玉と欺く」（古今集夏、一六五、僧正遍昭）を指摘。

4? 【五のなにがしも】女人成仏の五障。

5 【かの過ぎたまひけむも】大島本は「すき給ひけんも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「過ぎたまひにけむも」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。柏木をさす。薫の心中。「けむ」過去推量のニュアンスが生きている。

6 【やすからぬ思ひに結ぼほれてや】『集成』は「つらい思いに迷いを晴らすことなくていられようか。成仏が叶わぬのではないか、の意」。『完訳』「亡き柏木も往生できず迷っているのではないかと思う」と注す。

7 【世を変へても対面せまほしき心つきて】『完訳』は「柏木と。来世で肉親に会うとは、出家を前提にした考え方」と注す。


第三段　薫、目覚ましい栄達

匂兵部卿．２．３．１

■　内裏うちにも、母宮ははみやの御方おほむかたざまの御心寄みこころよせ深ふかくて1、いとあはれなるものに思おぼされ、后きさいの宮みやはた、もとよりひとつ御殿おとどにて、宮みやたちももろともに生おひ出いで、遊あそびたまひし御おほむもてなし、をさをさ改あらためたまはず、

◇　帝におかせられましても、母宮の御縁続きの御好意が厚くて、大変にかわいい者としてお思いあさばされ、后の宮も、また、もともと同じ邸で、宮方と一緒にお育ちになり、お遊びなさったころの御待遇を、すこしもお改めにならず、

■　「末すゑに生むまれたまひて3、心苦こころぐるしう、おとなしうもえ見みおかぬこと」

◇　「晩年にお生まれになって、気の毒で、大きくなるまで見届けることができないこと」

■　と、院ゐんの思おぼしのたまひしを、思おもひ出いできこえたまひつつ4、おろかならず思おもひきこえたまへり。

◇　と、院がおっしゃっていたのを、お思い出し申し上げなさっては、並々ならずお思い申し上げていらっしゃった。


1 【内裏にも母宮の御方ざまの御心寄せ深くて】今上帝は薫の母女三の宮と異母兄妹、朱雀院から女三の宮の後見の依頼があった（若菜上）。

2? 【后の宮はたもとよりひとつ御殿にて宮たちもろともに生ひ出で遊びたまひし】明石中宮は薫の異母姉だが、薫は、中宮腹の二の宮、三の宮などと一緒に六条院で育った。

3 【末に生まれたまひて】以下「見おかぬこと」まで、源氏の言葉を引用。

4 【思ひ出できこえたまひつつ】主語は明石中宮。


匂兵部卿．２．３．２

■　右みぎの大臣おとども、わが御子みこどもの君きみたちよりも、この君きみをばこまやかにやうごとなく1もてなしかしづきたてまつりたまふ。

◇　右大臣も、ご自分のご子息たちよりも、この君を気にかけて大事にお扱い申し上げていらっしゃる。


1 【やうごとなく】大島本は「やうことなく」とある。『完本』は諸本に従って「やむごとなく」と整定する。『集成』『新大系』は底本のままとする。『新大系』は「「やむごとなし」の転」と注す。


匂兵部卿．２．３．３

■　昔むかし、光ひかる君きみと聞きこえしは1、さるまたなき御おほむおぼえながら、そねみたまふ人ひとうち添そひ、母方ははかたの御後見3おほむうしろみなくなどありしに、御心みこころざまもの深ふかく2、世よの中なかを思おぼしなだらめしほどに、並ならびなき御光おほむひかりを、まばゆからずもてしづめたまひ、つひにさるいみじき世よの乱みだれも出いで来きぬべかりしことをも、ことなく過すぐしたまひて、後のちの世よの御勤おほむつとめも後おくらかしたまはず、よろづさりげなくて、久ひさしくのどけき御心みこころおきてにこそありしか4、この君きみは5、まだしきに、世よのおぼえいと過すぎて、思おもひあがりたること、こよなくなどぞものしたまふ。

◇　昔、光君と申し上げた方は、あのような比類ない帝の御寵愛であったが、お憎みなさる方があって、母方のご後見がなかったりなどしたが、ご性質も思慮深く、世間の事を穏やかにお考えになったので、比類ないご威光を、目立たないように抑えなさり、ついに大変な天下の騷ぎになりかねない事件も、無事にお過ごしになって、来世のご勤行も時期を遅らせなさらず、万事目立たないようにして、遠く先をみて穏やかなご性格の方であったが、この君は、まだ若いうちに、世間の評判が大変に過ぎて、自負心を高く持っていることは、この上なくいらっしゃる。


1 【昔光る君と聞こえしは】光る源氏の呼称。「桐壺」巻に「光る君」と二度見え、「須磨」巻に明石入道の言葉に「源氏の光る君」と見える。『林逸抄』は「源しの御事を云双帋也」と指摘。

2 【御心ざまもの深く】大島本は「御こゝろさま」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御心ざまも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【母方の御後見】母桐壺更衣方の後見。

4 【御心おきてにこそありしか】係結びの逆接用法で、文は続く。

5 【この君は】薫をさす。


匂兵部卿．２．３．４

■　げに、さるべくて1、いとこの世よの人ひととはつくり出いでざりける、仮かりに宿やどれるかとも見みゆること添そひたまへり。

◇　なるほど、そうあるはずのように、とてもこの世の人としてできているのではない、人間の姿を借りて宿ったのかと思えることがお加わりであった。

■　顔容貌かほかたちも、そこはかと、いづこなむすぐれたる、あなきよら、と見みゆるところもなきが、ただいとなまめかしう恥はづかしげに、心こころの奥多おくおほかりげなるけはひの、人ひとに似にぬなりけり。

◇　お顔の器量も、はっきりそれと、どこが素晴らしい、ああ美しい、と見えるところもないが、ただたいそう優美で気品高げで、心の奥底が深いような感じが、誰にも似ていないのであった。


1 【げにさるべくて】副詞「げに」は語り手の感情移入の語句。


匂兵部卿．２．３．５

■　香かのかうばしさぞ2、この世よの匂にほひならず、あやしきまで、うち振ふる舞まひたまへるあたり、遠とほく隔へだたるほどの追風おひかぜに3、まことに百歩ひゃくぶの外ほかも薫かをりぬべき4心地ここちしける。

◇　薫の香ばしさは、この世の匂いでなく、不思議なまでに、ちょっと身じろぎなさる周囲の、遠く離れている所の追い風も、本当に百歩の外も薫りそうな感じがするのであった。

■　誰たれも、さばかりになりぬる御おほむありさまの5、いとやつればみ、ただありなるやはあるべき6、さまざまに、われ人ひとにまさらむと、つくろひ用意よういすべかめるを、かくかたはなるまで、うち忍しのび立たち寄よらむものの隈くまも、しるきほのめきの隠かくれあるまじきに、うるさがりて、をさをさ取とりもつけたまはねど、あまたの御唐櫃おほむからびつにうづもれたる香かの香かうどもも、この君きみのは、いふよしもなき匂にほひを加くはへ、御前おまへの花はなの木きも、はかなく袖触そでふれたまふ梅むめの香かS3は7、春雨はるさめの雫しづくにも濡ぬれS4,8、身みにしむる人多ひとおほく、秋あきのの野***に主ぬしなき藤袴ふぢばかまS5も9、もとの薫かをりは隠かくれて、なつかしき追風おひかぜ、ことに折をりなしからなむまさりける。

◇　どなたにも、あれほどのご身分で、たいそう身をやつし、平凡な恰好でいられようか、あれこれと、自分こそは誰よりも良くあろうと、おしゃれをし気をつかうはずなのであるが、このように体裁の悪いほど、ちょっとお忍びに立ち寄ろうとする物蔭も、はっきりこの人と分かる薫りが隠れ場もないので、厄介に思って、ほとんど香を身におつけにならないが、たくさんの御唐櫃にしまってあるお香の薫りも、この君のは、何ともいえない匂いが加わり、お庭先の花の木も、ちょっと袖をお触れになる梅の香は、春雨の雫にも濡れ、身にしみて感じる人が多く、秋の野に主のいない藤袴も、もとの薫りは隠れて、やさしい追い風が、特に折り取られて一段と香が引き立つのであった。

◆　 
か の かうばしさ ぞ、 このよ の にほひ なら ず、 あやしき まで、 うち-ふるまひ たまへ る あたり、 とほく へだたる ほど の おひかぜ に、 まこと に ひゃくぶ の ほか も かをり ぬ べき ここち し ける。 たれ も、 さばかり に なり ぬる おほむ-ありさま の、 いと やつればみ、 ただ あり なる やは ある べき、 さまざま に、 われ ひと に まさら む と、 つくろひ ようい す べか' める を、 かく かたは なる まで、 うち-しのび たちよら む もの の くま も、 しるき ほのめき の かくれ ある まじき に、 うるさがり て、 をさをさ とり も つけ たまは ね ど、 あまた の おほむ-からびつ に うづもれ たる か の かう-ども も、 この きみ の は、 いふ よし も なき にほひ を くはへ、 おまへ の はな の き も、 はかなく そで ふれ たまふ むめ の か は、 はるさめ の しづく に も ぬれ、 み に しむる ひと おほく、 あき の の に ぬし なき ふぢばかま も、 もと の かをり は かくれ て、 なつかしき おひかぜ、 ことに をり なし から なむ まさり ける。


S3 色よりも香こそあはれと思ほゆれ誰が袖触れし宿の梅ぞも（古今集春上-三三　読人しらず）

S4 匂ふ香の君思ほゆる花なれば折れる雫に今朝ぞ濡れぬる（古今六帖一-六〇〇　伊勢）

S5 主知らぬ香こそ匂へれ秋の野に誰が脱ぎかけし藤袴ぞも（古今集秋上-二四一　素性法師）

1? 【仮に宿れるかと見ゆること】仏菩薩の化身の意。

2 【香のかうばしさぞ】係助詞「ぞ」は「心地しける」に係る。

3 【追風に】大島本は「をい風に（に＝もイ）」とある。『集成』『完本』は諸本及び底本の異本傍記に従って「追風も」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【百歩の外も薫りぬべき】百歩の香を踏まえていう。

5 【さばかりになりぬる御ありさまの】『集成』は「薫ほどの高い身分に生れついた方のご風采が」。『完訳』は「あれほどご立派なご身分に生れつたお方だったら」と訳す。

6 【やはあるべき】反語表現。語り手の口吻。『林逸抄』は「たきしめなとする人の事也こゝもとみなさうしの詞也」と指摘。

7 【袖触れたまふ梅の香は】大島本は「袖かけ（かけ＄ふれ）給ふ」とある。すなわち「かけ」をミセケチにして「ふれ」と訂正する。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「袖かけ」と整定する。『新大系』は底本の訂正に従う。『花鳥余情』は「色よりも香こそあはれと思ほゆれ誰が袖触れし宿の梅ぞも」（古今集春上、三三、読人しらず）。『岷江入楚』は「匂ふ香の君思ほゆる花なれば別れしつべく袖ぞ濡れぬる」（伊勢集）。『真淵新釈』は「主知らぬ香こそ匂へれ秋の野に誰が藤袴ぞも」（古今集秋上、二四一、素性法師）「梅の花立ち寄るばかりありしより人のとがむる香にぞ染みける」（古今集春上、三五、読人しらず）を指摘。

8 【春雨の雫にも濡れ】『河海抄』は「今日桜雫に我が身いざ濡れむ香ごめに誘ふ風の来ぬまに」（後撰集春中、五六、河原左大臣）。『花鳥余情』は「匂ふ香の君思ほゆる花なれば折れる雫に今朝ぞ濡れぬる」（古今六帖一、雫、伊勢）を指摘。

9 【秋の野に主なき藤袴も】『源氏釈』は「主知らぬ香こそ匂へれ秋の野に誰が藤袴ぞも」（古今集秋上、二四一、素性法師）を指摘。


第四段　匂兵部卿宮、薫中将に競い合う

匂兵部卿．２．４．１

■　かく、いとあやしきまで1人ひとのとがむる香かS6にしみたまへるを、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやなむ、異事ことごとよりも挑いどましく思おぼして、それは、わざとよろづのすぐれたる移うつしをしめたまひ、朝夕あさゆふのことわざに合あはせいとなみ、御前おまへの前栽せんさいにも、春はるは梅むめの花園はなぞのを眺ながめたまひ、秋あきは世よの人ひとのめづる女郎花2をみなへしS7、小牡鹿さをしかの妻つまにすめる萩はぎの露つゆS8にも3、をさをさ御心移みこころうつしたまはず、老おいを忘わするる菊きくS9に4、衰おとろへゆく藤袴ふぢばかま、ものげなきわれもかうなどは、いとすさまじき霜枯しもがれのころほひまで思おぼし捨すてずなど、わざとめきて、香かにめづる思おもひをなむ、立たてて好このましうおはしける。

◇　このように、まことに不思議なまで人が気のつく薫りに染まっていらっしゃるのを、兵部卿宮は、他のことよりも競争心をお持ちになって、それは、特別にいろいろの優れたのをたきしめなさり、朝夕の仕事として香を合わせるのに熱心で、お庭先の植え込みでも、春は梅の花園を眺めなさり、秋は世間の人が愛する女郎花や、小牡鹿が妻とするような萩の露にも、少しもお心を移しなさらず、老を忘れる菊に、衰えゆく藤袴、何の取柄もないわれもこうなどは、とても見るに堪えない霜枯れのころまでお忘れにならないなどというふうに、ことさらめいて、香を愛する思いを、取り立てて好んでいらっしゃるのであった。


S6 梅の花立ち寄るばかりありしより人のとがむる香にぞ染みぬる（古今集春上-三五　読人しらず）

S7 名にめでて折れるばかりぞ女郎花我落ちにきと人に語るな（古今集秋上-二二六　僧正遍昭）

S8 わが岡に小牡鹿来鳴く初萩の花妻問ひに来鳴く小牡鹿（万葉集八-一五四一　大伴旅人）

S9 皆人の老いを忘るといふ菊は百年をやる花にぞありける（古今六帖一-一九四　紀貫之）

1 【いとあやしきまで】大島本は「いとあやしきまて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あやしきまで」と「いと」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

2 【秋は世の人のめづる女郎花】『河海抄』は「名にめでて折れるばかりぞ女郎花我落ちにきと人に語るな」（古今集秋上、二二六、僧正遍昭）。『紹巴抄』は「女郎花吹き過ぎて来る秋風は目には見えねど香こそしるけれ」（古今集秋上、二三四、躬恒）を指摘。

3 【小牡鹿の妻にすめる萩の露にも】『事典』は「我が岡にさを鹿来鳴く初萩の花づまとひに来なくさを鹿」（万葉集巻八、大宰帥大伴卿）。『細流抄』は「女郎花吹きて過ぎて来る秋風は目には見えねど香こそしるけれ」（古今集秋上、二三四、躬恒）「秋の田の刈り穂の庵の匂ふまで咲ける秋萩見れど飽かぬかも」（後撰集秋中、二九五、読人しらず）。『源氏物語引歌』は「秋萩をしがらみふせて鳴く鹿の目には見えずて音のさやけき」（古今集秋上、二一七、読人しらず）。『大系』は「秋萩のさくにしもなど鹿のなく移ろふ花はおのが妻かも」（後拾遺集秋上、二八四、大中臣能宣）を指摘。

4 【老を忘るる菊に】『異本紫明抄』は「露ながら折りてかざさむ菊の花老いせぬ秋の久しかるべく」（古今集秋下、二七〇、紀友則）。『河海抄』は「皆人の老いを忘るといふ菊は百年をやる花にぞありける」（古今六帖一、九日）を指摘。


匂兵部卿．２．４．２

■　かかるほどに、すこしなよびやはらぎて、好すいたる方かたに引ひかれたまへりと、世よの人ひとは思おもひきこえたり。

◇　こうしていることに、少し弱く優し過ぎて、風流な方面に傾いていらしゃると、世間の人はお思い申していた。

■　昔むかしの源氏げんじは、すべて1、かく立たててそのことと、やう変かはり、しみたまへる方かたぞなかりしかし。

◇　昔の源氏は、総じて、このように一つに事を取り立てて、異様なふうに、熱中なさることはなかったものである。


1 【昔の源氏はすべて】以下「方ぞなかりしかし」まで、語り手の感情移入の評言。『評釈』は「語り手は、ためいきまじりに言い出す」と注す。


匂兵部卿．２．４．３

■　源中将げんちゅうじゃう、この宮みやには常つねに参まゐりつつ1、御遊おほむあそびなどにも、きしろふものの音ねを吹ふき立たて、げに挑いどましくも、若わかきどち思おもひ交かはしたまうつべき人ひとざまになむ2。

◇　源中将は、この宮にはいつも参上しては、お遊びなどにも、張り合う笛の音色を吹き立てて、いかにも競争者として、若い者同士が好意をお持ちになっているようなご様子である。

■　例れいの、世人よひとは、

◇　例によって、世間の人は、

■　「匂にほふ兵部卿ひゃうぶきゃう、薫かをる中将ちゅうじゃう」

◇　「匂う兵部卿、薫る中将」

■　と、聞ききにくく言いひ続つづけて3、そのころ、よき女むすめおはする、やうごとなき所々ところどころは、心こころときめきに、聞きこえごちなど4したまふもあれば、宮みやは、さまざまに、をかしうもありぬべきわたりをばのたまひ寄よりて、人ひとの御おほむけはひ、ありさまをもけしきとりたまふ。

◇　と、聞きずらいほど言い立てて、その当時に、良い娘がいらっしゃる、高貴な所々では、心をときめかして、婿にと申し出たりなさる人もあるので、宮は、あれこれと、興味の惹かれそうな所にはお言葉をお掛けになって、相手のお人柄、ご様子をもお窺いになる。

■　わざと御心みこころにつけて思おぼす方かたは、ことになかりけり。

◇　特別のご熱心にお思いになる方は、格別いないのであった。


1 【源中将この宮には常に参りつつ】薫が匂宮邸（二条院）に。

2 【人ざまになむ】係助詞「なむ」の下には「ある」などの語句が省略。結びの省略。

3 【例の世人は匂ふ兵部卿薫る中将と聞きにくく言ひ続けて】匂宮、薫大将の呼称の由来。世間の人々がそのように言いはやした、という紹介の仕方。『休聞抄』は「紫式部かいひのかれたる詞也」と指摘。

4 【心ときめきに聞こえごちなど】心をときめかして、婿にという申し出。


匂兵部卿．２．４．４

■　「冷泉院れいぜいゐんの女一をむないちの宮みやをぞ1、さやうにても見みたてまつらばや。

◇　「冷泉院の女一の宮を、結婚して一緒に暮らしてみたいものだ。

■　かひP4ありなむかし」

◇　きっとその甲斐はあるだろう」

■　と思おぼしたるは、母女御ははにょうごもいと重おもく、心こころにくくものしたまふあたりにて2、姫宮ひめみやの御おほむけはひ、げに、いとありがたく3すぐれて、よその聞きこえもおはしますに、まして、すこし近ちかくもさぶらひ馴なれたる女房にょうばうなどの、くはしき御おほむありさまの、ことに触ふれて聞きこえ伝つたふるなどもあるに、いとど忍しのびがたく思おぼすべかめり4。

◇　とお思いになっているのは、母女御もとても重々しくて、奥ゆかしくいらっしゃる所であり、姫宮のご様子は、なるほどと、めったにないくらい素晴らしくて、世間の評判も高くいらっしゃるうえに、それ以上に、少し近くに伺候し馴れている女房などが、詳しいご様子などを、何かの機会にふれてお耳に入れることなどもあるので、ますます我慢できなくお思いのようである。


P4 かひ--かひかひ（かひ〈後出〉/＄〈朱〉）

1 【冷泉院の女一の宮をぞ】大島本は「女一の宮」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「一の宮」と「女」を削除する。『新大系』は底本のままとする。以下「かひありなむかし」まで、匂宮の心中。「さやうにて」は、妻としたい意。

2 【母女御もいと重く心にくくものしたまふあたりにて】冷泉院の弘徽殿女御、太政大臣の娘、「澪標」巻に入内、女一の宮を生む。

3 【げにいとありがたく】大島本は「けに」とある。『完本』は諸本に従って「げにと」と「い」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。語り手の納得の気持ち。地の文に織り込まれている。

4 【忍びがたく思すべかめり】推量助動詞の連語「べかめり」の主観的推量のニュアンスは語り手の推量。


第五段　薫の厭世観と恋愛に消極的な性格

匂兵部卿．２．５．１

■　中将ちゅうじゃうは、世よの中なかを深ふかくあぢきなきものに思おもひ澄すましたる心こころなれば、

◇　中将は、世の中を深くつまらないものと悟り澄ました気持ちなので、

■　「なかなか心こころとどめて1、行ゆき離はなれがたき思おもひや残のこらむ」

◇　「なまじ女性に執着して、出家しにくい思いが残ろうか」

■　など思おもふに、

◇　などと思うので、

■　「わづらはしき思おもひ2あらむあたりにかかづらはむは、つつましく」

◇　「厄介な思いをしそうなところに関係するのは、遠慮されて」

■　など思おもひ捨すてたまふ。

◇　などと諦めていらっしゃる。

■　さしあたりて3、心こころにしむべきことのなきほど、さかしだつにやありけむ。

◇　さしあたって、心に気に入りそうな事がない間は、賢ぶっていたのであろうか。

■　人ひとの許ゆるしなからむことなどは、まして思おもひ寄よるべくもあらず。

◇　親の承諾しないような結婚などは、なおさら思うはずもない。


1 【なかなか心とどめて】以下「思ひや残らむ」まで、薫の心中。反語表現。

2 【わづらはしき思ひ】以下「つつましく」まで、薫の心中。

3 【さしあたりて】以下「さかしだつにやありけむ」まで、語り手の批評。『細流抄』は「草子地也」。『完訳』は「心奪われそうな女君の現れない当座、悟りすましてもいられようが、と語り手が薫の道心を危ぶむ言辞。薫の独自な人生観を際だてる評言である」と指摘。


匂兵部卿．２．５．２

■　十九じふくになりたまふ年とし、三位さむみの宰相さいしゃうにて、なほ中将ちゅうじゃうも離はなれず。

◇　十九歳におなりの年、三位宰相になって、やはり中将を辞めていない。

■　帝みかど、后きさきの御おほむもてなしに、ただ人うどにては、憚はばかりなきめでたき人ひとのおぼえにてものしたまへど、心こころのうちには身みを思おもひ知しるかたありて1、ものあはれになどもありければ、心こころにまかせて、はやりかなる好すきごと、をさをさ好このまず、よろづのこともてしづめつつ、おのづからおよすけたる心こころざまを、人ひとにも知しられたまへり。

◇　帝、后の御待遇で、臣下であっては、遠慮のない幸い人のご人望でいらっしゃるが、心の中ではわが身の上について思い知るところがあって、もの悲しい気持ちなどがあったので、勝手気ままな浮いた好色事、まったく好きでなく、万事控え目に振る舞っては、自然と老成した性格を、人からも知られていらっしゃった。


1 【身を思ひ知るかたありて】出生に秘密について知ったこと。


匂兵部卿．２．５．３

■　三さむの宮みやの、年としに添そへて心こころをくだきたまふめる、院ゐんの姫宮ひめみやの御おほむあたりを見みるにも1、一ひとつ院ゐんのうちに、明あけ暮くれ立たち馴なれたまへば、ことに触ふれても、人ひとのありさまを2聞きき見みたてまつるに、

◇　三の宮が、年齢とともに熱心でいらっしゃるらしい、院の姫宮のご様子を見るにつけても、同じ院の内に、朝に夕に一緒にお暮らしなので、何かの機会にふれても、姫のご様子を聞いたり拝見したりするので、

■　「げに、いとなべてならず3。

◇　「なるほど、たいそう並々でない。

■　心こころにくくゆゑゆゑしき御おほむもてなし限かぎりなきをP5、同おなじくは、げにかやうなる人ひとを4見みむにこそ、生いける限かぎりの心こころゆくべきつまなれ」

◇　奥ゆかしく嗜み深いお振る舞いはこの上ないので、同じことならば、ほんとうにこのような人と結婚するのこそ、生涯楽しく暮らせる糸口となることだろう」

■　と思おもひながら、おほかたこそ5隔へだつることなく思おぼしたれ6、姫宮ひめみやの御方おほむかたざまの隔へだては、こよなく気遠けどほくならはさせたまふも、ことわりにわづらはしければ、あながちにもまじらひ寄よらず。

◇　とは思うものの、普通の事は分け隔てなくお扱いでいらっしゃるが、姫宮の御事の方面の隔ては、この上なくよそよそしく習慣づけていらっしゃるのも、もっともなことに厄介な事なので、無理に近づこうとはしない。

■　「もし、心こころより外ほかの7心こころもつかば、我われも人ひともいと悪あしかるべきこと」

◇　「もし、思いも寄らない気持ちが起こったら、自分も相手もまことに悪い事だ」

■　と思おもひ知しりて、もの馴なれ寄よることもなかりけり。

◇　と分別して、馴れ馴れしく近づき寄ることはなかったのであった。


P5 限りなきを--かきりなき（き/+を）

1 【院の姫宮の御あたりを見るにも】主語は薫。薫は冷泉院の対の屋に部屋をもっている。

2 【人のありさまを】冷泉院の女一の宮をさす。

3 【げにいとなべてならず】以下「心ゆくべきつまなれ」まで、薫の心中。

4 【げにかやうなる人を】大島本は「かやうなる」とある。『完本』は諸本に従って「かやうならむ」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

5 【おほかたこそ】係助詞「こそ」は「思したれ」に係る逆接用法。

6 【隔つることなく思したれ】主語は冷泉院。

7 【もし心より外の】以下「いと悪しかるべきこと」まで、薫の心中。『完訳』は「出家の素志に反して」と注す。


匂兵部卿．２．５．４

■　我わが、かく、人ひとにめでられむとなりたまへるありさまなれば1、はかなくなげの言葉ことばを散ちらしたまふあたりも、こよなくもて離はなるる心こころなく、なびきやすなるほどに、おのづからなほざりの通かよひ所どころもあまたになるP6を、人ひとのために、ことことしくなどもてなさず、いとよく紛まぎらはし、そこはかとなく情なさけなからぬほどの、なかなか心こころやましきを、思おもひ寄よれる人ひとは、誘いざなはれつつ、三条さむでうの宮みやに参まゐり集あつまるはあまたあり3。

◇　自分が、このように、人から誉められるように生まれついていらっしゃる有様なので、ちょっと何気ない言葉をおかけになる相手の女性も、まったく相手にしない気持ちはなく、靡きやすい程度なので、自然とたいして気の染まない通い所も多くになるが、相手に対して、大仰な待遇はせず、たいそううまく紛らわして、どことなく愛情がないでもない程度で、かえって気がもめるので、情けを寄せる女は、気が引かれ引かれして、三条宮に参集する者が大勢いる。


P6 なる--△△（△△/＃なる）

1 【我がかく人にめでられむとなりたまへるありさまなれば】『集成』は「ご自身がこのように女にちやほやされるように生れついていられる美しい方なので」。『完訳』は「ご自身がこうして人にもてはやされるように生れついておられるお方なので」「人にもてはやされるために生れたような人柄。薫の厚い信望」と注す。

2? 【人のためことことしくなどもてなさずいとよく紛らはし】『完訳』は「情交関係はあっても、女房程度の女を格別妻のようには扱わない。それが常識人薫の対処法」と注す。

3 【三条の宮に参り集まるはあまたあり】薫の本邸。母女三の宮のいる邸。薫との情交関係を求めて女房となる人。召人が大勢いると語る。


匂兵部卿．２．５．５

■　つれなきを見みるも、苦くるしげなるわざなめれど、絶たえなむよりは、心細こころぼそきに1思おもひわびて、さもあるまじき際きはの人ひとびとの、はかなき契ちぎりに頼たのみをかけたる多おほかり。

◇　冷淡な態度を見るのも、辛いことのようであるが、すっかり仲が絶えてしまうよりはと、心細さが辛くて、宮仕えなどしない身分の人々で、頼りない縁に期待をかけている者が多かった。

■　さすがに2、いとなつかしう、見所みどころある人ひとの御おほむありさまなれば、見みる人ひと、皆心みなこころにはからるるやうにて、見過みすぐさる3。

◇　そうはいっても、とてもやさしく、見所のある方のご様子なので、一度会った女は、みな自分の気持ちにだまされるようにして、つい大目に見てしまうのである。


1 【絶えなむよりは心細きに】大島本は「絶なんよりハ」とある。『完本』は諸本に従って「絶えなんよりはと」と「と」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。「なむ」は、完了助動詞＋推量の助動詞。すっかり絶えてしまうよりは、のニュアンス。

2 【さすがに】「つれなきを見るも」を受ける。

3 【見る人皆心にはからるるやうにて見過ぐさる】『集成』は「情を交わす女は皆、自分の気持にだまされるような具合で、（そういう冷淡な薫を）つい大目に見てしまう。「る」は自発の意」。『完訳』は「薫はその好色ならざる人柄で世人の信望を得、多くの女性関係を持つ。しかし召人との関係では結婚や好色の対象にならない。薫の道心の破綻しないゆえんである」と注す。薫の道心と好色心のバランスは召人によってとられている。


第六段　夕霧の六の君の評判

匂兵部卿．２．６．１

■　「宮みやのおはしまさむ世よの限かぎりは1、朝夕あさゆふに御目離おほむめかれず御覧ごらんぜられ、見みえたてまつらむをだに」

◇　「母宮が生きていらっしゃるうちは、朝夕にお側を離れずお目にかかり、お仕え申し上げることを、せめてもの孝養に」


1 【宮のおはしまさむ世の限りは】以下「見えたてまつらむをだに」まで、薫の詞。


匂兵部卿．２．６．２

■　と思おもひのたまへば、右みぎの大臣おとども、あまたものしたまふ御女おほむむすめたちを、一人一人ひとりひとりは、と心こころざしたまひながら、え言ことにP7出いでたまはず2。

◇　と思っておっしゃるので、右大臣も、大勢いらっしゃる姫君たちを、誰か一人は、とお思いになりながら、口にお出しになることができない。

■　「さすがに、ゆかしげなき仲なからひなるを3」

◇　「なんといっても、近い縁者なのでおもしろみがない」

■　とは思おもひなせど、

◇　と思ってはみるが、

■　「この君きみたちをおきて、ほかには、なずらひなるべき人ひとを求もとめ出いづべき世よかは」

◇　「この君たちを措いて、他に、肩を並べるような人を探し出せるであろうか」

■　と思おぼしわづらふ。

◇　とお困りになる。


P7 言に--こと（と/+に）

1? 【朝夕に御目離れず御覧ぜられ見たえてまつらむ】薫の孝心。かつて「野分」巻に語られていた夕霧の孝心と同じ。

2 【え言に出でたまはず】大島本は「えこ（と＋に）」とある。すなわち「と」の次に「に」を補入する。『集成』『完本』は諸本及び底本の訂正以前本文に従って「え言出で」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【ゆかしげなき仲らひなるを】叔父と姪の関係。あまりに縁近くおもしろみがない、と夕霧は思う。かつて内大臣が夕霧と雲居雁の仲を思ったのと同じ。


匂兵部卿．２．６．３

■　やむごとなきよりも、典侍腹ないしの六すけばらの君ろくのきみとか、いとすぐれてをかしげに、心こころばへなどもたらひて生おひ出いでたまふを、世よのおぼえのおとしめざまなるべきしも、かくあたらしきを、心苦こころぐるしう思おぼして、一条いちでうの宮みやの、さる扱あつかひぐさ持もたまへらでさうざうしきに、迎むかへとりてたてまつりたまへり。

◇　れっきとした姫君よりも、典侍腹の六の君とか、たいそう素晴らしくて美しそうで、気立てなども申し分なくて成人なさっているのを、世間の評判が低いのがかえって、このように惜しいのを、不憫にお思いになって、一条宮が、そういうお子様をお持ちでなく手持ち無沙汰なので、迎え取って差し上げなさった。

匂兵部卿．２．６．４

■　「わざとはなくて2、この人ひとびとに3見みせそめては、かならず心こころとどめたまひてむ。

◇　「わざわざとではなく、この方々に一度お見せしたら、きっと熱心になるにちがいなかろう。

■　人ひとのありさまをも知しる人ひとは、ことにこそあるべけれ」

◇　女性の美しさが分かる人は、特に格別であろう」

■　など思おぼして、いといつくしくはもてなしたまはず4、今いまめかしくをかしきやうに、もの好ごのみせさせて、人ひとの心こころつけむたより多おほくつくりなしたまふ。

◇　などとお思いになって、はなはだ威厳ばってはお扱いにならず、今風で趣あるように、しゃれた暮らしをさせて、人が熱心になるような工夫を沢山凝らしていらっしゃる。


1? 【やむごとなきよりは】北の方雲居雁腹の娘をさす。

2 【わざとはなくて】以下「こそあるべけれ」まで、夕霧の心中。

3 【この人びとに】匂宮や薫をさす。

4 【いといつくしくはもてなしたまはず】『完訳』は「箱入り娘の扱いでなく、男たちが近づきやすいようにした」と注す。


第七段　六条院の賭弓の還饗

匂兵部卿．２．７．１

■　賭弓のりゆみの還饗かへりあるじのまうけ1、六条ろくでうの院ゐんにていと心こころことにしたまひて、親王みこをもおはしまさせむの心こころづかひしたまへり。

◇　賭弓の還饗の準備を、六条院で特別念入りになさって、親王方もご招待しようとのお心づもりをしていらっしゃった。


1 【賭弓の還饗のまうけ】正月十八日、弓場殿で帝の臨席のもとに催される競射。その後の勝者が設ける饗宴。河海抄「女郎花花の名ならぬ物ならば何かは君がかざしにもせむ」（後撰集秋中、三四八、三条右大臣）を指摘。


匂兵部卿．２．７．２

■　その日ひ、親王みこたち、大人おとなにおはするは、皆みなさぶらひたまふ。

◇　その当日、親王方で、大人でいらっしゃる方は、みな伺候なさる。

■　后腹きさいばらのは1、いづれともなく、気高けだかくきよげにおはします中なかにも、この兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやは、げにいとすぐれてこよなう見みえたまふ。

◇　后腹の方は、どの方もどの方も、気高く美しそうにいらっしゃる中でも、この兵部卿宮は、ほんとうにたいそう素晴らしくこの上なくお見えになる。

■　四しの親王みこ、常陸宮ひたちのみやと聞きこゆる2、更衣腹かういばらのは、思おもひなしにや、けはひこよなう劣おとりたまへり。

◇　四の親王で、常陸宮と申し上げる方は、更衣腹である方は、思いなしか、感じが格段に劣っていらっしゃった。


1 【后腹のは】明石中宮腹の親王をさす。

2 【四の親王常陸宮と聞こゆる】第四親王で常陸宮と申し上げる方。後に「宿木」巻に登場する。


匂兵部卿．２．７．３

■　例れいの、左ひだり、あながちに勝かちぬ。

◇　いつものように、左方が、一方的に勝った。

■　例れいよりは、とくこと果はてて、大将だいしゃうまかでたまふ1。

◇　いつもよりは、早く賭弓が終わって、大将が退出なさる。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、常陸宮ひたちのみや、后腹きさきばらの五ごの宮みやと、一ひとつ車くるまに招まねき乗のせたてまつりて、まかでたまふ。

◇　兵部卿宮、常陸宮、后腹の五の宮と、同じお車にお招き乗せ申し上げて、退出なさる。

■　宰相中将さいしゃうのちゅうじゃうは、負方まけかたにて、音おとなくまかでたまひにけるを2、

◇　宰相中将は、負方で、静かに退出なさったが、


1 【大将まかでたまふ】左大将夕霧。饗宴の準備のため退出する。

2 【宰相中将は負方にて音なくまかでたまひにけるを】『完訳』は「薫。負方は早出するのが常で、饗宴に出席する資格もない」と注す。


匂兵部卿．２．７．４

■　「親王みこたちおはします1御送おほむおくりには、参まゐりたまふまじや」

◇　「親王方がいらっしゃるお送りに、お出でになりませんか」


1 【親王たちおはします】以下「参りたまふまじや」まで、夕霧の詞。負方の薫を六条院の饗宴に誘う。


匂兵部卿．２．７．５

■　と、おしとどめさせて、御子おほむこの右衛門督1うゑもんのかみ、権中納言ごんのちゅうなごん、右大弁うだいべんなど、さらぬ上達部かむだちめあまた、これかれに乗のりまじり、誘いざなひ立たてて、六条ろくでうの院ゐんへおはす。

◇　と、退出をおし止めなさって、ご子息の衛門督を、権中納言、右大弁など、それ以外の上達部が大勢、あれこれの車に乗り合って、誘い合って、六条院へいらっしゃる。


1 【右衛門督】大島本は「右衛門のかミ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「衛門督」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


匂兵部卿．２．７．６

■　道みちのややほど経ふるに、雪ゆきいささか散ちりて、艶えんなるたそかれ時どきなり1。

◇　道中やや時間のかかるうちに、雪が少し降って、優艶な黄昏時である。

■　物もの音のねをかしきほどに吹ふき立たて遊あそびて入いりたまふを、

◇　笛の音色を美しく吹き立てながらお入りなると、

■　「げに、ここをおきて2、いかならむ仏ほとけの国くににかは、かやうの折節をりふしの心こころやり所どころを求もとめむ」

◇　「なるほど、ここを措いて、どのような仏の国が、このような時の楽しみ場所を求めることができようか」

■　と見みえたり。

◇　と見えた。


1 【雪いささか散りて艶なるたそかれ時なり】『完訳』「早春の雪。春浅いころの、ほのぼの浮きたつようなたそがれ時」と注す。

2 【げにここをおきて】以下「所を求めむ」まで、六条院への来客たちの感想。


匂兵部卿．２．７．７

■　寝殿しんでんの南みなみの廂ひさしに1、常つねのごと南向みなみむきに、中少将着ちゅうせうしゃうつきわたり、北向きたむきにむかひて2、垣下ゑがの親王みこたち、上達部かむだちめの御座おましあり。

◇　寝殿の南の廂間に、いつものように南向きに、中将少将がずらりと着座し、北向きに対座して、垣下の親王方、上達部のお座席がある。

■　御土器おほむかはらけなど始はじまりて、ものおもしろくなりゆくに、

◇　お盃の事などが始まって、何となく座がはずんでくると、

■　「求子もとめご」

◇　「求子」

■　舞まひて、かよる袖そでどものうち返かへす羽風はかぜに、御前近おまへちかき梅むめの、いといたくほころびこぼれたる匂にほひの、さとうち散ちりわたれるに、例れいの、中将ちゅうじゃうの御薫おほむかをり3の、いとどしくもてはやされて、いひ知しらずなまめかし。

◇　を舞って、翻る袖の数々をあおる羽風に、お庭先の梅がすっかり満開になっている薫りが、さっと一面に漂って来ると、いつものように、中将の薫りが、ますます素晴らしく引き立てられて、何とも言えないほど優美である。

■　はつかにのぞく女房にょうばうなども、

◇　わずかに覗いている女房なども、

■　「闇やみはあやなくS10,4、心こころもとなきほどなれど、香かにこそ、げに似にたるS11ものなかりけれ5」

◇　「闇ははっきりせず、見たいものだが、あの薫りは、なるほど他に似たものがありませんね」

■　と、めであへり。

◇　と、誉め合っていた。


S10 春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる（古今集春上-四一　凡河内躬恒）

S11 降る雪に色はまがひぬ梅の花香にこそ似たる物なかりけれ（拾遺集春-一四　凡河内躬恒）

1 【寝殿の南の廂に】六条院の南町の寝殿の南廂間。

2 【北向きにむかひて】大島本は「むかひて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「むかへて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【中将の御薫り】薫の身体の芳香。

4 【闇はあやなく】以下「ものなかりけれ」まで、女房の詞。『源氏釈』は「春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる」（古今集春上、四一、躬恒）を指摘。

5 【香にこそげに似たるものなかりけれ】『源氏釈』は「降る雪に色はまがひぬ梅の花香にこそ似たる物なかりけれ」（拾遺集春、一四、躬恒）を指摘。


匂兵部卿．２．７．８

■　大臣おとども、いとめでたしと見みたまふ。

◇　大臣も、たいそう立派だと御覧になる。

■　容貌用意かたちよういも、常つねよりまさりて、乱みだれぬさまに収をさめたるを見みて、

◇　ご器量やお振る舞いも、いつも以上で、行儀正しく澄ましているのを見て、

匂兵部卿．２．７．９

■　「右みぎの中将すけも声加こゑくはへたまへや。

◇　「右の中将も一緒にお歌いになりませんか。

■　いたう客人まらうとだたしや」

◇　とてもお客人ぶっていますね」

匂兵部卿．２．７．１０

■　とのたまへば、憎にくからぬほどに、

◇　とおっしゃるので、無愛想にならない程度に、

■　「神かみのます」

◇　「神のます」

■　など1。

◇　などと。


1 【神のますなど】薫の詞。「神のます」は風俗歌「八少女」の歌句。『花鳥余情』は「此結句は若菜下巻のおなし筆法也」と指摘。『全書』は「ここに脱文ある如く装ってゐるが、恐らくこの巻の作者の所為であらう。余情を深からしめる技巧の一種」と注す。



４３． 紅梅 (こうばい)

第一章　紅梅大納言家の物語　娘たちの結婚を思案

第一段　按察使大納言家の家族

紅梅．１．１．１

■　そのころ1、按察使大納言あぜちのだいなごんと聞きこゆるは、故致仕こちじの大臣おとどの二郎じろうなり。

◇　そのころ、按察使大納言と申し上げる方は、故致仕の大臣の次男である。

■　亡うせたまひにし右衛門督うゑもんのかみのさしつぎよ2。

◇　お亡くなりになった衛門督のすぐ次の方であるよ。

■　童わらはより3らうらうじう、はなやかなる心こころばへものしたまひし人ひとにて、なりのぼりたまふ年月としつきに添そへて、まいていと世よにあるかひあり、あらまほしうもてなし、御おほむおぼえ4いとやむごとなかりける。

◇　子供の時から利発で、はなやかな性質をお持ちだった人で、ご出世なさるに年月とともに、今まで以上にいかにも羽振りがよく、理想的なお暮らしぶりで、帝の御信望もまことに厚いものであった。


1 【そのころ】『集成』は「漠然と時を指定する書き方。物語の冒頭の形式「今は昔」「昔」などに准ずるもので、後の橋姫、宿木、手習に同じ書き出しが見られる」。『完訳』は「語り出しの常套句。後文から、前巻より三、四年後と分る」。『新大系』は「匂宮巻と同じころで、夕霧右大臣の時代。「その比」で始まる巻として、他に橋姫・宿木・手習巻があり、続篇物語の際立った特徴。前帖に対して全く新しい人間関係の提示の際の常套句」と注す。

2 【さしつぎよ】「よ」間投助詞。語り手の口吻。

3 【童より】「賢木」巻に初登場、以後、「行幸」「夕霧」巻にも登場。

4 【御おぼえ】帝の御信望。


紅梅．１．１．２

■　北きたの方二人かたふたりものしたまひしを、もとよりのは1亡なくなりたまひて、今いまものしたまふは、後のちの太政大臣2おほきおとどの御女おほむむすめ、真木柱離まきばしらはなれがたくしたまひし君きみを、式部卿宮しきぶきゃうのみやにて3、故兵部卿親王こひゃうぶきゃうのみこに4あはせたてまつりたまへりしを、親王亡みこうせたまひてのち、忍しのびつつ通かよひたまひしかど、年月経としつきふれば、えさしも憚はばかりたまはぬなめり。

◇　北の方が二人いらっしゃったが、最初の方はお亡くなりになって、今いらっしゃる方は、後太政大臣の姫君で、真木柱を離れがたくなさった姫君を、式部卿宮家の姫として、故兵部卿の親王に御縁づけ申し上げなさったが、親王がお亡くなりになって後、人目を忍んではお通いになったが、年月がたったので、世間に遠慮することもなくなったようである。


1 【もとよりのは】系図不詳の人。

2 【後の太政大臣】鬚黒。彼の太政大臣への昇進と死去の年月は不明。

3 【式部卿宮にて】祖父の式部卿宮が引き取って、宮家の姫君として、の意。

4 【故兵部卿親王に】蛍兵部卿宮に。


紅梅．１．１．３

■　御子みこは、故北こきたの方かたの御腹おほむはらに、二人ふたりのみぞおはしければ、さうざうしとて、神仏かみほとけに祈いのりて、今いまの御腹おほむはらにぞ、男君一人2をとこぎみひとりまうけたまへる。

◇　お子様は、亡くなった北の方に、二人だけいらっしゃったので、寂しいと思って、神仏に祈って、今の北の方に、男君を一人お儲けになっていた。

■　故宮こみやの3御方おほむかたに、女君一所4をむなぎみひとところおはす。

◇　故宮との間に、女君がお一人いらっしゃる。

■　隔へだてわかず、いづれをも同おなじごと、思おもひきこえ交かはしたまへるを、おのおの御方おほむかたの人ひとなどは、うるはしうもあらぬ心こころばへ5うちまじり、なまくねくねしきことも出いで来くる時々ときどきあれど、北きたの方かた、いと晴はれ晴ばれしく今いまめきたる人ひとにて、罪つみなく取とりなし、わが御方おほむかたざまに苦くるしかるべきことをも6、なだらかに聞ききなし、思おもひ直なほしたまへば、聞ききにくからでめやすかりけり。

◇　分け隔てをせず、どちらも同じようにかわいがり申し上げなさっているが、それぞれの御方の女房などは、きれい事には行かない気持ちも交じって、厄介なもめ事も出てくる時があるが、北の方が、とても明朗で現代的な人で、無難にとりなし、ご自分に辛いようなことも、穏やかに聞き入れ、よく解釈し直していらっしゃるので、世間に聞き苦しい事なく無難に過ごしているのであった。


1? 【女二人のみぞ】大君（麗景殿女御）と中の君。

2 【男君一人】大夫の君と呼称される。

3 【故宮の】故蛍兵部卿宮と真木柱姫君との間に。

4 【女君一所】宮の御方と呼称される。

5 【うるはしうもあらぬ心ばへ】『集成』は「きれい事では割り切れぬ思い」。『完訳』は「公正に物事を処理できぬ身びいき。嫉妬し不信を抱き合う」と注す。

6 【わが御方ざまに苦しかるべきことをも】連れ子の宮の御方に関する事。


第二段　按察使大納言家の三姫君

紅梅．１．２．１

■　君きみたち、同おなじほどに、すぎすぎおとなびたまひぬれば、御裳おほむもなど着きせたてまつりたまふ。

◇　姫君は、同じ年頃で、次々と大きくおなりになったので、御裳着などお着せ申し上げなさる。

■　七間しちけんの寝殿しんでん、広ひろく大おほきに造つくりて、南面みなみおもてに、大納言殿だいなごんどの、大君おほいきみ、西にしに中なかの君きみ、東ひむがしに宮みやの御方おほむかたと、住すませたてまつりたまへり。

◇　七間の寝殿を、広く大きく造って、南面に、大納言殿と大君、西面に中の君、東面に宮の御方と、お住ませ申し上げなさるのであった。

紅梅．１．２．２

■　おほかたにうち思おもふほどは、父宮ちちみやのおはせぬ心苦こころぐるしきやうなれど1、こなたかなたの御宝物2多おほむたからものおほくなどして、うちうちの儀式ぎしきありさまなど、心こころにくく気高けだかかくなどもてなして、けはひあらまほしくおはす。

◇　おおかたの想像では、父宮がいらしゃらないお気の毒なようであるが、祖父宮方と父宮方とからの御宝物がたくさんあったりして、内々の儀式や普段の生活など、奥ゆかしく気品のあるお暮らしぶりで、その様子は申し分なくいらっしゃる。


1 【父宮のおはせぬ心苦しきやうなれど】宮の御方には父螢兵部卿宮がいない気の毒さ。

2 【こなたかなたの御宝物】父蛍宮や母方の曾祖父式部卿宮から贈られた宝物。


紅梅．１．２．３

■　例れいの、かくかしづきたまふ聞きこえありて、次々つぎつぎに従したがひつつ聞きこえたまふ人多ひとおほく、

◇　例によって、このように大切になさっているという評判が立って、次々と申し込みなさる方が多く、

■　「内裏、春宮うちとうぐうより1御みけしきあれど、内裏うちには中宮ちゅうぐうおはします。

◇　「帝や、春宮からも御内意はあるが、帝には中宮がいらっしゃる。

■　いかばかりの人ひとかは、かの御おほむけはひに並ならびきこえむ。

◇　どれほどの方が、あのお方にご比肩申せよう。

■　さりとて、思おもひ劣おとり卑下ひげせむもかひなかるべし。

◇　そうかといって、及ばないと諦めて卑下するのも、宮仕えする甲斐がないだろう。

■　春宮とうぐうには、右大臣殿うだいじんどのの女御にょうごP1、並ならぶ人ひとなげにてさぶらひたまふは、きしろひにくけれど、さのみ言いひてやは。

◇　春宮には、右大臣殿の女御が、並ぶ人がないように伺候していらっしゃるのは、競い合いにくいが、そうとばかり言っていられようか。

■　人ひとにまさらむと思おもふ女子をむなごを、宮仕みやづかへに思おもひ絶たえては、何なにの本意ほいかはあらむ」

◇　人よりすぐれているだろうと思う姫君を、宮仕えに出すことを諦めてしまっては、何の望みがあろうか」

■　と思おぼしたちて、参まゐらせたてまつりたまふ。

◇　とご決意なさって、入内させ申し上げなさる。

■　十七じふしち、八はちのほどにて、うつくしう、匂にほひ多おほかる容貌かたちしたまへり。

◇　十七、八歳のほどで、かわいらしく、派手やかな器量をしていらっしゃった。


P1 右大臣殿の女御--*右大（大/+臣〈朱〉）の

1 【内裏春宮より】今上帝（朱雀院の皇子）と東宮（今上の第一皇子、母明石の中宮）。以下「何の本意かはあらむ」まで、紅梅大納言の心中。


紅梅．１．２．４

■　中なかの君きみも、うちすがひて、あて緩になまめかしう、澄すみたるさまはまさりて、をかしうおはすめれば、ただ人うどにては、あたらしく見みせま憂うき御おほむさまを、

◇　中の君も、引き続いて、上品で優美で、すっきり落ち着いた点では大君に勝って、美しくいらっしゃるようなので、臣下の人では、惜しく気が進まないご器量なのを、

■　「兵部卿宮ひゃうぶきゃうの、さも思おぼしたらば」

◇　「兵部卿宮が、そのように望んでくださったら」

■　など思おぼしたる。

◇　などとお思いになっていた。

■　この若君わかぎみを2、内裏うちにてなど見みつけたまふ時ときは3、召めしまとはし、戯たはぶれ敵がたきにしたまふ。

◇　この若君を、宮中などで御覧になる時は、お召しまとわせ、遊び相手になさっている。

■　心こころばへありて、奥推おくおし量はからるるP2まみ額ひたひつきなり。

◇　利発であって、将来の期待される目もとや額つきである。


P2 推し量らるる--おしは（は/+から〈朱〉）るゝ

1? 【兵部卿の宮のさも思しよらば】紅梅大納言の心中。

2 【この若君を】紅梅大納言と真木柱の子、大夫の君。大君や中君とは異腹の兄弟。

3 【内裏にてなど見つけたまふ時は】主語は匂宮。


紅梅．１．２．５

■　「せうとを見みて1のみはえやまじと、大納言だいなごんに申まをせよ」

◇　「弟と付き合うだけでは終わりたくないと、大納言に申し上げよ」

■　などのたまひかくるを、

◇　などとお話しかけになるので、

■　「さなむ」

◇　「しかじか」

■　と聞きこゆれば、うち笑ゑみて、

◇　と申し上げると、微笑んで、

■　「いとかひあり2」

◇　「まことにその甲斐があった」

■　と思おぼしたり。

◇　と思いになっていた。


1 【せうとを見て】以下「大納言に申せよ」まで、匂宮の詞。姉にも逢いたい、の意。大夫の君には異腹の姉の大君（東宮の麗景殿女御）、中君と同父の姉の宮の御方とがいる。匂宮は連れ子の宮の御方に関心がある。

2 【いとかひあり】紅梅大納言の心中。匂宮が中君に関心を寄せているものと思い喜ぶ。しかし、匂宮は宮の御方に関心がある。


紅梅．１．２．６

■　「人ひとに劣おとらむ宮仕みやづかひよりは1、この宮みやにこそは、よろしからむ女子をむなごは見みせたてまつらまほしけれ。

◇　「人に負けるような宮仕えよりは、この宮にこそ、人並みの姫君は差し上げたいものだ。

■　心こころゆくにまかせて、かしづきて見みたてまつらむに、命延いのちのびぬべき宮みやの御おほむさまなり」

◇　思いのままにまかせて、お世話申し上げることになったら、寿命もきっと延びる気がする宮のご様子である」


1 【人に劣らむ宮仕ひよりは】以下「宮の御さまなり」まで、紅梅大納言の詞。


紅梅．１．２．７

■　とのたまひながら、まづ、春宮とうぐうの御おほむことをいそぎたまひて1、

◇　とおっしゃりながら、まず、春宮への御入内の事をお急ぎになって、

■　「春日かすがの神かみの御おほむことわりも2、わが世よにやもし出いで来きて、故大臣こおとどの、院ゐんの女御3にょうごの御おほむことを、胸むねいたく思おぼしてやみにし慰なぐさめのこともあらなむ」

◇　「春日の神の御神託も、わが世にもしや現れ出て、故大臣が、院の女御の御事を、無念にお思いのまま亡くなってしまったお心を慰めることがあってほしい」

■　と、心こころのうちに祈いのりて、参まゐらせたてまつりたまひつ。

◇　と、心中に祈って、入内させなさった。

■　いと時ときめきたまふよし、人ひとびと聞きこゆ。

◇　たいそう御寵愛である由を、人びとはお噂申す。


1 【春宮の御ことをいそぎたまひて】大君の東宮への入内。

2 【春日の神の御ことわりも】以下「慰めのこともあらなむ」まで、紅梅大納言の心中。藤原氏から皇后が立后するという神託。

3 【故大臣の院の女御】紅梅大納言の父、故太政大臣の娘の冷泉帝の弘徽殿女御は、源氏の養女の秋好中宮に立后された悔しい思いがある。


紅梅．１．２．８

■　かかる御おほむまじらひの馴なれたまはぬほどに、はかばかしき御後見おほむうしろみなくてはいかがとて、北きたの方添かたそひて1さぶらひたまへば、まことに限かぎりもなく思おもひかしづき、後見うしろみきこえたまふ。

◇　このような後宮生活にお馴れにならないうちは、しっかりしたご後見がなくてはどんなものかと、北の方が付き添っていらっしゃるので、ほんとうにこの上もなく大切に思って、ご後見申し上げなさる。


1 【北の方添ひて】紅梅大納言の北の方、真木柱。継母が後見。


第三段　宮の御方の魅力

紅梅．１．３．１

■　殿とのは、つれづれなる心地ここちして、西にしの御方おほむかたは1、一ひとつに慣ならひたまひて2、いとさうざうしくながめたまふ。

◇　殿は、所在ない心地がして、西の御方は、一緒でいることに馴れていらっしゃたので、とても寂しく物思いに沈んでいらっしゃる。

■　東ひむがしの姫君ひめぎみも3、うとうとしくかたみにもてなしたまはで、夜々よるよるは一所ひとところに大殿籠おほとのごもり、よろづの御おほむこと習ならひ、はかなき御遊おほむあそびわざをも、こなたを師しのやうに4思おもひきこえてぞ、誰たれも5習ならひ遊あそびたまひける。

◇　東の姫君も、よそよそしくお互いになさらず、夜々は同じ所にお寝みになり、いろいろなお稽古事を習い、ちょっとしたお遊び事なども、こちらを先生のようにお思い申し上げて、大君も中の君も習ったり遊んだりしていらっしゃった。


1 【西の御方は】中君。

2 【一つに慣らひたまひて】姉の大君と一緒にいることに慣れていた。

3 【東の姫君も】宮の御方。継母の真木柱と先夫蛍兵部卿宮との間の娘、連れ子。

4 【こなたを師のやうに】宮の御方を師匠のようにして。

5 【誰れも】大君や中君をさす。


紅梅．１．３．２

■　もの恥はぢを世よの常つねならずしたまひて1、母北ははきたの方かたにだに、さやかにはをさをささし向むかひたてまつりたまはず、かたはなるまでもてなしたまふものから、心こころばへけはひの埋むもれたるさまならず、愛敬あいぎゃうづきたまへること、はた、人ひとよりすぐれたまへり。

◇　人見知りを世間の人以上になさって、母北の方にさえ、ちゃんとお顔をお見せ申し上げることもなさらず、おかしなほど控え目でいらっしゃる一方で、気立てや雰囲気が陰気なところはなく、愛嬌がおありであることは、それは、誰よりも優れていらっしゃった。


1 【もの恥ぢを世の常ならずしたまひて】主語は宮の御方。以下、宮の御方の性格描写が続く。


紅梅．１．３．３

■　かく、内裏参うちまゐりや何なにやと、わが方かたざまをのみ思おもひ急いそぐやうなるも、心苦こころぐるしなど思おぼして1、

◇　このように、春宮への入内や何やかやと、ご自分の姫君のことばかり考えてご準備するのも、お気の毒だとお思いになって、


1 【わが方ざまをのみ思ひ急ぐやうなるも心苦しなど思して】主語は紅梅大納言。


紅梅．１．３．４

■　「さるべからむさまに1思おぼし定さだめてのたまへ。

◇　「適当なご縁談をお考えになっておっしゃってください。

■　同おなじこととこそは、仕つかうまつらめ」

◇　同じように、お世話いたしましょう」


1 【さるべからむさまに】以下「仕うまつらめ」まで、紅梅大納言の詞。


紅梅．１．３．５

■　と、母君ははぎみにも聞きこえたまひけれど、

◇　と、母君にも申し上げなさったが、

紅梅．１．３．６

■　「さらにさやうの1世よづきたるさま、思おもひ立たつべきにもあらぬけしきなれば、なかなかならむことは、心苦こころぐるしかるべし。

◇　「まったくそのような結婚の事は、考えようともしない様子なので、なまじっかの結婚は、気の毒でしょう。

■　御宿世おほむすくせにまかせて、世よにあらむ限かぎりは2見みたてまつらむ。

◇　ご運命にまかせて、自分が生きている間はお世話申そう。

■　後のちぞあはれにうしろめたけれど、世よを背そむく方かたにても3、おのづから人笑ひとわらへに、あはつけきこばなくて、過すぐしたまはなむ」

◇　死後はかわいそうで心配ですが、出家してなりとも、自然と人から笑われ、軽薄なことがなくて、お過ごしになってほしい」


1 【さらにさやうの】以下「過ぐしたまはなむ」まで、母北の方真木柱の詞。

2 【世にあらむ限りは】自分が生きているうちは。

3 【世を背く方にても】宮の御方が。『集成』は「出家して尼になるなりして、それなりに、人の物笑いになるような、軽はずみな失態を犯すことなくお過しになってほしいものです。つまらぬ男と浮き名の立つようなことはあってほしくない、と言う。父兵部卿の宮がいないというひけ目が、母にも適当な縁組を断念させているのであろう」と注す。


紅梅．１．３．７

■　など、うち泣なきて、御心みこころばせの思おもふやうなることをぞ1聞きこえたまふ。

◇　などと、ちょっと泣いて、宮のご性質が立派なことを申し上げなさる。


1 【御心ばせの思ふやうなることをぞ】宮の御方のすぐれた性質をいう。


紅梅．１．３．８

■　いづれも分わかず親おやがりたまへど1、御容貌おほむかたちを見みばやとゆかしう思おぼして、

◇　どの娘も分け隔てなく親らしくなさるが、ご器量を見たいと心動かされて、

■　「隠かくれたまふこそ心憂こころうけれ」

◇　「お顔をお見せにならないのが辛いことだ」

■　と恨うらみて、

◇　と恨んで、

■　「人知ひとしれず、見みえたまひぬべしや」

◇　「こっそりと、お見えにならないか」

■　と、覗のぞきありきたまへど、絶たえてかたそばをだに、え見みたてまつりたまはず。

◇　と、覗いて回りなさるが、全然ちらりとさえお見せにならない。


1 【いづれも分かず親がりたまへど】紅梅大納言は実子も連れ子も同じように扱う。


紅梅．１．３．９

■　「上うへおはせぬほどは1、立たち代かはりて参まゐり来くべきを、うとうとしく思おぼし分わくる御みけしきなれば、心憂こころうくこそ」

◇　「母上がいらっしゃらない間は、代わってわたしが参りますが、よそよそしく分け隔てなさるご様子なので、辛いことです」


1 【上おはせぬほどは】以下「心憂くこそ」まで、紅梅大納言の詞。母上は大君と共に宮中にいる。


紅梅．１．３．１０

■　など聞きこえ、御簾みすの前まへにゐたまへば、御おほむいらへなど、ほのかに聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げて、御簾の前にお座りになるので、お返事などを、かすかに申し上げなさる。

■　御声おほむこゑけはひなど、あてにをかしう、さま容貌思かたちおもひやられて、あはれにおぼゆる人ひとの御みありさまなり。

◇　お声、様子など、上品で美しく、容姿や器量が想像されて、立派だと感じられるご様子の人である。

■　わが御姫君おほむひめぎみP3たちを、人ひとに劣おとらじと思おもひおごれど、

◇　ご自分の姫君たちを、誰にも負けないだろうと自慢に思っているが、

■　「この君きみに、えしも1まさらずやあらむ。

◇　「この姫君には、とても勝てないだろうか。

■　かかればこそ、世よの中なかの広ひろきうちはわづらはしけれ。

◇　こうだからこそ、世間付き合いの広い宮中は厄介なのだ。

■　たぐひあらじと思おもふに、まさる方かたも、おのづからありぬべかめり」

◇　二人といまいと思うのに、それ以上の方も自然といることだろう」

■　など、いとどいぶかしう思おもひきこえたまふ。

◇　などと、ますます気がかりにお思い申し上げになさる。


P3 御姫君--（/+御〈朱〉）姫君

1 【この君にえしも】以下「ありぬべかめり」まで、紅梅大納言の心中。


第四段　按察使大納言の音楽談義

紅梅．１．４．１

■　「月つきごろ、何なにとなく1もの騒さわがしきほどに、御琴おほむことの音ねをだにうけたまはらで久ひさしうなりはべりにけり。

◇　「ここ幾月、何となくごたごたしていたが、お琴の音さえ聴かせて戴かないで久しくなってしまった。

■　西にしの方かたにはべる人ひとは、琵琶びはを心こころに入いれてはべる2、さもまねび取とりつべくやおぼえはべらむ。

◇　西の方におります人は、琵琶に熱心でございますが、そのように上手に習得できると思っているのでしょうか。

■　なまかたほにしたるに、聞ききにくきものの音ねがらなり。

◇　中途半端にしたのでは、聞きにくい楽器の音色です。

■　同おなじくは、御心みこころとどめて教をしへさせたまへ。

◇　同じことなら、十分に念を入れて教えて上げてください。


1 【月ごろ何となく】以下「御琴参れ」まで、紅梅大納言の詞。

2 【琵琶を心に入れてはべる】中君は宮の御方から琵琶を習っている。『源氏物語』では琵琶は皇族の血を引く人がよく弾く楽器として登場。源典侍、明石御方、蛍兵部卿宮、宇治大君など。


紅梅．１．４．２

■　翁おきなは、とりたてて習ならふものはべらざりしかど、そのかみ、盛さかりなりし世よに遊あそびはべりし力ちからにや、聞きき知しるばかりのわきまへは、何なにごとにもいとつきなうはべらざりしを、うちとけても遊あそばさねど1、時々ときどきうけたまはる御琵琶おほむびはの音ねなむ、昔むかしおぼえはべる2。

◇　老人は、特別に習ったものはございませんでしたが、その昔、盛りだったころに合奏に加わったお蔭でしょうか、演奏の上手下手を聞き分ける程度の区別は、どのような楽器にもひどく不案内ということはございませんでしたが、気を許してお弾きになりませんが、時々お聴きするあなたの琵琶の音色は、昔が思い出されます。


1 【うちとけても遊ばさねど】主語は、あなた宮の御方。敬語表現。

2 【昔おぼえはべる】『集成』は「昔の世の音色そのままと思われます。昔の名手にも劣らないと、ほめる。尚古思想である」。『完訳』は「往年の琵琶の第一人者は宮の御方の実父蛍宮。ここはそれを回顧しない」と注す。


紅梅．１．４．３

■　故六条院ころくでうの御伝ゐんのおほむつたへにて、右みぎの大臣おとどなむ、このころ世よに残のこりP4たまへる。

◇　故六条院のご伝授では、右大臣が、今でも世に残っていらっしゃいます。

■　源中納言げんちゅうなごん、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、何なにごとにも、昔むかしの人ひとに劣おとるまじう、いと契ちぎりことにものしたまふ人ひとびとにて、遊あそびの方かたは、取とり分わきて心こころとどめたまへるを、手てづかひすこしなよびたる撥音ばちおとなどなむ、大臣おとどには及およびたまはずと思おもうたまふるを、このP5御琴おほむことの音ねこそ1、いとよくおぼえたまへれ。

◇　源中納言、兵部卿宮は、どのようなことでも、昔の人に負けないほど、まことに前世からの因縁が格別でいらっしゃる方々で、音楽の方面は、特別に熱心でいらっしゃるので、手さばきの少し弱々しい撥の音などが、大臣には負けていらっしゃると存じておりますが、このお琴の音色は、とてもよく似ていらっしゃいます。


P4 残り--のこる（る/＄り〈朱〉）

P5 この--（/+此〈朱〉）

1 【この御琴の音こそ】あなたの琴の音色は。琴は総称、琵琶をさす。


紅梅．１．４．４

■　琵琶びは、押手はおしてしづやかなるをよきにするものなるに、柱ぢゅうさすほど、撥音ばちおとのさま変かはりて、なまめかしう聞きこえたるなむP6、女をむなの御おほむことにて、なかなかをかしかりける。

◇　琵琶は、押し手を静かにするのを上手とする都言いますが、柱を据えた時、撥の音の様子が変わって、優美に聞こえるのが、女性のお琴としては、かえって結構なものです。

■　いで、遊**ばさむや。

◇　さあ、合奏なさいませんか。

■　御琴参おほむことまゐれ」

◇　お琴を持って参れ」

◆　 
びは は、 おして しづやか なる を よき に する もの なる に、 ぢゅう さす ほど、 ばち-おと の さま かはり て、 なまめかしう きこえ たる なむ、 をむな の おほむ-こと にて、 なか-なか をかしかり ける。 いで、 あそば む や? おほむ-こと まゐれ。"


P6 たるなむ--*たる


紅梅．１．４．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　女房にょうばうなどは、隠かくれたてまつるも1をさをさなし。

◇　女房などは、お隠れ申している者はほとんどいない。

■　いと若わかき上臈じゃうらふだつが、見みえたてまつらじと思おもふはしも、心こころにまかせてゐたれば、

◇　たいそう若い上臈ふうの女房が、姿をお見せ申し上げまいと思っているのは、勝手に奥に座っているので、

■　「さぶらふ人ひとさへかくもてなすが、やすからぬ2」

◇　「お側の女房までがこのように気ままに振る舞うのが、おもしろくない」

■　と腹立はらだちたまふ。

◇　と腹をお立てになる。


1 【隠れたてまつるも】紅梅大納言に対しての敬意。

2 【さぶらふ人さへかくもてなすがやすからぬ】紅梅大納言の詞。『完訳』は「宮の御方への当てつけがましい言葉」と注す。


第二章　匂兵部卿の物語　宮の御方に執心

第一段　按察使大納言、匂宮に和歌を贈る

紅梅．２．１．１

■　若君1わかぎみ、内裏うちへ参まゐらむと、宿直姿とのゐすがたにて参まゐりたまへる、わざとうるはしきみづらよりも、いとをかしく見みえて、いみじううつくしと思おぼしたり。

◇　若君は、宮中へ参内しようと、宿直姿で参上なさったが、特別にきちんとした角髪よりも、とても美しく見えて、たいそうかわいいとお思いになっていた。

■　麗景殿れいけいでんに2、御おほむことづけ聞きこえたまふ。

◇　麗景殿に、おことづけを申し上げなさる。


1 【若君】紅梅大納言と真木柱の子、宮の御方の異父弟。

2 【麗景殿に】紅梅大納言の大君。


紅梅．２．１．２

■　「譲ゆづりきこえて1、今宵こよひもえ参まゐるまじく、悩なやましく、など聞きこえよ」

◇　「お任せ申して、今夜も参ることができない、気分が悪いのだ、などと申し上げよ」

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

■　「笛ふえすこし2仕つかうまつれ。

◇　「笛を少しおつとめ申せ。

■　ともすれば、御前おまへの御遊おほむあそびに召めし出いでらるる、かたはらいたしや3。

◇　どうかすると、御前の御合奏に召し出されるが、はらはらさせられることだ。

■　まだいと若わかき笛ふえを4」

◇　まだとても未熟な笛なので」


1 【譲りきこえて】以下「聞こえよ」まで、紅梅大納言の詞。若君への伝言。「譲りきこえ」の相手は、大君に付き添っている北の方。

2 【笛すこし】以下「若き笛を」まで、紅梅大納言の詞。

3 【かたはらいたしや】『完訳』は「卑下しながらも自慢する」と注す。

4 【若き笛を】「を」間投助詞、詠嘆の気持ち。


紅梅．２．１．３

■　とうち笑ゑみて、双調吹さうでうふかせたまふ1。

◇　とほほ笑んで、双調を吹かせなさる。

■　いとをかしう吹ふいたまへば、

◇　たいそう美しくお吹きになるので、


1 【双調吹かせたまふ】「せ」使役の助動詞。紅梅大納言が若君に。


紅梅．２．１．４

■　「けしうはあらずなりゆくは1、このわたりにて2、おのづから物ものに合あはするけなり。

◇　「まままあになって行くのは、この辺りで、何かの折りに合奏するからであろう。

■　なほ、掻かき合あはせさせたまへ」

◇　ぜひ、お琴をお弾き合わせ頂きたい」


1 【けしうはあらずなりゆくは】以下「掻き合はせさせたまへ」まで、紅梅大納言の詞、後半は宮の御方への詞。

2 【このわたりにて】宮の御方をさす。


紅梅．２．１．５

■　と責せめきこえたまへば、苦くるしと思おぼしたるけしきながら、爪弾つまびきにいとよく合あはせて、ただすこし掻かき鳴ならいたまふ。

◇　とお責め申し上げなさるので、辛いとお思いの様子であるが、爪弾きにとてもよく合わせて、ただ少し掻き鳴らしなさる。

■　皮笛かはぶえ、ふつつかに馴なれたる声こゑして1、この東ひむがしのつまに、軒近のき紅梅ちかきこうばいの、いとおもしろく匂にほひたるを見みたまひて、

◇　口笛を、太い音で物馴れた声して吹いて、この東の端に、軒に近い紅梅が、たいそう美しく咲き匂っているのを御覧になって、


1 【皮笛ふつつかに馴れたる声して】主語は紅梅大納言。口笛を吹く。


紅梅．２．１．６

■　「御前おまへの花1はな、心こころばへありて見みゆめり。

◇　「お庭先の梅が、風情あるように見える。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、内裏うちにおはすなり。

◇　兵部卿宮は、宮中にいらっしゃるそうだ。

■　一枝折ひとえだをりて参まゐれ。

◇　一枝折って差し上げよ。

■　知しる人ひとぞ知しるS1,2」

◇　知る人は知っている」

■　とて、

◇　と言って、

■　「あはれ、光ひかる源氏3げんじ、といはゆる御盛おほむさかりの大将だいしゃうなどにおはせしころ、童わらはにて、かやうにてまじらひ馴なれきこえしこそ、世よとともに恋こひしうはべれ。

◇　「ああ、光る源氏、といわれたお盛りの大将などでいらしたころ、子供で、このようにしてお仕え馴れ申したのが、年とともに恋しいことです。


S1 君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る（古今集春上-三八　紀友則）

1 【御前の花】以下「知る人ぞ知る」まで、大納言の若君（大夫の君）への詞。

2 【知る人ぞ知る】『源氏釈』は「君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る」（古今集春上、三八、紀友則）を指摘。

3 【あはれ光る源氏】以下「とこそおぼえはべれ」まで、大納言の詞。


紅梅．２．１．７

■　この宮みやたちを1、世人よひとも、いとことに思おもひきこえ、げに人ひとにめでられむとなりたまへる御おほむありさまなれど、端はしが端はしにもおぼえたまはぬは、なほたぐひあらじ2と思おもひきこえし心こころのなしにやありけむ。

◇　この宮たちを、世間の人も、たいそう格別にお思い申し上げ、なるほど誰からも誉められるようにおなりになったご様子であるが、まったく問題に思われなさらないのは、やはり絶世の方だとお思い申し上げた気持ちのせいでしょうか。


1 【この宮たちを】匂宮や薫。

2 【なほたぐひあらじ】源氏をさす。


紅梅．２．１．８

■　おほかたにて、思おもひ出いでたてまつるに、胸むねあく世よなく悲かなしきを、気近けぢかき人ひとの後おくれたてまつりて、生いきめぐらふは、おぼろけの命長いのちながさなりかし、とこそおぼえはべれ」

◇　世間一般の立場から、お思い出し申し上げるのに、胸の晴れる時もなく悲しいので、身近な人に先立たれ申して、生き残っているのは、並々でなく長生きを辛いことであろう、と思われます」

紅梅．２．１．９

■　など、聞きこえ出いでたまひて、ものあはれにすごく思おもひめぐらししをれたまふ。

◇　などと、申し上げなさって、しみじみと索漠とした子持ちで回想し沈んでいらっしゃる。

紅梅．２．１．１０

■　ついでの忍しのびがたきにや、花折はなをらせて、急いそぎ参まゐらせたまふ。

◇　折が折とて堪えることができなかったのか、花を折らせて、急いで参上させなさる。

紅梅．２．１．１１

■　「いかがはせむ2。

◇　「しかたない。

■　昔むかしの恋こひしき御形見おほむかたみには、この宮みやばかりこそは。

◇　昔の恋しい形見としては、この宮だけだ。

■　仏ほとけの隠かくれたまひけむ御名残おほむなごりには、阿難あなんが光放ひかりはなちけむを、二度出ふたたびいでたまへるかと疑うたがふさかしき聖ひじりのありけるを、闇やみに惑まどふはるけ所どころに、聞きこえをかさむかし」

◇　釈迦のお隠れになった後には、阿難が光を放ったというが、再来されたかと疑う賢い聖がいたが、闇に迷う悲しみを払うよすがとして、申し上げてみよう」

■　とて、

◇　とおっしゃって、


1? 【ついでのしのびがたきにや】語り手の推測。

2 【いかがはせむ】以下「聞こえをかさむかし」まで、大納言の詞。


紅梅．２．１．１２

■　「心こころありて風かぜの匂にほはす園そのの梅むめに

まづ鴬うぐひすの訪とはずやS2あるべき1」

◇　「考えがあって風が匂わす園の梅に

さっそく鴬が来ないことがありましょうか」


S2 花の香を風のたよりにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにはやる（古今集春上-一三　紀友則）

1 【心ありて風の匂はす園の梅にまづ鴬の訪はずやあるべき】大納言の詠歌。『完訳』は「「梅」は大納言の中の君、「鴬」は匂宮。二人の縁組を望む歌」と注す。『河海抄』は「あらたまの年行きかへり春立たばまづ我が家戸に鴬は鳴け」（万葉集二十、大伴家持）を指摘。『休聞抄』は「花の香を風の便りにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにやせむ」（古今集春上、一三、紀友則）を指摘。


紅梅．２．１．１３

■　と、紅くれなゐの紙かみに若わかやぎ書かきて、この君きみの懐紙ふところがみに取とりまぜ、押おしたたみて出いだしたてたまふを、幼をさなき心こころに、いと馴なれきこえまほしと思おもへば、急いそぎ参まゐりたまひぬ。

◇　と、紅の紙に若々しく書いて、この君の懐紙にまぜて、押したたんでお出しになるのを、子供心に、とてもお親しくしたいと思うので、急いで参上なさった。

第二段　匂宮、若君と語る

紅梅．２．２．１

■　中宮ちゅうぐうの上うへの御局みつぼねより、御宿直所おほむとのゐどころに出いでたまふほどなり。

◇　中宮の上の御局から、ご宿直所にお出になるところである。

■　殿上人てんじゃうびとあまた御送おほむおくりに参まゐる中なかに1、見みつけたまひて2、

◇　殿上人が大勢お送りに参上する中から、お見つけになって、


1 【殿上人あまた御送りに参る中に】殿上人が匂宮を送る。

2 【見つけたまひて】匂宮が若君を。


紅梅．２．２．２

■　「昨日きのふは、など1いと疾とくはまかでにし。

◇　「昨日は、どうしてとても早く退出したのだ。

■　いつ参まゐりつるぞ」

◇　いつ参ったのか」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【昨日はなど】以下「参りつるぞ」まで、匂宮の詞。


紅梅．２．２．３

■　「疾とくまかではべりにし1悔くやしさに、まだ内裏うちにおはしますと人ひとの申まをしつれば、急いそぎ参まゐりつるや」

◇　「早く退出いたしましたのが残念で、まだ宮中にいらっしゃると人が申しましたので、急いで参上したのですよ」


1 【疾くまかではべりにし】以下「参りつるや」まで、若君の詞。


紅梅．２．２．４

■　と、幼をさなげなるものから、馴なれきこゆ。

◇　と、子供らしいものの、なれなれしく申し上げる。

紅梅．２．２．５

■　「内裏うちならで1、心こころやすき所ところにも2、時々ときどきは遊あそべかし。

◇　「宮中でなく、気楽な所でも、時々は遊びなさい。

■　若わかき人ひとどもの、そこはかとなく集あつまる所ところぞ」

◇　若い人たちが、誰彼となく集まる所だ」


1 【内裏ならで】以下「集まる所ぞ」まで、匂宮の詞。

2 【心やすき所にも】匂宮の私邸の二条院。


紅梅．２．２．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　この君召きみめし放はなちて語かたらひたまへば、人ひとびとは、近ちかうも参まゐらず、まかで散ちりなどして、しめやかになりぬれば、

◇　この君を一人だけ呼んでお話になるので、他の人びとは、近くには参らず、退出して散って行ったりして、静かになったので、

紅梅．２．２．７

■　「春宮とうぐうには1、暇いとますこし許ゆるされためりな。

◇　「春宮におかれては、お暇を少し許されたようだね。

■　いとしげう思おぼしまとはすめりしを、時取ときとられて人悪ひとわろかめり」

◇　とてもひどくお目をかけられてお側離さずにいらっしゃったようだが、寵愛を奪われて体裁が悪いようだね」


1 【春宮には】以下「人悪ろかめり」まで、匂宮の詞。


紅梅．２．２．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

紅梅．２．２．９

■　「まつはさせたまひしこそ苦くるしかりしか。

◇　「お側から離してくださらず困ってしまいました。

■　御前おまへにはしも」

◇　あなた様のお側でしたら」

紅梅．２．２．１０

■　と、聞きこえさしてゐたれば、

◇　と、途中まで申し上げて座っているので、

紅梅．２．２．１１

■　「我われをば、人ひとげなしと2思おもひ離はなれたるとな3。

◇　「わたしを、一人前でないと敬遠しているのだな。

■　ことわりなり。

◇　もっともだ。

■　されどやすからずこそ。

◇　けれどおもしろくないな。

■　古ふるめかしき同おなじ筋すぢにて、東ひむがしと聞きこゆなるは、あひ思おもひたまひてむやと、忍しのびて語かたらひきこえよ」

◇　古くさい同じ血筋で、東の御方と申し上げる方は、わたしと思い合ってくださろうかと、こっそりとよく申し上げてくれ」


1? 【まつはさせたまへりしこそ】以下「御前にはしも」まで、若君の詞。

2 【我をば人げなしと】以下「語らひきこえよ」まで、匂宮の詞。主語は大君。

3 【思ひ離れたるとな】「とな」は、「と」格助詞、引用の意と「な」終助詞、詠嘆の意。


紅梅．２．２．１２

■　などのたまふついでに、この花はなを2たてまつれば、うち笑ゑみて、

◇　などとおっしゃる折に、この花を差し上げると、ほほ笑んで、


1? 【古めかしき同じ筋にて東ときこゆなるは】『集成』は「世間にもてはやされぬ同じ宮家で、「東」とか、申し上げる方は」。『完訳』は「わたしと同じ古めかしい皇族筋の、東の君と申し上げるというお方が」と訳す。

2 【この花を】紅梅。


紅梅．２．２．１３

■　「怨うらみてのちならましかば」

◇　「こちらから恨み言を言った後からだったら」

紅梅．２．２．１４

■　とて、うちも置おかず御覧ごらんず。

◇　とおっしゃって、下にも置かず御覧になる。

■　枝えだのさま、花房はなぶさ、色いろも香かも世よの常つねならず。

◇　枝の様子や、花ぶさが、色も香も普通のとは違っている。

紅梅．２．２．１５

■　「園そのに匂にほへる紅くれなゐの2、色いろに取とられて、香かなむS3、白しろき梅むめには劣おとれるといふめるを、いとかしこく、とり並ならべても咲さきけるかな」

◇　「園に咲き匂っている紅梅は、色に負けて、香は、白梅に劣ると言うようだが、とても見事に、色も香も揃って咲いているな」


S3 紅に色をば変へて梅の花香ぞことごとに匂はざりける（後撰集春上-四四　凡河内躬恒）

1? 【怨みて後ならましかば】匂宮の心。『異本紫明抄』は「恨みての後さへ人のつらからばいかにいひてかねをもなかまし」（拾遺集恋五、九八五、読人しらず）を引歌として指摘。

2 【園に匂へる紅の】以下「咲きけるかな」まで、匂宮の詞。『異本紫明抄』は「紅に色をばかへて梅の花香にぞことごと匂はざりける」（後撰集春上、四四、躬恒）。『源注拾遺』は「梅の花香はことごとに匂はねど薄く濃くこそ色は咲きけれ」（後拾遺集春上、五四、清原元輔）を引歌として指摘する。


紅梅．２．２．１６

■　とて、御心みこころとどめたまふ花はななれば、かひありてP7、もてはやしたまふ。

◇　とおっしゃって、お心をとめていらっしゃる花なので、効があって、ご賞美なさる。


P7 かひありて--かひあり（り/+て）


第三段　匂宮、宮の御方を思う

紅梅．２．３．１

■　「今宵こよひは宿直とのゐなめり。

◇　「今夜は宿直のようだ。

■　やがてこなたにを1」

◇　そのままこちらに」


1 【今宵は宿直なめりやがてこなたにを】匂宮の詞。若君の装束を見ていう。


紅梅．２．３．２

■　と、召めし籠こめつれば、春宮とうぐうにもえ参まゐらず、花はなも恥はづかしく思おもひぬべく香かうばしくて、気近けぢかく臥ふせたまへるを、若わかき心地ここちには、たぐひなくうれしくなつかしう思おもひきこゆ。

◇　と、呼んだままお離しにならないので、春宮にも参上できず、花も恥ずかしく思うくらい香ばしい匂いで、お側近くに寝かせなさったので、子供心に、またとなく嬉しく慕わしくお思い申し上げる。

紅梅．２．３．３

■　「この花はなの主人あるじは、など春宮とうぐうには移うつろひたまはざりし1」

◇　「この花の主人は、どうして春宮には行かれなかったのだ」


1 【この花の主人はなど春宮には移ろひたまはざりし】匂宮の詞。『集成』は「大納言は、中の君を（私でなく）どうして東宮にさし上げる気におなりでなかったのだろう。「花」は紅梅（中の君）、その「主人（あるじ）」は、大納言と見るべきであろう」。『完訳』は「宮の御方はなぜ東宮に参らないのか」と注す。『河海抄』は「春来てぞ人もとひける山里は花こそやどの主人なりけれ」（拾遺集雑春、一〇一五、右衛門督公任）。『孟津抄』は「東風吹かば匂ひおこせよ梅の花主人なしとて春を忘るな」（拾遺集雑春、一〇〇六、菅原道真）「菊の露わかゆばかりに袖濡れて花の主人に千代は譲らむ」（紫式部集）を引歌として指摘。「花」「移ろふ」は縁語。


紅梅．２．３．４

■　「知しらず。

◇　「存じません。

■　心知こころしらむ人ひとにS4などこそ、聞ききはべりしか1」

◇　ものの分かる方になどと、聞いておりました」


S4 あたら夜の月と花とを同じくはあはれ知れらむ人に見せばや（後撰集春下-一〇三　源信明）

1 【知らず心知らむ人になどこそ聞きはべりしか】若君の返事。『源氏釈』は「あたら夜の月と花とを同じくは心知れらむ人に見せばや」（後撰集春下、一〇三、源信明）。『花鳥余情』は「色も香もまづ我が宿の梅をこそ心知れらむ人は見に来め」（信明集）を引歌として指摘する。


紅梅．２．３．５

■　など語かたりきこゆ。

◇　などとお答え申し上げる。

■　「大納言だいなごんの御心みこころばへは、わが方かたざまに1思おもふべかめれ」

◇　「大納言のお気持ちは、実の娘を考えているようだ」

■　と聞きき合あはせたまへ管ど、思おもふ心こころは異ことにP8しみぬれば、この返かへりこと、けざやかにものたまひやらず。

◇　と思い合わせなさるが、思っていらっしゃる心は別のほうなので、このお返事は、はっきりとはおっしゃらない。


P8 異に--こと（と/+に〈朱〉）

1 【わが方ざまに】実の娘本意に、の意。


紅梅．２．３．６

■　翌朝つとめて、この君きみのまかづるに、なほざりなるやうにて、

◇　翌朝、この君が退出する時に、気のりしない態度で、

紅梅．２．３．７

■　「花はなの香かに誘さそはれぬべき身みなりせば

風かぜのたよりを過すぐさましやは1」

◇　「花の香に誘われそうな身であったら

風の便りをそのまま黙っていましょうか」


1 【花の香に誘はれぬべき身なりせば風のたよりを過ぐさましやは】匂宮の大納言の贈歌への返歌。『集成』は「一応卑下して見せた体。贈歌と同じ『古今集』の歌（花の香を風のたよりにたぐへてぞ鴬さそふしるべにはやる）による」。『完訳』は「不似合いな自分だからとして断った歌」と注す。


紅梅．２．３．８

■　さて、

◇　そうして、

■　「なほ今いまは、翁おきなどもに1さかしらせさせでP9、忍しのびやかに」

◇　「やはり今は、老人たちに出しゃばらせずに、こっそりと」

■　と、返かへす返がへすのたまひて、この君きみも、東ひむがしのをば2、やむごとなく睦むつましう思おもひましたり。

◇　と、繰り返しおっしゃって、この君も、東の御方を、大切に親しく思う気持ちが増した。


P9 せさせで--せま（ま/＄さ〈朱〉）せて

1 【なほ今は翁どもに】以下「忍びやかに」まで、匂宮の詞。こっそりと宮の御方にわたりをつけてほしい、意。

2 【東のをば】宮の御方をさす。


紅梅．２．３．９

■　なかなか異方ことかたの姫君ひめぎみは1、見みえたまひなどして、例れいの兄弟はらからのさまなれど、童心地わらはごこちに、いと重おもりかにあらまほしう2おはする心こころばへを、

◇　かえって他の姫君たちは、お顔をお見せになったりして、普通の姉弟みたいな様子であるが、子供心に、とても重々しく理想的でいらっしゃるご性質を、

■　「かひあるさまにて見みたてまつらばや3」

◇　「お世話しがいのある方と結婚させてあげたいものだ」

■　と思おもひありくに、春宮とうぐうの御方おほむかたの、いとはなやかにもてなしたまふにつけて、同おなじこととは思おもひながら、いと飽あかず口惜くちをしければ、

◇　と日頃思っていたが、春宮の御方が、たいそう華やかなお暮らしでいらっしゃるのにつけて、同じ嬉しいこととは思うものの、とてもたまらなく残念なので、

■　「この宮みやをだに、気近けぢかくて見みたてまつらばや5」

◇　「せめてこの宮だけでも身近に拝見したいものだ」

■　と思おもひありくに、うれしき花はなのついでなり。

◇　と思ってうろうろしている時に、嬉しい花の便りのきっかけである。


1 【なかなか異方の姫君は】異腹の大君、中君をさす。

2 【いと重りかにあらまほしう】宮の御方の性質をさす。

3 【かひあるさまにて見たてまつらばや】若君の心。宮の御方と匂宮の結婚を望む。

4? 【東宮の御方】紅梅大納言の大君。麗景殿女御。

5 【この宮をだに気近くて見たてまつらばや】若君の心中。匂宮を姉宮の御方の婿君として拝したい、意。


第四段　按察使大納言と匂宮、和歌を贈答

紅梅．２．４．１

■　これは、昨日きの御返ふのおほむかへりなれば見みせたてまつる。

◇　これは、昨日のお返事なのでお見せ申し上げる。

紅梅．２．４．２

■　「ねたげにものたまへるかな2。

◇　「憎らしくもおっしゃるなあ。

■　あまり好すきたる方かたにすすみたまへるを3、許ゆるしきこえずと聞ききたまひて、右みぎの大臣おとど、われらが見みたてまつるには、いとものまめやかに、御心みこころをさめたまふこそをかしけれ。

◇　あまりに好色な方面に度が過ぎていらっしゃるのを、お許し申し上げないとお聞きになって、右大臣や、わたしどもが拝見するには、とてもまじめに、お心を抑えていらっしゃるのがおもしろい。

■　あだ人びととせむに4、足たらひたまへる御おほむさまを、しひてまめだちたまはむも、見所少みどころすくなくやならまし」

◇　好色人というのに、資格十分なご様子を、無理してまじめくさっていらっしゃるのも、見所が少なくなることになろうに」


1? 【これは昨日の御返なれば見せたてまつる】『集成』は「心進まぬながら、の気持」と注す。

2 【ねたげにものたまへるかな】以下「見所少なくやならまし」まで、大納言の詞。

3 【あまり好きたる方にすすみたまへるを】『集成』は「あまりに風流好みの度が過ぎていらっしゃるのを」。『完訳』は「あまりに好色がましくいらっしゃるのを」と訳す。

4 【あだ人とせむに】『集成』は「粋人と申しても」。『完訳』は「好色人の資格も」と注す。


紅梅．２．４．３

■　など、しりうごちて、今日けふも参まゐらせたまふに1、また、

◇　などと、悪口を言って、今日も参らせなさる折に、また、


1 【今日も参らせたまふに】大納言が若君を匂宮のもとへ。


紅梅．２．４．４

■　「本もとつ香かの匂にほへる君きみが袖触そでふれば

　　花はなもえならぬ名なをや散ちらさむ1

　とすきずきしや。あなかしこ」

◇　「もともとの香りが匂っていらっしゃるあなたが袖を振ると

花も素晴らしい評判を得ることでしょう

と好色がましく、恐縮です」


1 【本つ香の匂へる君が袖触れば花もえならぬ名をや散らさむ】大納言から匂宮への贈歌。「花」は娘の中君を喩える。『花鳥余情』は「元の香のあるだにあるを梅の花いとど匂ひの遥かなるかな」（兼輔集）を引歌として指摘する。


紅梅．２．４．５

■　と、まめやかに聞きこえたまへり。

◇　と、本気にお申し込みになった。

■　まことに1言いひなさむと思おもふところあるにやと、さすがに御心みこころときめきしたまひて、

◇　本当に結婚させようと考えているところがあるのだろうかと、そうはいってもお心をときめかしなさって、


1 【まことに】以下「あるにや」まで、匂宮の心中。


紅梅．２．４．６

■　「花はなの香かを匂にほはす宿やどに訪とめゆかば

色いろにめづとや人ひとの咎とがめむ1」

◇　「花の香を匂わしていらっしゃる宿に訪ねていったら

好色な人だと人が咎めるのではないでしょうか」


1 【花の香を匂はす宿に訪めゆかば色にめづとや人の咎めむ】匂宮の返歌。


紅梅．２．４．７

■　など、なほ心こころとけずいらへたまへるを、心こころやましと思おもひゐたまへり1。

◇　など、やはり胸の内を明かさないでお答えなさるので、憎らしいと思っていらっしゃった。


1 【心やましと思ひゐたまへり】主語は大納言。『集成』は「不満に思っていられる」。『完訳』は「もどかしいお気持でいらっしゃる」と訳す。


紅梅．２．４．８

■　北きたの方かたまかでたまひて1、内裏うちわたりのことのたまふついでに、

◇　北の方が退出なさって、宮中辺りのことをおっしゃる折に、


1 【北の方まかでたまひて】真木柱。継娘の大君に付き添っていた。


紅梅．２．４．９

■　「若君わかぎみの1、一夜ひとよ、宿直とのゐして、まかり出いでたりし匂にほひの、いとをかしかりしを、人ひとはなほと思おもひしを、宮みやの、いと思おもほし寄よりて、

◇　「若君が、先夜、宿直をして、退出した時の匂いが、とても素晴らしかったので、人は普通の香と思ったが、東宮が、よくお気づきなさって、

■　『兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやに3近ちかづききこえにけり。

◇　『兵部卿宮にお近づき申したのだ。

■　うべ、我われをばすさめたり』

◇　なるほど、わたしを嫌ったわけだ』

■　と、けしきとり、怨ゑんじたまへりしか。

◇　と、様子を理解して、恨んでいらっしゃった。

■　ここに、御消息おほむせうそこやありし4。

◇　こちらに、お手紙がありましたか。

■　さも見みえざりしを」

◇　そのようにも見えませんでしたが」


1 【若君の】以下「見えざりしを」まで、北の方の詞。

2? 【宮のいと思ほしよりて】東宮がすばやく気がついて、の意。

3 【兵部卿宮に】以下「我をばすさめたり」まで、東宮の詞を引用。

4 【ここに御消息やありし】こちらから匂宮に手紙を差し上げなかったか、の意。


紅梅．２．４．１０

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

紅梅．２．４．１１

■　「さかし1。

◇　「その通り。

■　梅むめの花はなめでたまふ君きみなれば、あなたのつまの紅梅こうばい、いと盛さかりに見みえしを、ただならで、折をりてたてまつれたりしなり。

◇　梅の花を賞美なさる君なので、あちらの建物の端の紅梅が、たいそう盛りに見えたのを、放っておけず、折って差し上げたのです。

■　移うつり香がは、げにこそ心こころことなれ。

◇　移り香は、なるほど格別です。

■　晴はれまじらひしたまはむ女をむななどは、さはえしめぬかな2。

◇　晴れがましい宮中勤めをなさるような女君などは、あのようには焚きしめられないな。


1 【さかし】以下「さることぞかし」まで、大納言の詞。

2 【晴れまじらひしたまはむ女などはさはえしめぬかな】『完訳』は「晴れがましい宮廷勤めをなさるような女なども、あんなにはたきしめられない。やや不審の行文」と注す。


紅梅．２．４．１２

■　源中納言げんちゅうなごんは1、かうざまに好このましうはたき匂にほはさで、人柄ひとがらこそ世よになけれ。

◇　源中納言は、このように風流に焚きしめて匂わすのではなく、人柄が世に又とない。

■　あやしう、前さきの世よの契ちぎりいかなりける報むくいにかと、ゆかしきことにこそあれ。

◇　不思議と、前世の宿縁がどんなであったのかと、知りたいほどだ。


1 【源中納言は】薫。


紅梅．２．４．１３

■　同おなじ花はなの名ななれど、梅むめは生おひ出いでけむ根ねこそあはれなれ1。

◇　同じ花の名であるが、梅は生え出た根ざしが大したものだ。

■　この宮みやなどのめでたまふ、さることぞかし」

◇　この宮などが賞美なさるのは、もっもなことだ」


1 【梅は生ひ出でけむ根こそあはれなれ】『集成』は「（芳香のある）梅は、生い出たものとねざしがゆかしく思われることです。薫の前世の因縁ということから、梅はどうしてあれほどの芳香あるのだろうか、と言う」と注す。『完訳』は「梅は生き立ちの素姓が殊勝ですね」と訳す。


紅梅．２．４．１４

■　など、花はなによそへても、まづかけきこえたまふ。

◇　などと、花にかこつけて、まずはお噂申し上げなさる。

第五段　匂宮、宮の御方に執心

紅梅．２．５．１

■　宮みやの御方おほむかたは、もの思おぼし知しるほどにねびまさりたまへれば、何なにごとも見知みしり、聞ききとどめたまはぬにはあらねど、

◇　宮の御方は、物の分別がおつきになるくらいご成人なさっているので、どのようなことでもお分りになり、噂を耳になさっていらっしゃらないではないが、

■　「人ひとに見みえ、世よづきたらむありさまは、さらに」

◇　「人と結婚し、普通の生活を送ることは、けっして」

■　と思おぼし離はなれたり。

◇　と思い離れていた。

紅梅．２．５．２

■　世よの人ひとも、時ときに寄よる心こころありてにや2、さし向むかひたる御方々おほむかたがたには3、心こころを尽つくし聞きこえわび、今いまめかしきこと多おほかれど、こなたは、よろづにつけ、ものしめやかに引ひき入いりたまへるを、宮みやは、御おほむふさひの方かたに4聞きき伝つたへたまひて、深ふかう、いかで、と思おもほしなりにけり。

◇　世間の男性も、時の権勢に追従する心があってだろうか、本妻の姫君たちには熱心に申し込み、はなやかな事が多いが、こちらの方には、何かにつけて、ひっそりと引き籠もっていらっしゃったのを、宮は、おふさわしい方と伝え聞きなさって、心底、何とかして、とお思いになってしまった。


1? 【人に見え世づきたらむありまはさらにと思し離れたり】『完訳』は「結婚して世間並に暮すのは。連れ子のきびしい状況に置かれてもいるが、控え目すぎる性格からも結婚には無関心」と注す。

2 【世の人も時に寄る心ありてにや】「にや」語り手の推測を介在させた句。

3 【さし向ひたる御方々には】両親揃っている姫君たちの意。大納言の大君・中君には継母ではあるが二親揃っている。しかし宮の御方は連れ子で片親であるという文脈。『集成』は「現に父君のいらっしゃる姫君たちには」。『完訳』は「本妻腹の御方々には」と訳す。

4 【御ふさひの方に】「ふさひ」は、ふさわしい意。


紅梅．２．５．３

■　若君わかぎみを、常つねにまつはし寄よせたまひつつ、忍しのびやかに御文おほむふみあれど、大納言だいなごんの君きみ、深ふかく心こころかけきこえたまひて1、

◇　若君を、いつも側を離さず近づけなさっては、こっそりとお手紙をやるが、大納言の君が、心からお望みになって、

■　「さも思おもひたちてのたまふことあらば」

◇　「そのようにお考えになってお申し込まれることがあるならば」

■　と、けしきとり、心こころまうけしたまふを見みるに、いとほしう、

◇　と、様子を理解して、準備なさっているのを見ると、気の毒になって、


1 【大納言の君深く心かけきこえたまひて】『集成』は「夫の大納言は。以下、匂宮の文通のことを知っての北の方（真木柱）の思い。それで「大納言の君」という」と注す。


紅梅．２．５．４

■　「ひき違たがへて1、かう思おもひ寄よるべうもあらぬ方かたにしも、なげの言ことの葉はを尽つくしたまふ、かひなげなること」

◇　「予想に反して、このように結婚を考えてもいない方に、かりそめにせよ、お手紙をたくさんくださるが、効のなさそうなこと」


1 【ひき違へて】以下「かひなげなること」まで、北の方の詞。


紅梅．２．５．５

■　と、北きたの方かたも思おぼしのたまふ。

◇　と、北の方もお思いになりおっしゃる。

紅梅．２．５．６

■　はかなき御返おほむかへりなどもなければ、負まけじの御心添みこころそひて、思おもほしやむべくもあらず。

◇　ちょっとしたお返事などもないので、負けてたまるかとのお考えも加わって、お諦めになることもおできになれない。

■　「何なにかは、人ひとの1御みありさま、などかは、さても見みたてまつらまほしう、生おひ先遠さきとほくなどは見みえさせP10たまふに」

◇　「何の遠慮がいるものか、宮のお人柄に何の不足があろう、そのように結婚させてお世話申し上げたい、将来有望にお見えになるのだから」

■　など、北きたの方思かたおもほし寄よる時々ときどきあれど、いといたう色いろめきたまひて、通かよひたまふ忍しのび所多どころおほく、八はちの宮みやの姫君ひめぎみにも2、御心みこころざしの浅あさからで、いとしげうまうでありきたまふ。

◇　など、北の方はお思いになることも時々あるが、とてもたいそう好色人でいらして、お通いになる所がたくさんあって、八の宮の姫君にも、お気持ちが並々でなく、たいそう足しげくお通いになっている。

■　頼たのもしげなき御心みこころの、あだあだしさなども、いとどつつましければ、まめやかには思おもほし絶たえたるを3、かたじけなきばかりに、忍しのびて、母君ははぎみぞ、たまさかにさかしらがり聞きこえたまふ。

◇　頼りがいのないお心で、浮気っぽさなども、ますます躊躇されるので、本気になってはお考えになっていないが、恐れ多いばかりに、こっそりと、母君が時折さし出てお返事申し上げなさる。


P10 見えさせ--（/+見〈朱〉）えさせ

1 【何かは人の】以下「見えさせたまふに」まで、北の方の心中。匂宮と宮の御方を許す気持ち。

2 【八の宮の姫君にも】宇治八の宮の中君。『新大系』は「桐壺院の第八皇子であることが橋姫巻で紹介される。ここで唐突にも「八の宮の姫君」に匂宮が通うことが記されていることで、当巻の成立・巻序・年立などでさまざまな問題を生む」と注す。

3 【まめやかには思ほし絶えたるを】主語は北の方。



４４． 竹河 (たけかは)

第一章　鬚黒一族の物語　玉鬘と姫君たち

第一段　鬚黒没後の玉鬘と子女たち

竹河．１．１．１

■　これは、源氏げんじの御族おほむぞうにも離はなれたまへりし、後のちの大殿おほとのわたりにありける悪御達わるごたちの1, 2、落おちとまり残のこれるが、問とはず語がたりしおきたるは、紫むらさきのゆかりにも似にざめれどP1、かの女をむなどもの言いひけるは、「源氏げんじの御末々おほむすゑずゑに3、ひがことどもの混まじりて聞きこゆるは、我われよりも年としの数積かずつもり、ほけたりける人ひとのひがことにや」などあやしがりける。いづれかはまことならむ。

◇　これは、源氏のご一族からも離れていらっしゃった、後の大殿あたりにいたおしゃべりな女房たちで、死なずに生き残った者が、問わず語りに話しておいたのは、紫の物語にも似ないようであるが、あの女どもが言ったことは、「源氏のご子孫について、間違った事柄が交じって伝えられているのは、自分よりも年輩で、耄碌した人のでたらめかしら」などと不審がったが、どちらが本当であろうか。


P1 ゆかりにも似ざめれど--ゆかり（り/+に〈朱〉）せ（せ/＄さ〈朱〉）めれと

1 【これは源氏の御族にも離れたまへりし後の大殿わたりにありける悪御達の】『弄花抄』は「凡此物語を紫式部か作とも見せす其意也紫式部か決したる語也古き事と見えたり紫式部が作せさる心也」。『玉の小櫛』は「上の語をうけて、此物語の作りぬしのいふ也。そは後の大殿わたりの女房は、紫上の御方の女房の、源氏君の御末々の人々の事を、かたりおきたるは、ひがことども多きを、我らが申す、此大殿わたりの事共は、みなまこと也とて、語りたる。二方ともに、年老いたる人々の、語りしことなれば、いづ方かまことならん、ともにさだかならぬ事なれども、まづ聞きたるまゝに、いづ方をもすてず、しるしおくぞといふ意にて、その紫上の御方の女房の語れるは、匂宮の巻、後の大殿わたりの女房のかたれるは、即ち此巻也。さて此物語は、すべてみな作り物がたりなるを、実に世に有し事を、人の語れるを聞て、書るごとく、ことさらおぼめきて、かくいへるも一つの興也」と指摘する。鬚黒大将家の物語。

2 【悪御達の】『集成』は「おしゃべりな女房たちで」。『完訳』は「いかがわしい女房たちの」と訳す。

3 【源氏の御末々に】以下「ひがことにや」まで、鬚黒周辺の御達の噂。


竹河．１．１．２

■　尚侍ないしの御腹かみのおほむはらに1、故殿ことのの御子おほむこは、男三人をとこさむにん、女二人をむなふたりなむおはしけるを、さまざまにかしづきたてむことを思おぼしおきてて、年月としつきの過すぐるも心こころもとながりたまひしほどに、あへなく亡うせたまひにしかば、夢ゆめのやうにて、いつしかといそぎ思おぼしし御宮仕おほむみやづかへも2おこたりぬ。

◇　尚侍のお生みになった、故殿のご子息女は、男三人、女二人がいらっしゃったが、それぞれに大切にお育てすることをお考えおきになっていて、年月がたつのも待ち遠しく思っていらっしゃったうちに、あっけなくお亡くなりになってしまったので、夢のようで、早く早くと急いで思っていらした宮仕えもたち消えになってしまった。


1 【尚侍の御腹に】玉鬘をさす。

2 【いつしかといそぎ思しし御宮仕へも】姫君の入内の件。


竹河．１．１．３

■　人ひとの心こころ、時ときにのみよるわざなりければ、さばかり勢いきほひいかめしくおはせし大臣おとどの御名残おほむなごり、うちうちの御宝物おほむたからもの、領らうじたまふ所々ところどころのなど1、その方かたの衰おとろへはなけれど、おほかたのありさま引ひき変かへたるやうに、殿とののうちしめやかになりゆく。

◇　人の心は、時の権勢にばかりおもねるものだから、あれほど威勢よくいらした大臣の亡くなった後は、内々のお宝物、所領なさっている所々など、その方面の衰退はなかったが、大方の有様はうって変わったように、お邸の中はひっそりとなってゆく。


1 【領じたまふ所々のなど】大島本は「所々の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「所々」と「の」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．１．１．４

■　尚侍かむの君きみの御近おほむちかきゆかり、そこらこそは世よに広ひろごりたまへど、なかなかやむごとなき御仲おほむなからひの1、もとよりも親したしからざりしに、故殿ことの、情なさけすこしおくれ、むらむらしさ過すぎたまへりける御本性ごほんじゃうにて、心こころおかれたまふこともありけるゆかりにや2、誰たれにも3えなつかしく聞きこえ通かよひたまはず。

◇　尚侍の君のご身辺の縁者は、大勢世の中に広がっていらっしゃったが、かえって高貴な方々のお間柄で、もともと親しくはなかったので、故殿の、人情味が少し欠け、好き嫌いがはげしくいらっしゃるご性質なので、けむたがられることもあったせいであろうか、誰とも親しく交際申し上げられないでいらっしゃる。


1 【御仲らひの】格助詞「の」は同格。

2 【心おかれたまふこともありけるゆかりにや】語り手の挿入句。

3 【誰れにも】『集成』が「ご兄弟のどなたとも」と注す。


竹河．１．１．５

■　六条院ろくでうのゐんには、すべて、なほ昔むかしに変かはらず数かずまへきこえたまひて1、亡うせたまひなむ後のちのことども書かきおきたまへる御処分おほむしょぶんの文ふみどもにも、中宮ちうぐうの御次おほむつぎに加くはへたてまつりたまへれば、右みぎの大殿おほとのなどは、なかなかその心こころありて、さるべき折々訪をりをりおとづれきこえたまふ。

◇　六条院におかれては、総じて、やはり昔と変わらず娘分としてお扱い申されて、お亡くなりになった後のことも、お書き残しなさったご相続の文書などにも、中宮のお次にお加え申されていたので、右の大殿などは、かえってその気持ちがあって、しかるべき折々にはご訪問申される。


1 【六条院にはすべてなほ昔に変らず数まへきこえたまひて】「六条院」は源氏をさす。生前のこと。『集成』は「家族の一員として」と注す。


第二段　玉鬘の姫君たちへの縁談

竹河．１．２．１

■　男君をとこぎみたちは、御元服おほむげんぷくなどして、おのおのおとなびたまひにしかば、殿とののおはせでのち1、心こころもとなくあはれなることもあれど、おのづからなり出いでたまひぬべかめり2。

◇　男君たちは、ご元服などして、それぞれ成人なさったので、殿がお亡くなりになって後、不安で気の毒なこともあるが、自然と出世なさって行くようである。

■　「姫君ひめぎみたちをいかにもてなしたてまつらむ」

◇　「姫君たちをどのようにお世話申し上げよう」

■　と、思おぼし乱みだる。

◇　と、お心を悩ましなさる。


1 【殿のおはせでのち】大島本は「殿の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「殿」と「の」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

2 【おのづからなり出でたまひぬべかめり】推量助動詞「めり」主観的推量のニュアンスは語り手のもの。


竹河．１．２．２

■　内裏うちにも1、かならず宮仕みやづかへの本意深ほいふかきよしを、大臣おとどの奏そうしおきたまひければ、おとなびたまひぬらむ2年月としつきを推おし量はからせたまひて3、仰おほせ言絶ごとたえずあれど、中宮ちうぐうの、いよいよ並ならびなく4のみなりまさりたまふ御おほむけはひにおされて、皆人無徳みなひとむとくにものしたまふめる末すゑに参まゐりて、遥はるかに目めを側そばめられS1たてまつらむも6わづらはしく、また人ひとに劣おとり、数かずならぬさまにて見みむ、はた、心尽こころづくしなるべきを思おもほしたゆたふ。

◇　帝におかれても、是非とも宮仕えの願いが深い旨を、大臣が奏上なさっていたので、成人なさったであろう年月を御推察あそばして、入内の仰せ言がしきりにあるが、中宮が、ますます並ぶ人のいないようになって行かれる御様子に圧倒されて、誰も彼も無用の人のようでいらっしゃる末席に入内して、遠くから睨まれ申すのも厄介で、また人より劣って、数にも入らない様子なのを世話するのも、はたまた、気苦労であろうことを思案なさっている。


S1 已被楊妃遥側目（白氏文集巻三-「上陽白髪人」）

1 【内裏にも】帝に対してもの意。

2 【おとなびたまひぬらむ】推量助動詞「らむ」、作中人物の帝の視界外推量のニュアンス。

3 【推し量らせたまひて】帝の動作についての最高尊敬。

4 【中宮のいよいよ並びなく】『完訳』は「以下、玉鬘の心」と注す。

5? 【皆人無徳にものしたまへる末に参りて】『集成』は「どなたも形なしといった有様でいらっしゃる末席に列なって」。『完訳』は「どなたもみなあってなきがごとくでいらっしゃる、その末席に連なって」と訳す。

6 【はるかに目を側められたてまつらむも】『奥入』は「未だに君王に面を見ること得ること容されざるに已に楊妃に遥かに目を側められたり」（白氏文集、上陽白髪人）を指摘。


竹河．１．２．３

■　冷泉院れいぜいゐんよりは1、いとねむごろに思おぼしのたまはせて、尚侍かむの君きみの、昔むかし、本意ほいなくて過すぐしたまうし辛つらさを2さへ、とり返**し恨うらみきこえたまうて、

◇　冷泉院から、たいそう御懇切に御所望あそばして、尚侍の君が、昔、念願叶わずに今までお過ごしになって来た辛さまでを、思い出してお恨み申し上げられて、

◆　 
れいぜい-ゐん より は、 いと ねむごろに おぼし のたまは せ て、 かむ-の-きみ の、 むかし、 ほ'い なく て すぐし たまう し つらさ を させ、 とりかへし うらみ きこえ たまう て、


1 【冷泉院よりは】大島本は「れせい院よりハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「冷泉院より」と「は」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

2 【尚侍の君の昔本意なくて過ぐしたまうし辛さを】玉鬘が尚侍として冷泉院の在位中にに出仕したにもかかわらず鬚黒の北の方となってしまったことをさす。


竹河．１．２．４

■　「今いまは、まいて1さだ過すぎ、すさまじきありさまに2思おもひ捨すてたまふとも、うしろやすき親おやになずらへて、譲ゆづりたまへ」

◇　「今はもう、いっそう年も取って、つまらない様子だとお思い捨てていらっしゃるとも、安心な親と思いなぞらえて、お譲りください」


1 【今はまいて】以下「譲りたまへ」まで、冷泉院の詞。

2 【さだ過ぎすさまじきありさまに】冷泉院自身の退位した有様をいう。


竹河．１．２．５

■　と、いとまめやかに聞きこえたまひければ、

◇　と、たいそう真面目に申し上げなさったので、

■　「いかがはあるべきことならむ。

◇　「どうしたらよいことだろう。

■　みづからのいと口惜くちをしき宿世すくせにて、思おもひの外ほかに心こころづきなしと思おぼされにしが、恥はづかしうかたじけなきを、この世よの末すゑにや御覧ごらんじ直なほされまし」

◇　自分自身のまことに残念な運命で、思いの外に気にくわないとお思いあそばされたのが、恥ずかしく恐れ多いことだが、この晩年に御機嫌を直していただけようか」

■　など定さだめかねたまふ。

◇　などと決心しかねていらっしゃる。

第三段　夕霧の息子蔵人少将の求婚

竹河．１．３．１

■　容貌かたちいとようおはする聞きこえありて、心こころかけ申まうしたまふ人多ひとおほかり。

◇　器量がたいそう優れていらっしゃるという評判があって、思いをお寄せ申し上げる人びとが多かった。

■　右みぎの大殿おほとのの蔵人少将くらうどのせうしゃうとかいひしは、三条殿さむでうどのの御腹おほむはらにて1、兄君せうとぎみたちよりも引ひき越こし、いみじうかしづきたまひ、人柄ひとがらもいとをかしかりし君きみ、いとねむごろに申まうしたまふ。

◇　右の大殿の蔵人少将とか言った人は、三条殿がお生みになった方は、兄弟たちを越えて、たいそう大事になさり、人柄もとても素晴らしかった方なので、とても熱心に求婚なさる。


1 【三条殿の御腹にて】雲居雁所生の子。


竹河．１．３．２

■　いづ方からにつけても、もて離はなれたまはぬ御仲おほむなからひなれば、この君きみたちの睦むつび参まゐりたまひなどするは、気遠けどほくもてなしたまはず。

◇　どちらの関係からしても、血縁の繋がっているお間柄なので、この君たちが慕ってお伺いなどなさる時は、よそよそしくお扱いなさらない。

■　女房にょうばうにも気近けぢかく馴なれ寄よりつつ、思おもふことを語かたらふにも便たよりありて、夜昼よるひる、あたりさらぬ耳みみかしかましさを、うるさきものの、心苦こころぐるしきに、尚侍かむの殿とのも2思おぼしたり。

◇　女房にも親しくなじんでは、意中を伝えるにも手立てがあって、昼夜、お側近くお耳に入れる騒がしさを、煩わしいながらも、お気の毒なので、尚侍の殿もお思いになっていた。


1? 【いづ方につけてももて離れぬ御仲らひなれば】玉鬘の姫君と夕霧の子の蔵人少将は、玉鬘と夕霧は義理の姉弟、また玉鬘と雲居雁は異腹の姉妹の関係である。

2 【尚侍の殿も】玉鬘。尚侍の殿という呼称。


竹河．１．３．３

■　母北ははきたの方1かたの御文おほむふみも、しばしばたてまつりたまひて、

◇　母北の方からのお手紙も、しばしば差し上げなさって、

■　「いと軽かろびたるほどにはべるめれど、思おぼし許ゆるす方かたもや」

◇　「とても軽い身分でございますが、お許しいただける点もございましょうか」

■　となむ、大臣おとども聞きこえたまひける。

◇　と、大臣も申し上げなさるのだった。


1 【母北の方】蔵人少将の母雲居雁。


竹河．１．３．４

■　姫君ひめぎみをば、さらにただのさまにも思おぼしおきてたまはず2、中なかの君きみをなむ3、今いますこし世よの聞きこえ軽々かろがろしからぬほどになずらひならば4、さもや、と思おぼしける。許ゆるしたまはずは、盗ぬすみも取とりつべく、むくつけきまで思おもへり。こよなきこととは思おぼさねど、女方をむながたの心許こころゆるしたまはぬことの紛まぎれあるは、音聞おとぎきもあはつけきわざなれば、聞きこえつぐ人ひとをも、「あな、かしこ。過あやまち引ひき出いづな5」などのたまふに、朽くたされてなむ、わづらはしがりける6。

◇　姫君を、まったく臣下に縁づけようとはなさらず、中の君を、もう少し世間の評判が軽くなくなったら、そうとも考えようか、とお思いでいらっしゃるのだった。お許しにならなかったら、盗み取ってしまおうと、気持ち悪いまで思っていた。不釣合な縁談だとはお思いにならないが、女のほうで承知しない間違いが起こるのは、世間に聞こえても軽率なことなので、取り次ぐ女房に対しても、「ゆめゆめ、間違いを起こすな」などとおっしゃるので、気がひけて、億劫がるのであった。


1? 【いと軽びたるほどにはべめれど思し許す方もや】雲居雁の手紙文かと思えるが、後文により、夕霧の詞である。「母北の方の」云々と「大臣も」云々が並列の構文になっている。

2 【姫君をばさらにただのさまにも思しおきてたまはず】「姫君」は大君。臣下との結婚、すなわち蔵人少将との結婚は考えていない。

3 【中の君をなむ】玉鬘は、蔵人少将を中君の結婚相手に考えている。

4 【今すこし世の聞こえ軽々しからぬほどになずらひならば】主語は蔵人少将。

5 【あなかしこ過ち引き出づな】玉鬘の詞。

6 【朽たされてなむわづらはしがりける】主語は、姫君付の女房たち。


第四段　薫君、玉鬘邸に出入りす

竹河．１．４．１

■　六条院ろくでうの御末ゐんのおほむすゑに、朱雀院すざくゐんの宮みやの御腹おほむはらに生むまれたまへりし君1きみ、冷泉院れいぜいゐんに、御子みこのやうに思おぼしかしづく四位侍従しゐのじじゅう、そのころ十四じふし、五ごばかりにて2、いときびはに幼をさなかるべきほどよりは、心こころおきておとなおとなしく、めやすく、人ひとにまさりたる生おひ先さきしるくものしたまふを、尚侍かむの君きみは3、婿むこにても見みまほしく思おぼしたり。

◇　六条院のご晩年に、朱雀院の姫宮からお生まれになった君、冷泉院におかれて、お子様のように大切にされている四位の侍従は、そのころ十四、五歳ほどになって、とても幼い子供の年の割合には、心構えも大人のようで、好ましく、人より優れた将来性がはっきりお見えになるので、尚侍の君は、婿として世話したくお思いになっていた。


1 【朱雀院の宮の御腹に生まれたまへりし君】朱雀院の内親王女三の宮が生んだ源氏の子、薫、の意。

2 【四位侍従そのころ十四五ばかりにて】『完訳』は「十四歳の二月に侍従、秋、右近中将に昇進（匂宮巻）。侍従は従五位下。官位相当より上の位の者は、位を示して呼ぶ」と注す。

3 【尚侍の君は】玉鬘は夕霧の子の蔵人少将よりも源氏の子の薫四位侍従を重んじ、中君の婿にと思っている。


竹河．１．４．２

■　この殿とのは1、かの三条さむでうの宮みやと2いと近ちかきほどなれば、さるべき折々をりをりの遊あそび所どころには、君達きむだちに引ひかれて見みえたまふ時々ときどきあり。

◇　この邸は、あの三条宮とたいそう近い距離なので、しかるべき折々の遊び所としては、公達に連れられてお見えになる時々がある。

■　心こころにくき女をむなのおはする所ところなれば、若わかきP2男をとこの心こころづかひせぬなう、見みえしらひさまよふ中なかに3、容貌かたちのよさは、この立たち去さらぬ蔵人少将くらうどのせうしゃう、なつかしく心恥こころはづかしげに、なまめいたる方かたは、この四位侍従しゐの御***ありさまに、似***る人***ぞなかりける。

◇　奥ゆかしい女君のいらっしゃる邸なので、若い男で気取らない者はなく、これ見よがしに振る舞っている中で、器量のよい人は、この立ち去らない蔵人少将、親しみやすく気恥ずかしくて、優美な点では、この四位侍従のご様子に、似る者はいなかった。

◆　 
この との は、 かの さむでう-の-みや と いと ちかき ほど なれ ば、 さるべき をりをり の あそび どころ に は、 きむ-だち に ひか れ て みえ たまふ ときどき あり。 こころにくき をむな の おはする ところ なれ ば、 わかき をとこ の こころづかひ せ ぬ なう、 みえ しらひ さまよふ なか に、 かたち の よさ は、 この たちさら ぬ くらうど-の-せうしゃう、 なつかしく こころはづかしげ に、 なまめいたる かた は、 この しゐ-の-じじゅう の おほむ-ありさま に にる ひと ぞ なかり ける。


P2 若き--わか（か/+き）

1 【この殿は】玉鬘邸。

2 【三条の宮と】薫邸。母女三の宮邸。

3 【見えしらひさまよふ中に】大島本は「見えしらひ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「見えしらがひ」と「が」を補訂する。


竹河．１．４．３

■　六条院ろくでうの御***けはひ近ちかうと思おもひなすが、心こころことなるにやあらむ1、世よの中なかにおのづからもてかしづかれたまへる人2ひと、若わかき人ひとびと3、心こころことにめであへり。

◇　六条院の感じを引く方と思うのが、格別なのであろうか、世間から自然と大切にされていらっしゃる方、若い女房たちは、特に誉め合っていた。

■　尚侍かむの殿とのも、

◇　尚侍の殿も、

■　「げにこそ、めやすけれ4」

◇　「ほんとうに、感じのよい人だわ」

■　などのたまひて、なつかしうもの聞きこえたまひなどす。

◇　などとおっしゃって、親しくお話し申し上げたりなさる。

◆　 
ろくでう-の-ゐん の おほむ-けはひ ちかう と おもひ なす が、 こころ こと なる に や あら む、 よのなか に おのづから もて-かしづか れ たまへ る ひと、 わかき ひとびと、 こころこと に めで あへ り。 かむ-の-との も、 "げに こそ、 めやすけれ。" など のたまひ て、 なつかしう もの きこえ たまひ など す。


1 【六条院の御けはひ近うと思ひなすが心ことなるにやあらむ】『完訳』は「源氏の子と世人が思い込むせいか。源氏の子でない真相を知ったうえでの、語り手の言辞」と注す。

2 【もてかしづかれたまへる人】大島本は「もてかしつかれ給へる人」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「人なり」と「なり」を補訂する。

3 【若き人びと】玉鬘邸の若い女房たち。

4 【げにこそめやすけれ】玉鬘の詞。


竹河．１．４．４

■　「院ゐんの御心おほむこころばへを1思おもひ出いできこえて、慰なぐさむ世よなう、いみじうのみ思おもほゆるを、その御形見おほむかたみにも、誰**れをかは見みたてまつらむ。

◇　「院のご性質をお思い出し申し上げて、慰められる時もなく、ひどく悲しくばかり思われるので、そのお形見として、どなたをお思い申し上げたらよいのでしょう。

■　右みぎの大臣おとどは、ことことしき御おほむほどにて、ついでなき対面たいめんもかたきを」

◇　右の大臣は、重々しい方で、機会のない対面は難しいし」

◆　 
"ゐん の おほむ-こころばへ を おもひ いで きこえ て、 なぐさむ よ なう、 いみじう のみ おもほゆる を、 その おほむ-かたみ に も、 たれ かは み たてまつら む。 みぎ-の-おとど は、 ことことしき おほむ-ほど にて、 ついで なき たいめん も かたき を。"


1 【院の御心ばへを】以下「かたきを」まで、玉鬘の詞。


竹河．１．４．５

■　などのたまひて、兄弟はらからのつらに思おもひきこえたまへれば1、かの君きみも2、さるべき所ところに思おもひて参まゐりたまふ。

◇　などおっしゃって、姉弟のようにお思い申し上げていらっしゃるので、あの侍従君も、そのような所と思って参上なさる。

■　世よの常つねのすきずきしさも見みえず、いといたうしづまりたるをぞ、ここかしこの若わかき人ひとども3、口惜くちをしうさうざうしきことに思おもひて、言いひなやましける。

◇　世間によくある好色がましいところも見えず、とてもひどく落ち着いていらっしゃるので、あちらこちらの邸の若い女房たちは、残念に物足りなく思って、言葉をかけて困らせまるのであった。


1 【兄弟のつらに思ひきこえたまへれば】玉鬘は薫を弟（義理弟）と思っている。

2 【かの君も】薫をさす。薫も玉鬘邸を姉の邸と思って。

3 【ここかしこの若き人ども】三条宮邸や玉鬘邸の若い女房たち。


第二章　玉鬘邸の物語　梅と桜の季節の物語

第一段　正月、夕霧、玉鬘邸に年賀に参上

竹河．２．１．１

■　睦月むつきの朔日ついたちころ、尚侍かむの君きみの御兄弟おほむはらからの大納言1だいなごん、

◇　正月朔日ころ、尚侍の君のご兄弟の大納言、

■　「高砂**」

◇　「高砂」

■　謡***ひしよ2、藤中納言、故大殿***の太郎たかさご、真木柱***の一***つ腹***など3参***りたまへり。

◇　を謡った方だが、藤中納言、故大殿の太郎君で、真木柱と同じ母親の方などが参賀にいらっしゃった。

■　右***の大臣***も、御子***ども六人***ながらひき連***れておはしたり4。

◇　右大臣も、ご子息たちを六人そのままお連れしていらっしゃった。

■　御容貌***よりはじめて、飽***かぬことなく見***ゆる人***の御***ありさまおぼえなり。

◇　ご器量をはじめとして、非のうちどころなく見える方のご様子やご評判である。

◆　 
むつき の ついたち ころ、 かむ-の-きみ の おほむ-はらから の だいなごん、 たかさご うたひ し よ、 とう-ちうなごん、 こ-おほいどの の たらう、 まきばしら の ひとつばら など まゐり たまへ り。 みぎ-の-おとど も、 みこ-ども ろく-にん ながら ひきつれ て おはし たり。 おほむ-かたち より はじめ て、 あか ぬ こと なく みゆる ひと の おほむ-ありさま おぼえ なり。


1 【尚侍の君の御兄弟の大納言】玉鬘の実の姉弟の紅梅大納言。ただし異母姉弟。

2 【高砂謡ひしよ】『弄花抄』は「注也」。『評釈』は「大納言についての説明。大納言はすでに「紅梅」の巻で活躍しているから、説明がなくても一応は判るが、語り手は一言つけ加えた。その理由の一つはこの巻の語り手が、それまでと違ってかんの君方の古女房だからである。他の一つはこういうさりげない一言で、物語の世界に深みをあたえ、時間的遠近法の効果をはかった」と注す。

3 【藤中納言故大殿の太郎真木柱の一つ腹など】藤中納言の説明。故鬚黒の太郎君で真木柱の姫君と同腹の人、という説明。

4 【右の大臣も御子ども六人ながらひき連れておはしたり】『集成』は「北の方（雲居の雁）腹の長男、三、五、六男と、藤典侍腹の二、四男。蔵人の少将は、五男であろう」と注す。


竹河．２．１．２

■　君きみたちも、さまざまいときよげにて、年としのほどよりは、官位過つかさくらゐすぎつつ、何なにごと思おもふらむと1見みえたるべし。

◇　ご子息たちも、それぞれとても美しくて、年齢の割合には、官位も進んで、きっと何の物思いもなく見えたであろう。

■　世よとともに、蔵人くらうどの君きみは、かしづかれたるさま異ことなれど、うちしめりて思おもふことあり顔がほなり2。

◇　いつも、蔵人の君は、大切にされていることは格別であるが、ふさぎ込んで悩み事のある顔をしている。


1 【何ごと思ふらむと】大島本は「なにこと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「何ごとを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【思ふことあり顔なり】恋煩いのさま。


竹河．２．１．３

■　大臣おとどは、御几帳隔みきちゃうへだてて、昔むかしに変かはらず御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　大臣は、御几帳を隔てて、昔と変わらずお話し申し上げなさる。

竹河．２．１．４

■　「そのこととなくて1、しばしばもえうけたまはらず。

◇　「これという用事もなくて、たびたびお話を承ることもできません。

■　年としの数添かずそふままに、内裏うちに参まゐるより他ほかのありき2、うひうひしうなりにてはべれば、いにしへの御物語おほむも、聞***こえまほしき折々多をりをりおほく過すぐしはべるをなむ。

◇　年齢が加わるとともに、宮中に参内する以外の外歩きなども、億劫になってしまいましたので、昔のお話も、申し上げたい時々も多くそのままになってしまいました。

■　若わかき男をのこどもは、さるべきことには召めしつかはせたまへ。

◇　若い男の子たちは、何かの時にはお呼びになってお使いください。

■　かならずその心こころざし御覧ごらんぜられよと、いましめはべり」

◇　かならずその気持ちを見て戴くようにと、言い聞かせてあります」

■　など聞きこえたまふ。

◇　など申し上げなさる。

◆　 
"その こと と なく て、 しばしば も え うけ たまはら ず。 とし の かず そふ まま に、 うち に まゐる より ほか の ありき、 うひうひしう なり に て はべれ ば、 いにしへ の おほむ-ものがたり も、 きこえ まほしき をりをり おほく すぐし はべる を なむ。
 わかき をのこ-ども は、 さるべき こと に は めし つかは せ たまへ。 かならず その こころざし ご-らん-ぜ られ よ と、 いましめ はべり。" など きこえ たまふ。


1 【そのこととなくて】以下「いましめはべり」まで、夕霧の玉鬘への詞。

2 【他のありき】大島本は「ありき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありきなど」と「など」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．２．１．５

■　「今いまは、かく1、世よに経ふる数かずにもあらぬやうになりゆくありさまを、思おぼし数かずまふるになむ、過すぎにし御おほむことも、いとど忘わすれがたく思おもうたまへられける」

◇　「今では、このように、世間の人数にも入らぬ者のようになって行く有様を、お心に掛けてくださるので、亡くなった方のことも、ますます忘れ難く存じられるます」


1 【今はかく】以下「思うたまへられける」まで、玉鬘の詞。


竹河．２．１．６

■　と申まうしたまひけるついでに、院ゐんより1のたまはすること、ほのめかし聞きこえたまふ2。

◇　と申し上げなさったついでに、院から仰せになったことを、ちらっと申し上げなさる。


1 【院より】冷泉院。

2 【ほのめかし聞こえたまふ】主語は玉鬘。『完訳』は「冷泉院の、姫君に参院せよとの仰せ言。蔵人の少将の求婚を婉曲に断るために言い出したか」と注す。


竹河．２．１．７

■　「はかばかしう1後見うしろみなき人ひとの交まじらひは、なかなか見苦みぐるしきをと、思おもひたまへ2なむわづらふ」

◇　「これといった後見のない人の宮仕えは、かえって見苦しいと、あれこれ考えあぐねております」


1 【はかばかしう】以下「なむわづらふ」まで、玉鬘の詞。

2 【思ひたまへ】大島本は「おもひたまへ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かたがた思ひたまへ」と「かたがた」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．２．１．８

■　と申もうしたまへば、

◇　と申し上げなさるので、

竹河．２．１．９

■　「内裏うちに仰おほせらるること1あるやうに承うけたまはりしを、いづ方かたに思おもほし定さだむべきことにか。

◇　「帝にも仰せられることがあるようにお聞きいたしておりましたが、どちらにお決めなさるべきでしょうか。

■　院ゐんは、げに、御位みくらゐを去さらせたまへるにこそ、盛さかり過すぎたる心地ここちすれど、世よにありがたき御おほむありさまは、古ふりがたくのみおはしますめるを、よろしう生おひ出いづる女子をむなごはべらましかば2とP3、思おもひたまへよりながら、恥はづかしげなる御中おほむなかに、交まじらふべき物もののはべらでなむ、口惜くちをしう思おもひたまへらるる。

◇　院は、なるほど、お位を退かれあそばしました点では、盛りの過ぎた感じもしますが、世に二人といない御様子は、いっこうに変わらずにいらっしゃるようですので、人並みに成人した娘がおりましたらと、存じておりますが、立派な方々のお仲間入りできる者がございませんで、残念に存じております。


P3 ましかばと--*ましかは

1 【内裏に仰せらるること】以下「とどこほることもはべらじ」まで、夕霧の詞。

2 【よろしう生ひ出づる女子はべらましかば】大島本は「侍らましかハ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「はべらましかばと」と「と」を補訂する。夕霧の娘。六人。うち大君は東宮に、中君は二の宮に入内。六の君は美貌で知られる。


竹河．２．１．１０

■　そもそも、女一をむないちの宮みやの女御にょうごは1、許ゆるしきこえたまふや。

◇　そもそも、女一宮の母女御は、お許し申し上げなさるでしょうか。

■　さきざきの人ひと、さやうの憚はばかりにより、とどこほることもはべりかし」

◇　これまでの方では、そのような遠慮によって、止めにしたこともございました」


1 【女一の宮の女御は】女一の宮の母女御の意。冷泉院の弘徽殿女御。


竹河．２．１．１１

■　と申まうしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

竹河．２．１．１２

■　「女御にょうごなむ、つれづれに1のどかになりにたるありさまも、同おなじ心こころに後見うしろみて、慰なぐさめまほしきを2など、かの勧すすめたまふにつけて、いかがなどだに思おもひたまへよるになむ」

◇　「女御が、する事もなくのんびりとなった生活も、同じ気持ちでお世話して、気を晴らしたいなどと、その方がお勧めなさったことにかこつけて、せめてどうしたらよいものかと思案しております」


1 【女御なむつれづれに】以下「思ひたまへよるになむ」まで、玉鬘の詞。

2 【後見て慰めまほしきを】玉鬘の大君を。


竹河．２．１．１３

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

竹河．２．１．１４

■　これかれ、ここに集あつまりたまひて1、三条さむでうの宮みやに2参まゐりたまふ。

◇　あの方この方と、こちらにお集まりになって、三条宮に参上なさる。

■　朱雀院すじゃくゐんの古ふるき心こころものしたまふ人ひとびと、六条院ろくでうの方ゐんのかたざまのも、かたがたにつけて、なほかの入道宮にふだうのみやをば、えよきず参まゐりたまふなめり4。

◇　朱雀院の昔から御厚誼のある方々、六条院の側の方々も、それぞれにつけて、やはりあの入道の宮を、素通りできず参上なさるようである。

■　この殿とのの左近中将さこんのちうじゃう、右中弁うちうべん、侍従じじゅうの君きみなども5、やがて大臣おとどの御供おほむともに出いでたまひぬ。

◇　この殿の左近中将、右中弁、侍従の君なども、そのまま大臣のお供してお出になった。

■　ひき連つれたまへる勢いきほひことなり。

◇　引き連れていらっしゃった威勢は格別である。


1 【これかれここに集まりたまひて】夕霧右大臣や紅梅大納言らが玉鬘邸に参集なさって、の意。

2 【三条の宮に】薫の母宮、女三の宮邸。

3? 【入道の宮をば】源氏の正妻女三の宮。

4 【参りたまふなめり】語り手の推量。

5 【この殿の左近中将右中弁侍従の君なども】玉鬘邸の子息たち三人。


第二段　薫君、玉鬘邸に年賀に参上

竹河．２．２．１

■　夕ゆふつけて、四位侍従1参しゐのじじゅうまゐりたまへり。

◇　夕方になって、四位侍従が参上なさった。

■　そこらおとなしき若君達わかきむだちも、あまたさまざまに、いづれかは悪わろびたりつる。

◇　大勢の成人した若公達も、みなそれぞれに、どの人が劣っていようか。

■　皆みなめやすかりつる中なかに、立たち後おくれてこの君きみの立***ち出いでたまへる2、いとこよなく目めとまる心地ここちして、例れいの、ものめでする若わかき人ひとたちは、

◇　みな感じのよい方の中で、ひと足後れてこの君がお姿をお見せになったのが、たいそう際立って目に止まった感じがして、例によって、熱中しやすい若い女房たちは、

■　「なほ、ことなりけり4」

◇　「やはり、格別だわ」

■　など言いふ。

◇　などと言う。

◆　 
ゆふつけ て、 しゐ-の-じじゅう まゐり たまへ り。 そこら おとなしき わか-きむだち も、 あまた さまざま に、 いづれ か は わろび たり つる。 みな めやすかり つる なか に、 たち-おくれ て この きみ の いで たまへ る、 いと こよなく め とまる ここち し て、 れい の、 もの-めで する わかき ひと-たち は、 "なほ こと なり けり。" など いふ。


1 【四位侍従】薫。

2 【この君の立ち出でたまへる】薫が姿を見せた。

3? 【例のものめでする若人たちは】玉鬘邸の若い女房たち。

4 【なほことなりけり】玉鬘邸の若い女房たちの詞。薫を絶賛。


竹河．２．２．２

■　「この殿とのの姫君ひめぎみの1御おほむかたはらには、これをこそさし並ならべて見みめ」

◇　「この殿の姫君のお側には、この方をこそ並べて見たい」


1 【この殿の姫君の】以下「さしな並べて見め」まで、女房の詞。玉鬘の大君と薫の結婚を仮想。


竹河．２．２．３

■　と、聞ききにくく言いふ。

◇　と、聞きにくいことを言う。

■　げに、いと若わかう1なまめかしきさまして、うちふるまひたまへる匂にほひ香かP4など、世よの常つねならず。

◇　なるほど、実に若く優美な姿態をして、振る舞っていらっしゃる匂い香など、尋常のものでない。

■　「姫君ひめぎみと聞きこゆれど2、心こころおはせむ人ひとは、げに人ひとよりはまさるなめりと、見知みしりたまふらむかし」

◇　「姫君と申し上げても、物ごとのお分りになる方は、本当に人よりは優れているようだと、ご納得なさるに違いない」

■　とぞおぼゆる3。

◇　と思われる。


P4 匂ひ香--にほひ（ひ/+か〈朱〉）

1 【げにいと若う】『林逸抄』は「双紙の詞也」と注す。「げに」は語り手が女房の詞に納得する気持ち。

2 【姫君と聞こゆれど】『一葉抄』は「傍人の批判したる也」と注す。

3 【見知りたまふらむかしとぞおぼゆる】語り手の感想。


竹河．２．２．４

■　尚侍かむの殿との、御念誦堂おほむねんずだうにおはして、

◇　尚侍の殿は、御念誦堂にいらして、

■　「こなたに1」

◇　「こちらに」

■　とのたまへれば、東ひむがしの階はしより昇のぼりて、戸口とぐちの御簾みすの前まへにゐたまへり。

◇　とおっしゃるので、東の階段から昇って、戸口の御簾の前にお座りになった。

■　御前近おまへちかき若木わかぎの梅むめ、心こころもとなくつぼみて、鴬うぐひすの初声はつこゑもいとおほどかなるに、いと好すかせたてまほしきさま2のしたまへれば、人ひとびとはかなきことを言いふに、言少ことずくなに心こころにくきほどなるを、ねたがりて、宰相さいしゃうの君きみと聞きこゆる上臈じゃうらうの詠よみかけたまふ3。

◇　お庭先の若木の梅が、頼りなさそうに蕾んで、鴬の初音もとてもたどたどしい声で鳴いて、まことに好き心を挑発してみたくなる様子をしていらっしゃるので、女房たちが戯れ言を言うと、言葉少なに奥ゆかしい態度なのを、悔しがって、宰相の君と申し上げる上臈が詠み掛けなさる。


1 【こなたに】玉鬘の詞。薫を招く。

2 【いと好かせたてまほしきさま】大島本は「すかせたてまほしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すかせたてまつらまほしき」と「まつら」を補訂する。『新大系』は底本のままとし、「「好（す）かせたつ」で一語」と注す。

3 【宰相の君と聞こゆる上臈の詠みかけたまふ】『集成』は「「聞こゆる」は、下の「たまふ」とともに、語り手の女房より宰相の君に対する敬語」。『完訳』は「螢に登場する女房とは別人か」と注す。


竹河．２．２．５

■　「折をりて見みばいとど匂にほひもまさるやと

すこし色いろめけ梅むめの初花1はつはな」

◇　「手折ってみたらますます匂いも勝ろうかと

もう少し色づいてみてはどうですか、梅の初花」


1 【折りて見ばいとど匂ひもまさるやとすこし色めけ梅の初花】宰相の君から薫への贈歌。真淵『新釈』は「よそにのみあはれとぞ見し梅の花あかぬ色香は折りてなりけり（古今集春上、三七、素性法師）を指摘。『完訳』は「「折りて見る」は情交を暗示。「梅の初花」は薫。女から男に戯れた歌」と注す。


竹河．２．２．６

■　「口くちはやし」

◇　「詠みぶりが早いな」

■　と聞ききて、

◇　と感心して、

竹河．２．２．７

■　「よそにてはもぎ木きなりとや定さだむらむ

下したに匂にほへる梅むめの初花1はつはな

◇　「傍目には枯木だと決めていましょうが

心の中は咲き匂っていつ梅の初花ですよ


1 【よそにてはもぎ木なりとや定むらむ下に匂へる梅の初花】薫の返歌。「梅の初花」の語句をそのまま用いて返す。『完訳』は「内心の魅力を主張して戯れた歌」と注す。


竹河．２．２．８

■　さらば袖触そでふれてS2見みたまへ1」

◇　そう言うなら手を触れて御覧なさい」

■　など言いひすさぶに、

◇　などと冗談を言うと、


S2 色よりも香こそあはれと思ほゆれ誰が袖触れし宿の梅ぞも（古今集春上-三三　読人しらず）

1 【さらば袖触れて見たまへ】薫の歌に添えた言葉。『源氏釈』は「色よりも香こそあはれと思ほゆれたが袖触れし宿の梅ぞも」（古今集春上、三三、読人しらず）を指摘。


竹河．２．２．９

■　「まことは色いろよりも1」

◇　「本当は色よりも」

■　と、口々くちぐち、引ひきも動うごかしつべくさまよふ。

◇　と、口々に、袖を引っ張らんばかりに付きまとう。


1 【まことは色よりも】女房の詞。「香が素晴らしい」の意が下に省略。


竹河．２．２．１０

■　尚侍かむの君きみ、奥おくの方かたよりゐざり出いでたまひて、

◇　尚侍の君は、奥の方からいざり出ていらっしゃって、

竹河．２．２．１１

■　「うたての御達ごたちや1。

◇　「困った人達だわ。

■　恥はづかしげなるまめ人びとをさへ、よくこそ、面無おもなけれ」

◇　気恥ずかしそうなお堅い方までを、よくもまあ、厚かましくも」


1 【うたての御達や】以下「面無けれ」まで、玉鬘の詞。


竹河．２．２．１２

■　と忍しのびてのたまふなり1。

◇　と小声でおっしゃるようである。

■　「まめ人びととこそ2、付つけられたりけれ。

◇　「堅物と、あだ名されたようだ。

■　いと屈くんじたる名なかな」

◇　まったく情けない名だな」

■　と思おもひゐたまへり。

◇　と思っていらっしゃった。

■　主人あるじの侍従じじゅう、殿上てんじゃうなどもまだせねば3、所々ところどころもありかで、おはしあひたり。

◇　この家の侍従は、殿上などもまだしないので、あちらこちら年賀回りなどせずに、居合わせていらっしゃった。

■　浅香せんかうの折敷***、二をしきふたつばかりして、くだもの、盃さかづきばかりさし出いでたまへり。

◇　浅香の折敷、二つほどに、果物、盃などを差し出しなさった。

◆　 
と しのび て のたまふ なり。 "まめびと と こそ、 つけ られ たり けれ。 いと くんじ たる な かな!" と おもひ ゐ たまへ り。 あるじ-の-じじゅう、 てんじゃう など も まだ せ ね ば、 ところどころ も ありか で、 おはし あひ たり。 せんかう の をしき ふたつ ばかり して、 くだもの、 さかづき ばかり さし-いで たまへ り。


1 【のたまふなり】「なり」伝聞推定の助動詞。薫に即した表現。

2 【まめ人とこそ】以下「いと屈じたる名かな」まで、薫の心中。

3 【主人の侍従殿上などもまだせねば】玉鬘と鬚黒の三男。薫と区別するために「主人の」と言った。『完訳』は「侍従は従五位下だが、新任のためか勅許がない」と注す。


竹河．２．２．１３

■　「大臣おとどは1、ねびまさりたまふままに、故院こゐんにいとようこそ、おぼえたてまつりたまへれ。

◇　「大臣は、年をお取りになるにつれて、故院にとてもよくお似通い申していらっしゃる。

■　この君きみは、似にたまへるところも見みえたまはぬを、けはひのいとしめやかに、なまめいたるもてなししもぞ2、かの御若盛おほむわかざかり思おもひやらるる。

◇　この君は、似ていらっしゃるところもお見えにならないが、感じがとてもしとやかで、優美な態度が、あのお若い盛りの頃が思いやられてならない。

■　かうざまにぞおはしけむかし」

◇　このようなふうでいらっしゃったのであろうよ」


1 【大臣は】以下「おはしけむかし」まで、玉鬘の詞。

2 【もてなししもぞ】大島本は「もてなしゝもそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もてなしぞ」と「し」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．２．２．１４

■　など、思おもひ出いでられたまひて1、うちしほれたまふ2。

◇　となどと、お思い出し申し上げなさって、しんみりとしていらっしゃる。

■　名残なごりさへ3とまりたる香かうばしさを、人ひとびとはめでくつがへる。

◇　後に残った香の薫りまでを、女房たちは誉めちぎっている。


1 【思ひ出でられたまひて】大島本は「思いてられ給て」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ出できこえたまひて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【うちしほれたまふ】大島本は「うちしほれ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うちしほたれ」と「た」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【名残さへ】薫が立ち去った後の残香。


第三段　梅の花盛りに、薫君、玉鬘邸を訪問

竹河．２．３．１

■　侍従じじゅうの君きみ、まめ人びとの名なをうれたしと思おもひければ、二十余日にじふよひのころ、梅むめの花盛はなざかりなるに1、

◇　侍従の君、堅物の評判を情けないと思ったので、二十日過ぎのころ、梅の花盛りに、

■　「匂にほひ少すくなげに2取とりなされじ3。

◇　「色恋に無縁な男だと言われまい。

■　好すき者ものならはむかし」

◇　風流者をまねしてみよう」

■　と思おぼして、藤侍従とうじじゅうの御おほむもとに4おはしたり。

◇　とお思いになって、藤侍従のお邸にいらっしゃった。


1 【二十余日のころ梅の花盛りなるに】正月二十日過ぎ。梅の花盛り。

2 【匂ひ少なげに】以下「ならはむかし」まで、薫の心中。

3 【取りなされじ】「じ」について、『集成』は、過去助動詞「し」に解し、『完訳』、打消推量助動詞「じ」に解す。

4 【藤侍従の御もとに】玉鬘の三男。前出の「主人の侍従」。


竹河．２．３．２

■　中門入ちうもんいりたまふほどに、同おなじ直衣姿なほしすがたなる人立ひとたてりけり。

◇　中門をお入りになる時、同じ直衣姿の男が立っているのだった。

■　隠かくれなむと思おもひけるを1、ひきとどめたれば2、この常つねに立たちわづらふ少将せうしゃうなりけり3。

◇　隠れようと思ったのを、引き止めてみると、あのいつもうろうろしている蔵人少将なのであった。


1 【隠れなむと思ひけるを】相手の男。先に来ていた男の動作。

2 【ひきとどめたれば】主語は薫。

3 【少将なりけり】夕霧の子息。


竹河．２．３．３

■　「寝殿しんでんの西面にしおもてに2、琵琶びは、箏さうの琴ことの声こゑするに、心こころを惑まどはして立たてるなめり1。

◇　「寝殿の西面で、琵琶や、箏の琴の音がするので、心をときめかして立っているようである。

■　苦くるしげや。

◇　辛そうだな。

■　人ひとの許ゆるさぬこと思おもひはじめむは、罪深つみふかかるべきわざかな」

◇　親の許さない恋に心を染めることは、罪深いことだな」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　琴ことの声こゑもやみぬれば、

◇　琴の音色も止んだので、


1 【心を惑はして立てるなめり】薫と語り手が一体化した視点で語る。

2 【寝殿の西面に】以下「深かるべきわざかな」まで、薫の心中。


竹河．２．３．４

■　「いざ、しるべしたまへ。

◇　「さあ、案内して下さい。

■　まろは、いとたどたどし1」

◇　わたしは、とても不案内です」


1 【いざしるべしたまへまろはいとたどたどし】薫の蔵人少将への詞。叔父甥の関係でもある。


竹河．２．３．５

■　とて、ひき連つれて、西にしの渡殿わたどのの前まへなる紅梅こうばいの木きのもとに、

◇　と言って、伴って、西の渡殿の前にある紅梅の木の側で、

■　「梅むめが枝**S3」

◇　「梅が枝」

■　をうそぶきて立たち寄よるけはひの、花はなよりもしるく、さとうち匂にほへれば、妻戸つまどおし開あけて、人ひとびと、東琴あづまをいとよく掻かき合あはせたり。

◇　を口ずさんで立ち寄った様子が、花の香よりもはっきりと、さっと匂ったので、妻戸を押し開けて、女房たちが、和琴をとてもよく合奏していた。

■　女をむなの琴ことにて、呂りょの歌うたは1、かうしも合あはせぬを、いたしと思おもひて2、今一返いまひとかへり、をり返かへし歌うたふ3、琵琶びはも二になく今いまめかし。

◇　女の琴なので、呂の調子の歌は、こうまでうまく合わせられないものなのに、大したものだと思って、もう一度、繰り返して謡うが、琵琶も又となく華やかである。

◆　 
とて、 ひきつれ て、 にし の わたどの の まへ なる こうばい の き の もと に、 むめがえ を うそぶき て たちよる けはひ の、 はな より も しるく、 さと うち-にほへ れ ば、 つまど おし あけ て、 ひとびと、 あづま を いと よく かき-あはせ たり。 をむな の こと に て、 りょ の うた は、 かう しも あはせ ぬ を、 いたし と おもひ て、 いま ひと-かへり、 をりかへし うたふ、 びは も になく いまめかし。


S3 梅が枝に　来居る鴬　や　春かけて　はれ　春かけて　鳴けどもいまだ　や　雪は降りつつ　あはれ　そこよしや　雪は降りつつ（催馬楽-梅が枝）

1 【呂の歌は】律はわが国固有の俗楽的音階で秋の調べ、呂は中国伝来の正式な音階で春の調べという。

2 【いたしと思ひて】主語は薫。敬語が付かないのは緊張した臨場感を出すためである。

3 【今一返りをり返し歌ふ】大島本は「おりかへしうたふ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をり返しうたふを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。主語は侍従の君。


竹河．２．３．６

■　「ゆゑありて1もてないたまへるあたりぞかし」

◇　「趣味高く暮らしていらっしゃる邸だ」

■　と、心こころとまりぬれば、今宵こよひはすこしうちとけて、はかなしごとなども言いふ。

◇　と、心が止まったので、今宵は少し気を許して、冗談などを言う。


1 【ゆゑありて】以下「あたりぞかし」まで、薫の感想。


竹河．２．３．７

■　内うちより和琴わごんさし出いでたり。

◇　内側から和琴を差し出した。

■　かたみに譲ゆづりて2、手触てふれぬに、侍従じじゅうの君きみして3、尚侍かむの殿との、

◇　お互いに譲り合って、手を触れないので、藤侍従の君を介して、尚侍の殿が、


1? 【はかなしごとなどもいふ】主語は薫。ここでも敬語が付かない。

2 【かたみに譲りて】薫と蔵人少将とが互いに。

3 【侍従の君して】玉鬘の三男、侍従の君。


竹河．２．３．８

■　「故致仕こちじの大臣おとどの1御爪音おほむつまおとになむ、通かよひたまへる、と聞ききわたるを、まめやかにゆかしうなむ。

◇　「故致仕の大臣のお爪音に、似ていらっしゃると、ずっと聞いていましたが、ほんとうに聞いてみたいです。

■　今宵こよひは、なほ鴬うぐひすにも誘さそはれS4たまへ2」

◇　今宵は、やはり鴬にもお誘われなさい」


S4 鴬声誘引来花下　草色匂留坐水辺（白氏文集巻十八-「春江」・和漢朗詠集上-鴬）

1 【故致仕の大臣の】以下「誘はれたまへ」まで、玉鬘の薫への詞。和琴の弾奏をすすめる。

2 【鴬にも誘はれたまへ】『奥入』は「花の香を風のたよりにたぐへてぞ鴬誘ふしるべにはやる（古今集春上、一三、紀友則）。『異本紫明抄』は「鴬の声に誘引せられて花の下に来る草の色に拘留せられて水の辺に坐り」（白氏文集巻十八、春江・和漢朗詠集上、春、鴬）を指摘。


竹河．２．３．９

■　と、のたまひ出いだしたれば、

◇　と、おっしゃたので、

■　「あまえて爪つめくふべきことにもあらぬを1」

◇　「照れて爪をかんでいる場合でもない」

■　と思おもひて、をさをさ心こころにも入いらず掻かきわたしたまへるけしき、いと響ひびき多おほく聞きこゆ。

◇　と思って、あまり気乗りもせずに掻き鳴らしなさる様子、たいそう響きが多く聞こえる。


1 【爪くふべきことにもあらぬを】薫の心中。


竹河．２．３．１０

■　「常つねに見みたてまつり1睦むつびざりし親おやなれど、世よにおはせずなりにきと思おもふに、いと心細こころぼそきに、はかなきことのついでにも思おもひ出いでたてまつるに、いとなむあはれなる。

◇　「いつもお目にかかって親しんだわけではない親ですが、この世にいらっしゃらなくなったと思うと、とても心細くて、ちょっとしたことの機会にもお思い出し申すと、とてもしみじみ悲しいのでした。


1 【常に見たてまつり】以下「おぼえつれ」まで、玉鬘の詞。薫の和琴を聴いて、亡き父致仕太政大臣を思い出す。


竹河．２．３．１１

■　おほかた、この君きみは、あやしう故大納言こだいなごんの御おほむありさまに1、いとようおぼえ、琴ことの音ねなど、ただそれとこそ、おぼえつれ」

◇　だいたい、この君は、不思議と故大納言のご様子に、とてもよく似て、琴の音色など、まるでその人かと思われます」


1 【故大納言の御ありさまに】柏木。薫の実の父親。


竹河．２．３．１２

■　とて泣なきたまふも、古ふるめいたまふしるしの、涙なみだもろさにや1。

◇　と言ってお泣きになるのも、お年のせいの、涙もろさであろうか。


1 【古めいたまふしるしの涙もろさにや】語り手の批評。『首書』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「語り手の言辞。薫の出生の秘事をはぐらかし、老の涙かとする」と注す。


第四段　得意の薫君と嘆きの蔵人少将

竹河．２．４．１

■　少将せうしゃうも、声こゑいとおもしろうて、

◇　少将も、声がとても美しくて、

■　「さき草***S5」

◇　「さき草」

■　謡くさうたふ1。

◇　を謡う。

■　さかしら心ごころつきて、うち過すぐしたる人ひともまじらねば、おのづからかたみにもよほされて遊あそびたまふに、主人あるじの侍従じじゅうは、故大臣こおとどに3似にたてまつりたまへるにや4、かやうの方かたは後おくれて、盃さかづきをのみすすむれば、

◇　おせっかいな分別者で、出過ぎた女房もいないので、自然とお互いに気がはずんで合奏なさるが、この家の侍従は、故大臣にお似通い申しているのであろうか、このような方面は苦手で、盃ばかり傾けているので、

■　「寿詞ことぶきをだにせむや5」

◇　「せめて祝い歌ぐらい謡えよ」

■　と、恥はづかしめられて、

◇　と、文句を言われて、

■　「竹河**S6」

◇　「竹河」

■　を同おなじ声こゑに2出いだして、まだ若わかけれど、をかしう謡うたふ。

◇　を一緒に声を出して、まだ若いけれど美しく謡う。

■　簾すのうちより土器かはらけさし出いづ。

◇　御簾の内側から盃を差し出す。

◆　 
せうしゃう も、 こゑ いと おもしろう て、 さきくさ うたふ。 さかしらごころ つき て、 うち-すぐし たる ひと も まじら ね ば、 おのづから かたみに もよほさ れ て あそび たまふ に、 あるじ-の-じじゅう は、 こ-おとど に に たてまつり たまへ る に や、 かやう の かた は おくれ て、 さかづき を のみ すすむれ ば "ことぶき を だに せ む や!" と、 はづかしめ られ て、 たけかは を おなじ こゑ に いだし て、 まだ わかけれ ど、 をかしう うたふ。 す の うち より かはらけ さし-いづ。


S5 この殿は　むべも富みけり　三枝の　あはれ　三枝の　はれ　三枝の　三つば四つばの中に　殿づくりせり　殿づくりせりや（催馬楽-この殿は）

S6 竹河の　橋のつめなるや　橋のつめなるや　花園に　はれ　花園に　我をば放てや　我をば放てや　少女（めざし）たぐへて（催馬楽-竹河）

1 【さき草謡ふ】『源氏釈』は「この殿は宜も宜も富みけり三枝のあはれ三枝のはれ三枝の三つば四つばの中に殿づくりせりや殿づくりせりや」（催馬楽、この殿は）を指摘。

2 【竹河を同じ声に】『源氏釈』は「竹河の橋のつめなるや橋のつめなるや花園にはれ花園に我をば放てや我をば放てや少女伴へて」（催馬楽、竹河）を指摘。

3 【故大臣に】鬚黒。

4 【似たてまつりたまへるにや】語り手の想像。

5 【寿詞をだにせむや】薫または蔵人少将の詞。


竹河．２．４．２

■　「酔ゑひのすすみては1、忍しのぶることもつつまれず。

◇　「酔いが回っては、心に秘めていることも隠しておくことができません。

■　ひがことするわざとこそ聞ききはべれ。

◇　詰まらないことを口にすると聞いております。

■　いかにもてないたまふぞ」

◇　どうなさるおつもりですか」


1 【酔のすすみては】以下「もてないたまふぞ」まで、薫の詞。『源氏釈』は「思ふには忍ぶることぞ負けにける色に出でじと思ひしものを」（古今集恋一、五〇三、読人しらず）を指摘。


竹河．２．４．３

■　と、とみにうけひかず。

◇　と、すぐには手にしない。

■　小袿重こうちきかさなりたる細長ほそながの、人香ひとがなつかしう染しみたるを、取とりあへたるままに、被かづけたまふ1。

◇　小袿の重なった細長で、人の香がやさしく染みているのを、あり合わせのままに、お与えになる。

■　「何なにぞもぞ2」

◇　「これはどういうおつもりですか」

■　などさうどきて、侍従じじゅうは、主人あるじの君きみにうち被かづけて去いぬ。

◇　などとはしゃいで、侍従は、お邸の君に与えて出て行った。

■　引ひきとどめて被かづくれど、

◇　ひき止めて与えたが、

■　「水駅みづむまやにて夜更よふけにけり4」

◇　「水駅で夜が更けてしまいました」

■　とて、逃にげにけり。

◇　と言って、逃げて行ってしまった。


1 【被けたまふ】主語は玉鬘。玉鬘が薫に。

2 【何ぞもぞ】薫の詞。男踏歌にちなんだ言葉遣い。

3? 【侍従は主人の君にうちかづけて去ぬ】薫源侍従がこの家の藤侍従に与えて、の意。

4 【水駅にて夜更けにけり】薫の詞。『集成』は「ちょっと立ち寄ったつもりが、つい夜更かししました」と注す。


竹河．２．４．４

■　少将せうしゃうは、

◇　少将は、

■　「この源侍従げんじじゅうの君きみの1かうほのめき寄よるめれば、皆人みなひとこれにこそ心寄こころよせたまふらめ。

◇　「この源侍従の君がこのように出入りしているようなので、こちらの方々は皆あの君に好意を寄せていらっしゃるだろう。

■　わが身みは、いとど屈くんじいたく思おもひ弱よわりて」

◇　わが身はますます塞ぎ込み元気をなくして」

■　、あぢきなうぞ恨うらむる。

◇　、つまらなく恨むのだった。


1 【この源侍従の君の】以下「思ひ弱りて」まで、蔵人少将の心中。末尾は地の文に流れる。


竹河．２．４．５

■　「人ひとはみな花はなに心こころを移うつすらむ

一人ひとりぞ惑まどふ春はるの夜よの闇1やみS7」

◇　「人はみな花に心を寄せているのでしょうが

わたし一人は迷っております、春の夜の闇の中で」


S7 春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる（古今集春上-四一　凡河内躬恒）

1 【人はみな花に心を移すらむ一人ぞ惑ふ春の夜の闇】蔵人少将の詠歌。真淵『新釈』は「春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる」（古今集春上、四一、凡河内躬恒）を指摘。


竹河．２．４．６

■　うち嘆なげきて立たてば、内うちの人ひとの返かへし、

◇　ため息をついて座を立つと、内側にいる女房の返し、

竹河．２．４．７

■　「をりからやあはれも知しらむ梅むめの花はな

ただ香かばかりに移うつりしもせじ1」

◇　「時と場合によって心を寄せるものです

ただ梅の花の香りだけにこうも引かれるものではありませんよ」


1 【をりからやあはれも知らむ梅の花ただ香ばかりに移りしもせじ】女房の返歌。「香ばかり」「かばかり」の掛詞。蔵人少将を慰める。


竹河．２．４．８

■　朝あしたに、四位侍従しゐのじじゅうのもとより、主人あるじの侍従じじゅうのもとに、

◇　朝に、四位侍従のもとから、邸の侍従のもとに、

竹河．２．４．９

■　「昨夜よべは1、いと乱みだりがはしかりしを、人ひとびといかに見みたまひけむ」

◇　「昨夜は、とても酔っぱらったようだが、皆様はどのように御覧になったであろうか」


1 【昨夜は】以下「いかに見たまひけむ」まで、薫の文。


竹河．２．４．１０

■　と、見みたまへとおぼしう、仮名かながちに書かきて1、

◇　と、御覧下さいとのおつもりで、仮名がちに書いて、


1 【仮名がちに書きて】大島本は「かなかちにかきて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「仮名がちに書きて、端に」と「端に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．２．４．１１

■　「竹河たけかはの橋はしうちいでし一節ひとふしに

深ふかき心こころの底そこは知しりきや1」

◇　「竹河の歌を謡ったあの文句の一端から

わたしの深い心のうちを知っていただけましたか」


1 【竹河の橋うちいでし一節に深き心の底は知りきや】薫から玉鬘への贈歌。催馬楽「竹河」の詞章を踏まえる。「橋」と「端」の掛詞。「竹」−「節」、「河」−「深き」−「底」は縁語。


竹河．２．４．１２

■　と書かきたり。

◇　と書いてある。

■　寝殿しんでんに持もて参まゐりて、これかれ見みたまふ1。

◇　寝殿に持って上がって、方々が御覧になる。


1 【これかれ見たまふ】玉鬘や姫君たちが。


竹河．２．４．１３

■　「手てなども1、いとをかしうもあるかな。

◇　「筆跡なども、とても美しく書いてありますね。

■　いかなる人ひと、今いまより2かくととのひたらむ。

◇　どのような人が、今からこのように整っているのでしょう。

■　幼をさなくて、院ゐんにも後おくれたてまつり、母宮ははみやのしどけなう生おほし立たてたまへれど、なほ人ひとにはまさるべきにこそあめれ」

◇　幼いころ、院に先立たれ申し、母宮がしまりもなくお育て申されたが、やはり人より優れているのでしょう」


1 【手なども】以下「こそあめれ」まで、玉鬘の詞。

2 【いかなる人今より】『集成』は「いかなる前世の因縁か、という気持」。『完訳』は「どんな前世の因縁を持つ人が」と訳す。


竹河．２．４．１４

■　とて、尚侍かむの君きみは、この君きみたちの、手てなど1悪あしきことを恥はづかしめたまふ。

◇　と言って、尚侍の君は、自分の子供たちの、字などが下手なことをお叱りになる。

■　返かへりこと、げに、いと若わかく2、

◇　返事は、なるほど、たいそう未熟な字で、


1 【この君たちの手など】玉鬘の子供たちの筆跡。

2 【げにいと若く】「げに」は語り手の納得した気持ち。


竹河．２．４．１５

■　「昨夜よべは、水駅みづむまやをなむ1、とがめきこゆめりし。

◇　「昨夜は、水駅とおっしゃってお帰りになったことを、いかがなものかと申しておりました。


1 【昨夜は水駅をなむ】以下、歌の終わりまで、藤侍従の文。


竹河．２．４．１６

■　竹河たけかはに夜よるを更あかさじといそぎしも

いかなる節ふしを思おもひおかまし1」

◇　竹河を謡って夜を更かすまいと急いでいらっしゃったのも

どのようなことを心に止めておけばよいのでしょう」


1 【竹河に夜を更かさじといそぎしもいかなる節を思ひおかまし】藤侍従の返歌。「夜」と「よ（竹の節と節の間）」の掛詞。「竹」−「節」は縁語。


竹河．２．４．１７

■　げに、この節ふしをはじめにて1、この君きみの御曹司みざうしに2おはして、けしきばみP5寄よる。

◇　なるほど、この事件をきっかけとして、この君のお部屋にいらっしゃって、気のある態度で振る舞う。

■　少将せうしゃうの推おし量はかりしもしるく3、皆人心寄みなひとこころよせたり。

◇　少将が予想していた通り、誰もが好意を寄せていた。

■　侍従じじゅうの君きみも、若わかき心地ここちに、近ちかきゆかりにて、明あけ暮くれ睦むつびまほしう思おもひけり。

◇　侍従の君も、子供心に、近い縁者として、明け暮れ親しくしたいと思うのであった。


P5 けしきばみ--けしきい（い/＄は〈朱〉）み

1 【げにこの節をはじめにて】「げに」は語り手の感情移入による。

2 【この君の御曹司に】藤侍従。

3 【少将の推し量りしもしるく】蔵人少将の心配は、前に「この源侍従の君の」（第二章四段）以下に語られていた。


第五段　三月、花盛りの玉鬘邸の姫君たち

竹河．２．５．１

■　弥生やよひになりて、咲さく桜さくらあればS8、散ちりかひくもりS9,1、おほかたの盛さかりなるころ、のどやかにおはする所ところは2、紛まぎるることなく、端近はしぢかなる罪つみもあるまじかめり3。

◇　三月になって、咲く桜がある一方で、空も覆うほど散り乱れ、ほぼ桜の盛りのころ、のんびりとしていらっしゃるところは、さしたる用事もなく、端近に出ていても非難されないようである。


S8 桜咲くさくらの山の桜花咲く桜あれば散る桜あり（源氏釈所引-出典未詳）

S9 桜花散りかひ曇れ老いらくの来むといふなる道まがふがに（古今集賀-三四九　在原業平）

1 【咲く桜あれば散りかひくもり】『源氏釈』は「桜咲く桜の山の桜花咲く桜あれば散る桜あり」（出典未詳）「桜花散りかひ曇れ老いらくの来むといふなる道まがふがに」（古今集賀、三四九、在原業平）を指摘。

2 【のどやかにおはする所は】玉鬘邸。

3 【端近なる罪もあるまじかめり】「めり」は語り手の推量。


竹河．２．５．２

■　そのころ、十八じふはち、九くのほどやおはしけむ、御容貌おほむかたちも心**ばへも、とりどりにぞをかしき。

◇　その当時、十八、九歳くらいでいらっしゃったろうか、ご器量も気立ても、それぞれに素晴らしい。

■　姫君ひめぎみは、いとあざやかに2気高けだかう、今いまめかしきさましたまひて、げに、ただ人うどにて見みたてまつらむは3、似にげなうぞ見みえたまふ。

◇　姫君は、とても際立って気品があり、はなやかでいらして、なるほど、臣下の人に縁づけ申すのは、ふさわしくなくお見えである。

◆　 
そのころ、 じふはち、 く の ほど や おはし けむ、 おほむ-かたち も とりどり に ぞ をかしき。 ひめぎみ は、 いと あざやか に けだかう、 いまめかしき さま し たまひ て、 げに、 ただうど にて み たてまつら む は、 にげなう ぞ みえ たまふ。


1? 【そのころ十八九のほどにやおはしけむ】玉鬘の娘姉妹の年齢。『評釈』は「古女房が昔の有様を思い出して語っている痕跡の一つである。「けむ」と推量しているのは語り手の女房である」と注す。

2 【姫君はいとあざやかに】大君。

3 【げにただ人にて見たてまつらむは】語り手が作中人物に納得同意する気持ち。


竹河．２．５．３

■　桜さくらの細長ほそなが、山吹やまぶきなどの、折をりにあひたる色いろあひの、なつかしきほどに重かさなりたる裾すそまで、愛敬あいぎゃうのこぼれ落おちたるやうに見みゆる、御おほむもてなしなども、らうらうじく、心恥こころはづかしき気けさへ添そひたまへり。

◇　桜の細長に、山吹襲などで、季節にあった色合いがやさしい感じに重なっている裾まで、愛嬌があふれ出ているように見える、そのお振る舞いなども、洗練されて、気圧されるような感じまでが加わっていらっしゃった。

竹河．２．５．４

■　今一所いまひとところは、薄紅梅うすこうばいに1、桜色さくらいろにて2、柳やなぎの糸いとのやうに、たをたをとたゆみ3、いとそびやかになまめかしう、澄すみたるさまして、重おもりかに心深こころふかきけはひは、まさりたまへれど、匂にほひやかなるけはひは、こよなしとぞ4人思ひとおもへる。

◇　もうお一方は、薄紅梅に、桜色で、柳の枝のように、しなやかに、たいそうすらっとして優美に、落ち着いた物腰で、重々しく奥ゆかしい感じは、勝っていらっしゃるが、はなやかな感じは、この上ないと女房は思っていた。


1 【今一所は薄紅梅に】中の君。

2 【桜色にて】大島本は「さくら色にて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御髪いろにて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【たをたをとたゆみ】大島本は「たゆみ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見ゆ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【こよなしとぞ】『完訳』は「大君のほうが格別と」と注す。


竹河．２．５．５

■　碁打ごうちたまふとて、さし向むかひたまへる髪かむざし、御髪みぐしのかかりたるさまども、いと見所みどころP6あり。

◇　碁をお打ちなさろうとして、向かい合っていらっしゃる髪の生え際、髪の垂れかかっている具合など、たいそう見所がある。

■　侍従じじゅうの君きみ、見証けんぞしたまふとて、近ちかうさぶらひたまふに、兄君あにぎみたちさしのぞきたまひて1、

◇　侍従の君が、審判をなさろうとして、近くに伺候なさると、兄君たちがお覗きになって、


P6 見所--みと（と/+こ〈朱〉）ろ

1 【兄君たちさしのぞきたまひて】藤侍従の兄、左中将と右中弁。


竹河．２．５．６

■　「侍従じじゅうのおぼえ1、こよなうなりにけり。

◇　「侍従の寵愛は、大したものになったね。

■　御碁おほむごの見証***P7許けんぞゆるされにけるをや」

◇　碁の審判を許されたとはね」

◆　 
"じじゅう の おぼえ、 こよなう なり に けり。 おほむ-ご の けんぞ ゆるさ れ に ける を や!"


P7 見証--け（け/+ん）そ

1 【侍従のおぼえ】以下「許されにけるをや」まで、兄君の詞。


竹河．２．５．７

■　とて、おとなおとなしきさましてついゐたまへば、御前おまへなる人ひとびと、とかうゐなほる。

◇　と言って、大人ぶった態度でお座りになったので、御前の女房たちは、あれこれ居ずまいを正す。

■　中将ちうじゃう、

◇　中将が、

竹河．２．５．８

■　「宮仕みやづかへのいそがしう1なりはべるほどに、人ひとに劣おとりにたるは、いと本意ほいなきわざかな」

◇　「宮仕えが忙しくなりましたので、弟に出し抜かれたのは、まことに残念なことだなあ」


1 【宮仕へのいそがしう】以下「本意なきわざかな」まで、左近中将の詞。


竹河．２．５．９

■　と愁うれへたまへば、

◇　と愚痴をおこぼしになると、

竹河．２．５．１０

■　「弁官べんくわんは、まいて1、私わたくしの宮仕みやづかへおこたりぬべきままに、さのみやは思おぼし捨すてむ2」

◇　「弁官は、それ以上に、家でのご奉公はお留守になってしまうからと、そうお見捨てではありますまい」


1 【弁官はまいて】以下「思し捨てむ」まで、右中弁の詞。

2 【さのみやは思し捨てむ】反語表現。『集成』は「そうまでお見捨てになっていいものでしょうか」と訳す。


竹河．２．５．１１

■　など申まうしたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

■　碁打ごうちさして、恥はぢらひておはさうずる、いとをかしげなり。

◇　碁を打つのを止めて、恥ずかしがっていらっしゃる、たいそう美しい感じである。

竹河．２．５．１２

■　「内裏うちわたりなど1まかりありきても、故殿ことのおはしまさましかば2、と思おもひたまへらるること多おほくこそ」

◇　「宮中辺りなどに出歩きましても、亡き殿がいらっしゃったら、と存じられますことが多くて」


1 【内裏わたりなど】以下「多くこそ」まで、左中将の詞。

2 【故殿おはしまさましかば】左中将や右中弁らの父、鬚黒。


竹河．２．５．１３

■　など、涙なみだぐみて見みたてまつりたまふ。

◇　などと、涙ぐんで拝し上げなさる。

■　二十七にじふしち、八はちのほどにものしたまへば、いとよくととのひて、この御おほむありさまどもを、

◇　二十七、八歳くらいでいらっしゃったので、とても恰幅よくて、姫君たちのご様子を、

■　「いかで、いにしへ2思おぼしおきてしに、違たがへずもがな」

◇　「何とかして、昔父君がお考えになっていた通りに、したいものだ」

■　と思おもひゐたまへり。

◇　と思っていらっしゃった。


1? 【二十七八のほどにものしたまへべ】左中将の年齢。『完訳』は「左近中将の誕生は、真木柱。今は二十五歳のはず」と注す。

2 【いかでいにしへ】以下「違へずもがな」まで、左中将の心中。


竹河．２．５．１４

■　御前おまへの花はなの木きどもの中なかにも、匂にほひまさりてをかしき桜さくらを折をらせて、

◇　お庭先の花の木々の中でも、色合いの優れて美しい桜を折らせて、

■　「他ほかのには似にずこそ」

◇　「他の桜とは違っている」

■　など、もてあそびたまふを、

◇　などと、もて遊んでいらっしゃるのを、

竹河．２．５．１５

■　「幼をさなくおはしまししP8時2とき、この花はなは、わがぞ、わがぞと、争あらそひたまひしを、故殿ことのは、姫君ひめぎみの御花おほむはなぞと定さだめたまふ。

◇　「お小さくいらした時、この花は、わたしのよ、わたしのよと、お争いになったが、故殿は、姫君のお花だとお決めになる。

■　上うへは3、若君わかぎみの御木おほむきと定さだめたまひしを、いとさは泣なきののしらねど、やすからず思おもひたまへられしはや4」

◇　母上は、若君のお花だとお決めになったが、それをひどくそんなには泣き叫んだりしませんでしたが、おもしろくなく存じられましたよ」

■　とて、

◇　と言って、

■　「この桜さくらの5老木おいぎになりにけるにつけても、過すぎにける齢よはひを思おもひたまへ出いづれば、あまたの人ひとに後おくれはべりにける、身みの愁うれへも、止とめがたうこそ」

◇　「この桜が老木になったにつけても、過ぎ去った歳月を思い出されますので、大勢の人に先立たれてしまった身の悲しみも、きりがございません」


P8 おはしましし--おはしまさうし（さうし/＄しゝ）

1? 【他のにも似ずこそ】姫君の詞。係助詞「こそ」の下に「はべれ」などの語句が省略。

2 【幼くおはしましし時】以下「思ひたまへられしはや」まで、左中将の詞。

3 【上は】母上は、の意。

4 【いとさは泣きののしらねどやすからず思ひたまへられしはや】『集成』は「父母が姫君たちにかまけて自分を顧みてくれない、と思った幼時の回想」と注す。

5 【この桜の】以下「止めがたうこそ」まで、左中将の詞。


竹河．２．５．１６

■　など、泣なきみ笑わらひみ聞きこえたまひて、例れいよりはのどやかにおはす。

◇　などと、泣いたり笑ったりしながら申し上げなさって、いつもよりはのんびりとしていらっしゃる。

■　人ひとの婿むこになりて1、心静こころしづかにも今いまは見みえたまはぬを、花はなに心こころとどめてものしたまふ。

◇　他の家の婿となって、ゆっくりとは今ではお見えにならないが、花に心を惹かれておいでである。


1 【人の婿になりて】他家の婿に入って。


第六段　玉鬘の大君、冷泉院に参院の話

竹河．２．６．１

■　尚侍かむの君きみ、かくおとなしき人ひとの親おやになりたまふ御年おほむとしのほど思おもふよりは、いと若わかうきよげに、なほ盛さかりの御容貌おほむかたちと見みえたまへり。

◇　尚侍の君は、このように成人した子の親におなりのお年の割には、たいそう若く美しく、依然として盛りのご容貌にお見えになった。

■　冷泉院れいぜいゐんの帝みかどは、多おほくは2、この御おほむありさまのなほゆかしう、昔恋むかしこひしう思おぼし出いでられければ、何なににつけてかは3と、思おぼしめぐらして、姫君ひめぎみの御おほむことを、あながちに聞きこえたまふにぞありける。

◇　冷泉院の帝は、主として、この方のご様子が依然として心に掛かって、昔が恋しく思い出されなさったので、何にかこつけたらよいかと、思案なさって、姫君のご入内の事を、無理やりに申し込みなさるのであった。

■　院ゐんへ参まゐりたまはむことは、この君きみたちぞ4、

◇　院に入内なさることは、この君たちが、


1? 【尚侍の君かくおとなしき人の親になりたまふ御年のほどよりは】玉鬘は、二十七八歳の左中将らの母親、四十八歳。

2 【冷泉院の帝は多くは】『完訳』は「大君参院を望む理由の大半は、後宮に入らなかった玉鬘への未練」と注す。

3 【何につけてかは】冷泉院の心中。

4 【この君たちぞ】左中将や右中弁ら。


竹河．２．６．２

■　「なほ、ものの栄はえなき心地1ここちこそすべけれ。

◇　「やはり、栄えない気がしましょう。

■　よろづのこと、時ときにつけたるをこそ、世人よひとも許ゆるすめれ。

◇　万事が、時流に乗ってこそ、世間の人も認めましょう。

■　げに、いと見みたてまつらまほしき御おほむありさまは2、この世よにたぐひなくおはしますめれど、盛さかりならぬ心地3ここちぞするや。

◇　なるほど、まことに拝したいお姿は、この世に類なくいらっしゃるようですが、盛りを過ぎた感じがしますね。

■　琴笛ことふえの調しらべ、花鳥はなとりの色いろをも音ねをもS10、時ときに従したがひてこそ、人ひとの耳みみもとまるものなれ。

◇　琴や笛の調子、花や鳥の色や音色も、時期にかなってこそ、人の耳にも止まるものです。

■　春宮とうぐうは、いかが」

◇　春宮は、どうでしょうか」


S10 花鳥の色をも音をもいたづらにもの憂かる身は過ぐすのみなり（後撰集夏-二一二　藤原雅正）

1 【なほものの栄なき心地】以下「春宮はいかが」まで、左中将らの詞。

2 【げにいと見たてまつらまほしき御ありさまは】冷泉院の美しい姿態。

3 【盛りならぬ心地】退位後という感じ。


竹河．２．６．３

■　など申まうしたまへば、

◇　などと申し上げなさると、

竹河．２．６．４

■　「いさや1、はじめよりやむごとなき人ひとの、かたはらもなきやうにてのみ2、ものしたまふめればこそ。

◇　「さあ、どんなものかしら、最初から重々しい方が、並ぶ者がいないような勢いで、いらっしゃるようですからね。

■　なかなかにて交まじらはむは、胸むねいたく人笑ひとわらへなることもやあらむと、つつましければ。

◇　なまじっかの宮仕えは、胸を痛め物笑いになることもあろうかと、気が引けますので。

■　殿とのおはせましかば3、行ゆく末すゑの御宿世宿世おほむすくせすくせは知しらず、ただ今いまは、かひあるさまにもてなしたまひてましを」

◇　殿が生きていらっしゃったならば、将来のご運は判らないが、この今は、張り合いのある状態になさっていたでしょうに」


1 【いさや】以下「たまひてましを」まで、玉鬘の詞。

2 【やむごとなき人のかたはらもなきやうにてのみ】夕霧の大君が入内していることをいう。

3 【おはせましかば】「もてなしたまひてましを」に係る反実仮想の構文。


竹河．２．６．５

■　などのたまひ出いでて、皆みなものあはれなり。

◇　などとおっしゃって、皆しみじみと悲しい思いがする。

第七段　蔵人少将、姫君たちを垣間見る

竹河．２．７．１

■　中将ちうじゃうなど立たちたまひてのち、君きみたちは、打うちさしたまへる碁打ごうちたまふ。

◇　中将などがお立ちになった後、姫君たちは、途中で打ち止めていらした碁を打ちになる。

■　昔むかしより争あらそひたまふ桜さくらを賭物かけものにて、

◇　昔からお争いになる桜を賭物として、

竹河．２．７．２

■　「三番さむばんに、数一かずひとつ勝かちたまはむ方かたには、なほ花はなを寄よせてむ1」

◇　「三番勝負で、一つ勝ち越しになった方に、やはり花を譲りましょう」


1 【三番に数一つ勝ちたまはむ方にはなほ花を寄せてむ】大島本は「かたにハ猶花を」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「方に花を」と「ハ猶」を削除する。『新大系』は底本のままとする。姫君たちの詞。


竹河．２．７．３

■　と、戯たはぶれ交かはし聞きこえたまふ。

◇　と、ふざけて申し合いなさる。

■　暗くらうなれば、端近はしちかうて打うち果はてたまふ1。

◇　暗くなったので、端近くで打ち終えなさる。

■　御簾巻みすまき上あげて、人ひとびと皆挑みないどみ念ねんじきこゆ。

◇　御簾を巻き上げて、女房たちが皆競い合ってお祈り申し上げる。

■　折をりしも例れいの少将せうしゃう、侍従じじゅうの君きみの御曹司みざうしに来きたりけるを、うち連つれて出いでたまひにければ2、おほかた人少ひとずくななるに、廊らうの戸との開あきたるに、やをら寄よりてのぞきけり。

◇　ちょうどその時、いつもの蔵人少将が、藤侍従の君のお部屋に来ていたのだが、兄弟連れ立ってお出になったので、だいたいが人の少ない上に、廊の戸が開いていたので、静かに近寄って覗き込んだ。


1 【暗うなれば端近うて打ち果てたまふ】「なれば」は単純な順接。「端近うて」は挿入句。

2 【うち連れて出でたまひにければ】侍従が兄左中将や右中弁らと一緒に。


竹河．２．７．４

■　かう、うれしき折をりを見みつけたるは1、仏ほとけなどの現あらはれたまへらむに参まゐりあひたらむ心地ここちするも、はかなき心こころになむ2。

◇　このように、嬉しい機会を見つけたのは、仏などが姿を現しなさった時に出会ったような気がするのも、あわれな恋心というものである。

■　夕暮ゆふぐれの霞かすみの紛まぎれは、さやかならねど、つくづくと見みれば、桜色さくらいろのあやめも3、それと見分みわきつ。

◇　夕暮の霞に隠れて、はっきりとはしないが、よくよく見ると、桜色の色目も、はっきりそれと分かった。

■　げに、散ちりなむ後のちの形見かたみS11にも4見みまほしく、匂にほひ多おほく見みえたまふを、いとど異ことざまになりたまひなむこと5、わびしく思おもひまさらる。

◇　なるほど、花の散った後の形見として見たく、美しさがいっぱいお見えなのを、ますますよそに嫁ぎなさることを、侘しく思いがまさる。

■　若わかき人ひとびとのうちとけたる姿すがたども、夕映ゆふばえをかしう見みゆ。

◇　若い女房たちのうちとけている姿、姿が、夕日に映えて美しく見える。

■　右勝みぎかたせたまひぬ6。

◇　右方がお勝ちあそばした。

■　「高麗こまの乱声らんじゃう、おそしや7」

◇　「高麗の乱声が、遅い」

■　など、はやりかに言いふもあり。

◇　などと、はしゃいで言う女房もいる。


S11 桜色に衣は深く染めて着む花の散りなむ後の形見に（古今集春上-六六　紀有朋）

1 【かううれしき折を見つけたるは】蔵人少将と語り手の地の文が一体化した叙述。

2 【はかなき心になむ】語り手の蔵人少将の心情批評。『全集』は「語り手の評」と注す。

3 【桜色のあやめも】大君の衣裳。

4 【げに散りなむ後の形見にも】「げに」語り手の同意納得する気持ち。『奥入』は「さくら色に衣は深く染めて着む花の散りなむ後の形見に（古今集春上、六六、紀有朋）を指摘。

5 【異ざまになりたまひなむこと】大君が他人に嫁ぐこと。

6 【右勝たせたまひぬ】中君が勝つ。「せたまふ」最高敬語。玉鬘邸の古女房の語りという性格上、敬語の使用基準も従来と異なる。

7 【高麗の乱声おそしや】右方の女房の詞。右方が勝ったので、「高麗楽の乱声」を催促。高麗楽は右楽、唐楽は左楽。


竹河．２．７．５

■　「右みぎに心こころを寄よせたてまつりて1、西にしの御前おまへに寄よりてはべる木きを、左ひだりになして3、年としごろの御争おほむあらそひの、かかれば、ありつるぞかし」

◇　「右方にお味方申し上げて、西のお庭先の近くにあります木を、左方のものだとし、長年のお争いが、そのようなわけで、続いたのでございますよ」


1 【右に心を寄せたてまつりて】大島本は「心越よせ」とある。『完本』は諸本に従って「心寄せ」と「を」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「ありつるぞかし」まで、右方の女房の詞。

2? 【西の御前によりてはべる木を】西の庭先すなわち右方にあった桜の木を、の意。

3 【左になして】父鬚黒が大君のものだと言ったことで。


竹河．２．７．６

■　と、右方みぎかたは心地ここちよげにはげましきこゆ。

◇　と、右方は気持ちよさそうに応援申し上げる。

■　何なにごとと知しらねど、をかしと聞ききて1、さしいらへもせまほしけれど、

◇　どのような事情でと知りらないが、おもしろいと聞いて、返事もしたいが、

■　「うちとけたまへる折をり、心地ここちなくやは2」

◇　「寛いでいらっしゃる時に、心ない態度では」

■　と思おもひて、出いでて去いぬ。

◇　と思って、邸をお出になった。

■　「また、かかる紛まぎれもや3」

◇　「再び、このような機会はないか」

■　と、蔭かげに添そひてぞ、うかがひありきける。

◇　と、物蔭に隠れて、窺い歩くのであった。


1 【をかしと聞きて】主語は蔵人少将。

2 【うちとけたまへる折心地なくやは】蔵人少将の心中。

3 【またかかる紛れもや】蔵人少将の心中。下に「あらむ」などの語句が省略。


第八段　姫君たち、桜花を惜しむ和歌を詠む

竹河．２．８．１

■　君達きみたちは、花はなの争あらそひをしつつ明あかし暮くらしたまふに、風荒かぜあららかに吹ふきたる夕ゆふつ方かた、乱みだれ落おつるがいと口惜くちをしうあたらしければ、負まけ方かたの姫君ひめぎみ、

◇　姫君たちは、花の争いをしながら日を送っていらっしゃると、風が激しく吹いている夕暮に、乱れ散るのがまことに残念で惜しいので、負け方の姫君は、

竹河．２．８．２

■　「桜さくらゆゑ風かぜに心こころの騒さわぐかな

思おもひぐまなき花はなと見みる見みる1」

◇　「桜のせいで吹く風ごとに気が揉めます

わたしを思ってくれない花だと思いながらも」


1 【桜ゆゑ風に心の騒ぐかな思ひぐまなき花と見る見る】大君の詠歌。『全集』は「折りて見ば近まさりせよ桃の花思ひ暮らして桜惜しまじ」（紫式部集）を指摘。


竹河．２．８．３

■　御方おほむかたの宰相さいしゃうの君きみ、

◇　御方の宰相の君が、

竹河．２．８．４

■　「咲さくと見みてかつは散ちりぬる花はななれば

負まくるを深ふかき恨うらみともせず1」

◇　「咲いたかと見ると一方では散ってしまう花なので

負けて木を取られたことを深く恨みません」


1 【咲くと見てかつは散りぬる花なれば負くるを深き恨みともせず】大君方の女房宰相の君の唱和歌。


竹河．２．８．５

■　と聞きこえ助たすくれば、右みぎの姫君ひめぎみ、

◇　とお助け申し上げると、右方の姫君は、

竹河．２．８．６

■　「風かぜに散ちることは世よの常枝つねえだながら

移うつろふ花はなをただにしも見みじ1」

◇　「風に散ることは世の常のことですが、枝ごとそっくり

こちらの木になった花を平気で見ていられないでしょう」


1 【風に散ることは世の常枝ながら移ろふ花をただにしも見じ】中君の詠歌。


竹河．２．８．７

■　この御方おほむかたの大輔たいふの君きみ、

◇　こちらの御方の大輔の君が、

竹河．２．８．８

■　「心こころありて池いけのみぎはに落おつる花はな

あわS12となりてもわが方かたに寄よれ1」

◇　「こちらに味方して池の汀に散る花よ

水の泡となってもこちらに流れ寄っておくれ」


S12 枝よりもあだに散りにし花なれば落ちても水の泡とこそなれ（古今集春下-八一　菅野高世）

1 【心ありて池のみぎはに落つる花あわとなりてもわが方に寄れ】中君方の女房大輔の君の唱和歌。『河海抄』は「枝よりもあだに散りにし花なれば落ちても水の泡とこそなれ」（古今集春下、八一、菅野高世）を指摘。


竹河．２．８．９

■　勝かち方かたの童女1わらはべおりて、花はなの下したにありきて、散ちりたるをいと多おほく拾ひろひて、持もて参まゐれり。

◇　勝ち方の女の童が下りて、花の下を歩いて、散った花びらをたいそうたくさん拾って、持って参った。


1 【勝ち方の童女】右方の童女。


竹河．２．８．１０

■　「大空おほぞらの風かぜに散ちれども桜花さくらばな

おのがものとぞかきつめて見みる1」

◇　「大空の風に散った桜の花を

わたしのものと思って掻き集めて見ました」


1 【大空の風に散れども桜花おのがものとぞかきつめて見る】右方の童女の詠歌。


竹河．２．８．１１

■　左ひだりのなれき、

◇　左方のなれきが、

竹河．２．８．１２

■　「桜花匂さくらばなにほひあまたに散ちらさじと

おほふばかりの袖そでS13はありやは1

◇　「桜の花のはなやかな美しさを方々に散らすまいとしても

大空を覆うほど大きな袖がございましょうか


S13 大空に覆ふばかりの袖もがな春咲く花を風にまかせじ（後撰集春中-六四　読人しらず）

1 【桜花匂ひあまたに散らさじとおほふばかりの袖はありやは】左方の童女なれきの反論歌。『河海抄』は「大空におほふばかりの袖もがな春咲く花を風にまかせじ」（後撰集春中、六四、読人しらず）を指摘。


竹河．２．８．１３

■　心こころせばげにこそ見みゆめれ」

◇　心が狭く思われます」

■　など言いひ落おとす。

◇　などと悪口を言う。

第三章　玉鬘の大君の物語　冷泉院に参院

第一段　大君、冷泉院に参院決定

竹河．３．１．１

■　かくいふに、月日つきひはかなく過すぐすも、行ゆく末すゑのうしろめたきを、尚侍かむの殿とのはよろづに思おぼす。

◇　こうしているうちに、月日をいたづらに送るのも、将来が不安なので、尚侍の殿はいろいろとお考えになる。

■　院ゐんよりは、御消息日々おほむせうそこひびにあり。

◇　院からは、お手紙が毎日ある。

■　女御2にょうご、

◇　女御は、


1? 【院よりは御消日々にあり】冷泉院から大君入内の要請がある。

2 【女御】冷泉院の弘徽殿女御。


竹河．３．１．２

■　「うとうとしう1思おぼし隔**つるにや。

◇　「よそよそしく他人行儀にお考えなのでしょうか。

■　上うへは、ここに聞きこえ疎うとむるなめりと2、いと憎にくげに思おぼしのたまへば、戯たはぶれにも苦くるしうなむ。

◇　お上は、わたしがあなたに邪魔をしているらしいと、とても憎らしそうにおっしゃるので、冗談でも辛いことです。

■　同おなじくは、このころのほどに思おぼし立たちね」

◇　同じことなら、今のうちにご決心なさいませ」

◆　 
"うとうとしう おぼし つる に や? うへ は、 ここ に きこえ うとむる な' めり と、 いと にくげ に おぼし のたまへ ば、 たはぶれ に も くるしう なむ。 おなじく は、 このころ の ほど に おぼし たち ね。"


1 【うとうとしう】以下「思し立ちね」まで、弘徽殿女御の詞。

2 【上はここに聞こえ疎むるなめりと】お上は、わたし弘徽殿女御があなた玉鬘の大君の入内を邪魔しているようだと。


竹河．３．１．３

■　など、いとまめやかに聞きこえたまふ。

◇　などと、たいそう懇切に申し上げなさる。

■　「さるべきにこそは1おはすらめ。

◇　「前世からの因縁でいらっしゃるのだろう。

■　いとかうあやにくにのたまふもかたじけなし」

◇　とてもこのように反対する立場の方がお勧め申すのも恐れ多い」

■　など思おぼしたり。

◇　などとお思いになった。


1 【さるべきにこそは】以下「かたじけなし」まで、玉鬘の心中。同じ妻妾の関係にある女性は嫉妬したり妨害するのだが、好意的に勧誘している。


竹河．３．１．４

■　御調度おほむてうどなどは、そこらし置おかせたまへれば、人ひとびとの装束さうぞく、何なにくれのはかなきことをぞいそぎたまふ。

◇　御調度類は、たくさん準備なさっていたので、女房たちの衣装や、何やかやのこまごましたことをご準備なさる。

■　これを聞きくに1、蔵人少将くらうどのせうしゃうは、死しぬばかり思おもひて、母北ははきたの方かたをせめたてまつれば2、聞ききわづらひたまひて、

◇　これを聞くと、蔵人少将は、悶え死ぬほど思いつめて、母北の方をお責め申したので、聞くのもお困りになって、


1 【これを聞くに】玉鬘の大君の冷泉院入内のこと。

2 【母北の方をせめたてまつれば】雲居雁を。雲居雁は玉鬘と異母姉妹の関係。


竹河．３．１．５

■　「いとかたはらいたきことに1つけて、ほのめかし聞きこゆるも、世よにかたくなしき闇やみの惑まどひS14に2なむ。

◇　「とても恥ずかしいことですが、お耳に入れますのも、まことに愚かな親心でございます。

■　思おぼし知しる方かたもあらば、推おし量はかりて、なほ慰なぐさめさせたまへ」

◇　ご同情下さるならば、ご推察いただき、やはり安心させてやって下さい」


S14 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【いとかたはらいたきことに】以下「慰めさせたまへ」まで、雲居雁から玉鬘への文。

2 【闇の惑ひに】『異本紫明抄』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を指摘。


竹河．３．１．６

■　など、いとほしげに聞きこえたまふを、

◇　などと、不憫でならないように申し上げなさるが、

■　「苦くるしうもあるかな1」

◇　「困ったことだわ」

■　と、うち嘆なげきたまひて、

◇　と、お嘆きになって、


1 【苦しうもあるかな】玉鬘の心中。


竹河．３．１．７

■　「いかなることと1、思おもうたまへ定さだむべきやうもなきを、院ゐんよりわりなくのたまはするに、思おもうたまへ乱みだれてなむ。

◇　「どのようなことやらと、決心も致しかねますが、院から無理やりにおっしゃるので、迷っております。

■　まめやかなる御心みこころならば2、このほどを思おぼししづめて、慰なぐさめきこえむさまをも3見みたまひてなむ、世よの聞きこえもなだらかならむ」

◇　ご本心からならば、ここ暫くの間は我慢なさって、お心のゆくようお計らい申すのを御覧になって、世間の評判も穏やかでしょう」


1 【いかなることと】以下「なだらかならむ」まで、玉鬘の雲居雁への返書。

2 【まめやかなる御心ならば】蔵人少将の気持ちが。

3 【このほどを思ししづめて慰めきこえむさまをも】大君の冷泉院入内の後に考えるところ、すなわち中君を許してもよい、という含み。


竹河．３．１．８

■　など申まうしたまふも、この御参おほむまゐり過すぐして、中なかの君きみをと思おぼすなるべし1。

◇　などと申し上げなさるのも、この院に参るのを過ごして、中の君をとお思いなのであろう。

■　「さし合あはせては2、うたてしたり顔がほならむ。

◇　「時期を一緒にしては、あまりに得意顔に見えよう。

■　まだ、位くらゐなどもあさへたるほどを」

◇　まだ、位なども低いほどだから」

■　など思おぼすに、男をとこは3、さらにしか思おもひ移うつるべくもあらず4、ほのかに見みたてまつりてのちは、面影おもかげに恋こひしう、いかならむ折をりに5とのみおぼゆるに、かう頼たのみかからずなりぬるを、思おもひ嘆なげきたまふこと限かぎりなし。

◇　などとお思いになると、男は、まったく気持ちを移せそうもなく、ちらっと拝見した後は、面影に立って恋しく、どのような機会にとばかり思っていたが、このように頼みの綱も切れてしまったのを、お嘆きになることはこの上もない。


1 【この御参り過ぐして中の君をと思すなるべし】手紙の趣を語り手が解説してみせる。『紹巴抄』は「此注也」。『全集』は「語り手の解説」と注す。

2 【さし合はせては】以下「あさへたるほどを」まで、玉鬘の心中。

3 【男は】蔵人少将。

4 【思ひ移るべくもあらず】大君から中君に心を移す意。

5 【いかならむ折に】蔵人少将の心中。


第二段　蔵人少将、藤侍従を訪問

竹河．３．２．１

■　かひなきことも言いはむとて、例れいの、侍従じじゅうの曹司1ざうしに来きたれば、源侍従2げんじじゅうの文ふみをぞ見みゐたまへりける3。

◇　愚痴でもこぼそうと思って、いつものように、藤侍従のお部屋に来たところ、源侍従の手紙を見ていらっしゃるのであった。

■　ひき隠かくすを、さなめりと見みて、奪うばひ取とりつ4。

◇　さっと隠すので、さてはと思って、奪い取った。

■　「ことあり顔がほにや」

◇　「意味有りげな顔にとられては」

■　と思おもひて、いたうも隠かくさず。

◇　と思って、強く隠さない。

■　そこはかとなくP9,5、ただ世よを恨うらめしげに6かすめたり。

◇　どことなく、ただ男女関係のつれなさを恨めしそうに書いてあった。


P9 そこはかとなく--そこはかとなくて（て/＃）

1 【侍従の曹司】玉鬘邸の藤侍従の部屋。

2 【源侍従】薫。

3 【見ゐたまへりける】主語は藤侍従。

4 【さなめりと見て奪ひ取りつ】主語は蔵人少将。

5 【そこはかとなく】大島本は「そこはかとなくて（て＄、＃）」とある。すなわち、「て」をミセケチにした後、さらに抹消している。『集成』『完本』は諸本に従って「そこはかとなくて」と底本の訂正以前本文に従う。『新大系』は底本の訂正に従って「て」を削除する。

6 【世を恨めしげに】「世」は男女関係。


竹河．３．２．２

■　「つれなくて過すぐる月日つきひをかぞへつつ

もの恨うらめしき暮くれの春はるかな1」

◇　「わたしの気持ちを分かっていただけずに過ぎてゆく年月を数えていますと

恨めしくも春の暮になりました」


1 【つれなくて過ぐる月日をかぞへつつもの恨めしき暮の春かな】薫から藤侍従への贈歌。


竹河．３．２．３

■　「人ひとはかうこそ1、のどやかにさまよくねたげなめれ、わがいと人笑ひとわらはれなる心焦こころいられを、かたへは目馴めなれて、あなづりそめられにたる」

◇　「他人はこのように、悠長に体裁よく恨んでいるようだが、自分のまことに物笑いになる焦りかたを、一つには馴れっこになって、軽んじられることになってしまったのだ」

■　など2思おもふも、胸痛むねいたければ、ことにものも言いはれで、例れい、語かたらふ中将ちうじゃうの御許3おもとの曹司ざうしの方かたに行ゆくも、例れいの、かひあらじかし4と、嘆なげきがちなり。

◇　と思うのも、胸が痛むので、特に何も言うことができず、いつも、親しくしている中将のおもとのお部屋の方に行くが、例によって、効のないことだと、溜息をつきがちである。


1 【人はかうこそ】以下「あなづりそめられにたる」まで、蔵人少将の心中。係助詞「こそ」は「ねたげなめれ」に係る。逆接用法。「わが」と対比。

2 【あなづりそめられにたるなど】大島本は「たるなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「…たる」と」と「な」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【中将の御許】大君付の女房。

4 【例のかひあらじかし】蔵人少将の心中。


竹河．３．２．４

■　侍従じじゅうの君きみは、

◇　侍従の君は、

■　「この返かへりことせむ1」

◇　「この返事をしよう」

■　とて、上うへに参まゐりたまふを2見みるに、いと腹立はらだたしうやすからず、若わかき心地ここちには、ひとへにものぞおぼえける。

◇　と思って、母上のもとに参上なさるのを見ると、実に腹立たしくおもしろくなく、若いだけに、一途に思いつめているのであった。


1 【この返りことせむ】薫への返事。

2 【上に参りたまふを】母上玉鬘のもとへ、返事の相談に行く。


竹河．３．２．５

■　あさましきまで恨うらみ嘆なげけば、この前申まへまうし1も、あまり戯たはぶれにくく、いとほしと思おもひて2、いらへもをさをさせず。

◇　見苦しいまでに恨み嘆くので、この取次役も、たいして冗談にもできず、お気の毒と思って、返事もなかなかしない。

■　かの御碁おほむごの見証けんぞせし夕暮ゆふぐれのことも言いひ出いでて、

◇　あの碁に立ち会った夕暮のことも言い出して、


1 【前申し】一語。取り次ぎ役、中将の御許のこと。

2 【いとほしと思ひて】主語は中将の御許。


竹河．３．２．６

■　「さばかりの夢ゆめをだに1、また見みてしがな。

◇　「あれくらいの夢でも、再び見たいものだなあ。

■　あはれ、何なにを頼たのみにて生いきたらむ。

◇　ああ、何を頼みにして生きていよう。

■　かう聞きこゆることも、残のこり少すくなうおぼゆれば、つらきもあはれS15、と3いふことこそ、まことなりけれ2」

◇　このように申し上げることも、寿命少なく思われますので、つれない仕打ちも懐かしい、ということは、本当ですね」


S15 嬉しくは忘るることもありなまし辛きぞ長き形見なりける（古今六帖四-二一九一　清原深養父）

1 【さばかりの夢をだに】以下「まことなりけれ」まで、蔵人少将の詞。

2 【つらきもあはれといふことこそまことなりけれ】『花鳥余情』は「立ち返りあはれとぞ思ふよそにても人に心をおきつ白波」（古今集恋一、四七四、在原元方）。『弄花抄』は「うれしくは忘るる事もありなましつらきぞ長き形見なりける」（新古今集恋五、一四〇三、清原深養父）を指摘。

3 【あはれと】大島本は「あハれと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あはれとて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「添ひたるならむ」まで、中将の御許の心中。


竹河．３．２．７

■　と、いとまめだちて言いふ。

◇　と、実に真顔になって言う。

■　「あはれと、言ていひやるべき方かたなきことなり。

◇　「お気の毒だと言って、も慰めようもないことである。

■　かの慰なぐさめたまふらむ御おほむさま1、つゆばかりうれしと思おもふべきけしきもなければ、げに、かの夕暮ゆふぐれの顕証けんぞなりけむに、いとどかうあやにくなる心こころは添そひたるならむ」

◇　あのお慰め下さるというお話は、少しも嬉しいと思うような様子もないので、なるほど、あの夕暮のはっきりと見えたことに、ますますこのように無闇な思いが募ったのだろう」

■　と、ことわりに思おもひて、

◇　と、無理もないことに思って、


1 【かの慰めたまふらむ御さま】大島本は「なくさめ給らん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「慰めたまはむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。玉鬘からの返事に、中君を結婚相手にとあったことをさす。


竹河．３．２．８

■　「聞きこしめさせたらば1、いとどいかにけしからぬ御心みこころなりけりと、疎うとみきこえたまはむ。

◇　「お耳にあそばしたら、ますますなんとけしからぬお心の人なのだと、お恨み申されましょう。

■　心苦こころぐるしと思おもひきこえつる心2こころも失うせぬ。

◇　お気の毒だとお思い申していました気持ちもなくなってしまいました。

■　いとうしろめたき御心みこころなりけり」

◇　とても油断のできないお方だったのですね」


1 【聞こしめさせたらば】以下「御心なりけり」まで、中将のおもとの詞。蔵人少将が垣間見たということを姫君がお知りになったら、の意。

2 【心苦しと思ひきこえつる心】中将の御許が蔵人少将を気の毒だと思う気持ち。


竹河．３．２．９

■　と、向むかひ火びつくれば、

◇　と、反対に文句を言うと、

竹河．３．２．１０

■　「いでや1、さはれや。

◇　「ええい、どうともなれ。

■　今いまは限かぎりの身みなれば、もの恐おそろしくもあらずなりにたり。

◇　もうおしまいの身だから、何も恐くはなくなってしまった。

■　さても負まけたまひしこそ、いといとほしかりしか。

◇　それにしてもお負けになったことが、実にお気の毒であった。

■　おいらかに召めし入いれてやは。

◇　あっさりと招き入れてくれたら。

■　目めくはせたてまつらましかば2、こよなからましものを」

◇　目配せ申したら、絶対に勝ったろうものを」

■　など言いひて、

◇　などと言って、


1 【いでや】以下「こよなからましものを」まで、蔵人少将の詞。

2 【目くはせたてまつらましかば】碁にこっそり助言してやれたものを、の意。


竹河．３．２．１１

■　「いでやなぞ数かずならぬ身みにかなはぬは

人ひとに負まけじの心こころなりけり1」

◇　「いったい何ということか、物の数でもない身なのに

かなえることができないのは負けじ魂だとは」


1 【いでやなぞ数ならぬ身にかなはぬは人に負けじの心なりけり】蔵人少将の詠歌。『集成』は「「数」「負く」は、会話から続いて、碁の縁語」と注す。


竹河．３．２．１２

■　中将ちうじゃう、うち笑わらひて、

◇　中将は、吹き出して、

竹河．３．２．１３

■　「わりなしや強つよきによらむ勝かち負まけをP10

心一こころひとつにいかがまかする1」

◇　「無理なこと、強い方が勝つ勝負事を

あなたのお心一つでどうなりましょう」


P10 勝ち負けを--かちまけに（に/＄を〈朱〉）

1 【わりなしや強きによらむ勝ち負けを心一つにいかがまかする】中将の御許の返歌。「強き」「勝ち負け」は碁の縁語。「強き」は冷泉院を暗示。


竹河．３．２．１４

■　といらふるさへぞ、つらかりけるP11。

◇　と答えるのさえ、辛いことであった。


P11 らかりける--つらかりけり（り/＄る〈朱〉）


竹河．３．２．１５

■　「あはれとて手てを許ゆるせかし生いき死しにを

君きみにまかするわが身みとならば1」

◇　「かわいそうだと思って、姫君をわたしに許してください

この先の生死はあなた次第のわが身と思われるならば」


1 【あはれとて手を許せかし生き死にを君にまかするわが身とならば】蔵人少将の詠歌。『集成』は「「手をゆるす」は、碁で相手に何目か置き意志を許すこと。「生き死に」は碁の縁語」と注す。


竹河．３．２．１６

■　泣なきみ笑わらひみ、語かたらひ明あかす。

◇　泣いたり笑ったりしながら、一晩中語らい明かす。

第三段　四月一日、蔵人少将、玉鬘へ和歌を贈る

竹河．３．３．１

■　またの日ひは、卯月うづきになりにければ、兄弟はらからの君きみたち1の、内裏うちに参まゐりさまよふに、いたう屈くんじ入いりて眺ながめゐたまへれば、母北ははきたの方かたは、涙なみだぐみておはす。

◇　翌日は、四月になったので、兄弟の君たちが、宮中に参内するために慌ただしくしているのに、ひどく萎れて物思いに沈んでいらっしゃるので、母北の方は、涙ぐんでいらっしゃる。

■　大臣おとども、

◇　大臣も、


1 【兄弟の君たち】蔵人少将の兄弟たち。夕霧右大臣の子息。


竹河．３．３．２

■　「院ゐんの聞きこしめすところもあるべし1。

◇　「院がお耳にあそばすこともあろう。

■　何なににかは2、おほなおほな聞きき入いれむ、と思おもひて、くやしう、対面たいめんのついでにも3、うち出いで聞きこえずなりにし。

◇　どうして、真剣に聞き入れてくれることがあろう、と思って、悔しいことに、お会いした時に申し上げずじまいだった。

■　みづからあながちに申まうさましかば4、さりともえ違たがへたまはざらまし」

◇　自分が無理を押して申し上げたら、いくらなんでもお断りになならなかっただろうに」


1 【院の聞こしめすところもあるべし】以下「え違へたまはざらまし」まで、夕霧の詞。冷泉院が蔵人少将の執心ぶりを聞いたら不快に思うだろう、の意。

2 【何にかは】「聞き入れむ」に係る。反語表現。

3 【対面のついでにも】玉鬘との面会の折。

4 【申さましかば】「え違へたまはざらまし」に係る、反実仮想の構文。


竹河．３．３．３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　さて、例れいの、

◇　そのようなことがあって、いつものように、

竹河．３．３．４

■　「花はなを見みて春はるは暮くらしつ今日けふよりや

　　しげき嘆なげきの下したに惑まどはむ1」

◇　「花を見て春は過ごしました。今日からは

茂った木の下で途方に暮れることでしょう」


1 【花を見て春は暮らしつ今日よりやしげき嘆きの下に惑はむ】蔵人少将の独詠歌。「嘆き」に「木」を響かせ、「繁き」と縁語。


竹河．３．３．５

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさった。

竹河．３．３．６

■　御前おまへにて1、これかれ上臈じゃうらふだつ人ひとびと、この御懸想人おほむけさうびとの2、さまざまにいとほしげなるを聞きこえ知しらするなかに、中将ちうじゃうの御許おもと、

◇　御前において、あれこれ上臈めいた女房たち、この懸想人が、いろいろと気の毒なことをお話し申し上げる中で、中将のおもとが、


1 【御前にて】大君の御前。

2 【この御懸想人の】蔵人少将ら求婚者をいう。


竹河．３．３．７

■　「生いき死しにをと1言いひしさまの、言ことにのみはあらず、心苦こころぐるしげなりし」

◇　「生き死にをと言った様子が、言葉だけではなく、お気の毒でした」


1 【生き死にをと】以下「心苦しげなりし」まで、中将の御許の詞。


竹河．３．３．８

■　など聞きこゆれば、尚侍かむの君きみも、いとほしと聞ききたまふ。

◇　などと申し上げると、尚侍の君も、不憫だとお聞きになる。

■　大臣おとど、北きたの方1かたの思おぼすところにより、せめて人ひとの御恨おほむうらみ深ふかくはと、取とり替かへありて思おぼすこの御参おほむまゐりを2、さまたげやうに思おもふらむ3はしも、めざましきこと、限かぎりなきにても、ただ人うどには、かけてあるまじきものに、故殿ことのの思おぼしおきてたりしものを4、院ゐんに参まゐりたまはむだに、行ゆく末すゑのはえばえしからぬを思おぼしたる、折をりしも、この御文取おほむふみとり入いれてあはれがる5。

◇　大臣や、北の方のお考えにより、どうしても少将の恨みが深いのならばと、中の君を少将にと代わりをお考えになった上でのこのお参りを、邪魔しているように思っているのはけしからぬこと、この上ない身分の方でも、臣下であっては、絶対に許さないと、故殿がご遺言なさっていたものを、院に参りなさることでさえ、将来見栄えがしないものをとお思いになっていた、ちょうどその時に、このお手紙を受け取って気の毒がる。

■　御返事6おほむかへりこと、

◇　お返事は、


1 【大臣北の方】以下「はえばえしからぬを」まで、玉鬘の心中。末尾は地の文に流れる。

2 【取り替へありて思すこの御参りを】大君に代えて中君を蔵人少将にと考えている、この大君の冷泉院入内を、の意。「思す」という敬語の前後は地の文。

3 【さまたげやうに思ふらむ】主語は夕霧や雲居雁。敬語抜きの表現。推量助動詞「らむ」視界外推量、はるかに想像しているニュアンス。

4 【故殿の思しおきてたりしものを】故鬚黒の遺言。

5 【御文取り入れてあはれがる】主語は女房たち。

6 【御返事】大島本は「御返事」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御返し」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．３．３．９

■　「今日けふぞ知しる空そらを眺ながむるけしきにて

花はなに心こころを移うつしけりとも1」

◇　「今日こそ分かりました、空を眺めているようなふりをして

花に心を奪われていらしたのだと」


1 【今日ぞ知る空を眺むるけしきにて花に心を移しけりとも】『集成』は「中将のおもとがしたのだろう」。『完訳』は「女房の代作である」と注す。


竹河．３．３．１０

■　「あな、いとほし1。

◇　「まあ、お気の毒な。

■　戯たはぶれにのみも取とりなすかな」

◇　冗談事にしてしまうのですね」


1 【あないとほし】以下「取りなすかな」まで、女房の詞。


竹河．３．３．１１

■　など言いへど、うるさがりて書かき変かへず。

◇　などと言うが、面倒がって書き変えない。

第四段　四月九日、大君、冷泉院に参院

竹河．３．４．１

■　九日ここぬかにぞ、参まゐりたまふ1。

◇　九日に、院に参上なさる。

■　右みぎの大殿おほとの、御車みくるま、御前ごぜんの人ひとびとあまたたてまつりたまへり。

◇　右の大殿は、お車、御前駆の人びとを大勢差し上げなさった。

■　北きたの方かたも、恨うらめしと思おもひきこえたまへど、年としごろさもあらざりしに、この御おほむことゆゑ、しげう聞きこえ通かよひたまへるを2、またかき絶たえむP12もうたてあれば、被かづけ物***ども、よき女をむなの装束さうぞくども、あまたたてまつれたまへり。

◇　北の方も、恨めしくお思い申し上げなさったが、長年それほどでもなかったっが、このご一件で、しきりに手紙のやりとりなさったのに、再び途絶えてしまうこともおかしいので、禄や、立派な女の装束などを、たくさん差し上げなさった。

◆　 
ここぬか に ぞ、 まゐり たまふ。 みぎ-の-おほとの、 み-くるま、 ごぜん の ひとびと あまた たてまつり たまへ り。 きたのかた も、 うらめし と おもひ きこえ たまへ ど、 としごろ さも あら ざり し に、 この おほむ-こと ゆゑ、 しげう きこえ かよひ たまへ る を、 また かき-たえ む も うたて あれ ば、 かづけ-ども、 よき をむな の さうぞく-ども、 あまた たてまつれ たまへ り。


P12 かき絶えむ--かきたら（ら/＄え〈朱〉）ん

1 【九日にぞ参りたまふ】『河海抄』は、藤原時平の娘が宇多上皇に四月九日に入内した例を引く。

2 【年ごろさもあらざりしにこの御ことゆゑしげう聞こえ通ひたまへるを】雲居雁と玉鬘は姉妹でありながら、長年親しく文通してこなかったが、蔵人少将の大君への求婚の件で頻繁に文を交わすようになったのだが、の意。


竹河．３．４．２

■　「あやしう、うつし心ごころもなきやうなる人ひとの1ありさまを、見みたまへ扱あつかふほどに、承うけたまはりとどむることもなかりけるを2、おどろかさせたまはぬも3、うとうとしくなむ」

◇　「不思議と、気の抜けたような息子の様子を、お世話していますうちに、はっきりと承ることもなかったので、お知らせ下さらなかったことを、他人行儀なと思っております」


1 【あやしううつし心もなきやうなる人の】以下「うとうとしくなむ」まで、雲居雁から玉鬘への文。子息蔵人少将の落胆ぶりを訴える。

2 【承りとどむることもなかりけるを】大君の冷泉院入内の件。

3 【おどろかさせたまはぬも】主語はあなた玉鬘。「驚かす」は、知らせる意。「せたまふ」二重敬語表現。


竹河．３．４．３

■　とぞありける。

◇　とあったのだった。

■　おいらかなるやうにてほのめかしたまへるを1、いとほしと見みたまふ。

◇　穏やかなようでいてそれとなく恨み言をこめなさったのを、困ったことと御覧になる。

■　大臣おとども御文おほむふみあり。

◇　大臣からもお手紙がある。


1 【ほのめかしたまへるを】『集成』は「それとなく恨み言をおっしゃっているのを」と訳す。


竹河．３．４．４

■　「みづからも参まゐるべきに1、思おもうたまへつるに、慎つつしむ事ことのはべりてなむ。

◇　「わたし自身参上しなければ、と存じましたが、物忌みがございまして。

■　男をのこども、雑役ざふやくにとて参まゐらす。

◇　子息たちを、雑用にと思って伺わせます。

■　疎うとからず召めし使つかはせたまへ」

◇　ご遠慮なさらずお使い下さい」


1 【みづからも参るべきに】以下「召し使はせたまへ」まで、夕霧から玉鬘への文。


竹河．３．４．５

■　とて、源少将げんせうしゃう、兵衛佐ひゃうゑのすけなど1、たてまつれたまへり。

◇　と言って、源少将、兵衛佐など、を差し上げなさった。

■　「情なさけはおはすかし2」

◇　「ご厚意ありがとうございます」

■　と、喜よろこびきこえたまふ。

◇　と、お礼申し上げなさる。

■　大納言殿だいなごんどのよりも3、人ひとびとの御車みくるまたてまつれたまふ。

◇　大納言殿からも、女房たちのお車を差し上げなさる。

■　北きたの方かたは、故大臣こおとどの御女おほむむすめ、真木柱まきばしらの姫君ひめぎみなれば4、いづかたにつけても、睦むつましう聞きこえ通かよひたまふべけれど、さしもあらず。

◇　北の方は、故大臣の娘で、真木柱の姫君なので、どちらの関係から見ても、親しくご交際なさり合うはずでいらっしゃるが、そんなにでもない。


1 【源少将兵衛佐など】夕霧の子息、蔵人少将の兄弟たち。源少将は四男（藤典侍腹）、兵衛佐は六男。蔵人少将は五男。

2 【情けはおはすかし】玉鬘のお礼の詞。

3 【大納言殿よりも】紅梅大納言。玉鬘の実家の主人、姉弟でもある。

4 【真木柱の姫君なれば】真木柱は故鬚黒と北の方の娘、蛍兵部卿宮に嫁して死別後、紅梅大納言の後の北の方となる。玉鬘の継子でもある。


竹河．３．４．６

■　藤中納言とうちうなごんは1しも、みづからおはして、中将ちうじゃう、弁べんの君きみたち、もろともに2事行ことおこなひたまふ。

◇　藤中納言は、ご自身でいっしゃって、中将や、弁の君たちと、一緒に準備をなさる。

■　殿とののおはせましかばと、よろづにつけてあはれなり。

◇　殿が生きていらっしゃったならばと、何事につけても悲しい思いがする。


1 【藤中納言は】鬚黒の長男。真木柱の兄。大君とは異母兄妹。

2 【中将弁の君たちもろともに】玉鬘腹の子息の左中将と右中弁。


第五段　蔵人少将、大君と和歌を贈答

竹河．３．５．１

■　蔵人くらうどの君1きみ、例れいの人ひとに2いみじき言葉ことばを尽つくして、

◇　蔵人の君は、いつもの女房に大げさな言葉の限りを尽くして、


1 【蔵人の君】夕霧の子息、蔵人少将。

2 【例の人に】中将の御許に。


竹河．３．５．２

■　「今いまは限かぎりと思おもひはべる命いの1、さすがに悲かなしきを。

◇　「もうお終いだと思っております命も、そうはいっても悲しいよ。

■　あはれと思おもふ、とばかりだに、一言ひとことのたまはせば、それにかけとどめられて、しばしもながらへやせむ」

◇　せめてお気の毒ぐらいに思う、とだけでも、一言おっしゃって下さったら、その言葉に引かれて、もう暫く生きていられましょうか」


1 【今は限りと思ひはべる命の】大島本は「思はへる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ果つる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「ながらへやせむ」まで、蔵人少将の手紙。


竹河．３．５．３

■　などあるを、持もて参まゐりて見みれば1、姫君二所ひめぎみふたところうち語かたらひて、いといたう屈くんじたまへり。

◇　などと書いてあるのを、持参して見ると、姫君たちお二方がお話して、とてもひどく沈み込んでいらっしゃった。

■　夜昼よるひるもろともに慣ならひたまひて、中なかの戸とばかり隔へだてたる西東2にしひむがしをだに、いといぶせきものにしたまひて、かたみにわたり通かよひおはするを、よそよそにならむことを思おぼすなりけり3。

◇　昼夜一緒に居馴れて、中の戸だけを隔てた西と東の間でさえ、邪魔にお思いになって、お互いに行き来なさっていたが、離れ離れになろうことをお考えなのであった。


1 【持て参りて見れば】中将の御許が大君のもとに持参して様子を見ると、の意。

2 【中の戸ばかり隔てたる西東】『集成』は「「中の戸」は、中仕切りの戸。障子（襖）であろう」と注す。

3 【よそよそにならむことを思すなりけり】前の「いといたう屈じたまへり」の理由説明の叙述。『完訳』「別れの悲しみに、あらためて気づく気持」と注す。


竹河．３．５．４

■　心こころことにしたて、ひきつくろひたてまつりたまへる御おほむさま、いとをかし。

◇　特別に注意して準備して、お着付け申したご様子は、とても立派である。

■　殿とのの思おぼしのたまひしさまなどを思おぼし出いでて、ものあはれなる折をりからにや、取とりて見みたまふ1。

◇　殿がご遺言なさった様子などをお思い出しになって、悲しい時だったせいか、手に取って御覧になる。

■　「大臣、北おとどきたの方かたの、さばかり立たち並ならびて2、頼たのもしげなる御おほむなかに、などかうすずろごとを思おもひ言いふらむ」

◇　「大臣や、北の方が、あれほど揃って、頼もしそうなご家庭で、どうしてこのようなわけの分からないことを思ったり言ったりするのだろう」

■　とあやしきにも、

◇　と不思議なのにつけても、

■　「限かぎり」

◇　「お終いだ」

■　とあるを3、

◇　とあるので、

■　「まことや」

◇　「本当だろうか」

■　と思おぼして4、やがてこの御文おほむふみの端はしに、

◇　とお思いになって、そのままこのお手紙の端に、


1 【取りて見たまふ】大君が蔵人少将からの手紙を。

2 【大臣北の方のさばかり立ち並びて】以下「思ひ言ふらむ」まで、大君の心中。蔵人少将の両親揃っていることを思い比べる。

3 【限りとあるを】蔵人少将の手紙に「今は限りと思ひはべる命」とあったことをさす。

4 【まことやと思して】大島本は「まことや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まことにや」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


竹河．３．５．５

■　「あはれてふ常つねならぬ世よの一言ひとことも

いかなる人ひとにかくるものぞは1

◇　「あわれという一言も、この無常の世に

いったいどなたに言い掛けたらよいのでしょう


1 【あはれてふ常ならぬ世の一言もいかなる人にかくるものぞは】大君の返歌。「あはれと思ふとばかりだに一言のたまはせば」とあったことを受けて返す。


竹河．３．５．６

■　ゆゆしき方かたにてなむ、ほのかに思おもひ知しりたる1」

◇　縁起でもない方面のこととしては、少しは存じております」


1 【ゆゆしき方にてなむほのかに思ひ知りたる】歌に添えた文言。「あはれ」を愛情としてでなく無常一般のこととした。


竹河．３．５．７

■　と書かきたまひて、

◇　とお書きになって、

■　「かう言いひやれかし1」

◇　「このように言いなさい」

■　とのたまふを、やがてたてまつれたる2を、限かぎりなう珍めづらしきにも、折思をりおぼしとむる3さへ、いとど涙なみだもとどまらず。

◇　とおっしゃるのを、そのまま差し上げたところ、この上なく有り難いと思うにつけても、最後の機会をお考えになっていたのまでが嬉しくて、ますます涙が止まらない。


1 【かう言ひやれかし】『集成』は「こう言っておやり。書き換えて返事せよ、の意」。『完訳』は「清書して伝えよ、の気持か」と注す。

2 【とのたまふをやがてたてまつれたる】接続助詞「を」逆接の意。大君の言葉に反して、中将の御許は書き変えずそのまま蔵人少将に与えた。

3 【折思しとむる】大島本は「おり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をりを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「院に御参りの当日、最後の折であることをお心に止めて返事を下さったのも（胸に迫って）」。『完訳』は「参院の当日、最後の機会と思って返事をくれたのも」と注す。


竹河．３．５．８

■　立たちかへり、

◇　折り返し、

■　「誰たが名なは立たたじS16,1」

◇　「誰の浮名が立たないで済みましょう」

■　など、かことがましくP13て2、

◇　などと、恨みがましく書いて、


S16 恋死なば誰が名は立たじ世の中の常なきものと言ひはなすとも（古今集恋二-六〇三　清原深養父）

P13 かことがましく--かう（う/＄こ〈朱〉）とかましく

1 【誰が名は立たじ】『源氏釈』は「恋ひ死なば誰が名は立たじ世の中の常なきものと言ひはなすとも」（古今集恋二、六〇三、清原深養父）を踏まえたものであることを指摘。

2 【かことがましくて】『集成』は「恨みがましく書いて」と訳す。


竹河．３．５．９

■　「生いける世よの死しには心こころにまかせねば

聞きかでややまむ君きみが一言1ひとこと

◇　「生きているこの世の生死は思う通りにならないので

聞かずに諦めきれましょうか、あなたのあわれという一言を


1 【生ける世の死には心にまかせねば聞かでややまむ君が一言】蔵人少将の返歌。『完訳』は「死ねば「あはれ」と思ってくれるとのこと、生きている限りは「あはれ」と言ってくれぬのか」と訳す。


竹河．３．５．１０

■　塚つかの上うへにも掛かけS17たまふべき御心みこころのほど1、思おもひたまへましかば2、ひたみちにも急いそがれはべらましを」

◇　墓の上でもあわれという一言をおかけになるようなお心の中と、存じられましたら、一途に死ぬことも急がれましょうに」


S17 季札之初使北過徐君---乃解其宝剣、懸徐君塚樹而去（史記-呉世家）

1 【塚の上にも掛けたまふべき御心のほど】大島本は「ほと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ほどと」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「急がれはべらましを」まで、歌に添えた文言。『源氏釈』は、季札の剣の故事（史記、呉世家・和漢朗詠集下、風）を踏まえることを指摘。

2 【思ひたまへましかば】「たまへ」下二段活用、謙譲の補助動詞。主語は蔵人少将。「ましかば」--「まし」反実仮想の構文。死に急ぐ気になれない、生きて「あはれ」と言ってもらいたい、の意。


竹河．３．５．１１

■　などあるに、

◇　などとあるので、

■　「うたてもいらへをしてけるかな。

◇　「まずいこと返事をしてしまったな。

■　書かき変かへでやりつらむよ」

◇　書き変えないでやってしまったことよ」

■　と苦くるしげに思おぼして、ものものたまはずなりぬ。

◇　と辛そうにお思いになって、何もおっしゃらなくなった。

第六段　冷泉院における大君と薫君

竹河．３．６．１

■　大人おとな、童わらは、めやすき限かぎりをととのへられたり1。

◇　女房や、女童、無難な者だけを揃えられた。

■　おほかたの儀式ぎしきなどは、内裏うちに参まゐりたまはましに、変かはることなし。

◇　大方の儀式などは、帝に入内なさる時と、違った所がない。

■　まづ、女御にょうごの御方おほむかたに渡わたりたまひて、尚侍かむの君きみは、御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふ2。

◇　まず、女御の御方に参上なさって、尚侍の君は、ご挨拶など申し上げなさる。

■　夜更よふけてなむ、上うへにまう上のぼりたまひける。

◇　夜が更けてから院の御座所にお上がりになった。


1 【ととのへられたり】「られ」尊敬の助動詞。「たまふ」より敬意が軽い。

2 【まづ女御の御方に渡りたまひて尚侍の君は御物語など聞こえたまふ】冷泉院の弘徽殿の女御に玉鬘は挨拶する。弘徽殿の女御は玉鬘の異母姉、女一の宮の母女御として最も気をつかうところ。


竹河．３．６．２

■　后きさき、女御にょうごなど、みな年としごろ経へて1ねびたまへるに、いとうつくしげにて、盛さかりに見所みどころP14あるさまを見みたてまつりたまふは、などてかはおろかならむ2。

◇　后や、女御など、皆、長年、院にあって年配になっていらっしゃるので、とてもかわいらしく、女盛りで見所のある様子をお見せ申し上げなさっては、どうしていいかげんに思われよう。

■　はなやかに時ときめきたまふ。

◇　はなやかに御寵愛を受けられなさる。

■　ただ人うどだちて、心こころやすく3もてなしたまへるさましもぞ、げに、あらまほしうめでたかりける。

◇　臣下のように、気安くお暮らしになっていらっしゃる様子が、なるほど、申し分なく立派なのであった。


P14 見所--見とこゝ（ゝ/＃）ろ

1 【后女御などみな年ごろ経て】秋好中宮は五十三歳、弘徽殿女御は四十五歳など。

2 【などてかはおろかならむ】語り手の感情移入の句。

3 【ただ人だちて心やすく】冷泉院が。譲位後の堅苦しくない生活の様子。


竹河．３．６．３

■　尚侍かむの君きみを、しばしさぶらひたまひなむと、御心みこころとどめて思おぼしけるに、いと疾とく、やをら出いでたまひにければ、口惜くちをしう心憂こころうしと思おぼしたり1。

◇　尚侍の君を、暫くの間伺候なさるようにと、お心にかけていらっしゃったが、とても早く、静かに退出なさってしまったので、残念に情けなくお思いなさった。


1 【口惜しう心憂しと思したり】主語は冷泉院。


竹河．３．６．４

■　源侍従げんじじゅうの君きみをば、明あけ暮くれ御前おまへに召めしまつはしつつ、げに、ただ昔むかしの光ひかる源氏げんじの1生おひ出いでたまひしに劣おとらぬ人ひとの御おほむおぼえなり2。

◇　源侍従の君を、明け暮れ御前にお召しになって離さずにいられるので、なるほど、まるで昔の光る源氏がご成人なさった時に劣らない御寵愛ぶりである。

■　院ゐんのうちには、いづれの御方おほむかたにも疎うとからず、馴なれ交まじらひありきたまふ。

◇　院の内では、どの御方とも別け隔てなく、親しくお出入りしていらっしゃる。

■　この御方おほむかたにも3、心寄こころよせあり顔がほにもてなして4、下したには、いかに見みたまふらむの心こころさへ添そひたまへり。

◇　こちらの御方にも、好意を寄せているように振る舞って、内心では、どのように思っていらっしゃるのだろうという考えまでがおありであった。


1 【げにただ昔の光る源氏の】語り手の感想を交えた表現。

2 【生ひ出でたまひしに劣らぬ人の御おぼえなり】『集成』は「ご成人なさった時に劣らぬご寵愛ぶりである」と訳す。

3 【この御方にも】大君。

4 【心寄せあり顔にもてなして】主語は薫。


竹河．３．６．５

■　夕暮ゆふぐれのしめやかなるに、藤侍従とうじじゅうと連つれてありくに、かの御方おほむかたの御前近おまへちかく見みやらるる五葉ごえふに、藤ふぢのいとおもしろく咲さきかかりたるを、水みづのほとりの石いしに、苔こけを蓆むしろにて眺ながめゐたまへり。

◇　夕暮のひっそりとした時に、藤侍従と連れ立って歩いていると、あちらの御前の近くに眺められる五葉の松に、藤がとても美しく咲きかかっているのを、遣水のほとりの石の上に、苔を敷物として腰掛けて眺めていらっしゃった。

■　まほにはあらねど、世よの中恨なかうらめしげにかすめつつ語かたらふ1。

◇　はっきりとではないが、姫君のことを恨めしそうにほのめかしながら話している。


1 【世の中恨めしげにかすめつつ語らふ】『集成』は「敬語がないのは、薫に密着した書き方」と注す。


竹河．３．６．６

■　「手てにかくるものにしあらば藤ふぢの花はな

松まつよりまさる色いろを見みましや1」

◇　「手に取ることができるものなら、藤の花の

松の緑より勝れた色を空しく眺めていましょうか」


1 【手にかくるものにしあらば藤の花松よりまさる色を見ましや】薫の詠歌。『集成』は「私の力の及ぶものなら、姫君を人のものにはしなかったのに、の含意」と注す。大君を藤の花に喩える。


竹河．３．６．７

■　とて、花はなを見上みあげたるけしきなど、あやしくあはれに心苦こころぐるしく思おもほゆれば、わが心こころにあらぬ世よのありさまにほのめかす。

◇　と言って、花を見上げている様子など、妙に気の毒に思われるので、自分の本心からでないことにほのめかす。

竹河．３．６．８

■　「紫むらさきの色いろはかよへど藤ふぢの花はな

心こころにえこそかからざりけれ2」

◇　「紫の色は同じだが、あの藤の花は

わたしの思う通りにできなかったのです」


1? 【わが心にもあらぬ世のありさまにほのめかす】冷泉院への憚りから。

2 【紫の色はかよへど藤の花心にえこそかからざりけれ】藤侍従の返歌。「色は通へど」は大君と姉弟であることをいう。「藤に花」「かかる」は縁語。


竹河．３．６．９

■　まめなる君きみにて、いとほしと思おもへり。

◇　まじめな君なので、気の毒にと思っていた。

■　いと心惑こころまどふばかりは思おもひ焦いられざりしかど、口惜くちをしうはおぼえけり。

◇　さほど理性を失うほど思い込んだのではなかったが、残念に思っていたのであった。

第七段　失意の蔵人少将と大君のその後

竹河．３．７．１

■　かの少将せうしゃうの君きみはしも、まめやかに、いかにせましと、過あやまちもしつべく、しづめがたくなむおぼえける。

◇　あの少将の君は、真剣に、どのようにしようかと、間違い事もしでかしそうに、抑え難く思っているのであった。

■　聞きこえたまひし人ひとびと、中なかの君きみをと、移うつろふもあり。

◇　求婚申された方々で、中の君にと、鞍替えする人もいる。

■　少将せうしゃうの君きみをば、母北ははきたの方かたの御恨おほむうらみにより1、さもやと思おもほして、ほのめかし聞きこえたまひしを、絶たえて訪おとづれずなりにたり。

◇　少将の君を、母北の方のお恨み言があるので、中の君を許そうかとお思いになって、それとなく申し上げなさったが、すっかり音沙汰がなくなってしまった。


1 【母北の方の御恨みにより】蔵人少将の母北の方、雲居雁。


竹河．３．７．２

■　院ゐんには、かの君きみたちも、親したしくもとよりさぶらひたまへど、この参まゐりたまひてのち、をさをさ参まゐらず、まれまれ殿上てんじゃうの方かたにさしのぞきても1、あぢきなう、逃にげてなむまかでける。

◇　冷泉院には、あの君たちも、親しくもともと伺候なさっていたが、この姫君が参上なさってから後は、ほとんど参上せず、まれに殿上の方に顔を見せても、つまらなく、逃げて退出するのであった。


1 【殿上の方にさしのぞきても】冷泉院の御所の殿上間。


竹河．３．７．３

■　内裏うちには、故大臣こおとどの心こころざしおきたまへるさまことなりしを、かく引ひき違たがへたる御宮仕おほむみやづかへを1、いかなるにか、と思おぼして、中将ちうじゃうを召めして2なむのたまはせける。

◇　帝におかせられては、故大臣のご意向に格別なものがあったので、このように遺志に反したお宮仕えを、どうしたことにか、とお思いあそばして、中将を呼んで仰せになった。


1 【内裏には故大臣の心ざしおきたまへるさまことなりしをかく引き違へたる御宮仕へを】今上帝は故鬚黒大臣が大君を入内させたい旨奏上していたが、冷泉院に参院してしまったことをいぶかしく思う。

2 【中将を召して】故鬚黒と玉鬘の長男。左近中将。


竹河．３．７．４

■　「御みけしきよろしからず1。

◇　「ご機嫌ななめです。

■　さればこそ、世人よひとの心こころのうちも、傾かたぶきぬべきことなりと、かねて申まうしし事ことを、思おぼしとるかた異ことにて、かう思おぼし立たちにしかば、ともかくも聞きこえがたくてはべるに、かかる仰おほせ言ごとのはべれば2、なにがしらが身みのためも、あぢきなくなむはべる」

◇　それだからこそ、世間の人の思惑も、不審に思うに違いないと、かねて申し上げていたことを、ご判断を間違えて、このように御決心なさったので、何とも申し上げにくうございますが、このような仰せ言がございましたので、わたしどもの身のためにも、困ったことでございます」


1 【御けしきよろしからず】以下「あぢきなくなむはべる」まで、左中将の詞。

2 【かかる仰せ言のはべれば】帝の御不快の言葉。


竹河．３．７．５

■　と、いとものしと思おもひて、尚侍かむの君きみを申まうしたまふ。

◇　と、とても不愉快に思って、尚侍の君をお責め申し上げなさる。

竹河．３．７．６

■　「いさや。

◇　「さあね。

■　ただ今1いま、かう、にはかにしも思おもひ立たたざりしを。

◇　たった今、このように、急に思いついたのではなかったのに。

■　あながちに、いとほしうのたまはせしかば2、後見うしろみなき交まじらひの内裏うちわたりは3、はしたなげなめるを、今いまは心こころやすき御おほむありさまなめるに4、まかせきこえて、と思おもひ寄よりしなり。

◇　無理やりに、お気の毒なほど仰せになったので、後見のない宮仕えの宮中生活は、頼りないようですが、今では気楽な御生活のようなので、お預け申して、と思ったからです。

■　誰たれも誰たれも、便びんなからむ事ことは、ありのままにも諌いさめたまはで5、今いまひき返かへし、右みぎの大臣おとども、ひがひがしきやうに、おもむけてのたまふなれば、苦くるしうなむ。

◇　誰も彼もが、不都合なことは、率直に注意なさらずに、今頃むし返して、右大臣殿も、間違っていたような、おっしゃりようをなさるので、辛いことです。

■　これもさるべきにこそは」

◇　これも前世からの因縁でしょうよ」


1 【いさやただ今】以下「これもさるべきにこそは」まで玉鬘の詞。

2 【あながちにいとほしうのたまはせしかば】主語は冷泉院。

3 【後見なき交じらひの内裏わたりは】今上帝の後宮生活をいう。

4 【今は心やすき御ありさまなめるに】冷泉院の後宮生活をいう。

5 【誰れも誰れも便なからむ事はありのままにも諌めたまはで】『完訳』は「実際には中将たちが参院に反対した。これは当座の言いのがれ」と注す。


竹河．３．７．７

■　と、なだらかにのたまひて、心こころも騒さわがいたまはず。

◇　と、穏やかにおっしゃって、動揺なさらない。

竹河．３．７．８

■　「その昔むかしの1御宿世おほむすくせは、目めに見みえぬものなれば、かう思おぼしのたまはするを2、これは契ちぎり異ことなるとも、いかがは奏そうし直なほすべきことならむ。

◇　「その前世からのご宿縁は、目には見えないものなので、このように思し召し仰せになるのを、これは御縁がございませんと、どうして弁解申し上げることができましょう。

■　中宮ちうぐうを憚はばかりきこえたまふとて3、院ゐんの女御にょうごをば、いかがしたてまつりたまはむとする4。

◇　中宮に御遠慮申されるとして、院の女御を、どのようにお扱い申されるおつもりですか。

■　後見うしろみや何なにやと、かねて思おぼし交かはすとも、さしもえはべらじ。

◇　後見や何やかやと、以前よりお互いに親しくなさっていても、そうもまいりませんでしょう。


1 【その昔の】以下「聞き耳もはべらむ」まで、左中将の詞。

2 【思しのたまはするを】主語は帝。

3 【中宮を憚りきこえたまふとて】明石中宮。源氏の娘。玉鬘の娘大君とは叔母姪の関係妹。

4 【院の女御をばいかがしたてまつりたまはむとする】冷泉院の弘徽殿の女御。故致仕大臣の娘。玉鬘の娘大君とは伯母姪の関係。『完訳』は「入内の場合、明石の中宮に遠慮すべきとはいえ、参院の場合、弘徽殿女御には遠慮がいらぬのか」と注す。


竹河．３．７．９

■　よし、見聞みききはべらむ。

◇　まあよい、拝見致しましょう。

■　よう思おもへば、内裏うちは、中宮ちうぐうおはしますとて、異人ことびとは交まじらひたまはずや1。

◇　よく考えれば、宮中は、中宮がいらっしゃるとて、他のお方は宮仕えなさらないでしょうか。

■　君きみに仕つかうまつることは、それが心こころやすきこそ、昔むかしより興きょうあることにはしけれ。

◇　帝にお仕え申すことは、それが気楽にできるところを、昔から興趣あることとしたものです。

■　女御にょうごは3、いささかなることの違たがひ目めありて、よろしからず思おもひきこえたまはむに4、ひがみたるやうに5なむ、世よの聞きき耳みみもはべらむ」

◇　女御は、ちょっとした行き違いでもあって、不愉快にお思い申し上げなさったら、間違った宮仕えのように、世間も取り沙汰しましょう」


1 【異人は交じらひたまはずや】係助詞「や」反語表現。後宮には大勢の妃がいるものだ、という趣旨。

2? 【君に仕うることは】帝に入内することをいう。

3 【女御は】弘徽殿女御。

4 【よろしからず思ひきこえたまはむに】主語は弘徽殿女御。推量助動詞「む」仮定の意。

5 【ひがみたるやうに】伯母姪の関係でうまくいっていない。


竹河．３．７．１０

■　など、二所ふたところして1申まうしたまへば、尚侍かむの君きみ、いと苦くるしと思おぼして、さるは、限かぎりなき御思おほむおもひのみ、月日つきひに添そへて2まさる。

◇　などと、二人して申し上げなさるので、尚侍の君、とても辛くお思いになって、その一方では、この上ない御寵愛が、月日とともに深まって行く。


1 【二所して】左中将と右中弁の兄弟して。

2 【さるは限りなき御思ひのみ月日に添へて】『集成』は「とはいえ、（大君に対しては）院のこの上なもないご寵愛が、ただもう月日のたつにつれてまさる」と訳す。


竹河．３．７．１１

■　七月ふみづきよりはらみたまひにけり1。

◇　七月からご懐妊なさったのであった。

■　「うち悩なやみたまへるさま2、げに、人ひとのさまざまに聞きこえわづらはすも、ことわりぞかし3。

◇　「苦しそうにしていらっしゃる様子は、なるほど、男性たちがいろいろと求婚申して困らせたのも、もっともである。

■　いかでかはかからむ人ひとを、なのめに見聞みき過きすぐしてはやまむ」

◇　どうしてこのような方を、軽く見聞きしてそのまま放っていられようか」

■　とぞおぼゆる4。

◇　と思われる。

■　明あけ暮くれ、御遊おほむあそびをせさせたまひつつ、侍従じじゅうも気近けぢかう召めし入いるれば5、御琴おほむことの音ねなどは6聞ききたまふ。

◇　毎日のように、管弦の御遊をなさっては、侍従もお側近くにお召しになるので、お琴の音などをお聞きになる。

■　かの「梅むめが枝**」

◇　あの「梅が枝」

■　に合あはせたりし中将ちうじゃうの御許7おもとの和琴わごんも、常つねに召めし出いでて弾ひかせたまへば、聞きき合あはするにも、ただにはおぼえざりP15けり。

◇　に合奏した中将のおもとの和琴も、いつも召し出して弾かせなさるので、それと聞くにつけても、平静ではいられなかった。

◆　 
ふみづき より はらみ たまひ に けり。 "うち-なやみ たまへ る さま、 げに、 ひと の さまざま に きこえ わづらはす も、 ことわり ぞ かし。 いかでかは かから む ひと を、 なのめに みきき すぐし て は やま む。" と ぞ おぼゆる。 あけくれ、 おほむ-あそび を せ させ たまひ つつ、 じじゅう も けぢかう めし いるれ ば、 おほむ-こと の ね など は きき たまふ。 かの むめがえ に あはせ たり し ちうじゃう-の-おもと の わごん も、 つねに めし いで て ひか せ たまへ ば、 きき あはする に も、 ただ に は おぼえ ざり けり。


P15 おぼえざり--おほ（ほ/+え〈朱〉）さり

1 【七月よりはらみたまひにけり】四月九日に冷泉院に参院した。大君の懐妊。

2 【うち悩みたまへるさま】悪阻のさま。

3 【げに人のさまざまに聞こえわづらはすもことわりぞかし】語り手の批評。『紹巴抄』は「双地」と指摘。

4 【いかでかはかからむ人をなのめに見聞き過ぐしてはやまむとぞおぼゆる】語り手の感想。『細流抄』は「草子地也」と指摘。

5 【侍従も気近う召し入るれば】冷泉院が薫を側近くに招き入れる。

6 【御琴の音などは】大君が弾く琴の音。

7 【中将の御許】大君の女房として一緒に冷泉院に入っている。


第四章　玉鬘の物語　玉鬘の姫君たちの物語

第一段　正月、男踏歌、冷泉院に回る

竹河．４．１．１

■　その年としかへりて、男踏歌をとこたふかせられけり1。

◇　その年が改まって、男踏歌が行われた。

■　殿上てんじゃうの若人わかうどどもの中なかに、物ものの上手多じゃうずおほかるころほひなり。

◇　殿上の若人たちの中に、芸達者な者が多いころである。

■　その中なかにも、すぐれたるを選えらせたまひて、この四位しゐの侍従2じじゅう、右みぎの歌頭かとうなり。

◇　その中でも、優れた人をお選びあそばして、この四位侍従は、右の歌頭である。

■　かの蔵人少将くらうどのせうしゃう、楽人がくにんの数かずのうちにありけり3。

◇　あの蔵人少将は、楽人の数の中にいた。


1 【男踏歌せられけり】正月十四日、宮中で行われる。女踏歌は毎年行われたが、男踏歌は隔年または数年間を置いて行われた。

2 【四位の侍従】薫。

3 【楽人の数のうちにありけり】『完訳』は「音楽を奏する役、九人」と注す。


竹河．４．１．２

■　十四日じふよかの月つきのはなやかに曇くもりなきに、御前おまへより出いでて、冷泉院れいぜいゐんに参まゐる1。

◇　十四日の月が明るく雲がないので、御前を出発して、冷泉院に参る。

■　女御にょうごも、この御息所みやすむどころも2、上うへに御局みつぼへして見みたまふ3。

◇　女御も、この御息所も、院の御殿に上局を設けて御覧になる。

■　上達部かむだちめ、親王みこたち、ひき連つれて参まゐりたまふ。

◇　上達部、親王たちが、連れ立って参上なさる。


1 【御前より出でて冷泉院に参る】踏歌のコースは宮中の清涼殿東庭から、院、中宮、春宮の順に回り、暁に宮中に帰って来る。

2 【この御息所も】大君をいう。御子出産の妃をいう呼称。まだ御子は誕生していない。四月に女宮が生まれる。

3 【上に御局して見たまふ】冷泉院御所の寝殿の一角に部屋を設けての意。


竹河．４．１．３

■　「右みぎの大殿おほとの、致仕ちじの大殿おほとのの族ぞうを離はなれて1、きらきらしうきよげなる人ひとはなき世よなり」

◇　「右の大殿と、致仕の大殿の一族とを除くと、端正で美しい人はいない世の中だ」

■　と見みゆ。

◇　と思われる。

■　内裏うちの御前おまへよりも、この院ゐんをばいと恥はづかしう、ことに思おもひきこえて、

◇　帝の御前よりも、この院をたいそう気の置ける、格別の所とお思い申し上げて、

■　「皆人用意みなひとよういを加くはふる中なかにも、蔵人少将くらひとのせうしゃうは、見みたまふらむかし2」

◇　「すべての人が気をつかう中でも、蔵人少将は、御覧になっていらっしゃるだろう」

■　と思おもひやりて、静心しづごころなし。

◇　と想像して、落ち着いていられない。


1 【右の大殿致仕の大殿の族を離れて】夕霧と致仕大臣の一族（紅梅大納言他）以外は、の意。

2 【見たまふらむかし】主語は大君。


竹河．４．１．４

■　匂にほひもなく見苦みぐるしき綿花わたばなも、かざす人ひとがらに見分みわかれて、様さまも声こゑも、いとをかしくぞありける。

◇　匂いもなく見苦しい綿花も、插頭す人によって見分けられて、態度も声も、実に美しかった。

■　「竹河**」

◇　「竹河」

■　謡***ひて、御階***のもとに踏***みよるほど、過***ぎにし夜***のはかなかりし遊***びも1思うたひ出***でられければ2、ひがこともしつべくて涙***ぐみけり。

◇　を謡って、御階のもとに踏み寄る時、過ぎ去った夜のちょっとした遊びも思い出されたので、調子を間違いそうになって涙ぐむのであった。

◆　 
にほひ も なく みぐるしき わたばな も、 かざす ひとがら に みわか れ て、 さま も こゑ も、 いと をかしく ぞ あり ける。 たけかは うたひ て、 み-はし の もと に ふみ よる ほど、 すぎ に し よ の はかなかり し あそび も おもひ いで られ けれ ば、 ひがこと も し つ べく て なみだぐみ けり。


1 【過ぎにし夜のはかなかりし遊びも】昨年正月二十日過ぎの玉鬘邸の夜のこと。

2 【思ひ出でられければ】主語は蔵人少将。


竹河．４．１．５

■　后きさいの宮みやの御方おほむかたに参まゐれば1、上うへもそなたに渡わたらせたまひて御覧ごらんず2。

◇　后の宮の御方に参ると、上もそちらにおいであそばして御覧になる。

■　月つきは、夜深よぶかくなるままに3、昼ひるよりもはしたなう澄すみ上のぼりて、いかに見みたまふらむとのみ4おぼゆれば、踏ふむ空そらもなうただよひありきて、盃さかづきも、さして一人ひとりをのみとがめらるるは5、面目めいぼくなくなむ。

◇　月は、夜が更けて行くにつれて、昼よりきまりが悪いくらい澄み昇って、どのように御覧になっているだろうとばかり思われるので、踏む所も分からずふらふら歩いて、盃も、名指しで一人だけ責められるのは、面目ないことである。


1 【后の宮の御方に参れば】秋好中宮の御殿。冷泉院の中の御殿。

2 【上もそなたに渡らせたまひて御覧ず】冷泉院も秋好中宮の御殿に移って一緒に御覧になる。

3 【夜深くなるままに】大島本は「夜ふかく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「夜累ふかう」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【いかに見たまふらむとのみ】蔵人少将は大君（御息所）がどのように見ているかと。

5 【さして一人をのみとがめらるるは】名指しで一人だけ飲みぶりが悪いと責められる意。


第二段　翌日、冷泉院、薫を召す

竹河．４．２．１

■　夜一夜よひとよ、所々ところどころかきありきて、いと悩なやましう苦くるしくて臥ふしたるに、源侍従げんじじゅうを、院ゐんより召めしたれば、

◇　一晩中、方々を歩いて、とても気分が苦しくて臥せっているところに、源侍従を、院から召されたので、

■　「あな、苦くるし。

◇　「ああ、苦しい。

■　しばし休やすむべきに1」

◇　もう暫く休みたいのに」

■　とむつかりながら参まゐりたまへり。

◇　と文句を言いながら参上なさった。

■　御前おまへのことどもなど問とはせたまふ2。

◇　宮中でのことなどをお尋ねあそばす。


1 【あな苦ししばし休むべきに】薫の詞。

2 【御前のことどもなど問はせたまふ】主語は冷泉院。冷泉院が薫に。


竹河．４．２．２

■　「歌頭かとうは1、うち過すぐしたる人ひとのさきざきするわざを、選えらばれたるほど、心こころにくかりけり」

◇　「歌頭は、年配者がこれまでは勤めた役なのに、選ばれたことは、大したものだね」


1 【歌頭は】以下「心にくかりけり」まで、冷泉院の詞。


竹河．４．２．３

■　とて、うつくしと思おぼしためり1。

◇　とおっしゃって、かわいいとお思いになっているようである。

■　「万春楽**」

◇　「万春楽」

■　を御口おほむくちずさみにしたまひつつ2、御息所みやすむどころの御方おほむかたに渡わたらせたまへば、御供おほむともに参まゐりたまふ3。

◇　をお口ずさみなさりながら、御息所の御方にお渡りあそばすので、お供して参上なさる。

■　物見ものみに参まゐりたる里人多さとびとおほくて4、例れいよりははなやかに、けはひ今いまめかし。

◇　見物に参った里方の人が多くて、いつもより華やかで、雰囲気が賑やかである。

◆　 
とて、 うつくし と おぼし た' めり。 ばんすらく を おほむ-くちずさみ に し たまひ つつ、 みやすむどころ の おほむ-かた に わたら せ たまへ ば、 おほむ-とも に まゐり たまふ。 ものみ に まゐり たる さとびと おほく て、 れい より は はなやか に、 けはひ いまめかし。


1 【うつくしと思しためり】推量の助動詞「めり」主観的推量のニュアンスは語り手の推測。

2 【万春楽を御口ずさみにしたまひつつ】主語は冷泉院。

3 【御供に参りたまふ】主語は薫。

4 【物見に参りたる里人多くて】男踏歌見物に来た冷泉院の後宮の実家の人々。


竹河．４．２．４

■　渡殿わたどのの戸口とぐちにしばしゐて、声聞こゑき知きしりたる人ひとに、ものなどのたまふ。

◇　渡殿の戸口に暫く座って、声を聞き知っている女房に、お話などなさる。

竹河．４．２．５

■　「一夜ひとよの月影つきかげは1、はしたなかりしわざかな。

◇　「昨夜の月の光は、体裁の悪かったことだなあ。

■　蔵人少将くらうどの、月せうしゃうの光***にかかやきたりしけしきも、桂かつらの影かげに恥はづるにはあらずやありけむ。

◇　蔵人少将が、月の光に面映ゆく思っていた様子も、桂の影に恥ずかしがっていたのではなかろうか。

■　雲くもの上近うへちかくては、さしも見みえざりき」

◇　雲の上近くでは、そんなには見えませんでした」

◆　 
"ひとよ の つきかげ は、 はしたなかり し わざ かな! くらうど-の-せうしゃう の、 つき の ひかり に かかやき たり し けしき も、 かつら の かげ に はづる に は あら ず や あり けむ。 くも の うへ ちかく て は、 さしも みえ ざり き。"


1 【一夜の月影は】以下「さしも見えざりき」まで、薫の詞。


竹河．４．２．６

■　など語かたりたまへば、人ひとびとあはれと、聞きくもあり。

◇　などとお話なさると、女房たちはお気の毒にと、聞く者もいる。

竹河．４．２．７

■　「闇やみはあやなきS18を2、月映つきばえはP16、今いますこし3心異こころことなり、と定さだめきこえし」

◇　「闇でははっきりしませんが、月に照らされたお姿は、あなたのほうが素晴らしかった、とお噂しました」

■　などすかして、内うちより、

◇　などとおだてて、内側から、


S18 春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる（古今集春上-四一　凡河内躬恒）

P16 月映えは--月はえ（え/+は）

1? 【雲の上近ては】宮中をさす。

2 【闇はあやなきを】以下「定めきこえし」まで、女房の詞。『源氏釈』は「春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やはかくるる」（古今集春上、四一、凡河内躬恒）を指摘。

3 【今すこし】蔵人少将に比較してあなた薫は、の意。


竹河．４．２．８

■　「竹河たけかはのその夜よのことは思おもひ出いづや

しのぶばかりの節ふしはなけれど」

◇　「竹河を謡ったあの夜のことは覚えていらっしゃいますか

思い出すほどの出来事はございませんが」

竹河．４．２．９

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　はかなきことなれど、涙なみだぐまるるも、

◇　ちょっとしたことだが、涙ぐまれるのも、

■　「げに、いと浅あさくはおぼえぬことなりけり」

◇　「なるほど、浅いご思慕ではなかったのだ」

■　と、みづから思おもひ知しらる2。

◇　と、自分ながら分かって来る。


1? 【竹河のその夜のことは思ひ出づや忍ぶばかりの節はなけれど】女房から薫への贈歌。「夜」と「世」の掛詞。「竹」と「よ（節と節の間）」と「節」は縁語。

2 【みづから思ひ知らる】主語は薫。


竹河．４．２．１０

■　「流ながれての頼たのめむなしき竹河たけかはに

世よは憂うきものと思おもひ知しりにき1」

◇　「今までの期待も空しいとことと分かって

世の中は嫌なものだとつくづく思い知りました」


1 【流れての頼めむなしき竹河に世は憂きものと思ひ知りにき】薫の返歌。「竹河」の語句を用いて返す。「竹」と「よ（節と節の間）」と「節」は縁語。


竹河．４．２．１１

■　ものあはれなるけしきを、人ひとびとをかしがる。

◇　しんみりした様子を、女房たちは面白がる。

■　さるは、おり立たちて1人ひとのやうにもわびたまはざりしかど、人ひとざまのさすがに心苦こころぐるしう見みゆるなり。

◇　とはいえ、態度に現して少将のようには泣き言はおっしゃらなかったが、人柄がそうは言ってもお気の毒に見えるのである。


1 【さるはおり立ちて】『紹巴抄』は「双地」と指摘。『全集』は「語り手の薫評」と注す。


竹河．４．２．１２

■　「うち出いで過すぐすことも2こそはべれ。

◇　「おしゃべりし過ぎましては。

■　あな、かしこ」

◇　では、失礼」


1? 【人のやうには】蔵人少将のようには、の意。

2 【うち出で過ぐすことも】以下「あなかしこ」まで、薫の詞。


竹河．４．２．１３

■　とて、立たつほどに、

◇　と言って、立つところに、

■　「こなたに1」

◇　「こちらへ」

■　と召めし出いづれば、はしたなき心地ここちすれど、参まゐりたまふ。

◇　とお召しがあったので、きまりの悪い思いがしたが、参上なさる。


1 【こなたに】冷泉院の詞。使者が伝えたもの。


竹河．４．２．１４

■　「故六条院ころくでうの1、踏歌ゐんの朝***に、女楽***にて2遊***びせられける、いとおもしろかりきと、右***の大臣***の語***られし。

◇　「故六条院が、踏歌の翌朝に、女方で管弦の遊びをなさったのは、とても素晴らしかったと、右大臣が話されました。

■　何***ごとも、かのわたりのさしつぎなるべき人***、難***くなりにける世***なりや。

◇　どのようなことにつけても、あのような方の後継者が、いなくなってしまった時代だね。

■　いと物***の上手***なる女***さへ多***く集***まりて3、いかにはかなきことも、をかしかりけむ」

◇　とても音楽の上手な女性までが大勢集まって、どんなにちょっとしたことでも、面白かったことであろう」

◆　 
"こ-ろくでう-の-ゐん の、 たふか の あした に、 をむながく にて あそび せ られ ける、 いと おもしろかり き と、 みぎ-の-おとど の かたら れ し。 なにごと も、 かの わたり の さしつぎ なる べき ひと、 かたく なり に ける よ なり や! いと もの の じゃうず なる をむな さへ おほく あつまり て、 いかに はかなき こと も、 をかしかり けむ。"


1 【故六条院の】以下「をかしかりけむ」まで、冷泉院の詞。「初音」巻に見える男踏歌の後の管弦の遊びをいう。

2 【女楽にて】大島本は「女かく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「女方にて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【いと物の上手なる女さへ多く集まりて】六条院の女性をいう。


竹河．４．２．１５

■　など思おぼしやりて、御琴おほむことども調しらべさせたまひて、箏さうは御息所みやすむどころ、琵琶びは侍従はじじゅうに賜たまふ。

◇　などとご想像なさって、お琴類を調子を合わせあそばして、箏は御息所、琵琶は侍従にお与えになる。

■　和琴わごんを弾ひかせたまひて1、

◇　和琴をお弾きあそばして、

■　「この殿**」

◇　「この殿」

■　など遊あそびたまふ。

◇　などを演奏なさる。

■　御息所みやすむどころの御琴おほむことの音ね、まだ片かたなりなるところありしを、いとよう教をしへないたてまつりたまひてけり2。

◇　御息所のお琴の音色は、まだ未熟なところがあったが、とてもよくお教え申し上げなさったのであった。

■　今いまめかしう爪音つまおとよくて、歌うた、曲ごくのものなど、上手じゃうずにいとよく弾ひきたまふ。

◇　華やかで爪音がよくて、歌謡の伴奏と、楽曲などを上手にたいそうよくお弾きになる。

■　何なにごとも、心こころもとなく、後おくれたることはものしたまはぬ人ひとなめり3。

◇　どのようなことも、心配で、至らないところはおありでない方のようである。

◆　 
など おぼし やり て、 おほむ-こと-ども しらべ させ たまひ て、 さう は みやすむどころ、 びは は じじゅう に たまふ。 わごん を ひか せ たまひ て、 このとの など あそび たまふ。 みやすむどころ の おほむ-こと の ね、 まだ かたなり なる ところ あり し を、 いと よう をしへ ない たてまつり たまひ て けり。 いまめかしう つまおと よく て、 うた、 ごく の もの など、 じゃうず に いと よく ひき たまふ。 なにごと も、 こころもとなく、 おくれ たる こと は ものし たまは ぬ ひと な' めり。


1 【和琴を弾かせたまひて】主語は冷泉院。「せたまふ」は最高敬語。

2 【いとよう教へないたてまつりたまひてけり】主語は冷泉院。語り手の立ち入った批評的叙述ともまた薫の感想とも読める叙述。

3 【何ごとも心もとなく後れたることはものしたまはぬ人なめり】語り手の批評。


竹河．４．２．１６

■　容貌かたち、はた、いとをかしかべしと、なほ心こころとまるP17,1。

◇　器量は、もちろんまた、実に素晴らしいのだろうと、やはり心が惹かれる。

■　かやうなる折多をりおほかれど、おのづから気遠けどほからず、乱みだれたまふ方かたなく、なれなれしうなどは怨うらみかけねど、折々をりをりにつけて、思おもふ心こころの違たがへる嘆なげかしさをかすむるも、いかが思おぼしけむ、知しらずかし2。

◇　このような機会は多いが、自然とうとうとしくなく、程度を越すことはなく、馴れ馴れしく恨み言を言わないが、折々にふれて、望みが叶わなかった残念さをほのめかすのも、どのようにお思いになったであろうか、よく分からない。


P17 心とまる--（/+心〈朱〉）とまる

1 【をかしかべしとなほ心とまる】主語は薫。

2 【いかが思しけむ知らずかし】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『集成』は「語り手の言葉をそのまま記す体」。『完訳』は「語り手の、薫の独自な内心に注目させる言辞」と注す。


第三段　四月、大君に女宮誕生

竹河．４．３．１

■　卯月うづきに、女宮生をむなみやむまれたまひぬ1。

◇　四月に、女宮がお生まれになった。

■　ことにけざやかなるものの、栄はえもなきやうなれど、院ゐんの御みけしきに従したがひて2、右みぎの大殿おほとのよりはじめて、御産養おほむうぶやしなひしたまふ所々多ところどころおほかり。

◇　特別に目立ったことはないようであるが、院のお気持ちによって、右の大殿をはじめとして、御産養をなさる所々が多かった。

■　尚侍かむの君きみ、つと抱いだき持もちてうつくしみたまふに、疾とう参まゐりたまふべきよしのみあれば3、五十日いかのほどに参まゐりたまひぬ4。

◇　尚侍の君が、ぴったりと抱いておかわいがりなさるので、早く参院なさるようにとばかりあるので、五十日のころに参院なさった。


1 【卯月に女宮生まれたまひぬ】御息所、女宮を出産。冷泉院の御子は弘徽殿女御の生んだ女一の宮がいるのみ。したがって、女二の宮の誕生となる。

2 【院の御けしきに従ひて】院が喜ぶ気持ちによって、それを無視できない。

3 【疾う参りたまふべきよしのみあれば】出産は里に下がって行われる。

4 【五十日のほどに参りたまひぬ】生後五十日のお食初めの祝いがある。


竹河．４．３．２

■　女一をむないちの宮みや、一所ひとところおはしますに、いとめづらしくうつくしうておはすれば、いといみじう思おぼしたり1。

◇　女一宮が、お一方いらっしゃったが、実にひさしぶりでかわいらしくいらっしゃるので、たいそう嬉しくお思いであった。

■　いとどただこなたにのみおはします。

◇　ますますただこちらにばかりおいであそばす。

■　女御方にょうごがたの人ひとびと、

◇　女御方の女房たちは、

■　「いとかからでありぬべき世よかな2」

◇　「ほんとにこんなでなくあってほしいことですわ」

■　と、ただならず言いひ思おもへり。

◇　と、不満そうに言ったり思ったりしている。


1 【いといみじう思したり】はなはだ嬉しい気持ち。

2 【いとかからでありぬべき世かな】弘徽殿女御方の女房の詞。


竹河．４．３．３

■　正身さうじみの御心みこころどもは、ことに軽々かるがるしく背そむきたまふにはあらねど、さぶらふ人ひとびとの中なかに、くせぐせしきことも出いで来きなどしつつ、かの中将ちうじゃうの君きみの1、さいへど人ひとのこのかみにて、のたまひしことかなひて2、尚侍かむの君きみも、

◇　ご本人どうしのお気持ちは、特に軽々しくお背きになることはないが、伺候する女房の中に、意地悪な事も出て来たりして、あの中将の君が、そうは言っても兄で、おっしゃったことが実現して、尚侍の君も、

■　「むげにかく言いひ言いひの果はてS19,3いかならむ。

◇　「むやみにこのように言い言いして最後はどうなるのだろう。

■　人笑ひとわらへに、はしたなうもやもてなされむ。

◇　物笑いに、体裁の悪い扱いを受けるのではないだろうか。

■　上うへの御心みこころばへは浅あさからねど、年経としへてさぶらひたまふ御方々4おほむかたがた、よろしからず思おもひ放はなちたまはば、苦くるしくもあるべきかな」

◇　お上の御愛情は浅くはないが、長年仕えていらっしゃる御方々が、面白からずお見限りになったら、辛いことになるだろう」

■　と思おもほすに、内裏うちには、まことにものしと5思おぼしつつ、たびたび御みけしきありと、人ひとの告つげ聞きこゆれば、わづらはしくて、中なかの姫君ひめぎみを、公おほやけざまにて交まじらはせたてまつらむことを思おぼして、尚侍ないしのかみを譲ゆづりたまふ。

◇　とお思いになると、帝におかせられては、ほんとうにけしからぬとお思いになり、再々御不満をお洩らしになると、人がお知らせ申すので、厄介に思って、中の君を、女官として宮仕えに差し上げることをお考えになって、尚侍をお譲りなさる。


S19 世の中をかく言ひ言ひの果て果てはいかにやいかになるらむとすらむ（拾遺集雑上-五〇七　読人しらず）

1 【かの中将の君の】左中将、御息所の兄。

2 【のたまひしことかなひて】主語は左中将。弘徽殿方からよくない事が起こるだろうという予言。

3 【むげにかく言ひ言ひの果て】以下「苦しくもあるべきかな」まで、玉鬘の心中。『異本紫明抄』は「世の中をかくいひいひのはてはいかにやいかにやならむとすらむ」（拾遺集雑上、五〇七、読人しらず）を指摘。

4 【年経てさぶらひたまふ御方々】秋好中宮や弘徽殿女御ら。

5 【内裏にはまことにものしと】帝。大君の参院を不快に思っていた。


竹河．４．３．４

■　朝廷おほやけ、いと難かたうしたまふことなりければ2、年としごろ、かう思おぼしおきてしかど、え辞じしたまはざりしを、故大臣こおとどの御心みこころを思おぼして3、久ひさしうなりにける昔むかしの例れいなど引ひき出いでて4、そのことかなひたまひぬ。

◇　朝廷は、尚侍の交替をそう簡単にお認めなさらないことなので、長年、このようにお考えになっていたが、辞任することができなかったのを、故大臣のご遺志をお思いになって、遠くなってしまった昔の例などを引き合いに出して、そのことが実現なさった。

■　この君きみの御宿世おほむすくせにて、年としごろ申まうしたまひしは難かたきなりけり、と見みえたり5。

◇　この君のご運命で、長年申し上げなさっていたことは難しいことだったのだ、と思えた。


1? 【公ざまにて交じらはせたてまつらむことを思して尚侍を譲りきこえたまふ】玉鬘は中君を一般の女官として帝に出仕させるべく、自らの尚侍の官職を譲ることを申し出る。

2 【朝廷いと難うしたまふことなりければ】朝廷は尚侍辞任をそう簡単に許可しないのが普通なので、の意。

3 【故大臣の御心を思して】主語は帝。鬚黒が娘を入内させたいと奏上していたこと。

4 【昔の例など引き出でて】『集成』は「尚侍を母娘譲任の史上の例は現存文献の上に見出せない」と注す。

5 【この君の御宿世にて年ごろ申したまひしは難きなりけりと見えたり】長年尚侍辞任を申し出ていたが、娘の中君が尚侍を譲り受けるべき宿縁にあって、それまで願いが叶わなかったように思えたという意。語り手の推測判断。


第四段　玉鬘、夕霧へ手紙を贈る

竹河．４．４．１

■　「かくて、心こころやすくて1内裏住うちずみもしたまへかし」

◇　「こうして、気楽に宮中生活をなさってください」

■　と、思おぼすにも、

◇　と、お思いになるが、

■　「いとほしう、少将せうしゃうのことを、母北ははきたの方かたのわざとのたまひしものを。

◇　「お気の毒に、少将のことを、母北の方がわざわざおっしゃったものを。

■　頼たのめきこえしやうにほのめかし聞きこえしも、いかに思おもひたまふらむ」

◇　お頼み申したようにほのめかしてくださったが、どのように思っていらっしゃるだろう」

■　と思おぼし扱あつかふ。

◇　と気になさる。


1 【かくて心やすくて】「かくて」以下「したまへかし」まで、玉鬘の思い。「かくて」は地の文とも心中文とも読める。


竹河．４．４．２

■　弁べんの君きみして、心こころうつくしきやうに、大臣おとどに聞きこえたまふ2。

◇　弁の君を介して、他意のないように、大臣に申し上げなさる。


1? 【いとほしう少将の事を】以下「いかに思ひたまふらむ」まで、玉鬘の心中。蔵人少将とその母雲居雁のことが気になる。

2 【弁の君して心うつくしきやうに大臣に聞こえたまふ】玉鬘の二郎、右中弁を使いとして夕霧に他意ないことを申し上げる。


竹河．４．４．３

■　「内裏うちより、かかる仰おほせ言ごとのあれば1、さまざまに、あながちなる交まじらひの好このみと、世よの聞きき耳みみもいかがと思おもひたまへてなむ、わづらひぬる」

◇　「帝から、あのような仰せ言があるので、あれこれと、無理な宮仕えの好みだと、世間の人聞きもどのようなものかと存じられまして、困っております」


1 【内裏よりかかる仰せ言のあれば】以下「わづらひぬる」まで、玉鬘から夕霧への文。


竹河．４．４．４

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

竹河．４．４．５

■　「内裏うちの御みけしきは2、思おぼしとがむるも、ことわりになむ承うけたまはる。

◇　「帝の御不興は、お咎めがあるのも、ごもっともなことと拝します。

■　公事おほやけごとにつけても、宮仕みやづかへしたまはぬは、さるまじきわざになむ。

◇　公事に関しても、宮仕えなさらないのは、よくないことです。

■　はや、思おぼし立たつべきになむ」

◇　早く、ご決心なさい」


1? 【あながちなる交じらひのこ好みと世の聞き耳も】『完訳』は「高望みして宮仕えをしたがると。予想される世間の悪評に先手を打つ形で、縁談を断ったと弁解」と注す。

2 【内裏の御けしきは】以下「思し立つべきになむ」まで、夕霧の返書。


竹河．４．４．６

■　と申もうしたまへり。

◇　と申し上げなさった。

竹河．４．４．７

■　また、このたびは、中宮ちうぐうの御みけしき取とりてぞ参まゐりたまふ1。

◇　また、今度は、中宮の御機嫌伺いして参内する。

■　「大臣おとどおはせましかば、おし消けちたまはざらまし2」

◇　「大臣が生きていらっしゃったならば、どなたもないがしろになさりはしないだろうに」

■　など、あはれなることどもをなむ3。

◇　などと、しみじみと悲しい思いをする。

■　姉君あねぎみは、容貌かたちなど名高なだかう、をかしげなりと、聞きこしめしおきたりけるを4、引ひき変かへたまへるを、なま心こころゆかぬやうなれど、これもいとらうらうじく、心こころにくくもてなしてさぶらひたまふ5。

◇　姉君は、器量なども評判高く、美しいとお聞きあそばしていらしたが、代わりなさったので、ご不満のようであるが、こちらもとても気が利いていて、奥ゆかしく振る舞って伺候なさっている。


1 【中宮の御けしき取りてぞ参りたまふ】明石中宮に御機嫌伺いの後に、中君参内。

2 【大臣おはせましかばおし消ちたまはざらまし】玉鬘の心中。

3 【あはれなることどもをなむ】下に「思しける」「思しのたまひける」などの語句が省略。

4 【姉君は容貌など名高うをかしげなりと聞こしめしおきたりけるを】主語は帝。大君は美貌であるという評判を聞いていた。

5 【これもいとらうらうじく心にくくもてなしてさぶらひたまふ】中君をいう。才気あり奥ゆかしく振る舞う。


第五段　玉鬘、出家を断念

竹河．４．５．１

■　前さきの尚侍かむの君きみ、容貌***を変かたちかへてむと思おぼし立たつを1、

◇　前尚侍の君は、出家しようと決意なさったが、

◆　 
さき-の-かむ-の-きみ、 かたち かへ て む と おぼし たつ を、


1 【前の尚侍の君容貌を変へてむと思し立つを】玉鬘出家を決意。尚侍の職を中君に譲ったので、「前の尚侍の君」と呼称される。


竹河．４．５．２

■　「かたがたに扱あつかひきこえたまふほどに1、行おこなひも心こころあわたたしうこそ思おぼされめ。

◇　「それぞれにお世話申し上げなさっている時に、勤行も気忙しく思われなさることでしょう。

■　今いますこし、いづ方かたも心こころのどかに見みたてまつりなしたまひて、もどかしきところなく、ひたみちに勤つとめたまへ」

◇　もう少し、どちらの方も安心できる状態を拝見なさってから、誰にも非難されるところなく、一途に勤行なさい」


1 【かたがたに扱ひきこえたまふほどに】以下「勤めたまへ」まで、「君たち」左中将・右中弁らの詞。「方々に」は大君・中君をさす。


竹河．４．５．３

■　と、君きみたちの申まうしたまへば、思おぼしとどこほりて、内裏うちには、時々1忍ときどきしのびて参まゐりたまふ折をりもあり。

◇　と、君たちが申し上げなさるので、思いお留まりなさって、宮中へは、時々こっそりと参内なさる時もある。

■　院ゐんには、わづらはしき御心みこころばへのなほ絶たえねば2、さるべき折をりも、さらに参まゐりたまはず。

◇　院へは、厄介なお気持ちがなおも続いているので、参上なさるべき時にも、まったく参上なさらない。

■　いにしへを思おもひ出いでしが、さすがに、かたじけなうおぼえしかしこまりに4、人ひとの皆許みなゆるさぬことに思おもへりしを5も、知しらず顔がほに思おもひて参まゐらせたてまつりて6、

◇　昔の事を思い出したが、そうは言っても、恐れ多く思われたお詫びに、誰も不賛成に思っていたことを、知らず顔に院に差し上げて、

■　「みづからさへ、戯たはぶれにても、若々わかわかしきことの世よに聞きこえたらむこそ、いとまばゆく見苦みぐるしかるべけれ」

◇　「自分自身までが、冗談にせよ、年がいもない浮名が世間に流れ出したら、とても目も当てられず恥ずかしいことだろう」

■　と思おぼせど、さる罪つみによりと7、はた、御息所みやすむどころにも明あかしきこえたまはねば、

◇　とお思いになるが、そのような憚りがあるからとは、はたまた、御息所にも打ち明けて申し上げなさらないので、

■　「われを、昔むかしより8、故大臣こおとどは取とり分わきて思おぼしかしづき9、尚侍かむの君きみは、若君わかぎみを10、桜さくらの争あらそひ、はかなき折をりにも、心寄こころよせたまひし名残なごりに、思おぼし落おとしけるよ」

◇　「わたしを、昔から、故大臣は特別にかわいがり、尚侍の君は、若君を、桜の木の争いや、ちょっとした時にも、味方なさった続きで、わたしをあまり思ってくださらないのだ」

■　と、恨うらめしう思おもひきこえたまひけり。

◇　と、恨めしくお思い申し上げていらっしゃるのであった。

■　院ゐんの上うへ、はた、ましていみじうつらしとぞ思おぼしのたまはせける。

◇　院の上は、院の上でまた、それ以上に辛いとお思いになりお口にお出しあそばすのであった。


1 【内裏には時々】「院には」云々と並列構文。

2 【院にはわづらはしき御心ばへのなほ絶えねば】冷泉院の玉鬘への執心が未だに絶えない。

3? 【いにしへを思ひ出しか】以下、玉鬘と御息所の心中に密着した長い叙述になる。

4 【かたじけなうおぼえしかしこまりに】在位中の冷泉院の意向に反して鬚黒の北の方となったこと。

5 【人の皆許さぬことに思へりしを】左中将や右中弁らが大君の冷泉院への参院に対して反対していた。

6 【参らせたてまつりて】大君を冷泉院へ参院させた。

7 【さる罪によりと】大島本は「つ（つ＆つ、つ＝いイ）ミにより」とある。すなわち「「つ」の上に重ねて「つ」と書き、異本には「い」とあることを記す。『集成』『完本』は諸本と底本の異本に従って「忌（いみ）」と校訂する。『新大系』は底本の本行本文のままとする。

8 【われを昔より】以下、御息所の心中に即した叙述となる。

9 【故大臣は取り分きて思しかしづき】「尚侍の君は」云々の並列構文。父鬚黒は私大君をかわいがってくれた。

10 【尚侍の君は若君を】母玉鬘は妹の中君を大事にした。


竹河．４．５．４

■　「古ふるめかしき1あたりにさし放はなちて。

◇　「年老いたわたしのところは放っておいて。

■　思おもひ落おとさるるも、ことわりなり」

◇　軽くお思いなさるのも、無理のないことだ」


1 【古めかしき】以下「ことわりなり」まで、冷泉院の御息所への詞。『集成』は「はなやかな宮中には時々参内して、と裏に皮肉をこめる」と注す。


竹河．４．５．５

■　と、うち語かたらひたまひて、あはれにのみ思おぼしまさる1。

◇　と、お語らいになって、いとしく思われる気持ちはますます深まる。


1 【あはれにのみ思しまさる】『完訳』は「大君がひがんでいるのを」と注す。


第六段　大君、男御子を出産

竹河．４．６．１

■　年としごろありて1、また男御子産をとこみこうみたまひつ。

◇　数年たって、また男御子をお産みになった。

■　そこらさぶらひたまふ御方々おほむかたがたに、かかることなくて年としごろになりにけるを、おろかならざりける御宿世2おほむすくせなど、世人よひとおどろく。

◇　大勢いらっしゃる御方々に、このようなことはなくて長年になったが、並々でなかったご宿世などを、世人は驚く。

■　帝みかどは、まして限かぎりなくめづらしと3、この今宮いまみやをば思おもひきこえたまへり。

◇　帝は、それ以上にこの上なくめでたいと、この今宮をお思い申し上げなさった。

■　「おりゐたまはぬ世よならましかば4、いかにかひあらまし。

◇　「退位なさらない時であったら、どんなにか意義のあることであったろうに。

■　今いまは何なにごとも栄はえなき世よを、いと口惜くちをし」

◇　今では何事も見栄えがしない時なのを、まことに残念だ」

■　となむ思おぼしける。

◇　とお思いになるのであった。


1 【年ごろありて】『完訳』は「年立では五年経過」と注す。

2 【おろかならざりける御宿世】大君の宿縁。『集成』は「子供が生れるのは、前世からの深い宿縁によると考えられていた」と注す。

3 【帝はまして限りなくめづらしと】冷泉院。院の帝、の意。今上帝は内裏（うち）と呼称している。

4 【おりゐたまはぬ世ならましかば】以下「いと口惜し」まで、冷泉院の心中。


竹河．４．６．２

■　女一をむないちの宮みやを、限かぎりなきものに思おもひきこえたまひしを、かくさまざまにうつくしくて、数添かずそひたまへれば、めづらかなる方かたにて、いとことにおぼいたるをなむ、女御にょうごも、

◇　女一の宮を、この上なく大切にお思い申し上げていらっしゃったが、このようにそれぞれにかわいらしく、お子様がお加わりになったので、珍しく思われて、たいそう格別に寵愛なさるのを、女御も、

■　「あまりかうてはものしからむ1」

◇　「あまりにこういう有様では不愉快だろう」

■　と、御心動みこころうごきける。

◇　と、お心が穏やかでないのであった。


1 【あまりかうてはものしからむ】弘徽殿女御の気持ち。


竹河．４．６．３

■　ことにふれて、やすからずくねくねしきこと出いで来きなどして、おのづから御仲おほむなかも隔へだたるべかめり1。

◇　何か事ある毎に、面白くない面倒な事態が出て来たりなどして、自然とお二方の仲も隔たったようである。

■　世よのこととして2、数かずならぬ人ひとの仲なからひにも、もとよりことわりえたる方かたにこそ3、あいなきおほよその人ひとも、心こころを寄よするわざなめれば、院ゐんのうちの上下かみしもの人ひとびと、いとやむごとなくて、久ひさしくなりたまへるP18御方おほむかたに4のみことわりて、はかないことP19にも、この方かたざまを5良よからず取とりなしなどするを、御兄おほむせうとの君きみたちも、

◇　世間の常として、身分の低い人の間でも、もともと本妻の地位にある方は、関係のない一般の人も、味方するもののようなので、院の内の身分の上下の女房たち、まことにれっきとした身分で、長年連れ添っていらっしゃる御方にばかり道理があるように言って、ちょっとしたことでも、この御方側を良くないように噂したりなどするのを、御兄君たちも、


P18 なりたまへる--なりたまへり（り/＄る）

P19 はかないこと--はかなひ（ひ/＄い〈朱〉）こと

1 【隔たるべかめり】語り手の推測。

2 【世のこととして】『林逸抄』は「双紙也」と指摘。

3 【もとよりことわりえたる方にこそ】『集成』は「もとからの妻だという言い分のある者の方に」。『完訳』は「本妻の地位にあたる人」と注す。

4 【いとやむごとなくて久しくなりたまへる御方に】女一の宮の母弘徽殿女御。

5 【この方ざまを】大島本は「この方さま」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御方」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。大君をさす。


竹河．４．６．４

■　「さればよ。

◇　「それ見たことよ。

■　悪あしうやは聞きこえおきける1」

◇　間違ったことを申し上げたでしょうか」


1 【さればよ悪しうやは聞こえおきける】大君の兄弟、左中将や右中弁らの玉鬘への詞。連語「やは」反語表現。


竹河．４．６．５

■　と、いとど申まうしたまふ。

◇　と、ますますお責めになる。

■　心こころやすからず、聞きき苦ぐるしきままに1、

◇　心穏やかならず、聞き苦しいままに、


1 【心やすからず聞き苦しきままに】主語は玉鬘。


竹河．４．６．６

■　「かからで、のどやかに1めやすくて世よを過すぐす人ひとも多おほかめりかし。

◇　「このようにでなく、のんびりと無難に結婚生活を送る人も多いだろうに。

■　限かぎりなき幸さいはひなくて2、宮仕みやづかへの筋すぢは、思おもひ寄よるまじきわざなりけり」

◇　この上ない幸運に恵まれないでは、宮仕えの事は、考えるべきことではなかったのだ」


1 【かからでのどやかに】以下「思ひ寄るまじきわざなりけり」まで玉鬘の心中。

2 【限りなき幸ひなくて】『集成』は「この上もなく幸運に恵まれた人でなくては」。『完訳』は「中宮・国母として最高の地位につくのでないと苦労するばかり」と訳す。


竹河．４．６．７

■　と、大上おほうへは嘆なげきたまふ1。

◇　と、大上はお嘆きになる。


1 【大上は嘆きたまふ】玉鬘。大君に男御子が誕生したことにより呼称が「大上」となる。


第七段　求婚者たちのその後

竹河．４．７．１

■　聞きこえし人ひとびとの、めやすくなり上のぼりつつ1、さてもおはせましに2、かたはならぬぞあまたあるや3。

◇　求婚申し上げた人びとで、それぞれ立派に昇進して、結婚なさったしても、不似合いでない方は大勢いることよ。

■　その中なかに、源侍従げんじじゅうとて、いと若わかう、ひはづなりと見みしは、宰相さいしゃうの中将ちうじゃうにて、

◇　その中で、源侍従と言って、たいそう若く、ひ弱に見えた方は宰相中将になって、

■　「匂にほふや、薫かをるや」

◇　「匂うよ、薫よ」

■　と4、聞ききにくくめで騒さわがるなる、げに、いと人柄5重ひとがらおもりかに心こころにくきを、やむごとなき親王みこたち、大臣おとどの、御女おほむむすめを、心こころざしありてのたまふなるなども、聞きき入いれずなどあるにつけて、

◇　と、聞き苦しいほどもてはやされるが、なるほど、人柄も落ち着いて奥ゆかしいので、高貴な親王方、大臣が、娘を結婚させようとおっしゃるのなどにも、聞き入れないなどと聞くにつけても、

■　「そのかみは6、若わかう心こころもとなきやうなりしかど、めやすくねびまさりぬべかめり」

◇　「あの頃は、若く頼りないようであったが、立派に成人なさったようだ」

■　など、言いひおはさうず。

◇　などと、言っていらっしゃる。


1 【聞こえし人びとのめやすくなり上りつつ】薫や蔵人少将ら、かつての求婚者。

2 【さてもおはせましに】『集成』は「婿君になっていらしたとしても」。「まし」反実仮想の助動詞。

3 【あまたあるや】間投助詞「や」詠嘆。語り手の口吻。

4 【匂ふや薫るやと】「匂兵部卿、薫中将」と「匂宮」巻にあった。

5 【げにいと人柄】「げに」は語り手の納得した気持ちの現れ。

6 【そのかみは】以下「ねびまさりぬべかめり」まで、玉鬘の詞。


竹河．４．７．２

■　少将せうしゃうなりしも、三位中将さむみのちうじゃうとか言いひて、おぼえあり。

◇　少将であった方も、三位中将とか言って、評判が良い。

■　「容貌かたちさへ、あらまほしかりきや1」

◇　「器量まで、が立派だった」

■　など、なま心悪こころわろき仕つかうまつり人びとは、うち忍しのびつつ、

◇　などと、意地悪な女房たちは、こっそりと、

■　「うるさげなる御おほむありさまよりは2」

◇　「厄介な御様子の所に参るよりは」

■　など言いふもありて、いとほしうぞ見みえし3。

◇　などと言う者もいて、お気の毒に見えた。


1 【容貌さへあらまほしかりきや】女房の詞。

2 【うるさげなる御ありさまよりは】女房の詞。冷泉院より三位中将のほうがよかったという意。

3 【いとほしうぞ見えし】玉鬘の様子。『首書或抄』は「草子地也」と指摘。


竹河．４．７．３

■　この中将ちうじゃうは、なほ思おもひそめし心絶こころたえず1、憂うくもつらくも思おもひつつ、左大臣さだいじんの御女おほむむすめを得えたれど2、をさをさ心こころもとめず、

◇　この中将は、依然として思い染めた気持ちがさめず、嫌で辛くも思いながら、左大臣の姫君を得たが、全然愛情を感じず、

■　「道みちの果はてなる常陸帯ひたちおびのS20,3」

◇　「道の果てなる常陸帯の」

■　と、手習てならひにも言種ことぐさにもするは、いかに思おもふやうのあるにかありけむ4。

◇　と、手習いにも口ぐせにもしているのは、どのように思ってのことであろうか。


S20 東路の道の果てなる常陸帯のかごとばかりも逢ひ見てしがな（古今六帖五-三三六〇）

1 【この中将はなほ思ひそめし心絶えず】三位中将。大君を思う気持ちが今だに絶えない。

2 【左大臣の御女を得たれど】この左大臣は系図不詳。竹河左大臣。夕霧右大臣の上位者。

3 【道の果てなる常陸帯の】三位中将の詞。『源氏釈』は「東路の道の果てなる常陸帯のかごとばかりもあひ見てしがな」（古今六帖五、帯）を指摘。

4 【いかに思ふやうのあるにかありけむ】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『完訳』は「語り手の評」と注す。


竹河．４．７．４

■　御息所みやすむどころ、やすげなき世よのむつかしさに、里さとがちになりたまひにけり。

◇　御息所は、気苦労の多い宮仕えの煩わしさに、里にいることが多くおなりになってしまった。

■　尚侍かむの君きみ、思おもひしやうにはあらぬ御おほむありさまを、口惜くちをしと思おぼす1。

◇　尚侍の君は、思っていたようにならなかったご様子を、残念にお思いになる。

■　内裏うちの君きみは、なかなか今いまめかしう2心こころやすげにもてなして、世よにもゆゑあり、心こころにくきおぼえにて、さぶらひたまふ。

◇　内裏の君は、かえって派手に気楽に振る舞って、大変風雅に、奥ゆかしいとの評判を得て、宮仕えなさっている。


1 【尚侍の君思ひしやうにはあらぬ御ありさまを口惜しと思す】玉鬘。『集成』は「「尚侍の君」と呼ぶのは、次に、現在の尚侍である中の君を「内裏の君」と呼ぶからであろう」と注す。

2 【内裏の君はなかなか今めかしう】中君。尚侍。姉の御息所に比較して「なかなか」とある。


第五章　薫君の物語　人びとの昇進後の物語

第一段　薫、玉鬘邸に昇進の挨拶に参上

竹河．５．１．１

■　左大臣亡さだいじんうせたまひて、右みぎは左ひだりに1、藤大納言とうだいなごん、左大将さだいしゃうかけたまへる右大臣うだいじんになりたまふ2。

◇　左大臣がお亡くなりになって、右は左に、藤大納言は、左大将を兼官なさった右大臣におなりになる。

■　次々つぎつぎの人ひとびとなり上あがりて、この薫中将かをるちうじゃうは、中納言ちうなごんに3、三位さむみの君きみは、宰相さいしゃうになりて4、喜よろこびしたまへる人ひとびと、この御族おほむぞうより他ほかに人ひとなきころほひになむありける。

◇　順々下の人びとが昇進して、この薫中将は、中納言に、三位の君は宰相になって、ご昇進なさった方々は、これら一族以外に人もいないといった時勢であった。


1 【右は左に】夕霧は右大臣から左大臣に。『集成』は「ただし、後の宇治十帖を通じて、夕霧は右大臣のままである」と注す。

2 【藤大納言左大将かけたまへる右大臣になりたまふ】紅梅大納言は左大将兼右大臣に。『集成』は「ただしこの人、後の宿木、東屋の巻には、按察使の大納言のままである」。『完訳』は「右の昇進人事のうち、夕霧左大臣と紅梅の右大臣は宇治十帖での官と符合しない」と注す。

3 【この薫中将は中納言に】宰相中将の薫は中納言に。『集成』は「紅梅に「源中納言」とあり、椎本に中納言昇進のことが見える」と注す。

4 【三位の君は宰相になりて】三位中将、もと蔵人少将であった人。薫の後任宰相中将となる。


竹河．５．１．２

■　中納言ちゅうなごんの御喜おほむよろこびに、前さきの尚侍ないしの君かむのきみP20に参まゐりたまへり。

◇　中納言の昇進のお礼参りに、前尚侍の君の所に参上なさった。

■　御前おまへの庭にはにて拝はいしたてまつりたまふ。

◇　御前の庭先で拝舞申し上げなさる。

■　尚侍かむの君対面きみたいめんしたまひて、

◇　尚侍の君がお目にかかりなさって、


P20 尚侍の君--ないし（し/+の〈朱〉）かんの君


竹河．５．１．３

■　「かく、いと草深くさふかくなりゆく1葎むぐらの門かどを2、よきたまはぬ御心みこころばへにも、まづ昔むかしの御おほむこと3思おもひ出いでられてなむ」

◇　「このように、とても草深くなって行く葎の門を、お避けにならないお心使いに対して、まず昔の六条院の御事が思い出されまして」


1 【かくいと草深くなりゆく】以下「思ひ出でられてなむ」まで、玉鬘の詞。

2 【葎の門を】『集成』は「見捨てられた家という歌語的表現」と注す。

3 【昔の御こと】『完訳』は「源氏生前の昔。源氏が自分を養女にしたから、薫も親しむ」と注す。


竹河．５．１．４

■　など聞きこえたまふ、御声おほむこゑ、あてに愛敬あいぎゃうづき、聞きかまほしう今いまめきたり。

◇　などと申し上げなさる、お声は、上品で愛嬌があって、耳に快く響く。

■　「古ふりがたくもおはするかな1。

◇　「いつまでもお若くいらっしゃるな。

■　かかれば、院ゐんの上うへは、怨うらみたまふ御心絶みこころたえぬぞかし。

◇　これだから、院のお上はお恨みになるお心が褪せないのだ。

■　今いまつひに、ことひき出いでたまひてむ」

◇　そのうちきっと、事件をお起こしになるだろう」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【古りがたくもおはするかな】以下「引き出でたまひてむ」まで、薫の感想と思い。


竹河．５．１．５

■　「喜よろこびなどは1、心こころにはいとしも思おもうたまへねども、まづ御覧ごらんぜられにこそ2参まゐりはべれ。

◇　「喜びなどは、わたしはさほど嬉しく存じませんが、まず知って戴こうと参上したのでございます。

■　よきぬなどのたまはするは3、おろかなる罪つみにうちかへさせたまふにや4」

◇　避けないなどとおっしゃるのは、御無沙汰の罪を皮肉って言われたのでしょうか」

■　と申まうしたまふ。

◇　とご挨拶申し上げなさる。


1 【喜びなどは】以下「うちかへさせたまふにや」まで、薫の玉鬘への詞。

2 【御覧ぜられにこそ】敬語はあなた、玉鬘に御覧になっていただきたいために、の意。

3 【よきぬなどのたまはするは】「避き」は上二段動詞、未然形。「ぬ」打消の助動詞。玉鬘の詞「葎の門をよきたまはぬ」を受ける。

4 【おろかなる罪にうちかへさせたまふにや】『完訳』は「わざと反対のことを言われたのか。薫のまわりくどい応じ方」と注す。


竹河．５．１．６

■　「今日けふは1、さだすぎにたる身みの愁うれへなど、聞きこゆべきついでにもあらずと、つつみはべれど、わざと立たち寄よりたまはむことは難かたきを、対面たいめんなくて、はた、さすがにくだくだしきことになむ。

◇　「今日は、老人の繰り言などを、申し上げるべき時ではないと、気がとがめますが、わざわざお立ち寄りになることは難しいので、お会いしなくては、また、いくらなんでもごたごたした話ですから。


1 【今日は】以下「もどかしくなむ」まで、玉鬘の詞。


竹河．５．１．７

■　院ゐんにさぶらはるるが1、いといたう世よの中なかを思おもひ乱みだれ2、中空なかぞらなるやうにただよふを3、女御にょうごを頼たのみきこえ、また后きさいの宮みやの御方おほむかたにも、さりとも思おぼし許ゆるされなむと、思おもひたまへ過すぐすに、いづ方かたにも、なめげに心こころゆかぬものに4思おぼされたなれば、いとかたはらいたくて、宮みやたちは、さてさぶらひたまふ5。

◇　院に伺候しておられるのが、とてもひどく宮仕えのことを思い悩んで、宙に浮いたような恰好でうろうろしていますが、女御をご信頼申して、また后の宮の御方にも、そうは言ってもお許し戴けるだろうと、存じておりましたのに、どちらにも礼儀知らずで堪忍できない者とお思いなされたそうなので、とても具合が悪くて、宮たちは、そのまま残しておいでになる。

■　この、いと交まじらひにくげなるみづからは、かくて心こころやすくだにながめ過すぐいたまへ6とて、まかでさせたるを、それにつけても、聞ききにくくなむ。

◇　この、とても生活しにくそうな本人は、こうしてせめて気楽にぼんやりとお過ごしなさいと思って、退出させたのですが、それに対しても聞きにくい噂です。


1 【院にさぶらはるるが】大君をさす。

2 【世の中を思ひ乱れ】冷泉院の後宮生活。

3 【中空なるやうにただよふを】里がちな生活をいう。

4 【なめげに心ゆかぬものに】大島本は「心ゆかぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ゆるさぬ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【宮たちはさてさぶらひたまふ】女二の宮と男宮を冷泉院に残したまま里下がりしている意。

6 【かくて心やすくだにながめ過ぐいたまへ】玉鬘の大君への助言。


竹河．５．１．８

■　上うへにもよろしからず思おぼしのたまはすなる1。

◇　上様にもけしからぬとお思いになりお口になさるそうです。

■　ついであらば、ほのめかし奏そうしたまへ。

◇　機会がありましたら、ちらっとよろしく申し上げてください。

■　とざまかうざまに2、頼たのもしく思おもひたまへて、出いだし立たてはべりしほどは、いづ方かたをも心こころやすく、うちとけ頼たのみきこえしかど、今いまは、かかること誤あやまりに、幼をさなうおほけなかりけるみづからの心こころを、もどかしくなむ3」

◇　あちら様こちら様と、頼もしく存じて、出仕させました当座は、どちら様も安心して、信頼申し上げたが、今では、このような間違いに、子供っぽく大それた自分自身の考えを、恨んでおります」


1 【思しのたまはすなる】「なる」伝聞推定の助動詞。

2 【とざまかうざまに】中宮や弘徽殿女御に。

3 【幼うおほけなかりけるみづからの心をもどかしくなむ】後見もなく娘を院に参院させ、このような事態が起こることを見通せなかった、幼稚で身分不相応な我が身であったと後悔。


竹河．５．１．９

■　と、うち泣ないたまふけしきなり1。

◇　と、涙ぐみなさる様子である。


1 【とうち泣いたまふけしきなり】『完訳』は「簾越しに感取される」と注す。断定助動詞「なり」は登場人物薫と語り手の判断が一体化した表現。


第二段　薫、玉鬘と対面しての感想

竹河．５．２．１

■　「さらにかうまで1思おぼすまじきことになむ。

◇　「まったくそんなにまでお考えなることはありません。

■　かかる御交おほむまじらひのやすからぬことは、昔むかしより、さることとなりはべりにけるを、位くらゐを去さりて、静しづかにおはしまし、何なにごともけざやかならぬ御おほむありさまとなりにたるに、誰たれもうちとけたまへるやうなれど、おのおのうちうちは、いかがいどましく2も思おぼすこともなからむ。

◇　このような宮仕えの楽でないことは、昔から、そのようなことと決まっておりますが、位を去って、静かにお暮らしでいらっしゃり、どのようなことでも華やかでないご生活となってしまったので、皆が気を許し合っていらっしゃるようですが、それぞれ内心では、どんなに競争心をお持ちになることもないでしょうか。


1 【さらにかうまで】以下「はべらぬことになむ」まで、薫の詞。

2 【いかがいどましく】「なからむ」に係る反語表現。


竹河．５．２．２

■　人ひとは何なにの咎とがと見みぬことも、わが御身おほむみにとりては恨うらめしくなむ、あいなきことに心動こころうごかいたまふこと1、女御にょうご、后きさきの常つねの御癖おほむくせなるべし。

◇　他人は何の過失と思わないことでも、ご自身にとっては恨めしいものでして、つまらないことに心を動かしなさることは、女御や、后のいつものお癖でしょう。

■　さばかりの紛まぎれもあらじものとてやは、思おぼし立たちけむ。

◇　それくらいのいざこざもない起こらないものと思って、ご決心なさったのですか。

■　ただなだらかにもてなして、ご覧らんじ過すぐすべきことにはべるなり。

◇　ただ穏やかに振る舞って、お見過ごしなさることでございます。

■　男をとこの方かたにて、奏そうすべきことにもはべらぬことになむ2」

◇　男の者が、申し上げるべきことではございません」


1 【心動かいたまふこと】大島本は「心うこかひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心を」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【男の方にて奏すべきことにもはべらぬことになむ】『完訳』は「後宮の女たちの葛藤は、公的立場の男子官僚には関わらぬこととして、玉鬘の懇願を冷たく突き放す。薫らしい冷静な反応に注意」と注す。


竹河．５．２．３

■　と、いとすくすくしう申まうしたまへば、

◇　と、たいそうそっけなく申し上げなさるので、

竹河．５．２．４

■　「対面たいめんのついでに1愁うれへきこえむと、待まちつけたてまつりたるかひなく、あはの御おほむことわりや2」

◇　「お会いした時に愚痴をこぼそうと、お待ち申していた効もなく、あっさりしたご判断ですこと」


1 【対面のついでに】以下「御ことわりや」まで、玉鬘の詞。

2 【あはの御ことわりや】『集成』は「「あは」は「淡し」の語幹。「ことわる」は、是非を判断する意」と注す。


竹河．５．２．５

■　と、うち笑わらひておはする、人ひとの親おやにて、はかばかしがりたまへるほどよりは、いと若わかやかにおほどいたる心地ここちす1。

◇　と、笑っていらっしゃる、人の親として、てきぱきと事を処理していらっしゃる割には、とても若くおっとりとした感じがする。

■　「御息所みやすむどころも2、かやうにぞ3おはすべかめる。

◇　「御息所も、このようなふうでいらっしゃるのだろう。

■　宇治うぢの姫君ひめぎみの心こころとまりておぼゆるも4、かうざまなるけはひのをかしきぞかし」

◇　宇治の姫君が心にとまって思われるのも、このような様子に興味惹かれるからだ」

■　と思おもひゐたまへり。

◇　と思って座っていらっしゃった。


1 【いと若やかにおほどいたる心地す】『集成』は「大層若々しくおっとりとした感じがする。薫の印象」と注す。

2 【御息所も】以下「をかしきぞかし」まで、薫の感想。

3 【かやうにぞ】大君も母玉鬘同様に若々しく魅力的な女性だろうの意。

4 【宇治の姫君の心とまりておぼゆるも】宇治八の宮の大君をさす。『完訳』は「紅梅巻末「八の宮の姫君」と同じく、やや唐突。構想・成立上の問題点とされる。女君たちを次々と連想する点が、薫らしい」と注す。


竹河．５．２．６

■　尚侍ないしのかみも1、このころまかでたまへり。

◇　尚侍の君も、この頃退出なさっていた。

■　こなたかなた住すみたまへるけはひをかしう2、おほかたのどやかに、紛まぎるることなき御おほむありさまどもの、簾すの内うち、心恥こころはづかしうおぼゆれば、心こころづかひせられて3、いとどもてしづめめやすきを、大上おほうへは、

◇　こちらとあちらとに住んでいらっしゃる様子は素晴らしく、全体がのんびりと忙しさに、紛れることないご様子で、御簾の内側が、気恥ずかしく感じられるので、自然と気づかいがされて、ますます静かで感じが良いのを、大上は、

■　「近ちかうも見みましかば」

◇　「近くでお世話するのだったなら」

■　と4、うち思おぼしけり。

◇　と、お思いになるのであった。


1 【尚侍も】中君。

2 【こなたかなた住みたまへるけはひをかしう】寝殿の東西の部屋に。参院・参内以前にも同様に住んでいた。

3 【簾の内心恥づかしうおぼゆれば心づかひせられて】主語は薫。

4 【大上は近うも見ましかばと】玉鬘。「ましかば」反実仮想。薫を婿として世話するのだったらと思う。


第三段　右大臣家の大饗

竹河．５．３．１

■　大臣おとどの殿とのは、ただこの殿とのの東ひむがしなりけり1。

◇　大臣殿は、ちょうどこちらの殿の東であった。

■　大饗だいきゃうの垣下ゑがの君達きむだちなど、あまた集つどひたまふ2。

◇　大饗の垣下の公達などが、大勢参上なさる。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、左ひだりの大臣殿おとどどのの賭弓のりゆみの還立かへりだち、相撲すまひの饗応あるじなどには3、おはしまししを思おもひて、今日けふの光ひかりと請さうじたてまつりたまひけれど、おはしまさず。

◇　兵部卿宮や、左の大臣殿の賭弓の還立や、相撲の饗応などには、いらっしゃったことを思って、今日の光を添えて戴きたいとご招待申し上げなさったが、いらっしゃらなかった。


1 【大臣の殿はただこの殿の東なりけり】先に右大臣に昇進した紅梅大納言邸。もと致仕太政大臣の後継者（一男の柏木は死去）。玉鬘邸の東に位置する。

2 【大饗の垣下の君達などあまた集ひたまふ】右大臣昇進の祝宴。

3 【左の大臣殿の賭弓の還立相撲の饗応などには】夕霧。先の人事で左大臣に昇進。「賭弓の還立」は匂宮巻の「賭弓の帰饗」をさす。「相撲の饗応」は、七月の相撲の節会に催される。


竹河．５．３．２

■　心こころにくくもてかしづきたまふ姫君ひめぎみたちを1、さるは、心こころざしことに、いかで、と思おもひきこえたまふべかめれど、宮みやぞ、いかなるにかあらむ2、御心みこころもとめたまはざりける。

◇　奥ゆかしく大切にお世話なさっている姫君たちを、一方では、特に気を配って、何とか婿君に、と思い申し上げなさっているようであるが、宮は、どうしたことであろうか、お心を止めにならなかった。

■　源中納言げんちうなごんの、いとどあらまほしうねびととのひ、何なにごとも後おくれたる方かたなくものしたまふを、大臣おとども北きたの方かたも3、目めとどめたまひけり。

◇　源中納言が、ますます理想的に成長して、どのような事にも劣ったことがなくいらっしゃるのを、大臣も北の方も、お目を止めていらっしゃった。


1 【心にくくもてかしづきたまふ姫君たちを】紅梅右大臣が大切に育てている姫君たち。中君と宮の御方。大君は春宮に入内。宮の御方は後の北の方真木柱の連れ子、蛍兵部卿宮との間の子。

2 【思ひきこえたまふべかめれど宮ぞいかなるにかあらむ】推量の助動詞「めり」は語り手の推量、「宮ぞいかなるにかあらむ」は挿入句、語り手の疑問提示。

3 【大臣も北の方も】紅梅右大臣と北の方真木柱。


竹河．５．３．３

■　隣となりのかくののしりて、行ゆき違ちがふ車くるまの音おと、先駆追さきおふ声々こゑごゑも、昔むかしのこと思おもひ出いでられて1、この殿とのには、ものあはれにながめたまふ。

◇　隣でこのように大騒ぎして、行き交う車の音、前駆の声々も、昔の事が自然と思い出されて、こちらの殿では、しみじみと物思いなさっている。


1 【昔のこと思ひ出でられて】主語は玉鬘。夫鬚黒生前の頃の事が。


竹河．５．３．４

■　「故宮亡こみやうせたまひて1、ほどもなく、この大臣おとどの通かよひたまひしほどを2、いとあはつけいやうP21に、世人よひとはもどくなりしかど、かくてものしたまふも3、さすがなる方かたに4めやすかりけり。

◇　「故宮がお亡くなりになって、間もなく、この大臣がお通いになったことを、まことに軽薄なように世間の人は非難したというが、愛情も薄れずにこのように暮らしておいでなのも、やはり無難なことであった。

■　定さだめなの世よや。

◇　無常の世の中よ。

■　いづれにか寄よるべき5」

◇　どちらが良いものでしょうか」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


P21 あはつけいやう--あい（い/＄は〈朱〉）つけいやう

1 【故宮亡せたまひて】以下「いづれにかよるべき」まで、玉鬘の詞。「故宮」は蛍兵部卿宮。蛍兵部卿宮が薨じて後、その北の方の真木柱のもとに紅梅大納言が通うようになり、やがて真木柱は紅梅大納言の今の北の方となった。蛍兵部卿宮はかつて玉鬘に懸想した人でもあった。

2 【通ひたまひしほどを】大島本は「ほとを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことを」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【かくてものしたまふも】大島本は「かくてものし給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひも消えずかくて」と「思ひも消えず」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【さすがなる方に】大島本は「さすかなるかたに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「さすがさる方に」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【いづれにか寄るべき】『集成』は「継子の真木柱の再婚生活の幸福、実子の御息所の苦労など、つい比較しての感慨」と注す。


第四段　宰相中将、玉鬘邸を訪問

竹河．５．４．１

■　左ひだりの大殿おほとのの宰相中将1さいしゃうのちうじゃう、大饗だいきゃうのまたの日ひ、夕**つけてここに参まゐりたまへり。

◇　左の大殿の宰相中将は、大饗の翌日、夕方にこちらに参上なさった。

■　御息所みやすむどころ、里さとにおはすと思おもふに、いとど心こころげさう添そひて、

◇　御息所が、里にいらっしゃると思うと、ますます緊張して、

◆　 
ひだり-の-おほとの の さいしゃう-の-ちうじゃう、 だいきゃう の また の ひ、 ゆふづけ て ここ に まゐり たまへ り。 みやすむどころ、 さと に おはす と おもふ に、 いとど こころげさう そひ て、


1 【左の大殿の宰相中将】夕霧の子、元の蔵人少将。薫と同時に昇進。


竹河．５．４．２

■　「朝廷おほやけのかずまへたまふ1喜よろこびなどは、何なにともおぼえはべらず。

◇　「朝廷が忘れずに加えてくださった昇進の喜びなどは、特に何とも思いません。

■　私わたくしの思おもふことかなはぬ嘆なげきのみ、年月としつきに添そへて、思おもうたまへはるけむ方かたなきこと」

◇　私事で思い通りにならない嘆きばかりが、年月とともに積もり重なって、晴らしようもございません」


1 【朝廷のかずまへたまふ】以下「はるけむ方なきこと」まで宰相中将の詞。


竹河．５．４．３

■　と、涙なみだおしのごふも、ことさらめいたり。

◇　と、涙を拭うのも、わざとらしい。

■　二十七にじふしち、八はちのほどの、いと盛さかりに匂にほひ、はなやかなる容貌かたちしたまへり。

◇　二十七、八歳のほどで、とても男盛りで、華やかな容貌をしていらっしゃった。

竹河．５．４．４

■　「見苦みぐるしの君きみたちの1、世よの中なかを心こころのままにおごりて、官位つかさくらゐをばP22何なにとも思おもはず、過すぐしいますがらふや2。

◇　「困った息子たちの、世の中を思いのままになると思って、官位を何とも思わず、過ごしていらっしゃる。

■　故殿ことののおはせましかば、ここなる人ひとびとも4、かかるすさびごとにぞ、心こころは乱みだらまし」

◇　故殿が生きていらっしゃったら、自分の家の子供たちも、このようなのんきな遊び事に、心を奪われたでしょうに」


P22 官位をば--つかさくらいを（を/+は〈朱〉）

1 【見苦しの君たちの】以下「心は乱らまし」まで、玉鬘の詞。宰相中将の詞に対する批判。

2 【いますがらふや】『集成』は「いますからふや」と清音。『完訳』は「いますがらふや」と濁音に読む。

3? 【故殿おはせましかば】「心は乱らまし」に係る反実仮想の構文。

4 【ここなる人びとも】我が子たちも。


竹河．５．４．５

■　とうち泣なきたまふ。

◇　とお泣きになる。

■　右兵衛督うひゃうゑのかみ、右大弁うだいべんにて、皆非参議みなひさむぎなるを、うれはしと思おもへり1。

◇　右兵衛督や、右大弁になったが、皆非参議でいるのを嘆かわしいことと思っていた。

■　侍従じじゅうと聞きこゆめりしぞ、このころ、頭中将とうのちうじゃうと聞きこゆめる2。

◇　侍従と言われていたらしい人は、この頃、頭中将と呼ばれているようである。

■　年齢としよはひのほどは、かたはならねど、人ひとに後おくると嘆なげきたまへり。

◇　年齢から言えば、不十分ではないが、人に後れたと嘆いていらっしゃった。

■　宰相さいしゃうは、とかくつきづきしく3。

◇　宰相は、何やかやとうまいことを言って来て。


1 【右兵衛督右大弁にて皆非参議なるをうれはしと思へり】もと左中将は右兵衛督（従四位下相当官）に、またもと右中弁は右大弁（従四位上相当官）に、わずかずつ昇進、しかし参議にはなれない。かつての蔵人少将は宰相中将になり、四位侍従の薫は中納言に昇っている。『完訳』は「宰相中将が参議なのに、自分の子らが資格があっても参議になれないのを悲嘆」と注す。

2 【侍従と聞こゆめりしぞこのころ頭中将と聞こゆめる】頭中将はエリートコースのポスト、従四位下相当官。二人の兄に比較して日の当たる官職。推量の助動詞「めり」。語り手の婉曲的推量のニュアンス。

3 【宰相はとかくつきづきしく】宰相中将。『集成』は「玉鬘の姫君にかかわる貴公子として、薫よりはこの人を終始表面に立てた書き方」。『完訳』は「後続の物語があるような巻末形式である」と注す。



４５． 橋姫 (はしひめ)

第一章　宇治八の宮の物語　隠遁者八の宮

第一段　八の宮の家系と家族

橋姫．１．１．１

■　そのころ、世よに数かずまへられたまはぬ古宮ふるみやおはしけり1。

◇　その頃、世間から忘れられていらっしゃった古宮がおいでになった。

■　母方ははかたなども、やむごとなくものしたまひて2、筋異すぢことなるべきおぼえなど3おはしけるを、時移ときうつりて、世よの中なかにはしたなめられたまひける紛まぎれに、なかなかいと名残なごりなく、御後見おほむうしろみなどももの恨うらめしき心々こころごころにて、かたがたにつけて、世よを背そむき去さりつつ、公私おほやけわたくしに拠より所どころなく4、さし放はなたれたまへるやうなり。

◇　母の里方なども、立派な家柄でいらっしゃって、特別の地位につくべき評判などがおありであったが、時勢が変わって、世間から冷たく扱われなさった騷ぎに、かえってその声望も衰え、ご後見の人びとなども何となく恨めしい思いをして、それぞれの理由で、政界から退き去り退き去りして、公私ともに頼る人がなくなり、孤立していらっしゃるようである。


1 【そのころ世に数まへられたまはぬ古宮おはしけり】『完訳』は「新たな物語の開始を告げる常套表現。前三帖とほぼ同時期」。『新大系』は「紅梅巻と同様の常套的な冒頭形式。漠然とした過去の設定で、新たな物語を開始させる」と注す。

2 【母方などもやむごとなくものしたまひて】八宮の御母の里方。副助詞「など」は婉曲的ニュアンスを添える。

3 【筋異なるべきおぼえなど】『集成』は「立太子の可能性があったことをいう」。『完訳』は「皇太子となり即位するにふさわしい親王と、世間から噂された」と注す。

4 【世を背き去りつつ公私に拠り所なく】『完訳』は「官界からの引退や、出家遁世」と注す。


橋姫．１．１．２

■　北きたの方かたも、昔むかしの大臣おとどの御女おほむむすめなりける1、あはれに心細こころぼそく、親おやたちの思おぼしおきてたりしさまなど2思おもひ出いでたまふに、たとしへなきこと多おほかれど、古ふるき御契おほむちぎり3の二ふたつなきばかりを、憂うき世よの慰なぐさめにて、かたみにまたなく頼たのみ交かはしたまへり。

◇　北の方も、昔の大臣の姫君であったが、しみじみと心細く、両親がお考えになっていらっしゃっした事などを思い出しなさると、譬えようもない悲しいことが多いが、深いご親密な夫婦仲の又とないのだけを、憂世の慰めとして、お互いにこの上なく頼り合っていらっしゃった。


1 【昔の大臣の御女なりける】連体中止法による挿入句。

2 【親たちの思しおきてたりしさまなど】立后のこと。

3 【古き御契り】明融臨模本は「ふる（る＄か）き御ちきり」とある。すなわち「る」をミセケチにして「か」と訂正する。後人の訂正跡である。大島本は「ふるき御契」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「深き」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「ふるき」とする。


橋姫．１．１．３

■　年としごろ経ふるに1、御子おほむこものしたまはで心こころもとなかりければ、さうざうしくつれづれなる慰なぐさめに、

◇　幾年もたったのに、お子がお出来にならなくて気がかりだったので、所在ない寂しい慰めに、

■　「いかで、をかしからむ稚児ちごもがな2」

◇　「何とかして、かわいらしい子が欲しいものだ」

■　と、宮みやぞ時々思ときどきおぼしのたまひけるに、めづらしく、女君をむなぎみのいとうつくしげなる、生むまれたまへり3。

◇　と、宮が時々お思いになりおっしゃっていたところ、珍しく、女君でとてもかわいらしい子がお生まれになった。


1 【年ごろ経るに】『完訳』は「年月の経過とともに、睦まじい夫婦仲だけでは満足できない」と注す。

2 【いかでをかしからむ稚児もがな】八宮の心中。

3 【女君のいとうつくしげなる生まれたまへり】格助詞「の」同格、「うつくしげなる」が主格。


橋姫．１．１．４

■　これを限かぎりなくあはれと思おもひかしづききこえたまふに、さし続つづきけしきばみ1たまひて、

◇　この子をこの上なくかわいいと思って大切にお育て申していらっしゃったところに、また続いて妊娠なさって、

■　「このたびは男をとこにても2」

◇　「今度は男の子であって欲しい」

■　など思おぼしたるに、同おなじさまにて、平たひらかにはしたまひながら、いといたくわづらひて亡うせたまひぬ3。

◇　などとお思いになったが、同じく女の子で、無事には出産なさったが、とてもひどく産後の肥立ちが悪くてお亡くなりになってしまった。

■　宮みや、あさましう思おぼし惑まどふ。

◇　宮は、驚き途方に暮れなさる。


1 【さし続きけしきばみ】明融臨模本と大島本は「さしつゝきけしきはみ」とある。『完本』は諸本に従って「またさしつづき」と「また」を補訂する。『集成』（底本明融臨模本）『新大系』（底本大島本）のままとする。

2 【このたびは男にても】八宮の思い。男子誕生を期待。

3 【平らかにはしたまひながらいといたくわづらひて亡せたまひぬ】係助詞「は」連用修飾語「平らかに」に付いて無事出産を強調するニュアンスを添える。しかし産後の肥立ちが悪くて母親は亡くなる。


第二段　八の宮と娘たちの生活

橋姫．１．２．１

■　「あり経ふるにつけても1、いとはしたなく、堪たへがたきこと多おほかる世よなれど、見捨みすてがたくあはれなる人ひとの御おほむありさま、心こころざまに2、かけとどめらるるほだしにてS1こそ、過すぐし来きつれ、一人ひとりとまりて、いとどすさまじくもあるべきかな。

◇　「年月を過すにつけても、まことに暮らしにくく、堪え難いことが多い世の中だが、見捨てることのできないいとしい人たちのご様子、人柄に、心を引き止められて、過ごして来たのだが、独り残って、ますます味気ない感じがするな。

■　いはけなき人ひとびとをも、一人ひとりはぐくみ立たてむほど、限かぎりある身みにて、いとをこがましう、人悪ひとわろかるべきこと4」

◇　幼い子供たちをも、独りで育てるには、身分格式のある身なので、まことに愚からしく、体裁の悪いことであろう」


S1 世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（古今集雑下-九五五　物部吉名）

1 【あり経るにつけても】以下「人悪ろかるべきこと」まで、八宮の心中。『完訳』は「愛妻の突然の死に遭った驚きから、過往の人生をあらためて回顧」と注す。

2 【見捨てがたくあはれなる人の御ありさま心ざまに】北の方をさす。見捨てて出家しがたい最愛の人北の方の様子人柄。

3? 【かけとどむべきほだし】『全集』は「世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を指摘。

4 【いはけなき人びとをも一人はぐくみ立てむほど限りある身にていとをこがましう人悪ろかるべきこと】『集成』は「「限りある身」は、皇族としての格式にしばられた身の上。こまごまと娘の世話を焼くのは、身分柄軽々しいことなのである」と注す。


橋姫．１．２．２

■　と思おぼし立たちて、本意ほいも遂とげまほしうしたまひけれど、見譲みゆづる方かたなくて1残のこしとどめむを、いみじう思おぼしたゆたひつつ、年月としつきも経ふれば、おのおのおよすけ2まさりたまふさま、容貌かたちの、うつくしうあらまほしきを、明あけ暮くれの御慰おほむなぐさめにて、おのづから見過みすぐしたまふ3。

◇　とご決心なさって、出家も遂げたくお思いになったが、見譲る人もなくて残して行くのを、ひどくおためらいになりながら、年月がたつと、それぞれ成長なさっていく様子、器量が、美しく素晴らしいので、朝夕のお慰めとして、いつしか年月をお過ごしになる。


1 【見譲る方なくて】明融臨模本は「見ゆつる方なくて」とある。大島本は「みゆつるつる（つる＄〈朱〉、＃〈墨〉かた〈朱〉）なくて」とある。すなわち、「つる」を朱筆でミセケチにしさらに墨滅して朱筆で「かた」と訂正する。『完本』は諸本に従って「見ゆずる人なくて」と校訂する。『集成』『新大系』は明融臨模本と底本（大島本）の朱筆訂正に従う。

2 【およすけ】『集成』は「およすけ」清音。『完訳』『新大系』は「およすげ」濁音。

3 【おのづから見過ぐしたまふ】明融臨模本と大島本は「をのつからみすくし給」とある。『完本』は諸本に従って「おのづからぞ過ぐしたまふ」と校訂する。『集成』『新大系』は明融臨模本と底本（大島本）のままとする。


橋姫．１．２．３

■　後のちに生むまれたまひし君きみをば、さぶらふ人ひとびとも、

◇　後からお生まれになった姫君を、お仕えする女房たちも、

■　「いでや、折をりふし心憂こころうく1」

◇　「まあ、悪い時にお生まれになって」

■　など、うちつぶやきつつ2、心こころに入いれても扱あつかひきこえざりけれど、限かぎりのさまにて3、何なにごとも思おぼし分わかざりしほどながら、これをいと心苦こころぐるしと思おもひて、

◇　などと、ぶつぶつ呟いては、身を入れてお世話申し上げなかったが、臨終の床で、何お分りにならない時ながら、この子をとてもお気の毒にと思って、


1 【いでや折ふし心憂く】女房の詞。

2 【うちつぶやきつつ】明融臨模本は「うちつふやきつゝ」とある。しかし大島本は「うちつふやきて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うちつぶやきて」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「うちつぶやきて」とする。

3 【限りのさまにて】北の方の臨終の際。


橋姫．１．２．４

■　「ただ、この君きみを1形見かたみに見みたまひて、あはれと思おぼせ」

◇　「ただ、この姫君をわたしの形見とお思いになって、かわいがってください」


1 【ただこの君を】明融臨模本と大島本は「たゝこのきみを」とある。『完本』は諸本に従って「この君をば」と「ば」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「あはれと思せ」まで、北の方の詞。


橋姫．１．２．５

■　とばかり、ただ一言ひとことなむ、宮みやに聞きこえ置おきたまひければ、前さきの世よの契ちぎりもつらき折をりふしなれど、

◇　とだけ、わずか一言、宮にご遺言申し上げなさったので、前世からの約束も辛い時だが、

■　「さるべきにこそ1はありけめと、今いまはと見みえしまで、いとあはれと思おもひて、うしろめたげにのたまひしを」

◇　「そうなるはずの運命だったのだろうと、ご臨終と見えた時まで、とてもかわいそうにと思って、気がかりにおっしゃったことよ」

■　と、思おぼし出いでつつ、この君きみをしも、いとかなしうしたてまつりたまふ。

◇　と、お思い出しになりながら、この姫君を特に、とてもかわいがり申し上げなさる。

■　容貌かたちなむまことにいとうつくしうP1、ゆゆしきまでものしたまひける。

◇　器量は本当にとてもかわいらしく、不吉なまで美しくいらっしゃった。


P1 いとうつくしう--（/+いとうつくしう）

1 【さるべきにこそ】以下「のたまひしを」まで、八宮の心中。


橋姫．１．２．６

■　姫君ひめぎみは1、心こころばせ静しづかによしある方かたにて、見みる目めもてなしも、気高けだかく心こころにくきさまぞしたまへる。

◇　姫君は、気立てはもの静かで優雅な方で、外見も態度も、気高く奥ゆかしい様子でいらっしゃる。

■　いたはしくやむごとなき筋すぢはまさりて2、いづれをも、さまざまに思おもひかしづききこえたまへど、かなはぬこと多おほく、年月としつきに添そへて、宮みやの内うちも寂さびしく3のみなりまさる。

◇　大切にしたい高貴な血筋は勝っていて、姉妹どちらも、それぞれに大切にお育て申し上げなさるが、思い通りに行かないことが多く、年月とともに、宮邸の内も何となく段々と寂しくばかりなって行く。


1 【姫君は】大君。

2 【いたはしくやむごとなき筋はまさりて】大君が中君に勝る。

3 【宮の内も寂しく】明融臨模本は「宮のうちもさひしく」とある。大島本は「宮のうちも（も＄〈朱〉）さひしく」とある。すなわち「も」を朱筆でミセケチにする。『集成』は底本（明融臨模本）のまま。『完本』は諸本に従って「宮の内ものさびしく」と校訂する。『新大系』は底本の朱筆訂正に従って「宮のうちさびしく」と校訂する。


橋姫．１．２．７

■　さぶらひし人ひとも、たつきなき心地ここちするに、え忍しのびあへず、次々つぎつぎに従したがひてまかで散ちりつつ、若君わかぎみの御乳母おほむめのとも、さる騷さわぎに、はかばかしき人ひとをしも、選えりあへたまはざりければ、ほどにつけたる心浅こころあささにて2、幼をさなきほどを見捨みすてたてまつりにければ、ただ宮みやぞはぐくみたまふ。

◇　仕えていた女房も、頼りにならない気がするので、辛抱することができず、次々と辞めて去って行き、若君の御乳母も、あのような騒動に、しっかりした人を、選ぶことがお出来になれなかったので、身分相応の浅はかさで、幼い君をお見捨て申し上げてしまったので、ただ宮がお育てなさる。


1? 【さる騒ぎに】北の方死去の騷ぎ。

2 【ほどにつけたる心浅さにて】『集成』は「身分相応の思慮の浅さから」。『完訳』は「下臈の乳母ゆえの浅慮から」と注す。


第三段　八の宮の仏道精進の生活

橋姫．１．３．１

■　さすがに、広ひろくおもしろき宮みやの、池いけ、山やまなどのけしきばかり昔むかしに変かはらで、いといたう荒あれまさるを、つれづれと眺ながめたまふ。

◇　そうは言っても、広く優雅なお邸の、池、築山などの様子だけは昔と変わらないで、たいそうひどく荒れて行くのを、所在なく眺めていらっしゃる。

橋姫．１．３．２

■　家司けいしなども1、むねむねしき人ひともなきままに2、草青くさあをやかに繁しげり、軒のきのしのぶぞ、所ところえ顔がほに青あをみわたれる。

◇　家司なども、しっかりとした人もいないままに、草が青々と茂って、軒の忍草が、わがもの顔に一面に青みわたっている。

■　折々をりをりにつけたる花紅葉はなもみぢの、色いろをも香かをもS2、同おなじ心こころに見みはやしたまひしに3こそ、慰なぐさむことも多おほかりけれ、いとどしく寂さびしく、寄よりつかむ方かたなきままに、持仏ぢぶつの御飾おほむかざりばかりを、わざとせさせたまひて、明あけ暮くれ行おこなひたまふ。

◇　四季折々の花や紅葉の、色や香を、同じ気持ちでご賞美なさったことで、慰められることも多かったが、ますます寂しく、頼みとする人もないままに、持仏のお飾りだけを、特別におさせになって、明け暮れお勤めなさる。


S2 君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る（古今集春上-三八　紀友則）

1 【家司なども】『集成』は「親王、摂関、三位以上の家の家政を取り扱う事務官。四位五位の者から選ばれた」と注す。

2 【むねむねしき人もなきままに】明融臨模本と大島本は「むね／＼しき人もなきまゝに」とある。『完本』は諸本に従って「むねむねしき人もなかりければとり繕ふ人もなきままに」と「人もなかりければとり繕ふ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【折々につけたる花紅葉の色をも香をも同じ心に見はやしたまひしに】『源氏釈』は「君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る」（古今集春上、三八、紀友則）を指摘。


橋姫．１．３．３

■　かかるほだしどもにかかづらふだに、思おもひの外ほかに口惜くちをしう、

◇　このような足手まといたちにかかずらっているのでさえ、心外で残念で、

■　「わが心こころながらもかなはざりける契ちぎり1」

◇　「自分ながらも思うに任せない運命であった」

■　とおぼゆるを、まいて、

◇　と思われるが、まして、

■　「何なににか、世よの人ひとめいて今いまさらに」

◇　「どうして、世間の人並みに今更再婚などを」

■　とのみ、年月としつきに添そへて、世よの中なかを思おぼし離はなれつつ、心こころばかりは聖ひじりになり果はてたまひて、故君こきみの亡うせたまひにしこなたは3、例れいの人ひとのさまなる心こころばへなど、たはぶれにても思おぼし出いでたまはざりけり。

◇　とばかり、年月とともに、世の中をお離れになり、心だけはすっかり聖におなりになって、故君がお亡くなりになって以後は、普通の人のような気持ちなどは、冗談にもお思い出しならなかった。


1 【わが心ながらもかなはざりける契り】八の宮の心中。

2? 【何かは世の人めいて今さらに】八の宮の心中。再婚をする気持ちはない、の意。

3 【故君の亡せたまひにしこなたは】北の方の死去以来。


橋姫．１．３．４

■　「などか、さしも1。

◇　「どうして、そんなにまで。

■　別わかるるほどの悲かなしびは、また世よにたぐひなきやうにのみこそは、おぼゆべかめれど、あり経ふれば、さのみやは。

◇　死別の悲しみは、二つと世に例のないようにばかり、思われるようだが、時がたてば、そんなでばかりいられようか。

■　なほ、世人よひとになずらふ御心みこころづかひをしたまひて、いとかく見苦みぐるしく、たつきなき宮みやの内うちも、おのづからもてなさるるわざもや」

◇　やはり、普通の人と同じようなお心づかいをなさって、とてもこのような見苦しく、頼りない宮邸の内も、自然と整って行くこともあるかも知れません」


1 【などかさしも】以下「わざもや」まで、世人の噂。


橋姫．１．３．５

■　と、人ひとはもどききこえて、何なにくれと、つきづきしく聞きこえごつことも、類るいにふれて多おほかれど2、聞きこしめし入いれざりけり。

◇　と、人は非難申し上げて、何やかやと、もっともらしく申し上げることも、縁故をたどって多かったが、お聞き入れにならなかった。


1? 【世人になづらふ御心づかひ】再婚をいう。

2 【つきづきしく聞こえごつことも類にふれて多かれど】再婚を勧める者も多いが。『集成』は「縁故を通じて多かったが」。『完訳』は「縁故を頼って。零落したとはいえ高貴な八の宮との縁故を望む」と注す。


橋姫．１．３．６

■　御念誦おほむねんずのひまひまには、この君きみたちをもてあそび、やうやうおよすけたまへば、琴習ことならはし、碁打ごうち、偏へんつき1など、はかなき御遊おほむあそびわざにつけても、心こころばへどもを見みたてまつりたまふに、姫君ひめぎみは、らうらうじく、深ふかく重おもりかに見みえたまふ。

◇　御念誦の合間合間には、この姫君たちを相手にし、だんだん成長なさると、琴を習わせ、碁を打ち、偏つぎなどの、とりとめない遊びにつけても、二人の気立てを拝見なさると、姫君は、才気があり、落ち着いて重々しくお見えになる。

■　若君わかぎみは、おほどかにらうたげなるさまして、ものづつみしたるけはひに、いとうつくしう、さまざまにおはす。

◇　若君は、おっとりとかわいらしい様子をして、はにかんでいる様子に、とてもかわいらしく、それぞれでいらっしゃる。


1 【偏つき】『集成』は「偏つき」清音。『完訳』『新大系』は「偏つぎ」濁音。


第四段　ある春の日の生活

橋姫．１．４．１

■　春はるのうららかなる日影ひかげに、池いけの水鳥みづとりどもの、羽はねうち交かはしつつ1、おのがじしさへづる声こゑなどを、常つねは、はかなきことに2見みたまひしかども、つがひ離はなれぬをうらやましく眺ながめたまひて、君きみたちに3、御琴おほむことども教をしへきこえたまふ。

◇　春のうららかな日の光に、池の水鳥たちが、互いに羽を交わしながら、めいめいに囀っている声などを、いつもは、何でもないことと御覧になっていたが、つがいの離れずにいるのを羨ましく眺めなさって、姫君たちに、お琴類をお教え申し上げなさる。

■　いとをかしげに、小ちひさき御おほむほどに、とりどり掻かき鳴ならしたまふ物もの音のねども、あはれにをかしく聞きこゆれば4、涙なみだを浮うけたまひて、

◇　とてもかわいらしげで、小さいお年で、それぞれ掻き鳴らしなさる楽の音色は、しみじみとおもしろく聞こえるので、涙を浮かべなさって、


1 【池の水鳥どもの羽うち交はしつつ】『完訳』は「雌雄離れぬ習性の鴛鴦か」と注す。

2 【はかなきことに】明融臨模本と大島本は「はかなきことに」とある。『完本』は諸本に従って「はかなきことと」と「校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【君たちに】大君と中君の姉妹に。

4 【あはれにをかしく聞こゆれば】『集成』は「いじらしくもおもしろく思われるので」。『完訳』は「しみじみとおもしろく聞えるので」と訳す。


橋姫．１．４．２

■　「うち捨すててつがひ去さりにし水鳥みづとりの

仮かりのこの世よにたちおくれけむ1

心尽こころづくしなりや」

◇　「見捨てて去って行ったつがいでいた水鳥の雁は

はかないこの世に子供を残して行ったのだろうか

気苦労の絶えないことだ」


1 【うち捨ててつがひ去りにし水鳥の仮のこの世にたちおくれけむ】八宮の詠歌。無常の世に母親に先立たれた娘たちの不幸をいう。「雁」「仮」の掛詞。「この世」の「こ」に「雁の子」の「子」を響かせる。


橋姫．１．４．３

■　と、目めおし拭のごひたまふ。

◇　と、目を拭いなさる。

■　容貌かたちいときよげにおはします宮みやなり。

◇　容貌がとても美しくいらっしゃる宮である。

■　年としごろの御行おほむおこなひにやせ細ほそりたまひにたれど、さてしも、あてになまめきて、君きみたちをかしづきたまふ御心みこころばへに、直衣なほしの萎なえばめるを着きたまひて、しどけなき御おほむさま、いと恥はづかしげなり。

◇　長年のご勤行のために痩せ細りなさったが、それでも気品があって優美で、姫君たちをお世話なさるお気持ちから、直衣の柔らかくなったのをお召しになって、つくろわないご様子、とても恥ずかしくなるほど立派である。

橋姫．１．４．４

■　姫君ひめぎみ、御硯おほむすずりをやをらひき寄よせて、手習てならひのやうに書かき混まぜたまふを、

◇　姫君、お硯を静かに引き寄せて、手習いのように書き加えなさるのを、

橋姫．１．４．５

■　「これに書かきたまへ。

◇　「これにお書きなさい。

■　硯すずりには書かきつけざなり2」

◇　硯には書き付けるものでありません」


1? 【心尽くしやなりや】歌に添えた詞。

2 【これに書きたまへ硯には書きつけざなり】八宮の詞。姫君たちへの諭し。「ざなり」は「ざる」「なり」伝聞推定の助動詞。『河海抄』は「見る石のおもてに物は書かざりきふしのやうじはつかはざらめや」（出典未詳）を指摘。


橋姫．１．４．６

■　とて、紙かみたてまつりたまへば、恥はぢらひて書かきたまふ。

◇　とおっしゃって、紙を差し上げなさると、恥じらってお書きになる。

橋姫．１．４．７

■　「いかでかく巣立すだちけるぞと思おもふにも

憂うき水鳥みづとりの契ちぎりをぞ知しる1」

◇　「どうしてこのように大きくなったのだろうと思うにも

水鳥のような辛い運命が思い知られます」


1 【いかでかく巣立ちけるぞと思ふにも憂き水鳥の契りをぞ知る】大君の唱和歌。「憂き水鳥」に「憂き身」を読み込む。父への感謝と我が身の不運を諦観。


橋姫．１．４．８

■　よからねど、その折をりは、いとあはれなりけり。

◇　よい歌ではないが、その状況は、とてもしみじみと心打たれるのであった。

■　手ては、生おひ先見さきみえてP2、まだよくも続つづけたまはぬほどなり。

◇　筆跡は、将来性が見えるが、まだ上手にお書き綴りにならないお年である。


P2 生ひ先見えて--おいさき見えておいさき見えて（おいさき見えて〈後出〉/＄）


橋姫．１．４．９

■　「若君わかぎみも書かきたまへ」

◇　「若君もお書きなさい」

橋姫．１．４．１０

■　とあれば、今いますこし幼をさなげに、久ひさしく書かき出いでたまへり。

◇　とおっしゃると、もう少し幼そうに、長くかかってお書きになった。

橋姫．１．４．１１

■　「泣なく泣なくも羽はねうち着きする君きみなくは

われぞ巣守すもりになりは果はてまし」

◇　「泣きながらも羽を着せかけてくださるお父上がいらっしゃらなかったら

わたしは大きくなることはできなかったでしょうに」

橋姫．１．４．１２

■　御衣おほむぞどもなど萎なえばみて、御前おまへにまた人ひともなく、いと寂さびしくつれづれげなるに、さまざまいとらうたげにてものしたまふを、あはれに心苦こころぐるしう、いかが思おぼさざらむ。

◇　お召し物など皺になって、御前に他に女房もなく、とても寂しく所在なさそうなので、それぞれたいそうかわいらしくいらっしゃるのを、不憫でいたわしいと、どうして思わないことがあろうか。

■　経きゃうを片手かたてに持もたまひて、かつ読よみつつ唱歌さうがをしたまふ。

◇　お経を片手に持ちなさって、一方では読経しながら唱歌もなさる。

橋姫．１．４．１３

■　姫君ひめぎみに琵琶びは、若君わかぎみに箏さうの御琴おほむこと、まだ幼をさなけれど、常つねに合あはせつつ習ならひたまへば、聞ききにくくもあらで、いとをかしく聞きこゆ。

◇　姫君に琵琶、若君に箏のお琴を、まだ幼いけれど、いつも合奏しながらお習いになっているので、聞きにくいこともなく、たいそう美しく聞こえる。

第五段　八の宮の半生と宇治へ移住

橋姫．１．５．１

■　父帝ちちみかどにも女御にょうごにも、疾とく後おくれきこえたまひて1、はかばかしき御後見おほむうしろみの、取とり立たてたるおはせざりければ、才ざえなど深ふかくもえ習ならひたまはず、まいて、世よの中なかに住すみつく御心みこころおきては、いかでかは知しりたまはむ2。

◇　父帝にも母女御にも、早く先立たれなさって、しっかりしたご後見人が、取り立てていらっしゃらなかったので、学問なども深くお習いになることができず、まして、世の中に生きていくお心構えは、どうしてご存知でいらっしゃったであろうか。

■　高たかき人ひと聞ときこゆる中なかにも、あさましうあてにおほどかなる、女をむなのやうに3おはすれば、古ふるき世よの御宝物おほむたからもの、祖父大臣おほぢおとどの御処分おほむそうぶん、何なにやかやと尽つきすまじかりけれど、行方ゆくへもなくはかなく失うせ果はてて、御調度おほむてうどなどばかりなむ5、わざとうるはしくて多おほかりける。

◇　身分の高い人と申す中でも、あきれるくらい上品でおっとりした、女性のようでいらっしゃるので、古い世からのご宝物や、祖父大臣のご遺産や、何やかやと尽きないほどあったが、行方もなくあっけなく無くなってしまって、ご調度類などだけが、特別にきちんとして多くあった。


1 【父帝にも女御にも疾く後れきこえたまひて】八宮の父桐壺帝と母女御に先立たれた意。

2 【まいて世の中に住みつく御心おきてはいかでかは知りたまはむ】語り手の感情移入の挿入句。

3 【女のやうに】『完訳』は「権勢を争う世俗と関わらぬ態度」と注す。

4? 【尽きすまじかりけれど行方もなくはかなく亡せ果てて】『集成』は「無尽蔵と思われたのだけれども、どこへともなくいつのまにか皆無くなって」。『完訳』は「宮の無頓着な性格から、由緒ある名家の豊富な財宝も散逸する」と注す。

5 【御調度などばかりなむ】『完訳』は「移動しにくいので家具類だけは残る」と注す。


橋姫．１．５．２

■　参まゐり訪とぶらひきこえ、心寄こころよせたてまつる人ひともなし。

◇　参上してご機嫌伺いしたり、好意をお寄せ申し上げる人もいない。

■　つれづれなるままに、雅楽寮うたづかさの物ものの師しども1などやうの、すぐれたるを召めし寄よせつつ、はかなき遊あそびに心こころを入いれて、生おひ出いでたまへれば、その方かたは、いとをかしうすぐれたまへり。

◇　所在ないのにまかせて、雅楽寮の楽師などのような、優れた人を召し寄せ召し寄せなさっては、とりとめない音楽の遊びに心を入れて、成人なさったので、その方面では、たいそう素晴らしく優れていらっしゃった。


1 【雅楽寮の物の師ども】治部省所属の雅楽寮。歌師・舞師・笛師・唐楽師・高麗楽師・百済楽師・伎楽師・腰鼓師がいる。


橋姫．１．５．３

■　源氏げんじの大殿おとどの御弟おほむおとうとにおはせしを1、冷泉院れいぜいゐんの春宮とうぐうにおはしましし時とき、朱雀院すじゃくゐんの大后おほぎさきの2、横様よこさまに思おぼし構かまへて、この宮みやを、世よの中なかに立たち継つぎたまふべく3、わが御時4おほむとき、もてかしづきたてまつりける5騷さわぎに、あいなく6、あなたざまの御仲おほむなからひには7、さし放はなたれたまひにければ8、いよいよかの御おほむつぎつぎになり果はてぬる世よにて9、え交まじらひたまはず。

◇　源氏の大殿の御弟君でいらっしゃったが、冷泉院が春宮でいらっしゃった時に、朱雀院の大后が、あるまじき企みをご計画になって、この宮を、帝位をお継ぎになるように、ご威勢の盛んな時、ご支援申し上げなさった騒動で、つまらなく、あちら方とのお付き合いからは、遠ざけられておしまいになったので、ますますあちら方のご子孫の御世となってしまった世の中では、交際することもお出来になれない。

■　また、この年としごろ、かかる聖ひじりになり果はてて、今いまは限かぎりと、よろづを思おぼし捨すてたり。

◇　また、ここ数年、このような聖にすっかりなってしまって、今はこれまでと、万事をお諦めになっていた。


1 【源氏の大殿の御弟におはせしを】明融臨模本は「源氏のおとゝの御をとうとにおはせし（におはせし＄八宮とそ聞えし）を」とある。すなわち、「におはせし」をミセケチにして「八宮とそ聞えし」と訂正する。後人の筆跡である。大島本は「源氏のおとゝの御おとうとにおハせしを」とある。『完本』は諸本に従って「源氏の大殿の御弟、八の宮とぞ聞こえしを」と校訂する。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。

2 【朱雀院の大后の】朱雀院の母后弘徽殿大后。

3 【この宮を世の中に立ち継ぎたまふべく】東宮（冷泉院）を廃して八の宮を新東宮に立たせようとしたこと。物語には語られていなかったが、「須磨」「明石」巻ころの事件と想像される。

4 【わが御時】自分が権勢を振るっていた時、の意。

5 【たてまつりける】明融臨模本と大島本は「たてまつりける」とある。『完本』は諸本に従って「たてまつりたまひける」と「たまひ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本（明融臨模本・大島本）のままとする。

6 【あいなく】『集成』は「「あいなく」は、もともと関係はないのに、担ぎ上げられたばかりに、という気持」と注す。

7 【あなたざまの御仲らひには】源氏方をさす。

8 【さし放たれたまひにければ】「れ」受身の助動詞。

9 【かの御つぎつぎになり果てぬる世にて】冷泉帝の次には今上帝が即位。今上帝は朱雀院の御子であるが后に源氏の明石中宮が立ち、第一皇子の東宮が誕生している。


橋姫．１．５．４

■　かかるほどに、住すみたまふ宮焼みややけにけり。

◇　こうしているうちに、お住まいになっていた宮邸が焼けてしまった。

■　いとどしき世よに、あさましうあへなく1て、移うつろひ住すみたまふべき所ところの、よろしきもなかりければ、宇治うぢといふ所ところに2、よしある山里持やまざともたまへりけるに渡わたりたまふ。

◇　不幸続きの人生の上に、あきれるほどがっかりして、お移り住みなさるような適当な所が、適当な所もなかったので、宇治という所に、風情のある山荘をお持ちになっていたのでお移りになる。

■　思おもひ捨すてたまへる世よなれども、今いまはと住すみ離はなれなむをあはれに思おぼさる3。

◇　お捨てになった世の中だが、今は最後と住み離れることを悲しく思わずにはいらっしゃれない。


1 【あさましうあへなく】『完訳』は「茫然として、力の抜ける感じ」と注す。

2 【宇治といふ所に】『完訳』は「京都から半日行程。長谷寺参詣の経路。山紫水明の別荘地で、仏教的な聖地にもなりつつあった」と注す。

3 【あはれに思さる】「る」自発の助動詞。


橋姫．１．５．５

■　網代あじろのけはひ近ちかく、耳みみかしかましき川かはのわたりにて、静しづかなる思おもひにかなはぬ方かたもあれど、いかがはせむ1。

◇　網代の様子が近く、耳もとにうるさい川の辺りで、静かな思いに相応しくない点もあるが、どうすることもできない。

■　花紅葉はなもみぢ、水みづの流ながれにも、心こころをやる便たよりによせて、いとどしく眺ながめたまふより他ほかのことなし。

◇　花や紅葉や、川の流れにつけても、心を慰めるよすがとして、いよいよ物思いに耽るより他のことがない。

■　かく絶たえ籠こもりぬる野山のやまの末すゑS3にも2、

◇　こうして世間から隔絶して籠もってしまった野山の果てでも、

■　「昔むかしの人ひとのものしたまはましかば3」

◇　「亡き北の方が生きていらっしゃったら」

■　と、思おもひきこえたまはぬ折をりなかりけり。

◇　と、お思い申し上げなさらない時はなかった。


S3 いづこにか世をば厭はむ心こそ野にも山にも惑ふべらなれ（古今集雑下-九四七　素性法師）

1 【いかがはせむ】反語表現。語り手の感情移入がある。

2 【絶え籠もりぬる野山の末にも】『全集』は「いづくにか世をば厭はむ心こそ野にも山にも惑ふべらなれ」（古今集雑下、九四七、素性法師）を指摘。

3 【昔の人ものしたまはましかば】八宮の心中。「昔の人」は故北の方。「ましかば」反実仮想。


橋姫．１．５．６

■　「見みし人ひとも宿やども煙けぶりになりにしを

何なにとてわが身消みきえ残のこりけむ1」

◇　「北の方も邸も煙となってしまったが

どうしてわが身だけがこの世に生き残っているのだろう」


1 【見し人も宿も煙になりにしを何とてわが身消え残りけむ】八宮の独詠歌。「見し人」は北の方。「宿」は京の邸宅。


橋姫．１．５．７

■　生いけるかひなくぞ、思おぼし焦こがるるや1。

◇　生きている効もないほど、恋い焦がれていらっしゃるよ。


1 【生けるかひなくぞ思し焦がるるや】『細流抄』は「草子地也」と注す。「焦がるる」は「煙」の縁語。


第二章　宇治八の宮の物語　薫、八の宮と親交を結ぶ

第一段　八の宮、阿闍梨に師事

橋姫．２．１．１

■　いとど、山重やまかさなれる御住おほむすみ処かS4に、尋たづね参まゐる人ひとなし。

◇　ますます、山また山を隔てたお住まいに、訪問する人もいない。

■　あやしき下衆げすなど、田舎ゐなかびたる山賤やまがつどものみ、まれに馴なれ参まゐり仕つかうまつる。

◇　賤しい下衆など、田舎びた山住みの者たちだけが、まれに親しくお仕え申し上げる。

■　峰みねの朝霧晴あさぎりはるるS5折をりなくて、明あかし暮くらしたまふ1に、この宇治山うぢやまS6に、聖ひじりだちたる阿闍梨住あざりすみけり2。

◇　峰の朝霧が晴れる時の間もなくて、明かし暮らしなさっているが、この宇治山に、聖めいた阿闍梨が住んでいた。


S4 月読みの光に来ませ足引きの山重なりて遠からなくに（古今六帖五-二八四一）

S5 雁の来る峰の朝霧晴れずのみ思ひ尽きせぬ世の中の憂さ（古今集雑下-九三五　読人しらず）

S6 わが庵は都の巽しかぞ住む世を宇治山と人は言ふなり（古今集雑下-九八三　喜撰法師）

1 【峰の朝霧晴るる折なくて明かし暮らしたまふ】『源氏釈』は「雁の来る峯の朝霧晴れずのみ思ひつきせぬ世の中の憂さ」（古今集雑下、九三五、読人しらず）を指摘。

2 【この宇治山に聖だちたる阿闍梨住みけり】『花鳥余情』は「我が庵は都の巽しかぞ住む世を宇治山と人は言ふなり」（古今集雑下、九八三、喜撰法師）を指摘。


橋姫．２．１．２

■　才ざえいとかしこくて、世よのおぼえも軽かろからねど、をさをさ公事おほやけごとにも出いで仕つかへず、籠こもりゐたるに、この宮みやの、かく近ちかきほどに住すみたまひて、寂さびしき御おほむさまに、尊たふときわざをせさせたまひつつ、法文ほふもんを読よみならひたまへば、尊たふとがりきこえて、常つねに参まゐる。

◇　学問がたいそうできて、世人の評判も低くはなかったが、めったに朝廷の法要にも出仕せず、籠もっていたところに、この宮が、このように近い所にお住みになって、寂しいご様子で、尊い仏事をあそばしながら、経文を読み習っていらっしゃるので、尊敬申し上げて、常に参上する。

橋姫．２．１．３

■　年としごろ学まなび知しりたまへることどもの2、深ふかき心こころを解とき聞きかせたてまつり、いよいよこの世よのいとかりそめに、あぢきなきことを申まうし知しらすれば、

◇　長年学んでお知りになった事柄などで、深い意味をお説き申し上げて、ますますこの世が仮の世で、無意味なことをお教え申し上げるので、


1? 【尊きわざせさせたまひつつ】『集成』は「〔寺に〕功徳になるお布施などなさっては」。『完訳』は「尊いご修行をお積みになっては」と注す。

2 【年ごろ学び知りたまへることどもの】『集成』は主語を八宮とし「〔八宮が〕今までに学んでご承知のいろいろのことの」。『完訳』は主語を阿闍梨とし「阿闍梨は、これまでに学修してこられた数々の教義の深遠な道理を宮に説いてお聞かせ申し」と訳す。


橋姫．２．１．４

■　「心こころばかりは1蓮はちすの上うへに思おもひのぼり、濁にごりなき池いけにも住すみぬべきを、いとかく幼をさなき人ひとびとを見捨みすててむうしろめたさばかりになむ、えひたみちに容貌かたちをも変かへぬ」

◇　「心だけは蓮の上に乗って、きっと濁りのない池にも住むだろうことを、とてもこのように小さい姫君たちを見捨てる気がかりさだけに、一途に僧形になることもできないのだ」


1 【心ばかりは】以下「容貌をも変へぬ」まで八宮の詞。


橋姫．２．１．５

■　など、隔へだてなく物語ものがたりしたまふ。

◇　などと、隔意なくお話なさる。

第二段　冷泉院にて阿闍梨と薫語る

橋姫．２．２．１

■　この阿闍梨あざりは、冷泉院れいぜいゐんにも親したしくさぶらひて、御経おほむきゃうなど教をしへきこゆる人ひとなりけり。

◇　この阿闍梨は、冷泉院にも親しく伺候して、御経などお教え申し上げる僧なのであった。

■　京きゃうに出いでたるついでに参まゐりて、例れいの、さるべき文ふみなど御覧ごらんじて、問とはせたまふこともあるついでに1、

◇　京に出た折に参上して、いつものように、しかるべき教典などを御覧になって、ご下問あそばすことがある折に、


1 【例のさるべき文など御覧じて問はせたまふこともあるついでに】『集成』は「いつものように、しかるべき経典などを御覧になって、ご下問などもある機会に」と注す。


橋姫．２．２．２

■　「八はちの宮みやの、いとかしこく1、内教ないけうの御才悟おほむざえさとり深ふかくものしたまひけるかな。

◇　「八の宮が、たいそうご聰明で、教典のご学問にも深く通じていらっしゃいますなあ。

■　さるべきにて、生むまれたまへる人ひとにや2ものしたまふらむ。

◇　そのようになるはずの方として、お生まれになったのでいらっしゃる方なのでしょうか。

■　心深こころふかく思おもひ澄すましたまへるほど、まことの聖ひじりのおきてになむ見みえたまふ」

◇　お考えが深く悟り澄ましていらっしゃるほどは、本当の聖の心構えのようにお見えになります」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


1 【八の宮のいとかしこく】以下「なむ見えたまふ」まで、阿闍梨の詞。

2 【さるべきにて生まれたまへる人にや】仏教者となるべき前世からの因縁で生まれたのか、の意。


橋姫．２．２．３

■　「いまだ容貌かたちは1変かへたまはずや。

◇　「まだ姿は変えていらっしゃらないのか。

■　俗聖ぞくひじりとか、この若わかき人ひとびと2の付つけたなる、あはれなることなり3」

◇　俗聖とか、ここの若い人達が名付けたというのは、殊勝なことだ」

■　などのたまはす。

◇　などと仰せになる。


1 【いまだ容貌は】以下「あはれなることなり」まで、冷泉院の詞。

2 【この若き人びと】『完訳』は「冷泉院に伺候する若い人々」と注す。

3 【あはれなることなり】殊勝なことだな、の意。


橋姫．２．２．４

■　宰相中将さいしゃうのちうじゃうも、御前おまへにさぶらひたまひて1、

◇　宰相中将も、御前に伺候なさって、

■　「われこそ、世よの中なかをば2いとすさまじう思おもひ知しりながら、行おこなひなど、人ひとに目めとどめらるばかりは勤つとめず、口惜くちをしくて過すぐし来くれ」

◇　「自分こそは、世の中を実に面白くなく悟っていながら、その行いなどを、人目につくほどは勤めず、残念に過ごして来てしまった」

■　と、人知ひとしれず思おもひつつ、

◇　と、人知れず反省しながら、

■　「俗ぞくながら4聖ひじりになりたまふ心こころのおきてやいかに」

◇　「在俗のまま聖におなりになる心構えとはどのようなものか」

■　と、耳みみとどめて聞ききたまふ。

◇　と、耳を止めてお聞きになる。


1 【宰相中将も御前にさぶらひたまひて】薫。「匂兵部卿」巻に十九歳で三位兼中将となる。

2 【われこそ世の中をば】以下「過ぐし来れ」まで、薫の心中。『完訳』は「直接・間接話法が混じり、敬語もつかない」と注す。

3? 【と人知れず思ひながら】地の文になり、以下再び薫の心中となる。

4 【俗ながら】以下「心のおきてやいかに」まで、薫の心中。


橋姫．２．２．５

■　「出家すけの心こころざしは1、もとよりものしたまへるを2、はかなきことに思おもひとどこほり、今いまとなりては、心苦こころぐるしき女子をむなごどもの御上おほむうへを、え思おもひ捨すてぬとなむ、嘆なげきはべりたうぶ」

◇　「出家の本願は、もともとお持ちでいらっしゃったが、つまらないことに心がにぶり、今となっては、お気の毒な姫君たちのお身の上を、お見捨てになることができないと、嘆いておられます」

■　と奏そうす。

◇　と奏す。


1 【出家の心ざしは】以下「嘆きはべりたうぶ」まで、阿闍梨の詞。『完訳』は「以下「え思ひ棄てぬ」まで、八の宮の直接話法。院の質問「いまだかたちは変へたまはずや」に対応」と注す。

2 【ものしたまへるを】「たまへ」尊敬の補助動詞。「る」完了の助動詞、存続の意。


橋姫．２．２．６

■　さすがに、物ものの音ねめづる阿闍梨あざりにて、

◇　そうは言っても、音楽は賞美する阿闍梨なので、

橋姫．２．２．７

■　「げに、はた1、この姫君ひめぎみたちの、琴弾ことひき合あはせて遊あそびたまへる、川波かはなみにきほひて聞きこえはべるは、いとおもしろく、極楽思ごくらくおもひやられはべるや」

◇　「なるほど、また、この姫君たちが、琴を合奏なさって楽しんでいらっしゃるのが、川波と競って聞こえますのは、たいそう興趣あって、極楽もかくやと想像されますね」


1 【げにはた】以下「思ひやられはべるや」まで、阿闍梨の詞。


橋姫．２．２．８

■　と、古体こたいにめづれば、帝みかどほほ笑ゑみたまひて、

◇　と、古風に誉めるので、院の帝はほほ笑みなさって、

橋姫．２．２．９

■　「さる聖ひじりのあたりに2生おひ出いでて、この世よの方かたざまは、たどたどしからむと推おし量はからるるを、をかしのことや。

◇　「そのような聖の近くにお育ちになって、この世の方面のことは、暗かろうと想像されるが、興趣あることだね。

■　うしろめたく、思おもひ捨すてがたく、もてわづらひたまふらむを、もし、しばしも後おくれむほどは、譲ゆづりやはしたまはぬ3」

◇　気がかりで見捨てることができず、苦にしていらっしゃるだろうことが、もし、少しでも後に自分が生き残っているようであったら、後見役をお譲りなさらないだろうか」


1? 【帝は】院の帝、朱雀院。

2 【さる聖のあたりに】以下「譲りやはしたまはぬ」まで、冷泉院の詞。

3 【もししばしも後れむほどは譲りやはしたまはぬ】もし八宮が自分冷泉院に先立つようなことがあったら姫君たちを自分にお譲りなろうか、の意。『集成』は「（姫君たちを）お譲り下さらぬだろうか」。『完訳』は「姫君の後見役を自分（院）に」と注す。


橋姫．２．２．１０

■　などぞのたまはする。

◇　などと仰せになる。

■　この院ゐんの帝みかどは、十じふの御子みこにぞおはしましける1。

◇　この院の帝は、第十の皇子でいらっしゃるのであった。

■　朱雀院すじゃくゐんの、故六条院ころくでうのゐんに預あづけきこえたまひし、入道宮にふだうの御例みやのおほむためしを思おもほしP3出いでて、

◇　朱雀院が、故六条院にお預け申し上げなさった入道宮のご先例をお思い出しになって、

■　「かの君きみたちをがな2。

◇　「あの姫君たちを欲しいものだ。

■　つれづれなる遊あそびがたきに」

◇　所在ない遊び相手として」

■　などうち思おぼしけり。

◇　などとお思いになるのであった。


P3 思ほし--お（お/+も）ほし

1 【この院の帝は十の御子にぞおはしましける】『細流抄』は「冷泉院の注にかく也」。『新釈』は「説明的の記述である」と注す。

2 【かの君たちをがな】以下「遊びがたきに」まで、冷泉院の心中。


第三段　阿闍梨、八の宮に薫を語る

橋姫．２．３．１

■　中将ちうじゃうの君きみ、なかなか、親王みこの思おもひ澄すましたまへらむ御心みこころばへを1、

◇　中将の君は、かえって、親王が悟り澄ましていらっしゃるお心づかいを、

■　「対面たいめんして、見みたてまつらばや」

◇　「お目にかかって、お伺いしたいものだ」

■　と思おもふ心こころぞ深ふかくなりぬる。

◇　と思う気持ちが深くなった。

■　さて阿闍梨あざりの帰かへり入いるにも、

◇　そうして阿闍梨が山に帰ていくときにも、


1 【なかなか親王の思ひ澄ましたまへらむ御心ばへを】『完訳』は「この時四十九歳の院が姫君に関心を抱くのに比べ、年若の薫がかえって父八の宮への関心を強めた、の意。「なかなか」は予測に反する気持」と注す。


橋姫．２．３．２

■　「かならず参まゐりて1、もの習ならひきこゆべく、まづうちうちにも、けしき賜たまはりたまへ」

◇　「きっと参って、お教えて戴けるよう、まずは内々にでも、ご意向を伺ってください」


1 【かならず参りて】以下「けしき賜りたまへ」まで、薫の詞。薫が宇治八宮邸に参上して、の意。


橋姫．２．３．３

■　など語かたらひたまふ。

◇　などとお頼みになる。

橋姫．２．３．４

■　帝みかどの1、御言伝おほむことづてにて、

◇　院の帝が、御使者を介して、

■　「あはれなる御住おほむすまひを、人伝ひとづてに聞きくこと2」

◇　「お気の毒な御生活を、人伝てに聞きまして」

■　など聞きこえたまうて、

◇　など申し上げなさって、


1 【帝の】明融臨模本と大島本は「みかとの」とある。『完本』は諸本に従って「帝は」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【あはれなる御住まひを人伝てに聞くこと】冷泉院の八宮への言伝。


橋姫．２．３．５

■　「世よを厭いとふ心こころは山やまにかよへども

八重立やへたつ雲くもを君きみや隔へだつる1」

◇　「世を厭う気持ちは宇治山に通じておりますが

幾重にも雲であなたが隔てていらっしゃるのでしょうか」


1 【世を厭ふ心は山にかよへども八重立つ雲を君や隔つる】冷泉院から八宮への贈歌。


橋姫．２．３．６

■　阿闍梨あざり、この御使おほむつかひを先さきに立たてて、かの宮みやに参まゐりぬ。

◇　阿闍梨は、この御使者を先に立てて、あちらの宮に参上した。

■　なのめなる際きはの、さるべき人ひとの使つかひだに1まれなる山蔭やまかげに、いとめづらしく、待まちよろこびたまうて、所ところにつけたる肴さかななどして、さる方かたにもてはやしたまふ。

◇　並々の身分で、訪問してよい人の使いでさえまれな山蔭なので、実に珍しく、お待ち喜びになって、場所に相応しい御馳走などを用意して、山里らしい持てなしをなさる。

■　御返おほむかへし2、

◇　お返事は、


1 【なのめなる際のさるべき人の使だに】『完訳』は「気がねせず訪ねられそうな身分高からぬ者の使者でさえ」と訳す。

2 【御返し】明融臨模本は「御返」、大島本は「御返し」とある。『完本』は諸本に従って「御返り」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．２．３．７

■　「あと絶たえて心澄こころすむとはなけれども

世よを宇治山うぢやまに宿やどをこそ借かれ1」

◇　「世を捨てて悟り澄ましているのではありませんが

世を辛いものと思い宇治山に暮らしております」


1 【あと絶えて心澄むとはなけれども世を宇治山に宿をこそ借れ】八宮の返歌。「世」「心」「山」の語句を受けて返す。「住む」「澄む」の掛詞。『河海抄』は「わが庵は都の巽しかぞ住む世を宇治山と人は言ふなり」（古今集雑下、九八三、喜撰法師）を指摘。


橋姫．２．３．８

■　聖ひじりの方かたをば卑下ひげして聞きこえなしたまへれば、

◇　仏道修業の方面については謙遜して申し上げなさっていたので、

■　「なほ、世よに恨うらみ残のこりける1」

◇　「やはり、この世に恨みが残っていたな」

■　と、いとほしく御覧ごらんず。

◇　と、いたわしく御覧になる。


1 【なほ世に恨み残りける】冷泉院の心中。八宮の心中を察する。


橋姫．２．３．９

■　阿闍梨あざり、中将ちうじゃうの1、道心深だうしんこころふかげにものしたまふなど、語かたりきこえて、

◇　阿闍梨は、中将の君が、道心深くいらっしゃることなどを、お話し申し上げて、


1 【中将の】明融臨模本と大島本は「中将の」とある。『完本』は諸本に従って「中将の君の」と「君の」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．２．３．１０

■　「法文ほふもんなどの1心得こころえまほしき心こころざしなむ、いはけなかりし齢よはひより深ふかく思おもひながら、えさらず世よにあり経ふるほど、公私おほやけわたくしに暇いとまなく明あけ暮くらし、わざと閉とぢ籠こもりて習ならひ読よみ、おほかたはかばかしくもあらぬ身みにしも、世よの中なかを背そむき顔がほならむも、憚はばかるべきにあらねど、おのづからうちたゆみ、紛まぎらはしくてなむ過すぐし来くるを、いとありがたき御おほむありさまを承うけたまはり伝つたへしより、かく心こころにかけてなむ、頼たのみきこえさする、など、ねむごろに申まうしたまひし」

◇　「経文などの真意を会得したい希望が、幼い時から深く思いながら、やむをえず世にあるうちに、公私に忙しく日を過ごし、わざわざ部屋に閉じ籠もって経を読み習い、だいたいが大して役にも立たない身として、世の中に背き顔をしているのも、遠慮することではないが、自然と修業も怠って、俗事に紛れて過ごして来たが、たいそうご立派なご様子を承ってから、このように心にかけて、お頼み申し上げるのです、などと、熱心に申し上げなさいました」

■　など語かたりきこゆ。

◇　などとお話し申し上げる。


1 【法文などの】以下「申したまひし」まで、阿闍梨の詞。『完訳』は「「頼みきこえさする」まで、薫の直接話法で伝えられる」と注す。


橋姫．２．３．１１

■　宮みや、

◇　宮は、

■　「世よの中なかをかりそめのことと思おもひ取とり1、厭いとはしき心こころのつきそむることも、わが身みに愁うれへある時2とき、なべての世よも恨うらめしうS7思おもひ知しる初はじめありてなむ、道心だうしんも起おこるわざなめるを、年若としわかく、世よの中思なかおもふにかなひ、何なにごとも飽あかぬことはあらじとおぼゆる身みのほどに、さはた、後のちの世よをさへ、たどり知しりたまふらむがありがたさ。

◇　「世の中を仮の世界と思い悟り、厭わしい心がつき始めたことも、自分自身に不幸がある時、大方の世も恨めしく思い知るきっかけがあって、道心も起こることのようですが、年若く、世の中も思い通りに行き、何事も満足しないことはないと思われる身分で、そのようにまた、来世までを、考えていらっしゃるのが立派です。


S7 おほかたのわが身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな（拾遺集恋五-九五三　紀貫之）

1 【世の中をかりそめのことと思ひ取り】以下「ものしたまふなれ」まで、八宮の詞。『完訳』は「「世間虚仮、唯仏是真」（上宮聖徳法王帝説）にも似た認識」と注す。

2 【わが身に愁へある時】『大系』は「飛鳥川我が身一つの淵瀬ゆゑなべての世をも恨みつるかな」（後撰集雑三、一二三三、読人しらず）。『全集』は「大方は我が身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな」（拾遺集恋五、九五三、紀貫之）を指摘。


橋姫．２．３．１２

■　ここには、さべきにや、ただ厭いとひ離はなれよと、ことさらに仏ほとけなどの勧すすめおもむけたまふやうなるありさまにて、おのづからこそ、静しづかなる思おもひかなひゆけど、残のこり少すくなき心地ここちするに、はかばかしくもあらで、過すぎぬべかめるを、来きし方行かたゆく末すゑ、さらに得えたるところなく1思おもひ知しらるるを、かへりては、心恥こころはづかしげなる法のりの友ともにこそは、ものしたまふなれ」

◇　わたしは、そうなるべき運命なのか、ただ厭い離れよと、格別に仏などのお勧めになるような状態で、自然と、静かな思いが適って行きましたが、余命少ない気がするのに、ろくに悟りもしないで、過ぎてしまいそうなのを、過去も未来も、全然悟るところがなく思われるが、かえって、恥入るような仏法の友の方で、いらっしゃいますね」


1 【さらに得たるところなく】明融臨模本は「えた（た＋と）る所なく」とある。すなわち「と」を補入する。後人の筆跡である。大島本は「えたる所なく」とある。『完本』は諸本と明融臨模本の補入に従って「えたどるところなく」と補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．２．３．１３

■　などのたまひて、かたみに御消息通おほむせうそこかよひ、みづからも参まうでたまふ1。

◇　などおっしゃって、お互いにお手紙を交わし、自分自身でも参上なさる。


1 【みづからも参うでたまふ】主語は薫。


第四段　薫、八の宮と親交を結ぶ

橋姫．２．４．１

■　げに、聞ききしよりもあはれに1、住すまひたまへるさまよりはじめて、いと仮かりなる草くさの庵いほりに、思おもひなし、ことそぎたり。

◇　なるほど、聞いていたよりもいたわしく、お暮らしになっている様子をはじめとして、まことに仮の粗末な庵で、そう思うせいか、簡素に見えた。

■　同おなじき山里やまざとといへど、さる方かたにて心こころとまりぬべく、のどやかなるもあるを、いと荒あらましき水みづの音おと、波なみの響ひびきに、もの忘わすれうちし、夜よるなど、心解こころとけて夢ゆめをだに見みるべきほどもなげに、すごく吹ふき払はらひたり。

◇　同じ山里と言っても、それなりに興味惹かれそうな、のんびりとしたところもあるのだが、実に荒々しい水の音、波の響きに、物思いを忘れたり、夜などは、気を許して夢をさえ見る間もなさそうに、風がものすごく吹き払っていた。


1 【げに聞きしよりもあはれに】以下、宇治を訪問した薫の視点を通しての叙述。


橋姫．２．４．２

■　「聖ひじりだちたる御おほむために2、かかるしもこそ、心こころとまらぬもよほしならめ3、女君をむなぎみたち、何心地なにごこちして過すぐしたまふらむ。

◇　「仏道修業者めいた人のためには、このようなことも、気にならないことなのであろうが、女君たちは、どのような気持ちで過ごしていらっしゃるのだろう。

■　世よの常つねの女をむなしくなよびたる方かたは、遠とほくや」

◇　世間一般の女性らしく優しいところは、少ないのではなかろうか」

■　と推おし量はからるる御おほむありさまなり。

◇　と推量されるご様子である。


1? 【夜など心解けて夢をだに見るべきほどもなげにすげに】『源氏釈』は「宇治川の波の枕に夢さめて夜の橋姫いや寝ざるらむ」（出典未詳）を指摘。

2 【聖だちたる御ために】明融臨模本と大島本は「御ために」とある。『完本』は諸本に従って「御ためには」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「遠くや」まで、薫の心中。

3 【こそ心とまらぬもよほしならめ】係結び。逆接用法で下文に続く。


橋姫．２．４．３

■　仏ほとけの御隔おほむへだてに、障子さうじばかりを隔へだててぞおはすべかめる1。

◇　仏間との間に、襖障子だけを隔てていらっしゃるようである。

■　好すき心ごころあらむ人ひとは2、けしきばみ寄よりて、人ひとの御心おほむこころばへをも見みまほしう、さすがにいかがと、ゆかしうもある3御おほむけはひなり。

◇　好色心ある人は、気のあるそぶりをして、姫君のお気持ちを見たく、やはりどのようなものかと、興味惹かれるご様子である。


1 【おはすべかめる】薫の視点を通しての叙述。

2 【好き心あらむ人は】一般論がやがて薫に特定されていく叙述。

3 【さすがにいかがとゆかしうもある】語り手の薫の心中を推測した挿入句。


橋姫．２．４．４

■　されど、

◇　けれども、

■　「さる方かたを1思おもひ離はなるる願ねがひに、山深やまふかく尋たづねきこえたる本意ほいなく、好すき好ずきしきなほざりごとをうち出いであざればまむも、ことに違たがひてや」

◇　「そのような方面を思い離れた願いで、山深くお尋ね申した目的もなく、好色がましいいいかげんなことを口に出してふざけるのも、主旨と違うのではないか」

■　など思おもひ返かへして、宮みやの御おほむありさまのいとあはれなるを、ねむごろにとぶらひきこえたまひ、たびたび参まゐりたまひつつ、思おもひしやうに2、優婆塞うばそくながら行おこなふ山やまS8の深ふかき心3こころ、法文ほふもんなど、わざとさかしげにはあらで、いとよくのたまひ知しらす4。

◇　などと反省して、宮のご様子のまことにいたわしいのを、丁重にお見舞い申し上げなさり、度々参上しては、思っていたように、在俗のまま山に籠もり修業する深い意義、経文などを、特に賢ぶることなく、まことよくお聞かせになる。


S8 優婆塞が行ふ山の椎が本あなそばそばし床にしあらねば（宇津保物語-嵯峨院二一二）

1 【さる方を】以下「違ひてや」まで、薫の心中。地の文が次第に心中文になっていく叙述。

2 【思ひしやうに】薫が思っていたとおり。

3 【優婆塞ながら行ふ山の深き心】『花鳥余情』は「優婆塞がおこなふ山の椎本あなそばそばしとこにしあらねば」（宇津保物語、菊の宴）を指摘。

4 【いとよくのたまひ知らす】主語は八宮。


橋姫．２．４．５

■　聖ひじりだつ人1ひと、才ざえある法師ほふしなどは、世よに多おほかれど、あまりこはごはしう、気遠けどほげなる宿徳しうとくの僧都そうづ、僧正そうじゃうの際きは、世はよに暇いとまなくきすくにて、ものの心こころを問とひあらはさむも、ことことしくおぼえたまふ2。

◇　聖めいた人、学問のできる法師などは、世の中に多くいるが、あまりに堅苦しく、よそよそしい徳の高い僧都、僧正の身分は、世間的に忙しくそっけなくて、物事の道理を問いただすにも、仰々しく思われなさる。


1 【聖だつ人】『完訳』は「山野に苦行する修行僧」と注す。

2 【ことことしくおぼえたまふ】主語は薫。


橋姫．２．４．６

■　また、その人ひとならぬ仏ほとけの御弟子1おほむでしの、忌いむことを保たもつばかりの尊たふとさはあれど、けはひ卑いやしく言葉ことばたみて、こちなげにもの馴なれたる、いとものしくて、昼ひるは、公事おほやけごとに暇いとまなくなどしつつ、しめやかなる宵よひのほど、気近けぢかき御枕上おほむまくらがみなどに召めし入いれ語かたらひたまふにも2、いとさすがにものむつかしうなどのみあるを、いとあてに、心苦こころぐるしきさまして3、のたまひ出いづる言ことの葉はも、同おなじ仏ほとけの御教おほむをしへをも、耳近みみちかきたとひにひきまぜ、いとこよなく深ふかき御悟おほむさとりにはあらねど、よき人ひとは、ものの心こころを得えたまふ方かたの、いとことにものしたまひければ4、やうやう見馴みなれたてまつりたまふたびごとに5、常つねに見みたてまつらまほしうて6、暇いとまなくなどしてほど経ふる時ときは、恋こひしくおぼえたまふ。

◇　また、これといったこともない仏の弟子で、戒律を守っているだけの尊さはあるが、雰囲気が賤しく言葉がなまって、不作法に馴れ馴れしいのは、とても不愉快で、昼は、公事に忙しくなどしながら、ひっそりとした宵のころに、側近くの枕許などに召し入れてお話しなさるにつけても、まことにやはりむさ苦しい感じばかりがするが、たいそう気品高く、いたいたしい感じで、おっしゃる言葉も、同じ仏のお教えも、分りやすい譬えをまぜて、たいそうこの上なく深いお悟りというわけではないが、身分の高い方は、物事の道理を悟りなさる方法が、特別でいらっしゃったので、だんだんとお親しみ申し上げなさる度毎に、いつもお目にかかっていたく思って、忙しくなどして日を過ごしている時は、恋しく思われなさる。


1 【その人ならぬ仏の御弟子】『集成』は「しかるべき身分でもない、仏の忠実なお弟子といった者で」。『完訳』は「とくにこれといったこともない法師で」と訳す。

2 【気近き御枕上などに召し入れ語らひたまふにも】薫が僧侶を枕元に。『完訳』は「気楽に親しく法文の質問をしようとしても、の気持」と注す。

3 【いとあてに心苦しきさまして】以下、八宮についての叙述。

4 【よき人はものの心を得たまふ方のいとことにものしたまひければ】挿入句。「よき人」は皇族の人をさす。

5 【やうやう見馴れたてまつりたまふたびごとに】薫が八宮に。

6 【常に見たてまつらまほしうて】接続助詞「て」逆接の意。


橋姫．２．４．７

■　この君きみの、かく尊たふとがりきこえたまへれば、冷泉院れいぜいゐんよりも、常つねに御消息おほむせうそこなどありて、年としごろ、音おとにもをさをさ聞きこえたまはず、寂さびしげなりし御住おほむすみ処2か、やうやう人目見ひとめみる時々ときどきあり。

◇　この君が、このように尊敬申し上げなさるので、冷泉院からも、常にお手紙などがあって、長年、噂にもまったくお聞きなされず、ひどく寂しそうであったお住まいに、だんだん来訪の人影を見る時々がある。

■　折をりふしに、訪とぶらひきこえたまふこと、いかめしう、この君きみも、まづさるべきことにつけつつ、をかしきやうにも、まめやかなるさまにも3、心寄こころよせ仕つかうまつりたまふこと、三年さむねんばかりになりぬ4。

◇　何かの時に、お見舞い申し上げなさること、大したもので、この君も、まず適当なことにかこつけては、風流な面でも、経済的な面でも、好意をお寄せ申し上げなさること、三年ほどになった。


1? 【ほど経る時は恋しうおぼえたまふ】主語は薫。

2 【寂しげなりし御住み処】明融臨模本と大島本は「さひしけなりし御すみか」とある。『完本』は諸本に従って「いみじくさびしげなりし御住み処に」と「いみじく」と「に」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【をかしきやうにもまめやかなるさまにも】『完訳』は「「をかしき」は趣味的な面を、「まめやか」は経済的な面をさす」と注す。

4 【三年ばかりになりぬ】薫二十歳から二十二歳。


第三章　薫の物語　八の宮の娘たちを垣間見る

第一段　晩秋に薫、宇治へ赴く

橋姫．３．１．１

■　秋あきの末すゑつ方1かた、四季しきにあててしたまふ御念仏おほむねんぶつを、この川面かは2、網代づらはあじろの波なみも、このころはいとど耳みみかしかましく静しづかならぬを、とて、かの阿闍梨あざりの住すむ寺てらの堂だうに移うつろひたまひて、七日なぬかのほど行おこなひたまふ。

◇　秋の末方に、四季毎に当ててなさるお念仏を、この川辺では、網代の波も、このころは一段と耳うるさく静かでないので、と言って、あの阿闍梨が住む寺の堂にお移りになって、七日程度勤行なさる。

■　姫君ひめぎみたちは、いと心細こころぼそく、つれづれまさりて眺ながめたまひけるころ、中将ちうじゃうの君きみ、久ひさしく参まゐらぬかな3と、思おもひ出いできこえたまひけるままに、有明ありあけの月つきの、まだ夜深よぶかくさし出いづるほどに出いで立たちて、いと忍しのびて、御供おほむともに人ひとなどもなくて4、やつれておはしけり。

◇　姫君たちは、たいそう心細く、何もすることのない日が増えて物思いに耽っていらっしゃるころ、中将の君が、久しく参らなかったなと、お思い出し申されるままに、有明の月が、まだ夜深く差し出たころに出立して、たいそうこっそりと、お供に人などもなく、質素にしておいでになった。


1 【秋の末つ方】薫二十二歳の晩秋。

2 【この川面は】以下「静かならぬを」まで、八宮の心中、間接話法的叙述。

3 【久しく参らぬかな】薫の心中。

4 【御供に人などもなくて】明融臨模本と大島本は「人なともなくて」とある。『完本』は諸本に従って「人などなく」と「て」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．１．２

■　川かはのこなたなれば、舟ふねなどもわづらはで、御馬おほむむまにてなりけり。

◇　川のこちら側なので、舟なども煩わさず、御馬でいらっしゃったのであった。

■　入いりもてゆくままに、霧きりふたがりて、道みちも見みえぬ繁木しげきの中なかを分わけたまふに、いと荒あらましき風かぜのきほひに、ほろほろと落おち乱みだるる木この葉はの露つゆの散ちりかかるも、いと冷ひややかに、人ひとやりならず1いたく濡ぬれたまひぬ。

◇　山に入って行くにつれて、霧で塞がって、道も見えない生い茂った木の中を分け入って行かれると、とても荒々しく吹き競う風に、ほろほろと散り乱れる木の葉の露が散りかかるのも、たいそう冷たくて、自分から求めてひどく濡れておしまいになった。

■　かかるありきなども、をさをさならひたまはぬ心地ここちに、心細こころぼそくをかしく思おぼされけり。

◇　このような外歩きなども、あまり御経験ないお気持ちには、心細く興味深く思われなさった。


1 【人やりならず】誰のせいでもなく、自分から求めて出掛けた夜道のために、というニュアンス。


橋姫．３．１．３

■　「山やまおろしに耐たへぬ木この葉はの露つゆよりも

あやなくもろきわが涙なみだかな1」

◇　「山颪の風に堪えない木の葉の露よりも

妙にもろく流れるわたしの涙よ」


1 【山おろしに耐へぬ木の葉の露よりもあやなくもろきわが涙かな】薫の独詠歌。


橋姫．３．１．４

■　山賤やまがつのおどろくもうるさしとて、随身ずいじんの音おともせさせたまはず。

◇　山賤が目を覚ますのも厄介だと思って、随身の声もおさせにならない。

■　柴しばの籬まがきを分わけて1、そこはかとなき水みづの流ながれどもを踏ふみしだく駒こまの足音あしおとも、なほ、忍しのびてと用意よういしたまへるに、隠かくれなき御匂おほむにほひぞ、風かぜに従したがひて、主知ぬししらぬ香2かS9とおどろく寝覚ねざめの家々いへいへありける。

◇　柴の籬を分けて、どことなく流れる水の流れを踏みつける馬の足音も、やはり、人目につかないようにと気をつけていらっしゃったのに、隠すことのできない御匂いが、風に漂って、どなたの香かと目を覚ます家々があるのであった。


S9 主知らぬ香こそ匂へれ秋の野に誰が脱ぎかけし藤袴ぞも（古今集秋上-二四一　素性法師）

1 【柴の籬を分けて】明融臨模本は「わけて（て＄つゝ）」とある。すなわち「て」をミセケチにして「つゝ」と訂正する。大島本は「わけつゝ」とある。『集成』『完本』『新大系』は「わけつつ」とする。

2 【主知らぬ香】『源氏釈』は「ぬし知らぬ香こそ匂へれ秋の野に誰が脱ぎ掛けし藤袴ぞも」（古今集秋上、二四一、素性法師）を指摘。


橋姫．３．１．５

■　近ちかくなるほどに、その琴こととも聞きき分わかれぬ物ものの音ねども、いとすごげに聞きこゆ。

◇　近くなるころに、何の琴とも聞き分けることができない楽器の音色が、たいそうもの寂しく聞こえる。

■　「常つねにかく遊あそびたまふと1聞きくを、ついでなくて、宮みやの御琴2おほむことの音ねの名高なだかきも、え聞きかぬぞかし。

◇　「いつもこのように遊んでいらっしゃると聞いたが、その機会がなくて、親王の御琴の音色の評判高いのも、聞くことができないでいた。

■　よき折をりなるべし」

◇　ちょうど良い機会だろう」

■　と思おもひつつ入いりたまへば、琵琶びはの声こゑの響ひびきなりけり。

◇　と思いながらお入りになると、琵琶の音の響きであった。

■　「黄鐘調**」

◇　「黄鐘調」

■　に調***べて、世***の常***の掻わうしき合***はせなれど、所***からにや、耳馴***れぬ心地***して、掻***き返***す撥よの音***も、ものきよげにおもしろし。

◇　に調律して、普通の掻き合わせだが、場所柄か、耳馴れない気がして、掻き返す撥の音も、何となく清らかで美しい。

■　箏***の琴***、あはれになまめいたる声***して、たえだえ聞***こゆ。

◇　箏の琴は、しみじみと優美な音がして、途切れ途切れに聞こえる。

◆　 
ちかく なる ほど に、 その こと と も きき わか れ ぬ もの の ね-ども、 いと すごげに きこゆ。 "つねに かく あそび たまふ と きく を、 ついで なく て、 みや の おほむ-こと の ね の なだかき も、 え きか ぬ ぞ かし。 よき をり なる べし。" と おもひ つつ いり たまへ ば、 びは の こゑ の ひびき なり けり。 わうしきでう に しらべ て、 よ の つね の かきあはせ なれ ど、 ところ から に や、 みみ なれ ぬ ここち し て、 かき-かへす ばち の おと も、 もの-きよげ に おもしろし。 さうのこと、 あはれに なまめい たる こゑ し て、 たえだえ きこゆ。


1 【常にかく遊びたまふと】以下「折なるべし」まで、薫の心中。主語は八宮。

2 【宮の御琴】明融臨模本は「宮の御（御＝おイ）琴」とあり大島本は「みやの御こと」とある。『完本』は諸本に従って「親王（みこ）の御琴」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


第二段　宿直人、薫を招き入れる

橋姫．３．２．１

■　しばし聞きかまほしきに1、忍しのびたまへど、御おほむけはひしるく聞ききつけて2、宿直人とのゐびとめく男をのこ、なまかたくなしき、出いで来きたり。

◇　暫く聞いていたいので、隠れていらしたが、お気配をはっきりと聞きつけて、宿直人らしい男で、何か愚直そうなのが、出て来た。


1 【しばし聞かまほしきに】接続助詞「に」原因理由の意。

2 【御けはひしるく聞きつけて】薫の来訪の気配。


橋姫．３．２．２

■　「しかしかなむ1籠こもりおはします。

◇　「いかじかの理由で籠もっていらっしゃいます。

■　御消息おほむせうそこをこそ聞きこえさせめ」

◇　お手紙を差し上げましょう」

■　と申まうす。

◇　と申す。


1 【しかしかなむ】以下「聞こえさせめ」まで、宿直人の詞。


橋姫．３．２．３

■　「何なにか。

◇　「なに、その必要はない。

■　しか限かぎりある1御行おほむおこなひのほどを、紛まぎらはしきこえさせむにあいなし。

◇　そのように日数を限った御勤行のところを、お邪魔申し上げるのもいけない。

■　かく濡ぬれ濡ぬれ参まゐりて、いたづらに帰かへらむ愁うれへを、姫君ひめぎみの御方おほむかたに聞きこえて、あはれとのたまはせばなむ、慰なぐさむべき」

◇　このように濡れながらわざわざ参って、むなしく帰る嘆きを、姫君の御方に申し上げて、お気の毒にとおっしゃっていただけたら、慰められるでしょう」


1 【何かしか限りある】以下「慰むべき」まで、薫の詞。


橋姫．３．２．４

■　とのたまへば、醜みにくき顔かほうち笑ゑみて、

◇　とおっしゃると、醜い顔がにこっとして、

橋姫．３．２．５

■　「申まうさせはべらむ1」

◇　「申し上げさせていただきましょう」

■　とて立たつを、

◇　と言って立つのを、


1 【申させはべらむ】宿直人の返事。「申さす」は「申す」より一段と遜った表現。「はべり」があるのでさらに丁重な返事の仕方。


橋姫．３．２．６

■　「しばしや1」

◇　「ちょっと待て」

■　と召めし寄よせて、

◇　と召し寄せて、

■　「年としごろ、人伝ひとづてに2のみ聞ききて、ゆかしく思おもふ御琴おほむことの音ねどもを3、うれしき折をりかな。

◇　「長年、人伝てにばかり聞いて、聞きたく思っていたお琴の音を、嬉しい時だよ。

■　しばし、すこしたち隠かくれて聞きくべきものの隈くまありや。

◇　暫くの間、少し隠れて聞くのに適当な物蔭はないか。

■　つきなくさし過すぎて4参まゐり寄よらむほど、皆琴みなことやめたまひては、いと本意ほいなからむ」

◇　不適切にも出過ぎて参上したりする間に、皆が琴をお止めになっては、まことに残念であろう」


1 【しばしや】薫の呼び止めの詞。

2 【年ごろ人伝てに】以下「いと本意なからむ」まで、薫の詞。

3 【御琴の音どもを】姫君たちの琴の音色。接尾語「ども」複数を表す。

4 【つきなくさし過ぎて】『集成』は「折も考えず出過ぎて」。『完訳』は「ぶしつけにもさしでがましく」と訳す。


橋姫．３．２．７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御おほむけはひ、顔容貌かほかたちの、さるなほなほしき心地ここちにも、いとめでたくかたじけなくおぼゆれば、

◇　そのお振る舞い、容姿容貌が、そのようなつまらない男の考えでも、実に立派に恐れ多く見えたので、

橋姫．３．２．８

■　「人聞ひときかぬ時ときは1、明あけ暮くれかくなむ遊あそばせど、下人しもびとにても、都みやこの方かたより参まゐり、立たちまじる人ひとはべる時ときは、音おともせさせたまはず2。

◇　「誰も聞かない時には、明け暮れこのようにお弾きになりますが、下人であっても、都の方面から参って、加わっている人がある時は、お弾かせなさりません。

■　おほかた、かくて女をむなたちおはしますことをば隠かくさせたまひ3、なべての人ひとに知しらせたてまつらじと、思おぼしのたまはするなり」

◇　だいたい、こうして女君たちがいらっしゃることをお隠しになり、世間の人にお知らせ申すまいと、お考えになりおっしゃっているのです」


1 【人聞かぬ時は】以下「思しのたまはするなり」まで、宿直人の詞。

2 【音もせさせたまはず】「せさせたまはず」二重敬語。主語は姫君たち。

3 【隠させたまひ】主語は八宮。二重敬語。


橋姫．３．２．９

■　と申まうせば、うち笑わらひて、

◇　と申し上げるので、ほほ笑みなさって、

橋姫．３．２．１０

■　「あぢきなき御おほむもの隠かくしなり1。

◇　「つまらないお隠しだてだ。

■　しか忍しのびたまふなれど、皆人みなひと、ありがたき世よの例ためしに、聞きき出いづべかめるを」

◇　そのようにお隠しになるというが、誰も皆、類まれな例として、聞き出すに違いないだろうに」

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

■　「なほ、しるべせよ3。

◇　「やはり、案内せよ。

■　われは、好すき好ずきしき心こころなど、なき人ひとぞ。

◇　わたしは好色がましい心などは、持っていないのだ。

■　かくておはしますらむ御おほむありさまの、あやしく、げに、なべてにおぼえたまはぬなり」

◇　こうしていらっしゃるご様子が、不思議で、なるほど、並々には思えないのだ」


1 【あぢきなき御もの隠しなり】以下「聞き出づべかめるを」まで、薫の詞。

2? 【皆人ありがたき世のためしに聞き出づべかめるを】『集成』は「世間では、世にも珍しい例として、お噂を聞き出して知っているらしいのに」。『完訳』は「世間ではみな世にもまれなお方の例として評判せずにはおくまいに」と訳す。

3 【なほしるべせよ】以下「おぼえたまはぬなり」まで、薫の詞。


橋姫．３．２．１１

■　とこまやかにのたまへば、

◇　と懇切におっしゃると、

橋姫．３．２．１２

■　「あな、かしこ1。

◇　「ああ、恐れ多い。

■　心こころなきやうに2、後のちの聞きこえやはべらむ」

◇　物をわきまえぬ奴と、後から言われることがありましょう」


1 【あなかしこ】以下「聞こえやはべらむ」まで、宿直人の詞。

2 【心なきやうに】『集成』は「とんでもないことをしたと」。『完訳』は「物のわきまえのない者と」「情理をわきまえぬ者と」と訳す。


橋姫．３．２．１３

■　とてP4、あなたの御前おまへは、竹たけの透垣すいがいしこめて、皆隔みなへだてことなるを、教をしへ寄よせたてまつれり。

◇　と言って、あちらのお庭先は、竹の透垣を立てめぐらして、すべて別の塀になっているのを、教えてご案内申し上げた。

■　御供おほむともの人ひとは、西にしの廊らうに呼よび据すゑて、この宿直人とのゐびとあひしらふ。

◇　お供の人は、西の廊に呼び止めて、この宿直人が相手をする。


P4 とて--とく（く/＄て）


第三段　薫、姉妹を垣間見る

橋姫．３．３．１

■　あなたに通かよふべかめる透垣すいがいの戸とを1、すこし押おし開あけて見みたまへば、月つきをかしきほどに霧きりわたれるを眺ながめて、簾すだれを短みじかく巻まき上あげて2、人ひとびとゐたり3。

◇　あちらに通じているらしい透垣の戸を、少し押し開けて御覧になると、月が美しい具合に霧がかかっているのを眺めて、簾を短く巻き上げて、女房たちが座っている。

■　簀子すのこに、いと寒さむげに、身細みほそく萎なえばめる童女一人わらはべひとり、同おなじさまなる大人おとななどゐたり。

◇　簀子に、たいそう寒そうに、痩せてみすぼらしい着物の女童一人と、同じ姿をした大人などが座っていた。

■　内うちなる人一人4ひとひとり、柱はしらに少すこしゐ隠かくれて、琵琶びはを前まへに置おきて、撥ばちを手てまさぐりにしつつゐたるに、雲隠くもがくれたりつる月つきの、にはかにいと明あかくさし出いでたれば、

◇　内側にいる人一人、柱に少し隠れて、琵琶を前に置いて、撥をもてあそびながら座っていたところ、雲に隠れていた月が、急にぱあっと明るく差し出たので、


1 【あなたに通ふべかめる透垣の戸を】推量の助動詞「べかめる」は薫の推量。以下、薫の視点を通して叙述している。

2 【簾を短く巻き上げて】『集成』は「高く」。『新大系』は「高く巻きあげる意か」。『完訳』は「簾を低く巻き上げて」と注す。

3 【人びとゐたり】女房。

4 【内なる人一人】明融臨模本と大島本は「内なる人一人」とある。『完本』は諸本に従って「一人は」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下、中君の描写。


橋姫．３．３．２

■　「扇あふぎならで、これしても、月つきは招まねきS10つべかりけり1」

◇　「扇でなくて、これでもっても、月は招き寄せられそうだわ」


S10 月隠重山兮　＊[＊=敬+手]扇喩之　風息大虚兮　動樹教之（和漢朗詠集下-五八七）

1 【扇ならでこれしても月は招きつべかりけり】中君の詞。扇で月を招くという故事について、『異本紫明抄』は「月重山に隠れぬれば、扇をあげて之を喩ふ」（和漢朗詠集、仏事）を指摘。


橋姫．３．３．３

■　とて、さしのぞきたる顔かほ、いみじくらうたげに匂にほひやかなるべし1。

◇　と言って、外を覗いている顔、たいそうかわいらしくつやつやしているのであろう。


1 【匂ひやかなるべし】推量の助動詞「べし」薫の推量。薫の視点を通して叙述する。


橋姫．３．３．４

■　添そひ臥ふしたる人ひとは1、琴ことの上うへに傾かたぶきかかりて、

◇　添い臥している姫君は、琴の上に身をもたれかけて、


1 【添ひ臥したる人は】大君。


橋姫．３．３．５

■　「入いる日ひを返かへす撥ばちこそありけれ1、さま異ことにも思おもひ及およびたまふ御心みこころかな」

◇　「入り日を戻す撥というのはありますが、変わったことを思いつきなさるお方ですこと」


1 【入る日を返す撥こそありけれ】以下「御心かな」まで、大君の詞。『集成』は「夕日を呼び返す撥のことは聞いていますが、（月とは）変った思いつきをなさるのね」と訳す。『源氏釈』は「還城楽陵王を危ぶめむとするに、日の暮るれば、撥して日を手掻きたまふに、引き返されたる也」と注す。舞楽「陵王」の所作を踏まえた発言。


橋姫．３．３．６

■　とて、うち笑わらひたるけはひ、今少いますこし重おもりかによしづきたり。

◇　と言って、ちょっとほほ笑んでいる様子、もう少し落ち着いて優雅な感じがした。

橋姫．３．３．７

■　「及およばずとも、これも月つきに離はなるるものかは1」

◇　「そこまでできなくても、これも月に縁のないものではないわ」


1 【及ばずともこれも月に離るるものかは】「これ」は撥をさす。琵琶の撥を収める所を隠月というので無関係ではない、と言ったもの。


橋姫．３．３．８

■　など、はかなきことを、うち解とけのたまひ交かはしたるけはひども、さらによそに思おもひやりしには似にず、いとあはれになつかしうをかし。

◇　などと、とりとめもないことを、気を許して言い合っていらっしゃる二人の様子、まったく見ないで想像していたのとは違って、とても可憐で親しみが持て感じがよい。

橋姫．３．３．９

■　「昔物語むかしものがたりなどに語かたり伝つたへて1、若わかきP5女房にょうばうなどの読よむをも聞きくに、かならずかやうのことを言いひたる、さしもあらざりけむ」

◇　「昔物語などに語り伝えて、若い女房などが読むのを聞くにも、必ずこのようなことを言っていたが、そのようなことはないだろう」

■　と、憎にく推くおし量はからるるを、

◇　と、想像していたのに、

■　「げに、あはれなるものの隈くまありぬべき世よなりけり2」

◇　「なるほど、人の心を打つような隠れたことがある世の中だったのだな」

■　と、心移こころうつりぬべし3。

◇　と、心が惹かれて行きそうである。


P5 若き--わかきわかき（わかき〈前出〉/＄）

1 【昔物語などに語り伝へて】以下「さしもあらざりけむ」まで、薫の心中を間接話法的に叙述。『宇津保物語』「俊蔭」巻、『落窪物語』などに零落した姫君が琴を弾く話が出てくる。

2 【げにあはれなるものの隈ありぬべき世なりけり】薫の心中。

3 【心移りぬべし】推量の助動詞「べし」は語り手の推量。『湖月抄』は「草子地に云也」と指摘。『集成』は「「心移りぬべし」は、薫の心中の思いをそのま地の文にしたもの」。『完訳』は「語り手の評言。薫に姫君への執心が起って不思議はないとする」と注す。


橋姫．３．３．１０

■　霧きりの深ふかければ、さやかに見みゆべくもあらず。

◇　霧が深いので、はっきりと見ることもできない。

■　また、月つきさし出いでなむ1と思おぼすほどに、奥おくの方かたより、

◇　再び、月が出て欲しいとお思いになっていた時に、奥の方から、

■　「人ひとおはす」

◇　「お客様です」

■　と告つげきこゆる人ひとやあらむ2、簾下すだれおろして皆入みないりぬ。

◇　と申し上げた人がいたのであろうか、簾を下ろして皆入ってしまった。

■　おどろき顔がほにはあらず、なごやかにもてなして、やをら隠かくれぬるけはひども、衣きぬの音おともせず3、いとなよよかに心苦こころぐるしくて、いみじうあてにみやびかなるを、あはれと思おもひたまふ。

◇　驚いたふうでもなく、ものやわらかに振る舞って、静かに隠れた方々の様子、衣擦れの音もせず、とても柔らかくなっておいたわしい感じで、ひどく上品で優雅なのを、しみじみとお思いなさる。


1 【また月さし出でなむ】薫の心中。

2 【告げきこゆる人やあらむ】薫の疑問。薫を通して語る叙述。

3 【衣の音もせず】『集成』は「衣擦れの音もせず。着古して糊気が落ちた衣裳」と注す。


橋姫．３．３．１１

■　やをら出いでて、京きゃうに、御車率おほむくるまゐて参まゐるべく、人走ひとはしらせつ1。

◇　静かに出て、京に、お車を引いて参るよう、人を走らせた。

■　ありつる侍さぶらひに2、

◇　先ほどの男に、


1 【やをら出でて京に御車率て参るべく人走らせつ】明融臨模本と大島本は「やをらいてゝ」とある。『完本』は諸本に従って「やをら立ち出でて」と「立ち」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。主語は薫。帰りための牛車を迎えにやった。行きは微行のため馬で来た。

2 【ありつる侍に】宿直人をいう。


橋姫．３．３．１２

■　「折悪をりあしく1参まゐりはべりにけれど、なかなかうれしく、思おもふことすこし慰なぐさめてなむ2。

◇　「具合悪い時に参ってしまいましたが、かえって嬉しく、思いが少し慰められました。

■　かくさぶらふよし聞きこえよ。

◇　このように参った旨を申し上げよ。

■　いたう濡ぬれにたるかことも聞きこえさせむかし」

◇　ひどく露に濡れた愚痴も申し上げたい」


1 【折悪しく】以下「聞こえさせむかし」まで、薫の詞。

2 【なかなかうれしく思ふことすこし慰めてなむ】父宮不在のためにかえって姫君たちの琴の音色を聴くことができてうれしい、の意。


橋姫．３．３．１３

■　とのたまへば、参まゐりて聞きこゆ1。

◇　とおっしゃると、参上して申し上げる。


1 【参りて聞こゆ】宿直人が大君のもとに行って。


第四段　薫、大君と御簾を隔てて対面

橋姫．３．４．１

■　かく見みえやしぬらむとは思おぼしも寄よらで1、うちとけたりつることどもを、聞ききやしたまひつらむ2と、いといみじく恥はづかし。

◇　このように見られただろうかとはお考えにもならず、気を許して話していたことを、お聞きになったろうかと、実にたいそう恥ずかしい。

■　あやしく、香かうばしく匂にほふ風かぜの吹ふきつるを、思おもひかけぬほどなれば、

◇　不思議と、香ばしく匂う風が吹いていたのを、思いかけない時なので、

■　「驚おどろかざりける心こころおそさよ」

◇　「気がつかなかった迂闊さよ」

■　と、心こころも惑まどひて、恥はぢおはさうず。

◇　と、気も動転して、恥ずかしがっていらっしゃる。


1 【かく見えやしぬらむとは思しも寄らで】「かく」は薫に姿形をすっかり見られてしまったことをさす。

2 【うちとけたりつることどもを聞きやしたまひつらむ】大君の心中。


橋姫．３．４．２

■　御消息おほむせうそこP6など伝つたふる人ひとも、いとうひうひしき人ひとなめるを2、

◇　ご挨拶などを伝える人も、とても物馴れていない人のようなので、

■　「折をりからにこそ、よろづのことも3」

◇　「時と場合によって、何事も臨機応変に」

■　と思おぼいて、まだ霧きりの紛まぎれなれば、ありつる御簾みすの前まへに歩あゆみ出いでて、ついゐたまふ。

◇　とお思いになって、まだ霧でよく見えない時なので、先ほどの御簾の前に歩み出て、お座りになる。


P6 御消息--御せうそと（と/＄こ）

1? 【驚かざりける心浅さよ】大君の心中。

2 【いとうひうひしき人なめるを】連語「なめる」の推量の助動詞と断定の助動詞の主体は薫。薫の視点を通して叙述。

3 【折からにこそよろづのことも】薫の心中。


橋姫．３．４．３

■　山里やまざとびたる若人わかうどどもは、さしいらへむ言ことの葉はもおぼえで、御茵おほむしとねさし出いづるさまも、たどたどしげなり。

◇　山里めいた若い女房たちは、お答えする言葉も分からず、お敷物を差し出す恰好も、たどたどしそうである。

橋姫．３．４．４

■　「この御簾みすの前まへには1、はしたなくはべりけり2。

◇　「この御簾の前では、きまり悪うございますよ。

■　うちつけに浅あさき心こころばかりにては、かくも尋たづね参まゐるまじき山やまのかけ路ぢに思おもうたまふるを、さま異ことにこそ3。

◇　一時の軽い気持ちぐらいでは、こんなにも尋ねて参れないような難しい険しい山路と存じておりましたが、これは変わったお扱いで。

■　かく露つゆけき度たびを重かさねては4、さりとも、御覧ごらんじ知しるらむとなむ、頼たのもしうはべる」

◇　このように露に濡れ濡れ何度も参ったら、いくらなんでも、ご存知でいらっしゃろうと、頼もしく存じております」


1 【この御簾の前には】以下「頼もしうはべる」まで、薫の詞。

2 【はしたなくはべりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆の意。

3 【さま異にこそ】明融臨模本と大島本は「さまことにこそ」とある。『完本』は諸本に従って「さま異にてこそ」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【露けき度を重ねては】『集成』は「こうして、露に濡れ濡れ何度も参りましたなら。「度」に「旅」を響かす」と注す。『完本』『新大系』は「旅」の文字を宛てる。


橋姫．３．４．５

■　と、いとまめやかにのたまふ。

◇　と、とてもまじめにおっしゃる。

橋姫．３．４．６

■　若わかき人ひとびとの、なだらかにもの聞きこゆべきもなく、消きえ返かへりかかやかしげなるも、かたはらいたければ1、女をむなばらの奥深おくふかきを2起おこし出いづるほど、久ひさしくなりて、わざとめいたるも苦くるしうて、

◇　若い女房たちが、すらすらと何か申し上げることもできず、正体もないほど恥ずかしがっているのも、見ていられないので、年配の女房で奥に寝ている者を起こし出している間、ひまどって、わざとらしいのも気の毒になって、


1 【かたはらいたければ】主体は姫君。

2 【女ばらの奥深きを】『完訳』は「奥のほうに寝ている年輩の女房を」と注す。


橋姫．３．４．７

■　「何なにごとも1思おもひ知しらぬありさまにて、知しり顔がほにも、いかばかりかは2、聞きこゆべく」

◇　「何事も存じませんわたくしどもで、知ったふうに、どうして、お答え申し上げられましょうか」


1 【何ごとも】以下「聞こゆべく」まで、大君の詞。

2 【いかばかりかは】明融臨模本は「いか許（△＆許）かは」とある。すなわち元の文字を摺り消して重ねて「許」と訂正したものである。本文と一筆である。親本の定家本の訂正跡を同様に再現したものか。大島本は「いかゝハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかがは」と校訂する。『新大系』は底本のまま「いかがは」とする。


橋姫．３．４．８

■　と、いとよしあり、あてなる声こゑして、ひき入いりながらほのかにのたまふ。

◇　と、たいそう優雅で、上品な声をして、引っ込みながらかすかにおっしゃる。

橋姫．３．４．９

■　「かつ知しりながら1、憂うきを知しらず顔がほなるも、世よのさがと思おもうたまへ知しるを、一所ひとところしも2、あまりおぼめかせたまふらむこそ、口惜くちをしかるべけれ。

◇　「実は分かっておいでなのに、辛さを知らないふりをするのも、世の習いと存じておりますが、ほかならぬあなたが、あまりにそらぞらしいおっしゃりようをなさるのは、残念に存じます。

■　ありがたう、よろづを思おもひ澄すましたる御住おほむすまひなどに3、たぐひきこえさせたまふ御心みこころのうちは4、何なにごとも涼すずしく推おし量はかられはべれば、なほ、かく忍しのびあまりはべる深ふかさ浅あささのほども5、分わかせたまはむこそ、かひははべらめ。

◇　めったになく、何事につけ悟り澄ましていらっしゃるご生活などに、ご一緒申されておいでのご心中は、万事涼しく推量されますから、やはり、このように秘めきれない気持ちの深さ浅さも、お分かりいただけることは、効がございましょう。


1 【かつ知りながら】以下「思ふさまにはべらむ」まで、薫の詞。「かつ」は大君の「何ごとも思ひ知らぬ」云々というのを受けていう。

2 【一所しも】『集成』は「ほかならぬあなたが」と訳す。

3 【ありがたうよろづを思ひ澄ましたる御住まひなどに】『完訳』は「以下、八の宮の道心に関連づけて大君の聰明さを称揚」と注す。

4 【たぐひきこえさせたまふ御心のうちは】八宮と一緒に生活する大君の心についていう。

5 【忍びあまりはべる深さ浅さのほども】薫の心をいう。


橋姫．３．４．１０

■　世よの常つねの好すき好ずきしき筋すぢには、思おぼしめし放はなつべくや。

◇　世の常の好色がましいこととは、違ってお考えいただけませんか。

■　さやうの方かたは1、わざと勧すすむる人ひとはべりとも、なびくべうもあらぬ心強こころづよさになむ2。

◇　そのようなことは、ことさら勧める人がありましても、言う通りにはならない決心の強さです。


1 【さやうの方は】「世の常の好き好きしき筋」をさす。

2 【なびくべうもあらぬ心強さになむ】薫の決心の固いことをいう。


橋姫．３．４．１１

■　おのづから聞きこしめし合あはするやうもはべりなむ。

◇　自然とお聞き及びになることもございましょう。

■　つれづれとのみ過すぐしはべる世よの物語ものがたりも、聞きこえさせ所どころに頼たのみきこえさせ1、またかく、世離よはなれて、眺ながめさせたまふらむ御心みこころの紛まぎらはしには2、さしも、驚おどろかせたまふばかり聞きこえ馴なれはべらば3、いかに思おもふさまにはべらむ」

◇　所在なくばかり過ごしております世間話も、聞いていただくお相手として頼み申し上げ、またこのように、世間から離れて、物思いあそばしていられるお心の気紛らわしには、そちらからそうと、話しかけてくださるほどに親しくさせていただけましたら、どんなにか嬉しいことでございましょう」


1 【聞こえさせ所に頼みきこえさせ】主語は薫。大君を薫の話を聞いてくれる人として。『集成』は「聞いて頂けるお方と、頼りにさせて頂き。話の分る方として尊敬するという。最高の賛辞」と注す。

2 【世離れて眺めさせたまふらむ御心の紛らはしには】主語は大君。

3 【さしも驚かせたまふばかり聞こえ馴れはべらば】明融臨模本は「おとろかせ給はかり」とある。大島本は「おとろかさせたまふ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おどろかさせ」と校訂する。『新大系』は底本（大島本）のまま「おどろかさせ」とする。『集成』は「そちらからお声をかけて頂くほど親しくさせて頂けましたら」。『完訳』は「そちらからお便りをくださるくらい親しくさせていただけるのでしたなら」と訳す。


橋姫．３．４．１２

■　など、多おほくのたまへば、つつましく、いらへにくくて、起おこしつる老おい人びとの出いで来きたるにぞ、譲ゆづりたまふ。

◇　などと、たくさんおっしゃると、遠慮されて、答えにくくて、起こした老人が出て来たので、お任せになる。

第五段　老女房の弁が応対

橋姫．３．５．１

■　たとしへなくさし過すぐして1、

◇　たとえようもなく出しゃばって、


1 【たとしへなくさし過ぐして】弁の態度。明融臨模本には「老詞」という傍記がある。ここから弁の詞とする読みもあった。


橋姫．３．５．２

■　「あな、かたじけなや1。

◇　「まあ、恐れ多いこと。

■　かたはらいたき御座おましのさまにもはべるかな。

◇　失礼なご座所でございますこと。

■　御簾みすの内うちにこそ2。

◇　御簾の中にどうぞ。

■　若わかき人ひとびとは、物もののほど知しらぬやうにはべるこそ3」

◇　若い女房たちは、物の道理を知らないようでございます」


1 【あなかたじけなや】以下「知らぬやうにはべるこそ」まで、弁の詞。

2 【御簾の内にこそ】係助詞「こそ」の下に「入れさせたまふべけれ」などの語句が省略。

3 【やうにはべるこそ】係助詞「こそ」の下に「かたはらいたけれ」などの語句が省略。


橋姫．３．５．３

■　など、したたかにP7言いふ声こゑのさだすぎたるも、かたはらいたく君きみたちは思おぼす。

◇　などと、ずけずけと言う声が年寄じみているのも、きまり悪く姫君たちはお思いになる。


P7 したたかに--した（た/+た）かゝ（ゝ/＄）に


橋姫．３．５．４

■　「いともあやしく1、世よの中なかに住すまひたまふ人ひとの数かずにもあらぬ御おほむありさまにて2、さもありぬべき人ひとびとだに、訪とぶらひ数かずまへきこえたまふも、見みえ聞きこえずのみなりまさりはべるめるに3、ありがたき御心おほむこころざしのほどは4、数かずにもはべらぬ心こころにも5、あさましきまで思おもひたまへはべるを6、若わかき御心地おほむここちにも思おぼし知しりながら、聞きこえさせたまひにくきにやはべらむ7」

◇　「まことに妙に、世の中に暮らしていらっしゃる方のお仲間入りもなさらないご様子で、当然訪問してよい方々でさえ、人並み扱いにご訪問申される方々も、お見かけ申さないようにばかりなって行くようですので、もったいないお志のほどを、人数にも入らないわたしでも、意外なとまでお思い申し上げさせていただいておりますが、若い姫君たちもご存知でありながら、お申し上げなさりにくいのでございましょうか」


1 【いともあやしく】以下「にくきにやはべらむ」まで、弁の詞。『完訳』は「以下、不遇の八の宮をいう」と注す。

2 【世の中に住まひたまふ人の数にもあらぬ御ありさまにて】『集成』は「八の宮の宇治での生活をいう」と注す。

3 【なりまさりはべるめるに】推量の助動詞「めり」主観的推量は、話者である弁の主観的推量を表す。

4 【ありがたき御心ざしのほどは】薫の訪問に対する感謝の気持ち。

5 【数にもはべらぬ心にも】弁自身をいう。

6 【思ひたまへはべるを】明融臨模本と大島本は「思給へ侍を」とある。『完本』は諸本に従って「思ひたまへきこえさせはべるを」と「きこえさせ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

7 【若き御心地にも思し知りながら聞こえさせたまひにくきにやはべらむ】姫君についていう。


橋姫．３．５．５

■　と、いとつつみなくもの馴なれたるも、なま憎にくきものから1、けはひいたう人ひとめきて、よしある声2こゑなれば、

◇　と、まことに遠慮なく馴れ馴れしいのも、小憎らしい一方で、感じはたいそうひとかどの人物らしく、教養のある声なので、


1 【つつみなくもの馴れたるもなま憎きものから】『集成』は「老女の、人の応対に馴れた態度を、いやだと思う」。『完訳』は「無遠慮に男に応じなれているのも。以下、薫の、弁への感想」と注す。

2 【よしある声】『集成』は「優雅な」。『完訳』は「声にも嗜みがうかがえるので」と注す。


橋姫．３．５．６

■　「いとたづきも知しらぬ心地1ここちしつるに、うれしき御おほむけはひにこそ2。

◇　「まこと取りつく島もない気がしていたが、嬉しいおっしゃりようです。

■　何なにごとも、げに、思おもひ知しりたまひける頼たのみ、こよなかりけり」

◇　何事も、なるほど、ご存知であった頼もしさは、この上ないことです」


1 【いとたづきも知らぬ心地】以下「こよなかりけり」まで、薫の詞。明融臨模本に付箋「をちこちのたつきもしらぬ山中におほつかなくもよふことり哉」（古今集春上、二九、読人しらず）とある。『孟津抄』が指摘する。

2 【御けはひにこそ】係助詞「こそ」の下に「あれ」などの語句が省略。


橋姫．３．５．７

■　とて、寄より居ゐたまへるを、几帳きちゃうの側そばより見みれば、曙2あけぼの、やうやう物ものの色分いろわかるるに、げに、やつしたまへる3と見みゆる狩衣姿かりぎぬすがたの、いと濡ぬれしめりたるほど、

◇　とおっしゃって、寄り掛かって座っていらっしゃるのを、几帳の側から見ると、曙の、だんだん物の色が見えてくる中で、なるほど、質素にしていらっしゃると見える狩衣姿が、たいそう露に濡れて湿っているのが、

■　「うたて、この世よの外ほかの匂**ひにや4」

◇　「何と、この世以外の匂いか」

■　と、あやしきまで薫かをり満みちたり。

◇　と、不思議なまで薫り満ちていた。

◆　 
とて、 よりゐ たまへ る を、 きちゃう の そば より みれ ば、 あけぼの、 やうやう もの の いろ わかるる に、 げに、 やつし たまへ る と みゆる かりぎぬ-すがた の、 いと ぬれ しめり たる ほど、 "うたて、 このよ の ほか の にほひ や!" と、 あやしき まで かをり みち たり。


1? 【几帳の御より見れば】主語は弁。

2 【曙】明融臨模本は「あけほの」とある。大島本は「あけほのゝ（ゝ＄〈朱〉）」とある。すなわち、「の」を朱筆でミセケチにする。『完本』は諸本に従って「曙の」と「の」を補訂する。『集成』は底本のまま。『新大系』は底本の朱筆ミセケチに従う。

3 【げにやつしたまへる】女房たちの薫を見た感想。

4 【うたてこの世の外の匂ひにや】女房たちの薫の発散する香の感想。『集成』は「極楽浄土の芳香はかくやと思う気持」と注す。


第六段　老女房の弁の昔語り

橋姫．３．６．１

■　この老おい人びとはうち泣なきぬ。

◇　この老人は泣き出した。

橋姫．３．６．２

■　「さし過すぎたる罪つみもやと1、思おもうたまへ忍しのぶれど、あはれなる昔むかしの御物語おほむもの2、いかならむついでにうち出いで聞きこえさせ3、片端かたはしをも、ほのめかし知しろしめさせむと、年としごろ念誦ねんずのついでにも、うち交まぜ思おもうたまへわたるしるしにや、うれしき折をりにはべるを、まだきにおぼほれはべる涙なみだにくれて、えこそ聞きこえさせずはべりけれ」

◇　「出過ぎた者とのお咎めもあるやと、存じて控えておりますが、しみじみとした昔のお話の、どのような機会にお話申し上げ、その一部分を、ちらっとお耳に入れたいと、長年念誦の折にも、祈り続けてまいった効があってでしょうか、嬉しい機会でございますが、まだのうちから涙が込み上げて来て、申し上げることができませんわ」


1 【さし過ぎたる罪もやと】以下「聞こえさせずはべりけれ」まで、弁の詞。

2 【あはれなる昔の御物語の】薫の過去に関する話。敬語「御」がついているので想像される。格助詞「の」所有格を表す。「かたはしをも」に係る。

3 【いかならむついでにうち出で聞こえさせ】挿入句。


橋姫．３．６．３

■　と、うちわななくけしき、まことにいみじくもの悲かなしと思おもへり。

◇　と、震えている様子、ほんとうにひどく悲しいと思っていた。

橋姫．３．６．４

■　おほかた、さだ過すぎたる人ひとは1、涙なみだもろなるものとは見聞みききたまへど、いとかうしも思おもへるも、あやしうなりたまひて、

◇　だいたい、年老いた人は、涙もろいものとは見聞きなさっていたが、とてもこんなにまで思っているのも、不思議にお思いになって、


1 【おほかたさだ過ぎたる人は】薫の視点を通しての叙述。


橋姫．３．６．５

■　「ここに、かく参まゐるをば1、たび重かさなりぬるを、かくあはれ知しりたまへる人ひともなくて2こそ、露つゆけき道みちのほどに、独ひとりのみそほちつれ。

◇　「ここに、このように参ることは、度重なったが、このように物のあわれをご存知の方がいなくて、露っぽい道中で、一人だけ濡れました。

■　うれしきついでなめるを、言ことな残のこいたまひそかし」

◇　嬉しい機会のようですので、すっかりおっしゃってください」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【ここにかく参るをば】明融臨模本は「まいるをは」とある。大島本は「まいることハ」とある。『集成』『完本』は「参ることは」と校訂する。『新大系』は底本のまま「参ることは」とする。以下「言な残いたまひそかし」まで薫の詞。弁にすべて話すよう言う。

2 【かくあはれ知りたまへる人もなくて】『集成』は「八の宮とは、経文を通じての学問的な問答がおもである」。『完訳』は「弁の「あはれなる御物語を受け、さらに前の「げに思ひしりたまひける頼み」もひびく」と注す。


橋姫．３．６．６

■　「かかるついでしも1、はべらじかし。

◇　「このような機会は、ございますまい。

■　また、はべりとも、夜よの間まのほど知しらぬ命いの、頼ちのたのむべきにもはべらぬを。

◇　また、ございましても、明日をも知らない寿命を、当てにできません。

■　さらば、ただ、かかる古者2ふるもの、世よにはべりけりとばかり、知しろしめされはべらなむ3。

◇　それでは、ただ、このような老人が、世の中におったとだけ、ご存知いただきたい。


1 【かかるついでしも】以下「ことわりになむ」まで、弁の詞。

2 【かかる古者】弁自身をいう。

3 【知ろしめされはべらなむ】主語はあなた薫。終助詞「なむ」他に対するあつらえの願望の意。


橋姫．３．６．７

■　三条さむでうの宮みやにはべりし小侍従こじじゅう、は1かなくなりはべりにけると、ほの聞ぎきはべりし。

◇　三条の宮におりました小侍従、亡くなってしまったと、ちらっと聞きました。

■　そのかみ、睦むつましう思おもうたまへし同おなじほどの人ひと、多おほく亡うせはべりにける世よの末すゑに、はるかなる世界せかいより伝つたはりまうで来きて2、この五いつとせ、六年むとせのほどなむ、これに3かくさぶらひはべる。

◇　その昔、親しく存じておりました同じ年配の者は、多く亡くなりました晩年に、遠い田舎から縁故を頼って上京して来て、この五、六年のほど、ここにこのようにしてお仕えております。


1 【三条の宮にはべりし小侍従は】柏木と女三宮との密通を手引した女三宮の乳母子（「若菜下」巻）。

2 【はるかなる世界より伝はりまうで来て】遠い地方の国から縁故を頼って都に上ってきた、意。

3 【これに】ここに、の意。


橋姫．３．６．８

■　知しろしめさじかし1。このころ、藤大納言とうだいなごんと申まうすなる2御兄おほむこの、右衛門督かみのゑもんのかみにて隠かくれたまひにし3は、物もののついでなどにや、かの御上おほむうへとて、聞きこしめし伝つたふることもはべらむ。

◇　ご存知ではないでしょう、最近、藤大納言と申すお方の御兄君で、右衛門督でお亡くなりになった方は、何かの機会にか、あのお方の事として、お伝え聞きなさっていることはございましょう。


1 【知ろしめさじかし】以下の内容に係る句。

2 【藤大納言と申すなる】紅梅大納言。「なる」伝聞推定の助動詞。

3 【右衛門督にて隠れたまひにし】柏木をいう。


橋姫．３．６．９

■　過すぎたまひて、いくばくも隔へだたらぬ心地ここちのみしはべる。

◇　お亡くなりになって、まだいかほども経っていないような気ばかりがします。

■　その折をりの悲かなしさも、まだ袖そでの乾かはく折をりはべらず思おもうたまへらるるを1、かくおとなしくならせたまひにける御齢おほむよはひのほども、夢ゆめのやうになむ2。

◇　その時の悲しさも、まだ袖が乾く時の間もなく存じられますが、このように大きくおなりあそばしたお年のほども、夢のような思われます。


1 【思うたまへらるるを】明融臨模本は「おもふたまへらるゝを（を＋手ヲ折テカソヘ侍レハ）」とある。すなわち、「手ヲ折テカソヘ侍レハ」を補入する。後人の筆である。大島本は「おもふたまへらるゝを」とある。『完本』は諸本と明融臨模本の補入に従って「手を折りて数へはべれば」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【夢のやうになむ】係助詞「なむ」の下に「思ふ」などの語句が省略。


橋姫．３．６．１０

■　かの権大納言ごんの御乳母だいなごんのおほむめのとにはべりしは、弁べんが母ははになむはべりし1。

◇　あの故権大納言の御乳母でございました人は、弁の母でございました。

■　朝夕あさゆふに仕つかうまつり馴なれはべりしに、人数ひとかずにもはべらぬ身みなれど2、人ひとに知しらせず、御心みこころよりはた余あまりけることを3、折々をりをりうちかすめのたまひしを、今いまは限かぎりになりたまひにし御病おほむやまひの末すゑつ方かたに、召めし寄よせて、いささかのたまひ置おくことなむはべりしを、聞きこしめすべきゆゑなむ、一事ひとことはべれど、かばかり聞きこえ出いではべるに、残のこりをと思おぼしめす御心みこころはべらば、のどかになむ、聞きこしめし果はてはべるべき。

◇　朝夕に身近にお仕えいたしましたところ、物の数にも入らない身ですが、誰にも知らせず、お心にあまったことを、時々ちらっとお漏らしになりましたが、いよいよお最期とおなりになったご病気の末頃に、呼び寄せて、わずかにご遺言なさったことがございましたが、ぜひお耳に入れなければならない子細が、一つございますけれども、これだけ申し上げましたので、さらに続きをとお思いになるお考えがございましたら、改めてごゆっくり、すっかりお話し申し上げましょう。

■　若わかき人ひとびとも、かたはらいたく、さし過すぎたりと、つきじろひはべるも4、ことわりになむ」

◇　若い女房たちも、みっともなく、出過ぎた者と、非難するのも、もっともなことですから」


1 【弁が母になむはべりし】身分が下の者は上の人に向かって自分の名をいう。

2 【人数にもはべらぬ身なれど】自分自身をいう。柏木の乳母子として仕えたことをいう。

3 【人に知らせず御心よりはた余りけることを】主語は柏木。敬語「御」がついている。

4 【つきじろひはべるも】明融臨模本と大島本は「侍も」とある。『完本』は諸本に従って「はべるめるも」と「める」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．６．１１

■　とて、さすがにうち出いでずなりぬ。

◇　と言って、さすがに最後まで言わずに終わった。

橋姫．３．６．１２

■　あやしく、夢語ゆめがたり、巫女かむなぎやうのものの、問とはず語がたりすらむやうに、めづらかに思おぼさるれど、あはれにおぼつかなく思おぼしわたることの筋1すぢを聞きこゆれば、いと奥おくゆかしけれど、げに、人目ひとめもしげし2、さしぐみに古物語ふるものがたりにかかづらひて、夜よるを明あかし果はてむも、こちごちしかるP8べければ、

◇　不思議な、夢語り、巫女などのような者が、問わず語りをしているように、珍しい話と思わずにはいらっしゃれないが、しみじみと本当のことが知りたいと思い続けて来た方面のことを申し上げたので、ひどく先が知りたいが、なるほど、人目も多いし、不意に昔話にかかわって、夜を明かしてしまうのも、無作法であるから、


P8 こちごちしかる--（/+こ）ちこ（こ/＄）／＼しかる

1 【あはれにおぼつかなく思しわたることの筋】『完訳』は「薫は前から出生の秘事を感知（匂宮）。真相を知った趣」と注す。

2 【げに人目もしげし】「げに」は弁の「若き人びとも」云々を受けた薫の同意する気持ち。『集成』は「以下、薫の心中」と注す。


橋姫．３．６．１３

■　「そこはかと思おもひ分わくことは、なきものから1、いにしへのことと聞ききはべるも、ものあはれになむ。

◇　「はっきりと思い当たるふしは、ないものの、昔のことと聞きますのも、心をうちます。

■　さらば、かならずこの残のこり聞きかせたまへ。

◇　それでは、きっとこの続きをお聞かせください。

■　霧晴きりはれゆかば、はしたなかるべきやつれを2、面おもなく御覧ごらんじとがめられぬべきさまなれば、思おもうたまふる心こころのほどよりは、口惜くちをしうなむ3」

◇　霧が晴れていったら、見苦しいやつした姿を、無礼のお咎めを受けるに違いない姿なので、思っておりますように行かず、残念でなりません」


1 【そこはかと思ひ分くことはなきものから】以下「口惜しうなむ」まで、薫の詞。『完訳』は「はっきり思い当るふしもないが。委細を知りたい気持から言う」と注す。

2 【はしたなかるべきやつれを】身をやつした狩衣姿。

3 【思うたまふる心のほどよりは口惜しうなむ】『集成』は「この私の心の内からいたしますれば、残念に存じます。心にまかせるあら、もっといたいのだが、という挨拶」と注す。


橋姫．３．６．１４

■　とて、立たちたまふに、かのおはします寺1てらの鐘かねの声こゑ、かすかに聞きこえて、霧きりいと深ふかくたちわたれり。

◇　とおっしゃって、お立ちになると、あのいらっしゃる寺の鐘の音が、かすかに聞こえて、霧がたいそう深く立ち込めていた。


1 【かのおはします寺】八宮がいらっしゃる寺。


第七段　薫、大君と和歌を詠み交して帰京

橋姫．３．７．１

■　峰みねの八重雲やへくも、思おもひやる隔へだてS11多おほく1、あはれなるに、なほ、この姫君ひめぎみたちの御心みこころのうちども心苦こころぐるしう、

◇　峰の幾重にも重なった雲の、思いやるにも隔てが多く、心痛むが、やはり、この姫君たちのご心中もおいたわしく、

■　「何なにごとを思おぼし残のこすらむ2。

◇　「物思いのありたけを尽くしていられよう。

■　かく、いと奥おくまりたまへるも、ことわりぞかし」

◇　あのように、とても引っ込みがちでいらっしゃるのも、もっともなことだ」

■　などおぼゆ。

◇　などと思われる。


S11 思ひやる心ばかりは障らじを何隔つらむ峰の白雲（後撰集離別-一三〇六　橘直幹）

1 【峰の八重雲思ひやる隔て多く】『花鳥余情』は「白雲のやへに重なるをちにても思はむ人に心へだつな」（古今集離別、三八〇、貫之）「思ひやる心ばかりはさはらじをなにへだつらむ峯の白雲」（後撰集離別・羈旅、一三〇七、橘直幹）を指摘。

2 【何ごとを思し残すらむ】以下「ことわりぞかし」まで、薫の心中。『集成』は「さぞ物思いの限りを尽くしていられよう」と訳す。


橋姫．３．７．２

■　「あさぼらけ家路いへぢも見みえず尋たずね来こし

槙まきの尾山をやまは霧きりこめてけり1

心細こころぼそくもはべるかな2」

◇　「夜も明けて行きますが帰る家路も見えません

尋ねて来た槙の尾山は霧が立ち込めていますので

心細いことですね」


1 【あさぼらけ家路も見えず尋ね来し槙の尾山は霧こめてけり】薫から大君への贈歌。帰る気持ちがしない、という挨拶の歌。「槙の尾山」は宇治川右岸にある山、歌枕。

2 【心細くもはべるかな】歌に添えた詞。心情を訴える。


橋姫．３．７．３

■　と、立たち返かへりやすらひたまへるさまを、都みやこの人ひとの目馴めなれたるだに、なほ、いとことに思おもひきこえたるを、まいて、いかがはめづらしう見みきこえざらむ1,2。

◇　と、引き返して立ち去りがたくしていらっしゃる様子を、都の人で見慣れた人でさえ、やはり、たいそう格別にお思い申し上げているのに、まして、どんなにか珍しく思わないことあろうか。

■　御返おほむかへり聞きこえ伝つたへにくげに思おもひたれば3、例れいの、いとつつましげにて、

◇　お返事を申し上げにくそうに思っているので、いつものように、たいそう慎ましそうにして、


1 【都の人の目馴れたるだになほいとことに思ひきこえたるをまいていかがはめづらしう見きこえざらむ】『湖月抄』は「草子地に薫のさまをいへり」と注す。

2 【見きこえざらむ】明融臨模本と大島本は「みきこ江さらん」とある。『完本』は諸本に従って「見ざらん」と「きこえ」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【御返り聞こえ伝へにくげに思ひたれば】主語は女房。


橋姫．３．７．４

■　「雲くものゐる峰みねのかけ路ぢを秋霧あきぎりの

いとど隔へだつるころにもあるかな1」

◇　「雲のかかっている山路を秋霧が

ますます隔てているこの頃です」


1 【雲のゐる峰のかけ路を秋霧のいとど隔つるころにもあるかな】大君の返歌。「家路」を「かけ路」と変え、「霧」の語句はそのまま、「隔つ」を父宮と薫の間の意として返す。『集成』は「「峰の八重雲思ひやる隔て多くあはれなるに」とあった薫の思いと、期せずして同じ心を詠む」と注す。


橋姫．３．７．５

■　すこしうち嘆なげいたまへるけしき、浅あさからずあはれなり。

◇　少し嘆いていらっしゃる様子、並々ならず胸を打つ。

橋姫．３．７．６

■　何なにばかりをかしきふしは見みえぬあたりなれど、げに、心苦こころぐるしきこと多おほかるにも1、明あかうなりゆけば、さすがにひた面おもてなる心地ここちして、

◇　何ほども風情の見えない辺りだが、なるほど、おいたわしいことが多くある中にも、明るくなって行くと、いくら何でも直接顔を合わせる感じがして、


1 【げに心苦しきこと多かるにも】「なほこの姫君たちの御心うちども心苦しう」を受けた薫の納得した気持ち。


橋姫．３．７．７

■　「なかなかなるほどに1、承うけたまはりさしつること多おほかる残のこりは、今いますこし面馴おもなれてこそは、恨うらみきこえさすべかめれ。

◇　「なまじお言葉を聞いたために、途中までしか聞けなかった思いの多くの残りは、もう少しお親しみになってから、恨み言も申し上げさせていただきましょう。

■　さるは、かく世よの人ひとめいて、もてなしたまふべくは、思おもはずに、もの思おぼし分わかざりけりと、恨うらめしうなむ」

◇　一方では、このように世間の人並みに、お扱いなさることは、意外にもお分かりにならない方だと、恨めしくて」


1 【なかなかなるほどに】以下「恨めしうなん」まで、薫の詞。


橋姫．３．７．８

■　とて、宿直人とのゐびとがしつらひたる西面にしおもてにおはして、眺ながめたまふ。

◇　と言って、宿直人が準備した西面にいらっしゃって、眺めなさる。

橋姫．３．７．９

■　「網代あじろは1、人騒ひとさわがしげなり。

◇　「網代では、人が騒いでいるようだ。

■　されど、氷魚ひをも寄よらぬにやあらむ。

◇　けれど、氷魚も寄って来ないのだろうか。

■　すさまじげなるけしきなり」

◇　景気の悪そうな様子だ」


1 【網代は】以下「けしきなり」まで、供人の詞。


橋姫．３．７．１０

■　と、御供おほむともの人ひとびと見知みしりて言いふ。

◇　と、お供の人々は見知っていて言う。

橋姫．３．７．１１

■　「あやしき舟ふねどもに1、柴刈しばかり積つみ、おのおの何なにとなき世よの営いとなみどもに、行ゆき交かふさまどもの2、はかなき水みづの上うへに3浮うかびたる、誰たれも思おもへば同おなじことなる、世よの常つねなさなり。

◇　「粗末な幾隻もの舟に、柴を刈り積んで、それぞれ何ということもない生活に、上り下りしている様子に、はかない水の上に浮かんでいるが、誰も皆考えてみれば同じことである、無常の世だ。

■　われは浮うかばず、玉たまの台うてなに静しづけき身みと、思おもふべき世よかは」

◇　自分は水に浮かぶような様でなく、玉の台に落ち着いている身だと、思える世だろうか」

■　と思おもひ続つづけらる5。

◇　と思い続けられずにはいられない。


1 【あやしき舟どもに】『集成』は「以下、薫の眼前の景、その思い」と注す。

2 【行き交ふさまどもの】格助詞「の」は文脈上「を」と同じはたらきをし、「思ひ続けらる」にかかる。

3 【はかなき水の上に】以下「思ふべき世かは」まで、薫の心中。

4? 【われは浮かばず玉の台に静けき身と思ふべきかは】『完訳』は「このあたり「玉の台も同じことなり」（夕顔）とする源氏の無常観にも類似」と注す。

5 【思ひ続けらる】「らる」自発の助動詞。


橋姫．３．７．１２

■　硯召すずりめして、あなたに聞きこえたまふ。

◇　硯を召して、あちらに申し上げなさる。

橋姫．３．７．１３

■　「橋姫はしひめの心こころS12を汲くみて高瀬たかせさす

棹さをのしづくに袖そでぞ濡ぬれぬる1

眺ながめたまふらむかし2」

◇　「姫君たちのお寂しい心をお察しして

浅瀬を漕ぐ舟の棹の、涙で袖が濡れました

物思いに沈んでいらっしゃることでしょう」


S12 さむしろに衣片敷き今宵もや我を待つらむ宇治の橋姫（古今集恋四-六八九　読人しらず）

1 【橋姫の心を汲みて高瀬さす棹のしづくに袖ぞ濡れぬる】薫から大君への贈歌。『河海抄』は「さむしろに衣かたしきこよひもや我を待つらむ宇治の橋姫」（古今集恋四、六八九、読人しらず）を指摘。

2 【眺めたまふらむかし】歌に添えた詞。


橋姫．３．７．１４

■　とて、宿直人とのゐびとに持もたせたまへり。

◇　と言って、宿直人にお持たせになった。

■　いと寒さむげに、いららぎたる顔かほして持もて参まゐる。

◇　たいそう寒そうに、鳥肌の立つ顔して持って上る。

■　御返おほむかへり、紙かみの香かなど、おぼろけならむ恥はづかしげなるを、疾ときをこそかかる折をりには1、とて、

◇　お返事は、紙の香などが、いいかげんな物では恥ずかしいが、早いのだけをこのような場合は取柄としよう、と思って、


1 【かかる折には】明融臨模本と大島本は「かゝるをりには」とある。『完本』は諸本に従って「をりは」と「に」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．７．１５

■　「さしかへる宇治うぢの河長朝夕かはをさあさゆふの

しづくや袖そでを朽くたし果はつらむ1

身みさへ浮うきてS13,2」

◇　「棹さして何度も行き来する宇治川の渡し守は朝夕の雫に

濡れてすっかり袖を朽ちさせていることでしょう

身まで浮かんで」


S13 さす棹の雫に濡るる袖ゆゑに身さへ浮きても思ほゆるかな（源氏釈所引-出典未詳）

1 【さしかへる宇治の河長朝夕のしづくや袖を朽たし果つらむ】大君の返歌。「雫」「袖」の語句はそのまま用い、「橋姫」は「宇治」、「さす棹」は「さしかへる」と変え、「袖は濡れぬる」を舟長の棹の雫で「袖を朽たしはつらむ」と切り返した。

2 【身さへ浮きて】歌に添えた詞。『源氏釈』は「さす棹の雫に濡るる袖ゆゑに身さへ浮きても思ほゆるかな」（出典未詳）を指摘。『集成』は「浅みこそ袖はひつらめ涙川身さへ流ると聞かば頼まむ」（古今集恋三、六一八、業平朝臣）を指摘。


橋姫．３．７．１６

■　と、いとをかしげに書かきたまへり。

◇　と、実に美しくお書きになっていらっしゃた。

■　「まほにめやすくもものしP9たまひけり1」

◇　「申し分なく感じの良い方だ」

■　と、心こころとまりぬれど、

◇　と、心が惹かれたが、


P9 ものし--（/+も）のし

1 【まほにめやすくもものしたまひけり】明融臨模本は「めやすくも（も＋も）」とある。すなわち「も」を補入する。本文と一筆か。とすれば、定家本にも「も」が補入の形で記されていたとなる。大島本は「めやすくも」とある。『完本』は諸本に従って「めやすく」と校訂する。『集成』は底本の補入に従う。『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．７．１７

■　「御車率みくるまゐて参まゐりぬ1」

◇　「お車を牽いて参りました」


1 【御車率て参りぬ】供人の声。


橋姫．３．７．１８

■　と、人ひとびと騒さわがしきこゆれば、宿直人とのゐびとばかりを召めし寄よせて、

◇　と、供人が騒がしく申し上げるので、宿直人だけを召し寄せて、

橋姫．３．７．１９

■　「帰かへりわたらせたまはむほどに、かならず参まゐるべし1」

◇　「お帰りあそばしたころに、きっと参りましょう」


1 【帰りわたらせたまはむほどにかならず参るべし】薫の宿直人への詞。「帰る」の主語は八宮。


橋姫．３．７．２０

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　濡ぬれたる御衣おほむぞどもは、皆みなこの人ひとに脱ぬぎかけたまひて、取とりに遣つかはしつる御直衣おほむなほしにたてまつりかへつ。

◇　濡れたお召し物は、皆この人に脱ぎ与えなさって、取りにやったお直衣にお召し替えになった。

第八段　薫、宇治へ手紙を書く

橋姫．３．８．１

■　老おい人びとの物語ものがたり、心こころにかかりて思おぼし出いでらる。

◇　老人の話が、気にかかって思い出される。

■　思おもひしよりは、こよなくまさりて、をかしかりつる御おほむけはひども、面影おもかげに添そひて、

◇　思っていたよりは、この上なく優れていて、立派だったご様子が、面影にちらついて、

■　「なほ、思おもひ離はなれがたき世よなりけり1」

◇　「やはり、思い離れがたいこの世だ」

■　と、心弱こころよわく思おもひ知しらる。

◇　と、心弱く思い知らされる。


1 【なほ思ひ離れがたき世なりけり】薫の心中。自省の気持ち。『集成』は「薫の気持に即した書き方」と注す。


橋姫．３．８．２

■　御文おほむふみたてまつりたまふ。

◇　お手紙を差し上げなさる。

■　懸想けさうだちてもあらず、白しろき色紙しきしの厚肥あつごえたるに、筆ふでひきつくろひ1選えりて、墨すみつき見所みどころありて書かきたまふ。

◇　懸想文めいてではなく、白い色紙で厚ぼったい紙に、筆は念入りに選んで、墨つきも見事にお書きになる。


1 【筆ひきつくろひ】明融臨模本と大島本は「ふて」とある。『完本』は諸本に従って「筆は」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．８．３

■　「うちつけなるさまにやと1、あいなくとどめはべりて、残のこり多おほかるも苦くるしきわざになむ。

◇　「ぶしつけなようではないかと、むやみに差し控えまして、話し残したことが多いのも辛いことです。

■　片端聞かたはしきこえおきつるやうに、今いまよりは、御簾みすの前まへも、心こころやすく思おぼし許ゆるすべくなむ。

◇　一部お話し申し上げておいたように、今からは、御簾の前も、気安くお許しくださいますように。

■　御山籠みやまごもり果はてはべらむ日数ひかずも2承うけたまはりおきて、いぶせかりし霧きりの迷まよひも、はるけはべらむ3」

◇　お山籠もりが済みます日を伺っておきまして、霧に閉ざされた迷いも、晴れることでしょう」


1 【うちつけなるさまにやと】以下「はるけはべらむ」まで、薫から大君への手紙。

2 【御山籠もり果てはべらむ日数も】八宮の山籠もりをいう。

3 【いぶせかりし霧の迷ひもはるけはべらむ】『完訳』は「薫が霧に濡れてむなしく帰ったが、彼に応じない大君の薄情さ。二人の「霧」の贈答歌の憂愁の思いも重なる」と注す。


橋姫．３．８．４

■　などぞ、いとすくよかに書かきたまへる。

◇　などと、たいそう生真面目にお書きになっている。

■　左近将監さこんのぞうなる人ひと、御使おほむつかひにて、

◇　左近将監である人を、お使いとして、

橋姫．３．８．５

■　「かの老おい人訪びとたづねて、文ふみも取とらせよ1」

◇　「あの老人を訪ねて、手紙を渡すように」


1 【かの老い人訪ねて文も取らせよ】薫の詞。


橋姫．３．８．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　宿直人とのゐびとが3寒さむげにてさまよひしなど、あはれに思おぼしやりて、大おほきなる桧破籠ひわりごやうのもの、あまたせさせたまふ1。

◇　宿直人が寒そうにしてうろうろしていたのなど、気の毒にお思いやりになって、大きな桧破子のようなものを、たくさん届けさせなさる。


1 【あまたせさせたまふ】『集成』は「たくさん用意させなさる」。『完訳』は「たくさん用意させてお持たせになる」と訳す。

2? 【かの御寺にもたてまつりたまふ】係助詞「も」同類を表すが、「御使」をさす。当然に捧げ物（お布施）も持参した。

3 【宿直人が】明融臨模本と大島本は「とのひ人か」とある。『完本』は諸本に従って「宿直、かの」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．８．７

■　またの日ひ、かの御寺みてらにもたてまつりたまふ。

◇　翌日、あちらのお寺にも差し上げなさる。

■　「山籠やまごもりの僧そうども、このころの嵐あらしには、いと心細こころぼそく苦くるしからむを、さておはしますほどの布施ふせ、賜たまふべからむ」

◇　「山籠もりの僧たち、近頃の嵐には、とても心細く辛いだろうに、そうして籠もっていらっしゃる間のお布施を、なさらねばならないだろう」

■　と思おぼしやりて、絹きぬ、綿わたなど多おほかりけり。

◇　とご想像になって、絹、綿など多かった。

橋姫．３．８．８

■　御行おほむおこなひ果はてて、出いでたまふ朝あしたなりければ、行おこなひ人びとどもに、綿わた、絹きぬ、袈裟けさ、衣ころもなど、すべて一領ひとくだりのほどづつ、ある限かぎりの大徳だいとこたちに賜たまふ。

◇　ご勤行が終わって、下山なさる朝だったので、修行者たちに、綿、絹、袈裟、法衣など、総じて一領ずつ、いるすべての大徳たちにお与えになる。

橋姫．３．８．９

■　宿直人とのゐびとが、御脱おほむぬぎ捨すての、艶えむにいみじき狩かりの御衣おほむぞども1、えならぬ白しろき綾あやの御衣おほむぞの、なよなよといひ知しらず匂にほへるを、移うつし着きて、身みをはた、え変かへぬものなれば、似につかはしからぬ袖そでの香かを2、人ひとごとにとがめられS14、めでらるるなむ、なかなか所狭ところせかりける。

◇　宿直人は、お脱ぎ捨てになった、優艷で立派な狩のお召物の、何ともいえない白い綾織物の、柔らかでいいようもなく匂っているのを、そのまま身に着けて、身は変えることのできないものなので、似つかわしくない袖の香を、会う人ごとに怪しまれたり、褒められたりするのが、かえって身の置きどころがないのであった。


S14 梅の花立ち寄るばかりありしより人のとがむる香にぞしみぬる（古今集春上-三五　読人しらず）

1 【御脱ぎ捨ての艶にいみじき狩の御衣ども】薫が宿直人に与えた衣服をさす。

2 【似つかはしからぬ袖の香を】『休聞抄』は「梅の花立ち寄るばかりありしより人のとがむる香にぞしみける」（古今集春上、三五、読人しらず）を指摘。


橋姫．３．８．１０

■　心こころにまかせて、身みをやすくも振ふる舞まはれず、いとむくつけきまで1、人ひとのおどろく匂にほひを、失をうしなひてばやと思おもへど、所狭ところせき人ひとの御移おほむうつり香がにて2、えもすすぎ捨すてぬぞ、あまりなるや。

◇　思いのままに、身を気軽に振る舞うこともきず、とても気持ち悪いまでに、人が驚く匂いを、無くしたいものだと思うが、大層な方の御移り香なので、洗い捨てることもできないのが、困ったものであるよ。


1 【いとむくつけきまで】以下「失ひてばや」まで、宿直人の心中、間接的叙述。

2 【所狭き人の御移り香にて】以下「あまりなるや」まで、『孟津抄』は「草子地也」。『集成』は「諧謔を弄した草子地」と注す。


第九段　薫、匂宮に宇治の姉妹を語る

橋姫．３．９．１

■　君きみは、姫君ひめぎみの御返**りこと、いとめやすく子こめかしきを、をかしく見みたまふ。

◇　君は、姫君のお返事が、とてもよく整っていておおようなのを、風情があると御覧になる。

■　宮みやにも、

◇　父宮にも、

■　「かく御消息おほむせうそこありき1」

◇　「このようにお手紙がありました」

■　など、人ひとびと聞きこえさせ、御覧ごらんぜさすれば、

◇　などと、女房たちが申し上げ、御覧に入れると、

◆　 
きみ は、 ひめぎみ の おほむ-こと、 いと めやすく こめかしき を、 をかしく み たまふ。 みや に も、 "かく おほむ-せうそこ あり き。" など、 ひとびと きこえさせ、 ごらんぜ さすれ ば、


1 【かく御消息ありき】女房の詞。「宮」は八宮をさす。


橋姫．３．９．２

■　「何なにかは1。

◇　「いや、なに。

■　懸想けさうだちてもてないたまはむも、なかなかうたてあらむ。

◇　懸想めいてお扱いなさるのも、かえって嫌なことであろう。

■　例れいの若人わかうどに似にぬ御心みこころばへなめるを、亡なからむ後のちもなど、一言ひとことうちほのめかしてしかば2、さやうにて、心こころぞとめたらむ」

◇　普通の若い人に似ないご性格のようだから、亡くなった後もなどと、一言ほのめかしておいたので、そのような気持ちで、心にかけているのだろう」


1 【何かは】以下「心ぞとめたらむ」まで、八宮の詞。

2 【亡からむ後もなど一言うちほのめかしてしかば】「て」完了の助動詞。「しか」過去の助動詞、已然形。接続助詞「ば」、確定条件を表す。『完訳』は「薫はすでに八の宮から、宮死後の姫君たちを遺託されていた」と注す。


橋姫．３．９．３

■　などのたまうけり。

◇　などとおっしゃるのであった。

■　御おほむみづからも、さまざまの御おほむとぶらひの、山やまの岩屋いはやにあまりしことなどのたまへるに、参まうでむと思おぼして1、

◇　ご自身も、さまざまなお見舞い品が、山寺にあふれたことなどをおっしゃっているころに、参ろうとお思いになって、

■　「三さむの宮みやの2、かやうに奥おくまりたらむあたりの、見みまさりせむこそ、をかしかるべけれと、あらましごとにだにのたまふものを、聞きこえはげまして3、御心騒みこころさわがしたてまつらむ4」

◇　「三の宮が、このように奥まった所に住む女が、会えば見まさりするのは、おもしろいことだろうと、せいぜい想像するだけでおっしゃっているのも、羨ましがらせて、お気持ちを揉ませ申そう」

■　と思おぼして、のどやかなる夕暮ゆふぐれに参まゐりたまへり5。

◇　とお考えになって、のんびりした夕暮に参上なさった。


1 【参うでむと思して】主語は薫。

2 【三の宮の】以下「御心騒がしたてまつらむ」まで、薫の心中。匂宮をさす。格助詞「の」は主格、「のたまふものを」が述語。

3 【聞こえはげまして】主語は薫。

4 【御心騒がしたてまつらむ】匂宮の好色心を煽ろう、の意。

5 【夕暮に参りたまへり】薫が匂宮邸に。


橋姫．３．９．４

■　例れいの、さまざまなる御物語おほむものがたり、聞きこえ交かはしたまふついでに、宇治うぢの宮みやの御おほむこと1語かたり出いでて、見みし暁あかつきのありさま2など、詳くはしく聞きこえたまふに、宮みや、いと切せちにをかしと思おぼいたり。

◇　いつもものように、いろいろなお話をおとり交わしなさる折に、宇治の宮のことを話し出して、見た早朝の様子などを、詳しく申し上げなさると、宮は、切に興味深くお思いになった。


1 【宇治の宮の御こと】明融臨模本と大島本は「宇治の宮の御事」とある。『完本』は諸本に従って「宇治の宮のこと」と「御」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【見し暁のありさま】垣間見した様子。「暁」はまだ夜の深い頃。


橋姫．３．９．５

■　さればよと、御みけしきを見みて1、いとど御心動みこころうごきぬべく言いひ続つづけたまふ。

◇　やはり予想通りであったと、お顔色を見て、ますますお心が動くように話し続けなさる。


1 【さればよと御けしきを見て】主語は薫、「御けしき」は匂宮の顔色。


橋姫．３．９．６

■　「さて、その1ありけむ返かへりことは、などか見みせたまはざりし。

◇　「ところで、その来たお返事は、どうしてお見せ下さらなかったのですか。

■　まろならましかば2」

◇　わたしだったなら」

■　と恨うらみたまふ。

◇　とお恨みになる。


1 【さてその】以下「まろならましかば」まで、匂宮の詞。

2 【まろならましかば】下に「見せまし」などの語句が省略。主語は「まろ」匂宮。自分なら薫に見せるだろうに、の意。


橋姫．３．９．７

■　「さかし1。

◇　「そうです。

■　いとさまざま御覧ごらんずべかめる2端はしをだに、見みせさせたまはぬ3。

◇　実にいろいろと御覧になるような一部分さえ、お見せ下さらない。

■　かのわたりは、かくいとも埋むもれたる身みに4、ひき籠こめてやむべきけはひにもはべらねば、かならず御覧ごらんぜさせばや、と思おもひたまふれど、いかでか尋たづね寄よらせたまふべき5。

◇　あのあたりは、このようにとても陰気くさい男が、独占していてよい人とも思えませんので、きっと御覧に入れたい、と存じますが、どうしてお訪ねなさることができましょう。

■　かやすきほどこそ、好すかまほしくは、いとよく好すきぬべき世よにはべりけれ。

◇　気軽な身分の者こそ、浮気がしたければ、いくらでも相手のいる世の中でございます。

■　うち隠かくろへつつ多おほかめるかな。

◇　人目につかない所では多いようですね。


1 【さかし】以下「おぼえはべるべき」まで、薫の詞。

2 【御覧ずべかめる】主語は匂宮。

3 【見せさせたまはぬ】わたし薫に。『集成』は「このあたり、帚木の巻の雨夜の品定めの源氏と頭の中将の応酬を思わせる」と注す。

4 【かくいとも埋れたる身に】薫自身を遜っていう。『集成』は「匂宮の気を弾く言い方」と注す。

5 【いかでか尋ね寄らせたまふべき】反語表現。『完訳』は「実際には高貴な匂宮の宇治行きは困難だとして、逆に彼の関心をあおり続ける」と注す。


橋姫．３．９．８

■　さるかたに1見所みどころありぬべき女をむなの、もの思おもはしき、うち忍しのびたる住すみ処かども、山里やまざとめいたる隈くまなどに、おのづからはべべかめり2。

◇　それ相応に魅力のある女で、物思いして、こっそり住んでいる家々が、山里めいた隠れ処などに、自然といるようでございます。

■　この聞きこえP10さするわたりは、いと世よづかぬ聖ひじりざまにて、こちごちしうぞあらむ、年としごろ、思おもひあなづりはべりて、耳みみをだにこそ、とどめはべらざりけれ。

◇　この申し上げるあたりは、たいそう世間離れした聖ふうで、ごつごつしたようであろうと、長い間、軽蔑しておりまして、耳をさえ、止めませんでした。


P10 この聞こえ--このきみも（みも/＄こえ）

1 【さるかたに】それ相応に。

2 【おのづからはべべかめり】明融臨模本と大島本は「はへゝかめり」「侍へかめり」とある。『完本』は諸本に従って「はべるべかめり」と校訂する。『集成』『新大系』はそれぞれ底本のままとする。


橋姫．３．９．９

■　ほのかなりし月影つきかげの見劣みおとりせずは、まほならむはや1。

◇　ほのかな月光の下で見た通りの器量であったら、十分なものでしょうよ。

■　けはひありさま、はた、さばかりならむをぞ、あらまほしきほどとは2、おぼえはべるべき」

◇　感じや態度は、それはまた、あの程度なのを、理想的な女とは、思うべきでしょう」


1 【ほのかなりし月影の見劣りせずはまほならむはや】格助詞「の」連体修飾。ほのかな月明かりで見たとおりの、の意。連語「はや」強い感動を表す。

2 【あらまほしきほどとは】明融臨模本と大島本は「ほとゝは」とある。『完本』は諸本に従って「ほどと」と「は」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．３．９．１０

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

橋姫．３．９．１１

■　果はて果はてはP11、まめだちていとねたく、

◇　しまいには、本気になってとても憎らしく、

■　「おぼろけの人ひとに心移こころうつるまじき人ひとの1、かく深ふかく思おもへるを、おろかならじ2」

◇　「並大抵の女に心を移しそうにない人が、このように深く思っているのを、いい加減なことではないだろう」

■　と、ゆかしう思おぼすこと、限かぎりなくなりたまひぬ。

◇　と、興味をお持ちになることは、この上なく高まった。


P11 果て果ては--はや（はや/＄）はて／＼は

1 【おぼろけの人に心移るまじき人の】薫のことをいう。

2 【おろかならじ】匂宮の心中。


橋姫．３．９．１２

■　「なほ、またまた、よくけしき見みたまへ1」

◇　「さらに、またまた、よく様子を探って下さい」


1 【なほまたまたよくけしき見たまへ】匂宮の詞。


橋姫．３．９．１３

■　と、人ひとを勧すすめたまひて、限かぎりある御身おほむみのほどのよだけさを1、厭いとはしきまで、心こころもとなしと思おぼしたれば、をかしくて、

◇　と、相手を勧めなさって、制約あるご身分の高さを、疎ましいまでに、いらだたしく思っていらっしゃるので、おもしろくなって、


1 【限りある御身のほどのよだけさを】高貴な身分上の制限。


橋姫．３．９．１４

■　「いでや1、よしなくぞはべる。

◇　「いや、つまらないことでございます。

■　しばし、世よの中なかに心こころとどめじと思おもうたまふるやうある身みにて、なほざりごともつつましうはべるを、心こころながらかなはぬ心こころつきそめなば、おほきに思おもひに違たがふべきことなむ2、はべるべき」

◇　暫くの間も、世の中に執着心を持つまい思っておりますこの身で、ほんの遊びの色恋沙汰も気が引けますが、我ながら抑えかねる気持ちが起こったら、大いに思惑違いのことも、起こりましょう」


1 【いでや】以下「はべるべき」まで、薫の詞。

2 【心ながらかなはぬ心つきそめなばおほきに思ひに違ふべきことなむ】『集成』は「女に心をとめて、遁世も叶わぬことになれば大変と逃げる」と注す。


橋姫．３．９．１５

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

橋姫．３．９．１６

■　「いで、あな、ことことし1。

◇　「いや、まあ、大げさな。

■　例れいの、おどろおどろしき聖言葉おほむひじりことば、見果みはててしがな」

◇　例によって、物々しい修行者みたいな言葉を、最後まで見てみたいものだ」


1 【いであなことことし】以下「見果ててしがな」まで、匂宮の詞。


橋姫．３．９．１７

■　とて笑わらひたまふ。

◇　と言ってお笑いになる。

■　心こころのうちには1、かの古人ふるびとの2ほのめかしし筋すぢなどの、いとどうちおどろかれて3、ものあはれなるに、をかしと見みることも、めやすしと聞きくあたりも4、何なにばかり心こころにもとまらざりけり5。

◇　心の中では、あの老人がちらっと言った話などが、ますます心を騒がせて、何となく物思いがちなのに、心をとめかすことも、美しいと聞く人のことも、どれほども心に止まらないのだった。


1 【心のうちには】薫の心中をさす。

2 【かの古人の】弁をさす。

3 【いとどうちおどろかれて】明融臨模本と大島本は「をとろかれて」とある。『完本』は諸本に従って「おどろかされて」と「さ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【をかしと見ることもめやすしと聞くあたりも】宇治の八宮姉妹のこと。

5 【何ばかり心にもとまらざりけり】『完訳』は「前には姫君への関心が示された、ここでは出生の秘事への関心がより強い」と注す。


第四章　薫の物語　薫、出生の秘密を知る

第一段　十月初旬、薫宇治へ赴く

橋姫．４．１．１

■　十月じふぐわつになりて、五ご、六日ろくにちのほどに、宇治うぢへ参まうでたまふ1。

◇　十月になって、五、六日の間に、宇治へ参られる。


1 【十月になりて五六日のほどに宇治へ参うでたまふ】十月は初冬である。しかし、実際の冬は立冬の日からである。薫は晩秋に宇治を訪問して以来の宇治行き。


橋姫．４．１．２

■　「網代あじろをこそ、このころは御覧ごらんぜめ1」

◇　「網代を、この頃は御覧なさい」

■　と、聞きこゆる人ひとびとあれど、

◇　と、申し上げる人びとがいるが、


1 【網代をこそこのころは御覧ぜめ】供人の詞。


橋姫．４．１．３

■　「何なにか、その蜉蝣ひをむしに争あらそふ心こころにて1、網代あじろにも寄よらむ」

◇　「どうして、その蜉蝣とはかなさを争うような身で、網代の側に行こうか」


1 【何かその蜉蝣に争ふ心にて】以下「網代にもよらむ」まで、薫の心中。『集成』は「（蜉蝣に）「氷魚（ひを）」を響かせ、「寄る」は、氷魚が網代に寄る意を下に含む」。『完訳』は「氷魚ではないが、蜉蝣とはかなさを争う心で網代見物でもあるまい」と注す。


橋姫．４．１．４

■　と、そぎ捨すてたまひて、例れいの、いと忍しのびやかにて出いで立たちたまふ。

◇　と、お省きなさって、例によって、たいそうひっそりと出立なさる。

■　軽かろらかに網代車あじろぐるまにて、かとりの直衣指貫縫なほしさしぬきぬはせて、ことさらび着きたまへり。

◇　気軽に網代車で、かとりの直衣指貫を仕立てさせて、ことさらお召しになっていた。

橋姫．４．１．５

■　宮みや、待まち喜よろこびたまひて、所ところにつけたる御饗応おほむあるじなど、をかしうしなしたまふ。

◇　宮は、お待ち喜びになって、場所に相応しい饗応など、興趣深くなさる。

■　暮くれぬれば、大殿油近おほとなぶらちかくて、さきざき見みさしたまへる文ふみどもの深ふかきなど1、阿闍梨あざりも請さうじおろして、義ぎなど言いはせたまふ2。

◇　日が暮れたので、大殿油を近くに寄せて、前々から読みかけていらした経文類の深い意味などを、阿闍梨も下山してもらい、釈義などを言わせなさる。


1 【文どもの深きなど】経文類の意味深い所。

2 【義など言はせたまふ】『集成』は「解釈などおさせになる」。『完訳』は「講釈などおさせになる」と訳す。


橋姫．４．１．６

■　うちもまどろまず、川風かはかぜのいと荒あらましきに、木この葉はの散ちりかふ音おと、水みづの響ひびきなど、あはれも過すぎて、もの恐おそろしく心細こころぼそき所ところのさまなり1。

◇　少しもうとうととなさらずに、川風がたいそう荒々しいうえに、木の葉が散り交う音、水の響きなど、しみじみとした情感なども通り越して、何となく恐ろしく心細い場所の様子である。


1 【あはれも過ぎてもの恐ろしく心細き所のさまなり】宇治の荒寥たる自然。貴族のもののあはれを超越。


橋姫．４．１．７

■　明あけ方近がたちかくなりぬらむと思おもふほどに1、ありししののめ思おもひ出いでられて2、琴ことの音ねのあはれなることのついで作つくり出いでて、

◇　明け方近くになったろうと思う時に、先日の夜明けの様子が思い出されて、琴の音がしみじみと身にしみるという話のきっかけを作り出して、


1 【思ふほどに】主語は薫。

2 【ありししののめ思ひ出でられて】姫君たちが合奏していた場面。


橋姫．４．１．８

■　「さきのたびの2、霧きりに惑まどはされはべりし曙あけぼのに3、いとめづらしき物もの音のね、一声4承ひとこゑうけたまはりし残のこりなむ、なかなかにいといぶかしう、飽あかず思おもうたまへらるる」

◇　「前回の、霧に迷わされた夜明けに、たいそう珍しい楽の音を、ちょっと拝聴した残りが、かえっていっそう聞きたく、物足りなく思っております」

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。


1? 【琴の音のあはれなることのついて作り出でて】『集成』は「琴（きん）」、『完訳』は「琴（こと）」と振仮名付ける。三条西家本が「きむ」とある。他は漢字表記。八宮は琴の琴の名手であもある。

2 【さきのたびの】明融臨模本と大島本は「さきのたひの」とある。『完本』は諸本に従って「前のたび」と「の」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「思うたまへらるる」まで、薫の詞。

3 【霧に惑はされはべりし曙に】前には「暁」「しののめ」などとあった。

4 【いとめづらしき物の音一声】姫君たちの合奏を聴いたことをいう。


橋姫．４．１．９

■　「色いろをも香かをも1思おもひ捨すててし後のち、昔聞むかしききしことも皆忘みなわすれてなむ」

◇　「美しい色や香も捨ててしまった後は、昔聞いたこともみな忘れてしまいました」


1 【色をも香をも】以下「皆忘れてなむ」まで、八宮の返事。


橋姫．４．１．１０

■　とのたまへど、人召ひとめして、琴取こととり寄よせて、

◇　とおっしゃるが、人を召して、琴を取り寄せて、

橋姫．４．１．１１

■　「いとつきなく1なりにたりや。

◇　「まことに似合わなくなってしまった。

■　しるべする物もの音のねにつけてなむ、思おもひ出いでらるべかりける」

◇　先導してくれる音に付けて、思い出されようかしら」


1 【いとつきなく】以下「べかりける」まで、八宮の詞。薫の後について弾こうの意。


橋姫．４．１．１２

■　とて、琵琶召びはめして、客人まらうとにそそのかしたまふ。

◇　と言って、琵琶を召して、客人にお勧めなさる。

■　取とりて調しらべたまふ。

◇　手に取って調子を合わせなさる。

橋姫．４．１．１３

■　「さらに1、ほのかに聞ききはべりし同おなじものとも思おもうたまへられざりけり。

◇　「まったく、かすかに聞きましたものと同じ楽器とは思われません。

■　御琴おほむことの響ひびきからにやとこそ、思おもうたまへしか」

◇　お琴の響きからかと、存じられました」


1 【さらに】以下「思うたまへしか」まで、薫の詞。副詞「さらに」は「思うたまへられざりけり」にかかる。『集成』は「先晩の琵琶の音をほめ、自らを卑下する言葉」と注す。琵琶は大君の弾く楽器。


橋姫．４．１．１４

■　とて、心解こころとけても掻かきたてたまはず。

◇　と言って、気を許してお弾きにならない。

橋姫．４．１．１５

■　「いで、あな、さがなや1。

◇　「何と、まあ、口の悪い。

■　しか御耳おほむみみとまるばかりの手てなどは2、何処いづこよりかここまでは伝つたはり来こむ。

◇　そのようにお耳にとまるほどの弾き方などは、どこからここまで伝わって来ましょう。

■　あるまじき御おほむことなり」

◇　ありえない事です」


1 【いであなさがなや】以下「御ことなり」まで、八宮の詞。

2 【御耳とまるばかりの手などは】「御耳」は薫の耳、「手」は娘たちの演奏技量。


橋姫．４．１．１６

■　とて、琴掻きんかきならしたまへる、いとあはれに心こころすごし。

◇　と言って、琴を掻き鳴らしなさる、実にしみじみとぞっとする程である。

■　かたへは、峰みねの松風まつかぜのもてはやすS15なるべし2。

◇　一方では、峰の松風が引き立てるのであろう。

■　いとたどたどしげにおぼめきたまひて、心こころばへあり3。

◇　たいそうおぼつかなく不確かなようにお弾きになって、趣きがある。

■　手一てひとつばかりにてやめたまひつ。

◇　曲目を一つだけでお止めになった。


S15 琴の音に峰の松風かよふらしいづれの緒より調べそめけむ（拾遺集雑上-四五一　斎宮女御）

1? 【何処よりかここまで伝はり来む】反語表現。『集成』は「楽器の奏法は、高貴の人々からの伝承をよしとした。八の宮卑下の言葉」と注す。

2 【峰の松風のもてはやすなるべし】『源氏釈』は「琴の音に峰の松風かよふらしいづれの緒より調べそめけむ」（拾遺集雑上、四五一、斎宮女御）を指摘。明融臨模本は「峰」に朱合点し付箋に指摘。この付箋は定家本を継承するものか。「なるべし」は語り手の推量。

3 【心ばへあり】明融臨模本は「心はえあり（り＄ル）」とある。すなわち「り」をミセケチにして「ル」と訂正する。後人の筆である。大島本は「心はえあり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心ばへある」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


第二段　薫、八の宮の娘たちの後見を承引

橋姫．４．２．１

■　「このわたりに1、おぼえなくて、折々をりをりほのめく箏さうの琴ことの音2ねこそ、心得こころえたるにや、と聞きく折をりはべれど、心こころとどめてなどもあらで、久ひさしうなりにけりや3。

◇　「このあたりに、思いがけなく、時々かすかに弾く箏の琴の音は、会得しているのか、と聞くこともございますが、気をつけて聴くことなどもなく、久しくなってしまったな。

■　心こころにまかせて、おのおの掻かきならすべかめるは、川波かはなみばかりや、打うち合あはすらむ。

◇　気の向くままに、それぞれ掻き鳴らすらしいのは、川波だけが合奏するのでしょう。

■　論ろんなう、物ものの用ように4すばかりの拍子はうしなども、とまらじとなむ、おぼえはべる」

◇　もちろん、きちんとした拍子なども、身についてない、と存じます」

■　とて、

◇　と言って、

■　「掻かき鳴ならしたまへ5」

◇　「お弾きなさい」


1 【このわたりに】以下「おぼえはべる」まで、八宮の詞。

2 【箏の琴の音】明融臨模本の表記は「生のこと」。『集成』は「箏（しやう）の琴」とルビ。『完訳』は「箏（さう）の琴」とルビ。中君の弾く楽器。

3 【心とどめてなどもあらで久しうなりにけりや】『完訳』は「俗事を捨てた宮は、姫君の音楽教育にも熱心でないのだろう」と注す。

4 【論なう物の用に】「論なう」「用に」などの漢語表現を含む。

5 【掻き鳴らしたまへ】八宮の詞。姫君たちに演奏を勧める。


橋姫．４．２．２

■　と、あなたに聞きこえたまへど、

◇　と、あちらに向かって申し上げなさるが、

■　「思おもひ寄よらざりし独ひとり言ごとを1、聞ききたまひけむだにあるものを2、いとかたはならむ」

◇　「思いもかけなかった独り琴を、お聞きになった方さえあるのを、とても未熟だろう」

■　とひき入いりつつ、皆聞みなききたまはず。

◇　と言って引き籠もっては、すっかりお聞きにならない。

■　たびたびそそのかしたまへど3、とかく聞きこえすさびて4、やみたまひぬめれば、いと口惜くちをしうおぼゆ。

◇　何度もお勧め申し上げなさるが、何かと言い逃れなさって、終わってしまったようなので、とても残念に思われる。


1 【独り言を】『完訳』は「独り琴を」と整定。誰かに聴かせる目的で弾いたのではない琴の意。

2 【だにあるものを】『集成』は「「だにあるものを」の「だにあり」は、きまった語法で、「あり」は、下に「かたはなり」を代行する」と注す。

3 【そそのかしたまへど】明融臨模本と大島本は「そゝのかし給へと」とある。『完本』は諸本に従って「そそのかしきこえたまへど」と「きこえ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【とかく聞こえすさびて】明融臨模本「すさ（さ＄ま）ひて」とある。すなわち「さ」をミセケチにして「ま」と訂正する。大島本は「すさひて」とある。『集成』『完本』は訂正以前本文に従う。『新大系』は底本のままとする。


橋姫．４．２．３

■　そのついでにも、かくあやしう、世よづかぬ思おもひやりにて過すぐすありさまどもの1、思おもひのほかなることなど、恥はづかしう思おぼいたり。

◇　この機会にも、このように妙に、世間離れしたように思われて暮らしている様子が、不本意なことだと、恥ずかしくお思いになっていた。


1 【かくあやしう世づかぬ思ひやりにて過ぐすありさまどもの】「思ひやり」は他者の目から想像される意。『集成』は「かように風変りの、山家育ちでさぞ気がきかぬ者のように人から思われて過す娘たちの境遇が」と訳す。


橋姫．４．２．４

■　「人ひとにだにいかで知しらせじと1、はぐくみ過すぐせど、今日明日けふあすとも知しらぬ身みのの残こり少すくなさに、さすがに、行ゆく末遠すゑとほき人ひとは2、落おちあふれてさすらへむこと、これのみこそP12、げに、世よを離はなれむ際きはのほだしなりけれ」

◇　「誰にも何とかして知らせまいと、育てて来たが、今日明日とも知れない寿命の残り少なさに、何といっても、将来長い二人が、落ちぶれて流浪すること、これだけが、なるほど、この世を離れる際の妨げです」


P12 のみこそ--のみなん（なん/＄）こそ

1 【人にだにいかで知らせじと】以下「ほだしなりけれ」まで、八宮の詞。『集成』は「（娘がいることなど）世間の人にも知らすまいして、隠して育ててきましたが。まして夫を持たせることなど考えもしなかった、という含意」と注す。

2 【行く末遠き人は】八宮の二人娘の将来。


橋姫．４．２．５

■　と、うち語かたらひたまへば1、心苦こころぐるしう見みたてまつりたまふ。

◇　と、お話しなさるので、おいたわしく拝見なさる。


1 【うち語らひたまへば】『集成』は「胸の内をお話しになるので」と訳す。


橋姫．４．２．６

■　「わざとの御後見おほむうしろみだち、はかばかしき筋すぢにははべらずとも、うとうとしからず思おぼしめされむとなむ思おもうたまふる。

◇　「特別のお後見、はっきりした形ではございませんでも、他人行儀でなくお思いくださっていただきたく存じます。

■　しばしもながらへはべらむ命いのちのほどは、一言ひとことも2、かくうち出いで聞きこえさせてむ3さまを、違たがへはべるまじくなむ4」

◇　少しでも長く生きております間は、一言でも、このようにお引き受け申し上げた旨に、背きますまいと存じます」


1? 【わざとの御後見たちはかばかしき筋にははべらずとも】明融臨模本と大島本は「すちには」とある。『完本』は諸本に従って「筋に」と「は」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「違へはべるまじくなむ」まで、薫の詞。『集成』は「夫として面倒をみるのではなくても、の意」と注す。「わざとの御後見」と「はかばかしき筋」は並立の構文。同じことを言っている。

2 【一言も】自分が約束した言葉さす。

3 【うち出で聞こえさせてむ】「聞こえさす」は薫の八宮に対する敬語。

4 【違へはべるまじくなむ】係助詞「なむ」の下に「思ひたまふる」等の語句が省略。


橋姫．４．２．７

■　など申まうしたまへば、

◇　などと申し上げなさると、

■　「いとうれしきこと1」

◇　「とても嬉しいこと」

■　と、思おぼしのたまふ。

◇　と、お思いになりおっしゃる。


1 【いとうれしきこと】八宮の詞。


第三段　薫、弁の君の昔語りの続きを聞く

橋姫．４．３．１

■　さて、暁方あかつきがたの、宮みやの御行おほむおこなひしたまふほどに、かの老おい人1召びとめし出いでて、会あひたまへり。

◇　そうして、払暁の、宮がご勤行をなさる時に、あの老女を召し出して、お会いになった。

■　姫君ひめぎみの御後見おほむうしろみにてさぶらはせたまふ、弁べんの君きみとぞいひける。

◇　姫君のご後見として伺候させなさっている、弁の君と言った人である。

■　年としも3六十ろくじふにすこし足たらぬほどなれど、みやびかにゆゑあるけはひして、ものなど聞きこゆ。

◇　年も六十に少し届かない年齢だが、優雅で教養ある感じがして、話など申し上げる。


1 【かの老い人】弁の君をいう。

2? 【さぶらはさせたまふ】「させ」使役の助動詞。八宮が姫君の後見役に、の意。

3 【年も】明融臨模本は「としも（も＝は）」とある。すなわち「は」を傍記する。大島本は「年も」とある。『完本』は諸本と明融臨模本の傍記に従って「年は」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．４．３．２

■　故権大納言こごんの君だいなごんの、世きみのよとともにものを思おもひつつ、病やまひづき、はかなくなりたまひにしありさまを、聞きこえ出いでて、泣なくこと限かぎりなし。

◇　故大納言の君が、いつもずっと物思いに沈み、病気になって、お亡くなりになった様子を、お話し申し上げて泣く様子はこの上ない。

橋姫．４．３．３

■　「げに、よその人ひとの上うへと1聞きかむだに、あはれなるべき古事ふることども2を、まして、年としごろおぼつかなく、ゆかしう、いかなりけむことの初はじめにかと3、仏ほとけにも、このことをさだかに知しらせたまへと、念ねんじつる験しるしにや、かく夢ゆめのやうにあはれなる昔語むかしがたりを、おぼえぬついでに聞ききつけつらむ」

◇　「なるほど、他人の身の上話として聞くのでさえ、しみじみとした昔話を、それ以上に、長年気がかりで、知りたく、どのようなことの始まりだったのかと、仏にも、このことをはっきりとお知らせ下さいと、祈って来た効があってか、このように夢のようなしみじみとした昔話を、思いがけない機会に聞き付けたのだろう」

■　と思おぼすに、涙なみだとどめがたかりけり。

◇　とお思いになると、涙を止めることができなかった。


1 【げによその人の上と】以下「聞きつけつらむ」まで、薫の心中。

2 【古事ども】『集成』は「「古事」は、昔の出来事。柏木と女三の宮の、許されない恋愛事件」と注す。

3 【いかなりけむことの初めにかと】『集成』は「一体事の起りはどうだったのかと」と訳す。


橋姫．４．３．４

■　「さても、かく1、その世よの心知こころしりたる人ひとも残のこりたまへりけるを2。

◇　「それにしても、このように、その当時の事情を知っている人が生き残っていらっしゃったよ。

■　めづらかにも恥はづかしうもおぼゆることの筋すぢに、なほ、かく言いひ伝つたふるたぐひや、またもあらむ3。

◇　驚きもし恥ずかしくも思われる話について、やはり、このように伝え知っている人が、他にもいるだろうか。

■　年としごろ、かけても聞きき及およばざりける」

◇　長年、少しも聞き及ばなかったが」

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、


1 【さてもかく】以下「及ばざりけるを」まで、薫の詞。

2 【残りたまへりけるを】『集成』は「を」接続助詞の順接の意、読点で「まだいらしたのだから」。『完訳』は「を」間投助詞、詠歎の意、句点で「まだ残っていらしっしゃったのですね」と訳す。

3 【なほかく言ひ伝ふるたぐひやまたもあらむ】『集成』は「自分や母宮のために、秘密の漏れるのを怖れる気持がある」と注す。


橋姫．４．３．５

■　「小侍従こじじゅうと弁べんと放はなちて1、また知しる人ひとはべらじ。

◇　「小侍従と弁を除いて、他に知る人はございませんでしょう。

■　一言ひとことにても、また異人ことびとにうちまねびはべらず2。

◇　一言でも、また他人には話しておりません。

■　かくものはかなく、数かずならぬ身みのほどにはべれど、夜昼よるひるかの御影おほむかげに3、つきたてまつりてはべりしかば、おのづからもののけしきをも見みたてまつりそめしに、御心みこころよりあまりて思おぼしける時々4ときどき、ただ二人ふたりの中なかに5なむ、たまさかの御消息おほむせうそこの通かよひもはべりし。

◇　このように頼りなく、一人前でもない身分でございますが、昼も夜もあの方のお側に、お付き申し上げておりましたので、自然と事の経緯をも拝見致しましたので、お胸に納めかねていらっしゃった時々、ただ二人の間で、たまのお手紙のやりとりがございました。

■　かたはらいたければ6、詳くはしく聞きこえさせず。

◇　恐れ多いことですので、詳しくは存じ上げません。


1 【小侍従と弁と放ちて】以下「この世のことににもはべらじ」まで、弁の君の詞。小侍従とわたし弁意外には知る者はないという。

2 【うちまねびはべらず】『集成』は「「まねぶ」は、自分の見聞きしたことを、ありのまま語ること」と注す。

3 【かの御影に】故柏木衛門督をさす。

4 【御心よりあまりて思しける時々】主語は柏木。

5 【ただ二人の中に】小侍従とわたしの間で。敬語のないこことに注意。『集成』は「あえて核心に迫らず、綺麗ごとにとどめた言い方」と注す。

6 【かたはらいたければ】『集成』は「失礼かと存じますので」。『完訳』は「畏れ多うございますので」と訳す。


橋姫．４．３．６

■　今いまはのとぢめになりたまひて、いささかのたまひ置おくことのはべりしを、かかる身みには、置おき所どころなく、いぶせく思おもうたまへわたりつつ1、いかにしてかは聞きこしめし伝つたふべきと、はかばかしからぬ念誦ねんずのついでにも、思おもうたまへつるを、仏ほとけは世よにおはしましけり、と2なむ思おもうたまへ知しりぬる。

◇　ご臨終におなりになって、わずかにご遺言がございましたが、このような身には、処置に窮しまして、気がかりに存じ続けながら、どのようにしてお伝え申し上げたらよいかと、おぼつかない念誦の折にも、祈っておりましたが、仏はこの世にいらっしゃったのだ、と存じられました。


1 【かかる身には置き所なくいぶせく思うたまへわたりつつ】『集成』は「女房の身に余る遺言の重さ。薫出生の秘密である」と注す。

2 【仏は世におはしましけりと】『完訳』は「薫との邂逅を仏の加護と思う」と注す。


橋姫．４．３．７

■　御覧ごらんぜさすべき物ものもはべり1。

◇　御覧入れたい物がございます。

■　今いまは、何なにかは、焼やきも捨すてはべりなむ2。

◇　もう必要がない、いっそ、焼き捨ててしまいましょうか。

■　かく朝夕あさゆふの消きえを知しらぬ身みの、うち捨すてはべりなば、落おち散ちるやうもこそと3、いとうしろめたく思おもうたまふれど、この宮みやわたりにも、時々ときどき、ほのめかせたまふを、待まち出いでたてまつりてしは4、すこし頼たのもしく、かかる折をりもやと、念ねんじはべりつる力出ちからいでまうで来きてなむ。

◇　このように朝夕の露のようにいつ消えてしまうかも分からない身の上で、放っておきましたら、他人の目にも触れようかと、とても気がかりに存じておりましたが、この邸辺りにも、時々、お立ち寄りになるのを、お待ち申し上げるようになりましてからは、少し頼もしく、このような機会もあろうかと、祈っておりました効が出て参りました。

■　さらに、これは、この世よのことにもはべらじ」

◇　まったく、これは、この世だけの事ではございません」


1 【御覧ぜさすべき物もはべり】薫に御覧になっていただきたいものがある、の意。推量の助動詞「べし」当然の意。

2 【今は何かは焼きも捨てはべりなむ】お話した上はこの手紙を持っている必要はない、それで、焼き捨ててしまおう、という意。

3 【落ち散るやうもこそと】連語「もこそ」懸念を表す。

4 【待ち出でたてまつりてしは】明融臨模本と大島本は「たてまつりてしは」とある。『完本』は諸本に従って「たてまつりてしかば」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．４．３．８

■　と、泣なく泣なく、こまかに、生むまれたまひけるほどのことも、よくおぼえつつ聞きこゆ。

◇　と、泣く泣く、こまごまと、お生まれになった時の事も、よく思い出しながら申し上げる。

第四段　薫、父柏木の最期を聞く

橋姫．４．４．１

■　「空むなしうなりたまひし騷さわぎに、母ははにはべりし人2ひとは、やがて病やまひづきて、ほども経へず隠かくれはべりにしかば、いとど思おもうたまへしづみ、藤衣ふぢごろもたち重かさね3、悲かなしきことを思おもうたまへしほどに、年としごろ、よからぬ人ひとの心こころをつけたりけるが4、人ひとをはかりごちて、西にしの海うみの果はてまで5取とりもてまかりにしかば、京きゃうのことさへ6跡絶あとたえて、その人ひともかしこにて亡うせはべりにし7後のち、十年とをとせあまりにてなむ、あらぬ世よの心地ここちして、まかり上のぼりたりしを、この宮みやは、父方ちちかたにつけて、童わらはより参まゐり通かよふゆゑはべりしかば、今いまはかう世よに交まじらふべきさまにもはべらぬを8、冷泉院れいぜいゐんの女御殿にょうごどのの御方9おほむかたなどこそは、昔むかし、聞きき馴なれたてまつりしわたりにて、参まゐり寄よるべくはべりしかど、はしたなくおぼえはべりて、えさし出いではべらで、深山隠みやまがくれの朽木くちきS16になりにてはべるなり。

◇　「お亡くなりになりました騷ぎで、母でございました者は、そのまま病気になって、まもなく亡くなってしまいましたので、ますますがっかり致し、喪服を重ね重ね着て、悲しい思いを致しておりましたところ、長年、大して身分の良くない男で思いを懸けておりました人が、わたしをだまして、西海の果てまで連れて行きましたので、京のことまでが分からなくなってしまって、その人もあちらで死んでしまいました後、十年余りたって、まるで別世界に来た心地で、上京致しましたが、こちらの宮は、父方の関係で、子供の時からお出入りした縁故がございましたので、今はこのように世間づきあいできる身分でもございませんが、冷泉院の女御様のお邸などは、昔、よくお噂をうかがっていた所で、参上すべく思いましたが、体裁悪く思われまして、参ることができず、深山奥深くの老木のようになってしまったのです。


S16 形こそ深山隠れの朽ち木なれ心は花になさばなりなむ（古今集雑上-八七五　兼芸法師）

1? 【空しうなりたまひし騒ぎに】以下「さすがにめぐらひはべれ」まで、弁の君の詞。

2 【母にはべりし人】弁の母。柏木の乳母。

3 【藤衣たち重ね】歌語的表現。「藤衣」は喪服、「衣」の縁語で「裁ち」「重ね」を用いる。「重ね」は柏木と母の死の両方を言ったもの。

4 【よからぬ人の心をつけたりけるが】身分の高くない人でわたしに懸想していた者が、の意。

5 【西の海の果てまで】西海道、九州の地。『集成』は「「果て」とあるので、薩摩の国（鹿児島県）であろう。国守は、正六位下相当。中国である」と注す。

6 【京のことさへ】『完訳』は「柏木の遺児薫のことはもちろん、都の様子一般までも」と注す。

7 【その人もかしこにて亡せはべりにし】弁の夫も九州の地で亡くなった。

8 【今はかう世に交じらふべきさまにもはべらぬを】弁自身について謙遜していう。

9 【冷泉院の女御殿の御方】弘徽殿の女御。『集成』は「柏木の姉」。『完訳』は「柏木の妹」と注す。


橋姫．４．４．２

■　小侍従こじじゅうは、いつか亡うせはべりにけむ。

◇　小侍従は、いつか亡くなったのでございましょう。

■　そのかみの、若盛わかざかりと見みはべりし人ひとは、数少かずすくなくなりはべりにける末すゑの世よに、多おほくの人ひとに後おくるる命いのちを、悲かなしく思おもひたまへてこそ、さすがにめぐらひはべれ2」

◇　その昔の、若い盛りに見えました人は、数少なくなってしまった晩年に、たくさんの人に先立たれた運命を、悲しく存じられながら、それでもやはり生き永らえております」


1? 【深山隠れの朽木になりにてはべり】『異本紫明抄』は「形こそ深山隠れの朽木なれ心は花になさばなりなむ」（古今集雑上、八七五、兼芸法師）「春秋にあへど匂ひもなきものは深山隠れの朽木なるらむ」（貫之集）を指摘。

2 【さすがにめぐらひはべれ】『集成』は「それでもやはり生き永らえております」と訳す。


橋姫．４．４．３

■　など聞きこゆるほどに、例れいの、明あけ果はてぬ。

◇　などと申し上げているうちに、いつものように、夜がすっかり明けた。

橋姫．４．４．４

■　「よし、さらば、この昔物語むかしものがたりは1尽つきすべくなむあらぬ。

◇　「もうよい、それでは、この昔語りは尽きないようだ。

■　また、人聞ひときかぬ心こころやすき所ところにて聞きこえむ2。

◇　また、他人が聞いていない安心な所で聞こう。

■　侍従じじゅうといひし人ひとは、ほのかにおぼゆるは3、五いつ、六つむつばかりなりしほどにや4、にはかに胸むねを病やみて亡うせにきとなむ聞きく。

◇　侍従と言った人は、かすかに覚えているのは、五、六歳の時であったろうか、急に胸を病んで亡くなったと聞いている。

■　かかる対面たいめんなくは、罪重つみおもき身みにて過すぎぬべかりけること5」

◇　このような対面がなくては、罪障の重い身で終わるところであった」

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。


1 【よしさらばこの昔物語は】以下「過ぎぬべかりけること」まで、薫の詞。

2 【人聞かぬ心やすき所にて聞こえむ】主語は薫。「聞こゆ」は謙譲の気持ちを含む動詞。

3 【ほのかにおぼゆるは】挿入句。

4 【五つ六つばかりなりしほどにや】薫が五、六歳だったころ、の意。現在、二十二歳。

5 【罪重き身にて過ぎぬべかりけること】『集成』は「仏教では、父母の恩を特に重んじ、実の父母を知らず、孝養を尽さないのを重い罪とした」と注す。


第五段　薫、形見の手紙を得る

橋姫．４．５．１

■　ささやかにおし巻まき合あはせたる反故ほぐどもの、黴臭かびくさきを袋ふくろに縫ぬひ入いれたる、取とり出いでてたてまつる。

◇　小さく固く巻き合わせた反故類で、黴臭いのを袋に縫い込んであるのを、取り出して差し上げる。

橋姫．４．５．２

■　「御前おまへにて失うしなはせたまへ1。

◇　「あなた様のお手でご処分なさいませ。

■　『われ、なほ生いくべくもあらずなりにたり2』

◇　『わたしは、もう生きていられそうもなくなった』

■　とのたまはせて3、この御文おほむふみを取とり集あつめて、賜たまはせたりしかば、小侍従こじじゅうに、またあひ見みはべらむついでに、さだかに伝つたへ参まゐらせむ、と思おもうたまへしを4、やがて別わかれはべりにしも、私事わたくしごとには、飽あかず悲かなしうなむ、思おもうたまふる」

◇　と仰せになって、このお手紙を取り集めて、お下げ渡しになったので、小侍従に、再びお会いしました機会に、確かに差し上げてもらおう、と存じておりましたのに、そのまま別れてしまいましたのも、私事ながら、いつまでも悲しく存じられます」


1 【御前にて失はせたまへ】以下「思うたまふる」まで、弁の君の詞。

2 【われなほ生くべくもあらずなりにたり】柏木の詞。

3 【のたまはせて】主語は柏木。

4 【さだかに伝へ参らせむと思うたまへしを】『完訳』は「小侍従を介して女三の宮に。当初、女三の宮に渡すはずだった」と注す。


橋姫．４．５．３

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　つれなくて1、これは隠かくいたまひつ。

◇　さりげないふうに、これはお隠しになった。


1 【つれなくて】『完訳』は「薫はあえて平静に無表情を装う。「つれなし」は感動すべきことに感動しないこと」と注す。


橋姫．４．５．４

■　「かやうの古人ふるびとは1、問とはず語がたりにや、あやしきことの例ためしに言いひ出いづらむ」

◇　「このような老人は、問わず語りにも、不思議な話の例として言い出すのだろう」

■　と苦くるしく思おぼせど、

◇　とつらくお思いになるが、

■　「かへすがへすも2、散ちらさぬよしを誓ちかひつる3、さもや4」

◇　「繰り返し繰り返し、他言をしない旨を誓ったのを、信じてよいか」

■　と、また思おもひ乱みだれたまふ。

◇　と、再び心が乱れなさる。


1 【かやうの古人は】以下「言ひ出づらむ」まで、薫の心内。

2 【かへすがへすも】以下「さもや」まで、薫の心内。

3 【散らさぬよしを誓ひつる】主語は弁の君。

4 【さもや】薫の疑念。下に「ある」が省略。「さ」は弁の誓い。


橋姫．４．５．５

■　御粥おほむかゆ、強飯こはいひなど参まゐりたまふ1。

◇　お粥や、強飯などをお召し上がりになる。

■　「昨日きのふは2、暇日いとまびなりしを、今日けふは、内裏うちの御物忌おほむも明のいみもあきぬらむ。

◇　「昨日は、休日であったが、今日は、内裏の御物忌も明けたろう。

■　院ゐんの女一をむないちの宮みや、悩なやみたまふ御おほむとぶらひに、かならず参まゐるべければ、かたがた暇いとまなくはべるを、またこのころ過すぐして、山やまの紅葉散もみぢちらぬさきに参まゐるべき」

◇　冷泉院の女一の宮が、御病気でいらっしゃるお見舞いに、必ず伺わなければならないので、あれこれ暇がございませんが、改めてこの時期を過ごして、山の紅葉が散らない前に参る」

■　よし、聞きこえたまふ3。

◇　旨を、申し上げなさる。


1 【御粥強飯など参りたまふ】主語は薫。「まゐる」は「食ふ」の尊敬語。

2 【昨日は】以下「参るべき」まで、薫の詞。文末は地の文に流れる。途中に「はべる」という会話文または手紙文に使用される語法が見られる。

3 【聞こえたまふ】薫が八宮に。


橋姫．４．５．６

■　「かく、しばしば立たち寄よらせたまふ1光ひかりに、山やまの蔭かげも、すこしもの明あきらむる心地ここちしてなむ」

◇　「このように、しばしばお立ち寄り下さるお蔭で、山の隠居所も、少し明るくなった心地がします」


1 【かくしばしば立ち寄らせたまふ】以下「心地してなむ」まで、八宮の詞。


橋姫．４．５．７

■　など、よろこび聞きこえたまふ。

◇　などと、お礼を申し上げなさる。

第六段　薫、父柏木の遺文を読む

橋姫．４．６．１

■　帰かへりたまひて、まづこの袋ふくろを見みたまへば、唐からの浮線綾ふせんりゃうを縫ぬひて、

◇　お帰りになって、さっそくこの袋を御覧になると、唐の浮線綾を縫って、

■　「上じゃう」

◇　「上」

■　といふ文字もじを上うへに書かきたり1。

◇　という文字を表に書いてあった。

■　細ほそき組くみして、口くちの方かたを結ゆひたるにP13、かの御名おほむなの封ふうつきP14たり2。

◇　細い組紐で、口の方を結んである所に、あのお名前の封が付いていた。

■　開あくるも恐おそろしうおぼえたまふ。

◇　開けるのも恐ろしく思われなさる。


P13 たるに--たるを（を/＄に）

P14 つき--つきつき（つき〈後出〉/＄）

1 【上といふ文字を上に書きたり】『集成』は「「上」は、奉るの意。小侍従を介して、女三の宮にさし上げるつもりだったので、こう書いてある」と注す。

2 【かの御名の封つきたり】『集成』は「かの人（柏木）の御名の封がついている。結び目に、草名（実名を崩し書きにした花押のようなものを書き、封印とする」と注す。


橋姫．４．６．２

■　色々いろいろの紙かみにて1、たまさかに通かよひける御文おほむふみの返かへりこと、五いつ、六つむつぞある。

◇　色とりどりの紙で、たまに通わしたお手紙の返事が、五、六通ある。

■　さては、かの御手おほむてにて3、病やまひは重おもく4限かぎりになりにたるに、またほのかにも聞きこえむこと難かたくなりぬるを、ゆかしう思おもふことは添そひにたり、御容貌おほむかたちも変かはりておはしますらむが、さまざま悲かなしきことを、陸奥紙五みちのくにがみご、六枚ろくまいに、つぶつぶと5、あやしき鳥とりの跡あとのやうに書かきて、

◇　それには、あの方のご筆跡で、病が重く臨終になったので、再び短いお便りを差し上げることも難しくなってしまったが、会いたいと思う気持ちが増して、お姿もお変わりになったというのが、それぞれに悲しいことを、陸奥国紙五、六枚に、ぽつりぽつりと、奇妙な鳥の足跡のように書いて、


1 【色々の紙にて】『集成』は「さまざまの色の紙で。鳥の子の薄様を、色々に染めたもので、恋文に用いる」と注す。

2? 【御文の返こと】女三の宮からの返事。

3 【かの御手にて】柏木の筆跡。薫の目を通して語る。

4 【病は重く】以下「悲しきことを」まで、薫の文面の要約。

5 【つぶつぶと】『集成』は「こまごまと」。『完訳』は「放ち書き。衰弱のために連綿体にならない」「ぽつりぽつりと」と注す。


橋姫．４．６．３

■　「目めの前まへにこの世よを背そむく君きみよりも

よそに別わかるる魂たまぞ悲かなしきS17,1」

◇　「目の前にこの世をお背きになるあなたよりも

お目にかかれずに死んで行くわたしの魂のほうが悲しいのです」


S17 声をだに聞かで別るる魂よりもなき床に寝む君ぞ悲しき（古今集哀傷-八五八　読人しらず）

1 【目の前にこの世を背く君よりもよそに別るる魂ぞ悲しき】薫から女三の宮への贈歌。『花鳥余情』は「声をだに聞かで別るる魂よりもなき床に寝む君ぞ悲しき」（古今集哀傷、八五八、読人しらず）を指摘。出家しても生き残るあなたより死んでいくわたしのほうが悲しい、と訴える。


橋姫．４．６．４

■　また、端はしに、

◇　また、端のほうに、

橋姫．４．６．５

■　「めづらしく聞ききはべる1二葉ふたばのほども2、うしろめたう思おもうたまふる方かたはなけれど3、

◇　「めでたく聞いております子供の事も、気がかりに存じられることはありませんが、


1 【めづらしく聞きはべる】以下「松の生ひ末」まで、柏木の文。薫誕生を聞いて喜ぶ。

2 【二葉のほども】薫を喩えていう。

3 【うしろめたう思うたまふる方はなけれど】『集成』は「源氏の子として育つのだから安心、という」と注す。


橋姫．４．６．６

■　命いのちあらばそれとも見みまし人知ひとしれぬ

岩根いはねにとめし松まつの生おひ末1すゑ」

◇　生きていられたら、それをわが子だと見ましょうが

誰も知らない岩根に残した松の成長ぶりを」


1 【命あらばそれとも見まし人知れぬ岩根にとめし松の生ひ末】柏木の詠歌。薫を「岩根の松」に喩える。『完訳』は「「--ば--まし」の反実仮想で、生命尽きる無念さを慨嘆」と注す。源氏も薫を「岩根の松」に喩えた歌を詠んでいる（「柏木」第四章四段）。


橋姫．４．６．７

■　書かきさしたるやうに、いと乱みだりがはしうて、

◇　書きさしたように、たいそう乱れた書き方で、

■　「小侍従こじじゅうの君きみに1」

◇　「小侍従の君に」

■　と上うへには書かきつけたり。

◇　と表には書き付けてあった。


1 【小侍従の君に】明融臨模本と大島本は「こしゝうのきみ」とある。『完本』は諸本に従って「侍従の君」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


橋姫．４．６．８

■　紙魚しみといふ虫むしの棲すみ処かになりて、古ふるめきたる黴臭かびくささながら、跡あとは消きえず1、ただ今書いまかきたらむにも違たがはぬ言ことの葉はどもの、こまごまとさだかなるを見みたまふに、

◇　紙魚という虫の棲み処になって、古くさく黴臭いけれど、筆跡は消えず、まるで今書いたものとも違わない言葉が、詳細で具体的に書いてあるのを御覧になると、

■　「げに、落おち散ちりたらましよ2」

◇　「なるほど、人目に触れでもしたら大変だった」

■　と、うしろめたう、いとほしきことどもなり3。

◇　と、不安で、おいたわしい事どもなのである。


1 【跡は消えず】『異本紫明抄』は「書きつくる跡は千歳もありぬべし忘れや偲ぶ人のなからむ」（出典未詳）を指摘する。

2 【げに落ち散りたらましよ】薫の感想。「げに」は弁の君の言葉に納得する気持ち。

3 【うしろめたういとほしきことどもなり】柏木と女三の宮に対して。


橋姫．４．６．９

■　「かかること、世よにまたあらむや」

◇　「このような事が、この世に二つとあるだろうか」

■　と、心一こころひとつにいとどもの思おもはしさ添そひて、内裏うちへ参まゐらむと思おぼしつるも、出いで立たたれず。

◇　と、胸一つにますます煩悶が広がって、内裏に参ろうとお思いになっていたが、お出かけになることができない。

■　宮みやの御前おまへに1参まゐりたまへれば、いと何心なにごころもなく、若わかやかなるさましたまひて、経読きゃうよみたまふを、恥はぢらひて、もて隠かくしたまへり2。

◇　母宮の御前に参上なさると、まったく無心に、若々しいご様子で、読経していらっしゃったが、恥ずかしがって、身をお隠しになった。

■　「何なにかは3、知しりにけりP15とも、知しられたてまつらむ」

◇　「どうして、秘密を知ってしまったと、お気づかせ申そう」

■　など、心こころに籠こめて、よろづに思おもひゐたまへり。

◇　などと、胸の中に秘めて、あれこれと考え込んでいらっしゃった。


P15 知りにけり--しりにき（き/＄けり）

1 【宮の御前に】薫の母女三の宮の前に。

2 【恥ぢらひてもて隠したまへり】主語は女三の宮。経文を隠した。『集成』は「当時、経文などを読むのは女らしくないこととされていたので、尼ながら恥じられるのであろう」。『完訳』は「わが子から悟りすました風姿と見られるのが、女の身として恥ずかしい。前の「若やかなる--」とともに、生身の女も感取されよう」と注す。

3 【何かは】以下「知られたてまつらむ」まで、薫の心中。



４６． 椎本 (しゐがもと)

第一章　匂宮の物語　春、匂宮、宇治に立ち寄る

第一段　匂宮、初瀬詣での帰途に宇治に立ち寄る

椎本．１．１．１

■　如月きさらぎの二十日はつかのほどに、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみや、初瀬はつせに詣まうでたまふ。

◇　二月の二十日ころに、兵部卿宮、初瀬にお参りになる。

■　古ふるき御願おほむぐわんなりけれど、思おぼしも立たたで年としごろになりにけるを、宇治うぢのわたりの御中宿おほむなかやどりのゆかしさに、多おほくは催もよほされたまへるなるべし。

◇　昔立てた御願のお礼参りであったが、お思い立ちにもならないで数年になってしまったのを、宇治の辺りのご休息宿の興味で、大半の理由は出かける気になられたのであろう。

■　うらめしと言いふS1人ひともありける里さとの名なの、なべて睦むつましう思おぼさるるゆゑもはかなしや。

◇　恨めしいと言う人もあった里の名が、総じて慕わしくお思いなされる理由もたわいないことであるよ。

■　上達部かむだちめいとあまた仕つかうまつりたまふ。

◇　上達部がとても大勢お供なさる。

■　殿上人てんじゃうびとなどはさらにもいはず、世よに残のこる人少ひとすくなう仕つかうまつれりP1。

◇　殿上人などはさらに言うまでもない、世に残る人はほとんどなくお供申した。


S1 我が庵は都の巽しかぞ住む世を宇治山と人は言ふなり（古今集雑下-九八三　喜撰法師）

P1 仕うまつれり--つかうまつ（つ/+れ）り


椎本．１．１．２

■　六条院ろくでうのゐんより伝つたはりて、右大殿知みぎのおほとのしりたまふ所ところは、川かはより遠方をちに、いと広ひろくおもしろくてあるに、御おほむまうけせさせたまへり。

◇　六条院から伝領して、右の大殿が所有していらっしゃる邸は、川の向こうで、たいそう広々と興趣深く造ってあるので、ご準備をさせなさった。

■　大臣おとども、帰かへさの御迎おほむむかへに参まゐりたまふべく思おぼしたるを、にはかなる御物忌おほむものいみの、重おもく慎つつしみたまふべく申まうしたなれば、え参まゐらぬ由よしのかしこまり申まうしたまへり。

◇　大臣も、帰途のお迎えに参るおつもりであったが、急の御物忌で、厳重に慎みなさるよう申したというので、参上できない旨のお詫びを申された。

椎本．１．１．３

■　宮みや、なますさまじと思おぼしたるに、宰相中将さいしゃうのちうじゃう、今日けふの御迎おほむむかへに参まゐりあひたまへるに、なかなか心こころやすくて、かのわたりのけしきも伝つたへ寄よらむと、御心みこころゆきぬ。

◇　宮は、いささか興をそがれた思いがしたが、宰相中将が、今日のお迎えに参上なさっていたので、かえって気が楽で、あの辺りの様子も聞き伝えることができようと、ご満足なさった。

■　大臣おとどをば、うちとけて見みえにくく、ことことしきものに思おもひきこえたまへり。

◇　大臣には、気楽にお会いしがたく、気のおける方とお思い申し上げていらっしゃった。

椎本．１．１．４

■　御子みこの君きみたち、右大弁うだいべん、侍従じじゅうの宰相さいしゃう、権中将ごんのちうじゃう、頭少将とうのせうしゃう、蔵人兵衛佐くらうどのひゃうゑのすけなど、さぶらひたまふ。

◇　ご子息の公達の、右大弁、侍従の宰相、権中将、頭少将、蔵人兵衛佐などは、みなお供なさる。

■　帝みかど、后きさきも心こころことに思おもひきこえたまへるP2宮みやなれば、おほかたの御おほむおぼえもいと限かぎりなく、まいて六条院ろくでうの御方ゐんのおほむかたざまは、次々つぎつぎの人ひとも、皆私みなわたくしの君きみに、心寄こころよせ仕つかうまつりたまふ。

◇　帝、后も特別におかわいがり申されていらっしゃる宮なので、世間一般のご信望もたいそう限りなく、それ以上に六条院のご縁者方は、次々の人も、みな私的なご主君として、親身にお仕え申し上げていらっしゃる。


P2 たまへる--給へり（り/＄る〈朱〉）


第二段　匂宮と八の宮、和歌を詠み交す

椎本．１．２．１

■　所ところにつけて、御おほむしつらひなどをかしうしなして、碁ご、双六すぐろく、弾棊たぎの盤ばんどもなど1取とり出いでて、心々こころごころにすさび暮くらしたまふ2。

◇　土地に相応しい、ご設営などを興趣深く整えて、碁、双六、弾棊の盤類などを取り出して、思い思いに遊びに一日をお過ごしなさる。

■　宮みやは、ならひたまはぬ御おほむありきに、悩なやましく思おぼされて、ここにやすらはむの御心みこころも深ふかければ、うち休やすみたまひて、夕ゆふつ方かたぞP3、御琴おほむことなど召めして3遊あそびたまふ。

◇　宮は、お馴れにならない御遠出に、疲れをお感じになって、ここに泊まろうとのお考えが強いので、ちょっとご休憩なさって、夕方は、お琴などを取り寄せてお遊びになる。


P3 夕つ方ぞ--夕つかたに（に/＄そ〈朱〉）

1 【碁双六弾棊の盤どもなど】『完訳』は「文人好みの室内遊戯」と注す。

2 【すさび暮らしたまふ】大島本は「すさひくらし給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すさび暮らひたまひつ」と完了助動詞「つ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【夕つ方ぞ御琴など召して】『完訳』は「八の宮邸に聞こえるのを期待」と注す。


椎本．１．２．２

■　例れいの、かう世離よばなれたる所ところは、水みづの音おとももてはやして、物ものの音澄ねすみまさる心地ここちして、かの聖ひじりの宮みやにも、たださし渡わたるほどなれば1、追風おひかぜに吹ふき来くる響ひびきを聞ききたまふに、昔むかしのこと思おぼし出いでられて、

◇　例によって、このような世間離れした所は、水の音も引立て役となって、楽の音色もひときわ澄む気がして、あの聖の宮にも、ただ棹一さしで漕ぎ渡れる距離なので、追い風に乗って来る響きをお聞きになると、昔の事が自然と思い出されて、


1 【かの聖の宮にもたださし渡るほどなれば】対岸の八宮邸。


椎本．１．２．３

■　「笛ふえをいとをかしうも1吹ふきとほしたなるかな。

◇　「笛がたいそう美しく聞こえてくるなあ。

■　誰たれならむ。

◇　誰であろう。

■　昔むかしの六条院ろくでうの御笛ゐんの音聞おほむふえのねききしは2、いとをかしげに愛敬あいぎゃうづきたる音ねにこそ吹ふきたまひしか。

◇　昔の六条院のお笛の音を聞いたのは、それは実に興趣深げな愛嬌ある音色にお吹きになったものだ。

■　これは澄すみのぼりて、ことことしき気けの添そひたるは、致仕大臣ちじの御族おとどの笛おほむぞうの音ふえのねに3こそ似にたなれ」

◇　これは澄み上って、大げさな感じが加わっているのは、致仕の大臣のご一族の笛の音に似ているな」

■　など、独ひとりごちおはす。

◇　などと、独り言をおっしゃる。


1 【笛をいとをかしうも】以下「笛の音にこそ似たなれ」まで、八宮の独言。

2 【六条院の御笛の音聞きしは】源氏が吹いた笛の音を聴いたのは。

3 【致仕大臣の御族の笛の音に】致仕太政大臣一族の奏法。笛の奏法が、源氏は「いとをかしげに愛敬づきたる音」、致仕太政大臣は「澄み上りてことことしき気の添ひたる」と対比される。


椎本．１．２．４

■　「あはれに、久ひさしうなりにけりや1。

◇　「ああ、何と昔になってしまったことよ。

■　かやうの遊あそびなどもせで、あるにもあらで過すぐし来きにける年月としつきの、さすがに多おほく数かぞへらるるこそ、かひなけれ」

◇　このような遊びもしないで、生きているともいえない状態で過ごしてきた年月が、それでも多く積もったとは、ふがいないことよ」


1 【あはれに久しうなりにけりや】大島本は「久しう」とある。『完本』は諸本に従って「久しく」と整定する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「かひなけれ」まで、八宮の独言。


椎本．１．２．５

■　などのたまふついでにも、姫君ひめぎみたちの御おほむありさまあたらしく、

◇　などとおっしゃる折にも、姫君たちのご様子がもったいなく、

■　「かかる山懐やまふところにひき籠こめてはやまずもがな1」

◇　「このような山中に引き止めたままにはしたくないものだ」

■　と思おぼし続つづけらる。

◇　とついお思い続けになられる。

■　「宰相さいしゃうの君きみの、同おなじうは2近ちかきゆかりにて見みまほしげなるを3、さしも思おもひ寄よるまじかめり4。

◇　「宰相の君が、同じことなら近い縁者としたい方だが、そのようには考えるわけには行かないようだ。

■　まいて今いまやうの心浅こころあさからむ人ひとをば、いかでかは」

◇　まして近頃の思慮の浅いような人を、どうして考えられようか」

■　など思おぼし乱みだれ、つれづれと眺ながめたまふ所ところは、春はるの夜よもいと明あかしがたきを5、心こころやりたまへる旅寝たびねの宿やどりは6、酔ゑひの紛まぎれにいと疾とう明あけぬる心地ここちして、飽あかず帰かへらむことを、宮みやは思おぼす。

◇　などとお考え悩まれ、所在なく物思いに耽っていらっしゃる所は、春の夜もたいへん長く感じられるが、打ち興じていらっしゃる旅寝の宿は、酔いの紛れにとても早く夜が明けてしまう気がして、物足りなく帰ることを、宮はお思いになる。


1 【かかる山懐にひき籠めてはやまずもがな】八宮の心中の思い。『集成』は「都のしかるべき貴公子に縁づかせたいという気持」。『完訳』は「貴人との結縁を願う気持」と注す。

2 【宰相の君の同じうは】以下「人をばいかでか」まで、八宮の心中の思い。

3 【近きゆかりにて見まほしげなるを】『集成』は「親しく姫君たちの婿にしたいようなお人柄だが」。『完訳』は「縁の深い、姫君の夫として」「親しい縁者として迎えたくなるようなお人柄であるのを」と訳す。

4 【さしも思ひ寄るまじかめり】『集成』は「薫はそんなふうに考えてみようともしないようだ。仏道に専心する薫の人柄を思ってのこと」。『完訳』は「しかしそんな期待を寄せてはなるまい」「仏道に専心する薫ゆえ。宮は薫との結縁を願いながらも断念」と注す。

5 【春の夜もいと明かしがたきを】短い春の夜も長く感じられる意。

6 【心やりたまへる旅寝の宿りは】匂宮一行。


椎本．１．２．６

■　はるばると霞かすみわたれる空そらに、散ちる桜さくらあれば今開いまひらけそむるS2など、いろいろ見みわたさるるに、川沿かはぞひ柳のやなぎの起おきふしS3なびく水影みづかげなど2、おろかならずをかしきを、見みならひたまはぬ人ひとは3、いとめづらしく見捨みすてがたし4と思おぼさる。

◇　はるばると霞わたっている空に、散る桜があると思うと今咲き始めるのなどもあり、色とりどりに見渡されるところに、川沿いの柳が風に起き臥し靡いて水に映っている影などが、並々ならず美しいので、見慣れない方は、たいそう珍しく見捨てがたいとお思いになる。


S2 桜咲くさくらの山の桜花散る桜あれば咲く桜あり（源氏釈所引-出典未詳）

S3 稲蓆川添ひ柳水行けば起き臥しすれどその根絶えせず（古今六帖六-四一五五）

1? 【散る桜あれば今は開けそむるなど】『源氏釈』は「咲く桜さくらの山の桜花散る桜あれば咲く桜あり」（出典未詳）を指摘。

2 【川沿ひ柳の起きふしなびく水影など】『河海抄』は「いな筵河ぞひ柳水ゆけば起き臥しすれどその根絶えせず」（古今六帖六、柳）を指摘。

3 【見ならひたまはぬ人は】匂宮。

4 【いとめづらしく見捨てがたし】匂宮の心中の思い。


椎本．１．２．７

■　宰相さいしゃうは、

◇　宰相は、

■　「かかるたよりを1過すぐさず、かの宮みやにまうでばや」

◇　「このような機会を逃さず、あの宮に伺いたい」

■　と思おぼせど、

◇　とお思いになるが、

■　「あまたの人目ひとめをよきて、一人漕ひとりこぎ出いでたまはむ舟ふねのわたりのほども軽かろらかにや」

◇　「大勢の人目を避けて独り舟を漕ぎ出しなさるのも軽率ではないか」

■　と思おもひやすらひたまふほどに、かれより御文おほむふみあり2。

◇　と躊躇していらっしゃるところに、あちらからお手紙がある。


1 【かかるたよりを】以下「まうでばや」まで、薫の心中。

2 【かれより御文あり】八宮から薫に手紙が届く。


椎本．１．２．８

■　「山風やまかぜに霞吹かすみふきとく声こゑはあれど

隔へだてて見みゆる遠方をちの白波1しらなみ」

◇　「山風に乗って霞を吹き分ける笛の音は聞こえますが

隔てて見えますそちらの白波です」


1 【山風に霞吹きとく声はあれど隔てて見ゆる遠方の白波】八宮から薫への贈歌。『集成』は「前日聞えた笛の音の主を薫と推察しての歌。「遠方」は宇治に存した地名（今、宇治橋東詰め近くに彼方（をちかた）神社がある）で、「をち」（遠方、彼方）の意に掛ける。薫の来訪をうながす心の歌」。『完訳』は「笛の音を薫のそれと聞いて、彼の不訪を恨んだ歌」と注す。


椎本．１．２．９

■　草さうにいとをかしう書かきたまへり。宮みや、「思おぼすあたりの1」と見みたまへば、いとをかしう思おぼいて、「この御返おほむかへりはわれせむ2」とて、

◇　草仮名でたいそう美しくお書きなっていた。宮、「ご関心の所からの」と御覧になると、たいそう興味深くお思いになって、「このお返事はわたしがしよう」と言って、


1 【思すあたりの】大島本は「おほすあたりの」とある。『完本』は諸本に従って「思すあたり」と「の」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。匂宮の心中の思い。格助詞「の」の下に「文」などの語句が省略。

2 【この御返りはわれせむ】匂宮の詞。


椎本．１．２．１０

■　「遠方をちこちの汀みぎはに波なみは隔へだつとも

なほ吹ふきかよへ宇治うぢの川風1かはかぜ」

◇　「そちらとこちらの汀に波は隔てていても

やはり吹き通いなさい宇治の川風よ」


1 【遠方こちの汀に波は隔つともなほ吹きかよへ宇治の川風】匂宮から八宮への返歌。「吹く」「隔つ」「彼方」「波」の語句を用いて返す。


第三段　薫、迎えに八の宮邸に来る

椎本．１．３．１

■　中将ちうじゃうは参まうでたまふ。遊あそびに心入こころいれたる君きみたち誘さそひて、さしやりたまふほど、酣酔楽1遊かむすいらくあそびて、水みづに臨のぞきたる2廊らうに造つくりおろしたる階はしの心こころばへなど、さる方**にいとをかしう、ゆゑある宮みやなれば、人ひとびと心こころして舟ふねよりおりたまふ。

◇　中将はお伺いなさる。遊びに夢中になっている公達を誘って、棹さしてお渡りになるとき、「酣酔楽」を合奏して、水に臨んだ廊に造りつけてある階段の趣向などは、その方面ではたいそう風流で、由緒ある宮邸なので、人びとは気をつけて舟からお下りになる。

◆　 
ちうじゃう は まうで たまふ。 あそび に こころ いれ たる きみ-たち さそひ て、 さし-やり たまふ ほど、 かむすいらく あそび て、 みづ に のぞき たる らう に つくり おろし たる はし の こころばへ など、 さる かた に をかしう、 ゆゑ ある みや なれ ば、 ひとびと こころし て ふね より おり たまふ。


1 【酣酔楽】高麗壱越調の曲。

2 【水に臨きたる】以下「宮なれば」まで、八宮の山荘の造作を説明した挿入句。


椎本．１．３．２

■　ここはまた、さま異ことに、山里やまざとびたる網代屏風あじろびゃうぶなどの、ことさらにことそぎて、見所みどころある御おほむしつらひを、さる心こころして1かき払はらひ、いといたうしなしたまへり。いにしへの、音ねなどいと二になき弾ひきものどもを、わざとまうけたるやうにはあらで、次々弾つぎつぎひき出いでたまひて、壱越調いちこつでうの心こころに、桜人S4遊***びたまふ2。

◇　ここはまた、趣が違って、山里めいた網代屏風などで、格別に簡略にして、風雅なお部屋のしつらいを、そのような気持ちで掃除し、たいそう心づかいして整えていらっしゃった。昔の、楽の音などまことにまたとない弦楽器類を、特別に用意したようにではなく、次々と弾き出しなさって、壱越調に変えて、「桜人」を演奏なさる。

◆　 
ここ は また、 さま ことに、 やまざとび たる あじろ びゃうぶ など の、 ことさらに ことそぎ て、 みどころ ある おほむ-しつらひ を、 さる こころし て かき-はらひ、 いと いたう し なし たまへ り。 いにしへ の、 ね など いと になき ひきもの-ども を、 わざと まうけ たる やう に は あら で、 つぎつぎ ひきいで たまひ て、 いちこつでう の こころ に、 さくらびと あそび たまふ。


S4 桜人　その舟止（ちぢ）め　島つ田を　十町作れる　見て帰り来むや　そよや　明日帰りこむ　そよや　言をこそ　明日とも言はめ　遠方（をちかた）に　妻ざる夫（せな）は　明日もさね来じや　そよや　さ明日もさね来じや　そよや（催馬楽-桜人）

1 【さる心して】『集成』は「薫一行を迎える心積りで」と注す。

2 【壱越調の心に桜人遊びたまふ】『完訳』は「高麗楽「桜人」が呂の曲であるのを、壱越調（律の調子）に移して」と注す。


椎本．１．３．３

■　主人あるじの宮1みや、御琴おほむきんをかかるついでに2と、人ひとびと思おもひたまへれど、箏さうの琴ことをぞ、心こころにも入いれず、折々掻をりをりかき合あはせたまふ。

◇　主人の宮の、お琴をこのような機会にと、人びとはお思いになるが、箏の琴を、さりげなく、時々掻き鳴らしなさる。

■　耳馴みみなれぬけにやあらむ、

◇　耳馴れないせいであろうか、

■　「いともの深ふかくおもしろし3」

◇　「たいそう趣深く素晴らしい」

■　と、若わかき人ひとびと思おもひしみたり。

◇　と若い人たちは感じ入っていた。


1 【主人の宮】大島本は「あるしの宮」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「主人の宮の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【かかるついでに】人々の心中の思い。八宮が琴の琴の名手であることは人々に知られていた。

3 【耳馴れぬけにやあらむいともの深くおもしろし】若い同行の人々の感想。


椎本．１．３．４

■　所ところにつけたる饗応あるじ、いとをかしうしたまひて、よそに思おもひやりしほどよりは、なま孫王そんわうめくP5いやしからぬ人ひとあまた1、大君おほきみP6、四位しゐの古ふるめきたるなど2、かく人目見ひとめみるべき折をりと、かねていとほしがりきこえけるにや3、さるべき限かぎり参まゐりあひて、瓶子取へいじとる人ひともきたなげならず4、さる方かたに古ふるめきて、よしよししうもてなしたまへり。

◇　土地柄に相応しい饗応を、たいそう風流になさって、はたから想像していた以上に、かすかに皇族の血筋を引くといった素性卑しからぬ人びとが大勢、王族で、四位の年とった人たちなどが、このように大勢客人が見える時にはと、以前からご同情申し上げていたせいか、適当な方々が皆参上し合って、瓶子を取る人もこざっぱりしていて、それはそれとして古風で、風雅にお持てなしなさった。

■　客人まらうとたちは5、御女おほむむすめたちの住すまひたまふらむ御おほむありさま、思おもひやりつつ、心こころつく人ひともあるべし6。

◇　客人たちは、宮の姫君たちが住んでいらっしゃるご様子、想像しながら、関心を持つ人もいるであろう。


P5 孫王めく--そむわ（わ/＄王〈朱〉）めく

P6 大君--おほき（き/+み）△（△/＃）

1 【なま孫王めくいやしからぬ人あまた】『集成』は「かすかに皇族のお血につながるといった素姓いやしからぬ人が大勢」。『完訳』は「どうやら皇族のお血筋といった卑しからぬ人たちがたくさん」と注す。

2 【大君四位の古めきたるなど】『集成』は「王（二世以下の親王宣下のない皇胤）で四位の人」。『完訳』は「それにまた四位で年配の孫王がたが」「これらは八の宮ゆかりの人々か」と注す。

3 【かねていとほしがりきこえけるにや】語り手の推測を挿入。

4 【さるべき限り参りあひて瓶子取る人もきたなげならず】宴会や接待のために宮家ゆかりの人々が参集してお酌をしたりする。

5 【客人たちは】『細流抄』は「草子地也」と指摘。

6 【心つく人もあるべし】『完訳』は「語り手の推測。客人らの好色心から、匂宮のいらだちに続ける」と注す。


第四段　匂宮と中の君、和歌を詠み交す

椎本．１．４．１

■　かの宮みやは、まいて1かやすきほどならぬ御身おほむみをさへ、所狭ところせく思おぼさるるを、かかる折をりにだに2と、忍しのびかねたまひて、おもしろき花はなの枝えだを3折をらせたまひて、御供おほむともにさぶらふ上童うへわらはのをかしきしてたてまつりたまふ。

◇　あの宮は、それ以上に気軽に動けないご身分までをも、窮屈にお思いであるが、せめてこのような機会にでもと、たまらなくお思いになって、美しい花の枝を折らせなさって、お供に控えている殿上童でかわいい子を使いにして差し上げなさる。


1 【かの宮はまいて】匂宮。対岸に残っているので「かの」という。

2 【かかる折にだに】匂宮の心中の思い。

3 【おもしろき花の枝を】美しく咲いている桜の枝。


椎本．１．４．２

■　「山桜匂やまざくらにほふあたりに尋たづね来きて

同おなじかざしを折をりS5てけるかな

野のを睦むつましみS6,2」

◇　「山桜が美しく咲いている辺りにやって来て

同じこの地の美しい桜を插頭しに手折ったことです

野が睦まじいので」


S5 我が宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしを挿しこそはせめ（後撰集恋四-八〇九　伊勢）

S6 春の野にすみれ摘みにと来し我ぞ野をなつかしみ一夜寝にける（万葉集巻八-一四二八　山部赤人）

1? 【山桜匂ふあたりに尋ねきて同じかざしを折りてけるかな】匂宮から姫君たちへの贈歌。「同じかざし」は同じ皇族の血縁、親しみをこめていう。『河海抄』は「我が宿と頼む吉野に君し入らば同じかざしをさしこそはせめ」（後撰集恋四、八一〇、伊勢）を指摘。

2 【野を睦ましみ】歌に添えた言葉。『源氏釈』は「紫のひともとゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ思ふ」（古今集雑上、八六七、前太政大臣）「春の野に菫摘みにとこし我ぞ野をなつかしみ一夜寝にける」（古今六帖六、すみれ）を指摘。


椎本．１．４．３

■　とやありけむ。

◇　とでもあったのであろうか。

■　「御返おほむかへりは、いかでかは」

◇　「お返事は、とてもできない」

■　など、聞きこえにくく思おぼしわづらふ。

◇　などと、差し上げにくく当惑していらっしゃる。

椎本．１．４．４

■　「かかる折をりのこと2、わざとがましくもてなし、ほどの経ふるも、なかなか憎にくきことになむしはべりし3」

◇　「このような時のお返事は、特別なふうに考えて、時間をかけ過ぎるのも、かえって憎らしいことでございます」


1? 【野を睦ましみとやありけむ】三光院は「草子の地なり」と指摘。「とやありけむ」は語り手の推測。

2 【かかる折のこと】以下「しはべりし」まで、女房の詞。

3 【憎きことになむしはべりし】『完訳』は「過去の宮仕えの経験を語る形」と注す。


椎本．１．４．５

■　など、古人ふるひとども聞きこゆれば、中なかの君きみにぞ書かかせたてまつりたまふ1。

◇　などと、老女房たちが申し上げるので、中の君にお書かせ申し上げなさる。


1 【中の君にぞ書かせたてまつりたまふ】主語は八宮。


椎本．１．４．６

■　「かざし折をる花はなのたよりに山賤やまがつの

垣根かきねを過すぎぬ春はるの旅人1たびびと

野のをわきてしもS7,2」

◇　「插頭の花を手折るついでに、山里の家は

通り過ぎてしまう春の旅人なのでしょう

わざわざ野を分けてまでもありますまい」


S7 わきてしも何匂ふらむ秋の野にいづれともなくなびく尾花を（源氏釈所引-出典未詳）

1 【かざし折る花のたよりに山賤の垣根を過ぎぬ春の旅人】中君から匂宮への返歌。「かざし」「折る」の語句を用いて返す。

2 【野をわきてしも】『源氏釈』は「分きてしもなに匂ふらむ秋の野にいづれともなくなびく尾花に」（出典未詳）を指摘。


椎本．１．４．７

■　と、いとをかしげに、らうらうじく書かきたまへり。

◇　と、たいそう美しく、上手にお書きになっていた。

椎本．１．４．８

■　げに、川風かはかぜも1心こころわかぬさまに吹ふき通かよふ物もの音のねども、おもしろく遊あそびたまふ。

◇　なるほど、川風も隔て心をおかずに吹き通う楽の音を、面白く合奏なさる。

■　御迎おほむむかへに、藤大納言とうだいなごん、仰おほせ言ごとにて2参まゐりたまへり。

◇　お迎えに、藤大納言が、勅命によって参上なさった。

■　人ひとびとあまた参まゐり集つどひ、もの騒さわがしくてきほひ帰かへりたまふ。

◇　人びとが大勢参集して、何かと騒がしくして先を争ってお帰りになる。

■　若わかき人ひとびと3、飽あかず返かへり見みのみせられける4。

◇　若い人たちは、物足りなく、ついつい後を振り返ってばかりいた。

■　宮みやは、

◇　宮は、

■　「またさるべきついでして」

◇　「また何かの機会に」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【げに川風も】「げに」は語り手の感情移入による表現。匂宮の贈歌にに納得した気持ち。

2 【藤大納言仰せ言にて】紅梅大納言。故柏木の弟。帝の勅命によって。

3 【若き人びと】匂宮に最初から付き従っていた若い供人たち。

4 【返り見のみせられける】大島本は「かへりミのミ」とある。『完本』は諸本に従って「のみなん」と「なん」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


椎本．１．４．９

■　花盛はなざかりにて、四方よもの霞かすみも眺ながめやるほどの見所みどころあるに、唐からのも大和やまとのも、歌うたども多おほかれど、うるさくて尋たづねも聞きかぬなり2。

◇　花盛りで、四方の霞も眺めやる見所があるので、漢詩や和歌も、作品が多く作られたが、わずらわしいので詳しく尋ねもしないのである。


1? 【さるへきついでして】匂宮の心中の思い。

2 【唐のも大和のも歌ども多かれどうるさくて尋ねも聞かぬなり】語り手の省筆の辞。『孟津抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「人の語るのを聞いたものを書きとめている体を装っている表現。和歌や漢詩を並べ立てることを避ける技法である」と注す。


椎本．１．４．１０

■　もの騒さわがしくて、思おもふままにもえ言いひやらずなりにしを、飽あかず宮みやは思おぼして、しるべなくてもS8御文おほむふみは常つねにありけり1。

◇　何かと騒々しくて、思うようにも意を尽くして言いやることもできずじまいだったことを、残念に宮はお思いになって、手引なしでもお手紙は常にあるのだった。

■　宮みやも2、

◇　宮も、


S8 近江路をしるべなくても見てしかな関のこなたは侘しかりけり（後撰集恋三-七八五　源中正）

1 【しるべなくても御文は常にありけり】『花鳥余情』は「近江路をしるべなくても見てしがな関のこなたはわびしかりけり」（後撰集恋三、七八六、源中正）を指摘。

2 【宮も】八宮。


椎本．１．４．１１

■　「なほ、聞きこえたまへ1。

◇　「やはり、お返事は差し上げなさい。

■　わざと懸想けさうだちてももてなさじ。

◇　ことさら懸想文のようには扱うまい。

■　なかなか心こころときめきにもなりぬべし。

◇　かえって心をときめかさせることになってしまいましょう。

■　いと好すきたまへる親王みこなれば、かかる人ひとなむ、と聞ききたまふが、なほもあらぬすさびなめり2」

◇　たいそう好色の親王なので、このような姫がいる、とお聞きになると、放っておけないと思うだけの戯れ事なのでしょう」


1 【なほ聞こえたまへ】以下「すさびなめり」まで、八宮の詞。

2 【なほもあらぬすさびなめり】『集成』は「ほっておかれないというだけのお遊びだろう」。『完訳』は「放っておけぬと思うだけの戯れ事なのだろう」と訳す。


椎本．１．４．１２

■　と、そそのかしたまふ時々ときどき、中なかの君きみぞ聞きこえたまふ。

◇　と、お促しなさる時々、中の君がお返事申し上げなさる。

■　姫君ひめぎみは1、かやうのこと、戯たはぶれにももて離はなれたまへる御心深みこころぶかさなり。

◇　姫君は、このようなことは、冗談事にもご関心のないご思慮深さである。


1 【姫君は】大君。匂宮の手紙に中君が返事を書く。大君はこうした事にまったく関心のない様子を強調。


椎本．１．４．１３

■　いつとなく心細こころぼそき御おほむありさまに、春はるのつれづれは、いとど暮くらしがたく眺ながめたまふ1。

◇　いつとなく心細いご様子で、春の日長の所在なさは、ますます過ごしがたく物思いに耽っていらっしゃる。

■　ねびまさりたまふ御おほむさま容貌かたちども2、いよいよまさり、あらまほしくをかしきも、なかなか心苦こころぐるしく3、

◇　ご成長なさったご容姿器量も、ますます優れ、申し分なく美しいのにつけても、かえっておいたわしく、

■　「かたほにもおはせましかば4、あたらしう、惜をしき方かたの思おもひは薄うすくやあらまし」

◇　「不器量であったら、もったいなく、惜しいなどの思いは少なかったろうに」

■　など、明あけ暮くれ思おぼし乱みだる。

◇　などと、明け暮れお悩みになる。


1 【春のつれづれはいとど暮らしがたく眺めたまふ】『花鳥余情』は「思ひやれ霞こめたる山ざとに花まつほどの春のつれづれ」（後撰集春上、六六、上東門院中将）を指摘。

2 【ねびまさりたまふ御さま容貌ども】接尾語「ども」複数は、大君と中君を表す。

3 【心苦しく】大島本は「心くるしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心苦しう」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【かたほにもおはせましかば】以下「薄くやあらまし」まで、八宮の心中の思い。反実仮想の構文。


椎本．１．４．１４

■　姉君二十五あねぎみにじふご、中なかの君二十三きみにじふさむにぞなりたまひける。

◇　姉君は二十五歳、中の君は二十三歳におなりであった。

第五段　八の宮、娘たちへの心配

椎本．１．５．１

■　宮みやは、重おもく慎つつしみたまふべき年としなりけり1。

◇　宮は、重く身を慎むべきお年なのであった。

■　もの心細こころぼそく思おぼして、御行おほむおこなひ常つねよりもたゆみなくしたまふ。

◇　何となく心細くお思いになって、ご勤行を例年よりも弛みなくなさる。

■　世よに心こころとどめたまはねば、出いで立たちいそぎをP7のみ思おぼせば2、涼すずしき道みちにも3赴おもむきたまひぬべきを、ただP8この御おほむことどもに、いといとほしく、限かぎりなき御心強みこころづよさなれど、

◇　この世に執着なさっていないので、死出の旅立ちの用意ばかりをお考えなので、極楽往生も間違いないお方だが、ただこの姫君たちの事に、たいそうお気の毒で、この上ない道心の強さだが、

■　「かならず、今いまはと見捨みすてたまはむ御心みこころは、乱みだれなむ4」

◇　「かならず、今が最期とお見捨てなさる時のお気持ちは、きっと乱れるだろう」

■　と、見みたてまつる人ひとも推おし量はかりきこゆるを、思おぼすさまにはあらずとも5、なのめに、さても人聞ひとぎき口惜くちをしかるまじう、見みゆるされぬべき際きはの人ひとの、真心まごころに後見うしろみきこえむ、など、思おもひ寄よりきこゆるあらば、知しらず顔がほにてゆるしてむ、一所一所世ひとところひとところよに住すみつきたまふよすがあらば6、それを見譲みゆづる方かたに慰なぐさめおくべきを、さまで深ふかき心こころに尋たづねきこゆる人ひともなし7。

◇　と、拝する女房もご推察申し上げるが、お思いの通りではなくても、並に、それでも人聞きの悪くなく、世間から認めてもらえる身分の人で、真実に後見申し上げよう、などと、思ってくれる方がいたら、知らぬ顔をして黙認しよう、一人一人が人並みに結婚する縁があったら、その人に譲って安心もできようが、そこまで深い心で言い寄る人はいない。


P7 世に心とどめたまはねば、出で立ちいそぎを--を（を/＄〈朱〉）（/+世に心とゝめ給はねはいてたちいそきを〈朱〉）

P8 ただ--たゝ／＼（／＼/＄）

1 【宮は重く慎みたまふべき年なりけり】八宮は男の厄年六十一歳。

2 【出で立ちいそぎをのみ思せば】『集成』は「後世安楽の支度のことばかりお考えなので」。『完訳』は「死出の旅への出発の用意」と訳す。

3 【涼しき道にも】極楽浄土。

4 【かならず今はと見捨てたまはむ御心は乱れなむ】女房たちの思い。

5 【思すさまにはあらずとも】以下「慰めおくべきを」まで、八宮の心中の苦慮を地の文に叙述。

6 【一所一所世に住みつきたまふよすがあらば】『集成』は「姫君たちのうちどちらかお一人が、この世に暮していかれるより所があるならば（どちらか一人が夫を迎えたら）」。『完訳』は「大君、中君それぞれが」「姫君たちのお一人お一人がお暮しになられるような縁があったら」と注す。

7 【さまで深き心に尋ねきこゆる人もなし】八宮の心中の苦慮を地の文で受ける。


椎本．１．５．２

■　まれまれはかなきたよりに、好すきごと聞きこえなどする人ひとは、まだ若々わかわかしき人ひとの心こころのすさびに、物詣ものまうでの中宿なかやどり、行ゆき来きのほどのなほざりごとに1、けしきばみかけて、さすがに、かく眺ながめたまふありさまなど推おし量はかり、あなづらはしげにもてなすは、めざましうて、なげのいらへをだにせさせたまはず。

◇　時たまちょっとしたきっかけで、懸想めいたことを言う人は、まだ年若い人の遊び心で、物詣での中宿りや、その往来の慰み事に、それらしいことを言っても、やはり、このように落ちぶれた様子などを想像して、軽んじて扱うのは、心外なので、なおざりの返事をさえおさせにならない。

■　三さむの宮2みやぞ、なほ見みではやまじと思おぼす御心深みこころふかかりける。

◇　三の宮は、やはりお会いしないではいられないとのお思いが深いのであった。

■　さるべきにやおはしけむ3。

◇　前世からの約束事でいらしたのであろうか。


1 【物詣での中宿り行き来のほどのなほざりごとに】宇治は、京から初瀬へ行く交通要衝で、その中継、休憩所である。

2 【三の宮】匂宮。

3 【さるべきにやおはしけむ】『新釈』は「草子地である」と指摘。『全集』は「匂宮と宇治の姫君とが結ばれる必然性は、現世の状況からは考えられないだけに、こうした語り手のことばが必要になってくる」。『集成』は「物語の成行きを予告する気持の草子地」と注す。


第二章　薫の物語　秋、八の宮死去す

第一段　秋、薫、中納言に昇進し、宇治を訪問

椎本．２．１．１

■　宰相中将さいしゃうのちうじゃう、その秋あき、中納言ちうなごんになりたまひぬ。

◇　宰相中将は、その年の秋に、中納言におなりになった。

■　いとど匂にほひまさりたまふ。

◇　ますますご立派におなりになる。

■　世よのいとなみに添そへても、思おぼすこと多おほかり。

◇　公務が多忙になるにつけても、お悩みになることが多かった。

■　いかなることと、いぶせく思おもひわたりし1年としごろよりも、心苦こころぐるしうて過すぎたまひにけむいにしへざまの思おもひやらるるに、罪軽つみかろくなりたまふばかり、行おこなひもせまほしくなむ。

◇　どのような事かと、気がかりに思い続けてきた往年よりも、おいたわしくお亡くなりになったという故人の様子が思いやられるので、罪障が軽くおなりになる程の、勤行もしたく思う。

■　かの老おい人びとをばあはれなるものに2思おもひおきて、いちじるきさまならず、とかく紛まぎらはしつつ、心寄こころよせ訪とぶらひたまふ。

◇　あの老女をもお気の毒な人とお思いになって、目立ってではなく、何かと紛らわし紛らわししては、好意を寄せお見舞いなさる。


1 【いかなることといぶせく思ひわたりし】薫の出生の秘密。

2 【あはれなるものに】『集成』は「しみじみといとしい者と」。『完訳』は「不憫な者よと」と訳す。


椎本．２．１．２

■　宇治うぢに参まうでで久ひさしうなりにけるを、思おもひ出いでて参まゐりたまへり。

◇　宇治に参らず久しくなってしまったのを、思い出してご訪問なさった。

■　七月しちぐわちばかりになりにけり1。

◇　七月ごろになってしまったのだ。

■　都みやこにはまだ入いりたたぬ秋あきのけしきを、音羽おとはの山近やまちかくS9、風かぜの音おとも2いと冷ひややかに、槙まきの山辺やまべもわづかに色いろづきて、なほ尋たづね来きたるに、をかしうめづらしうおぼゆるを、宮みやはまいて、例れいよりも待まち喜よろこびきこえ3たまひて、このたびは、心細こころぼそげなる物語ものがたり、いと多おほく申まうしたまふ。

◇　都ではまだ訪れない秋の気配を、音羽山近くの、風の音もたいそう冷やかで、槙の山辺もわずかに色づき初めて、やはり山路に入ると、趣深く珍しく思われるが、宮はそれ以上に、いつもよりお待ち喜び申し上げなさって、今回は、心細そうな話を、たいそう多く申し上げなさる。


S9 松虫の初声誘ふ秋風は音羽山より吹きそめにけり（後撰集秋上-二五一　読人しらず）

1 【七月ばかりになりにけり】春の二月二十日ころに初瀬詣での匂宮を迎えに宇治に行って以来の訪問。

2 【音羽の山近く風の音も】『花鳥余情』は「松虫の初声誘ふ秋風は音羽山より吹きそめにけり」（後撰集秋上、二五一、読人しらず）を指摘。

3 【宮はまいて例よりも待ち喜びきこえ】『集成』は「八の宮は、なおさらのこと。薫以上に久々のさいかい喜ぶ風情」。「例よりも」とは死期の近いことの伏線。


椎本．２．１．３

■　「亡なからむ後1のち、この君きみたちを、さるべきもののたよりにもとぶらひ、思おもひ捨すてぬものに数かずまへたまへ」

◇　「亡くなった後、この姫君たちを、何かの機会にはお尋ね下さり、お見捨てにならない中にお数え下さい」


1 【亡からむ後】以下「数まへたまへ」まで、八宮の詞。姫君たちを託す。


椎本．２．１．４

■　など、おもむけつつ聞きこえたまへば1、

◇　などと、意中をそれとなく申し上げなさると、


1 【おもむけつつ聞こえたまへば】『集成』は「意中をそれとなく申し上げなさるので」。『完訳』は「そちらへ話を向けながらお申し上げになるので」と訳す。


椎本．２．１．５

■　「一言ひとことにても1承うけたまはりおきてしかば、さらに思おもうたまへおこたるまじくなむ。

◇　「一言なりとも先に承っておりましたので、決して疎かには致しません。

■　世よの中なかに心こころをとどめじと、はぶきはべる身みにて2、何なにごとも頼たのもしげなき生おひ先さきの少すくなさになむはべれど、さる方かたにてもめぐらいはべらむ限かぎりは3、変かはらぬ心こころざしを御覧ごらんじ知しらせむ4となむ思おもうたまふる」

◇　現世に執着しまいと、係累を持たないでおります身なので、何事も頼りがいのなく将来性のない身でございますが、そのようなふうでしても生き永らえておりますうちは、変わらない気持ちを御覧になっていただこうと存じます」


1 【一言にても】以下「なむ思うたまふる」まで、薫の返事。八宮もの申し出を応諾する。

2 【はぶきはべる身にて】『集成』は「切り捨てております身の上で」。『完訳』は「妻子など係累をもたない意」と注す。

3 【めぐらいはべらむ限りは】自分がこの世に生きております限りは、の意。

4 【御覧じ知らせむ】姫君たちに。


椎本．２．１．６

■　など聞きこえたまへば、うれしと思おぼいたり。

◇　などと申し上げなさると、嬉しくお思いになった。

第二段　薫、八の宮と昔語りをする

椎本．２．２．１

■　夜深よぶかき月つきの明あきらかにさし出いでて、山やまの端近はちかき心地ここちするに1、念誦ねんずいとあはれにしたまひて2、昔物語むかしものがたりしたまふ。

◇　まだ夜明けには遠い月が明るく差し出して、山の端が近い感じがするので、念誦をたいそうしみじみと唱えなさって、昔話をなさる。


1 【山の端近き心地するに】『完訳』は「宮の死期の近きを擬えた表現」と注す。

2 【念誦いとあはれにしたまひて】『集成』は「心に仏を念じて真言をとなえ、成仏を願う」と注す。


椎本．２．２．２

■　「このころの世よは1、いかがなりにたらむ。

◇　「最近の世の中は、どのようになったのでしょうか。

■　宮中くぢゅうなどにて2、かやうなる秋あきの月つきに、御前おまへの御遊おほむあそびの折をりにさぶらひあひたる中なかに、ものの上手じゃうずとおぼしき限かぎり、とりどりにうち合あはせたる拍子ひゃうしなど3、ことことしきよりも、よしありとおぼえある女御にょうご、更衣かういの御局々おほむつぼねつぼねの、おのがじしは挑いどましく思おもひ、うはべの情なさけを交かはすべかめるに、夜深よぶかきほどの人ひとの気けしめりぬるに、心こころやましく掻かい調しらべ4、ほのかにほころび出いでたる物もの音のねなど5、聞きき所どころあるが多おほかりしかな。

◇　宮中などでは、このような秋の月の夜に、御前での管弦の御遊の時に伺候する人達の中で、楽器の名人と思われる人びとばかりが、それぞれ得意の楽器を合奏しあった調子などは、仰々しいのよりも、嗜みがあると評判の女御、更衣の御局々が、それぞれは張り合っていて、表面的な付き合いはしているようで、夜更けたころの辺りが静まった時分に、悩み深い風情に掻き調べ、かすかに流れ出た楽の音色などが、聞きどころのあるのが多かったな。


1 【このころの世は】以下「心苦しかるべき」まで、八宮の詞。

2 【宮中などにて】『集成』は「見馴れない言葉であるが、仏者としての八の宮の特殊な用語なのであろう。「宮（く）」は呉音」と注す。「宮内庁（くないちょう）」など。

3 【拍子など】『集成』は「ここは、調子、リズムの意であろう」と注す。

4 【夜深きほどの人の気しめりぬるに心やましく掻い調べ】『休聞抄』は「秋の夜は人を静めてつれづれとかきなす琴の音にぞ泣きぬる」（後撰集秋中、三三四、読人しらず）を指摘。

5 【心やましく掻い調べほのかにほころび出でたる物の音など】『集成』は「悩み深い風情にかき鳴らして。閨怨を訴える趣」と注す。


椎本．２．２．３

■　何なにごとにも、女をむなは、もてあそびのつまにしつべく、ものはかなきものから1、人ひとの心こころを動うごかすくさはひになむあるべき。

◇　何事につけても、女性というのは、慰み事の相手にちょうどよく、何となく頼りないものの、人の心を動かす種であるのでしょう。

■　されば、罪つみの深ふかきにやあらむ。

◇　それだから、罪が深いのでしょうか。

■　子この道みちの闇やみS10を思おもひやるにも2、男をのこは、いとしも親**の心こころを乱みださずやあらむ。

◇　子を思う道の闇を思いやるにも、男の子は、それほども親の心を乱さないであろうか。

■　女をむなは、限かぎりありて3、いふかひなき方かたに思おもひ捨すつべきにも、なほ、いと心苦こころぐるしかるべき」

◇　女の子は、運命があって、何とも言いようがないと諦めてしまうような場合でも、やはり、とても気にかかるもののようです」

◆　 
なにごと に も、 をむな は、 もてあそび の つま に し つ べく、 もの はかなき ものから、 ひと の こころ を うごかす くさはひ に なむ ある べき。 されば、 つみ の ふかき に や あら む? こ の みち の やみ を おもひやる に も、 をのこ は、 いと しも こころ を みださ ず や あら む? をむな は、 かぎり あり て、 いふかひなき かた に おもひ すつ べき に も、 なほ、 いと こころぐるしかる べき。"


S10 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【何ごとにも女はもてあそびのつまにしつべくものはかなきものから】『集成』は「何ごとにつけても、女というものは、なぐさみのきっかけになるもので。「もてあそび」は、愛玩の対象。後宮の女性についての思い出話から、一般論に転ずる」と注す。

2 【子の道の闇を思ひやるにも】『伊行釈』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を指摘。

3 【女は限りありて】『完訳』は「女なりの宿運。女は結婚の相手次第、として、その相手がまともでない場合を想定した物言い」と注す。


椎本．２．２．４

■　など、おほかたのことにつけてのたまへる、いかがさ思おぼさざらむ1、心苦こころぐるしく思おもひやらるる御心おほむこころのうちなり。

◇　などと、一般論としておっしゃるが、どうしてそのようにお思いにならないことがあろうか、おいたわしく推察される宮のご心中である。


1 【いかがさ思さざらむ】『一葉抄』は「草子詞」と指摘。『集成』は「いかにもそうおぼしめすに違いないことだ。地の文であるが、以下、聞いている薫の心中」。薫の心中を挿入句で挟み込む。


椎本．２．２．５

■　「すべて、まことに1、しか思おもうたまへ捨すてたるけにや2はべらむ、みづからのことにては、いかにもいかにも深ふかう思おもひ知しる方かたのはべらぬを、げにはかなきことなれど、声こゑにめづる心こころこそ3、背そむきがたきことにはべりけれ。

◇　「すべて、ほんとうに、先程申し上げましたようにすべてこの世の事は執着を捨ててしまったせいでしょうか、自分自身のことは、どのようなこととも深く分かりませんが、なるほどつまらないことですが、音楽を愛する心だけは、捨てることができません。

■　さかしう聖ひじりだつ迦葉かせふも、さればや、立たちて舞まひはべりけむ4」

◇　賢く修業する迦葉も、そうですから、立って舞ったのでございましょう」


1 【すべてまことに】以下「はべりけむ」まで、薫の詞。

2 【しか思うたまへ捨てたるけにや】薫の前言「世の中に心をとどめじと、はぶきはべる身にて」（第二章一段）をさす。

3 【声にめづる心こそ】音楽を愛する心。

4 【迦葉もさればや立ちて舞ひはべりけむ】『完訳』は「釈迦の十大弟子の一人。頭陀（乞食修行）の第一人者といわれた。香山大樹緊那羅が仏前で瑠璃琴を弾き、八万四千音楽を奏した時、迦葉が威儀を忘れ、起って舞ったという（大樹緊那羅経）」と注す。


椎本．２．２．６

■　など聞きこえて、飽あかず一声聞ひとこゑききし御琴おほむことの音ねを、切せちにゆかしがりたまへば、うとうとしからぬ初はじめにもとや思おぼすらむ1、御おほむみづからあなたに入いりたまひて、切せちにそそのかしきこえたまふ。

◇　などと申し上げて、名残惜しく聞いたお琴の音を、切にご希望なさるので、親しくなるきっかけにでもとお思いになってか、ご自身はあちらにお入りになって、切にお勧め申し上げなさる。

■　箏さうの琴ことをぞ、いとほのかに掻かきならしてやみたまひぬる。

◇　箏の琴を、とてもかすかに掻き鳴らしてお止めになった。

■　いとど人ひとのけはひも絶たえて、あはれなる空そらのけしき、所ところのさまに、わざとなき御遊おほむあそびの心こころに入いりてをかしうおぼゆれど、うちとけてもいかでかは弾ひき合あはせたまはむ。

◇　常にもまして人の気配もなくひっそりとして、しみじみとした空の様子、場所柄から、ことさらでない音楽の遊びが心にしみて興趣深く思われるが、気を許してどうして合奏なさろうか。


1 【うとうとしからぬ初めにもとや思すらむ】語り手の八宮の心中の思いを推測。『集成』は「薫と姫君たちがこれから親しく付き合うことになるきっかけにしようというおつもりなのか。自分の亡きあとのことを考えた八の宮の配慮」と注す。


椎本．２．２．７

■　「おのづから2かばかりならしそめつる残のこりは、世籠よごもれるどちに譲ゆづりきこえてむ」

◇　「自然とこれくらい引き合わせた後は、若い者同士にお任せ申そう」


1? 【うちとけてもいかてかは弾き合はせたまはむ】反語表現。

2 【おのづから】以下「譲りきこえてむ」まで、八宮の詞。『完訳』は「薫と姫君たちを引き合せたとする。「馴らす」「鳴らす」が掛詞」と注す。


椎本．２．２．８

■　とて、宮みやは仏ほとけの御前おまへに入いりたまひぬ。

◇　と言って、宮は仏の御前にお入りになった。

椎本．２．２．９

■　「われなくて草くさの庵いほりは荒あれぬとも

このひとことはかれじとぞ思おもふ1

◇　「わたしが亡くなって草の庵が荒れてしまっても

この一言の約束だけは守ってくれようと存じます


1 【われなくて草の庵は荒れぬともこのひとことはかれじとぞ思ふ】以下「多くもなりぬるかな」まで、八宮から薫への贈歌。「一言」と「一琴」、「枯れ」と「離れ」の掛詞。「草」と「枯れ」は縁語。


椎本．２．２．１０

■　かかる対面たいめんもこのたびや限かぎりならむと、もの心細こころぼそきに忍しのびかねて、かたくなしきひが言1多ことおほくもなりぬるかな」

◇　このようにお目にかかることも今回が最後になるだろうと、何となく心細いのに堪えかねて、愚かなことを多くも言ってしまったな」


1 【かたくなしきひが言】『完訳』は「姫君への心配を、仏道者にあるまじきことと恥じた」と注す。


椎本．２．２．１１

■　とて、うち泣なきたまふ。

◇　と言って、お泣きになる。

■　客人まらうと、

◇　客人は、

椎本．２．２．１２

■　「いかならむ世よにかかれせむ長ながき世よの

契ちぎりむすべる草くさの庵いほりは1

◇　「どのような世になりましても訪れなくなることはありません

この末長く約束を結びました草の庵には


1 【いかならむ世にかかれせむ長き世の契りむすべる草の庵は】薫の返歌。「草の庵」「かれ」の語句を用いて返す。「草」と「結ぶ」は縁語。


椎本．２．２．１３

■　相撲すまひなど1、公事おほやけごとども紛まぎれはべるころ過すぎて、さぶらはむ」

◇　相撲など、公務に忙しいころが過ぎましたら、伺いましょう」


1 【相撲など】以下「過ぎてさぶらはむ」まで、薫の詞。相撲の節会は七月下旬。


椎本．２．２．１４

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

第三段　薫、弁の君から昔語りを聞き、帰京

椎本．２．３．１

■　こなたにて、かの問とはず語がたりの古人召ふるびとめし出いでて、残のこり多おほかる物語ものがたりなどせさせたまふ。

◇　こちらで、あの問わず語りの老女を召し出して、残りの多い話などをおさせになる。

■　入いり方がたの月1つき、隈くまなくさし入いりて、透影すきかげなまめかしきに2、君きみたちも奥おくまりておはす。

◇　入方の月が、すっかり明るく差し込んで、透影が優美なので、姫君たちも奥まった所にいらっしゃる。

■　世よの常つねの懸想けさうびてはあらず、心深こころぶかう物語ものがたりのどやかに聞きこえつつものしたまへば、さるべき御おほむいらへなど聞きこえたまふ3。

◇　世の常の懸想人のようではなく、思慮深くお話を静かに申し上げていらっしゃるので、しかるべきお返事などを申し上げなさる。


1 【入り方の月】大島本は「いりかたの月」とある。『完本』は諸本に従って「入方の月は」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【透影なまめかしきに】御簾越しに見える薫の優美な姿。

3 【さるべき御いらへなど聞こえたまふ】主語は姫君たち。


椎本．２．３．２

■　「三さむの宮みや、いとゆかしう思おぼいたるものを」

◇　「三の宮が、たいそうご執心でいられる」

■　と、心こころのうちには思おもひ出いでつつ、

◇　と、心中には思い出しながら、

■　「わが心こころながら1、なほ人ひとには異ことなりかし。

◇　「自分ながら、やはり普通の人とは違っているぞ。

■　さばかり御心みこころもて許ゆるいたまふことの2、さしもいそがれぬよ。

◇　あれほど宮ご自身がお許しになることを、それほどにも急ぐ気にもなれないことよ。

■　もて離はなれて、はたあるまじきこととは、さすがにおぼえず3。

◇　が、結婚など思いもよらないことだとは、さすがに思われない。

■　かやうにてものをも聞きこえ交かはし、折をりふしの花紅葉はなもみぢにつけて、あはれをも情なさけをも通かよはすに、憎にくからずものしたまふあたりなれば、宿世異すくせことにて5、他ほかざまにもなりたまはむは」

◇　このようにして言葉を交わし、季節折々の花や紅葉につけて、感情や情趣を通じ合うのに、憎からず感じられる方でいらっしゃるので、自分と縁がなく、他人と結婚なさるのは」

■　、さすがに口惜くちをしかるべう、領りゃうじたる心地ここちしけり6。

◇　、やはり残念なことだろうと、自分のもののような気がするのであった。


1 【わが心ながら】以下「なりたまはむは」あたりまで、薫の心中。末尾は地の文に流れる。

2 【さばかり御心もて許いたまふことの】大島本は「ゆるひ給」とある。「ひ」は「い」の誤り。よって訂す。『集成』は「ここまで宮がご自分から進んでお許しになることが。姫君たちとの結婚のこと。将来の世話を頼むとは、暗黙のうちに結婚を前提とした依頼と考えてよいのである」と注す。

3 【もて離れてはたあるまじきこととはさすがにおぼえず】『集成』は「しかし結婚が全然問題にならないことだとは思われず」と訳す。

4? 【かやうにてものを聞こえ交はし】『完訳』は「以下、清らかな親交をと考えもするが、それも不可能かと思う」と注す。

5 【宿世異にて】姫君たちが自分とは縁がなくて、他人と結婚する場合を想像。

6 【領じたる心地しけり】『集成』は「もう自分のものという気がするのだった。ここの文末は、地の文の形で薫の気持を直接に書く」。『完訳』は「直接話法は間接話法に転ずる。すでに自分のもの、という気持。語り手の評言の加わった文末」と注す。


椎本．２．３．３

■　まだ夜深よぶかきほどに帰かへりたまひぬ。

◇　まだ夜明けに間のあるうちにお帰りになった。

■　心細こころぼそく残のこりなげに思おぼいたりし御みけしきを、思おもひ出いできこえたまひつつ、

◇　心細く先も長くなさそうにお思いになったご様子を、お思い出し申し上げながら、

■　「騒さわがしきほど過すぐして参まうでむ」

◇　「忙しい時期を過ごしてから伺おう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやも、この秋あきのほどに紅葉見もみぢみにおはしまさむと、さるべきついでを思おぼしめぐらす。

◇　兵部卿宮も、今年の秋のころに紅葉を見にいらっしゃりたいと、適当な機会をお考えになる。

椎本．２．３．４

■　御文おほむふみは、絶たえずたてまつりたまふ。

◇　お手紙は、絶えず差し上げなさる。

■　女をむなは1、まめやかに思おぼすらむとも思おもひたまはねば、わづらはしくもあらで、はかなきさまにもてなしつつ2、折々をりをりに聞きこえ交かはしたまふ。

◇　女は、本気でお考えになっているのだろうとはお思いでないので、厄介にも思わず、何気ない態度で、時々ご文通なさる。


1 【女は】『完訳』は「匂宮の贈答の相手、中の君。男女関係を強調した呼称に注意」と注す。

2 【はかなきさまにもてなしつつ】『集成』は「軽く応じるといったあしらいぶりで」と注す。


第四段　八の宮、姫君たちに訓戒して山に入る

椎本．２．４．１

■　秋深あきふかくなりゆくままに、宮みやは1、いみじうもの心細こころぼそくP9おぼえたまひければ、

◇　秋が深まって行くにつれて、宮は、ひどく何となく心細くお感じになったので、

■　「例れいの、静しづかなる所ところにて2、念仏ねんぶつをも紛まぎれなうせむ」

◇　「いつものように、静かな場所で、念仏を専心に行おう」

■　と思おぼして、君きみたちにもさるべきこと聞きこえたまふ3。

◇　とお思いになって、姫君たちにもしかるべきことを申し上げなさる。


P9 もの心細く--物心（心/+ほ）そく

1 【宮は】八宮。

2 【例の静かなる所にて】阿闍梨のいる山寺。『集成』は「例年のように、もの静かな阿闍梨の山寺で」。『完訳』は「例のごとく静かな山寺で」と訳す。

3 【君たちにもさるべきこと聞こえたまふ】『完訳』は「最期の別れになるかもしれぬという予感から、言葉が遺言めく」と注す。


椎本．２．４．２

■　「世よのこととして1、つひの別わかれを逃のがれぬわざなめれど、思おもひ慰なぐさまむ方かたありてこそ、悲かなしさをも覚さますものなめれ2。

◇　「この世の習いとして、永遠の別れは避けられないもののようだが、気の慰まるようなことがあれば、悲しさも薄らぐもののようです。

■　また見譲みゆづる人**もなく、心細こころぼそげなる御おほむありさまどもを、うち捨すててむがいみじきこと。

◇　また後事を託せる人もなく、心細いご様子の二人を、うち捨てて行くことがまことに辛い。

◆　 
"よ の こと と し て、 つひ の わかれ を のがれ ぬ わざ な' めれ ど、 おもひ なぐさま む かた あり て こそ、 かなしさ を も さます もの な' めれ。 また みゆづる ひと も おなく、 こころぼそげ なる おほむ-ありさま-ども を、 うち-すて て む が いみじき こと。


1 【世のこととして】以下「なむよかるべき」まで、八宮の詞。

2 【思ひ慰まむ方ありてこそ悲しさをも覚ますものなめれ】『集成』は「何か気持の安まるようなことでもあるのでしたら、（死別の）悲しみも薄らぐというものでしょう。後顧の憂いがないなら、自分もいささか心を安んじて死ねるのだが、の意」と注す。


椎本．２．４．３

■　されども、さばかりのことに妨さまたげられて1、長ながき夜よの闇やみにさへ惑まどはむが2益やくなさを。

◇　けれども、その程度のことで妨げられて、無明長夜の闇にまで迷うのは無益なことだ。

■　かつ見みたてまつるほどだに思おもひ捨すつる世よを、去さりなむうしろのこと、知しるべきことにはあらねど3、わが身一みひとつにあらず4、過すぎたまひにし御面伏おほむおもてぶせに5、軽々かるがるしき心こころどもつかひたまふな。

◇　一方でお世話して来た今でさえ執着を断ち切っていたのだから、亡くなった後のことは、知ることはできないものであるが、私一人だけのためでなく、お亡くなりになった母君の面目をもつぶさぬよう、軽率な考えをなさいますな。


1 【さばかりのことに妨げられて】「さばかり」は直前の「見譲る人もなく心細げなる御ありさまどもをうち捨ててむが」という、姫君たちの将来の不安をさす。

2 【長き夜の闇にさへ惑はむが】無明長夜の闇。現世に執着する煩悩のために真の悟りを得ず（極楽浄土に成仏することを得ず）、六道に輪廻することをいう。

3 【去りなむうしろのこと知るべきことにはあらねど】『集成』は「死んでしまったそのあとのことをとやかく思うべきことではありませんが」。『完訳』は「死後のことに口出しすべきでもないのですが」と訳す。「知るべき」の主体は八宮。

4 【わが身一つにあらず】八宮をさす。

5 【過ぎたまひにし御面伏せに】亡き母君の面目。


椎本．２．４．４

■　おぼろけのよすがならで1、人ひとの言ことにうちなびき、この山里やまざとをあくがれたまふな。

◇　しっかりと頼りになる人以外には、相手の言葉に従って、この山里を離れなさるな。

■　ただ、かう人ひとに違たがひたる契ちぎり異ことなる身みと思おぼしなして2、ここに世よを尽つくしてむと思おもひとりたまへ。

◇　ただ、このように世間の人と違った運命の身とお思いになって、ここで一生を終わるのだとお悟りなさい。

■　ひたぶるに思おもひなせば、ことにもあらず過すぎぬる年月としつきなりけり3。

◇　一途にその気になれば、何事もなく過ぎてしまう歳月なのである。

■　まして、女をむなは、さる方かたに絶たえ籠こもりて、いちしるくいとほしげなる、よそのもどきを負おはざらむなむよかるべき」

◇　まして、女性は、女らしくひっそりと閉じ籠もって、ひどくみっともない、世間からの非難を受けないのがよいでしょう」


1 【おぼろけのよすがならで】『完訳』は「軽薄な人との結婚を戒めて、山里での隠棲を勧める」と注す。

2 【ただかう人に違ひたる契り異なる身と思しなして】『集成』は「ただこのように、人とは違った特別の運命（さだめ）の身の上とお考えになって。結婚というようなことは考えるな、の意」と注す。

3 【ひたぶるに思ひなせばことにもあらず過ぎぬる年月なりけり】大島本は「思なせは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひしなせば」と強調の意の副助詞「し」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。八宮の人生経験に基づく説得。現世は仮の世であり、あの世に真実の世がある、という仏教思想がある。


椎本．２．４．５

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　ともかくも身みのならむやうまでは1、思おぼしも流ながされず、ただ、

◇　どうなるかの将来の身の上のありようまでは、お考えも及ばず、ただ、

■　「いかにしてか2、後おくれたてまつりては、世よに片時かたときもながらふべき」

◇　「どのようにして、先立たれ申して後は、この世に片時も生きていられようか」

■　と思おぼすに、かく心細こころぼそきさまの御おほむあらましごとに、言いふ方かたなき御心惑みこころまどひどもになむ3。

◇　とお思いになると、このように心細い状態を前もっておっしゃるので、何とも言いようもないお二方の嘆きである。

■　心こころのうちにこそ思おもひ捨すてたまひつらめど、明あけ暮くれ御おほむかたはらにならはいたまうて、にはかに別わかれたまはむは、つらき心こころならねど、げに恨うらめしかるべき御おほむありさまになむありける。

◇　心の中でこそ執着をお捨てになっていらしたようであるが、明け暮れお側に馴れ親しみなさって、急に別れなさるのは、冷淡な心からではないが、なるほど恨めしいに違いないご様子だったのである。


1 【ともかくも身のならむやうまでは】姫君たちの身の上の将来について。

2 【いかにしてか】以下「ながらふべき」まで、姫君たちの心中。

3 【御心惑ひどもになむ】係助詞「なむ」の下に「ある」などの語句が省略。省略によって強調される。


椎本．２．４．６

■　明日あす、入いりたまはむとての日ひは2、例れいならず、こなたかなた3、たたずみ歩ありきたまひて見みたまふ。

◇　明日、ご入山なさるという日は、いつもと違って、あちらこちらと、邸内を歩きなさって御覧になる。

■　いとものはかなく、かりそめの宿やどりにて過すぐいたまひける御住おほむすまひのありさまを、

◇　たいそう頼りなく、仮の宿としてお過ごしになったお住まいの様子を、

■　「亡なからむのち4、いかにしてかは、若わかき人ひとの絶たえ籠こもりては過すぐいたまはむ」

◇　「亡くなった後、どのようにして、若い姫君たちが絶え籠もってお過ごしになれようか」

■　と、涙なみだぐみつつ念誦ねんずしたまふさま、いときよげなり。

◇　と、涙ぐみながら念誦なさる様子は、たいそう清らかである。


1? 【心のうちこそ思ひ捨てたまひつらめど】『一葉抄』は「双紙のことは也」と指摘。『集成』は「以下、姫君たちの悲しみをもっともとする草子地」と注す。

2 【明日入りたまはむとての日は】明日山寺にお籠もりになろうとする前日は、の意。

3 【こなたかなた】山荘のあちこちの部屋。仏間居間など。

4 【亡からむのち】以下「過ぐいたまはむ」まで、八宮の心中の思い。


椎本．２．４．７

■　おとなびたる人ひとびと召めし出いでて、

◇　年配の女房たちを召し出して、

椎本．２．４．８

■　「うしろやすく仕つかうまつれ1。

◇　「心配のないようにお仕えしなさい。

■　何なにごとも、もとよりかやすく、世よに聞きこえあるまじき際きはの人ひとは2、末すゑの衰おとろへも常つねのことにて、紛まぎれぬべかめり3。

◇　何事も、もともと気がねなく暮らして、世間に噂にならないような身分の人は、子孫の零落することもよくあることで、目立ちもしないようだ。

■　かかる際4きはになりぬれば、人ひとは何なにと思おもはざらめど、口惜くちをしうてさすらへむ、契ちぎりかたじけなく、いとほしきこと5なむ、多おほかるべき。

◇　このような身分になると、世間の人は何とも思わないだろうが、みじめな有様で流浪するのは、至尊の血筋に生まれた宿縁に対して不面目で、心苦しいことが、多いだろう。

■　もの寂さびしく心細こころぼそき世よを経ふるは、例れいのことなり。

◇　物寂しく心細い世の中を送ることは、世の常である。


1 【うしろやすく仕うまつれ】以下「もてなしきこゆな」まで、八宮の女房たちに対する詞、訓戒。

2 【かやすく世に聞こえあるまじき際の人は】とかく評判にされがちな宮家のような家柄でない人は。

3 【紛れぬべかめり】「ぬ」完了の助動詞、「べかめり」連語、推量の助動詞。話者八宮の主観的推量。

4 【かかる際】宮家の家柄。

5 【人は何と思はざらめど口惜しうてさすらへむ契りかたじけなくいとほしきこと】八宮には、世間の噂や評判よりも皇族として無念であり姫君たちがいとおしい、という思いが強い。


椎本．２．４．９

■　生むまれたる家いへのほど、おきてのままにもてなしたらむなむ、聞きき耳みみにも、わが心地ここちにも、過あやまちなくはおぼゆべき。

◇　生まれた家の格式、しきたり通りに身を処するというのが、人聞きにも、自分の気持ちとしても、間違いのないように思われるだろう。

■　にぎははしく人数ひとかずめかむと1思おもふとも、その心こころにもかなふまじき世よとならば、ゆめゆめ軽々かろがろしく、よからぬ方かたにもてなしきこゆな2」

◇　贅沢な人並みの生活をしようと望んでも、その思う通りにならない時勢であったら、決して決して軽々しく、良くない男をお取り持ち申すな」


1 【にぎははしく人数めかむと】『完訳』は「豊かで世間並に暮そうとしても。零落しても皇族の誇りを失いたくないとして、「よからぬ」（普通の身分の）男を姫君の夫として迎えるなと、女房たちを戒める」と注す。

2 【よからぬ方にもてなしきこゆな】『集成』は「身分を汚すようなお取り持ちをしてはならぬ」と注す。


椎本．２．４．１０

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

椎本．２．４．１１

■　まだ暁あかつきに出いでたまふとても、こなたに渡わたりたまひて1、

◇　まだ夜の明けないうちにお出になろうとして、こちらにお渡りになって、


1 【こなたに渡りたまひて】女房の部屋から姫君たちの部屋に。


椎本．２．４．１２

■　「無なからむほど1、心細こころぼそくな思おぼしわびそ。

◇　「留守の間、心細くお嘆きなさるな。

■　心こころばかりはやりて2遊あそびなどはしたまへ。

◇　気持ちだけは明るく持って音楽の遊びなどはなさい。

■　何なにごとも思おもふにえかなふまじき世よを。

◇　何事も思うに適わない世の中だ。

■　思おぼし入いられそ3」

◇　深刻に思い詰めなさるな」


1 【無からむほど】以下「思し入られそ」まで、八宮の姫君たちへの詞。「無からむほど」は留守中の意だが、暗に死後のこと（「亡からむのち」）も含めて言っている響きがある。

2 【心ばかりはやりて】気持ちだけは明るく持って。

3 【思し入られそ】大島本は「おほしいられそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なおぼし入れそ」と「な」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


椎本．２．４．１３

■　など、返かへり見みがちにて出いでたまひぬ1。

◇　などと、振り返りながらお出になった。

■　二所ふたところ、いとど心細こころぼそくもの思おもひ続つづけられて、起おき臥ふしうち語かたらひつつ、

◇　お二方は、ますます心細く物思いに閉ざされて、寝ても起きても語り合いながら、


1 【返り見がちにて出でたまひぬ】後髪引かれる思い。姫君たちへの執着心を語る。


椎本．２．４．１４

■　「一人一人ひとりひとりなからましかば1、いかで明あかし暮くらさまし」

◇　「どちらか一方がいなくなったら、どのようにして暮らしていけましょうか」


1 【一人一人なからましかば】以下「別るるやうもあらば」まで、姫君たちの詞。『河海抄』は「思ふどちひとりひとりが恋ひしなば誰によそへて藤衣着む」（古今集恋三、六五四、読人しらず）を指摘。


椎本．２．４．１５

■　「今いま、行ゆく末すゑも定さだめなき世よにて、もし別わかるるやうもあらば」

◇　「今は、将来もはっきりしないこの世で、もし別れるようなことがあったら」

椎本．２．４．１６

■　など、泣なきみ笑わらひみ、戯たはぶれごともまめごとも、同おなじ心こころに慰なぐさめ交かはして過すぐしたまふ。

◇　などと、泣いたり笑ったりしながら、冗談も真実も、同じ気持ちで慰め合いながらお過ごしになる。

第五段　八月二十日、八の宮、山寺で死去

椎本．２．５．１

■　かの行おこなひたまふ三昧さむまい、今日果けふはてぬらむ1と、いつしかと待まちきこえたまふ夕暮ゆふぐれに、人参ひとまゐりて2、

◇　あの勤行なさる念仏三昧は、今日終わることだろうと、今か今かとお待ち申し上げていらっしゃる夕暮に、使者が参って、


1 【かの行ひたまふ三昧今日果てぬらむ】姫君たちの心中の思い。

2 【人参りて】山から八宮の使者が参上して。


椎本．２．５．２

■　「今朝けさより、悩なやましくて1なむ、え参まゐらぬ。

◇　「今朝から、気分が悪くなって、参ることができない。

■　風邪かぜかとて、とかくつくろふとものするほどになむ。

◇　風邪かと思って、あれこれと手当てしているところです。

■　さるは、例れいよりも対面心たいめんこころもとなきを2」

◇　それにしても、いつもよりお目にかかりたいのだが」


1 【今朝より悩ましくて】以下「心もとなきを」まで、使者の詞。

2 【さるは例よりも対面心もとなきを】『完訳』は「八の宮の死別を感取する気持」と注す。「を」接続助詞、逆接の意、無念の余情。また間投助詞、詠嘆の気持ちも響く。


椎本．２．５．３

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさっていた。

■　胸むねつぶれて、いかなるにかと思おぼし嘆なげき、御衣おほむぞども綿厚わたあつくて、急いそぎせさせたまひて、たてまつれなどしたまふ。

◇　胸がどきりとして、どのようなことでかとお嘆きになり、御法衣類に綿を厚くして、急いで準備させなさって、お届け申し上げなさる。

■　二に、三日1怠さむにちおこたりP10たまはず2。

◇　二、三日良くおなりにならない。

■　「いかに、いかに」

◇　「どのようですか、どのようですか」

■　と、人ひとたてまつりたまへど、

◇　と、使者を差し向けなさるが、


P10 怠り--おこ（こ/+た）り

1 【二三日】大島本は「二三日」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「二三日は」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【怠りたまはず】大島本は「おこ（こ＋た）り給ハす」とある。すなわち「た」を補入する。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「下りたまはず」と整定する。『新大系』は底本の補訂に従う。


椎本．２．５．４

■　「ことにおどろおどろしくはあらず1。

◇　「特にひどく悪いというのではない。

■　そこはかとなく苦くるしうなむ。

◇　どことなく苦しいのです。

■　すこしもよろしくならば、今いま、念ねんじて2」

◇　もう少し良くなっら、じきに、我慢してでも帰ろう」


1 【ことにおどろおどろしくはあらず】以下「今念じて」まで、八宮の詞。使者に言わせる。

2 【今念じて】『集成』は「近いうちに、無理をしてでも（帰りましょう）。「念ず」は、我慢する」。『完訳』は「すぐにでも、がまんしてでも。希望的観測による言葉」「じきに、我慢してでも下山しよう」と注す。


椎本．２．５．５

■　など、言葉ことばにて聞きこえたまふ1。

◇　などと、口上で申し上げなさる。

■　阿闍梨あざりつとさぶらひて仕つかうまつりける2。

◇　阿闍梨がぴったりと付き添ってお世話申し上げているのであった。


1 【言葉にて聞こえたまふ】『集成』は「使者の口上で。筆を執る力もないのであろう」と注す。

2 【仕うまつりける】大島本は「つかうまつりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「仕うまつりけり」と終止形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。


椎本．２．５．６

■　「はかなき御悩おほむなやみと見みゆれど1、限かぎりのたびにもおはしますらむ2。

◇　「ちょっとしたご病気と見えるが、最期でいらっしゃるかも知れない。

■　君きみたちの御おほむこと、何なにか思おぼし嘆なげくべき3。

◇　姫君たちのご将来の事は、何のお嘆きになることがありましょうか。

■　人ひとは皆みな、御宿世おほむすくせといふもの異々ことごとなれば、御心みこころにかかるべきにもおはしまさず4」

◇　人は皆、それぞれ運命というものは別々なので、ご心配なさっても何にもなりません」


1 【はかなき御悩みと見ゆれど】以下「おはしまさす」まで、阿闍梨の詞。

2 【限りのたびにもおはしますらむ】これが最期となるかもしれない。

3 【君たちの御こと何か思し嘆くべき】反語表現。『集成』は「八の宮の妄執をさまそうとする仏者としての配慮」と注す。

4 【人は皆御宿世といふもの異々なれば御心にかかるべきにもおはしまさず】『完訳』は「宿世は各人別々なので、あなたの意のままにならぬ、の意」と注す。


椎本．２．５．７

■　と、いよいよ思おぼし離はなるべきことを聞きこえ知しらせつつ、

◇　と、ますます出離なさらねばならないことを申し上げ知らせながら、

■　「今いまさらにな出いでたまひそ1」

◇　「いまさら下山なさいますな」

■　と、諌いさめ申もうすなりけり。

◇　と、ご忠告申し上げるのであった。


1 【今さらにな出でたまひそ】阿闍梨の詞。『集成』は「もうこの期に及んでは山をお下りになりませぬように。心静かに臨終を迎えさせたいという配慮」と注す。


椎本．２．５．８

■　八月二十日はちぐわちはつかのほどなりけり1。

◇　八月二十日のころであった。

■　おほかたの空そらのけしきもいとどしきころ、君きみたちは、朝夕あさゆふ、霧きりの晴はるる間まもなく、思おぼし嘆なげきつつ眺ながめたまふ2。

◇　ただでさえ空の様子のひときわ物悲しいころ、姫君たちは、朝夕の、霧の晴間もなく、お嘆きになりながら物思いに沈んでいらっしゃる。

■　有明ありあけの月つきのいとはなやかにさし出いでて、水みづの面おもてもさやかに澄すみたるを3、そなたの蔀上しとみあげさせて4、見出みいだしたまへるに、鐘かねの声こゑかすかに響ひびきて、

◇　有明の月がたいそう明るく差し出して、川の表面もはっきりと澄んでいるのを、そちらの蔀を上げさせて、お覗きになっていらっしゃると、鐘の音がかすかに響いて来て、

■　「明あけぬなり」

◇　「夜が明けたようだ」

■　と5聞きこゆるほどに、人ひとびと来きて、

◇　と申し上げるころに、人びとが来て、


1 【八月二十日のほどなりけり】八の宮逝去の月日。

2 【朝夕霧の晴るる間もなく思し嘆きつつ眺めたまふ】『紫明抄』は「雁の来る峰の朝霧晴れずのみ思ひつきせぬ世の中の憂さ」（古今集雑下、九三五、読人しらず）を指摘。

3 【有明の月のいとはなやかにさし出でて水の面もさやかに澄みたるを】二十日ころの月。秋の夜更けの清澄な感じ。

4 【そなたの蔀上げさせて】邸の、山寺の方の蔀を上げさせて。

5 【鐘の声かすかに響きて明けぬなりと】山寺の夜明けを知らせる鐘の音。八宮成仏の時と重なる。「なり」伝聞推定の助動詞。


椎本．２．５．９

■　「この夜中よなかばかりになむ、亡うせたまひぬる1」

◇　「この夜半頃に、お亡くなりになりました」


1 【この夜中ばかりになむ亡せたまひぬる】使者の詞。八宮の逝去を告げる。


椎本．２．５．１０

■　と泣なく泣なく申まうす。

◇　と泣く泣く申し上げる。

■　心こころにかけて、いかにとは1絶たえず思おもひきこえたまへれど、うち聞ききたまふには、あさましくものおぼえぬ心地ここちして、いとどかかることには2、涙なみだもいづちか去いにけむ、ただうつぶし臥ふしたまへり。

◇　心に懸けて、どうしていられるかと絶えずご心配申し上げていらっしゃったが、突然お聞きになって、驚いて真暗な気持ちになって、ますますこのようなことには、涙もどこに行っておしまいになったのであろうか、ただうつ伏していらっしゃった。


1 【心にかけていかにとは】以下、報せを受けた姫君たちの心中を語る。

2 【いとどかかることには】父の死。


椎本．２．５．１１

■　いみじき目めも、見みる目めの前まへにて2おぼつかなからぬこそ、常つねのことなれ3、おぼつかなさ添そひて、思おぼし嘆なげくこと、ことわりなり。

◇　悲しい死別といっても、目の当たりに立ち会ってはっきり見届けるのが、世の常のことであるが、どのような最期であったのかの心残りも添わって、お嘆きになることは、もっともなことである。

■　しばしにても、後おくれたてまつりて、世よにあるべきものと思おぼしならはぬ御心地みここちどもにて、いかでかは後おくれじと泣なき沈しづみたまへど、限かぎりある道みちなりければ4、何なにのかひなし。

◇　片時の間でも、先立たれ申しては、この世に生きていられようとは考えていらっしゃらなかったお二方なので、是非とも後を追いたいと泣き沈んでいらっしゃるが、寿命の定まった運命のある死出の旅路だったので、何の効もない。


1? 【涙もいづちにか去にけむ】語り手の感情移入をこめた挿入句。

2 【いみじき目も見る目の前にて】以下、『湖月抄』は「姫君達の心を草子地にいへり」と指摘。語り手の姫君たちの心情への同情の気持ち。

3 【こそ常のことなれ】係結び、逆接用法。

4 【限りある道なりければ】『集成』は「寿命には運命（さだめ）のある死出の道なので、願いの叶えられるはずもない」と注す。


第六段　阿闍梨による法事と薫の弔問

椎本．２．６．１

■　阿闍梨あざり、年としごろ契ちぎりおきたまひける1ままに、後のちの御おほむこともよろづに仕つかうまつる。

◇　阿闍梨は、長年お約束なさっていたことに従って、後のご法事も万事にお世話致す。


1 【契りおきたまひける】主語は八宮。


椎本．２．６．２

■　「亡なき人ひとになりたまへらむ1御おほむさま容貌かたちをだに、今一度見いまひとたびみたてまつらむ」

◇　「亡き人におなりになってしまわれたというお姿ご様子だけでも、もう一度拝見したい」


1 【亡き人になりたまへらむ】以下「見たてまつらむ」まで、姫君の詞。「たまへ」尊敬の補助動詞、已然形。「ら」完了の助動詞、未然形、存続の意。「む」推量の助動詞。


椎本．２．６．３

■　と思おぼしのたまへど、

◇　とお考えになりおっしゃるが、

椎本．２．６．４

■　「今いまさらに1、なでふさることかはべるべき。

◇　「いまさら、どうしてそのような必要がございましょうか。

■　日ひごろも、また会あひたまふまじきことを聞きこえ知しらせつれば2、今いまはまして3、かたみに御心みこころとどめたまふまじき4御心遣みこころづかひを、ならひたまふべきなり」

◇　この日頃も、お会いしてはならないとお諭し申し上げていたので、今はそれ以上に、お互いにご執心なさってはいけないとのお心構えを、お知りになるべきです」


1 【今さらに】以下「ならひたまふべきなり」まで、阿闍梨の詞。

2 【日ごろもまた会ひたまふまじきことを聞こえ知らせつれば】大島本は「又あひ給ましき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「またあひ見たまふまじき」と「見」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。八宮の山籠もりの間、阿闍梨が八宮に諭して言った。

3 【今はまして】死者への妄執は成仏の妨げとなる。『完訳』は「臨終の際の執心が往生の妨げと考えられた」と注す。

4 【かたみに御心とどめたまふまじき】『集成』は「互いに親子のご愛執をお持ちにはならないようにとの」と訳す。


椎本．２．６．５

■　とのみ聞きこゆ。

◇　とだけ申し上げる。

■　おはしましける御おほむありさまを1聞ききたまふにも、阿闍梨あざりのあまりさかしき聖心ひじりごころを、憎にくくつらしとなむ思おぼしける2。

◇　山籠もりしていらっしゃった時のご様子をお聞きになるにつけても、阿闍梨のあまりに悟り澄ました聖心を、憎く辛いとお思いになるのであった。


1 【おはしましける御ありさまを】八宮が山寺に籠もっていた間の様子。

2 【阿闍梨のあまりさかしき聖心を憎くつらしとなむ思しける】『完訳』は「俗事を顧みない仏道一筋の冷静な心。俗人には非情とも見える」と注す。物語作者の立場も姫君方に同情的で、こうした仏教者に対しては批判的か。


椎本．２．６．６

■　入道にふだうの御本意おほむほいは1、昔むかしより深ふかくおはせしかどP11、かう見譲みゆづる人ひとなき御おほむことどもの見捨みすてがたきを2、生いける限かぎりは明あけ暮くれえ避さらず見みたてまつるを、よに心細こころぼそき世よの慰なぐさめにも、思おぼし離はなれがたくて過すぐいたまへるを3、限かぎりある道みちには、先さきだちたまふも慕したひたまふ御心みこころも4、かなはぬわざなりけり。

◇　出家のご本願は、昔から深くいらっしゃったが、このように見譲る人もない姫君たちのご将来の見捨てがたいことを、生きている間は明け暮れ離れずに面倒を見て上げるのを、本当に侘しい暮らしの慰めとも、お思いになって離れがたく過ごしていらしたのだが、限りある運命の道には、先立ちなさる心配も後を慕いなさるお心も、思うにまかせないことであった。


P11 おはせしかど--おは（は/+せ）しかと

1 【入道の御本意は】八宮の出家の素志。

2 【御ことどもの見捨てがたきを】格助詞「の」同格。「--見捨てがたきを」と「--見たてまつるを」は並列の構文。

3 【過ぐいたまへるを】「を」接続助詞、逆接の意。

4 【先だちたまふも慕ひたまふ御心も】『集成』は「お先立ちになるご心配もおあとを追いたいお気持も」。『完訳』は「先立たれる宮のお気持も、あとに残って恋い慕う姫君たちのお気持も」と訳す。


椎本．２．６．７

■　中納言殿ちうなごんどのには、聞ききたまひて1、いとあへなく口惜くちをしく、今一度いまひとたび、心こころのどかにて2聞きこゆべかりけること多おほう残のこりたる心地ここちして、おほかた世よのありさま思おもひ続つづけられて、いみじう泣ないたまふ。

◇　中納言殿におかれては、お耳になさって、まことにあっけなく残念に、もう一度、ゆっくりとお話申し上げたいことがたくさん残っている気がして、人の世の無常が思い続けられて、ひどくお泣きになる。

■　「またあひ見みるP12こと難かたくや4」

◇　「再びお目にかかることは難しいだろうか」

■　などのたまひしを、なほ常つねの御心みこころにも、朝夕あさゆふの隔へだて知しらぬS11世よのはかなさを5、人ひとよりけに思おもひたまへりしかば、耳馴みみなれて、昨日今日きのふけふと思おもはざりけるS12を6、かへすがへす飽あかず悲かなしく思おぼさる。

◇　などとおっしゃっていたが、やはりいつものお心にも、朝夕の隔ても当てにならない世のはかなさを、誰よりも殊にお感じになっていたので、耳馴れて、昨日今日とは思わなかったが、繰り返し繰り返し諦め切れず悲しくお思いなさる。


P12 あひ見る--あひ見ん（ん/＄る）

S11 朝有紅顔誇世路　暮為白骨朽郊原（和漢朗詠集下-七九四　藤原義孝）

S12 つひに行く道とはかねて聞きしかど昨日今日とは思はざりけり（古今集哀傷-八六一　在原業平）

1 【中納言殿には聞きたまひて】薫、八宮の訃報を聞く。

2 【今一度心のどかにて】薫は七月下旬に行われる相撲の節会が過ぎたら宇治に行きたいと八宮に言っていた。

3? 【おほかたの世のありさま思ひ続けられて】世の無常観。

4 【またあひ見ること難くや】八宮が生前に言った詞。

5 【朝夕の隔て知らぬ世のはかなさを】『集成』は「朝に紅顔有つて世路に誇れども、暮には白骨と為つて郊原に朽ちぬ」（和漢朗詠集、無常、藤原義孝）を指摘。

6 【昨日今日と思はざりけるを】『源氏釈』は「つひに行く道とはかねて聞きしかど昨日今日とは思はざりしを」（古今集哀傷、八六一、在原業平）を指摘。


椎本．２．６．８

■　阿闍梨あじゃりのもとにも、君きみたちの御弔おほむとぶらひも、こまやかに聞きこえたまふ。

◇　阿闍梨のもとにも、姫君たちのご弔問も、心をこめて差し上げなさる。

■　かかる御弔おほむとぶらひなど1、また訪おとづれきこゆるP13人ひとだになき御おほむありさまなるは、ものおぼえぬ御心地みここちどもにも2、年としごろの御心みこころばへのあはれなめりしなどをも3、思おもひ知しりたまふ。

◇　このようなご弔問など、また他に誰も訪れる人さえいないご様子なのは、悲しみにくれている姫君たちにも、年来のご厚誼のありがたかったことをお分かりになる。


P13 きこゆる--きこゆ（ゆ/+る〈朱〉）

1 【かかる御弔らひなど】故八宮への弔問客。

2 【ものおぼえぬ御心地どもにも】大君と中君。

3 【年ごろの御心ばへのあはれなめりしなどをも】薫は故八宮の法の友として三年間の交誼がある。「なめりし」は姫君の目を通しての叙述。


椎本．２．６．９

■　「世よの常つねのほどの別わかれだに1、さしあたりては、またたぐひなきやうにのみ、皆人みなひとの思おもひ惑まどふものなめるを、慰なぐさむかたなげなる御身おほむみどもにて、いかやうなる心地ここちどもしたまふらむ」

◇　「世間普通の死別でさえ、その当座は、比類なく悲しいようにばかり、誰でも悲しみにくれるようなのに、まして気を慰めようもないお身の上では、どのようにお悲しみになっていられるだろう」

■　と思おぼしやりつつ、後のちの御おほむわざなど、あるべきことども、推おし量はかりて、阿闍梨あじゃりにも訪とぶらひたまふ2。

◇　と想像なさりながら、後のご法事など、しなければならないことを想像して、阿闍梨にも挨拶なさる。

■　ここにも、老おい人びとどもにことよせて、御誦経みずきゃうなどのことも思おもひやりたまふ3。

◇　こちらにも、老女たちにかこつけて、御誦経などのことをご配慮なさる。


1 【世の常のほどの別れだに】以下「心地どもしたまふらむ」まで、薫の心中。姫君たちの思いを想像。

2 【阿闍梨にも訪らひたまふ】『完訳』は「法事のための費用などを贈る」と注す。

3 【思ひやりたまふ】大島本は「思やり給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひやりきこえたまふ」と「きこえ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第三章　宇治の姉妹の物語　晩秋の傷心の姫君たち

第一段　九月、忌中の姫君たち

椎本．３．１．１

■　明あけぬ夜よの心地ここちS13ながら、九月くぐわちにもなりぬ1。

◇　夜の明けない心地のまま、九月になった。

■　野山のやまのけしき、まして袖そでの時雨しぐれをもよほしがちに2、ともすればあらそひ落おつる木この葉はの音おとも、水みづの響ひびきも、涙なみだの滝たきもS14、一ひとつもののやうに暮くれ惑まどひて3、

◇　野山の様子、まして時雨が涙を誘いがちで、ややもすれば先を争って落ちる木の葉の音も、水の響きも、涙の滝も、一緒のように分からなくなって、

■　「かうては、いかでか4、限かぎりあらむ御命おほむいのちも、しばしめぐらいたまはむ」

◇　「こうしていては、どうして、定めのあるご寿命も、しばらくの間もお保ちになれようか」

■　と、さぶらふ人ひとびとは、心細こころぼそく、いみじく慰なぐさめきこえつつ5。

◇　と、お仕えする女房たちは、心細く、ひどくお慰め申し上げ、お慰め申し上げしつつ。


S13 明けぬ夜ながら心地ながらにやみにしをあさくらと言ひし声は聞ききや（後拾遺集雑四-一〇八一　読人しらず）

S14 我が世をば今日か明日かと待つかひの涙の滝といづれ高けむ（新古今集雑中-一六五一　在原行平）

1 【明けぬ夜の心地ながら九月にもなりぬ】『河海抄』は「明けぬ夜の心地ながらにやみにしを朝倉といひし声は聞ききや」（後拾遺集雑四、一〇八二、読人しらず）。『休聞抄』は「人知れぬねやは絶えするほととぎすただ明けぬ夜の心地のみして」（清正集）を指摘。『集成』は「いつまでも明けない夜の中をさまようなような悲しみのうちに。歌の表現を借りたものであろう」。『完訳』は「深い悲しみを無明長夜の闇をさまよう気持とする」と注す。

2 【袖の時雨をもよほしがちに】「袖の時雨」歌語的表現。『集成』は「姫君たちの涙をそそりがちで。折しも時雨（晩秋、初冬の景物）の候なので修飾的にいう」と注す。

3 【涙の滝も一つもののやうに暮れ惑ひて】『河海抄』は「我が世をば今日か明日かに待つかひの涙の滝といづれ高けむ」（伊勢物語、八十七段）を指摘。

4 【かうてはいかでか】以下「めぐらひたまはむ」まで、女房たちの思い。

5 【慰めきこえつつ】大島本は「なくさめきこえつゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「慰めきこえつつ思ひまどふ」と「思ひまどふ」を補訂する。『新大系』は底本のままとし、読点で下文に続ける。


椎本．３．１．２

■　ここにも1念仏ねんぶつの僧そうさぶらひて、おはしましし方かたは2、仏ほとけを形見かたみに見みたてまつりつつ、時々参ときどきまゐり仕つかうまつりし人ひとびとの、御忌おほむいみに籠こもりたる限かぎりは、あはれに行おこなひて過すぐす。

◇　こちらにも念仏の僧が伺候して、故宮のいらした部屋は、仏像を形見と拝し上げながら、時々参上してお仕えしていた者たちで、御忌に籠もっている人びとは皆、しみじみと勤行して過ごす。


1 【ここにも】山荘。山寺に対していう。

2 【おはしましし方は】生前に八宮がいらっしゃった部屋。


椎本．３．１．３

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやよりも1、たびたび弔とぶらひきこえたまふ。

◇　兵部卿宮からも、度々ご弔問申し上げなさる。

■　さやうの御返おほむかへりなど、聞きこえむ心地ここちもしたまはず。

◇　そのようなお返事など、差し上げる気もなさらない。

■　おぼつかなければ、

◇　何の返事もないので、

■　「中納言ちうなごんには2かうもあらざなるを、我われをばなほ思***ひ放はなちたまへるなめり」

◇　「中納言にはこうではないだろうに、自分をやはり疎んじていらっしゃるらしい」

■　と、恨うらめしく思おぼす。

◇　と、恨めしくお思いになる。

■　紅葉もみぢの盛さかりに、文ふみなど作つくらせたまはむとて3、出いで立たちたまひしP14を、かく、このわたりの御逍遥おほむせうえう、便びんなきころなれば、思おぼしとまりて口惜くちをしくなむ。

◇　紅葉の盛りに、詩文などを作らせなさろうとして、お出かけになるご予定だったが、こうしたことになって、この近辺のご逍遥は、不都合な折なのでご中止なさって、残念に思っていらっしゃる。

◆　 
ひゃうぶきゃう-の-みや より も、 たびたび とぶらひ きこえ たまふ。 さやう の おほむ かへり など、 きこえ む ここち も し たまは ず。 おぼつかなけれ ば、 "ちうなごん に は かう も あら ざ' なる を、 われ を ば なほ はなち たまへ る な' めり。" と、 うらめしく おぼす。 もみぢ の さかり に、 ふみ など つくら せ たまは む とて、 いでたち たまひ し を、 かく、 この わたり の おほむ-せうえう、 びんなき ころ なれ ば、 おぼし とまり て くちをしく なむ。


P14 出で立ちたまひし--いてたち（ち/+給）し

1 【兵部卿宮よりも】匂宮。中君と手紙の贈答をしている。

2 【中納言には】以下「思ひ放ちたまへるなめり」まで、匂宮の心中の思い。

3 【紅葉の盛りに文など作らせたまはむとて】前に「兵部卿宮もこの秋のほどに紅葉見におはしまさむと」（第二章三節）とあった。「文」は漢詩文をさす。「せ」使役の助動詞。文人官人たちを引き連れて行き、彼等に作らせるという趣向であろう。


第二段　匂宮からの弔問の手紙

椎本．３．２．１

■　御忌おほむいみも果はてぬ1。

◇　御忌中も終わった。

■　限かぎりあれば、涙なみだも隙ひまもやと思おぼしやりて2、いと多おほく書かき続つづけたまへり。

◇　限りがあるので、涙も絶え間があろうかとお思いやりになって、とてもたくさんお書き綴りなさった。

■　時雨しぐれがちなる夕ゆふつ方かた、

◇　時雨がちの夕方、


1 【御忌も果てぬ】『集成』は「八の宮が亡くなったのは八月二十日だから、忌の三十日を過ぎて九月二十日過ぎの頃」。『完訳』は「三十日の忌を過ぎた九月二十日過ぎか。四十九日の忌とすれば十月初冬で、時期が合わない」と注す。

2 【思しやりて】主語は匂宮。


椎本．３．２．２

■　「牡鹿鳴をじかなく秋あきの山里やまざといかならむ

小萩こはぎが露つゆのかかる夕暮1ゆふぐれ

◇　「牡鹿の鳴く秋の山里はいかがお暮らしでしょうか

小萩に露のかかる夕暮時は


1 【牡鹿鳴く秋の山里いかならむ小萩が露のかかる夕暮】匂宮から中君への贈歌。「小萩」は姫君を準え、「露」は涙を象徴。「かかる」は「露が懸かる」と「かかる夕暮」という掛詞表現。


椎本．３．２．３

■　ただ今いまの空そらのけしき1、思おぼし知しらぬ顔かほならむも、あまり心こころづきなくこそあるべけれ。

◇　ちょうど今の空の様子、ご存知ないふりをなさるのでしたら、あまりにひどいことでございます。

■　枯かれゆく野辺のべS15も、分わきて眺ながめらるるころになむ2」

◇　枯れて行く野辺も、特別のものとして眺められるころでございます」


S15 鹿の棲む尾の上の萩の下葉より枯れ行く野辺もあはれとぞ見る（新千載集秋下-五二六　具平親王）

1 【ただ今の空のけしき】大島本は「空のけしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「空のけしきを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「眺めらるるころになむ」まで、歌に添えた手紙文。

2 【枯れゆく野辺も分きて眺めらるるころになむ】『全書』は「鹿の棲む尾上の萩の下葉より枯れ行く野辺も哀れとぞ見る」（新千載集秋下、五二六、具平親王）を指摘。


椎本．３．２．４

■　などあり。

◇　などとある。

椎本．３．２．５

■　「げに、いとあまり1思おもひ知しらぬやうにて、たびたびになりぬるを2、なほ、聞きこえたまへ」

◇　「おしっしゃるとおり、とても情け知らずの有様で、何度にもなってしまいましたから、やはり、差し上げなさい」


1 【げにいとあまり】以下「聞こえたまへ」まで、大君の詞。中君に返事を書くように勧める。

2 【たびたびになりぬるを】返事を怠ることが度重なった意。


椎本．３．２．６

■　など、中なかの宮みやを1、例れいの、そそのかして、書かかせたてまつりたまふ。

◇　などと、中の宮を、いつものように、催促してお書かせ申し上げなさる。


1 【中の宮を】中君のこと。『集成』は「この呼称はここが初出で、これ以後、この人は「中の宮」と呼ばれる」。『新大系』は「「中の宮」は、中君の、親王の娘であることを強調した呼称。八宮死去後のここが初出。これ以後、大君を「姫宮」と呼ぶのと応じあっている」と注す。当時、親王の娘「女王」を「宮」と呼称することもあった。


椎本．３．２．７

■　「今日けふまでながらへて1、硯すずりなど近ちかくひき寄よせて見みるべきものとやは思おもひし。

◇　「今日まで生き永らえて、硯などを身近に引き寄せて使おうなどと思ったろうか。

■　心憂こころうくも過すぎにける日数ひかずかな」

◇　情けなくも過ぎてしまった日数だわ」

■　と思おぼすに、またかきくもり、もの見みえぬ心地ここちしたまへば、押おしやりて、

◇　とお思いになると、また涙に曇り、何も見えない気がなさるので、硯を押しやって、


1 【今日までながらへて】以下「日数かな」まで、中君の心中。


椎本．３．２．８

■　「なほ、えこそ1書かきはべるまじけれ。

◇　「やはり、書くことはできませんわ。

■　やうやうかう起おきゐられなどしはべるが、げに、限かぎりありけるにこそと2おぼゆるも、疎うとましう心憂こころうくて」

◇　だんだんこのように起きてはいられますが、なるほど、限りがあるのだわと思われますのも、疎ましく情けなくて」


1 【なほえこそ】以下「心憂くて」まで、中君の詞。

2 【げに限りありけるにこそと】『完訳』は「以下、日数の経過が悲嘆を薄めるのを自覚し、父娘の情にも限界があるのかと、我ながら思う」と注す。


椎本．３．２．９

■　と、らうたげなるさまに泣なきしをれておはするも1、いと心苦こころぐるし。

◇　と、可憐な様子で泣きしおれていらっしゃるのも、まことにいたいたしい。


1 【らうたげなるさまに泣きしをれておはするも】『集成』は「可憐な様子で泣き沈んでいらっしゃるのも」。『完訳』は「いかにも、痛々しく泣きくずれていらっしゃるのも」と訳す。


椎本．３．２．１０

■　夕暮ゆふぐれのほどより来きける御使おほむつかひ、宵よひすこし過すぎてぞ来きたる。

◇　夕暮のころに出立したお使いが、宵が少し過ぎたころに着いた。

■　「いかでか、帰かへり参まゐらむ。

◇　「どうして、帰参することができましょう。

■　今宵こよひは旅寝たびねして1」

◇　今夜は泊まって行くように」

■　と言いはせたまへど2、

◇　と言わせなさるが、

■　「立たち帰かへりこそ、参まゐりなめ3」

◇　「すぐ引き返して、帰参します」

■　と急いそげば、いとほしうて、我われさかしう思おもひしづめたまふにはあらねど、見みわづらひたまひて、

◇　と急ぐので、お気の毒で、自分は冷静に落ち着いていらっしゃるのではないが、見るに見かねなさって、


1 【いかでか帰り参らむ今宵は旅寝して】大君の詞。反語表現。

2 【言はせたまへど】「せ」使役の助動詞。大君が女房をして言わせる。

3 【立ち帰りこそ参りなめ】使者の詞。


椎本．３．２．１１

■　「涙なみだのみ霧きりふたがれる山里やまざとは

籬まがきに鹿しかぞ諸声もろごゑに鳴なく」

◇　「涙ばかりで霧に塞がっている山里は

籬に鹿が声を揃えて鳴いております」

椎本．３．２．１２

■　黒くろき紙かみに2、夜よるの墨すみつきもたどたどしければ、ひきつくろふところもなく、筆ふでにまかせて、おし包つつみて出いだしたまひつ。

◇　黒い紙に、夜のため墨つきもはっきりしないので、体裁を整えることもなく、筆に任せて書いて、そのまま包んでお渡しになった。


1? 【涙のみ霧ふたがれる山里は籬に鹿ぞ諸声に鳴く】大君の代作歌。「山里」をそのまま、「牡鹿」を「鹿」と替えて返す。「鹿」を自分たちに譬え、「鳴く」は「泣く」を響かす。

2 【黒き紙に】服喪中なので黒色を用いた。


第三段　匂宮の使者、帰邸

椎本．３．３．１

■　御使おほむつかひは、木幡こはたの山やまのほどS16も、雨あめもよにいと恐おそろしげなれど、さやうの1もの懼おぢすまじきをや選えり出いでたまひけむ、むつかしげなる笹ささの隈くまを、駒こまひきとどむるS17ほどもなくうち早はやめて2、片時かたときに参まゐり着つきぬ。

◇　お使いは、木幡の山の辺りも、雨降りでとても恐ろしそうだが、そのような物怖じしないような者をお選びになったのであろうか、気味悪そうな笹の蔭を、馬を止める間もなく早めて、わずかの時間に参り着いた。

■　御前おまへにても、いたく濡ぬれて参まゐりたれば、禄賜ろくたまふ。

◇　宮の御前においても、ひどく濡れて参ったので、禄を賜る。


S16 山科の木幡の里に馬はあれど徒歩よりぞ来る君を思へば（拾遺集雑恋-一二四三　柿本人麿）

S17 笹の隈桧の隈川に駒止めてしばし水かへ影をだに見む（古今集神遊び-一〇八〇　ひるめのうた）

1 【さやうの】以下「選り出でたまひけむ」まで、挿入句。過去推量の助動詞「けむ」は語り手の推量。

2 【笹の隈を駒ひきとどむるほどもなくうち早めて】『源氏釈』は「笹の隈桧の隈川に駒とめてしばし水かへ影をだに見む」（古今集、大歌所御歌、一〇八〇、神遊びの歌）を指摘。『弄花抄』は「山科の木幡の里に馬はあれど徒歩よりぞ来る君を思へば」（拾遺集雑恋、一二四三、読人しらず）を指摘。


椎本．３．３．２

■　さきざき御覧ごらんぜしにはあらぬ手ての1、今いますこしおとなびまさりて、よしづきたる書かきざまなどを、

◇　以前に見たのとは違った筆跡で、もう少し大人びていて、風情ある書き方などを、

■　「いづれか、いづれならむ」

◇　「どちららの姫君が書いたものだろうか」

■　と、うちも置おかず御覧ごらんじつつ、とみにも大殿籠おほとのごもらねば、

◇　と、下にも置かず御覧になりながら、すぐにもお寝みにならないので、


1 【さきざき御覧ぜしにはあらぬ手の】匂宮の目を通して語る。今までの文との筆跡の違いに気づく。


椎本．３．３．３

■　「待まつとて1、起おきおはしまし」

◇　「待つとおっしゃって、起きていらして」


1 【待つとて】以下「ことならむ」まで、女房たちの詞。


椎本．３．３．４

■　「また御覧ごらんずるほどの久ひさしきは、いかばかり御心みこころにしむことならむ」

◇　「また御覧になることの長いことは、どれほどご執心なのでしょう」

椎本．３．３．５

■　と、御前おまへなる人ひとびと、ささめき聞きこえて、憎にくみきこゆ。

◇　と、御前に仕える女房たちは、ささやき申して、お妬み申し上げる。

■　ねぶたければなめり1。

◇　眠たいからなのであろう。


1 【ねぶたければなめり】『一葉抄』は「草子詞也され事也」と指摘。語り手が女房たちの心中を推測した表現。


椎本．３．３．６

■　まだ朝霧深あさぎりふかき朝あしたに、いそぎ起おきてたてまつりたまふ。

◇　まだ朝霧の深い明け方に、急いで起きて手紙を差し上げなさる。

椎本．３．３．７

■　「朝霧あさぎりに友ともまどはせるS18鹿しかの音ねを

おほかたにやはあはれとも聞きく1

◇　「朝霧に友を見失った鹿の声を

ただ世間並にしみじみと悲しく聞いておりましょうか


S18 声立てて鳴きぞしぬべき秋霧に友まどはせる鹿にはあらねども（後撰集秋下-三七二　紀友則）

1 【朝霧に友まどはせる鹿の音をおほかたにやはあはれとも聞く】匂宮から中君への返歌。「霧」「鹿」の語句を用いて返す。『異本紫明抄』は「声立てて鳴きぞしぬべき秋霧に友惑はせる鹿にはあらねど」（後撰集秋下、三七二、紀友則）、『大系』は「夕されば佐保の河原の河霧に友惑はせる千鳥鳴くなり」（拾遺集冬、二三八、紀友則）を指摘。


椎本．３．３．８

■　諸声もろごゑは劣おとるまじくこそ1」

◇　一緒に鳴く声には負けません」


1 【諸声は劣るまじくこそ】大島本は「ましく」とある。『完本』は諸本に従って「まじう」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。歌に添えた言葉。前の歌の文句「諸声に鳴く」を受けて言ったもの。


椎本．３．３．９

■　とあれど、

◇　とあるが、

■　「あまり情なさけだたむも1うるさし。

◇　「あまりに風情を知りすぎるようなのも厄介だ。

■　一所ひとところの御蔭おほむかげに2隠かくろへたるを頼たのみ所どころにてこそ、何なにごとも心こころやすくて過すごしつれ3。

◇　お一方のお蔭に隠れていられたのを頼み所として、何事も安心して過ごしていた。

■　心こころよりほかにながらへて、思おもはずなることの紛まぎれ、つゆにてもあらば、うしろめたげにのみ思おぼしおくめりし4なき御魂おほむたまP16にさへ、疵きずやつけたてまつらむ」

◇　思いもかけず長生きして、不本意な間違い事が、少しでも起こったら、気がかりでならないようにお考えであった亡きみ魂にまで、瑕をおつけ申すことになろう」

■　と、なべていとつつましう恐おそろしうて、聞きこえたまはず。

◇　と、何事にも引っ込み思案に恐れて、お返事申し上げなさらない。


P16 御魂--御ため（め/＄ま）

1 【あまり情けだたむも】以下「疵やつけたてまつらむ」まで、大君の心中。

2 【一所の御蔭に】故父宮をさす。

3 【過ごしつれ】大島本は「すこし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「過ぐし」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【うしろめたげにのみ思しおくめりし】主語は父宮。


椎本．３．３．１０

■　この宮みやなどを1、軽かろらかにおしなべてのさまにも思おもひきこえたまはず2。

◇　この宮などを、軽薄な世間並の男性とはお思い申し上げていらっしゃらない。

■　なげの走はしり書かいたまへる御筆おほむふでづかひ言ことの葉はも、をかしきさまになまめきたまへる御おほむけはひを、あまたは見知みしりたまはねど3、見みたまひながら、

◇　何でもない走り書きなさったご筆跡や言葉遣いも、風情があり優美でいらっしゃるご様子を、多くはご存知でないが、御覧になりながら、

■　「そのゆゑゆゑしく情なさけある方かたに4、言ことをまぜきこえむも、つきなき身みのありさまどもなれば5、何なにか、ただ、かかる山伏やまぶしだちて過すぐしてむ6」

◇　「その嗜み深く風情あるお手紙に、お返事申し上げるのも、似合わしくない二人の身の上なので、いっそ、ただ、このような山里人めいて過ごそう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【この宮などを】大島本は「この宮なとを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「この宮などをば」と「ば」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【軽らかにおしなべてのさまにも思ひきこえたまはず】『完訳』は「世間並の軽薄なお方などとは。匂宮には好色の噂もあるが、姫君たちはまだそれを見聞していない」と注す。

3 【見知りたまはねど】大島本は「見しり給ハねと（と＋イこれこそハめてたきなめれと）」とある。すなわち、「これこそハめてたきなめれと」を異文として補入する。『集成』『完本』は諸本に従って「見知りたまはねど、これこそはめでたきなめれと」と「これこそはめでたきなめれと」を補訂する。『新大系』は底本の訂正以前のままとする。

4 【そのゆゑゆゑしく情けある方に】匂宮をさす。

5 【つきなき身のありさまどもなれば】自分たち姉妹の身の程を思う。

6 【何かただかかる山伏だちて過ぐしてむ】大君の心中。


第四段　薫、宇治を訪問

椎本．３．４．１

■　中納言殿ちうなごんどのの御返おほむかへりばかりは、かれよりもまめやかなるさまに聞きこえたまへば、これよりも、いとけうとげにはあらず聞きこえ通かよひたまふ。

◇　中納言殿へのお返事だけは、あちらからも誠意あるように手紙を差し上げなさるので、こちらからも、よそよそしくなくお返事申し上げなさる。

■　御忌果おほむいみはてても、みづから参まうでたまへり。

◇　ご忌中が終わっても、自分自身でお伺いなさった。

■　東ひむがしの廂ひさしの下くだりたる方かたに1やつれておはするに2、近ちかう立たち寄よりたまひて、古人3召ふるびとめし出いでたり。

◇　東の廂の下がった所に喪服でいらっしゃるところに、近く立ち寄りなって、老女を召し出した。


1 【東の廂の下りたる方に】寝殿の東廂の一段低くなった所。服喪中は一段低い所で過す。

2 【やつれておはするに】姫君たちが質素な喪服姿でいる。

3 【古人】弁の君。


椎本．３．４．２

■　闇やみに惑まどひたまへる御おほむあたりに、いとまばゆく匂にほひ満みちて入いりおはしたれば、かたはらいたうて、御おほむいらへなどをだにえしたまはねば1、

◇　闇に閉ざされていらっしゃるお側近くに、たいそう眩しいばかりの美しさに満ちてお入りになったので、恥ずかしくなって、お返事などでさえもおできになれないので、


1 【かたはらいたうて御いらへなどをだにえしたまはねば】主語は姫君。


椎本．３．４．３

■　「かやうには1、もてないたまはで、昔むかしの御心みこころむけに2従したがひきこえたまはむさまならむこそ、聞きこえ承うけたまはるかひあるべけれ。

◇　「このようには、お扱い下さらないで、故宮のご意向にお従い申されるのが、お話を承る効があるというものです。

■　なよびけしきばみたる振ふる舞まひをならひはべらねば、人伝ひとづてに聞きこえはべるは、言ことの葉はも続つづきはべらずP17」

◇　風流に気取った振る舞いには馴れていませんので、人を介して申し上げますのは、言葉が続きません」


P17 はべらず--はへ（へ/+ら〈朱〉）す

1 【かやうには】以下「続きはべらず」まで、薫の詞。

2 【昔の御心むけに】故宮のご意向。


椎本．３．４．４

■　とあれば、

◇　と言うので、

椎本．３．４．５

■　「あさましう1、今いままでながらへはべるやうなれど、思おもひさまさむ方かたなき夢ゆめにたどられはべりてなむ、心こころよりほかに空そらの光見ひかりみはべらむもつつましうて、端近はしちかうもえみじろきはべらぬ」

◇　「思いのほかに、今日まで生き永らえておりますようですが、思い覚まそうにも覚ましようもない夢の中にいるように思われまして、心ならず空の光を見ますのも遠慮されて、端近くに出ることもできません」


1 【あさましう】以下「みじろきはべらぬ」まで、大君の詞。


椎本．３．４．６

■　と聞きこえたまへれば、

◇　と申し上げなさっているので、

椎本．３．４．７

■　「ことといへば1、限かぎりなき御心みこころの深ふかさになむ。

◇　「おっしゃることといえば、この上ないご思慮の深さです。

■　月日つきひの影かげは、御心みこころもて晴はれ晴ばれしくもて出いでさせたまはばこそ、罪つみもはべらめ。

◇　月日の光は、ご自身その気になって晴れ晴れしく振る舞いなさるならば、罪にもなりましょう。

■　行ゆく方かたもなく、いぶせうおぼえはべり。

◇　どうしてよいか分からず、気持ちが晴れません。

■　また思おぼさるらむは、しばしをも、あきらめきこえまほしくなむ」

◇　またお悩みを、少しでも、お晴らし申し上げたく思います」


1 【ことといへば】以下「あきらめ聞こえまほしくなむ」まで、薫の詞。


椎本．３．４．８

■　と申まうしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

椎本．３．４．９

■　「げに、こそ2。

◇　「ほんとうですこと。

■　いとたぐひなげなめる御おほむありさまを3、慰なぐさめきこえたまふ御心みこころばへの浅あさからぬほど4」

◇　まことに例のないようなご愁傷を、お慰め申し上げなさるお気持ちも並一通りでないこと」

■　など、聞きこえ知しらす5。

◇　などと、お諭し申し上げる。


1? 【聞こえまほしくなむ】係助詞「なむ」の下に「思ふ」などの語句が省略されている。

2 【げにこそ】以下「浅からぬほど」まで、女房の詞。

3 【御ありさまを】姫君たちの哀傷を。

4 【慰めきこえたまふ御心ばへの浅からぬほど】薫が。

5 【聞こえ知らす】大島本は「きこえしらす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人々聞こえ知らす」と「人々」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第五段　薫、大君と和歌を詠み交す

椎本．３．５．１

■　御心地みここちにも、さこそいへ1、やうやう心こころしづまりて、よろづ思おもひ知しられたまへば、昔むかしざまにても2、かうまではるけき野辺のべを分わけ入いりたまへる心こころざしなども、思おもひ知しりたまふべし3、すこしゐざり寄よりたまへり。

◇　お気持ちも、そうはいっても、だんだんと落ち着いて、いろいろと分別がおつきになったので、亡き父宮への厚志からも、こんなにまで遥か遠い野辺を分け入っていらしたご誠意なども、お分りになったのであろう、少しいざり寄りなさった。


1 【御心地にもさこそいへ】『湖月抄』は「大君の心を草子地よりいへり」と指摘。

2 【昔ざまにても】『集成』は「亡き父宮への交誼からであるにしても」。『完訳』は「薫の殊勝な厚志は姫君たちも分るはずと、語り手が推測」と注す。『岷江入楚』所引の三光院実枝説は「此段大君の心を察して草子地にかけるなり」と指摘。

3 【思ひ知りたまふべし】推量の助動詞「べし」語り手が大君の心中を推量。


椎本．３．５．２

■　思おぼすらむさま1、またのたまひ契ちぎりしこと2など、いとこまやかになつかしう言いひて、うたて雄々ををしきけはひ3などは見みえたまはぬ人ひとなれば、け疎うとくすずろはしくなどはあらねど、知しらぬ人ひとに4かく声こゑを聞きかせたてまつり、すずろに頼たのみ顔がほなることなどもありつる日ひごろを5思おもひ続つづくるも、さすがに苦くるしうて、つつましけれど、ほのかに一言ひとことなどいらへきこえたまふさまの、げに6、よろづ思おもひほれたまへるけはひなれば、いとあはれと聞ききたてまつりたまふ。

◇　お嘆きのご心中、またお約束なさったことなどを、たいそう親密に優しく言って、嫌な粗野な態度などはお現しにならない方なので、気味悪く居心地悪くなどはないが、関係ない人にこのように声をお聞かせ申し、何となく頼りにしていたことなどもあった日頃を思い出すのも、やはり辛くて、遠慮されるが、かすかに一言などお返事申し上げなさる様子が、なるほど、いろいろと悲しみにぼうっとした感じなので、まことにお気の毒にとお聞き申し上げなさる。


1 【思すらむさま】大君の心中。

2 【のたまひ契りしこと】故八宮が薫に約束したこと。

3 【雄々しきけはひ】『完訳』は「女の気持を解せぬ粗野な態度」と注す。

4 【知らぬ人に】『集成』は「親しくもない男に」。『完訳』は「他人であるお方に」と訳す。

5 【すずろに頼み顔なることなどもありつる日ごろを】『集成』は「こんなことでいいのかと思いながらも（薫を）頼りにするような具合でもあったこの日頃を思い続けるにつけても。父宮亡きあと、薫の手紙には返事を出していたことをさすのであろう」。『完訳』は「なんとなく薫を頼りにしてきたところもある。昔のなりゆきから薫を頼っている負い目を思う」と注す。

6 【げに】薫の、なるほど、という気持ち。


椎本．３．５．３

■　黒くろき几帳きちゃうの透影すきかげの、いと心苦こころぐるしげなるに、ましておはすらむさま1、ほの見みし明あけぐれなど思おもひ出いでられて2、

◇　黒い几帳の透影が、たいそういたいたしげなので、ましてどれほどのご悲嘆でいられるかと、かすかに御覧になった明け方などが思い出されて、


1 【ましておはすらむさま】『集成』は「まして姫君たちご本人の喪服に身をやつしていられるであろうお姿（が思われ）」と注す。

2 【ほの見し明けぐれなど思ひ出でられて】「橋姫」巻の垣間見の場面をさす（第三章三段）。


椎本．３．５．４

■　「色変いろかはる浅茅あさぢを見みても墨染すみぞめに

やつるる袖そでを思おもひこそP18やれ1」

◇　「色の変わった浅茅を見るにつけても墨染に

身をやつしていらっしゃるお姿をお察しいたします」


P18 思ひこそ--思ひに（に/＄こ〈朱〉）そ

1 【色変はる浅茅を見ても墨染にやつるる袖を思ひこそやれ】薫の歌。


椎本．３．５．５

■　と、独ひとり言ごとのやうにのたまへば、

◇　と、独り言のようにおっしゃると、

椎本．３．５．６

■　「色変いろかはる袖そでをば露つゆの宿やどりにて

わが身みぞさらに置おき所どころなき1

はつるる糸いとはS19,2」

◇　「喪服に色の変わった袖に露はおいていますが

わが身はまったく置き所もありません

ほつれる糸は涙に」


S19 藤衣はつるる糸は侘び人の涙の玉の緒とぞなりける（古今集哀傷-一二九二　読人しらず）

1 【色変はる袖をば露の宿りにてわが身ぞさらに置き所なき】大君の返歌。「色変はる」「袖」の語句を用いて返す。「露」「置く」縁語。

2 【はつるる糸は】歌に添えた言葉。『源氏釈』は「藤衣はつるる糸は侘び人の涙の玉の緒とぞなりける」（古今集哀傷、八四一、壬生忠岑）を指摘。喪服を着て涙ながら暮らしている、意。


椎本．３．５．７

■　と末すゑは言いひ消けちて、いといみじく忍しのびがたきけはひにて入いりたまひぬなり。

◇　と下は言いさして、たいそうひどく堪えがたい様子でお入りになってしまったようである。

第六段　薫、弁の君と語る

椎本．３．６．１

■　ひきとどめなどすべきほどにもあらねば、飽あかずあはれにおぼゆ。

◇　引き止めてよい場合でもないので、心残りにいたわしくお思いになる。

■　老おい人びとぞ、こよなき御代おほむかはりに出いで来きて1、昔今むかしいまをかき集あつめ、悲かなしき御物語おほむものがたりども聞きこゆ2。

◇　老女が、とんでもないご代役に出て来て、昔や今のあれこれと、悲しいお話を申し上げる。

■　ありがたくあさましきことどもをも見みたる人ひとなりければ、かうあやしく衰おとろへたる人ひととも思おぼし捨すてられず、いとなつかしう語かたらひたまふ。

◇　世にも稀な驚くべきことの数々を見て来た人だったので、このようにみすぼらしく落ちぶれた人と見限らず、たいそう優しくお相手なさる。


1 【こよなき御代はりに出で来て】『集成』は「大君のとんでもない代役として」。『完訳』は「大君との交替を揶揄」と注す。語り手の感情移入による表現。

2 【昔今をかき集め悲しき御物語ども聞こゆ】大島本は「きこゆ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こゆる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。昔は柏木のこと、今は八宮のこと、をさす。


椎本．３．６．２

■　「いはけなかりしほどに1、故院こゐんに後おくれたてまつりて2、いみじう悲かなしきものは世よなりけりと、思おもひ知しりにしかば、人ひととなりゆく齢よはひに添そへて、官位つかさくらゐ、世よの中なかの匂にほひも、何なにともおぼえずなむ。

◇　「幼かったころに、故院に先立たれ申して、ひどく悲しい世の中だと、悟ってしまったので、成長して行く年齢とともに、官位や、世の中の栄花も、何とも思いません。


1 【いはけなかりしほどに】以下「なりにたりや」まで、薫の詞。

2 【故院に後れたてまつりて】六条院、源氏に。


椎本．３．６．３

■　ただ、かう静しづやかなる御住おほむすまひなどの1、心こころにかなひたまへりしを2、かくはかなく見みなしたてまつりなしつるに、いよいよいみじく、かりそめの世よの思おもひ知しらるる心こころも、もよほされにたれど3、心苦こころぐるしうて4、とまりたまへる御おほむことどもの、ほだしなど聞きこえむは、かけかけしきやうなれど、ながらへても、かの御言おほむことあやまたず5、聞きこえ承うけたまはらまほしさP19になむ6。

◇　ただ、このように静かなご生活などが、心にお適いになっていらっしゃったが、このようにあっけなく先立ち申されたので、ますますひどく、無常の世の中が思い知らされる心も、催されたが、おいたわしい境遇で、後に遺されたお二方の事が、妨げだなどと申し上げるようなのは、懸想めいたように聞こえますが、生き永らえても、あの遺言を違えずに、相談申し上げ承りたく思います。


P19 承らまほしさ--うけたまはら（ら/+ま〈朱〉）ほしさ

1 【静やかなる御住まひなどの】故八宮の生活をさす。敬語「御」がある。

2 【心にかなひたまへりしを】主語は故八宮。

3 【もよほされにたれど】出家を思わぬでもないが、の意。

4 【心苦しうて】姫君たちがおいたわしい状態で。

5 【かの御言あやまたず】八宮との生前の約束や遺言に違わず、の意。

6 【承らまほしさになむ】係助詞「なむ」の下に「思ひはべる」などの語句が省略。


椎本．３．６．４

■　さるは、おぼえなき御古物語聞おほむふるものがたりききしより1、いとど世よの中なかに跡あととめむともおぼえずなりにたりや2」

◇　実は、思いがけない昔話を聞いてからは、ますますこの世に跡を残そうなどとは思われなくなったのですよ」


1 【おぼえなき御古物語聞きしより】柏木と薫の出生に関する話。

2 【おぼえずなりにたりや】大島本は「おほえすなりけたりや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おぼえずなりにたりや」と」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


椎本．３．６．５

■　うち泣なきつつのたまへば、この人ひとは2ましていみじく泣なきて、えも聞きこえやらず。

◇　泣きながらおっしゃるので、この老女はそれ以上にひどく泣いて、何とも申し上げることができない。

■　御おほむけはひなどの、ただそれかとおぼえたまふに1、年としごろうち忘わすれたりつるいにしへの御おほむことをさへとり重かさねて、聞きこえやらむ方かたもなく、おぼほれゐたり。

◇　ご様子などが、まるであの方そっくりに思われなさるので、長年来忘れていた昔の事までを重ね合わせて、申し上げようもなく、涙にくれていた。


1 【ただそれかとおぼえたまふに】柏木そっくりに思われる。「たまふ」は薫に対してつけられた敬語。

2 【この人は】以下、弁の素姓についての説明。


椎本．３．６．６

■　この人ひとは、かの大納言だいなごんの御乳母子おほむめのとごにて1、父ちちは、この姫君ひめぎみたちの母北ははきたの方かたの、母方ははがたの叔父をぢ、左中弁さちうべんにて亡うせにけるが子こなりけり。

◇　この人は、あの大納言の御乳母子で、父親は、この姫君たちの母北の方の叔父で、左中弁で亡くなった人の子であった。

■　年としごろ、遠とほき国くににP20あくがれ3、母君ははぎみも亡うせたまひてのち4、かの殿とのには疎うとくなり5、この宮みやには、尋たづね取とりてあらせたまふなりけり6。

◇　長年、遠い国に流浪して、母君もお亡くなりになって後、あちらの殿には疎遠になり、この宮邸で、引き取っておいて下さったのであった。

■　人ひともいとやむごとなからず7、宮仕みやづかへ馴なれにたれど、心地ここちなからぬものに宮みやも思おぼして、姫君ひめぎみたちの御後見おほむうしろみだつ人ひとになしたまへるなりけり。

◇　人柄も格別というわけでなく、宮仕え馴れもしていたが、気の利かない者でないと宮もお思いになって、姫君たちのご後見役のようになさっていたのであった。


P20 遠き国に--とをきくに（に/+に）

1 【かの大納言の御乳母子にて】柏木の乳母子。

2? 【父はこの姫君たちの母北の方の叔父左中弁にて亡せにけるが子】弁の父親は姫君たちの故母北の方の叔父にあたる人で左中弁で亡くなった人。弁と姫君たちの母親は従姉妹どうし。弁にとって姫君たちは従姉妹の娘たち。弁の呼称は父左中弁に由来する。

3 【年ごろ遠き国にあくがれ】「橋姫」巻に「西の海の果て」（西海道の薩摩国）まで流浪したとあった（第四章四段）。

4 【母君も亡せたまひてのち】姫君たちの母北の方。敬語があるので、弁の母ではない。

5 【かの殿には疎くなり】弁がかつて仕えていた故柏木の太政大臣家。

6 【この宮には尋ね取りてあらせたまふなりけり】主語は八宮。八宮邸で引き取って。

7 【人もいとやむごとなからず】『完訳』は「人柄も格別というわけでなく。八の宮の北の方の従姉妹という血筋のよさが消え失せたような感じ」と注す。


椎本．３．６．７

■　昔むかしの御おほむことは1、年としごろかく朝夕あさゆふに見みたてまつり馴なれ、心隔こころへだつる隈くまなく思おもひきこゆるP21君きみたちにも、一言ひとことうち出いで聞きこゆるついでなく、忍しのびこめたりけれど、中納言ちうなごんの君きみは、

◇　昔の事は、長年このように朝夕に拝し馴れて、隔意なく全部思い申し上げる姫君たちにも、一言も申し上げたこともなく、隠して来たけれど、中納言の君は、

■　「古人ふるびとの問とはず語がたり2、皆みな、例れいのことなれば、おしなべてあはあはしうなどは言いひ広ひろげずとも、いと恥はづかしげなめる御心みこころども3には、聞ききおきたまへらむかし」

◇　「老人の問わず語りは、皆、通例のことなので、誰彼なく軽率に言いふらしたりしないにしても、まことに気のおける姫君たちは、ご存知でいらっしゃるだろう」

■　と推おし量はからるるが4、ねたくもいとほしくもおぼゆるにぞ、

◇　と自然と推量されるのが、忌まわしいとも困った事とも思われるので、

■　「またもて離はなれてはやまじ」

◇　「また疎遠にしてはおけない」

■　と、思おもひ寄よらるるつまにもなりぬべき5。

◇　と、言い寄るきっかけにもなるのであろう。


P21 思ひきこゆる--*思きこゆ

1 【昔の御ことは】故柏木の事。

2 【古人の問はず語り】以下「聞きおきたまへらむかし」まで、薫の心中の思い。姫君たちは自分の出生の秘密を知っているだろうと推測する。

3 【いと恥づかしげなめる御心ども】姫君たちをさす。

4 【推し量らるるが】「るる」自発の助動詞、格助詞「が」主格を表す。

5 【またもて離れてはやまじと思ひ寄らるるつまにもなりぬべき】『集成』は「自分の出生の秘密を守るためという動機も、薫の姫君たちへの思わくの中にあることを説明する草子地」。『完訳』は「語り手の評。自分の出生の秘密を封じ込めるとして、姫君接近を合理化することにもなる」と注す。


第七段　薫、日暮れて帰京

椎本．３．７．１

■　今いまは旅寝たびねもすずろなる心地ここちして、帰かへりたまふにも、

◇　今は泊まるのも落ち着かない気がして、お帰りなさるにも、

■　「これや限かぎりのS20」

◇　「これが最後か」

■　などのたまひしを1、

◇　などとおっしゃったが、

■　「などか、さしもやは、とうち頼たのみて、また見みたてまつらずなりにけむ、秋あきやは変かはれる2。

◇　「どうして、そのようなことがあろうか、と信頼して、再び拝しなくなった、秋は変わったろうか。

■　あまたの日数ひかずも隔へだてぬほどに、おはしにけむ方かたも知しらず、あへなきわざなりや3。

◇　多くの日数も経ていないのに、どこにいらしたのかも分からず、あっけないことだ。

■　ことに例れいの人ひとめいたる御おほむしつらひなく、いとことそぎたまふめりしかど4、いとものきよげにかき払はらひ、あたりをかしくもてないたまへりし御住おほむすまひも、大徳だいとこたち出いで入いり、こなたかなたひき隔へだてつつ5、御念誦おほむねんずの具ぐどもなどぞ、変かはらぬさまなれど、

◇　格別に普通の人のようなご装飾もなく、とても簡略になさっていたようだが、まことにどことなく清らかに手入れがしてあって、周囲が趣深くなさっていたお住まいも、大徳たちが出入りし、あちら側とこちら側と隔てなさって、御念誦の道具類なども変わらない様子であるが、

■　『仏ほとけは皆みなかの寺てらに移うつしたてまつりてむとす6』」

◇　『仏像は皆あちらのお寺にお移し申そうとする』」

■　と聞きこゆるを、聞ききたまふにも、かかるさまの人影ひとかげなど7さへ絶たえ果はてむほど、とまりて思おもひたまはむ心地ここちどもを8汲くみきこえたまふも、いと胸むねいたう思おぼし続つづけらる。

◇　と申し上げるのを、お聞きなさるにつけても、このような様子の人影などまでが見えなくなってしまった時、後に残ってお悲しみになっているお二方の気持ちを推察申し上げなさるのも、まことに胸が痛く思い続けられずにはいらっしゃれない。


S20 逢ふことはこれや限りのたびならむ草の枕も霜枯れにけり（新古今集恋三-一二〇九　馬内侍）

1 【これや限りのなどのたまひしを】以下「移したてまつりてむとす」あたりまで、薫の心中と目に沿った叙述。『集成』は「この前後、山荘を去るに当っての薫の感慨をそのまま地の文として書く」と注す。故八宮と最後の対面の折の言葉をさす。『新釈』は「逢ふことはこれや限りの旅ならむ草の枕も霜枯れにけり」（新古今集恋三、一二〇九、馬内侍）を指摘。

2 【秋やは変はれる】『完訳』は「八の宮と対面したのも八の宮の死に遭ったのも、同じ今年の秋ではないか。短日月の間に移り変る無常を詠嘆」と注す。

3 【あへなきわざなりや】薫の感想。

4 【ことそぎたまふめりしかど】推量の助動詞「めり」主観的推量の主体は薫。

5 【こなたかなたひき隔てつつ】『完訳』は「姫君たちの住む東面と、宮の住んでいた西面」と注す。

6 【仏は皆かの寺に移したてまつりてむとす】大徳たちの詞。

7 【かかるさまの人影など】僧侶たちの姿。

8 【心地どもを】接尾語「ども」複数を表す。大君と中君の気持ち。


椎本．３．７．２

■　「いたく暮くれはべりぬ1」

◇　「たいそう暮れました」

■　と申まうせば、眺ながめさして立たちたまふに、雁鳴かりなきて渡わたる。

◇　と申し上げるので、物思いを中断してお立ちなさると、雁が鳴いて飛んで渡って行く。


1 【いたく暮れはべりぬ】供人の詞。主人薫の帰京を促す。


椎本．３．７．３

■　「秋霧あきぎりの晴はれぬS21雲居くもゐにいとどしく

この世よをかりと言いひ知しらすらむ1」

◇　「秋霧の晴れない雲居でさらにいっそう

この世を仮の世だと鳴いて知らせるのだろう」


S21 雁の来る峰の朝霧晴れずのみ思ひ尽きせぬ世の中の憂さ（古今集雑下-九三五　読人しらず）

1 【秋霧の晴れぬ雲居にいとどしくこの世をかりと言ひ知らすらむ】薫の独詠歌。『河海抄』は「雁の来る峰の朝霧晴れずのみ思ひつきせぬ世の中の憂さ」（古今集雑下、九三四、読人しらず）。『河海抄』は「行き帰りここもかしこも旅なれや来る秋ごとにかりかりと鳴く」（後撰集秋下、三六二、読人しらず）「ひたすらに我が思はなくに己さへかりかりとのみ鳴き渡るらむ」（後撰集秋下、三六四、読人しらず）。『源註拾遺』は「常ならぬ身を秋来れば白雲に飛ぶ鳥すらもかりとねをなく」（新撰万葉集、秋）を指摘。「雁」と「仮り」の掛詞。「雁」は鳴く音でもある。


第八段　姫君たちの傷心

椎本．３．８．１

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやに対面たいめんしたまふ時ときは1、まづこの君きみたちの御おほむことを扱あつかひぐさにしたまふ。

◇　兵部卿宮に対面なさる時は、まずこの姫君たちの御事を話題になさる。

■　「今いまはさりとも心こころやすきを2」

◇　「今はそうはいっても気がねも要るまい」

■　と思おぼして、宮みやは、ねむごろに聞きこえたまひけり。

◇　とお思いになって、宮は、熱心に手紙を差し上げなさるのであった。

■　はかなき御返おほむかへりも、聞きこえにくくつつましき方かたに、女方をむながたは思おぼいたり。

◇　ちょっとしたお返事も、申し上げにくく気後れする方だと、女方はお思いになっていた。


1 【兵部卿宮に対面したまふ時は】主語は薫。

2 【今はさりとも心やすきを】匂宮の心中。八宮が亡くなった今となってはけむたい存在もいなくなって、の意。


椎本．３．８．２

■　「世よにいといたう1好すきたまへる御名おほむなのひろごりて、好このましく艶えんに思おぼさるべかめるも、かういと埋うづもれたる葎むぐらの下したよりさし出いでたらむ手てつきも、いかにうひうひしく、古ふるめきたらむ2」

◇　「世間にとてもたいそう風流でいらっしゃるお名前が広がって、好ましく優美にお思いなさるらしいが、このようにとても埋もれた葎の下のようなところから差し出すお返事を、まことに場違いな感じがして、古めかしいだろう」

■　など思おもひ屈くしたまへり。

◇　などとふさいでいらっしゃった。


1 【世にいといたう】以下「古めきたらむ」まで、姫君たちの心中。特に大君。『完訳』は「好色と噂に聞える匂宮を敬遠したい」と注す。

2 【いかにうひうひしく古めきたらむ】『集成』は「どんなに場違いな感じで、気の利かぬものだろう」。『完訳』は「どんなにか世なれず古めかしく見えることだろう」と訳す。


椎本．３．８．３

■　「さても、あさましうて1明あけ暮くらさるるは、月日つきひなりけり。

◇　「それにしても、思いのほかに過ぎ行くものは、月日ですわ。

■　かく、頼たのみがたかりける御世みよを2、昨日今日きのふけふとは思おもはでS22,3、ただおほかた定さだめなきはかなさばかりを、明あけ暮くれのことに聞きき見みしかど、我われも人ひとも後おくれ先さきだつS23ほどしもやは経へむ4、などうち思おもひけるよ」

◇　このように、頼りにしにくかったご寿命を、昨日今日とも思わず、ただ人生の大方の無常のはかなさばかりを、毎日のこととして見聞きしてきましたが、自分も父宮も後に遺されたり先立ったりすることに月日の隔たりがあろうか、などと思っていましたたよ」


S22 つひに行く道とはかねて聞きしかど昨日今日とは思はざりけり（古今集哀傷-八六一　在原業平）

S23 末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ（古今六帖一-五九三）

1 【さてもあさましうて】以下「堪へがたきこと」まで、大君と中君の会話。

2 【かく頼みがたかりける御世を】父宮の寿命。

3 【昨日今日とは思はで】『河海抄』は「遂に行く道とはかねて聞きしかど昨日今日とは思はざりしを」（古今集哀傷、八六一、在原業平）を指摘。

4 【我も人も後れ先だつほどしもやは経む】『源氏釈』は「末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ」（古今六帖一、雫）を指摘。『集成』は「父宮に先立たれて自分たちが生き永らえようなどとは思ってもみなかった、の意」と注す。


椎本．３．８．４

■　「来きし方かたを思おもひ続つづくるも、何なにの頼たのもしげなる世**にもあらざりけれど、ただいつとなくのどやかに眺ながめ過すぐし、もの恐おそろしくつつましきこともなくて経へつるものを、風かぜの音***も荒あららかに、例見れいみぬ人影ひとかげも、うち連つれ声こわづくれば、まづ胸むねつぶれて、もの恐おそろしくわびしうおぼゆることさへ1添そひにたるが、いみじう堪たへがたきこと」

◇　「過去を思い続けても、何の頼りがいのありそうな世でもなかったが、ただいつのまにかのんびりと眺め過ごして来て、何の恐ろしい目にも気がねすることもなく過ごして来ましたが、風の音も荒々しく、いつもは見かけない人の姿が、連れ立って案内を乞うと、まっさきに胸がどきりとして、何となく恐ろしく侘しく思われることまでが加わったのが、ひどく堪え難いことですわ」

◆　 
"きしかた を おもひ つづくる も、 なに の たのもしげ なる よ に しも あら ざり けれ ど、 ただ いつ と なく のどやかに ながめ すぐし、 もの おそろしく つつましき こと も なく て へ つる もの を、 かぜ の あららかに、 れい み ぬ ひとかげ も、 うち-つれ こわづくれ ば、 まづ むね つぶれ て、 もの おそろしく わびしう おぼゆる こと さへ そひ に たる が、 いみじう たへ がたき こと。"


1 【例見ぬ人影もうち連れ声づくればまづ胸つぶれてもの恐ろしくわびしうおぼゆることさへ】今までは応対に当たられていた父宮がいなくなったことを改めて思い知る。


椎本．３．８．５

■　と、二所ふたところうち語かたらひつつ、干ほす世よもなくて過すぐしたまふに、年としも暮くれにけり。

◇　と、お二方で語り合いながら、涙の乾く間もなくて過ごしていらっしゃるうちに、年も暮れてしまった。

第四章　宇治の姉妹の物語　歳末の宇治の姫君たち

第一段　歳末の宇治の姫君たち

椎本．４．１．１

■　雪霰降ゆきあられふりしくころは、いづくもかくこそはある風かぜの音おとなれど、今いまはじめて思おもひ入いりたらむ山住やまずみの心地ここちしたまふ。

◇　雪や霰が降りしくころは、どこもこのような風の音であるが、今初めて決心して入った山住み生活のような心地がなさる。

■　女をむなばらなど、

◇　女房たちなどは、

椎本．４．１．２

■　「あはれ、年としは替かはりなむとす1。

◇　「ああ、新しい年がやってきます。

■　心細こころぼそく悲かなしきことを。

◇　心細く悲しいこと。

■　改あらたまるべき春***S24待はるまち出いでてしがな2」

◇　年の改まった春を待ちたいわ」

◆　 
"あはれ、 とし は かはり な む と す。 こころぼそく かなしき こと を! あらたまる べき はる まちいで て し がな!"


S24 百千鳥さへづる春はものごとに改まれども我ぞ古りゆく（古今集春上-二八　読人しらず）

1 【あはれ年は替はりなむとす】以下「春待ち出でてしがな」まで、女房の詞。

2 【改まるべき春待ち出でてしがな】『集成』は「百千鳥囀る春はものごとに改まれども我ぞふりゆく」（古今集春上、二八、読人しらず）を指摘。


椎本．４．１．３

■　と、心こころを消けたず言いふもあり。

◇　と、気を落とさずに言う者もいる。

■　「難かたきことかな1」

◇　「難しいことだわ」

■　とP22聞ききたまふ。

◇　とお聞きになる。


P22 心を消たず言ふもあり。「難きことかな」と--（/+心をけたすいふもありかたき事かなと）

1 【難きことかな】姫君たちの心中の思い。


椎本．４．１．４

■　向むかひの山やまにも、時々ときどきの御念仏おほむねんぶつに籠こもりたまひしゆゑこそ1、人ひとも参まゐり通かよひしか2、阿闍梨あざりも、いかがと、おほかたにまれに訪おとづれきこゆれど、今いまは何なにしにP23かはほのめき参まゐらむ3。

◇　向かいの山でも、季節季節の御念仏に籠もりなさった縁故で、人も行き来していたが、阿闍梨も、いかがですかと、一通りはたまにお見舞いを申し上げはしても、今では何の用事でちょっとでも参ろうか。


P23 何しに--なにこと（こと/＄し）に

1 【時々の御念仏に籠もりたまひしゆゑこそ】四季毎の念仏。主語は八宮。

2 【こそ人も参り通ひしか】「こそ--しか」係結びの法則。逆接用法。

3 【今は何しにかはほのめき参らむ】『完訳』は「挿入句」と注す。語り手の感情移入をともなった表現。


椎本．４．１．５

■　いとど人目ひとめの絶たえ果はつるも、さるべきことと1思おもひながら、いと悲かなしくなむ。

◇　ますます人目も絶え果てたのも、そのようなこととは思いながらも、まことに悲しい。

■　何なにとも見みざりし山賤やまがつも、おはしまさでのち、たまさかにさしのぞき参まゐるは、めづらしく思**ほえたまふ2。

◇　何とも思えなかった山賤も、宮がお亡くなりになって後は、たまに覗きに参る者は、珍しく思われなさる。

■　このころのこととて、薪たきぎ、木この実拾みひろひて参まゐる山人やまびとども3あり。

◇　この季節の事とて、薪や、木の実を拾って参る山賤どももいる。

◆　 
いとど ひとめ の たえ はつる も、 さるべき こと と おもひ ながら、 いと かなしく なむ。 なにとも み ざり し やまがつ も、 おはしまさ で のち、 たまさかに さしのぞき まゐる は、 めづらしく おもほへ たまふ。 このころ の こと とて、 たきぎ、 このみ ひろひ て まゐる やまびと-ども あり。


1 【さるべきことと】『集成』は「これが当り前だと」。『完訳』は「無理からぬことと」と訳す。

2 【めづらしく思ほえたまふ】主語は姫君たち。

3 【薪木の実拾ひて参る山人ども】『集成』は「『法華経』提婆達多品の「即ち仙人に随ひて、所須を供給し、果を採り水を汲み、薪を拾ひ食を設け」の文が念頭にあろう」と注す。


椎本．４．１．６

■　阿闍梨あざりの室むろより、炭すみなどP24やうのものたてまつるとて、

◇　阿闍梨の庵室から、炭などのような物を献上すると言って、


P24 など--なと（なと/＃〈朱〉）なと


椎本．４．１．７

■　「年としごろにならひはべりにける宮仕みやづかへの1、今いまとて絶たえはつらむP25が2、心細こころぼそさになむ3」

◇　「長年馴れました宮仕えが、今年を最後として絶えてしまうのが、心細く思われますので」


P25 絶えはつらむ--たえはへ（へ/＃つ）らん

1 【年ごろにならひはべりにける宮仕への】以下「心細さになむ」まで、阿闍梨の文言。

2 【絶えはつらむが】大島本は「たえは△（△＃つ）らんか」とある。すなわち元の文字「△（判読不能、「へ」カ）」を抹消して「つ」と訂正する。『集成』『完本』は諸本に従って「絶えはべらむが」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従う。

3 【心細さになむ】係助詞「なむ」の下には「送りはべる」などの語句が省略。


椎本．４．１．８

■　と聞きこえたり。

◇　と申し上げていた。

■　かならず1冬籠ふゆごもる山風やまかぜふせぎつべき綿衣わたぎぬなど遣つかはししを、思おぼし出いでてやりたまふ。

◇　必ず冬籠もり用の山風を防ぐための綿衣などを贈っていたのを、お思い出しになってお遣りになる。

■　法師ほふしばら、童わらはべなどの上のぼり行ゆくも、見みえみ見みえずみ、いと雪深ゆきふかきを、泣なく泣なく立たち出いでて見送みおくりたまふ2。

◇　法師たち、童などが山に上って行くのが、見えたり隠れたり、たいそう雪が深いのを、泣く泣く立ち出てお見送りなさる。


1 【かならず】「遣はししを」にかかる。『完訳』は「阿闍梨への返礼に、綿入れの着物を贈るのが例になっていたか」と注す。

2 【泣く泣く立ち出でて見送りたまふ】主語は姫君たち。


椎本．４．１．９

■　「御髪みぐしなど1下おろいたまうてける、さる方かたにておはしまさましかば2、かやうに通かよひ参まゐる人ひとも、おのづからしげからまし」

◇　「お髪などを下ろしなさったが、そのようなお姿ででも生きていて下さったら、このように通って参る人も、自然と多かったでしょうに」


1 【御髪など】以下「やまましやは」まで、姫君たちの詞。

2 【おはしまさましかば】「ましかば--まし」反実仮想の構文。


椎本．４．１．１０

■　「いかにあはれに1心細こころぼそくとも、あひ見みたてまつること絶たえてやまましやは2」

◇　「どんなに寂しく心細くても、お目にかかれないこともなかったでしょうに」


1 【いかにあはれに】以下、父宮が生きていて、山寺に出家した姿ででもいたのであったら、という仮想のもとの詞。

2 【絶えてやまましやは】「絶えて」副詞。「やは」連語、係助詞、反語。


椎本．４．１．１１

■　など、語かたらひたまふ。

◇　などと、語り合っていらっしゃる。

椎本．４．１．１２

■　「君きみなくて岩いはのかけ道絶みちたえしより

松まつの雪ゆきをもなにとかは見みる1」

◇　「父上がお亡くなりになって岩の険しい山道も絶えてしまった今

松の雪を何と御覧になりますか」


1 【君なくて岩のかけ道絶えしより松の雪をもなにとかは見る】大君から中君への贈歌。「君」は父宮、「見る」の主語は中君。「岩のかけ道」は、山荘と山寺を結ぶ桟道。『河海抄』は「世にふれば憂さこそまされ吉野の岩のかけ道踏みならしてむ」（古今集雑下、九五一、読人しらず）を指摘。


椎本．４．１．１３

■　中なかの宮みや、

◇　中の宮、

椎本．４．１．１４

■　「奥山おくやまの松葉まつばに積つもる雪ゆきとだに

消きえにし人ひとを思おもはましかば1」

◇　「奥山の松葉に積もる雪とでも

亡くなった父上を思うことができたらうれしゅうございます」


1 【奥山の松葉に積もる雪とだに消えにし人を思はましかば】中君の返歌。「松」「雪」の語句を用いる。「雪」「消え」縁語。「思はましかば」反実仮想。『細流抄』は「奥山の松には凍る雪よりも我が身世にふるほどぞはかなき」（伊勢集）「消えやすき露の命にくらぶればげに滞る松の雪かな」（伊勢集）を指摘。雪と同様に思えたらうれしい、雪は消えても再び降り積もるものであるから、しかし、人は一度死ねば再び会えない。


椎本．４．１．１５

■　うらやましくぞ、またも降ふり添そふや1。

◇　うらやましくいことに、消えてもまた雪は降り積もることよ。


1 【うらやましくぞまたも降り添ふや】『新釈』は「記者の詞」。『評釈』は「中の宮が歌を受けて、そのまま言ったのだ。中の宮の言葉だ、とも解しうる。しかし、その一人の言葉というより、姉妹二人の心と見るほうがよかろう。期せずして二人は、同じ思いをもったのだと。また同時に、これは、語り手の言葉である。いま現実に目に見ながら語る思い、現場からの放送である。すなわち読者の目に雪が見え、この言葉が姉妹の言葉として聞こえるであろう」と注す。


第二段　薫、歳末に宇治を訪問

椎本．４．２．１

■　中納言ちうなごんの君きみ、

◇　中納言の君は、

■　「新あたらしき年としは1、ふとしもえ訪とぶらひきこえざらむ」

◇　「新年は、少しも訪問することができないだろう」

■　と思おぼしておはしたりP26。

◇　とお思いになっていらっしゃった。

■　雪ゆきもいと所狭ところせきに、よろしき人ひとだに2見みえずなりにたるを、なのめならぬけはひして、軽かろらかに3ものしたまへる心こころばへの、浅あさうはあらず思おもひ知しられたまへば、例れいよりは見入みいれて、御座おましなどひきつくろはせたまふ。

◇　雪もたいそう多い上に、普通の身分の人でさえ見えなくなってしまったので、並々ならぬ立派な姿をして、気軽に訪ねて来られたお気持ちが、浅からず思い知られなさるので、いつもよりは心をこめて、ご座所などをお設けさせなさる。


P26 おはしたり--おはした（た/+り〈朱〉）

1 【新しき年は】以下「きこえざらむ」まで、薫の心中。新年早々はいろいろと年中行事が多くて宇治へは行けまい、の意。

2 【よろしき人だに】普通の身分の人。普通といっても貴族として普通。

3 【なのめならぬけはひして軽らかに】薫の姿。並々ならぬ立派な風采でしかも気軽に訪問、その親密さをうかがわせる。


椎本．４．２．２

■　墨染すみぞめならぬ御火桶おほむひをけ、奥おくなる取とり出いでて1、塵ちりかき払はらひなどするにつけても、宮みやの待まち喜よろこびたまひし御みけしき2などを、人ひとびとも聞きこえ出いづ。

◇　服喪者用でない御火桶を、部屋の奥にあるのを取り出して、塵をかき払いなどするにつけても、父宮がお待ち喜び申し上げていたご様子などを、女房たちもお噂申し上げる。

■　対面たいめんしたまふことをば3、つつましくのみ思おぼいたれど、思おもひ隈くまなきやうに4人ひとの思おもひたまへれば5、いかがはせむとて、聞きこえたまふ。

◇　直接お話なさることは、気の引けることとばかりお思いになっていたが、好意を無にするように思っていらっしゃるので、仕方のないことと思って、応対申し上げなさる。


1 【奥なる取り出でて】大島本は「おくなるとりいてゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「物の奥なる」と諸本に従って「物の」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【宮の待ち喜びたまひし御けしき】生前に父宮が薫を。

3 【対面したまふことをば】『集成』は「直接お話しなさることを」。『完訳』は「この「対面」は、几帳や御簾などを隔てながらも直接会話を交す対座」と注す。

4 【思ひ隈なきやうに】好意を無にしたように、の意。

5 【人の思ひたまへれば】「人」は薫をさす。


椎本．４．２．３

■　うちとくとはなけれど、さきざきよりはすこし言ことの葉続はつづけて、ものなどのたまへるさま、いとめやすく、心恥こころはづかしげなり。

◇　気を許すというのではないが、以前よりは少し言葉数多く、ものをおっしゃる様子が、たいそうそつがなく、奥ゆかしい感じである。

■　「かやうにてのみは、え過すぐし果はつまじ1」

◇　「こうしてばかりは、続けられそうにない」

■　と思おもひなりたまふも2、

◇　とお思いになるにつけても、

■　「いとうちつけなる心こころかな3。

◇　「まことにあっさり変わってしまう心だな。

■　なほ、移うつりぬべき世よなりけり」

◇　やはり、恋心に変わってまう男女の仲なのだな」

■　と思おもひゐたまへり。

◇　と思っていらっしゃった。


1 【かやうにてのみはえ過ぐし果つまじ】薫の心中の思い。『完訳』は「結婚を前提とする深い親交を望む」と注す。

2 【と思ひなりたまふも】地の文。薫の心中文に地の文を挿入し、客観化する。

3 【いとうちつけなる心かな】以下「世なりけり」まで、薫の心中の思い。前の思いを反省する。


第三段　薫、匂宮について語る

椎本．４．３．１

■　「宮みやの、いとあやしく1恨うらみたまふことのはべるかな。

◇　「匂宮が、たいそう不思議とお恨みになることがございましたね。

■　あはれなりし御一言おほむひとことを2うけたまはりおきしさまなど、ことのついでにもやP27、漏もらし聞きこえたりけむ3。

◇　しみじみとしたご遺言を一言承りましたことなどを、何かのついでに、ちらっとお洩らし申し上げたことがあったのでしょうか。

■　またいと隈くまなき御心みこころのさがにて4、推おし量はかりたまふにやはべらむ、ここになむ、ともかくも聞きこえさせなすべきと5頼たのむを、つれなき御みけしきなるは6、もてそこなひきこゆるぞと7、たびたび怨ゑんじたまへば、心こころよりほかなることと思おもうたまふれど、里さとのしるべS25,8、いとこよなうもえあらがひきこえぬを、何なにかは、いとさしももてなしきこえたまはむ9。

◇　またとてもよく気の回るお方で、推量なさったのでしょうか、わたしに、うまく申し上げてくれるようにと頼むのに、冷淡なご様子なのは、うまくお取り持ち申さないからだと、度々お恨みになるので、心外なこととは存じますが、山里への案内役は、きっぱりとお断り申し上げることもできかねるのですが、なにも、そのようにおあしらい申し上げなさいますな。


P27 にもや--に（に/+も）や

S25 海人の住む里のしるべにあらなくにうらみむとのみ人の言ふらむ（古今集恋四-七二七　小野小町）

1 【宮のいとあやしく】以下「痛からめ」まで、薫の詞。「宮」は匂宮をさす。

2 【あはれなりし御一言を】八宮の遺言をさす。

3 【ことのついでにもや漏らし聞こえたりけむ】何かの機会に薫が匂宮に話したことがあったのだろうか、の意。

4 【いと隈なき御心のさがにて】匂宮の性格をいう。女性関係に関心深い性格。

5 【ここになむともかくも聞こえさせなすべきと】私薫に中君との仲を何とか執り成すようにと、の意。以下、匂宮の詞を間接話法で語る。

6 【つれなき御けしきなるは】主語は中君。

7 【もてそこなひきこゆるぞと】主語は薫。『完訳』は「薫のとりなし方が悪い、の意」と注す。

8 【里のしるべ】『源氏釈』は「あまの住む里のしるべにあらなくに恨みむとのみ人の言ふらむ」（古今集恋四、七二七、小野小町）を指摘。匂宮を案内すること。

9 【何かはいとさしももてなしきこえたまはむ】主語は姫君たち。匂宮に対して。反語表現。


椎本．４．３．２

■　好すいたまへるやうに、人ひとは聞きこえなすべかめれど、心こころの底そこあやしく深ふかうおはする宮みやなり。

◇　好色でいらっしゃるように、人はお噂申し上げているようですが、心の奥は不思議なほど深くいらっしゃる宮です。

■　なほざりごとなどのたまふわたりの、心軽こころかろうてなびきやすなる2などを、めづらしからぬものに思おもひおとしたまふにや3、となむ聞きくこともはべる。

◇　軽い冗談などをおっしゃる女たちで、軽はずみに靡きやすいという人などを、珍しくない女として軽蔑なさるのだろうか、と聞くこともございます。

■　何なにごとにもあるに従したがひて、心こころを立たつる方かたもなく、おどけたる人ひとこそ4、ただ世よのもてなしに従したがひて、とあるもかかるもなのめに見みなし、すこし心こころに違たがふふしあるにも、いかがはせむ、さるべきぞ5、なども思おもひなすべかめれば、なかなか心長こころながき例ためしになるやうもあり。

◇　どのようなことも成り行きにまかせて、我を張ることもなく、穏やかな人こそが、ただ世間の習わしに従って、どうなるもこうなるも適当に我慢し、少し思いと違ったことがあっても、仕方のないことだ、そういうものだ、などと諦めるようですので、かえって長く添い遂げるような例もあります。


1? 【なほざりごとの】以下「思ひおとしたまふにや」まで、人の詞の引用。

2 【のたまふわたりの心軽うてなびきやすなる】格助詞「の」同格。

3 【思ひおとしたまふにや】主語は匂宮。

4 【おどけたる人こそ】係助詞「こそ」は「なるやうもあり」に係るが、結びの流れとなっている。

5 【さるべきぞ】『集成』は「これも定めだ」。『完訳』は「これも因縁というものだろう」と訳す。


椎本．４．３．３

■　崩くづれそめては、龍田たつたの川かはの濁にごる名なをも汚けがしS26,2、いふかひなく名残なごりなきやうなることなども、皆みなうちまじるめれ3。

◇　壊れ始めては、龍田川が濁る名を汚し、言いようもなくすっかり破綻してしまうようなことなども、あるようです。

■　心こころの深ふかうしみたまふべかめる御心みこころざまにかなひ、ことに背そむくこと多おほくなどものしたまはざらむをば、さらに、軽々かるがるしく、初はじめ終おはり違たがふやうなることなど、見みせたまふまじきけしきになむ4。

◇　心から深く愛着を覚えていらっしゃるらしいご性分にかない、特に御意に背くようなことが多くおありでない方には、全然、軽々しく、始めと終わりが違うような態度などを、お見せなさらないご性格です。


S26 神奈備の三室の岸や崩るらむ龍田の川の水の濁れる（拾遺集物名-三八九　高向草春）

1? 【なかなか心長き例にもなるやうもあり】『集成』は「かえって（浮気沙汰などあっても）相手の夫がその女を妻として末長く添い遂げるといった例になることもあります」と訳す。

2 【崩れそめては龍田の川の濁る名をも汚し】『源氏釈』は「神奈備の三室の岸や崩るらむ龍田の川の水の濁れる」（拾遺集物名、三八九、高向草春）を指摘。

3 【うちまじるめれ】係助詞「こそ」はないが、文末、已然形。

4 【初め終り違ふやうなることなど見せたまふまじきけしきになむ】『集成』は「気に入られた人なら、気持の変るようなことはないお人柄だ、という」。係助詞「なむ」の下に「おはす」などの語句が省略。


椎本．４．３．４

■　人ひとの見みたてまつり知しらぬことを、いとよう見みきこえたるを1、もし似につかはしく、さもやと思おぼし寄よらば2、そのもてなしなどは、心こころの限かぎり尽つくして仕つかうまつりなむかし。

◇　誰も存じ上げていないことを、とてもよく存じておりますから、もし似つかわしく、ご縁をとお考になったら、その取りなしなどは、できる限りのお骨折りを致しましょう。

■　御中道おほむなかみちのほど、乱みだり脚あしこそ痛いたからめP28,3」

◇　京と宇治との間を奔走して、脚の痛くなるまで尽力しましょう」


P28 痛からめ--（/+い）たからめ

1 【いとよう見きこえたるを】主語は薫。接続助詞「を」順接、原因理由を表す。

2 【もし似つかはしくさもやと思し寄らば】匂宮と中君の縁談。

3 【御中道のほど乱り脚こそ痛からめ】『集成』は「（そうなれば）京とこの宇治との間を奔走して、定めし脚の痛い思いをすることになりましょう。「乱り脚」は、「乱りごこち」「乱り風」などと同じ言い方」と注す。


椎本．４．３．５

■　と、いとまめやかにて、言いひ続つづけたまへば、わが御おほむみづからのこととは思おぼしもかけず、

◇　と、実に真面目に、おっしゃり続けなさるので、ご自身のことはお考えにもならず、

■　「人ひとの親おやめきていらへむかし2」

◇　「妹君の親代わりになって返事しよう」

■　と思おぼしめぐらしたまへど、なほ言いふべき言ことの葉はもなき心地ここちして、

◇　とご思案なさるが、やはりお答えすべき言葉も出ない気がして、


1? 【わが御みづからのことは】大君自身のこと。

2 【人の親めきていらへむかし】大君の心中の思い。「人の」は妹をさす。


椎本．４．３．６

■　「いかにとかは1。

◇　「何と申し上げてよいものでしょうか。

■　かけかけしげにのたまひ続つづくるに、なかなか聞きこえむこともおぼえはべらで」

◇　いかにもご執着のようにおっしゃり続けるので、かえってどのようにお答えしてよいか存じません」


1 【いかにとかは】以下「おぼえはべらで」まで、大君の詞。この下に「のたまはむ」または「きこえむ」などの語句が省略。『集成』は「どういうお話なのでしょう」。『完訳』は「なんと申し上げたらよいのでしょう」と訳す。


椎本．４．３．７

■　と、うち笑わらひたまへるも、おいらかなるものから、けはひをかしう聞きこゆ。

◇　と、ほほ笑みなさるのが、おっとりとしている一方で、その感じが好ましく聞こえる。

第四段　薫と大君、和歌を詠み交す

椎本．４．４．１

■　「かならず御おほむみづから1聞きこしめし負おふべきこととも思おもうたまへず。

◇　「必ずしもご自身のこととしてお考えになることとも存じません。

■　それは、雪ゆきを踏ふみ分わけてS27参まゐり来きたる心こころざしばかりを2、御覧ごらんじ分わかむ御おほむこのかみ心ごころにても過すぐさせたまひてよかし3。

◇　それは、雪を踏み分けて参った気持ちぐらいは、ご理解下さる姉君としてのお考えでいらっしゃって下さい。

■　かの御心寄みこころよせは、また異ことにぞはべべかめる4。

◇　あの宮のご関心は、また別な方のほうにあるようでございます。

■　ほのかにのたまふさまもはべめりしを、いさや、それも人ひとの分わききこえがたきことなり6。

◇　わずかに文をお取り交わしなさることもございましたが、さあ、それも他人にはどちらかと判断申し上げにくいことです。

■　御返おほむかへりなどは7、いづ方かたにかは聞きこえたまふ」

◇　お返事などは、どちらの方が差し上げなさるのですか」


S27 忘れては夢かとぞ思ふ雪踏み分けて君を見むとは（古今集雑下-九七〇　在原業平）

1 【かならず御みづから】以下「聞こえたまふ」まで、薫の詞。

2 【雪を踏み分けて参り来たる心ざしばかりを】『全書』は「忘れては夢かとぞ思ふ雪踏み分けて君を見むとは」（古今集雑下、九七〇、在原業平）を指摘。

3 【御このかみ心にても過ぐさせたまひてよかし】『集成』は「姉としてこの話を喜んでくれれば、それだけで今の自分は満足だ、と言う」と注す。

4 【かの御心寄せはまた異にぞはべべかめる】匂宮の関心はあなた以外の方すなわち妹君の中君らしい、の意。

5? 【ほのかにものたまふさまも】主語は匂宮。『集成』は「中の君が相手だと自分も宮から伺ったことばあるように思うが、の意」。『完訳』は「匂宮が中の君に」と注す。

6 【人の分ききこえがたきことなり】他人には匂宮が大君と中君のどちらに関心があるのか判断つきかねる、の意。

7 【御返りなどは】匂宮への返事は、の意。


椎本．４．４．２

■　と問とひ申まうしたまふに、

◇　とお尋ね申し上げるので、

■　「ようぞ、戯たはぶれにも1聞きこえざりける。

◇　「よくまあ、冗談にも差し上げなくてよかったことよ。

■　何なにとなけれど、かうのたまふにも、いかに恥はづかしう胸むねつぶれまし2」

◇　何ということはないが、このようにおっしゃるにつけても、どんなに恥ずかしく胸が痛んだことだろう」

■　と思おもふに、え答こたへやりたまはず。

◇　と思うと、お返事もおできになれない。


1 【ようぞ戯れにも】以下「胸つぶれまし」まで、大君の心中。『完訳』は「返事の主を問う言葉に、自分が返事を書かなくてよかったと胸をなでおろす」と注す。

2 【胸つぶれまし】推量の助動詞「まし」反実仮想。自分が返事を書いた場合を想定した気持ち。


椎本．４．４．３

■　「雪深ゆき山ふかきやまのかけはし君きみならで

またふみかよふ跡あとを見みぬかな1」

◇　「雪の深い山の懸け橋は、あなた以外に

誰も踏み分けて訪れる人はございません」


1 【雪深き山のかけはし君ならでまたふみかよふ跡を見ぬかな】「文」と「踏み」の掛詞。大君の詠歌。あなた薫以外とは文を交わしたことはない、という。


椎本．４．４．４

■　と書かきて、さし出いでP29たまへれば、

◇　と書いて、差し出しなさると、


P29 さし出で--さしはへ（はへ/＃）いて


椎本．４．４．５

■　「御おほむものあらがひこそ、なかなか心こころおかれはべりぬべけれ」

◇　「お言い訳をなさるので、かえって疑いの気持ちが起こります」

■　とて、

◇　と言って、

椎本．４．４．６

■　「つららとぢ駒こまふみしだく山川やまがはを

しるべしがてらまづや渡わたらむ2

◇　「氷に閉ざされて馬が踏み砕いて歩む山川を

宮の案内がてら、まずはわたしが渡りましょう


1? 【御物あらがひこそなかなか心おかれはべりぬべけれ】薫の詞。

2 【つららとぢ駒ふみしだく山川をしるべしがてらまづや渡らむ】薫の返歌。「ふみ」の語句を用いて返す。わたしのほうが先にあなたと契りを結びたい、の意。


椎本．４．４．７

■　さらばしも、影かげさへ見みゆるS28しるしも、浅あさうははべらじ1」

◇　そうなったら、わたしが訪ねた効も、あるというものでしょう」


S28 浅香山影さへ見ゆる山の井の浅くは人を思ふものかは（古今六帖二-九八五）

1 【さらばしも影さへ見ゆるしるしも浅うははべらじ】歌に添えた詞。『源氏釈』は「浅香山影さへ見ゆる山の井の浅きは人を思ふものかは」（古今六帖二、山の井）を指摘。


椎本．４．４．８

■　と聞きこえたまへば、思おもはずに、ものしうなりて1、ことにいらへたまはず。

◇　と申し上げなさると、意外な懸想に、嫌な気がして、特にお答えなさらない。

■　けざやかに、いともの遠どほくすくみたるさまには見みえたまはねど2、今いまやうの若人わかうどたちのやうに、艶えんげにももてなさで、いとめやすく、のどかなる心こころばへ3ならむとぞ、推おし量はかられたまふ人ひとの御おほむけはひなる。

◇　きわだって、よそよそしい様子にはお見えにならないが、今風の若い人たちのように、優美にも振る舞わずに、まことに好ましく、おおらかな気立てなのだろうと、推察されなさるご様子の方である。


1 【思はずにものしうなりて】主語は大君。以外な薫の懸想に不愉快になる。

2 【けざやかにいともの遠くすくみたるさまには見えたまはねど】以下「心ばへならむ」まで、薫の見た大君の感じ。

3 【のどかなる心ばへ】大島本は「のとかなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「のどやかなる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


椎本．４．４．９

■　かうこそは、あらまほしけれと、思おもふに違たがはぬ心地ここちしたまふ。

◇　こうあってこそは、理想的だと、期待する気持ちに違わない気がなさる。

■　ことに触ふれて、けしきばみ寄よるも1、知しらず顔がほなるさまにのみもてなしたまへば、心恥こころはづかしうて、昔物語むかしものがたりなど2をぞ、ものまめやかに聞きこえたまふ。

◇　何かにつけて、懸想心を態度にお現しになるのに対しても、気づかないふりばかりをなさるので、気恥ずかしくて、昔の話などを、真面目くさって申し上げなさる。


1 【ことに触れてけしきばみ寄るも】薫の大君に対する懸想の態度。

2 【昔物語など】亡き八宮の思い出話。


第五段　薫、人びとを励まして帰京

椎本．４．５．１

■　「暮くれ果はてなば1、雪ゆきいとど空そらも閉とぢぬべうはべり」

◇　「すっかり暮れてしまうと、雪がますます空まで塞いでしまいそうでございます」


1 【暮れ果てなば】以下「閉ぢぬべうはべり」まで、供人の声。


椎本．４．５．２

■　と、御供おほむともの人ひとびと声こわづくれば、帰かへりたまひなむとて、

◇　と、お供の人びとが促すので、お帰りになろうとして、

椎本．４．５．３

■　「心苦こころぐるしう1見みめぐらさるる御住おほむすまひのさまなりや。

◇　「おいたわしく見回されるお住まいの様子ですね。

■　ただ山里やまざとのやうにいと静しづかなる所ところの、人ひとも行ゆき交まじらぬはべるを2、さも思おぼしかけば3、いかにうれしくはべらむ」

◇　ただ山里のようにたいそう静かな所で、人の行き来もなくございますのを、もしそのようにお考え下さるなら、どんなに嬉しいことでございましょう」


1 【心苦しう】以下「いかにうれしくはべらむ」まで、薫の詞。

2 【ただ山里のやうにいと静かなる所の人も行き交じらぬはべるを】京の三条の薫の邸をいう。「交じらぬ」と「はべる」の間に「邸」の語句が省略。

3 【さも思しかけば】京の邸に移ることに同意されたら。


椎本．４．５．４

■　などのたまふも、

◇　などとおっしゃるのにつけても、

■　「いとめでたかるべきことかな1」

◇　「とてもおめでたいことだわ」

■　と、片耳かたみみに聞ききて、うち笑ゑむ女をむなばらのあるを、中なかの宮みやは、

◇　と、小耳にはさんで、ほほ笑んでいる女房連中がいるのを、中の宮は、

■　「いと見苦みぐるしう、いかにさやうにはあるべきぞ2」

◇　「とても見苦しい、どうしてそのようなことができようか」

■　と見聞みききゐたまへり。

◇　とお思いでいらっしゃった。


1 【いとめでたかるべきことかな】女房たちの感想。

2 【いと見苦しういかにさやうにはあるべきぞ】中君の心中の思い。


椎本．４．５．５

■　御おほむくだものよしあるさまにて参まゐり、御供おほむともの人ひとびとにも、肴さかななどめやすきほどにて、土器かはらけさし出いでさせたまひけり。

◇　御果物を風流なふうに盛って差し上げ、お供の人びとにも、肴など体裁よく添えて、酒をお勧めさせなさるのであった。

■　また御移おほむうつり香1がもて騷さわがれし宿直人とのゐびとぞ2、鬘鬚かづらひげとかいふつらつき、心こころづきなくてある3、

◇　あの殿の移り香を騒がれた宿直人は、鬘鬚とかいう顔つきが、気にくわないが、

■　「はかなの御頼おほむたのもし人びとや4」

◇　「頼りない家来だな」

■　と見みたまひて、召めし出いでたり。

◇　と御覧になって、召し出した。


1 【また御移り香】大島本は「又」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かの」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【宿直人ぞ】係助詞「ぞ」は、「召し出でたり」に係るが、結びが流れている。

3 【鬘鬚とかいふつらつき心づきなくてある】宿直人の容貌を説明する挿入句。

4 【はかなの御頼もし人や】薫の感想。


椎本．４．５．６

■　「いかにぞ1。

◇　「どうだね。

■　おはしまさでのち2、心細こころぼそからむな」

◇　お亡くなりになってからは、心細いだろうな」


1 【いかにぞ】以下「心細からむな」まで、薫の詞。

2 【おはしまさでのち】八宮が亡くなって後。


椎本．４．５．７

■　など問とひたまふ。

◇　などとお尋ねになる。

■　うちひそみつつ、心弱こころよわげに泣なく。

◇　べそをかきながら、弱そうに泣く。

椎本．４．５．８

■　「世よの中なかに頼たのむよるべも1はべらぬ身みにて、一所ひとところの御蔭おほむかげに2隠かくれて、三十余年さむじふよねんを過すぐしはべりにければ、今いまはまして、野山のやまにまじりはべらむも、いかなる木きのもとS29をかは頼たのむべくはべらむ3」

◇　「世の中に頼る身寄りもございません身の上なので、お一方様のお蔭にすがって、三十数年過ごしてまいりましたので、今はもう、野山にさすらっても、どのような木を頼りにしたらよいのでしょうか」


S29 侘び人のわきて立ち寄る木の本は頼む蔭なく紅葉散りけり（古今集秋下-二九二　遍昭僧正）

1 【世の中に頼むよるべも】以下「頼むべくはべらむ」まで、宿直人の詞。

2 【一所の御蔭に】八宮の御庇護。

3 【いかなる木のもとをかは頼むべくはべらむ】『花鳥余情』は「侘び人のわきて立ち寄る木のもとは頼む蔭なく紅葉散りけり」（古今集秋下、二九二、僧正遍昭）を指摘。反語表現。


椎本．４．５．９

■　と申まうして、いとど人悪ひとわろげなり。

◇　と申し上げて、ますますみっともない様子である。

椎本．４．５．１０

■　おはしましし方開かたあけさせたまへれば1、塵ちりいたう積つもりて、仏ほとけのみぞ花はなの飾かざり衰おとろへず、行おこなひたまひけりと見みゆる御床おほむゆかなど取とりやりて2、かき払はらひたり。

◇　生前お使いになっていたお部屋を開けさせなさると、塵がたいそう積もって、仏像だけが花の飾りが以前と変わらず、勤行なさったと見えるお床などを取り外して、片づけてあった。

■　本意ほいをも遂とげば、と3契ちぎりきこえしこと思おもひ出いでて、

◇　本願を遂げた時にはと、お約束申し上げたことなどを思い出して、


1 【おはしましし方開けさせたまへれば】八宮が生前に使用していた部屋。宿直人に開けさせた。

2 【御床など取りやりて】仏前に一段と高く設けた床。

3 【本意をも遂げばと】自分薫が出家した暁には、の意。


椎本．４．５．１１

■　「立たち寄よらむ蔭かげと頼たのみし椎しゐが本もと

空むなしき床とこS30になりにけるかな1」

◇　「立ち寄るべき蔭とお頼りしていた椎の本は

空しい床になってしまったな」


S30 優婆塞が行ふ山の椎が本あなそばそばし床にしあらねば（宇津保物語-二一二）

1 【立ち寄らむ蔭と頼みし椎が本空しき床になりにけるかな】薫の詠歌。『異本紫明抄』は「優婆塞が行ふ山の椎が本あなそばそばし床にしあらねば」（宇津保物語、嵯峨院）を指摘。


椎本．４．５．１２

■　とて、柱はしらに寄よりゐたまへるをも、若わかき人ひとびとは1、覗のぞきてめでたてまつる。

◇　といって、柱に寄り掛かっていらっしゃるのも、若い女房たちは、覗いてお誉め申し上げる。


1 【若き人びとは】若い女房たち。


椎本．４．５．１３

■　日暮ひくれぬれば、近ちかき所々ところどころに、御荘みさうなど仕つかうまつる人ひとびとに1、御秣取みまくさとりにやりける、君きみも知しりたまはぬに2、田舎ゐなかびたる人ひとびとは3、おどろおどろしくひき連つれ参まゐりたるを、

◇　日が暮れてしまったので、近い所々に、御荘園などに仕えている人びとに、み秣を取りにやったのを、主人もご存知なかったが、田舎びた人びとは、大勢引き連れて参ったのを、

■　「あやしう、はしたなきわざかな4」

◇　「妙に、体裁の悪いことだな」

■　と御覧ごらんずれど、老おい人びとに紛まぎらはしたまひつ5。

◇　と御覧になるが、老女に用事で来たかのようにごまかしなさった。

■　おほかたかやうに仕つかうまつるべく、仰おほせおきて6出いでたまひぬ。

◇　いつもこのようにお仕えするように、お命じおきになってお帰りになった。


1 【御荘など仕うまつる人びとに】薫の荘園に仕える人々。

2 【御秣取りにやりける君も知りたまはぬに】供人が気を利かせて荘園の人々に今夜明朝の馬の飼料を取りにやらせた、それを主人の薫は知らないでいた、という趣。

3 【田舎びたる人びとは】大島本は「人々ハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人々」と「は」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

4 【あやしうはしたなきわざかな】薫の思い。お忍びで来たのが表沙汰になってしまったので具合が悪い思い。

5 【老い人に紛らはしたまひつ】弁のもとに用事があって来たかのようにごまかした、の意。

6 【おほかたかやうに仕うまつるべく仰せおきて】いつもこのように姫君たちのお世話をするようにと、荘園の人々に命じおいた、の意。今まで宿直人一人が世話をしていたのが、急に薫の荘園の大勢の人々も世話をするようになった。


第五章　宇治の姉妹の物語　匂宮、薫らとの恋物語始まる

第一段　新年、阿闍梨、姫君たちに山草を贈る

椎本．５．１．１

■　年替としかはりぬれば1、空そらのけしきうららかなるに、汀みぎはの氷解こほりとけたるを、ありがたくもと眺ながめたまふ。

◇　年が変わったので、空の様子がうららかになって、汀の氷が一面に解けているのを、不思議な気持ちで眺めていらっしゃる。

■　聖ひじりの坊ばうより、

◇　聖の僧坊から、

■　「雪消ゆきぎえに摘**みてはべるなり3」

◇　「雪の消え間で摘んだものでございます」

■　とて、沢さはの芹せり、蕨わらびなどたてまつりたり。

◇　といって、沢の芹や、蕨などを差し上げた。

■　斎いもひの御台みだいに参まゐれる。

◇　精進のお膳にして差し上げる。

◆　 
とし かはり ぬれ ば、 そら の けしき うららか なる に、 みぎは の こほり とけ たる を、 ありがたく も と ながめ たまふ。 ひじり の ばう より、 "ゆきぎえ に つみ はべる なり。" とて、 さは の せり、 わらび など たてまつり たり。 いもひ の みだい に まゐれ る。


1 【年替はりぬれば】薫二十四歳となる。

2? 【ありがたくもとながめたまふ】主語は宇治の姫君たち。『集成』は「不思議なことのように、姫君たちは相変らず悲しみに沈んでいられる」。『完訳』は「姫君たちは、よくも生き長らえたものと、悲嘆に沈んでいる」と訳す。

3 【雪消えに摘みてはべるなり】阿闍梨の伝言。


椎本．５．１．２

■　「所ところにつけては1、かかる草木くさきのけしきに従したがひて、行ゆき交かふ月日つきひのしるしも見みゆるこそ、をかしけれ」

◇　「場所柄によって、このような草木の有様に従って、行き交う月日の節目も見えるのは、興趣深いことです」


1 【所につけては】以下「をかしけれ」まで、女房たちの詞。


椎本．５．１．３

■　など、人ひとびとの言いふを、

◇　などと、人びとが言うのを、

■　「何なにのをかしきならむ1」

◇　「何の興趣深いことがあろうか」

■　と聞ききたまふ。

◇　とお聞きになっている。


1 【何のをかしきならむ】姫君たちの心の内。反語表現。


椎本．５．１．４

■　「君きみが折をる峰みねの蕨わらびと見みましかば

知しられやせまし春はるのしるしも1」

◇　「父宮が摘んでくださった峰の蕨でしたら

これを春が来たしるしだと知られましょうに」


1 【君が折る峰の蕨と見ましかば知られやせまし春のしるしも】大君の詠歌。「君」は父をさす。「折る」「居る」の掛詞。「ましかば--まし」反実仮想の構文。


椎本．５．１．５

■　「雪深ゆき汀***の小芹誰こぜりたがために

摘つみかはやさむ親おやなしにして」

◇　「雪の深い汀の小芹も誰のために摘んで楽しみましょうか

親のないわたしたちですので」

◆　 
"ゆき ふかき みぎは の こぜり た が ため に
 つみ かはや さ む おや なし に し て"

椎本．５．１．６

■　など、はかなきことどもをうち語かたらひつつ2、明あけ暮くらしたまふ。

◇　などと、とりとめのないことを語り合いながら、日をお暮らしになる。


1? 【雪深き汀の小芹誰がために摘みかはさむ親なしにして】中君の唱和歌。「小芹」の「小」に「子」を響かす。「親」と「子」は縁語。

2 【はかなきことどもをうち語らひつつ】『集成』は「ふと心に浮ぶお歌を詠み交わしたりしながら」。『完訳』は「あれこれととりとめのないことをお話し合いになりなっては」と訳す。


椎本．５．１．７

■　中納言殿ちうなごんどのよりも宮みやよりも、折過をりすぐさず訪とぶらひきこえたまふ。

◇　中納言殿からも宮からも、折々の機会を外さずお見舞い申し上げなさる。

■　うるさく何なにとなきこと多おほかるやうなれば、例れいの、書かき漏もらしたるなめり1。

◇　厄介で何でもないことが多いようなので、例によって、書き漏らしたようである。


1 【うるさく何となきこと多かるやうなれば例の書き漏らしたるなめり】『一葉抄』は「紫式部か詞也」と指摘。『全集』は「薫、匂宮の言動に立ち合った人が見聞を書きとめたものによって、語り手が語っているという形式。このときの薫や匂宮の手紙は書きとめてなかったとする語り手の省筆の技法」と注す。


第二段　花盛りの頃、匂宮、中の君と和歌を贈答

椎本．５．２．１

■　花盛はなざかりのころ1、宮みや、

◇　花盛りのころ、宮は、

■　「かざし」

◇　「かざし」

■　を思おぼし出いでて2、その折見聞をりみききたまひし君きみたちなども、

◇　の和歌を思い出して、その時お供でご一緒した公達なども、


1 【花盛りのころ】桜の花の盛りのころ。二月下旬ころ。

2 【宮かざしを思し出でて】匂宮が中君に「山桜匂ふあたりを尋ね来て同じかざしを折りてけるかな」という和歌を贈ったことを思い出す。


椎本．５．２．２

■　「いとゆゑありし2親王みこの御住おほむすまひを、またも見みずなりにしこと」

◇　「実に趣のあった親王のお住まいを、再び見ないことになりました」


1? 【見ききたまひし君たちなども】匂宮に同行した公達。

2 【いとゆゑありし】以下「見ずなりにしこと」まで、公達の詞。


椎本．５．２．３

■　など、おほかたのあはれを口々くちぐちきこゆるにP30聞**こゆるに、いとゆかしう思おぼされけり1。

◇　などと、世の中一般のはかなさを口々に申し上げるので、たいそう興味深くお思いになるのであった。

◆　 
など、 おほかた の あはれ を くちぐち きこゆる に、 いと ゆかしう おぼさ れ けり。


P30 口々--くち（ち/+／＼〈朱〉）

1 【いとゆかしう思されけり】主語は匂宮。再度宇治を訪問したく思う。


椎本．５．２．４

■　「つてに見みし宿やどの桜さくらをこの春はるは

霞隔かすみへだてず折をりてかざさむ1」

◇　「この前は、事のついでに眺めたあなたの桜を

今年の春は霞を隔てず手折ってかざしたい」


1 【つてに見し宿の桜をこの春は霞隔てず折りてかざさむ】匂宮から中君への贈歌。


椎本．５．２．５

■　と、心こころをやりてのたまへりけり1。

◇　と、気持ちのままおっしゃるのであった。

■　「あるまじきことかな2」

◇　「とんでもないことだわ」

■　と見みたまひながら、いとつれづれなるほどに、見所みどころある御文おほむふみの、うはべばかりをもて消けたじ3とて、

◇　と御覧になりながら、とても所在ない折なので、素晴らしいお手紙の、表面だけでも無にすまいと思って、


1 【心をやりてのたまへりけり】『集成』は「思いのままのお歌をおくられるのであった」。『完訳』は「何の気がねもなくお言い送りになるのであった」と訳す。

2 【あるまじきことかな】中君の心中の思い。

3 【見所ある御文のうはべばかりをもて消たじ】中君の心中の思い。『集成』は「情趣をこわさないように、当りさわりのない返歌くらいはしよう、の意」と注す。


椎本．５．２．６

■　「いづことか尋たづねて折をらむ墨染すみぞめに

霞かすみこめたる宿やどの桜さくらを1」

◇　「どこと尋ねて手折るのでしょう

墨染に霞み籠めているわたしの桜を」


1 【いづことか尋ねて折らむ墨染に霞みこめたる宿の桜を】大島本は「いつことか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いづく」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。中君の返歌。「宿の桜」「霞」「折る」の語句を用いて返す。


椎本．５．２．７

■　なほ、かくさし放はなち、つれなき御みけしきのみ見みゆれば、まことに心憂こころうしと思おぼしわたる。

◇　やはり、このように突き放して、素っ気ないお気持ちばかりが見えるので、ほんとうに恨めしいとお思い続けていらっしゃる。

第三段　その後の匂宮と薫

椎本．５．３．１

■　御心みこころにあまりたまひては、ただ中納言ちうなごんを、とざまかうざまに責せめ恨うらみきこえたまへば、をかしと思おもひながら、いとうけばりたる後見顔うしろみがほに1うちいらへきこえて、あだめいたる御心みこころざまをも見みあらはす時々ときどきは2、

◇　お胸に抑えきれなくなって、ただ中納言を、あれやこれやとお責め申し上げなさるので、おもしろいと思いながら、いかにも誰憚らない後見役の顔をしてお返事申し上げて、好色っぽいお心が表れたりする時々には、


1 【をかしと思ひながらいとうけばりたる後見顔に】主語は薫。薫は匂宮の前でいかにも姫君たいの後見人という顔をする。

2 【あだめいたる御心ざまをも見あらはす時々は】主語は匂宮。


椎本．５．３．２

■　「いかでか、かからむには1」

◇　「どうしてか、このようなお心では」


1 【いかでかかからむには】薫の詞。匂宮が浮気っぽい態度では、とても姫君をやれぬ、という。


椎本．５．３．３

■　など、申まうしたまへば、宮みやも御心みこころづかひしたまふべし1。

◇　など、お咎め申し上げなさるので、宮もお気をつけなさるのであろう。


1 【宮も御心づかひしたまふべし】推量の助動詞「べし」は語り手の推量。


椎本．５．３．４

■　「心こころにかなふあたりをP31、まだ見みつけぬほどぞや1」

◇　「気に入った相手が、まだ見つからない間のことです」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


P31 あたりを--あたり（り/+を）

1 【心にかなふあたりをまだ見つけぬほどぞや】匂宮の詞。


椎本．５．３．５

■　大殿おほとのの六ろくの君きみを1思おぼし入いれぬこと、なま恨うらめしげに、大臣おとども思おぼしたりけり。

◇　大殿の六の君をお気にかけないことは、何となく恨めしそうに、大臣もお思いになっているのであった。

■　されど、

◇　けれど、


1 【大殿の六の君を】夕霧の六の君。藤典侍腹の姫君。「匂宮」巻に初出。


椎本．５．３．６

■　「ゆかしげなき1仲なからひなるP32うちにも、大臣おとどのことことしくわづらはしくて、何なにごとの紛まぎれをも見みとがめられむがむつかしき」

◇　「珍しくない間柄の仲でも、大臣が仰々しく厄介で、どのような浮気事でも咎められそうなのがうっとうしくて」


P32 仲らひなる--なからひた（た/＄な〈朱〉）る

1 【ゆかしげなき】以下「むつかしき」まで、匂宮の詞。


椎本．５．３．７

■　と、下したにはのたまひて、すまひたまふ。

◇　と、内々ではおっしゃって、嫌がっていらっしゃる。

椎本．５．３．８

■　その年とし、三条宮焼さむでうのみややけて、入道宮にふだうのみやも、六条院ろくでうのゐんに移うつろひたまひ1、何なにくれともの騒さわがしきに紛まぎれて、宇治うぢのわたりを久ひさしう訪おとづれきこえたまはず。

◇　その年、三条宮が焼けて、入道宮も、六条院にお移りになり、何かと騒々しい事に紛れて、宇治の辺りを久しくご訪問申し上げなさらない。

■　まめやかなる人ひとの御心みこころは、またいと異ことなりければ2、いとのどかに、

◇　生真面目な方のご性格には、また普通の人と違っていたので、たいそうのんびりと、

■　「おのがものとはうち頼たのみながら3、女をむなの心こころゆるびたまはざらむ限かぎりは4、あざればみ情なさけなきさまに見みえじ」

◇　「自分の物と期待しながらも、女の心が打ち解けないうちは、不謹慎な無体な振る舞いはしまい」

■　と思おもひつつ、

◇　と思いながら、

■　「昔むかしの御心忘みこころわすれぬ方かたを、深ふかく見知みしりたまへ5」

◇　「故宮とのお約束を忘れていないことを、深く知っていただきたい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになっている。


1 【三条宮焼けて入道宮も六条院に移ろひたまひ】薫の本邸。薫は六条院に移り、母女三の宮も六条院に移る。

2 【いと異なりければ】生真面目な性格は常人とは格別違っていた、の意。

3 【いとのどかにおのがものとはうち頼みながら】『集成』は「至極のんびり構えて、きっと自分の妻になる人だとは信じていながら」と訳す。「おのがものとは」以下「情けなきさまは見えじ」まで、薫の心中。

4 【女の心ゆるびたまはざらむ限りは】大君の心がとけない限りは、の意。『完訳』は「大君が薫を夫として迎え入れる気持にならない限りは」と訳す。

5 【昔の御心忘れぬ方を深く見知りたまへ】薫の心中。故八宮との約束。


第四段　夏、薫、宇治を訪問

椎本．５．４．１

■　その年とし、常つねよりも暑あつさを人ひとわぶるに、

◇　その年は、例年よりも暑さを人がこぼすので、

■　「川面涼かわづらすずしからむはや2」

◇　「川辺が涼しいだろうよ」

■　と思おもひ出いでて、にはかに参まうでたまへり。

◇　と思い出して、急に参上なさった。

■　朝涼あさすずみのほどに出いでたまひければ、あやにくにさし来くる日影ひかげもまばゆくて、宮みやのおはせし西にしの廂ひさしに3、宿直人召とのゐびとめし出いでておはす4。

◇　朝の涼しいうちにご出発になったので、折悪く差し込んでくる日の光も眩しくて、宮が生前おいでになった西の廂の間に、宿直人を召し出してお控えになる。


1? 【その年常よりも暑さをわぶるに】季節は夏に推移。

2 【川面涼しからむはや】薫の心中。「川面」は宇治川の河畔。

3 【あやにくにさし来る日影もまばゆくて宮のおはせし西の廂に】日頃は西面に招じ入れられたのが、あいにく、日差しが強く差し込んで暑いので、日蔭の西面に招じ入れられた、という意。

4 【宿直人召し出でておはす】『完訳』は「宿直人をお召し寄せになって休息していらっしゃる」と訳す。


椎本．５．４．２

■　そなたの母屋もやの仏ほとけの御前おまへに、君きみたちものしたまひけるを、気近けぢかからじとて1、わが御方おほむかたに渡わたりたまふ御おほむけはひ、忍しのびたれど、おのづから、うちみじろきたまふほど近ちかう聞きこえければ、なほあらじに3、こなたにP33通かよふ障子さうじの端はしの方かたに、かけがねしたる所ところに、穴あなのすこし開あきたるを見みおきたまへりければ、外とに立たてたる屏風びゃうぶをひきやりて見みたまふ。

◇　そちらの母屋の仏像の御前に、姫君たちがいらっしゃったが、近すぎないようにと、ご自分のお部屋にお渡りになるご様子、音を立てないようにしていたが、自然と、お動きになるのが近くに聞こえたので、じっとしていられず、こちらに通じている障子の端の方に、掛金がしてある所に、穴が少し開いているのを見知っていたので、外に立ててある屏風を押しやって御覧になる。


P33 こなたに--こなたには（は/＃〈朱〉）

1 【気近からじとて】姫君たちの思い。薫に近い所にいては具合悪いと思って。

2? 【わが御方にわたりたまふ】寝殿の西側の母屋の仏間から自分たちの東側の部屋へ移動。

3 【なほあらじに】薫はじっとしていられず。


椎本．５．４．３

■　ここもとに几帳きちゃうを添そへ立たてたる、

◇　こちらに几帳を立て添えてある、

■　「あな、口惜くちをし」

◇　「ああ、残念な」

■　と思おもひて、ひき帰かへる、折をりしも、風かぜの簾すだれをいたう吹ふき上あぐべかめれば1、

◇　と思って、引き返す、ちょうどその時、風が簾をたいそう高く吹き上げるようなので、


1 【吹き上ぐべかめれば】薫の目を通して叙述。「べかめれば」は薫の推量。


椎本．５．４．４

■　「あらはにもこそあれ1。

◇　「丸見えになったら大変です。

■　その几帳2みきちゃうおし出いでてこそ」

◇　その御几帳を押し出して」


1 【あらはにもこそあれ】以下「おし出でてこそ」まで、女房の詞。

2 【その几帳】大島本は「木丁」とある。『集成』『漢訳』は諸本に従って「御几帳」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


椎本．５．４．５

■　と言いふ人ひとあなり1。

◇　という女房がいるようである。

■　をこがましきものの、うれしうて2見みたまへば、高たかきも短みじかきも3、几帳きちゃうを二間ふたまの簾すにおし寄よせて4、この障子さうじに向むかひて5、開あきたる障子さうじより、あなたに通とほらむとなりけり。

◇　愚かなことをするようだが、嬉しくて御覧になると、高いのも低いのも、几帳を二間の簾の方に押し寄せて、この障子の正面の、開いている障子から、あちらに行こうとしているところなのであった。


1 【と言ふ人あなり】「なり」伝聞推定の助動詞。

2 【をこがましきもののうれしうて】薫の心中。それまで穴を塞いでいた几帳が取り除かれたので、見えるようになった。

3 【高きも短きも】几帳の高さは五尺・三尺・二尺とある。以下「かうざまにもおはすべき」まで、薫の目を通して叙述する。

4 【几帳を二間の簾におし寄せて】仏間の南側に位置する廂間を二間に仕切った部屋。その南側の簾の前に几帳を移動する。

5 【この障子に向かひて】薫が覗いている障子の内側の正面を姫君たちが移動。


第五段　障子の向こう側の様子

椎本．５．５．１

■　まづ、一人立ひとりたち出いでて1、几帳きちゃうよりさし覗のぞきて2、この御供おほむともの人ひとびとの、とかう行ゆきちがひ、涼すずみあへるを3見みたまふなりけり4。

◇　まず、一人が立って出て来て、几帳から覗いて、このお供の人びとが、あちこち行ったり来たりして、涼んでいるのを御覧になるのであった。

■　濃こき鈍色にびいろP34の単衣ひとへに、萱草くわんぞうの袴5はかまもてはやしたる、なかなかさま変かはりてはなやかなりと見みゆるは、着きなしたまへる人ひとからなめり。

◇　濃い鈍色の単衣に、萱草の袴が引き立っていて、かえって様子が違って華やかであると見えるのは、着ていらっしゃる人のせいのようである。


P34 鈍色--わ（わ/＄に〈朱〉）ひいろ

1 【まづ一人立ち出でて】後文から中君と知られる。

2 【几帳よりさし覗きて】中君の行動。若い姫君らしく好奇心が旺盛。

3 【この御供の人びとのとかう行きちがひ涼みあへるを】薫の供人。

4 【見たまふなりけり】主語は中君。

5 【袴】大島本は「はかま」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「袴の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


椎本．５．５．２

■　帯おびはかなげにしなして1、数珠ずずひき隠かくして持もたまへり。

◇　帯を形ばかり懸けて、数珠を隠して持っていらっしゃった。

■　いとそびやかに、様体やうだいをかしげなる人ひとの、髪かみ、袿うちきにすこし足たらぬほどならむと見みえて、末すゑまで塵ちりのまよひなく2、つやつやとこちたう、うつくしげなり。

◇　たいそうすらりとした、姿態の美しい人で、髪が、袿に少し足りないぐらいだろうと見えて、末まで一筋の乱れもなく、つやつやとたくさんあって、可憐な風情である。

■　かたはらめなど、あならうたげと見みえて、匂にほひやかに、やはらかにおほどきたるけはひ、女一をむないちの宮みやも、かうざまにぞおはすべき3と、ほの見みたてまつりしも4思おもひ比くらべられて、うち嘆なげかる。

◇　横顔などは、実にかわいらしげに見えて、色つやがよく、物やわらかにおっとりした感じは、女一の宮も、このようにいらっしゃるだろうと、ちらっと拝見したことも思い比べられて、嘆息を漏らされる。


1 【帯はかなげにしなして】掛け帯。仏前で誦経などするときの女性の身仕度。

2 【塵のまよひなく】『集成』は「一筋の乱れもなく」と訳す。

3 【女一の宮もかうざまにぞおはすべき】明石中宮腹の女一の宮。『完訳』は「もともと薫には彼女への憧れのような恋慕があるらしい。薫の恋を規制する存在として重要である」と注す。

4 【ほの見たてまつりしも】薫は女一の宮をちらっと拝見したことがある趣である。


椎本．５．５．３

■　またゐざり出いでて1、

◇　もう一人がいざり出て、

■　「かの障子さうじは、あらはにもこそあれ2」

◇　「あの障子は、丸見えではないかしら」

■　と、見みおこせたまへる用意ようい、うちとけたらぬさまして、よしあらむとおぼゆ。

◇　と、こちらを御覧になっている心づかいは、気を許さない様子で、嗜みがあると思われる。

■　頭かしらつき、髪かむざしのほど、今いますこしあてになまめかしきさまなり3。

◇　頭の恰好や、髪の具合は、前の人よりもう少し上品で優美さが勝っている。


1 【またゐざり出でて】以下、巻末まで薫の目を通して叙述する。大君をさす。

2 【かの障子はあらはにもこそあれ】大君の詞。『完訳』は「薫がのぞく仏間の西側の襖。そこに隙間などがあれば自分たちがのぞき見られるという懸念。慎重な性格で、中の君と対照的」と注す。

3 【今すこしあてになまめかしきさまなり】大島本は「なまめかしきさまなり」とある。『完本』は諸本に従って「なまめかしさまさりたり」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。中君に比較して、気品高さや優雅さでまさる、という。


椎本．５．５．４

■　「あなたに屏風びゃうぶも添そへて1立たててはべりつ。

◇　「あちらに屏風を添えて立ててございました。

■　急いそぎてしも、覗のぞきたまはじ」

◇　すぐにも、お覗きなさるまい」


1 【あなたに屏風も添へて】以下「覗きたまはじ」まで、女房の詞。向う側、薫の覗いている所をさす。外側、したがって、薫は屏風を動かすことは可能である。


椎本．５．５．５

■　と、若わかき人ひとびと、何心なにごころなく言いふあり。

◇　と、若い女房たちは、何気なしに言う者もいる。

椎本．５．５．６

■　「いみじうもあるべきわざかな1」

◇　「大変なことですよ」


1 【いみじうもあるべきわざかな】大君の詞。『完訳』は「見られたりしたらたいへんなことになりましょう」と訳す。


椎本．５．５．７

■　とて、うしろめたげにゐざり入いりたまふほど1、気高けだかう心こころにくきけはひ添そひて見みゆ。

◇　と言って、不安そうにいざってお入りなるとき、気高く奥ゆかしい感じが加わって見える。

■　黒くろき袷一襲あはせひとかさね、同おなじやうなる色合いろあひを2着きたまへれど、これはなつかしうなまめきて、あはれげに、心苦こころぐるしうおぼゆ。

◇　黒い袷を一襲、同じような色合いを着ていらっしゃるが、これはやさしく優美で、しみじみと、おいたわしく思われる。


1 【ゐざり入りたまふほど】大君が寝殿の東面の間に入る。

2 【同じやうなる色合ひを】中君と同じような喪服の色。


椎本．５．５．８

■　髪かみ、さはらかなるほどに落おちたるなるべし、末すゑすこし細ほそりて、色いろなりとかいふめる、翡翠ひすいだちて1いとをかしげに、糸いとをよりかけたるやうなり。

◇　髪は、さっぱりした程度に抜け落ちているのであろう、末の方が少し細くなって、見事な色とでも言うのか、翡翠のようなとても美しそうで、より糸を垂らしたようである。

■　紫むらさきの紙かみに書かきたる経きゃうを、片手かたてに持もちたまへる手てつき、かれより2も細ほそさまさりて、痩やせ痩やせなるべし3。

◇　紫の紙に書いてあるお経を片手に持っていらっしゃる手つきが、前の人よりほっそりとして、痩せ過ぎているのであろう。

■　立たちたりつる君きみも、障子口さうじぐちにゐて4、何なにごとにかあらむ5、こなたを見みおこせて笑わらひたる、いと愛敬あいぎゃうづきたり。

◇　立っていた姫君も、障子口に座って、何であろうか、こちらを見て笑っていらっしゃるのが、とても愛嬌がある。


1 【色なりとかいふめる翡翠だちて】『集成』は「「色なり」は、髪のつやつやした美しさをいう成語であるらしい」と注す。かわせみの青羽のような光沢のある美しさをいう。

2 【かれより】妹の中君と比較して。

3 【痩せ痩せなるべし】薫と語り手の目が一体化した表現。

4 【立ちたりつる君も障子口にゐて】『完訳』は「先刻立っていた女君も、襖の戸口におすわりになって」と訳す。「たりつる」は先刻--していた、というニュアンス。

5 【何ごとにかあらむ】挿入句。薫の疑問、声が聞こえない。



４７． 総角 (あげまき)

第一章　大君の物語　薫と大君の実事なき暁の別れ

第一段　秋、八の宮の一周忌の準備

総角．１．１．１

■　あまた年耳馴としみみなれたまひにし川風かはかぜも、この秋あきは1いとはしたなくもの悲かなしくて、御果おほむはての事2こといそがせたまふ。

◇　何年も耳馴れなさった川風も、今年の秋はとても身の置き所もなく悲しくて、一周忌の法要をご準備なさる。

■　おほかたのあるべかしきことどもは、中納言殿ちうなごんどの、阿闍梨あじゃりなどぞ仕つかうまつりたまひける。

◇　一通りの必要なことどもは、中納言殿と、阿闍梨などがご奉仕なさったのであった。

■　ここには法服ほふぶくの事こと、経きゃうの飾かざり、こまかなる御扱おほむあつかひを、人ひとの聞きこゆるに従したがひて3営いとなみたまふも、いとものはかなくあはれに、

◇　こちらでは法服のこと、経の飾りや、こまごまとしたお仕事を、女房が申し上げるのに従ってご準備なさるのも、まことに頼りなさそうにお気の毒で、

■　「かかるよその御後見おほむうしろみなからましかば4」

◇　「このような他人のお世話がなかったら」

■　と見みえたり。

◇　と見えた。


1 【川風もこの秋は】『完訳』は「風が秋の当来を告げる。その秋は悲哀の季節。故八の宮の一周忌近い今年の秋はとりわけ悲しい」と注す。薫二十四歳秋。宇治八宮薨去の翌秋。

2 【御果ての事】八宮の一周忌の法要。昨年の秋八月二十日ごろに薨去した。

3 【人の聞こゆるに従ひて】女房たちが申し上げるのに従って。

4 【かかるよその御後見なからましかば】語り手の目を通しての感想。「ましかば」反実仮想。薫や阿闍梨の世話がなかったらできなかったろう、の意。


総角．１．１．２

■　みづからも参まうでたまひて1、今いまはと脱ぬぎ捨すてたまふほどの御訪おほむとぶらひ、浅あさからず聞きこえたまふ。

◇　ご自身でも参上なさって、今日を限りに喪服をお脱ぎになるときのお見舞いを、丁重に申し上げなさる。

■　阿闍梨あざりもここに参まゐれり2。

◇　阿闍梨もここちらに参上していた。

■　名香みゃうがうの糸いとひき乱みだりて、

◇　名香の糸を引き散らして、

■　「かくても経へぬるS1,3」

◇　「こうして過ごして来たことよ」

■　など、うち語かたらひたまふほどなりけり。

◇　などと、お話しなさっている時であった。

■　結むすび上あげたるたたりの、簾すだれのつまより、几帳きちゃうのほころびに透すきて見みえければ、そのことと心得こころえて4、

◇　結び上げた糸繰り台が、御簾の端から、几帳の隙間を通して見えたので、そのことだと察して、

■　「わが涙なみだをば玉たまにぬかなむS2,5」

◇　「わたしの涙を玉にして糸に通して下さい」

■　とうち誦ずじたまへる、伊勢いせの御ごもかくこそありけめと6、をかしく聞きこゆるも、内うちの人ひとは7、聞きき知しり顔がほにさしいらへたまはむもつつましくて、

◇　と口ずさんでいらっしゃるのは、伊勢の御もこうであったろうと、興深くお思い申し上げるにつけても、内側の人は、知ったかぶりにお返事申し上げなさるようなのも遠慮されて、

■　「ものとはなしにS3」

◇　「糸ではないのに」

■　とか8、

◇　とか、

■　「貫之つらゆきがこの世よながらの別わかれをだに、心細こころぼそき筋すぢにひきかけけむも」

◇　「貫之が生きていての別れでさえ、心細いものとして詠んだというのも」

■　など9、げに古言ふることぞ、人ひとの心こころをのぶるたよりなりけるを思おもひ出いでたまふ。

◇　などと、なるほど古歌は、人の心を晴らすよすがであったのをお思い出しなさる。


S1 身を憂しと思ふに消えぬものなればかくても経ぬる世にこそありけれ（古今集恋五-八〇六　読人しらず）

S2 縒り合はせて泣くなる声を糸にして我が涙をば玉にぬかなむ（伊勢集-四八三）

S3 糸に縒るものならなくに別れ路の心細くも思ほゆるかな（古今集羇旅-四一五　紀貫之）

1 【みづからも参うでたまひて】薫自身。

2 【阿闍梨もここに参れり】山の阿闍梨が姫君たちの邸に来ていた。

3 【かくても経ぬる】『源氏釈』は「身を憂しと思ふに消えぬ物なればかくてもへぬる世にこそありけれ」（古今集恋五、八〇六、読人しらず）を指摘。

4 【そのことと心得て】姫君たちは名香の糸を作っているのだ、と分かって。

5 【わが涙をば玉にぬかなむ】『源氏釈』は「より合わせてなくなる声を糸にしてわがなみだ涙をば玉にぬかなむ」（伊勢集）を指摘。

6 【伊勢の御もかくこそありけめと】大島本は「かくこそありけめ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かくこそは」「かうこそは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。伊勢の御は宇多天皇の中宮温子に仕えた女房。『大和物語』にそのエピソードが語られている。

7 【内の人は】御簾の内側の姫君たち。

8 【ものとはなしにとか】『源氏釈』は「糸によるものならなくに別れ路の心細くも思ほゆるかな」（古今集羈旅、四一五、紀貫之）を指摘。

9 【心細き筋にひきかけけむもなど】大島本は「ひきかけゝむも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ひきかけけむを」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。「筋」「ひきかけ」は「糸」の縁語。


第二段　薫、大君に恋心を訴える

総角．１．２．１

■　御願文作おほむぐわんもんつくり1、経仏供養きゃうほとけくやうぜらるべき心こころばへなど書かき出いでたまへる硯すずりのついでに、客人2まらうと、

◇　御願文を作り、経や仏の供養なさる心づもりなどをお書き出しなさる筆のついでに、客人が、


1 【御願文作り】主語は薫。願文は漢文で書く。

2 【客人】薫。


総角．１．２．２

■　「あげまきにS4長ながき契ちぎりを結むすびこめ

同おなじ所ところに縒よりも会あはなむ1」

◇　「総角に末長い契りを結びこめて

一緒になって会いたいものです」


S4 総角（あげまき）や　とうとう　尋（ひろ）ばかりや　とうとう　離（さか）りて寝たれども　転（まろ）び　あひけり　とうとう　か寄りあひけり　とうとう（催馬楽-総角）

1 【あげまきに長き契りを結びこめ同じ所に縒りも会はなむ】薫から大君への贈歌。「総角」は催馬楽の曲名。その詩句を踏まえる。


総角．１．２．３

■　と書かきて、見みせたてまつりたまへれば、例れいの、とうるさけれど1、

◇　と書いて、お見せ申し上げなさると、いつもの、と煩わしいが、


1 【例のとうるさけれど】『完訳』は「椎本でも薫は匂宮と中君の媒にかこつけ大君に胸中を訴えた。「例の」と繰り返される」と注す。


総角．１．２．４

■　「ぬきもあへずもろき涙なみだの玉たまの緒をに

長ながき契ちぎりをいかが結むすばむ1」

◇　「貫き止めることもできないもろい涙の玉の緒に

末長い契りをどうして結ぶことができましょう」


1 【ぬきもあへずもろき涙の玉の緒に長き契りをいかが結ばむ】大君の返歌。「契り」「結び」の語句を用いて返す。「もろき涙の玉の緒」に余命短いことをいう。


総角．１．２．５

■　とあれば、

◇　とあるので、

■　「あはずは何なにをS5,1」

◇　「一緒になれなかったら生きている甲斐もありません」

■　と、恨うらめしげに眺ながめたまふ。

◇　と、恨めしそうに物思いにお耽りになる。


S5 片糸をこなたかなたに縒りかけて合はずは何を玉の緒にせむ（古今集恋一-四八三　読人しらず）

1 【あはずは何を】『源氏釈』は「片糸をこなたかなたによりかけてあはずは何を玉の緒にせむ」（古今集恋一、四八三、読人しらず）を指摘。


総角．１．２．６

■　みづからの御上おほむうへは1、かくそこはかとなくもて消けちて恥はづかしげなるに、すがすがともえのたまひよらで、宮みやの御おほむことをぞ2まめやかに聞きこえたまふ。

◇　ご自身のお身の上については、このように何とはなしに話をそらせて相手をなさらないので、すらすらと意中を申し上げることもできず、宮のご執心を真面目に申し上げなさる。


1 【みづからの御上は】大君ご自身の身の上については。

2 【宮の御ことをぞ】匂宮が中君にのご執心であることを。


総角．１．２．７

■　「さしも御心みこころに1入いるまじきことを、かやうの方かたにすこしすすみたまへる御本性おほむほんじゃうに、聞きこえそめたまひけむ負まけじ魂だましひにやと、とざまかうざまに、いとよくなむ御みけしき見みたてまつる。

◇　「それ程までご執心でないことを、このようなことに少し積極的でいらっしゃるご性格で、一度申し出されては後に引かない意地からかと、あれやこれやと、十分にお気持ちをお探り申し上げております。

■　まことにうしろめたくはあるまじげなるを2、などかくあながちにしも、もて離はなれたまふらむ。

◇　ほんとうに不安なようではありませんので、どうしてこのようにむやみに、お避けになるのでしょう。


1 【さしも御心に】以下「承りにしがな」まで、薫の詞。

2 【まことにうしろめたくはあるまじげなるを】『完訳』は「匂宮は安心できる人。以下、表面的に匂宮を言いながら、内実、自分を拒む大君への不満を哀訴」と注す。


総角．１．２．８

■　世よのありさまなど1、思おぼし分わくまじくは見みたてまつらぬを、うたて、遠々とほどほしくのみもてなさせたまへば、かばかりうらなく頼たのみきこゆる心こころに違たがひて、恨うらめしくなむ。

◇　男女の仲の様子などを、ご存知でないようには拝見しませんのに、いやに、よそよそしくばかりおあしらいなさるので、これほど心から信頼申し上げている気持ちと違って、恨めしい気がします。

■　ともかくも思おぼし分わくらむさまなどを、さはやかに承うけたまはりにしがな」

◇　どのようにお考えになっているのかなどを、はっきりとお聞き致したいものですね」


1 【世のありさまなど】男女の仲。


総角．１．２．９

■　と、いとまめだちて聞きこえたまへば、

◇　と、たいそう真面目になって申し上げなさるので、

総角．１．２．１０

■　「違たがへじの心こころにてこそは1、かうまであやしき世よの例ためしなるありさまにて、隔へだてなくもてなしはべれ。

◇　「お気持ちに背くまいとの気持ちなればこそ、こうしてまでおかしな世間の例にもなる状態で、隔てなくお相手しているのでございます。

■　それを思おぼし分わかざりけるこそは、浅あさきことも混まざりたる心地2ここちすれ。

◇　それをお分かりにならなかったことこそ、浅い気持ちがあるような気がします。

■　げに、かかる住すまひなどに、心こころあらむ人ひとは3、思おもひ残のこす事4こと、あるまじきを、何事なにごとにも後おくれそめにけるうちに、こののたまふめる筋すぢは5、いにしへも6、さらにかけて、とあらばかからばなど7、行ゆく末すゑのあらましごとに取とりまぜて、のたまひ置おくこともなかりしかば、なほ、かかるさまにて8、世よづきたる方かたを9思おもひ絶たゆべく思おぼしおきてける、となむ10思おもひ合あはせはべれば、ともかくも聞きこえむ方かたなくて。

◇　おっしゃるように、このような住まいなどに、情けの深い人は、ありたけの物思いをし尽くすでしょうが、何事にも後れて育ちましたので、このおっしゃるような方面は、故人も、一向に何一つ、こういう場合にはああいう場合にはなどと、将来のことを予想して、おっしゃっておくこともなかったので、やはり、このような状態で、世間並みの生活を諦めるようお考え置きであった、と思い合わされますので、何ともお答え申し上げようがなくて。

■　さるは、すこし世籠よごもりたるほどにて、深山隠みやまがくれにS6は心苦こころぐるしく見みえたまふ人ひとの御上おほむうへを11、いとかく朽木くちきにはなし果はてずもがなと、人知ひとしれず扱あつかはしくおぼえはべれど、いかなるべき世よにかあらむ12」

◇　一方では、少し生い先長い年頃で、山奥暮らしはお気の毒にお見えになるお身の上を、まことにこのように枯木にはさせたくないものだと、人知れず面倒見ずにはいられなく思っているのですが、どのようになる縁なのでしょうか」


S6 形こそ深山隠れの朽木なれ心は花になさばなりなむ（古今集雑上-八七五　兼芸法師）

1 【違へじの心にてこそは】大島本は「たかへしの心」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「違へきこえじの心」と「きこえ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「いかなるべき世にかあらむ」まで、大君の詞。

2 【浅きことも混ざりたる心地】大島本は「あさきこともまさりたるこゝ地」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まじりたる心地」と校訂する。『新大系』は底本のまま「まさりたる」とする。

3 【げにかかる住まひなどに心あらむ人は】『集成』は「仰せのように、こんな山里の住まいなどをしていますと、物の分る方なら物思いの限りを尽すことでしょうが。「世のありさまなど、おぼしわくまじくは見たてまつらぬを」という薫の言葉を受ける」と注す。

4 【思ひ残す事】大島本は「おもひのこす事」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ残すことは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【こののたまふめる筋は】大君自身の結婚に関する話。

6 【いにしへも】故人父宮も、の意。

7 【さらにかけてとあらばかからばなど】「さらにかけて」で、一向に何一つ、の意。「とあらばかからば」で、もしこならば、またああであったならば、の意。

8 【かかるさまにて】いままで通りの状態で。

9 【世づきたる方を】結婚生活。

10 【思しおきてけるとなむ】主語は父宮。

11 【深山隠れには心苦しく見えたまふ人の御上を】『完訳』は「前言から転じて、前途が長く山篭りをさせる気の毒な中の君の縁談に腐心」と注す。『異本紫明抄』は「かたちこそ深山隠れの朽木なれ心は花になさばなりなむ」（古今集雑上、八七五、兼芸法師）を指摘。

12 【いかなるべき世にかあらむ】『集成』は「どのような縁に決りますことやら」。『完訳』は「これから先どうなるのでございましょう」と訳す。


総角．１．２．１１

■　と、うち嘆なげきてもの思おもひ乱みだれたまひけるほどのけはひ、いとあはれげなり。

◇　と、嘆息して途方に暮れていらっしゃったときの様子、たいそうおいたわしく感じられる。

第三段　薫、弁を呼び出して語る

総角．１．３．１

■　けざやかにおとなびても、いかでかは賢さかしがりたまはむ1と、ことわりにて、例れいの、古人召ふるひとめし出いでてぞ語かたらひたまふ2。

◇　てきぱきと一人前に振る舞っても、どうして賢くことをお決めになれようかと、もっともに思われて、いつものように、老女を召し出して相談なさる。


1 【けざやかにおとなびてもいかでかは賢しがりたまはむ】薫の心中の思い。大君がどんなにてきぱきと大人ぶって妹の縁談を進めようとしても、どうしてそれができようか。反語表現。

2 【古人召し出でてぞ語らひたまふ】『完訳』は「大君相手では埒があかず、弁に打ち明けて加勢を頼む」と注す。


総角．１．３．２

■　「年としごろは、ただ1後のちの世よざまの心こころばへにて進すすみ参まゐりそめしを、もの心細こころぼそげに思おぼしなるめりし御末おほむすゑのころほひ2、この御事おほむことどもを、心こころにまかせてもてなしきこゆべくなむのたまひ契ちぎりてしを3、思おぼしおきてたてまつりたまひし御おほむありさまどもには違たがひて、御心みこころばへどもの、いといとあやにくにもの強つよげなるは、いかに、思おぼしおきつる方かたの異ことなるにやと4、疑うたがはしきことさへなむ。

◇　「今までは、ただ来世の事を願う気持ちで参っておりましたが、何となく心細そうにお思いであったようなご晩年に、この姫君たちのことを、考え通りにお世話申し上げるようにおっしゃり約束したのですが、お考え置き申されたご様子とは違って、お二人の気持ちが、とてもとても困ったことに強情なのは、どのようにお考え置きになっていた人が別であったのかと、疑わしくまで思われます。


1 【年ごろはただ】以下「例なくやはある」まで、薫の詞。

2 【もの心細げに思しなるめりし御末のころほひ】八宮の晩年の様子についていう。

3 【この御事どもを心にまかせてもてなしきこゆべくなむのたまひ契りてしを】『集成』は「この際自分の側に引きつけた言い方」。『完訳』は「八の宮の晩年に、姫君二人の将来を依託されたこと（橋姫・椎本）。「心にまかせてもてな」すようにとは、薫の勝手な解釈による」と注す。

4 【いかに思しおきつる方の異なるにやと】『完訳』は「八の宮には、私（薫）以外に意中の人物があったのか、の意」と注す。


総角．１．３．３

■　おのづから聞きき伝つたへたまふやうもあらむ。

◇　自然とお聞き及びになっていることもありましょう。

■　いとあやしき本性ほんじゃうにて1、世よの中なかに心こころをしむる方かたなかりつるを、さるべきにてや、かうまでも聞きこえ馴なれにけむ。

◇　とても妙な性質で、世の中に執着することはなかったが、前世からの因縁でしょうか、こんなにまでお親しみ申したのでしょう。

■　世人よひともやうやう言いひなすやうあべかめるに、同おなじくは昔むかしの御おほむことも違たがへきこえず2、我われも人ひとも3世よの常つねに心こころとけて聞きこえはべらばや4、と思おもひよるは、つきなかるべきことにても、さやうなる例ためしなく5やはある」

◇　世間の人もだんだんと噂するらしくもあるから、同じことなら故人のご遺言にお背き申さず、わたしも姫君も、世間の普通の男女のように心をお交わし申したい、と思い寄りましたのは、不似合いなことであっても、そのような例もないわけではありません」


1 【いとあやしき本性にて】薫自身についていう。今まで女人に心引かれることはなかったことをいう。

2 【昔の御ことも違へきこえず】故八宮の遺言に違わず、の意。

3 【我も人も】「人」は大君をさす。

4 【聞こえはべらばや】大島本は「きこえ侍らハや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こえ通はばや」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【さやうなる例なく】『完訳』は「落葉の宮と柏木などもその例」と注す。


総角．１．３．４

■　などのたまひ続つづけて、

◇　などとおっしゃり続けて、

総角．１．３．５

■　「宮みやの御おほむことをも1、かく聞きこゆるに、うしろめたくはあらじと、うちとけたまふさまならぬは、うちうちに、さりとも思おもほし向むけたることのさまあらむ2。

◇　「宮のお身の上を、このように申し上げるのに、不安でないと、気をお許しにならないご様子なのは、内々で、やはり他にお考えの人がいるのでしょうか。

■　なほ、いかに、いかに」

◇　さあ、どうなのですか、どうなのですか」


1 【宮の御ことをも】以下「なほいかにいかに」まで、薫の詞。「宮」は匂宮。匂宮と中君の縁談。

2 【思ほし向けたることのさまあらむ】『集成』は「内々にやはり別のお考えの相手がいるに違いない」。『完訳』は「内々に別のお心づもりでもおありなのでしょうか」と訳す。


総角．１．３．６

■　とうち眺ながめつつのたまへば、例れいの、悪わろびたる女をむなばらなどは1、かかることには、憎にくきさかしらも言いひまぜて、言ことよがりなどもすめるを2、いとさはあらず、心こころのうちには、

◇　と嘆きながらおっしゃるので、いつもの、良くない女房連中などは、このようなことには、憎らしいおせっかいを言って、調子を合わせたりなどするようであるが、まったくそうではなく、心の中では、

■　「あらまほしかるべき御おほむことどもを」

◇　「理想的なお二人方の縁談だわ」

■　と思おもへど、

◇　と思うが、


1 【例の悪ろびたる女ばらなどは】『首書或抄』は「草子地より弁かことをいはんとて世間の女房とものことをいふ也」と指摘。

2 【言よがりなどもすめるを】推量の助動詞「めり」は語り手の推量。


第四段　薫、弁を呼び出して語る（続き）

総角．１．４．１

■　「もとより、かく1人ひとに違たがひたまへる御癖おほむくせどもにはべればにや、いかにもいかにも、世よの常つねに何なにやかやなど、思おもひよりたまへる御みけしきに3なむはべらぬ。

◇　「もともと、このように人と違っていらっしゃるお二方のご性格のせいでしょうか、どうしてもどうしても、世間の普通の人のように、何やかやと世間並みの結婚を、お考えになっていらっしゃるご様子でございません。


1 【もとよりかく】以下「御ことならじとはべるめる」まで、弁の詞。

2? 【人に違へたる御癖どもに】姫君たちの性質をさしていう。

3 【思ひよりたまへる御けしきに】結婚について。


総角．１．４．２

■　かくて、さぶらふこれかれも、年としごろだに、何なにの頼たのもしげある木この本もとS7の隠かくろへも1はべらざりき。

◇　こうして、仕えております誰彼も、今まででさえ、何の頼りになる庇護もございませんでした。

■　身みを捨すてがたく思おもふ限かぎりは、ほどほどにつけてまかで散ちり、昔むかしの古ふるき筋すぢなる人ひとも2、多おほく見みたてまつり捨すてたるあたりに、まして今いまは3、しばしも立たちとまりがたげにわびはべりて4、おはしましし世よにこそ5、限かぎりありて6、かたほならむ御おほむありさまは7、いとほしくもなど、古代こたいなる御おほむうるはしさに、思おぼしもとどこほりつれ。

◇　身を捨てがたく思う者たちだけは、身分身分に応じて暇をもらって離れ去り、昔からの古い縁故の人も、多くはお見限り申した邸に、まして今では、立ち止まりがたそうに困り合っておりまして、ご在世中にこそ、格式もあって、不釣合なご結婚は、お気の毒だわなどと、昔気質の律儀さから、おためらいになっていました。


S7 わび人のわきて立ち寄る木のもとは頼む蔭なく紅葉散りけり（古今集秋下-二九二　僧正遍昭）

1 【頼もしげある木の本の隠ろへも】『河海抄』は「侘び人のわきて立ち寄る木のもとは頼む蔭なく紅葉散りけり」（古今集秋下、二九二、僧正遍昭）を指摘。

2 【昔の古き筋なる人も】『集成』は「昔からの古いご縁故の人々も。宮家に代々奉公してきたゆかりの者たち」と注す。

3 【まして今は】八宮亡き現在。

4 【わびはべりて】大島本は「わひ侍りて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「わびはべりつつ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【おはしましし世にこそ】以下「行ひなすなれ」まで、よからぬ女房の意見。係助詞「こそ」は「とどこほりつれ」に係る。係結び、逆接用法。

6 【限りありて】宮家としての格式があって。

7 【かたほならむ御ありさまは】不釣合なご縁組は、の意。


総角．１．４．３

■　今いまは、かう、また頼たのみなき御身おほむみどもにて、いかにもいかにも、世よになびきたまへらむを1、あながちにそしりきこえむ人ひとは、かへりてものの心こころをも知しらず、言いふかひなきことにてこそはあらめ2。

◇　今では、このように、他に頼りのいないお身の上の方たちで、どのようにもどのようにも、成り行き次第に身を任せなさるのを、むやみに悪口を申し上げるような人は、かえって物の道理を知らず、言いようもないことでしょう。

■　いかなる人ひとか、いとかくて世よをば過すぐし果はてたまふべき。

◇　どのような人が、まことにこうして一生をお送りなさることができましょうか。


1 【いかにもいかにも世になびきたまへらむを】『完訳』は「このままでは暮しがたい意」と注す。

2 【こそはあらめ】係結び、逆接用法。


総角．１．４．４

■　松まつの葉はをすきて勤つとむる山伏やまぶしだに、生いける身みの捨すてがたさによりてこそ1、仏ほとけの御教おほむをしへをも、道々別みちみちわかれては行おこなひなすなれ、などやうの、よからぬことを聞きこえ知しらせ、若わかき御心みこころども乱みだれたまひぬべきこと多おほくはべるめれど、たわむべくもものしたまはず3、中なかの宮みやをなむ4、いかで人ひとめかしくも扱あつかひなしたてまつらむ、と思おもひきこえたまふべかめる。

◇　松の葉を食べて修業する山伏でさえ、生きている身の捨て難いことによって、仏のお教えも、それぞれの流派をつくって行っている、などというような、よくないことをご忠告申し上げ、若いお二方のお気持ちがお迷いになることが多くございますようですが、志操を曲げようともなさらず、中の宮を、何とか一人前にして差し上げたい、とお思い申し上げていらっしゃるようでございます。


1 【松の葉をすきて勤むる山伏だに生ける身の捨てがたさによりてこそ】「すく」は飲み込むこと。松の葉を食べて修行をする山伏でさえ生身の体は捨てがたいので、の意。

2? 【よからぬことを聞こえしらせ】『完訳』は「宮家の品格を損うような意見」と注す。

3 【たわむべくもものしたまはず】主語は大君。

4 【中の宮をなむ】係助詞「なむ」は「たまふべかめる」に係る。


総角．１．４．５

■　かく山深やまふかく訪たづねきこえさせたまふめる御心みこころざしの1、年経としへて見みたてまつり馴なれたまへるけはひも2、疎うとからず思おもひきこえさせたまひ3、今いまはとざまかうざまに、こまかなる筋聞すぢきこえ通かよひたまふめるに、かの御方おほむかたを、さやうにおもむけて聞きこえたまはば、と4なむ思おぼすべかめる5。

◇　このように山奥にお訪ね申し上げなさるようなお志の、幾年もお世話していただくご行為に対しても、親しくお思い申し上げなさって、今ではあれやこれやと、こまごまとした方面のこともご相談申し上げていらっしゃるようで、あの御方を、おっしゃるようお望み申してくださるならば、とお思いのようです。


1 【かく山深く訪ねきこえさせたまふめる御心ざしの】薫の宇治訪問についていう。格助詞「の」は同格の意。

2 【年経て見たてまつり馴れたまへるけはひも】薫が大君を。

3 【疎からず思ひきこえさせたまひ】主語は大君。

4 【かの御方をさやうにおもむけて聞こえたまはばと】『完訳』は「中の君を薫と結婚させたいと、大君は望んでいるとする。大君自身、自らは独身と決め、中の君を「深山隠れ」の「朽木」にはしたくないと、薫にも語った」と注す。

5 【となむ思すべかめる】弁が大君の考えを推測したもの。


総角．１．４．６

■　宮みやの御文おほむふみなどはべるめるは1、さらにまめまめしき御おほむことならじ、とはべるめる」

◇　宮のお手紙などがございますようなのは、全然真剣な気持ちからではあるまい、とお考えのようです」


1 【宮の御文などはべるめるは】匂宮からの手紙。


総角．１．４．７

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

総角．１．４．８

■　「あはれなる御一言おほむひとことを1聞ききおき、露つゆの世よにかかづらはむ限かぎりは、聞きこえ通かよはむの心こころあれば、いづ方かたにも見みえたてまつらむ、同おなじことなるべきを2、さまではた、思おぼしよるなる3、いとうれしきことなれど、心こころの引ひく方かたなむ4、かばかり思おもひ捨すつる世よに、なほとまりぬべきものなりければ、改あらためてさはえ思おもひなほすまじくなむ6。

◇　「おいたわしいご遺言を聞きおき、露の世に生きている限りは、お付き合いを願いたいとの気持ちなので、どちらの方とご一緒になっても、同じことになるでしょうが、そのようにまで、お考えになっているというのは、まことに嬉しいことですが、心の惹かれる方は、これほど捨て切った世なのですが、やはり執着してしまうものなので、今さらそのようには考え改められません。

■　世よの常つねになよびかなる筋すぢにもあらずや。

◇　世間並みのあだっぽい恋ではないのですよ。


1 【あはれなる御一言を】以下「まかせてやは見たまはぬ」まで、薫の詞。八宮の遺言をさす。

2 【いづ方にも見えたてまつらむ同じことなるべきを】大君と中君のどちらと結婚しても同じ。

3 【さまではた思しよるなる】大君が私薫を中君の結婚相手にと考えているということ。「なる」伝聞推定の助動詞。

4 【心の引く方なむ】大君をさす。係助詞「なむ」は結びの流れ。

5? 【なほとまりぬべきものなりけれは】大君に執着を覚える意。

6 【改めてさはえ思ひなほすまじくなむ】大島本は「思ひな越す」とある。『完本』は諸本に従って「思ひなす」と「を」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。改めて中君に思い直すことはできない、の意。


総角．１．４．９

■　ただかやうにもの隔へだてて、こと残のこいたるさまならず、さし向むかひて、とにかくに定さだめなき世よの物語ものがたりを、隔へだてなく聞きこえて、つつみたまふ御心みこころの隈残くまのこらずもてなしたまはむなむ1、兄弟はらからなどのさやうに睦むつましきほどなるもなくて、いとさうざうしくなむ2、世よの中なかの思おもふことの、あはれにも、をかしくも、愁うれはしくも、時ときにつけたるありさまを、心こころに籠こめてのみ過すぐる身みなれば、さすがにたつきなくおぼゆるに、疎うとかるまじく頼たのみきこゆる3。

◇　ただこのような物を隔てて、言い残した状態でなく、差し向かいで、とにもかくにも無常の世の話を、隔て心なく申し上げて、お隠しになるお心の中をすっかり打ち明けてお相手してくださるなら、兄弟などのように親しい人もなくて、とても淋しいので、世の中の思うことの、しみじみとしたこと、おもしろいこと、悲しいことも、その時々の思いを、胸一つに収めて過ごしてきた身の上なので、何と言っても頼りなく思われるので、親しくお頼み申し上げるのです。


1 【もてなしたまはむなむ】仮定の気持ち。係助詞「なむ」は「疎かるまじく頼みきこゆる」に係る。

2 【いとさうざうしくなむ】係助詞「なむ」は「疎かるまじく頼みきこゆる」に係る。

3 【疎かるまじく頼みきこゆる】大君に親しくしていただきたいと期待申し上げている、意。


総角．１．４．１０

■　后きさいの宮みや、はた1、なれなれしく、さやうにそこはかとなき思おもひのままなるくだくだしさを、聞きこえ触ふるべきにもあらず。

◇　后の宮は、親しく、そのように何ということなく思いのままのこまごまとしたことを、申し上げられる方ではありません。

■　三条さむでうの宮みやは、親おやと思おもひきこゆべきにもあらぬ2御若々わかわかしさなれど、限かぎりあれば3、たやすく馴なれきこえさせずかし。

◇　三条の宮は、母親と申し上げるほどでもないお若々しさですが、分限がありますので、気安くお親しみ申し上げることはできません。

■　その他ほかの女をむなは、すべていと疎うとましくつつましく、恐おそろしく4おぼえて、心こころからよるべなく心細こころぼそきなり。

◇　その他の女性は、すべてたいそう疎々しく、気が引けて恐ろしく思われて、自ら求めて結婚相手もなく心細いのです。


1 【后の宮はた】明石中宮。表向き薫の異母姉。

2 【三条の宮は親と思ひきこゆべきにもあらぬ】薫の母女三の宮。前年に三条宮邸は焼失して現在は六条院に住んでいるが、本来の呼称でよぶ。

3 【限りあれば】『集成』は「親子の分がありますので」。『完訳』は「皇女で、出家の身という制約」と注す。

4 【その他の女はすべていと疎くつつましく恐ろしく】姉や母以外の女性はすべて馴染めず気後れして恐ろしい、という薫の女性観。


総角．１．４．１１

■　なほざりのすさびにても、懸想けさうだちたることは、いとまばゆくありつかず、はしたなきこちごちしさにて1、まいてP1心こころにしめたる方かたのことは2、うち出いづることはP2,3難かたくて、怨うらめしくもいぶせくも思おもひきこゆるけしきをだに見みえたてまつらぬこそ4、我われながら限かぎりなくかたくなしきわざなれ。

◇　いい加減な好き心からも、懸想めいたことは、とても気恥ずかしくて性に合わず、体裁悪い不器用さで、まして心に思い詰めている方のことは、口に出すのも難しくて、恨めしくも鬱陶しくもお思い申し上げる様子をさえ見ていただけないのは、自分ながらこの上なく愚かしいことだ。

■　宮みやの御おほむことをも5、さりとも悪あしざまには聞きこえじと、まかせてやは見みたまはぬ6」

◇　宮のお事をも、悪くお計らい申し上げまいと、お任せ下さいませんか」


P1 まいて--まいり（り/＄）て

P2 ことは--ことも（も/＃は）

1 【懸想だちたることはいとまばゆくありつかずはしたなきこちごちしさにて】薫は、仮初の色恋めいたことでも気恥ずかしく性に合わず体裁の悪い不器用さだ、という。

2 【心にしめたる方のことは】大君のことをさす。

3 【うち出づることは】大島本は「うちいつることも（も＃は）」とある。すなわち「も」を抹消して「は」と訂正する。『集成』『完本』は諸本と訂正以前の本文に従う。『新大系』は訂正後の本文に従う。

4 【見えたてまつらぬこそ】『集成』は「〔大君に〕見て頂けないのは」と訳す。

5 【宮の御ことをも】匂宮と中君の縁談。

6 【まかせてやは見たまはぬ】私薫に任せてくださいませんか、の意。


総角．１．４．１２

■　など言いひゐたまへり。

◇　などとおっしゃっていた。

■　老おい人びと、はた、かばかり心細こころぼそきに1、あらまほしげなる御おほむありさまを2、いと切せちに、さもあらせたてまつらばやと3思おもへど、いづ方かたも恥はづかしげなる御おほむありさまどもなれば、思おもひのままにはえ聞きこえず。

◇　老女は、老女で、これほど心細いので、理想的なご様子を、とても切に、そうして差し上げたいと思うが、どちらも気恥ずかしいご様子の方々なので、思いのままには申し上げられない。


1 【かばかり心細きに】八宮死後の心細さ。

2 【あらまほしげなる御ありさまを】大君には理想的な薫の有様、と弁は思う。

3 【さもあらせたてまつらばやと】大君と薫を結婚させたい。


第五段　薫、大君の寝所に迫る

総角．１．５．１

■　今宵こよひは泊とまりたまひて、物語ものがたりなどのどやかに聞きこえまほしくて1、やすらひ暮くらしたまひつ2。

◇　今夜はお泊まりになって、お話などをのんびりと申し上げたくて、ぐずぐずして日をお暮らしになった。

■　あざやかならず、もの怨うらみがちなる御みけしき、やうやうわりなくなりゆけば、わづらはしくて、うちとけて聞きこえたまはむことも3、いよいよ苦くるしけれど、おほかたにては4ありがたくあはれなる人ひとの御心みこころなれば、こよなくももてなしがたくて、対面たいめんしたまふ。

◇　はっきりとではないが、何か恨みがましいご様子、だんだんと無性に昂じて行くので、厄介になって、気を許してお話し申し上げることも、ますますつらいけれど、全体的にはめったにいない親切なご性格の方なので、ひどくすげないお扱いもできなくて、面会なさる。


1 【物語などのどやかに聞こえまほしくて】大君とゆっくり話などをしたくて。

2 【やすらひ暮らしたまひつ】『集成』は「ぐずぐずしながら夕方まで過された」と訳す。

3 【わづらはしくてうちとけて聞こえたまはむことも】主語は大君。

4 【おほかたにては】『集成』は「この好色の筋をのけたら、ほかはすべて世にも稀な実のあるお人柄なので」と注す。


総角．１．５．２

■　仏ほとけのおはする中なかの戸とを開あけて1、御燈明みあかしの火ひけざやかにかかげさせて、簾すだれに屏風びゃうぶを添そへて2ぞおはする。

◇　仏のいらっしゃる間の中の戸を開けて、御燈明の光を明るく照らさせて、簾に屏風を添えておいでになる。

■　外とにも大殿油参おほとなぶらまゐらすれど3、

◇　外の間にも大殿油を差し上げるが、

■　「悩なやましうて無礼むらいなるを。

◇　「疲れて無作法なので。

■　あらはに4」

◇　丸見えでは」

■　など諌いさめて、かたはら臥ふしたまへり。

◇　などと制止して、横に臥せっていらっしゃった。

■　御おほむくだものなど、わざとはなくしなして参まゐらせたまへり。

◇　果物などを、特別なふうにではなく整えて差し上げさせなさった。


1 【仏のおはする中の戸を開けて】仏間と廂間の隔ての中の戸。仏間は母屋の西面にある。大君は仏間にいる。

2 【簾に屏風を添へて】母屋と廂の境の簾。光に照らし出されるのを避けるために屏風を置いた。

3 【外にも大殿油参らすれど】母屋から見た外、薫の居る西の廂。

4 【悩ましうて無礼なるをあらはに】薫の詞。「無礼」は男性詞。


総角．１．５．３

■　御供おほむともの人ひとびとにもP3、ゆゑゆゑしき肴さかななど1して出いださせたまへり。

◇　お供の人びとにも、風流なお肴などをお出させなさった。

■　廊らうめいたる方かたに集あつまりて、この御前おまへは人ひとげ遠とほくもてなして2、しめじめと物語聞ものがたりきこえたまふ。

◇　廊のような所に集まって、こちらの御前は人の気配を遠ざけて、しみじみとお話申し上げなさる。

■　うちとくべくもあらぬものから、なつかしげに愛敬あいぎゃうづきて、もののたまへるさまの、なのめならず心こころに入いりて、思おもひ焦いらるるもはかなし3。

◇　気をお許しになるはずもないものの、優しそうに愛嬌がおありで、物をおっしゃる様子が、一方ならず心に染みいって、胸が切なくなるのもたわいない。


P3 人びとにも--人／＼に（に/+も〈朱〉）

1 【ゆゑゆゑしき肴など】『集成』は「上品なつまみ物などを添えて」と訳す。

2 【この御前は人げ遠くもてなして】薫と大君の周辺。『完訳』は「供人たちが気を利かす」と注す。

3 【思ひ焦らるるもはかなし】『評釈』は「ふとくずれては他愛もない人の心、と、自嘲めくことばである」。『全集』は「薫の自嘲とも語り手の評言ともとれる」。『完訳』は「現世離脱を身上としてきた薫の変化を、語り手が評して結ぶ体」と注す。


総角．１．５．４

■　「かくほどもなきものの隔へだてばかりを障さはり所どころにて、おぼつかなく思おもひつつ過すぐす心こころおそさの、あまりをこがましくもあるかな」

◇　「このように何でもない隔て物だけを障害にして、もどかしく思っては過ごしてきた不器用さが、あまりにも馬鹿らしいな」

■　と思おもひ続つづけらるれど、つれなくて、おほかたの世よの中なかのことども、あはれにもをかしくも、さまざま聞きき所多どころおほく語かたらひきこえたまふ。

◇　と思い続けられるが、さりげなく平静を装って、世間一般の事柄を、しみじみと興味を惹くように、いろいろとおもしろくたくさんお話し申し上げなさる。

総角．１．５．５

■　内うちには2、

◇　内側では、

■　「人ひとびと、近ちかく」

◇　「女房たち、近くに」

■　などのたまひおきつれど、

◇　などとおっしゃっておいたが、

■　「さしも、もて離はなれたまはざらなむ」

◇　「そんなにも、よそよそしくなさらないで欲しい」

■　と思おもふべかめれば3、いとしも護まもりきこえず、さし退しぞきつつ、みな寄より臥ふして、仏ほとけの御燈火おほむともしびもかかぐる人ひともなし。

◇　と思っているようなので、たいしてお守り申さず、尻ごみ尻ごみしながら、皆寄り臥して、仏の御燈明を明るくする人もいない。

■　ものむつかしくて、忍しのびて人召ひとめせど、おどろかず。

◇　何となく気づまりで、こっそりと人をお呼びになるが、目を覚まさない。


1? 【かくほどもなきものの隔てを】以下「おこがましくもあるかな」まで、薫の心中の思い。『完訳』は「もどかしく思っては、あせるだけの優柔さが、あまりに愚かしい。俗情に苦しむ薫の自嘲である」と注す。

2 【内には】御簾の内側。

3 【さしももて離れたまはざらなむと思ふべかめれば】女房たちの思いを、語り手が推測。


総角．１．５．６

■　「心地ここちのかき乱みだり2、悩なやましくはべるを、ためらひて、暁方あかつきがたにもまた聞きこえむ」

◇　「気分が悪く、苦しうございますので、少し休んで、明け方に再びお話し申し上げましょう」


1? 【さし退きつつみな寄り臥して】接続助詞「つつ」同じ動作の反復。女房たちが大君の側を下がり下がりして、の意。

2 【心地のかき乱り】以下「また聞こえむ」まで、大君の詞。


総角．１．５．７

■　とて、入いりたまひなむとするけしきなり。

◇　と言って、お入りになろうとする様子である。

総角．１．５．８

■　「山路分やまぢわけはべりつる人ひとは1、ましていと苦くるしけれど、かく聞きこえ承うけたまはるP4,2に慰なぐさめてこそはべれ。

◇　「山路を分け入って来ましたわたしは、あなた以上にとても苦しいのですが、このようにお話し申し上げたりお聞きしたりすることによって慰められております。

■　うち捨すてて入いらせたまひなば、いと心細こころぼそからむ」

◇　わたしを捨ててお入りになったら、たいそう心細いでしょう」


P4 承る--*うけ給へる

1 【山路分けはべりつる人は】以下「いと心細からむ」まで、薫の詞。「山路分け」は歌語的表現。

2 【かく聞こえ承る】大島本は「うけ給へる」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「うけたまはる」と校訂する。


総角．１．５．９

■　とて、屏風びゃうぶをやをら押おし開あけて入いりたまひぬ。

◇　と言って、屏風を静かに押し開けてお入りになった。

■　いとむくつけくて、半なからばかり入いりたまへるに1、引ひきとどめられて、いみじくねたく心憂こころうければ、

◇　たいそう気味悪くて、半分程お入りになったところ、引き止められて、ひどく悔しく気にくわないので、


1 【半らばかり入りたまへるに】主語は大君。「に」接続助詞、弱い順接の意。--したところ、の意。


総角．１．５．１０

■　「隔へだてなきとは1、かかるをや言いふらむ。

◇　「隔てなくとは、このようなことを言うのでしょうか。

■　めづらかなるわざP5かな」

◇　変なことですね」


P5 わざ--（/+わさ〈朱〉）

1 【隔てなきとは】以下「めづらかなるわざなる」まで、大君の詞。薫の「隔てなく聞こえて」の言葉を受けての言葉。


総角．１．５．１１

■　と、あはめたまへるさまの、いよいよをかしければ1、

◇　と、非難なさる様子が、ますます魅力的なので、


1 【いよいよをかしければ】「をかし」は美しさに心引かれる、魅力があるの意。


総角．１．５．１２

■　「隔へだてぬ心こころを1さらに思おぼし分わかねば、聞きこえ知しらせむとぞかし。

◇　「隔てない心を全然お分かりでないので、お教え申し上げましょうとね。

■　めづらかなりとも2、いかなる方かたに、思おぼしよるにかはあらむ。

◇　変なことだとも、どのようなことに、お考えなのでしょうか。

■　仏ほとけの御前おまへにて誓言ちかごとも立たてはべらむ。

◇　仏の御前で誓言も立てましょう。

■　うたて、な懼をぢたまひそ。

◇　嫌な、お恐がりなさるな。

■　御心破みこころやぶらじと思おもひそめてはべれば。

◇　お気持ちを損ねまいと初めから思っておりますので。

■　人ひとはかくしも推おし量はかり3思おもふまじかめれど、世よに違たがへる痴者しれものにて過すぐしはべるぞや」

◇　他人はこのようにも推量して思うまいでしょうが、世間の人と違った馬鹿正直者で通しておりますからね」


1 【隔てぬ心を】以下「過ぐしはべるぞや」まで、薫の詞。大君の「隔てなきとは」の言葉を受けての言葉。

2 【めづらかなりとも】大君の「めづらかなるわざかな」を受けての言葉。

3 【人はかくしも推し量り】『完訳』は「人々は、自分たちに情交がなかったとは思うまいが」と注す。


総角．１．５．１３

■　とて、心こころにくきほどなる火影ほかげに、御髪みぐしのこぼれかかりたるを、かきやりつつ見みたまへば2、人ひとの御おほむけはひ、思おもふやうに香かをりをかしげなり。

◇　と言って、奥ゆかしいほどの火影で、御髪がこぼれかかっているのを、掻きやりながら御覧になると、姫君のご様子は、申し分なくつやつやと美しい。


1? 【世に違へる痴れ者にて】『完訳』は「自分は世人と異なり、ばか正直に大君の気持を尊重するとする」と注す。

2 【御髪のこぼれかかりたるをかきやりつつ見たまへば】薫、大君と直に対面している。


第六段　薫、大君をかき口説く

総角．１．６．１

■　「かく心細こころぼそくあさましき御住おほむすみ処かに1、好すいたらむ人ひとは障さはり所どころあるまじげなるを、我われならで尋たづね来くる人ひともあらましかば2、さてや止やみなまし。

◇　「このように心細くひどいお住まいで、好色の男は邪魔者もないのだが、自分以外に訪ねて来る人もあったら、そのままにしておくだろうか。

■　いかに口惜くちをしきわざならまし」

◇　どんなに残念なことだろうに」

■　と、来きし方かたの心**のやすらひさへ3、あやふくおぼえたまへど、言いふかひなく憂うしと思おもひて4泣なきたまふ御みけしきの、いといとほしければ、

◇　と、将来はもちろんのこと今までの優柔不断さまで、不安に思われなさるが、言いようもなくつらいと思ってお泣きになるご様子が、たいそうおいたわしいので、

■　「かくはあらで5、おのづから心こころゆるびしたまふ折をりもありなむ」

◇　「このようにではなく、自然と心がとけてこられる時もきっとあるだろう」

■　と思おもひわたる。

◇　と思い続ける。

◆　 
"かく こころぼそく あさましき おほむ-すみか に、 すい たら む ひと は さはりどころ あるまじげ なる を、 われ なら で たづね くる ひと も あら ましか ば、 さて や やみ な まし。 いかに くちをしき わざ なら まし。" と、 きしかた の こころやすらひ さへ、 あやふく おぼえ たまへ ど、 いふかひなく うし と おもひ て なき たまふ み-けしき の、 いと いとほしけれ ば、 "かく は あら で、 おのづから こころゆるび し たまふ をり も あり な む。" と おもひ わたる。


1 【かく心細くあさましき御住み処に】以下「わざならまし」まで、薫の心中の思い。『集成』は「以下、美しい大君を見ての薫の心騷ぎ」と注す。

2 【あらましかば】「止みなまし」と「わざならまし」に係る。反実仮想の構文。

3 【来し方の心のやすらひさへ】副助詞「さへ」によって、将来の不安はもちろんのこと、過去の優柔不断な態度までが不安となる、という意。

4 【言ふかひなく憂しと思ひて】主語は大君。

5 【かくはあらで】以下「折もありなむ」まで、薫の心中の思い。『集成』は「大君がこんなにいやがられるのではなくて」。『完訳』は「薫の無理じいしようとする気持が、気長に待とうとする気持に移る」と注す。


総角．１．６．２

■　わりなきやうなるも心苦こころぐるしくて、さまよくこしらへきこえたまふ。

◇　無理やり迫るのも気の毒なので、体裁よくおなだめ申し上げなさる。

総角．１．６．３

■　「かかる御心みこころのほどを1思おもひよらで、あやしきまで聞きこえ馴なれにたるを、ゆゆしき袖そでの色いろなど、見みあらはしたまふ心浅こころあささに2、みづからの言いふかひなさも思おもひ知しらるるに、さまざま慰なぐさむ方かたなく」

◇　「このようなお気持ちとは思いよらず、不思議なほど親しくさせて頂いたことを、不吉な喪服の色など、見ておしまいになられる思いやりの浅さに、また自分自身の言いようのなさも思い知らされるので、あれこれと気の慰めようもありません」


1 【かかる御心のほどを】以下「慰む方なく」まで、大君の詞。

2 【ゆゆしき袖の色など見あらはしたまふ心浅さに】『集成』は「薫の無体な振舞に、自分の不用意さをも悔やむ」。『完訳』は「顔を見られたことの屈辱は、口に出して言うことさえできない」と注す。


総角．１．６．４

■　と恨うらみて、何心なにごころもなくやつれたまへる墨染すみぞめの火影ほかげを、いとはしたなくわびしと思おもひ惑まどひたまへり。

◇　と恨んで、何の用意もなく質素な喪服でいらっしゃる墨染の火影を、とても体裁悪くつらいと困惑していらっしゃった。

総角．１．６．５

■　「いとかくしも1思おぼさるるやうこそ2はと、恥はづかしきに、聞きこえむ方かたなし。

◇　「まことにこのようにまでお嫌いになるわけもあるのかと、恥ずかしくて、申し上げようもありません。

■　袖そでの色いろをひきかけさせたまふはしも3、ことわりなれど、ここら御覧ごらんじなれぬる心こころざしのしるしには、さばかりの忌いみおくべく、今始いまはじめたることめきてやは思おぼさるべき4。

◇　喪服の色を理由になさるのも、もっともなことですが、長年お親しみなさったお気持ちの表れとしては、そのような憚らねばならないような、今始まったような事のようにお思いなさってよいものでしょうか。

■　なかなかなる御おほむわきまへ心ごころになむ」

◇　かえってなさらなくてもよいご分別です」


1 【いとかくしも】以下「心になむ」まで、薫の詞。

2 【思さるるやうこそ】嫌う気持ち。

3 【袖の色をひきかけさせたまふはしも】『源氏釈』は「奥山の晴れぬ時雨ぞわび人の袖の色をばいとどましける」（出典未詳）を指摘。

4 【さばかりの忌おくべく今始めたることめきてやは思さるべき】『集成』は「それくらいのことを憚らねばならないような、この頃始まったことと同じにお考えになっていいものでしょうか。喪中を口実にするのは、昨日今日の恋ならともかく、自分の場合は長年のことだからと、次に、二年前の垣間見のことから話し出す」と注す。


総角．１．６．６

■　とて、かの物ものの音聞ねききし有明ありあけの月影つきかげよりはじめて1、折々をりをりの思おもふ心こころの忍しのびがたくなりゆくさまを、いと多おほく聞きこえたまふに、

◇　と言って、あの琴の音を聴いた有明の月の光をはじめとして、季節折々の思う心の堪えがたくなってゆく有様を、たいそうたくさん申し上げなさると、

■　「恥はづかしくもありけるかな2」

◇　「気恥ずかしいことだわ」

■　と疎うとましく、

◇　と疎ましく思って、

■　「かかる心こころばへながらつれなくまめだちたまひけるかな3」

◇　「このような気持ちでありながら何喰わぬ顔で真面目顔していらっしゃっのだわ」

■　と、聞ききたまふこと多おほかり。

◇　と、お聞きになることが多かった。


1 【かの物の音聞きし有明の月影よりはじめて】薫が二年前に月明りに中に姉妹の合奏しているさまを垣間見したことから話し出して。

2 【恥づかしくもありけるかな】大君の心中の思い。我が身の不注意を恥じる気持ち。

3 【かかる心ばへながらつれなくまめだちたまひけるかな】大君の心中の思い。薫の下心を疎ましく思う。


総角．１．６．７

■　御おほむかたはらなる短みぢかき几帳1きちゃうを、仏ほとけの御方おほむかたにさし隔へだてて2、かりそめに添そひ臥ふしたまへり3。

◇　お側にある低い几帳を、仏の方に立てて隔てとして、形ばかり添い臥しなさった。

■　名香みゃうがうのいと香かうばしく匂にほひて、樒しきみのいとはなやかに薫かをれるけはひも、人ひとよりはけに仏ほとけをも思おもひきこえたまへる御心みこころにて4、わづらはしく5、

◇　名香がたいそう香ばしく匂って、樒がとても強く薫っている様子につけても、人よりは格別に仏を信仰申し上げていらっしゃるお心なので、気が咎めて、

■　「墨染すみぞめの今いまさらに6、折をりふし心焦こころいられしたるやうに、あはあはしく、思おもひそめしに違たがふべければ7、かかる忌いみなからむほどに8、この御心みこころにも、さりともすこしたわみたまひなむ」

◇　「服喪中の今、折もあろうに堪え性もないようで、軽率にも、当初の気持ちと違ってしまいそうなので、このような喪中が明けたころに、姫君のお気持ちも、そうはいっても少しはお緩みになるだろう」

■　など、せめてのどかに思おもひなしたまふ。

◇　などと、つとめて気長に思いなしなさる。


1 【短き几帳】丈の低い三尺の几帳。

2 【仏の御方にさし隔てて】仏に憚る気持ち。

3 【かりそめに添ひ臥したまへり】『完訳』は「実事のない添い寝」と注す。

4 【人よりはけに仏をも思ひきこえたまへる御心にて】一般の人よりは道心深い薫の人柄についていう。

5 【わづらはしく】『集成』は「気がとがめて」。『完訳』は「うしろめたい気持になられるので」と訳す。

6 【墨染の今さらに】以下「たわみたまひなむ」まで、薫の心中に反省する思い。

7 【思ひそめしに違ふべければ】『集成』は「自分の本意にも反することだろうから」。「完訳」は「仏道に志した当初の気持」と注す。

8 【かかる忌なからむほどに】八宮の一周忌が明けたころに。


総角．１．６．８

■　秋あきの夜よのけはひは、かからぬ所ところだに1、おのづからあはれ多おほかるを、まして峰みねの嵐あらしも籬まがきの虫むしも、心細こころぼそげにのみ聞ききわたさる。

◇　秋の夜の様子は、このような場所でなくてさえ、自然としみじみとしたことが多いのに、まして峰の嵐も籬の虫の音も、心細そうにばかり聞きわたされる。

■　常つねなき世よの御物語おほむものがたりに、時々ときどきさしいらへたまへるさま3、いと見所多みどころおほくめやすし。

◇　無常の世のお話に、時々お返事なさる様子、実に見ごたえのある点が多く無難である。

■　いぎたなかりつる人ひとびとは4、

◇　眠たそうにしていた女房たちは、

■　「かうなりけり」

◇　「こうなったのだわ」

■　と、けしきとりて5みな入いりぬ。

◇　と、様子を察して皆下がってしまった。


1 【かからぬ所だに】『集成』は「こうした喪の家でなくても」。『完訳』は「こうした山里でなくてさえ」と訳す。

2? 【峰の嵐も籬も】「峰の嵐」「籬」は歌語。

3 【時々さしいらへたまへるさま】大君についていう。

4 【いぎたなかりつる人びとは】眠たがっていた女房たちをさす。

5 【かうなりけりとけしきとりて】『集成』は「さてはそうだったのかと、様子を察して」。『完訳』は「大君と薫が契りを交したと思う。そう思われても無理からぬ事態」と注す。


総角．１．６．９

■　宮みやののたまひしさまなど思おぼし出いづるに1、

◇　父宮がご遺言なさったことなどをお思い出しなさると、

■　「げに、ながらへば2、心こころの外ほかにかくあるまじきことも見みるべきわざにこそは」

◇　「なるほど、生き永らえると、意外なこのようなとんでもない目に遭うものだわ」

■　と、もののみ悲かなしくて、水みづの音おとに流ながれ添そふ心地ここちS8したまふ3。

◇　と、何もかも悲しくて、水の音に流れ添う心地がなさる。


S8 辺風吹断秋心緒　隴水流添夜涙行（辺風吹き断つ秋の心の緒　隴水流れ添ふ夜の涙の行）（和漢朗詠下-王昭君　大江朝綱）

1 【宮ののたまひしさまなど思し出づるに】主語は大君。

2 【げにながらへば】以下「わざにこそは」まで、大君の心中の思い。『集成』は「女房たちも自分に従わないのを見ての嘆き」と注す。

3 【水の音に流れ添ふ心地したまふ】『奥入』は「辺風は吹き断つ秋の心緒、隴水は流れ添ふ夜の涙行」（和漢朗詠集、王昭君、大江朝綱）を指摘。


第七段　実事なく朝を迎える

総角．１．７．１

■　はかなく明あけ方がたになりにけり。

◇　いつのまにか夜明け方になってしまった。

■　御供おほむともの人ひとびと起おきて声こわづくり、馬むまどものいばゆる音おとS9も、旅たびの宿やどりの1あるやうなど人ひとの語かたるを2、思おぼしやられて、をかしく思おぼさる。

◇　お供の人びとが起きて合図をし、馬どもが嘶く声も、旅の宿の様子など供人が話していたのを、ご想像されて、おもしろくお思いになる。

■　光見ひかりみえつる方かたの障子さうじを3押おし開あけたまひて、空そらのあはれなるをもろともに見みたまふ4。

◇　光が見えた方面の障子を押し開けなさって、空のしみじみとした様子を一緒に御覧になる。

■　女をむなもすこしゐざり出いでたまへるに5、ほどもなき軒のきの近ちかさなれば、しのぶの露つゆもやうやう光見ひかりみえもてゆく。

◇　女も少しいざり出でなさったが、奥行きのない軒の近さなので、忍草の露もだんだんと光が見えて行く。

■　かたみにいと艶えんなるさま、容貌かたちどもを、

◇　お互いに実に優美な姿態、容貌を、


S9 晨鶏再鳴残月没　征馬連嘶行人出（晨の鶏再び鳴きて残月没りぬ　征馬連〈しきり〉に嘶きて行人出づ）（白氏文集巻十二-五七九　生別離）

1 【馬どものいばゆる音も旅の宿りの】『奥入』は「晨の鶏再び鳴いて残月没りぬ、征馬連に嘶えて行人出づ」（白氏文集巻十二、生別離）を指摘。

2 【人の語るを】大島本は「人のかたる越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「語る」と「を」を削除する。『新大系』は底本のままとする。薫の供人。

3 【光見えつる方の障子を】朝の曙光。『集成』は「母屋から廂の間に出た趣」と注す。

4 【もろともに見たまふ】『完訳』は「男女がともに夜明けの戸外を眺めるのは、後朝の典型的な一場面」と注す。

5 【女もすこしゐざり出でたまへるに】『集成』は「見た目には、恋をする男女の体なのでこう言う」と注す。


総角．１．７．２

■　「何なにとはなくて1、ただかやうに月つきをも花はなをも、同おなじ心こころにもてあそび、はかなき世よのありさまを聞きこえ合あはせてなむ、過すぐさまほしき」

◇　「何というのではなくて、ただこのように月や花を、同じような気持ちで愛で、無常の世の有様を話し合って、過ごしたいものですね」


1 【何とはなくて】以下「過ぐさまほしき」まで、薫の詞。『完訳』は「夫婦というわけでなくとも」と注す。


総角．１．７．３

■　と、いとなつかしきさまして語かたらひきこえたまへば、やうやう恐おそろしさも慰なぐさみて、

◇　と、たいそう親しい感じでお語らい申されると、だんだんと恐ろしさも慰められて、

総角．１．７．４

■　「かういとはしたなからで1、もの隔へだててなど聞きこえば、真まことに心こころの隔へだてはさらにあるまじくなむ」

◇　「このように面と向かっての体裁の悪い恰好でなく、何か物を隔ててなどしてお答え申し上げるならば、ほんとうに心の隔てはまったくないのですが」


1 【かういとはしたなからで】以下「あるまじくなむ」まで、大君の詞。「かう」は直に対面する体裁悪さをいう。


総角．１．７．５

■　といらへたまふ。

◇　とお答えなさる。

総角．１．７．６

■　明あかくなりゆき、むら鳥とりの立たちさまよふ羽風はかぜちかくきこゆS10近***く聞**こゆ。

◇　明るくなってゆき、群鳥が飛び立ち交う羽風が近くに聞こえる。

■　夜深よぶかき朝あしたの鐘かねの音おとかすかに響ひびく。

◇　まだ暗いうちの朝の鐘の音がかすかに響く。

■　「今いまは、いと見苦みぐるしきを2」

◇　「今は、とても見苦しいですから」

■　と、いとわりなく恥はづかしげに思おぼしたり。

◇　と、とても無性に恥ずかしそうにお思いになっていた。

◆　 
あかく なり ゆき、 むらとり の たち-さまよふ はかぜ ちかく きこゆ。 よぶかき あした の かね の おと かすかに ひびく。 "いま は、 いと みぐるしき を。" と、 いと わりなく はづかしげ に おぼし たり。


S10 群鳥の立ちにしわが名今さらにことなしぶともしるしあらめや（古今集恋三-六七四　読人しらず）

1? 【むら鳥の立ちさまよふ羽風近くきこゆ】『河海抄』は「むら鳥の立ちにし我が名今さらにことなしぶともしるしあらめや」（古今集恋三、六七四、読人しらず）を指摘。

2 【今はいと見苦しきを】大島本は「いまハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従て「今だに」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。大君の詞。『集成』は「帰りを急がす言葉。周囲に憚る気持」と注す。


総角．１．７．７

■　「ことあり顔がほに1朝露あさつゆもえ分わけはべるまじ。

◇　「事あり顔に朝露を分けて帰ることはできません。

■　また、人ひとはいかが推おし量はかりきこゆべき2。

◇　また、人はどのように推量申し上げましょうか。

■　例れいのP6やうになだらかにもてなさせたまひて3、ただ世よに違たがひたることにて4、今いまより後のちも、ただかやうにしなさせたまひてよ。

◇　いつものように穏便にお振る舞いになって、ただ世間一般と違った問題として、今から後も、ただこのようにしてくださいませ。

■　よにうしろめたき心こころはあらじと思おぼせ。

◇　まったく不安なことはないとお思いください。

■　かばかりあながちなる心こころのほども、あはれと思おぼし知しらぬこそかひなけれ」

◇　これほど一途に思い詰める心のうちを、いじらしいとお分かりくださらないのは効ないことです」


P6 例の--れ（れ/+い〈朱〉）の

1 【ことあり顔に】以下「こそかひなけれ」まで、薫の詞。完訳「わけあり顔に。朝露を分けて女のもとから帰るのは、後朝の男の典型的な姿。大君のつれなさを恨む気持もこもる」と注す。

2 【人はいかが推し量りきこゆべき】『集成』は「かえって二人の仲は疑われよう、の意」。『完訳』は「どうせ人は、結婚した仲と思うから、早く退出してはかえって不都合でもあったかと疑うだろう」と注す。

3 【例のやうになだらかにもてなさせたまひて】『集成』は「いつものように何気なくお振舞いになって」。『完訳』は「普通の夫婦のように穏やかにおふるまいになって」と訳す。

4 【世に違ひたることにて】『完訳』は「実事のない親交をさす」と注す。


総角．１．７．８

■　とて、出いでたまはむのけしきもなし。

◇　と言って、お帰りなるような様子もない。

■　あさましく、かたはならむとて、

◇　あきれて、見苦しいことと思って、

総角．１．７．９

■　「今いまより後のちは1、さればこそ、もてなしたまはむままにあらむ。

◇　「今から後は、そのようなことなので、仰せの通りにいたしましょう。

■　今朝けさは、また聞きこゆるに2従したがひたまへかし」

◇　今朝は、またお願い申し上げていることを聞いてくださいませ」


1 【今より後は】以下「従ひたまへかし」まで、大君の詞。

2 【今朝はまた聞こゆるに】係助詞「は」、他とは区別する意。私の申し上げることを聞いて下さい、の意。


総角．１．７．１０

■　とて、いとすべなしと思おぼしたれば1、

◇　と言って、ほんとうに困ったとお思いなので、


1 【いとすべなしと思したれば】主語は大君。


総角．１．７．１１

■　「あな、苦くるしや1。

◇　「ああ、つらい。

■　暁あかつきの別わかれや。

◇　暁の別れだ。

■　まだ知しらぬことにて、げに、惑まどひぬべきを2」

◇　まだ経験のないことなので、なるほど、迷ってしまいそうだ」


1 【あな苦しや】以下「惑ひぬべきを」まで、薫の詞。

2 【暁の別れやまだ知らぬことにてげに惑ひぬべきを】『花鳥余情』は「まだ知らぬ暁起きの別れには道さへまどふものにぞありける」（出典未詳）を指摘。


総角．１．７．１２

■　と嘆なげきがちなり。

◇　と嘆きがちである。

■　鶏にはとりも、いづ方かたにかあらむ、ほのかにおとなふに、京思きゃうおもひ出いでらる。

◇　鶏も、どこのであろうか、かすかに鳴き声がするので、京が自然と思い出される。

総角．１．７．１３

■　「山里やまざとのあはれ知しらるる声々こゑごゑに

とりあつめたる朝あさぼらけかな1」

◇　「山里の情趣が思い知られます鳥の声々に

あれこれと思いがいっぱいになる朝け方ですね」


1 【山里のあはれ知らるる声々にとりあつめたる朝ぼらけかな】薫から大君への贈歌。「とりあつめたる」に「鳥」を響かす。


総角．１．７．１４

■　女君をむなぎみ、

◇　女君、

総角．１．７．１５

■　「鳥とりの音ねも聞きこえぬ山やまS11と思おもひしを

世よの憂うきことは訪たづね来きにけり1」

◇　「鳥の声も聞こえない山里と思っていましたが

人の世の辛さは後を追って来るものですね」


S11 飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ（古今集恋一-五三五　読人しらず）いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえこざらむ（古今集雑下-九五二　読人しらず）

1 【鳥の音も聞こえぬ山と思ひしを世の憂きことは訪ね来にけり】大君の返歌。「鳥」「山」の語句を受けて返す。『異本紫明抄』は「飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ」（古今集恋一、五三五、読人しらず）『集成』は「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえ来ざらむ」（古今集雑下、九五二、読人しらず）を指摘。


総角．１．７．１６

■　障子口さうじぐちまで送おくりたてまつりたまひて、昨夜入よべいりし戸口とぐちより出いでて1、臥ふしたまへれど、まどろまれず。

◇　障子口までお送り申し上げなさって、昨夜入った戸口から出て、お臥せりになったが、眠ることはできない。

■　名残恋なごりこひしくてS12,2、

◇　名残惜しくて、

■　「いとかく思おもはましかば、月つきごろも今いままで心こころのどかならましや3」

◇　「ほんとにこのようにせつなく思うのだったら、幾月も今までのんびりと構えていられなかったろうに」

■　など、帰かへらむことももの憂うくおぼえたまふ。

◇　などと、帰ることを億劫に思われなさる。


S12 夜もすがらたづさはりつる妹が袖名残恋しく思ほゆるかな（古今六帖五-二五九五）

1 【昨夜入りし戸口より出でて】西廂と母屋の境の戸口。

2 【名残恋しくて】『花鳥余情』は「夜もすがらなづさはりぬる妹が袖なごり恋しく思ほゆるかな」（古今六帖五、あした）を指摘。

3 【いとかく思はましかば月ごろも今まで心のどかならましや】薫の心中の思い。反実仮想の構文。『完訳』は「悠長に構えた過往を悔む気持」と注す。


第八段　大君、妹の中の君を薫にと思う

総角．１．８．１

■　姫宮ひめみやは、人ひとの思おもふらむことのつつましきに、とみにもうち臥ふされたまはで、

◇　姫宮は、女房がどう思っているだろうかと気が引けるので、すぐには横におなりになれず、

■　「頼たのもしき人ひとなくて世よを過すぐす身みの2心憂こころうきを、ある人ひとどもも、よからぬこと何なにやかやと、次々つぎつぎに従したがひつつ言いひ出いづめるに、心こころよりほかのことありぬべき世よなめり」

◇　「頼みにする親もなくて世の中を生きてゆく身の上のつらさを、仕えている女房連中も、つまらない縁談の事を何やかやと、次々に従って言い出すようだから、望みもしない結婚になってしまいそうだ」

■　と思おぼしめぐらすには3、

◇　と思案なさる一方で、


1? 【姫宮は人の思ふらむことも】『完訳』は「この巻では、以下、大君をも姫宮と呼ぶ」と注す。「人」は女房をさす。

2 【頼もしき人なくて世を過ぐす身の】以下「ありぬべき世なめり」まで、大君の心中の思い。『新大系』は「以下、大君の心中に即した叙述」と注す。

3 【思しめぐらすには】連語「には」、その一方では、というニュアンス。


総角．１．８．２

■　「この人ひとの御おほむけはひありさまの1、疎うとましくはあるまじく、故宮こみやも、さやうなる御心みこころばへ2あらばと、折々をりをりのたまひ思おぼすめりしかど、みづからは、なほかくて過すぐしてむ3。

◇　「この人のご様子や態度が、疎ましくはなさそうだし、故宮も、そのような気持ちがあったらと、時々おっしゃりお考えのようだったが、自分自身は、やはりこのように独身で過ごそう。

■　我われよりはさま容貌かたちも盛さかりにあたらしげなる中なかの宮みやを、人ひとなみなみに見みなしたらむこそ4うれしからめ。

◇　自分よりは容姿も容貌も盛りで惜しい感じの中の宮を、人並みに結婚させたほうが嬉しいだろう。

■　人ひとの上うへになしては5、心こころのいたらむ限かぎり思おもひ後見うしろみてむ。

◇　妹の身の上のことなら、心の及ぶ限り後見しよう。

■　みづからの上うへのもてなしは、また誰たれかは見扱みあつかはむ6。

◇　自分の身の世話は、他に誰が見てくれようか。


1 【この人の御けはひありさまの】以下「わが世はかくて過ぐし果ててむ」まで、大君の心中の思い。「この人」は薫。

2 【さやうなる御心ばへ】大島本は「御心はえ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心ばへ」と「御」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【みづからはなほかくて過ぐしてむ】独身で過すことを決意。

4 【人なみなみに見なしたらむこそ】人並みに結婚させることをいう。

5 【人の上になしては】『集成』は「妹の身の上のこととしてなら（中の君と薫を結婚させたら）、心の及ぶ限り大切に世話をしよう。姉として、気のつく限りの婿扱いをしよう、の意」と注す。

6 【また誰れかは見扱はむ】反語表現。誰も後見する人がいない。


総角．１．８．３

■　この人ひとの御おほむさまの、なのめにうち紛まぎれたるほどならば、かく見馴みなれぬる年としごろのしるしに、うちゆるぶ心こころもありぬべきを、恥はづかしげに見みえにくきけしきも1、なかなかいみじくつつましきに、わが世よはかくて過すぐし果はててむ2」

◇　この人のお振舞が、いい加減ででたらめならば、このように親しんできた年月のせいで、気を緩める気持ちもありそうなのだが、立派すぎて近づきがたい感じなのも、かえってひどく気後れするので、自分の人生はこうして独身で終えよう」


1 【恥づかしげに見えにくきけしきも】『集成』は「あまりに立派で近づきがたい薫の様子なのも。「見えにくし」は、親しく夫婦の語らいもしにくい気持」と注す。

2 【わが世はかくて過ぐし果ててむ】前にも「みづからはなほかく過ぐしてむ」とあった。それより「果ててむ」と強い決意の表れ。『集成』は「何度も決意を固める体」。『河海抄』は「いざここに我が世は経なむ菅原や伏見の里の荒れまくも惜し」（古今集雑下、九八一、読人しらず）を指摘。


総角．１．８．４

■　と思おもひ続つづけて、音泣ねなきがちに明あかしたまへるに、名残なごりいと悩なやましければ、中なかの宮みやの臥ふしたまへる奥おくの方かたに添そひ臥ふしたまふ。

◇　と思い続けて、つい声を立てて泣き泣き夜を明かしなさったが、そのため気分がとても悪いので、中の宮が臥していらっしゃった奥の方に添ってお臥せりになる。

総角．１．８．５

■　例れいならず、人ひとのささめきしけしきもあやしと、この宮みやは1思おぼしつつ寝ねたまへるに2、かくておはしたれば、うれしくて、御衣おほむぞひき着きせたてまつりたまふに3、御移おほむうつり香がの紛まぎるべくもあらず4、くゆりかかる心地5ここちすれば、宿直人とのゐびとがもて扱あつかひけむ思おもひあはせられて、

◇　いつもと違って、女房がささやいている様子が変だと、この宮はお思いになりながら寝ていらっしゃったが、こうしていらっしゃったので、嬉しくて、御衣を引き掛けて差し上げなさると、御移り香が隠れようもなく、薫ってくる感じがするので、宿直人がもてあましていたことが思い合わされて、

■　「まことなるべし6」

◇　「ほんとうなのだろう」

■　と、いとほしくて、寝ねぬるやうにてものものたまはず。

◇　と、お気の毒に思って、眠ってしまったようにして何もおっしゃらない。


1 【この宮は】中君。

2 【思しつつ寝たまへるに】大島本は「おほしつらねたまへるに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思しつつ寝たまへるに」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。ここは「ゝ」と「ら」との類似字形の誤読から生じた異文である。「ゝ」が正しかろう。

3 【御衣ひき着せたてまつりたまふに】中君が大君に御夜着を掛けてさし上げる、意。

4 【御移り香の紛るべくもあらず】大島本は「御うつりか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「所狭き御移り香」と「所狭き」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。薫の移り香。大君の衣装に染み込む。

5 【くゆりかかる心地】大島本は「くゆりかゝる心ち」とある。『完本』は諸本に従って「くゆりかをる」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

6 【まことなるべし】中君の心中の思い。女房たちが大君と薫の仲についてひそひそ話していたことは真実なのだろう、と思う。


総角．１．８．６

■　客人まらうとは、弁べんのおもと呼よび出いでたまひて、こまかに語かたらひおき、御消息おほむせうそこすくすくしく聞きこえおきて1出いでたまひぬ。

◇　客人は、弁のおもとを呼び出しなさって、こまごまと頼みこんで、ご挨拶をしかつめらしく申し上げおいてお出になった。

■　「総角あげまきを戯たはぶれにP7とりなししも2、心こころもて、尋ひろばかりの隔へだてS13も3対面たいめんしつるとや、この君きみも思おぼすらむ」

◇　「総角の歌を戯れの冗談にとりなしても、自分から、一尋ほどの隔てはあったにしてもお会いしたものと、この君もお思いだろう」

■　と、いみじく恥はづかしければ、心地悪ここちあしとて、悩なやみ暮くらしたまひつ。

◇　と、ひどく恥ずかしいので、気分が悪いといって、一日中横になっていらっしゃった。

■　人ひとびと、

◇　女房たちは、


P7 戯れに--たはふれ（れ/+に）

S13 総角（あげまき）や　とうとう　尋（ひろ）ばかりや　とうとう　離（さか）りて寝たれども　転（まろ）び　あひけり　とうとう　か寄りあひけり　とうとう（催馬楽-総角）

1 【すくすくしく聞こえおきて】『集成』は「しかつめらしく口上を申し上げておいて」。『完訳』は「姫宮への伝言をきまじめにお申しおきになって」と注す。

2 【総角を戯れにとりなししも】以下「思すらむ」まで、大君の心中の思い。薫の歌をさす。

3 【尋ばかりの隔ても】大島本は「へたても」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「隔てにても」と「にて」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。催馬楽「総角」の歌句。


総角．１．８．７

■　「日ひは残のこりなくなりはべりぬ1。

◇　「法事までの日数が少なくなりました。

■　はかばかしく、はかなきことをだに、また仕つかうまつる人ひともなきに、折悪をりあしき御悩おほむなやみかな」

◇　しっかりと、ちょっとしたことでさえも、他にお世話いたす人もいないので、あいにくのご病気ですこと」


1 【日は残りなくなりはべりぬ】以下「御悩みかな」まで、女房の詞。


総角．１．８．８

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　中なかの宮みや、組くみなどし果はてたまひて1、

◇　中の宮は、組紐など作り終えなさって、


1 【組などし果てたまひて】名香の組糸。総角に組み上げる。


総角．１．８．９

■　「心葉こころばなど、えこそ思おもひよりはべらね」

◇　「心葉などを、どうしてよいか分かりません」

総角．１．８．１０

■　と、せめて聞きこえたまへば2、暗くらくなりぬる紛まぎれに3起おきたまひて、もろともに結むすびなどしたまふ。

◇　と、無理におせがみ申し上げなさるので、暗くなったのに紛れてお起きになって、一緒に結んだりなどなさる。

■　中納言殿ちうなごんどのより御文おほむふみあれど、

◇　中納言殿からお手紙があるが、


1? 【心葉などは】以下「思ひよりはべらね」まで、中君の詞。

2 【せめて聞こえたまへば】『完訳』は「（心葉は）箱などにつける飾り花。普通は金銀などの彫金細工。ここは組糸で作る。それを大君に作ってほしいと、起き出すようしむけた」注す。

3 【暗くなりぬる紛れに】『集成』は「暗くなって顔も見えなくなった頃に」。『完訳』は「昨夜の薫との一件を恥じる気持」と注す。


総角．１．８．１１

■　「今朝けさよりいと悩なやましくなむ」

◇　「今朝からとても気分が悪くて」

総角．１．８．１２

■　とて、人伝ひとづてにぞ聞きこえたまふ1。

◇　と言って、人を介してお返事申し上げなさる。


1 【人伝てにぞ聞こえたまふ】『集成』は「女房の代筆でお返事なさる」と注す。


総角．１．８．１３

■　「さも、見苦みぐるしく、若々わかわかしくおはす」

◇　「いかにも、見苦しく、子供っぽくいらっしゃいます」

総角．１．８．１４

■　と、人ひとびとつぶやききこゆ。

◇　と、女房たちはぶつぶつ申し上げる。

第二章　大君の物語　大君、中の君を残して逃れる

第一段　一周忌終り、薫、宇治を訪問

総角．２．１．１

■　御服おほむぶくなど果はてて、脱ぬぎ捨すてたまへるにつけても、かた時ときも後おくれたてまつらむものと思おもはざりしを、はかなく過すぎにける月日つきひのほどを思おぼすに、いみじく思おもひのほかなる身みの憂うさ2と、泣なき沈しづみたまへる御おほむさまども、いと心苦こころぐるしげなり。

◇　御服喪などが終わって、お脱ぎ捨てになったのにつけても、片時の間も生き永らえようとは思わなかったが、あっけなく過ぎてしまった月日の間をお思いなると、ひどく思ってもいなかった身のつらさと、泣き沈んでいらっしゃるお二方のご様子が、まことにお気の毒である。


1? 【かた時も後れたてまつらむものとは思はざりしをはかなく過ぎにける月日のほどを】姫君たちの心中の思いを地の文で語る。

2 【いみじく思ひのほかなる身の憂さ】姫君たちの心中の思い。


総角．２．１．２

■　月つきごろ黒くろく馴ならはしたる御姿1おほむすがた、薄鈍うすにびP8にて2、いとなまめかしくて、中なかの宮みやは、げにいと盛さかりにて、うつくしげなる匂にほひまさりたまへり3。

◇　幾月も黒い喪服を着馴れていらしたお姿が、薄鈍色になって、たいそう優美なので、中の宮は、なるほど女盛りで、可憐な感じが勝っていらっしゃった。

■　御髪みぐしなど澄すましつくろはせて4見みたてまつりたまふに、世よの物思ものおもひ忘わするる心地ここちしてめでたければ、人知ひとしれず、

◇　御髪などを洗い清めさせて整わせて拝見なさると、この世の憂いが忘れる気がして素晴らしいので、心中密かに、

■　「近劣ちかおとりしては思おもはずやあらむ5」

◇　「近づいて見劣りがすることはないだろう」

■　と、頼たのもしくうれしくて、今いまはまた見譲みゆづる人ひともなくて、親心おやごころにかしづきたてて見みきこえたまふ。

◇　と、頼もしく嬉しくて、今は他に見譲る人もいなくて、親代わりになって大切にお世話申し上げなさる。


P8 薄鈍--うすわ（わ/＃に〈朱〉）ひ

1 【月ごろ黒く馴らはしたる御姿】大島本は「ならハしたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ならはしたまへる」と「まへ」を補訂し、尊敬語表現とする。『新大系』は底本のままとする。

2 【薄鈍にて】除服の後は平服に戻るの普通だが、姫君たちはなお志厚く薄鈍色の喪服を着用している。

3 【うつくしげなる匂ひまさりたまへり】『集成』は「可憐な美しさという点では姉君よりすぐれていらっしゃる」と注す。

4 【御髪など澄ましつくろはせて】大君が女房をして中君の御髪を洗い整わせて、の意。

5 【近劣りしては思はずやあらむ】大君の心中の思い。『集成』は「薫は中の君を期待外れだとは思わないだろう」と注す。


総角．２．１．３

■　かの人ひとは1、つつみきこえたまひし藤ふぢの衣ころも改もあらためたまへらむ長月ながつきも、静心しづこころなくて2、またおはしたり。

◇　あの方は、ご遠慮申し上げなさった服喪期間中もお改まりになっていような九月も、待ちきれず、再びおいでになった。

■　「例れいのやうに聞きこえむ3」

◇　「いつものようにお会い申したい」

■　と、また御消息おほむせうそこあるに、心こころあやまりして4、わづらはしくおぼゆれば、とかく聞きこえすまひて対面たいめんしたまはず。

◇　と、またご挨拶があるので、気分が悪くなって、厄介に思われるので、何かと言い訳申し上げてお会いなさらない。


1 【かの人は】薫をさす。

2 【藤の衣も改めたまへらむ長月も静心なくて】『完訳』は「その喪服を改める九月の到来を待ちかねた。九月は忌月で結婚がはばかられる。命日の八月二十日ごろから、日数をおかずに訪ねたことになる」と注す。『河海抄』には「男女初会合忌正五九月云々」とある。

3 【例のやうに聞こえむ】薫の訪問の主旨。

4 【心あやまりして】『集成』は「〔大君は〕かたくなな気持になって」。『完訳』は「姫宮は気分がすぐれず」と訳す。


総角．２．１．４

■　「思おもひの外ほかに1心憂こころうき御心みこころかな。

◇　「意外に冷たいお心ですね。

■　人ひともいかに思おもひはべらむ」

◇　女房たちもどのように思うでしょう」


1 【思ひの外に】以下「いかに思ひはべらむ」まで、薫の手紙文。


総角．２．１．５

■　と、御文おほむふみにて聞きこえたまへり。

◇　と、お手紙で申し上げなさった。

総角．２．１．６

■　「今いまはとて1脱ぬぎはべりしほど2の心惑こころまどひに、なかなか沈しづみはべりてなむ、え聞きこえぬ」

◇　「今を限りと脱ぎ捨てました時の悲しみに、かえって前より塞ぎこんでおりまして、お返事申し上げられません」


1 【今はとて】以下「え聞こえぬ」まで、大君の返事。

2 【脱ぎはべりしほど】大島本は「ぬき侍し」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「脱ぎ捨てはべりし」と「捨て」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．２．１．７

■　とあり。

◇　とある。

総角．２．１．８

■　怨うらみわびて1、例れいの人召ひとめして2、よろづにのたまふ。

◇　恨みのやりばがなくて、いつもの女房を召して、いろいろとおっしゃる。

■　世よに知しらぬ心細こころぼそさの慰なぐさめには、この君きみをのみ頼たのみきこえたる人ひとびとなれば、思おもひにかなひたまひて3、世よの常つねの住すみ処かに移うつろひなどしたまはむを、いとめでたかるべきことに言いひ合あはせて、

◇　世にまたとない心細さの慰めとしては、この君だけをお頼み申し上げていた女房たちなので、思い通りに結婚なさって、世間並の住まいにお移りなどなさるのを、とてもおめでたいことと話し合って、

■　「ただ入いれたてまつらむ4」

◇　「ただお入れ申そう」

■　と、皆語みなかたらひ合あはせけり。

◇　と、皆しめし合わせているのであった。


1 【怨みわびて】主語は薫。

2 【例の人召して】弁の君をさす。「例の人」で一語。

3 【思ひにかなひたまひて】『集成』は「（姫君が）自分たちの願い通りに薫と結婚して下さって、世間並みに京のお邸にお移りなどなさることを、大層結構なことだと話し合って」と注す。

4 【ただ入れたてまつらむ】女房たちの詞。


第二段　大君、妹の中の君に薫を勧める

総角．２．２．１

■　姫宮ひめみや、そのけしきをば深ふかく見知みしりたまはねど、

◇　姫宮、その様子を深くご存知ないが、

■　「かく取とり分わきて1人ひとめかしなつけたまふめるに、うちとけて、うしろめたき心こころもやあらむ。

◇　「このように特別に一人前に親しくしているらしいので、気を許して、気がかりな考えがあるかもしれない。

■　昔物語むかしものがたりにも、心こころもてやは、とあることもかかることもあめる2。

◇　昔物語にも、自分から、とかく事件が起こることはあろうか。

■　うちとくまじき人ひとの心3こころにこそあめれ」

◇　気を許してはならない女房の心であるようだ」

■　と思おもひよりたまひて、

◇　と思い至りなさって、


1 【かく取り分きて】以下「心にこそあめれ」まで、大君の心中の思い。

2 【昔物語にも心もてやはとあることもかかることもあめる】反語表現の構文。『集成』は「昔物語でも、姫君の一存で、とかくのことが起ろうか。みな女房の仲立ちによるものだ、の意」と注す。

3 【うちとくまじき人の心】女房の思慮。


総角．２．２．２

■　「せめて怨うらみ深ふかくは1、この君きみをおし出いでむ。

◇　「せめて恨みが深いなら、この妹君を押し出そう。

■　劣おとりざまならむにてだに、さても見みそめては3、あさはかにはもてなすまじき心こころなめるを、まして、ほのかにも見みそめては、慰なぐさみなむ。

◇　たとえ見劣りする相手でも、そのように見初めては、いい加減には扱わないお心のようだから、わたし以上に、少しでも見初めたらきっと慰むことであろう。

■　言ことに出いでては、いかでかは、ふとさることを待まち取とる人ひとのあらむ4。

◇　言葉に表しては、どうして、急に乗り換える人があろうか。

■　本意ほいになむあらぬと、うけひくけしきのなかなるは、かたへは人ひとの思おもはむことを6、あいなう浅あさき方かたにやなど、つつみたまふならむ」

◇　希望通りでないと、承知する様子のないらしいのは、一つには、こちらの思うことを、筋違いに浅い思慮ではないかなどと、遠慮なさるだろう」


1 【せめて怨み深くは】以下「つつみたまふならむ」まで、大君の心中の思い。薫がどうしても諦めずに、深く恨むようなら、の意。

2? 【この君を押し出でむ】妹の中君をさす。

3 【劣りざまならむにてだにさても見そめては】『完訳』は「劣った女を相手にしてさえ。薫の気長なやさしさを認めた判断」と注す。

4 【ふとさることを待ち取る人のあらむ】反語表現の構文。中君との結婚をさす。

5? 【本意になむあらぬとうけひくけしきなかなるは】薫は弁の君から大君が中君をという意向を聞かされたが、同意しなかったという話は、の意。「なかなる」の「なる」は伝聞推定の助動詞。

6 【人の思はむことを】こちら大君自身をさす。推量の助動詞「む」婉曲の意。


総角．２．２．３

■　と思おぼし構かまふるを1、

◇　とご計画なさるが、

■　「けしきだに知しらせたまはずは、罪つみもや得えむ2」

◇　「そのそぶりさえお知らせなさらなかったら、恨みを受けよう」

■　と、身みをつみていとほしければ、よろづにうち語かたらひて、

◇　と、我が身につまされてお気の毒なので、いろいろとお話になって、


1 【思し構ふるを】中君と薫の結婚を計画する。

2 【けしきだに知らせたまはずは罪もや得む】大君の心中の思い。


総角．２．２．４

■　「昔むかしの御おほむおもむけも1、世よの中なかをかく心細こころぼそくて2過すぐし果はつP9とも、なかなか人笑ひとわらへに、かろがろしき心こころつかふな、などのたまひおきしを、おはせし世よの御おほむほだしにて3、行おこなひの御心みこころを乱みだりし罪つみだにいみじかりけむを、今いまはとて、さばかりのたまひし一言ひとことをだに違たがへじ、と思おもひはべれば4、心細こころぼそくなどもことに思おもはぬを、この人ひとびとの、あやしく心こころごはきものに憎にくむめるこそ、いとわりなけれ。

◇　「故人のご意向も、世の中をこのように心細く終えようとも、かえって物笑いに、軽々しい考えをするな、などと遺言なさったが、在世中の御足手まといで、勤行のお心を乱した罪でさえ大変であったのに、今はの際に、せめてそのようにおっしゃった一言だけでも違えまい、と思いますので、心細いなどとも格別思わないが、この女房たちが、妙に強情者のように憎んでいるらしいのは、ほんとに訳が分かりません。


P9 過ぐし果つ--すくしは（は/+つ）

1 【昔の御おもむけも】以下「見たてまつりなさばや」まで、大君の中君への詞。「昔の御おもむけ」は亡き父宮のご意向、の意。

2 【世の中をかく心細くて】以下「心つかうな」まで、父八宮の遺言。

3 【おはせし世の御ほだしにて】父宮在世中のお足手まといで。

4 【今はとてさばかりのたまひし一言をだに違へじと思ひはべれば】生涯結婚すまい、という意。


総角．２．２．５

■　げに、さのみやうのものと過すぐしたまはむも1、明あけ暮くるる月日つきひに添そへても、御おほむことをのみこそ2、あたらしく心苦こころぐるしくかなしきものに思おもひきこゆるを、君きみだに世よの常つねに3もてなしたまひて、かかる身みのありさまもおもだたしく、慰なぐさむばかり4見みたてまつりなさばや5」

◇　女房の言うように、私と同じように独身でお過しになるのも、明け暮れの月日がたつにつけても、あなたのお身の上ばかりが、惜しくおいたわしく悲しい身の上とお思い申し上げていますが、せめてあなただけでも世間並みに結婚なさって、このようなわが身の有様も面目が立って、慰められるようお世話申し上げたい」


1 【げにさのみやうのものと過ぐしたまはむも】『集成』は「でも、あの人たちの言う通り、あなたまでが私と同じに独り身で過されるのも」と注す。

2 【御ことをのみこそ】あなた中君のことばかりが。

3 【君だに世の常に】「君」は二人称。

4 【かかる身のありさまもおもだたしく慰むばかり】自分の身の上もあなたが薫と結婚したら面目が立って気持ちが慰められる。

5 【見たてまつりなさばや】中君の結婚を背後からお世話したい。


総角．２．２．６

■　と聞きこえたまはば、いかに思おぼすにか1と、心憂こころうくて、

◇　と申し上げなさると、どのようにお考えなのかと、情けなくなって、


1 【いかに思すにか】中君の心中の思い。姉君はどうお考えなのか。


総角．２．２．７

■　「一所ひとところをのみやは1、さて世よに果はてたまへとは、聞きこえたまひけむ2。

◇　「お一人だけが、そのように独身で終えなさいとは、申されたでしょうか。

■　はかばかしくもあらぬ身みのうしろめたさは、数添かずそひたるやうにこそ、思おぼされためりしか3。

◇　頼りないわが身の不安さは、よけいあるように、お思いのようでした。

■　心細こころぼそき御慰おほむなぐさめには、かく朝夕あさゆふに見みたてまつるより、いかなるかたにか」

◇　心細さの慰めには、このように朝夕にお目にかかるより他に、どのような手段がありましょうか」


1 【一所をのみやは】以下「いかなるかたにか」まで、中君の詞。反語表現の構文。

2 【聞こえたまひけむ】主語は父宮。

3 【思されためりしか】主語は父宮。推量の助動詞「めり」は中君の主観的推量のオニュアンス。


総角．２．２．８

■　と、なま恨うらめしく思おもひたまひつれば1、げにと、いとほしくて、

◇　と、何やら恨めしそうに思っていらっしゃるので、なるほどと、お気の毒になって、


1 【思ひたまひつれば】大島本は「思給つれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひたまへれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．２．２．９

■　「なほ、これかれ、うたて1ひがひがしきものに言いひ思おもふべかめるにつけて、思おもひ乱みだれはべるぞや」

◇　「やはり、誰も彼もが困った強情者のように言い思っているらしいのにつけても、途方に暮れておりますよ」


1 【なほこれかれうたて】以下「思ひ乱れはべるぞや」まで、大君の詞。


総角．２．２．１０

■　と、言いひさしたまひつ。

◇　と、言いかけてお止めになった。

第三段　薫は帰らず、大君、苦悩す

総角．２．３．１

■　暮くれゆくに、客人まらうとは帰かへりたまはず。

◇　日が暮れて行くのに、客人はお帰りにならない。

■　姫宮ひめみや、いとむつかしと思おぼす。

◇　姫宮は、とても困ったことだとお思いになる。

■　弁参べんまゐりて、御消息おほむせうそこども1聞きこえ伝つたへて、怨うらみたまふをことわりなるよしを、つぶつぶと聞きこゆれば、いらへもしたまはず、うち嘆なげきて、

◇　弁が参って、ご挨拶などをもお伝え申し上げて、お恨みになるのもごもっともなことを、こまごまと申し上げると、お返事もなさらず、お嘆きになって、


1 【御消息ども】『集成』は「薫の口上。あれこれと多い趣」と注す。


総角．２．３．２

■　「いかにもてなすべき身みにかは1。

◇　「どのように振る舞ったらよいものか。

■　一所ひとところにおはせましかば2、ともかくも、さるべき人3ひとに扱あつかはれたてまつりて4、宿世すくせといふなる方かたにつけて、身みを心こころともせぬ世よS14なれば5、皆例みなれいのことにてこそは、人笑ひとわらへなる咎とがをも隠かくすなれ6。

◇　どちらかの親が生きていらっしゃったら、どうなるにせよ、親からお世話され申して、運命というものにつけても、思い通りにならない世の中なので、すべてよくあることとして、物笑いの非難も隠れるというもの。

■　ある限かぎりの人ひとは7年積としつもり、さかしげにおのがじしは思おもひつつ、心こころをやりて、似につかはしげなることを聞きこえ知しらすれど8、こは、はかばかしきことかは9。

◇　仕えている女房は皆年をとり、賢そうに自分自身では思いながら、いい気になって、お似合いのご縁だと言い聞かせるが、これが、しっかりしたことだろうか。

■　人ひとめかしからぬ心こころどもにて10、ただ一方ひとかたに言いふにこそは」

◇　一人前でもない考えで、ただ勝手に言っているばかりだ」


S14 いなせとも言ひ放たれず憂きものは身を心ともせぬ世なりけり（後撰集恋五-九三七　伊勢）

1 【いかにもてなすべき身にかは】以下「ただ一方に言ふにこそは」まで、大君の心中の思い。

2 【一所おはせましかば】両親のうちどちらか生きていらっしゃったら。反実仮想の構文。

3 【さるべき人】『集成』は「娘の結婚の世話をするのが当然の人。親のこと」。『完訳』は「親の世話を受けながら、その指図どおりに結婚して」と注す。

4 【扱はれたてまつりて】「たてまつる」の主体者は親、自分自身に対する敬語表現になる。この下に「〜まし」の気持ちがある。

5 【身を心ともせぬ世なれば】『源氏釈』は「いなせとも言ひ放たれず憂きものは身を心ともせぬ世なりけり」（後撰集恋五、九三八、伊勢）を指摘。

6 【皆例のことにてこそは人笑へなる咎をも隠すなれ】親の勧める結婚なら失敗しても世間の物笑いにならない、の意。

7 【ある限りの人は】仕えている女房は皆。

8 【聞こえ知らすれど】自分自身に対する敬語表現。主体者は女房。

9 【こははかばかしきことかは】反語表現。

10 【人めかしからぬ心どもにて】使用人の分際で。身分制度の意識。


総角．２．３．３

■　と見みたまへば、引ひき動うごかしつばかり聞きこえあへるも1、いと心憂こころうく疎うとましくて、動どうぜられたまはず。

◇　とお考えになると、引き動かさんばかりにお勧め申し上げ合うのも、まことにつらく嫌な感じがして、従う気になれない。

■　同おなじ心こころに何なにごとも語かたらひきこえたまふ中なかの宮みやは、かかる筋すぢには2、今いますこし心こころも得えずおほどかにて、何なにとも聞きき入いれたまはねば、

◇　同じ気持ちで何事もご相談申し上げなさる中の宮は、このような結婚に関する話題には、もう少しご存知なくおっとりして、何ともお分かりでないので、

■　「あやしくもありける身みかな3」

◇　「変わった身の上だわ」

■　と、ただ奥おくざまに向むきておはすれば、

◇　と、ただ奥の方に向いていらっしゃるので、


1 【引き動かしつばかり聞こえあへるも】主語は女房たち。『完訳』は「女房が、大君を薫と対面させるべく、強引に誘うさま」と注す。

2 【かかる筋には】結婚に関する話題。

3 【あやしくもありける身かな】大君の思い。『集成』は「一人ぼっちの変な身の上の私だこと」と注す。


総角．２．３．４

■　「例れいの色いろの御衣おほむぞどもたてまつり替かへよ1」

◇　「いつもの服装にお召し替えなさいませ」


1 【例の色の御衣どもたてまつり替へよ】女房の詞。


総角．２．３．５

■　など、そそのかしきこえつつ、皆みな、さる心こころすべかめるけしきを1、あさましく、

◇　などと、お勧め申し上げながら、皆、お目にかからせようという考えのようなので、あきれて、

■　「げに、何なにの障さはり所どころかはあらむ2。

◇　「なるほど、何の支障があるだろうか。

■　ほどもなくて、かかる御住おほむすまひのかひなき、山梨やまなしの花はなS15ぞ」

◇　手狭な所で、このようなご生活の仕方ない、山梨の花」

■　、逃のがれむ方かたなかりける3。

◇　、逃げることもできないのであった。


S15 世の中を憂しと言ひてもいづこにか身をば隠さむ山梨の花（古今六帖六-四二六八）

1 【皆さる心すべかめるけしきを】『集成』は「一同婚儀の段取りを進めるらしい様子なのを」。『完訳』は「薫に逢わせる準備をする様子」と注す。「すべかめる」は大君に心中に即した叙述。

2 【あさましくげに何の障り所かはあらむ】『集成』は「大君の心中から自然に地の文に移る書き方」。『完訳』は「いかにも相手が近寄るのに防ぐものがあろうか。日ごろの薫の、障りや隔てのない親交の訴えを受け、「げに」とする。地の文に心中叙述の割り込んだ形」と注す。

3 【山梨の花ぞ逃れむ方なかりける】『源氏釈』は「世の中をうしと言ひてもいづこにか身をば隠さむ山梨の花」（古今六帖六、山梨）を指摘。


総角．２．３．６

■　客人まらうとは、かく顕証けせうに、これかれにも口入くちいれさせず、

◇　客人は、こうあからさまに、誰それにも口を出させず、

■　「忍しのびやかに、いつありけむことともなくもてなしてこそ」

◇　「こっそりと、いつから始まったともなく運びたい」

■　と思おもひそめたまひけることなれば、

◇　と初めからお考えになっていたことなので、

総角．２．３．７

■　「御心許みこころゆるしたまはずは、いつもいつも、かくて過すぐさむ2」

◇　「お許しくださらないならば、いつもいつも、このようにして過ごそう」


1? 【いつありけむこともなくもてなしてこそ】薫の大君処遇の考え。

2 【御心許したまはずはいつもいつもかくて過ぐさむ】薫の詞。


総角．２．３．８

■　と思おぼしのたまふを、この老おい人びとの、おのがじし1語かたらひて、顕証けせうにささめき2、さは言いへど、深ふかからぬけに、老おいひがめるにや、いとほしくぞ見みゆる。

◇　とお考えになりおっしゃるが、この老女が、それぞれと相談しあって、あからさまにささやき、そうは言っても、浅はかで老いのひがみからか、お気の毒に見える。


1 【おのがじし】女房同士。

2 【顕証にささめき】『集成』は「大っぴらに私語し」と訳す。


第四段　大君、弁と相談する

総角．２．４．１

■　姫宮ひめみや、思おぼしわづらひて、弁べんが参まゐれるに1のたまふ。

◇　姫宮、お困りになって、弁が参ったのでおっしゃる。


1 【弁が参れるに】『集成』は「姫君の説得に来たのだろう」と注す。


総角．２．４．２

■　「年としごろも1、人ひとに似にぬ御心寄みこころよせ2とのみのたまひわたりしを3聞ききおき、今いまとなりては、よろづに残のこりなく頼たのみきこえて、あやしきまでうちとけにたるを、思おもひしに違たがふさまなる御心みこころばへの混まじりて4、恨うらみたまふめるこそわりなけれ。

◇　「長年、世間の人と違ったご好意とばかりおっしゃっていたのを聞いており、今となっては、何でもすっかりお頼み申して、不思議なほど親しくしていたのですが、思っていたのと違ったお気持ちがおありで、お恨みになるらしいのは困ったことです。

■　世よに人ひとめきてあらまほしき身みならば5、かかる御おほむことをも、何なにかはもて離はなれても思おもはまし。

◇　世間の人のように夫を持ちたい身の上ならば、このような縁談も、どうしてお断りなどしましょう。


1 【年ごろも】以下「聞こえなされよ」まで、大君の弁への詞。

2 【人に似ぬ御心寄せ】薫の人物評。

3 【のたまひわたりしを】主語は故八宮。

4 【思ひしに違ふさまなる御心ばへの混じりて】好意の他に結婚を望んでいた気持ちをさす。

5 【世に人めきてあらまほしき身ならば】『完訳』は「私が人並に結婚して暮したいと思う身なら。実際には独身を通そうの決意。反実仮想の構文」と注す。「あらまほしき身」は夫を持ちたい身、の意。


総角．２．４．３

■　されど、昔むかしより思おもひ離はなれそめたる心こころにて、いと苦くるしきを1。

◇　けれども、昔から思い捨てていた考えなので、とてもつらいことです。

■　この君きみの盛さかり過すぎたまはむも口惜くちをし。

◇　この妹君が盛りをお過ぎになるのも残念です。

■　げに、かかる住すまひも、ただこの御おほむゆかりに所狭ところせくのみおぼゆるを、まことに昔むかしを思おもひきこえたまふ心こころざしならば2、同おなじことに思おもひなしたまへかし。

◇　なるほど、このような住まいも、ただこの君のためにも不都合にばかり思われますが、ほんとうに亡き宮をお思い出し申し上げるお気持ちならば、同じようにお考えになってください。

■　身みを分わけたる心こころのうちは皆みなゆづりて、見みたてまつらむ心地ここちなむすべき。

◇　身を分けた妹に心の中はすべて譲って、お世話申し上げたい気がするのです。

■　なほ、かうやうによろしげに聞きこえなされよ3」

◇　やはり、このようによろしく申し上げてくださいね」


1 【いと苦しきを】『集成』は読点で「を」接続助詞、逆接の意。『完訳』は句点で「を」間投助詞、詠嘆の意に解す。

2 【昔を思ひきこえたまふ心ざしならば】「昔」は故人八宮。「たまふ」は弁に対する敬語。

3 【よろしげに聞こえなされよ】大島本は「よろしけに」とある。『完本』は諸本に従って「よろしげにを」と「を」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


総角．２．４．４

■　と、恥はぢらひたるものから、あるべきさまをのたまひ続つづくれば、いとあはれと見みたてまつる。

◇　と、恥ずかしがっているが、望んでいることをおっしゃり続けたので、まことにおいたわしいと拝する。

総角．２．４．５

■　「さのみこそは1、さきざきも御みけしきを見みたまふれば、いとよく聞きこえさすれど、さはえ思おもひ改あらたむまじ、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの御恨みやのおほむうらみ、深ふかさまさるめれば、またそなたざまに、いとよく後見うしろみきこえむ、となむ聞きこえたまふ3。

◇　「そのようにばかりは、以前にもご様子を拝見しておりますので、とてもよく申し上げましたが、そのようにはお考え改めることはできず、兵部卿宮のお恨みの、深さが増すようなので、またそれはそれで、とても十分にご後見申し上げたい、と申されています。

■　それも思おもふやうなる御おほむことどもなり。

◇　それも願ってもないことです。

■　二所ふたところながらおはしまして、ことさらに、いみじき御心尽みこころつくしてかしづききこえさせたまはむに4、えしも、かく世よにありがたき御おほむことども、さし集つどひたまはざらまし。

◇　ご両親がお揃いで、特別に、たいそうお心をこめてお育て申し上げなさるにしましても、とても、このようにめったにないご縁談ばかりも、続いて来ないでしょう。


1 【さのみこそは】以下「雲霞をやは」まで、弁の詞。

2? 【さはえ思ひあらたむまじ】大島本は「思ひあらたむまし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ改むまじき」と「き」を補訂し連体形に改める。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「以下「後見きこえむ」まで、薫の言葉をそのまま伝える体」と注す。

3 【となむ聞こえたまふ】主語は薫。

4 【いみじき御心尽くしてかしづききこえさせたまはむに】大島本は「きこえさせ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「きこえ」と「させ」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「大層ご熱心に奔走あそばしてご結婚のお計らいをあそばされましょうとも」。『完訳』は「格別大事にお世話申し上げていらっしゃる場合でも」と訳す。下文に「さし集ひたまはざらまし」とある反実仮想の構文。


総角．２．４．６

■　かしこけれど、かくいとたつきなげなる御おほむありさま1を見みたてまつるに、いかになり果はてさせたまはむと、うしろめたく悲かなしくのみ見みたてまつるを、後のちの御心みこころは知しりがたけれど2、うつくしくめでたき御宿世おほむすくせどもにこそおはしましけれとなむ、かつがつ思おもひきこゆる。

◇　恐れ多いことですが、このようにとても頼りなさそうなご様子を拝見すると、果てはどのようにおなりあそばすのだろうかと、不安で悲しくばかり拝見していますが、将来のお心は分かりませんけれど、お二方ともご立派で素晴らしいご運勢でいらっしゃったのだと、何はともあれお思い申し上げます。


1 【たつきなげなる御ありさま】『完訳』は「弁はあえて宮家の生活の窮乏にふれる」と注す。「たつき」の読みについて、『集成』は「たつき」。『完訳』は「たづき」。『岩波古語辞典』には「中世、タツギ・タツキとも」。

2 【後の御心は知りがたけれど】挿入句。『完訳』は「婿君の将来の気持は分らぬが。男の心変りもありうるという一般的な判断を、挿入させた文脈」と注す。


総角．２．４．７

■　故宮こみやの御遺言1違おほむゆいごんたがへじと思おぼし召めすかたはことわりなれど、それは、さるべき人ひとのおはせず2、品しなほどならぬことやおはしまさむと思おぼして、戒いましめきこえさせたまふめりしにこそ3。

◇　故宮のご遺言に背くまいとお考えあそばすのはごもっともなことですが、それは、婿にふさわしい方がいらっしゃらず、身分の不釣合なことがおありだろうとお考えになって、ご忠告申し上げなさったようなのではございませんか。


1 【故宮の御遺言】『集成』は「「おぼろけのよすがならで、--この山里をあくがれたまふな。ただかう人に違じたる契り異なる身とおぼしなして--」とあった（椎本）」と注す。

2 【それはさるべき人のおはせず】『集成』は「それは、お家柄にふさわしい殿方がいらっしゃらず、身分の釣合わぬ縁組でもなさりはせぬかと（父宮が）ご心配あそばして」。『完訳』は「宮家の婿にふさわしい人」と注す。

3 【戒めきこえさせたまふめりしにこそ】係助詞「こそ」の下に「あれ」などの語句が省略。


総角．２．４．８

■　この殿とのの1、さやうなる心こころばへものしたまはましかば、一所ひとところをうしろやすく見みおきたてまつりて、いかにうれしからまし2と、折々をりをりのたまはせしものを。

◇　この殿の、そのようなお気持ちがおありでしたら、お一方を安心してお残し申せて、どんなに嬉しいことだろうと、時々おっしゃっていました。

■　ほどほどにつけて、思おもふ人ひとに後おくれたまひぬる人ひとは、高たかきも下くだれるも4、心こころの外ほかに、あるまじきさまにさすらふたぐひだにこそ多おほくはべるめれ。

◇　身分相応に、愛する人に先立たれなさった人は、身分の高い人も低い人も、思いの他に、とんでもない姿でさすらう例さえ多くあるようです。


1 【この殿の】『集成』は「このお殿様が。薫のこと。もはや、主人といった呼び方」。『完訳』は「「殿」の呼称に注意。薫を邸の主人格に呼ぶ」と注す。

2 【一所をうしろやすく見おきたてまつりていかにうれしからまし】「一所」は姉妹のうちの一人。推量の助動詞「まし」反実仮想の意。

3? 【のたはせし】主語は故八宮。

4 【ほどほどにつけて思ふ人に後れたまひぬる人は高きも下れるも】一般論として、親に先立たれた娘が不本意な結婚をする例の多いことをいう。


総角．２．４．９

■　それ皆例みなれいのことなめれば、もどき言いふ人ひともはべらず。

◇　それはみな憂き世の常のようですので、非難する人もございません。

■　まして、かくばかり、ことさらにも作つくり出いでまほしげなる人ひとの御おほむありさまに、心こころざし深ふかくありがたげに聞きこえたまふを、あながちにもて離はなれさせたまうて1、思おぼしおきつるやうに、行おこなひの本意ほいを遂とげたまふとも、さりとて雲霞くもかすみをやはS16,2」

◇　まして、これほどに、特別に誂えたような方のご様子で、ご愛情も深くめったにないように求婚申し上げなさるのを、むやみに振り切りなさって、お考えおいていたように、出家の本願をお遂げなさったとしても、そうかといって雲や霞を食べて生きらえましょうか」


S16 背くとて雲には乗らぬものなれど世の憂きことぞよそになるてふ（伊勢物語-一七八）

1 【あながちにもて離れさせたまうて】『集成』は「取り付くしまもなくお断り申しなさって」。『完訳』は「あなたが勝手に振り切って。大君の「昔より思ひ離れ--」への反論。「行ひの本意」もそこから出た言葉」と注す。

2 【さりとて雲霞をやは】『対校』は「背くとて雲には乗らぬものなれど世の憂きことぞよそになるてふ」（古今六帖二、尼・伊勢物語）を指摘。『集成』は「仙人のような暮しもなるまい、の意」。『完訳』は「出家しても衣食の心配は必要」と注す。


総角．２．４．１０

■　など、すべてこと多おほく申まうし続つづくれば、いと憎にく心くこころづきなしと思おぼして、ひれ臥ふしたまへり。

◇　などと、総じて言葉数多く申し上げ続けると、とても憎く気にくわないとお思いになって、うつ伏しておしまいになった。

第五段　大君、中の君を残して逃れる

総角．２．５．１

■　中なかの宮みやも、あいなくいとほしき御みけしきかなと、見みたてまつりたまひて、もろともに例れいのやうに大殿籠おほとのごもりぬ。

◇　中の宮も、ひとごとながらおいたわしいご様子だわと、拝見なさって、一緒にいつものようにお寝みになった。

■　うしろめたく2、いかにもてなさむ、と3おぼえたまへど、ことさらめきて、さし籠こもり隠かくろへたまふべきものの隈くまだになき御住おほむすまひなれば、なよよかにをかしき御衣おほむぞ、上うへにひき着きせたてまつりたまひて4、まだけはひ暑あつきほどなれば、すこしまろび退のきて臥ふしたまへり。

◇　気がかりで、どのように対処しようか、と思われなさるが、わざとらしく引き籠もって身をお隠しになる物蔭さえないお住まいなので、柔らかく美しい御衣を、上にお掛け申し上げなさって、まだ暑いころなので、少し寝返りして臥せっていらっしゃった。


1? 【中の宮もあいなくいとほしきけしきかなと】『完訳』は「中の宮も姉君を、なんとも不本意なおいたわしいご様子よと」と訳す。

2 【うしろめたく】大君の不安な気持ち。

3 【いかにもてなさむと】『集成』は「（大君は）気がかりで、弁などが何をするだろうと、不安にお思いになるが。薫を導き入れるかもしれないと不安を覚える」。『完訳』は「自分（大君）がどう対処したものか。一説に、弁が何をするのか」と注す。

4 【をかしき御衣上にひき着せたてまつりたまひて】大君が中君に。『完訳』は「中の君の身体に。薫が忍び込んだら、妹を美しく見せ、自らは逃れるつもり」と注す。


総角．２．５．２

■　弁べんは、のたまひつるさまを客人まらうとに聞きこゆ。

◇　弁は、おっしゃったことを客人に申し上げる。

■　「いかなれば、いとかくしも世よを思おもひ離はなれたまふらむ。

◇　「どうして、ほんとにこのように結婚を思い断っていらっしゃるのだろう。

■　聖ひじりだちたまへりしあたりにて、常つねなきものに思おもひ知しりたまへるにや」

◇　聖めいていらした方の側にいて、無常をお悟りになったのか」

■　と思おぼすに、いとどわが心通こころかよひておぼゆれば、さかしだち憎にくくもおぼえず。

◇　とお思いになると、ますます自分の心と似通っていると思われるので、利口ぶった憎い女とも思われない。

総角．２．５．３

■　「さらば、物越ものごしなどにも、今いまはあるまじきことに思おぼしなるにこそはあなれ。

◇　「それでは、物越しに会うのでも、今はとんでもないこととお考えなのですね。

■　今宵こよひばかり、大殿籠おほとのごもるらむあたりにも、忍しのびてたばかれ」

◇　今夜だけは、お寝みになっている所に、こっそりと手引きせよ」

総角．２．５．４

■　とのたまへば、心こころして、人疾ひととく静しづめなど、心知こころしれるどちは思おもひ構かまふ。

◇　とおっしゃるので、気をつけて、他の女房を早く寝静めたりして、事情を知っている者同志は手筈をととのえる。

総角．２．５．５

■　宵よひすこし過すぐるほどに、風かぜの音荒おとあららかにうち吹ふくに、はかなきさまなる蔀しとみなどは、ひしひしと紛まぎるる音おとに、

◇　宵を少し過ぎたころに、風の音が荒々しく吹くと、頼りない邸の蔀などは、きしきしと鳴る紛らわしい音に、

■　「人ひとの忍しのびたまへる振ふる舞まひは、え聞ききつけたまはじ」

◇　「人がこっそり入っていらっしゃる音は、お聞きつけになるまい」

■　と思おもひて、やをら導みちびき入いる。

◇　と思って、静かに手引きして入れる。

総角．２．５．６

■　同おなじ所ところに大殿籠おほとのごもれるを、うしろめたしと思おもへど、常つねのことなれば、

◇　同じ所にお寝みなっているのを、不安だと思うが、いつものことなので、

■　「ほかほかにともいかが聞きこえむ。

◇　「別々にとはどうして申し上げられよう。

■　御おほむけはひをも、たどたどしからず見みたてまつり知しりたまへらむ」

◇　ご様子も、はっきりとお見知り申していらっしゃるだろう」

■　と思おもひけるに、うちもまどろみたまはねば、ふと聞ききつけたまて、やをら起おき出いでたまひぬ。

◇　と思ったが、少しもお眠りになることもできないので、ふと足音を聞きつけなさって、そっと起き出しておしまいになった。

■　いと疾とくはひ隠かくれたまひぬ。

◇　とても素早く這ってお隠れになった。

総角．２．５．７

■　何心なにごころもなく寝入ねいりたまへるを、いといとほしく、いかにするわざぞと、胸むねつぶれて、もろともに隠かくれなばやと思おもへど、さもえ立たち返かへらで、わななくわななく見みたまへば、火ひのほのかなるに、袿姿うちきすがたにて、いと馴なれ顔がほに、几帳きちゃうの帷かたびらを引ひき上あげて入いりぬるを、いみじくいとほしく、

◇　無心に寝ていらっしゃるのを、とてもお気の毒に、どのようにするのかと、胸がどきりとして、一緒に隠れたいと思うが、そのように立ち戻ることもできず、震えながら御覧になると、灯火がほのかに明るい中に、袿姿で、いかにも馴れ馴れしく、几帳の帷子を引き上げて中に入ったのを、ひどくおいたわしくて、

■　「いかにおぼえたまはむ」

◇　「どのようにお思いになっているだろう」

■　と思おもひながら、あやしき壁かべの面つらに、屏風びゃうぶを立たてたるうしろの、むつかしげなるにゐたまひぬ。

◇　と思いながら、粗末な壁の面に、屏風を立てた背後の、むさ苦しい所にお座りになった。

総角．２．５．８

■　「あらましごとにてだに、つらしと思おもひたまへりつるを、まいて、いかにめづらかに思おぼし疎うとまむ」

◇　「将来の心積もりとして話しただけでも、つらいと思っていらっしゃったのを、まして、どんなに心外にお疎みになるだろう」

■　と、いと心苦こころぐるしきにも、すべてはかばかしき後見うしろみなくて、落おちとまる身みどもの悲かなしきを思おもひ続つづけたまふに、今いまはとて山やまに登のぼりたまひし夕ゆふべの御おほむさまなど、ただ今いまの心地ここちして、いみじく恋こひしく悲かなしくおぼえたまふ。

◇　と、とてもおいたわしく思うにつけても、すべてしっかりした後見もいなくて、落ちぶれている二人の身の上の悲しさを思い続けなさると、今を限りと山寺にお入りになった父宮の夕方のお姿などが、まるで今のような心地がして、ひどく恋しく悲しく思われなさる。

第六段　薫、相手を中の君と知る

総角．２．６．１

■　中納言ちうなごんは、独ひとり臥ふしたまへるを、心こころしけるにや1とうれしくて、心こころときめきしたまふに、やうやうあらざりけりと見みる2。

◇　中納言は、独り臥していらっしゃるのを、そのつもりでいたのかと嬉しくなって、心をときめかしなさると、だんだんと違った人であったと分かる。

■　「今いますこしうつくしくらうたげなるけしきはまさりてや」

◇　「もう少し美しくかわいらしい感じが勝っていようか」

■　とおぼゆ。

◇　と思われる。


1 【心しけるにや】薫の心中。『集成』は「薫を迎える積りで、大君を一人にさせたのかと思う」。『完訳』は「大君が自分を迎えてくれたと欣喜」と注す。

2 【やうやうあらざりけりと見る】『集成』は「以下、敬語抜きで薫の心中に密着した書き方」。『完訳』は「以下、薫の目と心に即した行文。敬語の用いられない点に注意したい」と注す。


総角．２．６．２

■　あさましげにあきれ惑まどひたまへるを1、

◇　驚いてあきれていらっしゃるのを、

■　「げに、心こころも知しらざりける2」

◇　「なるほど、事情を知らなかったのだ」

■　と見みゆれば、いといとほしくもあり、またおし返かへして、隠かくれたまへらむつらさの、まめやかに心憂こころうくねたければ、これをもよそのものとはえ思おもひ放はなつまじけれど3、なほ本意ほいの違たがはむ、口惜くちをしくて、

◇　と見えるので、とてもお気の毒でもあり、また思い返しては、隠れていらっしゃる方の冷淡さが、ほんとうに情けなく悔しいので、この人をも他人のものにはしたくないが、やはりもともとの気持ちと違ったのが、残念で、


1 【あさましげにあきれ惑ひたまへるを】主語は中君。

2 【げに心も知らざりける】薫の納得する気持ち。

3 【これをもよそのものとはえ思ひ放つまじけれど】大島本は「思はなつ」とある。『完本』は諸本に従って「思ひはつ」と「な」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。中君を他人のものとはしたくない。『完訳』は「薫は中君にも執心」と注す。


総角．２．６．３

■　「うちつけに1浅あさかりけりともおぼえたてまつらじ。

◇　「一時の浅い気持ちだったとは思われ申すまい。

■　この一ひとふしは、なほ過すぐして、つひに、宿世逃すくせのがれずは2、こなたざまにならむも、何なにかは異人ことびとのやうにやは」

◇　この場は、やはりこのまま過ごして、結局、運命から逃れられなかったら、こちらの宮と結ばれるのも、どうしてまったくの他人でもないし」


1 【うちつけに】以下「異人のやうにやは」まで、薫の心中。

2 【宿世逃れずは】『完訳』は「中の君と結ばれる宿世だとしても、姉の大君と同じに思おう」と注す。


総角．２．６．４

■　と思おもひ覚さまして、例れいの1、をかしくなつかしきさまに語かたらひて明あかしたまひつ。

◇　と気を静めて、例によって、風情ある優しい感じでお話して夜をお明かしになった。


1 【例の】『完訳』は「昨夜と同様、実事のない逢瀬」と注す。


総角．２．６．５

■　老おい人びとどもは、しそしつと思おもひて、

◇　老女連中は、十分にうまくいったと思って、

総角．２．６．６

■　「中なかの宮みや、いづこにか1おはしますらむ。

◇　「中の宮は、どこにいらっしゃるのだろう。

■　あやしきわざかな」

◇　不思議なことだわ」


1 【中の宮いづこにか】以下「あやしきわざかな」まで、老女の詞。


総角．２．６．７

■　と、たどりあへり。

◇　と、探し合っていた。

総角．２．６．８

■　「さりとも、あるやうあらむ1」

◇　「いくら何でも、どこかにいらっしゃるだろう」


1 【さりともあるやうあらむ】老女の詞。


総角．２．６．９

■　など言いふ。

◇　などと言う。

総角．２．６．１０

■　「おほかた例れいの1、見みたてまつるに皺しわのぶる心地ここちして、めでたくあはれに見みまほしき御容貌おほむかたちありさまを、などて、いともて離はなれては2聞きこえたまふらむ。

◇　「総じていつも、拝見すると皺の延びる気がして、素晴らしく立派でいつまでも拝見していたいご器量や態度を、どうして、とてもよそよそしくお相手申し上げていらっしゃるのだろう。

■　何なにか、これは世よの人ひとの言いふめる、恐おそろしき神かみぞ、憑つきたてまつりたらむ3」

◇　何ですか、これは世間の人が言うような、恐ろしい神様が、お憑き申しているのでしょうか」


1 【おほかた例の】以下「憑きたてまつりたらむ」まで、老女の詞。

2 【などていともて離れては】『集成』は以下を老女の詞とする。

3 【おそろしき神ぞ憑きたてまつりたらむ】大君に取り憑く。『細流抄』に「世俗の諺に嫁すべき時過ぎぬれば神のつくと也」とある。『河海抄』は「玉葛実ならぬ樹にはちはやぶる神そつくとふならぬ樹ごとに」（万葉集巻二、一〇一）を指摘。


総角．２．６．１１

■　と、歯ははうちすきて、愛敬あいぎゃうなげに言いひなす女をむなあり。

◇　と、歯は抜けて、憎たらしく言う女房がいる。

■　また、

◇　また、

総角．２．６．１２

■　「あな、まがまがし1。

◇　「まあ、縁起でもない。

■　なぞのものか憑つかせたまはむ。

◇　どんな魔物がお憑きになっているものですか。

■　ただ、人ひとに遠とほくて、生おひ出いでさせたまふめれば、かかることにも、つきづきしげにもてなしきこえたまふ人3ひともなくおはしますに、はしたなく思おぼさるるにこそ4。

◇　ただ、世間離れして、お育ちになったようですから、このようなことでも、ふさわしくとりなして差し上げなさる人もなくていらっしゃるので、体裁悪く思わずにはいらっしゃれないのでしょう。

■　今いまおのづから見みたてまつり馴なれたまひなば5、思おもひきこえたまひてむ6」

◇　そのうち自然と拝しお馴れなさったら、きっとお慕い申し上げなさるでしょう」


1 【あなまがまがし】以下「思ひきこえたまひてむ」まで老女の詞。

2? 【なぞの物か憑かせたまはむ】反語表現。何の憑き物もついてない。

3 【つきづきしげにもてなしきこえたまふ人】母親などをさす。

4 【思さるるにこそ】「るる」自発の助動詞。係助詞「こそ」の下に「あれ」などの語句が省略。

5 【見たてまつり馴れたまひなば】大君が薫に。

6 【思ひきこえたまひてむ】大君が薫をお慕い申されるだろう。完了の助動詞「て」確述の意、きっと--するだろう、のニュアンス。


総角．２．６．１３

■　など語かたらひて、

◇　などと話して、

総角．２．６．１４

■　「とくうちとけて、思おもふやうにておはしまさなむ1」

◇　「すぐにうちとけて、理想的な生活におなりになってほしい」


1 【とくうちとけて思ふやうにておはしまさなむ】女房の詞。終助詞「なむ」他に対するあつらえの気持ち。


総角．２．６．１５

■　と言いふ言いふ寝入ねいりて、いびきなど、かたはらいたくするもあり。

◇　と言いながら寝入って、いびきなどを、きまり悪いくらいにする者もいる。

総角．２．６．１６

■　逢あふ人ひとからにもあらぬ秋あきの夜よS17なれど1、ほどもなく明あけぬる心地ここちして、いづれと分わくべくもあらずなまめかしき御おほむけはひを、人ひとやりならず飽あかぬ心地ここちして、

◇　逢いたい人と過ごしたのではない秋の夜であるが、間もなく明けてしまう気がして、どちらとも区別することもできない優美なご様子を、自分自身でも物足りない気がして、


S17 長しとも思ひぞ果てぬ昔より逢ふ人からの秋の夜なれば（古今集恋三-六三六　凡河内躬恒）

1 【逢ふ人からにもあらぬ秋の夜なれど】『源氏釈』は「長しとも思ひぞはてぬ逢ふ人からの秋の夜なれば」（古今集恋三、六三六、凡河内躬恒）を指摘。


総角．２．６．１７

■　「あひ思おぼせよ2。

◇　「あなたも愛してください。

■　いと心憂こころうくつらき人ひとの御おほむさま、見習みならひたまふなよ」

◇　とても情けなくつらいお方のご様子を、真似なさいますな」


1? 【いづれとも分くべくもあらずなまめかしき御けはひ】大君と中君。区別のつかないほど共に優美な姿。

2 【あひ思せよ】以下「見習ひたまふなよ」まで、薫の詞。姉君のように振舞いなさるな、の意。


総角．２．６．１８

■　など、後瀬のちせを契ちぎりてS18出いでたまふ1。

◇　などと、後の逢瀬を約束してお出になる。

■　我われながらあやしく夢ゆめのやうにおぼゆれど2、なほつれなき人3ひとの御みけしき、今一いまひとたび見果みはてむの心こころに、思おもひのどめつつ、例れいの、出いでて臥ふしたまへり4。

◇　自分ながら妙に夢のように思われるが、やはり冷たい方のお気持ちを、もう一度見極めたいとの気で、気持ちを落ち着けながら、いつものように、出て来てお臥せりになった。


S18 若狭なる後瀬の山の後も逢はむ我が思ふ人に今日ならずとも（古今六帖二-一二七二）

1 【後瀬を契りて出でたまふ】後の逢瀬を約束して。『異本紫明抄』は「若狭なる後瀬の山の後も逢はむわが思ふ人に今日ならずとも」（古今六帖二、国）を指摘。「後瀬山」は若狭の国の歌枕。

2 【我ながらあやしく夢のやうにおぼゆれど】『集成』は「逢いながら逢わぬ中の君との出会いのこと」。『完訳』は「実事のない逢瀬の複雑な思い」と注す。

3 【つれなき人】大君。

4 【例の出でて臥したまへり】大君邸における薫の習慣化した動作。


第七段　翌朝、それぞれの思い

総角．２．７．１

■　弁参べんまゐりて1、

◇　弁が参って、


1 【弁参りて】『完訳』は「薫と入れ替りに、弁が現れる」と注す。


総角．２．７．２

■　「いとあやしく、中なかの宮みやは、いづくにかおはしますらむ1」

◇　「ほんとうに不思議に、中の宮は、どこにいらっしゃるのだろう」


1 【いとあやしく中の宮はいづくにかおはしますらむ】弁の詞。


総角．２．７．３

■　と言いふを、いと恥はづかしく思おもひかけぬ御心地みここちに1、

◇　と言うのを、とても恥ずかしく思いがけないお気持ちで、

■　「いかなりけむことにか2」

◇　「どうしたことであったのか」

■　と思おもひ臥ふしたまへり。

◇　と思いながら横になっていらっしゃった。

■　昨日きのふのたまひしことを3思おぼし出いでて、姫宮ひめみやをつらしと4思おもひきこえたまふ。

◇　昨日おっしゃったことをお思い出しになって、姫宮をひどい方だとお思い申し上げなさる。


1 【いと恥づかしく思ひかけぬ御心地に】中君の気持ち。

2 【いかなりけむことにか】中君の心中。昨夜の薫との出来事。

3 【昨日のたまひしことを】昨日大君が中君に薫との結婚話を勧めたこと。

4 【つらしと】『集成』は「ひどいお方と」。『完訳』は「うらめしく」と訳す。


総角．２．７．４

■　明あけにける光ひかりにつきてぞ、壁かべの中なかのきりぎりすS19這はひ出いでP10たまへる1。

◇　すっかり明けた光を頼りにして、壁の中のこおろぎすが這い出しなさった。

■　思おぼすらむこと2のいといとほしければ、かたみにものも言いはれたまはず。

◇　恨んでいらっしゃるだろうことがとてもお気の毒なので、お互いに何もおっしゃれない。


S19 季夏蟋蟀居壁（礼記-月令）

P10 きりぎりす這ひ出で--きり／＼すす（す〈後出〉/＃〈朱〉）はい（い/+い〈朱〉）て

1 【壁の中のきりぎりす這ひ出でたまへる】『河海抄』は「季夏蟋蟀壁ニ居ル」（礼記、月令）を指摘。壁の側に隠れていた大君を漢籍の故事にちなんで蟋蟀に譬える。

2 【思すらむこと】中君が大君を恨んでいるだろうこと。


総角．２．７．５

■　「ゆかしげなく1、心憂こころうくもあるかな。

◇　「奥ゆかしげもなく、情けないことだわ。

■　今いまより後のちも、心こころゆるびP11すべくもあらぬ世よにこそ2」

◇　今から後は、油断できないものだわ」


P11 心ゆるび--*心ゆるい

1 【ゆかしげなく】以下「あらぬ世にこそ」まで、大君の心中の思い。『完訳』は「姉妹ともに薫から顔をあらわに見られ、奥ゆかしげもなく、情けないことだ、の意」と注す。

2 【心ゆるびすべくもあらぬ世にこそ】大島本は「心ゆるい」とある。『集成』は「い」を「ひ」のウ音便形とみて「心ゆるび」と整定する。『完本』は底本のまま「心ゆるい」とする。「心許し」のイ音便形とみる。『新大系』は本行本文「心ゆるい」、傍記「ひ」と整定、すなわち「心ゆるひ」であるとする。『集成』は「女房たちへの不信と警戒心」と注す。


総角．２．７．６

■　と思おもひ乱みだれたまへり。

◇　と思い乱れていらっしゃった。

総角．２．７．７

■　弁べんはあなたに参まゐりて1、あさましかりける御心強みこころづよさを2聞ききあらはして、

◇　弁はあちらに参って、あきれはてたお気の強さをすっかり聞いて、

■　「いとあまり深ふかく、人憎ひとにくかりけること」

◇　「まことにあまりにも思慮が深く、かわいげがないこと」

■　と、いとほしく思おもひほれゐたり。

◇　と、気の毒に思い呆然としていた。


1 【あなたに参りて】薫のいる西廂の間へ。

2 【あさましかりける御心強さを】大君の強情さ。


総角．２．７．８

■　「来きし方かたのつらさは1、なほ残のこりある心地ここちして、よろづに思おもひ慰なぐさめつるを、今宵こよひなむ2、まことに恥はづかしく、身みも投なげつべき心地ここちS20する。

◇　「今までのつらさは、まだ望みの持てる気がして、いろいろと慰めていたが、昨夜は、ほんとうに恥ずかしく、身を投げてしまいたい気がする。

■　捨すてがたく落おとしおきたてまつりたまへりけむ心苦こころぐるしさを4思おもひきこゆる方かたこそ、また、ひたぶるに、身みをもえ思おもひ捨すつまじけれ。

◇　お見捨てがたい気持ちで遺していかれたおいたわしさをお察し申し上げるのは、また、一途に、わが身を捨てることもできません。

■　かけかけしき筋すぢは、いづ方かたにも5思おもひきこえじ。

◇　好色がましい気持ちは、どちらにもお思い申していません。

■　憂うきもつらきも、かたがたに忘わすられたまふまじくなむ。

◇　悲しさも苦しさも、それぞれお忘れになられたくなく思います。


S20 頼めくる君し辛くは四方の海に身も投げつべき心地こそすれ（馬内侍集-九）

1 【来し方のつらさは】以下「漏らしたまふな」まで、薫の弁への詞。

2 【今宵なむ】朝になってから言っているので、正確には昨夜の出来事をさす。

3? 【身も投げづべき心地】『源氏釈』は「頼め来る君しつらくは四方の海に身も投げつべき心地こそすれ」（馬内侍集）を指摘。

4 【捨てがたく落としおきたてまつりたまへりけむ心苦しさを】『完訳』は「亡き父宮が姫君たちを残していかれた気持のおいたわしさを思うと、わが身も捨てられぬ意。自分は遺託をうけたのにと脅迫めく」と注す。

5 【いづ方にも】大君と中君のどちらにも。


総角．２．７．９

■　宮みやなどの、恥はづかしげなく聞きこえたまふめるを1、同おなじくは心高こころたかく、と思おもふ方かたぞ異ことにものしたまふらむ、と心得果こころえはてつれば、いとことわりに恥はづかしくて。

◇　宮などが、立派にお手紙を差し上げなさるようですが、同じことなら気位高く、という考えが別におありなのだろう、と納得がいきましたので、まことにごもっともで恥ずかしくて。

■　また参まゐりて、人ひとびとに見みえたてまつらむこともねたくなむ。

◇　再び参上して、あなた方にお目にかかることもしゃくでね。

■　よし、かくをこがましき身みの上うへ、また人ひとにだに漏もらしたまふな」

◇　よし、このように馬鹿らしい身の上を、また他人にお漏らしなさいますな」


1 【宮などの恥づかしげなく聞こえたまふめるを】匂宮が。『完訳』は「以下、結婚をするなら身分の高い匂宮を望むのか、のいやみ」と注す。


総角．２．７．１０

■　と、怨ゑんじおきて、例れいよりも急いそぎ出いでたまひぬ1。

◇　と、恨み言をいって、いつもより急いでお出になった。

■　「誰たが御おほむためもいとほしく」

◇　「どなたにとってもお気の毒で」

■　と、ささめきあへり。

◇　と、ささやき合っていた。


1 【例よりも急ぎ出でたまひぬ】『完訳』は「普通の後朝の別れよりも早々に。腹立たしさを見せつける趣」と注す。


第八段　薫と大君、和歌を詠み交す

総角．２．８．１

■　姫君ひめぎみも1、

◇　姫君も、

■　「いかにしつることぞ2、もしおろかなる心こころP12も3のしたまはば」

◇　「どうしたことだ、もしいい加減な気持ちがおありだったら」

■　と、胸むねつぶれて心苦こころくるしければ、すべて、うちあはぬ人ひとびとのさかしら4、憎にくしと思おぼす。

◇　と、胸が締めつけられるように苦しいので、何もかも、考えの違う女房のおせっかいを、憎らしいとお思いになる。

■　さまざま思おもひたまふに、御文おほむふみあり5。

◇　いろいろとお考えになっているところに、お手紙がある。

■　例れいよりはうれしとおぼえたまふも、かつはあやし6。

◇　いつもより嬉しく思われなさるのも、一方ではおかしなことである。

■　秋あきのけしきも知しらず顔がほに、青あをき枝えだの、片枝かたえいと濃こく紅葉もみぢたるを、

◇　秋の様子も知らないふりして、青い枝で、片一方はたいそう色濃く紅葉したのを、


P12 心--心も（も/＃〈朱〉）

1 【姫君も】大島本は「ひめきミも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「姫宮も」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【いかにしつることぞ】以下「ものしたまはば」まで、大君の心中の思い。

3 【おろかなる心も】薫が中君を疎略に扱う心、の意。

4 【すべてうちあはぬ人びとのさかしら】『集成』は「やることなすことちぐはぐな女房たちのお節介」と注す。

5 【御文あり】後朝の文。

6 【かつはあやし】語り手の批評。『集成』は「考えてみれば、おかしなこと。草子地。本来は薫の懸想を迷惑がっている大君なのに、という気持」と注す。


総角．２．８．２

■　「おなじ枝えを分わきて染そめける山姫やまひめに

いづれか深ふかき色いろと問とはばや」

◇　「同じ枝を分けて染めた山姫を

どちらが深い色と尋ねましょうか」

総角．２．８．３

■　さばかり怨うらみつるけしきも、言少ことすくなにことそぎて、おし包つつみたまへるを2、

◇　あれほど恨んでいた様子も、言葉少なく簡略にして、包んでいらっしゃるが、

■　「そこはかとなくもてなしてやみなむとなめり3」

◇　「何ともなしにうやむやにして済ますようだ」

■　と見みたまふも4、心騷こころさわぎて見みる。

◇　と御覧になるのも、心騷ぎして見る。


1? 【同じ枝を分きて染めける山姫にいづれか深き色と問はばや】薫から大君への贈歌。大君を「山姫」という。反語表現。自分の気持ちはもともと大君のほうにあるという意。『異本紫明抄』は「同じ枝を分きて木の葉のうつろふは西こそ秋の初めなりけれ」（古今集秋下、二五五、藤原勝臣）を指摘。

2 【おし包みたまへるを】包み文。『集成』は「恋文ならば結び文にする」と注す。

3 【そこはかとなくもてなしてやみなむとなめり】大君の推測。昨夜の中の君との一件をうやむやに済ませてしまうらしい。

4 【見たまふも】主語は大君。


総角．２．８．４

■　かしかましく、

◇　やかましく、

■　「御返おほむかへり」

◇　「お返事を」

■　と言いへば、

◇　と言うので、

■　「聞きこえたまへ2」

◇　「差し上げなさい」

■　と譲ゆづらむも、うたておぼえて、さすがに書かきにくく思おもひ乱みだれたまふ。

◇　と譲るのも、嫌な気がして、そうは言え書きにくく思い乱れなさる。


1? 【御かへり】女房たちの詞。返事の催促。

2 【聞こえたまへ】大君の中君への詞。中君が書くように促す。


総角．２．８．５

■　「山姫やまひめの染そむる心こころはわかねども

移うつろふ方かたや深ふかきなるらむ」

◇　「山姫が染め分ける心はわかりませんが

色変わりしたほうに深い思いを寄せているのでしょう」

総角．２．８．６

■　ことなしびに書かきたまへるが、をかしく見みえければ2、なほえ怨ゑんじ果はつまじくおぼゆ。

◇　さりげなくお書きになっていたが、おもしろく見えたので、やはり恨みきれず思われる。


1? 【山姫の染むる心は分かねども移ろふ方や深きなるらむ】大君の返歌。中君のほうに心を寄せているのでしょう、という意。

2 【をかしく見えければ】主語は薫。大君の返歌を興趣ありと見た。


総角．２．８．７

■　「身みを分わけてなど1、譲ゆづりたまふけしきは、たびたび見みえしかど、うけひかぬにわびて構かまへたまへるなめり。

◇　「身を分けてなどと、お譲りになる様子は、度々見えたが、承知しないのに困って企てなさったようだ。

■　そのかひなく、かくつれなからむも2いとほしく、情なさけなきものに思おもひおかれて、いよいよはじめの思おもひ3かなひがたくやあらむ。

◇　その効もなく、このように何の変化ないのもお気の毒で、情けない人と思われて、ますます当初からの思いがかないがたいだろう。


1 【身を分けてなど】以下「棚無し小舟めきたるべし」まで、薫の心中の思い。

2 【つれなからむも】中君に対して気持ちが移らないのも。

3 【はじめの思ひ】薫の大君思慕。


総角．２．８．８

■　とかく言いひ伝つたへなどすめる老おい人びとの思おもはむところも軽々かろがろしく1、とにかくに心こころを染そめけむだに悔くやしく2、かばかりの世よの中なかを思おもひ捨すてむの心こころに、みづからもかなはざりけりと、人悪ひとわろく思おもひ知しらるるを、まして、おしなべたる好すき者もののまねに、同おなじあたり返かへすがへす漕こぎめぐらむ、いと人笑ひとわらへP13なる3棚無たななし小舟をぶねS21めきたるべし4」

◇　あれこれと仲立ちなどするような老女が思うところも軽々しく、結局のところ思慕したことさえ後悔され、このような世の中を思い捨てようとの考えに、自分自身もかなわなかったことよと、体裁悪く思い知られるのに、それ以上に、世間にありふれた好色者の真似して、同じ人を繰り返し付きまとわるのも、まことに物笑いな棚無し小舟みたいだろう」


P13 人笑へ--*人わつらへ

S21 堀江漕ぐ棚無し小舟漕ぎ返り同じ人にや恋ひ渡るらむ（古今集恋四-七三二　読人しらず）

1 【老い人の思はむところも軽々しく】『完訳』は「薫は弁に大君思慕を強調してきただけに、中の君との一件を知られては不都合と思う」と注す。

2 【心を染めけむだに悔しく】大君を思慕したことさえ後悔される。

3 【人笑へなる】大島本は「人わつらへなる」とある。大島本の「つ」は衍字であろう。『集成』『完本』『新大系』は「人笑へなる」と校訂する。

4 【棚無し小舟めきたるべし】『源氏釈』は「堀江漕ぐ棚無し小舟漕ぎ返り同じ人にや恋ひわたりなむ」（古今集恋四、七三二、読人しらず）を指摘。


総角．２．８．９

■　など、夜よもすがら思おもひ明あかしたまひて、まだ有明ありあけの空そらもをかしきほどに、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの御方みやのおほむかたに参まゐりたまふ。

◇　などと、一晩中思いながら夜を明かしなさって、まだ有明の空も風情あるころに、兵部卿宮のお邸に参上なさる。

第三章　中の君の物語　中の君と匂宮との結婚

第一段　薫、匂宮を訪問

総角．３．１．１

■　三条宮焼さむでうのみややけにし後のちは、六条院ろくでうのゐんにぞ移うつろひたまへれば、近ちかくては常つねに参まゐりたまふ。

◇　三条宮邸が焼けた後は、六条院に移っていらっしゃったので、近くていつも参上なさる。

■　宮みやも、思おぼすやうなる御心地みここちしたまひけり。

◇　宮も、お望みどおりの思いでいらっしゃるのであった。

■　紛まぎるることなくあらまほしき御住おほむすまひに、御前おまへの前栽せんさい、他ほかのには似にず、同おなじ花はなの姿すがたも、木草きくさのなびきざまも、ことに見みなされて、遣水やりみづに澄すめる月つきの影かげさへ、絵ゑに描かきたるやうなるに、思おもひつるもしるく起おきおはしましけり。

◇　雑事にかまけることもなく理想的なお住まいなので、お庭先の前栽が、他の所のとは違って、同じ花の恰好も、木や草の枝ぶりも、格別に思われて、遣水に澄んで映る月の光までが、絵に描いたようなところに、予想どおりに起きておいでになった。

総角．３．１．２

■　風かぜにつきて吹ふき来くる匂にほひの、いとしるくうち薫かをるに、ふとそれとうち驚おどろかれて、御直衣おほむなほしたてまつり、乱みだれぬさまに引ひきつくろひて出いでたまふ。

◇　風に乗って吹いてくる匂いが、たいそうはっきりと薫っているので、ふとその人と気がついて、お直衣をお召しになり、きちんとした姿に整えてお出ましになる。

総角．３．１．３

■　階はしを昇のぼりも果はてず、ついゐたまへれば、

◇　階を昇り終えず、かしこまりなさっていると、

■　「なほ、上うへに」

◇　「どうぞ、上に」

■　などものたまはで、高欄かうらんによりゐたまひて、世よの中なかの御物語聞おほむものがたりきこえ交かはしたまふ。

◇　などともおっしゃらず、高欄に寄りかかりなさって、世間話をし合いなさる。

■　かのわたりのことをも、もののついでにはP14思おぼし出いでて、

◇　あの辺りのことも、何かの機会にはお思い出しになって、

■　「よろづに恨うらみたまふも、わりなしや。

◇　「いろいろとお恨みになるのも無理な話である。

■　みづからの心こころにだにかなひがたきを」

◇　自分自身の思いさえかないがたいのに」

■　と思おもふ思おもふ、

◇　と思いながら、

■　「さもおはせなむ」

◇　「そうなってくれればいい」

■　と思おもひなるやうのあれば、例れいよりはまめやかに、あるべきさまなど申まうしたまふ。

◇　と思うようなことがあるので、いつもよりは真面目に、打つべき手などを申し上げなさる。


P14 ついでには--ついてに（に/+は〈朱〉）


総角．３．１．４

■　明あけぐれのほど、あやにくに霧きりわたりて、空そらのけはひ冷ひややかなるに、月つきは霧きりに隔へだてられて、木この下したも暗くらくなまめきたり。

◇　明け方の薄暗いころ、折悪く霧がたちこめて、空の感じも冷え冷えと感じられ、月は霧に隔てられて、木の下も暗く優美な感じである。

■　山里やまざとのあはれなるありさまP15思おもひ出いでたまふにや、

◇　山里のしみじみとした様子をお思い出しになったのであろうか、


P15 なるありさま--なる（る/+あり〈朱〉）さま


総角．３．１．５

■　「このころのほどは、かならず後おくらかしたまふな」

◇　「近々のうちに、必ず置いておきなさるな」

総角．３．１．６

■　と語かたらひたまふを、なほ、わづらはしがれば、

◇　とお頼みなさるのを、相変わらず、うるさがりそうにするので、

総角．３．１．７

■　「女郎花咲をみなへしさける大野おほのをふせぎつつ

心こころせばくやしめを結ゆふらむ」

◇　「女郎花が咲いている大野に人を入れまいと

どうして心狭く縄を張り廻らしなさるのか」

総角．３．１．８

■　と戯たはぶれたまふ。

◇　と冗談をおっしゃる。

総角．３．１．９

■　「霧深きりふかき朝あしたの原はらの女郎花をみなへしS22

心こころを寄よせて見みる人ひとぞ見みる

なべてやは」

◇　「霧の深い朝の原の女郎花は

深い心を寄せて知る人だけが見るのです

並の人には」


S22 人の見ることや苦しき女郎花秋霧にのみたち隠るらむ（古今集秋上-二三五　読人しらず）


総角．３．１．１０

■　など、ねたましきこゆれば、

◇　などと、悔しがらせなさると、

総角．３．１．１１

■　「あな、かしかましS23」

◇　「ああ、うるさいことだ」

■　と、果はて果はては腹立はらだちたまひぬ。

◇　と、ついにはご立腹なさった。


S23 秋の野になまめき立てる女郎花あなかしかまし花も一時（古今集俳諧-一〇一六　僧正遍昭）


総角．３．１．１２

■　年としごろかくのたまへど、人ひとの御おほむありさまをうしろめたく思おもひしに、

◇　長年このようにおっしゃるが、どのような方か気がかりに思っていたが、

■　「容貌かたちなども見みおとしたまふまじく推おし量はからるる、心こころばせの近劣ちかおとりするやうもや」

◇　「器量などもがっかりなさることもないと推量されるが、気立てが思ったほどでないかも知れない」

■　などぞ、あやふく思おもひわたりしを、

◇　などと、ずっと心配に思っていたが、

■　「何なにごとも口惜くちをしくはものしたまふまじかめり」

◇　「何事も失望させるようなところはおありでないようだ」

■　と思おもへば、かの、いとほしく、うちうちに思おもひたばかりたまふありさまも違たがふやうならむも、情なさけなきやうなるを、さりとて、さはたえ思おもひ改あらたむまじくおぼゆれば、譲ゆづりきこえて、

◇　と思うと、あの、おいたわしくも、胸の中にお計らいになった様子と違うようなのも、思いやりがないようだが、そうかといって、そのようにまた考えを改めがたく思われるので、お譲り申し上げて、

■　「いづ方かたの恨うらみをも負おはじ」

◇　「どちらの恨みも負うまい」

■　など、下したに思おもひ構かまふる心こころをも知しりたまはで、心こころせばくとりなしたまふもをかしけれど、

◇　などと、心の底に思っている考えをご存知なくて、心狭いとおとりになるのも面白いけれど、

総角．３．１．１３

■　「例れいの、軽かろらかなる御心みこころざまに、もの思おもはせむこそ、心苦こころぐるしかるべけれ」

◇　「いつもの、軽々しいご気性で、物思いをさせるのは、気の毒なことでしょう」

総角．３．１．１４

■　など、親方おやがたになりて聞きこえたまふ。

◇　などと、親代わりになって申し上げなさる。

総角．３．１．１５

■　「よし、見みたまへ。

◇　「よし、御覧ください。

■　かばかり心こころにとまることなむ、まだなかりつる」

◇　これほど心にとまったことは、まだなかった」

総角．３．１．１６

■　など、いとまめやかにのたまへば、

◇　などと、実に真面目におっしゃるので、

総角．３．１．１７

■　「かの心こころどもには、さもやとうちなびきぬべきけしきは見みえずなむはべる。

◇　「あのお二方の心には、それならと承知したような様子には見えませんでした。

■　仕つかうまつりにくき宮仕みやづかへにこそはべるや」

◇　お仕えしにくい宮仕えでございます」

総角．３．１．１８

■　とて、おはしますべきやうなど、こまかに聞きこえ知しらせたまふ。

◇　と言って、お出ましになる時の注意などを、こまごまと申し上げなさる。

第二段　彼岸の果ての日、薫、匂宮を宇治に伴う

総角．３．２．１

■　二十八日にじふはちにちの、彼岸ひがんの果はてに1て、吉よき日ひなりければ、人知ひとしれず心こころづかひして、いみじく忍しのびて率ゐてたてまつる。

◇　二十八日が、彼岸の終わりの日で、吉日だったので、こっそりと準備して、ひどく忍んでお連れ申し上げる。

■　后きさいの宮みやなど2聞きこし召めし出いでては、かかる御おほむありきいみじく制せいしきこえたまへば、いとわづらはしきを、切せちに思おぼしたることなれば、さりげなくともて扱あつかふも、わりなくなむ3。

◇　后宮などがお聞きあそばしては、このようなお忍び歩きを厳しくお禁じ申し上げなさっているので、まことに厄介であるが、たってのお望みのことなので、気づかれないようにとお世話するのも、大変なことである。


1 【二十八日の彼岸の果てに】大島本は「廿八日」とある。『集成』は御物本・肖柏本・三条西家本等に従って「二十六日」と校訂する。『完本』『新大系』は底本のままとする。八月二十八日の秋の彼岸の終りの日。

2 【后の宮など】明石中宮。

3 【さりげなくともて扱ふもわりなくなむ】『集成』は「薫の気持と地の文を重ねた書き方」と注す。


総角．３．２．２

■　舟渡ふなわたりなども所狭ところせければ1、ことことしき御宿おほむやどりなども、借かりたまはず、そのわたりいと近ちかき御庄みしゃうの人ひとの家いへに、いと忍しのびて、宮みやをば下おろしたてまつりたまひて、おはしぬ2。

◇　舟で渡ったりするのも大げさなので、仰々しいお邸なども、お借りなさらず、その辺りの特に近い御庄の人の家に、たいそうこっそりと、宮をお下ろし申し上げなさって、いらっしゃた。

■　見みとがめたてまつるべき人ひとも3なけれど、宿直人とのゐびとはわづかに出いでてありくにも、けしき知しらせじとなるべし4。

◇　お気づき申すような人もいないが、宿直人は形ばかり外に出て来るにつけても、様子を知らせまいというのであろう。


1 【舟渡りなども所狭ければ】宇治八宮の山荘は川の手前。夕霧の山荘は対岸にあるが、それは利用せずに、その近辺の荘園の管理人の家に泊まって、そこから宇治の姉妹のもとに訪れる計画。

2 【下ろしたてまつりたまひておはしぬ】匂宮を車から下ろして管理人の家に留めおいて、まず薫だけが故八宮邸に来た。

3 【見とがめたてまつるべき人も】『集成』は「（匂宮を同行しても）お見咎め申すような人もいないけれど。警護の手薄のさま」。『完訳』は「同行する匂宮に気づく人も」と注す。

4 【宿直人はわづかに出でてありくにもけしき知らせじとなるべし】『岷江入楚』は「草子地歟」。『全集』は「薫が匂宮と別行動をとった理由を述べる」と注す。


総角．３．２．３

■　「例れいの、中納言殿ちうなごんどのおはします1」

◇　「いつもの、中納言殿がおいでです」

■　とて経営けいめいしあへり。

◇　と準備に回る。

■　君きみたちなまわづらはしく聞ききたまへど、

◇　姫君たちは何となくわずらわしくお聞きになるが、

■　「移うつろふ方異かたことに匂にほはしおきてしかば2」

◇　「心を変えていただくように言っておいたから」

■　と、姫宮思ひめみやおぼす。

◇　と、姫宮はお思いになる。

■　中なかの宮みやは、

◇　中の宮は、

■　「思おもふ方異かたことなめりしかば、さりとも3」

◇　「思う相手はわたしではないようだから、いくら何でも」

■　と思おもひながら、心憂こころうかりしのちは、ありしやうに姉宮あねみやをも思おもひきこえたまはず、心こころおかれてものしたまふ。

◇　と思いながら、嫌な事があってから後は、今までのように姉宮をお信じ申し上げなさらず、用心していらっしゃる。


1 【中納言殿おはします】宿直人の詞。

2 【移ろふ方異に匂はしおきてしかば】大君の心中の思い。『集成』は「中の君に心移ったはずと、それとなく言っておいたから」。『完訳』は「いつぞやも、中の宮ののほうにお気持を変えていただくよう、それとなく申しておいたことだから」と訳す。

3 【思ふ方異なめりしかばさりとも】中君の心中の思い。薫の目当ては自分ではないらしい、大君のほうだから安心だ、の意。


総角．３．２．４

■　何なにやかやと御消息おほむせうそこのみ聞きこえ通かよひて1、いかなるべきことにかと、人ひとびとも心苦こころぐるしがる。

◇　何やかやとご挨拶ばかりを差し上げなさって、どのようになることかと、女房たちも気の毒がっている。


1 【何やかやと御消息のみ聞こえ通ひて】『集成』は「大君は、直接対面しない様子」と注す。


総角．３．２．５

■　宮みやをば、御馬おほむむまにて、暗くらき紛まぎれにおはしまさせたまひて1、弁召べんめし出いでて、

◇　宮には、お馬で、闇に紛れてお出ましいただいて、弁を召し出して、


1 【宮をば御馬にて暗き紛れにおはしまさせたまひて】匂宮を暗くなってから馬で来るように導いた。


総角．３．２．６

■　「ここもとに1、ただ一言聞ひとこときこえさすべきことなむはべるを、思おぼし放はなつさま2見みたてまつりてしに、いと恥はづかしけれど、ひたや籠ごもり3にては、えやむまじきを、今いましばし更ふかしてを、ありしさまには4導みちびきたまひてむや」

◇　「こちらに、ただ一言申し上げねばならないことがございますが、お嫌いなさった様子を拝見してしまったので、まことに恥ずかしいが、いつまでも引き籠もっていられそうにないので、もう暫く夜が更けてから、以前のように手引きしてくださいませんか」


1 【ここもとに】以下「導きたまひてむや」まで、薫の詞。「ここもと」は大君をさす。

2 【思し放つさま】大君が薫を避けたことをさす。

3 【ひたや籠もり】『集成』は「何のご挨拶もなくてはすまされぬ思いですので」と注す。

4 【ありしさまには】『完訳』は「先夜のように。中の君のもとにも導いてほしいが、その前に大君に了解を得たい、とする気持」と注す。


総角．３．２．７

■　など、うらもなく語かたらひたまへば、

◇　などと、率直にお頼みになると、

■　「いづ方かたにも同おなじことにこそは1」

◇　「どちらであっても同じことだから」

■　など2思おもひて参まゐりぬ。

◇　などと思って参上した。


1 【いづ方にも同じことにこそは】弁の心中の思い。薫が大君と結ばれるにせよ中君と結ばれるにせよ、宮家にとっては同じことだと思う。中君のもとに匂宮を手引しようとする薫の魂胆に、弁は気づいていない。

2 【こそはなど】大島本は「こそハなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こそはと」と「な」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


第三段　薫、中の君を匂宮にと企む

総角．３．３．１

■　「さなむ」

◇　「これこれです」

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

■　「さればよ、思おもひ移うつりにけり1」

◇　「そうであったか、思いが変わったのだわ」

■　と、うれしくて心落こころおちゐて、かの入いりたまふべき道みちにはあらぬ廂ひさしの障子さうじを、いとよくさして、対面たいめんしたまへり2。

◇　と、嬉しくなって心が落ち着き、あのお入りになる道ではない廂の障子を、しっかりと施錠して、お会いなさった。


1 【さればよ思ひ移りにけり】大君の心中。薫は中君に心が移ったと思う。

2 【かの入りたまふべき道にはあらぬ廂の障子をいとよくさして対面したまへり】中君の部屋へ通じる障子だけを残して他は厳重に施錠。『完訳』は「後で薫が中の君の部屋に自由に入れるようにしておいて、自らは廂の襖越しに薫と対面する」と注す。


総角．３．３．２

■　「一言聞ひとこときこえさすべきが、また人聞ひときくばかりののしらむは2あやなきを、いささか開あけさせたまへ。

◇　「一言申し上げねばならないが、また女房に聞こえるような大声を出すのは具合が悪いから、少しお開けくださいませ。

■　いといぶせし」

◇　まことにうっとうしい」


1? 【一言聞こえさすべきか】以下「いといぶせし」まで、薫の詞。

2 【人聞くばかりののしらむは】襖障子を隔てての対面なので、大きな声を出さねばならない。


総角．３．３．３

■　と聞きこえさせたまへど1、

◇　と申し上げなさるが、


1 【聞こえさせたまへど】大島本は「きこえさせ給へと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こえたまへど」と「させ」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．３．３．４

■　「いとよく聞きこえぬべし1」

◇　「とてもよく聞こえましょう」


1 【いとよく聞こえぬべし】大君の詞。


総角．３．３．５

■　とて、開あけたまはず。

◇　と言って、お開けにならない。

■　「今いまはと移うつろひなむを1、ただならじと2て言いふべきにや。

◇　「今はもう心が変わったのを、挨拶なしではと思って言うのであろうか。

■　何なにかは、例れいならぬ対面たいめんにもあらず、人憎ひとにくくいらへで、夜よも更ふかさじ3」

◇　何の、今初めてお会いするのでもないし、不愛想に黙っていないで、夜を更かすまい」

■　など思おもひて、かばかりも4出いでたまへるに、障子さうじの中なかより御袖おほむそでを捉とらへて引ひき寄よせて、いみじく怨うらむれば、

◇　などと思って、そのもとまでお出になったが、障子の間からお袖を捉えて引き寄せて、ひどく恨むので、

■　「いとうたてもあるわざかな。

◇　「ほんとに嫌なことだわ。

■　何なに聞にき入きいれつらむ5」

◇　どうして言うことを聞いたのだろう」

■　と、悔くやしくむつかしけれどP16、

◇　と、悔やまれ厄介だが、

■　「こしらへて出いだしてむ6」

◇　「なだめすかして向こうへ行かせよう」

■　と思おぼして、異人こと思びととおもひわきたまふまじきさまに7、かすめつつ語かたらひたまへる心こころばへなど、いとあはれなり8。

◇　とお考えになって、自分同様にお思いくださるように、それとなくお話なさる心配りなど、まことにいじらしい。


P16 むつかしけれど--むつま（ま/＃か）しけれと

1 【今はと移ろひなむを】以下「夜も更かさじ」まで、大君の心中。

2 【ただならじと】『完訳』は「薫はいよいよ妹に心移るので、挨拶なしには不都合と思って言うのだろう」と注す。大君も薫の魂胆を知らない。

3 【人憎くいらへで夜も更かさじ】『集成』は「無愛想に返事もしないで、夜を更かすようなことはすまい。こころよく応対して、早く中の君のもとへ行かせようという算段」と注す。

4 【かばかりも】襖のもとまで出てきた。

5 【いとうたてもあるわざかな何に聞き入れつらむ】大君の心中の思い。後悔の念。

6 【こしらへて出だしてむ】大君の心中の思い。薫を中君のほうに行かせようとする。

7 【異人と思ひわきたまふまじきさまに】妹を自分同様に、の意。

8 【いとあはれなり】『集成』は「薫の気持と地の文を重ねた書き方」と注す。語り手の評言。


総角．３．３．６

■　宮みやは、教をしへきこえつるままに1、一夜ひとよの戸口とぐちに2寄よりて、扇あふぎを鳴ならしたまへば、弁べんも参まゐりて3導みちびききこゆ。

◇　宮は、教え申し上げたとおり、先夜の戸口に近寄って、扇を鳴らしなさると、弁が参ってお導き申し上げる。

■　さきざきも馴なれにける道みちのしるべ、をかしと思おぼしつつ4入いりたまひぬるをも、姫宮ひめみやは知しりたまはで、

◇　先々も物馴れした道案内を、面白いとお思いになりながらお入りになったのを、姫宮はご存知なく、

■　「こしらへ入いれてむ5」

◇　「言いなだめて入れよう」

■　と思おぼしたり。

◇　とお思いになっていた。


1 【宮は教へきこえつるままに】匂宮は薫が教えたとおりに。

2 【一夜の戸口に】先夜、薫が忍び込んだ戸口。

3 【弁も参りて】大島本は「弁も」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「弁」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

4 【さきざきも馴れにける道のしるべをかしと思しつつ】『集成』は「物馴れた弁の様子に、匂宮は、度々薫を大君のもとに案内したことを想像する」と注す。

5 【こしらへ入れてむ】大君の思い。既に匂宮が入っていったのを知らずに薫を言いなだめて中君の部屋に入れようと思う。


総角．３．３．７

■　をかしくもいとほしくもおぼえて、うちうちに心こころも知しらざりける恨うらみおかれむも、罪つみさりどころなき心地ここちすべければ、

◇　おかしくもお気の毒にも思われて、内々にまったく知らなかったことを恨まれるのも、弁解の余地のない気がするにちがいないので、

総角．３．３．８

■　「宮みやの慕したひたまひつれば2、え聞きこえいなびで、ここにおはしつる。

◇　「宮が後をついていらしたので、お断りするのもできず、ここにいらっしゃいました。

■　音おともせでこそ、紛まぎれたまひぬれ。

◇　音も立てずに、紛れ込みなさった。

■　このさかしだつめる人ひとや3、語かたらはれ4たてまつりぬらむ。

◇　この利口ぶった女房は、頼み込まれ申したのだろう。

■　中空なかぞらに人笑ひとわらへにもなりはべりぬべきかな」

◇　中途半端で物笑いにもなってしまいそうだな」


1? 【をかしくもいとほしうもおぼえて】薫は何も知らない大君をおかしくもお気の毒にも思う。

2 【宮の慕ひたまひつれば】以下「なりはべりぬべきかな」まで、薫の詞。

3 【このさかしだつめる人や】利口ぶった女房。弁をさす。

4 【語らはれ】「れ」受身の助動詞。頼み込まれて。


総角．３．３．９

■　とのたまふに、今いますこし思おもひよらぬことの、目めもあやに心こころづきなくなりて、

◇　とおっしゃるので、今一段と意外な話で、目も眩むばかり嫌な気になって、

総角．３．３．１０

■　「かく、よろづに2めづらかなりける御心みこころのほども知しらで、言いふかひなき心幼こころをさなさも見みえたてまつりにけるおこたりに、思おぼしあなづるにこそは」

◇　「このように、万事変なことを企みなさるお方とも知らず、何ともいいようのない思慮の浅さをお見せ申してしまった至らなさから、馬鹿にしていらっしゃるのですね」


1? 【中空に人笑へにもなりぬべきかな】大君には嫌われ、中君は匂宮に取られて、中途半端で世間の物笑いになってしまいそうだ、の意。

2 【かくよろづに】以下「思しあなづるにこそは」まで、大君の詞。今まで薫を信頼していたことを後悔。


総角．３．３．１１

■　と、言いはむ方かたなく思おもひたまへり。

◇　と、何とも言いようもなく後悔していらっしゃった。

第四段　薫、大君の寝所に迫る

総角．３．４．１

■　「今いまは言いふかひなし1。

◇　「今はもう言ってもしかたありません。

■　ことわりは、返かへすがへす聞きこえさせてもあまりあらば、抓つみもひねらせたまへ。

◇　お詫びの言い訳は、何度申し上げても足りなければ、抓ねるでも捻るでもなさってください。

■　やむごとなき方かたに思おぼしよるめるを2、宿世すくせなどいふめるもの、さらに心こころにかなはぬものにはべるめれば、かの御心みこころざしは異ことにはべりけるを3、いとほしく思おもひたまふるに、かなはぬ身みこそ4、置おき所どころなく心憂こころうくはべりけれ。

◇　高貴な方をお思いのようですが、運命などというようなものは、まったく思うようにいかないものでございますので、あの方のご執心は別のお方にございましたのを、お気の毒に存じられますが、思いのかなわないわが身こそ、置き場もなく情けのうございます。


1 【今は言ふかひなし】以下「思しなむや」まで、薫の詞。

2 【やむごとなき方に思しよるめるを】高貴な方をお考えのようだが。暗に匂宮をさす。厭味な言い方。前にもあった。

3 【かの御心ざしは異にはべりけるを】匂宮のお目当ては別の方、中君にあったという。

4 【かなはぬ身こそ】薫自身をいう。大君との恋が叶わぬ。


総角．３．４．２

■　なほ、いかがはせむに思おぼし弱よわりね1。

◇　やはり、どうにもならぬこととお諦めください。

■　この御障子みさうじの固かため2ばかり、いと強つよきも、まことにもの清ぎよく推おし量はかりきこゆる人ひとも3はべらじ。

◇　この障子の錠ぐらいが、どんなに強くとも、ほんとうに潔癖であったと推察いたす人もございますまい。

■　しるべと誘いざなひたまへる人ひとの御心みこころにも4、まさにかくP17胸むねふたがりて、明あかすらむとは、思おぼしなむやP18」

◇　案内人としてお誘いになった方のご心中にも、ほんとうにこのように胸を詰まらせて、夜を明かしていようとは、お思いになるでしょうか」


P17 かく--（/+かく〈朱〉）

P18 思しなむや--おほしな（な/+む）や

1 【なほいかがはせむに思し弱りね】やはりどうすることもできないのだからお諦めなさい、の意。

2 【この御障子の固め】大島本は「みさうし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「障子」と「御」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【まことにもの清く推し量りきこゆる人も】『完訳』は「あなたと私の間に実事がなかったとは、誰も思うまい、の意」と注す。

4 【しるべと誘ひたまへる人の御心にも】私を案内人に誘った方、匂宮の御心中。


総角．３．４．３

■　とて、障子さうじをも引ひき破やぶりつべきけしきなれば、言いはむ方かたなく心こころづきなけれど、こしらへむと思おもひしづめて2、

◇　と言って、障子を引き破ってしまいそうな様子なので、何ともいいようもなく不愉快だが、なだめすかそうと落ち着いて、


1? 【思しなむやとて】反語表現。匂宮もそうお思いであるまい。

2 【こしらへむと思ひしづめて】『集成』は「とにかくなだめすかそうとして」と訳す。


総角．３．４．４

■　「こののたまふ筋すぢ、宿世1すくせといふらむ方かたは、目めにも見みえぬことにて、いかにもいかにも思おもひたどられず。

◇　「そのおっしゃる方面のこと、運命というものは、目にも見えないものなので、どのようにもこのようにも分かりません。

■　知しらぬ涙なみだのみ霧きりふたがる心地ここちS24して2なむ。

◇　行く先の知れない涙ばかり曇る心地がします。

■　こはいかにもてなしたまふぞと、夢ゆめのやうにあさましきに、後のちの世よの例ためしに言いひ出いづる人ひともあらば、昔物語むかしものがたりP19などに、をこめきて3作つくり出いでたるもののたとひ4にこそは、なりぬべかめれ5。

◇　これはどのようになさるおつもりかと、夢のように驚いていますが、後世に話の種として言い出す人があったら、昔物語などに、馬鹿な話として作り出した話の例に、なってしまいそうです。

■　かく思おぼし構かまふる心こころのほどをも、いかなりけるとかは推おし量はかりたまはむ6。

◇　このようにお企みになったお心のほどを、どうしてだったのかとご推察なさるでしょう。


S24 行く先を知らぬ涙の悲しきはただ目の前に落つるなりけり（後撰集離別-一三三三　源済）

P19 昔物語--むかし（し/+物〈朱〉）かたり

1 【こののたまふ筋宿世】大島本は「すちすくせ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「宿世」とし「すち」を削除する。『新大系』は底本のままとする。以下「許したまへ」まで、大君の詞。

2 【知らぬ涙のみ霧りふたがる心地して】『弄花抄』は「行先を知らぬ涙の悲しきはただ目の前に落つるなりけり」（後撰集、離別羇旅、一三三四、源済）を指摘。

3 【をこめきて】大島本は「おこめきて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことさらにをこめきて」と「ことさらに」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【作り出でたるもののたとひ】『完訳』は「男にだまされた愚かな女の話の例。昔物語には多かったらしい」と注す。

5 【なりぬべかめれ】大島本は「なりぬ／かめれ」（／は改行）とあるが、「へ」の脱字であろう。「なりぬべかめれ」と補訂する。

6 【推し量りたまはむ】主語は匂宮。『集成』は「あなたらしくないと、感心されないでしょう」と注す。


総角．３．４．５

■　なほ、いとかく、おどろおどろしく心憂こころうく、な取とり集あつめP20惑まどはしたまひそ。

◇　やはり、とてもこのように、恐ろしいほどの辛い思いを、たくさんさせてお迷わしなさいますな。

■　心こころより外ほかにながらへば1、すこし思おもひのどまりて聞きこえむ。

◇　思いの外に生き永らえたたら、少し気が落ち着いてからお相手申し上げましょう。

■　心地ここちもさらにかきくらすやうにて、いと悩なやましきを、ここにうち休やすまむ。

◇　気分も真暗な気になって、とても苦しいが、ここで少し休みます。

■　許ゆるしたまへ2」

◇　お放しください」


P20 な取り集め--な△（△/＃と）りあつめ

1 【心より外にながらへば】仮定構文。『集成』は「心ならずも生き永らえていましたら。今宵の出来事のあまりの悲しさに死にそうですが、の含意」と注す。

2 【許したまへ】手をお放しください、の意。


総角．３．４．６

■　と、いみじくわびたまへば、さすがにことわりをいとよくのたまふが1、心恥こころはづかしくらうたくおぼえて、

◇　と、ひどく困っていらっしゃるので、それでも道理を尽くしておっしゃるのが、気恥ずかしくいたわしく思われて、


1 【さすがにことわりをいとよくのたまふが】『集成』は「それどもやはり物の道理をことわけておっしゃる大君の態度が、気恥ずかしくいじらしく思えて。「気はづかし」は相手の立派さに気後れすること」と注す。


総角．３．４．７

■　「あが君1きみ、御心みこころに従したがふことのたぐひなければこそ、かくまでかたくなしくなりはべれ2。

◇　「あなた様、お気持ちに添うことを類なく思っているので、こんなにまで馬鹿者のようになっております。

■　言いひ知しらず憎にく疎くうとましきものに思おぼしなすめれば、聞きこえむ方かたなし。

◇　何とも言えないくらい憎み疎んじていらっしゃるようなので、申し上げようもありません。

■　いとど世よに跡あととむべくなむおぼえぬ3」

◇　ますますこの世に跡を残すことも思われません」

■　とて、

◇　と言って、

■　「さらば4、隔へだてながらも、聞きこえさせむ5。

◇　「それでは、物を隔てたままですが、申し上げさせていただきましょう。

■　ひたぶるに、なうち捨すてさせたまひそ」

◇　一途に、お捨てあそばしなさいますな」


1 【あが君】以下「おぼえぬ」まで、薫の詞。

2 【かくまでかたくなしくなりはべれ】『集成』は「大君に拒まれるまでいることをいう」と注す。

3 【いとど世に跡とむべくなむおぼえぬ】『集成』は「いよいよこの世に生きてゆく気はなくなりました。大君の「心よりほかにながらへば--」に応じる」。『完訳』は「生きてゆく望みを失った意。大君の「心より外にながらえば」に応じた。現世離脱が薫の本願」と注す。

4 【さらば】以下「うち捨てさせたまひそ」まで、薫の詞。

5 【聞こえさせむ】改まった丁重な謙譲表現で言う。


総角．３．４．８

■　とて、許ゆるしたてまつりたまへれば1、這はひ入いりて、さすがに、入いりも果はてたまはぬを2、いとあはれと思おもひて、

◇　と言って、お放し申されたので、奥に這い入って、とはいっても、すっかりお入りになってしまうこともできないのを、まことにいたわしく思って、


1 【許したてまつりたまへれば】大君のお袖を放してお上げになると。

2 【さすがに入りも果てたまはぬを】『完訳』は「一方では、薫の哀願に憐憫の情が起り、冷たく突き放せない」と注す。


総角．３．４．９

■　「かばかりの1御おほむけはひを慰なぐさめにて、明あかしはべらむ。

◇　「これだけのおもてなしを慰めとして、夜を明かしましょう。

■　ゆめ、ゆめ2」

◇　決して、決して」


1 【かばかりの】以下「ゆめゆめ」まで、薫の詞。

2 【ゆめゆめ】けっしてこれ以上無体な行動には出ません、という気持ちの表明。


総角．３．４．１０

■　と聞きこえて、うちもまどろまず、いとどしき水みづの音おとに目めも覚さめて、夜半よはのあらしに、山鳥やまどりの心地ここちS25して1、明あかしかねたまふ。

◇　と申し上げて、少しもまどろまず、激しい水の音に目も覚めて、夜半の嵐に、山鳥のような気がして、夜を明かしかねなさる。


S25 雲の居る遠山鳥のよそに見てもありとし聞けば侘びつつぞ寝る（新古今集恋五-一三七一　読人しらず）逢ふことは遠山鳥の目も合はず逢はずて今宵明かしつるかな（花鳥余情所引-出典未詳）

1 【夜半のあらしに山鳥の心地して】『河海抄』は「あしびきの山鳥の尾のしだり尾の長々し夜をひとりかも寝む」（拾遺集恋三、七七八、人麿）を指摘。『花鳥余情』は「逢ふことは遠山鳥のめもあはずて今夜あかしつるかな」（出典未詳）を指摘。「夜半の嵐」は歌語。


第五段　薫、再び実事なく夜を明かす

総角．３．５．１

■　例れいの、明あけ行ゆくけはひに、鐘かねの声こゑなど聞きこゆ。

◇　いつもの、明けゆく様子に、鐘の音などが聞こえる。

■　「いぎたなくて出いでたまふべきけしきもなきよ」

◇　「眠っていてお出になるような様子もないな」

■　と2、心こころやましく、声こわづくりたまふも、げにあやしきわざなり3。

◇　と、妬ましくて、咳払いなさるのも、なるほど妙なことである。


1? 【例の明け行けはひに】『完訳』は「「例の」と、実事なき逢瀬が、習慣的に繰り返される気持」と注す。

2 【いぎたなくて出でたまふべきけしきもなきよと】『完訳』は「薫の心中。思いを遂げえなかった薫は、中の君と結ばれて眠りほうけている匂宮が腹立たしい」と注す。

3 【心やましく声づくりたまふもげにあやしきわざなり】『全集』は「語り手の薫に対するからかい」。『集成』は「草子地」。『完訳』は「自らの案内なのに、匂宮の成功に不機嫌とは妙。語り手の評」と注す。


総角．３．５．２

■　「しるべせし我われやかへりて惑まどふべき

心**もゆかぬ明あけぐれの道1みちS26

かかる例ためし、世よにありけむや2」

◇　「道案内をしたわたしがかえって迷ってしまいそうです

満ち足りない気持ちで帰る明け方の暗い道を

このような例は、世間にあったでしょうか」

◆　 
"しるべ せ し われ や かへり て まどふ べき
 こころ ゆか ぬ あけぐれ の みち
 かかる ためし、 よ に あり けむ や?"


S26 明けぐれの空にぞ我は惑ひぬる思ふ心のゆかぬまにまに（拾遺集恋二-七三六　源順）

1 【しるべせし我やかへりて惑ふべき心もゆかぬ明けぐれの道】薫の詠歌。『花鳥余情』は「明けぐれの空にぞ我はまよひぬる思ふ心のゆかぬまにまに」（拾遺集恋二、七三六、源順）を指摘。

2 【かかる例世にありけむや】歌に添えた詞。大君の「昔物語などに--」に応じた言い方。


総角．３．５．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

総角．３．５．４

■　「かたがたにくらす心こころを思おもひやれ

人ひとやりならぬ道みちに惑まどはば」

◇　「それぞれに思い悩むわたしの気持ちを思ってみてください

自分勝手に道にお迷いならば」

総角．３．５．５

■　と、ほのかにのたまふを、いと飽あかぬ心地ここちすれば、

◇　と、かすかにおっしゃるのを、まことに物足りない気がするので、

総角．３．５．６

■　「いかに、こよなく2隔へだたりてはべるめれば、いとわりなうこそ」

◇　「何とも、すっかり隔てられているようなので、まことに堪らない気持ちです」


1? 【かたがたにくらす心を思ひやれ人やりならぬ道にまどひつつ】大君の返歌。「くれ」「まどふ」の語句を用いて返す。「かたがた」は自分と妹中君をさす。

2 【いかにこよなく】以下「わりなうこそ」まで、薫の詞。


総角．３．５．７

■　など、よろづに怨うらみつつ、ほのぼのと明あけゆくほどに、昨夜よべの方かたより出いでたまふなり1。

◇　などと、いろいろと恨みながら、ほのぼのと明けてゆくころに、昨夜の方角からお出になる様子である。

■　いとやはらかに振ふる舞まひなしたまへる匂にほひなど、艶えんなる御心おほむこころげさうには2、言いひ知しらずしめたまへり。

◇　たいそう柔らかく振る舞っていらっしゃる所作など、色めかしいお心用意から、何ともいえないくらい香をたきこめていらっしゃった。

■　ねび人びとどもは、いとあやしく心得こころえがたく思おもひ惑まどはれけれど、

◇　老女連中は、まことに妙に合点がゆかず戸惑っていたが、

■　「さりとも悪あしざまなる御心みこころあらむやは3」

◇　「そうはいっても悪いようにはなさるまい」

■　と慰なぐさめたり。

◇　と慰めていた。


1 【昨夜の方より出でたまふなり】主語は匂宮。「なり」伝聞推定の助動詞。語り手の臨場感ある表現。

2 【艶なる御心げさうには】『集成』は「はなやかな折のお心用意とて」。『完訳』は「色めかしい逢瀬にのぞむお心用意から」と訳す。

3 【さりとも悪しざまなる御心あらむやは】老女房たちの思い。反語表現。薫は悪いようにはなさるまい。


総角．３．５．８

■　暗くらきほどにと、急いそぎ帰かへりたまふ。

◇　暗いうちにと、急いでお帰りになる。

■　道みちのほども、帰かへるさはいとはるけく思おぼされて1、心安こころやすくもえ行ゆき通かよはざらむことの、かねていと苦くるしきを、

◇　道中も、帰途はたいそう遥か遠く思われなさって、気軽に行き来できそうにないことが、今からとてもつらいので、

■　「夜よをや隔へだてむS27,2」

◇　「夜を隔てられようか」

■　と思おもひ悩なやみたまふなめり3。

◇　と思い悩んでいらっしゃるようである。

■　まだ人騒ひとさわがしからぬ朝あしたのほどにおはし着つきぬ。

◇　まだ人が騒々しくならない朝のうちにお着きになった。

■　廊らうに御車寄みくるまよせて降おりたまふ4。

◇　廊にお車を寄せてお下りになる。

■　異ことやうなる女車をむなぐるまのさまして隠かくろへ入いりたまふに、皆笑みなわらひたまひて5、

◇　異様な女車の恰好をしてこっそりとお入りになるにつけても、皆お笑いになって、


S27 若草の新手枕を巻きそめて夜をや隔てむ憎からなくに（古今集六帖五-二七四九）

1 【道のほども帰るさはいとはるけく思されて】『源氏釈』は「帰るさの道やは変はる変はらねど解くるに惑ふ今朝の淡雪」（後拾遺集恋二、六七一、藤原道信）を指摘。

2 【夜をや隔てむ】『源氏釈』は「若草の新手枕をまきそめて夜をや隔てむ憎からなくに」（古今六帖五、一夜隔てたる）を指摘。

3 【思ひ悩みたまふなめり】語り手の匂宮の心中推測。

4 【廊に御車寄せて降りたまふ】中門の渡廊に車を寄せて降りる。

5 【皆笑ひたまひて】匂宮と薫をさす。


総角．３．５．９

■　「おろかならぬ宮仕みやづかへの御心みこころざしとなむ思おもひたまふる1」

◇　「いい加減でない宮仕えのお気持ちと存じます」


1 【おろかならぬ宮仕への御心ざしとなむ思ひたまふる】薫の詞。『集成』は「中の君に対する匂宮の熱意をひやかす」と注す。


総角．３．５．１０

■　と申まうしたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　しるべのをこがましさも1、いと妬ねたくて、愁うれへもきこえたまはず2。

◇　道案内の馬鹿らしさを、まことに悔しいので、愚痴を申し上げるお気にもならない。


1 【をこがましさも】大島本は「おこかましさも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をこがましさを」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【いと妬くて愁へもきこえたまはず】接続助詞「て」順接、原因理由を表す。『集成』は「いかにもしゃくなので、愚痴もお聞かせ申さない」。『完訳』は「まったくいまいましく思うので、愚痴を申し上げるお気持にもならない」と訳す。


第六段　匂宮、中の君へ後朝の文を書く

総角．３．６．１

■　宮みやは、いつしかと1御文2おほむふみたてまつりたまふ。

◇　宮は、早々と後朝のお手紙を差し上げなさる。

■　山里やまざとには、誰たれも誰たれもうつつの心地ここちしたまはず、思おもひ乱みだれたまへり。

◇　山里では、大君も中の君も現実のような気がなさらず、思い乱れていらっしゃった。

■　「さまざまに3思おぼし構かまへけるを、色いろにも出いだしたまはざりけるよ」

◇　「いろいろと企んでいらしたのを、顔にも出さなかったことよ」

■　と、疎うとましくつらく、姉宮あねみやをば思おもひきこえたまひて、目めも見合みあはせたてまつりたまはず。

◇　と、疎ましくつらく、姉宮をお恨み申し上げなさって、お目も合わせ申し上げなさらない。

■　知しらざりしさまをも4、さはさはとは、えあきらめたまはで、ことわりに心苦こころぐるしく思おもひきこえたまふ。

◇　ご存知なかった事情を、さっぱりと弁明おできになれず、もっともなこととお気の毒にお思い申し上げなさる。


1 【いつしかと】『集成』は「お帰り早々に」と注す。

2 【御文】後朝の文。

3 【さまざまに】以下「出だしたまはざりけるよ」まで、中君の心中の思い。『集成』は「昨夜の件を、大君も薫と心を合せてのことと思う」と注す。

4 【知らざりしさまをも】主語は大君。『完訳』は「大君は、自分の知らなかった事情も弁明できず。もともと中の君と薫を予告なしに逢わせよう思っていたので、やましさが残る」と注す。


総角．３．６．２

■　人ひとびとも、

◇　女房たちも、

■　「いかにはべりしことにか1」

◇　「どういうことでございましたか」

■　など、御みけしき見みたてまつれど、思おぼしほれたるやうにて、頼たのもし人びとのおはすれば2、

◇　などと、ご機嫌を伺うが、呆然とした状態で、頼りとする姫宮がいらっしゃるので、

■　「あやしきわざかな」

◇　「不思議なことだわ」

■　と思おもひあへり。

◇　と思い合っていた。

■　御文おほむふみもひき解ときて見みせたてまつりたまへど3、さらに起おき上あがりたまはねば、

◇　お手紙を紐解いてお見せ申し上げなさるが、全然起き上がりなさらないので、

■　「いと久ひさしくなりぬ4」

◇　「たいへん時間がたちます」

■　と御使おほむつかひわびけり。

◇　とお使いの者は困っていた。


1 【いかにはべりしことにか】女房の詞。

2 【頼もし人のおはすれば】女房たちが頼りとする人、大君。

3 【御文もひき解きて見せたてまつりたまへど】主語は大君。匂宮からの後朝の文を開いて見せてあげる。母親代わりの心遣い。

4 【いと久しくなりぬ】使者の詞。返事に手間どる、の意。


総角．３．６．３

■　「世よの常つねに思おもひやすらむ露深つゆふかき

道みちの笹原分ささはらわけて来きつるも1」

◇　「世にありふれたことと思っていらっしゃるのでしょうか

露の深い道の笹原を分けて来たのですが」


1 【世の常に思ひやすらむ露深き道の笹原分けて来つるも】匂宮から中君への贈歌。『完訳』は「霧ふかき--」に恋の苦衷を訴える。後朝の歌の常套的表現」と注す。


総角．３．６．４

■　書かき馴なれたまへる墨すみつきなどの、ことさらに艶えんなるも、おほかたにつけて見みたまひしは1、をかしく2おぼえしを、うしろめたく3もの思おもはしくて、我われさかし人びとにて聞きこえむも4、いとつつましければ、まめやかに、あるべきやうを、いみじくせめて書かかせたてまつりたまふ。

◇　書き馴れていらっしゃる墨つきなどが、格別に優美なのも、一般のお付き合いとして御覧になっていた時は、素晴らしく思われたが、気がかりで心配事が多くて、自分が出しゃばってお返事申し上げるのも、とても気が引けるので、一生懸命に、書くべきことを、じっくりと言い聞かせてお書かせ申し上げなさる。


1 【おほかたにつけて見たまひしは】主語は大君。過去の助動詞「し」、かつて妹の中君に対して贈られてきた手紙も一般のお付き合いとして御覧になっていた時は、の意。

2 【をかしく】大島本は「おかしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をかしう」とウ音便化する。『新大系』は底本のままとする。

3 【うしろめたく】大島本は「うしろめたく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をかしう」とウ音便化する。『新大系』は底本のままとする。

4 【我さかし人にて聞こえむも】こうした後朝の文への返書の作法を教えるのは、母親や乳母の役。


総角．３．６．５

■　紫苑色しをにろの細長一襲1ほそながひとかさねに、三重襲みへがさねの袴具はかまぐして賜たまふ。

◇　紫苑色の細長一襲に、三重襲の袴を添えてお与えになる。

■　御使苦おほむつかひくるしげに思おもひたれば、包つつませて、供ともなる人ひとになむ贈おくらせたまふ。

◇　お使いが迷惑そうにしているので、包ませて、お供の者に贈らせなさる。

■　ことことしき御使おほむつかひにもあらず、例れいたてまつれたまふ上童うへわらはなり2。

◇　大げさなお使いでもなく、いつもお差し上げなさる殿上童なのである。

■　ことさらに、人ひとにけしき漏もらさじと思おぼしければ3、

◇　特別に、人に気づかれまいとお思いになっていたので、

■　「昨夜よべのさかしがりし老おい人びとのしわざなりけり4」

◇　「昨夜の利口ぶっていた老女のしわざであったよ」

■　と、ものしくなむ、聞きこしめしける5。

◇　と、嫌な気がなさったのであった。


1 【紫苑色の細長一襲】大君方から婚儀の労を果たした使者への禄。大君は中君と匂宮の正式な結婚として扱う。

2 【例たてまつれたまふ上童なり】この殿上童は「椎本」巻にも登場。

3 【ことさらに人にけしき漏らさじと思しければ】匂宮の心中の思い。内密に考えていた。正式な結婚とは思っていなかった。

4 【昨夜のさかしがりし老い人のしわざなりけり】匂宮の心中の思い。大君のしわざとは知らない。

5 【ものしくなむ聞こしめしける】匂宮の反応。


第七段　匂宮と中の君、結婚第二夜

総角．３．７．１

■　その夜よも、かのしるべ誘さそひたまへど1、

◇　その夜も、あの道案内をお誘いになったが、

■　「冷泉院れいぜいゐんに2かならずさぶらふべきことはべれば」

◇　「冷泉院にぜひとも伺候しなければならないことがございますので」

■　とて、とまりたまひぬ3。

◇　と言って、お断りになった。

■　「例れいの、ことに触ふれて、すさまじげに世よをもてなす」

◇　「例によって、何かにつけ、この世に関心のないように振る舞う」

■　と、憎にく思くおぼす。

◇　と、憎くお恨みになる。


1 【その夜もかのしるべ誘ひたまへど】次の夜。結婚第二夜に当たる。匂宮は薫を誘う。

2 【冷泉院に】以下「ことはべれば」まで、薫の詞。

3 【とまりたまひぬ】主語は薫。


総角．３．７．２

■　「いかがはせむ1。

◇　「仕方がない。

■　本意ほいならざりしこととて、おろかにやは」

◇　願わなかった結婚だからといって、いい加減にできようか」

■　と思おもひ弱よわりたまひて、御おほむしつらひなどうちあはぬ住すみ処かなれど2、さる方かたにをかしくしなして待まちきこえたまひけり3。

◇　とお思い弱りになって、お部屋飾りなど揃わない住居だが、それはそれとして風流に整えてお待ち申し上げなさるのであった。

■　はるかなる御中道おほむなかみちを4、急いそぎおはしましたりけるも、うれしきわざなるぞ、かつはあやしき5。

◇　はるばるとご遠路を急いでいらっしゃったのも、嬉しいことであるが、また一方では不思議なこと。


1 【いかがはせむ】以下「おろかにやは」まで、大君の心中。反語表現。

2 【住み処なれど】大島本は「すみかなれと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「住処のさまなれど」と「のさま」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【待ちきこえたまひけり】主語は大君。

4 【はるかなる御中道を】匂宮と中君の京と宇治との間の道を。「中道」は歌語。

5 【かつはあやしき】『集成』は「思えば不思議なこと。草子地。大君の心中の思いを重ねて書く」。『完訳』は「大君の心に即した語り手の評」と注す。


総角．３．７．３

■　正身さうじみは、我われにもあらぬさまにて、つくろはれたてまつりたまふままに1、濃こき御衣おほむぞの2いたく濡ぬるれば、さかし人びともうち泣なきたまひつつ、

◇　ご本人は、正気もない様子で、身づくろいして差し上げられなさるままに、濃いお召し物がひどく濡れるので、しっかりした方もふとお泣きになりながら、


1 【つくろはれたてまつりたまふままに】中君は大君から身繕いをして差し上げられなさるままに。「れ」受身の助動詞。

2 【濃き御衣の】大島本は「御その」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御衣の袖の」と「袖の」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。濃い紅色のお召し物の袖。


総角．３．７．４

■　「世よの中なかに久ひさしくもと1おぼえはべらねば、明あけ暮くれのながめにも、ただ御おほむことをのみなむ2、心苦こころぐるしく思おもひきこゆるに、この人ひとびとも、よかるべきさまのことと、聞ききにくきまで言いひ知しらすめれば3、年経としへたる心こころどもには、さりとも、世よのことわりをも知しりたらむ。

◇　「この世にいつまでも生きていられるとも思われませんので、明け暮れの考え事にも、ただあなたのお身の上だけがおいたわしくお思い申し上げていますが、この女房たちも、結構な縁組だと聞きにくいまで言っているようなので、年をとった女房の考えには、そうはいっても、世間の道理をも知っているだろう。


1 【世の中に久しくもと】以下「罪もぞ得たまふ」まで、大君の中君への詞。『完訳』は「わが身の短命を予感していう」と注す。

2 【ただ御ことをのみなむ】あなたのお身の上のことだけが。匂宮との結婚に関すること。

3 【言ひ知らすめれば】『集成』は「「めり」は婉曲表現。弁などの説得をいう」と注す。


総角．３．７．５

■　はかばかしくもあらぬ心一こころひとつを立たてて1、かくてのみやは、見みたてまつらむ2、と思おもひなるやうもありしかど、ただ今いまかく、思おもひもあへず、恥はづかしきことどもに3乱みだれ思おもふべくは4、さらに思おもひかけはべらざりしに、これや、げに、人ひとの言いふめる逃のがれがたき御契おほむちぎりなりけむ。

◇　はかばかしくもない私一人の我を張って、こうしてばかりして、お置き申してよいものか、と思うようなこともありましたが、今はすぐにも、このように思いもかけず、恥ずかしい思いで思い乱れようとは、全然思ってもおりませんでしたが、これは、なるほど、世間の人が言うように逃れ難いお約束事だったのでしょう。

■　いとこそ、苦くるしけれ。

◇　まことに、つらいことです。

■　すこし思おぼし慰なぐさみなむに、知しらざりしさまをも5聞きこえむ。

◇　少しお気持ちがお慰みになったら、何も知らなかった事情も申し上げましょう。

■　憎にくしと、な思おぼし入いりそ。

◇　憎いと、お恨みなさいますな。

■　罪つみもぞ得えたまふ6」

◇　罪をお作りになっては大変ですよ」


1 【はかばかしくもあらぬ心一つを立てて】『集成』は「ろくに頼りにもならぬ私一人が我を張って」と訳す。

2 【かくてのみやは見たてまつらむ】反語表現。こうしてあなたを独身のままにお置き申してよいものか、決してよくはない。そこで、薫の結婚を考えたのだが。

3 【今かく思ひもあへず恥づかしきことどもに】大島本は「おもひも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひあへず」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。急に慮外にも匂宮と結ばれてしまったことをさす。

4 【乱れ思ふべくは】大島本は「おもふへくハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ふべうは」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【知らざりしさまをも】主語は私大君。

6 【罪もぞ得たまふ】『完訳』は「無実の者を恨んで、来世に苦果を招く罪を作っては大変」と注す。


総角．３．７．６

■　と、御髪みぐしをなでつくろひつつ聞きこえたまへば、いらへもしたまはねど、さすがに1、かく思おぼしのたまふが、げに、うしろめたく悪あしかれとも思おぼしおきてじを2、人笑ひとわらへに見苦みぐるしきこと添にそひて、見扱みあつかはれたてまつらむがいみじさを、よろづに思おもひゐたまへり。

◇　と、御髪を撫でつくろいながら申し上げなさると、お返事もなさらないが、そうはいっても、このようにおっしゃることが、なるほど、心配で悪かれとはお考えであるまいから、物笑いに見苦しいことが加わって、お世話をおかけ申してはたいへんなことを、いろいろと考えていらっしゃった。


1 【さすがに】『完訳』は「以下、中の君の心中」と注す。

2 【思しおきてじを】打消の助動詞「じ」打消推量の意。お考えであったのではあるまいから、の意。


総角．３．７．７

■　さる心こころもなく1、あきれたまへりしけはひだに、なべてならずをかしかりしP21を、まいてすこし世よの常つねになよびたまへるは2、御心みこころざしもまさるに3、たはやすく通かよひたまはざらむ山道やまみちのはるけさも、胸痛むねいたきまで思おぼして、心深こころふかげに語かたらひ頼たのめたまへど、あはれともいかにとも思おもひ分わきたまはず。

◇　そのような考えもなく、びっくりしていらっしゃった態度でさえ、並々ならず美しかったのだが、まして少し世間並になよなよとしていらっしゃるのは、お気持ちも深まって、簡単にお通いになることができない山道の遠さを、胸が痛いほどお思いになって、心をこめて将来をお約束になるが、嬉しいとも何ともお分かりにならない。


P21 をかしかりし--おは（は/＄か〈朱〉）しかりし

1 【さる心もなく】『集成』は「匂宮の心に写った昨夜の中の君の姿」。『完訳』は「以下、匂宮の心中。中の君が男を迎える心用意もなく、ただ茫然としていたのさえ。先夜の彼女が、無垢な魅力の人として刻印」と注す。

2 【まいてすこし世の常になよびたまへるは】『集成』は「まして今夜は少し女らしくなまめいた風情でいられるのは」。『完訳』は「先夜にもまして、世の若妻らしくなまめかしい風情なのは」と訳す。

3 【御心ざしもまさるに】匂宮の愛情。以下、地の文の視点から叙述。


総角．３．７．８

■　言いひ知しらずかしづくものの姫君ひめぎみも1、すこし世よの常つねの人ひとげ近ちかく、親おやせうとなどいひつつ、人ひとのたたずまひをも見馴みなれたまへるは2、ものの恥はづかしさも、恐おそろしさもなのめにやあらむ。

◇　言いようもなく大事にされている良家の姫君も、もう少し世間並に接し、親や兄弟などといっては、異性のすることを見慣れていらっしゃる方は、何かの恥ずかしさや、恐ろしさもほどほどのことであろう。

■　家いへにあがめきこゆる人ひとこそなけれ、かく山深やまふかき御おほむあたりなれば、人ひとに遠とほく、もの深ふかくてならひたまへる心地ここちに、思おもひかけぬありさまの4、つつましく恥はづかしく、何なにごとも世よの人ひとに似にず、あやしく田舎ゐなかびたらむかし5。

◇　邸内に大切にお世話申し上げる人はいないが、このような山深いご身辺なので、世間から離れて、引っ込んでお育ちになった方とて、思いもかけなかった出来事が、きまり悪く恥ずかしくて、何事も世間の人に似ず、妙に田舎人めいているだろう。

■　はかなき御おほむいらへにても言いひ出いでむ方かたなくつつみたまへり。

◇　ちょっとしたお返事も口のききようがなくて遠慮していらっしゃった。

■　さるは、この君きみしもぞ、らうらうじくかどある方かたの匂にほひはまさりたまへる。

◇　とはいえ、この君は利発で才気あふれる美しさは優っていらっしゃった。


1 【言ひ知らずかしづくものの姫君も】『集成』は「言いようもなく大事にされているご大家のお姫様でも」。『完訳』は「どんなに大切にされているどこぞの姫君でも」と訳す。

2 【人のたたずまひをも見馴れたまへるは】男性の行動を見慣れていらっしゃる方は、の意。中君は男の兄弟はなく、父八宮も勤行生活という一般とは変わった生活者であった。

3? 【家にあがめきこゆ人こそなけれ】以下、中君についていう。逆接の挿入句。『集成』は「大勢の女房にかしずかれて、直接他人に接する機械のない姫君というわけではないが」と注す。

4 【思ひかけぬありさまの】先夜の匂宮との出来事をさす。

5 【あやしく田舎びたらむかし】大島本は「あやしくゐ中ひたらむかし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あやしう田舎びたらむかしと」とウ音便形に改め、「と」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第八段　匂宮と中の君、結婚第三夜

総角．３．８．１

■　「三日みかにあたる夜よ、餅もちひなむ参まゐる1」

◇　「三日に当たる夜は、餅を召し上がるものです」

■　と人ひとびとの聞きこゆれば、

◇　と女房たちが申し上げるので、

■　「ことさらにさるべき祝いはひのことにこそ2は」

◇　「特別にしなければならない祝いなのだ」

■　と思おぼして、御前おまへにてせさせたまふも、たどたどしく、かつは大人おとなになりて3おきてたまふも、人ひとの見みるらむこと4憚はばかられて、面おもてうち赤あかめておはするさま、いとをかしげなり5。

◇　とお思いになって、御前でお作らせなさるのも、分からないことばかりで、一方では親代わりになってお命じになるのも、女房がどう思うかとつい気が引けて、顔を赤らめていらっしゃる様子、まこと美しい感じである。

■　このかみ心ごころにや、のどかに気高けだかきものから、人ひとのためあはれに情なさけ情なさけしくぞおはしける。

◇　姉のせいでか、おっとりと気高いが、妹君のためにしみじみとした情愛がおありであった。


1 【三日にあたる夜餅なむ参る】女房の詞。新婚三日目の夜の祝儀の餅を食べる風習をいう。

2 【ことさらにさるべき祝ひのことにこそ】大君の心中の思い。

3 【大人になりて】『集成』は「親代りになって」。『完訳』は「年配者ぶって。未婚の身でこれを指図するのに気がひける」と注す。

4 【人の見るらむこと】女房たちがどう思うか。

5 【いとをかしげなり】『紹巴抄』は「双地にや」と指摘。語り手の評。


総角．３．８．２

■　中納言殿ちうなごんどのより2、

◇　中納言殿から、


1? 【このかみ心にや--ぞおはしける】連語「にや」（断定の助動詞＋疑問の係助詞）。係助詞「ぞ」強調の意。過去の助動詞「ける」詠嘆の意。このあたりの文章は語り手の感情移入をともなった叙述。

2 【中納言殿より】薫。「殿」は主人というニュアンス。


総角．３．８．３

■　「昨夜よべ、参まゐらむと1思おもたまへしかど、宮仕みやづかへの労らうも、しるしなげなる世よに2、思おもたまへ恨うらみてなむ。

◇　「昨夜、参ろうと思っておりましたが、せっかくご奉公に励んでも、何の効もなさそうなあなた様なので、恨めしく存じます。


1 【昨夜参らむと】以下「やすらはれはべり」まで、薫から大君への文。

2 【宮仕への労もしるしなげなる世に】『完訳』は「大君が自分に応じてくれぬ恨みをこめて言う」と注す。「世」は薫と大君の仲。


総角．３．８．４

■　今宵こよひは雑役ざふやくもやと思おもうたまふれどP22、宿直所とのゐどころのはしたなげにはべりし乱みだり心地2ごこち、いとど安やすからで、やすらはれはべり」

◇　今夜は雑役でもと存じますが、宿直所が体裁悪くございました気分が、ますますよろしくなく、ぐずぐずいたしております」


P22 思うたまふれど--*おもふ給へれと

1? 【今宵は雑役もやと思ひたまふれど】今夜は匂宮と中君の新婚三日目の夜の儀式のお世話すべきだが、の意。

2 【宿直所のはしたなげにはべりし乱り心地】先夜の襖越しで大君と対面して夜を明かしたことをいう。


総角．３．８．５

■　と、陸奥紙みちのくにがみにおひつぎ書かきたまひて、まうけのものども、こまやかに、縫ぬひなどもせざりける、いろいろおし巻まきなどしつつ、御衣櫃みぞびつあまた懸籠入かけごいれて、老おい人びとのもとに、

◇　と、陸奥紙にきちんとお書きになって、準備の品々を、こまごまと、縫いなどしてない布地に、色とりどりに巻いたりして、御衣櫃をたくさん懸籠に入れて、老女のもとに、

■　「人ひとびとの料れうに2」

◇　「女房たちの用に」

■　とて賜たまへり。

◇　といってお与えになった。

■　宮みやの御方おほむかたにさぶらひけるに従したがひて3、いと多おほくもえ取とり集あつめたまはざりけるにやあらむ4、ただなる絹綾きぬあやなど、下したには入いれ隠かくしつつ、御料ごれうとおぼしき二領ふたくだり。

◇　宮の御方のもとにあった有り合わせの品々で、たいして多くはお集めになれなかったのであろうか、加工してない絹や綾などを、下に隠し入れて、お召し物とおぼしき二領。

■　いときよらにしたるを、単衣ひとへの御衣おほむぞの袖そでに、古代こたいのことなれど、

◇　たいそう美しく加工してあるのを、単重の御衣の袖に古風な趣向であるが、


1? 【陸奥紙におひつぎ書きて】恋文には使用しない陸奥紙にきちんと上下を揃えて書いて。恋文は薄様の鳥の子紙にちらし書きにする。

2 【人びとの料に】薫からの伝言。『集成』は「直接姫君たちに贈るという失礼を避けたもの」と注す。

3 【宮の御方にさぶらひけるに従ひて】女三の宮の御方のもとにあったありあわせの品々。

4 【え取り集めたまはざりけるにやあらむ】語り手の想像を交えた挿入句。


総角．３．８．６

■　「小夜衣着さよごろもきて馴なれきとは言いはずとも

かことばかりはかけずしもあらじ1」

◇　「小夜衣を着て親しくなったとは言いませんが

いいがかりくらいはつけないでもありません」


1 【小夜衣着て馴れきとは言はずともかことばかりはかけずしもあらじ】薫から大君への贈歌。「馴れ」「懸け」は「衣」の縁語。『集成』は「大君に近づき、顔まで見たことがあるので、いくらそっけなくなさっても駄目です、とおどす」と注す。


総角．３．８．７

■　と、脅おどしきこえたまへり。

◇　と、脅し申し上げなさった。

総角．３．８．８

■　こなたかなた、ゆかしげなき御おほむことを1、恥はづかしく3いとど見みたまひて、御返おほむかへりにも4いかがは聞きこえむと、思おぼしわづらふほど、御使おほむつかひかたへは、逃にげ隠かくれにけり2。

◇　この方あの方とも、奥ゆかしさをなくした御身を、ますます恥ずかしくお思いになって、お返事をどのように申し上げようかと、お困りになっている時、お使いのうち何人かは、逃げ隠れてしまったのであった。

■　あやしき下人しもびとをひかへてぞ、御返おほむかへり賜たまふ。

◇　卑しい下人を呼びとめて、お返事をお与えになる。


1 【こなたかなたゆかしげなき御ことを】大君と中君二人とも薫に姿を見られてしまって、奥ゆかしいところがなくなってしまったこと。

2 【御使かたへは逃げ隠れにけり】『集成』は「お使いのうち何人かは、逃げて姿を隠してしまった。「かたへ」は、一部分。禄（労をねぎらって与える物）などにあずからぬよう、気を遣ったのである」。『完訳』は「薫が、禄などを心配させぬよう使者に早く帰るよう命じたか」と注す。

3 【恥づかしく】大島本は「はつかしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「恥づかしう」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【御返りにも】大島本は「御かへりにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御返りも」と「に」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．３．８．９

■　「隔へだてなき心こころばかりは通かよふとも

馴なれし袖そでとはかけじとぞ思おもふ1」

◇　「隔てない心だけは通い合いましょうとも

馴れ親しんだ仲などとはおっしゃらないでください」


1 【隔てなき心ばかりは通ふとも馴れし袖とはかけじとぞ思ふ】大君の返歌。薫の「かけ」の語句を用いて返す。


総角．３．８．１０

■　心こころあわたたしく思おもひ乱みだれたまへる名残なごりに1、いとどなほなほしきを、思おぼしけるままと2、待まち見みたまふ人ひとは3、ただあはれにぞ思おもひなされたまふ。

◇　気ぜわしくいろいろと思い悩んでいらっしゃった後のために、ますますいかにも平凡なのを、お心のままと、待って御覧になる方は、ただしみじみとお思いになられる。


1 【心あわたたしく思ひ乱れたまへる名残に】『孟津抄』は「草子評判也」と指摘。

2 【思しけるままと】『弄花抄』は「紫式部か書たる也」と指摘。

3 【待ち見たまふ人は】薫をいう。


第四章　中の君の物語　匂宮と中の君、朝ぼらけの宇治川を見る

第一段　明石中宮、匂宮の外出を諌める

総角．４．１．１

■　宮みやは1、その夜2よ、内裏うちに参まゐりたまひて、えまかでたまふまじげなるを、人知ひとしれず御心みこころも空そらにて思おぼし嘆なげきたるに、中宮3ちうぐう、

◇　宮は、その夜、内裏に参りなさって、退出しがたそうなのを、ひそかにお心も上の空でお嘆きになっていたが、中宮が、


1 【宮は】匂宮。

2 【その夜】結婚第三夜目。

3 【中宮】匂宮の母明石の中宮。


総角．４．１．２

■　「なほ、かく独ひとりおはしまして、世よの中なかに、好すいたまへる御名おほむなのやうやう聞きこゆる、なほ、いと悪あしきことなり。

◇　「依然として、このように独身でいらして、世間に、好色でいらっしゃるご評判がだんだんと聞こえてくるのは、やはり、とてもよくないことです。

■　何事なにごともP23もの好このましく、立たてたる御心みこころなつかひたまひそ2。

◇　何事にも風流が過ぎて、評判を立てるようなことをなさいますな。

■　上うへも3うしろめたげに思おぼしのたまふ」

◇　主上も不安にお思いおっしゃっています」


P23 何事も--なに事（事/+も）

1? 【なほかくひとりおはしまして】以下「思しのたまふ」まで、中宮の詞。

2 【何事ももの好ましく立てたる御心なつかひたまひそ】大島本は「御心」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心」と「御」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「将来の立場を考えて、色好みの面に自重を求める気持がろう。なお、趣味に偏らぬことを貴族の理想とした」と注す。『完訳』は「万事ニ淫スルコト莫レ（中略）、用意平均、好悪ニ由ルコト莫レ」（寛平御遺誡）を指摘。

3 【上も】主上も。詞の中での中宮が帝を呼ぶ呼称。私的な呼称。


総角．４．１．３

■　と、里住さとずみがちにおはしますを1諌いさめきこえたまへば、いと苦くるしと思おぼして、御宿直所おほむとのゐどころに出いでたまひて、御文書おほむふみかきてたてまつれたまへる2名残なごりも、いたくうち眺ながめておはしますに、中納言ちうなごんの君参きみまゐりたまへり3。

◇　と、里住みがちでいらっしゃるのをお諌め申し上げなさると、まことに辛いとお思いになって、御宿直所にお出になって、お手紙を書いて差し上げなさったその後も、ひどく物思いに耽っていらっしゃるところに、中納言の君が参上なさった。


1 【里住みがちにおはしますを】主語は匂宮。六条院に居がち。

2 【御文書きてたてまつれたまへる】『集成』は「宇治へのお便り。今夜は行けない嘆きを書き送る」と注す。

3 【中納言の君参りたまへり】薫。


総角．４．１．４

■　そなたの心寄こころよせ1と思おぼせば、例れいよりもうれしくて2、

◇　あの姫君のお味方とお思いになると、いつもより嬉しくて、


1 【そなたの心寄せ】匂宮の心中の思い。薫は宇治の姉妹への味方。

2 【例よりもうれしくて】大島本は「うれしくて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うれしう」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．１．５

■　「いかがすべき1。

◇　「どうしよう。

■　いとかく暗くらくなりぬめるを、心こころも乱みだれてなむ」

◇　とてもこのように暗くなってしまったようだが、気がいらいらして」


1 【いかがすべき】以下「心も乱れてなむ」まで、匂宮の詞。


総角．４．１．６

■　と、嘆なげかしげに思おぼしたり。

◇　と、嘆かしくお思いになっていた。

■　「よく御みけしきを見みたてまつらむ1」

◇　「よくご本心をお確かめ申したい」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【よく御けしきを見たてまつらむ】薫の心中の思い。匂宮の本心愛情を確かめたい。


総角．４．１．７

■　「日ひごろ経へて1、かく参まゐりたまへるを2、今宵こよひさぶらはせたまはで、急いそぎまかでたまひなむ、いとどよろしからぬことにや思おぼしきこえさせたまはむ3。

◇　「久しぶりに、こうして参内なさったのに、今夜伺候あそばさないで、急いで退出なさるのは、ますますけしからぬこととお思いあそばしましょう。

■　台盤所だいばんどころの方かたにて承うけたまはりつれば、人知ひとしれず、わづらはしき宮仕みやづかへのしるしに4、あいなき勘当かんだうにやはべらむと5、顔かほの色違いろたがひはべりつる」

◇　台盤所の方で伺ったところ、ひそかに、厄介なご用をお勤め申したために、受けなくてもよいお叱りもございましょうかと、顔が青くなりました」


1 【日ごろ経て】以下「顔の色違ひつはべりる」まで、薫の詞。

2 【参りたまへるを】主語は匂宮。

3 【思しきこえさせたまはむ】明石中宮が匂宮を。

4 【人知れずわづらはしき宮仕へのしるしに】匂宮を宇治に案内したことをさす。

5 【あいなき勘当にやはべらむと】大島本は「かむたうにや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「勘当や」と「に」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．１．８

■　と申まうしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

総角．４．１．９

■　「いと聞ききにくくぞ1思おぼしのたまふや。

◇　「まことに聞き憎いことをおっしゃいますね。

■　多おほくは人ひとのとりなすことなるべし。

◇　多くは誰かが中傷するのでしょう。

■　世よに咎とがめあるばかりの心こころは、何事なにごとにかは、つかふらむ。

◇　世間から非難を受けるような料簡は、どうして、起こそうか。

■　所狭ところせき身みのほどこそ、なかなかなるわざなりけれ2」

◇　窮屈なご身分など、かえってないほうがましだ」


1 【いと聞きにくくぞ】以下「わざなりけれ」まで、匂宮の詞。

2 【なかなかなるわざなりけれ】『集成』は「かえってない方がましというものだ」。『完訳』は「かえって困りものなのですよ」と訳す。


総角．４．１．１０

■　とて、まことに厭いとはしくさへ思おぼしたり。

◇　とおっしゃって、ほんとうに厭わしくさえお思いであった。

総角．４．１．１１

■　いとほしく見みたてまつり1たまひて、

◇　お気の毒に拝しなさって、


1 【いとほしく見たてまつり】大島本は「いとをしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとほしう」とウ音便形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．１．１２

■　「同おなじ御騒おほむさはがれにこそは1おはすなれ。

◇　「同じご不興でいらっしゃいましょう。

■　今宵こよひの罪つみには代かはりきこえて2、身みをもいたづらになしはべりなむかし。

◇　今夜のお咎めは代わり申し上げて、我が身をも滅ぼしましょう。

■　木幡こはたの山やまに馬むまはS28いかがはべるべき3。

◇　木幡の山に馬はいかがでございましょう。

■　いとどものの聞きこえや障さはり所どころなからむ4」

◇　ますます世間の噂が避けようもないでしょう」


S28 山科の木幡の山に馬はあれど徒歩よりぞ来る君を思へば（拾遺集雑恋-一二四三　柿本人麿）

1 【同じ御騒がれにこそは】以下「障り所なからむ」まで、薫の詞。

2 【代はりきこえて】大島本は「かハりきこえて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かはりきこえさせて」と「させ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【木幡の山に馬はいかがはべるべき】『源氏釈』は「山科の木幡の里に馬はあれどかちよりぞ来る君を思へば」（拾遺集雑恋、一二四三、人麿）を指摘。

4 【いとどものの聞こえや障り所なからむ】好色な評判の上に馬で出掛けてはますます軽率の誹りを招くでしょう、の意。


総角．４．１．１３

■　と聞きこえたまへば、ただ暮くれに暮くれて更ふけにける夜よなれば、思おぼしわびて、御馬おほむむまにて出いでたまひぬ。

◇　と申し上げなさるので、ただもうすっかり暮れて更けてしまった夜なので、お困りになって、お馬でお出かけになった。

総角．４．１．１４

■　「御供おほむともには、なかなか仕つかうまつらじ。

◇　「お供は、かえっていたしますまい。

■　御後見おほむうしろみを1」

◇　後始末をしよう」


1 【御供にはなかなか仕うまつらじ御後見を】薫の詞。後始末を引き受けましょう、の意。


総角．４．１．１５

■　とて、この君きみは内裏うちにさぶらひたまふ。

◇　と言って、この君は内裏にお残りになる。

第二段　薫、明石中宮に対面

総角．４．２．１

■　中宮ちうぐうの御方おほむかたに参まゐりたまひつれば1、

◇　中宮の御方に参上なさると、


1 【参りたまひつれば】大島本は「まいり給つれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「参りたまへば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．２．２

■　「宮みやは出いでたまひぬなり1。

◇　「宮はお出かけになったそうな。

■　あさましくいとほしき御おほむさまかな。

◇　あきれて困ったお方ですこと。

■　いかに人見ひとみたてまつるらむ。

◇　どのように世間の人はお思い申すことでしょう。

■　上聞うへきこし召めしては、諌いさめきこえぬが言いふかひなき、と2思おぼしのたまふこそわりなけれ」

◇　主上がお耳にあそばしたら、ご注意申し上げないのがいけないのだ、とお考えになり仰せになるのが耐えられません」


1 【宮は出でたまひぬなり】以下「わりなけれ」まで、明石中宮の詞。「なり」伝聞推定の助動詞。

2 【諌めきこえぬが言ふかひなきと】主語は私中宮が匂宮を。


総角．４．２．３

■　とのたまふ1。

◇　と仰せになる。

■　あまた宮みやたちの、かくおとなび整ととのひたまへど2、大宮3おほみやは、いよいよ若わかくをかしきけはひなむ、まさりたまひける。

◇　大勢の宮たちが、このようにご成人なさったが、大宮は、ますます若く美しい感じが、優っていらっしゃるのであった。


1 【とのたまふ】大島本は「との給ふ」とある。『完本』は諸本に従って「のたまはす」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

2 【あまた宮たちのかくおとなび整ひたまへど】明石中宮腹の宮たち。東宮（一の宮）、二の宮、三の宮（匂宮）、五の宮、女一の宮たちがいる。

3 【大宮】明石中宮をいう。四十三歳である。


総角．４．２．４

■　「女一をむないちの宮みやも1、かくぞおはしますべかめる。

◇　「女一の宮も、このように美しくいらっしゃるようである。

■　いかならむ折をりに、かばかりにてももの近ちかく、御声おほむこゑをだに聞ききたてまつらむ」

◇　どのような機会に、この程度にお側近く、お声だけでもお聞きいたしたい」

■　と、あはれとおぼゆ2。

◇　と、しみじみと思われる。

■　「好すいたる人ひとの3、おぼゆまじき4心こころつかふらむも、かうやうP24なる5御仲おほむなからひの、さすがに気遠けどほからず入いり立たちて、心こころにかなはぬ折をりのことならむかし。

◇　「好色な男が、けしからぬ料簡を起こすのも、このようなお間柄で、そうはいっても他人行儀でなく出入りして、思いどおりにできないときのことなのだろう。

■　わが心こころのやうに、ひがひがしき心こころのたぐひ6やは、また世よにあんべかめる7。

◇　自分のように、偏屈な性分は、他に世にいるだろうか。

■　それに、なほ動うごきそめぬるあたりは8、えこそ思おもひ絶たえね」

◇　なのに、やはり心動かされた女は、思い切ることができないのだ」


P24 かうやう--か（か/+う）やう

1 【女一の宮も】以下「聞きたてまつらむ」まで、薫の心中の思い。「べかめる」は薫の推量。

2 【あはれとおぼゆ】大島本は「あハれと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あはれに」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【好いたる人の】以下「えこそ思ひ絶えね」まで、薫の心中の思い。

4 【おぼゆまじき】大島本は「おほゆましき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ふまじき」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【かうやうなる】大島本は「か（か＋１う）やうなる」とある。すなわち「う」を補入する。『集成』『完本』は諸本に従って「かやう」と訂正以前の本文に校訂する。『新大系』は「かうやう」と底本の補入に従う。

6 【わが心のやうにひがひがしき心のたぐひ】『集成』は「身近に大君や中の君に会いながら、手を出さなかったことを言う」と注す。

7 【やはまた世にあんべかめる】反語表現。「あん」は「ある」の撥音便化。

8 【動きそめぬるあたりは】大君をさす。


総角．４．２．５

■　など思おもひゐたまへる1。

◇　などと思っていらっしゃった。

■　さぶらふ限かぎりの女房にょうばうの容貌心かたちこころざま、いづれとなく悪わろびたるなく、めやすくとりどりにをかしきなかに、あてにすぐれて目めにとまるあれど、さらにさらに乱みだれそめじ2の心こころにて、いときすくにもてなしたまへり。

◇　お仕えしているすべての女房の器量や気立ては、どの人となく悪い者はなく、無難でそれぞれに美しい中に、上品で優れて目にとまるのもいるが、全然乱れまいとの気持ちで、まことに生真面目に振る舞っていらっしゃった。

■　ことさらに見みえしらがふ人ひともあり3。

◇　わざと気を引いてみる女房もいる。


1 【など思ひゐたまへる】大島本は「思ひゐ給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひゐ給へり」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【さらにさらに乱れそめじ】薫の心中を語り手が叙述。

3 【見えしらがふ人もあり】薫の気を引いてみせる女房がいる。


総角．４．２．６

■　おほかた恥はづかしげに1、もてしづめたまへるあたりなれば、上うはべこそ心こころばかりもてしづめたれ、心々こころごころなる世よの中なかS29なりければ3、色いろめかしげにすすみたる下したの心漏こころもりて見みゆるもあるを、

◇　だいたいが気後れするような、沈着に振る舞っていらっしゃる所なので、表面はしとやかにしているが、人の心はさまざまなので、色っぽい性分の本心をちらちらと見せるのもいるが、

■　「さまざまにをかしくも、あはれにもあるかな」

◇　「人それぞれにおもしろくもあり、いとおしくもあるなあ」

■　と、立たちてもゐても、ただ常つねなきありさまを思おもひありきたまふ4。

◇　と、立っても座っても、ただ世の無常を思い続けていらっしゃる。


S29 世の人の心々にありければ思ふは辛し憂きは頼まず（古今六帖五-二六二二）

1 【おほかた恥づかしげに】明石中宮方の雰囲気。

2? 【上べこそ--もてしづめたれ】主語は女房たち。係結び、逆接用法。

3 【心々なる世の中なりければ】『異本紫明抄』は「世の人の心々に有りければ思ふはつらし憂きは頼まず」（古今六帖五、相思はぬ）を指摘。

4 【立ちてもゐてもただ常なきありさまを思ひありきたまふ】『集成』は「日頃のちょっとしたことにも、ただ世間の無常をしきりに思っていらっしゃる。「立ちてもゐても」は歌語。さまざまな女にも、無常を観ずる薫の本性」と注す。


第三段　女房たちと大君の思い

総角．４．３．１

■　かしこには1、中納言殿ちうなごんどののことことしげに言いひなしたまへりつるを、夜更よふくるまでおはしまさで2、御文おほむふみのあるを、

◇　あちらでは、中納言殿が仰々しくおっしゃったのを、夜の更けるまでいらっしゃらず、お手紙のあるのを、

■　「さればよ」

◇　「やはりそうであったか」

■　と3胸むねつぶれておはするに、夜中近よなかちかくなりて、荒あらましき風かぜのきほひに、いともなまめかしくきよらにて匂にほひおはしたるも、いかがおろかにおぼえたまはむ4。

◇　と胸をつぶしておいでになると、夜半近くなって、荒々しい風に競うようにして、たいそう優雅で美しく匂っていらっしゃったのも、どうしていい加減に思われなさろう。


1 【かしこには】宇治をさす。

2 【夜更くるまでおはしまさで】主語は匂宮。

3 【さればよと】大君の心配。やはり一時の慰みであったのだと。

4 【いかがおろかにおぼえたまはむ】主語は大君。反語表現。語り手の感情移入の表現。


総角．４．３．２

■　正身さうじみも1、いささかうちなびきてP25、思おもひ知しりたまふことあるべし2。

◇　ご本人も、わずかにうちとけて、お分かりになることがきっとあるにちがいない。

■　いみじくをかしげに盛さかりと見みえて3、引ひきつくろひたまへるさまは、

◇　たいそう美しく女盛りと見えて、ひきつくろっていらっしゃる様子は、

■　「ましてたぐひあらじはや4」

◇　「この方以上の方があろうか」

■　とおぼゆ。

◇　と思われる。


P25 うちなびきて--うちなひ（ひ/+き〈朱〉）て

1 【正身も】中君。

2 【思ひ知りたまふことあるべし】『休聞抄』は「双也」と指摘。『完訳』は「匂宮の厚志が分るようだと、語り手が推測」と注す。

3 【いみじくをかしげに盛りと見えて】以下、匂宮の目を通しての叙述。

4 【ましてたぐひあらじはや】匂宮の心中の思い。反語表現。


総角．４．３．３

■　さばかりよき人ひとを多おほく見みたまふ御目おほむめにだに、けしうはあらずと1、容貌かたちよりはじめて、多おほく近ちかまさりしたりと思おぼさるれば、山里やまざとの老おい人びとどもは、まして口くちつき憎にくげにうち笑ゑみつつ、

◇　あれほど美しい人を数多く御覧になっているお目にさえ、悪くはないと、器量をはじめとして、多く近勝りして思われなさるので、山里の老女連中は、まして慎みなく相好を崩して微笑しながら、


1 【けしうはあらずと】大島本は「けしうハあらすと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「けしうはあらず」と「と」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．３．４

■　「かくあたらしき御おほむありさまを1、なのめなる際きはの人ひとの見みたてまつりたまはましかば、いかに口惜くちをしからまし2。

◇　「このように惜しいご様子を、並の身分の男性がお世話申し上げなさるようになったら、どんなに口惜しいことでしょう。

■　思おもふやうなる御宿世おほむすくせ」

◇　思いどおりのご運勢を」


1 【かくあたらしき御ありさまを】以下「御宿世を」まで、老女房の詞。

2 【見たてまつりたまはましかばいかに口惜しからまし】反実仮想の構文。匂宮と結婚してよかった、という気持ち。


総角．４．３．５

■　と聞きこえつつ、姫宮1ひめみやの御心みこころを、あやしくひがひがしくもてなしたまふを2、もどき口くちひそみきこゆ。

◇　と申し上げながら、姫宮のご性格を、妙な偏屈者のようにお振る舞いなさるのを、悪しざまに口をとがらせてご非難申し上げる。


1 【姫宮】大君をさす。

2 【ひがひがしくもてなしたまふを】大君が薫に靡こうとしないのをいう。


総角．４．３．６

■　盛さかり過すぎたるさまどもに1、あざやかなる花はなの色々いろいろ、似につかはしからぬをさし縫ぬひつつ、ありつかずとりつくろひたる姿すがたどもの2、罪許つみゆるされたるもなきを見みわたされたまひて、姫宮ひめみや、

◇　盛りを過ぎた身なのに、派手な花の色とりどりや、似つかわしくないのを縫いながら、身にもつかずめかしこんでいる女房連中の姿が、見られた者もいないのを見渡しなさって、姫宮は、


1 【盛り過ぎたるさまどもに】『完訳』は「以下、大君の感懐。厚顔無恥の老女房を見る眼から、やがてわが身を凝視する眼へと移る」と注す。

2 【ありつかずとりつくろひたる姿どもの】薫から贈られた衣装を着飾っているが、似合わない様子。


総角．４．３．７

■　「我われもやうやう盛さかり過すぎぬる身みぞかし1。

◇　「わたしもだんだん盛りを過ぎた身だわ。

■　鏡かがみを見みれば、痩やせ痩やせになりもてゆく。

◇　鏡を見ると、痩せ痩せになってゆく。

■　おのがじしは、この人ひとどもも、我悪われあしとやは思おもへる2。

◇　めいめいは、この女房連中も、自分自身を醜いと思っていようか。

■　うしろでは知しらず顔がほに、額髪ひたひがみをひきかけつつ、色いろどりたる顔かほづくりをよくしてうち振ふる舞まふめり。

◇　後ろ姿は知らない顔で、額髪をかき上げながら、化粧した顔づくろいをよくして振る舞っているようだ。

■　わが身みにては、まだいとあれがほどにはあらず。

◇　自分の身としては、まだあの女房ほどは醜くはない。

■　目めも鼻はなも直なほしとおぼゆるは、心こころのなしにやあらむ」

◇　目鼻だちも尋常だと思われるのは、うぬぼれであろうか」


1 【我もやうやう盛り過ぎぬる身ぞかし】以下「心のなしにあらむ」まで、大君の心中の思い。

2 【我悪しとやは思へる】反語表現。老女房たちも自分自身醜いとは思っていまい。


総角．４．３．８

■　とうしろめたくて1、見出みいだして臥ふしたまへり。

◇　と不安で、外を眺めながら臥せっていらっしゃった。

■　「恥はづかしげならむ人ひとに2見みえむことは、いよいよかたはらいたく、今一二年いまひととせふたとせあらば、衰おとろへまさりなむ。

◇　「気後れするような方と結婚することは、ますますみっともなく、もう一、二年したらいっそう衰えよう。

■　はかなげなる身みのありさまを3」

◇　頼りない身の上を」

■　と、御手おほむてつきの細こまやかにか弱よわく、あはれなるをさし出いでても、世よの中なかを4思おもひ続つづけたまふ。

◇　と、お腕が細っそりとして弱々しく、痛々しいのをさし出してみても、世の中を思い続けなさる。


1 【とうしろめたくて】大島本は「とうしろめたくて」とある。『集成』は「うしろめたう」とウ音便形に改める。『完本』は諸本に従って「うしろめたう」とウ音便形に改め「て」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

2 【恥づかしげならむ人に】以下「ありさまを」まで、大君の思い。薫と結婚することをさす。

3 【はかなげなる身のありさまを】『集成』は「長生きできそうにない私の身体具合だものと」。『完訳』は「いかにも頼りどころのないこの身の上を」「生活環境への不安と体の衰弱への不安とを重ねていう」と注す。

4 【世の中を】『集成』は「薫とのことを」。『完訳』は「世の無常を」「直接には薫との仲をさす」と注す。


第四段　匂宮と中の君、朝ぼらけの宇治川を見る

総角．４．４．１

■　宮みやは1、ありがたかりつる御暇おほむいとまのほどを思おぼしめぐらすに、

◇　匂宮は、めったにないお暇のほどをお考えになると、

■　「なほ、心こころやすかるまじきこと2にこそは」

◇　「やはり、気軽にできそうにないことだ」

■　と、胸むねふたがりて3おぼえたまひけり。

◇　と、胸が塞がって思われなさるのであった。

■　大宮4おほみやの聞きこえたまひしさまなど語かたりきこえたまひて、

◇　大宮がご注意申し上げなさったことなどをお話し申し上げなさって、


1 【宮は】匂宮。

2 【なほ心やすかるまじきこと】匂宮が宇治に通って来ることをさす。

3 【胸ふたがりて】大島本は「むねふたかりて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いと胸ふたがりて」と「いと」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【大宮】明石中宮。


総角．４．４．２

■　「思おもひながら1とだえあらむを、いかなるにか、と思おぼすな。

◇　「愛していながら途絶えがあろうが、どうしたことなのか、とお案じなさるな。

■　夢ゆめにてもおろかならむに、かくまでも参まゐり来くまじきを。

◇　かりそめにも疎かに思ったら、このようには参りません。

■　心こころのほどやいかがと疑うたがひて、思おもひ乱みだれたまはむが心苦こころぐるしさに、身みを捨すててなむ2。

◇　心の中をどうかしらと疑って、お悩みになるのがお気の毒で、身を捨てて参ったのです。

■　常つねにかくはえ惑まどひありかじ3。

◇　いつもこのようには抜け出すことはできないでしょう。

■　さるべきさまにて、近ちかく渡わたしたてまつらむ」

◇　しかるべき用意をして、近くにお移し申しましょう」


1 【思ひながら】以下「近く渡したてまつらむ」まで、匂宮の詞。

2 【身を捨ててなむ】係助詞「なむ」の下に「参りつる」などの語句が省略。

3 【え惑ひありかじ】宮中を抜け出して宇治に出向くこと。


総角．４．４．３

■　と、いと深ふかく聞きこえたまへど、

◇　と、とても心をこめて申し上げなさるが、

■　「絶たえ間まあるべく1思おぼさるらむは、音おとに聞ききし御心みこころのほどしるべきにや2」

◇　「絶え間がきっとあるように思われなさるのは、噂に聞いたお心のほどが現れたのかしら」

■　と心こころおかれて、わが御おほむありさまから、さまざまもの嘆なげかしくてなむありける。

◇　と疑われて、ご自身の頼りない様子を思うと、いろいろと悲しいのであった。


1 【絶え間あるべく】以下「ほどしるべきにや」まで、中君の心中の思い。好色の評判高い匂宮の物言いかと思う。

2 【しるべきにや】大島本は「しるへきにや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「しるきにや」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．４．４

■　明あけ行ゆくほどの空そらに、妻戸押つまどおし開あけたまひて、もろともに誘いざなひ出いでて1見みたまへば、霧きりわたれるさま、所**からのあはれ2多おほく添そひて、例れいの、柴積しばつむ舟ふねのかすかに行ゆき交かふ跡あとの白波3しらなみS30、

◇　明けてゆく空に、妻戸を押し開けなさって、一緒に誘って出て御覧になると、霧の立ちこめた様子、場所柄の情趣が多く加わって、例の、柴積み舟がかすかに行き来する跡の白波、

■　「目馴めなれずもある住すまひのさまかな4」

◇　「見慣れない住まいの様子だなあ」

■　と、色いろなる御心5みこころには、をかしく思おぼしなさる。

◇　と、物事に感じやすいお心には、おもしろく思われなさる。

◆　 
あけ ゆく ほど の そら に、 つまど おしあけ たまひ て、 もろともに いざなひ いで て み たまへ ば、 きり わたれ る さま、 ところがら の あはれ おほく そひ て、 れい の、 しば つむ ふね の かすかに ゆきかふ あと の しらなみ、 "めなれ ず も ある すまひ の さま かな!" と、 いろ なる み-こころ に は、 をかしく おぼし なさ る。


S30 世の中を何に喩へむ朝ぼらけ漕ぎ行く舟の跡の白波（拾遺集哀傷-一三二七　沙弥満誓）

1 【もろともに誘ひ出でて】『完訳』は「一緒に夜明けの外景を眺めるのは、逢瀬の後の、親密な仲を語る典型的場面」と注す。

2 【所からのあはれ】山里らしい風情。

3 【例の柴積む舟のかすかに行き交ふ跡の白波】『完訳』は「以下宇治の典型的風景」と注す。『源氏釈』は「世の中を何に譬へむ朝ぼらけ漕ぎ行く舟の跡の白波」（拾遺集哀傷、一三二七、沙弥満誓）を指摘。

4 【目馴れずもある住まひのさまかな】匂宮の感想。

5 【色なる御心】『集成』は「多情なご性分とて」。『完訳』は「多感な宮のお心には」と訳す。


総角．４．４．５

■　山やまの端はの光ひかりやうやう見みゆるに、女君をむなぎみの御容貌おほむかたちのまほにうつくしげにて、

◇　山の端の光がだんだんと見えるころに、女君のご器量が整っていてかわいらしくて、

■　「限かぎりなくいつき据すゑたらむ姫宮ひめみやも1、かばかりこそはおはすべかめれ。

◇　「この上なく大切に育てられた姫君も、これほどでいらっしゃろうか。

■　思おもひなしの、わが方かたざまのいといつくしきぞかし2。

◇　気のせいで、こちらの身内の方がとても立派に思われる。

■　こまやかなる匂にほひなど、うちとけて見みまほしく3」

◇　きめ濃やかな美しさなどは、気を許して見ていたく」

■　、なかなかなる心地ここちす。

◇　、かえって堪えがたい気がする。


1 【限りなくいつき据ゑたらむ姫宮も】以下「見まほしき」あたりまで、匂宮の心中の思い。以下、地の文に流れる。

2 【わが方ざまのいといつくしきぞかし】姉の女一の宮が立派に思われる。

3 【見まほしく】大島本は「見まほしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見まほしう」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．４．６

■　水みづの音おとなひなつかしからず、宇治橋うぢばしのいともの古ふりてS31見みえわたさるるなど1、霧晴きりはれゆけば、いとど荒あらましき岸きしのわたりを、

◇　水の音が騒がしく、宇治橋がたいそう古びて見渡されるなど、霧が晴れてゆくと、ますます荒々しい岸の辺りを、

■　「かかる所ところに、いかで年としを経へたまふらむ2」

◇　「このような所に、どのようにして年月を過ごしてこられたのだろう」

■　など、うち涙なみだぐみたまへるを3、いと恥はづかしと聞ききたまふ4。

◇　などと、涙ぐんでおっしゃるのを、まことに恥ずかしいとお聞きになる。


S31 千早振る宇治の橋守汝をしぞあはれとぞ思ふ年の経ぬれば（古今集雑上-九〇四　読人しらず）

1 【宇治橋のいともの古りて見えわたさるるなど】『花鳥余情』は「千早振る宇治の橋守汝れをしぞあはれとは思ふ年の経ぬれば」（古今集雑上、九〇四、読人しらず）を指摘。

2 【かかる所にいかで年を経たまふらむ】匂宮の思い。中君が今まで宇治の山里に過ごしてきたことをいう。

3 【うち涙ぐみたまへるを】大島本は「涙くミ給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「涙ぐまれたまへる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【恥づかしと聞きたまふ】主語は中君。


総角．４．４．７

■　男をとこの御おほむさまの、限かぎりなくなまめかしくきよらにて、この世よのみならず契ちぎり頼たのめきこえたまへば、

◇　男君のご様子が、この上なく優雅で美しくて、この世だけでなく来世まで夫婦のお約束申し上げなさるので、

■　「思おもひ寄よらざりしこととは思おもひながら1、なかなか、かの目馴めなれたりし中納言ちうなごんの恥はづかしさよりは」

◇　「思い寄らなかったこととは思いながらも、かえって、あの目馴れた中納言の恥ずかしさよりは」

■　とおぼえたまふ。

◇　と思われなさる。


1 【思ひ寄らざりしこととは思ひながら】『集成』は「以下、中の君の心中に添って述べる」。『完訳』は「中の君の心中。昔からなじんできた薫より気骨が折れない、とする」と注す。


総角．４．４．８

■　「かれは思おもふ方異かたことにて1、いといたく澄すみたるけしきの、見みえにくく恥はづかしげなりしに2、よそに思おもひきこえしは、ましてこよなくはるかに3、一行書ひとくだりかき出いでたまふ御返おほむかへり事ごとだに4、つつましくおぼえしを、久ひさしく途絶とだえたまはむは5、心細こころぼそからむ」

◇　「あの方は愛する方が別にいて、とてもたいそう澄ましていた様子が、会うのも気づまりであったが、お噂だけでお思い申し上げていた時は、いっそうこの上なく遠くに、一行お書きになるお返事でさえ。気後れしたが、久しく途絶えなさることは、心細いだろう」


1 【かれは思ふ方異にて】以下「心細からむ」まで、中君の心中の思い。薫は私ではなく姉の大君を愛している。

2 【見えにくく恥づかしげなりしに】『集成』は「近づきにくく気詰まりだったのに」。『完訳』は「お付合いしにくく気づまりであったが」と注す。

3 【よそに思ひきこえしはましてこよなくはるかに】匂宮のことを噂に聞いていたときは薫以上にはるかな存在に思っていたが、の意。

4 【一行書き出でたまふ御返り事だに】主語は中君。かつて匂宮に書いた返事をさす。

5 【久しく途絶えたまはむは】大島本は「ひさしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「久しう」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．４．９

■　と思おもひならるるも、我われながらうたて1、と思おもひ知しりたまふ。

◇　と思われるのも、我ながら嫌なと、思い知りなさる。


1 【我ながらうたて】中君の心中の思い。『完訳』は「自分ながら、心の変りようを。夜離れの心細さを懸念するような、恋する女に変ったことを自覚」と注す。


第五段　匂宮と中の君和歌を詠み交して別れる

総角．４．５．１

■　人ひとびといたく声こわづくり催もよほしきこゆれば、京きゃうにおはしまさむほど、はしたなからぬほどに1と、いと心こころあわたたしげにて、心こころより外ほかならむ夜よがれを、返かへす返がへすのたまふ。

◇　お供の者たちがひどく咳払いをしてお促し申し上げるので、京にお着きになる時刻が、みっともなくないころにと、たいそう気ぜわしそうに、心にもなく来られない夜もあろうことを、繰り返し繰り返しおっしゃる。


1 【京におはしまさむほどはしたなからぬほどに】匂宮の心中を地の文で語る。


総角．４．５．２

■　「中絶なかたえむものならなくに橋姫はしひめの

片敷かたしく袖そでS32や夜半よはに濡ぬらさむ1」

◇　「中が切れようとするのでないのに

あなたは独り敷く袖は夜半に濡らすことだろう」


S32 狭蓆（さむしろ）に衣片敷き今宵もや我や待つらむ宇治の橋姫（古今集恋四-六八九　読人しらず）忘らるる身を宇治橋の中絶えて人も通はぬ年ぞ経にける（古今集恋五-八二五　読人しらず）

1 【中絶えむものならなくに橋姫の片敷く袖や夜半に濡らさむ】匂宮から中君への贈歌。「橋姫」に中君を譬える。『花鳥余情』は「忘らるる身を宇治橋の中絶えて人も通はぬ年ぞ経にける」（古今集恋五、八二五、読人しらず）「さむしろに衣かたしき今宵もやわれを待つらむ宇治の橋姫」（古今集恋四、六八九、読人しらず）を指摘。


総角．４．５．３

■　出いでがてに、立たち返かへりつつやすらひたまふ。

◇　帰りにくく、引き返しては躊躇していらっしゃる。

総角．４．５．４

■　「絶たえせじのわが頼たのみにや宇治橋うぢばしの

遥はるけきなかを待まちわたるべき1」

◇　「切れないようにとわたしは信じては

宇治橋の遥かな仲をずっとお待ち申しましょう」


1 【絶えせじのわが頼みにや宇治橋の遥けきなかを待ちわたるべき】中君の返歌。「絶え」「橋」の語句を受け、「や--濡らさむ」を「や--待ちわたるべき」と返す。贈答歌。


総角．４．５．５

■　言ことには出いでねど、もの嘆なげかしき御おほむけはひは1、限かぎりなく思おぼされけり。

◇　口には出さないが、何となく悲しいご様子は、この上なくお思いなさるのであった。


1 【御けはひは】大島本は「御けハひハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御けはひ」と係助詞「は」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．５．６

■　若わかき人ひとの御心みこころにしみぬべく、たぐひすくなげなる朝あさけの御姿1おほむすがたを見送みおくりて、名残なごりとまれる御移おほむうつり香がなども、人知ひとしれずものあはれなるは、されたる御心みこころかな2。

◇　若い女性のお心にしみるにちがいない、世にも稀な朝帰りのお姿を見送って、後に残っている御移り香なども、人知れずなにやらせつない気がするのは、機微の分かるお心だこと。

■　今朝けさぞ、もののあやめ3見みゆるほどにて、人ひとびとP26覗のぞきて見みたてまつる。

◇　今朝は、物の見分けもつく時分なので、女房たちが覗いて拝する。


P26 人びと--人（人/+／＼〈朱〉）

1 【朝けの御姿】大島本は「御すかた」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「姿」と接頭語「御」を削除する。『新大系』は底本のままとする。歌語。

2 【されたる御心かな】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「語り手の諧謔的なほめことば」。『集成』は「（中の君も）隅に置けないお方だこと。男女の間の情にすでに目覚めていることをいう。草子地」と注す。

3 【もののあやめ】大島本は「ものゝあやめ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もののあやめも」と係助詞「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．５．７

■　「中納言殿ちうなごんどのは1、なつかしく恥はづかしげなるさまぞ、添そひたまへりける。

◇　「中納言殿は、優しく恥ずかしい感じが、加わった方であった。

■　思おもひなしの2、今いまひと際きはにや、この御おほむさまは、いとことに」

◇　気のせいか、もう一段尊い身分なので、この方のお姿は、まことに格別で」


1 【中納言殿は】以下「いとことに」まで、女房の詞。

2 【思ひなしの】皇族と思うせいか。


総角．４．５．８

■　など、めできこゆ。

◇　などと、お誉め申し上げる。

総角．４．５．９

■　道みちすがら、心苦こころぐるしかりつる御みけしきを思おぼし出いでつつ、立たちも返かへりなまほしく、さま悪あしきまで思おぼせど、世よの聞きこえを忍しのびて帰かへらせたまふほどに1、えたはやすくも紛まぎれさせたまはず。

◇　道すがら、お気の毒であったご様子をお思い出しになりながら、引き返したく、体裁悪くまでお思いになるが、世間の評判を我慢してお帰りあそばすことなので、たやすくお出かけになることはおできになれない。


1 【帰らせたまふほどに】「ほど」名詞、時間の意。格助詞「に」動作の原因・事の因って起こることを示す。『集成』は「お帰りあそばしたことだから」。『完訳』は「お帰りになるが、それからというものの」と訳す。


総角．４．５．１０

■　御文おほむふみは明あくる日ひごとに1、あまた返かへりづつたてまつらせたまふ。

◇　お手紙は毎日毎日に、たくさん書いて差し上げなさる。

■　「おろかにはあらぬにや」

◇　「いい加減なお気持ちではないのでは」

■　と思おもひながら、おぼつかなき日数ひかずの積つもるを、

◇　と思いながら、訪れのない日数が続くのを、

■　「いと心尽こころづくしに見みじと3思おもひしものを、身みにまさりて心苦こころぐるしくもあるかな」

◇　「まことに心配の限りを尽くすことはしまいと思っていたが、自分のこと以上においたわしいことだわ」

■　と、姫宮4ひめみやは思おぼし嘆なげかるれど、いとどこの君きみの思おもひ沈しづみたまはむにより、つれなくもてなして、

◇　と、姫宮はお悲しみになるが、ますますこの妹君がお悲しみに沈んでいらっしゃろうことから、平静を装って、

■　「みづからだに、なほかかること思おもひ加くはへじ5」

◇　「自分自身でさえ、やはりこのような心配を増やすまい」

■　と、いよいよ深ふかく思おぼす。

◇　と、ますます強くお思いになる。


1 【明くる日ごとに】『完訳』は「毎日毎日、日に幾度となく書く」と注す。

2? 【おろかならぬにや】大君の匂宮の気持ちを推測する思い。地の文から叙述。

3 【いと心尽くしに見じと】以下「心苦しくもあるかな」まで、大君の思い。

4 【姫宮】大君。

5 【みづからだになほかかること思ひ加へじ】大君の心中の思い。薫との結婚を改めて断念する気持ち。


総角．４．５．１１

■　中納言ちうなごんの君きみも、

◇　中納言の君も、

■　「待まち遠どほにぞ思おぼすらむかし1」

◇　「待ち遠しくお思いだろう」

■　と思おもひやりて、我わがあやまちにいとほしくて、宮みやを聞きこえおどろかしつつ、絶たえずP27御みけしきを見みたまふに、いといたく思おもほし入いれたるさまなれば、さりともと、うしろやすかりけり。

◇　と想像して、自分の責任からおいたわしくて、宮をお促し申し上げながら、絶えずご様子を御覧になると、たいそうひどく打ち込んでいらっしゃる様子なので、そうはいってもと、安心であった。


P27 絶えず--たゝ（ゝ/＄え〈朱〉）す

1 【待ち遠にぞ思すらむかし】薫の心中の思い。宇治の姫君たちは匂宮の来訪を。


第六段　九月十日、薫と匂宮、宇治へ行く

総角．４．６．１

■　九月十日くぐわちとをかのほどなれば、野山のやまのけしきも1思おもひやらるるに、時雨しぐれめきてかきくらし2、空そらのむら雲恐くもおそろしげなる夕暮ゆふぐれ、宮みやいとど静心しづこころなく眺ながめたまひて、いかにせむと、御心一みこころひとつを出いで立たちかねS33たまふ3。

◇　九月十日のころなので、野山の様子も自然と想像されて、時雨めいて暗くなり、空のむら雲が恐ろしそうな夕暮に、宮はますます落ち着きなく物思いに耽りなさって、どうしようかと、ご自身では決心をしかねていらっしゃる。

■　折推をりおし量はかりて、参まゐりたまへり4。

◇　そのところを推量して、参上なさった。

■　「ふるの山里やまざといかならむS34,5」

◇　「ふるの山里はどうでしょうか」

■　と、おどろかしきこえたまふ。

◇　と、お誘い申し上げなさる。

■　いとうれしと思おぼして、もろともに誘いざなひたまへば、例れいの、一ひとつ御車みくるまにておはす。

◇　まことに嬉しいとお思いになって、一緒にお出かけになるので、例によって、一車に相乗りしてお出かけになる。


S33 伊勢の海に釣する海人の浮けなれや心一つを定めかねつる（古今集恋一-五〇九　読人しらず）

S34 石上ふるの山里いかならむ遠方の里人霞隔てて（源氏釈所引-出典未詳）初時雨ふるの山里いかならむ住む人さへや袖の濡るらむ（新千載集冬-五九九　読人しらず）

1 【九月十日のほどなれば野山のけしきも】宇治では晩秋の寂寥感の深まるころ。

2 【時雨めきてかきくらし】時雨は晩秋から初冬にかけての景物。

3 【いかにせむと御心一つを出で立ちかねたまふ】『集成』は「伊勢の海に釣する海士の浮けなれや心一つを定めかねつる」（古今集恋一、五〇九、読人しらず）を指摘。

4 【折推し量りて参りたまへり】主語は薫。

5 【ふるの山里いかならむ】薫の詞。匂宮を宇治に誘う。『源氏釈』は「いそのかみふるの山里いかならむ遠方の里人霞み隔てて」（出典未詳）。『河海抄』は「初時雨ふるの山里いかならむ住む人さへや袖の濡るらむ」（新千載集冬、五九九、読人しらず）を指摘。


総角．４．６．２

■　分わけ入いりたまふままにぞ、まいて眺ながめたまふらむ心こころのうち、いとど推おし量はかられたまふ1。

◇　分け入りなさるにつれて、まして物思いしているだろう心中を、ますますご想像される。

■　道みちのほども、ただこのことの心苦こころぐるしきを語かたらひきこえたまふ2。

◇　道中も、ただこのことのお気の毒さをお話し合いなさる。


1 【まいて眺めたまふらむ心のうちいとど推し量られたまふ】主語は匂宮。自分以上に物思いしているだろう中君の心中を思いやる。

2 【ただこのことの心苦しきを語らひきこえたまふ】主語は匂宮。『完訳』は「中の君への思いを率直に訴える。気がねのない匂宮らしい性分」と注す。


総角．４．６．３

■　たそかれ時どきのいみじく心細こころぼそげなるに、雨あめは冷ひややかにうちそそきて、秋果あきはつるけしきのすごきに、うちしめり濡ぬれたまへる匂にほひどもは、世よのものに似にず艶えんにて、うち連つれたまへるを、山賤やまがつどもは、いかが心惑こころまどひもせざらむ1。

◇　黄昏時のひどく心細いうえに、雨が冷たく降り注いで、秋の終わる気色がぞっとする感じなので、しっとりと濡れていらっしゃるお二方の芳気は、この世のものに似ず優艷で、連れ立っていらっしゃるのを、山賤連中は、どうしてうろたえぬことがあろうか。


1 【山賤どもはいかが心惑ひもせざらむ】反語表現。「山賤」は宇治山荘に仕える人々をいう。語り手の感情移入表現。


総角．４．６．４

■　女をむなばら、日ひごろうちつぶやきつる、名残なごりなく笑ゑみさかえつつ、御座おましひきつくろひなどす。

◇　女房らは、日頃ぶつぶつ言っていたが、そのあとかたもなくにこにことして、ご座所を整えたりなどする。

■　京きゃうに、さるべき所々ところどころに行ゆき散ちりたる1娘むすめども、姪めいだつ人ひと、二ふたり、三人尋みたりたづね寄よせて参まゐらせたり。

◇　京に、しかるべき家々に散り散りになっていた娘連中や、姪のような人を、二、三人呼び寄せて仕えさせていた。

■　年としごろあなづりきこえける心浅こころあさき人ひとびと2、めづらかなる客人まらうと思とおもひ驚おどろきたり。

◇　長年軽蔑申し上げてきた思慮の浅い人びとは、珍しい客人と思って驚いていた。


1 【京にさるべき所々に行き散りたる】『完訳』は「八の宮家の古参の女房の娘や姪といった人たちで、今はこの邸を出て京の諸所に仕えている者たち」と注す。

2 【あなづりきこえける心浅き人びと】姫宮たちを。女房の娘や姪たち。


総角．４．６．５

■　姫宮ひめみやも、折をりうれしく思おもひきこえたまふに、さかしら人びとの添そひたまへるぞ2、恥はづかしくもありぬべく3、なまわづらはしく思おもへど、心こころばへののどかにP28もの深ふかくものしたまふを、

◇　姫宮も、ちょうどよい折柄と嬉しくお思い申し上げなさるが、利口ぶった方が一緒にいらっしゃるのが、気恥ずかしくもあり、何となく厄介にも思うが、人柄がゆったりと慎重でいらっしゃるので、

■　「げに、人ひとはかくはおはせざりけり4」

◇　「なるほど、宮はこのようではおいででない」

■　と見みあはせたまふに、ありがたしと思おもひ知しらる5。

◇　とお見比べなさると、めったにない方だと思い知られる。


P28 のどかに--（/+の）とかに

1? 【姫宮も折うれしく思きこえたまふに】大君は、時雨の中をわざわざ来訪してくれたことをうれしく思う。

2 【さかしら人の添ひたまへるぞ】薫が一緒なのを。

3 【恥づかしくもありぬべく】『完訳』は「気のおける立派さ。大君の薫に抱く好感の一面」と注す。

4 【げに人はかくはおはせざりけり】大君の薫を見て匂宮と比較した感想。

5 【ありがたしと思ひ知らる】大君の感想。薫を稀な方だと思う。「る」自発の助動詞。


第七段　薫、大君に対面、実事なく朝を迎える

総角．４．７．１

■　宮みやを、所ところにつけては、いとことにかしづき入いれたてまつりて、この君きみは、主人方あるじがたに1心こころやすくもてなしたまふものから、まだ客人居まらうとゐのかりそめなる方かたに出いだし放はなちたまへればP29,2、いとからしと思おもひたまへり。

◇　宮を、場所柄によって、とても特別に丁重にお迎え入れ申し上げて、この君は、主人方に気安く振る舞っていらっしゃるが、まだ客人席の臨時の間に遠ざけていらっしゃるので、まことにつらいと思っていらっしゃった。

■　怨うらみたまふもさすがにいとほしくて、物越ものごしに対面たいめんしたまふ。

◇　お恨みなさるのも、そうはいってもお気の毒で、物越しにお会いなさる。


P29 たまへれば--給つ（つ/＄へ〈朱〉）れは

1 【この君は主人方に】薫は主人顔に振る舞おうとする。

2 【まだ客人居のかりそめなる方に出だし放ちたまへれば】大君は薫をまだ主人扱いせずに、客人扱いに遠ざけて待遇する。


総角．４．７．２

■　「戯たはぶれにくくもあるかなS35。

◇　「冗談ではありませんね。

■　かくてのみや」

◇　こうしてばかりいられましょうか」

■　と、いみじく怨うらみきこえたまふ。

◇　と、ひどくお恨み申し上げなさる。

■　やうやうことわり知しりたまひにたれど、人ひとの御上おほむうへにても2、ものをいみじく思おもひ沈しづみたまひて、いとどかかる方かたを3憂うきものに思おもひ果はてて、

◇　だんだんと道理をお分かりになってきたが、妹のお身の上についても、物事をひどく悲観なさって、ますますこのような結婚生活を嫌なものとすっかり思いきって、


S35 ありぬやと心みがてらあひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき（古今集俳諧-一〇二五　読人しらず）

1? 【戯れにくくもあるかなかくてのみやは】『岷江入楚』は「有りぬやと試みがてら逢ひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき」（古今集雑体、一〇二五、読人しらず）を指摘。

2 【人の御上にても】妹の中君の身の上。

3 【いとどかかる方を】『集成』は「いよいよ結婚といった男女の関係を」。『完訳』は「大君は、中の君の様子から、結婚生活一般を厭わしく考えはじめる。一面では喜びをも感じている中の君との隔りに注意」と注す。


総角．４．７．３

■　「なほ、ひたぶるに1、いかでかくうちとけじ。

◇　「やはり、一途に、何とかこのようにはうちとけまい。

■　あはれと思おもふ人ひとの御心みこころも2、かならずつらしと思**ひぬべきわざにこそあめれ。

◇　うれしいと思う方のお気持ちも、きっとつらいと思うにちがいないことがあるだろう。

■　我われも人ひとも見みおとさず、心違こころたがはでやみにしがな3」

◇　自分も相手も幻滅したりせずに、もとの気持ちを失わずに、最後までいたいものだわ」

◆　 
"なほ、 ひたぶるに、 いかで かく うちとけ じ。 あはれ と おもふ ひと の み-こころ も、 かならず つらし と おもひ わび ぬ べき わざ に こそ あ' めれ。 われ も ひと も みおとさ ず、 こころ たがは で やみ に し がな!"


1 【なほひたぶるに】以下「やみにしがな」まで、大君の心中。薫との結婚を思いとどまる決意。

2 【あはれと思ふ人の御心も】薫をさす。『集成』は「うれしいと思うこの方のお気持にしても」。『完訳』は「今はいとしいと思うお方のお気持にしても」と訳す。

3 【心違はでやみにしがな】『完訳』は「精神的な共感が理想視される」と注す。


総角．４．７．４

■　と思おもふ心こころづかひ深ふかくしたまへり。

◇　と思う考えが深くおなりになっていた。

総角．４．７．５

■　宮みやの御おほむありさまなども問とひきこえたまへば1、かすめつつ、

◇　宮のご様子などをお尋ね申し上げなさると、ちらっとほのめかしつつ、

■　「さればよ」

◇　「そうであったのか」

■　とおぼしくのたまへば2、いとほしくて、思おぼしたる御**さま、けしきを見みありくやうなど3、語かたりきこえたまふ4。

◇　とお思いになるようにおっしゃるので、お気の毒になって、ご執心のご様子や、態度を窺っていることなどを、お話し申し上げなさる。

◆　 
みや の おほむ-ありさま など も とひ きこえ たまへ ば、 かすめ つつ、 "さればよ。" と おぼしく のたまへ ば、 いとほしく て、 おぼし たる さま、 けしき を み ありく やう など、 かたり きこえ たまふ。


1 【問ひきこえたまへば】薫が大君に。

2 【かすめつつさればよとおぼしくのたまへば】大君が薫の想像していたようにおっしゃるので。

3 【思したる御さまけしきを見ありくやうなど】匂宮の様子や薫がそれをさぐっていることなどを。

4 【語りきこえたまふ】薫が大君に。


総角．４．７．６

■　例れいよりは心こころうつくしく語かたらひて、

◇　いつもよりは素直にお話しになって、

総角．４．７．７

■　「なほ、かくもの思おもひ加くはふるほど、すこし心地ここちも1静しづまりて聞きこえむ」

◇　「やはり、このように物思いの多いころを、もう少し気持ちが落ち着いてからお話し申し上げましょう」


1 【なほかくもの思ひ加ふるほどすこし心地も】以下「聞こえむ」まで、大君の詞。「すこし」の解釈に関して、『集成』は「少し」の意味に解す。『完本』『新大系』は「過ごし」の意味に解す。『集成』は「思いがけぬ中の君の結婚に加えて匂宮の夜離れと、心労が加わっている」と注す。


総角．４．７．８

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　人憎ひとにく気遠くけどほくは、もて離はなれぬものから、

◇　小憎らしくよそよそしくは、あしらわないものの、

■　「障子さうじの固かためもいと強つよし。

◇　「襖障子の戸締りもとても固い。

■　しひて破やぶらむをば、つらくいみじからむ」

◇　無理に突破するのは、辛く酷いこと」

■　と思おぼしたれば1、

◇　とお思いになっているので、

■　「思おぼさるるやうこそはあらめ2。

◇　「お考えがおありなのだろう。

■　軽々かるがるしく異ことざまになびきたまふこと、はた、世よにあらじ」

◇　軽々しく他人になびきなさるようなことは、また決してあるまい」

■　と、心こころのどかなる人ひとは3、さいへど、いとよく思おもひ静しづめたまふ。

◇　と、心のおっとりした方は、そうはいっても、じつによく気を落ち着かせなさる。


1 【思したれば】『集成』は「大君が」。『完訳』は、主語を薫として訳す。

2 【思さるるやうこそはあらめ】以下「世にあらじ」まで、薫の心中。

3 【心のどかなる人は】薫。語り手の批評を含む呼称。


総角．４．７．９

■　「ただ、いとおぼつかなく1、もの隔へだてたるなむ、胸むねあかぬ心地ここちするを。

◇　「ただ、とても頼りなく、物を隔てているのが、満足のゆかない気がしますよ。

■　ありしやうにて聞きこえむ2」

◇　以前のようにお話し申し上げたい」


1 【ただいとおぼつかなく】以下「聞こえむ」まで、薫の詞。

2 【ありしやうにて聞こえむ】かつて一周忌前の訪問の折に、屏風を押し開いて中に入って大君に逢ったことをさす。


総角．４．７．１０

■　とせめたまへど、

◇　と責めなさると、

総角．４．７．１１

■　「常つねよりも1わが面影おもかげに恥はづるS36ころなれば2、疎うとましと見みたまひてむも、さすがに苦くるしきは、いかなるにか」

◇　「いつもよりも自分の容貌が恥ずかしいころなので、疎ましいと御覧になるのも、やはりつらく思われますのは、どうしたことでしょうか」


S36 夢にだに見ゆとは見えじ朝な朝な我が面影に恥づる身なれば（古今集恋四-六八一　伊勢）

1 【常よりも】以下「いかなるにか」まで、大君の詞。

2 【わが面影に恥づるころなれば】『源氏釈』は「夢にだに見ゆとは見えじ朝な朝なに我が面影に恥づる身なれば」（古今集恋四、六八一、伊勢）を指摘。


総角．４．７．１２

■　と、ほのかにうち笑わらひたまへるけはひなど、あやしくなつかしくおぼゆ1。

◇　と、かすかにほほ笑みなさった様子などは、不思議と慕わしく思われる。


1 【あやしくなつかしくおぼゆ】大島本は「あやしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あやしう」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．４．７．１３

■　「かかる御心みこころに1たゆめられたてまつりて、つひにいかになるべき身みにか」

◇　「このようなお心にだまされ申して、終いにはどのようになる身の上だろうか」


1 【かかる御心に】以下「身にか」まで、薫の詞。


総角．４．７．１４

■　と嘆なげきがちにて、例れいの、遠山鳥とほやまどりにてS37明あけぬ1。

◇　と嘆きがちに、いつものように、遠山鳥で別々のまま明けてしまった。


S37 雲の居る遠山鳥のよそに見てもありとし聞けば侘びつつぞ寝る（新古今集恋五-一三七一　読人しらず）逢ふことは遠山鳥の目も合はず逢はずて今宵明かしつるかな（花鳥余情所引-出典未詳）

1 【例の遠山鳥にて明けぬ】『源氏釈』は「雲居にて遠山鳥のはつかにもありとし聞かば恋ひつつもをらむ」（古今六帖二、山鳥）。『異本紫明抄』は「逢ふことは遠山鳥の目も逢はず逢はずて今宵明かしつるかな」（出典未詳）を指摘。


総角．４．７．１５

■　宮みやは、まだ旅寝たびねなるらむとも思おぼさで1、

◇　宮は、まだ独り寝だろうとはお思いならず、


1 【宮はまだ旅寝なるらむとも思さで】匂宮は薫がまだ客人扱いであることを知らずに。『集成』は「大君に迎え入れられていないとは想像もできない」と注す。


総角．４．７．１６

■　「中納言ちうなごんの、主人方あるじがたに1心こころのどかなるけしきこそうらやましけれ」

◇　「中納言が、主人方でゆったりとしている様子が羨ましい」


1 【中納言の主人方に】以下「うらやましけれ」まで、匂宮の詞。『完訳』は「匂宮は、薫と大君がまだ他人の関係とは思いもよらない」と注す。


総角．４．７．１７

■　とのたまへば、女君をむなぎみ、あやしと聞ききたまふ1。

◇　とおっしゃると、女君は、おかしなこととお聞きになる。


1 【女君あやしと聞きたまふ】中君。『集成』は「薫と大君とはまだ他人と思っている」と注す。


第八段　匂宮、中の君を重んじる

総角．４．８．１

■　わりなくておはしまして1、ほどなく帰かへりたまふがP30,2、飽あかず苦くるしきに、宮みやものをいみじく思おぼしたり。

◇　無理を押してお越しになって、長くもいずにお帰りになるのが、物足りなくつらいので、宮はひどくお悩みになっていた。

■　御心みこころのうちを知しりたまはねば、女方をむながたには、

◇　お心の中をご存知ないので、女方には、

■　「またいかならむ。

◇　「またどうなるのだろうか。

■　人笑ひとわらへにや3」

◇　物笑いになりはせぬか」

■　と思おもひ嘆なげきたまへば、

◇　と思ってお嘆きなると、

■　「げに、心尽こころづくしに苦くるしげなるわざかな」

◇　「なるほど、心底からおつらそうな」

■　と見みゆ4。

◇　と見える。


P30 たまふが--*給るか

1 【わりなくておはしまして】大島本は「おハしまして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはしましては」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【ほどなく帰りたまふが】大島本は「かへり給るか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまふが」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給（たまへ）るが」と整定する。

3 【またいかならむ人笑へにや】姫君たちの心配。夜離れが続くことや捨てられて世間の物笑いになることを心配する。

4 【げに心尽くしに苦しげなるわざかなと見ゆ】『紹巴抄』は「双地」と指摘。「げに」「かな」等の語句は語り手の大君への同情や共感の気持ち。


総角．４．８．２

■　京きゃうにも、隠かくろへて渡わたりたまふべき所ところもさすがになし1。

◇　京にも、こっそりとお移しになる家もさすがに見当たらない。

■　六条ろくでうの院ゐんには、左ひだりの大殿2おほいどの、片かたつ方かたには3住すみたまひて、さばかりいかでと思おぼしたる六ろくの君きみの御おほむことを思おぼしよらぬに4、なま恨うらめしと思おもひきこえたまふべかめり。

◇　六条院には、左の大殿が、一画にお住みになって、あれほど何とかしたいとお考えの六の君の御事をお考えにならないので、何やら恨めしいとお思い申し上げていらっしゃるようである。

■　好すき好ずきしき御おほむさまと、許ゆるしなくそしりきこえたまひて6、内裏うちわたりにも7愁うれへきこえたまふべかめれば、いよいよ、おぼえなくて出いだし据すゑたまはむも、憚はばかることいと多おほかり。

◇　好色がましいお振舞いだと、容赦なくご非難申し上げなさって、宮中あたりでもご愁訴申し上げていらっしゃるようなので、ますます、世間に知られない人をお囲いなさるのも、憚りがとても多かった。


1 【京にも隠ろへて渡りたまふべき所もさすがになし】「わたり」の主語は中君。『完訳』は「彼女が隠し妻でしかない点に注意」と注す。

2 【左の大殿】大島本は「左のおほいとの」とある。夕霧。『集成』は「右の大殿」と校訂する。『完本』『新大系』は底本のまま「左の大殿」とする。ただ、『完本』は「「右の大殿」とすべきか」と注す。また『新大系』も「夕霧を左大臣とするのは不審」と注する。

3 【片つ方には】大島本は「かたつかたにハ」とある。『集成』『完本』は「片つ方に」と「は」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

4 【思しよらぬに】主語は匂宮。

5? 【思きこえたまふべかめり】語り手の推量。

6 【許しなくそしりきこえたまひて】主語は夕霧。

7 【内裏わたりにも】匂宮の父帝は母明石中宮に対して。


総角．４．８．３

■　なべてに思おぼす人ひとの際きは、宮仕はみやづかへの筋すぢにて、なかなか心こころやすげなり2。

◇　普通にお思いの身分の女は、宮仕えの方面で、かえって気安そうである。

■　さやうの並々なみなみには思おぼされず、

◇　そのような並の女にはお思いなされず、

■　「もし世よの中移なかうつりて3、帝后みかどきさきの思おぼしおきつるままにも4おはしまさば、人ひとより高たかきさまにこそなさめ」

◇　「もし御世が替わって、帝や后がお考えおいたままにでもおなりになったら、誰よりも高い地位に立てよう」

■　など、ただ今いまは、いとはなやかに、心こころにかかりたまへるままに5、もてなさむ方かたなく苦くるしかりけり。

◇　などと、ただ今のところは、たいそうはなやかに、心に懸けていらっしゃるにつれて、して差し上げようともその方法がなくつらいのであった。


1? 【おぼえなくて出だし据ゑはむも】『集成』は「中の君のような意外な人を大っぴらに夫人としてお迎えになるのも」と訳す。

2 【なべてに思す人の際は宮仕への筋にてなかなか心やすげなり】『集成』は「並々にお思いの女だったら、宮仕えさせるといったことで、かえって扱いやすい。中宮などに仕えさせておく方法がある」。『完訳』は「表向きは女房という形。いわゆる召人。気安く逢えて、しかも世間から非難も受けない形である」と注す。

3 【もし世の中移りて】以下「こそなさめ」まで、匂宮の心中。中君を立后させよう、の意。

4 【帝后の思しおきつるままにも】帝と中宮は匂宮を将来の東宮にと考えている。

5 【心にかかりたまへるままに】『集成』は「〔中君が〕お気に召しているあまりに」。『完訳』は「お心にかけていらっしゃるのだから」。副詞「ままに」、--に従って、--につれて、の意。


総角．４．８．４

■　中納言ちうなごんは、三条さむでうの宮造みやつくり果はてて1、

◇　中納言は、三条宮を造り終えて、

■　「さるべきさまにて渡わたしたてまつらむ」

◇　「しかるべき形をもってお迎え申そう」

■　と思おぼす2。

◇　とお考えになる。


1 【中納言は三条の宮造り果てて】昨年の春焼亡くした三条宮邸を新築。

2 【さるべきさまにて渡したてまつらむと思す】夫人として世間に認められるようにして迎えよう、の意。


総角．４．８．５

■　げに、ただ人うどは心こころやすかりけり1。

◇　なるほど、臣下は気楽なのであった。

■　かくいと心苦こころぐるしき御みけしきながら、やすからず忍しのびたまふからに、かたみに思おもひ悩なやみたまへるめるも2、心苦***しくて、

◇　このようにたいそうお気の毒なご様子でありながら、気をつかってお忍びになるために、お互いに思い悩んでいらっしゃるようなのも、おいたわしくて、

■　「忍しのびてかく3通かよひたまふよしを、中宮ちうぐうなどにも漏もらし聞きこし召めさせて、しばしの御騒おほむさわがれはいとほしくとも、女方をむながたの御おほむためは、咎とがもあらじ。

◇　「人目を忍んでこのようにお通いになっている事情を、中宮などにもこっそりとお耳に入れあそばして、暫くの間のお騒がれは気の毒だが、女方のためには、非難されることもない。

■　いとかく夜よをだに明あかしたまはぬ苦くるしげさよ。

◇　たいそうこのように夜をさえお明かしにならないつらさよ。

■　いみじくもてなしてあらせたてまつらばや」

◇　うまさく計らって差し上げたいものよ」

◆　 
げに、 ただうど は こころやすかり けり。 かく いと こころぐるしき み-けしき ながら、 やすから ず しのび たまふ から に、 かたみに おもひ なやみ たまふ べか' める も、 こころぐるしく て、 "しのび て かく かよひ たまふ よし を、 ちうぐう など に も もらし きこしめさ せ て、 しばし の おほむ-さわがれ は いとほしく とも、 をむながた の おほむ-ため に は、 とが も あら じ。 いと かく よ を だに あかし たまは ぬ くるしげ さ よ。 いみじく もてなし て あらせ たてまつら ばや!"


1 【げにただ人は心やすかりけり】語り手の匂宮に比較して薫の行動に同意納得する気持ち。

2 【かたみに思ひ悩みたまへるめるも】大島本は「給へるめるも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまふべかめるも」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。匂宮と中君がお互いに。変体仮名「る（留）」と「か（可）」の誤写から発生した異文であろう。推量の助動詞「べかめり」は薫の推量。

3 【忍びてかく】以下「あらせたてまつらばや」まで、薫の心中。


総角．４．８．６

■　など思おもひて、あながちにも隠かくろへず。

◇　などと思って、無理して隠さない。

総角．４．８．７

■　「更衣ころもがへなど2、はかばかしく誰たれかは扱あつかふらむ3」

◇　「衣更など、てきぱきと誰がお世話するだろうか」

■　など思おぼして、御帳みちゃうの帷かたびら、壁代かべしろなど、三条さむでうの宮造みやつくり果はてて、渡わたりたまはむ心こころまうけに、しおかせたまへるを、

◇　などと心配なさって、御帳の帷子や、壁代などを、三条宮を造り終えて、お移りになる準備をなさっていたのを、

■　「まづ、さるべき用ようなむ4」

◇　「差し当たって、入用がございまして」

■　など、いと忍しのびて聞きこえたまひて、たてまつれたまふ5。

◇　などと、たいそうこっそりと申し上げなさって、差し上げなさる。

■　さまざまなる女房にょうばうの装束さうぞく、御乳母おほむめのとなどにものたまひつつ6、わざともせさせたまひけり。

◇　いろいろな女房の装束、御乳母などにもご相談なさっては、特別にお作らせになったのであった。


1? 【しばしの騒がれはいとほしくとも】中君が明石中宮から一時とやかく言われるのは気の毒だが、の意。

2 【更衣など】冬の衣替え。下文により十月一日とわかる。以下「扱ふらむ」まで、薫の心中。

3 【誰れかは扱ふらむ】反語表現。自分薫以外にはいない、の意。

4 【まづさるべき用なむ】薫の詞。母女三の宮に申し上げた内容。

5 【たてまつれたまふ】宇治の姉妹に。

6 【のたまひつつ】相談して、の意。


第五章　大君の物語　匂宮たちの紅葉狩り

第一段　十月朔日頃、匂宮、宇治に紅葉狩り

総角．５．１．１

■　十月朔日じふぐわちついたちころ1、網代あじろもをかしきほどならむ2と、そそのかしきこえたまひて、紅葉御覧もみぢごらんずべくS38申まうしたまふ3。

◇　十月上旬ごろ、網代もおもしろい時期だろうと、お誘い申し上げなさって、紅葉を御覧になるよう申し上げなさる。

■　親したしき宮人みやびとども、殿上人てんじゃうびとの睦むつましく思おぼす限かぎり、

◇　側近の宮家の人びとや、殿上人で親しくなさっている人だけで、

■　「いと忍しのびて」

◇　「たいそうこっそりと」

■　と思おぼせど、所狭ところせき御勢おほむいきほひなれば、おのづからこと広ひろごりて、左ひだりの大殿おほいどのの宰相中将4参さいしゃうのちうじゃうまゐりたまふ。

◇　とお思いになるが、たいへんなご威勢なので、自然と計画が広まって、左の大殿の宰相中将も参加なさる。

■　さては、この中納言5殿ちうなごんどのばかりぞ、上達部かむだちめは仕つかうまつりたまふ。

◇　それ以外では、この中納言殿だけが、上達部としてお供なさる。

■　ただ人うどは多おほかり。

◇　臣下の者は多かった。


S38 宇治山の紅葉を見ずは長月の過ぎ行く日をも知らずぞあらまし（後撰集秋下-四四〇　千兼が女）

1 【十月朔日ころ】神無月の上旬頃。初冬の季節。

2 【網代もをかしきほどならむ】薫が匂宮を宇治へ誘う詞。『花鳥余情』は「宇治山の紅葉を見ずは長月の行く日をも知らずぞあらまし」（後撰集秋下、四四〇、千兼が女）を指摘。

3 【申したまふ】大島本は「申給ふ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「申し定めたまふ」と「定め」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【左の大殿の宰相中将】「竹河」巻（第一章三段）に登場した蔵人少将、現在宰相（参議）兼中将。『集成』は「右の大殿」と校訂する。『完本』『新大系』は底本のままとする。

5 【この中納言】大島本は「中納言殿」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「中納言」と「殿」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．５．１．２

■　かしこには、

◇　あちらには、

■　「論ろんなく1、中宿なかやどりしたまはむを、さるべきさまに思おぼせ。

◇　「無論、休憩をなさるでしょうから、そのようにお考えください。

■　さきの春はるも、花見はなみに尋たづね参まゐり来こしこれかれ、かかるたよりにことよせて、時雨しぐれの紛まぎれに見みたてまつり表あらはすやうもぞはべる」

◇　昨年の春にも、花見に尋ねて参った誰彼が、このような機会にことよせて、時雨の紛れに拝見するようなこともございましょう」

■　など、こまやかに聞きこえたまへり。

◇　などと、こまごまとご注意申し上げなさった。


1 【論なく】以下「表すやうもぞはべる」まで、薫の詞。宇治の姫君たちへの指図。


総角．５．１．３

■　御簾掛みすかけ替かへ、ここかしこかき払はらひ2、岩隠いはがくれに積つもれる紅葉もみぢの朽葉くちばすこしはるけ、遣水やりみづの水草払みくさはらはせなどぞしたまふ3。

◇　御簾を掛け替え、あちらこちら掃除をし、岩蔭に積もっている紅葉の朽葉を少し取り除き、遣水の水草を払わせなどなさる。

■　よしあるくだもの、肴さかななど、さるべき人ひとなどもたてまつれたまへり4。

◇　風流な果物や、肴など、手伝いに必要な者たちを差し上げなさった。

■　かつはゆかしげなけれど5、

◇　一方では奥ゆかしさもないが、

■　「いかがはせむ。

◇　「どうすることもできない。

■　これもさるべきにこそは6」

◇　これも前世からの宿縁なのか」

■　と思おもひ許ゆるして、心こころまうけしたまへり。

◇　と諦めて、お心積もりしていらっしゃった。


1? 【さきの春も花見に尋ね参り来しこれから】昨年の春、匂宮の初瀬詣での帰途に宇治の山荘に立ち寄った人々。「椎本」巻（第一章一段）に語られている。

2 【御簾掛け替へここかしこかき払ひ】以下、匂宮一行を迎える準備。

3 【紅葉の朽葉すこしはるけ遣水の水草払はせなどぞしたまふ】「やり」は「はるけやり」と「遣水」の懸詞的表現。

4 【たてまつれたまへり】薫が差し上げた、の意。

5 【かつはゆかしげなけれど】薫から何から何まで援助されたのでは奥ゆかしさもない、という。『完訳』は「一方では、あまりに手もとを見すかされような気もなさるけれども」と訳す。

6 【いかがはせむこれもさるべきにこそは】大君の心中。前世からの宿縁と諦める。


総角．５．１．４

■　舟ふねにて上のぼり下くだり、おもしろく遊あそびたまふも聞きこゆ。

◇　舟で上ったり下ったりして、おもしろく合奏なさっているのも聞こえる。

■　ほのぼのありさま見みゆるを、そなたに立たち出いでて、若わかき人ひとびと見みたてまつる。

◇　ちらほらとその様子が見えるのを、そちらに立って出て、若い女房たちは拝見する。

■　正身さうじみの御おほむありさまは1、それと見みわかねども、紅葉もみぢを葺ふきたる舟ふねの飾かざりの、錦にしきと見みゆるに、声々吹こゑごゑふき出いづる物ものの音ねども、風かぜにつけて2おどろおどろしきまでおぼゆ。

◇　ご本人のお姿は、その人と見分けることはできないが、紅葉を葺いた舟の飾りが、錦に見えるところへ、声々に吹き立てる笛の音が、風に乗って仰々しいまでに聞こえる。


1 【正身の御ありさまは】匂宮の姿をいう。

2 【風につけて】大島本は「つけて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「つきて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．５．１．５

■　世人よひとのなびきかしづきたてまつるさま、かく忍しのびたまへる道みちにも、いとことにいつくしきを見みたまふにも1、

◇　世人が追従してお世話申し上げる様子が、このようにお忍びの旅先でも、たいそう格別に盛んなのを御覧になるにつけても、

■　「げに、七夕たなばたばかりにても2、かかる彦星ひこぼしの光ひかりをこそ待まち出いでめ」

◇　「なるほど、七夕程度であっても、このような彦星の光をお迎えしたいもの」

■　とおぼえたり。

◇　と思われた。


1 【見たまふにも】主語は姫君たち。

2 【げに七夕ばかりにても】以下「待ち出でめ」まで、姫君たちの心中。『花鳥余情』は「年にありて一夜妹に逢ふ彦星も我にまさりて思ふらめやも」（万葉集巻十五）「彦星に恋はまさりぬ天の川隔つる関を今はやめてよ」（伊勢物語）を指摘。『完訳』は「天の川紅葉を橋にわたせばや七夕つめの秋をしも待つ」（古今集秋上、一七五、読人しらず）を指摘。


総角．５．１．６

■　文作ふみつくらせたまふべき1心こころまうけに、博士はかせなども2さぶらひけり。

◇　漢詩文をお作らせになるつもりで、博士なども伺候しているのであった。

■　たそかれ時どきに、御舟おほむふねさし寄よせて3遊あそびつつ文作ふみつくりたまふ。

◇　黄昏時に、お舟をさし寄せて音楽を奏しながら漢詩をお作りになる。

■　紅葉もみぢを薄うすく濃こくかざして、

◇　紅葉を薄く濃くかざして、

■　「海仙楽4**」

◇　「海仙楽」

■　といふものを吹ふきて、おのおの心こころゆきたるけしきなるに、宮みやは、近江あふみの海うみの心地ここちS39して5、遠方人をちかたびとの恨うらみS40いかにと6のみ、御心みこころそらなり。

◇　という曲を吹いて、それぞれ満足した様子であるが、宮は、近江の湖の気がして、対岸の方の恨みはどんなにかとばかり、上の空である。

■　時ときにつけたる題出だいいだして、うそぶき誦ずじあへり。

◇　時節にふさわしい題を出して、朗誦し合っていた。

◆　 
ふみ つくら せ たまふ べき こころまうけ に、 はかせ など も さぶらひ けり。 たそかれどき に、 おほむ-ふね さし-よせ て あそび つつ ふみ つくり たまふ。 もみぢ を うすく こく かざし て、 かいせんらく と いふ もの を ふき て、 おのおの こころゆき たる けしき なる に、 みや は、 あふみ-の-うみ の ここち し て、 をちかたびと の うらみ いかに と のみ、 み-こころ そら なり。 とき に つけ たる だい いだし て、 うそぶき ずじ あへ り。


S39 いかなれば近江の海のかかりてふ人を見る目の絶えて生ひねば（奥入所引-出典未詳）

S40 七夕の天の戸渡る今宵さへ遠方人のつれなかるらむ（後撰集秋上-二三八　読人しらず）

1 【文作らせたまふべき】漢詩文。

2 【博士なども】文章博士。

3 【御舟さし寄せて】宇治の宮邸の対岸、夕霧の別荘側に。

4 【海仙楽】黄鐘調の舟楽。

5 【宮は近江の海の心地して】『源氏釈』は「いかなれば近江の海のかかりてふ人を見る目の絶えて生ひねば」（出典未詳）を指摘。淡水では「みるめ」（海草）が生えない。「見る目」の懸詞。中君に逢えない嘆き。

6 【遠方人の恨みいかにと】『花鳥余情』は「七夕の天の戸わたる今宵さへ遠方のつれなかるらむ」（後撰集秋上、二三八、読人しらず）を指摘。中君が恨めしく思っているだろうことを、匂宮は思いやる。


総角．５．１．７

■　人ひとの迷まよひ1すこししづめておはせむと、中納言ちうなごんも思おぼして、さるべきやうに聞きこえたまふほどに、内裏うちより、中宮ちうぐうの仰おほせ言ごとにて、宰相さいしゃうの御兄おほむあにの衛門督2ゑもんのかみ、ことことしき随身ずいじんひき連つれて、うるはしきさまして参まゐりたまへり。

◇　人びとの騷ぎが少し静まってからおいでになろうと、中納言もお思いになって、そのようにお話申し上げていらっしゃったところに、内裏から、中宮の仰せ言として、宰相の御兄君の衛門督が、仰々しい随身を引き連れて、正装をして参上なさった。

■　かうやうの御おほむありきは3、忍しのびたまふとすれど、おのづからこと広ひろごりて、後のちの例ためしにもなるわざなるを、重々おもおもしき人数ひとかずあまたもなくて、にはかにおはしましにけるを、聞きこしめしおどろきて4、殿上人てんじゃうびとあまた具***して5参まゐりたるに、はしたなくなりぬ。

◇　このようなご外出は、こっそりなさろうとしても、自然と広まって、後の例にもなることなので、重々しい身分の人も大していなくて、急にお出かけになったのを、お耳にあそばしびっくりして、殿上人を大勢連れて参ったので、具合悪くなってしまった。

■　宮みやも中納言ちうなごんも、苦くるしと思おぼして、物ものの興きょうもなくなりぬ。

◇　宮も中納言も、困ったとお思いになって、遊楽の興も冷めてしまった。

■　御心みこころのうちをば知しらず、酔ゑひ乱みだれ遊あそび明あかしつ6。

◇　ご心中を知らないで、酔い乱れて遊び明かした。

◆　 
ひと の まよひ すこし しづめ て おはせ む と、 ちうなごん も おぼし て、 さるべき やう に きこえ たまふ ほど に、 うち より、 ちうぐう の おほせ-ごと にて、 さいしゃう の おほむ-あに の ゑもん-の-かみ、 ことことしき ずいじん ひき-つれ て、 うるはしき さま し て まゐり たまへ り。 かう やう の おほむ-ありき は、 しのび たまふ と すれ ど、 おのづから こと ひろごり て、 のち の ためし に も なる わざ なる を、 おもおもしき ひとかず あまた も なく て、 にはかに おはしまし に ける を、 きこしめし おどろき て、 てんじゃうびと あまた ぐし まゐり たる に、 はしたなく なり ぬ。 みや も ちうなごん も、 くるし と おぼし て、 もの の きょう も なく なり ぬ。 み-こころ の うち を ば しら ず、 ゑひ みだれ あそび あかし つ。


1 【人の迷ひ】騷ぎ、乱れの意。

2 【宰相の御兄の衛門督】夕霧の長男。

3 【かうやうの御ありきは】親王の微行。

4 【聞こしめしおどろきて】主語は明石中宮。

5 【殿上人あまた具して】主語は衛門督。

6 【酔ひ乱れ遊び明かしつ】大島本は「えひミたれ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「酔ひ乱れて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第二段　一行、和歌を唱和する

総角．５．２．１

■　今日けふは、かくてと思おぼすに1、また、宮みやの大夫2だいぶ、さらぬ殿上人てんじゃうびとなど、あまたたてまつりたまへり3。

◇　今日は、このままとお思いになるが、また、宮の大夫、その他の殿上人などを、大勢差し上げなさっていた。

■　心こころあわたたしく口惜くちをしくて、帰かへりたまはむそらなし。

◇　気ぜわしく残念で、お帰りになる気もしない。

■　かしこには4御文おほむふみをぞたてまつれたまふ。

◇　あちらにはお手紙を差し上げなさる。

■　をかしやかなることもなく5、いとまめだちて、思おぼしけることどもを、こまごまと書かき続つづけP31たまへれど、

◇　風流なこともなく、たいそう真面目に、お思いになっていたことを、こまごまと書き綴りなさっていたが、

■　「人目ひとめしげく騒さわがしからむに6」

◇　「人目が多く騒がしいだろう」

■　とて、御返おほむかへりなし。

◇　とて、お返事はない。


P31 書き続け--かきつ（つ/+ゝ〈朱〉）け

1 【今日はかくてと思すに】今日は、このまま宇治の泊まろうと思っていたところに、の意。

2 【宮の大夫】中宮大夫。

3 【あまたたてまつりたまへり】大島本は「たてまつり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たてまつれ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【かしこには】中君。

5 【をかしやかなることもなく】『集成』は「恋文らしい風流めいたことも書かず」。『完訳』は「艶書らしくきどる余裕もなく、真剣な弁解につとめる」と注す。

6 【人目しげく騒がしからむに】中君の判断。返事を書かない理由。


総角．５．２．２

■　「数かずならぬありさまにては1、めでたき御おほむあたりに交まじらはむ、かひなきわざかな」

◇　「人数にも入らない身の上では、ご立派な方とお付き合いするのは、詮ないことであったのだ」

■　と、いとど思おぼし知しりたまふ。

◇　と、ますますお思い知りなさる。

■　よそにて隔へだたる月日つきひは2、おぼつかなさもことわりに、さりとも3など慰なぐさめたまふを、近ちかきほどに4ののしりおはして、つれなく過すぎたまひなむ5、つらくも口惜くちをしくも思おもひ乱みだれたまふ。

◇　逢わずに過す月日は、心配も道理であるが、いくら何でも後にはなどと慰めなさるが、近くで大騒ぎしていらして、何もなくて去っておしまいになるのが、つらく残念にも思い乱れなさる。


1 【数ならぬありさまにては】以下「かひなきわざかな」まで、中君の心中の思い。

2 【よそにて隔たる月日は】以下、中君の心中にそった叙述。

3 【さりとも】いくら何でも後には逢えよう、の意。

4 【近きほどに】前文の「よそにて」と呼応する構文。

5 【つれなく過ぎたまひなむ】大島本は「すき給ひなむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「過ぎたまふなむ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．５．２．３

■　宮みやは、まして1、いぶせくわりなしと思おぼすこと、限かぎりなし。

◇　宮は、それ以上に、憂鬱でやるせないとお思いになること、この上ない。

■　網代あじろの氷魚ひをS41も心寄こころよせたてまつりて2、いろいろの木この葉はにかきまぜもてあそぶを、下人しもびとなどはいとをかしきことに思おもへれば、人ひとに従したがひつつ、心こころゆく御おほむありきに3、みづからの御心地みここちは、胸むねのみつとふたがりて、空そらをのみ眺ながめS42,4たまふに、この古宮ふるみやの梢こずゑは、いとことにおもしろく、常磐木ときはぎにはひ混まじれる5蔦つたの色いろなども、もの深ふかげに見みえて、遠目とをめさへすごげなるを、中納言ちうなごんの君きみも、

◇　網代の氷魚も心寄せ申して、色とりどりの木の葉にのせて賞味なさるを、下人などはまことに美しいことと思っているので、人それぞれに従って、満足しているようなご外出に、ご自身のお気持ちは、胸ばかりがいっぱいになって、空ばかりを眺めていらっしゃるが、この故宮邸の梢は、たいそう格別に美しく、常磐木に這いかかっている蔦の色なども、何となく深味があって、遠目にさえ物淋しそうなのを、中納言の君も、

■　「なかなか頼たのめきこえけるを、憂うれはしきわざかな6」

◇　「なまじご依頼申し上げなさっていたのが、かえってつらいことになったな」

■　とおぼゆ。

◇　と思われる。


S41 いかでなほ網代の氷魚に言問はむ何によりてか我を問はぬと（拾遺集雑秋-一一三四　修理）

S42 大空は恋しき人の形見かは物思ふごとに眺めらるらむ（古今集恋四-七四三　酒井人真）

1 【宮はまして】匂宮は中君以上に。

2 【網代の氷魚も心寄せたてまつりて】擬人法。網代の氷魚が匂宮に心寄せて、という。『河海抄』は「紅葉葉の流れてとまる網代には白波も又寄らぬ日ぞなき」（古今六帖三、網代）を指摘、花鳥余情「いかでなほ網代の氷魚に言問はむ何によりてか我をとはぬと」（拾遺集雑秋、一一三四、修理）を指摘。

3 【人に従ひつつ心ゆく御ありきに】『集成』は「皆に調子を合せて（表面は）楽しそうなご遊覧だが」。『完訳』は「人それぞれに満ち足りた行楽であるのに」「匂宮の、表面は調子を合せて楽しそうな遊覧ぶりだが」と注す。

4 【みづからの御心地は胸のみつとふたがりて空をのみ眺め】『評釈』は「大空は恋しき人の形見かはもの思ふごとに眺めらるらむ」（古今集恋四、七四三、酒井人真）を指摘。

5 【常磐木にはひ混じれる】大島本は「はひましれる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「這ひかかれる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

6 【なかなか頼めきこえけるを憂はしきわざかな】薫の心中の思い。匂宮の来訪を告げておいたのに、それが取り止めになってしまったので。


総角．５．２．４

■　去年こぞの春はる、御供おほむともなりし君きみたちは、花はなの色いろを思おもひ出いでて、後おくれてここに眺ながめたまふらむ心細こころぼそさを言いふ。

◇　去年の春、お供した公達は、花の美しさを思い出して、先立たれてここで悲しんでいらっしゃるだろう心細さを噂する。

■　かく忍しのび忍しのびに通かよひたまふと、ほの聞ききたるもあるべし2。

◇　このように忍び忍びにお通いになると、ちらっと聞いている者もいるのであろう。

■　心知こころしらぬも混まじりて、おほかたにとやかくやと、人ひとの御上おほむうへは、かかる山隠やまがくれなれど、おのづから聞きこゆるものなれば、

◇　事情を知らない者も混じって、だいたいが何やかやと、人のお噂は、このような山里であるが、自然と聞こえるものなので、


1? 【後れてここにながめたまふらむ心細さを言ふ】父宮に先立たれた姫君たちの心寂しさを話題にする。昨年の春の花の季節には、八宮はまだ在世中であった。その秋に逝去。

2 【ほの聞きたるもあるべし】推量の助動詞「べし」は語り手の推量。湖月抄「草子地」と指摘。


総角．５．２．５

■　「いとをかしげに1こそものしたまふなれ」

◇　「とても素晴らしくいらっしゃるそうな」

■　「箏さうの琴上手ことじゃうずにて2、故宮こみやの明あけ暮くれ遊あそびならはしたまひければ」

◇　「箏の琴が上手で、故宮が明け暮れお弾きになるようしつけていらしたので」


1 【いとをかしげに】以下「遊びならはしたまひければ」まで、人々の詞。姫君たちの噂をする。

2 【箏の琴上手にて】箏の琴は中君、大君は琵琶を得意とした。


総角．５．２．６

■　など、口々言くちぐちいふ。

◇　などと、口々に言う。

総角．５．２．７

■　宰相さいしゃうの中将ちうじゃう、

◇　宰相中将が、

総角．５．２．８

■　「いつぞやも花はなの盛さかりに一目見ひとめみし

木このもとさへや秋あきは寂さびしきS43」

◇　「いつだったか花の盛りに一目見た木のもとまでが

秋はお寂しいことでしょう」


S43 散る花を嘆きし人は木のもとの寂しきことやかねて知りけむ（紫式部集-四三）


総角．５．２．９

■　主人方あるじがたと思おもひて言いへば2、中納言ちうなごん、

◇　主人方と思って詠みかけてくるので、中納言は、


1? 【いつぞやも花の盛りに人目見し木のもとさへや秋は寂しき】宰相中将の詠歌。「木のもと」に「子（姫君たち）」を響かせる。

2 【主人方と思ひて言へば】宰相中将が薫のこの姫君たちの主人側と思って読み掛けてくるので、の意。


総角．５．２．１０

■　「桜さくらこそ思おもひ知しらすれ咲さき匂にほふ

花はなも紅葉もみぢも常つねならぬ世よを1」

◇　「桜は知っているでしょう

咲き匂う花も紅葉も常ならぬこの世を」


1 【桜こそ思ひ知らすれ咲き匂ふ花も紅葉も常ならぬ世を】薫の唱和歌。この世の無常を詠む。「花」「寂し」からの連想。


総角．５．２．１１

■　衛門督ゑもんのかみ、

◇　衛門督、

総角．５．２．１２

■　「いづこより秋あきは行ゆきけむ山里やまざとの

紅葉もみぢの蔭かげは過すぎ憂うきものを1」

◇　「どこから秋は去って行くのでしょう

山里の紅葉の蔭は立ち去りにくいのに」


1 【いづこより秋は行きけむ山里の紅葉の蔭は過ぎ憂きものを】衛門督の唱和歌。転じて、「紅葉」の美しさから、この場を去りがたい気持ちを詠む。


総角．５．２．１３

■　宮みやの大夫だいぶ、

◇　宮の大夫、

総角．５．２．１４

■　「見みし人ひともなき山里やまざとS44の岩垣いはかきに

心長こころながくも這はへる葛くずかな1」

◇　「お目にかかったことのある方も亡くなった

山里の岩垣に気の長く這いかかっている蔦よ」


S44 見し人も忘れのみ行く古里に心長くも来たる春かな（後拾遺集雑三-一〇三四　藤原義懐）

1 【見し人もなき山里の岩垣に心長くも這へる葛かな】中宮大夫の唱和歌。『河海抄』は「奥山のいはがき紅葉散りぬべし照る日の光見る時なくて」（古今集秋下、二八二、藤原関雄）。『花鳥余情』は「見し人も忘れのみゆくふる里に心長くも来たる春かな」（後拾遺集雑三、一〇三四、藤原義懐）を指摘。


総角．５．２．１５

■　中なかに老おいしらひて、うち泣なきたまふ。

◇　その中で年老いていて、お泣きになる。

■　親王みこの若わかくおはしける世よのことなど、思おもひ出いづるなめり1。

◇　親王が若くいらっしゃった当時のことなどを、思い出したようである。


1 【親王の若くおはしける世のことなど思ひ出づるなめり】連語「なめり」語り手の主観的推量。


総角．５．２．１６

■　宮みや、

◇　宮、

総角．５．２．１７

■　「秋あきはてて寂さびしさまさる木このもとを

吹ふきな過すぐしそ峰みねの松風まつかぜ」

◇　「秋が終わって寂しさがまさる木のもとを

あまり烈しく吹きなさるな、峰の松風よ」

総角．５．２．１８

■　とて、いといたく涙なみだぐみたまへるを、ほのかに知しる人ひとは、

◇　と詠んで、とてもひどく涙ぐんでいらっしゃるのを、うすうす事情を知っている人は、

総角．５．２．１９

■　「げに、深ふかく2思おぼすなりけり。

◇　「なるほど、深いご執心なのだ。

■　今日けふのたよりを過すぐしたまふ心苦こころぐるしさ」

◇　今日の機会をお逃しになるおいたわしさ」


1? 【秋果てて寂しさまさる木のもとを吹きな過ぐしそ峰の松風】匂宮の唱和歌。「木」に「子」を懸ける。

2 【げに深く】以下「心苦しさ」まで、事情を知っている人々の思い。『細流抄』は「げに深く思すなりけり」を「草子地也」と解す。


総角．５．２．２０

■　と見みたてまつる人ひとあれど、ことことしく引ひき続**きて、えおはしまし寄よらず1。

◇　と拝し上げる人もいるが、仰々しく行列をつくっては、お立ち寄りになることはできない。

■　作つくりける文ふみのおもしろき所々ところどころうち誦ずじ、大和歌やまとうたもことにつけて多おほかれど、かうやうの酔ゑひの紛まぎれに、ましてはかばかしきことあらむやは2。

◇　作った漢詩文の素晴らしい所々を朗誦し、和歌も何やかやと多かったが、このような酔いの紛れには、それ以上に良い作があろうはずがない。

■　片端書かたはしかきとどめてだに見苦みぐるしくなむ。

◇　一部分を書き留めてさえ見苦しいものである。

◆　 
と み たてまつる ひと あれ ど、 ことことしく ひき-つづけ て、 え おはしまし よら ず。 つくり ける ふみ の おもしろき ところどころ うち-ずじ、 やまとうた も ことに つけ て おほかれ ど、 かうやう の ゑひ の まぎれ に、 まして はかばかしき こと あら む やは。 かたはし かき とどめ て だに みぐるしく なむ。


1 【えおはしまし寄らず】中君のもとに立ち寄ることができない。

2 【かうやうの酔ひの紛れにましてはかばかしきことあらむやは】大島本は「かうやう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かやう」と「う」を削除する。『新大系』は底本のままとする。以下「見苦しくなむ」まで、語り手の省筆の弁。『林逸抄』は「双紙の詞」と指摘。『集成』は「省筆をことわり、先にあげた五首の歌について言い訳する草子地」と注す。


第三段　大君と中の君の思い

総角．５．３．１

■　かしこには1、過すぎたまひぬるけはひを、遠とほくなるまで聞きこゆる前駆さきの声々こゑごゑ、ただならずおぼえたまふ。

◇　あちらでは、お素通りになってしまった様子を、遠くなるまで聞こえる前駆の声々を、ただならずお聞きになる。

■　心こころまうけしつる人ひとびとも2、いと口惜くちをしと思おもへり。

◇　心積もりしていた女房も、まことに残念に思っていた。

■　姫宮ひめみやは、まして、

◇　姫宮は、それ以上に、


1 【かしこには】河の対岸。宇治の姫君たち。

2 【心まうけしつる人びとも】女房たち。


総角．５．３．２

■　「なほ、音おとに聞きく月草つきくさの色いろなる御心みこころS45なりけり2。

◇　「やはり、噂に聞く月草のような移り気なお方なのだわ。

■　ほのかに人ひとの言いふを聞きけば、男をとこといふものは、虚言そらごとをこそいとよくすなれ。

◇　ちらちら人の言うのを聞くと、男というものは、嘘をよくつくという。

■　思おもはぬ人ひとを思おもふ顔がほにとりなす言ことの葉多はおほかるものと、この人数ひとかずならぬ女をむなばらの、昔物語むかしものがたりに言いふを、さるなほなほしきなかにこそは、けしからぬ心こころあるもまじるらめ。

◇　愛していない人を愛している顔でだます言葉が多いものだと、この人数にも入らない女房連中が、昔話として言うのを、そのような身分の低い階層には、よくないこともあるのだろう。


S45 いで人は言のみぞよき月草のうつし心は色ことにして（古今集恋四-七一一　読人しらず）

1? 【姫君はまして】大君。女房たち以上に。

2 【なほ音に聞く月草の色なる御心なりけり】以下「人笑へにをこがましきこと」まで、大君の心中。「御心」は匂宮の心。『源氏釈』は「いで人は言のみぞよき月草の移し心は色ことにして」（古今集恋四、七一一、読人しらず）を指摘。「月草」は移ろいやすい心を譬える。


総角．５．３．３

■　何なにごとも筋すぢことなる際きはになりぬれば1、人ひとの聞きき思おもふことつつましく、所狭ところせかるべきものと思おもひしは、さしもあるまじきわざなりけり。

◇　何事も高貴な身分になれば、人が聞いて思うことも遠慮されて、自由勝手には振る舞えないはずのものと思っていたのは、そうとも限らなかったのだわ。

■　あだめきたまへるやうに、故宮こみやも聞きき伝つたへたまひて、かやうに気近けぢかきほどまでは、思おぼし寄よらざりしものを3。

◇　浮気でいらっしゃるように、故宮も伝え聞いていらっしゃって、このように身近な関係にまでは、お考えでなかったのに。

■　あやしきまで心深こころぶかげにのたまひわたり、思おもひの外ほかに見みたてまつるにつけてさへ、身みの憂うさを思おもひ添そふるが、あぢきなくもあるかな4。

◇　不思議なほど熱心にずっと求婚なさり続け、意外にも婿君として拝するにつけてさえ、身のつらさが思い加わるのが、つまらないことであるよ。


1 【何ごとも筋ことなる際になりぬれば】『完訳』は「皇族のような高貴な身分。大君は貴人を、下世話に語られる男とは別に考えていたが、自分の現実認識の浅さを知り、愕然とする」と注す。

2? 【こ宮も】亡き父八宮。

3 【かやうに気近きほどまでは思し寄らざりしものを】八宮は中君に一通りの返書を書くことは勧めていたが、結婚することまでは考えていなかった。

4 【見たてまつるにつけてさへ身の憂さを思ひ添ふるがあぢきなくもあるかな】「さへ--添ふる」という、もともと我が身の薄幸を感じ取っていた上にさらに妹君の結婚の不幸までが加わってさらい辛い思いをする。


総角．５．３．４

■　かく見劣みおとりする御心みこころを、かつはかの中納言ちうなごんも、いかに思おもひたまふらむ。

◇　このように期待はずれの宮のお心を、一方ではあの中納言も、どのように思っていらっしゃるのだろう。

■　ここにもことに恥はづかしげなる人ひとはうち混まじらねど、おのおの思おもふらむが、人笑ひとわらへにをこがましきこと」

◇　ここには特に立派そうな女房はいないが、それぞれ何と思うか、物笑いになって馬鹿らしいこと」

総角．５．３．５

■　と思おもひ乱みだれたまふに、心地ここちも違たがひて、いと悩なやましくおぼえたまふ。

◇　とお心を悩ましなさると、気分も悪くなって、ほんとうに苦しく思われなさる。

総角．５．３．６

■　正身さうじみは1、たまさかに対面たいめんしたまふ時とき、限かぎりなく深ふかきことを頼たのめ契ちぎりたまひつれば2、

◇　ご本人は、たまにお会いなさる時、この上なく深い愛情をお約束なさっていたので、

■　「さりとも3、こよなうは思***し変**らじ」

◇　「そうはいっても、すっかりご変心なさるまい」

■　と、「おぼつかなきも、わりなき障さはりこそは、ものしたまふらめ」

◇　と、「訪れがないのも、やむをえない支障が、おありなのだろう」

■　と、心こころのうちに思おもひ慰なぐさめたまふかたあり。

◇　と、心中に思い慰めなさることがある。

◆　 
さうじみ は、 たまさかに たいめん し たまふ とき、 かぎりなく ふかき こと を たのめ ちぎり たまひ つれ ば、 "さりとも、 こよなう おぼし かはら じ。" と、 "おぼつかなき も、 わりなき さはり こそ は、 ものし たまふ らめ。" と、 こころ の うち に おもひ なぐさめ たまふ かた あり。


1 【正身は】中君。

2 【頼め契りたまひつれば】大島本は「給つれは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【さりとも】以下「ものしたまふらめ」まで、中君の心中に添った叙述。「思し変らじと」の格助詞「と」で、いったん地の文になり再び「おぼつかなさも」から心中文。


総角．５．３．７

■　ほど経へにけるが思おもひ焦いれられ1たまはぬにしもあらぬに、なかなかにてうち過すぎたまひぬるを2、つらくも口惜くちをしくも思おもほゆるに、いとどものあはれなり。

◇　久しく日がたったのを気になさらないこともないが、なまじ近くまで来ながら素通りしてお帰りになったことを、つらく口惜しく思われるので、ますます胸がいっぱいになる。

■　忍しのびがたき御みけしきなるを、

◇　堪えがたいご様子なのを、


1 【ほど経にけるが思ひ焦れられ】大島本は「思ひゐれられ」とある。『集成』『完本』は「思ひいられ」と「れ」を削除する。『新大系』は底本のままとする。匂宮の訪れが間遠になったことをいう。

2 【なかなかにてうち過ぎたまひぬるを】なまじ近くまで来ながら素通りされたこと。


総角．５．３．８

■　「人ひとなみなみに2もてなして、例れいの人ひとめきたる住すまひならば、かうやうに、もてなしたまふまじきを3」

◇　「世間並みの姫君にして上げて、ひとかどの貴族らしい暮らしならば、このようには、お扱いなさるまいものを」


1? 【忍びがたき御けしきを】中君の様子。

2 【人なみなみに】以下「もてなしたまふまじきを」まで、大君の心中。世の姫君並みに、の意。

3 【もてなしたまふまじきを】「を」間投助詞、詠嘆の意。接続助詞「を」の逆接のニュンスも響いて反実仮想的余韻を残す。


総角．５．３．９

■　など、姉宮あねみやは、いとどしくあはれと見みたてまつりたまふ。

◇　などと、姉宮は、ますますお気の毒にと拝し上げなさる。

第四段　大君の思い

総角．５．４．１

■　「我われも世よにながらへば1、かうやうなること見みつべきにこそはあめれ。

◇　「わたしも生き永らえたら、このようなことをきっと経験することだろう。

■　中納言ちうなごんの、とざまかうざまに言いひありきたまふも、人ひとの心こころを見みむとなりけり2。

◇　中納言が、あれやこれやと言い寄りなさるのも、わたしの気を引いてみようとのつもりだったのだわ。

■　心一こころひとつにもて離はなれて思おもふとも、こしらへやる限かぎりこそあれ。

◇　自分一人が相手になるまいと思っても、言い逃れるには限度がある。

■　ある人ひとの3こりずまにS46,4、かかる筋すぢのことをのみ5、いかでと思おもひためれば、心こころより外ほかに、つひにもてなされぬべかめり6。

◇　ここに仕える女房が性懲りもなく、この結婚をばかりを、何とか成就させたいと思っているようなので、心外にも、結局は結婚させられてしまうかもしれない。

■　これこそは、返かへす返がへす、さる心こころして世よを過すぐせ、とのたまひおきしは、かかることもやあらむの諌いさめなりけり8。

◇　この事だけは、繰り返し繰り返し、用心して過ごしなさいと、ご遺言なさったのは、このようなことがあろう時の忠告だったのだわ。


S46 こりずまにまたもなき名は立ちぬべし人にくからぬ世にし住まへば（古今集雑三-六三一　読人しらず）

1 【我も世にながらへば】以下「いかで亡くなりなむ」まで、大君の心中。自分も生き永らえたら中君と同様のつらい思いをすることだろう、と思う。結婚を躊躇する気持ち。

2 【人の心を見むとなりけり】「人」はわたし大君をさす。過去の助動詞「けり」詠嘆の意。今初めて気がついたというニュアンス。『完訳』は「薫はこちらの気を引いて反応を試すつもりだったのだと忖度」と注す。

3 【ある人の】ここに仕えている者が。

4 【こりずまに】歌語。性懲りもなく。

5 【かかる筋のことをのみ】縁談話ばかり。

6 【つひにもてなされぬべかめり】しまいには結婚させられてしまいそうだ、の意。

7? 【これこそは返す返すさる心地して世を過ぐせ】父宮の遺言。間接話法で引用。結婚に関しては慎重に用心しなさい、の意。『集成』は「これこそは、繰り返し繰り返し、父宮がその積もりで用心して生きてゆくように」と訳す。

8 【諌めなりけり】過去の助動詞「けり」詠嘆の意。今初めて気がついたというニュアンス。


総角．５．４．２

■　さもこそは、憂うき身みどもにて、さるべき人ひとにも後おくれたてまつらめ。

◇　このような、不幸な運命の二人なので、しかるべき親にもお先立たれ申したのだ。

■　やうのものと人笑ひとわらへなることを添そふるありさまにて、亡なき御影みかげをさへ悩なやましたてまつらむがいみじさなるを2、我われだに、さるもの思おもひに沈しづまず、罪つみなどいと深ふかからぬさきに3、いかで亡なくなりなむ」

◇　姉妹とも同様に物笑いになることを重ねた様子で、亡き両親までをお苦しめ申すのが情けないのを、わたしだけでも、そのような物思いに沈まず、罪などたいして深くならない前に、何とか亡くなりたい」


1? 【さもこそは--後れたてまつらめ】『集成』は「こんな不幸な運命に生れついた二人ゆえ、頼みとする父母にも先立たれ申すようなことになるのだろうが」。『完訳』は「姉妹とも早くに両親を死別する不幸な宿命の身だから、どうせ結婚しても夫に先立たれよう」と訳す。

2 【いみじさなるを】大島本は「いミしさなる越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いみじさ、なほ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【罪などいと深からぬさきに】『完訳』は「愛執など仏教上の罪をさす。思い屈するあまり死を意識する」と注す。


総角．５．４．３

■　と思おぼし沈しづむに、心地ここちもまことに苦くるしければ、物ものもつゆばかり参まゐらず、ただ、亡なからむ後のちのあらましごとを1、明あけ暮くれ思おもひ続つづけたまふにも2、心細こころぼそくて3、この君きみを見みたてまつりたまふも、いと心苦こころぐるしく、

◇　と思い沈むと、気分もほんとうに苦しいので、食べ物を少しも召し上がらず、ただ、亡くなった後のあれこれを、明け暮れ思い続けていらっしゃると、心細くなって、この君をお世話申し上げなさるのも、とてもおいたわしく、


1 【物もつゆばかり参らずただ亡からむ後のあらましごとを】大君の死への助走が始まる。

2 【思ひ続けたまふにも】大島本は「給にも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまふに」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【心細くて】死に向かっての孤独な心情、心細さが湧出。以下にも「心細し」の語句が頻出してくる。


総角．５．４．４

■　「我**にさへ後おくれたまひて1、いかにいみじく慰なぐさむ方かたなからむ。

◇　「わたしにまで先立たれなさって、どんなにひどく慰めようがないことだろう。

■　あたらしくをかしきさまを、明あけ暮くれの見物みものにて、いかで人ひとびとしくも見みなしたてまつらむ、と思おもひ扱あつかふをこそ、人知ひとしれぬ行ゆく先さきの頼たのみにも思おもひつれ、限かぎりなき人ひとにものしたまふとも2、かばかり人笑ひとわらへなる目めを見みてむ人ひとの、世よの中なかに立たちまじり、例れいの人ひとざまにて経へたまはむは、たぐひすくなく心憂こころうからむ」

◇　惜しくかわいい様子を、明け暮れの慰みとして、何とかして一人前にして差し上げたいと思って世話するのを、誰にも言わず将来の生きがいと思ってきたが、この上ない方でいらっしゃっても、これほど物笑いになった目に遭ったような人が、世間に出てお付き合いをし、普通の人のようにお過ごしになるのは、例も少なくつらいことだろう」

◆　 
"われ さへ おくれ たまひ て、 いかに いみじく なぐさむ かた なから む。 あたらしく をかしき さま を、 あけ くれ の みもの にて、 いかで ひとびとしく も みなし たてまつら む、 と おもひ あつかふ を こそ、 ひと しれ ぬ ゆくさき の たのみ に も おもひ つれ、 かぎりなき ひと に ものし たまふ とも、 かばかり ひとわらへ なる め を み て む ひと の、 よのなか に たち-まじり、 れい の ひとざま にて へ たまは む は、 たぐひ すくなく こころうから む。"


1 【我にさへ後れたまひて】主語は中君。両親にさきだたれ、さらに私姉にまで先立たれる。以下「心憂からむ」まで、大君の心中。

2 【限りなき人にものしたまふとも】匂宮を念頭においていう。


総角．５．４．５

■　など思おぼし続つづくるに、

◇　などとお考え続けると、

■　「いふかひもなく1、この世よにはいささか思おもひ慰なぐさむ方かたなくて、過すぎぬべき身みどもなりけり2」

◇　「何とも言いようなく、この世には少しも慰めることができなくて、終わってしまいそうな二人らしい」

■　と心細こころぼそく思おぼす。

◇　と、心細くお思いになる。


1 【いふかひもなく】以下「身どもなりけり」まで、大君の心中。

2 【身どもなりけり】大島本は「なりけり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なめり」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。自分たち姉妹をさしていう。


第五段　匂宮の禁足、薫の後悔

総角．５．５．１

■　宮みやは、立たち返かへり、例れいのやうに忍しのびて1と出いで立たちたまひけるを2、内裏うちに、

◇　宮は、すぐその後、いつものように人目に隠れてとご出立なさったが、内裏で、


1 【例のやうに忍びて】匂宮の思い。

2 【出で立ちたまひけるを】出立なさろうとしたが。出立していない。


総角．５．５．２

■　「かかる御忍おほむしのび1ごとにより、山里やまざとの御おほむありきも、ゆくりかに思おぼし立たつなりけり。

◇　「このようなお忍び事によって、山里へのご外出も、簡単にお考えになるのです。

■　軽々かろがろしき御おほむありさまと、世人よひとも下したにそしり申まうすなり2」

◇　軽々しいお振舞いだと、世間の人も蔭で非難申しているそうです」


1 【かかる御忍び】以下「そしり申すなり」まで、衛門督の詞。『集成』は「「もらし申し--」とあるので、衛門の督は取次ぎの女房にそれとなく言ったのであろう」と注す。

2 【そしり申すなり】「なり」伝聞推定の助動詞。


総角．５．５．３

■　と、衛門督ゑもんの漏かみのもらし申まうしたまひければ、中宮ちうぐうも聞きこし召めし嘆なげき、主上うへもいとど許ゆるさぬ御みけしきにて、

◇　と、衛門督がそっとお耳に入れ申し上げなさったので、中宮もお聞きになって困り、主上もますますお許しにならない御様子で、

総角．５．５．４

■　「おほかた心こころにまかせたまへる御里住おほむさとずみの悪あしきなり1」

◇　「だいたいが気まま放題の里住みが悪いのである」


1 【おほかた心にまかせたまへる御里住みの悪しきなり】帝の詞。


総角．５．５．５

■　と、厳きびしきことども出いで来きて、内裏うちにつとさぶらはせたてまつりたまふ。

◇　と、厳しいことが出てきて、内裏にぴったりとご伺候させ申し上げなさる。

■　左ひだりの大臣殿おほいどのの六ろくの君きみを、うけひかず思おぼしたることなれど、おしたちて参まゐらせたまふべく1、皆定みなさだめらる。

◇　左の大殿の六の君を、ご承知せず思っていらっしゃることだが、無理にも差し上げなさるよう、すべて取り決められる。


1 【おしたちて参らせたまふべく】『完訳』は「無理にも縁づけよう。将来の立坊を考え、軽率な微行など慎ませるための策」と注す。


総角．５．５．６

■　中納言殿聞ちうなごんどのききたまひて、あいなくものを思おもひありきたまふ。

◇　中納言殿がお聞きになって、他人事ながらどうにもならないと思案なさる。

総角．５．５．７

■　「わがあまり異様ことやうなるぞや1。

◇　「自分があまりに変わっていたのだ。

■　さるべき契ちぎりやありけむ。

◇　そのようになるはずの運命であったのだろうか。

■　親王みこの2うしろめたしと思おぼしたりしさまも、あはれに忘わすれがたく、この君きみたちの御おほむありさまけはひも、ことなることなくて世よに衰おとろへたまはむことの、惜をしくもおぼゆるあまりに、人ひとびとしく3もてなさばやと、あやしきまでもて扱あつかはるるに、宮みやもあやにくにとりもちて責せめたまひしかば4、わが思おもふ方かたは異ことなるに、譲ゆづらるるありさまもあいなくて、かくもてなしてしを。

◇　親王が不安であるとご心配になっていた様子も、しみじみと忘れがたく、この姫君たちのご様子や人柄も、格別なことはなくて世に朽ちてゆきなさることが、惜しくも思われるあまりに、人並みにして差し上げたいと、不思議なまでお世話せずにはいられなかったところ、宮もあいにくに身を入れてお責めになったので、自分の思いを寄せている人は別なのだが、お譲りなさるのもおもしろくないので、このように取り計らってきたのに。


1 【わがあまり異様なるぞや】以下「咎むべき人もなしかし」まで、薫の心中。『集成』は「以下、六の君との結婚の結果、予想される中の君の悲境を思って、初めから自分のものにしておけばよかったと後悔する薫の心」と注す。

2 【親王の】故宇治八宮をさす。

3 【人びとしく】大島本は「人々しく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人々しくも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【宮もあやにくにとりもちて責めたまひしかば】『完訳』は「匂宮もあいにくに身を入れて中の君への仲介に私をせきたてるし、一方、自分の心を寄せる大君がまた、中の君を自分に譲ろうとするのも不本意なので、匂宮を中の君に導いた。「あやにく」「あいなく」とあり、不本意な事態への苦肉の対処と、自らを合理化」と注す。


総角．５．５．８

■　思おもへば、悔くやしくもありけるかな。

◇　考えてみれば、悔しいことだ。

■　いづれもわがものにて見みたてまつらむに1、咎とがむべき人ひともなしかし」

◇　どちらも自分のものとしてお世話するのを、非難するような人はいないのだ」


1 【いづれもわがものにて見たてまつらむに】大君も中君も。「見たてまつる」は結婚する意。推量の助動詞「む」仮定の意。


総角．５．５．９

■　と、取とり返かへすものならねどS47,1、をこがましく、心一こころひとつに思おもひ乱みだれたまふ。

◇　と、元に戻ることはできないが、馬鹿らしく、自分一人で思い悩んでいらっしゃる。


S47 とり返すものにもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ（源氏釈所引-出典未詳）

1 【取り返すものならねど】『源氏釈』は「とり返す物にもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（出典未詳）を指摘。


総角．５．５．１０

■　宮みやは、まして1、御心みこころにかからぬ折をりなく、恋こひしくうしろめたしと思おぼす。

◇　宮は、薫以上に、お心にかからない折はなく、恋しく気がかりだとお思いになる。


1 【宮はまして】匂宮は薫以上に。


総角．５．５．１１

■　「御心みこころにつきて1思おぼす人ひとあらば、ここに参まゐらせて2、例れいざまにのどやかにもてなしたまへ。

◇　「お心に気に入ってお思いの人がいるならば、ここに参らせて、普通通りに穏やかになさりなさい。

■　筋すぢことに思おもひきこえたまへるに3、軽かろびたるやうに人ひとの聞きこゆべかめるも、いとなむ口惜くちをしき」

◇　格別なことをお考え申し上げておいであそばすのに、軽々しいように人がお噂申すようなのも、まことに残念です」


1 【御心につきて】以下「いとなむ口惜しき」まで、中宮の詞。

2 【ここに参らせて】『集成』は「私の所に宮仕えさせて、普通におだやかにお扱いなさい。女房として情けをかけて、忍び歩きなどはなさるな」。『完訳』は「私のもとに宮仕えさせて。忍び歩きの相手としてではなく召人の扱いとせよの戒め」と注す。「例ざまに」は召人、すなわち愛人関係をさす。

3 【筋ことに思ひきこえたまへるに】主語は帝。匂宮を将来東宮にとのお考え。


総角．５．５．１２

■　と、大宮おほみやは明あけ暮くれ聞きこえたまふ。

◇　と、大宮は明け暮れご注意申し上げなさる。

第六段　時雨降る日、匂宮宇治の中の君を思う

総角．５．６．１

■　時雨しぐれいたくして1のどやかなる日ひ、女一をむないちの宮みやの御方おほむかたに参まゐりたまひつれば、御前おまへに人多ひとおほくもさぶらはず、しめやかに、御絵おほむゑなどP32,3御覧ごらんずるほどなり。

◇　時雨がひどく降ってのんびりとした日、女一の宮の御方に参上なさったところ、御前に女房も多く伺候していず、ひっそりとして、御絵などを御覧になっている時である。


P32 など--*なむと

1 【時雨いたくして】先の宇治遊覧は「十月朔日ころ」とあった。

2? 【女一宮の御方に参りたまひつれば】大島本は「給つれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。主語は匂宮。「女一宮」は同腹の姉。

3 【御絵など】大島本は「御ゑなむと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御絵など」と校訂する。『新大系』は底本のまま「御絵なむど」とする。


総角．５．６．２

■　御几帳みきちゃうばかり隔へだてて1、御物語聞おほむものがたりきこえたまふ。

◇　御几帳だけを隔てて、お話を申し上げなさる。

■　限かぎりもなくあてに気高けだかきものから、なよびかにをかしき御おほむけはひを、年としごろ二ふたつなきものに思おもひきこえたまひて、

◇　この上もなく上品で気高い一方で、たおやかでかわいらしいご様子を、長年二人といないものとお思い申し上げなさって、


1 【御几帳ばかり隔てて】同腹の姉女一宮と弟匂宮の間に。


総角．５．６．３

■　「また、この御おほむありさまに1なずらふ人世ひとよにありなむや2。

◇　「他に、このご様子に似た人がこの世にいようか。

■　冷泉院れいぜいゐんの姫宮3ひめみやばかりこそ、御おほむおぼえのほど、うちうちの御おほむけはひも心こころにくく聞きこゆれど、うち出いでむ方かたもなく思おぼしわたるに4、かの山里人やまざとびとは5、らうたげにあてなる方かたの、劣おとりきこゆまじきぞかし」

◇　冷泉院の姫宮だけが、ご寵愛の深さや内々のご様子も奥ゆかしく聞こえるけれど、口に出すすべもなくお思い続けていたが、あの山里の人は、かわいらしく上品なところはお劣り申さない」


1 【またこの御ありさまに】以下「劣りきこゆまじきぞかし」まで、匂宮の心中。敬語表現が混在し地の文と融合した叙述。

2 【世にありなむや】反語表現。

3 【冷泉院の姫宮】冷泉院の女一宮。弘徽殿女御腹。

4 【思しわたるに】「思す」という敬語表現が混じる。

5 【かの山里人は】宇治中君。


総角．５．６．４

■　など、まづ思おもひ出いづるに、いとど恋こひしくて、慰なぐさめに、御絵おほむゑどものあまた散ちりたるを見みたまへば、をかしげなる女絵をむなゑども1の、恋こひする男をとこの住すまひなど描かきまぜ、山里やまざとのをかしき家居いへゐなど、心々こころごころに世よのありさま描かきたる2を、よそへらるること多おほくて、御目おほむめとまりたまへば、すこし聞きこえたまひて、

◇　などと、まっさきにお思い出しになると、ますます恋しくて、気紛らわしに、御絵類がたくさん散らかっているのを御覧になると、おもしろい女絵の類で、恋する男の住まいなどが描いてあって、山里の風流な家などや、さまざまな恋する男女の姿を描いてあるのが、わが身につまされることが多くて、お目が止まりなさるので、少しお願い申し上げなさって、

■　「かしこへ3たてまつらむ」

◇　「あちらへ差し上げたい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【女絵ども】女性の愛玩する絵。男女の恋物語を主題にした大和絵。

2 【心々に世のありさま描きたる】『完訳』は「さまざまな恋をする男女の姿を」と注す。

3 【かしこへ】宇治の中君のもとへ。


総角．５．６．５

■　在五ざいごが物語ものがたりを描かきて1、妹いもうとに琴教きんをしへたる所ところの、

◇　在五中将の物語を絵に描いて、妹に琴を教えているところの、

■　「人ひとの結むすばむS48」

◇　「人の結ばむ」

■　と言いひたるを2見みて、いかが思おぼすらむ3、すこし近ちかく参まゐり寄よりたまひて、

◇　と詠みかけているのを見て、どのようにお思いになったのであろうか、少し近くにお寄りなさって、


S48 うら若みねよげに見ゆる若草を人の結ばむことをしぞ思ふ（伊勢物語-九〇）

1 【在五が物語を描きて】大島本は「さい五かものかたりを」とある。『完本』は諸本に従って『在五が物語』と「を」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。在五の物語を絵にして。『伊勢物語』第四十九段の内容。

2 【人の結ばむと言ひたるを】「うら若み寝よげに見ゆる若草を人の結ばむことをしぞ思ふ」という『伊勢物語』四十九段中の男の歌。

3 【いかが思すらむ】挿入句。語り手の匂宮の心中を忖度した表現。


総角．５．６．６

■　「いにしへの人ひとも1、さるべきほどは2、隔へだてなくこそならはしてはべりけれ。

◇　「昔の人も、こういう間柄では、隔てなくしているものでございます。

■　いと疎々うとうとしくのみもてなさせたまふこそ3」

◇　たいそうよそよそしくばかりおあしらいになるのがたまりません」


1 【いにしへの人も】以下「もてなさせたまふこそ」まで、匂宮の詞。

2 【さるべきほどは】姉弟の間柄では、の意。

3 【もてなさせたまふこそ】「こそ」の下に「つらけれ」などの語句が省略されている。


総角．５．６．７

■　と、忍しのびて聞きこえたまへば、

◇　と、こっそりと申し上げなさると、

■　「いかなる絵ゑにか1」

◇　「どのような絵であろうか」

■　と思おぼすに、おし巻まき寄よせて2、御前おまへにさし入いれたまへるを、うつぶして御覧ごらんずる御髪みぐしのうちなびきて、こぼれ出いでたるかたそばばかり3、ほのかに見みたてまつりたまへる4、飽ふがあかずめでたく5、

◇　とお思いになると、巻き寄せて、御前に差し入れなさったのを、うつ伏して御覧になる御髪がうねうねと流れて、几帳の端からこぼれ出ている一部分を、わずかに拝見なさるのが、どこまでも素晴らしく、

■　「すこしももの隔へだてたる人6ひと思**ひきこえましかば」

◇　「少しでも血の遠い人とお思い申せるのであったら」

■　と思おぼすに、忍しのびがたくて、

◇　とお思いになると、堪えがたくて、

◆　 
と、 しのび て きこえ たまへ ば、 "いかなる ゑ に か。" と おぼす に、 おし-まき よせ て、 おまへ に さし-いれ たまへ る を、 うつぶし て ごらんずる みぐし の うち-なびき て、 こぼれ いで たる かたそば ばかり、 ほのかに み たてまつり たまふ が、 あか ず めでたく、 "すこし も もの へだて たる ひと と きこえ ましか ば。" と おぼす に、 しのび がたく て、


1 【いかなる絵にか】女一宮の心中。

2 【おし巻き寄せて】匂宮が絵を手もとに巻き寄せて。絵巻の形態。

3 【こぼれ出でたるかたそばばかり】几帳の端からこぼれ出ているわずかばかりの髪を。

4 【ほのかに見たてまつりたまへる】大島本は「給る」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまふが」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給（たまへ）る」とする。

5 【飽かずめでたく】以下「思ひきこえましかば」まで、匂宮の心中。初めの方は地の文的、次第に心中文となる。反実仮想の構文。

6 【すこしももの隔てたる人】少しでも血の繋がりの遠い人、の意。


総角．５．６．８

■　「若草わかくさのね見みむものとはS49思おもはねど

むすぼほれたる心地ここちこそすれ」

◇　「若草のように美しいあなたと共寝をしてみようとは思いませんが

悩ましく晴れ晴れしない気がします」


S49 うら若みねよげに見ゆる若草を人の結ばむことをしぞ思ふ（伊勢物語-九〇）


総角．５．６．９

■　御前おまへなる人ひとびとは2、この宮みやをばことに恥はぢきこえて、もののうしろに隠かくれたり。

◇　御前に伺候している女房たちは、この宮を特に恥ずかしくお思い申し上げて、物の背後に隠れていた。

■　「ことしもこそあれ、うたてあやし3」

◇　「こともあろうに嫌な変なことを」

■　と思おぼせば、ものものたまはず4。

◇　とお思いになって、何ともお返事なさらない。

■　ことわりにて、

◇　もっともなことで、

■　「うらなくものをS50」

◇　「考えもなく口を」

■　と言いひたる姫君ひめぎみも、されて6憎にく思くおぼさる。

◇　と言った姫君もふざけて憎らしく思われなさる。


S50 初草のなど珍しき言の葉ぞうらなく人を思ひけるかな（伊勢物語-九一）

1? 【若草のね見むものとは思はねど結ぼほれたる心地こそすれ】匂宮から実の姉女一宮への贈歌。「若草」「根（寝）見む」は『伊勢物語』の作中歌を踏まえた表現。『完訳』は「姉弟だから共寝をとは思わぬが、悩ましく晴れやらぬ心地だと訴える。好色心躍如たる歌」と注す。

2 【御前なる人びとは】大島本は「御まへなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御まへなりつる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【ことしもこそあれうたてあやし】女一宮の心中。

4 【ものものたまはず】返歌をなさらない。

5? 【ことわりにて--憎く思さる】匂宮の思い。『源氏釈』は「初草のなどめづらしき言の葉ぞうらなくものを思ひけるかな」（伊勢物語）を指摘。

6 【うらなくものをと言ひたる姫君もされて】『伊勢物語』の姫君をさす。


総角．５．６．１０

■　紫むらさきの上うへの、取とり分わきてこの二所ふたところをば1ならはしきこえたまひしかば、あまたの御中おほむなかに、隔へだてなく思おもひ交かはしきこえたまへり。

◇　紫の上が、特にこのお二方を仲よくお育て申されたので、大勢のご姉弟の中で、隔て心なく親しくお思い申し上げていらっしゃった。

■　世よになくかしづききこえたまひて、さぶらふ人ひとびとも、かたほにすこし飽あかぬところあるは、はしたなげなり。

◇　又とないほど大切にお育て申し上げなさって、伺候する女房たちも、どこか少しでも欠点がある人は、恥ずかしそうである。

■　やむごとなき人ひとの御女おほむむすめなどもいと多おほかり。

◇　高貴な人の娘などもとても多かった。


1 【この二所をば】女一宮と匂宮。


総角．５．６．１１

■　御心みこころの移うつろひやすきは1、めづらしき人ひとびとに2、はかなく語かたらひつきなどしたまひつつ、かのわたりを3思おぼし忘わするる折をりなきものから、訪おとづれたまはで日ひごろ経へぬ。

◇　お心の移りやすい方は、新参の女房に、ちょっと物を言いかけなどなさっては、あの山里辺りをお忘れになる時もない一方で、お訪ねなさることもなく数日がたった。


1 【御心の移ろひやすきは】匂宮の好色心をいう。花鳥余情「世の中の人の心は花ぞめの移ろひやすき色にぞありける」（古今集恋五、七九五、読人しらず）。

2 【めづらしき人びとに】『集成』は「新参の女房たちに」。『完訳』は「そうした中のこれはと目に立つ女房と」と注す。

3 【かのわたりを】宇治中君をさす。


第六章　大君の物語　大君の病気と薫の看護

第一段　薫、大君の病気を知る

総角．６．１．１

■　待まちきこえたまふ所ところは1、絶たえ間遠まとほき心地ここちして、

◇　お待ち申し上げていらっしゃる所では、長く訪れのない気がして、

■　「なほ、かくなめり2」

◇　「やはり、こうなのだ」

■　と、心細こころぼそく眺ながめたまふに、中納言ちうなごんおはしたり。

◇　と、心細く物思いに沈んでいらっしゃるところに、中納言がおいでになった。

■　悩なやましげにしたまふと聞ききて3、御おほむとぶらひなりけり。

◇　ご病気でいらっしゃると聞いての、お見舞いなのであった。

■　いと心地惑ここちまどふばかりの御悩おほむなやみにもあらねど、ことつけて4、対面たいめんしたまはず。

◇　ひどく気分が悪いというご病気ではないが、病気にかこつけてお会いなさらない。


1 【待ちきこえたまふ所は】匂宮を。宇治の姫君たちをさす。

2 【なほかくなめり】数日間の途絶えから、匂宮はやはり不誠実な人だと絶望する気持。

3 【悩ましげにしたまふと聞きて】大君の状態。前に食事も通らないとあったことをさす。

4 【ことつけて】病気にかこつけて。


総角．６．１．２

■　「おどろきながら1、はるけきほどを参まゐり来きつるを。

◇　「びっくりして、遠くから参ったのに。

■　なほ、かの悩なやみたまふらむ御おほむあたり近ちかく」

◇　やはり、あちらのご病人のお側近くに」


1 【おどろきながら】以下「御あたり近く」まで、薫の詞。


総角．６．１．３

■　と、切せちにおぼつかながりきこえたまへば、うちとけて住すまひたまへる方かたの御簾みすの前まへに入いれたてまつる。

◇　と、しきりにご心配申し上げなさるので、くつろいで休んでいらっしゃるお部屋の御簾の前にお入れ申し上げる。

■　「いとかたはらいたきわざ」

◇　「まことに見苦しいこと」

■　と苦くるしがりたまへど1、けにくくはあらで2、御頭みぐしもたげ、御おほむいらへなど聞きこえたまふ。

◇　と迷惑がりなさるが、そっけなくはなく、お頭を上げて、お返事など申し上げなさる。


1 【苦しがりたまへど】主語は大君。

2 【けにくくはあらで】そっけなくはなく。


総角．６．１．４

■　宮みやの、御心みこころもゆかでおはし過すぎにしありさまなど1、語かたりきこえたまひて、

◇　宮が、不本意ながらお素通りになった様子などを、お話し申し上げなさって、


1 【宮の御心もゆかでおはし過ぎにしありさまなど】匂宮が不本意ながら立ち寄ることができなかった事情などを。


総角．６．１．５

■　「のどかに思おぼせ1。

◇　「安心してください。

■　心焦こころいられして、な恨うらみきこえたまひそ」

◇　いらいらなさって、お恨み申し上げなさいますな」


1 【のどかに思せ】以下「恨みきこえたまひそ」まで、薫の詞。


総角．６．１．６

■　など教をしへきこえたまへば、

◇　などとお諭し申し上げなさると、

総角．６．１．７

■　「ここには、ともかくも1聞きこえたまはざめり。

◇　「妹には、格別何とも申し上げなさらないようです。

■　亡なき人ひとの御諌おほむいさめはかかることにこそ、と見みはべるばかりなむ、いとほしかりける」

◇　亡き親のご遺言はこのようなことだったのだ、と思われて、おかわいそうなのです」


1 【ここにはともかくも】以下「いとほしかりける」まで、大君の詞。「ここには」は妹の中君をさす。


総角．６．１．８

■　とて、泣なきたまふけしきなり。

◇　と言って、お泣きになる様子である。

■　いと心苦こころぐるしく、我われさへ恥はづかしき心地ここちして、

◇　まことにおいたわしくて、自分までが恥ずかしい気がして、

総角．６．１．９

■　「世よの中なかは、とてもかくてもS51,2一ひとつさまにて過すぐすこと難なくなむはべるを。

◇　「夫婦仲というものは、いずれにしても一筋縄でゆくことは難しいものです。

■　いかなることをも御覧ごらんじ知しらぬ御心みこころどもには3、ひとへに恨うらめしなど思おぼすこともあらむを、しひて思おぼしのどめよ。

◇　いろいろなことをご存知ないお二方には、ひたすら恨めしいと思いになることもあるでしょうが、じっと気長に考えなさい。

■　うしろめたくはよにあらじとなむ思おもひはべる」

◇　不安はまったくないと存じます」


S51 世の中をとてもかくても同じこと宮も藁屋も果てしなければ（新古今集雑下-一八五一　蝉丸）

1? 【亡き人の御諫め】故父八宮の遺言。

2 【世の中はとてもかくても】以下「となむ思ひはべる」まで、薫の詞。「世の中」は夫婦仲をいう。『異本紫明抄』「世の中はとてもかくても同じこと宮も藁屋も果てしなければ」（新古今集雑下、一八五一、蝉丸）を指摘。

3 【御心どもには】大君と中君の御心中。


総角．６．１．１０

■　など、人ひとの御上おほむうへをさへ扱あつかふも、かつはあやしくおぼゆ1。

◇　などと、他人のお身の上まで世話をやくのも、一方では妙なと思われなさる。


1 【人の御上をさへ扱ふもかつはあやしくおぼゆ】『完訳』は「自分の恋もかなわぬのに、匂宮の世話までやくのも、一面では妙な感じ。自嘲ぎみの感慨である」と注す。


総角．６．１．１１

■　夜々よるよるは、ましていと苦くるしげにしたまひければ1、疎うとき人ひとの御おほむけはひの2近ちかきも、中なかの宮みやの苦くるしげに思おぼしたれば、

◇　夜毎に、さらにとても苦しそうになさったので、他人がお側近くにいる感じも、中の宮が辛そうにお思いになっていたので、


1 【いと苦しげにしたまひければ】主語は大君。

2 【疎き人の御けはひの】薫をさす。


総角．６．１．１２

■　「なほ、例れいの、あなたに1」

◇　「やはり、いつものように、あちらに」


1 【なほ例のあなたに】女房の詞。西廂の客間に勧める。


総角．６．１．１３

■　と人ひとびと聞きこゆれど、

◇　と女房たちが申し上げるが、

総角．６．１．１４

■　「まして、かくわづらひたまふほどの1おぼつかなさを。

◇　「いつもより、このようにご病気でいらっしゃる時が気がかりなので。

■　思おもひのままに参まゐり来きて2、出いだし放はなちたまへれば、いとわりなくなむ。

◇　心配のあまりに参上して、外に放っておかれては、とてもたまりません。

■　かかる折をりの御扱おほむあつかひも、誰たれかははかばかしく仕つかうまつる」

◇　このような時のご看病の指図も、誰がてきぱきとお仕えできましょうか」


1 【ましてかくわづらひたまふほどの】以下「仕うまつる」まで、薫の詞。

2 【思ひのままに参り来て】『集成』は「何もかも投げ出してやって参りましたのに」。『完訳』は「ただ心配のあまりお訪ねしてしまったのに」と訳す。


総角．６．１．１５

■　など、弁べんのおもとに語かたらひたまひて、御修法みすほふども始はじむべきことのたまふ。

◇　などと、弁のおもとにご相談なさって、御修法をいくつも始めるようにおっしゃる。

■　「いと見苦みぐるしく、ことさらにも厭いとはしき身みを2」

◇　「たいそう見苦しく、わざわざ捨ててしまいたいわが身なのに」

■　と聞ききたまへど、思おもひ隈くまなくのたまはむもうたてあれば3、さすがに、ながらへよと思おもひたまへる心こころばへもあはれなり4。

◇　と聞いていらっしゃるが、相手の気持ちを顧みないかのように断るのもいやなので、やはり、生き永らえよと思ってくださるお気持ちもありがたく思われる。


1? 【誰れかは--仕うまつる】反語表現。私薫しかいない、意。

2 【いと見苦しくことさらにも厭はしき身を】大君の心中。薫の指図を聞きながら思う。

3 【思ひ隈なくのたまはむもうたてあれば】『完訳』は「せっかくのご親切に対して察しもつかぬようにお断りをおっしゃるのも不都合なことだし」と注す。

4 【さすがにながらへよと思ひたまへる心ばへもあはれなり】『集成』は「それでもやはり、長生きせよと願っていられる（薫の）気持もうれしく思われる。「さすがに」は、「ことさらにもいとはしき身を、と聞きたまへど」に応じる」。『完訳』は「薫の言動に、大君は一面ではやはり、誠意を認めて感動する」と注す。


第二段　大君、匂宮と六の君の婚約を知る

総角．６．２．１

■　またの朝あしたに、

◇　翌朝、

■　「すこしもよろしく思おぼさるや。

◇　「少しはよくなりましたか。

■　昨日きのふばかりにてだに聞きこえさせむ」

◇　せめて昨日ぐらいにお話し申し上げたい」

■　とあれば、

◇　というので、

総角．６．２．２

■　「日ひごろ経ふればにや2、今日けふはいと苦くるしくなむ。

◇　「数日続いたせいか、今日はとても苦しくて。

■　さらば、こなたに」

◇　それでは、こちらに」


1? 【すこしよろしくも】以下「聞こえさせむ」まで、薫の詞。

2 【日ごろ経ればにや】以下「こなたに」まで、大君の詞。


総角．６．２．３

■　と言いひ出いだしたまへり。いとあはれに1、いかにものしたまふべきにかあらむ、ありしよりはなつかしき御みけしきなるも2、胸むねつぶれておぼゆれば、近ちかく寄よりて、よろづのことを聞きこえたまひて3、

◇　とお伝えになった。たいそうおいたわしく、どのような具合でいらっしゃるのか。以前よりは優しいご様子なのも、胸騷ぎして思われるので、近くに寄って、いろいろのことを申し上げなさって、


1 【いとあはれに】以下、薫の気持ちに即した叙述。

2 【ありしよりはなつかしき御けしきなるも】『完訳』は「病床近くに招き入れるといった、今までにない親しい扱いに、薫は胸騷ぎがする」と注す。

3 【聞こえたまひて】大島本は「きこえ給て」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こえたまふ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．６．２．４

■　「苦くるしくて1え聞きこえず。

◇　「苦しくてお返事できません。

■　すこしためらはむほどに」

◇　少しおさまりましてから」


1 【苦しくて】以下「ためらはむほど」まで、大君の詞。


総角．６．２．５

■　とて、いとかすかにあはれなるけはひを、限かぎりなく心苦こころぐるしくて嘆なげきゐたまへり。

◇　と言って、まことにか細い声で弱々しい様子を、この上なくおいたわしくて嘆いていらっしゃった。

■　さすがに、つれづれとかくておはしがたければ、いとうしろめたけれど、帰かへりたまふ。

◇　そうはいっても、所在なくこうしておいでになることもできないので、まことに不安だが、お帰りになる。

総角．６．２．６

■　「かかる御住おほむすまひは1、なほ苦くるしかりけり。

◇　「このようなお住まいは、やはりお気の毒です。

■　所ところさりたまふにことよせて2、さるべき所ところに移うつろはしたてまつらむ」

◇　場所を変えて療養なさるのにかこつけて、しかるべき所にお移し申そう」


1 【かかる御住まひは】以下「移ろはしたてまつむ」まで、薫の詞。

2 【所さりたまふにことよせて】薫は転地療法にかこつけて、大君を都の適当な場所に移そうとする。


総角．６．２．７

■　など聞きこえおきて、阿闍梨あざりにも1、御祈おほむいのり心こころに入いるべくのたまひ知しらせて、出いでたまひぬ。

◇　などと申し上げおいて、阿闍梨にも、御祈祷を熱心にするようお命じになって、お出になった。


1 【阿闍梨にも】故八宮の師である宇治山の阿闍梨。


総角．６．２．８

■　この君きみの御供おほむともなる人ひとの1、いつしかと、ここなる若わかき人ひとを語かたらひ寄よりたるなりけり2。

◇　この君のお供の人で、早くも、ここにいる若い女房と恋仲になっているのであった。

■　おのがじしの物語ものがたりに3、

◇　それぞれの話で、


1 【この君の御供なる人の】薫の供人。「人の」の「の」は格助詞、同格の意。

2 【寄りたるなりけり】大島本は「なりけり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありけり」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【おのがじしの物語に】薫の供人とその恋人の世間話。


総角．６．２．９

■　「かの宮みやの、御忍おほむしのびありき1制せいせられたまひて、内裏うちにのみ籠こもりおはします2。

◇　「あの宮が、ご外出を禁じられなさって、内裏にばかり籠もっていらっしゃいます。

■　左ひだりの大殿おほいどのの君きみを、あはせたてまつりたまへるなる3。

◇　左の大殿の姫君を、娶せ申しなさるらしい。

■　女方をむながたは4、年としごろの御本意おほむほいなれば、思おぼしとどこほることなくて、年としのうちにありぬべかなり5。

◇　女方は、長年のご本意なので、おためらいになることもなくて、年内にあると聞いている。


1 【かの宮の御忍びありき】以下「おぼろけならぬことと人申す」まで、供人の匂宮についての噂話。

2 【籠もりおはします】大島本は「おハします」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはしますこと」と「こと」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【たまへるなる】大島本は「給へるなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまふべかなる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【女方は】夕霧の六君。

5 【ありぬべかなり】連語「ぬべし」の連体形。確信に満ちた推量のニュアンス。「なり」伝聞推定の助動詞。


総角．６．２．１０

■　宮みやはしぶしぶに思おぼして1、内裏うちわたりにも、ただ好すきがましきことに御心みこころを入いれて、帝后みかどきさいの御戒おほむいましめに静しづまりたまふべくもあらざめり2。

◇　宮はしぶしぶとお思いで、内裏辺りでも、ただ好色がましいことにご熱心で、帝や后の御意見にもお静まりそうもないようだ。


1 【宮はしぶしぶに思して】匂宮。六君との結婚に気が進まない。

2 【あらざめり】推量の助動詞「めり」。供人の主観的推量のニュアンス。


総角．６．２．１１

■　わが殿とのこそ1、なほあやしく人ひとに似にたまはず、あまりまめにおはしまして、人ひとにはもて悩なやまれたまへ。

◇　わたしの殿は、やはり人にお似にならず、あまりに誠実でいらして、人からは敬遠されておいでだ。

■　ここにかく渡わたりたまふのみなむ2、目めもあやに、おぼろけならぬこと、と人申ひとまうす」

◇　ここにこうしてお越しになるだけが、目もくらむほどで、並々でないことだ、と人が申している」


1 【わが殿こそ】薫をさす。係助詞「こそ」は「もて悩まれたまへ」にかかる。

2 【渡りたまふのみなむ】係助詞「なむ」は結びの流れ。


総角．６．２．１２

■　など語かたりけるを、

◇　などと話したのを、

■　「さこそ言いひつれ1」

◇　「そのように言っていた」

■　など、人ひとびとの中なかにて2語かたるを聞ききたまふに3、いとど胸むねふたがりて、

◇　などと、女房たちの中で話しているのをお聞きになると、ますます胸がふさがって、


1 【さこそ言ひつれ】薫の供人の恋人の詞。供人の話を間接話法で周囲の女房にかたる。

2 【人びとの中にて】女房たちの中で。

3 【語るを聞きたまふに】主語は大君。


総角．６．２．１３

■　「今いまは限かぎりにこそあなれ1。

◇　「もうお終いだわ。

■　やむごとなき方かたに定さだまりたまはぬ2、なほざりの御おほむすさびに、かくまで思おぼしけむを、さすがに中納言ちうなごんなどの思おもはむところを思おぼして3、言ことの葉はの限かぎり深ふかきなりけり」

◇　高貴な方と縁組がお決まりになるまでの、ほんの一時の慰みに、こうまでお思いになったが、そうはいっても中納言などが思うところをお考えになって、言葉だけは深いのだった」


1 【今は限りにこそあなれ】以下「深きなりけり」まで、大君の心中。匂宮と六君の結婚話を聞いて絶望を感じる。

2 【定まりたまはぬ】大島本は「給ハぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまはぬほどの」と「ほどの」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【中納言などの思はむところを思して】薫の思惑。


総角．６．２．１４

■　と思おもひなしたまふに、ともかくも人ひとの御おほむつらさは思おもひ知しらず1、いとど身みの置おき所どころのなき心地ここちして、しをれ臥ふしたまへり2。

◇　とお思いになると、とやかく宮のおつらさは考えることもできず、ますます身の置き場所もない気がして、落胆して臥せっていらっしゃった。


1 【思ひ知らず】大島本は「思ひしらす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ知られず」と「れ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

2 【いとど身の置き所のなき心地してしをれ臥したまへり】大島本は「をき所の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「身の置き所」と「の」を削除する。『新大系』は底本のままとする。精も根も尽き果てた様子。『完訳』は「薄情な匂宮への恨めしさ。それより、妹の親代りへとしての責任を痛感。しかしなすすべもなく無力」と注す。


総角．６．２．１５

■　弱よわき御心地みここちは、いとど世よに立たちとまるべくもおぼえず。

◇　弱ったご気分では、ますます世に生き永らえることも思われない。

■　恥はづかしげなる人ひとびとにはあらねど、思おもふらむところの苦くるしければ1、聞きかぬやうにて寝ねたまへるを、中なかの君2きみ、もの思おもふ時ときのわざと聞ききし、うたた寝ねS52の御おほむさまの3いとらうたげにて、腕うでを枕まくらにて寝ねたまへるに、御髪みぐしのたまりたるほどなど、ありがたくうつくしげなるを見みやりつつ、親おやの諌いさめし言ことの葉はも4、かへすがへす思おもひ出いでられたまひて悲かなしければ、

◇　気のおける女房たちではないが、何と思うかつらいので、聞かないふりをして寝ていらしたが、中の宮、物思う時のことと聞いていたうたた寝のご様子がたいそうかわいらしくて、腕を枕にして寝ていらっしゃるところに、お髪がたまっているところなど、めったになく美しそうなのを見やりながら、親のご遺言も繰り返し繰り返し思い出されなさって悲しいので、


S52 たらちねの親の諌めしうたた寝は物思ふ時のわざにぞありける（拾遺集恋四-八九七　読人しらず）

1 【思ふらむところの苦しければ】主語は女房たち。

2 【中の君】大島本は「中の君」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「姫宮」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【もの思ふ時のわざと聞きしうたた寝の御さまの】『源氏釈』は「たらちねの親のいさめしうたた寝は物思ふときのわざにぞありける」（拾遺集恋四、八九七、読人しらず）を指摘する。

4 【親の諌めし言の葉も】前の引歌「たらちねの」歌の言葉による。故父八宮の遺言をさす。


総角．６．２．１６

■　「罪深つみふかかなる底そこには、よも沈しづみたまはじ2。

◇　「罪深いという地獄には、よもや落ちていらっしゃるまい。

■　いづこにもいづこにも3、おはすらむ方かたに迎むかへたまひてよ4。

◇　どこでもかしこでも、おいでになるところにお迎えください。

■　かくいみじくもの思おもふ身みども5をうち捨すてたまひて、夢ゆめにだに見みえたまはぬよ6」

◇　このようにひどく物思いに沈むわたしたちをお捨てになって、夢にさえお見えにならないこと」


1? 【罪深かむなる底には】以下「見えたまはぬよ」まで、大君の心中。「なる」伝聞推定の助動詞。罪深い人の行くところ、すなわち地獄をさす。

2 【よも沈みたまはじ】主語は故父八宮。

3 【いづこにもいづこにも】大島本は「いつこにも／＼」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いづくにもいづくにも」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【迎へたまひてよ】私を。『完訳』は「亡父に抱きとめられたい思い。死への道が刻々と近づく趣である」と注す。

5 【もの思ふ身ども】複数を表す接尾語「ども」、大君と中君の姉妹をさす。

6 【見えたまはぬよ】主語は故八宮。


総角．６．２．１７

■　と思おもひ続つづけたまふ。

◇　とお思い続けなさる。

第三段　中の君、昼寝の夢から覚める

総角．６．３．１

■　夕暮ゆふぐれの空そらのけしきいとすごくしぐれて1、木この下吹***き払したはらふ風かぜの音おとなどに、たとへむ方かたなく、来きし方行かたゆく先思さきおもひ続つづけられて2、添そひ臥ふしたまへるさま3、あてに限かぎりなく見みえたまふ。

◇　夕暮の空の様子がひどくぞっとするほど時雨がして、木の下を吹き払う風の音などに、たとえようもなく、過去未来が思い続けられて、添い臥していらっしゃる様子、上品でこの上なくお見えになる。

◆　 
ゆふぐれ の そら の けしき いと すごく しぐれ て、 こ の した はらふ かぜ の おと など に、 たとへ む かた なく、 きしかた ゆくさき おもひ つづけ られ て、 そひ ふし たまへ る さま、 あてに かぎりなく みえ たまふ。


1 【夕暮の空のけしきいとすごくしぐれて】初冬の山里の荒寥たる風景。大君の心象風景。

2 【思ひ続けられて】主語は大君。

3 【添ひ臥したまへるさま】几帳の陰に添って臥しているさま。


総角．６．３．２

■　白しろき御衣おほむぞに1、髪かみは削けづることもしたまはでほど経へぬれど、まよふ筋すぢなくうちやられて、日ひごろにすこし青あをみたまへるしも、なまめかしさまさりて、眺ながめ出いだしたまへるまみ、額ひたひつきのほども、見知みしらむ人ひとに見みせまほし2。

◇　白い御衣に、髪は梳くこともなさらず幾日もたってしまっているが、まつわりつくことなく流れて、幾日も少し青くやつれていらっしゃるのが、優美さがまさって、外を眺めていらっしゃる目もと、額つきの様子も、分かる人に見せたいほどである。


1 【白き御衣に】清浄なさま。病中の体。

2 【見知らむ人に見せまほし】語り手の評語。暗に薫をさしていう。


総角．６．３．３

■　昼寝ひるねの君1きみ、風かぜのいと荒あらきに驚おどろかされて起おき上あがりたまへり。

◇　昼寝の君は、風がたいそう荒々しいのに目を覚まされて起き上がりなさった。

■　山吹やまぶき、薄色うすいろなどはなやかなる色いろあひに、御顔おほむかほはことさらに染そめ匂にほはしたらむやうに、いとをかしくはなばなとして、いささかもの思おもふべきさまもしたまへらず。

◇　山吹襲に、薄紫色の袿などがはなやかな色合いで、お顔は特別に染めて匂わしたように、とても美しくあでやかで、少しも物思いをする様子もなさっていない。


1 【昼寝の君】中君。


総角．６．３．４

■　「故宮こみやの夢ゆめに見みえたまひつる1、いともの思おぼしたるけしきにて、このわたりにこそ2、ほのめきたまひつれ」

◇　「故宮が夢に現れなさったが、とてもご心配そうな様子で、このあたりに、ちらちら現れなさった」


1 【故宮の夢に見えたまひつる】大島本は「見え給つる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見えたまへる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「こそほのめきたまひつれ」まで、中君の詞。

2 【このわたりにこそ】『集成』は「手で指し示す体」と注す。


総角．６．３．５

■　と語かたりたまへば、いとどしく悲かなしさ添そひて、

◇　とお話しになると、ますます悲しさがつのって、

総角．６．３．６

■　「亡うせたまひて後1のち、いかで夢ゆめにも見みたてまつらむと思おもふを、さらにこそ、見みたてまつらね」

◇　「お亡くなりになって後、何とか夢にも拝したいと思うが、全然、拝見していません」


1 【亡せたまひて後】以下「見たてまつらね」まで、大君の詞。


総角．６．３．７

■　とて、二所ふたところながらいみじく泣なきたまふ。

◇　と言って、お二方ともひどくお泣きになる。

総角．６．３．８

■　「このころ明あけ暮くれ1思おもひ出いでたてまつれば、ほのめきもやおはすらむ。

◇　「最近、明け暮れお思い出し申しているので、お姿をお見せになるかしら。

■　いかで、おはすらむ所ところに尋たづね参まゐらむ。

◇　何とか、おいでになるところへ尋ねて参りたい。

■　罪深つみふかげなる身みどもにて2」

◇　罪障の深い二人だから」


1 【このころ明け暮れ】以下「身どもにて」まで、大君の心中。

2 【罪深げなる身どもにて】女は罪障が深く極楽往生も難しいとする仏教思想。


総角．６．３．９

■　と、後のちの世よをさへ思おもひやりたまふ。

◇　と、来世のことまでお考えになる。

■　人ひとの国くににありけむ香かうの煙けぶりS53ぞ1、いと得えまほしく思おぼさるる。

◇　唐国にあったという香の煙を、本当に手に入れたくお思いになる。


S53 反魂香夫人魂　夫人之魂在何許（反魂の香は夫人の魂を反す　夫人の魂何れの許にか在る）（白氏文集巻四-李夫人）

1 【人の国にありけむ香の煙ぞ】『源氏釈』は「白氏文集」李夫人の反魂香の故事を指摘する。


第四段　十月の晦、匂宮から手紙が届く

総角．６．４．１

■　いと暗くらくなるほどに、宮みやより御使おほむつかひあり。

◇　たいそう暗くなったころに、宮からお使いが来る。

■　折をりは、すこしもの思おもひ慰なぐさみぬべし1。

◇　悲観の折とて、少し物思いもきっと慰んだことであろう。

■　御方おほむかたは2とみにも見みたまはず。

◇　御方はすぐには御覧にならない。


1 【折はすこしもの思ひ慰みぬべし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の推測」と注す。

2 【御方は】中君。匂宮の夫人という意味での呼称。


総角．６．４．２

■　「なほ、心こころうつくしく1おいらかなるさまに聞きこえたまへ。

◇　「やはり、素直におおらかにお返事申し上げなさい。

■　かくてはかなくもなりはべりなば2、これより名残なごりなき方かたにもてなしきこゆる人ひともや3出いで来こむ、とうしろめたきを。

◇　こうして亡くなってしまったら、この方よりもさらにひどい目にお遭わせ申す人が現れ出て来ようか、と心配です。

■　まれにも、この人ひとの4思おもひ出いできこえたまはむに、さやうなるあるまじき心5こころつかふ人ひとは、えあらじと思おもへば、つらきながらなむ頼たのまれはべる6」

◇　時たまでも、この方がお思い出し申し上げなさるのに、そのようなとんでもない料簡を使う人は、いますまいと思うので、つらいけれども頼りにしています」


1 【なほ心うつくしく】大島本は「心うつくしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心うつくしう」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「頼まれはべる」まで、大君の詞。

2 【かくてはかなくもなりはべりなば】主語は大君。自分の死後を想像していう。

3 【これより名残なき方にもてなしきこゆる人もや】匂宮以上にひどい男が現れるのではないか、と危惧する。

4 【この人の】匂宮。

5 【さやうなるあるまじき心】前出の「これより名残なき方にもてなしきこゆる」を受ける。

6 【頼まれはべる】「れ」自発の助動詞。『完訳』は「保護者の役割程度を宮に期待」と注す。


総角．６．４．３

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

総角．６．４．４

■　「後おくらさむと1思おぼしけるこそ、いみじくはべれ」

◇　「置き去りにしていこうとお思いなのは、ひどいことです」


1 【後らさむと】以下「いみじくはべれ」まで、中君の詞。


総角．６．４．５

■　と、いよいよ顔かほを引ひき入いれたまふ。

◇　と、ますます顔を襟元にお入れになる。

総角．６．４．６

■　「限かぎりあれば1、片時かたときもとまらじと2思おもひしかど、ながらふるわざなりけり、と思おもひはべるぞや。

◇　「寿命があるので、片時も生き残っていまいと思っていたが、よくぞ生き永らえてきたものだった、と思っていますのよ。

■　明日知あすしらぬ世よS54の、さすがに嘆なげかしきも3、誰たがため惜をしき命いのちS55にかは4」

◇　明日を知らない世が、そうはいっても悲しいのも、誰のために惜しい命かお分かりでしょう」


S54 明日知らぬ我が身と思へど暮れぬ間の今日は人こそ悲しけれ（古今集哀傷-八三八　紀貫之）

S55 岩くぐる山の井の水を結び上げて誰がため惜しき命とか知る（伊勢集-四二四）

1 【限りあれば】以下「命にかは」まで、大君の詞。

2 【片時もとまらじと】打消推量の助動詞「じ」意志の打ち消し。生き残っていまい、の意。

3 【明日知らぬ世のさすがに嘆かしきも】『源氏釈』は「明日知らぬわが身と思へど暮れぬ間の今日は人こそ悲しかりけれ」（古今集哀傷、八三八、紀貫之）を指摘。

4 【誰がため惜しき命にかは】『源氏釈』は「岩くぐる山井の水を結びあげて誰がため惜しき命とかは知る」（伊勢集）を指摘。


総角．６．４．７

■　とて、大殿油参おほとなぶらまゐらせて見みたまふ1。

◇　と言って、大殿油をお召しになって御覧になる。


1 【見たまふ】匂宮からの文を。


総角．６．４．８

■　例れいの、こまやかに書かきたまひて、

◇　例によって、こまやかにお書きになって、

総角．６．４．９

■　「眺ながむるは同おなじ雲居くもゐをいかなれば

おぼつかなさを添そふる時雨しぐれぞ1」

◇　「眺めているのは同じ空なのに

どうしてこうも会いたい気持ちをつのらせる時雨なのか」


1 【眺むるは同じ雲居をいかなればおぼつかなさを添ふる時雨ぞ】匂宮から中君への贈歌。


総角．６．４．１０

■　「かく袖そでひつるS56」

◇　「このように袖を濡らした」

■　など1いふこともやありけむ、耳馴みみなれにたるを2、なほあらじことと見みるにつけても、恨うらめしさまさりたまふ。

◇　などということも書いてあったのであろうか、耳慣れた文句なのを、やはりお義理だけの手紙と見るにつけても、恨めしさがおつのりになる。

■　さばかり世よにありがたき御おほむありさま容貌かたちを、いとど、いかで人ひとにめでられむと3、好このましく艶えんにもてなしたまへれば、若わかき人ひとの心寄こころよせたてまつりたまはむ、ことわりなり。

◇　あれほど類まれなご様子やご器量を、ますます、何とかして女たちに誉められようと、色っぽくしゃれて振る舞っていらっしゃるので、若い女の方が心をお寄せ申し上げなさるのも、もっともなことである。


S56 いにしへも今も昔も行く末もかく袖ひづるたぐひあらじな（源氏釈所引-出典未詳）神無月いつも時雨は降りしかどかく袖ひづる折はなかりき（花鳥余情所引-出典未詳）

1 【かく袖ひつるなど】『源氏釈』は「いにしへも今も昔も行く末もか袖ひづるたぐひあらじな」（出典未詳）を指摘。『花鳥余情』は「神無月いつも時雨は降りしかどかく袖ひづる折はなかりき」（出典未詳）を指摘。『湖月抄』は「地」と草子地であることを指摘。語り手の推測を交えた表現。

2 【耳馴れにたるを】大島本は「みゝなれにたる越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「耳馴れにたる」と「を」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

3 【人にめでられむと】女たちからちやほやされようと。


総角．６．４．１１

■　ほど経ふるにつけても恋こひしく、

◇　時が過ぎるにつけても恋しく、

■　「さばかり所狭ところせきまで契ちぎりおきたまひしを、さりとも、いとかくてはやまじ」

◇　「あれほどたいそうなお約束なさっていたのだから、いくら何でも、とてもこのまま終わりになることはない」

■　と思おもひ直なほす心こころぞ、常つねに添そひける。

◇　と考え直す気に、いつもなるのであった。

■　御返おほむかへり、

◇　お返事は、

■　「今宵参こよひまゐりなむ」

◇　「今宵帰参したい」

■　と聞きこゆれば、これかれそそのかしきこゆれば、ただ一言ひとことなむ、

◇　と申し上げるので、皆が皆お促し申し上げるので、ただ一言、

総角．６．４．１２

■　「霰降あられふる深山みやまの里さとS57は朝夕あさゆふに

眺ながむる空そらもかきくらしつつ」

◇　「霰が降る深山の里は朝夕に

眺める空もかき曇っております」


S57 霰降る深山の里の侘しきは来てたはやすく訪ふ人ぞなき（後撰集冬-四六八　読人しらず）


総角．６．４．１３

■　かく言いふは、神無月かむなづきの晦日つごもりなりけり。

◇　こうお返事したのは、神無月の晦日だった。

■　「月つきも隔へだたりぬるよ」

◇　「一月もご無沙汰してしまったことよ」

■　と、宮みやは静心しづこころなく思おぼされて、

◇　と、宮は気が気でなくお思いで、

■　「今宵、今宵こよひこよひ」

◇　「今宵こそは、今宵こそは」

■　と思おぼしつつ、障さはり多おほみなるほどにS58、五節ごせちなどとく出いで来きたる年としにて、内裏うちわたり今いまめかしく紛まぎれがちにて、わざともなけれど過すぐいたまふほどに、あさましく待まち遠どほなり。

◇　と、お考えになりながら、邪魔が多く入ったりしているうちに、五節などが早くある年で、内裏辺りも浮き立った気分に取り紛れて、特にそのためではないが過ごしていらっしゃるうちに、あきれるほど待ち遠しくいらした。

■　はかなく人ひとを見みたまふにつけても、さるは御心みこころに離はなるる折をりなし。

◇　かりそめに女とお会いになっても、一方ではお心から離れることはない。

■　左ひだりの大殿おほいどののわたりのこと、大宮おほみやも、

◇　左の大殿の縁談のことを、大宮も、


S58 港入りの葦分け小舟障り多み我が思ふ人に逢はぬころかな（拾遺集恋四-八五三　柿本人麿）


総角．６．４．１４

■　「なほ、さるのどやかなる御後見おほむうしろみをまうけたまひて、そのほかに尋たづねまほしく思おぼさるる人ひとあらば、参まゐらせて、重々おもおもしくもてなしたまへ」

◇　「やはり、そのような落ち着いた正妻をお迎えになって、その他にいとしくお思いになる女がいたら、参上させて、重々しくお扱いなさい」

総角．６．４．１５

■　と聞きこえたまへど、

◇　と申し上げなさるが、

総角．６．４．１６

■　「しばし。

◇　「もう暫くお待ちください。

■　さ思おもうたまふるやうなむ」

◇　ある考えている子細があります」

総角．６．４．１７

■　聞きこえいなびたまひて、

◇　お断り申し上げなさって、

■　「まことにつらき目めはいかでか見みせむ」

◇　「ほんとうにつらい目をどうしてさせられようか」

■　など思おぼす御心みこころを知しりたまはねば、月日つきひに添そへてものをのみ思おぼす。

◇　などとお考えになるお心をご存知ないので、月日とともに物思いばかりなさっている。

第五段　薫、大君を見舞う

総角．６．５．１

■　中納言ちうなごんも、

◇　中納言も、

■　「見みしほどよりは1軽かろびたる御心みこころかな。

◇　「思ったよりは軽いお心だな。

■　さりとも」

◇　いくら何でも」

■　と思おもひきこえけるも、いとほしく、心こころからおぼえつつ、をさをさ参まゐりたまはず2。

◇　とお思い申し上げていたのも、お気の毒に、心から思われて、めったに参上なさらない。


1 【見しほどよりは】以下「さりとも」まで、薫の心中の思い。

2 【をさをさ参りたまはず】匂宮のもとに。『集成』は「薫の立腹のさま」と注す。


総角．６．５．２

■　山里やまざとには、「いかに、いかに1」と、訪とぶらひきこえたまふ。「この月つきとなりては、すこしよろしくおはす」と聞ききたまひけるに、公私おほやけわたくしもの騒さわがしきころにて、五ご、六日ろくにち、人ひともたてまつれたまはぬに、「いかならむ」と、うちおどろかれたまひて、わりなきことのしげさをうち捨すてて参までたまふ。

◇　山里には、「お加減はいかがですか。いかがですか」と、お見舞い申し上げなさる。「今月になってからは、少し具合がよくいらっしゃる」とお聞きになったが、公私に何かと騒がしいころなので、五、六日人も差し上げられなかったので、「どうしていらっしゃるだろう」と、急に気になりなさって、余儀ないご用で忙しいのを放り出して参上なさる。


1 【いかにいかに】大君の病状を見舞う文の要旨。


総角．６．５．３

■　「修法すほふはおこたり果はてたまふまで1」

◇　「修法は、病気がすっかりお治りになるまで」

■　とのたまひおきけるを、よろしくなりにけりとて2、阿闍梨あざりをも帰かへしたまひければ、いと人ひとずくなにて、例れいの、老おい人出びといで来きて、御おほむありさま聞きこゆ。

◇　とおっしゃっておいたが、良くなったといって、阿闍梨をもお帰しになったので、たいそう人少なで、例によって、老女が出てきて、ご容態を申し上げる。


1 【修法はおこたり果てたまふまで】薫の采配の要旨。

2 【よろしくなりにけりとて】大君自身の発言。


総角．６．５．４

■　「そこはかと痛いたきところもなく1、おどろおどろしからぬ御悩おほむなやみに、ものをなむさらに聞きこしめさぬ。

◇　「どこそこと痛いところもなく、たいしたお苦しみでないご病気なのに、食事を全然お召し上がりになりません。

■　もとより、人ひとに似にたまはず、あえかにおはしますうちに、この宮みやの御おほむこと出いで来きにしのち2、いとどもの思おぼしたるさまにて、はかなき御おほむくだものを3だに御覧ごらんじ入いれざりし積つもりにや、あさましく弱よわくなりたまひて、さらに頼たのむべくも見みえたまはず。

◇　もともと、人と違っておいでで、か弱くいらっしゃるうえに、こちらの宮のご結婚話があって後は、ますますご心配なさっている様子で、ちょっとした果物さえお見向きもなさらなかったことが続いたためか、あきれるほどお弱りになって、まったく見込みなさそうにお見えです。

■　よに心憂こころうくはべりける身みの命いの長ちのながさにて4、かかることを見みたてまつれば、まづいかで先立さきだちきこえむと5思おもひたまへ入いりはべり」

◇　まことに情けない長生きをして、このようなことを拝見すると、まずは何とか先に死なせていただきたいと存じております」


1 【そこはかと痛きところもなく】以下「思ひたまへ入りはべり」まで、弁の詞。『完訳』は「死病の徴候か。紫の上の病状とも類似」と注す。

2 【この宮の御こと出で来にしのち】匂宮と六君との結婚話が出てきて後。

3 【御くだものを】大島本は「御くたもの越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御くだもの」と「を」を削除する。『新大系』は底本のままとする。

4 【よに心憂くはべりける身の命の長さにて】弁自身のことをいう。長生きしたことによってつらい目を多く見るという。

5 【先立ちきこえむと】大島本は「きこえむと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「きこえなむと」と「な」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．６．５．５

■　と、言いひもやらず泣なくさま、ことわりなり。

◇　と、言い終わらずに泣く様子、もっともなことである。

総角．６．５．６

■　「心憂こころうく、などか1、かくとも告つげたまはざりける。院ゐんにも内裏うちにも、あさましく事ことしげきころにて、日ひごろもえ聞きこえざりつるおぼつかなさ」

◇　「情けない。どうして、こうとお知らせくださらなかったのか。院でも内裏でも、あきれるほど忙しいころなので、幾日もお見舞い申し上げなかった気がかりさよ」


1 【心憂くなどか】以下「おぼつかなさ」まで、薫の詞。


総角．６．５．７

■　とて、ありし方かたに入いりたまふ1。

◇　と言って、以前の部屋にお入りになる。

■　御枕上近おほむまくらがみちかくてもの聞きこえたまへど、御声おほむこゑもなきやうにて、えいらへたまはず。

◇　御枕もと近くでお話し申し上げるが、お声もないようで、お返事できない。


1 【ありし方に入りたまふ】先日通された大君の病室の前の廂の間。


総角．６．５．８

■　「かく重おもくなりたまふまで1、誰たれも誰たれも告つげたまはざりけるが、つらくも。

◇　「こんなに重くおなりになるまで、誰も誰もお知らせくださらなかったのが、つらいよ。

■　思おもふにかひなきこと2」

◇　心配しても効ないことだ」


1 【かく重くなりたまふまで】以下「かひなきこと」まで、薫の詞。

2 【思ふにかひなきこと】『完訳』は「心配のしがいもない。適切な処置もなく、の非難でもある」と注す。


総角．６．５．９

■　と恨うらみて、例れいの阿闍梨あざり、おほかた世よに験しるしありと聞きこゆる人ひとの限かぎり1、あまた請さうじたまふ。

◇　と恨んで、いつもの阿闍梨、世間一般に効験があると言われている人をすべて、大勢お召しになる。

■　御修法みすほふ、読経2どきゃう、明あくる日ひより始はじめさせたまはむとて、殿人3とのびとあまた参まゐり集つどひ、上下かみしもの人立ひとたち騷さわぎたれば、心細こころぼそさの名残なごりなく頼たのもしげなり。

◇　御修法や、読経を翌日から始めさせようとなさって、殿邸の人が大勢参集して、上下の人たちが騒いでいるので、心細さがすっかりなくなって頼もしそうである。


1 【験ありと聞こゆる人の限り】効験あると言われている人々すべて。

2 【御修法読経】以下「始めさせたまはむ」まで、薫の心中の思いを地の文で叙述。

3 【殿人】薫の家来、京の邸に仕えている者たち。


第六段　薫、大君を看護する

総角．６．６．１

■　暮くれぬれば、

◇　暮れたので、

■　「例れいの、あなたに1」

◇　「いつもの、あちらの部屋に」

■　と聞きこえて、御湯漬おほむゆづけなど参まゐらむとすれど、

◇　と申し上げて、御湯漬などを差し上げようとするが、

■　「近ちかくてだに見みたてまつらむ2」

◇　「せめて近くで看病をしよう」

■　とて、南みなみの廂ひさしは僧そうの座ざなれば、東面ひむがしおもての今いますこし気近けぢかき方かたに、屏風びゃうぶなど立たてさせて入いりゐたまふ。

◇　と言って、南の廂間は僧の座席なので、東面のもう少し近い所に、屏風などを立てさせて入ってお座りになる。


1 【例のあなたに】弁の詞であろう。いつもの客間に、の意。

2 【近くてだに見たてまつらむ】薫の詞。『集成』は「せめて近くにいて看取ってさし上げたい」と訳す。


総角．６．６．２

■　中なかの宮みや、苦くるしと思おぼしたれど1、この御仲おほむなかを2、

◇　中の宮は、困ったこととお思いになったが、お二人の仲を、

■　「なほ、もてはなれたまはぬなりけり3」

◇　「やはり、何でもなくはないのだ」

■　と皆思みなおもひて、疎うとくもえもてなし隔へだてず。

◇　と皆が思って、よそよそしくは隔てたりはしない。

■　初夜そやよりはじめて、法華経ほけきゃうを不断ふだんに読よませたまふ4。

◇　初夜から始めて、法華経を不断に読ませなさる。

■　声尊こゑたふとき限かぎり十二人じふににんして、いと尊たふとし。

◇　声の尊い僧すべて十二人で、実に尊い。


1 【中の宮苦しと思したれど】中君は大君の枕元にいる様子。

2 【この御仲を】薫と大君の仲。

3 【なほもてはなれたまはぬなりけり】女房たちの思い。

4 【読ませたまふ】「せ」使役の助動詞。薫が僧侶に。


総角．６．６．３

■　灯ひはこなたの南みなみの間ひさしのまにともして、内うちは暗くらきに1、几帳きちゃうをひき上あげて、すこしすべり入いりて見みたてまつりたまへば2、老人おいびとども二に、三人さむにんぞさぶらふ。

◇　灯火はこちらの南の間に燈して、内側は暗いので、几帳を引き上げて、少し入って拝見なさると、老女連中が二、三人伺候している。

■　中なかの宮みやは、ふと隠かくれたまひぬれば、いと人少ひとずくなに、心細こころぼそくて臥ふしたまへるを、

◇　中の宮は、さっとお隠れになったので、たいそう人少なで、心細く臥せっていらっしゃるのを、


1 【灯はこなたの南の間にともして内は暗きに】母屋の南側に僧侶の関があり、その東面に薫はいる。その北側に大君の病床がある様子。

2 【見たてまつりたまへば】薫が大君を。


総角．６．６．４

■　「などか、御声おほむこゑをだに聞きかせたまはぬ1」

◇　「どうして、お声だけでも聞かせてくださらないのか」


1 【などか御声をだに聞かせたまはぬ】薫の詞。


総角．６．６．５

■　とて、御手みてを捉とらへておどろかしきこえたまへば、

◇　と言って、お手を取ってお声をかけて差し上げると、

総角．６．６．６

■　「心地ここちには思おもひながら1、もの言いふがいと苦くるしくてなむ。

◇　「気持ちはそのつもりでいても、物を言うのがとても苦しくて。

■　日ひごろおとづれたまはざりつれば、おぼつかなくて過すぎはべりぬべきにやと、口惜くちをしくこそはべりつれ2」

◇　幾日も訪れてくださらなかったので、お目にかかれないままにこと切れてしまうのではないかと、残念に思っておりました」


1 【心地には思ひながら】大島本は「思なから」とある。『完本』は諸本に従って「おぼえながら」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。以下「こそはべりつれ」まで、大君の詞。

2 【おぼつかなくて過ぎはべりぬべきにやと口惜しくこそはべりつれ】『完訳』は「死を目前に、薫との不都合な関係も生じないと思うと、大君は胸奥に秘めた薫への好意をはじめて率直に告白。薫は感動のあまり嗚咽」と注す。


総角．６．６．７

■　と、息いきの下したにのたまふ。

◇　と、やっとの声でおっしゃる。

総角．６．６．８

■　「かく待またれたてまつるほどまで参まゐり来こざりけること1」

◇　「こんなにお待ちくださるまで参らなかったことよ」


1 【かく待たれたてまつるほどまで参り来ざりけること】薫の詞。今まで訪問しなかったことを後悔。


総角．６．６．９

■　とて、さくりもよよと泣なきたまふ。

◇　と言って、しゃくりあげてお泣きになる。

■　御みぐしなど、すこし熱あつくぞおはしける1。

◇　お額など、少し熱がおありであった。


1 【御ぐしなどすこし熱くぞおはしける】薫は大君の額に手を当てる。熱がある様子。


総角．６．６．１０

■　「何なにの罪つみなる御心地みここちにかS59。

◇　「何の罪によるご病気か。

■　人ひとに嘆なげき負おふこそ、かくあむなれ」

◇　人を嘆かせると、こうなるのですよ」


S59 水ごもりの神に問ひても聞きてしか恋ひつつ逢はぬ何の罪ぞと（古今六帖四-二〇二二）


総角．６．６．１１

■　と、御耳おほむみみにさし当あてて、ものを多おほく聞きこえたまへば、うるさうも恥はづかしうもおぼえて、顔かほをふたぎたまへるを2、むなしく見みなしていかなる心地ここちせむ3、と胸むねもひしげておぼゆ。

◇　と、お耳に口を当てて、いろいろ多く申し上げなさるので、うるさくも恥ずかしくも思われて、顔を被いなさっているのを、死なせてしまったらどんな気がするだろう、と胸も張り裂ける思いでいられる。


1? 【何の罪なる御心地にか人の嘆き負ふこそかくあむなれ】大島本は「かく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かくは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。薫の詞。『花鳥余情』は「水ごもりの神に問ひても聞きてしが恋ひつつ逢はぬ何の罪ぞと」（古今六帖四、片恋）を指摘。

2 【顔をふたぎたまへるを】大島本は「かをゝふたき給へるを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「顔をふたぎたまへり。いとどなよなよとあえかにて臥したまへるを」と補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【むなしく見なしていかなる心地せむ】薫の心中の思い。


総角．６．６．１２

■　「日ひごろ見みたてまつりたまひつらむ1御心地みここちも、やすからず思おぼされつらむ。

◇　「何日もご看病なさってお疲れも、大変なことでしょう。

■　今宵こよひだに、心こころやすくうち休やすませたまへ。

◇　せめて今夜だけでも、安心してお休みなさい。

■　宿直人2とのゐびとさぶらふべし」

◇　宿直人が伺候しましょう」


1 【日ごろ見たてまつりたまひつらむ】以下「さぶらふべし」まで、薫の詞。中君に向かって言う。

2 【宿直人】自分自身をいう。


総角．６．６．１３

■　と聞きこえたまへば、うしろめたけれど、

◇　と申し上げなさると、気がかりであるが、

■　「さるやうこそは1」

◇　「何かわけがあるのだろう」

■　と思おぼして、すこししぞきたまへり。

◇　とお思いになって、少し退きなさった。


1 【さるやうこそは】中君の心中の思い。『完訳」は「秘密の話もあろうか、の気持」と注す。


総角．６．６．１４

■　直面ひたおもてにはあらねど、はひ寄よりつつ見みたてまつりたまへば、いと苦くるしく恥はづかしけれど、

◇　面と向かってというのではないが、這い寄りながら拝見なさると、とても苦しく恥ずかしいが、

■　「かかるべき契ちぎりこそはありけめ1」

◇　「このような宿縁であったのだろう」

■　と思おぼして、こよなうのどかにうしろやすき御心みこころを、かの片かたつ方かたの人ひとに2見比みくらべたてまつりたまへば、あはれとも思おもひ知しられにたり。

◇　とお思いになって、この上なく穏やかで安心なお心を、あのもうお一方にお比べ申し上げなさると、しみじみとありがたく思い知られなさった。


1 【かかるべき契りこそはありけめ】大君の心中の思い。身近に看病してもらうことを、前世からの宿縁であったのかと、思う。

2 【かの片つ方の人に】匂宮をさす。


総角．６．６．１５

■　「むなしくなりなむ後のちの思おもひ出いでにも1、心こころごはく、思おもひ隈くまなからじ」

◇　「亡くなった後の思い出にも、強情な、思いやりのない女だと思われまい」

■　とつつみたまひて、はしたなくもえおし放はなちたまはず。

◇　とお慎みなさって、そっけなくおあしらいになったりなさらない。

■　夜よもすがら、人ひとをそそのかして2、御湯おほむゆなど参まゐらせたてまつりたまへど、つゆばかり参まゐるけしきもなし。

◇　一晩中、女房に指図して、お薬湯などを差し上げなさるが、少しもお飲みになる様子もない。

■　「いみじのわざや3。

◇　「大変なことだ。

■　いかにしてかは、かけとどむべき」

◇　どのようにして、お命を取り止めることができようか」

■　と、言いはむかたなく思おもひゐたまへり。

◇　と、何とも言いようがなく沈みこんでいらっしゃった。


1 【むなしくなりなむ後の思ひ出にも】大島本は「おもひてにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ出で」と「い」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「思ひ隈なからし」まで、大君の心中の思い。『集成』は「死期に臨んで、せめていい思い出を残したいと思う」。『完訳』は「世俗的な結婚を拒否しながらも、大君は薫に真情を告白し、彼の胸奥に美しき印象を残したいとする。反俗的な愛の希求というべきか」と注す。

2 【夜もすがら人をそそのかして】主語は薫。女房たちに指図して。

3 【いみじのわざや】以下「かけとどむべき」まで、薫の心中の思い。


第七段　阿闍梨、八の宮の夢を語る

総角．６．７．１

■　不断経ふだんきゃうの、暁方あかつきがたのゐ替かはりたる声こゑのいと尊たふときに、阿闍梨あざりも夜居よゐにさぶらひて2眠ねぶりたる、うちおどろきて陀羅尼読だらによむ。

◇　不断の読経の、明け方に交替する声がたいそう尊いので、阿闍梨も徹夜で勤めていて居眠りをしていたのが、ふと目を覚まして陀羅尼を読む。

■　老おいかれにたれど、いと功くうづきて頼たのもしう聞きこゆ。

◇　老いしわがれた声だが、実にありがたそうで頼もしく聞こえる。


1? 【暁方のゐ替りたる声の】後夜から晨朝への交替。このとき、重唱となる。

2 【阿闍梨も夜居にさぶらひて】徹夜で加持をすること。


総角．６．７．２

■　「いかが今宵こよひはおはしましつらむ1」

◇　「どのように今夜はおいででしたか」


1 【いかが今宵はおはしましつらむ】阿闍梨の詞。


総角．６．７．３

■　など聞きこゆるついでに、故宮こみやの御おほむことなど申まうし出いでて1、鼻はなしばしばうちかみて、

◇　などとお尋ね申し上げる機会に、故宮のお事などを申し上げて、鼻をしばしばかんで、


1 【故宮の御ことなど申し出でて】大島本は「申いてゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こえ出でて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。故八宮についての夢語り。


総角．６．７．４

■　「いかなる所ところに1おはしますらむ。

◇　「どのような世界にいらっしゃるのでしょう。

■　さりとも、涼すずしきP33方かたに2ぞ、と思おもひやりたてまつるを、先さいつころの3夢ゆめになむ見みえおはしましし。

◇　そうはいっても、涼しい極楽に、と想像いたしておりましたが、先頃の夢にお見えになりました。


P33 涼しき--すく（く/＄ゝ〈朱〉）しき

1 【いかなる所に】以下「つかせはべる」まで、阿闍梨の詞。

2 【涼しき方に】極楽浄土をさす。

3 【先つころの】大島本は「さいつころの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「先つころ」と「の」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．６．７．５

■　俗ぞくの御おほむかたちにて1、

◇　俗人のお姿で、

■　『世よの中なかを深ふかう厭いとひ離はなれしかば2、心こころとまることなかりしを、いささかうち思おもひしことに乱みだれてなむ3、ただしばし願ねがひの所ところを隔へだたれるを思おもふなむ、いと悔くやしき。

◇　『世の中を深く厭い離れていたので、執着するところはなかったが、わずかに思っていたことに乱れが生じて、今しばらく願っていた極楽浄土から離れているのを思うと、とても悔しい。

■　すすむるわざせよ』

◇　追善供養をせよ』

■　と、いとさだかに仰おほせられしを、たちまちに仕つかうまつるべきこと4のおぼえはべらねば、堪たへたるにしたがひて、行おこなひしはべる法師ほふしばら五ご、六人ろくにんして、なにがしの念仏ねんぶつなむ6仕つかうまつらせはべる。

◇　と、まことにはっきりと仰せになったが、すぐにご供養申し上げる方法が思い浮かびませんので、できる範囲内で、修業している法師たち五、六人で、何々の称名念仏を称えさせております。


1 【俗の御かたちにて】在俗のままの姿。極楽往生をしていないさま。中君の夢の中にも極楽往生できなかったさまが語られていた。

2 【世の中を深う厭ひ離れしかば】以下「すすむるわざせよ」まで、夢の中の八宮の詞。

3 【いささかうち思ひしことに乱れてなむ】「なむ」は「悔しき」に係る。『集成』は「姫君たちの身の上を心にかけてのこと、ととれる言葉」。『完訳』は「姫君たちの身を案じて。大事な臨終の際にその妄想が浮んで、往生の一念が乱れたという趣。生前の懸念が的中」と注す。

4 【仕うまつるべきこと】追善供養。

5? 【堪へたるに従ひて】私でできる範囲内で、の意。

6 【なにがしの念仏なむ】阿彌陀の念仏。それをぼかして言ったもの。


総角．６．７．６

■　さては、思おもひたまへ得えたることはべりて1、常不軽じゃうふきゃうをなむ2つかせはべる」

◇　その他は、考えるところがございまして、常不軽を行わせております」


1 【思ひたまへ得たることはべりて】『完訳』は「亡き宮の成仏のために考えついた」と注す。

2 【常不軽をなむ】法華経の「常不軽菩薩品」。


総角．６．７．７

■　など申まうすに、君きみも1いみじう泣なきたまふ。

◇　などと申すので、君もひどくお泣きになる。

■　かの世よにさへ妨さまたげきこゆらむ罪つみのほどを、苦くるしき御心地みここちにも、いとど消きえ入いりぬばかりおぼえたまふ2。

◇　あの世までお邪魔申した罪障を、苦しい気持ちに、ますます息も絶えそうに思われなさる。


1 【君も】薫。

2 【かの世にさへ妨げきこゆらむ罪のほどを苦しき御心地にもいとど消え入りぬばかりおぼえたまふ】大島本は「御心ち」とある。『完本』は諸本に従って「心地」と「御」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。『完訳』は「大君の心中。父宮の往生の障害にまでなった自分たちの罪深さ」と注す。前半は大君の心中に即した叙述（心中の間接的叙述）、後半は地の文による叙述（語り手による客観的叙述）。


総角．６．７．８

■　「いかで、かの1まだ定さだまりたまはざらむさきに参までて、同おなじ所ところにも」

◇　「何とか、あのまだ行く所がお定まりにならない前に参って、同じ所にも」


1 【いかでかの】以下「同じ所にも」まで、大君の心中、直接的叙述。


総角．６．７．９

■　と、聞きき臥ふしたまへり。

◇　と、聞きながら臥せっていらっしゃった。

総角．６．７．１０

■　阿闍梨あざりは言少ことすくなにて立たちぬ。

◇　阿闍梨は言葉少なに立った。

■　この常不軽じゃうふきゃう、そのわたりの里々1さとざと、京きゃうまでありきけるを、暁あかつきの嵐あらしにわびて、阿闍梨あざりのさぶらふあたりを尋たづねて、中門ちうもんのもとに2ゐて、いと尊たふとくつく3。

◇　この常不軽は、その近辺の里々、京まで歩き回ったが、明け方の嵐に難渋して、阿闍梨のお勤めしている所を尋ねて、中門のもとに座って、たいそう尊く拝する。

■　回向ゑかうの末すゑつ方かたの心こころばへいとあはれなり。

◇　回向の偈の終わりのほうの文句が実にありがたい。

■　客人まらうともこなたにすすみたる御心みこころにて、あはれ忍しのばれたまはず。

◇　客人もこの方面に関心のあるお方で、しみじみと感動に堪えられない。


1 【そのわたりの里々】宇治近辺の里。

2 【中門のもとに】八宮邸の中門。

3 【いと尊くつく】額ずく、意。礼拝する。


総角．６．７．１１

■　中なかの宮みや、切せちにおぼつかなくて1、奥おくの方かたなる几帳きちゃうのうしろに寄よりたまへるけはひを聞ききたまひて、あざやかにゐなほりたまひて、

◇　中の宮が、まことに気がかりで、奥のほうにある几帳の背後にお寄りになっているご気配をお聞きになって、さっと居ずまいを正しなさって、


1 【切におぼつかなくて】大君の容体が気がかりで、の意。


総角．６．７．１２

■　「不軽ふきゃうの声こゑはいかが1聞きかせたまひつらむ。

◇　「不軽の声はどのようにお聞きあそばしましたでしょうか。

■　重々おもおもしき道みちには行おこなはぬことなれど、尊たふとくこそはべりけれ」

◇　重々しい祈祷としては行わないのですが、尊くございました」

■　とて、

◇　と言って、


1 【不軽の声はいかが】以下「こそはべりけれ」まで、薫の詞。


総角．６．７．１３

■　「霜しもさゆる汀みぎはの千鳥ちどりうちわびて

鳴なく音悲ねかなしき朝あさぼらけかな2」

◇　「霜が冷たく凍る汀の千鳥が堪えかねて

寂しく鳴く声が悲しい、明け方ですね」


1? 【重々しき道には行なはぬことなれど】常不軽の行は朝廷などでは行われないもの、とされている。

2 【霜さゆる汀の千鳥うちわびて鳴く音悲しき朝ぼらけかな】薫の中君への贈歌。


総角．６．７．１４

■　言葉ことばのやうに聞きこえたまふ1。

◇　話すように申し上げなさる。

■　つれなき人ひとの御おほむけはひにも通かよひて2、思おもひよそへらるれど3、いらへにくくて、弁べんしてぞ聞きこえたまふ。

◇　冷淡な方のご様子にも似ていて、思い比べられるが、返事しにくくて、弁を介して申し上げなさる。


1 【言葉のやうに聞こえたまふ】話しかけるように。和歌は節をつけて詠じた。

2 【つれなき人の御けはひにも通ひて】匂宮の感じに似て。

3 【思ひよそへらるれど】主語は中君。匂宮が思い出される。


総角．６．７．１５

■　「暁あかつきの霜しもうち払はらひ鳴なく千鳥ちどり

もの思おもふ人ひとの心こころをや知しる1」

◇　「明け方の霜を払って鳴く千鳥も

悲しんでいる人の心が分かるのでしょうか」


1 【暁の霜うち払ひ鳴く千鳥もの思ふ人の心をや知る】中君の返歌。「霜」「千鳥」の言葉を用いて返す。


総角．６．７．１６

■　似につかはしからぬ御代おほむかはりなれど1、ゆゑなからず聞きこえなす。

◇　不似合いな代役だが、気品を失わず申し上げる。

■　かやうのはかなしごとも2、つつましげなるものから3、なつかしうかひあるさまにとりなしたまふものを、

◇　このようなちょっとしたことも、遠慮されるものの、やさしく上手におとりなしなさるものを、

■　「今いまはとて別わかれなば、いかなる心地ここちせむ」

◇　「今を最後と別れてしまったら、どんなに悲しい気がするだろう」

■　と惑まどひたまふ4。

◇　と、目の前がまっくらにおなりになる。


1 【似つかはしからぬ御代りなれど】弁の代役をさしていう。前の「御けはひに通ひて」と対照的表現。

2 【かやうのはかなしごとも】以下「いかなる心地せむ」まで、薫の心中の思い。

3 【つつましげなるものから】大君の態度を想起。

4 【惑ひたまふ】大島本は「まとひ給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひまどひたまふ」と「思ひ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第八段　豊明の夜、薫と大君、京を思う

総角．６．８．１

■　宮みやの夢ゆめに見みえたまひけむさま1思おぼしあはするに2、

◇　宮が夢に現れなさった様子をお考えになると、

■　「かう心苦こころぐるしき御おほむありさまどもを3、天翔あまかけりても4いかに見みたまふらむ5」

◇　「このようにおいたわしいお二方のご境遇を、宙空をさ迷いながらどのように御覧になっていられるだろう」

■　と推おし量はかられて、おはしましし御寺みてらにも6、御誦経みずきゃうせさせたまふ。

◇　と推察されて、お籠もりになったお寺にも、御誦経をおさせになる。

■　所々ところどころの祈いのりの使7出つかひいだしたてさせたまひ、公おほやけにも私わたくしにも、御暇おほむいとまのよし申まうしたまひて、祭祓まつりはらへ、よろづにいたらぬことなくしたまへど、ものの罪つみめきたる御病おほむやまひにもあらざりければ9、何なにの験しるしも見みえず。

◇　所々にご祈祷の使者をお出しになって、朝廷にも私邸のほうにも、お休暇の旨を申されて、祀りや祓い、いろいろと思い至らないことのないほどなさるが、何かの罪によるお病気でもなかったので、何の効目も見えない。


1 【宮の夢に見えたまひけむさま】故八宮が阿闍梨の夢の中に現れたという様子を。格助詞「の」は主格。

2 【思しあはするに】主語は薫。

3 【かう心苦しき御ありさまどもを】以下「見たまふらむ」まで、薫の心中の思い。

4 【天翔りても】『集成』は「死者の霊が成仏せぬ時、宙をさまようとされた」と注す。

5 【いかに見たまふらむ】主語は八宮。

6 【おはしましし御寺にも】主語は八宮。

7 【所々の祈りの使】大島本は「所／＼のいのりのつかひ」とある。『集成』は諸本に従って「所どころに祈りの使」、『完本』は「所どころに御祈祷の使」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

8? 【公にも私にも御暇のよし申たまひて】「公」は朝廷への欠勤届け。「私」は薫の私的な主人家筋への暇乞い。例えば、匂宮邸や夕霧邸へ。

9 【ものの罪めきたる御病にもあらざりければ】何かの祟による病気というのでない。原因が不明。


総角．６．８．２

■　みづからも、平たひらかに1あらむとも、仏ほとけをも念ねんじたまはばこそあらめ2、

◇　ご自身でも、治りたいと思って、仏をお祈りなさればだが、


1 【みづからも平らかに】大君自身も。

2 【念じたまはばこそあらめ】「こそ」「あらめ」は係結びの法則、逆接用法。


総角．６．８．３

■　「なほ、かかるついでに1いかで亡うせなむ。

◇　「はやり、このような機会に何とかして死にたい。

■　この君きみのかく添そひて2、残のこりなくなりぬるを、今いまはもて離はなれむかたなし。

◇　この君がこうして付き添って、余命残りなくなったが、今はもう他人で過すすべもない。

■　さりとて、かうおろかならず見みゆめる心こころばへの、見劣みおとりして3、我われも人ひとも見みえむが、心こころやすからず憂うかるべきこと。

◇　そうかといって、このように並々ならず見える愛情だが、思ったほどでないと、自分も相手もそう思われるのは、つらく情けないことであろう。

■　もし命いのちしひてとまらば、病やまひにことつけて、形かたちをも変かへてむ4。

◇　もし寿命が無理に延びたら、病気にかこつけて、姿を変えてしまおう。

■　さてのみこそ、長ながき心こころをもかたみに見果みはつべきわざなれ」

◇　そうしてだけ、末長い心を互いに見届けることができるのだ」


1 【なほかかるついでに】以下「わざなれ」まで、大君の心中。

2 【この君のかく添ひて】大島本は「かくそゐて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かくそひゐて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【かうおろかならず見ゆめる心ばへの見劣りして】『完訳』は「今は並大抵とは思われぬ気持が、結婚後はそれほどでもなかったのだと、双方で互いに思うようでは。結婚そのものが夫にも妻にも幻滅をもたらすとして、絶望的」と注す。

4 【形をも変へてむ】出家して尼姿となる。


総角．６．８．４

■　と思おもひしみたまひて、

◇　と思い決めなさって、

総角．６．８．５

■　「とあるにても1、かかるにても、いかでこの思おもふことしてむ」

◇　「生きるにせよ、死ぬにせよ、何とかこの出家を遂げたい」

■　と思おぼすを、さまでさかしきことはえうち出いでたまはで、中なかの宮みやに、

◇　とお思いになるのを、そこまで賢ぶったことはおっしゃらずに、中の宮に、


1 【とあるにても】以下「思ふことしてむ」まで、大君の心中。生きるにせよ死ぬにせよ。出家を遂げたい。


総角．６．８．６

■　「心地ここちのいよいよ頼たのもしげなく1おぼゆるを、忌いむことなむ、いとしるしありて命延いのちのぶることと聞ききしを、さやうに阿闍梨あざりにのたまへ」

◇　「気分がますます頼りなく思われるので、戒を受けると、とても効目があって寿命が延びることだと聞いていたが、そのように阿闍梨におっしゃってください」


1 【心地のいよいよ頼もしげなく】以下「阿闍梨にのたまへ」まで、大君の詞。


総角．６．８．７

■　と聞きこえたまへば、皆泣みななき騷さわぎて、

◇　と申し上げなさると、みな泣き騒いで、

総角．６．８．８

■　「いとあるまじき御おほむことなり1。

◇　「とんでもない御ことです。

■　かくばかり思おぼし惑まどふめる中納言殿ちうなごんどのも、いかがあへなきやうに思おもひきこえたまはむ」

◇　こんなにまでお心を痛めていらっしゃるような中納言殿も、どんなにがっかり申されることでしょう」


1 【いとあるまじき御ことなり】以下「思ひきこえたまはむ」まで、女房の詞。


総角．６．８．９

■　と、似にげなきことに思おもひて、頼たのもし人びとにも1申まうしつがねば、口惜くちをしう思おぼす。

◇　と、ふさわしくないことと思って、頼りにしている方にも申し上げないので、残念にお思いになる。


1 【頼もし人にも】薫をさす。


総角．６．８．１０

■　かく籠こもりゐたまひつれば2、聞ききつぎつつ、御訪おほむとぶらひにふりはへものしたまふ人ひともあり。

◇　このように籠もっていらっしゃったので、次々と聞き伝えて、お見舞いにわざわざやって来る人もいる。

■　おろかに思おぼされぬこと、と見みたまへば3、殿人とのびと、親したしき家司けいしなどは、おのおのよろづの御祈おほむいのりをせさせ、嘆なげききこゆ。

◇　いい加減にはお思いでない方だ、と拝見するので、殿上人や、親しい家司などは、それぞれいろいろなご祈祷をさせ、ご心配申し上げる。


1? 【口惜しうおぼす】主語は大君。

2 【かく籠もりゐたまひつれば】大島本は「給つれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。主語は薫。宇治に。

3 【見たまへば】大島本は「見給へハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見たてまつれば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．６．８．１１

■　豊明とよのあかりは今日けふぞかし1と、京思きゃうおもひやりたまふ。

◇　豊明の節会は今日であると、京をお思いやりになる。

■　風かぜいたう吹ふきて、雪ゆきの降ふるさまあわたたしう荒あれまどふ2。

◇　風がひどく吹いて、雪が降る様子があわただしく荒れ狂う。

■　「都みやこにはいとかうしもあらじかし3」

◇　「都ではとてもこうではあるまい」

■　と、人ひとやりならず心細こころぼそうて、

◇　と、自ら招いてのこととはいえ心細くて、

■　「疎うとくてP34やみぬべきにや4」

◇　「他人関係のまま終わってしまうのだろうか」

■　と思おもふ契ちぎりはつらけれど、恨うらむべうもあらず。

◇　と思う宿縁はつらいけれど、恨むこともできない。

■　なつかしうらうたげなる御おほむもてなしを、ただしばしにても5例れいになして、

◇　やさしくかわいらしいおもてなしを、ただ少しの間でも元どおりにして、

■　「思おもひつることどもも語かたらはばや6」

◇　「思っていたことを話したい」

■　と思おもひ続つづけて眺ながめたまふ。

◇　と、思い続けながら眺めていらっしゃる。

■　光ひかりもなくて暮くれ果はてぬ。

◇　光もささず暮れてしまった。


P34 疎くて--う（う/+と〈朱〉）くて

1 【豊明は今日ぞかし】薫の心中。豊明節会、十一月上の辰の日。

2 【風いたう吹きて雪の降るさまあわたたしう荒れまどふ】薫の荒寥たる心象風景。

3 【都にはいとかうしもあらじかし】薫の心中に即した叙述。

4 【疎くてやみぬべきにや】薫の心中の思い。

5 【ただしばしにても】以下「かたらはばや」まで、薫の心中の思い。

6 【思ひつることどもも語らはばや】大島本は「ことゝもゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことども」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『完訳』は「薫は結婚したかったことを。「つる」の完了形に注意。死が目前」と注す。


総角．６．８．１２

■　「かき曇くもり日ひかげも見みえぬ奥山おくやまに

心こころをくらすころにもあるかな1」

◇　「かき曇って日の光も見えない奥山で

心を暗くする今日このごろだ」


1 【かき曇り日かげも見えぬ奥山に心をくらすころにもあるかな】薫の独詠歌。『完訳』は「「光もなくて--」の景に、薫の絶望的な心象風景をかたどる歌」と注す。


第九段　薫、大君に寄り添う

総角．６．９．１

■　ただ、かくておはするを1頼たのみに、皆思みなおもひきこえたり。

◇　ただ、こうしておいでになるのを頼みに、皆がお思い申し上げていた。

■　例れいの、近ちかき方かたにゐたまへるに2、御几帳みきちゃうなどを、風かぜのあらはに吹ふきなせば、中なかの宮みや、奥おくに入いりたまふ。

◇　いつもの、近いお側に座っていらっしゃるが、御几帳などを、風が烈しく吹くので、中の宮、奥のほうにお入りになる。

■　見苦みぐるしげなる人ひとびとも、かかやき隠かくれぬるほどに、いと近ちかう寄よりて、

◇　見苦しそうな人びとも、恥ずかしがって隠れているところで、たいそう近くに寄って、


1 【かくておはするを】薫が付き添っていらっしゃるのを。

2 【例の近き方にゐたまへるに】主語は中君。


総角．６．９．２

■　「いかが思おぼさるる2。

◇　「どのようなお具合ですか。

■　心地ここちに思おもひ残のこすことなく、念ねんじきこゆるかひなく、御声おほむこゑをだに聞きかずなりにたれば、いとこそわびしけれ。

◇　心のありたけを尽くして、ご祈祷申し上げる効もなく、お声をさえ聞かなくなってしまったので、まことに情けない。

■　後おくらかしたまはば3、いみじうつらからむ」

◇　後に遺して逝かれなさったら、ひどくつらいことでしょう」


1? 【いと近うよりて】主語は薫。

2 【いかが思さるる】以下「いみじうつらからむ」まで、薫の詞。

3 【後らかしたまはば】「後らかす」は「後らす」よりも使役的ニュアンスが強く出る。私をしてあとに残して逝かれたら、という自分に引きつけた物の言い方。


総角．６．９．３

■　と、泣なく泣なく聞きこえたまふ。

◇　と、泣く泣く申し上げなさる。

■　ものおぼえずなりにたるさまなれど1、顔かほはいとよく隠かくしたまへり2。

◇　意識もはっきりしなくなった様子だが、顔はまことによく隠していらっしゃった。


1 【ものおぼえずなりにたるさまなれど】大君のさま。『完訳』は「病状が悪化し、意識が混濁」と注す。

2 【顔はいとよく隠したまへり】『完訳』は「衰弱の顔を見られまいとする。薫に美しき印象を残して死にたいという願望」と注す。


総角．６．９．４

■　「よろしき隙ひまあらば1、聞きこえまほしきこともはべれど、ただ消きえ入いるやうにのみなりゆくは、口惜くちをしきわざにこそ」

◇　「気分の良い時があったら、申し上げたいこともございますが、ただもう息も絶えそうにばかりなってゆくのは、心残りなことです」


1 【よろしき隙あらば】以下「わざにこそ」まで、大君の詞。


総角．６．９．５

■　と、いとあはれと思おもひたまへるけしきなるに、いよいよせきとどめがたくて1、ゆゆしう、かく心細こころぼそげに思おもふとは見みえじと、つつみたまへど、声こゑも惜をしまれず2。

◇　と、本当に悲しいと思っていらっしゃる様子なので、ますます感情を抑えがたくなって、不吉に、このように心細そうに思っているとは見られまいと、お隠しになるが、泣き声まで上げられてしまう。


1 【いよいよせきとどめがたくて】主語は薫。

2 【声も惜しまれず】「れ」自発の助動詞。『集成』は「嗚咽の声も抑えきれない」。『完訳』は「涙はもとより声も惜しまず泣かずにはいられない」と注す。


総角．６．９．６

■　「いかなる契ちぎりにて1、限かぎりなく思おもひきこえながら、つらきこと多おほくて別わかれたてまつるべきにか2。

◇　「どのような宿縁で、この上なくお慕い申し上げながら、つらいことが多くてお別れ申すのだろうか。

■　少すこし憂うきさまを3だに見みせたまはばなむ、思おもひ冷さますふしにもせむ」

◇　少し嫌な様子でもお見せになったら、思いを冷ますきっかけにしよう」


1 【いかなる契りにて】以下「ふしにもせむ」まで、薫の心中の思い。

2 【別れたてまつるべきにか】自分の宿縁に対する疑問を投げ掛ける。

3 【憂きさまを】大君の容貌に醜いさまを、の意。


総角．６．９．７

■　とまもれど、いよいよあはれげにあたらしく、をかしき御おほむありさまのみ見みゆ。

◇　と見守っているが、ますますいとしく惜しく、美しいご様子ばかりが見える。

総角．６．９．８

■　腕かひななどもいと細ほそうなりて1、影かげのやうに弱よわげなるものから、色いろあひも変かはらず、白しろううつくしげになよなよとして、白しろき御衣おほむぞどものなよびかなるに、衾ふすまを押おしやりて2、中なかに身みもなき雛ひひなを臥ふせたらむ心地ここちして3、御髪みぐしはいとこちたうもあらぬほどにうちやられたる、枕まくらより落おちたる際きはの4、つやつやとめでたうをかしげなるも、

◇　腕などもたいそう細くなって、影のように弱々しいが、肌の色艶も変わらず、白く美しそうになよなよとして、白い御衣類の柔らかなうえに、衾を押しやって、中に身のない雛人形を臥せたような気がして、お髪はたいして多くもなくうちやられている、それが、枕からこぼれている側が、つやつやと素晴らしく美しいのも、

■　「いかになりたまひなむとするぞ」

◇　「どのようにおなりになろうとするのか」

■　と5、あるべきものにもあらざめりと見みるが6、惜をしきことたぐひなし。

◇　と、生きていかれそうにもなく見えるのが、惜しいことは類がない。


1 【腕などもいと細うなりて】薫の目や手を握った感触を通しての叙述。

2 【衾を押しやりて】夜具も重く感じられるさま。

3 【身もなき雛を臥せたらむ心地して】大君の痩せ細ったさま。

4 【うちやられたる枕より落ちたる際の】「うちやられたる」は連体中止法。いったん余韻をもって中止し、そしてそれが、というニュアンスで下文に続く。

5 【いかになりたまひなむとするぞと】薫の心中の思い。「と」は地の文。

6 【あるべきものにもあらざめりと見るが】薫の心中の思い。前の心中の思いと並列の構文。


総角．６．９．９

■　ここら久ひさしく悩なやみて、ひきもつくろはぬけはひの、心こころとけず恥はづかしげに1、限かぎりなうもてなしさまよふ人ひとにも多おほうまさりて、こまかに見みるままに、魂たましひも静しづまらむ方かたなし2。

◇　幾月も長く患って、身づくろいもしてない様子が、気を許そうともせず恥ずかしそうで、この上なく飾りたてる人よりも多くまさって、こまかに見ていると、魂も抜け出してしまいそうである。


1 【心とけず恥づかしげに】『完訳』は「薫に気を許そうともせず、近寄りにくいほど気高い様子」と注す。

2 【魂も静まらむ方なし】語り手の評言。薫は物思いのあまりに魂が遊離してしまいそうだ、の意。


第七章　大君の物語　大君の死と薫の悲嘆

第一段　大君、もの隠れゆくように死す

総角．７．１．１

■　「つひにうち捨すてたまひなば1、世よにしばしもとまるべきにもあらず。

◇　「とうとう捨てて逝っておしまいになったら、この世に少しも生きている気がしない。

■　命いのちもし限かぎりありて2とまるべうとも、深ふかき山やまにさすらへなむとす3。

◇　寿命がもし決まっていて生き永らえたとしても、深い山に分け入るつもりです。

■　ただ、いと心苦こころぐるしうて、とまりたまはむ御おほむことをなむ思おもひきこゆる」

◇　ただ、とてもお気の毒に、お残りになる方の御事を心配いたします」


1 【つひにうち捨てたまひなば】大島本は「給なは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひてば」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。以下「思ひきこゆる」まで、薫の詞。

2 【命もし限りありて】薫の寿命。

3 【深き山にさすらへなむとす】出家遁世したい、という。


総角．７．１．２

■　と、いらへさせたてまつらむとて1、かの御おほむことをかけたまへば2、顔隠かほかくしたまへる御袖おほむそでを少すこしひき直なほして、

◇　と、答えさせていただこうと思って、あの方の御事におふれになると、顔を隠していらっしゃったお袖を少し離して、


1 【いらへさせたてまつらむとて】薫の大変に丁重な態度。

2 【かの御ことをかけたまへば】中君のことをさす。


総角．７．１．３

■　「かく、はかなかりけるものを1、思おもひ隈くまなきやうに2思おぼされたりつるもかひなければ、このとまりたまはむ人ひとを3、同おなじこと思おもひきこえたまへと、ほのめかしきこえしに4、違たがへたまはざらましかば、うしろやすからましと、これのみなむ恨うらめしきふしにて、とまりぬべうおぼえはべる6」

◇　「このように、はかなかったものを、思いやりがないようにお思いなさったのも効がないので、このお残りになる人を、同じようにお思い申し上げてくださいと、それとなく申し上げましたが、その通りにしてくださったら、どんなに安心して死ねたろうにと、この点だけが恨めしいことで、執着が残りそうに思われます」


1 【かくはかなかりけるものを】以下「おぼえはべる」まで、大君の詞。『完訳』は「自分の短命が予感されたのに、情け知らずの強情者と思われるのも不本意、の意。薫の求愛を拒んできた理由として言う」と注す。

2 【思ひ隈なきやうに】自分大君が情を解さない女のように、の意。

3 【このとまりたまはむ人を】中君をいう。

4 【同じこと思ひきこえたまへとほのめかしきこえしに】大島本は「おなしこと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「同じことと」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。かつて薫と中君とを結婚させようとした事件をさしていう。

5? 【違へたまはざらましかばうしろややすからましと】反実仮想の構文。

6 【とまりぬべうおぼえはべる】『完訳』は「執着が残り成仏できぬ気持。亡き八の宮の迷妄も念頭にあろう」と注す。


総角．７．１．４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

総角．７．１．５

■　「かくいみじう1、もの思おもふべき身みにやありけむ。

◇　「このようにひどく、物思いをする身の上なのでしょうか。

■　いかにも、いかにも、異ことざまにこの世よを思おもひかかづらふ方かたのはべらざりつれば、御おほむおもむけに従したがひきこえずなりにし3。

◇　何としても、かんとしても、他の人には執着することがございませんでしたので、ご意向にお従い申し上げずになってしまいました。

■　今いまなむ、悔くやしく心苦こころぐるしうもおぼゆる4。

◇　今になって、悔しくいたわしく思われます。

■　されども、うしろめたくな思おもひきこえたまひそ5」

◇　けれども、ご心配申し上げなさいますな」


1 【かくいみじう】以下「思ひきこえたまひそ」まで、薫の詞。

2? 【異ざまにこの世を思かかづらふ方のはべらざりつれば】あなた大君以外に執着することがなかった、の意。

3 【御おもむけに従ひきこえずなりにし】『集成』は「詠嘆の気持から、連体止めになる」と注す。

4 【今なむ悔しく心苦しうもおぼゆる】『完訳』は「中の君を匂宮に導いた自らの措置を、今にして悔む気持」と注す。

5 【うしろめたくな思ひきこえたまひそ】中君のことをさす。現世への執着を断つように言う。


総角．７．１．６

■　などこしらへて、いと苦くるしげにしたまへば1、修法すほふの阿闍梨あざりども召めし入いれさせ、さまざまに験げんある限かぎりして、加持参かぢまゐらせさせたまふ。

◇　などと慰めて、たいそう苦しそうでいらっしゃるので、修法の阿闍梨たちを召し入れさせて、いろいろな効験のある僧全員して、加持して差し上げさせなさる。

■　我われも仏ほとけを念ねんぜさせたまふこと、限かぎりなし3。

◇　ご自分でも仏にお祈りあそばすこと、この上ない。


1 【いと苦しげにしたまへば】主語は大君。挿入句。

2? 【召し入れさせ--加持参らせさせたまふ】「させ」使役の助動詞。薫が阿闍梨をして。

3 【我も仏を念ぜさせたまふこと限りなし】「させたまふ」最高敬語。語り手の評言。


総角．７．１．７

■　「世よの中なかをことさらに厭いとひ離はなれね、と勧すすめたまふ仏ほとけなどの、いとかくいみじきものは思おもはせたまふにやあらむ。

◇　「世の中を特に厭い離れなさい、とお勧めになる仏などが、とてもこのようにひどい目にお遭わせになるのだろうか。

■　見みるままにもの隠かくれゆくやうにて消きえ果はてたまひぬるは、いみじきわざかな」

◇　見ている前で物が隠れてゆくようにして、お亡くなりになったのは、何と悲しいことであろうか」

総角．７．１．８

■　引ひきとどむべき方かたなく、足摺あしずりもしつべく、人ひとのかたくなしと見みむこともおぼえず。

◇　引き止める方法もなく、足摺りもしそうに、人が馬鹿だと見ることも気にしない。

■　限かぎりと見みたてまつりたまひて、中なかの宮みやの、後おくれじと思おもひ惑まどひたまふさまもことわりなり。

◇　ご臨終と拝しなさって、中の宮が、後れまいと嘆き悲しみなさる様子ももっともなことである。

■　あるにもあらず見みえたまふを、例れいの、さかしき女をむなばら、

◇　正気を失ったようにお見えになるのを、いつもの、利口ぶった女房連中が、

■　「今いまは、いとゆゆしきこと」

◇　「今は、まことに不吉なこと」

■　と、引ひき避さけたてまつる。

◇　と、お引き離し申し上げる。

第二段　大君の火葬と薫の忌籠もり

総角．７．２．１

■　中納言ちうなごんの君きみは、さりとも、いとかかることあらじ、夢ゆめか1、と思おぼして、御殿油おほとなぶらを近ちかうかかげて2見みたてまつりたまふに、隠かくしたまふ顔かほも、ただ寝ねたまへるやうにて3、変かはりたまへるところもなく、うつくしげにてうち臥ふしたまへるを、

◇　中納言の君は、そうはいっても、まさかこんなことにはなるまい、夢か、とお思いになって、大殿油を近くに芯をかき立てて拝見なさると、お隠しになっている顔も、まるで寝ていらっしゃるように、変わっておいでになるところもなく、かわいらしげに臥せっていらっしゃるのを、

■　「かくながら、虫むしの殻からのやうにても4見みるS60わざならましかば」

◇　「このままで、虫の脱殻のようにずっと見続けることができるものならば」

■　と、思おもひ惑まどはる。

◇　と、悲しみにくれる。


S60 空蝉は殻を見つつも慰めつ深草の山煙だに立て（古今集哀傷-八三一　僧都勝延）

1 【さりともいとかかることあらじ夢か】薫の心中に即した叙述。

2 【御殿油を近うかかげて】『完訳』は「灯芯をかきあげて明るくし、大君の死顔に見入る。紫の上死去の場面に類似」と指摘。

3 【隠したまふ顔もただ寝たまへるやうにて】前に「顔隠したまへる御袖を少し引き直して」（第七章一段）とあった。今、薫が大君の顔から袖を除けて見入っているさま。

4 【かくながら虫の殻のやうにても】以下「見るわざならましかば」まで、薫の心中。『異本紫明抄』は「空蝉は殻を見つつも慰めつ深草の山煙だに立て」（古今集哀傷、八三一、僧都勝延）を指摘。


総角．７．２．２

■　今いまはの事ことどもするに1、御髪みぐしをかきやるに2、さとうち匂にほひたる、ただありしながらの匂にほひに、なつかしう香かうばしきも、

◇　ご臨終の作法をする時に、お髪をかきやると、さっと匂うのが、まるで生きていた時の匂いそのままで、懐かしく香ばしいのも、


1 【今はの事どもするに】主語は女房たち。死後の処置。

2 【御髪をかきやるに】主語は女房たち。大君の髪を。


総角．７．２．３

■　「ありがたう、何なにごとにて1この人ひとを、すこしもなのめなりしと思おもひさまさむ。

◇　「世に比類なく、どうしてこの人を、少しでも普通の女性であったと思い諦められようか。

■　まことに世よの中なかを思おもひ捨すて果はつるしるべならば、恐おそろしげに憂うきことの、悲かなしさも冷さめぬべきふしをだに見みつけさせたまへ2」

◇　ほんとうに世の中を思い捨て去る道しるべならば、恐ろしそうな醜いことで、悲しさも冷めてしまいそうなところだけでも見つけさせてください」


1 【ありがたう何ごとにて】以下「見つけさせたまへ」まで、薫の心中。反語表現。思い諦めることができない。

2 【まことに世の中を思ひ捨て果つるしるべならば恐ろしげに憂きことの悲しさも冷めぬべきふしをだに見つけさせたまへ】「恐ろしげに憂きことの」の格助詞「の」は同格の意。大君の死顔に彼女を厭い諦める醜さを表してほしい。


総角．７．２．４

■　と仏ほとけを念ねんじたまへど、いとど思おもひのどめむ方かたなくのみあれば、言いふかひなくて、

◇　と仏にお祈りになるが、ますます悲しみを慰めようもなくなるばかりなので、どうしようもなくて、

■　「ひたぶるに煙けぶりにだになし果はててむ1」

◇　「ひと思いにせめて火葬にしてしまおう」

■　と思おもほして、とかく例れいの作法さほふどもするぞ、あさましかりける2。

◇　とお思いになって、あれこれ例の葬式をするのが、何ともいいようのないことであった。


1 【ひたぶるに煙にだになし果ててむ】薫の心中の思い。

2 【とかく例の作法どもするぞあさましかりける】語り手の評言。


総角．７．２．５

■　空そらを歩あゆむやうにただよひつつ1、限かぎりのありさまさへ2はかなげにて、煙けぶりも多おほくむすぼほれたまはずなりぬるもあへなしと、あきれて帰かへりたまひぬ。

◇　宙を歩くようにふらふらとして、最後に空に上る様子さえ頼りなさそうで、煙も多くはお立ちにならなかったのもあっけなかったことと、茫然としてお帰りになった。


1 【空を歩むやうにただよひつつ】薫の足腰のさま。茫然自失の体。

2 【限りのありさまさへ】以下「あへなし」まで、火葬の煙を見ての薫の感想。


総角．７．２．６

■　御忌おほむいみに籠こもれる人数多ひとかずおほくて1、心細こころぼそさはすこし紛まぎれぬべけれど2、中なかの宮みやは、人ひとの見思みおもはむことも恥はづかしき身みの心憂こころうさを3思おもひ沈しづみたまひて、また亡なき人ひとに見みえたまふ。

◇　御忌中に籠もっている人の数が多くて、心細さは少し紛れそうだが、中の宮は、人の目や思惑も恥ずかしい身の情けなさを悲観なさって、同じく死んだ人のようにお見えになる。


1 【御忌に籠もれる人数多くて】『集成』は「期間は三十日。薫がいるので人数が多いのである」と注す。

2 【心細さはすこし紛れぬべけれど】主語は女房たち。

3 【人の見思はむことも恥づかしき身の心憂さを】『集成』は「匂宮に捨てられたと思って、大君がそれを苦に亡くなられたからである」と注す。


総角．７．２．７

■　宮みやよりも御弔おほむとぶらひいとしげく1たてまつれたまふ。

◇　宮からもご弔問をたいそう頻繁に差し上げなさる。

■　思おもはずにつくづくと2思おもひきこえたまへりしけしきも、思おぼし直なほらでやみぬるを思おぼすに、いと憂うき人ひとの御おほむゆかりなり3。

◇　意外でつくづくとお思い申し上げていらっしゃったお気持ちも、お直りにならずに亡くなってしまったことをお思いになると、まことにつらいご縁の方である。


1 【宮よりも御弔らひいとしげく】匂宮から中君への弔問。

2 【思はずにつくづくと】大島本は「つく／＼と」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「つらしと」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【いと憂き人の御ゆかりなり】語り手の評言。匂宮との何ともつらい宿縁であると評す。


総角．７．２．８

■　中納言ちうなごん、かく世よのいと心憂こころうくおぼゆるついでに、本意遂ほいとげむと思おぼさるれど、三条さむでうの宮みやの思おぼされむこと1に憚はばかり、この君きみの御おほむことの心苦こころぐるしさとに2思おもひ乱みだれて、

◇　中納言は、このようにこの世がまことにつらく思われる機会に、出家の本願を遂げようとお思いになるが、三条宮がお悲しみになることに気がねし、この姫君の御事のおいたわしさに思い乱れて、


1 【三条の宮の思されむこと】大島本は「おほされむこと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思さむこと」と「れ」を削除する。『新大系』は底本のままとする。薫の母女三の宮。

2 【この君の御ことの心苦しさとに】中君のお身の上のいたわしさ。


総角．７．２．９

■　「かののたまひしやうにて2、形見かたみにも見みるべかりけるものを。

◇　「あの方がおっしゃったようにして、形見としてでも結婚すべきであったよ。

■　下したの心こころは、身みを分わけたまへりとも、移うつろふべくもおぼえ給たまへざりしを1、かうもの思おもはせたてまつるよりは3、ただうち語かたらひて、尽つきせぬ慰なぐさめにも見みたてまつり通かよはましものを4」

◇　心の底では、身を分けた姉妹でいらしても、気を移せるようには思えなかったが、このようにお悲しみ申し上げさせるよりは、いっそ深い仲になって、尽きない慰めとしてずっとお世話申し上げてゆくべきであったのに」


1 【移ろふべくもおぼえ給へざりしを】大島本は「うつろふへくも・おほえ給さりしを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「移ろふべくはおぼえざりしを」と校訂する。『新大系』も「移ろふべくもおぼえざりしを」と「給は」を削除する。試みに「給」を「給へ」（下二段活用未然形）謙譲の補助動詞に読む。

2 【かののたまひしやうにて】以下「通はましものを」まで、薫の心中。『完訳』は「大君の思惑どおり大君の形見としてでも中の君と結ばれるべきだった、とする。「形見」の語に注意。薫には、大君あってこその中の君である」と注す。

3 【かうもの思はせたてまつるよりは】大君の死によって、中君に悲しませるよりは、の意。

4 【尽きせぬ慰めにも見たてまつり通はましものを】『集成』は「尽きぬ悲しみの慰めとしてでも（中の君と）連れ添うのだった。「見通ふ」は親しくする、情を通ずるというほどの意」。『完訳』は「姫宮を失ってしまった尽きぬ悲しみを慰めるためにも夫婦としてお世話申すことにすればよかったものを」と注す。


総角．７．２．１０

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。

総角．７．２．１１

■　かりそめに京きゃうにも出いでたまはず、かき絶たえ、慰なぐさむ方かたなくて籠こもりおはするを1、世人よひとも、おろかならず思おもひたまへること、と見聞みききて、内裏うちよりはじめたてまつりて、御弔おほむとぶらひ多おほかり。

◇　ちょっとも京にお出にならず、ふっつりと、慰めようもなく籠もっておいでになるのを、世の人も、並々ならず悲しんでいらっしゃる、と見聞きして、帝をはじめ申して、ご弔問が多かった。


1 【籠もりおはするを】薫は中陰の間、宇治に閉じ籠もる。


第三段　七日毎の法事と薫の悲嘆

総角．７．３．１

■　はかなくて日ひごろは過すぎゆく。

◇　とりとめもなく幾日も過ぎてゆく。

■　七日七日なぬかなぬかの事ことども、いと尊たふとくせさせたまひつつ1、おろかならず孝けうじたまへど、限かぎりあれば2、御衣おほむぞの色いろの変かはらぬを、かの御方おほむかたの心寄こころよせわきたりし人ひとびとの、いと黒くろく着替きかへたるを、ほの見みたまふも、

◇　七日毎の法事も、たいそう尊くおさせになっては、心をこめて供養なさるが、規則があるので、お召し物の色の変わらないのを、あの御方を特に慕っていた女房たちが、たいそう黒く着替えているのを、ちらっと御覧になるにつけても、


1 【七日七日の事どもいと尊くせさせたまひつつ】薫が七日ごとの法要を主催する。「させ」は使役の助動詞。

2 【限りあれば】『完訳』は「薫と大君は近親者でも夫婦でもないので薫は喪服を着られない」と注す。


総角．７．３．２

■　「くれなゐに落おつる涙なみだもかひなきは

形見かたみの色いろを染そめぬなりけり1」

◇　「紅色に落ちる涙が何にもならないのは

形見の喪服の色を染めないことだ」


1 【くれなゐに落つる涙もかひなきは形見の色を染めぬなりけり】薫の独詠歌。


総角．７．３．３

■　聴ゆるし色いろの氷解こほりとけぬかと見みゆるを1、いとど濡ぬらし添そへつつ眺ながめたまふさま、いとなまめかしくきよげなり2。

◇　許し色の氷が解けないかと見えるのを、ますます濡らし加えながら物思いに沈んでいらっしゃるお姿は、たいそう艶っぽく美しい。

■　人ひとびと覗のぞきつつ見みたてまつりて、

◇　女房たちが覗きながら拝見して、


1 【聴し色の氷解けぬかと見ゆるを】『完訳』は「ここは薄紅色。直衣の色目。それが涙で凍りついたように光る」と注す。

2 【いとなまめかしくきよげなり】大島本は「なまめかしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なまめかしく」と「う」ウ音便化する。『新大系』は底本のままとする。語り手の評言。


総角．７．３．４

■　「言いふかひなき御おほむことをば1さるものにて、この殿とののかくならひたてまつりて、今いまはとよそに思おもひきこえむこそ2、あたらしく口惜くちをしけれ」

◇　「亡くなってしまったお方のことはしかたないとして、この殿がこのようにお親しみ申されて、これからは他人とお思い申し上げるのは、惜しく残念なことだわ」


1 【言ふかひなき御ことをば】以下「背かせたまへるよ」まで、女房たちの詞。「言ふかひなき御こと」は大君の死をさす。

2 【今はとよそに思ひきこえむこそ】薫を縁のない人として拝し上げるのは、の意。


総角．７．３．５

■　「思おもひの外ほかなる御宿世おほむすくせにもおはしけるかな。

◇　「意外なご運勢でいらっしゃったわ。

■　かく深ふかき御心みこころのほどを、かたがたに背そむかせたまへるよ1」

◇　こんなに深いお志を、どちらもお添いになれなかったとは」


1 【かたがたに背かせたまへるよ】大君は死去し中君は匂宮と結婚して、どちらとも薫と結ばれなかった。


総角．７．３．６

■　と泣なきあへり。

◇　と言って、泣きあっている。

総角．７．３．７

■　この御方おほむかたには1、

◇　この御方には、


1 【この御方には】中君をさす。


総角．７．３．８

■　「昔むかしの御形見おほむかたみに1、今いまは何なにごとも聞きこえ、承うけたまはらむとなむ思おもひたまふる。

◇　「亡くなった方のお形見として、今は何でも申し上げ、承りたいと存じております。

■　疎々うとうとしく思おぼし隔へだつな」

◇　よそよそしくお思いなさいませんように」


1 【昔の御形見に】以下「思し隔つな」まで、薫の詞。


総角．７．３．９

■　と聞きこえたまへど、

◇　と申し上げなさるが、

■　「よろづのこと憂うき身みなりけり1」

◇　「万事が嫌な身の上だ」

■　と、もののみつつましくて、まだ対面たいめんしてものなど聞きこえたまはず。

◇　と、何もかも気後れして、まだお会いしてお話など申し上げなさらない。


1 【よろづのこと憂き身なりけり】中君の心中の思い。


総角．７．３．１０

■　「この君きみは、けざやかなるかたに1、いますこし子こめき、気高けだかくおはするものから、なつかしく匂にほひある心こころざまぞ、劣おとりたまへりける2」

◇　「この姫君は、はきはきとした方で、もう少し子供っぽく、気高くいらっしゃる一方で、親しみがありうるおいのある人柄という点では劣っていらっしゃる」


1 【この君はけざやかなるかたに】以下「劣りたまへりける」まで、薫の心中の思い。中君を大君と対比する。

2 【なつかしく匂ひある心ざまぞ劣りたまへりける】『完訳』は「親しみ深くうるおいのある人柄という点では、大君より劣る」と注す。


総角．７．３．１１

■　と、事ことに触ふれておぼゆ。

◇　と、何かにつけて思われる。

第四段　雪の降る日、薫、大君を思う

総角．７．４．１

■　雪ゆきのかきくらし降ふる日ひ、終日ひねもすにながめ暮くらして、世よの人ひとのすさまじきことに言いふなる師走しはすの月夜つきよの1、曇くもりなくさし出いでたるを、簾巻すだれまき上あげて見みS61たまへば、向むかひの寺てらの鐘かねの声こゑ、枕まくらをそばだてて、今日けふも暮くれぬS62と、かすかなる響ひびきを聞ききて3、

◇　雪が烈しく降る日、一日中物思いに沈んで、世間の人が殺風景な物という十二月の月夜の、曇りなく照りだしているのを、簾を巻き上げて御覧になると、向かい側の寺の鐘の音を、枕をそばだてて、今日も暮れたと、かすかな音を聞いて、


S61 遺愛寺鐘欹枕聴　香鑪峯雪撥簾看（遺愛寺の鐘は枕を欹〈そばだ〉てて聴く　香鑪峯の雪は簾を撥〈まきあげ〉て看る）（白氏文集巻十六-九七八）

S62 山寺の入相の鐘の声ごとに今日も暮れぬと聞くぞ悲しき（拾遺集哀傷-一三二九　読人しらず）

1 【世の人のすさまじきことに言ふなる師走の月夜の】『集成』は「『河海抄』に「清少納言枕草子、すさまじきもの、おうなのけさう、しはすの月夜と云々」とあるが現存本には見えない」。『完訳』は「十二月の月夜は殺風景なものとされた。朝顔巻」と注す。

2? 【簾巻き上げて見たまへば向かひの寺の鐘の声枕をそばたてて今日も暮れぬと】『源氏釈』は「山寺の入相の鐘の声ごとに今日もくれぬと聞くぞ悲しき」（拾遺集哀傷、一三二九、読人しらず）、「遺愛寺の鐘は枕を欹てて聴く香炉峯の雪は簾を撥げて看る」（白氏文集巻十六、律詩・和漢朗詠集、山家）を指摘。

3 【かすかなる響を聞きて】大島本は「かすかなるひゝき越きゝて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かすかなるを」と「響き」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


総角．７．４．２

■　「おくれじと空そらゆく月つきを慕したふかな

つひに住すむべきこの世よならねば1」

◇　「後れまいと空を行く月が慕われる

いつまでも住んでいられないこの世なので」


1 【おくれじと空ゆく月を慕ふかなつひに住むべきこの世ならねば】薫の故大君を慕う独詠歌、第二首目。「澄む」に「住む」を掛ける。「澄む」は「月」の縁語。


総角．７．４．３

■　風かぜのいと烈はげしければ、蔀下しとみおろさせたまふに、四方よもの山やまの鏡かがみと見みゆる汀みぎはの氷1こほり、月影つきかげにいとおもしろし。

◇　風がたいそう烈しいので、蔀を下ろさせなさると、四方の山の鏡に見える汀の氷が、月の光に実に美しい。

■　「京きゃうの家いへの限かぎりなくと2磨みがくも、えかうはあらぬはや」

◇　「京の邸をこの上なく磨いても、こんなにまではできまい」

■　とP35おぼゆ。

◇　と思われる。

■　「わづかに生いき出いでて3ものしたまはましかば、もろともに聞きこえまし」

◇　「かろうじて少しでも生き返りなさったら、一緒に語りあえたものを」

■　と思おもひつづくるぞ、胸むねよりあまる心地ここちする。

◇　と思い続けると、胸がいっぱいになる。


P35 あらぬはや」と--あらぬとて（とて/＄は〈朱〉）やと

1 【四方の山の鏡と見ゆる汀の氷】『完訳』は「雪の積った周囲の山々の姿が映って、鏡と見まがう岸辺の氷が。凄絶な薫の心象風景である」と指摘。

2 【京の家の限りなくと】以下「あらぬはや」まで、薫の目と心中にそった叙述。「京の家」は京の貴顕の邸宅。

3 【わづかに生き出でて】以下「聞こえまし」まで、薫の心中。反実仮想の構文。


総角．７．４．４

■　「恋こひわびて死しぬる薬くすりのゆかしきに

雪ゆきの山やまにや跡あとを消けなまし1」

◇　「恋いわびて死ぬ薬が欲しいゆえに

雪の山に分け入って跡を晦ましてしまいたい」


1 【恋ひわびて死ぬる薬のゆかしきに雪の山にや跡を消なまし】薫の故大君を慕う独詠歌、第三首目。『完訳』は「『竹取物語』の帝が、かぐや姫昇天後、ひとり長寿を保つ孤独の苦しみを思い、不死の薬を焼かせたのと、同じ発想であろう。薫の、大君に抱く絶望的な愛執に注意」と指摘。


総角．７．４．５

■　「半なかばなる偈教げをしへむ鬼おにもがな、ことつけて身みも投なげむ」

◇　「半偈を教えたという鬼でもいてくれたら、かこつけて身を投げたい」

■　と思おぼすぞ、心こころぎたなき聖心ひじりごころなりける2。

◇　とお考えになるのは、未練がましい道心であるよ。


1? 【半ばなる偈教へけむ鬼もがなことつけて身も投げむ】薫の心中の思い。『大般涅槃経』第十四他の雪山童子の話を引く。

2 【と思すぞ心ぎたなき聖心なりける】『紹巴抄』は「双」と指摘。『集成』は「未練がましい道心ではある。草子地。雪山童子は求法のためだが、薫は恋ゆえだからである」と注す。


総角．７．４．６

■　人ひとびと近ちかく呼よび出いでたまひて、物語ものがたりなどせさせP36たまふけはひなどの、いとあらまほしくのどやかに心深こころふかきを、見みたてまつる人ひとびと、若わかきは、心こころにしめてめでたしと思おもひたてまつる。

◇　女房たちを近くに呼び出しなさって、話などをおさせになる様子などが、まことに理想的でゆったりとして情愛深いのを、拝する女房たち、若い者は、心にしみて立派だとお思い申し上げる。

■　老おいたるは、ただ口惜くちをしくいみじきことを1、いとど思おもふ。

◇　年とった者は、ただ口惜しく残念なことを、ますます思う。


P36 せさせ--を（を/＃せ）させ

1 【ただ口惜しくいみじきことを】大島本は「くちおしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「口惜しう」とウ音便化する。『新大系』は底本のままとする。


総角．７．４．７

■　「御心地みここちの重おもくならせたまひしことも1、ただこの宮みやの御おほむことを2、思おもはずに見みたてまつりたまひて、人笑ひとわらへにいみじと思おぼすめりしを、さすがにかの御方おほむかたには3、かく思おもふと4知しられたてまつらじと、ただ御心一みこころひとつに世よを恨うらみたまふめりしほどに、はかなき御おほむくだものをも聞きこしめし触ふれず、ただ弱よわりになむ弱よわらせたまふめりし。

◇　「ご病気が重態におなりあそばしたことも、ただあの宮の御事を思いもかけずお迎えなさって、物笑いで辛いとお思いのようであったが、何といってもあの御方には、こう心配していると知られ申すまいと、ただお胸の内で二人の仲を嘆いていらっしゃるうちに、ちょっとした果物もお口におふれにならず、すっかりお弱りあそばしたようでした。


1 【御心地の重くならせたまひしことも】以下「悩みそめしなり」まで、弁の詞。

2 【ただこの宮の御ことを】匂宮の態度をさす。「かの」ではなく「この」という。

3 【かの御方には】中君をさす。

4 【かく思ふと】大君が心配していると。


総角．７．４．８

■　上うはべには1、何なにばかりことことしくもの深ふかげにももてなさせたまはで、下したの御心みこころの限かぎりなく、何事なにごとも思おぼすめりしに、故宮こみやの御戒おほむいましめにさへ違たがひぬることと2、あいなう人ひとの御上おほむうへを思おぼし悩なやみそめしなり」

◇　表面では何ほども大げさに心配しているようにはお振る舞いあそばさず、お心の底ではこの上なく、何事もご心配のようでして、故宮のご遺戒にまで背いてしまったことと、ひとごとながら妹君のお身の上をお悩み続けたのでした」


1 【上べには】下文の「--下の御心の」と呼応する構文。

2 【故宮の御戒めにさへ違ひぬることと】亡き父宮の訓戒。結婚は考えるな遺言されたこと。


総角．７．４．９

■　と聞きこえて、折々をりをりのたまひしことなど1語かたり出いでつつ、誰たれも誰たれも泣なき惑まどふこと尽つきせず。

◇　と申し上げて、時々おっしゃったことなどを話し出しては、誰も彼もいつまでも泣きくれている。


1 【折々のたまひしことなど】大島本は「おり／＼」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「折々に」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


第五段　匂宮、雪の中、宇治へ弔問

総角．７．５．１

■　「わが心こころから、あぢきなきことを思おもはせたてまつりけむこと1」

◇　「自分のせいで、つまらない心配をおかけ申したこと」

■　と取とり返かへさまほしくS63,2、なべての世よもつらきに、念誦ねんずを3いとどあはれにしたまひて、まどろむほどなく明あかしたまふに、まだ夜深よぶかきほどの雪ゆきのけはひ、いと寒さむげなるに4、人ひとびと声こゑあまたして、馬むまの音聞おときこゆ。

◇　と元に戻したく、すべての世の中がつらいので、念誦をますますしみじみとなさって、うとうととする間もなく夜を明かしなさると、まだ夜明け前の雪の様子が、たいそう寒そうな中を、人びとの声がたくさんして、馬の声が聞こえる。


S63 とり返すものにもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ（源氏釈所引-出典未詳）

1 【わが心からあぢきなきことを思はせたてまつりけむこと】薫の心中の思い。大君に対する反省と後悔。

2 【取り返さまほしく】『全書』は「取り返す物にもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（出典未詳）を指摘。

3 【念誦を】心に仏を念じ、口に仏の名号や経文を唱えること。

4 【まだ夜深きほどの雪のけはひいと寒げなるに】格助詞「の」時間を表すとともに同格的ニュアンスも。接続助詞「に」順接の意とともに格助詞「に」の時間を表すニュアンスも。


総角．７．５．２

■　「何人なにびとかは1、かかるさ夜中よなかに雪ゆきを分わくべき」

◇　「誰がいったいこのような夜中に雪の中を来きたのだろうか」


1 【何人かは】以下「雪を分くべき」まで、大徳たちの心中。


総角．７．５．３

■　と、大徳だいとこたちも驚おどろき思***へるに、宮みや、狩かりの御衣おほむぞにいたうやつれて、濡ぬれ濡ぬれ入いりたまへるなりけり。

◇　と、大徳たちも目を覚まして思っていると、宮が、狩のお召物でひどく身をやつして、濡れながらお入りなって来るのであった。

■　うちたたきたまふさま、さななり、と聞ききたまひて1、中納言ちうなごんは、隠かくろへたる方かたに入いりたまひて、忍しのびておはす。

◇　戸を叩きなさる様子が、そうである、とお聞きになって、中納言は、奥のほうにお入りになって、隠れていらっしゃる。

■　御忌おほむいみは日数残ひかずのこりたりけれど、心こころもとなく思おぼしわびて2、夜一夜よひとよ、雪ゆきに惑まどはされてぞおはしましける。

◇　御忌中の日数は残っていたが、ご心配でたまらなくなって、一晩中雪に難儀されながらおいでになったのであった。

◆　 
と、 だいとこ-たち も おどろき おもへ はべる に、 みや、 かり の おほむ-ぞ に いたう やつれ て、 ぬれ ぬれ いり たまへ る なり けり。 うち-たたき たまふ さま、 さ な' なり、 と きき たまひ て、 ちうなごん は、 かくろへ たる かた に いり たまひ て、 しのび て おはす。 おほむ-いみ は ひかず のこり たり けれ ど、 こころもとなく おぼし わび て、 よ ひとよ、 ゆき に まどはさ れ て ぞ おはしまし ける。


1 【さななりと聞きたまひて】主語は薫。匂宮の来訪と察知する。

2 【心もとなく思しわびて】主語は匂宮。


総角．７．５．４

■　日ひごろのつらさも紛まぎれぬべきほどなれど1、対面たいめんしたまふべき心地ここちもせず、思おぼし嘆なげきたるさまの恥はづかしかりしを2、やがて見直みなほされたまはずなりにしも3、今いまより後のちの御心改みこころあらたまらむは4、かひなかるべく思おもひしみてものしたまへば、誰たれも誰たれもいみじうことわりを聞きこえ知しらせつつ、物越ものごしにてぞ5、日ひごろのおこたり6尽つきせずのたまふを、つくづくと聞ききゐたまへる。

◇　今までのつらさも紛れてしまいそうなことだけれど、お会いなさる気もせず、お嘆きになっていた様子が恥ずかしかったが、そのまま見直していただけなかったことを、今から以後にお心が改まったところで、何の効もないようにすっかり思い込んでいらっしゃるので、誰も彼もが、強く道理を説いて申し上げ申し上げしては、物越しに、これまでのご無沙汰の詫びを言葉を尽くしておっしゃるのを、つくづくと聞いていらっしゃった。


1 【日ごろのつらさも紛れぬべきほどなれど】『完訳』は「以下、中の君の心中に即す」と注す。

2 【思し嘆きたるさまの恥づかしかりしを】『集成』は「姉君のお嘆きになっていたご様子に、顔向けならぬ思いがしたものだが。自分が匂宮に捨てられたために、大君を苦しませたと思うからである」と注す。接続助詞「を」弱い逆接の意。

3 【やがて見直されたまはずなりにしも】『完訳』は「大君の生前、ついに匂宮の誠意の証されなかったことを嘆く」と注す。

4 【今より後の御心改まらむは】匂宮の心をさす。冷淡薄情な気持ちが改まること。

5 【物越しにてぞ】几帳などを隔てて。係助詞「ぞ」は「聞きゐたまへる」に係る。

6 【日ごろのおこたり】主語は匂宮。以下「のたまふを」まで、挿入句。


総角．７．５．５

■　これも1いとあるかなきかにて、

◇　この君もまことに生きているのかいないのかの様子で、

■　「後おくれたまふまじきにや2」

◇　「後をお追いなさるのではないか」

■　と聞きこゆる御おほむけはひの心苦こころぐるしさを、

◇　と感じられるご様子のおいたわしさを、

■　「うしろめたういみじ3」

◇　「心配でたまらない」

■　と、宮みやも思おぼしたり。

◇　と、宮もお思いになっていた。


1 【これも】中君をさす。

2 【いとあるかなきかにて後れたまふまじきにや】匂宮が物を隔てて感じ取った中君の様子。

3 【うしろめたういみじ】匂宮の心中の思い。


総角．７．５．６

■　今日けふは、御身おほむみを捨すてて、泊とまりたまひぬ。

◇　今日は、わが身がどうなろうともと、お泊まりになった。

■　「物越ものごしならで1」

◇　「物を隔ててでなく」

■　といたくわびたまへど、

◇　としきりにおせがみになるが、


1 【物越しならで】匂宮の詞。


総角．７．５．７

■　「今いますこしものおぼゆるほどまではべらば1」

◇　「もう少し気持ちがすっきりしましてから」


1 【今すこしものおぼゆるほどまではべらば】中君の詞。


総角．７．５．８

■　とのみ聞きこえたまひて、つれなきを、中納言ちうなごんもけしき聞ききたまひて、さるべき人召ひとめし出いでて、

◇　とばかり申し上げなさって、冷たいのを、中納言もその様子をお聞きになって、しかるべき女房を召し出して、

総角．７．５．９

■　「御おほむありさまに違たがひて1、心浅こころあさきやうなる御おほむもてなしの、昔むかしも今いまも2心憂こころうかりける月つきごろの罪つみは3、さも思おもひきこえたまひぬべきことなれど、憎にくからぬさまにこそ、勘かうがへたてまつりたまはめ。

◇　「お気持ちに反して、薄情なようなお振る舞いで、以前も今も情けなかった一月余りのご無沙汰の罪は、きっとそうもお思い申し上げなさるのも当然なことですが、憎らしくない程度に、お懲らしめ申し上げなさいませ。

■　かやうなること、まだ見知みしらぬ御心みこころにて4、苦くるしう思おぼすらむ」

◇　このようなことは、まだご経験のないことなので、困っておいででしょう」


1 【御ありさまに違ひて】以下「苦しう思すらむ」まで、薫の詞。『集成』は「こちらのお嘆きもよそに、薄情とも思えるお扱いぶりが。二カ月にわたって通って来ないことを言う」。『完訳』は「こちらの心痛に察しのない、薄情な匂宮のなさりようが」と注す。

2 【昔も今も】大君の生前も死後の今も、の意。

3 【月ごろの罪は】一月余りの夜離れの罪。

4 【かやうなることまだ見知らぬ御心にて】匂宮は妻から薄情を厳しく責め立てられた経験をもたない、と薫はいう。


総角．７．５．１０

■　など、忍しのびて賢さかしがりたまへば1、いよいよこの君きみの御心みこころも恥はづかしくて、え聞きこえP37たまはず。

◇　などと、こっそりとおせっかいなさるので、ますますこの君のお気持ちが恥ずかしくて、お答え申し上げることがおできになれない。


P37 え聞こえ--えき（き/+こ）え

1 【賢しがりたまへば】『完訳』は「匂宮のことまで口出しするとは、おせっかいな、の気持」と注す。


総角．７．５．１１

■　「あさましく1心憂こころうくおはしけり。

◇　「あきれるくらい情けなくいらっしゃるよ。

■　聞きこえしさまをも、むげに忘わすれたまひけること」

◇　お約束申し上げたことを、すっかりお忘れになったようだ」


1 【あさましく】以下「忘れたまひけること」まで、匂宮の詞。


総角．７．５．１２

■　と、おろかならず嘆なげき暮くらしたまへり1。

◇　と、並々ならず嘆いて日をお送りになった。


1 【嘆き暮らしたまへり】物を隔てたままの状態で一日が暮れた。


第六段　匂宮と中の君、和歌を詠み交す

総角．７．６．１

■　夜よるのけしき、いとど険けはしき風かぜの音おとに、人ひとやりならず嘆なげき臥ふしたまへるも1、さすがにて、例れいの、もの隔へだてて聞きこえたまふP38,2。

◇　夜の様子は、ますます烈しい風の音に、自分のせいで嘆き臥していらっしゃるのも、さすがに気の毒で、例によって、物を隔てて申し上げなさる。

■　千々ちぢの社やしろをひきかけて3、行ゆく先長さきながきことを契ちぎりきこえたまふも、

◇　数々の神の名をあげて、将来長くお約束申し上げなさるのも、

■　「いかでかく口馴くちなれたまひけむ4」

◇　「どうしてこんなに口馴れていらっしゃるのだろう」

■　と、心憂こころうけれど、よそにてつれなきほどの疎うとましさよりはあはれに、人ひとの心こころもたをやぎぬべき御おほむさまを、一方ひとかたにもえ疎うとみ果はつまじかりけり5。

◇　と、嫌な気がするが、離れていて薄情な時のつらさよりは胸にしみて、女君の気持ちも柔らかくなってしまいそうなご様子を、一方的にも嫌ってばかりいられない。

■　ただ、つくづくと聞ききて、

◇　ただ、じっと耳を傾けていて、


P38 聞こえたまふ--*きこえの給

1 【人やりならず嘆き臥したまへるも】主語は匂宮。

2 【聞こえたまふ】大島本は「きこえの給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「きこえたまふ」と「の」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『集成』『完本』に従う。

3 【千々の社をひきかけて】『異本紫明抄』は「誓ひつることのあまたになりぬれば千々の社も耳馴れぬらむ」（出典未詳）を指摘。

4 【いかでかく口馴れたまひけむ】中君の心中。

5 【え疎み果つまじかりけり】大島本は「はつましかりけり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はつまじかりけりと」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．７．６．２

■　「来きし方かたを思おもひ出いづるもはかなきを

行ゆく末すゑかけてなに頼たのむらむ」

◇　「過ぎ去ったことを思い出しても頼りないのに

将来までどうして当てになりましょう」

総角．７．６．３

■　と、ほのかにのたまふ。

◇　と、かすかにおっしゃる。

■　なかなかいぶせう、心こころもとなし2。

◇　かえって気がふさぎ、気が気でない。


1? 【来し方を思ひ出るもはかなきを行く末かけてなに頼むらむ】中君の匂宮への贈歌。

2 【なかなかいぶせう心もとなし】『集成』は「（こんな歌を聞いては）かえって胸のやる方なく気が気でない。匂宮の気持に即して書く」と注す。


総角．７．６．４

■　「行ゆく末すゑを短みじかきものと思おもひなば

目めの前まへにだに背そむかざらなむ1

◇　「将来が短いものと思ったら

せめてわたしの前だけでも背かないでほしい


1 【行く末を短きものと思ひなば目の前にだに背かざらなむ】匂宮の返歌。「行く末」の語句を用いて、「なに頼むらむ」を「背かざらなむ」と切り返して返す。


総角．７．６．５

■　何事なにごとも1いとかう見みるほどなき世よを2、罪深つみふかくな思おぼしないそ」

◇　何事もまことにこのように瞬く間に変わる世の中を、罪深くお思いなさるな」


1 【何事も】以下「な思しないそ」まで、匂宮の返歌に続けた詞。

2 【いとかう見るほどなき世を】『集成』は「何ごとも、このように瞬く間に変る世の中ですから。大君の死を念頭において言う」と注す。


総角．７．６．６

■　と、よろづにこしらへたまへど、

◇　と、いろいろと宥めなさるが、

総角．７．６．７

■　「心地ここちも悩なやましくなむ1」

◇　「気分が悪くて」


1 【心地も悩ましくなむ】中君の詞。


総角．７．６．８

■　とて入いりたまひにけり。

◇　と言ってお入りになってしまった。

■　人ひとの見みるらむも1いと人悪ひとわろくて、嘆なげき明あかしたまふ。

◇　女房が見ているのもとても体裁が悪くて、嘆きながら夜を明かしなさる。

■　恨うらみむも2ことわりなるほどなれど、あまりに人憎ひとにくくも3と、つらき涙なみだの落おつれば、

◇　恨むのも無理もない際であるが、あまりにも無愛想なのではと、つらい涙が落ちるので、

■　「ましていかに思おもひつらむ4」

◇　「まして私以上にどんなにおつらいであろう」

■　と、さまざまあはれに思おぼし知しらる。

◇　と、いろいろとお気の毒に思わずにはいらっしゃれない。


1 【人の見るらむも】以下、匂宮に即した叙述。

2 【恨みむも】中君が私匂宮を。

3 【あまりに人憎くも】匂宮の心中。中君をあまりに冷淡過ぎる態度だと思う。

4 【ましていかに思ひつらむ】自分匂宮以上に相手の中君は、の意。


総角．７．６．９

■　中納言ちうなごんの、主人方あるじがたに住すみ馴なれて1、人ひとびとやすらかに呼よび使つかひ、人ひともあまたしてもの参まゐらせなどしたまふを、あはれにもをかしうも御覧ごらんず2。

◇　中納言が、主人方に住みついて、人びとをやすやすと召し使い、人も大勢して食事を差し上げなどさせたりなさるのを、感慨深くもおもしろくも御覧になる。

■　いといたう痩やせ青あをみて、ほれぼれしきまでものを思おもひたれば3、心苦こころぐるしと見みたまひて4、まめやかに訪とぶらひたまふ。

◇　たいそうひどく痩せ青ざめて、茫然と物思いしているので、気の毒にと御覧になって、心をこめてお見舞い申し上げなさる。


1 【主人方に住み馴れて】薫の態度。主人顔をして住みついている様。

2 【あはれにもをかしうも御覧ず】『完訳』は「宮はしんみりした気持になられるが、また一方おもしろくもお感じになる」と注す。

3 【いといたう痩せ青みてほれぼれしきまでものを思ひたれば】主語は薫。匂宮の目を通しての叙述。

4 【心苦しと見たまひて】主語は匂宮。薫への同情の気持ち。


総角．７．６．１０

■　「ありしさまなど1、かひなきことなれど、この宮みやにこそは聞きこえめ」

◇　「生前のことなど、言っても始まらないことだが、この宮だけには申し上げよう」

■　と思おもへど、うち出いでむにつけても、いと心弱こころよわく2、かたくなしく見みえたてまつらむに憚はばかりて、言少ことずくななり。

◇　と思うが、口に出すにつけても、まことに意気地がなく、愚かしく見られ申すのに気が引けて、言葉少なである。

■　音ねをのみ泣なきて、日数経ひかずへにければ、顔変かほかはりのしたるも、見苦みぐるしくはあらで、いよいよものきよげになまめいたるを3、

◇　声を上げて泣きながら、日数が過ぎたので、顔が変わったのも、見苦しくはなく、ますます美しく艶やかなのを、

■　「女をむなならば、かならず心移こころうつりなむ4」

◇　「女であったら、きっと心移りがしよう」

■　と、おのがけしからぬ御心みこころならひに5思おぼしよるも、なまうしろめたかりければ、

◇　と、自分の良くない性癖をお思いつきになると、何となく不安になったので、

■　「いかで人ひとの6そしりも恨うらみをも7はぶきて、京きゃうに移うつろはしてむ」

◇　「何とか世間の非難や恨みを取り除いて、京に引越させよう」

■　と思おぼす。

◇　とお考えになる。


1 【ありしさまなど】以下「聞こえめ」まで、薫の心中。

2 【いと心弱く】以下、薫の心中に即した叙述。

3 【見苦しくはあらでいよいよものきよげになまめいたるを】『完訳』は「憔悴がかえって美貌を際だてる趣」と注す。

4 【女ならばかならず心移りなむ】匂宮が薫を見ての心中。

5 【おのがけしからぬ御心ならひに】語り手の匂宮の人間性を批評しての表現。

6 【いかで人の】以下「移ろはしてむ」まで、匂宮の心中の思い。

7 【恨みをも】六の君の父夕霧右大臣などの非難。


総角．７．６．１１

■　かくつれなきものから1、内裏うちわたりにも聞きこし召めして、いと悪あしかるべきに2思おぼしわびて、今日けふは帰かへらせたまひぬ3。

◇　このように打ち解けないけれども、帝にもお耳にあそばして、まことに具合の悪いことになるにちがいないとお困りになって、今日はお帰りあそばした。

■　おろかならず言ことの葉はを尽つくしたまへど、つれなきは苦くるしきものをS64,4と、一節ひとふしを思おぼし知しらせまほしくて5、心こころとけずなりぬ。

◇　並々ならずお言葉を尽くしなさるが、相手にされないとはつらいものだと、それだけを知っていただきたくて、ついに気をお許しにらなかった。


S64 いかで我つれなき人に身をかへて苦しきものと思ひ知らせむ（源氏釈所引-出典未詳）

1 【かくつれなきものから】打ち解けない中君の態度。

2 【内裏わたりにも聞こし召していと悪しかるべきに】匂宮の心中・危惧に即した叙述。

3 【帰らせたまひぬ】「せたまふ」最高敬語。匂宮の中君との身分の相違を際立たせた表現。

4 【つれなきは苦しきものを】『源氏釈』は「いかで我つれなき人に身を変へて苦しき物と思ひ知らせむ」（出典未詳）を指摘。

5 【思し知らせまほしくて】主語は中君。


第七段　歳暮に薫、宇治から帰京

総角．７．７．１

■　年暮としくれ方かたには1、かからぬ所ところだに、空そらのけしき例れいには似にぬを、荒あれぬ日ひなく降ふり積つむ雪ゆきに、うち眺ながめつつ明あかし暮くらしたまふ心地ここち、尽つきせず夢ゆめのやうなり。

◇　年の暮方では、こんな山里でなくても、空の模様がいつもとちがうのに、荒れない日はなく降り積む雪に、物思いに沈みながら日をお送りになる気持ちは、尽きせず夢のようである。


1 【年暮れ方には】大島本は「としくれかたにハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「年の暮れがたには」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．７．７．２

■　宮みやよりも2、御誦経みずきゃうなど、こちたきまで訪とぶらひきこえたまふ。

◇　宮からも、御誦経などをうるさいまでにお見舞い申し上げなさる。

■　かくてのみやは3、新あたらしき年としさへ嘆なげき過すぐさむ。

◇　こうしてばかりいては、新年まで嘆き過すことになろう。

■　ここかしこにも、おぼつかなくて閉とぢ籠こもりたまへることを聞きこえたまへば4、今いまはとて帰かへりたまはむ心地ここちも、たとへむ方かたなし。

◇　あちらこちらと、音沙汰なく籠もっていらっしゃることを申し上げられるので、今はもうお帰りになる気持ちも、何にもたとえようがない。


1? 【うち眺めつつ明かし暮らしたまふ心地は】主語は薫。場所は宇治。

2 【宮よりも】京の匂宮から宇治へ。

3 【かくてのみやは】薫の心中の思い。初め直接話法的叙述、後自然に地の文に移る。『集成』は「薫の心中の思い。以下、自然に地の文に移る筆致」と注す。

4 【聞こえたまへば】『集成』は「ご心配申し上げなさるので」。『完訳』は「苦情を申してこられるので」と訳す。


総角．７．７．３

■　かくおはしならひて、人ひとしげかりつる名残なごりなくならむを、思おもひわぶる人ひとびと、いみじかりし折をりの1さしあたりて悲かなしかりし騷さわぎよりも、うち静しづまりていみじくおぼゆ。

◇　このようにお住みつきなさって、人が多かったのがすっかりいなくなるのを、悲しむ女房たちは、大変であった時の当面の悲しかった騷ぎよりも、ひっそりとしてひどく悲しく思われる。


1 【いみじかりし折の】大君逝去の折をさす。


総角．７．７．４

■　「時々ときどき、折をりふし1、をかしやかなるほどに聞きこえ交かはしたまひし年としごろよりも2、かくのどやかにて過すぐしたまへる日ひごろの御おほむありさまけはひの、なつかしく情なさけ深ふかう、はかなきことにもまめなる方かたにも3、思おもひやり多おほかる御心みこころばへを、今いまは限かぎりに見みたてまつりさしつること」

◇　「時々、折節に、風流な感じにお話し交わしなさった年月よりも、こうしてのんびりと過ごしていらした今までの、ご様子がやさしく情け深くて、風流事にも実際面にも、よく行き届いたお人柄を、今を限りに拝見できなくなったこと」


1 【時々折ふし】以下「見たてまつりさしつること」まで、女房たちの詞。

2 【聞こえ交はしたまひし年ごろよりも】大君生前の薫との交際をさす。

3 【はかなきことにもまめなる方にも】和歌や音楽などの風流事や実生活上の用向きの事をさす。


総角．７．７．５

■　と、おぼほれあへり。

◇　と、一同涙に暮れていた。

総角．７．７．６

■　かの宮みやよりは、

◇　あの宮からは、

総角．７．７．７

■　「なほ、かう参まゐり来くることも1いと難かたきを思おもひわびて、近ちかう渡わたいたてまつるべきことをなむ、たばかり出いでたる」

◇　「やはり、このように参ることがとても難しいのに困って、近くにお引越し申し上げることを、考え出した」


1 【なほかう参り来ることも】以下「たばかり出でたる」まで、匂宮の手紙の要旨。


総角．７．７．８

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさった。

■　后きさいの宮みや、聞きこし召めしつけて1、

◇　后の宮がお耳にあそばして、


1 【后の宮聞こし召しつけて】『集成』は「以下、匂宮がこう言ってきた、そのいきさつを説明する」と注す。


総角．７．７．９

■　「中納言ちうなごんもかく1おろかならず思おもひほれてゐたなるは、げに、おしなべて思おもひがたうこそは、誰たれも思おぼさるらめP39」

◇　「中納言もこのように並々ならず悲しみに茫然としていたのは、なるほど、普通の扱いはできない方と、どなたもお思いなのではあろう」

■　と、心苦こころくるしがりたまひて、

◇　と、お気の毒になって、

■　「二条院にでうの西ゐんの対にしのたいに2渡わたいたまて3、時々ときどきも通かよひたまふべく、忍しのびて聞きこえたまひけるは4、女一をむないちの宮みやの御方おほむかたにことよせて思おぼしなるにや5」

◇　「二条院の西の対に迎えなさって、時々お通いになるよう、内々に申し上げなさったのは、女一の宮の御方の女房にとお考えになっているのではないか」


P39 思さるらめ--おほさるゝ（ゝ/＄ら〈朱〉）め

1 【中納言もかく】以下「思さるらめ」まで、明石中宮の心中。『集成』は「薫の様子から、その大君の妹とあれば、匂宮の執心も無理なかろう、と母親らしく推察する」と注す。

2 【二条院の西の対に】以下「通ひたまふべく」まで、明石中宮の匂宮へ言って詞の要旨。間接話法で地の文に叙述。

3 【渡いたまて】大島本は「たまて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひて」と「ひ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【聞こえたまひけるは】大島本は「給ひけるハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひければ」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

5 【女一の宮の御方にことよせて思しなるにや】匂宮の推測。「御方にことよせて」とは、女房としての意。『集成』は「明石の中宮は、前にこのような趣旨のことを意見しているが、匂宮にとっては、かりそめにも女房扱いは、不本意なことである」と注す。


総角．７．７．１０

■　と思おぼしながら、おぼつかなかるまじきはうれしくて、のたまふなりけり。

◇　とお疑いになりながらも、会えないことがないのは嬉しくて、おっしゃって来られたのであった。

総角．７．７．１１

■　「さななり1」

◇　「そういうことになったらしい」

■　と、中納言ちうなごんも聞ききたまひて、

◇　と、中納言もお聞きになって、


1 【さななり】中君が京に迎えられることになったことをさす。


総角．７．７．１２

■　「三条宮さむでうのみやも造つくり果はてて1、渡わたいたてまつらむことを思おもひしものを。

◇　「三条宮邸も完成して、お迎え申し上げることを考えていたが。

■　かの御代おほむかはりになずらへて見みるべかりけるを2」

◇　あのお方の代わりとしてお世話すべきであった」


1 【三条宮も造り果てて】以下「見るべかりけるを」まで、薫の心中の思い。薫はそこに大君を迎えるつもりでいた。『完訳』は「中の君を大君の代りに。しかし、取り返しのつかない喪失感」と注す。

2 【なずらへて見るべかりけるを】大島本は「なすらへて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なずらへても」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


総角．７．７．１３

■　など、ひき返かへし心細こころぼそし1。

◇　などと、昔のことを思って心細い。

■　宮みやの思おぼし寄よるめりし筋すぢは2、いと似にげなきことに思おもひ離はなれて、

◇　宮がお疑いになっていたらしい方面は、まことに似つかわしくないことと思い離れていて、

■　「おほかたの御後見3おほむうしろみは、我われならでは、また誰たれかは」

◇　「一般的なご後見は、自分以外に、誰ができようか」

■　と、思おぼすとや4。

◇　と、お思いになっていたとか。


1 【ひき返し心細し】『集成』は「昔のことを思い返して、（何もかも失った思いで）心細い気がする」と注す。

2 【宮の思し寄るめりし筋は】以下、薫の心中の思いに即した叙述。中君と薫の関係を疑る意。推量の助動詞「めり」の主観的推量の主体は薫。

3 【おほかたの御後見】『集成』は「そのほかの（夫婦としてではない）大抵のお世話」と注す。

4 【思すとや】『一葉抄』は「例の記者語也」と指摘。『全集』は「語り手の伝聞の体裁で言いさし、物語りの一応の決着を語りおさめる」と注す。



４８． 早蕨 (さわらび)

第一章　中君の物語　匂宮との結婚を前にした宇治での生活

第一段　宇治の新春、山の阿闍梨から山草が届く

早蕨．１．１．１

■　薮やぶし分わかねば、春はるの光ひかりS1を見みたまふにつけても1、

◇　薮だからといって分け隔てして日光は差すものでないので、春の光を御覧になるにつけても、

■　「いかでかくながらへにける月日つきひならむ2」

◇　「どうしてこう生き永らえてきた月日なのだろう」

■　と、夢ゆめのやうにのみおぼえたまふ。

◇　と、夢のようにばかり思われなさる。


S1 日の光薮し分かねば石の上古りにし里に花も咲きけり（古今集雑上-八七〇　布留今道）

1 【薮し分かねば春の光を見たまふにつけても】『源氏釈」は「日の光薮し分かねば石上古りにし里に花も咲きけれ」（古今集雑上、八七〇、布留今道）を引歌として指摘。主語は中君。

2 【いかでかくながらへにける月日ならむ】中君の心中の思い。『完訳』は「大君を追って自分も死ぬべきだったのに、の気持」と注す。


早蕨．１．１．２

■　行ゆき交かふ時々ときどきにしたがひ1、花鳥はなとりの色いろをも音ねをもS2,2、同おなじ心こころに起おき臥ふし見みつつ、はかなきことをも、本末もとすゑをとりて言いひ交かはし3、心細こころぼそき世よの憂うさもつらさも4、うち語かたらひ合あはせきこえしにこそ、慰なぐさむ方かたもありしか、をかしきこと、あはれなるふしをも、聞きき知しる人ひともなきままに、よろづかきくらし、心一こころひとつをくだきて、宮みやのおはしまさずなりにし悲かなしさよりも5、ややうちまさりて恋こひしくわびしきに、いかにせむと、明あけ暮くるるも知しらず惑まどはれたまへど、世よにとまるべきほどは、限かぎりあるわざなりければ6、死しなれぬもあさまし7。

◇　去っては迎える時節時節にしたがって、花や鳥の色をも声をも、同じ気持ちで起き臥し見ては、ちょっとした和歌を詠むことでも、上の句と下の句とをそれぞれ付け交わして、心細いこの世の悲しさも辛さも、語り合ってきたからこそ、慰むこともあったが、おもしろいことや、しみじみとしたことを、聞き知る人がいないままに、すべてまっくら闇で、心一つに思い悩んで、父宮がお亡くなりになった悲しさよりも、もう少しまさって恋しくわびしいので、どうしたらよいかと、明けるのも暮れるのも分からず茫然としていらっしゃるが、世に生きている間は、定めがあることだったので、死ぬことができないのもあきれたことだ。


S2 花鳥の色をも音をもいたづらにもの憂かる身は過ぐすのみなり（後撰集夏-二一二　藤原雅正）

1 【行き交ふ時々にしたがひ】『完訳』は「四季のめぐりの、その折その時に身をゆだねる受動的な人生であるとする」と注す。

2 【花鳥の色をも音をも】『異本紫明抄』は「花鳥の色をも音をもいたづらにもの憂かる身は過ぐすのみなり」（後撰集夏、二一二、藤原雅正）を引歌として指摘。

3 【はかなきことをも本末をとりて言ひ交はし】和歌の上句と下句を付け合うこと。短連歌の詠み方。故大君と中君とで。

4 【心細き世の憂さもつらさも】父八宮死後の生活。

5 【宮のおはしまさずなりにし悲しさよりも】父八宮の死去の悲しみ。

6 【世にとまるべきほどは限りあるわざなりければ】『集成』は「この世に生きる寿命のほどは前世からの定めのあることなので」と訳す。寿命は前世からの定め、とする仏教思想。

7 【死なれぬもあさまし】中君の心中に即した地の文。


早蕨．１．１．３

■　阿闍梨あざりのもとより、

◇　阿闍梨のもとから、

早蕨．１．１．４

■　「年改としあらたまりては1、何なにごとかおはしますらむ。

◇　「新年になってからは、いかがお過ごしでしょうか。

■　御祈おほむいのりは、たゆみなく仕つかうまつりはべり。

◇　ご祈祷は、怠りなくお勤めいたしております。

■　今いまは、一所ひとところの御おほむことをなむ2、安やすからず念ねんじきこえさする」

◇　今は、お一方の事を、ご無事にと祈念いたしております」


1 【年改まりては】以下「念じきこえさする」まで、阿闍梨から中君への手紙文。

2 【今は一所の御ことをなむ】中君の御身の上。


早蕨．１．１．５

■　など聞きこえて、蕨わらび、つくづくし、をかしき籠こに入いれて、

◇　などと申し上げて、蕨、土筆を、風流な籠に入れて、

■　「これは、童わらはべの供養くやうじてはべる初穂はつほなり1」

◇　「これは、童たちが献じましたお初穂です」

■　とて、たてまつれり。

◇　といって、差し上げた。

■　手ては、いと悪あしうて、歌うたは、わざとがましくひき放はなちてぞ書かきたる2。

◇　筆跡は、とても悪筆で、和歌は、わざとらしく放ち書きにしてあった。


1 【これは童べの供養じてはべる初穂なり】使者の詞。

2 【手はいと悪しうて歌はわざとがましくひき放ちてぞ書きたる】僧侶らしい仮名文字になじまぬ書き方。一字一字放ち書きにした。


早蕨．１．１．６

■　「君きみにとてあまたの春はるを摘つみしかば

常つねを忘わすれぬ初蕨はつわらびなり1

◇　「わが君にと思って毎年毎年の春に摘みましたので

今年も例年どおりの初蕨です


1 【君にとてあまたの春を摘みしかば常を忘れぬ初蕨なり】阿闍梨から中君への贈歌。「君」は故八宮をさす。「摘み」「積み」の懸詞。


早蕨．１．１．７

■　御前おまへに詠よみ申まうさしめたまへ1」

◇　御前でお詠み申し上げてください」


1 【御前に詠み申さしめたまへ】歌に添えた文。「御前」は中君をさす。『集成』は「姫君にご披露申し上げてください。手紙全体が側近の女房に宛てられている体裁。「


早蕨．１．１．８

■　とあり。

◇　とある。

第二段　中君、阿闍梨に返事を書く

早蕨．１．２．１

■　大事だいじと思おもひまはして詠よみ出いだしつらむ、と思おぼせば、歌うたの心こころばへもいとあはれにて、なほざりに、さしも思おぼさぬなめりと見みゆる2言ことの葉はを、めでたく好このましげに書かき尽つくしたまへる人ひとの御文おほむふみよりは、こよなく目めとまりて、涙なみだもこぼるれば、返かへり事ごと、書かかせたまふ3。

◇　大事と思って詠み出したのだろう、とお思いになると、歌の気持ちもまことにしみじみとして、いい加減で、そうたいしてお思いでないように見える言葉を、素晴らしく好ましそうにお書き尽くしなさる方のお手紙よりも、この上なく目が止まって、涙も自然とこぼれてくるので、返事を、お書かせになる。


1? 【大事と思まはして詠み出だしつらむ】中君の心中の思い。

2 【なほざりにさしも思さぬなめりと見ゆる】『完訳』は「以下、匂宮の言葉巧みな艶書を対比的に想起し、あらためて阿闍梨の誠実さに感動する」と注す。

3 【返り事書かせたまふ】返事を女房に書かせる。『集成』「女房に文言を書き取らせる形の、いわゆる仰せ書きである」と注す。


早蕨．１．２．２

■　「この春はるは誰たれにか見みせむ亡なき人ひとの

かたみに摘つめる峰みねの早蕨1さわらび」

◇　「今年の春は誰にお見せしましょうか

亡きお方の形見として摘んだ峰の早蕨を」


1 【この春は誰れにか見せむ亡き人のかたみに摘める峰の早蕨】中君の返歌。阿闍梨の贈歌から「春」「摘む」「蕨」の語句を用いて返す。「形見」に「筐」を響かせる。「誰」は大君、「亡き人」は父宮をさす。


早蕨．１．２．３

■　使つかひに禄取ろくとらせさせたまふ。

◇　使者に禄を与えさせなさる。

早蕨．１．２．４

■　いと盛さかりに匂にほひ多おほくおはする人ひとの、さまざまの御おほむもの思おもひに1、すこしうち面痩おもやせたまへる、いとあてになまめかしきけしきまさりて、昔人むかしびとにも2おぼえたまへり。

◇　まことに盛りではなやいでいらっしゃる方で、いろいろなお悲しみに、少し面痩せしていらっしゃるのが、とても上品で優美な感じがまさって、故人にも似ていらっしゃった。

■　並ならびたまへりし折をりは、とりどりにて、さらに似にたまへりとも見みえざりしを3、うち忘わすれては、ふとそれかとおぼゆるまでかよひたまへるを、

◇　お揃いでいらっしゃったときは、それぞれ素晴らしく、全然似ていらっしゃるとも見えなかったが、ふと忘れては、その人かと思われるまで似ていらっしゃるのを、


1 【さまざまの御もの思ひに】姉大君の死去、夫匂宮の訪れのないことの心痛をさす。

2 【昔人にも】故人にも。大君をさす。

3 【さらに似たまへりとも見えざりしを】以下、女房の視点を通して語る。


早蕨．１．２．５

■　「中納言殿ちうなごんどのの1、骸からをだにとどめて見みたてまつるものならましかば2と、朝夕あさゆふに恋こひきこえたまふめるに、同おなじくは3、見みえたてまつりたまふ御宿世おほむすくせならざりけむよ」

◇　「中納言殿が亡骸だけでも残って拝見できるものであったらと、朝夕にお慕い申し上げていらっしゃるようだが、同じことなら、結ばれなさるご運命でなかったことよ」


1 【中納言殿の】以下「御宿世ならざりけむよ」まで、女房の詞。

2 【骸をだにとどめて見たてまつるものならましかば】「かくながら、虫の骸のやうにても見るわざならましかば」（「総角」第七章二段）とあった。

3 【恋ひきこえたまふめるに同じくは】接続助詞「に」逆接の意。「同じくは」の下に、同じ結婚するなら匂宮よりも薫と結婚してほしかった、文意が省略。


早蕨．１．２．６

■　と、見みたてまつる人ひとびとは口惜くちをしがる。

◇　と、拝する女房たちは残念がっている。

早蕨．１．２．７

■　かの御おほむあたりの人ひとの1通かよひ来くるたよりに、御おほむありさまは絶たえず聞きき交かはしたまひけり2。

◇　あの御あたりの人が通って来る便りに、ご様子は常にお互いにお聞きなさっていたのであった。

■　尽つきせず思おもひほれたまひて、

◇　いつまでもぼうっとしていらして、

■　「新あたらしき年としともいはず、いや目めになむ、なりたまへる」

◇　「新年になっても相変わらず、悲しそうな涙顔に、なっていらっしゃる」

■　と聞ききたまひても、

◇　とお聞きになっても、

■　「げに、うちつけの心浅こころあささにはものしたまはざりけり4」

◇　「なるほど、一時の浮ついたお心ではいらっしゃらなかったのだ」

■　と、いとど今いまぞあはれも深ふかく、思おもひ知しらるる5。

◇　と、ますます今となって愛情も深かったのだと、思い知られる。


1 【かの御あたりの人の】薫の家人。

2 【御ありさまは絶えず聞き交はしたまひけり】薫と中君との間で消息を交換しあっていた、の意。過去の助動詞「けり」、語り手の説明的叙述。

3? 【尽きせず思ひほれたまひて新しき年とも言はずいや目になむなりたまへる】薫の様子。中君の耳に入ってくる情報。

4 【げにうちつけの心浅さにはものしたまはざりけり】中君の心中の思い。薫の大君への愛情の深さを理解する。『完訳』は「中の君は夫匂宮の薄情さを念頭に、薫の誠実さを思う。「げに--けり」は気づき納得する語法」と注す。

5 【いとど今ぞあはれも深く思ひ知らるる】『集成』は「ひとしお、（大君の亡くなった）今になると、薫の気持も身に沁みて思い知られる。自分の悲しみに照らして、薫の気持の深さを思い知る。中の君の気持をそのまま地の文とした書き方」と注す。


早蕨．１．２．８

■　宮みやは1、おはしますことのいと所狭ところせくありがたければ、

◇　宮は、お越しになることがまことに自由に振る舞えず機会がないので、

■　「京きゃうに渡わたしきこえむ」

◇　「京にお移し申そう」

■　と思おぼし立たちにたり2。

◇　とご決意なさっていた。


1 【宮は】匂宮。

2 【思し立ちにたり】完了の助動詞「に」完了の意、完了の助動詞「たり」存続の意。既に決意なさっていた、のニュアンス。


第三段　正月下旬、薫、匂宮を訪問

早蕨．１．３．１

■　内宴ないえんなど1、もの騒さわがしきころ過すぐして、中納言ちうなごんの君きみ、

◇　内宴など、何かと忙しい時期を過ごして、中納言の君が、

■　「心こころにあまることをも、また誰たれにかは語かたらはむ2」

◇　「心におさめかねていることを、また他に誰に話せようか」

■　と思おぼしわびて、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの御方みやのおほむかたに参まゐりたまへり3。

◇　とお思い余って、兵部卿宮の御方に参上なさった。


1 【内宴など】正月二十一、二十二、二十三日ころの、子の日に仁寿殿で催される帝の私宴。

2 【心にあまることをもまた誰れにかは語らはむ】薫の心中の思い。匂宮以外にはいない、意。

3 【兵部卿宮の御方に参りたまへり】六条院内での匂宮の御殿へ。薫も六条院の内に仮住まい中である。


早蕨．１．３．２

■　しめやかなる夕暮ゆふぐれなれば、宮みやうち眺ながめたまひて、端近はしちかくぞおはしましける。

◇　しんみりとした夕暮なので、宮は物思いに耽っておいでになって、端近くにいらっしゃった。

■　箏さうの御琴おほむことかき鳴ならしつつ、例れいの、御心寄みこころよせなる梅むめの香かをめでおはする、下枝1しづえを押おし折をりて参まゐりたまへる2、匂にほひのいと艶えんにめでたきを、折をりをかしう思おぼして、

◇　箏のお琴を掻き鳴らしながら、いつものように、お気に入りの梅の香を賞美しておいでになる、その下枝を手折って参上なさったが、匂いがたいそう優雅で素晴らしいのを、折柄興あることにお思いになって、


1 【下枝】「下枝（しづえ）」歌語。

2 【押し折りて参りたまへる】主語は薫。


早蕨．１．３．３

■　「折をる人ひとの心こころにかよふ花はななれや

色いろには出いでず下したに匂にほへる1」

◇　「折る人の心に通っている花なのだろうか

表には現さないで内に匂いを含んでいる」


1 【折る人の心にかよふ花なれや色には出でず下に匂へる】匂宮から薫への贈歌。『完訳』は「「花」は白梅。「折る人」薫が密かに中の君を慕うのかと、その下心を疑う歌」と注す。


早蕨．１．３．４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

早蕨．１．３．５

■　「見みる人ひとにかこと寄よせける花はなの枝えを

心こころしてこそ折をるべかりけれ1

わづらはしく2」

◇　「見る人に言いがかりをつけられる花の枝は

注意して折るべきでした

迷惑なことです」


1 【見る人にかこと寄せける花の枝を心してこそ折るべかりけれ】薫の返歌。匂宮の「折る」「人」「心」「花」の語句を用いて返す。

2 【わづらはしく】歌に添えた詞。


早蕨．１．３．６

■　と、戯たはぶれ交かはしたまへる、いとよき御おほむあはひなり1。

◇　と冗談を言い交わしなさっているが、実にも仲好いお二方である。


1 【いとよき御あはひなり】『岷江入楚』は「草子地歟」と指摘。『全集』は「匂宮と薫は中の君をめぐって対立しかねない動機をはらんでいるが、語り手はそれを否定し、戯れ睦びあう仲のよさだとする」と注す。


早蕨．１．３．７

■　こまやかなる御物語おほむものがたりどもになりては、かの山里やまざとの御おほむことをぞ、まづはいかにと、宮みやは聞きこえたまふ1。

◇　こまごまとしたお話になってからは、あの山里の御事を、まずはどうしているかと、宮はお尋ね申し上げなさる。

■　中納言ちうなごんも、過すぎにし方かたの2飽あかず悲かなしきこと、そのかみより今日けふまで3思おもひの絶たえぬよし、折々をりをりにつけて、あはれにもをかしくも、泣なきみ笑わらひみとかいふらむやうに、聞きこえ出いでたまふに、ましてさばかり色いろめかしく、涙なみだもろなる御癖おほむくせは、人ひとの御上おほむうへにてさへS3,4、袖そでもしぼるばかりになりて、かひがひしくぞあひしらひきこえたまふめる5。

◇　中納言も、亡くなった方のことが諦めようもなく悲しいことを、その当時から今日までの思いの断ち切れないことを、四季折々につけて、悲しいことや風流なことを、悲喜こもごもとか言うように、申し上げなさると、それ以上にあれほど色っぽく涙もろいご性癖は、人のお身の上のことでさえ、袖をしぼるほどになって、話しがいがあるようにお答えなさっているようである。


S3 わが身から憂き世の中と名付けつつ人のためさへ悲しかるらむ（古今集雑下-九六〇　読人しらず）

1 【山里の御ことをぞまづはいかにと宮は聞こえたまふ】『集成』は「宇治での大君逝去の折のことを、何よりも気がかりなこととお尋ね申し上げる。弔いの気持」と注す。

2 【過ぎにし方の】『集成』は「今までのことが」。『完訳』は「姫宮の亡くなられたのが」と訳す。

3 【そのかみより今日まで】『集成』は「その当時から亡くなった今日に至るまで、（中略）橋姫の巻の秋に薫がはじめて大君の姿を垣間見してから、総角の巻の去年冬に大君が亡くなるまで、三年ほどの付き合いであった」と注す。

4 【人の御上にてさへ】『異本紫明抄』は「我が身から憂き世の中と名づけつつ人のためさへ悲しかるらむ」（古今集雑下、九六〇、読人しらず）を引歌として指摘。

5 【かひがひしくぞあひしらひきこえたまふめる】推量の助動詞「めり」。主観的推量のニュアンスは、語り手の推量である。


第四段　匂宮、薫に中君を京に迎えることを言う

早蕨．１．４．１

■　空そらのけしきもまた、げにぞあはれ知しり顔がほに霞かすみわたれる。

◇　空の様子もまた、なるほど心を知っているかのように霞わたっていた。

■　夜よるになりて、烈はげしう吹ふき出いづる風かぜのけしき、まだ冬ふゆめきていと寒さむげに2、大殿油おほとなぶらも消きえつつ、闇やみはあやなきS4たどたどしさなれど3、かたみに聞ききさしたまふべくもあらず、尽つきせぬ御物語おほむものがたりをえはるけやりたまはで、夜よるもいたう更ふけぬ。

◇　夜になって烈しく吹き出した風の様子、まだ冬らしくてまこと寒そうで、大殿油も消え消えし、闇は梅の香を隠せず匂っているが、互いにそのままお話をやめることもなさらず、尽きないお話を心ゆくまでお話しきれないで、夜もたいそう更けてしまった。


S4 春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる（古今集春上-四一　凡河内躬恒）

1? 【空のけしきもまたげにそあはれ知り顔に霞みわたれる】『完訳』は「初春の外景を取り込み、心象風景として形象。「霞」が涙を象徴」と注す。

2 【夜になりて烈しう吹き出づる風のけしきまだ冬めきていと寒げに】『完訳』は「以下も、悲嘆をかたどる心象風景。「内宴」を過ぎたばかりの一月末で、春まだ浅い荒涼たる風景」と注す。

3 【闇はあやなきたどたどしさなれど】『源氏釈』は「春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる」（古今集春上、四一、凡河内躬恒）を引歌として指摘。


早蕨．１．４．２

■　世よにためしありがたかりける仲なかの睦むつびを1、

◇　世にも稀な二人の仲のよさを、

■　「いで、さりとも、いとさのみはあらざりけむ」

◇　「さあ、そうはいっても、とてもそんなばかりではなかったでしょう」

■　と、残のこりありげに問とひなしたまふぞ、わりなき御心みこころならひなめるかし。

◇　と、隠しているものがあるようにお尋ねになるのは、理不尽なご性癖のせいである。

■　さりながらも、ものに心こころえたまひて、嘆なげかしき心こころのうちもあきらむばかり、かつは慰なぐさめ、またあはれをもさまし、さまざまに語かたらひたまふ、御おほむさまのをかしきにすかされたてまつりて、げに、心こころにあまるまで思おもひ結むすぼほるることども、すこしづつ語かたりきこえたまふぞ、こよなく胸むねのひまあく心地ここちしたまふ。

◇　そうは言っても、物事をよくお分かりになって、悲しい心の中を晴れるように、一方では慰めもし、また悲しみを忘れさせ、いろいろとお語らいになる、そのご様子の魅力にお引かれ申して、なるほど、心に余るほどに鬱積していたことがらを、少しずつお話し申し上げなさるのは、この上なく心が晴れ晴れする気がなさる。


1 【世にためしありがたかりける仲の睦びを】薫と大君との仲。


早蕨．１．４．３

■　宮みやも、かの人近ひとちかく渡わたしきこえてむとするほどのことども、語かたらひきこえたまふを、

◇　宮も、あの方を近々お移し申そうとすることについて、ご相談申し上げなさるのを、

早蕨．１．４．４

■　「いとうれしきことにもはべるかな。あいなく、みづからの過あやまちとなむ思おもうたまへらるる。飽あかぬ昔むかしの名残なごりを、また尋たづぬべき方かたもはべらねば、おほかたには、何なにごとにつけても、心寄こころよせきこゆべき人ひととなむ思おもうたまふるを、もし便びんなくや思おぼし召めさるべき」

◇　「まことに嬉しいことでございますね。不本意ながら、わたしの過失と存じておりました諦め切れない故人の縁者を、また他に訪ねるべき人もございませんので、後見一般としては、どのようなことでも、お世話申し上げるべき人と存じておりますが、もし不都合なこととお思いになりましょうか」

早蕨．１．４．５

■　とて、かの、

◇　と言って、あの、

■　「異人ことびととな思おもひわきそ」

◇　「他人とお思いくださるな」

■　と、譲ゆづりたまひし心こころおきてをも、すこしは語かたりきこえたまへど、岩瀬いはせの森もりの呼子鳥よぶこどりS5めいたりし夜よのことは、残のこしたりけりP1。

◇　と、お譲りになったお心向けをも、少しお話し申し上げなさるが、岩瀬の森の呼子鳥めいた夜のことは、話さずにいたのであった。

■　心こころのうちには、

◇　心の中では、

■　「かく慰なぐさめがたき形見かたみにも、げに、さてこそ、かやうにも扱あつかひきこゆべかりけれ」

◇　「このように慰めがたい形見にも、なるほど、おっしゃったように、このようにお世話申し上げるべきであった」

■　と、悔くやしきことやうやうまさりゆけど、今いまはかひなきものゆゑ、

◇　と、悔しさがだんだんと高じてゆくが、今では甲斐のないゆえに、

■　「常つねにかうのみ思おもはば、あるまじき心こころもこそ出いで来くれ。

◇　「常にこのようにばかり思っていたら、とんでもない料簡が出て来るかもしれない。

■　誰たがためにもあぢきなく、をこがましからむ」

◇　誰にとってもつまらなく、馬鹿らしいことだろう」

■　と思おもひ離はなる。

◇　と思い諦める。

■　「さても、おはしまさむにつけても、まことに思おもひ後見うしろみきこえむ方かたは、また誰たれかは」

◇　「それにしても、お移りになるにしても、ほんとうにご後見申し上げる人は、わたし以外に誰がいようか」

■　と思おぼせば、御渡おほむわたりのことどもも心こころまうけせさせP2たまふ。

◇　とお思いになるので、お引越しの準備を用意おさせになる。


S5 恋しくは来てもみよかし人づてに岩瀬の森の呼子鳥かな（玄々集-九三）

P1 残したりけり--のこし（し/+たり）けり

P2 心まうけせさせ--心まうけ（け/+せ〈朱〉）させ


第五段　中君、姉大君の服喪が明ける

早蕨．１．５．１

■　かしこにも1、よき若人童わかうどわらはなど2求もとめて、人ひとびとは心こころゆき顔がほにいそぎ思おもひたれど、今いまはとて3この伏見ふしみを荒あらしS6果はてむも4、いみじく心細こころぼそければ、嘆なげかれたまふこと尽つきせぬを、さりとても、またせめて心こころごはく、絶たえ籠こもりてもたけかるまじく、

◇　あちらでも、器量の良い若い女房や童女などを雇って、女房たちは満足げに準備しているが、今を最後とこの伏見ならぬ宇治を荒らしてしまうのも、たいそう心細いので、お嘆きになること尽きないが、だからといって、また気負い立って強情を張って、閉じ籠もっていてもどうしようもなく、

■　「浅あさからぬ仲なかの契ちぎりも5、絶たえ果はてぬべき御住おほむすまひを6、いかに思おぼしえたるぞ」

◇　「浅くない縁が、絶え果ててしまいそうなお住まいなのに、どういうおつもりですか」

■　とのみ、怨うらみきこえたまふも、すこしはことわりなれば、いかがすべからむ7、と思おもひ乱みだれたまへり。

◇　とばかり、お恨み申し上げなさるのも、少しは道理なので、どうしたらよいだろう、と思案なさっていた。


S6 いざここにわが世は経なむ菅原や伏見の里の荒れまくも惜し（古今集雑下-九八一　読人しらず）

1 【かしこにも】宇治をさす。

2 【よき若人童など】きれいな若い女房や女の童など。

3 【今はとて】以下、中君の心中に即した叙述。心中文と地の文が交錯しながら叙述されていく。

4 【伏見を荒らし果てむも】『花鳥余情』は「いざここにわが世は経なむ菅原や伏見の里の荒れまくも惜し」（古今集雑下、九八一、読人しらず）を引歌として指摘。

5 【浅からぬ仲の契りも】以下「いかに思しえたまるぞ」まで、匂宮の手紙文の主旨。

6 【絶え果てぬべき御住まひを】宇治の住まいをさす。

7 【いかがすべからむ】中君の心中。


早蕨．１．５．２

■　如月きさらぎの朔日ついたちごろ1とあれば、ほど近ちかくなるままに、花はなの木きどものけしきばむも残のこりゆかしく、

◇　二月の上旬頃にというので、間近になるにつれて、花の木の蕾みがふくらんでくるのもその後が気になって、

■　「峰みねの霞かすみの立たつを見捨みすててS7むことも2、おのが常世とこよにてだにあらぬ旅寝たびねにて、いかにはしたなく人笑ひとわらはれなることもこそ」

◇　「峰に霞が立つのを見捨てて行くことも、自分の常住の住まいでさえない旅寝のようで、どんなに体裁悪く物笑いになっては」

■　など、よろづにつつましく、心一こころひとつに思おもひ明あかし暮くらしたまふ。

◇　などと、万事に気がひけて、一人思案に暮れて過ごしていらっしゃる。


S7 春霞立つを見捨てて行く雁は花なき里に住みやならへる（古今集春上-三一　伊勢）

1 【如月の朔日ごろ】中君の京への移転の予定。匂宮が言ってよこした日取り。

2 【峰の霞の立つを見捨てむことも】『源氏釈』は「春霞立つを見捨てて行く雁は花なき里に住みやならへる」（古今集春上、三一、伊勢）を引歌として指摘。雁に我が身をよそえる。地の文が自然と心中文に移っていく叙述。以下「人笑はれなることもこそ」まで、中君の心中。


早蕨．１．５．３

■　御服おほむぶくも、限かぎりあることなれば1、脱ぬぎ捨すてたまふに、禊みそぎも浅あさき心地ここちぞする。

◇　御服喪も、期限があることなので、脱ぎ捨てなさるのに、禊も浅い気がする。

■　親一所おやひとところは、見みたてまつらざりしかば2、恋こひしきことは思おもほえず。

◇　母親は、お顔を存じ上げていないので、恋しいとも思われない。

■　その御代おほむかはりにも、この度たびの衣ころもを深ふかく染そめむ3と、心こころには思おぼしのたまへど、さすがに、さるべきゆゑもなきわざなれば、飽あかず悲かなしきこと限かぎりなし。

◇　そのお代わりにも、今回の喪服の色を濃く染めようと、心にお思いになりおっしゃりもしたが、はやり、そのような理由もないことなので、物足りなく悲しいことは限りがない。


1 【御服も限りあることなれば】姉妹の服喪は軽服で、三ケ月。大君の死は昨年の十一月。

2 【親一所は見たてまつらざりしかば】母北の方は中君の出産直後に死去して、中君は顔を知らない。以下、地の文が自然と中君の心中文に移っていく叙述。

3 【この度の衣を深く染めむ】姉の死去に際しての喪服の色を濃く、の意。


早蕨．１．５．４

■　中納言殿ちうなごんどのより、御車みくるま、御前おまへの人ひとびと、博士はかせなど1たてまつれたまへり。

◇　中納言殿から、お車や、御前の供人や、博士などを差し向けなさった。


1 【博士など】陰陽博士。


早蕨．１．５．５

■　「はかなしや霞かすみの衣裁ころもたちしまに

花はなのひもとく折をりも来きにけり1」

◇　「早いものですね、霞の衣を作ったばかりなのに

もう花が綻ぶ季節となりました」


1 【はかなしや霞の衣裁ちしまに花のひもとく折も来にけり】薫から中君への贈歌。「霞の衣」は喪服。「立ち」と「断ち」の懸詞。「来」は「着」を響かす。「断ち」「紐解く」「着」は「衣」の縁語。


早蕨．１．５．６

■　げに、色々いろいろいときよらにてたてまつれたまへり。

◇　なるほど、色とりどりにたいそう美しくして差し上げなさった。

■　御渡おほむわたりのほどの被かづけ物ものどもなど、ことことしからぬものから、品々しなじなにこまやかに思おぼしやりつつ、いと多おほかり。

◇　お引越しの時のお心づけなど、仰々しくない物で、それぞれの身分に応じていろいろと考えて、とても多かった。

早蕨．１．５．７

■　「折をりにつけては1、忘わすれぬさまなる御心寄みこころよせのありがたく、はらからなども、えいとかうまではおはせぬわざぞ」

◇　「何かにつけて、忘れず気のつくご好意をありがたく、兄弟などでさえ、とてもこうまではいらっしゃらないことだ」


1 【折につけては】以下「おはせぬわざぞ」まで、女房の詞。


早蕨．１．５．８

■　など、人ひとびとは聞きこえ知しらす。

◇　などと、女房たちはお教え申し上げる。

■　あざやかならぬ古人ふるびとどもの心こころには、かかる方かたを心こころにしめて聞きこゆ。

◇　ぱっとしない老女房連中の考えとしては、このような点を身にしみて申し上げる。

■　若わかき人ひとは、時々ときどきも見みたてまつりならひて、今いまはと異ことざまになりたまはむを1、さうざうしく、

◇　若い女房は、時々拝見し馴れているので、今を限りに縁遠くおなりになるのを、物足りなく、

■　「いかに恋こひしくおぼえさせたまはむ2」

◇　「どんなに恋しくお思いなされるでしょう」

■　と聞きこえあへり。

◇　とお噂し合っていた。


1 【今はと異ざまになりたまはむを】中君が匂宮と結婚することによって、薫との関係がが縁遠くなることをさす。

2 【いかに恋しくおぼえさせたまはむ】女房たちの詞。「おぼえ」の主語は薫。


第六段　薫、中君が宇治を出立する前日に訪問

早蕨．１．６．１

■　みづからは1、渡わたりたまはむこと明日あすとての、まだつとめておはしたり。

◇　ご自身は、お移りになることが明日という日の、まだ早朝においでになった。

■　例れいの、客人居まらうとゐの方かたに2おはするにつけても、今いまはやうやうもの馴なれて、

◇　いつものように、客人席にお通りになるにつけても、今は、だんだん何にも馴れて、

■　「我われこそ、人ひとより先さきに3、かうやうにも思おもひそめしか」

◇　「自分こそ、誰よりも先に、このように思っていたのだ」

■　など、ありしさま、のたまひし心こころばへを4思おもひ出いでつつ、

◇　などと、生前のご様子や、おっしゃったお気持ちをお思い出しになって、

■　「さすがに、かけ離はなれ5、ことの外ほかになどは、はしたなめたまはざりしを、わが心こころもて、あやしうも隔へだたりにしかな」

◇　「それでも、よそよそしく、思いの外になどとは、おあしらいなさらなかったが、自分のほうから、妙に他人で終わることになってしまったな」

■　と、胸むねいたく思おもひ続つづけられたまふ。

◇　と、胸痛くお思い続けなさる。


1 【みづからは】薫自身は、の意。直前の女房たちの噂を受けて「みづらは」とある。

2 【例の客人居の方に】薫はいつもの通りに客間に控える。

3 【我こそ人より先に】以下「思ひそめしかな」まで、薫の心中。

4 【ありしさまのたまひし心ばへを】大君の生前の面影や打ち明けた気持ち。

5 【さすがにかけ離れ】以下「隔たりにしかな」まで、薫の心中の思い。自分の悠長さを悔やむ。


早蕨．１．６．２

■　垣間見かいまみP3せし障子さうじの穴あなも思おもひ出いでらるれば、寄よりて見みたまへど、この中なかをば下おろし籠こめたれば、いとかひなし。

◇　垣間見した襖障子の穴も思い出されるので、近寄って御覧になるが、部屋の中が閉めきってあるので、何にもならない。


P3 垣間見--かいは（は/＃ま〈朱〉）み


早蕨．１．６．３

■　内うちにも、人ひとびと思おもひ出いできこえつつ1うちひそみあへり。

◇　部屋の中でも、女房たちはお思い出し申し上げながら涙ぐんでいた。

■　中なかの宮みやは、まして、もよほさるる御涙おほむなみだの川かはに、明日あすの渡わたりもおぼえたまはず2、ほれぼれしげにてながめ臥ふしたまへるに、

◇　中の宮は、女房たち以上に、催される涙の川で、明日の引っ越しもお考えになれず、茫然として物思いに沈んで臥せっておいでになるので、


1 【思ひ出できこえつつ】女房たちが故大君を。

2 【御涙の川に明日の渡りもおぼえたまはず】「涙の川」歌語。「川」の縁で「渡り」の語句を用いる。


早蕨．１．６．４

■　「月つきごろの積つもりも1、そこはかとなけれど、いぶせく思おもうたまへらるるを2、片端かたはしもあきらめきこえさせて、慰なぐさめはべらばや。

◇　「幾月ものご無沙汰の間に積もりましたお話も、何ということございませんが、鬱々としておりましたので、少しでもお晴らし申し上げて、気を紛らわせたく存じます。

■　例れいの、はしたなくなさし放はなたせたまひそ。

◇　いつものように、きまり悪く他人行儀なさらないでください。

■　いとどあらぬ世よの心地ここちしはべり3」

◇　ますます知らない世界に来た気が致します」


1 【月ごろの積もりも】以下「心地しはべり」まで、薫の詞。

2 【いぶせく思うたまへらるるを】主語は薫。「たまへ」謙譲の補助動詞。「らるる」自発の助動詞。

3 【いとどあらぬ世の心地しはべり】『集成』は「ますます何か違った世界に身を置く気持がいたします。大君亡き今となっては--という気持」と注す。


早蕨．１．６．５

■　と聞きこえたまへれば、

◇　と申し上げなさると、

早蕨．１．６．６

■　「はしたなしと1思おもはれたてまつらむとしも思おもはねど、いさや、心地ここちも例れいのやうにもおぼえず、かき乱みだりつつ、いとどはかばかしからぬひがこともやと、つつましうて」

◇　「体裁が悪いとお思い申されようとは思いませんが、それでも、気分もいつものようでなく、心も乱れ乱れて、ますますはきはきしない失礼を申し上げてはと、気がひけまして」


1 【はしたなしと】以下「つつましうてなむ」まで、中君の詞。取り次ぎの女房に漏らしたもの。


早蕨．１．６．７

■　など、苦くるしげにおぼいたれど、

◇　などと、つらそうにお思いになっているが、

■　「いとほし1」

◇　「お気の毒です」

■　など、これかれ聞きこえて、中なかの障子2さうじの口くちにて対面たいめんしたまへり。

◇　などと、あれこれ女房が申し上げるので、中の襖障子口でお会いなさった。


1 【いとほし】女房の詞。薫に同情して、中君が対面するよう勧める。

2 【中の障子】薫のいる西廂と母屋の西面の境の襖。


早蕨．１．６．８

■　いと心恥こころはづかしげになまめきて、また

◇　たいそうこちらが気恥ずかしくなるほど優美で、また

■　「このたびは、ねびまさりたまひにけり」

◇　「今度は、一段と立派におなりになった」

■　と、目めも驚おどろくまで匂にほひ多おほく、

◇　と、目も驚くほどはなやかに美しく、

■　「人ひとにも似にぬ用意よういなど2、あな、めでたの人ひとや3」

◇　「誰にも似ない心ばせなど、何とも、素晴らしい方だ」

■　とのみ見みえたまへるを、姫宮ひめみやは4、面影おもかげさらぬ人ひとの御おほむことを5さへ思おもひ出いできこえたまふに、いとあはれと見みたてまつりたまふ6。

◇　とばかりお見えになるのを、姫宮は、面影の離れない方の御事までお思い出し申し上げなさると、まことにしみじみとお会い申し上げなさる。


1? 【いと心恥づしげに】以下、薫の容姿や振る舞い。女房の目と心に即した叙述。

2 【人にも似ぬ用意など】『集成』は「並はずれたたしなみ深さなど」と注す。

3 【あなめでたの人や】女房の感想。薫の素晴らしさに感動。

4 【姫宮は】『完訳』は「中の君。前巻までは大君の呼称。ここでは、大君死後の、宮家を代表する主人格という呼称か」と注す。

5 【面影さらぬ人の御ことを】故大君のこと。

6 【いとあはれと見たてまつりたまふ】主語は中君。「見たてまつりたまふ」とは几帳越しに対面することであろうか。


早蕨．１．６．９

■　「尽つきせぬ御物語おほむものがたりなども1、今日けふは言忌こといみすべくや」

◇　「つきないお話なども、今日は言忌みしましょうね」


1 【尽きせぬ御物語なども】以下、途中地の文を挟んで「思ひはべらね」まで、薫の中君への詞。


早蕨．１．６．１０

■　など言いひさしつつ2、

◇　などと言いさして、


1? 【今日は言忌みすべくや】門出という慶事なので、死者を回想する不吉な言動を避けようという言霊信仰。

2 【など言ひさしつつ】地の文を挿入。


早蕨．１．６．１１

■　「渡わたらせたまふべき所近ところちかく1、このころ過すぐして移うつろひはべるべければ2、夜中暁よなかあかつきと3、つきづきしき人ひとの言いひはべるめる、何事なにごとの折をりにも、疎うとからず思おぼしのたまはせば、世よにはべらむ限かぎりは、聞きこえさせ承うけたまはりて過すぐさまほしくなむはべるを、いかがは思おぼし召めすらむ。

◇　「お移りになるはずの所の近くに、もう幾日かして移ることになっていますので、夜中も早朝もと、親しい間柄の人が言いますように、どのような機会にも、親しくお考えくださりおっしゃっていただければ、この世に生きております限りは、申し上げもし承りもして過ごしとうございますが、どのようにお考えでしょうか。

■　人ひとの心こころさまざまにはべる世よなれば、あいなくや4など、一方ひとかたにもえこそ思おもひはべらね」

◇　人の考えはいろいろでございます世の中なので、かえって迷惑かなどと、独り決めもしかねるのです」


1 【渡らせたまふべき所近く】中君が迎え入れられる二条院と薫の三条院は距離的に近い。

2 【このころ過ぐして移ろひはべるべければ】薫は焼失した三条院を新築中であった。

3 【夜中暁と】当時の諺か。親しい者どうしは時刻を問わず行き来する、意。

4 【あいなくや】『集成』は「かえって迷惑かなど」「中の君に対する遠慮の気持を述べる」と注す。


早蕨．１．６．１２

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

早蕨．１．６．１３

■　「宿やどをばかれじS8と思おもふ心深こころふかくはべるを、近ちかく、などのたまはするにつけても、よろづに乱みだれはべりて、聞きこえさせやるべき方かたもなく」

◇　「邸を離れまいと思う考えは強うございますが、近くに、などとおっしゃって下さるにつけても、いろいろと思い乱れまして、お返事の申し上げようもなくて」


S8 今ぞ知る苦しきものと人待たむ里をば離れず訪ふべかりけり（古今集雑下-九六九　在原業平）


早蕨．１．６．１４

■　など、所々言ところどころいひ消けちて、いみじくものあはれと思おもひたまへるけはひなど2、いとようおぼえたまへるを3、

◇　などと、言葉とぎれとぎれに言って、ひどく心に感じ入っていらっしゃる様子など、ひどくよく似ていらっしゃるのを、

■　「心こころからよそのものに見みなしつる4」

◇　「自分から他人の妻にしてしまった」

■　と、いと悔くやしく思おもひゐたまへれど、かひなければ、その夜よのこと5かけても言いはず、忘わすれにけるにやと見みゆるまで6、けざやかにもてなしたまへり。

◇　と思うと、とても悔しく思っていらっしゃるが、言っても効ないので、あの夜のことは何も言わず、忘れてしまったのかと見えるまで、きれいさっぱりと振る舞っていらっしゃった。


1? 【宿をばか離れじと】以下「方もなくなむ」まで、中君の詞。『源氏釈』は「今ぞ知る苦しきものと人待たむ里をば離れずとふべかりけり」（古今集雑下、九六九、在原業平）を引歌として指摘。「里」を「宿」と言い換えて言ったもの。

2 【いみじくものあはれと思ひたまへるけはひなど】中君の様子。几帳越しなので「けはひ」と薫には看取される。以下、薫の目と心に即した叙述。

3 【いとようおぼえたまへるを】中君が大君に大変よく似ている。

4 【心からよそのものに見なしつる】『完本』（底本は定家本）は諸本に従って「見るなしつると思ふに」と「思ふに」を補訂する。『集成』（底本は定家本）、『新大系』（底本は大島本）は底本のままとする。自分から中君を匂宮の妻にしてしまった、と後悔。

5 【その夜のこと】大君に逃げられて中君と共寝をした夜のこと。「総角」巻（第二章五段）に語られている。

6 【忘れにけるにやと見ゆるまで】中君と語り手が一体化した気持ち。


第七段　中君と薫、紅梅を見ながら和歌を詠み交す

早蕨．１．７．１

■　御前近おまへちかき紅梅こうばいの、色いろも香かもなつかしきに、鴬うぐひすだに見過みすぐしがたげにうち鳴なきて渡わたるめれば、まして

◇　お庭前近い紅梅が、花も香もなつかしいので、鴬でさえ見過ごしがたそうに鳴いて飛び移るようなので、まして、

■　「春はるや昔むかしのS9」

◇　「春や昔の」

■　と1心こころを惑まどはしたまふどちの御物語おほむものがたりに、折をりあはれなりかし2。

◇　と心を惑わしなさるどうしのお話に、折からしみじみと心を打つのである。

■　風かぜのさと吹ふき入いるるに、花はなの香かも客人まらうとの御匂おほむにほひも、橘たちばなならねど、昔思むかしおもひ出いでらるるS10つまなり3。

◇　風がさっと吹いて入ってくると、花の香も客人のお匂いも、橘ではないが、昔が思い出されるよすがである。

■　「つれづれの紛まぎらはしにも4、世よの憂うき慰なぐさめにも、心こころとどめてもてあそびたまひしものを」

◇　「所在ない気の紛らわしにも、世の嫌な慰めにも、心をとめて賞美なさったものを」

■　など、心こころにあまりたまへば、

◇　などと、胸に堪えかねるので、


S9 月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身一つはもとの身にして（古今集恋五-七四七　在原業平）

S10 五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする（古今集夏-一三九　読人しらず）

1 【春や昔のと】薫の心中。亡き大君を思う。『源氏釈』は「月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身一つはもとの身にして」（古今集恋五、七四七、在原業平）を引歌として指摘する。

2 【折あはれなりかし】「渡るめればまして」以下、この前後の文脈は語り手の主観と批評の混じった叙述。

3 【橘ならねど昔思ひ出でらるるつまなり】『奥入』は「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集夏、一三九、読人しらず）を引歌として指摘。「昔」は故人の大君をさす。

4 【つれづれの紛らはしにも】以下「あそびたまひしものを」まで、中君の心中。大君とのありし日を回想。


早蕨．１．７．２

■　「見みる人ひともあらしにまよふS11山里やまざとに

昔むかしおぼゆる花はなの香かぞする1」

◇　「花を見る人もいなくなってしまいましょうに、嵐に吹き乱れる山里に

昔を思い出させる花の香が匂って来ます」


S11 逢ふことのあらしにまよふ小舟ゆゑとまる我さへこがれぬるかな（九条右大臣集-三五）

1 【見る人もあらしにまよふ山里に昔おぼゆる花の香ぞする】中君の詠歌。「あらし」に「あらじ」を掛ける。


早蕨．１．７．３

■　言いふともなく1ほのかにて、たえだえ聞きこえたるを、なつかしげにうち誦ずじなして2、

◇　言うともなくかすかに、とぎれとぎれに聞こえるのを、やさしそうにちょっと口ずさんで、


1 【言ふともなく】定家本は「いふとてなく」（校異源氏物語・源氏物語大成1685-�）とあるよし。「青表紙本」の中で、定家本が独自異文。『集成』（底本は定家本）と『完本』（底本は定家本）は諸本に従って「言ふともなく」と校訂する。『新大系』（底本は大島本）は底本のまま「言ふともなく」とする。

2 【なつかしげにうち誦じなして】中君の詠歌を薫が反唱する。


早蕨．１．７．４

■　「袖そでふれし梅むめは変かはらぬ匂にほひにて

根ねごめ移うつろふ宿やどやことなる」

◇　「昔賞美された梅は今も変わらぬ匂いですが

根ごと移ってしまう邸は他人の所なのでしょうか」

早蕨．１．７．５

■　堪たへぬ涙なみだをさまよくのごひ隠かくして、言多ことおほくもあらず、

◇　止まらない涙を体裁よく拭い隠して、言葉数多くもなく、

早蕨．１．７．６

■　「またもなほ2、かやうにてなむ、何なにごとも聞きこえさせよかるべき」

◇　「またやはり、このように、何事もお話し申し上げたいものです」


1? 【袖ふれし梅は変はらぬ匂ひにて根ごめに移ろふ宿やことなる】薫の返歌。『全書』は「色よりも香こそあはれと思ほゆれ誰が袖触れし宿の梅ぞも」（古今集春上、三三、読人しらず）を引歌として指摘。

2 【またもなほ】以下「よかるべき」まで、薫の詞。


早蕨．１．７．７

■　など、聞きこえおきて立たちたまひぬ。

◇　などと、申し上げおいてお立ちになった。

早蕨．１．７．８

■　御渡おほむわたりにあるべきことども、人ひとびとに1のたまひおく。

◇　お引越しに必要な支度を、人びとにお指図おきなさる。

■　この宿守やどもりに2、かの鬚ひげがちの宿直人3とのゐびとなどはさぶらふべければ、このわたりの近ちかき御荘みさうどもなどに4、そのことどもものたまひ預あづけなど、こまやかなることどもをさへ定さだめおきたまふ。

◇　この邸の留守番役として、あの鬚がちの宿直人などが仕えることになっているので、この近辺の御荘園の者どもなどに、そのことをお命じになるなど、生活面の事まで定めおきなさる。


1 【人びとに】女房たちに。

2 【この宿守に】この邸の留守番役として、の意。

3 【かの鬚がちの宿直人】「椎本」巻に初登場。

4 【このわたりの近き御荘どもなどに】宇治の近くの薫の荘園の人々に、の意。


第八段　薫、弁の尼と対面

早蕨．１．８．１

■　弁べんぞ、

◇　弁は、

早蕨．１．８．２

■　「かやうの御供おほむともにも1、思おもひかけず長ながき命いのちいとつらくおぼえはべるを、人ひともゆゆしく見思みおもふべければ、今いまは世よにあるものとも人ひとに知しられはべらじ」

◇　「このようなお供にも、思いもかけず長生きがつらく思われますが、人も不吉に見たり思ったりするにちがいないでしょうから、今は世に生きている者とも人に知られますまい」


1 【かやうの御供にも】以下「人に知られじ」まで、弁の尼の詞。


早蕨．１．８．３

■　とて、容貌かたちも変かへてけるを1、しひて召めし出いでて、いとあはれと見みたまふ。

◇　と言って、出家をしていたのを、しいて召し出して、まことにしみじみと御覧になる。

■　例れいの、昔物語むかしものがたりなどせさせたまひて、

◇　いつものように、昔の思い出話などをおさせになって、


1 【容貌も変へてけるを】弁が出家したことは初出。


早蕨．１．８．４

■　「ここには、なほ1、時々ときどきは参まゐり来くべきを2、いとたつきなく心細こころぼそかるべきに、かくてものしたまはむは、いとあはれにうれしかるべきことになむ」

◇　「ここには、やはり、時々参りましょうが、まことに頼りなく心細いので、こうしてお残りになるのは、まことにしみじみとありがたく嬉しいことです」


1 【ここにはなほ】以下「ことになむ」まで、薫の詞。

2 【時々は参り来べきを】定家本は「とき／＼はまいりくへきを」（校異源氏物語・源氏物語大成1686-�）とある。大島本は「とき／＼はまいりくへき」とある。『完本』は諸本に従って「時々参り来べきを」と「は」を削除する。『集成』は「時々は参り来べきを」と底本（定家本）のままとする。『新大系』は底本（大島本）のまま「時々は参り来べき」とする。


早蕨．１．８．５

■　など、えも言いひやらず泣なきたまふ。

◇　などと、最後まで言い終わらずにお泣きになる。

早蕨．１．８．６

■　「厭いとふにはえてS12,1延のびはべる命いのちのつらく、またいかにせよとて、うち捨すてさせたまひけむ2、と恨うらめしく、なべての世よを思おもひたまへ沈しづむS13に3、罪つみもいかに深ふかくはべらむ」

◇　「厭わしく思えば思うほど長生きをする寿命がつらく、またどう生きよといって、先に逝っておしまいになったのか、と恨めしく、この世のすべてを情けなく思っておりますので、罪もどんなにか深い事でございましょう」


S12 憎さのみ益田の池のねぬなはは厭ふにはふるものにぞありける（源氏釈所引-

S13 大方の我が身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな（拾遺集恋五-九五三　紀貫之）

1 【厭ふにはえて】『源氏釈』は「憎さのみ益田の池のねぬなはは厭ふにはゆるものにぞありける」（出典未詳）を引歌として指摘。『河海抄』は「あやしくも厭ふにはゆる心かないかにしてかは思ひやむべき」（後撰集恋二、六〇八、読人しらず）を引歌として指摘。

2 【うち捨てさせたまひけむ】主語は故大君。

3 【なべての世を思ひたまへ沈むに】『源氏釈』は「大方の我が身一つの憂きからになべての世をば恨みつるかな」（拾遺集恋五、九五三、紀貫之）を引歌として指摘。


早蕨．１．８．７

■　と、思おもひけることどもを愁うれへかけきこゆるも、かたくなしげなれど1、いとよく言いひ慰なぐさめたまふ2。

◇　と、思っていたことをお訴え申し上げるのも、愚痴っぽいが、とてもよく言い慰めなさる。


1 【かたくなしげなれど】『完訳』は「薫の悲嘆を慰めるどころか、逆に憂愁を訴える態度をさす」と注す。

2 【いとよく言ひ慰めたまふ】主語は薫。


早蕨．１．８．８

■　いたくねびにたれど、昔むかし、きよげなりける名残なごりを削そぎ捨すてたれば、額ひたひのほど、様変さまかはれるに、すこし若わかくなりて、さる方かたに雅みやびかなり。

◇　たいそう年をとっているが、昔、美しかった名残の黒髪を削ぎ落としたので、額の具合、変わった感じに少し若くなって、その方面の身としては優美である。

早蕨．１．８．９

■　「思おもひわびては、などかかる様さまにも2なしたてまつらざりけむ。

◇　「思いあぐねた果てに、どうしてこのような尼姿にして差し上げなかったのだろう。

■　それに延のぶるやうもやあらまし3。

◇　それによって寿命が延びるようなこともあったろうに。

■　さても、いかに心深こころふかく語かたらひきこえてあらまし」

◇　そうして、どんなに親密に語らい申し上げられたろうに」


1? 【さるかたに】出家の姿としては、の意。

2 【思ひわびてはなどかかる様にも】以下「語らひきこえてあらまし」まで、薫の心中の思い。大君を生前に出家させなかったことへの後悔。

3 【延ぶるやうもやあらまし】推量の助動詞「まし」反実仮想。下文にも「あらまし」と反実仮想の構文が続く。


早蕨．１．８．１０

■　など、一方ひとかたならずおぼえたまふに、この人ひとさへ1うらやましければ、隠かくろへたる几帳きちゃうをすこし引ひきやりて、こまかにぞ2語かたらひたまふ。

◇　などと、一方ならず思われなさると、この人までが羨ましいので、隠れている几帳を少し引いて、こまやかに語らいなさる。

■　げに、むげに思おもひほけたるさまながら、ものうち言いひたるけしき、用意ようい、口惜くちをしからず3、ゆゑありける人ひとの名残なごりと見みえたり。

◇　なるほど、すっかり悲しみに暮れている様子だが、何か言う態度、心づかいは、並々でなく、嗜みのあった女房の面影が残っていると見えた。


1 【この人さへ】弁の尼をさす。

2 【こまかにぞ】定家本と大島本は「こまかにそ」とある。『完本』は諸本に従って「こまやかにぞ」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3 【口惜しからず】『集成』は「並々でなく」。『完訳』は「いやみがなく」と注す。


早蕨．１．８．１１

■　「さきに立たつ涙なみだの川かはに身みを投なげば

人ひとにおくれぬ命いのちならまし1」

◇　「先に立つ涙の川に身を投げたら

死に後れしなかったでしょうに」


1 【さきに立つ涙の川に身を投げば人におくれぬ命ならまし】弁の尼の詠歌。『完訳』は「「--ば--まし」の反実仮想の構文。死なぬ身の悲しみと大君との死別を嘆く」と注す。


早蕨．１．８．１２

■　と、うちひそみ聞きこゆ。

◇　と、泣き顔になって申し上げる。

早蕨．１．８．１３

■　「それもいと1罪深つみふかかなるP4ことにこそ。

◇　「それもとても罪深いことです。

■　かの岸きしに到いたること、などか。

◇　彼岸に辿り着くことは、どうしてできようか。

■　さしもあるまじきことにてさへ、深ふかき底そこに沈しづみ過すぐさむもあいなし。

◇　それ以外のことであってさえも、深い悲しみの底に沈んで生きてゆくのもつまらない。

■　すべて、なべてむなしく思おもひとるべき世よになむ」

◇　すべて、皆無常だと悟るべき世の中なのです」


P4 罪深かなる--*つみふかくなる

1 【それもいと】以下「思ひとまるべき世になむ」まで、薫の詞。「それ」は川に身を投げることをさしていう。


早蕨．１．８．１４

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

早蕨．１．８．１５

■　「身みを投なげむ涙なみだの川かはに沈しづみS14ても

恋こひしき瀬々せぜに忘わすれしもせじ1

◇　「身を投げるという涙の川に沈んでも

恋しい折々を忘れることはできまい


S14 涙河底の水屑となりはてて恋しき瀬々に流れこそすれ（拾遺集恋四-八七七　源順）

1 【身を投げむ涙の川に沈みても恋しき瀬々に忘れしもせじ】薫の返歌。「涙の川」「身を投ぐ」の語句を用いて返す。『花鳥余情』は「涙川底の水屑となり果てて恋しき瀬々に流れこそすれ」（拾遺集恋四、八七七、源順）を引歌として指摘。『集成』は「「瀬々」は折々というほどの意」と注す。「瀬」「川」縁語。


早蕨．１．８．１６

■　いかならむ世よに、すこしも思おもひ慰なぐさむることありなむ」

◇　いつになったら、少しは思いが慰むことがあろうか」

早蕨．１．８．１７

■　と、果はてもなき心地ここちS15したまふ2。

◇　と、終わりのない気がなさる。


S15 我が恋は行方も知らず果てもなし逢ふを限りと思ふばかりぞ（古今集恋二-六一一　凡河内躬恒）

1? 【いかならむ世にか】以下「ことありなむ」まで、歌に続けた薫の詞。

2 【果てもなき心地したまふ】『全集』は「我が恋は行方も知らず果てもなし逢ふを限りと思ふばかりぞ」（古今集恋二、六一一、凡河内躬恒）を引歌として指摘。


早蕨．１．８．１８

■　帰かへらむ方かたもなく眺ながめられて、日ひも暮くれにけれど、すずろに旅寝たびねせむもP5、人ひとのとがむることやと1、あいなければ、帰かへりたまひぬ。

◇　帰る気にもなれず物思いに沈んで、日も暮れてしまったが、わけもなく外泊するのも、人が咎めることであろうかと、仕方ないので、お帰りになった。


P5 旅寝せむも--たひねせん（ん/+も〈朱〉）

1 【人のとがむることやと】匂宮が自分と中君の関係を邪推しはせぬかと。


第九段　弁の尼、中君と語る

早蕨．１．９．１

■　思おもほしのたまへるさまを語かたりて、弁べんは、いとど慰なぐさめがたくくれ惑まどひたり。

◇　お悲しみなっておっしゃっていたご様子を話して、弁は、ますます慰めがたく悲しみに暮れていた。

■　皆人みなひとは心こころゆきたるけしきにて2、もの縫ぬひいとなみつつ、老おいゆがめる容貌かたちも知しらず、つくろひさまよふに、いよいよやつして、

◇　女房たちは満足そうな様子で、衣類を縫い用意しながら、年老いた容貌も気にせず、身づくろいにうろうろしている中で、ますます質素にして、


1? 【思ほしのたまひつるさまを】主語は薫。

2 【皆人は心ゆきたるけしきにて】他の女房たち。京の匂宮邸への移転に心はずんでいる。


早蕨．１．９．２

■　「人ひとはみないそぎたつめる袖そでの浦うらに

一人藻塩ひとりもしほを垂たるる海人あまかな2」

◇　「人びとは皆準備に忙しく繕い物をしているようですが

一人藻塩を垂れて涙に暮れている尼の私です」


1? 【いよくやつして】主語は弁尼。

2 【人はみないそぎたつめる袖の浦に一人藻塩を垂るる海人かな】弁の尼の詠歌。「袖の浦」は出羽国の歌枕（最上川の河口、酒田市）。「発つ」と「裁つ」、「浦」と「裏」、「海人」と「尼」の懸詞。「裏」「裁つ」は「袖」の縁語。「藻塩」「海人」は「浦」の縁語。技巧的な詠歌。


早蕨．１．９．３

■　と愁うれへきこゆれば、

◇　と訴え申し上げると、

早蕨．１．９．４

■　「塩垂しほたるる海人あまの衣ころもに異ことなれや

浮うきたる波なみに濡ぬるるS16わが袖そで

◇　「藻塩を垂れて涙に暮れるあなたと同じです

浮いた波に涙を流しているわたしは


S16 心から浮きたる舟に乗りそめて一日も波に濡れぬ日ぞなき（後撰集恋三-七七九　小野小町）


早蕨．１．９．５

■　世よに住すみつかむことも2、いとありがたかるべきわざとおぼゆれば、さまに従したがひて、ここをば荒あれ果はてじと3なむ思おもふを、さらば対面たいめんもありぬべけれど、しばしのほども、心細こころぼそくて立たちとまりたまふを見みおくに、いとど心こころもゆかずなむ4。

◇　結婚生活に入ることも、とてもできそうにないことと思われるので、事情によっては、ここを荒れはてさせまいと思うが、そうしたらお会いすることもありましょうが、暫くの間も、心細くお残りになるのを見ていると、ますます気が進みません。

■　かかる容貌かたちなる人ひとも、かならずひたぶるにしも絶たえ籠こもらぬわざなめるを、なほ世よの常つねに思おもひなして、時々ときどきも見みえたまへ5」

◇　このような尼姿の人も、必ずしも引き籠もってばかりいないもののようですので、やはり世間一般の人のように考えて、時々会いに来てください」


1? 【塩垂るる海人の衣に異なれや浮きたる波に濡るる袖かな】中君の返歌。弁の尼の「袖」「尼」の語句を用いて返す。『河海抄』は「心から浮きたる舟に乗りそめて一日も波に濡れぬ日ぞなき」（後撰集恋三、七七九、小野小町）を引歌として指摘。

2 【世に住みつかむことも】以下「時々も見えたまへ」まで、歌に続けた中君の詞。匂宮との結婚に対する不安をいう。

3 【さまに従ひてここをば荒れ果てじと】事情によっては、ここに帰ってくることがあるかもしれないので、この山荘を荒れ果てさせまい、の意。

4 【心もゆかずなむ】係助詞「なむ」の下に「はべる」などの語句が省略。京へ移る気が進まない、の意。

5 【時々も見えたまへ】時々は京の邸へ出ていらっしゃい、の意。


早蕨．１．９．６

■　など、いとなつかしく語かたらひたまふ。

◇　などと、とてもやさしくお話しになる。

■　昔むかしの人ひとの1もてつかひたまひしさるべき御調度みてうどどもなどは、皆みなこの人ひとにとどめおきたまひて、

◇　亡き姉君がお使いになったしかるべきご調度類などは、みなこの尼にお残しになって、


1 【昔の人の】故大君をさす。


早蕨．１．９．７

■　「かく、人ひとより深ふかく1思おもひ沈しづみたまへるを見みれば、前さきの世よも、取とり分わきたる契ちぎりもや、ものしたまひけむと思おもふさへ、睦むつましくあはれになむ」

◇　「このように、誰よりも深く悲しんでおいでなのを見ると、前世からも、特別の約束がおありだっただろうかと思うのまでが、慕わしくしみじみ思われます」


1 【かく人より深く】以下「あはれになむ」まで、中君の詞。


早蕨．１．９．８

■　とのたまふに、いよいよ童わらはべの恋こひて泣なくやうに、心こころをさめむ方かたなくおぼほれゐたり。

◇　とおっしゃると、ますます子供が親を慕って泣くように、気持ちを抑えることができず涙に沈んでいた。

第二章　中君の物語　匂宮との京での結婚生活が始まる

第一段　中君、京へ向けて宇治を出発

早蕨．２．１．１

■　皆みなかき払はらひ、よろづとりしたためて、御車みくるまども寄よせて1、御前おまへの人ひとびと、四位五位しゐごゐいと多おほかり。

◇　すっかり掃除し、何もかも始末して、お車を何台も寄せて、ご前駆の供人は、四位五位がたいそう多かった。

■　御おほむみづからも2、いみじうおはしまさまほしけれど、ことことしくなりて、なかなか悪あしかるべければ、ただ忍しのびたるさまに3もてなして、心こころもとなく思おぼさる。

◇　ご自身でも、ひどくおいでになりたかったが、仰々しくなって、かえって不都合なことになるので、ただ内密に計らって、気がかりにお思いになる。


1 【御車ども寄せて】匂宮からの迎えの牛車。簀子の階段の所に。

2 【御みづからも】匂宮をいう。

3 【ただ忍びたるさまに】『完訳」は「人目を避ける点に注意。匂宮は東宮候補にものぼり、帝と中宮からは忍び歩きを禁止され、夕霧の六の君との縁談も進行中である。中の君は、宮家の姫君ながら、匂宮には召人に近い相手でしかない」と注す。


早蕨．２．１．２

■　中納言殿ちうなごんどのよりも、御前おまへの人ひと、数多かずおほくたてまつれたまへり。

◇　中納言殿からも、ご前駆の供人を、数多く差し上げなさっていた。

■　おほかたのことをこそ1、宮みやよりは思おぼしおきつめれ、こまやかなるうちうちの御扱おほむあつかひは、ただこの殿とのより、思おもひ寄よらぬことなく訪とぶらひきこえたまふ。

◇　だいたいのことは、宮からの指示があったようだが、こまごまとした内々のお世話は、ただこの殿から、気のつかないことのなくお計らい申し上げなさる。


1 【おほかたのことをこそ】係助詞「こそ」は「思しおきつめれ」に係る逆接用法。


早蕨．２．１．３

■　日暮ひくれぬべし1と、内うちにも外とにも、もよほしきこゆるに、心こころあわたたしく、いづちならむと思おもふにも2、いとはかなく悲かなしとのみ思おもほえたまふに、御車みくるまに乗のる大輔たいふの君3きみといふ人ひとの言いふ、

◇　日が暮れてしまいそうだと、内からも外からも、お促し申し上げるので、気ぜわしく、京はどちらの方角だろうと思うにも、まことに頼りなく悲しいとばかり思われなさる時に、お車に同乗する大輔の君という女房が言うには、


1 【日暮れぬべし】女房や供人の詞。

2 【いづちならむと思ふにも】中君の旅立ちの不安。

3 【大輔の君】中君付きの年老いた女房。初出。


早蕨．２．１．４

■　「ありふればうれしき瀬せにも逢あひけるを

身みを宇治川うぢがはにS17投なげてましかば」

◇　「生きていたので嬉しい事に出合いました

身を厭いて宇治川に投げてしまいましたら」


S17 かかる瀬もありけるものをとまりゐて身を宇治川と思ひけるかな（九条右大臣集-五八）


早蕨．２．１．５

■　うち笑ゑみたるを、

◇　ほほ笑んでいるのを、

■　「弁べんの尼あまの心こころばへに2、こよなうもあるかな」

◇　「弁の尼の気持ちと比べて、何という違いだろうか」

■　と、心こころづきなうも見みたまふ。

◇　と、気にくわなく御覧になる。

■　いま一人3ひとり、

◇　もう一人の女房が、


1? 【ありふればうれしき瀬にも逢けるを身を宇治川に投げてましかば】大輔君の詠歌。「身を憂」の「う」は「宇治川」の「う」と懸詞。「ましかば」反実仮想。『異本紫明抄』は「こころみになほおり立たむ涙川うれしき瀬にも流れ逢ふやと」（後撰集恋二、六一二、橘俊仲）。『河海抄』は「祈りつつ頼みぞ渡る初瀬川うれしき瀬にも流れ逢ふやと」（古今六帖三、川）「かかる瀬もありけるものをとまりゐて身を宇治川と思ひけるかな」（九条右丞相集）を引歌として指摘。

2 【弁の尼の心ばへに】『完訳』は「宇治にとどまる弁と、手放しに上京を喜ぶ大輔の君とを対比」と注す。

3 【いま一人】もう一人の女房。名は不詳。


早蕨．２．１．６

■　「過すぎにしが恋こひしきことも忘わすれねど

今日けふはたまづもゆく心こころかな1」

◇　「亡くなった方を恋しく思う気持ちは忘れませんが

今日は何をさしおいてもまず嬉しく存じられます」


1 【過ぎにしが恋しきことも忘れねど今日はたまづもゆく心かな】女房の唱和歌。「過ぎにしが」は故大君をさす。


早蕨．２．１．７

■　いづれも年経としへたる人ひとびとにて、皆みなかの御方おほむかたをば1、心寄こころよせまほしくP6,2きこえためりしを、今いまはかく思おもひ改あらためて言忌こといみするも、

◇　どちらも年老いた女房たちで、みな亡くなった方に、好意をお寄せ申し上げていたようなのに、今はこのように気持ちが変わって言忌するのも、

■　「心憂こころうの世よや」

◇　「世の中は薄情な」

■　とおぼえたまへば、ものも言いはれたまはず。

◇　と思われなさると、何もおっしゃる気になれない。


P6 心寄せまほしく--心よせま（ま/+ほ〈朱〉）し（し/+く〈朱〉）

1 【かの御方をば】故大君をさす。

2 【心寄せまほしく】定家本は「心よせまし」（校異源氏物語・源氏物語大成1689�）とある。大島本は「心よせま（ま＋ほ〈朱〉）し（し＋く〈朱〉）」とある。『集成』は底本（定家本）のままとする。『完本』は諸本に従って「心よせ」とし「まし」を削除する。『新大系』は大島本の訂正に従って「心寄せまほしく」と補訂する。


早蕨．２．１．８

■　道みちのほどの2、遥はるけくはげしき山路やまみちのありさまを見みたまふにぞP7、つらきにのみ思おもひなされし人ひとの御仲おほむなかの通かよひを、

◇　道中は、遠く険しい山道の様子を御覧になると、つらくばかり恨まれた方のお通いを、

■　「ことわりの絶たえ間まなりけり4」

◇　「しかたのない途絶えであった」

■　と、すこし思おぼし知しられける。

◇　と、少しは理解されなさった。

■　七日なぬかの月つきのさやかにさし出いでたる影かげ、をかしく霞かすみたるを5見みたまひつつ、いと遠とほきに、ならはず苦くるしければ、うち眺ながめられて、

◇　七日の月が明るく照り出した光が、美しく霞んでいるのを御覧になりながら、たいそう遠いので、馴れないことでつらいので、つい物思いなさって、


P7 見たまふにぞ--見給ふに（に/+そ）

1? 【言忌みするも】故大君に心寄せてい女房たちが、それにふれず、祝意を表すること。

2 【道のほどの】定家本と大島本は「みちのほとの」とある。『完本』は諸本に従って「道のほど」と「の」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

3? 【つらきにのみ思ひ簡されし人の御仲の通ひを】匂宮の宇治への通い。

4 【ことわりの絶え間なりけり】中君の心中。山道の険しさから匂宮の途絶えを少し理解する。

5 【七日の月のさやかにさし出でたる影をかしく霞みたるを】二月七日の月。半月で将来的希望を象徴。


早蕨．２．１．９

■　「眺ながむれば山やまより出いでて行ゆく月つきS18も

世よに住すみわびて山やまにこそ入いれ1」

◇　「考えると山から出て昇って行く月も

この世が住みにくくて山に帰って行くのだろう」


S18 都にて山の端に見し月なれど波より出でて波にこそ入れ（土佐日記-二六）

1 【眺むれば山より出でて行く月も世に住みわびて山にこそ入れ】中君の独詠歌。「澄み」に「住み」を掛ける。『集成』は「わが身のことから思うと、山から出て空を渡る月も、結局、この世に住むに堪えかねて再び山に沈んでゆくのでした」。『完訳』は「山の端から昇り山の端に沈む月に、宇治に帰るかもしれぬ運命を思う」と注す。


早蕨．２．１．１０

■　様変さまかはりて1、つひにいかならむとのみ、あやふく、行ゆく末すゑうしろめたきに、年としごろ何なにごとをか思おもひけむとぞ、取とり返かへさまほしきや2。

◇　生活が変わって、結局はどのようになるのだろうかとばかり、不安で、将来が気になるにつけても、今までの物思いは何を思っていたのだろうと、昔を取り返したい思いであるよ。


1 【様変はりて】以下、中君の心中に即した叙述。

2 【取り返さまほしきや】『集成』は「取り返すものにもがなや世の中をありしながらのわが身と思はむ」（出典未詳）を引歌として指摘し、「中の君の思いに即した書き方」と注す。


第二段　中君、京の二条院に到着

早蕨．２．２．１

■　宵よひうち過すぎてぞおはし着つきたる。

◇　宵が少し過ぎてお着きになった。

■　見みも知しらぬさまに、目めもかかやくやうなる殿造とのづくりの、三みつば四よつばS19なる中なかに1引ひき入いれて2、宮みや、いつしかと待まちおはしましければ3、御車みくるまのもとに、みづから寄よらせたまひて下おろしたてまつりたまふ。

◇　見たこともない様子で、光り輝くような殿造りで、三棟四棟と建ち並んだ邸内にお車を引き入れて、宮は、早く早くとお待ちになっていたので、お車の側に、ご自身お寄りあそばしてお下ろし申し上げなさる。


S19 この殿は　むべも　むべも富みけり　さきくさの　あはれ　さきくさの　はれ　さきくさの　三つ葉四つ葉の中に　殿づくりせりや　殿づくりせりや（催馬楽-この殿は）

1 【殿造りの三つば四つばなる中に】『源氏釈』は「催馬楽」此殿を指摘。

2 【引き入れて】牛車を邸内に引き入れて。

3 【宮いつしかと待ちおはしましければ】匂宮に対する敬語が最高敬語。このあたり宮の身分の高さ、中君との相違を印象づけるものであろう。


早蕨．２．２．２

■　御おほむしつらひなど、あるべき限かぎりして1、女房にょうばうの局々つぼねつぼねまで、御心みこころとどめさせたまひけるほどしるく見みえて、いとあらまほしげなり。

◇　お部屋飾りなども、善美を尽くして、女房の部屋部屋まで、お心配りなさっていらしたことがはっきりと窺えて、まことに理想的である。

■　いかばかりのことにかと見みえたまへる御おほむありさまの2、にはかにかく定さだまりたまへば3、

◇　どの程度の待遇を受けるのかとお考えになっていたご様子が、急にこのようにお定まりになったので、

■　「おぼろけならず思おぼさるることなめり4」

◇　「並々ならないご愛情なのだろう」

■　と、世人よひとも心こころにくく思おもひおどろきけり。

◇　と、世間の人びともどのような人かと驚いているのであった。


1 【あるべき限りして】『集成』は「これ以上はない見事さで」と訳す。

2 【いかばかりのことにかと見えたまへる御ありさまの】『集成』は「（匂宮が）どのような人を得て、身をお固めになることかと世間注視の的であられたのに」。『完訳』は「どの程度の扱いを受けるのかと危ぶまれておられた中の君が。零落の姫君ゆえ厚遇がされまいと、当の中の君も思っていたろう」と注す。

3 【定まりたまへば】『完訳』は「「定まり」とはあるが、正妻になったのではない」と注す。

4 【おぼろけならず思さるることなめり】世間の人の噂。『集成』は「世間の人も、中の君をよほどのお方なのだろうと目を見張る思いをしたのだった」と注す。


早蕨．２．２．３

■　中納言ちうなごんは、三条さむでうの宮みやに、この二十余日にじふよにちのほどに渡わたりたまはむとて、このころは日々ひびにおはしつつ見みたまふに1、この院近ゐんちかきほどなれば2、けはひも聞きかむとて、夜更よふくるまでおはしけるに、たてまつれたまへる御前おまへの人ひとびと帰かへり参まゐりて、ありさまなど語かたりきこゆ。

◇　中納言は、三条宮邸に、今月の二十日過ぎにお移りになろうとして、最近は毎日いらっしゃっては御覧になっているが、この院が近い距離なので、様子も聞こうとして、夜の更けるまでいらっしゃったが、差し向けなさっていた御前の人々が帰参して、有様などをお話し申し上げる。


1 【日々におはしつつ見たまふに】新築中の三条宮邸に出掛けていろいろと指図をする。

2 【この院近きほどなれば】中君のいる匂宮邸が薫の三条宮邸から近い。


早蕨．２．２．４

■　いみじう御心みこころに入いりてもてなしたまふなるを2聞ききたまふにも、かつはうれしきものから、さすがに3、わが心こころながらをこがましく、胸むねうちつぶれて、

◇　ひどくお気に召して大切にしていらっしゃるというのをお聞きになるにつけても、一方では嬉しく思われるが、やはり、自分の考えながら馬鹿らしく、胸がどきどきして、

■　「ものにもがなやS20,4」

◇　「取り返したいものだ」

■　と、返かへす返がへす独ひとりごたれて、

◇　と、繰り返し独り言が出てきて、


S20 取り返すものにもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ（源氏釈所引-出典未詳）

1? 【夜更くるまでおはしたるに】三条宮邸に。薫は六条院を仮住まいにしている。

2 【いみじう御心に入りてもてなしたまふなるを】匂宮が中君を。「なる」伝聞推定の助動詞。

3 【うれしきものからさすがに】薫の心中の両面を描き出す。

4 【ものにもがなや】薫の心中。『源氏釈』は「取り返す物にもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（出典未詳）を引歌として指摘。


早蕨．２．２．５

■　「しなてるや鳰にほの湖みづうみに漕こぐ舟ふねS21の

まほならねどもあひ見みしものを」

◇　「しなてる琵琶湖の湖に漕ぐ舟のように

まともではないが一夜会ったこともあったのに」


S21 しなてるや鳰の海に漕ぐ舟のまほにも妹に逢ひ見てしがな（河海抄所引-出典未詳）


早蕨．２．２．６

■　とぞ言いひくたさまほしき2。

◇　とけちをつけたくもなる。


1? 【しなてるや鳰の海に漕ぐ舟のまほならねどもあひ見しものを】薫の独詠歌。「しなてるや」は「鳰の海」の枕詞。「しなてるや」から「舟の」までの上句は「真帆」に懸かる序詞。「真帆」は「まほ」（副詞）との懸詞。中君と同衾したことを回想する。『原中最秘抄』は「しなてるや鳰の湖に漕ぐ舟のまほにも妹にあひ見てしがな」（出典未詳）を引歌として指摘。

2 【とぞ言ひくたさまほしき】語り手の薫の心中に対する批評。『完訳』は「中の君の幸運を願いつつも動揺する薫を評す」と注す。


第三段　夕霧、六の君の裳着を行い、結婚を思案す

早蕨．２．３．１

■　右みぎの大殿おほとのは、六ろくの君きみを宮みやにたてまつりたまはむこと、この月つきにと1思おぼし定さだめたりけるに、かく思おもひの外ほかの人ひとを、このほどより先さきにと思おぼし顔がほにかしづき据すゑたまひて、離はなれおはすれば、

◇　右の大殿は、六の君を宮に差し上げなさることを、今月にとお決めになっていたのに、このように意外な人を、婚儀より先にと言わんばかりに大事にお迎えになって、寄りつかずにいらっしゃるので、

■　「いとものしげに思おぼしたり2」

◇　「たいそうご不快でおいでだ」

■　と聞ききたまふも、いとほしければ、御文おほむふみは時々ときどきたてまつりたまふ3。

◇　とお聞きになるのも、お気の毒なので、お手紙は時々差し上げなさる。


1 【この月にと】二月をさす。

2 【いとものしげに思したり】夕霧の態度を風聞する。

3 【と聞きたまふもいとほしければ御文は時々たてまつりたまふ】六君を気の毒に思って、匂宮は時々手紙をだす。


早蕨．２．３．２

■　御裳着おほむもぎのこと1、世よに響ひびきていそぎたまへるを、延のべたまはむも人笑ひとわらへなるべければ、二十日はつかあまりに着きせたてまつりたまふ。

◇　御裳着の儀式を、世間の評判になるほど盛大に準備なさっているのを、延期なさるのも物笑いになるにちがいないので、二十日過ぎにお着せ申し上げなさる。


1 【御裳着のこと】女子の成人式。


早蕨．２．３．３

■　同おなじゆかりに1めづらしげなくとも、この中納言ちうなごんをよそ人びとに譲ゆづらむが口惜くちをしきに、

◇　同じ一族で変わりばえがしないが、この中納言を他人に譲るのが残念なので、


1 【同じゆかりに】夕霧と薫の関係は、表面上兄弟である。


早蕨．２．３．４

■　「さもやなしてまし1。

◇　「婿君としようか。

■　年としごろ人知ひとしれぬものに思おもひけむ人2ひとをも亡なくなして、もの心細こころぼそくながめゐたまふなるを」

◇　長年人知れず恋い慕っていた人を亡くして、何となく心細く物思いに沈んでいらっしゃるというから」


1 【さもやなしてまし】以下「ながめゐたまふなるを」まで、夕霧の心中。

2 【思ひけむ人】宇治の大君をさす。


早蕨．２．３．５

■　など思おぼし寄よりて、さるべき人ひとしてけしきとらせたまひけれど1、

◇　などとお考えつきになって、しかるべき人を介して様子を窺わせなさったが、


1 【けしきとらせたまひけれど】薫の意向をさぐること。


早蕨．２．３．６

■　「世よのはかなさを1目めに近ちかく見みしに、いと心憂こころうく、身みもゆゆしうおぼゆれば、いかにもいかにも、さやうのありさまはもの憂うくなむ」

◇　「世の無常を目の前に見たので、まことに気が塞いで、身も不吉に思われますので、何としても何としても、そのようなことは気が進みません」


1 【世のはかなさを】以下「もの憂くなむ」まで、薫の夕霧への返事。


早蕨．２．３．７

■　と、すさまじげなるよし聞ききたまひて、

◇　と、その気のない旨をお聞きになって、

早蕨．２．３．８

■　「いかでか、この君きみさへ1、おほなおほな言出こといづることを、もの憂うくはもてなすべきぞ」

◇　「どうして、この君までが、真剣になって申し出る言葉を、気乗りしなくあしらってよいものか」


1 【いかでかこの君さへ】以下「もてなすべきぞ」まで、夕霧の詞。反語表現。副助詞「さへ」添加の意。匂宮に加えて薫までが、の意。


早蕨．２．３．９

■　と恨うらみたまひけれど、親したしき御仲おほむなからひながらも、人ひとざまのいと心恥こころはづかしげにものしたまへば、えしひてしも聞きこえ動うごかしたまはざりけり。

◇　と恨みなさったが、親しいお間柄ながらも、人柄がたいそう気のおける方なので、無理にお勧め申し上げなさることができなかった。

第四段　薫、桜の花盛りに二条院を訪ね中君と語る

早蕨．２．４．１

■　花盛はなざかりのほど、二条にでうの院ゐんの桜さくらを1見みやりたまふに、主ぬしなき宿やどS22の2まづ思おもひやられたまへば、

◇　花盛りのころ、二条院の桜を御覧になると、主人のいない山荘がさっそく思いやられなさるので、

■　「心こころやすくや3」

◇　「気兼ねもなく散るのではないか」

■　など、独ひとりごちあまりて、宮みやの御おほむもとに参まゐりたまへり4。

◇　などと、独り口ずさみ思い余って、宮のお側に参上なさった。


S22 浅茅原主なき宿の桜花心やすくや風に散るらむ（拾遺集春-六二　恵慶法師）植ゑて見し主なき宿の梅の花色ばかりこそ昔なりけれ（源氏釈所引-出典未詳）

1 【花盛りのほど二条の院の桜を】『集成』は「三月の上旬と思われる。薫は新築の三条の宮にすでに移っている趣」と注す。

2 【主なき宿の】『源氏釈』は「植ゑて見し主なき宿の梅の花色かはりこそむかしなりけれ」（出典未詳）を引歌として指摘。『異本紫明抄』は「浅茅原主なき宿の桜花心やすくや風に散るらむ」（拾遺集春、六二、恵慶法師）を引歌として指摘する。

3 【心やすくや】「浅茅原主なき宿の桜花心やすくや風に散るらむ」（拾遺集春、六二、恵慶法師）の第四句。

4 【宮の御もとに参りたまへり】二条院内での移動。


早蕨．２．４．２

■　ここがちにおはしましつきて、いとよう住すみ馴なれたまひにたれば、

◇　こちらにばかりおいでになって、たいそうよく住みなれていらっしゃるので、

■　「めやすのわざや」

◇　「安心ことだ」

■　と見みたてまつるものから1、例れいの、いかにぞやおぼゆる心こころの添そひたるぞ、あやしきや2。

◇　と拝見するものの、例によって、どうかと思われる心が混じるのは、妙なことであるよ。

■　されど、実じちの御心みこころばへは3、いとあはれにうしろやすくぞ思おもひきこえたまひける。

◇　けれども、本当のお気持ちは、とてもうれしく安心なことだとお思い申し上げなさるのであった。


1 【見たてまつるものから】薫の心の両面性をかたる。

2 【例のいかにぞやおぼゆる心の添ひたるぞあやしきや】『休聞抄』は「双」と指摘。『集成』は「薫の気持に密着した書き方の草子地」。『完訳』は「「例の」以下、薫の心に即しながらの語り手の評。薫の屈曲する心の動揺が習慣的になっているとする」と注す。

3 【されど実の御心ばへは】引き続き語り手の介入した叙述。


早蕨．２．４．３

■　何なにくれと御物語聞おほむものがたりきこえ交かはしたまひて1、夕ゆふつ方かた、宮みやは内裏うちへ参まゐりたまはむとて、御車みくるまの装束さうぞくして、人ひとびと多おほく参まゐり集あつまりなどすれば、立たち出いでたまひて2、対たいの御方おほむかたへ3参まゐりたまへり。

◇　何やかやとお話を申し上げなさって、夕方、宮は宮中へ参内なさろうして、お車の設えをさせて、お供の人びとが大勢集まって来たりなどしたので、お出になって、対の御方へ参上なさった。


1 【何くれと御物語聞こえ交はしたまひて】薫と匂宮。

2 【立ち出でたまひて】主語は薫。

3 【対の御方へ】西の対の中君の方へ。


早蕨．２．４．４

■　山里やまざとのけはひ、ひきかへて、御簾みすのうち心こころにくく住すみなして、をかしげなる童わらはの、透影すきかげほの見みゆるして1、御消息聞おほむせうそこきこえたまへれば、御茵おほむしとねさし出いでて、昔むかしの心知こころしれる人ひとなるべし2、出いで来きて御返おほむかへり聞きこゆ。

◇　山里の様子とは、うって変わって、御簾の中で奥ゆかしく暮らして、かわいらしい童女の、透影がちらっと見えた子を介して、ご挨拶申し上げなさると、お褥を差し出して、昔の事情を知っている人なのであろう、出て来てお返事を申し上げる。


1 【ほの見ゆるして】ちらっと見えた子をして。

2 【昔の心知れる人なるべし】挿入句。語り手の想像を挿入させた叙述。宇治から付き従って来た女房。


早蕨．２．４．５

■　「朝夕あさゆふの隔へだてもあるまじう1思おもうたまへらるるほどながら、そのこととなくて聞きこえさせむも、なかなかなれなれしきとがめやと、つつみはべるほどに、世よの中変なかかはりにたる心地ここちのみぞしはべるや。

◇　「朝夕の区別もなくお訪ねできそうに存じられます近さですが、特に用事もなくてお邪魔いたすのも、かえってなれなれしいという非難を受けようかと、遠慮しておりましたところ、世の中が変わってしまった気ばかりがしますよ。

■　御前おまへの梢こずゑも霞隔かすみへだてて見みえはべるに2、あはれなること多おほくもはべるかな」

◇　お庭先の梢も霞を隔てて見えますので、胸の一杯になることが多いですね」


1 【朝夕の隔てもあるまじう】以下「多くもはべるかな」まで、薫の詞。

2 【御前の梢も霞隔てて見えはべるに】『集成』は「かえって中の君に近づきにくいことを言う」。『完訳』は「宇治の思い出が遠のく気持を言いこめる」と注す。


早蕨．２．４．６

■　と聞きこえて、うち眺ながめてものしたまふけしき、心苦こころぐるしげなるを、

◇　と申し上げて、物思いに耽っていらっしゃる様子、お気の毒なのを、

早蕨．２．４．７

■　「げに、おはせましかば1、おぼつかなからず行ゆき返かへり、かたみに花はなの色いろ、鳥とりの声こゑをも、折をりにつけつつ、すこし心こころゆきて過すぐしつべかりける世よを」

◇　「おっしゃるとおり、生きていらしたら、何の気兼ねもなく行き来して、お互いに花の色や、鳥の声を、季節折々につけては、少し心をやって過すことができたのに」


1 【げにおはせましかば】以下「心ゆきて過ぐしつべかりける世を」まで、中君の心中の思い。『完訳』は「大君存命なら薫の妻となり、姉妹が夫人同士として親交できたろうとする」と注す。


早蕨．２．４．８

■　など、思おぼし出いづるにつけては1、ひたぶるに絶たえ籠こもりたまへりし住すまひの心細こころぼそさ2よりも、飽あかず悲かなしう、口惜くちをしきことぞ、いとどまさりける。

◇　などと、お思い出しなさるにつけて、一途に引き籠もって生活していらした心細さよりも、ひたすら悲しく、残念なことが、いっそうつのるのであった。


1 【思し出づるにつけては】姉大君のことを。

2 【絶え籠もりたまへりし住まひの心細さ】宇治での生活。


第五段　匂宮、中君と薫に疑心を抱く

早蕨．２．５．１

■　人ひとびとも、

◇　女房たちも、

早蕨．２．５．２

■　「世よの常つねに、ことことしく1なもてなしきこえさせたまひそ。

◇　「世間一般の人のように、仰々しくお扱い申し上げなさいますな。

■　限かぎりなき御心みこころのほどをば2、今いましもこそ、見みたてまつり知しらせたまふさまをも3、見みえたてまつらせたまふべけれ」

◇　この上ないご好意を、今こそ、拝見しご存知あそばしている様子を、お見せ申し上げる時です」


1 【世の常にことことしく】定家本は「うと／＼しく」とある。大島本は「こと／＼しく」とある。『集成』『完本』は底本（定家本）のまま。『新大系』は底本（大島本）のままとする。大島本は独自異文。以下「見えたてまつらせたまふべけれ」まで、女房の詞。薫に対する接し方について忠告。

2 【限りなき御心のほどをば】薫の厚意。

3 【見たてまつり知らせたまふさまをも】「たてまつり」は中君の薫に対する敬意。「せたまへる」二重敬語、女房の中君に対する敬意。以下の「見えたてまつらせたまふべけれ」の「たてまつる」「せたまふ」も同じ。


早蕨．２．５．３

■　など聞きこゆれど、人伝ひとづてならず、ふとさし出いで聞きこえむことの、なほつつましきを、やすらひたまふほどに、宮みや、出いでたまはむとて1、御おほむまかり申まうしに渡わたりたまへり。

◇　などと申し上げるが、人を介してではなく、直にお話し申し上げることは、やはり気が引けるので、ためらっていらっしゃるところに、宮が、お出かけになろうとして、お暇乞いの挨拶にお渡りになった。

■　いときよらにひきつくろひ化粧けさうじたまひて、見みるかひある御おほむさまなり。

◇　たいそう美しく身づくろいし化粧なさって、見栄えのするお姿である。


1 【宮出でたまはむとて】匂宮が宮中へ出かけようとして。前に「夕つ方宮は内裏へ参りたまはむとて」（第二章四段）とあった。


早蕨．２．５．４

■　中納言ちうなごんはこなたになりけり1、と見みたまひて、

◇　中納言はこちらに来ているのであった、と御覧になって、


1 【中納言はこなたになりけり】匂宮が薫を視覚で認めた。


早蕨．２．５．５

■　「などか、むげにさし放はなちては1、出いだし据すゑたまへる2。

◇　「どうして、無愛想に遠ざけて、外にお座らせになっているのか。

■　御おほむあたりには、あまりあやしと思おもふまで3、うしろやすかりし心寄こころよせを。

◇　あなたには、あまりにどうかと思われるまでに、行き届いたお世話ぶりでしたのに。

■　わがためはをこがましきこともや、とおぼゆれど4、さすがにむげに隔へだて多おほからむは、罪つみもこそ得うれ。

◇　自分には愚かしいこともあろうか、と心配されますが、そうはいってもまったく他人行儀なのも、罰が当たろう。

■　近ちかやかにて5、昔物語むかしものがたりもうち語かたらひたまへかし」

◇　近い所で、昔話を語り合いなさい」


1 【などかむげにさし放ちては】以下「うち語らひたまへかし」まで、匂宮の詞。どうして薫をむやみに遠ざけて御簾の外に座らせているのだ、の意。

2 【出だし据ゑたまへる】御簾の外、すなわち簀子に。

3 【御あたりにはあまりあやしと思ふまで】「御あたり」は、あなたの意。「あやしと思ふまで」には、嫉妬や厭味にニュアンスをともなう。

4 【わがためはをこがましきこともやとおぼゆれど】『集成』は「私にとっては物笑いなことであろうか、と思われますが。暗に中の君と薫の間柄を疑う体に諷する」と注す。

5 【近やかにて】御簾の内の廂間に招じ入れて、の意。


早蕨．２．５．６

■　など、聞きこえたまふものから1、

◇　などと、申し上げなさるものの、


1 【など聞こえたまふものから】好意的に言う一方で。


早蕨．２．５．７

■　「さはありとも1、あまり心こころゆるびせむも、またいかにぞや。

◇　「そうはいっても、あまり気を許すのも、またどんなものかしら。

■　疑うたがはしき下したの心こころにぞあるや2」

◇　疑わしい下心があるかもしれない」


1 【さはありとも】以下「心にぞあるや」まで、匂宮の詞。薫には聞こえない小さい声で言ったものであろう。

2 【疑はしき下の心にぞあるや】薫の下心を疑う。中君を横取りするやも知れない、の気持ち。


早蕨．２．５．８

■　と、うち返かへしのたまへば、一方ひとかたならずわづらはしけれど1、わが御心みこころにも、あはれ深ふかく思おもひ知しられにし人ひとの御心みこころを、今いましもおろかなるべきならねば、

◇　と、言い直しなさるので、どちらの方に対しても厄介だけれども、自分の気持ちも、しみじみありがたく思われた方のお心を、今さらよそよそしくすべきことでもないので、

■　「かの人ひとも2思おもひのたまふめるやうに、いにしへの御代おほむかはりとなずらへきこえて3、かう思おもひ知しりけりと4、見みえたてまつるふしもあらばや」

◇　「あの方が思いもしおっしゃりもするように、故姉君の身代わりとお思い申して、このように分かりましたと、お表し申し上げる機会があったら」

■　とは思おぼせど、さすがに、とかくやと、かたがたにやすからず聞きこえなしたまへば5、苦くるしう思おぼされけり。

◇　とはお思いになるが、やはり、何やかやと、さまざまに心安からぬことを申し上げなさるので、つらく思われなさるのだった。


1 【一方ならずわづらはしけれど】『集成』は「どちらに対しても（匂宮に対しても薫に対しても）厄介なことと思われるけれども。中の君の心」と注す。

2 【かの人も】以下「見えたてまつるふしもあらばや」まで、中君の心中の思い。薫に対する気持ちと今後の接し方を思案。

3 【いにしへの御代はりとなずらへきこえて】姉のお身代わりとお思い申し上げて。

4 【かう思ひ知りけりと】このように薫の厚意を理解しているのだと。

5 【かたがたにやすからず聞こえなしたまへば】匂宮が中君と薫の仲を疑って何かにつけて、穏やかならず言いがかりをつけるように申し上げなさる。



４９． 宿木 (やどりぎ)

第一章　薫と匂宮の物語　女二の宮や六の君との結婚話

第一段　藤壺女御と女二の宮

宿木．１．１．１

■　そのころ、藤壺ふぢつぼと聞きこゆるは、故左大臣殿こさだいじんどのの女御にょうごになむおはしける1。

◇　その当時、藤壷と申し上げた方は、故左大臣殿の女御でいらっしゃった。

■　まだ春宮とうぐうと聞きこえさせし時とき、人ひとより先さきに参まゐりたまひにしかば、睦むつましくあはれなる方かたの御思おほむおもひは、ことにものしたまふめれど2、そのしるしと見みゆるふしもなくて3年経としへたまふに、中宮ちうぐうには、宮みやたちさへあまた、ここら大人おとなびたまふめるに4、さやうのこともすくなくて、ただ女宮一所をむなみやひとところをぞ5持もちたてまつりたまへりける。

◇　が、まだ東宮と申し上げあそばしたとき、誰よりも先に入内なさっていたので、親しく情け深い御愛情は、格別でいらっしゃったらしいが、その甲斐があったと見えることもなくて長年お過ぎになるうちに、中宮におかれては、宮たちまでが大勢、成長なさっているらしいのに、そのようなことも少なくて、ただ女宮をお一方お持ち申し上げていらっしゃるのだった。


1 【そのころ藤壺と聞こゆるは故左大臣殿の女御になむおはしける】漠然とした過去をさし、物語を語り起こす常套句。「橋姫」巻にもある。この左大臣は系図不詳の人。その娘の三の君。今上帝（朱雀院の第一皇子）が東宮時代に入内し、藤壺女御と呼称された、という紹介。同じ後宮には明石中宮がいる。「なむ--ける」係結びの呼応。

2 【ものしたまふめれど】推量の助動詞「めり」語り手の主観的推量の意。

3 【そのしるしと見ゆるふしもなくて】立后の沙汰もなくて、という意。

4 【大人びたまふめるに】ここの推量の助動詞「めり」も語り手の主観的推量の意。

5 【女宮一所をぞ】後文により「女二宮」とわかる。


宿木．１．１．２

■　わがいと口惜くちをしく1、人ひとにおされたてまつりぬる宿世すくせ、嘆なげかしくおぼゆる代かはりに、

◇　自分の実に無念に、他人に圧倒され申した運命、嘆かしく思っている代わりに、

■　「この宮みやをだに、いかで行ゆく末すゑの心こころも慰なぐさむばかりにて見みたてまつらむ」

◇　「せめてこの宮だけでも、何とか将来に心も慰められるようにして差し上げたい」

■　と、かしづききこえたまふことおろかならず。

◇　と、大切にお世話申し上げること並々でない。

■　御容貌おほむかたちもいとをかしくおはすれば、帝みかどもらうたきものに思おもひきこえさせたまへり。

◇　ご器量もとても美しくおいでなので、帝もかわいいとお思い申し上げあそばしていらした。


1 【わがいと口惜しく】以下「見たてまつらむ」まで、藤壺女御の心中。ただし始まりは、地の文が自然と心中文に移っていく叙述。


宿木．１．１．３

■　女一をむないちの宮1みやを、世よにたぐひなきものにかしづききこえさせたまふに、おほかたの世よのおぼえこそ及およぶべうもあらね2、うちうちの御おほむありさまは、をさをさ劣おとらず。

◇　女一の宮を、世に類のないほど大切にお世話申し上げあそばすので、世間一般の評判こそ及ぶべくもないが、内々の御待遇は、少しも劣らない。

■　父大臣ちちおとどの御勢おほむいきほひ、厳いかめしかりし名残なごり、いたく衰おとろへねば、ことに心こころもとなきことなどなくて、さぶらふ人ひとびとのなり姿すがたよりはじめ、たゆみなく、時々ときどきにつけつつ、調ととのへ好このみ、今いまめかしくゆゑゆゑしきさまにもてなしたまへり。

◇　父大臣のご威勢が、盛んであったころの名残が、たいして衰えてはいないので、特に心細いことなどはなくて、伺候する女房たちの服装や姿をはじめとして、気を抜くことなく、季節季節に応じて、仕立て好み、はなやかで趣味豊かにお暮らしになっていた。


1 【女一の宮】明石中宮腹の姫宮。

2 【こそ及ぶべうもあらね】係助詞「こそ」--「あらね」已然形、逆接用法。挿入句的。


第二段　藤壺女御の死去と女二の宮の将来

宿木．１．２．１

■　十四じふしになりたまふ年とし、御裳着おほむもきせたてまつりたまはむとて1、春はるよりうち始はじめて、異事ことことなく思おぼし急いそぎて、何事なにごともなべてならぬさまにと思おぼしまうく。

◇　十四歳におなりになる年、御裳着の式をして差し上げようとして、春から準備して、余念なく御準備して、何事も普通でない様子にとお考えになる。


1 【十四になりたまふ年御裳着せたてまつりたまはむとて】女二宮、十四歳の年に裳着の儀式を予定。主語は母藤壺女御。


宿木．１．２．２

■　いにしへより1伝つたはりたりける宝物たからものども、この折をりにこそはと、探さがし出いでつつ、いみじく営いとなみたまふに、女御にょうご、夏なつごろ、もののけにわづらひたまひて、いとはかなく亡うせたまひぬ2。

◇　昔から伝わっていた宝物類、この機会にと、探し出しては探し出しては、大変な準備をなさっていらっしゃったが、女御が、夏頃に、物の怪に患いなさって、まことにあっけなくお亡くなりになってしまった。

■　言いふかひなく口惜くちをしきことを、内裏うちにも思おぼし嘆なげく。

◇　言いようもなく残念なことと、帝におかせられてもお嘆きになる。


1 【いにしへより】以下「この折にこそは」まで、藤壺女御の心中の思い。

2 【夏ごろもののけにわづらひたまひていとはかなく亡せたまひぬ】夏と病気。この物語における主題と季節の類同的発想。


宿木．１．２．３

■　心こころばへ情なさけ情なさけしく、なつかしきところおはしつる御方おほむかたなれば1、殿上人てんじゃうびとどもも、

◇　お心も情け深く、やさしいところがおありだった御方なので、殿上人たちも、

■　「こよなくさうざうしかるべきわざかな2」

◇　「この上なく寂しくなってしまうことだなあ」

■　と、惜をしみきこゆ。

◇　と、惜しみ申し上げる。

■　おほかたさるまじき際きはの女官にょうくわんなどまで、しのびきこえぬはなし。

◇　一般の特に関係ない身分の女官などまでが、お偲び申し上げない者はいない。


1 【心ばへ情け情けしくなつかしきところおはしつる御方なれば】桐壺更衣の死去に類似。

2 【こよなくさうざうしかるべきわざかな】殿上人たちの嘆き。


宿木．１．２．４

■　宮みやは、まして1若わかき御心地みここちに、心細こころぼそく悲かなしく思おぼし入いりたるを、聞きこし召めして2、心苦こころぐるしくあはれに思おぼし召めさるれば、御四十九日過おほむしじふくにちすぐるままに3、忍しのびて参まゐらせたてまつらせP1たまへり。

◇　宮は、それ以上に若いお気持ちとて、心細く悲しみに沈んでいらっしゃるのを、お耳にあそばして、おいたわしくかわいそうにお思いあそばすので、御四十九日忌が過ぎると、早速に人目につかぬよう参内させなさった。

■　日々ひびに、渡わたらせたまひつつ見みたてまつらせたまふ4。

◇　毎日、お渡りあそばしてお会い申し上げなさる。


P1 たてまつらせ--たてまつり（り/＃）らせ

1 【宮はまして】女二の宮。

2 【聞こし召して】主語は帝。

3 【御四十九日過ぐるままに】副詞「ままに」、と同時に、とすぐにの意。

4 【日々に渡らせたまひつつ見たてまつらせたまふ】帝が藤壺（飛香舎）にお越しあそばして、女二の宮にお目にかかりなさる、の意。


宿木．１．２．５

■　黒くろき御衣おほむぞにやつれておはするさま、いとどらうたげにあてなるけしきまさりたまへり1。

◇　黒い御喪服で質素にしていらっしゃる様子は、ますますかわいらしく上品な感じがまさっていらっしゃった。

■　心こころざまもいとよく大人おとなびたまひて、母女御ははにょうごよりも今いますこしづしやかに、重おもりかなるところはまさりたまへるを、うしろやすくは見みたてまつらせたまへど、まことには、御母方おほむははかたとても、後見うしろみと頼たのませたまふべき、叔父をぢなど2やうのはかばかしき人ひともなし。

◇　お考えもすっかり一人前におなりになって、母女御よりも少し落ち着いて、重々しいところはまさっていらっしゃるのを、危なげのないお方だと御拝見あそばすが、実質的方面では、御母方といっても、後見役をお頼みなさるはずの叔父などといったようなしっかりとした人がいない。

■　わづかに大蔵卿おほくらきゃう、修理大夫3すりのかみなどいふは、女御にょうごにも異腹ことばらなりける。

◇　わずかに大蔵卿、修理大夫などという人びとは、女御にとっても異母兄弟なのであった。


1 【まさりたまへり】女二の宮が母藤壺女御より。

2 【叔父など】女御の兄弟。

3 【大蔵卿修理大夫】大蔵卿は正四位下相当官、修理大夫は従四位下相当官である。


宿木．１．２．６

■　ことに世よのおぼえ重おもりかにもあらず、やむごとなからぬ人ひとびとを頼たのもし人びとP2にておはせむに、

◇　特に世間の声望も重くなく、高貴な身分でもない人びとを後見人にしていらっしゃるので、

■　「女をむなは1心苦こころぐるしきこと多おほかりぬべきこそいとほしけれ」

◇　「女性はつらいことが多くあるだろうことがお気の毒である」

■　など、御心一みこころひとつなるやうに思おぼし扱あつかふも2、やすからざりけり。

◇　などと、お一人で御心配なさっているのも、大変なことであった。


P2 頼もし人--たのもしき（き/＃）人

1 【女は】以下「いとほしけれ」まで、帝の心中の思い。

2 【御心一つなるやうに思し扱ふも】帝が一人で心配しなければならないこと。


第三段　帝、女二の宮を薫に降嫁させようと考える

宿木．１．３．１

■　御前おまへの菊移きくうつろひ果はてて盛さかりなるころ、空そらのけしきのあはれにうちしぐるるにも、まづこの御方おほむかたに渡わたらせたまひて、昔むかしのことなど聞きこえさせたまふに、御おほむいらへなども、おほどかなるものから、いはけなからずうち聞きこえさせたまふを、うつくしく思おもひきこえさせたまふ。

◇　お庭先の菊がすっかり変色して盛んなころ、空模様が胸打つようにちょっと時雨するにつけても、まずこの御方にお渡りあそばして、故人のことなどをお話し申し上げあそばすと、お返事なども、おっとりしたものの、幼くはなく少しお答え申し上げるなさるのを、かわいらしいとお思い申し上げあそばす。

宿木．１．３．２

■　かやうなる御おほむさまを1見知みしりぬべからむ人ひとの、もてはやしきこえむも、などかはあらむ、朱雀院すざくゐんの姫宮ひめみやを、六条ろくでうの院ゐんに譲ゆづりきこえたまひし折をりの定さだめどもなど2、思おぼし召めし出いづるに、

◇　このようなご様子が分かるような人が、慈しみ申し上げるというのも、何の不都合があろうかと、朱雀院の姫宮を、六条院にお譲り申し上げなさった時の御評定などをお思い出しあそばすと、


1 【かやうなる御さまを】以下「などかはあらむ」あたりまで、帝の心中の思い。地の文と交互に叙述される。

2 【朱雀院の姫宮を六条の院に譲りきこえたまひし折の定めどもなど】朱雀院は帝の父、女三宮は帝の異母兄妹、薫の母。


宿木．１．３．３

■　「しばしは1、いでや、飽あかずもあるかな。

◇　「暫くの間は、どんなものかしら、物足りないことだ。

■　さらでも2おはしなまし、と聞きこゆることどもありしかど、源中納言げんちうなごんの、人ひとよりことなるありさまにて3、かくよろづを後見うしろみたてまつるにこそ4、そのかみの御おほむおぼえ衰おとろへず、やむごとなきさまにてはながらへたまふめれ。

◇　降嫁などなさらなくてもよかったろうに、と申し上げる意見もあったが、源中納言が、誰よりも孝養ある様子で、いろいろとご後見申し上げているから、その当時のご威勢も衰えず、高貴な身分の生活でいらっしゃるのだ。

■　さらずは、御心みこころより外ほかなる事ことどもも出いで来きて、おのづから人ひとに軽かるめられたまふこともやあらまし5」

◇　そうでなかったら、ご心外なことがらが出てきて、自然と人から軽んじられなさることもあったろうに」


1 【しばしは】以下「こともやあらまし」まで、再び帝の心中の思い。

2 【さらでも】降嫁させなくても、の意。

3 【源中納言の人よりことなるありさまにて】『完訳』は「前述から反転して、降嫁して薫（源中納言）をもうけたからこそ、今の平穏な生活があると考え直す」と注す。

4 【後見たてまつるにこそ】係助詞「こそ」は「ながらへたまふめれ」に係る。『集成』は「過しておいでなのだろうが」と逆接に、『完訳』は「お暮しになっていらっしゃるようではないか」と強調のニュアンスに解釈。

5 【こともやあらまし】推量の助動詞「まし」、『集成』は「軽んじられなさることもあるかもしれない」と危惧の意に、『完訳』は「もしかして世間から軽い扱いをお受けになるようなこともおありになったかもしれない」と反実仮想の意に解す。


宿木．１．３．４

■　など思おぼし続つづけて、

◇　などと、お思い続けて、

■　「ともかくも、御覧ごらんずる世よにや思おもひ定さだめまし1」

◇　「いずれにせよ、在位中に決定しようかしら」

■　と思おぼし寄よるには、やがて、そのついでのままに2、この中納言ちうなごんより他ほかに、よろしかるべき人ひと、またなかりけり。

◇　とお考えになると、そのまま、順序に従って、この中納言より他に、適当な人は、またいないのであった。


1 【ともかくも御覧ずる世にや思ひ定めまし】帝の心中。「御覧ずる」という敬語表現がまじる。推量の助動詞「まし」危惧の気持ちを表す。

2 【そのついでのままに】父朱雀院が内親王を源氏に降嫁させたのに従って、院の子である自分も内親王を源氏の子である薫に降嫁させる、の意。


宿木．１．３．５

■　「宮みやたちの御おほむかたはらに1さし並ならべたらむに、何事なにごともめざましくはあらじを。

◇　「宮たちの伴侶となったとして、何につけても目障りなことはあるまいよ。

■　もとより思おもふ人持ひともたりて、聞ききにくきことうちまずまじくはた、あめるを、つひにはさやうのことなくてしもえあらじ2。

◇　もともと心寄せる人があっても、聞き苦しい噂は聞くこともなさそうだし、また、もしいても、結局は結婚しないこともあるまい。

■　さらぬ先さきに、さもやほのめかしてまし」

◇　本妻を持つ前に、それとなく当たってみよう」


1 【宮たちの御かたはらに】以下「さもやほのめかしてまし」まで、帝の心中の思い。「宮たち」は内親王方、の意。『完訳』は「薫は、もともと心寄せる人があっても女宮を冷遇するなど外聞の悪い扱いはすまい。宇治の姫君の噂を念頭に、薫を高く評価」と注す。

2 【つひにはさやうのことなくてしもえあらじ】いずれは正妻を持つこと。


宿木．１．３．６

■　など、折々思をりをりおぼし召めしけり。

◇　などと、時々お考えになっているのであった。

第四段　帝、女二の宮や薫と碁を打つ

宿木．１．４．１

■　御碁おほむごなど打うたせたまふ。

◇　御碁などをお打ちあそばす。

■　暮くれゆくままに、時雨しぐれをかしきほどに1、花はなの色いろも夕映ゆふばえしたるを御覧ごらんじて、人ひとめしてP3召**して、

◇　暮れて行くにしたがって、時雨が趣きあって、花の色も夕日に映えて美しいのを御覧になって、人を召して、

◆　 
おほむ-ご など うた せ たまふ。 くれ ゆく まま に、 しぐれ をかしき ほど に はな の いろ も ゆふばえ し たる を ごらんじ て、 ひと めし て、


P3 人--人／＼（／＼/＃）

1 【時雨をかしきほどに】大島本は「程に」とある。『完本』は諸本に従って「ほどにて」と「て」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


宿木．１．４．２

■　「ただ今いま、殿上てんじゃうには誰たれ誰たれか1」

◇　「ただ今、殿上間には誰々がいるか」


1 【ただ今殿上には誰れ誰れか】帝の詞。


宿木．１．４．３

■　と問とはせたまふに、

◇　とお問いあそばすと、

宿木．１．４．４

■　「中務親王1なかつかさのみこ、上野親王かむづけのみこ、中納言源朝臣ちうなごんみなもとのあそむさぶらふ」

◇　「中務親王、上野親王、中納言源朝臣が伺候しております」


1 【中務親王】以下「さぶらふ」まで、控の人の詞。中務親王、「東屋」巻の中務宮と同一人。明石中宮腹の親王か（細流抄）。上野親王は、系図不詳の親王。中納言源朝臣が薫の正式呼称。


宿木．１．４．５

■　と奏そうす。

◇　と奏上する。

宿木．１．４．６

■　「中納言朝臣ちうなごんのあそむこなたへ1」

◇　「中納言の朝臣こちらへ」


1 【中納言朝臣こなたへ】帝の詞。薫を帝の御前に召す。


宿木．１．４．７

■　と仰おほせ言ごとありて参まゐりたまへり。

◇　と仰せ言があって参上なさった。

■　げに、かく取とり分わきて召めし出いづるもかひありて、遠とほくより薫かをれる匂にほひよりはじめ、人ひとに異ことなるさましたまへり。

◇　なるほど、このように特別に召し出すかいもあって、遠くから薫ってくる匂いをはじめとして、人と違った様子をしていらっしゃった。

宿木．１．４．８

■　「今日けふの時雨2しぐれ、常つねよりことにのどかなるを、遊あそびなどすさまじき方かたにて3、いとつれづれなるを、いたづらに日ひを送おくる戯たはぶれS1にて、これなむよかるべき」

◇　「今日の時雨は、いつもより格別にのんびりとしているが、音楽などは具合が悪い所なので、まことに所在ないが、何となく日を送る遊び事として、これがよいだろう」


S1 送春唯有酒　銷日不過棋〈春を送るには唯酒有り　日を銷するには棋に過ぎず〉（白氏文集巻十六-九二〇　官舎閑題）

1? 【げにかくとりわきて】「げに」は語り手の感想の混じった表現。

2 【今日の時雨】以下「これなむよかるべき」まで、帝の詞。

3 【遊びなどすさまじき方にて】ここは女二宮のいる藤壺の居所。服喪中なので音楽の遊びが遠慮される、という意。


宿木．１．４．９

■　とて、碁盤召ごばんめし出いでて、御碁おほむごの敵かたきに召めし寄よす。

◇　と仰せになって、碁盤を召し出して、御碁の相手に召し寄せる。

■　いつもかやうに、気近けぢかくならしまつはしたまふにならひにたれば、

◇　いつもこのように、お身近に親しくお召しになるのが習慣になっているので、

■　「さにこそは」

◇　「今日もそうだろう」

■　と思おもふに、

◇　と思うと、

宿木．１．４．１０

■　「好よき賭物のりものはありぬべけれど2、軽々かるがるしくはえ渡わたすまじきを、何**をかは」

◇　「ちょうどよい賭物はありそうだが、軽々しくは与えることができないので、何がよかろう」

◆　 
"よき のりもの は あり ぬ べけれ ど、 かるがるしく は え わたす まじき を、 なに かは。"


1? 【いたづらに日を送る戯れにても】『源氏釈』は「春を送ること唯酒有り日を銷すこと棊に過ぎず」（白氏文集巻十六、官舎閑題）を指摘。

2 【好き賭物はありぬべけれど】以下「何をかは」まで、帝の詞。「何をかは」の下に「好からむ」などの語句が省略。


宿木．１．４．１１

■　などのたまはする御みけしき、いかが見みゆらむ1、いとど心こころづかひしてさぶらひたまふ。

◇　などと仰せになるご様子は、どのように見えたのであろう、ますます緊張して控えていらっしゃる。


1 【いかが見ゆらむ】『完訳』は「語り手の推測の挿入句」と注す。


宿木．１．４．１２

■　さて、打うたせたまふに、三番さむばんに数***P4一かずひとつ負まけさせたまひぬ。

◇　そうして、お打ちあそばすうちに、三番勝負に一つお負け越しあそばした。

◆　 
さて、 うた せ たまふ に、 さむ-ばん に かず ひとつ まけ させ たまひ ぬ。


P4 数--（/+数〈朱〉）


宿木．１．４．１３

■　「ねたきわざかな1」

◇　「悔しいことだ」

■　とて、

◇　とおっしゃって、

■　「まづ、今日けふは、この花一枝許はなひとえだゆるすS2,2」

◇　「まず、今日は、この花一枝を許す」


S2 聞得園中花養艶　請君許折一枝春〈聞き得たり園の中に花の艶を養ふことを　君に請ふ一枝の春を折らむことを許せ〉（和漢朗詠集下恋-七八四　無名）

1 【ねたきわざかな】帝の詞。

2 【まづ今日はこの花一枝許す】帝の詞。『完訳』は「いずれ女宮を許すが、まず今日のところは、の気持」と注す。『花鳥余情』は「聞き得たり園の中に花の艶を養ふことを君に請ふ一枝の春を折らむことを」（和漢朗詠集、恋、紀斉名）を指摘。


宿木．１．４．１４

■　とのたまはすれば、御おほむいらへ聞きこえさせで、下おりておもしろき枝えだを1折をりて参まゐりたまへり。

◇　と仰せになったので、お返事を申し上げずに、降りて美しい枝を手折って持って昇がった。


1 【おもしろき枝を】菊の花の枝。


宿木．１．４．１５

■　「世よの常つねの垣根かきねに匂にほふ花はなならば

心こころのままに折をりて見みましを1」

◇　「世間一般の家の垣根に咲いている花ならば

思いのままに手折って賞美すことができましょうものを」


1 【世の常の垣根に匂ふ花ならば心のままに折りて見ましを】薫から帝への贈歌。「--ば--ましを」反実仮想の構文。高貴さゆえに遠慮してみせる。


宿木．１．４．１６

■　と奏そうしたまへる、用意よういあさからず見みゆ。

◇　と奏上なさる、心づかいは浅くなく見える。

宿木．１．４．１７

■　「霜しもにあへず枯かれにし園そのの菊きくなれど

残のこりの色いろはあせずもあるかな1」

◇　「霜に堪えかねて枯れてしまった園の菊であるが

残りの色は褪せていないな」


1 【霜にあへず枯れにし園の菊なれど残りの色はあせずもあるかな】帝の返歌。「園の菊」を故藤壺女御に、「残りの色」を女二宮によそえる。


宿木．１．４．１８

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

宿木．１．４．１９

■　かやうに、折々をりをりほのめかさせたまふ御みけしきを、人伝ひとづてならず承うけたまはりながら、例れいの心こころの癖くせなれば1、急いそがしくしもおぼえず。

◇　このように、ときどき結婚をおほのめかしあそばす御様子を、人伝てでなく承りながら、例の性癖なので、急ごうとは思わない。


1 【例の心の癖なれば】『集成』は「人と違って、何ごとにも悠長に構えるのが薫の性癖」と注す。


宿木．１．４．２０

■　「いでや、本意ほいにもあらず1。

◇　「いや、本意ではない。

■　さまざまにいとほしき人ひとびとの御おほむことどもをも、よく聞きき過すぐしつつ年経としへぬるを2、今いまさらに聖ひじりのものの3、世よに帰かへり出いでむ心地ここちすべきこと」

◇　いろいろと心苦しい人びとのご縁談を、うまく聞き流して年を過ごしてきたのに、今さら出家僧が、還俗したような気がするだろう」


1 【いでや本意にもあらず】以下「心地すべきこと」まで、薫の心中の思い。

2 【さまざまにいとほしき人びとの御ことどもをもよく聞き過ぐしつつ年経ぬるを】『完訳』は「こちらが放置しては気の毒になる女たち。大君からは中の君を、夕霧からは六の君を勧められたが、うまく実をかわしてきた。ただし、六の君の縁談をことわったのは、年立上、翌年の春」と注す。

3 【今さらに聖のものの】大島本は「ひしりのものゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聖よ」と「よ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。『集成』は「今になって女二の宮との婚儀を承諾しては、世俗を捨ててしまった修行僧が還俗するような気がするであろう。「聖よ」は「聖世」か」と注す。


宿木．１．４．２１

■　と思おもふも、かつはあやしや1。

◇　と思うのも、また妙なものだ。


1 【かつはあやしや】『全集』は「常人とは異なる薫の思念を指摘する草子地」。『完訳』は、以下「人だにこそあれ」まで、薫の心中の思いとする。語り手の挿入句とも薫の心中文とも両義性をもつ表現。


宿木．１．４．２２

■　「ことさらに心こころを尽つくす人ひとだにこそあなれ」

◇　「特別に恋い焦がれている人さえあるというのに」

■　とは思おもひながら、

◇　とは思う一方で、

■　「后腹きさきばらにおはせばP5しも」

◇　「后腹の姫宮でいらっしゃったら」

■　とおぼゆる心こころの内うちぞ、あまりおほけなかりける1。

◇　と思う心の中は、あまりに大それた考えであった。


P5 おはせば--おはせし（し/＃）は

1 【后腹におはせばしもとおぼゆる心の内ぞあまりおほけなかりける】『紹巴抄』は「双地」と指摘。『完訳』は「「かつは--」と照応する語り手の評言。道心を求める薫は、一方で、中宮腹の皇女を得て栄耀の人生をと念願。彼の現世執着のしたたかさに注意させる評言でもある」と注す。


第五段　夕霧、匂宮を六の君の婿にと願う

宿木．１．５．１

■　かかることを、右みぎの大殿おほいどのP6ほの聞ききたまひて、

◇　このようなことを、右大殿がちらっとお聞きになって、


P6 右の大殿--右大臣（臣/＃）殿


宿木．１．５．２

■　「六ろくの君きみは、さりとも1この君きみにこそは2。

◇　「六の君は、そうはいってもこの君にこそ縁づけたいものだ。

■　しぶしぶなりとも、まめやかに恨うらみ寄よらば、つひには、えいなび果はてじ」

◇　しぶしぶであっても、一生懸命に頼みこめば、結局は、断ることはできまい」


1 【六の君はさりとも】以下「えいなび果てじ」まで、夕霧の心中の思い。

2 【この君にこそは】下に「縁づけめ」などの語句が省略。「この君」は薫をさす。夕霧は最初は匂宮にと考えていた。


宿木．１．５．３

■　と思おぼしつるを、

◇　とお思いになったが、

■　「思おもひの外ほかのこと出いで来きぬべかなり」

◇　「意外なことが出てきたようだ」

■　と、ねたく思おぼされければ、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやはた、わざとにはあらねど、折々をりをりにつけつつ、をかしきさまに聞きこえたまふことなど絶たえざりければ、

◇　と、悔しくお思いになったので、兵部卿宮が、わざわざではないが、何かの時にそれに応じて、風流なお手紙を差し上げなさることが続いているので、

宿木．１．５．４

■　「さはれ、なほざりの2好すきにはありとも、さるべきにて、御心みこころとまるやうもなどかなからむ。

◇　「ままよ、いい加減な浮気心であっても、何かの縁で、お心が止まるようなことがどうしてないことがあろうか。

■　水漏みづもるまじくS3思おもひ定さだめむとても、なほなほしき際きはに下くだらむはた、いと人悪ひとわろく、飽あかぬ心地ここちすべし」

◇　水も漏らさない男性を思い定めていても、並の身分の男に縁づけるのは、また体裁が悪く、不満な気がするだろう」


S3 などてかく逢ふごかたみになりにけむ水漏らさじと結びしものを（伊勢物語-六一）

1? 【思ひの外なること出で来ぬべかなり】夕霧の心中の思い。薫と帝の女二宮との縁談をさす。

2 【さはれなほざりの】以下「飽かぬ心地すべし」まで、夕霧の心中の思い。


宿木．１．５．５

■　など思おぼしなりにたり。

◇　などとお考えになっていた。

宿木．１．５．６

■　「女子をむなごうしろめたげなる2世よの末すゑにて、帝みかどだに婿求むこもとめたまふ世よに、まして、ただ人うどの盛さかり過すぎむもあいなし」

◇　「女の子が心配に思われる末世なので、帝でさえ婿をお探しになる世で、まして、臣下の娘が盛りを過ぎては困ったものだ」


1? 【水漏るまじう思ひ定めむとても】『河海抄』は「などてかく逢ふごかたみになりにけむ水漏らさじと結びしものを」（伊勢物語）を指摘。

2 【女子うしろめたげなる】以下「あいなし」まで、夕霧の詞。


宿木．１．５．７

■　など、誹そしらはしげにのたまひて1、中宮ちうぐうをもまめやかに恨うらみ申まうしたまふこと、たび重かさなれば、聞きこし召めしわづらひて2、

◇　などと、陰口を申すようにおっしゃって、中宮をも本気になってお恨み申し上げなさることが、度重なったので、お聞きあそばしになり困って、


1 【誹らはしげにのたまひて】『完訳』は「帝の陰口を申すような言い方」と注す。

2 【聞こし召しわづらひて】主語は明石中宮。


宿木．１．５．８

■　「いとほしく、かく1おほなおほな思おもひP7心こころざして年経としへたまひぬるを、あやにくに逃のがれきこえたまはむも、情なさけなきやうならむ。

◇　「お気の毒にも、このように一生懸命にお思いなさってから何年にもおなりになったので、不義理なまでにお断り申し上げなさるのも、薄情なようでしょう。

■　親王みこたちは、御後見おほむうしろみからこそ2、ともかくもあれ。

◇　親王たちは、ご後見によって、ともかくもなるものです。


P7 思ひ--思（/+ひ）

1 【いとほしくかく】以下「などかあらむ」まで、明石中宮の匂宮への詞。

2 【親王たちは御後見からこそ】『集成』は「親王は、ご外戚次第で運も開けるというものです。夕霧の婿になるのが将来の為と、さとす」と注す。


宿木．１．５．９

■　主上うへの、御代みよも末すゑになり行ゆくとのみ思おぼしのたまふめるを、ただ人うどこそ、ひと事ことに定さだまりぬれば、また心こころを分わけむことも難かたげなめれ。

◇　主上が、御在位も終わりに近いとばかりお思いになりおっしゃっていますようなので、臣下の者は、本妻がお決まりになると、他に心を分けることは難しいようです。

■　それだに、かの大臣おとどのまめだちながら、こなたかなた羨うらやみなくもてなしてものしたまはずやはある。

◇　それでさえ、あの大臣が誠実に、こちらの本妻とあちらの宮とに恨まれないように待遇していらっしゃるではありませんか。

■　まして、これは、思おもひおきてきこゆることも叶かなはば2、あまたもさぶらはむになどかあらむ3」

◇　まして、あなたは、お考え申していることが叶ったら、大勢伺候させても構わないのですよ」


1? 【こなたかなた羨みなくて】雲居雁と落葉宮をさす。

2 【ましてこれは思ひおきてきこゆることも叶はば】「これは」はあなたの意。「思ひおきてきこゆること」とは立坊をさす。

3 【などかあらむ】反語表現。何の不都合があろうか、ない。


宿木．１．５．１０

■　など、例れいならずP8言続ことつづけて、あるべかしく聞きこえさせたまふを、

◇　などと、いつもと違って言葉数多く話して、道理をお説き申し上げなさるのを、


P8 例ならず--例の（の/＄）ならす


宿木．１．５．１１

■　「わが御心みこころにも1、もとよりもて離はなれて、はた、思おぼさぬことなれば、あながちには、などてかはあるまじきさまにも聞きこえさせたまはむ。

◇　「ご自身でも、もともとまったく嫌とは、お思いにならないことなので、無理やりに、どうしてとんでもないこととお思い申し上げなさろう。

■　ただ、いとことうるはしげなるあたりにとり籠こめられて、心こころやすくならひたまへるありさまの所狭ところせからむことを、なま苦くるしく思おぼすにもの憂うきなれど、げに、この大臣おとどに、あまり怨ゑんぜられ果はてむもあいなからむ」

◇　ただ、万事格式ばった邸に閉じ籠められて、自由気ままになさっていらした状態が窮屈になることを、何となく苦しくお思いになるのが嫌なのだが、なるほど、この大臣から、あまり恨まれてしまうのも困ったことだろう」


1 【わが御心にも】以下「あいなからむ」まで、匂宮の心中。


宿木．１．５．１２

■　など、やうやう思おぼし弱よわりにたるべし1。

◇　などと、だんだんお弱りになったのであろう。

■　あだなる御心みこころなれば、かの按察使大納言あぜちの、紅梅だいなごんの御方こうばいのおほむかたをも2、なほ思おぼし絶たえず、花紅葉はなもみぢにつけてもの3のたまひわたりつつ、いづれをも4ゆかしくは思おぼしけり。

◇　浮気なお心癖なので、あの按察大納言の、紅梅の御方をも、依然としてお思い捨てにならず、花や紅葉につけてはお歌をお贈りなさって、どちらの方にもご関心がおありであった。

■　されど、その年としは変かはりぬ。

◇　けれども、その年は過ぎた。


1 【などやうやう思し弱りにたるべし】大島本は「よハりにたるへし」とある。『完本』は諸本に従って「弱りにたるなるべし」と「なる」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。語り手の推測。

2 【かの按察使大納言の紅梅の御方をも】故柏木の弟紅梅大納言の娘、実は螢兵部卿と真木柱との娘であったが、兵部卿宮の死後、真木柱が按察大納言と再婚したために継子となっている。

3 【花紅葉につけてもの】大島本は「花もみちにつけてもの」とある。『完本』は諸本に従って「花紅葉につけても」と「の」を削除する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

4 【いづれをも】夕霧の六の君と紅梅の御方。


第二章　中君の物語　中君の不安な思いと薫の同情

第一段　匂宮の婚約と中君の不安な心境

宿木．２．１．１

■　女二をむなにの宮みやも、御服果おほむぶくはてぬれば、

◇　女二の宮も、御服喪が終わったので、

■　「いとど何事なにごとにか憚はばかりたまはむ1。

◇　「ますます何事を遠慮なさろう。

■　さも聞きこえ出いでば2」

◇　そのようにお願い申し出るならば」

■　と思おぼし召めしたる御みけしきなど、告つげきこゆる人ひとびともあるを、

◇　とお考えあそばしている御様子などを、お告げ申し上げる人びともいるが、

■　「あまり知しらず顔がほならむも4、ひがひがしうなめげなり」

◇　「あまり知らない顔をしているのもひねくれているようで悪いことだ」

■　と思おぼし起おこして、ほのめかしまゐらせたまふ折々をりをりもあるに、

◇　などとご決心して、結婚をほのめかし申しあそばす時々があるので、

■　「はしたなきやうは、などてかはあらむ。

◇　「体裁悪いようには、どうしてあしらうことがあろうか。

■　そのほどに思おぼし定さだめたなり」

◇　婚儀を何日にとお定めになった」

■　と伝つてにも聞きく、みづから御みけしきをも見みれど、心こころの内うちには、なほ飽あかず過すぎたまひにし人ひとの悲かなしさのみ、忘わするべき世よなくおぼゆれば、

◇　と伝え聞く、自分自身でも御内意を承ったが、心の中では、やはり惜しくも亡くなっ方の悲しみばかりが、忘れる時もなく思われるので、

■　「うたて、かく契ちぎり深ふかくものしたまひける人ひとの、などてかは、さすがに疎うとくては過すぎにけむ」

◇　「嫌な、このような宿縁が深くおありであった方が、どうしてか、それでもやはり他人のまま亡くなってしまったのか」

■　と心得こころえがたく思おもひ出いでらる。

◇　と理解しがたく思い出される。


1 【いとど何事にか憚りたまはむ】大島本は「何事にか」とある。『完本』は「何ごとにかは」と「は」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。語り手の挿入句。帝の心中を推測。

2 【さも聞こえ出でば】主語は薫。女二宮を所望したら、の意。

3? 【思し召したる御けしきなむ】主語は帝。帝はそうお思いでいる、の意。

4 【あまり知らず顔ならむも】以下「なめげなり」まで、薫の心中の思い。


宿木．２．１．２

■　「口惜くちをしき品しななりとも2、かの御おほむありさまにすこしもおぼえたらむ人ひとは、心こころもとまりなむかし。

◇　「卑しい身分であるとも、あのご様子に少しでも似ているような人なら、きっと心も引かれるだろう。

■　昔むかしありけむ香かうの煙けぶりにつけてだに3、今一度見いまひとたびみたてまつるものにもがな」

◇　昔あったという反魂香の煙によってでも、もう一度お会いしたものだな」

■　とのみおぼえて、やむごとなき方かたざまに、いつしかなど急いそぐ心こころもなし。

◇　とばかり思われて、高貴な方と、早く婚儀を上げたいなどと急ぐ気もしない。


1? 【はしたなきやうには】以下「思し定めたなり」まで、薫の心中。

2 【口惜しき品なりとも】以下「見たてまつるものにもがな」まで、薫の心中の思い。『完訳』は「大君追慕から、身分を度外視してまで、彼女に似る女との結婚を願望。後の浮舟登場の伏線か」と注す。

3 【昔ありけむ香の煙につけてだに】『源氏釈』は「白氏文集」李夫人を指摘。


宿木．２．１．３

■　右みぎの大殿おほいどのP9には急いそぎたちて、

◇　右大殿ではお急ぎになって、

■　「八月はちぐわちばかりに」

◇　「八月頃に」

■　と聞きこえたまひけり。

◇　と申し上げなさったのであった。

■　二条院にでうの対ゐんの御方たいのおほむかたには1、聞ききたまふに、

◇　二条院の対の御方では、お聞きになると、


P9 右の大殿--右大臣（臣/＃）殿

1 【二条院の対の御方には】中君。格助詞「に」敬意の意。


宿木．２．１．４

■　「さればよ。

◇　「やはりそうであったか。

■　いかでかは1、数かずならぬありさまなめれば、かならず人笑ひとわらへに憂うきこと出いで来こむものぞ、とは思おもふ思おもふP10過すごしつる2世よぞかし。

◇　どうしてか、一人前でもない様子のようなので、必ず物笑いになる嫌な事が出て来るだろうことは、思いながら過ごしてきたことだ。

■　あだなる御心みこころと聞ききわたりしを、頼たのもしげなく思おもひながら、目めに近ちかくては、ことにつらげなること3見みえず、あはれに深ふかき契ちぎりをのみしたまへるを、にはかに変かはりたまはむほど、いかがはやすき心地ここちはすべからむ。

◇　浮気なお心癖とずっと聞いていたが、頼りがいなく思いながらも、面と向かっては、特につらそうなことも見えず、愛情深い約束ばかりなさっていらっしゃるので、急にお変わりになるのは、どうして平気でいられようか。

■　ただ人うどの仲なからひ4などのやうに、いとしも名残なごりなくなどはあらずとも、いかにやすげなきこと多おほからむ。

◇　臣下の夫婦仲のように、すっかり縁が切れてしまうことなどはなくても、どんなにか安からぬことが多いだろう。

■　なほ、いと憂うき身みなめれば、つひには、山住やまずみに帰かへるべきなめり」

◇　やはり、まことに情けない身の上のようなので、結局は、山里へ帰ったほうがよいようだ」


P10 思ふ思ふ--思（/+ふ）／＼

1 【さればよいかでかは】以下「帰るべきなめり」まで、中君の心中の思い。「いかでかは」反語表現。どうしてこうならないはずがなかろうか、始めからこうなるはずだったのだ、の意。

2 【過ごしつる】大島本は「すこしつる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「過ぐし」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【つらげなること】大島本は「つらけなること」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「つらげなることも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【ただ人の仲らひ】臣下の夫婦仲。自分は皇族であるという誇りがある。


宿木．２．１．５

■　と思おぼすにも、

◇　とお思いになるにつけても、

■　「やがて跡絶あとたえなましよりは、山賤やまがつの待まち思おもはむも人笑ひとわらへなりかし。

◇　「このまま姿を隠すよりは、山里の人が待ち迎え思うことも物笑いになる。

■　返かへす返がへすも、宮みやののたまひおきしことに違たがひて、草くさのもとを離かれにける心軽こころかるさ」

◇　返す返すも、父宮が遺言なさっていたことに背いて、山荘を出てしまった軽率さ」

■　を、恥はづかしくもつらくも思おもひ知しりたまふ。

◇　を、恥ずかしくもつらくもお思い知りになる。

宿木．２．１．６

■　「故姫君こひめぎみの2、いとしどけなげに、ものはかなきさまにのみ、何事なにごとも思おぼしのたまひしかど、心こころの底そこのづしやかなるところは、こよなくもおはしけるかな。

◇　「亡き姉君が、たいそうとりとめもなく、頼りなさそうにばかり、何事もお考えになりおっしゃっていたが、心の底が慎重であったところは、この上なくいらしたことだ。

■　中納言ちうなごんの君きみの、今いまに忘わするべき世よなく嘆なげきわたりたまふめれど、もし世よにおはせましかば、またかやうに思おぼすことはありもやせまし3。

◇　中納言の君が、今でも忘れることなくお悲しみになっていらっしゃるようだが、もし生きていらっしゃったら、またこのようにお悩みになることがあったかも知れない。


1? 【やがて跡絶えなましよりは山賤の待ち思はむもいと人笑へなりかし】中君の心中文と地の文が融合した叙述。『集成』は「あのまま世に知られず宇治にひっそり暮していたのならまだしも、山里の連中が待ち受けてさげすむのも、みっともない限りだ。結婚に失敗しての出戻り者よと笑われることを気に病む」と注す。

2 【故姫君の】以下「見たまふらむ」まで、中君の心中の思い。

3 【またかやうに思すことはありもやせまし】『集成』は「ご自分もこのようにお悩みになることはあったかもしれない」と訳す。推量の助動詞「まし」反実仮想の意。


宿木．２．１．７

■　それを、いと深ふかく、いかでさはあらじ、と思おもひ入いりたまひて、とざまかうざまに、もて離はなれむことを思おぼして、容貌かたちをも変かへてむとしたまひしぞかし。

◇　それを、たいそう深く、どうしてそんなことはあるまい、と深くお思いになって、あれやこれやと、離れることをお考えになって、出家してしまいたいとなさったのだ。

■　かならずさるさまにてぞおはせまし。

◇　きっとそうなさったにちがいないだろう。

宿木．２．１．８

■　今思いまおもふに、いかに重おもりかなる御心みこころおきてならまし1。

◇　今思うと、どんなに重々しいお考えだったことだろう。

■　亡なき御影おほむかげどもも、我われをばいかにこよなきあはつけさと見みたまふらむ」

◇　亡き父宮や姉君も、わたしをどんなにかこの上ない軽率者と御覧になることだろう」


1 【いかに重りかなる御心おきてならまし】『完訳』は「現在の苦境が、当時は気づかなかった大君の深慮を認識させる」と注す。


宿木．２．１．９

■　と恥はづかしく悲かなしく思おぼせど、

◇　と恥ずかしく悲しくお思いになるが、

■　「何なにかは1、かひなきものから、かかるけしきをも見みえたてまつらむ」

◇　「どうしても、仕方のないことだから、このような様子をお見せ申し上げようか」

■　と忍しのび返かへして、聞ききも入いれぬさまにて過すぐしたまふ。

◇　と我慢して、聞かないふりをしてお過ごしになる。


1 【何かは】以下「見えたてまつらむ」まで、中君の心中の思い。反語表現。『集成』は「いえ何で、今さらどうしようもないのに、こんな自分の悲しみを宮に悟られ申そう」と訳す。


第二段　中君、匂宮の子を懐妊

宿木．２．２．１

■　宮みやは、常つねよりもあはれに1なつかしく、起おき臥ふし語かたらひ契ちぎりつつ、この世よならず2、長ながきことをのみぞ頼たのみきこえたまふ3。

◇　宮は、いつもよりしみじみとやさしく、起きても臥せっても語らいながら、この世だけでなく、長い将来のことをお約束申し上げなさる。


1 【宮は常よりもあはれに】匂宮は六の君との結婚を目前にして、中君を常よりもいとしむ。

2 【この世ならず】大島本は「このよならす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「この世にみならず」と「のみ」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【頼みきこえたまふ】大島本は「たのミ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「頼め」と校訂する。


宿木．２．２．２

■　さるは、この五月さつきばかりより、例れいならぬさまに悩なやましく1したまふこともありけり。

◇　一方では、今年の五月頃から、普段と違ってお苦しみになることがあるのだった。

■　こちたく苦くるしがりなどはしたまはねど、常つねよりももの参まゐることいとどなく、臥ふしてのみおはするを、まださやうなる人ひとのありさま、よくも見知みしりたまはねば、

◇　ひどくお苦しみにはならないが、いつもより食事を上がることことがますますなく、臥せってばかりいらっしゃるので、まだそのような人の様子を、よくご存知ないので、

■　「ただ暑あつきころなれば、かくおはするなめり」

◇　「ただ暑いころなので、こうしていらっしゃるのだろう」

■　とぞ思おぼしたる。

◇　とお思いになっていた。


1 【この五月ばかりより例ならぬさまに悩ましく】中君の妊娠の徴候。五月は夏の気分的にも苦しいころ。物語の主題と季節の類同的発想。


宿木．２．２．３

■　さすがにあやしと思おぼしとがむることもありて、

◇　そうはいっても変だとお気づきになることがあって、

■　「もし、いかなるぞ2。

◇　「もしや、なにしたのではないか。

■　さる人3ひとこそ、かやうには悩なやむなれ」

◇　そうした人はこのように苦しむというが」

■　など、のたまふ折をりもあれど、いと恥はづかしくしたまひて、さりげなくのみもてなしたまへるを、さし過すぎ聞きこえ出いづる人ひともなければ、たしかにもえ知しりたまはず。

◇　などと、おっしゃる時もあるが、とても恥ずかしがりなさって、さりげなくばかり振る舞っていらっしゃるのを、差し出て申し上げる女房もいないので、はっきりとはご存知になれない。


1? 【まださやうなる人のありさまなど】身重の人の様子をいう。

2 【もしいかなるぞ】以下「悩むなれ」まで、匂宮の詞。

3 【さる人】妊婦をいう。


宿木．２．２．４

■　八月はちぐわちになりぬれば、その日ひなど、他ほかよりぞ伝つたへ聞ききたまふ1。

◇　八月になったので、何日などと、外からお伝え聞きになる。

■　宮みやは、隔へだてむとにはあらねど、言いひ出いでむほど心苦こころくるしくいとほしく思おぼされて、さものたまはぬを、女君をむなぎみは、それさへ心憂こころうくおぼえたまふ。

◇　宮は、隠しだてをしようというのではないのだが、言い出すことがお気の毒でおいたわしくお思いになって、そうとおっしゃらないのを、女君は、それさえつらくお思いになる。

■　忍しのびたることにもあらず2、世よの中なかなべて知しりたることを、そのほどなどだにのたまはぬことと、いかが恨うらめしからざらむ3。

◇　隠れたことでもなく、世間の人がみな知っていることを、何日などとさえおっしゃらないことだと思うと、どんなにか恨めしくないことがあろうか。


1 【その日など他よりぞ伝へ聞きたまふ】匂宮と六の君の結婚の日取り。中君は本人から聞かされない。

2 【忍びたることにもあらず】以下「のたまはぬこと」まで、『集成』は「以下、中の君の思いを、語り手の立場から同情的に説明する」と注す。

3 【いかが恨めしからざらむ】語り手の中君への同情的な感情移入表現。『細流抄』は「草子地をしはかりていへり」と指摘。


宿木．２．２．５

■　かく渡わたりたまひにし後のちは1、ことなることなければ、内裏うちに参まゐりたまひても、夜泊よるとまることはことにしたまはず、ここかしこの御夜離おほむよがれなども2なかりつるを、にはかにいかに思おもひたまはむ3と、心苦こころぐるしき紛まぎらはしに、このころは、時々御宿直ときどきおほむとのゐとて参まゐりなどしたまひつつ、かねてよりならはしきこえたまふをも4、ただつらき方かたにのみぞ思おもひおかれたまふべき。

◇　このようにお移りになってから後は、特別の事がないと、宮中に参内なさっても、夜泊まることは特になさらず、あちらこちらに外泊することなどもなかったが、急にどのようにお悲しみだろうと、お気の毒なことにしないために、最近は、時々御宿直といって参内などなさっては、前もって独り寝をお馴らし申し上げなさるのをも、ただつらいことにばかりお思いになるのだろう。


1 【かく渡りたまひにし後は】中君が宇治から二条院へ。

2 【ここかしこの御夜離れなども】匂宮の愛人宅での外泊。

3 【いかに思ひたまはむ】匂宮の心中。主語は中君。

4 【ならはしきこえたまふをも】『弄花抄』は「かねてより辛さを我にならはさでにはかにものを思はすかな」（出典未詳）を指摘。


第三段　薫、中君に同情しつつ恋慕す

宿木．２．３．１

■　中納言殿ちうなごんどのも、

◇　中納言殿も、

■　「いといとほしきわざかな」

◇　「まことにお気の毒なことだな」

■　と聞ききたまふ。

◇　とお聞きになる。

■　「花心はなごころにおはする宮みやS4なれば1、あはれとは思おぼすとも、今いまめかしき方かたにかならず御心移みこころうつろひなむかし。

◇　「花心でいらっしゃる宮なので、いとしいとお思いになっても、新しい方にきっとお心移りしてしまうだろう。

■　女方をむながたも、いとしたたかなるわたりにて2、ゆるびなく聞きこえまつはしたまはば、月つきごろも、さもならひたまはで3、待まつ夜多よおほく過すごしたまはむこそ4、あはれなるべけれ」

◇　女方も、とてもしっかりした家の方で、お放しなくお付きまといなさったら、この幾月、夜離れにお馴れにならないで、待っている夜を多くお過ごしになることは、おいたわしいことだ」


S4 散りぬべき花心ぞとかつ見つつ頼みそめけむ我やなになる（元良親王集-九四）

1 【花心におはする宮なれば】以下「あはれなるべけれ」まで、薫の心中の思い。『集成』は「浮気なご性分の宮のことだから。以下、薫の心中。「うつろふ」（色あせる、散る）と縁語」。『完訳』は「はなやかさに惹かれる浮気心」と注す。

2 【いとしたたかなるわたりにて】『集成』は「何ごとにも抜かりのないお家柄だから」。『完訳」は「お里方はれっきとしたお家柄だし」と訳す。

3 【さもならひたまはで】中君は夜離れに馴れていない、意。

4 【過ごしたまはむこそ】大島本は「すこし」とある。『完本』は諸本に従って「過ぐし」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


宿木．２．３．２

■　など思おもひ寄よるにつけても、

◇　などとお思いよりになるにつけても、

宿木．２．３．３

■　「あいなしや、わが心こころよ1。

◇　「つまらないことをした、自分だな。

■　何なにしに譲ゆづりきこえけむ。

◇　どうしてお譲り申し上げたのだろう。

■　昔むかしの人ひとに心こころをしめてし後2のち、おほかたの世よをも思おもひ離はなれて澄すみ果はてたりし方かたの心こころも濁にごりそめにしかば、ただかの御おほむことをのみ、とざまかうざまには思おもひながら、さすがに人ひとの心許こころゆるされであらむことは、初はじめより思おもひし本意ほいなかるべし3」

◇　亡き姫君に思いを寄せてから後は、世間一般から思い捨てて悟りきっていた心も濁りはじめてしまったので、ただあの方の御事ばかりがあれやこれやと思いながら、やはり相手が許さないのに無理を通すことは、初めから思っていた本心に背くだろう」


1 【あいなしやわが心よ】以下「本意なかるべし」まで、薫の心中の思い。さらに、以下の文章も地の文と薫の心中文が交じった表現。匂宮に中君を譲ったことを後悔。

2 【昔の人に心をしめてし後】『完訳』は「以下、大君と出会った過去に遡り、彼女を恋慕して以来、本意の道心も濁ったとする」と注す。

3 【初めより思ひし本意なかるべし】『集成』は「単なる恋愛沙汰ではなく、人間としての理解に基づいた結び付きを願っていたのだ、という趣旨」。『完訳』は「男女の深く理解しあえる仲を念願」と注す。


宿木．２．３．４

■　と憚はばかりつつ、

◇　と遠慮しながら、

■　「ただいかにして、すこしもあはれと思おもはれて、うちとけたまへらむけしきをも見みむ」

◇　「ただ何とかして、少しでも好意を寄せてもらって、うちとけなさった様子を見よう」

■　と、行ゆく先さきのあらましごとのみ思おもひ続つづけしに、人ひとは同おなじ心こころにもあらずもてなして1、さすがに、一方ひとかたにもえさし放はなつまじく思おもひたまへる慰なぐさめに、同おなじ身みぞと言いひなして、本意ほいならぬ方かたに2おもむけたまひしが、ねたく恨うらめしかりしかば、

◇　と、将来の心づもりばかりを思い続けていたが、相手は同じ考えではないなさり方で、とはいえ、むげに突き放すことはできまいとお思いになる気休めから、同じ姉妹だといって、望んでいない方をお勧めになったのが悔しく恨めしかったので、

■　「まづ、その心こころおきてを違たがへむとて、急いそぎせしわざぞかし3」

◇　「まず、その考えを変えさせようと、急いでやったことなのだ」

■　など、あながちに女々めめしくものぐるほしく率ゐて歩ありき、たばかりきこえしほど思おもひ出いづるも4、

◇　などと、やむにやまれず男らしくもなく気違いじみて宮をお連れして、おだまし申し上げた時のことを思い出すにつけても、

■　「いとけしからざりける心こころかな5」

◇　「まことにけしからぬ心であったよ」

■　と、返かへす返がへすぞ悔くやしき。

◇　と、返す返す悔しい。


1 【人は同じ心にもあらずもてなして】大君は自分とは同じ考えではなく、の意。

2 【本意ならぬ方に】中君をさす。

3 【急ぎせしわざぞかし】匂宮を中君に逢わせたことをさす。

4 【率て歩きたばかりきこえしほど思ひ出づるも】『集成』は「敬語のないのは、薫の気持に密着した書き方」と注す。

5 【いとけしからざりける心かな】薫の心中の思い。わが行為を悔恨。


宿木．２．３．５

■　「宮みやも、さりとも1、そのほどのありさま思おもひ出いでたまはば、わが聞きかむところをもすこしは憚はばかりたまはじや」

◇　「宮も、そうはいっても、その当時の様子をお思い出しになったら、わたしの聞くところも少しはご遠慮なさらないはずもあるまい」

■　と思おもふに、

◇　と思うが、

■　「いでや、今いまは3、その折をりのことなど、かけてものたまひ出いでざめりかし。

◇　「さあ、今は、その当時のことなど、少しもお口に出さないようだ。

■　なほ、あだなる方かたに進すすみ、移うつりやすなる人ひとは、女をむなのためのみにもあらず4、頼たのもしげなく軽々かるがるしき事こともありぬべきなめりかし」

◇　やはり、浮気な方面に進んで、移り気な人は、女のためのみならず、頼りなく軽々しいことがきっと出てくるにちがいない」


1 【宮もさりとも】以下「憚りたまはじや」まで、薫の心中の思い。匂宮もこちらの気持ちを理解して遠慮するところもあろう。

2? 【わが聞かむところも】匂宮と六の君の縁談の噂か。

3 【いでや今は】以下「ありぬべきなめりかし」まで、薫の心中の思い。

4 【女のためのみにもあらず】中君のみならず、自分にとっても、の意。


宿木．２．３．６

■　など、憎にく思くおもひきこえたまふ。

◇　などと、憎くお思い申し上げなさる。

■　わがまことにあまり一方ひとかたにしみたる心こころならひに、人ひとはいとこよなくもどかしく見みゆるなるべし。

◇　自分のほんとうにお一方にばかり執着した経験から、他人がまことにこの上もなくはがゆく思われるのであろう。

第四段　薫、亡き大君を追憶す

宿木．２．４．１

■　「かの人ひとをむなしく1見みなしきこえたまうてし後のち、思おもふには、帝みかどの御女おほむむすめを賜たまはむと思おもほしおきつるも2、うれしくもあらず、この君きみを3見みましかばとおぼゆる心こころの、月日つきひに添そへてまさるも、ただ、かの御おほむゆかりと思おもふに、思おもひ離はなれがたきぞかし。

◇　「あの方をお亡くし申しなさってから後、思うことには、帝が皇女を下さるとお考えおいていることも、嬉しくなく、この君を得たならばと思われる心が、月日とともにつのるのも、ただ、あの方のご血縁と思うと、思い離れがたいのである。


1 【かの人をむなしく】以下「いとどつらしとや見たまふらむ」まで、薫の心中の思い。

2 【帝の御女を賜はむと思ほしおきつるも】帝が薫に女二宮を降嫁させようということをさす。『集成』は「以下、薫の思い」と注す。

3 【この君を】中君をさす。


宿木．２．４．２

■　はらからといふ中なかにも、限かぎりなく思おもひ交かはしたまへりしものを、今いまはとなりたまひにし果はてにも、

◇　姉妹という間でも、この上なく睦み合っていらしたものを、ご臨終となった最期にも、

■　『とまらむ人ひとを同おなじごとと思おもへ1』

◇　『遺る人を私と同じように思って下さい』

■　とて、

◇　と言って、

■　『よろづは2思おもはずなることもなし。

◇　『何もかも不満に思うこともありません。

■　ただかの思おもひおきてしさまを違たがへたまへるのみなむ3、口惜くちをしう恨うらめしきふしにて、この世よには残のこるべき』

◇　ただ、あの考えていたこととをお違いになった点が残念で恨めしいこととして、この世に残るでしょう』

■　とのたまひしものを、天翔あまかけりても、かやうなるにつけては、いとどつらしとや見みたまふらむ」

◇　とおっしゃったが、魂が天翔っても、このようなことにつけて、ますますつらいと御覧になるだろう」


1 【とまらむ人を同じごとと思へ】大君の薫への遺言。

2 【よろづは】以下「残るべき」まで、大君の薫への詞。

3 【ただかの思ひおきてしさまを違へたまへるのみなむ】中君を薫と結婚させようと考えていたことをさす。


宿木．２．４．３

■　など、つくづくと人ひとやりならぬ独ひとり寝ねしたまふ夜よな夜よなは、はかなき風かぜの音おとにも目めのみ覚さめつつ、来きし方行かたゆく先さき、人ひとの上うへさへ1、あぢきなき世よを思おもひめぐらしたまふ。

◇　などと、つくづくと他人のせいでない独り寝をなさる夜々は、ちょっとした風の音にも目ばかり覚ましては、過ぎ去ったことこれからのこと、人の身の上まで、無常な世をいろいろとお考えになる。


1 【人の上さへ】副助詞「さへ」自分の身はもちろん中君の身の上まで、のニュアンス。


宿木．２．４．４

■　なげのすさびに1ものをも言いひ触ふれ、気近けぢかく使つかひならしたまふ人ひとびとの中なかには、おのづから憎にくからず思おぼさるるも2ありぬべけれど、まことには心こころとまるもなきこそ、さはやかなれ。

◇　一時の慰めとして情けもかけ、身近に使い馴れていらっしゃる女房の中には、自然と憎からずお思いになる者もいるはずだが、真実に心をおとめにならないのは、さっぱりしたものだ。


1 【なげのすさびに】『完訳』は「以下、女房らとの関係。薫を慕って大勢の女房が参集」と注す。

2 【憎からず思さるるも】召人のような人。


宿木．２．４．５

■　さるは、かの君きみたちのほどに劣おとるまじき際きはの人ひとびとも、時世ときよにしたがひつつP11衰おとろへて、心細こころぼそげなる住すまひするなどを、尋たづね取とりつつあらせなど、いと多おほかれど、

◇　その一方では、あの姫君たちの身分に劣らない身分の人びとも、時勢にしたがって衰えて、心細そうな生活をしているのなどを、探し求めては邸においていらっしゃる人などが、たいそう多いが、

■　「今いまはと世よを逃のがれ背そむき離はなれむ時とき、この人ひとこそと、取とり立たてて、心こころとまるほだしS5になるばかりなることはなくて過すぐしてむ」

◇　「今は世を捨てて出家しようとするとき、この人だけはと、特別に心とまる妨げになる程度のことはなくて過ごそう」

■　と思おもふ心深こころふかかりしを、

◇　と思う考えが深かったが、

■　「いと、さも悪わろく、わが心こころながら、ねぢけてもあるかな」

◇　「さあ、さも体裁悪く、自分ながら、ひねくれていることだな」


P11 したがひつつ--したかひて（て/＄〈朱〉）つゝ

S5 世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（古今集雑下-九五五　物部吉名）


宿木．２．４．６

■　など、常つねよりも、やがてまどろまずP12明あかしたまへる朝あしたに、霧きりの籬まがきより、花はなの色々いろいろおもしろく見みえわたれる中なかに、朝顔あさがほのはかなげにてS6混まじりたるを、なほことに目めとまる心地ここちしたまふ。

◇　などと、いつもよりも、そのまま眠らず夜を明かしなさった朝に、霧の立ちこめた籬から、花が色とりどりに美しく一面に見える中で、朝顔の花が頼りなさそうに混じって咲いているのを、やはり特に目がとまる気がなさる。

■　「明あくる間咲まさきてS7」

◇　「朝の間咲いて」

■　とか、常つねなき世よにもなずらふるが、心苦こころぐるしきなめりかし。

◇　とか、無常の世に似ているのが、身につまされるのだろう。


P12 まどろまず--まとろむ（む/＄）ます

S6 朝顔は常なき花の色なれや明くる間咲きて移ろひにけり（花鳥余情所引-出典未詳）

S7 朝顔を何は悲しと思ひけむ人をも花はさこそ見るらめ（拾遺集哀傷-一二八三　藤原道信）


宿木．２．４．７

■　格子かうしも上あげながら、いとかりそめにうち臥ふしつつのみ明あかしたまへば、この花はなの開ひらくるほどをも、ただ一人ひとりのみ見みたまひける。

◇　格子も上げたまま、ほんのかりそめに横になって夜をお明かしになったので、この花が咲く間を、ただ独りで御覧になったのであった。

第五段　薫、二条院の中君を訪問

宿木．２．５．１

■　人召ひとめして、

◇　人を呼んで、

宿木．２．５．２

■　「北きたの院ゐんに1参まゐらむに、ことことしからぬ車くるまさし出いでさせよ」

◇　「北の院に参ろうと思うが、仰々しくない車を出しなさい」


1 【北の院に】以下「車さし出でさせよ」まで、薫の家人に対する詞。二条院をさす。薫の三条邸から北側にあたるので、こういったもの。


宿木．２．５．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

宿木．２．５．４

■　「宮みやは、昨日きのふより1内裏うちになむおはしますなる。

◇　「宮は、昨日から宮中においでになると言います。

■　昨夜よべ、御車率みくるまゐて帰かへりはべりにき」

◇　昨夜、お車を引いて帰って来ました」


1 【宮は昨日より】以下「帰りはべりにき」まで、家人の答え。


宿木．２．５．５

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。

宿木．２．５．６

■　「さはれ、かの対たいの御方おほむかたの1悩なやみたまふなる、訪とぶらひきこえむ。

◇　「それはそれでよい、あの対の御方がお苦しみであるという、お見舞い申そう。

■　今日けふは内裏うちに参まゐるべき日ひなれば、日ひたけぬさきに」

◇　今日は宮中に参内しなければならない日なので、日が高くならない前に」


1 【さはれかの対の御方の】以下「日たけぬさきに」まで、薫の詞。


宿木．２．５．７

■　とのたまひて、御装束おほむさうぞくしたまふ。

◇　とおっしゃって、お召し替えなさる。

■　出いでたまふままに、降おりて花はなの中なかに混まじりたまへるさま、ことさらに艶えんだち色いろめきてももてなしたまはねど、あやしく、ただうち見みるになまめかしく恥はづかしげにて、いみじくけしきだつ色好いろごのみどもになずらふべくもあらず、おのづからをかしくぞ見みえたまひける。

◇　お出かけになるとき、降りて花の中に入っていらっしゃる姿、格別に艶やかに風流っぽくお振る舞いにはならないが、不思議と、ただちょっと見ただけで優美で気恥ずかしい感じがして、ひどく気取った好色連中などととても比較することができない、自然と身にそなわった美しさがおありになるのだった。

■　朝顔引あさがほひき寄よせたまへる1、露つゆいたくこぼる。

◇　朝顔を引き寄せなさると、露がたいそうこぼれる。


1 【朝顔引き寄せたまへる】大島本は「あさかほひきよせ給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従ってそれぞれ「朝顔を引き寄せたまふ」「朝顔を引き寄せたまへる」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。


宿木．２．５．８

■　「今朝けさの間まの色いろにや賞めでむ置おく露つゆの

消きえぬにかかる花はなと見みる見みる1

はかな」

◇　「今朝の間の色を賞美しようか、置いた露が

消えずに残っているわずかの間に咲く花と思いながら

はかないな」


1 【今朝の間の色にや賞でむ置く露の消えぬにかかる花と見る見る】薫の独詠歌。『集成』は「消えやすい露よりもはかない朝顔に心を寄せた、薫らしい歌」。『完訳』は「はかない露より、もっとはかない朝顔の開花時間に共感する歌。大君の死を思い、世の無常を実感」と注す。


宿木．２．５．９

■　と独ひとりごちて、折をりて持もたまへり。

◇　と独り言をいって、折ってお持ちになった。

■　女郎花をみなへしをばS8、見過みすぎてP13ぞ出いでたまひぬる1。

◇　女郎花には、目もくれずにお出になった。


S8 女郎花憂しと見つつぞ行き過ぐる男山にしたてりと思へば（古今集秋上-二二七　布留今道）

P13 見過ぎて--見すく（く/＃）きて

1 【女郎花をば見過ぎてぞ出でたまひぬる】『集成』は「好色には関心のないお人柄だと、筆を弄した」と注す。『花鳥余情』は「女郎花うしと見つつぞ行き過ぐる男山にしたてりと思へば」（古今集秋上、二七二、布留今道）、『評釈』は「秋の野になまめき立てる女郎花あなかしがまし花も一時」（古今集雑体、一〇一六、僧正遍昭）を指摘。


宿木．２．５．１０

■　明あけ離はなるるままに、霧立きりたち乱みだる空1そらをかしきに、

◇　明るくなるにしたがって、霧が立ちこめこめている空が美しいので、


1 【霧立ち乱る空】大島本は「きりたちみたる空」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「霧立ち満ちたる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「霧立ち乱る」とする。


宿木．２．５．１１

■　「女をむなどちは、しどけなく1朝寝あさいしたまへらむかし。

◇　「女たちは、しどけなく朝寝していらっしゃるだろう。

■　格子妻戸かうしつまどうちたたき2声こわづくらむこそ、うひうひしかるべけれ。

◇　格子や妻戸などを叩き咳払いするのは、不慣れな感じがする。

■　朝あさまだきまだき来きにけり」

◇　朝早いのにもう来てしまった」


1 【女どちはしどけなく】以下「まだき来にけり」まで、薫の心中の思い。

2 【格子妻戸うちたたき】大島本は「かうしつまとうちたゝき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「格子妻戸など」と「など」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。


宿木．２．５．１２

■　と思おもひながら、人召ひとめして、中門ちうもんの開あきたるより見みせたまへば1、

◇　と思いながら、人を召して、中門の開いている所から覗き見させなさると、


1 【見せたまへば】「せ」使役の助動詞。供人をして中を窺わせた、の意。


宿木．２．５．１３

■　「御格子みかうしども1参まゐりてはべるべし。

◇　「御格子は上げてあるらしい。

■　女房にょうばうの御おほむけはひもしはべりつ」

◇　女房のいる様子もしていました」


1 【御格子ども】以下「しはべりつ」まで、供人の報告。


宿木．２．５．１４

■　と申まうせば、下おりて、霧きりの紛まぎれにさまよく歩あゆみ入いりたまへるを、

◇　と申すので、下りて、霧の紛れに体裁よくお歩みになっているのを、

■　「宮みやの忍しのびたる所ところより帰かへりたまへるにや」

◇　「宮が隠れて通う所からお帰りになったのか」

■　と見みるに1、露つゆにうちしめりたまへる香かをり、例れいの2、いとさまことに匂にほひ来くれば、

◇　と見ると、露に湿っていらっしゃる香りが、例によって、格別に匂って来るので、


1 【と見るに】主語は女房。

2 【例の】女房たちは香りから薫だと知る。


宿木．２．５．１５

■　「なほ、めざましくは1おはすかし。

◇　「やはり、目が覚める思いがする方ですこと。

■　心こころをあまりをさめたまへるぞ憎にくき」

◇　控え目でいらっしゃることが憎らしいこと」


1 【なほめざましくは】大島本は「な越めさましくハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なほめざましく」と「は」を削除する。『新大系』は底本のままとする。以下「ぞ憎き」まで、女房の詞。


宿木．２．５．１６

■　など、あいなく、若わかき人ひとびとは、聞きこえあへり。

◇　などと、勝手に、若い女房たちは、お噂申し上げていた。

宿木．２．５．１７

■　おどろき顔がほにはあらず、よきほどにうちそよめきて、御茵おほむしとねさし出いでなどするさまも、いとめやすし。

◇　驚いたふうでもなく、体裁よく衣ずれの音をさせて、お敷物を差し出す態度も、まことに無難である。

宿木．２．５．１８

■　「これにさぶらへ2と許ゆるさせたまふほどは、人ひとびとしき心地ここちすれど、なほかかる御簾みすの前まへにさし放はなたせたまへるうれはしさになむ、しばしばもえさぶらはぬ」

◇　「ここに控えよとお許しいただけることは、一人前扱いの気がしますが、やはりこのような御簾の前に放っておいでになるのは情けない気がし、頻繁にお伺いできません」


1? 【おどろき顔にも】女房たちの応対、態度。

2 【これにさぶらへ】以下「えさぶらはぬ」まで、薫の詞。


宿木．２．５．１９

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．２．５．２０

■　「さらば、いかがはべるべからむ1」

◇　「それでは、どう致しましょう」


1 【さらばいかがはべるべからむ】大島本は「さらはいかゝ侍へからむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかがは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。女房の詞。


宿木．２．５．２１

■　など聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。

宿木．２．５．２２

■　「北面きたおもてなどやうの1隠かくれぞかし。

◇　「北面などの目立たない所ですね。

■　かかる古人ふるびとなどのさぶらはむにことわりなる休やすみ所どころは。

◇　このような古なじみなどが控えているのに適当な休憩場所は。

■　それも、また、ただ御心みこころなれば、愁うれへきこゆべきP14にもあらず」

◇　それも、また、お気持ち次第なので、不満を申し上げるべきことでもない」


P14 きこゆべき--*きこえへき

1 【北面などやうの】以下「きこゆべきにもはべらず」まで、薫の詞。


宿木．２．５．２３

■　とて、長押なげしに寄よりかかりておはすれば、例れいの、人ひとびと1、

◇　と言って、長押に寄り掛かっていらっしゃると、例によって、女房たちが、


1 【例の人びと】「例の」は、例によっての意。副詞的に「そそのかしきこゆ」に係る。


宿木．２．５．２４

■　「なほ、あしこもとに1」

◇　「やはり、あそこまで」


1 【なほあしこもとに】女房の詞。中君にもす少し薫の近くまで出るように勧める。


宿木．２．５．２５

■　など、そそのかしきこゆ。

◇　などと、お促し申し上げる。

第六段　薫、中君と語らう

宿木．２．６．１

■　もとよりも、けはひはやりかに1男々ををしくなどはものしたまはぬ人柄ひとがらなるを、いよいよしめやかにもてなしをさめたまへれば、今いまは、みづから聞きこえたまふことも、やうやううたてつつましかりし方かた、すこしづつ薄うすらぎて、面馴おもなれたまひにたり。

◇　もともと、感じがてきぱきと男らしくはいらっしゃらないご性格であるが、ますますしっとりと静かにしていらっしゃるので、今は、自分からお話し申し上げなさることも、だんだんと嫌で遠慮された気持ちも、少しずつ薄らいでお馴れになっていった。


1 【もとよりもけはひはやりかに】大島本は「もとよりも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もとより」と「も」を削除する。『新大系』は底本のままとする。『完訳』は「「はやりか」は直情的な性格」と注す。


宿木．２．６．２

■　悩なやましく思おぼさるらむさまも、

◇　つらそうにしていらっしゃる様子も、

■　「いかなれば1」

◇　「どうしたのですか」

■　など問とひきこえたまへど、はかばかしくもいらへきこえたまはず、常つねよりもしめりたまへるけしきの心苦こころぐるしきP15も、あはれに2おぼえたまひて3、こまやかに、世よの中なかのあるべきやうなどを4、はらからやうの者もののあらましやうに5、教をしへ慰なぐさめきこえたまふ。

◇　などとお尋ね申し上げなさったが、はっきりともお答え申し上げず、いつもよりも沈んでいらっしゃる様子がおいたわしいのが、お気の毒に思われなさって、情愛こまやかに、夫婦仲のあるべき様子などを、兄妹である者のように、お教え慰め申し上げなさる。


P15 心苦しき--心くるし（し/+き）

1 【悩ましく思さるらむさまもいかなれば】薫の詞。中君に身体の具合を問う。

2 【常よりもしめりたまへるけしきの心苦しきもあはれに】『完訳』は「このあたり、彼女への悔恨と執心を改めて抱く薫だけに、憐憫と同情の念に堪えがたい」と注す。

3 【あはれにおぼえたまひて】大島本は「おほえ給て」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ほえたまひて」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

4 【世の中のあるべきやうなどを】夫婦の間の心得。

5 【はらからやうの者のあらましやうに】『完訳』は「実兄のような誠意と温情」と注す。


宿木．２．６．３

■　声こゑなども、わざと似にたまへりともおぼえざりしかど、あやしきまでただそれとのみおぼゆるに1、人目見苦ひとめみぐるしかるまじくは2、簾すだれもひき上あげてさし向むかひきこえまほしく、うち悩なやみたまへらむ容貌3かたちゆかしくおぼえたまふも、

◇　声なども、特に似ていらっしゃるとは思われなかったが、不思議なまでにあの方そっくりに思われるので、人目が見苦しくないならば、簾を引き上げて差し向かいでお話し申し上げたく、苦しくしていらっしゃる容貌が見たく思われなさるのも、

■　「なほ、世よの中なかに4もの思おもはぬ人ひとは、えあるまじきわざにやあらむ」

◇　「やはり、恋の物思いに悩まない人は、いないのではないか」

■　とぞ思おもひ知しられたまふ。

◇　と自然と思い知られなさる。


1 【あやしきまでただそれとのみおぼゆるに】薫には中君が大君そっくりに思えてくる。

2 【人目見苦しかるまじくは】以下、薫の心情に即した叙述。

3 【うち悩みたまへらむ容貌】中君の様子。

4 【なほ世の中に】以下「わざにやあらむ」まで、薫の心中の思い。


宿木．２．６．４

■　「人ひとびとしく1きらきらしき方かたにははべらずとも、心こころに思おもふことあり、嘆なげかしく身みをもて悩なやむさまになどはなくて過すぐしつべきこの世よと、みづから思おもひたまへし、心こころから、悲かなしきことも、をこがましく悔くやしきもの思おもひをも、かたがたにやすからず思おもひはべるこそ、いとあいなけれ。

◇　「人並に出世して派手な方面はございませんが、心に思うことがあり、嘆かわしく身を悩ますことはなくて過ごせるはずの現世だと、自分自身思っておりましたが、心の底から、悲しいことも、馬鹿らしく悔しい物思いをも、それぞれに休まる時もなく思い悩んでいますことは、つまらないことです。

■　官位つかさくらゐなどいひて、大事だいじにすめる、ことわりの愁うれへにつけて嘆なげき思おもふ人ひとよりも、これや、今いますこし罪つみの深ふかさはまさるらむ」

◇　官位などといって、大事にしているらしい、もっともな愁えにつけて嘆き思う人よりも、自分の場合は、もう少し罪の深さが勝るだろう」


1 【人びとしく】以下「まさるらむ」まで、薫の心中の思い。


宿木．２．６．５

■　など言いひつつ、折をりたまへる花はなを、扇あふぎにうち置おきて見みゐたまへるに、やうやう赤あかみもて行ゆくも、なかなか色いろのあはひをかしく見みゆれば、やをらさし入いれて、

◇　などと言いながら、手折りなさった花を、扇に置いてじっと見ていらっしゃったが、だんだんと赤く変色してゆくのが、かえって色のあわいが風情深く見えるので、そっと差し入れて、

宿木．２．６．６

■　「よそへてぞ見みるべかりける白露しらつゆの

契ちぎりかおきし朝顔あさがほの花はな」

◇　「あなたを姉君と思って自分のものにしておくべきでした

白露が約束しておいた朝顔の花ですから」

宿木．２．６．７

■　ことさらびてしももてなさぬに、

◇　ことさらそうしたのではなかったが、

■　「露落つゆおとさで持もたまへりけるよ」

◇　「露を落とさないで持ってきたことよ」

■　と、をかしく見みゆるに、置おきながら枯かるるけしきなれば、

◇　と、興趣深く思えたが、露の置いたまま枯れてゆく様子なので、

宿木．２．６．８

■　「消きえぬまに枯かれぬる花はなのはかなさに

おくるる露つゆはなほぞまされる

何なににかかれるS9」

◇　「露の消えない間に枯れてしまう花のはかなさよりも

後に残る露はもっとはかないことです

何にすがって生きてゆけばよいのでしょう」


S9 出典未詳、参考　頼めおく言の葉だにもなきものを何にかかれる露の命ぞ（金葉集恋上-四二〇　皇后宮女別当）


宿木．２．６．９

■　と、いと忍しのびて言ことも続つづかず、つつましげに言いひ消けちたまへるほど、

◇　と、たいそう低い声で言葉も途切れがちに、慎ましく否定なさったところは、

■　「なほ、いとよく似にたまへるものかな」

◇　「やはり、とてもよく似ていらっしゃるなあ」

■　と思おもふにも、まづぞ悲かなしき。

◇　と思うと、何につけ悲しい。

第七段　薫、源氏の死を語り、亡き大君を追憶

宿木．２．７．１

■　「秋あきの空そらは、今いますこし眺ながめS10のみまさりはべり1。

◇　「秋の空は、いま一つ物思いばかりまさります。

■　つれづれの紛まぎらはしにもと思おもひて、先さいつころ、宇治うぢにものしてはべりき。

◇　所在ない紛らしにと思って、最近、宇治へ行きました。

■　庭にはも籬まがきもまことにいとど荒あれ果はてS11てはべりしにP16、堪たへがたきこと多おほくなむ。

◇　庭も籬もほんとうにますます荒れはてましたので、堪えがたいことが多くございました。


S10 大底四時心惣苦　就中腸断是秋天〈大底四時心惣て苦し　就中腸の断ゆることは是れ秋の天〉（白氏文集巻十四-七九〇　暮立）

S11 里は荒れて人は古りにし宿なれや籬も秋の野良なる（古今集秋上-二四八　僧正遍昭）

P16 はべりしに--侍へ（へ/＃）しに

1 【秋の空は今すこし眺めのみまさりはべり】大島本は「侍」とある。『集成』は「はべる」と連体形に読んで、「つれづて」に続ける。『完本』は「はべる」と連体形に読んで句点。『新大系』は「はべり」と終止形に読んで句点。以下「それさへなむ心憂くはべる」まで、薫の詞。


宿木．２．７．２

■　故院こゐんの亡うせたまひて2後のち、二に、三年さむねんばかりの末すゑに、世よを背そむきたまひし3嵯峨さがの院ゐんにも、六条ろくでうの院ゐんにも、さしのぞく人ひとの、心こころをさめむ方かたなくなむはべりける。

◇　故院がお亡くなりになって後、二、三年ほど前に、出家なさった嵯峨院でも、六条院でも、ちょっと立ち寄る人は、感慨に咽ばない者はございませんでした。

■　木草きくさの色いろにつけても、涙なみだにくれてのみなむ帰かへりはべりける。

◇　木や草の色につけても、涙にくれてばかり帰ったものでございました。

■　かの御おほむあたりの人ひとは4、上下心浅かみしもこころあさき人ひとなくこそはべりけれ。

◇　あちらの殿にお仕えしていた人たちは、身分の上下を問わず心の浅い人はございませんでした。


1? 【庭も籬もまことに荒れ果てて】『奥入』は「里は荒れて人は古りにし宿なれや庭も籬も秋の野らなる」（古今集秋上、二四八、僧正遍昭）を指摘。

2 【故院の亡せたまひて】光源氏をさす。「さしのぞく人の」以下に係る。

3 【二三年ばかりの末に世を背きたまひし】光源氏は亡くなる二、三年前に出家をしたという。初見の記事。

4 【かの御あたりの人は】源氏に親しく仕えた人たち。


宿木．２．７．３

■　方々集かたがたつどひものせられける人ひとびとも、皆所々みなところどころあかれ散ちりつつ、おのおの思おもひ離はなるる住すまひをしたまふめりしに、はかなきほどの女房にょうばうなどはた、まして1心こころをさめむ方かたなくおぼえけるままに、ものおぼえぬ心こころにまかせつつ、山林やまはやしに入いり混まじり、すずろなる田舎人ゐなかびとになりなど、あはれに惑まどひ散ちるこそ多おほくはべりけれ。

◇　あちこちに集まっていられた方々も、みなそれぞれに退出してゆき、おのおのこの世を捨てた生活をしていらしたようですが、しがない身分の女房などは、それ以上に悲しい思いを収めることもないままに、わけも分からない考えにまかせて、山林に入って、つまらない田舎人になりさがったりなどして、かわいそうにうろうろと散ってゆく者が多うございました。


1 【女房などはたまして】大島本は「女房なとはたまして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「女房などはまして」と「た」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


宿木．２．７．４

■　さて、なかなか皆荒みなあらし果はて、忘わすれ草生ぐさおほして後のちなむ、この右みぎの大臣おとども渡わたり住すみ、宮みやたちなども1方々かたがたものしたまへば、昔むかしに返かへりたるやうにはべめる。

◇　そうして、かえってすっかり荒らしはて、忘れ草が生えて後、この右大臣も移り住み、宮たちなども何方もおいでになったので、昔に返ったようでございます。

■　さる世よに、たぐひなき悲かなしさと見みたまへしことも、年月経としつきふれば、思おもひ覚さます折をりの出いで来くるにこそは、と見みはべるに、げに、限かぎりあるわざなりけり、となむ見みえはべる。

◇　その当時、世に類のない悲しみと拝見しましたことも、年月がたてば、悲しみの冷める時も出てくるものだ、と経験しましたが、なるほど、物には限りがあるものだった、と思われます。


1 【宮たちなども】明石中宮腹の宮たち。女一宮や東宮（一宮）や匂宮（三宮）など。


宿木．２．７．５

■　かくは聞きこえさせながらも、かのいにしへの悲かなしさは1、まだいはけなくもはべりけるほどにて、いとさしもしまぬにやはべりけむ。

◇　このように申し上げさせていただきながらも、あの昔の悲しみは、まだ幼かった時のことで、とてもそんなに深く感じなかったのでございましょう。

■　なほ、この近ちかき夢ゆめこそ2、覚さますべき方かたなく思おもひたまへらるるは、同おなじこと、世よの常つねなき悲かなしびなれど、罪深つみふかき方かたはまさりてはべるにやと、それさへなむ心憂こころうくはべる」

◇　やはり、この最近の夢こそ、覚ますことができなく存じられますのは、同じように、世の無常の悲しみであるが、罪深いほうでは勝っていましょうかと、そのことまでがつろうございます」


1 【かのいにしへの悲しさは】光源氏の死去。薫の九歳前後。

2 【この近き夢こそ】大君の死去をいう。


宿木．２．７．６

■　とて、泣なきたまへるほど、いと心深こころふかげなり。

◇　と言って、お泣きになるところ、まことに心深そうである。

宿木．２．７．７

■　昔むかしの人ひとを1、いとしも思おもひきこえざらむ人ひとだに、この人ひとの思おもひたまへるけしきを見みむには、すずろにただにもあるまじきを、まして、我われもものを心細こころぼそく思おもひ乱みだれたまふにつけては、いとど常つねよりも、面影おもかげに恋こひしく悲かなしく思おもひきこえたまふ心こころなれば、今いますこしもよほされて、ものもえ聞きこえたまはず、ためらひかねたまへるけはひを、かたみにいとあはれと思おもひ交かはしたまふ2。

◇　亡くなった方を、たいしてお思い申し上げない人でさえ、この方が悲しんでいらっしゃる様子を見ると、つい同情してもらい泣きしないではいられないが、それ以上に、自分も何となく心細くお思い乱れなさるにつけては、ますますいつもよりも、面影に浮かんで恋しく悲しくお思い申し上げなさる気分なので、いまいちだんと涙があふれて、何も申し上げることがおできになれず、躊躇なさっている様子を、お互いにまことに悲しいと思い交わしなさる。


1 【昔の人を】故大君をさす。

2 【かたみにいとあはれと思ひ交はしたまふ】薫と中君がそれぞれの憂愁を確認し合うように、共感する。


第八段　薫と中君の故里の宇治を思う

宿木．２．８．１

■　「世よの憂うきよりはS12など1、人ひとは言いひしをも、さやうに思おもひ比くらぶる心こころもことになくて、年としごろは過すぐしはべりしを、今いまなむ、なほいかで静しづかなるさまにても過すぐさまほしく思おもうたまふるを、さすがに心こころにもかなはざめれば、弁べんの尼あまこそうらやましくはべれ。

◇　「世の中のつらさよりはなどと、昔の人は言ったが、そのように比較する考えも特になくて、何年も過ごしてきましたが、今やっと、やはり何とか静かな所で過ごしたく存じますが、何といっても思い通りにならないようなので、弁の尼が羨ましうございます。


S12 山里は物ぞわびしきことこそあれ世の憂きよりは住みよかりけり（古今集雑下-九四四　読人しらず）

1 【世の憂きよりはなど】以下「となむ思ひはべりつる」まで、中君の詞。『源氏釈』は「山里はもののわびしきことこそあれ世の憂きよりは住みよかりけり」（古今集雑下、九四四、読人しらず）を指摘。


宿木．２．８．２

■　この二十日はつかあまりのほどは1、かの近ちかき寺てらの鐘***の声こゑも聞ききわたさまほしくおぼえはべるを、忍しのびて渡わたさせたまひてむや、と聞きこえさせばやとなむ思おもひはべりつる2」

◇　今月の二十日過ぎには、あの山荘に近いお寺の鐘の音も耳にしたく思われますので、こっそりと宇治へ連れて行ってくださいませんか、と申し上げたく思っておりました」

◆　 
この はつか あまり の ほど は、 かの ちかき てら の こゑ も きき わたさ まほしく おぼえ はべる を、 しのび て わたさ せ たまひ て む や、 と きこえさせ ばや と なむ おもひ はべり つる。"


1 【この二十日あまりのほどは】八月二十日過ぎ。父八宮の命日。

2 【思ひはべりつる】完了の助動詞「つ」連体形、以前からそう思っていたというニュアンス。


宿木．２．８．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．２．８．４

■　「荒あらさじと思おぼすとも、いかでかは。

◇　「荒らすまいとお考えになっても、どうしてそのようなことができましょう。

■　心こころやすき男をのこだに、往ゆき来きのほど荒あらましき山道やまみちにはべれば、思おもひつつなむ月日つきひも隔へだたりはべる。

◇　気軽な男でさえ、往復の道が荒々しい山道でございますので、思いながら幾月もご無沙汰しています。

■　故宮こみやの御忌日おほむきにちは2、かの阿闍梨あざりに、さるべきことども皆言みないひおきはべりにき。

◇　故宮のご命日には、あの阿闍梨に、しかるべき事柄をみな言いつけておきました。

■　かしこは、なほ尊たふとき方かたに思おぼし譲ゆづりてよ3。

◇　あちらは、やはり仏にお譲りなさいませ。

■　時々見ときどきみたまふるにつけては、心惑こころまどひの絶たえせぬもあいなきに、罪失つみうしなふさまになしてばや、となむ思おもひたまふるを4、またいかが思おぼしおきつらむ。

◇　時々御覧になるにつけても、迷いが生じるのも困ったことですから、罪を滅したい、と存じますが、他にどのようにお考えでしょうか。


1? 【荒らさじと思ほすとも】以下「本意かなふにてはべらめ」まで、薫の詞。

2 【故宮の御忌日は】大島本は「この宮の御き日」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「故宮の御忌日」と校訂する。『新大系』は底本のままとするが、脚注に「「この宮」は諸本「故宮」に従うべきか」と注する。

3 【かしこはなほ尊き方に思し譲りてよ】宇治山荘を寺に改めてはという提案。

4 【罪失ふさまになしてばやとなむ思ひたまふるを】『完訳』は「自分の、大君ゆえの愛執の罪を消滅させるよすがにしたい、とする。寺への改造を勧めるゆえん」と注す。


宿木．２．８．５

■　ともかくも定さだめさせたまはむに従したがひてこそは、とてなむ。

◇　どのようにお考えなさることにも従おう、と存じております。

■　あるべからむやうにのたまはせよP17かし。

◇　ご希望どおりにおっしゃいませ。

■　何事なにごとも疎うとからず承うけたまはらむのみこそ、本意ほいのかなふにてははべらめ」

◇　どのようなことも親しく承るのが、望むところでございます」


P17 のたまはせよ--の給（給/+は）せよ


宿木．２．８．６

■　など、まめだちたることどもを聞きこえたまふ。

◇　などと、実務面のことをも申し上げなさる。

■　経仏きゃうほとけなど、この上うへも供養くやうじたまふべきなめり1。

◇　経や仏など、この上さらに御供養なさるようである。

■　かやうなるついでにことづけて、やをら籠こもりゐなばや、などP18おもむけたまへるけしきなれば、

◇　このような機会にかこつけて、そっと籠もりたい、などとお思いになっている様子なので、


P18 ゐなばや、など--ゐなはやと（と/＃）なと

1 【この上も供養じたまふべきなめり】『集成』は「経巻や仏像などを、この上ととも寄進なさるお積りらしい。山荘を寺にという薫の意図を忖度する草子地。通説に中の君のこととするが、文の呼吸に合わない」。『完訳』は「このうえとも。一説には、中の君も。語り手の推測の一文」「中納言はご自身もさらに経巻や仏像などを供養なさるおつもりらしい」。『新大系』は「中君に申し上げた以上の事までも（薫は）。「この上」を細流抄・湖月抄などは、中君のことと解する」と注す。


宿木．２．８．７

■　「いとあるまじきことなり1。

◇　「実にとんでもないことです。

■　なほ、何事なにごとも心こころのどかに思おぼしなせ」

◇　やはり、どのようなことでもゆったりとお考えなさいませ」


1 【いとあるまじきことなり】以下「思しなせ」まで、薫の詞。


宿木．２．８．８

■　と教をしへきこえたまふ。

◇　とお諭し申し上げなさる。

第九段　薫、二条院を退出して帰宅

宿木．２．９．１

■　日ひさし上あがりて、人ひとびと参まゐり集あつまりなどすれば、あまり長居ながゐもことあり顔がほならむによりて、出いでたまひなむとて、

◇　日が昇って、人びとが参集して来るので、あまり長居するのも何かわけがありそうにとられるので、お出になろうとして、

宿木．２．９．２

■　「いづこにても1、御簾みすの外とにはならひはべらねば、はしたなき心地ここちしはべりてなむ。

◇　「どこでも、御簾の外は馴れておりませんので、体裁の悪い気がしました。

■　今いままた、かやうにもさぶらはむ」

◇　いずれまた、このようにお伺いしましょう」


1 【いづこにても】以下「さぶらはむ」まで、薫の詞。


宿木．２．９．３

■　とて立たちたまひぬ。

◇　と言ってお立ちになった。

■　「宮みやの、などかなき折をりには来きつらむ1」

◇　「宮が、どうして不在の折に来たのだろう」

■　と思おもひたまひぬべき御心みこころなるもわづらはしくて、侍さぶらひの別当べたうなる、右京大夫召うきゃうのかみめして、

◇　ときっと想像するにちがいないご性質なのもやっかいなので、侍所の別当である右京大夫を呼んで、


1 【宮のなどかなき折には来つらむ】薫の心中。「宮」は匂宮をさす。


宿木．２．９．４

■　「昨夜よべまかでさせたまひぬと1承うけたまはりて参まゐりつるを、まだしかりければ口惜くちをしきを。

◇　「昨夜退出あそばしたと承って参上したが、まだであったので残念であった。

■　内裏うちにや参まゐるべき」

◇　内裏に参ったほうがよかったろうか」


1 【昨夜まかでさせたまひぬと】以下「参るべき」まで、薫の詞。


宿木．２．９．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

宿木．２．９．６

■　「今日けふは、まかでさせたまひなむ1」

◇　「今日は、退出あそばしましょう」


1 【今日はまかでさせたまひなむ】右京大夫の詞。


宿木．２．９．７

■　と申まうせば、

◇　と申し上げるので、

宿木．２．９．８

■　「さらば、夕ゆふつ方かたも1」

◇　「それでは、夕方にでも」


1 【さらば夕つ方も】薫の詞。


宿木．２．９．９

■　とて、出いでたまひぬ。

◇　と言って、お出になった。

宿木．２．９．１０

■　なほ、この御おほむけはひありさまを聞ききたまふたびごとに、などて昔むかしの人ひとの1御心みこころおきてをもて違たがへて、思おもひ隈くまなかりけむと、悔くゆる心こころのみまさりて、心こころにかかりたるもむつかしく、

◇　やはり、この方のお感じやご様子をお聞きになるたびごとに、どうして亡くなった姫君のお考えに背いて、考えもなく譲ってしまったのだろうと、後悔する気持ちばかりがつのって、忘れられないのもうっとうしいので、

■　「なぞや、人ひとやりならぬ心こころならむ」

◇　「どうして、自ら求めて悩まねばならない性格なのだろう」

■　と思おもひ返かへしたまふ。

◇　と反省なさる。

■　そのままにまだ精進さうじにて2、いとどただ行おこなひをのみしたまひつつ、明あかし暮くらしたまふ。

◇　そのまままだ精進生活で、ますますただひたすら勤行ばかりなさっては、日をお過ごしになる。


1 【などて昔の人の】以下「思ひ隈なかりけむ」まで、薫の心中。

2 【そのままにまだ精進にて】薫は大君の死後なお精進生活を続けている。


宿木．２．９．１１

■　母宮ははみやの、なほいとも若わかくおほどきて、しどけなき御心みこころにも、かかる御みけしきを、いとあやふくゆゆしと思おぼして、

◇　母宮が、依然としてとても若くおっとりして、はきはきしないお方でも、このようなご様子を、まことに危なく不吉であるとお思いになって、

宿木．２．９．１２

■　「幾世いくよしもあらじをS13,1、見みたてまつらむほどは、なほかひあるさまにて見みえたまへ。

◇　「もう先が長くないので、お目にかかっている間は、やはり嬉しい姿を見せてください。

■　世よの中なかを思おもひ捨すてたまはむをも、かかる容貌かたちにては、さまたげきこゆべきにもあらぬを、この世よの言いふかひなき心地ここちすべき心惑こころまどひに、いとど罪つみや得えむとおぼゆる」

◇　世の中をお捨てになるのも、このような出家の身では、反対申し上げるべきことではないが、この世が話にもならない気がしましょう、その心迷いに、ますます罪を得ようかと思われます」


S13 幾世しもあらじ我が身をな款もかく海人の刈る藻に思ひ乱るる（古今集雑下-九三四　読人しらず）

1 【幾世しもあらじを】以下「とおぼゆる」まで、女三宮の詞。『異本紫明抄』は「幾世しもあらじ我が身をなぞもかくあまのかるもに思ひ乱るる」（古今集雑下、九三四、読人しらず）を指摘。


宿木．２．９．１３

■　とのたまふが、かたじけなくいとほしくて、よろづを思おもひ消けちつつ、御前おまへにてはもの思おもひなきさまを作つくりたまふ。

◇　とおっしゃるのが、もったいなくおいたわしいので、何もかも思いを忘れては、御前では物思いのない態度を作りなさる。

第三章　中君の物語　匂宮と六の君の婚儀

第一段　匂宮と六の君の婚儀

宿木．３．１．１

■　右みぎの大殿おほいどのには、六条院ろくでうの東ゐんの御殿1磨ひむがしのおとどみがきしつらひて、限かぎりなくよろづを整ととのへて待まちきこえたまふに、十六日いさよひの月2つきやうやうさし上あがるまで心こころもとなければ、いとしも3御心みこころに入いらぬことにて、いかならむと、やすからず思おもほして、案内あないしたまへば、

◇　右の大殿邸では、六条院の東の御殿を磨き飾って、この上なく万事を整えてお待ち申し上げなさるが、十六日の月がだんだん高く昇るまで見えないので、たいしてお気に入りでもない結婚なので、どうなのだろうと、ご心配になって、様子を探って御覧になると、


1 【六条院の東の御殿】六の君は花散里の養女となって夏の御殿に住んでいる。

2 【十六日の月】月の出が遅くなる。匂宮を待つ心に重ね合わせた設定。

3 【いとしも】以下「いかならむ」まで、夕霧の心中。


宿木．３．１．２

■　「この夕ゆふつ方1かた、内裏うちより出いでたまひて、二条院にでうのゐんになむおはしますなる」

◇　「この夕方、宮中から退出なさって、二条院にいらっしゃるという」


1 【この夕つ方】以下「おはしますなる」まで、使者の報告。


宿木．３．１．３

■　と、人申ひとまうす。

◇　と、人が申す。

■　思おぼす人持ひともたまへればと、心こころやましけれど、今宵過こよひすぎむも人笑ひとわらへなるべければ、御子みこの頭中将2とうのちうじゃうして聞きこえたまへり。

◇　お気に入りの人がおありなのでと、おもしろくないけれども、今夜が過ぎてしまうのも物笑いになるだろうから、ご子息の頭中将を使いとして申し上げなさった。


1? 【今宵過ぎむも人笑へなべければ】十六日の今宵が婚儀の日。世間周知のこと。

2 【頭中将】六の君と同じく藤典侍腹。


宿木．３．１．４

■　「大空おほぞらの月つきだに宿やどるS14わが宿やどに

待まつ宵過よひすぎて見みえぬ君きみかな1」

◇　「大空の月でさえ宿るわたしの邸にお待ちする

宵が過ぎてもまだお見えにならないあなたですね」


S14 大空の月だに宿は入るものを雲のよそにも過ぐる君かな（元良親王集-一五〇）

1 【大空の月だに宿るわが宿に待つ宵過ぎて見えぬ君かな】夕霧から匂宮への贈歌。『花鳥余情』は「大空の月だに宿にいるものを雲のよそにも過ぐる君かな」（元良親王御集）を指摘。


宿木．３．１．５

■　宮みやは、

◇　宮は、

■　「なかなか今いまなむとも見みえじ、心苦こころぐるし1」

◇　「かえって今日が結婚式だと知らせまい、お気の毒だ」

■　と思おぼして、内裏うちにおはしけるを、御文聞おほむふみきこえたまへりけり2。

◇　とお思いになって、内裏にいらっしゃった。

■　御返おほむかへりやいかがありけむ3、なほいとあはれに思おぼされければ、忍しのびて渡わたりたまへりけるなりけり。

◇　お手紙を差し上げたお返事はどうあったのだろうか、やはりとてもかわいそうに思われなさったので、こっそりとお渡りになったのであった。

■　らうたげなるありさまを、見捨みすてて出いづべき心地ここちもせず、いとほしければ、よろづに契ちぎり慰なぐさめて、もろともに月つきを眺ながめておはするほどなりけり5。

◇　かわいらしい様子を、見捨ててお出かけになる気もせず、いとおしいので、いろいろと将来を約束し慰めて、ご一緒に月を眺めていらっしゃるところであった。


1 【なかなか今なむとも見えじ心苦し】匂宮の心中。中君に今宵が結婚の日だとはなまじ知らせまい、気の毒だ、という気持ち。

2 【御文聞こえたまへりけり】大島本は「給へりけり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへりける」と連体形に校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【御返りやいかがありけむ】中君の心中を推測する語り手の挿入句。『一葉抄』は「内より匂宮の中君へまいらせられし御返事也いかゝありけんとおほくと書なせり面白云々」と指摘。『完訳』は「彼女の苦悩を想像させる語り手の推測」と注す。

4? 【忍びて渡りたまひにけるなりけり】匂宮が二条院に。当初は内裏から六条院へ直接出向く予定でいた。以下「--なりけり」という語り方。

5 【よろづに契り慰めてもろともに月を眺めておはするほどなりけり】『湖月抄』は「我が心慰めかねつ更級や姨捨山に照る月を見て」（古今集雑上、八七八、読人しらず）を指摘する。


宿木．３．１．６

■　女君をむなぎみは、日ひごろもよろづに思おもふこと多おほかれど、いかでけしきに出いださじと念ねんじ返かへしつつ、つれなく覚さましたまふことなれば、ことに聞ききもとどめぬさまに、おほどかにもてなしておはするけしき、いとあはれなり。

◇　女君は、日頃もいろいろとお悩みになることが多かったが、何とかして表情に表すまいと我慢なさっては、さりげなく心静めていらっしゃることなので、特にお耳に入れないふうに、おっとりと振る舞っていらっしゃる様子は、まことにおいたわしい。

宿木．３．１．７

■　中将ちうじゃうの参まゐりたまへるを聞ききたまひて、さすがにかれもいとほしければ、出いでたまはむとて、

◇　中将が参上なさったのをお聞きになって、そうはいってもあちらもお気の毒なので、お出かけになろうとして、

宿木．３．１．８

■　「今いま、いと疾とく参まゐり来こむ1。

◇　「今、直ぐに帰って来ます。

■　一人月ひとりつきな見みたまひそ。

◇　独りで月を御覧なさいますな。

■　心こころそらなればいと苦くるしき」

◇　上の空の思いでとても辛い」


1 【今いと疾く参り来む】以下「いと苦しき」まで、匂宮の中君への詞。


宿木．３．１．９

■　と聞きこえおきたまひてP19、なほかたはらいたければ、隠かくれの方かたより寝殿しんでんへ渡わたりたまふ、御おほむうしろでを見送みおくるに、ともかくも思おもはねど、ただ枕まくらの浮うきぬべき心地ここちS15すれば、

◇　と申し上げおきなさって、やはり見ていられないので、物蔭を通って寝殿へお渡りになる、その後ろ姿を見送るにつけ、あれこれ思わないが、ただ枕が浮いてしまいそうな気がするので、

■　「心憂こころうきものは人ひとの心こころなりけり」

◇　「嫌なものは人の心であった」

■　と、我われながら思おもひ知しらる。

◇　と、自分のことながら思い知られる。


P19 おきたまひて--をきて（て/＃）給て

S15 涙川水増さればやしきたへの枕の浮きて止まらざるらむ（拾遺集雑恋-一二五八　読人しらず）


第二段　中君の不安な心境

宿木．３．２．１

■　「幼をさなきほどより1心細こころぼそくあはれなる身みどもにて、世よの中なかを思おもひとどめたるさまにもおはせざりし人一所ひとひとところを頼たのみきこえさせて、さる山里やまざとに年経としへしかど、いつとなくつれづれにすごくありながら、いとかく心こころにしみて世よを憂うきものとも思おもはざりしに、うち続つづきあさましき御おほむことどもを思おもひしほどは、世よにまたとまりて片時経かたときふべくもおぼえず、恋こひしく悲かなしきことのたぐひあらじと思おもひしを、命長いのちながくて今いままでもながらふれば、人ひとの思おもひたりしほどよりは、人ひとにもなるやうなるありさま2を、長ながかるべきこととは思おもはねど、見みる限かぎりは憎にくげなき御心みこころばへもてなしなるに、やうやう思おもふこと薄うすらぎてありつるを、この折をりふしP20の身みの憂うさ3はた、言いはむ方かたなく、限かぎりとおぼゆるわざなりけり。

◇　「幼いころから心細く哀れな姉妹で、世の中に執着などお持ちでなかった父宮お一方をお頼り申し上げて、あのような山里に何年も過ごしてきたが、いつとなく所在なく寂しい生活ではあったが、とてもこのように心にしみてこの世が嫌なものだと思わなかったが、引き続いて思いがけない肉親の死に遭って悲しんだ時は、この世にまた生き遺って片時も生き続けようとは思えず、悲しく恋しいことの例はあるまいと思ったが、命長く今まで生き永らえていたので、皆が思っていたほどよりは、人並みになったような有様が、長く続くこととは思わないが、一緒にいる限りは憎めないご愛情やお扱いであるが、だんだんと悩むことが薄らいできていたが、この度の身のつらさは、言いようもなく、最後だと思われることであった。


P20 折ふし--（/+おり）ふし

1 【幼きほどより】以下「おのづからながらへば」まで、中君の心中。

2 【人にもなるやうなるありさま】皇族として人並みの生活。匂宮の夫人として二条院に迎えられた現在の境遇。

3 【この折ふしの身の憂さ】大島本は「この（＋おり）ふし」とある。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正以前に従って「このふし」とする。『新大系』は底本の訂正に従って「このおりふし」とする。


宿木．３．２．２

■　ひたすら世よになくなりたまひにし人ひとびとよりは、さりともこれは、時々ときどきもなどかは1、とも思おもふべきを、今宵こよひかく見捨みすてて出いでたまふつらさ、来きし方行かたゆく先さき、皆みなかき乱みだり心細こころぼそくいみじきが、わが心こころながら思おもひやる方かたなく、心憂こころうくもあるかな。

◇　跡形もなくすっかりお亡くなりになってしまった方々よりは、いくらなんでも、宮とは時々でも何でお会いできないことがないだろうかと思ってもよいのだが、今夜このように見捨ててお出かけになるつらさが、過去も未来も、すべて分からなくなって、心細く悲しいのが、自分の心ながらも晴らしようもなく、嫌なことだわ。

■　おのづからながらへば2」

◇　自然と生き永らえていればまた」


1 【時々もなどかは】反語表現。下に「逢へざらむ」などの語句が省略。逢えないことはない、の意。

2 【おのづからながらへば】『集成』は「そのうちまた、匂宮との間もうまくゆくようになるかもしれない、という気持」と注す。


宿木．３．２．３

■　など慰なぐさめむことを思おもふに、さらに姨捨山をばすてやまの月澄つきすみ昇のぼりS16,1て、夜更よふくるままによろづ思おもひ乱みだれたまふ。

◇　などと慰めることを思うと、さらに姨捨山の月が澄み昇って、夜が更けて行くにつれて千々に心が乱れなさる。

■　松風まつかぜの吹ふき来くる音おとも、荒あらましかりし山やまおろしに思おもひ比くらぶれば、いとのどかになつかしく、めやすき御住おほむすまひなれど、今宵こよひはさもおぼえず、椎しひの葉はの音おとS17には劣おとりて思おもほゆ。

◇　松風が吹いて来る音も、荒々しかった山下ろしに思い比べると、とてものんびりとやさしく、感じのよいお住まいであるが、今夜はそのようには思われず、椎の葉の音には劣った感じがする。


S16 我が心慰めかねつ更級や姥捨山に照る月を見て（古今集雑上-八七八院読人しらず）

S17 優婆塞が行ふ山の椎本あなそばそばし床にしあらねば（宇津保物語-二一二）

1 【姨捨山の月澄み昇り】『源氏釈』は「我が心なぐさめかねつ更級や姨捨山に照る月を見て」（古今集雑上、八七八、読人しらず）を指摘。


宿木．３．２．４

■　「山里やまざとの松まつの蔭かげにもかくばかり

身みにしむ秋あきの風かぜはなかりき2」

◇　「山里の松の蔭でもこれほどに

身にこたえる秋の風は経験しなかった」


1? 【椎の葉の音は劣りて思ほゆ】『集成』は「椎は、歌の世界で、山里暮しの象徴的景物だったと思われるが、古い歌の例に逢着しない」と注す。

2 【山里の松の蔭にもかくばかり身にしむ秋の風はなかりき】中君の独詠歌。「秋」に「飽き」を響かせる。『完訳』は「秋風に寄せる絶望的な心の歌」と注す。


宿木．３．２．５

■　来きし方忘かたわすれにけるにやあらむ1。

◇　過去のつらかったことを忘れたのであろうか。


1 【来し方忘れにけるにやあらむ】『明星抄』は「歌を釈したるなり」と指摘。『集成』は「中の君の心事を批評する形の草子地」。『完訳』は「語り手の評。宇治の山里のわびしさを忘れたかとするが、逆に歌の荒涼の心象風景が際だつ」と注す。


宿木．３．２．６

■　老おい人びとどもなど、

◇　老女連中などは、

宿木．３．２．７

■　「今いまは、入いらせたまひね1。月見つきみるは忌いみS18はべるものを。あさましく、はかなき御おほむくだものをだに御覧ごらんじ入いれねば、いかにならせたまはむ」と2。「あな、見苦みぐるしや。ゆゆしう思おもひ出いでらるることもはべるを、いとこそわりなく」

◇　「もう、お入りなさいませ。月を見ることは忌むと言いますから。あきれてまあ、ちょっとした果物でさえお見向きもなさらないので、どのようにおなりあそばすのでしょう」と。「ああ、見苦しいこと。不吉にも思い出されることがございますが、まことに困ったこと」


S18 独り寝の侘しきままに起きゐつつ月をあはれと忌みぞかねつる（後撰集恋二-六八四　読人しらず）

1 【今は入らせたまひね】以下「わりなけれ」まで、老女房の詞。

2 【いかにならせたまはむと】大島本は「ならせ給んと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ならせたまはむ」と「と」を削除する。『新大系』は底本のままとする。


宿木．３．２．８

■　とうち嘆なげきて、

◇　と溜息をついて、

宿木．３．２．９

■　「いで、この御おほむことよ1。

◇　「いえね、今度の殿の事ですよ。

■　さりとも、かうておろかには、よもなり果はてさせたまはじ。

◇　いくらなんでも、このままいい加減なお扱いで終わることはなされますまい。

■　さいへど、もとの心こころざし深ふかく思おもひそめつる仲なかは、名残なごりなからぬものぞ」

◇　そうは言っても、もともと深い愛情で結ばれた仲は、すっかり切れてしまうものでございません」


1 【いでこの御ことよ】以下「なからぬものぞ」まで、女房の詞。


宿木．３．２．１０

■　など言いひあへるも、さまざまに聞ききにくく、

◇　などと言い合っているのも、あれこれと聞きにくくて、

■　「今いまは、いかにも1いかにもかけて言いはざらなむ、ただにこそ見みめ」

◇　「今はもう、どうあろうとも口に出して言うまい、ただ黙って見ていよう」

■　と思おぼさるるは、人ひとには言いはせじ、我一人怨われひとりうらみきこえむとにやあらむ2。

◇　とお思いなさるのは、人には言わせないで、自分独りお恨み申そうというのであろうか。

■　「いでや、中納言殿ちうなごんどのの3、さばかりあはれなる御心深みこころふかさを」

◇　「いえね、中納言殿が、あれほど親身なご親切でしたのに」

■　など、そのかみの人ひとびとは言いひあはせて、

◇　などと、その当時からの女房たちは言い合って、

■　「人ひとの御宿世おほむすくせのあやしかりけることよ4」

◇　「人のご運命のあやにくなことよ」

■　と言いひあへり。

◇　と言い合っていた。


1 【今はいかにも】以下「ただにこそ見め」まで、中君の心中の思い。

2 【人には言はせじ我一人怨みきこえむとにやあらむ】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「これも中の君の心中を忖度する形の草子地」。『完訳』は「以下、中の君の真意を忖度する語り手の言辞。自分ひとりだけで匂宮を恨もうとのつもりか」と注す。

3 【いでや中納言殿の】以下「御心深さを」まで、女房の詞。

4 【人の御宿世のあやしかりけることよ】女房の詞。


第三段　匂宮、六の君に後朝の文を書く

宿木．３．３．１

■　宮みやは、いと心苦こころぐるしく思おぼしながら、今いまめかしき御心みこころは、いかでめでたきさまに待まち思おもはれむ1と、心懸想こころげさうして、えならず薫たきしめたまへる御おほむけはひ、言いはむ方かたなし。

◇　宮は、たいそうお気の毒にお思いになりながら、派手好きなご性格は、何とか立派な婿殿と期待されようと、気取って、何ともいえず素晴らしい香をたきしめなさったご様子は、申し分がない。

■　待まちつけきこえたまへる所ところのありさまも、いとをかしかりけり。

◇　お待ち申し上げていらっしゃるところの様子も、まことに素晴らしかった。

■　人ひとのほど、ささやかにあえかになどはあらで2、よきほどになりあひたる心地ここちしたまへるを、

◇　身体つきは、小柄で華奢といったふうではなく、ちょうどよいほどに成人していらっしゃるのを、


1 【いかでめでたきさまに待ち思はれむ】匂宮の心中。立派な婿君として歓迎されたい、という気持ち。

2 【人のほどささやかにあえかになどはあらで】地の文。匂宮がまだ知らない六の君の様をあらかじめ語る。


宿木．３．３．２

■　「いかならむ1。

◇　「どんなものかしら。

■　ものものしくあざやぎて、心こころばへもたをやかなる方かたはなく、ものほこりかになどやあらむ。

◇　もったいぶって気が強くて、気立ても柔らかいところがなく、何となく高慢な感じであろうか。

■　さらばこそ、うたてあるべけれ」

◇　それであったら、嫌な感じがするだろう」


1 【いかならむ】以下「うたてあるべけれ」まで、匂宮の心中。


宿木．３．３．３

■　などは思おぼせど、さやなる御おほむけはひにはあらぬにや、御心みこころざしおろかなるべくも思おぼされざりけり。

◇　などとお思いになるが、そのようなご様子ではないのであろうか、ご執心はいい加減にはお思いなされなかった。

■　秋あきの夜よなれどS19、更ふけにしかば1にや、ほどなく明あけぬ。

◇　秋の夜だが、更けてから行かれたからであろうか、まもなく明けてしまった。


S19 長しとも思ひぞはてぬ昔より逢ふ人からの秋の夜なれば（古今集恋三-六三六　凡河内躬恒）

1 【秋の夜なれど更けにしかば】『花鳥余情』は「長しとも思ひぞはてぬ昔より逢ふ人からの秋の夜なれば」（古今集恋三、六三六、読人しらず）を指摘。


宿木．３．３．４

■　帰かへりたまひても、対たいへは1ふともえ渡わたりたまはず、しばし大殿籠おほとのごもりて、起おきてぞ御文2書おほむふみかきたまふ。

◇　お帰りになっても、対の屋へはすぐにはお渡りなることができず、しばらくお寝みになって、起きてからお手紙をお書きになる。


1 【帰りたまひても対へは】二条院へ帰っても中君のいる対屋へは、の意。

2 【御文】後朝の文。


宿木．３．３．５

■　「御みけしきけしうはあらぬなめり1」

◇　「ご様子は悪くはないようだわ」


1 【御けしきけしうはあらぬなめり】匂宮付きの女房の囁き。


宿木．３．３．６

■　と、御前おまへなる人ひとびとつきじろふ。

◇　と御前の人びとがつつき合う。

宿木．３．３．７

■　「対たいの御方おほむかたこそ1心苦こころぐるしけれ。

◇　「対の御方はお気の毒だわ。

■　天下てんげにあまねき御心みこころなりとも、おのづからけおさるることもありなむかし」

◇　どんなに広いお心であっても、自然と圧倒されることがきっとあるでしょう」


1 【対の御方こそ】以下「ありなむし」まで、匂宮付きの女房の詞。


宿木．３．３．８

■　など、ただにしもあらず、皆馴みななれ仕つかうまつりたる人ひとびとなれば1、やすからずうち言いふどももありて、すべて、なほねたげなるわざにぞありける2。

◇　などと、平気でいられず、みな親しくお仕えしている人びとなので、穏やかならず言う者もいて、総じて、やはり妬ましいことであった。

■　「御返おほむかへりも、こなたにてこそ3は」

◇　「お返事も、こちらで」

■　と思おぼせど、

◇　とお思いになったが、

■　「夜よのほどおぼつかなさも、常つねの隔へだてよりはいかが4」

◇　「夜の間の気がかりさも、いつものご無沙汰よりもどんなものか」

■　と、心苦こころくるしければ、急いそぎ渡わたりたまふ5。

◇　と、気にかかるので、急いでお渡りになる。


1 【皆馴れ仕うまつりたる人びとなれば】匂宮付きの女房が中君付きの女房と仲好くしているということ。

2 【なほねたげなるわざにぞありける】『完訳』は「「なほ--ける」と気づく趣」と注す。

3 【御返りもこなたにてこそ】匂宮の心中。『集成』は「六の君からのお返事も、こちら（寝殿）で見たいものとお思いだが。中の君への遠慮の気持」と注す。

4 【夜のほどおぼつかなさも常の隔てよりはいかが】大島本は「よの程」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「夜のほども」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のままとする。匂宮の心中。中君への昨夜の夜離れを慮る。

5 【急ぎ渡りたまふ】中君のいる西の対へ。


宿木．３．３．９

■　寝ねくたれの御容貌おほむかたち、いとめでたく見所みどころありて1、入いりたまへるに、臥ふしたるもうたてあれば、すこし起おき上あがりておはするに、うち赤あかみたまへる顔かほの匂にほひなど2、今朝けさしもことに3をかしげさまさりて見みえたまふに、あいなく涙なみだぐまれて、しばしうちまもりきこえたまふを、恥はづかしく思おぼしてうつ臥ぶしたまへる、髪かみのかかり、髪かむざしなど、なほいとありがたげなり。

◇　寝起き姿のご容貌が、たいそう立派で見所があって、お入りになったので、臥せっているのも嫌なので、少し起き上がっていらっしゃると、ちょっと赤らんでいらっしゃる顔の美しさなどが、今朝は特にいつもより格別に美しさが増してお見えになるので、無性に涙ぐまれて、暫くの間じっとお見つめ申していらっしゃると、恥ずかしくお思いになってうつ伏せなさっている、髪のかかり具合、かっこうなどが、やはりまことに見事である。


1 【寝くたれの御容貌いとめでたく見所ありて】『完訳』は「匂宮の。六の君との共寝を思わせる表現。優艷な姿である」と注す。

2 【うち赤みたまへる顔の匂ひなど】『集成』は「昨夜泣き明かした名残であろう」と注す。

3 【今朝しもことに】大島本は「けさしもことに」とある。『完本』は「今朝しも常よりことに」と諸本に従って「常より」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。


宿木．３．３．１０

■　宮みやも、なまはしたなきに、こまやかなることなどは1、ふともえ言いひ出いでたまはぬ面隠おもがくしにや2、

◇　宮も、何か体裁悪いので、こまごまとしたことなどは、ちっともおっしゃらない照れ隠しであろうか、


1 【こまやかなることなどは】愛情のこもったやさしい言葉。

2 【面隠しにや】語り手の匂宮の心中を忖度した挿入句。


宿木．３．３．１１

■　「などかくのみ1悩なやましげなる御みけしきならむ。

◇　「どうしてこうしてばかり苦しそうなご様子なのでしょう。

■　暑あつきほどのこととか、のたまひしかば、いつしかと涼すずしきほど待まち出いでたるも2、なほはればれしからぬは3、見苦みぐるしきわざかな。

◇　暑いころのゆえとか、おっしゃっていたので、早く涼しいころになればと待っていたのに、依然として気分が良くならないのは、困ったことですわ。

■　さまざまにせさすることも、あやしく験しるしなき心地ここちこそすれ。

◇　いろいろとさせていたことも、不思議に効果がない気がする。

■　さはありとも、修法すほふはまた延のべてこそはよからめ。

◇　そうはいっても、修法はまた延長してよいだろう。

■　験しるしあらむ僧そうもがな4。

◇　効験のある僧はいないだろうか。

■　なにがし僧都そうづを5ぞ、夜居よゐにさぶらはすべかりける」

◇　何某僧都を、夜居に伺候させればよかった」


1 【などかくのみ】以下「さぶらはすべかりける」まで、匂宮の詞。

2 【いつしかと涼しきほど待ち出でたるも】今日は八月十七日。中秋も半ばを過ぎたころ。依然として暑い日が続いているという。

3 【なほはればれしからぬは】中君の気分がさっぱりしない。

4 【験あらむ僧もがな】大島本は「しるしあらむそうもかな」とある。『完本』は諸本に従って「僧をがな」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のままとする。

5 【なにがし僧都を】『集成』は「実名を言ったのだが、それをあらわに文章化しない書き方」と注す。


宿木．３．３．１２

■　など、やうなるまめごとをのたまへばP21、かかる方かたにも言ことよきは、心こころづきなくおぼえたまへど、むげにいらへきこえざらむも例れいならねば、

◇　など、といったような実際的なことをおっしゃるので、このような方面でも調子のよい話は、気にくわなく思われなさるが、全然お返事申し上げないのもいつもと違うので、


P21 のたまへば--（/+の給へは）


宿木．３．３．１３

■　「昔むかしも、人ひとに似にぬ1ありさまにて、かやうなる折をりはありしかど、おのづからいとよくおこたるものを」

◇　「昔も、人と違った体質で、このようなことはありましたが、自然と良くなったものです」


1 【昔も人に似ぬ】以下「おこたるものを」まで、中君の詞。


宿木．３．３．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．３．３．１５

■　「いとよくこそ、さはやかなれ1」

◇　「とてもよくまあ、さっぱりしたものですね」


1 【いとよくこそさはやかなれ】中君の詞。『集成』は「冗談にまぎらわす気持」。『完訳』は「病気をも心配せず私をも嫉妬せず、さわやかな性格と冷かす」と注す。


宿木．３．３．１６

■　とうち笑わらひて、

◇　とにっこりして、

■　「なつかしく1愛敬あいぎゃうづきたる方かたは、これに並ならぶ人ひとはあらじかし」

◇　「やさしくかわいらしい点ではこ、の人に並ぶ者はいない」

■　とは思おもひながら、なほまた、とくゆかしき方2かたの心焦こころいられも立たち添そひたまへるは、御心みこころざしおろかにもあらぬなめりかし3。

◇　とは思いながら、やはりまた、早く逢いたい方への焦りの気持ちもお加わりになっているのは、ご愛情も並々ではないのであろうよ。


1 【なつかしく】以下「人はあらじかし」まで、匂宮の心中の思い。

2 【とくゆかしき方】新婚の六の君への関心。

3 【なめりかし】この前後、語り手の感情移入を交えた叙述。


第四段　匂宮、中君を慰める

宿木．３．４．１

■　されど、見みたまふほどは変かはるけぢめもなきにや、後のちの世よまで誓ちかひ頼たのめたまふことどもの尽つきせぬを聞きくにつけても、げに、この世よは短みじかかめる命待いのちまつ間まS20も1、つらき御心みこころに2見みえぬべければ、

◇　けれど、向き合っていらっしゃる間は変わった変化もないのであろうか、来世まで誓いなさることの尽きないのを聞くにつけても、なるほど、この世は短い寿命を待つ間も、つらいお気持ちは表れるにきまっているので、

■　「後のちの契ちぎりや違たがはぬこともあらむ」

◇　「来世の約束も違わないことがあろうか」

■　と思おもふにこそ、なほこりずまに、またもS21頼たのまれぬべけれ3とてP22、いみじく念ねんずべかめれど、え忍しのびあへぬにや4、今日けふは泣なきたまひぬ。

◇　と思うと、やはり性懲りもなく、また頼らずにはいられないと思って、ひどく祈るようであるが、我慢することができなかったのか、今日は泣いておしまいになった。


S20 有りはてぬ命待つ間のほどばかり憂きことしげく思はずもがな（古今集雑下-九六五　平貞文）

S21 こりずまに又もなき名は立ちぬべし人憎からぬ世にしすまへば（古今集恋三-六三一　読人しらず）

P22 べけれとて--へき（き/＃）けれとて

1 【げにこの世は短かめる命待つ間も】以下「またも頼まれぬべけれ」まで、中君の心中の思い。『源氏釈』は「ありはてぬ命待つ間のほどばかり憂きことしげく思はずもがな」（古今集雑下、九六五、平貞文）を指摘。

2 【つらき御心に】大島本は「つらき御心に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「つらき御心は」と校訂する。『新大系』は底本のままとする。

3 【なほこりずまにまたも頼まれぬべけれ】『異本紫明抄』は「こりずまに又もなき名は立ちぬべし人憎からぬ世にし住まへば」（古今集恋三、六三一、読人しらず）を指摘。

4 【いみじく念ずべかめれどえ忍びあへぬにや】語り手の感情移入と想像を交えた叙述。


宿木．３．４．２

■　日ひごろも、

◇　日頃も、

■　「いかでかう思おもひけりと見みえたてまつらじ1」

◇　「何とかこう悩んでいたと見られ申すまい」

■　と、よろづに紛まぎらはしつるを、さまざまに思おもひ集あつむることし多おほかれば、さのみもえもて隠かくされぬにや、こぼれそめては、えとみにもためらはぬP23を2、いと恥はづかしくわびしと思おもひて、いたく背そむきたまへば、しひてひき向むけたまひつつ、

◇　と、いろいろと紛らわしていたが、あれやこれやと思うことが多いので、そうばかりも隠していられなかったのか、涙がこぼれ出しては、すぐには止められないのを、とても恥ずかしくわびしいと思って、かたくなに横を向いていらっしゃるので、無理に前にお向けになって、


P23 ためらはぬ--え（え/＃）ためらはぬ

1 【いかでかう思ひけりと見えたてまつらじ】中君の心中の思い。

2 【えとみにもためらはぬを】大島本は「えとミにもえ（え＃）ためらハぬを」とある。すなわち後出の「え」をミセケチにする。『集成』『完本』は諸本に従って「とみにもえためらはぬを」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従う。


宿木．３．４．３

■　「聞きこゆるままに1、あはれなる御おほむありさまと2見みつるを、なほ隔へだてたる御心みこころこそありけれな。

◇　「申し上げるままに、いとしいお方と思っていたのに、やはりよそよそしいお心がおありなのですね。

■　さらずは、夜よのほどに思おぼし変かはりにたるか」

◇　そうでなければ、夜の間にお変わりになったのですか」


1 【聞こゆるままに】以下「思し変はりにたるか」まで、匂宮の詞。

2 【あはれなる御ありさまと】『集成』は「いとしいお心根の方と」。『完訳』は「いじらしいお方と」と訳す。


宿木．３．４．４

■　とて、わが御袖おほむそでして涙なみだを拭のぐひたまへば、

◇　と言って、ご自分のお袖で涙をお拭いになると、

宿木．３．４．５

■　「夜よの間まの心変こころがはりこそ1、のたまふにつけて、推おし量はかられはべりぬれ」

◇　「夜の間の心変わりとは、そうおっしゃることによって、想像されました」


1 【夜の間の心変はりこそ】以下「推し量られはべりぬれ」まで、中君の詞。


宿木．３．４．６

■　とて、すこしほほ笑ゑみぬ1。

◇　と言って、少しにっこりした。


1 【すこしほほ笑みぬ】皮肉っぽい表情。


宿木．３．４．７

■　「げに、あが君きみや1、幼をさなの御おほむもの言いひやな。

◇　「なるほど、あなたは、子供っぽいおっしゃりようですよ。

■　されどP24まことには、心こころに隈**のなければ、いと心こころやすし。

◇　けれどほんとうのところは、心に隠し隔てがないので、とても気楽だ。

■　いみじくことわりして聞きこゆとも、いとしるかるべきわざぞ。

◇　ひどくもっともらしく申し上げたところで、とてもはっきりと分かってしまうものです。

■　むげに世よのことわりを知しりたまはぬこそ、らうたきものからわりなけれ。

◇　まるきり夫婦の仲というものをご存知ないのは、かわいらしいものの困ったものです。

■　よし、わが身みになしても思おもひめぐらしたまへ。

◇　よし、自分の身になって考えてください。

■　身みを心こころともせぬS22ありさまなり3。

◇　この身を思うにまかせない状態です。

■　もし、思おもふやうなる世よもあらば4、人ひとにまさりける心こころざしのほど、知しらせたてまつるべきひとふしなむある。

◇　もし、思うとおりにできる時がきたら、誰にもまさる愛情のほどを、お知らせ申し上げることが一つあるのです。

■　たはやすく言出こといづべきことにもあらねば、命いのちのみこそ5」

◇　簡単に口に出すべきことでないので、寿命があったら」

◆　 
"げに、 あが きみ や、 をさな の おほむ-ものいひ や な! されど、 まこと に は、 こころ に くまなけれ ば、 いと こころやすし。 いみじく ことわり し て きこゆ とも、 いと しるかる べき わざ ぞ。 むげに よ の ことわり を しり たまは ぬ こそ、 らうたき ものから わりなけれ。 よし、 わが み に なし て も おもひ めぐらし たまへ。 み を こころ と も せ ぬ ありさま なり。 もし、 おもふ やう なる よ も あら ば、 ひと に まさり ける こころざし の ほど、 しら せ たてまつる べき ひとふし なむ ある。 たはやすく こと いづ べき こと に も あら ね ば、 いのち のみ こそ。"


P24 されど--*さりと

S22 いなせとも言ひはなたれず憂きものは身を心ともせぬ世なりけり（後撰集恋五-九三七　伊勢）

1 【げにあが君や】以下「命のみこそ」まで、匂宮の詞。

2? 【されどまことにや】大島本は「さりとまことにハ」とある。『集成』は諸本に従って「されど」と校訂する。『完本』『新大系』は底本のまま「さりと」とする。

3 【身を心ともせぬありさまなり】大島本は「ありさまなり」とある。『完本』は諸本に従って「ありさまなりかし」と「かし」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「ありさまなり」とする。『源氏釈』は「いなせとも言ひ放たれず憂きものは身を心ともせぬ世なりけり」（後撰集恋五、九三七、伊勢）を指摘。

4 【もし思ふやうなる世もあらば】『集成』は「立坊ののち、即位の暁には、立后のこともあろう、の意」と注す。

5 【命のみこそ】寿命だけが頼りだ、の意。


宿木．３．４．８

■　などのたまふほどに、かしこにたてまつれたまへる御使おほむつかひ、いたく酔ゑひ過すぎにければ、すこし憚はばかるべきことども2忘わすれて、けざやかにこの南面みなみおもてに3参まゐれり。

◇　などとおっしゃるうちに、あちらに差し上げなさったお使いが、ひどく酔い過ぎたので、少し遠慮すべきことも忘れて、おおっぴらにこの対の南面に参上した。


1? 【かしこにたてまれたまへる御使】六条院の六の君のもとに差し向けた後朝の文の使者。

2 【すこし憚るべきことども】中君への遠慮。

3 【この南面に】中君のいる西の対の南面。


第五段　後朝の使者と中君の諦観

宿木．３．５．１

■　海人あまの刈かるめづらしき玉藻たまもにかづき埋うづもれたるを、

◇　素晴らしく衣装を肩に被いて埋もれているのを、

■　「さなめり」

◇　「そうらしい」

■　と、人ひとびと見みる。

◇　と、女房たちは見る。

■　いつのほどに急いそぎ書かきたまへらむと2見みるも、やすからずはありけむかし。

◇　いつの間に急いでお書きになったのだろうと見るのも、おもしろくなかったであろうよ。

■　宮みやも、あながちに隠かくすべきにはあらねど、さしぐみはなほいとほしきを、すこしの用意よういはあれかし3と、かたはらいたけれど、今いまはかひなければ、女房にょうばうして御文おほむふみとり入いれさせたまふ。

◇　宮も、無理に隠すべきことでもないが、いきなり見せるのはやはりお気の毒なので、少しは気をつけてほしかったと、はらはらしたが、もうしかたがないので、女房をしてお手紙を受け取らせなさる。


1? 【海人の刈るめづらしげなる玉藻にかづき埋もれたるを】夕霧から使者への禄。『花鳥余情』は「何せむにへだのみるめを思ひけむ沖つ玉藻を潜く身にして」（後撰集雑一、一〇九九、大伴黒主）を指摘。「玉裳」「被き」（大島本等）、「海人」「刈る」「玉藻」「潜き」は縁語。

2 【書きたまへらむと】大島本は「給へらん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひつらむ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給へらん」とする。

3 【すこしの用意はあれかし】匂宮の心中。使者に少しの配慮がほしかった、と思う。


宿木．３．５．２

■　「同おなじくは、隔へだてなきさまにもてなし果はててむ1」

◇　「同じことなら、すべて隠し隔てないようにしよう」

■　と思おもほして、ひき開あけたまへるに、

◇　とお思いになって、お開きになると、

■　「継母ままははの宮みやの御手おほむてなめり2」

◇　「継母の宮のご筆跡のようだ」

■　と見みゆれば、今いますこし心こころやすくて、うち置おきたまへり。

◇　と見えるので、少しは安心してお置きになった。

■　宣旨書せんじがきにても、うしろめたのわざや3。

◇　代筆でも、気がかりなことであるよ。


1 【同じくは隔てなきさまにもてなし果ててむ】匂宮の心中の思い。

2 【継母の宮の御手なめり】六の君の継母、落葉宮。

3 【宣旨書きにてもうしろめたのわざや】『岷江入楚』は「草子地にて評てかけり」と指摘。『完訳』は「語り手の評言。たとえ代筆でも中の君に見られてもよいか、の気持」と注す。


宿木．３．５．３

■　「さかしらは1、かたはらいたさに、そそのかしはべれど、いと悩なやましげにてなむ。

◇　「さし出でますことは、きまりが悪いので、お勧めしましたが、とても悩ましそうでしたので。


1 【さかしらは】以下「名残なるらむ」まで、落葉宮の文。


宿木．３．５．４

■　女郎花をみなへししをれぞまさる朝露あさつゆの

いかに置おきける名残なごりなるらむ1」

◇　女郎花が一段と萎れています

朝露がどのように置いていったせいなのでしょうか」


1 【女郎花しをれぞまさる朝露のいかに置きける名残なるらむ】落葉宮の代作。「女郎花」を六の君に、「朝露」を匂宮に譬える。「置き」「起き」の懸詞。「置く」は「露」の縁語。


宿木．３．５．５

■　あてやかにをかしく書かきたまへり。

◇　上品で美しくお書きになっていた。

宿木．３．５．６

■　「かことがましげなるも1わづらはしや。

◇　「恨みがましい歌なのも厄介だね。

■　まことは、心こころやすくてしばしはあらむと思おもふ世よを、思おもひの外ほかにもあるかな」

◇　ほんとうは、気楽に当分暮らしていようと思っていたのに、意外なことになったものだ」


1 【かことがましげなるも】以下「思ひの外にもあるかな」まで、匂宮の詞。


宿木．３．５．７

■　などはのたまへど、

◇　などとはおっしゃるが、

宿木．３．５．８

■　「また二ふたつとなくて1、さるべきものに思おもひならひたるただ人うどの仲なかこそ、かやうなることの恨うらめしさなども、見みる人苦ひとくるしくはあれ、思おもへばこれはいと難かたし。

◇　「また他に二人となくて、そのような仲に馴れている臣下の夫婦仲は、このようなことの恨めしさなども、見る人は気の毒にも思うが、思えばこの宮はとても難しい。

■　つひにかかるべき御おほむことなり。

◇　結局はこのようになることである。

■　宮みやたちと聞きこゆるなかにも、筋すぢことに世人思よひとおもひきこえたれば3、幾人いくたりも幾人いくたりも得えたまはむことも、もどきあるまじければ、人ひとも、この御方おほむかたいとほしなども思おもひたらぬなるべし。

◇　宮様方と申し上げる中でも、将来を特に世間の人がお思い申し上げているので、幾人も幾人もお持ちになることも、非難されるべきことでないので、誰も、この方をお気の毒だなどと思わないのであろう。

■　かばかりものものしくかしづき据すゑたまひて、心苦こころぐるしき方かた、おろかならず思おぼしたるをぞ、幸さいはひおはしける」

◇　これほど重々しく大切にお住まわせになって、おいたわしくお思いになること、並々でなくお思いでいるのを、幸いでいらっしゃった」


1 【また二つとなくて】以下「幸ひおはしける」まで、中君付きの女房たちの噂。地の文と語り手の批評が混じった叙述。『万水一露』は「草子の批判の詞也」と指摘。『集成』は「以下、中の君の苦しい立場を説明する体の長い草子地」と注す。

2? 【思へばいこれはいと難し】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『完訳』は「語り手の評言」と注す。

3 【筋ことに世人思ひきこえたれば】匂宮を将来、東宮に立ち即位するお方と、世間の人は見ている。


宿木．３．５．９

■　と聞きこゆめる。

◇　とお噂申し上げるようだ。

■　みづからの心こころにも1、あまりにならはしたまうて、にはかにはしたなかるべきが嘆**かしきなめり2。

◇　自分自身の気持ちでも、あまり大事にしていてくださって、急に具合が悪くなるのが嘆かわしいのだろう。

◆　 
と きこゆ める。 みづから の こころ に も、 あまり に ならはし たまう て、 にはかに はしたなかる べき が かなしき な' めり。


1 【みづからの心にも】中君自身。

2 【嘆かしきなめり】語り手の主観的推測。以上、語り手の主観を交えた叙述。


宿木．３．５．１０

■　「かかる道みちを1、いかなれば浅あさからず人ひとの思おもふらむと、昔物語むかしものがたりなどを見みるにも、人ひとの上うへにても、あやしく聞きき思おもひしは、げにおろかなるまじきわざなりけり」

◇　「このような夫婦の問題を、どうして大問題扱いを人はするのだろうと、昔物語などを見るにつけても、人の身の上でも、不思議に聞いて思っていたのは、なるほど大変なことなのであった」


1 【かかる道を】以下「わざなりけり」まで、中君の心中の思い。


宿木．３．５．１１

■　と、わが身みになりてぞ、何なにごとも思おもひ知しられたまひける。

◇　と、自分の身になって、何事も理解されるのであった。

第六段　匂宮と六の君の結婚第二夜

宿木．３．６．１

■　宮みやは、常つねよりもあはれに、うちとけたるさまにもてなしたまひて、

◇　宮は、いつもよりも愛情深く、心を許した様子にお扱いをなさって、

宿木．３．６．２

■　「むげにもの参まゐらざなるこそ、いと悪あしけれ1」

◇　「まったく食事をなさらないのは、とてもよくないことです」


1 【むげにもの参らざなるこそいと悪しけれ】匂宮の詞。


宿木．３．６．３

■　とて、よしある御おほむくだもの召めし寄よせ、また、さるべき人召ひとめして1、ことさらに調てうぜさせなどしつつ、そそのかしきこえたまへど、いとはるかにのみ思おぼしたれば、

◇　と言って、結構な果物を持って来させて、また、しかるべき料理人を召して、特別に料理させなどして、お勧め申し上げなさるが、まるで手をお出しにならないので、

■　「見苦みぐるしきわざかな2」

◇　「見ていられないことだ」

■　と嘆なげききこえたまふに、暮くれぬれば、夕ゆふつ方かた、寝殿しんでんへ渡わたりたまひぬ3。

◇　とご心配申し上げなさっているうちに、日が暮れたので、夕方、寝殿へお渡りになった。


1 【さるべき人召して】料理の上手な人。

2 【見苦しきわざかな】匂宮の詞。

3 【寝殿へ渡りたまひぬ】匂宮は六の君のもとに赴く身仕度のために中君のいる西の対から自分の居所である寝殿へ行く。


宿木．３．６．４

■　風涼かぜすずしく、おほかたの空そらをかしきころなるに、今いまめかしきにすすみたまへる御心みこころなれば、いとどしく艶えんなるに1、もの思おもはしき人ひとの御心みこころのうちは、よろづに忍しのびがたきことのみぞ多おほかりける。

◇　風が涼しく、いったいの空も趣きのあるころなので、派手好みでいらっしゃるご性分なので、ますます浮き浮きした気になって、物思いをしている方のご心中は、何事につけ堪え難いことばかりが多かったのである。

■　ひぐらしの鳴なく声こゑに、山やまの蔭かげS23のみ恋こひしくて、

◇　蜩のなく声に、山里ばかりが恋しくて、


S23 ひぐらしの鳴きつるなへに日は暮れぬと思ふは山の蔭にぞありける（古今集秋上-二〇四　読人しらず）

1 【いとどしく艶なるに】匂宮の六の君へ浮き立つ心。


宿木．３．６．５

■　「おほかたに聞きかましものをひぐらしの

声恨こゑうらめしき秋あきの暮くれかな」

◇　「宇治にいたら何気なく聞いただろうに

蜩の声が恨めしい秋の暮だこと」

宿木．３．６．６

■　今宵こよひはまだ更ふけぬに出いでたまふなり。

◇　今夜はまだ更けないうちにお出かけになるようである。

■　御前駆おほむさきの声こゑの遠とほくなるままに、海人あまも釣つりすばかりS24になるも、

◇　御前駆の声が遠くなるにつれて、海人が釣するくらいなるのも、

■　「我われながら憎にくき心こころかな」

◇　「自分ながら憎い心だわ」

■　と、思おもふ思おもふ聞きき臥ふしたまへり。

◇　と、思いながら聞き臥せっていらっしゃった。

■　はじめよりもの思おもはせたまひしP25ありさまなどを思おもひ出いづるも、疎うとましきまでおぼゆ。

◇　はじめから物思いをおさせになった頃のことなどを思い出すにつけても、疎ましいまでに思われる。


S24 恋をしてねをのみ泣けばしきたへの枕の下に海人ぞ釣する（源氏釈所引-出典未詳）

P25 たまひし--給う（う/＃）し


宿木．３．６．７

■　「この悩なやましきことも、いかならむとすらむ。

◇　「この悩ましいことも、どのようになるのであろう。

■　いみじく命短いのちみじかき族ぞうなれば、かやうならむついでにもやと、はかなくなりなむとすらむ」

◇　たいそう短命な一族なので、このような折にでもと、亡くなってしまうのであろうか」

宿木．３．６．８

■　と思おもふには、

◇　と思うと、

■　「惜をしからねど、悲かなしくもあり、またいと罪深つみふかくもあなるものを」

◇　「惜しくはないが、悲しくもあり、またとても罪深いことであるというが」

■　など、まどろまれぬままに思おもひ明あかしたまふ。

◇　などと、眠れないままに夜を明かしなさる。

第七段　匂宮と六の君の結婚第三夜の宴

宿木．３．７．１

■　その日ひは1、后きさいの宮悩みやなやましげにおはしますとて、誰たれも誰たれも、参まゐりたまへれど、御風邪おほむかぜにおはしましければ、ことなることもおはしまさずとて、大臣おとどは昼ひるまかでたまひにけり。

◇　その日は、后の宮が悩ましそうでいらっしゃると聞いて、皆が皆、参内なさったが、お風邪でいらっしゃったので、格別のことはおありでないと聞いて、大臣は昼に退出なさったのであった。

■　中納言ちうなごんの君誘きみさそひきこえたまひて、一ひとつ御車くるまにてぞ出いでたまひにける。

◇　中納言の君をお誘い申されて、一台に相乗りしてお下がりになった。


1 【その日は】結婚第三日目の日。


宿木．３．７．２

■　「今宵こよひの儀式1ぎしき、いかならむ。

◇　「今夜の儀式を、どのようにしよう。

■　きよらを尽つくさむ」

◇　善美を尽くそう」

■　と思おぼすべかめれど、限かぎりあらむかし2。

◇　と思っていらっしゃるらしいが、限度があるだろうよ。

■　この君きみも3、心恥こころはづかしけれど、親したしき方かたのおぼえは、わが方かたざまにまたさるべき人ひともおはせず、ものの栄はえにせむに、心こころことにおはする人ひとなれば4なめりかし。

◇　この君も、気が置ける方であるが、親しい人と思われる点では、自分の一族にまたそのような人もいらっしゃらず、祝宴の引き立て役にするには、また心格別でいらっしゃる方だからであろう。

■　例れいならずいそがしく参までたまひて、人ひとの上うへに見みなしたるを口惜くちをしとも思おもひたらず、何なにやかやともろ心ごころに扱あつかひたまへるを、大臣おとどは、人知ひとしれずなまねたしと思おぼしけり。

◇　いつもと違って急いで参上なさって、人の身の上のことを残念だとも思わずに、何やかやと心を合わせてご協力なさるのを、大臣は、人には知られず憎らしいとお思いになるのであった。


1 【今宵の儀式】結婚第三二目の夜の儀式。以下、語り手の推測と批評を交えた叙述。『集成』は「草子地」と注す。

2 【限りあらむかし】『湖月抄』は「地也」と指摘。

3 【この君も】『細流抄』は「物語の作者の心をやりて書也」と指摘。『集成』は「薫を誘った夕霧の思惑を述べる草子地」と注す。

4 【心ことにおはする人なれば】大島本は「心ことにおはする」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心ことにはたおはする」と「はた」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心ことにおはする」とする。


宿木．３．７．３

■　宵よひすこし過すぐるほどにおはしましたり。

◇　宵が少し過ぎたころにおいでになった。

■　寝殿しんでんの南みなみの廂ひさし、東ひむがしに寄よりて御座参おましまゐれり。

◇　寝殿の南の廂間の、東に寄った所にご座所を差し上げた。

■　御台八みだいやつ、例れいの御皿おほむさらなど、うるはしげにきよらにて、また、小ちひさき台二だいふたつに、花足けそくの御皿さらなども2、今いまめかしくせさせたまひて、餅参もちひまゐらせたまへり3。

◇　御台八つ、通例のお皿など、きちんと美しくて、また、小さい台二つに、華足の皿の類を、新しく準備させなさって、餅を差し上げなさった。

■　めづらしからぬこと書かきおくこそ憎にくけれ4。

◇　珍しくもないことを書き置くのも気が利かないこと。


1? 【宵すこし過ぐるほどにおはしたり】結婚三日目の夜の儀式。『花鳥余情』は、『李部王記』天暦二年十一月二十二、二十四日条の重明親王の右大臣藤原師輔娘との結婚を準拠として指摘。

2 【花足の御皿なども】大島本は「御さらなとも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「皿ども」と「御」と「な」を削除する。『新大系』は底本のまま「御皿なども」とする。

3 【餅参らせたまへり】三日夜の餅。

4 【めづらしからぬこと書きおくこそ憎けれ】『細流抄』は「草子地」と指摘。『完訳』は「語り手の、詳細を省く弁」と注す。


宿木．３．７．４

■　大臣渡おとどわたりたまひて、

◇　大臣がお渡りになって、

■　「夜よいたう更ふけぬ1」

◇　「夜がたいそう更けてしまった」

■　と、女房にょうばうしてそそのかし申まうしたまへど2、いとあざれて3、とみにも出いでたまはず。

◇　と、女房を介して祝宴につくことをお促し申し上げなさるが、まことにしどけないお振る舞いで、すぐには出ていらっしゃらない。

■　北きたの方かたの御おほむはらからの4左衛門督さゑもんのかみ、藤宰相とうさいしゃうなど5ばかりものしたまふ。

◇　北の方のご兄弟の左衛門督や、藤宰相などばかりが伺候なさる。


1 【夜いたう更けぬ】夕霧の詞。

2 【そそのかし申したまへど】匂宮に六の君の寝所から出てきて宴席に着くように促す。

3 【いとあざれて】『集成』は「いかにもしどけないお振舞で、すぐにも（六の君の部屋から）お出にならない。六の君に心を奪われている体をよそおう」と注す。

4 【北の方の御はらからの】夕霧の北の方、すなわち雲居雁の兄弟たち。父は致仕太政大臣、母は按察大納言に再婚した。

5 【左衛門督藤宰相など】左衛門督は従四位下相当、宰相は参議で正四位下相当。


宿木．３．７．５

■　からうして出いでたまへる御おほむさま、いと見みるかひある心地ここちす。

◇　やっとお出になったご様子は、まことに見る効のある気がする。

■　主人あるじの頭中将1とうのちうじゃう、盃さかづきささげて御台参みだいまゐる。

◇　主人の頭中将が、盃をささげてお膳をお勧めする。

■　次々つぎつぎの御土器おほむかはらけ、二度ふたたび、三度参みたびまゐりたまふ。

◇　次々にお盃を、二度、三度とお召し上がりになる。

■　中納言ちうなごんの2いたく勧すすめたまへるに、宮みやすこしほほ笑ゑみたまへり。

◇　中納言がたいそうお勧めになるので、宮は少し苦笑なさった。


1 【主人の頭中将】夕霧の子息。

2 【中納言の】源中納言。薫。


宿木．３．７．６

■　「わづらはしきわたりを1」

◇　「やっかいな所だ」


1 【わづらはしきわたりを】匂宮の感想。


宿木．３．７．７

■　と、ふさはしからず思おもひて言いひしを、思おぼし出いづるなめり1。

◇　と、自分には不適当な所だと思って言ったのを、お思い出しになったようである。

■　されど、見知みしらぬやうにて2、いとまめなり。

◇　けれど、知らないふりして、たいそうまじめくさっている。


1 【思し出づるなめり】語り手の推測を交えた表現。

2 【されど見知らぬやうにて】薫の態度。匂宮のそうした感情に気づかぬふりを装う。


宿木．３．７．８

■　東ひむがしの対たいに出いでたまひて、御供おほむともの人ひとびともてはやしたまふ1。

◇　東の対にお出になって、お供の人々を歓待なさる。

■　おぼえある殿上人てんじゃうびとどもいと多おほかり。

◇　評判のよい殿上人連中もたいそう多かった。


1 【東の対に出でたまひて御供の人びともてはやしたまふ】主人側の薫が客人方の匂宮の供人を接待する。


宿木．３．７．９

■　四位六人しゐろくにんは、女をむなの装束さうぞくに細長添ほそながそへて、五位十人ごゐじふにんは、三重襲みへがさねの唐衣からぎぬ、裳もの腰こしも皆みなけぢめあるべし。

◇　四位の六人には、女の装束に細長を添えて、五位の十人には、三重襲の唐衣、裳の腰もすべて差異があるようである。

■　六位四人ろくゐよにんは、綾あやの細長ほそなが、袴はかまなど。

◇　六位の四人には、綾の細長、袴など。

■　かつは、限かぎりあることを飽あかず思おぼしければ、ものの色いろ、しざまなどをぞ、きよらを尽つくしたまへりける。

◇　一方では、限度のあることを物足りなくお思いになったので、色合いや、仕立てなどに、善美をお尽くしになったのであった。

宿木．３．７．１０

■　召次めしつぎ、舎人とねりなど1の中なかには、乱みだりがはしきまでいかめしくなむありける。

◇　召次や、舎人などの中には、度を越すと思うほど立派であった。

■　げに、かくにぎははしく2はなやかなることは、見みるかひあれば、物語ものがたりなどに3、まづ言いひたてたるにやあらむ。

◇　なるほど、このように派手で華美なことは、見る効あるので、物語などにも、さっそく言い立てたのであろうか。

■　されど、詳くはしくはえぞ数かぞへ立たてざりけるとや。

◇　けれど、詳しくはとても数え上げられなかったとか。


1 【召次舎人など】召次は院や親王家に仕える下人、舎人は馬を扱う下人。

2 【げにかくにぎははしく】『細流抄』は「草子地」と指摘。『集成』は「以下、省筆をことわる草子地」。『完訳』は「以下、語り手の感想」と注す。

3 【物語などに】大島本は「ものかたりなとに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「物語などにも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「物語などに」とする。


第四章　薫の物語　中君に同情しながら恋慕の情高まる

第一段　薫、匂宮の結婚につけわが身を顧みる

宿木．４．１．１

■　中納言殿ちうなごんどのの御前ごぜんの中なかに、なまおぼえあざやかならぬや、暗くらき紛まぎれに立たちまじりたりけむ、帰かへりてうち嘆なげきて、

◇　中納言殿の御前駆の中に、あまり待遇がよくなかったのか、暗い物蔭に立ち交じっていたのだろうか、帰って来て嘆いて、

宿木．４．１．２

■　「わが殿とのの、などか1おいらかに、この殿とのの御婿おほむむこに2うちならせたまふまじき。

◇　「わが殿は、どうしておとなしくて、この殿の婿におなりあそばさないのだろう。

■　あぢきなき御独おほむひとり住ずみなりや」

◇　つまらない独身生活だよ」


1 【わが殿のなどか】以下「御独り住みなりや」まで、薫の従者の不平の詞。

2 【この殿の御婿に】夕霧の婿に。薫にとっては、兄夕霧の娘すなわち姪と結婚するかたち。


宿木．４．１．３

■　と、中門ちうもんのもとにてつぶやきけるを聞ききつけたまひて1、をかしとなむ思おぼしける。

◇　と、中門の側でぶつぶつ言っていたのをお聞きつけになって、おかしくお思いになるのであった。

■　夜よの更ふけてねぶたきに2、かのもてかしづかれつる人ひとびとは、心地ここちよげに酔ゑひ乱みだれて寄より臥ふしぬらむかしと、うらやましきなめりかし。

◇　夜が更けて眠たいのに、あの歓待されている人びとは、気持ちよさそうに酔い乱れて寄り臥せってしまったのだろうと、羨ましいようである。


1 【聞きつけたまひて】主語は薫。

2 【夜の更けてねぶたきに】以下「うらやましきなめりかし」まで、語り手が従者の気持ちを推測した文。三光院「かのいひし事の注のやうにかけり草子地なり」と指摘。『集成』は「以下、不平を鳴らした前駆の者の気持を思いやる体の草子地」。『完訳』は「以下、従者がなぜあんなことを言ったかの、語り手の補足説明」と注す。


宿木．４．１．４

■　君きみは、入いりて臥ふしたまひて、

◇　君は、部屋に入ってお臥せりになって、

宿木．４．１．５

■　「はしたなげなるわざかな。

◇　「きまりの悪いことだなあ。

■　ことことしげなるさましたる親おやの出いでゐて、離はなれぬなからひなれど2、これかれ、火明ひあかくかかげて、勧すすめきこゆる盃さかづきなどを、いとめやすくもてなしたまふめりつるかな」

◇　仰々しい父親が出て来て座って、縁遠くはない仲だが、あちこちに、火を明るく掲げて、お勧め申した盃事などを、とても体裁よくお振る舞いになったな」


1? 【はしたなげなるわざなりや】以下「もてなしたまふめりつるかな」まで、薫の心中の思い。『完訳』は「今宵の婚儀への感想。夕霧邸の婿になった匂宮を面映いとする」と注す。

2 【離れぬなからひなれど】匂宮との関係。夕霧は伯父、薫も表向き叔父という血縁関係。


宿木．４．１．６

■　と、宮みやの御おほむありさまを、めやすく思おもひ出いでたてまつりたまふ。

◇　と、宮のお振舞を、無難であったとお思い出し申し上げなさる。

宿木．４．１．７

■　「げに、我われにても1、よしと思おもふ女子持をむなごもたらましかば2、この宮みやをおきたてまつりてP26、内裏うちにだにえ参まゐらせざらまし」

◇　「なるほど、自分でも、良いと思う女の子を持っていたら、この宮をお措き申しては、宮中にさえ入内させないだろう」

■　と思おもふに、

◇　と思うと、

■　「誰たれも誰たれも3、宮みやにたてまつらむと心こころざしたまへる女むすめは、なほ源中納言げんちうなごんにこそと4、とりどりに言いひならふなるこそ5、わがおぼえの口惜くちをしくはあらぬなめりな。

◇　「誰も彼もが、宮に差し上げたいと志していらっしゃる娘は、やはり源中納言にこそと、それぞれ言っているらしいことは、自分の評判がつまらないものではないのだな。

■　さるは、いとあまり世よづかず、古ふるめきたるものを6」

◇　実のところは、あまり結婚に関心もなく、ぱっとしないのに」

■　など、心こころおごりせらる。

◇　などと、大きな気持ちにおなりになる。


P26 宮をおきたてまつりて--宮をゝきて（て/＃）たてまつりて

1 【げに我にても】以下「え参らせざらまし」まで、薫の心中の思い。

2 【女子持たらましかば】「--え参らせざらまし」の反実仮想の構文。帝にさえ入内させない。帝以上に匂宮に嫁がせたい。

3 【誰れも誰れも】以下「古めきたるものを」まで、薫の心中の思い。

4 【源中納言にこそと】薫が心中で自分を「源中納言に」と言ったもの。

5 【言ひならふなるこそ】「なる」伝聞推定の助動詞。そういう噂が薫の耳に入って来ている。

6 【いとあまり世づかず古めきたるものを】『完訳』は「現世厭離に傾く性格をいう」と注す。


宿木．４．１．８

■　「内裏うちの御みけしきあること1、まことに思おぼしたたむに2、かくのみもの憂うくおぼえば、いかがすべからむ。

◇　「帝の御内意のあることが、本当に御決意なさったら、このようにばかり何となく億劫にばかり思っていたら、どうしたものだろう。

■　おもだたしきことにはありとも、いかがはあらむ。

◇　面目がましいことではあるが、どんなものだろうか。

■　いかにぞ、故君こきみに3いとよく似にたまへらむ時ときに、うれしからむかし」

◇　どうかな、亡くなった姫君にとてもよく似ていらっしゃったら、嬉しいことだろう」

■　と思おもひ寄よらるるは、さすがにもて離はなるまじき心**なめりかし。

◇　と自然と思い寄るのは、やはりまったく関心がないではないのであろうよ。

◆　 
"うち の み-けしき ある こと、 まことに おぼし たた む に、 かく のみ ものうく おぼえ ば、 いかが す べから む? おもだたしき こと に は あり とも、 いかがは あら む? いかに ぞ、 こ-きみ に いと よく に たまへ ら む とき に、 うれしから む かし。" と おもひ よら るる は、 さすがに もて はなる まじき な' めり かし。


1 【内裏の御けしきあること】以下「うれしからむかし」まで、薫の心中の思い。女二宮降嫁の件。

2 【思したたむに】主語は帝。

3 【故君に】故大君に。


第二段　薫と按察使の君、匂宮と六の君

宿木．４．２．１

■　例れいの、寝覚ねざめがちなるつれづれなれば、按察使あぜちの君きみとて1、人ひとよりはすこし思おもひましたまへるが局つぼねにおはして、その夜よは明あかしたまひつ。

◇　いつものように、寝覚めがちな何もすることのないころなので、按察使の君といって、他の女房よりは少し気に入っていらっしゃる者の部屋にいらして、その夜は明かしなさった。

■　明あけ過すぎたらむを、人ひとの咎とがむべきにもあらぬに、苦くるしげに急いそぎ起おきたまふを、ただならず思おもふべかめり2。

◇　夜の明け過ぎても、誰も非難するはずもないのに、つらそうに急いで起きなさるので、平気ではいられないようである。


1 【按察使の君とて】薫の母女三宮付きの女房。上臈の女房。ここだけに登場する。薫の召人。

2 【ただならず思ふべかめり】語り手が按察使の君の心中を推測した叙述。


宿木．４．２．２

■　「うち渡わたし世よに許ゆるしなき関川せきかはを

みなれそめけむ名なこそ惜をしけれ1」

◇　「いったいに世間から認められない仲なのに

お逢いし続けているという評判が立つのが辛うございます」


1 【うち渡し世に許しなき関川をみなれそめけむ名こそ惜しけれ】按察使君の贈歌。「関川」は逢坂の関の川。「塞き」「関」の懸詞。「見慣れ」に「水馴れ」を響かす。「渡し」は「川」の縁語。『完訳』は「早々と帰る薫を恨む歌」と注す。


宿木．４．２．３

■　いとほしければ、

◇　気の毒なので、

宿木．４．２．４

■　「深ふかからず上うへは見みゆれど関川せきかはS25の

下したの通かよひは絶たゆるものかは1」

◇　「深くないように表面は見えますが

心の底では愛情の絶えることはありません」


S25 浅くこそ人は見るらめ関川の絶ゆる心はあらじとぞ思ふ　関川の岩間を潜る水浅み絶えぬべくのみ見ゆる心を（大和物語-一六一、一六二）

1 【深からず上は見ゆれど関川の下の通ひは絶ゆるものかは】薫の返歌。「関川」の語句を用いて返す。『異本紫明抄』は「浅くこそひと見るらめ関川のたゆる心はあらじとぞ思ふ」（大和物語）を指摘。


宿木．４．２．５

■　深ふかしと、のたまはむにてだに頼たのもしげなきを、この上うへの浅あささは、いとど心こころやましくおぼゆらむかし1。

◇　深いと、おっしゃるだけでも頼りないのを、これ以上の浅さは、ますますつらく嫌に思われるであろうよ。

■　妻戸押つまどおし開あけて、

◇　妻戸を押し開けて、


1 【この上の浅さはいとど心やましくおぼゆらむかし】語り手の推測を交えた叙述。


宿木．４．２．６

■　「まことは、この空見そらみたまへ1。

◇　「ほんとうは、この空を御覧なさい。

■　いかでかこれを知しらず顔がほにては明あかさむとよ。

◇　どうしてこれを知らない顔で夜を明かそうかよ。

■　艶えんなる人ひとまねにてはあらで、いとど明あかしがたくなり行ゆく、夜よな夜よなの寝覚ねざめには、この世よかの世よまでなむ思おもひやられて2、あはれなる」

◇　風流人を気取るのではないが、ますます明かしがたくなってゆく、夜々の寝覚めには、この世やあの世まで思い馳せられて、しんみりする」


1 【まことはこの空見たまへ】以下「あはれなる」まで、薫の詞。

2 【かの世までなむ思ひやられて】『完訳』は「来世。大君追慕の気持」と注す。


宿木．４．２．７

■　など、言いひ紛まぎらはしてぞ出いでたまふ。

◇　などと、言い紛らわしてお出になる。

■　ことにをかしきことの数かずを尽つくさねど、さまのP27なまめかしき見みなしにやあらむ1、情なさけなくなどは人ひとに思おもはれたまはず。

◇　特に趣きのある言葉の数々は尽くさないが、態度が優美に見えるせいであろうか、情けのない人のようには誰からも思われなさらない。

■　かりそめの戯たはぶれ言ごとをも2言いひそめたまへる人ひとの、気近けぢかくて見みたてまつらばや、とのみ思おもひきこゆるにや、あながちに、世よを背そむきたまへる宮みやの御方おほむかたに3、縁えんをP28尋たづねつつ参まゐり集あつまりてさぶらふも、あはれなること、ほどほどにつけつつ多おほかるべし。

◇　ちょっとした冗談を言いかけなさった女房で、お側近くに拝見したい、とばかりお思い申しているのか、強引に、出家なさった宮の御方に、縁故を頼っては頼って参集して仕えているのも、気の毒なことが、身分に応じて多いのであろう。


P27 さまの--さま／＼（／＼/＄〈朱〉）の

P28 縁を--えん（ん/+を）

1 【さまのなまめかしき見なしにやあらむ】語り手の推測を交えた挿入句。

2 【かりそめの戯れ言をも】以下「ほどほどにつけつつ多かるべし」まで、語り手の推測を交えた叙述。

3 【世を背きたまへる宮の御方に】薫の母女三宮。


宿木．４．２．８

■　宮みやは、女君をむなぎみの御おほむありさま、昼見ひるみきこえたまふに、いとど御心みこころざしまさりけり。

◇　宮は、女君のご様子、昼間に拝見なさると、ますますお気持ちが深くなるのであった。

■　おほきさよきほどなる人ひとの、様体やうだいいときよげにて、髪かみのさがりば、頭かしらつきなどぞ、ものよりことに、あなめでた、と見みえたまひける。

◇　背恰好も程よい人で、姿態はたいそう美しくて、髪のさがり具合、頭の恰好などは、人より格別にすぐれて、まあ素晴らしい、とお見えになるのであった。

■　色いろあひ1あまりなるまで匂にほひて、ものものしく気高けだかき顔かほの、まみいと恥はづかしげにらうらうじく、すべて何なにごとも足たらひて、容貌かたちよき人ひと言といはむに、飽あかぬところなし。

◇　色艶があまりにもつやつやとして、堂々とした気品のある顔で、目もとがとてもこちらが恥ずかしくなるほど美しくかわいらしく、何から何まで揃っていて、器量のよい人というのに、足りないところがない。


1 【色あひ】肌の色艶。


宿木．４．２．９

■　二十にじふに一ひとつ二ふたつぞ余あまりたまへりける1。

◇　二十歳を一、二歳越えていらっしゃった。

■　いはけなきほどならねば、片かたなりに飽あかぬところなく、あざやかに、盛さかりの花はなと見みえたまへり。

◇　幼い年ではないので、不十分で足りないところはなく、華やかで、花盛りのようにお見えになっていた。

■　限かぎりなくもてかしづきたまへるに、かたほならず。

◇　この上なく大事にお世話なさっていたので、不十分なところがない。

■　げに、親おやにては、心こころも惑まどはしS26たまひつべかりけり。

◇　なるほど、親としては、夢中になるのも無理からぬことであった。


S26 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【二十に一つ二つぞ余りたまへりける】六の君の年齢。


宿木．４．２．１０

■　ただ、やはらかに愛敬あいぎゃうづきらうたきことぞ、かの対たいの御方おほむかたはまづ思おもほし出いでられける。

◇　ただ、もの柔らかで魅力的でかわいらしい点では、あの対の御方がまっさきにお心に浮かぶのであった。

■　もののたまふいらへなども2、恥はぢらひたれど、また、あまりおぼつかなくはあらず、すべていと見所多みどころおほく、かどかどしげなり。

◇　何かおっしゃるお返事なども、恥じらっていらっしゃるが、また、あまりにはっきりしないことはなく、総じて実にとりえが多くて、才気がありそうである。


1? 【げに親にては心も惑はしつべかりけり】「げに」は語り手の感情移入による表現。『異本紫明抄』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を指摘。

2 【もののたまふいらへなども】『完訳』は「宮が話しかける、それへの六の君の返事なども」と注す。


宿木．４．２．１１

■　よき若人わかうどども三十人さむじふにんばかり、童六人1わらはろくにん、かたほなるなく、装束さうぞくなども、例れいのうるはしきことは、目馴めなれて思おぼさるべかめれば、引ひき違たがへ、心得こころえぬまでぞ2好このみそしたまへる。

◇　器量のよい若い女房連中を三十人ほど、童女を六人、整っていないのはなく、装束なども、例によって格式ばったことは、目馴れてお思いになるだろうから、変わって、いかがと思われるまで趣向をお凝らしになっていた。

■　三条殿腹さむでうどの大君ばらのおほいきみを、春宮とうぐうに参まゐらせたまへるよりも3、この御おほむことをば、ことに思おもひおきてきこえたまへるも、宮みやの御おほむおぼえありさまからなめり。

◇　三条殿腹の大君を、東宮に参内させなさった時よりも、この儀式を、特別にお考えおきなさっていたのも、宮のご評判や様子からのようである。


1 【よき若人ども三十人ばかり童六人】六の君付きの女房と女童の数。三十人は、左大臣家の葵上付きの女房の数におなじ。

2 【心得ぬまでぞ】大島本は「心得ぬまてそ」とある。『完本』は諸本に従って「心得ぬまで」と「そ」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「心得ぬまでぞ」とする。

3 【三条殿腹の大君を春宮に参らせたまへるよりも】北の方雲居雁腹の大君。東宮入内は「匂兵部卿」巻に語られている。


第三段　中君と薫、手紙を書き交す

宿木．４．３．１

■　かくて後のち、二条院にでうのゐんに、え心こころやすく渡わたりたまはず。

◇　こうして後は、二条院に、気安くお渡りになれない。

■　軽かるらかなる御身おほむみならねば、思おぼすままに、昼ひるのほどなどもえ出いでたまはねば、やがて同おなじ南みなみの町まちに1、年としごろありしやうにおはしまして、暮くるれば、また、え引ひき避よきても2渡わたりたまはずなどして、待まち遠どほなる折々をりをりあるを、

◇　軽々しいご身分でないので、お考えのままに、昼間の時間もお出になることができないので、そのまま同じ六条院の南の町に、以前に住んでいたようにおいでになって、暮れると、再び、この君を避けてあちらへお渡りになることもできないなどして、待ち遠しい時々があるが、


1 【やがて同じ南の町に】六の君のいる東町と同じ六条院の南町に、という文脈。

2 【え引き避きても】六の君を避けて。


宿木．４．３．２

■　「かからむとすることとは1思おもひしかど、さしあたりては、いとかくやは名残なごりなかるべき。

◇　「このようなことになるとは思っていたが、当面すると、まるっきり変わってしまうものであろうか。

■　げに、心こころあらむ人ひとは2、数かずならぬ身みを知しらで、交まじらふべき世よにもあらざりけり」

◇　なるほど、思慮深い人は、物の数にも入らない身分で、結婚すべきではなかった」


1 【かからむとすることとは】以下「あらざりけり」まで、中君の心中の思い。

2 【げに心あらむ人は】『完訳』は「あらためて大君の思慮深さに納得し、己が身を顧みない自分を反省」と注す。


宿木．４．３．３

■　と、返かへす返がへすも山路分やまぢわけ出いでけむほど、うつつともおぼえず悔くやしく悲かなしければ、

◇　と、繰り返し山里を出て来た当座のことを、現実とも思われず悔しく悲しいので、

宿木．４．３．４

■　「なほ、いかで忍しのびて1渡わたりなむP29。

◇　「やはり、何とかしてこっそりと帰りたい。

■　むげに背そむくさまにはあらずとも、しばし心こころをも慰なぐさめばや。

◇　まるっきり縁が切れるというのでなくとも、暫く気を休めたいものだ。

■　憎にくげにもてなしなどせばこそ、うたてもあらめ」

◇　憎らしそうに振る舞ったら、嫌なことであろう」


P29 渡りなむ--わたりなむと（と/＃）

1 【なほいかで忍びて】以下「うたてもあらめ」まで、中君の心中の思い。


宿木．４．３．５

■　など、心一こころひとつに思おもひあまりて、恥はづかしけれど、中納言殿ちうなごんどのに文ふみたてまつれたまふ。

◇　などと、胸一つに思いあまって、恥ずかしいが、中納言殿に手紙を差し上げなさる。

宿木．４．３．６

■　「一日ひとひの御おほむことをば1、阿闍梨あざりの伝つたへたりしに、詳くはしく聞ききはべりにき。

◇　「先日の御事は、阿闍梨が伝えてくれたので、詳しくお聞きしました。

■　かかる御心2みこころの名残なごりなからましかば、いかにいとほしくとP30思おもひたまへらるるにも、おろかならずのみなむ。

◇　このようなご親切がなかったら、どんなにかおいたわしいことかと存じられますにつけても、深く感謝申し上げております。

■　さりぬべくP31は、みづからも3」

◇　できますことなら、親しくお礼を」


P30 いとほしくと--いとほし（し/+く〈朱〉）と

P31 さりぬべく--さりぬへき（き/＃）く

1 【一日の御ことをば】大島本は「御事をハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御ことは」と「を」を削除する。『新大系』は底本のまま「御事をば」とする。以下「みづからも」まで、中君の薫への文。八宮の三回忌の法事をさす。宇治の阿闍梨から既に中君に連絡があった趣。

2 【かかる御心】薫の親切心。孝養心。

3 【さりぬべくはみづからも】『完訳』は「薫の来訪を期待する気持」と注す。


宿木．４．３．７

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさった。

宿木．４．３．８

■　陸奥紙みちのくに、ひきつくろはずまめだち書かきたまへるしも、いとをかしげなり。

◇　陸奥紙に、しゃれないできちんとお書きになっているのが、実に美しい。

■　宮みやの御忌日おほむきに、例ちにれいのことどもいと尊たふとくせさせたまへりけるを、喜よろこびたまへるさまの、おどろおどろしくはあらねど、げに、思おもひ知しりたまへるなめりかし1。

◇　宮のご命日に、例の法事をとても尊くおさせになったのを、喜んでいらっしゃる様子が、仰々しくはないが、なるほど、お分かりになったようである。

■　例れいは、これよりたてまつる御返おほむかへりをだに、つつましげに思おもほして、はかばかしくも続つづけたまはぬを、

◇　いつもは、こちらから差し上げるお返事でさえ、遠慮深そうにお思いになって、てきぱきともお書きにならないのに、

■　「みづから」

◇　「親しくお礼を」

■　とさへのたまへるが、めづらしくうれしきに、心こころときめきもしぬべし2。

◇　とまでおっしゃったのが、珍しく嬉しいので、心ときめきするにちがいない。


1 【げに思ひ知りたまへるなめりかし】『岷江入楚』は「草子地成へし」と指摘。『集成』は「草子地の形で、文面に接した薫の印象を代弁する趣」。『完訳』は「語り手の推測。中の君の手紙に納得される薫の心中を推し量る」と注す。

2 【心ときめきもしぬべし】『集成』は「草子地の形で薫の心事を代弁する趣」。『完訳』は「語り手の推測。薫のときめく思いを推し量る」と注す。


宿木．４．３．９

■　宮みやの今いまめかしく好このみたちたまへるほどにて1、思おぼしおこたりけるも、げに2心苦こころぐるしく推おし量はからるれば、いとあはれにて、をかしやかなることもなき御文おほむふみを、うちも置おかず、ひき返かへしひき返かへし見みゐたまへり。

◇　宮が新しい女性に関心を寄せていらっしゃる時なので、疎かにお扱いになっていたのも、なるほどおいたわしく推察されるので、たいそう気の毒になって、風流なこともないお手紙を、下にも置かず、繰り返し繰り返し御覧になっていた。

■　御返おほむかへりは、

◇　お返事は、


1 【宮の今めかしく好みたちたまへるほどにて】匂宮が新しい女性の六の君に関心を寄せている時なので、の意。

2 【思しおこたりけるもげに】匂宮が中君を疎略に。『集成』は「「げに」は、文面から、さこそと推測される趣」と注す。


宿木．４．３．１０

■　「承うけたまはりぬ1。

◇　「承知いたしました。

■　一日ひとひは、聖ひじりだちたるさまにて、ことさらに忍しのびはべしも、さ思おもひたまふるやうはべるころほひにてなむ。

◇　先日は、修行者のような恰好で、わざとこっそり参りましたが、そのように考えますような事情がございましたときですので。

■　名残なごりとのたまはせたるこそ、すこし浅あさくなりにたるやうにと2、恨うらめしく思おもうたまへらるれ。

◇　引き続いてとおっしゃってくださるのは、わたしの気持ちが少し薄くなったようだからかと、恨めしく存じられます。

■　よろづはさぶらひてなむ。

◇　何もかも伺いましてから。

■　あなかしこ3」

◇　恐惶謹言」


1 【承りぬ】以下「あなかしこ」（９行）まで、薫の返事。

2 【すこし浅くなりにたるやうにと】自分薫の厚志が浅くなった、の意。

3 【あなかしこ】手紙文の結びの決まり文句。男性でも用いた。


宿木．４．３．１１

■　と、すくよかに、白しろき色紙しきしのこはごはしきにてあり。

◇　と、きまじめに、白い色紙でごわごわとしたのに書いてある。

第四段　薫、中君を訪問して慰める

宿木．４．４．１

■　さて、またの日ひの夕ゆふつ方かたぞ渡わたりたまへる。

◇　そうして、翌日の夕方にお渡りになった。

■　人知ひとしれず思おもふ心こころし添そひたれば、あいなく心こころづかひいたくせられて、なよよかなる御衣おほむぞどもを、いとど匂にほはし添そへたまへるは、あまりおどろおどろしきまであるに、丁子染ちゃうじぞめの扇あふぎの、もてならしたまへる移うつり香がなどさへ、喩たとへむ方かたなくめでたし。

◇　人知れず思う気持ちがあるので、無性に気づかいがされて、柔らかなお召し物類を、ますます匂わしなさっているのは、あまりに大げさなまでにあるので、丁子染の扇の、お持ちつけになっている移り香などまでが、譬えようもなく素晴らしい。

宿木．４．４．２

■　女君をむなぎみも、あやしかりし夜よのことなど1、思おもひ出いでたまふ折々をりをりなきにしもあらねば、まめやかにあはれなる御心みこころばへの、人ひとに似にずものしたまふを見みるにつけても、

◇　女君も、不思議な事であった夜のことなどを、お思い出しになる折々がないではないので、誠実で情け深いお気持ちが、誰とも違っていらっしゃるのを見るにつけても、

■　「さてあらましを」

◇　「この人と一緒になればよかった」

■　とばかりは思おもひやしたまふらむ2。

◇　とお思いになるのだろう。


1 【あやしかりし夜のことなど】大君の策略によって中君が薫と共寝したこと。「総角」巻に語られている。

2 【さてあらましをとばかりは思ひやしたまふらむ】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「中の君の薫に対する親しみの気持を忖度する形の草子地」と注す。


宿木．４．４．３

■　いはけなきほどにしおはせねば、恨うらめしき人ひとの御おほむありさまを思おもひ比くらぶるには、何事なにごともいとどこよなく思おもひ知しられたまふにや1、常つねに隔へだて多おほかるもいとほしく、

◇　幼いお年でもいらっしゃらないので、恨めしい方のご様子を比較すると、何事もますますこの上なく思い知られなさるのか、いつも隔てが多いのもお気の毒で、

■　「もの思おもひ知しらぬさまに思おもひたまふらむ2」

◇　「物の道理を弁えないとお思いなさるだろう」

■　など思おもひたまひて、今日けふは、御簾みすの内うちに入いれたてまつりたまひて、母屋もやの簾すだれに几帳添きちゃうそへて、我われはすこしひき入いりて対面たいめんしたまへり。

◇　などとお思いになって、今日は、御簾の内側にお入れ申し上げなさって、母屋の御簾に几帳を添えて、自分は少し奥に入ってお会いなさった。


1 【思ひ知られたまふにや】語り手の中君の心中を忖度した表現。

2 【もの思ひ知らぬさまに思ひたまふらむ】中君の心中。


宿木．４．４．４

■　「わざと召めしとはべらざりしかど1、例れいならず許ゆるさせたまへりし喜よろこびに、すなはちも参まゐらまほしくはべりしを、宮渡みやわたらせたまふと承うけたまはりしかば、折悪をりあしくやはとて、今日けふになしはべりにける。

◇　「特にお呼びということではございませんでしたが、いつもと違ってお許しあそばしたお礼に、すぐにも参上したく思いましたが、宮がお渡りあそばすとお聞きいたしましたので、折が悪くてはと思って、今日にいたしました。

■　さるは、年としごろの心こころのしるしもやうやうあらはれはべるにや、隔へだてすこし薄うすらぎはべりにける御簾みすの内うちよ。

◇　一方では、長年の誠意もだんだん分かっていただけましたのか、隔てが少し薄らぎました御簾の内ですね。

■　めづらしくはべるわざかな」

◇　珍しいことですね」


1 【わざと召しとはべらざりしかど】以下「めづらしくはべるわざかな」まで、薫の詞。


宿木．４．４．５

■　とのたまふに、なほいと恥はづかしく1、言いひ出いでむ言葉ことばもなき心地ここちすれど、

◇　とおっしゃるが、やはりとても恥ずかしくて、言い出す言葉もない気がするが、


1 【なほいと恥づかしく】中君の態度。


宿木．４．４．６

■　「一日ひとひ、うれしく1聞ききはべりし心こころの内うちを、例れいの、ただ結むすぼほれながら過すぐしはべりなば、思おもひ知しる片端かたはしをだに、いかでかはと、口惜くちをしさに」

◇　「先日、嬉しく聞きました心の中を、いつものように、ただ仕舞い込んだまま過ごしてしまったら、感謝の気持ちの一部分だけでも、何とかして知ってもらえようかと、口惜しいので」


1 【一日うれしく】以下「口惜しさに」まで、中君の詞。


宿木．４．４．７

■　と、いとつつましげにのたまふが、いたくしぞきて1、絶たえ絶だえほのかに聞きこゆれば、心こころもとなくて、

◇　と、いかにも慎ましそうにおっしゃるのが、たいそう奥の方に身を引いて、途切れ途切れにかすかに申し上げるので、もどかしく思って、


1 【いたくしぞきて】たいそう奥まって身を引いて、の意。


宿木．４．４．８

■　「いと遠とほくもはべるかな1。

◇　「とても遠くでございますね。

■　まめやかに聞きこえさせ、承うけたまはらまほしき世よの御物語おほむものがたりもはべるものを」

◇　心からお話し申し上げ、またお聞き致したい世間話もございますので」


1 【いと遠くもはべるかな】以下「御物語もはべるものを」まで、薫の詞。『集成』は「「世」は、男女の仲の意で、「御物語」とあるので、匂宮と中の君の間柄をさすと解される」と注す。


宿木．４．４．９

■　とのたまへば、げに、と思おぼして1、すこしみじろき寄よりたまふけはひを聞ききたまふにも、ふと胸むねうちつぶるれど、さりげなくいとど静しづめたるさまして、宮みやの御心みこころばへP32、思おもはずに浅あさうP33おはしけりとおぼしく2、かつは言いひも疎うとめ、また慰なぐさめも3、かたがたにしづしづと聞きこえたまひつつおはす。

◇　とおっしゃると、なるほど、とお思いになって、少しいざり出てお近寄りになる様子をお聞きなさるにつけても、胸がどきりとするが、平静を装いますます冷静な態度をして、宮のご愛情が、意外にも浅くおいでであったとお思いで、一方では批判したり、また一方では慰めたりして、それぞれについて落ち着いて申し上げていらっしゃる。


P32 御心ばへ--御こゝろはへも（も/＄〈朱〉）

P33 浅う--あさまし（まし/＄）う

1 【げにと思して】主語は中君。

2 【おはしけりとおぼしく】大島本は「おはしけり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはしける」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おはしけり」とする。『集成』は「匂宮のお気持が、心外なことに浅くいらっしゃったことだと匂わせるふうに」と訳す。

3 【言ひも疎めまた慰めも】匂宮を批判したり中君を慰めたり。


第五段　中君、薫に宇治への同行を願う

宿木．４．５．１

■　女君をむなぎみは、人ひとの御恨おほむうらめしさなどは、うち出いで語かたらひきこえたまふべきことにもあらねば、ただ、世よやは憂うきなどS27やうに思おもはせて1、言少ことずくなに紛まぎらはしつつ、山里やまざとにあからさまに渡わたしたまへとおぼしく、いとねむごろに思のおもひてのたまふ。

◇　女君は、宮の恨めしさなどは、口に出して申し上げなさるようなことでもないので、ただ、自分だけがつらいように思わせて、言葉少なに紛らわしては、山里にこっそりとお連れくださいとのお思いで、たいそう熱心に申し上げなさる。


S27 世やは憂き人のつらき海人の刈る藻に棲む虫のわれからぞ憂き（紫明抄所引-出典未詳）

1 【ただ世やは憂きなどやうに思はせて】『紫明抄』は「世やは憂き人やはつらきあまの刈る藻に住む虫のわれからぞ憂き」（出典未詳）、『異本紫明抄』は「世やは憂き我が身のみこそ憂かりけりされば人をも何か恨みじ」（出典未詳）を指摘。


宿木．４．５．２

■　「それはしも、心一こころひとつに1まかせては、え仕つかうまつるまじきことにはべり2。

◇　「そのことは、わたしの一存では、お世話できないことです。

■　なほ、宮みやにただ心こころうつくしく聞きこえさせたまひてP34、かの御みけしきに従したがひてなむよくはべるべき。

◇　やはり、宮にただ素直にお話し申し上げなさって、あの方のご様子に従うのがよいことです。

■　さらずは、すこしも違たがひ目めありて、心軽こころかろくもなど思おぼしものせむに、いと悪あしくはべりなむ。

◇　そうでなかったら、少しでも行き違いが生じて、軽率だなどとお考えになるだろうから、大変悪いことになりましょう。

■　さだにあるまじくは、道みちのほども御送おほむおくり迎むかへも、おりたちて仕つかうまつらむに、何なにの憚はばかりかははべらむ。

◇　そういう心配さえなければ、道中のお送りや迎えも、自らお世話申しても、何の遠慮がございましょう。

■　うしろやすく人ひとに似にぬ心こころのほどは、宮みやも皆知みなしらせたまへり」

◇　安心で人と違った性分は、宮もみなご存知でいらっしゃいました」


P34 聞こえさせたまひて--きこえさせて（て/＃）給て

1 【それはしも心一つに】以下「宮も皆知らせたまへり」まで、薫の詞。

2 【え仕うまつるまじきことにはべり】大島本は「侍り」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべなり」と「な」を補訂する。『新大系』は底本のまま「はべり」とする。


宿木．４．５．３

■　などは言いひながら、折々をりをりは、過すぎにし方かたの悔くやしさを忘わするる折をりなく、ものにもがなやS28と、取とり返かへさまほしき1と、ほのめかしつつ、やうやう暗くらくなりゆくまでおはするに、いとうるさくおぼえて、

◇　などと言いながら、時々は、過ぎ去った昔の悔しさが忘れる折もなく、できることなら昔を今に取り戻したいと、ほのめかしながら、だんだん暗くなって行くまでおいでになるので、とてもわずらわしくなって、


S28 取り返す物にもがなや世の中をありしながらのわが身と思はむ（源氏釈所引-出典未詳）

1 【ものにもがなやと取り返さまほしき】『異本紫明抄』は「取り返す物にもがなや世の中をありしながらの我が身と思はむ」（出典未詳）を指摘。


宿木．４．５．４

■　「さらば、心地ここちも1悩なやましくのみはべるを、また、よろしく思おもひたまへられむほどに、何事なにごとも」

◇　「それでは、気分も悪くなるばかりですので、また、よおろしくなった折に、どのような事でも」


1 【さらば心地も】以下「何事も」まで、中君の詞。


宿木．４．５．５

■　とて、入いりたまひぬるけしきなるが、いと口惜くちをしければ、

◇　と言って、お入りになってしまった様子なのが、とても残念なので、

宿木．４．５．６

■　「さても、いつばかり1思おぼし立たつべきにか。

◇　「それでは、いつごろにお立ちになるつもりですか。

■　いとしげくはべし道みちの草くさも、すこしうち払はらはせはべらむかし」

◇　たいそう茂っていた道の草も、少し刈り払わせましょう」


1 【さてもいつばかり】以下「うち払はせはべらむかし」まで、薫の詞。


宿木．４．５．７

■　と、心こころとりに聞きこえたまへば、しばし入いりさして、

◇　と機嫌を取って申し上げなさると、少し奥に入りかけて、

宿木．４．５．８

■　「この月つきは1過すぎぬめれば、朔日ついたちのほどにも、とこそは思おもひはべれ。

◇　「今月は終わってしまいそうなので、来月の朔日頃にも、と思っております。

■　ただ、いと忍しのびてこそよからめ。

◇　ただ、とても人目に立たないのがよいでしょう。

■　何なにか、世よの許ゆるし3などことことしく」

◇　どうして、夫の許可など仰々しく必要でしょう」


1 【この月は】以下「ことごとしく」まで、中君の詞。

2? 【朔日のほごにも】来月の九月の上旬頃に、の意。

3 【世の許し】夫匂宮の許可。


宿木．４．５．９

■　とのたまふ声こゑの、

◇　とおっしゃる声が、

■　「いみじくらうたげなるかな」

◇　「何ともかわいらしいな」

■　と、常つねよりも昔思むかしおもひ出いでらるる1に、えつつみあへで、寄よりゐたまへる柱はしらもとのP35,2簾すだれの下したより、やをらおよびて、御袖おほむそでをとらへつ。

◇　と、いつもより亡き大君が思い出されるので、堪えきれないで、寄り掛かっていらっしゃった柱の側の簾の下から、そっと手を伸ばして、お袖を捉えた。


P35 柱もとの--はしらの（の/＄）もとの

1 【昔思ひ出でらるる】亡き大君が思い出される。

2 【柱もとの】大島本は「ハしらの（の＄）」とある。すなわち「の」をミセケチにする。『完本』は諸本と訂正以前の本文に従って「柱のもと」と「の」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「柱もと」とする。


第六段　薫、中君に迫る

宿木．４．６．１

■　女1をむな、

◇　女は、

■　「さりや、あな心憂こころう」

◇　「やはり、そうだった、ああ嫌な」

■　と思おもふに、何事なにごとかは言いはれむ、ものも言いはで、いとど引ひき入いりたまへば、それにつきていと馴なれ顔がほに、半なからは内うちに入いりて2添そひ臥ふしたまへり。

◇　と思うが、何を言うことができようか、何も言わないで、ますます奥にお入りになるので、その後についてとても物馴れた態度で、半分は御簾の内に入って添い臥せりなさった。


1 【女】中君。恋の場面での呼称。

2 【半らは内に入りて】上半身は御簾の内側に入って、の意。


宿木．４．６．２

■　「あらずや2。

◇　「そうではありません。

■　忍しのびてはよかるべく思おぼすこともありけるがうれしきは、ひが耳みみか、聞きこえさせむとぞ。

◇　人目に立たないようにとはよいことをお考えになったことが嬉しく思えたのは、聞き違いでしょうか、それを伺おうと思いまして。

■　疎々うとうとしく思おぼすべきにもあらぬを、心憂こころうのけしきや1」

◇　よそよそしくお思いになるべき問題でもないのでに、情けない待遇ですね」


1 【心憂のけしきや】大島本は「心うのけしきや」とある。『集成』『完本』は諸本と訂正以前の本文に従って「心憂の御けしきや」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心うのけしきや」とする。

2 【あらずや】以下「心憂のけしきや」まで、薫の詞。


宿木．４．６．３

■　と怨うらみたまへば、いらへすべき心地ここちもせず、思おもはずに憎にく思くおもひなりぬるを、せめて思おもひしづめて、

◇　とお恨みになると、お返事できる気もなくて、意外にも憎く思う気になるのを、無理に落ち着いて、

宿木．４．６．４

■　「思おもひの外ほかなりける1御心みこころのほどかな。

◇　「意外なお気持ちですね。

■　人ひとの思おもふらむことよ。

◇　女房たちがどう思いましょう。

■　あさまし」

◇　あきれたこと」


1 【思ひの外なりける】以下「あさまし」まで、中君の詞。


宿木．４．６．５

■　とあはめて、泣なきぬべきけしきなる、すこしはことわりなれば、いとほしけれど、

◇　と軽蔑して、泣いてしまいそうな様子なのは、少しは無理もないことなので、お気の毒とは思うが、

宿木．４．６．６

■　「これは咎とがあるばかりの2ことかは。

◇　「これは非難されるほどのことでしょうか。

■　かばかりの対面たいめんは、いにしへをも思おぼし出いでよかし。

◇　この程度の面会は、昔を思い出してくださいな。

■　過すぎにし人ひとの御許おほむゆるし3もありしものを。

◇　亡くなった姉君のお許しもあったのに。

■　いとこよなく思おぼしけるこそ、なかなかうたてあれ。

◇　とても疎々しくお思いになっていらっしゃるとは、かえって嫌な気がします。

■　好すき好ずきしくめざましき心こころはあらじと、心こころやすく思おもほせ」

◇　好色がましい目障りな気持ちはないと、安心してください」


1? 【人の思ふらんこと】女房たちが想像すること。

2 【これは咎あるばかりの】以下「心やすく思ほせ」まで、薫の詞。

3 【過ぎにし人の御許し】故大君の許可。


宿木．４．６．７

■　とて、いとのどやかにはもてなしたまへれど、月つきごろ悔くやしと思おもひわたる心こころのうちの1、苦くるしきまでなりゆくさまを、つくづくと言いひ続つづけたまひて、許ゆるすべきけしきにもあらぬに2、せむかたなく3、いみじとも世よの常つねなり4。

◇　と言って、たいそう穏やかに振る舞っていらっしゃるが、幾月もずっと後悔していた心中が、堪え難く苦しいまでになって行く様子を、つくづくと話し続けなさって、袖を放しそうな様子もないので、どうしようもなく、大変だと言ったのでは月並な表現である。

■　なかなか、むげに心知こころしらざらむ人ひとよりも、恥はづかしく心こころづきなくて、泣なきたまひぬるを、

◇　かえって、まったく気持ちを知らない人よりも、恥ずかしく気にくわなくて、泣いてしまわれたのを、


1 【悔しと思ひわたる心のうちの】中君を匂宮に譲ったことを後悔。

2 【許すべきけしきにもあらぬに】中君の袖を放そうとしないこと。

3 【せむかたなく】『完訳』は「以下、中の君の心に即す表現」と注す。

4 【いみじとも世の常なり】『集成』は「つらいどころの話ではない。「いみじ」と言った言葉では月並みな表現に終る、の意。中の君の気持を代弁する草子地」と注す。


宿木．４．６．８

■　「こは、なぞ。

◇　「これは、どうしましたか。

■　あな、若々わかわかし1」

◇　何とも、幼げない」


1 【こはなぞあな若々し】薫の詞。


宿木．４．６．９

■　とは言いひながら、言いひ知しらずらうたげに、心苦こころぐるしきものから、用意深よういふかく恥はづかしげなるけはひなどの、見みしほどよりも1、こよなくねびまさりたまひにけるなどを見みるに、

◇　とは言いながらも、何とも言えずかわいらしく、お気の毒に思う一方で、心配りが深くこちらが恥ずかしくなるような態度などが、以前に一夜を共にした当時よりも、すっかり成人なさったのを見ると、

■　「心こころからよそ人**にしなして、かくP36やすからずものを思おもふこと」

◇　「自分から他人に譲って、このようにつらい思いをすることよ」

■　と悔くやしきにも、またげに音ねは泣なかれけり3。

◇　と悔しいのにつけても、また自然泣かれるのであった。

◆　 
と は いひ ながら、 いひ しら ず らうたげに、 こころぐるしき ものから、 ようい ふかく はづかしげ なる けはひ など の、 み し ほど より も、 こよなく ねび まさり たまひ に ける など を みる に、 "こころから よそびと に なし て、 かく やすから ず もの を おもふ こと。" と くやしき に も、 また げに ね は なか れ けり。


P36 かく--かく（かく/＄〈朱〉）かく

1 【見しほどよりも】以前に一夜を共にした時よりも、の意。

2? 【心からこそ】以下「ものを思ふこと」まで、薫の心中。

3 【げに音は泣かれけり】『紫明抄』は「習はねば人の問はぬもつらからで悔しきにこそ袖は濡れけれ」（新古今集恋五、一三九九、前中納言教盛母）を指摘。『湖月抄』は「神山の身を卯の花のほととぎすくやしくやしと音をのみぞ鳴く」（古今六帖五、雑の思）を指摘。『集成』は「「げに」とあるのは引歌を思わせる」と注す。


第七段　薫、自制して退出する

宿木．４．７．１

■　近ちかくさぶらふ女房二人にょうばうふたりばかりあれど、すずろなる男をとこのうち入いり来きたるならばこそは、こはいかなることぞとも、参まゐり寄よらめ、疎うとからず聞きこえ交かはしたまふ御仲おほむなからひなめれば、さるやうこそはあらめと思おもふに、かたはらいたければ2、知しらず顔がほにてやをらしぞきぬるに3、いとほしきや4。

◇　近くに伺候している女房が二人ほどいるが、何の関係のない男が入って来たのならば、これはどうしたことかと、近寄り集まろうが、親しくご相談し合っている仲のようなので、何か子細があるのだろうと思うと、側にいずらいので、知らない顔をしてそっと離れて行ったのは、お気の毒なことだ。


1? 【さるやうはこそあらめ】女房の心中。

2 【かたはらいたければ】『集成』「お側近くは憚られるので」。親密な語らいの場合は女房は座を遠慮した。

3 【やをらしぞきぬるに】大島本は「しそきぬるに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「退きぬるぞ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「退くきぬるに」とする。

4 【いとほしきや】『完訳』は「語り手の中の君への憐憫」と注す。


宿木．４．７．２

■　男君をとこぎみは、いにしへを悔くゆる心こころの忍しのびがたさなども、いと静しづめがたかりぬべかめれど、昔むかしだに1ありがたかりし心こころの用意よういなれば2、なほいと思おもひのままにももてなしきこえたまはざりけり。

◇　男君は、昔を後悔する心の堪えがたさなども、とても静め難いようであるが、昔でさえめったになかったお心配りなので、やはりとても思いのままにも無体な振る舞いはなさらないのだった。

■　かやうの筋すぢは、こまかにもえなむまねび続つづけざりける3。

◇　このような場面は、詳細に語り続けることはできないのであった。

■　かひなきものから、人目ひとめのあいなきを思おもへば、よろづに思おもひ返かへして出いでたまひぬ。

◇　不本意ながら、人目の悪いことを思うと、あれやこれやと思い返してお出になった。


1 【昔だに】副助詞「だに」は、かつて中君が独身であった時でさえ身清く一夜を過ごした、まして人妻である現在は、の意。

2 【心の用意なれば】大島本は「心のようい」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御心の用意」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心の用意」とする。

3 【かやうの筋はこまかにもえなむまねび続けざりける】『細流抄』は「草子地」と指摘。『集成』は「濡れ場の仔細にわたることは憚られると、省筆をことわる草子地」と注す。


宿木．４．７．３

■　まだ宵よひと思おもひつれど、暁近あかつきちかうなりにけるを、見みとがむる人ひともやあらむと、わづらはしきも、女をむなの御おほむためのいとほしきぞかし1。

◇　まだ宵とは思っていたが、暁近くになったのを、見咎める人もあろうかと、厄介なのも、女方の御ためにはお気の毒である。


1 【女の御ためのいとほしきぞかし】『集成』は「相手の中の君の立場を気づかうからなのだ。薫の気持を代弁する草子地」。『完訳』は「語り手が、中の君をかばう薫を代弁し、薫の心中叙述に続ける」と注す。


宿木．４．７．４

■　「悩なやましげに1聞ききわたる御心地みここちは、ことわりなりけり2。

◇　「身体が悪そうだと聞いていたご気分は、もっともなことであった。

■　いと恥はづかしと思おぼしたりつる腰こしのしるし3に、多おほくは心苦こころぐるしくおぼえてやみぬるかな。

◇　とても恥ずかしいとお思いでいらした腰の帯を見て、大部分はお気の毒に思われてやめてしまったなあ。

■　例れいのをこがましの心こころや」

◇　いつもの馬鹿らしい心だ」

■　と思おもへど、

◇　と思うが、

■　「情なさけなからむことは5、なほいと本意ほいなかるべし。

◇　「情けのない振る舞いは、やはり不本意なことだろう。

■　また、たちまちのわが心こころの乱みだれにまかせて、あながちなる心こころをつかひて後のち、心こころやすくしもはあらざらむものから、わりなく忍しのびありかむほども7心尽こころづくしに、女をむなのかたがた思おぼし乱みだれむことよ8」

◇　また、一時の自分の心の乱れにまかせて、むやみな考えをしでかして後、気安くなくなってしまうものの、無理をして忍びを重ねるのも苦労が多いし、女方があれこれ思い悩まれることであろう」


1 【悩ましげに】以下「をこがましの心や」まで、薫の心中の思い。中君の身体の加減が悪いということ。

2 【ことわりなりけり】中君の懐妊に気づく。

3 【腰のしるし】懐妊のしるしの腹帯。『集成』は「衣装のふくらみに薫の手が触れたものであろう」と注す。

4? 【多くは心苦しうおぼえてもやみぬるかな】『完訳』は「匂宮の妻になりきって子をもうけた中の君を前に、懸想する不都合さを思い、痛々しさも感ずる」と注す。

5 【情けなからむことは】以下「思し乱れむことよ」まで、薫の心中の思い。

6? 【心やすくしもえあらざらむものから】挿入句。中君は人妻である。

7 【忍びありかむほども】中君と密会をすること。

8 【女のかたがた思し乱れむことよ】夫匂宮に対しまた自分薫に対して悩む。


宿木．４．７．５

■　など、さかしく思おもふにせかれず、今いまの間まも恋こひしきS29ぞわりなかりける1。

◇　などと、冷静に考えても抑えきれず、今の間も恋しいのは困ったことであった。

■　さらに見みではえあるまじくおぼえたまふも、返かへす返がへすあやにくなる心こころなりや。

◇　ぜひとも会わなくては生きていられないように思われなさるのも、重ね重ねどうにもならない恋心であるよ。


S29 逢はざりし時いかなりしものとてかただ今の間も見ねば恋しき（後撰集恋一-五六三　読人しらず）

1 【今の間も恋しきぞわりなかりける】『源注拾遺』は「逢はざりし時いかなりし物とてかただ今の間も見ねば恋しき」（後撰集恋一、五六三、読人しらず）を指摘。


第五章　中君の物語　中君、薫の後見に感謝しつつも苦悩す

第一段　翌朝、薫、中君に手紙を書く

宿木．５．１．１

■　昔むかしよりはすこし細ほそやぎて1、あてにらうたかりつるけはひなどは、立たち離はなれたりともおぼえず、身みに添そひたる心地ここちして、さらに異事ことごともおぼえずなりにたり。

◇　昔よりは少し痩せ細って、上品でかわいらしかった様子などは、今離れている気もせず、わが身に添っている感じがして、まったく他の事は考えられなくなっていた。


1 【昔よりはすこし細やぎて】『完訳』は「以下、昨夜の中の君の印象」と注す。


宿木．５．１．２

■　「宇治うぢにいと渡わたらまほしげに1思おぼいためるを、さもや、渡わたしきこえてまし」

◇　「宇治にたいそう行きたくお思いであったようなのを、そのように、行かせてあげようか」

■　など思おもへど、

◇　などと思うが、

■　「まさに宮みやは許ゆるしたまひてむや2。

◇　「どうして宮がお許しになろうか。

■　さりとて、忍しのびてはた、いと便びんなからむ。

◇　そうかといって、こっそりとお連れしたのでは、また不都合があろう。

■　いかさまにしてP37かは、人目見苦ひとめみぐるしからで、思おもふ心こころのゆくべき」

◇　どのようにして、人目にも見苦しくなく、思い通りにゆくだろう」

■　と、心こころもあくがれて眺ながめ臥ふしたまへり。

◇　と、気も茫然として物思いに耽っていらっしゃった。


P37 いかさまにして--いかさまし（し/＄）にして

1 【宇治にいと渡らまほしげに】以下「渡しきこえてまし」まで、薫が中君の心中を思いやっている叙述。

2 【まさに宮は許したまひてむや】以下「思ふ心のゆくべき」まで、薫の心中の思い。


宿木．５．１．３

■　まだいと深ふかき朝あしたに御文おほむふみあり1。

◇　まだたいそう朝早くにお手紙がある。

■　例れいの、うはべはけざやかなる立文たてぶみにて2、

◇　いつものように、表面はきっぱりした立文で、


1 【まだいと深き朝に御文あり】後朝の文めかした差し出し方。

2 【立文にて】正式の書状の形式。


宿木．５．１．４

■　「いたづらに分わけつる道みちの露つゆしげみ

昔むかしおぼゆる秋あきの空そらかな1

◇　「無駄に歩きました道の露が多いので

昔が思い出されます秋の空模様ですね


1 【いたづらに分けつる道の露しげみ昔おぼゆる秋の空かな】薫から中君への贈歌。「露」に涙を暗示する。


宿木．５．１．５

■　御みけしきの1心憂こころうさS30は、ことわり知しらぬつらさのみなむ2。

◇　お振る舞いの情けないことは、わけの分からないつらさです。

■　聞きこえさせむ方かたなく」

◇　申し上げようもありません」


S30 身を知れば恨みぬものをなぞもかくことわり知らぬ涙なるらむ（源氏釈所引-出典未詳）

1 【御けしきの】以下「聞こえさせむ方なく」まで、和歌に続く手紙文。

2 【ことわり知らぬつらさのみなむ】『源氏釈』は「身を知れば恨みぬものをなぞもかくことわり知らぬ涙なるらむ」（出典未詳）を指摘。


宿木．５．１．６

■　とあり。

◇　とある。

■　御返おほむかへしなからむも、人ひとの、例ためれいならずと1見みとがむべきを、いと苦くるしければ、

◇　お返事がないのも、女房が、いつもと違うと注意するだろうから、とても苦しいので、


1 【例ならずと】大島本は「れいならすと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「例ならず」と「と」を削除する。『新大系』は底本のまま「例ならずと」とする。


宿木．５．１．７

■　「承うけたまはりぬ。

◇　「拝見しました。

■　いと悩なやましくて、え聞きこえさせず1」

◇　とても気分が悪くて、お返事申し上げられません」


1 【承りぬいと悩ましくてえ聞こえさせず】中君の返事。


宿木．５．１．８

■　とばかり書かきつけたまへるを、

◇　とだけお書きつけになっているのを、

■　「あまり言少ことずくななるかな1」

◇　「あまりに言葉が少ないな」

■　とさうざうしくて、をかしかりつる御おほむけはひのみ恋こひしく思おもひ出いでらる。

◇　と物足りなく思って、美しかったご様子ばかりが恋しく思い出される。


1 【あまり言少ななるかな】薫の感想。以下、主語は薫。


宿木．５．１．９

■　すこし世よの中なかをも知しりたまへるけにや1、さばかりあさましくわりなしとは思おもひたまへりつるものから、ひたぶるにいぶせくなどはあらで、いとらうらうじく恥はづかしげなるけしきも添そひて、さすがになつかしく言いひこしらへなどして、出いだしたまへるほどの心こころばへなどを思おもひ出いづるも、ねたく悲かなしく、さまざまに心こころにかかりて、わびしくおぼゆ。

◇　少しは男女の仲をご存知になったのだろうか、あれほどあきれてひどいとお思いになっていたが、一途に厭わしくはなく、たいそう立派にこちらが恥ずかしくなるような感じも加わって、はやり何といってもやさしく言いなだめなどして、お帰りになったときの心づかいを思い出すと、悔しく悲しく、いろいろと心にかかって、侘しく思われる。

■　何事なにごとも、いにしへにはいと多おほくまさりて思おもひ出いでらる。

◇　何事も、昔よりもたいそうたくさん立派になったと思い出される。


1 【すこし世の中をも知りたまへるけにや】以下「ほどの御心ばへ」あたりまで、薫の心中の思いに即した叙述。末尾は地の文に流れる叙述。


宿木．５．１．１０

■　「何なにかは1。

◇　「何かまうものか。

■　この宮離みやかれ果はてたまひなば、我われを頼たのもし人びとにしたまふべきにこそはあめれ。

◇　この宮が離れておしまいになったならば、わたしを頼りとする人になさるにちがいなかろう。

■　さても、あらはれて心こころやすきさまに2えあらじを、忍しのびつつまた思おもひます人ひとなき、心こころのとまりにてこそはあらめ3」

◇　そうなったとしても、公然と気安く会うことはできないだろうが、忍ぶ仲ながらまたこの人以上の人はいない、最後の人となるであろう」


1 【何かは】以下「こそはあらめ」まで、薫の心中の思い。

2 【心やすきさまに】大島本は「心やすきさまに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心やすきさまには」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心やすきさまに」とする。

3 【忍びつつまた思ひます人なき心のとまりにてこそはあらめ】『集成』は「人目を忍ぶ仲ながらほかにこれ以上愛する人はいない最後の女性ということになるだろう」と訳す。


宿木．５．１．１１

■　など、ただこの事ことのみ、つとおぼゆるぞ、けしからぬ心こころなるや1。

◇　などと、ただこのことばかりを、じっと考え続けていらっしゃるのは、よくない心であるよ。

■　さばかり心深こころふかげにさかしがりたまへど、男をとこといふものの心憂こころうかりけることよ2。

◇　あれほど思慮深そうに賢人ぶっていらっしゃるが、男性というものは嫌なものであることよ。

■　亡なき人ひとの御悲おほむかなしさは3、言いふかひなきことにて、いとかく苦くるしきまではなかりけり。

◇　亡くなった人のお悲しみは、言ってもはじまらないことで、とてもこうまで苦しいことではなかった。

■　これは、よろづにぞ思おもひめぐらされたまひける。

◇　今度のことは、あれこれと思案なさるのであった。


1 【けしからぬ心なるや】『完訳』は「以下、語り手の評言。思慮深くふるまう薫の内心に立ち入る」と注す。

2 【さばかり心深げにさかしがりたまへど男といふものの心憂かりけることよ】『集成』は「あれほど考え深そうに利口ぶっていらっしゃるけれども、世の男というものは何と情けないものなのでしょう。前の「けしからぬ心なるや」という草子地を受けて、薫とて世の例外ではないと、嘆いてみせる体の草子地」と注す。

3 【亡き人の御悲しさは】『完訳』は「昔は大君が最愛の女だったが、今あらためて中の君に強く執着」と注す。


宿木．５．１．１２

■　「今日けふは、宮渡みやわたらせたまひぬ1」

◇　「今日は、宮がお渡りあそばしました」


1 【今日は宮渡らせたまひぬ】薫の家人の詞。


宿木．５．１．１３

■　など、人ひとの言いふを聞きくにも、後見うしろみの心こころは失うせて、胸むねうちつぶれてP38、いとうらやましくおぼゆ。

◇　などと、人が言うのを聞くにつけても、後見人の考えは消えて、胸のつぶれる思いで、羨ましく思われる。


P38 うちつぶれて--（/+うち〈朱〉）つふれて


第二段　匂宮、帰邸して、薫の移り香に不審を抱く

宿木．５．２．１

■　宮みやは、日ひごろになりにけるは1、わが心こころさへ恨うらめしく思おぼされて、にはかに渡わたりたまへるP39なりけり。

◇　宮は、何日もご無沙汰しているのは、自分自身でさえ恨めしく思われなさって、急にお渡りになったのであった。


P39 渡りたまへる--わたりぬ（ぬ/＃）給へる

1 【宮は日ごろになりにけるは】匂宮は中君のもとに何日も行っていない日が続いた。


宿木．５．２．２

■　「何なにかは1、心隔こころへだてたるさまにも見みえたてまつらじ。

◇　「何とか、心に隔てをおいているようにはお見せ申すまい。

■　山里やまざとにと思おもひ立たつにも、頼たのもし人びとに思おもふ人ひとも、疎うとましき心添こころそひたまへりけり」

◇　山里にと思い立つにつけても、頼りにしている人も、嫌な心がおありだったのだわ」


1 【何かは】以下「心添ひたまへりけり」まで、中君の心中の思い。『完訳』は「「何かは」は開き直った気持。当初から人に苦渋の心を見すかされまいと自己制御」と注す。


宿木．５．２．３

■　と見みたまふに、世よの中なかいと所狭ところせく思おもひなられて、

◇　とお思いになると、世の中がとても身の置き所なく思わずにはいられなくなって、

■　「なほいと憂うき身みなりけりS31」

◇　「やはり嫌な身の上であった」

■　と、「ただ消きえせぬほどは1、あるにまかせて、おいらかならむ」

◇　と、「ただ死なない間は、生きているのにまかせて、おおらかにしていよう」

■　と思おもひ果はてて、いとらうたげに、うつくしきさまにもてなしてゐたまへれば、いとどあはれにうれしく思おぼされて、日ひごろのおこたりなど、限かぎりなくのたまふ。

◇　と思いあきらめて、とてもかわいらしそうに美しく振る舞っていらっしゃるので、ますますいとしく嬉しくお思いになって、何日ものご無沙汰など、この上なくおっしゃる。


S31 憂きながら消えせぬ舉は身なりけりうらやましきは水の泡かな（拾遺集哀傷-一三一三　中務）

1 【なほいと憂き身なりけりとただ消えせぬほどは】『源氏釈』は「憂きながら消えせぬものは身なりけりうらやましきは水の泡かな」（拾遺集哀傷、一三一三、中務）を指摘。


宿木．５．２．４

■　御腹おほむはらもすこしふくらかになりにたるに、かの恥ふぢたまふしるしの帯おびの引ひき結ゆはれたるほどなど、いとあはれに、まだかかる人ひとを近ちかくても見みたまはざりければ、めづらしくさへ思おぼしたり。

◇　お腹も少しふっくらとなっていたので、あのお恥じらいになるしるしの腹帯が結ばれているところなど、たいそういじらしく、まだこのような人を近くに御覧になったことがないので、珍しくまでお思いになっていた。

■　うちとけぬ所ところにならひたまひて、よろづのこと、心こころやすくなつかしく思おぼさるるままに、おろかならぬ事ことどもを、尽つきせず契ちぎりのたまふP40を聞きくにつけても、かくのみ言ことよきわざにやあらむ1と、あながちなりつる人2ひとの御みけしきも思おもひ出いでられて、年としごろあはれなる心こころばへなどは3思おもひわたりつれど、かかる方かたざまにては4、あれをもあるまじきことと思おもふにぞ、この御行おほむゆく先さきの頼たのめは、いでや、と思おもひながらも、すこし耳みみとまりける。

◇　気の置けるところに居続けなさって、万事が、気安く懐かしくお思いになるままに、並々ならぬことを、尽きせず約束なさるのを聞くにつけても、こうして口先ばかり上手なのではないかと、無理なことを迫った方のご様子も思い出されて、長年親切な気持ちと思い続けていたが、このようなことでは、あの方も許せないと思うと、この方の将来の約束は、どうかしら、と思いながらも、少しは耳がとまるのであった。


P40 契りのたまふ--ちきり給（給/＄）のたまふ

1 【かくのみ言よきわざにやあらむ】中君の心中の思い。

2 【あながちなりつる人】薫。昨夜の態度をさしていう。

3 【あはれなる心ばへなどは】大島本は「心はへなとハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心ばへとは」と「な」を削除する。『新大系』は底本のまま「心ばへなどは」とする。

4 【かかる方ざまにては】『集成』は「こうした男女の情がからまっていては」と訳す。


宿木．５．２．５

■　「さても、あさましく1たゆめたゆめて、入いり来きたりしほどよ。

◇　「それにしても、あきれるくらいに油断させておいて、入って来たことよ。

■　昔むかしの人ひとに疎うとくて過すぎにしことなど2語かたりたまひし心こころばへは、げにありがたかりけりと、なほうちとくべくはた、あらざりけりかし」

◇　亡くなった姉君と関係なく終わってしまったことなどお話になった気持ちは、なるほど立派であったと、やはり気を許すことはあってはならないのだった」


1 【さてもあさましく】以下「あらざりけりかし」まで、中君の心中の思い。

2 【昔の人に疎くて過ぎにしことなど】大君と肉体関係なく過ごしたことをいう。


宿木．５．２．６

■　など、いよいよ心こころづかひせらるるにも、久ひさしくとだえたまはむことは、いともの恐おそろしかるべくおぼえたまへば1、言ことに出いでては言いはねど2、過すぎぬる方かたよりは、すこしまつはしざまにもてなしたまへるを、宮みやはいとど限かぎりなくあはれと思おもほしたるに、かの人ひとの御移おほむうつり香3がの、いと深ふかくしみたまへるが、世よの常つねの香かうの香かに入いれ薫たきしめたるにも似にず、しるき匂にほひなるを、その道みちの人ひとにしおはすれば、あやしととがめ出いでたまひて、いかなりしことぞと、けしきとりたまふに、ことのほかにもて離はなれぬことにしあれば、言いはむ方かたなくわりなくて、いと苦くるしと思おぼしたるを、

◇　などと、ますます心配りがされるにつけても、久しくご無沙汰が続きなさることは、とても何となく恐ろしいように思われなさるので、口に出して言わないが、今までよりは、少し引きつけるように振る舞っていらっしゃるのを、宮はますますこの上なくいとしいとお思いになっていらっしゃると、あの方の御移り香が、たいそう深く染みていらっしゃるのが、世の常の香をたきしめたのと違って、はっきりとした薫りなのを、その道の達人でいらっしゃるので、妙だと不審をいだきなさって、どうしたことかと、様子を伺いなさるので、見当外れのことでもないので、言いようもなく困って、ほんとうにつらいとお思いになっていらっしゃるのを、


1 【いともの恐ろしかるべくおぼえたまへば】『集成』は「宮の不在中の薫の接近を恐れる気持」と注す。

2 【言に出でては言はねど】大島本は「ことにいてゝハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「言に出でて」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「言に出でては」とする。

3 【かの人の御移り香】薫の移り香。


宿木．５．２．７

■　「さればよ1。

◇　「そうであったか。

■　かならずさることはありなむ。

◇　きっとそのようなことはあるにちがいない。

■　よも、ただには思おもはじ、と思おもひわたることぞかし」

◇　よもや、平気でいられるはずがない、とずっと思っていたことだ」


1 【さればよ】以下「思ひわたることぞかし」まで、匂宮の思い。


宿木．５．２．８

■　と御心騷みこころさわぎけり。

◇　とお心が騒ぐのだった。

■　さるは、単衣ひとへの御衣おほむぞなども1、脱ぬぎ替かへたまひてけれど、あやしく心こころより外ほかにぞ身みにしみにける。

◇　その実、単衣のお召し物類は、脱ぎ替えなさっていたが、不思議と意外にも身にしみついていたのであった。


1 【さるは単衣の御衣なども】以下「身にしみにける」まで、語り手の説明。『湖月抄』は「草子地也」と指摘。『集成』は「以下、匂宮に疑われぬように、中の君は用心して下着の単なども着がえていられたのだが、と事情を説明する草子地」と注す。


宿木．５．２．９

■　「かばかりにては、残のこりありてしもあらじ1」

◇　「こんなに薫っていては、何もかも許したのであろう」


1 【かばかりにては残りありてしもあらじ】匂宮の詞。


宿木．５．２．１０

■　と、よろづに聞ききにくくのたまひ続つづくるに、心憂こころうくて、身みぞ置おき所どころなき。

◇　と、すべてに聞きにくくおっしゃり続けるので、情けなくて、身の置き所もない。

宿木．５．２．１１

■　「思おもひきこゆるさま1ことなるものを、我われこそ先さきになど2、かやうにうち背そむく際きははことにこそあれ3。

◇　「お愛し申し上げているのは格別なのに、捨てられるなら自分から先になどと、このように裏切るのは身分の低い者のすることです。

■　また御心みこころおきたまふばかりのほどやは経へぬる。

◇　また隔て心をお置きになるほどご無沙汰をしたでしょうか。

■　思おもひの外ほかに憂うかりける御心みこころかな」

◇　意外にもつらいお心ですね」


1 【思ひきこゆるさま】以下「憂かりける御心かな」まで、匂宮の詞。

2 【我こそ先になど】『花鳥余情』は「人よりは我こそ先に忘れなめつれなきをしも何か頼まむ」（古今六帖四、恨みず）を指摘。

3 【うち背く際はことにこそあれ】裏切るのは身分の違った女即ち卑しい身分の女がすることですよ、の意。


宿木．５．２．１２

■　と、すべてまねぶべくもあらず、いとほしげに聞きこえたまへどP41、ともかくもいらへたまはぬさへ、いとねたくて、

◇　と、何から何まで語り伝えることができないくらい、とてもお気の毒な申し上げようをなさるが、何ともお返事申し上げなさらないのまでが、まことに憎らしくて、


P41 たまへど--給へとも（も/＃〈朱〉）


宿木．５．２．１３

■　「また人ひとに馴なれける袖そでの移うつり香がを

わが身みにしめて恨うらみつるかな」

◇　「他の人に親しんだ袖の移り香か

わが身にとって深く恨めしいことだ」

宿木．５．２．１４

■　女をむなは、あさましくのたまひ続つづくるに、言いふべき方かたもなきを、いかがは、とて、

◇　女方は、ひどいおっしゃりようが続くので、何ともお返事できないでいるが、黙っているのもどうかしら、と思って、

宿木．５．２．１５

■　「みなれぬる中なかの衣ころもと頼たのめしを

かばかりにてやかけ離はなれなむ」

◇　「親しみ信頼してきた夫婦の仲も

この程度の薫りで切れてしまうのでしょうか」

宿木．５．２．１６

■　とて、うち泣なきたまへるけしきの、限かぎりなくあはれなるを見みるにも、

◇　と言って、お泣きになる様子が、この上なくかわいそうなのを見るにつけても、

■　「かかればぞかし」

◇　「これだからこそ」

■　と、いと心こころやましくて、我われもほろほろとこぼしたまふぞ、色いろめかしき御心みこころなるや。

◇　と、ますますいらいらして、自分もぽろぽろと涙を流しなさるのは、色っぽいお心だこと。

■　まことにいみじき過あやまちありとも、ひたぶるにはえぞ疎うとみ果はつまじく、らうたげに心苦こころぐるしきさまのしたまへれば、えも怨うらみ果はてたまはず、のたまひさしつつ、かつはこしらへきこえたまふ。

◇　ほんとうに大変な過ちがあったとしても、一途には疎みきれない、かわいらしくおいたわしい様子をしていらっしゃるので、最後まで恨むこともおできになれず、途中で言いさしなさっては、その一方ではお宥めすかしなさる。

第三段　匂宮、中君の素晴しさを改めて認識

宿木．５．３．１

■　またの日ひも、心こころのどかに大殿籠おほとのごもり起おきて、御手水おほむてうづ、御粥おほむかゆなどもこなたに参まゐらす。

◇　翌日も、ゆっくりとお起きになって、御手水や、お粥などをこちらの部屋で召し上がる。

■　御おほむしつらひなども、さばかりかかやくばかり1、高麗こま、唐土もろこしの錦綾にしきあやを裁たち重かさねたる目移めうつしには、世よの常つねにうち馴なれたる心地ここちして、人ひとびとの姿すがたも2、萎なえばみたるうち混まじりなどして、いと静しづかに見**まはさる。

◇　お部屋飾りなども、あれほど輝くほどの、高麗や、唐土の錦綾を何枚も重ねているのを見た目には、世間普通の気がして、女房たちの姿も、糊気のとれたのが混じったりなどして、たいそうひっそりとした感じに見回される。

◆　 
また の ひ も、 こころ のどかに おほとのごもり おき て、 おほむ-てうづ、 おほむ-かゆ など も こなた に まゐらす。 おほむ-しつらひ など も、 さばかり かかやく ばかり、 こま、 もろこし の にしき あや を たち かさね たる め うつし に は、 よ の つねに うち-なれ たる ここち し て、 ひとびと の すがた も、 なえばみ たる うち-まじり など し て、 いと しづかに み まわはさ る。


1 【御しつらひなどもさばかりかかやくばかり】六の君の部屋飾りを思い起こして中君の部屋のしつらいと比較。

2 【人びとの姿も】中君付の女房。


宿木．５．３．２

■　君きみは、なよよかなる薄色うすいろどもに、撫子なでしこの細長重ほそながかさねて、うち乱みだれたまへる御おほむさまの、何事なにごともいとうるはしく1、ことことしきまで盛さかりなる人ひとの御匂おほむにほひP42、何なにくれに思おもひ比くらぶれどP43、気劣けおとりてもおぼえず、なつかしくをかしきも、心こころざしのおろかならぬに恥はぢなきなめりかし2。

◇　女君は、柔らかな薄紫の袿に、撫子の細長を襲着して、寛いでいらっしゃるご様子が、何事もたいそう凛々しく、仰々しいまでに盛りの方の装いが、何かと比較されるが、劣っているようにも思われず、親しみがあり美しいのも、愛情が並々でないために劣るところがないのであろう。

■　まろにうつくしく肥こえたりし人ひとの、すこし細ほそやぎたるに、色いろはいよいよ白しろくなりて、あてにをかしげなり。

◇　まるまるとかわいらしく太った方が、少し細やかになっているが、肌色はますます白くなって、上品で魅力的である。


P42 御匂ひ--御（御/＆御）にほ（にほ/＃にほ〈朱〉）ひ

P43 思ひ比ぶれど--思くらふれは（は/＃〈朱〉）と

1 【何事もいとうるはしく】以下「御匂ひ」まで、六の君の描写。

2 【心ざしのおろかならぬに恥なきなめりかし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の推測」と注す。


宿木．５．３．３

■　かかる御移おほむうつり香がなどのいちじるからぬ折をりだに、愛敬あいぎゃうづきらうたきところなどの、なほ人ひとには多おほくまさりて思おぼさるるままには、

◇　このような移り香などがはっきりしない時でさえ、愛嬌があってかわいらしいところなどが、やはり誰よりも多くまさってお思いになるので、

宿木．５．３．４

■　「これをはらからなどには1あらぬ人ひとの、気近けぢかく言いひかよひて、事ことに触ふれつつ、おのづから声こゑけはひをも聞きき見馴みなれむP44は、いかでかただにも思おもはむ。

◇　「この人を兄弟などでない人が、身近で話を交わして、何かにつけて、自然と声や気配を聞いたり見たりしつけると、どうして平気でいられよう。

■　かならずしか思おぼしぬべきことなるを2」

◇　きっと心を動かすことであろうよ」


P44 見馴れむ--見なん（ん/＃）れん

1 【これをはらからなどには】以下「思しぬべきことなるを」まで、匂宮の心中の思い。

2 【かならずしか思しぬべきことなるを】大島本は「おほしぬへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おぼえぬべき」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おぼしぬべき」とする。『完訳』は「恋着の気持を抱くだろう。今までも、中の君周辺を警戒してきた、の気持。薫にも注意している」と注す。


宿木．５．３．５

■　と、わがいと隈くまなき御心みこころならひに思おぼし知しらるれば、常つねに心こころをかけて、

◇　と、自分のたいそう気の回るご性分からお思い知られるので、常に気をつけて、

■　「しるきさまなる文ふみなどやある1」

◇　「はっきりと分かるような手紙などがあるか」

■　と、近ちかき御厨子みづし、小唐櫃からびつなどやうのものをも、さりげなくて探さがしたまへど、さるものもなし。

◇　と、近くの御厨子や、唐櫃などのような物までを、さりげない様子をしてお探しになるが、そのような物はない。

■　ただ、いとすくよかに言少ことすくなにて、なほなほしきなどぞ、わざともなけれど、ものにとりまぜなどしてもあるを、

◇　ただ、たいそうきっぱりした言葉少なで、平凡な手紙などが、わざわざというのではないが、何かと一緒になってあるのを、

■　「あやし。

◇　「妙だ。

■　なほ、いとかうのみはあらじかし2」

◇　やはり、とてもこれだけではあるまい」

■　と疑うたがはるるに、いとど今日けふはやすからず思おぼさるる、ことわりなりかし3。

◇　と疑われるので、ますます今日は平気でいられないのも、もっともなことである。


1 【しるきさまなる文などやある】『完訳』は「情交関係のはっきり分る手紙」と注す。

2 【あやしなほいとかうのみはあらじかし】匂宮の思い。

3 【ことわりなりかし】『孟津抄』は「草子地也」。『完訳』は「宮の疑心も当然。語り手の評言」と注す。


宿木．５．３．６

■　「かの人ひとのけしきも1、心こころあらむ女をむなの、あはれと思おもひぬべきを、などてかは、ことの他ほかにはさし放はなたむ2。

◇　「あの人の様子も、情趣を解する女が、素晴らしいと思うにちがいないので、どうしてか、心外な人と思って放っておこう。

■　いとよきあはひなれば、かたみにぞ思おもひ交かはすらむかし」

◇　ちょうど似合いの二人なので、お互いに思いを交わし合うことだろう」


1 【かの人のけしきも】以下「思ひ交はすらむ」まで、匂宮の思い。

2 【などてかはことの他にはさし放たむ】『完訳』は「中の君もどうして心外のこととして薫をはねつけよう。彼女の側にも密会の意志があったとする」と注す。


宿木．５．３．７

■　と思おもひやるぞ、わびしく腹立はらだたしくねたかりける。

◇　と想像すると、侘しく腹立たしく悔しいのであった。

■　なほ、いとやすからざりければ、その日ひもえ出いでたまはず。

◇　やはり、とても安心していられなかったので、その日もお出かけになることができない。

■　六条院ろくづのゐんには、御文おほむふみをぞ二度三度ふたたびみたびたてまつりたまふを1、

◇　六条院には、お手紙を二度三度差し上げなさるが、


1 【二度三度たてまつりたまふを】大島本は「たてまつり給ふ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「奉れたまふ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「たてまつり給ふ」とする。


宿木．５．３．８

■　「いつのほどに積つもる御言おほむことの葉はならむ1」

◇　「いつのまに積もるお言葉なのだろう」


1 【いつのほどに積もる御言の葉ならむ】中君付きの老女房の詞。「積もる」「葉」縁語。落葉が積もる。


宿木．５．３．９

■　とつぶやく老おい人びとどもあり。

◇　とぶつぶつ言う老女連中もいる。

第四段　薫、中君に衣料を贈る

宿木．５．４．１

■　中納言ちうなごんの君きみは、かく宮みやの籠こもりおはするを聞きくにしも1、心こころやましくおぼゆれど、

◇　中納言の君は、このように宮が籠もっておいでになるのを聞くにも、癪に思われるが、


1 【聞くにしも】大島本は「きくにしも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞くにも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「聞くにしも」とする。


宿木．５．４．２

■　「わりなしや1。

◇　「しかたのないことだ。

■　これはわが心こころのをこがましく悪あしきぞかし。

◇　これは自分の心が馬鹿らしく悪いことだ。

■　うしろやすくと思おもひそめてしあたりのことを、かくは思おもふべしや」

◇　安心な後見人としてお世話し始めた方のことを、このように思ってよいことだろうか」


1 【わりなしや】以下「思ふべしや」まで、薫の心中。


宿木．５．４．３

■　と、しひてぞ思おもひ返かへして1、

◇　と無理に反省して、

■　「さはいへど、え思おぼし捨すてざめり2かし」

◇　「そうは言ってもお捨てにはならないようだ」

■　と、うれしくもあり、

◇　と、嬉しくもあり、

■　「人ひとびとのけはひなどの3、なつかしきほどに萎なえばみためりしを」

◇　「女房たちの様子などが、やさしい感じに着古した感じのようだ」

■　と思おもひやりたまひて、母宮ははみやの御方おほむかたに参まゐりたまひて4、

◇　と思いやりなさって、母宮の御方にお渡りになって、


1 【としひてぞ思ひ返して】薫は中君を後見した当初の気持ちに無理して立ち帰ろうとする。

2 【さはいへどえ思し捨てざめり】薫の心中の思い。匂宮は六の君と結婚しても中君を捨てないようだ、の意。

3 【人びとのけはひなどの】以下「萎えばみたりしを」まで、薫の心中の思い。

4 【母宮の御方に参りたまひて】薫の母女三宮のもとへ。


宿木．５．４．４

■　「よろしきまうけの1ものどもやさぶらふ。

◇　「適当な出来合いの衣類はございませんか。

■　使つかふべきこと」

◇　使いたいことが」


1 【よろしきまうけの】以下「使ふべきこと」まで、薫の詞。


宿木．５．４．５

■　などP45申まうしたまへば、

◇　などと申し上げなさると、


P45 など--なん（ん/＄）と


宿木．５．４．６

■　「例れいの、立たたむ月つきの1法事ほふじの料れうに、白しろきものどもやあらむ。

◇　「例の、来月の御法事の布施に、白い物はありましょう。

■　染そめたるなどは、今いまはわざともしおかぬを、急いそぎてこそせさせめ」

◇　染めた物などは、今は特別に置いておかないので、急いで作らせましょう」


1 【例の立たむ月の】以下「急ぎてこそせさせめ」まで、女三宮の詞。来月九月の法事の料。「例の」とは、正月・五月・九月の斎月の法事をさしていう。


宿木．５．４．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．５．４．８

■　「何なにか。

◇　「構いません。

■　ことことしき1用ようにもはべらず。

◇　仰々しい用事でもございません。

■　さぶらはむにしたがひて」

◇　ありあわせで結構です」


1 【何かことことしき】以下「したがひて」まで、薫の詞。


宿木．５．４．９

■　とて、御匣殿みくしげどのなどに問とはせたまひて、女をむなの装束さうぞくどもあまた領くだりに、細長ほそながどもも、ただあるにしたがひて、ただなる絹綾***などとり具にしたまふ。

◇　と言って、御匣殿などにお問い合わせになって、女の装束類を何領もに、細長類も、ありあわせで、染色してない絹や綾などをお揃えになる。

■　みづからの御料1***と思***しきには、わが御料***にありける紅***の擣目***なべてならぬP46に、白***き綾***どもなど、あまた重***ねたまへるに、袴ふみづからの具***はなかりけるに、いかにしたりけるにか2、腰***の一***つあるを、引***き結***び加***へて、

◇　ご本人のお召し物と思われるのは、自分のお召し物にあった紅の砧の擣目の美しいものに、幾重もの白い綾など、たくさんお重ねになったが、袴の付属品はなかったので、どういうふうにしたのか、腰紐が一本あったのを、結びつけなさって、

◆　 
とて、 みくしげどの など に とは せ たまひ て、 をむな の さうぞく-ども あまた くだり に、 ほそなが-ども も、 ただ ある に したがひ て、 ただ ある に したがひ て、 ただ なる きぬ あや んど とり ぐし たまふ。 みづから の ごれう と おぼしき に は、 わが ごれう に あり ける くれなゐ の うちめ なべて なら ぬ に、 しろき あや-ども など、 あまた かさね たまへ る に、 はかま の ぐ は なかり ける に、 いかに し たり ける に か、 こし の ひとつ ある を、 ひき-むすび くはへ て、


P46 ならぬ--ならす（す/＃〈朱〉）ぬ

1 【みづからの御料】中君自身の御料。

2 【いかにしたりけるにか】大島本は「いかにしたりけるにか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかにしたるにか」と「りけ」を削除する。『新大系』は底本のまま「いかにしたりけるにか」とする。語り手の疑問を差し挟んだ挿入句。


宿木．５．４．１０

■　「結むすびける契ちぎりことなる下紐したひもを

ただ一筋ひとすぢに恨うらみやはする1」

◇　「結んだ契りの相手が違うので

今さらどうして一途に恨んだりしようか」


1 【結びける契りことなる下紐をただ一筋に恨みやはする】薫から中君への贈歌。「結ぶ」「下紐」「一筋」縁語。


宿木．５．４．１１

■　大輔たいふの君1きみとて、大人おとなしき人ひとの2、睦むつましげなるにつかはす。

◇　大輔の君といって、年配の者で、親しそうな者におやりになる。


1 【大輔の君】中君付きの女房。「早蕨」巻に登場。

2 【大人しき人の】大島本は「おとなしき人の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おとなおとなしき人の」と「おとな」を補訂する。『新大系』は底本のまま「おとなしき人の」とする。


宿木．５．４．１２

■　「とりあへぬさまの1見苦みぐるしきを、つきづきしくもて隠かくして」

◇　「とりあえず見苦しい点を、適当にお隠しください」


1 【とりあへぬさまの】以下「もて隠して」まで、薫の詞。使者に言わせたものであろう。


宿木．５．４．１３

■　などのたまひて、御料ごれうのは1、しのびやかなれど、筥はこにて包つつみも異ことなり。

◇　などとおっしゃって、主人のお召し物は、こっそりとではあるが、箱に入れて包みも格別である。

■　御覧**ぜさせねど2、さきざきも、かやうなる御心みこころしらひは、常つねのことにて目馴めなれにたれば、けしきばみ返かへしなど、ひこしろふべきにもあらねば3、いかがとも思おもひわづらはで、人ひとびとにとり散ちらしなどしたれば、おのおのさし縫ぬひなどす。

◇　御覧にならないが、以前からも、このようなお心配りは、いつものことで見慣れているので、わざとらしくお返ししたりなど、固辞すべきことでないので、どうしたものかと思案せず、女房たちに配り分けなどしたので、それぞれ縫い物などする。

◆　 
など のたまひ て、 ごれう の は、 しのびやか なれ ど、 はこ にて つつみ も こと なり。 ごらんぜ ね ど、 さきざき も、 かやう なる み-こころ しらひ は、 つね の こと にて めなれ に たれ ば、 けしきばみ かへし など、 ひこしろふ べき に も あら ね ば、 いかが と も おもひ わづらは で、 ひとびと に とり-ちらし など し たれ ば、 おのおの さし-ぬひ など す。


1 【御料のは】中君の御料。敬語が付く。

2 【御覧ぜさせねど】「させ」使役の助動詞。匂宮がいる折なので、大輔の君は気を利かせて中君の前に差し出さない。

3 【けしきばみ返しなどひこしろふべきにもあらねば】『集成』は「あわててお返ししようとしたり、ごたごたすることもないので」。『完訳』は「いまさらわざとらしくお返ししたりなど、こだわるべきことでもないものだから」と訳す。


宿木．５．４．１４

■　若わかき人ひとびとの1、御前近おまへちかく仕つかうまつるなどをぞ、取とり分わきては繕つくろひたつべき2。

◇　若い女房たちで、御前近くにお仕えする者などは、特別に着飾らせるつもりなのであろう。

■　下仕しもづかへどもの、いたく萎なえばみたりつる姿すがたどもなどに、白しろき袷あはせなどにて、掲焉けちえんならぬぞなかなかめやすかりける。

◇　下仕え連中が、ひどくよれよれになった姿などに、白い袷などを着て、派手でないのがかえって無難であった。


1 【若き人びとの】『湖月抄』は「草子地にいふ也」と指摘。

2 【取り分きては繕ひたつべき】『完訳』は「とりわけ身ぎれいにさせておくべきなのであろう」と訳す。「べし」は語り手の推量。贈り物をした薫の気持ちを忖度。


第五段　薫、中君をよく後見す

宿木．５．５．１

■　誰たれかは、何事なにごとをも1後見うしろみかしづききこゆる人ひとのあらむ。

◇　誰が、何事をも後見申し上げる人があるだろうか。

■　宮みやは、おろかならぬ御心みこころざしのほどにて、

◇　宮は、並々でない愛情で、

■　「よろづをいかで」

◇　「万事不自由がないように」

■　と思おぼしおきてたれど、こまかなるうちうちのことまでは、いかがは思おぼし寄よらむ。

◇　とお考えおきになっているが、こまごまとした内々の事までは、どうしてお考え及ぼう。

■　限かぎりもなく人ひとにのみかしづかれてならはせたまへれば2、世よの中なかうちあはずさびしきこと、いかなるものとも知しりたまはぬ、ことわりなり。

◇　この上もなく大切にされてこられたのに馴れていらっしゃるので、生活が思うにまかせず心細いことは、どのようなものかともご存知ないのは、もっともなことである。


1 【誰かは何事をも】以下「いとほしの人ならはしやとぞ」あたりまで、語り手の批評を交えた叙述。『集成』は「以下、薫の、実生活上の細々とした援助について、長々と説明する形で言う」と注す。

2 【限りもなく人にのみかしづかれてならはせたまへれば】匂宮の生活についていう。


宿木．５．５．２

■　艶えんにそぞろ寒さむく、花はなの露つゆをもてあそびて世よは過すぐすべきもの1と思おぼしたるほどよりは、思おぼす人ひとのためなれば、おのづから折節をりふしにつけつつ2、まめやかなることまでも扱あつかひ知しらせたまふこそ、ありがたくめづらかなることなめれば、

◇　風流を好みぞくぞくと、心にしみる花の露を賞美して世の中は送るべきものとお考えのこと以外は、愛する人のためなら、自然と季節季節に応じて、実際的なことまでお世話なさるのは、もったいなくもめったにないことなので、

■　「いでや」

◇　「どんなものかしら」

■　など、誹そしらはしげに聞きこゆる御乳母おほむめのとなどもありけり。

◇　などと、非難がましく申し上げる御乳母などもいるのであった。


1 【艶にそぞろ寒く花の露をもてあそびて世は過ぐすべきもの】『集成』は「風流気取りでぞくぞくと心に沁む思いに身をやつし、花に置く露の美しさを賞でて一生は送るものと、日頃お思いである宮にしては。人生に風流韻事のほかはないと考えている匂宮の人柄をいう」と注す。

2 【折節につけつつ】『完訳』は「なかば衝動的に、訪れた時節に適した衣装をも新調するらしい。匂宮の、好色らしい処遇である」と注す。


宿木．５．５．３

■　童わらはべなどの、なりあざやかならぬ、折々をりをりうち混まじりなどしたるをも、女君をむなぎみは、いと恥はづかしく、

◇　童女などの、身なりのぱっとしないのが、時々混じったりしているのを、女君は、たいそう恥ずかしく、

■　「なかなかなる住すまひにもあるかな1」

◇　「かえって立派過ぎて困ったお邸だ」

■　など、人知ひとしれずは思おぼすことなきにしもP47あらぬに、ましてこのころは、世よに響ひびきたる御おほむありさまの2はなやかさに、かつは、

◇　などと、人知れずお思いになることがないわけでないが、まして最近は、世に鳴り響いた方のご様子の華やかさに、一方では、

■　「宮みやのうちの人4ひとの見思みおもはむことも3、人ひとげなきこと」

◇　「宮付きの女房が見たり思ったりすることも、見すぼらしいこと」

■　と、思おぼし乱みだるることも添そひて嘆なげかしきを、中納言ちうなごんの君きみは、いとよく推おし量はかりきこえたまへば、疎うとからむあたりには、見苦みぐるしくくだくだしかりぬべき心こころしらひのさまも、あなづるとはなけれど、

◇　と、お悩みになることも加わって嘆かわしいのを、中納言の君は、実によくご推察申し上げなさるので、親しくない相手だったら、見苦しくごたごたするにちがいない心配りの様子も、軽蔑するというのではないが、

■　「何なにかは、ことことしくしたて顔がほならむも、なかなかおぼえなく見みとがむる人ひとやあらむ」

◇　「どうして、大げさにいかにも目につくようなのも、かえって疑う人があろうか」

■　と、思おぼすなりけり。

◇　と、お思いになるのであった。


P47 なきにしも--なきに（に/＃〈朱〉）にしも

1 【なかなかなる住まひにもあるかな】中君の感想。『集成』は「二条の院の暮しに肩身の狭い思いをする」と注す。

2 【世に響きたる御ありさまの】六の君をさす。

3 【見思はむことも】大島本は「み思ハんことも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見思ふらむことも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「見思はんことも」とする。

4 【宮のうちの人】匂宮付きの女房。


宿木．５．５．４

■　今いまぞまた、例れいのめやすきさまなるものどもなどせさせたまひて、御小袿織おほむこうちきおらせ、綾あやの料賜れうたまはせなどしたまひける。

◇　今はまた、いつもの無難な贈り物などお整えさせなさって、御小袿を織らせ、綾の素材を下さったりなさった。

■　この君きみしもぞ1、宮みやに劣おとりきこえたまはず、さま異ことにかしづきたてられて、かたはなるまで心こころおごりもし、世よを思おもひ澄すまして、あてなる心こころばへはこよなけれど、故親王こみこの御山住みやまずみを見みそめたまひしよりぞ、

◇　この君は、宮にもお負けになさらず、特に大事に育てられて、不体裁なまでに気位高くもあり、世の中を悟り澄まして、上品な気持ちはこの上ないけれど、故親王の奥山生活を御覧になって以来、

■　「さびしき所ところのあはれさはさま異ことなりけり」

◇　「寂しい所のお気の毒さは格別であった」

■　と、心苦こころぐるしく思おぼされて、なべての世よをも思おもひめぐらし、深ふかき情なさけをもならひたまひにける。

◇　と、おいたわしく思われなさって、世間一般のこともいろいろと考えるようになり、深い同情を持つようになったのであった。

■　いとほしの人ひとならはしや、とぞ2。

◇　おかわいそうな方の影響だ、とのことである。


1 【この君しもぞ】『完訳』は「以下、薫の人となりと生き方。匂宮に並ぶ世間からの寵遇と、現世への懐疑的態度は、匂宮巻以来一貫している」と注す。

2 【いとほしの人ならはしやとぞ】『一葉抄』は「草子の詞也」と指摘。『集成』は「薫にはおかわいそうな（ちと荷の重い）八の宮の感化だとか、そんなことを言う人もいるようです」。『完訳』は「語り手の評。薫に対する八の宮のいたわしい影響とか」と注す。


第六段　薫と中君の、それぞれの苦悩

宿木．５．６．１

■　「かくて、なほ、いかでうしろやすく大人おとなしき人ひとにてやみなむ1」

◇　「こうして、やはり、何とか安心で分別のある後見人として終えよう」

■　と思おもふにも、したがはず、心こころにかかりて苦くるしければ、御文おほむふみなどを、ありしよりはこまやかにて、ともすれば、忍しのびあまりたるけしき見みせつつ聞きこえたまふを、女君をむなぎみ、いとわびしきこと添そひたる身2みと思おぼし嘆なげかる。

◇　と思うにつけても、意志とは逆に、心にかかって苦しいので、お手紙などを、以前よりはこまやかに書いて、ともすれば、抑えきれない気持ちを見せながら申し上げなさるのを、女君は、たいそうつらいことが加わった身だとお嘆きになる。


1 【かくてなほいかでうしろやすく大人しき人にてやみなむ】薫の中君の後見についての思い。

2 【添ひたる身】大島本は「そひたる身」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「添ひにたる身」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「そひたる身」とする。


宿木．５．６．２

■　「ひとへに知しらぬ人ひとなれば、あなものぐるほしと、はしたなめさし放はなたむにもやすかるべきを、昔むかしよりさま異ことなる頼たのもし人びとにならひ来きて、今いまさらに仲悪なかあしくならむも、なかなか人目悪ひとめあしかるべし2。

◇　「まったく知らない人なら、何と気違いじみていると、体裁の悪い思いをさせ放っておくのも気楽なことだが、昔から特別に信頼して来た人として、今さら仲悪くするのも、かえって人目に変だろう。

■　さすがに、あさはかにもあらぬ御心みこころばへありさまの、あはれを知しらぬにはあらず。

◇　そうはいってもやはり、浅くはないお気持ちやご好意の、ありがたさを分からないわけでない。

■　さりとて、心交こころかはし顔がほにあひしらはむもいとつつましく、いかがはすべからむ」

◇　そうかといって、相手の気持ちを受け入れたように振る舞うのも、まことに慎まれることだし、どうしたらよいだろう」


1? 【ひとへに知らぬ人ならば】以下「いかがはすべからむ」まで、中君の心中の思い。

2 【人目悪しかるべし】大島本は「人めあしかるへし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人目あやしかるべし」と「や」を補訂する。『新大系』は底本のまま「人目あしかるべし」とする。


宿木．５．６．３

■　と、よろづに思おもひ乱みだれたまふ。

◇　と、あれこれとお悩みになる。

宿木．５．６．４

■　さぶらふ人ひとびとも、すこしものの言いふかひありぬべく若わかやかなるは、皆みなあたらし、見馴みなれたるとては、かの山里やまざとの古女ふるをむなばらなり。

◇　伺候する女房たちも、少し相談のしがいのあるはずの若い女房は、みな新しく、見慣れている者としては、あの山里の老女連中である。

■　思おもふ心こころをも、同おなじ心こころになつかしく言いひあはすべき人ひとのなきままには、故姫君こひめぎみを思おもひ出いできこえたまはぬ折をりなし。

◇　悩んでいる気持ちを、同じ立場で親しく相談できる人がいないままに、故姫君をお思い出し申し上げない時はない。

宿木．５．６．５

■　「おはせましかば1、この人ひともかかる心こころを添そへたまはましや」

◇　「生きていらっしゃったら、この人もこのようなお悩みをお持ちになったろうか」


1 【おはせましかば】以下「添へたまはましやは」まで、中君の心中の思い。「ましかば--まし」反実仮想の構文。


宿木．５．６．６

■　と、いと悲かなしく、宮みやのつらくなりたまはむ嘆なげきよりも、このこといと苦くるしくおぼゆ。

◇　と、とても悲しく、宮が冷淡におなりになる嘆きよりも、このことがたいそう苦しく思われる。

第六章　薫の物語　中君から異母妹の浮舟の存在を聞く

第一段　薫、二条院の中君を訪問

宿木．６．１．１

■　男君をとこぎみも1、しひて思おもひわびて、例れいの、しめやかなる夕ゆふつ方かたおはしたり。

◇　男君も、無理をして困って、いつものように、しっとりした夕方おいでになった。

■　やがて端はしに御茵おほむしとねさし出いでさせたまひて、

◇　そのまま端にお褥を差し出させなさって、

■　「いと悩なやましきほどにてなむ、え聞きこえさせぬ2」

◇　「とても苦しい時でして、お相手申し上げることができません」

■　と、人ひとして聞きこえ出いだしたまへるを聞きくに、いみじくつらくて、涙落なみだおちぬべきを3、人目ひとめにつつめば、しひて紛まぎらはして、

◇　と、女房を介して申し上げさせなさったのを聞くと、ひどくつらくて、涙が落ちてしまいそうなのを、人目にかくして、無理に紛らわして、


1 【男君も】『完訳』は「薫。一行「女君」の称の照応」と注す。

2 【いと悩ましきほどにてなむえ聞こえさせぬ】中君が女房をして言わせた詞。

3 【涙落ちぬべきを】大島本は「なミたおちぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「涙の落ちぬ」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「涙落ちぬ」とする。


宿木．６．１．２

■　「悩なやませたまふ折をりは1、知しらぬ僧そうなども近ちかく参まゐり寄よるを2。

◇　「お悩みでいらっしゃる時は、知らない僧なども近くに参り寄るものですよ。

■　医師くすしなどの列つらにても、御簾みすの内うちにはさぶらふまじくやは。

◇　医師などと同じように、御簾の内に伺候することはできませんか。

■　かく人伝ひとづてなる御消息おほむせうそこなむ、かひなき心地ここちする」

◇　このような人を介してのご挨拶は、効のない気がします」


1 【悩ませたまふ折は】以下「かひなき心地する」まで、薫の詞。

2 【知らぬ僧なども近く参り寄るを】『完訳』は「病気治療の祈祷をすべく簾中に控える僧。それを根拠に、後見役の自分が入るのは当然、の気持」と注す。「知らぬ僧」でさえ、まして私は、の意が言外にある。


宿木．６．１．３

■　とのたまひて、いとものしげなる御みけしきなるを、一夜ひとよもののけしき1見みし人ひとびと、

◇　とおっしゃって、とても不愉快なご様子なのを、先夜お二人の様子を見ていた女房たちは、


1 【一夜もののけしき】大島本は「ひとよものゝけしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「一夜ももののけしき」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「一夜もののけしき」とする。先夜の簾中での中君と薫の対面。


宿木．６．１．４

■　「げに、いと見苦みぐるしくはべるめり1」

◇　「なるほど、とても見苦しくございますようです」


1 【げにいと見苦しくはべるめり】女房の詞。


宿木．６．１．５

■　とて、母屋もやの御簾みすうち下おろして、夜居よゐの僧そうの座ざに入いれたてまつるを、女君をむなぎみ、まことに心地ここちもいと苦くるしけれど、人ひとのかく言いふに、掲焉けちえんにならむも1、またいかが、とつつましければ、もの憂うながらすこしゐざり出いでて、対面たいめんしたまへり。

◇　と言って、母屋の御簾を下ろして、夜居の僧の座所にお入れ申すのを、女君は、ほんとうに気分も実に苦しいが、女房がこのように言うので、はっきり拒むのも、またどんなものかしら、と遠慮されるので、嫌な気分ながら少しいざり出て、お会いなさった。


1 【掲焉にならむも】大島本は「けちえんにならむも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「掲焉ならむも」と「に」を削除する。『新大系』は底本のまま「掲焉にならむも」とする。


宿木．６．１．６

■　いとほのかに、時々ときどきもののたまふ御おほむけはひの、昔人むかしびとの1悩なやみそめたまへりしころ、まづ思おもひ出いでらるるも、ゆゆしく悲かなしくて、かきくらす心地ここちしたまへば、とみにものも言いはれず2、ためらひてぞ聞きこえたまふ。

◇　とてもかすかに、時々何かおっしゃるご様子が、亡くなった姫君が病気におなり始めになったころが、まずは思い出されるのも、不吉で悲しくて、まっくらな気持ちにおなりになると、すぐには何も言うことができず、躊躇して申し上げなさる。


1 【昔人の】大島本は「むかし人の」とある。『完本』は諸本に従って「昔の人の」と「の」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「昔人の」とする。

2 【ものも言はれず】大島本は「ものもいはれす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ものもえ言はれず」と「え」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ものも言はれず」とする。


宿木．６．１．７

■　こよなく奥おくまりたまへるもいとつらくて、簾すの下したより几帳きちゃうをすこしおし入いれて、例れいの、なれなれしげに近ちかづき寄よりたまふが1、いと苦くるしければ、わりなしと思おぼして、少将せうしゃうといひし人ひとを近ちかく呼よび寄よせて、

◇　この上なく奥のほうにいらっしゃるのがとてもつらくて、御簾の下から几帳を少し押し入れて、いつものように、馴れ馴れしくお近づき寄りなさるのが、とても苦しいので、困ったことだとお思いになって、少将と言った女房を近くに呼び寄せて、


1 【例のなれなれしげに近づき寄りたまふが】『完訳』は「先夜と同じように。簾の下から上半身を入れる」と注す。


宿木．６．１．８

■　「胸むねなむ痛いたき。

◇　「胸が痛い。

■　しばしおさへて1」

◇　暫く押さえていてほしい」


1 【胸なむ痛きしばしおさへて】中君の詞。


宿木．６．１．９

■　とのたまふを聞ききて、

◇　とおっしゃるのを聞いて、

宿木．６．１．１０

■　「胸むねはおさへたるは、いと苦くるしくはべるものを1」

◇　「胸を押さえたら、とても苦しくなるものです」


1 【胸はおさへたるはいと苦しくはべるものを】薫の詞。『完訳』は「胸の痛みは、押えたらなお苦しくなる、の意に、恋情を抑えるのは苦しい、の意を言いこめる」と注す。


宿木．６．１．１１

■　とうち嘆なげきて、ゐ直なほりたまふほども、げにぞ下したやすからぬ1。

◇　と溜息をついて、居ずまいを直しなさる時も、なるほど内心穏やかならない気がする。


1 【げにぞ下やすからぬ】『玉の小櫛』は「薫君の下の心を冊子地よりいふ也」と指摘。『集成』は「ほんとに、内心はおだやかならぬものがある。薫の言葉を「胸の思いを押える」意に取りなして、少将を呼んだのを薫が不満に思う旨の草子地」。『完訳』は「語り手が、薫の言葉を受けて、薫の内心は穏やかならぬ、と評す」と注す。


宿木．６．１．１２

■　「いかなれば1、かくしも常つねに悩なやましくは思おぼさるらむ。

◇　「どうして、このようにいつもお苦しみでいらっしゃるのだろう。

■　人ひとに問とひはべりしかば2、しばしこそ3心地ここちは悪あしかなれ、さてまた、よろしき折をりあり、などこそ教をしへはべしか。

◇　人に尋ねましたら、暫くの間は気分が悪いが、そうしてまた、良くなる時がある、などと教えました。

■　あまり若々わかわかしくもてなさせたまふなめり」

◇　あまりに子供っぽくお振る舞いになっていらっしゃるようです」


1 【いかなれば】以下「もてなさせたまふめりかし」まで、薫の詞。

2 【人に問ひはべりしかば】「教へはべりしか」に係る。

3 【しばしこそ】係助詞「こそ--なれ」係結びの法則。逆接用法。


宿木．６．１．１３

■　とのたまふに、いと恥はづかしくて、

◇　とおっしゃると、とても恥ずかしくて、

宿木．６．１．１４

■　「胸むねは、いつともなく1かくこそははべれ。

◇　「胸は、いつとなくこのようでございます。

■　昔むかしの人ひともさこそはものしたまひしか。

◇　故人もこのようなふうでいらっしゃいました。

■　長ながかるまじき人ひとのするわざとか、人ひとも言いひはべるめる」

◇　長生きできない人がかかる病気とか、人も言っているようでございます」


1 【胸はいつともなく】以下「人もいひはべるめる」まで、中君の詞。


宿木．６．１．１５

■　とぞのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　「げに、誰たれも千年ちとせの松まつならぬ世よをS32,1」

◇　「なるほど、誰も千年も生きる松ではないこの世を」

■　と思おもふには、いと心苦こころぐるしくあはれなれば、この召めし寄よせたる人ひとの聞きかむもつつまれず、かたはらいたき筋すぢのことをこそ選えりとどむれ2、昔むかしより思おもひきこえしさまなどを、かの御耳一おほむみみひとつには心得こころえさせながら、人ひとはかたはにも3聞きくまじきさまに、さまよくめやすくぞ言いひなしたまふを、

◇　と思うと、まことにお気の毒でかわいそうなので、この召し寄せた人が聞くだろうことも憚らず、側で聞くとはらはらするようなことは言わないが、昔からお思い申し上げていた様子などを、あの方一人だけには分かるようにしながら、少将には変に聞こえないように、体裁よくおっしゃるのを、

■　「げに、ありがたき御心みこころばへにも4」

◇　「なるほど、世に稀なお気持ちだ」

■　と聞ききゐたりけり。

◇　と聞いているのであった。


S32 憂くも世に思ふ心にかなはぬか誰も千歳の松ならなくに（古今六帖四-二〇九六）

1 【げに誰も千年の松ならぬ世を】薫の心中の思い。源氏釈「憂くも世に思ふ心にかなはぬか誰も千歳の松ならなくに」（古今六帖四、うらみ）を指摘。

2 【かたはらいたき筋のことをこそ選りとどむれ】挿入句。係助詞「こそ--なれ」係結びの法則。逆接用法。聞かれては困るようなこと。

3 【人はかたはにも】大島本は「人ハかたわにも」とある。『完本』は諸本に従って「人はまたかたはにも」と「また」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「人はかたはにも」とする。

4 【げにありがたき御心ばへにも】下に「あるかな」などの語句が省略された形。少将君の感想。『完訳』は「薫の真意が隠蔽されているので、中の君への厚意をいかにも殊勝なものと、少将は感動的に聞く」と注す。


第二段　薫、亡き大君追慕の情を訴える

宿木．６．２．１

■　何事なにごとにつけても、故君こぎみの御事おほむことをぞ尽つきせず思おもひたまへる。

◇　どのような事柄につけても、故君の御事をどこまでも思っていらっしゃった。

宿木．６．２．２

■　「いはけなかりしほどより1、世よの中なかを思おもひ離はなれてやみぬべき心こころづかひをのみならひはべしに、さるべきにやはべりけむ、疎うときものからおろかならず思おもひそめきこえはべりしひとふしに2、かの本意ほいの聖心ひじりごころは、さすがに違たがひやしにけむ3。

◇　「幼かったころから、世の中を捨てて一生を終わりたい気持ちばかりを持ち続けていましたが、その結果であったのでしょうか、親密な関係ではないながら並々でない思いをおかけ申すようになった一事で、あの本来の念願は、そうはいっても背いてしまったのだろうか。


1 【いはけなかりしほどより】以下「なほうしろやすく思したれ」まで、薫の詞。

2 【疎きものからおろかならず思ひそめきこえはべりしひとふしに】大君との関係を回顧して言う。『完訳』は「親密な関係にはならなかったが、深い思いをかけるようになったのが原因で、の意。結婚できなかった大君との関係を回顧」と注す。

3 【かの本意の聖心はさすがに違ひやしにけむ】疑問形の文。『完訳』は「本意とする道心はやはりどうにかなってしまったのかもしれません」と訳す。


宿木．６．２．３

■　慰なぐさめばかりに、ここにもかしこにも行ゆきかかづらひて1、人ひとのありさまを見みむにつけて、紛まぎるることもやあらむなど、思おもひ寄よる折々をりをりはべれど、さらに他ほかざまにはなびくべくもはべらざりけり。

◇　慰め程度に、あちらこちらと行きかかずらって、他人の様子を見るにつけても、紛れることがあろうかなど、と思い寄る時々はございましたが、まったく他の女性には気持ちを向けることもございませんでした。


1 【慰めばかりにここにもかしこにも行きかかづらひて】『集成』は「せめても気晴らし。以下、大君の死後、ほかの女に心の移ることもあろうかと考えたこともある、と言う」。『完訳』は「傷心を慰めるべく女性交渉があったとする。按察の君やその他の召人のことだが、薫はもともと大勢の召人と関係がある」と注す。桐壺帝が更衣を失った折の「心の慰め」と新しい人を求めた類同の主題が繰り返されて語られている。


宿木．６．２．４

■　よろづに思おもひたまへわびてはP48、心こころの引ひく方かたの強つよからぬわざなりければ1、好すきがましきやうに思おぼさるらむと、恥はづかしけれど、あるまじき心こころの、かけてもあるべくはこそめざましからめ2、ただかばかりのほどにて、時々思ときどきおもふことをも聞きこえさせ承うけたまはりなどして、隔へだてなくのたまひかよはむをP49、誰たれかはとがめ出いづべき。

◇　万事困りまして、心惹かれる方も特にいなかったので、好色がましいようにお思いであろうと、恥ずかしいけれど、とんでもない心が、万が一あっては目障りなことでしょうが、ただこの程度のことで、時々思っていることを申し上げたり承ったりなどして、隔意なくお話し交わしなさるのを、誰が咎め立てしましょうか。

■　世よの人ひとに似にぬ心こころのほどは、皆人みなひとにもどかるまじくはべるを、なほうしろやすく思おぼしたれ」

◇　世間の人と違った心のほどは、みな誰からも非難さるはずはないのでございすから、やはりご安心なさいませ」


P48 わびては--わひてはの（の/＃〈朱〉）

P49 かよはむを--かよはさ（さ/＃〈朱〉）むを

1 【心の引く方の強からぬわざなりければ】『集成』は「心を強く惹かれる人もいないことでしたので。あなた以外には心惹かれる人はいなかった、という意味を逆からいう」と注す。

2 【あるべくはこそめざましからめ】係助詞「こそ--めざましからめ」係結びの法則、逆接用法。


宿木．６．２．５

■　など、怨うらみP50泣なきみ聞きこえたまふ。

◇　などと、恨んだり泣いたりしながら申し上げなさる。


P50 怨み--うらみゝ（ゝ/＃）


宿木．６．２．６

■　「うしろめたく思おもひきこえば2、かくあやしと人ひとも見思みおもひぬべきまでは聞きこえはべるべくや3。

◇　「気がかりにお思い申し上げたら、このように変だと人が見たり思ったりするにちがいないまで申し上げましょうか。

■　年としごろ、こなたかなたにつけつつ、見知みしることどものはべりしかばこそ、さま異ことなる頼たのもし人びとにて4、今いまはこれよりなどおどろかしきこゆれ5」P50

◇　長年、あれこれのことにつけて、分かってまいりましたことがございましたので、血縁者でもない後見人に、今ではわたしのほうからお願い申し上げておりますのです」


P50 怨み--うらみゝ（ゝ/＃）

1? 【誰れかはとがめいづべき】反語表現。

2 【うしろめたく思ひきこえば】以下「おどろかしきこゆれ」まで、中君の詞。

3 【聞こえはべるべくや】反語表現。

4 【さま異なる頼もし人にて】『集成』は「世間には例のないような頼りにするお方として」。『完訳』は「血縁縁者ではない後見役」と訳す。

5 【おどろかしきこゆれ】『完訳』は「今ではこちらから相談を持ちかけるほどだ、とする。先日の宇治行きの相談をさす」と注す。


宿木．６．２．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．６．２．８

■　「さやうなる折をりも1おぼえはべらぬものを、いとかしこきことに思おぼしおきてのたまはするや。

◇　「そのような時があったとも覚えておりませんので、まことに利口なこととお考えおいておっしゃるのでしょうか。

■　この御山里出おほむやまざといで立たち急いそぎに、からうして召めし使つかはせたまふべき。

◇　この山里へのご出立の準備には、かろうじてお召し使わせていただきましょう。

■　それもげに、御覧ごらんじ知しる方かたありてこそはと、おろかにやは思おもひはべる2」

◇　それも仰せのように、見込んでくれてこそだと、いい加減には思いません」


1 【さやうなる折も】以下「おろかにやは思ひはべる」まで、薫の詞。駅完訳』は「わざととぼけた言い方」と注す。

2 【おろかにやは思ひはべる】反語表現。


宿木．６．２．９

■　などのたまひて、なほいともの恨うらめしげなれど、聞きく人ひとあれば、思おもふままにもいかでかは続つづけたまはむ1。

◇　などとおっしゃって、やはりたいそうどことなく恨めしそうであるが、聞いている人がいるので、思うままにどうしてお話し続けられようか。


1 【思ふままにもいかでかは続けたまはむ】反語表現。語り手の薫に感情移入した表現。


第三段　薫、故大君に似た人形を望む

宿木．６．３．１

■　外との方かたを眺ながめ出いだしたれば、やうやう暗くらくなりにたるに、虫むしの声こゑばかり紛まぎれなくて、山やまの方小暗かたをぐらく、何なにのあやめも見みえぬに、いとしめやかなるさまして寄よりゐたまへるも、わづらはしとのみ内うちには思おぼさる1。

◇　外の方を眺めていると、だんだんと暗くなっていったので、虫の声だけが紛れなくて、築山の方は小暗く、何の区別も見えないので、とてもひっそりとして寄りかかっていらっしゃるのも、厄介だとばかり心の中にはお思いなさる。


1 【わづらはしとのみ内には思さる】主語は中君。


宿木．６．３．２

■　「限かぎりだにあるS33,1」

◇　「恋しさにも限りがあるので」


S33 恋しさの限りだにある世なりせば年経て物は思はざらまし（古今六帖五-二五七一）

1 【限りだにある】薫の詞。『源氏釈』は「恋しさの限りだにある世なりせば年へてものは思はざらまし」（古今六帖五、年へていふ）を指摘。


宿木．６．３．３

■　など、忍しのびやかにうち誦ずじて、

◇　などと、こっそりと口ずさんで、

宿木．６．３．４

■　「思おもうたまへわびにてはべり1。

◇　「困り果てております。

■　音無おとなしの里2求さともとめまほしきを、かの山里やまざとのわたりに、わざと寺てらなどはなくとも、昔むかしおぼゆる人形ひとがたをも作つくり3、絵ゑにも描かきとりて、行おこなひはべらむとなむ、思おもうたまへなりにたる」

◇　音無の里を尋ねて行きたいが、あの山里の辺りに、特に寺などはなくても、故人が偲ばれる人形を作ったり、絵にも描いたりして、勤行いたしたいと、存じるようになりました」


1 【思うたまへわびにてはべり】以下「思うたまへなりにたる」まで、薫の詞。

2 【音無の里】『源氏釈』は「恋ひわびぬねをだに泣かむ声立てていづれなるらむ音無の里」（拾遺集恋二、七四九、読人しらず）を指摘。

3 【昔おぼゆる人形をも作り】『源氏釈』は漢武帝が李夫人の絵姿を絵師に描かせた故事を指摘する。


宿木．６．３．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

宿木．６．３．６

■　「あはれなる御願おほむねがひに1、またうたて御手洗川近みたらしがはちかき心地ここちする人形ひとがたこそ2、思おもひやりいとほしくはべれ。

◇　「しみじみとした御本願に、また嫌な御手洗川に近い気がする人形は、想像するとお気の毒でございます。

■　黄金求こがねもとむる絵師ゑしもこそなど3、うしろめたくぞはべるや」

◇　黄金を求める絵師がいたらなどと、気がかりでございませんか」


1 【あはれなる御願ひに】以下「うしろめたくぞはべるや」まで、中君の詞。

2 【うたて御手洗川近き心地する人形こそ】中君は『伊勢物語』の禊のために人形を川に流した話を例にとって反駁する。『異本紫明抄』は「恋せじと御手洗川にせし禊神はうけずもなりにけるかな」（古今集恋一、五〇一、読人しらず）を指摘。

3 【黄金求むる絵師もこそなど】『源氏釈』はは王昭君の故事を指摘。


宿木．６．３．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．６．３．８

■　「そよ。

◇　「そうですよ。

■　その工たくみも絵師ゑしも1、いかでか心こころには叶かなふべきわざならむ。

◇　その彫刻師も絵師も、どうして心に叶う物ができましょうか。

■　近ちかき世よに花降はなふらせたる工たくみもはべりけるを2、さやうならむ変化へんぐえの人ひともがな」

◇　最近に蓮華を降らせた彫刻師もございましたが、そのような変化の人もいてくれたらなあ」


1 【そよその工も絵師も】以下「変化の人もがな」まで、薫の詞。

2 【近き世に花降らせたる工もはべりけるを】出典未詳の故事。


宿木．６．３．９

■　と、とざまかうざまに忘わすれむ方かたなきよしを、嘆なげきたまふけしきの、心深こころぶかげなるもいとほしくて、今いますこし近ちかくすべり寄よりて、

◇　と、あれやこれやと忘れることのない旨を、お嘆きになる様子が、深く思いつめているようなのもお気の毒で、もう少し近くにいざり寄って、

宿木．６．３．１０

■　「人形ひとがたのついでに1、いとあやしく思おもひ寄よるまじきことをこそ、思おもひ出いではべれ」

◇　「人形のついでに、とても不思議と思いもつかないことを、思い出しました」


1 【人形のついでに】以下「思ひ出ではべれ」まで、中君の詞。


宿木．６．３．１１

■　とのたまふけはひの、すこしなつかしきも、いとうれしくあはれにて、

◇　とおっしゃる感じが、少しやさしいのもとても、嬉しくありがたくて、

宿木．６．３．１２

■　「何なにごとにか1」

◇　「どのようなことですか」


1 【何ごとにか】薫の詞。


宿木．６．３．１３

■　と言いふままに、几帳きちゃうの下したより手てを捉とらふれば、いとうるさく思おもひならるれど、

◇　と言いながら、几帳の下から手をお掴みになると、とてもわずらわしく思われるが、

■　「いかさまにして、かかる心こころをやめて、なだらかにあらむ1」

◇　「何とかして、このような心をやめさせて、穏やかな交際をしたい」

■　と思おもへば、この近ちかき人ひとの2思おもはむことのあいなくて、さりげなくもてなしたまへり。

◇　と思うので、この近くにいる少将の君の思うことも困るので、さりげなく振る舞っていらっしゃった。


1 【いかさまにしてかかる心をやめてなだらかにあらむ】中君の心中の思い。薫の懸想心をやめさせたい、意。

2 【この近き人の】少将の君。


第四段　中君、異母妹の浮舟を語る

宿木．６．４．１

■　「年としごろは1、世よにやあらむとも知しらざりつる人ひとの、この夏なつごろ、遠とほき所ところよりものして尋たづね出いでたりしを、疎うとくは思おもふまじけれど2、またうちつけに、さしも何なにかは睦むつび思おもはむ、と思おもひはべりしを、さいつころ来きたりしこそ、あやしきまで、昔人むかしびとの御おほむけはひにかよひたりしかば、あはれにおぼえなりにしか。

◇　「今までは、この世にいるとも知らなかった人が、今年の夏頃、遠い所から出てきて尋ねて来たのですが、よそよそしくは思うことのできない人ですが、また急に、そのようにどうして親しくすることもあるまい、と思っておりましたが、最近来た時は、不思議なまでに、故人のご様子に似ていたので、しみじみと胸を打たれました。


1 【年ごろは】以下「さはありけむ」まで、中君の詞。浮舟のことが初めて語られる。

2 【疎くは思ふまじけれど】疎遠にはできない人。婉曲な言い回し。異母姉妹であることをほのめかす。


宿木．６．４．２

■　形見かたみなど、かう思おぼしのたまふめるは1、なかなか何事なにごとも、あさましくもて離はなれたりとなむ、見みる人ひとびとも2言いひはべりしを、いとさしもあるまじき人ひとの3、いかでかは、さはありけむ」

◇　形見などと、あのようにお考えになりおっしゃるようなのは、かえって何もかも、あきれるくらい似ていないようだと、知っている女房たちは言っておりましたが、とてもそうでもないはずの人が、どうして、そんなに似ているのでしょう」


1 【かう思しのたまふめるは】主語はあなた薫。薫が私を故大君の形見だと、の意。

2 【見る人びとも】女房たち。大君と中君をよく見てきた人々、の意。

3 【いとさしもあるまじき人の】浮舟についていう。同腹の大君と私があまり似ていないのに、そうでない人（異腹の姉妹）が大君に似ている不思議さをいう。


宿木．６．４．３

■　とのたまふを、夢語ゆめがたりか、とまで聞きく。

◇　とおっしゃるのを、夢語りか、とまで聞く。

宿木．６．４．４

■　「さるべきゆゑあればこそは1、さやうにも睦むつびきこえらるらめ。

◇　「そのような因縁があればこそ、そのようにもお親しみ申すのでしょう。

■　などか今いままで、かくもかすめさせたまはざらむ」

◇　どうして今まで、少しも話してくださらなかったのですか」


1 【さるべきゆゑあればこそは】以下「かすめさせたまはざりつらむ」まで、薫の詞。


宿木．６．４．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

宿木．６．４．６

■　「いさや、そのゆゑも1、いかなりけむこととも思おもひ分わかれはべらず。

◇　「さあ、その理由も、どのようなことであったかも分かりません。

■　ものはかなきありさまどもにて2、世よに落おちとまりさすらへむとすらむこと、とのみ、うしろめたげに思おぼしたりし3ことどもを、ただ一人ひとりかき集あつめて4思おもひ知しられはべるに、またあいなきことをさへうち添そへて5、人ひとも聞きき伝つたへむこそ、いといとほしかるべけれ6」

◇　頼りなさそうな状態で、この世に落ちぶれさすらうことだろうこと、とばかり、不安そうにお思いであったことを、ただ一人で何から何まで経験させられますので、またつまらないことまでが加わって、人が聞き伝えることも、とてもお気の毒なことでしょう」


1 【いさやそのゆゑも】以下「いとほしかるべけれ」まで、中君の詞。

2 【ものはかなきありさまどもにて】接尾語「ども」、大君と中君をさす。卑下。父八宮が遺される姉妹を心配していたこと。

3 【思したりし】主語は父八宮。

4 【ただ一人かき集めて】自分中君が一人ですべて、の意。

5 【またあいなきことをさへうち添へて】異母姉妹浮舟の登場をさす。『集成』は「もう一人知られなくてもよい人のことまで一緒に、世間の人に知れ渡りますのは、いかにも父宮においたわしいことに思われます。子女の零落は八の宮の名誉にかかわる、それは私一人でたくさんだ、という気持」と注す。

6 【いといとほしかるべけれ】故父八宮に対して。


宿木．６．４．７

■　とのたまふけしき見みるに、

◇　とおっしゃる様子を見ると、

■　「宮みやの忍しのびて1ものなどのたまひけむ人ひとの、忍草摘しのぶぐさつみおきS35,2たりけるなるべし」

◇　「宮が密かに情けをおかけになった女が、子を生んでおいたのだろう」

■　と見知みしりぬP53。

◇　と理解した。


S35 結びおきし形見の子だになかりせば何に忍ぶの草を摘ままし（後撰集雑二-一一八七　藤原兼忠）

P53 見知りぬ--見知（知/＃〈朱〉）しりぬ

1 【宮の忍びて】以下「摘みおきたりけるなるべし」まで、薫の心中。八宮がこっそり儲けた女であると、合点する。

2 【忍草摘みおき】『奥入』は「結びおきし形見の子だになかりせば何に忍ぶの草を摘ままし」（後撰集雑二、一一八七、兼忠朝臣の母の乳母）を指摘。


宿木．６．４．８

■　似にたりとのたまふゆかりに耳みみとまりて、

◇　似ているとおっしゃる縁者に耳がとまって、

宿木．６．４．９

■　「かばかりにては1。

◇　「それだけでは。

■　同おなじくは言いひ果はてさせたまうてよ2」

◇　同じことなら最後までおっしゃってください」


1 【かばかりにては】以下「させたまうてよ」まで、薫の詞。

2 【させたまうてよ】大島本は「給うてよ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひてよ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給うてよ」とする。


宿木．６．４．１０

■　と、いぶかしがりたまへど、さすがにかたはらいたくて、えこまかにも聞きこえたまはず。

◇　と、聞きたがりなさるが、やはり何といっても憚られて、詳細を申し上げることはおできになれない。

宿木．６．４．１１

■　「尋たづねむと思おぼす心こころあらば1、そのわたりとは聞きこえつべけれど、詳くはしくしもえ知しらずや。

◇　「尋ねたいと思いなさるお気持ちでしたら、どこそこと申し上げましょうが、詳しいことは分かりませんよ。

■　また、あまり言いはば、心劣こころおとりもしぬべきことになむ」

◇　また、あまり言ったら、期待外れもしましょうから」


1 【尋ねむと思す心あらば】以下「御心をとりもしぬべきことになむ」まで、中君の詞。


宿木．６．４．１２

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．６．４．１３

■　「世よを、海中うみなかにも、魂たまのありか尋たづねには1、心こころの限かぎり進すすみぬべきを、いとさまで思おもふべきにはあらざなれど、いとかく慰なぐさめむ方かたなきよりはと、思おもひ寄よりはべる人形ひとがたの願ねがひばかりには、などかは3、山里やまざとの本尊ほんぞんにも思おもひはべらざらむ。

◇　「男女の仲を、海の中までも、魂のありかを求めては、思う存分進んで行きましょうが、とてもそこまでは思うことはないが、とてもこのように慰めようのないのよりは、と存じます人形の願いぐらいには、どうして、山里の本尊に対しても思ってはいけないのでしょうか。

■　なほ、確たしかにのたまはせよ」

◇　やはり、はっきりおっしゃってください」


1 【世を海中にも魂のありか尋ねには】以下「確かにのたまはせよ」まで、薫の詞。『白氏文集』「長恨歌」の故事を踏まえた物言い。

2? 【思ひよりはべる人形の】『集成』は「思ひ寄りはべる人形」と下文に続ける。『完訳』は「思ひよりはべる。人形の」と二文にする。

3 【などかは】「思ひはべらざらむ」に係る。反語表現の構文。『集成』は「その人を宇治のお寺の本尊とあがめて何の悪いことがありましょう。大君に生き写しのその人を愛して何が悪かろう、の意」と注す。


宿木．６．４．１４

■　と、うちつけに責せめきこえたまふ。

◇　と、急にお責め申し上げなさる。

宿木．６．４．１５

■　「いさや、いにしへの1御おほむゆるしもなかりしことを、かくまで漏もらしきこゆるも、いと口軽くちかるけれど、変化へんぐえの工求たくみもとめたまふいとほしさにこそ、かくも」

◇　「さあ、父宮のお許しもなかったことを、こんなにまでお洩らし申し上げるのも、とても口が軽いが、変化の彫刻師をお探しになるお気の毒さに、こんなにまで」

■　とて、

◇　と言って、

■　「いと遠とほきP54所ところに2年としごろ経へにけるを、母ははなる人ひとのうれはしきことに思おもひて、あながちに尋たづね寄よりしを、はしたなくもえいらへではべりしに、ものしたりしなり。

◇　「とても遠い所に長年過ごしていたが、母である人が遺憾に思って、無理に尋ねて来たのですが、体裁悪くもお返事できずにおりましたところ、参ったのです。

■　ほのかなりしかばにや、何事なにごとも思おもひしほどよりは見苦みぐるしからずなむ見みえし。

◇　ちらっと会ったためにか、何事も想像していたよりは見苦しくなく見えました。

■　これをいかさまに3もてなさむ、と嘆なげくめりしにP55、仏ほとけにならむは、いとこよなきことにこそはあらめ4、さまではいかでかは」

◇　この娘をどのように扱おうかと困っていたようでしたが、仏になるのは、まことにこの上ないことでありましょうが、そこまではどうかしら」


P54 遠き--とを／＼（／＼/＃〈朱〉）き

P55 嘆くめりしに--なけくめりしを（を/＃〈朱〉）に

1 【いさやいにしへの】以下「いとほしさにこそかくも」まで、中君の詞。「いにしへ」は故父宮をさす。

2 【いと遠き所に】以下「さまではいかでかは」まで、中君の詞。

3 【これをいかさまに】この娘を。浮舟をさす。

4 【仏にならむはいとこよなきことにこそはあらめ】『完訳』は「薫の「山里の本尊」を受けた言い方。薫の思われ人になるのは先方として願ってもない幸いだろうが、それに値するほどでもない意」と注す。


宿木．６．４．１６

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

第五段　薫、なお中君を恋慕す

宿木．６．５．１

■　「さりげなくて1、かくうるさき心こころをいかで言いひ放はなつわざもがな、と思おもひたまへる」

◇　「何気なくて、このようにうるさい心を何とか言ってやめさせる方法もないものか、と思っていらっしゃる」

■　と見みるはつらけれど、さすがにあはれなり。

◇　と見るのはつらいけれど、やはり心動かされる。

■　「あるまじきこととは2深ふかく思おもひたまへるものから、顕証けせうにはしたなきさまには、えもてなしたまはぬも、見知みしりたまへるにこそは」

◇　「あってはならないこととは深く思っていらしゃるものの、あからさまに体裁の悪い扱いは、おできになれないのを、ご存知でいらっしゃるのだ」

■　と思おもふ心こころときめきに、夜よもいたく更ふけゆくを、内うちには人目ひとめいとかたはらいたくおぼえたまひて、うちたゆめて入いりたまひぬれば、男君をとこぎみ、ことわりとは返かへす返がへす思おもへど、なほいと恨うらめしく口惜くちをしきに、思おもひ静しづめむ方かたもなき心地ここちして、涙なみだのこぼるるも人悪ひとわろければ、よろづに思おもひ乱みだるれど、ひたぶるに3あさはかならむもてなしはた、なほいとうたて、わがためもあいなかるべければ、念ねんじ返かへして、常つねよりも嘆なげきがちにて出いでたまひぬ。

◇　と思うと胸がどきどきして、夜もたいそう更けてゆくのを、御簾の内側では人目がたいそう具合が悪く思われなさって、すきを見て、奥にお入りになってしまったので、男君は、道理とは繰り返し思うが、やはりまことに恨めしく口惜しいので、思い静める方もない気がして、涙がこぼれるのも体裁が悪いので、あれこれと思い乱れるが、一途に軽率な振る舞いをしたら、またやはりとても嫌な、自分にとってもよくないことなので、思い返して、いつもより嘆きがちにお出になった。


1 【さりげなくて】以下「思ひたまへる」まで、薫の心中の思い。

2 【あるまじきこととは】以下「見知りたまへるにこそは」まで、薫の心中の思い。「あるまじきこと」とは薫の中君への懸想心をさす。

3 【ひたぶるに】以下、地の文と薫の心中の思いがないまぜになった叙述。


宿木．６．５．２

■　「かくのみ思おもひては1、いかがすべからむ。

◇　「こうばかり思っていては、どうしたらよいだろう。

■　苦くるしくもあるべきかな。

◇　苦しいことだろうなあ。

■　いかにしてかは、おほかたの世よにはもどきあるまじきさまにて、さすがに思おもふ心こころの叶かなふわざ2をすべからむ」

◇　何とかして、世間一般からは非難されないようにして、しかも思う気持ちが叶うことができようか」


1 【かくのみ思ひては】以下「心の叶ふわざをすべからむ」まで、薫の心中の思い。中君を思う心。

2 【心の叶ふわざ】『完訳』は「中の君恋慕の気持が」と注す。


宿木．６．５．３

■　など、おりたちて1練れんじたる心こころならねばにや、わがため人ひとのためも、心**やすかるまじきことを、わりなく思おぼし明あかすにP56,2、

◇　などと、自ら経験していない人柄からであろうか、自分のためにも相手のためにも、心穏やかでないことを、むやみに悩み明かすと、

■　「似にたりとのたまひつる人ひとも、いかでかは真まことかとは見みるべき。

◇　「似ているとおっしゃった人も、どうして本当かどうか見ることができよう。

■　さばかりの際きはなれば4、思おもひ寄よらむに、難かたくはあらずとも、人ひとの本意ほいにもあらずは5、うるさくこそあるべけれ」

◇　その程度の身分なので、思いよるに難しくはないが、相手が願いどおりでなかったら、やっかいなことであろう」

■　など、なほそなたざまには心こころも立たたず6。

◇　などと、やはりそちらの方には気が向かない。

◆　 
など、 おりたち て れんじ たる こころ なら ね ば に や、 わが ため ひと の ため に も、 こころやうかる まじき こと を、 わりなく おぼし あかす に、 "に たり と のたまひ つる ひと も、 いかでかは まこと か と は みる べき。 さばかり の きは なれ ば、 おもひよら む に、 かたく は あら ず とも、 ひと の ほ'い に も あら ず は、 うるさく こそ ある べけれ。" など、 なほ そなた ざま に は こころ も たた ず。


P56 明かすに--あかす（す/+に）

1 【おりたちて】以下「心ならねばにや」まで、語り手の薫の性格を推測した挿入句。

2 【わりなく思し明かすに】大島本は「おほしあかす（す＋に）」とある。すなわち「に」を補入する。『集成』『完本』は諸本と訂正以前本文に従って「思ほし明かす」と校訂する。『新大系』は底本の補入に従って「おぼし明かすに」とする。

3? 【似たりとのたまひつる人をも】以下「うるさくこそあるべけれ」まで、薫の心中の思い。

4 【さばかりの際なれば】『完訳』は「劣り腹で父宮に認められなかったほどだから、身分が低い。容易に手に入れられるとも思う」と注す。

5 【人の本意にもあらずは】『集成』は「先方の望まないことであるなら。向うの母親などの思惑を気にする」。『完訳』は「浮舟が、故人の形見として思いどおりでなかったら。思いどおりでなくとも中の君との関係から、彼女を放り出せないと考える」と注す。

6 【なほそなたざまには心も立たず】この段階では、まだ浮舟に対しては強く関心は進まない。依然として中君に執心しているというニュアンス。


第七章　薫の物語　宇治を訪問して弁の尼から浮舟の詳細について聞く

第一段　九月二十日過ぎ、薫、宇治を訪れる

宿木．７．１．１

■　宇治うぢの宮みやを久ひさしく見みたまはぬ時ときは、いとど昔遠むかしとほくなる心地ここちして、すずろに心細こころぼそければ、九月二十余日くぐわちにじふよにちばかりに1おはしたり。

◇　宇治の宮邸を久しく訪問なさらないころは、ますます故人の面影が遠くなった気がして、何となく心細いので、九月二十日過ぎ頃にいらっしゃった。


1 【九月二十余日ばかりに】晩秋の気色。宇治では都より早く冬に向かう。


宿木．７．１．２

■　いとどしく風かぜのみ吹ふき払はらひて、心こころすごく荒あらましげなる水みづの音おとのみ宿守やどもりにて、人影ひとかげもことに見みえず。

◇　ますます風が吹き払って、ぞっとするほど荒々しい水の音ばかりが宿守で、人影も特に見えない。

■　見みるには、まづかきくらし、悲かなしきことぞ限かぎりなき。

◇　見ると、まっさきに真暗になり、悲しいことばかりが限りない。

■　弁べんの尼召あまめし出いでたれば、障子口さうじぐちに、青鈍あをにびの几帳きちゃうさし出いでて参まゐれり。

◇　弁の尼を呼び出すと、襖障子の口に、青鈍の几帳をさし出して参った。

宿木．７．１．３

■　「いとかしこけれど1、ましていと恐おそろしげにはべれば、つつましくてなむ」

◇　「とても恐れ多いことが、以前以上にとても醜くございますので、憚られまして」


1 【いとかしこけれど】以下「つつましくなむ」まで、弁尼の詞。


宿木．７．１．４

■　と、まほには出いで来こず。

◇　と、直接には出てこない。

宿木．７．１．５

■　「いかに眺ながめたまふらむと1思おもひやるに、同おなじ心こころなる人ひともなき物語ものがたりも聞きこえむとてなむ。

◇　「どのように物思いされていることだろうと想像すると、同じ気持ちの人もいない話を申し上げようと思って来ました。

■　はかなくも積つもる年月としつきかな」

◇　とりとめもなく過ぎ去ってゆく歳月ですね」


1 【いかに眺めたまふらむと】以下「年月かな」まで、薫の詞。


宿木．７．１．６

■　とて、涙なみだを一目浮ひとめうけておはするに、老おい人びとはいとどさらにせきあへず。

◇　と言って、涙を目にいっぱい浮かべていらっしゃると、老女はますますそれ以上に涙をとどめることができない。

宿木．７．１．７

■　「人ひとの上うへにて1、あいなくものを思おぼすめりしころの3空そらぞかし、と思おもひたまへ出いづるに、いつとはべらぬS36なるにも2、秋あきの風かぜは身みにしみてS37,4つらくおぼえはべりて、げにかの嘆なげかせたまふめりしもしるき世よの中なかの御おほむありさまを、ほのかに承うけたまはるも、さまざまになむ」

◇　「妹宮の事で、なさらなくてもよいご心配をなさったころと同じ季節だ、と思い出しますと、常に悲しい季節の中でも、秋の風は身にしみてつらく思われまして、なるほどあの方がご心配になったとおりの夫婦仲のご様子を、ちらっと耳にいたしますのも、それぞれにお気の毒で」


S36 いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べは恋しかりけり（古今集恋一-五四六　読人しらず）

S37 秋吹くはいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらむ（和泉式部集-一三二）

1 【人の上にて】以下「さまざまに」まで、弁尼の詞。中君の身の上をさす。

2 【いつとはべらぬなるにも】大島本は「侍らぬなるにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべらぬ中にも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍らぬなるにも」とする。

3 【あいなくものを思すめりしころの】主語は故大君。

4 【いつとはべらぬなるにも秋の風は身にしみて】大島本は「なるにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「中にも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「なるにも」とする。『異本紫明抄』は「いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べはあやしかりけり」（古今集恋一、五四六、読人しらず）。『河海抄』は「秋吹くはいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらむ」（詞花集秋、一〇九、和泉式部）を指摘する。


宿木．７．１．８

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

宿木．７．１．９

■　「とあることもかかることも1、ながらふれば、直なほるやうもあるを、あぢきなく思おぼししみけむこそ、わが過あやまちのやうに、なほ悲かなしけれ。

◇　「ああなったこともこうなったことも、長生きをすると、良くなるようなこともあるので、つまらないことと思いつめていらしたのは、自分の過失であったように、やはり悲しい。

■　このころの御おほむありさまは2、何なにか、それこそ世よの常つねなれ3。

◇　最近のご様子は、どうして、それこそ世の常のことです。

■　されど、うしろめたげには見みえきこえざめり。

◇　けれど、不安そうにはお見え申さないようだ。

■　言いひても言いひても、むなしき空そらに昇のぼりぬる煙けぶりのみこそ、誰たれも逃のがれぬことながら、後おくれ先さきだつほどS38は4、なほいと言いふかひなかりけり」

◇　言っても言っても効ない、むなしい空に昇ってしまった煙だけは、誰も逃れることはできない運命ながらも、後になったり先立ったりする間は、やはり何とも言いようのないことです」


S38 末の露本の雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ（古今六帖一-五九三）

1 【とあることもかかることも】以下「言ふかひなかりけれ」まで、薫の詞。

2 【このころの御ありさまは】最近のご様子。匂宮と六の君の結婚生活をさす。

3 【それこそ世の常なれ】匂宮が夕霧の婿になるのは当然のこと、という。

4 【後れ先だつほどは】『異本紫明抄』は「末の露もとの雫や世の中の後れ先立つためしなるらむ」（古今六帖一、雫）を指摘。


宿木．７．１．１０

■　とても、また泣なきたまひぬ。

◇　と言って、またお泣きになる。

第二段　薫、宇治の阿闍梨と面談す

宿木．７．２．１

■　阿闍梨召あざりめして、例れいの、かの忌日きにちの経仏きゃうほとけなどのこと1のたまふ。

◇　阿闍梨を呼んで、いつものように、故姫君の御命日のお経や仏像のことなどをおっしゃる。


1 【かの忌日の経仏などのこと】大島本は「かのき日の経仏なとの事」とある。『集成』は諸本に従って「かの御忌日の経仏などのこと」、『完本』は諸本に従って「かの御忌日の経仏のことなど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かの忌日の経仏などの事」とする。


宿木．７．２．２

■　「さて、ここに時々1ときどきものするにつけても、かひなきことのやすからずおぼゆるが、いと益やくなきを、この寝殿しんでんこぼちて、かの山寺やまでらのかたはらに堂建だうたてむ、となむ思おもふを、同おなじくは疾とく始はじめてむ」

◇　「ところで、ここに時々参るにつけても、しかたのないことがいつまでも思い出されるのが、とてもつまらないことなので、この寝殿を壊して、あの山寺の傍らにお堂を建てよう、と思うが、同じことなら早く始めたい」


1 【さてここに時々】以下「疾く始めてむ」まで、薫の詞。


宿木．７．２．３

■　とのたまひて、堂だういくつ、廊らうども、僧房そうばうなど、あるべきことども、書かき出いでのたまはせさせたまふを2、

◇　とおっしゃって、お堂を幾塔、渡廊の類や、僧坊などを、必要なことを書き出したりおっしゃったりおさせになるので、


1? 【いと尊きこと】阿闍梨の詞。

2 【書き出でのたまはせさせたまふを】大島本は「かきいての給せさせ給ふを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「書き出でのたまひなどせさせたまふを」と「など」を補訂する。『新大系』は底本のまま「書き出での給（たまひ）、せさせ給ふを」とする。


宿木．７．２．４

■　「いと尊たふときこと」

◇　「まことにご立派な功徳だ」

宿木．７．２．５

■　と聞きこえ知しらす。

◇　とお教え申す。

宿木．７．２．６

■　「昔むかしの人ひとの1、ゆゑある御住おほむすまひに占しめ造つくりたまひけむ所ところを、ひきこぼたむ、情なさけなきやうなれど、その御心みこころざしも功徳くどくの方かたには進すすみぬべく思おぼしけむをP57、とまりたまはむ人ひとびと2思おぼしやりて、えさはおきてたまはざりけるにや。

◇　「故人が、風流なお住まいとしてお造りになった所を、取り壊すのは、薄情なようだが、宮のお気持ちも功徳を積むことを望んでいらっしゃったようだが、後にお残りになる姫君たちをお思いやって、そのようにはおできになれなかったのではなかろうか。


P57 思しけむを--おほしけん（ん/+を）

1 【昔の人の】以下「造り変へむの心にて」まで、薫の詞。「昔の人」は八宮をさす。

2 【とまりたまはむ人びと】大島本は「とまり給んひと／＼」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人々を」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「人／＼」とする。


宿木．７．２．７

■　今いまは、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの北みやの方きたのかたこそは、知しりたまふべければ1、かの宮みやの御料ごれうとも言いひつべくなりにたり。

◇　今は、兵部卿宮の北の方が、所有していらっしゃるはずですから、あの宮のご料地と言ってもよいようになっている。

■　されば、ここながら寺てらになさむことは、便びんなかるべし。

◇　だから、ここをそのまま寺にすることは、不都合であろう。

■　心こころにまかせてさもえせじ。

◇　思いどおりにすることはできない。

■　所ところのさまもあまり川かはづら近ちかく、顕証けせうにもあれば、なほ寝殿しんでんを失うしなひて、異ことざまにも造つくり変かへむの心こころにてなむ」

◇　場所柄もあまりに川岸に近くて、人目にもつくので、やはり寝殿を壊して、別の所に造り変える考えです」


1 【兵部卿宮の北の方こそは知りたまふべければ】中君。中君の所領となっている意。


宿木．７．２．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

宿木．７．２．９

■　「とざまかうざまに1、いともかしこく尊たふとき御心みこころなり。

◇　「あれやこれやと、まことに立派な尊いお心です。

■　昔むかし、別わかれを悲かなしびて、屍かばねを包つつみてあまたの年首としくびに掛かけてはべりける人ひとも、仏ほとけの御方便おほむはうべんにてなむ、かの屍かばねのP58袋ふくろを捨すてて、つひに聖ひじりの道みちにも入いりはべりにける。

◇　昔、別れを悲しんで、骨を包んで幾年も頚に懸けておりました人も、仏の方便で、あの骨の袋を捨てて、とうとう仏の道に入ったのでした。

■　この寝殿しんでんを御覧ごらんずるにつけて、御心動みこころうごきおはしますらむ2、一ひとつにはたいだいしきことなり。

◇　この寝殿を御覧になるにつけても、お心がお動きになりますのは、一つには良くないことです。

■　また、後のちの世よの勧すすめともなるべきことにはべりけり。

◇　また、来世への勧めともなるものでございます。

■　急いそぎ仕つかうまつるべし。

◇　急いでお仕え申しましょう。

■　暦こよみの博士はかせはからひ申まうしてはべらむ日ひを承うけたまはりて、もののゆゑ知しりたらむ工3たくみ、二ふたり、三人みたりを賜たまはりて、こまかなることどもは、仏ほとけの御教おほむをしへのままに仕つかうまつらせはべらむ」

◇　暦の博士に相談申して吉日を承って、建築に詳しい工匠を二、三人賜って、こまごまとしたことは、仏のお教えに従ってお仕えさせ申しましょう」


P58 屍の--かはねを（を/＃）の

1 【とざまかうざまに】以下「仕うまつらせはべらむ」まで、阿闍梨の詞。

2 【おはしますらむ】主語となり、下文に係る。

3 【もののゆゑ知りたらむ工】寺院建築に詳しい大工。


宿木．７．２．１０

■　と申まうす。

◇　と申す。

■　とかくのたまひ定さだめて、御荘みさうの人ひとども召めして、このほどのことども、阿闍梨あざりの言いはむままにすべきよしなど仰おほせたまふ。

◇　あれこれとおっしゃり決めて、ご荘園の人びとを呼んで、この度のことや、阿闍梨の言うとおりにするべきことなどをお命じになる。

■　はかなく暮くれぬれば、その夜よはとどまりたまひぬ1。

◇　いつの間にか日が暮れたので、その夜はお泊まりになった。


1 【とどまりたまひぬ】大島本は「とまり給ぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とどまりたまひぬ」と「ど」を補訂する。『新大系』は底本のまま「とまり給ぬ」とする。


第三段　薫、弁の尼と語る

宿木．７．３．１

■　「このたびばかりこそ見みめ」

◇　「今回こそは見よう」

■　と思おぼして、立たちめぐりつつ見みたまへば、仏ほとけも皆みなかの寺てらに移うつしてければ、尼君あまぎみの行おこなひの具ぐのみあり。

◇　とお思いになって、立ってぐるりと御覧になると、仏像もすべてあのお寺に移してしまったので、尼君の勤行の道具だけがある。

■　いとはかなげに住すまひたるを、あはれに、

◇　たいそう頼りなさそうに住んでいるのを、しみじみと、

■　「いかにして過すぐすらむ」

◇　「どのようにして暮らしているのだろう」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。

宿木．７．３．２

■　「この寝殿しんでんは1、変かへて造つくるべきやうあり。

◇　「この寝殿は、造り変えることになりました。

■　造つくり出いでむほどは、かの廊らうにものしたまへ。

◇　完成するまで、あちらの渡廊に住まいなさい。

■　京きゃうの宮みやにとり渡わたさるべきものなどあらば、荘さうの人召ひとめして、あるべからむやうにものしたまへ」

◇　京の宮邸にお移ししたらよい物があったら、荘園の人を呼んで、適当にはからってください」


1 【この寝殿は】以下「ものしたまへ」まで、薫の詞。


宿木．７．３．３

■　など、まめやかなることどもを語かたらひたまふ。

◇　などと、事務的なことを相談なさる。

■　他ほかにては、かばかりにさだ過すぎなむ人ひとを、何なにかと見入みいれたまふべきにもあらねど、夜よるも近ちかく臥ふせて、昔物語むかしものがたりなどせさせたまふ。

◇　他では、これほど年とった者を、何かとお世話なさるはずもないが、夜も近くに寝させて、昔話などをおさせになる。

■　故権大納言こごんだいなごんの君きみの御おほむありさまも、聞きく人ひとなきに心こころやすくて、いとこまやかに聞きこゆ。

◇　故大納言の君のご様子を、聞く人もないので気安くて、たいそう詳細に申し上げる。

宿木．７．３．４

■　「今いまはとなりたまひしほどに2、めづらしくおはしますらむ御おほむありさまを、いぶかしきP59ものに思おもひきこえさせたまふめりし御みけしきなどの思おもひたまへ出いでらるるに、かく思おもひかけはべらぬ世よの末すゑに、かくて見みたてまつりはべるなむ、かの御世みよに3睦むつましく仕つかうまつりおきし験しるしのおのづからはべりけると、うれしくも悲かなしくも思おもひたまへられはべる。

◇　「ご臨終となった時に、お生まれになったばかりのご様子を、御覧になりたくお思いになっていたご様子などが思い出されると、このように思いもかけませんでした晩年に、こうしてお目にかかれますのは、ご生前に親しくお仕え申した効が自然と現れたのでしょうと、嬉しくも悲しくも存じられます。

■　心憂こころうき命いのちのほどにて、さまざまのことを見みたまへ過すぐし、思おもひたまへ知しりはべるなむ、いと恥はづかしくP60心憂こころうくはべる。

◇　情けない長生きで、さまざまなことを拝見してき、理解してまいりましたが、とても恥ずかしくつらく思っております。


P59 いぶかしき--いふかしく（く/＃〈朱〉）き

P60 恥づかしく--はつかく（く/＃〈朱〉）しく

1? 【故大納言の君】薫の実父柏木をさす。

2 【今はとなりたまひしほどに】以下「なくなりにてはべる」まで、弁尼の詞。

3 【かの御世に】柏木の生前に。弁は柏木の乳母子。


宿木．７．３．５

■　宮みやよりも、時々ときどきは参まゐりて1見みたてまつれ、おぼつかなく絶たえ籠こもり果はてぬるは、こよなく思おもひ隔へだてけるなめりなど、のたまはする折々をりをりはべれど、ゆゆしき身みにてなむ、阿弥陀仏あみだぶつより他ほかには、見みたてまつらまほしき人ひともなくなりてはべる」

◇　宮からも、時々は参上してお会い申せ、すっかりご無沙汰しているのは、まるきり他人のようだなどと、おっしゃっる時々がございますが、忌まわしい身の上で、阿彌陀仏の以外には、お目にかかりたい人はなくなっております」


1 【時々は参りて】以下「思ひ隔てけるなめり」まで、中君の詞を間接話法で語る。


宿木．７．３．６

■　など聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。

■　故姫君こひめぎみの御おほむことども、はた尽つきせず、年としごろの御おほむありさまなど語かたりて、何なにの折何をりなにとのたまひし、花紅葉はなもみぢの色いろを見みても、はかなく詠よみたまひける歌語うたがたりなどを、つきなからず、うちわななきたれど1、こめかしく言少ことずくななるものから、をかしかりける人ひとの御心みこころばへかなとのみ、いとど聞きき添そへたまふ2。

◇　故姫君の御事を、尽きせず、長年のご様子などを話して、何の時に何とおっしゃり、桜や紅葉の美しさを見ても、ちょっとお詠みになった歌の話などを、この場にふさわしく、震え声であったが、おっとりして言葉数少なかったが、風雅であった姫君のご性質であったなあとばかり、ますますお聞きしてお思いになる。


1 【うちわななきたれど】大島本は「うちわなゝきたれと」とある。『完本』は諸本に従って「うちわななきたれど語るに」と「語るに」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「うちわななきたれど」とする。弁尼の老女ゆえの震え声。

2 【いとど聞き添へたまふ】主語は薫。


宿木．７．３．７

■　「宮みやの御方おほむかたは1、今いますこし今いまめかしきものから、心許こころゆるさざらむ人ひとのためには、はしたなくもてなしたまひつべくこそものしたまふめるを、我われにはいと心深こころぶかく情なさけ情なさけしとは見みえて、いかで過すごしてむ、とこそ思おもひたまへれ」

◇　「宮の御方は、もう少し華やかだが、心を許さない男性に対しては、体裁の悪い思いをさせなさるようであったが、わたしにはとても思慮深く情愛があるように見えて、何とかこのまま付き合って行きたい、とお思いのようであった」


1 【宮の御方は】以下「とこそ思ひたまへれ」まで、薫の心中の思い。故大君と中君を比較する。


宿木．７．３．８

■　など、心こころのうちに思おもひ比くらべたまふ。

◇　などと、心の中で比較なさる。

第四段　薫、浮舟の件を弁の尼に尋ねる

宿木．７．４．１

■　さて、もののついでに、かの形代かたしろのことを言いひ出いでたまへり。

◇　そうして、何かのきっかけで、あの形代のことを言い出しなさった。

宿木．７．４．２

■　「京きゃうに、このころ1、はべらむとはえ知しりはべらず。

◇　「京に、近ごろ、おりますかどうかは存じません。

■　人伝ひとづてに承うけたまはりしことの筋すぢななり。

◇　人づてにお聞きしたことの話でしょう。

■　故宮こみやの、まだかかる山里住やまざとずみもしたまはず、故北こきたの方かたの亡うせたまへりけるほど近ちかかりけるころ、中将ちうじゃうの君きみとて2さぶらひける上臈じゃうらふの、心こころばせなどもけしうはあらざりけるを、いと忍しのびて、はかなきほどにもののたまはせけるP61、知しる人ひともはべらざりけるに、女子をむなごを4なむ産うみてはべりけるを、さもやあらむ、と思おぼすことのありけるからに、あいなくわづらはしくものしきやうに思おぼしなりて、またとも御覧ごらんじ入いるることもなかりけり。

◇　故宮が、まだこのような山里生活もなさらず、故北の方がお亡くなりになって間近かったころ、中将の君と言ってお仕えしていた上臈で、気立てなども悪くはなかったが、たいそうこっそりと、ちょっと情けをお交わしになったが、知る人もございませんでしたが、女の子を産みましたのを、あるいはご自分のお子であろうか、とお思いになることがありましたので、つまらなく厄介で嫌なようにお思いになって、二度とお逢いになることもありませんでした。


P61 いと忍びて、はかなきほどにもののたまはせける--（/+いと忍ひてはかなき程に物の給はせける〈朱〉）

1 【京にこのころ】以下「書き続けてはべめりしか」まで、弁尼の詞。

2 【中将の君とて】八宮に仕えていた上臈の女房。浮舟の母。

3? 【いと忍びて--のたまはせける】大島本は「けるを（を＋いと忍ひてはかなき程に物の給ハせける〈朱〉）」とある。すなわち朱筆で補入している。『集成』『完本』は諸本に従って「いと忍びてはかなきほどにもののたまはせけるを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いと忍びてはかなき程に物の給はせける」とする。『完訳』は「秘かな情交があったとする。橋姫巻では、八の宮は女性関係とは無縁の俗聖。もっとも、女房との愛人関係、すなわち召人の仲なら、相手の人格を認めるに及ばず、八の宮の生き方を規制しない」と注す。

4 【女子を】浮舟をさす。


宿木．７．４．３

■　あいなくそのことに思おぼし懲こりて、やがておほかた聖ひじりにならせたまひにけるを、はしたなく思おもひて、えさぶらはずなりにけるが、陸奥国みちの守くにの妻かみのめになりたりけるを、一年上ひととせのぼりて1、その君平きみたひらかにものしたまふよし、このわたりにもほのめかし申まうしたりけるを2、聞きこしめしつけて3、さらにかかる消息せうそこあるべきことにもあらず4と、のたまはせ放はなちければ、かひなくてなむ嘆なげきはべりける。

◇　つまらなくそのことにお懲りになって、そのままだいたい聖におなりあそばしたので、とりつくしまもなく思って、宮仕えをやめてしまったが、陸奥国の守の妻となったところ、先年上京して、その姫君も無事でいらっしゃる旨を、ここにもちらっと申して来ましたが、お聞きつけになって、全然そのような挨拶は無関係であると無視なさったので、その効なく嘆いていました。


1 【一年上りて】後文から八宮の生前の時期と分かる。

2 【このわたりにもほのめかし申したりけるを】『集成』は「恐らく、昔の知合いの女房のもとにでも知らせてきたのだろう」。『完訳』は「八の宮の周辺。「ほのめかし」とあり、大君や中の君は知らない」と注す。

3 【聞こしめしつけて】主語は八宮。

4 【さらにかかる消息あるべきことにもあらず】八宮の詞。間接的引用。


宿木．７．４．４

■　さてまた、常陸ひたちになりて下くだりはべりにけるが、この年としごろ、音おとにも聞きこえたまはざりつるが、この春上はるのぼりて、かの宮みやに1は尋たづね参まゐりたりけるとなむ、ほのかに聞ききはべりし。

◇　そうして再び、常陸の国司になって下りましたが、ここ数年、何ともおっしゃってきませんでしたが、この春上京して、あちらの宮には尋ねて参ったと、かすかに聞きました。


1 【かの宮に】京の二条宮邸。


宿木．７．４．５

■　かの君きみの年としは、二十はたちばかりになりたまひぬらむかし1。

◇　あの君の年齢は、二十歳くらいにおなりになったでしょう。

■　いとうつくしく生おひ出いでたまふがかなしきなどこそP62,2、中なかごろは、文ふみにさへ書かき続つづけてはべめりしか」

◇　とてもかわいらしくお育ちになったのがいとおしいなどと、近頃は、手紙にまで書き綴ってございましたとか」


P62 などこそ--*なとゝそ

1 【かの君の年は二十ばかりになりたまひぬらむかし】大島本は「はたちはかりに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「二十ばかりには」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「二十ばかりに」とする。浮舟の年齢は二十歳くらい。

2 【などこそ】大島本は「なとゝそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「などこそ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「などとぞ」とする。「こそ」…「しか」（已然形）の係り結び。底本の「ゝ」は「こ」の誤写である。諸本に従う。


宿木．７．４．６

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

宿木．７．４．７

■　詳くはしく聞ききあきらめたまひて、

◇　詳しく聞き知りなさって、

■　「さらば、まことにてもあらむかし。

◇　「それでは、ほんとうであったのだ。

■　見みばや1」

◇　会ってみたいものだ」

■　と思おもふ心出こころいで来きぬ。

◇　と思う気持ちが出てきた。


1 【さらばまことにてもあらむかし見ばや】薫の心中の思い。


宿木．７．４．８

■　「昔むかしの御おほむけはひに1、かけても触ふれたらむ人ひとはP63,2、知しらぬ国くにまでも尋たづね知しらまほしき心こころあるを、数かずまへたまはざりけれど3、近ちかき人ひとにこそはあなれ。

◇　「故姫君のご様子に、少しでも似ているような人は、知らない国までも探し求めたい気持ちであるが、お子とお認めにならなかったが、姉妹であるのだ。

■　わざとはなくとも、このわたりにおとなふ折をりあらむついでに、かくなむ言いひし、と伝つたへたまへ」

◇　わざわざというのでなくても、この近辺に便りを寄せる機会があった時には、こう言っていた、とお伝えください」


P63 触れたらむ人は--*ふれたらんは人は

1 【昔の御けはひに】以下「と伝へたまへ」まで、薫の詞。

2 【触れたらむ人は】大島本は「ふれたらんは人ハ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「触れたらむ人は」と「は」を削除する。

3 【数まへたまはざりけれど】八宮は浮舟を認知しなかったが、の意。


宿木．７．４．９

■　などばかりのたまひおく。

◇　などとだけおっしゃっておく。

宿木．７．４．１０

■　「母君はは、故北ぎみはこきたの方かたの御姪おほむめひなり1。

◇　「母君は、故北の方の姪です。

■　弁べんも離はなれぬ仲なからひにはべるべきを2、そのかみは他々ほかほかにはべりて、詳くはしくも見みたまへ馴なれざりき。

◇　弁も縁続きの間柄でございますが、その当時は別の所におりまして、詳しくは存じませんでした。


1 【母君は故北の方の御姪なり】以下「伝へはべらむ」まで、弁尼の詞。

2 【弁も離れぬ仲らひにはべるべきを】弁尼は八宮の北の方と従姉妹。浮舟の母中将の君は従姉妹の姪に当たる。


宿木．７．４．１１

■　さいつころ、京きゃうより、大輔たいふがもとより1申まうしたりしは、かの君きみなむ、いかでかの御墓みはかにだに参まゐらむと、のたまふなる、さる心こころせよP64,2、などはべりしかど、まだここに、さしはへてはおとなはずはべめり。

◇　最近、京から、大輔のもとから申してよこしたことには、あの姫君が、何とか父宮のお墓にだけでも詣でたいと、おっしゃっているという、そのようなおつもりでいなさい、などとございましたが、まだここには、特に便りはないようです。

■　今いま、さらば、さやのついでに、かかる仰おほせなど伝つたへはべらむ」

◇　今、そうなったら、そのような機会に、この仰せ言を伝えましょう」


P64 心せよ--*心よせ

1 【京より大輔がもとより】京の中君に仕える女房。

2 【さる心せよ】大島本は「さる心よせ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「さる心せよ」と訂正する。


宿木．７．４．１２

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

第五段　薫、二条院の中君に宇治訪問の報告

宿木．７．５．１

■　明あけぬれば帰かへりたまはむとて、昨夜よべ、後おくれて持もて参まゐれる絹綿きぬわたなどやうのもの、阿闍梨あざりに贈おくらせたまふ。

◇　夜が明けたのでお帰りになろうとして、昨夜、供人が後れて持ってまいった絹や綿などのような物を、阿闍梨に贈らせなさる。

■　尼君あまぎみにも賜たまふ。

◇　尼君にもお与えになる。

■　法師ほふしばら、尼君あまぎみの下衆げすどもの料**にとて、布ぬのなどいふものをさへ、召めして賜たぶ。

◇　法師たちや、尼君の下仕え連中の料として、布などという物までを、呼んでお与えになる。

■　心細こころぼそき住すまひなれど、かかる御訪おほむとぶらひたゆまざりければ、身みのほどにはめやすく1、しめやかにてなむ行おこなひける。

◇　心細い生活であるが、このようなお見舞いが引き続きあるので、身分に比較してたいそう無難で、ひっそりと勤行しているのであった。

◆　 
あけ ぬれ ば かへり たまは む とて、 よべ、 おくれ て もて まゐれ る きぬ わた など やう の もの、 あざり に おくら せ たまふ。 あま-ぎみ に も たまふ。 ほふしばら、 あまぎみ の げす-ども の れう にて、 ぬの など いふ もの を さへ、 めし て たぶ。 こころ-ぼそき すまひ なれ ど、 かかる おほむ-とぶらひ たゆま ざり けれ ば、 み の ほど に は めやすく、 しめやか にて なむ おこなひ ける。


1 【身のほどにはめやすく】大島本は「めやすく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとめやすく」と「いと」を補訂する。『新大系』は底本のまま「めやすく」とする。


宿木．７．５．２

■　木枯こがらしの堪たへがたきまで吹ふきとほしたるに、残のこる梢こずゑもなく散ちり敷しきたる紅葉もみぢを、踏ふみ分わけける跡あとS39も見みえぬを1見渡みわたして、とみにもえ出いでたまはず。

◇　木枯しが堪え難いまでに吹き抜けるので、梢の葉も残らず散って敷きつめた紅葉を、踏み分けた跡も見えないのを見渡して、すぐにはお出になれない。

■　いとけしきある深山木みやまぎに宿やどりたる蔦つたの色いろぞまだ残のこりたる。

◇　たいそう風情ある深山木にからみついている蔦の色がまだ残っていた。

■　こだになどすこし引ひき取とらせたまひて、宮みやへと思おぼしく2て、持もたせたまふ。

◇　せめてこの蔦だけでもと少し引き取らせなさって、宮へとお思いらしく、持たせなさる。


S39 秋は来ぬ紅葉は宿に降りしきぬ道踏み分けて訪ふ人はなし（古今集秋下-二八七　読人しらず）

1 【残る梢もなく散り敷きたる紅葉を踏み分けける跡も見えぬを】『全書』は「秋は来ぬ紅葉は宿にふりしきぬ道踏み分けて訪ふ人はなし」（古今集秋下、二八七、読人しらず）を指摘。

2 【宮へと思しく】語り手の推測。挿入句で語る。


宿木．７．５．３

■　「宿やどり木ぎと思おもひ出いでずは木このもとの

旅寝たびねもいかにさびしからまし1」

◇　「宿木の昔泊まった家と思い出さなかったら

木の下の旅寝もどんなにか寂しかったことでしょう」


1 【宿り木と思ひ出でずは木のもとの旅寝もいかにさびしからまし】薫の独詠歌。『完訳』は「荒涼の宇治で、懐旧と孤独のなかばする歌」と評す。


宿木．７．５．４

■　と独ひとりごちたまふを聞ききて、尼君あまぎみ、

◇　と独り言をおっしゃるのを聞いて、尼君、

宿木．７．５．５

■　「荒あれ果はつる朽木くちきS40のもとを宿やどりきと

思おもひおきけるほどの悲かなしさ1」

◇　「荒れ果てた朽木のもとを昔の泊まった家と

思っていてくださるのが悲しいことです」


S40 形こそ深山隠れの朽木なれ心は花になさばなりなむ（古今集雑上-八七五　兼芸法師）

1 【荒れ果つる朽木のもとを宿りきと思ひおきけるほどの悲しさ】弁尼の唱和歌。「宿木」の語句を用いて詠む。


宿木．７．５．６

■　あくまで古ふるめきたれど、ゆゑなくはあらぬをぞ、いささかの慰なぐさめには思おぼしける。

◇　どこまでも古風であるが、教養がなくはないのを、わずかの慰めとお思いになった。

宿木．７．５．７

■　宮みやに紅葉もみぢたてまつれたまへれば、男宮をとこみやおはしましけるほどなりけり。

◇　宮に紅葉を差し上げなさると、夫宮がいらっしゃるところだった。

宿木．７．５．８

■　「南みなみの宮みやより1」

◇　「南の宮邸から」


1 【南の宮より】薫が使者に言わせた詞。薫の三条宮邸を「南の宮」、匂宮の二条院を「北の院」（宿木）と呼んでいる。


宿木．７．５．９

■　とて、何心なにごころもなく1持もて参まゐりたるを、女君をむなぎみ、

◇　と言って、何の気なしに持って参ったのを、女君は、

■　「例れいのむつかしきこともこそ2」

◇　「いつものようにうるさいことを言ってきたらどうしようか」

■　と苦くるしく思おぼせど、取とり隠かくさむやは3。

◇　と苦しくお思いになるが、どうして隠すことができようか。

■　宮みや、

◇　宮は、


1 【何心もなく】大島本は「何心もなく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「何心なく」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「何心もなく」とする。

2 【例のむつかしきこともこそ】中君の心中の思い。「もこそ」危惧の気持ち。

3 【取り隠さむやは】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の評言」と注す。


宿木．７．５．１０

■　「をかしき蔦つたかな1」

◇　「美しい蔦ですね」


1 【をかしき蔦かな】匂宮の詞。


宿木．７．５．１１

■　と、ただならずのたまひて、召めし寄よせて見みたまふ。

◇　と、穏やかならずおっしゃって、呼び寄せて御覧になる。

■　御文おほむふみには、

◇　お手紙には、

宿木．７．５．１２

■　「日ひごろ、何事なにごとか1おはしますらむ。

◇　「このごろは、いかがお過ごしでしょうか。

■　山里やまざとにものしはべりて、いとど峰みねの朝霧あさぎりにS41惑まどひ2はべりつる御物語おほむも、みづからなむ。

◇　山里に参りまして、ますます峰の朝霧に迷いましたお話も、お目にかかって。

■　かしこの寝殿しんでん、堂だうになすべきこと、阿闍梨あざりに言いひつけはべりにき。

◇　あちらの寝殿を、お堂に造ることを、阿闍梨に命じました。

■　御許おほむゆるしはべりてこそは、他ほかに移うつすこともものしはべらめ。

◇　お許しを得てから、他の場所に移すこともいたしましょう。

■　弁べんの尼あまに、さるべき仰おほせ言ごとはつかはせ」

◇　弁の尼に、しかるべきお指図をなさってください」


S41 雁の来る峰の朝霧晴れずのみ思ひつきせぬ世の中の憂さ（古今集雑下-九三五　読人しらず）

1 【日ごろ何事か】以下「仰せ言はつかはせ」まで、薫から中君への手紙文。

2 【いとど峰の朝霧に惑ひ】『源氏釈』は「雁の来る峯の朝霧晴れずのみ思ひつきせぬ世の中の憂さ」（古今集雑下、九三五、読人しらず）を指摘。


宿木．７．５．１３

■　などぞある。

◇　などとある。

宿木．７．５．１４

■　「よくも、つれなく1書かきたまへる文**かな。

◇　「よくもまあ、平静をよそおってお書きになった手紙だな。

■　まろありとぞ聞ききつらむ」

◇　自分がいると聞いたのだろう」

◆　 
"よく も、 つれなく かき たまへ る かな!。 まろ あり と ぞ きき つ らむ。"


1 【よくもつれなく】以下「聞きつらむ」まで、匂宮の詞。


宿木．７．５．１５

■　とのたまふも、すこしは、げにさやありつらむ。

◇　とおっしゃるのも、少しは、なるほどそうであったであろう。

■　女君をむなぎみは、ことなきをうれしと思おもひたまふに、あながちにかくのたまふを2、わりなしと思おぼして、うち怨ゑんじてゐたまへる御おほむさま、よろづの罪許つみゆるしつべくをかし。

◇　女君は、特別に何も書いてないのを嬉しいとお思いになるが、むやみにこのようにおっしゃるのを、困ったことだとお思いになって、恨んでいらっしゃるご様子は、すべての欠点も許したくなるような美しさである。


1? 【すこしはげにさありつらむ】『弄花抄』は「双紙の詞也」と指摘。『集成』は「多少は、確かに宮のおっしゃる通りでもあったのでしょう。草子地」。『完訳』は「語り手が、匂宮の疑心に納得しながら、薫の下心を推量」と注す。

2 【あながちにかくのたまふを】主語は匂宮。宮の邪推。


宿木．７．５．１６

■　「返かへり事書ごとかきたまへ。

◇　「お返事をお書きなさい。

■　見みじや」

◇　見ないでいますよ」

宿木．７．５．１７

■　とて、他ほかざまに向むきたまへり。

◇　と、よそをお向きになった。

■　あまえて書かかざらむもあやしければ、

◇　甘えて書かないのも変なので、

宿木．７．５．１８

■　「山里やまざとの御おほむありきのうらやましくもはべるかな。

◇　「山里へのご外出が羨ましゅうございます。

■　かしこは、げにさやにてこそよく、と思おもひたまへしを、ことさらにまた巌いはほの中求なかもとめむS42よりは、荒あらし果はつまじく思おもひはべるを、いかにもさるべきさまになさせたまはば、おろかならずなむ」

◇　あちらでは、おっしゃるとおりにするのがよい、と存じておりましたが、特別にまた山奥に住処を求めるよりは、荒らしきってしまいたくなく思っておりますので、どのようにでも適当な状態になさってくれたら、ありがたく存じます」


S42 いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえ来ざらむ（古今集雑下-九五二　読人しらず）


宿木．７．５．１９

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　「かく憎にくきけしきもなき御睦おほむむつびなめり」

◇　「このように憎い様子もないご交際のようだ」

■　と見みたまひながら、わが御心みこころならひに、ただならじと思おぼすが、やすからぬなるべし。

◇　と御覧になる一方で、自分のご性質から、ただではあるまいとお思いになるのが、落ち着いてもいられないのであろう。

第六段　匂宮、中君の前で琵琶を弾く

宿木．７．６．１

■　枯かれ枯がれなる前栽せんさいの中なかに、尾花をばなの、ものよりことにて手てをさし出いで招まねくS43がをかしく見みゆるに、まだ穂ほに出いでさしたるも、露つゆを貫つらぬきとむる玉たまの緒をS44、はかなげにうちなびきたるなど、例れいのことなれど、夕風ゆふかぜなほあはれなるころなりかし。

◇　枯れ枯れになった前栽の中に、尾花が、他の草とは違って手を差し出して招いているのが面白く見えるので、まだ穂に出かかったのも、露を貫き止める玉の緒は、頼りなさそうに靡いているのなど、普通のことであるが、夕方の風がやはりしみじみと感じられるころなのであろう。


S43 秋の野の袂か花薄穂に出でて招く袖と見ゆらむ（古今集秋上-二四三　在原棟梁）

S44 置きもあへずはかなき露をいかにして貫き留めむ玉の緒もがな（小大君集-五〇）


宿木．７．６．２

■　「穂ほに出いでぬもの思おもふらしS45篠薄しのすすき

招まねく袂たもとの露つゆしげくして2」

◇　「外に現さないないが、物思いをしているらしいですね

篠薄が招くので、袂の露がいっぱいですね」


S45 我ぎ妹子に逢坂山の篠薄穂には出でずも恋ひわたるかな（古今集墨滅歌-一一〇七　読人しらず）

1? 【尾花のものよりことに手をさし出で招く】大島本は「ものよりことにてて越さしいて」とある。『集成』は諸本に従って「ものよりことにて手をさし出でて」と「て」を補訂する。『完本』は諸本に従って「物よりことに手をさし出でて」と前出の「て」を削除し、後出の「て」を補入する。『新大系』は底本のまま「ものよりことにて手をさし出で」とする。『花鳥余情』は「秋の野の草の袂か花薄穂に出て招く袖と見ゆらむ」（古今集秋上、二四三、在原棟梁）を指摘。

2 【穂に出でぬもの思ふらし篠薄招く袂の露しげくして】匂宮の中君への贈歌。『花鳥余情』は「秋の野の草の袂か花薄穂に出て招く袖と見ゆらむ」（古今集秋上、二四三、在原棟梁）を指摘。


宿木．７．６．３

■　なつかしきほどの御衣おほむぞどもに、直衣なほしばかり着きたまひて、琵琶びわをP65弾ひきゐたまへり。

◇　着なれたお召し物類に、お直衣だけをお召しになって、琵琶を弾いていらっしゃった。

■　黄鐘調わうしきでうの掻かき合あはせを、いとあはれに弾ひきなしたまへば、女君をむなぎみも心こころに入いりたまへることにて、もの怨ゑんじもえし果はてたまはず、小ちひさき御几帳みきちゃうのつまより、脇息けふそくに寄よりかかりて、ほのかにさし出いでたまへる、いと見みまほしくらうたげなり。

◇　黄鐘調の合奏を、たいそうしみじみとお弾きになるので、女君も嗜んでいらっしゃるので、物恨みもなさらずに、小さい御几帳の端から、脇息に寄り掛かって、わずかにお出しになった顔は、まことにもっと見たいほどかわいらしい。


P65 琵琶を--ひは（は/＃〈朱〉）わを


宿木．７．６．４

■　「秋果あきはつる野辺のべのけしきも篠薄しのすすき

ほのめく風かぜにつけてこそ知しれ1

わが身一みひとつのS46,2」

◇　「秋が終わる野辺の景色も

篠薄がわずかに揺れている風によって知られます

自分一人の秋ではありませんが」


S46 おほかたのわが身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな（拾遺集恋五-九五三　紀貫之）

1 【秋果つる野辺のけしきも篠薄ほのめく風につけてこそ知れ】中君の返歌。「篠薄」の語句を用いて返す。

2 【わが身一つの】歌に添えた詞。古歌の引用。『源氏釈』は「大方の我が身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな」（拾遺集恋五、九五三、紀貫之）を指摘。


宿木．７．６．５

■　とて涙なみだぐまるるが、さすがに恥はづかしければ、扇あふぎを紛まぎらはしておはする御心みこころの内うちも1、らうたく推おし量はからるれど、

◇　と言って自然と涙ぐまれるが、そうはいっても恥ずかしいので、扇で隠していらっしゃる心中も、かわいらしく想像されるが、

■　「かかるにこそ、人ひともえ思おもひ放はなたざらめ2」

◇　「こうだからこそ、相手も諦められないのだろう」

■　と、疑うたがはしきがただならで3、恨うらめしきなめり4。

◇　と、疑わしいのが普通でなく、恨めしいようである。


1 【御心の内も】大島本は「御心のうちも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心のうちも」と「御」を削除する。『新大系』は底本のまま「御心のうちも」とする。

2 【かかるにこそ人もえ思ひ放たざらめ】匂宮の心中の思い。「人」は薫をさす。

3 【疑はしきがただならで】大島本は「うたかハしきかたゝならて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「疑はしきかたただならで」と「た」を補入する。『新大系』は底本のまま「疑はしきがただならで」とする。

4 【恨めしきなめり】「なめり」は、推量の助動詞「なる」と断定の助動詞「めり」の連語。語り手の推測。


宿木．７．６．６

■　菊きくの、まだよく移うつろひ果はてで1、わざとつくろひたてさせたまへるは、なかなか遅おそきに、いかなる一本ひともとにかあらむP66、いと見所みどころありて移うつろひたるを、取とり分わきて折をらせたまひて、

◇　菊が、まだすっかり変色もしないで、特につくろわせなさっているのは、かえって遅いのに、どのような一本であろうか、たいそう見所があって変色しているのを、特別に折らせなさって、


P66 あらむ--あらむは（は/＃）

1 【菊のまだよく移ろひ果てで】大島本は「よく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「よくも」と「も」を補入する。『新大系』は底本のまま「よく」とする。


宿木．７．６．７

■　「花はなの中なかに偏ひとへにS47」

◇　「花の中で特別に」


S47 不是花中偏愛菊　此花開後更無花〈是れ花の中に偏へに菊を愛するにはあらず　此の花開けて後更に花の無ければなり〉（和漢朗詠集上-二六七　元＊、＊=禾+真）


宿木．７．６．８

■　と誦ずじたまひて、

◇　と口ずさみなさって、

宿木．７．６．９

■　「なにがしの皇子みこの2、花はなめでたる3夕ゆふべぞかし。

◇　「何某の親王が、この花を賞美した夕方です。

■　いにしへ、天人てんにんの翔かけりて、琵琶びわの手教てをしへけるは。

◇　昔、天人が飛翔して、琵琶の曲を教えたのは。

■　何事なにごとも浅あさくなりにたる世よは、もの憂うしや」

◇　何事も浅薄になった世の中は、嫌なことだ」


1? 【花の中に偏へに】匂宮の詞。『源氏釈』は「これ花の中に偏へに菊を愛するのみにあらず此の花開けて後更に花の無ければなり」（和漢朗詠集、菊、元槙）を指摘。

2 【なにがしの皇子の】以下「もの憂しや」まで、匂宮の詞。源高明の庭の木に霊物が降りて、小児の口をかりて前掲の元槙の詩句を口ずさんで、琵琶の秘曲を伝授したという故事（河海抄、指摘）を踏まえる。

3 【花めでたる】大島本は「花」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「この花」と「この」を補入する。『新大系』は底本のまま「花」とする。


宿木．７．６．１０

■　とて、御琴おほむことさし置おきたまふを、口惜くちをしと思おぼして、

◇　と言って、お琴をお置きになるのを、残念だとお思いになって、

宿木．７．６．１１

■　「心こころこそ浅あさくも1あらめ、昔**を伝むかしつたへたらむことさへは、などてかさしも」

◇　「心は浅くなったでしょうが、昔から伝えられたことまでは、どうしてそのようなことがありましょうか」

◆　 
"こころ こそ あさく も あら め、 むかし つたへ たら む こと さへ は、 などて か さしも。"


1 【心こそ浅くも】以下「などてかさしも」まで、中君の詞。


宿木．７．６．１２

■　とて、おぼつかなき手てなどをゆかしげに思おぼしたれば、

◇　と言って、まだよく知らない曲などを聞きたくお思いになっているので、

宿木．７．６．１３

■　「さらば1、独ひとり琴ごとはさうざうしきに、さしいらへしたまへかし」

◇　「それならば、一人で弾く琴は寂しいから、お相手なさい」


1 【さらば】以下「したまへかし」まで、匂宮の詞。


宿木．７．６．１４

■　とて、人召ひとめして1、箏さうの御琴おほむこととり寄よせさせて、弾ひかせたてまつりたまへど、

◇　と言って、女房を呼んで、箏の琴を取り寄せさせて、お弾かせ申し上げなさるが、


1 【人召して】女房を呼び寄せて。


宿木．７．６．１５

■　「昔むかしこそ1、まねぶ人ひともものしたまひしか、はかばかしく弾ひきもとめずなりにしものを」

◇　「昔なら、習う人もいらっしゃったが、ちゃんと習得もせずになってしまいましたものを」


1 【昔こそ】以下「なりにしものを」まで、中君の詞。父八宮を回顧。


宿木．７．６．１６

■　と、つつましげにて手ても触ふれたまはねば、

◇　と、遠慮深そうにして手もお触れにならないので、

宿木．７．６．１７

■　「かばかりのことも1、隔へだてたまへるこそ心憂こころうけれ。

◇　「これくらいのことも、心置いていらっしゃるのが情けない。

■　このころ、見みるわたり2、まだいと心解こころとくべきほどにもあらねどP67,3、かたなりなる初事うひごとをも隠かくさずこそあれ。

◇　近頃、結婚した人は、まだたいして心打ち解けるようになっていませんが、まだ未熟な習い事をも隠さずにいます。

■　すべて女をむなは、やはらかに心こころうつくしきなむよきこととこそ、その中納言ちうなごんも4定さだむめりしか。

◇　総じて女性というものは、柔らかで心が素直なのが良いことだと、あの中納言も決めているようです。

■　かの君きみに、はた、かくもつつみたまはじ。

◇　あの君には、また、このようにはお隠しになるまい。

■　こよなき御仲おほむなかなめれば」

◇　この上なく親密な仲のようなので」


P67 あらねど--な（な/＃あ）らねと

1 【かばかりのことも】以下「御仲なめれば」まで、匂宮の詞。

2 【このころ見るわたり】大島本は「見るわたり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見るわたりは」と「は」を補入する。『新大系』は底本のまま「見るわたり」とする。六の君をさす。

3 【あらねど】大島本は「な（な＃あ）らねと」とある。すなわち「な」をミセケチにして「あ」と訂正する。『集成』『新大系』は底本の訂正に従って「あらねど」とする。『完本』は諸本と訂正以前本文に従って「ならねど」とする。

4 【その中納言も】薫をさす。「その」はあなたの、のニュアンス。


宿木．７．６．１８

■　など、まめやかに怨うらみられてぞ、うち嘆なげきてすこし調しらべたまふ。

◇　などと、本気になって恨み事を言われたので、溜息をついて少しお弾きになる。

■　ゆるびたりければ、盤渉調ばんしきでうに合あはせたまふ。

◇　絃が緩めてあったので、盤渉調に合わせなさなさる。

■　掻かき合あはせなど、爪音つまおとけをかしげに聞きこゆ1。

◇　合奏などの、爪音が美しく聞こえる。

■　「伊勢いせの海**S48」

◇　「伊勢の海」

■　謡うみうたひたまふ御声おほむこゑのあてにをかしきを、女房にょうばうも2、物もののうしろに近ちかづき参まゐりて、笑ゑみ広ひろごりてゐたり。

◇　をお謡いになるお声が上品で美しいのを、女房たちが、物の背後に近寄って、にっこりして座っていた。

◆　 
など、 まめやかに うらみ られ て ぞ、 うち-なげき て すこし しらべ たまふ。 ゆるび たり けれ ば、 ばんしきでう に あはせ たまふ。 かきあはせ など、 つまおと け をかしげ に きこゆ。 いせ-の-うみ うたひ たまふ おほむ-こゑ の あてに をかしき を、 にょうばう も、 もの の うしろ に ちかづき まゐり て、 ゑみ ひろごり て ゐ たり。


S48 伊勢の海の　清き渚に　しほがひに　なのりそや摘まむ　貝拾はむや　玉や拾はむ（催馬楽-伊勢の海）

1 【爪音けをかしげに聞こゆ】大島本は「つまをとけ（け＝をイ）おかしけに」とある。すなわち「け」の傍らに「をイ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をかしげに」と「け」を削除する。『新大系』は底本のまま「けお（を）かしげに」とする。

2 【女房も】大島本は「女はうも」とある。『集成』は諸本に従って「女ばらも」と校訂する。『完本』は諸本に従って「女ばら」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「女房も」とする。


宿木．７．６．１９

■　「二心ふたごころおはしますは1つらけれど、それもことわりなれば、なほわが御前おまへをば、幸さいはひ人びととこそは申まうさめ2。

◇　「二心がおありなのはつらいけれども、それも仕方のないことなので、やはりわたしのご主人を、幸福人と申し上げましょう。

■　かかる御おほむありさまに交まじらひたまふべくもあらざりし所ところの御住おほむすまひを3、また帰かへりなまほしげに思おぼして、のたまはするこそ、いと心憂こころうけれ」

◇　このようなご様子でお付き合いなされそうにもなかった所のご生活を、また宇治に帰りたそうにお思いになって、おっしゃるのは、とても情けない」


1 【二心おはしますは】以下「いと心憂けれ」まで、女房たちの詞。

2 【幸ひ人とこそは申さめ】大島本は「こそハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こそ」と「ハ」を削除する。『新大系』は底本のまま「こそは」とする。

3 【所の御住まひを】大島本は「所の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「年ごろの」と校訂する。『新大系』は底本のまま「所の」とする。


宿木．７．６．２０

■　など、ただ言いひに言いへば、若わかき人ひとびとは、

◇　などと、ずけずけと言うので、若い女房たちは、

宿木．７．６．２１

■　「あなかまや1」

◇　「おだまり」


1 【あなかまや】女房の詞。


宿木．７．６．２２

■　など制せいす。

◇　などと止める。

第七段　夕霧、匂宮を強引に六条院へ迎え取る

宿木．７．７．１

■　御琴おほむことども教をしへたてまつりなどして、三みか、四日籠よかこもりおはして、御物忌おほむものいみなどことつけたまふを、かの殿とのには恨うらめしく思おぼして、大臣おとど、内裏うちより出いでたまひけるままに、ここに参まゐりたまへれば、宮みや、

◇　いろいろのお琴をお教え申し上げなどして、三、四日籠もっておいでになって、御物忌などにかこつけなさるのを、あちらの殿におかれては恨めしくお思いになって、大臣は、宮中からお出になってそのまま、こちらに参上なさったので、宮は、

宿木．７．７．２

■　「ことことしげなる2さまして、何なにしにいましつるぞとよ」

◇　「仰々しい様子をして、何のためにいらっしゃったのだろう」


1? 【御琴ども教へたてまつりなどしつつ】匂宮が中君に。

2 【ことことしげなる】以下「いましつるぞとよ」まで、匂宮の心中の思い。


宿木．７．７．３

■　と、むつかりたまへど、あなたに渡わたりたまひて1、対面たいめんしたまふ。

◇　と、不快にお思いになるが、寝殿にお渡りになって、お会いなさる。


1 【あなたに渡りたまひて】寝殿で夕霧と会う。


宿木．７．７．４

■　「ことなることなきほどは1、この院ゐんを見みで久ひさしくなりはべるも、あはれにこそ」

◇　「特別なことがない間は、この院を見ないで長くなりましたのも、しみじみと感慨深い」


1 【ことなることなきほどは】以下「あはれになむ」まで、夕霧の詞。


宿木．７．７．５

■　など、昔むかしの御物語おほむものがたりP68どもすこし聞きこえたまひて、やがて引ひき連つれきこえたまひて出いでたまひぬ。

◇　などと、昔のいろいろなお話を少し申し上げなさって、そのままお連れ申し上げなさってお出になった。

■　御子みこどもの殿とのばら、さらぬ上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびとなども、いと多おほくひき続つづきたまへる勢いきほひ、こちたきを見みるに、並ならぶべくもあらぬぞ、屈くしいたかりける1。

◇　ご子息の殿方や、その他の上達部、殿上人なども、たいそう大勢引き連れていらっしゃる威勢が、大変なのを見ると、並びようもないのが、がっかりした。

■　人ひとびと覗のぞきて見みたてまつりて、

◇　女房たちが覗いて拝見して、


P68 昔の御物語--むかし（し/+の御〈朱〉）ものかたり

1 【並ぶべくもあらぬぞ屈しいたかりける】『完訳』は「中の君と女房たちの心情に即した行文。宮と中の君の久方ぶりの睦まじさも束の間だったと消沈」と注す。


宿木．７．７．６

■　「さも、きよらに1おはしける大臣おとどかな。

◇　「まあ、美しくいらっしゃる大臣ですこと。

■　さばかり、いづれとなく、若わかく盛さかりにてきよげにおはさうずる御子みこどもの、似にたまふべきもなかりけり。

◇　あれほど、どなたも皆、若く男盛りで美しくいらっしゃるご子息たちで、似ていらっしゃる方もありませんね。

■　あな、めでたや」

◇　何と、立派なこと」


1 【さもきよらに】以下「あなめでたや」まで、女房の詞。


宿木．７．７．７

■　と言いふもあり。

◇　という者もいる。

■　また、

◇　また、

宿木．７．７．８

■　「さばかりやむごとなげなる1御おほむさまにて、わざと迎むかへに参まゐりたまへるこそ憎にくけれ。

◇　「あれほど重々しいご様子で、わざわざお迎えに参上なさるのは憎らしい。

■　やすげなの世よの中なかや」

◇　安心できないご夫婦仲ですこと」


1 【さばかりやむごとなげなる】以下「やすげなの世や」まで、女房の詞。


宿木．７．７．９

■　など、うち嘆なげくもあるべし。

◇　などと、嘆息する者もいるようだ。

■　御おほむみづからも1、来きし方かたを思おもひ出いづるよりはじめ、かのはなやかなる御仲おほむなからひに2立たちまじるべくもあらず、かすかなる身みのおぼえをと、いよいよ心細こころぼそければ、

◇　ご自身も、過去を思い出すのをはじめとして、あのはなやかなご夫婦の生活に肩を並べやってゆけそうにもなく、存在感の薄い身の上をと、ますます心細いので、

■　「なほ心こころやすく3籠こもりゐなむのみこそ目めやすからめ」

◇　「やはり気楽に山里に籠もっているのが無難であろう」

■　など、いとどおぼえたまふ。

◇　などと、ますます思われなさる。

■　はかなくて年としも暮くれぬ。

◇　とりとめもなく年が暮れた。


1 【御みづからも】中君をさす。

2 【かのはなやかなる御仲らひに】匂宮と六の君の結婚生活。以下「かすかなる身のおぼえを」まで、中君の心中の思い。地の文が自然と心中文になった叙述。

3 【なほ心やすく】以下「目やすからめ」まで、中君の心中の思い。


第八章　薫の物語　女二の宮、薫の三条宮邸に降嫁

第一段　新年、薫権大納言兼右大将に昇進

宿木．８．１．１

■　正月晦日方しゃうぐわちつごもりがたより1、例れいならぬさまに悩なやみたまふを2、宮みや、まだ御覧ごらんじ知しらぬことにて、いかならむと、思おぼし嘆なげきて、御修法みすほふなど、所々ところどころにてあまたせさせたまふに、またまた始はじめ添**へさせたまふ。

◇　正月晦日方から、ふだんと違ってお苦しみになるのを、宮は、まだご経験のないことなので、どうなることだろうと、お嘆きになって、御修法などを、あちこちの寺にたくさんおさせになるが、またまたお加え始めさせなさる。

■　いといたくわづらひたまへば、后きさいの宮みやよりも御訪おほむとぶらひあり。

◇　たいそうひどく患いなさるので、后の宮からもお見舞いがある。

◆　 
しゃうぐわち つごもりがた より、 れい なら ぬ さま に なやみ たまふ を、 みや、 まだ ごらんじ しら ぬ こと にて、 いかなら む と、 おぼし なげき て、 み-すほふ など、 ところどころ にて あまた せ させ たまふ に、 またまた はじめ させ たまふ。 いと いたく わづらひ たまへ ば、 きさい-の-みや より も おほむ-とぶらひ あり。


1 【正月晦日方より】薫二十六歳、匂宮二十七歳、中君二十六歳。

2 【例ならぬさまに悩みたまふを】中君の出産が近づく。昨年の五月ころから懐妊の徴候が表れた。


宿木．８．１．２

■　かくて三年みとせになりぬれど1、一所ひとところの御心みこころざし2こそおろかならね、おほかたの世よには、ものものしくもP69もてなしきこえたまはざりつるを3、この折をりぞ、いづこにもいづこにも聞きこしめしおどろきて、御訪おほむとぶらひどもP70聞きこえたまひける4。

◇　結婚して三年になったが、お一方のお気持ちは並々でないが、世間一般に対しては、重々しくおもてなし申し上げなさらなかったので、この時に、どこもかしこもお聞きになって驚いて、お見舞い申し上げになるのであった。


P69 ものものしくも--もの／＼しく（く/+も〈朱〉）

P70 聞こしめしおどろきて、御訪ぶらひども--*他本により補入

1 【かくて三年になりぬれど】『集成』は「こうして三年になったけれども。中の君が二条の院に移ってから三年と読める。この年（宿木の第三年）を、中の君が二条の院に移った早蕨の春の翌年とするのが現行の年立の処理であるが、それでは二条の院移転から足掛け二年しかならない。この第三年をもう一年あとにずらしてはじめて足掛け三年という計算になる。諸注、匂宮が宇治に通うようになった総角の秋以来足掛け三年と見るが、無理であろう」。『完訳』は「結婚以来、足かけ三年」と注す。

2 【一所の御心ざし】匂宮の愛情。

3 【おほかたの世にはものものしくももてなしきこえたまはざりつるを】『完訳』は「中の君は世間から、匂宮の妻としてほとんど認められていない」と注す。

4 【いづこにもいづこにも聞こしめしおどろきて御訪ぶらひども聞こえたまひける】大島本は「いつこにも／＼聞え給ける」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「いづこにもいづこにも聞こしめしおどろきて御訪ぶらひども聞こえたまひける」と「聞こしめしおどろきて御訪ぶらひども」を補訂する。


宿木．８．１．３

■　中納言ちうなごんの君きみは、宮みやの思おぼし騒さわぐに劣おとらず、いかにおはせむ1と嘆なげきて、心苦こころぐるしくうしろめたく思おぼさるれど、限かぎりある御訪おほむとぶらひばかりこそあれ、あまりもえ参まうでP71,2たまはで、忍しのびてぞ御祈おほむいのりなどもせさせたまひける。

◇　中納言の君は、宮がお騷ぎになるのに負けず、どうおなりになることだろうかとご心配になって、お気の毒に気がかりにお思いになるが、一通りのお見舞いはするが、あまり参上することはできないので、こっそりとご祈祷などをおさせになるのだった。


P71 参うで--*まかて

1 【いかにおはせむ】薫の心中の思い。中君を心配。

2 【参うで】大島本は「まかて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「参（ま）で」と「う」を削除する。『新大系』は「参うで」と「可（か）」を「う（宇）」と翻刻する。


宿木．８．１．４

■　さるは、女二をむなにの宮みやの御裳着1おほむもぎ、ただこのころになりて、世よの中響なかひびきいとなみののしる。

◇　その一方では、女二の宮の御裳着が、ちょうどこのころとなって、世間で大評判となっている。

■　よろづのこと、帝みかどの御心一みこころひとつなるやうに思おぼし急いそげば、御後見おほむうしろみなきしもぞ、なかなかめでたげに見みえける。

◇　万事が、帝のお心一つみたいに御準備なさるので、御後見がいないのも、かえって立派に見えるのであった。


1 【女二の宮の御裳着】今上帝の女二宮。母は故左大臣の娘藤壺女御。裳着の儀式は結婚を前提に行われる。薫との結婚が本格化する。


宿木．８．１．５

■　女御にょうごのしおきたまへることをば1さるものにて、作物所つくもどころ、さるべき受領ずりゃうどもなど、とりどりに仕つかうまつることども、いと限かぎりなしや2。

◇　女御が生前に準備しておかれたことはいうまでもなく、作物所や、しかるべき受領連中などが、それぞれにお仕え申し上げることは、とても際限がない。


1 【女御のしおきたまへることをば】女二宮の母・故藤壺女御が生前に裳着の準備をしておいたこと。

2 【いと限りなしや】大島本は「かきりなしや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「限りなし」と「や」を削除する。『新大系』は底本のまま「限りなしや」とする。


宿木．８．１．６

■　やがてそのほどに、参まゐりそめたまふべき1やうにありければ、男方をとこがたも2心こころづかひしたまふころなれど、例れいのことなれば、そなたざまには心こころも入いらで、この御事おほむことのみ3いとほしく嘆なげかる。

◇　そのままその時から、通い始めさせなさることになっていたので、男の方も気をおつかいになるころであるが、例の性格なので、その方面には気が進まず、このご懐妊のことばかりお気の毒に嘆かずにいられない。


1 【やがてそのほどに参りそめたまふべき】女二宮の裳着の儀式に引き続き、薫が婿として通うようになっていた。

2 【男方も】薫をさす。

3 【この御事のみ】中君の出産間近の事。


宿木．８．１．７

■　如月きさらぎの朔日ついたちごろに、直物なほしものとか1いふことに、権大納言ごんだいなごんになりたまひて、右大将うだいしゃうかけたまひつ。

◇　二月の初めころに、直物とかいうことで、権大納言におなりになって、右大将を兼官なさった。

■　右みぎの大殿おほいどの、左ひだりにておはしけるが、辞じしたまへる所ところなりけり。

◇　右の大殿が、左大将でいらっしゃったが、お辞めになったものであった。


1 【如月の朔日ごろに直物とか】二月の初旬に薫、除目の追加任命で権大納言兼右大将に昇進。


宿木．８．１．８

■　喜よろこびに所々ところどころありきたまひて2、この宮みやにも参まゐりたまへり。

◇　お礼言上に諸所をお回りになって、こちらの宮にも参上なさった。

■　いと苦くるしくしたまへば3、こなたにおはしますほどなりければ4、やがて参まゐりたまへり5。

◇　たいそう苦しそうでいらっしゃるので、こちらにいらっしゃるときであったので、そのまま参上なさった。

■　僧そうなどさぶらひて便びんなき方かたに、とおどろきたまひて、あざやかなる御直衣おほむなほし、御下襲おほむしたがさねなどたてまつり、ひきつくろひたまひてP72、下おりて答たふの拝はいしたまふ7御おほむさまどもとりどりにいとめでたく、

◇　僧などが伺候していて不都合なところで、と驚きなさって、派手なお直衣に、御下襲などをお召し替えになって、身づくろいなさって、下りて拝舞の礼をなさるお二方のお姿は、それぞれに立派で、


P72 ひきつくろひたまひて--ひきつくろひて（て/＃〈朱〉）給て

1? 【右の大殿左にておはしけるが辞したまひける所なりけり】夕霧右大臣兼左大将が、左大将を辞任したので、それまでの右大将が左大将に転じ、薫が権大納言兼右大将となった。

2 【喜びに所々ありきたまひて】主語は薫。

3 【いと苦しくしたまへば】主語は中君。出産を間近に控えて大儀な様子。

4 【こなたにおはしますほどなりければ】匂宮が中君のもとに。

5 【やがて参りたまへり】薫は匂宮のもとに参上。

6? 【僧などさぶらひていと便なき方に】匂宮の心中の思い。薫のめでたい御礼参りに応対するのに、僧侶がいる所では不都合と考える。

7 【下りて答の拝したまふ】主語は匂宮。この邸の主の匂宮が南階から庭上に下りて拝舞の礼を薫に返す。


宿木．８．１．９

■　「やがて、官つかさの禄賜ろくたまふ饗あるじの所ところに1」

◇　「このまま今晩、近衛府の人に禄を与える宴会の所にどうぞ」


1 【やがて官の禄賜ふ饗の所に】大島本は「やかてつかさのろく給ふあるしの所に」とある。『完本』は諸本に従って「やがて今宵衛府（つかさ）の人に」と「今宵」「人」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「やがて官（つかさ）の」とする。薫の詞。匂宮を右大将新任の披露宴の席に招待。


宿木．８．１．１０

■　と、請さうじたてまつりたまふを、悩なやみたまふ人ひとによりてぞ、思おぼしたゆたひたまふめる1。

◇　と、お招き申し上げなさるが、お具合の悪い人のために、躊躇なさっているようである。

■　右大臣殿うだいじんどののしたまひけるままにとて、六条ろくでうの院ゐんにてなむありける。

◇　右大臣殿がなさった例に従ってと、六条院で催されるのであった。


1 【思したゆたひたまふめる】推量の助動詞「めり」は語り手の推量のニュアンス。


宿木．８．１．１１

■　垣下ゑんがの親王みこたち上達部かむだちめ、大饗だいきゃうに劣おとらず1、あまり騒さわがしきまでなむ集つどひたまひける。

◇　お相伴の親王方や上達部たちは、大饗に負けないほど、あまり騒がし過ぎるほど参集なさった。

■　この宮みやも渡わたりたまひて、静心しづこころなければ、まだ事果ことはてぬに急いそぎ帰かへりたまひぬるを、大殿おほとの御方のおほむかたには2、

◇　この宮もお渡りになって、落ち着いていられないので、まだ宴会が終わらないうちに急いでお帰りになったのを、大殿の御方では、


1 【大饗に劣らず】大饗は大臣新任の宴。ここは大将新任の宴だが、それに劣らず盛大の意。

2 【大殿の御方には】夕霧の六君方。匂宮が立ち寄らずに帰ってしまったことに不満。


宿木．８．１．１２

■　「いと飽あかずめざまし」

◇　「とても物足りなく癪にさわる」

宿木．８．１．１３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　劣おとるべくも2あらぬ御おほむほどなるを、ただ今いまのおぼえのはなやかさに思おぼしおごりて、おしたちもてなしたまへるなめりかし。

◇　負けるほどでもないご身分なのを、ただ今の威勢が立派なのにおごって、いばっていらっしゃるのであろうよ。


1? 【いと飽かずめざましう】六の君の詞。

2 【劣るべくも】以下「もてなしたまへるなめりかし」まで、八宮の娘である中君は臣下の夕霧の娘六の君に劣らない、とする語り手の批評。『湖月抄』は「草子地也」と指摘。


第二段　中君に男子誕生

宿木．８．２．１

■　からうして、その暁1あかつき、男をとこにて生むまれたまへるを2、宮みやもいとかひありてうれしく思おぼしたり。

◇　やっとのこと、その早朝に、男の子でお生まれになったのを、宮もたいそうその効あって嬉しくお思いになった。

■　大将殿だいしゃうどのも、喜よろこびに添そへて、うれしく思おぼす。

◇　大将殿も、昇進の喜びに加えて、嬉しくお思いになる。

■　昨夜よべおはしましたりしかしこまりに、やがて、この御喜おほむよろこびもうち添そへて、立たちながら参まゐりたまへり3。

◇　昨夜おいでになったお礼言上に、そのまま、このお祝いを合わせて、立ったままで参上なさった。

■　かく籠こもりおはしませば4、参まゐりたまはぬ人ひとなし。

◇　こうして籠もっていらっしゃるので、お祝いに参上しない人はいない。


1 【からうしてその暁】大島本は「そのあか月」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「その暁に」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「そのあか月」とする。

2 【男にて生まれたまへるを】中君、男子を出産。

3 【立ちながら参りたまへり】出産の穢れを避けるため、着座しない。

4 【かく籠もりおはしませば】主語は匂宮。


宿木．８．２．２

■　御産養おほむうぶやしなひ、三日みかは、例れいのただ宮みやの御私事おほむわたくしごとにて、五日いつかの夜1よ、大将殿だいしゃうどのより屯食五十具とんじきごじふぐ、碁手ごての銭ぜに、椀飯わうばんなどは、世よの常つねのやうにて、子持こもちの御前おまへの衝重三十ついがさねさむじふ、稚児ちごの御衣五重襲おほむぞいつへがさねにて、御襁褓おほむむつきなどぞ、ことことしからず、忍しのびやかにしなしたまへれど、こまかに見みれば、わざと目馴めなれぬ心こころばへなど見みえける。

◇　御産養は、三日は、例によってただ宮の私的祝い事として、五日の夜は、大将殿から屯食五十具、碁手の銭、椀飯などは、普通通りにして、子持ちの御前の衝重三十、稚児の御産着五重襲に、御襁褓などは、仰々しくないようにこっそりとなさったが、詳細に見ると、特別に珍しい趣向が凝らしてあったのであった。


1 【五日の夜】大島本は「五日の夜」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「五日の夜は」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「五日の夜」とする。五日の夜の産養の儀。中君の後見役の薫が主催。


宿木．８．２．３

■　宮みやの御前おまへにも浅香せんかうの折敷をしき、高坏たかつきどもにて、粉熟参ふずくまゐらせたまへり。

◇　宮の御前にも浅香の折敷や、高坏類に、粉熟を差し上げなさった。

■　女房にょうばうの御前おまへには、衝重ついがさねをばさるものにて、桧破籠三十ひわりごさむじふ、さまざまし尽つくしたることどもあり。

◇　女房の御前には、衝重はもちろんのこと、桧破子三十、いろいろと手を尽くしたご馳走類がある。

■　人目ひとめにことことしくは、ことさらにしなしたまはず。

◇　人目につくような大げさには、わざとなさらない。

宿木．８．２．４

■　七日しちにちの夜よは1、后きさいの宮みやの御産養おほむうぶやしなひなれば、参まゐりたまふ人ひとびといと多おほかり2。

◇　七日の夜は、后の宮の御産養なので、参上なさる人びとが多い。

■　宮みやの大夫だいぶをはじめて、殿上人てんじゃうびと、上達部かむだちめ、数知かずしらず参まゐりたまへり。

◇　中宮大夫をはじめとして、殿上人、上達部が、数知れず参上なさった。

■　内裏うちにも聞きこし召めして、

◇　主上におかれてもお耳にあそばして、


1 【七日の夜は】お七夜は匂宮の母明石中宮主催。

2 【いと多かり】大島本は「いとおほかり」とある。『完本』は諸本に従って「多かり」と「いと」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「いと多かり」とする。


宿木．８．２．５

■　「宮みやのはじめて大人おとなびたまふなるには、いかでか1」

◇　「宮がはじめて一人前におなりになったというのに、どうして放っておけようか」


1 【宮のはじめて大人びたまふなるにはいかでか】帝の詞。


宿木．８．２．６

■　とのたまはせて、御佩刀奉みはかしたてまつらせたまへり。

◇　と仰せになって、御佩刀を差し上げなさった。

宿木．８．２．７

■　九日ここぬかも、大殿おほいどのより1仕つかうまつらせたまへり。

◇　九日も、大殿からお世話申し上げなさった。

■　よろしからず思おぼすあたりなれど、宮みやの思おぼさむところあれば2、御子みこの公達きむだちなど参まゐりたまひて、すべていと思おもふことなげにめでたければ、御おほむみづからも3、月つきごろもの思おもはしく心地ここちの悩なやましきにつけても、心細こころぼそく思おぼしたりつるに4、かくおもだたしく今いまめかしきことどもの多おほかれば、すこし慰なやみもやしたまふらむ。

◇　おもしろくなくお思いになるところだが、宮がお思いになることもあるので、ご子息の公達が参上なさって、万事につけたいそう心配事もなさそうにおめでたいので、ご自身でも、ここ幾月も物思いによって気分が悪いのにつけても、心細くお思い続けていたが、このように面目がましいはなやかな事が多いので、少し慰みなさったことであろうか。


1 【九日も大殿より】九日の夜の産養の儀が、匂宮の後見役夕霧主催で催される。

2 【宮の思さむところあれば】『集成』は「匂宮のご機嫌を損ねるわけにもゆかぬので」と注す。

3 【御みづからも】中君をさす。

4 【心細く思したりつるに】大島本は「心ほそくおほしたりつるに」とある。『完本』は諸本に従って「思しわたりつるに」と「わたり」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「思したりつるに」とする。


宿木．８．２．８

■　大将殿だいしゃうどのは、

◇　大将殿は、

■　「かくさへ2大人おとなび果はてたまふめれば、いとどわが方かたざまは気遠けどほくやならむ。

◇　「このようにすっかり大人になってしまわれたので、ますます自分のほうには縁遠くなってしまうだろう。

■　また、宮みやの御心みこころざしもいとおろかならじ」

◇　また、宮のお気持ちもけっして並々ではあるまい」

■　と思おもふは口惜くちをしけれど、また、初はじめよりの心こころおきてを思おもふには、いとうれしくもあり。

◇　と思うのは残念であるが、また、初めからの心づもりを考えてみると、たいそう嬉しくもある。


1? 【すこしは慰みもやしたまふらむ】『細流抄』は「草子地也」と指摘。語り手の推測。

2 【かくさへ】以下「いとおろかならじ」まで、薫の心中の思い。


第三段　二月二十日過ぎ、女二の宮、薫に降嫁す

宿木．８．３．１

■　かくて、その月つきの二十日はつかあまりにぞ1、藤壺ふぢつぼの宮みやの御裳着おほむもぎの事ことありて、またの日ひなむ、大将参だいしゃうまゐりたまひける。

◇　こうして、その月の二十日過ぎに、藤壷の宮の御裳着の儀式があって、翌日、大将が参上なさった。

■　夜よのことは忍しのびたるさまなり。

◇　その夜のことは内々のことである。

■　天あめの下響したひびきていつくしう見みえつる御おほむかしづきに、ただ人うどの具ぐしたてまつりたまふぞ、なほ飽あかず心苦こころぐるしく見みゆる。

◇　世間に評判なほど大切にかしずかれた姫宮なのに、臣下がご結婚申し上げなさるのは、やはり物足りなくお気の毒に見える。


1 【その月の二十日あまりにぞ】中君の出産と同じ二月二十日過ぎに。


宿木．８．３．２

■　「さる御許おほむゆるしは1ありながらも、ただ今いま、かく急いそがせたまふまじきことぞかし」

◇　「そのようなお許しはあったとしても、ただ今、このようにお急ぎあそばすことでもあるまい」


1 【さる御許しは】以下「事ぞかし」まで、世人の噂。藤壺の宮（女二宮）降嫁の御内意をさす。


宿木．８．３．３

■　と、そしらはしげに思おもひのたまふ人ひともありけれど、思おぼし立たちぬること、すがすがしくおはします御心みこころにて、来きし方かたためしなきまで1、同おなじくはもてなさむと、思おぼしおきつるなめり2。

◇　と、非難がましく思いおっしゃる人もいるのだったが、ご決意なさったことを、すらすらとなさるご性格なので、過去に例がないほど同じことならお扱いなさろうと、お考えおいたようである。

■　帝みかどの御婿おほむむこになる人ひとは3、昔むかしも今いまも多おほかれど、かく盛さかりの御世みよに、ただ人うどのやうに、婿取むこどり急いそがせたまへるたぐひは、すくなくやありけむ。

◇　帝の御婿になる人は、昔も今も多いが、このように全盛の御世に、臣下のように、婿を急いでお迎えなさる例は少なかったのではなかろうか。

■　右みぎの大臣おとどP73も、

◇　右大臣も、


P73 右の大臣--ひたり（ひたり/＄右）のおとゝ

1 【来し方ためしなきまで】大島本は「きしかたためし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「来し方の例」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「来し方ためし」とする。

2 【思しおきつるなめり】帝の心中を慮る語り手の婉曲的推量。

3 【帝の御婿になる人は】以下、語り手の推量を交えた批評。『湖月抄』は「地」と指摘。


宿木．８．３．４

■　「めづらしかりける人ひとの1御おほむおぼえ、宿世すくせなり。

◇　「珍しいご信任、運勢だ。

■　故院こゐんだに、朱雀院すざくゐんの御末おほむすゑにならせたまひて、今いまはとやつしたまひし際きはにこそ、かの母宮ははみやを2得えたてまつりたまひしか。

◇　故院でさえ、朱雀院の晩年におなりあそばして、今は出家されようとなさった時に、あの母宮を頂戴なさったのだ。

■　我われはまして、人ひとも許ゆるさぬものを拾ひろひたりしや3」

◇　自分はまして、誰も許さなかったのを拾ったものだ」


1 【めづらしかりける人の】以下「拾ひたりしや」まで、夕霧の詞。落葉宮を前にしての発言。

2 【かの母宮を】薫の母女三宮をさす。

3 【人も許さぬものを拾ひたりしや】『完訳』は「未亡人となった落葉の宮を、周囲の反対を押し切って娶ったこと」と注す。


宿木．８．３．５

■　とのたまひ出いづれば、宮みやは、げにと思おぼすに、恥はづかしくて御おほむいらへもえしたまはず。

◇　とおっしゃり出すので、宮は、その通りとお思いになると、恥ずかしくてお返事もおできになれない。

宿木．８．３．６

■　三日みかの夜よは1、大蔵卿おほくらきゃうよりはじめて、かの御方おほむかたの2心寄こころよせになさせたまへる人ひとびと、家司けいしに仰おほせ言賜ごとたまひて、忍しのびやかなれど、かの御前ごぜん、随身ずいじん、車副くるまぞひ、舎人とねりまで禄賜ろくたまはす。

◇　三日の夜は、大蔵卿をはじめとして、あの御方のお世話役をなさっていた人びとや、家司にご命令なさって、人目に立たないようにではあるが、婿殿の御前駆や随身、車副、舎人まで禄をお与えになる。

■　そのほどの事ことどもは、私事わたくしごとのやうにぞありける3。

◇　その時の事柄は、私事のようであった。


1 【三日の夜は】薫と女二の宮の結婚三日目の夜。

2 【かの御方の】藤壺の宮をさす。

3 【私事のやうにぞありける】『完訳』は「きめ細かな配慮ゆえ」と注す。


宿木．８．３．７

■　かくて後のちは、忍しのび忍しのびに参まゐりたまふ1。

◇　こうして後は、忍び忍びに参上なさる。

■　心こころの内うちには、なほ忘わすれがたきいにしへざまのみおぼえて2、昼ひるは里さとに起おき臥ふし眺ながめ暮くらして、暮くるれば心こころより外ほかに急いそぎ参まゐりたまふをも、ならはぬ心地ここちに、いともの憂うく苦くるしくて、

◇　心の中では、やはり忘れることのできない故人のことばかりが思われて、昼は実邸に起き臥し物思いの生活をして、暮れると気の進まないままに急いで参内なさるのを、なれない気持ちには億劫で苦しくて、

■　「まかでさせたてまつらむ」

◇　「ご退出させ申し上げよう」

■　とぞ3思おぼしおきてける。

◇　とお考えになったのであった。


1 【かくて後は忍び忍びに参りたまふ】結婚成立後。薫の女二宮への通い方。

2 【なほ忘れがたきいにしへざまのみおぼえて】薫は依然として大君が忘れられない。

3 【まかでさせたてまつらむとぞ】女二宮を自邸の三条宮に迎えること。


宿木．８．３．８

■　母宮はは、いとうれしきことに思おぼしたり。

◇　母宮は、とても嬉しいこととお思いになっていらっしゃった。

■　おはします寝殿譲しんでんゆづりきこゆべくのたまへど、

◇　お住まいになっている寝殿をお譲り申し上げようとおっしゃるが、

宿木．８．３．９

■　「いとかたじけなからむ1」

◇　「まことに恐れ多いことです」


1 【いとかたじけなからむ】薫の詞。母女三宮の申し出を受諾。


宿木．８．３．１０

■　とて、御念誦堂おほむねんずだうのあはひに、廊らうを続つづけて造つくらせたまふ。

◇　と言って、御念誦堂との間に、渡廊を続けてお造らせになる。

■　西面にしおもてに移うつろひたまふべきなめり1。

◇　西面にお移りになるようである。

■　東ひむがしの対たいどもなども、焼やけて後のち、うるはしく新あたらしくあらまほしきを、いよいよ磨みがき添そへつつ、こまかにしつらはせたまふ。

◇　東の対なども、焼失して後は、立派に新しく理想的なのを、ますます磨き加え加えして、こまごまとしつらわせなさる。


1 【西面に移ろひたまふべきなめり】語り手の推測。母女三宮は寝殿の西面に移る。西面の続きに念誦堂があり、その間に渡廊を造る。


宿木．８．３．１１

■　かかる御心みこころづかひを、内裏うちにも聞きかせたまひて、ほどなくうちとけ移うつろひたまはむを、いかが1と思おぼしたり。

◇　このようなお心づかいを、帝におかせられてもお耳にあそばして、月日も経ずに気安く引き取られなさるのを、どんなものかとお思いであった。

■　帝みかどと聞きこゆれど、心こころの闇やみは同おなじごとS49,2なむおはしましける。

◇　帝と申し上げても、子を思う心の闇は同じことでおありだった。


S49 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【ほどなくうちとけ移ろひたまはむをいかが】帝の心中の思い。新婚早々に気安く引き取られるのに気が進まない。いつまでも宮を側に置いておきたい親心。

2 【心の闇は同じごと】『紫明抄』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひにけるかな」（後撰集雑一、一一〇二、兼輔朝臣）を指摘。


宿木．８．３．１２

■　母宮ははみやの御おほむもとに1、御使2おほむつかひありける御文おほむふみにも、ただこのことをなむ聞きこえさせたまひける。

◇　母宮の御もとに、お使いがあったお手紙にも、ただこのことばかりを申し上げなさった。

■　故朱雀院こすざくゐんの、取とり分わきて、この尼宮あまみやの御事おほむことをば聞きこえ置おかせたまひしかば、かく世よを背そむきたまへれど、衰おとろへず、何事なにごとも元もとのままにて、奏そうせさせたまふこと4などは、かならず聞きこしめし入いれ、御用意深おほむよういふかかりけりP74。

◇　故朱雀院が、特別に、この尼宮の御事をお頼み申し上げていたので、このように出家なさっているが、衰えず、何事も昔通りで、奏上させなさることなどは、必ずお聞き入れなさって、お心配りが深いのであった。


P74 深かりけり--ふかく（く/＃〈朱〉）かりけり

1 【母宮の御もとに】薫の母女三宮。

2 【御使】帝の使者。

3? 【故朱雀院の取り分きてこの尼宮の御ことをば】帝と薫の母女三宮は異腹の兄妹。

4 【奏せさせたまふこと】女三宮が帝に。


宿木．８．３．１３

■　かく、やむごとなき御心みこころどもに1、かたみに限かぎりもなくもてかしづき騒さわがれたまふおもだたしさも、いかなるにかあらむ、心こころの内うちには2ことにうれしくもおぼえず、なほ、ともすればうち眺ながめつつ、宇治うぢの寺造てらつくることを急いそがせたまふ。

◇　このように、重々しいお二方に、互いにこの上なく大切にされていらっしゃる面目も、どのようなものであろうか、心中では特に嬉しくも思われず、やはり、ともすれば物思いに耽りながら、宇治の寺の造営を急がせなさる。


1 【やむごとなき御心どもに】帝と女三宮の思い入れ。

2 【心の内には】薫の心中。


第四段　中君の男御子、五十日の祝い

宿木．８．４．１

■　宮みやの若君わかぎみの五十日いかになりたまふ日1数ひかぞへ取とりて、その餅もちひの急いそぎを心こころに入いれて、籠物こもの、桧破籠ひわりごなどまで見入みいれたまひつつ、世よの常つねのなべてにはあらずと思おぼし心こころざして、沈ぢん、紫檀したん、銀しろかね、黄金こがねなど、道々みちみちの細工さいくどもいと多おほく召めしさぶらはせたまへば、我劣われおとらじと2、さまざまのことどもをし出いづめり3。

◇　宮の若君が五十日におなりになる日を数えて、その餅の準備を熱心にして、籠物や桧破子などまで御覧になりながら、世間一般の平凡なものにはしまいとお考え向きになって、沈、紫檀、銀、黄金など、それぞれの専門の工匠をたいそう大勢呼び集めさせなさるので、自分こそは負けまいと、いろいろのものを作り出すようである。


1 【宮の若君の五十日になりたまふ日】匂宮の若君。中君が産んだ男御子。五十日の祝い。三月下旬ころ。

2 【我劣らじと】工匠たちが競い合うさま。

3 【し出づめり】語り手の推量。視界内推量、臨場感ある描写。


宿木．８．４．２

■　みづからも1、例れいの、宮みやのおはしまさぬ隙ひまにおはしたり。

◇　ご自身も、いつものように、宮がいらっしゃらない間においでになった。

■　心こころのなしにやあらむ、今いますこし重々おもおもしくやむごとなげなるけしきさへ添そひにけりと見みゆ2。

◇　気のせいであろうか、もう一段と重々しく立派な感じが加わったと見える。

■　「今いまは、さりとも3、むつかしかりしすずろごとなどは紛まぎれたまひにたらむ」

◇　「今は、そうはいっても、わずらわしかった懸想事などは忘れなさったろう」

■　と思おもふに、心こころやすくて、対面たいめんしたまへり。

◇　と思うと、安心なので、お会いなさった。

■　されど、ありしながらのけしきに、まづ涙なみだぐみて、

◇　けれど、以前のままの様子で、まっさきに涙ぐんで、


1 【みづからも】薫。

2 【心のなしにやあらむ今すこし重々しくやむごとなげなるけしきさへ添ひにけりと見ゆ】薫の風姿。権大納言兼右大将に昇進、かつ今上帝の女二宮の婿となった。語り手の感情移入を交えた表現。

3 【今はさりとも】以下「思ひ紛れたまひにたらむ」まで、中君の心中。


宿木．８．４．３

■　「心こころにもあらぬまじらひ1、いと思おもひの外ほかなるものにこそと、世よを思おもひたまへ乱みだるることなむ、まさりにたる」

◇　「気の進まない結婚は、たいそう心外なものだと、世の中を思い悩みますことは、今まで以上です」


1 【心にもあらぬまじらひ】以下「まさりにたる」まで、薫の詞。女二宮との結婚をさす。


宿木．８．４．４

■　と、あいだちなくぞ愁うれへたまふ。

◇　と、何の遠慮もなく訴えなさる。

宿木．８．４．５

■　「いとあさましき御おほむことかな1。

◇　「まあ何というお事を。

■　人ひともこそおのづからほのかにも漏もり聞ききP75はべれ」

◇　他人が自然と漏れ聞いたら大変ですよ」


P75 漏り聞き--と（と/＄も〈朱〉）りきゝ

1 【いとあさましき御ことかな】以下「漏り聞きはべれ」まで、中君の詞。


宿木．８．４．６

■　などはのたまへど、かばかりめでたげなる1ことどもにも慰なぐさまず、

◇　などとおっしゃるが、これほどめでたい幾つものことにも心が晴れず、

■　「忘わすれがたく思おもひたまふらむ心深こころふかさよ」

◇　「忘れがたく思っていらっしゃるのだろう愛情の深さは」

■　とあはれに思おもひきこえたまふに、おろかにもあらず思おもひ知しられたまふ。

◇　としみじみお察し申し上げなさると、並々でない愛情だとお分かりになる。

■　「おはせましかば2」

◇　「生きていらっしゃったら」

■　と、口惜くちをしく思おもひ出いできこえたまへど、

◇　と、残念にお思い出し申し上げなさるが、

■　「それも、わがありさまのやうに3、うらやみなく身みを恨うらむべかりけるかし。

◇　「そうしても、自分と同じようになって、姉妹で恨みっこなしに恨むのがおちであろう。

■　何事なにごとも数かずならでは、世よの人ひとめかしきこともあるまじかりけり」

◇　何事も、落ちぶれた身の上では、一人前らしいこともありえないのだ」

■　とおぼゆるにぞ、いとど、かの、うちとけ果はてで4やみなむと思おもひたまへりし心こころおきては、なほ、いと重々おもおもしく思おもひ出いでられたまふ。

◇　と思われると、ますます、姉君の結婚しないで通そうと思っていらっしゃった考えは、やはり、とても重々しく思い出されなさる。


1 【かばかりめでたげなる】以下「心ふかさよ」まで、中君の心中の思い。薫の憂愁の深さを思う。

2 【おはせましかば】中君の心中の思い。姉大君が生きていらしたら。反実仮想。

3 【それもわがありさまのやうに】大島本は「やうに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「やうにぞ」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のまま「やうに」とする。以下「あるまじかりけり」まで、中君の心中の思い。『集成』は「自分が六の君のことで苦労しているように、姉君も女二の宮のことで悩まれたに違いない、の意」と注す。

4 【かのうちとけ果てで】「かの」は姉大君をさす。最後まで身を許さずに、の意。


第五段　薫、中君の若君を見る

宿木．８．５．１

■　若君わかぎみを切せちにゆかしがりきこえたまへば1、恥はづかしけれど、

◇　若君を切に拝見したがりなさるので、恥ずかしいけれど、

■　「何なにかは隔へだて顔がほにもあらむ2、わりなきこと一ひとつにつけて恨うらみらるるよりほかには、いかでこの人ひとの御心みこころに違たがはじ」

◇　「どうしてよそよそしくしていられよう、無理なこと一つで恨まれるより以外には、何とかこの人のお心に背くまい」

■　と思おもへば、みづからはともかくもいらへきこえたまはで、乳母めのとして3さし出いでさせたまへり。

◇　と思うので、ご自身はあれこれお答え申し上げなさらないで、乳母を介して差し出させなさった。


1 【若君を切にゆかしがりきこえたまへば】主語は薫。

2 【何かは隔て顔にもあらむ】以下「御心に違はじ」まで、中君の心中の思い。

3 【乳母して】若君の乳母。


宿木．８．５．２

■　さらなることなれば1、憎にくげならむやは。

◇　当然のことながら、どうして憎らしいところがあろう。

■　ゆゆしきまで白しろくうつくしくて、たかやかに物語ものがたりし、うち笑わらひなどしたまふ顔かほを見みるに、わがものにて見みまほしくうらやましきも、世よの思おもひ離はなれがたくなりぬるにやあらむ。

◇　不吉なまでに白くかわいらしくて、大きい声で何か言っており、にっこりなどなさる顔を見ると、自分の子として見ていたく羨ましいのも、この世を離れにくくなったのであろうか。

■　されど、

◇　けれど、

■　「言いふかひなくなりたまひにし人ひとの、世よの常つねのありさまにて、かやうならむ人ひとをもとどめ置おきたまへらましかば」

◇　「亡くなってしまった方が、普通に結婚して、このようなお子を残しておいて下さったら」

■　とのみおぼえて、このころおもだたしげなる御**あたりに3、いつしかなどは思おもひ寄よられぬこそ、あまりすべなき君きみの御心みこころなめれ。

◇　とばかり思われて、最近面目をほどこすあたりには、はやく子ができないかなどとは考えもつかないのは、あまり仕方のないこの君のお心のようだ。

■　かく女々めめしくねぢけて、まねびなすこそいとほしけれ。

◇　このように女々しくひねくれて、語り伝えるのもお気の毒である。

◆　 
さらなる こと なれ ば、 にくげ なら む やは。 ゆゆしき まで しろく うつくしく て、 たかやか に ものがたり し、 うち-わらひ など し たまふ かほ を みる に、 わが もの にて み まほしく うらやましき も、 よ の おもひ はなれ がたく なり ぬる に や あら む。 されど、 "いふかひなく なり たまひ に し ひと の、 よ の つね の ありさま にて、 かやう なら む ひと を も とどめ おき たまへ ら ましか ば。" と のみ おぼえ て、 このころ おもだたしげ なる あたり に、 いつしか など は おもひよら れ ぬ こそ、 あまり すべなき きみ の み-こころ な' めれ。 かく めめしく ねぢけ て、 まねび なす こそ いとほしけれ。


1 【さらなることなれば】以下「とぞ推し量るべき」まで、薫の心中文を折り込んで、その態度を批評した語り手の文章。『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。

2? 【言ふかひなくなりなりたまひにし人】故大君。以下「とどめ置きたまへらましかば」まで、薫の心中の思い。反実仮想の構文。

3 【このころおもだたしげなる御あたりに】女二宮をさす。


宿木．８．５．３

■　しか悪わろびかたほならむ人ひとを、帝みかどの取とり分わき切せちに近ちかづけて、睦むつびたまふべきにもあらじものを、

◇　そんなによくない方を、帝が特別お側にお置きになって、親しみなさることもあるまいに、

■　「まことしき方かたざまの御心みこころおきてなどこそは、めやすくものしたまひけめ」

◇　「生活面でのご思慮などは、無難でいらっしゃったのだろう」

■　とぞ推おし量はかるべき。

◇　と推量すべきであろう。

宿木．８．５．４

■　げに、いとかく幼をさなきほどを見みせたまへるP76もあはれなれば、例れいよりは物語ものがたりなどこまやかに聞きこえたまふほどに、暮くれぬれば、心こころやすく夜よるをだに更ふかすまじきを、苦くるしうおぼゆれば、嘆なげく嘆なげく出いでたまひぬP77。

◇　なるほど、まことにこのように幼い子をお見せなさるのもありがたいことなので、いつもよりはお話などをこまやかに申し上げなさるうちに、日も暮れたので、気楽に夜を更かすわけにもゆかないのを、つらく思われるので、嘆息しながらお出になった。


P76 見せたまへる--みせはや（はや/＄）給へる

P77 出でたまひぬ--いてぬ（ぬ/＃〈朱〉）給ぬ


宿木．８．５．５

■　「をかしの人ひとの1御匂おほむにほひや。

◇　「結構なお匂いの方ですこと。

■　折をりつればS50、とか2や言いふやうに、鴬うぐひすもP78尋たづね来きぬべかめり」

◇　梅を折ったなら、とか言うように、鴬も求めて来ましょうね」


S50 折りつれば袖こそ匂へ梅の花有りとやここに鴬の鳴く（古今集春上-三二　読人しらず）

P78 鴬も--うくひも（も/＄）すも

1 【をかしの人の】以下「尋ね来ぬべかめり」まで、女房の詞。

2 【折りつればとか】『源氏釈』は「折りつれば袖こそ匂へ梅の花ありとやここに鴬の鳴く」（古今集春上、三二、読人しらず）を指摘。


宿木．８．５．６

■　など、わづらはしがる若わかき人ひともあり。

◇　などと、やっかいがる若い女房もいる。

第六段　藤壺にて藤の花の宴催される

宿木．８．６．１

■　「夏なつにならば、三条さむでうの宮塞みやふたがる方かたになりぬべし」

◇　「夏になったら、三条宮邸は宮中から塞がった方角になろう」

■　と定さだめて、四月朔日うづきついたちごろ、節分せちぶんとかいふこと、まだしき先さきに渡わたしたてまつりたまふ。

◇　と判定して、四月初めころの、節分とかいうことは、まだのうちにお移し申し上げなさる。

宿木．８．６．２

■　明日あすとての日2ひ、藤壺ふぢつぼに主上渡うへわたらせたまひて、藤ふぢの花はなの宴えんせさせたまふ3。

◇　明日引っ越しという日に、藤壷に主上がお渡りあそばして、藤の花の宴をお催しあそばす。

■　南みなみの廂ひさしの御簾上みすあげて、椅子立いしたてたり。

◇　南の廂の御簾を上げて、椅子を立ててある。

■　公おほやけわざにて、主人あるじの宮みやのP79仕つかうまつりたまふにはあらず。

◇　公の催事で、主人の宮がお催しなさることではない。

■　上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびとの饗きゃうなど、内蔵寮くらづかさより仕つかうまつれり。

◇　上達部や、殿上人の饗応などは、内蔵寮からご奉仕した。


P79 宮の--宮（宮/+の〈朱〉）

1? 【夏にならば三条の宮塞がりぬべし】薫の心中の考え。夏になると宮中から三条宮邸は方塞りになる。

2 【明日とての日】女二宮の三条宮邸への移転の前日。四月初旬の立夏前の或る日。

3 【藤の花の宴せさせたまふ】『花鳥余情』は村上天皇の天暦三年四月十二日の藤花の宴を準拠として指摘。『西宮記』に詳しい記事がある。


宿木．８．６．３

■　右みぎの大臣おとどP80、按察使大納言1あぜちのだいなごん、藤中納言2とうちうなごん、左兵衛督3さひゃうゑのかみ。

◇　右大臣や、按察大納言、藤中納言、左兵衛督。

■　親王みこたちは、三さむの宮4みや、常陸宮5ひたちのみやなどさぶらひたまふ。

◇　親王方では、三の宮、常陸宮などが伺候なさる。

■　南みなみの庭にはの藤ふぢの花はなのもとに、殿上人てんじゃうびとの座ざはしたり。

◇　南の庭の藤の花の下に、殿上人の座席は設けた。

■　後涼殿こうらうでんの東ひむがしに、楽所がくその人ひとびと召めして、暮くれ行ゆくほどに、双調そうでうに吹ふきて、上うへの御遊おほむあそびに、宮みやの御方おほむかたより6、御琴おほむことども笛ふえなど出いださせたまへば、大臣おとどをはじめたてまつりて、御前おまへに取とりつつ参まゐりたまふ。

◇　後涼殿の東に、楽所の人びとを召して、暮れ行くころに、双調に吹いて、主上の御遊に、宮の御方から、絃楽器や管楽器などをお出させなさったので、大臣をおはじめ申して、御前に取り次いで差し上げなさる。


P80 右の大臣--ひたり（ひたり/＃みき）のおとゝ

1 【按察使大納言】紅梅大納言。故柏木の弟。

2 【藤中納言】鬚黒と先妻の間の長男。

3 【左兵衛督】藤中納言の弟、三男。

4 【三の宮】匂宮。

5 【常陸宮】今上帝の四宮。

6 【宮の御方より】女二宮。


宿木．８．６．４

■　故六条ころくでうの院ゐんの御手おほむてづから書かきたまひて、入道にふだうの宮みやにたてまつらせたまひし琴きんの譜二巻1ふふたまき、五葉ごえふの枝えだに付つけたるを、大臣取おとどとりたまひて奏そうしたまふ。

◇　故六条院がご自身でお書きになって、入道の宮に差し上げなさった琴の譜二巻、五葉の枝に付けたのを、大臣がお取りになって奏上なさる。


1 【故六条の院の御手づから書きたまひて入道の宮にたてまつらせたまひし琴の譜二巻】源氏が女三宮に琴の琴の楽譜二巻を書いて与えた。初見の記事。


宿木．８．６．５

■　次々つぎつぎに、箏さうの御琴おほむこと、琵琶びわ、和琴わごんなど、朱雀院すじゃくゐんの物ものどもなりけり1。

◇　次々に、箏のお琴、琵琶、和琴など、朱雀院の物であった。

■　笛ふえは、かの夢ゆめに2伝つたへしいにしへの形見かたみのを3、

◇　笛は、あの夢で伝えた故人の形見のを、

■　「またなき物ものの音ねなり4」

◇　「二つとない素晴らしい音色だ」

■　と賞めでさせたまひければ、

◇　とお誉めあそばしたので、

■　「この折をりの5きよらより、またはいつかは映**え映**えしきついでのあらむ」

◇　「今回の善美を尽くした宴の他に、再びいつ名誉なことがあろうか」

■　と思おぼして、取とう出いでたまへるなめりP81。

◇　とお思いになって、取り出しなさったようだ。

◆　 
つぎつぎ に、 さう-の-おほむ-こと、 びわ、 わごん など、 すじゃく-ゐん の もの-ども なり けり。 ふえ は、 かの ゆめ に つたへ し いにしへ の かたみ の を、 "またなき もの の ね なり。" と めで させ たまひ けれ ば、 "この をり の きよら より、 また いつかは はえばえしき ついで の あら む。" と おぼし て、 とう-いで たまへ る な' めり。


P81 たまへるなめり--給へり（り/＃）るなめり

1 【朱雀院の物どもなりけり】朱雀院から女三宮に伝えらた楽器。

2 【笛はかの夢に】落葉宮から夕霧に伝えられた柏木遺愛の横笛。夕霧の夢に柏木が現れ遺児薫に伝えたいといったもの。

3 【いにしへの形見のを】柏木の遺愛の横笛。

4 【またなき物の音なり】帝の詞。笛の音を誉める。

5 【この折の】以下「ついでのあらむ」まで、薫の心中の思い。『完訳』は「薫は今宵を人生最良と思う」と注す。


宿木．８．６．６

■　大臣和琴おとどわごん、三さむの宮琵琶みやびわなど、とりどりに賜たまふ。

◇　大臣に和琴、三の宮に琵琶など、それぞれにお与えになる。

■　大将だいしゃうの御笛おほむふえは、今日けふぞ、世よになき音ねの限かぎりは吹ふき立たてたまひける。

◇　大将のお笛は、今日は、またとない音色の限りをお立てになったのだった。

■　殿上人てんじゃうびとの中なかにも、唱歌しゃうがにつきなからぬどもは、召めし出いでて、おもしろく遊あそぶ。

◇　殿上人の中にも、唱歌に堪能な人たちは、召し出して、風雅に合奏する。

宿木．８．６．７

■　宮みやの御方おほむかたより、粉熟参ふずくまゐらせたまへり。

◇　宮の御方から、粉熟を差し上げなさった。

■　沈ぢんの折敷四をしきよつ、紫檀したんの高坏たかつき、藤ふぢの村濃むらごの打敷うちしきに、折枝縫をりえだぬひたり1。

◇　沈の折敷四つ、紫檀の高坏、藤の村濃の打敷に、折枝を縫ってある。

■　銀しろかねの様器やうき、瑠璃るりの御盃おほむさかづき、瓶子へいしは紺瑠璃こんるりなり。

◇　銀の容器、瑠璃のお盃、瓶子は紺瑠璃である。

■　兵衛督ひゃうゑのかみ、御おほむまかなひ仕つかうまつりたまふ。

◇　兵衛督が、お給仕をお勤めなさる。


1 【折枝縫ひたり】藤の折枝の刺繍。


宿木．８．６．８

■　御盃参おほむさかづきまゐりたまふに、大臣おとど、しきりては便びんなかるべし1、宮みやたちの御中おほむなかにはた、さるべきも2おはせねば、大将だいしゃうに譲ゆづりきこえたまふを、憚はばかり申まうしたまへど、御みけしきもいかがありけむ3、御盃おほむさかづきささげて、

◇　お盃をいただきなさる時に、大臣は、自分だけしきりにいただくのは不都合であろう、宮様方の中には、またそのような方もいらっしゃらないので、大将にお譲り申し上げなさるのを、遠慮してご辞退申し上げなさるが、帝の御意向もどうあったのだろうか、お盃を捧げて、

■　「をし」

◇　「おし」

■　とのたまへる声こわづかひもてなしさへ、例れいの公事おほやけごとなれど、人ひとに似にず見みゆるも、今日けふはいとど見みなしさへ添そふにやあらむ5。

◇　とおっしゃる声や態度までが、いつもの公事であるが、他の人と違って見えるのも、今日はますます帝の婿君と思って見るせいであろうか。

■　さし返かへし賜たまはりて6、下おりて舞踏ぶたふしたまへるほど7、いとたぐひなし。

◇　さし返しの盃にいただいて、庭に下りて拝舞なさるところは、実にまたとない。


1 【しきりては便なかるべし】夕霧の心中の思い。自分だけが天杯を戴いたのでは不都合であろう、と思う。

2 【宮たちの御中にはたさるべきも】大島本は「御中にハわたさるへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御中にはたさるべき」と「わ」を削除する。『新大系』は底本のまま「御中にはわたさるべき」とする。

3 【御けしきもいかがありけむ】挿入句。帝の様子を推測。

4? 【御盃をささげてをしとのたまへる声づかひ】天杯を戴いた時に発する作法の声。「をし」という。

5 【見なしさへ添ふにやあらむ】帝の婿と思って見るせいか、の意。

6 【さし返し賜はりて】天杯から土器に移して飲むこと。

7 【下りて舞踏したまへるほど】庭上に下りて拝舞の礼をする。


宿木．８．６．９

■　上臈じゃうらふの親王みこたち、大臣だいじんなどの賜たまはりたまふだにめでたきことなるを、これはまして御婿おほむむこにてもてはやされたてまつりたまへる、御おほむおぼえ、おろかならずめづらしきに、限かぎりあれば、下くだりたる座ざに帰かへり着つきたまへるほど、心苦こころぐるしきまでぞ見みえける。

◇　上席の親王方や、大臣などが戴きなさるのでさえめでたいことなのに、これはそれ以上に帝の婿君としてもてはやされ申されていらっしゃる、その御信任が、並々でなく例のないことだが、身分に限度があるので、下の座席にお帰りになってお座りになるところは、お気の毒なまでに見えた。

第七段　女二の宮、三条宮邸に渡御す

宿木．８．７．１

■　按察使大納言あぜちのだいなごんは、

◇　按察使大納言は、

■　「我われこそ1かかる目めも見みむと思おもひしか、ねたのわざや」

◇　「自分こそはこのような目に会いたい思ったが、妬ましいことだ」

■　と思おもひたまへり2。

◇　と思っていらっしゃった。

■　この宮みやの御母女御おほむははにょうごをぞ3、昔むかし、心こころかけきこえたまへりけるを、参まゐりたまひて後のちも、なほ思おもひ離はなれぬさまに聞きこえ通かよひたまひて、果はては宮みやを得えたてまつらむの心4こころつきたりければ、御後見望おほむうしろみのぞむけしきも漏もらし申まうしけれど、聞きこし召めしだに伝つたへずなりにければ5、いと心こころやましと思おもひて、

◇　この宮の御母女御を、昔、思いをお懸け申し上げていらっしゃったが、入内なさった後も、やはり思いが離れないふうにお手紙を差し上げたりなさって、終いには宮を得たいとの考えがあったので、ご後見を希望する様子をお漏らし申し上げたが、お聞き入れさえなさらなかったので、たいそう悔しく思って、


1 【我こそ】以下「ねたのわざや」まで、按察使大納言の思い。

2 【思ひたまへり】大島本は「思給へり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひゐたまへり」と「ゐ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「思給へり」とする。

3 【この宮の御母女御をぞ】『完訳』は「大納言が女二の宮の母藤壺女御を思慕したこと。ここが初見」と注す。

4 【宮を得たてまつらむの心】女二宮を娶りたいという気持ち。

5 【聞こし召しだに伝へずなりにければ】帝の耳に入らずじまいに終わってしまった、の意。


宿木．８．７．２

■　「人柄ひとがらは、げに契ちぎりことなめれど、なぞ、時ときの帝みかどのことことしきまで婿むこかしづきたまふべき。

◇　「人柄は、なるほど前世の因縁による格別の生まれであろうが、どうして、時の帝が大仰なまでに婿を大切になさることだろう。

■　またあらじかし。

◇　他に例はないだろう。

■　九重ここのへのうちに、おはします殿2近とのちかきほどにて、ただ人うどのうちとけ訪とぶらひて3、果はては宴えんや何なにやともて騒さわがるることは」

◇　宮中の内で、お常御殿に近い所に、臣下が寛いで出入りして、最後は宴や何やとちやほやされることよ」


1? 【人柄はいと】以下「騒がるることは」まで、按察使大納言の詞。

2 【おはします殿】帝が日常いらっしゃる御殿、清涼殿。

3 【うちとけ訪らひて】大島本は「とふらひて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とぶらひて」と校訂する。『新大系』は底本のまま「とぶらひて」とする。


宿木．８．７．３

■　など、いみじく誹そしりつぶやき申まうしたまひけれど、さすがゆかしければ1、参まゐりて、心こころの内うちにぞ腹立はらだちゐたまへりける。

◇　などと、ひどく悪口をぶつぶつ申し上げなさったが、やはり盛儀を見たかったので、参内して、心中では腹を立てていらっしゃるのだった。


1 【さすがゆかしければ】大島本は「ゆかしけれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ゆかしかりければ」と「かり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ゆかしければ」とする。


宿木．８．７．４

■　紙燭しそくさして歌うたどもたてまつる。

◇　紙燭を灯して何首もの和歌を献上する。

■　文台ぶんだいのもとに寄よりつつ1置おくほどのけしきは、おのおのしたり顔がほなりけれど、例れいの、

◇　文台のもとに寄りながら置く時の態度は、それぞれ得意顔であったが、例によって、

■　「いかに2あやしげに古ふるめきたりけむ」

◇　「どんなにかおかしげで古めかしかったろう」

■　と思おもひやれば3、あながちに皆みなもたづね書かかず。

◇　と想像されるので、むやみに全部は探して書かない。

■　上かみの町まちも、上臈じゃうらふとて4、御口おほむくちつきどもは、異ことなること見みえざめれど、しるしばかりとて、一ひとつ、二ふたつぞ問とひ聞ききたりし。

◇　上等の部も、身分が高いからといって、詠みぶりは、格別なことは見えないようだが、しるしばかりにと思って、一、二首聞いておいた。

■　これは、大将だいしゃうの君きみの、下おりて御おほむかざし折をりて参まゐりたまへりけるとか。

◇　この歌は、大将の君が、庭に下りて帝の冠に挿す藤の花を折って参上なさった時のものとか。


1 【文台のもとに寄りつつ】文台は南の庭上の設けられている。

2 【例のいかに】以下「たまへりけるとか」まで、語り手の省筆の文。『林逸抄』は「紫式部か詞也」と指摘。

3 【思ひやれば】主語は語り手自身。

4 【上の町も上臈とて】『完訳』は「上の位の方々の分も、高位であるからといって」と訳す。


宿木．８．７．５

■　「すべらきのかざしに折をると藤ふぢの花はな

及およばぬ枝えだに袖そでかけてけり1」

◇　「帝の插頭に折ろうとして藤の花を

わたしの及ばない袖にかけてしまいました」


1 【すべらきのかざしに折ると藤の花及ばぬ枝に袖かけてけり】薫の詠歌。及びもつかない高貴な内親王を頂戴した、という意の歌。


宿木．８．７．６

■　うけばりたるぞ、憎にくきや1。

◇　いい気になっているのが、憎らしいこと。


1 【うけばりたるぞ憎きや】語り手の批評。『一葉抄』は「草子地也」と指摘。


宿木．８．７．７

■　「よろづ世よをかけて匂にほはむS51花はななれば

今日けふをも飽あかぬ色いろとこそ見みれ1」

◇　「万世を変わらず咲き匂う花であるから

今日も見飽きない花の色として見ます」


S51 かくてこそ見まくほしけれ万世をかけて匂へる藤波の花（新古今集春下-一六三　延喜御歌）

1 【よろづ世をかけて匂はむ花なれば今日をも飽かぬ色とこそ見れ】帝の詠歌。「花」「かける」の語句を受けて詠む。『異本紫明抄』は「かくてこそ見まくほしけれ万代をかけてしのべる藤波の花」（新古今集春下、一六三、延喜御歌）を指摘。


宿木．８．７．８

■　「君きみがため折をれるかざしは紫むらさきの

雲くもに劣おとらぬS52花はなのけしきか1」

◇　「主君のため折った插頭の花は

紫の雲にも劣らない花の様子です」


S52 藤の花宮の内には紫の雲かとのみぞあやまたれる（拾遺集雑春-一〇六八　皇太后宮権大夫国章）

1 【君がため折れるかざしは紫の雲に劣らぬ花のけしきか】夕霧の詠歌か。「花」の語句を用いて、前歌の「色」を「紫」ととりなして詠む。『河海抄』は「紫の雲とぞ見ゆる藤の花いかなる宿のしるしなるらむ」（拾遺集雑春、一〇六九、右衛門督公任）。『休聞抄』は「藤の花宮のうちには紫の雲かとのみぞあやまたれける」（拾遺集雑春、一〇六八、皇太后宮権大夫国章）を指摘。


宿木．８．７．９

■　「世よの常つねの色いろとも見みえず雲居くもゐまで

たち昇のぼりたる藤波ふぢなみの花はな」

◇　「世間一般の花の色とも見えません

宮中まで立ち上った藤の花は」

宿木．８．７．１０

■　「これやこの2腹立はらだつ大納言だいなごんのなりけむ」

◇　「これがこの腹を立てた大納言のであった」

■　と見みゆれ。

◇　と見える。

■　かたへは、ひがことにもやありけむ。

◇　一部は、聞き違いであったかも知れない。

■　かやうに、ことなるをかしきふしもなくのみぞあなりし。

◇　このように、格別に風雅な点もない歌ばかりであった。


1? 【世の常の色とも見えず雲居までたち昇りたる波みの花】紅梅大納言の唱和歌。「色」「雲」「藤」「花」の語句を用いて、女二宮と薫の結婚を寿ぐ。

2 【これやこの】以下「のみぞあなりし」まで、語り手の文。


宿木．８．７．１１

■　夜更よふくるままに、御遊おほむあそびいとおもしろし。

◇　夜の更けるにしたがって、管弦の御遊はたいそう興趣深い。

■　大将だいしゃうの君1きみ、

◇　大将の君が、

■　「安名尊**S53」

◇　「安名尊」

■　謡***ひたまへる声こゑぞ、限かぎりなくめでたかりける。

◇　を謡いなさった声は、この上なく素晴しかった。

■　按察使あぜちも、昔むかしすぐれたまへりし御声おほむこゑの名残なごりなれば、今いまもいとものものしくて、うち合あはせたまへり。

◇　按察使大納言も、若い時にすぐれていらっしゃったお声が残っていて、今でもたいそう堂々としていて、合唱なさった。

■　右みぎの大殿おほとのP82の御七郎おほむしちろう、童わらはにて笙さうの笛吹ふえふく。

◇　右の大殿の七郎君が、子供で笙の笛を吹く。

■　いとうつくしかりければ、御衣賜おほむぞたまはす2。

◇　たいそうかわいらしかったので、御衣を御下賜になる。

■　大臣下おとどおりて舞踏ぶたふしたまふ。

◇　大臣が庭に下りて拝舞なさる。

◆　 
よ ふくる まま に、 おほむ-あそび いと おもしろし。 だいしゃう-の-きみ、 あな たふと うたひ たまへ る こゑ ぞ、 かぎりなく めでたかり ける。 あぜち も、 むかし すぐれ たまへ り し おほむ-こゑ の なごり なれ ば、 いま も いと ものものしく て、 うち-あはせ たまへ り。 みぎ-の-おほとの の おほむ-しちろう、 わらは にて さう-の-ふえ ふく。 いと うつくしかり けれ ば、 おほむ-ぞ たまは す。 おとど おり て ぶたふ し たまふ。


S53 あな尊　今日の尊さ　や　いにしへも　かくやありけむ　や今日の尊さ　あはれ　そこよしや　今日の尊さ（催馬楽-あな尊）

P82 右の大殿--ひたり（ひたり/＃みき）のおとゝ

1 【大将の君】大島本は「大将のきミ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「大将の君の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「大将の君」とする。

2 【御衣賜はす】帝から御衣を下賜する。


宿木．８．７．１２

■　暁近あかつきちかうなりてぞ帰かへらせたまひける。

◇　暁が近くなってお帰りあそばした。

■　禄ろくども、上達部かむだちめ、親王みこたちには、主上うへより賜たまはす。

◇　禄などを、上達部や、親王方には、主上から御下賜になる。

■　殿上人てんじゃうびと、楽所がくその人ひとびとには、宮みやの御方おほむかたより品々しなじなに賜たまひけり。

◇　殿上人や、楽所の人びとには、宮の御方から身分に応じてお与えになった。

宿木．８．７．１３

■　その夜よふさり1なむ、宮みやまかでさせたてまつりたまひける。

◇　その夜に、宮をご退出させなさった。

■　儀式ぎしきいと心こころことなり。

◇　その儀式はまことに格別である。

■　主上うへの女房にょうばうさながら御送おほむおくり仕つかうまつらせたまひける。

◇　主上つきの女房全員にお供をおさせになった。

■　庇ひさしの御車おほむくるまにて、庇ひさしなき糸毛三いとげみつ、黄金こがねづくり六むつ、ただの檳榔毛二十びらうげにじふ、網代二あじろふたつ、童わらは、下仕しもづかへ八人はちにんづつさぶらふに、また御迎おほむむかへの出車いだしぐるまどもに2、本所ほんじょの人ひとびと乗のせてなむありける。

◇　廂のお車で、廂のない糸毛車三台、黄金造りの車六台、普通の檳榔毛の車二十台、網代車二台、童女と、下仕人を八人ずつ伺候させたが、一方お迎えの出車に、本邸の女房たちを乗せてあった。

■　御送おほむおくりの上達部かむだちめ、殿上人てんじゃうびと、六位ろくゐなど、言いふ限かぎりなききよらを尽つくさせたまへり。

◇　お送りの上達部、殿上人、六位など、何ともいいようなく善美を尽くさせていらっしゃった。


1 【その夜ふさり】大島本は「よふさり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「夜さり」と「ふ」を削除する。『新大系』は底本のまま「よふさり」とする。

2 【出車どもに】大島本は「いたし車ともに」とある。『完本』は諸本に従って「出車ども十二」と「十」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「出車どもに」とする。


宿木．８．７．１４

■　かくて、心こころやすくうちとけて見みたてまつりたまふに1、いとをかしげにおはす。

◇　こうして、寛いで拝見なさると、まことに立派でいらっしゃる。

■　ささやかにしめやかにて2、ここはと見みゆるところなくおはすれば、

◇　小柄で上品でしっとりとして、ここがいけないと見えるところもなくいらっしゃるので、

■　「宿世すくせのほど口惜くちをしからざりけり3」

◇　「運命も悪くはなかった」

■　と、心こころおごりせらるるものから、過すぎにし方4かたの忘わすらればこそはあらめ、なほ紛まぎるる折をりなく、もののみ恋こひしくおぼゆれば、

◇　と、心中得意にならずにいらないが、亡くなった姫君が忘れられればよいのだが、やはり気持ちの紛れる時なく、そればかりが恋しく思い出されるので、


1 【見たてまつりたまふに】薫が女二宮を。

2 【ささやかにしめやかにて】大島本は「さゝやかにしめやかにて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ささやかにあてに」と「あてに」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ささやかに」とする。

3 【宿世のほど口惜しからざりけり】薫の心中の思い。自負の気持ち。

4 【過ぎにし方】故大君をさす。


宿木．８．７．１５

■　「この世よにては1慰なぐさめかねつべきわざなめり。

◇　「この世では慰めきれないことのようである。

■　仏ほとけになりてこそは2、あやしくつらかりける契ちぎりのほどを、何なにの報むくいと諦あきらめて思おもひ離はなれめ」

◇　仏の悟りを得てこそ、不思議でつらかった二人の運命を、何の報いであったのかとはっきり知って諦めよう」


1 【この世にては】以下「思ひも離れなめ」まで、薫の心中の思い。

2 【仏になりてこそは】仏の悟りを得て、の意。


宿木．８．７．１６

■　と思おもひつつ、寺てらの急いそぎにのみ心こころを1入いれたまへり。

◇　と思いながら、寺の造営にばかり心を注いでいらっしゃった。


1 【心を】大島本は「心を」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心をば」と「ば」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心を」とする。


第九章　薫の物語　宇治で浮舟に出逢う

第一段　四月二十日過ぎ、薫、宇治で浮舟に邂逅

宿木．９．１．１

■　賀茂かもの祭1まつりなど、騒さわがしきほど過すぐして、二十日はつかあまりのほどに、例れいの、宇治うぢへおはしたり。

◇　賀茂の祭などの、忙しいころを過ごして、二十日過ぎに、いつものように、宇治へお出かけになった。


1 【賀茂の祭】四月の中酉の日に催される。


宿木．９．１．２

■　造つくらせたまふ御堂見みだうみたまひて、すべきことどもおきてのたまひ、さて、例れいの、朽木くちきのもとを1見みたまへ過すぎむが2、なほあはれなれば、そなたざまにおはするに、女車をむなぐるまのことことしきさまにはあらぬ一ひとつ、荒あらましき東男あづまをとこの、腰こしに物負ものおへる、あまた具ぐして、下人しも数多びともかずおほく頼たのもしげなるけしきにて、橋はしより3今渡いまわたり来くる見みゆ。

◇　造らせなさっている御堂を御覧になって、なすべき事などをお命じになって、そうして、いつものように、弁のもとを素通りいたすのも、やはり気の毒なので、そちらにお出でになると、女車が仰々しい様子ではないのが一台、荒々しい東男が腰に刀を付けた者を、大勢従えて、下人も数多く頼もしそうな様子で、橋を今渡って来るのが見える。


1 【朽木のもとを】弁尼をさす。「荒れはつる朽木の--」歌を詠んだことに因む呼称。

2 【見たまへ過ぎむが】「たまへ」は謙譲の補助動詞。薫の弁尼に対する謙譲表現になっている。

3 【橋より】宇治橋。


宿木．９．１．３

■　「田舎ゐなかびたる者ものかな1」

◇　「田舎者だなあ」

■　と見みたまひつつ、殿とのはまづ入いりたまひて、御前ごぜんどもは2、まだ立たち騷さわぎたるほどに、

◇　と御覧になりながら、殿は先にお入りになって、お供の連中は、まだ立ち騒いでいるところに、

■　「この車くるまもこの宮みやをさして来くるなりけり」

◇　「この車もこの宮を目指して来るのだ」

■　と見みゆ。

◇　と分かる。

■　御随身みずいじんどもも3、かやかやと言いふを制せいしたまひて4、

◇　御随身たちも、がやがやと言うのを制止なさって、


1 【田舎びたる者かな】薫の感想。

2 【御前どもは】薫の警護の者たち。

3 【御随身どもも】大島本は「みすいしんともゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御随身ども」と「ゝ」を削除する。『新大系』は底本のまま「御随身どもも」とする。薫の御随身たち。前に「御前」とあった者に同じ。

4 【制したまひて】主語は薫。


宿木．９．１．４

■　「何人なにびとぞ1」

◇　「誰であろうか」


1 【何人ぞ】薫の詞。


宿木．９．１．５

■　と問とはせたまへば、声こゑうちゆがみたる者もの、

◇　と尋ねさせなさると、言葉の訛った者が、

宿木．９．１．６

■　「常陸ひたちの前司殿ぜんじどのの姫君ひめぎみの1、初瀬はつせの御寺みてらに詣まうでて戻もどりたまへるなり。

◇　「常陸前司殿の姫君が、初瀬のお寺に参詣してお帰りになったのです。

■　初はじめもここになむ宿やどりたまへし2」

◇　最初もここにお泊まりになりました」


1 【常陸の前司殿の姫君の】以下「宿りたまへし」まで、浮舟の従者の詞。

2 【宿りたまへし】大島本は「やとり給へし」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「宿りたまへりし」と「り」を補訂する。


宿木．９．１．７

■　と申まうすに、

◇　と申すので、

宿木．９．１．８

■　「おいや、聞ききし人ひとななり1」

◇　「おや、そうだ、聞いたことのある人だ」


1 【おいや聞きし人ななり】薫の合点。


宿木．９．１．９

■　と思おぼし出いでて、人ひとびとを1異方ばことかたに隠かくしたまひて、

◇　とお思い出しになって、供人たちを別の場所にお隠しになって、


1 【人びとを】大島本は「人／＼を」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人々をば」と「ば」を補訂する。『新大系』は底本のまま「人々を」とする。


宿木．９．１．１０

■　「はや、御車入みくるまいれよ1。

◇　「早く、お車を入れなさい。

■　ここに、また人***P83宿ひとやどりたまへど、北面きたおもてになむ」

◇　ここには、別に泊まっている人がいらっしゃるが、北面のほうにおいでです」

◆　 
"はや、 み-くるま いれ よ。 ここ に、 また ひと やどり たまへ ど、 きたおもて に なむ。"


P83 人--（/+人〈朱〉）

1 【はや御車入れよ】以下「北面になむ」まで、薫が随身に言わせた詞。「御車」は相手方浮舟の車を指していう。


宿木．９．１．１１

■　と言いはせたまふ。

◇　と言わせなさる。

宿木．９．１．１２

■　御供おほむともの人ひとも、皆狩衣姿みなかりぎぬすがたにて1、ことことしからぬ姿すがたどもP84なれど、なほけはひやしるからむ、わづらはしげに思おもひて2、馬むまども引ひきさけなどしつつ、かしこまりつつぞをる。

◇　お供の人も、みな狩衣姿で、大げさでない姿ではあるが、やはり高貴な感じがはっきりしているのであろう、わずらわしそうに思って、馬どもを遠ざけて、控えていた。

■　車くるまは入いれて、廊らうの西にしのつまにぞ寄よする。

◇　車は入れて、渡廊の西の端に寄せる。

■　この寝殿しんでんはまだあらはにて3、簾すだれもかけず。

◇　この寝殿はまだ人目を遮る調度類が入れてなくて、簾も掛けていない。

■　下おろし籠こめたる中なかの二間ふたまに立たて隔へだてたる障子さうじの穴あなより覗のぞきたまふ。

◇　格子を下ろしこめた中の二間に立てて仕切ってある襖障子の穴から覗きなさる。


P84 姿ども--すかたとん（ん/＄も〈朱〉）

1 【皆狩衣姿にて】大島本は「かりきぬすかた」とある。『完本』は諸本に従って「狩衣」と「すがた」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「狩衣姿」とする。

2 【わづらはしげに思ひて】浮舟方の思い。

3 【この寝殿はまだあらはにて】もとの寝殿を山寺に移して新築した寝殿。そのため調度類がまだ調わない。


宿木．９．１．１３

■　御衣おほむぞの鳴なれば、脱ぬぎおきて、直衣指貫なほしさしぬきの限かぎりを着きてぞおはする。

◇　お召し物の音がするので、脱ぎ置いて、直衣に指貫だけを着ていらっしゃる。

■　とみにも降おりで1、尼君あまぎみに消息せうそこして、かくやむごとなげなる人ひとのおはするを、

◇　すぐには下りないで、尼君に挨拶をして、このように高貴そうな方がいらっしゃるのを、

■　「誰たれぞ」

◇　「どなたですか」

■　など案内あないするなるべし2。

◇　などと尋ねているのであろう。

■　君きみは3、車くるまをそれと聞ききたまひつるより、

◇　君は、車をその人とお聞きになってから、


1 【とみにも降りで】浮舟の動作。

2 【誰れぞなど案内するなるべし】薫の目と語り手の目が一体化した叙述。

3 【君は】薫。


宿木．９．１．１４

■　「ゆめP85、その人ひとにまろありとのたまふな1」

◇　「けっして、その人にわたしがいるとおっしゃるな」


P85 ゆめ--ゆめの（の/＄）

1 【ゆめその人にまろありとのたまふな】薫が弁尼に随身をして言った詞。


宿木．９．１．１５

■　と、まづ口くちかためさせたまひてければ、皆みなさ心得こころえて、

◇　と、まっさきに口止めなさっていたので、みなそのように心得て、

宿木．９．１．１６

■　「早はやう降おりさせたまへ1。

◇　「早くお降りなさい。

■　客人まらうとはものしたまへど、異方ことかたになむ」

◇　客人はいらしゃるが、別の部屋です」


1 【早う降りさせたまへ】以下「異方になむ」まで、山荘の女房の詞。


宿木．９．１．１７

■　と言いひ出いだしたり1。

◇　と言い出した。


1 【言ひ出だしたり】『集成』は「外の車に伝えた」と注す。


第二段　薫、浮舟を垣間見る

宿木．９．２．１

■　若わかき人ひとのある、まづ降おりて、簾すだれうち上あぐめり1。

◇　若い女房がいるが、まず降りて、簾を上げるようである。

■　御前ごぜんのさまよりは2、このおもと馴なれてめやすし。

◇　御前駆の様子よりは、この女房は物馴れていて見苦しくない。

■　また、大人おとなびたる人ひといま一人降ひとりおりて、

◇　また、年とった女房がもう一人降りて、

■　「早はやう」

◇　「早く」

■　と言いふに、

◇　と言うと、


1 【簾うち上ぐめり】薫の視点による叙述。

2 【御前のさまよりは】浮舟の御前供に比較して、の意。


宿木．９．２．２

■　「あやしくあらはなる心地ここちこそすれ1」

◇　「妙に丸見えのような気がします」


1 【あやしくあらはなる心地こそすれ】浮舟の詞。


宿木．９．２．３

■　と言いふ声こゑ、ほのかなれどあてやかに聞きこゆ。

◇　という声は、かすかではあるが上品に聞こえる。

宿木．９．２．４

■　「例れいの御事1おほむこと。

◇　「いつものおことです。

■　こなたは、さきざきも下おろし籠こめてのみこそははべれ。

◇　こちらは、以前にも格子を下ろしきってございました。

■　さては、またいづこのあらはなるべきぞ」

◇　それでは、どこがまた丸見えでしょうか」


1 【例の御事】以下「あらはなるべきぞ」まで、女房の詞。


宿木．９．２．５

■　と、心こころをやりて言いふ。

◇　と、安心しきって言う。

■　つつましげに降おるるを見みれば、まづ、頭かしらつき、様体やうだい、細ほそやかにあてなるほどは、いとよくもの思おもひ出いでられぬべし。

◇　遠慮深そうに降りるのを見ると、まず、頭の恰好、身体つき、細くて上品な感じは、たいそうよく亡き姫君を思い出されよう。

■　扇子あふぎをつとさし隠かくしたれば、顔かほは見みえぬほど心こころもとなくて、胸むねうちつぶれつつ見みたまふ。

◇　扇でぴったりと顔を隠しているので、顔の見えないところは見たくて、胸をどきどきさせながら御覧になる。

宿木．９．２．６

■　車くるまは高たかく、降おるる所ところは下くだりたるを1、この人ひとびとは2やすらかに降おりなしつれど、いと苦くるしげにややみて、ひさしく降おりて、ゐざり入いる3。

◇　車は高くて、降りる所が低くなっていたが、この女房たちは楽々と降りたが、たいそうつらそうに困りきって、長いことかかって降りて、お部屋にいざって入る。

■　濃こき袿うちきに、撫子なでしことおぼしき細長ほそなが、若苗色わかなへいろの小袿着こうちききたり。

◇　濃い紅の袿に、撫子襲と思われる細長、若苗色の小袿を着ていた。


1 【車は高く降るる所は下りたるを】女車の場合は車の前板と簀子の間に打板を渡すが、その用意がなくて、いったん下りて簀子に上がった。

2 【この人びとは】女房たちをさす。

3 【ゐざり入る】車から降りて後、浮舟は簀子から廂間へはいざって入った。


宿木．９．２．７

■　四尺ししゃくの屏風びゃうぶを、この障子さうじに添そへて立たてたるが、上かみより見みゆる穴あななれば、残のこるところなし。

◇　四尺の屏風を、この襖障子に添えて立ててあるが、上から見える穴なので、丸見えである。

■　こなたをば1うしろめたげに思おもひて、あなたざまに向むきてぞ、添そひ臥ふしぬる。

◇　こちらを不安そうに思って、あちらを向いて物に寄り臥した。


1 【こなたをば】薫の覗いている方角。


宿木．９．２．８

■　「さも、苦くるしげに思おぼしたりつるかな。

◇　「何とも、お疲れのようですね。

■　泉川いづみがはの舟渡ふなわたりも、まことに、今日けふはいと恐おそろしくこそありつれ。

◇　泉川の舟渡りも、ほんとうに、今日はとても恐ろしかったわ。

■　この如月きさらぎには、水みづのすくなかりしかばよかりしなりけり」

◇　この二月には、水が浅かったのでよかったのですが」

宿木．９．２．９

■　「いでや、歩ありくは、東路思あづまぢおもへば2、いづこか恐おそろしからむ」

◇　「いやなに、出歩くことは、東国の旅を思えば、どこが恐ろしいことがありましょう」


1? 【さも心苦しげに】以下「恐ろしからぬ」まで、浮舟付きの女房たちの詞。

2 【東路思へば】大島本は「あつまち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「東路を」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「東路」とする。


宿木．９．２．１０

■　など、二人ふたりして苦くるしとも思おもひたらず言いひゐたるに、主しゅうは1音おともせでひれ臥ふしたり。

◇　などと、二人でつらいとも思わず言っているのに、主人は音も立てずに臥せっていた。

■　腕かひなをさし出いでたるが、まろらかにをかしげなるほども、常陸殿ひたちどのなどいふべくは見みえず、まことにあてなり。

◇　腕をさし出しているのが、まるまるとかわいらしいのを、常陸殿の娘とも思えない、まことに上品である。


1 【主は】浮舟をさす。


宿木．９．２．１１

■　やうやう腰痛こしいたきまで1立たちすくみたまへど、人ひとのけはひせじとて、なほ動うごかで見みたまふに、若わかき人ひと、

◇　だんだんと腰が痛くなるまで腰をかがめていらっしゃったが、人の来る感じがしないと思って、依然として動かずに御覧になると、若い女房が、


1 【やうやう腰痛きまで】薫の垣間見のさま。


宿木．９．２．１２

■　「あな、香かうばしや1。

◇　「まあ、いい香りのすること。

■　いみじき香かうの香かこそすれ。

◇　たいそうな香の匂いがしますわ。

■　尼君あまぎみの焚たきたまふにやあらむ」

◇　尼君が焚いていらっしゃるのかしら」


1 【あな香ばしや】以下「焚きたまふにやあらむ」まで、若い女房の詞。


宿木．９．２．１３

■　老おい人びと、

◇　老女房は、

宿木．９．２．１４

■　「まことにあなめでたの1物ものの香かや。

◇　「ほんとうに何とも素晴らしい香でしょう。

■　京人きゃうびとは、なほいとこそ雅みやびかに今いまめかしけれ。

◇　京の人は、やはりとても優雅で華やかでいらっしゃる。

■　天下てんかにいみじきことと思おぼしたりしかど3、東あづまにてかかる薫物たきものの香かは、え合あはせ出いでたまはざりきかし。

◇　北の方さまが当地で一番だと自惚れていらしたが、東国ではこのような薫物の香は、とても合わせることができなかった。

■　この尼君あまぎみは、住すまひかくかすかにおはすれど、装束さうぞくのあらまほしく、鈍色青色2にびいろあをいろといへど、いときよらにぞあるや」

◇　この尼君は、住まいはこのようにひっそりしていらっしゃるが、衣装が素晴らしく、鈍色や青鈍と言っても、とても美しいですね」


1 【まことにあなめでたの】以下「いときよらにぞあるや」まで、老女房の詞。

2 【鈍色青色】大島本は「あをいろ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「青鈍」と校訂する。『新大系』は底本のまま「青色」とする。

3 【天下にいみじきことと思したりしかど】主語は浮舟の母北の方。


宿木．９．２．１５

■　など、ほめゐたり。

◇　などと、誉めていた。

■　あなたの簀子すのこより1童来わらはきて、

◇　あちらの簀子から童女が来て、


1 【あなたの簀子より】薫の覗いている反対側。浮舟のいる方角。


宿木．９．２．１６

■　「御湯おほむゆなど参まゐらせたまへ1」

◇　「お薬湯などお召し上がりなさいませ」


1 【御湯など参らせたまへ】童女の詞。


宿木．９．２．１７

■　とて、折敷をしきどもも取とり続つづきてさし入いる。

◇　と言って、いくつもの折敷に次から次へとさし入れる。

■　果物取くだものとり寄よせなどして、

◇　果物を取り寄せなどして、

宿木．９．２．１８

■　「ものけたまはる。これ1」

◇　「もしもし、これを」


1 【ものけたまはるこれ】女房の詞。人に物を言いかける時の詞。もしもし、の意。


宿木．９．２．１９

■　など起おこせど1、起おきねば、二人ふたりして、栗くりやなどやうのものにや2、ほろほろと食くふも、聞きき知しらぬ心地ここちには3、かたはらいたくてしぞきたまへど、またゆかしくなりつつ、なほ立たち寄より立たち寄より見みたまふ。

◇　などと言って起こすが、起きないので、二人して、栗などのようなものか、ほろほろと音を立てて食べるのも、聞いたこともない感じなので、見ていられなくて退きなさったが、再び見たくなっては、やはり立ち寄り立ち寄り御覧になる。


1 【起こせど】浮舟を起こすが、の意。

2 【栗やなどやうのものにや】大島本は「くりやなとやう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「栗などやう」と「や」を削除する。『新大系』は底本のまま「栗やなど」とする。

3 【聞き知らぬ心地には】薫の経験。


宿木．９．２．２０

■　これよりまさる際きはの人ひとびとを1、后きさいの宮みやをはじめて2、ここかしこに、容貌かたちよきも心こころあてなるも、ここら飽あくまで見集みあつめたまへど、おぼろけならでは、目めも心こころもとまらず、あまり人ひとにもどかるるまでものしたまふ心地ここちに、ただ今いまは、何なにばかりすぐれて見みゆることもなき人ひとなれど、かく立たち去さりがたく、あながちにゆかしきも、いとあやしき心こころなり3。

◇　この人より上の身分の人びとを、后宮をはじめとして、あちらこちらに、器量のよい人や気立てが上品な人をも、大勢飽きるほど御覧になったが、いいかげんな女では、目も心も止まらず、あまり人から非難されるまでまじめでいらっしゃるお気持ちには、ただ今のようなのは、どれほども素晴らしく見えることもない女であるが、このように立ち去りにくく、むやみに見ていたいのも、実に妙な心である。


1 【これよりまさる際の人びとを】『湖月抄』は「草子地也」と指摘。

2 【后の宮をはじめて】明石中宮に仕える女房たちと比較。

3 【いとあやしき心なり】語り手の薫に対する批評。


第三段　浮舟、弁の尼と対面

宿木．９．３．１

■　尼君あまぎみは、この殿とのの御方おほむかたにも1、御消息聞おほむせうそこきこえ出いだしたりけれど、

◇　尼君は、この殿の御方にも、ご挨拶申し上げ出したが、


1 【この殿の御方にも】薫をさす。


宿木．９．３．２

■　「御心地悩みここちなやましとて1、今いまのほどうちやすませたまへるなり」

◇　「ご気分が悪いと言って、今休んでいらっしゃるのです」


1 【御心地悩ましとて】以下「たまへるなり」まで、薫の供人の詞。


宿木．９．３．３

■　と、御供おほむともの人ひとびと心こころしらひて言いひたりければ、

◇　と、お供の人びとが心づかいして言ったので、

■　「この君きみを尋たづねまほしげにのたまひしかば、かかるついでにもの言いひ触ふれむと思おもほすによりて、日暮ひくらしたまふにや」

◇　「この君を探し出したくおっしゃっていたので、このような機会に話し出そうとお思いになって、日暮れを待っていらっしゃったのか」

■　と思おもひて、かく覗のぞきたまふらむとは知しらず。

◇　と思って、このように覗いているとは知らない。

宿木．９．３．４

■　例れいの、御荘みさうの預あづかりどもの参まゐれる、破籠わりごや何なにやと、こなたにも2入いれたるを、東人あづまびとどもにも3食くはせなど、事ことども行おこなひおきて、うち化粧けさうじて、客人まらうとの方かたに4来きたり。

◇　いつものように、御荘園の管理人連中が参上しているが、破子や何やかやと、こちらにも差し入れているのを、東国の連中にも食べさせたりなど、いろいろ済ませて、身づくろいして、客人の方に来た。

■　ほめつる装束さうぞく、げにいとかはらかにて5、みめもなほよしよししくきよげにぞある。

◇　誉めていた衣装は、なるほどとてもこざっぱりとしていて、顔つきもやはり上品で美しかった。


1? 【この君をた尋まほしげに思しのたまひしかば】以下「日暮らしたまふにや」まで、弁尼の心中の思い。薫が浮舟に会いたいと弁尼に言っておいた、の意。

2 【こなたにも】弁尼の方をさす。

3 【東人どもにも】浮舟一行の供人。

4 【客人の方に】浮舟一行の部屋。

5 【ほめつる装束げにいとかはらかにて】浮舟の老女房がほめていた弁尼の装束。「げに」は垣間見している薫の納得の気持ち。語り手の視点と二重描写。


宿木．９．３．５

■　「昨日きのふおはし着つきなむと1待まちきこえさせしを、などか、今日けふも日ひたけては」

◇　「昨日お着きになるとお待ち申し上げていましたが、どうして、今日もこんなに日が高くなってから」


1 【昨日おはし着きなむと】以下「日たけては」まで、弁尼の詞。


宿木．９．３．６

■　と言いふめれば1、この老おい人びと、

◇　と言うようなので、この老女房は、


1 【と言ふめれば】推量の助動詞「めり」は、垣間見の薫の主観的推量のニュアンス。


宿木．９．３．７

■　「いとあやしく1苦くるしげにのみせさせたまへば、昨日きのふはこの泉川いづみがはのわたりにて、今朝けさしも無期むごに御心地みここちためらひてなむ」

◇　「とても妙につらそうにばかりなさっているので、昨日はこの泉川のあたりで、今朝もずうっとご気分が悪かったものですから」


1 【いとあやしく】以下「御心地ためらひてなむ」まで、老女房の詞。


宿木．９．３．８

■　といらひて、起おこせば1、今いまぞ起おきゐたる2。

◇　と答えて、起こすと、今ようやく起きて座った。

■　尼君あまぎみを恥はぢらひて、そばみたるかたはらめ、これよりはいとよく見みゆ。

◇　尼君に恥ずかしがって、横から見た姿は、こちらからは実によく見える。

■　まことにいとよしあるまみのほど3、髪かむざしのわたり、かれをも4、詳くはしくつくづくとしも見みたまはざりし御顔おほむかほなれど、これを5見みるにつけて、ただそれと思おもひ出いでらるるに6、例れいの、涙落なみだおちぬ。

◇　ほんとうにたいそう気品のある目もとや、髪の生え際のあたりが、亡くなった姫君を、詳細につくづくとは御覧にならなかったお顔であるが、この人を見るにつけて、まるでその人と思い出されるので、例によって、涙が落ちた。


1 【起こせば】浮舟を。

2 【今ぞ起きゐたる】『完訳』は「「今ぞ」も、かいま見る薫の心」と注す。

3 【まことにいとよしあるまみのほど】垣間見する薫の視点からの叙述。

4 【かれをも】故大君をさす。

5 【これを】浮舟をさす。

6 【ただそれと思ひ出でらるるに】浮舟を見た感想。大君に生き写しの人と見る。


宿木．９．３．９

■　尼君あまぎみのいらへうちする声こゑ、けはひ、宮みやの御方おほむかたにも2いとよく似にたりと聞きこゆ。

◇　尼君への応対する声、感じは、宮の御方にもとてもよく似ているような聞こえる。


1? 【尼君のいらへなど】尼君への応対、の意。

2 【宮の御方にも】中君をさす。


宿木．９．３．１０

■　「あはれなりける人ひとかな1。

◇　「何というなつかしい人であろう。

■　かかりけるものを、今いままで尋たづねも知しらで過すぐしけることよ。

◇　このような人を、今まで探し出しもしないで過ごして来たとは。

■　これより口惜くちをしからむ際きはの品しなならむゆかりなどにてだに、かばかりかよひきこえたらむ人ひとを得えては、おろかに思おもふまじき心地ここちするに、まして、これは、知しられたてまつらざりけれど2、まことに故宮こみやの御子みこにこそはありけれ」

◇　この人よりつまらないような身分の故姫宮に縁のある女でさえあったならば、これほど似通い申している人を手に入れてはいいかげんに思わない気がするが、まして、この人は、父宮に認知していただかなかったが、ほんとうに故宮のご息女だったのだ」


1 【あはれなりける人かな】以下「こそはありけれ」まで、薫の心中の思い。『集成』は「何というなつかしい人なのだろう。以下、薫の心中。大君に生き写しであることに心を打たれる」。『完訳』は「なんともいとしい人ではないか」と注す。

2 【知られたてまつらざりけれど】父宮から認知していただけなかったが、の意。


宿木．９．３．１１

■　と見みなしたまひては、限かぎりなくあはれにうれしくおぼえたまふ。

◇　とお分かりになっては、この上なく嬉しく思われなさる。

■　「ただ今いまも、はひ寄よりて、世よの中なかにおはしけるものを1」

◇　「ただ今にでも、側に這い寄って、この世にいらっしゃったのですね」

■　と言いひ慰なぐさめまほし。

◇　と言って慰めたい。

■　蓬莱ほうらいまで尋たづねて、釵かむざしの限かぎりを2伝つたへて見みたまひけむ帝みかどは、なほ、いぶせかりけむ。

◇　蓬莱山まで探し求めて、釵だけを手に入れて御覧になったという帝は、やはり、物足りない気がしたろう。

■　「これは異人ことびとなれど、慰なぐさめ所どころありぬべきさまなり」

◇　「この人は別の人であるが、慰められるところがありそうな様子だ」

■　とおぼゆるは、この人ひとに契ちぎりのおはしけるにやあらむ3。

◇　と思われるのは、この人と前世からの縁があったのであろうか。


1 【ただ今もはひ寄りて世の中におはしけるものを】薫の心中の思い。今すぐのでも浮舟を大君その人と見て語りかけたい、という気持ち。

2 【蓬莱まで尋ねて釵の限りを】以下「ありぬべきさまなり」まで、薫の心中。『白氏文集』「長恨歌」にうたわれた玄宗皇帝と楊貴妃の故事を思い起こして比べる。

3 【この人に契りのおはしけるにやあらむ】『評釈』は「薫と結びつけようと作者はやっきになっている。その理由を、すべて前世からの約束であるとしている」と注す。


宿木．９．３．１２

■　尼君あまぎみは、物語ものがたりすこしして、とく入いりぬ。

◇　尼君は、お話を少しして、すぐに中に入ってしまった。

■　人ひとのとがめつる薫かをりを、

◇　女房たちが気がついた香りを、

■　「近ちかく覗のぞきたまふなめり1」

◇　「近くから覗いていらっしゃるらしい」

■　と心得こころえてければ、うちとけごとも語かたらはずなりぬるなるべし2。

◇　と分かったので、寛いだ話も話さずになったのであろう。


1 【近く覗きたまふなめり】弁尼の推測。

2 【うちとけごとも語らはずなりぬるなるべし】語り手の推測。


第四段　薫、弁の尼に仲立を依頼

宿木．９．４．１

■　日暮ひくれもていけば、君きみもやをら出いでて、御衣おほむぞなど着きたまひてぞ、例召れいめし出いづる障子さうじの口くちに1、尼君呼あまぎみよびて、ありさまなど問とひたまふ。

◇　日が暮れてゆくので、君もそっと出て、ご衣装などをお召しになって、いつも呼び出す襖障子口に、尼君を呼んで、様子などをお尋ねなさる。


1 【障子の口に】大島本は「さうしのくち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「障子口」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「障子の口」とする。


宿木．９．４．２

■　「折をりしもうれしく参まで逢あひたるを。

◇　「ちょうどよい時に来合わせたものだな。

■　いかにぞ、かの聞きこえしことは2」

◇　どうでしたか、あの申し上げておいたことは」


1? 【折しもうれしく参であひたるを】大島本は「まてあひたるを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まで来あひたるを」と「来」を補訂する。『新大系』は底本のまま「まであひたるを」とする。以下「聞こえしことは」まで、薫の詞。

2 【かの聞こえしことは】昨年の九月末に自分の意向を伝えるよう弁に依頼したことをさす。


宿木．９．４．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

宿木．９．４．４

■　「しか、仰おほせ言ごとはべりし後のちは1、さるべきついではべらば、と待まちはべりしに、去年こぞは過すぎて、この二月にぐわちになむ、初瀬詣はつせまうでのたよりに対面たいめんしてはべりし2。

◇　「そのように、仰せ言がございました後は、適当な機会がありましたら、と待っておりましたが、去年は過ぎて、今年の二月に、初瀬に参詣する機会に初めて対面しました。


1 【しか仰せ言はべりし後は】以下「ものしはべらむ」まで、弁尼の詞。

2 【対面してはべりし】大島本は「たいめんして」とある。『完本』は諸本に従って「はじめて対面して」と「はじめて」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「対面して」とする。


宿木．９．４．５

■　かの母君ははぎみに、思おぼし召めしたるさまは、ほのめかしはべりしかば、いとかたはらいたく1、かたじけなき御おほむよそへ2にこそははべるなれ、などなむはべりしかど、そのころほひは、のどやかにもおはしまさずと3承うけたまはりし、折便をりびんなく思おもひたまへつつみて、かくなむ、とも聞きこえさせはべらざりしを、またこの月つきにも4詣まうでて、今日帰けふかへりたまふなめり。

◇　あの母君に、お考えの向きは、ちらっとお話しておきましたので、とても身の置き所もなく、もったいないお話でございます、などと申しておりましたが、その当時は、お忙しいころと承っておりましたので、機会がなく不都合に思って遠慮して、これこれです、とも申し上げませんでしたが、また今月にも参詣して、今日お帰りになったような次第です。


1 【いとかたはらいたく】以下「こそははべるなれ」まで、浮舟の母の詞を間接的に伝える。

2 【御よそへ】浮舟を大君と思って見てくれること。

3 【そのころほひはのどやかにもおはしまさずと】大島本は「のとやかにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「のどやかに」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「のどやかにも」とする。薫は女二宮と婚儀の頃であった。

4 【この月にも】四月。


宿木．９．４．６

■　行ゆき帰かへりの中宿なかやどりには、かく睦むつびらるるも、ただ過すぎにし御おほむけはひ1を尋たづねきこゆるゆゑになむはべめる。

◇　行き帰りの宿泊所として、このように親しくされるのも、ただお亡くなりになった父君の跡をお尋ね申し上げる理由からでございましょう。

■　かの母君ははぎみも2、障さはることありて、このたびは、独ひとりものしたまふめれば、かくおはしますとも、何なにかは、ものしはべらむとて」

◇　あの母君は、支障があって、今回は、お独りで参詣なさるようなので、このようにいらっしゃっても、特に、申し上げることもないと思いまして」


1 【ただ過ぎにし御けはひ】故父八宮への追懐。

2 【かの母君も】大島本は「かのハゝ君も」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かの母君は」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かの母君も」とする。


宿木．９．４．７

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

宿木．９．４．８

■　「田舎ゐなかびたる人ひとどもに1、忍しのびやつれたるありき2も見みえじとて、口固くちがためつれど、いかがあらむ。

◇　「田舎者めいた連中に、人目につかないようにやつしている姿を見られまいと、口固めしているが、どんなものであろう。

■　下衆げすどもは隠かくれあらじかし3。

◇　下衆連中は隠すことはできまい。

■　さて、いかがすべき。

◇　さて、どうしたものだろうか。

■　独ひとりものすらむこそ、なかなか心こころやすかなれ。

◇　独り身でいらっしゃるのは、かえって気楽だ。

■　かく契ちぎり深ふかくてなむ、参まゐり来きあひたる、と伝つたへたまへかし」

◇　このように前世からの約束があって、巡り合わせたのだ、とお伝えください」


1 【田舎びたる人どもに】以下「と伝へたまへかし」まで、薫の詞。浮舟一行の従者をさす。

2 【忍びやつれたるありき】薫の忍び歩きの姿。

3 【隠れあらじかし】下衆連中の間では口さがないから、薫の正体が知れてしまったろう、の意。


宿木．９．４．９

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

宿木．９．４．１０

■　「うちつけに1、いつのほどなる御契おほむちぎりにかは」

◇　「急に、いつの間にできたお約束ですか」


1 【うちつけに】以下「御契りにかは」まで、弁尼の返事。


宿木．９．４．１１

■　と、うち笑わらひて、

◇　と、苦笑して、

宿木．９．４．１２

■　「さらば、しか伝つたへはべらむ1」

◇　「それでは、そのようにお伝えしましょう」


1 【さらばしか伝へはべらむ】弁尼の詞。薫の意向を浮舟に伝えると約束。


宿木．９．４．１３

■　とて、入いるにP86、

◇　と言って、中に入るときに、


P86 


宿木．９．４．１４

■　「貌鳥かほどりの声こゑも聞ききしにかよふやと

茂しげみを分わけて今日けふぞ尋たづぬる1」

◇　「かお鳥の声も昔聞いた声に似ているかしらと

草の茂みを分け入って今日尋ねてきたのだ」


1 【貌鳥の声も聞きしにかよふやと茂みを分けて今日ぞ尋ぬる】薫の独詠歌。『集成』は「もとは鳴き声から来た名で、かっこうの別名とするのが有力であるが、この歌も「顔」に思いを寄せて「声も」と詠んでいるように、平安時代には字面から美しい鳥とする理解が生じたようである」。『完訳』は「「かほ鳥」はかっこうか。亡き大君に、顔・声が特に似るところから表現。面影の人を捜し求め、彷徨の末、尋ねあてた感動」と注す。『河海抄』は「夕されば野辺に鳴くとてふかほ鳥の顔に見えつつ忘られなくに」（古今六帖六、かほどり）を指摘。


宿木．９．４．１５

■　ただ口くちずさみのやうにのたまふを、入いりて語かたりけり。

◇　ただ口ずさみのようにおっしゃるのを、中に入って語るのであった。


５０． 東屋 (あづまや)

第一章　浮舟の物語　左近少将との縁談とその破綻

第一段　浮舟の母、娘の良縁を願う

東屋．１．１．１

■　筑波山つくばやまを分わけS1見みまほしき御心みこころはありながら、端山はやまの繁しげりまであながちに思おもひ入いらむも1、いと人聞ひとぎき軽々かろがろしう2、かたはらいたかるべきほどなれば、思おぼし憚はばかりて、御消息おほむせうそこをだにえ伝つたへさせたまはず。

◇　筑波山を分け入ってみたいお気持ちはあるが、そんな端山の茂みにまで無理に熱中するようなのも、たいそう人聞きが軽々しく、確かに体裁の悪いことなので、お差し控えになって、お手紙をさえお伝えさせになることができない。


S1 筑波山端山繁山繁けれど思ひ入るには障らざりけり（新古今集恋一-一〇一三　源重之）

1 【筑波山を分け見まほしき御心はありながら端山の繁りまであながちに思ひ入らむも】『異本紫明抄』は「筑波山端山繁山茂けれど思ひ入るには障らざりけり」（新古今集恋一、一〇一三、源重之）を指摘。

2 【人聞き軽々しう】薫は右大将兼権大納言。それが受領常陸介の娘に恋するのは憚られる。『完訳』は「東国の受領の娘が相手では、と憚られる気持。大君の形代としてのみ関心」と注す。


東屋．１．１．２

■　かの尼君あまぎみのもとよりぞ、母北ははきたの方かたにのたまひしさまなど1、たびたびほのめかしおこせけれど、まめやかに御心みこころとまるべきこととも思おもはねば、ただ、さまでも尋たづね知しりたまふらむこと、とばかりをかしう思おもひて、人ひとの御おほむほどのただ今世いまよにありがたげなるをも3、数かずならましかば4、などぞよろづに思おもひける。

◇　あの尼君のもとから、母北の方におっしゃったことなどを、何度もそれとなく言ってよこすが、本気でお心がとまるように思われないので、ただ、そんなにまでお探してご存知になったこと、というぐらいにおもしろく思って、ご身分が今の世ではめったにないようなのにつけても、人並みの身分であったら、などといろいろと思うのであった。


1 【のたまひしさまなど】主語は薫。

2? 【まめやかに御心とまるべきことども思はねべ】主語は浮舟の母北の方。以下、母北の方の心中に即した叙述。

3 【人の御ほどのただ今世にありがたげなるをも】薫の社会的地位。

4 【数ならましかば】娘浮舟が人並みの貴族の娘であったら、の意。


東屋．１．１．３

■　守かみの子こどもは1、母亡ははなくなり2にけるなど、あまた、この腹はらにも3、姫君ひめぎみとつけてかしづくあり、まだ幼をさなきなど、すぎすぎに五ご、六人ろくにんありければ、さまざまにこの扱あつかひをしつつ4、異人こと思びととおもひ隔へだてたる心こころのありければ5、常つねにいとつらきものに守かみをも恨うらみつつ6、

◇　常陸介の子供は、母親が亡くなった者など、大勢いて、今の母腹にも、姫君と名づけて大切にする者があり、まだ幼い者など、次々に五、六人いたので、いろいろと子供の世話をしながら、連れ子と思い隔てる気持ちがあったので、いつもとてもつらいと介を恨みながら、

■　「いかでひきすぐれて7、おもだたしきほどにしなしても見みえにしがな」

◇　「何とかすぐれて、晴れがましいところに縁づけたい」

■　と、明あけ暮くれ、この母君はは思ぎみはおもひ扱あつかひける。

◇　と、明け暮れ、この母君は思い世話をしていたのであった。


1 【守の子どもは】常陸介。長官は太守、親王が任命され赴任しない。介が赴任して実質上の長官なので「守」と呼称される。

2 【母亡くなり】先妻。

3 【この腹にも】浮舟の母北の方。後妻。

4 【さまざまにこの扱ひをしつつ】主語は常陸介。

5 【異人と思ひ隔てたる心のありければ】浮舟を他の自分の子とは分け隔てしていた。

6 【いとつらきものに守をも恨みつつ】主語は北の方。

7 【いかでひきすぐれて】以下「見えにしがな」まで、北の方の心中。


東屋．１．１．４

■　さま容貌かたちの1、なのめに、とりまぜてもありぬべくは、いとかうしも何なにかは苦くるしきまでももてなやまじ、同おなじごと3思おもはせてもありぬべき世よを4、ものにも混まじらず、あはれにかたじけなく生おひ出いでたまへば5、あたらしく心苦こころぐるしき者ものに思おもへり。

◇　容姿や器量が、並々で、他の娘たちと同じようなのであったら、とてもこんなにまでどうして苦しいまでに悩んだりしようか、皆と同じように思わせてもよいものを、誰にも似ず、何とももったいなくもお生まれになったので、もったいなくおいたわしい人と思っていた。


1 【さま容貌の】浮舟の容姿容貌。

2? 【ありぬべくは--なやまじ】大島本は「なやまし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なやままし」と「ま」を補訂する。『新大系』は底本のまま「なやまじ」とする。反語表現。意志の打消し。

3 【同じごと】他の夫の実の娘と同様に。

4 【ありぬべき世を】大島本は「ありぬへきよを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありぬべきを」と「よ」を削除する。『新大系』は底本のまま「ありぬべき世を」とする。

5 【あはれにかたじけなく生ひ出でたまへば】『完訳』は「もったないほどに。八の宮の高貴の血筋であることを強く意識する。尊敬語を用いるのも同様」と注す。


東屋．１．１．５

■　娘多むすめおほかりと聞ききて、なま君達きんだちめく人ひとびとも1、おとなひ言いふ、いとあまたありけり。

◇　娘が多いと聞いて、なまじ公達めいた人びとも、恋文を送り言い寄るのが、たいそう大勢いるのであった。

■　初はじめの腹はらの二に、三人さむにんは、皆みなさまざまに配くばりて、大人おとなびさせたり2。

◇　先妻の腹の二、三人は、皆それぞれに縁づけて、一人前にさせていた。

■　今いまはわが姫君ひめぎみを3、

◇　今は自分の姫君を、

■　「思おもふやうにて見みたてまつらばや」

◇　「思い通りにお世話申したい」

■　と、明あけ暮くれ護まもりて、なでかしづくこと限かぎりなし。

◇　と、朝から晩まで気をつけて、大切にお世話することこの上ない。


1 【なま君達めく人びとも】『集成』は「ちょっとした家柄の若君といった人々も」。『完訳』は「なまじ公達然としている人々」と訳す。

2 【大人びさせたり】主語は北の方。

3 【わが姫君を】連れ子の浮舟。常陸守との間にできた姫君と区別してこういう。


第二段　継父常陸介と求婚者左近少将

東屋．１．２．１

■　守かみも卑いやしき人ひとにはあらざりけり。

◇　常陸介も卑しい人ではなかったのだ。

■　上達部かむだちめの筋すぢにて、仲なからひも1ものきたなき人ひとならず、徳とくいかめしうなどあれば2、ほどほどにつけては思おもひ上あがりて、家いへの内うちもきらきらしく、ものきよげに住すみなし、事好ことこのみしたるほどよりは、あやしう荒あららかに田舎ゐなかびたる心こころぞつきたりける3。

◇　上達部の血筋を引いて、一門の人びとも見苦しい人でなく、財力など大変に有ったので、身分相応に気位高くて、邸の内も輝くように美しく、こざっぱりと生活し、風流を好むわりには、妙に荒々しく田舎人めいた性情もついていたのであった。


1 【仲らひも】一族の人々も、の意。

2 【徳いかめしうなどあれば】財力も大変にあったので、の意。

3 【事好みしたるほどよりはあやしう荒らかに田舎びたる心ぞつきたりける】風流を好むわりには田舎びた粗野な性情がある。


東屋．１．２．２

■　若わかうより、さる東方あづまかたの1、遥はるかなる世界せかいに埋うづもれて年経としへければにや、声こゑなどほとほとうちゆがみぬべく、ものうち言いふ、すこしたみたるやうS2にて2、豪家がうけのあたり恐おそろしくわづらはしきものに憚はばかり懼おぢ、すべていとまたく隙間すきまなき心3こころもあり。

◇　若くから、そのような東国の方の、遥か遠い世界に埋もれて長年過ごしてきたせいか、声などもほとんど田舎風になって、何か言うと、すこし訛りがあるようで、権勢家のあたりを恐ろしく厄介なものと気兼ねし恐がって、すべての面で実に抜け目ない心がある。


S2 東にて養はれたる人の子は舌だみてこそ物は言ひけれ（拾遺集物名-四一三　読人しらず）

1 【さる東方の】大島本は「あつま方の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「東の方の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「あづま方の」とする。

2 【ものうち言ふすこしたみたるやうにて】「たみ」清音。「迂、タミタリ・マガル・メグル」〈名義抄〉。『花鳥余情』は「東にて養はれたる人の子は舌だみてこそ物はいひけれ」（拾遺集物名、四一三、読人しらず）を指摘。

3 【豪家のあたり恐ろしくわづらはしきものに憚り懼ぢすべていとまたく隙間なき心】田舎びた者の性情。権力に対して怖じおもねる心と抜目なさ。


東屋．１．２．３

■　をかしきさまに琴笛ことふえの道みちは遠とほう、弓ゆみをなむいとよく引ひける1。

◇　風雅な方面の琴や笛の芸道には疎遠で、弓をたいそう上手に引くのであった。

■　なほなほしきあたりともいはず2、勢いきほひに引ひかされて3、よき若人わかうどども4、装束さうぞくありさまはえならず調ととのへつつ、腰折こしをれたる歌合うあたあはせ、物語ものがたり、庚申かうしんをし、まばゆく見苦みぐるしく、遊あそびがちに好このめるを、この懸想けさうの君達きむだち、

◇　身分の低い家柄を問題にせず、財力につられて、よい若い女房連中が、衣装や身なりは素晴らしく整えて、下手な歌合せや、物語、庚申待ちをし、まぶしいほど見苦しく、遊び事に風流めかしているのを、この懸想の公達は、


1 【琴笛の道は遠う弓をなむいとよく引ける】大島本は「ひける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「引きける」と「き」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ひける」とする。音楽には疎遠で弓馬の道に優れている。

2 【なほなほしきあたりともいはず】常陸介の家のこのようなありさまをさしていう。

3 【勢ひに引かされて】常陸介の財力に引かれて、の意。

4 【よき若人ども】大島本は「よきわか人とも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「よき若人どもつどひ」と「つどひ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「よき若人ども」とする。


東屋．１．２．４

■　「らうらうじく1こそあるべけれ。

◇　「才たけているにちがいない。

■　容貌かたちなむいみじかなる」

◇　器量も大変なものらしい」


1 【らうらうじく】以下「いみじかなる」まで、君達の詞。


東屋．１．２．５

■　など、をかしき方かたに言いひなして、心こころを尽つくし合あへる中なかに、左近少将さこんのせうしゃうとて、年二十二としにじふに、三さむばかりのほどにて、心こころばせしめやかに、才ざえありといふ方かたは、人ひとに許ゆるされたれど、きらきらしう今いまめいてなどはえあらぬにや、通かよひし所ところなども絶たえて1、いとねむごろに言いひわたりけり。

◇　などと、素晴らしいように言い作って、恋心を尽くしあっている中で、左近少将といって、年は二十二、三歳くらいで、性格が落ち着いていて、学問があるという点では、誰からも認められていたが、きらきらしく派手にはしていなかったのか、通っていた妻とも縁が切れて、たいそう熱心に言い寄って来るのであった。


1 【通ひし所なども絶えて】左近少将が今まで通っていた妻たち。


東屋．１．２．６

■　この母君ははぎみ、あまたかかること言いふ人ひとびとの中なかに、

◇　この母君は、大勢このようなことを言って来る人びとの中で、

東屋．１．２．７

■　「この君きみは1、人柄ひとがらもめやすかなり。

◇　「この君は、人柄も無難である。

■　心定こころさだまりても2もの思おもひ知しりぬべかなるを、人ひともあてなりや3。

◇　思慮もしっかりしていて分別がありそうだし、人品も卑しくないな。

■　これよりまさりて、ことことしき際きはの人ひとはた、かかるあたりを、さいへど、尋たづね寄よらじ」

◇　この人以上の、立派な身分の人はまた、このようなあたりを、そうはいっても、探し求めて来るまい」


1 【この君は】以下「尋ね寄らじ」まで、北の方の心中の思い。

2 【心定まりても】大島本は「心さたまりても」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心定まりて」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「心定まりても」とする。

3 【人もあてなりや】大島本は「人もあてなりや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人もあてなり」と「や」を削除する。『新大系』は底本のまま「人もあてなりや」とする。


東屋．１．２．８

■　と思おもひて、この御方おほむかたに1取とりつぎて、さるべき折々をりをりは、をかしきさまに返かへり事ごとなどせさせたてまつる。

◇　と思って、この御方に取り次いで、適当な折々には、結構なように返事などをおさせ申し上げる。

■　心一こころひとつに思おもひまうく2。

◇　自分独りで心用意する。


1 【この御方に】浮舟をさす。

2 【心一つに思ひまうく】大島本は「思まうく」とある。『完本』は諸本に従って「思まうけて」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「思ひまうく」とする。主語は北の方。


東屋．１．２．９

■　「守かみこそおろかに思おもひなすとも1、我われは命いのちを譲ゆづりてかしづきて、さま容貌かたちのめでたきを見みつきなば、さりとも、おろかになどは、よも思おもふ人ひとあらじ」

◇　「常陸介はいいかげんに思うとも、自分は命に代えて大切に世話し、容姿器量の素晴らしいのを見たならば、そうはいっても、いいかげんにまどは、けっして思う人はいまい」


1 【守こそおろかに思ひなすとも】以下「思ふ人あらじ」まで、北の方の心中の思い。


東屋．１．２．１０

■　と思おもひ立たち1、八月はちぐわちばかりと契ちぎりて、調度てうどをまうけ、はかなき遊あそびものをせさせても、さまことにやうをかしう、蒔絵まきゑ、螺鈿らでんのこまやかなる心こころばへまさりて見みゆるものをば、この御方おほむかたにと取とり隠かくして2、劣おとりのを、

◇　と決心して、八月ぐらいにと約束して、調度を準備し、ちょっとした遊び道具を作らせても、恰好は格別に美しく、蒔絵、螺鈿のこまやかな趣向がすぐれて見える物を、この御方のために隠し置いて、劣った物を、


1 【と思ひ立ち】大島本は「思たち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ立ちて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のまま「思たち」とする。

2 【この御方にと取り隠して】浮舟をさす。先妻の娘たちの結婚時をさすのだろう。


東屋．１．２．１１

■　「これなむよき」

◇　「これが結構です」

東屋．１．２．１２

■　とて見みすれば、守かみはよくしも見知みしらず、そこはかとない物ものどもの、人ひとの調度てうどといふ限かぎりは、ただとり集あつめて並ならべ据すゑつつ、目めをはつかにさし出いづるばかりにて1、琴こと、琵琶びわの師しとて、内教坊ないけうばうのわたりより迎むかへ取とりつつ習ならはす。

◇　と言って見せると、常陸介はよくも分からず、これといった価値のない物どもで、世間でいう調度類という調度は、すべて集めて部屋中いっぱいに並べ据えて、目をわずかに覗かせるくらいで、琴、琵琶の師匠として、内教坊のあたりから迎え迎えして習わせる。


1 【目をはつかにさし出づるばかりにて】大島本は「さし出る」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「さし出づ」と「る」を削除する。『新大系』は底本のまま「さし出る」とする。『完訳』は「娘たちが道具の中に埋れて、目をわずかに出す趣。戯画的表現」と注す。


東屋．１．２．１３

■　手一てひとつ弾ひき取とれば、師しを立たち居拝ゐをがみてよろこび、禄ろくを取とらすること、埋うづむばかりにてもて騒さわぐ。

◇　一曲習得すると、師匠を立ったり座ったり拝んでお礼申し上げ、謝礼を与えることは、それで埋まるほどに啄騒ぎする。

■　はやりかなる曲物ごくものなど教をしへて、師しと、をかしき夕暮ゆふぐれなどに、弾ひき合あはせて遊あそぶ時ときは、涙なみだもつつまず、をこがましきまで、さすがにものめでしたり。

◇　調子の早い曲などを教えて、師匠と一緒に、美しい夕暮時などに、合奏して遊ぶときは、涙も隠さず、馬鹿馬鹿しいまでに、それほど感動していた。

■　かかることどもを、母君はは、すこしもののゆゑ知しりて、いと見苦みぐるしと思おもへば、ことにあへしらはぬを、

◇　このようなことを、母君は、少しは物事を知っていて、とても見苦しいと思うので、特に相手にしないのを、

東屋．１．２．１４

■　「吾子あこをば、思おもひ落おとしたまへり2」

◇　「わが娘を、馬鹿にしておられる」


1? 【師を立ち居拝みてよろこび禄を取らすること埋むるばかりにて】『完訳』は「これも戯画化」と注す。

2 【吾子をば思ひ落としたまへり】常陸介の心中の思い。自分の娘が連れ子の浮舟より軽んじられている。


東屋．１．２．１５

■　と、常つねに恨うらみけり。

◇　と、いつも恨んでいるのであった。

第三段　左近少将、浮舟が継子だと知る

東屋．１．３．１

■　かくて、この少将1せうしゃう、契ちぎりしほどを待まちつけで2、

◇　こうして、あの少将は、約束した月を待たないで、

■　「同おなじくは疾とく3」

◇　「同じことなら早く」

■　とせめければ、わが心一こころひとつに、かう思おもひ急いそぐも、いとつつましう、人ひとの心こころの知しりがたさを4思おもひて、初はじめより伝つたへそめける人5ひとの来きたるに、近ちかう呼よび寄よせて語かたらふ。

◇　と催促したので、自分の考え一つで、このように急ぐのも、たいそう気がひけて、相手の心の知りにくいことを思って、初めから取り次いだ人が来たので、近くに呼んで相談する。


1 【かくてこの少将】大島本は「この少将」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かの少将」と校訂する。『新大系』は底本のまま「この少将」とする。

2 【まちつけで】接続助詞「で」打消の意。

3 【同じくは疾く】少将の詞。

4 【人の心の知りがたさを】相手の少将の心中をさす。

5 【初めより伝へそめける人】仲人。


東屋．１．３．２

■　「よろづ多おほく1思おもひ憚はばかることの多おほかるを2、月つきごろかうのたまひてほど経へぬるを、並々なみなみの人ひとにもものしたまはねば、かたじけなう心苦こころぐるしうて。

◇　「いろいろと気兼ねすることがありますが、何か月もこのようにおっしゃって月日がたったが、平凡な身分の方でもいらっしゃらないので、もったいなくお気の毒で。

■　かう思おもひ立たちにたるを、親おやなどものしたまはぬ人ひとなれば3、心一こころひとつなるやうにて、かたはらいたう、うちあはぬさまに見みえたてまつることもやと、かねてなむ思おもふ。

◇　このように決心しましたが、父親などもいらっしゃらない娘なので、自分一人の考えのようで、はた目にも見苦しく、行き届かない点がありましょうかと、今から心配しています。


1 【よろづ多く】以下「悲しうなむある」まで、北の方の詞。

2 【思ひ憚ることの多かるを】大島本は「おほかるを」とある。『完本』は諸本に従って「あるを」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「多かるを」とする。

3 【親などものしたまはぬ人なれば】「親」は父親をさす。浮舟が連れ子であることを初めて言った。


東屋．１．３．３

■　若わかき人ひとびと1あまたはべれど、思おもふ人具ひとぐしたるは2、おのづからと思おもひ譲ゆづられて、この君きみの御おほむことをのみ3なむ、はかなき世よの中なかを見みるにも、うしろめたくいみじきを、もの思おもひ知しりぬべき御心みこころざまと聞ききて、かうよろづのつつましさを忘わすれぬべかめるをしも、もし思おもはずなる御心みこころばへも見みえば、人笑ひとわらへに悲かなしうなむ5」

◇　若い娘たちは大勢いますが、世話する父親がいる者は、自然と何とかなろうと任せる気になりまして、この姫君のことばかりが、はかないこの世を見るにつけても、不安でたまらないので、物の情理を弁えるお方と聞いて、このようにいろいろと遠慮を忘れてしまいそうなのも、もし意外なお気持ちが見えたら、物笑いにになって悲しいことでしょう」


1 【若き人びと】夫常陸介との間にできた娘たち。

2 【思ふ人具したるは】世話する人、父親がいる。

3 【この君の御ことをのみ】浮舟のこと。

4? 【もの思ひ知りぬべき御心さま】少将は情けのわかる人。

5 【人笑へに悲しうなむ】大島本は「かなしうなん」とある。『完本』は諸本に従って「悲しうなんあるべき」と「あるべき」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「悲しうなむ」とする。


東屋．１．３．４

■　と言いひけるを、少将せうしゃうの君きみに参まうでて、

◇　と言ったのを、少将の君のもとに参って、

東屋．１．３．５

■　「しかしかなむ」

◇　「これこれしかじかでした」

東屋．１．３．６

■　と申まうしけるに、けしき悪あしくなりぬ1。

◇　と申したところ、機嫌が悪くなった。


1 【けしき悪しくなりぬ】主語は少将。


東屋．１．３．７

■　「初はじめより、さらに1、守かみの御娘みむすめにあらずといふことをなむ聞きかざりつる。

◇　「初めから、全然、介の娘でないということを聞かなかった。

■　同おなじことなれど、人聞ひとぎきもけ劣おとりたる心地ここちして、出いで入いりせむにもよからずなむあるべき。

◇　同じ結婚であるが、人聞きも劣った気がして、出入りするにも良くないことであろう。

■　ようも案内あないせで、浮うかびたることを伝つたへける」

◇　詳しく調べもしないで、いいかげんなことを伝えて」


1 【初めよりさらに】以下「伝へける」まで、少将の詞。


東屋．１．３．８

■　とのたまふに、いとほしくなりて、

◇　とおっしゃるので、困りきって、

東屋．１．３．９

■　「詳くはしくも知しりたまへず1。

◇　「詳しくは存じませんでした。

■　女をむなどもの知しるたよりにて2、仰おほせ言ごとを伝つたへ始はじめはべりしに、中なかにかしづく娘むすめとのみ聞ききはべれば、守かみのにこそは、とこそ思おもひたまへつれ。

◇　女房連中の知り合いのつてで、お願いを伝え始めたのでしたが、娘たちの中で大切にお世話している娘とばかり聞きましたので、介の娘であろうと存じました。

■　異人ことびとの子持こもたまへらむとも、問とひ聞ききはべらざりつるなり。

◇　他人の娘を連れておいでだったとは、尋ねませんでした。


1 【詳しくも知りたまへず】以下「罪はべるまじきことなり」まで、仲人の詞。

2 【女どもの知るたよりにて】仲人の妹が浮舟に仕えていた。その情報から仲人に入った。


東屋．１．３．１０

■　容貌かたち、心こころもすぐれて1ものしたまふこと、母上ははうへのかなしうしたまひて、おもだたしう気高けだかきことをせむと、あがめかしづかると聞ききはべりしかば、いかでかの辺へんのこと伝つたへつべからむ人ひともがな2、とのたまはせしかば、さるたより知しりたまへり3と、取とり申まうししなり。

◇　器量や、気立てもすぐれていらっしゃることは、母上がかわいがっていらっしゃって、晴れがましく面目のたつようにしようと、大切にお育てしていると聞いておりましたので、何とかあの介の家と縁組を取り持ってくれる人がいないものか、とおっしゃいましたので、あるつてを存じておりますと、申し上げたのです。

■　さらに、浮うかびたる罪つみ、はべるまじきことなり」

◇　まったく、いいかげんなという非難を、受けることはございませんはずです」


1 【容貌心もすぐれて】以下「あがめかしづかる」まで、仲人が妹から聞いたこと。

2 【いかでかの辺のこと伝へつべからむ人もがな】少将が仲人に言った詞。

3 【さるたより知りたまへり】仲人が少将に答えた詞。


東屋．１．３．１１

■　と、腹悪はらあしく言葉多ことばおほかる者ものにて、申まうすに、君きみ、いとあてやかならぬさまにて、

◇　と、腹黒く口数の多い者で、こう申すので、少将の君は、大して上品でない様子で、

東屋．１．３．１２

■　「かやうのあたりに1行いき通かよはむ、人ひとのをさをさ許ゆるさぬことなれど2、今様いまやうのことにて、咎とがあるまじう3、もてあがめて後見うしろみだつに4、罪隠つみかくしてなむあるたぐひもあめるを、同おなじことと5うちうちには思おもふとも、よそのP1おぼえなむ、へつらひて人言ひといひなすべき。

◇　「あのような受領ふぜいの家に通って行くのは、誰も良いことだとは認めないことだが、当節よくあることで、咎めもあるまいし、婿を大切に世話するので、欠点を隠している例もあるようだが、実の娘と同じように内々では思っても、世間の思惑は、追従しているように人は言うであろう。


P1 よその--よそのの（の〈後出〉/＃）

1 【かやうのあたりに】以下「いと人げなかるべき」まで、少将の詞。

2 【人のをさをさ許さぬことなれど】少将の身分で常陸介の娘に婿として通うのは世間の非難することだ、という。

3 【今様のことにて咎あるまじう】近年は少将の身分で受領の娘に通うのも、非難されなくなったという。

4 【もてあがめて後見だつに】舅が婿を大切にして後見する。

5 【同じことと】連れ子を実の父の子の娘と同じく、の意。


東屋．１．３．１３

■　源少納言げんせうなごんP2、讃岐守さぬきのかみなどの、うけばりたるけしきにて1出いで入いらむに、守かみにもをさをさ受うけられぬさまにて2交まじらはむなむ、いと人ひとげなかるべき」

◇　源少納言や、讃岐守などが、威張った感じで出入りするのに、常陸介からも少しも認められずに婿入りするのは、実に不面目であろう」


P2 源少納言--源少（少/+納〈朱〉）言

1 【源少納言讃岐守などのうけばりたるけしきにて】いずれも常陸介の先妻の娘の夫たち。少納言は従五位下、讃岐守は上国の国守、従五位下相当官。少将は正五位下で彼等より上位。

2 【受けられぬさまにて】婿と認められない状態で。


東屋．１．３．１４

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第四段　左近少将、常陸介の実娘を所望す

東屋．１．４．１

■　この人ひと、追従ついしょうある1うたてある人ひとの心こころにて、これをいと口惜くちをしう、こなたかなたに思おもひければ、

◇　この仲人は、人に追従する嫌なところのある性質の人なので、これをとても残念に、相手方とこちら方とに思ったので、


1 【この人追従ある】大島本は「ついそうある」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「追従あり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「追従ある」とする。


東屋．１．４．２

■　「まことに守かみの娘むすめと1思おぼさば、まだ若わかうなどおはすとも、しか伝つたへはべらむかし。

◇　「実の介の娘をとお思いならば、まだ若くていらっしゃるが、そのようにお伝え申しましょう。

■　中なかにあたるなむ2、姫君ひめぎみとて、守かみ、いとかなしう3したまふなる」

◇　妹にあたる娘を、姫君として、常陸介は、たいそうかわいがっていらっしゃるそうです」


1 【まことに守の娘と】以下「かなしうしたまふなる」まで、仲人の詞。

2 【中にあたるなむ】北の方の二番目の娘。常陸介との間にできた最初の娘。

3 【守いとかなしう】大島本は「かミいとかなしう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「守は」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「守」とする。


東屋．１．４．３

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

東屋．１．４．４

■　「いさや。

◇　「さあね。

■　初はじめより1しか言いひ寄よれることをおきて、また言いはむこそうたてあれ。

◇　初めからあのように申し込んでいたことをおいて、別の娘に申し込むのも嫌な気がする。

■　されど、わが本意ほいは、かの守かむの主ぬしの、人柄ひとがらもものものしく、大人おとなしき人ひとなれば、後見うしろみにもせまほしう、見みるところありて思おもひ始はじめしことなり2。

◇　けれど、自分の願いは、あの常陸介の、人柄も堂々として、老成している人なので、後見人ともしたく、考えるところがあって思い始めたことなのだ。

■　もはら顔かほ、容貌かたちのすぐれたらむ女をむなの願ねがひもなし。

◇　もっぱら器量や、容姿のすぐれている女の希望もない。

■　品しなあてに艶えんならむ女をむなを願ねがはば、やすく得えつべし。

◇　上品で優美な女を望むなら、簡単に得られよう。


1 【いさや初めより】以下「何かはさも」まで、少将の詞。

2 【見るところありて思ひ始めしことなり】常陸介の経済力に期待。


東屋．１．４．５

■　されど、寂さびしうことうち合あはぬ、みやび好このめる人ひとの果はて果はては、ものきよくもなく、人ひとにも人ひとともおぼえたらぬを見みれば1、すこし人ひとにそしらるとも、なだらかにて世よの中なかを過すぐさむことを願ねがふなり。

◇　けれど、物寂しく不如意でいて、風雅を好む人の最後は、みすぼらしい暮らしで、人から人とも思われないのを見ると、少し人から馬鹿にされようとも、平穏に世の中を過ごしたいと願うのである。

■　守かみに、かくなむと語かたらひて、さもと許ゆるすけしきあらば、何なにかは、さも2」

◇　介に、このように話して、そのように認める様子があったら、何の、かまうものか」


1 【寂しうことうち合はぬみやび好める人の果て果てはものきよくもなく人にも人ともおぼえたらぬを見れば】『集成』は「家運衰えて万事不如意な、風雅を愛した人の行きつく果ては、小綺麗な暮しもできず、世間からも人並みにも思われていない有様を見ると」。『完訳』は「貧しく不如意がちな暮しをしていながら、風流を第一としている人が行きつくところは何かみすぼらしい感じで、世間からも一人前の扱いを受けられないところを見ると」と訳す。

2 【何かはさも】婚約した浮舟のことは、かまうことない。


東屋．１．４．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第五段　常陸介、左近少将に満足す

東屋．１．５．１

■　この人ひとは、妹いもうとのこの西にしの御方おほむかたにあるたよりに1、かかる御文おほむふみなども取とり伝つたへはじめけれど、守かみには詳くはしくも見みえ知しられぬ者ものなりけり。

◇　この仲人は、妹がこの西の御方に仕えているのをつてにして、このようなお手紙なども取り次ぎ始めたが、常陸介からは詳しく知られていない者なのであった。

■　ただ行いきに、守かみの居ゐたりける前まへに行いきて、

◇　ただずかずかと、介の座っている前に出て行って、


1 【この人は妹のこの西の御方にあるたよりに】「この人」は仲人。「西の御方」は浮舟。仲人の妹が浮舟に女房として仕えている関係で。


東屋．１．５．２

■　「とり申まうすべきことありて1」

◇　「申し上げねばならないことがあります」


1 【とり申すべきことありて】大島本は「ありてなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありてなむ」と「む」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ありてなど」とする。仲人の詞。


東屋．１．５．３

■　など言いはす1。

◇　などと言わせる。

■　守かみP3、

◇　介は、


P3 守、「このわたりに時々出で入りはすと--（+かみ此わたりに時／＼出ていりはすと〈朱〉）

1 【など言はす】取り次ぎに言わせる。


東屋．１．５．４

■　「このわたりに1時々出ときどきいで入いりはすと聞きけど、前まへには呼よび出いでぬ人ひとの、何なにごと言いひにかあらむ2」

◇　「この家に時々出入りしているとは聞くが、前には呼び出さない人が、何事を言うのであろうか」


1 【このわたりに】以下「何ごと言ひにかあらむ」まで、常陸介の詞。

2 【何ごと言ひにかあらむ】大島本は「いひにかあらん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「言ひにかはあらむ」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「言ひにかあらん」とする。


東屋．１．５．５

■　と、なま荒々あらあらしきけしきなれど、

◇　と、どこか荒々しい様子であるが、

東屋．１．５．６

■　「左近少将殿さこんの御消息せうしゃうどののおほむせうそこにてなむさぶらふ1」

◇　「左近少将殿からのお手紙でございます」


1 【左近少将殿の御消息にてなむさぶらふ】仲人が取り次ぎに言わせた詞。


東屋．１．５．７

■　と言いはせたれば、会あひたり。

◇　と言わせたので、会った。

■　語かたらひがたげなる顔かほして1、近ちかうゐ寄よりて、

◇　話し出しにくそうな顔をして、近くに座り寄って、


1 【語らひがたげなる顔して】『集成』は「常陸の介の不愛想な態度をちらちらうかがう面持」。『完訳』は「話題を切り出しにくい表情で。介の態度にも、いささかためらう」と注す。


東屋．１．５．８

■　「月つきごろ、内うちの御方おほむかたに1消息聞せうそこきこえさせたまふを2、御許おほむゆるしありて、この月つきのほどに3と契ちぎりきこえさせたまふことはべるを、日ひをはからひて、いつしかと思おぼすP4ほどに、ある人ひとの申まうしけるやう4、

◇　「ここ幾月も、御内儀の御方にお便りを差し上げなさっていましたが、お許しがあって、今月にとお約束申し上げなさったことがございましたが、吉日を選んで、早くとお考えのうちに、ある人が申したことには、


P4 思す--おも（も/＄）ほす

1 【月ごろ内の御方に】以下「仰せられつれば」まで、仲人の詞。「内の御方」は北の方をさしていう。

2 【聞こえさせたまふを】主語は左近少将。

3 【この月のほどに】八月をさす。九月は結婚を忌む季節の末の月となる。

4 【ある人の申しけるやう】左近少将の言ったことを、ある人の言ったこととして言う。


東屋．１．５．９

■　『まことに1北きたの方かたの御おほむはからひに2ものしたまへど、守かむの殿とのの御娘みむすめにはおはせず。

◇　『確かに北の方のご計画ではあるが、常陸介様の御娘さまではいらっしゃらない。

■　君達3きむだちのおはし通かよはむに、世よの聞きこえなむへつらひたるやうならむ。

◇　良家のご子息がお通いになるには、世間の評判も追従しているようであろう。

■　受領ずりゃうの御婿おほむむこになりたまふかやうの君達きみたちは、ただ私わたくしの君きみのごとく思おもひかしづきたてまつり4、手てに捧ささげたるごとP5,5、思おもひ扱あつかひ後見うしろみたてまつるにかかりてなむ、さる振ふる舞まひ6したまふ人ひとびとものしたまふめるを、さすがにその御願おほむねがひはあながちなるやうにて、をさをさ受うけられたまはで7、け劣おとりておはし通かよはむこと、便びんなかりぬべきよし8』

◇　受領の婿殿におなりになるこのような公達は、ただ私的な主君のように大切にされて、手に持った玉のように、大事にご後見申されることによって、そのような縁組を結びなさる人びともいらっしゃるようですが、やはりその願いは無理なようなので、少しも婿として承知していただけず、劣った扱いでお通いになることは、不都合なこと』


P5 捧げたるごと--さゝけたるか（か/＃こ）と

1 【まことに】以下「便なかりぬべきよし」まで、ある人が言ったという内容。

2 【北の方の御はからひに】大島本は「北のかたの御はからひに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御腹に」と校訂する。『新大系』は底本のまま「御はからひに」とする。

3 【君達】左近少将をさす。君達は良家の子弟。

4 【ただ私の君のごとく思ひかしづきたてまつり】ひたすら内々のご主君のように大切にされて。

5 【手に捧げたるごと】『河海抄』は「如捧手、掌上珠と云体なり」と注す。

6 【さる振る舞ひ】高貴な家の子弟と受領の娘の縁組。

7 【をさをさ受けられたまはで】舅から婿と認めてもらえず、の意。

8 【便なかりぬべきよし】大島本は「ひんなかりぬへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「便なかるべき」と校訂する。『新大系』は底本のまま「便なかりぬべき」とする。


東屋．１．５．１０

■　をなむ、切せちにそしり申まうす人ひとびとあまたはべるなれば、ただ今思いまおぼしわづらひてなむ。

◇　だと、しきりに申す人びとが大勢ございますようなので、ただ今お困りになっています。

東屋．１．５．１１

■　『初はじめよりただ1きらぎらしう2、人ひとの後見うしろみと頼たのみきこえむに、堪たへたまへる御おほむおぼえを選えらび申まうして、聞きこえ始はじめ申まうししなり3。

◇　『初めからただ威勢がよく、後見者としてお頼り申すのに、十分でいらっしゃるご評判をお選び申して、求婚しは始めたのです。

■　さらに、異人ことびとものしたまふらむと4いふこと知しらざりければ、もとの心こころざしのままに、まだ幼をさなきもの5あまたおはすなるを、許ゆるいたまはば、いとどうれしくなむ6。

◇　まったく、他人の娘がいらっしゃるということは知らなかったので、最初の希望通りに、まだ幼い娘も大勢いらっしゃるというのを、お許しくださったら、ますます嬉しい。

■　御みけしき7見みて参まうで来こ』

◇　ご機嫌を伺って来るように』


1 【初めよりただ】以下「見て参うで来」まで、少将の趣旨。

2 【きらぎらしう】「潔キラギラシ」（図書寮本名義抄）。

3 【聞こえ始め申ししなり】求婚し始めた、の意。

4 【異人ものしたまふらむと】常陸介の実子でない北の方の連れ子がいらっしゃる。

5 【まだ幼きもの】大島本は「をさなきもの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「幼きも」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「幼きもの」とする。

6 【いとどうれしくなむ】大島本は「いとゝうれしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとうれしく」と「ゝ」を削除する。『新大系』は底本のまま「いとどうれしく」とする。

7 【御けしき】常陸介の意向。


東屋．１．５．１２

■　と仰おほせられつれば」

◇　と命じられましたので」

東屋．１．５．１３

■　と言いふに、守かみ、

◇　と言うと、介は、

東屋．１．５．１４

■　「さらに、かかる御消息1おほむせうそこはべるよし、詳くはしく承うけたまはらず。

◇　「まったく、そのようなお便りがございますこと、詳しく存じませんでした。

■　まことに同おなじことに思おもうたまふべき人2ひとなれど、よからぬ童わらはべあまたはべりて、はかばかしからぬ身みに、さまざま思おもひたまへ扱あつかふほどに、母ははなる者ものも、これを異人こと思びととおもひ分わけたることと3、くねり言いふことはべりて、ともかくも口入くちいれさせぬ人4ひとのことにはべれば、ほのかに、しかなむ仰おほせらるることはべりとは5聞ききはべりしかど、なにがしを6取とり所どころに思おぼしける御心みこころは、知しりはべらざりけり。

◇　ほんとうに実の娘と同じように存じている人ですが、よろしくない娘どもが大勢おりまして、大したことでもないわが身で、いろいろとお世話申し上げて来たところ、母にあたる者も、わたしがこの娘を自分の娘と分け隔てしていると、僻んで言うことがありまして、何とも口出しさせない人のことでございましたので、ちらっと、そのようにおっしゃったということは聞きましたが、わたしを期待してお思いになっていたお心がありましたとは、存じませんでした。


1 【さらにかかる御消息】以下「思うたまへ憚りはべる」まで、常陸介の詞。

2 【まことに同じことに思うたまふべき人】『集成』は「（浮舟は）実子同然に世話すべき人ですが、ほかにも不出来な娘どもがたくさんいまして。以下、つい浮舟のことまで気が廻らぬ、という弁解」と注す。

3 【これを異人と思ひ分けたることと】主語は話者の常陸介。浮舟を差別している、意。

4 【口入れさせぬ人】浮舟には口出しさせない。

5 【しかなむ仰せらるることはべりとは】左近少将が浮舟に求婚していること。

6 【なにがしを】常陸介。自分自身をいう。


東屋．１．５．１５

■　さるは、いとうれしく思おもひたまへらるる御おほむことにこそはべるなれ。

◇　それは、実に嬉しく存じられることでございます。

■　いとらうたしと思おもふ女めの童わらは、あまたの中なかに、これをなむ命いのちにも代かへむと1思おもひはべる。

◇　たいそうかわいいと思う幼い娘は、大勢の娘たちの中で、この子を命に代えてもよいと思っております。

■　のたまふ人ひとびと2あれど、今いまの世よの人ひとの御心みこころ、定さだめなく聞きこえはべるに、なかなか胸むねいたき目めをや見みむの憚はばかりに、思おもひ定さだむることもなくてなむ。

◇　求婚なさる方々はいるが、今の世の中の人の心は、頼りないと聞いておりますので、かえって胸を痛めることになろうかと遠慮され、決心することもございませんでした。


1 【これをなむ命にも代へむと】北の方と常陸介の間に出来た娘。浮舟の異父妹。

2 【のたまふ人びと】求婚する人々。


東屋．１．５．１６

■　いかでうしろやすくも見みたまへおかむと1、明あけ暮くれかなしく思おもうたまふるを、少将殿せうしゃうどのにおきたてまつりては、故大将殿こだいしゃうどのにも2、若わかくより参まゐり仕つかうまつりき3。

◇　何とか安心な状態にしておきたいと、明け暮れかわいく存じておりましたが、少将殿におかれましては、亡き大将殿にも、若い時からお仕えしてまいりました。

■　家いへの子こにて見みたてまつりしに4、いと警策きゃうざくに、仕つかうまつらまほしと5、心こころつきて思おもひきこえしかど、遥はるかなる所ところに、うち続つづきて過すぐしはべる年としごろのほどに、うひうひしくおぼえはべりて7なむ、参まゐりも仕つかまつらぬを、かかる御心みこころざしのはべりけるを。

◇　家来として拝見しましたが、たいそう人物が立派なので、お仕え申したいと、お慕い申し上げて来ましたが、遠国に、引き続いて過ごして来ました何年もの間に、お会いするのも恥ずかしく思われまして、参上してお仕えしませんでしたが、このようなお気持ちがございましたとは。


1 【見たまへおかむと】主語は話者の常陸介。

2 【故大将殿にも】左近少将の父。

3 【若くより参り仕うまつりき】主語は話者の常陸介。過去助動詞「き」自己の体験的過去を表す。

4 【家の子にて見たてまつりしに】わたしが大将殿の家来として少将の幼いころから拝見してきた、意。

5 【いと警策に仕うまつらまほしと】若君の少将がたいそうすぐれた人柄なのでお仕えしたいと、の意。

6? 【遥かなる所にうち続きて過ぐしはべるとしごろ】陸奥国、常陸国の国守を歴任。

7 【うひうひしくおぼえはべりて】『集成』は「〔お目通りも〕身につかぬ気恥ずかしいことに思われまして」と訳す。


東屋．１．５．１７

■　返かへす返がへす、仰おほせの事ことたてまつらむ1はやすきことなれど、月つきごろの御心違みこころたがへたるやうに2、この人ひと、思おもひたまへむこと3をなむ、思おもうたまへ憚はばかりはべる」

◇　返し返すも、仰せの通り差し上げますことはたやすいことですが、今までのお考えに背いたように、わが妻が、思いますことが、気がかりに存じられるのです」


1 【仰せの事たてまつらむ】左近少将のおっしゃるとおり娘を差し上げる。

2 【月ごろの御心違へたるやうに】「御心」は左近少将の気持ち。主語は常陸介。『集成』は「今までのお気持を妨げでもしたかのように。少将の本意はやはり浮舟であるのに、常陸の介が妨害したかのように、の意」と注す。

3 【この人思ひたまへむこと】大島本は「この人」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「この人の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「この人」とする。妻の北の方が存じますこと。「たまふ」は謙譲の補助動詞。


東屋．１．５．１８

■　と、いとこまやかに言いふ。

◇　と、たいそうこまごまと言う。

第六段　仲人、左近少将を絶賛す

東屋．１．６．１

■　よろしげなめりと、うれしく思おもふ。

◇　うまく行きそうだと、嬉しく思う。

東屋．１．６．２

■　「何なにかと思おぼし憚はばかるべき1ことにもはべらず。

◇　「何やかやと気づかいなさることはございません。

■　かの御心みこころざしは、ただ一所ひとところの御許おほむゆるし2はべらむを願ねがひ思おぼして、

◇　あの方のお気持ちは、ただあなたお一方のお許しがございますことを願っておいでで、

■　『いはけなく3年足としたらぬほどにおはすとも、真実しんじちのやむごとなく思おもひおきてたまへらむをこそ、本意叶ほいかなふにはせめ。

◇　『子供っぽくまだ幼くいらっしゃっても、実の娘で大切に思っていらっしゃる娘こそが、希望に叶うように思うのです。

■　もはらさやうのほとりばみたらむ振ふる舞まひ4すべきにもあらず』

◇　まったくあのような回りの話には乗るべきでない』

■　と、なむのたまひつる。

◇　と、おっしゃいました。


1 【何かと思し憚るべき】以下「とり申すなり」まで、仲人の詞。

2 【ただ一所の御許し】常陸介の許可。

3 【いはけなく】以下「すべきにもあらず」まで、少将の詞を引用。

4 【もはらさやうのほとりばみたらむ振る舞ひ】『集成』は「絶対に、そんな肝心の方（主人の常陸の介）のご存じないような振舞をすべきではない。「ほとりばむ」は、ここでは、北の方などまわりの者たちだけの結婚話に乗ること。「ほとり」は周辺の意」。『完訳』は「まったくもって、そうしたさき様の顔色をうかがってうろうろするようなまねはしたくないのだ」と注す。


東屋．１．６．３

■　人柄ひとがらはいとやむごとなく1、おぼえ心こころにくくおはする君きみなりけり。

◇　人柄はたいそう立派で、評判は大した方でいらっしゃる公達です。

■　若わかき君達きむだちとて、好すき好ずきしくあてびてもおはしまさず、世よのありさまもいとよく知しりたまへり。

◇　若い公達といっても、好色がましく上品ぶっていらっしゃらず、世間の実情もよくご存知でいらっしゃいます。

■　領りゃうじたまふ所々2ところどころもいと多おほくはべりP6。

◇　所有するご荘園もたいそうたくさんあります。

■　まだころP7の御徳おほむとくなきやうなれど3、おのづからやむごとなき人ひとの御おほむけはひのありげなるやう4、直人なほびとの限かぎりなき富とみといふめる勢いきほひには、まさりたまへり。

◇　今はまだ大したご威勢でないようですが、自然と高貴な人の雰囲気が備わっているように、普通の人の莫大な財産というような威勢には、まさっていらっしゃいます。

■　来年らいねん、四位しゐになりたまひなむ。

◇　来年は、四位におなりになろう。

■　こたみの頭とうは5疑うたがひなく、帝みかどの御口おほむくちづからP8ごてたまへるなり。

◇　今度の蔵人頭への任官は疑いなく、帝が直におっしゃったものです。


P6 はべり--侍つる（つる/＃り）

P7 まだころ--またこの（この/＃）ころ

P8 御口づから--御くちつ（つ/+か〈朱〉）ら

1 【人柄はいとやむごとなく】以下、左近少将の人柄をいう。

2 【領じたまふ所々】所領の荘園。

3 【まだころの御徳なきやうなれど】『集成』は「まだ今のところ、お金まわりもぱっとなさらないようですが」。『完訳』は「まだ現在はたいした威勢でないが、将来は大人物になろう、の意」と注す。

4 【ありげなるやう】大島本は「ありけなるやう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありけるやう」と「な」を削除する。『新大系』は底本のまま「ありげなるやう」とする。

5 【頭は】蔵人頭。『完訳』は「蔵人頭への昇進。蔵人頭には熱意ある四位の者が選ばれ、上達部昇進の道も開ける。容易ならざる昇進。「帝の御口づから」ともあり、仲人口の出まかせの発言」と注す。


東屋．１．６．４

■　『よろづのこと1足たらひてめやすき朝臣あそむの、妻めをなむ定さだめざなる。

◇　『何事にわたって申し分なく結構な朝臣が、妻を持っていないという。

■　はやさるべき人選ひとえりて、後見うしろみをまうけよ。

◇　早く適当な人を選んで、後見人を設けなさい。

■　上達部かむだちめには、我われしあれば、今日明日けふあすといふばかりになし上あげてむ』

◇　上達部には、わたしがいるので、今日明日にでもして上げよう』

■　とこそ仰おほせらるなれ2。

◇　と仰せになったと言います。

■　何事なにごとも、ただこの君きみぞ、帝みかどにも親したしく仕つかうまつりたまふなる。

◇　どのような事も、ただこの君は、帝にも親しくお仕え申し上げていらっしゃると言います。


1 【よろづのこと】以下「なし上げてむ」まで、帝の詞として引用。

2 【仰せらるなれ】主語は帝。「なれ」は伝聞推定の助動詞。


東屋．１．６．５

■　御心みこころはた、いみじう警策きゃうざくに、重々おもおもしくなむおはしますめる。

◇　お考えはまた、たいそう立派で、重々しくいらっしゃるようです。

■　あたら人ひとの御婿おほむむこを。

◇　もったいなくも立派な婿殿よ。

■　かう聞ききたまふほどに1、思おもほし立たちなむこそよからめ。

◇　このようにお聞きになるうちに、ご決心なさるのがよいことでしょう。

■　かの殿とのには2、我われも我われも婿むこにとりたてまつらむと、所々ところどころに3はべるなれば、ここにしぶしぶなる御おほむけはひあらば、他ほかざまにも思おぼしなりなむ。

◇　あの殿には、われもわれもと婿にお迎え申したいと、あちこちに話がございますので、こちらで渋っているご様子があったら、他のところにお決まりになりましょう。

■　これ、ただうしろやすきことをとり申まうすなり4」

◇　わたしは、ただ安心な縁談を申し上げるだけです」


1 【かう聞きたまふほどに】主語はあなた常陸介。結婚の申し込みを聞く。

2 【かの殿には】左近少将をさす。

3 【所々に】大島本は「所／＼に」とある。『完本』は諸本に従って「所どころ」と「に」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「所々に」とする。

4 【これただうしろやすきことをとり申すなり】『完訳』は「私はただ、ご安心のいくご縁談をと、お取り持ち申しているだけです」と訳す。


東屋．１．６．６

■　と、いと多おほく、よげに言いひ続つづくるに、いとあさましく鄙ひなびたる守かみにて、うち笑ゑみつつ聞ききゐたり。

◇　と、たいそう言葉多く、うまそうに言い続けるので、まことにあきれるほど田舎人めいた介なので、にっこりして聞いていた。

第七段　左近少将、浮舟から常陸介の実娘にのり換える

東屋．１．７．１

■　「このころの御徳おほむとくなど1の心こころもとなからむことは、なのたまひそ。

◇　「ただ今のご収入などが少ないことなどは、おっしゃいますな。

■　なにがし命いのちはべらむほどは、頂いただきに捧ささげたてまつりてむ2。

◇　わたしが生きている間は、頭上にも戴き申し上げよう。

■　心こころもとなく、何なにを飽あかぬとか思おぼすべき。

◇　気がかりに、何を不足とお思いになることがあろう。

■　たとひあへずして仕つかうまつりさしつとも、残のこりの宝物たからもの、領りゃうじはべる所々ところどころ、一ひとつにてもまた取とり争あらそふべき人ひとなし3。

◇　たとい寿命が尽きて中途でお仕えすることができなくなってしまったとしても、遺産の財宝や、所有していている領地など、一つとして他に争う者はいません。


1 【このころの御徳など】以下「ことにやとも知らず」まで、常陸介の詞。「御徳」は少将の収入。そのため「御」がつく。

2 【頂に捧げたてまつりてむ】大島本は「いたゝきに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「頂にも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「頂に」とする。

3 【一つにてもまた取り争ふべき人なし】遺産をすべてこの娘に贈るという趣旨。


東屋．１．７．２

■　子こども多おほくはべれど、これはさま異ことに思おもひそめたる者ものにはべり。

◇　子供は多くいますが、この娘は特別にかわいがっていた者でございます。

■　ただ真心まごころに思おぼし顧かへりみさせたまはば1、大臣だいじんの位くらゐを求もとめむと思おぼし願ねがひて、世よになき宝物たからものをも尽つくさむとしたまはむに2、なきものはべるまじ3。

◇　ただ誠意をもってお情けをかけてくださいましたら、大臣の地位を手に入れようとお考えになって、世にない財宝を使い尽くそうとなさっても、無い物はございません。


1 【ただ真心に思し顧みさせたまはば】『集成』は「少将に対して「おぼしかへりみ」「させたまはば」という最高に重い敬語を用いる親心」と注す。

2 【大臣の位を求めむと思し願ひて世になき宝物をも尽くさむとしたまはむに】左近少将が贖労によって大臣の地位を獲得する意。

3 【なきものはべるまじ】常陸介は何でも調達する意。


東屋．１．７．３

■　当時たうじの帝みかど、しか恵めぐみ申まうしたまふなれば、御後見おほむうしろみは心こころもとなかるまじ。

◇　今上の帝が、あのように引き立てなさるというのであれば、ご後見は不安なことはあるまい。

■　これ、かの御おほむためにも1、なにがしが女めの童わらはのためにも、幸さいはひとあるべきことにやとも知しらず」

◇　この縁談は、あの方のためにも、わたしの娘のためにも、幸福なことになるかも知れません」


1 【かの御ためにも】大島本は「かの御ためにも」とある。『完本』は諸本に従って「かの御ためも」と「に」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「かの御ためにも」とする。


東屋．１．７．４

■　と、よろしげに言いふ時ときに、いとうれしくなりて、妹いもうとにも1かかることありとも語かたらず、あなた2にも寄よりつかで、守かみの言いひつることを、

◇　と、結構なように言うときに、実に嬉しくなって、仲人の妹にもこのような話があったとは話さず、あちらにも寄りつかないで、常陸介の言ったことを、

■　「いともいともよげにめでたし」

◇　「まことにたいそう結構な話だ」

■　と思おもひて聞きこゆれば3、君きみ、

◇　と思って申し上げるので、少将の君は、

■　「すこし鄙ひなびてぞある」

◇　「少し田舎者めいている」

■　とは聞ききたまへど4、憎にくからず、うち笑ゑみて聞ききゐたまへり。

◇　とお聞きになったが、憎くは思わず、ほほ笑んで聞いていらっしゃった。

■　大臣だいじんにならむ贖労ぞくらうを5取とらむなどぞ、あまりおどろおどろしきことと、耳みみとどまりける6。

◇　大臣になるための物資を調達するなどと、あまりに大げさなことだと、耳が止まるのだった。


1 【妹にも】仲人の妹。浮舟付きの女房。

2 【あなた】浮舟の母北の方のもと。

3 【聞こゆれば】仲人が左近少将に。

4 【すこし鄙びてぞあるとは聞きたまへど】左近少将は常陸介を少し田舎じみた人だと聞いていたが、の意。「たまふ」は少将に対す敬語。

5 【大臣にならむ贖労を】「贖労」は財物を納めて官職を得ること。

6 【耳とどまりける】大島本は「とゝまり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とまり」と「ゝ」を削除する。『新大系』は底本のまま「とどまり」とする。


東屋．１．７．５

■　「さて、かの1北きたの方かたには、かくとものしつや。

◇　「ところで、あの北の方には、このようになったとを伝えましたか。

■　心こころざしことに思おもひ始はじめたまへらむに、ひき違たがへたらむ、ひがひがしくねぢけたるやうにとりなす人ひともあらむ。

◇　格別熱心に思い始めなさったので、変えたりするのは、間違った筋の通らないことのように取り沙汰する人もいるだろう。

■　いさや」

◇　どんなものかしら」


1 【さてかの】以下「いさや」まで、少将の詞。


東屋．１．７．６

■　と思おぼしたゆたひたるを、

◇　と躊躇なさっているのを、

東屋．１．７．７

■　「何なにか。

◇　「どうしてそのようなことがありましょうか。

■　北きたの方かたも1、かの姫君ひめぎみをば2、いとやむごとなきものに思おもひかしづきたてまつりたまふなりけり3。

◇　北の方も、あの姫君を、たいそう大切にお世話申し上げていらっしゃるのです。

■　ただ中なかのこのかみにて、年としも大人おとなびたまふを4、心苦こころぐるしきことに思おもひて、そなたにとおもむけて申まうされけるなりけり」

◇　ただ、姉妹の中で最年長で、年齢も成人していらっしゃるのを、気の毒に思って、結婚をと考えて申されるのです」


1 【何か北の方も】以下「申されけるなりけり」まで、仲人の詞。

2 【かの姫君をば】二番目の娘。常陸介との間にできた娘。浮舟の異父妹。

3 【たまふなりけり】大島本は「なりけり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なり」と「けり」を削除する。『新大系』は底本のまま「なりけり」とする。

4 【ただ中のこのかみにて年も大人びたまふを】浮舟をさしていう。娘たちの中で最年長。二十歳ほど。


東屋．１．７．８

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　「月つきごろは1、またなく世よの常つねならずかしづくと言いひつるものの、うちつけにかく言いふもいかならむと思おもへども、なほ、一ひとわたりはつらしと思おもはれ2、人ひとにはすこし誹そしらるとも、長ながらへて頼たのもしき事ことをこそ」

◇　「今までは、並々ならず大切にお世話していると言ったものの、急にこのように言うのもどんなものかしらと思うが、やはり、一度はつらいと恨まれ、人からも少しは非難されようとも、長い目で見れば頼りになることこそ大切だ」

■　と、いとまたくかしこき君きみにて3、思おもひ取とりてければ、日ひをだにとり替かへで、契ちぎりし暮くれにぞ、おはし始はじめける。

◇　と、実に抜け目ないしっかりした方なので、決心してしまったので、その日まで変えずに、約束した夕方に、お通い始めなさったのだった。


1 【月ごろは】以下「頼もしき事をこそ」まで、少将の心中。

2 【つらしと思はれ】北の方から少将が恨まれる。

3 【いとまたくかしこき君にて】『完訳』は「実に抜け目のない、しっかり者。語り手の揶揄。挿入句的辞句」と注す。


第八段　浮舟の縁談、破綻す

東屋．１．８．１

■　北きたの方かたは、人知ひとしれずいそぎ立たちて、人ひとびとの装束さうぞくせさせ、しつらひなどよしよししうしたまふ。

◇　北の方は、誰にも知られず準備して、女房たちの衣装を新調させ、飾りつけなど風流になさる。

■　御方おほむかたをも、頭洗かしらあらはせ、取とりつくろひて見みるに、少将せうしゃうなどいふほどの人ひとに見みせむも、惜をしくあたらしきさまを、

◇　御方にも、髪を洗わせ、身繕いさせて見ると、少将などという程度の人に結婚させるのも、惜しくもったいないようなのを、

東屋．１．８．２

■　「あはれや1。

◇　「お気の毒に。

■　親おやに知しられたてまつりて生おひ立たちたまはましかば、おはせずなりにたれども、大将殿だいしゃうどののたまふらむさまに2、おほけなくとも、などかは思おもひ立たたざらまし。

◇　父親に認知していただいてお育ちになったならば、お亡くなりになったとしても、大将殿がおっしゃるようにも、分不相応だが、どうして思い立たないことがあろうか。

■　されど、うちうちにこそかく思おもへ、他ほかの音聞おとぎきは、守かみの子ことも思おもひ分わかず3、また、実じちを尋たづね知しらむ人ひとも、なかなか落おとしめ思おもひぬべきこそ悲かなしけれ4」

◇　けれども、内心ではこう思っても、世間の評判では、常陸介の娘と区別せずに、また、真実を知った人でも、かえって認知してもらえなかったゆえに見下すであろうことが悲しい」


1 【あはれや】以下「こそ悲しけれ」まで、北の方の心中。

2 【のたまふらむさまに】大島本は「さまに」とある。『完本』は諸本に従って「さまにも」と「も」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「さまに」とする。

3 【他の音聞きは守の子とも思ひ分かず】世間の評判では浮舟を常陸介の子と区別しない。すなわち受領の子と同じ。

4 【また実を尋ね知らむ人もなかなか落としめ思ひぬべきこそ悲しけれ】また一方で、八宮の子であることを知っている人も宮の子として認知されない子として卑しめるのが悲しい。


東屋．１．８．３

■　など、思おもひ続つづく。

◇　などと、思い続ける。

東屋．１．８．４

■　「いかがはせむ1。

◇　「どうしたらよかろう。

■　盛さかり過すぎたまはむもあいなし。

◇　女盛りをお過ぎになるのもつまらない。

■　卑いやしからず、めやすきほどの人ひとの、かくねむごろにのたまふめるを」

◇　身分の低くない、無難な人が、このように熱心に求婚なさっているようだから」


1 【いかがはせむ】以下「のたまふめるを」まで、北の方の心中。


東屋．１．８．５

■　など、心一こころひとつに思おもひ定さだむるも、媒なかだちのかく言ことよくP9いみじきに、女をむなはましてすかされたるにやあらむ1。

◇　などと、自分の考え一つで決めてしまうのも、仲人のこのような言葉巧みに大変なものだから、女はそれ以上にだまされたのだろうか。

■　明日明後日あすあさてと思おもへば2、心こころあわたたしくいそがしきに、こなたにも3心こころのどかに居ゐられたらず、そそめきありくに、守外かみとより入いり来きて、ながながと、とどこほるところもなく言いひ続つづけて4、

◇　婚儀が明日明後日と思うと、心が落ち着かず気がせくので、こちらでものんびりとしていられず、そわそわと歩いていると、常陸介が外から入って来て、長々と、つかえるところもなく話し続けて、


P9 かく言よく--かくこそ（そ/＄と〈朱〉）よく

1 【媒のかく言よくいみじきに女はましてすかされたるにやあらむ】『湖月抄』は「草子地也」。『完訳』は「以下、語り手の評言」と注す。

2 【明日明後日と思へば】『完訳』は「中将の君の心に即した行文」と注す。

3 【こなたにも】浮舟の部屋。

4 【ながながととどこほるところもなく言ひ続けて】『集成』は「仲人の話したことをそのまま伝える体」。『完訳』は「仲人の言う話を一方的に語る」と注す。


東屋．１．８．６

■　「我われを思おもひ隔へだてて1、吾子あこの御懸想人おほむけさうびとを奪うばはむとしたまひける2、おほけなく心幼こころをさなきこと。

◇　「わたしを分け隔てして、わたしの実の娘のお婿殿を横取りしようとなさったのが、分不相応なあさはかなことだ。

■　めでたからむ御娘みむすめをば3、要えうぜさせたまふ君達きみたちあらじ。

◇　立派そうなあなたの娘を、お求あそばす公達はいらっしゃるまい。

■　卑いやしく異ことやうならむなにがしらが女子をむなごをぞ4、いやしうも5尋たづねのたまふめれ。

◇　身分低くみっともないわたくしめの娘を、かりそめにも求婚なさるようだ。

■　かしこく思おもひ企くはだてられけれど、もはら本意ほいなしとて6、他ほかざまへ思おもひなりたまふべかなれば7、同おなじくはと思おもひてなむ、さらば御心みこころ、と許ゆるし申まうしつる」

◇　結構に計画立てられたが、全然その気がないと、他家の婿になろうとお考えになってしまうようなので、同じことならと思って、それでは実娘を、とお許し申したのです」


1 【我を思ひ隔てて】以下「御心と許し申しつる」まで、常陸介の詞。

2 【吾子の御懸想人を奪はむとしたまひける】大島本は「ける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「けるが」と「が」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ける」とする。私の実の娘の求婚者を横取りする、意。

3 【めでたからむ御娘をば】浮舟をさす。皮肉な物言い。

4 【卑しく異やうならむなにがしらが女子をぞ】浮舟が八宮という皇族の血を引くのに対して、常陸介の娘は受領の子。

5 【いやしうも】漢文訓読語「苟も」の音便形。男性の物言い。

6 【もはら本意なしとて】漢文訓読語「専ら」。男性の物言い。

7 【思ひなりたまふべかなれば】大島本は「おもひなり給へかなれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひなりたまひぬべかなれば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思ひなり給べかなれば」とする。


東屋．１．８．７

■　など、あやしく奥あうなく、人ひとの思おもはむところも知しらぬ人ひとにて、言いひ散ちらしゐたり。

◇　などと、妙に無頓着で、相手の気持ちも考えない人で、言いまくっていた。

東屋．１．８．８

■　北きたの方かた、あきれて物ものも言いはれで、とばかり思おもふに、心憂こころうさP10をかき連つらね、涙なみだも落おちぬばかり思おもひ続つづけられて、やをら立たちぬ。

◇　北の方は、驚きあきれて何も言うことができないで、しばらく思い沈んでいたが、つらさが次から次へと浮かんで来て、涙もこぼれ落ちそうに思い続けて、そっと立った。


P10 心憂さ--世中の（世中の/＄）心うさ


第二章　浮舟の物語　京に上り、匂宮夫妻と左近少将を見比べる

第一段　浮舟の母と乳母の嘆き

東屋．２．１．１

■　こなたに渡わたりて見みるに、いとらうたげにをかしげにて居ゐたまへるP11に、

◇　こちらに来てみると、たいそうかわいらしい様子で座っていらっしゃるので、

■　「さりとも、人ひとには劣おとりたまはじ」

◇　「不縁になったとはいっても、誰にもお負けになるまい」

■　とは思おもひ慰なぐさむ。

◇　と気持ちを慰める。

■　乳母めのと二人とふたり、

◇　乳母と二人で、


P11 たまへる--給つ（つ/＄へ）るに


東屋．２．１．２

■　「心憂こころうきものは2人ひとの心こころなりけり。

◇　「いやなものは人の心ですこと。

■　おのれは3、同おなじごとP12思おもひ扱あつかふとも、この君きみのゆかりと思おもはむ人ひとのためには4、命いのちをも譲ゆづりつべくこそ思おもへ、親おやなしと聞ききあなづりて、まだ幼をさなくなりあはぬ人ひとを、さし越こえて5、かくは言いひなるP13べしや。

◇　わたくしは、同じようにお世話していても、この姫君が婿殿と思うお方のためには、命に代えてもと思っても、父親がいないと聞いて馬鹿にし、まだ十分に成人していない妹を、姉をさしおいて、このように言うものでしょうか。


P12 同じごと--おなし事（事/＃こと）

P13 言ひなる--いひなす（す/＄る）

1? 【こなたにわたりて見るに】北の方が浮舟の部屋に。

2 【心憂きものは】以下「ありにしがな」まで、北の方の詞。

3 【おのれは】一人称。卑下して言うニュアンス。

4 【この君のゆかりと思はむ人のためには】浮舟の婿のためには、の意。

5 【さし越えて】浮舟を差し置いて、の意。


東屋．２．１．３

■　かく心憂こころうく、近ちかきあたりに1見みじ聞きかじと思おもひぬれど、守かみのかくおもだたしきことに思おもひて、受うけ取とり騒さわぐめれば、あひあひにたる世よの人ひとのありさまを2、すべてかかることに口入くちいれじと思おもふ。

◇　こんなに情けない、同じ家の中で見まい聞くまいと思っていたが、介がこのように面目がましいことと思って、承知して騒いでいるようなので、どちらもお似合いの様子なので、いっさいこの話には口を入れまいと思います。

■　いかでここならぬ所ところに、しばしありにしがな」

◇　何とかここではない所で、しばらく暮らしたいものだ」


1 【近きあたりに】同じ家の中で。

2 【あひあひにたる世の人のありさまを】『集成』は「どちらもお似合いの当節の人のしそうなことだし」。「完訳』は「介も少将もお似合いの、当節の人のしそうなことだから」と訳す。


東屋．２．１．４

■　とうち嘆なげきつつ言いふ1。

◇　と泣きながら言う。

■　乳母めのともいと腹立はらだたしく、

◇　乳母もひどく腹が立って、

■　「わが君きみを2かく落おとしむること」

◇　「自分の主人をこのように見下していること」

■　と思おもふに、

◇　と思うと、


1 【とうち嘆きつつ言ふ】大島本は「うちなけきつゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「泣きつつ」と「け」を削除する。『新大系』は底本のまま「嘆きつつ」とする。

2 【わが君を】浮舟をさす。


東屋．２．１．５

■　「何なにか、これも御幸おほむさいはひにて1違たがふこととも知しらず。

◇　「なあに、これもご幸運なことで破談になったのかも知れません。

■　かく心口惜こころくちをしくいましける君きみなれば2、あたら御おほむさまをも見知みしらざらまし。

◇　あのように情けない方でいらっしゃるのだから、もったいない姫君の美しいご様子をご存知ないのでしょう。

■　わが君きみをば3、心こころばせあり、もの思おもひ知しりたらむ人ひとにこそ、見みせたてまつらまほしけれ。

◇　大事な姫君は、思慮もあり、道理の分かる方にこそ、差し上げたいものです。


1 【何かこれも御幸ひにて】以下「思し寄りねかし」まで、乳母の詞。浮舟の破談も幸運ゆえかもしれない、と強がりを言う。

2 【君なれば】左近少将をさす。

3 【わが君をば】浮舟をさす。


東屋．２．１．６

■　大将殿だいしゃうどのの御おほむさま容貌かたちの、ほのかに見みたてまつりしに1、さも命延いのちのぶる心地ここちのしはべりしかな。

◇　大将殿のお姿や器量を、ちらっと拝見しましたが、ほんとうに寿命が延びるような気持ちしましたね。

■　あはれにはた聞きこえたまふなり2。

◇　嬉しいことにお世話申し上げたいとおっしゃっています。

■　御宿世おほむすくせにまかせて、思おぼし寄よりねかし」

◇　ご運勢にまかせて、そのようにお決めなさいまし」


1 【大将殿の御さま容貌のほのかに見たてまつりしに】薫。『完訳』は「かねて交際をと願う薫に想到。乳母は宇治の山荘で宿り合せた折、薫をかいま見たか」と注す。

2 【あはれにはた聞こえたまふなり】『集成』は「それに、心から世話したいと仰せだとのことではありまんか」。『完訳』は「それにまた、こちらに深いおぼしめしがおありとの由です」と訳す。「なり」伝聞推定の助動詞。


東屋．２．１．７

■　と言いへば、

◇　と言うと、

東屋．２．１．８

■　「あな、恐おそろしや1。

◇　「まあ、恐ろしいこと。

■　人ひとの言いふを聞きけば2、年としごろ、おぼろけならむ人ひとをば見みじと3のたまひて、右みぎの大殿4おほとの、按察使大納言5あぜちのだいなごん、式部卿宮しきぶきゃうのみやなどの6、いとねむごろにほのめかしたまひけれど7、聞きき過すぐして、帝みかどの御おほむかしづき女むすめを8得えたまへる君きみは、いかばかりP14の人ひとかまめやかには思おぼさむ。

◇　人の言うことを聞くと、長年、並大抵の女とは結婚しまいとおっしゃって、右の大殿や按察使大納言、式部卿宮などが、とても熱心にお申し込みなさったが、聞き流して、帝が大切にしている姫宮を得なさった君は、どれほどの人を熱心にお思いになりましょうか。


P14 いかばかり--いかは（は/+か）り

1 【あな恐ろしや】以下「たてまつらむ」まで、北の方の詞。

2 【人の言ふを聞けば】世間の人の噂。

3 【おぼろけならむ人をば見じと】薫の結婚観。『集成』は「長年、並々の人とは結婚する気はないとおっしゃって。薫が、出生の秘密や大君への執心から、権門との結婚を避けてきたことが、外部にはこう受け取られていたのである」と注す。

4 【右の大殿】霧をさす。「宿木」巻に六の君との結婚話が語られていた。

5 【按察使大納言】紅梅の大納言。故柏木の弟。「竹河」巻に薫を婿にと願っていた。

6 【式部卿宮などの】初出の人。蜻蛉の宮と呼称される。桐壺帝の皇子。薫の叔父に当たる人。

7 【ほのめかしたまひけれど】薫の縁談を申し込んだ。

8 【帝の御かしづき女を】今上帝の女二宮との結婚。「宿木」巻に語られている。


東屋．２．１．９

■　かの母宮ははみやなどの御方おほむかたにあらせて、時々ときどきも見みむとは思おぼしもしなむ2、それはた、げにめでたき御おほむあたりなれども3、いと胸痛むねいたかるべきことなり4。

◇　あの母宮などのお側におかせて、時々は会おうとはお思いになろうが、それもまた、なるほど結構なお所ですが、とても胸の痛いことです。

■　宮みやの上うへの5、かく幸さいはひ人びと申とまうすなれど、もの思おもはしげに思おぼしたるを見みれば6、いかにもいかにも、二心ふたごころなからむ人ひとのみこそ、めやすく頼たのもしきことにはあらめ。

◇　宮の上が、このように幸い人と申し上げるようだが、物思いがちにいらっしゃるのを見ると、いかにもいかにも、二心のない人だけが、安心で信頼できることでしょう。

■　わが身みにても知しりにき7。

◇　自分の体験でも分かりました。


1? 【いかばかりの--思さむ】反語表現。

2 【かの母宮などの御方にあらせて時々も見むとは思しもしなむ】薫の母女三宮のもとに浮舟をおいて、召人のように扱う。

3 【それはたげにめでたき御あたりなれども】召人として仕えるのも結構な勤め先だが。

4 【胸痛かるべきことなり】『集成』は「とても気の揉めることでしょう。女房扱いの、かりそめの相手ではたまらない、と言う」と注す。

5 【宮の上の】中君。浮舟の異母姉。

6 【もの思はしげに思したるを見れば】『完訳』は「中の君の、正妻ならざる嘆き。匂宮と六の君の結婚以来の苦悩」と注す。

7 【わが身にても知りにき】北の方の体験。『完訳』は「以下、貴人八の宮の愛人として辛酸をなめた自らの体験による」と注す。


東屋．２．１．１０

■　故宮こみやP15の御おほむありさまは1、いと情なさけ情なさけしく、めでたくをかしくおはせしかど、人数ひとかずにも思おぼさざりしかば2、いかばかりかは心憂こころうくつらかりし。

◇　故宮のご様子は、とても情愛があって、素晴らしく好感が持てるお方でしたが、人並みにもお思いくださらなかったので、どんなにかつらい思いをしたことか。

■　このいと言いふかひなく3、情なさけなく、さま悪あしき人ひとなれど、ひたおもむきに二心ふたごころなきを見みれば、心こころやすくて年としごろをも過すぐしつるなり。

◇　この介はまことに取るに足らない、情けない、不恰好な人ですが、一途で二心のないのを見ると、気を揉むこともなく何年も過ごしてきたのです。


P15 故宮--この（の/＃）宮

1 【故宮の御ありさまは】故八宮の人柄。

2 【人数にも思さざりしかば】『集成』は「（私を）人並みには思って下さらなかったから。女房として、一段下に見下していられたから」と注す。

3 【このいと言ふかひなく】現在の夫常陸介をいう。


東屋．２．１．１１

■　をりふしの心こころばへの、かやうに愛敬あいぎゃうなく用意よういなきことこそ憎にくけれ1、嘆なげかしく恨うらめしきこともなく、かたみにうちいさかひても、心こころにあはぬことをばあきらめつ。

◇　折々の仕打ちが、あのように癪な思いやりのないのが憎らしいが、嘆かわしく恨めしいこともなく、お互いに言い合っても、納得できないことははっきりさせました。

■　上達部かむだちめ、親王みこたちにて、みやびかに心恥こころはづかしき人ひとの御おほむあたりといふとも、わが数かずならでは甲斐かひあらじ。

◇　上達部や、親王方で、優雅で心恥ずかしい方の所といっても、わたしのように一人前でない身分では詮のないことでしょう。


1 【こそ憎けれ】係結びの法則、逆接用法。


東屋．２．１．１２

■　よろづのこと、わが身みからなりけりと思おもへば1、よろづに悲かなしうこそ見みたてまつれP16,2。

◇　万事が、わが身分からであった思うと、何もかも悲しく拝見される。

■　いかにして、人笑ひとわらへならずしたてたてまつらむ」

◇　何とかして、物笑いにならないようにして差し上げよう」


P16 見たてまつれ--みたてまつれと（と/＃）

1 【よろづのことわが身からなりけりと思へば】万事こちらの身分によるのだ。『完訳』は「身分を思えば、薫の申し出も躊躇なく受ける気にはならない、と言う」と注す。

2 【見たてまつれ】大島本は「みたてまつれと（と＃）」とある。すなわち「と」をミセケチにする。『完本』は諸本と底本の訂正以前本文に従って「見たてまつれど」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「見たてまつれ」とする。


東屋．２．１．１３

■　と語かたらふ。

◇　と相談する。

第二段　継父常陸介、実娘の結婚の準備

東屋．２．２．１

■　守かみは急いそぎたちて、

◇　介は急いで準備して、

東屋．２．２．２

■　「女房にょうばうなど1、こなたに2めやすきあまたあなるを、このほどは、あらせたまへ3。

◇　「女房など、こちらに無難な者が大勢いるので、当座の間、回してください。

■　やがて、帳ちゃうなども4新あたらしく仕立したてられためる方かたを、事ことにはかになりにためれば、取とり渡わたし、とかく改あらたむまじ5」

◇　そのまま、帳台なども新調されたようなのをも、事情が急に変わったようなので、引っ越したり、あれこれ模様変えもしないことにしよう」


1 【女房など】以下「改むまじ」まで、常陸介の詞。

2 【こなたに】浮舟方に。

3 【このほどはあらせたまへ】『集成』は「当座の間私の方に貸して下さい」と訳す。

4 【やがて帳なども】浮舟の結婚のために新調した御帳台をそのまま妹の結婚に使う。

5 【とかく改むまじ】実娘の部屋は模様替えせず、浮舟の部屋を結婚の部屋に使う意向。


東屋．２．２．３

■　とて、西にしの方かたに来きて1、立たち居ゐ、とかくしつらひ騒さわぐ。

◇　と言って、西の対に来て、立ったり座ったりして、あれこれと準備に騒いでいる。

■　めやすきさまにさはらかに、あたりあたりあるべき限かぎりしたる所ところを、さかしらに屏風びゃうぶども持もて来きて、いぶせきまで立たて集あつめて、厨子づしにかいなどP17二階**など、あやしきまでし加くはへて、心こころをやりて急いそげば、北きたの方見苦かたみぐるしく見みれど、口入くちいれじと言いひてしかば、ただに見聞みきく。

◇　体裁のよい様子にさっぱりとさせ、あちらこちらに必要な準備をすべて整えてあるところに、利口ぶって屏風類を持って来て、狭苦しいまでに立て並べて、厨子や二階棚など、妙なまで増やして、得意になって準備するので、北の方は見苦しいと思うが、口出しすまいと言ったので、ただ見聞きしている。

■　御方おほむかたは、北面きたおもてに居ゐたり2。

◇　御方は、北面に座っていた。

◆　 
とて、 にし の かた に き て、 たち ゐ、 とかく しつらひ さわぐ。 めやすき さま に さはらかに、 あたり あたり ある べき かぎり し たる ところ を、 さかしらに びゃうぶ-ども もて き て、 いぶせき まで たて あつめ て、 づし にかい など、 あやしき まで し くはへ て、 こころ を やり て いそげ ば、 きたのかた みぐるしく みれ ど、 くち いれ じ と いひ て しか ば、 ただ に み きく。 おほむ-かた は、 きたおもて に ゐ たり。


P17 厨子--（/+つし〈朱〉）

1 【西の方に来て】浮舟の部屋に常陸介が来て。

2 【御方は北面に居たり】浮舟は西の対の南北に仕切った北側の部屋にいた。


東屋．２．２．４

■　「人ひとの御心みこころは1、見知みしり果はてぬ。

◇　「あなたのお気持ちは、すっかり分かりました。

■　ただ同おなじ子こなれば、さりとも、いとかくは思おもひ放はなちたまはじとこそ思おもひつれ。

◇　全く同じ娘なのだから、そうは言っても、まるでこんなには放っておかれまいと思っていました。

■　さはれ、世よに母ははなき子こは、なくやはある2」

◇　まあよい、世間に母親のない子は、いないのだから」


1 【人の御心は】以下「なくやはある」まで、常陸介の詞。「人の御心」とは北の方の気持ちをさす。

2 【さはれ世に母なき子はなくやはある】大島本は「さはれ」とある。『完本』は諸本に従って「されば」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「さはれ」とする。反語表現。『完訳』は「世間には母のない子もいる。母親に顧みられずともと居直る」と注す。


東屋．２．２．５

■　とて、娘むすめを1、昼ひるより乳母めのと2二人とふたり、撫なでつくろひ立たてたれば、憎にくげにもあらず、十五じふご、六ろくのほどにて3、いと小ちひさやかにふくらかなる人ひとの、髪かみうつくしげにて4小袿こうちきのほどなり、裾すそいとふさやかなり。

◇　と言って、娘を、昼から乳母と二人で、念入りに装い立てたので、憎らしいところもなく、十五、六歳の年齢で、たいそう小柄でふっくらとした人で、髪は美しく小袿の長さで、裾はとてもふさやかである。

■　これを5いとめでたしと思おもひて、撫なでつくろふ。

◇　この娘を実に素晴らしいと思って、念入りに装っている。


1 【娘を】常陸介の娘。

2 【乳母と】浮舟の異父妹の乳母。乳母は子それぞれに付く。

3 【十五六のほどにて】浮舟の異父妹の年齢。当時としては結婚に早すぎる年齢ではない。

4 【いと小さやかにふくらかなる人の髪うつくしげにて】小柄でふっくらして髪は長く豊富、当時の美人の条件をかなえている。

5 【これを】この娘を。常陸介の実娘。


東屋．２．２．６

■　「何なにか、人ひとの異ことざまに1思おもひ構かまへられける人ひとをしも、と2思おもへど、人柄ひとがらのあたらしく、警策けうざくに3ものしたまふ君きみなれば、我われも我われもと、婿むこに取とらまほしくする人ひとの多おほかなるに、取とられなむも口惜くちをしくてなむ」

◇　「何も、北の方があちらにと思っていた人をよりによって横取りしなくても、と思うが、少将の人柄がもったいなく、すぐれていらっしゃる公達なので、われもわれもと、婿に迎えたい人が多いらしいので、人に取られるのも残念である」


1 【何か人の異ざまに】以下「口惜しくてなむ」まで、常陸介の詞。「人」は北の方、「人の異ざまに」は浮舟のために、の意。

2 【思ひ構へられける人をしもと】左近少将をさす。「しも」副助詞、よりによって、こともあろうに--、というニュアンスを添える。

3 【人柄のあたらしく警策に】左近少将の人柄。格別に優れた人物である、という。


東屋．２．２．７

■　と、かの仲人なかうどP18にはかられて言いふもいとをこなり1。

◇　と、あの仲人にだまされて言うのもほんとうに愚かである。

■　男君をとこぎみも2、

◇　男君も、

■　「このほどのいかめしく思おもふやうなること」

◇　「今般の待遇が豪勢で申し分ないこと」

■　と、よろづの罪つみあるまじう思おもひて3、その夜よも替かへず4来きそめぬ。

◇　と、何の支障もないように思って、その夜も改めず通い始めた。


P18 仲人--中ひと（ひと/＃人）

1 【かの仲人にはかられて言ふもいとをこなり】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の評言」と注す。

2 【男君も】左近少将。

3 【よろづの罪あるまじう思ひて】何の支障もないように思って。

4 【その夜も替へず】浮舟と予定していた結婚の日取り時刻を変えずに。


第三段　浮舟の母、京の中君に手紙を贈る

東屋．２．３．１

■　母君ははぎみ、御方おほむかたの乳母1めのと、いとあさましく思おもふ。

◇　母君や、御方の乳母は、たいそうあきれて思う。

■　ひがひがしきやうなれば、とかく見扱みあつかふも2心こころづきなければ、宮みやの北きたの方かたの御おほむもとに3、御文おほむふみたてまつる。

◇　ひがんでいるようなので、あれこれと婿の世話をするのも気にいらないので、宮の北の方の御もとに、お手紙を差し上げる。


1 【母君御方の乳母】浮舟の母と浮舟の乳母。

2 【とかく見扱ふも】あれこれと婿君の世話をすること。

3 【宮の北の方の御もとに】中君をさす。『完訳』は「「北の方」の呼称、やや異例」と注す。「宿木」に薫の詞中に「兵部卿宮の北の方」とあったが、ここは地の文。


東屋．２．３．２

■　「そのこととはべらでは、なれなれしくやとかしこまりて、え思おもひたまふるままにも聞きこえさせぬを、つつしむべきことはべりて2、しばし所変ところかへさせむと思おもうたまふるに、いと忍しのびてさぶらひぬべき3隠かくれの方かたさぶらはば、いともいともうれしくなむ。

◇　「特別のご用事がございませんでは、ご無礼かとご遠慮申しまして、思うままにはお便り差し上げませんでしたが、慎まねばならないことがございまして、暫く場所を変えさせたいと存じていましたが、とても人目につかないでいられる所がございましたら、とてもとても嬉しく存じます。

■　数かずならぬ身一みひとつの蔭かげに隠かくれもあへず、あはれなることのみ多おほくはべる世よなれば、頼たのもしき方かたには4まづなむ」

◇　人数にも入らないわが身一つでは庇護することもできず、気の毒なことばかりが多い世の中ですので、頼りになるお方にまずお願い申し上げました」


1? 【そのことと侍らでは】以下「頼もしき方にはまづなむ」まで、北の方の手紙文。

2 【つつしむべきことはべりて】物忌みと偽って、浮舟をそちらに方違えさたい、と願う。

3 【さぶらひぬべき】大島本は「さふらひぬへき」とある。『完本』は諸本に従って「さぶらひたまひぬべき」と「たまひ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「さぶらひぬべき」とする。

4 【頼もしき方には】中君をさす。


東屋．２．３．３

■　と、うち泣なきつつ書かきたる文ふみを、あはれとは見みたまひけれど1、

◇　と、泣きながら書いた手紙を、しみじみと御覧になったが、

■　「故宮こみやの、さばかり2許ゆるしたまはでやみにし人ひとを3、我一人残われひとりのこりて、知しり語かたらはむもいとつつましく、また見苦みぐるしきさまにて世よにあぶれむも4、知しらず顔がほにて聞きかむこそ心苦こころぐるしかるべけれ。

◇　「亡き父宮が、あれほどお許しにならずに終わった人を、自分一人が生き残って、親しく世話するのもたいそう気がひけるし、またみっともない恰好で世の中に落ちぶれているのを知らない顔をしているのも、いたわしいことだろう。

■　ことなることなくてP19かたみに散ちりぼはむも5、亡なき人ひとの御おほむために見苦みぐるしかるべき6わざ」

◇　特別なこともなくて、互いに散り散りになっているようなのも、亡き父宮のためにもみっともない事だ」

■　を思おぼしわづらふ7。

◇　と思案に暮れなさる。


P19 聞かむこそ心苦しかるべけれ。ことなることなくて--（/+きかんこそ心くるしかるへけれことなる事なくて）

1 【あはれとは見たまひけれど】主語は中君。

2 【故宮のさばかり】故父八宮が。以下「見苦しかるべけきわざ」まで、中君の心中。末尾は地の文に流れる。

3 【やみにし人を】浮舟をさす。

4 【見苦しきさまにて世にあぶれむも】主語は浮舟。

5 【かたみに散りぼはむも】『集成』は「中の君自身も後見のない心細い身の上である」と注す。

6 【亡き人の御ために見苦しかるべき】故父八宮にとって不面目なこと。

7 【思しわづらふ】主語は中君。


東屋．２．３．４

■　大輔1たいふがもとにも、いと心苦こころぐるしげに言いひやりたりければ、

◇　大輔のもとにも、とても気がかりそうに書いてやったので、


1 【大輔】中君付きの女房。『完訳』は「浮舟の母とは往年の同僚女房」と注す。


東屋．２．３．５

■　「さるやうこそは1はべらめ。

◇　「何か事情がございますのでしょう。

■　人憎ひとにくくはしたなくも、なのたまはせそ。

◇　人を恨んで体裁悪く、おっしゃいますな。

■　かかる劣おとりの者ものの、人ひとの御中おほむなかに2交まじりたまふも、世よの常つねのことなり3」

◇　このような母親の卑しい人が、ご姉妹の中にいらっしゃるということも、世間にはよくあることです」


1 【さるやうこそは】以下「世の常のことなり」まで、大輔の詞。

2 【かかる劣りの者の人の御中に】『集成』は「このような母の卑しい者が、ごきょうだいのなかに」。『完訳』は「こうした母親の身分の低いご姉妹がおられるというのも」と訳す。「劣り」は母親をさす。

3 【世の常のことなり】大島本は「よのつねの事なり」とある。『完本』は諸本に従って「世の常のことなり。あまりいと情なくのたまはせしことなり」と「あまりいと情なくのたまはせしことなり」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「世の常のことなり」とする。


東屋．２．３．６

■　など聞きこえて、

◇　などと申し上げて、

東屋．２．３．７

■　「さらば、かの1西にしの方かたに、隠かくろへたる所ところし出いでて、いとむつかしげなめれど、さても過すぐいたまひつべくは、しばしのほど」

◇　「それでは、あの西の対に、人目につかない所を用意して、とてもむさ苦しいようですが、そうしてお過ごしになってはいかがですか、暫くの間を」


1 【さらばかの】以下「しばしのほど」まで、大輔の詞。浮舟の母への返事の趣旨。


東屋．２．３．８

■　と言いひつかはしつ。

◇　と言い送った。

■　いとうれしと思おもほして1、人知ひとしれず出いで立たつ。

◇　とても嬉しく思って、人に知られないようにして出発する。

■　御方おほむかたも、かの御おほむあたりをば2、睦むつびきこえまほしと思おもふ心こころなれば、なかなか、かかることどもの出いで来きたるを、うれしと思おもふ。

◇　御方も、あの方と親しく交際申したいと思う考えなので、かえって、このようなことが出て来たのを、嬉しく思う。


1 【いとうれしと思ほして】主語は浮舟の母。

2 【御方もかの御あたりをば】浮舟も中君を。


第四段　母、浮舟を匂宮邸に連れ出す

東屋．２．４．１

■　守かみ、少将せうしゃうの扱あつかひを、いかばかりめでたきことをせむと思おもふに、そのきらきらしかるべきことも知しらぬ心こころには、ただ、あららかなる東絹あづまぎぬどもを、押おしまろがして投なげ出いでつ1。

◇　常陸介は、少将の新婚のもてなしを、どんなにか立派なふうにしようと思うが、その豪華にする方法も知らないので、ただ、粗末な東絹類を、おし丸めて投げ出した。

■　食くひ物ものも、所狭ところせきまでなむ運はこび出いでてののしりける。

◇　食べ物も、あたり狭しと運び出して大騒ぎした。


1 【押しまろがして投げ出でつ】少将の下人たちへの引出物として、無造作に簾の下から投げ出した。巻絹にして与える。腰差という。


東屋．２．４．２

■　下衆げすなどは、それをいとかしこき情なさけに思おもひければ、君きみも1、

◇　下衆などは、それをたいそうありがたいお心づかいだと思ったので、君も、

■　「いとあらまほしく、心こころかしこく取とり寄よりにけり」

◇　「とても理想的な、賢明な縁組をしたものだ」

■　と思おもひけり。

◇　と思うのだった。

■　北きたの方かた、

◇　北の方は、

■　「このほどを見捨みすてて知しらざらむも2ひがみたらむ」

◇　「この間の事を見捨てて知らないふうをするのもひねくれているようだろう」

■　と思おもひ念ねんじて、ただするままにまかせて3見みゐたり。

◇　と思い堪えて、ただするままに任せて見ていた。


1 【君も】左近少将。

2 【北の方このほどを見捨てて知らざらむも】浮舟の母。『完訳』は「当座の婚儀を知らぬ顔に外出するのも片意地にすねているようだと我慢し、傍観する」と注す。

3 【ただするままにまかせて】夫の常陸介のなすままに任せて。


東屋．２．４．３

■　客人まらうとの御出居おほむでゐ、侍さぶらひと1しつらひ騒さわげば、家いへは広ひろけれど、源少納言げんせうなごん、東ひむがしの対たいには住すむ2、男子をのこごなどの多おほかるに3、所ところもなし。

◇　お客人のお座敷や、お供の部屋と準備に騒ぐので、家は広いけれど、源少納言が、東の対に住み、男の子などが多いので、場所もない。

■　この御方おほむかたに4客人住まらうとすみつきぬれば、廊らうなどほとりばみたらむに住すませたてまつらむも、飽あかずP20いとほしくおぼえて5、とかく思おもひめぐらすほど、宮みやにとは思おもふなりけり6。

◇　こちらのお部屋にお客人が住みつくようになると、渡廊などの端の方にお住まわせ申すのも、どんなにかお気の毒に思われて、あれこれと思案するうちに、宮の邸にと思うのであった。


P20 飽かず--（/+あかす〈朱〉）

1 【客人の御出居侍ひと】客人の少将の接待の部屋や供人の控え所などと。

2 【源少納言東の対には住む】先妻の娘婿が東の対に住む。係助詞「は」は他との区別のニュアンス。

3 【男子などの多かるに】常陸介の男の子たち。

4 【この御方に】これまで浮舟がいた西の対。

5 【廊などほとりばみたらむに住ませたてまつらむも飽かずいとほしくおぼえて】母北の方は浮舟を渡廊のような端に住ませるのは気の毒に思って。

6 【宮にとは思ふなりけり】『一葉抄』は「注にかけり」と指摘。


東屋．２．４．４

■　「この御方おほむかたざまに1、数かずまへたまふ人ひとのなきを、あなづるなめり」

◇　「この御方には、人並みに扱ってくださる人がいないので、馬鹿にしているのだろう」

■　と思おもへば、ことに許ゆるいたまはざりしあたりを2、あながちに参まゐらず。

◇　と思うと、特に認めていただけなかった所だが、無理に参上させる。

■　乳母めのと、若わかき人ひとびと、二ふたり、三人みたりばかりして、西にしの廂ひさしの北きたに寄よりて3、人ひとげ遠とほき方かたに局つぼねしたり。

◇　乳母や、若い女房二、三人ほどして、西の廂の北側寄りで、人気の遠い所に部屋を用意した。


1 【この御方ざまに】以下「あなづるなめり」まで、母北の方の心中の思い。浮舟にはれっきとした後見人がいない。

2 【ことに許いたまはざりしあたりを】故父八の宮は生前に浮舟を認知しなかった。その遺族の中君のもとに行くこと。

3 【西の廂の北に寄りて】中君の居所である西の対の西廂の北側。


東屋．２．４．５

■　年としごろ、かくはかなかりつれど1、疎うとく思おぼすまじき人ひとなれば2、参まゐる時ときは恥はぢたまはず3、いとあらまほしく、けはひことにて4、若君わかぎみの御扱おほむあつかひを5しておはする御おほむありさま、うらやましくおぼゆるも6あはれなり。

◇　長年、このように頼りなく過ごして来たが、よそよそしくお思いになれない方なので、参上した時には姿を隠したりなさらず、とても理想的に、感じがまるで違って、若君のお世話をしていらっしゃるご様子を、羨ましく思われるのも感慨無量である。


1 【かくはかなかりつれど】大島本は「はかなかり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はるかなり」と校訂「する。『新大系』は底本のまま「はかなかり」とする。

2 【疎く思すまじき人なれば】浮舟の母は中君の母の姪に当たる縁者。

3 【恥ぢたまはず】主語は中君。『集成』は「几帳に身を隠したりはなさらないで」と注す。

4 【けはひことにて】『集成』は「とても上品な感じで」。常陸介邸の様子とはまるで違った感じ。

5 【若君の御扱ひを】この二月に誕生した男の子のお世話。

6 【うらやましくおぼゆるも】主語は浮舟の母。


東屋．２．４．６

■　「我われも、故北こきたの方かたには1、離はなれたてまつるべき人ひとかは。

◇　「自分も、亡くなった北の方とは、縁のない人ではない。

■　仕つかうまつるといひしばかりに2、数かずまへられたてまつらず3、口惜くちをしくて、かく人ひとにはあなづらるる」

◇　女房としてお仕えしたために、人並みに扱ってもらえず、残念なことに、このように人から馬鹿にされるのだ」


1 【我も故北の方には】以下「あなづらるる」まで、浮舟の母の心中の思い。「故北の方」は中君の母北の方。

2 【仕うまつるといひしばかりに】大島本は「いひしひかりに」とある。『集成』『完本』『新大系』は「言ひしばかりに」と校訂する。女房として仕えたばかりに。

3 【数まへられたてまつらず】八の宮から妻の一人として扱ってもらえず。「られ」受身の助動詞。「たてまつる」謙譲の補助動詞は、為手である八の宮に対する敬意。


東屋．２．４．７

■　と思おもふには、かくしひて睦むつびきこゆるもあぢきなし1。

◇　と思うと、このように無理してお親しみ申すのもつまらない。

■　ここには、御物忌おほむものいみと言いひてければ、人ひとも通かよはず。

◇　こちらには、御物忌と言ったので、誰も来ない。

■　二ふつか、三日みかばかり母君ははぎみもゐたり。

◇　二、三日ほど母君もいた。

■　こたみは、心こころのどかにこの御みありさまを見みる3。

◇　今度は、のんびりとこちらのご様子を見る。


1 【かくしひて睦びきこゆるもあぢきなし】『完訳』は「強引にも哀訴しなければならぬわが身の卑屈さを思う」と注す。

2? 【ここには御物忌みと言ひてければ】浮舟のいる部屋。

3 【こたみは心のどかにこの御ありさまを見る】主語は母北の方。


第五段　浮舟の母、匂宮と中君夫妻を垣間見る

東屋．２．５．１

■　宮渡みやわたりたまふ1。

◇　宮がお越しになる。

■　ゆかしくてもののはさまより見みれば、いときよらに、桜さくらを折をりたるさましたまひて、わが頼たのもし人びとに思おもひて2、恨うらめしけれど、心こころには違たがはじと思おもふ常陸守ひたちのかみより、さま容貌かたちも人ひとのほども、こよなく見みゆる五位四位ごゐしゐども、あひひざまづきさぶらひて3、このことかのことと、あたりあたりのことども、家司けいしどもなど申まうす。

◇　見たくて物の間から見ると、たいそう美しく、桜を手折ったような姿をして、自分が頼りにする人と思い、恨めしいけれど、気持ちには背くまいと思っている常陸介よりも、容姿や器量も人品も、この上なく見える五位や四位の人が、一斉にひざまずいて控えて、あれやこれやと、あれこれの事務を、家司連中が申し上げる。


1 【宮渡りたまふ】以下、母北の方が見た匂宮邸の様子。「宮」は匂宮。

2 【わが頼もし人に思ひて】常陸介をさす。

3 【あひひざまづきさぶらひて】『集成』は「〔お前に〕いっせいに膝まずいたまま控えて」と訳す。


東屋．２．５．２

■　また若わかやかなる五位ごゐども、顔かほも知しらぬどもも多おほかり。わが継子ままこの式部丞しきぶのぞうにて蔵人くらうどなる1、内裏うちの御使おほむつかひにて参まゐれり。御おほむあたり2にもえ近ちかく参まゐらず。こよなき人ひとの御おほむけはひを、

◇　また若々しい五位の人で、顔も知らない人たちも多かった。自分の継子の式部丞で蔵人なのが、帝のお使いとして参上したが、お側近くにも参ることができない。この上なく高貴なご様子を、


1 【わが継子の式部丞にて蔵人なる】常陸介の先妻の子。式部丞兼蔵人。六位相当官。

2 【御あたり】匂宮の近く。


東屋．２．５．３

■　「あはれ、こは何人なにびとぞ1。

◇　「まあ、この方はいったいどのようなお方か。

■　かかる御おほむあたりにおはするめでたさよ2。

◇　このようなお方の所にいらっしゃる幸運なことよ。

■　よそに思おもふ時ときは、めでたき人ひとびとと聞きこゆとも、つらき目見めみせたまはばと、もの憂うく推おし量はかりきこえさせつらむあさましさよ。

◇　遠くで考えている時は、素晴らしい方々と申し上げても、つらい思いをさせなさったらと、嫌なお方とお思い申し上げていたのはあさはかな考えであったことよ。

■　この御おほむありさま容貌かたちを見みれば、七夕たなばたばかりにても、かやうに見みたてまつり通かよはむは、いといみじかるべきわざかな」

◇　この方のご様子や器量を見ると、七夕のように年に一度の逢瀬でも、このようにお目にかかれてお通いいただけるのは、とてもありがたいことだわ」


1 【あはれこは何人ぞ】以下「いみじかるべきわざかな」まで、母北の方の心中の思い。匂宮の素晴らしさに感嘆。

2 【めでたさよ】中君の幸運を思う。


東屋．２．５．４

■　と思おもふに、若君抱わかぎみいだきてうつくしみおはす。女君1をむなぎみ、短みじかき几帳きちゃうを隔へだてておはするを2、押おしやりて、ものなど聞きこえたまふ3御容貌おほむかたちども、いときよらに似合にあひたり4。故宮こみやP21の寂さびしくおはせし御おほむありさまを5思おもひ比くらぶるに6、「宮みやたちと聞きこゆれど7、いとこよなきわざにこそありけれ」とおぼゆ。

◇　と思うと、若君を抱いてかわいがっていらっしゃる。女君は、短い几帳を隔てておいでになるが、押しやって、お話し申し上げなさる。そのお二方のご器量は、実に美しく似合っている。亡き父宮が寂しくいらっしゃった時のご様子を思い比べると、「宮様と申し上げても、とてもこの上なくいらっしゃるのだ」と思われる。


P21 故宮--この（の/＃）宮

1 【女君】中君。

2 【短き几帳を隔てておはするを】三尺の几帳。夫匂宮との間に置く。

3 【押しやりてものなど聞こえたまふ】主語は匂宮。

4 【御容貌どもいときよらに似合ひたり】匂宮と中君。似合いの夫婦。『完訳』は「中の君の居所は西の対。中将の君は西廂の北側からかいま見る」と注す。

5 【故宮の寂しくおはせし御ありさまを】故父八の宮の生前の様子。

6 【思ひ比ぶるに】主語は母北の方。

7 【宮たちと聞こゆれど】以下「こそありけれ」まで、母北の方の感想。


東屋．２．５．５

■　几帳きちゃうの内うちに入いりたまひぬれば1、若君わかぎみは、若わかき人ひと、乳母めのとなどもてあそびきこゆ。

◇　几帳の中にお入りになったので、若君は、若い女房や、乳母などがお相手申し上げる。

■　人ひとびと参まゐり集あつまれど2、悩なやましとて、大殿籠おほとのごもり暮くらしつ3。

◇　官人たちが参集したが、気分が悪いと言って、お休みになって一日中を過ごされた。

■　御台みだいこなたに参まゐる。

◇　食膳をこちらで差し上げる。

■　よろづのこと気高けだかく、心こころことに見みゆれば、わがいみじきことを尽つくすと4見思みおもへど、

◇　万事が気高くて、格別に見えるので、自分がどんなに善美を尽くしたと思っても、

■　「なほなほしき人ひとのあたりは、口惜くちをしかりけり」

◇　「普通の身分のすることは、たかが知れている」

■　と思おもひなりぬれば、

◇　と悟ったので、

■　「わが娘むすめも5、かやうにてさし並ならべたらむには6、かたはならじかし。

◇　「自分の娘も、このような立派な方の側に並べて見ても、不体裁ではあるまい。

■　勢いきほひを頼たのみて、父ちちぬしの、后きさきにもなしてむと思おもひたる人ひとびと、同おなじわが子こながら、けはひこよなきを思おもふも、なほ今いまよりのちも、心こころは高たかくつかふべかりけり8」

◇　財力を頼んで、父親が、后にもしようと思っている娘たちは、同じわが子ながらも、感じがまるで違うのを思うと、やはり今後は理想は高く持つべきであるわ」

■　と、夜一夜よひとよあらまし語がたり思おもひ続つづけらる。

◇　と、一晩中将来の事を思い続けられる。


1 【几帳の内に入りたまひぬれば】大島本は「木丁のうちに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「帳」と「木」を削除する。『新大系』は「木丁」のままとする。主語は匂宮。諸本は「丁（帳）」とある。とすると、御帳台の中に、の意となる。

2 【人びと参り集まれど】『完訳』は「宮の威勢に追従する官人たち」と注す。

3 【悩ましとて大殿籠もり暮らしつ】主語は匂宮。

4 【わがいみじきことを尽くすと】以下「口惜しかりけり」まで、母北の方の思い。わが家で浮舟のためにどんなに善美を尽くそうとしても。

5 【わが娘も】以下「つかふべかりけり」まで、母北の方の思い。浮舟もこのような尊貴な方の側においても遜色あるまい、の意。

6 【さし並べたらむには】大島本は「さしならへたらむにハ」とある。『完本』は諸本に従って「さし並べたらむに」と「ハ」を削除する。『集成』『新大系』は「さし並べたらむには」のままとする。

7? 【父ぬしの后にもしてなむと】常陸介。娘の父親というニュアンス。『完訳』は「財力を頼んで、父の介が、后にでもさせようとしている娘たちは、同じ自分（中将の君）の子ながら浮舟とは人品が違う。八の宮の血を引く浮舟の高貴さを思う」と注す。

8 【心は高くつかふべかりけり】『集成』は「理想は高く持つべきものだったと。身分の高い婿君と結婚させるべきだ、と考えを改める」と注す。


第六段　浮舟の母、左近少将を垣間見て失望

東屋．２．６．１

■　宮みや、日ひたけて起おきたまひて、

◇　宮は、日が高くなってからお起きになって、

東屋．２．６．２

■　「后きさいの宮1みや、例れいの、悩なやましくしたまへば、参まゐるべし」

◇　「后の宮が、相変わらず、お具合が悪くいらっしゃるので、参内しよう」


1 【后の宮】以下「参るべし」まで、匂宮の詞。母明石中宮がご不例。


東屋．２．６．３

■　とて、御装束おほむさうぞくなどしたまひておはす。

◇　と言って、ご装束などをお召しになっていらっしゃる。

■　ゆかしうおぼえて1覗のぞけば、うるはしくひきつくろひたまへる、はた、似にるものなく気高けだかく愛敬あいぎゃうづききよらにて、若君わかぎみをえ見捨みすてたまはで遊あそびおはす。

◇　興味をもって覗くと、きちんと身づくろいなさったのが、また、似る者がいないほど気高く魅力的で美しくて、若君をお放しになることができず遊んでいらっしゃる。

■　御粥おほむかゆ、強飯こはいひなど参まゐりてぞ、こなたより出いでたまふ2。

◇　お粥や、強飯などを召し上がって、こちらからお出かけになる。


1 【ゆかしうおぼえて】主語は母北の方。

2 【こなたより出でたまふ】匂宮は寝殿に戻らず、中君のいる西の対から出かける。


東屋．２．６．４

■　今朝けさより参まゐりて1、さぶらひの方かたにやすらひける人ひとびと、今いまぞ参まゐりてものなど聞きこゆる中なかに、きよげだちて、なでふことなき人ひとの2すさまじき顔かほしたる、直衣着なほしきて太刀佩たちはきたるあり。

◇　今朝方から参上して、侍所の方に控えていた供人たちは、今しも御前に参上して何か申し上げている中で、めかしこんで、何ということもない人でつまらない顔をして、直衣を着て太刀を佩いている人がいる。

■　御前おまへにて3何なにとも見みえぬを、

◇　御前では何とも見えないが、


1 【今朝より参りて】匂宮の従者たち。朝から参上して控えている。

2 【きよげだちてなでふことなき人の】左近少将。

3 【御前にて】匂宮の御前。


東屋．２．６．５

■　「かれぞ、この1常陸守ひたちの婿かみの少将むこのせうしゃうな。

◇　「あの人が、この常陸介の婿の少将ですよ。

■　初はじめは御方おほむかたにと2定さだめけるを、守かみの娘むすめを得えてこそいたはられめ、など言いひて、かしけたる女めの童わらはを持もたるななり3」

◇　初めはこの御方にと決めていたが、介の実の娘を得てこそ大切にされたい、などと言って、痩せっぽっちの女の子を得たと言います」


1 【かれぞこの】以下「たよりのあるぞ」まで、女房たちの詞。

2 【初めは御方にと】大島本は「御かたに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「この御方に」と「この」を補訂する。『新大系』は「御方に」のままとする。

3 【持たるななり】大島本は「もたるなゝり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「得たる」と校訂する。『新大系』は「持たる」のままとする。


東屋．２．６．６

■　「いさ、この御おほむあたりの人ひとは1かけても言いはず。

◇　「いえ、こちらの女房たちはそんな噂は全然しません。

■　かの君きみの方かたより、よく聞きくたよりのあるぞ」

◇　あの君の方からは、よく聞く話ですよ」


1 【この御あたりの人は】中君の二条宮邸の女房たちをさす。


東屋．２．６．７

■　など、おのがどち言いふ。

◇　などと、めいめい言っている。

■　聞きくらむとも知しらで2、人ひとのかく言いふにつけても、胸むねつぶれて、少将せうしゃうをめやすきほどと思おもひける心こころも口惜くちをしく、

◇　聞いているとも知らないで、女房がこのように言っているのにつけても、胸がどきりとして、少将を無難だと思っていた考えも残念で、

■　「げに、ことなることなかるべかりけり3」

◇　「なるほど、格別なことはなかったのだ」

■　と思おもひて、いとどしくあなづらはしく思おもひなりぬ4。

◇　と思って、ますます馬鹿らしく思った。


1? 【かの君のかたより】少将方からの情報。

2 【聞くらむとも知らで】主語は母北の方。

3 【げにことなることなかるべかりけり】母北の方の心中の思い。

4 【あなづらはしく思ひなりぬ】主語は母北の方。左近少将を。


東屋．２．６．８

■　若君わかぎみのはひ出いでて、御簾みすのつまよりのぞきたまへるを、うち見みたまひて1、立たち返かへり寄よりおはしたり。

◇　若君が這いだして来て、御簾の端から顔を出していらっしゃるのを、ちょっと御覧になって、後戻りなさった。


1 【うち見たまひて】主語は匂宮。


東屋．２．６．９

■　「御心地みここちよろしく見みえたまはば1、やがてまかでなむ。

◇　「ご気分がよくお見えでしたら、そのまま帰って来ましょう。

■　なほ苦くるしくしたまはば、今宵こよひは宿直とのゐにぞ2。

◇　やはりお悪いようでいらしたら、今夜は宿直します。

■　今いまは、一夜ひとよを隔へだつるもおぼつかなきこそ3苦くるしけれ」

◇　今は、一晩でも会わないのは気がかりでつらいことだ」


1 【御心地よろしく見えたまはば】以下「苦しけれ」まで、匂宮の詞。

2 【宿直にぞ】下に「はべらむ」などの語句が省略。

3 【一夜を隔つるもおぼつかなきこそ】『集成』は「恋の思いをいう歌語的表現」。『完訳』は「若君への執着を、恋の執心の常套表現で表す」と注す。


東屋．２．６．１０

■　とて、しばし慰なぐさめ遊あそばして、出いでたまひぬるさまの、返かへす返がへす見みるとも見みるとも1、飽あくまじく、匂にほひやかにをかしければ、出いでたまひぬる名残なごり、さうざうしくぞ眺ながめらるる2。

◇　と言って、暫くご機嫌をおとりになって、お出かけになった様子が、繰り返し見ても、どこまでも満ち足りていて、華やかにお美しいので、お出かけになった後の気持ちが、物足りなく物思いに沈んでしまう。


1 【返す返す見るとも見るとも】主語は母北の方。

2 【さうざうしくぞ眺めらるる】主語は母北の方。以上、母北の方の目と心を通しての叙述。


第三章　浮舟の物語　浮舟の母、中君に娘の浮舟を託す

第一段　浮舟の母、中君と談話す

東屋．３．１．１

■　女君をむなぎみの御前おまへに出いで来きて1、いみじくめでたてまつれば、田舎ゐなかびたる、と思おぼして笑わらひたまふ3。

◇　女君の御前に出て来て、たいそうお誉め申し上げると、田舎人めいている、とお思いになってお笑いになる。


1 【女君の御前に出で来て】浮舟の母が中君の御前に。

2? 【いみじうめでたてまつれば】浮舟の母が匂宮の素晴らしさを。

3 【田舎びたると思して笑ひたまふ】主語は中君。


東屋．３．１．２

■　「故上こうへの亡うせたまひしほどは1、言いふかひなく幼をさなき御おほむほどにて、いかにならせたまはむと2、見みたてまつる人ひとも3、故宮こみやも4思おぼし嘆なげきしを、こよなき御宿世おほむすくせのほどなりければ5、さる山やまふところのなかにも、生おひ出いでさせたまひしにこそありけれ6。

◇　「故母上がお亡くなりになったときは、何ともお話にならないほど小さいころで、どんなにおなりにあそばすのかと、お世話申し上げる人も、亡き父宮もお嘆きになったが、この上ないご運勢でいらっしゃったので、あの山里の中でも、ご立派に成人あそばしたのです。

■　口惜くちをしく、故姫君こひめぎみの7おはしまさずなりにたるこそ、飽あかぬことなれ」

◇　残念なことに、亡くなった姫君がいらっしゃらなくなったのが、惜しまれることです」


1 【故上の亡せたまひしほどは】以下「飽かぬことなれ」まで、母北の方の詞。「故上」は中君の母上。

2 【いかにならせたまはむと】主語は中君の母上。

3 【見たてまつる人も】故母上付きの女房たち。

4 【故宮も】故父八の宮。

5 【こよなき御宿世のほどなりければ】『集成』葉「不遇な生い立ちはむしろ異数の出世の予兆であった、という考え方」。『完訳』は「異数の運勢なればこそ山里での不遇な生い立ちだった、の理屈」と注す。

6 【生ひ出でさせたまひしにこそありけれ】主語は中君。

7 【故姫君の】中君の姉大君。


東屋．３．１．３

■　など、うち泣なきつつ聞きこゆ。

◇　などと、泣きながら申し上げる。

■　君きみもうち泣なきたまひて1、

◇　君もお泣きになって、


1 【君もうち泣きたまひて】中君。


東屋．３．１．４

■　「世よの中なかの恨うらめしく1心細こころぼそき折々をりをりも、またかくながらふれば、すこしも思おもひ慰なぐさめつべき折をりもあるを2、いにしへ頼たのみきこえける蔭かげどもに3後おくれたてまつりけるは、なかなかに世よの常つねに思おもひなされて、見みたてまつり知しらずなりにければ、あるを、なほこの御おほむことは4、尽つきせずいみじくこそ。

◇　「世の中が恨めしく心細い時々も、またこのように生きていると、少しでも思いが慰められるときがあるのを、昔お頼り申し上げていた肉親たちに先立たれ申したときは、かえって世間一般の事と諦めもついて、お顔も存じ上げずになってしまったのを、それなのに、やはりこの姉君のご逝去は、いつまでも悲しいことです。

■　大将だいしゃうの5、よろづのことに心こころの移うつらぬよしを愁うれへつつ、浅あさからぬ御心みこころのさまを見みるにつけても6、いとこそ口惜くちをしけれ」

◇　大将が、何にも心が移らないことを愁えながら、深く変わらないご愛情を見るにつけても、まことに残念です」


1 【世の中の恨めしく】以下「口惜しけれ」まで、中君の詞。

2 【すこしも思ひ慰めつべき折もあるを】若宮誕生などをさす。

3 【いにしへ頼みきこえける蔭どもに】両親をさす。

4 【この御ことは】姉大君の死去をさす。

5 【大将の】薫。

6 【見るにつけても】主語は話者の中君。


東屋．３．１．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

東屋．３．１．６

■　「大将殿だいしゃうどのは1、さばかり世よにためしなきまで、帝みかどのかしづき思おぼしたなるに、心こころおごりしたまふらむかし。

◇　「大将殿は、あれほど世の中に例がないまでに、帝が大切になさっているといいますが、得意でいらっしゃるでしょう。

■　おはしまさましかば2、なほこのこと、せかれしも3したまはざらましや」

◇　姉君が生きていらっしゃったら、このご降嫁のことは、おやめにもならなかったでしょうか」


1 【大将殿は】以下「したまはざらましや」まで、浮舟の母の詞。

2 【おはしまさましかば】大君が生きていらっしゃったら。「--ましや」反実仮想の構文。大君が亡くなられたので、女二宮の降嫁が行われた、の意。

3 【このことせかれしも】「このこと」は帝の女二宮の降嫁。「せかれ」は「塞く」、取り止めになる意。


東屋．３．１．７

■　など聞きこゆ。

◇　などと申し上げる。

東屋．３．１．８

■　「いさや、やうのものと1、人笑ひとわらはれなる心地ここちせましも、なかなかにやあらまし2。

◇　「さあね、姉妹同じような運命だと、物笑いになる気がしましょうも、かえってつらい思いをしたことでしょう。

■　見果みはてぬにつけて3、心こころにくくもある世よにこそ、と思おもへど4、かの君きみは5、いかなるにかあらむ、あやしきまでもの忘わすれせず、故宮こみやの6御後おほむの世ちのよをさへ、思おもひやり深ふかく後見うしろみありきたまふめる」

◇　途中で亡くなられたので、奥ゆかしくもある仲だ、と思いますが、あの君は、どういうわけでしょうか、不思議なまでに忘れないで、故父宮の亡き後の追善供養までを、深く考えてお世話してくださるようです」


1 【いさややうのものと】以下「後見ありきたまふめる」まで、中君の詞。姉妹ともに同じ境遇になろう、の意。姉大君は帝の女二宮が、自分中君は夕霧の六の君が、それぞれ正妻として迎えられ、側室の立場となる。

2 【なかなかにやあらまし】反実仮想の構文。

3 【見果てぬにつけて】主語は大君。途中で亡くなった意。

4 【心にくくもある世にこそと思へど】大島本は「世にこそと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「世にこそはと」と「は」を補訂する。『新大系』は「世にこそと」のままとする。『集成』は「いつまでも心に残る仲なのだ」。『完訳』は「そのために奥ゆかしくも思われる間柄なのでしょう」と訳す。

5 【かの君は】薫。

6 【故宮の】故八の宮。


東屋．３．１．９

■　など、心こころうつくしうP22語かたりたまふ。

◇　などと、素直にお話しなさる。


P22 心うつくしう--心うつくしく（く/＃う）


東屋．３．１．１０

■　「かの過すぎにし御代おほむかはりに1尋たづねて見みむと、この数かずならぬ人ひとを2さへなむ、かの弁べんの尼君あまぎみにはのたまひける。

◇　「あの亡くなった姉君の代わりに捜し出して会いたいと、この物の数にも入らない娘までを、あの弁の尼君にはおっしゃったのでした。

■　さもやと3、思おもうたまへ寄よるべき4ことにははべらねど、一本ひともとゆゑにS3,5こそはと、かたじけなけれど、あはれになむ思おもうたまへらるる御心深みこころふかさなる6」

◇　ではそのようにと、考えるわけではございませんが、ゆかりの者だからかと、恐れ多いことですが、しみじみとありがたく思われますお気持ちの深さですこと」


S3 紫の一本ゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ見る（古今集雑上-八六七　読人しらず）

1 【かの過ぎにし御代はりに】以下「御心深さなる」まで、浮舟の母の詞。故大君の代わりに娘の浮舟を引き取って。

2 【この数ならぬ人を】浮舟をさす。

3 【さもやと】薫の意向どおりに。

4 【思うたまへ寄るべき】「たまへ」謙譲の補助動詞。

5 【一本ゆゑに】『異本紫明抄』は「紫のひともとゆゑに武蔵野の草は見ながらあはれとぞ思ふ」（古今集雑上、八六七、読人しらず）を指摘。

6 【あはれになむ思うたまへらるる御心深さなる】『集成』は「しみじみとおやさしいお方と思われます昔を忘れぬお心深さです」と訳す。


東屋．３．１．１１

■　など言いふついでに、この君きみを1もてわづらふこと、泣なく泣なく語かたる。

◇　などと言うついでに、この姫君の身の振りに困っていることを、泣きながら話す。


1 【この君を】娘の浮舟を。


第二段　浮舟の母、娘の不運を訴える

東屋．３．２．１

■　こまかにはあらねど、人ひとも聞ききけりと思おもふに1、少将せうしゃうの思おもひあなづりけるさま2などほのめかして、

◇　こまごまとではないが、女房も聞いて知っていると思うので、少将が馬鹿にしたことなどちらっと話して、


1 【人も聞きけりと思ふに】主語は浮舟の母。女房も聞き知っている。

2 【少将の思ひあなづりけるさま】左近少将が結婚相手を浮舟から妹に乗り換えたことをさす。


東屋．３．２．２

■　「命いのちはべらむ限かぎりは1、何なにか、朝夕あさゆふの慰なぐさめぐさにて見過みすぐしつべし。

◇　「生きています限りは、何とか、朝夕の話相手として暮らせましょう。

■　うち捨すてはべりなむのちは、思おもはずなるさまに散ちりぼひはべらむが悲かなしさに、尼あまになして2、深ふかき山やまにやし据すゑて、さる方かたに世よの中なかを思おもひ絶たえてはべらまし3など4なむ、思おもうたまへわびては、思おもひ寄よりはべる」

◇　先立ってしまった後は、不本意な身の上となって落ちぶれてさまようのが悲しいので、尼にして、深い山中にでも生活させて、そのような考えで世の中を諦めようなどと、思いあぐねました末には、そのように思っています」


1 【命はべらむ限りは】以下「思ひ寄りはべる」まで、浮舟の母の詞。主語は浮舟の母。

2 【尼になして】浮舟を尼にして。

3 【さる方に世の中を思ひ絶えてはべらまし】主語は浮舟の母。「はべる」とあるので、自分自身のこと。自分も出家生活をする。

4 【はべらましなど】「まし」推量の助動詞、仮想の意。


東屋．３．２．３

■　など言いふ。

◇　などと言う。

東屋．３．２．４

■　「げに、心苦こころぐるしき1御おほむありさまにこそはあなれど、何なにか、人ひとにあなづらるる御おほむありさまは、かやうになりぬる人2ひとのさがにこそ。

◇　「おっしゃるように、お気の毒なご様子のようですが、どうして、人に馬鹿にされるご様子は、このように父親のいない人の常です。

■　さりとても、堪たへぬわざなりければ3、むげにその方かたに4思おもひおきてたまへりし5身みだに、かく心こころより外ほかにながらふれば、まいていとあるまじき御おほむことなり。

◇　そうかといって、それもできる事でないので、一途にその方面にと父宮が考えていらっしゃったわたしの身の上でさえ、このように心ならずも生きながらえていますので、それ以上にとんでもない御事です。

■　やついたまはむも6、いとほしげなる御おほむさまにこそ」

◇　髪を落としなさるのも、おいたわしいほどのご器量です」


1 【げに心苦しき】以下「御さまにこそ」まで、中君の詞。

2 【かやうになりぬる人】父親に先立たれた子。

3 【堪へぬわざなりければ】大島本は「たえぬわさ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「え堪へぬ」と「え」を補訂する。『新大系』は「耐えぬ」のままとする。

4 【むげにその方に】山住みの生活をさす。

5 【思ひおきてたまへりし】主語は父八の宮。

6 【やついたまはむも】髪を落とすこと、出家することをいう。


東屋．３．２．５

■　など、いと大人おとなびてのたまへば、母君ははぎみ、いとうれしと思おもひたり。

◇　などと、とても大人ぶっておっしゃると、母君は、たいそう嬉しく思った。

■　ねびにたるさまなれど1、よしなからぬさましてきよげなり。

◇　ふけて見える姿だが、品がなくもない姿で小ぎれいである。

■　いたく肥こえ過すぎにたるなむ、常陸殿ひたちどのとはP23見みえける2。

◇　ひどく太り過ぎているのが、常陸殿といった感じである。


P23 常陸殿とは--ひたち殿と（と/+は〈朱〉）

1 【ねびにたるさまなれど】浮舟の母の姿態。『完訳』は「以下、語り手のやや諧謔的な批評」と注す。

2 【常陸殿とは見えける】『集成』は「いかにも田舎者の受領の妻といった風情、と茶化した草子地」と注す。


東屋．３．２．６

■　「故宮こみやの1、つらう情なさけなく思おぼし放はなちたりしに2、いとど人ひとげなく、人ひとにもあなづられたまふと見みたまふれど、かう聞きこえさせ御覧ごらんぜらるるにつけてなむ、いにしへの憂うさも慰なぐさみはべる」

◇　「故宮が、つらく情けなくお見捨てになったので、ますます一人前らしくなく、人からも馬鹿にされなさると拝見しましたが、このようにお話し申し上げさせてただき、このようにお目にかからせていただけるにつけて、昔のつらさも晴れます」


1 【故宮の】以下「慰みはべる」まで、浮舟の母の詞。

2 【思し放ちたりしに】八の宮が浮舟を。


東屋．３．２．７

■　など、年としごろの物語ものがたり、浮島うきしまのあはれなりしことS4も1聞きこえ出いづ。

◇　などと、長年の話や、浮島の美しい景色のことなどを申し上げる。


S4 塩釜の前に浮きたる浮島の浮きて思ひのある世なりけり（古今六帖三-一七九六　山口女王）

1 【浮島のあはれなりしことも】『花鳥余情』は「塩釜の前に浮きたる浮島の浮きて思ひのある世なりけり」（古今六帖三、塩釜）を指摘。


東屋．３．２．８

■　「わが身一みひとつのS5と1のみ、言いひ合あはする人ひともなき筑波山つくばやまのありさまも2、かくあきらめきこえさせて、いつも4、いとかくてさぶらはまほしく思おもひたまへなりはべりぬれど、かしこにはよからぬあやしの者ものども5、いかにたち騷さわぎ求もとめはべらむ。

◇　「自分一人だけがつらい思いをと、話し合う相手もいない筑波山での暮らしぶりも、このように胸が晴れるように申し上げて、いつも、まことにこのように伺候していたく存じなりましたが、あちらには出来の悪い卑しい娘たちが、どんなに騒いで捜していることでしょう。

■　さすがに心こころあわたたしく思おもひたまへらるる。

◇　やはり落ち着かない気がいたします。

■　かかるほどのありさまに6身みをやつすは、口惜くちをしきものになむはべりけると、身みにも思おもひ知しらるるを、この君きみは7、ただ任まかせきこえさせて、知しりはべらじ8」

◇　このような受領の妻に身を落としているのは、情けないことでございましたと、身にしみて思い知られるのですが、この姫君は、ひたすらお任せ申し上げて、わたしは構いますまい」


S5 おほかたは我が身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな（拾遺集恋五-九五三　紀貫之）世の中は昔よりやは憂かりけむ我が身一つのためになれるか（古今集雑下-九四八　読人しらず）

1 【わが身一つのと】大島本は「わか身ひとつのと」とある。『完本』は諸本に従って「わが身ひとつと」と「の」を削除する。『集成』『新大系』は「わが身ひとつの」のままとする。以下「知りはべらじ」まで、浮舟の母の詞。『源氏釈』は「大方はわが身一つの憂きからになべての世をもうらみつるかな」（拾遺集恋五、九五三、読人しらず）。『異本紫明抄』は「世の中は昔よりやは憂かりけむわが身一つのためになれるか」（古今集雑下、九四八、読人しらず）を指摘。

2 【筑波山のありさまも】『紫明抄』は「筑波山端山繁山繁けれど思ひ入るには障らざりけり」（重之集）を指摘。ここは常陸国の歌枕として引用。

3? 【あきらめ聞こえさせて】主語は話者の浮舟の母。中君に。

4 【いつも】大島本は「いつも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いつもいつも」と「いつも」を補訂する。『新大系』は「いつも」のままとする。

5 【かしこにはよからぬあやしの者ども】自邸の常陸介との間にできた娘たち。

6 【かかるほどのありさまに】受領の妻という身。

7 【この君は】浮舟。

8 【ただ任せきこえさせて知りはべらじ】中君に浮舟を。自分は構わない。


東屋．３．２．９

■　など、かこちきこえかくれば、

◇　などと、お願い申し上げるようにするので、

■　「げに、見苦みぐるしからでもあらなむ1」

◇　「なるほど、よい結婚をしてほしいものだ」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。


1 【げに見苦しからでもあらなむ】中君の心中の思い。浮舟によい結婚をしてほしいと思う。


第三段　浮舟の母、薫を見て感嘆す

東屋．３．３．１

■　容貌かたちも心こころざまも1、え憎にくむまじうらうたげなり。

◇　器量も気立ても、憎むことができないほどかわいらしい。

■　もの恥はぢもおどろおどろしからず、さまよう児こめいたるものから、かどなからず、近**くさぶらふ人ひとびとにも、いとよく隠かくれてゐたまへり。

◇　はにかみようも大げさでなく、よい具合におっとりしているものの、才気がないでなく、近くに仕えている女房たちに対しても、たいそうよく隠れていらっしゃる。

■　ものなど言いひたるも、昔むかしの人ひとの御おほむさまに2、あやしきまでおぼえたてまつりてぞあるや3。

◇　何か言っているのも、亡くなった姉君のご様子に不思議なまでにお似申していることよ。

■　かの人形求ひとがたもとめたまふ人ひとに見みせたてまつらばや4と、うち思おもひ出いでたまふ折をりしも、

◇　あの人形を捜していらっしゃる方にお見せ申し上げたいと、ふと思い出しなさった折しも、

◆　 
かたち も こころざま も、 え にくむ まじう らうたげ なり。 もの-はぢ も おどろおどろしから ず、 さま よう こめい たる ものから、 などか なら ず、 ちかく さぶらふ ひとびと に も、 いと よく かくれ て ゐ たまへ り。 もの など いひ たる も、 むかし の ひと の おほむ-さま に、 あやしき まで おぼえ たてまつり て ぞ ある や! かの ひとがた もとめ たまふ ひと に みせ たてまつら ばや と、 うち おもひ いで たまふ をり しも、


1 【容貌も心ざまも】以下、中君から見た浮舟像。

2 【昔の人の御さまに】故大君の様子に。

3 【おぼえたてまつりてぞあるや】中君の心中と語り手の驚きとが融合した叙述。間投助詞「や」はその両義性ある表現。

4 【かの人形求めたまふ人に見せたてまつらばや】中君の心中の思い。浮舟を薫に逢わせたい。


東屋．３．３．２

■　「大将殿参だいしゃうどのまゐりたまふ1」

◇　「大将殿が参っておられます」


1 【大将殿参りたまふ】女房の詞。


東屋．３．３．３

■　と、人聞きこゆれば1、例れいの、御几帳みきちゃうひきつくろひて、心こころづかひす。

◇　と、女房が申し上げるので、いつものように、御几帳を整えて注意をする。

■　この客人まらうとの母君ははぎみ、

◇　この客人の母君は、


1 【人聞こゆれば】女房が中君に。


東屋．３．３．４

■　「いで、見みたてまつらむ1。

◇　「それでは、拝見させていただきましょう。

■　ほのかに見みたてまつりける人2ひとの、いみじきものに3聞きこゆめれど、宮みやの御おほむありさまに4は、え並ならびたまはじ」

◇　ちらっと拝見した人が、大変にお誉め申していたが、宮のご様子には、とてもお並びになることはできまい」


1 【いで見たてまつらむ】以下「え並びたまはじ」まで、浮舟の母の詞。薫を拝見しよう。

2 【ほのかに見たてまつりける人】浮舟の乳母。

3 【いみじきものに】『集成』は「大層ご立派な方と」と訳す。

4 【宮の御ありさまに】匂宮のご様子。


東屋．３．３．５

■　と言いへば、御前おまへにさぶらふ人ひとびと、

◇　と言うと、御前に伺候する女房たちは、

東屋．３．３．６

■　「いさや、えこそ聞きこえ定さだめね1」

◇　「さあね、とてもお定め申し上げることができません」


1 【いさやえこそ聞こえ定めね】中君付きの女房の詞。


東屋．３．３．７

■　と聞きこえあへり。

◇　と申し上げ合っている。

東屋．３．３．８

■　「いかばかり1ならむ人ひとか、宮みやをば消けちたてまつらむ」

◇　「どれほどの人が、宮をお負かせ申せましょうか」


1 【いかばかり】以下「たてまつらむ」まで、浮舟の母の詞。


東屋．３．３．９

■　など言いふほどに、

◇　などと言っているうちに、

■　「今いまぞ、車くるまより降おりたまふなる1」

◇　「今、車から降りなさっている」

■　と聞きくほどP24、かしかましきまで追おひののしりて、とみにも見みえたまはずP25。

◇　と聞く間、うるさいほど先払いの声がして、すぐにはお現れにならない。

■　待またれたまふほどに2、歩あゆみ入いりたまふさまを見みれば、げに、あなめでた3、をかしげとも見みえずながら4ぞ、なまめかしうあてにきよげなるや5。

◇　お待たされになっているうちに、歩いてお入りになる様子を見ると、なるほど、何ともご立派で、色めかしい風情とは見えないが、優雅で上品に美しい。


P24 ほど--程に（に/＃）

P25 見えたまはず--みえ（え/+給は）す

1 【今ぞ車より降りたまふなる】女房の詞。「なる」は伝聞推定の助動詞。『集成』は「気配で察する体」と注す。

2 【待たれたまふほどに】大島本は「またれ給」とある。『完本』は諸本に従って「待たれたる」と校訂する。『集成』『新大系』は「待たれたまふ」のままとする。

3 【げにあなめでた】以下、浮舟の母の目を通しての叙述。

4 【をかしげとも見えずながら】『完訳』は「色めかしい風情とも見えぬが、の意か。誠実さを強調するか」と注す。

5 【なまめかしうあてにきよげなるや】大島本は「あてにきよけなるや」とある。『完本』は諸本に従って「きよげなるや」と「あてに」を削除する。『集成』『新大系』は「あてにきよげなるや」のままとする。


東屋．３．３．１０

■　すずろに見みえ苦くるしう1恥はづかしくて、額髪ひたひがみなども2ひきつくろはれて、心恥こころはづかしげに用意多よういおほく、際きはもなきさまぞしたまへる。

◇　何となく対面するのも遠慮されて、額髪などもついつくろって、気がひけるほど嗜み深い態度で、この上ない様子をしていらっしゃった。

■　内裏うちより参まゐりたまへるなるべし3、御前ごぜんどものけはひ4あまたして、

◇　内裏から参上なさったのであろう、ご前駆の様子が大勢いて、


1 【すずろに見え苦しう】『集成』は「うっかり対面するのも憚られるほど立派なお姿で。薫の優雅さや気品に圧倒される思い」と注す。

2 【額髪なども】自分の額髪。

3 【内裏より参りたまへるなるべし】浮舟の母の推測。

4 【御前どものけはひ】薫の御前駆。前駆の場合、「御前」は「ごぜん」と読む。


東屋．３．３．１１

■　「昨夜よべ、后きさいの宮みやの1悩なやみたまふよし承うけたまはりて参**りたりしかば、宮**たちのさぶらひたまはざりしかば、いとほしく見みたてまつりて2、宮みやの御代おほむかはりに3今いままでさぶらひはべりつる。

◇　「昨夜、后の宮がご病気でいらっしゃる旨を承って参内しましたら、宮様方が伺候していらっしゃらなかったので、お気の毒に拝見して、宮のお代わりに今まで伺候しておりました。

■　今朝けさもいと懈怠けたいして参まゐらせたまへるを4、あいなう5、御おほむあやまちに推おし量はかりきこえさせてなむ」

◇　今朝もとても怠けて参内あそばしたのを、失礼ながら、あなたのご過失とお察し申し上げまして」

◆　 
"よべ、 きさい-の-みや の なやみ たまふ よし うけたまはり て まゐり しか ば、 みや-たち の さぶらひ たまは ざり しか ば、 いとほしく み たてまつり て、 みや の おほむ-かはり に いま まで さぶらひ はべり つる。 けさ も いと けたい し て まゐら せ たまへ る を、 あいなう、 おほむ-あやまち に おしはかり きこえさせ て なむ。"


1 【昨夜后の宮の】以下「聞こえさせてなむ」まで、薫の詞。

2 【見たてまつりて】明石中宮を。

3 【宮の御代はりに】匂宮の代わり。

4 【今朝もいと懈怠して参らせたまへるを】主語は匂宮。匂宮の遅参。

5 【あいなう】『集成』は「失礼ながら」「冗談にいう」。『完訳』は「私としてはあらずもがなのことですけれど」と訳す。


東屋．３．３．１２

■　と聞きこえたまへば、

◇　と申し上げなさると、

東屋．３．３．１３

■　「げに1、おろかならず、思おもひやり深ふかき御用意2おほむよういになむ」

◇　「なるほど、大変なこと、行き届いたお心遣いをいただきまして」


1 【げに】以下「御用意になむ」まで、中君の詞。『完訳』は「冗談をきまじめに受け流す趣」と注す。

2 【御用意】薫の気づかいをいう。


東屋．３．３．１４

■　とばかりいらへきこえたまふ。

◇　とだけお答え申し上げなさる。

■　宮みやは内裏うちにとまりたまひぬるを見みおきて1、ただならずおはしたるなめり。

◇　宮は内裏にお泊まりになったのを見届けて、思うところがあっていらっしゃったようである。


1 【見おきて】主語は薫。


第四段　中君、薫に浮舟を勧める

東屋．３．４．１

■　例れいの、物語ものがたりいとなつかしげに聞きこえたまふ。

◇　いつものように、お話をとても親しく申し上げなさる。

■　事ことに触ふれて、ただいにしへの忘わすれがたく2、世よの中なかのもの憂うくなりまさるよしを、あらはには言いひなさで、かすめ愁うれへたまふ。

◇　何につけても、ただ亡き姫君が忘れられず、世の中がますますつまらなくなっていくことを、はっきりとは言わないで、それとなく訴えなさる。


1? 【ただならずおはしたるなめり】『細流抄』は「草子地也」と指摘。「なめり」は語り手の推測。

2 【ただいにしへの忘れがたく】亡き大君を。


東屋．３．４．２

■　「さしも、いかでか1、世よを経へて心こころに離はなれずのみはあらむ。

◇　「そんなにまで深く、どうして、いつまでも忘れられずばかりいらっしゃるのだろう。

■　なほ、浅あさからず言いひ初そめてしことの筋すぢなれば2、名残なごりなからじとにや」

◇　やはり、深く思っているように言い出したことだから、忘れられたと思われたくないのだろうか」

■　など、見みなしたまへど、人ひとの御みけしきはしるきものなれば、見みもてゆくままに、あはれなる御心みこころざまを、岩木いはきならねばS6,3、思おもほし知しる。

◇　などと、しいてお思いになるが、相手のご様子ははっきりとしているので、見ているうちに、しみじみとしたお気持ちを、岩木ではないから、お分かりになる。


S6 人非木石皆有情　不如不逢傾城〈人木石にあらざれば皆情け有り　傾城に逢はざるに如かず〉（白氏文集巻四-一六〇　李夫人）

1 【さしもいかでか】以下「名残なからじとにや」まで、中君の心中の思い。

2 【浅からず言ひ初めてしことの筋なれば】『完訳』は「最初に深い思いを訴えたので、忘れたと思われたくないせいか」と注す。

3 【岩木ならねば】『異本紫明抄』は「人は木石に非ず、皆情有り」（白氏文集、李夫人）を指摘。


東屋．３．４．３

■　怨うらみきこえたまふことも多おほかれば、いとわりなくうち嘆なげきて、かかる御心みこころをやむる禊みそぎS7を1せさせたてまつらまほしく思おもほすにやあらむ、かの人形3ひとがたのたまひ出いでて、

◇　お恨み申し上げることが多いので、たいそう困って嘆息して、このようなお気持ちを無くす禊をおさせ申し上げたくお思いになったのであろうか、あの人形のことをお話し出しになって、


S7 恋せじとと御手洗川にせし禊神はうけずぞなりにけらしも（古今集恋一-五〇一　読人しらず）

1 【かかる御心をやむる禊を】『異本紫明抄』は「恋せじとみたらし河にせし禊神はうけずもなりにけるかな」（古今集恋一、五〇一、読人しらず）を指摘。

2? 【思すにやあらむ】語り手の推測。挿入句的に挟み込む。

3 【かの人形】浮舟をさす。


東屋．３．４．４

■　「いと忍しのびてこのわたりになむ1」

◇　「とても人目を忍んでこの辺りにいます」


1 【いと忍びてこのわたりになむ】中君の詞。


東屋．３．４．５

■　と、ほのめかしきこえたまふを、かれも1なべての心地ここちはせず、ゆかしくなりにたれど、うちつけにふと移うつらむ心地ここちはたせず。

◇　と、それとなく申し上げなさると、相手も平気な気持ちではいられず、興味をもったが、急に心移りする気はしない。


1 【かれも】薫をさす。


東屋．３．４．６

■　「いでや、その本尊1ほんぞん、願ねがひ満みてたまふべくはこそ尊たふとからめ、時々ときどき、心こころやましくは、なかなか山水やまみづも濁にごりぬべく」

◇　「さあ、そのご本尊が、願いをお満たしくださったら尊いことでしょうが、時々、悩ましく思うようでは、かえって悟りも濁ってしまいましょう」


1 【いでやその本尊】以下「濁りぬべく」まで、薫の詞。


東屋．３．４．７

■　とのたまへば、果はて果はては、

◇　とおっしゃると、最後は、

東屋．３．４．８

■　「うたての御聖心おほむひじりごころや1」

◇　「困ったご道心ですこと」


1 【うたての御聖心や】中君の詞。冗談に言う。


東屋．３．４．９

■　と、ほのかに笑わらひたまふも、をかしう聞きこゆ。

◇　と、かすかにお笑いになるのも、おもしろく聞こえる。

東屋．３．４．１０

■　「いで、さらば1、伝つたへ果はてさせたまへかし。

◇　「さあ、それでは、すっかりお伝えになってください。

■　この御逃おほむのがれ言葉ことばこそ、思おもひ出いづればゆゆしく」

◇　このお逃れの言葉も、思い出すと不吉な気がします」


1 【いでさらば】以下「ゆゆしく」まで、薫の詞。


東屋．３．４．１１

■　とのたまひても、また涙なみだぐみぬ。

◇　とおっしゃって、再び涙ぐんだ。

東屋．３．４．１２

■　「見みし人ひとの形代かたしろならば身みに添そへて

恋こひしき瀬々せぜのなでものにせむ1」

◇　「亡き姫君の形見ならば、いつも側において

恋しい折々の気持ちを移して流す撫物としよう」


1 【見し人の形代ならば身に添へて恋しき瀬々のなでものにせむ】薫の詠歌。「見し人」は故大君。「瀬々」と「なでもの」は縁語。


東屋．３．４．１３

■　と、例れいの、戯たはぶれに言いひなして、紛まぎらはしたまふ。

◇　と、いつものように、冗談のように言って、紛らわしなさる。

東屋．３．４．１４

■　「みそぎ河瀬々がはせぜに出いださむなでものを

身みに添そふ影かげと誰たれか頼たのまむ

◇　「禊河の瀬々に流し出す撫物を

いつまでも側に置いておくと誰が期待しましょう

東屋．３．４．１５

■　引ひく手てあまたS8に、とかや。

◇　引く手あまたで、とか言います。

■　いとほしくぞはべるや」

◇　不憫でございますわ」


S8 大幣（おほぬさ）の引く手あまたになりぬれば思へどえこそ頼まざりけれ（古今集恋四-七〇六　読人しらず）


東屋．３．４．１６

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

東屋．３．４．１７

■　「つひに寄よる瀬せはS9、さらなりや。

◇　「最後の寄る瀬は、言うまでもありませんよ。

■　いとうれたきやうなる水みづの泡あわS10にも争あらそひはべるかな。

◇　たいそういまいましいような水の泡にも負けないようでございますね。

■　かき流ながさるるなでものは、いで、まことぞかし。

◇　捨てられて流される撫物は、いやもう、まったくその通りです。

■　いかで慰なぐさむべきことぞ」

◇　どうして慰められることができましょうか」


S9 大幣（おほぬさ）と名にこそ立てれ流れてもつひに寄る瀬はありてふものを（古今集恋四-七〇七　在原業平）

S10 水の泡の消えで憂き身と言ひながら流れて猶も頼まるるかな（古今集恋五-七九二　紀友則）


東屋．３．４．１８

■　など言いひつつ、暗くらうなるもうるさければ、かりそめにものしたる人ひとも、あやしくと思おもふらむもつつましきを、

◇　などと言っているうちに、暗くなってくるのもやっかいなので、一時的に泊まっている人も、変だと思うのも気がひけて、

東屋．３．４．１９

■　「今宵こよひは、なほ、とく帰かへりたまひね」

◇　「今夜は、やはり、早くお帰りなさいませ」

東屋．３．４．２０

■　と、こしらへやりたまふ。

◇　と、機嫌をおとりになる。

第五段　浮舟の母、娘に貴人の婿を願う

東屋．３．５．１

■　「さらば、その客人まらうとに1,2、かかる心こころの願ねがひ3年経としへぬるを、うちつけになど、浅あさう思おもひなすまじう、のたまはせ知しらせたまひて、はしたなげなるまじうはこそ。

◇　「それでは、その客人に、このような願いを何年も持っていたので、急になど、浅く考えないようにおっしゃってお知らせなさって、みっともない目にあわないように願います。

■　いとうひうひしうならひにてはべる身みは、何なにごともをこがましきまでなむ」

◇　とても不慣れでございますわが身には、何事も愚かしいほど不調法で」


1 【さらばその客人に】以下「おこがましきまでなむ」まで、薫の詞。

2 【その客人に】浮舟に。

3 【かかる心の願ひ】浮舟を大君の「形代」として世話したい。


東屋．３．５．２

■　と、語かたらひきこえおきて出いでたまひぬるに、この母君ははぎみ、

◇　と、約束申してお出になったので、この母君、

東屋．３．５．３

■　「いとめでたく、思おもふやうなるさまかな1」

◇　「とても立派で、理想的な様子ですこと」


1 【いとめでたく思ふやうなるさまかな】大島本は「さまかな」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御さま」と「御」を補訂する。『新大系』は「さま」のままとする。浮舟の母の感想。


東屋．３．５．４

■　とめでて、乳母めのとゆくりかに1思おもひよりて、たびたび言いひしことを、あるまじきことに言いひしかど2、この御おほむありさまを見みるには、

◇　と誉めて、乳母がひょいと思いついて、度々言ったことを、とんでもないことに言ったが、このご様子を見ては、

■　「天あまの川がはを渡わたりても、かかる彦星ひこぼしの光ひかりS11を3こそ待まちつけさせめ。

◇　「天の川を渡ってでも、このような彦星の光を待ち受けさせたいもの。

■　わが娘むすめは、なのめならむ人ひとに見みせむは惜をしげなるさまP26を、夷えびすめきたる人ひとをのみ見みならひて、少将せうしゃうをかしこきものに思おもひける」

◇　自分の娘は、平凡な人と結婚させるのは惜しい様子を、東国の田舎者ばかり見馴れていて、少将を立派な人と思っていた」

■　を、悔くやしきまで思おもひなりにけり。

◇　のを、後悔されるのだった。


S11 彦星に恋はまさりぬ天の川隔つる関を今はやめてよ（伊勢物語-一七〇）

P26 惜しげなるさま--おしけな（な/+るさ〈朱〉）ま

1 【乳母ゆくりかに】以下「思ひけるを」あたりまで、浮舟の心中に即した叙述。途中から直接心中文に競り上がって、再び地の文に吸収されていく。

2 【あるまじきことに言ひしかど】主語は浮舟の母。

3 【天の川を渡りてもかかる彦星の光を】『異本紫明抄』は「彦星に恋はまさりぬ天の川隔つる関を今はやめてよ」（伊勢物語）を指摘。


東屋．３．５．５

■　寄よりゐたまへりつる真木柱まきばしらS12も1茵しとねも、名残匂なごりにほへる移うつり香が、言いへばいとことさらめきたるまでありがたし2。

◇　寄り掛かっていらした真木柱にも茵にも、そのまま残っている匂いや移り香が、言うとわざとらしいまでに素晴らしい。

■　時々見ときどきみたてまつる人ひとだに3、たびごとにめできこゆ4。

◇　時々拝見する女房でさえ、その度ごとにお誉め申し上げる。


S12 我妹子が来ては寄り立つ真木柱睦まじきゆかりと思へば（源氏釈所引-出典未詳）

1 【寄りゐたまへりつる真木柱も】『源氏釈』は「わぎもこが来ては寄り立つ真木柱そもむつまじきゆかりと思へば」（出典未詳）を指摘。

2 【言へばいとことさらめきたるまでありがたし】語り手と浮舟の母の感想が一体化した叙述。

3 【時々見たてまつる人だに】中君付きの女房。

4 【めできこゆ】薫を。


東屋．３．５．６

■　「経きゃうなどを読よみて1、功徳くどくのすぐれたることあめるにも、香かの香かうばしきをやむごとなきことに、仏ほとけのたまひおきけるも、ことわりなりや。

◇　「お経などを読んで、功徳のすぐれたことがあるようなのにつけても、香の芳しいのをこの上ないこととして、仏さまが説いておおきになったのも、もっともなことですわ。

■　薬王品やくわうほんなどに、取とり分わきてのたまへる、牛頭栴檀ごづせんだんとかや、おどろおどろしきものの名ななれど、まづかの殿とのの近ちかく振ふる舞まひたまへば、仏ほとけはまことしたまひけり、とこそおぼゆれ。

◇　薬王品などに、特別に説かれている牛頭栴檀とかは、大げさな物の名前だが、まずあの大将殿が近くで身動きなさると、仏さまがほんとうにおっしゃったのだ、と思われます。

■　幼をさなくおはしけるより、行おこなひもいみじくしたまひければよ」

◇　子供でいらした時から、勤行も熱心になさっていたからですよ」


1 【経などを読みて】以下「したまひければよ」まで、女房の詞。


東屋．３．５．７

■　など言いふもあり。

◇　などと言う者もいる。

■　また、

◇　また、

東屋．３．５．８

■　「前さきの世よこそゆかしき御おほむありさまなれ1」

◇　「前世が知りたいご様子ですこと」


1 【前の世こそゆかしき御ありさまなれ】女房の詞。


東屋．３．５．９

■　など、口々くちぐちめづることどもを、すずろに笑ゑみて聞ききゐたり1。

◇　などと、口々に誉めることを、思わずにっこりして聞いていた。


1 【すずろに笑みて聞きゐたり】主語は浮舟の母。


第六段　浮舟の母、中君に娘を託す

東屋．３．６．１

■　君きみは、忍しのびてのたまひつることを、ほのめかしのたまふ。

◇　女君は、こっそりとおっしゃった話を、それとなくおっしゃる。

東屋．３．６．２

■　「思おもひ初そめつること2、執念しふねきまで軽々かろがろしからずものしたまふめるを、げに、ただ今いまのありさまなどを思おもへば、わづらはしき心地ここちすべけれど、かの世よを背そむきても、など思おもひ寄よりたまふらむも、同おなじことに思おもひなして3、試こころみたまへかし」

◇　「思いはじめたことは、執念深いまでに軽々しくなくいらっしゃるようなのを、なるほど、ただ今の様子などを思うと、やっかいな気持ちがしましょうが、あの出家をしても、などとお考えになるのも、同じこととお思いになって、お試しなさいませ」


1? 【君は忍びてのたまへることをほのめかしたまふ】中君は薫が頼んだことを浮舟の母に言う。

2 【思ひ初めつること】以下「試みたまへかし」まで、中君の詞。主語は薫。

3 【同じことに思ひなして】『集成』は「それと同じ捨て身になった積りで」と訳す。


東屋．３．６．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

東屋．３．６．４

■　「つらき目見めみせず1、人ひとにあなづられじの心こころにてこそ、鳥とりの音聞ねきこえざらむ住すまひS13まで2思おもひたまへおきつれ。

◇　「つらい目にあわず、誰からも馬鹿にされまいとの考えで、鳥の声が聞こえないような深山での生活まで考えておりました。

■　げに、人ひとの御おほむありさまけはひを3見みたてまつり思**ひたまふるは、下仕しもづかへのほど4などにても、かかる人ひとの御おほむあたりに5、馴なれきこえむは、かひありぬべし。

◇　おっしゃるように、殿のご様子や態度などを拝見して存じますことは、下仕えの身分などであっても、このような方のご身辺で、親しくしていただけるのは、生き甲斐のあることでしょう。

■　まいて若わかき人ひとは、心こころつけたてまつりぬべくはべるめれど、数かずならぬ身みS14に6、もの思おもふ種7たねをやいとど蒔まかせて見みはべらむ。

◇　まして若い女は、きっと心をお寄せ申し上げるにちがいないでしょうが、物の数にも入らない身で、物思いの種をますます蒔かせることになりましょうか。

◆　 
"つらき め みせ ず、 ひと に あなづら れ じ の こころ にて こそ、 とり の ね きこえ ざら む すまひ まで おもひ たまへ おき つれ。 げに、 ひと の おほむ-ありさま けはひ を み たてまつり たまふる は、 しもづかへ の ほど にて も、 かかる ひと の おほむ-あたり に、 なれ きこえ む は、 かひ あり ぬ べし。 まいて わかき ひと は、 こころ つけ たてまつり ぬ べく はべる めれ ど、 かず なら ぬ み に、 もの おもふ たね を や いとど まかせ て み はべら む。


S13 飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ（古今集恋一-五三五　読人しらず）

S14 今はとて忘るる草の種をだに人の心に蒔かせずもがな（伊勢物語-三九）

1 【つらき目見せず】以下「せさせたまへ」まで、浮舟の母の詞。

2 【鳥の音聞こえざらむ住まひまで】『異本紫明抄』は「飛ぶ鳥の声も聞こえぬ奥山の深き心を人は知らなむ」（古今集恋一、五三五、読人しらず）を指摘。出家遁世の意。

3 【人の御ありさまけはひを】薫の様子や感じ。

4 【下仕へのほど】女房以下の下仕えの身分。

5 【かかる人の御あたりに】薫の身辺。

6 【数ならぬ身に】娘の浮舟の身を思う。『異本紫明抄』は「かずならぬ身には思ひのなかれかし人なみなみに濡るる袖かな」（出典未詳）「今はとて忘るる草の種をだに人の心に蒔かせずもがな」（伊勢物語）を指摘。

7 【もの思ふ種】大島本は「物おもふたね」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もの思ひの」と校訂する。『新大系』は「物おもふ」のままとする。


東屋．３．６．５

■　高たかきも短みじかきも、女をむなといふものは、かかる筋すぢにてこそ、この世よ、後のちの世よまで、苦くるしき身みになりはべるなれ、と思おもひたまへはべればなむ、いとほしく思おもひたまへはべる。

◇　身分の高い者も低い者も、女というものは、このような男女の仲のことで、現世と、来世まで、苦しい身になるものです、と存じておりますので、かわいそうに存じております。

■　それもただ御心みこころになむ1。

◇　その話もただお気持ちに任せます。

■　ともかくも、思おぼし捨すてず、ものせさせたまへ」

◇　ともかくも、お見捨てにならず、お世話くださいませ」


1 【それもただ御心になむ】浮舟の身のふりを。『完訳』は「中の君の考えしだいと委ねる」と注す。


東屋．３．６．６

■　と聞きこゆれば、いとわづらはしくなりて、

◇　と申し上げるので、たいそうやっかいになって、

東屋．３．６．７

■　「いさや1。

◇　「さあね。

■　来こし方かたの心深こころぶかさにうちとけて、行ゆく先さきのありさまは知しりがたきを」

◇　過去の思いやり深さに気を許しても、将来の様子は分からないことです」


1 【いさや】以下「知りがたきを」まで、中君の詞。


東屋．３．６．８

■　とうち嘆なげきて、ことに物ものものたまはずなりぬ。

◇　とためいきをついて、他には何もおっしゃらずになった。

東屋．３．６．９

■　明あけぬれば、車くるまなど率ゐて来きて、守かみの消息せうそこなど、いと腹立はらだたしげに脅おびやかしたれば1、

◇　夜が明けたので、車などを引き出して来て、介の手紙などが、とても立腹した文面で脅かしていたので、


1 【守の消息などいと腹立たしげに脅かしたれば】娘の婚礼の日に外出していたので。


東屋．３．６．１０

■　「かたじけなく1、よろづに頼たのみきこえさせてなむ。

◇　「恐れ多いことですが、万事お頼み申し上げます。

■　なほ、しばし隠かくさせたまひて、巌いはほの中なかにS15とも、いかにとも2、思おもひたまへめぐらしはべるほど、数かずにはべらずとも3、思おもほし放はなたず、何なにごとをも教をしへさせたまへ」

◇　やはり、もうしばらくお隠しになって、巌の中なりとも、どこなりとも、思案いたします間は、人並みの者でございませんが、お見捨てなく、何事もお教えくださいませ」


S15 いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえ来ざらむ（古今集雑下-九五二　読人しらず）

1 【かたじけなく】以下「教へさせたまへ」まで、浮舟の母の詞。浮舟の身の処遇を依頼する。

2 【巌の中にともいかにとも】『異本紫明抄』は「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえ来ざらむ」（古今集雑下、九五二、読人しらず）を指摘。

3 【数にはべらずとも】浮舟の身を謙っていう。


東屋．３．６．１１

■　など聞きこえおきて、この御方おほむかたも1、いと心細こころぼそく、ならはぬ心地ここちに、立たち離はなれむを思おもへど、今いまめかしくをかしく見みゆるあたりに、しばしも見馴みなれたてまつらむと思おもへば、さすがにうれしくもおぼえけり。

◇　などと申し上げておいて、この御方も、たいそう心細く、初めてのことで、別れることを心配するが、はなやかで美しく見える所で、しばらくの間もお親しみ申せると思うと、そうはいっても嬉しく思われるのだった。


1 【この御方も】浮舟。


第四章　浮舟と匂宮の物語　浮舟、匂宮に見つかり言い寄られる

第一段　匂宮、二条院に帰邸

東屋．４．１．１

■　車引くるまひき出いづるほどの1、すこし明あかうなりぬるに、宮みや、内裏うちよりまかでたまふ。

◇　車を引き出すときの、少し明るくなったころに、宮が、内裏から退出なさる。

■　若君わかぎみおぼつかなくおぼえたまひければ、忍しのびたるさまにて、車くるまなども例れいならでおはしますに2さしあひて、おしとどめて立たてたれば3、廊らうに御車寄みくるまよせて4降おりたまふ。

◇　若君が気がかりに思われなさったので、人目につかないようにして、車などもいつもと違った物でお帰りになるのに出くわして、止めて立ち止まっていると、渡廊にお車を寄せて降りなさる。


1 【車引き出づるほどの】浮舟の母の車。

2 【例ならでおはしますに】親王である匂宮の常用の車は檳榔毛の車。ここは微行の体なので、網代車であろう。

3 【おしとどめて立てたれば】浮舟の母の車。

4 【廊に御車寄せて】匂宮の車。


東屋．４．１．２

■　「なぞの車くるまぞ。

◇　「誰の車か。

■　暗くらきほどに急いそぎ出いづる1は」

◇　暗いうちに急に出ようとするのは」


1 【なぞの車ぞ暗きほどに急ぎ出づる】匂宮の詞。


東屋．４．１．３

■　と目めとどめさせたまふ。

◇　と目をお止めあそばす。

■　「かやうにてぞ、忍しのびたる所ところには出いづるかし1」

◇　「このように、忍んで通う女のもとから出る者か」

■　と、御心みこころならひに思おぼし寄よるも、むくつけし2。

◇　と、ご自身の経験からお考えになるのも、嫌なことだ。


1 【かやうにてぞ忍びたる所には出づるかし】匂宮の心中の思い。

2 【御心ならひに思し寄るもむくつけし】『全集』は「匂宮の気のまわし方に対する語り手の批評」と注す。


東屋．４．１．４

■　「常陸殿ひたちどののまかでさせたまふ1」

◇　「常陸殿が退出あそばします」


1 【常陸殿のまかでさせたまふ】常陸介方の供人の詞。その北の方の呼称を「--殿」という。


東屋．４．１．５

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。

■　若わかやかなる御前ごぜんども、

◇　若い御前駆たちは、

東屋．４．１．６

■　「殿とのこそ、あざやかなれ1」

◇　「殿というのは、大げさな」


1 【殿こそあざやかなれ】匂宮方の供人の詞。


東屋．４．１．７

■　と、笑わらひあへるを聞きくも、

◇　と、笑い合っているのを聞くと、

■　「げに、こよなの身みのほどや1」

◇　「おっしゃるとおり、笑われてもしかたない身分だ」

■　と悲かなしく思おもふ。

◇　と悲しく思う。

■　ただ、この御方おほむかたのことを2思おもふゆゑにぞ、おのれも人ひとびとしくならまほしく3おぼえける。

◇　ただ、この御方のことを思うために、自分も人並みになりたいと思うのだった。

■　まして、正身さうじみを4なほなほしくやつして見みむことは、いみじくあたらしう思おもひなりぬ。

◇　それ以上に、ご本人を身分の低い男と結婚させるのは、ひどく惜しいと思った。

■　宮みや、入いりたまひて、

◇　宮が、お入りになって、


1 【げにこよなの身のほどや】浮舟の母の心中の思い。

2 【この御方のことを】浮舟の身の上。

3 【おのれも人びとしくならまほしく】浮舟の母自分も人並みの貴族になりたいと思う。

4 【正身を】浮舟本人を。


東屋．４．１．８

■　「常陸殿ひたちどのといふ人ひとや1、ここに通かよはしたまふ。

◇　「常陸殿という人を、こちらに通わせているのですか。

■　心こころある朝あさぼらけに、急いそぎ出いでつる車副くるまぞひなどこそ、ことさらめきて見みえつれ」

◇　意味ありげな朝ぼらけに、急いで出た車の供揃いが、特別に見えました」


1 【常陸殿といふ人や】以下「見えつれ」まで、匂宮の詞。「常陸殿」という男をここちらに通わせているのか、という問い。


東屋．４．１．９

■　など、なほ思おぼし疑うたがひてのたまふ。

◇　などと、やはりお疑いになっておっしゃる。

■　「聞ききにくくかたはらいたし」

◇　「聞きにくく回りの者がどう思うか」

■　と思おぼして1、

◇　とお思いになって、


1 【聞きにくくかたはらいたしと思して】主語は中君。


東屋．４．１．１０

■　「大輔たいふなどが1若わかくてのころ、友達ともだちにてありける人ひとは。

◇　「大輔などが若かったころ、友人であった人ですわ。

■　ことに今いまめかしうも見みえざめるを、ゆゑゆゑしげにものたまひなすかな。

◇　特にしゃれた人には見えないようだったが、わけがありそうにおっしゃいますね。

■　人ひとの聞ききとがめつべきことを2のみ、常つねにとりないたまふこそ、なき名なは立たてでS16,3」

◇　人聞きの悪そうなことばかりを、いつもおっしゃいますが、無実の罪を着せないでください」


S16 思はむと頼めしこともあるものをなき名を立てでただに忘れね（後撰集恋二-六六二　読人しらず）

1 【大輔などが】以下「なき名は立てで」まで、中君の詞。

2 【人の聞きとがめつべきことを】まるで中君が常陸殿という男を通わせているかと、誤解されるような言い方をする。

3 【なき名は立てで】『源氏釈』は「思はむと頼めしこともある物をなき名は立てでただに忘れね」（後撰集恋二、六六二、読人しらず）を指摘。


東屋．４．１．１１

■　と、うち背そむきたまふも、らうたげにをかし。

◇　と、横を向きなさるのも、かわいらしく美しい。

東屋．４．１．１２

■　明あくるも知しらずS17大殿籠おほとのごもりたるに1、人ひとびとあまた参まゐりたまへば2、寝殿しんでんに渡わたりたまひぬ3。

◇　夜の明けるのも知らずにお休みになっていると、人びとが大勢参上なさったので、寝殿にお渡りになった。

■　后きさいの宮みやは4、ことことしき御悩おほむなやみにもあらで、おこたりたまひにければ、心地ここちよげにて、右みぎの大殿おほとのの君達きむだちなど、碁打ごうち韻塞いんふたぎなどしつつ遊あそびたまふ。

◇　后の宮は、仰々しいご病気でなく平癒なさったので、気分よさそうで、右の大殿の公達などは、碁を打ったり韻塞ぎなどをしてお遊びになる。


S17 玉簾明くるも知らで寝しものを夢にも見じとゆめ思ひきや（伊勢集-五五）

1 【明くるも知らず大殿籠もりたるに】『異本紫明抄』は「玉簾明くるも知らで寝しものを夢にも見じと思ひけるかな」（伊勢集）を指摘。

2 【人びとあまた参りたまへば】夕霧の従者たち。

3 【寝殿に渡りたまひぬ】主語は匂宮。寝殿で客人に応対。

4 【后の宮は】明石中宮。


第二段　匂宮、浮舟に言い寄る

東屋．４．２．１

■　夕ゆふつ方かた、宮みやこなたに渡わたらせたまへれば1、女君をむなぎみは、御おほむゆするのほどなりけり。

◇　夕方、宮がこちらにお渡りあそばすと、女君は、ご洗髪の時であった。

■　人ひとびともおのおのうち休やすみなどして、御前おまへには人ひともなし。

◇　女房たちもそれぞれ休んだりしていて、御前には女房もいない。

■　小ちひさき童わらはのあるして、

◇　小さい童女がいたのをつかって、


1 【宮こなたに渡らせたまへれば】匂宮、中君のいる西の対へ。


東屋．４．２．２

■　「折悪をりあしき御おほむゆする1のほどこそ、見苦みぐるしかめれ。

◇　「折悪くご洗髪の時とは、困りましたね。

■　さうざうしくてや、眺ながめむ」

◇　手持ち無沙汰で、ぼんやりしていようかな」


1 【折悪しき御ゆする】以下「眺めむ」まで、匂宮の詞。


東屋．４．２．３

■　と、聞きこえたまへば、

◇　と、申し上げなさると、

東屋．４．２．４

■　「げに、おはしまさぬ1隙々ひまひまにこそ、例れいは済すませ。

◇　「仰せのとおり、いらっしゃらない合間に、いつもは済ませます。

■　あやしう日ひごろも2もの憂うがらせたまひて、今日過けふすぎば、この月つきは日ひもなし。

◇　妙に近頃は億劫になられまして、今日を過ごしたら、今月は吉日もありません。

■　九く、十月じふぐわちは3、いかでかはとて、仕つかうまつらせつるを」

◇　九月、十月は、とてもと思われまして、いたしておりますが」


1 【げにおはしまさぬ】以下「仕まつらせつるを」まで、大輔の詞。

2 【日ごろも】大島本は「ひころも」とある。『完本』は諸本に従って「日ごろ」と校訂する。『集成』『新大系』は「日ごろも」のままとする。

3 【今日過ぎばこの月は日もなし九十月は】洗髪入浴は吉日に行われた。『花鳥余情』は「九月は忌む月なり。十月はかみなし月にて髪あらふにはばかる月なるべし」とある。現在は八月。


東屋．４．２．５

■　と、大輔たいふいとほしがる。

◇　と、大輔はお気の毒がる。

東屋．４．２．６

■　若君わかぎみも寝ねたまへりければ、そなたに1これかれあるほどに、宮みやはたたずみ歩ありきたまひて、西にしの方かたに2例れいならぬ童わらはの見みえつるを、

◇　若君もお寝みになっていたので、そちらに女房の皆がいるときで、宮はぶらぶらお歩きになって、西の方にいつもとちがった童女が見えたのを、

■　「今参いままゐりたるか」

◇　「新参者か」

■　など思おぼして、さし覗のぞきたまふ3。

◇　などとお思いになって、お覗きになる。

■　中なかのほどなる障子さうじの、細目ほそめに開あきたるより見みたまへば、障子さうじのあなたに、一尺いちしゃくばかりひきさけて、屏風立びゃうぶたてたり。

◇　中程にある襖障子が、細めに開いている所から御覧になると、障子の向こうに、一尺ほど離れて、屏風が立っていた。

■　そのつまに、几帳きちゃう、簾すに添そへて立たてたり。

◇　その端に、几帳を、御簾に添って立ててある。


1 【そなたに】若君の寝ている所。

2 【西の方に】西の対の西廂。その北側に浮舟がいる。

3 【さし覗きたまふ】匂宮が浮舟のいる北側を。


東屋．４．２．７

■　帷一重かたびらひとへをうちかけて、紫苑色しをにろのはなやかなるに1、女郎花をみなへしの織物おりものと見みゆる重かさなりて、袖口そでぐちさし出いでたり。

◇　帷子一枚を横木にひっ懸けて、紫苑色の華やかな袿に、女郎花の織物と見える表着が重なって、袖口が出ている。

■　屏風びゃうぶの一枚ひとひらたたまれたるより2、

◇　屏風の一枚が畳まれている間から、

■　「心こころにもあらで見みゆるなめり3。

◇　「意外にも見えるようだ。

■　今参いままゐりの口惜くちをしからぬなめり4」

◇　新参者でかなりの身分の女房のようだ」

■　と思おぼして、この廂ひさしに通かよふ障子さうじを、いとみそかに押おし開あけたまひて、やをら歩あゆみ寄よりたまふも、人知ひとしらず5。

◇　とお思いになって、この廂に通じている障子を、たいそう密かに押し開けなさって、静かに歩み寄りなさるのも、誰も気がつかない。


1 【紫苑色のはなやかなるに】以下、浮舟の衣装。匂宮が見た袖口の色。

2 【屏風の一枚たたまれたるより】屏風の一枚（曲）が畳まれている。

3 【心にもあらで見ゆるなめり】地の文が徐々に匂宮の心中文に競り上がってくる叙述。『完訳』は「屏風の一折れだけが畳まれている間から、当の浮舟は気づかないが、匂宮には見えるようだ、の意」と注す。

4 【今参りの口惜しからぬなめり】匂宮の心中の思い。

5 【人知らず】浮舟付きの女房の誰も気づかず、の意。


東屋．４．２．８

■　こなたの廊らうの中なかの壺前栽1つぼせんさいの、いとをかしう色々いろいろに咲さき乱みだれたるに、遣水やりみづのわたり2、石高いしたかきほど、いとをかしければ、端近はしちかく添そひ臥ふして眺ながむるなりけり3。

◇　こちらの渡廊の中の壷前栽が、たいそう美しく色とりどりに咲き乱れているところに、遣水のあたりの、石が高くなっているところが、実に風情があるので、端近くに添い臥して眺めているのであった。

■　開あきたる障子さうじを、今いますこし押おし開あけて、屏風びゃうぶのつまより覗のぞきたまふに、宮みやとは思おもひもかけず4、

◇　開いている障子を、もう少し押し開けて、屏風の端からお覗きなさると、宮とは思いもかけず、

■　「例れいこなたに来馴きなれたる人ひとにやあらむ5」

◇　「いつもこちらに来馴れている女房であろうか」

■　と思おもひて、起おき上あがりたる様体やうだい、いとをかしう見みゆるに、例れいの御心みこころは過すぐしたまはで6、衣きぬの裾すそを捉とらへたまひて、こなたの障子さうじは7引ひき立たてたまひて、屏風びゃうぶのはさまに居ゐたまひぬ。

◇　と思って、起き上がった姿形は、たいそう美しく見えるので、いつもの好色のお癖はお堪えになれず、衣の裾を捉えなさって、こちらの障子は引き閉めなさって、屏風の隙間に座りなさった。


1 【こなたの廊の中の壺前栽】『完訳』は「西の対のさらに西側に建物があり、それとつなぐ廊か」と注す。

2 【遣水のわたり】大島本は「わたり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「わたりの」と「の」を補訂する。『新大系』は「わたり」のままとする。

3 【端近く添ひ臥して眺むるなりけり】主語は浮舟。匂宮は南から覗き、浮舟は西を向いて庭を眺めている。その横顔が見える。

4 【宮とは思ひもかけず】主語は浮舟。

5 【例こなたに来馴れたる人にやあらむ】浮舟の思い。中君と浮舟との間を取り次ぎする女房かと思う。

6 【例の御心は過ぐしたまはで】匂宮の好色の癖。

7 【こなたの障子は】匂宮が入ってきた障子。


東屋．４．２．９

■　あやしと思おもひて、扇あふぎをさし隠かくして見返みかへりたるさま、いとをかし。

◇　変だと思って、扇で顔を隠して振り返った様子、実に美しい。

■　扇あふぎを持もたせながら捉とらへたまひて1、

◇　扇をお持になったまま掴えなさって、


1 【扇を持たせながら捉へたまひて】浮舟に扇を持たせたまま匂宮がつかまえて。


東屋．４．２．１０

■　「誰たれぞ。

◇　「どなたですか。

■　名なのりこそ、ゆかしけれ1」

◇　名前が、ぜひ聞きたい」


1 【誰れぞ名のりこそゆかしけれ】匂宮の詞。


東屋．４．２．１１

■　とのたまふに、むくつけくなりぬ。

◇　とおっしゃると、気持ち悪くなった。

■　さるもののつらに、顔かほを他ほかざまにもて隠かくして1、いといたう忍しのびたまへれば、

◇　そうした物の際で、顔を外向けに隠して、とてもたいそうお忍びになっているので、

■　「このただならず2ほのめかしたまふらむ大将だいしゃうにや3、香かうばしきけはひなども」

◇　「あの一方ならず思いを寄せていらっしゃるらしい大将であろうか、香ばしい様子などもそれらしく」

■　思おもひわたさるるに、いと恥はづかしくせむ方かたなし。

◇　思われるので、とても恥ずかしくどうしてよいか分からない。


1 【さるもののつらに顔を他ざまにもて隠して】主語は匂宮。『完訳』は「屏風などの際で顔をあちら向きに隠して。自分が誰であるか知られまいとする匂宮の用心深さ」と注す。

2 【このただならず】以下「けはひなども」まで、浮舟の心中の思い。末尾は地の文に流れる。

3 【大将にや】浮舟は薫かと思う。しかし、匂宮邸にいて薫かと思うのは誤解も甚だしい。


第三段　浮舟の乳母、困惑、右近、中君に急報

東屋．４．３．１

■　乳母めのと、人ひとげの例れいならぬを1、あやしと思おもひて、あなたなる屏風びゃうぶを押おし開あけて来きたり。

◇　乳母は、人の気配がいつもと違うのを、変だと思って、あちらにある屏風を押し開けて来た。


1 【人げの例ならぬを】『完訳』は「浮舟の乳母。「かうばしきけはひ」から、異常な事態を感取」と注す。


東屋．４．３．２

■　「これは、いかなることにか1はべらむ。

◇　「これは、どうしたことでございましょう。

■　あやしきわざにもはべる」

◇　変な事でございます」


1 【これはいかなることにか】以下「わざにもはべるかな」まで、乳母の詞。


東屋．４．３．３

■　など聞きこゆれど、憚はばかりたまふべきことにもあらず2。

◇　などと申し上げるが、遠慮なさるべきのことでもない。

■　かくうちつけなる御おほむしわざなれど、言ことの葉多はおほかる本性ほんじゃうなれば、何なにやかやとのたまふに、暮くれ果はてぬれど、

◇　このような突然のなさりようだが、口上手なご性分なので、何やかやとおっしゃるうちに、すっかり暮れてしまったが、


1? 【はべるなど】大島本は「侍るなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべるかなと」と「か」を補訂する。『新大系』は「侍るなど」のままとする。

2 【はばかりたまふべきことにもあらず】匂宮はこの邸の主人。しかも好色の性癖がある。


東屋．４．３．４

■　「誰たれと聞きかざらむほどは許ゆるさじ2」

◇　「誰それと名前を聞かないうちは許しません」


1? 【言の葉多かる本情なれば】大島本は「ことの葉おほかる本上」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御本情」と「御」を補訂する。『新大系』は「本上」のままとする。匂宮の好色者らしい言葉上手。

2 【誰れと聞かざらむほどは許さじ】匂宮の詞。


東屋．４．３．５

■　とて、なれなれしく臥ふしたまふに、

◇　と言って、なれなれしく臥せりなさるので、

■　「宮みやなりけり1」

◇　「宮であったのだ」

■　と思おもひ果はつるに、乳母めのと、言いはむ方かたなくあきれてゐたり。

◇　と思い当たって、乳母は、何とも言いようがなく驚きあきれていた。


1 【宮なりけり】浮舟の合点。この邸の主の匂宮だっのだ。


東屋．４．３．６

■　大殿油おほとなぶらは灯籠とうろにて1、

◇　大殿油は燈籠に入れて、

■　「今渡いまわたらせたまひなむ2」

◇　「まもなくお帰りあそばしましょう」

■　と人ひとびと言いふなり3。

◇　と女房たちが言っている声がする。

■　御前おまへならぬ方かたの御格子みかうしどもぞ下おろすなる4。

◇　御前以外の御格子を下ろす音がする。

■　こなたは5離はなれたる方かたにしなして、高たかき棚厨子一具立たなづしひとよろひたて6、屏風びゃうぶの袋ふくろに入いれこめたる7、所々ところどころに寄よせかけ、何なにかの荒あららかなるさまにし放はなちたり。

◇　こちらは離れた所であって、高い棚厨子を一具ほど立て、屏風が袋に入れてあるのを、あちこちに立て掛けて、何やかやと雑然とした様子に散らかしている。

■　かく人ひとのものしたまへばとて、通かよふ道みちの障子一間さうじひとまばかりぞ開あけたるを、右近うこんとて、大輔たいふが娘むすめのさぶらふ9来きて、格子下かうしおろしてここに寄より来くなり10。

◇　このように人がいらっしゃるからといって、通り道の障子を一間ほど開けてあるのを、右近といって、大輔の娘で仕えている者が来て、格子を下ろしてこちらに近寄って来る音がする。


1 【大殿油は灯籠にて】大殿油は灯籠に入れて、の意。

2 【今渡らせたまひなむ】女房の詞。中宮が洗髪を終えて間もなく戻って来られよう。

3 【人びと言ふなり】「なり」伝聞推定の助動詞。語り手が聞いている体。臨場感のある表現。

4 【御前ならぬ方の御格子どもぞ下ろすなる】中君の部屋の前の格子以外はみな下ろす。「なり」伝聞推定の助動詞。

5 【こなたは】浮舟のいる部屋。

6 【高き棚厨子一具立て】大島本は「一よろひ」とある。『完本』は諸本に従って「一具ばかり」と「ばかり」を補訂する。『集成』『新大系』は「一具」のままとする。

7 【屏風の袋に入れこめたる】使わない屏風は袋に入れて立て掛けておいた。

8? 【かく人のものしたまへれば】浮舟をさす。

9 【右近とて大輔が娘のさぶらふ】中君付きの女房である大輔の娘、右近。『完訳』は「中の君づきの女房。後の浮舟巻の右近と同一人物か否か、古来論議のある人物」と注す。

10 【ここに寄り来なり】浮舟の近くに。「なり」伝聞推定の助動詞。


東屋．４．３．７

■　「あな、暗くらや1。

◇　「まあ、暗いわ。

■　まだ大殿油おほとなぶらも参まゐらざりけり。

◇　まだ大殿油もお灯けになっていないのですね。

■　御格子みかうしを、苦くるしきに2、急いそぎ参まゐりて、闇やみに惑まどふよ」

◇　御格子を、苦労して、急いで下ろして、暗闇にまごつきますこと」


1 【あな暗や】以下「闇に惑ふよ」まで、右近の詞。

2 【苦しきに】大変なのに。「に」接続助詞、順接、原因理由を表す。御格子を下ろすのは大変な作業なのに、それを、というニュアンス。


東屋．４．３．８

■　とて、引ひき上あぐるに1、宮みやも2、

◇　と言って、引き上げるので、宮も、

■　「なま苦くるし」

◇　「ちょっと困ったな」

■　と聞ききたまふ。

◇　とお聞きになる。

■　乳母めのとはた、いと苦くるしと思おもひて、ものづつみせずはやりかにおぞき人ひとにて、

◇　乳母は、乳母で、まことに困ったことだと思って、遠慮せずせっかちで気の強い人なので、


1 【引き上ぐるに】右近は格子を上げる。

2 【宮も】匂宮。


東屋．４．３．９

■　「もの聞きこえはべらむ1。

◇　「申し上げます。

■　ここに、いとあやしきことのはべるに2、見みたまへ極ごうじてP27,3なむ、え動うごきはべらでなむ」

◇　こちらに、とても怪しからんことがございまして、扱いあぐねて、身動きもとれずにおります」


P27 見たまへ極じて--*こうして

1 【もの聞こえはべらむ】以下「え動きはべらでなむ」まで、乳母の詞。

2 【いとあやしきことのはべるに】漠然と言っている。

3 【見たまへ極じて】大島本は「こうして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見たまへ極じて」と「見たまへ」を補訂する。『新大系』は「極じて」のままとする。


東屋．４．３．１０

■　「何なにごとぞ」

◇　「どうしたことですか」

東屋．４．３．１１

■　とて、探さぐり寄よるに、袿姿うちきすがたなる男1をとこの、いと香かうばしくて添そひ臥ふしたまへるを、

◇　と言って、手探りで近づくと、袿姿の男が、とてもよい匂いで寄り添っていらっしゃるのを、

■　「例れいのけしからぬ御おほむさま」

◇　「いつもの困ったお振る舞いだ」

■　と思おもひ寄よりにけり。

◇　と気づくのだった。

■　「女をむなの心合こころあはせたまふまじきこと」

◇　「女が同意なさるはずがない」

■　と2推おし量はからるれば、

◇　と察せられるので、


1 【袿姿なる男】直衣を脱いだ姿。

2 【女の心合はせたまふまじきことと】浮舟が同意してのことではないと。


東屋．４．３．１２

■　「げにP28、いと見苦みぐるしき1ことにもはべるかな。

◇　「なるほど、とても見苦しいことでございますね。

■　右近うこんは、いかにか聞きこえさせむ2。

◇　右近めは、何とも申し上げられません。

■　今参いままゐりて、御前ごぜんに3こそは忍しのびて聞きこえさせめ」

◇　早速参上して、ご主人にこっそりと申し上げましょう」


P28 げに--（/+けに〈朱〉）

1 【げにいと見苦しき】以下「聞こえさせめ」まで、右近の詞。

2 【いかにか聞こえさせむ】反語表現。自分はあなた匂宮には何とも言えない。

3 【御前に】主人の中君に。


東屋．４．３．１３

■　とて立たつを、あさましくかたはに、誰たれも誰たれも思おもへど、宮みやは懼おぢたまはず。

◇　と言って立つのを、とんでもなく不体裁なことと、誰も彼もが思うが、宮はびくともなさらない。

東屋．４．３．１４

■　「あさましきまで1あてにをかしき人ひとかな。

◇　「驚くほどに上品で美しい人だな。

■　なほ、何人なにびとならむ。

◇　やはり、どのような人なのであろうか。

■　右近うこんが言いひつるけしきも、いとおしなべての今参いままゐりにはあらざめり2」

◇　右近が言った様子からも、とても並の新参者ではないようだ」


1 【あさましきまで】以下「あらざめり」まで、匂宮の心中の思い。浮舟に対する感想。

2 【あらざめり】大島本は「あらさめり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あらざめりと」と「と」を補訂する。『新大系』は「あらざめり」のままとする。


東屋．４．３．１５

■　心得こころえがたく思おぼされて、と言いひかく言いひ、怨うらみたまふ。

◇　納得がゆかず思われなさって、ああ言いこう言い、恨みなさる。

■　心こころづきなげにけしきばみてももてなさねど1、ただいみじう死しぬばかり思おもへるがいとほしければ、情なさけありてこしらへたまふ。

◇　嫌がる素振りでもないが、ただひどく死ぬほどつらく思っているのが気の毒なので、思いやりをこめて慰めなさる。


1 【心づきなげにけしきばみてももてなさねど】浮舟の態度。はっきりと拒否する素振りでもない。


東屋．４．３．１６

■　右近うこん、上うへに、

◇　右近は、主人に、

東屋．４．３．１７

■　「しかしかこそ1おはしませ。

◇　「これこれしかじかでいらっしゃいます。

■　いとほしく、いかに思おもふらむ2」

◇　お気の毒で、どんなに困っていらっしゃることでしょうか」


1 【しかしかこそ】以下「思ふらむ」まで、右近の報告。

2 【いかに思ふらむ】大島本は「おもふらん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ほす」と校訂する。『新大系』は「思ふ」のままとする。主語は浮舟。


東屋．４．３．１８

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

東屋．４．３．１９

■　「例れいの、心憂こころうき1御おほむさまかな。

◇　「いつもの、情けないお振る舞いですこと。

■　かの母ははも2、いかにあはあはしく、けしからぬさまに思おもひたまはむとすらむ。

◇　あの母親も、どんなにか軽率で、困ったこととお思いになることだろう。

■　うしろやすくと、返かへす返がへす言いひおきつるものを3」

◇　安心にと、繰り返し言っていたものを」


1 【例の心憂き】以下「言ひおきつるものを」まで、中君の詞。

2 【かの母も】浮舟の母親。

3 【言ひおきつるものを】主語は浮舟の母親。


東屋．４．３．２０

■　と、いとほしく思おぼせど、

◇　と、お気の毒にお思いになるが、

■　「いかが聞きこえむ1。

◇　「何と申し上げられよう。

■　さぶらふ人ひとびとも、すこし若わかやかによろしきは、見捨みすてたまふなく、あやしき人ひとの御癖おほむくせなれば、いかがは思おもひ寄よりたまひけむ2」

◇　仕えている女房たちでも、少し若くて結構な女は、お見捨てになることのない、不思議なご性分の人なので、どのようにしてお気づきになったのだろう」

■　とあさましきに、ものも言いはれたまはず。

◇　とあきれて、何ともおっしゃれない。


1 【いかが聞こえむ】以下「思ひよりたまひけめ」まで、中君の心中の思い。匂宮に対して。反語表現。好色癖には何と言うこともできない。

2 【思ひ寄りたまひけむ】浮舟の存在に気づいた、の意。


第四段　宮中から使者が来て、浮舟、危機を脱出

東屋．４．４．１

■　「上達部かむだちめあまた1参まゐりたまふ日2ひにて、遊あそび戯たはぶれては3、例れいも、かかる時ときは遅おそくも渡わたりたまへば4、皆みなうちとけてやすみたまふぞかし5。

◇　「上達部が大勢参上なさっている日なので、遊びに興じなさっては、いつも、このようなときには遅くお渡りになるので、みな気を許してお休みになっているのです。

■　さても、いかにすべきことぞ。

◇　それにしても、どうしたらよいことでしょう。

■　かの乳母6めのとこそ、おぞましかりけれ。

◇　あの乳母は、気が強かった。

■　つと添そひゐて護まもりたてまつり、引ひきもかなぐりたてまつりつべくこそ思おもひたりつれ」

◇　ぴったりと付き添ってお守り申して、引っ張って放しかねないほどに思っていました」


1 【上達部あまた】以下「思ひたりつれ」まで、右近の詞。

2 【参りたまふ日】大島本は「給ふ日」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。『新大系』は「給ふ」のままとする。

3 【遊び戯れては】大島本は「たハふれてハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たはぶれたまひては」と「たまひ」を補訂する。『新大系』は「たはぶれては」のままとする。

4 【渡りたまへば】中君のもとへ。

5 【やすみたまふぞかし】主語は女房たち。会話文中なので、敬語が付く。

6 【かの乳母】浮舟の乳母。


東屋．４．４．２

■　と、少将せうしゃうと二人ふたりして1いとほしがるほどに、内裏うちより人参ひとまゐりて、大宮おほみやこの夕暮ゆふぐれより2御胸悩おほむむねなやませたまふを、ただ今いまいみじく重おもく悩なやませたまふP29よし申まうさす。

◇　と、少将と二人で気の毒がっているところに、内裏から使者が参上して、大宮が今日の夕方からお胸を苦しがりあそばしていたが、ただ今ひどく重態におなりあそばした旨を申し上げる。

■　右近うこん、

◇　右近は、


P29 悩ませたまふ--なや（や/+ませ）たまふ

1 【少将と二人して】中君付きの女房と。

2 【大宮この夕暮より】以下「おはしますよし」まで、使者の詞の要旨。


東屋．４．４．３

■　「心こころなき折をりの1御悩おほむなやみかな。

◇　「折悪いご病気だわ。

■　聞きこえさせむ」

◇　申し上げましょう」


1 【心なき折の】以下「聞こえさせむ」まで、右近の詞。『完訳』は「匂宮には折悪しき母后のご病気だ、と戯れた言い方である」と注す。


東屋．４．４．４

■　とて立たつ。

◇　と言って立つ。

■　少将せうしゃう、

◇　少将は、

東屋．４．４．５

■　「いでや1、今いまは、かひなくもあべいことを2、をこがましく、あまりな脅おびやかしきこえたまひそ」

◇　「さあ、でも、今からでは、手遅れであろうから、馬鹿らしくあまり脅かしなさいますな」


1 【いでや】以下「きこえたまひそ」まで、少将の詞。

2 【今はかひなくもあべいことを】『完訳』は「もう手遅れだろうから。すでに情交があったと、露骨に言う」と注す。


東屋．４．４．６

■　と言いへば、

◇　と言うと、

東屋．４．４．７

■　「いな、まだしかるべし1」

◇　「いや、まだそこまではいってないでしょう」


1 【いなまだしかるべし】右近の詞。


東屋．４．４．８

■　と、忍しのびてささめき交かはすを、上うへは、

◇　と、ひそひそとささやき合うのを、上は、

■　「いと聞ききにくき1人ひとの御本性ごほんじゃうにこそあめれ。

◇　「とても聞きずらいご性分の人のようだわ。

■　すこし心こころあらむ人ひとは、わがあたりをさへ疎うとみぬべかめり」

◇　少し考えのある人なら、わたしのことまでを軽蔑するだろう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【いと聞きにくき】以下「疎みぬべかめり」まで、中君の心中の思い。


東屋．４．４．９

■　参まゐりて1、御使おほむつかひの申まうすよりも、今いますこしあわたたしげに申まうしなせば、動うごきたまふべきさまにもP30あらぬ御みけしきに2、

◇　参上して、ご使者が申したのよりも、もう少し急なように申し上げると、動じそうもないご様子で、


P30 さまにも--さま（ま/+に）も

1 【参りて】右近が匂宮のもとに。

2 【動きたまふべきさまにもあらぬ御けしきに】匂宮の態度。


東屋．４．４．１０

■　「誰たれか参まゐりたる1。

◇　「誰が参ったか。

■　例れいの、おどろおどろしく脅おびやかす」

◇　いつものように、大げさに脅かしている」


1 【誰れか参りたる】以下「脅かす」まで、匂宮の詞。


東屋．４．４．１１

■　とのたまはすれば、

◇　とおっしゃるので、

東屋．４．４．１２

■　「宮みやの侍さぶらひに1、平重経たひらのしげつねとなむ名なのりはべりつるP31」

◇　「中宮職の侍者で、平重経と名乗りました」


P31 はべりつる」と--侍つるに（に/＃と）

1 【宮の侍に】以下「名のりはべりつる」まで、右近の詞。中宮職の官人で、の意。


東屋．４．４．１３

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　出いでたまはむことの1いとわりなく口惜くちをしきに、人目ひとめも思おぼされぬに、右近立うこんたち出いでて、この御使おほむつかひを西面にしおもてにてと言**へば2、申まうし次つぎつる人ひとも3寄より来きて、

◇　お出かけになることがとても心残りで残念なので、人目も構っていられないので、右近が現れ出て、このご使者を西表で尋ねると、取り次いだ女房も近寄って来て、

◆　 
と きこゆ。 いで たまは む こと の いと わりなく くちをしき に、 ひとめ も おぼさ れ ぬ に、 うこん たちいで て、 この おほむ-つかひ を にしおもて にて とへ ば、 まうしつぎ つる ひと も より き て、


1 【出でたまはむことの】浮舟の部屋から出ること。

2 【この御使を西面にてと言へば】大島本は「といへハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「問へば」と「い」を削除する。『新大系』は「と言へば」のままとする。『完訳』は「寝殿の南庭にいたらしい使者（平重経）を、匂宮のいる西の対の西廂の庭前に呼び出す。匂宮に直接聞かせるつもりである」と注す。

3 【申し次ぎつる人も】『集成』は「お使いの口上を、女房に取り次いだ宮家の家臣。やはり庭上に控える」と注す。


東屋．４．４．１４

■　「中務宮1なかつかさのみや、参まゐらせたまひぬ。

◇　「中務宮が、いらっしゃいました。

■　大夫だいぶは、ただ今いまなむ、参まゐりつる道みちに、御車引みくるまひき出いづる、見みはべりつ」

◇　中宮大夫は、ただ今、参ります途中で、お車を引き出しているのを、拝見しました」


1 【中務宮】以下「見はべりつ」まで、使者の詞。『完訳』は「以下、取次が使者の報告を伝達」と注す。中務宮は、匂宮の弟か、とされる。


東屋．４．４．１５

■　と申まうせば、

◇　と申し上げるので、

■　「げに、にはかに1時々悩ときどきなやみたまふ折々をりをりもあるを」

◇　「なるほど、急に時々お苦しみになる折々もあるが」

■　と思おぼすに、人ひとの思おぼすらむこともはしたなくなりて、いみじう怨うらみ契ちぎりおきて出いでたまひP32ぬ。

◇　とお思いになるが、人がどう思うかも体裁悪くなって、たいそう恨んだり約束なさったりしてお出になった。


P32 出でたまひ--（/+いて〈朱〉）たまひ

1 【げににはかに】以下「折々もあるを」まで、匂宮の心中の思い。


第五段　乳母、浮舟を慰める

東屋．４．５．１

■　恐おそろしき夢ゆめの覚さめたる心地ここちして1、汗あせにおし浸ひたして臥ふしたまへり。

◇　恐ろしい夢から覚めたような気がして、汗にびっしょり濡れてお臥せりになっていた。

■　乳母めのと、うち扇あふぎなどして2、

◇　乳母が、扇いだりなどして、


1 【恐ろしき夢の覚めたる心地して】主語は浮舟。

2 【うち扇ぎなどして】乳母が扇で扇いだりなどして。


東屋．４．５．２

■　「かかる御住おほむすまひは1、よろづにつけて、つつましう便びんなかりけり。

◇　「このようなお住まいは、何かにつけて、遠慮されて不都合であった。

■　かくおはしましP33そめて2、さらに、よきことはべらじ。

◇　このように一度お会いなさっては、今後、良いことはございますまい。

■　あな、恐おそろしや。

◇　ああ、恐ろしい。

■　限かぎりなき人ひと聞ときこゆとも、やすからぬ御おほむありさまは、いとあぢきなかるべし。

◇　この上ない方と申し上げても、穏やかならぬお振る舞いは、まことに困ったことです。


P33 おはしまし--おはし（し/+まし〈朱〉）

1 【かかる御住まひは】以下「おはしますべきものを」まで、乳母の詞。

2 【かくおはしましそめて】このように匂宮にいったん目を付けられたからには今後もただでは済むまい、の意。


東屋．４．５．３

■　よそのさし離はなれたらむ人ひとにこそ1、善よしとも悪あしともおぼえられたまはめ2、人聞ひとぎきもかたはらいたきこと、と思おもひたまへて、降魔ごうまの相さうを出いだして、つと見みたてまつりつれば、いとむくつけく、下衆下衆げすげすしき女をむなと思おぼして、手てをいといたくつませたまひつる3こそ、直人なほびとの懸想けさうだちて4、いとをかしくもおぼえはべりつれ。

◇　他人で縁故のないような人なら、良いとも悪いとも思っていただきましょうが、外聞も体裁悪いこと、と存じられて、降魔の相をして、じっと睨み続け申したところ、とても気持ち悪く、下衆っぽい女とお思いになって、手をひどくおつねりになったのは、普通の人の懸想めいて、とてもおかしくも思われました。


1 【よそのさし離れたらむ人にこそ】『集成』は「中の君との間柄を思えば、匂宮とのことだけは困る、の意」と注す。

2 【おぼえられたまはめ】「られ」受身の助動詞。「たまふ」は浮舟に対する敬意。係結びの法則。逆接用法で下文に続く。

3 【思して手をいといたくつませたまひつる】大島本は「いといたく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いたく」と「いと」を削除する。『新大系』は「いといたく」のままとする。主語は匂宮。宮が私乳母の手をつねって。

4 【直人の懸想だちて】身分の低い者の懸想めいて。


東屋．４．５．４

■　かの殿とのには、今日けふもいみじくいさかひたまひけり1。

◇　あの殿では、今日もひどく喧嘩をなさいました。

■　「ただ一所ひとところの御上おほむうへを2見扱みあつかひたまふとて、わがP34子こどもをば3思おぼし捨すてたり、客人まらうとのおはするほどの4御旅居見苦おほむたびゐみぐるし」

◇　「ただお一方のお身の上をお世話するといって、自分の娘を放りっぱなしになさって、客人がおいでになっている時のご外泊は見苦しい」

■　と、荒々あらあらしきまでぞ聞きこえたまひける。

◇　と、荒々しいまでに非難申し上げなさっていました。

■　下人しもびとさへ聞ききいとほしがりけり。

◇　下人までが聞きずらく思っていました。


P34 わが--*我／＼

1 【かの殿には今日もいみじくいさかひたまひけり】常陸介邸。日頃から夫婦のいさかいが絶えない。

2 【ただ一所の御上を】浮舟をさす。

3 【わが子どもをば】大島本は「我／＼こともをハ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「わが子ども」と校訂する。

4 【客人のおはするほどの】娘婿の左近少将が通ってくる。


東屋．４．５．５

■　「すべてこの少将せうしゃうの君きみぞ、いと愛敬あいぎゃうなくおぼえたまふ。

◇　ぜんたいが、この少将の君がとても愛嬌ない方と思われなさいます。

■　この御おほむことはべらざらましかば1、うちうちやすからずむつかしきことは、折々をりをりはべりとも、なだらかに、年としごろのままにておはしますべきものを」

◇　あの事がございませんでしたら、内輪で穏やかでない厄介な事が、時々ございましても、穏便に、今までの状態でいらっしゃることができましたものを」


1 【この御ことはべらざらましかば】少将との縁談にまつわるごたごた。「御」は「み」と読む。


東屋．４．５．６

■　など、うち嘆なげきつつ言いふ。

◇　などと、嘆息しながら言う。

東屋．４．５．７

■　君きみは1、ただ今いまはともかくも思おもひめぐらされず、ただいみじくはしたなく、見知みしらぬ目めを見みつるに添そへても、

◇　君は、ただ今は何もかも考えることができず、ただひどくいたたまれず、これまでに経験したこともないような目に遭った上に、

■　「いかに思おぼすらむ2」

◇　「どのようにお思いになっているだろう」

■　と思おもふに、わびしければ、うつぶし臥ふして泣なきたまふ。

◇　と思うと、つらいので、うつ臥してお泣きになる。

■　いと苦くるしと見扱みあつかひて、

◇　とてもおいたわしいとなだめかねて、


1 【君は】浮舟。

2 【いかに思すらむ】中君がどうお思いになるだろう。


東屋．４．５．８

■　「何なにか、かく1思おぼす。

◇　「どうして、こんなにお嘆きになります。

■　母ははおはせぬ人ひとこそ、たづきなう悲かなしかるべけれ。

◇　母親がいらっしゃらない人こそ、頼りなく悲しいことでしょう。

■　よそのおぼえは、父ちちなき人ひとはいと口惜くちをしけれど、さがなき継母ままははに憎にくまれむよりは、これはいとやすし。

◇　世間から見ると、父親のいない人はとても残念ですが、意地悪な継母に憎まれるよりは、この方がとても気が楽です。

■　ともかくもしたてまつりたまひてむ。

◇　何とかして差し上げましょう。

■　な思おぼし屈くんぜそ。

◇　くよくよなさいますな。


1 【何かかく】以下「やみたまひなむや」まで、乳母の詞。


東屋．４．５．９

■　さりとも、初瀬はつせの観音くわんおんおはしませば、あはれと思おもひきこえたまふらむ1。

◇　そうはいっても、初瀬の観音がいらっしゃるので、お気の毒とお思い申し上げなさるでしょう。

■　ならはぬ御身おほむみに、たびたびしきりて詣までたまふことは、人ひとのかくあなづりざまに2のみ思おもひきこえたるを、かくもありけり、と思おもふばかりの御幸おほむさいはひ3おはしませ、とこそ念ねんじはべれ。

◇　旅馴れないお身の上なのに、度々参詣なさることは、人がこのように侮りがちにお思い申し上げているのを、こんなであったのだ、と思うほどのご幸運がありますように、と念じております。

■　あが君きみは、人笑ひとわらはれにては、やみたまひなむや4」

◇　わが姫君さまは、物笑いになって、終わりなさるでしょうか」


1 【あはれと思ひきこえたまふらむ】初瀬の観音が浮舟を不憫と。

2 【人のかくあなづりざまに】『完訳』は「具体的には左近少将、常陸介、匂宮などをさす」と注す。

3 【かくもありけりと思ふばかりの御幸ひ】『完訳』は「実はこんなにも幸運の人なのだったと驚くほど、幸いがあるように祈っているのだ。浮舟を軽視する人々を見返したい気持」と注す。

4 【やみたまひなむや】反語表現。


東屋．４．５．１０

■　と、世よをやすげに言いひゐたり。

◇　と、何の心配もないように言っていた。

第六段　匂宮、宮中へ出向く

東屋．４．６．１

■　宮みやは、急いそぎて出いでたまふなり。

◇　宮は、急いでお出かけになる様子である。

■　内裏近うちちかき方かたにやあらむ1、こなたの御門みかどより出いでたまへば、もののたまふ御声おほむこゑも聞きこゆ2。

◇　内裏に近い方からであろうか、こちらの御門からお出になるので、何かお命じになるお声が聞こえる。

■　いとあてに限かぎりもなく聞きこえて、心こころばへある古言3ふることなどうち誦ずじたまひて過すぎたまふほど、すずろにわづらはしくおぼゆ4。

◇　たいそう上品でこの上ないお声に聞こえて、風情のある古歌などを口ずさみなさってお過ぎになるところ、何となくやっかいに思われる。

■　移うつし馬むまども牽ひき出いだして、宿直とのゐにさぶらふ人ひと、十人じふにんばかりして参まゐりたまふ。

◇　予備の馬を牽き出して、宿直に伺候する人を、十人ほど連れて参内なさる。


1 【内裏近き方にやあらむ】挿入句。内裏へ行くには、西の対から出るのが近道。

2 【御声も聞こゆ】浮舟の耳に聞こえる。

3 【心ばへある古言】風情ある古歌。

4 【わづらはしくおぼゆ】浮舟には匂宮の好色が厄介に思われる。


東屋．４．６．２

■　上うへ、いとほしく、うたて思おもふらむとて1、知しらず顔がほにて、

◇　上は、お気の毒に、嫌な気がしているだろうと思って、知らないそぶりして、


1 【上いとほしくうたて思ふらむとて】中君は浮舟が。『完訳』は「浮舟が彼女の不快を忖度するのとは逆に、中の君は浮舟に同情し、その苦衷を想像する」と注す。


東屋．４．６．３

■　「大宮悩おほみやなやみたまふとて1参まゐりたまひぬれば、今宵こよひは出いでたまはじ。

◇　「大宮がご病気だとて参内なさってしまったので、今夜はお帰りになりますまい。

■　泔ゆするの名残なごりにや、心地ここちも悩なやましくて起おきゐはべるを、渡わたりたまへ。

◇　洗髪したせいか、気分もさえなくて起きておりますので、いらっしゃいませ。

■　つれづれにも思おぼさるらむ」

◇　お寂しくいらっしゃいましょう」


1 【大宮悩みたまふとて】以下「思さるらむ」まで、中君の浮舟への詞。


東屋．４．６．４

■　と聞きこえたまへり。

◇　と申し上げなさった。

東屋．４．６．５

■　「乱みだり心地ごこちのいと苦くるしうはべるを、ためらひて1」

◇　「気分がとても悪うございますので、おさまりましてから」


1 【乱り心地のいと苦しうはべるをためらひて】浮舟の返事。


東屋．４．６．６

■　と、乳母めのとして聞きこえたまふ。

◇　と、乳母を使って申し上げなさる。

東屋．４．６．７

■　「いかなる御心地みここちぞ1」

◇　「どのようなご気分ですか」


1 【いかなる御心地ぞ】中君の浮舟へのさらなる問い掛けの詞。


東屋．４．６．８

■　と、返かへり訪とぶらひ1きこえたまへば、

◇　と、折り返してお見舞いなさるので、


1 【返り訪らひ】大島本は「返とふらひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「立ち返り」と「立ち」を補訂する。『新大系』は底本のまま「返」とする。


東屋．４．６．９

■　「何心地なにごこちともおぼえはべらず、ただいと苦くるしくはべり1」

◇　「どこが悪いとも分かりませんが、ただとても苦しうございます」


1 【何心地ともおぼえはべらずただいと苦しくはべり】浮舟の返事。


東屋．４．６．１０

■　と聞きこえたまへば、少将せうしゃう、右近目うこんめまじろきをして、

◇　と申し上げなさるので、少将と、右近は目くばせをして、

東屋．４．６．１１

■　「かたはらぞいたくP35おはすらむ」

◇　「きまり悪くお思いでしょう」


P35 かたはらぞいたく--かたはら（ら/+そ〈朱〉）いたく


東屋．４．６．１２

■　と言いふも、ただなるよりはいとほし2。

◇　と言うのも、誰も知らないよりはお気の毒である。


1? 【かたはらいたくぞおはすらむ】大島本は「おハすらむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思すらむ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おはすらむ」とする。少将と右近の詞。『集成』は「（浮舟は）さぞきまり悪くお思いでしょうね」と訳す。

2 【ただなるよりはいとほし】『一葉抄』は「草子の詞也」と注す。語り手の同情。女房に知られて、の気持ち。


東屋．４．６．１３

■　「いと口惜くちをしう1心苦こころぐるしきわざかな。

◇　「とても残念でお気の毒なこと。

■　大将だいしゃうの心こころとどめたるさまにのたまふめりしを、いかにあはあはしく思おもひ落おとさむ2。

◇　大将が関心のあるようにおっしゃっているようであったが、どんなにか軽薄な女とさげすむであろう。

■　かく乱みだりがはしく3おはする人4ひとは、聞ききにくくP36、実じつならぬことをもくねり言いひ、またまことにすこし思おもはずならむことをも、さすがに見許みゆるしつべうこそおはすめれ5。

◇　こうばかり好色がましくいらっしゃる方は、聞くに堪えなく、事実でないことをもひねくり出し、また実際不都合なことがあっても、さすがに大目に見る方でいらっしゃるようだ。


P36 聞きにくく--きゝにくき（き/＃ゝ）

1 【いと口惜しう】以下「思ひ入れずなりなむ」まで、中君の心中の思い。

2 【いかにあはあはしく思ひ落とさむ】薫は浮舟を。『完訳』は「薫は、意向を伝えていた自分より前に匂宮を近づけた浮舟の軽率さを侮蔑するだろう、とする」と注す。

3 【かく乱りがはしく】大島本は「かくみたりかハしく」とある。『完本』は諸本に従って「かくのみ」と「のみ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「かく」とする。

4 【乱りがはしくおはする人】匂宮。匂宮の好色癖。

5 【見許しつべうこそおはすめれ】『集成』は「大ざっぱでいい加減なところのある匂宮の性格を見抜いている」と注す。


東屋．４．６．１４

■　この君きみは1、言いはで憂うしと思おもはむこと2、いと恥はづかしげに心深こころふかきを、あいなく思おもふこと添そひぬるP37人ひとの上うへなめり3。

◇　この君は、表面には出さないで心中に思っていることは、とてもこちらが恥ずかしいほど心深く立派だが、不本意にも心配事が加わった身の上のようだ。

■　年としごろ見みず知しらざりつる人ひとの上うへなれど、心**ばへ容貌**を見**れば、え思おもひ離はなるまじう4、らうたく心苦こころぐるしきに、世よの中なかはありがたくむつかしげなるものかな。

◇　長年見ず知らずであった身の上の人であるが、気立てや器量を見ると、放っておくことができず、かわいらしくおいたわしいので、世の中は生きにくく難しいものだなあ。

◆　 
この きみ は、 いは で うし と おもは む こと、 いと はづかしげ に こころふかき を、 あいなく おもふ こと そひ ぬる ひと の うへ な' めり。 としごろ み ず しら ざり つる ひと の うへ なれ ど、 え おもひ はなる まじう、 らうたく こころぐるしき に、 よのなか は ありがたく むつかしげ なる もの かな!


P37 添ひぬる--そ（そ/+ひ〈朱〉）ぬる

1 【この君は】薫。

2 【言はで憂しと思はむこと】『異本紫明抄』は「心には下行く水の湧き返り言はで思ふぞ言ふにまされる」（古今六帖五、いはで思ふ）を指摘。

3 【あいなく思ふこと添ひぬる人の上なめり】浮舟の身の上。心配事が加わった。

4 【え思ひ離るまじう】大島本は「思はなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ放つ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思離る」とする。


東屋．４．６．１５

■　わが身みのありさまは、飽あかぬこと多おほかる心地ここちすれど、かくものはかなき目めも見みつべかりける身みの1、さは、はふれずなりにけるにこそ、げに、めやすきなりけれ。

◇　わが身のありさまは、物足りないところが多くある気持ちがするが、このように人並みにも扱われないはずであった身の上が、そのようには、落ちぶれなかったのは、なるほど、結構なことであった。

■　今いまはただ、この憎にくき心添こころそひたまへる人2ひとの、なだらかにて思おもひ離はなれなば、さらに何なにごとも思おもひ入いれずなりなむ」

◇　今はただ、あの憎い懸想心がおありの方が、平穏になって離れてたら、まったく何もくよくよすることはなくなるだろう」


1 【かくものはかなき目も見つべかりける身の】『集成』は「この妹のようにつまらぬ目に会うかもしれなかった身でありながら。匂宮などから、人並みでない扱いを受けること」と注す。

2 【この憎き心添ひたまへる人】薫。中君への懸想心のあるのをいう。


東屋．４．６．１６

■　と思おもほす。

◇　とお思いになる。

■　いと多おほかる御髪みぐしなれば、とみにもえ乾ほしやらず、起おきゐたまへるも苦くるし。

◇　とても多い御髪なので、すぐには乾かすことができず、起きていらっしゃるのもつらい。

■　白しろき御衣一襲おほむぞひとかさねばかりにておはする、細ほそやかにて1をかしげなり。

◇　白い御衣を一襲だけお召しになっているのは、ほっそりと美しい。


1 【細やかにて】大島本は「ほそやかにて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「細やかに」と「て」を削除する。『新大系』は底本のまま「細やかにて」とする。


第七段　中君、浮舟を慰める

東屋．４．７．１

■　この君きみは1、まことに心地ここちも悪あしくなりにたれど、乳母めのと、

◇　この君は、ほんとうに気分も悪くなっていたが、乳母が、


1 【この君は】浮舟。


東屋．４．７．２

■　「いとかたはらいたし1。

◇　「とてもみっともありません。

■　事ことしもあり顔がほに思おぼすらむを2。

◇　何かあったようにお思いになられましょうよ。

■　ただおほどかにて見みえたてまつりたまへ。

◇　ただおっとりとお目にかかりなさいませ。

■　右近うこんの君きみなどには、事ことのありさま、初はじめより語かたりはべらむ」

◇　右近の君などには、事のありさまを、初めからお話しましょう」


1 【かたはらいたし】以下「語りはべらむ」まで、乳母の詞。

2 【事しもあり顔に思すらむを】『完訳』は「上が何かわけがありげにおぼしめしましょうに」と訳す。「思す」の主語は中君。「を」接続助詞、逆接の意。


東屋．４．７．３

■　と、せめてそそのかしたてて、こなたの障子さうじのもとにて1、

◇　と、無理に促して、こちらの障子のもとで、


1 【こなたの障子のもとにて】中君の部屋の障子。


東屋．４．７．４

■　「右近うこんの君きみにもの聞きこえさせむ1」

◇　「右近の君にお話し申し上げたい」


1 【右近の君にもの聞こえさせむ】乳母の詞。「聞こえさす」は会話文中なので、丁重な謙譲語表現となっている。


東屋．４．７．５

■　と言いへば、立たちて出いでたれば1、

◇　と言うと、立って出て来たので、


1 【立ちて出でたれば】右近の動作。


東屋．４．７．６

■　「いとあやしくはべりつることの1名残なごりに、身みも熱あつうなりたまひて、まめやかに苦くるしげに見みえさせたまふを、いとほしく見みはべる2。

◇　「とてもおかしなことのございましたせいで、熱がお出になって、ほんとうに苦しそうにお見えなさるのを、気の毒に拝見しています。

■　御前おまへにて3慰なぐさめきこえさせたまへ、とてなむ4。

◇　御前で慰めていただきたい、と思いまして。

■　過あやまちもおはせぬ身みを、いとつつましげに思おもほしわびためるも、いささかにても世よを知しりたまへる人ひとこそあれ5、いかでかはと、ことわりに、いとほしく見みたてまつる」

◇　過失もおありでない身で、とてもきまり悪そうに困っていらっしゃるのも、少しでも男女関係を経験した者ならともかく、とてもとてもそう平気でいらっしゃれまいと、ご無理もない、お気の毒なことと存じあげます」


1 【いとあやしくはべりつることの】以下「見たてまつる」まで、乳母の詞。

2 【見えさせたまふをいとほしく見はべる】大島本は「見えさせ給ふをいとおしくミ侍」とある。『完本』は諸本に従って「見えさせたまふを」と「いとおしくミ侍」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「見えさせたまふをいとほしく見はべる」とする。

3 【御前にて】中君の御前。

4 【慰めきこえさせたまへとてなむ】中君から浮舟が慰めて頂きたい、と思って罷り出た。

5 【いささかにても世を知りたまへる人こそあれ】『集成』は「少しでも男女のことをご存じの方ならともかく、とてもそう平気ではいらっしゃれまいと」。『完訳』は「少しでも男女関係を経験した者ならともかく。浮舟の動転ぶりがかえって潔白を証すとする」と注す。


東屋．４．７．７

■　とて、引ひき起おこして参まゐらせたてまつる1。

◇　と言って、起こしたててお連れ申し上げる。


1 【引き起こして参らせたてまつる】乳母は浮舟を起こして中君のもとへ。


東屋．４．７．８

■　我われにもあらず、人ひとの思おもふらむことも恥はづかしけれど、いとやはらかにおほどき過すぎたまへる君きみにて1、押おし出いでられて居ゐたまへり。額髪ひたひがみなどの、いたう濡ぬれたる2、もて隠かくして、灯ひの方かたに背そむきたまへるさま3、上うへをたぐひなく見みたてまつるに4、け劣おとるとも見みえず、あてにをかし5。

◇　正体もなく、皆が想像しているだろうことも恥ずかしいけれど、たいそう素直でおっとりし過ぎていらっしゃる姫君で、押し出されて座っていらしゃった。額髪などが、ひどく濡れているのを。ちょっと隠して、燈火の方に背を向けていらっしゃる姿は、上をこの上なく美しいと拝見しているのと、劣るとも見えず、上品で美しい。


1 【いとやはらかにおほどき過ぎたまへる君にて】浮舟の性格。

2 【濡れたる】大島本は「ぬれたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「濡れたるを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「濡れたる」とする。

3 【灯の方に背きたまへるさま】以下、右近ら女房の目に映る浮舟の姿。

4 【上をたぐひなく見たてまつるに】中君を。主語は右近ら女房たち。

5 【け劣るとも見えずあてにをかし】浮舟は中君に劣らず上品で美しい。


東屋．４．７．９

■　「これに思おぼしつきなば1、めざましげなること2はありなむかし。

◇　「この人にご執心なさったら、不愉快なことがきっと起ころう。

■　いとかからぬをだに3、めづらしき人ひと、をかしうしたまふ御心みこころを」

◇　これほど美しくない人でさえ、珍しい人に、ご興味をお持ちになるご性分だから」


1 【これに思しつきなば】以下「御心を」まで、右近ら女房たちの心中の思い。浮舟に匂宮が執心なさったら。

2 【めざましげなること】妹が姉の夫を奪うということ。

3 【いとかからぬをだに】浮舟ほど美しい人でなくてさえ。


東屋．４．７．１０

■　と、二人ふたりばかりぞ、御前おまへにてえ恥はぢたまはねば、見みゐたりける。

◇　と、二人ばかりが、御前のこととて恥ずかしがっていらっしゃれないので、見ていた。

■　物語ものがたりいとなつかしくしたまひて、

◇　お話をとてもやさしくなさって、

東屋．４．７．１１

■　「例れいならずつつましき所ところなど1、な思おもひなしたまひそ。

◇　「馴れない気の置ける所などと、お思いなさいますな。

■　故姫君こひめぎみの2おはせずなりにしのち、忘わするる世よなくいみじく、身みも恨うらめしく、たぐひなき心地ここちして過すぐすに、いとよく思おもひよそへられたまふ御おほむさまを3見みれば、慰なぐさむ心地ここちしてあはれになむ。

◇　故姫君がお亡くなりになって後、忘れる時もなくひどく悲しく、身も恨めしく、例のないような気持ちで過ごして来ましたが、とてもよく似ていらっしゃるご様子を見ると、慰められる気がして感慨深いです。

■　思おもふ人ひともなき身みに4、昔むかしの御心みこころざしのやうに5思おもほさば、いとうれしくなむ」

◇　大切に思ってくれる肉親もない身なので、故人のお気持ちのようにお思いくださったら、とても嬉しいです」


1 【例ならずつつましき所など】以下「いとうれしくなむ」まで、中君の詞。

2 【故姫君の】大君。

3 【いとよく思ひよそへられたまふ御さまを】浮舟が大君に大変によく似ている。

4 【思ふ人もなき身に】自分を大切に思ってくれる人。両親や姉など。

5 【昔の御心ざしのやうに】故大君の気持ち同様に。


東屋．４．７．１２

■　など語かたらひたまへど、いとものつつましくて、また鄙ひなびたる心こころに、いらへきこえむこともなくて、

◇　などとお話しになるが、とても遠慮されて、また田舎者めいた気持ちで、お答え申し上げる言葉も浮かばなくて、

東屋．４．７．１３

■　「年としごろ、いと遥はるかにのみ思おもひきこえさせしに、かう見みたてまつりはべるは、何なにごとも慰なぐさむ心地ここちしはべりP38てなむ」

◇　「長年、とても遥か遠くにばかりお思い申し上げていましたので、このようにお目にかからせていただきますのは、すべてが思い慰められるような気がいたしております」


P38 はべり--（/+侍〈朱〉）


東屋．４．７．１４

■　とばかり、いと若わかびたる声こゑにて言いふ。

◇　とだけ、とても若々しい声で言う。

第八段　浮舟と中君、物語絵を見ながら語らう

東屋．４．８．１

■　絵ゑなど取とり出いでさせて、右近うこんに詞読ことばよませて見みたまふに1、向むかひてもの恥はぢもえしあへたまはず、心こころに入いれて見みたまへる灯影ほかげ、さらにここと見みゆる所ところなく2、こまかにをかしげなり。

◇　絵などを取り出させて、右近に詞書を読ませて御覧になると、向かい合って恥ずかしがっていることもおできになれず、熱心に御覧になっている燈火の姿、まったくこれという欠点もなく、繊細で美しい。

■　額ひたひつき、まみの薫かをりたる心地ここちして、いとおほどかなるあてさは、ただそれとのみ思おもひ出いでらるれば3、絵ゑはことに目めもとどめたまはで4、

◇　額の具合、目もとがほんのりと匂うような感じがして、とてもおっとりとした上品さは、まるで亡くなった姫君かとばかり思い出されるので、絵は特に目もお止めにならず、


1 【絵など取り出でさせて右近に詞読ませて見たまふに】『完訳』は「この時代の物語鑑賞の実態を示す場面。絵を見ながら、女房の音読する物語の本文を聞く趣である」と注す。

2 【ここと見ゆる所なく】これという欠点。

3 【ただそれとのみ思ひ出でらるれば】中君は浮舟が故大君の生き写しの人に思われ感慨深い。

4 【絵はことに目もとどめたまはで】主語は中君。


東屋．４．８．２

■　「いとあはれなる人ひとの容貌かたちかな1。

◇　「とてもよく似た器量の人だわ。

■　いかでかうしもありけるにかあらむ。

◇　どうしてこんなにも似ているのであろう。

■　故宮こみやに2いとよく似にたてまつりたるなめりかし。

◇　亡き父宮にとてもよくお似申していらっしゃるようだ。

■　故姫君こひめぎみは、宮みやの御方おほむかたざまに、我われは母上ははうへに似にたてまつりたると3こそは、古人ふるびとども言いふなりしか。

◇　亡き姫君は、父宮の御方に、わたしは母上にお似申していたと、老女連中は言っていたようだ。

■　げに、似にたる人ひとはいみじきものなりけり4」

◇　なるほど、似た人はひどく懐かしいものであった」


1 【いとあはれなる人の容貌かな】以下「いみじきものなりけり」まで、中君の心中の思い。

2 【故宮に】故父八宮。

3 【故姫君は宮の御方ざまに我は母上に似たてまつりたると】大君は父親似、中君は母親似、浮舟は父親似。

4 【げに似たる人はいみじきものなりけり】『集成』は「ほんとに似ている人というものはなつかしいものだこと」と訳す。


東屋．４．８．３

■　と思おぼし比くらぶるに、涙なみだぐみて見みたまふ。

◇　とお比べになると、涙ぐんで御覧になる。

東屋．４．８．４

■　「かれは、限かぎりなく1あてに気高けだかきものから、なつかしうなよよかに、かたはなるまで、なよなよとたわみたるさまのしたまへりしにこそ。

◇　「姉君は、この上なく上品で気高い感じがする一方で、やさしく柔らかく、度が過ぎるくらいなよなよともの柔らかくいらっしゃった。


1 【かれは限りなく】故大君は。以下「かたはなるまじ」まで、引き続き中君の心中の思い。浮舟と大君の比較。


東屋．４．８．５

■　これは1、またもてなしのうひうひしげに、よろづのことをつつましうのみ思おもひたるけにや、見所多みどころおほかるなまめかしさぞ劣おとりたる。

◇　この妹君は、まだ態度が初々しくて万事を遠慮がちにばかり思っているせいか、見栄えのする優雅さという点で劣っている。

■　ゆゑゆゑしきけはひ2だにもてつけたらば、大将だいしゃうの見みたまはむにも、さらにかたはなるまじ」

◇　重々しい雰囲気だけでもついたならば、大将が結婚なさるにも、全然不都合ではあるまい」


1 【これは】浮舟。

2 【ゆゑゆゑしきけはひ】重々しい感じ。


東屋．４．８．６

■　など、このかみ心ごころに思おもひ扱あつかはれたまふ1。

◇　などと、姉心にお世話がやかれなさる。


1 【思ひ扱はれたまふ】「れ」自発の助動詞。自然と姉として心が動く。


東屋．４．８．７

■　物語ものがたりなどしたまひて、暁方あかつきがたになりてぞ寝ねたまふ。

◇　お話などなさって、暁方になってお寝みになる。

■　かたはらに臥ふせたまひて1、故宮こみやの御おほむことども2、年としごろおはせし御おほむありさまなど、まほならねど語かたりたまふ。

◇　横に寝せなさって、故父宮のお話や、生前のご様子などを、ぽつりぽつりとお話しになる。

■　いとゆかしう、見みたてまつらずなりにけるを、

◇　とても会いたく、お目にかかれずに終わってしまったことを、

■　「いと口惜くちをしう悲かなし」

◇　「たいそう残念に悲しい」

■　と思おもひたり。

◇　と思っていた。

■　昨夜よべの心知こころしりの人ひとびと3は、

◇　昨夜の事情を知っている女房たちは、


1 【かたはらに臥せたまひて】中君は浮舟を。「臥せ」他動詞。「たまふ」中君に対する敬語。

2 【故宮の御ことども】故父八宮の生前のこと。

3 【昨夜の心知りの人びと】匂宮と浮舟の事件を知る女房たち。


東屋．４．８．８

■　「いかなりつらむな1。

◇　「どうしたのでしょうね。

■　いとらうたげなる御おほむさまを。

◇　とてもかわいらしいご様子でしたが。

■　いみじう思おぼすとも、甲斐かひあるべきことかは。

◇　どんなにおかわいがりになっても、その効がないでしょうね。

■　いとほし」

◇　かわいそうなこと」


1 【いかなりつらむな】以下「いとほし」まで、女房詞。


東屋．４．８．９

■　と言いへば、右近うこんぞ、

◇　と言うと、右近が、

東屋．４．８．１０

■　「さも、あらじ2。

◇　「そうでも、ありません。

■　かの御乳母おほむめの、ひき据すゑてすずろに語かたり愁うれへしけしき、もて離はなれてぞ言いひし4。

◇　あの乳母が、わたしをつかまえてとりとめもなく愚痴をこぼした様子では、何もなかったと言っていました。

■　宮みやも、逢あひても逢あはぬS18やうなる心こころばへに5こそ、うちうそぶき口くちずさびたまひしか」

◇　宮も、会っても会わないような意味の古歌を、口ずさんでいらっしゃいました」


S18 臥すほどもなくて明けぬる夏の夜は逢ひても逢はぬ心地こそすれ（源氏釈所引-出典未詳）

1? 【いみじく思すとも甲斐あるべきことかは】『完訳』は「中の君がどんなにかわいがろうと、そのかいがない。匂宮との関係ができたのでは仕方がないとする」と注す。

2 【さもあらじ】以下「口ずさびたまひしか」まで、右近の詞。『集成』は「見えたまはざりしを」までを右近の詞とする。匂宮との肉体関係を否定する。

3? 【引き据ゑて】乳母が右近を呼び出して、の意。

4 【もて離れてぞ言ひし】匂宮との肉体関係を否定。

5 【逢ひても逢はぬやうなる心ばへに】『源氏釈』は「臥すほどもなくて明けぬる夏の夜は逢ひてもあはぬ心地こそすれ」（出典未詳）を指摘。


東屋．４．８．１１

■　「いさや1。

◇　「さあね。

■　ことさらにもやあらむ。

◇　わざとそう言ったのかも。

■　そは、知しらずかし2」

◇　それは、知りませんわ」


1 【いさや】以下「見えたまはざりしを」まで、女房の詞。『集成』は、右近の一続きの詞とする。

2 【いさやことさらにもやあらむそは知らずかし】『集成』は「いえでも、わざとそんなふうにおっしゃったのか、そこの所は分りません」。『完訳』は「さあどんなものでしょうか、わざとおっしゃってのことかもしれませんよ、よくは分りません」と訳す。


東屋．４．８．１２

■　「昨夜よべの火影ほかげの1いとおほどかなりしもP39、事ことあり顔がほには見みえたまはざりしを」

◇　「昨夜の燈火の姿がとてもおっとりしていたのも、何かあったようにはお見えになりませんでした」


P39 おほどかなりしも--おほとかなりし（し/+も〈朱〉）

1 【昨夜の火影の】物語絵に熱中していた浮舟の姿。右近の詞に同意を示した発言。『完訳』は、以下を別の女房の詞とする。


東屋．４．８．１３

■　など、うちささめきていとほしがる。

◇　などと、ひそひそ言って気の毒がる。

第五章　浮舟の物語　浮舟、三条の隠れ家に身を寄せる

第一段　乳母の急報に浮舟の母、動転す

東屋．５．１．１

■　乳母めのと、車請くるまこひて、常陸殿ひたちどのへ往いぬ。

◇　乳母は、車を頼んで、常陸殿邸へ行った。

■　北きたの方かたにかうかうと言いへば、胸むねつぶれ騷さわぎて、

◇　北の方にこれこれでしたと言うと、驚きあわてて、

■　「人ひともけしからぬ1さまに言いひ思おもふらむ。

◇　「女房が怪しからんことのように言ったり思ったりするだろう。

■　正身さうじみも2いかが思おぼすべき。

◇　ご本人もどのようにお思いであろう。

■　かかる筋すぢのもの憎にくみは3、貴人あてびともなきものなり」

◇　このようなことでの嫉妬は、高貴な方も変わりないものだ」

■　と、おのが心こころならひに4、あわたたしく思おもひなりて、夕ゆふつ方参かたまゐりぬ5。

◇　と、自分の経験からじっとしてしていられなくなって、夕方参上した。


1 【人もけしからぬ】「人」は中君付きの女房。以下「貴人もなきものなり」まで、浮舟母の詞。

2 【正身も】中君自身、の意。

3 【かかる筋のもの憎みは】男女関係のことでの嫉妬。

4 【おのが心ならひに】『集成』は「自分のいつもの考えから推して」。『完訳』は「これまでの自分の経験から」と注す。

5 【参りぬ】二条院に。


東屋．５．１．２

■　宮みやおはしまさねば心こころやすくて、

◇　宮がいらっしゃらないので安心して、

東屋．５．１．３

■　「あやしく1心幼こころをさなげなる人ひとを参まゐらせおきて、うしろやすくは頼たのみきこえさせながら、鼬いたちのはべらむやうなる心地2ここちのしはべれば、よからぬものどもに、憎にくみ恨うらみられはべる」

◇　「妙に子供じみた娘を置いていただき、安心してお頼み申し上げていましたが、鼬がおりますような気がしますので、ろくでもない家の者たちに、憎まれたり恨まれたりしております」


1 【あやしく】以下「恨みられはべる」まで、浮舟母の詞。

2 【鼬のはべらむやうなる心地】『細流抄』は「いたちは狐の性の類也。狐は狐疑いとて物をよく疑ふ心のある物也。その如くにいたちも疑ひの心のあるもの也。うしろやすくは思へど疑はしき心のあると也。いたちのまかげなどいふも疑心のある故也」と指摘。『完訳』は「心配なあまり落ち着かぬことか。東国ふうの田舎じみた比喩であろう」と注す。


東屋．５．１．４

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

東屋．５．１．５

■　「いとさ言いふばかりの1幼をさなさ2にはあらざめるを。

◇　「とてもそう言うような子供ではないと思いますが。

■　うしろめたげにけしきばみたる御おほむまかげ3こそ、わづらはしけれ」

◇　心配そうに疑っていらっしゃるお口ぶりが、気になりますこと」


1 【いとさ言ふばかりの】以下「わづらはしけれ」まで、中君の詞。

2 【幼さ】大島本は「をさなさ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「幼げさ」と「げ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「幼さ」とする。

3 【御まかげ】鼬が人を怪しんで目の上に手をかざすしぐさ。浮舟母の「鼬のはべらむやうなる心地」を受けて言った語句。心配ご無用の意。


東屋．５．１．６

■　とて笑わらひたまへるが、心恥こころはづかしげなる御おほむまみを1見みるも、心こころの鬼おに2恥にはづかしくぞおぼゆる。

◇　と言って笑っていらっしゃるのが、気おくれするようなお目もとを見ると、内心気が咎める。

■　「いかに思おぼすらむ3」

◇　「どのように思っていらっしゃるだろう」

■　と思おもへば、えもうち出いで聞きこえず。

◇　と思うと、何も申し上げることができない。


1 【笑ひたまへるが心恥づかしげなる御まみを】格助詞「が」同格を表す。笑っていらっしゃる、その気後れしそうなお目もとを、の文意。

2 【心の鬼に】浮舟母の良心の呵責。『完訳』は「内心気が咎める。中の君の言う「--幼げさにはあらざめるを」は、浮舟は夫を横取りできる年齢のくせに、ぐらいにも

3 【いかに思すらむ】浮舟母の心中の思い。主語は中君。


東屋．５．１．７

■　「かくてさぶらひたまはば1、年としごろの願ねがひの満みつ心地ここちして、人ひとの漏もり聞ききはべらむもめやすく、おもだたしきことになむ思おもひたまふるを、さすがにつつましきことになむはべりける。

◇　「こうしてお側に置かせていただけるなら、長年の願いが叶う気持ちがして、誰が漏れ聞きましても体裁よく、面目がましくことに存じられますが、やはり気兼ねされることでございました。

■　深ふかき山やまの本意ほいは、みさをになむはべるべきを」

◇　出家の本願は、固く守って変わらぬものでございますものを」


1 【かくてさぶらひたまはば】以下「なむはべるべきを」まで、浮舟母の詞。


東屋．５．１．８

■　とて、うち泣なくもいといとほしくて、

◇　と言って、泣くのもとても気の毒で、

東屋．５．１．９

■　「ここには、何事なにごとか1うしろめたくおぼえたまふべき。

◇　「こちらでは、どのようなことを不安に思われるでしょうか。

■　とてもかくても、疎々うとうとしく思おもひ放はなちきこえばこそ2あらめ、けしからずだちてよからぬ人ひとの3、時々ときどきものしたまふめれど、その心こころを皆人見知みなひとみしりためれば、心こころづかひして、便びんなうはもてなしきこえじ4と思おもふを、いかに推おし量はかりたまふにか」

◇　どうなるにせよ、よそよそしく見放しているのならともかく、けしからぬ気を起こして困った方が、時々いらっしゃるようだが、その性質を誰もが知っているので、気をつけて、不都合なお扱いはいたすまいと思うのですが、どのようにお思いなのでしょうか」


1 【ここには何事か】大島本は「こゝにハ」とある。『完本』は諸本に従って「ここは」と「に」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「ここには」とする。以下「いかに推し量りたまふにか」まで、中君の詞。

2 【思ひ放ちきこえばこそ】私中君が浮舟を。

3 【けしからずだちてよからぬ人の】匂宮の行動をさしていう。

4 【便なうはもてなしきこえじ】自分にとって不都合が生じるようには匂宮をお扱い申すまい、の意。


東屋．５．１．１０

■　とのたまふ。

◇　おっしゃる。

東屋．５．１．１１

■　「さらに、御心みこころをば1隔へだてありても思おもひきこえさせはべらず。

◇　「まったく、お心隔てがあるとは存じ上げておりません。

■　かたはらいたう許ゆるしなかりし筋すぢは2、何なににかかけても聞きこえさせはべらむ。

◇　お恥ずかしいことに認知していただけなかったことは、どうして今さら申し上げましょう。

■　その方かたならで、思おもほし放はなつまじき綱つなも3はべるをなむ、とらへ所どころに頼たのみきこえさする」

◇　そのことでなくても、離れない縁がございますのを、よりどころとしてお頼み申し上げています」


1 【さらに御心をば】以下「きこえさする」まで、浮舟母の詞。

2 【許しなかりし筋は】故八宮から浮舟が実子として認知してもらえなかったことをさす。

3 【その方ならで思ほし放つまじき綱も】大島本は「おもほし」とある。『完本』は諸本に従って「思し」と「も」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「思ほし」とする。『完訳』は「八の宮につながる縁以外にも、無関係ではない絆もあるとする。自分が中の君の母の姪にあたることをいう」と注す。


東屋．５．１．１２

■　など、おろかならず聞きこえて、

◇　などと、並々ならずお頼み申し上げて、

東屋．５．１．１３

■　「明日明後日1あすあさて、かたき物忌ものいみにはべるを、おほぞうならぬ所ところにて過すぐして、またも参まゐらせはべらむ」

◇　「明日明後日に、固い物忌みがございますので、厳重な所で過ごして、改めて参上させましょう」


1 【明日明後日】以下「参らせはべらむ」まで、浮舟母の詞。『集成』は「物忌は普通二日間のことが多い」。『完訳』は「物忌にかこつけて引き取る」と注す。


東屋．５．１．１４

■　と聞きこえて、いざなふ。

◇　と申し上げて、連れて行く。

■　「いとほしく本意ほいなきわざかな1」

◇　「お気の毒に不本意なことだわ」

■　と思おぼせど、えとどめたまはず。

◇　とお思いになるが、引き止めなさることもできない。

■　あさましう2かたはなることに驚おどろき騷さわぎたれば、をさをさものも聞きこえで出いでぬ。

◇　思いがけない不祥事に驚き騒いでいたので、ろくろく挨拶も申し上げないで出発した。


1 【いとほしく本意なきわざかな】中君の心中の思い。

2 【あさましう】以下の文の主語は浮舟母。


第二段　浮舟の母、娘を三条の隠れ家に移す

東屋．５．２．１

■　かやうの方違かたたがへ所どころと思おもひて1、小ちひさき家いへまうけたりけり。

◇　このような方違えの場所と思って、小さい家を準備していたのであった。

■　三条さむでうわたりに、さればみたるが、まだ造つくりさしたる所ところなれば、はかばかしきしつらひもせでなむありける。

◇　三条近辺に、しゃれた家が、まだ造りかけのところなので、これといった設備もできていなかった。


1 【かやうの方違へ所と思ひて】主語は浮舟母。


東屋．５．２．２

■　「あはれ、この御身一おほむみひとつを1、よろづにもて悩なやみきこゆるかな。

◇　「ああ、この方一人を、いろいろと持て余し申し上げることよ。

■　心こころにかなはぬ世よには、あり経ふまじきものにこそありけれ。

◇　思い通りにいかない世の中では、長生きなんかするものではない。

■　みづからばかりは2、ただひたぶるに品々しなじなしからず人ひとげなう、たださる方かたに3はひ籠こもりて過すぐしつべし。

◇　自分一人は、平凡にまったくの身分もなく人並みでない、ただ受領の後妻として引っ込んで過ごせもしよう。

■　このゆかりは、心憂こころうし4と思おもひきこえしあたりを、睦むつびきこゆるに、便びんなきことも出いで来きなば、いと人笑ひとわらへなるべし。

◇　こちらのご親戚筋は、つらいとお思い申し上げた方を、お親しみ申し上げて、不都合なことが出てきたら、実に物笑いなことでしょう。

■　あぢきなし。

◇　つまらないことだ。

■　ことやうなりとも5、ここを6人ひとにも知しらせず、忍しのびておはせよ。

◇　粗末な家であるけれども、この家を誰にも知らせず、こっそりといらっしゃいませ。

■　おのづからともかくも仕つかうまつりてむ」

◇　そのうち何とかうまくして上げましょう」


1 【あはれこの御身一つを】以下「仕うまつりてむ」まで、浮舟母の詞。浮舟の身の処遇に困惑する。

2 【みづからばかりは】自分浮舟の母自身は、の意。『完訳』は「自分一人は常陸介の後妻の境遇に甘んじて人並以下に生きてよい。しかし浮舟だけは高貴な別世界にと願っている」と注す。

3 【さる方に】受領の後妻という境遇をさす。

4 【このゆかりは心憂し】大島本は「このゆかりハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「この御ゆかりは」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のまま「このゆかりは」とする。『集成』は「このご親戚は（中の君方は）ひどいなさりようとお恨み申した所なのに。子と認めてもらえなかったことをいう」と注す。

5 【ことやうなりとも】普通でないさま。粗末な家の造りであるが。

6 【ここを】三条の隠れ家。


東屋．５．２．３

■　と言いひおきて、みづからは帰かねりなむとす。

◇　と言い置いて、自分自身は帰ろうとする。

■　君きみは1、うち泣なきて、

◇　姫君は、ちょっと泣いて、

■　「世よにあらむこと所狭ところせげなる身2み」

◇　「生きているのも肩身の狭い思いだ」

■　と、思おもひ屈くしたまへるさま、いとあはれなり。

◇　と、沈んでいらっしゃる様子、とても気の毒である。

■　親おやはた、ましてあたらしく惜をしければ、つつがなくて思おもふごと見みなさむ3と思おもひ、さるかたはらいたきこと4につけて、人ひとにもあはあはしく思おもはれむが、やすからぬなりけり。

◇　母親は母親で、それ以上に惜しくも残念なので、何の支障もなくて思う通りに縁づけてやりたいと思い、あのいたたまれない事件によって、人からいかにも軽薄に思われたり言われたりするのが、気になってならないのであった。


1 【君は】浮舟。

2 【世にあらむこと所狭げなる身】浮舟の思い。生きているのも肩身の狭い思い。

3 【つつがなくて思ふごと見なさむ】浮舟母の思い。浮舟を無事に縁付けてやりたい。

4 【さるかたはらいたきこと】匂宮に迫られた一件をさす。


東屋．５．２．４

■　心地ここちなくなどはあらぬ人ひとの1、なま腹立はらだちやすく、思おもひのままにぞすこしありける。

◇　思慮が浅いというのではない人で、やや腹を立てやすくて、気持ちのままに行動するところが少しあったのだった。

■　かの家いへにも2隠かくろへては据すゑたりぬべけれど、しか隠かくろへたらむをいとほしと思おもひて、かく扱あつかふに、年としごろかたはら去さらず、明あけ暮くれ見みならひて、かたみに心細こころぼそくわりなしと思おもへり。

◇　あの家でも隠して置けたであろうが、そのように引っ込ませておくのを気の毒に思って、このようにお世話するので、長年側を離れず、毎日一緒にいたので、互いに心細く堪え難く思っていた。


1 【心地なくなどはあらぬ人の】三光院「草子地也」と指摘。『完訳』は「以下、中将の君の人柄。思慮に欠ける人ではないが、少し怒りっぽく、気持を抑えられぬところがいささかある」と注す。

2 【かの家にも】常陸介邸。


東屋．５．２．５

■　「ここは、また1かくあばれて、危あやふげなる所ところなめり。

◇　「ここは、まだこうして造作が整っていず、危なっかしい所のようです。

■　さる心こころしたまへ。

◇　用心しなさい。

■　曹司曹司ざうしざうしにある物ものども、召めし出いでて使つかひたまへ。

◇　あちこちの部屋にある道具類を、持ち出してお使いなさい。

■　宿直人とのゐびとのことなど言いひおきてはべるも2、いとうしろめたけれど、かしこに3腹立はらだち恨うらみらるるが、いと苦くるしければ」

◇　宿直人のことなどを言いつけてありますのも、とても気がかりですが、あちらに怒られ恨まれるのが、とても困るので」


1 【ここはまた】以下「苦しければ」まで、浮舟母の詞。

2 【言ひおきてはべるも】浮舟母が宿直人に。

3 【かしこに】常陸介から。


東屋．５．２．６

■　と、うち泣なきて帰かへる。

◇　と、ちょっと泣いて帰る。

第三段　母、左近少将と和歌を贈答す

東屋．５．３．１

■　少将せうしゃうの扱あつかひを1、守かみは、またなきものに思おもひ急いそぎて、

◇　少将の待遇を、常陸介は、この上ないものに思って準備し、

■　「もろ心ごころに、さま悪あしく、営いとなまず2」

◇　「一緒に、ぶざまにも、世話をしてくれない」

■　と怨ゑんずるなりけり。

◇　と恨むのであった。

■　「いと心憂こころうく3、この人ひとにより4、かかる紛まぎれどももあるぞかし」

◇　「とても億劫で、この人のために、このような厄介事が起こったのだ」

■　と、またなく思おもふ方かたの5ことのかかれば、つらく心憂こころうくて、をさをさ見入みいれず。

◇　と、この上もなく大事な娘がこのようなことになったので、つらく情けなくて、少しも世話をしない。


1 【少将の扱ひを】常陸介の娘婿の世話。

2 【もろ心にさま悪しく営まず】「さま悪しく」挿入句。「もろ心に」は「営まず」にかかる。

3 【いと心憂く】以下「あるぞかし」まで、浮舟母の心中の思い。

4 【この人により】少将をさす。

5 【またなく思ふ方の】浮舟をさす。


東屋．５．３．２

■　かの宮みやの御前おまへにて1、いと人ひとげなく見みえしに、多おほく思おもひ落おとしてければ、

◇　あの宮の御前で、たいそう貧相に見えたので、たぶんに軽蔑してしまっていたので、

■　「私わたくしものに思おもひかしづかましを」

◇　「秘蔵の婿にとお世話申し上げたい」

■　など、思おもひしことP40は2やみにたり。

◇　などと、思った気持ちもなくなってしまった。

■　「ここにては3、いかが見みゆらむ。

◇　「ここでは、どのように見えるであろうか。

■　まだうちとけたるさま4見みぬに」

◇　まだ気を許した姿は見えないが」

■　と思おもひて、のどかにゐたまへる5昼ひるつ方かた、こなたに渡わたりて6、ものより覗のぞく。

◇　と思って、くつろいでいらした昼頃、こちらの対に来て、物蔭から覗く。


P40 思ひしこと--おもひ（ひ/+し）こと

1 【かの宮の御前にて】匂宮の御前で。

2 【私ものに思ひかしづかましをなど思ひしことは】かつて浮舟母は少将を浮舟の婿にと望んでいた。

3 【ここにては】以下「見ぬに」まで、浮舟母の思い。「ここ」は常陸介邸に通って来る少将の様子を想像する。

4 【うちとけたるさま】少将の態度。

5 【のどかにゐたまへる】主語は少将。

6 【こなたに渡りて】主語は浮舟母。


東屋．５．３．３

■　白しろき綾あやのなつかしげなるに、今様色1いまやういろの擣目うちめなどもきよらなるを着きて、端はしの方かたに前栽見せんさいみるとて居ゐたるは、

◇　白い綾の柔らかい感じの下着に、紅梅色の打ち目なども美しいのを着て、端の方に前栽を見ようとして座っているのは、

■　「いづこかは劣おとる2。

◇　「どこが劣ろうか。

■　いときよげなめるは」

◇　とても美しいようだ」

■　と見みゆ。

◇　と見える。

■　娘むすめ、まだ片かたなりに3、何心なにごころもなきさまにて添そひ臥ふしたり。

◇　娘は、とてもまだ幼なそうで、無心な様子で添い臥していた。

■　宮みやの上うへの並ならびておはせし御おほむさまどもの思おもひ出いづれば、

◇　宮の上が並んでいらしたご様子を思い出すと、

■　「口惜くちをしのさまどもや5」

◇　「物足りない二人だわ」

■　と見みゆ。

◇　と見える。


1 【今様色】『新大系』は「平安中期に流行した紅花染めの薄色」と注す。

2 【いづこかは劣る】以下「いときよげなめるを」まで、浮舟母の少将を見ての感想。

3 【まだ片なりに】大島本は「またかたなりに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとまだ」と「いと」を補訂する。『新大系』は底本のまま「まだ」とする。

4? 【宮の上の並びおはせし御さまども】「宮の上」で一語。中君が匂宮と寄り添っていた様子と比較。

5 【口惜しのさまどもや】浮舟母の感想。少将と自分の娘夫婦について。


東屋．５．３．４

■　前まへなる御達ごたちにものなど言いひ戯たはぶれて1、うちとけたるは、いと見みしやうに、匂にほひなく人悪ひとわろげにて見みえぬを2、

◇　前にいる御達に、何か冗談を言って、くつろいでいるのは、とても見たように、見栄えがしなく貧相には見えないのは、

■　「かの宮みやなりしは、異少将ことせうしゃうなりけり3」

◇　「あの宮にいた時とは、まるで別の少将だなあ」

■　と思おもふ折をりしも、言いふことよ4。

◇　と思ったとたんに、こう言うではないか。


1 【前なる御達にものなど言ひ戯れて】主語は少将。

2 【いと見しやうに匂ひなく人悪ろげにて見えぬを】大島本は「人わろけにて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人わろげにも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「人わろげにて」とする。副詞「いと」は「見えぬ」にかかる。かつて二条院で見たときのようにここ常陸介邸ではみっともなくも見えない。

3 【かの宮なりしは異少将なりけり】実際は同一人物なのだが、まるで別人に見えたろいう驚き。

4 【思ふ折しも言ふことよ】『完訳』は「そう思った折も折、こう言うではないか。少将への侮蔑」。語り手の批評の辞。


東屋．５．３．５

■　「兵部卿宮ひゃうぶかやうの1萩みやの、なほことにおもしろくもあるかな。

◇　「兵部卿宮の萩が、やはり格別に美しかったなあ。

■　いかで、さる種たねありけむ。

◇　どのようにして、あのような種ができたのであろうか。

■　同おなじ枝えださしなどのいと艶えんなるこそ。

◇　同じ萩ながら枝ぶりが実に優美であったよ。

■　一日参ひとひまゐりて、出いでたまふほどなりしかば2、え折をらずなりにき。

◇　先日参上して、お出かけになるところだったので、折ることができずになってしまった。

■　『ことだに惜をしきS19』

◇　『色が褪せることさえ惜しいのに』

■　と3、宮みやのうち誦ずじたまへりしを、若わかき人ひとたちに見みせたらましかば」

◇　と、宮が口ずさみなさったのを、若い女房たちに見せたならば」


S19 移ろはむことだに惜しき秋萩を折れるばかりも置ける露かな（拾遺集秋-一八三　伊勢）

1 【兵部卿宮の】以下「見せたらましかば」まで、少将の詞。匂宮邸での体験を語る。同一人物であったことを自ら証明する。

2 【出でたまふほどなりしかば】主語は匂宮。

3 【ことだに惜しきと】『源氏釈』は「移ろはむことだに惜しき秋萩に折れぬばかりもおける露かな」（拾遺集秋、一八三、伊勢）を指摘。


東屋．５．３．６

■　とて、我われも1歌詠うたよみゐたり。

◇　と言って、自分でも歌を詠んでいた。


1 【我も】自分でも、の意。少将が和歌を詠んだ。


東屋．５．３．７

■　「いでや。

◇　「どんなものかしら。

■　心こころばせのほどを1思おもへば、人ひとともおぼえず、出いで消きえはいとこよなかりけるに2。

◇　気持ちのほどを思うと、人並みにも思えず、人前に出ては普段より見劣りがしていたのだが。

■　何なにごと言いひたるぞ3」

◇　どのように詠むのであろうか」


1 【いでや心ばせのほどを】以下「言ひたるぞ」まで、浮舟母の心中の思い。

2 【出で消えはいとこよなかりけるに】『集成』は「宮のお前でのみすぼらしさは、もう言いようもなかたのに」と訳す。「出で消え」は人前に出て見劣りがすること。

3 【言ひたるぞ】大島本は独自異文。他本「いひゐたるそ」とある。『集成』『完本』等は「言ひゐたるぞ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「言ひたるぞ」とする。


東屋．５．３．８

■　とつぶやかるれど、いと心地ここちなげなるさまは、さすがにしたらねば、いかが言いふとて1、試こころみに、

◇　とぶつぶつ言いたくなるが、大して物の分からない様子には、そうはいっても見えないので、どのように詠むかと、試しに、


1 【いかが言ふとて】大島本は「いかゝいふとて」とある。『完本』は諸本に従って「いかが言ふと」と「て」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「いかが言ふとて」とする。『完訳』は「どんな返歌がよめるかと試す」と注す。


東屋．５．３．９

■　「しめ結ゆひし小萩こはぎが上うへも迷まよはぬに

いかなる露つゆに映うつる下葉したばぞ1」

◇　「囲いをしていた小萩の上葉は乱れもしないのに

どうした露で色が変わった下葉なのでしょう」


1 【しめ結ひし小萩が上も迷はぬにいかなる露に映る下葉ぞ】浮舟母から少将への贈歌。「小萩」を浮舟、「露」を実の娘、「下葉」を少将に喩え、寝返った少将をなじる。


東屋．５．３．１０

■　とあるに、惜をしくおぼえて1、

◇　と言うと、捨て難く思って、


1 【惜しくおぼえて】大島本は「おしくおほえて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとほしく」と校訂する。『新大系』は底本のまま「お（を）しく」とする。


東屋．５．３．１１

■　「宮城野みやぎのの小萩こはぎがもとと知しらませP41ば

露つゆも心こころを分わかずぞあらまし

◇　「宮城野の小萩のもとと知っていたならば

露は少しも心を分け隔てしなかったでしょうに


P41 知らませ--しらさ（さ/＃ま）せ


東屋．５．３．１２

■　いかでみづから聞きこえさせあきらめむ2」

◇　何とか自分自身で申し開きしたいものです」


1? 【宮城野の小萩がもとと知らませは露も心を分かずぞあらまし】少将の返歌。「小萩」「露」の語句を受けて、「宮城野の小萩」は、皇族の血を引く浮舟、「露」は自分自身を喩えて、「心を分かずぞあらまし」と返す。「ませば--まし」反実仮想の構文。

2 【いかでみづから聞こえさせあきらめむ】歌に続けた詞。


東屋．５．３．１３

■　と言いひたり。

◇　言っていた。

第四段　母、薫のことを思う

東屋．５．４．１

■　「故宮こみやの御おほむこと聞ききたるなめり」

◇　「故宮の御事を聞いているらしい」

■　と思おもふに1、

◇　と思うと、

■　「いとどいかで人ひと等とひとしく」

◇　「ますます何とかして人並みな結婚を」

■　とのみ思おもひ扱あつかはる2。

◇　とばかり心にかかる。

■　あいなう、大将殿だいしゃうどのの3御おほむさま容貌かたちぞ、恋こひしう面影おもかげに見みゆる4。

◇　筋ちがいながら、大将殿のご様子や器量が、恋しく面影に現れる。

■　同おなじうめでたしと見みたてまつりしかど、宮みやは思おもひ離はなれたまひて5、心こころもとまらず。

◇　同じく素晴らしい方と拝見したが、宮は問題にもなさらず、念頭にも思ってくださらない。

■　あなづりて押おし入いりたまへりけるを6、思おもふもねたし。

◇　侮って無理に入り込みなさったのを、思うにつけても悔しい。


1 【故宮の御こと聞きたるなめりと思ふに】主語は浮舟母。

2 【思ひ扱はる】浮舟を。「る」自発の助動詞。

3 【あいなう大将殿の】『完訳』は「筋ちがいながら、薫を想起する中将の君への、語り手の評言」と注す。

4 【面影に見ゆる】浮舟母は薫を。

5 【思ひ離れたまひて】『集成』は「「離れ」は「はなたれ」の誤脱か。「たまひ」は宮に対する敬語。以下、薫へと傾く母君の長い思案を述べる」と注す。

6 【あなづりて押し入りたまへりけるを】浮舟を見下して匂宮は押し入った。


東屋．５．４．２

■　「この君きみは1、さすがに尋たづね思おぼす心こころばへのありながら、うちつけにも言いひかけたまはず、つれなし顔がほなるしもこそいたけれ、よろづにつけて思おもひ出いでらるれば2、若わかき人ひとは、まして3、かくや思おもひはてP42,4きこえたまふらむ。

◇　「この君は、何と言っても言い寄ろうとするお気持ちがありながら、急にはおっしゃらず、平気を装っていらっしゃるのは大したものだ、なにごとにつけても思い出されるので、若い娘は、わたし以上に、このようにお思い申し上げていらっしゃるだろう。

■　わがものにせむと5、かく憎にくき人6ひとを思おもひけむこそ、見苦みぐるしきことなべかりけれ」

◇　自分の婿にしようと、このような憎い男を思ったのこそ、見苦しいことであった」


P42 思ひ出でらるれば、若き人は、まして、かくや思ひはて--思は（は/=いイ）て（/+らるれはわかき人はましてかくや思はて〈朱〉）

1 【この君は】薫。以下「なべかりけれ」まで、浮舟母の心中。『完訳』は「心中叙述が地の文に流れる形」と注す。

2 【思ひ出でらるれば】大島本は「思は（は＝いイ〈朱〉）て（て＋らるれハわかき人ハましてかくや思はて〈朱〉）」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ出でらるれば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思はてらるれば」とする。

3 【若き人はまして】以下「ことなるべかりけれ」まで、浮舟母の心中の思い。

4 【思ひはて】大島本は「思はて〈朱〉」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ出で」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思はて」とする。

5 【わがものにせむと】少将を浮舟の婿にしようと、かつては考えたことがある。

6 【憎き人】少将。


東屋．５．４．３

■　など、ただ心こころにかかりて、眺ながめのみせられて、とてやかくてやと、よろづによからむあらまし事ごとを思おもひ続つづくるに、いと難かたし。

◇　などと、ただ気になって、物思いばかりがされて、ああしたらこうしたらと、万事に良い将来の事を思い続けるが、とても実現は難しい。

東屋．５．４．４

■　「やむごとなき御身おほむみのほど1、御おほむもてなし、見みたてまつりたまへらむ人ひとは2、今いますこしなのめならず、いかばかりにてかは3心こころをとどめたまはむ。

◇　「高貴なご身分や、ご風采、ご結婚申し上げなさった方は、もう一段優れた方であるから、どのような人であったらお心を止めてくださるだろうか。

■　世よの人ひとのありさまを見聞みきくに、劣おとりまさり、いやしうあてなる、品しなに従したがひて、容貌かたちも心こころもあるべきものなりけり。

◇　世間の人のありさまを見たり聞いたりすると、優劣は、身分の高低や、出自の尊卑によって、器量も気立ても決まるものであった。


1 【やむごとなき御身のほど】以下「つつましかるべきものかな」まで、浮舟母の心中の思い。薫の身分や風采を思う。

2 【見たてまつりたまへらむ人は】薫が結婚申し上げなさった方、女二宮。

3 【いかばかりにてかは】浮舟がどれほど薫に認めてもらえようか。


東屋．５．４．５

■　わが子こどもを見みるに、この君きみに似にるべきやはある1。

◇　自分の娘たちを見ても、この姫君に似た者がいようか。

■　少将せうしゃうを、この家いへのうちにまたなき者ものに思おもへども、宮みやに見比みくらべ2たてまつりしは、いとも口惜くちをしかりしに推おし量はからる。

◇　少将を、この家の内でまたとない人のように思っているが、宮とご比較申しては、まったく話にもならないほどに推察される。

■　当帝とうだいの御おほむかしづき女むすめを得えたてまつりたまへらむ人ひとの御目移おほむめうつしには、いともいとも恥はづかしく、つつましかるべきものかな」

◇　今上帝の御秘蔵の娘をいただきなさったような方のお目から見れば、とてもとても恥ずかしく、気が引けるにちがいないな」


1 【わが子どもを見るにこの君に似るべきやはある】反語表現の構文。「わが子」は常陸介との間にできた娘たち、「この君」は浮舟をさす。

2 【宮に見比べ】匂宮。


東屋．５．４．６

■　と思おもふに、すずろに心地ここちもあくがれにけり。

◇　と思うと、何となく気分もうわの空になってしまった。

第五段　浮舟の三条のわび住まい

東屋．５．５．１

■　旅たびの宿やどりは1、つれづれにて、庭にはの草くさもいぶせき心地ここちするに、いやしき東声あづまごゑしたる者ものどもばかりのみ出いで入いり、慰なぐさめに見みるべき前栽せんさいの花はなもなし。

◇　旅の宿は、所在なくて、庭の草もうっとうしい気がするので、卑しい東国の声をした連中ばかりが出入りして、慰めとして見ることのできる前栽の花もない。

■　うちあばれて、晴はれ晴ばれしからで明あかし暮くらすに、宮みやの上うへの御おほむありさま3思おもひ出いづるに、若わかい心地ここちに4恋こひしかりけり。

◇　未完成の所で、気分も晴れないまま明かし暮らすので、宮の上のご様子を思い出すと、若い気持ちに恋しかった。

■　あやにくだちたまへりし人5ひとの御おほむけはひも、さすがに思おもひ出いでられて、

◇　困ったことをなさった方のご様子も、やはり思い出されて、


1 【旅の宿りは】浮舟の三条の隠れ家の生活。

2? 【いやしき東声したるものども】常陸介の家来たちの声。

3 【宮の上の御ありさま】中君の二条院における生活ぶり。

4 【若い心地に】浮舟。

5 【あやにくだちたまへりし人】匂宮が迫ってきたことをさす。


東屋．５．５．２

■　「何事なにごとにかありけむ1。

◇　「何と言ったのだろうか。

■　いと多おほくあはれげにのたまひしかな」

◇　とてもたくさんしみじみとおっしゃったなあ」


1 【何事にかありけむ】以下「のたまひしかな」まで、浮舟の心中。『完訳』は「無我夢中だった浮舟は、匂宮の言葉までは覚えていない」と注す。


東屋．５．５．３

■　名残なごりをかしかりし御移おほむうつり香がも、まだ残のこりたる心地ここちして、恐おそろしかりしも思おもひ出いでらる1。

◇　立ち去った後の御移り香が、まだ残っている気がして、恐ろしかったことも思い出される。


1 【思ひ出でらる】「らる」自発の助動詞。


東屋．５．５．４

■　「母君ははぎみ、たつやとS20,1、いとあはれなる文ふみを書かきておこせたまふ。

◇　「母君が、どうしているだろうかと、とてもしみじみとした手紙を書いてお寄こしになる。

■　おろかならず心苦こころぐるしう思おもひ扱あつかひたまふめるに、かひなうもて扱あつかはれたてまつること」

◇　並々ならずおいたわしく気づかってくださるようなのに、世話していただく効もないようなこと」

■　とうち泣なかれて2、

◇　とつい泣けてきて、


S20 花散ると厭ひしものを夏衣たつや遅きと風を待つかな（拾遺集夏-八二　盛明親王）

1 【母君たつやと】以下「たてまつること」まで、浮舟の心中。『集成』は「「たつやと」は、諸本異同はないが、解しがたい。『玉の小櫛』は、「いかにやと」の誤写とするが首肯しがたい。旧説は「母君だつやと」と読んで、母君らしくか、と解する」と注す。

2 【うち泣かれて】「れ」自発の助動詞。


東屋．５．５．５

■　「いかにつれづれに1見みならはぬ心地ここちしたまふらむ。

◇　「どのように所在なく落ち着かない気がなさっていることでしょう。

■　しばしP43忍しのび過すぐしたまへ」

◇　しばらく隠れてお過ごしなさい」


P43 しばし--（/+しはし〈朱〉）

1 【いかにつれづれに】以下「過ぐしたまへ」まで、浮舟の母君の手紙の一節。


東屋．５．５．６

■　とある返かへり事ごとに、

◇　とあるのに対する返事に、

東屋．５．５．７

■　「つれづれは何なにか1。

◇　「所在なさが何でしょう。

■　心こころやすくてなむ。

◇　この方が気楽です。


1 【つれづれは何か】以下「思はましかば」まで、浮舟の母への返事。「何か」で文は切れる。反語表現。


東屋．５．５．８

■　ひたぶるにうれしからまし世よの中なかに

あらぬ所ところとS21思おもはましかば1」

◇　一途に嬉しいことでしょう

ここが世の中で別の世界だと思えるならば」


S21 世の中にあらぬ所も得てしかな年ふりにたる形隠さむ（拾遺集雑上-五〇六　読人しらず）

1 【ひたぶるにうれしからまし世の中にあらぬ所と思はましかば】「まし--ましかば」反語仮想の倒置法表現。『河海抄』は「世の中にあらぬ所もえてしがな年ふりにたるかたち隠さむ」（拾遺集雑上、五〇六、読人しらず）。『花鳥余情』は「恋ひわびてへじとぞ思ふ世の中にあらぬ所やいづこなるらむ」（曽丹集）を指摘。


東屋．５．５．９

■　と、幼をさなげに言いひたるを見みるままに1、ほろほろとうち泣なきて、

◇　と、子供っぽく詠んだのを見ながら、ほろほろと泣いて、

■　「かう惑まどはしはふるるやうにもてなすこと2」

◇　「このように行方も定めずふらふらさせていること」

■　と、いみじければ、

◇　と、ひどく悲しいので、


1 【見るままに】浮舟の返書を。主語は浮舟母。

2 【かう惑はしはふるるやうにもてなすこと】浮舟母の心中。


東屋．５．５．１０

■　「憂うき世よにはあらぬ所ところを求もとめても

君きみが盛さかりを見みるよしもがな」

◇　「憂き世ではない所を尋ねてでも

あなたの盛りの世を見たいものです」

東屋．５．５．１１

■　と、なほなほしきことどもを言いひ交かはしてなむ、心こころのべける2。

◇　と、素直な思いのままに詠み交わして、心情を吐露するのであった。


1? 【憂き世にはあらぬ所を求めても君が盛りをみるよしもがな】浮舟母の返歌。「世」「あらぬ所」の語句を用いて「君が盛りを見るよしもがな」と返す。

2 【なほなほしきことどもを言ひ交はしてなむ心のべける】『弄花抄』は「哥のさまを人にをしへんとの紫式部か心也」と指摘。『集成』は「何の曲もない思ったままの歌を」と注す。


第六章　浮舟と薫の物語　薫、浮舟を伴って宇治へ行く

第一段　薫、宇治の御堂を見に出かける

東屋．６．１．１

■　かの大将殿だいしゃうどのは、例れいの、秋深あきふかくなりゆくころ1、ならひにしことなれば、寝覚ねざめ寝覚ねざめにもの忘わすれせず、あはれにのみおぼえたまひければ、

◇　あの大将殿は、いつものように、秋が深まってゆくころ、習慣になっている事なので、夜の寝覚めごとに忘れず、しみじみとばかり思われなさったので、

■　「宇治うぢの御堂造みだうつくり果はてつ」

◇　「宇治の御堂を造り終わった」

■　と聞ききたまふに2、みづからおはしましたり。

◇　と聞きなさると、ご自身でお出かけになった。


1 【かの大将殿は例の秋深くなりゆくころ】薫の宇治行きは慣例化。

2 【宇治の御堂造り果てつと聞きたまふに】故八宮の寝殿を解体して阿闍梨の山寺の御堂に造り変えて寄進した。「宿木」巻（第七章第二段）に語られている。


東屋．６．１．２

■　久ひさしう見みたまはざりつるに、山やまの紅葉もみぢもめづらしうおぼゆ。

◇　久しく御覧にならなかったので、山の紅葉も珍しく思われる。

■　こぼちし寝殿しんでん、こたみはいと晴はれ晴ばれしう造つくりなしたり1。

◇　解体した寝殿は、今度は立派に造り変えなさった。

■　昔むかしいとことそぎて、聖ひじりだちたまへりし住すまひを思おもひ出いづるに、この宮みやも2恋こひしうおぼえたまひて、さま変かへてけるも3、口惜くちをしきまで、常つねよりも眺ながめたまふ。

◇　昔とても簡略にして、僧坊めいていらした住まいを思い出すと、この宮邸も恋しく思い出されなさって、様変りさせてしまったのも、残念なまでに、いつもより眺めていらっしゃる。


1 【寝殿こたみはいと晴れ晴れしう造りなしたり】旧寝殿は解体して山寺に寄進。改めて寝殿を新築した。

2 【この宮も】大島本は「この宮」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「故宮」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「この宮」とする。故八宮。

3 【さま変へてけるも】寝殿の様子をいう。『完訳』は「往時の面影をとどめないのが残念」と注す。


東屋．６．１．３

■　もとありし御おほむしつらひは1、いと尊たふとげにて、今片いまかたつ方かたを女をむなしく2こまやかになど、一方ひとかたならざりしを、網代屏風何あじろびゃうぶなにかのあらあらしきなどは、かの御堂みだうの僧坊そうばうの具ぐに、ことさらになさせたまへり3。

◇　もとからあったご設備は、たいへん尊重して、もう一方を女性向きにこまやかに整えるなどして、一様ではなかったが、網代屏風や何やらの粗末な物などは、あの御堂の僧坊の道具として、特別に役立たせなさった。

■　山里やまざとめきたる具ぐどもを、ことさらにせさせたまひて、いたうP44もことそがず、いときよげにゆゑゆゑしくしつらはれたり。

◇　山里めいた道具類を、特別に作らせなさって、ひどく簡略にせず、たいそう美しく奥ゆかしく作らせてあった。


P44 いたう--い（い/+た）う

1 【もとありし御しつらひは】元の建物は寝殿の西面と母屋が仏間で西廂間が八宮の居間であった。「椎本」巻に語られている。

2 【今片つ方を女しく】寝殿の東廂間が姫君たちの部屋であった。

3 【ことさらになさせたまへり】『集成』は「〔供養のため〕特に役立てるようになさった」と注す。


東屋．６．１．４

■　遣水やりみづのほとりなる岩いはに居ゐたまひて1、

◇　遣水の辺にある岩にお座りになって、


1 【居たまひて】大島本は「ゐたまひて」とある。『完本』は諸本に従って「ゐたまひてとみにも立たれず」と「とみにも立たれず」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「ゐたまひて」とする。


東屋．６．１．５

■　「絶たえ果はてぬ清水しみづになどか亡なき人ひとの

面影おもかげをだにとどめざりけむ1」

◇　「涸れてしまわないこの清水にどうして亡くなった人の

面影だけでもとどめておかなかったのだろう」


1 【絶え果てぬ清水になどか亡き人の面影をだにとどめざりけむ】薫の独詠歌。「亡き人」は八宮や大君。


東屋．６．１．６

■　涙なみだを拭のごひて1、弁べんの尼君あまぎみの方かたに立たち寄よりたまへれば、いと悲かなしと見みたてまつるに2、ただひそみにひそむ。

◇　涙を拭いながら、弁の尼君の方にお立ち寄りになると、とても悲しいと拝見すると、ただべそをかくばかりである。

■　長押なげしにかりそめに居ゐたまひて、簾すだれのつま引ひき上あげて、物語ものがたりしたまふ。

◇　長押にちょっとお座りになって、簾の端を引き上げて、お話なさる。

■　几帳きちゃうに隠かくろへて居ゐたり。

◇　几帳に隠れて座っていた。

■　ことのついでに、

◇　話のついでに、


1 【涙を拭ひて】大島本は「のこひて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「のごひつつ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「のごひて」とする。

2 【いと悲しと見たてまつるに】弁尼が薫を悲しい気持ちで拝する。


東屋．６．１．７

■　「かの人ひとは1、さいつころ宮みやにと聞ききしを、さすがにうひうひしくおぼえてこそ、訪おとづれ寄よらね。

◇　「あの人は、最近宮邸にいると聞いたが、やはりきまり悪く思われて、尋ねていません。

■　なほ、これより伝つたへ果はてたまへ」

◇　やはり、こちらからすっかりお伝え下さい」


1 【かの人は】以下「伝へ果てたまへ」まで、薫の詞。「かの人」は浮舟をさしていう。


東屋．６．１．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

東屋．６．１．９

■　「一日ひとひ、かの母君ははぎみの1文ふみはべりき。

◇　「先日、あの母君の手紙がございました。

■　忌違いみたがふとて2、ここかしこになむあくがれたまふめる。

◇　物忌みの方違えするといって、あちらこちらと移っていらしたようです。

■　このころも、あやしき小家こいへに隠かくろへものしたまふめるも心苦こころぐるしく、すこし近ちかきほどならましかば3、そこにも渡わたして心こころやすかるべきを、荒あらましき山道やまみちに、たはやすくもえ思おもひ立たたでなむ、とはべりし」

◇　最近も、粗末な小家に隠れていらっしゃるらしいのも気の毒で、少し近い所であったら、そこに移して安心でしょうが、荒々しい山道で、簡単には思い立つことができないで、とございました」


1 【一日かの母君の】以下「なむとはべりし」まで、弁尼の詞。

2 【忌違ふとて】方違いをするといって。

3 【すこし近きほどならましかば】宇治が京から近い所であったなら。反実仮想の構文。


東屋．６．１．１０

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

東屋．６．１．１１

■　「人ひとびとのかく1恐おそろしくすめる道みちに、まろこそ古ふりがたく分わけ来くれ2。

◇　「人びとがこのように恐ろしがっているような山道を、自分は相変わらず分け入って来るのだ。

■　何なにばかりの契ちぎりにかと思おもふは、あはれになむ」

◇　どれほどの前世からの約束事があってかと思うと、感慨無量です」


1 【人びとのかく】以下「あはれになむ」まで、薫の詞。

2 【まろこそ古りがたく分け来れ】『集成』は「「まろ」は、親しい間で用いる一人称」。『完訳』は「自分だけはいつまでも昔を忘れず踏み分けてやって来る意。大君への絶えざる追慕をいう。それを「--契り」と、宿世ゆえとする」と注す。


東屋．６．１．１２

■　とて、例れいの、涙なみだぐみたまへり。

◇　と言って、いつものように、涙ぐんでいらっしゃった。

東屋．６．１．１３

■　「さらば、その心こころやすからむ所ところに1、消息せうそこしたまへ。

◇　「それでは、その気楽な隠れ家に、お便りしてください。

■　みづからやは2、かしこに出いでたまはぬ」

◇　ご自身で、あちらに出向いてくださいませんか」


1 【さらばその心やすからむ所に】以下「出でたまはぬ」まで、薫の詞。浮舟の隠れ家をさしていう。

2 【みづからやは】弁尼自身で、の意。「やは」疑問、依頼の意。


東屋．６．１．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

東屋．６．１．１５

■　「仰おほせ言ごとを1伝つたへはべらむことはやすし。

◇　「お言葉をお伝えしますことは簡単です。

■　今いまさらに京きゃうを見みはべらむことはもの憂うくて、宮みやにだに2え参まゐらぬを」

◇　今さら京に出ますことは億劫で、宮邸にさえ参りませんのに」


1 【仰せ言を】以下「え参らぬを」まで、弁尼の詞。

2 【宮にだに】匂宮邸。


東屋．６．１．１６

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

第二段　薫、弁の尼に依頼して出る

東屋．６．２．１

■　「などてか1。

◇　「どうしてそんなことが。

■　ともかくも、人ひとの聞きき伝つたへばこそあらめ、愛宕あたごの聖ひじりだに、時ときに従したがひては出いでずやはありける。

◇　どうするにせよ、誰かが伝え聞いて言うならともかく、愛宕の聖でさえ、場合によっては出ないことがあろうか。

■　深ふかき契ちぎりを破やぶりて、人ひとの願ねがひを2満みてたまはむこそ尊たふとからめ」

◇　固い誓いを破って、人の願いをお満たしになるのが尊いことです」


1 【などてか】以下「尊からめ」まで、薫の詞。

2 【人の願ひを】「人」は一般の人、凡人をさす。


東屋．６．２．２

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

東屋．６．２．３

■　「人渡ひとわたすことS22も1はべらぬに、聞ききにくきこともこそ、出いでまうで来くれ」

◇　「衆生済度の徳もございませんのに、聞き苦しい噂も、出て来ましょう」


S22 人渡すことだになきを何しかも長柄の橋と身のなりぬらむ（後撰集雑一-一一一七　七条后）

1 【人渡すことも】以下「出でまうで来れ」まで、弁尼の心中の思い。『異本紫明抄』は「人わたすことだになきを何しかも長柄の橋と身のなりぬらむ」（後撰集雑一、一一一七、七条后）を指摘。「人渡す」は衆生済度の和訳。


東屋．６．２．４

■　と、苦くるしげに思おもひたれど、

◇　と言って、困ったことに思っていたが、

東屋．６．２．５

■　「なほ、よき折をりなるを1」

◇　「やはり、ちょうどよい機会だから」


1 【なほよき折なるを】大島本は「おりなるを」とある。『完本』は諸本に従って「をりななるを」と「な」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「をりなるを」とする。薫の詞。


東屋．６．２．６

■　と、例れいならずしひて、

◇　と、いつもと違って無理強いして、

東屋．６．２．７

■　「明後日あさてばかり1、車くるまたてまつらむP45。

◇　「明後日ぐらいに、車を差し向けましょう。

■　その旅たびの所尋ところたづねおきたまへ。

◇　その仮住まいの家を調べておいてください。

■　ゆめをこがましうひがわざすまじきを2」

◇　けっして馬鹿げたまちがいはしませんから」


P45 たてまつらむ--たてまつれ（れ/＃ら）ん

1 【明後日ばかり】以下「ひがわざすまじくを」まで、薫の詞。

2 【すまじきを】大島本は「すましきを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すまじくを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「すまじきを」とする。


東屋．６．２．８

■　と、ほほ笑ゑみてのたまへば、わづらはしく、

◇　と、にっこりしておっしゃるので、やっかいで、

■　「いかに思おぼすことならむ1」

◇　「どのようにお考えなのだろう」

■　と思おもへど、

◇　と思うが、

■　「奥あうなく2あはあはしからぬ御心みこころざまなれば、おのづからわがためにも3、人聞ひとぎきなどは包つつみたまふらむ」

◇　「浅薄で軽々しくないご性質なので、自然とご自分のためにも、外聞はお慎みになっていらっしゃるだろう」

■　と思おもひて、

◇　と思って、


1 【いかに思すことならむ】弁尼の心中。薫の考えをいぶかしがる。

2 【奥なく】以下「包みたまふらむ」まで、弁尼の心中。

3 【わがためにも】大島本は「わかためにも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「わが御ためにも」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のまま「わがためにも」とする。薫御自身のためにも。


東屋．６．２．９

■　「さらば、承うけたまはりぬ1。

◇　「それでは、承知いたしました。

■　近ちかきほどにこそP46,2。

◇　お近くですから。

■　御文おほむふみなどを見みせさせたまへかし3。

◇　お手紙などをおやりくださいませ。

■　ふりはへさかしらめきて、心こころしらひのやうに思おもはれはべらむも、今いまさらに伊賀専女いがたうめにや4、と慎つつましくてなむ」

◇　わざわざ利口ぶって、取り持ちを買って出たようにとられますのも、今さら伊賀専女のようではないかしら、と気がひけます」


P46 ほどにこそ--程に（に/+こそ〈朱〉）

1 【さらば承りぬ】以下「慎ましくてなむ」まで、弁尼の詞。

2 【近きほどにこそ】下に「おはすれ」などの語句が省略。浮舟は薫の三条宮邸の近くの隠れ家にいます、の意。

3 【御文などを見せさせたまへかし】『完訳』は「前もって薫から浮舟に手紙を遣わしてほしいとする。尼の身で媒に積極的になりすぎるのを憚る」と注す。三条西家本には仮名で「おほむふみ」とある。

4 【伊賀専女にや】言葉巧みに媒をする老女、の意。


東屋．６．２．１０

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

東屋．６．２．１１

■　「文ふみは、やすかるべきを1、人ひとのもの言いひ、いとうたてあるものなれば、右大将うだいしゃうは、常陸守ひたちの娘***をなむよばふなる2なども、とりなしてむをや。

◇　「手紙は、簡単でしょうが、人の噂が、とてもうるさいものですから、右大将は、常陸介の娘に求婚しているそうだなどとも、取り沙汰しようから。

■　その守かむの主3ぬし、いと荒々あらあらしげなめり」

◇　その介の殿は、とても荒々しい人のようですね」

◆　 
"ふみ は、 やすかる べき を、 ひと の ものいひ、 いと うたて ある もの なれ ば、 うだいしゃう は、 ひたち-の-かみ の むすめ を なむ よばふ なる など も、 とりなし て む を や! その かむ-の-ぬし、 いと あらあらしげ な' めり。"


1 【文はやすかるべきを】以下「荒々しげなめり」まで、薫の詞。

2 【右大将は常陸守の娘をなむよばふなる】噂として言うだろうことを仮想して言う。

3 【その守の主】常陸介。『集成』は「「ぬし」は軽い敬語」と注す。


東屋．６．２．１２

■　とのたまへば、うち笑わらひて、いとほしと思おもふ1。

◇　とおっしゃると、ふと笑って、お気の毒にと思う。


1 【いとほしと思ふ】『集成』は「お気の毒にと思う。大君追慕のあまり、常陸の介ごとき者の継子に執心するのもいたわしく思う」と注す。


東屋．６．２．１３

■　暗くらうなれば出いでたまふ1。

◇　暗くなったのでお出になる。

■　下草したくさのをかしき花はなども、紅葉もみぢなど折をらせたまひて、宮みやに御覧ごらんぜさせたまふ2。

◇　木の下草が美しい花々や、紅葉などを折らせなさって、宮に御覧にお入れなさる。

■　甲斐かひなからず3おはしぬべけれど、かしこまり置おきたるさまにて、いたうも馴なれきこえたまはずぞあめる。

◇　ご結婚の効がなくはなくいらっしゃるようだが、畏れ敬っているような感じで、たいそうお親しみ申し上げずにいるようである。

■　内裏うちより、ただの親おやめきて、入道にふだうの宮みやにも聞きこえたまへば5、いとやむごとなき方かたは、限かぎりなく思おもひきこえたまへり。

◇　帝から、普通の親のように、入道の宮にもお頼み申し上げなさっているので、たいそう重々しい点では、この上なくお思い申し上げていらっしゃった。

■　こなたかなたと、かしづききこえたまふ宮仕みやづかひに添そへて6、むつかしき私わたくしの心こころの添そひたるも7、苦くるしかりけり。

◇　あちらからもこちらからも、大切にされなさるお世話に加えて、やっかいな執心が加わったのが、つらいことであった。


1 【暗うなれば出でたまふ】薫、宇治の山荘を出る。

2 【折らせたまひて宮に御覧ぜさせたまふ】「せ」使役の助動詞。「宮」は正室の女二宮。

3 【甲斐なからず】女二宮との結婚の甲斐。

4? 【かしこまり置きたるさまにていたくも馴れきこえたまはずぞあめる】語り手の推測を交えた叙述。『完訳』は「薫は、畏れ敬って遇するが、打ち解けて親しみ申さない。薫の捨てがたい大君執心ゆえ」と注す。

5 【内裏よりただの親めきて入道の宮にも聞こえたまへば】女二宮の父帝からも薫の母入道の宮にも、の意。帝と入道の宮は兄妹の関係。「ただの親めきて」は挿入句。

6 【こなたかなたとかしづききこえたまふ宮仕ひに添へて】大島本は「ミやつかひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「宮仕へ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「宮仕ひ」とする。こちら薫の母入道の宮とあちら父帝から大切に後見申される女二宮への奉仕に加えて。薫には女二宮との結婚が「宮仕え」と意識される。

7 【むつかしき私の心の添ひたるも】大島本は「わたくしの心」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「私心」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「私の心」とする。浮舟への執心。「私の心」と対比される。


第三段　弁の尼、三条の隠れ家を訪ねる

東屋．６．３．１

■　のたまひしまだつとめて1、睦むつましく思おぼす下臈侍一人げらふさぶらひひとり、顔知かほしらぬ牛飼うしかひつくり出いでて遣つかはす2。

◇　お約束になった日のまだ早朝に、腹心の家来とお思いになる下臈の侍を一人、顔を知られていない牛飼童を用意して遣わす。


1 【のたまひしまだつとめて】約束した日の早朝。前に「明後日ばかり」とあった日。

2 【遣はす】宇治へ弁尼を迎えに遣わす。


東屋．６．３．２

■　「荘さうの者ものども1の田舎ゐなかびたる召めし出いでつつ、つけよ」

◇　「荘園の連中で田舎者じみたのを召し出して、付き添わせよ」


1 【荘の者ども】以下「つけよ」まで、薫が使者に言った詞。


東屋．６．３．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　かならず出いづべくのたまへりければ1、いとつつましく苦くるしけれど、うち化粧けさうじつくろひて乗のりぬ2。

◇　必ず京に出て来るようにとおっしゃっていたので、とても気がひけてつらいけれど、ちょっと化粧をして車に乗った。

■　野山のやまのけしきを見みるにつけても、いにしへよりの古事ふることども思おもひ出いでられて、眺ながめ暮くらしてなむ来着きつきける3。

◇　野山の様子を見るにつけても、若いころからの古い出来事が自然と思い出されて、物思いに耽りながら着いたのであった。

■　いとつれづれに人目ひとめも見みえぬ所ところなれば、引ひき入いれて、

◇　とてもひっそりとして人の出入りもない所なので、車を引き入れて、


1 【のたまへりければ】主語は薫。

2 【乗りぬ】主語は弁尼。

3 【来着きける】弁尼、浮舟の隠れ家に着く。


東屋．６．３．４

■　「かくなむ、参まゐり来きつる1」

◇　「これこれで、参りました」


1 【かくなむ参り来つる】弁尼が案内の男に言わせた詞。


東屋．６．３．５

■　と、しるべの男をとこして言いはせたれば、初瀬はつせの供ともにありし若人1わかうど、出いで来きて降おろす。

◇　と、案内の男を介して言わせると、初瀬のお供をした若い女房が、出てきて車から降ろす。

■　あやしき所ところを眺ながめ暮くらし明あかすに、昔語むかしがたりもしつべき人ひとの来きたれば、うれしくて呼よび入いれたまひて2、親おやと聞きこえける人ひとの御おほむあたりの人ひと3思とおもふに、睦むつましきなるべし4。

◇　粗末な家で物思いに耽りながら明かし暮らしていたので、昔話もできる人が来たので、嬉しくなって呼び入れなさって、父親と申し上げた方のご身辺の人と思うと、慕わしくなるのであろう。


1 【初瀬の供にありし若人】浮舟の初瀬詣でに従っていた若い女房。

2 【うれしくて呼び入れたまひて】主語は浮舟。

3 【親と聞こえける人の御あたりの人と】父八宮に近侍した人、弁尼。

4 【睦ましきなるべし】語り手の浮舟の心中を推量した叙述。


東屋．６．３．６

■　「あはれに、人知ひとしれず1見みたてまつりしのちよりは2、思おもひ出いできこえぬ折をりなけれど3、世よの中なかかばかり思おもひたまへ捨すてたる身みにて、かの宮みやに4だに参まゐりはべらぬを、この大将殿だいしゃうどのの、あやしきまでのたまはせしかば、思おもうたまへおこしてなむ」

◇　「しみじみと、人知れずお目にかかりまして後は、お思い出し申し上げない時はありませんが、世の中をこのように捨てた身なので、あちらの宮邸にさえ参りませんが、この大将殿が、不思議なまでにお頼みになるので、思い起こして参りました」


1 【あはれに人知れず】以下「思ひたまへおこしてなむ」まで、弁尼の詞。

2 【見たてまつりしのちよりは】浮舟を。

3 【思ひ出できこえぬ折なけれど】大島本は「思ひいてきこえぬ」とある。『完本』は諸本に従って「思ひ出きこえさせぬ」と「させ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「思ひ出できこえぬ」とする。浮舟を。

4 【かの宮に】中君のいる匂宮邸。


東屋．６．３．７

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　君きみも乳母めのとも、めでたしと見みおききこえてし人1ひとの御おほむさまなれば、忘わすれぬさまにのたまふらむも2、あはれなれど、にはかにかく思おぼしたばかるらむと3、思おもひも寄よらず。

◇　姫君も乳母も、素晴らしいお方と拝見していたお方のご様子なので、忘れないふうにおっしゃるというのも、嬉しいが、急にこのようにご計画なさるとは、思い寄らなかった。


1 【めでたしと見おききこえてし人】薫をさす。二条院で拝見した。

2 【忘れぬさまにのたまふらむも】主語は薫。薫が浮舟を。

3 【かく思したばかるらむと】大島本は「らんと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「らむとは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「らんと」とする。「かく」は以下の薫の来訪をさす。


第四段　薫、三条の隠れ家の浮舟と逢う

東屋．６．４．１

■　宵よひうち過すぐるほどに、「宇治うぢより人参ひとまゐれり」と1て、門忍かどしのびやかにうちたたく。「さにやあらむ2」と思おもへど、弁べんの開あけさせたれば3、車くるまをぞ引ひき入いるなる4。「あやし」と思おもふに5、

◇　宵を少し過ぎたころに、「宇治から参った者です」と言って、門をそっと叩く。「そうかしら」と思うが、弁が開けさせると、車を引き入れる。妙だと思うと、


1 【宇治より人参れりと】三条の浮舟の隠れ家に来ている弁尼のもとに、宇治から使者が来た、と言わせる。

2 【さにやあらむ】弁尼、薫の使者かと合点する。

3 【弁の開けさせたれば】大島本は「弁の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「弁」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「弁の」とする。

4 【引き入るなる】「なる」は伝聞推定の助動詞。浮舟の女房の認知。臨場感ある表現。

5 【あやしと思ふに】『完訳』は「使者なら馬が当然なのに、車なので身分の高い人の来訪かと、浮舟づきの女房が不審がる」と注す。


東屋．６．４．２

■　「尼君あまぎみに、対面賜たいめんたまはらむ1」

◇　「尼君に、お目にかかりたい」


1 【尼君に対面賜はらむ】薫が荘園の管理人に言わせた詞。


東屋．６．４．３

■　とて、この近ちかき御庄みさうの預あづかりの名なのりをせさせたまへれば、戸口とぐちにゐざり出いでたり。

◇　と言って、その近くの荘園の支配人の名を名乗らせなさったので、戸口にいざり出た。

■　雨あめすこしうちそそくに、風かぜはいと冷ひややかに吹ふき入いりて、言いひ知しらず薫かをり来くれば、

◇　雨が少し降りそそいで、風がとても冷やかに吹きこんで、何ともいえない良い匂いが漂ってくるので、

■　「かうなりけり」

◇　「そうであったのか」

■　と2、誰たれも誰たれも3心こころときめきしぬべき御おほむけはひをかしければ、用意よういもなくあやしきに、まだ思おもひあへぬほどなれば、心騷こころさわぎて、

◇　と、皆が皆心をときめかせるにちがいないご様子が結構なので、心づもりもなくむさくるしいうえに、まだ予想もしていなかった時なので、気が動転して、


1? 【雨すこしうちそそくに風はいと冷やかに吹き入て】湿気と微風によって薫の薫香が一際香る。

2 【かうなりけりと】「心騒ぎて」にかかる。

3 【誰れも誰れも】以下「ほどなれば」まで、挿入句。


東屋．６．４．４

■　「いかなることにかあらむ1」

◇　「どうしたことであろうか」


1 【いかなることにかあらむ】女房の詞。


東屋．６．４．５

■　と言いひあへり。

◇　と言い合っていた。

東屋．６．４．６

■　「心こころやすき所ところにて1、月つきごろの思おもひあまることも聞きこえさせむとてなむ」

◇　「気楽な所で、いく月もの間の抑えきれない思いを申し上げたいと思いまして」


1 【心やすき所にて】以下「とてなむ」まで、薫が供人に言わせた詞。


東屋．６．４．７

■　と言いはせたまへり。

◇　と言わせなさった。

東屋．６．４．８

■　「いかに聞きこゆべきことにか1」

◇　「どのように申し上げたらよいものか」

■　と、君きみは苦くるしげに思おもひてゐたまへれば、乳母見苦めのとみぐるしがりて、

◇　と思って、君はつらそうに思っていらしたので、乳母が見苦しがって、


1 【いかに聞こゆべきことにか】浮舟の心中。


東屋．６．４．９

■　「しかおはしましたらむを1、立たちながらや2、帰かへしたてまつりたまはむ。

◇　「このようにいらっしゃったのを、お座りもいただかず、このままお帰し申し上げることができましょうか。

■　かの殿とのに3こそ、かくなむ、と忍しのびて聞きこえめ。

◇　あちらの殿にも、これこれです、とそっと申し上げましょう。

■　近ちかきほどなれば4」

◇　近い所ですから」


1 【しかおはしましたらむを】以下「近きほどなれば」まで、乳母の詞。

2 【立ちながらや】大島本は「た（△＆た）ちなからや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「立ちながらやは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「立ちながらや」とする。

3 【かの殿に】常陸介邸にいる浮舟母に。

4 【近きほどなれば】浮舟の三条の隠れ家は常陸介邸に近い距離にある。


東屋．６．４．１０

■　と言いふ。

◇　と言う。

東屋．６．４．１１

■　「うひうひしく1。

◇　「気がきかないことを。

■　などてか、さはあらむ。

◇　どうして、そうすることがありましょう。

■　若わかき御おほむどちもの聞きこえたまはむはP47、ふとしもしみつくべくもあらぬを。

◇　若い方どうしがお話し申し上げなさるのに、急に深い仲になるものでもありますまい。

■　あやしきまで心こころのどかに、もの深ふかうおはする君きみなれば2、よも人ひとの許ゆるし3なくて、うちとけたまはじ」

◇　不思議なまでに気長で、慎重でいらっしゃる君なので、けっして相手の許しがなくては、気をお許しになりますまい」


P47 たまはむは--給はんと（と/＄は〈朱〉）

1 【うひうひしく】以下「うちとけたまはじ」まで、弁尼の詞。『完訳』は「それでは女君が幼い人のようではないか、の気持。以下、今さら母君との相談など不要だとする」と注す。

2 【あやしきまで心のどかにもの深うおはする君なれば】薫の性格。不思議なほど気長で思慮深い人。

3 【人の許し】浮舟の承諾、同意。


東屋．６．４．１２

■　など言いふほど、雨あめやや降ふり来くれば、空そらはいと暗くらし。

◇　などと言っているうちに、雨が次第に降って来たので、空はたいそう暗い。

■　宿直人とのゐびとのあやしき声こゑしたる、夜行やぎゃううちして、

◇　宿直人で変な声をした者が、夜警をして、

東屋．６．４．１３

■　「家やかの辰巳たつみの隅***の1崩すみくづれ、いと危あやふし。

◇　「家の辰巳の隅の崩れが、とても危険だ。

■　この、人ひとの御車入みくるまいるべくは、引ひき入いれて御門鎖みかどさしてよ。

◇　こちらの、客のお車は入れるものなら、引き入れてご門を閉めよ。

■　かかる人ひとの御供人みともびとこそ2、心こころはうたてあれ」

◇　この客人の供人は、気がきかない」

◆　 
"やか の たつみ の すみ くづれ、 いと あやふし。 この、 ひと の み-くるま いる べく は、 ひきいれ て み-かど さし て よ。 かかる ひと の み-ともびと こそ、 こころ は うたて あれ。"


1 【家の辰巳の隅の】以下「心はうたてあれ」まで、宿直人の声。

2 【御供人こそ】大島本は「みとも人こそ」とある。『完本』は諸本に従って「供人」と「御」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「御供人」とする。


東屋．６．４．１４

■　など言いひあへるも、むくむくしく聞ききならはぬ心地ここちしたまふ。

◇　などと言い合っているのも、気持ち悪く聞き馴れない気がなさる。

東屋．６．４．１５

■　「佐野さののわたりに家いへもあらなくにS23,1」

◇　「佐野の辺りに家もないのに」


S23 苦しくも降り来る雨か三輪の崎佐野のわたりに家もあらなくに（万葉集巻三-二六七　長忌寸奥麿）

1 【佐野のわたりに家もあらなくに】薫の口ずさみ。『奥入』は「苦しくも降り来る雨か三輪が崎佐野のわたりに家もあらなくに」（万葉集巻三、長奥麻呂）を指摘。


東屋．６．４．１６

■　など口くちずさびて、里さとびたる簀子すの端このはしつ方かたに居ゐたまへり。

◇　などと口ずさんで、田舎めいた簀子の端の方に座っていらっしゃった。

東屋．６．４．１７

■　「さしとむる葎むぐらやしげき東屋あづまやの

あまりほど降ふる雨あまそそきS24かな」

◇　「戸口を閉ざすほど葎が茂っているためか

東屋であまりに待たされ雨に濡れることよ」


S24 東屋の　真屋のあまりの　その　雨そそぎ　我立ち濡れぬ　殿戸開かせ　鎹（かすがひ）も　錠（とざし）もあらばこそ　その殿戸　我鎖さめ　おし開いて来ませ　我や人妻（催馬楽-東屋）


東屋．６．４．１８

■　と、うち払はらひたまへる、追風おひかぜ、いとかたはなるまで、東あづまの里人さとびとも2驚おどろきぬべし。

◇　と、露を払っていらっしゃる、その追い風が、とても尋常でないほど匂うので、東国の田舎者も驚くにちがいない。


1? 【さしとむる葎やしげき東屋のあまりほどふる雨そそきかな】薫の独詠歌。催馬楽「東屋」の歌詞を踏まえる。

2 【東の里人も】宿直人などをさす。


東屋．６．４．１９

■　とざまかうざまに聞きこえ逃のがれむ方かたなければ、南みなみの廂ひさしに御座おましひきつくろひて、入いれたてまつる。

◇　あれやこれやと言い逃れるすべもないので、南の廂にお座席を設けて、お入れ申し上げる。

■　心こころやすくしも対面たいめんしたまはぬを1、これかれ押おし出いでたり。

◇　気安くお会いなさらないのを、誰彼らが押し出した。

■　遣戸やりどといふもの鎖さして、いささか開あけたれば2、

◇　遣戸という物を錠をかけて、少し開けてあったので、


1 【心やすくしも対面したまはぬを】主語は浮舟。

2 【遣戸といふもの鎖していささか開けたれば】遣戸は高貴な人の邸宅では用いない建具。「といふもの」は薫の気持ちに即した叙述。閉めてあった遣戸を少し開けた、という文脈。


東屋．６．４．２０

■　「飛騨ひだの工たくみも1恨うらめしき隔へだてかな。

◇　「飛騨の大工までが恨めしい仕切りですね。

■　かかるものの外とには、まだ居ゐならはず」

◇　このような物の外には、まだ座ったことがありません」


1 【飛騨の工も】以下「まだ居ならはず」まで、薫の詞。


東屋．６．４．２１

■　と愁うれへたまひて、いかがしたまひけむ、入いりたまひぬ。

◇　とお嘆きになって、どのようになさったのか、お入りになってしまった。

■　かの人形ひとがたの願ねがひものたまはで、ただ、

◇　あの人形の願いもおしゃっらず、ただ、

東屋．６．４．２２

■　「おぼえなき、もののはさまより2見みしより、すずろに恋こひしきこと。

◇　「思いがけず、何かの間から覗き見して以来、何となく恋しいこと。

■　さるべきにやあらむ3、あやしきまでぞ思おもひきこゆる」

◇　そのような運命であったのか、不思議なまでにお思い申し上げています」


1? 【いかがしたまひてむ】挿入句。『全集』は「そのいきさつに立ち入らぬ語り手の推量的な叙述」と注す。

2 【おぼえなきもののはさまより】以下「思ひきこゆる」まで、薫の詞。宇治で垣間見たことをいう。

3 【さるべきにやあらむ】前世からの因縁か、の意。口説きの常套句。


東屋．６．４．２３

■　とぞ語かたらひたまふべき1。

◇　とお口説きになるのであろう。

■　人ひとのさま2、いとらうたげにおほどきたれば、見劣みおとりもせず、いとあはれと思おぼしけり。

◇　女の様子は、とてもかわいらしくおっとりしているので、見劣りもせず、とてもしみじみとお思いになった。


1 【とぞ語らひたまふべき】『一葉抄』は「双紙の詞也推量したる心也」と指摘。語り手の推量。

2 【人のさま】浮舟。相手浮舟の様子、のニュアンス。「女」とはない。


第五段　薫と浮舟、宇治へ出発

東屋．６．５．１

■　ほどもなう明あけぬ心地るここちするに、鶏とりなどは鳴なかで、大路近おほぢちかき所ところに2、おぼとれたるP48声こゑして3、いかにとか聞ききも知しらぬ名なのりをして4、うち群むれて行ゆくなどぞ聞きこゆる。

◇　まもなく夜が明けてしまう気がするのに、鶏などは鳴かないで、大路に近い所で間のびした声で、何とも聞いたことのない物売りの呼び上げる声がして、連れ立って行くのなどが聞こえる。

■　かやうの朝あさぼらけに見みれば、ものいただきたる者ものの、

◇　このような朝ぼらけに見ると、品物を頭の上に乗せている姿が、

■　「鬼おにのやうなるぞかし」

◇　「鬼のような恰好だ」

■　と聞ききたまふも、かかる蓬よもぎのまろ寝5ねにならひたまはぬ心地ここちも、をかしくもありけり。

◇　とお聞きになっているのも、このような蓬生の宿でごろ寝をした経験もおありでないので、興味深くもあった。


P48 おぼとれたる--おほ（ほ/+と）れたる

1? 【ほどもなう明けぬる心地するに】『対校』は「長しとも思ひぞはてぬ昔よりあふ人からの秋の夜なれば」（古今集恋三、六三六、凡河内躬恒）を指摘。

2 【大路近き所に】三条大路に近い隠れ家。

3 【おぼとれたる声して】「オボはオボロ（朧）のオボと同根。さだかでない、はっきりしないさま。トレは朝鮮語tol（髪）同源か。オボトレで乱髪の意が原義」（岩波古語辞典）。『完訳』は「間のびした物売りの声」と注す。

4 【名のりをして】売り物の名を呼び上げる声がして。

5 【かかる蓬のまろ寝】「蓬」は荒れた邸、「まろ寝」は帯も解かずに寝る旅寝。歌語的表現。


東屋．６．５．２

■　宿直人とのゐびとも門開かどあけて出いづる音おとする1。

◇　宿直人も門を開けて出る音がする。

■　おのおの入いりて臥ふしなどするを聞ききたまひて、人召ひとめして、車妻戸くるまつまどに寄よせさせたまふ。

◇　それぞれ中に入って横になる音などをお聞きになって、人を呼んで、車を妻戸に寄せさせなさる。

■　かき抱いだきて乗のせたまひつ2。

◇　抱き上げてお乗せになった。

■　誰たれも誰たれも、あやしう、あへなきことを思おもひ騒さわぎて、

◇　誰も彼もが、おかしな、どうしようもないことだとあわてて、


1 【門開けて出づる音する】大島本は「をとする」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「音す」と「る」を削除する。『新大系』は底本のまま「音する」とする。

2 【かき抱きて乗せたまひつ】薫は浮舟を牛車に。


東屋．６．５．３

■　「九月くぐわちにもありけるを1。

◇　「九月でもありますのに。

■　心憂こころうのわざや。

◇　情けないことです。

■　いかにしつることぞ」

◇　どうなさるのですか」


1 【九月にもありけるを】以下「いかにしつることぞ」まで、女房の詞。九月は季の末なので、結婚は忌まれた。


東屋．６．５．４

■　と嘆なげけば、尼君あまぎみも、いといとほしく、思おもひの外ほかなることどもなれど、

◇　と嘆くと、尼君も、とてもお気の毒になって、意外なことだったが、

東屋．６．５．５

■　「おのづから1思おぼすやうあらむ。

◇　「自然とお考えのことがあるのでしょう。

■　うしろめたうな思おもひたまひそ。

◇　不安にお思いなさるな。

■　長月ながつきは、明日あすこそ節分せちぶんと聞ききしか2」

◇　九月は、明日が節分だと聞きました」


1 【おのづから】以下「聞きしか」まで、弁尼の詞。

2 【長月は明日こそ節分と聞きしか】長月は明日が秋の季節の末、明後日は立冬。後文に「今日は十三日」とあるので、十四日は秋の末日、十五日は立冬。『集成』は「ここは、明日立冬の前日ゆえ、多少のことはこだわるに及ぶまい、の意か」と注す。


東屋．６．５．６

■　と言いひ慰なぐさむ。

◇　と言って慰める。

■　今日けふは、十三日じふさむにちなりけり。

◇　今日は、十三日であった。

■　尼君あまぎみ、

◇　尼君は、

東屋．６．５．７

■　「こたみは、え参まゐらじ1。

◇　「今回は、同行できません。

■　宮みやの上2うへ、聞きこし召めさむこともあるに、忍しのびて行ゆき帰かへりはべらむも、いとうたてなむ」

◇　宮の上が、お聞きになることもありましょうから、こっそりと行ったり来たりいたしますのも、まことに具合が悪うございます」


1 【こたみはえ参らじ】以下「うたてなむ」まで、弁尼の詞。

2 【宮の上】中君。


東屋．６．５．８

■　と聞きこゆれど、まだきこのことを1聞きかせたてまつらむも、心恥こころはづかしくおぼえたまひて2、

◇　と申し上げるが、早々にこの事をお聞かせ申し上げるのも、恥ずかしく思われなさって、


1 【まだきこのことを】早々にこのこと、浮舟を薫が世話するようになったことを。

2 【心恥づかしくおぼえたまひて】主語は薫。


東屋．６．５．９

■　「それは、のちにも1罪つみさり申まうしたまひてむ。

◇　「それは、後からお詫び申してもお済みになることでしょう。

■　かしこもしるべなくては2、たづきなき所ところを」

◇　あちらでも案内する人がいなくては、頼りない所ですから」


1 【それはのちにも】以下「たづきなき所を」まで、薫の詞。『完訳』は「後日でも申し訳が立とう」と訳す。

2 【かしこもしるべなくては】宇治の邸をさす。弁尼を宇治へ誘う。


東屋．６．５．１０

■　と責せめてのたまふ。

◇　とお責めになる。

東屋．６．５．１１

■　「人一人ひとひとりや、はべるべき1」

◇　「誰か一人、お供しなさい」


1 【人一人やはべるべき】薫の詞。


東屋．６．５．１２

■　とのたまへば、この君きみに1添そひたる侍従2じじゅうと乗のりぬ。

◇　とおっしゃると、この君に付き添っている侍従と乗った。

■　乳母めのと、尼君あまぎみの供ともなりし童わらはなどもおくれて、いとあやしき心地ここちしてゐたり。

◇　乳母は、尼君の供をして来た童女などもとり残されて、まことに何が何やら分からぬ気持ちでいた。


1 【この君に】浮舟。

2 【侍従】浮舟付きの女房。初出。


第六段　薫と浮舟の宇治への道行き

東屋．６．６．１

■　「近ちかきほどにや」

◇　「近い所にか」

■　と思おもへば1、宇治うぢへおはするなりけり2。

◇　と思うと、宇治へいらっしゃるのであった。

■　牛うしなどひき替かふべき心こころまうけしたまへりけり。

◇　牛なども取り替える準備をなさっていた。

■　河原過かはらすぎ、法性寺ほふしゃうじのわたり3おはしますに、夜よは明あけ果はてぬ。

◇　加茂の河原を過ぎ、法性寺の付近をお通りになるころに、夜はすっかり明けた。


1 【近きほどにやと思へば】浮舟や侍従などの気持ち。

2 【おはするなりけり】「けり」は、初めて気づいた気持ちを表す。

3 【河原過ぎ法性寺のわたり】加茂河原を過ぎ、九条河原の法性寺付近。現在の東福寺あたり。


東屋．６．６．２

■　若わかき人ひとは1、いとほのかに見みたてまつりて2、めできこえて、すずろに恋こひたてまつるに、世よの中なかのつつましさもおぼえず。

◇　若い女房は、とてもかすかに拝見して、お誉め申して、何となくお慕い申し上げるので、世間の思惑も何とも思わない。

■　君きみぞ3いとあさましきに、ものもおぼえでうつぶし臥ふしたるを、

◇　女君はとても驚いて、何も考えられずうつ伏しているのを、


1 【若き人は】浮舟の女房、侍従。

2 【ほのかに見たてまつりて】侍従が薫を。『完訳』は「薫の美しい風姿に接して、浮き立つ気分である」と注す。

3 【君ぞ】浮舟。


東屋．６．６．３

■　「石高いしたかきわたりは、苦くるしきものを1」

◇　「大きな石のある道は、つらいものだ」


1 【石高きわたりは苦しきものを】薫の詞。大きな石ころのある道、の意。


東屋．６．６．４

■　とて、抱いだきたまへり1。

◇　と言って、抱いていらっしゃった。

■　羅うすものの細長ほそながを、車くるまの中なかに引ひき隔へだてたれば、はなやかにさし出いでたる朝日影あさひかげに、尼君あまぎみはいとはしたなくおぼゆるにつけて、

◇　薄物の細長を、車の中に垂れて仕切っていたので、明るく照り出した朝日に、尼君はとても恥ずかしく思われるにつけて、

■　「故姫君こひめぎみの御供おほむともにこそ2、かやうにても見みたてまつりつべかりしか。

◇　「故姫君のお供をして、このように拝見したかったものだ。

■　あり経ふれば、思おもひかけぬことをも見みるかな」

◇　生き永らえると、思いもかけないことにあうものだ」

■　と、悲かなしうおぼえて、包つつむとすれど、うちひそみつつ泣なくを、侍従じじゅうはいと憎にく、

◇　と、悲しく思われて、抑えようとするが、つい顔がゆがんで泣くのを、侍従はとても憎らしく、

■　「ものの初はじめに3形異かたちことにて4乗のり添そひたるをだに思おもふに、なぞP49、かくいやめなる」

◇　「ご結婚早々に尼姿で乗り添っているだけでも不吉に思うのに、何で、こうしてめそめそするのか」

■　と、憎にくくをこにも思おもふ5。

◇　と、憎らしく愚かにも思う。

■　老おいたる者ものは、すずろに涙なみだもろにあるものぞと、おろそかにうち思おもふなりけり。

◇　年老いた人は、何となく涙もろいものだ、と簡単に考えるのであった。


P49 なぞ--（/+な）そ

1 【抱きたまへり】薫が浮舟を。

2 【故姫君の御供にこそ】以下「見るかな」まで、弁尼の心中。これが大君のお供であったらよかったのに、と思う。

3 【ものの初めに】以下「いやめなる」まで、侍従の思い。浮舟の新婚生活に。

4 【形異にて】尼姿をいう。

5 【憎くをこにも思ふ】大島本は「おこにも思ふ」とある。『完本』は諸本に従って「をこに」と「も」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「をこにも」とする。


東屋．６．６．５

■　君きみも2、見みる人ひとは憎にくからねど、空そらのけしきにつけても、来きし方かたの恋こひしさ3まさりて、山深やまふかく入いるままにも、霧立きりたちわたる心地ここちしたまふ4。

◇　君も、相手の女は憎くないが、空の様子につけても、故人への恋しさがつのって、山深く入って行くにしたがって、霧が立ち渡ってくる気がなさる。

■　うち眺ながめて寄よりゐたまへる袖そでの5、重かさなりながら長ながやかに6出いでたりけるが、川霧かはぎりに濡ぬれて、御衣おほむぞの紅くれなゐなるに、御直衣おほむなほしの花はなのおどろおどろしう移うつりたるを7、落おとしがけ8の高たかき所ところに見みつけて、引ひき入いれたまふ。

◇　物思いに耽って寄り掛かっていらっしゃる袖が、重なりながら長々と外に出ているのが、川霧に濡れて、お召し物が紅色なところに、お直衣の花が大変に色変わりしているのを、急坂の下る所で見つけて、引き入れなさる。


1? 【老いたる者は--おろそかにうち思ふなりけり】三光院は「侍従か心を察してかけり」と指摘。『集成』は「草子地」。『完訳』は「弁の複雑な心中を理解しえぬとする」と注す。

2 【君も】薫。

3 【空のけしきにつけても来し方の恋しさ】『完訳』は「晩秋の景に、大君追慕が触発される。浮舟を抱きながら、薫は亡き人の面影を追い続ける。彼女はしょせん大君の形代にすぎない」と注す。

4 【霧立ちわたる心地したまふ】『完訳』は「宇治に近づくにつれて薫は憂愁に捉えられる。「霧」はその象徴」と注す。

5 【うち眺めて寄りゐたまへる袖の】主語は薫。薫の直衣の袖。

6 【重なりながら長やかに】薫の直衣の袖と浮舟の袖とが重なって。

7 【御衣の紅なるに御直衣の花のおどろおどろしう移りたるを】一つには薫の下着の袿と上着の直衣が重なって、『集成』は「下のお召し物（袿）が紅なのに、表着の御直衣の花色（薄い藍色）が、ひどく色変りして見えるのを。紅と薄藍の重なったのが、二藍（紫に近い色）に見える」と注す。また一つには浮舟の御衣と薫の直衣が重なって、『完訳』は「浮舟の衣の紅に薫の直衣の花色（縹色）が重なり、二藍色（青みがかった紫色）に見える」と注す。

8 【落としがけ】『集成』は「おとしかけ」と清音、『完訳』は「おとしがけ」と濁音。


東屋．６．６．６

■　「形見かたみぞと見みるにつけては朝露あさつゆの

ところせきまで濡ぬるる袖そでかな1」

◇　「故姫君の形見だと思って見るにつけ

朝露がしとどに置くように涙に濡れることだ」


1 【形見ぞと見るにつけては朝露のところせきまで濡るる袖かな】薫の独詠歌。『完訳』は「浮舟を亡き大君の形見と見て詠嘆する歌。「露」に涙を響かす」と注す。


東屋．６．６．７

■　と、心こころにもあらず一人ひとりごちたまふを聞ききて、いとどしぼるばかり1、尼君あまぎみの袖そでも泣なき濡ぬらすを、若わかき人2ひと、

◇　と、心にもなく独り言をおっしゃるのを聞いて、ますます袖をしぼるほどに、尼君の袖も泣き濡れているのを、若い女房は、

■　「あやしう見苦みぐるしき世よかな3」

◇　「妙な見苦しいことだ」

■　。心こころゆく道みちに、いとむつかしきこと、添そひたる心地ここちす。

◇　。嬉しいはずの道中に、とてもやっかいな事が、加わった気持ちがする。

■　忍しのびがたげなる鼻はなすすり4を聞ききたまひて、我われも5忍しのびやかにうちかみて、

◇　堪えきれない鼻水をすする音をお聞きになって、自分もこっそりと鼻をかんで、

■　「いかが思おもふらむ」

◇　「どのように思っているだろうか」

■　といとほしければ6、

◇　とお気の毒なので、


1 【聞きていとどしぼるばかり】主語は弁尼。「故姫君の御供にこそ」とあったのを受けて「いとど」となる。薫の歌に共感。

2 【若き人】侍従。薫の真意を理解していない。

3 【あやしう見苦しき世かな】以下「むつかしきこと添ひたる」あたりまで、侍従の心中の思い。『完訳』は「心中叙述がそのまま地の文に続く」と注す。

4 【忍びがたげなる鼻すすり】弁尼の鼻水。

5 【聞きたまひて我も】薫をさす。

6 【いかが思ふらむといとほしければ】薫は浮舟の心中を忖度。


東屋．６．６．８

■　「あまたの年としごろ1、この道みちを行ゆき交かふたび重かさなるを思おもふに、そこはかとなくものあはれなるかな。

◇　「長年、この道をいく度も行き来したことを思うと、何となく感慨無量な気持ちがします。

■　すこし起おき上あがりて、この山やまの色いろも見みたまへ。

◇　少し起き上がって、この山の景色を御覧なさい。

■　いと埋むもれたりや」

◇　とてもふさぎこんでいらっしゃいませんか」


1 【あまたの年ごろ】以下「いと埋れたりや」まで、薫の詞。『完訳』は「大君を思い多年通い続けた宇治行を回顧。半ば独り言である」と注す。


東屋．６．６．９

■　と、しひてかき起おこしたまへば1、をかしきほどに、さし隠かくして、つつましげに見出みいだしたるまみなどは、いとよく思おもひ出いでらるれど2、おいらかにあまりおほどき過すぎたるぞ、心こころもとなかめる3。

◇　と、無理に起こしなさると、美しい感じに、ちょっと隠して、遠慮深そうに外を見い出しなさっている目もとなどは、とてもよく似て思い出されるが、おだやかであまりにおっとりとし過ぎているのが、不安な気がする。

■　「いといたう児こめいたるものから4、用意よういの浅あさからずものしたまひしはや」

◇　「とてもたいそう子供っぽくいらしたが、思慮深くいらっしゃったな」

■　と、なほ行ゆく方かたなきS25悲かなしさは、むなしき空そらにも5満みちぬべかめり6。

◇　と、やはり癒されない悲しみは、空しい大空いっぱいにもなってしまいそうである。


S25 我が恋は虚しき空に満ちぬらし思ひやれども行く方もなし（古今集恋一-四八八　読人しらず）

1 【かき起こしたまへば】薫が浮舟を。

2 【いとよく思ひ出でらるれど】浮舟の姿態から薫は亡き大君を思い出す。『集成』は「〔亡き大君に〕とてもよく似ているけれども」。『完訳』は「まったく亡き姫宮を思い起さずにはいられぬ顔だちであるけれども」と訳す。

3 【心もとなかめる】推量助動詞「める」の主観的推量は薫と語り手の推測が一体化した表現。

4 【いといたう児めいたるものから】以下「ものしたまひしはや」まで、薫の心中。大君の人柄を思う。

5 【行く方なき悲しさはむなしき空にも】『源氏釈』は「我が恋はむなしき空に満ちぬらし思ひやれども行く方もなし」（古今集恋一、四八八、読人しらず）を指摘。

6 【満ちぬべかめり】「べかめり」は語り手の推測。


第七段　宇治に到着、薫、京に手紙を書く

東屋．６．７．１

■　おはし着つきて、

◇　宇治にお着きになって、

東屋．６．７．２

■　「あはれ、亡なき魂たまや1宿やどりて見みたまふらむ。

◇　「ああ、亡き方の魂がとどまって御覧になっていようか。

■　誰たれによりて、かくすずろに惑まどひありくものにもあらなくに」

◇　誰のために、このようにあてもなく彷徨い歩こうというのか」


1 【あはれ亡き魂や】以下「ものにもあらなくに」まで、薫の感想。亡き大君の霊魂の存在を思う。『完訳』は「大君の亡き魂に見守られている自分であると実感」と注す。


東屋．６．７．３

■　と思おもひ続つづけたまひて、降おりてはすこし心こころしらひて、立たち去さりたまへり1。

◇　と思い続けられなさって、降りてからは少し気をきかせて、側を立ち去りなさった。

■　女をむなは2、母君ははぎみの思おもひたまはむことなど、いと嘆なげかしけれど、艶えんなるさまに、心深こころふかくあはれに語かたらひたまふに3、思おもひ慰なぐさめて降おりぬ。

◇　女は、母君がどうお思いになるかが、とても気がかりであるが、優雅な態度で、愛情深くしみじみとお話なさるので、慰められて降りた。


1 【すこし心しらひて立ち去りたまへり】『集成』は「少し気を利かせて。浮舟を休息させるため」と注す。

2 【女は】浮舟。「女」という呼称に注意。

3 【語らひたまふに】主語は薫。


東屋．６．７．４

■　尼君あまぎみは、ことさらに降おりで、廊らうにぞ寄よするを1、

◇　尼君は、こちらで特に降りないで、渡廊の方に寄せたのを、

■　「わざと思おもふべき2住すまひにもあらぬを、用意よういこそあまりなれ」

◇　「わざわざ気をつかうべき住まいでもないのに、心づかいが過ぎる」

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。

■　御荘みさうより、例れいの、人ひとびと騒さわがしきまで参まゐり集あつまる。

◇　御荘園から、いつものように、人びとが騒がしいほど参集する。

■　女をむなの御台みだいは、尼君あまぎみの方かたより参まゐる。

◇　女のお食事は、尼君の方から差し上げる。

■　道みちは茂しげかりつれど、このありさまは、いと晴はれ晴ばれし。

◇　道中は草が茂っていたが、こちらの様子は、たいそう晴れ晴れとしている。


1 【尼君はことさらに降りで廊にぞ寄するを】『完訳』は「薫や浮舟は寝殿の正面に下車、弁は自分の住む廊に車を回す」と注す。

2 【わざと思ふべき】以下「あまりなれ」まで、薫の感想。


東屋．６．７．５

■　川かはのけしきも山やまの色いろも、もてはやしたる造つくりざまを見出みいだして、日ひごろのいぶせさ、慰なぐさみぬる心地ここちすれど1、

◇　川の様子も山の景色も、上手に取り入れた建物の造りを眺めやって、日頃の鬱陶しい思いが慰められた気がするが、

■　「いかにもてないたまはむとするにか」

◇　「どのようになさるおつもりか」

■　と、浮うきてあやしうおぼゆ2。

◇　と、不安で変な感じがする。


1 【いぶせさ慰みぬる心地すれど】主語は浮舟。三条あたりの隠れ家生活と比較。

2 【浮きてあやしうおぼゆ】『完訳』は「浮舟特有の語「浮き」に注意」と注す。


東屋．６．７．６

■　殿とのは、京きゃうに御文書おほむふみかきたまふ1。

◇　殿は、京にお手紙をお書きになる。


1 【殿は京に御文書きたまふ】薫は京の母女三宮や正室の女二宮に手紙を書き送る。「殿」のニュアンスについて『集成』は「一家の主人といった語感がある」と注す。


東屋．６．７．７

■　「なりあはぬ仏ほとけの1御飾おほむかざりなど見みたまへおきて、今日吉けふよろしき日ひなりければ、急いそぎものしはべりて、乱みだり心地ここちの悩なやましきに、物忌ものいみなりけるを思おもひたまへ出いでてなむ、今日明日けふあすここにて慎つつしみはべるべき」

◇　「まだ完成しない仏像のお飾りなどを拝見しておりましたが、今日が吉日なので、急いで参りまして、気分が良くないうえに、物忌であったのを思い出しまして、今日明日はこちらで慎んでおります」


1 【なりあはぬ仏の】大島本は「御文かき給ふ也・あハぬ」とある。すなわち「也」と「あはぬ」の間に朱句点を打ち、「也」を前文に続く助動詞とする。『完本』は諸本に従って「まだなりあはぬ」と「まだ」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「なりあはぬ」とする。以下「慎みはべるべき」まで、薫の文。御堂はすでに完成している。ここは内部の仏の飾りについていうものか。


東屋．６．７．８

■　など、母宮ははみやにも姫宮ひめみやにも1聞きこえたまふ。

◇　などと、母宮にも姫宮にも申し上げなさる。


1 【母宮にも姫宮にも】薫の母女三宮と正室の女二宮。


第八段　薫、浮舟の今後を思案す

東屋．６．８．１

■　うちとけたる御おほむありさま1、今いますこしをかしくて入いりおはしたるも恥はづかしけれど2、もて隠かくすP50べくもあらで居ゐたまへり。

◇　くつろいでいらっしゃるご様子で、いま一段と魅力的になって入っていらっしゃったのも恥ずかしい気がするが、身を隠すわけにもいかず座っていらっしゃった。

■　女をまなの装束さうぞくなど、色々いろいろにきよくと思おもひてし4重かさねたれど、すこし田舎ゐなかびたることもうち混まじりてぞ5、昔むかしのいと萎なえばみたりし御姿おほむすがたの、あてになまめかしかりし6のみ思おもひ出いでられて、

◇　女の装束などは、色とりどりに美しくと思って襲着していたが、少し田舎風なところが混じっていて、故人がとても柔らかくなったお召し物のお姿で、上品に優美であったことばかりが思い出されたが、


P50 もて隠す--△△（△△/＃もて）かくす

1 【うちとけたる御ありさま】薫の態度。

2 【恥づかしけれど】主語は浮舟。

3? 【女の御装束】浮舟の衣装。

4 【色々にきよくと思ひてし】大島本は「きよく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「よくと」と「き」を削除する。『新大系』は底本のまま「きよく」とする。主語は浮舟の母。その思い入れが窺える。

5 【うち混じりてぞ】係助詞「ぞ」は、結びの流れ、あるいは省略、文が切れているとみるべきか。

6 【昔のいと萎えばみたりし御姿のあてになまめかしかりし】故大君の生前の姿。


東屋．６．８．２

■　「髪かみの裾すその1をかしげさP51などは、こまごまとあてなり。

◇　「髪の裾の美しさなどは、たっぷりと上品である。

■　宮みやの2御髪みぐしのいみじくめでたきにも劣おとるまじかりけり」

◇　宮の御髪がたいそう素晴らしかったのにも劣らないようだ」


P51 をかしげさ--おかしけ（け/+さ）

1 【髪の裾の】以下「劣るまじかりけり」まで、薫の目に移った浮舟の姿。正室の女二宮と比較。

2 【宮の】薫の正室、女二宮。


東屋．６．８．３

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。

■　かつは、

◇　一方では、

東屋．６．８．４

■　「この人ひとをいかにもてなして1あらせむとすらむ。

◇　「この人をどのように扱ったらよいのだろう。

■　ただ今いま、ものものしげにて、かの宮みやに2迎むかへ据すゑむも、音聞おとぎき便びんなかるべし。

◇　今すぐに、重々しくあの自邸に迎え入れるのも、外聞がよくないだろう。

■　さりとて、これかれある列つらにて、おほぞうに交まじらはせむは本意ほいなからむ。

◇　そうかといって、大勢いる女房と同列にして、いい加減に暮らさせるのは望ましくないだろう。

■　しばし、ここに隠かくして3あらむ」

◇　しばらくの間は、ここに隠しておこう」


1 【この人をいかにもてなして】以下「隠してあらむ」まで、薫の心中の思い。浮舟の処遇をめぐって悩む。

2 【かの宮に】薫の自邸三条の宮邸。

3 【しばしここに隠して】浮舟を宇治に。


東屋．６．８．５

■　と思おもふも、見みずはさうざうしかるべく、あはれにおぼえたまへば、おろかならず語かたらひ暮くらしたまふ。

◇　と思うのも、会わなかったら寂しくかわいそうに思われなさるので、並々ならず一日中お話なさる。

■　故宮こみやの御おほむことも1のたまひ出いでて、昔物語2むかしものがたりをかしうこまやかに言いひ戯たはぶれたまへど、ただいとP52つつましげにて、ひたみちに恥はぢたるを、さうざうしう思おぼす。

◇　故宮の御事もお話し出して、昔話を興趣深く情をこめて冗談もおっしゃるが、ただとても遠慮深そうにして、ひたすら恥ずかしがっているのを、物足りないとお思いになる。


P52 いと--△△（△△/＃いと）

1 【故宮の御ことも】故八宮のこと。

2 【昔物語】八宮生前中の話。


東屋．６．８．６

■　「あやまりても、かう心こころもとなきはいとよし。

◇　「間違っても、このように頼りないのはとてもよい。

■　教をしへつつも見みてむ。

◇　教えながら世話をしよう。

■　田舎ゐなかびたるされ心2ごころもてつけて、品々しなじなしからず、はやりかならましかばP53,3、形代不用かたしろふようならまし」

◇　田舎風のしゃれ気があって、品が悪く、軽はずみだったならば、身代わりにならなかったろうに」


P53 ましかば--ましかしも（しも/＄かはイ）

1? 【あやまりてかうも】大島本は「あやまりてもかう」とある。『完本』は諸本に従って「あやまりてかうも」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「あやまりてもかう」とする。以下「不用ならまし」まで、薫の心中の思い。

2 【田舎びたるされ心】以下「ましかば--不用ならまし」の反実仮想の構文。「品々しからず」「はやりか」は並列の関係。

3 【はやりかならましかば】大島本は「ましかはしも（はしも＄かはイ）」とある。すなわち「はしも」をミセケチにして「かはイ」とする。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正以前の本文に従って「ましかばしも」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従って「ましかば」とする。


東屋．６．８．７

■　と思おもひ直なほしたまふ。

◇　と思い直しなさる。

第九段　薫と浮舟、琴を調べて語らう

東屋．６．９．１

■　ここにありける琴きん、箏さうの琴召ことめし出いでて、

◇　ここにあった琴や、箏の琴を召し出して、

■　「かかることはた、ましてえせじかし1」

◇　「このような事は、またいっそうできないだろう」

■　と、口惜くちをしければ、一人調ひとりしらべて、

◇　と、残念なので、独りで調べて、


1 【かかることはたましてえせじかし】薫の心中の思い。浮舟は楽器を嗜むまい、と想像。


東屋．６．９．２

■　「宮亡みやうせたまひてのち1、ここにてかかるものに、いと久ひさしう手触てふれざりつかし」

◇　「宮がお亡くなりになって以後、ここでこのような物に、実に久しく手を触れなかった」


1 【宮亡せたまひてのち】以下「手触れざりつかし」まで、薫の心中の思い。「宮」は八宮。


東屋．６．９．３

■　と、めづらしく我われながらおぼえて、いとなつかしくまさぐりつつ眺ながめたまふに、月つきさし出いでぬ。

◇　と、珍しく自分ながら思われて、たいそうやさしく弄びながら物思いに耽っていらっしゃると、月が出た。

東屋．６．９．４

■　「宮みやの御琴おほむきんの音ねの1、おどろおどろしくはあらで、いとをかしくあはれに弾ひきたまひしはや」

◇　「宮のお琴の音色が、仰々しくはなくて、とても美しくしみじみとお弾きになったなあ」


1 【宮の御琴の音の】以下「あはれに弾きたまひしはや」まで、薫の心中の思い。故八宮の琴の琴を回想。


東屋．６．９．５

■　と思おぼし出いでて、

◇　とお思い出しになって、

東屋．６．９．６

■　「昔むかし、誰たれも誰たれもおはせし世よに1、ここに生おひ出いでたまへらましかば、今いますこしあはれはまさりなまし。

◇　「昔、皆が生きていらっしゃった時に、ここで大きくおなりになったら、もう一段と感慨は深かったでしょうに。

■　親王みこの御おほむありさま2は、よその人ひとだに3、あはれに恋こひしくこそ、思おもひ出いでられたまへ。

◇　親王のご様子は、他人でさえ、しみじみと恋しく思い出され申します。

■　などて、さる所ところには、年としごろ経へたまひしぞ」

◇　どうして、そのような場所に、長年いられたのですか」


1 【昔誰れも誰れもおはせし世に】以下「年ごろへたまひしぞ」まで、薫の詞。八宮や大君の生存中。「ましかば--まし」反実仮想の構文。

2 【親王の御ありさま】八宮の人柄。

3 【よその人だに】『集成』は「他人の私でさえ」と訳す。


東屋．６．９．７

■　とのたまへば、いと恥はづかしくて1、白しろき扇あふぎを2まさぐりつつ、添そひ臥ふしたるかたはらめ、いと隈くまなう白しろうて、なまめいたる額髪ひたひがみの隙ひまなど、いとよく思おもひ出いでられてあはれなり3。

◇　とおっしゃると、とても恥ずかしくて、白い扇を弄びながら、添い臥していらっしゃる横顔は、とてもどこからどこまで色白で、優美な額髪の間などは、まことによく思い出されて感慨深い。

■　まいて、

◇　それ以上に、

■　「かやうのことも4つきなからず教をしへなさばや」

◇　「このような音楽の技芸もふさわしく教えたい」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【いと恥づかしくて】主語は浮舟。

2 【白き扇を】『集成』は「骨に白い紙を張った、いはゆる「かはぼり」の扇である。夏扇」と注す。

3 【いとよく思ひ出でられてあはれなり】『集成』は「まざまざと亡き人の面影が思い出されて胸が迫ってくる」。『完訳』は「じっさいに亡き姫宮その人を思い出さずにはいられないので、大将は感慨も無量である」と注す。

4 【かやうのことも】琴の嗜み。


東屋．６．９．８

■　「これは、すこし1ほのめかいたまひたりや2。

◇　「これは、少しお弾きになったことがありますか。

■　あはれ、吾わが妻つまといふ琴3ことは、さりとも手てならしたまひけむ」

◇　ああ、吾が妻という和琴は、いくらなんでもお手を触れたことがありましょう」


1 【これはすこし】以下「手ならしたまひけむ」まで、薫の詞。「これ」は後文から東琴と知られる。浮舟が東国育ちなので話題にする。

2 【ほのめかいたまひたりや】琴に手を触れる、弾く、の意。

3 【あはれ吾が妻といふ琴】吾が妻、東琴、すなわち和琴。


東屋．６．９．９

■　など問とひたまふ。

◇　などとお尋ねになる。

東屋．６．９．１０

■　「その大和言葉やまとことばだに1、つきなくならひにければ、まして、これは」

◇　「その和歌でさえ、聞きつけずにいましたのに、まして、和琴などは」


1 【その大和言葉だに】以下「ましてこれは」まで、浮舟の詞。「大和言葉」は和歌の意。和歌さえ知らぬ、まして和琴は知らない、の意。


東屋．６．９．１１

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　いとかたはに心後こころおくれたりとは見みえず。

◇　まったく見苦しく気がきかないようには見えない。

■　ここに置おきて1、え思おもふままにも来こざらむことを思おぼすが、今いまより苦くるしきは、なのめには思おぼさぬなるべし2。

◇　ここに置いて、思い通りに通って来られないことをお思いになるのが、今からつらいのは、並一通りにはお思いでないのだろう。

■　琴ことは押おしやりて、

◇　琴は押しやって、


1 【ここに置きて】浮舟を宇治に置いて。

2 【なのめには思さぬなるべし】『休聞抄』は「双」と指摘。『完訳』は「薫の浮舟執心。語り手の推測」と注す。


東屋．６．９．１２

■　「楚王そわうの台だいの上うへの夜よるの琴きんの声1こゑS26」

◇　「楚王の台の上の夜の琴の声」


S26 班女閨中秋扇色　楚王台上夜琴声〈班女が閨（ねや）の中の秋の扇の色　楚王が台（うてな）の上の夜の琴（きん）の声〉（和漢朗詠集上-三八〇　尊敬）

1 【楚王の台の上の夜の琴の声】薫の口ずさみ。『和漢朗詠集』中の詩句。夏の白扇のように捨てられた女の話が省略されている。


東屋．６．９．１３

■　と誦ずじたまへるも、かの弓ゆみをのみ引ひくあたりにならひて、

◇　と朗誦なさるのも、あの弓ばかりを引く所に住み馴れて、

■　「いとめでたく、思おもふやうなり1」

◇　「とても素晴らしく、理想的である」

■　と、侍従じじゅうも聞ききゐたりけり。

◇　と、侍従も聞いているのであった。

■　さるは、扇あふぎの色いろも心こころおきつべき閨ねやのいにしへをば知しらねば2、ひとへにめできこゆるぞ、後おくれたるなめるかし。

◇　一方では、扇の色も心を配らねばならない閨の故事を知らないので、一途にお誉め申し上げているのは、教養のないことである。

■　「ことこそあれ、あやしくも、言いひつるかな3」

◇　「事もあろうに、変なことを、言ってそまったなあ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【いとめでたく思ふやうなり】侍従の感想。薫の口ずさんだ詩句の内容を理解せず、美声に感嘆している。

2 【さるは扇の色も心おきつべき閨のいにしへをば知らねば】以下「後れたるなめるかし」まで、語り手の批評。『万水一露』は「草子の詞也」と指摘。『集成』は「今、浮舟は「白き扇をまさぐりつつ」あるので、不吉な符号に気づくべきなのである。以下、草子地」と注す。

3 【ことこそあれあやしくも言ひつるかな】薫の心中の思い。「楚王台上夜琴声」の詩句を口ずさんだことを後悔。


東屋．６．９．１４

■　尼君あまぎみの方かたより、くだもの参まゐれり。

◇　尼君のもとから、果物を差し上げた。

■　箱はこの蓋ふたに、紅葉もみぢ、蔦つたなど折をり敷しきて、ゆゑゆゑなからず1取とりまぜて、敷しきたる紙かみに、ふつつかに書かきたるもの2、隈くまなき月つきにふと見みゆれば、目めとどめたまふほどに、くだもの急いそぎにぞ見みえける3。

◇　箱の蓋に、紅葉や、蔦などを折り敷いて、風流にとりまぜて、敷いてある紙に、不器用に書いてあるものが、明るい月の光にふと見えたので、目を止めなさっていると、果物を欲しがっているように見えた。


1 【ゆゑゆゑなからず】大島本は「ゆへ／＼なからす」とある。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正以前の本文に従って「ゆゑなからず」と校訂する。『新大系』は「「那」と「斯」の草体の紛れと見て」（脚注）「ゆへ（ゑ）／＼しからず」と校訂する。

2 【ふつつかに書きたるもの】『集成』は「筆太に書いてあるのが。老人らしい太い字」と注す。

3 【くだもの急ぎにぞ見えける】『一葉抄』は「双紙地也」と指摘。『評釈』は「字を読み解こうとして、のぞきこむ薫を、「くだものいそぎにぞ見えける」とひやかす」。『集成』は「まるで、くだものを早く欲しがっているように見えた。たわむれに取りなした草子地」と注す。


東屋．６．９．１５

■　「宿やどり木ぎは色変いろかはりぬる秋あきなれど

昔むかしおぼえて澄すめる月つきかな1」

◇　「宿木は色が変わってしまった秋ですが

昔が思い出される澄んだ月ですね」


1 【宿り木は色変はりぬる秋なれど昔おぼえて澄める月かな】弁尼から薫への贈歌。『集成』は「上の句、大君から浮舟に変ったことを暗に言い、月を薫に喩える。「澄める」に「住める」の意を掛ける。去年の秋の、「宿木」を詠み込んだ薫との贈答を踏まえたもの」と注す。


東屋．６．９．１６

■　と古ふるめかしく書かきたるを、恥はづかしくもあはれにも1思おぼされて、

◇　と古風に書いてあるのを、恥ずかしくもしみじみともお思いになって、


1 【恥づかしくもあはれにも】浮舟のこと、大君のことを思って複雑な心境である。


東屋．６．９．１７

■　「里さとの名なも昔むかしながらに見みし人ひとの

面変おもがはりせる閨ねやの月影1つきかげ」

◇　「里の名もわたしも昔のままですが

昔の人が面変わりしたかと思われる閨の月光です」


1 【里の名も昔ながらに見し人の面変はりせる閨の月影】薫の返歌。「昔」「月」の語句を受けて返す。


東屋．６．９．１８

■　わざと返かへり事ごととはなくてのたまふ1、侍従じじゅうなむ伝つたへけるとぞ2。

◇　特に返歌というわけではなくおっしゃったのを、侍従が伝えたとか。


1 【わざと返り事とはなくてのたまふ】ことさら返歌として返した、というのでなく。

2 【侍従なむ伝へけるとぞ】侍従が薫の歌を弁尼に。『細流抄』は「例の作者のかける也」と指摘。『集成』は「お側にいた侍従が伝えたとか。語り手の存在を示す草子地」。『完訳』は「侍従が語り手に組み込まれる」と注す。



５１． 浮舟 (うきふね)

第一章　匂宮の物語　匂宮、大内記から薫と浮舟の関係を聞き知る

第一段　匂宮、浮舟を追想し、中君を恨む

浮舟．１．１．１

■　宮みや、なほ、かのほのかなりし夕ゆふべを1思おぼし忘わするる世よなし。

◇　宮は、今もなお、あのちらっと御覧になった夕方をお忘れになる時とてない。

■　「ことことしきほどには2あるまじげなりしを、人柄ひとがらのまめやかにをかしうもありしかな」

◇　「たいした身分ではけっしてなさそうであったが、人柄が誠実で魅力的であったなあ」

■　と、いとあだなる御心みこころは、

◇　と、とても浮気なご性分にとっては、

■　「口惜くちをしくてやみにしこと」

◇　「残念なところで終わってしまったことだ」

■　と、ねたう思おぼさるるままに、女君をむなぎみをも3、

◇　と、悔しく思われなさるままに、女君に対しても、


1 【宮なほかのほのかなりし夕べを】匂宮。二条院で浮舟をちらった見たことをさす。

2 【ことことしきほどには】以下「ありしかな」まで、匂宮の心中の思い。浮舟に対する感想。

3 【女君をも】中君に対しても。


浮舟．１．１．２

■　「かう、はかなきことゆゑ1、あながちに、かかる筋すぢのもの憎にくみしたまひけり。

◇　「あのように、ちょっとしたことぐらいで、むやみに、このような方面の嫉妬をなさるなあ。

■　思おもはずに心憂こころうし」

◇　思いがけなく情けない」


1 【かうはかなきことゆゑ】以下「思はずに心憂し」まで、匂宮の心中。『完訳』は「自分が女房ふぜいの女とかかわるぐらい何でもないことなのに、中の君がむやみに嫉妬するとは意外だ、の気持。嫉妬して浮舟の素姓や所在を明かさぬのだと恨んだ」と注す。


浮舟．１．１．３

■　と、恥はづかしめ怨うらみきこえたまふ折々をりをりは、いと苦くるしうて1、

◇　と、悪口言って恨み申し上げなさる時々は、とてもつらくて、

■　「ありのままにや聞きこえてまし2」

◇　「ありのままに申し上げてしまおうかしら」

■　と思おぼせど、

◇　とお思いになるが、


1 【いと苦しうて】主語は中君。

2 【ありのままにや聞こえてまし】中君の心中。


浮舟．１．１．４

■　「やむごとなきさまには1もてなしたまはざなれど、浅あさはかならぬ方かたに、心こころとどめて人ひとの隠かくし置おきたまへる人ひとを、物言ものいひさがなく聞きこえ出いでたらむにも、さて聞きき過すぐしたまふべき御心みこころざまにもあらざめり。

◇　「重々しい様子にはお扱いなさらないようだが、いいかげんでない扱いに、心とめて人が隠していらっしゃる女を、おしゃべりに申し上げてしまうようなのも、そのまま聞き流しなさるようなご性分の方ではいらっしゃらないようだ。


1 【やむごとなきさまには】以下「もてそこなはじ」まで、中君の心中の思い。


浮舟．１．１．５

■　さぶらふ人ひとの中なかにも、はかなうものをものたまひ触ふれむと思おぼし立たちぬる限かぎりは、あるまじき里さとまで尋たづねさせたまふ御おほむさまよからぬ御本性ごほんじゃうP1なるに、さばかり月日つきひを経へて、思おぼししむめるあたりは、ましてかならず見苦みぐるしきこと取とり出いでたまひてむ。

◇　仕えている女房の中でも、ちょっと何かおっしゃり関係を持とうとお思いになった者にはすべて、身分柄あってはならない実家までお尋ねあそばすご体裁の良くないご性分なので、あれほど月日を経ても、お思い込んでいらっしゃるあたりの女は、女房の場合以上にきっと見苦しいことを引き起こしなさるだろう。

■　他ほかより伝つたへ聞ききたまはむはいかがはせむ。

◇　他から伝え聞きなさるのはどうすることもできない。


P1 御本性--（/+御）本正


浮舟．１．１．６

■　いづ方かたざまにもいとほしくこそはありとも、防ふせぐべき人ひとの御心みこころありさまならねば、よその人ひとよりは聞ききにくくなどばかりぞおぼゆべき。

◇　どちらにとってもお気の毒ではあっても、それを防げる方のご性分でないので、他人の場合よりは聞きにくいなどとばかりに思われるだろう。

■　とてもかくても、わがおこたりにてはもてそこなはじ」

◇　どうなるにせよ、自分からの過失にはするまい」

浮舟．１．１．７

■　と思おもひ返かへしたまひつつ、いとほしながらえ聞きこえ出いでたまはず、異ことざまにつきづきしくは、え言いひなしたまはねば、おしこめてもの怨ゑんじしたる、世よの常つねの人ひとになりてぞおはしける。

◇　と思い返しなさっては、お気の毒には思うが申し上げなさらず、嘘をついてもっともらしく言いつくろうことは、おできになれないので、黙りとおして嫉妬する、世の常の女になっていらっしゃった。

第二段　薫、浮舟を宇治に放置

浮舟．１．２．１

■　かの人ひとは1、たとしへなくのどかに思おぼしおきてて、

◇　あの方は、たとえようもなくのんびりと構えていらっしゃって、

■　「待まち遠どほなりと思おもふらむ2」

◇　「待ち遠しいと思っているだろう」

■　と、心苦こころぐるしうのみ思おもひやりたまひながら、所狭ところせき身みのほどを、さるべきついでなくて、かやしく通かよひたまふべき3道みちならねば、神かみのいさむるS1よりもわりなし4。

◇　と、お気の毒にはお思いやりになりながら、窮屈な身の上を、適当な機会がなくては、たやすくお通いになれる道ではないので、神が禁じている以上に困っている。

■　されど、

◇　けれども、


S1 恋しくは来てもみよかし千早振る神のいさむる道ならなくに（伊勢物語-一三一）

1 【かの人は】薫。

2 【待ち遠なりと思ふらむ】薫の心中。宇治にいる浮舟が。

3 【かやしく通ひたまふべき】明融臨模本には「かやし（し＝スイ）く」とある。すなわち「し」の傍らに異本「す」と傍記する。『集成』『完本』は傍記と諸本に従って「かやすく」と校訂する。『新大系』は底本（明融臨模本）のまま「かやしく」とする。

4 【神のいさむるよりもわりなし】『源氏釈』は「恋しくは来てもみよかしちはやぶる神のいさむる道ならなくに」（伊勢物語）を指摘。


浮舟．１．２．２

■　「今いまいとよくもてなさむ、とす1。

◇　「いずれはたいそうよく扱ってやろう、と思う。

■　山里やまざとの慰なぐさめと思おもひおきてし心こころあるを、すこし日数ひかずも経へぬべきことども作つくり出いでて2、のどやかに行ゆきても見みむ。

◇　山里の慰めと思っていた考えがあるが、少し日数のかかりそうな事柄を作り出して、のんびりと出かけて行って逢おう。

■　さて、しばしは人ひとの知しるまじき住すみ所どころして、やうやうさる方かたに、かの心こころを3ものどめおき、わがためにも、人ひとのもどきあるまじく、なのめにてこそよからめ。

◇　そうして、しばらくの間は誰も知らない住処で、だんだんとそのようなことで、あの女の気持ちも馴れさせて、自分にとっても、他人から非難されないように、目立たぬようにするのがよいだろう。


1 【今いとよくもてなさむとす】以下「いと本意なし」まで、薫の心中の思い。浮舟の処遇について。『集成』は「以下、地の文から自然に薫の心中の叙述に移る」と注す。

2 【日数も経ぬべきことども作り出でて】『完訳』は「日数のかかりそうな法会などにかこつけて浮舟を訪う心づもり」と注す。

3 【かの心を】浮舟の心。


浮舟．１．２．３

■　にはかに、何人なにびとぞ、いつより、など聞ききとがめられむも、もの騒さわがしく、初はじめの心こころに違たがふべし1。

◇　急に迎えて、誰だろう、いつからだろう、などと取り沙汰されるのも、何となく煩わしく、当初の考えと違ってこよう。

■　また、宮みやの御方おほむかたの聞きき思おぼさむことも2、もとの所ところを3際々きはぎはしう率ゐて離はなれ、昔むかしを忘わすれ顔がほならむ、いと本意ほいなし」

◇　また、宮の御方がお聞きになってご心配になることも、もとの場所をきっぱりと離れて連れ出し、昔を忘れてしまったような顔なのも、まことに不本意だ」


1 【初めの心に違ふべし】亡き大君の身代わりとして求めた心。

2 【宮の御方の聞き思さむことも】『完訳』は「中の君。彼女から、大君追慕の心を喪ったかと思われたくない」と注す。

3 【もとの所を】大君ゆかりの宇治の地を。


浮舟．１．２．４

■　など思おぼし静しづむるも、例れいの、のどけさP2過すぎたる心こころからなるべし1。

◇　などと冷静に考えなさるのも、例によって、のんびりと構え過ぎた性分からであろう。

■　渡わたすべきところ思おぼしまうけて2、忍しのびてぞ造つくらせたまひける。

◇　引っ越しさせる所をお考えおいて、こっそりと造らせなさるのであった。


P2 のどけさ--のとけき（き/＄）さ

1 【例ののどけさ過ぎたる心からなるべし】『細流抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「薫は、常に人目を顧慮している。「例の、のどけさ過ぎたる心から--」に語り手の揶揄の口調がうかがえるゆえん。薫のこの性格は後の破綻を招く原因ともなる」と注す。

2 【渡すべきところ思しまうけて】浮舟を京に迎えて。


第三段　薫と中君の仲

浮舟．１．３．１

■　すこしいとまなきやうにもなりたまひにたれど、宮みやの御方おほむかたには、なほたゆみなく心寄こころよせ仕つかうまつりたまふこと同おなじやうなり。

◇　少し暇がないようにおなりになったが、宮の御方に対しては、やはりたゆまずお心寄せ申し上げなさることは以前と同じようである。

■　見みたてまつる人ひともあやしきまで思おもへれど、世よの中なかをやうやう思おぼし知しり1、人ひとのありさまを見聞みききたまふままに、

◇　拝見する女房も不思議なまでに思っているが、世の中をだんだんとお分かりになってきて、他人の様子を見たり聞いたりなさるにつけて、

■　「これこそはまことに昔むかしを忘わすれぬ心長こころながさの、名残なごりさへ浅あさからぬためしなめれ」

◇　「この人こそは本当に昔を忘れない心長さが、引き続いて浅くない例のようだ」

■　と、あはれも少すくなからず。

◇　と、感慨も少なくない。


1 【世の中をやうやう思し知り】『完訳』は「中の君は。以下、心中叙述」と注す。


浮舟．１．３．２

■　ねびまさりたまふままに1、人柄ひとがらもおぼえも、さま殊ことにものしたまへば、宮みやの御心みこころのあまり頼たのもしげなき時々ときどきは、

◇　成人なさっていくにつれて、人柄も評判も、格別でいらっしゃるので、宮のお気持ちがあまりに頼りなさそうな時には、


1 【ねびまさりたまふままに】主語は薫。


浮舟．１．３．３

■　「思おもはずなりける宿世すくせかな1。

◇　「思いもかけなかった運命であったわ。

■　故姫君こひめぎみの思おぼしおきてしままにもあらで2、かくもの思おもはしかるべき方かたに3しもかかりそめけむよ」

◇　亡き姉君がお考えおいたとおりでもなく、このように悩みの多い結婚をしてしまったことよ」


1 【思はずなりける宿世かな】以下「かかりそめけむよ」まで、中君の心中の思い。

2 【故姫君の思しおきてしままにもあらで】「故姫君」は、大君。大君は中君と薫の結婚を望んでいた。

3 【かくもの思はしかるべき方に】悩み事の多い結婚生活をさす。


浮舟．１．３．４

■　と思おぼす折々多をりをりおほくなむ1。

◇　とお思いになる時々も多かった。

■　されど、対面たいめんしたまふことは難かたし2。

◇　けれども、お会いなさることは難しい。


1 【思す折々多くなむ】下に「ありける」などの語句が省略。

2 【対面したまふことは難し】中君が薫に会うことをさす。


浮舟．１．３．５

■　年月としつきもあまり昔むかしを隔へだてゆき、うちうちの御心みこころを深ふかう知しらぬ人ひとは1、なほなほしきただ人うどこそ2、さばかりのゆかり尋たづねたる睦むつびをも忘わすれぬに、つきづきしけれ、なかなか、かう3限かぎりあるほどに、例れいに違たがひたるありさまも、つつましければ、宮みやの絶たえず思おぼし疑うたがひたるも、いよいよ苦くるしう思おぼし憚はばかりたまひつつ4、おのづから疎うときさまになりゆくを5、さりとても絶たえず、同おなじ心こころの変かはりたまはぬなりけり6。

◇　年月もあまりに昔から遠ざかってきて、内々のご事情を深く知らない女房は、普通の身分の人なら、これくらいの縁者を求めて親交を忘れないのも、ふさわしいが、かえって、このように高い身分では、一般と違った交際も、気がひけるので、宮が絶えずお疑いになっているのも、ますますつらくご遠慮なさりながら、自然と疎遠になってゆくのを、それでも絶えず、同じ気持ちがお変わりにならないのであった。


1 【うちうちの御心を深う知らぬ人は】『集成』は「宇治以来の事情を知らぬ新参の女房が増えているのである」と注す。

2 【なほなほしきただ人こそ】『集成』は「以下、女房の心中」と注す。

3 【なかなかかう】『集成』は「女房の心中からいつか中の君の心中叙述になる」と注す。

4 【思し憚りたまひつつ】主語は中君。地の文にもどる。

5 【おのづから疎きさまになりゆくを】中君と薫の関係が。

6 【同じ心の変はりたまはぬなりけり】薫の心をいう。


浮舟．１．３．６

■　宮みやも、あだなる御本性ごほんじゃうこそ、見みまうきふしも混まじれ、若君わかぎみのいとうつくしうおよすけたまふままに、

◇　宮も、浮気っぽいご性質は、厭わしいところも混じっているが、若君がとてもかわいらしく成長なさってゆくにつれて、

■　「他ほかにはかかる人ひとも出いで来くまじきにや1」

◇　「他にはこのような子も生まれないのではないかしら」

■　と、やむごとなきものに思おぼして、うちとけなつかしき方かたには、人**にまさりて2もてなしたまへば、ありしよりはすこしもの思おもひ静しづまりて過すぐしたまふ。

◇　と、格別大事にお思いになって、気のおけぬ親しい夫人としては、正室にまさってご待遇なさるので、以前よりは少し悩み事も落ち着いて過ごしていらっしゃる。

◆　 
みや も、 あだ なる ご-ほんじゃう こそ、 みまうき ふし も まじれ、 わかぎみ の いと うつくしう およすけ たまふ まま に、 "ほか に は かかる ひと も いでく まじき に や?" と、 やむごとなき もの に おぼし て、 うちとけ なつかしき かた に は、 ひと まさり て もてなし たまへ ば、 ありし より は すこし ものおもひ しづまり て すぐし たまふ。


1 【他にはかかる人も出で来まじきにや】匂宮の思い。

2 【人にまさりて】正室の六君以上に。


第四段　正月、宇治から京の中君への文

浮舟．１．４．１

■　睦月むつきの朔日過ついたちすぎたるころ渡わたりたまひて1、若君わかぎみの年としまさりたまへるを2、もて遊あそびうつくしみたまふ昼ひるつ方かた、小ちひさき童わらは、緑みどりの薄様うすやうなる包つつみ文ぶみの3大おほきやかなるに、小ちひさき鬚籠ひげこを小松こまつにつけたる、また、すくすくしき立文4たてぶみとり添そへて、奥あうなく走はしり参まゐる。

◇　正月の上旬が過ぎたころにお越しになって、若君が一つ年齢をおとりになったのを、相手にしてかわいがっていらっしゃる昼ころ、小さい童女が、緑の薄様の包紙で大きいのに、小さい鬚籠を小松に結びつけてあるのや、また、きちんとした立文とを持って、無邪気に走って参る。

■　女君をむなぎみに5たてまつれば、宮みや、

◇　女君に差し上げると、宮は、


1 【渡りたまひて】主語は匂宮。『集成』は「上旬は、朝廷、大臣家等での儀式、宴会が多い上、正室の六の君のもとで過さねばならなかったのであろう」と注す。

2 【若君の年まさりたまへるを】若君、二歳になる。

3 【緑の薄様なる包み文の】浮舟から中君への手紙。「包み文」は、結び文をさらに薄様で包んだもの。後朝の文などに用いる。

4 【すくすくしき立文】正式の手紙の形式。右近から大輔に宛てた手紙。

5 【女君に】中君に。


浮舟．１．４．２

■　「それは、いづくよりぞ1」

◇　「それは、どこからのですか」


1 【それはいづくよりぞ】匂宮の詞。


浮舟．１．４．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

浮舟．１．４．４

■　「宇治うぢより大輔たいふのおとどに1とて、もてわづらひはべりつるを2、例れいの3、御前おまへにてぞ御覧ごらんぜむとて、取とりはべりぬる」

◇　「宇治から大輔のおとどにと言ったが、いないので困っていましたのを、いつものように、御前様が御覧になるだろうと思って、受け取りました」


1 【宇治より大輔のおとどに】以下「取りはべりぬる」まで、女童の返事。

2 【もてわづらひはべりつるを】主語は使者。大輔のおとどがいなくてまごついていた。

3 【例の】「御覧ぜむ」にかかる。女童の不用意な失言。


浮舟．１．４．５

■　と言いふも、いとあわたたしきけしきにて、

◇　と言うのも、とても落ち着きのないふうなので、

浮舟．１．４．６

■　「この籠こは1、金かねを作つくりて色いろどりたる籠こなりけり。

◇　「この籠は、金属で作って色を付けた籠でしたのだわ。

■　松まつもいとよう似にて作つくりたる枝えだぞとよ」

◇　松もとてもよく本物に似せて作ってある枝ですよ」


1 【この籠は】以下「枝ぞとよ」まで、女童の詞。


浮舟．１．４．７

■　と、笑ゑみて言いひ続つづくれば、宮みやも笑わらひたまひて、

◇　と、笑顔で言い続けるので、宮もにっこりなさって、

浮舟．１．４．８

■　「いで、我われももてはやしてむ1」

◇　「それでは、わたしも鑑賞しようかね」


1 【いで我ももてはやしてむ】匂宮の詞。


浮舟．１．４．９

■　と召めすを、女君をむなぎみ、いとかたはらいたく思おぼして、

◇　とお取り寄せになると、女君は、とても見ていられない気持ちがなさって、

浮舟．１．４．１０

■　「文ふみは、大輔たいふがりやれ1」

◇　「手紙は、大輔のもとにやりなさい」


1 【文は大輔がりやれ】中君の詞。


浮舟．１．４．１１

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御顔おほむかほの赤あかみたれば、宮みや、

◇　お顔が赤くなっているので、宮は、

■　「大将だいしゃうのさりげなく1しなしたる文ふみにや、宇治うぢの名なのりもつきづきし」

◇　「大将がさりげなくよこした手紙であろうか、宇治からと名乗るのもいかにもらしい」

■　と思おぼし寄よりて、この文ふみを取とりたまひつ。

◇　とお思いつきになって、この手紙をお取りになった。


1 【大将のさりげなく】以下「つきづきし」まで、匂宮の心中。手紙を薫からかと疑う。


浮舟．１．４．１２

■　さすがに、

◇　とはいえ、

■　「それならむ時ときに1」

◇　「もし本当にそれであったら」

■　と思おぼすに、いとまばゆければ、

◇　とお思いになると、たいそう気がひけて、


1 【それならむ時に】匂宮の心中。もし薫からの手紙だったら。


浮舟．１．４．１３

■　「開あけて見みむよ。

◇　「開けてみますよ。

■　怨ゑんじやしたまはむとする1」

◇　お恨みになりますか」


1 【開けて見むよ怨じやしたまはむとする】匂宮の詞。


浮舟．１．４．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

浮舟．１．４．１５

■　「見苦みぐるしう1。

◇　「みっともありません。

■　何なにかは、その女をむなどちのなかに書かき通かよはしたらむうちとけ文ぶみをば、御覧ごらんぜむ」

◇　どうして、女房どうしの間でやりとりしている気を許した手紙を、御覧になるのでしょう」


1 【見苦しう】以下「御覧ぜむ」まで、中君の詞。匂宮をたしなめる。


浮舟．１．４．１６

■　とのたまふが、騒さわがぬけしきなれば1、

◇　とおしゃるが、あわてない様子なので、


1 【騒がぬけしきなれば】主語は中君。


浮舟．１．４．１７

■　「さは、見みむよ。

◇　「それでは、見ますよ。

■　女をむなの文書ふみがきは、いかがある1」

◇　女性の手紙とは、どんなものかな」


1 【さは見むよ女の文書きはいかがある】匂宮の詞。


浮舟．１．４．１８

■　とて開あけたまへれば、いと若わかやかなる手てにて1、

◇　と言ってお開けになると、とても若々しい筆跡で、


1 【いと若やかなる手にて】『集成』は「ひどく若々しい筆跡で。書き馴れぬ体。浮舟の手紙である」と注す。


浮舟．１．４．１９

■　「おぼつかなくて1、年としも暮くれはべりにける。

◇　「ご無沙汰のまま、年も暮れてしまいました。

■　山里やまざとのいぶせさこそ、峰みねの霞かすみも絶たえ間まなくて2」

◇　山里の憂鬱さは、峰の霞も絶え間がなくて」


1 【おぼつかなくて】以下「絶え間なくて」まで、浮舟の手紙。

2 【山里のいぶせさこそ峰の霞も絶え間なくて】『新釈』『大系』は「山隠す春の霞ぞうらめしきいづれの都の境なるらむ」（古今集羇旅、四一三、おと）「都人いかにと問はば山高みはれぬ雲居にわぶと答へよ」（古今集雑下、九三七、小野貞樹）を指摘。


浮舟．１．４．２０

■　とて、端はしに、

◇　とあって、端の方に、

浮舟．１．４．２１

■　「これも若宮わかみやの御前ごぜんに。

◇　「これも若宮様の御前に。

■　あやしうはべるめれど1」

◇　不出来でございますが」


1 【これも若宮の御前にあやしうはべるめれど】浮舟の手紙。「これ」は卯槌をさす。


浮舟．１．４．２２

■　と書かきたり。

◇　と書いてある。

第五段　匂宮、手紙の主を浮舟と察知す

浮舟．１．５．１

■　ことにらうらうじきふしも見みえねど、おぼえなき1、御目立おほむめたてて、この立文たてぶみを2見みたまへば、げに女をむなの手てにて、

◇　特に才気があるようには見えないが、心当たりがないので、お目を凝らして、この立文を御覧になると、なるほど女性の筆跡で、


1 【おぼえなき】明融臨模本は「おほえなき」とある。『完本』は諸本に従って「おぼえなきを」と「を」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「おぼえなき」とする。

2 【この立文を】右近から大輔の君への手紙。


浮舟．１．５．２

■　「年改としあらたまりて1、何なにごとかさぶらふ。

◇　「年が改まりましたが、いかがお過しでしょうか。

■　御私おほむわたくしにも2、いかにたのしき御おほむよろこび多おほくはべらむ。

◇　あなた様ご自身におかれましても、どんなに楽しくお喜びが多いことでございましょう。


1 【年改まりて】以下「御覧ぜさせたまへ」まで、右近の手紙。

2 【御私にも】「私」は、主人筋に対して私的なこと。


浮舟．１．５．３

■　ここには、いとめでたき御住おほむすまひの心深こころふかさを、なほ、ふさはしからず1見みたてまつる。

◇　こちらでは、とても結構なお住まいで行き届いておりますが、やはり、不似合いに存じております。

■　かくてのみ、つくづくと眺ながめさせたまふよりは2、時々ときどきは渡わたり参まゐらせたまひて3、御心みこころも慰なぐさめさせたまへ、と思おもひはべるに、つつましく恐おそろしきものに思おぼしとりて4なむ、もの憂うきことに嘆なげかせたまふめる。

◇　こうしてばかり、つくづくと物思いにお耽りあそばすより他には、時々そちらにお伺いなさって、お気持ちをお慰めあそばしませ、と存じておりますが、気がねして恐ろしい所とお思いになって、嫌なこととお嘆きになっているようです。


1 【なほふさはしからず】浮舟にとって。

2 【眺めさせたまふよりは】主語は浮舟。

3 【時々は渡り参らせたまひて】浮舟を中君のもとに参上あそばして。「せたまひて」は二重敬語。

4 【思しとりて】主語は浮舟。


浮舟．１．５．４

■　若宮わかみやの御前おまへにとて、卯槌うづちまゐらせたまふ。

◇　若宮の御前にと思って、卯槌をお贈り申し上げなさいます。

■　大おほき御前おまへの御覧ごらんぜざらむほどに、御覧ごらんぜさせたまへ、とてなむ」

◇　ご主人様が御覧にならない時に御覧下さいませ、とのことでございます」

浮舟．１．５．５

■　と、こまごまと言忌こといみもえしあへず、もの嘆なげかしげなるさまのかたくなしげなるも、うち返かへしうち返かへし、あやしと御覧ごらんじて、

◇　と、こまごまと言忌もできずに、もの悲しい様子が見苦しいのにつけても、繰り返し繰り返し、変だと御覧になって、

浮舟．１．５．６

■　「今いまは、のたまへかし。

◇　「今はもう、おっしゃいなさい。

■　誰たがぞ」

◇　誰からのですか」

浮舟．１．５．７

■　とのたまへば、

◇　とお尋ねになると、

浮舟．１．５．８

■　「昔むかし、かの山里やまざとにありける人ひとの娘むすめの、さるやうありて、このころかしこにあるとなむ聞ききはべりし」

◇　「昔、あの山里に仕えておりました女の娘が、ある事情があって、最近あちらにいると聞きました」

浮舟．１．５．９

■　と聞きこえたまへば、おしなべて仕つかうまつるとは見みえぬ文書ふみがきを心得こころえたまふに、かのわづらはしきことあるに思おぼし合あはせつ。

◇　と申し上げなさると、普通にお仕えする女とは見えない書き方を心得ていらっしゃるので、あの厄介なことがあると書いてあったのでお察しになった。

浮舟．１．５．１０

■　卯槌うづちをかしう、つれづれなりける人ひとのしわざと見みえたり。

◇　卯槌が見事な出来で、所在ない人が作った物だと見えた。

■　またぶりに、山橘作やまたちばなつくりて、貫つらぬき添そへたる枝えだに、

◇　松の二股になったところに、山橘を作って、それを貫き通した枝に、

浮舟．１．５．１１

■　「まだ古ふりぬ物ものにはあれど君きみがため

深ふかき心こころに待まつと知しらなむ」

◇　「まだ古木にはなっておりませんが、若君様のご成長を

心から深くご期待申し上げております」

浮舟．１．５．１２

■　と、ことなることなきを、

◇　と、特にたいした歌でないなので、

■　「かの思おもひわたる人ひとのにや」

◇　「あのずっと思い続けている女のか」

■　と思おぼし寄よりぬるに、御目おほむめとまりて、

◇　とお思いになると、お目が止まって、

浮舟．１．５．１３

■　「返かへり事ごとしたまへ。

◇　「お返事をなさい。

■　情なさけなし。

◇　返事しなくては情愛がない。

■　隠かくいたまふべき文ふみにもあらざめるを。

◇　隠さなければならない手紙でもあるまいに。

■　など、御みけしきの悪あしき。

◇　どうして、ご機嫌が悪いのですか。

■　まかりなむよ」

◇　去りましょうよ」

浮舟．１．５．１４

■　とて、立たちたまひぬ。

◇　と言って、お立ちになった。

■　女君をむなぎみ、少将せうしゃうなどして、

◇　女君は、少将などに向かって、

浮舟．１．５．１５

■　「いとほしくもありつるかな。

◇　「お気の毒なことになってしまいましたね。

■　幼をさなき人ひとの取とりつらむを、人ひとはいかで見みざりつるぞ」

◇　幼い童女が受け取ったのを、他の女房はどうして気づかなかったのでしょう」

浮舟．１．５．１６

■　など、忍しのびてのたまふ。

◇　などと、小声でおっしゃる。

浮舟．１．５．１７

■　「見みたまへましかば、いかでかは、参まゐらせまし。

◇　「拝見しましたら、どうして、こちらへお届けしたりしましょうか。

■　すべて、この子こは心地ここちなうさし過すぐしてはべり。

◇　ぜんたい、この子は思慮が浅く出過ぎています。

■　生おひ先見さきみえて、人ひとは、おほどかなるこそをかしけれ」

◇　将来性がうかがえて、女の子は、おっとりとしているのが好ましいものです」

浮舟．１．５．１８

■　など憎にくめば、

◇　などと叱るので、

浮舟．１．５．１９

■　「あなかま。

◇　「お静かに。

■　幼をさなき人ひと、な腹立はらたてそ」

◇　幼い子を、叱りなさいますな」

浮舟．１．５．２０

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　去年こぞの冬ふゆ、人ひとの参まゐらせたる童わらはの、顔かほはいとうつくしかりければ、宮みやもいとらうたくしたまふなりけり。

◇　去年の冬、ある人が奉公させた童女で、顔がとてもかわいらしかったので、宮もとてもかわいがっていらっしゃるのだった。

第六段　匂宮、大内記から薫と浮舟の関係を知る

浮舟．１．６．１

■　わが御方おほむかたにおはしまして、

◇　ご自分のお部屋にお帰りになって、

浮舟．１．６．２

■　「あやしうもあるかな1。

◇　「不思議なことであったな。

■　宇治うぢに大将だいしゃうの通かよひたまふことは、年としごろ絶たえずと聞きくなかにも、忍しのびて夜泊よるとまりたまふ時ときもあり2、と人ひとの言いひしを、いとあまりなる人ひとの形見3かたみとて、さるまじき所ところに旅寝たびねしたまふらむこと、と思おもひつるは、かやうの人隠ひとかくし置おきたまへるなるべし」

◇　宇治に大将がお通いになることは、何年も続いていると聞いていた中でも、こっそりと夜お泊まりになる時もある、と人が言ったが、実にあまりな故人の思い出の土地だからとて、とんでもない所に旅寝なさるのだろうこと、と思ったのは、あのような女を隠して置きなさったからなのだろう」


1 【あやしうもあるかな】以下「隠しおきたまへるなるべし」まで、匂宮の心中の思い。

2 【忍びて夜泊りたまふ時もあり】匂宮の耳に入る風聞。

3 【人の形見】大君の思いでの土地。


浮舟．１．６．３

■　と思おぼし得うることもありて、御書おほむふみのこと1につけて使つかひたまふ大内記だいないきなる人ひとの、かの殿とのに2親したしきたよりあるP3を思おぼし出いでて、御前おまへに召めす。

◇　と合点なさることもあって、ご学問のことでお使いになる大内記である者で、あちらの邸に親しい縁者がいる者を思い出しなさって、御前にお召しになる。

■　参まゐれり。

◇　参上した。


P3 たよりある--たより（り/+ある）

1 【御書のこと】「書」は学問の意。

2 【かの殿に】薫の邸。


浮舟．１．６．４

■　「韻塞ゐんふたぎすべきP4に1、集しふども選えり出いでて、こなたなる厨子づしに積つむべきこと」

◇　「韻塞をしたいのだが、詩集などを選び出して、こちらにある厨子に積むように」


P4 すべき--すす（す〈後出〉/＄）へき

1 【韻塞すべきに】以下「積むべきこと」まで、匂宮の命じた詞の内容。間接的話法。


浮舟．１．６．５

■　などのたまはせて、

◇　などとお命じになって、

浮舟．１．６．６

■　「右大将うだいしゃうの宇治うぢへ1いますること、なほ絶たえ果はてずや。

◇　「右大将が宇治へ行かれることは、相変わらず続いていますか。

■　寺てらをこそ、いとかしこく造つくりたなれ。

◇　寺を、とても立派に造ったと言うね。

■　いかでか見みるべき」

◇　何とか見られないかね」


1 【右大将の宇治へ】以下「いかでか見るべき」まで、匂宮の詞。


浮舟．１．６．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

浮舟．１．６．８

■　「寺てらいとかしこく1、いかめしく造つくられて、不断ふだんの三昧堂さむまいだうなど、いと尊たふとくおきてられたり、となむ聞ききたまふる。

◇　「寺をたいそう立派に、荘厳にお造りになって、不断の三昧堂など、大変に尊くお命じになった、と聞いております。

■　通かよひたまふことは、去年こぞの秋あきごろよりは、ありしよりも、しばしばものしたまふなり。

◇　お通いになることは、去年の秋ごろからは、以前よりも、頻繁に行かれると言います。


1 【寺いとかしこく】以下「申すと聞きたまへし」まで、大内記の詞。


浮舟．１．６．９

■　下しもの人ひとびとの忍しのびて申まうししは、

◇　下々の人びとがこっそりと申した話では、

■　『女をむなをなむ隠かくし据すゑさせたまへる、けしうはあらず思おぼす人ひとなるべし。

◇　『女を隠し据えていらっしゃり、憎からずお思いになっている女なのでしょう。

■　あのわたりに領らうじたまふ所々ところどころの人ひと、皆仰みなおほせにて参まゐり仕つかうまつる。

◇　あの近辺に所領なさる所々の人が、皆ご命令に従ってお仕えしております。

■　宿直とのゐにさし当あてなどしつつ、京きゃうよりもいと忍しのびて、さるべきことなど問とはせたまふ。

◇　宿直を担当させたりしては、京からもたいそうこっそりと、しかるべき事などお尋ねになります。

■　いかなる幸さいはひ人びとの、さすがに心細こころぼそくてゐたまへるならむ』

◇　どのような幸い人で、幸せながらも心細くおいでなのでしょう』

■　となむ、ただこの師走しはすのころほひ申まうす、と聞ききたまへし」

◇　と、ちょうどこの十二月のころに申していた、とお聞き致しました」

浮舟．１．６．１０

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

第七段　匂宮、薫の噂を聞き知り喜ぶ

浮舟．１．７．１

■　「いとうれしくも聞ききつるかな」

◇　「とても嬉しいことを聞いたなあ」

■　と思おもほして、

◇　とお思いになって、

浮舟．１．７．２

■　「たしかにその人ひととは2、言いはずや。

◇　「はっきりと名前を、言わなかったか。

■　かしこにもとよりある尼あまぞ、訪とぶらひたまふと聞ききし」

◇　あちらに以前から住んでいた尼を、お訪ねになると聞いていたが」


1? 【いとうれしくもきゝつるかな】匂宮の心中の思い。

2 【たしかにその人とは】以下「と聞きし」まで、匂宮の詞。


浮舟．１．７．３

■　「尼あまは、廊らうになむ1住すみはべるなる。

◇　「尼は、渡廊に住んでおりますと言います。

■　この人ひとは2、今建いまたてられたるになむ、きたなげなき女房にょうばうなどもあまたして、口惜くちをしからぬけはひにてゐてはべる」

◇　この女は、今度建てられた所に、こぎれいな女房なども大勢して、結構な具合で住んでおります」


1 【尼は廊になむ】以下「けはひにてゐてはべる」まで、大内記の詞。

2 【この人は】噂の人。浮舟をさす。


浮舟．１．７．４

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

浮舟．１．７．５

■　「をかしきことかな1。

◇　「興味深いことだね。

■　何心なにごころありて、いかなる人ひとをかは、さて据すゑたまひつらむ。

◇　どのような考えがあって、どのような女を、そのように据えていらしゃるのだろうか。

■　なほ、いとけしきありて、なべての人ひとに似にぬ御心みこころなりや。

◇　やはり、とても好色なところがあって、普通の人と似ていないお心なのだろうか。


1 【をかしきことかな】以下「隈ある構へよ」まで、匂宮の詞。


浮舟．１．７．６

■　右みぎの大臣おとどなど、

◇　右大臣などが、

■　『この人ひとの1あまりに道心だうしんに進すすみて、山寺やまでらに、夜よるさへともすれば泊とまりたまふなる、軽々かろがろし』

◇　『この人があまりに仏道に進んで、山寺に、夜までややもすればお泊まりになるというが、軽々しい行為だ』

■　ともどきたまふと聞ききしを、げに、などかさしも仏ほとけの道みちには忍しのびありくらむ。

◇　と非難なさると聞いたが、なるほど、どうしてそんなにも仏道にこっそり行かれるのだろう。

■　なほ、かの故里ふるさとに心こころをとどめたると聞ききし、かかることこそはP5ありけれ。

◇　やはり、あの思い出の地に心を惹かれていると聞いたが、このようなわけがあったのだ。


P5 こそは--こそ（そ/+は）

1 【この人の】以下「軽々し」まで、夕霧の詞を引用。


浮舟．１．７．７

■　いづら1、人ひとよりはまめなるとさかしがる人ひとしも、ことに人ひとの思おもひいたるまじき隈くまある構かまへよ」

◇　どうだ、誰よりも真面目だと分別顔をする人の方がかえって、ことさら誰も考えつかないようなところがあるものだよ」


1 【いづら】相手に呼びかける語。


浮舟．１．７．８

■　とのたまひて、いとをかしと思おぼいたり。

◇　とおっしゃって、たいそうおもしろいとお思いになった。

■　この人ひとは、かの殿とのにいと睦むつましく仕つかうまつる家司けいしの婿むこになむありければ、隠かくしたまふことも1聞きくなるべし2。

◇　この人は、あちらの邸でたいそう親しくお仕えしている家司の婿であったので、隠していらっしゃることも聞いたのであろう。


1 【隠したまふことも】主語は薫。

2 【聞くなるべし】語り手の推量。


浮舟．１．７．９

■　御心みこころの内うちには、

◇　ご心中では、

■　「いかにして、この人ひとを1、見みし人ひとかとも見定みさだめむ。

◇　「何とかして、この女を、前に会ったことのある女かどうか確かめたい。

■　かの君きみの2、さばかりにて据すゑたるは、なべてのよろし人びとにはあらじ。

◇　あの君が、あのように据えているのは、平凡で普通の女ではあるまい。

■　このわたりには3、いかで疎うとからぬにかはあらむ。

◇　こちらでは、どうして親しくしているのだろう。

■　心こころを交かはして4隠かくしたまへりけるも、いとねたう」

◇　しめし合わせて隠していらっしゃったというのも、とても悔しい」

■　おぼゆ。

◇　と思われる。


1 【いかにしてこの人を】以下「いとねたう」あたりまで、匂宮の心中の思い。末尾は地の文に流れる。

2 【かの君の】薫。

3 【このわたりには】中君をさす。

4 【心を交はして】中君と薫が。


第二章　浮舟と匂宮の物語　匂宮、薫の声をまねて浮舟の寝所に忍び込む

第一段　匂宮、宇治行きを大内記に相談

浮舟．２．１．１

■　ただそのことを、このころは思おぼししみたり。

◇　ただそのことを、最近は考え込んでいらっしゃった。

■　賭弓のりゆみ、内宴ないえんなど過すぐして1、心こころのどかなるに、司召つかさめしなど2言いひて、人ひとの心尽こころつくすめる方かたは、何なにとも思おぼさねば3、宇治うぢへ忍しのびておはしまさむことをのみ思おぼしめぐらす。

◇　賭弓や、内宴などが過ぎて、のんびりとした時に、司召などといって、皆が夢中になっていることは、何ともお思いにならないで、宇治へこっそりとお出かけになることばかりをご思案なさる。

■　この内記ないきは、望のぞむことありて、夜昼よるひる、いかで御心みこころに入いらむと思おもふころ、例れいよりはなつかしう召めし使つかひて、

◇　この大内記は、期待するところがあって、昼夜、何とかお気に入ってもらおうと思っているとき、いつもよりは親しく召し使って、


1 【賭弓内宴など過ぐして】賭弓は正月十八日、内宴は正月二十一、二、三頃の行事。

2 【司召など】正月の中旬から下旬に行われる。

3 【何とも思さねば】主語は匂宮。


浮舟．２．１．２

■　「いと難かたきことなりとも、わが言いはむことは、たばかりてむや1」

◇　「たいへん難しいことではあるが、わたしの言うことを、何とかしてくれないか」


1 【いと難きことなりともわが言はむことはたばかりてむや】匂宮の詞。


浮舟．２．１．３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　かしこまりてさぶらふ1。

◇　恐縮して承る。


1 【かしこまりてさぶらふ】主語は大内記。


浮舟．２．１．４

■　「いと便びんなきことなれど1、かの宇治うぢに住すむらむ人ひとは、はやうほのかに見みし人ひとの、行方ゆくへも知しらずなりにしが、大将だいしゃうに尋たづね取とられにける、と聞ききあはすることこそあれ2。

◇　「たいそう不都合なことだが、あの宇治に住んでいるらしい人は、早くにちらっと会った女で、行く方が分からなくなったのが、大将に捜し出された人と、思い当たるところがあるのだ。

■　たしかには知しるべきやうもなきを、ただ、ものより覗のぞきなどして3、それかあらぬかと見定みさだめむ、となむ思おもふ。

◇　はっきりとは知る手立てもないが、ただ、物の隙間から覗き見して、その女か違うかと確かめたい、と思う。

■　いささか人ひとに知しるまじき構かまへは、いかがすべき」

◇　まったく誰にも知られない方法は、どうしたらよいだろうか」


1 【いと便なきことなれど】以下「いかがすべき」まで、匂宮の詞。

2 【と聞きあはすることこそあれ】『完訳』は「大内記の話で思いあたったとして、下心を見抜かれぬよう装う」と注す。

3 【ものより覗きなどして】主語は自分匂宮が。


浮舟．２．１．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

■　「あな、わづらはし1」

◇　「何と、やっかいな」

■　と思おもへど、

◇　と思うが、


1 【あなわづらはし】大内記の心中。


浮舟．２．１．６

■　「おはしまさむことは1、いと荒あらき山越やまごえになむはべれど、ことにほど遠とほくはさぶらはずなむ。

◇　「お出かけになることは、たいへん険しい山越えでございますが、格別遠くはございません。

■　夕ゆふつ方出かたいでさせおはしまして、亥子ゐねの時ときにはおはしまし着つきなむ。

◇　夕方お出かけあそばして、亥子の刻にはお着きになるでしょう。

■　さて、暁あかつきにこそは帰かへらせたまはめ。

◇　そうして、早朝にはお帰りあそばせましょう。

■　人ひとの知しりはべらむことは、ただ御供おほむともにさぶらひはべらむこそは2。

◇　誰か気づくとすれば、ただお供する者だけでございしょう。

■　それも、深ふかき心こころはいかでか知しりはべらむ」

◇　それも、深い事情はどうして分かりましょう」


1 【おはしまさむことは】以下「知りはべらむ」まで、大内記の詞。

2 【人の知りはべらむことはただ御供にさぶらひはべらむこそは】匂宮の微行を供人以外誰も知らない、意。


浮舟．２．１．７

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。

浮舟．２．１．８

■　「さかし。

◇　「そうだ。

■　昔むかしも1、一度二度ひとたびふたたび、通かよひし道みちなり。

◇　昔も一、二度は、通ったことのある道だ。

■　軽々かろがろしきもどき負おひぬべきが、ものの聞きこえのつつましきなり」

◇　軽々しいと非難されるのが、その評判が気になるのだ」


1 【さかし昔も】以下「つつましきなり」まで、匂宮の詞。


浮舟．２．１．９

■　とて、返かへす返がへすあるまじきことに、わが御心みこころにも思おぼせど、かうまでうち出いでたまへれば、え思おもひとどめたまはず。

◇　と言って、繰り返しとんでもないことだと、自分自身反省なさるが、このようにまでお口に出されたので、お思い止めなさることはできない。

第二段　宮、馬で宇治へ赴く

浮舟．２．２．１

■　御供おほむともに、昔むかしもかしこの案内知あないしれりし者もの、二に、三人さむにん、この内記ないき、さては御乳母子おほむめの蔵人とごのくらうどよりかうぶり得えたる若わかき人ひと、睦むつましき限かぎりを選えりたまひて、

◇　お供に、昔もあちらの様子を知っている者、二、三人と、この内記、その他には乳母子で蔵人から五位になった若い者で、親しい者ばかりをお選びになって、

■　「大将、今日明日だいしゃうけふあすよにおはせじ1」

◇　「大将の、今日明日はよもやいらっしゃるまい」

■　など、内記ないきによく案内聞あないききたまひて、出いで立たちたまふにつけても、いにしへを思おぼし出いづ2。

◇　などと、内記によく調べさせなさって、ご出立なさるにつけても、昔を思い出す。


1 【今日明日よにおはせじ】明融臨模本は「けふあす（す＋ハ）よに（に＄モ）おはせし」とある。すなわち「は」を補入し「に」をミセケチにして「も」と訂正する。『集成』は底本の本行本文に従う。『完本』『新大系』は訂正本文に従って「今日明日はよも」とする。

2 【いにしへを思し出づ】宇治の中君に通った往時。


浮舟．２．２．２

■　「あやしきまで1心こころを合あはせつつ率ゐてありきし人ひとのために、うしろめたきわざにもあるかな」

◇　「不思議なまでに心を合わせて連れて行ってくれた人に対して、後ろめたいことをするなあ」

■　と、思おぼし出いづることもさまざまなるに、京きゃうのうちだに、むげに人知ひとしらぬ御おほむありきは、さはいへど2、えしたまはぬ御身おほむみにしも、あやしきさまのやつれ姿すがたして、御馬おほむむまにておはする心地ここちも、もの恐おそろしくややましけれど、もののゆかしき方かたは進すすみたる御心みこころなれば、山深やまふかうなるままに、

◇　と、お思い出しになることもいろいろであるが、京の中でさえ、まるきり人の知らないお忍び歩きは、そうはいっても、おできになれないご身分でいて、粗末な恰好に身をやつして、お馬でお出かけになる気持ちも、何となく恐ろしく気が咎めるが、知りたい気持ちは強いご性質なので、山深く入って行くにつれて、

■　「いつしか3、いかならむ、見みあはすることもなくて帰かへらむこそ、さうざうしくあやしかるべけれ」

◇　「早く着きたい、どうであろうか、確かめることもなくて帰るようでは、物足りなく変なものであろう」

■　と思おぼすに、心こころも騷さわぎたまふ。

◇　とお思いになると、気が気でない思いがなさる。


1 【あやしきまで】以下「わざにもあるかな」まで、匂宮の心中の思い。『完訳』は「心を合せては自分を伴ってくれた人、薫に対して。以下、浮舟に近づいて薫を裏切る、自責の念」と注す。

2 【さはいへど】いかに好色の人とはいえ。

3 【いつしか】以下「あるべけれ」まで、匂宮の心中の思い。


浮舟．２．２．３

■　法性寺ほふさうじのほどまでは1御車みくるまにて、それよりぞ御馬おほむむまにはたてまつりける。

◇　法性寺の付近まではお車で、そこから先はお馬にお乗りになったのであった。

■　急いそぎて、宵過よひすぐるほどにおはしましぬ。

◇　急いで、宵を過ぎたころにお着きになった。

■　内記ないき、案内あないよく知しれるかの殿とのの人ひとに2問とひ聞ききたりければ、宿直人とのゐびとある方かたには寄よらで、葦垣あし籠がきしこめたる西表にしおもてを、やをらすこしこぼちて入いりぬ。

◇　大内記が、様子をよく知っているあの邸の人に尋ねて知っていたので、宿直人がいる方には寄らないで、葦垣をめぐらした西面を、静かにすこし壊してお入りになった。


1 【法性寺のほどまでは】「東屋」巻に既出。九条河原付近の寺。

2 【かの殿の人に】薫邸の人に。


浮舟．２．２．４

■　我われも1さすがにまだ見みぬ御住おほむすまひなれば、たどたどしけれど、人ひとしげうなどしあらねば、寝殿しんでんの南表みなみおもてにぞ、火ひほの暗ぐらう見みえて、そよそよとする音おとする。

◇　大内記自身も何といってもまだ見たことのないお住まいなので、不案内であるが、女房なども多くはいないので、寝殿の南面に燈火がちらちらとほの暗く見えて、そよそよと衣ずれの音がする。

■　参まゐりて2、

◇　戻って参って、


1 【我も】大内記自身も、の意。

2 【参りて】大内記が偵察から匂宮のもとに帰ってきて、の意。


浮舟．２．２．５

■　「まだ、人ひとは起おきて1はべるべし。

◇　「まだ、人は起きているようでございます。

■　ただ、これよりおはしまさむ」

◇　直接、ここからお入りください」


1 【まだ人は起きて】以下「おはしまさむ」まで、大内記の報告。


浮舟．２．２．６

■　と、しるべして入いれたてまつる。

◇　と、案内してお入れ申し上げる。

第三段　匂宮、浮舟とその女房らを覗き見る

浮舟．２．３．１

■　やをら昇のぼりて、格子かうしの隙ひまあるを見みつけて寄よりたまふに、伊予簾いよすはさらさらと鳴なるもつつまし。

◇　静かに昇って、格子の隙間があるのを見つけて近寄りなさると、伊予簾はさらさらと鳴るのが気が引ける。

■　新あたらしうきよげに造つくりたれど、さすがに粗々あらあらしくて隙ひまありけるを、誰たれかは来きて見みむとも、うちとけて、穴あなも塞ふたがず、几帳きちゃうの帷子かたびらうちかけておしやりたり。

◇　新しくこぎれいに造ってあるが、やはり荒っぽい造りで隙間があったが、誰も来て覗き見はしまいかと、気を許して、穴も塞がず、几帳の帷子をうち懸けて押しやっていた。

浮舟．２．３．２

■　火明ひあかう灯ともして、もの縫ぬふ人ひと、三さむ、四人居よにんゐたり。

◇　燈火を明るく照らして、何か縫物をしている女房が、三、四人座っていた。

■　童わらはのをかしげなる、糸いとをぞ縒よる。

◇　童女でかわいらしいのが、糸を縒っている。

■　これが顔かほ、まづかの火影ほかげに見みたまひしそれなり1。

◇　この子の顔は、まずあの燈火で御覧になった顔であった。

■　うちつけ目めかと、なほ疑うたがはしきに、右近うこんと名なのりし若わかき人ひともあり2。

◇　とっさの見間違いかと、まだ疑われたが、右近と名乗った若い女房もいる。

■　君きみは3、腕かひなを枕まくらにて、火ひを眺ながめたるまみ、髪かみのこぼれかかりたる額ひたひつき、いとあてやかになまめきて、対たいの御方おほむかたに4いとようおぼえたり。

◇　女主人は、腕を枕にして、燈火を眺めている目もとや、髪のこぼれかかっている額つき、たいそう上品に優美で、対の御方にとてもよく似ていた。


1 【かの火影に見たまひしそれなり】二条院で浮舟と一緒にいたのを見た童女。「東屋」巻には「火影」云々の描写はなかった。

2 【右近と名のりし若き人もあり】『新大系』は「あの時、右近と名のったのは、中君づきの侍女。ここは浮舟づき。同名の別人か、匂宮の思い違い」と注す。

3 【君は】浮舟。

4 【対の御方に】中君。


浮舟．２．３．３

■　この右近うこん、物折ものをるとて1、

◇　この右近が、衣類を折り畳もうとして、


1 【物折るとて】『完訳』は「裁縫で反物に折り目をつける」と注す。


浮舟．２．３．４

■　「かくて渡わたらせたまひなば1、とみにしもえ帰かへり渡わたらせたまはじを、殿とのは2、

◇　「こうしてお出かけあそばしたら、すぐにはお帰りあそばすわけにはいきませんが、殿は、

■　『この司召つかさめしのほど過すぎて、朔日**ころには3かならずおはしましなむ』

◇　『今度の司召の間が終わって、朔日ころにはきっといらっしゃる』

■　と、昨日きの御使ふのおほむつかひも申まうしけり。

◇　と、昨日のお使いも申していました。

■　御文おほむふみには4、いかが聞きこえさせたまへりけむ」

◇　お手紙には、どのように申し上げなさいましたのでしょうか」

◆　 
"かく て わたら せ たまひ な ば、 とみに しも え かへり わたら せ たまは じ を、 との は、 'この つかさめし の ほど すぎ て、 ついたちごろ にはか なら ず おはしまし な む。' と、 きのふ の おほむ-つかひ も まうし けり。 おほむ-ふみ に は、 いかが きこえさせ たまへ り けむ?"


1 【かくて渡らせたまひなば】以下「聞こえさせたまへりけむ」まで、右近の詞。主語は浮舟。物詣での話。

2 【殿は】薫。

3 【朔日ころには】二月の初めころ。

4 【御文には】薫への返書。


浮舟．２．３．５

■　と言いへど、いらへもせず、いともの思おもひたるけしきなり。

◇　と言うが、返事もせずに、たいそう物思いに沈んでいる様子である。

浮舟．２．３．６

■　「折をりしも1、はひ隠かくれさせたまへるやうならむが、見苦みぐるしさ」

◇　「来訪の折しも、身を隠していらっしゃるようなのは、困ったことです」


1 【折しも】以下「見苦しさ」まで、右近の詞。薫が来訪した折に、の意。


浮舟．２．３．７

■　と言いへば、向むかひたる人1ひと、

◇　と言うと、向かいにいた女房が、


1 【向ひたる人】後文によれば侍従。


浮舟．２．３．８

■　「それは、かくなむ渡わたりぬると1、御消息2聞おほむせうそこきこえさせたまへらむこそよからめ。

◇　「それでは、このようにお出かけになったと、お手紙を差し上げなさるのがよいでしょう。

■　軽々かろがろしう、いかでかは3、音おとなくては、はひ隠かくれさせたまはむ。

◇　軽々しく、どうして、何も言わずに、お隠れあそばせましょう。

■　御物詣おほむものまうで4の後のちは、やがて渡わたりおはしましねかし。

◇　ご参詣の後は、そのままこちらにお帰りあそばしませ。

■　かくて心細こころぼそきやうなれど、心こころにまかせてやすらかなる御住おほむすまひにならひて、なかなか旅心地たびごこちすべしや6」

◇　こうして心細いようですが、思い通りに気楽なお暮らしに馴れて、かえって本邸の方が旅心地がするのではないでしょうか」


1 【それはかくなむ渡りぬると】以下「旅心地すべしや」まで、侍従の詞。

2 【御消息】薫への手紙。

3 【いかでかは】「はひ隠れさせたまはむ」に係る。反語表現。

4 【御物詣で】後文によれば石山詣で。

5? 【やがて渡りおはしましかし】この宇治の山荘に。京の母の邸にではなく、の意。

6 【なかなか旅心地すべしや】京の母の邸はかえって他人の家の心地。


浮舟．２．３．９

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　またあるは、

◇　また他の女房は、

浮舟．２．３．１０

■　「なほ、しばし、かくて1待まちきこえさせたまはむぞ2、のどやかにさまよかるべき。

◇　「やはり、しばらくの間、こうしてお待ち申し上げなさるのが、落ち着いていて体裁がよいでしょう。

■　京きゃうへなど迎むかへたてまつらせたまへらむ後のち、おだしくて親おやにも見みえたてまつらせたまへかし。

◇　京へなどとお迎え申されてから後、ゆっくりとして母君にもお会い申されませ。

■　このおとどの4、いと急きふにものしたまひて、にはかにかう聞きこえなしたまふ5なめりかし。

◇　あの乳母が、とてもせっかちでいられて、急にこのような話を申し上げなさるのでしょうよ。

■　昔むかしも今いまも、もの念ねんじしてのどかなる人ひとこそ、幸さいはひは見果みはてたまふなれ」

◇　昔も今も、我慢してのんびりとしている人が、しまいには幸福になるということです」


1 【なほしばしかくて】以下「幸ひ見果てたまふなれ」まで、女房の詞。

2 【待ちきこえさせたまはむぞ】浮舟が薫を。

3? 【迎へたてまつせたまへらむ】薫が浮舟を。

4 【このおとどの】乳母をさす。

5 【にはかにかう聞こえなしたまふ】参詣を母君に勧めたこと。


浮舟．２．３．１１

■　など言いふなり。

◇　などと言うようである。

■　右近うこん、

◇　右近は、

浮舟．２．３．１２

■　「などて、この乳母ままを1とどめたてまつらずなりにけむ2。

◇　「どうして、この乳母をお止め申さずになってしまったのでしょう。

■　老おいぬる人ひとは、むつかしき心こころのあるにこそ」

◇　年老いた人は、やっかいな性質があるものですから」


1 【などてこの乳母を】以下「あるにこそ」まで、右近の詞。『集成』は「「まま」は、乳母を親しみ呼ぶ語」と注す。

2 【とどめたてまつらずなりにけむ】上京を。後悔する気持ち。


浮舟．２．３．１３

■　と憎にくむは、乳母めのとやうの人ひとをそしるなめり1。

◇　と憎むのは、乳母のような女房を悪く言うようである。

■　「げに、憎にくき者ものありかし」

◇　「なるほど、憎らしい女房がいた」

■　と思おぼし出いづるも、夢ゆめの心地ここちぞする。

◇　とお思い出しになるのも、夢のような気がする。

■　かたはらいたきまで、うちとけたることどもを言いひて、

◇　側で聞いていられないほど、うちとけた話をして、


1 【乳母やうの人をそしるなめり】「なめり」は匂宮の推測。


浮舟．２．３．１４

■　「宮みやの上うへこそ2、いとめでたき御幸おほむさいはひなれ。

◇　「宮の上は、とてもめでたくご幸福でいらっしゃる。

■　右みぎの大殿3おほとのの、さばかりめでたき御勢おほむいきほひにて、いかめしうののしりたまふなれど、若君生わかぎみむまれたまひて後のちは、こよなくぞおはしますなる。

◇　右の大殿が、あれほど素晴らしいご威勢で、仰々しく大騒ぎなさるようだが、若君がお生まれになって後は、この上なくいらっしゃるようです。

■　かかるさかしら人びとどもの4おはせで、御心みこころのどかに、かしこうもてなしておはしますにこそはあめれ」

◇　このような出しゃばり者がいらっしゃらなくて、お心ものんびりと、賢明に振る舞っていらっしゃることでありましょう」


1? 【げに憎き者ありきかしと思し出づるも】「げに」は匂宮の納得の気持ち。二条院で浮舟を見つけた折のことを想起。

2 【宮の上こそ】以下「こそはあめれ」まで、右近の詞。

3 【右の大殿】夕霧。

4 【かかるさかしら人どもの】乳母をさす。


浮舟．２．３．１５

■　と言いふ。

◇　と言う。

浮舟．２．３．１６

■　「殿とのだに、まめやかに1思おもひきこえたまふこと変かはらずは、劣おとりきこえ2たまふべきことかは」

◇　「せめて殿さえ、真実愛してくださるお気持ちが変わらなかったら、負けることがありましょうか」


1 【殿だにまめやかに】以下「たまふべきことかは」まで、女房の詞。「殿」は薫。

2 【劣りきこえ】浮舟が中君に。


浮舟．２．３．１７

■　と言いふを、君きみ、すこし起おき上あがりて1、

◇　と言うのを、女君は、少し起き上がって、


1 【君すこし起き上がりて】浮舟。


浮舟．２．３．１８

■　「いと聞ききにくきこと1。

◇　「とても聞きにくいこと。

■　よその人ひとにこそ、劣おとらじともいかにとも思おもはめ、かの御おほむこと2なかけても言いひそ。

◇　他人であったら、負けまいとも何とも思いましょうが、あのお方のことは口に出してはいけません。

■　漏もり聞きこゆるやうもあらば、かたはらいたからむ」

◇　漏れ聞こえるようなことがあったら、申し訳ありません」


1 【いと聞きにくきこと】以下「かたはらいたからむ」まで、浮舟の詞。

2 【かの御こと】中君の事。


浮舟．２．３．１９

■　など言いふ。

◇　などと言う。

第四段　匂宮、薫の声をまねて浮舟の寝所に忍び込む

浮舟．２．４．１

■　「何なにばかりの1親族しぞくにかはあらむ。

◇　「どの程度の親族であろうか。

■　いとよくも似にかよひたるけはひかな」

◇　とてもよく似ている様子だな」

■　と思おもひ比くらぶるに、

◇　と思い比べると、

■　「心恥こころはづかしげにて2あてなるところは、かれはいとこよなし。

◇　「恥ずかしくなるほどの上品なところは、あの君はとてもこの上ない。

■　これはただらうたげにこまかなるところぞいとをかしき」

◇　この人はただかわいらしくきめこまやかな顔だちがとても魅力的だ」

■　。よろしう、なりあはぬところを見みつけたらむにてだに、さばかりゆかしと思おぼししめたる人ひとを4、それと見みて、さてやみたまふべき御心みこころならねば、まして隈くまもなく見みたまふに、

◇　。普通程度の、不十分なところを見つけたような場合でさえも、あれほど会いたいとお思い続けてきた人を、その人だと見つけて、そのままお止めになるようなご性分でないので、その上すっかり御覧になったので、

■　「いかでかこれを5わがものにはなすべき」

◇　「何とかしてこの女を自分のものにしたい」

■　と、心こころも空そらになりたまひて、なほまもりたまへば、右近うこん、

◇　と、心もうわの空におなりになって、依然として見つめていらっしゃると、右近が、


1 【何ばかりの】以下「けはひかな」まで、匂宮の心中の思い。

2 【心恥づかしげにて】以下「いとをかしき」まで、匂宮の心中の思い。末尾は地の文に流れる。

3? 【かれは--これは】「かれ」は中君、「これ」は浮舟をさす。

4 【さばかりゆかしと思ししめたる人を】浮舟をさす。

5 【これを】浮舟。


浮舟．２．４．２

■　「いとねぶたし1。

◇　「とても眠い。

■　昨夜よべもすずろに起おき明あかしてき。

◇　昨夜も何となしに夜明かししてしまった。

■　明朝つとめてのほどにも、これは縫ぬひてむ。

◇　明朝早くにも、これは縫ってしまおう。

■　急いそがせたまふとも2、御車みくるまは日**たけてぞあらむ」

◇　お急ぎあそばしても、お車は日が高くなってから来るでしょう」

◆　 
"いと ねぶたし。 よべ も すずろに おき あかし て き。 つとめて の ほど に も、 これ は ぬひ て む。 いそがせ たまふ とも、 み-くるま は たけ て ぞ あら む。"


1 【いとねぶたし】以下「日たけてぞあらむ」まで、右近の詞。

2 【急がせたまふとも】主語は薫。


浮舟．２．４．３

■　と言いひて、しさしたるものどもとり具ぐして、几帳きちゃうにうち掛かけなどしつつ、うたた寝ねのさまに寄より臥ふしぬ。

◇　と言って、作りかけていた縫物を持って、几帳に懸けたりなどして、うたた寝の状態で寄り臥した。

■　君きみも1すこし奥おくに入いりて臥ふす。

◇　女君も少し奥に入って臥す。

■　右近うこんは北表きたおもてに行ゆきて、しばしありてぞ来きたる。

◇　右近は北面に行って、しばらくして再び来た。

■　君きみのあと近ちかく臥ふしぬ。

◇　女君の後ろ近くに臥した。


1 【君も】浮舟。


浮舟．２．４．４

■　ねぶたしと思おもひければ、いととう寝入ねいりぬるけしきを見みたまひて1、またせむやうもなければ、忍しのびやかにこの格子かうしをたたきたまふ2。

◇　眠たいと思っていたので、とても早く寝入ってしまった様子を御覧になって、他にどうしようもないので、こっそりとこの格子を叩きなさる。

■　右近聞うこんききつけて、

◇　右近が聞きつけて、


1 【見たまひて】主語は匂宮。

2 【この格子をたたきたまふ】主語は匂宮。


浮舟．２．４．５

■　「誰たそ」

◇　「どなたですか」

浮舟．２．４．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　声こわづくりたまへば1、あてなるしはぶきと聞きき知しりて、

◇　咳払いをなさったので、高貴な方の咳払いと気づいて、

■　「殿とのの2おはしたるにや」

◇　「殿がいらっしゃったのか」

■　と思おもひて、起おきて出いでたり。

◇　と思って、起きて出た。


1 【声づくりたまへば】匂宮が薫の声色を使った。

2 【殿の】薫。


浮舟．２．４．７

■　「まづ、これ開あけよ1」

◇　「とりあえず、ここを開けなさい」


1 【まづこれ開けよ】匂宮の詞。


浮舟．２．４．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

浮舟．２．４．９

■　「あやしう1。

◇　「変ですわ。

■　おぼえなきほどにもはべるかな。

◇　思いがけない時刻でございますこと。

■　夜よはいたう更ふけはべりぬらむものを」

◇　夜はたいそう更けましたものを」


1 【あやしう】以下「はべりぬらむものを」まで、右近の返事。


浮舟．２．４．１０

■　と言いふ。

◇　と言う。

浮舟．２．４．１１

■　「ものへ渡わたりたまふべかなりと1、仲信2なかのぶが言いひつれば、驚おどろかれつるままに出いで立たちて。

◇　「どこそこへ外出なさる予定であると、仲信が言ったので、驚いてすぐ出て来て。

■　いとこそわりなかりつれ。

◇　まことに困ったことであった。

■　まづ開あけよ」

◇　とりあえず開けなさい」


1 【ものへ渡りたまふべかなりと】以下「まづ開けよ」まで、匂宮の詞。

2 【仲信】薫の家司。匂宮は薫を装う。


浮舟．２．４．１２

■　とのたまふ声こゑ、いとようまねび似にせたまひて、忍しのびたれば、思おもひも寄よらず、かい放はなつ1。

◇　とおっしゃる声、たいそうよくお似せになって、ひっそりと言うので、別人とは思いも寄らず、格子を開けた。


1 【かい放つ】右近は格子を。


浮舟．２．４．１３

■　「道みちにて1、いとわりなく恐おそろしきことのありつれば、あやしき姿すがたになりてなむ。

◇　「途中で、とてもひどい目に遭ったので、みっともない姿になっている。

■　火暗ひくらうなせ」

◇　燈火を暗くしなさい」


1 【道にて】以下「火暗うなせ」まで、匂宮の詞。『完訳』は「途中で盗賊にでも出会ったような物言い。見苦しい姿を見せたくないから灯を暗くせよとは、顔を見られたくないための作り事」と注す。


浮舟．２．４．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

浮舟．２．４．１５

■　「あな、いみじ1」

◇　「まあ、大変」


1 【あないみじ】右近の詞。


浮舟．２．４．１６

■　とあわてまどひて、火ひは取とりやりつ。

◇　とあわて騒いで、燈火は隠した。

浮舟．２．４．１７

■　「我われ、人ひとに1見みすなよ。

◇　「わたしを、他の人には見せるな。

■　来きたりとて、人驚ひとおどろかすな」

◇　来たからと言って、誰も起こすな」


1 【我人に】以下「人驚かすな」まで、匂宮の詞。


浮舟．２．４．１８

■　と、いとらうらうじき御心みこころにて1、もとよりもほのかに似にたる御声おほむこゑを、ただかの御おほむけはひにまねびて入いりたまふ。

◇　と、とてもたくみなお方なので、もともとわずかに似ているお声を、まったくあの方のご様子に似せてお入りになる。

■　「ゆゆしきことのさま2とのたまひつる、いかなる御姿おほむすがたならむ」

◇　「ひどい目に遭った姿だとおっしゃったが、どのようなお姿なのだろう」

■　といとほしくて、我われも隠かくろへて見みたてまつる。

◇　とお気の毒で、自分も隠れて拝見する。


1 【いとらうらうじき御心にて】『完訳』は「実に知恵のまわるお方。嘘つきを皮肉る、語り手の評言」と注す。

2 【ゆゆしきことのさま】以下「御姿ならむ」まで、右近の心中の思い。


浮舟．２．４．１９

■　いと細ほそやかに1なよなよと装束さうぞきて、香かの香かうばしきことも劣おとらず。

◇　とてもほっそりとなよなよと装束をお召しになって、香の芳しいことも劣らない。

■　近ちかう寄よりて、御衣おほむぞども脱ぬぎ、馴なれ顔がほにうち臥ふしたまへれば、

◇　近くによって、お召物を脱ぎ、馴れた顔でお臥せりになったので、


1 【いと細やかに】匂宮の姿態。


浮舟．２．４．２０

■　「例れいの御座おましにこそ1」

◇　「いつものご座所に」


1 【例の御座にこそ】右近の詞。


浮舟．２．４．２１

■　など言いへど、ものものたまはず1。

◇　などと言うが、何もおっしゃらない。

■　御衾参おほむふすままゐりて2、寝ねつる人ひとびと起おこして、すこし退しぞきて皆寝みなねぬ。

◇　寝具を差し上て、寝ていた女房たちを起こして、少し下がって皆眠った。

■　御供おほむともの人ひとなど、例れいの、ここには知しらぬならひにて3、

◇　お供の人などは、いつものように、こちらでは構わない慣例になっているので、


1 【ものものたまはず】主語は匂宮。

2 【御衾参りて】主語は右近。

3 【知らぬならひにて】『集成』は「薫の家来は、いつも、浮舟方では接待せぬことになっているので。弁の尼のいる廊の方で世話をする習慣なのであろう」と注す。


浮舟．２．４．２２

■　「あはれなる、夜よの1おはしましざまかな」

◇　「お志の深い、夜のご訪問ですこと」


1 【あはれなる夜の】以下「御覧じ知らぬよ」まで、女房の詞。


浮舟．２．４．２３

■　「かかる御おほむありさまを、御覧ごらんじ知しらぬよ」

◇　「このようなご様子を、ご存知ないのよ」

浮舟．２．４．２４

■　など、さかしらがる人ひともあれど、

◇　などと、利口ぶる女房もいるが、

浮舟．２．４．２５

■　「あなかま1、たまへ。

◇　「お静かに。

■　夜声よごゑは、ささめくしもぞ、かしかましき」

◇　夜の声は、ささやく声が、かえってうるさいのです」


1 【あなかま】以下「かしがましき」まで、右近の詞。


浮舟．２．４．２６

■　など言いひつつ寝ねぬ。

◇　などと言いながら眠った。

浮舟．２．４．２７

■　女君をむなぎみは1、

◇　女君は、

■　「あらぬ人ひとなりけり2」

◇　「違う人だわ」

■　と思おもふに、あさましういみじけれど、声こゑをだにせさせたまはず。

◇　と思うと、びっくりし大変だと思うが、声も出させないようになさる。

■　いとつつましかりし所ところにてだに3、わりなかりし御心みこころなれば、ひたぶるにあさまし4。

◇　とても憚られる所でさえ、理不尽であったお心なので、何ともいいようがない仕儀だ。

■　初はじめよりあらぬ人ひと知としりたらば、いかが5いふかひもあるべきを、夢ゆめの心地ここちするに6、やうやう、その折をりのつらかりし7、年月としつきごろ8思おもひわたるさまのたまふに、この宮みやと知しりぬ。

◇　初めから別人だと知っていたら、何とかあしらうすべもあったろうが、夢のような気がするので、だんだんと、あの時のつらかった、いく年月もの間を思い続けていた有様をおっしゃるので、その宮だと分かった。


1 【女君は】浮舟。

2 【あらぬ人なりけり】浮舟の心中。薫ではない人だ。

3 【いとつつましかりし所にてだに】二条院。中君の手前。

4 【ひたぶるにあさまし】『完訳』は「何の気がねもない放埒ぶりだ。語り手の評言」と注す。

5 【いかが】『完訳』は「「いかが」の語法やや不審」と注す。

6 【夢の心地するに】浮舟の心地。また下文の匂宮の心地の意としても機能。

7 【その折のつらかりし】匂宮の気持ち。匂宮が周囲の女房から妨げられたこと。

8 【年月ごろ】匂宮が浮舟に迫ったのは昨年の秋八月、現在その翌年の一月下旬。年を越しているので「年ごろ」また「年月ごろ」。


浮舟．２．４．２８

■　いよいよ恥はづかしく、かの上うへの御おほむことなど1思おもふに、またたけきことなければ、限かぎりなう泣なく。

◇　ますます恥ずかしくなって、あの上の御ことなどを思うと、またどうすることもできないので、限りなく泣く。

■　宮みやも、なかなかにて、たはやすく逢あひ見みざらむことなどを思おぼすに、泣なきたまふ。

◇　宮も、なまじ逢ったのがかえってつらく、たやすく逢えそうにないことをお思いになって、お泣きになる。


1 【かの上の御ことなど】中君。


第五段　翌朝、匂宮、京へ帰らず居座る

浮舟．２．５．１

■　夜よは、ただ明あけに明あく。

◇　夜は、どんどん明けて行く。

■　御供おほむともの人来ひときて声こわづくる。

◇　お供の人が来て咳払いをする。

■　右近聞うこんききて参まゐれり。

◇　右近が聞いて参上した。

■　出いでたまはむ心地ここちもなく1、飽あかずあはれなるに、またおはしまさむことも難かたければ、

◇　お出になる気持ちもなく、心からいとしく思われて、再びいらっしゃることも難しいので、

■　「京きゃうには求もとめ騒さわがるとも2、今日けふばかりはかくてあらむ。

◇　「京では捜し求めて大騒ぎしようとも、今日一日だけはこうしていたい。

■　何事なにごとも生いける限かぎりのためS2こそあれ3」

◇　何事も生きている間だけのことなのだ」

■　。ただ今出いまいでおはしまさむは、まことに死しぬべく思おぼさるれば4、この右近うこんを召めし寄よせて、

◇　。今すぐにお出になることは、本当に死んでしまいそうにお思いになるので、この右近を呼び寄せて、


S2 恋ひ死なむ後は何せむ生ける日のためこそ人の見まくほしけれ（拾遺集恋一-六八五　大伴百世）

1 【出でたまはむ心地もなく】主語は匂宮。

2 【京には求め騒がるとも】以下「ためこそあれ」あたりまで、匂宮の心中の思い。末尾は地の文に流れる。

3 【生ける限りのためこそあれ】『源氏釈』は「恋死なむ後は何せむ生ける日のためこそ人は見まくほしけれ」（拾遺集恋一、六八五、大伴百世）を指摘。

4 【まことに死ぬべく思さるれば】『新釈』は「恋しとは誰が名づけけむ事ならむ死ぬとぞ唯にいふべかりけり」（古今集恋四、六九八、清原深養父）を指摘。


浮舟．２．５．２

■　「いと心地ここちなしと1思おもはれぬべけれど、今日けふはえ出いづまじうなむある。

◇　「まことに無分別と思われようが、今日はとても出て行くことができそうにない。

■　男をのこどもは、このわたり近ちかからむ所ところに、よく隠かくろへてさぶらへ。

◇　男たちは、この近辺の近い所に、適当に隠し控させなさい。

■　時方ときかたは2、京きゃうへものして、

◇　時方は、京へ行って、

■　『山寺やまでらに忍しのびてなむ3』

◇　『山寺に人目を忍んで行っている』

■　とつきづきしからむさまに、いらへなどせよ」

◇　とつじつまが合うように、返事などさせよ」


1 【いと心地なしと】以下「いらへなどせよ」まで、匂宮の詞。

2 【時方は】匂宮の乳母子。

3 【山寺に忍びてなむ】虚偽の口実。


浮舟．２．５．３

■　とのたまふに、いとあさましくあきれて1、心こころもなかりける夜よの過あやまちを思おもふに、心地ここちも惑まどひぬべきを、思おもひ静しづめて、

◇　とおっしゃるので、とても驚きあきれて、気づかなかった昨夜の過失を思うと、気も動転してしまいそうなのを、落ち着けて、


1 【いとあさましくあきれて】主語は右近。初めて匂宮であったことを知る。


浮舟．２．５．４

■　「今いまは、よろづに1おぼほれ騒さわぐとも、かひあらじものから、なめげなり。

◇　「今となっては、どのようにあたふた騒いだところで、効ないし、また失礼である。

■　あやしかりし折をりに、いと深ふかう思おぼし入いれたりしも、かう逃のがれざりける御宿世おほむすくせにこそ2ありけれ。

◇　困った時にも、たいそう深く愛してくださったのも、このような逃れがたかったご運命なのであろう。

■　人ひとのしたるわざかは」

◇　誰がしたということでない」


1 【今はよろづに】以下「人のしたるわざかは」まで、右近の心中の思い。

2 【かう逃れざりける御宿世にこそ】『完訳』は「人の力を超えた宿世と諦め、自らの責任を回避しようとする」と注す。


浮舟．２．５．５

■　と思おもひ慰なぐさめて、

◇　と思い慰めて、

浮舟．２．５．６

■　「今日けふ、御迎おほむむかへにとはべりしを1、いかにせさせたまはむとする御おほむことにか。

◇　「今日、お迎えにとございましたが、どのようにあそばす御ことでしょうか。

■　かう逃のがれきこえさせたまふまじかりける御宿世おほむすくせは、いと聞きこえさせはべらむ方かたなし。

◇　このように逃れることがおできになれないご運命は、まことに申し上げようもございません。

■　折をりこそいとわりなくはべれ。

◇　あいにく日が悪うございます。

■　なほ、今日けふは出いでおはしまして、御心みこころざしはべらば、のどかにも」

◇　やはり、今日はお帰りあそばして、ご愛情がございましたら、改めてごゆっくりと」


1 【今日御迎へにとはべりしを】以下「のどかにも」まで、右近の詞。浮舟の母が京から迎えに来る予定であった。


浮舟．２．５．７

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　「およすけても言いふかな1」

◇　「生意気なことを言うな」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【およすけても言ふかな】匂宮の感想。


浮舟．２．５．８

■　「我われは、月つきごろ思おもひつるに1、ほれ果はてにければ、人ひとのもどかむも言いはむもP6知しられず、ひたぶるに思おもひなりにたり。

◇　「わたしは、いく月も物思いしたので、すっかり呆然としてしまって、人が非難するのも注意することも分別できず、一途に思いつめているのだ。

■　すこしも身みのことを思おもひ憚はばからむ人ひとの、かかるありきは思おもひ立たちなむや。

◇　少しでも身の上を憚るような人が、このような出歩きは思い立ちましょうか。

■　御返おほむかへりには、

◇　お返事には、

■　『今日けふは物忌ものいみ』

◇　『今日は物忌です』

■　など言いへかし。

◇　などと言いなさい。

■　人ひとに知しらるまじきことを、誰たがためにも思おもへかし。

◇　人に知られてはならないことを、誰のためにも思いなさい。

■　異事ことごとはかひなし2」

◇　他のことは問題でない」


P6 言はむも--（/+いはんも）

1 【我は月ごろ思ひつるに】明融臨模本は「思つるに」とある。『完本』は諸本に従って「もの思ひつるに」と「もの」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「思ひつるに」とする。以下「異事はかひなし」まで、匂宮の詞。

2 【異事はかひなし】『集成』は「ほかの事は一切無用だ」。『完訳』は「何があっても退かぬ、の気持」と注す。


浮舟．２．５．９

■　とのたまひて、この人ひとの1、世よに知しらずあはれに思おぼさるるままに、よろづのそしりも忘わすれたまひぬべし2。

◇　とおっしゃって、この人が、世にも稀なくらいかわいく思われなさるままに、どのような非難もお忘れになったのであろう。


1 【この人の】浮舟。

2 【忘れたまひぬべし】『孟津抄』は「地也」と指摘。いわゆる草子地、の意。


第六段　右近、匂宮と浮舟の密事を隠蔽す

浮舟．２．６．１

■　右近出うこんいでて、このおとなふ人ひとに、

◇　右近が出て来て、この声を出した人に、

浮舟．２．６．２

■　「かくなむのたまはするを1、なほ、いとかたはならむ、とを申まうさせたまへ。

◇　「これこれとおっしゃっていますが、やはり、とても見苦しいなさりようです、と申し上げてください。

■　あさましうめづらかなる御おほむありさまは、さ思おぼしめすとも、かかる御供人おほむともひとどもの御心みこころにこそあらめ2。

◇　驚くほど目にもあまるようなお振る舞いは、どんなにお思いになっても、あなた方お供の人びとの考えでどうにでもなりましょう。

■　いかで、かう心幼こころをさなうは率ゐてたてまつりたまふこそ3。

◇　どうして、こう無分別にも宮をお連れ申し上げなさったのですか。

■　なめげなることを聞きこえさする山賤やまがつなどもはべらましかば、いかならまし」

◇　無礼な行ないを致す山賊などが途中で現れましたら、どうなりましょう」


1 【かくなむのたまはするを】以下「いかならまし」まで、右近の詞。

2 【御供人どもの御心にこそあらめ】供人たちの考えしだいだ、の意。「御心」は相手供人を前にした敬語。

3 【率てたてまつりたまふこそ】明融臨模本は「ゐてたてまつり給こそ」とある。『完本』は諸本に従って「たまひしぞ」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「たまふこそ」とする。


浮舟．２．６．３

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　内記ないきは、

◇　内記は、

■　「げに、いとわづらはしくもあるかな1」

◇　「なるほど、とてもやっかいなことであるなあ」

■　と思おもひ立たてり。

◇　と思って立っている。


1 【げにいとわづらはしくもあるかな】時方の心中。


浮舟．２．６．４

■　「時方ときかたと仰おほせらるるは、誰たれにか。

◇　「時方とおっしゃる方は、どなたですか。

■　さなむ1」

◇　これこれとおっしゃっています」


1 【時方と仰せらるるは誰れにかさなむ】右近の詞。「さなむ」の下に「仰せらる」などの語句が省略。匂宮の詞を伝える。


浮舟．２．６．５

■　と伝つたふ。

◇　と伝える。

■　笑わらひて、

◇　笑って、

浮舟．２．６．６

■　「勘かうがへたまふことどもの1恐おそろしければ、さらずとも逃にげてまかでぬべし。

◇　「お叱りなさることが恐ろしいので、ご命令がなくても逃げ出しましょう。

■　まめやかには、おろかならぬ御みけしきを見みたてまつれば、誰たれも誰たれも、身みを捨すててなむ2。

◇　本当のところを申し上げますと、並々でないご愛情を拝見しますと、皆が皆、身を捨てて参ったのです。

■　よしよし、宿直人とのゐびとも、皆起みなおきぬなり」

◇　よいよい、宿直人も、皆起きたようです」


1 【勘へたまふことどもの】以下「皆起きぬなり」まで、大内記時方の詞。「勘へ」の主語は右近。

2 【身を捨ててなむ】係助詞「なむ」の下に「参りつる」などの語句が省略。


浮舟．２．６．７

■　とて急いそぎ出いでぬ。

◇　と言って急いで出て行った。

浮舟．２．６．８

■　右近うこん、

◇　右近は、

■　「人ひとに知しらすまじうは、いかがはたばかるべき」

◇　「人に知られないようにするには、どうだましたらよいものか」

■　とわりなうおぼゆ。

◇　と困りきっている。

■　人ひとびと起おきぬるに1、

◇　女房たちが起きたので、


1 【人びと起きぬるに】女房たち。


浮舟．２．６．９

■　「殿とのは、さるやうありて1、いみじう忍しのびさせたまふけしき見みたてまつれば、道みちにていみじきことのありけるなめり。

◇　「殿は、ある理由があって、ひどくこっそりといらっしゃっています様子を拝見しますと、道中で大変なことがあったようです。

■　御衣おほむぞどもなど、夜よさり忍しのびて持もて参まゐるべくなむ、仰おほせられつる」

◇　お召物などを、夜になってこっそりと持参するように、お命じになっています」


1 【殿はさるやうありて】以下「仰せられつる」まで、右近の詞。「殿」は薫。


浮舟．２．６．１０

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　御達ごたち、

◇　御達は、

浮舟．２．６．１１

■　「あな、むくつけや1。

◇　「まあ、気味が悪い。

■　木幡山こは、いと恐おそろしかなる山やまぞかし。

◇　木幡山は、とても恐ろしいという山ですよ。

■　例れいの、御前駆おほむさきも追おはせたまはず、やつれておはしましけむに、あな、いみじや」

◇　いつものように、お先も払わせなさらず、身を簡略にしていらっしゃったので、まあ、大変なこと」


1 【あなむくつけや】以下「あないみじや」まで、御達の詞。


浮舟．２．６．１２

■　と言いへば、

◇　と言うので、

浮舟．２．６．１３

■　「あなかま、あなかま1。

◇　「お静かに、お静かに。

■　下衆げすなどの、ちりばかりも聞ききたらむに、いといみじからむ」

◇　下衆どもが、少しでも聞きつけたら、とても大変なことになりましょう」


1 【あなかまあなかま】以下「いといみじからむ」まで、右近の詞。


浮舟．２．６．１４

■　と言いひゐたる、心地恐ここちおそろし。

◇　と言っているが、嘘をつくのが恐ろしい。

■　あやにくに、殿とのの御使おほむつかひの1あらむ時とき、いかに言いはむと、

◇　具合悪く、殿のお使いが来た時にはどのように言おうと、


1 【殿の御使の】薫の使者。


浮舟．２．６．１５

■　「初瀬はつせの観音くわのん、今日***P7事けふことなくて暮くらしたまへ1」

◇　「初瀬の観音様、今日一日がご無事で暮らせますように」

◆　 
"はつせ の くわのん、 けふ こと なく て くらし たまへ。"


P7 今日--けけ（け〈後出〉/＃）ふ

1 【初瀬の観音今日事なくて暮らしたまへ】『集成』は「今日一日を無事におすませ下さい」。『完訳』は「「暮らさせたまへ」の意か」「今日一日無事に過させてくださいまし」と注す。


浮舟．２．６．１６

■　と、大願たいぐわんをぞ立たてける1。

◇　と、大願を立てるのであった。


1 【大願をぞ立てける】『完訳』は「語り手の、揶揄する気持」と注す。


浮舟．２．６．１７

■　石山いしやまに今日詣けふまうでさせむとて、母君ははぎみの迎むかふるなりけり。

◇　石山寺に今日参詣させようとして、母君が迎えに来るのであった。

■　この人ひとびともみな精進さうじんし、きよまはりてあるに、

◇　この邸の女房たちも皆精進潔斎をし、身を清めていたが、

浮舟．２．６．１８

■　「さらば、今日けふは2、え渡わたらせたまふまじきなめり。

◇　「それでは、今日は、お出かけあそばすわけにはゆかないでしょう。

■　いと口惜くちをしきこと」

◇　とても残念なこと」


1? 【石山に今日--迎ふるなりけり】『細流抄』は「訓釈していへり」と指摘。語り手の説明的叙述。

2 【さらば今日は】以下「いと口惜しき」まで、女房の詞。


浮舟．２．６．１９

■　と言いふ。

◇　と言う。

第七段　右近、浮舟の母の使者の迎えを断わる

浮舟．２．７．１

■　日高ひたかくなれば、格子かうしなど上あげて、右近うこんぞ近ちかくて仕つかうまつりける。

◇　日が高くなったので、格子などを上げて、右近は近くにお仕えしていた。

■　母屋もやの簾すだれは皆下みなおろしわたして、

◇　母屋の簾はみな下ろして、

■　「物忌ものいみ」

◇　「物忌」

■　など書かかせて付つけたり。

◇　などと書かせて貼っておいた。

■　母君ははぎみもやみづからおはする1とて、

◇　母君もご自身でお出でになるかも知れないと思って、

■　「夢見騒ゆめみさわがしかりつ2」

◇　「夢見が悪かったので」

■　と言いひなすなりけり。

◇　と理由をつけるのであった。

■　御手水みてうづなど参まゐりたるさまは、例れいのやうなれど、まかなひめざましう思おぼされて3、

◇　御手水などを差し上げる様子は、いつものようであるが、介添えを不満にお思いになって、


1 【母君もやみづからおはする】右近の心中。

2 【夢見騒がしかりつ】右近の詞。周囲の人に言った。

3 【まかなひめざましう思されて】主語は匂宮。右近一人の介添えを不満に思う。


浮舟．２．７．２

■　「そこに洗あらはせたまはば1」

◇　「あなたが先にお洗いあそばしたら」


1 【そこに洗はせたまはば】匂宮の詞。「そこ」は浮舟をさす。『集成』は「あなたがお洗いになったら（そのあとで私が）」。『完訳』は「あなたが先に、と譲る。その心やさしさが、浮舟を感動させる」と注す。


浮舟．２．７．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　女1をむな、いとさまよう心こころにくき人ひとを2見みならひたるに、時ときの間まも見みざらむに3死しぬべしと思おぼし焦こがるる人ひとを、

◇　女は、たいそう体裁よく奥ゆかしい人を見慣れていたので、束の間も逢わないでいると死んでしまいそうだと恋い焦がれている宮を、

■　「心こころざし深ふかしとは、かかるを言いふにやあらむ5」

◇　「ご愛情が深いとは、このような方を言うのであるろうか」

■　と思おもひ知しらるるにも、

◇　と思い知られるにつけても、

■　「あやしかりける身みかな6。

◇　「不思議な運命だわ。

■　誰たれも、ものの聞きこえあらば、いかに思おぼさむ7」

◇　皆が、噂をきいたら、どのようにお思いになるだろう」

■　と、まづかの上うへの御心みこころを8思おもひ出いできこゆれど、

◇　と、まずはあの宮の上のお気持ちを思い出し申し上げるが、


1 【女】『完訳』は「恋の場面を強調する呼称。以下、この呼称の多出する点に注意」と注す。

2 【いとさまよう心にくき人を】薫をいう。『集成』は「一分の隙もなく奥ゆかしい人」。『完訳』は「好ましく奥ゆかしい人」と訳す。

3 【見ざらむに】明融臨模本は「見さらむ（む＋は）に（に＄）」とある。すなわち「は」を補訂し、「に」をミセケチにする。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正前本文に従って「見ざらむに」と校訂する。『新大系』は底本の訂正に従って「見ざらむは」とする。

4? 【思しこがるる人】匂宮。

5 【心ざし深しとはかかるを言ふにやあらむ】浮舟の心中の思い。

6 【あやしかりける身かな】以下「いかに思さむ」まで、浮舟の心中の思い。

7 【いかに思さむ】主語は中君、薫、母親たち。

8 【まづかの上の御心を】『完訳』は「真っ先に中の君を思い起す点に注意。匂宮の妻であり、自分を世話してくれた義理もある」と注す。


浮舟．２．７．４

■　「知しらぬを1、返かへす返がへすいと心憂こころうし。

◇　「素性を知らないので、返す返すもとても情けない。

■　なほ、あらむままにのたまへ。

◇　やはり、ありのままにおっしゃってください。

■　いみじき下衆げすといふとも、いよいよなむあはれなるべき」

◇　ひどく身分の低い人だと言っても、ますますいとおしく思われましょう」


1 【知らぬを】以下「あはれなるべき」まで、匂宮の詞。浮舟の素姓を知らないので。なお、『集成』は「返す返す」から匂宮の詞とする。


浮舟．２．７．５

■　と、わりなう問とひたまへど、その御おほむいらへは絶たえてせず1。

◇　と、無理やりにお尋ねになるが、そのお返事は全然しない。

■　異事ことごとは、いとをかしくけぢかきさまにいらへきこえなどして、なびきたるを、いと限かぎりなうらうたしとのみ見みたまふ。

◇　他のことでは、とてもかわいらしく親しみやすい様子にお返事申し上げたりなどして、言うままになるのを、とてもこの上なくかわいらしいとばかり御覧になる。


1 【わりなう問ひたまへどその御いらへは絶えてせず】『完訳』は「光源氏と夕顔との恋に類似」と注す。


浮舟．２．７．６

■　日高ひたかくなるほどに、迎むかへの人1来ひときたり。

◇　日が高くなったころに、迎えの人が来た。

■　車二くるまふたつ、馬むまなる人ひとびとの、例れいの、荒あららかなる七しち、八人はちにん。

◇　車二台、乗馬の人びとが、いつものように、荒々しい者が七、八人。

■　男をのこども多おほく、例れいの、品々しなじなしからぬけはひ、さへづりつつ入いり来きたれば、人ひとびとかたはらいたがりつつ、

◇　男連中が大勢、例によって、下品な感じで、ぺちゃくちゃしゃべりながら入って来たので、女房たちは体裁悪がりながら、


1 【迎への人】浮舟の母からの迎え。


浮舟．２．７．７

■　「あなたに隠かくれよ1」

◇　「あちらに隠れなさい」


1 【あなたに隠れよ】迎えの人々に対して言った詞。


浮舟．２．７．８

■　と言いはせなどす1。

◇　と言わせたりする。

■　右近うこん、

◇　右近は、

■　「いかにせむ2。

◇　「どうしよう。

■　殿とのなむおはする3、と言いひたらむに、京きゃうにさばかりの人ひとのおはし、おはせず4、おのづから聞ききかよひて、隠かくれなきこともこそあれ」

◇　殿がおいでになっている、と言った時、京にはそれほどの身分の方がいらっしゃる、いらっしゃらないというのは、自然と知られていて、隠せないことかも知れない」

■　と思おもひて、この人ひとびとにも、ことに言いひ合あはせず、返かへり事書ごとかく。

◇　と思って、この女房たちにも、特に相談せずに、返事を書く。


1 【言はせなどす】『集成』は「女房が直接言うのでなく、下働きの者を通じて伝えさせるので、こう言う」と注す。

2 【いかにせむ】以下「こそあれ」まで、右近の心中の思い。

3 【殿なむおはする】「殿」は薫をさす。

4 【おはしおはせず】いらっしゃる、いらっしゃらないは、の意。


浮舟．２．７．９

■　「昨夜よべより穢けがれさせたまひて1、いと口惜くちをしきことを思おぼし嘆なげくめりしに、今宵こよひ、夢見騒ゆめみさわがしく見みえさせたまひつれば、今日けふばかり慎つつしませたまへとてなむ、物忌ものいみにてはべる。

◇　「昨夜から穢れなさって、とても残念なこととお嘆きになっていらっしゃったのですが、昨夜、悪い夢を御覧あそばしたので、今日一日はお慎みなさいと言って、物忌をいたしております。

■　返かへす返がへす、口惜くちをしく、ものの妨さまたげのやうに見みたてまつりはべる」

◇　返す返すも、残念で、悪夢が邪魔しているように拝見いたしております」


1 【昨夜より穢れさせたまひて】以下「見たてまつりはべる」まで、右近の手紙。「穢れ」は、生理の意。血を穢れとして忌んだ。


浮舟．２．７．１０

■　と書かきて、人ひとびとに物ものなど食くはせてやりつ。

◇　と書いて、人びとに食事をさせてやった。

■　尼君あまぎみにも、

◇　尼君にも、

浮舟．２．７．１１

■　「今日けふは物忌ものいみにて、渡わたりたまはぬ1」

◇　「今日は物忌で、お出かけなさいません」


1 【今日は物忌にて渡りたまはぬ】右近の詞。浮舟の母君への伝言。


浮舟．２．７．１２

■　と言いはせたり。

◇　と言わせた。

第八段　匂宮と浮舟、一日仲睦まじく過ごす

浮舟．２．８．１

■　例れいは暮くらしがたくのみ、霞かすめる山際やまぎはを眺ながめわびたまふに、暮くれ行ゆくはわびしくのみ思おぼし焦いらるるP8人1ひとに惹ひかれたてまつりて、いとはかなう暮くれぬ。

◇　いつもは時間のたつのも長く感じられ、霞んでいる山際を眺めながら物思いに耽っていたのに、日の暮れて行くのが侘しいとばかり思い焦がれていらっしゃる方に惹かれ申して、まことにあっけなく暮れてしまった。

■　紛まぎるることなくのどけき春はるの日ひに、見みれども見みれども飽あかずS3,2、そのことぞとおぼゆる隈くまなく、愛敬あいぎゃうづきなつかしくをかしげなり。

◇　誰に妨げられることのない長い春の日を、いくら見てもいて見飽きず、どこがと思われる欠点もなく、愛嬌があって、慕わしく魅力的である。


P8 思し焦らるる--おほしはゝか（はゝか/＄いら）るゝ

S3 春霞たなびく山の桜花見れども飽かぬ君にもあるかな（古今集恋四-六八四　紀友則）

1 【思し焦らるる人】匂宮。

2 【見れども見れども飽かず】『湖月抄』は「春霞たなびく山の桜花見れどもあかぬ君にもあるかな」（古今集恋四、六八四、紀友則）を引歌として指摘。


浮舟．２．８．２

■　さるは、かの対たいの御方おほむかたには似劣におとりなり1。

◇　その実は、あの対の御方には見劣りがするのである。

■　大殿おほとの君のきみの盛さかりに匂にほひたまへるあたり2にては、こよなかるべきほどの人ひとを3、たぐひなう思おぼさるるほどなれば、

◇　大殿の姫君の女盛りで美しくいらっしゃる方に比べたら、お話にもならないほどの女なのに、二人といないと思っていらっしゃる時なので、

■　「また知しらずをかし」

◇　「こんなによい女は他に知らない」

■　とのみ見みたまふ。

◇　とばかり思っていらっしゃる。


1 【さるはかの対の御方には似劣りなり】明融臨模本は「にをとりなり」とある。『完本』は諸本と底本の訂正前本文に従って「劣りたり」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「似劣りなり」とする。『全集』は「語り手の言葉。恋に盲いた匂宮の心に即した叙述をひるがえし、その主観的偏向を読者に気づかせる筆づかい」。『完訳』は「前述から翻った語り手の評言」と注す。

2 【大殿の君の盛りに匂ひたまへるあたり】夕霧の娘六の君。匂宮の正室。

3 【こよなかるべきほどの人を】『集成』は「お話にもならない人なのに」。『完訳』は「比べられぬほど浮舟は劣るとする」と注す。


浮舟．２．８．３

■　女をむなはまた、大将殿だいしゃうどのを、いときよげに、またかかる人ひとあらむや1と見みしかど、

◇　女はまた一方、大将殿を、とても美しそうで他にこのような方がいるだろうかと思っていたが、

■　「こまやかに2匂にほひきよらなることは、こよなくおはしけり」

◇　「情愛こまやかで輝くような美しさは、この上なくいらっしゃるなあ」

■　と見みる。

◇　と思う。


1 【いときよげにまたかかる人あらむや】浮舟の薫に対する感想。

2 【こまやかに】以下「おはしけり」まで、浮舟の匂宮に対する感想。「おはしけり」の「けり」は詠嘆の意。


浮舟．２．８．４

■　硯すずりひき寄よせて、手習てならひなどしたまふ1。

◇　硯を引き寄せて、手習などをなさる。

■　いとをかしげに書かきすさび、絵ゑなどを見所多みどころおほく描かきたまへれば、若わかき心地ここちには、思おもひも移うつりぬべし2。

◇　たいそう美しそうに書き遊んで、絵などを上手にたくさんお描きになるので、若い女心には、愛情も移ることであろう。


1 【手習などしたまふ】主語は匂宮。

2 【若き心地には思ひも移りぬべし】『岷江入楚』は「草子の地なり」と指摘。『完訳』は「浮舟は二十二歳」と注す。十分な成人である。


浮舟．２．８．５

■　「心こころより外ほかに1、え見みざらむほどは、これを見みたまへよ」

◇　「思うにまかせず、お逢いになれない時は、この絵を御覧なさい」


1 【心より外に】以下「見たまへよ」まで、匂宮の詞。


浮舟．２．８．６

■　とて、いとをかしげなる男女をとこをむな、もろともに添そひ臥ふしたる画かたを描かきたまひて、

◇　と言って、とても美しそうな男と女が、一緒に添い臥している絵を描きなさって、

浮舟．２．８．７

■　「常つねにかくてあらばや1」

◇　「いつもこうしていたいですね」


1 【常にかくてあらばや】匂宮の詞。


浮舟．２．８．８

■　などのたまふも、涙落なみだおちぬ1。

◇　などとおっしゃるのにも、涙が落ちた。


1 【涙落ちぬ】『集成』は「匂宮は」。『完訳』は「女は涙がこぼれた」と注す。


浮舟．２．８．９

■　「長ながき世よを頼たのめてもなほ悲かなしきは

ただ明日知あすしらぬ命いのちなりけり1

◇　「末長い仲を約束してもやはり悲しいのは

ただ明日を知らない命であるよ


1 【長き世を頼めてもなほ悲しきはただ明日知らぬ命なりけり】匂宮から浮舟への贈歌。


浮舟．２．８．１０

■　いとかう思おもふこそ1、ゆゆしけれ。

◇　まことにこのように思うのは、縁起でもないことだ。

■　心こころに身みをもさらにえまかせず、よろづにたばからむほど、まことに死しぬべくなむおぼゆる。

◇　思いのままに訪ねることがまったくできず、万策めぐらすうちに、ほんとうに死んでしまいそうに思われる。

■　つらかりし御おほむありさまを、なかなか何なに尋にたづね出いでけむ」

◇　つらかったご様子を、かえってどうして探し出したりしたのだろうか」


1 【いとかう思ふこそ】以下「尋ね出でけむ」まで、歌に続けた匂宮の詞。


浮舟．２．８．１１

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　女をむな、濡ぬらしたまへる筆ふでを取とりて、

◇　女は、濡らしていらっしゃる筆を取って、

浮舟．２．８．１２

■　「心こころをば嘆なげかざらまし命いのちのみ

定さだめなき世よと思おもはましかば1」

◇　「心変わりなど嘆いたりしないでしょう

命だけが定めないこの世と思うのでしたら」


1 【心をば嘆かざらまし命のみ定めなき世と思はましかば】浮舟の返歌。「命」「世」の語句を受けて返す。『完訳』は「「--ましかば--まし」の反実仮想の構文で、倒置法。命の移ろいやすいだけの世だとしたら、として、宮の不訪の言い訳を恨む歌」と注す。


浮舟．２．８．１３

■　とあるを、

◇　とあるのを、

■　「変かはらむをば恨うらめしう思おもふべかりけり」

◇　「心変わりするのを恨めしく思うようだ」

■　と見みたまふにも、いとらうたし。

◇　と御覧になるにつけても、まことにかわいらしい。

浮舟．２．８．１４

■　「いかなる人ひとの心変こころがはりを見みならひて1」

◇　「どのような人の心変わりを見てなのか」


1 【いかなる人の心変はりを見ならひて】匂宮の詞。暗に薫をさして言う。


浮舟．２．８．１５

■　など、ほほ笑ゑみて、大将だいしゃうのここに渡わたし初はじめたまひけむほどを、返かへす返がへすゆかしがりたまひて、問とひたまふを、苦くるしがりて、

◇　などと、にっこりして、大将がここに連れて来なさった当時のことを、繰り返し知りたくなって、お尋ねになるのを、つらく思って、

浮舟．２．８．１６

■　「え言いはぬことを、かうのたまふこそ1」

◇　「申し上げられませんことを、このようにお尋ねになるとは」


1 【え言はぬことをかうのたまふこそ】浮舟の詞。


浮舟．２．８．１７

■　と、うち怨ゑんじたるさまも、若わかびたり。

◇　と、恨んでいる様子も、若々しい。

■　おのづからそれは聞きき出いでてむ、と思おぼすものから、言いはせまほしきぞわりなきや1。

◇　自然とそれは聞き出そう、とお思いになる一方で、言わせたく思うのも困ったことだ。


1 【言はせまほしきぞわりなきや】『休聞抄』は「双」と指摘。『集成』は「本人の口から言わせたいとは、困ったものです。匂宮の蕩児ぶりをからかい気味に言う草子地」。『完訳』は「語り手の評言。無理強いをする匂宮の好色ぶりを強調」と注す。


第九段　翌朝、匂宮、京へ帰る

浮舟．２．９．１

■　夜よさり、京きゃうへ遣つかはしつる大夫参たいふまゐりて1、右近うこんに会あひたり。

◇　夜になって、京へ遣わした大夫が帰参して、右近に会った。


1 【大夫参りて】大夫時方。前に「（六位）蔵人よりかうぶり得たる」と五位になった大内記時方である。


浮舟．２．９．２

■　「后きさいの宮みやよりも1御使参おほむつかひまゐりて、右みぎの大殿おほとのもむつかりきこえさせたまひて、

◇　「后の宮からもご使者が参って、右の大殿もご不満を申されて、

■　『人ひとに知しられさせたまはぬ御おほむありきは、いと軽々かろがろしく、なめげなることもあるを、すべて、内裏うちなどに聞きこし召めさむことも、身みのためなむいとからき』

◇　『誰にも知らせあそばさぬお忍び歩きは、まことに軽々しく、無礼な行為に遭うこともあるのを、総じて、帝などがお耳にあそばすことも、わが身にとってもまことにつらい』

■　といみじく申まうさせたまひけり。

◇　とひどくおっしゃっていました。

■　東山ひむがしやまに聖御覧ひじりごらんじにとなむ、人ひとにはものしはべりつる」

◇　東山に聖僧にお会に行ったと、皆には申しておきました」


1 【后の宮よりも】以下「ものしはべりつる」まで、時方の詞。


浮舟．２．９．３

■　など語かたりて、

◇　などと話して、

浮舟．２．９．４

■　「女をむなこそ1罪深つみふかうおはするものはあれ2。

◇　「女というものは罪深くいらっしゃるものです。

■　すずろなる眷属けんぞくの人ひとをさへ惑まどはしたまひて、虚言そらごとをさへせさせたまふよ」

◇　何でもない家来までうろうろさせなさって、嘘までつかせなさるよ」


1 【女こそ】以下「せさせたまふよ」まで、引き続き時方の詞。

2 【ものはあれ】明融臨模本は「もの（の＋に）はあれ」とある。すなわち「に」を補訂する。『集成』『完本』は諸本と底本の訂正前本文に従って「ものは」と校訂する。『新大系』は底本の補入に従って「ものには」と校訂する。


浮舟．２．９．５

■　と言いへば、

◇　と言うと、

浮舟．２．９．６

■　「聖ひじりの名なをさへ1つけきこえさせたまひてければ、いとよし。

◇　「聖と呼んでくださったのは、とても結構な。

■　私わたくしの罪つみも2、それにて滅ほろぼしたまふらむ3。

◇　あなた個人の嘘をついた罪も、その功徳で帳消しなさりましょう。

■　まことに、いとあやしき御心みこころの4、げに、いかでならはせたまひけむ。

◇　ほんとうに、とても困ったご性質で、おっしゃるとおり、いったいどうしてそのような癖がおつきになったのでしょう。

■　かねてかうおはしますべしと承うけたまはらましにも、いとかたじけなければ、たばかりきこえさせてましものを。

◇　前々からこのようにいらっしゃると聞いておりましたら、とても恐れ多いことですから、うまくお取り計らい申し上げましたでしょうに。

■　奥あうなき御おほむありきにこそは」

◇　無分別なご外出ですこと」


1 【聖の名をさへ】以下「御ありきにこそは」まで、右近の詞。『完訳』は「浮舟を「聖」とまで読んでくれたとは上出来、とからかう」と注す。

2 【私の罪も】『集成』は「ご家来の嘘つきの罪。仏教では、殺生、偸盗、邪淫、妄語、飲酒を五悪とする。ここでは軽口」と注す。

3 【それにて滅ぼしたまふらむ】『完訳』は「時方が嘘をついた罪障も、浮舟を聖扱いした功徳で消えよう」と注す。

4 【あやしき御心の】匂宮の性分。


浮舟．２．９．７

■　と、扱あつかひきこゆ1。

◇　と、お困り申す。


1 【扱ひきこゆ】『集成』は「とやかく口出し申し上げる」。『完訳』は「お相手申している」と訳す。


浮舟．２．９．８

■　参まゐりて、

◇　帰参して、

■　「さなむ」

◇　「これこれです」

■　とまねびきこゆれば1、

◇　と申し上げると、

■　「げに、いかならむ2」

◇　「なるほど、どんなに騒いでいるだろう」

■　と、思おぼしやるに、

◇　と、ご想像になって、


1 【参りてさなむとまねびきこゆれば】右近が匂宮のもとに参上して時方が言ったことをそのまま、の意。

2 【げにいかならむ】匂宮の心中。都ではどんなに騒いでいるだろう、の意。


浮舟．２．９．９

■　「所狭ところせき身みこそ1わびしけれ2。

◇　「窮屈な身分はつらいものだ。

■　軽かろらかなるほどの殿上人てんじゃうびとなどにて、しばしあらばや。

◇　軽い身分の殿上人などで、しばらくいたいものだ。

■　いかがすべき。

◇　どうしたらよいだろうか。

■　かうつつむべき人目ひとめも、え憚はばかりあふまじくなむ。

◇　このように慎むべき外聞も、構ってはいられない。


1 【所狭き身こそ】以下「率て離れたてまつらむ」まで、匂宮の詞。

2 【わびしけれ】明融臨模本は「わるしけれ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「わびしけれ」と校訂する。「る」（留）は「ひ」（日）からの誤写であろう。


浮舟．２．９．１０

■　大将だいしゃうもいかに思おもはむとすらむ。

◇　大将もどのように思うであろうか。

■　さるべきほどとは1言いひながら、あやしきまで、昔むかしより睦むつましき仲なかに、かかる心こころの隔へだての知しられたらむ時とき、恥はづかしう、またいかにぞや。

◇　親しくて当然と言ってよいながら、不思議なまでに昔から親しい仲で、このような秘密が知られた時は、恥ずかしく、またどんなであろうか。


1 【さるべきほどとは】『集成』は「親しいのは当然の叔父甥の間柄とはいえ」と注す。


浮舟．２．９．１１

■　世よのたとひに言いふことも1あれば、待まち遠どほなるわがおこたりをも知しらず、怨うらみられたまはむを2さへなむ思おもふ。

◇　世のたとえに言うこともあるので、待ち遠しがらせている自分の怠慢を顧みずに、あなたが恨まれなさるだろうとまで心配になります。

■　夢ゆめにも人ひとに知しられたまふまじきさまにて、ここならぬ所ところに率ゐて離はなれたてまつらむ」

◇　まったく誰にも知られぬ状態で、ここではない所にお連れ申し上げよう」


1 【世のたとひに言ふことも】『集成』は「以下の文意によれば、「自分のことは棚に上げて他人の行為を咎める」といったこと」と注す。

2 【わがおこたりをも知らず怨みられたまはむを】「わがおこたり」は薫のそれ。「怨みられ」の「られ」は受身の助動詞、薫から浮舟が恨まれる。「給ふ」は浮舟に対する敬意。


浮舟．２．９．１２

■　とぞのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　今日けふさへかくて1籠こもりゐたまふべきならねば、出いでたまひなむとするにも、袖そでの中なかにぞ留とどめS4たまひつらむかし2。

◇　今日までもここにじっとしていらっしゃるわけにはいかないので、お出になろうとするにも、魂は女の袖の中にお残しになって行くのであろう。


S4 飽かざりし袖の中にや入りにけむわが魂のなき心地する（古今集雑下-九九二　陸奥）

1 【今日さへかくて】『完訳』は「今日で三日目になる」と注す。

2 【袖の中にぞ留めたまひつらむかし】『源氏釈』は「あかざりし袖の中にや入りにけむ我が魂のなき心地する」（古今集雑下、九九二、陸奥）を指摘。明融臨模本も付箋で同歌を指摘。三光院「草子地に推してかけり」と指摘。


浮舟．２．９．１３

■　明あけ果はてぬ前さきにと、人ひとびとしはぶき驚おどろかしきこゆ。

◇　すっかり明けない前にと、供人たちは咳払いをしてお促し申す。

■　妻戸つまどにもろともに率ゐておはして、え出いでやりたまはず。

◇　妻戸まで一緒に連れてお出でになって、とても外にお出になれない。

浮舟．２．９．１４

■　「世よに知しらず惑まどふべきかな先さきに立たつ

涙なみだも道みちをかきくらしつつ1」

◇　「いったいどうしてよいか分からない

先に立つ涙が道を真暗にするので」


1 【世に知らず惑ふべきかな先に立つ涙も道をかきくらしつつ】匂宮から浮舟への贈歌。「世」「夜」の懸詞。「夜」「惑ふ」「立つ」「道」は縁語。


浮舟．２．９．１５

■　女をむなも、限かぎりなくあはれと思おもひけり。

◇　女も、限りなく悲しいと思った。

浮舟．２．９．１６

■　「涙なみだをもほどなき袖そでにせきかねて

いかに別わかれをとどむべき身みぞ1」

◇　「涙も狭い袖では抑えかねますので

どのように別れを止めることができましょうか」


1 【涙をもほどなき袖にせきかねていかに別れをとどむべき身ぞ】浮舟の返歌。「涙」の語句を受けて返す。


浮舟．２．９．１７

■　風かぜの音おともいと荒あらましく、霜深しもふかき暁あかつきに、おのが衣々きぬぎぬS5も1冷ひややかになりたる心地ここちして、御馬おほむむまに乗のりたまふほど、引ひき返かへすやうにあさましけれど、御供おほむともの人ひとびと、

◇　風の音もとても荒々しく、霜の深い早朝に、お互いの衣装も冷たくなった気がして、お馬にお乗りになるとき、引き返す気持ちのようで驚くほどつらいが、お供の人々が、

■　「いと戯たわぶれにくしS6」

◇　「まったく冗談ではない」

■　と思おもひて2、ただ急いそがしに急いそがし出いづれば、我われにもあらで出いでたまひぬ。

◇　と思って、ひたすら急がして出発させたので、魂の抜けた思いでお出になった。


S5 しののめのほがらほがらと明け行けばおのがきぬぎぬなるぞ悲しき（古今集恋三-六三七　読人しらず）

S6 ありぬやとこころみがてら逢ひ見ねば戯れにくきまでぞ恋しき（古今集俳諧歌-一〇二五　読人しらず）

1 【霜深き暁におのが衣々も】『源氏釈』は「しののめのほがらほがらと明けゆけばおのが衣ぎぬなるぞ悲しき」（古今集恋三、六三七、読人しらず）を指摘。

2 【戯れにくしと思ひて】『評釈』は「ありぬやと心見がてらあひ見ねばたはぶれにくきまでぞ恋しき」（古今集俳諧、一〇二五、読人しらず）を指摘。


浮舟．２．９．１８

■　この五位二人1ごゐふたりなむ、御馬おほむむまの口くちにはさぶらひける。

◇　この五位の二人が、お馬の口取りとして仕えた。

■　さかしき山越やまごえ出いでてぞ、おのおの馬むまには乗のる。

◇　険しい山道をすっかり越えて、それぞれの馬に乗る。

■　みぎはの氷こほりを踏ふみならす馬むまの足音あしおとさへ、心細こころぼそくもの悲がなし。

◇　水際の氷を踏みならす馬の足音までが、心細く何となく悲しい。

■　昔むかしもこの道みちに2のみこそは、かかる山踏やまぶみはしたまひしかば、

◇　以前もこの道だけは、このような山歩きもなさったので、

■　「あやしかりける里さとの契ちぎりかな3」

◇　「不思議な宿縁の山里だなあ」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【この五位二人】大内記と時方。

2 【昔もこの道に】中君のもとに通ったころ。

3 【あやしかりける里の契りかな】匂宮の感想。


第三章　浮舟と薫の物語　薫と浮舟、宇治橋の和歌を詠み交す

第一段　匂宮、二条院に帰邸し、中君を責める

浮舟．３．１．１

■　二条にでうの院ゐんにおはしまし着つきて、女君をむなぎみのいと心憂こころうかりし御おほむもの隠かくしもつらければ、心こころやすき方かたに1大殿籠おほとのごもりぬるに、寝ねられたまはず、いと寂さびしきに、もの思おもひまされば、心弱こころよわく対たいに渡わたりたまひぬ。

◇　二条の院にお着きになって、女君がたいそう水臭くお隠しになっていたことが情けないので、気楽な方の部屋でお寝みになったが、眠ることがおできになれず、とても寂しく物思いがまさるので、心弱く対の屋にお渡りになった。


1 【心やすき方に】自分の部屋。寝殿にある。


浮舟．３．１．２

■　何心なにごころもなく、いときよげにておはす。

◇　何があったとも知らずに、とても美しそうにしていらっしゃる。

■　「めづらしく2をかしと見みたまひし人ひとよりも、またこれはなほありがたきさまはしたまへりかし」

◇　「又となく魅力的だと御覧になった人よりも、またこの人はやはり類稀な様子をしていらっしゃった」

■　と見みたまふものから、いとよく似にたるを思おもひ出いでたまふも、胸塞むねふたがれば、いたくもの思おぼしたるさまにて、御帳みちゃうに入いりて大殿籠おほとのごもる。

◇　と御覧になる一方で、とてもよく似ているのを思い出しなさるにも、胸が塞がる思いがして、ひどく物思いをなさっている様子で、御帳台に入ってお寝みになる。

■　女君をむなぎみも率ゐて入いりきこえたまひて、

◇　女君もお連れ申してお入りになって、


1? 【対に渡りぬ】西の対。中君の部屋。

2 【めづらしく】以下「たまへりかし」まで、匂宮の心中。浮舟と比較。


浮舟．３．１．３

■　「心地ここちこそいと悪あしけれ1。

◇　「気分がとても悪い。

■　いかならむとするにかと、心細こころぼそくなむある。

◇　どうなるのだろうかと、心細い気がする。

■　まろは、いみじくあはれと見置みおいたてまつるとも2、御おほむありさまはいととく変かはりなむかし3。

◇　わたしは、どんなにも深く愛していても先立ってしまったら、お身の上はまことすぐに変わってしまうでしょうね。

■　人ひとの本意ほいは、かならずかなふなれば」

◇　人の思いは、きっと通るものですからね」


1 【心地こそいと悪しけれ】以下「かなふなれば」まで、匂宮の詞。

2 【いみじくあはれと見置いたてまつるとも】あなた中君を。

3 【御ありさまはいととく変はりなむかし】『完訳』は「薫と結婚するかと、いやみに言う」と注す。


浮舟．３．１．４

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　「けしからぬことをも、まめやかにさへのたまふかな」

◇　「ひどいことを、真面目になっておっしゃるわ」

■　と思おもひて、

◇　と思って、

浮舟．３．１．５

■　「かう聞ききにくきことの2漏もりて聞きこえたらば3、いかやうに聞きこえなしたるにかと、人ひとも4思おもひ寄よりたまはむこそ、あさましけれ。

◇　「このように聞きずらいことが漏れ聞こえたら、どのように申し上げたのかと、あちらもお考えになりましょうことが、たまりません。

■　心憂こころうき身みには、すずろなることもいと苦くるしく」

◇　不運の身には、いい加減な冗談もとてもつらいので」


1? 【けしからぬことをもまめやかにのたまふかな】中君の心中の思い。

2 【かう聞きにくきことの】以下「いと苦しく」まで、中君の詞。

3 【漏りて聞こえたらば】薫の耳に。

4 【人も】薫。


浮舟．３．１．６

■　とて、背そむきたまへり。

◇　と言って、横をお向きになった。

■　宮みやも、まめだちたまひて、

◇　宮も、真面目になって、

浮舟．３．１．７

■　「まことにつらしと1思おもひきこゆることもあらむは、いかが思おぼさるべき。

◇　「ほんとうにつらいとお思い申し上げることがあるのは、どのようにお思いになるでしょう。

■　まろは、御おほむためにおろかなる人ひとかは2。

◇　わたしは、あなたにとっていい加減な人でしょうか。

■　人ひとも、ありがたしなど3、とがむるまでこそあれ。

◇　誰もが、めったにいない人だなどと、言い立てるくらいです。

■　人ひとにはこよなう4思おもひ落おとしたまふべかめり。

◇　誰かに比べてこの上なく見下しなさるようだ。

■　誰たれもさべきにこそはと5、ことわらるるを、隔へだてたまふ御心みこころの深ふかきなむ、いと心憂こころうき」

◇　誰もそのような運命なのだろうと、自然と理解されるが、隔てなさるお気持ちの強いのが、とても情けない」


1 【まことにつらしと】以下「いと心うき」まで、匂宮の詞。

2 【おろかなる人かは】反語表現。いい加減な男ではない、大事な夫だ。

3 【人もありがたしなど】世間の人も私のことをめったにいないほどの人だという。

4 【人にはこよなう】薫と比較して。

5 【誰れもさべきにこそはと】明融臨模本は「た（た＝ソ）れも」とある。すなわち「た」に「そ」を傍記する。『完本』は諸本と底本の傍記に従って「それも」と校訂する。『集成』『新大系』は本行本文に従って「たれも」と校訂する。


浮舟．３．１．８

■　とのたまふにも、

◇　とおっしゃるにつけても、

■　「宿世すくせのおろかならで、尋たづね寄よりたるぞかし1」

◇　「宿世が並々でなく、探し出したのだ」

■　と思おぼし出いづるに、涙なみだぐまれぬ。

◇　と思い出されると、自然と涙ぐまれた。

■　まめやかなるを、

◇　真剣なお姿を、

■　「いとほしう、いかやうなることを聞ききたまへるならむ2」

◇　「お気の毒で、どのようなことをお聞きになったのだろう」

■　と驚おどろかるるに、いらへきこえたまはむ言こともなし。

◇　とはっとさせられるが、お答え申し上げなさる言葉もない。


1 【宿世のおろかならで尋ね寄りたるぞかし】匂宮の心中の思い。浮舟との宿縁の深さを思う。

2 【いかやうなることを聞きたまへるならむ】中君の心中の思い。


浮舟．３．１．９

■　「ものはかなきさまにて1見みそめたまひしに、何なにごとをも軽かろらかに推おし量はかりたまふにこそはあらめ。

◇　「ちょっとした関係で結婚なさったので、どんなことも軽い気持ちで推量なさるのであろう。

■　すずろなる人ひとをしるべにて、その心寄こころよせを思おもひ知しり始はじめなどしたる過あやまちばかりに、おぼえ劣おとる身みにこそ」

◇　縁故もない人を頼みにして、その好意を受け入れたりしたのが過ちで、軽く扱われる身なのだ」

■　と思おぼし続つづくるも2、よろづ悲かなしくて、いとどらうたげなる御おほむけはひなり。

◇　とお思い続けるのも、何かと悲しくて、ますます可憐なご様子である。


1 【ものはかなきさまにて】以下「おぼえ劣る身にこそ」まで、中君の心中の思い。匂宮との結婚が正式な結婚でなかったことを思う。

2 【思し続くるも】主語は中君。


浮舟．３．１．１０

■　「かの人見ひとみつけたることは、しばし知しらせたてまつらじ」

◇　「あの人を見つけたことは、しばらくの間はお知らせ申すまい」

■　と思おぼせばP9、

◇　とお思いなので、

■　「異ことざまに思おもはせて怨うらみたまふを2、ただこの大将だいしゃうの御おほむことを3まめまめしくのたまふ」

◇　「他の事に思わせて恨みなさるのを、ひたすらこの大将の事を真剣になっておっしゃる」

■　と思おぼすに、

◇　とお思いになると、

■　「人ひとや虚言そらごとをたしかなるやうに聞きこえたらむ」

◇　「誰かが嘘を真実のように申し上げたのだろう」

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。

■　ありやなしやを聞きかぬ間まは、見みえたてまつらむも恥はづかし。

◇　事実か否かを確かめない間は、お会い申すのも恥ずかしい。


P9 思せば--おもへ（もへ/＄ほせ）は

1? 【かの人見つけたりとはしばし知らせたてまつらじ】匂宮の考え。「かの人」は浮舟、「知らせたてまつらじ」の対象は中君に。

2 【異ざまに思はせて怨みたまふを】主語は匂宮。

3 【ただこの大将の御ことを】以下、中君の心中に即した叙述。


第二段　明石中宮からと薫の見舞い

浮舟．３．２．１

■　内裏うちより大宮おほみやの御文おほむふみあるに1、驚おどろきたまひて、なほ心解こころとけぬ御みけしきにて2、あなたに渡わたりたまひぬ3。

◇　内裏から大宮のお手紙が来たので、驚きなさって、やはり釈然としないご様子で、あちらにお渡りになった。


1 【内裏より大宮の御文あるに】匂宮の母、明石中宮からの手紙。

2 【なほ心解けぬ御けしきにて】『集成』は「まだご機嫌の直らぬご様子で」と注す。

3 【あなたに渡りたまひぬ】西の対から寝殿へ。


浮舟．３．２．２

■　「昨日きのふのおぼつかなさを1。

◇　「昨日の心配したことよ。

■　悩なやましく思おぼされたなる、よろしくは参まゐりたまへ。

◇　ご気分悪くいらっしゃったそうですが、悪くないようでしたら参内なさい。

■　久ひさしうもなりにけるを」

◇　久しく見えませんこと」


1 【昨日のおぼつかなさを】以下「なりにけるを」まで、明石中宮からの手紙。


浮舟．３．２．３

■　などやうに聞きこえたまへれば、騒さわがれたてまつらむも苦くるしけれど、まことに御心地みここちも違たがひたるやうにて、その日ひは参まゐりたまはず。

◇　などというように申し上げなさったので、大げさに心配していただくのもつらいけれど、ほんとうにご気分も正気でないようで、その日は参内なさらない。

■　上達部かむだちめなど、あまた参まゐりたまへど1、御簾みすの内うちにて暮くらしたまふ。

◇　上達部などが、大勢参上なさったが、御簾の中でその日はお過ごしになる。


1 【参りたまへど】二条院に。


浮舟．３．２．４

■　夕ゆふつ方かた、右大将参うだいしゃうまゐりたまへり。

◇　夕方、右大将が参上なさった。

浮舟．３．２．５

■　「こなたにを1」

◇　「こちらに」


1 【こなたにを】匂宮の詞。


浮舟．３．２．６

■　とて、うちとけながら対面たいめんしたまへり。

◇　と言って、寛いだ恰好でお会いなさった。

浮舟．３．２．７

■　「悩なやましげに1おはします、とはべりつれば、宮みやにもいとおぼつかなく思おぼし召めしてなむ。

◇　「ご気分がお悪い、ということでございましたので、宮におかれましてもとてもご心配あそばされています。

■　いかやうなる御悩おほむなやみにか」

◇　どのようなご病気すか」


1 【悩ましげに】以下「御悩みに」まで、薫の詞。


浮舟．３．２．８

■　と聞きこえたまふ。

◇　とお尋ね申し上げなさる。

■　見みるからに、御心騷みこころさわぎのいとどまされば、言少ことずくなにて、

◇　お会いしただけで、お胸がどきどき高まってくるので、言葉少なくて、

■　「聖ひじりだつと言いひながら1、こよなかりける山伏心やまぶしごころかな。

◇　「聖めいているというが、途方もない山伏心だな。

■　さばかりあはれなる人ひとを2、さて置おきて、心こころのどかに月日つきひを待まちわびさすらむよ」

◇　あれほどかわいい女を、そのままにして置いて、何日も何日も待ちわびさせているとは」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【聖だつと言ひながら】以下「わびさすらむよ」まで、匂宮の心中。『完訳』は「薫の宇治の山里通いを皮肉って、山野に修行する山伏だとする」と注す。

2 【あはれなる人を】浮舟。


浮舟．３．２．９

■　例れいは、さしもあらぬことのついでに1だに、我われはまめ人びとと2もてなし名なのりたまふを、ねたがりたまひて3、よろづにのたまひ破やぶるを、かかること見表みあらはいたるを、いかにのたまはまし4。

◇　いつもは、ほんの些細な機会でさえ、自分はまじめ人間だと振る舞い自称していらっしゃるのを、悔しがりなさって、何かと文句をおつけになるのを、このような事を発見したのを、どうしておっしゃっらないだろうか。

■　されど、さやうの戯たはぶれ事ごともかけたまはず、いと苦くるしげに見みえたまへば、

◇　けれども、そのような冗談もおっしゃらず、とてもつらそうにお見えになるので、


1 【例はさしもあらぬことのついでに】以下「いかにのたまはまし」まで、『細流抄』は「草子地也」と指摘。

2 【我はまめ人と】薫が。

3 【ねたがりたまひて】主語は匂宮。

4 【いかにのたまはまし】反実仮想。『完訳』は「どんなに言い立てたことだろう。しかし、今はそれも憚る気持」と注す。


浮舟．３．２．１０

■　「不便ふびんなるわざかな1。

◇　「お気の毒なことです。

■　おどろおどろしからぬ御心地みここちの、さすがに日数経ひかずふるは、いと悪あしきわざにはべり。

◇　大したご病気ではなくても、やはり何日も続くのは、とてもよくないことでございます。

■　御風邪おほむかぜよくつくろはせたまへ」

◇　お風邪を充分ご養生なさいませ」


1 【不便なるわざかな】以下「よくつくろはせたまへ」まで、薫の詞。


浮舟．３．２．１１

■　など、まめやかに聞きこえおきて出いでたまひぬ。

◇　などと、心からお見舞い申し述べてお出になった。

■　「恥はづかしげなる人ひとなりかし1。

◇　「気のひけるほど立派な人である。

■　わがありさまを、いかに思おもひ比くらべけむ2」

◇　わたしの態度を、どのように比較しただろう」

■　など、さまざまなることにつけつつも、ただこの人ひとを3、時ときの間忘まわすれず思おぼし出いづ。

◇　などと、いろいろな事柄につけて、ひたすらあの女を、束の間も忘れずお思い出しになる。


1 【恥づかしげなる人なりかし】以下「いかに思ひ比べけむ」まで、匂宮の心中。薫の態度と自分を比較。

2 【いかに思ひ比べけむ】主語は浮舟。

3 【この人を】浮舟。


浮舟．３．２．１２

■　かしこには1、石山いしやまも停とまりて、いとつれづれなり。

◇　あちらでは、石山詣でも中止になって、まことに何もすることない。

■　御文おほむふみには、いといみじきことを書かき集あつめたまひて遣つかはす。

◇　お手紙には、とてもつらい思いをたくさんお書きになってお遣りになる。

■　それだに心こころやすからず、

◇　それでさえ気が落ち着かず、

■　「時方ときかた」

◇　「時方」

■　と召めしし大夫たいふの従者ずさの、心こころも知しらぬしてなむやりける。

◇　と言って召し出した大夫の従者で、事情を知らない者をして遣わしたのであった。


1 【かしこには】宇治をさす。


浮舟．３．２．１３

■　「右近うこんが古ふるく1知しれりける人ひとの、殿とのの御供おほむともにて尋たづね出いでたる、さらがへりてねむごろがる」

◇　「私め右近が古くから知っていた人で、殿のお供で訪ねて来まして、昔に縒りを戻して懇意になろうとするのです」


1 【右近が古く】以下「ねむごろがる」まで、右近の詞。


浮舟．３．２．１４

■　と、友達ともだちには言いひ聞きかせたり。

◇　と、女房仲間には言い聞かせていた。

■　よろづ右近うこんぞ、虚言そらごとしならひける1。

◇　何かと右近は、嘘をつくことになったのであった。


1 【よろづ右近ぞ虚言しならひける】『集成』は「何もかも、右近は嘘ばかりつく破目になるのだった。からかい気味の草子地」。『完訳』は「諧謔味のある評言」と注す。


第三段　二月上旬、薫、宇治へ行く

浮舟．３．３．１

■　月つきもたちぬ1。

◇　月が替わった。

■　かう思おぼし知しらるれど2、おはしますことはいとわりなし。

◇　このようにお分かりになるが、お出かけになることはとても無理である。

■　「かうのみ3ものを思おもはば、さらにえながらふまじき身**なめり」

◇　「こうして物思いばかりしていたら、生きてもいられないようなわが身だ」

■　と、心細こころぼそさを添そへて嘆なげきたまふ。

◇　と、心細さが加わってお嘆きになる。

◆　 
つき も たち ぬ。 かう おぼし しら るれ ど、 おはします こと は いと わりなし。 "かう のみ もの を おもは ば、 さらに え ながらふ まじき な' めり。" と、 こころぼそさ を そへ て なげき たまふ。


1 【月もたちぬ】二月となる。

2 【かう思し知らるれど】明融臨模本は「おほしゝらるれと（ゝらるれと＝イラルレトイ）」とある。すなわち「しらるれと」の傍らに異本「いらるれと」を傍記する。『集成』『完本』は諸本と底本の傍記に従って「焦らるれど」と校訂する。『新大系』は本行本文に従って「知らるれど」と校訂する。

3 【かうのみ】以下「身なめり」まで、匂宮の心中。


浮舟．３．３．２

■　大将殿だいしゃうどの、すこしのどかになりぬるころ、例れいの、忍しのびておはしたり。

◇　大将殿は、少しのんびりしたころ、いつものように、人目を忍んでお出でになった。

■　寺てらに仏ほとけなど拝おがみたまふ。

◇　寺で仏などを拝みなさる。

■　御誦経みずきゃうせさせたまふ僧そうに、物賜ものたまひなどして、夕ゆふつ方かた、ここには1忍しのびたれど、これは2わりなくもやつしたまはず。

◇　御誦経をおさせになる僧に、お布施を与えたりして、夕方に、こちらには人目を忍んでだが、この人はひどく身を簡略になさるでもない。

■　烏帽子直衣えぼうしなほしの姿すがた、いとあらまほしくきよげにて、歩あゆみ入いりたまふより、恥はづかしげに、用意よういことなり。

◇　烏帽子に直衣姿が、たいそう理想的で美しそうで、歩んでお入りになるなり、こちらが恥ずかしくなりそうで、心づかいが格別である。


1 【ここには】浮舟のもと。

2 【これは】薫。匂宮のやつし姿に対していう。


浮舟．３．３．３

■　女1をむな、いかで見みえたてまつらむとすらむと2、空そらさへ恥はづかしく恐おそろしきに、あながちなりし人3ひとの御おほむありさま、うち思おもひ出いでらるるに、また、この人ひとに見みえたてまつらむを思おもひやるなむ、いみじう心憂こころうき。

◇　女は、どうしてお会いできようかと、空にまで目があって恐ろしく思われるので、激しく一途であった方のご様子が、自然と思い出されると、一方で、この方にお会いすることを想像すると、ひどくつらい。


1 【女】浮舟。

2 【いかで見えたてまつらむとすらむと】浮舟の懊悩の心中。匂宮に逢ったうしろめたさ。

3 【あながちなりし人】匂宮。


浮舟．３．３．４

■　「『われは年としごろ見みる人ひとをも1、皆思みなおもひ変かはりぬべき心地ここちなむする』

◇　「『私は今まで何年も会っていた女の思いが、皆あなたに移ってしまいそうだ』

■　とのたまひしを、げに、そののち2御心地苦みここちくるしとて、いづくにもいづくにも3、例れいの御おほむありさまならで、御修法みすほふなど騒さわぐなるを聞きくに、また、いかに聞ききて思おぼさむ4」

◇　とおっしゃったのを、なるほど、その後はご気分が悪いと言って、どの方にもどの方にも、いつものようなご様子ではなく、御修法などと言って騒いでいるというのを聞くと、また、どのようにお聞きになってどのようにお思いになるだろうか」

■　と思おもふもいと苦くるし。

◇　と、思うにつけてまことにつらい。


1 【われは年ごろ見る人をも】以下「いかに聞きて思さむ」まで、浮舟の心中。また「心地なむする」まで、『完訳』は「浮舟の心に刻印された匂宮の言葉」と注す。

2 【げにそののち】浮舟の納得の気持ち。『完訳』は「匂宮は病気と騒がれたが、中の君にも六の君にも会わぬと噂が宇治に伝わる。それを根拠に宮の言葉に「げに」と納得」と注す。

3 【いづくにもいづくにも】中君や六君。

4 【いかに聞きて思さむ】主語は匂宮。浮舟が薫を逢うことを。


浮舟．３．３．５

■　この人ひとはた1、いとけはひことに、心深こころふかく、なまめかしきさまして、久ひさしかりつるほどのおこたりなどのたまふも、言多ことおほからず、恋こひし愛かなしとおり立たたねど、常つねにあひ見みぬ恋こひの苦くるしさを、さまよきほどにうちのたまへる、いみじく言いふにはまさりてS7,2、いとあはれと人ひとの思おもひぬべきさまを3しめたまへる人柄ひとがらなり。

◇　この方はこの方で、たいそう感じが格別で、愛情深く、優美な態度で、久しく会わなかったご無沙汰のお詫びをおっしゃるのも、言葉数多くなく、恋しい愛しいと直接には言わないが、いつも一緒にいられない恋の苦しい気持ちを、体裁よくおっしゃるのが、ひどく言葉を尽くして言うよりもまさって、たいそうしみじみと誰もが思うにちがいないような感じを身につけていらっしゃる人柄である。

■　艶えんなる方かたはさるものにて、行ゆく末長すゑながく人ひとの頼たのみぬべき心こころばへなど、こよなくまさりたまへり。

◇　やさしく美しい方面は無論のこと、将来末長く信頼できる性格などが、この上なくまさっていらっしゃった。


S7 心には下行く水の湧き返り言はで思ふぞ言ふにまされる（古今六帖五-二六四八）

1 【この人はた】薫。

2 【言ふにはまさりて】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「心には下行く水のわきかへり言はで思ふぞ言ふにまされる」（古今六帖五、言はで思ふ）を指摘。

3 【人の思ひぬべきさまを】『集成』は「相手の女が思いそうな感じを」。『完訳』は「誰しもまったく感にたえるほかないような風格を」と注す。


浮舟．３．３．６

■　「思おもはずなるさまの心こころばへなど2、漏もり聞きかせたらむ時ときも、なのめならずいみじくこそあべけれ。

◇　「心外なと思われる様子の気持ちなどが、漏れてお耳に入った時は、とても大変なことになるであろう。

■　あやしううつし心ごころもなう思おぼし焦いらるる人3ひとを、あはれと思おもふも、それはいとあるまじく軽かろきことぞかし。

◇　不思議なほど正気もなく恋い焦がれている方を、恋しいと思うのも、それはとてもとんでもなく軽率なことだわ。

■　この人ひとに憂うしと思おもはれて、忘わすれたまひなむ」

◇　この方に嫌だと思われて、お忘れになるってしまう」

■　心細こころぼそさは、いと深ふかうしみにければ、思おもひ乱みだれたるけしきを、

◇　心細さは、とても深くしみこんでいたので、思い乱れている様子を、

■　「月つきごろに4、こよなうものの心知こころしり、ねびまさりにけり。

◇　「途絶えていたこの幾月間に、すっかり男女の情理をわきまえ、成長したものだ。

■　つれづれなる住すみ処かのほどに、思おもひ残のこすことはあらじかし」

◇　何もすることのない住処にいる間に、あらゆる物思いの限りを尽くしたのだろうよ」

■　と見みたまふも、心苦こころぐるしければ、常つねよりも心こころとどめて語かたらひたまふ。

◇　と御覧になるにつけても、気の毒なので、いつもより心をこめてお語らいになる。


1? 【艶なる方は--まさりたまへり】『湖月抄』は「草子地に薫のさまをいふ也」と注す。

2 【思はずなるさまの心ばへなど】浮舟が匂宮に逢ったこと。それが薫にとっては心外な浮舟のこころ映るだろうこと。以下、浮舟の心情にそった叙述。

3 【思し焦らるる人】匂宮。

4 【月ごろに】以下「あらじかし」まで、薫の心中。浮舟の変化に対する感動。昨年の秋以来の再会。


第四段　薫と浮舟、それぞれの思い

浮舟．３．４．１

■　「造つくらする所1ところ、やうやうよろしうしなしてけり。

◇　「造らせている所は、だんだんと出来上がって来た。

■　一日ひとひなむ、見みしかば、ここよりは気近けぢかき水みづに、花はなも見みたまひつべし。

◇　先日、見に行ったが、ここよりはやさしい感じの川があって、花も御覧になれましょう。

■　三条さむでうの宮みやも2近ちかきほどなり。

◇　三条宮邸も近い所です。

■　明あけ暮くれおぼつかなき隔へだても、おのづからあるまじきを、この春はるのほどに、さりぬべくは渡わたしてむ」

◇　毎日会わないでいる不安も、自然と消えましょうから、この春のころに、差し支えなければお連れしよう」


1 【造らする所】以下「渡してむ」まで、薫の詞。浮舟を迎えるために造っている京の邸。

2 【三条の宮も】薫の本邸。


浮舟．３．４．２

■　と思おもひてのたまふも、

◇　と思っておっしゃるのにつけても、

■　「かの人ひとの1、のどかなるべき所思ところおもひまうけたりと、昨日きのふものたまへりしを2、かかることも知しらで、さ思おぼすらむよ」

◇　「あの方が、のんびりとした所を考えついたと、昨日もおっしゃっていたが、このようなことをご存知なくて、そのようにお考えになっていることよ」

■　と、あはれながらも、

◇　と、心が痛みながらも、

■　「そなたになびくべきにはあらずかし3」

◇　「そちらに靡くべきではないのだ」

■　と思おもふからに4、ありし御おほむさまの、面影おもかげに5おぼゆれば、

◇　と思うその一方で、先日のお姿が、面影に現れるので、

■　「我われながらも、うたて心憂こころうの身みや6」

◇　「自分ながらも嫌な情けない身の上だわ」

■　と、思おもひ続つづけて泣なきぬ。

◇　と、思い続けて泣いた。


1 【かの人の】以下「さ思すらむよ」まで、浮舟の心中。「かの人」は匂宮。

2 【昨日ものたまへりしを】『集成』は「昨日も匂宮から手紙が来た趣」と注す。

3 【そなたになびくべきにはあらずかし】浮舟の心中。「そなた」は匂宮。

4 【と思ふからに】『集成』は「と思うその下から」。『完訳』は「と思うとすぐさまに」と訳す。

5 【ありし御さまの面影に】先日逢った折の匂宮の姿。

6 【我ながらもうたて心憂の身や】浮舟の心中。


浮舟．３．４．３

■　「御心みこころばへの、かからで1おいらかなりしこそ、のどかにうれしかりしか。

◇　「お気持ちが、このようでなくおっとりとしていたのが、のんびりと嬉しかった。

■　人ひとのいかに聞きこえ知しらせたることかある。

◇　誰かが何か言い聞かせたことがあるのですか。

■　すこしもおろかならむ心こころざしにては、かうまで参まゐり来くべき身みのほど、道みちのありさまにもあらぬを」

◇　少しでも並々の愛情であったら、こうしてわざわざやって来ることができる身分ではないし、道中でもないのですよ」


1 【御心ばへのかからで】以下「ありさまもあらぬを」まで、薫の詞。薫は浮舟が薫の不訪を恨んで嫉妬するものと思っていた。


浮舟．３．４．４

■　など、朔日ついたちごろ1の夕月夜ゆふづくよに、すこし端近はしちかく臥ふして眺ながめ出いだしたまへり。

◇　などと言って、初旬ころの夕月夜に、少し端に近い所に臥して外を眺めていらっしゃった。

■　男をとこは、過すぎにし方かたのあはれをも思おぼし出いで2、女をむなは、今いまより添そひたる身みの憂うさを嘆なげき加くはへて、かたみにもの思おもはし。

◇　男は、亡くなった姫君のことを思い出しなさって、女は、今から加わった身のつらさを嘆いて、お互いに物思いする。


1 【朔日ごろ】二月初旬。

2 【男は過ぎにし方のあはれをも思し出で】薫は故大君を追慕。


第五段　薫と浮舟、宇治橋の和歌を詠み交す

浮舟．３．５．１

■　山やまの方かたは霞隔かすみへだてて1、寒さむき洲崎すさきに立たてる鵲かささぎS8の姿すがたも、所ところからはいとをかしう見みゆるに、宇治橋うぢばしのはるばると見みわたさるるに、柴積しばつみ舟ぶねの所々ところどころに行ゆきちがひたるなど、他ほかにて目馴めなれぬことどものみとり集あつめたる所ところなれば、見みたまふたびごとに、なほそのかみのことの2ただ今いまの心地ここちして、いとかからぬ人ひとを3見交みかはしたらむだに、めづらしき仲なかのあはれ多おほかるべきほどなり。

◇　山の方は霞が隔てて、寒い洲崎に立っている鵲の姿も、場所柄かとても興趣深く見えるが、宇治橋がはるばると見渡されるところに、柴積み舟があちこちで行き交っているのなどが、他の場所では見慣れないことばかりがあれやこれやある所なので、御覧になる度ごとに、やはりその当時のことがまるで今のような気がして、ほんとにそうでもない女を相手にする時でさえ、めったにない逢瀬の情が多いにちがいないところである。


S8 蒼茫霧雨之霽初　寒汀鷺立　重畳煙嵐之断処　晩寺帰僧〈蒼茫たる霧雨（うぶ）の霽（はれ）の初めに　寒汀に鷺立てり　重畳せる煙嵐の断えたる処に　晩寺に僧帰る〉（和漢朗詠集下-六〇四　張読）

1 【山の方は霞隔てて】以下の景色について、『異本紫明抄』は「蒼茫たる霧雨の霽の初めに寒汀に鷺立てり重畳せる煙嵐の断えたる処に晩寺に僧帰る」（和漢朗詠集、僧）を指摘。

2 【そのかみのことの】大君在世当時。

3 【いとかからぬ人を】『集成』は「ほんとに、大君ゆかりの人といった筋合ではない女と向い合ったにしても、ざらにはない逢瀬の風情が多かろうというものである。それほど趣深い背景」。『完訳』は「亡き大君にゆかりのない女を相手にする場合でさえ。「--だに」を受け、「まして」浮舟は、と続く」と注す。


浮舟．３．５．２

■　まいて、恋こひしき人ひとにP10,1よそへられたるもこよなからず、やうやうものの心知こころしり、都馴みやこなれゆくありさまのをかしきも、こよなく見みまさりしたる心地ここちしたまふに、女をむなは、かき集あつめたる心こころのうちに、催もよほさるる涙なみだ、ともすれば出いでたつを、慰なぐさめかねたまひつつ、

◇　それ以上に、恋しい女に似ているのもこの上なく、だんだんと男女の情理を知り、都の女らしくなってゆく様子がかわいらしいのも、すっかり良くなった感じがなさるが、女は、あれこれ物思いする心中に、いつの間にかこみ上げてくる涙、ややもすれば流れ出すのを、慰めかねなさって、


P10 恋しき人に--これ（れ/＄ひ）しき人（人/+に）

1 【恋しき人に】故大君に。主語「浮舟は」が省略されている。


浮舟．３．５．３

■　「宇治橋うぢばしの長ながき契ちぎりは朽くちせじを

危あやぶむ方かたに心騒こころさわぐな1

◇　「宇治橋のように末長い約束は朽ちないから

不安に思って心配なさるな


1 【宇治橋の長き契りは朽ちせじを危ぶむ方に心騒ぐな】薫から浮舟への贈歌。


浮舟．３．５．４

■　今見いまみたまひてむ1」

◇　やがてお分かりになりましょう」


1 【今見たまひてむ】歌に添えた詞。


浮舟．３．５．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

浮舟．３．５．６

■　「絶たえ間まのみ世よには危あやふき宇治橋うぢばしを

朽くちせぬものとなほ頼たのめとや1」

◇　「絶え間ばかりが気がかりでございます宇治橋なのに

朽ちないものと依然頼りにしなさいとおっしゃるのですか」


1 【絶え間のみ世には危ふき宇治橋を朽ちせぬものとなほ頼めとや】浮舟の返歌。「宇治橋」「朽ち」の語句を受けて「なほ頼めとや」と切り返す。『全集』は「忘らるる身を宇治橋の中絶えて人も通はぬ年ぞへにける」（古今集恋五、八二五、読人しらず）を指摘。


浮舟．３．５．７

■　さきざきよりもいと見捨みすてがたく、しばしも立たちとまらまほしく思おぼさるれど、人ひとのもの言**ひのやすからぬに、

◇　以前よりもまことに見捨てがたく、暫くの間も逗留していたくお思いになるが、世間の噂がうるさいので、

■　「今いまさらなり。

◇　「今さら長居をすべきでもない。

■　心こころやすきさまにてこそ1」

◇　気楽に会える時になったら」

■　など思おぼしなして、暁あかつきに帰かへりたまひぬ。

◇　などとお考えになって、早朝にお帰りになった。

■　「いとようもおとなびたりつるかな」

◇　「とても素晴らしく成長なさったな」

■　と、心苦こころぐるしく思おぼし出いづること、ありしにまさりけり3。

◇　と、おいたわしくお思い出しになること、今まで以上であった。

◆　 
さきざき より も いと みすて がたく、 しばし も たち-とまら まほしく おぼさ るれ ど、 ひと の ものいひ やすから ぬ に、 "いまさら なり。 こころやすき さま にて こそ。" など おぼし なし て、 あかつき に かへり たまひ ぬ。 "いと よう も おとなび たり つる かな!" と、 こころぐるしく おぼしいづる こと、 ありし に まさり けり。


1 【今さらなり心やすきさまにてこそ】薫の心中。『完訳』は「いまさら長居すべきでもない、京に引き取ってから気楽な所でゆっくり逢おう。匂宮とは対照的」と注す。

2? 【いとようもおとなびつるかな】薫の感想。浮舟の成長を思う。

3 【ありしにまさりけり】明融臨模本、朱合点あり。『紫明抄』は「出でていなばいなば誰か別れの難からむありしにまさる今日は悲しも」（伊勢物語）を指摘。


第四章　浮舟と匂宮の物語　匂宮と浮舟、橘の小島の和歌を詠み交す

第一段　二月十日、宮中の詩会催される

浮舟．４．１．１

■　如月きさらぎの十日とをかのほどに、内裏うちに文作ふみつくらせたまふとて、この宮みやも大将だいしゃうも参まゐりあひたまへり。

◇　二月の十日ころに、内裏で作文会を開催あそばすということで、この宮も大将も参内なさった。

■　折をりに合あひたる物ものの調しらべどもに、宮みやの御声おほむこゑはいとめでたくて、

◇　季節に適った楽器の響きに、宮のお声は実に素晴らしく、

■　「梅むめが枝**」

◇　「梅が枝」

■　など謡うたひたまふ。

◇　などを謡いなさる。

■　何なにごとも1人ひとよりはこよなうまさりたまへる御おほむさまにて、すずろなること思おぼし焦いらるるのみなむ、罪深つみふかかりける2。

◇　何事も誰よりもこの上なく上手でいらっしゃるご様子で、つまらないことに熱中なさることだけが、罪深いことであった。

◆　 
きさらぎ の とをか の ほど に、 うち に ふみ つくら せ たまふ とて、 この みや も だいしゃう も まゐり あひ たまへ り。 をり に あひ たる もの の しらべ-ども に、 みや の おほむ-こゑ は いと めでたく て、 むめがえ など うたひ たまふ。 なにごと も ひと より は こよなう まさり たまへ る おほむ-さま にて、 すずろ なる こと おぼしいら るる のみ なむ、 つみ ふかかり ける。


1 【何ごとも】以下、『一葉抄』は「草子詞也」と指摘。『評釈』は「何もかもすぐれている宮、と、改めて作者はほめる。それでいて女のことで乱れるのが困りもの、と。--このところ余りひどすぎる宮さまのおんふるまいと、読者が思うであろう。それを、さきまわりして弁解しておくのである」と注す。

2 【すずろなること思し焦らるるのみなむ罪深かりける】『完訳』は「語り手の評」と注す。


浮舟．４．１．２

■　雪ゆきにはかに降ふり乱みだれ、風かぜなど烈はげしければ、御遊おほむあそびとくやみぬ。

◇　雪が急に降り乱れ、風などが烈しく吹いたので、御遊会は早く終わりになった。

■　この宮みやの御宿直所おほむとのゐどころに、人ひとびと参まゐりたまふ。

◇　この宮の御宿直部屋に、人びとがお集まりになる。

■　もの参まゐりなどして、うち休やすみたまへり。

◇　食事を召し上がったりして、休んでいらっしゃった。

浮舟．４．１．３

■　大将だいしゃう、人ひとにもののたまはむとて、すこし端近はしちかく出いでたまへるに、雪ゆきのやうやう積つもるが、星ほしの光ひかりにおぼおぼしきを、

◇　大将、誰かに何かおっしゃろうとして、少し端近くにお出になったが、雪がだんだんと降り積もったのが、星の光ではっきりとしないので、

■　「闇やみはあやなしS9」

◇　「闇はわけが分からない」

■　と1おぼゆる匂にほひありさまにて、

◇　と思われる匂いや姿で、


S9 春の夜の闇はあやなし梅の花色こそ見えね香やは隠るる（古今集春上-四一　凡河内躬恒）

1 【闇はあやなしと】明融臨模本、朱合点、付箋「春のよのやみはあやなし梅のはな色こそみえね香やはかくるる」（古今集春上、四一、凡河内躬恒）を指摘。


浮舟．４．１．４

■　「衣片敷ころもかたしき今宵こよひもやS10」

◇　「小さい筵に衣を独り敷いて今夜も宇治の姫君はで待っていることだろう」


S10 さむしろに衣片敷き今宵もや我を待つらむ宇治の橋姫（古今集恋四-六八九　読人しらず）


浮舟．４．１．５

■　と、うち誦ずじたまへるも、はかなきことを2口くちずさびにのたまへるも、あやしくあはれなるけしき添そへる人ひとざまにて、いともの深ふかげなり。

◇　と、ふと口ずさみなさったのも、ちょっとしたことを口ずさんだのだが、妙にしみじみとした情感をそそる人柄なので、たいそう奥ゆかしく見える。


1? 【衣片敷き今宵もやと】『源氏釈』、明融臨模本、朱合点、付箋「さむしろに衣かたしき今夜もやわれを待らんうちの橋姫」（古今集恋四、六八九、読人しらず）を指摘。

2 【はかなきことを】『集成』は「漢詩に対して、和歌を「はかなきこと」という」と注す。


浮舟．４．１．６

■　言ことしもこそあれ1、宮みやは寝ねたるやうにて、御心騒みこころさわぐ。

◇　他に歌はいくらでもあろうに、宮は寝入っていたようだが、お心が騒ぐ。


1 【言しもこそあれ】『全集』は「語り手の短評」と注す。


浮舟．４．１．７

■　「おろかには思おもはぬなめりかし1。

◇　「いい加減には思っていないようだ。

■　片敷かたしく袖そでを2、我われのみ思おもひやる心地ここちしつるを、同おなじ心こころなるもあはれなり。

◇　独り寂しくいるだろうと、わたしだけが思いやっていると思ったのに、同じ気持ちでいるとは憎らしい。

■　侘わびしくもあるかな。

◇　やるせない話だ。

■　かばかりなる本もとつ人ひとをおきて3、我わが方かたにまさる思おもひは、いかでつくべきぞ」

◇　あれほどの元からの人をおいて、自分の方にいっそうの愛情を、どうして向けることができようか」


1 【おろかには思はぬなめりかし】以下「いかでつくべきぞ」まで、匂宮の心中の思い。「おろかには思はぬ」の主語は薫。

2 【片敷く袖を】「古今集」歌の歌語。独り寝の寂しい気持ち。

3 【かばかりなる本つ人をおきて】薫をさす。


浮舟．４．１．８

■　とねたう思おぼさる。

◇　と悔しく思わずにはいらっしゃれない。

浮舟．４．１．９

■　明朝つとめて、雪ゆきのいと高たかう積つもりたるに、文ふみたてまつりたまはむとて1、御前おまへに参まゐりたまへる御容貌おほむかたち、このころいみじく盛さかりにきよげなり。

◇　早朝、雪が深く積もったので、詩文を献上しようとして、御前に参上なさったご器量は、最近特に男盛りで美しそうに見える。

■　かの君きみも同おなじほどにて、今二いまふたつ、三みつまさるけぢめ2にや、すこしねびまさるけしき用意よういなどぞ、ことさらにも作つくりたらむ、あてなる男をとこの本ほんにしつべくものしたまふ。

◇　あの君も同じくらいの年齢で、もう二、三歳年長の違いからか、少し老成した態度や心配りなどは、特別に作り出したような、上品な男の手本のようでいらっしゃる。

■　「帝みかどの御婿おほむむこにて飽あかぬことなし」

◇　「帝の婿君として不足がない」

■　とぞ、世人よひともことわりける。

◇　と、世間の人も判断している。

■　才ざえなども、おほやけおほやけしき方かたも、後おくれずぞおはすべき3。

◇　詩文の才能なども、政治向きの才能も、誰にも負けないでいらっしゃったのだろう。


1 【文たてまつりたまはむとて】昨夜賜った詩題について作った漢詩。帝の御前に献上する。

2 【かの君も同じほどにて今二つ三つまさるけぢめ】『集成』は「実は、薫は匂宮より年下のはず。匂宮誕生は、源氏四十七歳以前。薫は、源氏四十八歳の時の子である。老成した薫の人物像を強調しようとしてわざとこうしたのであろう」。『完訳』は「薫の老成のイメージを強調するために不用意に誤ったか」と注す。

3 【才などもおほやけおほやけしき方も後れずぞおはすべき】『集成』は「女の語り手らしい語尾」と注す。


浮舟．４．１．１０

■　文講ふみかうじ果はてて、皆人みなひとまかでたまふ。

◇　詩文の披講がすっかり終わって、参会者皆が退出なさる。

■　宮みやの御文おほむふみを、

◇　宮の詩文を

■　「すぐれたり」

◇　「優れていた」

■　と誦ずじののしれど、何なにとも聞きき入いれたまはず1、

◇　と朗誦して誉めるが、何ともお感じにならず、

■　「いかなる心地ここちにて、かかることをもし出いづらむ2」

◇　「どのような気持ちで、こんなことをしているのか」

■　と、そらにのみ思おもほしほれたり。

◇　と、ぼんやりとばかりしていらっしゃった。


1 【何とも聞き入れたまはず】詩文のことは念頭になく、浮舟のことばかりを思っている。

2 【いかなる心地にてかかることをもし出づらむ】匂宮の心中。


第二段　匂宮、雪の山道の宇治へ行く

浮舟．４．２．１

■　かの人ひとの御みけしきにも1、いとど驚おどろかれたまひければ、あさましうたばかりておはしましたり。

◇　あの方のご様子からも、ますますはっとなさったので、無理な算段をしてお出かけになった。

■　京きゃうには、友待ともまつばかり消きえ残のこりたる雪2ゆきS11、山深やまふかく入いるままに、やや降ふり埋うづみたり。

◇　京では、わずかばかり消え残っている雪が、山深く入って行くにつれて、だんだんと深く積もって道を埋めていた。


S11 白雪の色分きがたき梅が枝に友待つ雪ぞ消え残りたる（家持集-二八四）

1 【かの人の御けしきにも】薫。

2 【京には友待つばかり消え残りたる雪】『全集』は「白雪の色わきがたき梅が枝に友待つ雪ぞ消え残りたる」（家持集）。『集成』は「梅の花咲くとも知らずみ吉野の山に友待つ雪の見ゆるらむ」（貫之集）を指摘。


浮舟．４．２．２

■　常つねよりもわりなきまれの細道***S12を分ほそみちわけたまふほど、御供おほむともの人ひとも、泣なきぬばかり恐おそろしう、わづらはしきことをさへ思おもふ。

◇　いつもよりひどい人影も稀な細道を分け入って行きなさるとき、お供の人も、泣き出したいほど恐ろしく、厄介なことが起こる場合まで心配する。

■　しるべの内記ないきは、式部少輔しきぶのせふなむ掛かけたりける。

◇　案内役の大内記は、式部少輔を兼官していた。

■　いづ方かたもいづ方かたも1、ことことしかるべきP11官つかさながら、いとつきづきしく、引ひき上あげなどしたる姿すがたもをかしかりけり2。

◇　どちらの官も重々しくしていなければならない官職であるが、とても似合わしく指貫の裾を引き上げたりしている姿はおかしかった。

◆　 
つね より も わりなき まれ の ほそみち わけ たまふ ほど、 おほむ-とも の ひと も、 なき ぬ ばかり おそろしう、 わづらはしき こと を さへ おもふ。 しるべ の ないき は、 しきぶ-の-せふ なむ かけ たり ける。 いづかた も いづかた も、 ことことしかる べき つかさ ながら、 いと つきづきしく、 ひきあげ など し たる すがた も をかしかり けり。


S12 冬ごもり人も通はぬ山里のまれの細道ふたぐ雪かな（賀茂保憲女-一二三）

P11 ことことしかるべき--こと／＼しか（か/+る）へき

1 【いづ方もいづ方も】本官の大内記も兼官の式部少輔も。

2 【いとつきづきしく引き上げなどしたる姿もをかしかりけり】『完訳』は「不似合いな恋の案内訳を、逆説的に似合いと評して皮肉った。学者のかいがいしく仕える滑稽さ」と注す。


浮舟．４．２．３

■　かしこには、おはせむとありつれど、

◇　あちらでは、いらっしゃるという知らせはあったが、

■　「かかる雪ゆきには」

◇　「このような雪ではまさか」

■　とうちとけたるに、夜更よふけて右近うこんに消息せうそこしたり。

◇　と気を許していたところに、夜が更けてから右近に到着の旨を伝えた。

■　「あさましう、あはれ」

◇　「驚いたわ、まあ」

■　と、君きみも思おもへり1。

◇　と、女君までが感動した。

■　右近うこんは、

◇　右近は、

■　「いかになり果はてたまふべき御おほむありさまにか」

◇　「どのようにしまいにはおなりになるお身の上であろうか」

■　と、かつは苦くるしけれど、今宵こよひはつつましさも忘わすれぬべし2。

◇　と、一方では心配だが、今夜は人目を憚る気持ちも忘れてしまいそうだ。

■　言いひ返かへさむ方かたもなければ、同おなじやうに睦むつましくおぼいたる若わかき人ひとの、心こころざまも奥あうなからぬを語かたらひて、

◇　お断りするすべもないので、同じように親しくお思いになっている若い女房で、思慮も浅くない者と相談して、


1 【君も思へり】浮舟。係助詞「も」は、右近はもとより浮舟も、というニュアンス。

2 【今宵はつつましさも忘れぬべし】『湖月抄』は「地」と指摘。『完訳』は「語り手の推測による」と注す。


浮舟．４．２．４

■　「いみじく2わりなきこと。

◇　「大変に困りましたこと。

■　同おなじ心こころに、もて隠かくしたまへ」

◇　同じ気持ちで、秘密にしてください」


1? 【同じやうに睦ましく思いたり若き人】浮舟が右近同様に親しく思っている若い女房。敬語「思す」とあるので、主語は浮舟。

2 【いみじく】以下「もて隠したまへ」まで、右近の詞。


浮舟．４．２．５

■　と言いひてけり。

◇　と言ったのであった。

■　もろともにP12入いれたてまつる。

◇　一緒になってお入れ申し上げる。

■　道みちのほどに濡ぬれたまへる香かの、所狭ところせう匂にほふも、もてわづらひぬべけれど、かの人ひとの御おほむけはひに1似にせてなむ、もて紛まぎらはしける。

◇　道中で雪にお濡れになった薫物の香りが、あたりせましと匂うのも、困ってしまいそうだが、あの方のご様子に似せて、ごまかしたのであった。


P12 もろともに--もろとと（と〈前出〉/＄）もに

1 【かの人の御けはひに】薫。


第三段　宮と浮舟、橘の小島の和歌を詠み交す

浮舟．４．３．１

■　夜よのほどにて立たち帰かへりたまはむも、なかなかなべければ、ここの人目ひとめもいとつつましさに、時方ときかたにたばからせたまひて、

◇　夜のうちにお帰りになるのも、かえって来なかったほうがましなくらいだから、こちらの人目もとても憚れるので、時方に計略をめぐらせなさって、

■　「川かはより遠方をちなる人ひとの家いへに率ゐておはせむ」

◇　「川向こうの人の家に連れて行こう」

■　と構かまへたりければ、先立さきだてて遣つかはしたりける、夜更よふくるほどに参まゐれり。

◇　と考えていたので、先立って遣わしておいたのが、夜の更けるころに参上した。

浮舟．４．３．２

■　「いとよく用意よういしてさぶらふ1」

◇　「とてもよく準備してございます」


1 【いとよく用意してさぶらふ】時方の詞。


浮舟．４．３．３

■　と申まうさす1。

◇　と申し上げさせる。

■　「こは、いかにしたまふことにか2」

◇　「これは、どうなさることか」

■　と、右近うこんもいと心こころあわたたしければ、寝ねおびれて起おきたる心地ここちも、わななかれて、あやし。

◇　と、右近もとても気がそぞろなので、寝惚けて起きている気持ちも、ぶるぶると震えて、正体もない。

■　童わらはべの雪遊ゆきあそびしたるけはひのやうにぞ、震ふるひ上あがりにける。

◇　子供が雪遊びをしている時のように、震え上がってしまった。


1 【と申さす】時方が右近をして匂宮に。

2 【こはいかにしたまふことにか】右近の心中。


浮舟．４．３．４

■　「いかでか」

◇　「どうしてそのようなことが」

浮舟．４．３．５

■　なども言いひあへさせたまはず、かき抱いだきて出いでたまひぬ。

◇　などという余裕もお与えにならず、抱いてお出になった。

■　右近うこんはこの後見うしろみにとまりて2、侍従じじゅうをぞたてまつる。

◇　右近はこちらの留守居役に残って、侍従をお供申させる。


1? 【いとらうたしと思す】匂宮の感想。

2 【右近はこの後見にとまりて】明融臨模本は「このうしろみにとまりて」とある。『完本』は諸本に従って「ここの後見にとどまりて」と校訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「この後見にとまりて」とする。


浮舟．４．３．６

■　いとはかなげなるものと、明あけ暮くれ見出みいだす小ちひさき舟ふねに乗のりたまひて、さし渡わたりたまふほど、遥はるかならむ岸きしにしも漕こぎ離はなれたらむやうに心細こころぼそくおぼえて、つとつきて抱いだかれたるも、いとらうたしと思おぼす。

◇　実に頼りないものと、毎日眺めている小さい舟にお乗りになって、漕ぎ渡りなさるとき、遥か遠い岸に向かって漕ぎ離れて行ったような心細い気持ちがして、ぴたりとくっついて抱かれているのを、とてもいじらしいとお思いになる。

浮舟．４．３．７

■　有明ありあけの月澄つきすみ昇のぼりて1、水みづの面おも曇てもくもりなきに、

◇　有明の月が澄み上って、川面も澄んでいるところに、


1 【有明の月澄み昇りて】『集成』は「陰暦二十日以後の月で、夜半に出る。これによれば、匂宮の宇治来訪は、宮中詩宴（二月十日頃）の十日ほど後となる」と注す。


浮舟．４．３．８

■　「これなむ、橘たちばなの小島1こじまS13」

◇　「これが、橘の小島です」


S13 今もかも咲き匂ふらむ橘の小島の崎の山吹の花（古今集春下-一二一　読人しらず）

1 【これなむ橘の小島】船頭の詞。『河海抄』は「今もかも咲き匂ふらむ橘の小島の崎の山吹の花」（古今集春下、一二一、読人しらず）を指摘。


浮舟．４．３．９

■　と申まうして、御舟おほむふねしばしさしとどめたるを見みたまへば、大おほきやかなる岩いはのさまして、されたる常磐木ときはぎの蔭茂かげしげれり1。

◇　と申して、お舟をしばらくお止めになったので御覧になると、大きな岩のような恰好をして、しゃれた常磐木が茂っていた。


1 【されたる常磐木の蔭茂れり】『岷江入楚』は「橘は実さへ花さへその葉さへ枝に霜置けまして常磐木」（出典未詳、万葉集に類歌あり）を指摘。


浮舟．４．３．１０

■　「かれ見みたまへ1。

◇　「あれをご覧なさい。

■　いとはかなけれど、千年ちとせも経ふべき緑みどりの深ふかさを」

◇　とても頼りなさそうですが、千年も生きるにちがいない緑の深さです」


1 【かれ見たまへ】以下「緑の深さを」まで、匂宮の詞。


浮舟．４．３．１１

■　とのたまひて、

◇　とおっしゃって、

浮舟．４．３．１２

■　「年経としふとも変かはらむものか橘たちばなの

小島こじまの崎さきに契ちぎる心こころは1」

◇　「何年たとうとも変わりません

橘の小島の崎で約束するわたしの気持ちは」


1 【年経とも変はらむものか橘の小島の崎に契る心は】匂宮の浮舟への贈歌。


浮舟．４．３．１３

■　女をむなも、めづらしからむ道みちのやうにおぼえて、

◇　女も、珍しい所へ来たように思われて、

浮舟．４．３．１４

■　「橘たちばなの小島こじまの色いろは変かはらじを

この浮舟うきふねぞ行方知ゆくへしられぬ」

◇　「橘の小島の色は変わらないでも

この浮舟のようなわたしの身はどこへ行くのやら」

浮舟．４．３．１５

■　折をりから、人ひとのさまに2、をかしくのみ何事なにごとも思おぼしなす。

◇　折柄、女も美しいので、ただもう素晴らしくお思いになる。


1? 【橘の小島は色も変はらじをこの浮舟ぞ行方知られぬ】浮舟の返歌。「橘の小島」「変はる」の語句を受けて返す。

2 【人のさまに】『集成』は「女も美しいので」と注す。


浮舟．４．３．１６

■　かの岸きしに1さし着つきて降おりたまふに、人ひとに抱いだかせたまはむは、いと心苦くるしければ、抱いだきたまひて、助たすけられつつ入いりたまふを、いと見苦みぐるしく、

◇　あちらの岸に漕ぎ着いてお降りになるとき、供人に抱かせなさるのは、とてもつらいので、お抱きになって、助けられながらお入りになるのを、とても見苦しく、

■　「何人なにびとを、かくもて騷さわぎたまふらむ」

◇　「どのような人を、こんなに大騒ぎなさっているのだろう」

■　と見みたてまつる3。

◇　と拝見する。

■　時方ときかたが叔父をぢの因幡守いなばのかみなるが領らうずる荘さうに、はかなう造つくりたる家いへなりけり。

◇　時方の叔父で因幡守である人が所領する荘園に、かりそめに建てた家なのであった。


1 【かの岸に】対岸。

2? 【何人をかくもて騒ぎたまふらむ】供人たちの感想。『集成』は「大したこともない山里の女なのに、という気持」と注す。

3 【見たてまつる】主語は供人。


浮舟．４．３．１７

■　まだいと粗々あらあらしきに、網代屏風あじろびゃうぶなど、御覧ごらんじも知しらぬしつらひにて、風かぜもことに障さはらず、垣かきのもとに雪ゆきむら消ぎえつつ、今いまもかき曇くもりて降ふる。

◇　まだとても手入れが行き届いていず、網代屏風など、御覧になったこともない飾り付けで、風も十分に防ぎきれず、垣根のもとに雪がまだらに消え残っていて、今でも曇っては雪が降る。

第四段　匂宮、浮舟に心奪われる

浮舟．４．４．１

■　日ひさし出いでて、軒のきの垂氷たるひの光ひかりあひたるに、人ひとの御容貌おほむかたちも1まさる心地ここちす。

◇　日が差し出て、軒の氷柱が光り合っていて、宮のご容貌もいちだんと立派に見える気がする。

■　宮みやも、所狭ところせき道みちのほどに、軽かるらかなるべきほどの御衣おほむぞどもなり。

◇　宮も、人目を忍ぶやっかいな道中で、身軽なお召物である。

■　女をむなも、脱ぬぎすべさせたまひてしかば2、細ほそやかなる姿すがたつき、いとをかしげなり。

◇　女も、上着を脱がさせなさっていたので、ほっそりとした姿つきがたいそう魅力的である。

■　ひきつくろふこともなくうちとけたるさまを、

◇　身づくろいすることもなくうちとけている様子を、

■　「いと恥はづかしく、まばゆきP13まで3きよらなる人ひとにさしむかひたるよ」

◇　「とても恥ずかしく、眩しいほどに美しい方に向かい合っていることだわ」

■　と思おもへど、紛まぎれむ方かたもなし。

◇　と思うが、隠れる所もない。


P13 まばゆき--ま（ま/+は）ゆき

1 【人の御容貌も】『集成』は「二人のお顔立ちのお美しさも」。『完訳』は「浮舟の目にする匂宮の容姿」と注す。

2 【女も脱ぎすべさせたまひてしかば】「脱ぎさせ給ひて」の主語は匂宮。「させ」は使役の助動詞、「たまふ」は匂宮に対する敬意。

3 【まばゆきまで】以下「さしむかひたるよ」まで、浮舟の心中。


浮舟．４．４．２

■　なつかしきほどなる白しろき限かぎりを1五いつつばかり、袖口そでぐち、裾すそのほどまでなまめかしく、色々いろいろにあまた重かさねたらむよりも、をかしう着きなしたり。

◇　やさしい感じの白い衣だけを五枚ほど、袖口、裾のあたりまで優美で、色とりどりにたくさん重ねたのよりも美しく着こなしていた。

■　常つねに見みたまふ人2ひととても、かくまでうちとけたる姿すがたなどは見みならひたまはぬを、かかるさへぞ、なほめづらかにをかしう思おぼされける。

◇　いつも御覧になっている方でも、こんなにまでうちとけている姿などは御覧になったことがないので、こんなことまでが、やはり珍しく興趣深く思われなさるのであった。


1 【なつかしきほどなる白き限りを】手触りも柔らかい白い衣だけを。

2 【常に見たまふ人】主語は匂宮。中君や六君をさす。


浮舟．４．４．３

■　侍従じじゅうも、いとめやすき若人わかうどなりけり。

◇　侍従も、大して悪くはない若い女房なのであった。

■　「これさへP14、かかるを残のこりなう見みるよ1」

◇　「この人までが、このような姿をすっかり見ているわ」

■　と、女君をむなぎみは、いみじと思おもふ。

◇　と、女君は、たまらなく思う。

■　宮みやも、

◇　宮も、


P14 これさへ--これ（れ/+さ）へ

1 【これさへかかるを残りなう見るよ】浮舟の思い。匂宮だけでなく侍従までが、のニュアンス。


浮舟．４．４．４

■　「これはまた誰たそ。

◇　「この人は誰ですか。

■　わが名漏なもらすなS14よ1」

◇　わたしの名前を漏らしてはなりませんよ」


S14 犬上やとこの山なるいさら川いさと答へて我が名漏らすな（古今六帖五-三〇六一）

1 【これはまた誰そわが名漏らすなよ】匂宮の詞。『源氏釈』は「犬上の鳥篭の山なるいさや川いさと答えよ我が名洩らすな」（古今集、墨滅歌、一一〇八、読人しらず）を指摘。


浮舟．４．４．５

■　と口くちがためたまふを、

◇　と口がためなさるのを、

■　「いとめでたし」

◇　「とても素晴らしい」

■　と思おもひきこえたり1。

◇　と思い申し上げていた。

■　ここの宿守やどもりにて住すみける者もの、時方ときかたを主しゅうと思おもひてかしづきありけば、このおはします遣戸やりどを隔へだてて、所得顔ところえがほに居ゐたり。

◇　ここの宿守として住んでいた者、時方を主人と思ってお世話してまわるので、このいらっしゃるところの遣戸を隔てて、得意顔をして座っている。

■　声こゑひきしじめ、かしこまりて物語ものがたりしをるを2、いらへもえせず、をかしと思おもひけり3。

◇　声を緊張させて、恐縮して話しているのを、返事もできないで、おかしいと思うのであった。


1 【いとめでたしと思ひきこえたり】主語は侍従。

2 【物語しをるを】『完訳』は「「--をり」はさげすむ気持を表す語法」と注す。

3 【いらへもえせずをかしと思ひけり】主語は時方。『完訳』は「宮への遠慮から返事できない」と注す。


浮舟．４．４．６

■　「いと恐おそろしく1占うらなひたる物忌ものいみにより、京きゃうの内うちをさへ去さりて慎つつしむなり。

◇　「たいそう恐ろしい占いが出た物忌によって、京の内をさえ避けて慎むのだ。

■　他ほかの人ひと、寄よすな」

◇　他の人を、近づけるな」


1 【いと恐ろしく】以下「他の人寄すな」まで、時方の詞。


浮舟．４．４．７

■　と言いひたり。

◇　と言っていた。

第五段　匂宮、浮舟と一日を過ごす

浮舟．４．５．１

■　人目ひとめも絶たえて、心こころやすく語かたらひ暮くらしたまふ。

◇　人目も絶えて、気楽に話し合って一日お過ごしになる。

■　「かの人ひとの1ものしたまへりけむに、かくて見みえてむかし」

◇　「あの方がいらっしゃったときに、このようにお会いになっているのだろう」

■　と、思おぼしやりて、いみじく怨うらみたまふ。

◇　と、ご想像になって、ひどくお恨みになる。

■　二にの宮みやをいとやむごとなくて、持もちたてまつりたまへるありさまなども語かたりたまふ2。

◇　二の宮をとても大切に扱って、北の方としていらっしゃるご様子などもお話しになる。

■　かの耳みみとどめたまひし一言ひとことは、のたまひ出いでぬぞ憎にくきや。

◇　あのお耳に止めなさった一言は、おっしゃらないのは憎いことであるよ。


1 【かの人の】以下「見えてむかし」まで、匂宮の心中。「かの人」は薫。

2 【二の宮をいとやむごとなくて持ちたてまつりたまへるありさまなども語りたまふ】匂宮は薫が女二宮を北の方として大切にしているのを話す。『集成』は「浮舟との仲に水を差したい気持」と注す。


浮舟．４．５．２

■　時方ときかた、御手水みてうづ、御おほむくだものなど、取とり次つぎて参まゐるを御覧ごらんじて、

◇　時方が、御手水や、果物などを、取り次いで差し上げるのを御覧になって、

浮舟．４．５．３

■　「いみじくかしづかるめる2客人まらうとの主ぬし、さてな見みえそや」

◇　「たいそう大切にされている客人は、そのような姿を他人に見られるでないぞ」


1? 【かの耳とどめたまひし一言はのたまひ出でぬぞにくきや】詩会の夜、薫を浮舟を思って、「衣かたしき今宵もや」と古歌を誦したことをさす。『細流抄』は「草子地也」と指摘。『完訳』は「語り手の匂宮評」と注す。

2 【いみじくかしづかるめる】以下「さてな見えそや」まで、匂宮の詞。『集成』は「時方を冷やかしての言葉。「主」は軽い敬称」と注す。


浮舟．４．５．４

■　と戒いましめたまふ。

◇　と戒めなさる。

■　侍従じじゅう、色いろめかしき若人わかうどの心地ここちに、いとをかしと思おもひて、この大夫たいふとぞ物語ものがたりして暮くらしける。

◇　侍従は、好色っぽい若い女の考えから、とても素晴らしいと思って、この大夫と話をして一日暮らしたのであった。

浮舟．４．５．５

■　雪ゆきの降ふり積つもれるに、かのわが住すむ方かたを1見みやりたまへれば、霞かすみの絶たえ絶だえに梢こずゑばかり見みゆ。

◇　雪が降り積もっているので、あのご自分が住む家の方を眺望なさると、霞の絶え間に梢だけが見える。

■　山やまは鏡かがみを懸かけたるやうに、きらきらと夕日ゆふひに輝かかやきたるに、昨夜***、分よべわけ来こし道みちのわりなさなど、あはれ多おほう添そへて語かたりたまふ。

◇　山は鏡を懸けたように、きらきらと夕日に輝いているところに、昨夜、踏み分けて来た道のひどさなどを、同情を誘うようにお話しになる。

◆　 
ゆき の ふり つもれ る に、 かの わが すむ かた を みやり たまへ れ ば、 かすみ の たえ だえ に こずゑ ばかり みゆ。 やま は かがみ を かけ たる やう に、 きらきら と ゆふひ に かかやき たる に、 よべ わけ こ し みち の わりなさ など、 あはれ おほう そへ て かたり たまふ。


1 【かのわが住む方を】明融臨模本、朱合点有り。『河海抄』は「晴るる夜の星か河辺の螢かも我が住む方の海人のたく火か」（伊勢物語）を指摘。


浮舟．４．５．６

■　「峰みねの雪ゆきみぎはの氷踏こほりふみ分わけて

君きみにぞ惑まどふ道みちは惑まどはず1

◇　「峰の雪や水際の氷を踏み分けて

あなたに心は迷いましたが、道中では迷いません


1 【峰の雪みぎはの氷踏み分けて君にぞ惑ふ道は惑はず】匂宮の浮舟への贈歌。


浮舟．４．５．７

■　木幡こはたの里さとに馬むまはあれどS15,1」

◇　木幡の里に馬はあるが」


S15 山科の木幡の里に馬はあれど徒歩（かち）よりぞ来る君を思へば（拾遺集雑恋-一二四三　柿本人麿）

1 【木幡の里に馬はあれど】匂宮の歌に続けて書いた文句。明融臨模本、朱合点と付箋「山しろのこわたの里に馬はあれと君をおもへはかちよりそゆく」（拾遺集雑恋、一二四三、人麿）を指摘。『源氏釈』も同文指摘。「拾遺集」は、初句「山科の」、下句「徒歩よりぞ来る君を思へば」とある。


浮舟．４．５．８

■　など、あやしき硯召すずりめし出いでて、手習てならひたまふ1。

◇　などと、見苦しい硯を召し出して、手習いなさる。


1 【手習ひたまふ】『集成』は「お心に浮ぶままに、歌などをお書きになる」と注す。


浮舟．４．５．９

■　「降ふり乱みだれみぎはに凍こほる雪ゆきよりも

中空なかぞらにてぞ我われは消けぬべき1」

◇　「降り乱れて水際で凍っている雪よりも

はかなくわたしは中途で消えてしまいそうです」


1 【降り乱れみぎはに凍る雪よりも中空にてぞ我は消ぬべき】浮舟の返歌。「氷」「雪」の語句を受けて返す。


浮舟．４．５．１０

■　と書かき消けちたり。

◇　と書いて消した。

■　この「中空なかぞら」

◇　この「中空」

■　をとがめたまふ1。

◇　をお咎めになる。

■　「げに、憎にくくも書かきてけるかな2」

◇　「なるほど、憎いことを書いたものだわ」

■　と、恥はづかしくて引ひき破やぶりつ。

◇　と、恥ずかしくて引き破った。

■　さらでだに見みるかひある御おほむありさまを4、いよいよあはれにいみじと、人ひとの心こころに5しめられむと、尽つくしたまふ言ことの葉は、けしき、言いはむ方かたなし。

◇　そうでなくても見る効のあるご様子を、ますます感激して素晴らしいと、相手が心に思い込むようにと、あらん限りの言葉を尽くすご様子、態度は、何とも表現のしようがない。


1 【この中空をとがめたまふ】『集成』は「匂宮と薫の中に立って迷っているように聞えることを咎める」と注す。

2 【げに憎くも書きてけるかな】浮舟の心中。匂宮の詞に納得する気持ち。

3? 【さらでだに--言はむ方なし】『湖月抄』は「草子地にいふ也」と指摘する。

4 【御ありさまを】匂宮の風姿。

5 【人の心に】浮舟の心に。


第六段　匂宮、京へ帰り立つ

浮舟．４．６．１

■　御物忌おほむものいみ、二日ふつかとたばかりたまへれば、心こころのどかなるままに、かたみにあはれとのみ、深ふかく思おぼしまさる。

◇　御物忌を、二日とおだましになっていたので、のんびりとしたまま、お互いに愛しいとばかり、深くご愛情がまさって行く。

■　右近うこんは、よろづに例れいの、言いひ紛まぎらはして、御衣おほむぞなど1たてまつりたり。

◇　右近は、いろいろと例によって、言い紛らして、お召物などを差し上げた。

■　今日けふは、乱みだれたる髪かみP15すこし削けづらせて、濃こき衣きぬに紅梅こうばいの織物おりものなど、あはひをかしく着替きがへてゐたまへり。

◇　今日は、乱れた髪を少し梳かせて、濃い紫の袿に紅梅の織物などを、ちょうどよい具合に着替えていらっしゃった。

■　侍従じじゅうも、あやしき褶着しびらきたりしを、あざやぎたれば、その裳もを取とりたまひて、君きみに着きせたまひて2、御手水参みてうづまゐらせたまふ。

◇　侍従も、見苦しい褶を着ていたが、美しいのに着替えたので、その裳をお取りになって、女君にお着せになって、御手水の世話をおさせになる。


P15 髪--（/+か）み

1 【右近はよろづに例の言ひ紛らはして御衣など】留守居役の右近は周囲の女房に言い繕って、浮舟のもとに着替えを差し上げた。

2 【その裳を取りたまひて君に着せたまひて】『集成』は「（匂宮は）その褶をお取りになって、浮舟に着せられて、宮のご洗面のお世話をおさせになる。身近に世話をさせて玩弄したい気持。女房扱いになる」と注す。


浮舟．４．６．２

■　「姫宮ひめみやにこれをたてまつりたらば、いみじきものにしたまひてむかし2。

◇　「姫宮にこの女を出仕させたら、どんなにか大事になさるだろう。

■　いとやむごとなき際きはの人多ひとおほかれど、かばかりのさましたるは難かたくや」

◇　とても高貴な身分の女性が多いが、これほどの様子をした女性はいないのではないか」


1? 【姫君にこれを】以下「さましたるは難くや」まで、匂宮の心中の思い。「姫宮」は女一宮、匂宮の姉宮をさす。『集成』は「浮舟に対する薫の気持との、基本的な相違を示すところ」。『完訳』は「女一の宮に浮舟を出仕させて、召人として情交を保とうと考える」と注す。

2 【いみじきものにしたまひてむかし】主語は女一の宮。『集成』は「きっと秘蔵の女房になさるだろう」。『完訳』は「どんなにか大事に扱ってくださることだろう」と訳す。


浮舟．４．６．３

■　と見みたまふ。

◇　と御覧になる。

■　かたはなるまで遊あそび戯たはぶれつつ暮くらしたまふ。

◇　みっともないほど遊び戯れながら一日お過ごしになる。

■　忍しのびて率ゐて隠かくしてむことを、返かへす返がへすのたまふ。

◇　こっそりと連れ出して隠そうということを、繰り返しおっしゃる。

■　「そのほど、かの人ひとに1見みえたらば」

◇　「その間に、あの方に逢ったら承知しない」

■　と、いみじきことどもを2誓ちかはせたまへば、

◇　と、厳しいことを誓わせなさるので、

■　「いとわりなきこと」

◇　「実に困ったこと」

■　と思おもひて、いらへもやらず、涙なみださへ落おつるけしき、

◇　と思って、返事もできず、涙までが落ちる様子、

■　「さらに目めの前まへにだに思おもひ移うつらぬなめり3」

◇　「全然目の前にいるときでさえもわたしに愛情が移らないようだ」

■　と胸痛むねいたう思おぼさる。

◇　と胸が痛く思われなさる。

■　怨うらみても泣なきてもS16,4、よろづのたまひ明あかして、夜深よふかく率ゐて帰かへりたまふ5。

◇　恨んだり泣いたり、いろいろとおっしゃって夜を明かして、夜深く連れてお帰りになる。

■　例れいの、抱いだきたまふ。

◇　例によって、お抱きになる。


S16 恨みても泣きても言はむ方ぞなき鏡に見ゆる影ならずして（古今集恋五-八一四　藤原興風）

1 【かの人に】薫をさす。

2 【いみじきことどもを】『集成』は「とても無理なことを」。『完訳』は「薫に逢ったら承知しない意」と注す。

3 【さらに目の前にだに思ひ移らぬなめり】匂宮の心中の思い。『集成』は「いくら自分が目の前にいても、（薫から）心を移そうとしないようだ。匂宮の思い」と注す。

4 【怨みても泣きても】『源氏釈』は「恨みても泣きても言はむ方ぞなき鏡に見ゆる影ならずして」（古今集恋五、八一四、藤原興風）を指摘。

5 【夜深く率て帰りたまふ】宇治川対岸の隠れ家から浮舟の邸へ。


浮舟．４．６．４

■　「いみじく思おぼすめる人はかうは1、かうは、よもあらじよ。

◇　「大切にお思いの方は、このようには、なさるまいよ。

■　見知みしりたまひたりや」

◇　お分かりになりましたか」


1 【いみじく思すめる人は】以下「見知りたまひたりや」まで、匂宮の詞。「いみじく思す人」は、浮舟が愛する人、すなわち薫をさす。


浮舟．４．６．５

■　とのたまへば、げに、と思おもひて、うなづきて居ゐたる、いとらうたげなり。

◇　とおっしゃると、お言葉のとおりだ、と思って、うなずいて座っているのは、たいそういじらしげである。

■　右近うこん、妻戸放つまどはなちて入いれたてまつる。

◇　右近が、妻戸を開け放ってお入れ申し上げる。

■　やがて、これより別わかれて出いでたまふも、飽あかずいみじと思おぼさる。

◇　そのまま、ここで別れてお帰りになるのも、あかず悲しいとお思いになる。

第七段　匂宮、二条院に帰邸後、病に臥す

浮舟．４．７．１

■　かやうの帰かへさは1、なほ二条にでうにぞおはします。

◇　このような時の帰りは、やはり二条院においでになる。

■　いと悩なやましうしたまひて、物ものなど絶たえてきこしめさず、日ひを経へて青あをみ痩やせたまひ、御みけしきも変かはるを、内裏うちにもいづくにも2、思おもほし嘆なげくに、いとどもの騒さわがしくて、御文おほむふみだにこまかには書かきたまはず。

◇　とても気分が悪くおなりになって、食事なども召し上がらず、日がたつにつれて青くお痩せになって、ご様子も変わるので、帝におかせられてもどちら様におかれても、お嘆きになり、ますます大騒ぎになって、お手紙さえこまごまと書くことがおできになれない。


1 【かやうの帰さは】忍び歩きの後の帰り。

2 【内裏にもいづくにも】『集成』は「帝后をはじめどちらにも。夕霧方でも、の意」と注す。


浮舟．４．７．２

■　かしこにも1、かのさかしき乳母めのと、娘むすめの子産こうむ所ところに出いでたりける、帰かへり来きにければ、心こころやすくP16もえ見みず。

◇　あちらでも、あの利口ぶった乳母は、その娘が子供を産む所に行っていたのが、帰って来たので、気安く手紙を見ることもできない。

■　かくあやしき住すまひを、ただかの殿とののもてなし2たまはむさまをゆかしく待まつことにて3、母君ははぎみも4思おもひ慰なぐさめたるに、忍しのびたるさまながらも、近ちかく渡わたしてむことを5思おぼしなりにければ、いとめやすくうれしかるべきことに思おもひて、やうやう人求ひともとめ、童わらはのめやすきなど迎むかへておこせたまふ。

◇　このように見すぼらしい生活を、ただあの殿がお世話くださるのを期待することで、母君も思い慰めていたが、日蔭の存在ながらも、近くにお移しになることをお考えになっていたので、とても安心で嬉しかろうことと思って、だんだんと女房を求め、童女の無難な者などを迎えてお寄越しになる。


P16 心やすく--心や（や/+すく）

1 【かしこにも】宇治の浮舟方。

2 【かの殿のもてなし】薫。

3 【ゆかしく待つことにて】主語は乳母。

4 【母君も】浮舟の母。

5 【忍びたるさまながらも近く渡してむことを】『完訳』は「表だった結婚の扱いではないとしても、薫の本邸三条宮近くに」と注す。


浮舟．４．７．３

■　わが心こころにも1、

◇　自分自身でも、

■　「それこそは、あるべきことに、初はじめより待まちわたれ」

◇　「それこそが、理想だと、初めからずっと待っていた」

■　とは思おもひながら、あながちなる人ひとの2御おほむことを思おもひ出いづるに、怨うらみたまひしさま、のたまひしことども、面影おもかげにつと添そひて、いささかまどろめば、夢ゆめに見みえS17たまひつつ、いとうたてあるまでおぼゆ。

◇　とは思いながらも、無理をなさる方のお事を思い出すと、お恨みになった様子、おっしゃった言葉などが、面影にぴったりと添ったまま、わずかにお寝みになると、夢に現れなさって、とても嫌なまでに思われる。


S17 思ひつつ寝（ぬ）ればや人の見えつらむ夢と知りせば覚めざらましを（古今集恋二-五五二　小野小町）

1 【わが心にも】浮舟。

2 【あながちなる人の】匂宮。


第五章　浮舟の物語　浮舟、恋の板ばさみに、入水を思う

第一段　春雨の続く頃、匂宮から手紙が届く

浮舟．５．１．１

■　雨降あめふり止やまで1、日ひごろ多おほくなるころ、いとど山路思やまぢおぼし絶たえてS18、わりなく思おぼされければ、

◇　雨が降り止まないで、日数が重なるころ、ますます山路通いはお諦めになって、たまらない気がなさるので、

■　「親おやのかふこは所狭ところせきS19ものにこそ2」

◇　「親が大切にする子は窮屈なもの」

■　と思おぼすもかたじけなし3。

◇　とお思いになるのも恐れ多いことだ。

■　尽つきせぬことども書かきたまひて、

◇　尽きない思いの丈をお書きになって、


S18 ふすまぢを引手の山に妹を置きて山路を行けば生けるともなし（万葉集巻二-二一二　柿本人麿）

S19 たらちねの親のかふ蚕（こ）の繭ごもりいぶせくもあるかな妹（いも）に逢はずて（拾遺集恋四-八九五　柿本人麿）

1 【雨降り止まで】『集成』は「雨が降り止まず、日数も重なる頃。三月の長雨であろう。月も変った趣」と注す。

2 【親のかふこは所狭きものにこそ】匂宮の心中。明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「たらちねの親のかふ蚕の繭ごもりいぶせくもあるか妹に逢はずて」（拾遺集恋四、八九五、柿本人麿）を指摘。

3 【と思すもかたじけなし】『一葉抄』は「双紙詞なるへし云々」と指摘。


浮舟．５．１．２

■　「眺ながめやるそなたの雲くも見もみえぬまで

空そらさへ暮くるるころのわびしさ1」

◇　「眺めやっているそちらの方の雲も見えないくらいに

空までが真っ暗になっている今日このごろの侘しさです」


1 【眺めやるそなたの雲も見えぬまで空さへ暮るるころのわびしさ】匂宮から浮舟への贈歌。「眺め」「長雨」の懸詞。


浮舟．５．１．３

■　筆ふでにまかせて書かき乱みだりたまへるしも、見所みどころあり、をかしげなり。

◇　筆にまかせて書きすさびなさったのも、見所があって、美しそうである。

■　ことにいと重おもくなどはあらぬ若わかき心地ここちに1、

◇　特に大して重々しくはない若い気持ちでは、


1 【いと重くなどはあらぬ若き心地に】浮舟の思慮。


浮舟．５．１．４

■　「いとかかる心こころを1思おもひもまさりぬべけれど、初はじめより契ちぎりたまひしさまも2、さすがに、かれは、なほいともの深ふかう、人柄ひとがらのめでたきなども、世よの中なかを知しりにし初はじめなればにやP17、かかる憂うきこと3聞ききつけて、思おもひ疎うとみたまひなむ世よには、いかでかあらむ。

◇　「とてもこのような気持ちに惹かれるにちがいないが、初めから約束なさった様子も、やはり何といっても、あの方は、やはりとても思慮深く、人柄が素晴らしく思われたのなども、男女の仲を知った初めのうちだからであろうか、このような情けないことを聞きつけて、お疎みになったら、どうして生きていられようか。


P17 なればにや--なれは（は/+に）や

1 【いとかかる心を】以下「やうはありなむや」まで、浮舟の心中。

2 【初めより契りたまひしさまも】『完訳』は「薫とはじめて契り交したこと。以下、浮舟の心に即し、「かかるうきこと」あたりから直接話法」と注す。

3 【かかる憂きこと】匂宮との関係。


浮舟．５．１．５

■　いつしかと思おもひ惑まどふ親おやにも、思おもはずに、心こころづきなしとこそは、もてわづらはれめ。

◇　早く殿に迎えられるようにと気を揉んでいる母親は、思いもかけないことで、気にくわないと、困ることであろう。

■　かく心焦こころいられしたまふ人1ひと、はた、いとあだなる御心本性2みこころほんじゃうとのみ聞ききしかば、かかるほどこそあらめ3、またかうながらも4、京きゃうにも隠かくし据すゑたまひ、ながらへても思おぼし数かずまへむにつけては、かの上うへの思おぼさむこと5。

◇　このように熱心になっていらっしゃる方は、また一方で、とても浮気なご性質とばかり聞いていたので、今は熱心であっても、またこのような状態で、京にお隠し据えなさっても、末長く情けをかける一人として思ってくださることにつけては、あの上がどのようにお思いになることやら。

■　よろづ隠かくれなき世よなりければ、あやしかりし夕暮ゆふぐれのしるべばかりにだに、かう尋たづね出いでたまふめり。

◇　何事も隠しきれない世の中なのだから、不思議な事のあった夕暮の縁だけで、このようにお尋ねになるようだ。


1 【かく心焦られしたまふ人】匂宮。

2 【いとあだなる御心本性】匂宮の好色な性癖。

3 【かかるほどこそあらめ】「こそあらめ」係結び、逆接用法。『完訳』は「熱中している間はともかく、やがて冷めてしまうだろう」と注す。

4 【かうながらも】秘密の関係のまま。

5 【かの上の思さむこと】中君。


浮舟．５．１．６

■　まして、わがありさまのともかくもあらむを1、聞ききたまはぬやうはありなむや」

◇　まして、自分が宮にかくまわれることになっても、殿がお知りにならないことがあろうか」


1 【ともかくもあらむを】匂宮の隠妻の状態。


浮舟．５．１．７

■　と思おもひたどるに、

◇　と次々と考えると、

■　「わが心こころも1、きずありて、かの人ひとに疎うとまれたてまつらむ、なほいみじかるべし」

◇　「自分ながら、まちがいがあって、あの殿に疎まれ申すのも、やはりつらいことであろう」

■　と思おもひ乱みだるる折をりしも、かの殿とのより2御使おほむつかひあり。

◇　とちょうど思い乱れている時、あの殿からお使者がある。


1 【わが心も】以下「いみじかるべし」まで、浮舟の心中。

2 【かの殿より】薫。


第二段　その同じ頃、薫からも手紙が届く

浮舟．５．２．１

■　これかれと見みるも1いとうたてあれば、なほ言多ことおほかりつるを2見みつつ、臥ふしたまへれば、侍従じじゅう、右近うこん、見合みあはせて、

◇　あれこれと見るのも嫌な気がするので、やはり長々とあった方を見ながら、臥せっていらっしゃると、侍従と、右近とが、顔を見合わせて、


1 【これかれと見るも】匂宮と薫との手紙。

2 【言多かりつるを】匂宮の手紙。


浮舟．５．２．２

■　「なほ、移うつりにけり」

◇　「やはり、心が移ったわ」

浮舟．５．２．３

■　など、言いはぬやうにて言いふ。

◇　などと、声に出さないで目で言っている。

浮舟．５．２．４

■　「ことわりぞかし1。

◇　「無理もないことです。

■　殿とのの御容貌おほむかたちを、たぐひおはしまさじと見みしかど、この御おほむありさまは2いみじかりけり。

◇　殿のご器量を、他にいらっしゃらないと見たが、こちらの宮のご容姿は大変なものでした。

■　うち乱みだれたまへる愛敬あいぎゃうよ。

◇　おふざけになっていらした愛嬌は。

■　まろならば、かばかりの御思おほむおもひを見みる見みる、えかくてあらじ。

◇　わたしならば、これほどのご愛情を見ては、とてもこうしていられません。

■　后きさいの宮みやにも参まゐりて3、常つねに見みたてまつりてむ」

◇　后の宮様にでも出仕して、いつも拝見していたい」


1 【ことわりぞかし】以下「見たてまつりてむ」まで、侍従の詞。

2 【この御ありさまは】匂宮のご器量。

3 【后の宮にも参りて】明石中宮のもとに女房として出仕してでも常に拝していたい。


浮舟．５．２．５

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　右近うこん、

◇　右近は、

浮舟．５．２．６

■　「うしろめたP18の御心みこころのほどや1。

◇　「安心できないお方ですよ。

■　殿とのの御おほむありさまにまさりたまふ人ひとは、誰たれかあらむ2。

◇　殿のご様子に勝る方は、誰がいらっしゃいましょうか。

■　容貌かたちなどは知しらず、御心みこころばへけはひなどよ3。

◇　器量などは知りませんが、お心づかいや感じなどがね。

■　なほ、この御おほむことは4、いと見苦みぐるしきわざかな。

◇　やはり、このご関係は、とても見苦しいことですね。

■　いかがならせたまはむとすらむ」

◇　どのようにおなりあそばそうとするのでしょうか」


P18 うしろめた--*うしろめてた

1 【うしろめたの御心のほどや】以下「いかがならせたまはむとすらむ」まで、右近の詞。

2 【誰れかあらむ】反語表現。右近は薫を称揚。

3 【容貌などは知らず御心ばへけはひなどよ】薫の心配りや感じを強調。

4 【この御ことは】浮舟と匂宮との関係。


浮舟．５．２．７

■　と、二人ふたりして語かたらふ。

◇　と、二人で相談する。

■　心一こころひとつに思おもひしよりは1、虚言そらごともたより出いで来きにけり。

◇　独りで考えるよりは、嘘をつくにもよい助けが出て来たのであった。


1 【心一つに思ひしよりは】『完訳』は「右近一人より、嘘をつくにも好都合。右近が侍従をまきこむ」と注す。『湖月抄』は「草子地也」と指摘。『全集』は「諧謔的な語り口で、読者の緊張をときほぐす効果がある」と注す。


浮舟．５．２．８

■　後のちの御文おほむふみには、

◇　後者のお手紙には、

浮舟．５．２．９

■　「思おもひながら1日ひごろになること。

◇　「思い続けながら幾日にもなったこと。

■　時々ときどきは、それよりも驚おどろかいたまはむこそ、思おもふさまならめ。

◇　時々は、そちらからもお手紙をお書きになることが、理想的でしょう。

■　おろかなるにやは」

◇　並々には思っていません」


1 【思ひながら】以下「おろかなるにやは」まで、薫の手紙。


浮舟．５．２．１０

■　など、端書はしがきに、

◇　などと、端に、

浮舟．５．２．１１

■　「水みづまさる遠方をちの里人さとびといかならむ

晴はれぬ長雨ながめにかき暮くらすころ1

◇　「川の水が増す宇治の里人はどのようにお過ごしでしょうか

晴れ間も見せず長雨が降り続き、物思いに耽っていらっしゃる今日このごろ


1 【水まさる遠方の里人いかならむ晴れぬ長雨にかき暮らすころ】薫から浮舟への贈歌。「をち」（宇治にある地名）と「遠方」、「眺め」と「長雨」の懸詞。浮舟の寂しさを思いやる。


浮舟．５．２．１２

■　常つねよりも1、思おもひやりきこゆることまさりてなむ」

◇　いつもよりも、思うことが多くて」


1 【常よりも】以下「まさりてなむ」まで、歌に続けた手紙。


浮舟．５．２．１３

■　と、白しろき色紙しきしにて立文たてぶみなり1。

◇　と、白い色紙で立文である。

■　御手おほむてもこまかにをかしげならねど、書かきざまゆゑゆゑしく見みゆ。

◇　ご筆跡もこまやかで美しくはないが、書き方は教養ありげに見える。

■　宮みやは、いと多おほかるを、小ちひさく結むすびなしたまへる、さまざまをかし。

◇　宮は、とても言葉数多いのを、小さく結んでいらっしゃるのは、それぞれに興趣深い。


1 【白き色紙にて立文なり】白色の料紙、立文の形式は、恋文には用いない。『集成』は「儀礼や普通の用件の時の形式」と注す。


浮舟．５．２．１４

■　「まづ、かれを、人見ひとみぬほどに1」

◇　「とりあえず、あれを。誰も見ていないうちに」


1 【まづかれを人見ぬほどに】侍従の詞。先に匂宮に返事を書くように勧める。


浮舟．５．２．１５

■　と聞きこゆ。

◇　とお促し申す。

浮舟．５．２．１６

■　「今日けふは、え聞きこゆまじ1」

◇　「今日は、お返事申し上げることができません」


1 【今日はえ聞こゆまじ】浮舟の詞。


浮舟．５．２．１７

■　と恥はぢらひて、手習てならひに1、

◇　と恥じらって、手習に、


1 【手習に】『完訳』は「相手への返歌よりも、自らの思いを独詠的に書きつける趣」と注す。


浮舟．５．２．１８

■　「里さとの名なをわが身みに知しれば山城やましろの

宇治うぢのわたりぞいとど住すみ憂うき1」

◇　「里の名をわが身によそえると

山城の宇治の辺りはますます住みにくいことよ」


1 【里の名をわが身に知れば山城の宇治のわたりぞいとど住み憂き】浮舟の独詠歌。『細流抄』は「わが庵は都の巽しかぞ住む世を宇治山と人はいふなり」（古今集雑下、九八二、喜撰法師）を指摘。


浮舟．５．２．１９

■　宮みやの描かきたまへりし絵ゑを、時々見ときどきみて泣なかれけり。

◇　宮がお描きになった絵を、時々見ては自然涙がこぼれた。

■　「ながらへてあるまじきことぞ1」

◇　「このまま末長く続くものではない」

■　と、とざまかうざまに思おもひなせど、他ほかに絶たえ籠こもりてやみなむは、いとあはれにおぼゆべし2。

◇　と、あれやこれやと考えてみるが、他には関係をすっかり断ってお逢いしないのは、とても耐えられなく思われるのであろう。


1 【ながらへてあるまじきことぞ】浮舟の思い。匂宮との関係は長く続くはずのないのも、の意。

2 【他に絶え籠もりてやみなむはいとあはれにおぼゆべし】「おぼゆ」の主語は浮舟。「べし」の推量の主体は語り手。『完訳』は「以下、匂宮への断ちがたい執心。「--べし」は語り手の推測」と注す。


浮舟．５．２．２０

■　「かき暮くらし晴はれせぬ峰みねの雨雲あまぐもに

浮うきて世よをふる身みをもなさばや1

混まじりなばS20,2」

◇　「真っ暗になって晴れない峰の雨雲のように

空にただよう煙となってしまいたい

雲に混じったら」


S20 白雲の晴れぬ雲居にまじりなばいづれかそれと君は思はむ（異本紫明抄所引-出典未詳）

1 【かき暮らし晴れせぬ峰の雨雲に浮きて世をふる身をもなさばや】浮舟の匂宮への返歌。

2 【混じりなば】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「行く舟の跡なき波にまじりなば誰かは水の泡とだに見む（新勅撰集恋四、九四一、読人しらず）。『異本紫明抄』は「白雲の晴れぬ雲居にまじりなばいづれかそれと君は尋ねむ」（出典未詳）を指摘。『玉の小櫛』は「ほととぎす峯の雲にやまじりにしありとは聞けど見るよしもなし」（古今集物名、四四七、平篤行）を指摘。


浮舟．５．２．２１

■　と聞きこえたるを、宮みやは、よよと泣なかれたまふ。

◇　と申し上げたので、宮は、声を上げて泣かれる。

■　「さりともP19、恋こひしと思おもふらむかし1」

◇　「死にたいとはいえ、恋しいと思っているらしい」

■　と思おぼしやるにも、もの思おもひてゐたらむさまのみ面影おもかげに見みえたまふ。

◇　とご想像なさるにも、物思いに沈んでいる様子ばかりが面影にお見えになる。


P19 さりとも--さりとて（て/＄）も

1 【さりとも恋しと思ふらむかし】匂宮の思い。


浮舟．５．２．２２

■　まめ人びとは1、のどかに見みたまひつつ、

◇　真面目人間は、のんびりと御覧になりながら、

■　「あはれ、いかに眺ながむらむ2」

◇　「ああ、どのような思いでいるのだろう」

■　と思おもひやりて、いと恋こひし。

◇　と想像して、たいそう恋しい。


1 【まめ人は】薫。

2 【あはれいかに眺むらむ】薫の思い。


浮舟．５．２．２３

■　「つれづれと身みを知しる雨あめS21の小止をやまねば

袖そでさへいとどみかさまさりて1」

◇　「寂しくわが身を知らされる雨が小止みもなく降り続くので

袖までが涙でますます濡れてしまいます」


S21 つれづれの眺めにまさる涙川袖のみ濡れて逢ふよしもなし（古今集恋三-六一七　藤原敏行）かずかずに思ひ思はず問ひがたみ身を知る雨は降りぞまされる（古今集恋四-七〇五　在原業平）

1 【つれづれと身を知る雨の小止まねば袖さへいとどみかさまさりて】浮舟から薫への返歌。明融臨模本、朱合点。『異本紫明抄』は「数々に思ひ思はず問ひがたみ身をしる雨は降りぞまされる」（古今集恋四、七〇五、在原業平）。『湖月抄』は「つれづれと長雨にまさる涙川袖のみ濡れて逢ふよしもなし」（古今集恋三、六一七、藤原敏行）を指摘。


浮舟．５．２．２４

■　とあるを、うちも置おかず見みたまふ。

◇　とあるのを、下にも置かず御覧になる。

第三段　匂宮、薫の浮舟を新築邸に移すことを知る

浮舟．５．３．１

■　女宮をむなみやに1物語ものがたりなど聞きこえたまひてのついでに、

◇　女宮にお話などを申し上げた機会に、


1 【女宮に】薫の正室の女二宮。


浮舟．５．３．２

■　「なめしともや1思おぼさむと、つつましながら、さすがに年経としへぬる人2ひとのはべるを、あやしき所ところに捨すて置おきて、いみじくもの思おもふなるが心苦こころぐるしさに、近ちかう呼よび寄よせて、と思おもひはべる。

◇　「失礼なとお思いになるやもと、気がひけますが、そうはいっても古くからの女がございましたが、賤しい所に放って置いて、ひどく物思いに沈んでいるというのが気の毒なので、近くに呼び寄せて、と思っております。

■　昔むかしより異ことやうなる心こころばへはべりし身みにて3、世よの中なかを、すべて例れいの人ひとならで過すぐしてむと思おもひはべりしを、かく見**たてまつるにつけて4、ひたぶるにも捨すてがたければ、ありと人ひとにも知しらせざりし人ひとの上うへさへ、心苦こころぐるしう、罪得つみえぬべき心地ここちしてなむ」

◇　昔から人とは異なった考えがございまして、世の中を、普通の人とは違って過ごそうと思っておりましたが、このようにご結婚申して、一途には世を捨てがたいので、そんな女がいるとは知らせなかった身分の低い者でさえ、気の毒で、罪障になりそうな気がいたしまして」

◆　 
"なめし と も や おぼさ む と、 つつまし ながら、 さすがに とし へ ぬる ひと の はべる を、 あやしき ところ に すて おき て、 いみじく もの おもふ なる が こころぐるしさ に、 ちかう よび よせ て、 と おもひ はべる。 むかし より こと やう なる こころばへ はべり し み にて、 よのなか を、 すべて れい の ひと なら で すぐし て む と おもひ はべり し を、 かく み てまつる に つけ て、 ひたぶるに も すて がたけれ ば、 あり と ひと に も しらせ ざり し ひと の うへ さへ、 こころぐるしう、 つみ え ぬ べき ここち し て なむ。"


1 【なめしともや】以下「罪得ぬべき心地して」まで、薫の詞。

2 【年経ぬる人】浮舟。長年付き合ってきた、の意。

3 【昔より異やうなる心ばへはべりし身にて】薫自身の性癖についていう。『完訳』は「「異やうなる心ばへ」「例の人ならで」は、現世に否定的な世捨人の姿勢。薫独自の自己主張」と注す。

4 【かく見たてまつるにつけて】女二宮との結婚生活をさす。


浮舟．５．３．３

■　と、聞きこえたまへば、

◇　と、申し上げなさると、

浮舟．５．３．４

■　「いかなることに心置こころおくものとも知しらぬを1」

◇　「どのようなことをお考えおいていらっしゃるとも存じませんが」


1 【いかなることに心置くものとも知らぬを】女二宮の返事。『完訳』は「どんなことに気がねすべきものか分らぬ。嫉妬心はないとする。高貴な女性の常套的な応答」と注す。


浮舟．５．３．５

■　と、いらへたまふ。

◇　と、お返事なさる。

浮舟．５．３．６

■　「内裏うちになど1、悪あしざまに聞きこし召めさする人ひとやはべらむ。

◇　「帝になど、良くないようにお耳に入れ申す人がございましょう。

■　世よの人ひとのもの言いひぞ、いとあぢきなくけしからずはべるや。

◇　世間の人の噂は、まことにつまらない良くないものでございますよ。

■　されど、それは2、さばかりの数かずにだにはべるまじ」

◇　けれども、その女は、それほど問題にもならない女でございます」


1 【内裏になど】以下「はべるまじ」まで、薫の詞。

2 【それは】浮舟。


浮舟．５．３．７

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

浮舟．５．３．８

■　「造つくりたる所ところに渡わたしてむ1」

◇　「新築した所に移そう」

■　と思おぼし立たつに、

◇　とお決めになったが、

■　「かかる料れうなりけり2」

◇　「このようなための家だったのだ」

■　など、はなやかに言いひなす人ひとやあらむなど、苦くるしければ、いと忍しのびて、障子張さうじはらすべきことなど、人ひとしもこそあれ3、この内記ないきが知しる人ひとの親おや、大蔵大輔おほくらのたいふなるものに、睦むつましく心こころやすきままに、のたまひつけたりければ、聞ききつぎて、宮みやには隠かくれなく聞きこえけり。

◇　などと、ぱあっと言い触らす人がいようかなどと、困るので、たいそう人目に立たないようにして、襖障子を張らせることなど、人もあろうに、この大内記の妻の父親で、大蔵大輔という者に、親しいので気安く思って、命令なさっていたので、妻を介して聞き知って、宮にすっかり申し上げた。


1 【造りたる所に渡してむ】薫が京に新築中の邸。

2 【かかる料なりけり】女を迎えるための邸であったのか、の意。

3 【人しもこそあれ】『完訳』は「他にも人はあろうに。事の経緯に対する、語り手の評言」と注す。


浮舟．５．３．９

■　「絵師ゑしどもなども、御随身みずいじんどもの中なかにある、睦むつましき殿人とのびとなどを選えりて、さすがにわざとなむせさせたまふ」

◇　「絵師連中なども、御随身の中にいる者で、親しい家人などを選んで、隠れ家とはいっても特別にお気をつけてなさっています」

浮舟．５．３．１０

■　と申まうすに、いとど思おぼし騷さわぎて、わが御乳母おほむめの、遠とのとほき受領ずらうの妻めにて下くだる家いへ、下しもつ方かたにあるを、

◇　と申すので、ますます胸騷ぎがなさって、ご自分の乳母で、遠国の受領の妻となって下る家で、下京の方にあるのを、

浮舟．５．３．１１

■　「いと忍しのびたる人ひと、しばし隠かくいたらむ」

◇　「ごくごく内密の女を、しばらく隠して置きたい」

浮舟．５．３．１２

■　と、語かたらひたまひければ、

◇　とご相談があったので、

■　「いかなる人ひとにかは」

◇　「どのような女であろうか」

■　と思おもへど、大事だいじと思おぼしたるに、かたじけなければ、

◇　とは思うが、重大事とお思いでいられるのが恐れ多いので、

■　「さらば」

◇　「それではどうぞ」

■　と聞きこえけり。

◇　と申し上げた。

■　これをまうけたまひて、すこし御心みこころのどめたまふ。

◇　この家を準備なさって、少しお心が安心なさる。

■　この月つきの晦日方つごもりがたに、下くだるべければ、

◇　今月の晦日頃に、下向する予定なので、

■　「やがてその日渡ひわたさむ」

◇　「すぐその日に女を移そう」

■　と思おぼし構かまふ。

◇　とご計画なさる。

浮舟．５．３．１３

■　「かくなむ思おもふ。

◇　「これこれと思っている。

■　ゆめゆめ」

◇　決して他人に気づかれてはならぬ」

浮舟．５．３．１４

■　と言いひやりたまひつつ、おはしまさむことは、いとわりなくあるうちにも、ここにも、乳母めのとのいとさかしければ、難かたかるべきよしを聞きこゆ。

◇　と言いやりなさっては、ご自身がお出向きになることは、とても難しいところに、こちら宇治でも、乳母がとてもうるさいので、難しい旨をお返事申し上げる。

第四段　浮舟の母、京から宇治に来る

浮舟．５．４．１

■　大将殿だいしゃうどのは、卯月うづきの十日とをかとなむ定さだめたまへりける。

◇　大将殿は、四月の十日とお決めになっていた。

■　「誘さそふ水みづあらばS22」

◇　「誘ってくれる人がいたらどこへでも」

■　とは1思おもはず、いとあやしく、

◇　とは思わず、とても変で、

■　「いかにしなすべき身みにかあらむ」

◇　「どうしたらよい身の上だろうか」

■　と浮うきたる心地ここちのみすれば2、

◇　と浮いたような気持ちばかりがするので、

■　「母ははの御おほむもとにしばし渡わたりて、思おもひめぐらすほどあらむ」

◇　「母親のもとにしばらく出かけていたら、思案する時間があろう」

■　と思おぼせど、少将せうしゃうの妻め、子産こうむべきほど近ちかくなりぬとて、修法すほふ、読経どきゃうなど、隙ひまなく騒さわげば、石山いしやまにもえ出いで立たつまじ、母ははぞこち渡わたりたまへる。

◇　とお思いになるが、少将の妻が、子供を産む時期が近づいたということで、修法や、読経などでひっきりなしに騒がしいので、石山寺にも出かけるわけにゆかず、母親がこちらにお越しになった。

■　乳母出めのといで来きて、

◇　乳母が出て来て、


S22 侘びぬれば身を浮草の根を絶えて誘ふ水あらばいなむとぞ思ふ（古今集雑下-九三八　小野小町）

1 【誘ふ水あらばとは】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「わびぬれば身を浮草の根を絶えて誘ふ水あらばいなむとぞ思ふ」（古今集雑下、九三八、小野小町）を指摘。

2 【浮きたる心地のみすれば】浮舟の心理。


浮舟．５．４．２

■　「殿とのより、人ひとびとの2装束さうぞくなども、こまかに思おぼしやりてなむ。

◇　「殿から、女房の衣装なども、こまごまとご心配いただきました。

■　いかできよげに何なにごとも、と思おもうたまふれど、乳母ままが心一こころひとつには、あやしくのみぞし出いではべらむかし」

◇　何とかきれいに何事も、と存じておりますが、乳母独りのお世話では、不十分なことしかできませんでございましょう」


1? 【少将の妻子産むべきど近くなりぬ】左近少将の妻。浮舟の異父妹。昨年の八月頃に結婚。この五月頃に出産予定。

2 【殿より人びとの】以下「はべらむかし」まで、乳母の詞。


浮舟．５．４．３

■　など言いひ騒さわぐが、心地ここちよげなるを見みたまふにも1、君きみは、

◇　などとはしゃいでいるのが、気持ちよさそうなのを御覧になるにつけても、女君は、


1 【見たまふにも】主語は浮舟。


浮舟．５．４．４

■　「けしからぬことども1の出いで来きて、人笑ひとわらへならば、誰たれも誰たれもいかに思おもはむ。

◇　「とんでもない事がいろいろと起こって、物笑いになったら、誰も彼もがどのように思うであろう。

■　あやにくにのたまふ人2ひと、はた、八重立やへたつ山やまS23に3籠こもるとも、かならず尋たづねて、我われも人**も4いたづらになりぬべし。

◇　無理無体におっしゃる方は、また、幾重にも山深い所に隠れても、必ず探し出して、自分も宮も身を破滅してしまうだろう。

■　なほ、心こころやすく隠かくれP20なむことを思おもへ5と、今日けふものたまへるを、いかにせむ」

◇　やはり、気楽な所に隠れることを考えなさいと、今日もおっしゃっているが、どうしたらよいだろう」

◆　 
"けしから ぬ こと-ども の いでき て、 ひとわらへ なら ば、 たれ も たれ も いかに おもは む。 あやにく に のたまふ ひと、 はた、 やへ-たつ-やま に こもる とも、 かならず たづね て、 われ も いたづらに なり ぬ べし。 なほ、 こころやすく かくれ な む こと を おもへ と、 けふ も のたまへ る を、 いかに せ む。"


S23 白雲の八重立つ山にこもるとも思ひ立ちなば尋ねざらめや（紫明抄所引-出典未詳）

P20 隠れ--かくかく（かく〈後出〉/＄）れ

1 【けしからぬことども】以下「いかにせむ」まで、浮舟

2 【あやにくにのたまふ人】匂宮。

3 【八重立つ山に】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「白雲の絶えずたなびく峯にだに住めば住みぬる世にこそありけれ」（古今集雑下、九四五、惟喬親王）。『異本紫明抄』は「白雲の八重立つ山にこもるとも思ひ立ちなば尋ねざらめやは」（出典未詳）を指摘。

4 【我も人も】自分も匂宮も。

5 【なほ心やすく隠れなむことを思へ】匂宮からの文面の主旨。匂宮の隠れ家に移すことをいう。


浮舟．５．４．５

■　と、心地悪ここちあしくて臥ふしたまへり。

◇　と、気分が悪くて臥せっていらっしゃった。

浮舟．５．４．６

■　「などか、かく1例れいならず、いたく青あをみ痩させたまへる」

◇　「どうして、このようにいつもと違って、ひどく青く痩せていらっしゃるのでしょうか」


1 【などかかく】以下「青み痩せたまへる」まで、浮舟母の詞。


浮舟．５．４．７

■　と驚おどろきたまふ。

◇　と驚きなさる。

浮舟．５．４．８

■　「日ひごろあやしくのみなむ1。

◇　「ここ幾日も妙な具合ばかりです。

■　はかなきものも聞きこしめさず、悩なやましげにせさせたまふ」

◇　ちょっとした食事も召し上がらず、苦しそうにおいであそばします」


1 【日ごろあやしくのみなむ】以下「悩ましげにせさせたまふ」まで乳母の詞。


浮舟．５．４．９

■　と言いへば、

◇　と言うと、

■　「あやしきことかな。

◇　「不思議なことだわ。

■　もののけなどにやあらむ1」

◇　物の怪などによるのであろうか」

■　と、

◇　と、


1 【あやしきことかなもののけなどにやあらむ】浮舟母の心中。


浮舟．５．４．１０

■　「いかなる御心地みここちぞ1と思おもへど、石山停いしやまとまりたまひにきかしP21」

◇　「どのようなご気分かと心配ですが、石山詣でもお止めになった」


P21 たまひにきかし--たまひに（に/+きか）し

1 【いかなる御心地ぞ】以下「たまひにきかし」まで、浮舟母の詞。


浮舟．５．４．１１

■　と言いふも、かたはらいたければ、伏目ふしめなり。

◇　と言うのも、いたたまれない気がするので、まともに目を合わせられない。

第五段　浮舟、母と尼の話から、入水を思う

浮舟．５．５．１

■　暮くれて月つきいと明あかし。

◇　日が暮れて月がたいそう明るい。

■　有明ありあけの空そらを思おもひ出いづる、

◇　有明の空を思い出すと、

■　「涙なみだのいと止とめがたきは、いとけしからぬ心こころかな」

◇　「涙がますます抑えがたいのは、まことにけしからぬ心がけだ」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　母君ははぎみ、昔物語むかしものがちなどして、あなたの尼君呼あまぎみよび出いでて、故姫君こひめぎみの御おほむありさま、心深こころふかくおはして、さるべきことも思おぼし入いれたりしほどに、目めに見みす見みす消きえ入いりたまひにしことなど語かたる。

◇　母君、昔話などをして、あちらの尼君を呼び出して、亡くなった姫君のご様子、思慮深くいらして、しかるべき事柄をお考えになっていた間に、目の前でお亡くなりになったことなどを話す。

浮舟．５．５．２

■　「おはしまさましかば、宮みやの上うへなどのやうに、聞きこえ通かよひたまひて、心細こころぼそかりし御おほむありさまどもの、いとこよなき御幸おほむさいはひにぞはべらましかし」

◇　「生きていらっしゃったら、宮の上などのように、親しくお話し合いさって、心細かった方々のご境遇が、とてもこの上なくお幸せでございましたでしょうに」

浮舟．５．５．３

■　と言いふにも、

◇　と言うにつけても、

■　「わが娘むすめは異人ことびとかは。

◇　「自分の娘とて他人ではない。

■　思おもふやうなる宿世すくせのおはし果はてば、劣おとらじを」

◇　思い通りの運命がお続きになったら、負けるまいに」

■　など思おもひ続つづけて、

◇　と思い続けて、

浮舟．５．５．４

■　「世よとともに、この君きみにつけては、ものをのみ思おもひ乱みだれしけしきの、すこしうちゆるびて、かくて渡わたりたまひぬべかめれば、ここに参まゐり来くること、かならずしもことさらには、え思おもひ立たちはべらじ。

◇　「いつもいつも、この君の事では、何かと心配ばかりしてきましたが、様子が少しよくなって、このように京にお移りなるようですから、こちらにやって参ること、特別にわざわざ思い立つこともございますまい。

■　かかる対面たいめんの折々をりをりに、昔むかしのことも、心こころのどかに聞きこえ承うけたまはらまほしけれ」

◇　このようなお目にかかった折々に、昔の話を、のんびりと承りたく存じます」

浮舟．５．５．５

■　など語かたらふ。

◇　などと話す。

浮舟．５．５．６

■　「ゆゆしき身みとのみ思おもうたまへしみにしかば、こまやかに見みえたてまつり聞きこえさせむも、何なにかは、つつましくて過すぐしはべりつるを、うち捨すてて、渡わたらせたまひなば、いと心細こころぼそくなむはべるべけれど、かかる御住おほむすまひは、心こころもとなくのみ見みたてまつるを、うれしくもはべるべかなるかな。

◇　「縁起でもない身の上とばかり存じておりましたので、こまごまとお目にかかってお話し申し上げますのも、どんなものかしらと、遠慮して過ごしてまいりましたが、見捨てて、お移りになりましたら、とても心細くございましょうが、このようなお住まいは、不安にばかり拝見してましたので、嬉しいことでございますね。

■　世よに知しらず重々おもおもしくおはしますべかめる殿とのの御おほむありさまにて、かく尋たづねきこえさせたまひしも、おぼろけならじと聞きこえおきはべりにし、浮うきたることにやは、はべりける」

◇　又となく重々しくいらっしゃるらしい殿のご様子で、このようにお訪ね申し上げなさったのも、並々な愛情ではないと申し上げたことがございましたが、いい加減なことで、ございましたでしょうか」

浮舟．５．５．７

■　など言いふ。

◇　などと言う。

浮舟．５．５．８

■　「後のちは知しらねど、ただ今いまは、かく思おぼし離はなれぬさまにのたまふにつけても、ただ御おほむしるべをなむ思おもひ出いできこゆる。

◇　「先の事は分かりませんが、ただ今は、このようにお見捨てになることなくおっしゃるにつけても、ただお導きによるものと思い出し申し上げております。

■　宮みやの上うへの、かたじけなくあはれに思おぼしたりしも、つつましきことなどの、おのづからはべりしかば、中空なかぞらに所狭ところせき御身おほむみなり、と思おもひ嘆なげきはべりて」

◇　宮の上が、もったいなくもお目をかけてくださいましたのも、遠慮されることなどが、自然とございましたので、中途半端で身の置き所のない方だ、と嘆きまして」

浮舟．５．５．９

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　尼君あまぎみうち笑わらひて、

◇　尼君はにっこりして、

浮舟．５．５．１０

■　「この宮みやの、いと騒さわがしきまで色いろにおはしますなれば、心こころばせあらむ若わかき人ひと、さぶらひにくげになむ。

◇　「この宮の、とてもうるさいほどに好色でいらっしゃるので、分別のある若い女房は、お仕えにくそうで。

■　おほかたは、いとめでたき御おほむありさまなれど、さる筋すぢのことにて、上うへのなめしと思おぼさむなむわりなきと、大輔たいふが娘むすめの語かたりはべりし」

◇　だいたいは、とても素晴らしいご様子ですが、その方面のことで、上が失礼なとお思いになるのが困ったことだと、大輔の娘が話しておりました」

浮舟．５．５．１１

■　と言いふにも、

◇　と言うにつけても、

■　「さりや、まして」

◇　「やはりそうか、それ以上にわたしは」

■　と、君きみは聞きき臥ふしたまへり。

◇　と、女君は臥せって聞いていらっしゃった。

第六段　浮舟、母と尼の話から、入水を思う

浮舟．５．６．１

■　「あな、むくつけや1。

◇　「まあ、嫌らしいこと。

■　帝みかどの御女おほむむすめを持もちたてまつりたまへる人2ひとなれど、よそよそにて、悪あしくも善よくもあらむは、いかがはせむと、おほけなく思おもひなしはべる。

◇　帝のお姫様をお持ちになっていらっしゃる方ですが、他人なので、良いとも悪いともお咎めがあろうとなかろうと、しかたのないことと、恐れ多く存じております。

■　よからぬことをひき出いでたまへらましかば3、すべて身みには悲かなしくいみじと思おもひきこゆとも、また見みたてまつらざらまし」

◇　良くない事件を引き起こしなさったら、すべてわが身にとっては悲しく大変なことだとお思い申し上げても、二度とお世話しないでしょう」


1 【あなむくつけや】以下「見たてまつらざらまし」まで、浮舟母の詞。

2 【帝の御女を持ちたてまつりたまへる人】薫。女二宮と結婚。

3 【よからぬことをひき出でたまへらましかば】二条院での匂宮との一件を念頭に言う。「ましかば--まし」反実仮想の構文。もし匂宮との関係が生じたら母娘の縁を切るというニュアンス。


浮舟．５．６．２

■　など、言いひ交かはすことどもに、いとど心肝こころぎももつぶれぬ1。

◇　などと話し合っている内容に、ますます胸も潰れる思いがした。

■　「なほ、わが身みを失うしなひてばや。

◇　「やはり、自殺してしまおう。

■　つひに聞ききにくきことは出いで来きなむ2」

◇　最後は聞きにくいことがきっと出て来ることだろう」

■　と思おもひ続つづくるに、この水みづの音**の恐おとおそろしげに響ひびきて行ゆくを、

◇　と思い続けると、この川の水の音が恐ろしそうに響いて流れて行くのを、

◆　 
など、 いひかはす こと-ども に、 いとど こころぎも も つぶれ ぬ。 "なほ、 わが み を うしなひ て ばや! つひに きき にくき こと は いでき な む。" と おもひ つづくる に、 この みづ の おと おそろしげ に ひびき て ゆく を、


1 【いとど心肝もつぶれぬ】主語は浮舟。

2 【なほわが身を失ひてばやつひに聞きにくきことは出で来なむ】浮舟の心中の思い。『完訳』は「死ぬほかないと、はじめて決意。「なほ」は、今までも死が脳裏をかすめていたが、の気持」と注す。


浮舟．５．６．３

■　「かからぬ流ながれも1ありかし。

◇　「こんな恐ろしくない流れもありますのにね。

■　世よに似にず荒あらましき所ところに、年月としつきを過すぐしたまふを、あはれと思おぼしぬべき2わざになむ」

◇　又となく荒々しい川の所に、歳月をお過ごしになるのを、不憫とお思いになるのも当然のこと」


1 【かからぬ流れも】以下「わざになむ」まで、浮舟母の詞。

2 【あはれと思しぬべき】主語は薫。


浮舟．５．６．４

■　など、母君ははぎみしたり顔がほに言いひゐたり。

◇　などと、母君は得意顔で言っていた。

■　昔むかしよりこの川かはの早はやく恐おそろしきことを言いひて、

◇　昔からこの川の早くて恐ろしいことを言って、

浮舟．５．６．５

■　「先さいつころ1渡守わたしもりが孫まごの童わらは、棹さをさし外はづして落おち入いりはべりにける。

◇　「最近、渡守の孫の小さい子が、棹を差し損ねて川に落ちてしまいました。

■　すべていたづらになる人多ひとおほかる水みづにはべり」

◇　ぜんたい命を落とす人が多い川でございます」


1 【先つころ】以下「水にはべり」まで、女房の詞。


浮舟．５．６．６

■　と、人ひとびとも言いひあへり。

◇　と、女房も話し合っていた。

■　君きみは、

◇　女君は、

浮舟．５．６．７

■　「さても、わが身1行方みゆくへも知しらずなりなば、誰たれも誰たれも、あへなくいみじと、しばしこそ思おもうたまはめ。ながらへて人笑ひとわらへに憂うきこともあらむは、いつかそのもの思おもひの絶たえむとする」

◇　「それにしても、わが身の行く方が分からなくなったら、誰も彼もが、あっけなく悲しいと、しばらくの間はお思いになるであろうが、生き永らえて物笑いになって嫌な思いをするのは、いつ物思いがなくなるというのだろう」


1 【さてもわが身】以下「もの思ひの絶えむとする」まで、浮舟の心中の思い。


浮舟．５．６．８

■　と、思おもひかくるには、障さはりどころもあるまじく1、さはやかによろづ思おもひなさるれど、うち返かへしいと悲かなし。

◇　と、死を考えつくと、何の支障もないように、さっぱりと何事も思われるが、また考え直すと実に悲しい。

■　親おやのよろづに思おもひ言いふありさまを、寝ねたるやうにてつくづくと思おもひ乱みだる。

◇　母親がいろいろと心配し言っている様子に、寝たふうをしながらつくづくと思い心乱れる。


1 【障りどころもあるまじく】『完訳』は「死ぬのに何の支障もなさそう」と注す。


第七段　浮舟の母、帰京す

浮舟．５．７．１

■　悩なやましげにて1痩やせたまへるを、乳母めのとにも言いひて、

◇　悩ましそうに臥せっていらっしゃるのを、乳母にも言って、


1 【悩ましげにて】浮舟の様子。


浮舟．５．７．２

■　「さるべき御祈おほむいのりなど1せさせたまへ。

◇　「しかるべき御祈祷などをなさいませ。

■　祭祓まつりはらへなどもすべきやう」

◇　祭や祓などもするように」


1 【さるべき御祈りなど】以下「すべきやう」まで、浮舟母の詞の主旨。


浮舟．５．７．３

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　御手洗川みたらしがはに禊みそぎS24せまほしげなるを、かくも知しらでよろづに言いひ騒さわぐ。

◇　御手洗川で禊をしたい恋の悩みなのに、そうとも知らずにいろいろと言い騒いでいる。


S24 恋せじと御手洗川にせし禊神は受けずぞなりにけらしも（古今集恋一-五〇一　読人しらず）


浮舟．５．７．４

■　「人少ひとずくななめり2。

◇　「女房が少ないようだ。

■　よくさるべからむP22あたりを訪たづねて。

◇　よい適当な所から尋ねて。

■　今参いままゐりはとどめたまへ。

◇　新参者は残しなさい。

■　やむごとなき御仲おほむなからひは、正身さうじみこそ、何事なにごともおいらかP23に思おぼさめ、好よからぬ仲なかとなりぬるあたりは、わづらはしきこともありぬべし。

◇　高貴な方とのご交際は、ご本人は何事もおっとりとお思いでしょうが、良くない仲になってしまいそうな女房どうしは、厄介な事もきっとありましょう。

■　隠かくし密ひそめて、さる心こころしたまへ」

◇　表立たず控え目にして、そのような用心をなさい」


P22 さるべからむ--さ（さ/+る）へからむ

P23 おいらか--（/+お）ひらか

1? 【御手洗川に禊せまほしげに】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「恋せじと御手洗河にせし禊神はうけずもなりにけるかな」（古今集恋一、五〇一、読人しらず）を指

2 【人少ななめり】以下「さる心したまへ」まで、浮舟母の詞。


浮舟．５．７．５

■　など、思おもひいたらぬことなく言いひおきて、

◇　などと、気のつかないことがないまでに注意して、

浮舟．５．７．６

■　「かしこにわづらひはべる人ひとも、おぼつかなし1」

◇　「あちらで病んでおります人も、気がかりです」


1 【かしこにわづらひはべる人もおぼつかなし】浮舟母の詞。


浮舟．５．７．７

■　とて帰かへるを、いともの思おもはしく、よろづ心細こころぼそければ、

◇　と言って帰るのを、とても物思いとなり、何事につけ悲しいので、

■　「またあひ見みでもこそ、ともかくもなれ1」

◇　「再びと会わずに、死んでしまうのか」

■　と思おもへば、

◇　と思うと、


1 【またあひ見でもこそともかくもなれ】浮舟の心中の思い。再び母親に逢えないのでないか、という気持ち。


浮舟．５．７．８

■　「心地ここちの悪あしくはべるにも1、見みたてまつらぬが、いとおぼつかなくおぼえはべるを、しばしも参まゐり来こまほしくこそ2」

◇　「気分が悪うございましても、お目にかかれないのが、とても不安に思われますので、少しの間でもお伺いしていたく存じます」


1 【心地の悪しくはべるにも】以下「参り来まほしくこそ」まで、浮舟の詞。

2 【参り来まほしくこそ】主語は浮舟。


浮舟．５．７．９

■　と慕したふ。

◇　と慕う。

浮舟．５．７．１０

■　「さなむ思おもひはべれど1、かしこもいともの騒さわがしくはべり。

◇　「そのように思いましても、あちらもとても何かと騒がしくございます。

■　この人ひとびとも、はかなきことなどえしやるまじく、狭せばくなどはべればなむ。

◇　こちらの女房たちも、ちょっとしたことなどできそうもない、狭い所でございますので。

■　武生たけふの国府こふS25に2移うつろひたまふとも、忍しのびては参まゐり来きなむを。

◇　武生の国府にお移りになっても、こっそりとお伺いしますから。

■　なほなほしきP24身みのほどは、かかる御おほむためこそ、いとほしくはべれ」

◇　人数ならぬ身の上では、このようなお方のために、お気の毒でございます」


S25 道の口　武府の国府（こふ）に　我ありと　親には申したべ　心あひの風や　さきむだちや（催馬楽-道の口）

P24 なほなほしき--なをゝ（ゝ/＄／＼）しき

1 【さなむ思ひはべれど】以下「いとほしくはべれ」まで、浮舟母の詞。

2 【武生の国府に】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「道の口武生のこふに我はありと親に申したべ心あひの風やさきむだちや」（催馬楽、道口）を指摘。


浮舟．５．７．１１

■　など、うち泣なきつつのたまふ。

◇　などと、泣きながらおっしゃる。

第六章　浮舟と薫の物語　浮舟、右近の姉の悲話から死を願う

第一段　薫と匂宮の使者同士出くわす

浮舟．６．１．１

■　殿とのの御文おほむふみは1今日けふもあり。

◇　殿のお手紙は今日もある。

■　悩なやましと聞きこえたりしを、

◇　気分が悪いと申し上げていたので、

■　「いかが」

◇　「いかがな具合ですか」

■　と、訪とぶらひたまへり。

◇　と、お見舞いくださった。


1 【殿の御文は】薫からの手紙。


浮舟．６．１．２

■　「みづからと思おもひはべるを1、わりなき障さはり多おほくてなむ。

◇　「自分自身でと思っておりますが、止むを得ない支障が多くありまして。

■　このほどの暮くらしがたさこそ、なかなか苦くるしく」

◇　待っている間の身のつらさが、かえって苦しい」


1 【みづからと思ひはべるを】以下「なかなか苦しく」まで、薫の手紙。


浮舟．６．１．３

■　などあり。

◇　などとある。

■　宮みやは、昨日きの御返ふもおほむかへりもなかりしを、

◇　宮は、昨日のお返事がなかったのを、

浮舟．６．１．４

■　「いかに思おぼしただよふぞ1。

◇　「どのようにお迷いになっているのか。

■　風かぜのなびかむ方かたS26も2うしろめたくなむ。

◇　思わぬ方に靡くのかと気がかりです。

■　いとどほれまさりて眺ながめはべる」

◇　ますますぼうっとして物思いに耽っております」


S26 須磨の海人（あま）の塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり（古今集恋四-七〇八　読人しらず）

1 【いかに思しただよふぞ】以下「眺めはべる」まで匂宮の手紙。

2 【風のなびかむ方も】明融臨模本、朱合点。『異本紫明抄』は「浦風になびきにけりな里のあまのたくもの煙心弱さに」（後拾遺集恋二、七〇六、藤原実方）。『弄花抄』は「須磨のあまの塩焼く煙風をいたみ思はぬ方にたなびきにけり」（古今集恋四、七〇八、読人しらず）を指摘。


浮舟．６．１．５

■　など、これは多おほく書かきたまへり。

◇　などと、こちらはたくさんお書きになっていた。

浮舟．６．１．６

■　雨降あめふりし日ひ、来合きあひたりし御使おほむつかひどもぞ1、今日けふも来きたりける。

◇　雨が降った日、来合わせたお使い連中が、今日も来たのであった。

■　殿とのの御随身みずいじん、かの少輔せうが家いへにて時々見ときどきみる男をのこなれば2、

◇　殿の御随身は、あの少輔の家で時々見る男なので、


1 【雨降りし日来合ひたりし御使どもぞ】前に「雨降りやまで日頃多くなるころ」とあった、晩春三月の春雨の中、来合わせた使者たち。

2 【殿の御随身かの少輔が家にて時々見る男なれば】薫の随身は、相手が式部少輔兼大内記道定の家で時々会う下男だったので、の意。


浮舟．６．１．７

■　「真人まうとは、何なにしに、ここにはたびたびは参まゐるぞ」

◇　「あなたは、何しに、こちらに度々参るのですか」

浮舟．６．１．８

■　と問とふ。

◇　と尋ねる。

浮舟．６．１．９

■　「私わたくしに訪とぶらふべき人ひとのもとに参まうで来くるなり2」

◇　「私用で尋ねる人のもとに参るのです」


1? 【真人は何しにここにはたびくたび参るぞ】薫の使者随身の詞。

2 【私に訪らふべき人のもとに参うで来るなり】匂宮の使者の詞。


浮舟．６．１．１０

■　と言いふ。

◇　と答える。

浮舟．６．１．１１

■　「私わたくしの人ひとにや1、艶えんなる文ふみはさし取とらする、けしきある真人まうとかな。

◇　「私用の相手に、恋文を届けるとは、不思議な方ですね。

■　もの隠かくしはなぞ」

◇　隠しているのはなぜですか」


1 【私の人にや】以下「もの隠しはなぞ」まで、随身の詞。


浮舟．６．１．１２

■　と言いふ。

◇　と尋ねる。

浮舟．６．１．１３

■　「まことは、この守かうの君きみの1、御文おほむふみ、女房にょうばうにたてまつりたまふ」

◇　「本当は、わたしの主人の守の君が、お手紙を、女房に差し上げなさるのです」


1 【まことはこの守の君の】以下「たてまつりたまふ」まで、使者の詞。「守の君」は、主人の国司（出雲権守）の君の意、時方。


浮舟．６．１．１４

■　と言いへば、言違ことたがひつつあやしと思おもへど、ここにて定さだめ言いはむも異ことやうなべければ、おのおの参まゐりぬ。

◇　と言うので、返事が次々変わるので変だと思うが、ここではっきりさせるのも変なので、それぞれが参上した。

第二段　薫、匂宮が女からの文を読んでいるのを見る

浮舟．６．２．１

■　かどかどしき者ものにて、供ともにある童わらはを、

◇　才覚のある者なので、供に連れている童を、

浮舟．６．２．２

■　「この男をのこに1、さりげなくて目めつけよ。

◇　「この男に、気づかれないように後をつけよ。

■　左衛門大夫さゑもんの家2***にや入いる」

◇　左衛門大夫の家に入るかどうか」

◆　 
"この をのこ に、 さりげなく て め つけ よ。 さゑもん-の-たいふ の いへ に や いる?"


1 【この男に】以下「家にや入る」まで、随身の詞。

2 【左衛門大夫の家】左衛門大夫、時方の家。


浮舟．６．２．３

■　と見みせければ、

◇　と跡付けさせたところ、

浮舟．６．２．４

■　「宮みやに参まゐりて、式部少輔しきぶのせうに1なむ、御文おほむふみは取とらせはべりつる」

◇　「宮邸に参って、式部少輔に、お手紙を渡しました」


1 【宮に参りて式部少輔に】以下「取らせはべりつる」まで、童の詞。匂宮邸に参上して、式部少輔兼大内記道定に。


浮舟．６．２．５

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　さまで尋たづねむものとも1、劣おとりの下衆げすは思おもはず、ことの心こころをも深ふかう知しらざりければ、舎人とねりの人ひとに2見現みあらはされにけむぞ、口惜くちをしきや。

◇　そこまで調べるものとは、身分の低い下衆は考えず、事情を深く知らなかったので、随身に発見されたのは、情けない話である。


1 【さまで尋ねむものとも】以下「口惜しきや」まで、語り手の評言。『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。

2 【舎人の人に】『集成』は「薫の使者の随身のこと。「舎人」は、近衛の舎人、また近衛府の将監（三等官）以下が勤める。「舎人の人」は「劣りの下衆」に対して、いっぱしの舎人、といった気持。以下「くちをしきや」まで、草子地」と注す。


浮舟．６．２．６

■　殿とのに参まゐりて1、今出いまいでたまはむとするほどに2、御文おほむふみたてまつらす。

◇　殿に参上して、今お出かけになろうとするときに、お手紙を差し上げさせる。

■　直衣なほしにて、六条ろくでうの院3ゐん、后きさいの宮4みやの出いでさせたまへるころなれば、参まゐりたまふなりければ、ことことしく、御前ごぜんなどあまたもなし。

◇　直衣姿で、六条の院に、后宮が里下がりあそばしている時なので、お伺いなさるものだから、仰々しく、御前駆など大勢はいない。

■　御文参おほむふみまゐらする人ひとに、

◇　お手紙を取り次ぐ人に、


1 【殿に参りて】随身が薫邸に。

2 【今出でたまはむとするほどに】薫が自邸を。

3 【六条の院】明融臨模本は「六条の院」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「六条の院に」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「六条の院」とする。

4 【后の宮】明石中宮。


浮舟．６．２．７

■　「あやしきことの1はべりつる。

◇　「不思議な事がございました。

■　見みたまへ定さだめむとて、今いままでさぶらひつる」

◇　はっきりさせようと思って、今までかかりました」


1 【あやしきことの】以下「さぶらひつる」まで、随身の詞。


浮舟．６．２．８

■　と言いふを、ほの聞ききたまひて、歩あゆみ出いでたまふままに、

◇　と言うのを、ちらっとお聞きになって、お歩きになりながら、

浮舟．６．２．９

■　「何なにごとぞ1」

◇　「どのような事か」


1 【何ごとぞ】薫の詞。


浮舟．６．２．１０

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

■　この人ひとの1聞きかむもつつましと思おもひて、かしこまりてをり。

◇　この取り次ぎが聞くのも憚れると思って、遠慮している。

■　殿とのもしか見知みしりたまひて、出いでたまひぬ。

◇　殿もそうとお察しになって、お出かけになった。


1 【この人の】取次の人。


浮舟．６．２．１１

■　宮みや、例れいならず1悩なやましげにおはすとて、宮みやたちも2皆参みなまゐりたまへり。

◇　后宮は、御不例でいらっしゃるということで、親王方もみな参上なさっていた。

■　上達部かむだちめなど多おほく参まゐり集つどひて、騒さわがしけれど、ことなることもおはしまさず。

◇　上達部など大勢お見舞いに参っていて、騒がしいけれど、格別変わった御容態でもない。


1 【宮例ならず】明石中宮。

2 【宮たちも】明石中宮腹の親王たち。


浮舟．６．２．１２

■　かの内記ないきは、政官じゃうぐわんなれば1、遅おくれてぞ参まゐれる。

◇　あの大内記は太政官の役人なので、後れて参った。

■　この御文おほむふみも2たてまつるを、宮みや、台盤所だいばんどころにおはしまして、戸口とぐちに召めし寄よせて取とりたまふを、大将3だいしゃう、御前おまへの方かたより立たち出いでたまふ、側目そばめに見通みとほしたまひて、

◇　あのお手紙を差し上げるのを、匂宮が、台盤所にいらして、戸口に呼び寄せてお取りになるのを、大将は、御前の方からお下がりになる、その横目でお眺めになって、

■　「せちにも思おぼすべかめる文ふみのけしきかな4」

◇　「熱中なさっている手紙の様子だ」

■　と、をかしさに立たちとまりたまへり。

◇　と、その興味深さに目がお止まりになった。


1 【かの内記は政官なれば】『集成』は「あの大内記は太政官の役人なので（公務多端のため）遅くなって参上した。浮舟の返書を届けるのが遅れて、今に到ったことの説明」と注す。

2 【この御文も】浮舟からの返書。大内記は前に使者から渡されていたもの。

3 【大将】薫。

4 【せちにも思すべかめる文のけしきかな】薫の匂宮を見ての感想。


浮舟．６．２．１３

■　「引ひき開あけて見みたまふ1、紅くれなゐの薄様うすやうに、こまやかに書かきたるべし2」

◇　「開いて御覧になっているのは、紅の薄様に、こまごまと書いてあるらしい」

■　と見みゆ。

◇　と見える。

■　文ふみに心入こころいれて、とみにも向むきたまはぬに、大臣おとども3立たちて外とざまにおはすれば、この君きみは4、障子さうじより出いでたまふとて、

◇　手紙に夢中になって、すぐには振り向きなさらないので、大臣も席を立って外に出てにいらっしゃるので、この君は、襖障子からお出になろうとして、

■　「大臣出おとどいでたまふ」

◇　「大臣がお出になります」

■　と、うちしはぶきて、驚おどろかいたてまつりたまふ5。

◇　と咳払いをして、ご注意申し上げなさる。


1 【引き開けて見たまふ】匂宮は浮舟からの手紙を。

2 【紅の薄様にこまやかに書きたるべし】薫の推測。「紅の薄様」は恋文の体裁。

3 【大臣も】夕霧。係助詞「も」は同類、薫に続いての意。

4 【この君は】薫。

5 【驚かいたてまつりたまふ】薫は匂宮に。


浮舟．６．２．１４

■　ひき隠かくしたまへるにぞ、大臣おとどさし覗のぞきたまへる。

◇　ちょうどお隠しになったところへ、大臣が顔をお出しになった。

■　驚おどろきて御紐おほむひもさしたまふ。

◇　驚いて襟元の入紐をお差しになる。

■　殿とのつい居ゐたまひて1、

◇　殿は膝まずきなさって、


1 【殿つい居たまひて】夕霧は匂宮に敬意を表して膝まずく。


浮舟．６．２．１５

■　「まかではべりぬべし1。

◇　「退出いたしましょう。

■　御邪気おほむじゃけの久ひさしくおこらせたまはざりつるを、恐おそろしきわざなりや。

◇　御物の怪が久しくお起こりになりませんでしたが、恐ろしいことですね。

■　山やまの座主2ざす、ただ今請いまさうじに遣つかはさむ」

◇　山の座主を、さっそく呼びにやりましょう」


1 【まかではべりぬべし】以下「遣はさむ」まで、夕霧の詞。

2 【山の座主】比叡山の天台座主。


浮舟．６．２．１６

■　と、急いそがしげにて立たちたまひぬ。

◇　と、忙しそうにお立ちになった。

第三段　薫、随身から匂宮と浮舟の関係を知らされる

浮舟．６．３．１

■　夜更よふけて、皆出みないでたまひぬ。

◇　夜が更けて、みな退出なさった。

■　大臣おとどは、宮みやを先さきに立たてたてまつりたまひて、あまたの御子おほむこどもの上達部かむだちめ、君きみたちをひき続つづけて、あなたに渡わたりたまひぬ1。

◇　大臣は、宮を先にお立て申し上げになって、大勢のご子息の上達部や、若君たちを引き連れて、あちらにお渡りになった。

■　この殿とのは2遅おくれて出いでたまふ。

◇　この殿は遅れてお出になる。


1 【あなたに渡りたまひぬ】同じ六条院の東北の町に。

2 【この殿は】薫。


浮舟．６．３．２

■　随身ずいじんけしきばみつる、あやしと思おぼしければ、御前ごぜんなど下おりて火灯ひともすほどに1、随身召ずいじんめし寄よす。

◇　随身がいわくありげな顔をしていたのを、何かあるとお思いになったので、御前駆たちが引き下がって松明を燈すころに、随身を呼び寄せる。


1 【御前など下りて火灯すほどに】前駆の者が御前を引き下がって松明の用意をする。


浮舟．６．３．３

■　「申まうしつるは、何なにごとぞ1」

◇　「先程申したことは、何事か」


1 【申しつるは何ごとぞ】薫の詞。


浮舟．６．３．４

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

浮舟．６．３．５

■　「今朝けさ、かの宇治うぢに1、出雲権守時方朝臣いづものごんのかみときかたのあそむのもとにはべる男をとこの2、紫むらさきの薄様うすやうにて、桜さくらにつけたる文ふみを、西にしの妻戸つまどに寄よりて、女房にょうばうに取とらせはべりつる。

◇　「今朝、あの宇治に、出雲権守時方朝臣のもとに仕えている男が、紫の薄様で、桜に付けた手紙を、西の妻戸に近寄って、女房に渡しました。

■　見みたまへつけて、しかしか問とひはべりつれば、言違ことたがへつつ、虚言そらごとのやうに申まうしはべりつるを、いかに申まうすぞ、とて、童わらはべして見みせはべりつれば、兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやに参まゐりはべりて、式部少輔道定朝臣しきぶのせうみちさだのあそむになむ、その返かへり事ごとは取とらせはべりける」

◇　それを拝見しまして、これこれしかじかと尋ねましたら、返事がころころと変わり、嘘のような返事を申しましたので、どうしてそう申すのかと、子どもを使って後をつけさせましたところ、兵部卿宮邸に参りまして、式部少輔道定朝臣に、その返事を渡しました」


1 【今朝かの宇治に】以下「取らせはべりける」まで、随身の詞。

2 【出雲権守時方朝臣のもとにはべる男の】出雲権守時方朝臣に仕える下男。時方は左衛門大夫兼出雲権守であることが初めて記される。


浮舟．６．３．６

■　と申まうす。

◇　と申す。

■　君きみ、あやしと思おぼして、

◇　君は、変だとお思いになって、

浮舟．６．３．７

■　「その返かへり事ごとは、いかやうにしてか、出いだしつる1」

◇　「その返事は、どのようにして、返したか」


1 【その返り事はいかやうにしてか出だしつる】薫の詞。


浮舟．６．３．８

■　「それは見みたまへず1。

◇　「それは拝見できませんでした。

■　異方ことかたより出いだしはべりにける。

◇　別の方から出しました。

■　下人しもびとの申まうしはべりつるは、赤あかき色紙しきしの、いときよらなる、となむ申まうしはべりつる」

◇　下人の申したことでは、赤い色紙で、とても美しいもの、と申しました」


1 【それは見たまへず】以下「申しはべりつる」まで、随身の詞。


浮舟．６．３．９

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　思おぼし合あはするに1、違たがふことなし。

◇　お考え合わせになると、ぴったりである。

■　さまで見みせつらむを、かどかどしと思おぼせど、人ひとびと近ちかければ、詳くはしくものたまはず。

◇　そこまで見届けさせたのを、気が利いているとお思いになるが、人びとが近くにいるので、詳しくはおっしゃらない。


1 【思し合はするに】先程見た匂宮が手にしていた「紅の薄様」とこの「赤き色紙」を比較。


第四段　薫、帰邸の道中、思い乱れる

浮舟．６．４．１

■　道みちすがら、

◇　帰途、

■　「なほ、いと恐おそろしく1、隈くまなくおはする宮みやなりや。

◇　「やはり、実に油断のならない、抜け目なくいらっしゃる宮であるよ。

■　いかなりけむついでに、さる人ひとありと聞ききたまひけむ。

◇　どのような機会に、そのような人がいるとお聞きになったのだろう。

■　いかで言いひ寄よりたまひけむ。

◇　どのようにして言い寄りなさったのだろう。

■　田舎ゐなかびたるあたりにて2、かうやうの筋すぢの紛まぎれは、えしもあらじ、と思おもひけるこそ幼をさなけれ。

◇　田舎めいた所だから、このような方面の過ちは、けっして起こるまい、と思っていたのが浅はかだった。

■　さても、知しらぬあたりにこそ3、さる好すきごとをものたまはめ、昔むかしより隔へだてなくて、あやしきまでしるべして、率ゐてありきたてまつりし身みにしも、うしろめたく思おぼし寄よるべしや4」

◇　それにしても、わたしに関わりのない女には、そのような懸想をなさってもよいが、昔から親しくして、おかしいまでに手引して、お連れ申して歩いた者に、裏切ってそのような考えを持たれてよいものであろうか」


1 【なほいと恐ろしく】以下「思し寄るべしや」まで薫の心中の思い。

2 【田舎びたるあたりにて】宇治は都から遠い田舎なので。

3 【知らぬあたりにこそ】自分に関わりのない女。係助詞「こそ」は「のたまはめ」に係る、逆接用法。

4 【うしろめたく思し寄るべしや】『集成』は「人を裏切ってそんな考えを持たれてよいものか」。『完訳』は「やましい了簡を起されてよいものか」と訳す。


浮舟．６．４．２

■　と思おもふに、いと心こころづきなし。

◇　と思うと、まことに気にくわない。

浮舟．６．４．３

■　「対たいの御方おほむかたの1御おほむことを、いみじく思おもひつつ、年としごろ過すぐすは、わが心こころの重おもさ、こよなかりけり。

◇　「対の御方のことを、たいそういとしく思いながらも、そのまま何年も過ごして来たのは、自分の慎重さが、深かったからだ。

■　さるは、それは、今初いまはじめてさま悪あしかるべきほどにもあらず2。

◇　また一方では、それは今始まった不体裁な恋情ではない。

■　もとよりのたよりにもよれるを3、ただ心こころのうちの隈くまあらむが、わがためも苦くるしかるべきによりこそ、思おもひ憚はばかるもをこなるわざなりけれP25。

◇　もともとの経緯もあったのだが、ただ心の中に後ろ暗いところがあっては、自分としても苦しいことになると思ってこそ、遠慮していたのも愚かなことであった。


P25 なりけれ--なるけり（り/＄れ）

1 【対の御方の】以下「いといとほしげなりきかし」まで、薫の心中の思い。

2 【今初めてさま悪しかるべきほどにもあらず】『完訳』は「今始った不体裁な恋でなく」と訳す。

3 【もとよりのたよりにもよれるを】故大君が中君を結婚相手に譲り、また中君と一夜を共にしたこともある、という意。


浮舟．６．４．４

■　このころかく悩なやましくしたまひて1、例れいよりも人ひとしげき紛まぎれに、いかではるばると書かきやりたまふらむ。

◇　最近このように具合悪くなさって、不断よりも人の多い取り込み中に、どのようにしてはるばる遠い宇治までお書きやりになったのだろうか。

■　おはしやそめにけむ。

◇　通い初めなさったのだろうか。

■　いと遥はるかなる懸想けさうの道みちなりや。

◇　たいそう遠い恋の通い路だな。

■　あやしくて、おはし所尋どころたづねられたまふ日ひもあり2、と聞きこえきかし3。

◇　不思議に思って、いらっしゃる所を尋ねられる日もあった、と聞いたことだ。

■　さやうのことに思おぼし乱みだれて、そこはかとなく悩なやみたまふなるべし。

◇　そのようなことにお苦しみになって、どこそことなく悩んでいらっしゃるのだろう。

■　昔むかしを思おぼし出いづるに4も、えおはせざりしほどの嘆なげき、いといとほしげなりきかし」

◇　昔を思い出すにつけても、お越しになれなかったときの嘆きは、実にお気の毒であった」


1 【このころかく悩ましくしたまひて】匂宮の病気。恋わずらい。

2 【おはし所尋ねられたまふ日もあり】匂宮の所在。「られ」は受身助動詞。「たまふ」は匂宮に対する敬意。

3 【聞こえきかし】『集成』は「耳にしたこともあったな」。『完訳』は「噂にも聞いたことがある」と注す。

4 【昔を思し出づるに】主語は薫。『集成』は「ここからは地の文」。『完訳』は「薫の心内語に、語り手による尊敬語がまじる」と注す。


浮舟．６．４．５

■　と、つくづくと思おもふに、女をむなのいたくもの思おもひたるさま1なりしも、片端心得かたはしこころえそめたまひては、よろづ思おぼし合あはするに、いと憂うし。

◇　と、つくづくと思うと、女がひどく物思いしている様子であったのも、事情の一端がお分かり始めになると、あれこれと思い合わせると、実につらい。


1 【女のいたくもの思ひたるさま】浮舟。


浮舟．６．４．６

■　「ありがたきものは1、人ひとの心こころにもあるかな。

◇　「難しいものは、人の心だな。

■　らうたげにおほどかなりとは見みえながら、色いろめきたる方かたは添そひたる人ひとぞかし。

◇　かわいらしくおっとりしているとは見えながら、浮気なところがある人であった。

■　この宮みやの御具おほむぐにては、いとよきあはひなり2」

◇　この宮の相手としては、まことによい似合いだ」


1 【ありがたきものは】以下「いとよきあはひなり」まで、薫の心中の思い。

2 【いとよきあはひなり】『完訳』は「似合いの二人と、皮肉る」と注す。


浮舟．６．４．７

■　と思おもひも譲ゆづりつべく、退のく心地ここちしたまへど、

◇　と譲ってもよい気持ちになり、身を引きたくお思いになるが、

浮舟．６．４．８

■　「やむごとなく1思おもひそめ始はじめし人ひとならばこそあらめ、なほさるものにて置おきたらむ2。

◇　「北の方にする気持ちの女ならともかくも、やはり今まで通りにしておこう。

■　今いまはとて見みざらむ、はた、恋こひしかるべし」

◇　これを限りに会わなくなるのも、はたまた、恋しい気がするであろう」


1 【やむごとなく】以下「恋しかるべし」まで、薫の心中の思い。正妻にする女であったら、の意。

2 【なほさるものにて置きたらむ】『集成』は「匂宮の女でもよい、と思う」。『完訳』は「やはり今までどおり、慰み相手として。彼女への執着を合理化」と注す。


浮舟．６．４．９

■　と人悪ひとわろく、いろいろ心こころの内うちに思おぼす。

◇　と体裁悪いほど、いろいろと心中ご思案なさる。

第五段　薫、宇治へ随身を遣わす

浮舟．６．５．１

■　「我われ、すさまじく1思おもひなりて、捨すて置おきたらば、かならず、かの宮みや、呼よび取とりたまひてむ。

◇　「自分が、嫌気がさしたといって、見捨てたら、きっと、あの宮が、呼び迎えなさろう。

■　人ひとのため、後のちのいとほしさをも、ことにたどりたまふまじ2。

◇　相手にとって、将来がお気の毒なのも、格別お考えなさるまい。

■　さやうに思おぼす人ひとこそ3、一品宮いっぽんの御方みやのおほむかたに人ひと、二に、三人参さむにんまゐらせたまひたなれ。

◇　そのように寵愛なさる女は、一品宮の御方のもとに女房を、二、三人出仕させなさったという。

■　さて、出いで立たちたらむを見聞みきかむ、いとほしく」

◇　そのように、出仕させたのを見たり聞いたりするのも、気の毒なことだ」


1 【我すさまじく】以下「いとほしく」まで、薫の心中の思い。

2 【たどりたまふまじ】主語は匂宮。『完訳』は「匂宮は、浮舟の将来など考えぬ刹那的で自己本意の人、の意」と注す。

3 【人こそ】「参らせたまひたなれ」に係る逆接用法。


浮舟．６．５．２

■　など、なほ捨すてがたく、けしき見みまほしくて、御文遣おほむふみつかはす。

◇　などと、やはり見捨てがたく、様子を見たくて、お手紙を遣わす。

■　例れいの随身召ずいじんめして、御手おほむてづから人間ひとまに召めし寄よせたり。

◇　いつもの随身を呼んで、ご自身で直接人のいない間に呼び寄せた。

浮舟．６．５．３

■　「道定朝臣みちさだのあそむは1、なほ仲信なかのぶが家いへにや通かよふ」

◇　「道定朝臣は、今でも仲信の家に通っているのか」


1 【道定朝臣は】以下「家にや通ふ」まで、薫の詞。『集成』は「道定の朝臣（大内記）は、今でも仲信の家に通っているのか。仲信の女との夫婦仲について問う。匂宮と女を張り合っているとは、あくまで隠したく、道定自身が浮舟に懸想していると思わせるための用意」と注す。


浮舟．６．５．４

■　「さなむはべる1」

◇　「そのようでございます」

■　と申まうす。

◇　と申す。


1 【さなむはべる】随身の詞。


浮舟．６．５．５

■　「宇治うぢへは1、常つねにやこのありけむ男をのこは遣やるらむ。

◇　「宇治へは、いつもあの先程の男を使いにやるのか。

■　かすかにて居ゐたる人ひとなれば2、道定みちさだも思おもひかくらむかし3」

◇　ひっそり暮らしている女なので、道定も思いをかけるだろうな」


1 【宇治へは】以下「思ひかくらむかし」まで、薫の詞。

2 【かすかにて居たる人なれば】浮舟をさす。

3 【道定も思ひかくらむかし】『集成』は「仲信の女をさし措いて、浮舟に思いを寄せたか、と推察する体の発言」と注す。


浮舟．６．５．６

■　と、うちうめきたまひて、

◇　と、溜息をおつきになって、

浮舟．６．５．７

■　「人ひとに見みえでをまかれ。

◇　「人に見られないように行け。

■　をこなり1」

◇　馬鹿らしいからな」


1 【人に見えでをまかれをこなり】薫の詞。


浮舟．６．５．８

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　かしこまりて、少輔せうふが常つねにこの殿とのの御おほむこと案内あないし、かしこのこと問とひしも思おもひあはすれど、もの馴なれて1え申まうし出いでず。

◇　緊張して、少輔がいつもこの殿の事を探り、あちらの事を尋ねたことも思い合わされるが、なれなれしくは申し出ることもできない。

■　君きみも、

◇　君も、

■　「下衆げすに詳くはしくは知しらせじ」

◇　「下衆に詳しくは知らせまい」

■　と思おぼせば、問とはせたまはず。

◇　とお思いになったので、尋ねさせなさらない。


1 【もの馴れて】明融臨模本は「物なれて（て＋も）」とある。すなわち「も」を補入する。『集成』『完本』は諸本と訂正以前本文に従って「もの馴れて」と校訂する。『新大系』は底本の補入に従って「物馴れても」と校訂する。


浮舟．６．５．９

■　かしこには、御使おほむつかひの例れいよりしげきにつけても、もの思おもふことさまざまなり。

◇　あちらでは、お使いがいつもより頻繁にあるのにつけても、あれこれ物思いをする。

■　ただかくぞのたまへる1。

◇　ただこのようにおっしゃっていた。


1 【ただかくぞのたまへる】薫の手紙。


浮舟．６．５．１０

■　「波越なみこゆるS27ころとも知しらず末すゑの松まつ

待まつらむとのみ思おもひけるかな1

◇　「心変わりするころとは知らずにいつまでも

待ち続けていらっしゃるものと思っていました


S27 君をおきてあだし心をわが持たば末の松山浪も越えなむ（古今集東歌-一〇九三　陸奥歌）

1 【波越ゆるころとも知らず末の松待つらむとのみ思ひけるかな】薫から浮舟への贈歌。明融臨模本「すゑの松」に朱合点。『花鳥余情』は「君をおきてあだし心をわがもたば末の松山波も越えなむ」（古今集東歌、一〇九三）。『異本紫明抄』は「越えにける波をば知らで末の松千代までとのみ頼みけるかな」（後拾遺集恋二、七〇五、藤原能通）を指摘。『完訳』は「他者の心を移したと詰問」と注す。


浮舟．６．５．１１

■　人ひとに笑わらはせたまふな1」

◇　世間の物笑いになさらないでください」


1 【人に笑はせたまふな】歌に続けた文。


浮舟．６．５．１２

■　とあるを、いとあやしと思おもふに、胸むねふたがりぬ。

◇　とあるのを、とても変だと思うと、胸が真っ暗になった。

■　御返おほむかへり事ごとを心得顔こころえがほに聞きこえむもいとつつまし、ひがことにてあらむもあやしければ、御文おほむふみはもとのやうにして、

◇　お返事を理解したように申し上げるのも気がひける、何かの間違いだっら具合が悪いので、お手紙はもとのように直して、

浮舟．６．５．１３

■　「所違ところたがへのやうに1見みえはべればなむ。

◇　「宛先が違うように見えますので。

■　あやしく悩なやましくて、何事なにごとも」

◇　妙に気分がすぐれませんので、何事も申し上げられません」


1 【所違へのやうに】以下「何事も」まで、浮舟の返事。薫からの手紙に書き添える。


浮舟．６．５．１４

■　と書かき添そへてたてまつれつ。

◇　と書き添えて差し上げた。

■　見みたまひて1、

◇　御覧になって、


1 【見たまひて】主語は薫。


浮舟．６．５．１５

■　「さすがに1、いたくもしたるかな。

◇　「そうはいっても、うまく言い逃れたな。

■　かけて見みおよばぬ心こころばへよ」

◇　少しも思ってもみなかった機転だな」


1 【さすがに】以下「心ばへよ」まで、薫の感想。


浮舟．６．５．１６

■　とほほ笑ゑまれたまふも、憎にくしとは、え思おぼし果はてぬなめり1。

◇　とにっこりなさるのも、憎いとは、お恨み切れないのであろう。


1 【憎しとはえ思し果てぬなめり】『休聞抄』は「双也」と指摘。


第六段　右近と侍従、右近の姉の悲話を語る

浮舟．６．６．１

■　まほならねど、ほのめかしたまへるけしきを、かしこには1いとど思おもひ添そふ。

◇　正面きってではないが、それとなくおっしゃった様子を、あちらではますます物思いが加わる。

■　「つひにわが身みは2、けしからずあやしくなりぬべきなめり」

◇　「結局は、わが身は良くない妙な結果になってしまいそうだ」

■　と、いとど思おもふところに、右近来うこんきて、

◇　と、ますます思っているところに、右近が来て、


1 【かしこには】浮舟をさす。

2 【つひにわが身は】以下「なりぬべきなめり」まで、浮舟の心中の思い。


浮舟．６．６．２

■　「殿とのの御文おほむふみは1、などて返かへしたてまつらせたまひつるぞ。

◇　「殿のお手紙は、どうしてお返しなさったのですか。

■　ゆゆしく、忌いみはべるなるものを2」

◇　不吉にも、忌むものでございますものを」


1 【殿の御文は】以下「忌みはべるなるものを」まで、右近の詞。

2 【ゆゆしく忌みはべるなるものを】『完訳』は「手紙を返すのは禁物とされる。相手を傷つけ、絶交を意味する」と注す。


浮舟．６．６．３

■　「ひがことのあるやうに見みえつれば、所違ところたがへかとて1」

◇　「間違いがあるように見えたので、宛先が違うのかと思いまして」


1 【ひがことのあるやうに見えつれば所違へかとて】浮舟の詞。


浮舟．６．６．４

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　あやしと見みければ、道みちにて開あけて見みけるなりけり。

◇　変だと思ったので、道で開けて見たのであった。

■　よからずの右近うこんがさまやな。

◇　良くない右近の態度ですこと。

■　見みつとは言いはで、

◇　見たとは言わないで、

浮舟．６．６．５

■　「あな、いとほし2。

◇　「まあ、お気の毒な。

■　苦くるしき御おほむことどもにこそはべれ。

◇　難儀なお事でございます。

■　殿とのはもののけしき御覧ごらんじたるべし」

◇　殿は事情をお察しになったのでしょう」


1? 【あやしと見ければ--よからずの右近がさまやな】『一葉抄』は「双紙か詞也」と指摘。

2 【あないとほし】以下「御覧じたるべし」まで、右近の詞。


浮舟．６．６．６

■　と言いふに、面おもてさと赤あかみて、ものものたまはず。

◇　と言うと、顔がさっと赤くなって、何もおっしゃらない。

■　文見ふみみつらむと思おもはねば、

◇　手紙を見たとは思わないので、

■　「異ことざまにて、かの御みけしき見みる人ひとの語かたりたるにこそは」

◇　「別のことで、あの方のご様子を見た人が話したこと」

■　と思おもふに、

◇　と思うが、

浮舟．６．６．７

■　「誰たれか、さ言いふぞ」

◇　「誰が、そのように言ったのか」

浮舟．６．６．８

■　などもえ問とひたまはず。

◇　などとも尋ねることはできない。

■　この人ひとびとの見思みおもふらむことも、いみじく恥はづかし。

◇　この女房たちが見たり思ったりすることも、ひどく恥ずかしい。

■　わが心こころもてありそめしことならねども、

◇　自分の考えから始まったことではないが、

■　「心憂こころうき宿世すくせかな1」

◇　「嫌な運命だなあ」

■　と思おもひ入いりて寝ねたるに、侍従じじゅうと二人ふたりして、

◇　と思い入って寝ていると、侍従と二人で、


1 【心憂き宿世かな】浮舟の心中の思い。


浮舟．６．６．９

■　「右近うこんが姉あねの1、常陸ひたちにてP26、人二人見ひとふたりみはべりしを、ほどほどにつけては、ただかくぞかし。

◇　「右近めの姉で、常陸国で、男二人と結婚しましたが、身分は違っても、このようなものでございます。

■　これもかれも2劣おとらぬ心こころざしにて、思おもひ惑まどひて3はべりしほどに、女をむなは、今いまの方かたにいますこし心寄ここよせまさりてぞはべりける。

◇　それぞれ負けない愛情なので、思い迷っておりました時に、女は、新しい男の方に少し気持ちが動いたのでございました。

■　それに妬ねたみて、つひに今いまのをば殺ころしてしぞかし。

◇　それを嫉妬して、結局新しい男を殺してしまったのです。


P26 常陸にて--ひたちも（も/＄にて）

1 【右近が姉の】以下「いとほしけれ」まで、右近の詞。

2 【これもかれも】新しい男も前の男も。

3 【思ひ惑ひて】主語は浮舟の姉。


浮舟．６．６．１０

■　さて我われも住すみはべらずなりにき。

◇　そうして自分も住んでいられなくなったのでした。

■　国くににも、いみじきあたら兵一人失つはものひとりうしなひつ。

◇　常陸国でも、大変惜しい兵士を一人失った。

■　また、この過あやまちたるも、よき郎等らうどうなれど、かかる過あやまちしたる者ものを、いかでかは使つかはむ、とて、国くにの内うちをも追おひ払はらはれ、すべて女をむなのたいだいしきぞとて、館たちの内うちにも置おいたまへらざりしかば、東あづまの人ひとになりて、乳母ままも1、今いまに恋こひ泣なきはべるは、罪深つみふかくこそ見みたまふれ2。

◇　また、過ちを犯した男も、良い家来であったが、このような過ちを犯した者を、どうしてそのまま使うことができようか、ということで、国内を追放され、すべて女がよろしくないのだと言って、館の内にも置いてくださらなかったので、東国の人となって、乳母も、今でも恋い慕って泣いておりますのは、罪深いものと拝見されます。


1 【乳母も】右近の母。浮舟の乳母。右近は浮舟と乳母子の関係。

2 【罪深くこそ見たまふれ】往生の妨げとなること。「たまふれ」は謙譲補助動詞。


浮舟．６．６．１１

■　ゆゆしきついでのやうにはべれど、上かみも下しも、かかる筋すぢのことは、思おぼし乱みだるるは、いと悪あしきわざなり。

◇　縁起でもない話のついでのようでございますが、身分の上の方も下の者も、このようなことで、お悩みになるのは、とても悪いことです。

■　御命おほむいのちまだにはあらずとも、人ひとの御おほむほどほどにつけてはべることなり。

◇　お命までには関わらなくても、それぞれの方のご身分に関わることでございます。

■　死しぬるにまさる恥はぢなることも、よき人ひとの御身おほむみには、なかなかはべるなり。

◇　死ぬことにまさる恥ということも、身分の高い方には、かえってございますことです。

■　一方ひとかたに思おぼし定さだめてよ。

◇　お一方にお決めなさい。

浮舟．６．６．１２

■　宮みやも御心みこころざしまさりて、まめやかにだに聞きこえさせたまはば、そなたざまにもなびかせたまひて、ものないたく嘆なげかせたまひそ。

◇　宮もご愛情がまさって、せめて真面目にさえご求婚なさるならば、そちらに従いなさって、ひどくお嘆きなさるな。

■　痩やせ衰おとろへさせたまふもいと益やくなし。

◇　痩せ衰えなさるのもまことにつまらない。

■　さばかり上うへの思おもひいたづききこえさせたまふものを、乳母ままが1この御おほむいそぎに心こころを入いれて、惑まどひゐてはべるにつけても、それよりこなたに、と聞きこえさせたまふ御おほむことこそ、いと苦くるしく、いとほしけれ」

◇　あれほど母上が大切に思ってお世話なさっているのを、乳母がこの上京のご準備に熱心になって、大騒ぎしておりますにつけても、あちらよりもこちらに、とおっしゃってくださる宮のことが、とてもつらく、お気の毒です」


1 【乳母が】浮舟の乳母。右近の母。


浮舟．６．６．１３

■　と言いふに、いま一人2ひとり、

◇　と言うと、もう一人は、


1? 【それよりこなたにと聞こえさせたまふこと】薫に迎えられる前に匂宮の方に、の意。主語は匂宮。「きこえ」の対象は浮舟に。

2 【いま一人】侍従。


浮舟．６．６．１４

■　「うたて、恐おそろしきまで1な聞きこえさせたまひそ。

◇　「まあ嫌な、恐ろしいことまでを申し上げなさいますな。

■　何なにごとも御宿世おほむすくせにこそあらめ。

◇　何事もすべてご運命でしょう。

■　ただ御心みこころのうちに、すこし思おぼしなびかむ方かたを、さるべきに思おぼしならせたまへ。

◇　ただお心の中で、少しでも気持ちの傾く方を、そうなるご運だとお考えなさいませ。

■　いでや、いとかたじけなく、いみじき御みけしきなりしかば、人ひとのかく2思おぼしいそぐめりし方かたにも御心みこころも寄よらず。

◇　それにしても、まことに恐れ多く、たいそうなご執心であったので、殿があのように何かとご準備なさっているらしいことにもお心が動きません。

■　しばしは隠かくろへても、御思おほむおもひのまさらせたまはむに寄よらせたまひね、とぞ思おもひえはべる」

◇　しばらくは隠れてでも、お気持ちがお傾きになる方に身をお寄せなさいませ、と存じます」


1 【うたて恐ろしきまで】以下「思ひえはべる」まで、侍従の詞。

2 【人のかく】薫。


浮舟．６．６．１５

■　と、宮みやをいみじくめできこゆる心こころなれば、ひたみちに言いふ。

◇　と、宮をたいそうお誉め申し上げる者なので、一途に言う。

第七段　浮舟、右近の姉の悲話から死を願う

浮舟．６．７．１

■　「いさや。

◇　「さあね。

■　右近うこんは1、とてもかくても、事ことなく過すぐさせたまへと、初瀬はつせ、石山いしやまなどに願ぐわんをなむ立たてはべる。

◇　右近は、どちらにしても、ご無事にお過ごしなさいと、長谷寺や、石山寺などに願を立てています。

■　この大将殿だいしゃうどのの御荘みさうの人ひとびとといふ者ものは、いみじき無道ぶたうの者ものどもにて、一類ひとるいこの里さとに満みちてはべるなり。

◇　この大将殿のご荘園の人びとという者は、たいそうな不埒な者どもで、一族がこの里にいっぱいいると言います。

■　おほかた、この山城やましろ、大和やまとに、殿とのの領りゃうじたまふ所々ところどころの人ひとなむ、皆みなこの内舎人うどねりといふ者もののゆかりかけつつはべるなる。

◇　だいたい、この山城国、大和国に、殿がお持ちになっている所々の人は、みなこの内舎人という者の縁につながっているそうでございます。


1 【いさや右近は】以下「いといみじくなむ」まで、右近の詞。


浮舟．６．７．２

■　それが婿むこの右近大夫うこんのたいふといふ者ものを元もととして、よろづのことをおきて2仰おほせられたるななり。

◇　それの婿の右近大夫という者を首領として、すべての事を決めて命令するそうです。

■　よき人ひとの御仲おほむなかどちは3、情なさけなきことし出いでよ、と思おぼさずとも、ものの心得こころえぬ田舎人ゐなかびとどもの、宿直人とのゐびとにて替かはり替がはりさぶらへば、おのが番ばんに当あたりて、いささかなることもあらせじなど、過あやまちもしはべりなむ。

◇　身分の高い方のお間柄では、思慮のないことを仕出かすよ、とお思いにならなくても、考えのない田舎者連中が、宿直人として交替で勤めていますので、自分の番に当たって、ちょっとしたことも起こさせまいとなどと、間違いも起こしましょう。


1? 【それが婿の右近大夫といふもの】内舎人の婿で右近大夫という者。薫は右大将なので、その直属の部下。

2 【よろづのことをおきて】警護の万端を指図しおいて。

3 【よき人の御仲どちは】身分の高い匂宮と薫の間柄では、の意。


浮舟．６．７．３

■　ありし夜よの御おほむありきは1、いとこそむくつけく思おもうたまへられしか。

◇　先夜のご外出は、ほんとうに気味が悪く存じられました。

■　宮みやは、わりなくつつませたまふとて、御供おほむともの人ひとも率ゐておはしまさず、やつれてのみおはしますを、さる者ものの見みつけたてまつりたらむは、いといみじくなむ」

◇　宮は、どこまでも人目をお避けになろうとして、お供の人も連れていらっしゃらず、お忍び姿ばかりでいらっしゃるのを、そのような者がお見つけ申したときには、とても大変なことになりましょう」


1 【ありし夜の御ありきは】匂宮と橘小島で過ごしたことをさす。


浮舟．６．７．４

■　と、言いひ続つづくるを、君1きみ、

◇　と、言い続けるのを、女君、

■　「なほ、我われを2、宮みやに心寄こころよせたてまつりたると思おもひて、この人ひとびとの言いふ。

◇　「やはり、わたしを、宮に心寄せ申していると思って、この女房たちが言っている。

■　いと恥はづかしく、心地ここちにはいづれとも思おもはず3。

◇　とても恥ずかしく、気持ちの上ではどちらとも思っていない。

■　ただ夢ゆめのやうにあきれて、いみじく焦いられたまふを4ば、などかくしも、とばかり思おもへど、頼たのみきこえて年としごろになりぬる人ひとを5、今いまはともて離はなれむと思おもはぬによりこそ、かくいみじとものも思おもひ乱みだるれ。

◇　ただ夢のように茫然として、ひどくご執着なさっているのを、どうしてこんなにまで、と思うが、お頼り申し上げて長い間になる方を、今になって裏切ろうとは思わないからこそ、このように大変だと思って悩むのだ。

■　げに、よからぬことも出いで来きたらむ時とき」

◇　なるほど、よくない事でも起こったときには」

■　と、つくづくと思おもひゐたり。

◇　と、つくづくと思っていた。


1 【君】浮舟。

2 【なほ我を】以下「出で来たらむとき」まで、浮舟の心中の思い。

3 【いづれとも思はず】匂宮とも薫とも。

4 【いみじく焦られたまふを】主語は匂宮。

5 【頼みきこえて年ごろになりぬる人を】薫。薫の保護を受けて足かけ二年めになる。


浮舟．６．７．５

■　「まろは、いかで死しなばや1。

◇　「わたしは、何とかして死にたい。

■　世よづかず心憂こころうかりける身みかな。

◇　世間並に生きられないつらい身の上だわ。

■　かく、憂うきことあるためしは、下衆げすなどの中なかにだに多おほくやはあなる2」

◇　このような、嫌なことのある例は、下衆の中でさえ多くあろうか」


1 【まろはいかで死なばや】以下「おほくやはある」まで、浮舟の詞。

2 【多くやはあなる】反語表現。


浮舟．６．７．６

■　とて、うつぶし臥ふしたまへば、

◇　と言って、うつ臥しなさると、

浮舟．６．７．７

■　「かくな思おぼし召めしそ1。

◇　「そんなに思い詰めなさいますな。

■　やすらかに思おぼしなせ、とてこそ聞きこえさせはべれ2。

◇　お心安く思いなさいませ、と思って申し上げたのでございます。

■　思おぼしぬべきことをも、さらぬ顔かほにのみ、のどかに見みえさせたまへるを、この御事おほむことののち、いみじく心焦こころいられをせさせたまへば3、いとあやしくなむ見みたてまつる」

◇　お苦しみになることを、何げないふうにばかり、のんびりとお見えになるのを、この事件の後は、ひどくいらいらしていらっしゃるので、とても変だと拝見しております」


1 【かくな思し召しそ】以下「見たてまつる」まで、右近の詞。

2 【聞こえさせはべれ】右近の浮舟に対する丁重な謙譲表現。

3 【心焦られをせさせたまへば】主語は浮舟。


浮舟．６．７．８

■　と、心知こころしりたる限かぎりは、皆みなかく思おもひ乱みだれ騒さわぐに、乳母めのと、おのが心こころをやりて1、物染ものぞめいとなみゐたり。

◇　と、事情を知っている者だけは、みな心配しているのだが、乳母は、自分一人満足そうにして、染物などをしていた。

■　今参いままゐり童わらはなどのめやすきを呼よび取とりつつ、

◇　新参の童女などで無難なのを呼んでは、


1 【乳母おのが心をやりて】事情を知らない乳母は満足げに京の薫邸に移るための準備に余念がない。


浮舟．６．７．９

■　「かかる人御覧ひとごらんぜよ1。

◇　「このような方を御覧なさい。

■　あやしくてのみ臥ふさせたまへるは、もののけなどの、妨さまたげきこえさせむとするにこそ」

◇　変なことばかりに臥せっていらっしゃるのは、物の怪などが、お邪魔申し上げようとするのでしょう」

■　と嘆なげく。

◇　と嘆く。


1 【かかる人御覧ぜよ】以下「するにこそ」まで、乳母の詞。『完訳』は「浮舟への言葉。気晴らしに女童でも相手になさい、の意」と注す。


第七章　浮舟の物語　浮舟、匂宮にも逢わず、母へ告別の和歌を詠み残す

第一段　内舎人、薫の伝言を右近に伝える

浮舟．７．１．１

■　殿とのよりは、かのありし返かへり事ごとをだにのたまはで、日ひごろ経へぬ。

◇　殿からは、あの先日の返事をさえおっしゃらずに、幾日も過ぎた。

■　この脅おどしし1内舎人うどねりといふ者ものぞ来きたる。

◇　この恐ろしがらせた内舎人という者が来た。

■　げに、いと荒々あらあらしく、ふつつかなるさましたる翁おきなの、声こゑかれ、さすがにけしきある、

◇　なるほど、たいそう荒々しく不格好に太った様子をした老人で、声も嗄れ、何といっても凄そうなのが、


1 【この脅しし】右近の話で浮舟を恐がらせた、の意。


浮舟．７．１．２

■　「女房にょうばうに、ものとり申まうさむ1」

◇　「女房に、お話申し上げたい」


1 【女房にものとり申さむ】内舎人の案内を乞う詞。


浮舟．７．１．３

■　と言いはせたれば、右近うこんしも会あひたり。

◇　と言わせたので、右近が会った。

浮舟．７．１．４

■　「殿とのに召めしはべりしかば1、今朝参けさまゐりはべりて、ただ今いまなむ、まかり帰かへりはんべりつる。

◇　「殿からお呼び出しがございましたので、今朝参上しまして、たった今、帰って参りました。

■　雑事ざふじども仰おほせられつるついでに、かくておはしますほどに、夜中よなか、暁あかつきのことも、なにがしらかくてさぶらふP27、と思おもほして、宿直人とのゐびとわざとさしたてまつらせたまふこと2もなきを、このころ聞きこしめせば3、

◇　雑事などをお命じになった折に、こうしてここにいらっしゃる間は、夜中、早朝の間も、わたくしどもがこうしてお勤め申している、とお思いになって、宿直人を特にお差し向け申し上げることもなかったが、最近お耳になさるには、


P27 さぶらふ--は（は/=さふらふ）

1 【殿に召しはべりしかば】以下「恐れ申しはんべる」まで、内舎人の詞。

2 【わざとさしたてまつらせたまふこと】主語は薫。浮舟に対する敬意。

3 【聞こしめせば】主語は薫。内舎人の薫に対する敬意。


浮舟．７．１．５

■　『女房にょうばうの御おほむもとに1、知しらぬ所ところの人通ひとかよふやうになむ聞きこし召めすことある2。

◇　『女房のもとに、素性の知れない者供が通っているようにお聞きになったことがある。

■　たいだいしきことなり。

◇　不届きなことである。

■　宿直とのゐにさぶらふ者ものどもは、その案内聞あないききたらむ。

◇　宿直に仕える者供は、その事情を聞いていよう。

■　知しらでは、いかがさぶらふべき』

◇　知らないでは、どうしていられよう』


1 【女房の御もとに】以下「いかがさぶらふべき」まで、薫の詞を伝える。

2 【聞こし召すことある】話者の内舎人の薫に対する敬意が混じった表現。


浮舟．７．１．６

■　と問とはせたまひつるに1、承うけたまはらぬことなれば、

◇　とお尋ねあそばしたのが、全然知らないことなので、


1 【問はせたまひつるに】内舎人の薫に対する敬意。


浮舟．７．１．７

■　『なにがしは1身みの病重やまひおもくはべりて、宿直仕とのゐつかうまつることは、月つきごろおこたりてはべれば、案内あないもえ知しりはんべらず。

◇　『わたくしは病気が重くございまして、宿直いたしますことは幾月も致しておりませんので、事情を知ることができません。

■　さるべき男をのこどもは、解怠けたいなく催もよほしさぶらはせはべるを、さのごとき非常ひじゃうのことのさぶらはむをば、いかでか承うけたまはらぬやうははべらむ』

◇　しかるべき男どもは、怠けることなく警護させておりますのに、そのようなもってのほかのことがございますのを、どうして知らないでいられましょう』


1 【なにがしは】以下「やうははべらむ」まで、薫への答弁。


浮舟．７．１．８

■　となむ申まうさせはべりつる。

◇　と申し上げさせました。

■　用意よういしてさぶらへ。

◇　気をつけてお仕えなさい。

■　便びんなきこともあらば、重おもく勘当かんだうせしめたまふべきよしなむ、仰おほせ言ごとはべりつれば、いかなる仰おほせ言ごとにかと、恐おそれ申まうしはんべる」

◇　不都合なことがあったら、厳重に処罰なさる旨のご命令がございますので、どのようなお考えなのかと、恐ろしく存じております」

浮舟．７．１．９

■　と言いふを聞きくに、梟ふくろふの鳴なかむよりも、いともの恐おそろし。

◇　と言うのを聞くと、梟が鳴くのよりも、とても恐ろしい。

■　いらへもやらで、

◇　返事もしないで、

浮舟．７．１．１０

■　「さりや2。

◇　「そうか。

■　聞きこえさせしに3違たがはぬことどもを聞きこしめせ。

◇　申し上げたことに違わないことをお聞きあそばせ。

■　もののけしき御覧ごらんじたる4なめり。

◇　事の真相をお察しになったようです。

■　御消息おほむせうそこもはべらぬよ」

◇　お手紙もございませんよ」


1? 【いかなる仰せ言にかと恐れ申しはべる】『完訳』は「薫の意図が分らぬとして安心させながら右近の了解を求める」と注す。

2 【さりや】以下「はべらぬよ」まで、右近の詞。

3 【聞こえさせしに】右近が浮舟に。

4 【もののけしき御覧じたる】主語は薫。真相を知ったらしい。


浮舟．７．１．１１

■　と嘆なげく。

◇　と嘆く。

■　乳母めのとは、ほのうち聞ききて、

◇　乳母は、ちらっと聞いて、

浮舟．７．１．１２

■　「いとうれしく仰おほせられたり1。

◇　「とても嬉しいことをおっしゃった。

■　盗人多ぬすびとおほかんなるわたりに、宿直人とのゐびとも初はじめのやうにもあらず。

◇　盗賊が多いという所で、宿直人も最初のころのようではありません。

■　皆みな、身みの代かはりぞと言いひつつ、あやしき下衆げすをのみ参まゐらすれば、夜行やぎゃうをだにえせぬに」

◇　みな、代理だと言っては、変な下衆ばかりを差し向けていたので、夜回りさえできなかったが」

■　と喜よろこぶ。

◇　と喜ぶ。


1 【いとうれしく仰せられたり】以下「夜行をだにせぬに」まで乳母の詞。勘違いして喜ぶ。


第二段　浮舟、死を決意して、文を処分す

浮舟．７．２．１

■　君きみは、

◇　女君は、

■　「げに、ただ今いまいと悪あしくなりぬべき身みなめり1」

◇　「なるほど、今はまことに悪くなってしまった身の上のようだ」

■　と思おぼすに、宮みやよりは、

◇　とお思いになっているところに、宮からは、


1 【げにただ今いと悪しくなりぬべき身なめり】浮舟の心中の思い。


浮舟．７．２．２

■　「いかに、いかに」

◇　「いかがですか、いかがですか」

浮舟．７．２．３

■　と、苔こけの乱みだるるS28わりなさを1のたまふ、いとわづらはしくてなむ。

◇　と、苔が乱れるような無理なことをおっしゃるのが、とても厄介である。


S28 逢ふことをいつかその日と松の木の苔の乱れて恋ふるこのごろ（古今六帖六-三九六二）

1 【苔の乱るるわりなさを】明融臨模本、朱合点、付箋。「君に逢はむその日をいつと松の木の苔の乱れて物をこそ思へ」（新勅撰集恋二、七三四、読人しらず）。『異本紫明抄』は「逢ふことをいつかその日と松の木の苔の乱れて恋ふるこのころ」（古今六帖六、こけ）を指摘。


浮舟．７．２．４

■　「とてもかくても1、一方一方ひとかたひとかたにつけて、いとうたてあることは出いで来きなむ。

◇　「どちらにしても、それぞれの方につけて、とても嫌なことが出て来よう。

■　わが身一みひとつの亡なくなりなむのみこそめやすからめ。

◇　自分一人がいなくなるのが最もよいようだ。

■　昔むかしは、懸想けさうする人ひとの2ありさまの、いづれとなきに思おもひわづらひてだにこそ、身みを投なぐるためしもありけれ。

◇　昔は、懸想する男の気持ちが、どちらとも決められないのに思いわずらって、それだけで身を投げた例もあった。

■　ながらへば、かならず憂うきこと見みえぬべき身みの、亡なくならむは、なにか惜をしかるべき。

◇　生き永らえたら、きっと嫌な目に遭ってしまいそうな身で、死ぬのに、どうして惜しい身であろう。

■　親おやもしばしこそ嘆なげき惑まどひたまはめ、あまたの子こども扱あつかひに、おのづから忘草摘わすれぐさつみS29てむ3。

◇　親も少しの間は嘆きなさろうが、大勢の子供の世話で、自然と忘れよう。

■　ありながらもてそこなひ、人笑ひとわらへP28なるさまにてさすらへむは、まさるもの思おもひなるべし」

◇　生きながら間違いを犯し、物笑いな様子でうろうろしては、それ以上の物思いになろう」


S29 忘れ草摘むほどとこそ思ひつれおぼつかなくて程の経つれば（和泉式部集-二四三）

P28 人笑へ--ひとわらひ（ひ/＄へ）

1 【とてもかくても】以下「もの思ひなるべし」まで、浮舟の心中の思い。

2 【昔は懸想する人の】『万葉集』の真間の手児奈、うない処女、桜児・縵児の説話。

3 【忘草摘みてむ】「忘草摘む」は歌語的表現。


浮舟．７．２．５

■　など思おもひなる。

◇　などと思うようになる。

■　児こめきおほどかに、たをたをと見みゆれど、気高けだかう世よのありさまをも知しる方かたすくなくて、思おぼし立たてたる人ひとにP29しあれば、すこしおずかるP30べきことを、思おもひ寄よるなりけむかし。

◇　子供っぽくおっとりとして、たおやかに見えるが、気品高く貴族社会の様子を知ることも少なくて育った人なので、少し乱暴なことを、考えついたのであろう。


P29 人に--人な（な/＄に）

P30 おずかる--た（た/＄おすかる）


浮舟．７．２．６

■　むつかしき反故ほぐなど破やりて、おどろおどろしく一度ひとたびにもしたためず、灯台とうだいの火ひに焼やき、水みづに投なげ入いれさせなど、やうやう失うしなふ。

◇　厄介な反故などを破って、大げさになるような一度には始末せず、灯台の火で焼いたり、川に投げ入れさせたりなど、だんだん少なくして行く。

■　心知こころしらぬ御達ごたちは、

◇　事情を知らない御達は、

■　「ものへ渡わたりたまふべければ、つれづれなる月日つきひを経へて、はかなくし集あつめたまへる手習てならひなどを、破やりたまふなめり」

◇　「京へお引っ越しになるので、退屈な日々を送るうちに、いつしか書き集めなさった手習などを、お破り捨てになるのだろう」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　侍従じじゅうなどぞ、見みつくる時ときは、

◇　侍従などは、見つけた時には、

浮舟．７．２．７

■　「など、かくは2せさせたまふ。

◇　「どうして、このようなことをあそばします。

■　あはれなる御仲おほむなかに、心こころとどめて書かき交かはしたまへる文ふみは、人ひとにこそ見みせさせたまはざらめ3、ものの底そこに置おかせたまひて御覧ごらんずるなむ、ほどほどにつけては、いとあはれにはべる。

◇　愛し合っていらっしゃるお間柄で、心をこめてお書き交わしなさった手紙は、他人にはお見せあそばさなくても、何かの箱底におしまいあそばして御覧になるのが、身分相応に、とても感慨深いものでございます。

■　さばかりめでたき御紙使おほむかみつかひ、かたじけなき御言おほむことの葉はを尽つくさせたまへるを、かくのみ破やらせたまふ、情なさけなきこと」

◇　あれほど立派な紙を使い、恐れ多いお言葉のあらん限りをお尽くしになったのを、あのようにばかりお破りあそばすのは、情けないこと」


1? 【ものへわたりたまふべければ】以下「破りたまひなめり」まで、御達の思い。

2 【などかくは】以下「情けなきこと」まで、侍従の詞。

3 【人にこそ見せさせたまはざらめ】「こそ--め」係結び、逆接用法。


浮舟．７．２．８

■　と言いふ。

◇　と言う。

浮舟．７．２．９

■　「何なにか。

◇　「いいえどうして。

■　むつかしく1。

◇　厄介な。

■　長ながかるまじき身みにこそあめれ。

◇　長生きできそうにない身の上のようです。

■　落おちとどまりて、人ひとの御おほむためもいとほしからむ。

◇　落ちぶれ残って、相手の方にとってもお気の毒でしょう。

■　さかしらにこれを取とりおきけるよなど、漏もり聞ききたまはむこそ、恥はづかしけれ」

◇　利口ぶってお手紙を残しておいたものよなどと、漏れ聞きなされたら、恥ずかしい」


1 【何かむつかしく】以下「恥づかしけれ」まで、浮舟の詞。


浮舟．７．２．１０

■　などのたまふ。

◇　などとおしゃる。

■　心細こころぼそきことを思おもひもてゆくには、またえ思おもひ立たつまじきわざなりけり。

◇　心細いことを思い続けていくと、再び決心ができなくなるのであった。

■　親おやをおきて1亡なくなる人ひとは、いと罪深つみふかかなるものをなど、さすがに2、ほの聞ききたることをも思おもふ。

◇　親を残して先立つ人は、とても罪障深いと言うものをなどと、やはり、かすかに聞いたことを思う。


1 【親をおきて】以下「罪深かなるものを」まで、浮舟の心中の思い。逆縁となり、恩を受けた子が親の追善供養できないため。

2 【さすがに】『集成』は「世間知らずに育ったものの」。『完訳』は「貴族社会の常識もなく育ったものの」と訳す。


第三段　三月二十日過ぎ、浮舟、匂宮を思い泣く

浮舟．７．３．１

■　二十日はつかあまりにもなりぬ1。

◇　二十日過ぎにもなった。

■　かの家主いへあるじ、二十八日にじふはちに下ちにくだるべし。

◇　あの家の主人が、二十八日に下向する予定である。

■　宮みやは、

◇　宮は、


1 【二十日あまりにもなりぬ】三月二十日余。


浮舟．７．３．２

■　「その夜よかならず1迎むかへむ。

◇　「その夜にきっと迎えよう。

■　下人しもびとなどに、よくけしき見みゆまじき心こころづかひしたまへ。

◇　下人などに、様子を気づかれないように注意なさい。

■　こなたざまよりは、ゆめにも聞きこえあるまじ。

◇　こちらの方からは、絶対漏れることはない。

■　疑うたがひたまふな」

◇　疑いなさるな」


1 【その夜かならず】以下「疑ひたまふな」まで、匂宮の浮舟への手紙。


浮舟．７．３．３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　「さて、あるまじきさまにて1おはしたらむに、今一度いまひとたびものをもえ聞きこえず、おぼつかなくて返かへしたてまつらむことよ。

◇　「そうして、無理をしておいでになったとしても、もう一度何も申し上げることができず、お目にかかれぬままお帰し申し上げることよ。

■　また、時ときの間まにても、いかでかここには寄よせたてまつらむとする。

◇　また、束の間でも、どうしてここにお近づけ申し上げることができよう。

■　かひなく怨うらみて帰かへりたまはむ」

◇　効なく恨んでお帰りになろう」

■　さまなどを思おもひやるに、例れいの、面影離おもかげはなれず、堪たへず悲かなしくて、この御文おほむふみを顔かほにおし当あてて、しばしはつつめども、いといみじく泣なきたまふ。

◇　その様子を想像すると、いつものように、面影が離れず、始終悲しくて、このお手紙を顔に押し当てて、しばらくの間は我慢していたが、とてもひどくお泣きになる。


1 【さてあるまじきさまにて】以下「怨みて帰りたまはむ」あたりまで、浮舟の心中の思い。末尾は地の文に流れる。


浮舟．７．３．４

■　右近うこん、

◇　右近は、

浮舟．７．３．５

■　「あが君1きみ、かかる御みけしき、つひに人見ひとみたてまつりつべし。

◇　「姫君様、このようなご様子に、終いには周囲の人もお気づき申そう。

■　やうやう、あやしなど思おもふ人ひとはべるべかめり。

◇　だんだんと、変だなどと思う女房がございますようです。

■　かうかかづらひ思おもほさで、さるべきさまに聞きこえさせたまひてよ。

◇　このようにくよくよなさらずに、適当にご返事申し上げなさいませ。

■　右近うこんはべらば、おほけなきこともたばかり出いだしはべらば、かばかり小ちひさき御身一おほむみひとつは、空そらより率ゐてたてまつらせたまひなむ」

◇　右近がおります限りは、大それたこともうまく処理いたしましたら、これほどお小さい身体一つぐらいは、空からお連れ申し上げなさいましょう」


1 【あが君】以下「率てたてまつらせたまひなむ」まで、右近の詞。


浮舟．７．３．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　とばかりためらひて、

◇　しばし躊躇して、

浮舟．７．３．７

■　「かくのみ言いふこそ1、いと心憂こころうけれ。

◇　「このようにばかり言うのが、とても情けない。

■　さもありぬべきこと2、と思おもひかけばこそあらめ3、あるまじきこと、と皆思みなおもひとるに、わりなく、かくのみ頼たのみたるやうにのたまへば4、いかなることをし出いでたまはむとするにかなど、思おもふにつけて、身みのいと心憂こころうきなり」

◇　たしかにそうなってもよいこと、と思っているならともかくも、とんでもないことだ、とすっかり分かっているのに、無理に、このようにばかり期待しているようにおっしゃるので、どのようなことをし出かしなさろうとするのかなどと、思うにつけても、身がとてもつらいのです」


1 【かくのみ言ふこそ】以下「心憂きなり」まで、浮舟の詞。右近が自分を匂宮に惹かれているということ。

2 【さもありぬべきこと】匂宮に靡いてもよいこと。

3 【こそあらめ】係結びの法則、逆接用法。反語的口調。

4 【頼みたるやうにのたまへば】浮舟が匂宮を頼っているように匂宮が言うので、の意。


浮舟．７．３．８

■　とて、返かへり事ごとも聞きこえたまはずなりぬ。

◇　と言って、お返事も差し上げないでしまわれた。

第四段　匂宮、宇治へ行く

浮舟．７．４．１

■　宮みや、

◇　宮は、

■　「かくのみ、なほ1受うけ引ひくけしきもなくて、返***り事かへしごとさへ絶たえ絶だえになるは、かの人ひとの2、あるべきさまに言いひしたためて、すこし心こころやすかるべき方かたに思おもひ定さだまりぬるなめり。

◇　「こうしてばかり、依然として承知する様子もなくて、返事までが途絶えがちになるのは、あの人が、適当に言い含めて、少し安心な方に心が落ち着いたのだろう。

■　ことわり」

◇　もっともなことだ」

■　と思おぼすP31ものから、いと口惜くちをしくねたく、

◇　とはお思いになるが、たいそう残念で悔しく、

◆　 
みや、 "かく のみ、 なほ うけひく けしき も なく て、 かへしごと さへ たえだえ に なる は、 かの ひと の、 ある べき さま に いひ したため て、 すこし こころやすかる べき かた に おもひ さだまり ぬる な' めり。 ことわり。" と おぼす ものから、 いと くちをしく ねたく、


P31 思す--おほゆ（ゆ/＄す）

1 【かくのみなほ】以下「ことわり」あたりまで、匂宮の心中の思い。末尾は地の文と融合。

2 【かの人の】薫をさす。


浮舟．７．４．２

■　「さりとも、我われをば1あはれと思おもひたりしものを。

◇　「それにしても、わたしを慕っていたものを。

■　あひ見みぬとだえに、人ひとびとの言いひ知しらする方かたに寄よるならむかし」

◇　逢わない間に、女房が説き聞かせた方に傾いたのであろう」


1 【さりとも我をば】以下「寄るならむかし」まで、匂宮の心中の思い。


浮舟．７．４．３

■　など眺ながめたまふに、行ゆく方かたしらず、むなしき空そらに1満みちぬるS30心地ここちしたまへば、例れいの、いみじく思おぼし立たちておはしましぬ。

◇　などと物思いなさると、恋しさは晴らしようもなく、むなしい空にいっぱい満ちあふれた気がなさるので、いつものように、大変なご決意でおいでになった。


S30 我が恋はむなしき空に満ちぬらし思ひやれども行く方もなし（古今集恋一-四八八　読人しらず）

1 【むなしき空に】明融臨模本、朱合点・付箋。『源氏釈』は「わが恋はむなしき空に満ちぬらし思ひやれども行く方もなし」（古今集恋一、四八八、読人しらず）を指摘。


浮舟．７．４．４

■　葦垣あしがきの方かたを見みるに1、例れいならず、

◇　葦垣の方を見ると、いつもと違って、


1 【葦垣の方を見るに】匂宮の従者。後文により時方と知られる。


浮舟．７．４．５

■　「あれは、誰たそ1」

◇　「あれは、誰だ」


1 【あれは誰そ】浮舟の夜番の人。


浮舟．７．４．６

■　と言いふ声々こゑごゑ、いざとげなり。

◇　と言う声々が、目ざとげである。

■　立たち退のきて、心知こころしりの男をのこを入いれたれば、それをさへ問とふ。

◇　いったん退いて、事情を知っている男を入れたが、その男までを尋問する。

■　前々さきざきのけはひにも似にず。

◇　以前の様子と違っている。

■　わづらはしくて、

◇　やっかいになって、

浮舟．７．４．７

■　「京きゃうよりとみの御文おほむふみあるなり1」

◇　「京から急のお手紙です」


1 【京よりとみの御文あるなり】男の詞。浮舟の母からの手紙、の意。


浮舟．７．４．８

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　右近うこんは徒者ずしゃの名なを呼よびて会あひたり。

◇　右近は従者の名を呼んで会った。

■　いとわづらはしく、いとどおぼゆ。

◇　とても煩わしく、ますますやっかいに思う。

浮舟．７．４．９

■　「さらに、今宵こよひは1不用ふようなり。

◇　「全然、今夜はだめです。

■　いみじくかたじけなきこと」

◇　まことに恐れ多いことで」


1 【さらに今宵は】以下「かたじけなきこと」まで、右近の詞。


浮舟．７．４．１０

■　と言いはせたり。

◇　と言わせた。

■　宮みや、

◇　宮は、

■　「など、かくもて離はなるらむ1」

◇　「どうして、こんなによそよそしくするのだろう」

■　と思おぼすに、わりなくて、

◇　とお思いになると、たまらなくなって、


1 【などかくもて離るらむ】匂宮の心中の思い。


浮舟．７．４．１１

■　「まづ、時方入ときかたいりて1、侍従じじゅうに会あひて、さるべきさまにたばかれ」

◇　「まず、時方が入って、侍従に会って、しかるべくはからえ」


1 【まづ時方入りて】以下「たばかれ」まで、匂宮の詞。


浮舟．７．４．１２

■　とて遣つかはす。

◇　と言って遣わす。

■　かどかどしき人ひとにて、とかく言いひ構かまへて、訪たづねて会あひたり。

◇　才覚ある人で、あれこれ言い繕って、探し出して会った。

浮舟．７．４．１３

■　「いかなるにか1あらむ。

◇　「どうしたわけでありましょう。

■　かの殿とののたまはすることありとて、宿直とのゐにある者ものどもの、さかしがりだちたるころにて、いとわりなきなり。

◇　あの殿がおっしゃることがあると言って、宿直にいる者どもが、出しゃばっているところで、まことに困っているのです。

■　御前おまへにも、ものをのみいみじく思おぼしためるは、かかる御おほむことのかたじけなきを、思おぼし乱みだるるにこそ、と心苦こころぐるしくなむ見みたてまつる。

◇　御前におかれても、深く思い嘆いていらっしゃるらしいのは、このようなご訪問のもったいなさを、悩んでいらっしゃるのだ、とお気の毒に拝しております。

■　さらに、今宵こよひは2。

◇　全然、今晩はだめです。

■　人ひとけしき見みはべりなば、なかなかにいと悪あしかりなむ。

◇　誰かが様子に気づきましたら、かえってまことに悪いことになりましょう。

■　やがて、さも御心みこころづかひせさせたまひつべからむ夜3よ、ここにも人知ひとしれず思おもひ構かまへて4なむ、聞きこえさすべかめる」

◇　そのまま、そのようにお考えあそばしている夜には、こちらでも誰にも知られず計画しまして、ご案内申し上げましょう」


1 【いかなるにか】以下「聞こえさすべかめる」まで、侍従の詞。

2 【さらに今宵は】下に、例えば「不用なり」などが省略。

3 【さも御心づかひせさせたまひつべからむ夜】三月二十八日の夜、匂宮が浮舟を連れ出すという計画。

4 【ここにも人知れず思ひ構へて】こちら浮舟側でもこっそり匂宮の計画に示し合わせて、の意。


浮舟．７．４．１４

■　乳母めのとのいざときことなども語かたる。

◇　乳母が目ざといことなども話す。

■　大夫たいふ、

◇　大夫、

浮舟．７．４．１５

■　「おはします道みちの1おぼろけならず、あながちなる御みけしきに、あへなく聞きこえさせむなむ、たいだいしき。

◇　「おいでになった道中が大変なことで、ぜひにもというお気持ちなので、はりあいもなくお返事申し上げるのは、具合が悪い。

■　さらば、いざ、たまへ2。

◇　それでは、さあ、いらっしゃい。

■　ともに詳くはしく聞きこえさせたまへ」

◇　一緒に詳しく申し上げましょう」

■　といざなふ。

◇　と誘う。


1 【おはします道の】以下「聞こえさせたまへ」まで、時方の詞。

2 【いざたまへ】侍従に同行を求める。


浮舟．７．４．１６

■　「いとわりなからむ1」

◇　「とても無理です」


1 【いとわりなからむ】侍従の詞。


浮舟．７．４．１７

■　と言いひしろふほどに、夜よもいたく更ふけゆく。

◇　と言い合いをしているうちに、夜もたいそう更けて行く。

第五段　匂宮、浮舟に逢えず帰京す

浮舟．７．５．１

■　宮みやは、御馬おほむむまにてすこし遠とほく立たちたまへるに、里さとびたる声こゑしたる犬いぬどもの出いで来きてののしるS31も、いと恐おそろしく、人少ひとずくなに1、いとあやしき御おほむありきなれば、

◇　宮は、御馬で少し遠くに立っていらっしゃったが、里めいた声をした犬どもが出て来て吠え立てるのも、たいそう恐ろしく、供回りが少ないうえに、たいそう簡略なお忍び歩きなので、

■　「すずろならむものの2走はしり出いで来きたらむも、いかさまに」

◇　「おかしな者どもが襲いかかって来たら、どうしよう」

■　と、さぶらふ限かぎり心こころをぞ惑まどはしける。

◇　と、お供申している者たちはみな心配していたのであった。


S31 守家一犬迎人吠　放野群牛引犢休〈家を守る犬は人を迎へて吠ゆ　野に放てる群牛は犢（こうし）を引いて休む〉（和漢朗詠集下-五六六　都良香）

1 【人少なに】供回りの少ないこと。

2 【すずろならむものの】以下「いかさまに」まで、供人たちの心配。


浮舟．７．５．２

■　「なほ、とくとく参まゐりなむ1」

◇　「もっと、早く早く参ろう」


1 【なほとくとく参りなむ】時方の詞。侍従を促す。


浮舟．７．５．３

■　と言いひ騒さわがして、この侍従じじゅうを率ゐて参まゐる。

◇　とうるさく言って、この侍従を連れて上がる。

■　髪脇かみわきより掻かい越こしてP32、様体やうだいいとをかしき人ひとなり。

◇　髪は、脇の下から前に出して、姿がとても美しい人である。

■　馬むまに乗のせむとすれど、さらに聞きかねば、衣きぬの裾すそをとりて1、立たち添そひて行ゆく。

◇　馬に乗せようとしたが、どうしても聞かないので、衣の裾を持って、歩いて付いて来る。

■　わが沓くつを履はかせ2て、みづからは、供ともなる人ひとのあやしき物ものを履はきたり。

◇　自分の沓を履かせて、自分は供人の粗末なのを履いた。


P32 掻い越して--かいた（た/＄こ）して

1 【衣の裾をとりて】時方が侍従の衣の裾を取って、の意。

2 【わが沓を履かせ】時方の沓を侍従に。


浮舟．７．５．４

■　参まゐりて1、

◇　参上して、

■　「かくなむ」

◇　「これこれです」

■　と聞きこゆれば、語かたらひたまふべきやうだになければ2、山賤やまがつの垣根かきねのおどろ葎むぐらの蔭かげに、障泥あふりといふものを敷しきて降おろしたてまつる3。

◇　と申し上げると、相談しようにも適当な場所がないので、山家の垣根の茂った葎のもとに、障泥という物を敷いて、お下ろし申し上げる。

■　わが御心地みここちにも、

◇　ご自身のお気持ちにも、

■　「あやしきありさまかな4。

◇　「変な恰好だな。

■　かかる道みちにそこなはれて、はかばかしくは、えあるまじき身みなめり」

◇　このような道につまずいて、これといった、将来とても期待できそうにない身の上のようだ」

■　と、思おぼし続つづくるに、泣なきたまふこと限かぎりなし5。

◇　と、お思い続けると、お泣きになることこの上ない。


1 【参りて】遠方で待っていた匂宮のもとに参上して。

2 【語らひたまふべきやうだになければ】馬上の匂宮とは相談しにくい。

3 【降ろしたてまつる】匂宮を馬から。

4 【あやしきありさまかな】以下「えあるまじき身なめり」まで、匂宮の心中の思い。

5 【泣きたまふこと限りなし】主語は匂宮。


浮舟．７．５．５

■　心弱こころよわき人ひとは1、ましていといみじく悲かなしと見みたてまつる。

◇　気弱な女は、それ以上にほんとうに悲しいと拝見する。

■　いみじき仇あたを2鬼おににつくりたりとも、おろかに見捨みすつまじき人ひとの御おほむありさまなり。

◇　大変な敵を鬼にしたとしても、いいかげんには見捨てることのできないご様子の人である。

■　ためらひたまひて3、

◇　躊躇なさって、


1 【心弱き人は】侍従をさす。

2 【いみじき仇を】以下、侍従の目に映った匂宮の姿。

3 【ためらひたまひて】主語は匂宮。


浮舟．７．５．６

■　「ただ一言ひとことも1え聞きこえさすまじきか。

◇　「たった一言でも申し上げることはできないのか。

■　いかなれば、今いまさらにかかるぞ。

◇　どうして、今さらこうなのだ。

■　なほ、人ひとびとの言いひなしたるやうあるべし」

◇　やはり、女房らが申し上げたことがあるのだろう」


1 【ただ一言も】以下「やうあるべし」まで、匂宮の詞。


浮舟．７．５．７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　ありさま詳くはしく聞きこえて、

◇　事情を詳しく申し上げて、

浮舟．７．５．８

■　「やがて、さ思おぼし召めさむ日ひを1、かねては散ちるまじきさまに、たばからせたまへ。

◇　「いずれ、そのようにお考えになっている日を、事前に漏れないように、計らいなさいませ。

■　かくかたじけなきことどもを見みたてまつりはべれば、身みを捨すてても思おもうたまへたばかりはべらむ」

◇　このように恐れ多いことを拝見いたしておりますと、身を捨ててでもお取り計らい申し上げましょう」


1 【やがてさ思し召さむ日を】以下「思うたまへたばかりはべらむ」まで、侍従の詞。


浮舟．７．５．９

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　我われも人目ひとめを1いみじく思おぼせば、一方ひとかたに怨うらみたまはむやうもなし。

◇　ご自身も人目をひどくお気になさっているので、一方的にお恨みになることもできない。


1 【我も人目を】匂宮自身。


浮舟．７．５．１０

■　夜よはいたく更ふけゆくに、このもの咎とがめする犬いぬの声絶こゑたえず、人ひとびと追おひさけなど1するに、弓引ゆみひき鳴ならし、あやしき男をのこどもの声こゑどもして、

◇　夜はたいそう更けて行くが、この怪しんで吠える犬の声が止まず、供人たちが追い払いなどするために、弓を引き鳴らし、賤しい男どもの声がして、


1 【人びと追ひさけなど】匂宮の供人。


浮舟．７．５．１１

■　「火危ひあやふし1」

◇　「火の用心」


1 【火危ふし】夜回りの声。


浮舟．７．５．１２

■　など言いふも、いと心こころあわたたしければ、帰かへりたまふほど、言いへばさらなり。

◇　などと言うのも、たいそう気が気でないので、お帰りになる時のお気持ちは、言葉では言い尽くせない。

浮舟．７．５．１３

■　「いづくにか身みをばS32捨すてむと白雲しらくもの

かからぬ山やまも泣なく泣なくぞ行ゆく1

さらば、はや2」

◇　「どこに身を捨てようかと捨て場も知らない、白雲が

かからない山とてない山道を泣く泣く帰って行くことよ

それでは、早く」


S32 いづくとも所定めぬ白雲のかからぬ山はあらじと思ふ（拾遺集雑恋-一二一七　読人しらず）

1 【いづくにか身をば捨てむと白雲のかからぬ山も泣く泣くぞ行く】匂宮の独詠歌。「白雲」と「知ら（ぬ）」、「無く」と「泣く」の懸詞。『異本紫明抄』は「いづくとも所定めぬ白雲のかからぬ山はあらじとぞ思ふ」（拾遺集雑恋、一二一七、読人しらず）。『一葉抄』は「いづくにか世をば厭はむ心こそ野にも山にも惑ふべらなれ」（古今集雑下、九四七、素性）。『源注拾遺』は「白雲のかかる空言する人を山のふもとに寄せてけるかな」（拾遺集雑恋、一二一八、読人しらず）を指摘。

2 【さらばはや】歌に続けた匂宮の詞。それでは早く、の意。


浮舟．７．５．１４

■　とて、この人ひとを帰かへしたまふ。

◇　と言って、この人をお帰しになる。

■　御みけしきなまめかしくあはれに、夜深よぶかき露つゆにしめりたる御香おほむかP33の香かうばしさなど、たとへむ方かたなし。

◇　ご様子が優雅で胸を打ち、夜深い露にしめったお香の匂いなどは、他にたとえようもない。

■　泣なく泣なくぞ帰かへり来きたる1。

◇　泣く泣く帰って来た。


P33 御香--御かほ（ほ/＄）

1 【泣く泣くぞ帰り来たる】主語は侍従。匂宮の歌「泣く泣くぞ行く」による修辞。


第六段　浮舟の今生の思い

浮舟．７．６．１

■　右近うこんは、言いひ切きりつるよし言いひゐたるに、君きみは1、いよいよ思おもひ乱みだるること多おほくて臥ふしたまへるに、入いり来きて、ありつるさま語かたるに2、いらへもせねど3、枕まくらのやうやう浮うきぬるを4、かつはいかに見みるらむ、とつつまし。

◇　右近が、きっぱり断った旨を言っていると、君は、ますます思い乱れることが多くて臥せっていらっしゃるが、入って来て、先程の様子を話すので、返事もしないが、だんだんと泣けてしまったのを、一方ではどのように見るだろう、と気がひける。

■　明朝つとめても、あやしからむまみを思おもへば、無期むごに臥ふしたり。

◇　翌朝も、みっともない目もとを思うと、いつまでも臥していた。

■　ものはかなげに帯おびなどして経読きゃうよむ5。

◇　頼りなさそうに掛け帯などかけて経を読む。

■　「親おやに先さきだちなむ罪失つみうしなひたまへ」

◇　「親に先立つ罪障を無くしてください」

■　とのみ思おもふ。

◇　とばかり思う。


1 【君は】浮舟。

2 【入り来てありつるさま語るに】主語は侍従。

3 【いらへもせねど】主語は浮舟。

4 【枕のやうやう浮きぬるを】「枕浮く」は「泣く」の歌語的表現。

5 【帯などして経読む】掛け帯をして経を読む。読経の作法。


浮舟．７．６．２

■　ありし絵ゑを2取とり出いでて見みて、描かきたまひし手てつき、顔かほの匂にほひなどの、向むかひきこえたらむやうにおぼゆれば、昨夜よべ、一言ひとことをだに聞きこえずなりにしは、なほ今いまひとへまさりて、いみじと思おもふ。

◇　先日の絵を取り出して見て、お描きになった手つき、お顔の美しさなどが、向かい合っているように思い出されるので、昨夜、一言も申し上げずじまいになったことは、やはりもう一段とまさって、悲しく思われる。

■　「かの、心こころのどかなるさまにて見みむ、と3行ゆく末遠すゑとほかるべきことをのたまひわたる人4ひとも、いかが思おぼさむ」

◇　「あの、のんびりとした邸で逢おう、と末長い約束をおっしゃり続けていた方も、どのようにお思いになるだろう」

■　といとほし。

◇　とお気の毒である。


1? 【親に先立ちなむ罪失ひたまへ】浮舟の心中の思い。親に先立つ不孝の罪を仏に許しをこう。

2 【ありし絵を】匂宮が描いた男女共寝の絵。

3 【かの心のどかなるさまにて見むと】薫の言ったことを思い出す。

4 【のたまひわたる人】薫。


浮舟．７．６．３

■　憂うきさまに言いひなす人ひともあらむこそ1、思おもひやり恥はづかしけれど、

◇　嫌なことに噂する人もあるだろうことを、想像すると恥ずかしいが、

■　「心浅こころあさく、けしからず人笑ひとわらへならむを、聞きかれたてまつらむよりは」

◇　「浅薄で、けしからぬ女だと物笑いになるのを、お聞かれ申すよりは」

■　など思おもひ続つづけて、

◇　などと思い続けて、


1 【憂きさまに言ひなす人もあらむこそ】一般の人。


浮舟．７．６．４

■　「嘆なげきわび身みをば捨すつとも亡なき影かげに

憂うき名流なながさむことをこそ思おもへ1」

◇　「嘆き嘆いて身を捨てても亡くなった後に

嫌な噂を流すのが気にかかる」


1 【嘆きわび身をば捨つとも亡き影に憂き名流さむことをこそ思へ】浮舟の独詠歌。


浮舟．７．６．５

■　親おやもいと恋こひしく1、例れいは、ことに思おもひ出いでぬ弟妹はらからの2醜みにくやかなるも、恋こひし。

◇　親もとても恋しく、いつもは、特に思い出さない姉妹の醜いのも、恋しい。

■　宮みやの上うへを思おもひ出いできこゆるにも、すべて今一度いまひとたびゆかしき人多ひとおほかり。

◇　宮の上をお思い出し申し上げるにつけても、何から何までもう一度お会いしたい人が多かった。

■　人ひとは皆みな、おのおの物染ものぞめいそぎ、何なにやかやと言いへど、耳みみにも入いらず、夜よるとなれば、人ひとに見みつけられず、出いでて行ゆくべき方かたを思おもひまうけつつ、寝ねられぬままに、心地ここちも悪あしく、皆違みなたがひにたり3。

◇　女房は皆、それぞれの衣類の染物に精を出し、何やかやと言っているが、耳にも入らず、夜となると、誰にも見つけられず、出て行く方法を考えながら、眠れないままに、気分も悪く、すっかり人が変わったようである。

■　明あけたてば、川かはの方かたを見みやりつつ、羊ひつじの歩あゆみS33よりも4ほどなき心地ここちす。

◇　夜が明けると、川の方を見やりながら、羊の足取りよりも死に近い感じがする。


S33 如因趣市歩歩近死地　如牽牛羊詣於屠所〈因の市に趣きて歩歩死地に近づくが如く　牛羊を牽いて屠所に詣（いた）るが如し〉（涅槃経）けふもまたむまのかひこそふきつなれ羊の歩み近づきぬらむ（千載集雑下-一二〇〇　赤染衛門）

1 【親もいと恋しく】主語は浮舟。

2 【弟妹の】浮舟の異父弟妹。

3 【皆違ひにたり】すっかり人が変わってしまった。

4 【羊の歩みよりも】明融臨模本、朱合点。『源氏釈』は「けふもまた午の貝こそ吹きつなれ羊の歩み近づきぬらむ」（千載集雑下、一一九七、赤染衛門）、また「是寿命（中略）囚の市に趣きて歩歩死に近づくが如く、牛羊を牽いて屠所に詣るが如し」（涅槃経三十八）を指摘。


第七段　京から母の手紙が届く

浮舟．７．７．１

■　宮みやは、いみじきことどもをのたまへり。

◇　宮は、たいそうな恨み言をおっしゃっていた。

■　今いまさらに、人ひとや見みむと思おもへば、この御返おほむかへり事ごとをだに、思おもふままにも書かかず。

◇　今さらに、誰が見ようかと思うと、このお返事をさえ、気持ちのままに書かない。

浮舟．７．７．２

■　「からをだに憂うき世よの中なかにとどめずは

いづこをはかと君きみS34も恨うらみむ1」

◇　「亡骸をさえ嫌なこの世に残さなかったら

どこを目当てにと、あなた様もお恨みになりましょう」


S34 空蝉は殻を見つつも慰めつ深草の山煙だに立て（古今集哀傷-八三一　勝延）今日過ぎば死なましものを夢にてもいづこをはかと君が問はまし（後撰集恋二-六四〇　中将更衣）

1 【からをだに憂き世の中にとどめずはいづこをはかと君も恨みむ】浮舟の匂宮への返歌。『異本紫明抄』は「今日過ぎばしなましものを夢にてもいづこをはかと君がとはまし」（後撰集恋二、六四〇、中将更衣）を指摘。


浮舟．７．７．３

■　とのみ書かきて出いだしつ。

◇　とだけ書いて出した。

■　「かの殿とのにも1、今いまはのけしき見みせたてまつらまほしけれど、所々ところどころに書かきおきて、離はなれぬ御仲おほむなかなれば2、つひに聞ききあはせたまはむこと、いと憂うかるべし。

◇　「あちらの殿にも、最後の様子をお見せ申し上げたいが、お二方に書き残しては、親しいお間柄なので、いつかは聞き合わせなさろうことは、とても困ることだどう。

■　すべて、いかになりけむと、誰たれにもおぼつかなくてやみなむ」

◇　まるきり、どうなったのかと、誰からも分からないようにして死んでしまおう」

■　とP34思おもひ返かへす。

◇　と思い返す。


P34 誰れにもおぼつかなくてやみなむ」と--（/+誰にもおぼつかなくてやみなんと）

1 【かの殿にも】以下「おぼつかなくてやみなむ」まで、浮舟の心中。

2 【離れぬ御仲なれば】匂宮と薫は親しい間柄。


浮舟．７．７．４

■　京きゃうより、母ははの御文持おほむふみもて来きたり。

◇　京から、母親のお手紙を持って来た。

浮舟．７．７．５

■　「寝ねぬる夜よの夢ゆめS35に1、いと騒さわがしくて見みえたまひつれば2、誦経所々ずきゃうところどころせさせなどしはべるを、やがて、その夢ゆめのの後ち、寝ねられざりつるけにや、ただ今いま、昼寝ひるねしてはべる夢ゆめに、人ひとの忌いむといふことなむ、見みえたまひつれば、驚おどろきながらたてまつる。

◇　「昨晩の夢に、とても物騒がしくお見えになったので、誦経をあちこちの寺にさせたりなどしましたが、そのまま、その夢の後で、眠れなかったせいか、たった今、昼寝をして見ました夢に、世間で不吉とするようなことが、お現れになったので、目を覚ますなり差し上げました。

■　よく慎つつしませたまへ。

◇　十分に慎みなさい。


S35 寝ぬる夜の夢をはかなみまどろめばいやはかなにもなりまさるかな（古今集恋三-六四四　在原業平）

1 【寝ぬる夜の夢に】以下「御誦経せさせたまへ」まで、浮舟母の手紙。『全集』は「ねぬる夜の夢をはかなみまどろめばいやはかなにもなりまさるかな」（古今集恋三、六四四、在原業平）を指摘。

2 【見えたまひつれば】明融臨模本は「みたまひつれは」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「見えたまひつれば」と「え」を補訂する。「見ゆ」は現れる、意。「見る」と「見ゆ」とではその主体者が異なる。


浮舟．７．７．６

■　人離ひとはなれたる御住おほむすまひにて、時々立ときどきたち寄よらせたまふ人ひとの御おほむゆかりも1いと恐おそろしく、悩なやましげにものせさせたまふ折をりしも、夢ゆめのかかるを、よろづになむ思おもうたまふる。

◇　人里離れたお住まいで、時々お立ち寄りになる方のご正室のお恨みがとても恐ろしく、気分悪くいらっしゃるときに、夢がこのようなのを、いろいろと案じております。


1 【時々立ち寄らせたまふ人の御ゆかりも】薫の正室、女二宮の嫉妬。


浮舟．７．７．７

■　参まゐり来こまほしきを、少将せうしゃうの方かたの、なほ、いと心こころもとなげに1、もののけだちて悩なやみはべれば、片時かたときも立たち去さること、といみじく言いはれはべりてなむ2。

◇　参上したいが、少将の北の方が、やはり、とても心配で、物の怪めいて患っていますので、少しの間も離れることは、いけないときつく言われていますので。

■　その近ちかき寺てらにも御誦経みずきゃうせさせたまへ」

◇　そちらの近くの寺にも御誦経をさせなさい」


1 【少将の方のなほいと心もとなげに】少将の北の方の出産が近い。

2 【いみじく言はれはべりてなむ】夫の常陸介から。


浮舟．７．７．８

■　とて、その料れうの物もの、文ふみなど書かき添そへて、持もて来きたり。

◇　とあって、そのお布施の物や、手紙などを書き添えて、持って来た。

■　限かぎりと思おもふ命いのちのほどを知しらで、かく言いひ続つづけたまへるも、いと悲かなしと思おもふ。

◇　最期と思っている命のことも知らないで、このように書き綴ってお寄越しになったのも、とても悲しいと思う。

第八段　浮舟、母への告別の和歌を詠み残す

浮舟．７．８．１

■　寺てらへ人遣ひとやりたるほど、返かへり事書ごとかく1。

◇　寺へ使者をやった間に、返事を書く。

■　言いはまほしきこと多おほかれど、つつましくて、ただ、

◇　言いたいことはたくさんあるが、気がひけて、ただ、


1 【返り事書く】主語は浮舟。母への返事。


浮舟．７．８．２

■　「後のちにまたあひ見みむことを思おもはなむ

この世よの夢ゆめに心惑こころまどはで1」

◇　「来世で再びお会いすることを思いましょう

この世の夢に迷わないで」


1 【後にまたあひ見むことを思はなむこの世の夢に心惑はで】浮舟の母への返歌。来世での再会をいう。「この世」の「この」には「子の」の意を響かす。


浮舟．７．８．３

■　誦経ずきゃうの鐘かねの風かぜにつけて聞きこえ来くるを、つくづくと聞きき臥ふしたまふ。

◇　誦経の鐘の音が風に乗って聞こえて来るのを、つくづくと聞き臥していらっしゃる。

浮舟．７．８．４

■　「鐘かねの音おとの絶たゆる響ひびきに音ねを添そへて

わが世尽よつきぬと君きみに伝つたへよ1」

◇　「鐘の音が絶えて行く響きに、泣き声を添えて

わたしの命も終わったと母上に伝えてください」


1 【鐘の音の絶ゆる響きに音を添へてわが世尽きぬと君に伝へよ】『完訳』は「最期には母との血肉の縁の断ちがたさを思う辞世の歌」と注す。


浮舟．７．８．５

■　巻数***P35持くわんずもて来きたるに書かきつけて、

◇　僧の所から持って来た手紙に書き加えて、

◆　 
くわんず もて き たる に かきつけ て、


P35 巻数--（/+巻数）


浮舟．７．８．６

■　「今宵こよひは、え帰かへるまじ1」

◇　「今夜は、帰ることはできまい」


1 【今宵はえ帰るまじ】使者の詞。今夜は京へは帰れない。


浮舟．７．８．７

■　と言いへば、物ものの枝えだに結ゆひつけて1置おきつ。

◇　と言うので、何かの枝に結び付けておいた。

■　乳母めのと、

◇　乳母が、


1 【物の枝に結ひつけて】何かの木の枝に巻数と一緒に歌を結び付けた。


浮舟．７．８．８

■　「あやしく1、心こころばしりのするかな。

◇　「妙に、胸騷ぎのすることだわ。

■　夢ゆめも騒さわがし、とのたまはせたりつ2。

◇　夢見が悪い、とおっしゃった。

■　宿直人とのゐびと、よくさぶらへ」

◇　宿直人、十分注意するように」


1 【あやしく】以下「よくさぶらへ」まで、乳母の詞。

2 【のたまはせたりつ】主語は浮舟の母。


浮舟．７．８．９

■　と言いはするを、苦くるしと聞きき臥ふしたまへり。

◇　などと言わせるのを、苦しいと聞きながら臥していらっしゃった。

浮舟．７．８．１０

■　「物聞ものきこし召めさぬ1、いとあやしP36。

◇　「何もお召し上がりにならないのは、とてもいけません。

■　御湯漬おほむゆづけ」

◇　お湯漬けを」


P36 あやし--あ（あ/+や）し

1 【物聞こし召さぬ】以下「御湯漬け」まで、乳母の詞。


浮舟．７．８．１１

■　などよろづに言いふを、

◇　などといろいろと言うのを、

■　「さかしがるめれど1、いと醜みにく老くおいなりて、我われなくは、いづくにかあらむ」

◇　「よけいなおせっかいのようだが、とても醜く年とって、わたしが死んだら、どうするのだろう」

■　と思おもひやりたまふも、いとあはれなり。

◇　とご想像なさるのも、とても不憫である。

■　「世よの中なかに2えあり果はつまじきさまを、ほのめかして言いはむ」

◇　「この世には生きていられないことを、ちらっと言おう」

■　など思おぼすに、まづ驚おどろかされて3先さきだつ涙なみだを、つつみたまひて、ものも言いはれず。

◇　などとお思いになるが、何より先に涙が溢れてくるのを、隠しなさって、何もおっしゃれない。

■　右近うこん、ほど近ちかく臥ふすとて、

◇　右近は、お側近くに横になろうとして、


1 【さかしがるめれど】以下「いづくにかあらむ」まで、浮舟の心中の思い。自分の死後の乳母の身のふりについて心配する。

2 【世の中に】以下「言はむ」まで、浮舟の思い。

3 【まづ驚かされて】言葉より先に涙がこみあげて、の意。


浮舟．７．８．１２

■　「かくのみものを1思おもほせば、もの思おもふ人ひとの魂たましひは、あくがるS36なるものなれば、夢ゆめも騒さわがしきならむかし。

◇　「このようにばかり物思いをなさると、物思う人の魂は、抜け出るものと言いますから、夢見も悪いのでしょう。

■　いづ方かたと思おぼし定さだまりて2、いかにもいかにも、おはしまさなむ」

◇　どちらの方かとお決めになって、どうなるにもこうなるにも、思う通りになさってください」


S36 物思へば沢の蛍も我が身よりあくがれ出づる魂かとぞ見る（後拾遺集神祇-一一六二　和泉式部）

1 【かくのみものを】以下「おはしまさなむ」まで、右近の詞。

2 【いづ方と思し定まりて】匂宮または薫のどちらか一方と。


浮舟．７．８．１３

■　とうち嘆なげく。

◇　と溜息をつく。

■　萎なえたる衣きぬを顔かほにおしあてて1、臥ふしたまへり、となむ2。

◇　柔らかくなった衣を顔に押し当てて、臥せっていらっしゃった、とか。


1 【顔におしあてて】主語は浮舟。

2 【臥したまへりとなむ】『全集』は「語りの伝聞形式をとった結び方」と注す。



５２． 蜻蛉 (かげろふ)

第一章　浮舟の物語　浮舟失踪後の人びとの動転

第一段　宇治の浮舟失踪

蜻蛉．１．１．１

■　かしこには、人ひとびと、おはせぬを求もとめ騒さわげど1、かひなし。

◇　あちらでは、女房たちが、いらっしゃらないのを探して大騷ぎするが、その効がない。

■　物語もの姫君がたりの、人***に盗***まれたらむ明日***のやうなれば、詳***しくも言***ひ続***けず3。

◇　物語の姫君が、誰かに盗まれたような朝のようなので、詳しくは話し続けない。

■　京***より、ありし使***の4帰***らずなりにしかば、おぼつかなしとて、また人***おこせたり5。

◇　京から、先日の使者が帰れなくなってしまったので、気がかりに思って、再び使者をよこした。

◆　 
かしこ に は、 ひとびと、 おはせ ぬ を もとめ さわげ ど、 かひなし。 ものがたり の ひめぎみ の、 ひと に ぬすま れ たら む あした の やう なれ ば、 くはしく も いひ つづけ ず。 きゃう より、 ありし つかひ の かへら ず なり に しか ば、 おぼつかなし とて、 また ひと おこせ たり。


1 【かしこには人びとおはせぬを求め騒げど】浮舟失踪の翌朝。「おはせぬ」の主語は浮舟。「人びと」の述語は「求め騒げど」。

2? 【物語の姫君の--やうなれば】『伊勢物語』第六段、『大和物語』第百五十四段、同百五十五段など。

3 【詳しくも言ひ続けず】三光院説「作者の分別となり」と指摘。

4 【京よりありし使の】浮舟の母からの使者。

5 【また人おこせたり】主語は浮舟母。


蜻蛉．１．１．２

■　「まだ、鶏とりの鳴なくになむ、出いだし立たてさせたまへる」

◇　「まだ、鶏が鳴く時刻に、出立させなさった」

蜻蛉．１．１．３

■　と使つかひの言いふに、いかに聞きこえむと、乳母めのとよりはじめて、あわて惑まどふこと限かぎりなし。

◇　と使者が言うと、どのように申し上げようと、乳母をはじめとして、あわてふためることこの上ない。

■　思おもひやる方かたなくて、ただ騷さわぎ合あへるを、かの心知こころしれるどち2なむ、いみじくものを思おもひたまへりしさまを思おもひ出いづるに、

◇　推量しても見当がつかず、ただ大騷ぎし合っているのを、あの事情を知っている者どうしは、ひどく物思いなさっていた様子を思い出すと、

■　「身みを投なげたまへるか」

◇　「身を投げなさったのか」

■　とは思おもひ寄よりける。

◇　と思い寄るのであった。


1? 【まだ鶏の鳴くになむ出ださせたまへる】使者の詞。

2 【かの心知れるどち】右近と侍従。


蜻蛉．１．１．４

■　泣なく泣なくこの文ふみを開あけたれば2、

◇　泣きながらこの手紙を開くと、


1? 【身を投げけたまへるかと】主語は浮舟。宇治川に身を投げたか、の意。『異本紫明抄』は「世の中の憂きたびごとに身を投げば深き谷こそ浅くなりなめ」（古今集俳諧、一〇六一、読人しらず）を指摘。

2 【泣く泣くこの文を開けたれば】主語は乳母や右近など。


蜻蛉．１．１．５

■　「いとおぼつかなさに1、まどろまれはべらぬけにや、今宵こよひは夢ゆめにだにうちとけても見みえず。

◇　「とても気がかりなので、眠れませんでしたせいでしょうか、今夜は夢でさえゆっくりと見えません。

■　物ものに襲おそはれつつ、心地ここちも例れいならずうたてはべるを。

◇　悪夢にうなされうなされして、気分も普段と違って悪うございますよ。

■　なほいと恐おそろしく2、ものへ渡わたらせたまはむことは3近ちかくなれど、そのほど4、ここに迎むかへたてまつりてむ。

◇　やはりとても恐ろしく、あちらにお移りになる日は近くなったが、その前後に、こちらにお迎え申しましょう。

■　今日けふは雨降あめふりはべりぬべければ」

◇　今日は雨が降りそうでございますので」


1 【いとおぼつかなさに】以下「はべりぬべければ」まで、浮舟母の手紙。

2 【なほいと恐ろしく】『集成』は「本妻方の呪詛など恐れるのであろう」と注す。

3 【ものへ渡らせたまはむことは】薫の京の新築した邸へ移ること。四月十日の予定であった（浮舟巻）。

4 【そのほど】薫の邸へ移る前に。


蜻蛉．１．１．６

■　などあり。

◇　などとある。

■　昨夜よべの御返おほむかへりをも開あけて見みて1、右近うこんいみじう泣なく。

◇　昨夜のお返事を開いて見て、右近はひどく泣く。


1 【昨夜の御返りをも開けて見て】浮舟から母への返事。主語は右近ら。


蜻蛉．１．１．７

■　「さればよ1。

◇　「そうであったか。

■　心細こころぼそきことは聞きこえたまひけり2。

◇　心細いことを申し上げなさっていたのだ。

■　我われに、などかいささかのたまふことのなかりけむ。

◇　わたしに、どうして少しもおしゃってくださらなかったのだろう。

■　幼をさなかりしほどより3、つゆ心置こころおかれたてまつることなく、塵ちりばかり隔へだてなくてならひたるに、今いまは限かぎりの道みちにしも、我われを後おくらかし、けしきをだに見みせたまはざりけるがつらきこと」

◇　幼かった時から、少しも分け隔て申し上げることもなく、塵ほども隠しだてすることなくやって来たのに、最期の別れ路の時に、わたしを後に残して、そのそぶりさえお見せにならなかったのがつらいことだ」


1 【さればよ】以下「つらきこと」まで、右近の心中の思い。

2 【聞こえたまひけり】浮舟が母に。辞世の歌をさす。

3 【幼かりしほどより】右近は浮舟の乳母子。


蜻蛉．１．１．８

■　と思おもふに、足摺あしずりといふことを1して泣なくさま、若わかき子こどものやうなり。

◇　と思うと、足摺りということをして泣く有様は、若い子供のようである。

■　いみじく思おぼしたる御みけしきは2、見みたてまつりわたれど、かけても、かくなべてならずおどろおどろしきこと、思おぼし寄よらむものとは見みえざりつる人ひとの御心みこころざまを、

◇　ひどくお悩みのご様子は、ずっと拝見して来たが、まったく、このように普通の人と違って大それたこと、お思いつくとは見えなかった方のお気持ちを、

■　「なほ、いかにしつることにか」

◇　「やはり、どうなさったことか」

■　とおぼつかなくいみじ。

◇　と分からず悲しい。


1 【足摺りといふことを】『異本紫明抄』は「白玉か何ぞと人の問ひし時露と答へて消えなましものを」（伊勢物語）を指摘。

2 【いみじく思したる御けしきは】以下「いかにしつることにか」まで、右近の心中の思い。浮舟の苦悩の様子を思う。『完訳』は「以下、右近の心情に即した行文」と注す。


蜻蛉．１．１．９

■　乳母めのとは、なかなかものもおぼえで、ただ、

◇　乳母は、かえって何も分からなくなって、ただ、

■　「いかさまにせむ。

◇　「どうしよう。

■　いかさまにせむ」

◇　どうしよう」

■　とぞ言いはれける1。

◇　と言うだけであった。


1 【言はれける】「れ」自発の助動詞。


第二段　匂宮から宇治へ使者派遣

蜻蛉．１．２．１

■　宮みやにも、いと例れいならぬけしきありし御返おほむかへり1、

◇　宮にも、まことにいつもと違った様子であったお返事に、

■　「いかに思おもふならむ2。

◇　「どのように思っているのだろう。

■　我われを、さすがにあひ思おもひたるさまながら、あだなる心こころなりとのみ、深ふかく疑うたがひたれば、他ほかへ行いき隠かくれむとにやあらむ」

◇　わたしを、そうはいっても愛している様子でいながら、浮気な心だとばかり、深く疑っていたので、他へ身を隠したのであろうか」

■　と思おぼし騷さわぎ3、御使おほむつかひあり。

◇　とお慌てになって、お使者がある。


1 【例ならぬけしきありし御返り】浮舟から匂宮への返書。「からをだに」の歌（浮舟巻）。

2 【いかに思ふならむ】以下「行き隠れむとにやあらむ」まで、匂宮の心中の思い。匂宮は入水したとは思いもよらない。

3 【思し騷ぎ】大島本は「おほしさハき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思し騒ぎて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のまま「おぼしさは（わ）ぎ」とする。


蜻蛉．１．２．２

■　ある限かぎり泣なき惑まどふほどに来きて、御文おほむふみもえたてまつらず。

◇　居合わせた者たちが泣き騒いでいるところに来て、お手紙も差し上げられない。

蜻蛉．１．２．３

■　「いかなるぞ1」

◇　「どうしたことか」


1 【いかなるぞ】匂宮の使者の詞。


蜻蛉．１．２．４

■　と下衆女げすをむなに問とへば、

◇　と下衆女に尋ねると、

蜻蛉．１．２．５

■　「上うへの、今宵1こよひ、にはかに亡うせたまひにければ、ものもおぼえたまはず2。

◇　「ご主人様が、今夜、急にお亡くなりになったので、何もかも分からなくいらっしゃいます。

■　頼たのもしき人ひとも3おはしまさぬ折をりなれば、さぶらひたまふ人ひとびとは4、ただものに当あたりてなむ惑まどひたまふ5」

◇　頼りになる方もいらっしゃらない時なので、お仕えなさっている方々は、ただ物に突き当たっておろおろなさっています」


1 【上の今宵】以下「惑ひたまふ」まで、下衆女の詞。

2 【ものもおぼえたまはず】主語は女房たち。下衆女から見れば上位の身分。

3 【頼もしき人も】『集成』は「母君のことなどであろう」と注す。

4 【さぶらひたまふ人びとは】女房たち。

5 【惑ひたまふ】主語は女房たち。会話文中なので、敬語がつく。


蜻蛉．１．２．６

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　心こころも深ふかく知しらぬ男をのこにて、詳くはしう問とはで1参まゐりぬ。

◇　事情を深く知らない男なので、詳しくは尋ねないで帰参した。


1 【詳しう問はで】大島本は「くハしうとハて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「くはしくも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「くはしう」とする。


蜻蛉．１．２．７

■　「かくなむ」

◇　「こうこうでした」

■　と申まうさせたるに1、夢ゆめとおぼえて2、

◇　と申し上げさせたところ、夢のように思われて、


1 【かくなむと申させたるに】使者が取次の者に、これこれしかじかでしたと、匂宮に申し上げさせる。

2 【夢とおぼえて】主語は匂宮。


蜻蛉．１．２．８

■　「いとあやし1。

◇　「まことに変だ。

■　いたくわづらふとも聞きかず。

◇　ひどく患っていたとも聞いてない。

■　日ひごろ、悩なやましとのみありしかど、昨日きの返ふのかへり事ごとはさりげもなくて、常つねよりもをかしげなりしものを」

◇　日頃、気分が悪いとばかりあったが、昨日の返事は変わったこともなくて、いつものよりも興趣があったものを」


1 【いとあやし】以下「をかしげなりしものを」まで、匂宮の心中の思い。


蜻蛉．１．２．９

■　と、思おぼしやる方かたなければ、

◇　と、ご想像もおつきにならないので、

蜻蛉．１．２．１０

■　「時方ときかた、行いきて1けしき見み、たしかなること問とひ聞きけ」

◇　「時方、行って様子を見て、はっきりとしたことを尋ね出せ」


1 【時方行きて】以下「問ひ聞け」まで、匂宮の詞。


蜻蛉．１．２．１１

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

蜻蛉．１．２．１２

■　「かの大将殿1だいしゃうどの、いかなることか、聞ききたまふことはべりけむ、宿直とのゐする者ものおろかなり、など戒いましめ仰おほせらるるとて、下人しもびとの2まかり出いづるをも、見みとがめP1問とひはべるなれば、ことづくることなくて、時方ときかたP2まかりたらむを、ものの聞きこえはべらば、思おぼし合あはすること3などやはべらむ。

◇　「あの大将殿は、どのようなことか、お聞きになっていることがございましたのでしょう、宿直をする者が怠慢である、などと訓戒なさったと言って、下人が退出するのさえ、注意して調べると言いますので、口実もなくて、時方が参ったのを、事が漏れたりしましたら、お気づきになることがございましょう。

■　さて、にはかに人ひとの亡うせたまへらむ所ところは、論ろんなう騒さわがしう、人ひとしげくはべらむを」

◇　そうして、急に人のお亡くなりになった所は、言うまでもなく騒がしく、人目が多くございましょうから」

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。


P1 見とがめ--見とり（り/＃か）め

P2 時方--とち（ち/＃き）かた

1 【かの大将殿】以下「人しげくはべらむを」まで、時方の詞。

2 【下人の】宇治山荘の下人。

3 【思し合はすること】匂宮が浮舟に通じているということ。実は薫は既に知ってしまっている。


蜻蛉．１．２．１３

■　「さりとては1、いとおぼつかなくてやあらむ。

◇　「そうかといって、まことに気がかりなままでいられようか。

■　なほ、とかくさるべきさまに構かまへて、例れいの、心知こころしれる侍従じじうなどに会あひて、いかなることをかく言いふぞ、と案内あないせよ。

◇　やはり、何か適当に計らって、いつものように、事情を知っている侍従などに会って、どうしたわけでこのように言うのか、と尋ねよ。

■　下衆げすはひがことも言いふなり」

◇　下衆も間違ったことを言うものだ」


1 【さりとては】以下「言ふなり」まで、匂宮の詞。


蜻蛉．１．２．１４

■　とのたまへば、いとほしき御みけしきもかたじけなくて、夕ゆふつ方行かたゆく。

◇　とおっしゃるので、お気の毒なご様子も恐れ多くて、夕方に行く。

第三段　時方、宇治に到着

蜻蛉．１．３．１

■　かやすき人ひとは1、疾とく行いき着つきぬ。

◇　身分の軽い者は、すぐに行き着いた。

■　雨少あめすこし降ふり止やみたれど、わりなき道みちにやつれて、下衆げすのさまにて来きたれば、人多ひとおほく立たち騷さわぎて、

◇　雨が少し降り止んだが、難儀な山道を身を簡略にして、下衆の恰好で来たところ、人が大勢立ち騒いで、


1 【かやすき人は】時方をさす。


蜻蛉．１．３．２

■　「今宵こよひ、やがてをさめたてまつるなり1」

◇　「今夜、このままご葬送申し上げるのです」


1 【今宵やがてをさめたてまつるなり】浮舟方の人々の詞。


蜻蛉．１．３．３

■　など言いふを聞きく心地ここちも、あさましくおぼゆ。

◇　などと言うのを聞く気分も、驚き呆れて思われる。

■　右近うこんに消息せうそこしたれども、え会あはず、

◇　右近に案内を乞うたが、会うことはできない。

蜻蛉．１．３．４

■　「ただ今いま、ものおぼえず1。

◇　「ただ今は、何も分かりません。

■　起おき上あがらむ心地ここちもせでなむ。

◇　起き上がる気持ちもしません。

■　さるは、今宵こよひばかりこそP3、かくも立たち寄よりたまはめ2、え聞きこえぬこと」

◇　それにしても、今夜を最後に、このようにお立ち寄りになるのでしょうが、お話しできませんことが」


P3 こそ--う（う/＃こ）そ

1 【ただ今ものおぼえず】以下「え聞こえぬこと」まで、右近の詞。

2 【今宵ばかりこそかくも立ち寄りたまはめ】大島本は「う（う＃〈朱〉こ〈墨〉）そ」とある。すなわち「う」を朱筆で抹消して傍らに墨筆で「こ」と訂正する。『集成』『完本』『新大系』は底本の訂正に従って「こそ」と訂正する。係結び「こそ--め」逆接用法。『完訳』は「浮舟が死ねば交渉もなくなるとする」と注す。


蜻蛉．１．３．５

■　と言いはせたり。

◇　と言わせた。

蜻蛉．１．３．６

■　「さりとて1、かくおぼつかなくては、いかが帰かへり参まゐりはべらむ。

◇　「そうは言っても、このようにはっきり分かりませんでは、どうして帰参できましょう。

■　今一所いまひとところだに」

◇　せめてもうお一方にでも」


1 【さりとて】以下「今一所だに」まで、時方の詞。もうお一方に、すなわち侍従に会いたい。


蜻蛉．１．３．７

■　と切せちに言いひたれば、侍従じじゅうぞ会あひたりける。

◇　と切に言ったので、侍従が会ったのであった。

蜻蛉．１．３．８

■　「いとあさまし1。

◇　「まことに呆れたことです。

■　思おぼしもあへぬ2さまにて亡うせたまひにたれば、いみじと言いふにも飽あかず、夢ゆめのやうにて、誰たれも誰たれも惑まどひはべるよしを申まうさせたまへ3。

◇　ご自身も思いがけない様子でお亡くなりになったので、悲しいと言っても言い足りず、夢のようで、誰も彼もが途方に暮れています旨を申し上げてくださいませ。

■　すこしも心地ここちのどめはべりてなむ、日ひごろも、もの思おぼしたりつるさま、一夜ひとよ、いと心苦こころぐるしと思おもひきこえさせたまへりし4ありさまなども、聞きこえさせはべるべき。

◇　少しでも気分が落ち着きましたら、日頃、物思いなさっていた様子や、先夜、ほんとうに申し訳なくお思い申し上げていらした有様などを、お聞かせ申し上げましょう。

■　この穢けがらひなど5、人ひとの忌いみはべるほど過すぐして、今一度立いまひとたびたち寄よりたまへ」

◇　この穢など、世間の人が忌む期間が過ぎてから、もう一度お立ち寄りくださいませ」


1 【いとあさまし】大島本は「あさまし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あさましく」と「く」を補訂する。『新大系』は底本のまま「あさまし」とする。以下「立ち寄りたまへ」まで、侍従の詞。

2 【思しもあへぬ】主語は浮舟。突然の急死。

3 【申させたまへ】時方から匂宮へ。

4 【いと心苦しと思ひきこえさせたまへりし】浮舟が匂宮を。先夜、逢わずに帰したこと。

5 【この穢らひなど】死の穢れ。近親者は三十日間家に籠もる。


蜻蛉．１．３．９

■　と言いひて、泣なくこといといみじ。

◇　と言って、泣く様子はまことに大変である。

第四段　乳母、悲嘆に暮れる

蜻蛉．１．４．１

■　内うちにも1泣なく声々こゑごゑのみして、乳母めのとなるべし2、

◇　内側でも泣く声ばかりがして、乳母であろう、


1 【内にも】邸宅の中。

2 【乳母なるべし】時方の目を通しての叙述。


蜻蛉．１．４．２

■　「あが君きみや1、いづ方かたにかおはしましぬる。

◇　「わが姫君は、どこに行かれてしまったのか。

■　帰かへりたまへ。

◇　お帰りください。

■　むなしき骸からをだに見みたてまつらぬが、かひなく悲かなしくもあるかな。

◇　むなしい亡骸をさえ拝見しないのが、効なく悲しいことよ。

■　明あけ暮くれ見みたてまつりても飽あかずおぼえたまひ2、いつしかかひある御おほむさまを見みたてまつらむと、朝夕あしたゆふべに頼たのみきこえつるにこそ3、命いのちも延のびはべりつれ。

◇　毎日拝見しても物足りなくお思い申し、早く立派なご様子を拝見しようと、朝夕にお頼み申し上げていたので、寿命も延びました。

■　うち捨すてたまひて、かく行方ゆくへも知しらせたまはぬこと。

◇　お見捨てになって、このように行く方もお知らせにならないこと。


1 【あが君や】以下「見たてまつらむ」まで、乳母の詞。

2 【おぼえたまひ】「たまふ」は浮舟に対する敬意。乳母が思う。

3 【頼みきこえつるにこそ】浮舟が京の薫に引き取られる日を楽しみにしていたこと。


蜻蛉．１．４．３

■　鬼神おにがみも、あが君きみをばえ領りゃうじたてまつらじ。

◇　鬼神も、わが姫君をお取り申すことはできまい。

■　人ひとのいみじく惜をしむ人ひとをば、帝釈たいしゃくも返かへしたまふなり2。

◇　皆がたいそう惜しむ人を、帝釈天もお返しになるという。

■　あが君きみを取とりたてまつりたらむ、人ひとにまれ鬼おににまれ、返かへしたてまつれ。

◇　姫君をお取り申し上げたのは、人であれ鬼であれ、お返し申し上げてください。

■　亡なき御骸おほむからをも見みたてまつらむ」

◇　御亡骸を拝見したい」


1? 【きこえつるにこそ--延びはべりつれ】係結び法則、逆接用法。

2 【帝釈も返したまふなり】帝釈天のせん子蘇生仏説を踏まえる（仏説せん子経）。


蜻蛉．１．４．４

■　と言いひ続つづくるが、心得こころえぬことども混まじるを、あやしと思おもひて、

◇　と言い続けるが、合点の行かないことがあるのを、変だと思って、

蜻蛉．１．４．５

■　「なほ、のたまへ1。

◇　「やはり、おっしゃってください。

■　もし、人ひとの隠かくしきこえたまへるか。

◇　もしや、誰かがお隠し申し上げなさったのか。

■　たしかに聞きこし召めさむと2、御身おほむみの代かはりに出いだし立たてさせたまへる御使おほむつかひなり3。

◇　確かな事をお聞きなさろうとして、ご自身の代わりに出立させなさったお使いです。

■　今いまは、とてもかくてもかひなきことなれど、後のちにも聞きこし召めし合あはする4ことのはべらむに、違たがふこと混まじらば、参まゐりたらむ御使おほむつかひの罪つみなるべし5。

◇　今は、何にしても効のないことですが、後にお聞き合わせになることがございましょうが、違ったことがございましたら、聞いて参ったお使いの落度になるでしょう。


1 【なほのたまへ】以下「見たてまつる」まで、時方の詞。

2 【聞こし召さむと】主語は匂宮。

3 【御使なり】わたし時方は匂宮の使いである。

4 【聞こし召し合はする】主語は匂宮。

5 【罪なるべし】大島本は「つミなるへし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「罪に」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「罪」とする。


蜻蛉．１．４．６

■　また、さりともと頼たのませたまひて1、

◇　また、そのようなことはあるまいとご信頼あそばして、

■　『君きみたちに2対面たいめんせよ』

◇　『あなた方にお会いせよ』

■　と仰おほせられつる御心みこころばへも、かたじけなしとは思おぼされずや。

◇　と仰せになったお気持ちを、もったいないとはお思いになりませんか。

■　女をむなの道みちに惑まどひたまふことは、人ひとの朝廷みかどにも、古ふるき例ためしどもありけれど、またかかること、この世よには4あらじ、となむ見みたてまつる」

◇　女の道に迷いなさることは、異国の朝廷にも、古い幾つもの例があったが、またこのようなことは、この世にない、と拝見しています」


1 【またさりともと頼ませたまひて】主語は匂宮。『集成』は「それに、いくら何でも（確実なことを話してくれるだろう）と頼みなさって」。『完訳』は「さすが右近や侍従は嘘をつくまいと宮は信頼し。一説に、浮舟は死んではいまいと。前者に従う」と注す。

2 【君たちに】右近や侍従をさす。

3? 【人の朝廷にも古き例ともありけれど】中国の漢武帝と李夫人や玄宗皇帝と楊貴妃の話が有名。

4 【かかることこの世には】大島本は「かゝることこのよにハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かかることはこの世に」を校訂する。『新大系』は底本のまま「かゝることこの世には」とする。


蜻蛉．１．４．７

■　と言いふに、

◇　と言うので、

■　「げに、いとあはれなる1御使おほむつかひにこそあれ。

◇　「おっしゃるとおり、まことに恐れ多いお使いだ。

■　隠かくすとすとも、かくて例れいならぬことのさま2、おのづから聞きこえなむ」

◇　隠そうとしても、こうして珍しい事件の様子は、自然とお耳に入ろう」

■　と思おもひて、

◇　と思って、


1 【げにいとあはれなる】以下「聞こえなむ」まで、侍従の心中の思い。

2 【例ならぬことのさま】姫君浮舟の突然の失踪事件。


蜻蛉．１．４．８

■　「などか、いささかにても1、人ひとや隠かくいたてまつりたまふらむ、と思おもひ寄よるべきことあらむには、かくしもある限かぎり惑まどひはべらむ。

◇　「どうして、少しでも、誰かがお隠し申し上げなさったのだろう、と思い寄るようなことがあったら、こんなにも皆が泣き騒ぐことがございましょうか。

■　日ひごろ、いといみじくものを思おぼし入いるめりしかば、かの殿とのの2、わづらはしげに、ほのめかし聞きこえたまふことなどもありき。

◇　日頃、とてもひどく物を思いつめているようでしたので、あの殿が、厄介なことに、ちらっとおっしゃってくることなどもありました。


1 【などかいささかにても】以下「言ひ続けらるるなめり」まで、侍従の詞。

2 【かの殿の】薫をさす。


蜻蛉．１．４．９

■　御母おほむははにものしたまふ人ひとも、かくののしる乳母めのとなども、初はじめより知しりそめたりし方かたに1渡わたりたまはむ、となむいそぎ立たちて、この御おほむことをば2、人知ひとしれぬさまにのみ、かたじけなくあはれと思おもひきこえP4させ3たまへりしに、御心乱みこころみだれけるなるべし4。

◇　お母上でいらっしゃる方も、このように大騷ぎする乳母なども、初めから知り合った方のほうにお引っ越しなさろう、と準備し出して、宮とのご関係を、誰にも知られない状態にばかり、恐れ多くもったいないとお思い申し上げていらっしゃいましたので、お気持ちも乱れたのでしょう。

■　あさましう、心こころと身みを亡なくなしたまへるやうなれば、かく心こころの惑まどひに、ひがひがしく言いひ続つづけらるるなめり」

◇　驚き呆れますが、ご自分から身をお亡くしになったようなので、このように心の迷いに、愚痴っぽく言い続けてしまうのでしょう」


P4 思ひきこえ--*思ひきえ

1 【初めより知りそめたりし方に】薫をさす。

2 【この御ことをば】匂宮との関係。

3 【思ひきこえさせ】大島本は「思ひきえさせ」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「思ひきこえさせ」と「こ」を補訂する。

4 【御心乱れけるなるべし】浮舟の心。


蜻蛉．１．４．１０

■　と、さすがに、まほならずほのめかす。

◇　と、そうはいっても、ありのままにではなく暗示する。

■　心得こころえがたくおぼえて、

◇　合点が行かず思われて、

蜻蛉．１．４．１１

■　「さらば、のどかに参まゐらむ。

◇　「それでは、落ち着いてから参りましょう。

■　立たちながらはべるも、いとことそぎたるやうなり。

◇　立ちながら話しますのも、まことに簡略なようです。

■　今いま、御おほむみづからもおはしましなむ」

◇　いずれ、宮ご自身でもお出でになりましょう」

蜻蛉．１．４．１２

■　と言いへば、

◇　と言うと、

蜻蛉．１．４．１３

■　「あな、かたじけな。

◇　「まあ、恐れ多い。

■　今いまさら、人ひとの知しりきこえさせむも、亡なき御おほむためは、なかなかめでたき御宿世見おほむすくせみゆべきことなれど、忍しのびたまひしことなれば、また漏もらさせたまはで、止やませたまはむなむ、御心みこころざしにはべるべき」

◇　今さら、人がお知り申すのも、亡きお方のためには、かえって名誉なご運勢と見えることですが、お隠しになっていた事なので、またお漏らしあそばさないで、終わりなさることが、お気持ちに従うことでしょう」

蜻蛉．１．４．１４

■　ここには、かく世よづかずP5亡うせたまへるよしを、人ひとに聞きかせじと、よろづに紛まぎらはすを、

◇　こちらでは、このように異常な形でお亡くなりになった旨を、人に聞かせまいと、いろいろと紛らわしているが、

■　「自然じねんにことどものけしきもこそ見みゆれ」

◇　「自然と事件の子細も分かってしまうのでは」

■　と思おもへば、かくそそのかしやりつ。

◇　と思うと、このように勧めて帰らせた。


P5 世づかず--よろ（ろ/＃つ）かす


第五段　浮舟の母、宇治に到着

蜻蛉．１．５．１

■　雨あめのいみじかりつる紛まぎれに、母君ははぎみも渡わたりたまへり。

◇　雨がひどく降ったのに隠れて、母君もお越しになった。

■　さらに言いはむ方かたもなく、

◇　まったく何とも言いようなく、

蜻蛉．１．５．２

■　「目めの前まへに1亡なくなしたらむ悲かなしさは、いみじうとも、世よの常つねにて、たぐひあることなり。

◇　「目の前で亡くなった悲しさは、どんなに悲しくあっても、世の中の常で、いくらでもあることだ。

■　これは、いかにしつることぞ」

◇　これは、いったいどうしたことか」


1 【目の前に】以下「いかにしつることぞ」まで、浮舟母の詞。


蜻蛉．１．５．３

■　と惑まどふ。

◇　とうろうろする。

■　かかることどもの紛まぎれありて、いみじうもの思おもひたまふらむとも知しらねば、身みを投なげたまへらむとも思**ひも寄よらず、

◇　このような込み入った事件があって、ひどく物思いなさっていたとは知らないので、身を投げなさったとは思いも寄らず、

◆　 
と まどふ。 かかる こと-ども の まぎれ あり て、 いみじう もの おもひ たまふ らむ と も しら ね ば、 み を なげ たまへ ら む と も おもひよら ず、

蜻蛉．１．５．４

■　「鬼おにや食くひつらむ1。

◇　「鬼が喰ったのか。

■　狐きつねめくものや取とりもて去いぬらむ。

◇　狐のような魔物が連れさらったのか。

■　いと昔物語むかしものがたりのあやしきもののことのたとひにか、さやうなることも言いふなりし」

◇　まことに昔物語の妙な事件の例にか、そのような事も言っていた」


1 【鬼や食ひつらむ】以下「言ふなりし」まで、浮舟母の心中の思い。


蜻蛉．１．５．５

■　と思おもひ出いづ。

◇　と思い出す。

蜻蛉．１．５．６

■　「さては、かの1恐おそろしと思おもひきこゆるあたりに2、心こころなど悪あしき御乳母おほむめのとやうの者ものや、かう迎むかへたまふべしと3聞ききて、めざましがりて、たばかりたる人ひともやあらむ4」

◇　「それとも、あの恐ろしいとお思い申し上げる方の所で、意地悪な乳母のような者が、このようにお迎えになる予定と聞いて、目障りに思って、誘拐を企んだ人でもあろうか」


1 【さてはかの】以下「人もやあらむ」まで、浮舟母の心中の思い。

2 【かの恐ろしと思ひきこゆるあたりに】薫の正室女二宮をさす。

3 【かう迎へたまふべしと】薫が浮舟を迎えることをいう。

4 【たばかりたる人もやあらむ】浮舟を誘拐した人が。


蜻蛉．１．５．７

■　と、下衆げすなどを疑うたがひ、

◇　と、下衆などを疑って、

蜻蛉．１．５．８

■　「今参いままゐりの、心知こころしらぬやある1」

◇　「新参者で、気心の知れない者はいないか」


1 【今参りの心知らぬやある】浮舟母の詞。


蜻蛉．１．５．９

■　と問とへば1、

◇　と尋ねるが、


1 【と問へば】大島本は「とゝへハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「問へど」を校訂する。『新大系』は底本のまま「問へば」とする。


蜻蛉．１．５．１０

■　「いと世離よばなれたりとて1、ありならはぬ人ひとは、ここにてはかなきこともえせず、今いまとく参まゐらむ2、と言いひてなむ3、皆みな、そのいそぐべきものどもなど取とり具ぐしつつ、帰かへり出いではべりにし4」

◇　「とても世間離れした所だといって、住み馴れない新参者は、こちらではちょっとしたこともできず、又すぐに参上しましょう、と言っては、皆、その引っ越しの準備の物などを持っては、京に帰ってしまいました」


1 【いと世離れたりとて】以下「帰り出ではべりにし」まで、女房の詞。宇治はたいそう不便な田舎だと言って、の意。

2 【今とく参らむ】新参の女房の詞を引用。

3 【と言ひてなむ】大島本は「いひて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「言ひつつ」を校訂する。『新大系』は底本のまま「言ひて」とする。

4 【帰り出ではべりにし】京に帰ってしまった。


蜻蛉．１．５．１１

■　とて、もとよりある人ひとだに、片かたへはなくて、いと人少ひとずくななる折をりになむありける。

◇　と言って、元からいる女房でさえ、半分はいなくなって、まことに人数少ないときであった。

第六段　侍従ら浮舟の葬儀を営む

蜻蛉．１．６．１

■　侍従じじゅうなどこそ、日ひごろの御みけしき思おもひ出いで、

◇　侍従などは、日頃のご様子を思い出して、

■　「身みを失うしなひてばや1」

◇　「死んでしまいたい」

■　など、泣なき入いりたまひし折々をりをりのありさま、書かき置おきたまへる文ふみをも見みるに、

◇　などと、泣き入っていらした時々の様子、書き置きなさった手紙を見ると、

■　「亡なき影かげに2」

◇　「亡くなった後形に」

■　と書かきすさびたまへるものの、硯すずりの下したにありけるを見みつけて、川かはの方かたを見みやりつつ、響ひびきののしる水みづの音おとを聞きくにも、疎うとましくP6悲かなしと思おもひつつ、

◇　と書き散らしていらっしゃったものが、硯の下にあったのを見つけて、川の方角を見やりながら、ごうごうと轟いて流れている川の音を聞くにつけても、気味悪く悲しいと思いながら、


P6 疎ましく--こ（こ/＃う）とましく

1 【身を失ひてばや】侍従、浮舟が日頃口にしていた詞を想起。

2 【亡き影に】浮舟の「なげきわび身をば捨つとも亡き影に憂き名流さむことをこそ思へ」（浮舟）とあった歌の文句。


蜻蛉．１．６．２

■　「さて、亡うせたまひけむ人ひとを1、とかく言いひ騷さわぎて、いづくにもいづくにも、いかなる方かたになりたまひにけむ、と思おぼし疑うたがはむも、いとほしきこと」

◇　「こうして、お亡くなりになった方を、あれこれと噂し合って、どなたもどなたも、どのようなふうにお亡くなりになったのか、とお疑いになるのも、お気の毒なこと」


1 【さて亡せたまひけむ人を】以下「いとほしきこと」まで、侍従の詞。


蜻蛉．１．６．３

■　と言いひ合さはせて1、

◇　と相談し合って、


1 【言ひ合はせて】右近と話し合って。


蜻蛉．１．６．４

■　「忍しのびたる事こととても1、御心みこころより起おこりてありしことならず。

◇　「秘密の事とは言っても、ご自身から引き起こした事ではない。

■　親おやにて、亡なき後のちに聞ききたまへりとも、いとやさしきほどならぬを2、ありのままに聞きこえて6、かくいみじくおぼつかなきことどもをさへ3、かたがた思おもひ惑まどひたまふさま4は、すこし明あきらめさせたてまつらむ。

◇　母親の身として、後に聞き合わせなさったとしても、別に恥ずかしい相手ではないのを、ありのままに申し上げて、このようにひどく気がかりなことまで加わって、あれこれ思い迷っていらっしゃる様子は、少しは合点の行くようにして上げよう。

■　亡なくなりたまへる人ひととても、骸からを置おきてもて扱あつかふこそ5、世よの常つねなれ、世よづかぬけしきにて日ひごろも経へば、さらに隠かくれあらじ。

◇　お亡くなりになった方としても、亡骸を安置し弔うのが、世間一般であるが、世間の例と変わった様子で幾日もたったら、まったく隠しおおせないだろう。

■　なほ、聞きこえて、今いまは世よの聞きこえをだにつくろはむ」

◇　やはり、申し上げて、今は世間の噂だけでも取り繕いましょう」


1 【忍びたる事とても】以下「つくろはむ」まで、侍従の詞。

2 【いとやさしきほどならぬを】『集成』は「別に恥ずかしいお相手ではないのですから」と訳す。

3 【かくいみじくおぼつかなきことどもをさへ】『集成』は「このように全くどうなったやら分らないといった心配ごとまで」。『完訳』は「真相を明らかにしえない不安」と注す。

4 【かたがた思ひ惑ひたまふさま】主語は浮舟母。

5 【骸を置きてもて扱ふこそ】亡骸を安置して葬儀を執行すること。

6 【聞こえて】浮舟母に浮舟の死を。


蜻蛉．１．６．５

■　と語かたらひて1、忍しのびてありしさまを聞きこゆるに、言いふ人ひとも消きえ入いり、え言いひやらず、聞きく心地ここちも惑まどひつつ、

◇　と相談し合って、こっそりと生前の状態を申し上げると、言う人も正気を失って、言葉も続かず、聞く気持ちも乱れて、

■　「さは、この2いと荒あらましと思おもふ川かはに、流ながれ亡うせたまひにけり」

◇　「それでは、このとても荒々しい川に、身を投じて亡くなったのだ」

■　と思おもふに、いとど我われも落おち入いりぬべき心地ここちして、

◇　と思うと、ますます自分も落ち込んでしまいそうな気がして、


1 【と語らひて】侍従が右近と相談しあって。

2 【さはこの】以下「亡せたまひにけり」まで、浮舟母の心中。


蜻蛉．１．６．６

■　「おはしましにけむ方かたを1尋たづねて、骸からをだにはかばかしくをさめむ」

◇　「流れて行かれた方角を探して、せめて亡骸だけでもちゃんと葬儀したい」


1 【おはしましにけむ方を】以下「はかばかしくをさめむ」まで浮舟母の詞。


蜻蛉．１．６．７

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

蜻蛉．１．６．８

■　「さらに何なにのかひはべらじ1。

◇　「全然何の効もありません。

■　行方ゆくへも知しらぬ大海おほうみの原はらにこそおはしましにけめ。

◇　行く方も知れない大海原にいらっしゃったでしょう。

■　さるものから、人ひとの言いひ伝つたへむことは、いと聞ききにくし」

◇　それなのに、人が言い伝えることは、とても聞きにくい」


1 【さらに何のかひはべらじ】以下「いと聞きにくし」まで右近たちの詞。


蜻蛉．１．６．９

■　と聞きこゆれば、とざまかくざまに1思おもふに、胸むねのせきのぼる心地ここちして、いかにもいかにもすべき方かたもおぼえたまはぬを、この人ひとびと二人ふたりして2、車寄くるまよせさせて3、御座おましども、気近けぢかう使つかひたまひし御調度みてうどども、皆みなながら脱ぬぎ置おきたまへる御衾おほむふすまなどやうのものを取とり入いれて、乳母子めの大徳4とごのだいとく、それが叔父をぢの阿闍梨5あざり、その弟子でしの睦むつましきなど、もとより知しりたる老法師おいほふしなど、御忌おほむいみに籠こもるべき限かぎりして6、人ひとの亡なくなりたるけはひにまねびて、出いだし立たつるを、乳母めのと、母君はは、いといみじくゆゆしと8臥ふしまろぶ。

◇　と申し上げるので、あれやこれやと思うと、胸がこみ上げてくる気がして、どうにもこうにもなすすべもなく思われなさるが、この女房たち二人で、車を寄せさせて、ご座所や、身近にお使いになったご調度類など、みなそのままそっくり脱いで置かれた御衾などのようなものを詰めこんで、乳母子の大徳や、その叔父の阿闍梨、その弟子の親しい者など、昔から知っていた老法師など、御忌中に籠もる者だけで、人が亡くなった時の例にまねて、出立させたのを、乳母や、母君は、まことにひどく不吉だと倒れ転ぶ。


1 【とざまかくざまに】『完訳』は「浮舟の行方をあれこれ想像」と注す。

2 【この人びと二人して】右近と侍従。

3 【車寄せさせて】『集成』は「遺骸を運び入れる体を装う」と注す。

4 【乳母子の大徳】浮舟の乳母の子である大徳。

5 【それが叔父の阿闍梨】乳母子の大徳の叔父である阿闍梨。

6 【御忌に籠もるべき限りして】近親者による三十日間の忌籠もり。

7? 【出だしつるを】葬送の車を。

8 【いといみじくゆゆしと】大島本は「いといみしくゆゝしと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとゆゆしくいみじと」を校訂する。『新大系』は底本のまま「いといみじくゆゝしと」とする。『完訳』は「まだ生きているかもしれないのに、の気持から、不吉だとする」と注す。


第七段　侍従ら真相を隠す

蜻蛉．１．７．１

■　大夫たいふ、内舎人うどねりなど、脅おどしきこえし者ものどもも参まゐりて、

◇　大夫や、内舎人など、脅迫申し上げた者どもが参って、

蜻蛉．１．７．２

■　「御葬送おほむさうそうの事ことは1、殿とのに事ことのよしも申まうさせたまひて、日定ひさだめられ、いかめしうこそ仕つかうまつらめ」

◇　「ご葬送の事は、殿に事情を申し上げさせなさって、日程を決められて、厳かにお勤め申し上げるのがよいでしょう」


1 【御葬送の事は】以下「仕うまつらめ」まで、大夫らの詞。


蜻蛉．１．７．３

■　など言いひけれど、

◇　などと言ったが、

蜻蛉．１．７．４

■　「ことさら1、今宵過こよひすぐすまじ。

◇　「特別に、今夜のうちに行いたいのです。

■　いと忍しのびてと思おもふやうあればなむ2」

◇　たいそうこっそりにと思っているところがありますので」


1 【ことさら】大島本は「ことさら」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことさらに」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ことさら」とする。以下「あればなむ」まで、右近らの詞。

2 【思ふやうあればなむ】『完訳』は「子細があるとするが、具体的に言わない。不審がられるゆえん」と注す。


蜻蛉．１．７．５

■　とて、この車くるまを、向むかひの山やまの前まへなる原はらにやりて、人ひとも近ちかうも寄よせず、この案内知あないしりたる法師ほふしの限かぎりして焼やかす。

◇　と言って、この車を、向かいの山の前の野原に行かせて、人も近くに寄せず、この事情を知っている法師たちだけで火葬させる。

■　いとはかなくて、煙けぶりは果はてぬ。

◇　まことにあっけなくて、煙は消えた。

■　田舎人ゐなかびとどもは、なかなか、かかることを1ことことしくしなし、言忌こといみなど深ふかくするものなりければ、

◇　田舎者どもは、かえって、このようなことを仰々しくして、言忌などを深くするものだったので、


1 【田舎人どもはなかなかかかることを】田舎人とは大夫や内舎人をさす。『完訳』は「彼らは都人よりかえって、葬送などを丁重に扱い縁起などもかつぎやすい」と注す。


蜻蛉．１．７．６

■　「いとあやしう1。

◇　「まことに変なこと。

■　例れいの作法さほふなど2、あることども知しらず3、下衆下衆げすげすしく、あへなくてせられぬることかな」

◇　きまりの作法などが、あることもなさらずに、いかにも下衆のように、あっけなくなさったことよ」


1 【いとあやしう】以下「せられぬることかな」まで、大夫らの詞。

2 【例の作法など】葬式の入棺や拾骨の儀式など。

3 【あることども知らず】大島本は「あることゝもしらす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことどももしたまはず」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ことども知らず」とする。


蜻蛉．１．７．７

■　と誹そしりければ1、

◇　と非難すると、


1 【誹りければ】非難すると、またその一方で、というつながり方。


蜻蛉．１．７．８

■　「片かたへおはする人ひとは1、ことさらにかくなむ、京きゃうの人ひとはしたまふ」

◇　「兄弟などのいらっしゃる方は、わざとこのように、京の方はなさる」


1 【片へおはする人は】以下「京の人はしたまふ」まで、大夫らの詞。『完訳』は「兄弟のいらっしゃるお方。一説には、一方で妻妾をお持ちの薫、とする」と注す。


蜻蛉．１．７．９

■　などぞ、さまざまになむやすからず言いひける。

◇　などと、いろいろと感心しないことを言うのであった。

蜻蛉．１．７．１０

■　「かかる人ひとどもの2言いひ思おもふことだに慎つつましきを、まして、ものの聞きこえ隠かくれなき世よの中なかに、大将殿だいしゃうどのわたりに、骸からもなく亡うせたまひにけり、と聞きかせたまはば3、かならず思おもほし疑うたがふこともあらむを、宮みやはた、同おなじ御仲おほむなからひにて4、さる人ひとのおはしおはせず、しばしこそ忍しのぶとも思おぼさめ、つひには隠かくれあらじ。

◇　「このような者どもが言ったり思ったりするだけでも憚れるのに、それ以上に、噂が漏れて広がる世の中では、大将殿あたりで、亡骸もなくお亡くなりになった、とお聞きになったら、きっとお疑いになることがあろうが、宮もまた、親しいお間柄であるから、そのような人がいらっしゃるかいらっしゃらないかは、しばらくの間は隠していると疑っても、いつかは明らかになるであろう。


1? 【したまふなどぞ】大島本は「し給なとそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「したまふなるなど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「し給などぞ」とする。

2 【かかる人どもの】以下「疑はれたまはむ」まで、右近や侍従の心中の思い。

3 【亡せたまひにけりと聞かせたまはば】大島本は「うせ給にけりときかせ給ハゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「亡せたまへりと聞こしめさば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「亡せ給にけりと聞かせ給はば」とする。

4 【同じ御仲らひにて】匂宮は薫と同族の親しい間柄。


蜻蛉．１．７．１１

■　また、定さだめて宮みやをしも疑うたがひきこえたまはじ。

◇　また一方、きっと宮だけをお疑い申し上げることはなさらないだろう。

■　いかなる人ひとか率ゐて隠かくしけむなどぞ、思おぼし寄よせむかし。

◇　どのような人が連れて行って隠したのだろうなどと、お考え寄りになるだろう。

■　生いきたまひての御宿世おほむすくせは、いと気高けだかくおはせし人ひとの1、げに亡なき影かげに2、いみじきことをや疑うたがはれたまはむ」

◇　生きていらした間のご運勢は、とても高くいらした方が、なるほど亡くなって後は、たいへんな疑いをお受けになるのだろうか」


1 【いと気高くおはせし人の】浮舟をいう。

2 【げに亡き影に】「げに」は浮舟の独詠歌「なげきわび」歌を受ける。「亡き影に」はその歌中の語句。


蜻蛉．１．７．１２

■　と思おもへば、ここの内うちなる下人しもびとどもにも、今朝けさのあわたたしかりつる惑まどひに、

◇　と思うと、この家にいる下人どもにも、今朝の慌ただしかった騒動に、

■　「けしきも見聞みききつるには口くちかため、案内知あないしらぬには聞きかせじ1」

◇　「その様子を見たり聞いたりした者には口止めをし、事情を知らない者には聞かせまい」

■　などぞたばかりける。

◇　などとごまかしたのであった。


1 【けしきも見聞きつるには口かため案内知らぬには聞かせじ】右近らの思い。


蜻蛉．１．７．１３

■　「ながらへては1、誰たれにも、静しづやかに、ありしさまをも聞きこえてむ。

◇　「年月が経ったら、どちらにも、静かに、生前のご様子を申し上げよう。

■　ただ今いまは、悲かなしさ覚さめぬべきこと2、ふと人伝ひとづてに聞きこし召めさむは、なほいといとほしかるべきことなるべし」

◇　ただ今は、悲しみも覚めるようなことを、ふと人伝てにお聞きなさると、やはりとてもお気の毒なことになるであろう」


1 【ながらへては】以下「なるべし」まで、右近らの思い。『集成』は「悲しみのあまり、とても生き永らえそうにもないが、という含み」と注す。

2 【悲しさ覚めぬべきこと】『完訳』は「真相を知っては疑惑が先立つとする」と注す。


蜻蛉．１．７．１４

■　と、この人二人ひとふたりぞ1、深ふかく心こころの鬼添おにそひたれば、もて隠かくしける。

◇　と、この人ら二人は、深く良心が咎めるので、隠すのであった。


1 【この人二人ぞ】右近と侍従。


第二章　浮舟の物語　浮舟失踪と薫、匂宮

第一段　薫、石山寺で浮舟失踪の報に接す

蜻蛉．２．１．１

■　大将殿だいしゃうどのは、入道にふだうの宮1みやの悩なやみたまひければ、石山いしやまに籠こもりたまひて、騷さわぎたまふころなりけり。

◇　大将殿は、母入道の宮がお悩みになったので、石山寺に参籠なさって、おとりこみの最中であった。

■　さて、いとどかしこをおぼつかなう思おぼしけれど、はかばかしう、

◇　そうして、ますますあちらを気がかりにお思いになったが、はっきりと、

■　「さなむ」

◇　「こうだ」

■　と3言いふ人ひとはなかりければ、かかるいみじきことにも、まづ御使おほむつかひのなきを4、人目ひとめも心憂こころうしと思おもふに5、御荘みさうの人ひとなむ参まゐりて6、

◇　と言う人がいなかったので、このような大変な事件にも、まっさきにご使者がないのを、世間体もつらいと思うが、御荘園の者が参上して、

■　「しかしか」

◇　「これこれしかじかです」

■　と申まうさせければ、あさましき心地ここちしたまひて、御使おほむつかひ、そのまたの日ひ、まだつとめて7参まゐりたり。

◇　とご報告申し上げさせたので、驚き呆れた気がなさって、ご使者が、その翌日のまだ早朝に参上した。


1 【入道の宮】薫の母女三宮。

2? 【かしこをば】浮舟をさす。

3 【さなむと】浮舟の入水。

4 【御使のなきを】薫の使者。

5 【人目も心憂しと思ふに】主語は浮舟の家人たち。

6 【御荘の人なむ参りて】薫の荘園の人が石山寺に参籠中の薫のもとに。

7 【御使そのまたの日まだつとめて】浮舟の失踪事件が判明した翌日の早朝。薫の使者が宇治に来る。浮舟の葬送は当日の夜に執行され、その後となる。


蜻蛉．２．１．２

■　「いみじきことは1、聞きくままにみづからもすべきに、かく悩なやみたまふ御おほむことにより2、慎つつしみて、かかる所ところに日ひを限かぎりて籠こもりたればなむ。

◇　「ご一大事は、聞くなりすぐに自分が駆けつけるべきところ、このようにご病気でいらっしゃる御事のために、身を清めて、このような所に日数を決めて参籠しておりますので。

■　昨夜よべのことは3、などか4、ここに消息せうそこして、日ひを延のべてもさることはするものを、いと軽かろらかなるさまにて、急いそぎせられにける。

◇　昨夜の事は、どうして、こちらに連絡して、日を延期してでもそういうことはするべきものを、たいそう簡略な様子で、急いでなさったのか。

■　とてもかくても、同おなじ言いふかひなさなれど、とぢめのことを5しも、山賤やまがつの誹そしりをさへ6負おふなむ、ここのためもからき」

◇　どのようにしたところで、同じく言っても始まらないことだが、最後の葬儀さえ、山賤の非難を受けるのが、わたしにとってもつらい」


1 【いみじきことは】以下「ここのためもからき」まで、使者の伝える薫の詞。

2 【かく悩みたまふ御ことにより】母女三宮の病気平癒のための参籠。

3 【昨夜のことは】葬送のこと。夜に荼毘にふす。

4 【などか】「急ぎせられにける」に係る。

5 【とぢめのことを】葬儀の事。

6 【山賤の誹りをさへ】『完訳』は「大夫・内舎人らの批判も薫の耳に入ったらしい」と注す。


蜻蛉．２．１．３

■　など、かの睦むつましき大蔵大輔1おほくらのたいふしてのたまへり。

◇　などと、あの信任厚い大蔵大輔を使者としておっしゃった。

■　御使おほむつかひの来きたるにつけても、いとどいみじきに、聞きこえむ方かたなきことどもなれば、ただ涙なみだにおぼほれたるばかりをかことにて、はかばかしうもいらへやらずなりぬ。

◇　お使いが来たことにつけても、ますます悲しいので、何とも申し上げようのないことなので、ただ涙にくれているだけを口実にして、はっきりともお答え申し上げずに終わった。


1 【大蔵大輔】薫の腹心の家司で大蔵大輔仲信。


第二段　薫の後悔

蜻蛉．２．２．１

■　殿とのは、なほ、いとあへなくいみじと聞ききたまふにも、

◇　殿は、やはり、実にあっけなく悲しいとお聞きなるにも、

蜻蛉．２．２．２

■　「心憂こころうかりける所ところかな。

◇　「何という嫌な土地であろう。

■　鬼おになどや住すむらむ。

◇　鬼などが住んでいるのだろうか。

■　などて、今いままでさる所ところに据すゑたりつらむ。

◇　どうして、今までそのような所に置いておいたのだろう。

■　思おもはずなる筋すぢの紛まぎれあるやうなりしも、かく放はなち置おきたるに、心こころやすくて、人ひとも言いひ犯をかしたまふなりけむかし2」

◇　思いがけない方面からの過ちがあったようなのも、こうして放っておいたので、気楽さから、宮も言い寄りなさったのだろう」


1? 【心憂かりけるところかな】以下「犯したまふなりけむかし」まで、薫の心中の思い。『新釈』は「わが庵は都の巽しかぞ住む世を宇治山と人はいふなり」（古今集雑下、八九三、喜撰法師）を指摘。

2 【人も言ひ犯したまふなりけむかし】「人」は匂宮をさす。


蜻蛉．２．２．３

■　と思おもふにも、わがたゆく世よづかぬ心こころのみ悔くやしく、御胸痛おほむむねいたくおぼえたまふ。

◇　と思うにつけても、自分の迂闊で世間離れした心ばかりが悔やまれて、お胸が痛く思われなさる。

■　悩なやませたまふあたりに1、かかること思おぼし乱みだるるもうたてあれば、京きゃうにおはしぬ2。

◇　お患いあそばしているところで、このような事件でご困惑なさるのも不都合なことなので、京にお帰りになった。


1 【悩ませたまふあたりに】母女三宮が病気中。

2 【京におはしぬ】薫は宇治に赴かず、京へ帰った。


蜻蛉．２．２．４

■　宮みやの御方おほむかたにも1渡わたりたまはず、

◇　宮の御方にもお渡りにならず、


1 【宮の御方にも】薫の正室女二宮。


蜻蛉．２．２．５

■　「ことことしきほどにも1はべらねど、ゆゆしきことを2近ちかう聞ききつれば3、心こころの乱みだれはべるほども忌いま忌いましうて」

◇　「大したことではございませんが、不吉な事を身近に聞きましたので、気持ちが静まらない間は縁起でもないので」


1 【ことことしきほどにも】以下「いまいましうて」まで、薫の詞。浮舟について言う。『完訳』は「浮舟を、低い身分で表だった妻妾ではないとする」と注す。

2 【ゆゆしきことを】浮舟の死を言う。

3 【聞きつれば】大島本は「きゝつれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞きはべれば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「聞きつれば」とする。


蜻蛉．２．２．６

■　など聞きこえたまひて1、尽つきせずはかなくいみじき世よを嘆なげきたまふ。

◇　などと申し上げなさって、どこまでもはかなく無常の世をお嘆きになる。

■　ありしさま容貌2かたち、いと愛敬あいぎゃうづき、をかしかりしけはひなどの、いみじく恋こひしく悲かなしければ、

◇　生前の容姿、まことに魅力的で、かわいらしかった雰囲気などが、たいそう恋しく悲しいので、


1 【など聞こえたまひて】大島本は「なときこえ給て」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なむと聞こえたまひて」と校訂する。『新大系』は底本のまま「など聞こえ給て」とする。

2 【ありしさま容貌】『完訳』は「以下、薫の回想と感慨」と注す。


蜻蛉．２．２．７

■　「うつつの世よには1、などかくしも思おもひ晴はれず2、のどかにて過すぐしけむ。

◇　「現世には、どうしてこのようにも夢中にならず、のんびりと過ごしていたのだろう。

■　ただ今いまは、さらに思おもひ静しづめむ方かたなきままに、悔くやしきことの数知かずしらず。

◇　今では、まったく気持ちを静めるすべもないままに、後悔されることが数知れない。

■　かかることの筋すぢにつけて3、いみじうものすべき4宿世すくせなりけり。

◇　このような方面の事につけて、ひどく物思いをする運命なのだ。

■　さま異ことに心こころざしたりし身みの、思おもひの外ほかに、かく例れいの人ひとにて5ながらふるを、仏ほとけなどの6憎にくしと見みたまふにや。

◇　世人と異なって道心を身上とした人生なのに、思いの外に、このように普通の人のように生き永らえているのを、仏などが憎いと御覧になるのではなかろうか。

■　人ひとの心こころを起おこさせP7むとて、仏ほとけのしたまふ方便はうべんは、慈悲じひをも隠かくして、かやうにこそはあなれ」

◇　人に道心を起こさせようとして、仏がなさる方便は、慈悲をも隠して、このようになさるのであろうか」


P7 起こさせ--おう（う/＃こ）させ

1 【うつつの世には】以下「こそはあなれ」まで、薫の心中の思い。

2 【思ひ晴れず】大島本は「思はれす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ入れず」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思はれず」とする。

3 【かかることの筋につけて】女性関係のこと。

4 【ものすべき】大島本は「ものすへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もの思ふべき」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ものすべき」とする。

5 【さま異に心ざしたりし身の思ひの外にかく例の人にて】『集成』は「世間の人とは違った願いを持っていた身なのに。この世の栄華を求めず仏道修行を志していたのに」。『完訳』は「世人に異なって道心を身上としたはずのわが人生なのに、現世に執着する結果となったと反省」と注す。

6 【仏などの】大島本は「ほとけなとの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「仏なども」と校訂する。『新大系』は底本のまま「仏などの」とする。


蜻蛉．２．２．８

■　と思おもひ続つづけたまひつつ、行おこなひをのみしたまふ。

◇　と思い続けなさりながら、勤行ばかりをなさる。

第三段　匂宮悲しみに籠もる

蜻蛉．２．３．１

■　かの宮みやはた1、まして、二に、三日さむにちはものもおぼえたまはず、うつし心ごころもなきさまにて、

◇　あの宮はまた宮で、彼以上に、二、三日は何も考えることができず、正気もない状態で、

■　「いかなる御おほむもののけならむ」

◇　「どのような御物の怪であろうか」

■　など騒さわぐに2、やうやう涙尽なみだつくしたまひて、思おぼし静しづまるにしもぞ3、ありしさまは恋こひしういみじく思おもひ出いでられたまひける。

◇　などと騒ぐうち、だんだんと涙も流し尽くして、お気持ちが静まって、生前のご様子が恋しく悲しく思い出されなさるのであった。

■　人ひとには4、ただ御病おほむやまひの重おもきさまをのみ見みせて、

◇　周囲の人には、ただご病気が篤い様子ばかりに見せて、

■　「かくすぞろなる5いやめのけしき知しらせじ」

◇　「このような無性に涙顔でいる様子を知らせまい」

■　と、かしこくもて隠かくすと思おぼしけれど、おのづからいとしるかりければ、

◇　と、気強く隠そうとお思いになったが、自然とはっきりしていたので、


1 【かの宮はた】匂宮。

2 【いかなる御もののけならむなど騒ぐに】主語は匂宮の女房たち。

3 【思し静まるにしもぞ】『完訳』は「気持が落ち着くとかえって」と注す。

4 【人には】周囲の人、さらには世間の人。

5 【かくすぞろなる】大島本は「すそろなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すずろなる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「すぞろなる」とする。


蜻蛉．２．３．２

■　「いかなることに1かく思おぼし惑まどひ、御命おほむいのちも危あやふきまで沈しづみたまふらむ」

◇　「どのような事にこんなにご困惑なさり、お命も危ないまでに嘆き沈んでいらっしゃるのだろう」


1 【いかなることに】以下「沈みたまふらむ」まで、女房たちの詞。


蜻蛉．２．３．３

■　と、言いふ人ひともありければ、かの殿とのにも2、いとよくこの御みけしきを3聞ききたまふに、

◇　と、言う人もいたので、あちらの殿におかれても、とてもよくこのご様子をお聞きになると、

■　「さればよ4。

◇　「そうであったか。

■　なほ、よその文通ふみかよはしのみにはあらぬなりけり。

◇　やはり、単なる文通だけではなかったのだ。

■　見みたまひては5、かならずさ思おぼしぬべかりし人ひとぞかし6。

◇　御覧になっては、きっとそのように熱中なさるはずの女である。

■　ながらへましかば、ただなるよりぞ1,8、わがためにをこなることも出いで来きなまし」

◇　もし生きていたら、他人の関係以上に、自分にとって馬鹿らしい事が出て来るところだった」

■　と思おぼすになむ、焦こがるる胸むねもすこし冷さむる心地ここちしたまひける9。

◇　とお思いになると、恋い焦がれる気持ちも少しは冷める気がなさった。


1 【ただなるよりぞ】大島本は「たゝなるよりそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ただなるよりは」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ただなるよりぞ」とする。

2 【かの殿にも】薫をさす。

3 【この御けしきを】匂宮の状態。

4 【さればよ】以下「出で来なまし」まで、薫の心中の思い。『完訳』は「文通のみならず、情交もあったとうと推測。「--けり」と、確信」と注す。

5 【見たまひては】主語は匂宮。浮舟を見たら、の意。

6 【さ思しぬべかりし人ぞかし】『完訳』は「宮が必ず執心するはずの女。男を魅了させる浮舟の美貌をいう」と注す。

7? 【ながらへましかば--出で来なまし】反実仮想の構文。主語は浮舟。

8 【ただなるよりぞ】『集成』は「匂宮と浮舟の関係は、やがて世間に知れ、そうなれば匂宮とは叔父甥の間柄だけに、自分も恥を晒すことになるのだった」と注す。

9 【胸もすこし冷むる心地したまひける】『完訳』は「浮舟の死に胸をなでおろす気持さえまじる」と注す。


第四段　薫、匂宮を訪問

蜻蛉．２．４．１

■　宮みやの御訪おほむとぶらひに1、日々ひびに参まゐりたまはぬ人ひとなく、世よの騷さわぎとなれるころ、

◇　宮のお見舞いに、毎日参上なさらない方はなく、世間の騷ぎとなっているころ、

■　「ことことしき際きはならぬ思おもひに2籠こもりゐて、参まゐらざらむもひがみたるべし」

◇　「大した身分でもない女のために閉じ籠もって、参上しないのも変だろう」

■　と思おぼして参まゐりたまふ。

◇　とお思いになって参上なさる。


1 【宮の御訪らひに】匂宮のお見舞い。

2 【ことことしき際ならぬ思ひに】以下「ひがみたるべし」まで、薫の心中の思い。「ことことしき際」は浮舟の身分。


蜻蛉．２．４．２

■　そのころ、式部卿宮2しきぶきゃうのみやと聞きこゆるも亡うせたまひにければ、御叔父おほむをぢの服ぶくにて3薄鈍うすにびなるも、心こころのうちにあはれに思おもひよそへられて4、つきづきしく見みゆ。

◇　そのころ、式部卿宮と申し上げた方もお亡くなりになったので、御叔父の服喪で薄鈍でいるのも、心中しみじみと思いよそえられて、ふさわしく見える。

■　すこし面痩おもやせて、いとどなまめかしきことまさりたまへり。

◇　少し顔が痩せて、ますます優美さがまさっていらっしゃる。

■　人ひとびとまかり出いでて5、しめやかなる夕暮ゆふぐれなり。

◇　お見舞い客が退出して、ひっそりとした夕暮である。


1? 【思ひに籠もりて】浮舟の喪に服す。

2 【式部卿宮】蜻蛉式部卿宮、以前に娘を薫にと志したことがある宮（東屋）。

3 【御叔父の服にて】薫の叔父。軽服三ケ月の喪。

4 【思ひよそへられて】叔父の服喪に浮舟を悼む。

5 【人びとまかり出でて】大島本は「まかりいてゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まかでて」と校訂する。『新大系』は底本のまま「まかり出でて」とする。匂宮邸の様子。


蜻蛉．２．４．３

■　宮みや、臥ふし沈しづみてはなき1御心地みここちなれば、疎うとき人ひとにこそ会あひたまはね、御簾みすの内うちにも例入れいいりたまふ人ひとには、対面たいめんしたまはずもあらず。

◇　宮は、臥せって沈んでばかりいられないお気持ちなので、疎遠な客にはお会いにならないが、御簾の内側にもいつもお入りになる方には、お会いなさらないことできもない。

■　見みえたまはむもあいなくつつまし。

◇　顔をお見せになるのも何となく気がひける。

■　見みたまふにつけても3、いとど涙なみだのまづせきがたさを思おぼせど、思おもひ静しづめて、

◇　お会いなさるにつけても、ますます涙が止めがたいのをお思いになるが、冷静になって、


1 【臥し沈みてはなき】大島本は「ふししつミてハなき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「臥し沈みてのみはあらぬ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「臥し沈みてはなき」とする。

2? 【御簾の内にも例入たまふ人には】薫のような人。

3 【見たまふにつけても】匂宮が薫を。


蜻蛉．２．４．４

■　「おどろおどろしき心地ここちにも1はべらぬを、皆人2みなひと、慎つつしむべき病やまひのさまなり、と3のみものすれば、内裏うちにも宮みやにも4思おぼし騒さわぐがいと苦くるしく、げに、世よの中なかの常つねなきをも、心細こころぼそく思おもひはべる」

◇　「大した病気ではございませんが、誰もが、用心しなければならない病状だ、とばかり言うので、帝におかれても母宮におかれても、御心配なさるのがとてもつらくて、なるほど、世の中の無常を、心細く思っております」


1 【おどろおどろしき心地にも】以下「おもひはべる」まで、匂宮の詞。

2 【皆人】大島本は「ミな人」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「皆人は」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「みな人」とする。

3 【慎むべき病のさまなりと】『集成』は「物の怪かもしれないと疑っている」と注す。

4 【内裏にも宮にも】帝と明石中宮。匂宮の両親。


蜻蛉．２．４．５

■　とのたまひて、おし拭のごひ紛まぎらはしたまふと思おぼす涙なみだの、やがてとどこほらずふり落おつれば、いとはしたなけれど、

◇　とおっしゃって、押し拭ってお隠しになろうとする涙が、そのまま防ぎようもなく流れ落ちたので、たいそう体裁が悪いが、

■　「かならずしも2いかでか心得こころえむ。

◇　「必ずしもどうして気がつこうか。

■　ただめめしく心弱こころよわきとや見みゆらむ」

◇　ただ女々しく心弱い者のように見るだろう」

■　と思おぼすも、

◇　とお思いになるが、

■　「さりや。

◇　「そうであったのか。

■　ただこのことをのみ3思おぼすなりけり。

◇　ただこの事だけをお悲しみになっていたのだ。

■　いつよりなりけむ。

◇　いつから始まったのだろうか。

■　我われをいかにをかしと、もの笑わらひしたまふ心地ここちに、月つきごろ思おぼしわたりつらむ」

◇　自分を、どんなにも滑稽に物笑いなさるお気持ちで、この幾月もお思い続けていらしたのだろう」


1? 【げに世中の常なきをも】『完訳』は「現世の無常が薫の口癖。それに「げに」と納得しながら、浮舟の死を悼む気持も言外に出る趣」と注す。

2 【かならずしも】以下「見ゆらむ」まで、匂宮の心中の思い。薫は浮舟との関係を気づくまい、と思う。

3 【さりやただこのことをのみ】以下「思しわたりつらむ」まで、薫の心中の思い。『集成』は「匂宮には「とおぼすも」と敬語、薫は「と思ふに」と書き分ける。以下、薫、匂宮の思惑の違いを相互に書く」。『完訳』「以下、秘事を確信する薫の心中」と注す。


蜻蛉．２．４．６

■　と思おもふに、この君きみは、悲かなしさは忘わすれたまへるを、

◇　と思うと、この君は、悲しみはお忘れになったが、

蜻蛉．２．４．７

■　「こよなくも1、おろかなるかな。

◇　「何とまあ、薄情な方であろうか。

■　ものの切せちにおぼゆる時ときは、いとかからぬことにつけてだに2、空飛そらとぶ鳥とりの鳴なき渡わたるにも、もよほされてこそ悲かなしけれ。

◇　物を切に思う時は、ほんとこのような事でない時でさえ、空を飛ぶ鳥が鳴き渡って行くのにつけても、涙が催されて悲しいのだ。

■　わがかくすぞろに4心弱こころよわきにつけても、もし心得こころえたらむに5、さ言いふばかり、もののあはれも知しらぬ人ひとにもあらず。

◇　わたしがこのように何となく心弱くなっているのにつけても、もし真相を知っても、それほど人の悲しみを分からない人ではない。

■　世よの中なかの常つねなきこと惜をしみて思おもへる人ひとしもつれなき7」

◇　世の中の無常を身にしみて思っている人は冷淡でいられることよ」


1 【こよなくも】以下「人しもつれなき」まで、匂宮の心中の思い。『完訳』は「薫はなんと薄情な人か。以下、冷静な薫を見ての匂宮の心中」と注す。

2 【かからぬことにつけてだに】人の死去ということ。

3? 【空飛ぶ雁の鳴き渡るにも】『完訳』は「景物に感情の増幅される趣」と注す。

4 【すぞろに】大島本は「すそろに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すずろに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「すぞろに」とする。

5 【もし心得たらむに】大島本は「心えたらむに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心を得たらむに」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心得たらむに」とする。

6? 【もののあはれ知らぬ人にもあらず】薫をさす。

7 【世の中の常なきこと惜しみて思へる人しもつれなき】『集成』は「世間無常の道理を深く悟っている人は、かえって（身辺の不幸には）冷静でいられるのだな」。『完訳』は「薫の独自な道心ぶりを評す」と注す。


蜻蛉．２．４．８

■　と、うらやましくも心こころにくくも思おぼさるるものから、真木柱まきばしらはあはれなりS1,1。

◇　と、羨ましくも立派だともお思いなさる一方で、女のゆかりと思うとなつかしい。

■　これに向むかひたらむさまも2思おぼしやるに、

◇　この人に向かい合っている様子をご想像になると、

■　「形見かたみぞかし」

◇　「形見ではないか」

■　とも3、うちまもりたまふ。

◇　と、じっと見つめていらっしゃる。


S1 わぎもこが来ても寄り立つ真木柱そも睦ましやゆかりと思へば（源氏釈所引-出典未詳）

1 【真木柱はあはれなり】『源氏釈』は「わぎもこが来ても寄り立つ真木柱そもむつましやゆかりと思へば」（出典未詳、源氏釈所引）を指摘。薫も浮舟ゆかりの人と思えば懐かしく思われる、の意。

2 【これに向かひたらむさまも】浮舟が薫に向かい合っているさまを。

3 【形見ぞかしとも】大島本は「かたみそかしとも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「形見ぞかしと」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「形見ぞかしとも」とする。薫は浮舟の形見だ、の意。


第五段　薫、匂宮と語り合う

蜻蛉．２．５．１

■　やうやう世よの物語聞ものがたりきこえたまふに、

◇　だんだんと世間の話を申し上げなさると、

■　「いと籠こめてしもはあらじ」

◇　「とても隠しておくこともあるまい」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

蜻蛉．２．５．２

■　「昔むかしより、心こころに籠こめてしばしも2聞きこえさせぬこと残のこしはべる限かぎりは、いといぶせくのみ思おもひたまへられしを、今いまは、なかなか上臈じゃうらふに3なりにてはべり。

◇　「昔から、胸のうちに秘めて少しも申し上げなかったことを残しております間は、ひどくうっとうしくばかり存じられましたが、今は、かえって身分も高くなりました。

■　まして、御暇おほむいとまなき御おほむありさまにて4、心こころのどかにおはします折をりもはべらねば、宿直とのゐなどに、そのこととなくてはえさぶらはず、そこはかとなくて過すぐしはべるをなむ。

◇　わたくし以上に、お暇もないご様子で、のんびりとしていらっしゃる時もございませんので、宿直などにも、特に用事がなくては伺候することもできず、何となく過ごしておりました。


1? 【いと籠めてしもあらじと思して】主語は薫。薫と浮舟との関係を。

2 【昔より心に籠めてしばしも】大島本は「心にこめてしハしも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心にしばしも籠めて」を校訂する。『新大系』は底本のまま「心に籠めてしばしも」とする。以下「聞こし召すやうもはべるらむかし」まで、薫の詞。

3 【なかなか上臈に】大島本は「中／＼」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なかなかの」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「なかなか」とする。

4 【御暇なき御ありさまにて】匂宮をいう。


蜻蛉．２．５．３

■　昔むかし、御覧ごらんぜし山里やまざとに、はかなくて亡うせはべりにし人ひとの、同おなじゆかりなる人ひと、おぼえぬ所ところにはべりと聞ききつけはべりて、時々ときどきさて見みつべくや、と思おもひたまへしに、あいなく人ひとの誹そしりもはべりぬべかりし折をりなりしかば、このあやしき所ところに置おきてはべりしを、をさをさまかりて見みることもなく、また、かれも、なにがし一人ひとりをあひ頼たのむ心こころもことになくてやありけむ、とは見みたまひつれど、やむごとなくものものしき筋すぢに思おもひたまへばこそあらめ、見みるにはた、ことなる咎とがもはべらずなどして、心こころやすくらうたしと思おもひたまへつる人ひとの、いとはかなくて亡なくなりはべりにける。

◇　昔、御覧になった山里に、あっけなく亡くなった方の、同じ姉妹に当たる人が、意外な所に住んでいると聞きつけまして、時々逢いもしようか、と存じておりましたが、不都合にも世間の人の非難もきっとあるような時でしたので、あの山里に置いておきましたところ、あまり行って逢うこともなく、また一方、女も、わたくし一人を頼りにする気持ちも特になかったのであろうか、と拝見しましたが、れっきとした重々しい扱いをいたす夫人ならともかく、世話するのには、格別の落度もございませんのに、気楽でかわいらしいと存じておりました女が、まことにあっけなく亡くなってしまいました。

■　なべて世よのありさまを思おもひたまへ続つづけはべるに、悲かなしくなむ。

◇　すべて世の中の有様を思い続けますと、悲しいことだ。

■　聞きこし召めすやうもはべらむかし」

◇　お聞き及びのこともございましょう」

蜻蛉．２．５．４

■　とて、今いまぞ泣なきたまふ。

◇　と言って、今初めてお泣きになる。

蜻蛉．２．５．５

■　これも、

◇　この方も、

■　「いとかうは見みえたてまつらじ。

◇　「まこと涙顔はお見せ申すまい。

■　をこなり」

◇　馬鹿らしい」

■　と思おもひつれど、こぼれそめてはいと止とめがたし。

◇　と思ったが、いったん流れ出しては止めがたい。

■　けしきのいささか乱みだり顔がほなるを、

◇　態度がやや取り乱しているようなので、

■　「あやしく、いとほし」

◇　「いつもと違っている、気の毒だ」

■　と思おぼせど、つれなくて、

◇　とお思いになるが、平静を装って、

蜻蛉．２．５．６

■　「いとあはれなることにこそ。

◇　「まことにお気の毒なことを。

■　昨日きのふほのかに聞ききはべりき。

◇　昨日ちらっと聞きました。

■　いかにとも聞きこゆべく思おもひはべりながら、わざと人ひとに聞きかせたまはぬこと、と聞ききはべりしかばなむ」

◇　どのようにお悔やみ申し上げようかと存じながら、特に世間にお知らせなさらないことと、聞きましたので」

蜻蛉．２．５．７

■　と、つれなくのたまへど、いと堪たへがたければ、言少ことずくなにておはします。

◇　と、さりげなくおっしゃるが、とても我慢できないので、言葉少なくいらっしゃる。

蜻蛉．２．５．８

■　「さる方かたにても御覧ごらんぜさせばや、と思おもひたまへりし人ひとになむ。

◇　「適当なお方としてお目にかけたい、と存じておりました女でした。

■　おのづからさもやはべりけむ、宮みやにも参まゐり通かよふべきゆゑはべりしかば」

◇　自然とそのようなこともございましたでしょうか、お邸にも出入りする縁故もございましたので」

蜻蛉．２．５．９

■　など、すこしづつけしきばみて、

◇　などと、少しずつ当てこすって、

蜻蛉．２．５．１０

■　「御心地例みここちれいならぬほどは、すぞろなる世よのこと聞きこし召めし入いれ、御耳おほむみみおどろくも、あいなきことになむ。

◇　「ご気分がすぐれないうちは、つまらない世間話をお聞きになって、驚きなさるのも、つまらないことです。

■　よく慎つつしませおはしませ」

◇　どうぞ大事になさってください」

蜻蛉．２．５．１１

■　など、聞きこえ置おきて、出いでたまひぬ。

◇　などと、申し上げ置いて、お帰りになった。

第六段　人は非情の者に非ず

蜻蛉．２．６．１

■　「いみじくも思おぼしたりつるかな1。

◇　「ひどくご執心であったな。

■　いとはかなかりけれど、さすがに高たかき人ひとの宿世すくせなりけり2。

◇　まことにあっけなかったが、やはりよい運勢の女であった。

■　当時たうじの帝みかど、后きさきの、さばかりかしづきたてまつりたまふ親王みこ、顔容貌かほかたちよりはじめて、ただ今いまの世よにはたぐひおはせざめり。

◇　今上の帝や、后が、あれほど大切になさっていらっしゃる親王で、顔かたちをはじめとして、今の世の中には他にいらっしゃらないようだ。

■　見みたまふ人ひととても3、なのめならず、さまざまにつけて、限かぎりなき人ひとをおきて、これに4御心みこころを尽つくし、世よの人立ひとたち騷さわぎて、修法すほふ、読経どきゃうP8、祭まつり、祓はらへと、道々みちみちに騒さわぐは、この人ひとを思おぼすゆかりの、御心地みここちのあやまりに5こそはありけれ。

◇　寵愛なさる夫人でも、並一通りでなく、それぞれにつけて、この上ない方をさしおいて、この女にお気持ちを尽くし、世間の人が大騒ぎして、修法、読経、祈祷、祓いと、それぞれ専門に騒ぐのは、この女に執着したための、ご病気であったのだ。


P8 読経--とら（ら/＃経）

1 【いみじくも思したりつるかな】以下「かからじ」まで、薫の心中の思い。

2 【高き人の宿世なりけり】『完訳』は「高貴な匂宮に愛された点で浮舟をすぐれた宿運の人とみる。前の女房たちと同じ見方」と注す。

3 【見たまふ人とても】『集成』は「妻となさる方とても、並一通りではなく。正夫人の六の君、側室の中の君、それぞれ一方ならずすばらしい女性である」と注す。

4 【これに】浮舟に。

5 【この人を思すゆかりの御心地のあやまりに】『完訳』は「実は、浮舟に執心するあまりの錯乱だった、と薫は合点」と注す。


蜻蛉．２．６．２

■　我われも、かばかりの身みにて、時ときの帝みかどの御女おほむむすめを持もちたてまつりながら、この人ひとのらうたくおぼゆる方かたは、劣おとりやはしつる1。まして、今いまはと2おぼゆるには、心こころをのどめむ方かたなくもあるかな。さるは、をこなり、かからじ3」

◇　自分も、これほどの身分で、今上の帝の内親王をいただきながら、この女がいじらしく思えたのは、宮に負けていようか。それ以上に、今は亡き人かと思うと、心の静めようがない。とはいえ、愚かしいことだ。そうはすまい」


1 【この人のらうたくおぼゆる方は劣りやはしつる】『集成』は「この人（浮舟）がいとしく思われたことでは（匂宮に）劣っていただろうか。以下、高貴の身の自分からも、宮に劣らず思われる浮舟の宿世に感嘆する気持」と注す。

2 【今はと】浮舟は今は亡き人と。

3 【かからじ】『集成』は「もう嘆くまい」と訳す。


蜻蛉．２．６．３

■　と思おもひ忍しのぶれど、さまざまに思おもひ乱みだれて、

◇　と我慢するが、いろいろと思い乱れて、

蜻蛉．２．６．４

■　「人木石ひとぼくせきに非あらざれば皆情みななさけありS2,1」

◇　「人は木や石ではないので、みな感情をもっている」


S2 人非木石皆有情　不如不遇傾城色〈人木石に非ざれば皆情有り　傾城の色に遇はざるに如かず〉（白氏文集巻四-一六〇　李夫人）

1 【人木石に非ざれば皆情けあり】薫の詞。「人は木石に非ず、皆情有り、如かず、傾城の色に遇はざらんには」（白氏文集・李夫人）の一節。


蜻蛉．２．６．５

■　と、うち誦ずじて臥ふしたまへり。

◇　と、口ずさみなさって臥せっていらっしゃった。

蜻蛉．２．６．６

■　後のちのしたためなども1、いとはかなくしてけるを、

◇　後の葬送なども、まことに簡略にしてしまったのを、

■　「宮みやにも2いかが聞ききたまふらむ」

◇　「宮におかれてもどのようにお聞きになろうか」

■　と、いとほしくあへなく、

◇　と、お気の毒で張り合いがないので、

■　「母ははのなほなほしく3て、兄弟はらからあるはなど4、さやうの人ひとは言いふことあんなるを思おもひて、こと削そぐなりけむかし」

◇　「母が普通の身分で、兄弟のある人はなどと、そのような人は言うことがあるというのを思って、簡略にするのであったろう」

■　など、心こころづきなく思おぼす。

◇　などと、気にくわなくお思いになる。


1 【後のしたためなども】浮舟の葬送の儀式。

2 【宮にも】『完訳』は「匂宮。一説には中の君」と注す。

3 【母のなほなほしく】以下「こと削ぐなりけむかし」まで、薫の想像。浮舟の母は八宮の女房中将の君、現在は受領の北の方という低い身分。

4 【兄弟あるはなど】『完訳』は「兄弟のある人は葬儀を簡略にするとの風習」と注す。


蜻蛉．２．６．７

■　おぼつかなさも限かぎりなきを、ありけむさまもみづから聞きかまほしと思おぼせど、

◇　気がかりさも限りがないので、その時の実際の様子を自分でも聞きたくお思いになるが、

■　「長籠ながごもりしたまはむも便びんなし1。

◇　「長い忌籠もりなさるのも不都合である。

■　行いきと行いきて立たち帰かへらむも心苦こころぐるし」

◇　行くには行ってもすぐ帰るのは心苦しい」

■　など、思おぼしわづらふ。

◇　などと、ご思案なさる。


1 【長籠もりしたまはむも便なし】以下「心苦し」まで、薫の思い。宇治に行き三十日間の忌籠もりをするのは不都合と考える。


第三章　匂宮の物語　匂宮、侍従を迎えて語り合う

第一段　四月、薫と匂宮、和歌を贈答

蜻蛉．３．１．１

■　月つきたちて1、

◇　月が変わって、

■　「今日けふぞ渡わたらまし」

◇　「今日が引き取る日であったのに」

■　と2思おぼし出いでたまふ3日ひの夕暮ゆふぐれ、いとものあはれなり。

◇　と思い出しなさった夕暮、まことにもの悲しい。

■　御前近おまへちかき橘たちばなの香かのなつかしきに4、ほととぎすの二声ふたこゑばかり鳴なきて渡わたる。

◇　御前近くの橘の香がやさしい感じのところに、ほととぎすが二声ほど鳴いて飛んで行く。

■　「宿やどに通かよはばS3,5」

◇　「亡くなった人の所に行くなら」

■　と独ひとりごちP9たまふも飽あかねば、北きたの宮みやに6、ここに渡わたりたまふ日ひなりければ7、橘たちばなを折をらせて聞きこえたまふ。

◇　と独り言をおっしゃっても物足りないので、北の宮邸に、そこにお渡りになる日であったので、橘を折らせて申し上げなさる。


S3 亡き人の宿に通はばほととぎすかけて音にのみ鳴くと告げなむ（古今集哀傷-八五五　読人しらず）

P9 独りごち--ひとりう（う/＃こ）ち

1 【月たちて】四月となる。

2 【今日ぞ渡らましと】薫の思い。四月十日が引っ越しの日であった。

3 【思し出でたまふ】大島本は「おほしいて給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ出たまふ」を校訂する。『新大系』は底本のまま「おぼし出で給」とする。

4 【御前近き橘の香のなつかしきに】『集成』は「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集夏、一三九、読人しらず）を指摘。

5 【宿に通はば】薫の口ずさみ。『源氏釈』は「亡き人の宿に通はばほととぎすかけて音にのみ泣くと告げなむ」（古今集哀傷、八五五、読人しらず）を指摘。

6 【北の宮に】二条院をいう。薫邸は三条宮。

7 【渡りたまふ日なりければ】主語は薫。


蜻蛉．３．１．２

■　「忍しのび音ねや君きみも泣なくらむかひもなき

死出しでの田長たをさS4に心通こころかよはば1」

◇　「忍び音にほととぎすが鳴いていますが、あなた様も泣いていらっしゃいましょうか

いくら泣いても効のない方にお心寄せならば」


S4 しでの山越えて来つらむほととぎす恋しき人の上語らなむ（拾遺集哀傷-一三〇七　伊勢）

1 【忍び音や君も泣くらむかひもなき死出の田長に心通はば】薫から匂宮への贈歌。『河海抄』は「いくばくの田を作ればかほととぎすしでの田長朝な朝な呼ぶ」（古今集雑体、一〇一三、藤原敏行）。『花鳥余情』は「死出の山越えて来つらむほととぎす恋しき人のうへ語らなむ」（拾遺集哀傷、一三〇七、伊勢）を指摘。


蜻蛉．３．１．３

■　宮みやは、女君をむなぎみの御おほむさまのいとよく似にたるを、あはれと思おぼして1、二所2眺ふたところながめたまふP10折をりなりけり。

◇　宮は、女君のご様子がとてもよく似ているのを、しみじみとお思いになって、お二方で物思いに耽っていらっしゃるところであった。

■　「けしきある文ふみかな」

◇　「意味のありそうな手紙だ」

■　と見みたまひて3、

◇　と御覧になって、


P10 眺めたまふ--なかめの（の/＄給）

1 【あはれと思して】大島本は「あはれとおほして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとあはれに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「あはれと」とする。

2 【二所】匂宮と中君。

3 【けしきある文かなと見たまひて】『完訳』は「浮舟のことをほのめかしたと気づく」と注す。


蜻蛉．３．１．４

■　「橘たちばなの薫かをるS5あたりはほととぎす

心こころしてこそ鳴なくべかりけれ1

わづらはし」

◇　「橘が薫っているところは、ほととぎすよ

気をつけて鳴くものですよ

迷惑なことを」


S5 五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする（古今集夏-一三九　読人しらず）

1 【橘の薫るあたりはほととぎす心してこそ鳴くべかりけれ】匂宮の返歌。『全書』は「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集夏、一三九、読人しらず）を指摘。


蜻蛉．３．１．５

■　と書かきたまふ。

◇　とお書きになる。

蜻蛉．３．１．６

■　女君をむなぎみ、このことのけしきは1、皆見知みなみしりたまひてけり。

◇　女君は、この事件の経緯は、みなご存知なのであった。

■　「あはれにあさましき2はかなさの、さまざまにつけて心深こころふかきなかに、我一人われひとりもの思おもひ知しらねば3、今いままでながらふるにや。

◇　「しみじみと言いようもないほどあっけなかった、あれこれにつけて感慨深い中で、自分一人が物思いを知らないので、今まで生き永らえていたのであろうか。

■　それもいつまで」

◇　それもいつまで続くやら」

■　と心細こころぼそく思おぼす。

◇　と心細くお思いになる。

■　宮みやも、隠かくれなきものから、隔へだてたまふも4いと心苦こころぐるしければ、ありしさまなど、すこしはとり直なほしつつ語かたりきこえたまふ。

◇　宮も、隠すことのできないものから、分け隔てなさるのもとてもお気の毒なので、生前の様子などを、少し取り繕いながらお話し申し上げなさる。


1 【このことのけしきは】夫の匂宮と浮舟との関係及び浮舟の死。

2 【あはれにあさましき】以下「それもいつまで」まで、中君の心中の思い。

3 【我一人もの思ひ知らねば】姉の大君や妹の浮舟と比較して。

4 【隔てたまふも】大島本は「へたて給も」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「隔てたまへるも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「隔て給も」とする。


蜻蛉．３．１．７

■　「隠かくしたまひしがつらかりし1」

◇　「隠していらっしゃったのがつらかった」


1 【隠したまひしがつらかりし】匂宮の詞。『完訳』は「中君が浮舟の素姓や境遇を」と注す。


蜻蛉．３．１．８

■　など、泣なきみ笑わらひみ聞きこえたまふにも、異人ことびとよりは睦むつましくあはれなり1。

◇　などと、泣いたり笑ったりしながら申し上げなさるにつけても、他の人よりは親しみを感じ胸を打つ。

■　ことことしくうるはしくて2、例れいならぬ御おほむことのさまも、おどろき惑まどひたまふ所ところにては4、御訪おほむとぶらひの人ひとしげく、父大臣ちちおとど、兄せうとの君きみたち5隙ひまなきも、いとうるさきに、ここはいと心こころやすくて6、なつかしくぞ思おぼされける。

◇　大げさに格式ばって、ご病気の件でも、大騒ぎをなさる所では、お見舞い客が多くて、父大臣や、兄の公達がひっきりなしなのも、とてもうるさいが、ここはたいそう気楽で、慕わしい感じにお思いなさるのであった。


1 【異人よりは睦ましくあはれなり】浮舟は中君と姉妹ゆえに。

2 【ことことしくうるはしくて】六条院の様子。

3? 【例ならぬ御ことのさまを】婿の匂宮の病気。

4 【おどろき惑ひたまふ所にては】主語は夕霧。

5 【父大臣兄の君たち】六君の父大臣夕霧や兄弟の公達。

6 【ここはいと心やすくて】匂宮の本邸二条院。正妻のいる六条院と比較。


第二段　匂宮、右近を迎えに時方派遣

蜻蛉．３．２．１

■　いと夢ゆめのやうにのみ1、なほ、

◇　まことに夢のようにばかり、やはり、

■　「いかで、いとにはかなりけることにかは」

◇　「どうして、とても急なことであったのか」

■　とのみいぶせければ、例れいの人ひとびと召めして、右近うこんを迎むかへに遣つかはす2。

◇　とばかり気が晴れないので、いつもの人びとを召して、右近を迎えにやる。

■　母君ははぎみも3、さらにこの水みづの音おとけはひを聞きくに、我われもまろび入いりぬべく、悲かなしく心憂こころうきことのどまるべくもあらねば、いとわびしうて帰かへりたまひにけり。

◇　母君も、まったくこの川の音や感じを聞くと、自分もころがり込んでしまいそうで、悲しく嫌なことが休まる間もないので、とても侘しくてお帰りになったのであった。


1 【いと夢のやうにのみ】『完訳』は「以下、匂宮の心中。いまだに浮舟の死が信じられない。「なほ」は「いぶせければ」にかかる」と注す。

2 【右近を迎へに遣はす】時方や道定をして宇治に右近を迎えにやる。

3 【母君も】浮舟母。その葬儀には立ち合った。


蜻蛉．３．２．２

■　念仏ねんぶつの僧そうどもを頼たのもしき者ものにて、いとかすかなるに入いり来きたれば2、ことことしく、にはかに立たちめぐりし宿直人とのゐびとどもも、見みとがめず。

◇　念仏の僧どもを頼りとする人として、たいそうひっそりとしているところにやって来たので、厳重に、急に警戒していた宿直人どもも、見咎めない。

■　「あやにくに3、限かぎりのたびしも入いれたてまつらずなりにしよ」

◇　「皮肉にも、最期の折にお入れ申し上げることができずに終わってしまったことよ」

■　と、思おもひ出いづるもいとほし。

◇　と、思い出すのもおいたわしい。


1? 【頼もしきものにて】主語は宇治の人々。

2 【入り来たれば】主語は匂宮の使者たち。

3 【あやにくに】以下「なりにしよ」まで、時方らの感想。『完訳』は「皮肉にも、今にして思えば最後の対面の機会だったのに、宮を邸内に導くことができなかった。以下、時方たちの回想である」と注す。


蜻蛉．３．２．３

■　「さるまじきことを思おもほし焦こがるること1」

◇　「とんでもないことをご執着なさったことよ」

■　と、見苦みぐるしく見みたてまつれど、ここに来きては、おはしましし2夜よな夜よなのありさま、抱いだかれたてまつりたまひて3、舟ふねに乗のりたまひしけはひの、あてにうつくしかりしことなどを思おもひ出いづるに、心強こころづよきP11人ひとなくあはれなり。

◇　と、見苦しく拝見したが、こちらに来ては、お越しになった夜々の有様や、お抱かれなさって、舟にお乗りになった感じが、上品でかわいらしかったことなどを思い出すと、気丈な人などもなくしみじみとなる。

■　右近会うこんあひて、いみじう泣なくもことわりなり。

◇　右近が会って、ひどく泣くのも道理である。


P11 心強き--い（い/＃心）つよき

1 【さるまじきことを思ほし焦がるること】時方らの感想。

2 【おはしましし】主語は匂宮。

3 【抱かれたてまつりたまひて】「れ」受身の助動詞。主語は浮舟。


蜻蛉．３．２．４

■　「かくのたまはせて、御使おほむつかひになむ参まゐりつる1」

◇　「このようにおっしゃるので、お使いに来ました」


1 【かくのたまはせて御使になむ参りつる】大島本は「まいりつる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「参り来つる」と「き」を補訂する。『新大系』は底本のまま「まいりつる」とする。時方の詞。


蜻蛉．３．２．５

■　と言いへば、

◇　と言うと、

蜻蛉．３．２．６

■　「今いまさらに1、人ひともあやしと言いひ思おもはむも慎つつましく、参まゐりても、はかばかしく聞きこし召めし明あきらむばかり2、もの聞きこえさすべき心地ここちもしはべらず。

◇　「今さら、皆が変だと言い思うのも気がひけまして、参上しても、はきはきとご納得の行くようには、何か申し上げられそうな気がしません。

■　この御忌果おほむいみはてて、あからさまにもなむ3、と人ひとに言いひなさむも、すこし似につかはしかりぬべきほどになしてこそ、心こころより外ほかの命いのちはべらば、いささか思おもひ静しづまらむ折をりになむ、仰おほせ言ごとなくとも参まゐりて、げにいと夢ゆめのやうなりしことども4も、語かたりきこえまほしき5」

◇　このご忌中が終わって、ちょっとどこそこにと人に言っても、少しふさわしいころになってから、思いの他に生きていましたら、少し気持ちが静まったような時に、ご命令がなくても参上して、おっしゃるようにとても夢のようだった事柄を、お話し申し上げとう存じます」


1 【今さらに】以下「語りきこえまほしき」まで、右近の詞。

2 【聞こし召し明らむばかり】主語は匂宮。

3 【あからさまにもなむ】大島本は「あからさまにもなん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あからさまにものになん」と校訂する。『新大系』は底本のまま「あからさまにもなん」とする。『完訳』は「京に用事がと言いつくろっても、おかしくない時期を待って」と注す。

4 【げにいと夢のやうなりしことども】匂宮の「いと夢のやうにのみ」を受ける。使者が伝えたのであろう。

5 【語りきこえまほしき】大島本は「かたりきこえまほしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「語りきこえさせはべらまほしき」と「させはべら」を補訂する。『新大系』は底本のまま「語りきこえまほしき」とする。


蜻蛉．３．２．７

■　と言いひて、今日けふは動うごくべくもあらず。

◇　と言って、今日は動きそうにもない。

第三段　時方、侍従と語る

蜻蛉．３．３．１

■　大夫たいふも泣なきて1、

◇　大夫も泣いて、


1 【大夫も泣きて】左衛門大夫時方。


蜻蛉．３．３．２

■　「さらに、この御仲おほむなかの1こと、こまかに知しりきこえさせはべらず。

◇　「まったく、お二方の事は、詳しくは存じ上げません。

■　物ものの心2知こころしりはべらずながら、たぐひなき御心みこころざしを見みたてまつりはべりしかば、君きみたちをも3、何なにかは急いそぎてしも聞きこえ承うけたまはらむ。

◇　物の道理もわきまえていませんが、無類のご寵愛を拝見しましたので、あなた方を、どうして急いでお近づき申し上げよう。

■　つひには仕つかうまつるべきあたりにこそ、と思おもひたまへしを、言いふかひなく悲かなしき御おほむこと4の後のちは、私わたくしの御心みこころざしも、なかなか深ふかさまさりて5なむ」

◇　いずれはお仕えなさるはずの方だ、と存じていましたが、何とも言いようもなく悲しいお事の後は、わたし個人としても、かえって悲しみの深さがまさりまして」


1 【さらにこの御仲の】以下「まさりてなむ」まで、時方の詞。

2 【物の心】大島本は「物の心」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ものの心も」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「物の心」とする。

3 【君たちをも】右近や侍従。

4 【言ふかひなく悲しき御こと】浮舟の死をさしていう。

5 【私の御心ざしもなかなか深さまさりて】『集成』は「浮舟存生中は、主命による奉公だったが、もはやそれもないかと思うとかえって、の意」と注す。


蜻蛉．３．３．３

■　と語かたらふ。

◇　と懇切に言う。

蜻蛉．３．３．４

■　「わざと御車みくるまなど1思おぼしめぐらして2、奉たてまつれたまへるを、空むなしくては、いといとほしうなむ。

◇　「わざわざお車などをお考えめぐらされて、差し向けなさったのを、空っぽで帰るのは、まことにお気の毒です。

■　今一所いまひとところにても3参まゐりたまへ」

◇　もうお一方でも参上なさい」


1 【わざと御車など】以下「参りたまへ」まで、時方の詞。

2 【思しめぐらして】主語は匂宮。

3 【今一所にても】侍従をさしていう。


蜻蛉．３．３．５

■　と言いへば、侍従じじゅうの君呼きみよび出いでて、

◇　と言うので、侍従の君を呼び出して、

蜻蛉．３．３．６

■　「さは、参まゐりたまへ1」

◇　「それでは、参上なさい」


1 【さは参りたまへ】右近が侍従に言った詞。


蜻蛉．３．３．７

■　と言いへば、

◇　と言うと、

蜻蛉．３．３．８

■　「まして何事なにごとをかは1聞きこえさせむ。

◇　「あなた以上に何を申し上げることができましょう。

■　さても、なほ、この御忌おほむいみのほどにはいかでか。

◇　それにしても、やはり、このご忌中の間にはどうして。

■　忌いませたまはぬP12か」

◇　お厭いあそばさないのでしょうか」


P12 たまはぬ--給はね（ね/＃ぬ）

1 【まして何事をかは】大島本は「なに事をかハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「何ごとをか」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「何事をかは」とする。


蜻蛉．３．３．９

■　と言いへば、

◇　と言うと、

蜻蛉．３．３．１０

■　「悩なやませたまふ御響おほむひびきに1、さまざまの御慎おほむつつしみどもはべめれど、忌いみあへさせたまふまじき御みけしきになむ。

◇　「ご病気で大騒ぎをして、いろいろなお慎みがございますようですが、忌明けをお待ち切れになれないようなご様子です。

■　また、かく深ふかき御契おほむちぎりにては、籠こもらせたまひてもこそおはしまさめ。

◇　また、このように深いご宿縁では、忌籠もりあそばすのでいらっしゃいましょう。

■　残のこりの日2ひいくばくならず。

◇　忌明けまでの日も幾日でもない。

■　なほ一所参ひとところまゐりたまへ」

◇　やはりお一方参上なさい」


1 【悩ませたまふ御響きに】以下「参りたまへ」まで、時方の詞。

2 【残りの日】忌明けまでの残りの日数。


蜻蛉．３．３．１１

■　と責せむれば、侍従じじゅうぞ、ありし御おほむさまも1いと恋こひしう思おもひきこゆるに、

◇　と責めるので、侍従が、以前のご様子もとても恋しく思い出し申し上げるので、

■　「いかならむ世よにかは見みたてまつらむ、かかる折をりに」

◇　「いつの世にかお目にかかることができようか、この機会に」

■　と思おもひなして参まゐりける。

◇　と思って参上するのであった。


1 【ありし御さまも】匂宮の姿。橘小島に同行した折の印象。


第四段　侍従、京の匂宮邸へ

蜻蛉．３．４．１

■　黒くろき衣きぬども着きて、引ひきつくろひたる容貌かたちもいときよげなり。

◇　黒い衣装類を着て、化粧をした容貌もとても美しそうである。

■　裳もはP13、ただ今我いまわれより上うへなる人ひとなきにうちたゆみて1、色いろも変かへざりければ、薄色うすいろなるを持もたせて参まゐる2。

◇　裳は、今後は自分より目上の人はいないとうっかりして、色も染め変えなかったので、薄い紫色のを持たせて参上する。


P13 裳は--も（も/+は〈朱〉）

1 【裳はただ今我より上なる人なきにうちたゆみて】『完訳』は「裳は、唐衣とともに、主人の前に出る際の礼装。今はお仕えする主人も亡くなったので、油断して鈍色のを染めておかなかった」と注す。

2 【薄色なるを持たせて参る】『集成』は「薄紫色の裳を持たせて参上する。お供の女の童などに持たせるのであろう」と注す。


蜻蛉．３．４．２

■　「おはせましかば1、この道みちにぞ忍しのびて出いでたまはまし2。

◇　「生きていらっしゃったら、この道を人目を忍んでお出になるはずだったのに。

■　人知ひとしれず心寄こころよせきこえしものを3」

◇　人知れずお心寄せ申し上げていたのに」

■　など思おもふにもあはれなり。

◇　などと思うにつけ悲しい。

■　道みちすがら泣なく泣なくなむ来きける。

◇　道中泣きながらやって来た。


1 【おはせましかば】以下「心寄せきこえしものを」まで、侍従の心中の思い。「ましかば--まし」反実仮想の構文。浮舟が生きていたら。

2 【忍びて出でたまはまし】主語は浮舟。匂宮に密かに京へ連れ出されたろうに、と仮想。

3 【人知れず心寄せきこえしものを】主語は侍従。匂宮に対して。


蜻蛉．３．４．３

■　宮みやは、この人参ひとまゐれり、と聞きこし召めすもあはれなり。

◇　宮は、この人が参った、とお耳にあそばすにつけてもお胸が迫る。

■　女君をむなぎみには1、あまりうたてあれば、聞きこえたまはず。

◇　女君には、あまりに憚れるので、申し上げなさらない。

■　寝殿しんでんにおはしまして、渡殿わたどのに降おろしたまへり2。

◇　寝殿にお出でになって、渡殿に降ろさせなさった。

■　ありけむさまなど詳くはしう問とはせたまふに、日ひごろ思おぼし嘆なげきしさま、その夜泣よなきたまひしさま、

◇　生前の様子などを詳しくお尋ねあそばすと、日頃お嘆きになっていた様子や、その夜にお泣きになった様子を、


1 【女君には】中君。

2 【寝殿におはしまして渡殿に降ろしたまへり】大島本は「おろし給へり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おろさせたまへり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おろし給へり」とする。『集成』は「ご自身は寝殿においでになって。中の君のいる西の対にいたのを、侍従到着と聞いて、自室（寝殿）に赴いたのである。侍従を渡殿に降ろさせなさった。寝殿の東の渡殿に車を着けさせたのであろう。西の対から遠く、人目にも付かぬよう計らう体」と注す。


蜻蛉．３．４．４

■　「あやしきまで1言少ことずくなに、おぼおぼとのみものしたまひて、いみじと思おぼすことをも、人ひとにうち出いでたまふことは難かたく、ものづつみをのみしたまひしけにや、のたまひ置おくこともはべらず。

◇　「不思議なまでに言葉少なく、ぼんやりとばかりしていらっしゃって、大変だとお思いになることも、他人にお話しになることはめったになく、遠慮ばかりなさったせいでしょうか、言い残しなさることもございません。

■　夢ゆめにも、かく心強こころづよきさまに2思おぼしかくらむとは、思おもひたまへずなむはべりし」

◇　夢にも、このような心強いことをお覚悟だったとは、存じませんでした」


1 【あやしきまで】以下「なむはべりし」まで、侍従の詞。

2 【かく心強きさまに】浮舟の入水という事件をさす。


蜻蛉．３．４．５

■　など、詳くはしう聞きこゆれば、ましていといみじう、

◇　などと、詳しく申し上げると、ひとしお実に悲しく思われて、

■　「さるべきにても1、ともかくもあらましよりも、いかばかりものを思おもひ立たちて、さる水みづに溺おぼれけむ」

◇　「前世からの因縁で、病死などすることなどよりも、どんなに覚悟なさって、そのような川の中に溺死したのだろう」

■　と思おぼしやるに、

◇　とお思いやりなさると、

■　「これを見みつけて2堰せきとめたらましかば」

◇　「その場を見つけてお止めできたら」

■　と、湧わきかへる心地ここちしたまへど、かひなし。

◇　と、煮えかえる気持ちがなさるが、どうしようもない。


1 【さるべきにても】大島本は「さるへきにても」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「さるべきにて」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「さるべきにても」とする。以下「溺れけむ」まで、匂宮の心中の思い。『集成』は「詮方もない病気で」。『完訳』は「避けられぬ前世の因縁によって病死することなどよりも」と注す。

2 【これを見つけて】浮舟の入水現場を見つけて。


蜻蛉．３．４．６

■　「御文おほむふみを焼やき失うしなひ1たまひしなどに、などて目めを立たてはべらざりけむ」

◇　「お手紙をお焼き捨てになったことなどに、どうして不審に思わなかったのでございましょう」


1 【御文を焼き失ひ】以下「はべらざりけむ」まで、侍従の詞。


蜻蛉．３．４．７

■　など、夜一夜語よひとよかたらひたまふに、聞きこえ明あかす。

◇　などと、一晩中お聞きなさるので、お話し申し上げて夜が明ける。

■　かの巻数くわんずに書かきつけたまへりし1、母君ははぎみの返かへり事ごとなどを聞きこゆ。

◇　あの巻数にお書きつけになった、母君の返事などを申し上げる。


1 【かの巻数に書きつけたまへりし】浮舟の母へ返書として巻数に書きつけた。


第五段　侍従、宇治へ帰る

蜻蛉．３．５．１

■　何なにばかりのものとも御覧ごらんぜざりし人ひとも1、睦むつましくあはれに思おぼさるれば、

◇　何程の者ともお考えでなかった侍従も、親しくしみじみと思われなさるので、


1 【御覧ぜざりし人も】侍従をさす。


蜻蛉．３．５．２

■　「わがもとに1あれかし。

◇　「わたしの側にいなさい。

■　あなたももて離はなるべくやは2」

◇　あちらにも縁がないではない」


1 【わがもとに】以下「離るべくやは」まで、匂宮の詞。

2 【あなたももて離るべくやは】「あなた」は中君をさす。浮舟の異母姉であることをいう。反語表現。


蜻蛉．３．５．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

蜻蛉．３．５．４

■　「さて、さぶらはむに1つけても、もののみ悲かなしからむを思おもひたまへれば、今いまこの御果おほむはてなど2過すぐして」

◇　「そのようにして、お仕えしますにつけても、何となく悲しく存じられますので、もう暫くこの御忌みなどを済ませましてから」


1 【さてさぶらはむに】以下「過ぐして」まで、侍従の詞。

2 【この御果てなど】一周忌。


蜻蛉．３．５．５

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　「またも参まゐれ1」

◇　「再び参るように」

■　など、この人ひとをさへ、飽あかず思おぼす。

◇　などと、この人までも、別れがたくお思いになる。


1 【またも参れ】匂宮の詞。


蜻蛉．３．５．６

■　暁帰あかつきかへるに1、かの御料ごれうに2とてまうけさせたまひける櫛くしの筥一具はこひとよろひ、衣筥一具ころもばこひとよろひ、贈物おくりものにせさせたまふ3。

◇　早朝に帰る時に、あの方の御料にと思って準備なさっていた櫛の箱一具、衣箱一具を、贈物にお遣わしになる。

■　さまざまにせさせたまふことは4多おほかりけれど、おどろおどろしかりぬべければ、ただこの人ひとに仰おほせたるほどなりけり。

◇　いろいろとお整えさせになったことは多かったが、仰々しくなってしまいそうなので、ただ、この人に与えるのに相応な程度であった。


1 【暁帰るに】大島本は「あか月」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「暁に」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「あか月」とする。

2 【かの御料に】浮舟をさす。

3 【贈物にせさせたまふ】匂宮が侍従に持たせる。

4 【さまざまにせさせたまふことは】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。


蜻蛉．３．５．７

■　「なに心ごころもなく1参まゐりて、かかることどものあるを、人ひとはいかが見みむ。

◇　「何も考えなく参上して、このようなことがあったのを、女房はどのように見るだろうか。

■　すずろにむつかしきわざかな」

◇　何となく厄介なことだわ」


1 【なに心もなく】以下「わざかな」まで、侍従の感想。


蜻蛉．３．５．８

■　と思おもひわぶれど、いかがは聞きこえ返かへさむ。

◇　と困るが、どうして辞退申し上げられよう。

蜻蛉．３．５．９

■　右近うこんと二人ふたり、忍しのびて見みつつ、つれづれなるままに、こまかに今いまめかしうし集あつめたることどもを見みても、いみじう泣なく。

◇　右近と二人で、こっそりと見ながら、所在ないままに、精巧で今風に仕立ててあるのを見ても、ひどく泣く。

■　装束さうぞくもいとうるはしうし集あつめたるものどもなれば、

◇　装束もたいそう立派に仕立て上げられたものばかりなので、

蜻蛉．３．５．１０

■　「かかる御服おほむぶくに、これをばいかでか隠かくさむ1」

◇　「このような服喪期間中なので、これをどう隠したものか」


1 【かかる御服にこれをばいかでか隠さむ】大島本は「いかてか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかで」と「か」を削除する。『新大系』は底本のまま「いかでか」とする。侍従の感想。


蜻蛉．３．５．１１

■　など、もてわづらひける。

◇　などと、困るのであった。

第四章　薫の物語　薫、浮舟の法事を営む

第一段　薫、宇治を訪問

蜻蛉．４．１．１

■　大将殿だいしゃうどのも、なほ1、いとおぼつかなきに、思おぼし余あまりておはしたり。

◇　大将殿も、同じように、まことに不審でしょうがないので、思い余りなさってお出でになった。

■　道みちのほどより、昔むかしの事ことどもかき集あつめつつ、

◇　道中から、昔の事を一つ一つ思い出して、


1 【大将殿もなほ】『完訳』は「「なほ」とあり、前に宇治行を決しかねていた気持が揺曳」と注す。


蜻蛉．４．１．２

■　「いかなる契ちぎりにて1、この父親王ちちみこの御おほむもとに来きそめけむ。

◇　「どのような縁で、この父親王のお側に来初めたのだろう。

■　かかる思おもひかけぬ2果はてまで思おもひあつかひ、このゆかりにつけては、ものをのみ思おもふよ。

◇　このように思いもかけなかった人の最期まで世話をし、この一族のことにつけては、物思いばかりすることよ。

■　いと尊たふとくおはせしあたりに、仏ほとけをしるべにて、後のちの世よをのみ契ちぎりしに、心**きたなき末**の違がひめに、思おもひ知しらするなめり」

◇　たいそう尊くおいでになった所で、仏のお導きによって、来世ばかりを祈願していたのに、心汚い末路の思惑違いによって、世の無常を思い知らせるようだ」

◆　 
"いかなる ちぎり にて、 この ちち-みこ の おほむ-もと に き そめ けむ。 かかる おもひかけ ぬ はて まで おもひ あつかひ、 この ゆかり に つけ て は、 もの を のみ おもふ よ。 いと たふとく おはせ し あたり に、 ほとけ を しるべ にて、 のち の よ を のみ ちぎり し に、 こころぎたなき すゑ の たがひめ に、 おもひ しら する な' めり。"


1 【いかなる契りにて】以下「思ひ知らするなめり」まで、薫の心中の思い。『集成』は「世の無常を悟らせようとするのであろう」。『完訳』は「仏が懲らしめようとする」と訳す。

2 【かかる思ひかけぬ】大島本は「かゝる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かく」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かゝる」とする。


蜻蛉．４．１．３

■　とぞおぼゆる。

◇　と思われなさる。

■　右近召うこんめし出いでて、

◇　右近を召し出して、

蜻蛉．４．１．４

■　「ありけむさまも1はかばかしう聞きかず、なほ、尽つきせずあさましう、はかなければ、忌いみのの残こりもすくなくなりぬ。

◇　「生前の様子もはっきりとは聞かず、やはり、尽きせず呆れて、あっけないので、忌中期間も少なくなった。

■　過すぐして、と思おもひつれど、静しづめあへずものしつるなり。

◇　過ぎてから、と思っていたが、抑えきれずにやって来たのです。

■　いかなる心地ここちにてか、はかなくなりたまひにし」

◇　どのような気持ちで、お亡くなりになったのですか」


1 【ありけむさまも】以下「はかなくなりたまひにし」まで、薫の詞。浮舟の死にいたるまでの経緯。


蜻蛉．４．１．５

■　と問とひたまふに、「尼君あまぎみなども1、けしきは見みてければ、つひに聞ききあはせたまはむを、なかなか隠かくしても、こと違たがひて聞きこえむに、そこなはれぬべし。あやしきことの筋すぢにこそ2、虚言そらごとも思おもひめぐらしつつならひしか。かくまめやかなる御みけしきにさし向むかひきこえては、かねて、と言いはむ、かく言いはむと、まうけし言葉ことばをも忘わすれ、わづらはしう」おぼえければ、ありしさまのことどもを聞きこえつ。

◇　とお尋ねなさると、「尼君なども、経緯は知ってしまったので、結局はお聞き合わせになるであろうから、なまじ隠しだてしても、話がくいちがって聞かれるのも、具合の悪いことになろう。変な話には、嘘を考えて何度も言ってきたが、このような真面目な態度のお前に対座申し上げては、前もって、ああ言おう、こう言おうと、用意していた言葉も忘れ、困ること」と思われたので、生前の様子のあれこれを申し上げた。


1 【尼君なども】以下「わづらはしう」あたりまで、右近の心中の思い。

2 【あやしきことの筋にこそ】匂宮との関係。『集成』は「不埒なこと」。『完訳』は「匂宮との秘密の情事」と注す。


第二段　薫、真相を聞きただす

蜻蛉．４．２．１

■　あさましう、思おぼしかけぬ筋すぢなるに1、物ものもとばかりのたまはず。

◇　驚き呆れて、思いもかけなかったことなので、一言も暫くの間はおっしゃれない。


1 【あさましう思しかけぬ筋なるに】入水事件をさす。


蜻蛉．４．２．２

■　「さらにあらじと1おぼゆるかな。

◇　「難とも信じがたいと思われることだ。

■　なべての人ひとの思おもひ言いふことをも、こよなく言少ことずくなに、おほどかなりし人ひとは、いかでかさるおどろおどろしきことは思おもひ立たつべきぞ。

◇　普通誰でもが思ったり言ったりすることも、この上なく言葉少なく、おっとりしていた人が、どうしてそのような恐ろしいことを思い立ったのだろう。

■　いかなるさまにP14,2、この人ひとびと、もてなして言いふにか3」

◇　どのような様子のために、この人びとは、取り繕って言うのであろうか」


P14 さまに--さる（る/＃ま〈朱〉）に

1 【さらにあらじと】以下「いふにかあらむ」まで、薫の心中の思い。

2 【いかなるさまに】『集成』は「入水ではなくて、匂宮がどこかへ隠しているのではないか、と疑う」と注す。

3 【言ふにか】大島本は「いふにか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「言ふにかあらむ」と「あらむ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「言ふにか」とする。


蜻蛉．４．２．３

■　と御心みこころも乱みだれまさりたまへど、

◇　とお気持ちもいっそう困惑なさるが、

■　「宮みやも思おぼし嘆なげきたる1けしき、いとしるし、事ことのありさまも2、しかつれなしづくりたらむけはひは、おのづから見みえぬべきを、かくおはしましたるにつけても3、悲かなしくいみじきことを、上下かみしもの人集ひとつどひて泣なき騒さわぐを」

◇　「宮もお嘆きになっていた様子、まことにはっきりしていたし、事の成り行きも、そんなそ知らぬふりを装った態度は、自然と分かってしまうものだから、このようにお出でになったにつけても、悲しくてやりきれないことを、身分の上下の人が皆集まって泣き騒いでいるのだから」

■　と、聞ききたまへば、

◇　と、お聞きになると、


1 【宮も思し嘆きたる】以下「泣き騒ぐを」まで、薫の心中の思い。

2 【事のありさまも】大島本は「ことの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ここの」と校訂する。『新大系』は底本のまま「事の」とする。

3 【かくおはしましたるにつけても】主語は薫。心中文に語り手の薫に対する敬語が紛れ込んだ表現。


蜻蛉．４．２．４

■　「御供おほむともに具ぐして1失うせたる人ひとやある。

◇　「お供をしていなくなった人はいないか。

■　なほ、ありけむさまをたしかに言いへ。

◇　さらに、その時の状況をはっきり言いなさい。

■　我われをおろかに思おもひて背そむきたまふことは、よもあらじとなむ思おもふ。

◇　わたしを薄情だと思ってお裏切になることは、決してないと思う。

■　いかやうなる、たちまちに、言いひ知しらぬことありてか、さるわざはしたまはむ。

◇　どのような、急に、わけの分からないことがあってか、そのようなことをなさったのだろう。

■　我われなむえ信しんずまじき」

◇　わたしは信じることができない」


1 【御供に具して】以下「え信ずまじき」まで、薫の詞。『集成』は「逃げ隠れているなら、供の女房を連れているはず」と注す。


蜻蛉．４．２．５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

■　「いとどしく1、さればよ2」

◇　「一段として、心配していたとおりであったよ」

■　とわづらはしくて、

◇　と厄介なことに思って、


1 【いとどしく】大島本は「いとゝしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いといとほしく」と校訂。『新大系』は底本のまま「いとどしく」とする。『集成』は「大層困ってしまって」。『完訳』は「右近は大将がおいたわしくて」と訳す。

2 【さればよ】『完訳』は「薫の詰問は懸念どおり」と注す。


蜻蛉．４．２．６

■　「おのづから聞きこし召めしけむ1。

◇　「自然とお耳に入っておりましょう。

■　もとより思おぼすさまならで生おひ出いでたまへりし人ひとの、世離よばなれたる御住おほむすまひの後のちは、いつとなくものをのみ思おぼすめりしかど、たまさかにもかく渡わたりおはしますを、待まちきこえさせたまふに、もとよりの御身おほむみの嘆なげきをさへ慰なぐさめたまひつつ、心こころのどかなるさまにて、時々ときどきも見みたてまつらせたまふべきやうには2、いつしかとのみ、言ことに出いでてはのたまはねど、思おぼしわたるめりしを、その御本意おほむほいかなふべきさまに承うけたまはることどもはべりしに、かくてさぶらふ人ひとどもも、うれしきことに思おもひたまへいそぎ、かの筑波山つくばやまも3、からうして心こころゆきたるけしきにて、渡わたらせたまはむことを4いとなみ思おもひたまへしに、心得こころえぬ御消息おほむせうそこはべりけるに、この宿直仕とのゐつかうまつる6者ものどもも、女房にょうばうたちらうがはしかなり、など、戒いましめ仰おほせらるることなど申まうして、ものの心得こころえず荒々あらあらしきは田舎人ゐなかびとどもの7、あやしきさまにとりなしきこゆることども8はべりしを、その後のち、久ひさしう御消息おほむせうそこなどもはべらざりしに9、心憂こころうき身みなりとのみ、いはけなかりしほどより思おもひ知しるを、人数ひとかずにいかで見みなさむとのみ、よろづに思おもひ扱あつかひたまふ10母君ははぎみの、なかなかなることの、人笑ひとわらはれになりては11、いかに思おもひ嘆なげかむ、などおもむけてなむ12、常つねに嘆なげきたまひし。

◇　初めから不如意な境遇でお育ちになりました方で、人里離れたお住まいで暮らした後は、いつとなく物思いばかりをなさっていたようでしたが、たまにこのようにお越しになりますのを、お待ち申し上げなさることで、もともとのお身の上の不幸までをお慰めになりながら、のんびりとした状態で、時々お逢い申し上げなされるように、早く早くとばかり、言葉に出してはおっしゃいませんが、ずっとお思いでいらしたらしいのを、そのご念願が叶うように承ったことがございましたのに、こうしてお仕えする者どもも、嬉しいことと存じて準備致し、あの筑波山の母君も、やっとのことで念願が叶ったような様子で、お移りになることをご準備なさっていたのに、納得できないお手紙がございましたので、ここの宿直などに仕える者どもも、女房たちがふしだらなようだ、などと、厳しくご命令なさったことなどを申して、物の情理をわきまえない荒々しいのは田舎者どもの、間違いでもあったかのように取り扱い申すことがございましたが、その後、長らくお手紙などもございませんでしたので、情けない身の上だとばかり、幼かった時から思い知っていたが、何とか一人前にしようとばかり、いろいろとお世話なさっていた母君が、なまじその事によって、世間の物笑いになったら、どんなに嘆くだろう、などと悪いほうに考えて、いつも嘆いていらっしゃいました。


1 【おのづから聞こし召しけむ】以下「はべるなるものを」まで、右近の詞。

2 【時々も見たてまつらせたまふべきやうには】大島本は「やうにハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「やうに」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「やうに」とする。

3 【かの筑波山も】浮舟の母。夫が常陸介なのでこう呼ぶ。また「筑波山」は常陸国の歌枕。風情ある言い方。

4 【渡らせたまはむことを】浮舟が京の薫のもとに。

5? 【心得ぬさまの御消息はべりけるに】『完訳』は「納得できぬ文。薫からの「波こゆる--」と心変りを非難された。それが浮舟を一方的に追いつめた、の気持もこもる」と注す。

6 【この宿直仕うまつる】大島本は「このとのゐ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「宿直など」と「など」を補訂する。『新大系』は底本のまま「宿直」とする。

7 【荒々しきは田舎人どもの】大島本は「あら／＼しきハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「荒々しき」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「荒々しきは」とする。

8 【あやしきさまにとりなしきこゆることども】『集成』は「おかしな具合に歪めて推測申し上げることもいろいろございましたが。宿直人が気をまわして山荘の警備を厳重にしたことをいう」と注す。

9 【御消息などもはべらざりしに】薫からの手紙。接続助詞「に」原因理由の意をこめた順接条件。下文の浮舟の悲観・絶望の気持ちへと続く。

10 【よろづに思ひ扱ひたまふ】大島本は「思ひあつかひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あつかひ」と「思ひ」を削除する。『新大系』は底本のまま「思ひあつかひ」とする。

11 【人笑はれになりては】大島本は「なりてハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なりはてば」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「なりては」とする。

12 【などおもむけてなむ】『完訳』は「悪いほうに考えて、の気持」と注す。


蜻蛉．４．２．７

■　その筋すぢよりほかに1、何事なにごとをかと、思おもひたまへ寄よるに、堪たへはべらずなむ。

◇　その方面より他に、何があろうかと、考えめぐらして見ますに、思い当たることはございません。

■　鬼おになどの隠かくしきこゆとも、いささか残のこる所ところもはべるなるものを2」

◇　鬼などがお隠し申したとしても、少しは残るものがございますと聞いておりますものを」


1 【その筋よりほかに】『完訳』は「薫の不信をかった以外には」と注す。

2 【いささか残る所もはべるなるものを】『完訳』は「証拠を残していくもの。入水以外には考えられぬという気持」と注す。「なる」伝聞推定の助動詞。


蜻蛉．４．２．８

■　とて、泣なくさまもいみじければ、

◇　と言って、泣く様子もたいそうなので、

■　「いかなることにか」

◇　「どのようなことでか」

■　と紛まぎれつる御心みこころも失うせて1、せきあへたまはず。

◇　とお疑いになっていた気持ちも消えて、お涙が抑えがたい。


1 【紛れつる御心も失せて】匂宮が隠しているのではないかと疑って紛らされていた悲しみの気持ち。わずかの希望も消え失せる。


第三段　薫、匂宮と浮舟の関係を知る

蜻蛉．４．３．１

■　「我われは心こころに身みをもまかせず1、顕証けんしょうなるさまにもてなされたるありさまなれば、おぼつかなしと思おもふ折をりも、今近いまちかくて2、人ひとの心置こころおくまじく、目めやすきさまにもてなして、行ゆく末長すゑながくを、と思おもひのどめつつ過すぐしつるを、おろかに見みなしたまひつらむこそ3、なかなか分わくる方かたありける4、とおぼゆれ。

◇　「わたしは思いどおりに振る舞うこともできず、何事も目立ってしまう身分であるから、気がかりだと思う時にも、いずれ近くに迎えて、何の不満足もなく、世間体もよく持てなして、将来末長く添い遂げよう、とはやる心を抑えながら過ごして来たが、冷淡だとおとりになったのは、かえって他に分ける心がおありだったのだろう、と思われます。


1 【我は心に身をもまかせず】以下「さらにな隠しそ」まで、薫の詞。

2 【今近くて】近々京に浮舟を迎えて、の意。

3 【おろかに見なしたまひつらむこそ】大島本は「給つらん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまひけむ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給つらん」とする。主語は浮舟。

4 【分くる方ありける】『集成』は「悠長な自分より、熱心だと思う恋人がいたからだろうと、匂宮のことをほのめかす」と注す。


蜻蛉．４．３．２

■　今いまは、かくだに言いはじと思おもへど、また人ひとの聞きかばこそあらめ。

◇　今さら、こんなことは言うまいと思うが、他に人が聞いているのならともかくだが。

■　宮みやの御おほむことよ。

◇　宮のお事ですよ。

■　いつよりありそめけむ。

◇　いつから始まったのでしょうか。

■　さやうなるにつけてや、いとかたはに1、人ひとの心こころを2惑まどはしたまふ宮みやなれば、常つねにあひ見みたてまつらぬ嘆なげきに、身みをも失うしなひたまへる、となむ思おもふ。

◇　そのようなことが原因でか、まことに不都合にも、女の心を迷わしなさる宮だから、いつもお逢いできない嘆きで、身をなきものにされたのか、と思う。

■　なほ、言いへ。

◇　ぜひ、言え。

■　我われには、さらにな隠かくしそ」

◇　わたしには、少しも隠すな」


1 【いとかたはに】『集成』は「全くけしからぬほど」。『完訳』は「まったく不都合にも」と訳す。

2 【人の心を】女性の心を。


蜻蛉．４．３．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「たしかにこそは聞ききたまひてけれ1」

◇　「確かな事をお聞きになっているのだ」

■　と、いといとほしくて2、

◇　と、とても困ってしまって、


1 【たしかにこそは聞きたまひてけれ】右近の心中。

2 【いといとほしくて】『集成』は「とても困ってしまって」。『完訳』は「まことにお気の毒に思われるので」と訳す。


蜻蛉．４．３．４

■　「いと心憂こころうきことを1聞きこし召めしけるにこそははべるなれ。

◇　「まことに情けないことをお聞きになったようでございます。

■　右近うこんもさぶらはぬ折をりははべらぬものを」

◇　右近めもお側に伺候していません折はございませんでしたものを」


1 【いと心憂きことを】以下「はべらぬものを」まで、右近の詞。浮舟身辺の出来事は委細に見届けている自分の話こそ真実だ、という含み。


蜻蛉．４．３．５

■　と眺ながめやすらひて、

◇　と物思いにふけりためらって、

蜻蛉．４．３．６

■　「おのづから聞きこし召めしけむ1。

◇　「自然とお聞き及びになったことでございましょう。

■　この宮みやの上うへの御方おほむかたに2、忍しのびて渡わたらせたまへりしを、あさましく思おもひかけぬほどに、入いりおはしたりしかど3、いみじきことを聞きこえさせはべりて4、出いでさせたまひにき5。

◇　この宮の上のお所に、こっそりとお行きになったとき、呆れたことに思いがけない間に、お入りになって来ましたが、たいそう手厳しいことを申し上げまして、お出になりました。

■　それに懼おぢたまひて6、かのあやしくはべりし所ところに7は渡わたらせたまへりしなり。

◇　その事に恐がりなさって、あの見苦しうございました隠れ家にお移りになったのです。


1 【おのづから聞こし召しけむ】以下「見たまへず」まで、右近の詞。

2 【この宮の上の御方に】京の二条院の中君の所に。

3 【入りおはしたりしかど】大島本は「いりおハしたりしかと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「入りおはしましたりしかど」と「まし」を補訂する。『新大系』は底本のまま「入りおはしたりしかど」とする。

4 【いみじきことを聞こえさせはべりて】『集成』は「お側の女房たちの才覚で事無きを得た、と言う」と注す。

5 【出でさせたまひにき】主語は匂宮。

6 【それに懼ぢたまひて】主語は浮舟。

7 【かのあやしくはべりし所に】三条の小家。隠れ家。


蜻蛉．４．３．７

■　その後のち、音おとにも聞きこえじ、と1思おぼしてやみにしを、いかでか聞きかせたまひけむ。

◇　その後は、噂としてでも知られまい、とお思いになって終わったのを、どうしてお耳にあそばしたのでしょうか。

■　ただ、この如月きさらぎばかりより2、訪おとづれきこえたまふべし3。

◇　ちょうど、この二月頃から、お便りを頂戴するようになりましたのでしょう。

■　御文おほむふみは、いとたびたびはべりしかど4、御覧ごらんじ入いるることもはべらざりき。

◇　お手紙は、とても頻繁にございましたようですが、御覧になることもございませんでした。

■　いとかたじけなく、うたてP15あるやうに5などぞ、右近うこんなど聞きこえさせしかば、一度二度ひとたびふたたびや聞きこえさせたまひけむ。

◇　まことに恐れ多く、失礼な事になりましょうと、右近めなどが申し上げましたので、一度か二度はお返事申し上げましたでしょうか。

■　それより他ほかのことは見みたまへず6」

◇　それ以外の事は存じません」


P15 うたて--み（み/＃う〈朱〉）たて

1 【音にも聞こえじと】匂宮に噂としても知られまい、の意。

2 【この如月ばかりより】『完訳』は「匂宮が浮舟の宇治の住いをかぎつけたのは一月上旬、同月下旬に宇治行を実行。事実を意識的にぼかして過小の言い方をした」と注す。

3 【訪れきこえたまふべし】大島本は「をとつれきこえ給へし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「訪れきこえさせたまひし」と校訂する。『新大系』は底本のまま「をとづきこえ給べし」とする。

4 【たびたびはべりしかど】大島本は「侍しかと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべめりしかど」と「めり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「侍しかど」とする。

5 【うたてあるやうに】大島本は「ミ（ミ＄う〈朱〉）たてあるやうに」とある。すなわち「み」をミセケチにして「う」と訂正する。『集成』『完本』は諸本に従って「なかなかうたてあるやうに」と「なかなか」を補訂する。『新大系』は底本のまま「うたてあるやうに」とする。

6 【それより他のことは見たまへず】『集成』は「きっぱりと密通の事実を否定する」。『完訳』は「密通などなかったとする言いぶり。事実をまげて語り収める」と注す。


蜻蛉．４．３．８

■　と聞きこえさす。

◇　と申し上げる。

蜻蛉．４．３．９

■　「かうぞ言いはむかし1。

◇　「このように言うに決まっていることなのだ。

■　しひて問とはむもいとほしく」

◇　無理に問い質すのも気の毒だから」

■　て、つくづくとうち眺ながめつつ、

◇　と、つくづくと物思いに耽りながら、


1 【かうぞ言はむかし】『集成』は「以下、薫の心中に添って書く」。『完訳』は「こんな場合はこう答えるもの。主人を弁護し自分たち女房の過失を隠のが女房の常」と注す。


蜻蛉．４．３．１０

■　「宮みやをめづらしく1あはれと思おもひきこえても、わが方かたをさすがにおろかに思おもはざりけるほどに、いと明あきらむるところなく2、はかなげなりし心こころにて、この水みづの近ちかきをたよりにて、思おもひ寄よるなりけむかし。

◇　「宮をめったにないいとしい方と思い申し上げても、自分のほうをやはりいい加減には思っていなかったために、どうしたらよいか分からなくなって、頼りない考えで、この川に近いのを手だてにして、思いついたのであろう。

■　わがここにさし放はなち据すゑざらましかば、いみじく憂うき世よに経ふとも、いかでか、かならず深ふかき谷たにをも求もとめS6出いでまし」

◇　自分がここに放って置かなかったら、たいそうつらい生活であっても、どうして、必ず深い谷を探して身投げをしなかっただろうに」


S6 世の中の憂きたびごとに身をば投げば深き谷こそ浅くなりなめ（古今集俳諧-一〇六一　読人しらず）

1 【宮をめづらしく】以下「求め出でまし」まで、薫の心中の思い。

2 【いと明らむるところなく】『集成』は「〔もともと〕はっきりした考えもなく」。『完訳』は「浮舟はまるで判断力に乏しく」と注す。


蜻蛉．４．３．１１

■　と、「いみじう憂うき水みづの契ちぎりかな」

◇　と、「ひどく嫌な川の名の縁であるよ」

■　と、この川かはの疎うとましう思おぼさるること、いと深ふかし。

◇　と、この川が疎ましく思われなさること、甚だしい。

■　年としごろ、あはれと思おもひそめたりし方かたにて、荒あらき山路やまぢを行ゆき帰かへりしも、今いまは、また心憂こころうくて、この里さとの名なをだにえ聞きくまじき心地ここちしたまふ。

◇　長年、恋しいと思われなさっていた所で、荒々しい山路を行き来したのも、今では、また情けなくて、この里の名を聞くのさえ耐えがたい気がなさる。

第四段　薫、宇治の過去を追懐す

蜻蛉．４．４．１

■　「宮みやの上うへの1、のたまひ始はじめし、人形ひとかたとつけそめたりしさへ2ゆゆしう、ただ、わが過あやまちに失うしなひつる人ひとなり3」

◇　「宮の上が、おっしゃり始めた、人形と名付けたのまでが不吉で、ただ、自分の過失によって亡くした人である」

■　と思おもひもてゆくには、

◇　と考え続けて行くと、

■　「母ははのなほ4軽かろびたるほどにて、後のちの後見うしろみも5いとあやしく、ことそぎてしなしけるなめり」

◇　「母親がやはり身分が軽いので、葬送もとても風変わりに、簡略にしたのであろう」

■　と心こころゆかず思おもひつるを、詳くはしう聞ききたまふになむ、

◇　と合点が行かず思っていたが、詳しくお聞きになると、


1 【宮の上の】中君が。

2 【人形とつけそめたりしさへ】「人形」は祓いの後に水に流されもの。

3 【ただわが過ちに失ひつる人なり】薫の後悔の念。

4 【母のなほ】以下「しなしけるなめり」まで、薫の心中の思い。

5 【後の後見も】死後の世話、葬送の儀式。


蜻蛉．４．４．２

■　「いかに思おもふらむ1。

◇　「どのように思っているだろう。

■　さばかりの人ひとの子こにては、いとめでたかりし人ひとを、忍しのびたることはかならずしもえ知しらで、わがゆかりに2いかなることのありけるならむ、とぞ思おもふなるらむかし」

◇　あの程度の身分の子としては、まことに結構であった人を、秘密の事は必ずしも知らないで、自分との縁でどのようなことがあったのであろう、と思っているであろう」


1 【いかに思ふらむ】以下「思ふなるらむかし」まで、薫の心中の思い。浮舟の母の心中を忖度。

2 【わがゆかりに】自分の縁者、薫の正室女二宮の方から何かあったのではないか、と。


蜻蛉．４．４．３

■　など、よろづにいとほしく思おぼす。

◇　などと、いろいろとお気の毒にお思いになる。

■　穢けがらひといふことは1あるまじけれど、御供おほむともの人目ひとめもあれば2、昇のぼりたまはで3、御車みくるまの榻しぢを召めして、妻戸つまどの前まへにぞゐたまひけるも、見苦みぐるしければ、いと茂しげき木この下したに、苔こけを御座おましにて、とばかり居ゐたまへり。

◇　穢れということはないであろうが、お供の人の目もあるので、お上がりにならず、お車の榻を召して、妻戸の前で座っていたのも、見苦しいので、たいそう茂った樹の下で、苔をお敷物として、暫くお座りになった。

■　「今いまは4ここを来きて見みむことも心憂こころうかるべし」

◇　「今ではここに来て見ることさえつらいことであろう」

■　とのみ、見みめぐらしP16たまひて、

◇　とばかり、まわりを御覧になって、


P16 見めぐらし--見（見/+め）くらし

1 【穢らひといふことは】浮舟が死んだ場所の穢れ。

2 【御供の人目もあれば】世間や供人には病死と言ってある。

3 【昇りたまはで】穢れに触れないよう室内に上がらない。

4 【今は】以下「心憂かるべし」まで、薫の思い。


蜻蛉．４．４．４

■　「我われもまた憂うき古里ふるさとを荒あれはてば

誰たれ宿やどり木ぎの蔭かげをしのばむ1」

◇　「わたしもまた、嫌なこの古里を離れて、荒れてしまったら

誰がここの宿の事を思い出すであろうか」


1 【我もまた憂き古里を荒れはてば誰れ宿り木の蔭をしのばむ】薫の独詠歌。八宮、大君、中君に続いて自分薫までが、の意。


蜻蛉．４．４．５

■　阿闍梨あじゃり、今いまは律師りしなりけり1。

◇　阿闍梨は、今では律師になっていた。

■　召めして、この法事ほふじのことおきてさせたまふ。

◇　呼び寄せて、この法事の事をお命じ置きになる。

■　念仏僧ねんぶつそうの数添かずそへなどせさせたまふ。

◇　念仏僧の数を増やしたりなどおさせになる。

■　「罪つみいと深ふかかなるわざ2」

◇　「罪障のとても深いことだ」

■　と思おぼせば、軽かろむべきことをP17ぞすべき、七日七日なぬかなぬかに経仏供養きゃうほとけくやうずべきよしなど、こまかにのたまひて、いと暗くらうなりぬるに帰かへりたまふも、

◇　とお思いになると、その軽くなることをするように、七日七日ごとにお経や仏を供養するようになど、こまごまとお命じになって、たいそう暗くなったのでお帰りになるのも、

■　「あらましかば、今宵帰こよひかへらましやは3」

◇　「もしも生きていたら、今夜のうちに帰ろうか」

■　とのみなむ。

◇　とばかりである。


P17 ことを--（/+こ〈朱〉）とを

1 【阿闍梨今は律師なりけり】律師は、僧正、僧都に次ぐ地位。

2 【罪いと深かなるわざ】薫の思い。「自殺者殺生之随一也」（河海抄所引）。「なる」伝聞推定の助動詞。

3 【あらましかば今宵帰らましやは】薫の思い。浮舟が生きていたら。反実仮想の構文。反語表現。


蜻蛉．４．４．６

■　尼君あまぎみに消息せうそこせさせたまへれど、

◇　尼君にも挨拶をおさせになったが、

蜻蛉．４．４．７

■　「いともいとも1ゆゆしき身みをのみ思おもひたまへ沈しづみて、いとどものも思おもひたまへられず、ほれはべりてなむ、うつぶし臥ふして2はべる」

◇　「とてもとても不吉な身だとばかり存じられ沈み込んで、ますます何も考えられず、茫然として、臥せっております」


1 【いともいとも】以下「臥してはべる」まで、弁尼の返事。

2 【うつぶし臥して】『河海抄』は「世を厭ひ木のもとごとに立ちよりてうつぶし染めの麻の衣なり」（古今集雑体、一〇六八、読人しらず）を指摘。


蜻蛉．４．４．８

■　と聞きこえて、出いで来こねば、しひても立たち寄よりたまはず。

◇　と申し上げて、出て来ないので、無理してはお立ち寄りにならない。

蜻蛉．４．４．９

■　道みちすがら、とく迎むかへ取とりたまはずなりにけること悔くやしう、水みづの音おとの聞きこゆる限かぎりは、心こころのみ騷さわぎたまひて、

◇　道中、早くお迎えしなかったことが悔しく、川の音が聞こえる間は、心も落ち着きなさらず、

■　「骸からをだに1尋たづねず、あさましくてもやみぬるかな。

◇　「亡骸さえも捜さず、情けないことに終わってしまったなあ。

■　いかなるさまにて、いづれの底そこのうつせに混まじりS7けむ2」

◇　どのような状態で、どこの川底に貝殻とともにいるのであろうか」

■　など、やる方かたなく思おぼす。

◇　などと、やるせなくお思いになる。


S7 今日今日と我が待つ君は石川の貝に混じてありといはずやも（万葉集巻二-二二四　依羅娘子）

1 【骸をだに】以下「混じりけむ」まで、薫の心中の思い。

2 【いづれの底のうつせに混じりけむ】大島本は「ましりけむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まじりにけむ」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「まじりけむ」とする。「うつせ」は「うつせ貝」、空になった貝。『弄花抄』は「今日今日とわが待つ君は石川の貝に交じりてありといはずやも」（万葉集巻二、依羅娘子）を指摘。


第五段　薫、浮舟の母に手紙す

蜻蛉．４．５．１

■　かの母君はは、京***に子産ぎみはきゃうにこうむべき娘むすめのことにより、慎つつしみ騒さわげば1、例れいの家いへにも2え行いかず、すずろなる旅居たびゐのみして3、思おもひ慰なぐさむ折をりもなきに、

◇　あの母君は、京で子を産む予定の娘のことによって、穢れを騒ぐので、いつものわが家にも行かず、心ならずも旅寝ばかり続けて、思い慰む時もないので、

■　「また、これもいかならむ」

◇　「また、この娘もどうなるのだろうか」

■　と思おもへど、平たひらかに産うみてけり。

◇　と心配するが、無事に出産したのであった。

■　ゆゆしければ、え寄よらず、残のこりの人ひとびとの上うへも4おぼえず、ほれ惑まどひて過すぐすに、大将殿だいしゃうどのより御使忍おほむつかひしのびてあり。

◇　穢れているので、立ち寄ることもできず、残りの家族のことも考えられず、茫然として過ごしていると、大将殿からお使いがこっそりと来た。

■　ものおぼえぬ心地ここちにも、いとうれしくあはれなり。

◇　何も考えられない気持ちにも、たいそう嬉しく感動した。

◆　 
かの ははぎみ は、 きゃう に こ うむ べき むすめ の こと に より、 つつしみ さわげ ば、 れい の いへ に も え いか ず、 すずろ なる たびゐ のみ し て、 おもひ なぐさむ をり も なき に、 "また、 これ も いかなら む。" と おもへ ど、 たひらかに うみ て けり。 ゆゆしけれ ば、 え よら ず、 のこり の ひとびと の うへ も おぼえ ず、 ほれ まどひ て すぐす に、 だいしゃう-どの より おほむ-つかひ しのび て あり。 もの おぼえ ぬ ここち に も、 いと うれしく あはれ なり。


1 【慎み騒げば】京の娘は出産を控えて死穢に触れることを避けている。

2 【例の家にも】夫常陸介の家。

3 【旅居のみして】『集成』は「三条の小家にでもいるのであろう」と注す。

4 【残りの人びとの上も】浮舟以外の娘たちの身の上。


蜻蛉．４．５．２

■　「あさましきことは1、まづ聞きこえむと思おもひたまへしを、心こころものどまらず、目めもくらき心地ここちして、まいていかなる闇やみにか惑まどはれS8たまふらむと、そのほどを過すぐしつるに、はかなくて日ひごろも経へにけることをなむ。

◇　「あまりの出来事に、さっそくお見舞い申そうと存じてましたが、気持ちも落ち着かず、目も涙に暮れた心地がして、それ以上にどんなにか心が闇に暮れていらっしゃるだろうかと、暫く待っていましたうちに、あっという間に幾日もたってしまったこと。

■　世よの常つねなさも、いとど思おもひのどめむ方かたなくのみはべるを、思おもひの外ほかにもながらへば、過すぎにし名残なごりとは3、かならずさるべきことにも尋たづねたまへ」

◇　世の中の無常も、ますます呑気に構えていられない気がしますが、案外に生き永らえましたら、亡くなった方の縁者として、きっと何かの時には声をかけてください」


S8 人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな（後撰集雑一-一一〇二　藤原兼輔）

1 【あさましきことは】以下「尋ねたまへ」まで、薫の手紙。浮舟の死をさす。

2? 【闇に惑はれたまふらむと】『河海抄』は「人の親の心は闇にあらねども子を思ふ道に惑ひぬるかな」（後撰集雑一、一一〇二、藤原兼輔）を指摘。

3 【過ぎにし名残とは】『集成』は「亡き人（浮舟）の形見とも思われて」と注す。


蜻蛉．４．５．３

■　など、こまかに書かきたまひて、御使おほむつかひには、かの大蔵大輔おほくらのちふをぞ賜たまへりける。

◇　などと、こまごまとお書きになって、お使いには、あの大蔵大輔を差し向けなさった。

蜻蛉．４．５．４

■　「心こころのどかに1よろづを思おもひつつ、年としごろにさへなりにけるほど2、かならずしも心こころざしあるやうには見みたまはざりけむ。

◇　「悠長に万事を構えて、幾年もたってしまったので、必ずしも誠意があるようには御覧にならなかったでしょう。

■　されど、今いまより後のち、何なにごとにつけても、かならず忘わすれきこえじ。

◇　けれども、今から後は、何事につけても、必ずお忘れ申し上げまい。

■　また、さやうにを人知ひとしれず思おもひ置おきたまへ。

◇　また、そのように内々にお思いおきください。

■　幼をさなき人ひとどももあなるを、朝廷おほやけに仕つかうまつらむにも、かならず後見思うしろみおもふべくなむ」

◇　幼いお子様もいると聞いていますが、朝廷にお仕えなさるにつけても、必ず力添えしましょう」


1 【心のどかに】以下「思ふべくなむ」まで、薫が仲信に伝えさせた口上。

2 【年ごろにさへなりにけるほど】昨秋から今年の四月までの間。浮舟を宇治に置いておいた間。


蜻蛉．４．５．５

■　など、言葉ことばにP18ものたまへり。

◇　などと、口頭でもおっしゃった。


P18 言葉に--ことはる（はる/＄はに〈朱〉）


第六段　浮舟の母からの返書

蜻蛉．４．６．１

■　いたくしも忌いむまじき穢けがらひなれば1、

◇　たいそう厳重に慎まなくてもよい穢れなので、

■　「深ふかうしも触ふれはべらず2」

◇　「大して穢れに触れていません」

■　など言いひなして、せめて呼よび据すゑたり。

◇　などと言って、強いて招じ入れた。

■　御返おほむかへり3、泣なく泣なく書かく。

◇　お返事は、泣きながら書く。


1 【いたくしも忌むまじき穢らひなれば】浮舟の死は邸宅内での死ではないので。

2 【深うしも触れはべらず】大島本は「ふかうしも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「深うも」と「し」を削除する。『新大系』は底本のまま「深うしも」とする。浮舟母の詞。

3 【御返り】浮舟母から薫への返書。


蜻蛉．４．６．２

■　「いみじきことに1死しなれはべらぬ命いのちを、心憂こころうく思おもうたまへ嘆なげきはべるに、かかる仰おほせ言見ごとみはべるべかりけるにや、となむ。

◇　「大変な悲しみにも死ぬことができません命を、情けなく存じ嘆いておりますが、このような仰せ言を拝見するためだったのでしょうか、と思います。


1 【いみじきことに】以下「やすからずなむ」まで、浮舟母の返書。


蜻蛉．４．６．３

■　年としごろは、心細こころぼそきありさまを見みたまへながら、それは数かずならぬ身みのおこたりに思おもひたまへなしつつ、かたじけなき御一言おほむひとことを1、行ゆく末長すゑながくP19頼たのみきこえはべりしに2、いふかひなく見みたまへ果はてては、里さとの契ちぎりも3いと心憂こころうく悲かなしくなむ。

◇　長年、心細い様子を拝見しながら、それは一人前でない身のつたなさのせいであると存じましたが、恐れ多いお言葉を、将来末長くご信頼申し上げておりましたが、何とも言いようのない事になってしまって、里の名の縁もまことに情けなく悲しうございます。


P19 長く--なかう（う/＄く）

1 【かたじけなき御一言を】薫が浮舟を京の邸に迎えようと言ったこと。

2 【頼みきこえはべりしに】大島本は「きこえ侍しに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「きこえさせ」と「させ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「きこえ」とする。

3 【里の契りも】宇治という地名。「憂し」に通じる。


蜻蛉．４．６．４

■　さまざまにうれしき仰おほせ言ごとに1、命延いのちのびはべりて、今いましばしながらへはべらば、なほ、頼たのみきこえはべるべきにこそ、と思おもひたまふるにつけても、目めの前まへの涙なみだにくれて2、え聞きこえさせやらずなむ」

◇　いろいろと嬉しい仰せ言を戴き、寿命も延びまして、もう暫く長生きしましたら、やはり、お頼り申し上げますこと、と存じますにつけても、目の前が涙に暮れまして、何事も申し上げ切れません」


1 【さまざまにうれしき仰せ言に】自分のことや子供たちの将来のことに目をかけてくれるという言葉に。

2 【目の前の涙にくれて】大島本は「なミたにくれて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「くれはべりて」と「はべり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「くれて」とする。『全書』は「行く先を知らぬ涙の悲しきはただ目の前に落つるなりけり」（後撰集、離別羇旅、一三三三、源済）を指摘。


蜻蛉．４．６．５

■　など書かきたり。

◇　などと書いた。

■　御使おほむつかひに、なべての禄ろくなどは見苦みぐるしきほどなり。

◇　お使いに、普通の禄では見苦しいときである。

■　飽あかぬ心地ここちもすべければ、かの君きみに1たてまつらむと心こころざして持もたりける、よき班犀はんさいの帯おび、太刀たちのをかしきなど2、袋ふくろに入いれて、車くるまに乗のるほど、

◇　不満足な気もするにちがいないので、あの君に差し上げようと用意して持っていた、立派な斑犀の帯や、太刀の素晴らしいのなどを、袋に入れて、車に乗る時に、


1 【かの君に】浮舟に。

2 【よき班犀の帯太刀のをかしきなど】斑犀の帯、太刀。『集成』は「浮舟にさし上げて、家臣の料などに与えてもらう積りだったのであろう。「斑犀の帯」は、斑文のある犀角を飾りにした石帯。四位五位の束帯に用いる」と注す。


蜻蛉．４．６．６

■　「これは昔むかしの人2ひとの御心みこころざしなり1」

◇　「これは故人のお志です」


1 【これは昔の人の御心ざしなり】浮舟母の詞。

2 【昔の人】故人浮舟。


蜻蛉．４．６．７

■　とて、贈おくらせてけり1。

◇　と言って、贈らせた。


1 【贈らせてけり】召使をして贈らせた。使者に帰り際に贈り物ををする作法。


蜻蛉．４．６．８

■　殿とのに御覧ごらんぜさすれば、

◇　殿に御覧に入れると、

蜻蛉．４．６．９

■　「いとすぞろなるわざかな1」

◇　「今さらしなくてもよいことをしたものだな」


1 【いとすぞろなるわざかな】大島本は「すそろなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すずろなる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「すぞろなる」とする。薫の詞。


蜻蛉．４．６．１０

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　言葉ことばには1、

◇　口上には、


1 【言葉には】口上には、の意。


蜻蛉．４．６．１１

■　「みづから会あひはべりたうびて、いみじく泣なく泣なくよろづのことのたまひて、幼をさなき者ものどもの2ことまで仰おほせられたるが、いともかしこきに、また数かずならぬほどは、なかなかいと恥はづかしう3、人ひとに何なにゆゑなどは知しらせはべらで4、あやしきさまどもを5も皆参みなまゐらせはべりて、さぶらはせむ、となむものしはべりつる」

◇　「ご自身がお会いくださって、ひどく泣きながらいろいろなことをおっしゃって、幼い子のことまでご心配になったのが、まこともったいなくて、また一人前でもない身分の者にとっては、かえってまことに恥ずかしく、誰にもどのような関係でなどとは知らせませんで、不出来な子供たちをも皆参上させまして、お仕えさせましょう、と言っておりました」


1? 【みづから会ひはべりたまひて】浮舟母自身が。

2 【幼き者どもの】以下「さぶらはせむ」まで、浮舟母の詞を引用。

3 【恥づかしう】大島本は「はつかしう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はづかしうなむ」「恥づかしくなむ」と「なむ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「はづかしう」とする。

4 【人に何ゆゑなどは知らせはべらで】『完訳』は「浮舟が薫の妻妾にまでならなかったことからの配慮」と注す。

5 【あやしきさまどもを】浮舟の異母弟たちを謙遜していう。


蜻蛉．４．６．１２

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

蜻蛉．４．６．１３

■　「げに、ことなることなき1ゆかり睦むつび2にぞあるべけれど、帝みかどにも、さばかりの人ひとの娘むすめたてまつらずやはある3。

◇　「なるほど、見栄えのしない親戚付き合いのようだが、帝にも、その程度の身分の人の娘を差し上げなかったことがあろうか。

■　それに、さるべきにて、時ときめかし思おぼさむは4、人ひとの誹そしるべきことかは5。

◇　それに、前世からの因縁で、寵愛なさるのを、人が非難することであろうか。

■　ただ人うど、はた、あやしき女をむな、世よに古ふりにたるなどを6持もちゐるたぐひ多おほかり。

◇　臣下では、また、卑しい女や、いったん結婚した女などをもっている例は多かった。


1 【げにことなることなき】以下「見すべきこと」まで、薫の心中の思い。

2 【ゆかり睦び】親戚付き合い。

3 【さばかりの人の娘たてまつらずやはある】反語表現。受領の娘が後宮に入内した例はある。

4 【時めかし思さむは】大島本は「おほさんハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思さむをば」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「おぼさんは」とする。

5 【人の誹るべきことかは】反語表現。非難できない。

6 【世に古りにたるなどを】いちど結婚したことのある女。


蜻蛉．４．６．１４

■　かの守かみの娘むすめなりけりと、人ひとの言いひなさむにも、わがもてなしの、それに穢けがるべく1ありそめたらばこそあらめ、一人ひとりの子こをいたづらになして思おもふらむ親おやの心こころに、なほこのゆかりこそおもだたしかりけれ、と思おもひ知しるばかり、用意よういはかならず見みすべきこと」

◇　あの介の娘であったと、人が取り沙汰しても、自分の取り扱いが、そのことで汚点とされるような形で始まったのならともかく、一人の子を亡くして悲しんでいる親の気持ちを、やはり娘の縁で面目を施すことができた、と分かる程度に、配慮は必ずしてやろう」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【わがもてなしのそれに穢るべく】『集成』は「浮舟とは正式な結婚をしたわけではないから、女の身分を云々されても、自分の落度にはならない、の意」と注す。


第七段　常陸介、浮舟の死を悼む

蜻蛉．４．７．１

■　かしこには、常陸守ひたちのかみ、立たちながら来きて1、

◇　あちらでは、常陸介が、やって来て立ったままで、

■　「折をりしも、かくてゐたまへることなむ2」

◇　「こんな時に、こうしておいでになるとは」

■　と腹立はらだつ。

◇　と腹を立てる。

■　年としごろ、いづくになむおはするなど、ありのままにも知しらせざりければ、

◇　長年、どこそこにいらっしゃるなどと、事実を知らせなかったので、

■　「はかなきさまにておはすらむ」

◇　「見すぼらしい有様でおいでになろう」

■　と思おもひ言いひけるを、

◇　と思い言ってもいたが、

■　「京きゃうになど迎むかへたまひて後のち、面目めんぼくありて、など知しらせむ」

◇　「京などにお迎えになった後は、名誉なことで、などと知らせよう」

■　と思おもひけるほどに、かかれば、今いまは隠かくさむもあいなくて、ありしさま泣なく泣なく語かたる。

◇　と思っていたうちに、このような事になってしまったので、今は隠すことも意味がなくて、生前の有様を泣きながら話す。


1 【立ちながら来て】『集成』は「ちょっとやって来て」と訳す。

2 【折しもかくてゐたまへることなむ】常陸介の詞。娘の出産という重大な時期に、の意。


蜻蛉．４．７．２

■　大将殿だいしゃうどのの御文おほむふみもとり出いでて見みすれば、よき人ひとかしこくして、鄙ひなび、ものめでする人ひとにて、おどろき臆おくして、うち返かへしうち返かへし、

◇　大将殿のお手紙も取り出して見せると、貴人を崇めて、田舎者で、何事にも感心する人なので、びっくりして気後れして、繰り返し繰り返し、

蜻蛉．４．７．３

■　「いとめでたき御幸おほむさいはひを捨すてて亡うせP20たまひにける人ひとかな。

◇　「まことにめでたいご幸運を捨ててお亡くなりになった人だなあ。

■　おのれも殿人とのびとにて、参まゐり仕つかうまつれども、近ちかく召めし使つかふこともなく、いと気高けだかく思おもはする殿とのなり。

◇　自分も殿の家来として、参上してお仕えしていたが、近くにお召しになってお使いになることはなく、たいそう気高く思われる殿である。

■　若わかき者ものどものこと仰おほせられたるは、頼たのもしきことになむ」

◇　幼い子供たちのことをおっしゃってくださったのは、頼もしいことだ」


P20 捨てて亡せ--すてみ（み/＃てう〈朱〉）せ


蜻蛉．４．７．４

■　など、喜よろこぶを見みるにも、

◇　などと、喜ぶのを見るにつけても、

■　「まして、おはせましかば」

◇　「それ以上に、生きておいでになったら」

■　と思おもふに、臥ふしまろびて泣なかる。

◇　と思うと、臥し転んで泣けてくる。

蜻蛉．４．７．５

■　守かみも今いまなむうち泣なきける。

◇　介も今になって泣くのであった。

■　さるは、おはせし世よには、なかなか、かかるたぐひの人ひとしも、尋たづねたまふべきにしもあらずかし。

◇　その反面、生きていらした時には、かえって、このような類の人を、お尋ねになるようなことはなかってたのだ。

■　「わが過あやまちにて失うしなひつるもいとほし。

◇　「自分の過失によって亡くしたのもお気の毒だ。

■　慰なぐさめむ」

◇　慰めよう」

■　と思おぼすよりなむ、

◇　とお思いになったため、

■　「人ひとの誹そしり、ねむごろに尋たづねじ」

◇　「他人の非難は、こまごまと考えまい」

■　と思おぼしける。

◇　とお思いなのであった。

第八段　浮舟四十九日忌の法事

蜻蛉．４．８．１

■　四十九日しじふくにちのわざなどせさせたまふにも、

◇　四十九日の法事などもおさせになるにつけても、

■　「いかなりけむことにかは」

◇　「いったいどういうことになったのか」

■　と1思おぼせば、とてもかくても2罪得つみうまじきことなれば、いと忍しのびて、かの律師りしの寺てらにて3せさせたまひける。

◇　とお思いになるので、いずれにしても罪になることではないから、たいそうこっそりと、あの律師の寺でおさせになった。

■　六十僧ろくじふそうの布施ふせなど、大おほきにおきてられたり。

◇　六十人の僧のお布施など、大がかりに仰せつけになっていた。

■　母君ははぎみも来きゐて、事ことども添そへたり。

◇　母君も来ていて、お布施を加えた。


1 【いかなりけむことにかはと】『集成』は「あるいは生きているかもしれない、とも思う」。『完訳』は「遺骸がないだけに不審が残る」と注す。

2 【とてもかくても】生きているにせよ亡くなったにせよ、法事は罪障消滅になる。

3 【かの律師の寺にて】大島本は「てらにて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「寺にてなむ」と「なむ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「寺にて」とする。


蜻蛉．４．８．２

■　宮みやよりは1、右近うこんがもとに、白銀しろかねの壺つぼに黄金入こがねいれて賜たまへり。

◇　宮からは、右近のもとに、白銀の壷に黄金を入れて賜った。

■　人見ひとみとがむばかり大おほきなるわざは、えしたまはず、右近うこんが心こころざしにてしたりければ、心知こころしらぬ人ひとは、

◇　人が見咎めるほどの大げさな法事は、おできになれず、右近の志として催したので、事情を知らない人は、

■　「いかで、かくなむ」

◇　「どうして、このような」

■　など言いひける。

◇　などと言った。

■　殿とのの人ひとども2、睦むつましき限かぎりあまた賜たまへり。

◇　殿の家来どもで、気心の知れた者ばかり大勢お遣わしになった。


1 【宮よりは】匂宮から。

2 【殿の人ども】薫の家人。


蜻蛉．４．８．３

■　「あやしく1。

◇　「不思議なこと。

■　音おともせざりつる人ひとの果はてを、かく扱あつかはせたまふ。

◇　噂にも聞かなかった方の法事を、こんなに立派にあそばす。

■　誰たれならむ」

◇　いったい誰であろう」


1 【あやしく】以下「誰れならむ」まで、殿人の心中。


蜻蛉．４．８．４

■　と、今いまおどろく人ひとのみ多おほかるに、常陸守来ひたちのかみきて、主人あるじがり居をる1なむ、あやしと人ひとびと見みける。

◇　と、今になって驚く人ばかりが多かったが、常陸介が来て、主人顔でいるので、変だと人びとは見るのだった。

■　少将せうしゃうの子産こうませて2、いかめしきことせさせむとまどひ、家いへの内うちになきものはすくなく、唐土新羅もろこししらぎの飾かざりをもしつべきに、限かぎりあれば、いとあやしかりけり。

◇　少将が子を産ませて、盛大なお祝いをさせようと大騷ぎし、邸の中にない物は少なく、唐土や新羅の装飾をもしたいのだが、限界があるので、まことにお粗末な有様であった。

■　この御法事おほむほふじの、忍しのびたるやうに思おぼしたれど、けはひこよなきを見みるに、

◇　この御法事が、人目に立たないようにとお思いであったが、感じが格別であるのを見ると、

■　「生いきたらましかば4、わが身みを並ならぶべくもあらぬ人ひとの御宿世おほむすくせなりけり」

◇　「もし生きていたらどんなにかと、わが身に比肩できない方のご運勢であったなあ」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【常陸守来て主人がり居る】『完訳』は「浮舟の養父というだけでなく、薫からの後援があるという頼もしさも加わって、得意然とする」と注す。

2 【少将の子産ませて】左近少将、常陸介の婿。産養いを盛大に行おうとする。

3? 【この御法事の忍びたるやうにと思しけれど】『集成』は「この（浮舟の）ご法要が。以下わが家の産養と比べる常陸の介の心中」と注す。「思し」の主語は薫で、薫に対する敬語であろう。

4 【生きたらましかば】以下「宿世なりけり」まで、常陸介の心中。


蜻蛉．４．８．５

■　宮みやの上うへも1誦経ずきゃうしたまひ、七僧しちそうの前まへのこと2せさせたまひけり。

◇　宮の上も、誦経をなさり、七僧への饗応の事もおさせになった。

■　今いまなむ、

◇　今になって、

■　「かかる人持ひともたまへりけり5」

◇　「このような人を持っていらしたのだ」

■　と、帝みかどまでも聞きこし召めして3、おろかにもあらざりける人ひとを6、宮みやにかしこまりきこえて7、隠かくし置おきたまひたりける4、いとほしと思おぼしける。

◇　と、帝までがお耳にあそばして、並々ならず大切に思っていた人を、宮にご遠慮申して隠していらしたのを、お気の毒にとお思いになった。


1 【宮の上も】中君。

2 【七僧の前のこと】大島本は「まへの事」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「前のことも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「前の事」とする。法会を行う役僧。講師、読師、呪願、三礼、唄、散花、堂達。

3 【帝までも聞こし召して】大島本は「みかとまても」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「帝まで」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「みかどまでも」とする。

4 【隠し置きたまひたりける】大島本は「かくしをき給たりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「隠しおきたまへりけるを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「隠しをき給たりける」とする。

5 【かかる人持たまへりけり】帝の感想。「持つ」の主語は薫。

6 【おろかにもあらざりける人を】以下「いとほし」まで、帝の心中。「人」は浮舟をさす。

7 【宮にかしこまりきこえて】女二宮、薫の正妻。


蜻蛉．４．８．６

■　二人ふたりの人ひとの御心みこころのうち1、古ふりず悲かなしく、あやにくなりし御思おほむおもひの2盛さかりにかき絶たえては、いといみじければ3、あだなる御心みこころは、慰なぐさむやなど、こころみたまふこともやうやうありけり4。

◇　二人のお方のご心中は、いつまでも悲しく、あいにくな横恋慕の最中に亡くなってしまっては、ひどく悲しいが、浮気なお心は、慰められるかなどと、他の女に言い寄りなさることもだんだんとあるのだった。


1 【二人の人の御心のうち】薫と匂宮。

2 【あやにくなりし御思ひの】匂宮についていう。

3 【いといみじければ】大島本は「いみしけれは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いみじけれど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「いみじければ」とする。

4 【あだなる御心は慰むやなどこころみたまふこともやうやうありけり】匂宮の好色な性格。


蜻蛉．４．８．７

■　かの殿とのは1、かくとりもちて、何なにやかやと思おぼして、残のこりの人ひとを育はぐくませたまひても、なほ、いふかひなきことを、忘わすれがたく思おぼす2。

◇　あの殿は、このようにお心にかけて、何やかやとご心配なさって、残った人をお世話なさっても、やはり、言って効のないことを、忘れがたくお思いになる。


1 【かの殿は】薫。

2 【いふかひなきことを忘れがたく思す】薫の性格。匂宮との対照性を語る。


第五章　薫の物語　明石中宮の女宮たち

第一段　薫と小宰相の君の関係

蜻蛉．５．１．１

■　后きさきの宮みやの、御軽服おほむきゃうぶくのほどは1、なほかくておはしますに、二にの宮みやなむ式部卿しきぶきゃうになりたまひにける2。

◇　后の宮が、御軽服の間は、やはり里下がりしていらっしゃるうちに、二の宮が式部卿におなりになった。

■　重々おもおもしうて、常つねにしも参まゐりたまはず3。

◇　重々しくなって、常には参上なさらない。

■　この宮みやは4、さうざうしくものあはれなるままに、一品いっぽんの宮5みやの御方おほむかたを慰なぐさめ所どころにしたまふ。

◇　この宮は、もの寂しくて何となく悲しい気分のまま、一品の宮のお側を慰め所としていらっしゃる。

■　よき人ひとの容貌かたちをも6、えまほに見みたまはぬ、残のこり多おほかり。

◇　器量の良い女房の顔で、まだよく御覧にならない者が、多く残っていた。


1 【后の宮の御軽服のほどは】明石中宮の叔父の故蜻蛉式部卿宮の軽服、三か月間。

2 【二の宮なむ式部卿になりたまひにける】匂宮（三宮）の兄、式部卿となる。

3 【重々しうて常にしも参りたまはず】主語は匂宮の兄、式部卿宮。母明石中宮のもとに。

4 【この宮は】匂宮。

5 【一品の宮】匂宮の同母の姉、女一宮。

6 【よき人の容貌をも】女一宮のもとに伺候している美貌の女房の顔を。


蜻蛉．５．１．２

■　大将殿だいしゃうどのの、からうして、いと忍しのびて語かたらはせたまふ1小宰相こさいしゃうの君きみといふ人ひとの2、容貌かたちなどもきよげなり、心こころばせある方かたの人ひと思とおぼされたり。

◇　大将殿が、やっとのことで、たいそうこっそりと親しくなさっている小宰相の君という女房で、器量なども美しげで、気立ての良い人とお思いであった。

■　同おなじ琴ことを掻かきならす、爪音つまおと、撥音ばちおとも、人ひとにはまさり、文ふみを書かき、ものうち言いひたるも、よしあるふしをなむ添そへたりける。

◇　同じ琴をかき鳴らす、その爪音や、撥の音が、誰にもまさって、手紙を書き、何か言うのも、風流な事が加わっているのだった。


1 【いと忍びて語らはせたまふ】大島本は「かたらハせ給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「語らひたまふ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「語らはせ給」とする。

2 【小宰相の君といふ人の】女一宮のもとに伺候している女房、小宰相君。『完訳』は「「--の」は、「同じ琴を--」に続く。その間は挿入句」と注す。


蜻蛉．５．１．３

■　この宮みやも1、年としごろ、いといたきものにしたまひて、例れいの、言いひ破やぶりたまへど2、

◇　この宮も、長年、とても関心を寄せていらっしゃって、いつものように、悪口おっしゃるが、

■　「などか、さしもめづらしげなくはあらむ3」

◇　「どうして、そのようにありふれた女でいようか」

■　と、心強こころづよくP21ねたきさまなるを、まめ人びとは4、

◇　と、気強くて従わないのを、真面目人間は、

■　「すこし人ひとよりことなり5」

◇　「少しは他の女と違っている」

■　と思おぼすになむありける。

◇　とお思いなのであった。

■　かくもの思おぼしたるも見知みしりければ6、忍しのびあまりて聞きこえたり。

◇　このように物思いに沈んでいらっしゃるのを知っていたので、思い余って差し上げた。


P21 心強く--心つよき（き/＃く）

1 【この宮も】匂宮も小宰相君に執心。

2 【言ひ破りたまへど】匂宮が薫と小宰相君の仲に水をさすような悪口を言う。

3 【などかさしもめづらしげなくはあらむ】小宰相君の心中。世間一般の女と違って自分は簡単に匂宮に靡くまい。

4 【まめ人は】薫。

5 【すこし人よりことなり】薫の心中。小宰相君の貞操に共感。

6 【見知りければ】主語は小宰相君。


蜻蛉．５．１．４

■　「あはれ知しる心こころは人ひとにおくれねど

数かずならぬ身みに消きえつつぞ経ふる

代かへたらば2」

◇　「お悲しみを知る心は誰にも負けませんが

一人前でもない身では遠慮して消え入らんばかりに過ごしております

亡くなった方と入れ替れるものでたら」


1? 【あはれ知る心は人におくれねど数ならぬ身にきこえつつぞ経る】小宰相君から薫への贈歌。『完訳』は「暗に、浮舟にも劣らぬ己が恋情であるとほのめかす」と注す。

2 【代へたらば】歌に添えた詞。『弄花抄』は「草枕紅葉むしろにかへたらば心をくだくものならましや」（後撰集羇旅、一三六四、亭子院御製）を指摘。


蜻蛉．５．１．５

■　と、ゆゑある紙かみに書かきたり。

◇　と、由緒ある紙に書いてあった。

■　ものあはれなる夕暮ゆふぐれ、しめやかなるほどを、いとよく推おし量はかりて言いひたるも、憎にくからず。

◇　何となくしみじみとした夕暮で、しんみりした時に、まことによく推察して言って来たのも、気が利いている。

蜻蛉．５．１．６

■　「常つねなしとここら世よを見みる憂うき身みだに

人ひとの知しるまで嘆なげきやはする1

◇　「無常の世を長年見続けて来たわが身でさえ

人が見咎めるまで嘆いてはいないつもりでしたが


1 【常なしとここら世を見る憂き身だに人の知るまで嘆きやはする】薫の返歌。『集成』は「よくぞ察してお尋ね下さった」。『完訳』は「浮舟だけを深く思っているように思われるのは心外だと反発」と注す。


蜻蛉．５．１．７

■　このよろこび1、あはれなりし折をりからも、いとどなむ」

◇　このお見舞いのお礼には、悲しい折柄、ひとしお嬉しかった」


1 【このよろこび】以下「いとどなむ」まで、歌に続けた詞。「このよろこび」とは小宰相君の弔問に対するお礼、の意。


蜻蛉．５．１．８

■　など言いひに立たち寄よりたまへり。

◇　などと言いに立ち寄りなさった。

■　いと恥はづかしげにものものしげにて、なべてかやうになどもならしたまはぬ、人柄ひとがらもやむごとなきに、いとものはかなき住すまひなりかし1。

◇　たいそう気恥ずかしくなるほど堂々として、普段はこのようにはお立ち寄りなさらず、人柄もご立派なのに、たいそうささやかな住まいである。

■　局つぼねなどいひて、狭せばくほどなき遣戸口やりどぐちに寄よりゐたまへる、かたはらいたくおぼゆれど2、さすがにあまり卑下ひげしてもあらで、いとよきほどにものなども聞きこゆ。

◇　局などと言って、狭く何程もない遣戸口に寄っていらっしゃるのは、体裁悪く思われるが、そうは言ってもむやみに卑下することもなく、とても良い具合にお話など申し上げる。


1 【いとものはかなき住まひなりかし】『全集』は「語り手の、小宰相の局への感想」と注す。

2 【かたはらいたくおぼゆれど】主語は小宰相君。


蜻蛉．５．１．９

■　「見みしP22人ひとよりも1、これは心こころにくきけ添そひてもあるかな。

◇　「亡き人よりも、この人は奥ゆかしい感じが加わっているな。

■　などて、かく出いで立たちけむ2。

◇　どうして、このように出仕したのだろう。

■　さるものにて、我われも置おいたらましものを3」

◇　そのような人として、わたしも側に置いたらよかったものを」


P22 見し--*みえし

1 【見し人よりも】大島本は「みえし人」とある。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「見し人」と校訂する。以下「置いたらましものを」まで、薫の心中。浮舟と比較した感想。

2 【かく出で立ちけむ】女房として出仕していること。

3 【さるものにて我も置いたらましものを】隠し妻として囲って置きたい女だ、の意。


蜻蛉．５．１．１０

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　人知ひとしれぬ筋1すぢは、かけても見みせたまはず。

◇　密やかな心の内は、少しもお見せにならない。


1 【人知れぬ筋】恋情。


第二段　六条院の法華八講

蜻蛉．５．２．１

■　蓮はちすの花はなの盛さかりに1、御八講みはかうせらる2。

◇　蓮の花の盛りに、法華八講が催される。

■　六条ろくでうの院ゐんの御おほむため、紫むらさきの上うへなど、皆思みなおぼし分わけつつ、御経仏おほむきゃうほとけなど供養くやうぜさせたまひて、いかめしく、尊たふとくなむありける。

◇　六条院の御ため、紫の上のなどと、皆それぞれに日をお分けになって、お経や仏などを供養あそばして、荘厳に、立派に催された。

■　五巻ごくわんの日3ひなどは、いみじき見物みものなりければ、こなたかなた、女房にょうばうにつきて参まゐりて4、物見ものみる人多ひとおほかりけり。

◇　五巻目の日などは、大変な見物だったので、あちらこちら、女房の縁故をたどって、見物に来る人が多かった。


1 【蓮の花の盛りに】季節は夏六月ころに移る。

2 【御八講せらる】明石中宮主催の法華八講。

3 【五巻の日】薪行道が行われる日。

4 【女房につきて参りて】大島本は「女はうにつきて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「女房につきつつ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「女房につきて」とする。女房の縁故をたよって。


蜻蛉．５．２．２

■　五日いつかといふ朝座あさざに果はてて1、御堂みだうの飾かざり2取とりさけ、御おほむしつらひ改あらたむるに、北きたの廂ひさしも、障子さうじども放はなちたりしかば、皆入みないり立たちてつくろふほど、西にしの渡殿わたどのに姫宮3ひめみやおはしましけり。

◇　五日という朝座で終わって、御堂の飾りを取り外し、お部屋の飾りつけを改めるので、北の廂も、襖障子なども外してあったので、皆が入り込んで整えている間、西の渡殿に姫宮はいらっしゃった。

■　もの聞きき極こうじて4、女房にょうばうもおのおの局つぼねにありつつ、御前5おまへはいと人少ひとずくななる夕暮ゆふぐれに、大将殿だいしゃうどの、直衣着替なほしきかへて、今日けふまかづる僧そうの中なかP23に、かならずのたまふべきことあるにより、釣殿つりどのの方かたにおはしたるに、皆みなまかでぬれば6、池いけの方かたに涼すずみたまひて、人少ひとずくななるに、かくいふ宰相さいしゃうの君きみなど7、かりそめに几帳きちゃうなどばかり立たてて、うちやすむ上局うへつぼねにしたり。

◇　お経を聞き疲れて、女房たちもそれぞれの局にいて、御前はたいそう人少なな夕暮に、大将殿は、直衣に着替えて、今日退出する僧の中に、是非にお話なさらなければならない事があったので、釣殿の方にいらっしゃったが、皆が退出してしまったので、池の方で涼みなさって、人も少ないので、さきほどの小宰相の君などが、仮に几帳などを立てて、ちょっと休むための上局にしていた。


P23 僧の中--そ（そ/+う〈朱〉）の中

1 【五日といふ朝座に果てて】法華八講は五日目の朝座で終わる。

2 【御堂の飾り】寝殿を御堂に見立てて法華八講が催された。

3 【姫宮】女一宮。

4 【もの聞き極じて】五日間の法華八講の聴聞に疲労。

5 【御前】女一宮の御前。

6 【皆まかでぬれば】『集成』は「皆退出していないので」。『完訳』は「法師たちは誰もみな退出してしまっていたので」と注す。

7 【かくいふ宰相の君など】『集成』は「（西の渡殿は）さきほどからの話に出ていた」。『完訳』は「先刻の話の」と訳す。


蜻蛉．５．２．３

■　「ここにやあらむ、人ひとの衣きぬの音おとす1」

◇　「ここであろうか、衣ずれの音がする」

■　と思おぼして、馬道めだうの方かたの障子さうじの細ほそく開あきたるより、やをら見みたまへば、例れいさやうの人ひとのゐたるけはひには似にず、晴はれ晴ばれしくしつらひたれば、なかなか、几帳きちゃうどもの立たて違ちがへたるあはひより見通みとほされて、あらはなり。

◇　とお思いになって、馬道の方の襖障子が細く開いているところから、そっと御覧になると、いつもそのような女房がいる感じと違って、広々と整頓されているので、かえって、几帳などがいくつもはすに立ててあって見通されて、丸見えである。


1 【ここにやあらむ人の衣の音す】薫の心中。小宰相君の存在を思う。


蜻蛉．５．２．４

■　氷ひをものの蓋ふたに置おきて割わるとて、もて騒さわぐ人ひとびと、大人三人おとなみたりばかり、童わらはと居ゐたり。

◇　氷を何かの蓋の上に置いて割ろうとして、騒いでいる女房たち、大人三人ほどと、童女とがいた。

■　唐衣からぎぬも汗衫かざみも着きず、皆みなうちとけたれば、御前おまへとは見みたまはぬに、白しろき薄物うすものの御衣着替おほむぞきかへP24たまへる人1ひとの、手てに氷ひを持もちながら、かく争あらそふを、すこし笑ゑみたまへる御顔おほむかほ、言いはむ方かたなくうつくしげなり。

◇　唐衣も汗衫も着ず、みな打ち解けていたので、御前とはお思いでないが、白い薄物のお召物を着ていらっしゃる人で、手に氷を持ちながら、このように騒いでいるのを、少しほほ笑んでいらっしゃるお顔、何とも言いようもなくかわいらしげである。


P24 着替へ--き（き/+かへ）

1 【着替へたまへる人】大島本は「き（き＋かへ）給へる」とある。すなわち「かへ」を補入する。『集成』『完本』は底本の訂正以前の本文と諸本に従って「着たまへる」と校訂する。『新大系』は底本の補入に従って「着かへ給へる」とする。大島本は独自異文。女一宮。


蜻蛉．５．２．５

■　いと暑あつさの堪たへがたき日ひなれば、こちたき御髪みぐしの、苦くるしう思おぼさるるにやあらむ、すこしこなたに靡なびかして引ひかれたるほど、たとへむものなし。

◇　ひどく暑さの堪えがたい日なので、うるさい御髪が、暑苦しくお思いなされるのであろうか、少しこちら側に靡かして引いている様子、何物にも譬えようがない。

■　「ここらよき人ひとを2見集みあつむれど、似にるべくもあらざりけり」

◇　「大勢美しい女性を見て来たが、似ている人は誰もいないなあ」

■　とおぼゆ。

◇　と思われる。

■　御前おまへなる人ひとは、まことに土つちなどの心地ここちぞするを3、思おもひ静しづめて見みれば、黄きなる生絹すずしの単衣ひとへ、薄色うすいろなる裳着もきたる人ひとの、扇あふぎうち使つかひたるなど、

◇　御前の女房は、まこと土人形のような気がするのを、冷静になって見ていると、黄色い生絹の単衣に薄紫色の裳を着ている女で、扇をちょっと使っているところなど、

■　「用意よういあらむはや4」

◇　「いかにも嗜みがあるなあ」

■　と、ふと見みえて、

◇　と、ふと見えて、


1? 【苦しう思さるにやあらむ】挿入句。語り手と薫の視点と一体化した叙述。

2 【ここらよき人を】以下「あらざりけり」まで、薫の心中。女一宮の美しさの感動。

3 【土などの心地ぞするを】『河海抄』は「上の心油然として怳たること遇へること有るが如し左右前後を顧みるに粉色土の如し」（白氏文集、長恨歌伝）を指摘。

4 【用意あらむはや】薫の感想。


蜻蛉．５．２．６

■　「なかなか1、もの扱あつかひに、いと苦くるしげなり。

◇　「かえって、氷を扱うのに、とても暑苦しそうです。

■　ただ、さながら2見みたまへかし」

◇　ただ、そのままで御覧なさい」


1 【なかなか】以下「見たまへかし」まで、小宰相君の詞。仲間の女房に言ったもの。

2 【たださながら】氷を割ろうとせず、そのまま、の意。


蜻蛉．５．２．７

■　とて、笑わらひたるまみ、愛敬あいぎゃうづきたり。

◇　と言って、にっこりしている目もと、愛嬌がある。

■　声聞こゑきくにぞ、この心こころざしの人1ひととは知しりぬる。

◇　声を聞くと、この目指している女と分かった。


1 【この心ざしの人】薫の意中の人、小宰相君。


第三段　小宰相の君、氷を弄ぶ

蜻蛉．５．３．１

■　心強こころづよく割わりて、手てごとに持もたり。

◇　無理して割って、それぞれの手に持っていた。

■　頭かしらにうち置おき、胸むねにさし当あてなど、さま悪あしうする人ひともあるべし1。

◇　頭の上に置いたり、胸に当てたりなど、体裁の悪い恰好をする女もいるのであろう。

■　異人ことびとは、紙かみにつつみて、御前おまへにもかくて参まゐらせたれど、いとうつくしき御手みてをさしやりたまひて2、拭のごはせたまふ3。

◇　他の人は、紙に包んで、御前にもこのようにして差し上げたが、とてもかわいらしいお手を差し出しなさって、拭わせなさる。


1 【さま悪しうする人もあるべし】語り手の批評。

2 【いとうつくしき御手をさしやりたまひて】女一宮の姿態動作。

3 【拭はせたまふ】「せ」使役助動詞。女房をして。


蜻蛉．５．３．２

■　「いな、持もたらじ。

◇　「いえ、持てません。

■　雫しづくむつかし1」

◇　雫が嫌です」


1 【いな持たらじ雫むつかし】女一宮の詞。


蜻蛉．５．３．３

■　とのたまふ御声おほむこゑ、いとほのかに聞きくも、限かぎりもなくうれし1。

◇　とおっしゃるお声、とてもかすかに聞くのも、この上なく嬉しい。

■　「まだいと小ちひさく2おはしまししほどに、我われも、ものの心こころも知しらで見みたてまつりし時とき、めでたの稚児ちごの御おほむさまや、と見みたてまつりし。

◇　「まだとても幼くいらしたときに、わたしも、何も分からず拝見したとき、何とかわいらしい姫宮か、と拝見した。

■　その後のち、たえてこの御おほむけはひをだに聞きかざりつるものを、いかなる神仏かみほとけの、かかる折見をりみせたまへるならむ3。

◇　その後は、まったく姫宮のご様子をさえ聞かなかったが、どのような神仏が、このような機会をお見せになったのであろうか。

■　例れいの、やすからずもの思おもはせむとするにやあらむ4」

◇　いつもの、心安からず物思いをさせようとするのであろうか」


1 【限りもなくうれし】大島本は「かきりもなく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「限りなく」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「限りもなく」とする。『完訳』は「薫の感動を直接的に叙述し、以下の心中叙述に連なる」と注す。

2 【まだいと小さく】以下「するにやあらむ」まで、薫の心中の思い。

3 【いかなる神仏のかかる折見せたまへるならむ】『完訳』は「偶然のかいま見の感動の強さから神仏のなせるわざとする」と注す。

4 【例のやすからずもの思はせむとするにやあらむ】前に浮舟の件で苦悩したのを思い起こす。


蜻蛉．５．３．４

■　と、かつは静心しづこころなくて、まもり立たちたるほどに、こなたの対たいの北面きたおもてに1住すみける下臈女房げらふにょうばうの、この障子さうじP25は、とみのことにて、開あけながら下おりにけるを思おもひ出いでて、

◇　と、一方では落ち着かず、じっと見つめて佇んでいると、こちらの対の北面に住んでいた下臈の女房が、この襖障子は、急ぎの用事で、開けたままで下りて来たのを思い出して、

■　「人ひともこそ見みつけて騒さわがるれ2」

◇　「人が見つけて騒いだら大変だ」

■　と思おもひければ、惑まどひ入いる。

◇　と思ったので、あわてて入って来る。


P25 障子--御（御/＃）さうし

1 【こなたの対の北面に】西の対の北廂。

2 【人もこそ見つけて騒がるれ】下臈の女房の心中の思い。「もこそ」は懸念の気持ち。「るれ」受身助動詞。『集成』は「小言を言われては大変」と注す。


蜻蛉．５．３．５

■　この直衣姿1なほしすがたを見みつくるに、

◇　この直衣姿を見つけて、

■　「誰たれならむ」

◇　「誰だろう」

■　と心騷こころさわぎて、おのがさま見みえむことも知しらず、簀子すのこよりただ来きに来くればP26、ふと立たち去さりて2、

◇　とびっくりして、自分の姿を見られることも構わず、簀子からずんずんやって来たので、ふと立ち去って、

■　「誰たれとも見みえじ。

◇　「誰とも知られまい。

■　好すき好ずきしきやうなり3」

◇　好色なようだ」

■　と思おもひて隠かくれたまひぬ。

◇　と思って隠れなさった。


P26 来に来れば--きにけ（け/＃く）れは

1 【この直衣姿】薫。

2 【ふと立ち去りて】主語は薫。

3 【誰れとも見えじ好き好きしきやうなり】薫の心中の思い。


蜻蛉．５．３．６

■　この御許おもとは、

◇　この女房は、

蜻蛉．５．３．７

■　「いみじきわざかな1。

◇　「大変なことだわ。

■　御几帳みきちゃうをさへあらはに引ひきなしてけるよ。

◇　御几帳までを丸見えにしていたことだわ。

■　右みぎの大殿おほとのP27の君きみたちならむ。

◇　右の大殿の公達であろうかしら。

■　疎うとき人ひと、はた、ここまで来くべきにもあらず。

◇　疎遠な方は、また、ここまでは来るはずがない。

■　ものの聞きこえあらば2、誰たれか障子さうじP28は3開あけたりしと、かならず出いで来きなむ4。

◇　何かの噂が立ったら、誰が襖障子を開けていたのだろうかと、きっと出て来るだろう。

■　単衣ひとへも袴はかまも、生絹すずしなめりと5見みえつる人ひとの御姿おほむすがたなれば、え人ひとも聞ききつけたまはぬならむかし6」

◇　単衣も袴も、生絹のように見えた方のお姿なので、誰もお気づきになることができなかっただろう」


P27 右の大殿--左右（左右/＃右）の大殿

P28 障子--さう／＼（／＼/＄し〈朱〉）

1 【いみじきわざかな】以下「聞きつけたまはぬならむかし」まで、下臈の女房の心中の思い。

2 【ものの聞こえあらば】垣間見られたという噂がたったら、の意。

3 【障子は】大島本は「さう／＼（／＼＄し〈朱〉）」とある。すなわち「／＼」を朱筆でミセケチにして「し」と訂正する。『集成』『完本』『新大系』は底本の訂正に従って「障子」と校訂する。

4 【出で来なむ】責任追求がなされる。

5 【単衣も袴も生絹なめりと】薫の装束。生絹は薄く軽いので衣擦れの音がせず、その接近に気づかれない。

6 【聞きつけたまはぬならむかし】「たまふ」尊敬語は女房たちに対する敬意。下臈の女房の視点。


蜻蛉．５．３．８

■　と思おもひ極こうじてをり。

◇　と困りきっていた。

蜻蛉．５．３．９

■　かの人ひとは1、

◇　あの方は、

■　「やうやう聖ひじりに2なりし心こころを、ひとふし違たがへそめて3、さまざまなるもの思おもふ人ひとともなるかな。

◇　「だんだんと聖になって来た心を、一度踏み外して、さまざまに物思いを重ねる人となってしまったなあ。

■　そのかみ世よを背そむきなましかば、今いまは深ふかき山やまに住すみ果はてて、かく心乱こころみだれましやは」

◇　その昔に出家遁世してしまったら、今は深い山奥に住みついて、このような心を乱すことはないものを」

■　など思おぼし続つづくるも、やすからず。

◇　などとお思い続けるにつけても、落ち着かない。

■　「などて、年としごろ5、見みたてまつらばやと6思おもひつらむ。

◇　「どうして、長年、お顔を拝見したものだと思っていたのであろう。

■　なかなか苦くるしう、かひなかるべきわざにこそ」

◇　かえって苦しいだけで、何にもならないことであるのに」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【かの人は】『完訳』は「薫の視点に沿って語ってきた語り手は、「かの人」として距離を置き、その心中を語り直す」と注す。

2 【やうやう聖に】以下「乱れましや」まで、薫の心中の思い。

3 【ひとふし違へそめて】八宮の大君に恋情を寄せたこと。

4? 【背きましなば--乱れましやは】大島本は「心みたれましやは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「乱らましや」と校訂する。『新大系』は底本のまま「乱れましやは」とする。反実仮想の構文。出家を仮想。係助詞「やは」は、疑問の意。

5 【などて年ごろ】以下「わざにこそ」まで、薫の心中の思い。

6 【見たてまつらばやと】女一宮を。


第四段　薫と女二宮との夫婦仲

蜻蛉．５．４．１

■　つとめて、起おきたまへる女宮をむなみやの御容貌おほむかたち、

◇　翌朝、起きなさった女宮の御器量が、

■　「いとをかしげなめるは、これよりかならずまさるべきことかは1」

◇　「とても美しくいらっしゃるようなのは、この宮よりもきっとまさっていらっしゃるだろうか」

■　と見みえながら、

◇　と思いながらも、

■　「さらに似にたまはずこそ2ありけれ。

◇　「まったく似ていらっしゃらない。

■　あさましきまであてに3、えも言いはざりし御おほむさまかな4。

◇　驚くほど上品で、何とも言えないほどのご様子だなあ。

■　かたへは思**ひなしか、折をりからか」

◇　一つには気のせいか、時節柄か」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

◆　 
つとめて、 おき たまへ る をむな-みや の おほむ-かたち、 "いと をかしげ な' める は、 これ より かならず まさる べき こと かは。" と みえ ながら、 "さらに に たまは ず こそ あり けれ。 あさましき まで あてに、 え も いは ざり し おほむ-さま かな! かたへ は おもひ しか、 をり から か。" と おぼし て、


1 【いとをかしげなめるはこれよりかならずまさるべきことかは】薫の心中の思い。女一宮は女二宮より。

2 【さらに似たまはずこそ】以下「折からか」まで、薫の心中の思い。

3 【あさましきまであてに】大島本は「あてに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あてにかをり」と「かをり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「あてに」とする。

4 【御さまかな】女一宮のすぐれた美貌。


蜻蛉．５．４．２

■　「いと暑あつしや1。

◇　「ひどく暑いね。

■　これより薄うすき御衣奉おほむぞたてまつれ。

◇　これより薄いお召し物になさいませ。

■　女をむなは、例れいならぬ物着ものきたるこそ、時々ときどきにつけてをかしけれ」

◇　女性は、変わった物を着ているのが、その時々につけ趣があるものです」

■　とて、

◇　と言って、

■　「あなたに参まゐりて2、大弐だいに3、薄物にうすものの単衣ひおへの御衣***、縫おほむぞぬひて参まゐれと言いへ」

◇　「あちらに参上して、大弍に、薄物の単衣のお召し物を、縫って差し上げよと申せ」

◆　 
"いと あつし や! これ より うすき おほむ-ぞ たてまつれ。 をむな は、 れい なら ぬ もの き たる こそ、 ときどき に つけ て をかしけれ。" とて、 "あなた に まゐり て、 だいに に、 うすもの の ひおへ の おほむ-ぞ ぬひ て まゐれ と いへ。"


1 【いと暑しや】以下「をかしけれ」まで、薫の詞。

2 【あなたに参りて】以下「縫ひて参れと言へ」まで、薫の詞。「あなた」は薫の母女三宮方をさす。「参る」の主語は女房。

3 【大弐に】女三宮方の女房で衣服調達係の女房。


蜻蛉．５．４．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　御前1おまへなる人ひとは、

◇　御前の女房は、

■　「この御容貌おほむかたちのいみじき盛さかりにおはしますを、もてはやしきこえたまふ」

◇　「宮のご器量がたいそう女盛りでいらっしゃるのを、さらに引き立てようとなさる」

■　とをかしう思おもへり。

◇　とおもしろく思っていた。


1 【御前】女二宮の御前。


蜻蛉．５．４．４

■　例れいの、念誦ねんずしたまふ1わが御方おほむかたにおはしましなどして、昼ひるつ方渡かたわたりたまへれば、のたまひつる御衣おほむぞ、御几帳みきちゃうにうち掛かけたり。

◇　いつものように、念誦をなさるご自分のお部屋にいらっしゃったりなどして、昼頃にお渡りになると、お命じになっていたお召し物が、御几帳に懸けてあった。


1 【例の念誦したまふ】主語は薫。念仏修行が日常化した生活。


蜻蛉．５．４．５

■　「なぞ、こは2奉たてまつらぬ。

◇　「どうして、これをお召しにならないのか。

■　人多ひとおほく見みる時ときなむ、透すきたる物着ものきるは、ばうぞくにおぼゆる。

◇　人が大勢見る時に、透けた物を着るのは、はしたなく思われる。

■　ただ今いまはあへはべりなむ」

◇　今は構わないでしょう」


1? 【渡りたまへれべ】正妻の女二宮のもとに。

2 【なぞこは】以下「あへあhべりなむ」まで、薫の詞。


蜻蛉．５．４．６

■　とて、手てづから着きせ奉たてまつりたまふ。

◇　と言って、ご自身でお着せなさる。

■　御袴おほむはかまも昨日きの同ふのおなじ紅くれなゐなり。

◇　御袴も昨日のと同じ紅色である。

■　御髪みぐしの多おほさ、裾すそなどは劣おとりたまはねど1、なほさまざまなるにや2、似にるべくもあらず。

◇　御髪の多さや、裾などは負けないが、やはりそれぞれの美しさなのか、似るはずもない。

■　氷召ひめして、人ひとびとに割わらせたまふ。

◇　氷を召して、女房たちに割らせなさる。

■　取とりて一ひとつ奉たてまつりなどしたまふ、心こころのうちもをかし。

◇　取って一つ差し上げなどなさる、心の中もおもしろい。


1 【劣りたまはねど】女一宮に。

2 【さまざまなるにや】『完訳』は「それぞれの個性的な美しさ。しかし薫は、女二の宮が姉宮に劣るとして絶望的な思いになる」と注す。


蜻蛉．５．４．７

■　「絵ゑに描かきて、恋こひしき人見ひとみる人ひとは1、なくやはありける。

◇　「絵に描いて、恋しい人を見る人は、いないだろうか。

■　ましてこれは、慰なぐさめむに似にげなからぬ御おほむほど2ぞかしと思おもへど3、昨日きのふかやうにて、我混われまじりゐ4、心こころにまかせて見みたてまつらましかば」

◇　ましてこの宮は、気持ちを慰めるのに似つかわしからぬご姉妹であると思うが、昨日あのようにして、自分があの中に混じっていて、心ゆくまで拝することができたなら」

■　とおぼゆるに、心こころにもあらずうち嘆なげかれぬ。

◇　と思うと、われ知らずのうちに溜息が漏れてしまった。


1 【絵に描きて恋しき人見る人は】以下「見たてまつらましかば」まで、薫の心中の思い。『異本紫明抄』は、『白氏文集』巻四「李夫人」を指摘。

2 【似げなからぬ御ほど】女一宮と女二宮は姉妹であることをいう。

3 【と思へど】薫の心中思惟、自省、また語り手の客観描写とも、読める叙述。

4 【我混じりゐ】女一宮に。


蜻蛉．５．４．８

■　「一品いっぽんの宮みやに、御文おほむふみは奉たてまつりたまふや1」

◇　「一品の宮に、お手紙は差し上げなさいましたか」


1 【一品の宮に御文は奉りたまふや】薫の詞。一品宮は女一宮。


蜻蛉．５．４．９

■　と聞きこえたまへば、

◇　とお尋ね申し上げなさると、

蜻蛉．５．４．１０

■　「内裏うちにありし時1とき、主上うへの、さのたまひしかば2聞きこえしかど、久ひさしうさもあらず」

◇　「内裏にいたとき、主上が、そのようにおっしゃったので差し上げましたが、長いことそういたしてません」


1 【内裏にありし時】以下「さもあらず」まで、女二宮の詞。

2 【さのたまひしかば】女一宮に手紙を出すこと。


蜻蛉．５．４．１１

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

蜻蛉．５．４．１２

■　「ただ人うどに1ならせたまひにたりとて、かれよりも聞きこえさせたまはぬにこそは、心憂こころうかなれ。

◇　「臣下におなりあそばしたといって、あちらからお便りを下さらないのは、情けないことです。

■　今いま、大宮おほみやの御前おまへにて、恨うらみきこえさせたまふ2、と啓けいせむ」

◇　今、大宮の御前に、お恨み申されています、と申し上げよう」


1 【ただ人に】以下「と啓せむ」まで、薫の詞。『完訳』は「臣下の妻室に降りたのを低く見られるのが不満だとする。女一の宮の文に自ら接したい思いから、文通のないのを大げさに言う」と注す。

2 【恨みきこえさせたまふ】女二宮が女一宮を。


蜻蛉．５．４．１３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

蜻蛉．５．４．１４

■　「いかが恨うらみきこえむ。

◇　「どうしてお恨み申していましょう。

■　うたて1」

◇　嫌ですわ」


1 【いかが恨みきこえむうたて】女二宮の詞。


蜻蛉．５．４．１５

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

蜻蛉．５．４．１６

■　「下衆げすになりにたりとて1、思おぼし落おとすなめり、と見みれば、おどろかしきこえぬ2、とこそは聞きこえめ」

◇　「身分が低くなったからといって、軽んじていらっしゃるようだ、と思われるので、お便りも差し上げないのです、と申し上げましょう」


1 【下衆になりにたりとて】以下「聞こえめ」まで、薫の詞。

2 【おどろかしきこえぬ】女二宮が女一宮に。


蜻蛉．５．４．１７

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第五段　薫、明石中宮に対面

蜻蛉．５．５．１

■　その日ひは暮くらして、またの朝あしたに大宮おほみやに参まゐりたまふ。

◇　その日は過ごして、翌朝に大宮に参上なさる。

■　例れいの、宮みやも1おはしけり。

◇　いつものように、宮もいらっしゃった。

■　丁子ちゃうじに深ふかく染そめたる薄物うすものの単衣ひとへを2、こまやかなる直衣なほしに着きたまへる、いとこのましげなる3女をむなの御身おほむみなりの4めでたかりしにも劣おとらず、白しろくきよらにて、なほありしよりは面痩おもやせたまへる、いと見みるかひあり。

◇　丁子色に深く染めた薄物の単衣を、濃い縹色の直衣の下に召していらっしゃったのは、たいそう好感がもてる女宮のお姿が素晴らしかったのにも負けず、白く清らかで、やはり以前よりは面痩せなさっているのは、とても見栄えがする。


1 【宮も】匂宮。

2 【丁子に深く染めたる薄物の単衣を】匂宮の服装。

3 【いとこのましげなる】大島本は「このましけなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「このましげなり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「このましげなる」とする。

4 【女の御身なりの】女一宮の身なり。『完訳』は「「女」の呼称は、恋情をこめた表現である」と注す。薫の心中を通しての叙述。


蜻蛉．５．５．２

■　おぼえたまへりと見みるにも、まづ恋こひしきを1、いとあるまじきこと、と静しづむるぞ、ただなりしよりは苦くるしき2。

◇　似ていらっしゃると見るにつけても、まっさきに恋しいのを、まことにけしからぬこと、と抑えるのは、拝見しなかった時よりもつらい。

■　絵ゑをいと多おほく持もたせて3参まゐりたまへりける、女房にょうばうして、あなたに4参まゐらせたまひて、渡わたらせたまひぬ5。

◇　絵をとてもたくさん持たせて参上なさったが、女房を介して、あちらに差し上げなさって、ご自分もお渡りになった。


1 【まづ恋しきを】女一宮を。

2 【ただなりしよりは苦しき】語り手の批評を交えた叙述。

3 【絵をいと多く持たせて】主語は匂宮。

4 【あなたに】女一宮のもと。

5 【渡らせたまひぬ】大島本は「わたらせ給ぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「我も渡らせ給ぬ」と「我も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「渡らせ給ぬ」とする。


蜻蛉．５．５．３

■　大将だいしゃうも近ちかく参まゐり寄よりたまひて、御八講みはかうの尊たふとくはべりしこと、いにしへの御おほむこと、すこし聞きこえつつ、残のこりたる絵見ゑみたまふついでに、

◇　大将も近くに参り寄りなさって、御八講が立派であったことや、昔の御事を少し申し上げながら、残っている絵を御覧になる折に、

蜻蛉．５．５．４

■　「この里さとに1ものしたまふ皇女みこの、雲くもの上離うへはなれて、思おもひ屈くしたまへるこそ、いとほしう見みたまふれ。姫宮ひめみやの御方2おほむかたより、御消息おほむせうそこもはべらぬを、かく品定しなさだまりたまへるに、思おぼし捨すてさせたまへるやうに思おもひて、心こころゆかぬけしきのみはべるを、かやうのもの3、時々ときどきものせさせたまはなむP29, 4。なにがしがおろして5持もてまからむ。はた、見みるかひもはべらじかし」

◇　「わたしの里にいらっしゃるこ皇女が、宮中から離れて、思い沈んでいらっしゃるのが、お気の毒に拝されます。姫宮の御方から、お便りもございませんのを、このように身分が決定なさったので、お見捨てあそばされたように思って、気の晴れない様子ばかりしておりますが、こうした物を、時々お見せ下さいませ。わたしが直接持って参りますのも、また、張り合いのないものです」


P29 ものせさせたまはなむ--ものせさせ（せ/+給イ）はなむ

1 【この里に】以下「はべらじかし」まで、薫の詞。自邸にいる女二宮についていう。

2 【姫宮の御方】女一宮をさしていう。

3 【かやうのもの】絵をさしていう。

4 【ものせさせたまはなむ】大島本は「ものせさせ（せ＋給イ、給イ＃）ハなむ」とある。すなわち「給」を補入、のち抹消する。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「ものせさせたまはなむ」と「たま」を補訂する。

5 【なにがしがおろして】『完訳』は「薫が持参するのではその絵も見るかいがないとする。女一の宮から直接贈られ、その手紙などに触れたいとする下心がある」と注す。


蜻蛉．５．５．５

■　とのたまへば1、

◇　と申し上げなさると、


1 【とのたまへば】大島本は「の給へハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こえたまへば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「の給へば」とする。


蜻蛉．５．５．６

■　「あやしく。

◇　「変なこと。

■　などてか1捨すてきこえたまはむ。

◇　どうしてお見捨て申し上げなさいましょう。

■　内裏うちにては、近ちかかりしにつきて、時々ときどきも聞きこえたまふめりしを2、所々ところどころになりたまひし折をりに、とだえたまへるに3こそあらめ。

◇　内裏では、近かったことにつけて、時々手紙のやりとりをなさったようですが、別々におなりになった時から、滞りがちになったのでしょう。

■　今いま、そそのかしきこえむ。

◇　これから、お促し申し上げましょう。

■　それよりもなどかは4」

◇　そちらからもどうして差し上げなさらないのですか」


1 【あやしくなどてか】以下「それよりもなどかは」まで、明石中宮の詞。

2 【近かりしにつきて時々も聞こえたまふめりしを】大島本は「ちかゝりしにつきてとき／＼もきこえ給めりしを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「近かりしにつけて時々聞こえ通ひたまふめりしを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「近かりしにつきて時／＼も聞こえ給めりしを」とする。

3 【とだえたまへるに】大島本は「とたえ給へるに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とだえそめたまへるに」と「そめ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「とだえ給へるに」とする。

4 【それよりもなどかは】女二宮のほうから。「などかは」の下に「聞こえたまはざらむ」などの語句が省略された形。


蜻蛉．５．５．７

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

蜻蛉．５．５．８

■　「かれよりは1、いかでかは。

◇　「あちらからは、どうしてできましょうか。

■　もとより数かずまへさせP30たまはざらむをも、かく親したしくてさぶらふべきゆかりに寄よせて、思おぼし召めし数かずまへさせたまはむをこそ2、うれしくははべるべけれ。

◇　もともとお心に懸けていただけなかったとしても、こうして親しく伺候します縁にことよせて、お心を懸けてくださいましたら、嬉しいことでございます。

■　まして、さも聞きこえ馴なれたまひにけむを、今捨いますてさせたまはむは、からきことにはべり」

◇　それ以上に、そのように親しくなさっていたのを、今お見捨てになるのは、つらいことでございます」


P30 数まへさせ--かすまへ（へ/+させ）

1 【かれよりは】以下「からきことにはべり」まで、薫の詞。

2 【数まへさせたまはむをこそ】大島本は「給ハんをこそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまはむこそ」と「を」を削除する。『新大系』は底本のまま「給はんをこそ」とする。


蜻蛉．５．５．９

■　と啓けいせさせたまふを2、

◇　と申し上げなさるのを、

■　「好すきばみたるけしきあるか」

◇　「好色心があるのか」

■　とは思おぼしかけざりけり1。

◇　とは思いよりなさらなかった。


1 【好きばみたるけしきあるかとは思しかけざりけり】『全集』は「薫には女一の宮に近づこうとする計略があるとして、それへの語り手の評言をこめて言う」と注す。

2 【と啓せさせたまふを】大島本は「けいせさせ給を」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「啓したまふを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「啓せさせ給を」とする。


蜻蛉．５．５．１０

■　立たち出いでて、

◇　お立ちになって、

■　「一夜ひとよの心こころざしの人ひとに1会あはむ。

◇　「先夜のお目当ての女に会おう。

■　ありし渡殿わたどのも慰なぐさめに見みむかし」

◇　先日の渡殿も慰めに見よう」

■　と思おぼして、御前おまへを歩あゆみ渡わたりて、西にしざまにおはするを、御簾みすの内うちの人ひとは心こころことに用意よういす。

◇　とお思いになって、御前を渡って、西の方角にいらっしゃるのを、御簾の内側の女房は特に緊張する。

■　げに、いと様さまよく2限かぎりなきもてなしにて、渡殿わたどのの方かたは、左ひだりの大殿おほとのの君きみたちなど居ゐて、物言ものいふけはひすれば、妻戸つまどの前まへに居ゐたまひて、

◇　なるほど、たいそう風采よく、この上ない身のこなしで、渡殿の方では、左の大殿の公達などが座っていて、何か言っている様子がするので、妻戸の前にお座りになって、


1 【一夜の心ざしの人に】以下「慰めに見むかし」まで、薫の心中の思い。小宰相君をさす。

2 【げにいと様よく】語り手が御簾の内の女房に同感した叙述。


蜻蛉．５．５．１１

■　「おほかたには1参まゐりながら、この御方おほむかたの2見参げんざんに入いることの、難かたくはべれば、いとおぼえなく、翁おきなび果はてにたる心地ここちしはべるを、今いまより5は、と思おもひ起おこしはべりてなむ。

◇　「よく参上はいたしますが、こちらの御方にはお目にかかることも、めったにございませんので、いつのまにか、老人めいた気持ちでございますが、今からは、と気を奮い起こしまして。

■　ありつかず3、若わかき人ひとどもぞ思おもふらむかし」

◇　不似合いな振る舞いだと、若い人たちは思うでしょう」


1 【おほかたには】以下「思ふらむかし」まで、薫の詞。

2 【この御方の】女一宮。

3 【ありつかず】大島本は「ありつかす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありつかずと」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ありつかず」とする。

4? 【甥の君たち】薫の甥、すなわち夕霧の子息たち。

5 【今より】以下「ならせたまふならめ」まで、女房の詞。


蜻蛉．５．５．１２

■　と、甥をひの君きみたちP31の方かたを見みやりたまふ。

◇　と、甥の公達の方を御覧になる。


P31 甥の君たち--おも（も/＃）ひの君たち


蜻蛉．５．５．１３

■　「今いまよりならはせたまふこそ、げに若わかくならせたまふならめ」

◇　「今からお馴染みになられたら、なるほど若返りなされるでしょう」

蜻蛉．５．５．１４

■　など、はかなきことを言いふ人ひとびとのけはひも、あやしうみやびかに、をかしき御方おほむかたのありさまにぞある。

◇　などと、とりとめもないことを言う女房たちの様子も、不思議と優雅で、風情のあるこちらの御方のご様子である。

■　そのこととなけれど、世よの中なかの物語ものがたりなどしつつ、しめやかに、例れいよりは居ゐたまへり。

◇　特に用事ということはないが、世間話などをしながら、しんみりと、いつもよりは長居なさった。

第六段　明石中宮、薫と小宰相の君の関係を聞く

蜻蛉．５．６．１

■　姫宮ひめみやは、あなたに1渡わたらせたまひにけり。

◇　姫宮は、あちらにお渡りあそばした。

■　大宮おほみや、

◇　大宮が、


1 【あなたに】寝殿東面の中宮のもとに。


蜻蛉．５．６．２

■　「大将だいしゃうのそなたに参まゐりつるは1」

◇　「大将がそちらに参ったが」


1 【大将のそなたに参りつるは】大宮、すなわち明石中宮の詞。「そなた」は女一宮のもとをさす。


蜻蛉．５．６．３

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

■　御供おほむともに参まゐりたる大納言だいなごんの君1きみ、

◇　お供して参った大納言の君が、


1 【大納言の君】女一宮づきの女房。


蜻蛉．５．６．４

■　「小宰相こさいしゃうの君きみに1、もののたまはむとにこそは、はべめりつれ」

◇　「小宰相の君に、何かおっしゃろうとのことで、ございましょう」


1 【小宰相の君に】以下「はべりつめれ」まで、大納言君の詞。


蜻蛉．５．６．５

■　と聞きこゆるに1、

◇　と申し上げると、


1 【聞こゆるに】大島本は「きこゆるにれい」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「聞こゆれば」と校訂し「れい」を削除する。『新大系』は底本のまま「聞こゆるに例」とする。


蜻蛉．５．６．６

■　「例れい、まめ人びとの1、さすがに人ひとに心こころとどめて物語ものがたりするこそP32、心地ここちおくれたらむ人ひとは苦くるしけれ。

◇　「いつもの、真面目人間が、やはり女性に心を止めて話をするのは、気のきかない人でしたら困ります。

■　心こころのほども見みゆらむかし。

◇　心の底も見透かされるでしょう。

■　小宰相こさいしゃうP33などは、いとうしろやすし」

◇　小宰相などは、とても安心です」


P32 こそ--に（に/＄こ〈朱〉）そ

P33 小宰相--こさ（さ/+い〈朱〉）将

1 【例まめ人の】大島本は「れいまめ人の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「まめ人の」と「れい」を削除する。『新大系』は底本のまま「例、まめ人の」とする。以下「いとうしろやすし」まで、中宮の詞。


蜻蛉．５．６．７

■　とのたまひて、御姉弟おほむはらからなれど1、この君きみをば、なほ恥はづかしく、

◇　とおっしゃって、ご姉弟であるが、この君を、やはり恥ずかしく思い、

■　「人ひとも用意よういなくて見みえざらむかし2」

◇　「女房たちも不注意に応対しないでほしい」

■　と思おぼいたり。

◇　とお思いになっていた。


1 【御姉弟なれど】明石中宮と薫は異母姉弟という間柄。

2 【人も用意なくて見えざらむかし】明石中宮の心中の思い。女房に対する要求。


蜻蛉．５．６．８

■　「人ひとよりは1心寄こころよせたまひて2、局つぼねなどに立たち寄よりたまふべし。

◇　「どの女房よりも心をお寄せになって、局などにお立ち寄りなさるのでしょう。

■　物語ものがたりこまやかにしたまひて、夜更よふけて出いでたまふ3折々をりをりもはべれど、例れいの目馴めなれたる筋すぢにははべらぬにや。

◇　お話を親密になさって、夜が更けてお帰りになる時々もございましたが、普通のありふれた色恋沙汰ではないのでしょうか。

■　宮みやを4こそ、いと情なさけなくおはしますと思おもひて5、御おほむいらへをだに聞きこえずはべるめれ。

◇　宮を、とても情けないお方と思って、お返事さえ差し上げないようでございます。

■　かたじけなきこと」

◇　恐れ多いこと」


1 【人よりは】以下「かたじけなきこと」まで、大納言君の詞。

2 【心寄せたまひて】主語は薫。

3 【夜更けて出でたまふ】大島本は「よふけてゐて給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「出でなどしたまふ」と「などし」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ゐ（い）で給」とする。

4 【宮を】匂宮。

5 【思ひて】主語は小宰相君。


蜻蛉．５．６．９

■　と言いひて笑わらへば、宮みやも笑わらはせたまひて、

◇　と言って笑うと、宮もにっこりあそばして、

蜻蛉．５．６．１０

■　「いと見苦みぐるしき御おほむさまを1、思おもひ知しるこそをかしけれ。

◇　「ひどく見苦しいご様子を、知っているのがおもしろい。

■　いかで、かかる御癖おほむくせやめたてまつらむ。

◇　何とかして、あのようなお癖を止めさせ申したいものです。

■　恥はづかしや、この人ひとびとも」

◇　恥ずかしいね、そなたたちの手前も」


1 【いと見苦しき御さまを】以下「この人びとも」まで、中宮の詞。


蜻蛉．５．６．１１

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第七段　明石中宮、薫の三角関係を知る

蜻蛉．５．７．１

■　「いとあやしきことを1こそ聞ききはべりしか。

◇　「とても不思議な事を聞きました。

■　この大将だいしゃうの亡なくなしたまひてし人ひとは2、宮みやの御二条おほむにでうの北きたの方かたの御おほむおとうとなりけり。

◇　この大将殿が亡くしなさった人は、宮の二条の北の方のお妹君でした。

■　異腹ことばらなるべし。

◇　異腹なのでしょう。

■　常陸ひたちの前さきの守かみなにがしが妻めは3、叔母をばとも母ははとも4言いひはべるなるは、いかなるにか。

◇　常陸の前の介の何某の妻は、叔母とも母とも言っていますのは、どういうものでしょうか。

■　その女君をむなぎみに、宮みやこそ、いと忍しのびておはしましけれ。

◇　その女君に、宮が、まことにこっそりとお通いになりました。


1 【いとあやしきことを】以下「泣き惑ひはべりけれ」まで、大納言君の詞。

2 【亡くなしたまひてし人は】浮舟をいう。

3 【常陸の前の守なにがしが妻は】『集成』は「「なにがし」は実名を言ったのをぼかして書く」と注す。

4 【叔母とも母とも】『完訳』は「中将の君（浮舟の母）の身分の低さが知られる叙述」と注す。


蜻蛉．５．７．２

■　大将殿だいしゃうどのや聞ききつけたまひたりけむ。

◇　大将殿がお聞きつけになったのでしょうか。

■　にはかに迎むかへたまはむとて、守まもり目添めそへなど、ことことしくしたまひけるほどに、宮みやも、いと忍しのびておはしましながら、え入いらせたまはず、あやしきさまに、御馬おほむむまながら立たたせたまひつつぞ、帰かへらせたまひける。

◇　急遽お迎えなさろうとして、番人を増やしなどして、厳重になさっているところに、宮も、とてもこっそりとお通いになりながら、お入りになることができず、粗末な姿で、お馬に乗って立ったまま、お帰りになりました。

蜻蛉．５．７．３

■　女をむなも、宮みやを思おもひきこえさせけるにや1、にはかに消きえ失うせにけるを、身投みなげたるなめりとてこそ、乳母めのとなどやうの人ひとどもは、泣なき惑まどひはべりけれ」

◇　女も、宮をお慕い申し上げていたのでしょうか、急に消えてしまいましたが、身投げしたようだと言って、乳母などの女房は、泣き暮れておりました」


1 【女も宮を思ひきこえさせけるにや】『完訳』は「浮舟も匂宮になびいたために投身したと判断される点に注意。右近や侍従が真相をひた隠しにしていが、意外にも漏洩」と注す。


蜻蛉．５．７．４

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

■　宮みやも、

◇　大宮も、

■　「いとあさまし」

◇　「まことに呆れたことだ」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、

蜻蛉．５．７．５

■　「誰たれか、さることは1言いふとよ。

◇　「誰が、そのようなことを言うのですか。

■　いとほしく2心憂こころうきことかな。

◇　お気の毒な情けないことですね。

■　さばかりめづらかならむことは、おのづから聞きこえありぬべきを。

◇　それほど珍しい事は、自然と噂になろうものを。

■　大将だいしゃうもさやうには言いはで、世よの中なかのはかなくいみじきこと、かく宇治うぢの宮みやの族ぞうの、命短いのちみじかかりけることをこそ、いみじう悲かなしと思おもひてのたまひしか3」

◇　大将もそのようには言わないで、世の中のはかなく無常なこと、このような宇治の宮の一族の短命であったことを、ひどく悲しんでおっしゃっていたが」


1 【誰れかさることは】以下「のたまひしか」まで、明石中宮の詞。

2 【いとほしく】大島本は「いとおしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いといとほしく」と「いと」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いとお（ほ）しく」とする。

3 【のたまひしか】主語は薫。


蜻蛉．５．７．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

蜻蛉．５．７．７

■　「いさや、下衆げすは1、たしかならぬことをも言いひはべるものを、と思おもひはべれど、かしこにはべりける下童2しもわらはの、ただこのころ、宰相さいしゃうが里さとに出いでまうできて、たしかなるやうにこそ言ぞいひはべりけれ。

◇　「さあ、下衆は、確かでないことも申すものを、と思いますが、あちらに仕えておりました下童が、つい最近、小宰相の君の実家に出て参って、確かなことのように言いました。

■　かくあやしうて亡うせたまへること、人ひとに聞きかせじ。

◇　このように不思議に亡くなったことは、誰にも聞かせまい。

■　おどろおどろしく、おぞきやうなりとて、いみじく隠かくしけることどもとて3。

◇　大げさで、気味の悪い話だからといって、ひどく隠していたこととか。

■　さて、詳くはしくは聞きかせたてまつらぬにや4ありけむ」

◇　そうして、詳しくはお聞かせ申し上げなかったのでしょう」


1 【いさや下衆は】以下「たてまつらぬにやありけむ」まで、大納言君の詞。

2 【かしこにはべりける下童】宇治宮邸の下童。

3 【隠しけることどもとて】大島本は「かくしける事ともとて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことどもとや」と校訂する。『新大系』は底本のまま「事どもとて」とする。

4 【聞かせたてまつらぬにや】明石中宮に。


蜻蛉．５．７．８

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

蜻蛉．５．７．９

■　「さらに、かかること1、またまねぶな、と言いはせよ。

◇　「まったく、このような話は、二度と他人には話さないように、と言わせなさい。

■　かかる筋すぢに、御身おほむみをももてそこなひ、人ひとに軽かるく心こころづきなきものに思おもはれぬべきなめり2」

◇　このような色恋沙汰で、お身の上を過ち、世人に軽々しく顰蹙をおかいになることになりましょう」


1 【さらにかかること】以下「思はれぬべきなめり」まで、中宮の詞。

2 【思はれぬべきなめり】大島本は「思はれぬへきなめり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思はれたまふべきなめり」と「たまふ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「思はれぬべきなめり」とする。


蜻蛉．５．７．１０

■　といみじう思おぼいたり。

◇　とたいそうご心配になった。

第六章　薫の物語　薫、断腸の秋の思い

第一段　女一の宮から妹二の宮への手紙

蜻蛉．６．１．１

■　その後のち、姫宮ひめみやの御方おほむかたより1、二にの宮みやに御消息おほむせうそこありけり。

◇　その後、姫宮の御方から、二の宮にお便りがあったのだった。

■　御手おほむてなどの、いみじううつくしげなるを見みるにも、いとうれしく2、

◇　ご筆跡などが、たいそうかわいらしそうなのを見るにつけ、実に嬉しく、

■　「かくてこそ、とく見みるべかりけれ3」

◇　「こうしてこそ、もっと早く見るべきであった」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。


1 【姫宮の御方より】女一宮。

2 【見るにもいとうれしく】主語は薫。

3 【かくてこそとく見るべかりけれ】薫の心中の思い。


蜻蛉．６．１．２

■　あまたをかしき絵ゑども多おほく、大宮おほみやもたてまつらせたまへり1。

◇　たくさんの趣のある絵をたくさん、大宮も差し上げあそばした。

■　大将殿だいしゃうどの、うちまさりてをかしきども集あつめて、参まゐらせたまふ。

◇　大将殿は、それ以上に趣のある絵を集めて、差し上げなさる。

■　芹川せりかはの大将だいしゃうの遠君とほぎみの、女一をむないちの宮思みやおもひかけたる秋あきの夕暮ゆふぐれに、思おもひわびて出いでて行いきたる画***、をかしう描かきたるを、いとよく思おもひ寄よせらるかしP34。

◇　芹川の大将が遠君の、女一の宮に懸想をしている秋の夕暮に、思いあまって出かけて行った絵が、趣深く描けているのを、とてもよくわが身に思い当たるのである。

■　「かばかり3思おぼし靡なびく人ひとのあらましかば」

◇　「あれほどまで思い靡いてくださる方があったら」

■　と思おもふ身みぞ口惜くちをしき。

◇　と思うわが身が残念である。

◆　 
あまた をかしき ゑ-ども おほく、 おほ-みや も たてまつら せ たまへ り。 だいしゃう-どの、 うち-まさり て をかしき-ども あつめ て、 まゐらせ たまふ。 せりかは-の-だいしゃう の とほぎみ の、 をむな-いち-の-みや おもひかけ たる あき の ゆふぐれ に、 おもひわび て いで て いき たる かた をかしう かき たる を、 いと よく おもひよせ らる かし。 "かばかり おぼし-なびく ひと の あら ましか ば。" と おもふ み ぞ くちをしき。


P34 らるかし--らる（る/+か）し

1 【たてまつらせたまへり】「せたまふ」最高敬語。明石中宮が女二宮に。

2? 【芹川の大将の遠君の女一の宮思かけたる秋の夕暮に】『芹川物語』の主人公「遠君」（後に大将に昇進する若いころ）が女主人公の「女一宮」に恋慕する秋の夕暮場面。

3 【かばかり】以下「あらましかば」まで、薫の心中の思い。


蜻蛉．６．１．３

■　「荻おぎの葉はに露吹つゆふき結むすぶ秋風あきかぜも

夕ゆふべぞわきて身みにはしみける1」

◇　「荻の葉に露が結んでいる上を吹く秋風も

夕方には特に身にしみて感じられる」


1 【荻の葉に露吹き結ぶ秋風も夕べぞわきて身にはしみける】薫の独詠歌。


蜻蛉．６．１．４

■　と書かきても添そへまほしく思おぼせど、

◇　と書き添えたく思うが、

蜻蛉．６．１．５

■　「さやうなるつゆばかりのけしきにても漏もりたらば、いとわづらはしげなる世よなれば、はかなきことも、えほのめかし出いづまじ。

◇　「そのようなのを少しの様子にでも漏らしたら、とてもやっかいそうな世の中であるから、ちょっとしたことも、ちらっと出すことができない。

■　かくよろづに何なにやかやと、ものを思おもひの果はては、昔むかしの人ひとの2ものしたまはましかば、いかにもいかにも他ほかざまに心分こころわけましや3。

◇　このようにいろいろと何やかやと、憂愁を重ねた果てに思うことは、亡き大君が生きていらっしゃったら、どうして他の女に心を傾けたりしようか。


1? 【さやうなる露ばかりの】以下「橋姫かな」まで、薫の心中の思い。故大君を追慕。『集成』は「以下、薫の心中に即した書き方」と注す。

2 【昔の人の】大島本は「むかしの人の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「昔の人」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「昔の人の」とする。

3 【心分けましや】大島本は「心わけましや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心を」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心」とする。


蜻蛉．６．１．６

■　時ときの帝みかどの御女おほむむすめを賜たまふとも、得えたてまつらざらまし1。

◇　今上の帝の内親王を賜うといっても、頂戴はしなかったろうに。

■　またP35、さ思おもふ人ひとありと聞きこし召めしながらは2、かかることもなからましを、なほ心憂こころうく、わが心乱こころみだりたまひける橋姫はしひめかな3」

◇　また、そのように思う女がいるとお耳にあそばしながら、このようなことはなかったろうが、やはり情けなく、わたしの心を乱しなさった宇治の橋姫だなあ」


P35 また--さ（さ/＃ま〈朱〉）た

1 【得たてまつらざらまし】「まし」反実仮想の助動詞。女二宮と結婚しなかったろう、の意。

2 【聞こし召しながらは】主語は帝。

3 【橋姫かな】『完訳』は「大君。上に「なほ」とあり、やはり大君こそ憂愁の原点とする」と注す。


蜻蛉．６．１．７

■　と思おもひあまりては、また宮みやの上うへに1とりかかりて、恋こひしうもつらくも、わりなきことぞ、をこがましきまで悔くやしき。

◇　と思い余って、また宮の上に執着して、恋しく切なく、どうにもしようがないのを、馬鹿らしく思うまで悔しい。

■　これに思おもひわびて、さしつぎには2、あさましくて亡うせにし人ひとの3、いと心幼こころをさなく、とどこほるところなかりける軽々かろがろしさをば思おもひながら、さすがにいみじとものを、思おもひ入いりけむほど4、わがけしき例れいならずと5、心こころの鬼おに嘆になげき沈しづみてゐたりけむありさまを、聞ききたまひしも思おもひ出いでられつつ6、

◇　この方に思い悩んで、その次には、呆れた恰好で亡くなった人が、とても思慮浅く、思いとどまるところのなかった軽率さを思いながら、やはり大変なことになったと、思いつめていたほどを、わたしの態度がいつもと違っていると、良心の呵責に苛まれて嘆き沈んでいた様子を、お聞きになったことも思い出されて、


1 【また宮の上に】以下「悔しき」まで、薫の心中に即した叙述。「宮の上」は中君をさす。

2 【これに思ひわびてさしつぎには】中君に。『集成』は「以下、地の文」。『完訳』は「前の「思ひあまりては」に照応。憂愁が新たに女への執着を生み、それがまた新たな憂愁を生む趣」と注す。

3 【あさましくて亡せにし人の】浮舟をさす。『集成』は「思いもよらぬ死に方をした人（浮舟）」。『完訳』は「嘆かわしい有様で死んでいった宇治の女君」と注す。

4 【いみじとものを思ひ入りけむほど】「思ひ入り」の主語は浮舟。「けむ」過去推量は薫の推量。

5 【わがけしき例ならずと】薫が浮舟の匂宮と通じていることを気づき、警戒し出した態度。

6 【聞きたまひしも思ひ出でられつつ】薫が右近から聞いたこと。


蜻蛉．６．１．８

■　「重おもりかなる方かたならで1、ただ心こころやすくらうたき語かたらひ人びとにてあらせむ、と思おもひしには、いとらうたかりし人ひとを。

◇　「重々しい方としての扱いでなく、ただ気安くかわいらしい愛人としておこう、と思ったわりには、実にかわいらしい人であったよ。

■　思おもひもていけば、宮みやをも3思おもひきこえじ。

◇　思い続けると、宮をお恨み申すまい。

■　女をむなをも憂うしと思おもはじ。

◇　女をもひどいと思うまい。

■　ただわがありさまの世よづかぬおこたりぞ」

◇　ただわが人生が世間ずれしていない失敗なのだ」


1 【重りかなる方ならで】以下「おこたりぞ」まで、薫の心中の思い。

2? 【思ひもてゆけば】薫の心中思惟。『完訳』は「ただわが--」に続く。あえて匂宮も浮舟も関わらぬ人としながら、己が人生に、現世に安住できぬ魂の彷徨の運命をみる。女一の宮への憂愁に満ちた追慕の情もここに重なるはず」と注す。

3 【宮をも】匂宮。


蜻蛉．６．１．９

■　など、眺ながめ入いりたまふ時々多ときどきおほかり。

◇　などと、物思いに耽りなさる時々が多かった。

第二段　侍従、明石中宮に出仕す

蜻蛉．６．２．１

■　心こころのどかに、さまよくおはする人ひとだに1、かかる筋すぢには、身みも苦くるしきことおのづから混まじるを、宮みやは、まして2慰なぐさめかねつつ3、かの形見かたみに4、飽あかぬ悲かなしさをものたまひ出いづべき人ひとさへなきを、対たいの御方おほむかたばかり5こそは、

◇　悠長で、自制心が強くいらっしゃる人でさえ、このような方面には、身も苦しいことが自然と出て来るのを、宮は、彼以上に慰めかねながら、あの形見として、尽きない悲しみをおっしゃる相手さえいないが、対の御方だけは、

■　「あはれ」

◇　「かわいそうに」

■　などのたまへど、深ふかくも見馴みなれたまはざりける6、うちつけの睦むつびなれば、いと深ふかくしも、いかでかはあらむ7。

◇　などとおっしゃるが、深く親しんでいらっしゃらなかった、短い交際であったので、とても深くはどうしてお思いになろうか。

■　また、思おぼすままに、

◇　また、お気持ちのままに、

■　「恋こひしや、いみじやP36」

◇　「恋しい、悲しい」

■　などのたまはむには、かたはらいたければ、かしこにありし侍従じじゅうをぞ8、例れいの、迎むかへさせたまひける。

◇　などとおっしゃるのは、気がひけるので、あちらにいた侍従を、例によって、迎えさせなさった。


P36 いみじや--（/+いみしや〈朱〉）

1 【心のどかにさまよくおはする人だに】『細流抄』は「草子地也」と指摘。

2 【宮はまして】匂宮は薫以上に。

3 【まして慰めかねつつ】大島本は「なくさめかねつゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「慰めかねたまひつつ」と「たまひ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「なぐさめかねつゝ」とする。

4 【かの形見に】浮舟をさす。

5 【対の御方ばかり】中君、浮舟の異母姉。

6 【深くも見馴れたまはざりける】主語は中君。中君と浮舟の交際は近年の二、三年前から。

7 【いと深くしもいかでかはあらむ】語り手の感情移入による叙述。

8 【侍従をぞ】浮舟づきの女房、侍従。


蜻蛉．６．２．２

■　皆人みなひとどもは1行いき散ちりて、乳母めのととこの人二人2ひとふたりなむ、取とり分わきて思おぼしたりしも忘わすれがたくて、侍従じじゅうはよそ人びとなれど4、なほ語かたらひてあり経ふるに、世よづかぬ川かはの音おとも、うれしき瀬せもやある、と頼たのみしほどこそ5慰なぐさめけれ、心憂こころうくいみじくもの恐おそろしくのみおぼえて、京きゃうになむ6、あやしき所ところに、このころ来きてゐたりける、尋たづねたまひて7、

◇　皆女房たちは散り散りになって、乳母とこの人ら二人は、特別に目をかけてくださったのも忘れることができず、侍従は身内外の女房であるが、やはり話相手として暮らしていたが、どこにもないような川の音も、何か嬉しいこともあろうか、と期待していたうちは慰められたが、気持ち悪く大変に恐ろしくばかり思われて、京で、みすぼらしい所に、最近来ていたのを、捜し出しなさって、


1 【皆人どもは】宇治の女房たち。

2 【乳母とこの人二人】乳母とこの女房二人、すなわち右近と侍従の計三人。

3? 【とりわきて思したりしも】主語は浮舟。特別に目をかけて下さった、の意。

4 【侍従はよそ人なれど】侍従は右近と違って乳母子でなく、後に仕えた普通の女房。

5 【世づかぬ川の音もうれしき瀬もやあると頼みしほどこそ】『弄花抄』は「祈りつつ頼みぞ渡る初瀬川うれしき瀬にも流れあふやと」（古今六帖三、川）を指摘。『源氏物語引歌』は「心みに猶おりたたむ涙川うれしき瀬にも流れあふやと」（後撰集恋二、六一二、藤原敏仲）を指摘。

6 【京になむ】係助詞「なむ」は「このころゐたりける」に係る。

7 【尋ねたまひて】大島本は「たつね給ひて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「尋ね出でたまひて」と「出で」を補訂する。『新大系』は底本のまま「尋ね給ひて」とする。主語は匂宮。


蜻蛉．６．２．３

■　「かくてさぶらへ1」

◇　「こうして仕えていなさい」


1 【かくてさぶらへ】匂宮の詞。


蜻蛉．６．２．４

■　とのたまへば1、

◇　とおっしゃるが、

■　「御心みこころはさるものにて2、人ひとびとの言いはむことも、さる筋すぢのこと混まじりぬるあたりは3、聞ききにくきこともあらむ」

◇　「お心はお心としてありがたいが、女房たちが噂するのも、そのような方面のことが絡んでいるところでは、聞きにくいこともあろう」

■　と思おもへば、うけひききこえず。

◇　と思うと、お引き受け申さない。

■　「后きさいの宮みやに参まゐらむ4」

◇　「后の宮にお仕えしたい」

■　となむおもむけたれば、

◇　と希望したので、


1 【とのたまへば】大島本は「の給へハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「のたまへど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「の給へば」とする。

2 【御心はさるものにて】以下「聞きにくきこともあらむ」まで、侍従の心中の思い。

3 【さる筋のこと混じりぬるあたりは】『完訳』は「浮舟が中の君の異母妹でありながら中の君の夫匂宮の情愛を受けたという、複雑な関係に遠慮」と注す。

4 【后の宮に参らむ】侍従の意向。


蜻蛉．６．２．５

■　「いとよかなり1。

◇　「とても結構なことだ。

■　さて人知ひとしれず思おぼし使つかはむ」

◇　それでは内々に目をかけてやろう」


1 【いとよかなり】以下「思しつかはむ」まで、匂宮の詞。


蜻蛉．６．２．６

■　とのたまはせけり。

◇　とおっしゃるのだった。

■　心細こころぼそくよるべなきも慰なぐさむや1とて、知しるたより求もとめ参まゐりぬ2。

◇　心細く頼りとするところのないのも慰むことがあろうかと、縁故を求めて出仕した。

■　「きたなげなくてよろしき下臈げらふなり3」

◇　「小ざっぱりとしたまあまあの下臈だ」

■　と許ゆるして、人ひともそしらず。

◇　と認めて、誰も非難しない。

■　大将殿だいしゃうどのも常つねに参まゐりたまふを、見みるたびごとに、もののみあはれなり。

◇　大将殿もいつも参上なさるのを、見るたびごとに、何となくしみじみとする。

■　「いとやむごとなきものの姫君ひめぎみのみ、参まゐり集つどひたる宮4みや」

◇　「とても高貴な大家の姫君ばかりが、大勢いらっしゃる宮邸だ」

■　と人ひとも言いふを、やうやう目めとどめて見みれど、

◇　と女房が言うのを、だんだん目をとめて見るが、

■　「見みたてまつりし人ひとに似にたるはなかりけり5」

◇　「やはりお仕えしていた方に似た美しい姫君はいないものだ」

■　と思おもひありく。

◇　と思っている。


1 【心細くよるべなきも慰むや】侍従の心中の思い。

2 【知るたより求め参りぬ】大島本は「もとめまいりぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「求めて参りぬ」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のまま「求めまいりぬ」とする。

3 【きたなげなくてよろしき下臈なり】明石中宮方の女房の侍従を見た評価。

4 【ものの姫君のみ参り集ひたる宮】大島本は「まいりつとひたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「多く参り集ひたる」と「多く」を補訂する。『新大系』は底本のまま「まいりつどひたる」とする。明石中宮のもとには高貴な大家の姫君ばかりが女房として出仕している。

5 【見たてまつりし人に似たるはなかりけり】大島本は「見たてまつりし人に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なほ見たてまつりし人に」と「なほ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「見たてまつりし人に」とする。侍従の感想。上流の貴族の娘ばかりだが、浮舟ほど美しい女房はいなかった、の意。


第三段　匂宮、宮の君を浮舟によそえて思う

蜻蛉．６．３．１

■　この春亡はるうせたまひぬる式部卿宮1しきぶきゃうの御女みやのおほむむすめを、継母ままははの北きたの方2かた、ことにあひ思おもはで、兄せうとの馬頭3むまのかみにて人柄ひとがらもことなることなき、心懸こころかけたるを4、いとほしう8なども思おもひたらで5、さるべきさまになむ契ちぎる6、と聞きこし召めすたよりありて7、

◇　今年の春お亡くなりになった式部卿宮の御娘を、継母の北の方が、特にかわいがらないで、その兄の右馬頭で人柄も格別なところもないのが、心を寄せているのを、不憫だとも思わずに縁づけている、とお耳にあそばしたことがあって、


1 【式部卿宮】蜻蛉式部卿宮、桐壺帝の皇子、源氏の弟。

2 【継母の北の方】『完訳』は「式部卿宮の後妻。話題の「御むすめ」は先妻腹であろう」と注す。庶妻とも考えられよう。

3 【兄の馬頭】継母の北の方の兄弟。右馬頭、従五位上相当官。

4 【心懸けたるを】継母の北の方の兄弟の右馬頭が式部卿宮の御娘に懸想している。

5 【いとほしうなども思ひたらで】主語は継母の北の方。

6 【さるべきさまになむ契る】継母の北の方が縁づけた。

7 【聞こし召すたよりありて】主語は明石中宮。

8 【いとほしう】以下「もてなさむこと」まで、明石中宮の詞。明石中宮と式部卿宮の御娘は従姉妹の間柄。


蜻蛉．６．３．２

■　「いとほしう。

◇　「お気の毒に。

■　父宮ちちみやのいみじくかしづきたまひける女君をむなぎみを、いたづらなるやうにもてなさむこと」

◇　父宮がたいそう大切になさっていた女君を、つまらないものにしてしまおうとは」

蜻蛉．６．３．３

■　などのたまはせければ、いと心細こころぼそくのみ思**ひ嘆なげきたまふありさま1にて、

◇　などと仰せになったので、ひどく心細くばかり思い嘆いていらっしゃる有様で、

◆　 
など のたまはせ けれ ば、 いと こころぼそく のみ なげき たまふ ありさま にて、


1 【いと心細くのみ思ひ嘆きたまふありさま】式部卿宮の御娘の様子。


蜻蛉．６．３．４

■　「なつかしう、かく尋たづねのたまはするを1」

◇　「やさしく、このようにおっしゃってくださるものを」


1 【なつかしうかく尋ねのたまはするを】式部卿宮の御娘の兄弟の侍従の詞。明石中宮の詞を聞いてこう言う。


蜻蛉．６．３．５

■　など、御兄おほむせうとの侍従じじゅうも言いひて、このころ迎むかへ取とらせたまひてけり1。

◇　などと、ご兄妹の侍従も言って、最近迎え取らせなさった。

■　姫宮ひめみやの御具おほむぐにて2、いとこよなからぬ御おほむほどの人ひとなれば、やむごとなく心こころことにてさぶらひたまふ。

◇　姫宮のお相手として、まことに最適のご身分の方なので、高い身分の方として特別の扱いで伺候なさる。

■　限かぎりあれば、宮みやの君きみなどうち言いひて、裳もばかりひきかけたまふぞ、いとあはれなりける3。

◇　決まりがあるので、宮の君などと呼ばれて、裳くらいはお付けになるのが、ひどくおいたわしいことであった。


1 【迎へ取らせたまひてけり】『完訳』は「中宮方で女房として引き取る」と注す。

2 【姫宮の御具にて】女一宮のお相手。

3 【限りあれば宮の君などうち言ひて裳ばかりひきかけたまふぞいとあはれなりける】『集成』は「（とはいえ）決りがあることなので（女房として出仕したものだから）、宮の君など名付けて。召名（女房としての呼び名）が付く」「裳くらいは。唐衣は略している体。主人の前では女房は裳、唐衣着用の正装が決りである」と注す。語り手の同情が移入された叙述。


蜻蛉．６．３．６

■　兵部卿宮1ひゃうぶきゃうのみや、

◇　兵部卿宮は、

■　「この君きみばかりや2、恋こひしき人3ひとに思おもひよそへつべきさましたらむ。

◇　「この宮くらいは、恋しい人に思いよそえられる様子をしていようか。

■　父親王ちちみこは兄弟はらからぞかし4」

◇　父親王は兄弟であった」

■　など、例れいの御心みこころは、人ひとを恋こひたまふにつけても、人ひとゆかしき御癖おほむくせやまで5、いつしかと御心みこころかけたまひてけり。

◇　などと、例のお心は、故人を恋い慕いなさるにつけても、女を見たがる癖がやまず、早く見たいとお心にかけていらした。


1 【兵部卿宮】匂宮。

2 【この君ばかりや】以下「兄弟ぞかし」まで、匂宮の心中の思い。「この君」は式部卿の娘、宮の君をさす。

3 【恋しき人】浮舟をさす。

4 【父親王は兄弟ぞかし】宮の方の父故蜻蛉式部卿宮と浮舟の父宇治八宮の兄弟である、の意。

5 【人ゆかしき御癖やまで】『集成』は「女あさりの」。『完訳』は「女人にはまるで目がないというお癖がやまず」と注す。


蜻蛉．６．３．７

■　大将1だいしゃう、

◇　大将は、

■　「もどかしきまでも2あるわざかな。

◇　「非難がましいことを言いたくなることだ。

■　昨日今日きのふけふといふばかり、春宮とうぐうにやなど思おぼし、我われにもけしきばませたまひきかし3。

◇　昨日今日という間に、春宮に差し上げようかなどとお思いになり、わたしにもそのようなご様子をほのめかされたのだ。

■　かくはかなき世よの衰おとろへを見みるには、水みづの底そこに身みを沈しづめても4、もどかしからぬわざにこそ」

◇　このように無常な世の中の衰退を見ると、川の底に身を沈めても、非難されないことだ」

■　など思おもひつつ、人ひとよりは心寄こころよせきこえたまへり5。

◇　などと思いながら、誰よりも同情をお寄せ申し上げなさった。


1 【大将】薫。

2 【もどかしきまでも】以下「わざにこそ」まで、薫の心中の思い。

3 【けしきばませたまひきかし】主語は蜻蛉式部卿宮。「東屋」巻に語られている。

4 【水の底に身を沈めても】浮舟の入水をさす。

5 【人よりは心寄せきこえたまへり】宮の方に対して。憐愍と同情から。


蜻蛉．６．３．８

■　この院ゐんにおはしますをば1、内裏うちよりも広ひろくおもしろく住すみよきものにして、常つねにしもさぶらはぬどもも2、皆みなうちとけ住すみつつ、はるばると多おほかる対たいども、廊らう、渡殿わたどのに満みちたり。

◇　この院にいらっしゃるのを、内裏よりも広く興趣あって住みよい所として、いつもは伺候していない女房どもも、みな気を許して住みながら、広々とたくさんある対の屋や、渡廊や、渡殿などにいっぱいいる。


1 【この院におはしますをば】明石中宮が軽服のため六条院に里下りしている。

2 【常にしもさぶらはぬどもも】大島本は「さふらハぬともゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「さぶらはぬ人どもも」と「人」を補訂する。『新大系』は底本のまま「さぶらはぬどもも」とする。


蜻蛉．６．３．９

■　左大臣殿1さだいじんどの、昔むかしの御おほむけはひにも劣おとらず、すべて限かぎりもなく営いとなみ仕つかうまつりたまふ。

◇　左大臣殿は、昔のご様子にも負けず、すべてこの上もなくお世話申し上げていらっしゃる。

■　いかめしうなりたる3御族おほむぞうなれば、なかなかいにしへよりも、今いまめかしきことはまさりてさへなむありける。

◇　盛んになったご一族なので、かえって昔以上に、華やかな点ではまさるのであった。


1 【左大臣殿】横山本や池田本は「右大殿」とある。『集成』は「右の大殿」と校訂。『完訳』は「左大臣殿」のまま、「「右大臣」とあるべきか。夕霧。六条院の現在の主である」と注す。

2? 【いとなみ仕ううまつりたまふ】明石中宮の里下りをはじめとして万事に世話する。

3 【いかめしうなりたる】大島本は「なりたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なりにたる」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「なりたる」とする。


蜻蛉．６．３．１０

■　この宮1みや、例れいの御心みこころならば2、月つきごろのほどに、いかなる好すきごとどもをし出いでたまはまし3、こよなく静しづまりたまひて、人目ひとめに

◇　この宮は、いつものお心ならば、幾月かの間に、どのような好色事でもなさっていたところが、すっかり落ち着きなさって、傍目には

■　「すこし生おひ直なほりたまふかな」

◇　「少しは大人びてお直りになったなあ」

■　と見みゆるを4、このころぞまた5、宮みやの君きみに、本性現ほんじゃうあらはれて、かかづらひありきたまひける。

◇　と見えるが、最近は再び、宮の君に、ご本性を現して、まつわりつきなさるのであった。


1 【この宮】匂宮。

2 【例の御心ならば】『完訳』は「普通なら匂宮は、その好色な本性から宮の君などを相手に、浮気沙汰を引き起していたはず」と注す。現在、浮舟を失って悲嘆中。

3 【し出でたまはまし】「まし」反実仮想の助動詞。現在は悲嘆にくれて意気消沈。

4 【人目にすこし生ひ直りたまふかなと見ゆるを】大島本は「人めにすこしおいな越り給かな」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人目には」「したまふかな」と「は」と「し」を補訂する。『新大系』は底本のまま「人目に」「給かな」とする。語り手の判断。

5 【このころぞまた】浮舟失踪後三か月が経過。


第四段　侍従、薫と匂宮を覗く

蜻蛉．６．４．１

■　涼すずしくなりぬとて1、宮みや、内裏うちに参まゐらせたまひなむと2すれば、

◇　涼しくなったといって、后宮は、内裏に帰参なさろうとするので、


1 【涼しくなりぬとて】季節は初秋七月に推移。

2 【宮内裏に参らせたまひなむと】明石中宮、蜻蛉式部卿の軽服三か月の喪が明けて、内裏に帰参。


蜻蛉．６．４．２

■　「秋あきの盛さかり、紅葉もみぢのころを見みざらむこそ1」

◇　「秋の盛りは、紅葉の季節を見ないというのは」


1 【秋の盛り紅葉のころを見ざらむこそ】女房の詞。係助詞「こそ」の下に「口惜しけれ」などの語句が省略。


蜻蛉．６．４．３

■　など、若わかき人ひとびとは口惜くちをしがりて、皆参みなまゐり集つどひたるころなり。

◇　などと、若い女房たちは残念がって、みな参集している時である。

■　水みづに馴なれ月つきをめでて、御遊おほむあそび絶たえず、常つねよりも今いまめかしければ、この宮みやぞ1、かかる筋すぢは2いとこよなくもてはやしたまふ。

◇　池水に親しみ月を賞美して、管弦の遊びがひっきりなしに催され、いつもより華やかなので、この宮は、このような方面では実にこの上なく賞賛されなさる。

■　朝夕目馴あさゆふめなれても、なほ今見いまみむ初花はつはなのさましたまへるに、大将だいしゃうの君きみは、いとさしも入いり立たちなどしたまはぬほどにて、恥はづかしう心こころゆるびなきものに、皆思みなおもひたり。

◇　朝夕に見慣れていても、やはり今初めて見た初花のようなお姿でしていらっしゃるが、大将の君は、あまりそれほど入り込んだりなさらないので、こちらが恥ずかしくなるような気のおける方だと、みな思っていた。


1 【この宮ぞ】匂宮。

2 【かかる筋は】管弦の遊び。


蜻蛉．６．４．４

■　例れいの、二所参ふたところまゐりたまひて2、御前おまへにおはするほどに、かの侍従じじゅうは3、ものより覗のぞきたてまつるに、

◇　いつもの、お二方が参上なさって、御前にいらっしゃる間に、あの侍従は、物蔭から覗いて拝すると、


1? 【朝夕目馴れてもなほ今見む初花のさましたまへるを】匂宮の美しさ。『完訳』は「目のさめるような匂宮の美しさにいまさらながら感嘆させられる趣。女房の感想。次の薫のあり方と対比」と注す。

2 【例の二所参りたまひて】匂宮と薫、いつものように明石中宮のもとに参上。

3 【かの侍従は】かつては浮舟づきの女房、現在は明石中宮のもとで下臈の女房として出仕。


蜻蛉．６．４．５

■　「いづ方かたにもいづ方かたにもよりて、めでたき御宿世見おほむすくせみえたるさまにて、世よにぞおはせましかし。

◇　「どちらの方なりとも縁付いて、幸運な運勢に思えたご様子で、この世に生きておいでだったらなあ。

■　あさましくはかなく、心憂こころうかりける御心みこころかな」

◇　あきれるほどあっけなく情けなかったお心であったよ」

蜻蛉．６．４．６

■　など、人ひとには、そのわたりのこと、かけて知しり顔がほにも言いはぬことなれば、心一こころひとつに飽あかず胸むねいたく思おもふ。

◇　などと、他人には、あの辺のことは少しも知っている顔をして言わない干となので、自分一人で尽きせず胸を痛めている。

■　宮みやは、内裏うちの御物語おほむものがたりなど、こまやかに聞きこえさせたまへば、いま一所ひとところは立たち出いでたまふ。

◇　宮は、内裏のお話など、こまごまとお話申し上げあそばすので、もうお一方はお立ちになる。

■　「見みつけられたてまつらじ。

◇　「見つけられ申すまい。

■　しばし、御果おほむはてをも過すぐさず心浅こころあさし、と見みえたてまつらじ」

◇　もう暫くの間は、ご一周忌も待たないで薄情な人だ、と思われ申すまい」

■　と思おもへば、隠かくれぬ。

◇　と思うって、隠れた。

第五段　薫、弁の御許らと和歌を詠み合う

蜻蛉．６．５．１

■　東ひむがしの渡殿わたどのに、開あきあひたる戸口とぐちに、人ひとびとあまたゐて、物語ものがたりなどする所ところにおはして1、

◇　東の渡殿に、開いている戸口に、女房たちが大勢いて、話などをひっそりとしている所にいらして、


1 【物語などする所におはして】大島本は「ものかたりなとする所に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「物語など忍びやかにする所」と「忍びやかに」を補訂する。『新大系』は底本のまま「もの語りなどする所」とする。主語は薫。


蜻蛉．６．５．２

■　「なにがしをぞ1、女房にょうばうは睦むつましと思おぼすべき。

◇　「わたしをこそ、女房は親しみやすくお思いになるべきではありませんか。

■　女をむなだにかく心**やすくはよもあらじかし2。

◇　女でさえこのように気のおけない人はいません。

■　さすがにさるべからむこと3、教をしへきこえぬべくもあり。

◇　それでもためになることを、教えて上げられることもあります。

■　やうやう見知みしりたまふべかめれば、いとなむうれしき」

◇　だんだんとお分かりになりそうですから、とても嬉しいです」

◆　 
"なにがし を ぞ、 にょうばう は むつまし と おぼす べき。 をむな だに こころやすく は よ も あら じ かし。 さすがに さる べから む こと、 をしへ きこえ ぬ べく も あり。 やうやう みしり たまふ べか' めれ ば、 いと なむ うれしき。"


1 【なにがしをぞ】以下「いとなむうれしき」まで、薫の詞。「なにがし」は薫自身をさす。

2 【女房は睦ましと思すべき女だにかく心やすくはよもあらじかし】大島本は「女はうハむつましとおほすへき女たにかく心やすくハよもあらしかし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「睦ましく思すべきや」「あらじかし」と「や」を補訂し「よも」を削除して校訂する。『新大系』は底本のまま「むつましとおぼすべき」「よもあらじかし」」とする。

3 【さるべからむこと】女房たちの知らないこと。


蜻蛉．６．５．３

■　とのたまへば、いといらへにくくのみ思おもふ中なかに、弁べんの御許1おもととて、馴なれたる大人おとな、

◇　とおっしゃるので、とても答えにくくばかり思っている中で、弁のおもとといって、物馴れている年配の女房が、


1 【弁の御許】古参の女房。


蜻蛉．６．５．４

■　「そも睦むつましく1思おもひきこゆべきゆゑなき人ひとの、恥はぢきこえはべらぬにや2。

◇　「そのようにも親しくすべき理由のない者こそ、気兼ねなく振る舞えるのではないでしょうか。

■　ものはさこそはなかなかはべるめれ。

◇　物事はかえってそのようなものです。

■　かならずそのゆゑ尋たづねて、うちとけ御覧ごらんぜらるるにしもはべらねど、かばかり面無おもなくつくりそめてける身みに3負おはさざらむも4、かたはらいたくてなむ」

◇　必ずしもその理由を知ったうえで、くつろいでお話申し上げるというのでもございませんが、あれほど厚かましさが身についているわたしが引き受けないのも、見ていられませんで」


1 【そも睦ましく】以下「かたはらいたくてなむ」まで、弁御許の詞。

2 【恥ぢきこえはべらぬにや】大島本は「侍らぬにや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべらぬや」と「に」を削除する。『新大系』は底本のまま「侍らぬにや」とする。

3 【面無くつくりそめてける身に】『完訳』は「厚かましさが身についている私が応対の役を引き受けないのも、いたたまれぬ気がして」と注す。

4 【身に負はさざらむも】大島本は「おはささらんも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「負はざらむも」と「さ」を削除する。『新大系』は底本のまま「負はさざらんも」とする。


蜻蛉．６．５．５

■　と聞きこゆれば、

◇　と申し上げると、

蜻蛉．６．５．６

■　「恥はづべきゆゑ1あらじ、と思おもひ定さだめたまひてけるこそ、口惜くちをしけれ」

◇　「恥じる理由はあるまい、とお決めになっていらっしゃるのが、残念なことです」


1 【恥づべきゆゑ】以下「口惜しけれ」まで、薫の詞。


蜻蛉．６．５．７

■　など、のたまひつつ見みれば、唐衣からぎぬは1脱ぬぎすべし押おしやり、うちとけて手習てならひしけるなるべし2、硯すずりの蓋ふたに据すゑて、心こころもとなき花はなの末手折すゑたをりて3、弄もてあそびけり、と見みゆ。

◇　などと、おっしゃりながら見ると、唐衣は脱いで押しやって、くつろいで手習いをしていたのであろう、硯の蓋の上に置いて、頼りなさそうな花の枝先を手折って、弄んでいた、と見える。

■　かたへは4几帳きちゃうのあるにすべり隠かくれ、あるはうち背そむき、押おし開あけたる戸との方かたに、紛まぎらはしつつゐたる、頭かしらつきどもも、をかしと見みわたしたまひて、硯すずりひき寄ゆおせて、

◇　ある者は几帳のある所にすべり隠れ、またある者は背を向けて、押し開けてある妻戸の方に、隠れながら座っている、その頭の恰好を、興趣あると一回り御覧になって、硯を引き寄せて、


1 【見れば唐衣は】以下、薫の視点を通しての叙述。

2 【手習しけるなるべし】薫の推測。

3 【花の末手折りて】大島本は「はなのすゑ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「花の末々」と「々」を補訂する。『新大系』は底本のまま「花の末」とする。

4 【かたへは】『集成』は「（女房の）半ばは」と注す。


蜻蛉．６．５．８

■　「女郎花乱をみなへしみだるる野辺のべに混まじるとも

露つゆのあだ名なをS9我われにかけめや1

心こころやすくは思おぼさで2」

◇　「女郎花が咲き乱れている野辺に入り込んでも

露に濡れたという噂をわたしにお立てになれましょうか

どなたも気を許してくださらないので」


S9 女郎花多かる野辺に宿りせばあやなくあだの名をや立ちなむ（古今集秋上-二二九　小野美材）

1 【女郎花乱るる野辺に混じるとも露のあだ名を我にかけめや】薫の贈歌。「かけめや」反語表現。『河海抄』は「女郎花多かる野辺に宿りせばあやなくあだ名をや立ちなむ」（古今集秋上、二二九、小野美材）を指摘。

2 【心やすくは思さで】歌に続けて書いた文言。


蜻蛉．６．５．９

■　と、ただこの障子さうじにうしろしたる人1ひとに見みせたまへば、うちみじろきなどもせず、のどやかに、いととく、

◇　と、ちょうどこの襖障子の後向きしていた女房にお見せになると、身動きもせずに、落ち着いて、すぐさま、


1 【うしろしたる人】後向きにしている人。『完訳』は「中将のおもと」と注す。


蜻蛉．６．５．１０

■　「花はなといへば名なこそあだなれ女郎花をみなへし

なべての露つゆに乱みだれやはする1」

◇　「花と申せば名前からして色っぽく聞こえますが

女郎花はそこらの露に靡いたり濡れたりしません」


1 【花といへば名こそあだなれ女郎花なべての露に乱れやはする】中将の御許の返歌。『古今集』歌「女郎花多かる野辺に」歌を踏まえる。


蜻蛉．６．５．１１

■　と書かきたる手て、ただかたそばなれど、よしづきて、おほかためやすければ、誰たれならむ、と見みたまふ。

◇　と書いた筆跡は、ほんの一首ながら、風情があって、だいたいに無難なので、誰なのだろう、とお思いになる。

■　今参いままう上のぼりける道みちに、塞ふたげられてとどこほりゐたるなるべし1、と見みゆ。

◇　今参上した途中で、道をふさがれてとどまっていた者らしい、と思う。

■　弁べんの御許おもとは、

◇　弁のおもとは、


1 【今参う上りける道に塞げられてとどこほりゐたるなるべし】薫の推測。薫が中宮のもとに参上しようとした途中で戸口にいる薫に道を塞がれて留まっていた女房かと想像する。


蜻蛉．６．５．１２

■　「いとけざやかなる翁言おきなごと、憎にくくはべり1」

◇　「まことにはっきりした老人めいたお言葉、憎うございます」

■　とて、

◇　と言って、


1 【いとけざやかなる翁言憎くはべり】弁御許の詞。『完訳』は「薫の歌を、女に囲まれても浮気心を持たぬ老人言葉と戯れた」と注す。


蜻蛉．６．５．１３

■　「旅寝たびねしてなほこころみよ女郎花をみなへし

盛さかりの色いろに移うつり移うつらず1

◇　「旅寝してひとつ試みて御覧なさい

女郎花の盛りの色にお心が移るか移らないか


1 【旅寝してなほこころみよ女郎花盛りの色に移り移らず】弁御許の贈歌。薫を挑発する歌。


蜻蛉．６．５．１４

■　さて後のち、定さだめきこえさせむ1」

◇　そうして後に、お決め申し上げましょう」


1 【さて後定めきこえさせむ】歌に続けた詞。


蜻蛉．６．５．１５

■　と言いへば、

◇　と言うので、

蜻蛉．６．５．１６

■　「宿貸やどかさば一夜ひとよは寝ねなむおほかたの

花はなに移うつらぬ心こころなりとも1」

◇　「お宿をお貸しくださるなら、一夜は泊まってみましょう

そこらの花には心移さないわたしですが」


1 【宿貸さば一夜は寝なむおほかたの花に移らぬ心なりとも】薫の弁御許の挑発に応えた歌。


蜻蛉．６．５．１７

■　とあれば、

◇　とあるので、

蜻蛉．６．５．１８

■　「何なにか1、恥はづかしめさせたまふ。

◇　「どうして、恥をおかかせなさいます。

■　おほかたの野辺のべのさかしらをこそ聞きこえさすれ」

◇　普通にいう野辺のしゃれを申し上げただけです」


1 【何か】以下「聞こえさすれ」まで、弁御許の詞。ちょっと冗談を言っただけ、宿は貸しません、の意。


蜻蛉．６．５．１９

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　はかなきことをただすこしのたまふも、人ひとは残のこり聞きかまほしくのみ思おもひきこえたり。

◇　とりとめのないことをほんのちょっとおっしゃっても、女房はその続きを聞きたくばかりお思い申し上げていた。

蜻蛉．６．５．２０

■　「心こころなし2。

◇　「うっかりしていました。

■　道開みちあけはべりなむよ。

◇　道を開けますよ。

■　分わきても、かの御おほむもの恥はぢのゆゑ3、かならずP37ありぬべき折をりにぞあめる」

◇　特に意識して、あちらで恥ずかしがっていらやる理由が、きっとありそうな折ですから」


P37 かならず--かなら（ら/+す〈朱〉）

1? 【はかなきことを--聞かまほしくのみ思ひきこえたり】女性からみた薫の魅力のあることを印象づけた叙述。

2 【心なし】以下「折にぞあめる」まで、薫の詞。

3 【分きてもかの御もの恥ぢのゆゑ】誰か他に男性がいて物陰に隠れていりのだろうという。暗に匂宮の存在をいう。


蜻蛉．６．５．２１

■　とて、立たち出いでたまへば、

◇　と言って、お立ちになると、

■　「おしなべてかく1残のこりなからむ、と思おもひやりたまふこそ心憂こころうけれ」

◇　「だいたいこのような奥ゆかしいところがないだろう、とご想像なさるもがつらい」

■　と思おもへる人ひともあり。

◇　と思っている女房もいた。


1 【おしなべてかく】以下「心憂けれ」まで、ある女房の思い。自分たちまでが弁御許のようにあけすけに物を言う女房だと薫から思われてしまうのはいやだ、の意。


第六段　薫、断腸の秋の思い

蜻蛉．６．６．１

■　東ひむがしの高欄かうらんに1押おしかかりて、夕影ゆふかげになるままに、花はなの紐解ひもとく御前おまへの草くさむらを見みわたしたまふ。

◇　東の高欄に寄り掛かって、夕日の影るにつれて、花が咲き乱れている御前の叢をお眺めやりになる。

■　もののみあはれなるに、

◇　何となくしみじみと思われて、

■　「中なかに就ついて腸断はらわたたゆるは秋あきの天2てんS10」

◇　「中んづく腸の断ち切れる思いがするのは秋の空だ」

■　といふことを、いと忍しのびやかに誦ずじつつゐたまへり。

◇　という詩句を、たいそう密やかに朗誦しながら座っていらっしゃった。

■　ありつる衣きぬの音おとなひ、しるきけはひして3、母屋もやの御障子みさうじより通とほりて、あなたに入いるなり4。

◇　先程の衣ずれの音が、はっきり聞こえる感じがして、母屋の襖障子から通ってあちらに入って行くようである。

■　宮みやの歩あゆみおはして、

◇　宮が歩いていらして、


S10 大抵四時心惣苦　就中腸断是秋天〈大抵（おおむね）四時心惣（すべ）て苦し　中に就いて腸（はらわた）断ゆるは是れ秋の天〉（白氏文集巻十四-

1 【東の高欄に】寝殿の東の簀子にある高欄。

2 【中に就いて腸断ゆるは秋の天】「大抵四時は心惣べて苦なり中に就いて腸の断ゆるは是れ秋の天」（白氏文集、暮立）。『和漢朗詠集』秋にも所収の詩句。

3 【ありつる衣の音なひしるきけはひして】薫に道を塞がれ和歌を詠み交わした中将君が中宮のもとに参上。

4 【あなたに入るなり】「なり」伝聞推定の助動詞。薫が衣擦れの音で推測している叙述。


蜻蛉．６．６．２

■　「これよりあなたに参まゐりつるは誰たそ1」

◇　「こちらからあちらへ参ったのは誰か」


1 【これよりあなたに参りつるは誰そ】匂宮の詞。


蜻蛉．６．６．３

■　と問とひたまへば、

◇　とお尋ねになると、

蜻蛉．６．６．４

■　「かの御方おほむかたの中将ちうじゃうの君1きみ」

◇　「あちらの御方の中将の君です」


1 【かの御方の中将の君】女房の答え。中宮づきの女房、中将君だと言う。


蜻蛉．６．６．５

■　と聞きこゆなり1。

◇　と申し上げるのである。


1 【聞こゆなり】「なり」伝聞推定の助動詞。薫が女房の返事を耳にする。


蜻蛉．６．６．６

■　「なほ、あやしのわざや1。

◇　「やはり、けしからぬ振る舞いだ。

■　誰たれにかと、かりそめにもうち思おもふ人ひとに、やがてかくゆかしげなく聞きこゆる名なざしよ」

◇　誰だろうかと、ちょっとでも関心を持った人に、そのままこのように遠慮なく名前を教えてしまうとは」

■　と、いとほしく2、この宮みやには3、皆目馴みなめなれてのみおぼえたてまつるべかめるも口惜くちをし。

◇　と、気の毒で、この宮に、皆が馴れ馴れしくお思い申し上げているようなのも残念だ。


1 【なほあやしのわざや】以下「聞こゆる名ざしよ」まで、薫の感想。『完訳』は「浮気な男に問われるままに、安易に名を告げる女房の軽率さを非難」と注す。

2 【いとほしく】中将君に対する同情。

3 【この宮には】『集成』は「薫の心中に即した書き方」と注す。『完訳』は地の文扱い。


蜻蛉．６．６．７

■　「おりたちてあながちなる御おほむもてなしに1、女をむなはさもこそ2負まけたてまつらめ。

◇　「無遠慮につっこんだお振る舞いに、女はきっとお負け申してしまおう。

■　わが、さも口惜くちをしう、この御おほむゆかり3には、ねたく心憂こころうくのみあるかな。

◇　わたしは、まことに残念なことに、こちらのご一族には、悔しくも残念なことばかりだ。

■　いかで、このわたりにも、めづらしからむ人ひとの、例れいの心入こころいれて騷さわぎたまはむを語かたらひ取とりて、わが思おもひしやうに5、やすからずとだにも思おもはせたてまつらむ。

◇　何とかして、ここの女房の中にでも、珍しいような女で、例によって熱心に夢中になっていらっしゃる女を口説き落として、自分が経験したように、穏やかならぬ気持ちを思わせ申し上げたい。

■　まことに心こころばせあらむ人ひとは、わが方かたにぞ寄よるべきや6。

◇　ほんとうに物事の分かる女なら、わたしの方に寄って来るはずだ。

■　されど難かたいものかな。

◇　けれども難しいことだな。

■　人ひとの心こころは」

◇　人の心というものは」


1 【おりたちてあながちなる御もてなしに】以下「人の心は」まで、薫の心中。匂宮の浮舟に対する振る舞い。

2 【女はさもこそ】女性一般。眼前の女房たちから浮舟まで含めた女性。

3 【この御ゆかり】匂宮とその同母の女一宮をさす。

4? 【例の心入れて騒ぎたまはむを語らひ取りて】匂宮が熱中している女を横取りして、の意。

5 【わが思ひしやうに】自分がかつて味わったような苦い思いを匂宮にさせてやりたい。

6 【まことに心ばせあらむ人はわが方にぞ寄るべきや】薫の自負。終助詞「や」詠嘆の気持ち。


蜻蛉．６．６．８

■　と思おもふにつけて、対たいの御方おほむかたの1、かの御おほむありさまをば2、ふさはしからぬものに思おもひきこえて、いと便びんなき睦むつびになりゆくが3、おほかたのおぼえをば、苦くるしと思おもひながら、なほさし放はなちがたきものに思おぼし知しりたるぞ4、ありがたくあはれなりける。

◇　と思うにつけても、対の御方の、あのお振る舞いを、身分にふさわしくないものとお思い申し上げて、まことに不都合な関係になって行くのが、その世間の評判をつらいと思いながらも、やはりすげなくはできない者とお分かりになってくださるのは、世にもまれな胸をうつことである。


1 【対の御方の】以下、薫の心中に即した叙述。

2 【かの御ありさまをば】匂宮の好色な振る舞い。

3 【いと便なき睦びになりゆくが】大島本は「なりゆくか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なりゆく」と「か」を削除する。『新大系』は底本のまま「なりゆくが」とする。自分薫との仲が不都合になって行く。

4 【さし放ちがたきものに思し知りたるぞ】主語は中君。


蜻蛉．６．６．９

■　「さやうなる心こころばせある人1ひと、ここらの中なかに2あらむや。

◇　「そのような気立ての方は、大勢の中にいようか。

■　入いりたちて深ふかく見みねば知しらぬぞかし3。

◇　立ち入って深くは知らないので分からないことだ。

■　寝覚ねざめがちにつれづれなるを、すこしは好すきもならはばや」

◇　寝覚めがちに所在ないのを、少しは好色も習ってみたいものだ」


1 【さやうなる心ばせある人】以下「すこしは好きもならはばや」まで、薫の心中の思い。

2 【ここらの中に】ここ明石中宮方に仕えている大勢の女房の中に。

3 【入りたちて深く見ねば知らぬぞかし】主語は薫。この中宮かたの様子を。


蜻蛉．６．６．１０

■　など思おもふに、今いまはなほつきなし1。

◇　などと思うが、今はやはりふさわしくない。


1 【今はなほつきなし】語り手の批評を含んだ叙述。


第七段　薫と中将の御許、遊仙窟の問答

蜻蛉．６．７．１

■　例れいの、西にしの渡殿わたどのを、ありしにならひて、わざとおはしたるもあやし2。

◇　例によって、西の渡殿を、先日に真似て、わざわざいらっしゃったのも変なことだ。

■　姫宮ひめみや、夜よるはあなたに渡わたらせたまひければ3、人ひとびと月見つきみるとて4、この渡殿わたどのにうちとけて物語ものがたりするほどなりけり。

◇　姫宮は、夜はあちらにお渡りあそばしたので、女房たちが月を見ようとして、この渡殿でくつろいで話をしているところであった。

■　箏さうの琴こといとなつかしう弾ひきすさむ爪音つまおと、をかしう聞きこゆ。

◇　箏の琴がたいそうやさしく弾いている爪音が、興趣深く聞こえる。

■　思おもひかけぬに寄よりおはして5、

◇　思いがけないところにお寄りになって、


1? 【例の西の渡殿に】かつて女一宮を垣間見た場所。

2 【あやし】『評釈』は「そのような薫の行動を、「あやし」と評したのである」と注す。

3 【姫宮夜はあなたに渡らせたまひければ】女一宮は夜は中宮方でお寝みになる。

4 【人びと月見るとて】女一宮づきの女房たち。

5 【寄りおはして】主語は薫。


蜻蛉．６．７．２

■　「など、かくねたまし顔がほにかき鳴ならしS11たまふ1」

◇　「どうして、このように人を焦らすようにお弾きになるのですか」


S11 故故将繊手　時時小絃　耳聞猶気絶　眼見若為怜（遊仙窟）

1 【などかくねたまし顔にかき鳴らしたまふ】薫の詞。『源氏釈』は「故故将繊手時時小絃耳聞猶気絶眼見若為怜」（遊仙窟）を指摘。女房の弾く箏琴のさまを遊仙窟の十娘が琴を弾くさまに比して言う。


蜻蛉．６．７．３

■　とのたまふに、皆みなおどろかるべけれど1、すこし上あげたる簾すだれうち下おろしなどもせず、起おき上あがりて、

◇　とおっしゃると、皆驚いたにちがいないが、少し巻き上げた簾を下ろしなどもせず、起き上がって、


1 【皆おどろかるべけれど】大島本は「へけれと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「べかるめれど」と「めれ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「べけれど」とする。自分薫との仲が不都合になって行く。


蜻蛉．６．７．４

■　「似にるべき兄このかみS12やは、はべるべき」

◇　「似ている兄様が、ございましょうか」


S12 気調如兄　崔季珪之小妹（遊仙窟）


蜻蛉．６．７．５

■　といらふる声こゑ、中将ちうじゃうの御許おもととか言いひつるなりけり。

◇　と答える声は、中将のおもととか言った人であった。

蜻蛉．６．７．６

■　「まろこそ、御母方おほむははがたの叔父をぢS13なれ」

◇　「わたしこそが、御母方の叔父ですよ」


S13 容貌似舅　潘安仁之外甥（遊仙窟）


蜻蛉．６．７．７

■　と、はかなきことをのたまひて、

◇　と、戯れをおっしゃって、

蜻蛉．６．７．８

■　「例れいの、あなたにおはしますべかめりな。

◇　「いつものように、あちらにいらっしゃるようですね。

■　何なにわざをか、この御里住おほむさとずみのほどにせさせたまふ」

◇　どのようなことを、この里下がりのご生活の中でなさっておいでですか」

蜻蛉．６．７．９

■　など、あぢきなく問とひたまふ。

◇　などと、つまらないことをお尋ねになる。

蜻蛉．６．７．１０

■　「いづくにても、何事なにごとをかは。

◇　「どちらにいらしても、同じことです。

■　ただ、かやうにてこそは過すぐさせたまふめれ」

◇　ただ、このような事をしてお過ごしでいらっしゃるようです」

蜻蛉．６．７．１１

■　と言いふに、

◇　と言うと、

■　「をかしの御身おほむみのほどや、と思おもふに、すずろなる嘆なげきの、うち忘わすれてしつるも、あやしと思おもひ寄よる人ひともこそ」

◇　「結構なご身分の方だ、と思うと、わけもない溜息を、うっかりしてしまったのも、変だと思い寄る人があっては」

■　と紛まぎらはしに、さし出いでたる和琴わごんを、たださながら掻かき鳴ならしたまふ。

◇　と紛らわすために、差し出した和琴を、ただそのまま掻き鳴らしなさる。

■　律りちの調しらべは、あやしく折をりにあふと聞きく声こゑなれば、聞ききにくくもあらねど、弾ひき果はてたまはぬを、なかなかなりと、心入こころいれたる人ひとは、消きえかへり思おもふ。

◇　律の調べは、不思議と季節に合うと聞こえる音なので、聞き憎くもないが、最後までお弾きにならないのを、かえって気がもめると、熱心な人は、死ぬほど残念がる。

蜻蛉．６．７．１２

■　「わが母宮ははみやも劣おとりたまふべき人ひとかは。

◇　「わたしの母宮もひけをおとりになる方だろうか。

■　后腹きさいばらと聞きこゆばかりの隔へだてこそあれ、帝々みかどみかどの思おぼしかしづきたるさま、異事ことごとならざりけるを。

◇　后腹と申し上げる程度の相違だが、それぞれの父帝が大切になさる様子に、違いはないのだ。

■　なほ、この御おほむあたりは、いとことなりけるこそあやしけれ。

◇　がやはり、こちらのご様子は、たいそう格別な感じがするのが不思議なことだ。

■　明石あかしの浦うらは心こころにくかりける所ところかな」

◇　明石の浦は奥ゆかしい所だ」

■　など思おもひ続つづくることどもに、

◇　などと思い続けることの中で、

■　「わが宿世すくせは、いとやむごとなしかし。

◇　「自分の宿世は、とてもこの上ないものであった。

■　まして、並ならべて持もちたてまつらば」

◇　その上に、並べて頂戴したら」

■　と思おもふぞ、いと難かたきや。

◇　と思うのは、とても難しいことだ。

第八段　薫、宮の君を訪ねる

蜻蛉．６．８．１

■　宮みやの君きみは1、この西にしの対たいにぞ御方おほむかたしたりける2。

◇　宮の君は、こちらの西の対にお部屋を持っていた。

■　若わかき人ひとびとのけはひあまたして、月つきめであへり。

◇　若い女房たちが大勢いる様子で、月を賞美していた。


1 【宮の君は】蜻蛉式部卿宮の女王。女一宮のもとに出仕。

2 【御方したりける】お部屋をもっていた、の意。


蜻蛉．６．８．２

■　「いで、あはれ、これもまた同おなじ人ひとぞかし1」

◇　「まあ、お気の毒に、こちらも同じ皇族の方であるのに」


1 【いであはれこれもまた同じ人ぞかし】薫の心中の思い。宮の御方も皇族の女王で、父親王にかわいがられていた方だ、の意。


蜻蛉．６．８．３

■　と思おもひ出いできこえて、

◇　とお思い出し申し上げて、

■　「親王みこの、昔心寄むかしこころよせたまひしものを1」

◇　「父親王が、生前に好意をお寄せになっていたものを」

■　と言いひなして、そなたへおはしぬ。

◇　と口実にして、そちらにお出でになった。

■　童わらはの、をかしき宿直姿とのゐすがたにて、二に、三人出さむにんいでて歩ありきなどしけり。

◇　童女が、かわいらしい宿直姿で、二、三人出て来てあちこち歩いたりしていた。

■　見みつけて入いるさまども2、かかやかし。

◇　見つけて入る様子なども、恥ずかしそうだ。

■　これぞ世よの常つねと思おもふ3。

◇　これが世間普通のことだと思う。


1 【親王の昔心寄せたまひしものを】薫の心中の思い。生前に式部卿宮が薫に好意を寄せていた、薫を婿にと申し込まれたことを思う。

2 【見つけて入るさまども】大島本は「とも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「どもも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ども」とする。童女たちが薫を見て室内に隠れ入る様子。

3 【これぞ世の常と思ふ】薫の思い。童女の振舞いを常識的な振舞いだと思う。男性から姿を見られまいとする態度。


蜻蛉．６．８．４

■　南面みなみおもての隅すみの間まに寄よりて1、うち声こわづくりたまへば、すこしおとなびたる人出ひといで来きたり。

◇　南面の隅の間に近寄って、ちょっと咳払いをなさると、少し大人めいた女房が出て来た。


1 【南面の隅の間に寄りて】西の対の南廂の隅の間。


蜻蛉．６．８．５

■　「人知ひとしれぬ心寄こころよせなど1聞きこえさせはべれば、なかなか、皆人聞みなひときこえさせふるしつらむことを、うひうひしきさまにて、まねぶやうになりはべり。

◇　「人知れず好意をお寄せ申しておりますので、かえって、誰もが言い古るしてきたような言葉が、馴れない感じで、真似をしているようでございます。

■　まめやかになむ、言ことより外ほかをS14求もとめられはべる3」

◇　真面目に、言葉以外の表現を探さずにおられません」


S14 思ふてふ言より外にまたもがな君一人をばわきて偲ばむ（古今六帖五-二六四〇）

1 【人知れぬ心寄せなど】以下「求められはべる」まで、薫の詞。

2? 【言より他を】『異本紫明抄』は「思ふてふことよりほかにまたもがな君一人をばわきて忍ばむ」（古今六帖五、わきて思ふ）を指摘。

3 【求められはべる】「られ」自発の助動詞。


蜻蛉．６．８．６

■　とのたまへば、君きみにも言いひ伝つたへず1、さかしだちて、

◇　とおっしゃると、宮の君にも言い伝えず、利口ぶって、


1 【君にも言ひ伝へず】宮の君をさす。「君」は主人の、のニュアンスを含む。


蜻蛉．６．８．７

■　「いと思おもほしかけざりし1御おほむありさまにつけても、故宮こみやの思おもひきこえさせたまへりしことなど、思おもひたまへ出いでられてなむ2。

◇　「まことに思いもかけなかったご境遇につけても、故父宮がお考え申し上げていらっしゃった事などが、思い出されましてなりません。

■　かくのみ、折々聞をりをりきこえさせたまふなり3。

◇　このように、折々にふれて申し上げてくださるという。

■　御後言おほむしりうごとをも、よろこびきこえたまふめる」

◇　蔭ながらのお言葉も、お礼申し上げていらっしゃるようです」


1 【いと思ほしかけざりし】以下「よろこびきこえたまふめる」まで、女房の詞。思いもかけなかった宮仕え。

2 【思ひたまへ出でられてなむ】この女房は式部卿宮家に仕えていた女房と分かる。「たまへ」謙譲の補助動詞、「られ」自発の助動詞。

3 【折々聞こえさせたまふなり】大島本は「給なり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまふなる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給なり」とする。薫が宮の御方に対して。「なり」伝聞推定の助動詞。陰ながらのお言葉。


蜻蛉．６．８．８

■　と言いふ。

◇　と言う。

第九段　薫、宇治の三姉妹の運命を思う

蜻蛉．６．９．１

■　「なみなみの人ひとめきて、心地ここちなのさまや1」

◇　「世間並の扱いのようで、失礼ではないか」

■　ともの憂うければ、

◇　と気が進まないので、


1 【なみなみの人めきて心地なのさまや】薫の感想。『集成』は「（取次の女房の挨拶だけでは）世間並みの扱いのようで、失礼ではないか、とおもしろくないので」と注す。


蜻蛉．６．９．２

■　「もとより思おぼし捨すつまじき筋すぢよりも1、今いまはまして、さるべきことにつけても、思おもほし尋たづねむなむうれしかるべき。

◇　「もともと見捨てられない間柄としてよりも、今はそれ以上に、何か必要なことにつけても、お声をかけてくださったら嬉しく存じます。

■　疎々うとうとしう人伝ひとづてなどにてもてなさせたまはば、えこそ2」

◇　よそよそしく人を介してなどでしたら、とてもお伺いできません」


1 【もとより思し捨つまじき筋よりも】以下「えこそ」まで、薫の詞。

2 【えこそ】下に「尋ねきこえざれ」などの語句が省略。『集成』は「とても（お話しできません）」。『完訳』は「とてもお伺いしかねます」と訳す。


蜻蛉．６．９．３

■　とのたまふに、

◇　とおっしゃるので、

■　「げに」

◇　「おっしゃるとおりだ」

■　と、思おもひ騷さわぎて、君きみをひきゆるがすめれば、

◇　と、あわてて気づいて、宮の君を揺さぶるらしいので、

蜻蛉．６．９．４

■　「松まつも昔むかしのとS15のみ1、眺ながめらるるにも、もとよりなどのたまふ筋すぢは、まめやかに頼たのもしうこそは」

◇　「松も昔の知る人もいないとばかりに、つい物思いに沈んでしまいますにつけても、もとからの縁などとおっしゃる事は、ほんとうに頼もしく存じられます」


S15 誰をかも知る人にせむ高砂の松も昔の友ならなくに（古今集雑上-九〇九　藤原興風）

1 【松も昔のとのみ】以下「頼もしうこそは」まで、宮の御方の詞。『源氏釈』は「誰れをかも知る人にせむ高砂の松も昔の友ならなくに」（古今集雑上、九〇九、藤原興風）を指摘。


蜻蛉．６．９．５

■　と、人伝ひとづてともなく言**ひなしP38たまへる声こゑ、いと若わかやかに愛敬あいぎゃうづき、やさしきところ添そひたり。

◇　と、人を介してというのでなくおっしゃる声、まことに若々しく愛嬌があって、やさしい感じが具わっていた。

■　「ただなべてのかかる住処すみかの人ひと思とおもはば2、いとをかしかるべきを、ただ今いあまは、いかでかばかりも、人ひとに声聞こゑきかすべき4ものと3ならひたまひけむ」

◇　「ただ普通のこのような局住まいをする人と思へば、とても趣があるにちがいないが、ただ今では、どうしてほんのわずかでも、人に声を聞かせてよいという立場に馴れておしまいになったのだろう」

■　と、なまうしろめたし。

◇　と、何となく気になる。

■　「容貌かたちもいとなまめかしからむかし5」

◇　「容貌などもとても優美であろう」

■　と、見みまほしきけはひのしたるを、

◇　と、見たい感じがしているが、

■　「この人ひとぞ6、また例れいの、かの御心7乱みこころみだるべきつまなめると、をかしうも、ありがたの世よや8」

◇　「この人は、また例によって、あの方のお心を掻き乱す種になるにちがいなかろうと、興味深くもあり、めったにいないものだ」

■　と思おもひゐたまへりP39。

◇　とも思っていらっしゃった。

◆　 
と、 ひとづて と も かく いひなし たまへ る こゑ、 いと わかやか に あいぎゃうづき、 やさしき ところ そひ たり。 "ただ なべて の かかる すみか の ひと と おもは ば、 いと をかしかる べき を、 ただいあま は、 いかで かばかり も、 ひと に こゑ きかす べき もの と ならひ たまひ けむ。" と、 なま-うしろめたし。 "かたち も いと なまめかしから む かし。" と、 み まほしき けはひ の し たる を、 "この ひと ぞ、 また れい の、 かの み-こころ みだる べき つま な' める と、 をかしう も、 ありがた の よ や!" と おもひ ゐ たまへ り。


P38 言ひなし--（/+いひ〈朱〉）なし

P39 思ひゐたまへり--思ひ（ひ/+ゐ〈朱〉）給へり

1? 【頼もしうこそはと】大島本は「たのもしうこそいと」とある。「い」は「ハ」の誤写であろう。『集成』『完本』『新大系』は諸本に従って「こそはと」と校訂する。

2 【ただなべてのかかる住処の人と思はば】以下「ならひたまひけむ」まで、薫の心中の思い。ただ普通の局住まいする宮仕えの女房と思えば、しかし宮の御方は皇族の血をひく方である。

3 【ただ今はいかでかばかりも人に声聞かすべきものと】宮の御方が男性の薫に直接に声を聞かせること。『集成』は「身分にふさわしくない軽率さを批判する」。『完訳』は「親王の姫君ともあろうお方が。男に直接応答するような身分に下落した無残さを思う」と注す。

4 【人に声聞かすべき】『集成』は「男に直接応答してもよいというふうに」。『完訳』は「人に声を聞かれなければならぬようなことに」と注す。

5 【容貌もいとなまめかしからむかし】薫の心中の思い。

6 【この人ぞ】以下「ありがたの世や」まで、薫の心中の思い。

7 【かの御心】匂宮の好色心。

8 【をかしうもありがたの世や】大島本は「ありかたのよやと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「世やとも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「世やと」とする。薫の感想。しっかりした女性というものは、めったにいないものだ。


蜻蛉．６．９．６

■　「これこそは1、限かぎりなき人ひとのかしづき生おほしたてたまへる姫君ひめぎみ。

◇　「この方こそは、貴いご身分の父宮が大切にお世話して成人させなさった姫君だ。

■　また、かばかりぞ多おほくはあるべき。

◇　また、この程度の女なら他にもそう多くいよう。

■　あやしかりけることは、さる聖ひじりの御おほむあたりに2、山やまのふところ3より出いで来きたる人ひとびとの、かたほなるはなかりけるこそ。

◇　不思議であったことは、あの聖の近辺に、宇治の山里に育った姫君たちで、難のある方はいなかったことだ。

■　この、はかなしや、軽々かろがろしや、など思おもひなす人ひとも4、かやうのうち見みるけしきは、いみじうこそをかしかりしか」

◇　この、頼りないな、軽率だな、などと思われる女も、このようにちょっと会った感じでは、たいそう風情があったものだ」


1 【これこそは】宮の御方をさす。以下「をかしかりしか」まで、薫の心中の思い。

2 【さる聖の御あたりに】宇治八宮のもとに。

3 【山のふところ】宇治をさす。

4 【このはかなしや軽々しやなど思ひなす人も】浮舟をさす。


蜻蛉．６．９．７

■　と、何事なにごとにつけても、ただかの一ひとつゆかりをぞ思おもひ出いでたまひける。

◇　と、何事につけても、ただあのご一族の方をお思い出しなさるのであった。

■　あやしう、つらかりける契ちぎりどもを2、つくづくと思おもひ続つづけ眺ながめたまふ夕暮ゆふぐれ、蜻蛉かげろふのものはかなげに飛とびちがふを3、

◇　不思議と、またつらい縁であった一つ一つを、つくづくと思い出し物思いにふけっていらっしゃる夕暮に、蜻蛉が頼りなさそうに飛び交っているのを、


1? 【かの一つのゆかりをぞ】宇治八宮の一族。

2 【あやしうつらかりける契りどもを】大君とは死別、中君は生別離の他人の妻、浮舟は行方不明、入水の噂。

3 【蜻蛉のものはかなげに飛びちがふを】蜉蝣目の昆虫。はかないものの象徴。


蜻蛉．６．９．８

■　「ありと見みて手てにはとられずS16見みればまた

行方ゆくへも知しらず消きえし蜻蛉かげろふ

あるか、なきかのS17」

◇　「そこにいると見ても、手には取ることのできない

見えたと思うとまた行く方知れず消えてしまった蜻蛉だ

あるのか、ないのか」


S16 ありと見て頼むぞかたきかげろふのいつとも知らぬ身とは知る知る（古今六帖一-八二五）手に取れどたえて取られぬかげろふの移ろひやすき君が心よ（古今六帖一-八二八）

S17 たとへてもはかなきものはかげろふのあるかなきかの世にこそありけれ（源氏釈所引-出典未詳）世の中と思ひしものをかげろふのあるかなきかの世にこそありけれ（古今六帖一-八二〇）あはれとも憂しともいはじかげろふのあるかなきかに消ぬる世なれば（後撰集雑二-一一九一　読人しらず）


蜻蛉．６．９．９

■　と、例れいの、独ひとりごちたまふ、とかや。

◇　と、例によって、独り言をおっしゃった、とか。


５３． 手習 (てならひ)

第一章　浮舟の物語　浮舟、入水未遂、横川僧都らに助けられる

第一段　横川僧都の母、初瀬詣での帰途に急病

手習．１．１．１

■　そのころ、横川よかはに、なにがし僧都そうづとか言いひて1、いと尊たふとき人住ひとすみけり。

◇　そのころ、横川に、某僧都とか言って、たいそう尊い人が住んでいた。

■　八十余やそぢあまりの母はは、五十いそぢばかりの妹いもうとありけり。

◇　八十歳過ぎの母と、五十歳ほどの妹とがいたのであった。

■　古ふるき願ぐわんありて、初瀬はつせに詣まうでたりけり。

◇　昔からの願があって、初瀬に詣でたのであった。


1 【そのころ横川になにがし僧都とか言ひて】『完訳』は「「そのころ--けり」の常套的な巻頭形式で、新たな話題を拓く」。横川は比叡山三塔の一つ。「なにがし僧都」は実名をぼかした呼称。『河海抄』は源信（『往生要集』の著者、恵信僧都）を指摘、その妹願西（願証尼・安養尼）も著名。


手習．１．１．２

■　睦むつましうやむごとなく思おもふ弟子でしの阿闍梨あざりを添そへて、仏経供養ほとけきゃうくやうずること行おこなひけり。

◇　親しく重んじている弟子の阿闍梨を連れて、仏やお経を供養することを行うのであった。

■　事ことども多おほくして帰かへる道みちに、奈良坂ならさかと言いふ山越やまこえけるほどより1、この母ははの尼君あまぎみ、心地悪ここちあしうしければ、

◇　いろいろなことをたくさんして帰る道中で、奈良坂という山を越えたころから、この母の尼君が、気分が悪くなったので、

■　「かくては、いかでか2残のこりの道みちをもおはし着つかむ」

◇　「こんなでは、どうして帰りの道を行きつけようか」

■　ともて騷さわぎて、宇治うぢのわたりに知しりたりける人ひとの家いへありけるに、とどめて、今日けふばかり休やすめたてまつるに、なほいたうわづらへば、横川よかはに消息せうそこしたり。

◇　と大騒ぎして、宇治の辺りに知っていた人の家があったので、そこにとどめて、今日一日お休め申したが、依然としてひどく苦しがっているので、横川に消息を出した。


1 【奈良坂と言ふ山越えけるほどより】奈良街道の大和国と山城国の境にある山。

2 【かくてはいかでか】以下「おはし着かむ」まで、妹尼一行の心配。


手習．１．１．３

■　山籠やまごもりの本意深ほいふかく、今年ことしは出いでじと思おもひけれど、

◇　山籠もりの本願が強く、今年は下山しまいと思っていたが、

■　「限かぎりのさまなる親おやの2、道みちの空そらにて亡なくやならむ」

◇　「晩年の状態の母親が、道中で亡くなるのだろうか」

■　と驚おどろきて、急いそぎものしたまへり。

◇　と驚いて、急いでいらっしゃった。

■　惜をしむべくもあらぬ人ひとざまを3、みづからも、弟子でしの中なかにも験げんあるして、加持かぢし騒さわぐを、家主人聞いへあるじききて、

◇　惜しむほどでもない年齢の人だが、自分自身でも、弟子の中でも効験のある者をして、加持し大騒ぎするのを、家の主人が聞いて、


1? 【山籠もりの本意深くて】源信の山籠もりの故事として、九年の山籠もりの後、母親を見取った話（今昔物語集）や千日籠もりで妹を蘇生させた話（古事談）などが知られている。

2 【限りのさまなる親の】以下「亡くやならむ」まで、横川僧都の心中の思い。

3 【人ざまを】大島本は「人さまを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人のさま」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「人ざま」とする。


手習．１．１．４

■　「御獄精進みたけさうじしけるを1、いたう老おいたまへる人ひとの、重おもく悩なやみたまふは、いかが」

◇　「御嶽精進をしたが、たいそう高齢でおいでの方が、重病でいらっしゃるのは、どうしたものか」


1 【御獄精進しけるを】以下「いかが」まで、家主の詞。


手習．１．１．５

■　とうしろめたげに思おもひて言いひければ、さも言いふべきことぞ1、いとほしう思おもひて、いと狭せばくむつかしうもあれば、やうやう率ゐてたてまつるべきに、中神塞なかがみふたがりて、例住れいすみたまふ方かたは忌いむべかりければ2、

◇　と不安そうに思って言ったので、そうも言うにちがいないことを、気の毒に思って、ひどく狭くむさ苦しい所なので、だんだんお連れ申せるほどになったが、中神の方角が塞がって、いつも住んでいらっしゃる所は避けなければならなかったので、

■　「故朱雀院こすざくゐんの3御領ごりゃうにて、宇治うぢの院4ゐんと言いひし所ところ、このわたりならむ」

◇　「故朱雀院の御領で、宇治院といった所が、この近辺だろう」

■　と思おもひ出いでて、院守ゐんもり、僧都知そうづしりたまへりければ、

◇　と思い出して、院守を、僧都は知っていらっしゃったので、

■　「一、二日宿ひとひふつかやどらむ5」

◇　「一、二日泊まりたい」

■　と言**ひにやりたまへりければ、

◇　と言いにおやりになったところ、

◆　 
と うしろめたげに おもひ て いひ けれ ば、 さも いふ べき こと ぞ、 いとほしう おもひ て、 いと せばく むつかしう も あれ ば、 やうやう ゐ て たてまつる べき に、 なかがみ ふたがり て、 れい すみ たまふ かた は いむ べかり けれ ば、 "こ-すざく-ゐん の ご-りゃう にて、 うぢ-の-ゐん と いひ し ところ、 この わたり なら む。" と おもひいで て、 ゐんもり、 そうづ しり たまへ り けれ ば、 "ひとひ、 ふつか やどら む。" と いひやり たまへ り けれ ば、


1 【さも言ふべきことぞ】大島本は「ことそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことと」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ことぞ」とする。僧都の心中の思い。

2 【例住みたまふ方は忌むべかりければ】大島本は「すミ給方ハいむへかりけれは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「所は忌むべかりけるを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「方は忌むべかりければ」とする。

3 【故朱雀院の】以下「このわたりならむ」まで、僧都の推量。『完訳』は「源氏の兄。実在の朱雀院も重ねた表現。宇治院は朱雀院の別荘として伝領」と注す。

4 【宇治の院】『集成』は「史上の朱雀院が行幸した記録があり、実在した邸宅である」と注す。

5 【一二日宿らむ】僧都の伝言の主旨。


手習．１．１．６

■　「初瀬はつせになむ、昨日皆詣きのふみなまゐりにける1」

◇　「初瀬に、昨日皆詣でてしまいました」


1 【初瀬になむ昨日皆詣りにける】大島本は「まいりに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「詣でに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「まいりに」とする。院守の返事。使者が伝える。


手習．１．１．７

■　とて、いとあやしき宿守やどもりの翁おきなを呼よびて率ゐて来きたり1。

◇　と言って、ひどくみすぼらしい宿守の老人を呼んで連れて来た。


1 【呼びて率て来たり】僧都の使者が院守のもとで留守を預かっている宿守を呼び出して連れて帰ってきた。


手習．１．１．８

■　「おはしまさば、はや1。

◇　「いらっしゃるなら、早いほうがよい。

■　いたづらなる院ゐんの寝殿しんでんにこそはべるめれ。

◇　誰も使っていない院の寝殿でございますようです。

■　物詣ものまうでの人ひとは、常つねにぞ宿やどりたまふ」

◇　物詣での方は、いつもお泊まりになります」


1 【おはしまさばはや】以下「宿りたまっふ」まで、宿守の詞。


手習．１．１．９

■　と言いへば、

◇　と言うので、

手習．１．１．１０

■　「いとよかなり1。

◇　「実に結構なことだ。

■　公所おほやけどころなれど2、人ひともなく心こころやすきを」

◇　公の建物だが、誰もいなくて気楽な所だから」


1 【いとよかなり】以下「心やすきを」まで、僧都の詞。

2 【公所なれど】朱雀院の別荘なので公領、初瀬詣での人々が宿泊した。蜻蛉日記の作者右大将道綱母も利用している。公共的宿泊所となっている。


手習．１．１．１１

■　とて、見みせにやりたまふ。

◇　と言って、様子を見におやりになる。

■　この翁おきな、例れいもかく宿やどる人ひとを見みならひたりければ、おろそかなるしつらひ1などして来きたり。

◇　この老人、いつもこのように泊まる人を見慣れていたので、簡略な設営などをして戻って来た。


1 【おろそかなるしつらひ】一通りの設営。


第二段　僧都、宇治の院の森で妖しい物に出会う

手習．１．２．１

■　まづ、僧都渡そうづわたりたまふ。

◇　まず、僧都がお越しになる。

■　「いといたく荒あれて、恐おそろしげなる所ところかな1」

◇　「とてもひどく荒れて、恐ろしそうな所だな」

■　と見みたまふ2。

◇　と御覧になる。


1 【いといたく荒れて恐ろしげなる所かな】僧都の感想。

2 【見たまふ】大島本は「見給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見たまひて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のまま「見給」とする。


手習．１．２．２

■　「大徳だいとこたち、経読きゃうよめ1」

◇　「大徳たち、読経せよ」


1 【大徳たち経読め】僧都の詞。


手習．１．２．３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　この初瀬はつせに添そひたりし阿闍梨あじゃりと同おなじやうなる、何事なにごとのあるにか1、つきづきしきほどの下臈法師げらふほふしに、火ひともさせて、人ひとも寄よらぬうしろの方かたに2行いきたり。

◇　この初瀬に付いていった阿闍梨と同じような者が、何事があったのか、お供するにふさわしい下臈の法師に、松明を灯させて、人も近寄らない建物の後ろの方に行った。

■　森もりかと見みゆる木この下したを、

◇　森かと見える木の下を、

■　「疎うとましげのわたりや」

◇　「気持ち悪い所だ」

■　と見入みいれたるに、白しろき物ものの広ひろごりたるぞ見みゆる。

◇　と見ていると、白い物が広がっているのが見える。


1 【何事のあるにか】『完訳』は「挿入句。後述の内容を先取りする」と注す。

2 【うしろの方に】宇治院の建物の後方。


手習．１．２．４

■　「かれは、何なにぞ1」

◇　「あれは、何だ」


1 【かれは何ぞ】僧の詞。


手習．１．２．５

■　と、立たち止とまりて、火ひを明あかくなして見みれば、物ものの居ゐたる姿すがたなり。

◇　と、立ち止まって、松明を明るくして見ると、何かが座っているような格好である。

手習．１．２．６

■　「狐きつねの変化1へんぐえしたる。

◇　「狐が化けた物だ。

■　憎にくし。

◇　憎い。

■　見現みあらはさむ」

◇　正体を暴いてやろう」


1 【狐の変化】以下「見現はさむ」まで、僧の詞。


手習．１．２．７

■　とて、一人ひとりは今いますこし歩あゆみ寄よる。

◇　と言って、一人はもう少し近寄る。

■　今一人いまひとりは、

◇　もう一人は、

手習．１．２．８

■　「あな、用ような。

◇　「まあ、よしなさい。

■　よからぬ物ものならむ1」

◇　よくない物であろう」


1 【あな用なよからぬ物ならむ】もう一人の僧の詞。


手習．１．２．９

■　と言いひて、さやうの物退ものしりぞくべき印いんを作つくりつつ1、さすがになほまもる。

◇　と言って、そのような物が引き下がるような印を作りながら、そうは言ってもやはり見つめている。

■　頭かしらの髪かみあらば太ふとりぬべき心地ここちするに2、この火ひともしたる大徳だいとこ、憚はばかりもなく、奥あうなきさまにて、近ちかく寄よりてそのさまを見みれば、髪かみは長ながくつやつやとして、大おほきなる木きの3いと荒々あらあらしきに寄よりゐて4、いみじう泣なく。

◇　頭の髪があったら太くなりそうな気がするが、この松明を灯した大徳は、恐れもせず、深い考えもなく様子で、近寄ってその様子を見ると、髪は長く艶々として、大きな木の根がとても荒々しくある所に寄りかかって、ひどく泣いている。


1 【さやうの物退くべき印を作りつつ】大島本は「しりそくへき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「退（しぞ）くべき」と「り」を削除する。『新大系』は底本のまま「退（しりぞ）くべき」とする。『完訳』は「変化退散には、不動の印を結び、陀羅尼などを読む」と注す。

2 【頭の髪あらば太りぬべき心地するに】恐怖感をいう。僧侶は髪を剃っているので、諧謔を交えた表現。

3 【大きなる木の】大島本は「おほきなる木の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「大きなる木の根の」と「根の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「大きなる木の」とする。

4 【寄りゐて】木の根にもたれかかって座っているさま。


手習．１．２．１０

■　「珍めづらしきことにもはべるかな1。

◇　「珍しいことでございますな。

■　僧都そうづの御坊ごばうに御覧ごらんぜさせたてまつらばや」

◇　僧都の御坊に御覧に入れましょう」


1 【珍しきことにもはべるかな】以下「たてまつらばや」まで、僧の詞。


手習．１．２．１１

■　と言いへば、

◇　と言うと、

手習．１．２．１２

■　「げに、妖あやしき事ことなり1」

◇　「なるほど、不思議な事だ」


1 【げに妖しき事なり】僧の詞。


手習．１．２．１３

■　とて、一人ひとりはまうでて、

◇　と言って、一人は参上して、

■　「かかることなむ1」

◇　「これこれしかじかです」

■　と申まうす。

◇　と申し上げる。


1 【かかることなむ】僧の詞。間接話法。


手習．１．２．１４

■　「狐きつねの人ひとに1変化へんぐえするとは昔むかしより聞きけど、まだ見みぬものなり」

◇　「狐が人に化けるということは昔から聞いたが、まだ見たことがないものだ」


1 【狐の人に】以下「見ぬものなり」まで、僧都の詞。


手習．１．２．１５

■　とて、わざと下おりておはす1。

◇　と言って、わざわざ下りていらっしゃる。


1 【わざと下りておはす】主語は僧都。『完訳』は「寝殿から裏庭へ。高徳の僧ながら好奇心旺盛で、柔軟な人柄」と注す。


手習．１．２．１６

■　かの渡わたりたまはむとすることによりて1、下衆げすども、皆みなはかばかしきは、御厨子所みづしどころP1など、あるべかしきことどもを、かかるわたりには急いそぐものなりければ、ゐ静しづまりなどしたるに、ただ四し、五人ごにんして、ここなる物ものを見みるに、変かはることもなし。

◇　あちらにお越しになろうとしたところで、下衆どもで、役に立ちそうな者は皆、御厨子所などで、準備すべきことをいろいろと、こちらではかかりきりでいたので、ひっそりしていたので、わずか四、五人で、ここにいる物を見るが、変化する様子も見えない。


P1 御厨子所--みつゝ（ゝ/＄し〈朱〉）所

1 【かの渡りたまはむとすることによりて】尼君一行が宇治院に移ってくるということで。


手習．１．２．１７

■　あやしうて、時ときの移うつるまで1見みる。

◇　不思議に思って、一時の移るまで見る。

■　「疾とく夜よも2明あけ果はてなむ。

◇　「早く夜も明けてほしい。

■　人ひとか何なにぞと、見現みあらはさむP2」

◇　人か何物か、正体を暴こう」

■　と、心こころにさるべき真言しんごんを読よみ、印いんを作つくりて試こころみるに、しるくや思おもふらむ3、

◇　と、心中でしかるべき真言を読み、印を作って試みると、はっきり見極めがついたのであろうか、


P2 見現はさむ--みあらは（は/+さ）む

1 【時の移るまで】一時は二時間。ここは長い時間の意。

2 【疾く夜も】以下「見現はさむ」まで、僧たちの心中の思い。『完訳』は「妖怪変化は、夜明けとともに、退散するか、力を失うとされる」と注す。

3 【しるくや思ふらむ】挿入句。語り手の想像を介入した叙述。


手習．１．２．１８

■　「これは、人ひとなり1。

◇　「これは、人である。

■　さらに非常ひざうのけしからぬ物ものにあらず。

◇　まったく異常なけしからぬ物ではない。

■　寄よりて問とへ。

◇　近寄って問え。

■　亡なくなりたる人ひとにはあらぬにこそあめれ。

◇　死んでいる人ではないようだ。

■　もし死しにたりける人2ひとを捨すてたりけるが、蘇よみがへりたるか」

◇　もしや死んだ人を捨てたのが、生き返ったのだろうか」


1 【これは人なり】以下「蘇りたるか」まで、僧都の詞。

2 【死にたりける人】大島本は「しにたりける人」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「死にたる」と「りけ」を削除する。『新大系』は底本のまま「死にたりける」とする。


手習．１．２．１９

■　と言いふ。

◇　と言う。

手習．１．２．２０

■　「何なにの、さる人ひとをか1、この院ゐんの内うちに2捨すてはべらむ。

◇　「どうして、そのような人を、この院の邸内に捨てましょうか。

■　たとひ、真まことに人ひとなりとも、狐きつね、木霊こだまやうの物ものの、欺あざむきて取とりもて来きたるにこそはべらめと3、不便ふびんにもはべりけるかな4。

◇　たとい、ほんとうに人であったとしても、狐や木霊のようなものが、たぶらかして連れて来たのでございましょうと、不都合なことでございますなあ。

■　穢けがらひあるべき所ところにこそはべめれ」

◇　穢れのある所のようでございます」


1 【何のさる人をか】以下「こそはべめれ」まで、僧の詞。

2 【この院の内に】宇治院の邸内。

3 【はべらめと】大島本は「侍らめと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべらめ」と「と」を削除する。『新大系』は底本のまま「侍らめと」とする。

4 【不便にもはべりけるかな】『完訳』は「病気の尼を連れて来ようとしているのに、この女が死んだら死の穢れに触れて不都合」と注す。


手習．１．２．２１

■　と言いひて、ありつる宿守やどもりの男をのこを呼よぶ。

◇　と言って、先程の宿守の男を呼ぶ。

■　山彦やまびこの答こたふるも、いと恐おそろし。

◇　山彦が答えるのも、まことに恐ろしい。

第三段　若い女であることを確認し、救出する

手習．１．３．１

■　妖あやしのさまに、額ひたひおし上あげて1出いで来きたり。

◇　変な恰好に、烏帽子を額の上に押し上げて出て来た。


1 【額おし上げて】『完訳』は「烏帽子を上へずり上げた恰好。宿守の老人のやや滑稽なさまが、緊張した雰囲気をやわらげる」と注す。


手習．１．３．２

■　「ここには、若わかき女をむななどや住すみたまふ。

◇　「ここには、若い女などが住んでいるのか。

■　かかることなむある」

◇　このようなことがある」

手習．１．３．３

■　とて見みすれば、

◇　と言って見せると、

手習．１．３．４

■　「狐きつねの仕つかうまつるなり1。

◇　「狐がしたことだ。

■　この木きのもとになむ、時々妖ときどきあやしきわざなむしはべる2。

◇　この木の下に、時々変なことをします。

■　一昨年をととしの秋あきも、ここにはべる人ひとの子この3、二ふたつばかりにはべしを、取とりてまうで来きたりしかど4、見驚みおどろかずはべりき」

◇　一昨年の秋も、ここに住んでいました人の子で、二歳ほどになったのを、さらって参ったが、驚きもしませんでした」


1 【狐の仕うまつるなり】大島本は「つかうまつる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「仕まつる」と「う」を削除する。『新大系』は底本のまま「仕うまつる」とする。以下「見驚かずはべりき」まで、宿守の詞。

2 【わざなむしはべる】大島本は「わさなむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「わざ」と「なむ」を削除する。『新大系』は底本のまま「わざなむ」とする。

3 【ここにはべる人の子の】『集成』は「この院に仕えています人の子で」。『完訳』は「この辺におります者の子供で」と注す。

4 【まうで来たりしかど】大島本は「きたりしかと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「来たりしかども」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「来たりしかど」とする。


手習．１．３．５

■　「さて、その稚児ちごは死しにやしにし1」

◇　「それでは、その子は死んでしまったのか」


1 【さてその稚児は死にやしにし】僧の詞。


手習．１．３．６

■　と言いへば、

◇　と問うと、

手習．１．３．７

■　「生いきてはべり1。

◇　「生きております。

■　狐きつねは、さこそは人ひとを脅おびやかせど2、ことにもあらぬ奴やつ」

◇　狐は、そのように人を脅かすが、何ということもないやつです」


1 【生きてはべり】以下「あらぬ奴」まで、宿守の詞。

2 【人を脅かせど】大島本は「人を」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人は」と校訂する。『新大系』は底本のまま「人を」とする。


手習．１．３．８

■　と言いふさま、いと馴なれたり1。

◇　と言う態度は、とても物慣れたさまである。

■　かの夜深よぶかき参まゐりものの所ところに2、心こころを寄よせたるなるべし3。

◇　あちらの深夜に食事の準備している所に、気を取られているのであろう。

■　僧都そうづ、

◇　僧都は、


1 【いと馴れたり】ありふれたさまでいる。

2 【夜深き参りものの所に】深夜の食事の準備をしている御厨子所。

3 【心を寄せたるなるべし】語り手の推測を交えた叙述。


手習．１．３．９

■　「さらば、さやうの1物もののしたるわざか。

◇　「それでは、そのような物がしたことかどうか。

■　なほ、よく見みよ」

◇　やはり、よく見よ」


1 【さらばさやうの】以下「よく見よ」まで、僧都の詞。


手習．１．３．１０

■　とて、このもの懼おぢせぬ法師ほふしを寄よせたれば、

◇　と言って、この恐いもの知らずの法師を近づけると、

手習．１．３．１１

■　「鬼おにか神かみか1狐きつねか木霊こだまか。

◇　「鬼か神か狐か木霊か。

■　かばかりの天あめの下したの験者げんざのおはしますには、え隠かくれたてまつらじ。

◇　これほどの天下第一の験者がいらっしゃるのには、隠れ申すことはできまい。

■　名なのりたまへ。

◇　正体を名のりなさい。

■　名なのりたまへ」

◇　正体を名のりなさい」


1 【鬼か神か】以下「名のりたまへ」まで、僧の詞。


手習．１．３．１２

■　と、衣きぬを取とりて引ひけば、顔かほをひき入いれていよいよ泣なく。

◇　と、衣を取って引くと、顔を隠してますます泣く。

手習．１．３．１３

■　「いで、あな1、さがなの木霊こだまの鬼おにや。

◇　「さてもまあ、何と、たちの悪い木霊の鬼だ。

■　まさに隠かくれなむや」

◇　正体を隠しきれようか」


1 【いであな】以下「隠れなむや」まで、僧の詞。


手習．１．３．１４

■　と言いひつつ、顔かほを見みむとするに、

◇　と言いながら、顔を見ようとすると、

■　「昔むかしありけむ目めも鼻はなもなかりける1女鬼めおににやあらむ」

◇　「昔いたという目も鼻もなかった女鬼であろうか」

■　と、むくつけきを、頼たのもしういかきさまを人ひとに見みせむと思おもひて、衣きぬを引ひき脱ぬがせむとすれば、うつ臥ぶして声立こゑたつばかり泣なく。

◇　と、気味悪いが、頼もしく威勢のよいところを人に見せようと思って、衣を脱がせようとすると、うつ臥して声を立てるほどに泣く。


1 【目も鼻もなかりける】大島本は「なかりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なかりけん」と校訂する。『新大系』は底本のまま「なかりける」とする。


手習．１．３．１５

■　「何なににまれ1、かく妖あやしきこと、なべて、世よにあらじ」

◇　「何にあれ、このような不思議なことは、普通、世間にはない」


1 【何にまれ】以下「世にあらじ」まで、僧の心中の思い。


手習．１．３．１６

■　とて、見果みはてむと思おもふに、

◇　と言って、見極めようと思っていると、

手習．１．３．１７

■　「雨あめいたく降ふりぬべし1。

◇　「雨がひどく降って来そうだ。

■　かくて置おいたらば、死しに果はてはべりぬべし。

◇　こ侃しておいたら、死んでしまいましょう。

■　垣かきの下もとにこそ出いださめ2」

◇　築地塀の外に出しましょう」


1 【雨いたく降りぬべし】以下「出ださめ」まで、僧の詞。

2 【垣の下にこそ出ださめ】宇治院の築地塀の外に捨てよう、そうすれば死の穢れに触れずにすむ。


手習．１．３．１８

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　僧都そうづ、

◇　僧都は、

手習．１．３．１９

■　「まことの人ひとの形かたちなり1。

◇　「ほんとうに人の姿だ。

■　その命絶いのちたえぬを見みる見みる捨すてむこと、いといみじきことなり2。

◇　その命が今にも絶えてしまいそうなのを見ながら放っておくことは、もっての外のことだ。

■　池いけに泳およぐ魚いを、山やまに鳴なく鹿しかをだに3、人ひとに捕とらへられて死しなむとするを見みて4、助たすけざらむは、いと悲かなしかるべし。

◇　池で泳ぐ魚、山で鳴く鹿でさえ、人に捕えられて死にそうなのを見て、助けないのは、まことに悲しいことだろう。

■　人ひとの命久いのちひさしかるまじきものなれど、残のこりの命いのち、一ひとひ、二日ふつかをも惜をしまずはあるべからず。

◇　人の命は長くはないものだが、残りの命の、一、二日を惜しまないものはない。

■　鬼おににも神かみにも、領りゃうぜられ、人ひとに逐おはれ、人ひとに謀はかりごたれても6、これ横様よこざまの死しにをすべきものにこそあんめれ7、仏ほとけのかならず救すくひたまふべき際きはなり。

◇　鬼にもあれ神にもあれ、取り憑かれたり、人に追出されたり、人に騙されたりしても、これ顔は横死をするにちがいないものだが、仏が必ずお救いになる艦ずの人である。


1 【まことの人の形なり】「言ふ限りにあらず」まで、僧都の詞。

2 【いといみじきことなり】大島本は「いといみしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いみじき」と「いと」を削除する。『新大系』は底本のまま「いといみじき」とする。

3 【池に泳ぐ魚山に鳴く鹿をだに】典拠未詳。深い慈悲心をいう。

4 【死なむとするを見て】大島本は「しなむとするをみて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見つつ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「見て」とする。

5? 【残りの命一二日をも惜まずはあるべからず】『完訳』は「母の重病に駆けつけたゆえん」と注す。

6 【人に逐はれ人に謀りごたれても】『集成』は「悪人とか継母の奸計といったことが想像される」と注す。

7 【ものにこそあんめれ】大島本は「こそあんめれ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こそはあめれ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「こそあんめれ」とする。


手習．１．３．２０

■　なほ、試こころみに、しばし湯ゆを飲のませなどして、助たすけ試こころみむ。

◇　やはり、試みに、しばらく薬湯を飲ませたりして、助けてみよう。

■　つひに、死しなば、言いふ限かぎりにあらず」

◇　結局、死んでしまったら、しかたのないことだ」

手習．１．３．２１

■　とのたまひて、この大徳だいとこして抱いだき入いれさせたまふを、弟子でしども、

◇　とおっしゃって、この大徳に抱いて中に入れさせなさるのを、弟子どもは、

手習．１．３．２２

■　「たいだいしきわざかな1。

◇　「不都合なことだなあ。

■　いたうわづらひたまふ人2ひとの御おほむあたりに、よからぬ物ものを3取とり入いれて、穢けがらひかならず出いで来きなむとす」

◇　ひどく患っていらっしゃる方のお側近くに、よくないものを近づけて、穢れがきっと出て来よう」


1 【たいだいしきわざかな】以下「出で来なむとす」まで、僧の詞。

2 【いたうわづらひたまふ人】僧都の母尼。

3 【よからぬ物を】「物」は霊力をもったもの、の意。


手習．１．３．２３

■　と、もどくもあり。

◇　と、非難する者もいる。

■　また、

◇　また、

手習．１．３．２４

■　「物ものの変化へんぐえにもあれ1、目めに見みす見みす、生いける人ひとを、かかる雨あめにうち失うしなはせむは、いみじきことなれば」

◇　「変化の物であれ、目前に見ながら、生きている人を、このような雨に打たれ死なせるのは、よくないことなので」


1 【物の変化にもあれ】以下「いみじきことなれば」まで、僧の詞。


手習．１．３．２５

■　など、心々こころごころに言いふ。

◇　などと、思い思いに言う。

■　下衆げすなどは、いと騒さわがしく、物ものをうたて言いひなすものなれば、人騒ひとさわがしからぬ隠かくれの方かたになむ臥ふせたりける。

◇　下衆などは、たいそう騒がしく、口さがなく言い立てるものなので、人の大勢いない隠れた所に寝かせたのであった。

第四段　妹尼、若い女を介抱す

手習．１．４．１

■　御車寄みくるまよせて降おりたまふほど1、いたう苦くるしがりたまふ2とて、ののしる。

◇　お車を寄せてお下りになる時、ひどくお苦しがりなさると言って、大騒ぎする。

■　すこし静しづまりて、僧都そうづ、

◇　少し静まって、僧都が、


1 【御車寄せて降りたまふほど】尼君一行が宇治院に。

2 【いたう苦しがりたまふ】主語は母尼。


手習．１．４．２

■　「ありつる人ひと、いかがなりぬる1」

◇　「先程の人は、どのようになった」


1 【ありつる人いかがなりぬる】大島本は「ありつる人」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ありつる人は」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ありつる人」とする。僧都の詞。


手習．１．４．３

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

手習．１．４．４

■　「なよなよとして1もの言いはず2、息いきもしはべらず。

◇　「なよなよとして何も言わず、息もしません。

■　何なにか、物ものにけどられにける人ひとにこそ」

◇　いやなに、魔性の物に正体を抜かれた者でしょう」


1 【なよなよとして】以下「人にこそ」まで、僧の詞。

2 【もの言はず】大島本は「物いはす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ものも言はず」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「物言はず」とする。


手習．１．４．５

■　と言いふを、妹いもうとの尼君聞あまぎみききたまひて、

◇　と言うのを、妹の尼君がお聞きになって、

手習．１．４．６

■　「何事なにごとぞ2」

◇　「何事ですか」


1? 【何か物に--人にこそ】『集成』は「軽くあしらってみせる語気」と注す。

2 【何事ぞ】妹尼の詞。


手習．１．４．７

■　と問とふ。

◇　と尋ねる。

手習．１．４．８

■　「しかしかのことなむ1、六十ろくじふに余あまる年2とし、珍めづらかなるものを見みたまへつる」

◇　「これこれしかじかの事を、六十歳を過ぎた年齢になって、珍しい物を拝見しました」


1 【しかしかのことなむ】大島本は「ことなむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことをなむ」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ことなむ」とする。以下「見たまへつる」まで、僧都の詞。

2 【六十に余る年】僧都自身の年齢。


手習．１．４．９

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　うち聞きくままに、

◇　それを聞くなり、

手習．１．４．１０

■　「おのが寺てらにて1見みし夢ゆめありき。

◇　「わたしが寺で見た夢がありました。

■　いかやうなる人ひとぞ。

◇　どのような人ですか。

■　まづそのさま見みむ」

◇　早速その様子を見たい」


1 【おのが寺にて】以下「そのさま見む」まで、妹尼の詞。長谷寺に参籠中に見た夢。


手習．１．４．１１

■　と泣なきてのたまふ。

◇　と泣いておっしゃる。

手習．１．４．１２

■　「ただこの1東ひむがしの遣戸やりどになむはべる。

◇　「ちょうどこの東の遣戸の所におります。

■　はや御覧ごらんぜよ」

◇　早く御覧なさい」


1 【ただこの】以下「御覧ぜよ」まで、僧都の詞。


手習．１．４．１３

■　と言いへば、急いそぎ行ゆきて見みるに、人ひとも寄よりつかでぞ、捨すて置おきたりける。

◇　と言うので、急いで行って見ると、誰も側近くにおらずに、放置してあった。

■　いと若わかううつくしげなる女をむなの、白しろき綾あやの衣一襲きぬひとかさね、紅くれなゐの袴はかまぞ着きたる。

◇　とても若くかわいらしげな女で、白い綾の衣一襲に、紅の袴を着ている。

■　香かはいみじう香かうばしくて、あてなるけはひ限かぎりなし。

◇　香はたいそう芳ばしくて、上品な感じがこの上ない。

手習．１．４．１４

■　「ただ、わが恋こひ悲かなしむ1娘むすめの、帰かへりおはしたるなめり」

◇　「まるで、わたしが恋い悲しんでいた娘が、帰潅ていらしたようだ」


1 【ただわが恋ひ悲しむ】以下「おはしたるなめり」まで、妹尼の詞。


手習．１．４．１５

■　とて、泣なく泣なく御達ごたちを出いだして1、抱いだき入いれさす。

◇　と言って、泣きながら年配の女房たちを使って、抱き入れさせる。

■　いかなりつらむとも、ありさま見みぬ人ひとは、恐おそろしがらで抱いだき入いれつ。

◇　どうしたことかとも、事情を知らない人は、恐がらずに抱き入れた。

■　生いけるやうにもあらで、さすがに目めをほのかに見開みあけたるにP3、

◇　生きているようでもなく、それでも目をわずかに開けたので、


P3 見開けたるに--見あけたるも（も/＃に）

1 【御達を出だして】妹尼に仕えている年配の女房を遣戸口の外に。


手習．１．４．１６

■　「もののたまへや1。

◇　「何かおっしゃいなさい。

■　いかなる人ひとか、かくては、ものしたまへる」

◇　どのようなお人か、こうして、いらっしゃるのは」


1 【もののたまへや】以下「ものしたまへる」まで、妹尼の詞。


手習．１．４．１７

■　と言いへど、ものおぼえぬさまなり。

◇　と尋ねるが、何も分からない様子である。

■　湯取ゆとりて、手てづからすくひ入いれなどするに、ただ弱よわりに絶たえ入いるやうなりければ、

◇　薬湯を取って、ご自身ですくって飲ませなどするが、ただ弱って死にそうだったので、

手習．１．４．１８

■　「なかなかいみじきわざかな1」

◇　「かえって大変な事になりました」

■　とて、

◇　と言って、

■　「この人亡ひとなくなりぬべし。

◇　「この人は死にそうです。

■　加持かぢしたまへ2」

◇　加持をしなさい」


1 【なかなかいみじきわざかな】妹尼の詞。『集成』は「なまじこれは大変な心配をしょいこみました。亡き娘の身代りと喜んでみたものの、この人の命を危ぶむ」と注す。

2 【この人亡くなりぬべし加持したまへ】妹尼の詞。


手習．１．４．１９

■　と、験者げんざの阿闍梨あざりに言いふ。

◇　と、験者の阿闍梨に言う。

手習．１．４．２０

■　「さればこそ。

◇　「それだから言ったのに。

■　あやしき御おほむもの扱あつかひ1」

◇　つまらないお世話です」


1 【さればこそあやしき御もの扱ひ】大島本は「御ものあつかひ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御ものあつかひなり」と「なり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「御ものあつかひ」とする。僧の詞。


手習．１．４．２１

■　とは言いへどP4、神かみなどのために経読きゃうよみつつ1祈いのる。

◇　とは言うが、神などの御ためにお経を読みながら祈る。


P4 とは言へど--とは（は/+いへと）

1 【神などのために経読みつつ】大島本は「ために」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御ために」と「御」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ために」とする。『集成』は「神分といって、祈祷の前に『般若心経』を読む。悪神邪神を退け、善神の加護を願う趣旨」と注す。


第五段　若い女生き返るが、死を望む

手習．１．５．１

■　僧都そうづもさしのぞきて、

◇　僧都もちょっと覗いて、

手習．１．５．２

■　「いかにぞ1。

◇　「どうですか。

■　何なにのしわざぞと、よく調てうじて問とへ」

◇　何のしわざかと、よく調伏して問え」


1 【いかにぞ】以下「調じて問へ」まで、僧都の詞。


手習．１．５．３

■　とのたまへど、いと弱よわげに消きえもていくやうなれば、

◇　とおっしゃるが、ひどく弱そうに死んで行きそうなので、

手習．１．５．４

■　「え生いきはべらじ1。

◇　「生きられそうにない。

■　すぞろなる穢けがらひに籠こもりて2、わづらふべきこと」

◇　思いがけない穢れに籠もって、厄介なことになりますこと」


1 【え生きはべらじ】以下「見苦しきわざかな」まで、僧たちの詞。

2 【すぞろなる穢らひに籠もりて】大島本は「すそろ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すずろ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「すぞろ」とする。死穢は三十日間の忌籠もりとなる。


手習．１．５．５

■　「さすがに、いとやむごとなき人ひとにこそはべるめれ。

◇　「そうは言っても、とても高貴な方でございましょう。

■　死しに果はつとも、ただにやは捨すてさせたまはむ。

◇　死んだとしても、普通の人のようにはお捨て置きになることはできまい。

■　見苦みぐるしきわざかな」

◇　面倒なことになったな」

手習．１．５．６

■　と言いひあへり。

◇　と言い合っていた。

手習．１．５．７

■　「あなかま1。

◇　「お静かに。

■　人ひとに聞きかすな。

◇　人に聞かせるな。

■　わづらはしきこともぞある」

◇　厄介なことでも起こったら大変です」


1 【あなかま】以下「こともぞある」まで、妹尼の詞。


手習．１．５．８

■　など口固くちがためつつ、尼君あまぎみは、親おやのわづらひたまふよりも、この人ひとを生いけ果はてて見みまほしう惜をしみて、うちつけに添そひゐたり1。

◇　などと口封じしながら、尼君は、親が患っていらっしゃるのよりも、この人を生き返らせてみたく惜しんで、もうすっかりこちらに付きっきりになっていた。

■　知しらぬ人ひとなれど、みめのこよなうをかしげなれば2、いたづらになさじと、見みる限かぎり3扱あつかひ騷さわぎけり。

◇　知らない人であるが、顔容姿がこの上なく美しいので、死なせまいと、見る人びとも皆でお世話した。

■　さすがに、時々ときどき、目見開めみあけなどしつつ、涙なみだの尽つきせず流ながるるを、

◇　そうは言っても、時々、目を開けたりなどして、涙が止まらず流れるのを、


1 【うちつけに添ひゐたり】『集成』は「もうすっかりこちらに付ききりでいる。「うちつけ」は、唐突の意。態度を豹変させて、という感じ」と注す。

2 【をかしげなれば】大島本は「おかしけなれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をかしければ」と「な」を削除する。『新大系』は底本のまま「おかしければ」とする。

3 【見る限り】尼君一行の女房たち。『集成』「その場の人は皆」と注す。


手習．１．５．９

■　「あな、心憂こころうや1。

◇　「まあ、お気の毒な。

■　いみじく悲かなしと思おもふ人ひとの代かはりに2、仏ほとけの導みちびきたまへると3思**ひきこゆるを。

◇　たいそう悲しいと思う娘の代わりに、仏がお導きなさったとお思い申し上げていたのに。

■　かひなくなりたまはば、なかなかなることをや思おもはむ。

◇　亡くなってしまわれたら、かえって悲しい思いが加わることでしょう。

■　さるべき契ちぎりにてこそ、かく見みたてまつらめ4。

◇　こうなるはずの宿縁で、こうしてお会い申したのでしょう。

■　なほ、いささかもののたまへ」

◇　ぜひ、少しは何とかおっしゃってください」

◆　 
"あな、 こころう や! いみじく かなし と おもふ ひと の かはり に、 ほとけ の みちびき たまへ る と きこゆる を。 かひなく なり たまは ば、 なかなか なる こと を や おもは む。 さるべき ちぎり にて こそ、 かく み たてまつら め。 なほ、 いささか もの のたまへ。"


1 【あな心憂や】以下「もののたまへ」まで、妹尼の詞。

2 【人の代はりに】亡き娘の代わりに。

3 【仏の導きたまへると】長谷寺の観音。

4 【かく見たてまつらめ】大島本は「みたてまつらめ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見たてまつるらめ」と「る」を補訂する。『新大系』は底本のまま「見たてまつらめ」とする。


手習．１．５．１０

■　と言いひ続つづくれど、からうして、

◇　と言い続けるが、やっとのことで、

手習．１．５．１１

■　「生いき出いでたりとも1、あやしき不用ふようの人ひとなり。

◇　「生き返ったとしても、つまらない無用の者です。

■　人ひとに見みせで、夜よるこの川かはに落おとし入いれたまひてよ」

◇　誰にも見せないで、夜にこの川に投げ込んでくださいまし」


1 【生き出でたりとも】以下「落とし入れたまひてよ」まで、浮舟の詞。


手習．１．５．１２

■　と、息いきの下したに言いふ。

◇　と、息の下に言う。

手習．１．５．１３

■　「まれまれ物もののたまふを1うれしと思おもふに、あな、いみじや。

◇　「やっとのこと何かおっしゃるのを嬉しいと思ったら、まあ、大変な。

■　いかなれば、かくはのたまふぞ。

◇　どうして、そのようなことをおっしゃるのですか。

■　いかにして、さる所**にはおはしつるぞ」

◇　なぜ、あのような所にいらっしゃったのですか」

◆　 
"まれまれ もの のたまふ を うれし と おもふ に、 あな、 いみじ や! いかなれ ば、 かく は のたまふ ぞ? いかに し て、 さる ところ に おはし つる ぞ?"


1 【まれまれ物のたまふを】以下「おはしつるぞ」まで、妹尼の詞。


手習．１．５．１４

■　と問とへども、物ものも言いはずなりぬ。

◇　と尋ねるが、何もおっしゃらなくなってしまった。

■　「身みにもし傷きずなどやあらむ1」

◇　「身体にもしやおかしなところなどがあろうか」

■　とて見みれど、ここはと見みゆるところなくうつくしければ、あさましく悲かなしく、

◇　と思って見たが、これと思える所はなくかわいらしいので、驚き呆れて悲しく、

■　「まことに2、人ひとの心惑こころまどはさむとて出いで来きたる仮かりのものにや」

◇　「ほんとうに、人の心を惑わそうとして出て来た仮の姿をした変化の物か」

■　と疑うたがふ。

◇　と疑う。


1 【身にもし傷などやあらむ】妹尼の心中の思い。『集成』は「からだにあるいは不具のところでもあるのか。若い女のことなので気をまわす。「疵」は、欠陥の意」。『完訳』は「身体的欠陥。一説には怪我」と注す。

2 【まことに】以下「仮のものにや」まで、妹尼の思い。


第六段　宇治の里人、僧都に葬送のことを語る

手習．１．６．１

■　二日ふつかばかり籠こもりゐて、二人ふたりの人ひとを1祈いのり加持かぢする声絶こゑたえず、あやしきことを思おもひ騒さわぐ2。

◇　二日ほど籠もっていて、二人の女性を祈り加持する声がひっきりなしで、不思議な事件だと思ってあれこれ言う。

■　そのわたりの下衆げすなどの、僧都そうづに仕つかまつりける、かくておはしますなり3とて、とぶらひ出いで来くるも、物語ものがたりなどして言いふを聞きけば、

◇　その近辺の下衆などで、僧都にお仕え申していた者が、こうしてお出でになっていると聞いて、挨拶に出て来たが、世間話などして言うのを聞くと、


1 【二人の人を】母尼と浮舟。

2 【あやしきことを思ひ騒ぐ】『集成』は「奇妙ないきさつに心を痛める。身許の知れぬ意識不明の女までかかえ込んで、一喜一憂するといった感じ」と注す。

3 【かくておはしますなり】僧都がここに滞在している。「なり」伝聞推定の助動詞。


手習．１．６．２

■　「故八こはちの宮みやの御女1おほむむすめ、右大将殿うだいしゃうどのの通かよひたまひし、ことに悩なやみたまふこともなくて、にはかに隠かくれたまへりとて、騷さわぎはべる。

◇　「故八の宮の姫君で、右大将殿がお通いになっていた方が、特にご病気になったということもなくて、急にお亡くなりになったと言って、大騒ぎしております。

■　その御葬送おほむさうそうの雑事ざふじども仕つかうまつりはべりとて2、昨日きのふはえ参まゐりはべらざりし」

◇　そのご葬送の雑事類にお仕え致しますために、昨日は参上することができませんでした」


1 【故八の宮の御女】以下「参りはべらざりし」まで、下衆の詞。『完訳』は「ここで瀕死の女が浮舟であることが明確となる」と注す。

2 【仕うまつりはべりとて】大島本は「侍り」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍り」とする。


手習．１．６．３

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　「さやうの人ひとの1魂たましひを、鬼おにの取とりもて来きたるにや」

◇　「そのような人の魂を、鬼が取って持って来たのであろうか」

■　と思おもふにも、かつ見みる見みる、

◇　と思うにも、一方では見ながら、

■　「あるものともおぼえず、危あやふく恐おそろし2」

◇　「生きている人とも思えず、危なっかしく恐ろしい」

■　と思おぼす。

◇　とお思いになる。

■　人ひとびと、

◇　人びとは、


1 【さやうの人の】以下「取りもて来たるにや」まで、僧都の心中の思い。

2 【あるものともおぼえず危ふく恐ろし】僧都の心中の思い。


手習．１．６．４

■　「昨夜見よべみやられし火ひは1、しかことことしきけしきも見みえざりしを」

◇　「昨夜見やられた火は、そのように大げさなふうには見えませんでしたが」


1 【昨夜見やられし火は】以下「見えざりしを」まで、尼君一行の人々の詞。


手習．１．６．５

■　と言いふ。

◇　と言う。

手習．１．６．６

■　「ことさら事削ことそぎP5て、いかめしうもはべらざりし1」

◇　「格別に簡略にして、盛大ではございませんでした」


P5 事削ぎ--（/+事〈朱〉）そき

1 【ことさら事削ぎていかめしうもはべらざりし】下衆の詞。


手習．１．６．７

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　穢けがらひたる人ひととて1、立たちながら追おひ返かへしつ2。

◇　死穢に触れた人だからというので、立ったままで帰らせた。


1 【穢らひたる人とて】死穢に触れた人ということで。

2 【立ちながら追ひ返しつ】死穢に触れないため、庭先に立たせたままで、室内に上げない、座らせない。「追ひ返す」は早々に帰らせた意。


手習．１．６．８

■　「大将殿だいしゃうどのは1、宮みやの御女持おほむむすめもちたまへりしは2、亡うせたまひて、年としごろP6になりぬる3ものを、誰たれを言いふにかあらむ。

◇　「大将殿は、宮の姫君をお持ちになっていたのは、お亡くなりになって、何年にもなったが、誰を言うのでしょうか。

■　姫宮ひめみやをおきたてまつり4たまひて、よに異心ことごころおはせじ」

◇　姫宮をさし置き申しては、まさか浮気心はおありでない」


P6 年ごろ--としうち（うち/＄ころ〈朱〉）

1 【大将殿は】以下「よに異心おはせじ」まで、女房たちの詞。

2 【宮の御女持ちたまへりしは】宇治八宮の大君。

3 【年ごろになりぬる】死後三年目。『集成』は「亡くなったのは年立の上では四年前（通説、三年前）のこと」と注す。

4 【姫宮をおきたてまつり】女二宮。薫の正室。


手習．１．６．９

■　など言いふ。

◇　などと言う。

第七段　尼君ら一行、小野に帰る

手習．１．７．１

■　尼君あまぎみよろしくなりたまひぬ。

◇　尼君がよくおなりになった。

■　方かたも開あきぬれば1、

◇　方角も開いたので、

■　「かくうたてある所ところに久ひさしうおはせむも便びんなし」

◇　「このような嫌な所に長く逗留されるのも不都合である」

■　とて帰かへる。

◇　と言って帰る。


1 【方も開きぬれば】方塞がりも解けた。


手習．１．７．２

■　「この人ひとは1、なほいと弱よわげなり。

◇　「この人は、依然としてとても弱々しそうだ。

■　道みちのほどもいかがものしたまはむと2、心苦こころぐるしきこと」

◇　道中もいかがでいらっしゃろうかと、おいたわしいこと」


1 【この人は】以下「心苦しきこと」まで、女房たちの詞。

2 【いかがものしたまはむと】大島本は「いかゝ物し給ハんと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ものしたまはん」と「と」を削除する。『新大系』は底本のまま「物し給はんと」とする。


手習．１．７．３

■　と言いひ合あへり。

◇　と話し合っていた。

■　車二くるまふたつして、老おい人乗びとのりたまへるには、仕つかうまつる尼二人1あまふたり、次つぎのにはこの人ひとを臥ふせて、かたはらにいま一人乗ひとり添のりそひて2、道みちすがら行ゆきもやらず、車止くるまとめて湯参ゆまゐりなどしたまふ。

◇　車二台で、老人がお乗りになったのには、お仕えする尼が二人、次のにはこの人を寝かせて、側にもう一人付き添って、道中もはかどらず、車を止めて薬湯などを飲ませなさる。


1 【仕うまつる尼二人】母尼と女房の尼二人が乗る。

2 【いま一人乗り添ひて】浮舟と妹尼の他にもう一人の女房の尼が乗る。


手習．１．７．４

■　比叡坂本ひえさかもとに、小野をのといふ所1ところにぞ住すみたまひける。

◇　比叡の坂本で、小野という所にお住みになっていた。

■　そこにおはし着つくほど、いと遠とほし。

◇　そこにお着きになるまで、まことに遠い。


1 【比叡坂本に小野といふ所】比叡山の西坂本の小野。


手習．１．７．５

■　「中宿なかやどりを設まうくべかりける1」

◇　「休憩所を準備すべきであった」


1 【中宿りを設くべかりける】一行の詞。普通の旅では不要。病人が出たので必要性を感じた。


手習．１．７．６

■　など言いひて、夜更よふけておはし着つきぬ。

◇　などと言って、夜が更けてお着きになった。

手習．１．７．７

■　僧都そうづは、親おやを扱あつかひ、娘むすめの尼君あまぎみは、この知しらぬ人ひとをはぐくみて1、皆抱みないだき降おろしつつ休やすむ。

◇　僧都は、母親を世話し、娘の尼君は、この知らない女を介抱して、みな抱いて降ろし降ろしして休む。

■　老おいの病やまひのいつともなきが、苦くるしと思おもひたまへし遠道とほみちの名残なごりこそ、しばしわづらひたまひけれ、やうやうよろしうなりたまひにければ、僧都そうづは登のぼりたまひぬ2。

◇　老人の病気はいつということもないが、苦しいと思っていた遠路のせいで、少しお疲れになったが、だんだんとよくおなりになったので、僧都は山にお登りになった。


1 【はぐくみて】『集成』は「「はぐくむ」は、親が子を大事に育てる意。妹尼の気持が出ている」と注す。

2 【僧都は登りたまひぬ】僧都は比叡山の横川に帰山。


手習．１．７．８

■　「かかる人5ひとなむ率ゐて来きたる1」

◇　「このような女を連れて来た」

■　など、法師ほふしのあたりにはよからぬことなれば、見みざりし人ひとには2まねばず3。

◇　などと、法師の間ではよくないことなので、知らなかった人には事情を話さない。

■　尼君あまぎみも、皆口固みなくちがためさせつつ、

◇　尼君も、みな口封じをさせたが、

■　「もし尋たづね来くる人ひともやある」

◇　「もしや探しに来る人もいようか」

■　と思おもふも、静心しづごころなし。

◇　と思うと、気が落ち着かない。

■　「いかで、さる田舎人ゐなかびとの4住すむあたりに、かかる人落ひとおちあふれけむ。

◇　「何とか、そのような田舎者の住む辺りに、このような方がさまよっていたのだろうか。

■　物詣ものまうでなどしたりける人ひとの、心地ここちなどわづらひけむを、継母ままははなどやうの人ひとの、たばかりて置おかせたるにや」

◇　物詣でなどした人で、気分が悪くなったのを、継母などのような人が、だまして置いていったのであろうか」

■　などぞ思おもひ寄よりける。

◇　と推測してみるのだった。


1 【かかる人なむ率て来たる】瀕死の女を連れて来た、ということ。

2 【見ざりし人には】宇治院での出来事を知らない僧侶には。過去助動詞「き」、体験的ニュアンス。『完訳』は「立ち会っていなかった者には」と注す。

3 【まねばず】『集成』は「事情を話さない」と注す。

4 【いかでさる田舎人の】以下「置かせたるにや」まで、妹尼の心中の思い。

5 【かかる人】『集成』は「こんな身分ありげな美しく若い女性がみじめな姿でいたのだろう」と注す。


手習．１．７．９

■　「川かはに流ながしてよ1」

◇　「川に流してください」

■　と言いひし一言ひとことより他ほかに、ものもさらにのたまはねば2、いとおぼつかなく思おもひて、

◇　と言った一言以外に、何もまったくおっしゃらないので、とても分からなく思って、

■　「いつしか人ひとにもなしてみむ3」

◇　「はやく人並みの健康にしよう」

■　と思おもふに、つくづくとして4起おき上あがる世よもなく、いとあやしうのみものしたまへば、

◇　と思うと、ぐったりとして起き上がる時もなく、まことに心配な容態ばかりしていらっしゃるので、

■　「つひに生いくまじき人ひとにや5」

◇　「結局は生きられない人であろうか」

■　と思おもひながら、うち捨すてむもいとほしういみじ。

◇　と思いながら、放っておくのもお気の毒でたまらない。

■　夢語ゆめがたりもし出いでて6、初はじめより祈いのらせし阿闍梨あじゃりにも、忍しのびやかに芥子焼けしやくこと7せさせたまふ。

◇　夢の話もし出しては、最初から祈祷させた阿闍梨にも、こっそりと芥子を焼くことをおさせになる。


1 【川に流してよ】浮舟が前に言った詞。

2 【ものもさらにのたまはねば】主語は浮舟。『完訳』は「女への敬語の初出。身分ある女と察する妹尼の気持の反映。逆に妹尼に敬語がつかないのは、彼女の心中に即した語り口による」と注す。

3 【いつしか人にもなしてみむ】妹尼の心中の思い。

4 【つくづくとして】浮舟の様子。

5 【つひに生くまじき人にや】妹尼の心中の思い。

6 【夢語りもし出でて】長谷寺で見た夢の話。妹尼がなぜこんなに大切に世話をするのか理由が人々に初めて明かされる。

7 【芥子焼くこと】『集成』は「密教の修法で護摩を焚くこと。その火で一切の悪業を焼き滅ぼすという」と注す。


第二章　浮舟の物語　浮舟の小野山荘での生活

第一段　僧都、小野山荘へ下山

手習．２．１．１

■　うちはへかく扱あつかふほどに、四し、五月ごぐわちも過すぎぬ1。

◇　ずっとこうしてお世話するうちに、四月、五月も過ぎた。

■　いとわびしうかひなきことを思おもひわびて、僧都そうづの御おほむもとに、

◇　まことに心細く看護の効のないことに困りはてて、僧都のもとに、


1 【四五月も過ぎぬ】浮舟の入水未遂事件は三月末、それから小野で二月を経過した。季節は夏、猛暑のころとなる。


手習．２．１．２

■　「なほ下おりたまへ1。

◇　「もう一度下山してください。

■　この人ひと、助たすけたまへ。

◇　この人を、助けてください。

■　さすがに今日けふまでもあるは、死しぬまじかりける人ひとを、憑つきしみ領りゃうじたるものの2、去さらぬにこそあめれ。

◇　何といっても今日まで生きていたのは、死ぬはずのない運命の人に、取り憑いて離れない物の怪が去らないのにちがいありません。

■　あが仏3ほとけ、京きゃうに出いでたまはばこそはあらめ4、ここまではあへなむ」

◇　どうかあなた様、京にお出になるのは無理でしょうが、ここまでは来てください」


1 【なほ下りたまへ】以下「あへなむ」まで、妹尼から兄僧都への手紙文。

2 【憑きしみ領じたるものの】物の怪が深くとり憑いて正気を失わせている。

3 【あが仏】僧都に対して懇願した呼びかけ。

4 【こそはあらめ】大島本は「こそハあらめ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こそあらめ」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「こそはあらめ」とする。


手習．２．１．３

■　など、いみじきことを書かき続つづけて、奉たてまつりたまへれば1、

◇　などと、切なる気持ちを書き綴って、差し上げなさると、


1 【奉りたまへれば】大島本は「たてまつり給へれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「奉れ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「奉り」とする。


手習．２．１．４

■　「いとあやしきことかな1。

◇　「まことに不思議なことだな。

■　かくまでもありける人ひとの命いのちを、やがてとり捨すててましかば2。

◇　こんなにまで生きている人の命を、そのまま見捨ててしまったら。

■　さるべき契ちぎりありてこそは、我われしも見みつけけめ。

◇　そうなるはずの縁があって、わたしが見つけたのであろう。

■　試こころみに助たすけ果はてむかし。

◇　ためしに最後まで助けてやろう。

■　それに止とどまらずは3、業尽ごうつきにけりと思おもはむ」

◇　それでだめなら、命数が尽きたのだと思おう」


1 【いとあやしきことかな】以下「と思はむ」まで、僧都の心中の思い。

2 【とり捨ててましかば】大島本は「とりすてゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うち棄てて」と校訂する。『新大系』は底本のまま「とり捨てて」とする。

3 【それに止まらずは】大島本は「とゝまらすハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とまらずは」と「ゝ」を削除する。『新大系』は底本のまま「とどまらずは」とする。


手習．２．１．５

■　とて、下おりたまひけり1。

◇　と思って、下山なさった。


1 【下りたまひけり】大島本は「おり給けり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「下りたまへり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「下り給けり」とする。


手習．２．１．６

■　よろこび拝をがみて1、月つきごろのありさまを語かたる。

◇　喜んで拝して、いく月日の間の様子を話す。


1 【よろこび拝みて】主語は妹尼。


手習．２．１．７

■　「かく久ひさしう1わづらふ人ひとは、むつかしきこと2、おのづからあるべきを、いささか衰おとろへず、いときよげに、ねぢけたるところなくのみものしたまひて、限かぎりと見みえながらも、かくて生いきたるわざなりけり」

◇　「このように長い間患っている人は、見苦しい感じが、自然と出て来るものですが、少しも衰弱せず、とても美しげで、諌ねくれたところもなくいらっしゃって、最期と見えながらも、こうして生きていることです」


1 【かく久しう】以下「わざなりけり」まで、妹尼の詞。

2 【むつかしきこと】『集成』は「むさくるしい感じ」。『完訳』は「疎ましい感じ」と注す。


手習．２．１．８

■　など、おほなおほな泣なく泣なくのたまへば、

◇　などと、本気になって泣きながらおっしゃるので、

手習．２．１．９

■　「見みつけしより1、珍めづらかなる人ひとのみありさまかな。

◇　「見つけた時から、めったにいないご様子の方であったな。

■　いで」

◇　さあ」


1 【見つけしより】以下「いで」まで、僧都の詞。


手習．２．１．１０

■　とて、さしのぞきて見みたまひて、

◇　と言って、さし覗いて御覧になって、

手習．２．１．１１

■　「げに、いと警策きゃうざくなりける1人ひとの御容面おほむようめいかな。

◇　「なるほど、まことに優れたご容貌の方であるなあ。

■　功徳くどくの報むくいにこそ、かかる容貌かたちにも生おひ出いでたまひけめ。

◇　功徳の報恩で、このような器量にお生まれになったのであろう。

■　いかなる違たがひめにて2、損そこなはれたまひけむ3。

◇　どのような行き違いで、ひどいことにおなりになったのであろう。

■　もし、さにや、と聞きき合あはせらるることもなしや」

◇　もしや、それか、と思い当たるような噂を聞いたことはありませんか」


1 【げにいと警策なりける】以下「こともなしや」まで、僧都の詞。

2 【いかなる違ひめにて】『完訳』は「どんなまちがいで。本来の宿世にはよらぬ不幸だとする」と注す。

3 【損はれたまひけむ】大島本は「そこなはれ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かくそこなはれ」と「かく」を補訂する。『新大系』は底本のまま「損はれ」とする。


手習．２．１．１２

■　と問とひたまふ。

◇　と尋ねなさる。

手習．２．１．１３

■　「さらに聞きこゆることもなし1。

◇　「まったく聞いたことありません。

■　何なにか、初瀬はつせの観音くわの賜んのたまへる人ひとなり」

◇　何の、初瀬の観音が授けてくださった人です」


1 【さらに聞こゆることもなし】以下「人なり」まで、妹尼の詞。そうした噂を一向に聞かない。


手習．２．１．１４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

手習．２．１．１５

■　「何なにか。

◇　「いや何。

■　それ縁えんに1従したがひてこそ導みちびきたまはめ。

◇　宿縁によってお導きくださったものでしょう。

■　種たねなきことはいかでか2」

◇　因縁のないことはどうして起ころうか」


1 【何かそれ縁に】以下「いかでか」まで、僧都の詞。

2 【いかでか】反語表現。下に「導きたまはむ」などの語句が省略。


手習．２．１．１６

■　など、のたまふが1、あやしがりたまひて、修法始すほふはじめたり。

◇　などと、おっしゃるのが、不思議がりなさって、修法を始めた。


1 【のたまふが】大島本は「の給か」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「のたまひ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「の給が」とする。


第二段　もののけ出現

手習．２．２．１

■　「朝廷おほやけの召めしにだに1従したがはず、深ふかく籠こもりたる山やまを出いでたまひて、すぞろに2かかる人ひとのためになむ行おこなひ騷さわぎたまふと、ものの聞きこえあらむ、いと聞ききにくかるべし」

◇　「朝廷のお召しでさえお受けせず、深く籠もっている山をお出になって、わけもなくこのような人のために修法をなさっていると、噂が聞こえた時には、まことに聞きにくいことであろう」

■　と思おぼし、弟子でしどもも言いひて、

◇　とお思いになり、弟子どももそう意見して、

■　「人ひとに聞きかせじ」

◇　「人に聞かせまい」

■　と隠かくす。

◇　と隠す。

■　僧都そうづ、

◇　僧都、


1 【朝廷の召しにだに】以下「いと聞きにくかるべし」まで、妹尼の心中の思い。

2 【すぞろに】大島本は「すそろに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「すずろに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「すぞろに」とする。


手習．２．２．２

■　「いで、あなかま1。

◇　「まあ、お静かに。

■　大徳だいとこたち。

◇　大徳たち。

■　われ無慚むざんの法師ほふしにて、忌いむことの中なかに、破やぶる戒かいは多おほからめど、女をむなの筋すぢにつけて、まだ誹そしりとらず、過あやまつことなし。

◇　わたしは破戒無慚の法師で、戒律の中で、破った戒律は多かろうが、女の方面ではまだ非難されたことなく、過ったこともない。

■　六十ろくじふに余あまりて2、今いまさらに人ひとのもどき負おはむは、さるべきにこそはあらめ」

◇　年齢も六十を過ぎて、今さら人の非難を受けるのは、前世の因縁なのであろう」


1 【いであなかま】以下「こそはあらめ」まで、僧都の詞。

2 【六十に余りて】大島本は「六十にあまりて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「齢六十にあまりて」と「齢」を補訂する。『新大系』は底本のまま「六十にあまりて」とする。


手習．２．２．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

手習．２．２．４

■　「よからぬ人ひとの1、ものを便びんなく言いひなしはべる時ときには、仏法ぶっぽふの瑕きずとなりはべることなり2」

◇　「口さがない連中が、何か不都合な事にとりなして言いました時には、仏法の恥となりますことです」


1 【よからぬ人の】以下「ことなり」まで、弟子の詞。

2 【仏法の瑕となりはべることなり】『完訳』は「僧都が世間に知名の高僧だけに、仏法の恥になるという」と注す。


手習．２．２．５

■　と、心こころよからず思おもひて言いふ。

◇　と、不機嫌に思って言う。

手習．２．２．６

■　「この修法すほふのほどにしるし見みえずは1」

◇　「この修法によって効験が現れなかったら」


1 【この修法のほどにしるし見えずは】僧都の詞。『完訳』は「二度と加持祈祷はすまい、ぐらいの非常の決意で修法にあたる」と注す。


手習．２．２．７

■　と、いみじきことどもを誓ちかひたまひて、夜一夜加持よひとよかぢしたまへる暁あかつきに、人ひとに駆かり移うつして1、

◇　と、非常な決意をなさって、夜一晩中、加持なさった翌早朝に、人に乗り移らせて、

■　「何なにやうのもの、かく人ひとを惑まどはしたるぞ」

◇　「どのような物の怪がこのように人を惑わしていたのであろう」

■　と、ありさまばかり言いはせまほしうて、弟子でしの阿闍梨あじゃり、とりどりに加持かぢしたまふ。

◇　と、様子だけでも言わせたくて、弟子の阿闍梨が、交替で加持なさる。

■　月つきごろ、いささかも現あらはれざりつるもののけ、調てうぜられて、

◇　何か月もの間、少しも現れなかった物の怪が、調伏されて、


1 【人に駆り移して】物の怪を憑坐に駆り移す。


手習．２．２．８

■　「おのれは2、ここまで参まうで来きて、かく調てうぜられたてまつるべき身みにもあらず。

◇　「自分は、ここまで参って、このように調伏され申すべき身ではない。

■　昔むかしは行おこなひせし法師ほふしの3、いささかなる世よに恨うらみをとどめて4、漂ただよひありきしほどに、よき女をむなのあまた住すみたまひし所ところに5住すみつきて、かたへは失うしなひてしに6、この人ひとは、心こころと7世よを恨うらみたまひて、我われいかで死しなむ、と言いふことを、夜昼よるひるのたまひしにたよりを得えて8、いと暗くらき夜よ、独ひとりものしたまひしを取とりてしなり。

◇　生前は、修業に励んだ法師で、わずかにこの世に恨みを残して、中有にさまよっていたときに、よい女が大勢住んでいられた辺りに住み着いて、一人は失わせたが、この人は、自分から世を恨みなさって、自分は何とかして死にたい、ということを、昼夜おっしゃっていたのを手がかりと得て、まことに暗い夜に、一人でいらした時に奪ったのである。

■　されど、観音9くわんおんとざまかうざまにはぐくみたまひければ、この僧都そうづに負まけたてまつりぬ。

◇　けれども、観音があれやこれやと加護なさったので、この僧都にお負け申してしまった。

■　今いまは、まかりなむ」

◇　今は、立ち去ろう」


1? 【何やうのものかく人を惑はしつるぞ】大島本は「なにやうのもの」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「何やうのものの」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「何やうのもの」とする。僧都の心中の思い。

2 【おのれは】以下「今はまかりなむ」まで、物の怪の詞。

3 【昔は行ひせし法師の】物の怪が生前の正体を語る。

4 【恨みをとどめて】『完訳』は「女人への執着でもあったか」と注す。

5 【よき女のあまた住みたまひし所に】宇治の八宮邸。

6 【かたへは失ひてしに】『集成』は「大君のこと。大君に物の怪のとりついた形跡はない。この巻で、事情をこの物の怪の言ったようなことに作りかえたのである」と注す。

7 【この人は心と】浮舟は自分から。

8 【たよりを得て】手がかりを得て。物の怪が付け入る理由。

9 【観音】長谷寺の観音。


手習．２．２．９

■　とののしる。

◇　と声を立てる。

手習．２．２．１０

■　「かく言いふは、何なにぞ1」

◇　「こう言うのは、何者だ」


1 【かく言ふは何ぞ】僧都の詞。


手習．２．２．１１

■　と問とへば、憑つきたる人ひと、ものはかなきけにや、はかばかしうも言いはず。

◇　と問うが、乗り移らせた人が、力のないせいか、はっきりとも言わない。

第三段　浮舟、意識を回復

手習．２．３．１

■　正身さうじみの心地ここちは1さはやかに、いささかものおぼえて見回みまはしP7たれば、一人見ひとりみし人ひとの顔かほはなくて、皆みな、老法師おいほふし、ゆがみ衰おとろへたる者もののみ多おほかれば2、知しらぬ国くに来にきにける心地ここちして3、いと悲かなし。

◇　ご本人の気分はさわやかになって、少し意識がはっきりして見回すと、一人も見たことのある顔はなくて、皆、老法師か腰の曲がった者ばかり多いので、知らない国に来たような気がして、実に悲しい。


P7 見回し--見まほ（ほ/＄は〈朱〉）し

1 【正身の心地は】浮舟の気分。

2 【者のみ多かれば】大島本は「物のミ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「者どものみ」と「ども」を補訂する。『新大系』は底本のまま「物のみ」とする。

3 【知らぬ国に来にける心地して】『完訳』は「別世界に蘇生した不安な感じ」と注す。


手習．２．３．２

■　ありし世よのこと思おもひ出いづれど、住すみけむ所ところ、誰たれと言いひし人ひととだに1、たしかにはかばかしうもおぼえず。

◇　以前のことを思い出すが、住んでいた所、何という名前であったかさえ、確かにはっきりとも思い出せない。

■　ただ、

◇　ただ、


1 【誰れと言ひし人とだに】自分が何という名であったかさえ。


手習．２．３．３

■　「我われは1、限かぎりとて身みを投なげし人ひとぞかし。

◇　「自分は、最期と思って身を投げた者である。

■　いづくに来きにたるにか」

◇　どこに来たのか」

■　とせめて思おもひ出いづれば、

◇　と無理に思い出すと、


1 【我は】以下「来にたるにか」まで、浮舟の心中の思い。


手習．２．３．４

■　「いといみじと1、ものを思おもひ嘆なげきて、皆人みなひとの寝ねたりしに、妻戸つまどを放はなちて出いでたりしに、風かぜは烈はげしう、川波かはなみも荒あらう聞きこえしを、独ひとりもの恐おそろしかりしかば、来きし方行かたゆく先さきもおぼえで2、簀子すの端このはしに足あしをさし下おろしながら3、行ゆくべき方かたも惑まどはれて、帰かへり入いらむも中空なかぞらにて4、心強こころづよくこの世よに亡うせなむと思おもひ立たちしを、

◇　「とてもつらいことよと、悲しい思いを抱いて、皆が寝静まったときに、妻戸を開けて外に出たが、風が烈しく、川波も荒々しく聞こえたが、独りぼっちで恐かったので、過去や将来も分からず、簀子の端に足をさし下ろしながら、行くはずの所も迷って、引き返すのも中途半端で、気強くこの世から消えようと決心したが、

■　『をこがましうて人ひとに見みつけられむよりは、鬼おにも何なにも食くひ失うしなへ5』

◇　『馬鹿らしく人に見つけられるよりは鬼でも何でも喰って亡くしてくれよ』

■　と言いひつつ、つくづくと居ゐたりしを、いときよげなる男をとこの寄より来きて、

◇　と言いながら、つくづくと座っていたが、とても美しそうな男が近寄って来て、

■　『いざ、たまへ。

◇　『さあ、いらっしゃい。

■　おのがもとへ』

◇　わたしの所へ』

■　と言いひて、抱いだく心地ここちのせしを、宮みやと聞きこえし人ひとの7したまふ、とおぼえしほどより、心地惑ここちまどひにけるなめり。

◇　と言って、抱く気がしたが、宮様と申し上げた方がなさる、と思われた時から、意識がはっきりしなくなったようだ。

■　知しらぬ所ところに据すゑ置おきて、この男をとこは消きえ失うせぬ、と見みしを8、つひにかく本意ほいのこともせずなりぬる、と思おもひつつ、いみじう泣なく、と思おもひしほどに、その後のちのことは絶たえて、いかにもいかにもおぼえず。

◇　知らない所に置いて、この男は消えてしまった、と見えたが、とうとうこのように目的も果たせずになってしまった、と思いながら、ひどく泣いている、と思ったときから、その後のことはまったく、何もかも覚えていない。


1 【いといみじと】以下「かくて生き返りぬるか」まで、浮舟の心中の思い。当夜の経緯を回想。

2 【来し方行く先もおぼえで】大島本は「きしかたゆくさき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「行く末」と校訂する。『新大系』は底本のまま「行く先」とする。

3 【足をさし下ろしながら】『完訳』は「決行しかねて、しばらく躊躇」と注す。

4 【帰り入らむも中空にて】部屋に引き返すのも中途半端な気持。

5 【鬼も何も食ひ失へ】大島本は「くいうしなへ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「食ひて失ひてよ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「食い失へ」とする。

6? 【つくづくとゐたりしに】『完訳』は「行動に踏み切れぬ心に、次の幻覚が浮ぶ。前の物の怪が女に憑いた話とも照応しよう」と注す。

7 【抱く心地のせしを宮と聞こえし人の】『集成』は「「宮と聞こえし人」という言い方は、浮舟の記憶がまだ完全にもどっていないことを示す」。『完訳』は「浮舟には、匂宮が宇治川を渡って連れ出した時の、官能的な陶酔感が鮮やかに残っている。誘う美男を幻視するゆえん」と注す。

8 【知らぬ所に据ゑ置きてこの男は消え失せぬと見しを】美しい男が自分を誘い出して知らない所に置き去りにした、と見た。宇治院の大きな樹木の下。


手習．２．３．５

■　人ひとの言いふを聞きけば、多おほくの日ひごろも経へにけり。

◇　人が言うのを聞くと、たくさんの日数を経てしまった。

■　いかに憂うきさまを、知しらぬ人ひとに扱あつかはれ見みえつらむ、と恥はづかしう、つひにかくて生いき返かへりぬるか」

◇　どのように嫌な様子を、知らない人にお世話されたのであろう、と恥ずかしく、とうとうこうして生き返ってしまったのか」

手習．２．３．６

■　と思おもふも口惜くちをしければ、いみじうおぼえて、なかなか、沈しづみたまひつる日ひごろは、うつし心**もなきさまにて、ものいささか参まゐる事こともありつるを、つゆばかりの湯ゆをだに参まゐらず。

◇　と思うのも残念なので、ひどく悲しく思われて、かえって、沈んでいらした日ごろは、正気もない様子で、何か食物も少し召し上がることもあったが、露ほどの薬湯でさえお飲みにならない。

◆　 
と おもふ も くちをしけれ ば、 いみじう おぼえ て、 なかなか、 しづみ たまひ つる ひごろ は、 うつしごころ なき さま にて、 もの いささか まゐる こと も あり つる を、 つゆ ばかり の ゆ を だに まゐら ず。

第四段　浮舟、五戒を受く

手習．２．４．１

■　「いかなればP8、かく1頼たのもしげなくのみはおはするぞ。

◇　「どうして、このように頼りなさそうにばかりいらっしゃるのですか。

■　うちはへぬるみなどしたまへることは冷さめたまひて、さはやかに見みえたまへば、うれしう思おもひきこゆるを」

◇　ずっと熱がおありだったのは下がりなさって、さわやかにお見えになるので、嬉しくお思い申し上げていましたのに」


P8 いかなれば--いかなれ（れ/+は）

1 【いかなればかく】以下「思ひきこゆるを」まで、妹尼の詞。


手習．２．４．２

■　と、泣なく泣なく、たゆむ折をりなく添そひゐて扱あつかひきこえたまふ。

◇　と、泣きながら、気を緩めることなく付き添ってお世話申し上げなさる。

■　ある人ひとびとも1、あたらしき御おほむさま容貌かたちを見みれば、心こころを尽つくしてぞ惜をしみまもりける。

◇　仕える女房たちも、惜しいお姿や容貌を見ると、誠心誠意惜しんで看病したのであった。

■　心こころには、

◇　内心では、

■　「なほいかで死しなむ」

◇　「やはり何とかして死にたい」

■　とぞ2思おもひわたりたまへど3、さばかりにて4、生いき止とまりたる人ひとの命いのちなれば、いと執念しふねくて5、やうやう頭かしらもたげたまへば、もの参まゐりなどしたまふにぞ、なかなか面痩おもやせもていく6。

◇　と思い続けていらしたが、あれほどの状態で、生き返った人の命なので、とてもねばり強くて、だんだんと頭もお上げになったので、食物を召し上がりなさるが、かえって容貌もひきしまって行く。

■　いつしかとうれしう思おもひきこゆるに7、

◇　はやく好くなってほしいと嬉しくお思い申し上げていたところ、


1 【ある人びとも】妹尼のもとに仕えている人々。

2 【心にはなほいかで死なむとぞ】浮舟は親切に感謝しながらも、やはり内心では死を切望する。

3 【思ひわたりたまへど】『完訳』は「このあたりから、浮舟に敬語が多用。妖怪じみた風姿が消えて、あらためて女主人公を印象づける」と注す。

4 【さばかりにて】呆然とした状態で二か月以上を経過。

5 【いと執念くて】『完訳』は「若い生命力の強さで回復。このころは食事もとる」と注す。

6 【なかなか面痩せもていく】『集成』は「かえって顔がほっそりなってゆく。回復期の人の様子がよく写されている」と注す。

7 【いつしかとうれしう思ひきこゆるに】主語は妹尼。


手習．２．４．３

■　「尼あまになしたまひてよ1。

◇　「尼にしてください。

■　さてのみなむ生いくやうもあるべき」

◇　そうしたら生きて行くようもありましょう」


1 【尼になしたまひてよ】以下「生くやうもあるべき」まで、浮舟の詞。出家を懇願。


手習．２．４．４

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

手習．２．４．５

■　「いとほしげなる御おほむさまを1。

◇　「あたら惜しいお身を。

■　いかでか、さはなしたてまつらむ」

◇　どうして、そのように致せましょう」


1 【いとほしげなる御さまを】以下「なしたてまつらむ」まで、妹尼の詞。


手習．２．４．６

■　とて、ただ頂いただきばかりを削そぎ、五戒ごかいばかりを受うけさせたてまつる1。

◇　と言って、ただ頂の髪だけを削いで、五戒だけを受けさせ申し上げる。

■　心こころもとなけれど、もとよりおれおれしき人ひとの心こころにて2、えさかしく強しひてものたまはず。

◇　不安であるが、もともとはきはきしない性分で、さし出て強くもおっしゃらない。

■　僧都そうづは、

◇　僧都は、


1 【ただ頂ばかりを削ぎ五戒ばかりを受けさせたてまつる】『集成』は「正式の尼は髪を肩を過ぎるあたりまでに切る」。『完訳』は「延命のためで、正式の出家ではない」。「五戒」は在家の人が受ける戒律。殺生・偸盗・邪淫・妄語・飲酒。

2 【もとよりおれおれしき人の心にて】浮舟の性分。


手習．２．４．７

■　「今いまは、かばかりにて1、いたはり止やめたてまつりたまへ」

◇　「今はもう、このくらいにしておいて、看病して差し上げなさい」


1 【今はかばかりにて】以下「たてまつりたまへ」まで、僧都の詞。


手習．２．４．８

■　と言いひ置おきて、登のぼりたまひぬ。

◇　と言い置いて、山へ登っておしまいになった。

第五段　浮舟、素性を隠す

手習．２．５．１

■　「夢ゆめのやうなる人ひとを見みたてまつるかな1」

◇　「夢に見たような人をお世話申し上げることだわ」

■　と尼君あまぎみは喜よろこびて、せめて起おこし据すゑつつ、御髪手みぐしてづから削けづりたまふ。

◇　と尼君は喜んで、無理に起こして座らせながら、お髪をご自身でお梳かしになる。

■　さばかりあさましう、ひき結ゆひて2うちやりたりつれど、いたうも乱みだれず、解とき果はてたれば、つやつやとけうらなり。

◇　あのように驚きあきれ、結んでおいたが、ひどくは乱れず、解き放ってみると、つやつやとして美しい。

■　一年足ひととせたらぬ九十九髪3つくもがみおほかるところにてS1多**かる所**にて、目***もあやに、いみじき天人**の天降まくだれるを見みたらむやうに思おもふも、危あやふき心地ここちすれど、

◇　白髪の人の多い所なので、目もあざやかに、美しい天人が地上に下りたのを見たように思うのも、不安な気がするが、

◆　 
"ゆめ の やう なる ひと を み たてまつる かな!" と あまぎみ は よろこび て、 せめて おこし すゑ つつ、 みぐし てづから けづり たまふ。 さばかり あさましう、 ひき-ゆひ て うち-やり たり つれ ど、 いたう も みだれ ず、 とき はて たれ ば、 つやつや と けうら なり。 ひととせ たら ぬ つくもがみ おほかる ところ にて、 め も あやに、 いみじき てんにん の あま くだれ る を み たら む やう に おもふ も、 あやふき ここち すれ ど、


S1 百年（ももとせ）に一年（ひととせ）足らぬ九十九（つくも）髪我を恋ふらし面影に見ゆ（伊勢物語-一一四）

1 【夢のやうなる人を見たてまつるかな】妹尼の心中の思い。『集成』は「思いもかけぬ人を」。『完訳』は「夢のお告げさながらの人を」と注す。

2 【さばかりあさましうひき結ひて】病臥中は髪を元結で束ねておき、櫛けずることもしない。

3 【一年足らぬ九十九髪】『源氏釈』は「百年に一年たらぬつくも髪我を恋ふらし面影に見ゆ」（伊勢物語）を指摘。


手習．２．５．２

■　「などか、いと心憂こころうく1、かばかりいみじく思おもひきこゆるに、御心みこころを立たてては見みえたまふ。

◇　「どうして、とても情けなく、こんなにたいそうお世話申し上げていますのに、強情をはっていらっしゃるのですか。

■　いづくに誰たれと聞きこえし人ひとの2、さる所ところにはいかでおはせしぞ」

◇　どこの誰と申し上げた方が、そのような所にどうしておいでになったのですか」


1 【などかいと心憂く】以下「おはせしぞ」まで、妹尼の詞。

2 【いづくに誰れと聞こえし人の】浮舟に対していう。どこのどなた。


手習．２．５．３

■　と、せめて問とふを、いと恥はづかしと思おもひて、

◇　と、しいて尋ねるのを、とても恥ずかしいと思って、

手習．２．５．４

■　「あやしかりしほどに1、皆忘みなわすれたるにやあらむ、ありけむさまなどもさらにおぼえはべらず。

◇　「意識を失っている間に、すっかり忘れてしまったのでしょうか、以前の様子などもまったく覚えておりません。

■　ただ、ほのかに思おもひ出いづることとては2、ただ、いかでこの世よにあらじと思おもひつつ、夕暮ゆふぐれごとに端近はしちかくて眺ながめしほどに、前近まへちかく大おほきなる木きのありし下したより、人ひとの出いで来きて、率ゐて行いく心地ここちなむせし。

◇　ただ、かすかに思い出すこととしては、ただ、何とかしてこの世から消えたいと思いながら、夕暮になると端近くで物思いをしていたときに、前の近くにある大きな木があった下から、人が出て来て、連れて行く気がしました。

■　それより他ほかのことは、我われながら、誰たれともえ思おもひ出いでられはべらず3」

◇　それ以外のことは、自分自身でも、誰とも思い出すことができません」


1 【あやしかりしほどに】以下「え思ひ出でられはべらず」まで、浮舟の詞。

2 【ただほのかに思ひ出づることとては】『完訳』は「以下、前の記憶とやや異なる。素姓を知られたくなく、昇天近いころのかぐや姫が端近に出て物思いに屈したのを装う」と注す。

3 【我ながら誰れともえ思ひ出でられはべらず】自分ながら自分が誰であるか思い出せない。


手習．２．５．５

■　と、いとらうたげに言いひなして1、

◇　と、とてもかわいらしげに言って、


1 【いとらうたげに言ひなして】『集成』は「いかにも無邪気そうな口ぶりで言って。記憶がはっきりしないという嘘を見破られまいとする用意」。『完訳』は「実は浮舟の記憶はもとに戻っている」と注す。


手習．２．５．６

■　「世よの中なかに1、なほありけりと、いかで人ひとに知しられじ。

◇　「この世に、やはり生きていたと、何とか人に知られたくない。

■　聞ききつくる人ひともあらば、いといみじくこそ」

◇　聞きつける人がいたら、とても悲しい」


1 【世の中に】以下「いみじうこそ」まで、浮舟の詞。


手習．２．５．７

■　とて泣ないたまふ。

◇　と言ってお泣きになる。

■　あまり問とふをば、苦くるしと思おぼしたれば、え問とはず。

◇　あまり尋ねるのを、つらいとお思いなので、尋ねることもできない。

■　かぐや姫ひめを1見みつけたりけむ竹取たけとりの翁おきなよりも、珍めづらしき心地ここちするに、

◇　かぐや姫を見つけた竹取の翁よりも、珍しい気がするので、

■　「いかなるものの隙ひまに消きえ失うせむとすらむ」

◇　「どのような何かの機会に姿が消え失せてしまうのか」

■　と、静心しづごころなくぞ思おぼしける。

◇　と、落ち着かない気持ちでいた。


1 【かぐや姫を】『完訳』は「かぐや姫は天上で罪を得て地上に降った神女。浮舟は、地上の愛執の罪に傷ついた女。彼女の消失を危惧する妹尼の意識を超えて、浮舟はかぐや姫に照応し合う」と注す。


第六段　小野山荘の風情

手習．２．６．１

■　この主人あるじも1あてなる人ひとなりけり。

◇　ここの主人も高貴な方であった。

■　娘むすめの尼君あまぎみは2、上達部かむだちめの北きたの方かたにてありけるが、その人亡ひとなくなりたまひてのち、娘むすめただ一人ひとりをいみじくかしづきて、よき君達きむだちを婿むこにして思おもひ扱あつかひけるを、その娘むすめの君きみの亡なくなりにければ、心憂こころうし、いみじ、と思おもひ入いりて、形かたちをも変かへ、かかる山里やまざとには住すみ始はじめたりけるなり3。

◇　娘の尼君は、上達部の北の方であったが、その方がお亡くなりになって後、娘をただ一人大切にお世話して、立派な公達を婿に迎えて大切にしていたが、その娘が亡くなってしまったので、情けない、悲しい、と思いつめて、尼姿になって、このような山里に住み始めたのであった。


1 【この主人も】小野山荘の主人、老母尼君。

2 【娘の尼君は】横川僧都の妹尼。

3 【住み始めたりけるなり】大島本は「たりける也」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たるなりけり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「たりける也」とする。


手習．２．６．２

■　「世よとともに1恋こひわたる人ひとの形見かたみにも、思おもひよそへつべからむ人ひとをだに見出みいでてしがな3」

◇　「歳月とともに恋い慕っていた娘の形見にでも、せめて思いよそえられるような人を見つけたい」

■　、つれづれも心細こころぼそきままに思おもひ嘆なげきけるを、かく、おぼえぬ人ひとの4、容貌かたちけはひもまさりざまなる5を得えたれば、うつつのことともおぼえず、あやしき心地**しながら、うれしと思おもふ。

◇　と、所在ない心細い思いで嘆いていたところ、このように、思いがけない人で、器量や感じも優っているような人を得たので、現実のこととも思われず、不思議な気がしながらも、嬉しいと思う。

■　ねびにたれど6、いときよげによしありて、ありさまもあてはかなり。

◇　年は召しているが、とても美しそうで嗜みがあり、態度も上品である。

◆　 
"よ と ともに こひ わたる ひと の かたみ に も、 おもひ よそへ つ べから む ひと を だに みいで て し がな!"、 つれづれ も こころぼそき まま に おもひ なげき ける を、 かく、 おぼえ ぬ ひと の、 かたち けはひ も まさり ざま なる を え たれ ば、 うつつ の こと と も おぼえ ず、 あやしき ここち ながら、 うれし と おもふ。 ねび に たれ ど、 いと きよげに よし あり て、 ありさま も あてはか なり。


1 【世とともに】以下「心地しながらうれし」あたりまで、妹尼の心中に即した叙述。

2? 【恋ひわたる人のかたみにも】妹尼の亡き娘。

3 【見出でてしがな】大島本は「見いてゝしかな」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見出でてしがなと」と「と」を補訂する。『新大系』は底本のまま「見出でてしかな」とする。「かな」を清音とする。

4 【おぼえぬ人の】浮舟。

5 【まさりざまなる】浮舟がわが亡き娘以上に。

6 【ねびにたれど】妹尼。五十歳ほど。


手習．２．６．３

■　昔むかしの山里やまざとよりは1、水みづの音おとも2なごやかなり。

◇　昔の山里よりは、川の音も物やわらかである。

■　造つくりざま、ゆゑある所3ところ、木立こだちおもしろく、前栽せんさいもをかしく4、ゆゑを尽つくしたり。

◇　家の造りは、風流な所の、木立も趣があり、前栽なども興趣あり、風流をし尽くしている。

■　秋あきになりゆけば5、空そらのけしきもあはれなり6。

◇　秋になって行くと、空の様子もしみじみとしている。

■　門田かどたの稲刈いねかるとて、所ところにつけたるものまねびしつつ7、若わかき女をむなどもは8、歌うたうたひ興きょうじあへり。

◇　門田の稲を刈ろうとして、その土地の者の真似をしては、若い女房たちが、民謡を謡いながらおもしろがっていた。

■　引板ひたひき鳴ならす音おともをかしく9、見みし東路あづまぢのことなども思おもひ出いでられて10。

◇　引板を鳴らす音もおもしろく、かつて見た東国のことなども思い出されて。


1 【昔の山里よりは】宇治山荘。『完訳』は「以下、浮舟の目と心に即した叙述」と注す。

2 【水の音も】高野川の川音。

3 【ゆゑある所】大島本は「ゆへある所」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ゆゑある所の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「ゆへある所」とする。

4 【前栽もをかしく】大島本は「せむさいも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「前栽なども」と「など」を補訂する。『新大系』は底本のまま「前栽も」とする。

5 【秋になりゆけば】暦は七月、初秋、物思う季節となる。

6 【空のけしきもあはれなり】大島本は「あはれなり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あはれなるを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「あはれなり」とする。

7 【ものまねびしつつ】農民の真似をして。

8 【若き女どもは】小野草庵に仕えている若い女たち。

9 【引板ひき鳴らす音もをかしく】大島本は「おかしく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をかし」と「く」を削除する。『新大系』は底本のまま「おかしく」とする。

10 【見し東路のことなども思ひ出でられて】『完訳』は「昔暮した常陸国。傷心の今になって、幼時が懐かしまれる趣」と注す。下文に続かず、余情を残して文が切れる。


手習．２．６．４

■　かの夕霧ゆふぎりの御息所みやすむどころのおはせし山里やまざとよりは1、今いますこし入いりて、山やまに片かたかけたる家いへなれば、松蔭まつかげしげくP9茂***く2、風かぜの音おともいと心細こころぼそきに、つれづれに行おこなひをのみしつつ、いつとなく3しめやかなり。

◇　あの夕霧の御息所がおいでになった山里よりは、もう少し奥に入って、山の斜面に建ててある家なので、松の木蔭が鬱蒼として、風の音もまことに心細いので、することもなく勤行ばかりして、いつとなくひっそりとしている。

◆　 
かの ゆふぎり の みやすむどころ の おはせ し やまざと より は、 いますこし いり て、 やま に かた かけ たる いへ なれ ば、 まつかげ しげく、 かぜ の おと も いと こころぼそき に、 つれづれ に おこなひ を のみ し つつ、 いつ と なく しめやか なり。


P9 松蔭--*まつかせ

1 【かの夕霧の御息所のおはせし山里よりは】『集成』は「夕霧の巻で亡くなったので、こう呼んだもの。落葉の宮の母、一条の御息所」と注す。『弄花抄』は「双紙の詞なるへし浮舟の事を云ことはにはつゝかす」と指摘。

2 【松蔭茂く】大島本は「まつかせしけく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「松蔭」と校訂する。『新大系』は底本のまま「松風」とする。

3 【いつとなく】大島本は「いつとなく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いつともなく」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いつとなく」とする。


第七段　浮舟、手習して述懐

手習．２．７．１

■　尼君あまぎみぞ、月つきなど明あかき夜よは、琴きんなど弾ひきたまふ。

◇　尼君は、月などの明るい夜は、琴などをお弾きになる。

■　少将せうしゃうの尼君あまぎみなどいふ人ひとは、琵琶弾びはひきなどしつつ遊あそぶ。

◇　少将の尼君などという女房は、琵琶を弾いたりして遊ぶ。

手習．２．７．２

■　「かかるわざはしたまふや。

◇　「このようなことはなさいますか。

■　つれづれなるに1」

◇　何もすることがないので」


1 【かかるわざはしたまふやつれづれなるに】妹尼の詞。


手習．２．７．３

■　など言いふ。

◇　などと言う。

■　昔むかしも、あやしかりける身みにて1、心こころのどかに、

◇　昔も、賤しかった身の上で、のんびりと、

■　「さやうのことすべきほどもなかりしかば、いささかをかしきさまならずも生おひ出いでにけるかな」

◇　「そのようなことをする境遇でもなかったので、少しも風流なところもなく成長したことよ」

■　と、かくさだ過すぎにける人ひとの、心こころをやるめる折々をりをりにつけては、思おもひ出いづるを2、

◇　と、このように盛りを過ぎた人が、心を晴らしているような時々につけては、思い出すが、

■　「あさましくものはかなかりける3」

◇　「何とも言いようのない身の上であった」

■　と、我われながら口惜くちをしければ、手習てならひに、

◇　と、自分ながら残念なので、手習いに、


1 【昔もあやしかりける身にて】以下地の文が次第に心中文へと競り上がっていく。「生ひ出でにけるかな」まで、浮舟の心中の思い。

2 【思ひ出づるを】大島本は「思ひいつるを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひ出づ」と「るを」を削除する。『新大系』は底本のまま「思ひ出づるを」とする。

3 【あさましくものはかなかりける】浮舟の心中の思い。


手習．２．７．４

■　「身みを投なげし涙なみだの川かはの早はやき瀬せを

しがらみかけて誰たれか止とどめし」

◇　「涙ながらに身を投げたあの川の早い流れを

堰き止めて誰がわたしを救い上げたのでしょう」

手習．２．７．５

■　思おもひの外ほかに心憂こころうければ、行ゆく末すゑもうしろめたく、疎うとましきまで思おもひやらる。

◇　思いがけないことに情けないので、将来も不安で、疎ましいまでに思われる。

手習．２．７．６

■　月つきの明あかき夜よな夜よな2、老おい人びとどもは艶えんに歌詠うたよみ、いにしへ思おもひ出いでつつ3、さまざま物語4ものがたりなどするに、いらふべきかたもなければ、つくづくとうち眺ながめて、

◇　月の明るい夜毎に、老人たちは優雅に和歌を詠み、昔を思い出しながら、いろいろな話などをするが、答えることもできないので、つくづくと物思いに沈んで、


1? 【身を投げし涙の川の早き瀬をしがらみかけて誰れかとどめし】浮舟の独詠歌。『異本紫明抄』は「流れ行く我は水屑となりはてぬ君しがらみとなりてとどめよ」（大鏡）を指摘。

2 【月の明かき夜な夜な】『完訳』は「「夕暮ごとに--」「月など明き夜は--」とともに、昇天近いかぐや姫を思わせる」と注す。

3 【老い人どもは艶に歌詠みいにしへ思ひ出でつつ】妹尼や少将の尼君ら。『集成』は「これも彼女たちの昔の生活の名残」と注す。

4 【さまざま物語】大島本は「さま／＼物かたり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「さまざまの」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「さまざま」とする。


手習．２．７．７

■　「我われかくて憂うき世よの中なかにめぐるとも

誰たれかは知しらむ月つきの都みやこに」

◇　「わたしがこのように嫌なこの世に生きているとも

誰が知ろうか、あの月が照らしている都の人で」

手習．２．７．８

■　今いまは限かぎりと思おもひしほどは2、恋こひしき人多ひとおほかりしかど、こと人ひとびとはさしも思おもひ出いでられず、ただ、

◇　今を最期と思い切ったときは、恋しい人が多かったが、その他の人びとはそれほども思い出されず、ただ、


1? 【我かくて憂き世中にめぐるとも誰れかは知らむ月の都に】浮舟の独詠歌。「めぐる」「月」縁語。「月の都」はかぐや姫をも連想させる。

2 【今は限りと思ひしほどは】大島本は「思し程ハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひはてしほどは」と「はて」を補訂する。『新大系』は底本のまま「思し程は」とする。


手習．２．７．９

■　「親おやいかに1惑まどひたまひけむ。

◇　「母親がどんなにお嘆きになったろう。

■　乳母めのと、よろづに、いかで人ひとなみなみになさむと思おもひ焦いられしを、いかにあへなき心地ここちしけむ。

◇　乳母が、いろいろと、何とか一人前にしようと一生懸命であったが、どんなにがっかりしたろう。

■　いづくにあらむ2。

◇　どこにいるのだろう。

■　我われ、世よにあるものとはいかでか知しらむ3」

◇　わたしが、生きていようとはどうして知ろう」


1 【親いかに】以下「いかでか知らむ」まで、浮舟の心中の思い。母親や乳母の悲嘆を思う。

2 【いづくにあらむ】大島本は「いつく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いづこ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「いづく」とする。

3 【いかでか知らむ】『完訳』は「ここまでの心中叙述が、直接、地の文に連なる文脈」と注す。


手習．２．７．１０

■　同おなじ心こころなる人ひともなかりしままに、よろづ隔へだつることなく語かたらひ見馴みなれたりし右近うこんなども、折々をりをりは思おもひ出いでらる1。

◇　同じ気持ちの人もいなかったが、何事も隠すことなく相談し親しくしていた右近なども、時々は思い出される。


1 【右近なども折々は思ひ出でらる】『集成』は「浮舟の乳母子。この右近の思い出は、地の文の形で結ばれる。ただ「思ひ出でらる」と敬語がなく、浮舟の心事に密着した書き方」と注す。「らる」は自発の助動詞。


第八段　浮舟の日常生活

手習．２．８．１

■　若わかき人ひとの1、かかる山里やまざとに、今いまはと思おもひ絶たえ籠こもるS2は、難かたきわざなりければ、ただいたく年経としへにける尼あま、七しち、八人はちにんぞ、常つねの人ひとにてはありける。

◇　若い女で、このような山里に、もうこれまでと思いを断ち切って籠もるのは、難しいことなので、ただひどく年をとった尼、七、八人が、いつも仕えていた人であった。

■　それらが娘孫むすめむまごやうの者ものども、京きゃうに宮仕みやづかへするも、異ことざまにてあるも2、時々ときどきぞ来通きかよひける。

◇　その人たちの娘や孫のような者たちで、京で宮仕えするものや、結婚している者が、時々行き来するのであった。


S2 住みわびぬ今は限りと山里につま木こるべき宿を求めてむ（後撰集雑一-一〇八三　在原業平）

1 【若き人の】浮舟をさす。

2 【異ざまにてあるも】女房生活以外、すなわち結婚生活など。


手習．２．８．２

■　「かやうの人ひとにつけて1、見みしわたりに行いき通かよひ、おのづから、世よにありけりと誰たれにも誰たれにも聞きかれたてまつらむこと、いみじく恥はづかしかるべし。

◇　「このような人がいることにつけて、以前見た近辺に出入りして、自然と、生きていたとどちら様にも聞かれ申すことは、ひどく恥ずかしいことであろう。

■　いかなるさまにてさすらへけむ」

◇　どのような様子でさすらっていていたのだろう」


1 【かやうの人につけて】以下「あやしかるべき」まで、浮舟の心中の思い。地の文が浮舟の心中文へと競り上がっていく叙述。『完訳』は「見しわたりに」以下を、「浮舟の心中に即した文脈」と注す。


手習．２．８．３

■　など、思おもひやり世よづかずあやしかるべきを2思おもへば、かかる人ひとびとに、かけても見みえず。

◇　などと、想像されて並外れたみすぼらしい有様を思うにちがいないのを思うと、このような人びとに、少しも姿を見せない。

■　ただ侍従じじゅう、こもきとて3、尼君あまぎみのわが人ひとにしたりける4二人ふたりをのみぞ、この御方おほむかたに言いひ分わけたりける6。

◇　ただ、侍従と、こもきといって、尼君が私的に使っている二人だけを、この御方に特別に言って分けておいたのだった。

■　みめも心こころざまも、昔見むかし都鳥みしみやこどりS3に似にたるはなし。

◇　容貌も気立ても、昔見た都人に似た者はいない。

■　何事なにごとにつけても、

◇　何事につけても、

■　「世よの中なかにあらぬ所ところS4はこれにや」

◇　「世の中で身を隠す所はここであろうか」

■　とぞ、かつは思おもひなされける。

◇　と、一方では思われるのであった。


S3 名にし負はばいざ言問はむ都鳥我が思ふ人はありやなしやと（古今集羇旅-四一一　在原業平）

S4 世の中にあらぬ所も得てしかな年ふりにたる形隠さむ（拾遺集雑上-五〇六　読人しらず）

1? 【誰れにも誰れにも聞かれたてまつらむことは】匂宮や薫に。

2 【思ひやり世づかずあやしかるべきを】『集成』は「（薫や匂宮が）想像されることも、並みはずれたみじめな有様を考えられるにちがいないと思うので。身分卑しい男とのかかわりなど想像されては、という女らしい気遣い」と注す。

3 【侍従こもきとて】侍従は女房、こもきは女童。

4 【わが人にしたりける】大島本は「したりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「したる」と「りけ」を削除する。『新大系』は底本のまま「したりける」とする。

5? 【この御かたに】浮舟に。

6 【言ひ分けたりける】大島本は「いひわけたりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「言ひわきたる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「言ひわけたりける」とする。


手習．２．８．４

■　かくのみ、人ひとに知しられじと忍しのびたまへば、

◇　こうしてばかり、人には知られまいと隠れていらっしゃるので、

■　「まことにわづらはしかるべきゆゑある人ひとにもものしたまふらむ」

◇　「ほんとうに厄介な理由のある人でいらっしゃるのだろう」

■　とて、詳くはしきこと、ある人ひとびとにも知しらせず。

◇　と思って、詳しいことは、仕えている女房にも知らせない。

第三章　浮舟の物語　中将、浮舟に和歌を贈る

第一段　尼君の亡き娘の婿君、山荘を訪問

手習．３．１．１

■　尼君あまぎみの昔むかしの婿むこの君1きみ、今いまは中将ちうじゃうにてものしたまひける、弟おとうとの禅師ぜんじの君2きみ、僧都そうづの御おほむもとにものしたまひける、山籠やまごもりしたるを訪とぶらひに、兄弟はらからの君きみたち3常つねに登のぼりけり。

◇　尼君の亡き娘の婿の君で、今は中将におなりになっていたが、その弟の禅師の君は、僧都のお側にいらっしゃったが、その山籠もりなさっているのを尋ねるために、兄弟の公達がよく山に登るのであった。


1 【尼君の昔の婿の君】妹尼の娘婿、中将。

2 【弟の禅師の君】中将の弟。

3 【兄弟の君たち】中将の弟たち。


手習．３．１．２

■　横川よかはに通かよふ道みちのたよりに寄よせて、中将ちうじゃうここに1おはしたり。

◇　横川に通じる道のついでにかこつけて、中将がここにいらした。

■　前駆さきうち追おひて、あてやかなる男をとこの入いり来くるを見出みいだして2、忍しのびやかにおはせし人ひとの御おほむさまけはひぞ3、さやかに思おもひ出いでらるる。

◇　前駆が先払いして、身分高そうな男が入ってくるのを見出して、ひっそりとしていらしたあの方のご様子が、くっきりと思い出される。


1 【ここに】小野の草庵。

2 【見出だして】主語は浮舟。内から外を見出だす。

3 【忍びやかにおはせし人の御さまけはひぞ】大島本は「しのひやかに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「忍びやかにて」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のまま「しのびやかに」とする。『集成』は「人目を忍ぶようにして（宇治に）通っていらした方（薫）のご様子、振舞いが、ありありと思い出される」と注す。


手習．３．１．３

■　これもいと心細こころぼそき住すまひのつれづれなれど、住すみつきたる人ひとびとは、ものきよげにをかしうしなして、垣かきほに植うゑたる撫子なでしこも1おもしろく、女郎花をみなへし、桔梗ききゃうなど咲さき始はじめたるに、色々いろいろの狩衣姿かりぎぬすがたの男をのこどもの若わかきあまたして、君きみも2同おなじ装束さうぞくにて、南面みなみおもてに3呼よび据すゑたれば、うち眺ながめてゐたり。

◇　ここもまことに心細い住まいの所在なさであるが、住み馴れた人びとは、どことなくこぎれいに興趣深くして、垣根に植えた撫子が美しく、女郎花や、桔梗などが咲き初めたところに、色とりどりの狩衣姿の男どもの若い人が大勢して、君も同じ装束で、南面に迎えて座らせたので、あたりを眺めていた。

■　年二十七としにじふしち、八はちのほどにて4、ねびととのひ、心地ここちなからぬさまもてつけたり。

◇　年齢は二十七、八歳くらいで、すっかり立派になって、嗜みのなくはない態度が身についていた。


1 【垣ほに植ゑたる撫子も】『異本紫明抄』は「あな恋し今も見てしが山がつの垣ほに咲ける大和撫子」（古今集恋四、六九五、読人しらず）を指摘。「垣ほ」は「垣根」の歌語。

2 【君も】中将。

3 【南面に】寝殿の南廂。正客を迎える作法。

4 【年二十七八のほどにて】『完訳』は「薫や匂宮とほぼ同年齢」と注す。


手習．３．１．４

■　尼君あまぎみ、障子口さうじぐちに几帳立きちゃうたてて1、対面たいめんしたまふ。

◇　尼君、襖障子口に几帳を立てて、お会いなさる。

■　まづうち泣なきて、

◇　何より先に泣き出して、


1 【障子口に几帳立てて】母屋と南廂の間の襖障子を開けて、中将との間に几帳を立てて会う。


手習．３．１．５

■　「年としごろの積つもるには1、過すぎにし方かたいとど気遠けどほくのみなむ2はべるを、山里やまざとの光ひかりになほ待まちきこえさすることの、うち忘わすれず止やみはべらぬを3、かつはあやしく思おもひたまふる」

◇　「何年にもなりますと、過ぎ去った当時がますます遠くなるばかりでございますが、山里の光栄としてやはりお待ち申し上げております気持ちが、忘れず続いておりますのが、一方では不思議に存じられます」


1 【年ごろの積もるには】大島本は「つもる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「積もり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「積もる」とする。以下「思ひたまふる」まで、妹尼の詞。

2 【いとど気遠くのみなむ】妹尼の娘が亡くなって五六年を経過。

3 【うち忘れず止みはべらぬを】主語は妹尼。中将の訪問を待ち続ける気持ち。


手習．３．１．６

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

手習．３．１．７

■　「心こころのうちあはれに1、過すぎにし方かたのことども、思おもひたまへられぬ折をりなきを、あながちに住すみ離はなれ顔がほなる御おほむありさまに、おこたりつつなむ。

◇　「心の中ではしみじみと、過ぎ去った当時のことが、思い出されないことはないが、ひたすら俗世を離れたご生活なので、ついご遠慮申し上げまして。

■　山籠やまごもりもうらやましう2、常つねに出いで立たちはべるを、同おなじくはなど、慕したひまとはさるる人ひとびとに、妨さまたげらるるやうにはべりてなむ。

◇　山籠もり生活も羨ましく、よく出かけてきますので、同じことならなどと、同行したがる人びとに、邪魔されるような恰好でおりました。

■　今日けふは、皆みなはぶき捨すててものしたまへる3」

◇　今日は、すっかり断って参りました」


1 【心のうちあはれに】以下「ものしたまへる」まで、中将の詞。

2 【山籠もりもうらやましう】弟の禅師の君の出家生活。『完訳』は「亡妻の冥福を祈る気持のあることをも暗に言う」と注す。

3 【ものしたまへる】大島本は「物し給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ものしはべりつる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「物し給へる」とする。


手習．３．１．８

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

手習．３．１．９

■　「山籠やまごもりの1御おほむうらやみは、なかなか今様いまようだちたる御おほむものまねびに2なむ。

◇　「山籠もり生活のご羨望は、かえって当世風の物真似のようです。

■　昔むかしを思おぼし忘わすれぬ御心みこころばへ3も、世よに靡なびかせたまはざりけると、おろかならず思おもひたまへらるる折多をりおほく」

◇　故人をお忘れにならないお気持ちも、世間の風潮にお染まりにならなかったと、一方ならず厚く存じられます折がたびたびです」


1 【山籠もりの】以下「折多く」まで、妹尼の詞。

2 【今様だちたる御ものまねびに】『完訳』は「山籠りは今日ではかえって軽薄な流行、と軽くからかう言辞」と注す。

3 【昔を思し忘れぬ御心ばへ】故人すなわち妹尼の娘を。


手習．３．１．１０

■　など言いふ。

◇　などと言う。

第二段　浮舟の思い

手習．３．２．１

■　人ひとびとに1水飯すいはんなどやうの物食ものくはせ、君きみにも蓮はすの実みなどやうのもの2出いだしたれば、馴なれにしあたりにて3、さやうのことも4つつみなき心地ここちして、村雨むらさめの降ふり出いづるに止とめられて6、物語ものがたりしめやかにしたまふ。

◇　供の人びとに水飯などのような物を食べさせ、君にも蓮の実などのような物を出したので、昵懇の所なので、そのようなことにも遠慮のいらない気がして、村雨が降り出したのに引き止められて、お話をひっそりとなさる。


1 【人びとに】中将の供人たち。

2 【蓮の実などやうのもの】『集成』は「間食ないし酒の肴とする。いわゆる「くだもの」と総称される中に入る」と注す。

3 【馴れにしあたりにて】『集成』は「昔なじみの所なので」。『完訳』は「昔は通いなれていた妻の里方のこととて」と訳す。

4 【さやうのことも】食事や酒肴の接待をさす。

5? 【村雨の降り出づるに--しめやかに】『完訳』は「涙をも暗示するか」と注す。

6 【止められて】大島本は「とめられて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とどめられて」と校訂する。『新大系』は底本のまま「とめられて」とする。


手習．３．２．２

■　「言いふかひなくなりにし人ひとよりも1、この君きみの御心みこころばへ2などの、いと思おもふやうなりしを、よそのものに思おもひなしたるなむ、いと悲かなしき。

◇　「亡くなってしまった娘のことよりも、この婿君のお気持ちなどが、実に申し分なかったので、他人と思うのが、とても悲しい。

■　など、忘わすれ形見がたみを3だに留とどめたまはずなりにけむ」

◇　どうして、せめて子供だけでもお残しにならなかったのだろう」


1 【言ふかひなくなりにし人よりも】以下「なりにけむ」まで、妹尼の心中の思い。亡き娘よりも。

2 【この君の御心ばへ】中将の厚志。

3 【忘れ形見を】中将と娘の間に子供を。『集成』は「「忘れ難み」に「形見」を掛けた語。歌語であろう」と注す。


手習．３．２．３

■　と、恋こひ偲しのぶ心こころなりければ、たまさかにかくものしたまへるにつけても、珍めづらしくあはれにおぼゆべかめる問とはず語がたりもし出いでつべし1。

◇　と、恋い偲ぶ気持ちなので、たまたまこのようにお越しになったのにつけても、珍しくしみじみと思われるような問わず語りもしてしまいそうである。


1 【問はず語りもし出でつべし】『集成』は「草子地」。『完訳』は「語り手の推測による」と注す。


手習．３．２．４

■　姫君ひめぎみは1、我われは我われとS5、思おもひ出いづる方多かたおほくて、眺ながめ出いだしたまへるさま、いとうつくし。

◇　姫君は、わたしはわたしと、思い出されることが多くて、外を眺めていらっしゃる様子、とても美しい。

■　白しろき単衣ひとへの、いと情なさけなくあざやぎたるに、袴はかまも桧皮色ひはだいろにならひたるにや2、光ひかりも見みえず黒くろきを着きせたてまつりたれば、

◇　白い単衣で、とても風情もなくさっぱりとしたものに、袴も桧皮色に見倣ったのか、色艶も見えない黒いのをお着せ申していたので、

■　「かかることどもも3、見みしには変かはりてあやしうもあるかな」

◇　「このようなことなども、昔と違って不思議なことだ」

■　と思おもひつつ、こはごはしういららぎたるものども着きたまへるしも、いとをかしき姿すがたなり。

◇　と思いながらも、ごわごわとした肌触りのよくないのを何枚も着重ねていらっしゃるのが、実に風情ある姿なのである。

■　御前おまへなる人ひとびと、

◇　御前の女房たちも、


S5 世の中に身をし変へつる君なれば我は我にもあらずとや思ふ（朝光集-七二）

1 【姫君は】『集成』は「中将の相手役に偽せられているこの場面にふさわしい呼び方」。『完訳』は「浮舟の呼称として「姫君」は初出。恋物語の女主人公の趣」と注す。

2 【ならひたるにや】語り手の推測を交えた叙述。

3 【かかることどもも】以下「あるかな」まで、浮舟の心中の思い。


手習．３．２．５

■　「故姫君こひめぎみの1おはしたる2心地ここちのみしはべりつるに3、中将殿ちうじゃうどのをさへ見みたてまつれば、いとあはれにこそ。

◇　「亡き姫君が生き返りなさった気ばかりがしますので、中将殿までを拝見すると、とても感慨無量です。

■　同おなじくは、昔むかしのさまにておはしまさせばや。

◇　同じことなら、昔のようにおいで願いたいものですね。

■　いとよき御おほむあはひならむかし」

◇　とてもお似合いのご夫婦でしょう」


1 【故姫君の】以下「御あはひならむかし」まで、女房の詞。

2 【おはしたる】大島本は「おハしたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはしまいたる」と「まい」を補訂する。『新大系』は底本のまま「おはしたる」とする。

3 【しはべりつるに】大島本は「侍つるに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべるに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍つるに」とする。


手習．３．２．６

■　と言いひ合あへるを、

◇　と話し合っているのを、

手習．３．２．７

■　「あな、いみじや1。

◇　「まあ、大変な。

■　世よにありて、いかにもいかにも、人ひとに見みえむこそ2。

◇　生き残って、どのようなことがあっても、男性と結婚するようなことは。

■　それにつけてぞ昔むかしのこと思おもひ出いでらるべき。

◇　それにつけても昔のことが思い出されよう。

■　さやうの筋すぢは、思おもひ絶たえて忘わすれなむ」

◇　そのようなことは、すっかり断ち切って忘れよう」

■　と思おもふ。

◇　と思う。


1 【あないみじや】以下「忘れなむ」まで、浮舟の心中の思い。

2 【人に見えむこそ】結婚すること。係助詞「こそ」の下に「あるまじけれ」などの語句が省略。


第三段　中将、浮舟を垣間見る

手習．３．３．１

■　尼君入あまぎみいりたまへる間まに、客人1まらうと、雨あめのけしきを見みわづらひて、少将せうしゃうと言いひし人ひとの2声こゑをP10聞きき知しりて、呼よび寄よせたまへり。

◇　尼君が奥にお入りになる間に、客人は、雨の様子に困って、少将といった女房の声を聞き知って、呼び寄せなさった。


P10 声を--こゑ（ゑ/+を〈朱〉）

1 【客人】中将。

2 【少将と言ひし人の】かつて少将の君という女房名で仕えていた尼女房。


手習．３．３．２

■　「昔見むかし人みしひとびとは1、皆みなここにものせらるらむや、と思おもひながらも、かう参まゐり来くることも難かたくなりにたるを、心浅こころあさきにや、誰たれも誰たれも見みなしたまふらむ2」

◇　「昔見た女房たちは、みなここにいられようか、と思いながらも、このようにやって参ることも難しくなってしまったのを、薄情なように、皆がお思いになりましょう」


1 【昔見し人びとは】以下「見なしたまふらむ」まで、中将の詞。見知っている女房たち。

2 【心浅きにや誰れも誰れも見なしたまふらむ】『完訳』は「自分（中将）が薄情な男ゆえと。こう言って相手の考えをさぐる」と注す。


手習．３．３．３

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

■　仕つかうまつり馴なれにし人ひとにて、あはれなりし昔むかしのことどもも思おもひ出いでたるついでに1、

◇　親しくお世話してくれた女房なので、恋しかった当時のことが思い出される折に、


1 【思ひ出でたるついでに】主語は中将。


手習．３．３．４

■　「かの廊らうのつま入いりつるほど1、風かぜの騒さわがしかりつる紛まぎれに、簾すだれの隙ひまより、なべてのさまにはあるまじかりつる人2ひとの、うち垂たれ髪がみの見みえつるは、世よを背そむきたまへるあたりに、誰たれぞとなむ見みおどろかれつる」

◇　「あの渡廊の端の所で、風が烈しかった騷ぎに、簾の隙間から、並々の器量ではなかった人で、打ち垂れ髪が見えたのは、出家なさった家に、いったい誰なのかと驚かされました」


1 【かの廊のつま入りつるほど】以下「見おどろかれつる」まで、中将の詞。

2 【なべてのさまにはあるまじかりつる人】浮舟。


手習．３．３．５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　「姫君ひめぎみの1立たち出いでたまへる2うしろでを、見みたまへりけるなめり」

◇　「姫君が立って出て行かれた後ろ姿を、御覧になったようだ」

■　と思おもひ出いでて3、

◇　と思って、

■　「ましてこまかに4見みせたらば、心止こころとまりたまひなむかし。

◇　「これ以上に詳細に見せたら、きっとお心がお止まりになろう。

■　昔人むかしびとは5、いとこよなう劣おとりたまへりし6をだに、まだ忘わすれがたくしたまふめるを」

◇　故人は、とても格段に劣っていらっしゃったのさえ、今だに忘れがたく思っていらっしゃるようだから」

■　と、心一こころひとつに思おもひて、

◇　と、独り決めにして、


1 【姫君の】以下「なめり」まで、少将尼の心中の思い。

2 【立ち出でたまへる】大島本は「たちいて給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへりつる」と「りつ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「給へる」とする。

3 【思ひ出でて】大島本は「おもひいてゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひて」と「いて」を削除する。『新大系』は底本のまま「思ひ出でて」とする。

4 【ましてこまかに】以下「たまふめるを」まで、少将尼の心中の思い。

5 【昔人は】亡き姫君。

6 【劣りたまへりし】亡き姫君は浮舟に数段劣る。


手習．３．３．６

■　「過すぎにし御おほむことを1忘わすれがたく、慰なぐさめかねたまふめりし2ほどに、おぼえぬ人ひとを3得えたてまつりたまひて、明あけ暮くれの見物みものに思おもひきこえたまふめるを、うちとけたまへる御おほむありさまを4、いかで御覧ごらんじつらむ5」

◇　「亡くなったお方のことを忘れがたく、慰めかねていらっしゃるようだったころ、思いがけない女性をお手に入れ申されて、明け暮れの慰めにお思い申し上げていらっしゃったようですが、寛いでいらっしゃるご様子を、どうして御覧になったのでしょうか」


1 【過ぎにし御ことを】以下「御覧じつらむ」まで、少将尼の詞。

2 【忘れがたく慰めかねたまふめりし】主語は妹尼君。

3 【おぼえぬ人を】浮舟。

4 【うちとけたまへる御ありさまを】浮舟のくつろいでいる姿を。

5 【いかで御覧じつらむ】大島本は「いかて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかでか」と「か」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いかで」とする。


手習．３．３．７

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　「かかることこそはありけれ1」

◇　「このようなことがあるものだ」

■　とをかしくて、

◇　と興味深くて、

■　「何人なにびとならむ。

◇　「どのような人なのだろう。

■　げに、いとをかしかりつ2」

◇　なるほど、実に美しかった」

■　と、ほのかなりつるを、なかなか思おもひ出いづ。

◇　と、ちらっと垣間見たのを、かえって思い出す。

■　こまかに問とへど、そのままにも言いはず、

◇　詳しく尋ねるが、すっかりとは答えず、


1 【かかることこそはありけれ】中将の心中の思い。過去助動詞「けれ」詠嘆の意。『完訳』は「以下、中将の心に即した叙述。意外な所に意外な美女が、の思い」と注す。

2 【何人ならむげにいとをかしかりつ】中将の心中の思い。


手習．３．３．８

■　「おのづから聞きこし召めしてむ1」

◇　「自然とお分かりになりましょう」


1 【おのづから聞こし召してむ】少将尼の詞。


手習．３．３．９

■　とのみ言いへば、うちつけに問とひ尋たづねむも、さま悪あしき心地ここちしてP11、

◇　とばかり言うので、急に詮索するのも、体裁の悪い気がして、


P11 心地して--心ちし（し/+て〈朱〉）


手習．３．３．１０

■　「雨あめも止やみP12ぬ。

◇　「雨も止んだ。

■　日ひも暮くれぬべし1」

◇　日も暮れそうだ」


P12 止み--やみみ（み〈前出〉/＄〈朱〉）

1 【雨も止みぬ日も暮れぬべし】供人の詞。


手習．３．３．１１

■　と言いふにそそのかされて、出いでたまふ。

◇　と言うのに促されて、お帰りになる。

第四段　中将、横川の僧都と語る

手習．３．４．１

■　前近まへちかき女郎花をみなへしを折をりて、

◇　お庭先の女郎花を手折って、

■　「何匂なににほふらむS6,1」

◇　「どうしてここにいらっしゃるのだろう」

■　と口くちずさびて、独ひとりごち立たてり。

◇　と口ずさんで、独り言をいって立っていた。


S6 ここにしも何匂ふらむ女郎花人のもの言ひさがにくき世に（拾遺集雑秋-一〇九八　僧正遍昭）

1 【何匂ふらむ】中将の詞。『源氏釈』は「ここにしも何匂ふらむ女郎花人のものいひさがにくき世に」（拾遺集雑秋、一〇九八、僧正遍昭）を指摘。


手習．３．４．２

■　「人ひとのもの言いひを1、さすがに思おぼしとがむるこそ」

◇　「人の噂を、さすがに気になさるとは」


1 【人のもの言ひを】以下「とがむるこそ」まで、老尼女房の詞。


手習．３．４．３

■　など、古代こたいの人ひとどもは、ものめでをしあへり。

◇　などと、古風な老人たちは、誉めあっていた。

手習．３．４．４

■　「いときよげに1、あらまほしくもねびまさりたまひにけるかな。

◇　「とても美しげで、理想的にご成人なさったことよ。

■　同おなじくは、昔むかしのやうにても見みたてまつらばや」

◇　同じことなら、昔のようにお世話したいものだ」

■　とて、

◇　と思って、


1 【いときよげに】以下「見たてまつらばや」まで、『集成』は、尼たちの詞、『完訳』は、妹尼君の詞とする。


手習．３．４．５

■　「藤中納言とうちうなごんの1御おほむあたりには、絶たえず通かよひたまふやうなれど2、心こころも止とどめたまはず、親おやの殿とのがちになむものしたまふ、とこそ言いふなれ」

◇　「藤中納言のお所には、今も通っていらっしゃるようだが、ご執心でもなく、親の邸にいらっしゃりがちだと言っているようだが」


1 【藤中納言の】以下「こそ言ふなれ」まで、妹尼君の詞。中将は現在、藤中納言の娘のもとに婿として通っている。この藤中納言は系図不詳の人。

2 【絶えず通ひたまふやうなれど】『完訳』は「夫婦仲の絶えない程度に」と注す。


手習．３．４．６

■　と、尼君あまぎみものたまひて、

◇　と、尼君もおっしゃって、

手習．３．４．７

■　「心憂こころうく、ものをのみ1思おぼし隔へだてたるなむ2、いとつらき。

◇　「情けなく、よそよそしくしてばかりいらっしゃるのが、とてもつらい。

■　今いまは、なほ、さるべきなめりと3思おぼしなして、晴はれ晴ばれしくもてなしたまへ。

◇　今はもう、やはり、これも宿縁だとお思いになって、気を晴れやかになさってください。

■　この五年いつとせ、六年むとせ、時ときの間まも忘わすれず4、恋こひしく悲かなしと思おもひつる人5ひとの上うへも、かく見みたてまつりて後6のちよりは、こよなく思おもひ忘わすられにてはべる。

◇　この五年、六年、束の間も忘れず、恋しく悲しいと思っていた娘のことも、こうしてお目にかかって後は、すっかり悲しみも忘れております。

■　思おもひきこえたまふべき人ひとびと7世よにおはすとも、今いまは世よに亡なきものにこそ、やうやう思おぼしなりぬらめ。

◇　ご心配申し上げなさる方々がいらっしゃっても、今はもう亡くなったのだと、だんだんお諦めになりましょう。

■　よろづのこと、さし当あたりたるやうには、えしもあらぬわざになむ」

◇　どのような事でも、その当座のようには、必ずしも思わないものです」


1 【心憂くものをのみ】以下「わざになむ」まで、妹尼君の詞。浮舟に向かって言う。

2 【思し隔てたるなむ】主語は浮舟。

3 【さるべきなめりと】これも前世の宿縁だろうと。

4 【この五年六年時の間も忘れず】妹尼君の娘が亡くなって、五六年を経過。

5 【恋しく悲しと思ひつる人】亡き娘。

6 【かく見たてまつりて後】浮舟を。

7 【思ひきこえたまふべき人びと】浮舟の親兄弟など。


手習．３．４．８

■　と言いふにP13つけても、いとど涙なみだぐみて1、

◇　と言うにつけても、ますます涙ぐんで、


P13 言ふに--いふ（ふ/+に）

1 【いとど涙ぐみて】『集成』は「親のことなど言われて、悲しみがこみ上げる体」と注す。


手習．３．４．９

■　「隔へだてきこゆる心こころは1、はべらねど、あやしくて生いき返かへりけるほどに、よろづのこと夢ゆめの世よにたどられて2。

◇　「よそよそしくお思い申し上げる気持ちは、ございませんが、不思議に生き返ったうちに、すべての事が夢のようにはっきり分からなくなりまして。

■　あらぬ世よに生むまれたらむ人ひとは、かかる心地ここちやすらむ、とおぼえはべれば、今いまは、知しるべき人世ひとよにあらむとも思おもひ出いでず。

◇　違った世界に生まれた人は、このような気がするものだろうか、と思われておりますので、今は、知っている人がこの世に生きていようとも思い出されません。

■　ひたみちにこそ、睦むつましく思おもひきこゆれ3」

◇　ひたすらに、慕わしく存じ上げております」


1 【隔てきこゆる心は】大島本は「心ハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心も」と校訂する。『新大系』は底本のまま「心は」とする。以下「思ひきこゆれ」まで、浮舟の詞。

2 【夢の世にたどられて】大島本は「夢の世に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「夢のやうに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「夢の世に」とする。

3 【睦ましく思ひきこゆれ】あなた尼君を。


手習．３．４．１０

■　とのたまふさまも、げに、何心なにごころなくうつくしく、うち笑ゑみてぞまもりゐたまへる。

◇　とおっしゃる様子も、なるほど、無心でかわいらしく、にっこりとして見つめていらっしゃった。

手習．３．４．１１

■　中将ちうじゃうは、山やまにおはし着つきて、僧都そうづも珍めづらしがりて、世よの中なかの物語ものがたりしたまふ。

◇　中将は、山にお着きになって、僧都も珍しく思って、世間の話をなさる。

■　その夜よは泊とまりて1、声尊こゑたふとき人ひとに2経きゃうなど読よませて、夜一夜よひとよ、遊あそびたまふ3。

◇　その夜は泊まって、声の尊い僧たちに読経などさせて、一晩中、管弦の遊びをなさる。

■　禅師ぜんじの君きみ、こまかなる物語ものがたりなどするついでに、

◇　禅師の君が、うちとけた話をした折に、


1 【その夜は泊りて】中将は横川の僧坊に宿泊して。

2 【声尊き人に】大島本は「人に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「人々に」と校訂する。『新大系』は底本のまま「人に」とする。

3 【経など読ませて夜一夜遊びたまふ】『集成』は「声明で、当時のいわば声楽」。『完訳』は「声明として経を謡うこと」「僧都の心配りで、山ではめったにしない管弦の遊びをする」と注す。


手習．３．４．１２

■　「小野をのに立たち寄よりて1、ものあはれにもありしかな。

◇　「小野に立ち寄って、しみじみと感慨深いことがあったね。

■　世よを捨すてたれど、なほさばかりの心こころばせある人ひとは2、難かたうこそ」

◇　世を捨てているが、やはり、あれほど嗜みの深い方は、めったにいらっしゃらないものだ」


1 【小野に立ち寄りて】以下「難うこそ」まで、中将の詞。

2 【心ばせある人は】尼君をさす。


手習．３．４．１３

■　などあるついでに1、

◇　などとおっしゃるついでに、


1 【などあるついでに】大島本は「なとある」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「などのたまふ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「などある」とする。


手習．３．４．１４

■　「風かぜの吹ふき開あけたりつる隙ひまより、髪かみいと長ながくをかしげなる人ひとこそ見みえつれ。

◇　「風が吹き上げた御簾の隙間から、髪がたいそう長く、美しそうな女性が見えた。

■　あらはなりとや思おもひつらむ、立たちてあなたに入いりつるうしろで、なべての人ひととは見みえざりつ。

◇　人目につくと思ったのだろうか、立ってあちらに入って行く後ろ姿は、並の女性とは見えなかった。

■　さやうの所ところに、よき女をむなは置おきたるまじきものに2こそあめれ。

◇　あのような所に、身分のある女性を住まわせておくべきではないでしょう。

■　明あけ暮くれ見みるものは法師ほふしなり。

◇　明け暮れ目にするものは法師だ。

■　おのづから目馴めなれておぼゆらむ3。

◇　自然と見慣れてそれが普通と思われよう。

■　不便ふびんなることぞかし4」

◇　不都合なことだ」


1? 【風の吹き開けたる】以下「不便なることぞかし」まで、中将の詞。

2 【よき女は置きたるまじきものに】『集成』は「身分のある女性は住まわせてはいけないものだとおもわれます」と訳す。

3 【おのづから目馴れておぼゆらむ】主語は浮舟。『集成』は「女らしさを失ってしまうだろうという気持」と注す。

4 【不便なることぞかし】大島本は「ことそかし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことなりかし」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ことぞかし」とする。若い女性にとっては不都合なことだ、の意。


手習．３．４．１５

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　禅師ぜんじの君きみ、

◇　禅師の君は、

手習．３．４．１６

■　「この春1はる、初瀬はつせに詣まうでて、あやしくて見出みいでたる人ひととなむ、聞ききはべりし」

◇　「この春、初瀬に参詣して、不思議にも発見した女性だ、と聞きました」


1 【この春】以下「聞きはべりし」まで、禅師の詞。


手習．３．４．１７

■　とて、見みぬことなれば、こまかには言いはず。

◇　と言って、見てないことなので、詳しくは言わない。

手習．３．４．１８

■　「あはれなりけることかな1。

◇　「興味深い話だね。

■　いかなる人ひとにかあらむ。

◇　どのような人であろうか。

■　世よの中なかを憂うしとてぞ、さる所ところには2隠かくれゐけむかし。

◇　世の中を厭って、そのような所に隠れていたのだろう。

■　昔物語むかしもの心地がたりのここちもするかな」

◇　昔物語にあったような気がするね」


1 【あはれなりけることかな】以下「心地もするかな」まで、中将の詞。

2 【さる所には】宇治の山里をさす。


手習．３．４．１９

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

第五段　中将、帰途に浮舟に和歌を贈る

手習．３．５．１

■　またの日ひ、帰かへりたまふにも、

◇　翌日、お帰りになる時、

■　「過すぎがたくなむ1」

◇　「素通りできにくくて」

■　とておはしたり2。

◇　と言っていらっしゃった。

■　さるべき心こころづかひ3したりければ、昔思むかしおもひ出いでたる御おほむまかなひの少将せうしゃうの尼あまなども、袖口そでぐちさま異ことなれども4、をかし。

◇　しかるべき用意などしていたので、昔が思い出されるお世話の少将の尼なども、袖口の色は異なっているが、趣がある。

■　いとどいや目めに、尼君あまぎみはものしたまふ。

◇　ますます涙がちの目で、尼君はいらっしゃる。

■　物語ものがたりのついでに、

◇　話のついでに、


1 【過ぎがたくなむ】中将の詞。

2 【おはしたり】小野の草庵に。

3 【さるべき心づかひ】中将が帰途に立ち寄ることを予測しての食事の準備など。

4 【袖口さま異なれども】尼姿の鈍色の袖口。


手習．３．５．２

■　「忍しのびたるさまにものしたまふらむは、誰たれにか1」

◇　「こっそりと姿を隠していらっしゃるような方は、どなたですか」


1 【忍びたるさまにものしたまふらむは誰れにか】中将の詞。若い女性について尋ねる。


手習．３．５．３

■　と問とひたまふ。

◇　とお尋ねになる。

■　わづらはしけれど、ほのかにも見みつけてけるを1、隠かくし顔がほならむもあやしとて、

◇　厄介なことだが、ちらっと見つけたのを、隠しているようなのも変だと思って、


1 【見つけてけるを】大島本は「見つけてける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見つけたまひてける」と「たまひ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「見つけてける」とする。


手習．３．５．４

■　「忘わすれわびはべりて1、いとど罪深つみふかうのみおぼえはべりつる慰なぐさめに、この月つきごろ見みたまふる人ひとになむ。

◇　「忘れかねまして、ますます罪深くばかり思われましたその慰めに、ここ数か月お世話している人です。

■　いかなるにか、いともの思おもひしげきさまにて、世よにありと人ひとに知しられむことを、苦くるしげに思おもひてものせらるれば、かかる谷たにの底そこS7には誰たれかは尋たづね聞きかむ2、と思おもひつつはべるを、いかでかは聞ききあらはさせたまへらむ」

◇　どのような理由でか、とても悲しみの深い様子で、この世に生きていると誰からも知られることを、つらいことに思っておいでなので、このような山あいの奥深くまで誰がお尋ね求めよう、と思っておりましたが、どうしてお聞きつけあそばしたのですか」


S7 春や来る花や咲くとも知らざりき谷の底なる埋れ木なれば（和泉式部集-七二六）

1 【忘れわびはべりて】以下「あらはさせたまひつらむ」まで、妹尼君の詞。

2 【尋ね聞かむ】大島本は「尋きかん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「尋ね聞こえむ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「尋聞かん」とする。


手習．３．５．５

■　といらふ。

◇　と答える。

手習．３．５．６

■　「うちつけ心ごころありて1参まゐり来こむにだに、山深やまふかき道みちのかことは聞きこえつべし。

◇　「一時の物好きな心があってやって来るのでさえ、山深い道の恨み言は申し上げましょう。

■　まして、思おぼしよそふらむ方2かたにつけては、ことことに隔へだてたまふまじきことにこそは。

◇　まして、亡き姫君の代わりとお思いなさっていることでは、まったく関係ないこととお隔てになることでしょうか。

■　いかなる筋すぢに世よを恨うらみたまふ人ひとにか。

◇　どのようなことで、この世を厭いなさる人なのでしょうか。

■　慰なぐさめきこえばや」

◇　お慰め申し上げたい」


1 【うちつけ心ありて】以下「きこえばや」まで、中将の詞。

2 【思しよそふらむ方】主語は尼君。尼君の娘、中将の亡き妻。


手習．３．５．７

■　など、ゆかしげにのたまふ。

◇　などと、関心深そうにおっしゃる。

手習．３．５．８

■　出いでたまふとて、畳紙たたうがみに、

◇　お帰りになるに当たって、畳紙に、

手習．３．５．９

■　「あだし野のの風かぜになびくな女郎花をみなへし

我われしめ結ゆはむ道遠みちとほくとも」

◇　「浮気な風に靡くなよ、女郎花

わたしのものとなっておくれ、道は遠いけれども」

手習．３．５．１０

■　と書かきて、少将せうしゃうの尼あまして入いれたり。

◇　と書いて、少将の尼を介して入れた。

■　尼君あまぎみも見みたまひて、

◇　尼君も御覧になって、

手習．３．５．１１

■　「この御返おほむかへり書かかせたまへ2。

◇　「このお返事をお書きあそばせ。

■　いと心こころにくきけつきたまへる人ひとなれば、うしろめたくもあらじ」

◇　とても奥ゆかしいところのおありの方だから、不安なことはありますまい」


1? 【あだし野の風に靡くな女郎花我しめ結はむ道遠くとも】中将から浮舟への贈歌。「女郎花」は浮舟を喩える。

2 【この御返り書かせたまへ】以下「うしろめたくもあらじ」まで、妹尼君の詞。


手習．３．５．１２

■　とそそのかせば、

◇　と促すと、

手習．３．５．１３

■　「いとあやしき手てをば、いかでか1」

◇　「ひどく醜い筆跡を、どうして」


1 【いとあやしき手をばいかでか】浮舟の詞。尼君への返事。


手習．３．５．１４

■　とて、さらに聞ききたまはねば、

◇　と言って、まったく承知なさらないので、

手習．３．５．１５

■　「はしたなきことなり1」

◇　「体裁の悪きことです」


1 【はしたなきことなり】妹尼君の詞。


手習．３．５．１６

■　とて、尼君あまぎみ、

◇　と言って、尼君が、

手習．３．５．１７

■　「聞きこえさせつるやうに1、世よづかず、人ひとに似にぬ人ひとにてなむ。

◇　「申し上げましたように、世間知らずで、普通の人とは違っておりますので。


1 【聞こえさせつるやうに】以下「草の庵に」まで、妹尼君の詞と返歌。


手習．３．５．１８

■　移うつし植うゑてS8思おもひ乱みだれぬ女郎花をみなへし

憂うき世よを背そむく草くさの庵いほりに1」

◇　ここに移し植えて困ってしまいました、女郎花です

嫌な世の中を逃れたこの草庵で」


S8 移し植ゑば秋なき時や咲かざらむ花こそ散らめ根さへ枯れめや（塗籠本伊勢物語）

1 【移し植ゑて思ひ乱れぬ女郎花憂き世を背く草の庵に】妹尼君の返歌。「女郎花」の語句を用いて返す。


手習．３．５．１９

■　とあり。

◇　とある。

■　「こたみは、さもありぬべし1」

◇　「今回は、きっとそういうことだろう」

■　と、思おもひ許ゆるして帰かへりぬ。

◇　と大目に見て帰った。


1 【こたみはさもありぬべし】中将の心中の思い。浮舟の返歌はもらえないことをさす。


第六段　中将、三度山荘を訪問

手習．３．６．１

■　文ふみなどわざとやらむは、さすがにうひうひしう、ほのかに見みしさまは忘わすれず、もの思おもふらむ筋すぢ、何なにごとと知しらねど、あはれなれば、八月十余日はちぐわちじふよにちのほどに1、小鷹狩こたかがりのついでにおはしたり。

◇　手紙などをわざわざやるのは、何といっても不慣れな感じで、ちらっと見た様子は忘れず、何を悩んでいるのか知らないが、心を惹かれるので、八月十日過ぎに、小鷹狩のついでにいらっしゃった。

■　例れいの、尼呼あまよび出いでて、

◇　いつものように、尼を呼び出して、


1 【八月十余日のほどに】中秋の明月に近いころ。


手習．３．６．２

■　「一目見ひとめみしより、静心しづごころなくてなむ2」

◇　「先日ちらっと見てから、心が落ち着かなくて」


1? 【小鷹雁のついでに】『河海抄』は「秋の野に狩ぞ暮れぬる女郎花今宵ばかりの宿はかさなむ」（古今六帖二、小鷹狩）を指摘。

2 【一目見しより静心なくてなむ】中将の詞。


手習．３．６．３

■　とのたまへり。

◇　とおっしゃった。

■　いらへたまふべくもあらねば1、尼君あまぎみ、

◇　お答えなさるはずもないので、尼君は、


1 【いらへたまふべくもあらねば】主語は浮舟。


手習．３．６．４

■　「待乳まつちの山やまS9、となむ見みたまふる1」

◇　「待乳の山の、誰か他に思う人がいるように拝します」


S9 誰をかも待乳の山の女郎花秋と契れる人ぞあるらし（新古今集秋上-三三六　小野小町）

1 【待乳の山となむ見たまふる】大島本は「まつちの山となん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「待乳の山の」と「の」を補訂する。『新大系』は底本のまま「待乳の山」とする。妹尼君の詞。『異本紫明抄』は「誰をかも待乳の山の女郎花秋と契れる人ぞあるらし」（小町集）を指摘。『完訳』は「誰か他に思う人がいるか」と注す。


手習．３．６．５

■　と言いひ出いだしたまふ。

◇　と中から言い出させなさる。

■　対面たいめんしたまへるにも1、

◇　お会いなさっても、


1 【対面したまへるにも】主語は妹尼君。尼君が中将に。


手習．３．６．６

■　「心苦こころぐるしきさまにて1ものしたまふと聞ききはべりし人ひとの御上おほむうへなむ、残のこりゆかしくはべりつる2。

◇　「お気の毒な様子でいらっしゃると伺いました方のお身の上が、もっと詳しく知りたく存じます。

■　何事なにごとも心こころにかなはぬ心地ここちのみしはべれば、山住やまずみもしはべらまほしき心こころありながら、許ゆるいたまふまじき人ひとびと3に思おもひ障さはりてなむ過すぐしはべる。

◇　何事も思った通りにならない気ばかりがしますので、出家生活をしたい考えはありながら、お許しなさるはずのない方々に妨げられて過ごしております。

■　世よに心地ここちよげなる人ひとの上うへは4、かく屈くんじたる人ひとの心こころからにや5、ふさはしからずなむ。

◇　いかにも屈託なげな今の妻のことは、このように沈みがちな身の上のせいか、似合わないのです。

■　もの思おもひたまふらむ人ひとに6、思おもふことを聞きこえばや」

◇　悩んでいらっしゃるらしい方に、思っている気持ちを申し上げたい」


1 【心苦しきさまにて】以下「聞こえばや」まで、中将の詞。

2 【はべりつる】大島本は「侍つる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍つる」とする。

3 【許いたまふまじき人びと】両親であろう、とされる。

4 【心地よげなる人の上は】現在の妻、藤中納言の娘。屈託なげに楽しそうにしている性格の人。

5 【屈じたる人の心からにや】大島本は「くんしたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「屈したる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「屈じたる」とする。中将自身の性格についていう。

6 【もの思ひたまふらむ人に】浮舟に。


手習．３．６．７

■　など、いと心こころとどめたるさまに語かたらひたまふ。

◇　などと、とてもご執心なさってようにお話なさる。

手習．３．６．８

■　「心地ここちよげならぬ1御願おほむねがひは、聞きこえ交かはしたまはむに、つきなからぬさまになむ見みえはべれど、例れいの人ひとにてはあらじと2、いとうたたあるまでS10,3世よを恨うらみたまふめれば。

◇　「もの思わしげな方をとのご希望は、いろいろお話し合いなさるに、不似合いではないように見えますが、普通の人のようにはありたくないと、実に嫌に思われるくらい世の中を厭っていらっしゃるようなので。

■　残のこりすくなき齢よはひどもだに、今いまはと背そむきはべる時ときは、いともの心細こころぼそくおぼえはべりしものを。

◇　残り少ない寿命のわたしでさえ、今を最後と出家します時には、とても何となく心細く思われましたものを。

■　世よをこめたる盛さかりには5、つひにいかがとなむ、見みたまへはべる」

◇　将来の長い盛りの時では、最後まで出家生活を送れるかどうかと、心配でおります」


S10 花と見て折らむとすれば女郎花うたたあるさまの名にこそありけれ（古今集誹諧-一〇一九　読人しらず）

1 【心地よげならぬ】以下「見たまへはべる」まで、妹尼の詞。『集成』は「このあたり、この中将の人物像はさながら矮小化された薫であろう」と注す。

2 【例の人にてはあらじと】大島本は「例の人にてハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「例の人にて」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「例の人にては」とする。浮舟の出家の決意。

3 【いとうたたあるまで】『河海抄』は「花と見て折らむとすれば女郎花うたたあるさまの名にこそありけれ」（古今集雑体、一〇一九、読人しらず）を指摘。

4? 【残りすくなき齢どもに】大島本は「よはひともたに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「齢の人」と校訂する。『新大系』は底本のまま「齢ども」とする。尼君自身をいう。

5 【盛りには】大島本は「さかりにハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「盛りにては」と「て」を補訂する。『新大系』は底本のまま「盛りには」とする。


手習．３．６．９

■　と、親おやがりて言いふ。

◇　と、親ぶって言う。

■　入いりても、

◇　奥に入って行っても、

手習．３．６．１０

■　「情なさけなし1。

◇　「思いやりのないこと。

■　なほ、いささかにても聞きこえたまへ。

◇　やはり、少しでもお返事申し上げなさい。

■　かかる御住おほむすまひは、すずろなることも、あはれ知しるこそ世よの常つねのことなれ」

◇　このようなお暮らしは、ちょっとしたつまらないことでも、人の気持ちを汲むのは世間の常識というものです」


1 【情けなし】以下「世の常のことなれ」まで、妹尼君の詞。浮舟に返事をするように促す。


手習．３．６．１１

■　など、こしらへても言いへど、

◇　などと、なだめすかして言うが、

手習．３．６．１２

■　「人ひとにもの聞きこゆらむ1方かたも知しらず、何事なにごともいふかひなくのみこそ」

◇　「人にものを申し上げるすべも知らず、何事もお話にならないわたしで」


1 【人にもの聞こゆらむ】以下「いふかひなくのみこそ」まで、浮舟の詞。


手習．３．６．１３

■　と、いとつれなくて臥ふしたまへり。

◇　と、とてもそっけなく臥せっていらっしゃった。

手習．３．６．１４

■　客人まらうとは、

◇　客人は、

手習．３．６．１５

■　「いづら。

◇　「どうでしたか。

■　あな、心憂1***。

◇　何と、情けない。

■　秋***を契ちぎれるは2、すかしたまふにこそありけれ」

◇　秋になったらとお約束したのは、おだましになったのですね」

◆　 
"いづら? あな、 こころう! あき を ちぎれ る は、 すかし たまふ に こそ あり けれ。"


1 【いづらあな心憂】以下「こそありけれ」まで、中将の詞。『集成』は「返事をうながす気持」と注す。

2 【秋を契れるは】尼君の「待乳の山の」の引歌「誰をかも待乳の山の女郎花秋と契れる人ぞあるらし」（小町集）の下句を受けた表現。


手習．３．６．１６

■　など、恨うらみつつ、

◇　などと、恨みながら、

手習．３．６．１７

■　「松虫まつむしの声こゑを訪たづねて来きつれども

また萩原はぎはらの露つゆに惑まどひぬ」

◇　「松虫の声を尋ねて来ましたが

再び萩原の露に迷ってしまいました」

手習．３．６．１８

■　「あな、いとほし。

◇　「まあ、お気の毒な。

■　これをだに2」

◇　せめてこのお返事だけでも」


1? 【松虫の声を訪ねて来つれどもまた萩原に惑ひぬ】大島本は「萩ハら」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「荻原」と校訂する。『新大系』は底本のまま「萩原」とする。中将の贈歌。「松虫」「待つ」の懸詞。「萩原」は浮舟を喩える。

2 【あないとほしこれをだに】妹尼君の詞。浮舟に言う。


手習．３．６．１９

■　など責せむれば1、さやうに世よづいたらむこと2言いひ出いでむもいと心憂こころうく、また、言いひそめては、かやうの折々をりをりに責せめられむも、むつかしうおぼゆれば、いらへをだにしたまはねば、あまりいふかひなく思おもひあへり3。

◇　などと責めると、そのような色恋めいた事に返事するのもたいそう嫌で、また一方、いったん返歌をしては、このような折々に責められるのも、厄介に思われるので、返歌をさえなさらないので、あまりにいいようもなく思い合っていた。

■　尼君あまぎみ、早はやうは今いまめきたる人ひとにぞありける名残なごりなるべし。

◇　尼君は、出家前は当世風の方であった気が残っているのであろう。


1 【など責むれば】大島本は「なとせむれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「と責むれば」と「など」を削除する。『新大系』は底本のまま「などせむれば」とする。

2 【さやうに世づいたらむこと】『集成』は「以下、浮舟の心中」。『完訳』は「以下、浮舟の心に即した叙述」と注す。

3 【思ひあへり】主語は妹尼君と女房たち。


手習．３．６．２０

■　「秋あきのの野**の露分つゆわけ来きたる狩衣かりごろも

葎茂むぐらしげれる宿やどにかこつな

◇　「秋の野原の露を分けて来たため濡れた狩衣は

葎の茂ったわが宿のせいになさいますな

◆　 
"あき の の の つゆ わけ き たる かりごろも
 むぐら しげれ る やど に かこつ な

手習．３．６．２１

■　となむ、わづらはしがりきこえたまふめる」

◇　と、わずらわしがり申していらっしゃるようです」

手習．３．６．２２

■　と言いふを、内うちにも、なほ

◇　と言うのを、簾中でも、やはり

■　「かく心こころより外ほかに世よにありと知しられ始はじむるを、いと苦くるし」

◇　「このように思いの外にこの世に生きていると知られ出したのを、とてもつらい」

■　と思おぼす心こころのうちをば知しらで、男君をとこぎみをも飽あかず思おもひ出いでつつ、恋こひわたる人ひとびとなれば、

◇　とお思いになる心中を知らないで、男君のことをも尽きせず思い出しては、恋い慕っている人びとなので、

手習．３．６．２３

■　「かく、はかなきついでにも、うち語かたらひきこえたまはむに、心こころより外ほかに、よにうしろめたくは見みえたまはぬものを。

◇　「このような、ちょっとした機会にも、お話し合い申し上げなさるのも、お気持ちにそむいて、油断ならないことはなさらない方ですから。

■　世よの常つねなる筋**には思おぼしかけずとも、情なさけなからぬほどに、御おほむいらへばかりは聞きこえたまへかし」

◇　世間並の色恋とお思いなさらなくても、人情のわかる程度に、お返事を申し上げなさいませ」

◆　 
"かく、 はかなき ついで に も、 うち-かたらひ きこえ たまは む に、 こころ より ほか に、 よ に うしろめたく は みえ たまは ぬ もの を。 よ の つね なる すぢ に おぼしかけ ず とも、 なさけなから ぬ ほど に、 おほむ-いらへ ばかり は きこえ たまへ かし。"

手習．３．６．２４

■　など、ひき動うごかしつべく言いふ。

◇　などと、引き動かさんばかりに言う。

第七段　尼君、中将を引き留める

手習．３．７．１

■　さすがに、かかる古代こたいの心こころどもにはありつかず、今いまめきつつ、腰折こしをれ歌好うたこのましげに、若わかやぐけしきどもは、いとうしろめたうおぼゆ2。

◇　そうはいっても、このような古風な気質とは不似合いに、当世風に気取っては、下手な歌を詠みたがって、はしゃいでいる様子は、とても不安に思われる。


1? 【さすがにかかる古代の心どもには--うしろめたうおぼゆ】『一葉抄』は「古めきたる尼に似合すいまめく也双紙詞也」と指摘。

2 【いとうしろめたうおぼゆ】『完訳』は「浮舟は、誰かが強引に中将を手引しかねないと不安である。以下、己が悲運の身を思う」と注す。


手習．３．７．２

■　「限かぎりなく1憂うき身みなりけり、と見果みはててし命いのちさへ、あさましう長ながくて2、いかなるさまにさすらふべきならむ。

◇　「この上なく嫌な身の上であった、と見極めた命までが、あきれるくらい長くて、どのようなふうにさまよって行くのだろう。

■　ひたぶるに亡なき者ものと人**に見聞みき捨きすてられてもやみなばや」

◇　ひたすら亡くなった者として誰からもすっかり忘れられて終わりたい」

◆　 
"かぎり なく うき み なり けり、 と み はて て し いのち さへ、 あさましう ながく て、 いかなる さま に さすらふ べき なら む。 ひたぶるに なき もの と み きき すて られ て も やみ な ばや!"


1 【限りなく】以下「やみなばや」まで、浮舟の心中の思い。

2 【と見果ててし命さへあさましう長くて】浮舟の心中思惟の語句。自分で自分の気持ちを反省する。


手習．３．７．３

■　と思おもひ臥ふしたまへるに、中将ちうじゃうは、おほかたもの思おもはしきことのあるにやP14,1。

◇　と思って臥せっていらっしゃるのに、中将は、およそ何か物思いの種があるのだろうか。

■　いといたううち嘆なげき2、忍しのびやかに笛ふえを吹ふき鳴ならして、

◇　とてもひどく嘆き、ひっそりと笛を吹き鳴らして、


P14 あるにや--あるにやと（と＄〈朱〉）

1 【おほかたもの思はしきことのあるにや】挿入句、語り手が中将の心中を推測した句。『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。

2 【うち嘆き】大島本は「打なけき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うち嘆きつつ」と「つつ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「打嘆き」とする。


手習．３．７．４

■　「鹿しかの鳴なく音ねにS11,1」

◇　「鹿の鳴く声に」


S11 山里は秋こそことに侘しけれ鹿の鳴く音に目を覚ましつつ（古今集秋上-二一四　壬生忠岑）

1 【鹿の鳴く音に】中将の詞。和歌を口ずさむ。『源氏釈』は「山里は秋こそことにわびしけれ鹿の鳴く音に目を覚ましつつ」（古今集秋上、二一四、壬生忠岑）を指摘。


手習．３．７．５

■　など独ひとりごつけはひ、まことに心地ここちなくはあるまじ1。

◇　などと独り言をいう感じは、ほんとうに弁えのない人ではなさそうである。


1 【まことに心地なくはあるまじ】『評釈』は「地の文であるから、ここの場面では、作者は中将をひどく冷たく見ていることになる」。『集成』は「確かにわきまえのない人ではなさそうだ」。『完訳』は「真実、わきまえのない人ではなさそうである」と注す。打消推量の助動詞「まじ」は語り手の推量。


手習．３．７．６

■　「過すぎにし方かたの1思おもひ出いでらるるにも、なかなか心尽こころづくしに、今いまはじめてあはれと思おぼすべき人ひとはた、難かたげなれば2、見みえぬ山路やまぢにもS12,3え思おもひなすまじうなむ」

◇　「過ぎ去った昔が思い出されるにつけても、かえって心尽くしに、今初めて慕わしいと思ってくれるはずの人も、またいそうもないので、つらいことのない山奥とは思うことができません」


S12 世の憂き目見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ（後撰集雑下-九五五　物部吉名）

1 【過ぎにし方の】以下「え思ひなすまじうなむ」まで、中将の詞。

2 【あはれと思すべき人はた難げなれば】『完訳』は「今から思いを寄せてくれそうな方とて、いそうにないので。暗に、浮舟の冷淡さをいう」と注す。

3 【見えぬ山路にも】『源氏釈』は「世の憂きめ見えぬ山路へ入らむには思ふ人こそほだしなりけれ」（古今集雑下、九五五、物部吉名）を指摘。


手習．３．７．７

■　と、恨うらめしげにて出いでなむとするに1、尼君あまぎみ、

◇　と、恨めしそうにしてお帰りになろうとする時に、尼君が、


1 【出でなむとするに】大島本は「いてなむと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「出でたまひなむと」と「たまひ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「出でなむと」とする。


手習．３．７．８

■　「など、あたら夜よをS13御覧ごらんじさしつる1」

◇　「どうして、せっかくの素晴らしい夜を御覧になりませぬ」


S13 あたら夜の月と花とを同じくはあはれ知れらむ人に見せばや（後撰集春下-一〇三　源信明）

1 【などあたら夜を御覧じさしつる】妹尼君の詞。『源氏釈』は「あたら夜の月と花とを同じくは心知れらむ人に見せばや」（後撰集春下、一〇三、源信明）を指摘。


手習．３．７．９

■　とて、ゐざり出いでたまへり。

◇　と言って、膝行して出ていらっしゃった。

手習．３．７．１０

■　「何なにか。

◇　「いえ。

■　遠方をちなる里さともS14、試こころみはべれば」

◇　あちらのお気持ちも、分かりましたので」


S14 ここにまた我が飽かぬ月を山の端の遠方（をち）の里には遅しとや待つ（古今六帖一-一七四）


手習．３．７．１１

■　など言いひすさみて、

◇　と軽く言って、

■　「いたう好すきがましからむも2、さすがに便びんなし。

◇　「あまり好色めいて振る舞うのも、やはり不都合だ。

■　いとほのかに見みえしさまの、目止めとまりしばかり、つれづれなる心慰こころなぐさめに思おもひ出いづるを、あまりもて離はなれ、奥深おくぶかなるけはひも所ところのさまにあはずすさまじ3」

◇　ほんのちらっと見えた姿が、目にとまったほどで、所在ない心の慰めに思い出したが、あまりによそよそしくて、奥ゆかしい感じ過ぎるのも場所柄にも似合わず興醒めな感じがする」

■　と思おもへば、帰かへりなむとするを、笛ふえの音ねさへ飽あかず、いとどおぼえて4、

◇　と思ので、帰ろうとするのを、笛の音まで物足りなく、ますます思われて、


1? 【何か遠方なる里も試みはべればなど】大島本は「心ミ侍れハなと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こころみはべりぬればと」と校訂する。『新大系』は底本のまま「心み侍ればなど」とする。中将の詞。「遠方なる里」は宇治の地名。引歌がありそうだが未詳。

2 【いたう好きがましからむも】以下「すさまじ」まで、中将の心中の思い。

3 【所のさまにあはずすさまじ】『集成』は「風雅な環境の手狭な山里住まい、そこにしかるべき男女のやりとり、といった期待があったという趣」と注す。

4 【飽かずいとどおぼえて】主語は妹尼君。


手習．３．７．１２

■　「深ふかき夜よの月つきをあはれと見みぬ人ひとや

山やまの端近はちかき宿やどに泊とまらぬ1」

◇　「夜更けの月をしみじみと御覧にならない方が

山の端に近いこの宿にお泊まりになりませんか」


1 【深き夜の月をあはれと見ぬ人や山の端近き宿に泊らぬ】妹尼君から中将への贈歌。前の「あたら夜の」歌を踏まえた詠歌。「月」を浮舟に喩える。『完訳』は「中将の求婚を受諾しようとする歌」と注す。


手習．３．７．１３

■　と、なまかたはなることを、

◇　と、どこか整わない歌を、

手習．３．７．１４

■　「かくなむ、聞きこえたまふ1」

◇　「このように、申し上げていらっしゃいます」


1 【かくなむ聞こえたまふ】妹尼君の詞。『集成』は「（浮舟が）こう申し上げていられます。浮舟の詠んだ歌だと、とっさにいつわって言う」と注す。


手習．３．７．１５

■　と言いふに、心こころときめきして、

◇　と言うと、心をときめかして、

手習．３．７．１６

■　「山やまの端はに入いるまで月つきを眺ながめ見みむ

閨ねやの板間いたまもしるしありやと」

◇　「山の端に隠れるまで月を眺ましょう

その効あってお目にかかれようかと」

手習．３．７．１７

■　など言いふに、この大尼君2おほあまぎみ、笛ふえの音ねをほのかに聞ききつけたりければ、さすがにめでて3出いで来きたりP15。

◇　などと言っていると、この大尼君、笛の音をかすかに聞きつけたので、老齢ではいてもやはり心惹かれて出て来た。


P15 出で来たり--いそ（そ/＃て）きたり

1? 【山の端に入まるで月を眺め見む閨の板間もしるしありやと】中将の返歌。「山の端」「月」「見る」の語句を用いて返す。「宿」を「閨の板間」とずらして返す。『完訳』は「閨の隙間からさし込む月光の風情。月を眺め続け、閨に近づきたい気持」と注す。

2 【大尼君】横川僧都や妹尼君の母尼君。

3 【さすがにめでて】『完訳』は「八十余歳の老齢なのに」と注す。


手習．３．７．１８

■　ここかしこうちしはぶき1、あさましきわななき声ごゑにて、なかなか昔むかしのことなどもかけて言いはず。

◇　話のあちこちで咳をし、呆れるほどの震え声で、かえって昔のことなどは口にしない。

■　誰たれとも思おもひ分わかぬなるべし2。

◇　誰であるかも分からないのであろう。


1 【ここかしこうちしはぶき】『集成』は「物を言うたびに咳をまじえ」。『完訳』は「話のあちことで咳をし、聞き苦しいほどの震え声で」と注す。老人特有のしぐさ。

2 【誰れとも思ひ分かぬなるべし】中将が誰であるか。「なかなか--言はず。--なるべし」は、語り手の思い入れと推測を交えた叙述。『岷江入楚』は「草子の地なり」と指摘。


手習．３．７．１９

■　「いで、その琴きんの琴1弾ことひきたまへ。

◇　「さあ、その琴の琴をお弾きなさい。

■　横笛よこぶえは、月つきにはいとをかしきものぞかし。

◇　横笛は、月にはとても趣深いものです。

■　いづら、御達2***。

◇　どこですか、そなたたち。

■　琴ごたちこととりて参まゐれ」

◇　琴を持って参れ」

◆　 
"いで、 その きんのこと ひき たまへ。 よこぶえ は、 つき に は いと をかしき もの ぞ かし。 いづら、 ごたち? こと とり て まゐれ。"


1 【いでその琴の琴】以下「琴取りて参れ」まで、老母尼君の詞。

2 【いづら御達】大島本は「こたち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「くそたち」と校訂する。『新大系』は底本のまま「御達」とする。「くそ」は二人称の代名詞。古風な語句。


手習．３．７．２０

■　と言いふに、それなめり1と、推おし量はかりに聞きけど、

◇　と言うので、母尼君らしい、と推察して聞くが、

■　「いかなる所ところに2、かかる人ひと、いかで籠こもりゐたらむ。

◇　「どのような所に、このような老人が、どうして籠もっているのだろう。

■　定さだめなき世よぞ」

◇　無常の世だ」

■　、これにつけてあはれなる。

◇　と、このことにつけても感慨無量である。

■　盤渉調3ばんしきでうをいとをかしう吹ふきて、

◇　盤渉調をたいそう趣深く吹いて、


1 【それなめり】大島本は「それなめり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「それななり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「それなめり」とする。中将の心中。老母尼君であるらしい、の意。

2 【いかなる所に】以下「定めなき世ぞ」まで、中将の心中の思い。末尾は地の文に流れる。『集成』は「老少不定のこの世が、これにつけてもしみじみ思われる。自分の妻だった孫娘は早く死に、八十を越えたこの尼君がまだ存命なのに感慨をもよおす。中将の心事に密着した書き方」と注す。

3 【盤渉調】冬の季節にふさわしい調子。


手習．３．７．２１

■　「いづら、さらば1」

◇　「どうですか。さあ」


1 【いづらさらば】中将の詞。演奏を促す。


手習．３．７．２２

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

手習．３．７．２３

■　娘尼君むすめあまぎみ、これもよきほどの好すき者ものにて、

◇　娘尼君は、この方も相当な風流人なので、

手習．３．７．２４

■　「昔聞むかしききはべりしよりも1、こよなくおぼえはべるは、山風やまかぜをのみ聞きき馴なれはべりにける耳みみからにや」

◇　「昔聞きましたときよりも、この上なく素晴らしく思われますのは、山風ばかりを聞き馴れていました耳のせいでしょうか」

■　とて、

◇　と言って、

■　「いでや、これもひがことになりてはべらむ2」

◇　「それでは、わたしのはでたらめになっていましょう」


1 【昔聞きはべりしよりも】以下「耳からにや」まで、妹尼君の詞。

2 【いでやこれもひがことになりてはべらむ】大島本は「これも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「これは」と校訂する。『新大系』は底本のまま「これも」とする。妹尼君の詞。謙遜して言う。


手習．３．７．２５

■　と言いひながら弾ひく。

◇　と言いながら弾く。

■　今様いまやうは、をさをさなべての人ひとの、今いまは好このまずなりゆく1ものなれば、なかなか珍めづらしくあはれに聞きこゆ。

◇　当世風では、ほとんど普通の人は、今は好まなくなって行くものなので、かえって珍しくしみじみと聞こえる。

■　松風まつかぜもいとよくもてはやすS15,2。

◇　松風も実によく調和する。

■　吹ふきて合あはせたる3笛ふえの音ねに、月つきもかよひて澄すめる心地ここちすれば、いよいよめでられて、宵惑よひまどひ4もせず、起おき居ゐたり。

◇　吹き合わせた笛の音に、月も調子を合わせて澄んでいる気がするので、ますます興趣が乗って、眠気も催さず、起きていた。


S15 琴の音に峰の松風かよふらしいづれの緒より調べそめけむ（拾遺集雑上-四五一　斎宮女御）

1 【今様はをさをさなべての人の今は好まずなりゆく】琴の琴について言う。近年では七弦琴が好まれなくなっている、の意。

2 【松風もいとよくもてはやす】『集成』は「琴の音に峯の松風かよふらしいづれのをより調べそめけむ」（拾遺集雑上、四五一、斎宮女御）を指摘。

3 【吹きて合はせたる】大島本は「ふきてあハせたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「吹きあはせたる」と「て」を削除する。『新大系』は底本のまま「吹きて合はせたる」とする。

4 【宵惑ひ】老人の習性。宵から眠くなること。


第八段　母尼君、琴を弾く

手習．３．８．１

■　「女をむなは、昔むかしは1、東琴あづまごとをこそは、こともなく弾ひきはべりしかP16ど、今いまの世よには、変かはりにたるにやあらむ2。

◇　「お婆は、昔は、東琴を、簡単に弾きましたが、今の世では、変わったのでしょうか。

■　この僧都そうづの、

◇　息子の僧都が

■　『聞ききにくし。

◇　『聞きにくい。

■　念仏ねんぶつより他ほかのあだわざなせそ』

◇　念仏以外のつまらないことはするな』

■　とはしたなめられしかば、何なにかは、とて弾ひきはべらぬなり。

◇　と叱られましたので、それならと、もう弾かないのでございます。

■　さるは、いとよく鳴なる琴こともはべり」

◇　それにしても、とてもよい響きの琴もございます」


P16 弾きはべりしか--ひきはつ（つ/＄へ〈朱〉、+り）しか

1 【女は昔は】大島本は「むかしは」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「昔」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「むかしは」とする。以下「琴もはべり」まで、老母尼の詞。

2 【変はりにたるにやあらむ】東琴の奏法が。


手習．３．８．２

■　と言いひ続つづけて、いと弾ひかまほしP17と思おもひたれば、いと忍しのびやかにうち笑わらひて1、

◇　と言い続けて、とても弾きたく思っているので、たいそうこっそりとほほ笑んで、


P17 弾かまほし--（/+ひ〈朱〉）かまほし

1 【いと忍びやかにうち笑ひて】主語は中将。


手習．３．８．３

■　「いとあやしきことをも1制せいしきこえたまひける僧都そうづかな。

◇　「まことに変なことをお制止申し上げなさった僧都ですね。

■　極楽ごくらくといふなる所ところには、菩薩ぼさつなども皆みなかかることをして、天人てんにんなども舞まひ遊あそぶこそ尊たふとかなれ2。

◇　極楽という所には、菩薩なども皆このようなことをして、天人なども舞い遊ぶのが尊いものだと言います。

■　行おこなひ紛まぎれ、罪得つみうべきことかは。

◇　勤行を怠り、罪を得ることだろうか。

■　今宵聞こよひききはべらばや」

◇　今夜はお聞き致したい」


1 【いとあやしきことをも】以下「聞きはべらばや」まで、中将の詞。

2 【尊かなれ】「尊かる」（連体形）の「る」が撥音便化して無表記。「なれ」伝聞推定の助動詞。


手習．３．８．４

■　とすかせば、

◇　とお世辞を言うと、

■　「いとよし」

◇　「とても嬉しい」

■　と思おもひて、

◇　と思って、

手習．３．８．５

■　「いで、主殿とのもりのくそ、東取あづまとりて1」

◇　「さあ、主殿の君さん、東琴を取って」


1 【いで主殿のくそ東取りて】老母尼の詞。主殿の女房に東琴を取り寄せさせる。


手習．３．８．６

■　と言いふにも、しはぶきは絶たえず。

◇　と言うにも、咳は止まらない。

■　人ひとびとは、見苦みぐるしと思おもへど、僧都そうづをさへ、恨うらめしげにうれへて言いひ聞きかすれば、いとほしくてまかせたり。

◇　女房たちは、見苦しいと思うが、僧都をまで、憎らしく不平を言って聞かせるので、お気の毒なのでそのままにしていた。

■　取とり寄よせて1、ただ今いまの笛ふえの音ねをも訪たづねず、ただおのが心こころをやりて、東あづまの調しらべ2を爪つまさはやかに調しらぶ。

◇　東琴を取り寄せて、今の笛の調子もおかまいなしに、ただ自分勝手に弾いて、東の調子を爪弾きさわやかに調べる。

■　皆異みなことものは声こゑを止やめつるを3、

◇　他の楽器の演奏をみな止めてしまったので、

■　「これをのみ4めでたる」

◇　「これにばかり聞きほれているのだ」

■　と思おもひて、

◇　と思って、


1 【取り寄せて】東琴を。

2 【東の調べ】『集成』は「未詳。和琴の調子の一つともいう」と注す。

3 【声を止めつるを】大島本は「こゑをやめつるを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「声やめつるを」と「を」を削除する。『新大系』は底本のまま「声をやめつるを」とする。

4 【これをのみ】大島本は「これをのミ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「これにのみ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「これをのみ」とする。


手習．３．８．７

■　「たけふ、ちちりちちり、たりたむな1」

◇　「たけふ、ちちりちちり、たりたんな」


1 【たけふちちりちちりたりたむな】老母尼の詞。催馬楽「道口」の歌詞を口ずさむ。『花鳥余情』は「笛の音の春おもしろく聞こゆるは花散りたりと吹けばなりけり」（後拾遺集俳諧、一一九八、読人しらず）を指摘。『完訳』は「この催馬楽の歌詞には漂泊の女が暗示され、浮舟には母親が想起されもする」と注す。


手習．３．８．８

■　など、掻かき返**し、はやりかに弾ひきたる、言葉ことばども、わりなく古ふるめきたり。

◇　などと、撥を掻き返し、さっそうと弾いている、その言葉などは、やたらと古めかしい。

◆　 
など、 かき-かへい、 はやりかに ひき たる、 ことば-ども、 わりなく ふるめき たり。

手習．３．８．９

■　「いとをかしう1、今いまの世よに聞きこえぬ言葉ことばこそは、弾ひきたまひけれ」

◇　「実に素晴らしく、今の世には聞かれぬ歌を、お弾きになりました」


1 【いとをかしう】以下「弾きたまひけれ」まで、中将の詞。


手習．３．８．１０

■　と褒ほむれば、耳みみほのぼのしく、かたはらなる人ひとに問とひ聞ききて、

◇　と褒めると、耳も遠くなっているので、側にいる女房に尋ね聞いて、

手習．３．８．１１

■　「今様いまやうの若わかき人ひとは1、かやうなることをぞ好このまれざりける。

◇　「今風の若い人は、このようなことをお好きでないね。

■　ここに月つきごろものしたまふめる姫君2ひめぎみ、容貌かたちいとけうらに3ものしたまふめれど、もはら、かやうなるあだわざなどしたまはず4、埋うもれてなむ、ものしたまふめる」

◇　ここに何か月もいらっしゃる姫君は、容貌はとても美しくいらっしゃるようだが、もっぱら、このようなつまらない遊びはなさらず、引き籠もっていらっしゃるようです」


1 【今様の若き人は】以下「ものしたまふめる」まで、老母尼の詞。

2 【姫君】浮舟。

3 【容貌いとけうらに】大島本は「かたちいとけうらに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「容貌はいときよらに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かたちいとけうらに」とする。

4 【かやうなるあだわざなどしたまはず】大島本は「かやうなる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かかる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かやうなる」とする。『完訳』は「浮舟への軽い皮肉であろう」と注す。


手習．３．８．１２

■　と、我われかしこにうちあざ笑わらひて1語かたるを、尼君あまぎみなどは、かたはらいたしと思おぼす。

◇　と、得意顔に大声で笑って話すのを、尼君などは、聞き苦しいとお思いである。


1 【うちあざ笑ひて】『集成』は「高笑いして」。『完訳』は「大声で笑う意。嘲笑の意ではない」と注す。


第九段　翌朝、中将から和歌が贈られる

手習．３．９．１

■　これに事皆醒ことみなさめて、帰かへりたまふほども、山やまおろし吹ふきて、聞きこえ来くる笛ふえの音1ね、いとをかしう聞きこえて、起おき明あかしたる翌朝つとめて、

◇　これによってすっかり興醒めして、お帰りになる途中も、山下ろしが吹いて、聞こえて来る笛の音も、とても素晴らしく聞こえて、起き明かしていた翌朝、


1 【聞こえ来る笛の音】中将が帰途に吹く笛の音。


手習．３．９．２

■　「昨夜よべは1、かたがた心乱こころみだれはべりしかば、急いそぎまかではべりし。

◇　「昨夜は、あれこれと心が乱れましたので、急いで帰りました。


1 【昨夜は】以下「何かは」まで、中将の文。


手習．３．９．３

■　忘わすられぬ昔むかしのことも笛竹ふえたけの

つらきふしにも音ねぞ泣なかれける1

◇　忘れられない昔の人のことやつれない人のことにつけ

声を立てて泣いてしまいました


1 【忘られぬ昔のことも笛竹のつらきふしにも音ぞ泣かれける】中将の妹尼君への贈歌。「事」「琴」の懸詞。「琴」「笛」「音」の縁語。「竹」「節」「根」の縁語。「昔」は亡き妻を、「つらきふし」は浮舟を比喩。


手習．３．９．４

■　なほ、すこし思おぼし知しるばかり教をしへなさせたまへ。

◇　やはり、もう少し気持ちをご理解いただけるよう説得申し上げてください。

■　忍しのばれぬべくは、好すき好ずきしきまでも、何なにかは1」

◇　堪えきれるものでしたら、好色がましい態度にまで、どうして出ましょうか」


1 【何かは】反語表現。下に「言はむ」などの語句が省略。


手習．３．９．５

■　とあるを、いとどわびたるは1、涙なみだとどめがたげなるけしきにて、書かきたまふ。

◇　とあるので、ますます困っている尼君は、涙を止めがたい様子で、お書きになる。


1 【いとどわびたるは】妹尼君。「人」を省略した形。


手習．３．９．６

■　「笛ふえの音ねに昔むかしのことも偲しのばれて

帰かへりしほども袖そでぞ濡ぬれにし1

◇　「笛の音に昔のことも偲ばれまして

お帰りになった後も袖が濡れました


1 【笛の音に昔のことも偲ばれて帰りしほども袖ぞ濡れにし】尼君の返歌。「笛」「音」「昔」「琴」の語句を用いて返す。「泣く」は「濡れ」とずらして返す。


手習．３．９．７

■　あやしう1、もの思おもひ知しらぬにや、とまで見みはべるありさま2は、老おい人びとの問とはず語がたり3に、聞きこし召めしけむかし」

◇　不思議なことに、人の情けも知らないのではないか、と見えました様子は、年寄の問わず語りで、お聞きあそばしたでしょう」


1 【あやしう】以下「聞こし召しけむかし」まで、妹尼君の歌に続く文。

2 【ありさま】浮舟の様子。返歌もせず音楽の合奏に加わろうとしなかったことをさす。

3 【老い人の問はず語り】老母尼の話。


手習．３．９．８

■　とあり。

◇　とある。

■　珍めづらしからぬも見所みどころなき心地ここちして1、うち置おかれけむ2。

◇　珍しくもない見栄えのしない気がして、つい読み捨てたことであろう。


1 【見所なき心地して】主語は中将。浮舟の返事を期待していた。

2 【うち置かれけむ】大島本は「うちをかれけん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うち置かれけむかあし」と「かし」を補訂する。『新大系』は底本のまま「うちをかれけん」とする。『一葉抄』は「此段双紙詞也」と指摘。『完訳』は「語り手の推測による」と注す。


手習．３．９．９

■　荻をぎの葉はに劣おとらぬS16ほどほどに訪おとづれわたる1、

◇　荻の葉に秋風が訪れるのに負けないくらい頻繁に便りがあるのが、

■　「いとむつかしうもあるかな2。

◇　「とても煩わしいことよ。

■　人ひとの心こころはあながちなるもの3なりけり」

◇　男の心はむてっぽうなものだ」


S16 秋風の吹くにつけても訪はぬかな荻の葉ならば音はしてまし（後撰集恋四-八四六　中務）

1 【荻の葉に劣らぬほどほどに訪れわたる】『源注拾遺』は「秋風の吹くにつけても訪はぬかな荻の葉ならば音はしてまし」（後撰集恋四、八四六、中務）を指摘。『集成』は「以下、浮舟の心」と注す。

2 【いとむつかしうもあるかな】以下「ものなりけり」まで、浮舟心中の思い。地の文から心中文に移る。『完訳』は「以下、浮舟の心中」と注す。

3 【人の心はあながちなるもの】『完訳』は「「あながち」な人であった匂宮との体験を通して、一途な男心に懲りたという気持」と注す。


手習．３．９．１０

■　と見知みしりにし折々をりをりも、やうやう思おもひ出いづるままに、

◇　と分かった時々のことも、だんだん思い出すにつれて、

手習．３．９．１１

■　「なほ、かかる筋すぢのこと1、人ひとにも思おもひ放はなたすべきさまに、疾とくなしたまひてよ」

◇　「やはり、このような方面のことは、相手にも諦めさせるように、早くしてくださいませ」


1 【なほかかる筋のこと】以下「疾くなしたまひてよ」まで、浮舟の心中の思い。中将の求婚を断ちたい。


手習．３．９．１２

■　とて、経習きゃうならひて読よみたまふ。

◇　と言って、お経を習って読んでいらっしゃる。

■　心こころの内うちにも念ねんじたまへり。

◇　心中でも祈っていらっしゃった。

■　かくよろづにつけて世よの中なかを思おもひ捨すつれば、

◇　このように何かにつけて世の中を捨てているので、

■　「若わかき人ひととて1をかしやかなることもことになく、結むすぼほれたる本性ほんじゃうなめり」

◇　「若い女だといっても華やかなところも特になく、陰気な性格なのだろう」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　容貌かたちの見みるかひあり、うつくしきに、よろづの咎見許とがみゆるして、明あけ暮くれの見物みものにしたり。

◇　器量が見飽きず、かわいらしいので、他の欠点はすべて大目に見て、明け暮れの心の慰めにしていた。

■　すこしうち笑わらひたまふ折をりは、珍めづらしくめでたきものに思おもへり。

◇　少しにっこりなさるときには、めったになく素晴らしい方だと思っていた。


1 【若き人とて】以下「本性なめり」まで、妹尼君たちの目に映る浮舟の姿。


第四章　浮舟の物語　浮舟、尼君留守中に出家す

第一段　九月、尼君、再度初瀬に詣でる

手習．４．１．１

■　九月くぐわちになりて1、この尼君あまぎみ、初瀬はつせに詣まうづ。

◇　九月になって、この尼君は、初瀬に参詣する。

■　年としごろいと心細こころぼそき身みに、恋こひしき人ひとの上うへも2思おもひやまれざりしを、かくあらぬ人3ひとともおぼえたまはぬ慰なぐさめを得えたれば、観音くわの御験んのおほむしるしうれしとて、返かへり申まうしだちて、詣まうでたまふなりけり。

◇　長年とても心細い身の上で、恋しい娘の身の上も諦めきれなかったが、このように他人とも思われない女性を心の慰めに得たので、観音のご霊験が嬉しいと、お礼参りのような具合で、参詣なさるのであった。


1 【九月になりて】浮舟、小野草庵に移って約半年経過。

2 【恋しき人の上も】亡き娘。

3 【かくあらぬ人】浮舟。


手習．４．１．２

■　「いざ、たまへ1。

◇　「さあ、ご一緒に。

■　人ひとやは知しらむとする。

◇　誰に知られたりするものですか。

■　同おなじ仏ほとけなれど、さやうの所ところに行おこなひたるなむ、験しるしありてよき例多ためしおほかる」

◇　同じ仏様ですが、あのような所で勤行するのが、霊験あらたかで、良いことが多いのです」


1 【いざたまへ】以下「多かる」まで、妹尼君の詞。長谷寺参詣に浮舟を誘う。


手習．４．１．３

■　と言いひて、そそのかしたつれど、

◇　と言って促すが、

■　「昔、母君むかし、乳母ははぎみめのとなどの1、かやうに言いひ知しらせつつ、たびたび詣まうでさせしを、かひなきにこそあめれ。

◇　「昔、母君や、乳母などが、このように言って聞かせては、たびたび参詣させたが、何にもその効がなかったようだ。

■　命いのちさへ心こころにかなはず2、たぐひなきいみじきめを見みるは」

◇　死のうと思ったことも思う通りにならず、又とないひどい目を見るとは」

■　と、いと心憂こころうきうちにも、

◇　と、ひどく厭わしい心中にも、

■　「知しらぬ人ひとに具ぐして3、さる道みちのありきをしたらむよ」

◇　「知らない人と一緒に、そのような遠出をするとは」

■　と、そら恐おそろしくおぼゆ。

◇　と、何となく恐ろしく思う。


1 【昔母君乳母などの】以下「いみじきめを見るは」まで、浮舟の心中の思い。

2 【命さへ心にかなはず】死のうとしたことまでも叶わなかった。

3 【知らぬ人に具して】以下「したらむよ」まで、浮舟の心中の思い。


手習．４．１．４

■　心こころごはきさまには言いひもなさで、

◇　強情なふうにはあえて言わないで、

手習．４．１．５

■　「心地ここちのいと悪あしう1のみはべれば、さやうならむ道みちのほどにもいかがなど、つつましうなむ」

◇　「気分がとてもすぐれませんので、そのような遠出もどんなものかしらなどと、気がひけまして」


1 【心地のいと悪しう】以下「つつましうなむ」まで、浮舟の詞。同行を断る。


手習．４．１．６

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

■　「物懼ものおぢはさもしたまふべき人ひとぞかし1」

◇　「恐がる気持ちは、きっとそうなさるにちがいない方だ」

■　と思おもひて、しひても誘いざなはず。

◇　と思って、無理にも誘わない。


1 【物懼ぢはさもしたまふべき人ぞかし】妹尼君の心中の思い。『完訳』は「宇治で物の怪に襲われた人だから、恐怖心も無理からぬとする」と注す。


手習．４．１．７

■　「はかなくて世よに古川ふるかはの憂うき瀬せには

尋たづねも行ゆかじ二本ふたもとの杉1すぎS17」

◇　「はかないままにこの世につらい思いをして生きているわが身は

あの古川に尋ねて行くことはいたしません、二本の杉のある」


S17 初瀬川古川野辺に二本ある杉年を経てもまたも逢ひ見む二本ある杉（古今集旋頭歌-一〇〇九　読人しらず）

1 【はかなくて世に古川の憂き瀬には尋ねも行かじ二本の杉】浮舟の独詠歌。『異本紫明抄』は「初瀬川古川野辺に二本ある杉年を経てまたもあひ見む二本ある杉」（古今集旋頭歌、一〇〇九、読人しらず）を指摘。


手習．４．１．８

■　と手習てならひに混まじりたるを、尼君見あまぎみみつけて、

◇　と手習いに混じっているのを、尼君が見つけて、

手習．４．１．９

■　「二本ふたもとは1、またも逢あひきこえむと思おもひたまふ人ひとあるべし」

◇　「二本とは、再びお会い申したいと思っていらっしゃる方がいるのでしょう」


1 【二本は】以下「人あるべし」まで、妹尼君の詞。引歌の下句による推測。


手習．４．１．１０

■　と、戯たはぶれごとを言いひ当あてたるに、胸むねつぶれて、面赤おもてあかめたまへる1、いと愛敬あいぎゃうづきうつくしげなり。

◇　と、冗談に言い当てたので、胸がどきりとして、顔を赤くなさったのも、とても魅力的でかわいらしげである。


1 【面赤めたまへる】大島本は「あかめ給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「赤めたまへるも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「赤め給へる」とする。


手習．４．１．１１

■　「古川ふるかはの杉すぎのもとだち知しらねども

過すぎにし人ひとによそへてぞ見みる1」

◇　「あなたの昔の人のことは存じませんが

わたしはあなたを亡くなった娘と思っております」


1 【古川の杉のもとだち知らねども過ぎにし人によそへてぞ見る】妹尼君の返歌。「古川」「杉」の語句を用いて返す。「古川の杉」は浮舟を喩える。「過ぎにし人」は亡き娘。


手習．４．１．１２

■　ことなることなきいらへを口疾くちとく言いふ。

◇　格別すぐれたのでもない返歌をすばやく言う。

■　忍しのびて、と言いへど、皆人慕みなひとしたひつつ、ここには人少ひとずくなにておはせむを心苦こころぐるしがりて、心こころばせある少将せうしゃうの尼あま、左衛門さゑもんとてある大人おとなしき人1ひと、童わらはばかりぞ留とどめたりける。

◇　人目を忍んで、と言うが、皆がお供したがって、こちらが人少なにおなりになることを気の毒がって、気の利いた少将の尼と左衛門という大人の女房と、童女だけを残したのであった。


1 【左衛門とてある大人しき人】初出の女房。『完訳』は「中将の訪問を予測しての用意である」と注す。


第二段　浮舟、少将の尼と碁を打つ

手習．４．２．１

■　皆出みないで立たちけるを1眺ながめ出いでて、あさましきことを思おもひながらも2、

◇　皆が出立したのを見送って、わが身のやりきれなさを思いながらも、

■　「今いまはいかがせむ3」

◇　「今さらどうしようもない」

■　と、「頼たのもし人びとに思おもふ人4一人ひとひとりものしたまはぬは、心細こころぼそくもあるかな」

◇　と、「頼りに思う人が一人もいらっしゃらないのは、心細いことだわ」

■　と、いとつれづれなるに、中将ちうじゃうの御文おほむふみあり。

◇　と、とても所在ないところに、中将からのお手紙がある。


1 【皆出で立ちけるを】大島本は「いてたちける越」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「出で立ちぬるを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「出で立ちけるを」とする。

2 【あさましきことを思ひながらも】『完訳』は「物思いのうちに、わが身の上の情けなさを思う。失踪以来のあまりにも心外ななりゆき」と注す。

3 【今はいかがせむ】大島本は「いかゝせむ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかがはせむ」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いかがせむ」とする。浮舟の思い。

4 【頼もし人に思ふ人】以下「心細うもあるかな」まで、浮舟の心中の思い。


手習．４．２．２

■　「御覧ごらんぜよ1」

◇　「御覧ください」

■　と言いへど、聞ききも入いれたまはず。

◇　と言うが、聞き入れなさらない。

■　いとど人ひとも見みえず、つれづれと来きし方行かたゆく先さきを思おもひ屈くんじたまふ。

◇　いっそう女房も少なくて、何もするこなく過去や将来を考え沈み込んでいらっしゃる。


1 【御覧ぜよ】少将尼の詞。


手習．４．２．３

■　「苦くるしきまでも1眺ながめさせたまふかな。

◇　「つらいほど物思いに沈んでいらっしゃること。

■　御碁おほむごを打うたせたまへ」

◇　御碁をお打ちなさい」


1 【苦しきまでも】以下「打たせたまへ」まで、少将尼の詞。


手習．４．２．４

■　と言いふ。

◇　と言う。

手習．４．２．５

■　「いとあやしうこそはありしか1」

◇　「とても下手でした」


1 【いとあやしうこそはありしか】浮舟の詞。碁は下手だったという。


手習．４．２．６

■　とはのたまへど、打うたむと思おぼしたれば1、盤取ばんとりにやりて、我われはと思おもひて2先せんぜさせたてまつりたるに、いとこよなければ、また手直てなほして打うつ4。

◇　とはおっしゃるが、打とうとお思いになったので、碁盤を取りにやって、自分こそはと思って先手をお打たせ申したが、たいそう強いので、また先手後手を変えて打つ。


1 【打たむと思したれば】主語は浮舟。

2 【我はと思ひて】主語は少将尼。『集成』は「自分の方が強いだろうと思って、浮舟に先手でお打たせ申してみると。少将の尼が白、浮舟が黒」と注す。

3? 【いとこよなけれは】主語は浮舟。たいそう碁が強い。

4 【また手直して打つ】先手後手を変えて打ち直す。


手習．４．２．７

■　「尼上疾あまう1帰へとうかへらせたまはなむ。

◇　「尼上が早くお帰りあそばしたらよいに。

■　この御碁見おほむごみせたてまつらむ。

◇　この御碁をお見せ申し上げよう。

■　かの御碁おほむごぞ、いと強つよかりし。

◇　あの方の御碁は、とても強かったわ。

■　僧都そうづの君きみ、早はやうよりいみじう好このませたまひて、けしうはあらず2と思おぼしたりしを、いと棋聖大徳きせいだいとこになりて、

◇　僧都の君は、若い時からたいそうお好みになって、まんざらではないとお思いになっていたが、ほんと碁聖大徳気取りで、

■　『さし出いでてこそ打うたざらめ、御碁おほむごには負まけじかし』

◇　『出しゃばって打つ気はないが、あなたの御碁にはお負けしませんでしょうね』

■　と4聞きこえたまひしに、つひに僧都そうづなむ二ふたつ負まけたまひし5。

◇　と申し上げなさったが、とうとう僧都が二敗なさった。

■　棋聖きせいが碁ごには勝まさらせたまふべきなめり6。

◇　碁聖の碁よりもお強くいらっしゃるようです。

■　あな、いみじ」

◇　まあ、強い」


1 【尼上疾う】以下「あないみじ」まで、少将尼の詞。

2 【けしうはあらず】碁の腕前はまんざらではない。

3? 【さし出でてこそうたざらめ御碁には負けじかし】僧都の詞を引用。

4 【御碁には負けじかしと】妹尼の御碁には負けまい。

5 【二つ負けたまひし】三番勝負のうち二敗。

6 【棋聖が碁には勝らせたまふべきなめり】浮舟の碁の腕前の方が僧都に勝るだろう、の意。


手習．４．２．８

■　と興きょうずれば、さだ過すぎたる尼額あまびたひの見みつかぬに、もの好ごのみするに、

◇　とおもしろがるので、盛りを過ぎた尼額が見苦しいのに、遊びに熱中するので、

■　「むつかしきこともしそめてけるかな1」

◇　「厄介なことに手を出してしまったわ」

■　と思おもひて、

◇　と思って、

■　「心地悪ここちあし2」

◇　「気分が悪い」

■　とて臥ふしたまひぬ。

◇　と言って横におなりになった。


1 【むつかしきこともしそめてけるかな】浮舟の心中の思い。『集成』は「対人関係の総てをうとましく思う気持」と注す。

2 【心地悪し】浮舟の詞。


手習．４．２．９

■　「時々ときどき、晴はれ晴ばれしう1もてなしておはしませ。

◇　「時々は、気分が晴々するようにお振る舞いなさいませ。

■　あたら御身おほむみを。

◇　あたら若いお身を。

■　いみじう沈しづみてもてなさせたまふこそ口惜くちをしう、玉たまに瑕きじあらむ心地ここちしはべれ」

◇　ひどく沈んでおいであそばすのは残念で、玉の瑕のような気がいたします」


1 【時々晴れ晴れしう】以下「心地しはべれ」まで、少将尼の詞。


手習．４．２．１０

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　夕暮ゆふぐれの風かぜの音おとももあはれなるに、思おもひ出いづることも1多おほくて、

◇　夕暮の風の音もしみじみとして、思い出すことが多くて、


1 【思ひ出づることも】大島本は「ことも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こと」と「も」を削除する。『新大系』は底本のまま「ことも」とする。


手習．４．２．１１

■　「心こころには秋あきの夕ゆふべを分わかねども

眺ながむる袖そでに露つゆぞ乱みだるる1」

◇　「わたしには秋の情趣も分からないが

物思いに耽るわが袖に露がこぼれ落ちる」


1 【心には秋の夕べを分かねども眺むる袖に露ぞ乱るる】浮舟の独詠歌。「露」に涙を、「乱るる」に自分の心を比喩する。


第三段　中将来訪、浮舟別室に逃げ込む

手習．４．３．１

■　月つきさし出いでてをかしきほどに、昼文ひるふみありつる中将ちうじゃうおはしたり。

◇　月が出て美しいころに、昼に手紙のあった中将がおいでになった。

■　「あな、うたて。

◇　「まあ、嫌な。

■　こは、なにぞ1」

◇　これは、どうしたことか」

■　とおぼえたまへば、奥深おく入ふかくいりたまふを、

◇　と思われなさって、奥深いところにお入りになるのを、


1 【あなうたてこはなにぞ】大島本は「こハなにそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こはなぞ」と「に」を削除する。『新大系』は底本のまま「こは何ぞ」とする。浮舟の心中の思い。


手習．４．３．２

■　「さも、あまりにも1おはしますものかな2。

◇　「そうなさるとは、あまりのお振る舞いでいらっしゃいますわ。

■　御心みこころざしのほども、あはれまさる折をりにこそはべるめれ。

◇　ご厚志も、ひとしお身にしむときでございましょう。

■　ほのかにも、聞きこえたまはむことも3聞きかせたまへ。

◇　ちらっとでも申し上げなさるお言葉をお聞きなさいませ。

■　しみつかむことのやうに4思おぼし召めしたるこそ」

◇　それだけでも深い仲になったようにお思いあそばしているとは」


1 【さもあまりにも】以下「思したるこそ」まで、少将尼の詞。

2 【おはしますものかな】大島本は「おハします物かな」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはしますかな」と「もの」を削除する。『新大系』は底本のまま「おはします物かな」とする。

3 【聞こえたまはむことも】主語は中将。

4 【しみつかむことのやうに】『集成』は「（お言葉を聞くだけで）もう何か深い仲になるかのようにお思いなのですね」と注す。


手習．４．３．３

■　など言いふに、いとはしたなく1おぼゆ。

◇　などと言うので、とても不安に思われる。

■　おはせぬよし2を言いへど、昼ひるの使つかひの、一所ひとところなど問とひ聞ききたるなるべし3、いと言多ことおほく怨うらみて、

◇　いらっしゃらない旨を言うが、昼の使者が、一人残っていると尋ね聞いたのであろう、とても長々と恨み言をいって、


1 【はしたなく】大島本は「ハしたなく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うしろめたく」と校訂する。『新大系』は底本のまま「はしたなく」とする。

2 【おはせぬよし】妹尼君が。

3 【昼の使の一所など問ひ聞きたるなるべし】挿入句。語り手の推測を挿入。


手習．４．３．４

■　「御声おほむこゑも聞ききはべらじ1。

◇　「お声も聞かなくて結構です。

■　ただ、気近けぢかくて聞きこえむことを、聞ききにくしともいかにとも2、思おぼしことわれ」

◇　ただ、お側近くで申し上げることを、聞きにくいとも何なりとも、どうぞご判断くださいませ」


1 【御声も聞きはべらじ】以下「思しことわれ」まで、中将の詞。返事は結構、ただ自分の言うことを聞いてほしい、と言う。

2 【聞きにくしともいかにとも】大島本は「きゝ（ゝ＄き）にくしともいかにとも」とある。すなわち「ゝ」をミセケチにして「き」と訂正する。『集成』『完本』は諸本に従って「聞きにくしとも」と「いかにとも」を削除する。『新大系』は底本のまま「聞きにくしともいかにとも」とする。


手習．４．３．５

■　と、よろづに言いひわびて、

◇　と、あれこれ言いあぐねて、

手習．４．３．６

■　「いと心憂こころうく1。

◇　「まことに情けない。

■　所ところにつけてこそ、もののあはれもまされ。

◇　場所に応じてこそ、物のあわれもまさるものです。

■　あまりかかるは」

◇　これではあんまりです」


1 【いと心憂く】以下「あまりかかるは」まで、中将の詞。


手習．４．３．７

■　など、あはめつつ、

◇　などと、非難しながら、

手習．４．３．８

■　「山里やまざとの秋あきの夜深よぶかきあはれをも

もの思おもふ人ひとは思おもひこそ知しれ1

◇　「山里の秋の夜更けの情趣を

物思いなさる方はご存知でしょう


1 【山里の秋の夜深きあはれをももの思ふ人は思ひこそ知れ】中将から浮舟への贈歌。


手習．４．３．９

■　おのづから御心みこころも通かよひぬべきを1」

◇　自然とお心も通じ合いましょうに」


1 【おのづから御心も通ひぬべきを】歌に続けた詞。


手習．４．３．１０

■　などあれば、

◇　などと言うので、

手習．４．３．１１

■　「尼君あまぎみおはせでP18,1、紛まぎらはしきこゆべき人2ひともはべらず。

◇　「尼君がいらっしゃらないので、うまく取り繕い申し上げる者もいません。

■　いと世よづかぬやうならむ」

◇　とても世間知らずのようでしょう」


P18 おはせで--おか（か/＄は）せて

1 【尼君おはせで】以下「世づかぬやうならむ」まで、少将尼の詞。

2 【紛らはしきこゆべき人】うまく取り繕って返歌を差し上げる人。


手習．４．３．１２

■　と責せむれば、

◇　と責めるので、

手習．４．３．１３

■　「憂うきものと思おもひも知しらで過すぐす身みを

もの思おもふ人ひと人とひとは知しりけり1」

◇　「情けない身の上とも分からずに暮らしているわたしを

物思う人だと他人が分かるのですね」


1 【憂きものと思ひも知らで過ぐす身をもの思ふ人と人は知りけり】浮舟の返歌。「もの思ふ人」の語句を用いて返す。自分では物思いをしているのかいないのか分からないでいるのに、あなたは物思いをしている人だというのですね、と切り返す。


手習．４．３．１４

■　わざといらへとも1なきを、聞ききて伝つたへきこゆれば2、いとあはれと思おもひて、

◇　特に返歌というのでもないのを、聞いてお伝え申し上げると、とても感激して、


1 【わざといらへとも】大島本は「わさといらへとも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「わざと言ふとも」と校訂する。『新大系』は底本のまま「わざといらへとも」とする。

2 【聞きて伝へきこゆれば】主語は少将尼。


手習．４．３．１５

■　「なほ、ただ1いささか出いでたまへ、と聞きこえ動うごかせ」

◇　「もっと、もう少しだけでもお出でください、とお勧め申せ」


1 【なほただ】以下「動かせ」まで、中将の詞。


手習．４．３．１６

■　と、この人ひとびとをわりなきまで恨うらみたまふ。

◇　と、この女房たちを困り果てるまで恨み言をおっしゃる。

手習．４．３．１７

■　「あやしきまで、つれなくぞ見みえたまふや1」

◇　「変なまでに、冷淡にお見えになることです」


1 【あやしきまでつれなくぞ見えたまふや】少将尼の詞。「や」間投助詞、詠嘆の意。


手習．４．３．１８

■　とて、入いりて見みれば、例れいはかりそめにもさしのぞきたまはぬ老おい人びとの御方おほむかたに入いりたまひにけり。

◇　と言って、奥に入って見ると、いつもは少しもお入りにならない老人のお部屋にお入りになっていたのであった。

■　あさましう思おもひて、

◇　驚きあきれて、

■　「かくなむ1」

◇　「これこれです」

■　と聞きこゆればP19,2、

◇　と申し上げると、


P19 聞こゆれば--（/+きこゆれは）

1 【かくなむ】浮舟が老母尼君の部屋に引き篭もってしまっている、という内容。

2 【聞こゆれば】少将尼が中将に。


手習．４．３．１９

■　「かかる所ところに1眺ながめたまふらむ心こころの内うちのあはれに、おほかたのありさまなども、情なさけなかるまじき人ひとの2、いとあまり思おもひ知しらぬ人ひとよりも、けにもてなしたまふめるこそ。

◇　「このような所で物思いに耽っていらっしゃる方のご心中がお気の毒で、世間一般の様子などにつけても情けの分からない方ではないはずなのに、まるで情けを分からない人よりも、冷淡なおあしらいなさるようです。

■　それ物懲ものごり3したまへるか。

◇　それも何かひどい経験をなさってのことだろうか。

■　なほ、いかなるさまに世よを恨うらみて、いつまでおはすべき人ひとぞ」

◇　やはり、どのようなことで世の中を厭って、いつまでここにいらっしゃる予定の方ですか」


1 【かかる所に】以下「おはすべき人ぞ」まで、中将の詞。

2 【情けなかるまじき人の】格助詞「の」同格の意。

3 【それ物懲り】大島本は「それ物こり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「それももの懲り」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「それ物懲り」とする。


手習．４．３．２０

■　など、ありさま問とひて、いとゆかしげにのみ思おぼいたれど、こまかなることは、いかでかは言いひ聞きかせむ1。

◇　などと、様子を尋ねて、たいそう知りたげにお思いになっているが、詳細なことはどうして申し上げられよう。

■　ただ、

◇　ただ、


1 【いかでかは言ひ聞かせむ】語り手の思い入れをこめた叙述。


手習．４．３．２１

■　「知しりきこえたまふべき人ひとの1、年としごろは、疎々うとうとしきやうにて過すぐしたまひしを、初瀬はつせに詣まうであひたまひて、尋たづねきこえたまひつる3」

◇　「お世話申し上げなさらねばならない方で、長年、疎遠な関係で過していらっしゃったのを、互いに初瀬に参詣なさって、お探し申し上げなさったのです」


1 【知りきこえたまふべき人の】以下「尋ねきこえたまひつる」まで、少将尼の詞。『完訳』は「遠縁にあたるぐらいの趣」と注す。

2? 【年ごろ疎々しきやうにて】長年疎遠であった、の意。出会う以前のこと。

3 【尋ねきこえたまひつる】大島本は「尋きこえ給つる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給つる」とする。


手習．４．３．２２

■　とぞ言いふ。

◇　と言う。

第四段　老尼君たちのいびき

手習．４．４．１

■　姫君ひめぎみは、

◇　姫君は、

■　「いとむつかし」

◇　「とても気味悪い」

■　とのみ聞きく老おい人びとのあたりにうつぶし臥ふして、寝いも寝なられず。

◇　とばかり聞いている老人の所に横になって、眠ることもできない。

■　宵惑よひまどひは、えもいはずおどろおどろしきいびきしつつ、前まへにも、うちすがひたる尼あまども二人ふたりして、劣おとらじといびき合あはせたり。

◇　夕方から眠くなるのは、何とも言えないほど大きな鼾をしいしい、その前にも、似たような老尼どもが二人横になっていて、負けじ劣らじと鼾をかき合っていた。

■　いと恐おそろしう、

◇　たいそう恐ろしく、

■　「今宵、この人ひとびとにや食くはれなむ1」

◇　「今夜、この人たちに喰われてしまうのではないか」

■　と思おもふも、惜をしからぬ身みなれど、例れいの心弱こころよわさは、一ひとつ橋危ばしあやふがりて2帰かへり来きたりけむ者もののやうに、わびしくおぼゆ。

◇　と思うのも、惜しい身の上ではないが、いつもの心弱さは、一本橋を危ながって引き返したという者のように、心細く思われる。


1 【今宵この人びとにや食はれなむ】『集成』は「地獄草子に老婆の姿をした鬼が見える」。『完訳』は「老尼を鬼かと恐れる。鬼が老女に化ける話は、説話集に散見」と注す。

2 【一つ橋危ふがりて】『細流抄』は「本縁たしかならず。心はただ、身を投げんとせし人の、行く道に一橋の危ふきを見て、道より帰りたるといふことあるべし」と指摘。出典未詳。


手習．４．４．２

■　こもき、供ともに率ゐて1おはしつれど、色いろめきて、このめづらしき男をとこの艶えんだちゐたる方かたに2帰かへり去いにけり。

◇　こもきを、供に連れて行かれたが、色気づく年頃で、このめずらしい男性が優雅に振る舞っていらっしゃる方に帰って行ってしまった。

■　「今いまや来くる、今いまや来くる」

◇　「今戻って来ようか、今戻って来ようか」

■　と3待まちゐたまへれど、いとはかなき頼たのもし人びとなりや4。

◇　と待っていらしたが、まことに頼りないお付であるよ。

■　中将ちうじゃう、言いひP20わづらひて帰かへりにければ、

◇　中将は、言いあぐねて帰ってしまったので、


P20 言ひ--（/+いひ）

1 【こもき供に率て】浮舟に仕える女童を一緒に老母尼の部屋に。

2 【艶だちゐたる方に】大島本は「えんたちゐたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「艶だちゐたまへる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「艶だちゐ」とする。

3 【今や来る今や来ると】浮舟の心中の思い。こもきの帰りを。

4 【いとはかなき頼もし人なりや】『紹巴抄』は「双地てならひの心中をかけり」と指摘。


手習．４．４．３

■　「いと情なさけなく1、埋むもれてもおはしますかな。

◇　「まことに情けなく、引き籠もっていらっしゃること。

■　あたら御容貌おほむかたちを」

◇　あたら惜しいご器量を」


1 【いと情けなく】以下「あたら御容貌を」まで、少将尼や左衛門女房たちの不満の詞。


手習．４．４．４

■　などそしりて、皆一所みなひとところに寝ねぬ。

◇　などと悪口を言って、一同一緒に寝た。

手習．４．４．５

■　「夜中よなかばかりにやなりぬらむ」

◇　「夜半になったか」

■　と思おもふほどに、尼君あまぎみしはぶきおぼほれて起おきにたり。

◇　と思うころに、尼君が咳こんで寝惚けて起き出した。

■　火影ほかげに、頭かしらつきはいと白しろきに、黒くろきものをかづきて、この君1きみの臥ふしたまへる2、あやしがりて、鼬いたちとかいふなるものが、さるわざする、額ひたひに手てを当あてて、

◇　灯火の光で、頭の具合はまっ白い上に、黒いものを被って、この君が横になっているのを、変に思って、鼬とかいうものが、そのようなことをする、額に手を当てて、


1 【この君】浮舟。

2 【臥したまへる】大島本は「ふし給へる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「臥したまへるを」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「臥し給へる」とする。


手習．４．４．６

■　「あやし。

◇　「おや。

■　これは、誰たれぞ1」

◇　これは、誰ですか」


1 【あやしこれは誰れぞ】母尼君の詞。


手習．４．４．７

■　と、執念しふねげなる声こゑにて見みおこせたる、さらに、

◇　と、しつこそうな声で見やっているのが、その上、

■　「ただ今食いまくひてむとする」

◇　「今すぐにでも取って喰ってしまおうとする」

■　とぞおぼゆる。

◇　かのように思われる。

■　鬼おにの取とりもて来きけむほどは1、物もののおぼえざりければ2、なかなか心こころやすし。

◇　鬼が取って連れて来た時は、何も考えられなかったので、かえって安心であった。

■　「いかさまにせむ3」

◇　「どうするのだろう」

■　とおぼゆるむつかしさにも、

◇　と思われる不気味さにも、

■　「いみじきさまにて4生いき返かへり、人ひとになりて、またありしいろいろの憂うきことを5思おもひ乱みだれ、むつかしとも恐おそろしとも、ものを思おもふよ。

◇　「みじめな姿で生き返り、人並に戻って、再び以前のいろいろな嫌なことに悩み、厭わしいとか恐ろしいとか、物思いすることよ。

■　死しなましかば、これよりも恐おそろしげなる者ものの中なかにこそはあらましか」

◇　死んでしまっていたら、これよりも恐ろしそうなものの中にいたことだろうか」

■　と思おもひやらる。

◇　と想像される。


1 【鬼の取りもて来けむほどは】入水しようとしていた時に物の怪に連れ出されたことを回想。

2 【物のおぼえざりければ】大島本は「物の」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もの」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「物の」とする。

3 【いかさまにせむ】どうしたらよかろう。意識が働いているので、かえって不気味。

4 【いみじきさまにて】以下「あらましか」まで、浮舟の心中の思い。

5 【ありしいろいろの憂きことを】匂宮や薫とのことで悩んだこと。


第五段　浮舟、悲運のわが身を思う

手習．４．５．１

■　昔むかしよりのことを、まどろまれぬままに、常つねよりも思おもひ続つづくるに、

◇　昔からのことを、眠れないままに、いつもよりも思い続けていると、

手習．４．５．２

■　「いと心憂こころうく1、親おやと聞きこえけむ人ひとの御容貌おほむかたちも見みたてまつらず、遥はるかなる東あづまを返かへる返がへる年月としつきをゆきて、たまさかに尋たづね寄よりて、うれし頼たのもしと思おもひきこえし姉妹はらからの御おほむあたりをも2、思おもはずにて絶たえ過すぎ、さる方かたに思おもひ定さだめたまひし人ひとに3つけて、やうやう身みの憂うさをも慰なぐさめつべききはめに、あさましうもてそこなひたる身みを思おもひもてゆけば、宮みやを、すこしもあはれと4思おもひきこえけむ心こころぞ、いとけしからぬ。

◇　「とても情けなく、父親と申し上げた方のお顔も拝し上げず、遥か遠い東国で代わる代わる年月を過ごして、たまたま探し求めて、嬉しく頼もしくお思い申し上げた姉君のお側を、不本意のままに縁が切れてしまい、しかるべき方面にとお考えくださった方によって、だんだんと身の不運から抜け出そうとした矢先に、驚きあきれたように身を過ったのを考えて行くと、宮を、わずかにいとしいとお思い申し上げた心が、まことに良くないことであった。

■　ただ、この人ひとの御おほむゆかりにさすらへぬるぞ」

◇　ただ、あの方に巡り合った御縁で流れ流れて来たのだ」


1 【いと心憂く】以下「などてをかしと思ひきこえけむ」まで、浮舟の心中の思い。途中「と思へば」の地の文を鋏む。「親」は父親の宇治八宮をさす。

2 【姉妹の御あたりをも】大島本は「御あたりをも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「御あたりも」と「を」を削除する。『新大系』は底本のまま「御あたりも」とする。異母姉の中君。

3 【さる方に思ひ定めたまひし人に】大島本は「給し」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへりし」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給し」とする。薫。『集成』は「北の方ではないにしても妻の一人に、という薫の思惑をいう」と注す。

4 【宮をすこしもあはれと】匂宮。係助詞「も」強調の意。


手習．４．５．３

■　と思おもへば、

◇　と思うと、

■　「小島こじまの色いろをためしに契ちぎりたまひしを1、などてをかしと思おもひきこえけむ」

◇　「橘の小島の色を例にお誓いなさったのを、どうしてすてきだと思ったのだろう」

■　と、こよなく飽あきにたる心地ここちす。

◇　と、すっかり熱もさめたような気がする。

■　初はじめより、薄うすきながらものどやかにものしたまひし人ひとは2、この折をりかの折をりなど、思おもひ出いづるぞこよなかりける3。

◇　初めから、深い愛情ではなかったがゆったりとした方のことは、この折あの折になどと、思い出すことは比べものにならなかった。

■　「かくてこそありけれ」

◇　「こうして生きていたのだ」

■　と4、聞ききつけられたてまつらむ5恥はづかしさは、人ひとよりまさりぬべし。

◇　と、お耳にされ申すときの恥ずかしさは、誰よりも一番であろう。

■　さすがに、

◇　何といっても、

■　「この世よには、ありし御おほむさまを6、よそながらだにいつか見みむずる7、とうち思おもふ、なほ、悪わろの心こころや8。

◇　「この世では、以前のご様子を他人ながらでもいつかは見ようと、ふと思うのは、やはり、悪い考えだ。

■　かくだに思おもはじ」

◇　それさえ思うまい」

■　など、心一こころひとつをかへさふ。

◇　などと、自分独りで思い直す。


1 【契りたまひしを】主語は匂宮。

2 【薄きながらものどやかにものしたまひし人は】薫をさす。『河海抄』は「夏衣薄きながらぞ頼まるる一重なるしも身に近ければ」（拾遺集恋三、八二三、読人しらず）を指摘。

3 【こよなかりける】匂宮と比較して。

4 【かくてこそありけれと】以下「かくだに思はじ」まで、浮舟の心中に添った叙述。心中文と地の文が交錯。

5 【聞きつけられたてまつらむ】薫に。

6 【ありし御さまを】薫の姿。

7 【いつか見むずる】大島本は「いつか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いつかは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いつか」とする。

8 【うち思ふなほ悪ろの心や】『完訳』は「彼（薫）への憧れが心をかすめるが、それを打ち消す」と注す。


手習．４．５．４

■　からうして鶏とりの鳴なくを聞ききて1、いとうれし。

◇　やっとのことで鶏が鳴くのを聞いて、とても嬉しい。

■　「母ははの御声おほむこゑを2聞ききS18たらむは、ましていかならむ」

◇　「母親のお声を聞いた時には、それ以上にどんな気がするだろう」

■　と思おもひ明あかして、心地ここちもいと悪あし。

◇　と思って夜を明かして、気分もとても悪い。

■　供ともにて渡わたるべき人3ひともとみに来こねば、なほ臥ふしたまへるに4、いびきの人ひとは、いと疾とく起おきて、粥かゆなどむつかしきことどもをもてはやして、

◇　付人としてあちらに行くはずの人もすぐには来ないので、依然として臥せっていらっしゃると、鼾の老婆は、たいそう早く起きて、粥など見向きもしたくない食事を大騒ぎして、


S18 山鳥のほろほろと鳴く声聞けば父かとぞ思ふ母かとぞ思ふ（玉葉集釈教歌-二六二七　行基）

1 【鶏の鳴くを聞きて】『集成』は「鶏鳴で魔の跳梁する夜の支配が終る。まだ暗い時刻である。次の「思ひ明かして」のところで明るい朝を迎える」と注す。

2 【母の御声を】以下「いかならむ」まで、浮舟の心中の思い。『花鳥余情』は「山鳥のほろほろと鳴く声けば父かとぞ思ふ母かとぞ思ふ」（玉葉集釈教、二六二七、行基菩薩）を指摘。

3 【供にて渡るべき人】女童のこもき。

4 【なほ臥したまへるに】大島本は「給つる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給つる」とする。


手習．４．５．５

■　「御前おまへに、疾とく聞きこし召めせ1」

◇　「あなたも、早くお召し上がれ」


1 【御前に疾く聞こし召せ】老母尼の詞。


手習．４．５．６

■　など寄より来きて言いへど、まかなひもいとど心こころづきなく2、うたて見知みしらぬ心地ここちして、

◇　などと寄って来て言うが、給仕役もまこと気に入らず、嫌な見知らない気がするので、


1? 【悩ましくなむ】浮舟の詞。

2 【いとど心づきなく】大島本は「いとゝ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いと」と「ゝ」を削除する。『新大系』は底本のまま「いとど」とする。


手習．４．５．７

■　「悩なやましくなむ」

◇　「気分が悪いので」

手習．４．５．８

■　と、ことなしびたまふを、しひて言いふもいとこちなし1。

◇　と、さりげなく断りなさるのを、無理に勧めるのもとても気がきかない。


1 【いとこちなし】語り手の批評の言。


第六段　僧都、宮中へ行く途中に立ち寄る

手習．４．６．１

■　下衆下衆げすげすしき法師ほふしばらなどあまた来きて、

◇　身分の低いらしい法師どもなどが大勢来て、

手習．４．６．２

■　「僧都そうづ、今日下けふおりさせたまふべし1」

◇　「僧都が、今日下山あそばしますでしょう」


1 【僧都今日下りさせたまふべし】僧の詞。


手習．４．６．３

■　「などにはかに1は」

◇　「どうして急に」


1 【などにはかに】女房の詞。


手習．４．６．４

■　と問とふなれば1、

◇　と尋ねるようなので、


1 【問ふなれば】「なれ」伝聞推定の助動詞。浮舟の耳に聞こえてくる趣。


手習．４．６．５

■　「一品いっぽんの宮みやの1、御おほむもののけに悩なやませたまひける、山やまの座主ざす、御修法仕みすほふつかうまつらせたまへど、なほ、僧都参そうづまゐらせたまはでは2験しるしなしとて、昨日きのふ、二度ふたたびなむ召めしはべりし。

◇　「一品の宮が、御物の怪にお悩みあそばしたのを、山の座主が、御修法をして差し上げなさったが、やはり、僧都が参上なさらなくては効験がないといって、昨日、二度お召しがございました。

■　右大臣殿うだいじんどのの四位少将しゐのせうしゃう、昨夜よべ、夜更よふけてなむ登のぼりおはしまして、后きさいの宮みやの御文おほむふみなどはべりければ、下おりさせたまふなり」

◇　右大臣殿の四位少将が、昨夜、夜が更けて登山あそばして、后宮のお手紙などがございましたので、下山あそばすのです」


1 【一品の宮の】以下「下りさせたまふなり」まで、僧の詞。明石中宮腹の女一宮の病気。

2 【僧都参らせたまはでは】大島本は「まいらせ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「参り」と校訂する。『新大系』は底本のまま「まいらせ」とする。


手習．４．６．６

■　など、いとはなやかに言いひなす。

◇　などと、とても得意になって言う。

■　「恥はづかしうとも1、会あひて、尼あまになしたまひてよ、と言いはむ。

◇　「恥ずかしくても、お目にかかって、尼にしてください、と言おう。

■　さかしら人少びとすくなくて、よき折をりにこそ」

◇　口出しする人も少なくて、ちょうどよい機会だ」

■　と思おもへば、起おきて、

◇　と思うと、起きて、


1 【恥づかしうとも】以下「よき折にこそ」まで、浮舟の心中の思い。出家を決意。


手習．４．６．７

■　「心地ここちのいと悪あしうのみはべるを1、僧都そうづの下おりさせたまへらむに、忌いむこと受うけはべらむ2となむ思おもひはべるを、さやうに聞きこえたまへ」

◇　「気分が悪くばかりいますので、僧都が下山あそばしますときに、受戒をしていただこうと思っておりますが、そのように申し上げてください」


1 【心地のいと悪しうのみはべるを】以下「聞こえたまへ」まで、浮舟の詞。老母尼君に言う。

2 【忌むこと受けはべらむ】蘇生の折には五戒だけを受けた。今度は本格的な出家を考える。


手習．４．６．８

■　と語かたらひたまへば、ほけほけしう、うちうなづく1。

◇　と相談なさると、惚けた感じで、ちょっとうなずく。


1 【ほけほけしううちうなづく】大島本は「打うなつく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うなづく」と「打」を削除する。『新大系』は底本のまま「打うなづく」とする。主語は老母尼君。


手習．４．６．９

■　例れいの方かたにおはして1、髪かみは尼君あまぎみのみ削けづりたまふを2、異人ことびとに手触てふれさせむもうたておぼゆるに、手てづからはた、えせぬことなれば、ただすこし解とき下くだして、親おやに今一度3いまひとたびかうながらのさまを4見みえずなりなむこそ、人ひとやりならず、いと悲かなしけれ。

◇　いつもの部屋のいらして、髪は尼君だけがお梳きになるのを、他人に手を触れさせるのも嫌に思われるが、自分自身では、できないことなので、ただわずかに梳きおろして、母親にもう一度こうした姿をお見せすることがなくなってしまうのは、自分から望んだこととはいえ、とても悲しい。

■　いたうわづらひしけにや5、髪かみもすこし落おち細ほそりたる6心地ここちすれど、何なにばかりも衰おとろへず、いと多おほくて、六尺ろくしゃくばかりなる末すゑなどぞ、いとうつくしかりける7。

◇　ひどく病んだせいだろうか、髪も少し抜けて細くなってしまった感じがするが、それほども衰えていず、たいそう多くて、六尺ほどある末などは、とても美しかった。

■　筋すぢなども、いとこまかにうつくしげなり。

◇　髪の毛などもたいそうこまやかで美しそうである。


1 【例の方におはして】主語は浮舟。母尼君の部屋から自分の部屋へ。

2 【髪は尼君のみ削りたまふを】浮舟の髪は妹尼君だけが梳る。

3 【親に今一度】以下「悲しけれ」あたりまで、浮舟の心中の思い。引用句がなく、末尾は心中文から地の文に流れる叙述。

4 【かうながらのさまを】出家前の姿。

5 【いたうわづらひしけにや】浮舟の目、心中に即した叙述。

6 【落ち細りたる】大島本は「おちほそりたる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「落ち細りにたる」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「落ち細りたる」とする。

7 【いとうつくしかりける】大島本は「いとうつくしかりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うつくしかりける」と「いと」を削除する。『新大系』は底本のまま「いとうつくしかりける」とする。『集成』は「「うつくし」は、愛撫したい感じ。自らの髪をいとおしむ気持」。『完訳』は「次行に「うつくしげ」と繰り返され、削ぎ捨てがたい豊かな黒髪」と注す。


手習．４．６．１０

■　「かかれとてしもS19,1」

◇　「こうなれと思って髪の世話はしなかったろうに」


S19 たらちめはかかれとてしもむばたまの我が黒髪を撫でずやありけむ（後撰集雑三-一二四〇　僧正遍昭）

1 【かかれとてしも】浮舟の独り言。『源氏釈』は「たらちめはかかれとてしもうばたまのわが黒髪を撫でずやありけむ」（後撰集雑三、一二四〇、僧正遍昭）を指摘。


手習．４．６．１１

■　と、独ひとりごちゐたまへり。

◇　と、独り言をおっしゃっていた。

手習．４．６．１２

■　暮くれ方かたに、僧都そうづものしたまへり。

◇　暮れ方に、僧都がおいでになった。

■　南面払みなみおもてはらひしつらひて、まろなる頭かしらつき1、行ゆきちがひ騷**ぎたるも、例れいに変かはりて、いと恐おそろしき心地ここちす。

◇　南面を片づけ準備して、丸い頭の恰好が、あちこち行ったり来たりしてがやがやしているのも、いつもと違って、とても恐ろしい気がする。

■　母ははの御方おほむかたに参まゐりたまひて2、

◇　母尼のお側に参上なさって、

◆　 
くれかた に、 そうづ ものし たまへ り。 みなみおもて はらひ しつらひ て、 まろ なる かしらつき、 ゆきちがひ たる も、 れい に かはり て、 いと おそろしき ここち す。 はは の おほむ-かた に まゐり たまひ て、


1 【まろなる頭つき】大島本は「まろなるかしらつき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「頭つきども」と「ども」を補訂する。『新大系』は底本のまま「頭つき」とする。

2 【母の御方に参りたまひて】主語は僧都。老母尼君のもとに。


手習．４．６．１３

■　「いかにぞ、月つきごろは1」

◇　「いかがですか、このごろは」


1 【いかにぞ月ごろは】僧都の詞。母尼君に加減を問う。


手習．４．６．１４

■　など言いふ。

◇　などと言う。

手習．４．６．１５

■　「東ひむがしの御方おほむかたは1物詣ものまうでしたまひにきとか。

◇　「東の御方は物詣でをなさったとか。

■　このおはせし人2ひとは、なほものしたまふや」

◇　ここにいらっしゃった方は、今でもおいでになりますか」


1 【東の御方は】以下「ものしたまふや」まで、僧都の詞。妹尼君は東の対を居所としている。

2 【このおはせし人】浮舟。


手習．４．６．１６

■　など問とひたまふ。

◇　などとお尋ねになる。

手習．４．６．１７

■　「しか。

◇　「ええ。

■　ここにとまりてなむ1。

◇　ここに残っています。

■　心地悪ここちあしとこそものしたまひて、忌いむこと受うけたてまつらむ、とのたまひつる」

◇　気分が悪いとおっしゃって、受戒をお授かり申したい、とおっしゃいました」


1 【しかここにとまりてなむ】以下「とのたまひつる」まで、母尼君の詞。


手習．４．６．１８

■　と語かたる。

◇　と話す。

第七段　浮舟、僧都に出家を懇願

手習．４．７．１

■　立たちてこなたにいまして1、

◇　立ってこちらにいらして、

■　「ここにや、おはします2」

◇　「ここに、いらっしゃいますか」

■　とて、几帳きちゃうのもとについゐたまへば、つつましけれど、ゐざり寄よりて、いらへしたまふ3。

◇　と言って、几帳の側にお座りになると、遠慮されるが、膝行して近寄って、お返事をなさる。


1 【立ちてこなたにいまして】主語は僧都。『集成』は「妹尼と一緒にいた東の対であろう」と注す。

2 【ここにやおはします】僧都の詞。

3 【つつましけれどゐざり寄りていらへしたまふ】主語は浮舟。


手習．４．７．２

■　「不意ふいにて1見みたてまつりそめてしも、さるべき昔むかしの契ちぎりありけるにこそ、と思おもひたまへて。

◇　「思いもよらずお目にかかったのも、こうなるはずの前世からの宿縁があったのだ、と存じられまして。

■　御祈おほむいのりなども、ねむごろに仕つかうまつりしを、法師ほふしは、そのこととなくて、御文聞おほむふみきこえ受うけたまはむも便びんなければ、自然じねんになむおろかなるやうになりはべりぬる。

◇　御祈祷なども、親身にお仕えいたしましたが、法師は、特別の用件もなく、お手紙を差し上げたり頂戴したりするのは不都合なので、自然と御無沙汰が続いてしまいました。

■　いとあやしきさまに2、世よを背そむきたまへる人ひとの御おほむあたり3、いかでおはしますらむ」

◇　実に見苦しい様子で、出家をなさっている方のお側に、どのようにしておいででしたか」


1 【不意にて】以下「おはしますらむ」まで、僧都の詞。『集成』は「「不意にて」は男性用語」。『完訳』は「思いもよらず。宇治院での邂逅をさす。僧侶らしい表現」と注す。

2 【いとあやしきさまに】『集成』は「とても不似合いと思われますのに」。『完訳』は「なんとも見苦しい有様で」と訳す。

3 【世を背きたまへる人の御あたり】大島本は「御あたり」とある。『完本』は諸本に従って「御あたりに」と「に」を補訂する。『集成』『新大系』は底本のまま「御あたり」とする。老母尼君や妹尼君をさす。


手習．４．７．３

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。

手習．４．７．４

■　「世よの中なかにはべらじと1思おもひ立たちはべりし身みの、いとあやしくて今いままではべりつるを2、心憂こころうしと思おもひはべるものから、よろづにせさせ3たまひける御心みこころばへをなむ、いふかひなき心地ここちにも、思おもひたまへ知しらるるを、なほ、世よづかずのみ、つひにえ止とまるまじく4思おもひたまへらるるを、尼あまになさせたまひてよ。

◇　「この世に生きていまいと決心いたしました身が、とても不思議にも今日まで生きておりましたが、つらいと思います一方で、あれこれとお世話いただいたご厚志を、何とも申し上げようもないわが身ながら、深く存じられますが、やはり、世間並のようには生きて行けず、とうとうこの世になじめそうになく存じられますので、尼にしてくださいませ。

■　世よの中なかにはべるとも、例れいの人ひとにてながらふべくもはべらぬ身みになむ」

◇　この世に生きていましても、普通の人のように長生きできない身の上です」


1 【世の中にはべらじと】以下「はべらぬ身になむ」まで、浮舟の詞。

2 【今まではべりつるを】大島本は「侍つるを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべるを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍つるを」とする。

3 【よろづにせさせ】大島本は「よろつに（に＋物イ）せさせ」とある。すなわち「物」を補入する。『集成』『完本』は諸本と底本の補入に従って「ものせさせ」と校訂する。『新大系』は底本の補入以前のまま「せさせ」とする。

4 【なほ世づかずのみつひにえ止まるまじく】『完訳』は「やはり世間並のようにはいかず、所詮はこの世に生きてはいられまい。出家以外にないと訴える」と注す。


手習．４．７．５

■　と聞きこえたまふ。

◇　と申し上げなさる。

手習．４．７．６

■　「まだ、いと行ゆく先遠さきとほげなる御おほむほどに1、いかでかひたみちにしかば、思おぼし立たたむ。

◇　「まだ、たいそう将来の長いお年なのに、どうして一途にそのように、ご決心なさったのですか。

■　かへりて罪つみあることなり。

◇　かえって罪を作ることになります。

■　思おもひ立たちて、心こころを起おこしたまふほどは強つよく思おぼせど、年月経としつきふれば、女をむなの御身みといふもの、いとたいだいしきものになむ2」

◇　思い立って、決心なさった時は強くお思いになっても、年月がたつと、女のお身の上というものは、まことに不都合なものなのです」


1 【まだいと行く先遠げなる御ほどに】以下「たいだいしきものになむ」まで、僧都の詞。

2 【女の御身といふものいとたいだいしきものになむ】『集成』は「将来、不慮の間違いでもあってはと危ぶむ」。『完訳』は「女の身は実に不都合。前に妹尼も若い女の出家には疑問を抱いていた」と注す。


手習．４．７．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

手習．４．７．８

■　「幼をさなくはべりしほどより1、ものをのみ思おもふべきありさまにて、親おやなども、尼あまになしてや見みまし、などP21なむ思おもひのたまひし。

◇　「子供の時から、物思いばかりをしているような状態で、母親なども、尼にして育てようか、などと思いおっしゃいました。

■　まして、すこしもの思おもひ知しりて後のちは2、例れいの人ひとざまならで、後のちの世よをだに、と思おもふ心深こころふかかりしを3、亡なくなるべきほどのやうやう近ちかくなりはべるにや、心地ここちのいと弱よわくのみなりはべるを、なほ、いかで4」

◇　ましてや、少し物心がつきまして後は、普通の人と違って、せめて来世だけでも、と思う考えが深かったが、死ぬ時がだんだん近くなりましたのでしょうか、気分がとても心細くばかりなりましたが、やはり、どうか出家を」


P21 親なども、尼になしてや見まし、など--おやなと（と/+もあまになしてやみましなと〈朱〉）

1 【幼くはべりしほどより】以下「なほいかで」まで、浮舟の詞。

2 【もの思ひ知りて後は】大島本は「もの思しりて後ハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もの思ひ知りはべりてのちは」と「はべり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「もの思知りてのちは」とする。

3 【心深かりしを】大島本は「心ふかゝりしを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「深くはべりしを」と「はべり」を補訂する。『新大系』は底本のまま「深かりしを」とする。

4 【なほいかで】下に「尼になさせたまひてよ」の意が省略。出家を懇願。


手習．４．７．９

■　とて、うち泣なきつつのたまふ。

◇　と、泣きながらおっしゃる。

第八段　浮舟、出家す

手習．４．８．１

■　「あやしく1、かかる容貌かたちありさまを、などて身みをいとはしく思おもひはじめたまひけむ。

◇　「不思議な、このような器量とお姿なのに、どうして身を厭わしく思い始めなさったのだろうか。

■　もののけもさこそ言いふなりしか」

◇　物の怪もそのように言っていたようだが」

■　と思おもひ合あはするに、

◇　と思い合わせると、

■　「さるやうこそはあらめ2。

◇　「何か深い事情があるのだろう。

■　今いままでも生いきたるべき人ひとかは3。

◇　今までも生きているはずもなかった人なのだ。

■　悪あしきものの見みつけそめたるに、いと恐おそろしく危あやふきことなり」

◇　悪霊が目をつけ始めたので、とても恐ろしく危険なことだ」

■　と思おぼして、

◇　とお思いになって、


1 【あやしく】以下「言ふなりしか」まで、僧都の心中の思い。「なり」伝聞推定の助動詞。

2 【さるやうこそはあらめ】大島本は「さるやうこそハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「さるやうこそ」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「さるやうこそは」とする。以下「危ふきことなり」まで、僧都の心中の思い。

3 【生きたるべき人かは】反語表現。


手習．４．８．２

■　「とまれ、かくまれ1、思おぼし立たちてのたまふを、三宝2さむぽうのいとかしこく誉ほめたまふことなり。

◇　「ともあれ、かくもあれ、ご決心しておっしゃるのを、三宝がたいそう尊くお誉めになることだ。

■　法師ほふしにて聞きこえ返かへすべきことにあらず3。

◇　法師の身として反対申し上げるべきことでない。

■　御忌おほむいむことは、いとやすく授さずけたてまつるべきを、急きふなることにまかんでたれば4、今宵こよひ、かの宮みやに参まゐるべくはべり。

◇　御受戒は、実にたやすくお授けいたしましょうが、急ぎの用事で下山したので、今夜は、あちらの宮に参上しなければなりません。

■　明日あすよりや、御修法始みすほふはじまるべくはべらむ。

◇　明日から、御修法が始まる予定です。

■　七日果なぬかはてて5まかでむに、仕つかまつらむ」

◇　その七日間の修法が終わって帰山する時に、お授け申しましょう」


1 【とまれかくまれ】以下「仕まつらむ」まで、僧都の詞。

2 【三宝】仏宝・法宝・僧宝。

3 【ことにあらず】大島本は「ことにあらす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことならず」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ことにあらず」とする。

4 【急なることにまかんでたれば】大島本は「きふなることにまかんてたれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「急なることにてまかでたれば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「急なることにまかんでたれば」とする。

5 【七日果てて】七日間祈祷する一七日の御修法。


手習．４．８．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

■　「かの尼君あまぎみおはしなば、かならず言いひ妨さまたげてむ」

◇　「あの尼君がおいでになったら、きっと反対するだろう」

■　と、いと口惜くちをしくて、

◇　と、とても残念なので、

手習．４．８．４

■　「乱みだり心地ごこちの2悪あしかりしほどに見みたるやうにて、いと苦くるしうはべれば、重おもくならば、忌いむことかひなくやはべらむ。

◇　「あの気分が悪かったときと同じようで、ひどく悪うございますので、重くなったら、受戒を授かってもその効がなくなりましょう。

■　なほ、今日けふはうれしき折をりとこそ思おもひはべれ3」

◇　やはり、今日は嬉しい機会だと存じられます」


1? 【かの尼君おはしなばかならず言ひ妨げむ】浮舟の心中の思い。

2 【乱り心地の】以下「思ひはべれ」まで、浮舟の詞。

3 【思ひはべれ】大島本は「思ひ侍れ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思うたまへつれ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思ひ侍れ」とする。


手習．４．８．５

■　とて、いみじう泣なきたまへば、聖心ひじりごころにいといとほしく思おもひて、

◇　と言って、ひどくお泣きになるので、聖心にもたいそう気の毒に思って、

手習．４．８．６

■　「夜よや更ふけはべりぬらむ1。

◇　「夜が更けてしまいましょう。

■　山やまより下おりはべること、昔むかしはことともおぼえたまはざりしを2、年としの生おふるままには、堪たへがたくはべりければ、うち休やすみて内裏うちには参まゐらむ、と思おもひはべるを、しか思おぼし急いそぐこと3なれば、今日仕けふつかうまつりてむ」

◇　下山しますことは、昔は何とも存じませんでしたが、年をとるにつれて、つらく思われましたので、ひと休みして内裏へは参上しよう、と思いましたが、そのようにお急ぎになることならば、今日お授けいたしましょう」


1 【夜や更けはべりぬらむ】以下「仕うまつりてむ」まで、僧都の詞。

2 【おぼえたまはざりしを】大島本は「おほえ給ハさりしを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思うたまへられざりしを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おぼえ給はざりしを」とする。

3 【しか思し急ぐこと】主語は浮舟。出家を急ぐ意。


手習．４．８．７

■　とのたまふに、いとうれしくなりぬ。

◇　とおっしゃるので、とても嬉しくなった。

手習．４．８．８

■　鋏取はさみとりて1、櫛くしの筥はこの蓋ふたさし出いでたれば、

◇　鋏を取って、櫛の箱の蓋を差し出すと、


1 【鋏取りて】以下の動作の主体は浮舟。


手習．４．８．９

■　「いづら、大徳だいとこたち。

◇　「どこですか、大徳たち。

■　ここに1」

◇　こちらへ」


1 【いづら大徳たちここに】僧都の詞。


手習．４．８．１０

■　と呼よぶ。

◇　と呼ぶ。

■　初はじめ見みつけたてまつりし二人ふたりながら供ともにありければ、呼よび入いれて、

◇　最初にお見つけ申した二人がそのままお供していたので、呼び入れて、

手習．４．８．１１

■　「御髪下みぐしおろしたてまつれ1」

◇　「お髪を下ろし申せ」


1 【御髪下ろしたてまつれ】僧都の詞。


手習．４．８．１２

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　げに、いみじかりし人ひとの1御おほむありさまなれば、

◇　なるほど、あの大変であった方のご様子なので、

■　「うつし人びとにては2、世よにおはせむもうたてこそあらめ」

◇　「普通の人としては、この世に生きていらっしゃるのも嫌なことなのであろう」

■　と、この阿闍梨あざりもことわりに思おもふに、几帳きちゃうの帷子かたびらのほころびより、御髪おほむかみをかき出いだしたまひつるが3、いとあたらしくをかしげなるになむ、しばし、鋏はさみをもてやすらひける。

◇　と、この阿闍梨も道理と思うので、几帳の帷子の隙間から、お髪を掻き出しなさったのが、たいそう惜しく美しいので、しばらくの間、鋏を持ったまま躊躇するのであった。


1 【げにいみじかりし人の】阿闍梨の感慨。発見当時を想起。

2 【うつし人にては】以下「こそあらめ」まで、阿闍梨の心中の思い。俗人のままでの生き方。

3 【御髪をかき出だしたまひつるが】大島本は「給つるか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへるが」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給つるが」とする。


第五章　浮舟の物語　浮舟、出家後の物語

第一段　少将の尼、浮舟の出家に気も動転

手習．５．１．１

■　かかるほど、少将せうしゃうの尼あまは、兄せうとの阿闍梨あじゃりの来きたるに会あひて、下しもにゐたり1。

◇　このような間に、少将の尼は、兄の阿闍梨が来ていたのと会って、下の方にいた。

■　左衛門さゑもんは、この私わたくしの知しりたる人ひとにあひしらふとて2、かかる所ところにとりては3、皆みなとりどりに、心寄こころよせの人ひとびとめづらしうて出いで来きたるに、はかなきことしける、見入みいれなどしけるほどに、こもき一人ひとりして、

◇　左衛門は、自分の知り合いに応対するということで、このような所ではと、みなそれぞれに、好意をもっている人たちが久しぶりにやって来たので、簡単なもてなしをし、あれこれ気を配っていたりしたところに、こもきただ一人が、

■　「かかることなむ4」

◇　「これこれです」

■　と少将せうしゃうの尼あまに告つげたりければ、惑まどひて来きて見みるに、わが御上おほむうへの衣きぬ、袈裟けさなど5を、ことさらばかりとて6着きせたてまつりて、

◇　と少将の尼に知らせたので、驚いて来て見ると、ご自分の法衣や、袈裟などを、形式ばかりとお着せ申して、


1 【下にゐたり】自分の部屋にいた。

2 【あひしらふとて】大島本は「あいしらふとて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あへしらふ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「あいしらふ」とする。

3 【かかる所にとりては】大島本は「とりてハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「つけては」と校訂する。『新大系』は底本のまま「とりては」とする。以下「しけるほど」まで、挿入句。補足説明的叙述。

4 【かかることなむ】こもきの詞。浮舟が出家してしまった、という趣旨。

5 【わが御上の衣袈裟など】僧都ご自身の法衣や袈裟を。

6 【ことさらばかりとて】僧都の法衣で形式的に間に合わせる。


手習．５．１．２

■　「親おやの御方拝おほむかたをがみたてまつりたまへ1」

◇　「親のいられる方角をお拝み申し上げなされ」


1 【親の御方拝みたてまつりたまへ】僧都の詞。『完訳』は「出家に先立って、四恩（父母・国王・衆生・三宝）を拝する儀」と注す。


手習．５．１．３

■　と言いふに、いづ方かたとも知しらぬほどなむ、え忍しのびあへたまはで、泣なきたまひにける。

◇　と言うと、どの方角とも分からないので、堪えきれなくなって、泣いてしまわれなさった。

手習．５．１．４

■　「あな、あさましや1。

◇　「まあ、何と情けない。

■　など、かく奥あうなきわざはせさせたまふ。

◇　どうして、このような早まったことをあそばしたのですか。

■　上うへ、帰かへりおはしては2、いかなることをのたまはせむ」

◇　尼上が、お帰りあそばしたら、何とおっしゃることでしょう」


1 【あなあさましや】以下「のたまはせむ」まで、少将尼の詞。

2 【帰りおはしては】大島本は「かへりおハしてハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはしましては」と「まし」を補訂する。『新大系』は底本のまま「おはしては」とする。


手習．５．１．５

■　と言いへど、かばかりにしそめつるを、言いひ乱みだるもものしと思おもひて2、僧都諌そうづいさめたまへば、寄よりてもえ妨さまたげず3。

◇　と言うが、これほど進んでしまったところで、とかく言って迷わせるのもよくないと思って、僧都が制止なさるので、近寄って妨げることもできない。


1? 【かばかりしそめつるを】『集成』は「これほどまでに出家の儀式に手をつけたのを、はたからとやかく言うのもおもしろくないと思って。僧都の気持」と注す。

2 【ものしと思ひて】主語は僧都。

3 【僧都諌めたまへば寄りてもえ妨げず】僧都が少将尼を諌めたので尼は出家の儀式の進行を制止することができない。


手習．５．１．６

■　「流転三界中1るてんさむがいちうS20」

◇　「流転三界中」


S20 流転三界中　恩愛不能断　棄恩入無為　真実報恩者（法苑珠林）

1 【流転三界中】僧都の詞。『集成』は「前（四恩を拝する儀）の礼拝に続いて、師僧がまず唱え、出家者に唱えさせる偈」と注す。逸経「清信士度人経」の偈。「諸経要集」「法苑殊林」に引かれる。


手習．５．１．７

■　など言いふにも、

◇　などと言うのにも、

■　「断たち果はててしものを1」

◇　「既に断ち切ったものを」

■　と思おもひ出いづるも、さすがなりけり。

◇　と思い出すのも、さすがに悲しいのであった。

■　御髪みぐしも削そぎわづらひて、

◇　お髪も削ぎかねて、


1 【断ち果ててしものを】浮舟の心中の思い。既に入水まで決意したことをさす。


手習．５．１．８

■　「のどやかに、尼君あまぎみたちして、直なほさせたまへ1」

◇　「ゆっくりと、尼君たちに、直していただきなさい」


1 【のどやかに尼君たちして直させたまへ】阿闍梨の詞。


手習．５．１．９

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　額ひたひは僧都そうづぞ削そぎたまふ。

◇　額髪は僧都がお削ぎになる。

手習．５．１．１０

■　「かかる御容貌おほむかたちやつしたまひて、悔くいたまふな1」

◇　「このようなご器量を剃髪なさって、後悔なさるなよ」


1 【かかる御容貌やつしたまひて悔いたまふな】僧都の詞。


手習．５．１．１１

■　など、尊たふときことども説とき聞きかせたまふ1。

◇　などと、有り難いお言葉を説いて聞かせなさる。

■　「とみにせさすべくもあらず2、皆言みないひ知しらせたまへることを、うれしくもしつるかな」

◇　「すぐにも許していただけそうもなく、皆が言い利かせていらしたことを、嬉しいことに果たしたこと」

■　と、これのみぞ仏ほとけは生いけるしるしありてと3おぼえたまひける。

◇　と、このことだけを生きている甲斐があったように思われなさるのであった。


1 【尊きことども説き聞かせたまふ】三帰の功徳を説き十善戒を授ける。

2 【とみにせさすべくもあらず】大島本は「へくもあらす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「べくもなく」と校訂する。『新大系』は底本のまま「べくもあらず」とする。以下「しつるかな」まで、浮舟の心中の思い。『完訳』は「以下、浮舟の心に即す」と注す。

3 【仏は生けるしるしありてと】大島本は「仏ハいけるしるしありてと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「生けるしるしありて」と「仏は」と「と」を削除する。『新大系』は底本のまま「仏は生けるしるしありてと」とする。


第二段　浮舟、手習に心を託す

手習．５．２．１

■　皆人みなひとびと1出いで静しづまりぬ。

◇　僧都一行の人びとが出て行って静かになった。

■　夜よるの風かぜの音おとに、この人ひとびとは2、

◇　夜の風の音に、この人びとは、


1 【皆人びと】僧都の一行。

2 【この人びとは】少将尼たち女房ら。


手習．５．２．２

■　「心細こころぼそき御住おほむすまひも1、しばしのことぞ。

◇　「心細いご生活も、もうしばらくの間のことだ。

■　今いまいとめでたくなりたまひなむ2、と頼たのみきこえつる御身おほむみを、かくしなさせたまひて、残のこり多おほかる御世みよの末すゑを、いかにせさせたまはむとするぞ。

◇　すぐにとても素晴らしい良縁がおありになろう、と期待申していたお身の上を、このようになさって、生い先長いご将来を、どのようになさろうとするのだろうか。

■　老おい衰おとろへP22たる人ひとだに、今いまは限かぎりと思おもひ果はてられて、いと悲かなしきわざにはべる」

◇　老いて弱った人でさえ、今は最期と思われて、とても悲しい気がするものでございます」


P22 老い衰へ--（/+おひ〈朱〉）おとろへ

1 【心細き御住まひも】以下「悲しきわざにはべる」まで、女房の詞。

2 【今いとめでたくなりたまひなむ】『集成』は「やがてすばらしい良縁にお恵まれになりましょう」と注す。


手習．５．２．３

■　と言いひ知しらすれど、

◇　と言って聞かせるが、

■　「なほ、ただ今いまは、心こころやすくうれし1。

◇　「やはり、ただ今は、気が楽になって嬉しい。

■　世よに経ふべきものとは2、思おもひかけずなりぬるこそは、いとめでたきことなれ」

◇　この世に生きて行かねばならないと、考えずにすむようになったことは、とても結構なことだ」

■　と、胸むねのあきたる心地ここちぞ3したまひける。

◇　と、胸がほっとした気がなさるのであった。


1 【なほただ今は心やすくうれし】『集成』は「浮舟の心を直叙したもの」と注す。

2 【世に経べきものとは】以下「いとめでたきことなれ」まで、浮舟の心中の思い。「世」は俗世の意。

3 【心地ぞ】大島本は「心ちそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心地」と「ぞ」を削除する。『新大系』は底本のまま「心ちぞ」とする。


手習．５．２．４

■　翌朝つとめては、さすがに人ひとの許ゆるさぬことなれば、変かはりたらむさま見みえむもいと恥はづかしく、髪かみの裾すその、にはかにおぼとれたるやうに、しどけなくさへ削そがれたるを、

◇　翌朝は、何といっても人の認めない出家なので、尼姿を見せるのもとても恥ずかしく、髪の裾が、急にばらばらになったように、しかもだらしなく削がれているのを、

■　「むつかしきことども言いはで、つくろはむ人ひともがな1」

◇　「うるさいことを言わないで、繕ってくれる人がいたら」

■　と、何事なにごとにつけても、つつましくて、暗くらうしなして2おはす。

◇　と、何事につけても、気がねされて、あたりをわざと暗くしていらっしゃる。

■　思おもふことを人ひとにP23言いひ続つづけむ3言ことの葉はは、もとよりだにはかばかしからぬ身みを、まいてなつかしうことわるべき人ひとさへなければ4、ただ硯すずりに向むかひて、思おもひあまる折をりには5、手習てならひをのみ、たけきこととは6、書かきつけたまふ。

◇　思っていることを人に詳しく説明するようなことは、もともと上手でない身なのに、まして親しく事の経緯を説明するにふさわしい人さえいないので、ただ硯に向かって、思い余る時は、手習いだけを、精一杯の仕事として、お書きになる。


P23 人もがな」と、何事につけても、つつましくて、暗うしなしておはす。思ふことを人に--人も（も/+かなとなに事につけてもつゝましくてくらうしなしておはす思ふ事を人に〈朱〉）

1 【むつかしきことども言はでつくろはむ人もがな】浮舟の心中の思い。

2 【暗うしなして】あたりをわざと暗くして。

3 【人に言ひ続けむ】他人に詳しく話す。

4 【なつかしうことわるべき人さへなければ】『集成』は「親しくことを分けて話せる相手もいないことなので」。『完訳』は「親しく事の経緯を申し開きできる相手もいないので」と訳す。

5 【折には】大島本は「おりにハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「をりは」と「に」を削除する。『新大系』は底本のまま「おりには」とする。

6 【たけきこととは】大島本は「ことゝハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことにて」と校訂する。『新大系』は底本のまま「こととは」とする。


手習．５．２．５

■　「なきものに身みをも人ひとをも思おもひつつ

捨すててし世よをぞさらに捨すてつる

◇　「死のうとわが身をも人をも思いながら

捨てた世をさらにまた捨てたのだ

手習．５．２．６

■　今いまは、かくて限かぎりつるぞかし2」

◇　今は、こうしてすべてを終わりにしたのだ」


1? 【なきものに身をも人をも思ひつつ捨てし世をぞさらに捨てつる】浮舟の独詠歌。「捨ててし」は入水の折。人間関係のいっさいを断つ決意。

2 【今はかくて限りつるぞかし】歌に続けた文。


手習．５．２．７

■　と書かきても、なほ、みづからいとあはれと見みたまふ。

◇　と書いても、やはり、自然としみじみと御覧になる。

手習．５．２．８

■　「限かぎりぞと思おもひなりにし世よの中なかを

返かへす返がへすも背そむきぬるかな2」

◇　「最期と思い決めた世の中を

繰り返し背くことになったわ」


1? 【なほみづからあはれと見たまふ】『完訳』は「恩愛を断ち切ったとしながらも、なおも断ちきれぬ感情が去来する」と注す。

2 【限りぞと思ひなりにし世の中を返す返すも背きぬるかな】浮舟の独詠歌。


第三段　中将からの和歌に返歌す

手習．５．３．１

■　同おなじ筋すぢのことを、とかく書かきすさびゐたまへるに、中将ちうじゃうの御文おほむふみあり。

◇　同じような内容を、あれこれ気の向くまま書いていらっしゃるところに、中将からのお手紙がある。

■　もの騒さわがしう呆あきれたる心地ここちしあへるほどにて、

◇　何かと騒がしくあきれて動転しているときなので、

■　「かかること2」

◇　「これこれしかじかの事でした」

■　など言いひてけり。

◇　などと返事したのだった。

■　いとあへなしと思おもひて3、

◇　たいそうがっかりして、


1? 【もの騒がしう呆れたる心地あへるほどにて】女房たちは浮舟の出家で気が動転しているところ。

2 【かかること】浮舟が出家したこと。

3 【いとあへなしと思ひて】主語は中将。使者から浮舟の出家を聞いて。


手習．５．３．２

■　「かかる心こころの1深ふかくありける人ひとなりければ、はかなきいらへをもしそめじと、思おもひ離はなるるなりけり。

◇　「このような考えが深くあった人だったので、ちょっとした返事も出すまいと、思い離れていたのだなあ。

■　さてもあへなきわざかな。

◇　それにしてもがっかりしたなあ。

■　いとをかしく見みえし髪かみのほどを、たしかに見みせよと、一夜ひとよも語かたらひしかば、さるべからむ折をりに2、と言いひしものを」

◇　たいそう美しく見えた髪を、はっきりと見せてくださいと、先夜も頼んだところ、適当な機会に、と言っていたものを」


1 【かかる心の】以下「言ひしものを」まで、中将の心中の思い。

2 【さるべからむ折に】『完訳』は「少将の尼も、折を見て浮舟に手引することを約束していたか」と注す。


手習．５．３．３

■　と、いと口惜くちをしうて、立たち返かへり、

◇　と、たいそう残念で、すぐ折り返して、

手習．５．３．４

■　「聞きこえむ方かたなきは1、

◇　「何とも申し上げようのない気持ちは、


1 【聞こえむ方なきは】中将から浮舟への手紙。


手習．５．３．５

■　岸遠きしとほく漕こぎ離**るらむ海人舟るあまぶねに

乗のり遅おくれじと急いそがるるかな1」

◇　岸から遠くに漕ぎ離れて行く海人舟に

わたしも乗り後れまいと急がれる気がします」

◆　 
きし とほく こぎ はなるる あまぶね に
 のり おくれ じ と いそが るる かな"


1 【岸遠く漕ぎ離るらむ海人舟に乗り遅れじと急がるるかな】中将から浮舟への贈歌。「岸遠く」は此岸から彼岸へ、の意。「海人」「尼」の懸詞、「乗り」に「法」、「急ぐ」に「磯」を響かす。「岸」「漕ぐ」「海人舟」「乗り」縁語。


手習．５．３．６

■　例れいならず取とりて見みたまふ1。

◇　いつもと違って取って御覧になる。

■　もののあはれなる折をりに、今いまはと思おもふもあはれなるものから、いかが思おぼさるらむ2、いとはかなきものの端はしに、

◇　何となくしみじみとした時に、これで終わりと思うのも感慨深いが、どのようにお思いなさったのだろう、とても粗末な紙の端に、


1 【例ならず取りて見たまふ】主語は浮舟。

2 【いかが思さるらむ】挿入句。語り手の推測。『完訳』は「これまで返歌を拒んできた浮舟が返歌を詠む理由を語り手も知らぬとする。実は、出家後の心の余裕がそうさせたのであろう」と注す。


手習．５．３．７

■　「心こころこそ憂うき世よの岸きしを離はなるれど

行方ゆくへも知しらぬ海人あまの浮木うきぎを」

◇　「心は厭わしい世の中を離れたが

その行く方もわからず漂っている海人の浮木です」

手習．５．３．８

■　と、例れいの、手習てならひにしたまへるを、包つつみてたてまつる。

◇　と、いつもの、手習いなさっていたのを、包んで差し上げる。

手習．５．３．９

■　「書かき写うつしてだにこそ2」

◇　「せめて書き写して」


1? 【心こそ憂き世の岸を離るれど行方もしらぬ海人の浮木を】浮舟の返歌。「岸」「離る」「海人」の語句を用いて返す。「海人」「尼」の懸詞。

2 【書き写してだにこそ】浮舟の詞。


手習．５．３．１０

■　とのたまへど、

◇　とおっしゃるが、

手習．５．３．１１

■　「なかなか書かきそこなひはべりなむ1」

◇　「かえって書き損じましょう」


1 【なかなか書きそこなひはべりなむ】少将尼の詞。


手習．５．３．１２

■　とてやりつ。

◇　と言って送った。

■　めづらしきにも、言いふ方かたなく悲かなしうなむおぼえける。

◇　珍しいにつけても、何とも言いようなく悲しく思われるのだった。

手習．５．３．１３

■　物詣ものまうでの人1帰ひとかへりたまひて、思おもひ騒さわぎたまふこと、限かぎりなし。

◇　物詣での人はお帰りになって、悲しみ驚きなさること、この上ない。


1 【物詣での人】妹尼。


手習．５．３．１４

■　「かかる身みにては、勧すすめきこえむこそは、と思おもひなしはべれど、残のこり多おほかる御身おほむみを、いかで経へたまはむとすらむ。

◇　「このような尼の身としては、お勧め申すのこそが本来だ、と思っていますが、将来の長いお身の上を、どのようにお過ごしなさるのでしょうか。

■　おのれは、世よにはべらむこと、今日けふ、明日あすとも知しりがたきに、いかでうしろやすく見みたてまつらむと2、よろづに思おもひたまへてこそ、仏ほとけにも祈いのりきこえつれ」

◇　わたしが、この世に生きておりますことは、今日、明日とも分からないのに、何とか安心してお残し申してゆこうと、いろいろと考えまして、仏様にもお祈り申し上げておりましたのに」


1? 【かかる御身にては】以下「祈りきこえつれ」まで、妹尼の詞。「かかる身」は妹尼君、尼の身としては、の意。

2 【見たてまつらむと】大島本は「見たてまつらむと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「見おきたてまつらむと」と「おき」を補訂する。『新大系』は底本のまま「見たてまつらむと」とする。


手習．５．３．１５

■　と、伏ふしまろびつつ、いといみじげに思おもひたまへるに、まことの親おやの1、やがて骸からもなきものと、思おもひ惑まどひたまひけむほど推おし量はからるるぞ2、まづいと悲かなしかりける。

◇　と、泣き臥し倒れながら、ひどく悲しげに思っていらっしゃるので、実の母親が、あのまま亡骸さえないものよと、お嘆き悲しみなさったろうことが推量されるのが、まっさきにとても悲しかった。

■　例れいの、いらへもせで背そむきゐたまへるさま、いと若わかくうつくしげなれば、

◇　いつものように、返事もしないで背を向けていらっしゃる様子、とても若々しくかわいらしいので、

■　「いとものはかなくぞおはしける御心みこころなれ3」

◇　「とても頼りなくいらっしゃるお心だこと」

■　と、泣なく泣なく御衣おほむぞのことなど4急いそぎたまふ。

◇　と、泣きながら御法衣のことなど準備なさる。


1 【まことの親の】以下、浮舟の心中に即した叙述。

2 【推し量るるぞ】大島本は「おしはからるゝそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「推しはかるぞ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「推しはからるるぞ」とする。

3 【いとものはかなくぞおはしける御心なれ】妹尼君の詞。『完訳』は「無謀の出家と惜しむ気持」と注す。

4 【御衣のことなど】浮舟の尼衣。


手習．５．３．１６

■　鈍色にびいろは手馴てなれにしことなれば、小袿こうちき、袈裟けさなどしたり。

◇　鈍色の法衣は手馴れたことなので、小袿や、袈裟などを仕立てた。

■　ある人ひとびとも、かかる色いろを縫ぬひ着きせたてまつるにつけても、

◇　仕えている女房たちも、このような色を縫ってお着せ申し上げるにつけても、

■　「いとおぼえず1、うれしき山里やまざとの光ひかりと、明あけ暮くれ見みたてまつりつるものを、口惜くちをしきわざかな」

◇　「まことに思いがけず、嬉しい山里の光明だと、明け暮れ拝しておりましたものを、残念なことだわ」


1 【いとおぼえず】以下「わざかな」まで、女房たちの詞。


手習．５．３．１７

■　と、あたらしがりつつ、僧都そうづを恨うらみ誹そしりけり。

◇　と惜しがりながら、僧都を恨み非難するのであった。

第四段　僧都、女一宮に伺候

手習．５．４．１

■　一品いっぽんの宮みやの御悩おほむなやみ1、げに、かの弟子でしの言いひしもしるく、いちじるきことどもありて、おこたらせたまひにければ、いよいよいと尊たふときものに2言いひののしる。

◇　一品の宮のご病気は、なるほど、あの弟子が言っていたとおりに、はっきりした効験があって、ご平癒あそばしたので、ますますまことに尊い方だと大騒ぎする。

■　名残なごりも恐おそろしとて、御修法延みすほふのべさせたまへば3、とみにもえ帰かへり入いらでさぶらひたまふに、雨あめなど降ふりてしめやかなる夜よ、召めして、夜居よゐにさぶらはせたまふ4。

◇　病後も油断ならないとして、御修法を延長させなさったので、すぐにも帰山することができず伺候なさっていたが、雨などが降って、ひっそりとした夜、お召しがあって、夜居に伺候させなさる。


1 【一品の宮の御悩み】明石中宮腹の女一宮の病気。

2 【いと尊きものに】僧都を。

3 【御修法延べさせたまへば】『集成』は「主として母の明石の中宮のお指図であろう」と注す。

4 【召して夜居にさぶらはせたまふ】主語は明石中宮。「させ」使役の助動詞。僧都を。


手習．５．４．２

■　日ひごろいたうさぶらひ極ごうじたる人1ひとは、皆休みなやすみなどして、御前おまへに人少ひとずくなにて、近ちかく起おきたる人少ひとすくなき折をりに、同おなじ御帳みちゃうにおはしまして2、

◇　何日もの看病に疲れた女房は、みな休みをとって、御前には人少なで、近くに起きている女房も少ないときに、一品の宮と同じ御帳台においであそばして、


1 【さぶらひ極じたる人】看病に伺候して疲れた女房たち。

2 【同じ御帳におはしまして】中宮が病気の女一宮の御帳台に一緒にいる意。


手習．５．４．３

■　「昔むかしより1頼たのませたまふなかにも、このたびなむ、いよいよ、後のちの世よもかくこそはと2、頼たのもしきことまさりぬる」

◇　「昔からご信頼申し上げていらっしゃる中でも、今度のことでは、ますます来世もこのように救ってくれるものと、頼もしさが一段と増しました」


1 【昔より】以下「まさりぬる」まで、中宮の詞。僧都への感謝の言葉。

2 【後の世もかくこそはと】来世もこのように救っていただき極楽往生も疑いない。


手習．５．４．４

■　などのたまはす。

◇　などと仰せになる。

手習．５．４．５

■　「世よの中なかに1久ひさしうはべるまじきさまに、仏ほとけなども教をしへたまへることどもはべるうちに、今年ことし、来年らいねん、過すぐしがたきやうになむはべれば2、仏ほとけを紛まぎれなく念ねんじつとめはべらむとて、深ふかく籠こもりはべるを、かかる仰おほせ言ごとにて、まかり出いではべりにし」

◇　「この世に長く生きていられそうにないように、仏もお諭しになっていることどもがございます中で、今年、来年は、過ごしがたいようでございますので、仏を一心にお祈り申しっましょうと思って、深く籠もっておりましたが、このような仰せ言で、下山して参りました」


1 【世の中に】以下「出ではべりにし」まで、僧都の詞。『完訳』は「仏のお告げで命終の時期を予知する話は、高僧伝などに多い。朝廷の召しにも容易に出仕しなかった言い訳でもある」と注す。

2 【過ぐしがたきやうになむはべれば】大島本は「侍れハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべりければ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍れば」とする。


手習．５．４．６

■　など啓けいしたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

第五段　僧都、女一宮に宇治の出来事を語る

手習．５．５．１

■　御おほむもののけの執念しふねきことを1、さまざまに名なのるが恐おそろしきことなどのたまふついでに2、

◇　御物の怪の執念深いことや、いろいろと正体を明かすのが恐ろしいことなどをおっしゃるついでに、


1 【執念きことを】大島本は「しふねきことを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「執念きこと」と「を」を削除する。『新大系』は底本のまま「執念きことを」とする。

2 【恐ろしきことなどのたまふついでに】主語は明石中宮。『集成』は「今度の経験から、自然に浮舟のことに話が及ぶ体」。『完訳』は「物の怪について話す中宮の言葉に、僧都は浮舟に憑いた物の怪を想起。浮舟紹介の契機」と注す。


手習．５．５．２

■　「いとあやしう1、希有2けうのことをなむ見みたまへし。

◇　「まことに不思議な、珍しいことを拝見しました。

■　この三月さむぐわちに、年老としおいてはべる母ははの、願ぐわんありて初瀬はつせに詣まうでてはべりし、帰かへさの中宿なかやどりに、宇治うぢの院ゐんと言いひはべる所ところにまかり宿やどりしを、かくのごと3、人住ひとすまで年経としへぬる大おほきなる所ところは、よからぬものかならず通かよひ住すみて、重おもき病者4びゃうじゃのため悪あしきことども、と5思おもひたまへしも、しるく」

◇　この三月に、年老いております母が、願があって初瀬に参詣しましたが、その帰りの休憩所に、宇治院といいます所に泊まりましたが、あのように、人が住まなくなって何年もたった大きな邸は、けしからぬものが必ず通い住んで、重病の者にとっては不都合なことが、と存じておりましたのも、そのとおりで」


1 【いとあやしう】以下「思ひたまへしもしるく」まで、僧都の詞。

2 【希有】「希有」漢語。男性用語。

3 【かくのごと】漢文訓読語。男性用語。

4 【病者】「病者」漢語。男性用語。

5 【悪しきことどもと】大島本は「あしき事ともと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あしきことどもやと」と「や」を補訂する。『新大系』は底本のまま「あしき事どもと」とする。


手習．５．５．３

■　とて、かの見みつけたりしことどもを1語かたりきこえたまふ。

◇　と言って、あの見つけた女のことなどをお話し申し上げなさる。


1 【かの見つけたりしことどもを】浮舟発見のこと。


手習．５．５．４

■　「げに、いとめづらかなることかな1」

◇　「なるほど、まことに珍しいこと」


1 【げにいとめづらかなることかな】中宮の詞。


手習．５．５．５

■　とて、近ちかくさぶらふ人ひとびと皆寝入みなねいりたるを、恐おそろしく思おぼされて、おどろかさせたまふ。

◇　と言って、近くに伺候する女房たちがみな眠っているので、恐ろしくお思いになって、お起こしあそばす。

■　大将だいしゃうの語かたらひたまふ宰相さいしゃうの君きみしも、このことを聞ききけり1。

◇　大将が親しくなさっている宰相の君がおりしも、このことを聞いたのであった。

■　おどろかさせたまふ人ひとびと2は、何なにとも聞きかず。

◇　目を覚まさせた女房たちは、何の関心も示さない。

■　僧都そうづ、懼おぢさせたまへる3御みけしきを、

◇　僧都は、恐がっておいであそばすご様子なので、

■　「心こころもなきこと啓けいしてけり」

◇　「つまらないことを申し上げてしまった」

■　と思おもひて、詳くはしくもそのほどのことをば言いひさしつ。

◇　と思って、詳しくその時のことを申し上げることは言い止めた。


1 【宰相の君しもこのことを聞きけり】小宰相の君。「蜻蛉」巻に初出。女一宮づきの女房。『完訳』は「「しも」と強調される点に注意。薫にこの情報の伝わる可能性が拓けた」と注す。

2 【おどろかさせたまふ人びと】大島本は「おとろかさせ給」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おどろかさせたまひける」と「ける」を補訂する。『新大系』は底本のまま「おどろかさせ給」とする。主語は中宮。後から起こした女房たち。

3 【懼ぢさせたまへる】明石中宮が。


手習．５．５．６

■　「その女人2にょにん、このたびまかり出いではべりつるたよりに、小野をのにはべりつる尼あまどもあひ訪とひはべらむとて、まかり寄よりたりしに、泣なく泣なく、出家しゅっけの志こころざし3深ふかきよし、ねむごろに語かたらひはべりしかば、頭下かしらおろしはべりにき。

◇　「その女人は、今度下山しました機会に、小野におります僧尼たちを訪ねようと思って、立ち寄ったところ、泣く泣く出家の念願の強い旨を、熱心に頼まれましたので、髪を下ろしてやりました。


1? 【心もなきことを啓してけり】僧都の心中の思い。

2 【その女人】以下「何人にかはべりけむ」まで、僧都の詞。「女人」漢語。男性用語。浮舟についていう。

3 【出家の志し】大島本は「出家の心さし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「出家の本意」と校訂する。『新大系』は底本のまま「出家の心ざし」とする。


手習．５．５．７

■　なにがしが妹いもうと、故衛門督こゑもんの妻かみのめにはべりし尼1あまなむ、亡うせにし女子をむなごの代かはりにと、思おもひ喜よろこびはべりて、随分ずいぶんに2労いたはりかしづきはべりけるを、かくなりたれば3、恨うらみはべるなり4。

◇　わたしの妹は、故衛門督の妻でございました尼で、亡くなった娘の代わりにと、思って喜びまして、随分大切にお世話しましたが、このように出家してしまったので、恨んでいるのでございます。

■　げにぞ、容貌かたちはいとうるはしくけうらにて、行おこなひやつれむもいとほしげになむはべりし。

◇　なるほど、器量はまことによく整って美しくて、勤行のため身をやつすのもお気の毒でございました。

■　何人なにびとにかはべりけむ」

◇　どのような人であったのでしょうか」


1 【故衛門督の妻にはべりし尼】妹尼は故衛門監督の妻であった。

2 【随分に】「随分」漢語。男性用語。

3 【かくなりたれば】大島本は「なりたれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「なりにたれば」と「に」を補訂する。『新大系』は底本のまま「なりたれば」とする。

4 【恨みはべるなり】自分拙僧を。「なり」伝聞推定の助動詞。


手習．５．５．８

■　と、ものよく言いふ僧都そうづにて、語かたり続つづけ申まうしたまへば、

◇　と、よくしゃべる僧都なので、話し続けて申し上げなさるので、

手習．５．５．９

■　「いかで、さる所ところに1、よき人ひとをしも取とりもて行いきけむ。

◇　「どうして、そのような所に、身分のある人を連れて行ったのでしょうか。

■　さりとも、今いまは知しられぬらむ」

◇　いくら何でも、今では素性は知られたでしょう」


1 【いかでさる所に】大島本は「いかて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかでか」と「か」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いかで」とする。以下「知られぬらむ」まで、小宰相の君の詞。


手習．５．５．１０

■　など、この宰相さいしゃうの君きみぞ問とふ。

◇　などと、この宰相の君が尋ねる。

手習．５．５．１１

■　「知しらず。

◇　「分かりません。

■　さもや1、語かたらひたまふらむ2。

◇　でもそのように、ひそかに打ち明けているかも知れません。

■　まことにやむごとなき人ひとならば、何なにか、隠かくれもはべらじをや3。

◇　ほんとうに高貴な方ならば、どうして、分からないままでいましょうか。

■　田舎人ゐなかびとの娘むすめも、さるさましたるこそはP24はべらめ。

◇　田舎者の娘も、そのような恰好をした者はございましょう。

■　龍りゅうの中なかより、仏生ほとけむまれたまはずはこそはべらめ4。

◇　龍の中から、仏がお生まれにならないことがございましょうか。

■　ただ人うどにては、いと罪軽つみかろきさまの人ひとになむはべりける」

◇　普通の人としては、まことに前世の罪障が軽いと思われる人でございました」


P24 こそは--こそ（そ/+は〈朱〉）

1 【知らずさもや】以下「人になむはべりける」まで、僧都の詞。

2 【語らひたまふらむ】大島本は「かたらひ給らん」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「語らひはべらん」と校訂する。『新大系』は底本のまま「語らひ給らん」とする。

3 【隠れもはべらじをや】分からないままではいまい。

4 【龍の中より仏生まれたまはずはこそはべらめ】反語表現。挿入句。『法華経』「提婆達多品」にみえる龍女成仏の話。


手習．５．５．１２

■　など聞きこえたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

手習．５．５．１３

■　そのころ、かのわたりに消きえ失うせにけむ人ひとを1思おぼし出いづ2。

◇　そのころ、あの近辺で消えていなくなった人をお思い出しになる。

■　この御前おまへなる人ひとも3、姉あねの君きみの伝つたへに4、あやしくて亡うせたる人ひととは聞ききおきたれば、

◇　この御前に伺候する女房も、姉君の伝聞で、不思議に亡くなった人とは聞いていたので、

■　「それにやあらむ5」

◇　「その人であろうか」

■　とは思**ひけれど、定さだめなきことなり。

◇　とは思ったが、はっきりしないことである。

■　僧都そうづも、

◇　僧都も、

◆　 
そのころ、 かの わたり に きえ うせ に けむ ひと を、 おぼしいづ。 この おまへ なる ひと も、 あね-の-きみ の つたへ に、 あやしく て うせ たる ひと と は きき おき たれ ば、 "それ に や あら む?" と は おもひ つれ ど、  さだめ なき こと なり。 そうづ も、


1 【かのわたりに消え失せにけむ人を】中宮は浮舟が行方不明になったという話を聞き知っている。「蜻蛉」巻にある。

2 【思し出づ】主語は明石中宮。

3 【この御前なる人も】「御前」は女一宮をさし、「人」は小宰相君。

4 【姉の君の伝へに】大島本は「あねの君」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「姉君」と「の」を削除する。『新大系』は底本のまま「姉の君」とする。小宰相君の姉から聞いて、の意。

5 【それにやあらむ】小宰相君の心中の思い。浮舟であろうかと思う。


手習．５．５．１４

■　「かかる人ひと、世よにあるものと1も知しられじと、よくもあらぬ敵かたきだちたる人ひともあるやうにおもむけて、隠かくし忍しのびはべるを、事ことのさまのあやしければ、啓けいしはべるなり」

◇　「あの人は、この世に生きていると知られまいと、よからぬ敵のような人でもいるようにほのめかして、こっそり隠れておりますのを、事の様子が異常なので、申し上げたのです」


1 【かかる人世にあるものと】大島本は「かゝる人」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「かの人」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かかる人」とする。以下「啓しはべるなり」まで、僧都の詞。


手習．５．５．１５

■　と、なま隠かくすけしきなれば1、人ひとにも語かたらず。

◇　と、何か隠している様子なので、誰にも話さない。

■　宮みやは、

◇　中宮は、


1 【なま隠すけしきなれば】小宰相君の目に映った僧都の態度。


手習．５．５．１６

■　「それにもこそあれ。

◇　「その人であろうか。

■　大将だいしゃうに聞きかせばや1」

◇　大将に聞かせたい」


1 【それにもこそあれ大将に聞かせばや】明石中宮の詞。浮舟のことかと思う。


手習．５．５．１７

■　と、この人ひとにぞ1のたまはすれど、いづ方かたにも2隠かくすべきことを、定さだめてさならむとも知しらずながら、恥はづかしげなる人ひとに3、うち出いでのたまはせむもつつましく思おぼして、やみにけり。

◇　と、この人におっしゃったが、どちらの方も隠しておきたいはずのことを、確かにそうとも分からないうちに、気恥ずかしい方に、話し出すのも気がひけて思われなさって、そのままになった。


1 【この人にぞ】小宰相君。

2 【いづ方にも】以下「つつましく」まで、中宮の心中の思い。末尾は自然地の文に流れる叙述。薫も浮舟も。

3 【恥づかしげなる人に】薫。


第六段　僧都、山荘に立ち寄り山へ帰る

手習．５．６．１

■　姫宮ひめみやP25おこたり果はてさせたまひて、僧都そうづも登のぼりぬ1。

◇　姫宮がすっかりよくおなりになったので、僧都も帰山なさった。

■　かしこに2寄よりたまへれば、いみじう恨うらみて、

◇　あちらにお寄りになると、ひどく恨んで、


P25 姫宮--姫君（君/＃宮）

1 【僧都も登りぬ】大島本は「のほりぬ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「登りたまひぬ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「登りぬ」とする。

2 【かしこに】小野草庵。


手習．５．６．２

■　「なかなか、かかる御おほむありさまにて1、罪つみも得えぬべきことを、のたまひもあはせず2なりにけることをなむ、いとあやしき3」

◇　「かえって、このようなお姿になっては、罪障を受くることになりましょうに、ご相談もなさらずじまいだったとは、何ともおかしなこと」


1 【なかなかかかる御ありさまにて】以下「いとあやしき」まで、妹尼君の詞。

2 【のたまひもあはせず】相談もせず。

3 【いとあやしき】『集成』は「ほんとにおかしなこと」。『完訳』は「ほんとに不都合なことです」と訳す。


手習．５．６．３

■　などのたまへど、かひもなし。

◇　などとおっしゃるが、どうにもならない。

手習．５．６．４

■　「今いまは、ただ1御行おほむおこなひをしたまへ。

◇　「今はもう、ひたすらお勤めをなさいませ。

■　老おいたる、若わかき、定さだめなき世よなり。

◇　老人も、若い人も、生死は無常の世です。

■　はかなきものに思おぼしとりたるも、ことわりなる御身おほむみをや2」

◇　はかないこの世とお悟りになっているのも、ごもっともなお身の上ですから」


1 【今はただ】以下「御身をや」まで、僧都の詞。

2 【ことわりなる御身をや】『集成』は「意識もなく生死の境をさまよったことをいう」。『完訳』は「浮舟の物の怪に取り憑かれる運命を思い、出家を当然とする」と注す。


手習．５．６．５

■　とのたまふにも、いと恥はづかしうなむおぼえける。

◇　とおっしゃるにつけても、たいそう恥ずかしく思われるのであった。

手習．５．６．６

■　「御法服新おほむほふぶくあたらしくしたまへ1」

◇　「御法服を新しくなさい」


1 【御法服新しくしたまへ】僧都の詞。


手習．５．６．７

■　とて、綾あや、羅うすもの、絹きぬなどいふもの、たてまつりおきたまふ。

◇　と言って、綾、羅、絹などという物を、差し上げ置きなさる。

手習．５．６．８

■　「なにがしが1はべらむ限かぎりは、仕つかうまつりなむ。

◇　「拙僧が生きております間は、お世話いたしましょう。

■　なにか思おぼしわづらふべき。

◇　何をご心配なさることがありましょう。

■　常つねの世よに生おひ出いでて、世間せけんの栄華えいぐわに願ねがひまつはるる限かぎりなむ、所狭ところせく捨すてがたく2、我われも人ひとも思おぼすべかめることなめる3。

◇　この世に生まれ来て、俗世の栄華を願い執着している限りは、不自由で世を捨てがたく、誰も彼もお思いのことのようです。

■　かかる林はやしの中なかに行おこなひ勤つとめたまはむ身みは、何事なにごとかは恨うらめしくも恥はづかしくも思おぼすべき。

◇　このような林の中でお勤めなさる身の上は、何事に不満を抱いたり引けめを感じることがありましょうか。

■　このあらむ命いのちは、葉はの薄うすきがごとしS21,5」

◇　人の寿命は、葉の薄いようなものです」


S21 顔色如花命如葉　命如葉薄将奈何〈顔色は花の如く命は葉の如し　命は葉の如く薄し、将に奈何（いかむ）せむ〉（白氏文集巻四-一六一「陵園妻」）

1 【なにがしが】大島本は「なにかしか」とある。『完本』は諸本に従って「なにがし」と「が」を削除する。『集成』『新大系』は底本のまま「なにがしが」とする。以下「葉の薄きがごとし」まで、僧都の詞。

2 【所狭く捨てがたく】身の自由もきかずこの世を捨てがたい。出離しがたい。

3 【思すべかめることなめる】大島本は「おほすへかめることなめる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思すべかめる」と「めることな」を削除する。『新大系』は底本のまま「おぼすべかめることなめる」とする。

4? 【何事かは--思すべき】反語表現。

5 【このあらむ命は葉の薄きがごとし】『源氏釈』は「顔色は花の如く命は葉の如し、命葉の如くに薄きを将に奈如にせむ」（白氏文集、陵園妾）を指摘。


手習．５．６．９

■　と言いひ知しらせて、

◇　と説教して、

手習．５．６．１０

■　「松門せうもんに暁到あかつきいたりて月徘徊つきはいくわいすS22,1」

◇　「松の門に暁となって月が徘徊す」


S22 松門到暁月徘徊　柏城尽日風蕭瑟〈松門に暁到りて月徘徊す　柏城に尽日風蕭瑟たり〉（白氏文集巻四-一六一「陵園妻」）

1 【松門に暁到りて月徘徊す】僧都の詞。『源氏釈』は『白氏文集』「陵園妾」を指摘、前句の続き。


手習．５．６．１１

■　と、法師ほふしなれど、いとよしよししく恥はづかしげなるさまにてのたまふことどもを、

◇　と、法師であるが、たいそう風流で気恥ずかしい態度におっしゃることどもを、

■　「思おもふやうにも言いひ聞きかせたまふかな1」

◇　「期待していたとおりにおっしゃってくださることだ」

■　と聞ききゐたり。

◇　と聞いていた。


1 【思ふやうにも言ひ聞かせたまふかな】浮舟の心中の思い。


第七段　中将、小野山荘に来訪

手習．５．７．１

■　今日けふは、ひねもすに吹ふく風かぜの音おともいと心細こころぼそきに1、おはしたる人ひとも2、

◇　今日は、一日中吹いている風の音もとても心細いうえに、お立ち寄りになった僧都も、


1 【ひねもすに吹く風の音もいと心細きに】『河海抄』は「栢城尽日風蕭瑟たり」（白氏文集、陵園妾）を指摘。

2 【おはしたる人も】僧都。


手習．５．７．２

■　「あはれ、山伏やまぶしは1、かかる日ひにぞ、音ねは泣なかるなるかし」

◇　「ああ、山伏は、このような日には、声を出して泣けるということだ」


1 【あはれ山伏は】以下「泣かるなるかし」まで、僧都の詞。


手習．５．７．３

■　と言いふを聞ききて、

◇　と言うのを聞いて、

■　「我われも今いまは1山伏やまぶしぞかし。

◇　「わたしも今では山伏と同じである。

■　ことわりに止とまらぬ涙なみだなりけり」

◇　もっともなことで涙が止まらないのだ」

■　と思おもひつつ2、端はしの方かたに立たち出いでて見みれば、遥はるかなる軒端のきばより3、狩衣姿色々かりぎぬすがたいろいろに立たち混まじりて見みゆ。

◇　と思いながら、端の方に立ち出て見ると、遥か遠く軒端から、狩衣姿が色とりどりに混じって見える。

■　山やまへ登のぼる人ひとなりとても、こなたの道みちには4、通かよふ人ひともいとたまさかなり。

◇　山へ登って行く人だといっても、こちらの道は、行き来する人もたまにしかいないのである。

■　黒谷くろたにとかいふ方かたよりありくP26法師ほふしの跡あとのみ、まれまれは見みゆるを、例れいの姿5見すがたみつけたるは、あいなくめづらしきに、この恨うらみわびし中将ちうじゃうなりけり。

◇　黒谷とかいう方面から歩いて来る法師の道だけが、まれには見られるが、俗世の人の姿を見つけたのは、場違いに珍しいが、あの恨みあぐねていた中将なのであった。


P26 ありく--ありくかよふ（かよふ/＄）

1 【我も今は】以下「涙なりけり」まで、浮舟の心中の思い。

2 【と思ひつつ】『完訳』は「このあたり、浮舟の心に密着した文体。浮舟にも僧都にも敬語がつかぬのは心境の直叙のためか」と注す。

3 【遥かなる軒端より】『集成』は「夢浮橋の「谷の軒端」と同義。谷のはずれというほどの意味であろう」。『完訳』は「軒端を通してはるかに遠望」と注す。

4 【こなたの道には】『完訳』は「小野を通って比叡山に登る道。険しい長谷出坂あたりか。途中で黒谷（西塔の北方）への道が分れる」と注す。

5 【例の姿】世俗人の姿。狩衣姿の一行。


手習．５．７．４

■　かひなきことも言いはむとてものしたりけるを、紅葉もみぢのいとおもしろくP27、他ほかの紅くれなゐに染そめましたる色々いろいろなれば1、入いり来くるよりぞものあはれなりける。

◇　今さら言ってもはじまらないことを言おうと思ってやって来たのだが、紅葉がたいそう美しく、他の紅葉よりいっそう色染めているのが色鮮やかなので、入って来るなり感慨深いのであった。

■　「ここに2、いと心地ここちよげなる人ひとを見みつけたらば、あやしくぞおぼゆべき」

◇　「ここに、とても屈託なさそうな人を見つけたら、奇妙な気がするだろう」

■　など思おもひて、

◇　などと思って、


P27 いとおもしろく--（/+いと〈朱〉）おもしろく

1 【他の紅に染めましたる色々なれば】『集成』は「他所の紅葉よりもひとしお美しく色づいたさまざまな色どりなので」と訳す。

2 【ここに】以下「おぼゆべき」まで、中将の心中の思い。『完訳』は「中将は物思う浮舟に魅了された」と注す。


手習．５．７．５

■　「暇いとまありて1、つれづれなる心地ここちしはべるに、紅葉もみぢもいかにと思おもひたまへてなむ。

◇　「暇があって、何もすることのない気がしましたので、紅葉もどのようなものかしらと存じまして。

■　なほ、立たち返かへりて2旅寝たびねもしつべき木この下もとにこそ」

◇　やはり、昔に返って泊まって行きたい紅葉の木の下ですね」


1 【暇ありて】以下「木の下にこそ」まで、中将の詞。

2 【立ち返りて】大島本は「立かへりて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「立ち返り」と「て」を削除する。『新大系』は底本のまま「立かへりて」とする。


手習．５．７．６

■　とて、見出みいだしたまへり。

◇　と言って、外を見やっていらっしゃる。

■　尼君あまぎみ、例れいの、涙なみだもろにて、

◇　尼君が、例によって、涙もろくて、

手習．５．７．７

■　「木枯こがらしの吹ふきにし山やまの麓ふもとには

立たち隠かくすべき蔭かげだにぞなき1」

◇　「木枯らしが吹いた山の麓では

もう姿を隠す場所さえありません」


1 【木枯らしの吹きにし山の麓には立ち隠すべき蔭だにぞなき】大島本は「かくす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「隠る」と校訂する。『新大系』は底本のまま「かくす」とする。妹尼の中将への贈歌。『集成』は「浮舟も出家してしまったので、あなたをお泊めするすべもございません」と注す。


手習．５．７．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

手習．５．７．９

■　「待まつ人ひともあらじと思おもふ山里やまざとの

梢こずゑを見みつつなほぞ過すぎ憂うき1」

◇　「待っている人もいないと思う山里の

梢を見ながらもやはり素通りしにくいのです」


1 【待つ人もあらじと思ふ山里の梢を見つつなほぞ過ぎ憂き】中将の返歌。「山」の語句を用いて返す。「あらじ」に「嵐」を響かす。


手習．５．７．１０

■　言いふかひなき人ひとの御おほむことを、なほ尽つきせずのたまひて、

◇　言ってもはじまらないお方のことを、やはり諦めきれずにおっしゃって、

手習．５．７．１１

■　「さま変かはり1たまへらむさまを、いささか見みせよ」

◇　「出家なさった姿を、少し見せよ」


1 【さま変はり】以下「見せよ」まで、中将の詞。


手習．５．７．１２

■　と、少将せうしゃうの尼あまにのたまふ。

◇　と、少将の尼におっしゃる。

手習．５．７．１３

■　「それをだに、契ちぎりししるしにせよ1」

◇　「せめてそれだけでも、以前の約束の証とせよ」


1 【それをだに契りししるしにせよ】中将の詞。


手習．５．７．１４

■　と責せめたまへば、入いりて見みるに1、ことさら人ひとにも見みせまほしきさまして2ぞおはする。

◇　と責めなさるので、入って見ると、わざわざとでも人に見せてやりたいほどの美しいお姿をしていらっしゃる。

■　薄うすき鈍色3にびいろの綾あや、中なかに萱草くわんざうなど、澄すみたる色いろを着きて、いとささやかに、様体やうだいをかしく、今いまめきたる容貌かたちに、髪かみは五重いつへの扇あふぎを4広ひろげたるやうに、こちたき末すゑつきなり。

◇　薄鈍色の綾、その下には萱草などの、澄んだ色を着て、とても小柄な感じで、姿形が美しく、はなやかなお顔だちで、髪は五重の扇を広げたように、豊かな裾である。


1 【入りて見るに】主語は少将尼。

2 【ことさら人にも見せまほしきさまして】大島本は「ことさら人にも」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことさらにも人に」と校訂する。『新大系』は底本のまま「ことさら人にも」とする。少将尼が浮舟を見た印象。

3 【薄き鈍色】大島本は「うすきにひ色」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「薄鈍色」と「き」を削除する。『新大系』は底本のまま「薄き鈍色」とする。

4 【五重の扇を】桧扇は七、八枚の薄板からなる。それを五組重ねた扇。「花宴」巻に「桜の三重がさね」の桧扇が出てくる。


手習．５．７．１５

■　こまかにうつくしき面様おもやうの、化粧けさうをいみじくしたらむやうに、赤あかく匂にほひたり。

◇　こまやかに美しい顔だちで、化粧をたいそうしたように、明るくかがやいていた。

■　行おこなひなどをしたまふも、なほ数珠ずずは近ちかき几帳きちゃうにうち懸かけて1、経きゃうに心こころを入いれて読よみたまへるさま、絵ゑにも描かかまほし。

◇　お勤めなどをなさるにも、やはり数珠は近くの几帳にちょっと懸けて、お経を一心に読んでいらっしゃる様子は、絵にも描きたいほどである。


1 【数珠は近き几帳にうち懸けて】『集成』は「常に手にしているはずの数珠を手離しているのは、まだ初心のさまをいうのであろう」と注す。


手習．５．７．１６

■　うち見みるごとに1涙なみだの止とめがたき心地ここちするを、

◇　ちらっと見るたびに涙が止めがたい気がするのを、

■　「まいて心こころかけたまはむ男をとこは2、いかに見みたてまつりたまはむ」

◇　「まして懸想をなさっている男は、どのように拝見なさっていようか」

■　と思おもひて、さるべき折をりにやありけむ3、障子さうじの掛金かけがねのもとに開あきたる穴あなを教をしへて、紛まぎるべき几帳きちゃうなど押おしやりたり4。

◇　と思って、ちょうどよい機会だったのか、障子の掛金の側に開いている穴を教えて、邪魔になる几帳などを取り除けた。


1 【うち見るごとに】主語は少将尼。少将尼が浮舟を。

2 【まいて心かけたまはむ男は】以下「たてまつりたまはむ」まで、少将尼の心中の思い。

3 【さるべき折にやありけむ】挿入句。語り手の想像を交えた叙述。

4 【押しやりたり】大島本は「おしやりたり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「引きやりたり」と校訂する。『新大系』は底本のまま「押しやりたり」とする。


手習．５．７．１７

■　「いとかくは1思おもはずこそありしか。

◇　「とてもこれほど美しい人だとは思わなかった。

■　いみじく思おもふさまなりける人ひとを」

◇　ひどく物思いに沈んでいるような人であったが」

■　と、我わがしたらむ過あやまちのやうに2、惜をしく悔くやしう悲かなしければ、つつみもあへず、もの狂ぐるはしきまで3、けはひも聞きこえぬべければ、退のきぬ。

◇　と、自分が出家させた過ちのように、惜しく悔しく悲しいので、抑えることもできず、気も狂わんばかりの、気持ちを感づかれては困るので、引き下がった。


1 【いとかくは】以下「さまなりける人を」まで、中将の浮舟を見た感想。

2 【我がしたらむ過ちのやうに】『完訳』は「浮舟の出家が自分の犯した過ちででもあるかのように」と注す。

3 【もの狂はしきまで】大島本は「物くるハしき」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「もの狂ほしき」と校訂する。『新大系』は底本のまま「物ぐるはしき」とする。


第八段　中将、浮舟に和歌を贈って帰る

手習．５．８．１

■　「かばかりの1さましたる人ひとを失うしなひて、尋たづねぬ人ひとありけむや。

◇　「これほどの器量をした人を失って、探さない人があったりしようか。

■　また、その人ひとかの人ひとの娘むすめなむ、行方ゆくへも知しらず隠かくれにたる、もしはもの怨えんじして、世よを背そむきにけるなど、おのづから隠かくれなかるべきを」

◇　また、誰それの人の娘が、行く方知れずに見えなくなったとか、もしくは何か恨んで、出家してしまったなど、自然と知れてしまうものだが」

■　など、あやしう返かへす返がへす思おもふ。

◇　などと、不思議と繰り返し思う。


1 【かばかりの】以下「隠れなかるべきを」まで、中将の心中の思い。


手習．５．８．２

■　「尼あまなりとも1、かかるさましたらむ人ひとはうたてもおぼえじ」

◇　「尼であっても、このような様子をしたような人は嫌な感じもするまい」

■　など、

◇　などと、

■　「なかなか見所みどころまさりて2心苦こころぐるしかるべきを、忍しのびたるさまに、なほ語かたらひとりてむ」

◇　「かえって一段と見栄えがしてお気の毒なはずが、人目を忍んでいる様子なので、やはり自分の物にしてしまおう」

■　と思おもへば、まめやかに語かたらふ3。

◇　と思うと、真剣に話しかける。


1 【尼なりとも】以下「おぼえじ」まで、中将の心中の思い。

2 【なかなか見所まさりて】以下「語らひとりてむ」まで、中将の心中の思い。

3 【まめやかに語らふ】中将が妹尼君に。


手習．５．８．３

■　「世よの常つねのさまには1思おぼし憚はばかることもありけむを、かかるさまになりたまひにたるなむ、心こころやすう聞きこえつべくはべる。

◇　「普通の人の時にはご遠慮なさることもあったでしょうが、このような尼姿におなりになっては、気がねなく申し上げられそうでございます。

■　さやうに教をしへきこえたまへ。

◇　そのようにお諭し申し上げてください。

■　来きし方かたの忘わすれがたくて2、かやうに参まゐり来くるに、また、今一いまひとつ心こころざしを添そへてこそ」

◇　過去のことが忘れがたくて、このようにやって参ったのですが、さらにまた、もう一つの気持ちも加わりまして」


1 【世の常のさまには】以下「心ざしを添へてこそ」まで、中将の詞。

2 【来し方の忘れがたくて】亡き妻のこと。


手習．５．８．４

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

手習．５．８．５

■　「いと行ゆく末2心細すゑこころぼそく、うしろめたきありさまにはべるに3、まめやかなるさまに思おぼし忘わすれず訪とはせたまはむ、いとうれしうこそ、思おもひたまへおかめ。

◇　「まことに将来が心細く、不安な様子でございますので、真剣な態度でお忘れにならずお訪ねくださることは、とても嬉しく、存じておきましょう。

■　はべらざらむ後4のちなむ、あはれに思おもひたまへらるべき5」

◇　亡くなりました後は、不憫に存じられましょう」


1? 【今一つ心ざし添へてこそ】浮舟のこと。

2 【いと行く末】以下「思ひたまへらるべき」まで、妹尼君の詞。

3 【ありさまにはべるに】大島本は「侍に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべるめるに」と「める」を補訂する。『新大系』は底本のまま「侍に」とする。

4 【はべらざらむ後】自分が亡くなってのち。

5 【あはれに思ひたまへらるべき】浮舟の身の上を。


手習．５．８．６

■　とて、泣なきたまふに、

◇　と言って、お泣きになるので、

■　「この尼君あまぎみも離はなれぬ人ひとなるべし。

◇　「この尼君も遠縁に当たる人なのであろう。

■　誰たれならむ」

◇　誰なのだろう」

■　と心得こころえがたし。

◇　と思い当たらない。

手習．５．８．７

■　「行ゆく末すゑの御後見おほむうしろみは2、命いのちもP28知しりがたく頼たのもしげなき身みなれど、さ聞きこえそめはべるなれば3、さらに変かはりはべらじ。

◇　「将来のご後見は、寿命も分からず頼りない身ですが、このように申し上げました以上は、けっして変わりません。

■　尋たづねきこえたまふべき人ひとは4、まことにものしたまはぬか。

◇　お探し申し上げなさるはずの方は、本当にいらっしゃらないのですか。

■　さやうのことのおぼつかなきになむ、憚はばかるべきことにははべらねど5、なほ隔へだてある心地ここちしはべるべき」

◇　そのようなことがはっきりしませんので、気がねすべきことでもございませんが、やはり水くさい気がしてなりません」


P28 命も--いのちの（の/＃も）

1? 【このあま君も】以下「誰れならむ」まで、中将の心中の思い。浮舟と尼君を遠い縁戚関係かと思う。

2 【行く末の御後見は】以下「心地しはべるべき」まで、中将の詞。

3 【さ聞こえそめはべるなれば】大島本は「侍なれハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべりなば」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍なれば」とする。

4 【尋ねきこえたまふべき人は】浮舟を捜し出す人。『集成』は「浮舟のもとの男。浮舟を尼君の縁類と見ているので、敬語を使う」と注す。

5 【はばかるべきことにははべらねど】『完訳』は「色恋なしの後援なら、何も気がねせずともよいが、の気持」と注す。


手習．５．８．８

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

手習．５．８．９

■　「人ひとに知しらるべきさまにて1、世よに経へたまはば、さもや尋たづね出いづる人ひともはべらむ。

◇　「人に知られるような恰好で、暮らしていらっしゃったら、もしや探し出す人もございましょう。

■　今いまは、かかる方かたに、思おもひきりつる2ありさまになむ。

◇　今は、このような生活を、決意した様子です。

■　心こころのおもむけも、さのみ見みえはべりつるを3」

◇　気持ちの向きも、そのようにばかり見えます」


1 【人に知らるべきさまにて】以下「見えはべりつるを」まで、妹尼君の詞。『完訳』は「もしも浮舟が都の人と接触するように暮しているのなら、の意」と注す。

2 【思ひきりつる】大島本は「思きりつる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思ひかぎりつる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「思きりつる」とする。

3 【見えはべりつるを】大島本は「侍つるを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべるを」と校訂する。『新大系』は底本のまま「侍つるを」とする。


手習．５．８．１０

■　など語かたらひたまふ。

◇　などとお話しになる。

手習．５．８．１１

■　こなたにも1消息せうそこしたまへり。

◇　こちらにも言葉をお掛けになった。


1 【こなたにも】浮舟をさす。


手習．５．８．１２

■　「おほかたの世よを背そむきける君きみなれど

厭いとふによせて身みこそつらけれ1」

◇　「一般の俗世間をお捨てになったあなた様ですが

わたしをお厭いなさるのにつけ、つらく存じられます」


1 【おほかたの世を背きける君なれど厭ふによせて身こそつらけれ】中将の浮舟への贈歌。


手習．５．８．１３

■　ねむごろに深ふかく聞きこえたまふことなど、言いひ伝つたふ1。

◇　心をこめて親切に申し上げなさることなどを、たくさん取り次ぐ。


1 【言ひ伝ふ】大島本は「いひつたふ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「多く言ひ伝ふ」と「多く」を補訂する。『新大系』は底本のまま「言ひ伝ふ」とする。


手習．５．８．１４

■　「兄妹はらからと1思おぼしなせ。

◇　「兄弟とお考えください。

■　はかなき世よの物語ものがたりなども聞きこえて、慰なぐさめむ」

◇　ちょっとした世間話なども申し上げて、お慰めしましょう」


1 【兄妹と】以下「慰めむ」まで、中将の詞。


手習．５．８．１５

■　など言いひ続つづく。

◇　などと言い続ける。

手習．５．８．１６

■　「心深こころふかからむ1御物語おほむものがたりなど、聞きき分わくべくもあらぬこそ口惜くちをしけれ」

◇　「むつかしいお話など、分かるはずもないのが残念です」


1 【心深からむ】以下「口惜しけれ」まで、浮舟の詞。


手習．５．８．１７

■　といらへて、この厭いとふにつけたるいらへはしたまはず。

◇　と答えて、この嫌っているということへの返事はなさらない。

■　「思おもひよらず1あさましきこともありし身みなれば2、いとうとまし。

◇　「思いもかけなかった情ないことのあった身の上なので、ほんとうに厭わしい。

■　すべて朽木くちきなどのやうにて、人ひとに見捨みすてられて止やみなむ」

◇　まったく枯木などのようになって、世間から忘れられて終わりたい」

■　ともてなしたまふ。

◇　とおあしらいになる。


1 【思ひよらず】以下「見捨てられて止みなむ」まで、浮舟の心中。『完訳』は「以下、浮舟の心中に即す」と注す。

2 【あさましきこともありし身なれば】『集成』は「匂宮とのこと」。『完訳』は「過往の薫・匂宮との三角関係をさす」と注す。


手習．５．８．１８

■　されば、月つきごろたゆみなく結むすぼほれ、ものをのみ思おぼしたりしも、この本意ほいのことしたまひてより、後1のちすこし晴はれ晴ばれしうなりて、尼君あまぎみとはかなく戯たはぶれもし交かはし、碁打ごうちなどしてぞ、明あかし暮くらしたまふ。

◇　だから、今まで鬱々とふさぎこんで、物思いばかりしていらしたのも、出家の念願がお叶いになって後は、少し気分が晴れ晴れとして、尼君とちょっと冗談を言い交わし、碁を打ったりなどして、毎日お暮らしになっている。

■　行おこなひもいとよくして、法華経ほけきゃうはさらなり。

◇　お勤めも実に熱心に行って、法華経は言うまでもない。

■　異法文ことほふもんなども、いと多おほく読よみたまふ。

◇　他の教典なども、とてもたくさんお読みになる。

■　雪深ゆきふかく降ふり積つみ、人目絶ひとめたえS23たるころぞ2、げに思おもひやる方かたなかりける3。

◇　雪が深く降り積もって、人目もなくなったころは、ほんとうに心のやりばがなかった。


S23 雪降りて人も通はぬ道なれやあとはかもなく思ひ消ゆらむ（古今集冬-三二九　凡河内躬恒）

1 【本意のことしたまひてより後】大島本は「し給てよりのち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「したまひて後より」と校訂する。『新大系』は底本のまま「し給てよりのち」とする。

2 【雪深く降り積み人目絶えたるころぞ】小野は雪深い土地。『伊勢物語』第八十三段。

3 【げに思ひやる方なかりける】『岷江入楚』は「白雪の降りて積れる山里は住む人さへや思ひ消ゆらむ（古今集冬、三二八、壬生忠岑）」を指摘。


第六章　浮舟の物語　薫、浮舟生存を聞き知る

第一段　新年、浮舟と尼君、和歌を詠み交す

手習．６．１．１

■　年としも返かへりぬ。

◇　年が改まった。

■　春はるのしるしも見みえず、凍こほりわたれる水みづの音おとせぬさへ心細こころぼそくて1、

◇　春の兆しも見えず、氷が張りつめた川の水が音を立てないのまでが心細くて、

■　「君きみにぞ惑まどふ」

◇　「あなたに迷っています」

■　とのたまひし人ひとは2、心憂こころうしと思おもひ果はてにたれど、なほその折をりなどのことは忘わすれず。

◇　とおっしゃった方は、嫌だとすっかり思い捨てていたが、やはりその当時のことなどは忘れなていない。


1 【凍りわたれる水の音せぬさへ心細くて】『完訳』は「浮舟の荒涼たる心象」と注す。

2 【君にぞ惑ふとのたまひし人は】宇治川の対岸で過ごした匂宮との思い出。


手習．６．１．２

■　「かきくらす野山のやまの雪ゆきを眺ながめても

降ふりにしことぞ今日けふも悲かなしき1」

◇　「降りしきる野山の雪を眺めていても

昔のことが今日も悲しく思い出される」


1 【かきくらす野山の雪を眺めても降りにしことぞ今日も悲しき】浮舟の独詠歌。「降り」「古り」懸詞。『完訳』は「空を暗くして降る野山の雪に、捨て切れぬ過往の執着の悲しみを自覚」と注す。


手習．６．１．３

■　など、例れいの、慰なぐさめの手習てならひを、行おこなひの隙ひまにはしたまふ。

◇　などと、いつもの、慰めの手習いを、お勤めの合間になさる。

■　「我世われよになくて年隔としへだたりぬるを、思おもひ出いづる人ひともあらむかし」

◇　「わたしがいなくなって、年も変わったが、思い出す人もきっといるだろう」

■　など、思おもひ出いづる時ときも多おほかり。

◇　などと、思い出す時も多かった。

■　若菜わかなをおろそかなる籠こに入いれて、人ひとの持もて来きたりけるを、尼君見あまぎみみて、

◇　若菜を粗末な籠に入れて、人が持って来たのを、尼君が見て、

手習．６．１．４

■　「山里やまざとの雪間ゆきまの若菜摘わかなつみはやし

なほ生おひ先さきの頼たのまるるかな2」

◇　「山里の雪の間に生えた若菜を摘み祝っては

やはりあなたの将来が期待されます」


1? 【我世になくて年隔たりぬれど思ひ出づる人もあらむかし】浮舟の心中の思い。

2 【山里の雪間の若菜摘みはやしなほ生ひ先の頼まるるかな】妹尼君の浮舟への贈歌。「摘み」「積み」懸詞。


手習．６．１．５

■　とて、こなたにたてまつれたまへりければ、

◇　と言って、こちらに差し上げなさったので、

手習．６．１．６

■　「雪深ゆき野辺ふかきの若菜べのわかなも今いまよりは

君きみがためにぞ年としも摘つむS24べき1」

◇　「雪の深い野辺の若菜も今日からは

あなた様のために長寿を祈って摘みましょう」


S24 君がため春の野に出でて若菜摘む我が衣手に雪は降りつつ（古今集春上-二一　光孝天皇）

1 【雪深き野辺の若菜も今よりは君がためにぞ年も摘むべき】浮舟の返歌。「雪」「若菜」「摘む」の語句を用いて返す。『評釈』は「君がため春の野に出でて若菜摘むわが衣でに雪は降りつつ」（古今集春上、二一、光孝天皇）を指摘。


手習．６．１．７

■　とあるを、

◇　とあるのを、

■　「さぞ思おぼすらむ1」

◇　「きっとそのようにお思いであろう」

■　とあはれなるにも2、

◇　と感慨深くなるのも、

■　「見みるかひあるべき御おほむさまと思おもはましかば3」

◇　「これがお世話しがいのあるお姿と思えたら」

■　と、まめやかにうち泣ないたまふ。

◇　と、本気でお泣きになる。


1 【さぞ思すらむ】妹尼君の心中。

2 【あはれなるにも】『集成』は「不憫に思われるにつけても」。『完訳』は「しみじみといたわしくなるにつけても」と訳す。

3 【見るかひあるべき御さまと思はましかば】妹尼君の心中の思い。反実仮想の構文。浮舟の出家姿を悔やむ。


手習．６．１．８

■　閨ねやのつま近ちかき紅梅こうばいの色いろも香かも変かはらぬを、

◇　寝室の近くの紅梅が色も香も昔と変わらないのを、

■　「春はるや昔むかしのS25」

◇　「春や昔の」

■　と1、異花ことはなよりもこれに心寄こころよせのあるは、飽あかざりし匂にほひS26のしみにけるにや2。

◇　と、他の花よりもこの花に愛着を感じるのは、はかなかった宮のことが忘れられなかったからあろうか。

■　後夜ごやに閼伽奉あかたてまつらせたまふ3。

◇　後夜に閼伽を奉りなさる。

■　下臈げらふの尼あまのすこし若わかきがある、召めし出いでて花折はなをらすれば、かことがましく散ちるに4、いとど匂にほひ来くれば、

◇　身分の低い尼で少し若いのがいるのを、呼び出して折らせると、恨みがましく散るにつけて、ますます匂って来るので、


S25 月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身一つはもとの身にして（古今集恋五-七四七　在原業平）

S26 飽かざりし君が匂ひの恋しさに梅の花をぞ今朝は折りつる（拾遺集雑春-一〇〇五　具平親王）

1 【春や昔のと】『源氏釈』は「月やあらぬ春や昔の春ならぬわが身ひとつはもとの身にして」（古今集恋五、七四七、在原業平・伊勢物語、四段）を指摘。

2 【飽かざりし匂ひのしみにけるにや】『異本紫明抄』は「飽かざりし君が匂ひの恋しさに梅の花をぞ今朝は折りつる」（拾遺集雑春、一〇〇五、具平親王）を指摘。『湖月抄』は「地」と指摘。『集成』は「はかない逢瀬だった匂宮のことが忘れられないのだろうか。浮舟の心事を忖度する体の草子地」と注す。

3 【閼伽奉らせたまふ】「せ」使役の助動詞。下文の下臈の尼に花を折らせたことと一連の叙述。

4 【かことがましく散るに】浮舟の感情移入による叙述。接続助詞「に」--の一方で、というニュアンス。


手習．６．１．９

■　「袖触そでふれしS27人ひとこそ見みえね花はなの香かの

それかと匂にほふ春はるのあけぼの1」

◇　「袖を触れ合った人の姿は見えないが、花の香が

あの人の香と同じように匂って来る、春の夜明けよ」


S27 色よりも香こそあはれと思ほゆれ誰が袖触れし宿の梅ぞも（古今集春上-三三　読人しらず）

1 【袖触れし人こそ見えね花の香のそれかと匂ふ春のあけぼの】浮舟の独詠歌。『全書』は「色よりも香こそあはれと思ほゆれたが袖触れし宿の梅ぞも」（古今集春上、三三、読人しらず）を指摘。匂宮を思い出す。


第二段　大尼君の孫、紀伊守、山荘に来訪

手習．６．２．１

■　大尼君おほあまぎみP29の孫むまごの紀伊守きいのかみなりける1、このころ上のぼりて来きたり。

◇　大尼君の孫で紀伊守であった者が、このころ上京して来た。

■　三十さむじふばかりにて、容貌かたちきよげに誇ほこりかなるさましたり。

◇　三十歳ほどで、容貌も美しげで誇らしい様子をしていた。


P29 大尼君--おほおほ（おほ〈後出〉/＄〈朱〉）あま君

1 【孫の紀伊守なりける】大島本は「きのかみなりける」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「紀伊守なりけるが」と「が」を補訂する。『新大系』は底本のまま「紀伊守なりける」とする。大尼君の孫、妹尼君の甥。


手習．６．２．２

■　「何なにごとか、去年こぞ、一昨年1おととし」

◇　「いかがでしたか、去年や、一昨年は」


1 【何ごとか去年一昨年】紀伊守の詞。


手習．６．２．３

■　など問とふに、ほけほけしきさまなれば、こなたに来きて1、

◇　などとお尋ねになるが、耄碌した様子なので、こちらに来て、


1 【こなたに来て】妹尼の部屋。浮舟も同居。


手習．６．２．４

■　「いとこよなくこそ1、ひがみたまひにけれ。

◇　「とてもすっかり、耄碌しておしまいになった。

■　あはれにもはべるP30かな。

◇　お気の毒なことですね。

■　残のこりなき御おほむさまを、見みたてまつること難かたくて、遠とほきほどに年月としつきを過すぐしはべるよ2。

◇　残り少ないご様子を、拝し上げることもむずかしくて、遠い所で年月を過ごしておりますことよ。

■　親おやたちものしたまはで3後のちは、一所ひとところをこそ、御代おほむかはりに4思おもひきこえはべりつれ。

◇　両親がお亡くなりになって以後は、祖母お一方を、親代わりにお思い申し上げておりました。

■　常陸ひたちの北きたの方かたは5、訪おとづれきこえたまふや」

◇　常陸介の北の方は、お便り差し上げなさいますか」


P30 はべる--はつ（つ/＄へ〈朱〉）る

1 【いとこよなくこそ】以下「訪れきこえたまふや」まで、紀伊守の詞。

2 【遠きほどに年月を過ぐしはべるよ】紀伊守として赴任していたことをさす。

3 【親たちものしたまはで】紀伊守の両親。ともに死去。大尼君の子。

4 【一所をこそ御代はりに】大尼君を親代わりに。

5 【常陸の北の方は】紀伊守の妹、常陸介の妻となっている。浮舟の継父の常陸介とは別人。


手習．６．２．５

■　と言いふは、いもうとなるべし1。

◇　と言うのは、その妹なのであろう。


1 【と言ふはいもうとなるべし】浮舟の耳を通しての叙述。


手習．６．２．６

■　「年月としつきに添そへては1、つれづれにあはれなることのみまさりてなむ。

◇　「年月のたつにつれて、することもないままに悲しいことばかりが増えて。

■　常陸ひたちは、久ひさしう訪おとづれ2きこえたまはざめり。

◇　常陸は、長いことお便り申し上げなさらないようです。

■　え待まちつけたまふまじきさまに3なむ見みえたまふ」

◇　お待ち申し上げることもできないようにお見えになります」


1 【年月に添へては】以下「見えたまふ」まで、妹尼君の詞。

2 【久しう訪れ】大島本は「ひさしう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いと久しく」と「いと」を補訂する。『新大系』は底本のまま「久しう」とする。

3 【え待ちつけたまふまじきさまに】『完訳』は「守の北の方の帰京を待てずに母尼が死ぬのではないかと危ぶむ」と注す。


手習．６．２．７

■　とのたまふに、

◇　とおっしゃるので、

■　「わが親おやの名な」

◇　「自分の親の名前だ」

■　と1、あいなく耳止みみとまれるに、また言いふやう、

◇　と、無関係ながらも耳にとまったが、また言うことには、


1 【わが親の名と】浮舟の心中。継父は常陸介、同じ呼び名。


手習．６．２．８

■　「まかり上のぼりて1日ひごろになりはべりぬるを、公事おほやけごとのいとしげく、むつかしうのみはべるにかかづらひてなむ。

◇　「上京して何日にもなりましたが、公務がたいそう忙しくて、面倒なことばかりにかかずらっておりまして。

■　昨日きのふもさぶらはむと思おもひたまへしを、右大将殿うだいしゃうどのの2宇治うぢにおはせし御供おほむともに仕つかうまつりて、故八こはちの宮みやの住すみたまひし3所ところにおはして、日暮ひくらしたまひし。

◇　昨日もお伺いしようと存じておりましたのに、右大将殿が宇治へお出かけになるお供にお仕えしまして、故八の宮がお住まいになっていた所にいらして、一日中お過ごしになりました。


1 【まかり上りて】以下「急ぎせさせはべりなむ」まで、紀伊守の詞。

2 【右大将殿の】薫。

3 【故八の宮の住みたまひし】故宇治八宮の邸。


手習．６．２．９

■　故宮こみやの御女おほむむすめに通かよひたまひしを1、まづ一所ひとところは一年亡ひととせうせたまひにき。

◇　故宮の娘にお通いになっていたが、まずお一方は先年お亡くなりになりました。

■　その御おほむおとうと2、また忍しのびて据すゑたてまつりたまへりけるを、去年こぞの春はるまた亡うせたまひにければ、その御果おほむはてのわざせさせたまはむこと、かの寺てらの律師りしになむ、さるべきことのたまはせて、なにがしも3、かの女をむなの装束一領さうぞくひとくだり、調てうじはべるべきを、せさせたまひてむや4。

◇　その妹に、再びこっそりと住まわせ申していらしたが、去年の春またお亡くなりになったので、その一周忌のご法事をあそばしますことを、あの寺の律師に、しかるべき事柄をお命じになって、わたしも、その女装束一領を、調製しなければならないのですが、こちらで作ってくださいませんでしょうか。

■　織おらすべきものは、急いそぎせさせはべりなむ」

◇　織る材料は、急いで準備させましょう」


1 【故宮の御女に通ひたまひしを】故大君。

2 【その御おとうと】浮舟をさす。

3 【なにがしも】自称、紀伊守。

4 【せさせたまひてむや】妹尼君に調製を依頼。


手習．６．２．１０

■　と言いふを聞きくに、いかでかあはれならざらむ1。

◇　と言うのを聞くと、どうして胸を打たないことがあろう。

■　「人ひとやあやしと見みむ2」

◇　「人が変だと見るだろう」

■　とつつましうて、奥おくに向むかひてゐたまへり。

◇　と気がひけて、奥の方を向いて座っていた。

■　尼君あまぎみ、

◇　尼君が、


1 【いかでかあはれならざらむ】大島本は「いかてか」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いかでかは」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「いかでか」とする。挿入句。語り手の浮舟の心中を忖度。

2 【人やあやしと見む】浮舟の心中の思い。


手習．６．２．１１

■　「かの聖ひじりの親王みこの1御女おほむむすめは、二人ふたりと聞ききしを、兵部卿宮ひゃうぶきゃうの北みやの方きたのかたは、いづれぞ」

◇　「あの聖の親王の姫君は、お二方と聞いていたが、兵部卿宮の北の方は、どちらですか」


1 【かの聖の親王の】以下「いづれぞ」まで、妹尼君の詞。


手習．６．２．１２

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

手習．６．２．１３

■　「この大将殿だいしゃうどのの1御後おほむのちのは、劣おとり腹ばらなるべし。

◇　「この大将殿の二人目の方は、妾腹なのでしょう。

■　ことことしうももてなしたまはざりけるを、いみじう悲かなしびたまふなり。

◇　特に表立った扱いをしなかったのですが、ひどくお悲しみになっているのです。

■　初はじめのはた2、いみじかりき。

◇　最初の方は、また大変なお悲しみようでした。

■　ほとほと出家すけもしたまひつべかりきかし」

◇　もう少しのところで出家なさってしまいそうなところでした」


1 【この大将殿の】以下「したまひつべかりきかし」まで、紀伊守の詞。

2 【初めのはた】大君の死去に際しては。


手習．６．２．１４

■　など語かたる。

◇　などと話す。

第三段　浮舟、薫の噂など漏れ聞く

手習．６．３．１

■　「かのわたりの親したしき人ひとなりけり1」

◇　「あの方の親しい人であった」

■　と見みるにも、さすが恐おそろし2。

◇　と見るにつけても、やはり恐ろしい。


1 【かのわたりの親しき人なりけり】浮舟の心中。紀伊守を薫の家来と知る。

2 【さすが恐ろし】『完訳』は「薫には知られぬとは思うが、やはり恐ろしい」と注す。


手習．６．３．２

■　「あやしく1、やうのものと、かしこにてしも亡うせたまひけること。

◇　「不思議と、二人も同じように、あそこでお亡くなりなったことだ。

■　昨日きのふも、いと不便ふびんにはべりしかな2。

◇　昨日も、たいそうおいたわしゅうございました。

■　川近かはちかき所ところにて、水みづをのぞきたまひて、いみじう泣なきたまひき。

◇　宇治川に近い所で、川の水を覗き込みなさって、ひどくお泣きになった。

■　上うへにのぼりたまひて3、柱はしらに書かきつけたまひし、

◇　上の部屋にお上りになって、柱にお書きつけなさった、


1 【あやしく】以下「過ぐしはべりぬる」まで、紀伊守の詞。

2 【昨日もいと不便にはべりしかな】『集成』は「薫の取り乱しようを言う」と注す。

3 【上にのぼりたまひて】宇治の邸の上の部屋。


手習．６．３．３

■　見みし人ひとは影かげも止とまらぬ水みづの上うへに

落おち添そふ涙なみだいとどせきあへず1

◇　あの人は跡形もとどめず、身を投げたその川の面に

いっしょに落ちるわたしの涙がますます止めがたいことよ


1 【見し人は影も止まらぬ水の上に落ち添ふ涙いとどせきあへず】薫の独詠歌。「涙」に「波」を響かす。「影」「水」「波」縁語。


手習．６．３．４

■　となむはべりし。

◇　とございました。

■　言ことに表あらはしてのたまふことは少すくなけれど、ただ、けしきには、いとあはれなる御おほむさまになむ見みえたまひし。

◇　言葉に現しておっしゃることは少ないが、ただ、態度には、まことにおいたわしいご様子にお見えでした。

■　女をむなは、いみじくめでたてまつりぬべくなむ1。

◇　女は、たいそう賞賛するにちがいないほどでした。

■　若わかくはべりし時ときより2、優いうにおはします3と見みたてまつりしみにしかば、世よの中なかの一いちの所ところも4、何なにとも思おもひはべらず、ただ、この殿とのを頼たのみきこえて5なむ、過すぐしはべりぬる」

◇　若うございました時から、ご立派でいらっしゃるとすっかり拝見していましたので、世の中の第一の権力者のところも、何とも思いませんで、ただ、この殿だけを信頼申し上げて、過ごして参りました」


1 【女はいみじくめでたてまつりぬべくなむ】『完訳』は「女なら誰しも、薫の心やさしさを賞讃するに違いないとする」と注す。

2 【若くはべりし時より】主語は紀伊守。自分の体験をいう。

3 【優におはします】大島本は「おハします」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「おはす」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おはします」とする。

4 【世の中の一の所も】当代の最高権力者。夕霧をさすか。

5 【頼みきこえて】大島本は「たのミきこえて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「頼みきこえさせて」と「させ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「頼みきこえて」とする。


手習．６．３．５

■　と語かたるに、

◇　と話すので、

■　「ことに深ふかき1心こころもなげなるかやうの人ひとだに、御おほむありさまは見知みしりにけり」

◇　「特別に深い思慮もなさそうなこのような人でさえ、ご様子はお分かりになったのだ」

■　と思おもふ。

◇　と思う。

■　尼君あまぎみ、

◇　尼君は、


1 【ことに深き】以下「見知りにけり」まで、浮舟の心中の思い。『完訳』は「主人の秘密まで軽率に言う様子から、浮舟が守をも評す」と注す。


手習．６．３．６

■　「光君ひかるきみと聞きこえけむ1故院こゐんの御おほむありさまには、並ならびたまはじ2とおぼゆるを、ただ今いまの世よに、この御族おほむぞうぞめでられたまふなる。

◇　「光る君と申し上げた故院のご様子には、お並びになることはできまいと思われますが、ただ今の世で、この一族が賞賛されているそうですね。

■　右みぎの大殿おほと」

◇　右の大殿とはどうですか」


1 【光君と聞こえけむ】以下「右の大殿と」まで、妹尼君の詞。

2 【並びたまはじ】大島本は「ならひ給ハし」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「え並びたまはじ」と「え」を補訂する。『新大系』は底本のまま「並び給はじ」とする。


手習．６．３．７

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

手習．６．３．８

■　「それは、容貌かたちも1いとうるはしうけうらに2、宿徳すうとくにて、際きはことなるさまぞしたまへる。

◇　「あの方は、器量もまことに凛々しく美しくて、貫祿があって、身分が格別なようでいらっしゃいます。

■　兵部卿宮ひゃうぶきゃうのみやぞ、いといみじうおはするや。

◇　兵部卿宮が、たいそう美しくいらっしゃいますね。

■　女をむなにて馴なれ仕つかうまつらばや、となむおぼえはべる」

◇　女の身として親しくお仕えいたしたい、と思われます」


1 【それは容貌も】以下「なむおぼえはべる」まで、紀伊守の詞。

2 【けうらに】大島本は「けうらに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「きよらに」と校訂する。『新大系』は底本のまま「けうらに」とする。


手習．６．３．９

■　など、教をしへたらむやうに1言いひ続つづく。

◇　などと、誰かが教えたように言い続ける。

■　あはれにもをかしくも聞きくに、身みの上うへも2この世よのことともおぼえず。

◇　感慨深く興味深くも聞くにつけ、わが身の上もこの世のことと思われない。

■　とどこほることなく語かたりおきて出いでぬ3。

◇　すっかり話しおいて出て行った。


1 【教へたらむやうに】『集成』は「誰かが（浮舟に聞かせるように）教えたかのようにしゃべり続ける」と注す。

2 【身の上も】浮舟自身の身の上。

3 【語りおきて出でぬ】主語は紀伊守。


第四段　浮舟、尼君と語り交す

手習．６．４．１

■　「忘わすれたまはぬにこそは1」

◇　「お忘れになっていないのだ」

■　とあはれに思おもふにも2、いとど母君ははぎみの御心みこころのうち推おし量はからるれど、なかなか言いふかひなきさまを見みえ聞きこえたてまつらむは、なほつつましくぞ3ありける。

◇　としみじみと思うが、ますます母君のご心中が推し量られるが、かえって何とも言いようのない姿をお見せ申し上げるのは、やはりとても気がひけるのであった。

■　かの人ひとの4言いひつけしことどもを5、染そめ急いそぐを見みるにつけても、あやしうめづらかなる心地ここちすれど、かけても言いひ出いでられず。

◇　あの人が言ったことなど、衣装の染める準備をするのを見るにつけても、不思議な有りえないような気がするが、とても口にはお出しになれない。

■　裁たち縫ぬひなどするを、

◇　物を裁ったり縫ったりなどするのを、


1 【忘れたまはぬにこそは】浮舟の心中。薫は自分浮舟のことを。

2 【あはれに思ふにも】大島本は「あハれに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「あはれと」と校訂する。『新大系』は底本のまま「あはれに」とする。

3 【つつましくぞ】大島本は「つゝましくそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いとつつましくぞ」と「いと」を補訂する。『新大系』は底本のまま「つつましくぞ」とする。

4 【かの人の】紀伊守。

5 【ことどもを】大島本は「事ともを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ことなど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「事どもを」とする。


手習．６．４．２

■　「これ御覧ごらんじ入いれよ1。

◇　「これを手伝ってください。

■　ものをいとうつくしうひねらせたまへば2」

◇　とても上手に折り曲げなされるから」


1 【これ御覧じ入れよ】以下「ひねらせたまへば」まで、妹尼君の詞。『集成』は「「御覧入る」は、「見入る」（注視する、世話する）の敬語」。『完訳』は「手伝ってください、の意」と注す。

2 【ひねらせたまへば】『完訳』は「反物の縁を折り曲げてくけずにおくこと」と注す。


手習．６．４．３

■　とて、小袿こうちきの単衣ひとへたてまつるを、うたておぼゆれば、

◇　と言って、小袿の単衣をお渡し申すのを、嫌な気がするので、

■　「心地悪ここちあし1」

◇　「気分が悪い」

■　とて、手ても触ふれず臥ふしたまへり。

◇　と言って、手も触れず横になっていらっしゃった。

■　尼君あまぎみ、急いそぐことをうち捨すてて、

◇　尼君は、急ぐことを放って、

■　「いかが思おぼさるる2」

◇　「どのようなお加減か」

■　など思おもひ乱みだれたまふ。

◇　などと心配なさる。

■　紅くれなゐに桜さくらの織物おりものの袿重うちきかさねて、

◇　紅に桜の織物の袿を重ねて、


1 【心地悪し】浮舟の詞。

2 【いかが思さるる】妹尼君の詞。


手習．６．４．４

■　「御前おまへには1、かかるをこそ奉たてまつらすべけれ。

◇　「御前様には、このような物をお召しになるのがよいでしょうに。

■　あさましき墨染すみぞめなりや」

◇　あさましい墨染ですこと」


1 【御前には】以下「墨染めなりや」まで、女房の詞。「御前」は浮舟をさす。


手習．６．４．５

■　と言いふ人ひとあり。

◇　と言う女房もいる。

手習．６．４．６

■　「尼衣変あまごろもかはれる身みにやありし世よの

形見かたみに袖そでをかけて偲しのばむ1」

◇　「尼衣に変わった身の上で、昔の形見として

この華やかな衣装を身につけて、今さら昔を偲ぼうか」


1 【尼衣変はれる身にやありし世の形見に袖をかけて偲ばむ】浮舟の独詠歌。「や--偲ばむ」疑問形。


手習．６．４．７

■　と書かきて、

◇　と書いて、

■　「いとほしく1、亡なくもなりなむ後のちに、物ものの隠かくれなき世よP31なりければ、聞ききあはせなどして、疎うとましきまでに2隠かくしけるなどや3思おもはむ」

◇　「お気の毒に、亡くなった後に、隠し通すこともできない世の中なので、聞き合わせたりなどして、疎ましいまでに隠していた、と思うだろうか」

■　など、さまざま思おもひつつ、

◇　などと、いろいろと思いながら、


P31 隠れなき世--かくれなきに（に/＄世〈朱〉）

1 【いとほしく】以下「とや思はむ」まで、浮舟の心中の思い。

2 【疎ましきまでに】大島本は「うとましきま（ま＄ま〈朱〉）てに」とある。すなわち「ま」を朱筆で「ま」と訂正する。『集成』『完本』は諸本に従って「まで」と「に」を削除する。『新大系』は底本のまま「までに」とする。浮舟が素姓を隠していたことを尼君は。

3 【隠しけるなどや】大島本は「なとや」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とや」と「な」を削除する。『新大系』は底本のまま「などや」とする。


手習．６．４．８

■　「過すぎにし方かたのことは1、絶たえて忘わすれはべりにしを、かやうなることを思おぼし急いそぐにつけてこそ、ほのかにあはれなれ2」

◇　「過ぎ去ったことは、すっかり忘れてしまいましたので、このようなことをお急ぎになることにつけ、何かしらしみじみと感じられるのです」


1 【過ぎにし方のことは】以下「あはれなれ」まで、浮舟の詞。

2 【ほのかにあはれなれ】『完訳』は「漠然とした懐旧の念、の趣」と注す。


手習．６．４．９

■　とおほどかにのたまふ1。

◇　とおっとりとおっしゃる。


1 【おほどかにのたまふ】心の動揺を見透かされないように。


手習．６．４．１０

■　「さりとも1、思おぼし出いづることは多おほからむを、尽つきせず隔へだてたまふP32こそ心憂こころうけれ。

◇　「そうはおっしゃっても、お思い出しになることは多くありましょうが、いつまでもお隠しになっているのが情けないですわ。

■　身みには2、かかる世よの常つねの色いろあひなど、久ひさしく忘わすれにければ、なほなほしくはべるにつけても、昔むかしの人ひとあらましかば3、など思おもひ出いではべる。

◇　わたしは、このような世俗の人の着る色合いなどは、長いこと忘れてしまったので、平凡にしかできませんので、亡くなった娘が生きていたら、などと思い出されます。

■　しか扱あつかひきこえたまひけむ人4ひと、世よにおはすらむ。

◇　そのようにお世話申し上げなさった母君は、この世においでですか。

■　やがて5、亡なくなして見みはべりしだに6、なほいづこにあらむ、そことだに尋たづね聞きかまほしくおぼえはべるを、行方知ゆくへしらで7、思おもひきこえたまふ人ひとびと8はべるらむかし」

◇　そのまま、娘を亡くした母でさえ、やはりどこかに生きていようか、その居場所だけでも尋ね聞きたく思われますのに、その行く方も分からず、ご心配申し上げていらっしゃる方々がございましょう」


P32 隔てたまふ--へたてゝ（ゝ/＃〈朱〉）給

1 【さりとも】以下「はべらむかし」まで、妹尼君の詞。

2 【身には】大島本は「身にハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「ここには」と校訂する。『新大系』は底本のまま「身には」とする。

3 【昔の人あらましかば】妹尼の亡き娘。

4 【しか扱ひきこえたまひけむ人】同じようにあなたをお世話申し上げなさった方、すなわち、浮舟の母、の意。

5 【世におはすらむやがて】大島本は「よにおハすらんやかて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「世におはすらむや。かく」と校訂する。『新大系』は底本のまま「世におはすらむ。やがて」とする。

6 【亡くなして見はべりしだに】娘を亡くした母親のわたしでさえ。

7 【行方知らで】浮舟は行方不明となって。

8 【思ひきこえたまふ人びと】ご心配申し上げていらっしゃる方々。


手習．６．４．１１

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

手習．６．４．１２

■　「見みしほどまでは1、一人ひとりはものしたまひき2。

◇　「俗世にいた時は、片親ございました。

■　この月つきごろ亡うせやしたまひぬらむ」

◇　ここ数か月の間にお亡くなりなったかも知れません」


1 【見しほどまでは】以下「したまひぬらむ」まで、浮舟の詞。「見しほど」とは俗世にいた時の意。

2 【一人はものしたまひき】母親という意。


手習．６．４．１３

■　とて、涙なみだの落おつるを紛まぎらはして、

◇　と言って、涙が落ちるのを紛らわして、

手習．６．４．１４

■　「なかなか1思おもひ出いづるにつけて、うたてはべればこそ、え聞きこえ出いでね。

◇　「かえって思い出しますことにつけて、嫌に思われますので、申し上げることができません。

■　隔へだては何なにごとにか残のこしはべらむ」

◇　隠し事はどうしてございましょうか」


1 【なかなか】以下「残しはべらむ」まで、浮舟の詞。


手習．６．４．１５

■　と、言少ことずくなにのたまひなしつ。

◇　と、言葉少なにおっしゃった。

第五段　薫、明石中宮のもとに参上

手習．６．５．１

■　大将だいしゃうは、この果はてのわざなど1せさせたまひて、

◇　大将は、この一周忌の法事なをおさせにになって、

■　「はかなくて、止やみぬるかな2」

◇　「あっけなくて、終わってしまったな」

■　とあはれに思おぼす。

◇　としみじみとお思いになる。

■　かの常陸ひたちの子こども3は、かうぶりしたりしは、蔵人くらうどになして4、わが御司おほむつかさの将監5ぞうになしなど、労いたはりたまひけり。

◇　あの常陸の子どもは、元服した者は、蔵人にして、ご自分の近衛府の将監に就けたりなど、面倒を見ておやりになった。

■　「童わらはなるが、中なかにきよげなるをば、近ちかく使つかひ馴ならさむ」

◇　「童であるが、中に小綺麗なのを、お側近くに召し使おう」

■　とぞ思おぼしたりける。

◇　とお思いになっていたのであった。


1 【この果てのわざなど】浮舟の一周忌。三月末。

2 【はかなくて止みぬるかな】大島本は「はかなくて」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はかなくても」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「はかなくて」とする。薫の感想。

3 【かの常陸の子ども】浮舟の継父の子供。

4 【蔵人になして】大島本は「くら人になして」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「蔵人になし」と「て」を削除する。『新大系』は底本のまま「蔵人になして」とする。

5 【わが御司の将監】右近衛府の将監（三等官）。


手習．６．５．２

■　雨あめなど降ふりてしめやかなる夜よる、后きさいの宮1みやに参まゐりたまへり。

◇　雨などが降ってひっそりとした夜に、后の宮に参上なさった。

■　御前おまへのどやかなる日ひにて、御物語おほむものがたりなど聞きこえたまふついでに2、

◇　御前はのんびりとした日なので、お話などを申し上げるついでに、


1 【后の宮】明石中宮。

2 【御物語など聞こえたまふついでに】薫が中宮に。


手習．６．５．３

■　「あやしき山里やまざとに1、年としごろまかり通かよひ見みたまへしを、人ひとの誹そしりはべりしも2、さるべきにP33こそはあらめ。

◇　「辺鄙な山里に、何年も通っておりましたところ、人の非難もございましたが、そのようになるはずの運命であったのでしょう。

■　誰たれも心こころの寄よる方かたのことは、さなむある、と思おもひたまへなしつつ、なほ時々見ときどきみたまへしを、所ところのさがにや3と、心憂こころうく思おもひたまへなりにし後のちは、道みちも遥はるけき心地ここちしはべりて、久ひさしうものしはべらぬを、先さいつころ、もののたよりにまかりて、はかなき世よのありさまとり重かさねて4思おもひたまへしに、ことさら道心5起だうしんおこすべく造つくりおきたりける、聖ひじりの住処6すみかとなむおぼえはべりし」

◇　誰でも気に入った向きのことは、同じなのだ、と納得させながら、やはり時々逢っておりましたところ、場所柄のせいかと、嫌に思うことがございまして以後は、道のりも遠くに感じられまして、長いこと通わないでいましたが、最近、ある機会に行きまして、はかないこの世の有様を重ね重ね存じられましたので、ことさらにわが道心を起こすために造っておかれた、聖の住処のように思われました」


P33 さるべきに--さるへきと（と/＄に〈朱〉）

1 【あやしき山里に】以下「おぼえはべりし」まで、薫の詞。宇治の話。

2 【人の誹りはべりしも】『完訳』は「正室女二の宮の側近者が非難がましかったか」と注す。

3 【所のさがにや】宇治の地名は「憂し」に通じる。

4 【はかなき世のありさまとり重ねて】大君の死と浮舟の死を体験。

5 【道心】大島本は「道心」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「道心を」と「を」を補訂する。『新大系』は底本のまま「道心」とする。

6 【聖の住処】故八宮の邸をいう。


手習．６．５．４

■　と啓けいしたまふに、かのこと1思おぼし出いでて、いといとほしければ、

◇　と申し上げなさるので、あのことをお思い出しになって、とてもお気の毒なので、


1 【かのこと】横川僧都が話したこと。浮舟のこと。


手習．６．５．５

■　「そこには、恐おそろしき物ものや1住すむらむ。

◇　「そこには、恐ろしいものが住んでいるのでしょうか。

■　いかやうにてか、かの人ひとは亡なくなりにし」

◇　どのようにして、その方は亡くなったのですか」


1 【そこには恐ろしき物や】以下「亡くなりにし」まで、中宮の詞。


手習．６．５．６

■　と問とはせたまふを、

◇　とお尋ねあそばすのを、

■　「なほ、続つづきを思おぼし寄よる方1かた」

◇　「やはり、引き続いての死去をお考えになってか」

■　と思おもひて、

◇　と思って、


1 【なほ続きを思し寄る方】大島本は「つゝきを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「うちつづきたるを」と「うち」と「たる」を補訂する。『新大系』は底本のまま「つづきを」とする。薫の心中。主語は中宮。


手習．６．５．７

■　「さもはべらむ1。

◇　「そうかも知れません。

■　さやうの人離ひとはなれたる所ところは、よからぬものなむかならず住すみつきはべるを。

◇　そのような人里離れた所には、けしからぬものがきっと住みついているのでしょうよ。

■　亡うせはべりにしさまも2なむ、いとあやしくはべる」

◇　亡くなった様子も、まことに不思議でございました」


1 【さもはべらむ】以下「あやしくはべる」まで、薫の詞。

2 【亡せはべりにしさまも】浮舟の死。失踪入水と推測。


手習．６．５．８

■　とて、詳くはしくは聞きこえたまはず。

◇　と言って、詳しくは申し上げなさらない。

■　「なほ、かく忍しのぶる筋すぢを、聞ききあらはしけり1」

◇　「やはり、このように隠している事柄を、すっかり聞き出してるのだわ」

■　と思おもひたまはむが2、いとほしく思おぼされ3、宮みやの、ものをのみ思おぼして4、そのころは病やまひになりたまひしを、思おぼし合あはするにも5、さすがに心苦こころぐるしうて、

◇　とお思いなさるようなのが、実に気の毒にお思いになり、宮が、物思いに沈んで、その当時病気におなりになったのを、思い合わせなさると、やはり何といっても心が痛んで、

■　「かたがたに口入くちいれにくき人ひとの上6うへ」

◇　「どちらの立場からも口出しにくい方の話だ」

■　と思おぼし止とどめつ。

◇　とおやめになった。


1 【なほかく忍ぶる筋を聞きあらはしけり】中宮の心遣い。「忍ぶる筋」の主語は薫。「聞きあらはしてけり」の主語は中宮。

2 【思ひたまはむが】主語は薫。

3 【いとほしく思され】主語は中宮。

4 【宮のものをのみ思して】匂宮が浮舟失踪当時。

5 【思し合はするにも】主語は中宮。

6 【かたがたに口入れにくき人の上】中宮の心中。薫にも匂宮にも。「人」は浮舟をさす。


手習．６．５．９

■　小宰相こさいしゃうに、忍しのびて、

◇　小宰相に、こっそりと、

手習．６．５．１０

■　「大将だいしゃう、かの人ひとのことを1、いとあはれと思おもひてのたまひしに、いとほしうて、うち出いでつべかりしかど、それにもあらざらむものゆゑと、つつましうてなむ。

◇　「大将は、あの人のことを、とてもしみじみと思ってお話になったが、お気の毒で、打ち明けてしまいそうだったが、その人かどうかも分からないからと、気がひけてね。

■　君きみぞ、ことごと聞きき合あはせける。

◇　あなたは、あれこれ聞いていたわね。

■　かたはならむことは2とり隠かくして、さることなむありけると、おほかたの物語ものがたりのついでに、僧都そうづの言いひしことを3語かたれ」

◇　不都合と思われるようなことは隠して、こういうことがあったと、世間話のついでに、僧都が言ったことを話しなさい」


1 【大将かの人のことを】以下「言ひしことを語れ」まで、中宮の詞。「かの人」は浮舟。

2 【かたはならむことは】薫にとって不都合なこと。

3 【言ひしことを】大島本は「ことを」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「こと」と「を」を削除する。『新大系』は底本のまま「ことを」とする。


手習．６．５．１１

■　とのたまはす。

◇　と仰せになる。

手習．６．５．１２

■　「御前おまへにだに1つつませたまはむことを、まして、異人ことびとはいかでか2」

◇　「御前様でさえ遠慮あそばしているようなことを。まして、他人のわたしにはお話しできません」


1 【御前にだに】以下「いかでか」まで、小宰相君の詞。

2 【いかでか】反語表現。下に「聞こえむ」などの語句が省略。


手習．６．５．１３

■　と聞きこえさすれど、

◇　申し上げるが、

手習．６．５．１４

■　「さまざまなる1ことにこそ。

◇　「時と場合によります。

■　また、まろはいとほしきことぞあるや」

◇　また、わたしには不都合な事情があるのですよ」


1 【さまざまなる】以下「ことぞあるや」まで、中宮の詞。『完訳』は「匂宮の横恋慕を念頭に言う」と注す。


手習．６．５．１５

■　とのたまはするも、心得こころえて、をかしと見みたてまつる。

◇　と仰せになるが、真意を理解して、素晴らしい心遣いだと拝する。

第六段　小宰相、薫に僧都の話を語る

手習．６．６．１

■　立たち寄よりて1物語ものがたりなどしたまふついでに、言いひ出いでたり。

◇　立ち寄ってお話などなさるついでに、言い出した。

■　珍めづらかにあやしと、いかでか驚おどろかれたまはざらむ。

◇　珍しくも不思議なことだと、どうして驚かないことがあろう。

■　「宮みやの問とはせたまひしも3、かかることを、ほの思おぼし寄よりてなりけり。

◇　「宮がお尋ねあそばしたことも、このようなことを、ちらっとお聞きあそばしてのことだったのだ。

■　などか、のたまはせ果はつまじき」

◇　どうして、すっかり話してくださらなかったのだろう」

■　とつらけれど、

◇　とつらい思いがするが、


1 【立ち寄りて】薫が小宰相君のもとに。

2? 【珍かに--たまはざらむ】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。語り手が薫の心中を憶測。

3 【宮の問はせたまひしも】以下「のたまはせ果つまじき」まで、薫の心中の思い。


手習．６．６．２

■　「我われもまた1初はじめよりありしさまのこと聞きこえそめざりしかば、聞ききて後のちも、なほをこがましき心地ここちして、人ひとにすべて漏もらさぬを3、なかなか他ほかには聞きこゆることもあらむかし。

◇　「自分もまた初めからの様子を申し上げなかったのだから、こうして聞いた後にも、やはり馬鹿らしい気がして、他人には全部話さないのを、かえって他では聞いていることもあろう。

■　うつつの人ひとびとのなかに忍しのぶることだに、隠かくれある世よの中なかかは」

◇　現実の人びとの中で隠していることでさえ、隠し通せる世の中だろうか」


1 【我もまた】以下「世の中かは」まで、薫の心中の思い。

2? 【聞こえ初めざりしかば】『完訳』は「下に、中宮が話してくれぬのもいたしかたない、ぐらいの意」と注す。

3 【人にすべて漏らさぬを】主語は自分薫。


手習．６．６．３

■　など思おもひ入いりて、

◇　などと考え込んで、

■　「この人ひとにも1、さなむありし」

◇　「この人にも、これこれであった」

■　など、明あかしたまはむことは、なほ口重くちおもき心地ここちして、

◇　などと、打ち明けなさることは、やはり話にくい気がして、


1 【この人にも】小宰相君。


手習．６．６．４

■　「なほ、あやしと1思おもひし人ひとのことに、似にてもありける人ひとのありさまかな。

◇　「やはり、不思議に思った女の身の上と、似ていた人の様子ですね。

■　さて、その人ひとは、なほあらむや」

◇　ところで、その人は、今も無事でいますか」


1 【なほあやしと】以下「なほあらむや」まで、薫の詞。


手習．６．６．５

■　とのたまへば、

◇　とお尋ねになると、

手習．６．６．６

■　「かの僧都そうづの1山やまより出いでし日ひなむ、尼あまになしつる。

◇　「あの僧都が山から下りた日に、尼にしました。

■　いみじうわづらひしほどにも、見みる人惜ひとをしみてせさせざりしを、正身さうじみの本意深ほいふかきよしを言いひてなりぬる、とこそはべるなりしか」

◇　ひどく病んでいた時には、世話する人が惜しんでさせなかったが、ご本人が深い念願だと言ってなってしまったのだ、ということでございました」


1 【かの僧都の】以下「はべるなりしか」まで、小宰相君の詞。


手習．６．６．７

■　と言いふ。

◇　と言う。

■　所ところも変かはらず、そのころのありさまと思おもひあはするに1、違たがふふしなければ、

◇　場所も違わず、その当時のありさまなどを思い合わせると、違うところがないので、


1 【思ひあはするに】主語は薫。


手習．６．６．８

■　「まことにそれと1尋たづね出いでたらむ、いとあさましき心地ここちもすべきかな。

◇　「本当にその女だと探し出したら、とても嫌な気がするだろうな。

■　いかでかは、たしかに聞きくべき。

◇　どうしたら、確実なことが聞けようか。

■　下おり立たちて尋たづねありかむも、かたくなしなどや人言ひといひなさむ。

◇　自分自身で直接訪ねて行くのも、愚かしいなどと人が言ったりしようか。

■　また、かの宮みやも2聞ききつけたまへらむには、かならず思おぼし出いでて、思おもひ入いりにけむ道みちも3妨さまたげたまひてむかし。

◇　また、あの宮が聞きつけなさったら、きっと思い出しなさって、決心なさっていた仏道もお妨げなさることであろう。


1 【まことにそれと】以下「また使はじ」まで、薫の心中の思い。

2 【かの宮も】匂宮。

3 【思ひ入りにけむ道も】浮舟が決心して入った出家生活。


手習．６．６．９

■　さて1、

◇　そのようなわけで、

■　『さなのたまひそ』

◇　『そのようなことをおっしゃるな』

■　など聞きこえおきたまひければや、我われには、さることなむ聞ききしと、さる珍めづらしきことを聞きこし召めしながら、のたまはせぬにや3ありけむ。

◇　などと、申し上げおきなさったせいであろうか、わたしには、そのようなことを聞いたと、そのような珍しいことをお聞きあそばしながら、仰せにならなかったのであろうか。

■　宮みやもかかづらひたまふにては、いみじうあはれと思おもひながらも、さらに、やがて亡うせにしものと思おもひなしてを止やみなむ。

◇　宮も関係なさっていては、せつなくいとしいと思いながらも、きっぱりと、そのまま亡くなってしまったものと思い諦めよう。


1 【さて】『集成』は「（匂宮は）そんなお積りで」。『完訳』は「匂宮はそのつもりで、中宮に、薫にはおっしゃるななどと申しおかれたので。このあたり、中宮が薫に詳しく言わなかった理由を推測しようとする」と注す。

2? 【聞こえおきたまひければにや】薫は、匂宮が中宮に申し上げおかれたのだろうか、と疑う。

3 【のたまはせぬにや】薫は、中宮が私にはおっしゃらないのか、と疑う。


手習．６．６．１０

■　うつし人びとになりて2、末すゑの世よには3、黄きなる泉いづみのほとりばかりを4、おのづから語かたらひ寄よる風かぜの紛まぎれもありなむ。

◇　この世の人として立ち戻ったならば、いつの日にか、黄泉のほとりの話を、自然と話し合える時もきっとあろう。

■　我わがものに取とり返かへし見みむの心地5ここち、また使つかはじ」

◇　自分の女として取り戻して世話するような考えは、二度と持つまい」


1? 【いみじうあはれにと思ひながらも】『集成』は「せつないほいどいとしく思われるものから」。『完訳』は「自分は、浮舟をせつなくいとしいと思いながらも、以下、浮舟を死んだものと諦めようとする」と注す。

2 【うつし人になりて】『集成』は「（浮舟が）再びこの世の人になったとあれば」と注す。接続助詞「て」仮定の文意。

3 【末の世には】遠い将来には。薫はかすかな期待を漠然と思い描く。

4 【黄なる泉のほとりばかりを】「黄泉」、来世の話を語り合える機会を期待。

5 【心地】大島本は「心ち」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心は」と校訂する。『新大系』は底本のまま「心ち」とする。


手習．６．６．１１

■　など思おもひ乱みだれて、

◇　などと思い乱れて、

■　「なほ、のたまはずやあらむ1」

◇　「やはり、仰せにならないだろう」

■　とおぼゆれど2、御みけしきのゆかしければ、大宮おほみやに3、さるべきついで作つくり出いだしてぞ4、啓けいしたまふ。

◇　という気はするが、ご様子が気にかかるので、大宮に、適当な機会を作り出して、申し上げなさる。


1 【なほのたまはずやあらむ】薫の心中の思い。

2 【おぼゆれど】大島本は「おほゆれと」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思へど」と校訂する。『新大系』は底本のまま「おぼゆれど」とする。

3 【大宮に】中宮に。

4 【作り出だしてぞ】大島本は「いたしてそ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「出でてぞ」と校訂する。『新大系』は底本のまま「出だしてぞ」とする。


第七段　薫、明石中宮に対面し、横川に赴く

手習．６．７．１

■　「あさましうて1、失うしなひはべりぬと思おもひたまへし人ひと、世よに落おちあぶれてあるやうに、人ひとのまねびはべりしかな。

◇　「思いがけないことで、亡くなってしまったと存じておりました女が、この世に落ちぶれて生きているように、人が話してくれました。

■　いかでか、さることははべらむ、と思おもひたまふれど、心こころとおどろおどろしう2、もて離はなるることは3はべらずや、と思おもひわたりはべる人ひとのありさまにはべれば、人ひとの語かたりはべしやう4にては、さるやうもやはべらむと、似につかはしく思おもひたまへらるる5」

◇　どうして、そのようなことがございましょうか、と存じますが、自分から大胆なことをして、離れて行くようなことはしないであろうか、とずっと思い続けていた女の様子でございますので、人の話してくれたような事情では、そのようなこともございましょうかと、似ているように存じられました」


1 【あさましうて】以下「思ひたまへらるる」まで、薫の詞。

2 【心とおどろおどろしう】浮舟が自分から進んで入水ということをして。

3 【もて離るることは】浮舟が私薫から離れていくこと。

4 【語りはべしやう】大島本は「侍へしやう」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「はべりしやう」と「り」を補訂する。『新大系』は底本のまま「侍（は）べしやう」とする。

5 【さるやうもやはべらむと似つかはしく思ひたまへらるる】『完訳』は「気弱な性分から投身はありえないが、物の怪のせいというのなら合点」と注す。


手習．６．７．２

■　とて、今いますこし聞きこえ出いでたまふ。

◇　と言って、もう少し申し上げなさる。

■　宮みやの御おほむことを1、いと恥はづかしげに2、さすがに恨うらみたるさまには言いひなしたまはで、

◇　宮のお身の上の事を、とても憚りあるように、そうはいっても恨んでいるようにはおっしゃらないで、


1 【宮の御ことを】匂宮のこと。

2 【いと恥づかしげに】『集成』は「いかにも毅然とした態度で。匂宮の介入は許さぬといった面持」。『完訳』は「いかにも憚りありげに、それでも恨んでいる言い方はされず」と注す。


手習．６．７．３

■　「かのこと1、またさなむと2聞ききつけたまへらば3、かたくなに好すき好ずきしうも思おぼされぬべし。

◇　「あのことを、またこれこれとお耳になさいましたら、頑固で好色なようにお思いなさるでしょう。

■　さらに、さてP34ありけりとも、知しらず顔がほにて過すぐしはべりなむ4」

◇　まったく、そうして生きていたとしても、知らない顔をして過ごしましょう」


P34 さて--さても（も/＃〈朱〉）

1 【かのこと】以下「過ぐしはべりなむ」まで、薫の詞。浮舟のこと。

2 【さなむと】私薫が浮舟を探し出したということ。

3 【聞きつけたまへらば】主語は匂宮。

4 【さてありけりとも知らず顔にて過ぐしはべりなむ】『集成』は「ことを秘密にしておきたいと婉曲に釘をさす」と注す。


手習．６．７．４

■　と啓けいしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

手習．６．７．５

■　「僧都そうづの語かたりしに1、いともの恐おそろしかりし夜よのことにて、耳みみも止とどめざりしことにこそ。

◇　「僧都が話したことですが、とても気味の悪かった夜のことで、耳も止めなかったことなのです。

■　宮みやは、いかでか聞ききたまはむ2。

◇　宮は、どうしてご存知でしょう。

■　聞きこえむ方かたなかりける御心みこころのほどかな、と聞きけば3、まして聞ききつけたまはむこそ4、いと苦くるしかるべけれ。

◇　何とも申し上げようのないご料簡だ、と思いますので、ましてその話をお聞きつけなさるのは、まことに困ったことです。

■　かかる筋すぢにつけて、いと軽かろく憂うきものにのみ、世よに知しられたまひぬめれば、心憂こころうく5」

◇　このようなことにつけて、まことに軽々しく困った方だとばかり、世間にお知られになっているようなので、情けなく思っています」


1 【僧都の語りしに】以下「心憂く」まで、中宮の詞。

2 【宮はいかでか聞きたまはむ】反語表現。匂宮は知らない。

3 【聞こえむ方なかりける御心のほどかなと聞けば】『完訳』は「匂宮の了簡を論外とする。母として詫びる気持」と注す。

4 【聞きつけたまはむこそ】主語は匂宮。

5 【心憂く】大島本は「心うく」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「心憂くなむ」と「なむ」を補訂する。『新大系』は底本のまま「心憂く」とする。


手習．６．７．６

■　などのたまはす1。

◇　などと仰せになる。

■　「いと重おもき御心みこころなれば2、かならずしも、うちとけ世語よがたりにても、人ひとの忍しのびて啓けいしけむことを、漏もらさせたまはじ」

◇　「とても慎重なお人柄なので、必ずしも、気安い世間話であっても、誰かがこっそりと申し上げたことを、お漏らしあそばすまい」

■　など思おぼす。

◇　などとお思いになる。


1 【などのたまはす】大島本は「なとの給ハす」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「とのたまはす」と校訂する。『新大系』は底本のまま「などの給はす」とする。

2 【いと重き御心なれば】以下「漏らさせたまはじ」まで、薫の心中。中宮の人柄について思う。


手習．６．７．７

■　「住すむらむ山里やまざとは1いづこにかは2あらむ。

◇　「その住んでいるという山里はどの辺であろうか。

■　いかにして、さま悪あしからず尋たづね寄よらむ。

◇　どのようにして、体裁悪くなく探し出せようか。

■　僧都そうづに会あひてこそは、たしかなるありさまも聞きき合あはせなどして、ともかくも問とふべかめれ」

◇　僧都に会って、確かな様子を聞き合わせたりして、ともかく訪ねるのがよかろう」

■　など、ただ、このことを起おき臥ふし思おぼす。

◇　などと、ただ、このことばかりを寝ても覚めてもお考えになる。


1 【住むらむ山里は】以下「問ふべかめれ」まで、薫の心中の思い。

2 【いづこにかは】大島本は「いつこにかハ」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「いづこにか」と「は」を削除する。『新大系』は底本のまま「いづこにかは」とする。


手習．６．７．８

■　月つきごとの八日やうかP35は1、かならず尊たふときわざせさせたまへば、薬師仏やくしぼとけに寄よせたてまつるにもてなしたまへる2たよりに、中堂ちうだうに3、時々参ときどきまゐりたまひけり。

◇　毎月の八日は、必ず仏事をおさせになるので、薬師仏にご寄進申し上げなさろうとお出かけになるついでに、根本中堂には、時々お参りになった。

■　それよりやがて横川よかはにおはせむと思おぼして、かのせうとの童わらはなる、率ゐておはす4。

◇　そこからそのまま横川においでになろうとお考えになって、あの弟の童である者を、連れておいでになる。

■　「その人ひとびとには5、とみに知しらせじ。

◇　「その人たちには、すぐには知らせまい。

■　ありさまにぞ従したがはむ」

◇　その時の状況を見てからにしよう」

■　と思おぼせど、うち見みむ夢ゆめの心地ここちにも、あはれをも加くはへむとにやありけむ6。

◇　とお思いになるが、再会した時の夢のような心地の上につけて、しみじみとした感慨を加えようというつもりであったのだろうか。

■　さすがに、

◇　そうはいっても、

■　「その人ひととは7見みつけながら、あやしきさまに、形異かたちことなる人8ひとの中なかにて、憂うきことを9聞ききつけたらむこそ、いみじかるべけれ」

◇　「その人だと分かったものの、みすぼらしい姿で、尼姿の人たちの中に暮らしていて、嫌なことを耳にしたりするのは、ひどくつらいことであろう」

■　と、よろづに道みちすがら思おぼし乱みだれけるにや10。

◇　と、いろいろと道すがら思い乱れなさったことだろうか。


P35 八日--いひ（いひ/＄〈朱〉八日）

1 【月ごとの八日は】毎月八日は、六斎日の初日。薬師仏の縁日。

2 【もてなしたまへる】大島本は「給つる」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「たまへる」と校訂する。『新大系』は底本のまま「給つる」とする。ここは「へ」と「つ」の誤写と考えて、改める。

3 【中堂に】大島本は「中たうに」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「中堂には」と「は」を補訂する。『新大系』は底本のまま「中堂に」とする。比叡山延暦寺の根本中堂。本尊は薬師仏。

4 【かのせうとの童なる率ておはす】『集成』は「すでに叡山に向け出立の体。五月の月末に近い頃かと思われる」と注す。

5 【その人びとには】以下「従がはむ」まで、薫の心中の思い。「その人びと」とは浮舟の家族をさす。

6 【うち見む夢の心地にもあはれをも加へむとにやありけむ】『集成』は「肉親の一人を伴った薫の気持を忖度する体の草子地」と注す。

7 【その人とは】以下「いみじかるべかれ」まで、薫の心中の思い。

8 【形異なる人】尼姿の人。

9 【憂きことを】『集成』は「失踪後、何か男関係でもあったというようなこと」と注す。

10 【よろづに道すがら思し乱れけるにや】『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『集成』は「巻を閉じる形の草子地」と注す。



５４． 夢浮橋 (ゆめのうきはし)

第一章　薫の物語　横川僧都、薫の依頼を受け浮舟への手紙を書く

第一段　薫、横川に出向く

夢浮橋．１．１．１

■　山やまにおはして1、例れいせさせたまふやうに2、経仏きゃうほとけなど供養くやうぜさせたまふ。

◇　比叡山においでになって、いつもおさせになるように、お経や仏像などをご供養させになる。

■　またの日ひは、横川よかはにおはしたれば、僧都驚そうづおどろきかしこまりきこえたまふ。

◇　翌日は、横川においでになったので、僧都は恐縮してご挨拶申し上げなさる。


1 【山におはして】主語は薫。薫が比叡山に行く。翌日、根本中堂に出向く。前巻「手習」の末尾に続く叙述。

2 【例せさせたまふやうに】「させ」使役助動詞。


夢浮橋．１．１．２

■　年としごろ、御祈おほむいのりなどつけ語かたらひたまひけれど、ことにいと親したしきことはなかりけるを、このたび、一品いっぽんの宮みやの御心地みここちのほどにさぶらひたまへるに、

◇　何年も、ご祈祷などお頼みなさっていたが、特別に親密ということはなかったが、先般、一品の宮のご不快の折に伺候なさっていたときに、

■　「すぐれたまへる験げんものしたまひけり2」

◇　「格別すぐれた効験がおありであった」

■　と見みたまひてより、こよなう尊たふとびたまひて、今いますこし深ふかき契ちぎり加くはへたまひP1てければ、

◇　と御覧になってから、この上なく尊敬なさって、もう少し深いご縁をお結びになったので、

■　「重々おもおもしう3おはする殿とのの、かくわざとおはしましたること」

◇　「重々しくおいでになる殿が、このようにわざわざ訪ねていらしたこと」

■　と、もて騷さわぎきこえたまふ。

◇　と、大仰にお持てなし申し上げなさる。

■　御物語おほむものがたりなど、こまやかにしておはすれば、御湯漬おほむゆづけなど参まゐりたまふ。

◇　お話など、親密になさっているので、御湯漬などを差し上げなさる。


P1 加へたまひ--くはへ（へ/+給〈朱〉）

1? 【御祈りなどにつけ語らひ】『集成』は「ご祈祷など依頼なさる付合いはおありになった。「つけ」は付託する意」と注す。

2 【すぐれたまへる験ものしたまひけり】薫の心中の思い。僧都に対する評価。

3 【重々しう】以下「おはしましたること」まで、僧都の心中。


夢浮橋．１．１．３

■　すこし人ひとびと静しづまりぬるに、

◇　少し人びとが静かになったので、

夢浮橋．１．１．４

■　「小野をののわたりに、知しりたまへる宿やどりやはべる1」

◇　「小野の辺りに、お持ちの家はございませんか」


1 【小野のわたりに知りたまへる宿りやはべる】薫の詞。


夢浮橋．１．１．５

■　と、問とひたまへば、

◇　と、お尋ねになると、

夢浮橋．１．１．６

■　「しかはべる1。

◇　「さようでございます。

■　いと異様ことやうなる所ところになむ。

◇　ひどくみすぼらしい家です。

■　なにがしが母ははなる朽尼**のはべるを、京きゃうにはかばかしからぬ住処すみかもはべらぬうちに、かくて籠こもりはべるあひだは、夜中よなか、暁あかつきにも、あひ訪とぶらはむ、と思おもひたまへおきてはべる」

◇　拙僧の母親の老尼がおりますが、京にしっかりした家もございませんうえに、こうして籠もっております間は、夜中、暁でも、お見舞いしよう、と存じております」

◆　 
"しか はべる。 いと ことやう なる ところ に なむ。 なにがし が はは なる くち-あま の へべる を、 きゃう に はかばかしから ぬ すみか も はべら ぬ うち に、 かくて こもり はべる あひだ は、 よなか、 あかつき に も、 あひ-とぶらは む、 と おもひ たまへ おき て はべる。"


1 【しかはべる】以下「思ひたまへおきてはべる」まで、僧都の詞。


夢浮橋．１．１．７

■　など申まうしたまふ。

◇　などと申し上げなさる。

夢浮橋．１．１．８

■　「そのわたりには1、ただ近ちかきころほひまで、人多ひとおほう住すみはべりけるを、今いまは、いとかすかにこそなりゆくめれ」

◇　「その近辺には、つい最近まで、人が多く住んでおりましたが、今では、たいそうひっそりとなって行くようですね」


1 【そのわたりには】以下「なりゆくめれ」まで、薫の詞。


夢浮橋．１．１．９

■　などのたまひて、今いますこし近ちかくゐ寄よりて、忍しのびやかに、

◇　などとおっしゃって、もう少し近寄って、小声で、

夢浮橋．１．１．１０

■　「いと浮うきたる心地ここちも1しはべる、また、尋たづねきこえむにつけては、いかなりけることにかと、心得こころえず思おぼされぬべきに、かたがた、憚はばかられはべれど、かの山里やまざとに、知しるべき人ひとの2隠かくろへてはべるやうに聞ききはべりしを。

◇　「まことにとりとめのない気のする話ですが、また一方、お尋ね申し上げるにつけては、どのようなことでかと、合点が行かず思われなさるでしょうが、どちらにしても、遠慮されますが、あの山里に、世話しなければならない人が隠れていますように聞きましたが。

■　確たしかにてこそは、いかなるさまにて、なども漏もらしきこえめ、など思おもひたまふるほどに、御弟子みでしになりて3、忌いむことなど授さづけたまひてけり、と聞ききはべるは、まことか。

◇　はっきりと確かめてからなら、どのような様子で、などとお漏らし申し上げましょう、などと考えておりますうちに、お弟子になって、戒律などをお授けになった、と聞きましたのは、本当ですか。

■　まだ年としも若わかく、親おやなどもありし人ひとなれば、ここに4失うしなひたるやうに、かことかくる人ひとなむはべるを」

◇　まだ年齢も若く、親などもいた人なので、わたしが死なせてしまったように、恨み言を申す人がおりますので」


1 【いと浮きたる心地も】以下「人なむはべるを」まで、薫の詞。

2 【知るべき人の】浮舟をさす。

3 【御弟子になりて】浮舟が出家したことをさす。

4 【ここに】薫自身をさしていう。


夢浮橋．１．１．１１

■　などのたまふ。

◇　などとおっしゃる。

第二段　僧都、薫に宇治での出来事を語る

夢浮橋．１．２．１

■　僧都そうづ、

◇　僧都は、

■　「さればよ1。

◇　「やはりそうであったか。

■　ただ人うどと見みえざりし人ひとのさまぞかし。

◇　普通の女とは見えなかった様子であった。

■　かくまでのたまふは、軽々かろがろしくは思おぼされざりける人ひとにこそあめれ」

◇　このようにまでおっしゃるのは、並々にはお思いでいらっしゃらなかった人なのであろう」

■　と思おもふに、

◇　と思うと、

■　「法師ほふしといひながら2、心こころもなく、たちまちに容貌かたちをやつしてけること」

◇　「法師の役目とは言いながらも、考えもなく、すぐに尼姿いしてしまったことよ」

■　と、胸むねつぶれて、いらへきこえむやう思おもひまはさる。

◇　と、胸がどきりとして、お答え申し上げることに思案なさる。


1 【さればよ】以下「人にこそあめれ」まで、僧都の心中の思い。

2 【法師といひながら】以下「やつしてけること」まで、僧都の心中の思い。浮舟を出家させたことを反省。


夢浮橋．１．２．２

■　「確たしかに聞ききたまへるにこそ1あめれ。

◇　「確かなことを聞いていらっしゃるのだろう。

■　かばかり心得こころえたまひて、うかがひ尋たづねたまはむに、隠かくれあるべきことにもあらず。

◇　これほどご承知で、お尋ねなさるのに、隠しきれるものでない。

■　なかなかあらがひ隠かくさむに、あいなかるべし」

◇　なまじ無理に隠そうとするのも、つまらないことであろう」

■　など、とばかり思おもひ得えて、

◇　などと、しばらく考えを決めて、


1 【確かに聞きたまへるにこそ】以下「あひなかるべし」まで、僧都の心中の思い。


夢浮橋．１．２．３

■　「いかなることにか1はべりけむ。

◇　「どのようなことでございましょうか。

■　この月つきごろ、うちうちにあやしみ思おもうたまふる人ひとの御おほむことにや」

◇　ここ何か月か、内々に不審に存じておりました女のお身の上のことでしょうか」

■　とて、

◇　と言って、


1 【いかなることにか】以下「御ことにや」まで、僧都の詞。


夢浮橋．１．２．４

■　「かしこにはべる尼あまどもの1、初瀬はつせに願ぐわんはべりて、詣まうでて帰かへりける道みちに、宇治うぢの院ゐんといふ所ところに留とどまりてはべりけるに、母ははの尼あまの労気らうげにはかに起おこりて、いたくなむわづらふと告つげに、人ひとの参まうで来きたりしかば、まかり向むかひたりしに、まづ妖あやしきことなむ2」

◇　「あちらにおります尼たちが、初瀬に祈願がございまして、参詣して帰って来た道中で、宇治院という所に泊まりましたところ、母親の尼の疲労が急に起こって、ひどく患っているという報せを、人が報告して来たので、下山して出向きましたところに、さっそく不思議なことが」


1 【かしこにはべる尼どもの】以下「妖しきことなむ」まで、僧都の詞。

2 【ことなむ】係助詞「なむ」の下に「はべりける」などの語句が省略。


夢浮橋．１．２．５

■　とささめきて、

◇　と声をひそめて、

夢浮橋．１．２．６

■　「親おやの死しに返かへるを1ばさし置おきて、もて扱あつかひ嘆なげきてなむはべりし。

◇　「母親が今にも死にそうなのは差し置いて、介抱して心配しておりました。

■　この人ひとも2、亡なくなりたまへるさまながら、さすがに息いきは通かよひておはしければ、昔物語むかしものがたりに、魂殿たまどのに置おきたりけむ人ひとの3たとひを思おもひ出いでて、さやうなることにや、と珍めづらしがりはべりて、弟子でしばらの中なかに験げんある者ものどもを呼よび寄よせつつ、代かはり代がはりに加持かぢせさせなどなむしはべりける。

◇　この人も、お亡くなりになったような様子ながら、やはり息はしていらっしゃいましたので、昔物語に、霊殿に置いておいた人の話を思い出して、そのようなことであろうかと、珍しがりまして、弟子の僧の中で効験のある者どもを呼び寄せては、交替で加持させたりしました。


1 【親の死に返るを】以下「はべりつるになむ」まで、僧都の詞。

2 【この人も】浮舟をさす。

3 【昔物語に魂殿に置きたりけむ人の】散逸物語に蘇生譚の物語があったらしい。


夢浮橋．１．２．７

■　なにがしは、惜をしむべき齢よはひならねど1、母ははの旅たびの空そらにて病重やまひおもきを助たすけて、念仏ねんぶつをも心乱こころみだれずせさせむと、仏ほとけを念ねんじたてまつり思おもうたまへしほどに、その人ひとのありさま、詳くはしうも見みたまへずなむはべりし。

◇　拙僧は、惜しむほどの年齢ではないが、母親が旅の途上で病気が重いのを助けて、念仏を一心不乱にしようと、仏にお祈り申しておりましたときなので、その人の様子、詳しくは拝見せずにおりました。

■　ことの心推こころおし量はかり思おもうたまふるに、天狗木霊てんぐこだまなどやうのものの、欺あざむき率ゐてたてまつりたりけるにや、となむ承うけたまはりP2し。

◇　事情を推察しますに、天狗や木霊などのようなものが、誑かしてお連れ申したのか、と理解しておりました。


P2 承り--うけ給ひ（ひ/＄はり）し

1 【惜しむべき齢ならねど】挿入句。母尼の年齢についていう。


夢浮橋．１．２．８

■　助たすけて、京きゃうに率ゐてたてまつりて後のちも、三月みつきばかりは亡なき人ひとにてなむものしたまひけるを、なにがしが妹1いもうと、故衛門督こゑもんの北かみの方きたのかたにてはべりしが、尼あまになりてはべるなむ、一人持ひとりもちてはべりし女子をむなごを失うしなひて後のち、月日つきひは多おほく隔へだてはべりしかど、悲かなしび堪たへず嘆なげき思おもひたまへはべるP3に、同おなじ年としのほどと見みゆる人ひとの、かく容貌かたちいとうるはしくきよらなるを見出みいでたてまつりて、観音くわんおんの賜たまへる2と喜よろこび思おもひて、この人ひといたづらになしたてまつらじと、惑まどひ焦いられて、泣なく泣なくいみじきことどもを申まうされしかば3。

◇　助けて、京にお連れ申して後も、三か月間は死んだ人のようでいらっしゃいましたが、拙僧の妹で、故衛門督の北の方でございました者が、尼になっておりますのが、一人持っていた女の子を亡くして後、月日はたくさん過ぎましたが、悲しみを忘れず嘆いておりましたところ、同じ年くらいに見える人で、このように器量もとても端整で美しい方を発見申して、観音が授けてくださったと喜んで、この人をお死なせ申すまいと、一生懸命になりまして、泣きながら熱心に救ってほしいと懇願申されたので。


P3 思ひたまへはべる--*おもひ給へる

1 【なにがしが妹】「この人いたづらに」に続く。「故衛門督の北の方にて」以下「喜び思ひて」まで挿入句。妹尼についての説明。

2 【観音の賜へる】長谷観音。

3 【申されしかば】妹尼が拙僧に。


夢浮橋．１．２．９

■　後のちになむ、かの坂本さかもとにみづから下おりはべりて、護身ごしんなど仕つかまつりしに、やうやう生いき出いでて人ひととなりたまへりけれど、

◇　後に、あの坂本に拙僧自身で下山して行きまして、護身などを修法いたしましたところ、だんだんと生き返って普通にお戻りになりましたが、

■　『なほ、この領らうじたりける1ものの、身みに離はなれぬ心地ここちなむする。

◇　『やはり、このとり憑いた物の怪が、身から離れないような気がする。

■　この悪あしきものの妨さまたげを逃のがれて、後のちの世よを思おもはむ』

◇　この悪霊の妨げから逃れて、来世を祈りたい』

■　など、悲かなしげにのたまふことどもP4のはべりしかば、法師ほふしにては、勧すすめも申まうしつべきことにこそはとて、まことに出家すけせしめたてまつりてしになむはべる。

◇　などと、悲しそうにおっしゃることがございましたので、法師の勤めとしては、お勧め申すべきことと存じまして、本当に出家させ申し上げてしまったのでございます。


P4 ことども--こと（と/+と〈朱〉）も

1 【なほこの領じたりける】以下「後の世を思はむ」まで、浮舟の詞。僧都が引用して言う。


夢浮橋．１．２．１０

■　さらに、しろしめすべきこととは1、いかでかそらにさとりはべらむ。

◇　まったく、お世話なさるはずの方とは、どうして何もなしに分かりましょう。

■　珍めづらしきことのさまにもあるを、世語よがたりにもしはべりぬべかりしかど、聞きこえありて、わづらはしかるべきことにもこそと、この老おい人びとどもの2とかく申まうして、この月つきごろ、音おとなくてはべりつるになむ」

◇　珍しい事の様子ですので、世間話の種にもなりそうですが、噂になって、厄介なことになってはいけないと、この老女どもがあれこれ申して、この何か月間は、黙っておりました」


1 【しろしめすべきこととは】主語は薫。あなたがお世話はなさるべき方であるとは、の意。

2 【この老い人どもの】妹尼たち。


夢浮橋．１．２．１１

■　と申まうしたまへば、

◇　と申し上げなさると、

第三段　薫、僧都に浮舟との面会を依頼

夢浮橋．１．３．１

■　「さてこそあなれ1」

◇　「そうであったのか」

■　と、ほの聞ききてP5、かくまでも問とひ出いでたまへること2なれど、

◇　と、ちらっと聞いて、ここまで尋ね出しなさったことではあるが、

■　「むげに亡なき人ひと3思とおもひ果はてにし人ひとを、さは、まことにあるにこそは」

◇　「てっきり死んだ人として思い諦めていた人だが、それでは、本当は生きていたのだ」

■　と思おぼすほど、夢ゆめの心地ここちしてあさましければ、つつみもあへず涙なみだぐまれたまひぬるを、僧都そうづの恥はづかしげなるに、

◇　とお思いになる、その気持ちは、夢のような気がしてあきれるほどのことなので、抑えることもできずに涙ぐまれなさったのを、僧都が立派な態度なので、

■　「かくまで見みゆべきことかは」

◇　「こんな気弱い態度を見せてよいものか」

■　と思おもひ返かへして、つれなくもてなしたまへど、

◇　と反省して、さりげなく振る舞いなさるが、

■　「かく思おぼしけることを5、この世よには亡なき人ひと同とおなじやうになしたること」

◇　「このようにお愛しになっていたのを、この世では死んだ人と同然にしてしまったことよ」

■　と、過***ちしたる心地**して、罪深つみふかければ、

◇　と、過ったことをした気がして、罪障深いので、

◆　 
"さて こそ あ' なれ。" と、 ほの-きき て、 かく まで も とひ いで たまへ る こと なれ ど、 "むげに なき ひと と おもひ はて に し ひと を、 さは、 まことに ある に こそ は。" と おぼす、 ほど、 ゆめ の ここち し て あさましけれ ば、 つつみ も あへ ず なみだぐま れ たまひ ぬる を、 そうづ の はづかしげ なる に、 "かく まで みゆ べき こと かは!" と おもひ-かへし て、 つれなく もてなし たまへ ど、 "かく おぼし ける こと を、 このよ に は なき ひと と おなじ やう に なし たる こと。" と、 あやまち たる ここち し て、 つみ ふかけれ ば、


P5 ほの聞きて--ほのきゝ給（給/＄〈朱〉）て

1 【さてこそあなれ】薫の心中。小宰相君から聞いたことと一致。

2 【問ひ出でたまへること】主語は薫。

3 【むげに亡き人と】以下「まことにあるにこそは」まで、薫の心中の思い。

4? 【かくまで見ゆできことかは】薫の心中の思い。『完訳』は「僧都の立派な態度に対して、自分が取り乱したのを恥じる」と注す。

5 【かく思しけることを】以下「なしたること」まで、僧都の心中の思い。浮舟を出家させたことを後悔。


夢浮橋．１．３．２

■　「悪あしきものに1領らうぜられたまひけむも、さるべき前さきの世よの契ちぎりなり。

◇　「悪霊にとり憑かれていらしたのも、そうなるはずの前世からの因縁なのです。

■　思おもふに、高たかき家いへの子こにこそものしたまひけめ、いかなる誤あやまりにて、かくまではふれたまひけむにか」

◇　思うに、高貴な家柄の姫君でいらしたのでしょうが、どのような過ちによって、このようにまで身を落としなさったのだろうか」


1 【悪しきものに】以下「ふれたまひけむにか」まで、僧都の詞。


夢浮橋．１．３．３

■　と、問**ひ申まうしたまへば、

◇　と、お尋ね申し上げなさると、

◆　 
と、 まうし たまへ ば、

夢浮橋．１．３．４

■　「なま王家流わかむどほりなど1いふべき筋すぢにやありけむ。

◇　「皇族の末裔と申す血筋であったでしょうか。

■　ここにも2、もとよりわざと思おもひしことにもはべらず3。

◇　わたしも、初めから特別に正妻にと考えた人ではございません。

■　ものはかなくて見みつけそめてははべりしかど、また、いとかくまで落おちあふるべき際きはと思おもひたまへざりしを。

◇　ちょっとしたことでお世話し始めるようになりましたが、また一方で、このようにまで落ちぶれる身分の方とは存じませんでした。

■　珍めづらかに、跡あともなく消きえ失うせにしかば、身みを投なげたるにやなど、さまざまに疑うたがひ多おほくて、確たしかなることは、え聞ききはべらざりつるになむ。

◇　珍しく、跡形もなく消えてしまったので、身を投げたのかなどと、いろいろとはっきりしないことが多くて、確実なことは、聞くことができませんでした。


1 【なま王家流など】以下「しはべりなむかし」まで、薫の詞。八宮の庶腹の娘であることをぼかして言う。

2 【ここにも】薫自身をさす。

3 【わざと思ひしことにもはべらず】正妻にと考えたのではない、の意。


夢浮橋．１．３．５

■　罪軽つみかろめてものすれば1、いとよしと心こころやすくなむ、みづからは思おもひたまへなりぬるを、母ははなる人ひとなむ、いみじく恋こひ悲かなしぶなるを、かくなむ聞きき出いでたると、告つげ知しらせまほしくはべれど、月つきごろ隠かくさせたまひける本意2違ほいたがふやうに、もの騒さわがしくやはべらむ。

◇　罪障を軽くしていらっしゃるならば、とても良いことだと安心して、わたし自身は存じましたが、その母親に当たる人が、ひどく慕って悲しんでいるというを、このように聞き出したと、知らせてやりたく存じますが、何か月も隠していらっしゃったご趣旨に背くようで、何となく騒々しくなりましょうか。

■　親子おやこの仲なかの思おもひ絶たえず、悲かなしびに堪たへで、訪とぶらひものしなどしはべりなむかし」

◇　親子の間の恩愛は絶ち切れず、悲しみを堪えることができずに、きっと尋ねて来ますでしょう」


1 【罪軽めてものすれば】『完訳』は「浮舟の出家の境涯。出家によって在俗時の諸々の罪が軽減する。それを薫自身、結構で安心だと冷静にかまえるが、本音でない」と注す。

2 【月ごろ隠させたまひける本意】主語は僧都や妹尼君。浮舟をかくまってきたこと。


夢浮橋．１．３．６

■　などのたまひて、さて2、

◇　などとおっしゃって、そうして、


1? 【もの騒がしくはべらむ】『完訳』は「自らの執心を隠蔽し、母の悲嘆にかこつけて事情を追求する」と注す。

2 【さて】地の文。『集成』は「その上で。母親には知らせまいと前置きした上で直接の交渉の仲介を僧都に頼む」と注す。


夢浮橋．１．３．７

■　「いと便びんなきしるべとは1思おぼすとも、かの坂本さかもとに下おりたまへ。

◇　「まことに不都合な案内役とはお思いになりましょうが、あの坂本に下山なさってください。

■　かばかり聞ききて、なのめに思おもひ過すぐすべくは思おもひはべらざりし人2ひとなるを、夢ゆめのやうなることどもも、今いまだに語かたり合あはせむ、となむ思おもひたまふる」

◇　このように聞いて、いい加減に知らないふりのできるとは存じません人ですので、夢のようなことも、せめて今なりと話し合おう、と存じております」


1 【いと便なきしるべとは】以下「となむ思ひたまふる」まで、薫の詞。

2 【なのめに思ひ過ぐすべくは思ひはべらざりし人】『完訳』は「尼になったらなったで、知らぬ顔のできる相手ではない」と注す。


夢浮橋．１．３．８

■　とのたまふけしき、いとあはれと思おもひたまへれば、

◇　とおっしゃる様子が、実にしみじみとお思いになっているので、

夢浮橋．１．３．９

■　「容貌かたちを変かへ1、世よを背そむきにきとおぼえたれど2、髪鬚かみひげを剃そりたる法師ほふしだに、あやしき心3こころは失うせぬもあなり。

◇　「尼姿になり、出家をしたと思っていても、髪や鬢を剃った法師でさえ、けしからぬ欲望に消えない者もいるという。

■　まして、女をむなの御身おほむみはいかがあらむ。

◇　まして、女人の身ではどのようなものであろうか。

■　いとほしう、罪得つみえぬべきわざにもあるべきかな」

◇　お気の毒にも、罪障を作ることになりはしないだろうか」


1 【容貌を変へ】以下「あるべきかな」まで、僧都の心中の思い。

2 【おぼえたれど】主語は浮舟。

3 【あやしき心】淫欲。


夢浮橋．１．３．１０

■　と、あぢきなく心乱こころみだれぬ。

◇　と、つまらないことを引き受けたものだと心が乱れた。

夢浮橋．１．３．１１

■　「まかり下おりむこと1、今日明日けふあすは障さはりはべり。

◇　「下山することは、今日明日は差し支えがあります。

■　月つきたちて2のほどに、御消息おほむせうそこを申まうさせはべらむ」

◇　来月になって、お手紙を差し上げましょう」


1 【まかり下りむこと】以下「申させはべらむ」まで、僧都の詞。

2 【月たちて】『集成』は「「今日明日は」と言ってこう言うのだから、今は月末らしい。後文に螢が出てくるので、五月末と見ておく」。『完訳』は「今日は九日。来月はほど遠い」と注す。


夢浮橋．１．３．１２

■　と申まうしたまふ。

◇　と申し上げなさる。

■　いと心こころもとなけれど、

◇　まことに頼りないが、

■　「なほ、なほ」

◇　「ぜひ、ぜひ」

■　と、うちつけに焦いられむも、さま悪あしければ、

◇　と、急に焦れったく思うのも、みっともないので、

■　「さらば」

◇　「それでは」

■　とて、帰かへりたまふ。

◇　と言って、お帰りになる。

第四段　僧都、浮舟への手紙を書く

夢浮橋．１．４．１

■　かの御弟おほむせうとの童1わらは、御供おほむともに率ゐておはしたりけり。

◇　あのご姉弟の童を、お供として連れておいでになっていた。

■　異兄弟ことはらからどもよりは、容貌かたちもきよげなるを、呼よび出いでたまひて、

◇　他の兄弟たちよりは、器量も小ざっぱりとしているのを、呼び出しなさって、


1 【かの御弟の童】浮舟の異父弟の小君。


夢浮橋．１．４．２

■　「これなむ1、その人ひとの近ちかきゆかりなるを、これをかつがつものせむ。

◇　「この子が、あの女人の近親なのですが、この子をとりあえず遣わしましょう。

■　御文一行賜おほむふみひとくだりたまへ。

◇　お手紙をちょっとお書きください。

■　その人ひととはなくて2、ただ、尋たづねきこゆる人ひとなむある、とばかりの心こころを知しらせたまへ」

◇　誰それとはなくて、ただ、お探し申し上げる人がいる、という程度の気持ちをお知らせください」


1 【これなむ】以下「心を知らせたまへ」まで、薫の詞。

2 【その人とはなくて】自分薫の名は伏せて。


夢浮橋．１．４．３

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃると、

夢浮橋．１．４．４

■　「なにがし、このしるべにて1、かならず罪得つみえはべりなむ。

◇　「拙僧が、この案内役になって、きっと罪障を負いましょう。

■　ことのありさまは、詳くはしくとり申まうしつ。

◇　事情は、詳しく申し上げました。

■　今いまは、御おほむみづから立たち寄よらせたまひて2、あるべからむことはものせさせたまはむに、何なにの咎とがかはべらむ」

◇　今は、ご自身でお立ち寄りあそばして、なさるべきことをなさるのに、何の差し支えがございましょう」


1 【なにがしこのしるべにて】以下「何の咎かはべらむ」まで、僧都の詞。

2 【御みづから立ち寄らせたまひて】薫ご自身で小野の草庵に。


夢浮橋．１．４．５

■　と申まうしたまへば、うち笑わらひて、

◇　と申し上げなさると、にっこりして、

夢浮橋．１．４．６

■　「罪得つみえぬべきしるべと1思おもひなしたまふらむこそ、恥はづかしけれ。

◇　「罪障を負う案内役とお考えになるのは、気恥ずかしいことです。

■　ここには、俗ぞくの形かたちにて、今いままで過すぐすなむいとあやしき。

◇　わたしは、在俗の姿で、今まで過ごして来たのがまことに不思議なくらいです。


1 【罪得ぬべきしるべと】以下「心やすかるべき」まで、薫の詞。『完訳』は「以下、自分の生来の道心にふれる。浮舟の道心を邪魔だてするなどありえない、との論法を導く」と注す。


夢浮橋．１．４．７

■　いはけなかりしより、思おもふ心こころざし深ふかくはべるを、三条さむでうの宮みやの1、心細こころぼそげにて、頼たのもしげなき身一みひとつをよすがに思おぼしたるが、避さりがたきほだしにおぼえはべりて、かかづらひはべりつるほどに、おのづから位くらゐなどいふことも高たかくなり、身みのおきても心こころにかなひがたくなどして、思おもひながら過すぎはべるには、またえ避さらぬことも、数かずのみ添そひつつは2過すぐせど、公私おほやけわたくしに、逃のがれがたきことにつけてこそ、さもはべらめ、さらでは、仏ほとけの制せいしたまふ方かたのことを、わづかにも聞きき及およばむことは、いかで過あやまたじと、慎つつしみて、心こころの内うちは聖ひじりに劣おとりはべらぬものを。

◇　幼い時から、出家を願う気持ちは強くございましたが、母三条宮が、心細い様子で、頼りがいもないわが身一人を頼りにお思いになっているのが、逃れられない足手まといに思われまして、世俗にかかずらっておりますうちに、自然と官位なども高くなり、身の処置も思うようにならなくなったりして、出家を願いながら過ごして来て、また断れない事も、次々と多く加わって来て、過ごしておりますが、公私ともに、止むを得ない事情によって、こうしていますが、それ以外のところでは、仏がお制止になる方面のことを、少しでもお聞き及びになるようなことは、何とか守り抜こう、身を慎んで、心中では聖に負けません。


1 【三条の宮の】母女三の宮。

2 【え避らぬことも数のみ添ひつつは】女二の宮の降嫁など。


夢浮橋．１．４．８

■　まして、いとはかなきことにつけてしも1、重おもき罪得つみうべきこと2は、などてか思おもひたまへむ。

◇　ましてや、ちょっとしたことで、重い罪障を負うようなことは、どうして考えましょうか。

■　さらにあるまじきことにはべり。

◇　まったく有りえないことでございます。

■　疑うたがひ思おぼすまじ。

◇　お疑いなさいますな。

■　ただ、いとほしき親おやの思おもひなどを、聞ききあきらめはべらむばかりなむ、うれしう心こころやすかるべき」

◇　ただ、お気の毒な母親の思いなどを、聞いて晴らしてやろうというほどで、きっと嬉しく気が休まりましょう」


1 【いとはかなきことにつけてしも】浮舟との男女関係。

2 【重き罪得べきこと】『集成』は「出家した浮舟に不淫欲の戒を破らせるようなこと」と注す。


夢浮橋．１．４．９

■　など、昔むかしより深ふかかりし方かたの心こころを語かたりたまふ。

◇　などと、昔から深かった道心をお話しなさる。

夢浮橋．１．４．１０

■　僧都そうづも、げにと、うなづきて、

◇　僧都も、なるほどと、うなずいて、

夢浮橋．１．４．１１

■　「いとど尊たふときこと1」

◇　「ますます尊いことだ」


1 【いとど尊きこと】僧都の詞。


夢浮橋．１．４．１２

■　など聞きこえたまふほどに、日ひも暮くれぬれば、

◇　などと申し上げなさるうちに、日も暮れてしまったので、

夢浮橋．１．４．１３

■　「中宿なかやどりも1いとよかりぬべけれど、うはの空そらにてものしたらむこそ、なほ便びんなかるべけれ」

◇　「途中の休憩所としても大変に都合のよいはずだが、考えも決まらないうちに立ち寄るのも、やはり不都合であろう」


1 【中宿りも】以下「便なかるべき」まで、薫の心中の思い。横川からの帰途に小野の草庵に宿泊することを考えてみる。


夢浮橋．１．４．１４

■　と、思おもひわづらひて帰かへりたまふに、この弟せうとの童わらはを、僧都そうづ、目止めとめてほめたまふ。

◇　と、思いあぐねてお帰りになるときに、この姉弟の童を、僧都が、目を止めておほめになる。

夢浮橋．１．４．１５

■　「これにつけて、まづほのめかしたまへ」

◇　「この子に託して、とりあえずほのめかしてください」

夢浮橋．１．４．１６

■　と聞きこえたまへば、文書ふみかきて取とらせたまふ。

◇　と申し上げなさると、手紙を書いてお与えなさる。

夢浮橋．１．４．１７

■　「時々ときどきは2山やまにおはして遊あそびたまへよ」

◇　「時々は山においでになって遊んで行きなさいね」

■　と「すずろなるやうには思おぼすまじきゆゑ3もありけり」

◇　と「いわれのないことのようには思われないわけもありのです」


1? 【これにつけてまづほのめかしたまヘ】薫の詞。「これ」は浮舟の弟の小君をさす。

2 【時々は】以下「ゆゑもありけり」まで、僧都の詞。途中、地の文「と」が挿入されている。

3 【すずろなるやうには思すまじきゆゑ】僧都と小君との関係。自分は小君の姉の浮舟を出家させた師僧である、という意。


夢浮橋．１．４．１８

■　と、うち語かたらひたまふ。

◇　と、お話しなさる。

■　この子こは心こころも得えねど、文取ふみとりて御供おほむともに出いづ。

◇　この子は理解できないが、手紙を受け取ってお供して出る。

■　坂本さかもとになれば、御前ごぜんの人ひとびとすこし立たちあかれて、

◇　坂本になると、ご前駆の人びとが少し離れ離れになって、

■　「忍しのびやかにを1」

◇　「目立たないように」

■　とのたまふ。

◇　とおっしゃる。


1 【忍びやかにを】薫の詞。小野草庵の人々に気づかれないように配慮。


第五段　浮舟、薫らの帰りを見る

夢浮橋．１．５．１

■　小野をのには、いと深ふかく茂しげりたる青葉あをばの山やまに向むかひて、紛まぎるることなく1、遣水やりみづの蛍ほたるばかりを、昔むかしおぼゆる慰なぐさめにて眺ながめゐたまへるに2、例れいの、遥はるかに見みやらるる谷たにのの軒端きばより3、前駆心さきこころことに追おひて、いと多おほう灯ともしたる火ひの、のどかならぬ光ひかりを見みるとて、尼君あまぎみたちも端はしに出いでゐたり。

◇　小野では、たいそう青々と茂っている青葉の山に向かって、気の紛れることなく、遣水の螢だけを、昔が偲ばれる慰めとして眺めていらっしゃると、いつものように、遥か遠くに谷の見やられる軒端から、前駆が格別の先払いして、たいそうたくさん灯している火の、あわただしい光が見えるといって、尼君たちも端に出て座っていた。


1 【紛るることなく】草庵の人々の気持ちが。

2 【眺めゐたまへるに】主語は浮舟。

3 【谷の軒端より】『集成』は「谷のはずれから」。『完訳』は「谷あいに」。『新大系』は「谷が眺められる軒の下から」と注す。以下、地の文が自然と会話文に移っていく。


夢浮橋．１．５．２

■　「誰たがおはするにかあらむ1。

◇　「どなたがおいでになるのだろう。

■　御前ごぜんなどいと多おほくこそ見みゆれ」

◇　ご前駆などもとても大勢に見える」


1 【誰がおはするにかあらむ】以下「多くこそ見ゆれ」まで、尼の詞。


夢浮橋．１．５．３

■　「昼ひる、あなたに1引干ひきぼし奉たてまつれたりつる返かへり事ごとに、

◇　「昼、あちらに引干しを差し上げた返事に、

■　『大将殿だいしゃうどのおはしまして2、御饗応おほむあるじのことにはかにするを、いとよき折をりなり』

◇　『大将殿がいらして、ご饗応の事が急になったので、ちょうどよい時であった』

■　と、こそありつれ」

◇　と、言ったが」


1 【昼あなたに】以下「こそありつれ」まで、妹尼の詞。

2 【大将殿おはしまして】以下「いとよき折なり」まで、僧都の詞を引用。


夢浮橋．１．５．４

■　「大将殿だいしゃうどのとは1、この女二をむなにの宮みやの御夫おほむをとこにやおはしつらむ」

◇　「大将殿とは、今上の女二の宮の夫君のことでいらっしゃろうか」


1 【大将殿とは】以下「おはしつらむ」まで、尼の詞。


夢浮橋．１．５．５

■　など言いふも、いとこの世遠よとほく、田舎ゐなかびにたりや1。

◇　などと言うのも、とてもこの世から隔絶して、田舎じみたことよ。

■　まことにさにやあらむ2。

◇　ほんとうにそうであろうか。

■　時々ときどき、かかる山路分やまぢわけおはせし時とき、いとしるかりし随身ずいじむの声こゑも、うちつけにまじりて聞きこゆ。

◇　時々、このような山路を分けていらしたとき、とてもはっきりしていた随身の声も、ふと中に混じって聞こえる。


1 【いとこの世遠く田舎びにたりや】以下「近きたよりなりける」まで、語り手の批評とも浮舟の心中とも読める混然とした視点からの叙述。『一葉抄』は「双紙詞也」と指摘。『集成』は「聞いている浮舟の心中を代弁した形の草子地」。『完訳』は「浮舟の心中に即した地の文。京の貴族世界から絶縁した尼たちの物言いに、複雑な感慨を催す」と注す。

2 【まことにさにやあらむ】『集成』は「浮舟の心中を地の文で直叙する」と注す。


夢浮橋．１．５．６

■　月日つきひの過すぎゆくままに、昔むかしのことのかく思おもひ忘わすれぬも、

◇　月日の過ぎ行くままに、昔のことがこのように忘れられないでいるのも、

■　「今いまは何なににすべきことぞ」

◇　「今さらどうなることでもない」

■　と心憂こころうければ、阿弥陀仏あみだほとけに思おもひ紛まぎらはして、いとどものも言いはでゐたり。

◇　と嫌な気持ちになるので、阿弥陀仏に思いを紛らわして、ますます無口になっていた。

■　横川よかはに通かよふ人ひとのみなむ、このわたりには近ちかきたよりなりける1。

◇　横川に行き来する人だけが、この近辺では身近な人なのであった。


1 【近きたよりなりける】『集成』「親しく目にする人なのであった」。『完訳』は「俗世を身近に知る頼りなのであった」と注す。


第二章　浮舟の物語　浮舟、小君との面会を拒み、返事も書かない

第一段　薫、浮舟のもとに小君を遣わす

夢浮橋．２．１．１

■　かの殿とのは、

◇　あの殿は、

■　「この子こをやがてやらむ」

◇　「この子をそのまま遣わそう」

■　と1思おぼしけれど、人目多ひとめおほくて便びんなければ、殿とのに帰かへりたまひて、またの日ひ、ことさらにぞ出いだし立たてたまふ。

◇　とお思いになったが、人目が多くて不都合なので、殿にお帰りになって、翌日、特別に出発させなさる。

■　睦むつましく思おぼす人ひとの、ことことしからぬ二に、三人2さむにん、送おくりにて、昔むかしも常つねに遣つかはしし随身3添ずいじんそへたまへり。

◇　親しくお思いになる人で、大した身分でない者を二、三人、付けて、昔もいつも使者としていた随身をお加えになった。

■　人聞ひときかぬ間まに呼よび寄よせたまひて、

◇　人が聞いていない間にお呼び寄せになって、


1 【かの殿はこの子をやがてやらむと】薫は小君を帰途の際に草庵に遣わそうと考えてみる。

2 【睦ましく思す人のことことしからぬ二三人】薫の腹心の家来二、三人を小君のお供をさせる。格助詞「の」同格を表す。

3 【随身】「浮舟」巻に登場した随身。かつて薫の手紙を浮舟に届けた人物。


夢浮橋．２．１．２

■　「あこが亡**せにし姉いもうとの1顔かほは、おぼゆや。

◇　「そなたの亡くなった姉の顔は、覚えているか。

■　今いまは世よに亡なき人ひと思とおもひ果はてにしを、いと確たしかにこそ、ものしたまふなれ。

◇　今はこの世にいない人と諦めていたが、まことに確かに、生きていらっしゃると言うのだ。

■　疎うとき人ひとには聞きかせじと思おもふを、行いきて尋たづねよ。

◇　他人には聞かせまいと思うので、行って確かめよ。

■　母ははに、いまだしきに言いふな。

◇　母にも、まだ言ってはならない。

■　なかなか驚おどろき騒さわがむほどに、知しるまじき人ひとも知しりなむ2。

◇　かえって驚いて大騒ぎするうちに、知ってはならない人まで知ってしまおう。

■　その親おやの御思みおもひのいとほしさにこそ、かくも尋たづぬれ」

◇　その母親のお嘆きがおいたわしいので、このようにして確かめるのだ」

◆　 
"あこ が うせ たまひ に し いもうと の かほ は、 おぼゆ や? いま は よ に なき ひと と おもひ はて に し を、 いと たしかに こそ、 ものし たまふ なれ。 うとき ひと に は きか せ じ と おもふ を、 いき て たづね よ。 はは に、 いまだしき に いふ な。 なかなか おどろき さわが む ほど に、 しる まじき ひと も しり な む。 その おや の み-おもひ の いとほしさ に こそ、 かく も たづぬれ。"


1 【あこが亡せにし姉の】以下「かくも尋ぬれ」まで、薫の詞。

2 【知るまじき人も知りなむ】『完訳』は「真相を知ってはならぬ人。匂宮を念頭に置いていよう」と注す。


夢浮橋．２．１．３

■　と、まだきにいと口固くちがためたまふを、幼をさなき心地ここちにも、姉弟はらからは多おほかれど1、この君きみの容貌かたちをば2、似にるものなしと思おもひしみたりしに3、亡うせたまひにけりと聞ききて、いと悲かなしと思おもひわたるに、かくのたまへば、うれしきにも涙なみだの落おつるを、恥はづかしと思おもひて、

◇　と、今からもう厳重に口封じなさるのを、子供心にも、姉弟は多いが、この姉君の器量を、他に似る者がないと思い込んでいたので、お亡くなりになったと聞いて、とても悲しいと思い続けていたが、このようにおっしゃるので、嬉しさに涙が落ちるのを、恥ずかしいと思って、


1 【姉弟は多かれど】小君の姉弟。

2 【この君の容貌をば】浮舟の美貌を。

3 【思ひしみたりしに】主語は小君。


夢浮橋．２．１．４

■　「を、を1」

◇　「はい、はい」


1 【をを】『集成』は「「唯唯」の字を当てる。目上に対して応諾の旨を応える言葉」。『完訳』は「かしこまった態度での返事」と注す。


夢浮橋．２．１．５

■　と荒あららかに聞きこえゐたり1。

◇　とぶっきらぼうに申し上げた。


1 【荒らかに聞こえゐたり】『集成』は「ぶっきらぼうに。涙を隠す気持からわざわざ乱暴に言う」と注す。


夢浮橋．２．１．６

■　かしこには、まだつとめて、僧都そうづの御おほむもとより、

◇　あちらでは、まだ早朝に、僧都の御もとから、

夢浮橋．２．１．７

■　「昨夜よべ、大将殿だいしゃうどのの御使おほむつかひにて1、小君こぎみや参まうでたまへりし。

◇　「昨夜、大将殿のお使いで、小君が参られたでしょうか。

■　ことの心承こころうけたまはりしに2、あぢきなく、かへりて臆おくしはべりてなむ3、と姫君ひめぎみに聞きこえたまへ4。

◇　事情をお聞き致しまして、困ったことで、かえって気後れしておりますと、姫君に申し上げてください。

■　みづから聞きこえさすべきことも多おほかれど、今日明日過けふあすすぐしてさぶらふべし」

◇　拙僧自身で申し上げなければならないことも多いが、今日明日が過ぎてから伺いましょう」


1 【昨夜大将殿の御使にて】以下「さぶらふべし」まで、僧都から妹尼君への手紙文。僧都は昨夜の帰途中に小君を遣わしたかと推測して言う。

2 【ことの心承りしに】ことの真相。浮舟の失踪から入水。

3 【あぢきなくかへりて臆しはべりてなむ】『集成』は「浮舟を出家させたことを、功徳になることであるにもかかわらず後悔している趣」と注す。

4 【姫君に聞こえたまへ】あなた妹尼君から浮舟へ。


夢浮橋．２．１．８

■　と書かきたまへり。

◇　と書いていらっしゃった。

■　「これは何なにごとぞ1」

◇　「これはどうしたことか」

■　と尼君驚あまぎみおどろきて、こなたへ2もて渡わたりて見みせたてまつりたまへば3、面おもてうち赤あかみて4、

◇　と尼君は驚いて、こちらに持って来てお見せ申し上げなさると、顔が赤くなって、

■　「ものの聞きこえのあるにや5」

◇　「世間に知られたのではないか」

■　と苦くるしう、

◇　とつらく、

■　「もの隠かくししける」

◇　「隠し事をしていた」

■　と恨うらみられむを6思おもひ続つづくるに、いらへむ方かたなくてゐたまへるに、

◇　と恨まれることを思い続けると、答えようもなくてじっとしていらっしゃると、


1 【これは何ごとぞ】妹尼君の心中。驚きと疑問。

2 【こなたへ】浮舟のもとへ。ただし、妹尼君と浮舟は同じ対の屋に生活している。

3 【見せたてまつりたまへば】妹尼君が浮舟に。

4 【面うち赤みて】主語は浮舟。

5 【ものの聞こえのあるにや】以下、浮舟の心中に即した叙述。

6 【恨みられむを】「られ」受身の助動詞。浮舟が妹尼君から。


夢浮橋．２．１．９

■　「なほ、のたまはせよ。

◇　「やはり、おっしゃってください。

■　心憂こころうく思おぼし隔へだつること1」

◇　情けなく他人行儀ですこと」


1 【なほのたまはせよ心憂く思し隔つること】妹尼君の詞。


夢浮橋．２．１．１０

■　と、いみじく恨うらみて、ことの心こころを知しらねば、あわたたしきまで思おもひたるほどに、

◇　と、ひどく恨んで、事情を知らないので、慌てるばかりの騷ぎのところに、

夢浮橋．２．１．１１

■　「山やまより、僧都そうづの1御消息おほむせうそこにて、参まゐりたる人ひとなむある」

◇　「山から、僧都のお手紙といって、参上した人が来ました」


1 【山より僧都の】以下「人なむある」まで、小君に同行した従者の、案内を乞う口上。


夢浮橋．２．１．１２

■　と言いひ入いれたり1。

◇　と申し入れた。


1 【と言ひ入れたり】と言って差し入れた、の意。訪問者の詞であることがわかる。


第二段　小君、小野山荘の浮舟を訪問

夢浮橋．２．２．１

■　あやしけれど1、

◇　不思議に思うが、

■　「これこそは2、さは、確たしかなる御消息おほむせうそこならめ」

◇　「これこそは、それでは、確かなお手紙であろう」

■　とて、

◇　と思って、


1 【あやしけれど】『完訳』は「少し前に僧都からの消息が届いたばかりなのにと、不審な気持」と注す。

2 【これこそは】以下「御消息ならめ」まで、妹尼君の心中の思い。


夢浮橋．２．２．２

■　「こなたに1」

◇　「こちらに」


1 【こなたに】妹尼君の詞。小君を中に招じ入れる。


夢浮橋．２．２．３

■　と言いはせたれば、いときよげにしなやかなる童わらはの、えならず装束さうぞきたるぞ、歩あゆみ来きたる。

◇　と言わせなさると、とても小ぎれいでしなやかな童で、何とも言えないような着飾った者が、歩いて来た。

■　円座わらふださし出いでたれば、簾すだれのもとについゐて、

◇　円座を差し出すと、簾の側にちょこんと座って、

夢浮橋．２．２．４

■　「かやうにては1、さぶらふまじくこそは、僧都そうづは、のたまひしか」

◇　「このような形では、お持てなしを受けることはないと、僧都は、おっしゃっていました」


1 【かやうにては】以下「のたまひしか」まで、小君の詞。『集成』は「簀子の座というよそよそしい扱いに不満を述べる趣」と注す。


夢浮橋．２．２．５

■　と言いへば、尼君あまぎみぞ、いらへなどしたまふ。

◇　と言うので、尼君が、お返事などなさる。

■　文取ふみとり入いれて見みれば、

◇　手紙を中に受け取って見ると、

夢浮橋．２．２．６

■　「入道にふだうの姫君ひめぎみの御方おほむかたに、山やまより1」

◇　「入道の姫君の御方へ、山から」


1 【入道の姫君の御方に山より】手紙の上包の宛名と差出人名。


夢浮橋．２．２．７

■　とて、名書なかきたまへり1。

◇　とあって、署名なさっていた。

■　あらじなど、あらがふべきやうもなし。

◇　人違いだ、などと否定することもできない。


1 【名書きたまへり】僧都の法名が書かれている。


夢浮橋．２．２．８

■　いとはしたなくおぼえて、いよいよ引ひき入いられて、人ひとに顔かほも見合みあはせず。

◇　とても体裁悪く思えて、ますます後ずさりされて、誰にも顔を見せない。

夢浮橋．２．２．９

■　「常つねにほこりかならず1ものしたまふ人柄ひとがらなれど、いとうたて、心憂こころうし」

◇　「いつも控え目でいらっしゃる人柄だが、とても嫌な、情ない方」


1 【常にほこりかならず】以下「うたて心憂し」まで、妹尼君の詞。


夢浮橋．２．２．１０

■　など言いひて、僧都そうづの御文見おほむふみみれば、

◇　などと言って、僧都の手紙を見ると、

夢浮橋．２．２．１１

■　「今朝けさ、ここに大将殿だいしゃうどののものしたまひて1、御おほむありさま2尋たづね問とひたまふに、初はじめよりありしやう詳くはしく聞きこえはべりぬ。

◇　「今朝、こちらに大将殿がおいでになって、ご事情をお尋ねになるので、初めからの有様を詳しく申し上げてしまいました。

■　御心おほむこころざし深ふかかりける御仲おほむなかを背そむきたまひて、あやしき山賤やまがつの中なかに出家すけしたまへること、かへりては、仏ほとけの責せめ添そふべきことなる3をなむ、承うけたまはり驚おどろきはべる。

◇　ご愛情の深いお二方の仲を背きなさって、賤しい山家の中で出家なさったことは、かえって、仏のお叱りを受けるはずのことを、うかがって驚いています。


1 【今朝ここに大将殿のものしたまひて】以下「小君聞こえたまひてむ」まで、僧都の手紙文。「今朝」とは昨日のこと。

2 【御ありさま】あなた浮舟の身上について。

3 【かへりては仏の責め添ふべきことなる】『集成』は「「かへりて」は、仏のおほめにあずかるどころではなく、かえって、の意。薫に愛執の思いの断ちがたいものがあることをいう」。『完訳』は「浮舟が薫の愛執を処理せずに出家したから」と注す。


夢浮橋．２．２．１２

■　いかがはせむ。

◇　しようがありません。

■　もとの御契おほむちぎり過あやまちたまはで、愛執あいしふの罪つみをはるかしP6きこえたまひて1、一日ひとひの出家すけの功徳くどくは、はかりなきものなれば2、なほ頼たのませたまへとなむ3。

◇　もともとのご宿縁を間違いなさらず、愛執の罪をお晴らし申し上げなさって、一日の出家の功徳は、無量のものですから、やはりご期待なさいませと。

■　ことごとには、みづからさぶらひて申まうしはべらむ。

◇　詳細は、拙僧自身お目にかかって申し上げましょう。

■　かつがつ、この小君聞こぎみきこえたまひてむ4」

◇　とりあえず、この小君が申し上げなさることでしょう」


P6 はるかし--はるか（か/+し〈朱〉）

1 【もとの御契り過ちたまはで愛執の罪をはるかしきこえたまひて】『集成』は「もともとの（薫との）夫婦のご縁をお損いになることなく、（薫の）愛執の罪をお晴らし申し上げなさって。浮舟の還俗をすすめる趣旨」。『完訳』は「薫と結ばれるご縁をそこなわず、薫が浮舟を思う愛執の罪を晴らし申されて。「もとの御契り」は一説に、浮舟の前世依頼の宿縁」と注す。

2 【一日の出家の功徳ははかりなきものなれば】『心地観経』他に見える。

3 【なほ頼ませたまへとなむ】『集成』は「（還俗しても）なお安んじて（その功徳に）おすがりなさるようにと存じます」と注す。

4 【この小君聞こえたまひてむ】この小君があなたに申し上げましょう、の意。


夢浮橋．２．２．１３

■　と書かいたり。

◇　と書いてあった。

第三段　浮舟、小君との面会を拒む

夢浮橋．２．３．１

■　まがふべくもあらず、書かき明あきらめたまへれど、異人ことひとは心こころも得えず。

◇　疑う余地もなく、はっきりお書きになっているが、他の人には事情が分からない。

夢浮橋．２．３．２

■　「この君きみは、誰たれにかおはすらむ。

◇　「この君は、どなたでいらっしゃのだろう。

■　なほ、いと心憂こころうし。

◇　やはり、とても情けない。

■　今いまさへ、かくあながちに隔へだてさせたまふ」

◇　今になってさえ、このようにひたすらお隠しになっている」

夢浮橋．２．３．３

■　と責せめられて2、すこし外とざまに向むきて見みたまへば、この子こは、今いまはと世よを思おもひなりし夕暮ゆふぐれに3、いと恋こひしと思おもひし人ひとなりけり。

◇　と責められて、少し外の方を向いて御覧になると、この子は、これが最期と思った夕暮れにも、とても恋しいと思った人なのであった。

■　同おなじ所ところにて見みしほどは4、いと性さがなく、あやにくにおごりて憎にくかりしかど、母ははのいとかなしくして、宇治うぢにも時々率ときどきゐておはせしかば、すこしおよすけしままに、かたみに思おもへり5。

◇　一緒の所に住んでいたときは、とても意地悪で、妙に生意気で憎らしかったが、母親がとてもかわいがって、宇治にも時々連れておいでになったので、少し大きくなってからは、お互いに仲好くしていた。


1? 【この君はたれにか】以下「隔てさせたまふ」まで、妹尼君の詞。

2 【責められて】「られ」受身の助動詞。主語は浮舟。

3 【今はと世を思ひなりし夕暮れに】大島本は「夕暮に」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「夕暮にも」と「も」を補訂する。『新大系』は底本のまま「夕暮に」とする。浮舟が入水を決意した折に。

4 【同じ所にて見しほどは】幼少時を回想。常陸介邸で弟の小君と一緒だったころ。

5 【かたみに思へり】大島本は「かたみにおもへり」とある。『集成』『完本』は諸本に従って「思へりし」と「し」を補訂して文を続ける。『新大系』は底本のまま「思へり」とする。


夢浮橋．２．３．４

■　童心わらはごころを思おもひ出いづるにも、夢ゆめのやうなり。

◇　子供心を思い出すにつけても、夢のようである。

■　まづ、母ははのありさま、いと問とはまほしく、

◇　真先に、母親の様子を、とても尋ねたく、

■　「異人ことひとびとの上うへは1、おのづからやうやうと聞きけど、親おやのおはすらむやうは、ほのかにもえ聞きかずかし」

◇　「その他の人びとについては自然とだんだん聞くが、母親がどうしていらっしゃるかは、少しも聞くことができない」

■　と、なかなかこれを見みるに、いと悲かなしくて、ほろほろと泣なかれぬ。

◇　と、なまじこの子を見たばかりに、とても悲しくなって、ぽろぽろと涙がこぼれた。


1 【異人びとの上は】以下「え聞かずかし」まで、浮舟の心中を叙述。薫や匂宮については。


夢浮橋．２．３．５

■　いとをかしげにて、すこしうちおぼえたまへる心地ここちもすれば、

◇　たいそう可憐で、少し似ていらっしゃるところがあるように思われるので、

夢浮橋．２．３．６

■　「御兄弟おほむはらからにこそ2おはすめれ。

◇　「ご姉弟でいらっしゃるようだ。

■　聞きこえまほしく思おぼすこともあらむ。

◇　お話し申し上げたくお思いでいることもあろう。

■　内うちに3入いれたてまつらむ」

◇　内にお入れ申そう」


1? 【すこしうちおぼえたまへる心地すれば】主語は妹尼君。小君が浮舟に似ている。

2 【御兄弟にこそ】以下「入れたてまつらむ」まで、妹尼君の詞。

3 【内に】御簾の内側、廂間の中へ。


夢浮橋．２．３．７

■　と言いふを、

◇　と言うのを、

■　「何なにか、今いまは1世よにあるものとも思おもはざらむに、あやしきさまに面変おもがはりして、ふと見みえむも恥はづかし」

◇　「どうして、今はもう生きている者と思っていないのに、尼姿に身を変えて、急に会うのも気がひける」

■　と思おもへば、とばかりためらひて、

◇　と思うと、しばらくためらって、


1 【何か今は】以下「恥づかし」まで、浮舟の心中の思い。


夢浮橋．２．３．８

■　「げに、隔へだてありと1、思おぼしなすらむが苦くるしさに、ものも言いはれでなむ。あさましかりけむありさまは2、珍めづらかなることと見みたまひてけむを、うつし心ごころも失うせ、魂たましひなどいふらむものも、あらぬさまになりにけるにやあらむ。いかにもいかにも、過すぎにし方かたのことを、我われながらさらにえ思おもひ出いでぬに、紀伊守きいのかみとかありし人ひとの3、世よの物語ものがたりすめりし中なかになむ、見みしあたりのことにやと4、ほのかに思おもひ出いでらるることある心地ここちせし。

◇　「おっしゃるとおり、隠し事があると、お思いになるのがつらくて、何も申すことができません。情けなかった姿は、珍しいことだと御覧になったでしょうが、正気も失い、魂などと申すものも、以前とは違ったものになってしまったのでしょうか、何ともかとも、過ぎ去った昔のことを、自分ながら全然思い出すことができないところに、紀伊守とかいった人が、世間話をした中で、知っていた方のことかと、わずかに思い出される気がしました。


1 【げに隔てありと】以下「もて隠したまへ」まで、浮舟の詞。

2 【あさましかりけむありさまは】宇治院で発見された当時の浮舟の姿。

3 【紀伊守とかありし人の】「手習」巻に登場。妹尼君の甥の紀伊守。小野草庵を訪問して薫の法事に衣装を調達することを依頼する。

4 【見しあたりのことにやと】薫をさす。


夢浮橋．２．３．９

■　その後のち、とざまかうざまに思おもひ続つづくれど、さらにはかばかしくもおぼえぬに、ただ一人ひとりものしたまひし人ひとの1、いかでと2おろかならず思おもひためりしを、まだや世よにおはすらむと、そればかりなむ心こころに離はなれず、悲かなしき折々をりをりはべるに、今日見けふみれば、この童わらはの顔かほは、小ちひさくて見みし心地ここちするにも、いと忍しのびがたけれど、今いまさらに、かかる人ひとにも、ありとは知しられでやみなむ、となむ思おもひはべる。

◇　その後は、あれやこれやと考え続けましたが、いっこうにはっきりと思い出されませんが、ただ一人おいでになった方の、何とか幸福にと並々ならず思っていらしたような母親が、まだ生きておいでかと、そのことばかりが脳裏を離れず、悲しい時々がございますので、今日見ると、この童の顔は、小さい時に見たことのある気がするのにつけても、とても堪えがたい気がするが、今さら、このような人に、生きていると知られないで終わりたいと、存じております。


1 【ただ一人ものしたまひし人の】母親をさす。

2 【いかでと】何とか幸福にしてあげたい、の意。


夢浮橋．２．３．１０

■　かの人1ひと、もし世よにものしたまはば、それ一人ひとりになむ、対面たいめんせまほしく思おもひはべる。

◇　あの母親が、もしこの世に生きておいででしたら、その方お一人だけには、お目にかかりたく存じております。

■　この僧都そうづの、のたまへる人2ひとなどには、さらに知しられたてまつらじ、とこそ思おもひはべりつれ。

◇　この僧都が、おっしゃっている方などには、まったく知られ申すまいと、存じております。

■　かまへて、ひがことなりけりと聞きこえなして、もて隠かくしたまへ」

◇　何とか工夫して、間違いであると申し上げて、隠してくださいませ」


1 【かの人】母親をさす。

2 【この僧都ののたまへる人】薫をさす。


夢浮橋．２．３．１１

■　とのたまへば、

◇　とおっしゃるので、

夢浮橋．２．３．１２

■　「いと難かたいことかな1。

◇　「まことに難しいことですね。

■　僧都そうづの御心みこころは、聖ひじりといふなかにも、あまり隈くまなくものしたまへば、まさに残のこいては、聞きこえたまひてむや。

◇　僧都のお考えは、聖と申すなかでも、あまりにに正直一途の方でいらっしゃいますから、まさに何も残さずに申し上げなさったことでしょう。

■　後のちに隠かくれあらじ。

◇　後で分かってしまいましょう。

■　なのめに軽々かろがろしき御おほむほどにもおはしまさず2」

◇　いい加減な軽々しいご身分でもいらっしゃらないし」


1 【いと難いことかな】以下「おはしまさず」まで、妹尼君の詞。

2 【なのめに軽々しき御ほどにもおはしまさず】薫の身分についていう。


夢浮橋．２．３．１３

■　など言いひ騷さわぎて、

◇　などと言い騒いで、

夢浮橋．２．３．１４

■　「世よに知しらず心強こころづよくおはしますこそ1」

◇　「見たこともないほど強情でいらっしゃること」


1 【世に知らず心強くおはしますこそ】女房たちの詞。浮舟の強情さを非難する。


夢浮橋．２．３．１５

■　と、皆言みないひ合あはせて、母屋もやの際きはに几帳立きちゃうたてて入いれたり1。

◇　と、皆で話し合って、母屋の際に几帳を立てて入れた。


1 【入れたり】小君を廂間に。


第四段　小君、薫からの手紙を渡す

夢浮橋．２．４．１

■　この子こも、さは聞ききつれど1、幼をさなければ、ふと言いひ寄よらむもつつましけれど、

◇　この子も、そうは聞いていたが、子供なので、唐突に言葉かけるのも気がひけるが、


1 【さは聞きつれど】姉の浮舟がここにいると、薫から聞かされていたが。


夢浮橋．２．４．２

■　「またはべる御文1おほむふみ、いかでたてまつらむ。

◇　「もう一通ございますお手紙を、ぜひ差し上げたい。

■　僧都そうづの御おほむしるべは、確たしかなるを、かくおぼつかなくはべるこそ」

◇　僧都のお導きは、確かなことでしたのに、このようにはっきりしませんとは」


1 【またはべる御文】以下「おぼつかなくはべるこそ」まで、小君の詞。もう一通の手紙。薫から浮舟への手紙。


夢浮橋．２．４．３

■　と、伏目ふしめにて言いへば、

◇　と、伏目になって言うと、

夢浮橋．２．４．４

■　「そそや。

◇　「それそれ。

■　あな、うつくし1」

◇　まあ、かわいらしい」


1 【そそやあなうつくし】妹尼の詞。


夢浮橋．２．４．５

■　など言いひて、

◇　などと言って、

夢浮橋．２．４．６

■　「御文御覧おほむふみごらんずべき人ひとは1、ここにものせさせたまふめり。

◇　「お手紙を御覧になるはずの人は、ここにいらっしゃるようです。

■　見証けそうの人ひとなむ、いかなることにかと、心得こころえがたくはべるを、なほのたまはせよ。

◇　はたの者は、どのようなことかと分からずにおりますが、さらにおっしゃってください。

■　幼をさなき御おほむほどなれど、かかる御おほむしるべに頼たのみきこえたまふやうもあらむ」

◇　幼いご年齢ですが、このようなお使いをお任せになる理由もあるのでしょう」


1 【御文御覧ずべき人は】以下「やうもあらむ」まで、妹尼君の詞。


夢浮橋．２．４．７

■　など言いへど、

◇　などと言うので、

夢浮橋．２．４．８

■　「思おぼし隔へだてて1、おぼおぼしくもてなさせたまふには、何事なにごとをか聞きこえはべらむ2。

◇　「よそよそしくなさって、はっきりしないお持てなしをなさるのでは、何を申し上げられましょう。

■　疎うとく思おぼしなりにければ、聞きこゆべきこともはべらず。

◇　他人のようにお思いになっていたら、申し上げることもございません。

■　ただ、この御文おほむふみを、人伝ひとづてならで奉たてまつれ3、とてはべりつる、いかでたてまつらむ」

◇　ただ、このお手紙を、人を介してではなく差し上げなさい、とございましたので、ぜひとも差し上げたい」


1 【思し隔てて】以下「いかでたてまつらむ」まで、小君の詞。

2 【何事をか聞こえはべらむ】反語表現。何も申し上げられない。

3 【人伝てならで奉れ】薫の詞を引用。


夢浮橋．２．４．９

■　と言いへば、

◇　と言うと、

夢浮橋．２．４．１０

■　「いとことわりなり1。

◇　「まことにごもっともです。

■　なほ、いとかくうたてなおはせそ。

◇　やはり、とてもこのように情けなくいらっしゃらないで。

■　さすがにむくつけき御心みこころにこそ」

◇　いくら何でも気味悪いほどのお方ですこと」


1 【いとことわりなり】以下「むくつけき御心にこそ」まで、妹尼君の詞。


夢浮橋．２．４．１１

■　と聞きこえ動うごかして、几帳きちゃうのもとに押おし寄よせたてまつりたれば1、あれにもあらでゐたまへるけはひ、異人ことひとには似にぬ心地ここちすれば2、そこもとに寄よりて奉たてまつりつ。

◇　とお促し申して、几帳の側に押し寄せ申したので、人心地もなく座っていらっしゃるその感じは、他人ではない気がするので、すぐそこに近寄って差し上げた。


1 【几帳のもとに押し寄せたてまつりたれば】浮舟を母屋と廂間の間の几帳のもとに。

2 【心地すれば】主語は小君。姉の浮舟であることを実感。


夢浮橋．２．４．１２

■　「御返おほむかへり疾とく賜たまはりてP7、参まゐりなむ1」

◇　「お返事を早く頂戴して、帰りましょう」


P7 賜はりて--*給て

1 【御返り疾く賜はりて参りなむ】小君の詞。


夢浮橋．２．４．１３

■　と、かく疎々うとうとしきを、心憂こころうしと思おもひて急いそぐ。

◇　と、このようにすげない態度を、つらいと思って急ぐ。

夢浮橋．２．４．１４

■　尼君あまぎみ、御文おほむふみひき解ときて、見みせたてまつる1。

◇　尼君は、お手紙を開いて、お見せ申し上げる。

■　ありしながらの御手おほむてにて、紙かみの香かなど、例れいの、世よづかぬまでしみたり。

◇　以前と同じようなご筆跡で、紙の香なども、いつもの、世にないまで染み込んでいた。

■　ほのかに見みて、例れいの、ものめでのさし過すぎ人びと、いとありがたくをかしと思おもふべし2。

◇　ちらっと見て、例によって、何にでも感心するでしゃばり者は、ほんとめったになく素晴らしいと思うであろう。


1 【見せたてまつる】薫の手紙を浮舟に。

2 【ものめでのさし過ぎ人いとありがたくをかしと思ふべし】『細流抄』は「草子地也」。『完訳』は「以下、浮舟の心内とは無縁の妹尼を揶揄する語り手の評言」と注す。


夢浮橋．２．４．１５

■　「さらに聞きこえむ方かたなく1、さまざまに罪重つみおもき御心みこころをば2、僧都そうづに思おもひ許ゆるしきこえて、今いまはいかで、あさましかりし世よの夢語ゆめがたりをだに、と急いそがるる心こころの、我われながらもどかしきになむ。

◇　「まったく申し上げようもなく、いろいろと罪障の深いお身の上を、僧都に免じてお許し申し上げて、今は何とかして、驚きあきれたような当時の夢のような思い出話なりとも、せめてと、せかれる気持ちが、自分ながらもどかしく思われることです。

■　まして、人目ひとめはいかに」

◇　まして、傍目にはどんなに見られることでしょうか」


1 【さらに聞こえむ方なく】以下「人目はいかに」まで、薫の手紙文。

2 【さまざまに罪重き御心をば】浮舟の、匂宮との密通、失踪入水未遂、無断出家等。


夢浮橋．２．４．１６

■　と、書かきもやりたまはず。

◇　と、お心を書き尽くしきれない。

夢浮橋．２．４．１７

■　「法のりの師しと尋たづぬる道みちをしるべにて

思おもはぬ山やまに踏ふみ惑まどふかな1

◇　「仏法の師と思って尋ねて来た道ですが、それを道標としていたのに

思いがけない山道に迷い込んでしまったことよ


1 【法の師と尋ぬる道をしるべにて思はぬ山に踏み惑ふかな】薫から浮舟への贈歌。「法の師」は横川の僧都、「思はぬ山」は恋の山、をさす。


夢浮橋．２．４．１８

■　この人ひとは1、見みや忘わすれたまひぬらむ。

◇　この子は、お忘れになったでしょうか。

■　ここには、行方ゆくへなき御形見おほむかたみに見みる物ものにてなむ」

◇　わたしは、行方不明になったあなたのお形見として見ているのです」


1 【この人は】以下「見る物にてなむ」まで、薫の手紙文の続き。「この人」は小君をさす。


夢浮橋．２．４．１９

■　など、こまやかなり。

◇　などと、とても愛情がこもっている。

第五段　浮舟、薫への返事を拒む

夢浮橋．２．５．１

■　かくつぶつぶと書かきたまへるさまの、紛まぎらはさむ方かたなきに、さりとて、その人ひとにもあらぬさまを1、思おもひの外ほかに見みつけられきこえたらむほどの、はしたなさなどを思おもひ乱みだれて、いとど晴はれ晴ばれしからぬ心こころは、言いひやるべき方かたもなし。

◇　このようにこまごまとお書きになっている様子が、紛れようもないので、そうかといって、昔の自分とも違う姿を、意外にも見つけられ申したときの、体裁の悪さなどを思い乱れて、今まで以上に晴れ晴れしくない気持ちは、何ともいいようがない。


1 【その人にもあらぬさまを】昔の自分の姿と変わった出家姿。


夢浮橋．２．５．２

■　さすがにうち泣なきて、ひれ臥ふしたまへれば、

◇　そうはいってもふと涙がこぼれて、臥せりなさったので、

■　「いと世よづかぬ御おほむありさまかな1」

◇　「まことに世間知らずのなさりようだ」

■　と、見みわづらひぬ2。

◇　と、扱いかねた。


1 【いと世づかぬ御ありさまかな】妹尼君の心中。浮舟を見ての感想。

2 【見わづらひぬ】主語は妹尼君。


夢浮橋．２．５．３

■　「いかが聞きこえむ1」

◇　「どのように申し上げましょう」


1 【いかが聞こえむ】妹尼君の詞。


夢浮橋．２．５．４

■　など責せめられて1、

◇　などと責められて、


1 【責められて】「られ」受身の助動詞。浮舟は妹尼君から返事を催促される。


夢浮橋．２．５．５

■　「心地ここちのかき乱みだるやうに1しはべるほど、ためらひて、今聞いまきこえむ。

◇　「気分がとても苦しゅうございますのを、おさまりましてから、やがて差し上げましょう。

■　昔むかしのこと思おもひ出いづれど、さらにおぼゆることなく、あやしう、いかなりける夢ゆめにかとのみ、心こころも得えずなむ。

◇　昔のことを思い出しても、まったく思い当たることがなく、不思議で、どのような夢であったのかとばかり、分かりません。

■　すこし静しづまりてや、この御文おほむふみなども、見知みしらるることもあらむ。

◇　少し気分が静まったら、このお手紙なども、分かるようなこともありましょうか。

■　今日けふは、なほ持もて参まゐりたまひね2。

◇　今日は、やはりお持ち帰りください。

■　所違ところたがへにもあらむに、いとかたはらいたかるべし」

◇　人違いであったら、とても体裁悪いでしょうから」


1 【心地のかき乱るやうに】以下「かたはらいたかるべし」まで、浮舟の詞。

2 【持て参りたまひね】薫の手紙をそのまま持ち帰るように言う。


夢浮橋．２．５．６

■　とて、広ひろげながら1、尼君あまぎみにさしやりたまへれば、

◇　と言って、広げたまま、尼君にお渡しになったので、


1 【広げながら】手紙を広げたまま。


夢浮橋．２．５．７

■　「いと見苦みぐるしき御おほむことかな1。

◇　「とても見苦しいなさりようですこと。

■　あまりけしからぬは、見みたてまつる人ひとも2、罪つみさりどころなかるべし」

◇　あまり不作法なのは、世話している者どもも、咎を免れないことでしょう」


1 【いと見苦しき御ことかな】以下「さりどころなかるべし」まで、妹尼君の詞。

2 【見たてまつる人も】浮舟を世話する人、僧都や自分妹尼君たちをさす。


夢浮橋．２．５．８

■　など言いひ騒さわぐも、うたて聞ききにくくおぼゆれば、顔かほも引ひき入いれて臥ふしたまへり。

◇　などと言って騒ぐのも、嫌で聞いていられなく思われるので、顔を引き入れてお臥せりになった。

夢浮橋．２．５．９

■　主人あるじぞ、この君きみに物語ものがたりすこし聞きこえて、

◇　主人の尼が、この君にお話を少し申し上げて、

夢浮橋．２．５．１０

■　「もののけにや1おはすらむ。

◇　「物の怪のせいでしょうか。

■　例れいのさまに見みえたまふ折をりなく、悩なやみわたりたまひて、御容貌おほむかたちも異ことになりたまへるを、尋たづねきこえたまふ人ひとあらば2、いとわづらはしかるべきこと3、と見みたてまつり嘆なげきはべりしも、しるく、かくいとあはれに、心苦こころぐるしき御おほむことどもはべりけるを、今いまなむ、いとかたじけなく思おもひはべる。

◇　いつもの様子にお見えになる時もなく、ずっと患っていらっしゃって、お姿も尼姿におなりになったが、お探し申し上げなさる方がいたら、とても厄介なことになりましょうことよと、拝見し嘆いておりましたのも、その通りに、このようにまことにおいたわしく、胸打つご事情がございましたのを、今は、まことに恐れ多く存じております。


1 【もののけにや】以下「さまにてなむ」まで、妹尼君の詞。今までの経緯を小君に語る。

2 【尋ねきこえたまふ人あらば】浮舟を。

3 【いとわづらはしかるべきこと】出家を。『完訳』は「浮舟を捜し求める人々が、浮舟の尼姿に失望するだろうと、妹尼らは懸念したとする。自分たちも出家には反対だった、の気持」と注す。


夢浮橋．２．５．１１

■　日ひごろも、うちはへ悩なやませたまふめるを、いとどかかることどもに1思おぼし乱みだるるにや、常つねよりもものおぼえさせたまはぬさまにてなむ」

◇　常日頃も、ずっとご病気がちでいらしたようなのを、ますますこのようなお手紙にお思い乱れなさったのか、いつも以上に分別がなくおいでです」


1 【かかることどもに】薫からの手紙をさす。


夢浮橋．２．５．１２

■　と聞きこゆ。

◇　と申し上げる。

第六段　小君、空しく帰り来る

夢浮橋．２．６．１

■　所ところにつけてをかしき饗応あるじなどしたれど、幼をさなき心地ここちは、そこはかとなくあわてたる心地ここちして、

◇　山里らしい趣のある饗応などをしたが、子供心には、どことなくいたたまれないような気がして、

夢浮橋．２．６．２

■　「わざと奉たてまつれさせたまへるしるしに1、何事なにごとをかは聞きこえさせむとすらむ。

◇　「わざわざお遣わしあそばされたそのしるしに、何とお返事申し上げたらよいのでしょう。

■　ただ一言ひとことをのたまはせよかし」

◇　ただ一言でもおっしゃってください」


1 【わざと奉れさせたまへるしるしに】以下「のたまはせよかし」まで、小君の詞。


夢浮橋．２．６．３

■　など言いへば、

◇　などと言うと、

夢浮橋．２．６．４

■　「げに1」

◇　「ほんとうですこと」


1 【げに】妹尼君の詞。


夢浮橋．２．６．５

■　など言いひて、かくなむ、と移うつし語かたれど、ものものたまはねば、かひなくて、

◇　などと言って、これこれです、とそのまま伝えるが、何もおっしゃらないので、しかたなくて、

夢浮橋．２．６．６

■　「ただ、かく1、おぼつかなき御おほむありさまを聞きこえさせたまふべきなめり。

◇　「ただ、あのように、はっきりしないご様子を申し上げなさるのがよいのでしょう。

■　雲くもの遥はるかにS1隔へだたらぬほどにも2はべるめるを、山風吹やまかぜふくとも、またもかならず立たち寄よらせたまひなむかし」

◇　雲が遥かに遠く隔たった場所でもないようでございますので、山の風が吹いても、またきっとお立ち寄りなさいまし」


S1 逢ふことは雲居遥かに鳴る神の音に聞きつつ恋ひわたるかな（古今集恋一-四八二　紀貫之）

1 【ただかく】以下「立ち寄らせたまひなむかし」まで、妹尼君の詞。

2 【雲の遥かに隔たらぬほどにも】『源氏釈』は「逢ふことは雲居遥かになる神の音に聞きつつ恋ひわたるかな」（古今集恋一、四八二、紀貫之）を指摘。『紹巴抄』は「引歌不及」と否定。


夢浮橋．２．６．７

■　と言いへば、すずろにゐ暮くらさむも1あやしかるべければ、帰かへりなむとす。

◇　と言うので、用もないのに日暮れまでいるのも妙な具合なので、帰ろうとする。

■　人知ひとしれずゆかしき御おほむありさまをも、え見みずなりぬるを、おぼつかなく口惜くちをしくて、心こころゆかずながら参まゐりぬ。

◇　心ひそかにお会いしたいご様子なのに、会うこともできずに終わったのを、気がかりで残念で、不満足のまま帰参した。


1 【すずろにゐ暮らさむも】主語は小君。『完訳』は「待っていても返事を得られそうにない状態。用もなく日暮れまで長居するのを避けた」と注す。


夢浮橋．２．６．８

■　いつしかと待まちおはするに1、かくたどたどしくて帰かへり来きたれば、すさまじく、

◇　早く早くとお待ちになっていたが、このようにはっきりしないまま帰って来たので、期待が外れて、

■　「なかなかなり2」

◇　「かえって遣らないほうがましだった」

■　と、思おぼすことさまざまにて、

◇　と、お思いになることがいろいろで、

■　「人ひとの隠かくし据すゑたるにやあらむ3」

◇　「誰かが隠し置いているのであろうか」

■　と、わが御心みこころの思おもひ寄よらぬ隈くまなく、落おとし置おきたまへりしならひに、とぞ本ほんにはべめる4。

◇　と、ご自分の想像の限りを尽くして、放ってお置きになった経験からも、と本にございますようです。


1 【いつしかと待ちおはするに】主語は薫。

2 【なかなかなり】薫の心中の思い。なまじ使いなど出さねばよかった。『完訳』は「浮舟との再縁を希求するのではない、薫の本心が透視されよう」と注す。

3 【人の隠し据ゑたるにやあらむ】薫の心中の思い。かつて自分が浮舟を宇治に隠し置いた経験から、今度も誰かが隠しているのではないか、と邪推する。

4 【とぞ本にはべめる】『一葉抄』は「例の記者のわかかゝぬよしのことは也」と指摘。『全書』は「写した人の注記で、鎌倉時代以後古形を示す意図から屡々慣用された」。『大系』は「後人の書入れである。「本に侍る」の如く、地の文に「侍る」を用いたのは、大体は鎌倉に入ってからの用例で、紫式部時代には、このように地の文に、「侍り」は使わない。「とぞ」で終っているのが正しいのである」。『集成』は「写本の筆者が、原本にはこうあった、とする注記であるが、物語の大尾を示す常套句であったと考えられる」と注す。
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